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＊この電子書籍は、『竜馬がゆく㈠』から『竜馬がゆく㈧』までを一冊にまとめた合本です。




＊この電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

＊読む際のご注意、お断り等についてはこちらをお読み下さい。
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門 出 の 花











「小こ嬢いとさまよ」

　と、源げん爺おんちゃんが、この日のあさ、坂本家の三女の乙おと女めの部屋の前にはいつくばり、芝居もどきの神妙さで申しあげたものであった。

「なんです」

　と、乙女がうつむいて答えた。手もとが針仕事でいそがしい。あすという日は、この屋敷の末っ子の竜りよう馬まが、江戸へ剣術修業に旅立つ。

「えらいことじゃ。お屋敷の中庭のすみの若桜が、花をつけちょりまする」

「そんなの、わかっちょる……」

　乙女は、障しよう子じのかげで笑った。

「またいつもの源おんちゃんの法ほ螺らじゃ。三月もなかばというのに、また桜が咲くということが、どうしてありましょうぞ」

「まこと、まこと」

　どういう陽気のかげんか、源おんちゃんは、障子のむこうでおどっているらしい。

「うそとお思いなら、出て見つかわされよ。たった一輪じゃが、目のさめるごとくにパッと咲いちょりまする」

「ほんと？」

　つられて、縁側へ出てみた。ひどく陽がまぶしかった。なるほど、下枝のあたりに、クッキリとした白さで、一輪、花が咲いていた。この桜の若木は、弟の竜馬が九つのとき、いたずら半分に植えたものであった。ことしでちょうど十年になる。

「これはほんとじゃ」

　乙女は感心してみつめていたが、やがてなにに気づいたのか、声をあげて笑いだした。

　笑うと、とまらないたちなのである。いつか、播はり磨ま屋や橋ばしを馬上で渡りかかったりっぱな武士が、橋のなかごろで馬が放ほう屁ひをすると、すぐそのあと武士もたかだかと放屁した、というはなしを源おんちゃんがもどってきて話すと、乙女は「うっ」といったきり、目が白くなった。やがて体を倒し、乳をおさえ、白しろ足た袋びの両足をたたみの上に浮かし、ころげまわって笑いはじめた。謹厳な長兄の権ごん平ぺいが本気で心配して、

「これは、医者どのでも呼ばずんばなるまいかの」

　と、いったほどのものだ。

　乙女は、色白でちまちまと可愛い顔だちをしていたが、からだが、なみはずれて大きく、五尺八寸は優にあった。ころげると、ずしりと畳がしなう。よくふとってもいたから、兄の権平や姉の千ち鶴ずがからかって、

「お仁に王おう様に似ィちゅ」

　といった。これがひろがって高知の城下では、

「坂本のお仁王様」といえば、百姓町人まで知らぬ者はない。そのうえ大きいわりには動作が機敏で、竹刀しないをつかわせれば、切きり紙がみほどの腕はあった。末弟の竜馬に幼少のころ剣術の手ほどきをしたのは、この三つ年上の乙女である。

「源おんちゃん、つまらぬことをする。これは、紙ではありませぬか」

　と、乙女は気づいた。わけをきくと、不器用の源おんちゃんはその紙の一輪をつくるために、ゆうべはひと晩かかったという。乙女はおかしくなったが、途中であわてて笑いをとめた。涙が出そうになったのであろう。




　竜馬が、いよいよあす発たつときいて、城下本ほん町ちよう筋すじ一丁目の坂本屋敷には、朝からひっきりなしに、祝い客がつづいている。

　祝い客たちは、父の八はつ平ぺい、嫡あ兄にの権平にそれぞれお祝いを申しのべたあと、かならず末娘の乙女の部屋にもやってくる。言うことばも、きまっている。

「小嬢さまは坊ぼんさんがお発ちになったあとは、さぞさびしゅうござりましょう」

「なに、左様なことはありませぬ。洟はなたれが手もとにおりませぬと、さばさばいたしまする」

　むろん、この娘らしい空からいばりなのである。乙女は、竜馬の十二歳のとき母の幸子が死んでから、わずか三つ上ながらも、弟をおぶったり、添い寝をしたりしてきょうまで育ててきた。竜馬に対しては、若い母のような気持でいたし、あるいはそれ以上だったかもしれない。それほど幼いころの竜馬は、手のかかった子なのである。

　坂本家に三十年も出入りしている道具屋の阿あ弥み陀だ仏ぶつなどは、うまれつきこの土地でいう異い骨ごつ相そうな老人で、ことばに遠慮がないから、

「よくぞまあ、あれほどまでにお育てなされました。申してはばかりあることながら、ここの坊さんはえらい寝よ小ば便あたれでござりましたからのう」

　事実なのである。

　竜馬は、十二になっても寝小便をするくせがなおらず、近所のこどもたちから「坂本の寝よ小ば便あったれ」とからかわれた。からかわれても竜馬は気が弱くて言いかえしもできず、すぐ泣いた。ときどき近所のこどもたちにまじって、すぐ近所の築つき屋や敷しき（町名）の河原などであそぶことはあったが、たいていは泣かされて帰ってくる。それも屋敷までのあいだ二丁も三丁もべそべそと長泣きをしながらもどってくるために、城下ではたれでも、

「坂本の泣き虫」といえば「ああ、本町筋の洟垂れのことか」といった。竜馬は、どうしたことか、十二、三になっても、はなじるが垂れっぱなしだった。十二のとき、ひとなみに父は学塾に入れた。城下では、藩の上士の子が上町の島崎七内塾にかよい、軽格の子弟は、おもに車瀬の池次作、大膳町の楠くす山やま庄助塾にかよったが、竜馬が入塾したのは、この楠山塾である。

　ところが、入塾するとほとんど毎日泣いて帰るし、文字を教えられても、竜馬のあたまでは容易におぼえられない様子なのである。ついに、ある雨の夜、師匠の楠山庄助がたずねてきて、

「あの子は、拙者には教えかねます。お手もとでお教えなされたほうが、よろしかろう」

　見はなされたのである。もともと寺子屋の師匠といえばなかば世すぎで教えているのだが、その師匠からも見はなされたとなると、もはや家門の恥辱といってよかった。このときだけは父の八平も長嘆して、

「えらい子ができたものじゃ。この子は、ついに坂本家の廃すたれ者ものになるか」

　兄の権平もにがい顔をしていたが、乙女だけはくすくすと笑い、

「いいえ、竜馬は左様な廃れ者にはなりませぬ。ひょっとすると、土佐はおろか、日本に名をのこす者になるかもしれませぬ」

「寝小便をしてもかよ」

「はい」

　乙女には、竜馬にかけているひとつの信仰があった。




　竜馬は、うまれおちたときから、背中いちめんに旋せん毛もうがはえていた。父の八平は豪気な男だったからこれをおかしがり、

「この子はへんちくりんじゃ、馬でもないのにたてがみがはえちょる」

　といって、竜馬と名づけた。

　八平はよろこんだが、死んだ母の幸子はいやがり、

「猫かもしれませぬよ」

　と心配した。幸子の記憶では、ちょうど懐妊したころ、可愛がっていた雄猫が寝床を恋しがってしきりと幸子の腹のうえにのぼってきていたことをおもいだしたのである。

「なるほど、馬か猫か、これはあやういところじゃ。馬なら千里の駿しゆん馬めということばがある。猫ならどういうことばがあるかな。そうじゃ、泥棒猫というのがある。竜馬は、どっちになるかい」

　ところが長ずるにしたがって、意外に愚童だったために、竜馬の駿馬説は消えた。兄の権平も、

「やっぱり、猫じゃった。しかもあの愚鈍な様子では泥棒猫にさえなれそうにない」

　しかし乙女は、そうはおもわなかった。寝よ小ば便あったれのはなたれ小僧で、手習いもろくにできない子だが、こどもにも骨こつ柄がらというものがある。乙女の気のせいか、見ているとどことなく茫洋とした味があるようにおもわれるのである。兄の権平にそれをいうと、大食いの権平はちょうど午後三時やつさがりのかゆを食っていたときだったが、めしつぶを噴きだして笑い、

「乙女の欲目じゃ。世間ではそういう者を茫洋といわず薄のろというちょる」

「でも、ほかのこどもとくらべると、どことなしに目の光がちがいますよ」

「あいつは、父上ゆずりで近ちか眼めなんじゃ。その証拠に、遠くをみるとき、シバシバと目を細めちょる」

「細めちょりますが、近眼ではありませぬ」

「近眼じゃ」

　権平はそういうのだが、乙女には、竜馬が目を細めているとき、この少年だけがわかる未知の世界を遠望しているようにしかみえない。

　乙女のほかに、もうひとりだけ竜馬の支持者がいた。ひょうきん者の源おんちゃんである。もっともこの老僕は乙女と竜馬のことなら、なんでも味方になるくせがあった。

「坊ぼんさんは、きっとえらくなる。いまははなたれじゃが、大きゅうなればきっと日本一の剣術使いになられまする」

　源おんちゃんのりくつは単純で、竜馬の左の腕に一寸ほどのあざがあるからいいのだという。このあざの持主が剣をまなべば天下に風雲をおこす、という相学を、どこかできいてきたらしい。

「たれからきいたの」

「お釈しや迦かさまよりえらいお人から、ききましてござります」

「へーえ。そんなひと、お城下にいるかしら」

「帯屋町に、いてござりまする」

「なんだ、阿弥陀仏のおんちゃんか」

　例の道具屋の老人である。この老人はもともと須崎屋吉兵衛というのが正称なのだが、隠居して阿弥陀仏と号していた。

　しかし、ばかにはできない。

　ひょっとすると阿弥陀仏のおんちゃんの予言があたるかもしれないと乙女がおもいはじめたのは、竜馬が十四歳のときからであった。──この少年は近所の築屋敷に小お栗ぐり流りゆうの道場をもつ日根野弁治のもとに通いはじめてから、にわかに顔つきまでかわってきたのである。




　小栗流日根野弁治の道場は、浦うら戸どにそそぐ潮しお江え川がわ（いまの鏡川）のそばにある。川むこうに真しん如によ寺じ山ざんがみえ、城下でも景色のいい一角である。

　日根野弁治は城下でも随一の達人で、和術やわらにも達していた。もっともこの小栗流というのは、刀術のほかに、和術と拳法を加味したもので、稽けい古こもひどく荒っぽい。この先生は、稽古のときなど打ちこみが軽いと、「それではイタチも斬れん」と弟子を叱った。

「こうやるんじゃ」

　竹刀を上段にとり、ずしっと腰を沈め、同時に、ぱんと相手の面を打つ。

「みたか。腰で斬る」

　打たれる者はかなわなかった。面をつけているのに、衝撃が頭のシンまでくる。鼻の奥がきなくさくなり、目がくらんで倒れる者もいた。十四歳の竜馬も、ずいぶんやられたらしい。

　入門後、ひとつきほどすると先生が竜馬の顔を、

「おンし、妙じゃぞ」

　と気味わるそうにのぞきこんだ。理由は話さない。

　竜馬は、毎日、剣術防具をかついで築屋敷から本町筋一丁目の屋敷にもどってくると、姉の乙女が待っている。

「庭へ出なさい」

　これが日課だった。また、防具をつけねばならなかった。乙女は、武家娘らしい高島田に汗どめの白手拭を巻き、ふりそでをタスキでしばり、木き太だ刀ち一本をもったきりである。

「竜馬、おさらい。──」

　今日ならったとおりに打ちこめという。

「女と思って、みくびりなさるな」

　みくびるどころではなかった。この風変りな娘は、竜馬がいくら打ちこんでも、ぱんぱんと竹刀をはねあげてしまう。

　何度か、庭の池へ突きおとされたことがあった。はいあがってくるところを、乙女はすばやくつきとばしまた落す。ある日、父の八平がさすがに見かねて、

「乙女、よいかげんにせぬか」

　としかると、

「ちがいます」

　ふくれると、可愛い顔になる娘である。

「なにがちがうんじゃ」

「竜は雨や雲を得て昇天するといいますから、竜馬を水につけてみて、ほんとうの竜になるかどうかをためしているのです」

「ばか、わしは竜馬が可哀そうじゃというちょるんじゃない。そういうハツタカ（お転てん婆ば娘むすめ）では、お前さんの嫁入り口にさしつかえるというちょるんじゃ」

　──それから三月ほどして道場の先生の日根野弁治が、以前とおなじように竜馬の顔をのぞきこんだ。

「やっぱり、妙じゃ」

　のぞきこまれて竜馬がなんとなく無愛想な顔をしていると、

「顔が、かわった。入門してきたときとは、別の人間じゃ。物のたとえで、うまれかわったように、とよくいうが、やはりそういうことが世の中にあるものじゃな」

　竜馬の顔は、別人のようにひきしまってきている。背丈も、この春、十九歳になるまでの五年間に、五尺八寸にまでのびた。城下の街路を歩いていても、人が目をそばだてるほどの堂々たる偉丈夫である。

「あれが、坂本のはなたれか」

　往来ですれちがう者のなかでは、自分の目を信じない者もいた。ただ乙女がみて、一つだけ幼いころの竜馬のくせが残っている所があった。よそにお招よばれに行っても、茶わんからめしつぶをぼろぼろとこぼすくせである。もっともこのくらいは兄の権平にもあったから、坂本家の血すじかもしれないと乙女は思い、あきらめてはいたが。




　──竜馬はつよい。

　という評判が城下にたったのは、この正月の日根野道場における大おお試よ合せからである。乙女はこの日、真白の稽古着に紺こんのハカマをつけ、道場の末席で試合をみていたが、彼女でさえ（これが、弟のあの竜馬か）と目をみはったほどだった。

　竜馬は、はじめ三人の切紙と立ちあってそれぞれ初太刀でしりぞけると、つぎに古参株の目録者ふたりの面と胴をとった。

　試合の翌日、日根野弁治は、小栗流の目録をあたえた。わずか十九歳である。このとしで目録とは、日根野道場では異例だった。

「目録じゃと？　あの竜馬めが」

　さわぎだしたのは、兄の権平であった。

「わしの目はふし穴じゃった。名のとおり竜になるかもしれぬわ。──な、父上」

　と、八平に、

「すこし金がかかるが、江戸へ修業にやりましょう。ゆくゆくは城下で剣術道場をひらかせます。これは楽しみになってきた」

　さっそく八平と権平が日根野弁治のもとにとんでいって相談すると、

「御子息なら、剣でめしが食えます」

　太鼓判をおしてくれ、そのうえ、

「寄らば大樹のかげ、と申す。やはり、大成するためには、大流儀を学ぶがよろしかろう。それには、北ほく辰しん一刀流がよろしい」

「ああ、千葉周作先生であられまするな」

　権平も田舎者ながら、それくらいのことは知っている。千葉の玄げん武ぶ館かんは、京橋アサリ河が岸しの桃もも井のい春蔵、麴こうじ町まちの斎藤弥九郎とならんで江戸の三大道場といわれ、天下の剣を三分していた。

「添てん書しよをかいて進ぜる。周作先生に学ぶのがいちばんよろしいが、先生はすでに老境であられるゆえ、京橋桶おけ町ちように道場をもつ令弟の貞吉先生につかれるとよい。貞吉先生の道場は、お玉ケ池の大千葉に対し、小千葉とよばれています」

「かたじけのうござる」

　気のはやいふたりは、すぐその足で内堀のそばの家老福岡宮く内ないの屋敷にゆき、

「お目通り願わしゅうござりまする。末子竜馬が儀でまかり越しましてござりまする」

　坂本家は、城下では随一の金持郷士であったが、身分は、家老福岡家御お預あずかり郷ごう士し、ということになっていた。竜馬を江戸にやるについては宮内の許しが必要だったし、あわせて藩庁への届けも、宮内を通じてとりはからっていただく。──数日して、藩庁から、

「剣術修業の儀、殊勝である」

　という許可がおりた。この日、吉報をもって竜馬の部屋にかけこんだのは、乙女だった。

「竜馬、よろこびやれ。おゆるしがおりましたぞ」

「ははあ」

　竜馬は、なさけない顔をしている。

「どうしたのです」

「そこにのみがいたんです。追っかけていると、文ふ机づくえの下に逃げこんでしまった。私も負けずにもぐりこむと、どうやらのみが口のなかに入ってしまったらしい。あれは、妙な味ですな」

　ぼんやり、笑っている。

（やっぱり、この子、人なみではないのかな）




　いよいよ、竜馬が江戸へたつ日がきた。嘉か永えい六年三月十七日である。

　坂本家では、源おんちゃんが未明に門をひらき、桔き梗きようの定じよう紋もんをうった高たか張はり提ぢよう灯ちんをたかだかとかかげた。

　屋敷うちの部屋々々にあかりがつき、父の八平が、紋服をきて書院へ出た。

「権平、竜馬はどこにいる」

　といった。

「さきほどから見えませぬが」

「さがせ。あれは狐を馬に乗せたような男ゆえ、最後に入念な訓戒を垂れねばならぬ」

　──そのころ竜馬は、姉に最後のあいさつをするため、乙女の部屋の障子をあけた。乙女も、それを待っていたのか、盛装ですわっている。竜馬は照れくさそうに、

「あいさつにまかり越しました」

「ご殊勝なことです」

　ほめてやった。この竜馬は、どういうわけか、むかしから人にあいさつをするという簡単な動作ができない。作法とか、礼儀とかといった、人間が作った規律があたまから受けつけられないたちらしいのである。もっとも天性の愛あい嬌きようがあるから、人はたれも不快がらず、

　──あれはぶすけじゃ。

　で通っている。

　竜馬は大きく両手をつき、だまったまま頭をさげていたが、やがてヒョイと顔をあげた。乙女はおどろき、

「どうしたのです」

「あいさつはやめた」

　いきなり右足を出し、ふとももを両手でかかえて、

「乙女姉さん、足ずもうをやろう。こどものときから二人でやってきたんだから、お別れはこれがいちばんいい。それとも、坂本のお仁王様といわれたほどの姉さんが、逃げますかね」

「逃げる？」

　乙女は、竜馬の口車に乗せられた。

「逃げはせぬ。勝負は、何本です」

「今日がお別れだから、一本こっきり」

「よし」

　乙女は、盛装のすそをめくり、白いはぎを出して両手でかかえた。あられもないかっこうになったが、竜馬はこどものころから、この姉のそういう姿を見なれている。

　十分ばかり、姉きよう弟だいは秘術をつくしてあらそったが、勝負がつかない。最後に乙女の足が、竜馬の内またをはねあげようとしたとき、

「乙女姉さん、……御開帳じゃ」

「えっ」

　さすがに乙女はおどろいて足をつぼめたとき、竜馬の足がすばやくすくいあげ、乙女をあおむけざまにころがしてしまった。

　またのつけねまでみえた。

「どうだ」

「卑ひ怯きようです」

「なにしちょる」

　兄の権平が、こわい顔で立っていた。

「乙女姉さんの御開帳を見ていたんです」

　権平もおかしさをこらえ、

「もう、そろそろ夜明けじゃ。竜馬は支し度たくせよ。乙女も御開帳をしまえ」

　と神妙に申し渡した。




　当時、土佐の高知城下では、家の者が旅にたつとき、奇妙なまじないをする。これを、

　──からたちのまじない

　というのだ。いつごろから、はじまったものかはわからない。道中、苦難なことが多いために、ふたたび家郷へ生きて帰ることをいのるためのまじないなのである。

　──乙女は暗い路上に出、門の雨だれが落ちる場所に、小石をひとつ置いた。

　やがて、竜馬は、旅装で出てくる。

　竜馬の旅着は、針仕事のにが手な乙女が十日も夜なべして縫いあげたもので、紺の筒袖に紺の野ばかまをうがち、いかにも剣術修業の若侍らしい装しよう束ぞくだった。

　──このときの坂本竜馬の旅装を記念して、明治後高知で開学した「中学海南学校」（山下奉文などの母校）では、ながく、制服は紺の筒袖、紺の野ばかまであった、という。乙女はしゃがみながら、

「竜馬、まじないですから、この小石をお踏みなさい」

「こうですか」

　竜馬は、ちょっとふんでみて、

「姉さん、お達者に。こんど土佐にもどってくるときは、乙女姉さんは、他家のお人になっておられますな」

　乙女はそれについてなにもいわなかったが、竜馬は知っていた。乙女には去年の冬ごろから縁談があった。はなしが進み、この夏には、高知から半日ばかりの田舎の山北という村の医者の家にとつぐことになっている。名は岡おかの上うえ新しん輔すけといい、長崎がえりの蘭医だった。ただ背たけが乙女より八寸もひくいのが、彼女の気に入っていない。それでも、

「こんどもどったら、山北へあそびにいらっしゃい」

　うれしそうにいった。

　兄の権平が、門わきに立ち、

「竜馬、もはや、往ゆけ」

　と命じ、はかまの前ヒモに両りよう掌てをさし入れて、朗々と当時流行の詩を吟じはじめた。権平は不器用な男だが、声だけはいい。




男児志をたてて郷きよう関かんを出づ

学もし成らずんば死すともかへらず




　竜馬は、背負袋を左肩からかけ、錦にしきの袋に入れた竹刀を右肩にかつぎ、ツバもとから重い防具をつりさげ、ゆっくりと足をふみだした。

「父上、それでは」

　と竜馬はいった。

「おう、江府につけば便りをせよ」

　星が消え、にわかに暁のひかりが路上にさしはじめた。

　数丁のあいだ、両側の家々の男女が、総出で見送っている。

　竜馬が半丁ばかりゆくと、坂本家の門から、源おんちゃんの妻おなんが走りだした。これも、まじないなのである。柄ひ[image: 〓]しやくにからたちを結びつけたものを持ち、

「若様、若様」

　と、その柄[image: 〓]でさしまねいた。竜馬はあらかじめ教えられたとおり、くるりとふりかえって、沁しみとおるような微笑をした。




　土佐の高知から江戸までの里程は、山河、海上をあわせて三百里はある。まず、旅びとたちは、四国山脈の峻しゆん嶮けんをふみこえなければならなかった。

　──見送りは領りよう石せきまで。

　というのが、城下の習慣だった。長岡郡領石は城下から、三里ほどはなれた山ふもとの村である。このあたりの山野は、戦国の風雲児長ちよう曾そ我か部べ元もと親ちかが身をおこした地として、さまざまな伝説を語りつたえている。

　親兄弟は、送らない。

　親戚、知人、竜馬の道場仲間など、ざっと二十人ばかりが、領石まで見送った。

　途中、退屈だから、ひとりひとり交替で唄をうたってゆく。歌謡のすきな国ぶりなのである。

　日根野道場の師範代土居揚五郎が、

「竜馬、おんしも歌え」

「うまくない」

　ぶあいそうに返事した。

「その下手なところが愛嬌じゃ。そうじゃ、いかけ屋お馬をうたえ」

「お馬か──」

「ほら、赤うなったぞ」

「ばかをいえ」

　お馬というのは、城下きっての美人で、五台山のふもとで鋳い掛かけ屋やをいとなむなにがしの娘だった。父が早世したために、母が、五台山竹林寺の諸僧房に出入りし、僧のためにせんたくを請け負って日銭をかせいでいたが、お馬は、毎日僧房へのせんたく物をとどけにゆく。

　竜馬とは同年で、お馬の母がむかし坂本家の女中をしていたため、ときどき、屋敷にきたこともある。竜馬は、この評判の美女が意外に背たけがたかく五尺二寸はあり、髪は赤かったことをおぼえている。

　彼女の美貌は城下の若侍のあいだでも評判で、お馬が坂本家にくると、竜馬の友人たちは、どこかでかぎつけるのか、用もないのに屋敷にあそびにきた。

　城下の若侍だけではなく、五台山竹林寺の僧房の若にやく僧そうもさわいだ。お馬と交渉をもつためにわざと白衣をよごしてせんたくに出す僧もいたし、つけぶみをする者もいた。

　純信という若僧がいた。

　かれはお馬の歓心をかうために、城下でもっとも人のにぎわう播磨屋橋のたもとの小間物屋「橘たちばな屋や」で馬の骨のカンザシを一つ買った。当時、藩庁から奢しや侈し禁きん止し令れいが出ていておなじカンザシでも、サンゴは禁制品になっていたのである。

　これが、城下にひろまった。

　土佐は南国のせいか、唄がすきで、しかも明るい調子の唄しかうけない。どんな悲惨なはなしでも、明るく仕立てなおし、それをたれが作るのか、「よさこい節」のなかに織りこんで触れてゆく。

「わしは、歌えん」

「では、竜馬おじさまにかわって私がうたって進ぜましょう」

　といったのは、兄の権平の娘春はる猪いだった。春猪は親ゆずりで、声がいい。

　おりから、朝もやがうすらぎはじめた。竜馬がいまから踏みこえようとする瓶かめ岩いわ峠とうげの空が、真青に晴れている。




　竜馬は、ふしぎな若者だった。なるほど見送りの衆にかこまれて歩いているのだが、ほとんど口をきかない。春猪が叔父の孤独な横顔をみて、

「竜馬おじさまは、ひとりで歩いているみたい」

　とわらった。しかも、ときどき、姿を消してはみんなをあわてさせるのである。「竜馬がまたおらぬ」というので一同道をひきかえし、手わけしてさがしてみると、川でひとり泳いでいるのを発見したりした。

「手のかかる変りもんじゃ」

　領石の近くまでくると、また姿がみえなくなった。

「こんどは、一本道じゃけん、わかりがはやかろう」

　さがすと、竜馬は見も知らぬ家に勝手にあがりこみ、上り口に腹ばいになっていた。あごに両ひじをつき、ぼんやり屛びよう風ぶをながめている。

「ここにいたか」

　屋敷は野村栄造という郷士の家である。野村家のほうでも、だまってあがりこんできたこの見知らぬ大男を気味わるがり、声をかけずにそっとすてておいた。土居揚五郎が野村家の家人にあやまり、竜馬に、

「おい、なにをしちょる」

　といった。

「屛風を見ちょる」

　二枚折りの屛風で、壇ノ浦の源げん平ぺい船ふな合がつ戦せんが極彩色でえがかれている。この屛風が街道からもみえるため、つい魅ひかれてふらふらとあがりこんでしまったらしい。

「この絵が気に入ったのか」

　無言で、ニヤリとわらった。絵そのものが気に入ったのではなく、屛風いっぱいに展開されていた船合戦が気に入ったのだろう。

　──むろん竜馬は、後年、私設艦隊をひきいてこの屛風の海とおなじ馬ば関かん海かい峡きようで幕府艦隊と海戦する運命になろうとは、かれ自身も夢にも想像できない。

「行くか」

　竜馬が起きあがったとき、野村家に足をとめていた旅の僧が声をかけた。

「お待ちなさい」

　ふりむくと、五尺そこそこの小男の僧で、頭がぶきみなほど大きかった。土佐ではこういう男を、ボラアタマという。魚のボラからきた連想にちがいない。

「異相じゃな」

　と、僧はいった。竜馬は、相手にしなかった。一見して、旅から旅へとあるき、富家に足をとめては村人のために観かん相そう・占うら易ないをしてまわる乞食坊主で、竜馬はこういう手のうらない師が本質的に虫がすかなかった。

「あんたのお名は、なんと申される」

「坂本竜馬だ」

「眉み間けんにふしぎな光こう芒ぼうがある。将来、たったひとりで天下を変貌させるお方じゃ」

「うそをつけ」

　竜馬は笑った。

「わしは、剣術師匠になる。この重い撃剣道具をみろ」

　言いすてて、竜馬は街道へ出た。




　道中、晴天がつづいている。

　──竜馬は、阿あ波わざかいのいくつかの峠をこえて、吉野川上流の峡谷にわけ入った。

　遠く石いし槌づち山やまから発するこの峡谷は、東西二十里、地形は複雑で、途中、大おお歩ぼ危け、小こ歩ぼ危けなどの難所があり、ときに一日歩きつづけても人影をみない。

　竜馬は、左手をふところに入れて歩くのが、くせである。右肩に竹刀、防具をかつぎ、これもくせで、左肩をすこし落し、ひとあし、ひとあし、かるく踏みしめるようにして歩いてゆく。そのわりに足ははやい。

　このくせは、四、五年まえについてしまった。竜馬が十五歳のころ、当時若侍のあいだではやっていた座禅を軽蔑し、

　──すわるより歩けばよいではないか。

　とひそかに考えた。禅寺に行って、半刻、一刻の座禅をするよりも、むしろそのつもりになって歩けばよい。いつ、頭上から岩石がふってきても、平然と死ねる工夫をしながら、ひたすらにそのつもりで歩く。岩石を避けず、受けとめず、頭上に来れば平然と迎え、無に帰することができる工夫である。

　最初は、襲いかかる岩石を空想し、むしょうにこわかった。十五歳から十八歳ごろまでのあいだ、いつでも竜馬の念頭に、この岩石があった。

　しかし十八歳になったころ、これがばかばかしくなった。

（自分でつくった岩石に、自分がおびやかされているばかがあるか）

　と、やめてしまった。

　いまではすっかり、そういう時期があったこともわすれているが、歩きかたのくせだけはのこっている。

　あるとき、日根野道場の師範代土居揚五郎が、帯屋町の往来をゆく竜馬のうしろ姿をみて、

「あいつは大きい。うしろが斬れぬわい」

　と、いったことがある。

　──竜馬自身は、この我流の修業をやめてしまっていたが、自分でも気のつかぬ心のある部分で「岩石」がひそかに生きつづけ、しらずしらず、竜馬を成長させていたのかもしれない。

　数日して、阿波の岡崎ノ浦についた。

　この浦は小こ鳴なる門とにのぞみ、ここから淡路の福ふく良ら、大坂の天保山沖に便船がかよっている。

　──ああ、磯くさいなあ。

　いっぱいに吸いこんだ。

　土佐を出てから幾日目かでかぐにおいであった。

　浜へ出るせまい道の左右に船宿がならび、客引きの女が、お遍へん路ろ、旅あきんど、雲うん水すいなどに、声をからしてよびかけていた。

　竜馬をみて、

「そこの若いお武家さま。お天気は晴れていても沖は高浪じゃ。船はきょうは出ませぬゆえ、おとまりなさンし」




　客引きの女中に袖をひかれるまま、竜馬は鳴門屋という船宿の軒をくぐった。

（なるほど阿波女とは、親切なものだな）

　評判できくとおりだとおもった。赤いタスキに赤前垂れをつけた女中が、土間に竜馬をすわらせ、足の指のまたまで丁てい寧ねいにあらってくれるのである。

　竜馬は二階へ案内された。

「ずいぶん、混こんでおるな」

「はい、三日も船待ちなされておるお人もいらっしゃいます。──ああお武家さまのお部屋はこちらでございますよ」

「その部屋は、いやだ」

　竜馬は、どんどん廊下を歩いて、別の部屋に入りこんでしまった。すわるとすぐ、

「酒をくれ」

　土佐者は酒を茶のように飲む。

「あの、このお部屋は、もうすぐお着きになるお客さまのお部屋でございます」

「おれは、ここだ」

　きめてしまっている。竜馬は、もともと頑固でなさすぎるほどの男だが、他人にきめられたとおりにするのが、だいきらいなたちなのである。後年、かれは口ぐせのようにいった──

（衆人がみな善をするなら、おのれひとりだけは悪をしろ。逆も、またしかり。英雄とは、自分だけの道をあるくやつのことだ）

　だまって、にこにこ笑っている。

「こまります」

「たのむ、酒だよ」

　竜馬は、東の障子をあけた。豁かつ然ぜんとして海の光景がひらけた。

　淡路島がちかぢかと見え、遠く紀州の山なみが、夕雲の下で薄桃色に息づいている。

「おれは、海と船の見える部屋がすきなんだよ」

　独酌で酒をのみ、酔いがほろほろとまわりはじめたころ、番頭があわただしく駈けこんできて、

「若いお武家さま。いま、この部屋のぬしがお着きになりました。あちらへお移りくださいますように」

「あちらでは、海が見えないだろう」

「左様で」

「ここにいる」

「では、先様へはわたくしがお願いいたしまするゆえ、こちらで相あい宿やどはいかがでございましょう」

「うむ、よい」

「ありがとうございます。念のために申しあげまするが、お女中方でございまするよ」

「あ」

　竜馬は、起きあがった。

「それはいかん。ことわってくれ。国を出るとき父上から、禁ぜられている」

「なにが、でございまするか？」

「女色だ」

「ご冗談を。相宿していただくだけで、女色とはおおげさすぎまする」

「そうはいかぬ。おれの国には、福岡宮内様というご家老がいる。福岡様が、おれの兄の権平に申された所によれば、おれが屋敷にあそびにくると、どうも女どもが騒いでならぬ」

「おそれ入ります」

「だから、女には近づくなと父上は申された」

「じつを申しますると、ここにお見えになるお客様は、その土佐のご家老福岡宮内様のお嬢様でござりまする」




お 田 鶴 さ ま











「福岡さまの？」

　竜馬は、サカズキを置いた。と同時に手をのばして床ノ間の刀をとり、荷物を両手にぶらさげて立ちあがった。

「おれは、今夜、浜辺で寝る」

「えっ。──」

　番頭は、ろうばいした。

「あとで、裏の浜辺へめしと酒を運ばせてくれ。それに、ムシロを二枚、貸してくれればありがたい」

「お気をわるくなされましたか」

「相手がわるいのだ」

　竜馬は、だまって裏へ出た。

　浜にかっこうな船がある。

　──このかげが、ちょうどよい。

　やがて番頭と女中が、五、六枚のムシロ、藍あい染ぞめのふとん、五品ほどの膳部、酒などをはこんできて、

「お気にさわられましたならば、ひらにご容よう赦しやくださいませ」

「番頭、たしかに福岡さまの御息女と申したのはまちがいないな」

「ございませぬ」

「お名前は、お田た鶴ずさまというのだぞ」

「へい。左様に、前触れの飛脚からうかがっております。しかし、旦那さまもおなじ土佐藩の御家中でございますから、よいではございませぬか」

「おれは、家中ではない」

「と申しますると？」

　阿波者の番頭には、土佐侍の複雑な身分制度がわからない。

「郷士だ」

「しかし、さきほど宿場役人からうかがいましたが、土佐高知城下の坂本家と申せば、阿波にまできこえた御お大だい尽じんと申すではございませぬか」

「それでも、郷士さ。雨の日には家中の侍は足駄をはくことができるが、おなじ武士でも郷士ははだしであるかねばならぬ。お前は知るまいが、土佐は、かつて戦国のころ、長曾我部家の国であった。われわれ土佐郷士の先祖は、この長曾我部家の家臣だった。ところが慶長五年、関ケ原で徳川家康と」

「へい、東とう照しよう大だい権ごん現げん」

　番頭は、いいなおした。

「家康でよい。家康と戦ってやぶれ、かわって関ケ原の功により、遠州掛川六万石の小大名であった山内一豊が、一挙に二十四万石に加増されて土佐に入国した。このとき長曾我部の旧臣は野におわれて郷士となった。山内家が入国のときにつれてきた者の子孫は上士といい、同じ人間でありながら、われわれを卑いやしんで同席もせぬ。旅先では、おなじ宿にも泊まりたがらぬ」

「それで、ご遠慮あそばされたわけでござりまするか」

「遠慮などするものか。しかし相手は、土佐二十四万石の御家老福岡宮内様の御妹君だし、おれはその福岡家の御預郷士のせがれだ。姫ひめ御ご前ぜなどと一ツ屋根でとまるのは、息がつまる」




　海に細い月がのぼった。

　淡いひかりだが、それでも対岸の淡路島や沼ぬ島しまの影が、くろぐろとみえてきた。

　竜馬は、砂の上に黒塗りの大刀をつきたて、膳をひきよせてめしを食っている。

（おどろいたな、お田鶴さまと一緒とは）

　福岡屋敷というのは城の内堀のそばにあり、そのかいわいに塀をならべている御一門や家老のなかでも、とくに宏壮で、おそらく三丁四方はあるだろう。

　──ひとのうわさでは、お田鶴さまは、この屋敷の南のすみに学問所をたててもらい、老女一人を相手にひそかに暮らしているという。蒲ほ柳りゆうの質で、めったに外出せず、婚期もそのために遅れている、と竜馬はきいている。

　鳴門屋の番頭のはなしでは、

「上方見物かたがた、有馬の湯へ湯とう治じに参られまする」

　という。しかし竜馬は高知を出る前日、福岡屋敷へあいさつに行ったが、そういうはなしはついぞ出なかった。もっとも福岡家にしてみれば当然のことで、内むきのことを御預郷士のせがれにきかせる必要はない。

　美人だといわれる。

　家中きっての容色だといい、土佐二十四万石の国こく色しよくである、とはやす者もいたが、そのくせうわさだけで、実際にお田鶴さまを見た者はほとんどいない、というはなしだった。

　城下に、唄があった。

　歌詞は竜馬もわすれたが、姉の乙女にきいたところでは、福岡のお田鶴さまに恋いこがれた若侍を唄いこんだものだという。

　この若侍は、城下のどこかでお田鶴さまをひと目みて恋いこがれ、

「もうひと目みることができれば、その場で腹を搔かっきってもよい」

　といったところ、仲間のある者が、お田鶴さまの死んだ乳う母ばの祥月命日が五月十六日であり、菩ぼ提だい寺じは五台山竹林寺のなかの実相院であるとおしえた。

　その日、仲間の者と一緒に実相院の山門横で待っていると、はたして福岡家の定紋をうった女乗物が竹たけ藪やぶの道をのぼってきた。

「武士の一言じゃ、腹を搔っきれよ」

「搔っきるとも」

　脇差をぬいて身をひそめている前に乗物がとまった。福岡家の中ちゆう間げんが白い緒の草履ぞうりをそろえ、やがてその上にお田鶴さまの足が載った。お田鶴さまの姿はすぐ山門の内側にきえたが、そのあとが大変だった。

「あっ」

　腹に突きたてたのを、仲間がおさえこんで医者へかつぎこみ、やっと命をとりとめたという。




　竜馬は、酒に飽いた。

（寝るか──）

　ムシロをかぶって横になった。宿の女中がふとんを用意してくれたが、それを用いるほどでもない。砂が、日中の熱を吸いこんでほどよく温かいのである。

　浜で寝ることには馴れている。砂上の宴は土佐の若侍のならいなのであった。日根野道場にいたころ、お盆や中秋の明月の夜には、なかまとよく桂かつら浜はまに出かけた。浜辺にムシロをもちだし、終夜、酒をのむ。

　おもいだすと、この月ほど、豪儀な月はなかった。

　東は室むろ戸と岬ざき、西は足あし摺ずり岬ざきが、海上三十五里の太平洋をだきかかえ、月はその真ン中を茫洋と昇ってくる。竜馬がこのさきどの土地を転々しようとも、おそらく終生わすれられないものだろう。そのころ、道場の仲間が唄った。




みませ　みせましょ

浦戸をあけて

月の名所は桂浜




　竜馬は、鳴門の海の上にかかっている細い月をみながら、

（あの桂浜の月を追って果てしもなく船出してゆくと、どこへゆくンじゃろ）

　と思った。

　そんな子供っぽいことを考えているうち、うとうととねむくなった。

　そのころである、船宿鳴門屋の裏口の石垣に、提ちよう灯ちんがふたつ浮かんだのは。

　やがて、砂を踏む足音が近づいてきて、

「お嬢さま……」

　と低い声でいうのが、竜馬の耳にもきこえた。

　はっと竜馬は起きあがろうとしたが、いつものくせで、めんどうくさくなった。福岡家の老女らしい。

「ここに、お人が臥ふせっておりまする。このお人が、本町筋の坂本のせがれではありませぬか」

「……どれ、どこに？」

「お酒をのんでいるようでございます。いやなにおいが、いたします」

「左様なことをいうものではありませぬ。磯のにおいではありませぬか」

　お田鶴さまの声のようである。ひくいが、まるくしめったようにうつくしい。

「いいえ、坂本のせがれのにおいでございます」

（なにを言やがる）

　竜馬は、むッとした。寝たまま、

「静かにしないか」

　あっ、とふたりの女はとびさがった。

「おたずねのとおり、ここに寝ているのは、坂本のせがれだ」

「まあ、やっぱり」

　お田鶴さまは、意外にはずんだ声で、いった。




　お田鶴さまは、砂の上にひざを折ってすわった。さすがに土佐二十四万石の家老の妹だけあってお行儀がよい。

　竜馬は、寝たままである。

「竜馬どの、とおっしゃいましたね」

「そうです」

「江戸へ剣術修業にいらっしゃる──」

「まあ、そうです」

「兄（宮内）から、いろいろとおうわさはうかがっておりました」

「………」

　福岡家と坂本家は、たんに藩の家老と町郷士というだけの間柄ではなく、藩の財政が不如意のばあいは、福岡家では坂本家の本家の才さい谷たに屋や八郎兵衛に金を借りにくることが多い。

　このため坂本家は一介の郷士でありながら、福岡家とは縁が濃かった。例年正月十二日には宮内みずから供をそろえて坂本家を訪れ、当主に杯を下げ、本家の才谷屋には、鮮魚を贈るのが吉例になっているほどであった。

　ついでながら竜馬の家系にふれておこう。家祖は、琵琶湖を馬で渡った明あけ智ち左さ馬まの助すけ光みつ春はるであったといわれる。明智滅亡後、左馬助の庶子太郎五郎が土佐にのがれて長岡郡才谷村に住み、長曾我部家の一いち領りよう具ぐ足そくになった。

　一領具足とは、長曾我部家独特の兵制で、平時は、田のあぜに槍をつきたて、具足を結びつけて耕作し、陣触れの貝が鳴れば、そのままくわを捨て、槍をにぎり、馬一頭を駆って戦場に出てゆく者どもをいう。戦国の末期、長曾我部元親はこの剽ひよう悍かんな一領具足どもをひきいて四国全土を切り従えたものである。

　坂本家では、寛文年間、四代八兵衛守もり之ゆきが高知本町筋三丁目にうつり、酒造業を創業して栄えた。五代、六代と巨万の富を積み、ついに七代八平直なお海みのときに家業を弟にゆずり、郷士の格を買ってもとの武士にもどった。領知は百九十七石、禄高は十石四斗である。屋敷は本家の才谷屋と背中あわせになっている。

　坂本という、土佐にはめずらしい苗字は、家祖左馬助光春が、琵琶湖のほとりの坂本城に在城していたことにちなんだもので、紋所は、明智の桔き梗きようである。

「竜馬どの」

　と、お田鶴さまが、いった。竜馬は、無心に星をながめている。近眼の気けがあるために、星のりんかくはぼやけている。

「かような所でお臥せりになっていては、私どもが追いだしたようで、気づまりでなりませぬ。お願いでございますから、部屋までお引きとりねがいます」

「流れた」

「えっ、なにが」

「星がですよ」

「田鶴はまじめにお話ししております。いかがでございますか」

「相宿は、ごめんこうむります。私は、窮屈なのが大きらいなのだ。こうして天地の間にねているのがいちばんいい」

　老女のはつは、この無礼な郷士のせがれに腹をたてているらしく、横から口を入れて、

「お嬢さま、捨てておおきなさいまし。せっかくこのお人さまが、天地の間がよいと、お気に召していらっしゃるのでございますから」




　──船が出たのは、翌あくる未明である。

　お田鶴さまは、老女のはつと若党の安岡源次、小者の鹿蔵をつれ、胴ノ間の一角を定紋入りの幕でかこんだ席に入った。

「竜馬どのも、ここにいらせられまするように」

　とお田鶴は声をかけてくれたが、竜馬は、

「いや」

　と、いったきり、船の上に出てしまった。好きなようにさせろ、という顔つきであった。

　そのあと、老女のはつがお田鶴さまにささやいて、

「だいぶ、かわり者のようでございますね。うわさでは、文字もろくに読めないと申すではありませぬか」

「左様なことはありませぬ。兄上（宮内）が申されていたはなしでは、韓かん非ぴ子しというむずかしい漢籍を、あるとき、竜馬どのは無言で三日もにらんでおられたことがあるそうです」

「三日も」

　はつは、おかしそうに笑って、

「文字も読めないくせに」

「いいえ、三姉の乙女どのが教えたそうですから、文字は読めます。書も、我流のへんな書体だそうですけれど、どんな字も書けます」

「まんざらの阿呆でもないのでございますね」

　老女は、竜馬に好意をもっていない様子である。郷士の分際で、家老の妹に、へいつくばらないのが、腹がたつのだろう。

「阿呆どころか、その韓非子を三日もにらんでいて、四日目に、小こ高だか坂さ塾じゆくの池次作先生が坂本家に遊びにおみえになったとき、堂々とお論じになったそうです。池先生は、聞きながらふるえあがってしまわれた。聞いたこともない解釈だったものですから」

「でたらめだったのでございますね」

「そうでもありません。学者ではとても考えつかない面白い解釈だったからです」

「しかし漢籍の訓よみがくだらないというのによくわかったものでございますね」

「天てん稟びんがあるのでしょう。ひとの中には、先人の学問を忠実に学ぼうとする型と、それよりも自得したいという型のふたつがあるといいます。竜馬どのはあとの型で、その心が並はずれて強いひとだと思います。そういう型は、唐とう土どの曹そう操そうのように乱世の英雄に多い、と兄上が申していましたから、田鶴はいちど、その乱世の英雄に会ってみたいとおもっていました。ところがいざ、お会いしてみると」

「どうでございましたか」

「魅き入れられるような所のあるお人ですね」

「それは、お嬢さま──」

　はつは、こわい顔をしてみせた。

　そのころ竜馬は、船のともで潮風に吹かれながら、梶かじを取っている老人の姿を、子供のような熱心さで見つめていた。老人があきれて、

「旦那、よっぽど船がおすきとみえますな」

「ああ、好きだな」

　乱世の英雄にしては、無邪気すぎるほどの眼である。

「旦那、ひとつ、梶を教えましょうか」

「それよりも、おれにやらせてくれ。お前はそこについていて、いちいち手直ししてくれればいい」

　竜馬は、梶かん取どりに弟子入りしてしまった。




　この鳴門丸の梶取の老人は、讃岐さぬきの仁に尾おのうまれで、七蔵といった。

　七蔵は、つくづく感心した。

（なんとカンのええお侍じゃろう）

　竜馬は半日のうちに、梶のとりかたはおろか、風の呼吸、帆のあしらいかたまで吞みこんでしまったのである。船頭の長左衛門も、これにはおどろいて、

「好きというのは、おそろしいものでございますのう。旦那はこのぶんでは、よほど学問もできなさるじゃろ」

「学問のほうで、そっぽをむいている」

「そっぽ、と申しますと？」

「縁がない、ということさ」

　持ち前の無愛想さでいった。

　船頭の長左衛門も梶取の七蔵も、この十九歳の若侍がすっかり気に入ってしまい、まるで海賊の若大将にでも仕えるような態度で、竜馬を遇しはじめた。竜馬には、人を慕い寄らせる香りのようなものがあるのだろうか。

　その夜は、お田鶴さまたちのいる胴ノ間にはおりず、寝ずの番の水か夫こが休息する船尾のとまぶきの屋根の下で寝た。

　翌朝、七蔵老人が船尾へゆくと、竜馬は、まわし一つの素裸で屋根の下からゆっくり這い出てきて、

「おい七蔵、この姿だ。何とかしろ」

「へっ。どうかなされましたか」

「ぬいだ」

　竜馬は、突ったっている。

「船働きに大小は邪魔だからな。しかしこの裸ではどうにもならぬ。水夫のぬぎすてたぼろでもよいから、おれに着せろ」

　七蔵は横っとびにとんで、麻と木綿もめんでつぎはぎした布子をもってきて竜馬に着せた。縄の帯をしめおわると、

「どうだ、水夫にみえるか」

「みえまするとも。かこどころか、お若いながらも、ずっしりとした大船頭じゃ。お侍にしておくのが、もったいないくらいでござりまする。いっそ、大小を捨てなさるか」

　と冗談のつもりでいったのだが、竜馬は大真面目で考えこんでしまった。が、やがて七蔵を見、

「考えてみたが、やっぱり船頭はだめだな。おれはこれから江戸へ修業に出て、日本一の剣術使いになるつもりでいるからな」

「けっこうなことでございまする。しかし旦那なら剣術をやっても、きっと日本一になりなさる」

「お世辞をいうな」

「しかし、旦那は戦国のむかしなら、きっと海賊大将にでもおなりになるお方じゃな」

「物もの盗とりか。ばかにしちょる」

「高松の講釈場でこんな咄はなしをききました。石川五右衛門がつかまったとき、泥棒がなにがわるい、太閤秀吉こそ天下を盗んだ大泥棒ではないか、と申したげにござりまするが、盗むなら、やはり天下を盗むほうが、男らしゅうござりまするな」

「お前は、たいそうな学者だな」

　播はり磨ま灘なだは、ほどよく晴れている。




　翌々日、鳴門丸は大坂の海に入り、帆を徐々におろしつつ、安あ治じ川かわ尻じりの天保山沖に入って、七つの碇いかりをなげ入れた。七蔵老人が、

「おわかれでございまするな。ご精しよう進じんなされてきっと日本一の剣術師匠になられましよ」

「ああ」

　竜馬は、もとの旅装束にもどっている。

　やがて艀舟はしけが、鳴門丸の舷ふな側べりにむらがってきた。客を岸へはこぶためのものだが、そのうち一艘は、船首へさきに三みつ葉ば柏がしわの土佐の藩旗をつけている。お田鶴さまのために、大坂の留守居役が気を利かせてさしまわしたものだろう。

　竜馬もそれに便乗した。

　舟は、いったん尻無川の川口へまわって北上し、九条村中洲の松の岬をまわって木き津づ川がわに入るころには、舟はすでに市街のなかを漕こいでいた。

（ほう）

　高知の城下町でそだった竜馬は、両岸にならぶ蔵、町家をみて目をみはった。はじめてみる殷いん賑しんの府である。お田鶴さまも楽しそうに、

「竜馬どの、さすがに天下の富を集散する浪花なにわの地でありまするな」

　とはしゃいだ。

　そのとき舟は大きくゆれ、東に折れて、せまい運河に入った。

　長堀川である。

　やがて橋二つをくぐって、鰹かつお座ざ橋ばしの下に舟はついた。

　岸に、ナマコ塀をめぐらした蔵造りの堂々たる屋敷がみえる。土佐の大坂藩邸である。

　この一帯を白しら髪が町といい、町名は土佐の木材の産地白髪山からとられた。白髪山からきりだされた木材が、海を渡ってこの川岸につき、大坂藩邸を通して売りさばかれる。

　藩邸の両側には、鰹、紙、材木など土佐物産の問屋がひしめいていた。

「竜馬どの、まるで土佐にもどったような感じがいたしますね」

「はあ」

　竜馬は、ここでお田鶴さまと別れるべきだと考えていた。

　お田鶴さまの宿所は、この藩邸のなかの「御殿」とよばれる建物なのである。藩公か重臣だけの宿所になっており、竜馬は、身分がら、そこにはとまれなかった。

　竜馬は、すでに歩きだしていた。町々の暮色がふかくなっている。

「竜馬どの、どこへ参られます」

「江戸へ」

　背をみせたまま、竜馬は答えた。急がねばならぬ。まだ道は、百四十里もあるのだ。

「それはわかっています。今夜は、この蔵屋敷でおとまりなさい」

「………」

「なぜ、お返事なさいませぬ」

「私は郷士だからな」

　微笑してみせたのは、あなたと身分がちがう、といったつもりなのであろう。

　それから半はん刻ときのちに、竜馬は、天てん満まの八軒家の船宿にゆくために高こう麗らい橋ばしを渡ろうとしていた。

　暗い。

　提灯をもたない竜馬は、橋の欄干に身をすりよせるようにしてそろそろと歩いた。

　そのとき不意に背後から、

「おい」

　と声を殺してよびかけた者がある。

　あっ、と竜馬は前へ跳んだ。はかまのすそが、斬りさかれたのが、足の感触でわかった。




江　戸　へ











　竜馬は、じりじりとさがって、橋のたもとの柳を小こ楯だてにとり、相手の影をすかしてから、キラリと刀をぬいた。

　風が、出ている。口のなかが、むやみとかわいた。臆しているわけではない。小栗流目録の腕とはいえ、真剣と対たい峙じするのは、これがはじめてであった。

　影は、橋板の上にいた。上段のまま、根を生やしたように鎮しずまっている。よほど出来る男とみていい。竜馬は、中段にとった。仕掛けるつもりはなかったが、相手が動けば踏みこんで両断するつもりでいた。

（何者だろう）

　遺い恨こんとすれば人ちがいも甚はなはだしかろう。はじめてこの土地にきた竜馬に、人の恨みをうけるようなことがあろうはずがない。

（それとも、辻斬りかな）

　声をかけるわけにはいかなかった。かければ、声をめあてに相手の二ノ太刀が襲うにきまっている。

　ふと竜馬は、相手を試したくなった。構えを、不意に中段から八相に変えてみせた。果然、わずかに相手の影は動く。おどろいたことに相手は、夜目がきく。

　逆に、竜馬は近視だった。近視は夜の太刀打ちは不利とされている。間ま合あいをとりちがえるし、それに物影の輪郭が、すべてにじんだようにみえるからだ。

　そのとき、橋のむこうにポツリと提灯の明りが浮かんだ。同時に、声がきこえてきた。町の者らしい。声高な話し声が、近づいてくる。

　それをみると竜馬は、自分がいま演じているしぐさが、ひどくばかばかしくなって、

「おい」

　と相手に微笑を含んだ声をかけた。

「人違いのようだぜ」

　ところが相手は、声をめあてにいきなり上段から真まつ向こうにふりおろしてきた。竜馬はコブシを突き上げざまつばで受け、さらにつばを突きあげた。瞬間、相手の腰が浮いた。竜馬はうわ背と膂りよ力りよくを利用しつつ刀身で敵の左首すじを圧迫し、相手がその力に耐えようとしたところをねらって猛烈な足払いを掛けた。竜馬のこの手にかかると、たいていの者は倒れる。

「わっ」

　と横倒しになるところをのしかかって馬乗りになった。すばやく刀をのどもとに突きつけながら、

「辻斬りか」

　といった。

「殺せ」

「遺恨とすれば、わしはとんだ迷惑ということになるな。念のために申しておくが、わしは土佐者だぞ」

　土佐ときいてなぜか相手は動揺した。

　そのとき、背後の提灯が近づいてきた。竜馬はふりかえり、

「頼みがある。その灯あかりをこれへかしなさい」

　竜馬の声がひどく平静だったせいか、町人は逃げるはずみをうしなった。やがて物好きらしい男が、及び腰でじりじりと提灯を差しのべてくる。竜馬は手招くように、

「まだ遠いな。もそっと」

「こうでござりますか」

　提灯が曲者の顔のそばまできたとき、竜馬はその顔をみてあやうく声をあげそうになった。

「おンし、北新町の岡田以い蔵ぞうではないか」

　後年、人斬り以蔵とよばれ、薩摩の田中新兵衛、肥後の河上彦げん斎さいとともに京洛を戦慄させたのはこの男である。




　竜馬は以蔵をひきたてるようにして高麗橋をわたり、両替町に出てから辻つじ駕か籠ご二挺をひろった。

「事情は旅籠はたごできこう」

　と前の駕籠に押しこんで、天満まで駈けさせ、八軒家の船宿京屋治郎作方に入った。このあたりの河岸は、伏見へのぼる淀川三十石船の船着場になっている。

　二階の部屋へ案内されると、すぐ酒を注文し、

「疲れた」

　と床柱を背に腰をおろし、右膝を立て、左足を股倉にかいこんだ。

「以蔵さん、辛抱してくれよ。わしは子供のころから犬いぬ御ご前ぜ（唐から獅じ子し）といわれて正座が窮屈ですわれん」

「承知しております」

「ほう？」

「おうわさは、きいておりましたから」

「なんだ、坂本のはなたれの悪評が北新町まできこえていたのか」

　竜馬は、相手の気持をほぐしてやるために、わざとおどろいてみせた。

　以蔵はうつむき、そのくせ用心ぶかく上目で竜馬を見ている。岡田の家は七代つづいた足軽で、以蔵には滲しみついた卑屈さがあった。酒が運ばれてくると、竜馬は徳利をさかさにして、二つの湯吞にどぶどぶと注ぎわけ、その一つを、

「ほら」

　と、差しだした。以蔵は恐縮して、ひたい越しに両掌で受けた。本来なら竜馬と同席できない身分の男である。

「おそれ入ります」

「以蔵さん、そいつはやめよう。ここは国もとじゃない。もそっと膝をよせてくれ。分ぶん際ざい身分などはぬきにして、本町筋のはなたれと北新町の人殺しでいこうじゃないか」

「人殺しはひどい」

「ちゃ、ちゃ」

　竜馬は土佐ことばで呆れてみせ、

「げんに高麗橋でおれが殺されかけちょる」

「あれは」

　以蔵は、泣きだしそうな顔をした。

「人ちがいでした。坂本さんとわかっておれば、斬りかけはせんじゃった。金を無心しちょります」

「おどろいたな。浪花の船せん場ばで辻斬りをするつもりだったのか。あの川むこうに、どういう役所があるか、お前まんは知っちょったか」

「西町奉行所です」

　竜馬は、男のなかでも一番手におえないのはこういう男だとおもった。小心な男だけに、せっぱつまると、何を仕出かすかわからない。

「事情をきこう。ことわっておくが、わしが人にほめられているたった一つの取り柄は、口がかたいということだ」

「存じております」

　よく竜馬のことを知っている。

　が、以蔵のことは、竜馬はほとんど知らない。岡田家と坂本家とは菩提寺がおなじで、二度ばかり寺で顔を合わせたことと、この男が、足軽ながらも鏡きよう心しん明みよう智ち流りゆうでは目録なみの腕があるということだけは、人のうわさできいていた。




　聞けば、岡田以蔵は、藩公の参さん覲きんに扈こ従じゆうして江戸へ出ていたが、国もとで老父が死んだために組頭の好意で供から外してもらい、一人で土佐へもどる途中であったという。

「それは、愁しゆう傷しようじゃったな。母御は御健勝なのか」

「妹がいるだけです」

「ふむ。それで、江戸からの路用はどう都つ合ごうした」

　竜馬は、本家があきんどのせいか、ただの武家育ちとちがい、どういうはなしをきいても金銭のことがまず頭にうかぶ。

「組頭にお香こう奠でんをあつめていただきましてそれを路用にして参りましたが、島田の宿で二日の川かわ留どめに遭ったり、浜松で霍かく乱らんをわずらったりして路銀をつかい果たし、あとはなりを町人に変え、伊勢のお蔭参りに身をやつして、物乞い同然のことをしながら、大坂まで参りました」

「大坂の西長堀には土佐の蔵屋敷があるではないか。藩のために金銀を集める役所じゃ。なぜ路用を借用するという才覚が浮かばなんだか」

「ぬかりはありませぬ。それを頼みにひとすじに大坂までたどりつきましたるところ、上役人衆は、足軽風ふ情ぜいに銀を貸すことはまかりならぬ、知るべで借りるなりしておのれで才覚せよ、と申され、突き出されるようにして町へ出ました」

「蔵役人がそういったか」

「はい」

「何者だ、それは」

「お名前は、申せませぬ」

　足軽とはいえ、武士のはしくれだというのだろう。人を売るようなまねはできない。

「では、聞かぬわい」

　竜馬は、暗い顔をした。ひとごとではなかった。土佐藩ほど上下の身分のやかましい藩はない。たとえば、郷士の分際の者がいかに英才のもちぬしであろうとも、藩政に参加する身分にはとうていなれない。学問の師匠になるか、竜馬のように剣技を磨いて城下の町道場主になるかが、若者にゆるされたせいいっぱいの野望なのである。以蔵のような足軽の分際ではそれさえ望めなかった。

「それで窮したあまり辻斬りをしたのか」

「申しわけありませぬ。高麗橋は船場のお店たな者ものが通る橋ときき、橋のたもとで身をひそめておりました」

「何人斬った」

「滅相な。ひとりも斬りませぬ」

「おれが、初はつ物ものだったか」

「申しわけござりませぬ」

　竜馬は胴巻を解いて、たたみの上にざらざらと金銀を盛りあげ、

「ぜんぶで、五十両ある。おれは幸い、金に不自由のない家に育った。これは天の運だ。天運は人に返さねばならぬという。おれのほうはあとで国もとに頼みさえすればいくらなりとも送ってくれる。このうちの半分をもってゆけ」

「あっ、それは」

　以蔵は、うまれて小判を手にしたこともなかった。見るだけで肝をつぶして、

「なりませぬ」

「葬式のあと、なにかと物入りがかさんでいるはずだ。持ってゆけ。受けとらぬと、辻斬りの一件をみなに言い触らす。岡田以蔵は大坂高麗橋で辻斬りを働いた。されば軽くて追放、重ければ死罪」




　岡田以蔵は、それでも固辞してうけとらなかった。竜馬はついに腹をたて、

「ならば、やめちょけ。そのかわり、二人でいまから高麗橋へ引きかえして、刃物三ざん眛まいをやりなおそう。おんしは、ひと足さきに橋のたもとへ行き、物蔭で辻斬りらしく身をひそめておれ。おれは、そのあとから通りかかる。むろん遠慮なく斬りかかることだ。おんしが勝てばおれの死骸からこの胴巻をひきずりだすがよかろう。遠慮はいらん。もともと、この一件はそういう筋だったのだ」

　以蔵は、神妙に頭を垂れている。

「やるか」

　竜馬が刀をとって立ちあがった。めずらしく血相がかわっている。

　以蔵は、ちらりと上目で見て、

（この坊ちゃん、本気だな）

　とあわてた。わざとうろたえる手つきをして、

「あいや、お待ちくだされ。この金子、ありがたく頂戴つかまつりまする。御恩は生しよう々じよう世ぜ々ぜ、相忘れませぬ」

「以蔵さん」

　竜馬はいやな顔をした。

「わかってくれたのはありがたい。しかしたかが金ぐらいで、武士が頭をさげるなどは薄みっとむないことだし、礼をいわれているおれのほうも恩を売っているようでいい図ではない。たがいにこの場の茶番にして忘れてしまおう」

「そ、それではこの以蔵の気がすみませぬ」

（勝手にしろ）

　幸い、番頭があがってきて、伏見へのぼる三十石船がそろそろ出る時分だから支度をしてくれ、といった。

　竜馬はほっとして、

「あんたはここにいなさい。おれは夜船にのって伏見へゆく」

　竜馬は、逃げるように船着場へ出た。

　客は、案外すくなかった。

　船に乗ると、とものほうに座をしめ、船頭からふとんを借りてごろりと横になった。

（どうも、愉快でないな）

　さきほどの以蔵の一件であった。

　以蔵が不快なのではなく、ああいう金の出しかたをした自分が愉快でなかった。

（いい気なものだ）

　あれでは、まるで恵んでやったようなものではないか。こちらがああいう与えかたをすれば、以蔵でなくても、当然、犬が食物を恵まれたような態度をとるしかない。

（金とは、むずかしいものだ）

　正直なところ、うまれてこのかた金に不自由したことのない竜馬にとって、これは強烈な経験だった。あれだけの金で大の男が犬のように平へいつくばるとは、はじめ考えてもいなかった。

（旅は世の中を教えてくれる、と兄はいったが、これも修業の一つかな）

　それから一刻ほどまどろんだらしい。

　起きあがって苫とま葺ぶきの下から外をのぞいてみたが、暗くてよくわからない。船は葦あしのあいだを搔きわけるようにして漕ぎのぼっている。




　船が、天満八軒家から五里さかのぼって河か州しゆう枚ひら方かたについたときは、岸辺の村々から一番鶏の声がきこえてきたが、水面をこめている闇は、なお深い。

　名物のくらわんか船がむらがってきた。はじめ竜馬は、喧けん嘩かを売りにきたのか、とおもった。

　餅、煮もの、酒、小間物、絵草紙など、さまざまの物売りぶねが、

「餅食らわんか」

「酒くらわんか」

「絵草紙買いさらせ」

　などと口ぎたなく叫びつつ漕ぎよせ、客が買わないとさんざん悪態をついて漕ぎ散ってゆく。乗合船だけでなく、相手が大名、堂上の座乗船でもこの悪態はかわらない。

（たいそうもない土地だな）

　伝説では、大坂ノ陣のときこの河内の川ぞいの村人が徳川方に便宜をはからったため家康がよろこび、「ほうびをとらせよう。望みを申せ」というと、里さと長おさがつつしんで、

「されば当地のことばは汚うござりまする。淀を上下する旅船に物を売りまするときに、汚きままにて物売りをしてよし、とおゆるしくだされば仕合せに存じまする」

　このため天下御免の悪態になったというのだが、むろん俗説に相違ない。他国の者には悪口雑言にきこえるが、この土地の者にとってはふつうのことばなのである。

　竜馬は小ぜにを出して餅を買い、ふたたびふとんをひきかぶってまるで子供が盗み食いするようにもぐもぐと食いはじめたが、いつのまにか、また寝入ってしまった。

　眼がさめたときは、天がほのかに白みはじめている。

（どこだろう）

　と、苫の下から、闇をのぞいてみると、かすかに対岸の山の姿がうかびあがっていた。

　このとき横で、不意に煙管きせるで舷側をたたく大きな音がした。竜馬は音に誘われるようにしてふりかえって、

「どこかね、ここは」

　男は、だまっている。

　旅の行商人ふうの男で、ひどく背が低いが顔は不釣りあいに大きい。

　たしか天満の八軒家で乗船したときからこの男は竜馬の横にすわっていた。竜馬がいまあらためて気づいてみると、この男は最初から席にすわったきり、横にもならず、黙然とひと晩じゅう莨たばこを吸いつづけてきたような気がする。

「あんた、耳が、ないのかね」

　と、竜馬は、人ひと懐なつっこく笑ってみせた。

　男はじろりと竜馬をみて、

「あるさ」

　ぞんざいな口のききかたであった。さすがに竜馬もむっとして、

「ここはどこか、ときいている」

「淀にちかい」

　どうやら旅なれた江戸の薬商人といったところらしい。

　話はそれっきりとぎれたが、しばらくして男は不意に微笑をしてみせた。

「坂本の旦那、でしたね」

「………」

　こんどは竜馬がだまる番だった。




　なぜ、名前を知っているのか。

「なぜ、おれの名前を知っている」

　旅に出てから、竜馬ははじめて油断のならない人物に出で遭あったような気がした。

「知るも知らねえも、旦那御自身がおっしゃったはずじゃござんせんか」

「どこで、おれは申したかな」

「大坂の高麗橋のたもとで」

　竜馬は、遠い眼をした。とすれば、辻斬りの岡田以蔵との一件を、この男は見ていたのか。

「いったい、お前まんは何者じゃ」

　眼つきから察しても、ただの薬の行商人とはおもえない。

「あっしですかね。おぼえといておくんなさい。寝ね待まちノ藤とう兵べ衛えと申しやす」

「妙な名だな。稼業はなにをしている」

「泥棒」

　闇のなかで、藤兵衛はひくく笑い、

「でござんすがね。けちな賊じゃねえつもりだ。若いころから諸国の仲間ではすこしは知られた男のつもりでいる」

「おどろいたな、泥棒か」

「だ、旦那、お声が高え」

「あ、そうだった」

　と竜馬は声を低め、

「しかしおどろいたぞ。おれは田舎者だからついぞ知らなんだが、世間の泥棒というのはお前のように稼業と名前を触れあるいて行くものか」

「冗談じゃねえ、物売りじゃあるまいし、どこの世界に、泥棒のくせして自分の稼業と名を触れあるく馬鹿がいるものですかい。あっしは旦那が気に入ったんだよ。ちょっと打ちとけてみる気になったんだ」

　藤兵衛のはなしでは、高麗橋の一件のあと、天満八軒家の船宿まで竜馬と以蔵のあとをつけていったというのである。

「それくらい物好きでなきゃ、この稼業人にはなれやしません。もっとも、あっしは遠州のほうへ出かける用があって、無駄をしたわけじゃありませんがね」

「京屋のどこにいた」

「お隣室となりでしたよ」

　だから、竜馬と以蔵のはなしは、いっさい耳に入ってしまったらしい。

「しかし旦那、あんたはだまされたね。あの岡田以蔵さんという人はわるいお方じゃなさそうだし、お父とつつぁんが死んだために江戸から国へ帰るというのもうそじゃなさそうだが、路用がなくなってやむなく辻斬りをしたというのは、あれは下手なうそだ」

「ほう」

「大坂島之内の遊里に丁ちよう字じ風ぶ呂ろ清兵衛という名高い家がある。そこの娼妓こどもでひなづる。女の名などどうでもいいが、その女のもとで流いつ連づけして路用をつかいはたしたはずなんだ。あっしが見ただけでも、五日は丁字風呂にいた。だから、旦那にもらった金で、いまごろは豪勢に風呂酒をあそんでるだろう」

「ほんとうか」

「うそじゃねえ」

「以蔵め、そいつは面白かったろうな」

　以蔵の身になって笑いだした。竜馬はうまれつき明るいはなしがすきな男だから、足軽以蔵の陰気な話がやりきれなかったのだが、いまの藤兵衛のはなしで救われたような気がした。妙な性分である。腹がたつよりも自分までが風呂酒をのんで陽気にさわいでいるような気分になってくる。




　日が傾いたころ、船は伏見についた。

　竜馬が荷物をまとめていると、寝待ノ藤兵衛が横からしきりと世話を焼いて、

「旦那、伏見のとまりはどこになさいます」

　もう人前だから、お店たな者ものの言葉になっている。

「そうだな、別にあては、ないな」

「ではこうなさいまし。手前の懇意な船宿で寺田屋というのがございます」

「ふむ」

「亭主は伊助と申し、人のいい男でしたが、先年亡くなりました。いまは、お登と勢せという後家が女手でやっておりますが、これがまた、京女を江戸の水で洗ったような気っぷの女でございましてな」

「ははあ」

「なんでございます」

「やはり、お前の泥棒仲間か」

「冗談じゃねえ」

　と藤兵衛は急に声を低くし、

「これでも表むきは、江戸の薬屋藤兵衛ということになっているんで。金きん創そう、打うち身みの薬なら藤兵衛どんということで、諸国の顧客とくいさまからありがたがられている。本業を明かしたのは旦那がはじめてですぜ、恩に着せるわけじゃねえが」

「泥棒に恩を着せられてたまるか」

「いやだねえ」

　寺田屋に入ると、すぐ女将おかみのお登勢があいさつに来た。

「こちらが、土佐藩の御家中で、坂本竜馬という旦那だ。いまに日本一の剣術使いになるお人だから、大事にしておくがいい」

「江戸へ剣術修業どすか？」

　と、お登勢が、黒い大きな眼で竜馬をのぞきこんだ。

　竜馬がうなずくと、

「それはご苦労はんどすなあ」

　京言葉で大げさに感心されるとからかわれているように聞こえるが、土地ではふつうのあいさつらしい。

「二、三日、京見物をしてお行きやすか」

「いや、あす早暁に立つ」

「ゆっくりしてお行きやすな。お登勢がご案内して差しあげますえ。江戸や大坂は活気があってよろしおすやろけど、京伏見の静けさも、かくべつのものどすえ」

　その静かな京が、わずか数年のちに剣けん戟げき腥せい風ふうのちまたになろうとは、天下のたれもが予想もできなかった。まして寺田屋お登勢にとっては、眼の前でにこにこ笑っている青年が、幕府をふるえあがらせるほどの大立者になろうとは夢にも予想できない。

　ただ、お登勢はおもった。

（なんと可愛らしい若者だろう）

　眉がふとく、瞼が厚く、また顔一面にそばかすがあるのは武骨すぎるが、唇くちもとが、異様なほどにあどけない。無愛想なくせに、肌からにおってくるような愛嬌があった。

（このお人は、おなごにも騒がれるかもしれないが、それ以上に男のほうがさわぐかもしれない。この人のためには命もいらぬというのが、多勢出てくるのではないか）

　お登勢は、旅籠はたごのおかみらしく、品物を値ぶみするような丹念な眼で、竜馬をみた。後年、竜馬のためにときには死を賭して面倒をみたお登勢とのつきあいは、このときにはじまっている。

　そのとき、カラリと障子があいた。武士が立っていた。




　妙な男である。武士は、障子を明けっぱなしにしたまま、だまって一座を見おろしている。

　お登勢は気づかぬふりをして、竜馬を相手に他愛もない話をつづけていた。

　寝待ノ藤兵衛だけは、

（不浄役人か）

　一瞬ぎくりとしたらしいが色には出さず、いかにも堅気の旅たび商あき人んどらしく膝小僧をそろえ、小鉢のなかのものをつまんでいる。やがて武士は、

「失礼した」

　障子を閉め、姿を消した。

（おかしな野郎だな）

　藤兵衛は、さすがにその道で苔こけのはえた盗賊だけあって、武士の人にん体ていをそれとなく横目で観察してしまっていた。

　浪人であった。旅よごれた黒の紋服を着ており、紋所は六ろつ本ぽん矢や車ぐるまだったと記憶している。まだ若いのに小びんのあたりの毛がむしられたように禿げていたのは、よほど剣術の修業をはげしくやった男なのだろう。ただ、印象に、ひやりとするような暗いかげがあった。

「お登勢さん、いまの浪人、宿帳ではなんという名になっているのかね」

　と藤兵衛がきくと、

「さあ」

　お登勢も、客としてはじめて見る顔だったから、手をたたいて番頭に宿帳をもって来させた。

「奥州白河浪人初瀬孫九郎」

「これァ、うそ名だね」

「どうしてわかるのどす？」

「六本矢車紋は、人間を斬った顔だよ。眼でわかる」

　と藤兵衛は大真面目だった。

「人を斬って退転し、いま討うつ手てに追われている。あの男はわれわれをその討手とみた。だからいきなり障子をあけてたしかめたのさ」

　翌日、竜馬と藤兵衛は伏見を発った。

　途中、雨の日が二日、風の日が二日あった。

　桑名の渡しでは風浪がはげしくて船待ちに一日を無駄にしたが、あとは東海道は快晴がつづき、竜馬にはこころよい初旅になった。

　宮（熱田）

　岡崎

　御ご油ゆ


　と泊りをかさねて、竜馬の足はすっかり旅に馴れた。足が軽い。

　その浪人をふたたび見かけたのは、参州吉田（豊橋）の宿しゆくの茶店で昼がわりの餅をたべていたときであった。

　深ふか編あみ笠がさをかたむけ、よれよれの野ばかまをつけて、茶店に入ってきた。風ふう体ていのわりに大小の拵こしらえだけは不相応に立派で、銀のつかがしらをつけ、黒たたきの鞘さや、紫の下げ緒を腰間にみせている。

「坂本の旦那、六本矢車紋ですぜ」

「………」

　竜馬は、だまって餅を食っている。

　深編笠はどういうつもりか、竜馬の前でゆっくり笠をとり、聞きとれぬほどのひくい声で、

「先日は失礼つかまつった」

　このとき藤兵衛は横から竜馬の顔を惚れぼれと見た。この田舎者は、そっぽをむき、返事もせずに、悠然と餅を食っているのである。




「卒そつ爾じながら」

　浪人は、むっとしたらしい。

「先日の非礼をわびておる。足そつ下かにはお耳がござらんのかな」

「───」

　竜馬は、無邪気な顔で往来をみながら餅を食っている。目の前に人間いっぴきが立っているなどは、蠅はえがとぶほどにもおもっていない顔であった。

（これは、いよいよたいしたたまだな）

　藤兵衛はますます惚れてしまった。うまれて、こんな度胸のいい男をみたことがない。しかし藤兵衛にすれば捨てておくわけにもいかなかった。相手の浪人はよほど癇かん癖ぺきのつよい男らしくすでに眉間に赤黒い血をのぼらせている。何をするかわからなかったし、腕も立ちそうであった。

「旦那。こちらの旦那が今なにかおっしゃってるんだ。お耳に入らないんですかい」

「そうか」

　竜馬はにこにこした笑顔をむけて、

「かわりに聞いておいてくれ」

　竜馬は茶代をおき、往来へ出てしまった。その瞬間、背中に抜き打ちの殺気を感じたが、

（なあに、斬られれば死ぬまでさ）

　城が見えていた。松平伊豆守七万石の居城である。櫓やぐらの背後に、眼に痛いほどの白い雲が湧きあがっているのが、絵よりも美しかった。

（江戸につくころには、すっかり初夏だな）

　もう、浪人のことは忘れている。

　十五、六丁ばかり行って夕暮いむれ村むらの土橋にさしかかったとき、藤兵衛が息せき切って追いついてきた。

「野郎、ひどく怒ってましたぜ」

　といった。

「そうかな」

「旦那を斬る、といってやがった。旦那となら、どっちが腕が立ちますかね」

「それァ、間違いなくむこうが強かろう」

「あきれたねえ、旦那は。あいつは本当に抜きそうでしたぜ」

「もともと、あの男はおれになんの用があったのかね」

「なんでもねえ。奴はやっぱり敵かたき持もちらしいんでさ。それも殊勝に逃げまわってれゃ何だが、逆に返り討をねらって討手の連中をさがしているらしい。伏見寺田屋での一件は、やはり、われわれを討手と思いちがいしたもんでしょう。さっきの吉田の宿の茶店では、われわれ二人とよく似た年恰好の二人づれを街道で見なかったか、と訊きこうと思ったらしいんです」

「なんだ、それだけのことか」

　竜馬は自分がおかしくなってきたらしい。

「なにがおかしいんです」

「おれはまた、あいつは強請ゆすりかと思ったんだ。大坂でも岡田以蔵にとられてるから、これ以上盗とられてはかなわんと思って、胴巻を上からしっかりおさえていた」

「冗談じゃない。そんなしおらしい顔つきじゃなかったですよ」

「おれの顔か。仏ぶつ頂ちよう面づらは地顔だ」

「しかし、旦那は事が多いねえ。きっと旦那の一生は途方もなくにぎやかそうですよ。初旅そうそう、辻斬りに出あったり、敵持にねらわれかけたり」

（たったいまも泥棒と連れだって歩いていたり）

　竜馬も、あきれている。

「しかしあいつは、伏見寺田屋で宿帳をみたのか、旦那の名前も行き先も知っていましたぜ。あいつは執念ぶかいからきっと意い趣しゆ返がえしにくる」

「それはいい。江戸の修業の励みになる」




　さいわい、六本矢車の浪人に追いつかれることなく、二ふた川がわ、白須賀の宿をすぎ、竜馬と藤兵衛はやがて潮しお見み坂ざかにさしかかった。

（ほう）

　眼が洗われるような思いがした。

　右手に遠州灘七十五里の紺こん碧ぺきがひろがっている。左手には、三河、遠とお江とうみ、駿する河がの山々が、天のすそを濃淡の青で染めわけて重なっていた。

　しかもこの壮大な風景には主役がいた。富士である。竜馬にとってはじめて見る富士であった。

　富士はふしぎな色をしていた。峰の雪が夕方の光をあびて真赤に染まっているくせに、すそは風にも堪えぬほどに軽い藍あい色いろの紗しやを引いているようであった。

「藤兵衛、この景色を見ろ」

「へい」

　藤兵衛はつまらなそうにまわりをみた。二十年来、この海道を何度も往来している寝待ノ藤兵衛にとって、この眺望はめずらしくもなんともない。

「気のない顔だなあ」

　竜馬は、なおも風のなかで眼をほそめている。かれの若い心には、潮見坂の海と山と天が、自分のかぎりない前途を祝福してくれているように思えるのである。

（富士は木この花はな咲さく耶や姫ひめの化け身しんだというが、江戸へゆくおれのために一段と粧よそおいをこらして待っていてくれたにちがいない）

「藤兵衛、一向に驚かぬな」

「見なれておりますんで」

「若いころ、はじめてみたときはおどろいたろう。それともあまり驚かなんだか」

「へい」

　藤兵衛は、にが笑いしている。

「だからお前は盗賊になったんだ。血の気の熱いころにこの風景をみて感じぬ人間は、どれほど才があっても、ろくなやつにはなるまい。そこが真人間と泥棒のちがいだなあ」

「おっしゃいますねえ。それなら旦那は、この眺望をみて、なにをお思いになりました」

「日本一の男になりたいと思った」

「旦那」

　と藤兵衛はむくれて、

「それは気のせいでございますよ」

「あたりまえだ。正気で思うものか。坂をおりればすっかり忘れているにちがいないが、しかし一瞬でもこの絶景をみて心のうちがわくわくする人間と、そうでない人間とはちがう」

　坂がくだりにさしかかるとともに、陽が急速にかたむきはじめた。きょう泊まる新あら居いの宿まで、まだ半里はある。

　藤兵衛は歩きながら、

「新居でいよいよお別れでございます」

「関所があるからかえ？」

「いいえ、左様なものは痛くもかゆくもありませんが、関所を二人連れで通ると、あっしが万一どこかでドジをふんでつかまったとき旦那に傷がつく」

「可愛いことをいうやつだ」

「あっしを可愛いと思うなら、旦那に頼みがあるんです。きいてくださいますか」

「どういうことだ」

「旦那の乾こ分ぶんにしてもれえてえんだ」

「ははあ。泥棒の親分かえ、おれが？」

　竜馬は、おどろいた。




「ねえ、乾分にしてくださいよ」

「………」

「お厭いやでござんすか、旦那」

　寝待ノ藤兵衛は、ひょいと道ばたにしゃがんで葉の赤い雑草をぬきとり、茎を歯のあいだに入れた。竜馬はあきれて、

「なんだ、それは」

「蓼たでです」

　藤兵衛はにちゃにちゃ嚙んでいる。

「うまいのか、そんなものが」

「まあ、馴れればね」

　べっ、と吐きだして、

「赤いやつは口にひびくほど辛かれえんだが、馴れてしまうと、辛味のすくない青蓼よりも赤蓼のほうがずっとうまい。蓼食う虫も好きずきとはよくいったものだ。こいつは、暑しよ気きばらいから霍かく乱らん除よけ、腎じん虚きよなおし、精の源もとになるというほどの霊薬ですぜ」

「なぜ、おれの乾分になりたいんだ」

「理由なんざ、ねえ。蓼を食うようなものでさ」

　しばらく、二人はだまって歩いた。陽は落ちたが遠州灘の照りかえしで、坂は気味わるいほどあかるい。坂のふもとに来てから藤兵衛は、ぽつりと、

「好きだから仕様がねえんだなあ」

「蓼がか」

「いや、旦那をさ」

「人を馬鹿べこのかあにするな」

「旦那、ぜいたくをいうもんじゃねえ。寝待ノ藤兵衛はこうみえてもわざでは日本一の泥棒だぜ。その日本一が、わざわざ膝をまげて乾分にしておくんなせえと頼んでるんです」

「ばかを自た慢ぎっちょる」

　藤兵衛には土佐ことばがわからないから、大まじめで、

「旦那、きっとお得ですぜ」

　と、もう一度蓼を吐きすて、

「むかしは、世間で大仕事をするほどのひとは、手下に泥棒の一人はかならず飼っていたもんだ。諸国の様子が人よりも早くわかるし、世間の裏も見えてくる。大むかしの天子さまで天武天皇というお方は多た胡こ弥やという泥棒を飼っていたし、源九郎義経さまの手下には伊勢三郎義盛という鈴すず鹿かの山賊がいたし、太閤秀吉には、蜂須賀小六という泥棒がいた。もっとも蜂須賀さまのご子孫は、いまでは阿波徳島二十五万七千石の大大名におなりだが」

「ふん」

　鼻でわらっているが、竜馬は胸中、

（そうかもしれんな）

　と考えていた。

　竜馬は少年のころ私塾に通わず、学問は姉の乙女にならったきりだから、頭のなかには頑固な先入主というものがなかった。自然、盗賊の講義でも、面白おかしく頭のなかに入ってくるのである。

　竜馬はのちに、海援隊という名で私設艦隊をおこし、天下の風雲のなかで隠然たる勢力をもつにいたるのだが、そのころ隊員たちに次のような「英雄の道」を説いたのは、潮見坂での藤兵衛の講義が記憶の底にあったからにちがいない。

「牛裂きの刑に逢ふて死するも、逆磔さかばりつけに会ふも、または席上にて楽しく死するも、その死するにおいては異ることなし。されば英大なることを思ひ起すべし」

「（事をおこすには）薄情の道、不人情の道わするるなかれ」

「海賊は船ふな軍いくさの手習ひなり」

「殺せつ生しようは軍いくさの工く夫ふう、偸ちゆう盗とうは忍術の調練」

「盗賊は、われ、世を見るの手て鏡かがみ也」

　竜馬が藤兵衛とわかれたのは新居の宿であった。翌日、船で舞坂へわたり、そのあと八日の道中をいそいで江戸に入ったときは、すでに初夏になっていた。




千 葉 道 場











　竜馬は江戸に入ると、父に教えられたとおり、まっすぐ内桜田の鍛か冶じ橋ばし御門へゆき、橋を西へわたって土佐藩下屋敷で草鞋わらじをぬいだ。

　藩邸では、国もとからの通つう牒ちようでよく心得ていて、竜馬が江戸滞在中にとまるべきお長屋に案内してくれた。

　部屋は、三間である。

　相住いの者が一人いる、と案内の家士はいった。しかしその者は、あいにくアサリ河岸の桃井道場に出むいていて不在であるという。

　竜馬は、旅塵にまみれた荷物をほうりだして、どすん、と尻餅をついた。ほこりが、畳の上に白く散った。

　見まわしてみると、畳も床ノ間もなめたように掃そう除じが行きとどいているのである。

（よほどきれい好きで、癇性病みの男らしいな）

　こういう相住いの相手はにが手だった。

　さらにおどろいたことには、文ふ机づくえのまわりに、書籍が山積しているのである。

（これァ、学者じゃな）

　竜馬は閉口しながら、言った。

「相住いはどなたです」

「当ててみてつかァされ。国もとの衆ですよ。坂本どのには、よくご存じのはずです」

「どうやら、学者らしいとみましたが」

　と竜馬がいった。

「剣客でもあります。アサリ河岸の桃井春蔵先生の塾頭で、鏡心明智流では江戸で三本の指に入るという達人です」

「ほう。年は？」

「坂本さんより六ツ上の二十五」

「郷士ですな？」

「いや、ちがった。白しろ札ふだです」

　白札は、土佐藩独特の階級で、準上士というべき身分である。郷士の上に位し、旅に出るときは上士と同様槍をもたせてゆくことができるが、上士でない証拠に上士からは呼びすてにされてもやむをえない。また郷士ならば晴天の日に日傘をさすことはできないが、白札は上士同様さすことができる。しかし、上士とちがう点は、日傘は当主だけで、家族はさしてはならないことになっていた。

「わかった」

　竜馬はにがい顔でうなずき、

「その仁じんは、色が白く、腮えらが張っていますな」

「えらとは顎あぎのことですか」

　と、家士が問いかえすと、

「そう、あぎのことです。あぎが魚に似ちょるでしょう」

「似ちょります」

　若侍が噴きだし、

「似ちょりますが、安魚ではない。大魚です。土佐国長岡郡仁井田郷吹ふ井けのうまれ。幼にして武技を好み、はじめ一刀流を国もとの千ち頭かみ伝四郎先生に受け、のち麻田勘七先生から皆伝をさずけられ、さらに江戸へ出てアサリ河岸の塾頭にぬきんでられている」

（やはり、武たけ市ち半はん平ぺい太たじゃな）

　竜馬は、憂鬱になった。

　正直なところ、城下でも謹直できこえた武市半平太と相住いではやりきれないと思った。




　その夜、細雨がふった。

　武市半平太は濡れねずみになってアサリ河岸の桃井道場から藩邸にもどってみると、門番の部屋に若侍が十人ばかり待ちかまえていた。どれもこれも軽格の者ばかりである。この者たちは武市のことを、

「先生」

　とよぶ。武市自身は同格の者からこういう呼ばれかたをすることをひどくきらっていたが、私淑している連中にとっては、そうとしか呼びようがないらしい。武市は、江戸、国もとの軽格の者から、まるで神様のようにあがめられている。

「なんじゃ、大勢で」

　澄んだ眼で、見まわした。一人が、

「左様、きょうのひる、先生のお長屋に国もとから坂本竜馬という若僧が到着しました」

「ああ、竜馬が来たか」

　半平太は、そのことについて竜馬の兄からも手紙をもらっていた。

「竜馬とはどういう男でございます」

「目方が十九貫もあるそうだ。坂本権平どのの手紙では、それだけしか書いてない」

「あれは阿呆でございますな。先生のことを顎あぎじゃとか、魚のえらじゃとか言うちょりました」

「口のわるい男じゃな」

　半平太は苦笑したが、居ならぶ軽格衆は笑わず、

「じゃによって、天てん誅ちゆうを加えます」

「………」

　半平太はやっと気づいた。部屋のすみにふとんが積みかさねられてあるのは、新入りの竜馬をふとん蒸しにするつもりらしい。

「よせ」

「許せません。すでにこれへ呼びだしてありますから、おっつけ参りましょう」

　そのとき、障子に大きな影がうつった。

　なかまの一人が障子をあけてみると、竜馬がのっそり立っていた。一同度ど肝ぎもをぬかれたのは、その姿だった。ふんどし一本の素裸で、右手に大刀をつかんでいる。

「なんじゃ、坂本、そのかっこうは。人を嘲ちよう斎さい坊ぼうにしくさるか」

「おれは、馬鹿べこのかあじゃけんのう。べこのかあがべこのかあどもを退治るのは、このかっこうが一番ええ」

「ちぇっ、このべこのかあめ」

　せまい部屋に土佐ことばの罵声がはんらんしたかとおもうと、なかまの一人が行あん燈どんを消した。

　まっくらである。

「かかれっ」

　わっと竜馬にとびかかった。土佐侍は古来、剣術よりも角力すもうを愛するかたむきがあったから、どの男もめっぽう強い。行燈がへし折られ、障子が倒れ、根太がゆるむほどの大騒ぎになった。

　多勢を相手にするときは、組みついては自滅する。竜馬はもっぱら、こうがんを蹴ることにした。このため悶絶する者も出た。

　四半刻ばかりどたばたとさわいでいるうちに、どの者も闇のなかでヘトヘトになった。そのころになってやっと、声があがった。

「竜馬を伏せたぞ」

　ふとんで蒸し、みなで乗りかかった。息ができず、死ぬような苦しみになる。

「もうよかろう。あかりをつけろ」

　行燈に灯ひを入れてから、一同、簀す巻まきにしたふとんを解いた。なかから半死半生で出てきたのは、謹直な武市半平太であった。竜馬が闇の中で半平太をねじ伏せ、身代りの簀巻きにしてしまったのである。

「御一同、ひかえなさい」

　不機嫌な声で半平太はどなった。竜馬はこそこそと部屋を出て行った。




　このふとん蒸し事件のあと、鍛冶橋の土佐藩邸で、竜馬の人気がにわかにあがった。

「こんど国もとから出てきた坂本竜馬というのは、不愛嬌すぼつこな男じゃが、食えぬぞ」

「まず、軍略を心得ちょる」

　という評判がたった。竜馬が門番小屋に裸で乗りこんできて若侍たちの胆をうばったのもそれだが、それもただの裸ではなく、全身に油を塗ってあったというのである。

「じゃもんで、つかみかかろうにも、竜馬はヌルヌルすべって摑つかめんじゃった」

　それよりも、かれらを驚倒させたのは、暗闇のなかでのちに土佐の吉田松陰といわれた武市半平太をねじふせ、自分の身代りにふとんの簀巻きにしてしまったことである。

　半平太こそいい面の皮だった。しかし軽格の若侍にとっては、自分たちが神様あつかいにしている武市半平太の権威を、竜馬がまるでみとめていないことに腰がぬけるほど驚いたのである。はじめは一同それが不愉快でふとんむしにしようとしたのだが、逆に半平太が蒸されてしまい、暗闇で気づかなかったとはいえ、その神様を自分らがよってたかって踏んだり蹴ったりしてしまった。まるで無茶である。しかしこのために問題がかえってサバサバしてしまった。それに、そのあとバツわるそうに、コソコソと部屋を出て行った竜馬の逃げっぷりが、剽ひようげていていい。

「あれで怒らんかった武市さんもえらいが、竜馬はおもしろい奴じゃ」

　なにがおもしろいのかは、わからないが、若者というのはいつの世でも、竜馬のようなカラリと乾いた若者を仲間の中心に迎えたがるものである。りくつよりも、気分なのだ。

「えらい奴じゃ」

　とまでなった。土佐二十四万石の若い軽格武士たちが、のちに天下の風と雲のなかに乗りだしてゆくとき、竜馬と半平太を両翼の首領にしたのは、このときにはじまるといっていい。

　ふとんむしにされた半平太も、さすがに器量人で、竜馬に腹をたてないばかりか、かえってこの年下の青年を百年の知ち己きのごとく遇するようになった。

「武市先生、なぜ竜馬の非礼をおとがめにならなかったのです」

　と、事件の翌日、訊く者があった。半平太はこう答えた。

「豊臣秀吉も徳川家康も、だまっていてもどこか愛嬌のある男だった。明智光秀は智謀こそそのふたりよりすぐれていたかもしれないが、人に慕い寄られる愛嬌がなかったために天下をとれなかった。英雄とは、そうしたものだ。たとえ悪事を働いても、それがかえって愛嬌に受けとられ、ますます人気の立つ男が、英雄というものだ。竜馬にはそういうところがある。ああいう男と喧嘩するのは、するほうが馬鹿だし、仕損さ」

「竜馬は英雄ですか」

「においはあるな」

「しかし、かれは学問はありませぬ」

「もろこしの項こう羽うは、文字は名を記するに足る、といった。英雄の資質があれば、それで十分さ。書物などは学者に読ませておいてときどき話させ、よいと思えばそれを大勇猛心をもって実行するのが英雄だ。なまじい学問などをやりすぎれば、英雄がしなびてくる」

　そのころ、武市がほめちぎった「英雄」は、桶町の千葉道場の板敷の上で竹刀を上段にとってあぶら汗をながしていた。

　相手は、道場主千葉貞吉の息子重太郎で、竜馬よりは一つ年上の眼の細い若者である。




　桶町の北辰一刀流千葉貞吉の道場では、他流で切紙以上を得た者が入門するとき、その処遇をきめるために若先生の重太郎がみずから立ちあって技ぎ倆りようをためすしきたりになっている。

　この日、重太郎が立ちあった小栗流目録の坂本竜馬との試合は、それだった。

「勝負三本」

　審判千葉貞吉の声がおわるかおわらぬうちに、軽けい捷しような剣技で知られた重太郎は、中段のまま、ツツと間合を盗んでいた。竜馬がはっと構えを変えようとした瞬間、竹刀をからむようにあしらい、捲まき籠ご手てでポンとかるく一本とってしまった。さすがに江戸の剣術は、どこか巧こう緻ちである。打たれた竜馬は、茫然としている。

　重太郎は、手のうちを見た、と思った。

（目録の腕とはいえ、やはり田舎剣法だな）

　瞬間、肩から息がぬけたのだろう、のがさず、竜馬の長身が、だっと間合をつめてきた。

　猛襲といっていい。

　竜馬の大ぶりな竹刀が、意外な太刀行きの早さで頭上に落ちてきた。この男、人が変わったのか、と思った。重太郎はとっさに右足を踏みだし、切きつ先さきが円をえがくようにして返しつつ、かろうじて摺すれ違いざまに竜馬の胴を撃とうとしたとき、竜馬の変化がわずかに早く、切先を沈めざま、重太郎ののど輪をつらぬくほどに突きあげた。

「突きあり」

　貞吉が、竜馬に手をあげた。

　これで一勝一敗である。

（油断がならぬ）

　重太郎は、

「やあ」

　と恫どう喝かつして、左上段にかまえた。竜馬は、中段であった。重太郎は、相手を動きに誘うために、しきりと奇声をあげたが、竜馬は応じない。というより、打ち込みようがなかった。技倆はやはり、重太郎のほうが、一枚は上といっていい。

　重太郎は、間合をつめた。竜馬はそれにつれてさがってゆく。

　汗がしきりと噴きでた。

　ふたたび重太郎の竹刀が籠手へ落ちようとしたが、竜馬はとっさにコブシをさげた。重太郎はその崩れをのがさず、機敏に面をとった。

「それまで」

　竜馬の負けである。

　このあと貞吉は、道場としては異例のことだが、竜馬を自室にまねき、冷ひや酒ざけを湯吞につぎ、さかなにするめを与えて、

「すこし業わざが重いが、それだけに筋がいい。一年もすれば、精進によっては重太郎を越すことになるかもしれない」

　と、激励してくれた。

　若先生の重太郎も、いかにも江戸前の気さくな若者で、試合がおわったその日から、

「竜さん」

　と呼んだ。めずらしい名前だから、そう呼ぶほうが親しみが増すらしい。試合のあと、井戸端で竜馬といっしょにざぶざぶと体を洗いながら、

「使えるねえ、あんたは。その腕なら、アサリ河岸の桃井へ行っても、麴町の斎藤へ行っても、いや神田お玉ケ池の大千葉でさえ、席はわるくあるまいよ」

「………」

「最初あんたをみたとき、その面めん擦ずれでちぢれあがった小ビンをみて、こいつはあまくねえと思ったが案のじょうだった」




　江戸の月日は早い。竜馬のひと月は、またたく間にたってしまった。

　小千葉での竜馬の技倆はいよいよ冴え、若先生の千葉重太郎のほかにたれも及ぶ者がなくなり、おそらく半年もたてば皆伝をあたえられ、塾頭にあげられるのではないか、といううわささえ出るようになった。

　小千葉家に、さな子という娘がいる。

　貞吉の長女で、重太郎には二つちがいの妹であり、幼少のころから貞吉が剣を仕込み、伝書こそ与えられなかったが、免許皆伝の腕がある、といわれた。

　色が浅黒く、ひとえの眼が大きく、体が小ぶりで、表情の機敏に動く娘だった。いかにもこういう娘は、江戸にしかいない。

　この娘が、花見どきの上野で暴漢におそわれかけているところをおりよく通りかかった竜馬がたすけた、という伝説が土佐にある。いや、当の娘はさな子ではなく、彼女の従姉いとこにあたる千葉周作の娘光子ではなかったかという異説もあるが、どういうものだろう。

　さな子は、逆さか胴どうの名手だった。

　相手が上背を利用して面を撃ってくるとき、さな子は相手の竹刀を自分の竹刀の表で軽く摺りあげつつ左足から体を左ななめに退き、すばやく手を返して、パンと逆胴を撃つ。舞踊に似た美しさがあった。

　毎日、道場に出ている。

　紫が、好きらしい。防具のひもはすべて紫をもちい、稽古着は白、はかまは紫染めのものをすそ短かに結んでいた。その姿が少年のように可愛い。さな子は門人のたれかれなしには、稽古をしなかった。いちいち、兄の重太郎が指名するのである。

「権藤さん、さな子の相手になってやってくれないか」

　そういう調子で相手にたのむ。女だから、さな子のほうはあくまでも控えめにさせている。

　そのくせ、相手が、

「はっ」

　と立ちあうと、ほとんどが負ける。しかし重太郎は、相手の屈辱を考えてやって、決してさな子を手ばなしではほめない。

「あれは撃ちが、浅いよ。真剣なら権藤さん、あんたは大丈夫だ。半死半生ながら両断されずに生きている」

「ははあ」

　どちらにもたっぷり皮肉を利かせているくせに、どちらにも傷のつかないような講評をするのが、重太郎はうまかった。

　ところが、小千葉道場の門人たちがたれしも不審におもうことがある。大先生の貞吉も、若先生の重太郎も、竜馬に対してだけは、さな子と立ちあえ、とは決していわないのである。

「どういうわけだろう」

　うわさにも、ちかごろ定説ができて、

「どうやら千葉家では、坂本竜馬をさな子どのの婿むこにしようと考えているのではないか」

　考えられることであった。

　千葉貞吉はかねがね、道場でもっとも出来る者とさな子をめあわせたい、ともらしていたが、かねて思わしい者はいなかった。腕の点で竜馬ならうってつけだし、それに次男坊である。

「だから、容易に立ちあわせないのだ」

　いま立ちあえば、竜馬は三本のうち一本はとられるかもしれない。竜馬がさな子を圧倒する実力をつけるまで千葉家では待っているのだろうというのである。




　さな子は、竜馬にひそかに好意をもっていた。若者の出入りの多い剣客の家にうまれた彼女は、他の武家娘よりも、はるかに多くの若者を知っていたが、しかし、竜馬のような型の若者は、まったく見たことがない。はじめは、

（なんという男だろう）

　と、とまどう思いがした。

　さな子がはじめて竜馬をみたときは、かれが道場にあいさつに来たときだったと記憶している。兄の重太郎にともなわれて、父の居室にゆくべく、道場から白しら洲すを竜馬は横切ろうとしていた。さな子は、障子のすき間から見て、

（まあ）

　と、息をのんだ。よほどのおしゃれらしく、大旗本の御おん曹ぞう司しのような服装をしている。

（いやなやつ）

　ところが、髪を見ると油っ気がなく、まげがゆるみ、まったくの蓬ほう髪はつだった。

（やっぱり、田舎者なんだわ）

　しかし、ふしぎな模様の入ったはかまをはいていた。一見、寛文のころの伊だ達て者しやのようにもみえる。江戸でしゃれ者といえば大藩の留守居役ときまったものだが、それでもいまどきああいうはかまを穿はいている馬鹿はない。

（田舎の大だい通つうかしら）

　さな子は、おかしくなった。

　そのあと父によばれ、重太郎と同席して竜馬にひきあわされた。

「これは、娘のさな子じゃ。剣を少々学ばせてある。女ではあるが、道場では男のつもりであしらってもらいたい」

　と竜馬にいってから、

「さな子、ごあいさつなさい」

　と、父の貞吉は微笑をむけた。さな子は型どおりのあいさつをしてから、父に、

「あの、お父さま。坂本さまにものをたずねてもよろしゅうございましょうか」

「さな子。相変らず、差し出たやつだ」

　重太郎は横からたしなめたが、貞吉が機嫌よくゆるしたために、彼女は大きな眼で竜馬をみた。

「あの、坂本さま」

「なんです」

　とは、いわない。癖で、小首をかしげただけである。

「さな子は女でございますから、お召めし物もののことをうかがいとうございます。よろしゅうございましょうか」

「は？」

　と竜馬はあわてたが、すぐ、こっくりうなずいた。

「江戸ではめずらしいおはかまと存じます。お国もとで、はやっているのでございましょうか」

「えっ、これですか」

　竜馬は自分のはかまを見て、

「ただの仙せん台だい平ひらです」

「でも、江戸では左様な模様のついたはかまを仙台平とは申しませぬ」

「ははあ、これは難儀じゃ。いかん」

　竜馬は自分でも気づいたらしく土佐ことばでせきこんで、

「墨がいっぱいついちょるわい」

　わけをきいて、一同、大笑いした。竜馬は筆を使ったあと、筆をぐいっとはかまでぬぐうのが癖だそうである。

　竜馬の弁解では、ゆうべは手紙を書きすぎたらしい。父の八平、兄の権平、姉の乙女、乳母のおやべにまで一人ずつ、江戸着府早々の消息を書き送ったものだから、土佐ことばでいうと、「袴もタマルカ。とうとう墨の花ざかりになってしもうた」のであろう。

　まったく、変な男だ、とさな子は思った。




　それっきりで、さな子は竜馬と口をきいたことがなかった。

　ところが、毎日、竜馬の姿を見ないことはない。面、籠手をつけると、竜馬はからだが大きいために戦国の荒武者のように魁かい偉いだった。さな子はその姿を夢にみることさえあった。

　声も、毎日きく。といっても気合である。竜馬の気合は特徴があった。声というよりも、ひくく肚はらの底からしぼり出して相手を戦慄させるような響きだった。

（兄上は、なぜ坂本さまにかぎって私と立ちあわせようとなさらぬのかしら）

　さな子の場合、想う相手と交渉をもつのは、竹刀をとって剣技をあらそう以外に手がないのである。その立ちあいの機会さえにぎりつぶしている兄の重太郎をうらめしくおもった。

（いつか、坂本さまと立ちあってみせる）

　さな子は、機会を待った。

　機会は偶然やってきた。

　前将軍の祥月命日の日は、道場はやすむ慣習になっている。その日、父の貞吉は前日から本家の神田お玉ケ池千葉家に所用があって留守であった。兄の重太郎も朝から松平上かず総さの介すけ屋敷に出むいて、いない。

　さな子は、留守居をした。

　ところが、朝、重太郎が出たあと、人の気のないはずの道場の戸が、ぐゎらりとあく音がしたのである。さな子がおどろいて縁側へ出てみると、竜馬であった。道場へ入ろうとしている。

「坂本さま」

　おもわず、大声でよんで、

「なにか御用でございますか」

　といった。

「御用？」

　竜馬は、けげんな顔をした。

「稽古にきたんです」

「あの、せっかくでございますけど、きょうはお命日で、道場はお休みでございます。父も兄も、他た行ぎようしております」

「なるほど」

「兄がそう申しませんでしたかしら」

「そういえば、なにか聞いたような覚えがありますな」

（なんとたよりないひと）

　と思ったが、さな子はちょっといじめてやろうとおもい、

「おわすれになりましたのね」

「なにぶんきのうのことですからな。おぼえているほうがどうかしている」

「まあ、きのうのことなら、もう坂本さまはお忘れになりますの」

「ああ、忘れますとも」

「すると、おとといのことならば？」

　われながら詰まらぬことを訊いていると思ってあやうく噴きだしそうになったが、それでも竜馬は大まじめで、

「むろん、忘れます。しかしせっかく参ったのですから、道場を拝借して一刻ばかり素振りでもして帰りますが、よろしいでしょうな」

「あの、それならば、さな子がお相手申しあげてよろしゅうございましょうかしら」

　思いきって、そうきいてみた。ところが竜馬は時候のあいさつでもするような調子で、

「ああ、防具をつけなさい」

　かえってどぎまぎしたのは、さな子のほうである。父や兄にかくれて竜馬と稽古試合をするだけのことに、なにか密みそかごとでもするようなときめきを覚えるのは、どうしてだろう。

　さな子は着更えるために障子を閉めた。立ったまま、しごきを解いた。解く指が、ふるえている。やがて帯がとけた。ふるえは、とまらない。




　竜馬は、竹刀を中段にとった。

　さな子は、左コブシを水みぞ月おちの前に浮かし、竹刀をわずかにうしろへかたむけて右肩に軽くひきつけ、左足を前にふみだした。

　この構えを八相という。

　攻撃には有利ではないが、敵の動きを探望するには、至極いい。はじめて立ちあう相手に、さな子は女らしく慎重な態度をとってみせたのだろう。

　竜馬は、内心、

（やっぱり、出来るなあ）

　と感心した。小柄なさな子の構えには、毛ほどのすきもない。

　さな子のほうも、面めん鉄がねの奥で光っている相手の眼をみて、いつもとはまったくちがう竜馬を発見した思いだった。

（こわい眼）

　思った瞬間、さな子のすきを見たのか、猛然と竜馬の竹刀が面上に落下した。応じ返して籠手を打とうとしたが、竜馬はわずかにかわし、数合パンパンと打ちあって、ふたたび双方とびさがって六尺の間合をとった。

　さな子は、息もみだれない。

（なるほど、乙女姉さんよりはるかに強い）

　小柄なさな子が、打ち合うほどにだんだん大きくみえてくるのである。

　最後にさな子は、

「やあああ」

　とすき透るような掛け声をかけ、竜馬の剣尖をたくみにおさえつつ、二歩進んだ。とみるま、飛びこんで面にきた。

　とっさに竜馬は後ろにさがった。虚を撃たせるとともにふりかぶってはげしく籠手に打ちおろしたとき、さな子はツバもとで受けたつもりだったが、よほど撃ちがはげしかったのか、さな子の竹刀が、ガラリと手から落ちた。

（しまった）

　とおもったのは、竜馬のほうであった。安あん堵どしたとたん、素手のさな子が飛びこんできて、腰に組みつかれてしまっていた。

（女だてらに、なんという娘だ）

　竹刀を落されたときの常法とはいえ、竜馬を組み伏せられると思っているのだろうか。

　竜馬はさな子の胴下をつかんで前に浮かせると同時に、深腰を入れて力まかせに道場の板敷にたたきつけた。

「どうだ」

「まだまだ」

　さな子は、倒れたままいった。

「竹刀を拾いなさい」

「いやです」

　よほど口惜しいのだろう。さらに、組みついてきた。

　竜馬は足ばらいをかけた。さな子は倒れたが、まだ屈せずにとび起きた。面をぬがされるまでは負けではないというつもりらしい。

　三度目に組みついてきたとき、竜馬はやむなくさな子をねじふせ、首をねじ切るようにして、スポリと面をぬがした。

「くやしい」

　顔を真赤に上気させながら、きらきら光る眼で竜馬をにらみすえている。

「あなたの負けだ」

　竜馬は宣告した。

「もう一度、おねがいします」

「いやだ」

「なぜです」

「女は、面妖みような感じだからこまる」

　さな子をねじ伏せたときの変にやわらかい感触が、両腕にのこっている。それがよみがえってくると身の内が赤くなるほど恥ずかしくなり、竜馬はそそくさと防具をぬぎはじめた。




　この年、五月（陰暦）下旬から異常高温がつづき、六月に入っても一滴の雨もふらなかった。

「なにか、事がおこらねばよいが」

　道場の若先生千葉重太郎なども、竜馬をつかまえて、そんなことをいった。

「竜さんはまだ江戸に来ていなかったから知るまいが、正月からこっち、天てん道どうがくるいはじめたようだよ。正月の十六日から三日間、天の雪の蔵ざらえかとおもうほどの大雪がふってね。年寄たちも、家ごん康げんさま御入府いらいの大雪だろうといっていた。それにこの煎いるような暑さだ。こういう年には、どえらいことが持ちあがるものだぜ」

「そうかな」

　竜馬はすこし鈍感なのか、あまり気候のことには興味がないし、また重太郎のように気候の異常から天下の大事を予想するような趣味ももっていない。

「二月には地震もあったんだ。江戸は用水桶の水がこぼれた程度だったが、相州のほうでは大変だったそうだ。小田原の城下から大磯、大山辺、箱根、熱海、三島、沼津のほうまで家がひっくりかえったり、大火事が出たり、人ひと死じにが出たりして大騒ぎだったらしい」

　たまたま、さな子が同席していた。彼女は先日、竜馬と内緒の立ちあいをして以来、ひどく親しみをみせている。

　横から口を入れて、

「天候だけではないのでございますよ」

「というと？」

「町家の者も、どこか変なのです」

「どのようにおかしいんです」

「鯉こいや、大おお烏い賊かをまつったり」

「ほう」

　さな子のいうところでは、その、大烏賊は上総かずさ海岸でとれたもので、一丈七尺もあり、目方は五十貫という。それを伊勢町で見世物にしたところ大変な人気で、しまいにはそれを神体にしてさい銭をむさぼる行ぎよう者じやも出てきた。鯉というのは浅草新堀でとれた三尺あまりの大魚で、それを獲とって殺した者が、にわかに傷しよう寒かんで死んだ。鯉のたたりであるというので天台宗竜宝寺境内に鯉塚をつくったところ、どういうわけか、江戸の町々の痴呆の男女があつまってきて、しきりと参拝しているという。

　乱世のきざしらしい。

「ねえ、変でしょう？」

　竜馬は、ふきだしそうになった。この江戸娘は火事見物が大好きで、半はん鐘しようが鳴れば、もう屋敷にはいない。国もとのことばでいうハツタカ（お転婆娘）なのだ。兄の重太郎ともども血の気が多いらしく、まるで天下の大異変を待ちかまえているような口ぶりなのである。

「まあ、変ですな」

「なんと、お気のなさそうなごへんじ」

　さな子は、竜馬がいっこうに昂奮して来ないのが、じれったいらしい。

（やはり、田舎者なのかしら）

　その日、竜馬は日ざかりの八ツさがりに道場を出て、藩邸へもどろうとした。

　桶町、大工町、南鍛冶町と歩いてゆくうちに、市中がなんとなくざわめいている。

　鳶とびの者ものらしいのをつかまえてきくと、

「なにやら、相州の浜のほうで、大変なものがあがったらしいんで」

「なんだ、その大変なものとは。烏賊の口か、それとも鯉か」




「さあ、旦那。それが」

　鳶の者は、知らないらしい。

「知らないで、騒いでいるのか」

「へい」

　そこが江戸者の愛嬌なところだ、と竜馬はおかしかった。さわぎのモトがわからなくても、大変だから大変だとさわいでいるのだろう。

　どんどん行くと、家財道具を往来にはこびだしている家があった。竜馬は立ちどまって、

「いったい、なにが、はじまるんだ」

「戦さでさ」

　知らないのか、田舎者め、といった顔でプイと横をむき、それっきり、あとは血相をかえて立ち働くばかりで、なにをきいても答えてくれない。

　そのうち、南鍛冶町一丁目の角で、むこうから金かな棒ぼうをひいてやってくる男に出あった。

「おい、金棒引き」

　この男なら知っているだろうとおもったのである。番所の番人のことだ。町々の番小屋に住み、町役人の指図をうけ、道普請で水切れになるとか、当町を将軍が通過されるといったようなことで、何事でも町内に触れわたすべきことがあれば、男は音やかましく金棒をガラガラひきながら一巡し、声をはりあげてそのことを知らせるのである。

「なにか、あったのか」

「へい。お奉行所からまだお達示がないのでよくわかりませぬが、相州の海のほうで大変があったらしゅうございます」

「地震か」

「なかなか、そんなものではねえらしい」

　要領をえない。

　鍛冶橋御門を入って土佐藩邸までもどってみると、藩邸のなかも騒然としていた。

　お長屋に入ると、武市半平太もすでに桃井道場からもどっていて、身辺に幾いく口ふりかの刀をならべて手入れをしようとしている。

「武市さん、なにやら大変らしいなあ」

「ああ」

　武市は相変らず、落ちついた男なのである。

「一体、どう大変なのだ」

「知らないで君はさわいでいるのか」

　武市は、竜馬をあわれむようにみて、

「黒船がきたのだ」

　スラリと刀をぬき、ほたほたと打うち粉こをうちはじめた。

　この日が、嘉永六年六月三日であった。米国の東ひがし印イン度ド艦隊司令長官Ｍ・Ｃ・ペリーが、旗艦サスクェハナ以下、ミシシッピー、サブライ、カプリスの四艦をひきいてにわかに江戸湾口の相州浦賀沖にあらわれ、浦賀沖から鴨居村沖にかけて投とう錨びようし、浦賀奉行所役人を通じ、将軍に米大統領フィルモアの親書を呈するために来航した旨をつたえた。

　浦賀奉行所与力中島三郎助らがペリーの副官コンテー大尉に会い、

「日本の国法として外国のことはすべて長崎で取りあつかうことになっている。早々に長崎へまわられよ」

　とさとすと、相手は、

「本国命令で、江戸に近い浦賀にきた。長崎へはまわらない」

　頑がんとしてきかないばかりか、艦隊は、戦闘準備をさえととのえている。




黒　船　来











　この嘉永六年六月三日、つまり米国東印度艦隊の来航の瞬間から、日本史は一転して幕末の風雲時代に入る。

　それにつれ、後年竜馬の運命もはげしくかわることになるのだが、この日の竜馬は、一向にとりとめない。武市から黒船のことをきいたあと、どういうものか、どかっと底がぬけたように腹がへってきた。

「武市さん、黒船のことはわかった。しかしなンぞ持たんかえ？」

「なンぞとは、なんじゃい」

「食うもの」

　と、口を動かすまねをした。

「竜さんは、のんきなお人じゃのう」

「のんきどころか、げんに腹の皮が背中にくっつくくらい空すきっ腹ぱらになっちょるがの」

「お前まんさんの腹のことばァ、言うちょらん。このたびの黒船は、ここ数十年来、臨海に出没していた異国船とはちがい、戦さ支度をしておしよせてきたものじゃ。元げん冦こう以来の国難になるかもしれぬときに、のんきすぎるというのじゃ」

（顎あぎめ、かたいことばァ、言うちょる）

　竜馬がふと、刀手入れをしている半平太のひざもとをのぞきこむと、小さな風呂敷包みがおいてある。

「武市さん、それは何ぞ」

「餅じゃ」

　教えたのが、わるかった。

　武市があっというまもなく、手をのばした竜馬にさらわれてしまった。

「いかん。竜さん、それだけはやめちょけ。いずれ今夜にも御ご陣じん触ぶれが出るかも知れぬゆえ、わしは腰こし兵びよう糧ろうのつもりでおいてある」

「いくつ入っちょる」

「九つじゃ」

「武市さんは餅九つで黒船を追っぱらうつもりか」

　竜馬は容赦なく餅を一つ口に入れた。

「なにも、餅で黒船を追うとはいうちょらんわい。陣触れが出たときの腰兵糧のつもりじゃ」

「陣触れのときは、ちゃんと藩から兵糧がわたりますロウ（でしょう）」

「しかし腰兵糧を用意しておくのが武士のたしなみであるし、精神こころじゃ」

「ああ、そうか」

　そのくせ、竜馬はやめない。すでに二つ目をにぎっている。

「仕様のないお人じゃ」

　苦笑するよりほか、ない。

　竜馬は終生、餅はあくまでも餅にすぎぬ、という考え方の持ちぬしだった。腹がへったときに食えばよい。しかし武市は餅一つをみても単なる物質とはとらず、そこに何らかの意義付けをしたがるのが性向だった。だから、事ごとに逆らいあう。そのくせこの現実主義者と理想主義者は、どこかでうまがあっていて、ひどく仲がいい。

「ところで、武市さん、わしは黒船のことはなにも知らん。講釈してくれ」

「人を馬鹿にする者には教えてやらん」

（もったいぶりおるわ）

　竜馬が三つの餅を食いおわり、武市の吞みのこしの茶を吞もうとしたとき、徒か士ち目め付つけの吉田甚吉、安岡千太夫が駈けこんできて、

「おのおの道場に集まりますように」

　すぐ走り去った。

「竜さん、いよいよ黒船退治じゃな」

　土佐藩邸は、上屋敷のほかは大広間を設けず、長屋ばかりになっている。藩士を一堂にあつめる場合には、道場を用いるのが普通だった。

　二人が行くと、びっしりと人が集まっている。




　土佐藩では折りあしく藩主山やま内うち豊とよ信しげ（のちの容堂）が先々月に帰国していたから、江戸詰め重役の山田八右衛門、森本三蔵、山内下しも総うさが合議で指揮をとっていた。どれもこれも無能で知られた人物である。

　第一夜の指示は、待機。

　ほかに指示といえば、竜馬たち江戸遊学の諸生も臨時に藩兵としてさし入れられたぐらいのことである。これで江戸における土佐の藩兵は四百人になる。

「わしは、雑ぞう兵ひようだな」

　ところが、武市半平太も雑兵であった。身分は白札だから上士の最下級、いわば准士官といった家格だが、当人はまだ部屋住みで遊学の身だから、あつかいは、徒か士ちにすぎない。

（ばかなはなしだ）

　武市半平太といえば、鏡心明智流の免許者で、儒学、軍学にあかるく、智謀秀ひいで、大軍を指揮する器量がある。その武市が、竜馬同様、雑兵なのだ。三百年、家格だけで成りたってきた藩の組織がばかばかしい。

　さて最初は平服のままで集まった藩士も、それぞれ屋敷や長屋にひきとり、ふたたび集まったときは出役の装束をつけていた。

（これは大そうなものだな）

　上士の何人かは、先祖伝来のヨロイ・カブトに身をかため、まるで古道具屋の武者人形のようになって出てきた。具足のそろわぬ者は陣じん羽ば織おりにカブトだけをかぶっていたし、それもない者は、この暑いのに火事装束をつけていた。いかにも雑然としている。

「武市さん、おれたち雑兵はどうする」

　半平太はすこし考えていたが、

「剣術の胴でもつけるか」

「それァ、いい思案だ」

　竜馬、半平太のほか、国もとから剣術を学びにきている軽格の連中は、みなその装束にした。見た眼にそろっていて、甲かつ冑ちゆう武む者しやどもより軽格のほうがかえって頼もしくみえる。

　待機している道場のそこここでは幾つも集団ができて、どのグループでもしきりと軍談に花が咲きはじめた。ところが上士は上士、軽格は軽格でかたまって、たがいに白眼をむけあって交わらない。これが三百年来の藩風なのだ。上士は山内侍、軽格は関ケ原で敗北した長曾我部侍というあたまがあった。

　上士団の中心は三百石弘瀬伝八郎という藩の北条流軍学師範である。

「ほいで、なあ」

　というのが、この人物の口癖である。

「ほいでなあ、首実検のときは、なあ」

　と、若い者に戦陣の講釈をしている。若い上士たちは、真剣にきいていた。

　弘瀬伝八郎は、アメリカ水兵の首を斬ってきたとき、藩公の見げん参ざんに入れる複雑な作法を説明しているのである。北条流は徳川初期、北条安あ房わの守かみがひらいた軍学で、歴代山内家の御家流になっており、内容といえば、兵の調練などはほとんどなく、首実検の作法のたぐいばかりを教える。

（これで、黒船が撃てるのか）

　竜馬は、腹が立ってきた。




　その翌々朝、やっと出動令が出た。

　浦賀沖の四隻の黒船は幕府への要求態度がいたって強硬で、場合によっては江戸湾のなかに押しこんできて江戸を砲撃する気配さえみせているという。

　幕府はろうばいし、芝、品川などに屋敷をもつ大名に海岸防備を命じた。

　土佐藩にも、下命された。藩では江戸府内に七つほどの上下屋敷をもっており、幕命に該当する屋敷としては、芝、鮫さめ洲ず、それに品川屋敷がある。

　竜馬らは、品川に送られることになり、早暁、隊伍をくんで鍛冶橋屋敷を出た。

　途中、町人のさわぎは、きのうに増してひどい。

「武市さんよ」

「なんだ」

「こうとわかっておれば古道具屋でもやっておくのだったなあ」

　うわさでは、諸藩の武士が江戸じゅうの道具屋にかけこんで甲冑、刀槍を買うために、それらの値段が三倍にもあがっているという。道具屋が大きにもうけたろう、と竜馬はわらうのだ。

　焰えん硝しようもおなじことである。

　各藩とも、江戸屋敷では幕府の祖法によって必要以上の鉄砲の玉たま薬ぐすりの貯蔵は禁じられているから、いまさら火のついたように買いに走らねばならない。自然、ひどく値があがったが、それでもほとんどの店が品切れになった。

　非常時には、風聞がはやくとぶ。

　讃さぬ岐き（香川県）高松十二万石の松平讃岐守が、市中の笑いものになっている。この藩はお浜御殿の警備を命ぜられ、ために至急に焰硝をもとめようとしたが、市中のどの店も諸藩が買いあさってしまったあとで品物がない。やっと駈けまわって二貫目だけ、泣きたくなるような高値で手に入れた。焰硝二貫目といえば、一貫目筒づつをどかどかと二、三発うてば、それっきりの量ではないか。

（御親藩も、おしまいだなあ）

　竜馬は、三百年威張りちらした正体がこれか、とおもった。

　ところが奇怪なのは、江戸をまもるべくして三百年、将軍の膝もとに駐在しつづけてきた旗本八万騎である。幕府は、黒船警備に大名の力を借りようとするばかりで、直じき参さんという直衛兵団をつかわない。使えないのだ。旗本御家人はどれもこれもその日を食うのが手いっぱいの家計で、武具、馬具、家来をそろえて出陣できる金などはまるでなかった。

「武市さん、大公儀といっても、存外たいそうなものではないな。かんじんの御直参のお尻が持ちあがらないじゃないか」

「しっ」

　謹直な武市は、町郷士そだちの竜馬のこういうところがこまる、とおもった。武士のくせに権威を畏敬する心がうすく、例の餅の一件とおなじで、ものをみる眼が平明すぎるのだ。

（とにかく竜馬には、畏おそれ入りまする、というところがない）




　竜馬ら一行が品川藩邸についてみると、芝から品川にかけての浜は、すっかり様子がかわっている。

　諸藩の持ち場ごとに定紋入りの幔まん幕まくがはりめぐらされ、藩旗、のぼり、藩主の馬じるしのたぐいが風にひるがえって、まるで戦国の合戦絵図のようであった。

「たいそうなものだなあ」

　竜馬は感心し、

「しかし武市さん、かんじんの黒船がみえぬようだ」

　といった。

「あたりまえだ。はるか沖あいの岬のかげに投錨している」

「が、うわさでは、黒船四隻のうち二隻は錨をおろさず、海にただよっているというぞ」

「いつでも火ぶたを切れる用意だろう」

　一行は、藩邸の馬場、矢場などに折り敷かされて待機した。

　異国船さわぎはここ五、六十年来何度かあるが、こんどのように軍艦が四隻もやってきたのは、はじめてである。

　しかも蒸気のかまを装備して自力で推進できるし、船腹は鉄板でつつみ、砲はそれぞれ二十門も積んでいる。もし四隻八十門の砲が火をふけば、海岸の諸藩の警備隊などはこっぱみじんにくだかれるだろう。

「ペリーという大将はずいぶん悪たれた男で、浦賀の奉行をおどしあげているそうだ。幕府の役人どもは、ふるえあがっているらしい」

　と、武市はいった。きく者は幕府の不甲斐なさに悲憤し、

「大公儀は、腰がぬけたか」

　歯がみした。

「黒船の異人をのこらずたたっ斬ってやればよい」

　と叫ぶ者もあった。

　幕末の天地を風雲につつんだ攘じよう夷い論ろんは、このときにはじまっているといっていい。

「武市さんは、どうおもう」

　竜馬がきくと、武市半平太はのちに土佐勤王党の首領になった男だけに、黒船が要求している開港には大反対だった。

「小舟で敵艦にこぎよせ、のこらず斬りふせる以外に方法はない。竜さんも、そうは思わないか」

「おもう」

　しかし、竜馬は急に無邪気に顔をくずして、

「その前に、黒船というやつに乗って動かしてみたい。ペリーというアメリカの豪傑がうらやましいよ。たった四隻の軍艦をひきいて、日本中をふるえあがらせているんだからなあ」

　といった。

「船がすきか」

「大好きだ。武市さん、相談だが、こっそり藩邸をぬけ出て、黒船にしのびこんでみる気はないか」

「切腹ものだぞ。それに黒船にしのびこんでから、どうする」

「あんたの軍略どおりにやるさ。船頭以下を斬り殺して、他の船に大砲をぶっぱなして沈めてしまう」

　竜馬は、やる気でいる。

　その夕刻、竜馬に面会を乞うている者があるというので門まで出てみると、なんと、千葉重太郎と妹のさな子だった。

　ふたりとも撃剣の胴をつけ、さな子のごときは高島田に白鉢巻をまいて、ちょうど兄妹の仇討姿といった様子で立っている。

「どうしたんです」

「藩邸のお人数に加えて下さい」




　竜馬はもとより、後年、性沈ちん毅きといわれた武市半平太も、若かった。

　その夜、千葉重太郎とさな子を連れ、夜陰にまぎれて四人で品川の藩邸をぬけだしたのである。見つかれば、かるくて切腹、おもければ打首だろう。

　めざす相手は浦賀の沖にうかぶ米国艦隊であった。四隻の黒船を、北辰一刀流と鏡心明智流の腕で手づかみにしてくれようという。

「なあに、造作はなかろう、一隻一人ずつだ」

　竜馬は、池の鯉でもつかみどりにするようなことをいった。剣客の子の重太郎は単純だから、すっかり感心して、

「竜さんは豪傑だなあ」

　といった。しかし、半平太はそうはいかない。半里ばかり歩いてから半平太はくすくす笑いだした。立ちどまって、

「どうも、おれとしたことが竜さんにひっかかったようだ。竜馬は人がわるいよ」

　と、数歩前をゆく竜馬のほうをあごでしゃくった。

「どうしてです」

　重太郎も立ちどまった。

「あの人は妙なところがあってね、いつも無口で口べたなのに、何かしゃべりだすとよほど用心せねばふわッとのせられてしまうところがある。もって生まれた術のようなものだ。年がしらの私までが黒船を四人で手づかみするつもりになってしまったが、いま竜馬の術からさめた。品川へもどろう。夜があけぬうちにもどらねば、切腹になる」

「切腹がこわいのですか」

　重太郎は、むきになった。

「こわい。命は一つきりしかないんだから、むやみと腹は切れない」

「いったい、竜さんはわれわれをどうひっかけたというのです」

「あの人はね」

　と、半平太はもう品川にむかってもどり足になっていた。

「船きちがいなのさ。船のことになると、前後左右の見さかいもなくなるほどの気ちがいなのだ。むろん当人は本気で黒船を生けどりにするつもりらしいが、できませんよ」

「できたらどうします」

「出来ません。第一、黒船のいる浦賀まで行くあいだに諸藩の陣所がある。公儀では不穏の行動を厳にいましめているし、われわれは途中でつかまってしまう」

「しかし」

　重太郎は、あたりを見まわした。あわてて、

「かんじんの竜さんがいませんな。さな子、前へ駈けて行ってさがしてみろ」

　竜馬はそのころ、すでに半丁ばかり先を歩いていた。

　むろん、黒船を手どりにできるとは、本気で考えていない。そんなことよりも、ひと目でも黒船を見たいのだ。後年、海援隊長として私設艦隊をひきいて幕末の風雲にのぞんだ竜馬は、船のことになるとまるで少年のように夢中になってしまう。

（あわよくば、泳ぎわたってひっとらえてやるさ）

　そう思っていた。背後で、足音がした。




「坂本さま、しばらく」

　ふりむくと、千葉家の定紋入りの提灯をもったさな子だった。武市半平太が品川の藩邸にもどろうとしていることを告げると、竜馬はべつにおどろきもせず、

「かまわない。あなたも重太郎さんも、藩邸で待っていなさい。わしは一人でゆく」

　といった。

「お一人で黒船をつかまえるおつもりでございますか」

「ああ」

「それなら、さな子も連れて行っていただきます」

「こまったな」

　竜馬はちょっと思案して、

「本音を吐きますとな、黒船をつかまえにゆくといったのは、あれは景気づけの法ほ螺らですよ。わしは、日本中がこわがっている黒船というのがどんなものか、見物に行くだけのことです」

「それだけで？」

　さな子はおどろいた。

「坂本さまは、ただの見物をするだけで切腹をお賭けになるのでございますか」

「あたりまえです。わしは船がすきだから好きなものを見にゆくのに命を賭けてもよい」

「では、さな子も見にゆきます」

「ほほう、さな子どのも、船が好きだったのか」

「べつに好きではございません」

「ならば、さっさと品川にもどりなさい」

「でも、さな子は船が好きでなくても」

　と、つばをそっとのんで、

「さな子は坂本様が好きでございますから、浦賀まで参ります」

　とまでいってから、さな子は、はっと伏し眼になった。いくら暗くて顔がみえないといっても、武家の娘としていうべきことばではない。

「さな子どの」

　竜馬がいった。

（え？）

　眼をあげたとき、竜馬の眼と合った。

　竜馬は、きなくさい顔をしている。ところがさな子があっというまに、提灯をとりあげてしまった。

「なにをなさいます」

「拝借してゆく。わしは走るよ。提灯がなければあとを追えまい。月があるから、そろそろと品川まで帰りなさい」

「あ、あの。……」

　声をあげようとしたときは、すでに竜馬のもつ提灯の灯は街道のむこうに小さくなった。

　竜馬が、神奈川村まできたときである。

　この付近に駐留している藤とう堂どう藩の藩兵に誰すい何かされた。

「いずこへ参られる」

「浦賀」

　前後を、棒をもった武士が、数人とりかこんだ。

「ご藩名とお名前を申されよ」

　竜馬はだまった。

　土佐藩の藩名は出せなかった。出したところで差しとめられるにきまっている。

（力ずくで押し通ってしまえ）

　人数は、四人である。




　このとき、竜馬が、小腰のひとつもかがめて、

「お役目ご苦労に存ずる。みどもは土佐守家来坂本竜馬と申す者、浦賀なる井伊様お陣屋へ藩用にてまかり越します。お通しくだされ」

　と虚実をまじえてうまくいいたてれば事もなかったかもしれない。ところが、

「藩は。名は。──」

　とたたみこまれて、むっとだまってしまった。脱け駈けだから正直に藩名を出すわけにはいかないのである。その様子をみて相手の藤堂兵は、

　この男、あやしい。

　とみたのだろう。

　ぐっ、と棒を竜馬の胸もとにつきだしてきた。

（無礼な）

　むらむらときなくさい血がこみあげてきた。

　だいたい、相手の「藤堂」という藩名がよくなかった。

　土佐には、

　関ケ原無念ばなし。

　というのがある。

　竜馬ら土佐郷士は、こどものころからそういうはなしを子守唄がわりにきかされてきた。関ケ原で負けたために旧主長曾我部家は没落し、家来も貧の底におちたのだが、かといって、勝利側である徳川家や藩主山内家に対して露骨にうらむわけにはいかない。

　自然、うらみは、豊臣恩顧の大名のくせに秀吉の死後家康に通じ、徳川家のために裏面工作をした藤堂家に集まる。藤堂家の家祖高虎は、土佐では大悪人になっていた。

　藤堂

　ときいただけで血の気がわくのは、竜馬だけではない。むかし元和元年の大坂夏ノ陣のとき、河かわ内ち八や尾おで、大坂方の土佐勢が東軍の藤堂勢と衝突し、「関ケ原のうらみぞ」と死にものぐるいで突進してさんざんにうち破った先例がある。

（藤堂か）

　こどものころ植えつけられた印象というのはおそろしい。竜馬には相手が講釈などに出てくる悪玉のようにおもえた。

　とっさに、棒をにぎった。

「な、なにをする」

（こうするのよ）

　引きよせて胸倉をつかみ、日根野弁治から学んだ小栗流の小具足ですさまじい足払いをかけて倒し、そのあと二人ばかり棒でたたき伏せてから、

（これはいかん）

　と気づいた。むこうから松たい明まつをもった藤堂兵が、わらわらと駈けてくる。

（下手をすると、討死じゃ）

　藩の名が出る。

　これは竜馬にはつらい。

　逃げた。

　足のつづくかぎり浦賀街道を南にむかって駈けた。

　六むつ浦うらで夜があけ、昼は山中で寝た。浦賀についたのは、翌々日の未明である。

　浦賀水道を見おろす小原台によじのぼって日の出を待った。やがて、夜があけた。濃紺の海に巨大な軍艦が四隻うかんでいる。




　ペリーの艦隊が浦賀にきた真相は、ずっとのちになって竜馬はイギリス人グラバーからきいたものだが、もとはといえば鯨くじらがめあてだったらしい。

　そのころまでの英米の捕鯨船団は大西洋を漁場にしていたが、濫獲しすぎたためしだいに漁獲高がへってきた。

　ために、かれらは新漁場をもとめて冒険的な航海をしたが、やがて太平洋、とくにその北部に鯨がおびただしく群棲していることを知った。

　ところが、港がない。母港を遠くはなれて太平洋で活躍するには貯炭所が要る。当時の船は蒸気船とはいえ、積みこんでいる石炭だけでは一週間も走ればからになってしまう。

　結局、寄港地を日本列島にもとめた。

　かれらはこの国がかたく鎖国して港をひらかないことを知っていたから、艦隊の威容をみせることによって強引に開国をせまったのである。

（これはこれは）

　そのときの竜馬は、そんなことはなにも知らない。ガケっぷちまで這いすすんで、

（まるで鯨のばけもののようじゃなあ）

　海上にうかぶ四隻の黒船を見おろして舌をまいた。

（あの船、一隻でもよい。おれのものにならぬものか）

　無邪気なものだ。子供が、おもちゃをほしがる心境だった。

（はて、生けどりの法はないか）

　たった四隻、艦砲八十門で、幕府がふるえあがっているのである。竜馬が黒船の一隻も持ち、内海を遊ゆう弋よくしてまわれば、優に百万石の大名以上の武力はあり、船長たる竜馬は、三百諸侯の上に君臨できるではないか。

（一隻で大名じゃ）

　竜馬は、空想した。

（大名になれば、なにをするかい）

　考えぬいてから、奇想天外な案をおもいついた。

（いっそ、みんな大名にしてやればどうじゃ。侍はおろか天下の百姓、商人、職人、すべてを大名にする。みな一人々々でふんぞり返らせるのじゃ。あっははは、これはおもしろい。源おんちゃんなどは、びっくり仰天しよるぞ。乙女姉上は、さしずめ女大名じゃ。いばるだろうなあ）

　そのとき、不意に草を擦する音がきこえて十人ばかりの武士が竜馬をとりまいた。

「もし。ここでなにをなされておる」

　竜馬は寝返りをうち、夢からさめたような眼で、にやっ、と笑った。

「黒船を見ている」

　といった。

「ここからよう見えるぞ。あなたがたも、見に来られたか」

「だまらっしゃい。われわれは彦根井伊家の者で、この台場を警備している。貴殿の藩名、お名前をうかがいたい」

　竜馬はだまっている。

「この男、不審である。番所へひっ立てい」

「待った」

　なにかひと工夫思いついたらしく、立ちあがって一同の顔を見まわした。




「君たち、考えてもみろ」

　竜馬は、井伊侍の一人々々の眼にやわらかい視線をあてがいながらいった。一同、つい、このえたいの知れぬ青年の微笑にさそわれて沈黙してしまった。

「井伊家といえば、御譜代の旗はた頭がしらで、三河以来武勇で知られた家だ。戦国このかた戦えばかならず勝ってきた。こうして一人々々の顔をみても、君たちはなかなかの武辺者ぞろいだということがわかる」

「ふむ？」

　みな、妙な顔をしている。

「そうだろう、君」

　と、竜馬は、このなかで一番身分の高そうな色の白い若侍に問いかけた。

「どうだ」

「まあ、そうだ」

「遠慮することはない。人は、誇るべきことはうんと誇るほうがいいのだ。物の本で読むと、井伊家は、藩祖直孝以来、全軍朱具足で朱の旗をかかげるという。井伊の赤あか備ぞなえといえば、戦国乱世のころは、赤武者の姿をみただけで敵はふるえあがったときいている」

「ちょっと待ってくれ。君は、何者なのだ」

「まあ、いい」

　手でおさえ、

「おれの名などはどうでもいいのだ。おれはいま井伊家のことをいっている。浦賀の警備にわざわざ井伊家がえらばれたのをみても、おれは井伊の赤備えの武勇がこんにちなお生きていると思って、肌の毛がそくそくと粟あわだつほどに感動したのだ。ところがどうだ、君たちには、じつに困る」

「な、なぜだ」

「おンしらは、敵を間違うちょる」

　つい、土佐言葉が出た。

「敵はどこにいる。あの黒船ではないか。黒船を見物していたおれではない。おれをひっとらえて番所にひったてたところで、黒船は沈まん。幸い、君らは武勇の家の子である。どうだ、ここでおれと会うたのを幸い、みんなであの四隻の黒船のうち一隻でも奪い取りに行かんか。勝算はある」

（こいつ、狂人か）

　みんな、あきれた。

　竜馬は、真剣である。十一人が夜を待ち、岬の蔭から小船を繰り出して黒船に漕ぎよせるのだ。

「船べりに近づくと、このうちから剣術達者五人をえらんで素裸になり、刀一本をかついで海に入り、反対側の船べりにまわる。黒船の連中が小船に気をとられているあいだに、裸組は縄をなげて舷側をよじのぼるのだ。あとは西洋のサーベルなどは、日本刀の前に敵ではない。ましてわれわれは井伊家の赤備えだ」

（われわれ、ときたな）

　一同、顔を見あわせたが、そのうちの一人でさきほどから首をひねっていた男が、

「あっ、先夜、藤堂の陣屋をさわがした男というのは、こいつではないか」

「なるほど、通牒どおり土佐なまりだな」

「不審だ」

　鯉こい口ぐちをきった。

「ひっとらえろ」

　竜馬の努力はむだだった。やむなくガケをとびおりて逃げだそうとしたとき、海をみて棒立ちになった。

　黒船が動いている。江戸湾の内浦にむかって突進しはじめているのである。

「おい、見ろ、戦さだ」




　四隻の黒船がにわかに浦賀沖で抜ばつ錨びようし江戸にむかって突進しはじめたのは、あとでわかったことだが、測量のためだった。

　ところが、当時はわからない。

　幕閣をはじめ、沿岸の諸藩の警備陣、さらに江戸市民は肝のつぶれるほどにおどろき、避難さわぎがおこった。

　しかし黒船どもの真意は、たんに測量だけでもなかった。品川の見えるあたりまで近づき、日本人をおどすためにごう然と艦載砲をうち放ったのである。もはや、外交ではない。恫どう喝かつであった。ペリーはよほど日本人をなめていたのだろう。

　この品川沖の数発の砲声ほど、日本歴史を変えたものはない。

　幕閣がふるえあがって開国へ徐々にふみきる決意をしたのはこのときだし、全国に、猛然と志士が立ちあがって、開国反対、外国人うちはらうべし、の攘夷論が、黒煙りのごとく天下をおおいはじめたのは、このときからであった。同時に、近代日本の出発も、この艦載砲が、火を吐いた瞬間からであるといっていい。




泰平のねむりをさますじやうきせん

たつた四はいで夜もねられず




　当時こういう落書が、何なに人びとの手によるものか、江戸の市中にはりだされた。上じよう喜き撰せんというのは上質の銘茶で、これを蒸気船にかけ、たった四はいのんだだけで上も下も夜もねむれずに昂奮していることを皮肉った。

　おそらくこの黒船の様子にいちばんおどろいたのは、つい眼と鼻の浦賀村小原台のガケの上にいた竜馬と十人の井伊侍だろう。

「いかん、戦さじゃ」

　井伊侍は、竜馬の存在などはすっかり忘れて、自分たちの持ち場へ帰るためにちりぢりになって山を駈けおりた。

　竜馬も走った。

（あの船の様子では、品川を襲うぞ）

　品川には、土佐藩の陣地がある。そこをぬけだして、こんな半島の尖端にまで黒船見物にやってきた自分が、いまさら後悔される。戦さに出おくれるのは、武士としてこれほどの恥はない。

（いかん、おれはどうかしちょる）

　道のない所を駈けおりるものだから、何度もころんだ。起きあがっては走るのだが、またころぶ。しまいには、わざとコロコロころがってやった。このほうが早い。

　街道へとびおりると、うまいぐあいに鞍まで置いた馬がつないである。さきほどの井伊侍のうちの組頭の持ち物らしい。

（えい。馬泥棒じゃ）

　脇差で熊笹を刈りとってムチ代りにし、馬上にとびのるや、いっさんに駈けだした。

　背後でさわぐ声がきこえたが、ふりむきもしない。

　竜馬は、品川陣屋へ飛ぶように駈けた。というより、坂本竜馬は、このときから、自分の人生にむかってとぶように駈けはじめたといったほうが当たっているだろう。




　竜馬は、品川付近までくると馬からとびおり、折りよく通りかかった宿場の馬ま子ごをよびよせて金をにぎらせ、

「すまぬが、この馬を浦賀の井伊陣屋の近くまで曳いて行って、街道わきの松にでもつなぎ捨てておいてくれ。もしみつかっても、これこれの人相の男にたのまれた、などといっちゃあ、いかん」

　無事、品川にもどった。

　藩邸にかえると、武市半平太が出て来て、

「黒船はつかまえたか」

「つかまらん」

「お前まんの不在のことは、組頭どんに上手に言い繕つくろうちょいたゆえ、だまって隊務にはげんじょればええ」

「ありがたい。組頭どんは、えらい怒っちょったろう」

「怒っちょらん」

「それはまたなぜじゃ」

「意外なことじゃったが、藩邸では、もともと坂本竜馬ちゅう名前が名簿から抜けちょったわい。組頭どんは、そンな名の奴、いるのか、とあらためて驚いちょった次第じゃ」

「馬鹿べこのかあにしちょる」

　これですんだ。

　ところで竜馬は数日藩邸を留守にしているあいだに、軽格の連中の空気がひどくかわっているのにおどろいた。

　殺気だっている。

　黒船の人もなげな恫喝ぶりを見聞きして、すっかり激昂してしまったらしい。

「夷い狄てき攘うつべし」

「公儀は、なんと弱腰か」

「一戦して日本刀の斬れ味をみせておかねば世界中の夷狄が日本を馬鹿にしおるぞ」

　竜馬も、すっかり攘夷論になった。後年かれはある時期から一変して開国論者になった男だが、かといってこの当時、武士にして攘夷論をもたない者があるとすれば、それは、男ではない、とさえいえる。

　当時の日本人は、きわめてまれな例外をのぞいて、たれも海外知識をもっていない。むろん、三百年の鎖国という社会の環境がさせたことで、日本人の無智によるものではなかった。

　攘夷論がおこるのは、当然であった。個人の場合におきかえて考えてみればわかる。

　突如玄関のカギをこじあけて見知らぬ者がやってきて、交際を強しい、しかも兇器をみせながら恫喝をもってしたのである。ぺこぺこしてその要求にたやすく屈するほうが、人間としてどうかしている。

　まあ、いい。

　われわれは、そろそろ竜馬をこの黒船さわぎから解放させよう。

　事実、この黒船さわぎは、ほどなく、しずまった。竜馬が品川藩邸にもどった二日のちに、黒船そのものが錨いかりをぬいて日本を去ってしまったからである。

　諸藩の警備態勢も解かれた。

　竜馬はひさしぶりで江戸へもどり、ふたたび剣術に熱中しはじめた。

　ところが八月も暮れようとするある日、鍛冶橋の藩邸に、おもいもかけぬ人物がたずねてきた。

　盗賊寝待ノ藤兵衛である。竜馬が、

「これァ、なつかしい」

　と長屋の一室に招じ入れると、藤兵衛はほかに人がいないのをたしかめてから、急に声をひそめ、

「旦那、たのみがあるんだ。藪から棒にこう言うのも何だが、旦那は人が斬れますかね」

　といった。
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　どこかで、秋の虫が鳴いている。この日、藩邸のなかは、朝というのに、どういうわけか、気味わるいほど静かだった。

「斬る？」

　おだやかでない。

「たれをだ」

「それが旦那のご存じのやつなんで。そら、伏見の寺田屋で、われわれの部屋の障子をあけてのぞいた浪人者。いやだねえ、思いだしておくんなさいよ。紋所は六本矢車」

「おもいだした。あの六本矢車は、参州吉田の宿場茶屋で餅をたべていたときも、たしか、あらわれたな」

「へい、左様で」

　藤兵衛は下唇をちょっと舐なめ、

「ところで、伏見の寺田屋で、あっしがあの浪人者について何か旦那に申しあげた言葉を憶えていらっしゃいませんかねえ」

「わるいが、憶えちょらんな」

「たしか、あっしはこういったはずだ、あいつァ、人を殺あやめて国もとを退転した男に違えねえ、と」

「お前、人相も見るのか」

「この稼業を、ね」

　藤兵衛は苦笑して、

「二十年もやってれァ、人の顔つきに書いてある文字が、こう、厭やでも読めるようになるものでさ。ところで自慢にもならねえが、それがあたったんだ」

「………」

「六月の何日だったかな、ちょうど黒船さわぎの最中だったが、あっしが、さる岡場所へ遊びに行ったと思っておくんなせえ」

「思ってもよいが、藤兵衛、その岡場所というのは何のことだえ？」

「おどろいた。旦那はやっぱり田舎者だねえ」

「そういうお前は泥棒だぜ」

「待った。無駄口はあとだ。一つおうかがいしやすが、旦那は吉原てのをごぞんじですかい？」

「聞いてはいる」

「頼ンねえな。その吉原は御府内じゃ天下御免の色里なんだが、岡場所はそうはいかねえ。御政道のお眼こぼしにあずかって稼いでいる」

「私し娼しよう窟くつのことか」

「つまり、そいつだ。あっしがそういう所へもぐりこんだところ、敵あい娼かたになった女がどうも、こう変でね。とうとう抱く気がせずにひと晩、語りあかした」

「変とは、どう変なんだ」

「きれいすぎるんでさ。あっしのような下げ司すからみれァ、見様によっちゃ天女みてえに見えてくる所がある。妙だと思って、おめえ、武家育ちだな、と訊いてやると、はじめは、ちがう、なんていやがったが、だんだん問いつめて口をほぐしてゆくうちに、やはりそういうことだった。しかも悪あく所しよに身を沈めてから、まだひと月とたってやがらねえ」

「わかった。つまりこういう筋だろう。その女が、仇をさがしている。仇というのは、二人で話しあっているうちに六本矢車らしいとわかった。そこで、おれに助太刀せよ、というのだろう。田舎侍でもそのくらいの勘はある。しかし藤兵衛、仇討よりまずその女の借金を払ってやって人間なみの世間へ連れもどしてやる工夫をしたらどうだ」




　藤兵衛から仔細をきくと、その女は深川仲町に、小鶴という名で出ている。

　本名は、冴さえというらしい。父は京の東の郊外山やま科しなにある毘び沙しや門もん堂どう門もん跡ぜきの家来で、山沢右う近こんといった。

「公く家げ坊ぼう主ずの家来か」

　と竜馬がいったのは、この寺はただの寺ではなく、法親王をもって住職（宮みや門もん跡ぜき）にあて、歴代、この寺にすわる法親王が天台座ざ主すになるほど、格式の高い寺である。

　その山沢右近といえば、京で知られた学者で、早くから尊そん王のう賤せん覇ぱの論をたて、もともと政治的関心のうすい親王、公家衆とまじわって、

「朝廷こそ、日本の中心であらねばならぬ」

　と、幕府からみればおだやかならぬ思想を説きまわっていた人物である。幕府の出先機関である京都所司代では、かねてよりかれをもって京における第一の危険人物として注意していたが、その右近が、一昨年の四月、近衛殿の脇門の前で斬殺されているのである。

（すわ、所司代役人に殺されたのでは？）

　と、堂上方ではひそかにうわさする者が多かったが、そうではない。

　たんなる怨えん恨こん沙ざ汰たとわかった。

　仙台伊達家の浪人で、信しの夫ぶ左馬之助という人物が京にいた。

　反そり町まち無む格かくを流祖とする無む眼げん流りゆうの達人で、はやくから京に流れて来、柳やなぎの馬ばん場ば綾あやの小こう路じ下さがルにある一刀流道場柳心館に寄食して門弟に稽古をつけていたが、なにぶん、この暮らしでは食えはしない。

　やむなく、公家か寺院に仕えて禄を得ようと思い、知りあいの所司代役人の手を通して九条家に運動していたが、なぜかこの人物のことを山沢右近はよく知っていて、

「信夫左馬之助ことは、もともと奥州仙台で人を殺あやめて退転した男でござる。それに刀術を通じて所司代役人衆と懇意でござりまするぞ。あのような者を公家屋敷の内側に入れては、ちょうど賊を飼うようなものでござる」

　右近も、年甲斐もなく口のかるい軽率な男だったらしい。

　ところが、右近がそう触れまわっているといううわさが、左馬之助の耳に入った。かれはある夜、剣術仲間の京都奉行所与力渡辺剛蔵の役宅を訪れ、

「右近を斬る」

　と、眼をすえた。

　剛蔵は、ずるい。

　だまっていた。剛蔵にすれば、左馬之助はやや偏執狂的な性格で、それに、十代のころ人を斬って退転した経験がある。一度、人を斬ったおぼえのある男は、かならず精神のどこかにひずみができるものだ。信夫左馬之助は、かならず右近を斬るだろう、と剛蔵はみた。

　が、だまっていた。

　その後、左馬之助は数日右近をつけまわし、ついに四月の雨の夜、近衛殿邸から出てくるところを、

「奸かん物ぶつ、参る」

　と、一刀で斬り伏せたのである。右近は即死した。首を皮一枚で残したという心憎いほどの斬りざまであった。

「藤兵衛、よほどの達者だな」

　竜馬は、腕を組んだ。




　要するに、仇討である。

　藤兵衛のたのみというのは、その岡場所の遊女のために、竜馬に助太刀をひきうけてやってくれ、ということなのだ。

「わかった」

　竜馬はうなずいた。

「仇討の助太刀は、古来、武士の本懐とされたものだ。本人に会った上で引きうけることにしよう」

「ありがてえ」

「お前も物好きだな」

「じつは、あっしァ、旦那の代人でその女に手まわしよく請け負っちまったんだ」

「どういった」

「じつは、あっしの主筋で、土佐の坂本竜馬という方がいらっしゃるが、助太刀にはこの方がいちばんよかろう、とね」

「主筋とは、申したものだな」

「まあ、ようがしょう。とにかく支度をしておくんなせえ。深川の例の場所までお供いたします」

　二人は、外へ出た。

　だだっぴろい江戸の空に、大きな雲がたった二つ、浮かんでいる。

「秋だねえ、旦那」

「秋はいいが、深川につけば昼になる。ああいう場所は真昼に行ってもいいものか」

「なあに、客なんだ、かまやしませんよ」

「………」

　竜馬は腕を組んだまま歩く。藤兵衛のいう所では、女には、市太郎という十七歳になる弟がいるそうである。

　二年前に、姉弟で仇討の旅に出たらしいが、京のことだから山沢家の親類縁者は仇討のような武ぶ張ばったことを好まず、路用にあてるせんべつも、わずかだったという。

　ふたりは深川西町の与兵衛店に住んで八方仇の消息をさぐった。そのうち市太郎が癆ろう痎がいを病み、窮迫してついに姉のお冴が身を売るしまつにまでなった、という。

「それで、なんと申したかな、例の六本矢車紋の名は」

　竜馬は歩きながらいった。

「信夫左馬之助で」

「たしかに江戸にいるのか」

「なあに、あっしの仲間に手配りすれば、すぐらちがあきやす」

　二人は、その町についた。

　くわしくは永えい代たい寺じ門前仲町といい、深川岡場所のなかでも随一の遊里で、羽織芸者七、八十人のほかに、娼妓が六十人もいる、と藤兵衛は説明した。

　竜馬は金を藤兵衛にあずけ、ふたりで「よしや」という家にあがった。部屋は、二階である。

　藤兵衛は階下でしきりと折衝しているふうで、一向にあがって来ない。

（なにをしているのか）

　竜馬が手枕でごろりと横になった拍子に足もとのふすまがひらいた。

「藤兵衛か」

「………」

　返事がない。薄目をあけると、緋ひと白の燃えるような色彩が眼に入った。




　女はいかにも法にかなった所しよ作さでふすまをたてると、三ツ指をつき、ふかぶかと頭をさげた。なかなか顔をあげない。竜馬は照れて顔をごしごしこすりながら、

「辞儀はいいんだぜ」

　ちらりと女をみた。顔はやや薄手だが京女らしく色が白い。藤兵衛が強調したとおり、眼がひどくうつくしかった。

「冴と申しまする」

　色里の名をいわず、さとことばもつかわないのは、この色里の妓としてではなく、山沢右近の娘として竜馬に会いたいのだろう。

「私は、坂本竜馬というんだ」

「薬屋の藤兵衛さまから伺っております」

「仇討をなさるそうだな」

「はい」

　いかにも気のつよい娘らしく、まっすぐに竜馬を見つめている。

「京者にしては殊勝なことだ」

　武家の場合なら、父の仇をうてば主家に帰参がかなうし、ときに加増もされる。つまり多少の欲得もあるのだが、寺院の坊官のばあいならそういうことは期待できない。にもかかわらず仇を討つというこの女の心根に、竜馬は興味をもち、感動もしたのである。

「助けてくださいますか」

「ああ、承知した。相手はどれほどの腕かはわからないが、たいていおれで間にあうだろう」

　やがて、酒しゆ肴こうがはこばれてきた。藤兵衛がいいつけたものらしい。

　竜馬は女に注がせず、手酌でたてつづけに飲んでから、

「仇討もいいが」

　と、すこし元気になった。

「こんな所から足をぬくがいい。仇討をするために遊女となったというのは、理にあわないな。泉せん下かのおやじどのが、そういうあんたをよろこぶかどうか」

「弟がわずらったために仕方がなかったのでございます」

「おれは一介の諸しよ生せいで金はないが、いったいどれほどの金があれば世間へもどれるんだ」

「………」

　女は答えない。いったところで詮せんがないとおもっているのかもしれない。

「九両もあればいいものかね。九両ならおれ、持ってるんだ」

　竜馬はふところに手を入れ、胴巻をさぐったが、さっき藤兵衛にあずけてしまったことに気づいて、やめた。ひどくあどけない顔つきになっている。

　冴はくすくす笑って、

「あの、九両ではとても。でもそんなことをして頂くのは、いやでございます」

「そうかな。それもそうかも知れん。過度の親切というのは悪事とおなじだというからな」

「坂本さま」

「なんだえ」

「冴はうれしゅうございます。でも、冴のほうから坂本さまになんのお返しをすることもできませぬ。冴のできることは、坂本さまの横で添そい臥ぶしさせていただくことだけでございます」

「それはいかん」

「冴の稼業でございますもの」

「いや、おれのほうがいけない。女色をつつしめと父にいわれているし、それに、話にこそきいているが、男と女とがどうするものか、よくわからん」

「冴が教えてさしあげます」




「それはこまる」

　竜馬は赤くなった。

「なぜでございます」

　冴は小首をかしげ、わざと生真面目にたずねてみたが、内心はそうではない。おどろきもし、可笑しくもあった。

（なんというお人であろう）

　噴きだしたくなった。

　たったいま、仇討の助太刀をしてやる、と大見得をきったくせに、いざ寝ましょう、と持ちかけると、とたんに人が変わったようにうろたえ、後ずさりして竜馬は赤くなっている。

（私と同おない年どしかしら）

　それにしても初う心ぶい。冴は年上のような気分になり、稼業をはなれてこの若者と寝てみたいとおもった。やはりいきさつがあったとはいえ、冴は遊女になるだけの好色のつよい女だったのかもしれない。

「ね、竜馬さま。冴の身の上のはなしはそれだけでございます。あとは冴ではなく、この里の小鶴としておもてなししとうございます」

「それもこまるのだ」

　じつをいえば、部屋に入ったときから竜馬は眼のやり場にこまっていた。なまめいたふとんが敷かれている。ふとんといえば竜馬は、藍染めで綿のかたい夜具か紙ふとんしかみたことがなかったが、ここの夜具は、まるで大名のそれのように、握ればてのひらの中で溶けそうな絹ずくめなのである。

「それはなあぜ？」

　冴は、膝をくずしてにじり寄り、竜馬のひざの上に手をおいた。

　竜馬は、腹に力を入れて我慢している。まだ十九歳なのだ。

「ね」

　と冴は竜馬を下からのぞき、

「べつにむずかしいことではありませぬ。小鶴が、やさしく教えてさしあげます」

「いらん」

「要りまする。竜馬様のお年なら、もう、かようなことは覚えておかれてもおかしくありませぬ」

「わしは要らんわい」

「要る要らぬのことではないではありませぬか。男女の自然のことでございますもの。頑かた固くなに申されるものではありませぬ」

「………」

「竜馬様は、女がおきらいでございますか」

「好きじゃ」

「それならよろしいものを」

「しかし、そげなことをするのは好かん」

「好かんと申されても、人はたれでもするものでございます」

「こまるのじゃ」

　竜馬は腰をさぐって、なめし皮で作った小さな巾きん着ちやくのようなものをとりだした。

「それは何でございます」

「守り袋じゃ。ここに、それはいかんと書いてある」

　竜馬は不器用な手でひもをゆるめ、その中から小さく折りたたんだ一葉の土佐紙をとりだし、丁寧にひろげた。

　冴はのぞきこんでそれを目読し、やがて、

「まあ」

　とはじかれたように笑いだした。




（この人変わってる。……）

　冴がふきだしたのもむりはなかった。

　竜馬がこのとき守り袋からとりだした紙きれには、こんな色里で披ひ露ろうするには似つかわしくない武骨な父の八平の筆蹟で、こう認したためられていた。




　一、片時も不忘忠孝ちゆうこうをわすれず、修業第一之事

　一、諸道具に心移り、銀銭不費事つかわざること


　一、色情にうつり、国家之大事を忘れ心こころ得え違ちがい有ある間まじき事

右三ケ条胸中に染め、修業をつみめでたく帰国専一に候事。以上。

丑うし三月一日

老父　　

竜馬殿




　竜馬はいやな顔をして、

「なにも笑うことはなかろう」

「申しわけございません。でも坂本様のお出しになる恰かつ好こうがあまりにおかしかったものですから」

　まだ笑いをかみ殺している。

「でも、いいお父様でございますね。冴は何年ぶりかで笑いました」

「おれはあんたを笑わせにきたのではない。助太刀の下相談にきている」

「はい、はい」

　坊やをあやすようにいい、

「でも助太刀は助太刀、お守りはお守りとして、しばらく話を脇におきましょうね。お父様のおっしゃるのは色情に溺れるなということで、冴などに溺れなければよいのではありませぬか。溺れないように、冴がちゃんと教えてさしあげます」

「しかし、いまはこまる」

「なぜ？」

「おれは十九だ。この若さで助平者ばぶれもんになりとうないわい」

「では、いつかは？」

「ああ、いつかは教えて頂こう」

「きっとでございますよ」

　冴は白い小指をさし出した。竜馬もしかたなく小指を立てると、冴は小指をからみあわせ、

「ね、それまではいかなることがあっても他のおなごに触れてはなりませぬ。冴が最初に教えてさしあげる約束でございますから」

　その家を出ると、竜馬は手て拭ぬぐいをとりだし、汗をふいた。

　町を出て小お名な木ぎ川がわぞいに西へ歩いてゆくうち、寝待ノ藤兵衛がどこからともなく出てきて、

「へへ、いかがでござんした」

　と卑ひ猥わいな笑いをうかべた。

「なんのことだ」

「とぼけちゃいけませんよ。旦那はああいう所ははじめてでござんしょう？　ご気分はどうでした」

「馬鹿野郎」

　竜馬は立ちどまった。ひょっとすると藤兵衛が竜馬に女を買わせるために仕組んだ狂言ではないかとおもったのだ。

「ち、ちがいます。なんてえ凄い眼だ。うそじゃありませんよ」

「そうか」

　なるほど藤兵衛も冴もうそをついているわけではないとわかったのは、それから十日ばかり経ってからである。

　その日、国もとへ帰る武市半平太を品川まで送るために未明に鍛冶橋藩邸の門を出ると、物蔭から藤兵衛が小腰をかがめてすり寄ってきた。




　藤兵衛のはなしでは、この男が江戸の仲間を語らって探した結果、冴の仇の信夫左馬之助の居所がわかったという。

「どこにいる」

　竜馬がきくと、藤兵衛はやはり盗ぬす人つとの素姓はあらそえないようで、ちょっと伸びあがり、

「お耳を」

　と、竜馬の耳に口を寄せようとした。これには竜馬も閉口した。連れ立って歩いている武市半平太に対しても、耳打ちは礼ではない。

「大声でいえ」

「でも、あちらの旦那は」

　旅姿の武市のほうへ眼を走らせ、

「どういう旦那で」

「ああ、いい折りだ。引きあわせておこう。武市さん、あんたは唐もろ土こしの聖賢の学問にはあかるいが、こういう稼業の男も知っておかれていいだろう」

「どういうご稼業の方だ」

　半平太は、たれに対しても謹直で折り目ただしい。竜馬はくすくす笑って、

「うふ、泥棒さ」

「う、うそでございますよ。あたしはお見かけのように堅気のあきんどでございます。若いころから遠国をまわって薬を売っております」

「左様か。私は武市半平太といいます。お見知りおかれたい」

　にこりともせずに辞儀をした。むろん武市のことだから、相手がただの薬屋でないことぐらいは見ぬいている。

「そうだ、藤兵衛、この武市さんにも可愛がってもらえ。剣をとってはアサリ河岸の桃井道場でおよぶ者がないといわれている豪傑だ。ところで、信夫左馬之助の居所はどうした」

「本ほん所じよ鐘かねノ下したの場末で、付近の御家人や町人の物好きを相手に玄明館という無眼流の道場をひらいている大岩銀蔵という浪人が、どうもそれらしい」

「たしかめたか」

「きのうは半日つぶして道場のまわりをうろつきましたが、あの顔、間ま違ちげえはねえ」

「そのこと女には？」

「まだ報しらしてねえ。出合で討つか、斬り込むか、奉行所への届はどうするか、あの女を隠し売ばい女たのままの身分で討たせるか、それとも素しろ人うとにさせて討たせるか、どっちにしても旦那と相談してからのことだと思いやしてね」

「お前は思慮ぶかいな」

　その日から、ひと月ばかり経ち、秋が深くなった。

　本所鐘ノ下の一件を忘れ捨てているわけでないが、竜馬にも悩みがある。

　金のないことだ。

　女のために仇討を助けてやるのもいいが、その前に冴を素人にもどさなければ竜馬としては意味がないと思っている。しかしそれをしてやるだけのお金がない。

　そのうち、藤兵衛がひょっこり桶町の道場に竜馬をたずねてきて、

「旦那、大変だ。信夫の野郎、勘づきゃがったらしく、旦那を狙っているらしい」

　といった。竜馬は黙殺した。




　江戸の秋が、一段と深まった。

　竜馬はその日、桶町の千葉道場で稽古がおわったあと、重太郎が、銚子の門弟から酒が届いた、というので二人で飲みはじめた。竜馬は二升ばかり飲み、気がついてみると、日が暮れている。

「いかん。門限じゃ」

　立ちあがると、足もとがふらふらした。重太郎が危ぶみ、

「大丈夫かえ」

「なあに」

　笑い声を残して出てしまった。あとでさな子が心配して、

「坂本様は、提灯も持っていらっしゃいませぬ。どういたしましょう」

「そうだな」

　重太郎は、さな子の意中がわかっているから器用に察して、

「お前、五平を連れて鍛冶橋御門まで送ってやれ。あの足ではまだ南大工町までは行ってはいまいよ」

「はい、すぐ」

　さな子は、動作が早い。

　きりきりと支度をし、小者の五平に提灯をもたせて門を駈け出した。

　絵師狩か野のう探たん原げん屋敷の塀の角まできたとき、竜馬らしい影が立っているのをみた。

（どうしたのかしら）

　浪人風の男三人に取りまかれているのである。さな子は妙な予感がして、

「五平、灯をお消し」

　と、自分のまわりを暗くした。

　一方、竜馬は低い声でいった。

「顔を貸せというのかね」

「用はすぐ済む。そこの薪たきぎ河が岸しにさる御仁が待っているから、ちょっと足をのばしてもらうだけのことだ」

「ふむ」

「来てくれるか」

「ふむ」

　竜馬は、歩きだした。左手をたもとの中に入れ、中から刀の鞘さや口ぐちをつかんでいる。場合によっては抜き打ちで斬りすてるつもりでいた。

　竜馬は、最初にまなんだ小栗流で抜刀術を修業したが、その後それを基礎に工夫し、いまでは軒の樋といからしたたる雨だれを地に落ちるまでに三度は両断することができた。

（この男ども、おそらく本所鐘ノ下で小道場をひらく信夫左馬之助の門人たちだな）

　そう見たからこそ、竜馬はかれらの言いなりになって薪河岸まで出かけてみる気になったのだ。

　藤兵衛が先日、

　──信夫の野郎が勘づきゃがったらしい。どうやら旦那を狙っている。

　と告げにきたのは、あたっていた。なにぶん相手の信夫左馬之助のほうは仇を持つ身だから過敏になっている。藤兵衛の仲間どもが鐘ノ下の道場付近をうろつくうち、左馬之助も気づいて、先手を打ってきたにちがいない。




　背後で月がのぼったらしく、足もとが急に明るくなった。

　俗に薪河岸というだけに、このあたり一面に薪が山のように積まれていて、荷車一台がやっと通れるだけの細い通路が、迷路のように幾すじも通っている。

　その薪の山まできたとき、竜馬は立ちどまった。この細い通路で襲われては、防ぎようもない。

「その仁はどこにいる。河岸にいるのか」

「そうだ」

（船で来ているらしい）

　そういう予感がしたのである。竜馬は薪の束の一つを暗い地上にほうり出して腰をおろしながら、

「ここで会おう。連れて来い」

「いや、それはこまる」

「連れて来い」

　ぎょろりと眼をむき、

「どうせ、こんな場所に人を呼び出すような男だ。悪いやつにきまっているが、おれは元来生れがいいからそういうやつを見たことがない。面白いからこの場所でとっくり月に曝さらした上で顔を見せてもらおう」

「こいつ」

「きけないなら、帰るよ」

　一人が駈けだした。その男を呼びにゆくのだろう。

　一方、物かげからさな子は男たちの様子を見ていたが、

（これは大変なことになる）

　と思って、身を別の物蔭に移動させた。やはり、剣客の娘だった。彼らがもし竜馬に打ちかかったときに加勢しやすい場所をえらんだのである。そのくせ、自分一人では心細くなったのか、

「五平、さな子一人ではとても手に負えそうにありません。すぐ帰って兄上をお呼びして来なさい。それに私の木太刀もわすれずにね」

「お嬢さまも喧嘩をなさるのでございますか」

「仕方がありません」

「およしなさいまし。ご縁談にもさしつかえますし、それに桶町千葉の名が出てはまずうございますよ。相手は食いつめ浪人らしゅうございますから」

「五平、わたくしのいうとおりにするのです」

「へい」

　五平は仕方なく物蔭を離れた。

　竜馬は、大きな背を薪の山にもたせかけ、ゆったりとすわって月を見ている。

　やがて、むこうの薪の山から、人影が一つ吐き出された。

　先刻の男らしい。

　その背後から、かれらが、

「先生」

　とよんでいる長身の影があらわれ、竜馬のそば六尺のところまできてとまった。

「坂本さんだな」

　低い声である。

「余計なお節介をよしてもらおうと思ってここまで足労ねがった。忠告するがたったいまからやめていただく。よいな」




　竜馬は腰をおろしたままである。しばらくだまって、

「信夫左馬之助さんか」

　と、顔をむけた。

「おぬしと縁があるようだな、左馬之助。伏見の寺田屋でもその顔を見たし、参州吉田の茶屋でもその顔を見た。なるほど、こうして月の光でその顔を白々と曝してみると、ほのかに懐しくもある」

「なぶるか」

「あいさつのつもりじゃ」

（まあ）

　物蔭で聞き耳を立てているさな子は、竜馬の案外な喧嘩上手に感心した。

「おぬし、京で」

　と竜馬はつづける。

「山沢右近という毘沙門堂門跡の家来を殺害したそうじゃな。ところが所司代、奉行所と肚はらを合わせてのことらしく、おぬしは、捕ほ吏りの追つい捕ぶも受けずに京を立ちのいたときく」

「………」

「そうだろう」

「その件だが、竜馬」

　信夫は、ちょっと考える風情だったが、やがて覚悟をつけたらしく、まず右足を出し、さらに左足を出し、妙な足どりで五歩すり寄った。たがいに抜き打ちならば一挙に勝負を決する距離である。

「おぬし、冴という娘の助太刀をするそうだな。話は早いほうがいい。手を引いてもらおう。引かねばやむをえぬ。ここで白刃を抜きあわすことになるだろう」

「引いてもよいが、冴をどうする」

「おとなしく仇討をやめればよし、やめねば返り討は武士の常法だ。おぬしから、出来ればあの姉弟に仇討を思いとどまらせてくれれば言うことはない。山沢姉弟におぬしという人の命が、三人も助かる」

「冴の居どころを知っているのか」

「深川の仲町にいる」

　と、左馬之助はよく知っている。

「会ったか」

「わしは会わぬが、わしの使いの者が顔を見に行った。見ただけでなく、買った」

「買った？」

「おう、さんざんに弄なぐさんだというぞ」

「なに？」

「おどろくことはない。むこうは売女だ。銭をだせばたれとでも寝る。冴は仇の手先とは知らず、濃こま密やかにもてなしをしたという」

　竜馬は怒りがむらむらとこみあげてきた。これほど人間の尊厳を無視したはなしはなかろう。

（やはり、冴は遊女じゃな）

　稼業があわれとおもったが、同時にたまらなく不潔におもえてきた。腹が立つ。冴への憎しみか、それともその冴を恥知らずにも弄んだこの男どもへの憎しみか、自分でもよくわからなかったが、とにかく気がついたときには、

「おい、左馬之助」

　立ちあがっていた。

「買おう、喧嘩を」




　じつをいえば竜馬は十九歳になるまで、喧嘩というものをしたことがなかった。するどころか、幼童のころは、外へ出ると遊び仲間に泣かされ、屋敷までの道中を長泣きしながら帰ってくる子だったから、しない、というより、できなかったというほうが正確である。

　むかし、乙女姉さんなどは口惜しがって、

「竜馬さん、男の子ならたまには喧嘩をするものです」

　と、喧嘩の仕方までおしえてくれたが、むろん実地に応用したことはない。

　十五、六の元服ごろから人相、骨格、性質までかわり、泣き虫時代とはまるで人変りしたような竜馬になったが、まさか元服してから喧嘩をするばかもないから、つい仕そびれた。

　ところが、いま、自分のまわりをとりかこんでいる四人は、ただの喧嘩相手ではない。

　信夫左馬之助は、場末の小道場ながらも門人をとりたてている道場主である。あとの三人はその門人らしいが、とにかく白刃の扱い方は知っている男たちである。

「念をおしておくが、山沢姉弟の一件から手を引かぬというのだな」

　と、信夫は、つかに手をかけた。

「言うな。その件、耳にしたくもない」

「ならば、手を引くか」

「引かんわい」

　信夫は、むっと黙った。やがて、

「されば斬るまでだ」

　声を合図に二人がすばやく竜馬の背後にまわった。

　しゃあっ、と四本の刀が鞘走った。竜馬にとって運のいいことに、月が、雲に入っている。

　竜馬は薪の山にそって三歩しりぞき、もたれかからんばかりにして、その薪の山に左肩を寄せた。

　しかし、まだ抜かない。

（居合で斬るつもりだ）

　とさな子は、物蔭で思った。が、気が気でなかった。五平が知らせたはずだが、兄の千葉重太郎がまだ来ないのである。

（どうしようかしら）

　気丈なようでも、娘である。白刃をみて足がすくみ、手が思うように動かない。

（わたくしは、どうかしている）

　そのくせ、頭だけは妙に冴えていた。竜馬と左馬之助のやりとりのあいだに出た深川の冴という遊女のことである。

（坂本様とお馴な染じみかしら）

　厭やだな、とおもった。道場の若い門人たちが、しきりと悪所に通っていることは知っているし、自分と寝た妓おんなのことを露骨に吹ふい聴ちようしているのを耳にしたこともあった。竜馬もその連中とおなじなのだ、と思った。かれらよりたちが悪いことは、その遊女に惚れ、遊女のために仇討の助太刀まで引きうけるほどの深間におちこんでいる。まだ年若い、田舎者のくせに、とんでもない蕩とう児じかもしれない。

「やっ」

　背後の一人が竜馬の右背をたたき割るような勢いでおどりかかった。同時に、竜馬の手もとで、ぴかりと白刃がきらめいた。

　さな子は眼をつぶった。

　眼をあけたときは、仕掛けた男が地上にころがってうめいていた。峰打ちで胴の骨が砕けたらしい。

（強い）

　さな子は目をみはった。




　さな子が見あげると、夜空は十分に晴れているのだが、雲の足が早く、月はしきりと、出たり隠れたりする。

　ところがどうやら、竜馬はその月を自在に使っているように思われるのである。

　月が出てあたりが明るくなると、竜馬はツト動きをやめ、薪の山の物蔭に自分の影を沈めてしまう。

（はて）

　と相手が竜馬の影をさがしてうろたえるうちに月が隠れ、竜馬はその雲間の闇を利用して意外なところから出て、相手をぴしりと打つのだ。なかなかの喧嘩上手であった。

　相手の三人までが、倒された。

　いずれも、刀の峰で肩、胴、手首をくだかれ、地にころがってうめいている。

　残った信夫左馬之助はさすがにあわてない。竜馬を誘うように刀を下段に垂れつつ、竜馬のまわりをゆっくりと輪をえがきながら移動をつづけている。

　この男にも、竜馬の動きの法則がわかったらしい。月が照ると、竜馬がとまるのだ。とまるところを飛びこんで一刀に斬りさげればいい。

　そのとき、月が翳かげった。

　やがて、出た。その瞬間、左馬之助は踏みこんで、

「見たか」

　竜馬を斬りさげた。

　ところが、どっと薪の山がくずれてきて、左馬之助がふりおろした刀は、その一本に切りこんだにすぎなかった。

「卑怯だぞ、坂本」

「冗談ではない。いまなら、おぬしを真二つに斬れた。斬らなんだのは、武士の情けというものだ。あの姉弟に残しておいてやる」

　その竜馬は、意外にも左馬之助の横にいる。

「こいつ」

　と踏みこみ踏みこみして刀を振ったが、竜馬はスイスイと退さがる。四度目の太刀は、力まかせに払いすてられてしまった。おそるべき力である。

「信夫さん、その腕で、よくまあ道場をやって門人を取りたてているなあ」

　竜馬は、シンからあきれたような声を出したとき、足音がきこえて提灯があらわれた。

　千葉重太郎である。提灯を五平に持たせて飛びこむなり、

「竜さん、助太刀をするぞ」

　といった。

「いいんだ、済んだ」

　竜馬は刀をおさめ、

「信夫さん、先刻の冴を抱いた話がじつに不愉快でつい気が立ったが、おれもなにやらこれで気が晴れた。仇討の助太刀などというお節介もやめる。そのかわり、あんたも、山沢姉弟から手を引いてしまえ。あの姉弟は、あんたの方が突っつかなければ、仇討などはすまい」

「山沢姉弟の件はよくわかった」

「ありがとう」

　竜馬は頭をさげた。

「しかし」

　と信夫はいった。

「竜馬、今夜の喧嘩の始末は別だ。しばらくそっちへ貸しておく。いっておくがおれは執念深い。すこし腕を磨いて、いずれあらためて会うぜ」

「怪我人はどうする。外科をよぼうか」

「手数はかけん」

　左馬之助は町の方に消えた。医者をよびにゆくのだろう。




二　十　歳











　その年も、暮れた。

　嘉永七年（安政元年）の年があけ、竜馬も二は十た歳ちになった。

　これは竜馬にとってちょっとした感慨だった。

（坂本の泣き虫も、はたちか）

　と、われながら自分を見あげてみたいような気がする。もはや、堂々たる大人である。

　そのころ、竜馬は、鍛冶橋の藩邸から築地の藩邸に移されていた。竜馬だけでなく、わかい藩士のほとんどが、築地、品川の二つの下屋敷に移されたのである。

　これは黒船の江戸湾侵入に備えての土佐藩の防備態勢のひとつで、この二つの海沿いの屋敷に人数を常駐させる一方、幕府の許可をえて品川に台場を築きつつあった。

　鍛冶橋屋敷から築地屋敷に移ったために、竜馬には不便なことができた。桶町の道場が遠くなったことである。

「竜さん、それゃあ不便だよ、いっそ、道場に住みこんだらどうだろう」

　と重太郎がいってくれたので、支配の組頭にまで申し出ると、

「いいだろう。そのかわり事があればすぐ駈け付ける。また、三日に一度は藩邸にとまることにしてもらう。それでいい」

　とあっさりいった。

　なるほど竜馬は臨時に藩の警備隊員に組み入れられているだけのことで、どうせ知行取りでもない剣術諸生であり、しかも郷士の小せがれで、私費の江戸留学生という身分である。藩のほうでも、後年なら知らず、べつに頼りにしているわけでもない。

　竜馬が、桶町の千葉道場に住みこむことになって、いちばんよろこんだのは、先生の千葉貞吉老人だった。

　老人は去年の夏から体の加減がわるく、道場に出ることも医者にとめられているが、

「なあ、竜さん」

　と、いった。貞吉老人は兄の周作とはちがい、人間がごく砕けている。ちかごろでは息子の重太郎や門生たちにまねて、坂本とも竜馬ともよばず、そんな呼び方をするのである。

「わしも、そう永くはないようだが、ところがこうしてよろよろしていても、二日に一度は、若いころにもどったように体が爽さわやかになるときがある。皮肉にもそれが大てい夜だ。住みこんでくれれば、時かまわずにお前さんを道場へよびだすことができる。この一年で北辰一刀流の極意を伝えきってしまいたい」

　重太郎はむろん大よろこびだったが、さな子だけは、ちょっと妙だった。

　はじめ、竜馬が道場に住みこむことを兄の重太郎からきいたとき、

「うれしい」

　と、とびあがって、

「馬鹿」

　と重太郎に一喝されたが、そのくせ竜馬に対する態度は、妙である。

　この態度は、竜馬が考えてみると、例の薪河岸の一件以来のものであった。たとえば竜馬が朝、

「やあ」

　と声をかけても、さな子は、ぷいと横をむいてしまう。そばに人がいるときなどはやむをえずあいさつはするが、どこかよそよそしい。




　まったく、さな子ときたら、竜馬を見るのも眼のけがれだと思っているのか、屋敷のなかで擦れちがっても、眼を伏せたまま大急ぎで通りすぎてしまう。

（こまったなあ）

　内心、竜馬もへきえきしている。

（おそらく、わしが深川の色里の女に入れあげて、仇討の助太刀までしようとしたのを軽蔑しているのだろう）

　これはこまる、とおもった。それがどういうことであっても、女に軽蔑されるような男になりたくない。どの男にもそういう気持があるかもしれないが、少年期に乙女姉さんに薫くん陶とうされた竜馬には、それがとくに濃厚であった。

　つまり、竜馬のなかには、なにかしら光り輝ける者が住んでいる。それは観かん音のん像ぞうといってもいい。どういうわけか、その者は女性の容姿をもっている。

　この輝ける者は、生れつき竜馬のなかに入っていたにちがいないが、それを彫ちよう琢たくし、眼鼻をつけ、衣い裳しようのひだをつけ、手足の爪までほりきざんだ者は、竜馬のたった一人の教師である乙女姉さんだった。だから、彼女がきざんだ像は、女性像になってしまったのかもしれない。

　これが、竜馬の監視をするのである。女性の眼で、監視をするのだ。いい男になれ、と。ときには竜馬に意地のわるい眼つきをし、ときにはひどく寛容な眼で微笑してくれる。ところが竜馬はこの女性像に惚れこんでいるから、頭をかかえて服従せざるをえない。

　ところが、である。

　こまったことがある。

　この観音像の顔が、ときによってかわることだ。原則としては観音さまなのだが、そのときそのときで、たれかに似ている。

　さすがに作り手の乙女姉さんに似ているときが一番多いのだが、ときには福岡のお田鶴さまに似ていたりする。お田鶴さまだけではない。

　まったく困りはてたことに、いまのところこの千葉家のさな子にも、すこし似ているのである。竜馬の、

（こまった）

　は、それであった。

　竜馬を監視している観音像が、さな子という生き身の姿をとって意地わるをしているのだから、手におえるはずがない。

　ところで、去年やってきたアメリカのペリー提督が、正月の十四日、ふたたび艦隊をひきいて再来し、さきに幕府に呈上した通商開港に関する国書の返答をきびしく要求しはじめたため、諸藩の沿岸警備隊は再び臨戦状態に入り、竜馬も黒船が去るまでのあいだ、築地の藩邸に詰めっきりになった。

　竜馬が桶町の道場にもどってきたのは、幕府が下田、箱館（函館）の両港をひらくことに決定し、ペリーに回答した二月末になってからのことである。

　ひさしぶりに道場に帰った竜馬は、貞吉先生にあいさつするため、道場から中庭におりた。そのとき、高こう野や槙まきの老樹のそばで、さな子とすれちがった。

（まあ）

　という眼を、さな子はした。

　すぐ顔を伏せ、横を通りすぎようとしたが、二、三歩踏みだしたところで、くるりとふりむいた。




　竜馬は足をとめ、

「なにか御用ですか」

　とふりかえった。

「あの」

　さな子は真赤に上気している。

　なにか懸命にこらえているらしい。そのくせ、以前どおりのこわい顔を作ろうとして無理をしているようだった。

「お腹でも痛むのですか」

「いえ、あの」

「きっと、虫を湧かしているのだな。煎せん薬やくでものまれたがよろしい」

「ちがいます。虫なんぞは、こどもが湧かすものでございます」

「大人でも湧かしますな。国もとにいるころ、源おんちゃんという下男が、六十を過ぎてからでも虫を湧かして困こうじはてております」

「さな子は源おんちゃんとはちがいます。それに虫のはなしをしているのではございませぬ」

「ではなんの話です」

「そのお頭つむり、どうなされたのでございます」

「ああ、これのことか」

　竜馬は、自分の頭をなでた。総そう髪はつ（芝居の山内伊い賀がの亮すけのような髪形）にするつもりが、月さか代やきがのびて芋いも頭がしらのようになっている。

　まげの形も、ひと月前とはかわっていた。以前は元もと結ゆいから先を垂らしていたのに、きょうはまがりなりにもふといまげを結ゆっている。

　それが、ひどく大人びてみえて、さな子にはおかしかったのである。

「もう二十はたちですからな」

「築地のお屋敷に行っていらっしゃってるあいだになさいましたの」

「そうです。似合いませんかな」

「とても」

「似合わないか」

「いいえ、よくお似合いになります。でも、もすこし、ちゃんとなさいましたら？」

「ちゃんと、とは？」

「お[image: 〓]くしをお入れになったほうがいいのではございませんかしら」

　竜馬は、髪の毛は多いのだが、少々赤毛でややちぢれている。そのうえ髪を引きつめて結うのがきらいだし、月代ものびているから、山賊のようである。

「これでも、けさ、道場へ帰るというので髪を結わせたのだが」

「それで？」

「もっとも結った直後は眼が吊りあがるようで窮屈だから、両りよう掌てでこう……」

　と小びんのあたりを両掌でおさえ、

「ごさごさとほぐしておく。だから山賊のようにみえるのだろう」

「でもそのほうが強そうでございます。深川の遊女の仇討の助太刀をなさると、なかなか似つかわしゅうございますわ」

（ああ、根にもっている）

　と思った。それが、さな子の用事らしい。

「その話は禁句にしましょう」

「後悔なさっているのですか」

「後悔はしないが、思いだすとあまり愉快ではありませんな」




「なぜ？」

　愉快でないのか、とさな子は訊たずねた。いいかげんな返答はゆるさない、といった眼で、ひたひたと見つめている。

「しょせんは、遊女だ、と思ったのですよ」

「ああ、つまり、冴と申す深川仲町の遊女に対して坂本さまはご愉快ではない、と申されているのでございますね。でも、冴は遊女の身ながら父の仇を討とうとした感心な孝女ではありませぬか」

「孝女ですとも」

「それが、どう不愉快なのでございます」

「いやそれが」

　竜馬は急ににこにこして、

「実を申すと冴と申すのは、親切なおなごでありましてな。拙者にある道を教えてやると言うちょったのじゃ」

「はい、ある道と申しますと？」

「男女の道じゃ」

「まあ」

「わしも、元服が済んで数年は経たつ故、いずれはその道を学ばねばならぬ、とかねて考えていたところです」

「きたならしい」

「きたならしいと申すと、さな子どのは、よくご存じなのですか」

「まっ」

　こわい眼で、竜馬をにらんだ。

「ごぞんじなければ、だまっていなさい。きたならしいものか、美しいものか、わしもよく知らぬ。それで、教わるならば余の色里ではなく深川仲町の冴のもとで、と思案していたところ、信夫左馬之助の門人が客になりすまして、その」

「男女の道をなしたわけでございますな」

「そう。なした」

「それで坂本さまは嫉妬し、仇討の助太刀までいやになったのでございましょう。よほど、その冴とやら申す遊女に心を奪われていらっしゃる証拠でございます。さな子がいやらしいと思うのは、そのことでございます」

「なるほどなあ」

　竜馬は首をふって感心した。

「やはりさな子どのは利口者であられる。わしでさえわからなんだわしの心を、蘭らん医いが死罪人の体を解剖ふわけするように申された。なるほど、嫉妬とはおどろきましたなあ。妬と心しんなどは女によ性しようにのみあるものと思うていたが、男にもあるらしい」

　とさな子をのぞきこんだ。むろん、竜馬は自分のあの一件への不快さが嫉妬から来たものであるとはおもっていない。

　ところが、のぞきこまれてさな子は、うろたえた。竜馬が、弁解するどころかこう大げさに感心して来るとは思わなかったのである。

「あの」

　さな子は眼を伏せた。

「さな子が間違っているのでございましょうか」

「いや、お間違えではありません。はっはは、きょうはよいお話をきいたぞ。一つ利口になった」

　竜馬は、肩が凝るのか左肩を三つばかりたたき、

「では、これにて」

　と道場のほうへ行ってしまった。さな子はその後ろ姿をぼう然と見送りながら、

（わからない。むきで生真面目なお人かと思うと、人を煙けむに巻いて丸めこんでしまうようなところがある。一体どういうお人かしら）

　と思った。




　この年三月。

　竜馬は、築地屋敷から品川屋敷に移され、台場の警備を命ぜられた。むろん諸生の分際だから、竜馬が自嘲する「雑兵」である。

　ペリー艦隊は、なお相州沖にいる。

　提督ペリーはすでにこの月の三日、横浜の会見所仮り館で幕府に対し、下田と箱館とを開港させる旨を約束させたが、どういうわけかなお去らず、艦砲を陸上にむけたまま無言の威圧を加えている。

　諸藩の陣地は緊張しきっていた。

　土佐藩でも江戸詰めの人数、兵器だけでは足りず、国もとから毎日のように長なが柄え、小銃、馬印を積んだ荷駄が輸送されてきており、国詰めの藩士たちも江戸へくだってきた。

　品川屋敷の総司令は江戸詰め家老山田八右衛門で、隊の編成、陣割りなどは、主として武田信玄の軍制を範とする北条流軍学によって建てられている。火器も火縄銃が主兵器で所詮、洋夷に対しては腰よう間かんの日本刀をふるって斬りこむ以外に手のない状態だった。

　自然、竜馬ら剣客は珍重された。すでに鏡心明智流の武市半平太が帰国した以上、江戸藩邸では、剣術師範役の石山孫六老人をのぞき、竜馬のほか、島村衛吉、福富健次という武市と同門の男に及ぶ者がない。

　三人とも、そろって軽格の出身である。それが、毎日、藩士たちの師範格になってはげしい稽古をつけた。

　郷士出身の島村衛吉は、

「剣は気にある」

　といい、稽古をつけるときは、

「そいで、夷い狄てきが斬れるかあ」

　と容赦なく打ちこみ、とくに相手が上格の藩士のばあい、足腰が立たぬまで打ちのめすことがある。竹刀をもって立ちあうときだけが、たがいに身分がない。日ごろの鬱憤を晴らしているつもりなのだろう。

　やはり郷士出身の福富健次は巧緻な剣をつかったが、これも血の気の多い男で、気に入らぬ上士に稽古をつけるときは、相手が打ちこもうとすると、

「どっこい、そら、どっこい。それは痒かゆうござる」

　と笑いながら、ポンポンとあしらいつつ、頃を見て、

「それ一つ進上」

　と猛烈な打ちこみを加える。

　ところが、竜馬はちがっていた。

　腕の未熟な者には面籠手をつけさせず、それぞれに薪一本ずつ与え、

「庭で振っていなさい」

　というだけである。未熟な者がいまにわかに面籠手をつけて稽古したところで、敵の銃剣をかわせるものではない。それより打ちおろす太刀行きを早くして、確実な斬ざん撃げきを工夫するほうがいい。

「宮本武蔵は何流を学んだわけでもない。一人で木を打ち、木刀を振ったものだ。薩摩のお家流の示じ現げん（自源）流りゆうも、ただそれだけを教える。どの流儀でも、素す振ぶりを懸命にやれば、それだけで切紙ぐらいの腕にはなれるものだ。とにかく速成にはこれが一番いい」

　竜馬は、教え方が独創的でうまかったから、かれのもとに多くの藩士があつまった。




　竜馬が、品川詰めの家老山田八右衛門にまで名を知られたのは、この警備隊の剣術教官としてである。

　三月のある日、道場にいた竜馬は組頭の深尾甚内の小屋によばれた。甚内は床しよう几ぎに腰をおろしている。竜馬のような郷士の子は、土間にひざまずかざるをえない。

「ご家老がお前を連れてこいとおおせある。すぐ支度せい」

　と甚内は命じた。言葉が、おそろしく高圧的である。他藩とくらべて、土佐藩ほど、階級の上格なものが、軽格に対して権高な藩はなかった。

　竜馬は、

「へっ」

　と、恐縮すべきところであったが、この男のくせで、ただだまってにこにこ笑っている。甚内はむっとしたらしく、

「相わかったか」

「うん」

　といった顔で竜馬はうなずき、

「御用は何でござる」

「行けばわかる。申しておくが、お前は町郷士の出で礼にならわぬ。そそうがあってはならぬぞ」

　竜馬はともなわれて、山田八右衛門の前に出た。

　八右衛門は、カブトこそかぶっていないが先祖伝来の古びた黒革の具足の上に陣羽織をはおり、古道具屋の店頭の五月人形のようなかっこうをしていた。

「坂本竜馬ちゅうのは、お前まんのことかい」

　と八右衛門はいった。

「はい」

　にこにこ頭ずをあげて八右衛門の具足姿を見ている。組頭の深尾甚内は、いらいらして、

「竜馬、頭が高い」

　と叱りつけ、二度目には竜馬の首の根をおさえ力ずくで頭をさげさせようとした。そのとき、竜馬はこの温和な男にすればめずらしく、細い切れながの眼をカッとひらき、

「うるさい」

　とどなりつけた。

　一座が蒼白になった。軽格の者が上士にどなるなどという例はかつてない。

　が、竜馬はすぐ微笑にもどり、

「失礼つかまつった。痰たんでござる」

「痰とは何ぞ」

　まわりの上士たちは色めきだった。おなじ藩士とはいえ土佐山内家では、上士を山内侍といい、郷士を長曾我部侍といって差別し、上士たちは郷士を人間のはしとも思っていなかったから、ただで済む事件ではない。

　しかし、竜馬は落ちついていた。

「昨夜より風邪気味でござりましてな、少々痰が出る。首の根をおさえられた拍子に、痰がつまりそうになり、しわぶきを出して痰を切ったのでござる」

「痰を切る音ではない。たしかに、深尾どのに対しうるさいと申したぞ」

「お聞きちがいでありましょう」

「まあ、待て。しずまれ」

　と、一座を鎮めたのは、山田八右衛門である。事なかれ主義のこのおだやかな家老にとって、事をおこすのは面倒だった。さわぎ立てれば、一人や二人の死人は出る。

「たしかにいまのは痰を切る音じゃった。それに軍陣の礼は簡潔なほうがよい。これ以上詮議は無用であるぞ。それより、竜馬に申しつける儀がある」




　家老山田八右衛門が竜馬に命じた用というのは、相州沿岸に警備陣を布いている長州藩陣地を探索して来い、というのである。

「他藩の陣地探索とはおだやかではございませぬ。どういうわけでござりまするか」

　と、組頭の深尾甚内が、身分柄直話を遠慮すべき竜馬のためにたずねた。

「評判が高いからよ」

　と、家老はいった。

「よき所があれば、わが藩も参考にせねばなるまい。それが公儀に対する忠義というものよ」

（ははあ）

　竜馬も、長州藩のうわさはきいている。

　もともと相州、とくに三浦半島は江戸ののどくびにあたる要地であるに、幕府は黒船さわぎこのかた譜代大名筆頭の彦根井伊家に警備を命じていたのだが、こんど陣地替えが行なわれ、井伊を羽田・大森の沿岸に移し、長州藩をして相州を守らしめることになった。

　竜馬のきくところでは、長州藩は、外と様ざまながらも幕府の信頼のあつさに藩をあげて感激し、家老益田越中を陣地指揮の先さき手て総奉行に任じ、藩士の中でもとくに腕の立つ者千人をえらんで配置し、さらに百二十人を厳選して、三浦半島の南端宮田村という漁村の本営に駐屯させた。

　その隊伍の厳正さ、布陣の模様、いずれも諸藩兵の模範であるという。

　土佐藩にすれば、長州は隣接陣地である。つい、競争心があおられる。

「探索せよ」

　というのは、様子をみてこいというほどの意味なのである。

　ところが、幕府は、黒船渡来いらい、諸藩の藩士がみだりに他藩受持の沿岸を視察することを禁じていた。

「そこは」

　と、深尾甚内はしさいらしく訊いてみる。

「どうなされまする。この竜馬めを遣わして万一長州兵につかまれば、御家が公儀のおとがめを受けるのは必定でござりまするぞ」

「考えてある」

　と、家老山田八右衛門はいった。

「じつは、宮田村にある長州陣屋から使いが参り、滞陣中の士気を鼓舞するため、剣術試合を催したい、と申してきている。土州十人、長州十人を選りぬいて、試合をさせる。当然、竜馬がゆく。そのとき、試合もかんじんじゃが、長州陣地をみて来い、というのじゃ、甚内わかったか」

「へへっ」

　組頭深尾甚内は、平伏しながら、

「竜馬、わかったな」

「はい」

　その翌日の未明、品川の土佐藩陣地から、十人の藩士が、それぞれ、荒目の深編笠をかぶり、ぶっさき羽織、野ばかまという旅装で出発した。

　竜馬のほかに、島村衛吉、福富健次、日根野愛馬、平尾五八といった他藩にまできこえた剣客がいる。

　三浦半島の南端まで二十里ある。三日目の夜、宮田村の長州陣屋についた。




　竜馬は現地にきてみて、この名も知られぬ漁村に本営をおいた長州藩の益田越中（のち右う衛え門もんの介すけ。元治元年七月の蛤御門ノ変の責任で切腹）という若い国家老の戦術眼におどろいた。

　この宮田村は、いま神奈川県三浦市のなかに入っているが、道は三方に通じ、横須賀へは山中五里、しかも浦賀と三崎の中間にあり、この三港のいずれに敵が上陸しても、ただちに兵をむけることができる。兵法でいう衢く地ちである。

「島村さん、あんた、年がしらじゃし、長州藩士もよう知っちょるから、長州の益田ちゅう家老はご存じじゃろ」

「竜さんは無邪気じゃのう。なんぼわしが年がしらでも知らんわい」

　と島村は笑いだした。

「相手は、一万二千石の大名なみの国家老じゃぞな。おなじ家老でも土佐の山田八右衛門さんとはちがうわい。八右衛門さんにでも直じき答とうできぬわしら軽格侍が、よその藩の一ノ家老を知るもんかい」

「なるほど」

　竜馬は苦笑してうなずいた。

　島村のはなしによると、益田越中は竜馬より二つ上で、まだ二十二歳だという。

　もともと益田氏は長州藩でも名族で知られた家で、戦国以前、現在の出雲いずも益田市付近で勢いをふるった豪族だったが、のち毛利家の祖元もと就なりに帰属し、以来、三百年、毛利家の家老となり、戦いの場合は主家の主力をひきいる侍大将になる。

　益田越中はこの黒船さわぎで国もとから江戸へ急行し、家職のとおり弱年ながらも長州藩兵の指揮をとっているのだろう。

　竜馬ら十人は、その夜、長州本陣のある寺院で、益田越中に会った。

　なるほど、若い。

　色白で眼がほそく切れあがった長州型の美男子で、いかにも名門の子らしい人物だが、座につくなり、微笑して、

「私が、越中です」

　といった。

　いかにも闊かつ達たつな若者である。須佐一万二千石の城主でありながら、土州の重臣や上士たちに見るような権高さがまるでない。

「明朝の試合、楽しみにしています。みなさん、江戸育ちですか」

「いや、全部、国もと育ちでござりまする」

　と、島村衛吉が代表して答えた。

「なるほど」

　若い家老は微笑で見まわし、ふと竜馬の顔に目をとめて、

「みな、土佐の武士らしくたくましい。かような御様子では、あすの試合は、こちらも油断ができぬ」

「いや、御尊家は、毛利元就公以来の武勇のお家でござれば、われわれのほうこそ油断ができませぬ」

「それがこまったことに、この宮田村本営に詰めている者のうち、一番の腕達者が、韮にら山やま代官どのについて、ただいま沿岸の測量に出むいております。それが今夜か明朝にでも帰陣すればよし、せねば、これは当方にとって容易ならぬ試合になる」

「それは、どなたでござりまする」

「桂かつら小五郎、と申す男でしてな」

「ああ」

　島村は、息をのんだ。

「斎藤弥九郎先生の練兵館塾頭の？」

　竜馬は知らない。




　その夜、本営が手ぜまなため、竜馬たち土佐藩士は、民家に宿をあてがわれた。

　酒肴が出た。

　益田越中の手配りらしく、長州藩の接待はいたれりつくせりであった。

　藩士たちも、入れかわり立ちかわり、十人の土佐藩士のために話相手に出てきた。

　竜馬は、長州藩士というものを集団的にみるのはいまがはじめてであったが、なるほど土佐の男とは、人種がちがうように顔や骨組みがちがう。眼が涼やかで色が白く、面おも長ながである。美男が多かった。土佐者のように冗談はあまりいわず、どの男も思慮ぶかそうで、智謀がありげにみえる。気になるのは、どの顔にもすこしある暗さだが、これは風土によるものだろうか。

「なあ、島村さん」

　と、竜馬は横の衛吉にいった。

「長州の人は、どの人を見てもかしこそうじゃ。長州の人の顔を見たあと、眼を転じてたとえば島村さんの面相を見ると、人の顔とは見えん」

「なンに見えるかい」

　島村はにこにこと訊きいた。

「焼きぞこないの泥人形が飲み食ろうて笑うちょるように見える」

「なにをべこのかあめ」

「いやいや、これは」

　と手をふったのは、接待役の長州藩士佐久間卯う吉きちという若者だった。

「われわれとはちがい、土州、薩州など南国のお人はいかにもいかつげでございます。武士としては頼もしげにみえます」

「なに土佐者などは」

　と島村は遠慮し、

「土佐っぽと蔑称されるごとく血の気が多いばかりで思慮が足りず、酒を飲むだけが芸でござるよ」

　あとは、歴史譚になった。この時代の流行書といえば、頼山陽の日本外史である。みな読んでいる。少年のころ学問ぎらいだった竜馬でさえ、姉の乙女が手にとって素読を指導してくれたおかげで、全文を諳誦するまでになっていた。

　この相州宮田村での酒席では、たがいの藩の歴史について語りあった。

　ことに長州藩の青年たちが、自分の藩に対して根強い自信と誇りをもっていることに竜馬はおどろいた。かれらは酒がまわるにつれて、

「わが藩は、外様としてながく公儀からうとんぜられてきたが、いざ国難となれば、やはり大公儀から頼りにされて、相州警備をまかされた。いつかは長州が日本国を背負って立つときがくるだろう」

　といった。

（なるほど、長州は他の藩とはちがう）

　竜馬は、内心異様な感じをもった。

　長州人の自負心は、藩の歴史に原因するものらしい。毛利は薩摩の島津家とおなじく、徳川家からもらった封土ではないのである。

　どちらも六百数十年前、源頼朝の家け人にんであった家で、戦国時代に四隣を切りとって領土をひろげ、毛利などは一時は中国十一カ国の大領主であったものが、関ケ原の敗戦で防長二州三十七万石に減らされた。徳川家に対して、怨うらみこそあれ、恩はない。独特の気風はそこから生じてきたものだろう。




　長州、土州の剣術試合は、宮田村の本営の庭でおこなわれた。

　検分役は、長州藩剣術師範内藤作兵衛の甥で神道無念流の永田健吉である。

　長州側の大将は佐久間卯吉であり、土州側は、年がしらで島村衛吉がえらばれた。

　やがて益田越中が座につく。

　すわるや、左右をかえりみて、

「桂は、まだもどらぬか」

　と小声できいた。左右の者は、

「はっ、いまだに」

　と、答えた。うなずいてから越中は苦々しい表情で肩をすくめ、

「桂がおれば当然、大将か先鋒になる。土佐っぽどもは運がよかった。ところで、土州側の大将はどなたじゃ」

「はっ」

　と男は名簿をとりだして越中の前にひろげ、

「鏡心明智流の免許皆伝島村衛吉どのでございまする」

「先鋒は？」

「北辰一刀流の坂本竜馬どの」

「ああ」

　越中は明るい微笑で遠くを見、やがてその視野のなかで、面をつけはじめている竜馬をとらえると、

「あの大男か。出来そうか」

「さて、試合たちあってみねばわかりませぬが、多少、愚に似たような仁でありまするな」

「大賢は愚に似たりと古語にもいうぞ。鋭さを面にあらわして歩いているような男は才物であっても第二流だ。第一流の人物というのは、少々、馬鹿にみえる。少々どころか、凡人の眼からみれば大馬鹿の間ぬけにみえるときがある。そのくせ、接する者になにか強い印象をのこす。土佐ではお城下の町郷士の子ときいたが、ああいう人間の型は長州にはいない」

　益田越中にとって、竜馬はなにか気になる男なのであった。自分の生涯のなかで、もう一度会いそうな気が、しきりとする。

　竜馬は立ちあがった。

　長州側の先鋒は、林乙おつ熊まであった。両者立ちあがるなり六間の間合をとった。竜馬は右上段、乙熊は中段である。さすがに乙熊は長州方の先鋒をつとめるだけあって、一分のすきもない。

　乙熊の流儀は、神道無念流であった。長州方のほとんどはこの流儀であり、麴町の斎藤弥九郎道場の門弟である。

　理由があった。数年前、弥九郎の長子新太郎が、江戸の長州屋敷にある道場有ゆう備び館かんにやってきて藩士と試合をしたところ、勝つ者がなかった。さらに新太郎は諸国を修業してまわり、長州萩の城下に入って家中の者と試合をしたが、及ぶ者がない。そのあと新太郎は藩の重役にあい、

「武技は江戸でござる。御家中の俊才をえらんで弊道場に留学させることになさればいかがでございましょう。元就公以来の御士風は一段とあがるにちがいありませぬ」

　これが容れられ、第一回の長州藩官費留学生として出府したのが、いまここにいる河野右衛門、永田健吉、財ざい満ま新三郎、佐久間卯吉、林乙熊であり、おなじく私費留学生で入門したのが桂小五郎、高杉晋しん作さくである。




　試合はあっけなくおわった。

　先鋒の竜馬が、林乙熊を諸もろ手て突きで三間もむこうに突き倒したあと、長州方はかたくなったのか、竜馬一人の剣でばたばたと倒され、大将の佐久間卯吉もつづけざまに面を撃たれて敗退し、土州方九人は、ついに竹刀をとらずじまいだった。

　このあと十組の模範試合があり、長州、土州ともそれぞれ勝敗があった。しかし最初の勝ちぬき試合では土州の圧倒的勝利であり、竜馬の剣名が他藩にまで聞こえたのはこのときである。

　その日は一泊し、翌朝、一行は宮田村の長州本営をあとにした。

　竜馬は、家老の山田八右衛門に命ぜられた視察のことがあるために、途中で一行と別れて山越えで横須賀に出ようとした。

　このあたりに、富士山という山がある。竜馬はその東麓の道をとった。この富士山というのはわずか百八十メートルほどの箱庭のような山だが、土地の者にとっては駿河の富士よりも可愛いらしく、小さいながらも艶えん冶やな山容が自慢で、駿河の富士には樹がないが、相州牛込村の富士山には松やくぬぎが山頂まではえているという。

　なるほど道の両側はえんえんと林になっている。竜馬は、ぶっさき羽織に野ばかまといった旅装で、蠟ろ色いろの大小を帯し、編笠をかたむけて、とっとと歩いてゆく。

　峠にさしかかった。竜馬は歩度をゆるめない。横須賀村の長州の陣場を日のあるうちに見ておきたかった。三月にしてはめずらしく空が青く、ふりむくと相模灘の方角に眼に痛いばかりの白雲が湧き出ている。

　峠はくだり口にあたってぶなの樹の林になった。竜馬は道の苔を踏みながら、ひどくなつかしかった。土佐の漁師はこの樹の樹皮を煎じて漁網を染めるのだ。

　道が右へまがる。細い木こり道である。このあたりからぶなの林が雑木林にかわるのだが、竜馬は、ふと足をとめた。

　武士がいる。

　樹の根に、編笠をかぶって一人腰をおろしていた。旅姿である。

　小柄で軽捷そうな体をもち、衣服はいかにも清潔そうである。しかし編笠をあげてちらりと竜馬を見た眼がするどく、どことなく油断がならぬ感じがした。

　しかも、この男は右手をあげてすばやく編笠のひもを解いたのである。いざ争闘のばあい、いつでも脱げる用意なのであろう。

「ごめん」

　と竜馬はかるく一礼して通りすぎようとした。背をむけたとたん、相手は、

「しばらく」

　といって、立ちあがり、

「卒そつ爾じながら、うかがいたい。この相州の地は、長州藩士の警衛の地でござる。みだりに他藩士の立ち入り、視察することを大公儀の命によって禁ぜられている。お見受けするところ、貴殿は長州藩士ではない」

「それがどうしたかな」

　竜馬も、編笠ごしに油断なく相手をみた。この男はおそらく長州藩士で、竜馬を他藩の探索者だと見たのだろう。

「お名前、ご目的をうかがいたい」

　と、相手はいった。




　坂本竜馬が、長州藩士桂小五郎に会ったのは、このときが最初である。

　しかし、はじめ、どちらもそれとは気づかない。いやたとえ気づいたところで、どちらも無名の青年にすぎなかった。名を聞いたところでたがいに驚くほどの相手ではなかった。

　もっとも竜馬のほうは、この桂小五郎の名には多少の記憶がある。長州藩家老益田越中が、

「桂さえおれば」

　と洩らしたのを耳の底にとどめていたからである。なるほど越中がたのむとおり、桂は、位くらいは桃井、技わざは千葉、力は斎藤、といわれる斎藤弥九郎の神道無念流道場の免許皆伝であり、塾頭であった。桂がおれば、竜馬は、ああやすやすと勝ちぬきできなかっただろう。

　竜馬は、だまって、二、三歩退いた。

　林は、東側が、雑木になっている。あらゆる色調の緑が、木こ洩もれ日びをさまざまな美しさで反射していた。

　桂は、その緑の氾はん濫らんを背にして立ち、両コブシを軽くにぎったまま、

「申されよ」

　といった。

　名と藩名を、である。

　尋問の口調であった。竜馬にとってこんな無礼な態度に応じられるはずがない。

　しかし、桂にとってはむりもなかった。長州本営から横須賀へぬけるこの間道を旅装のまましかも単身で歩いている武士があるとすれば、まず諜ちよう者じやと考えていい。

　幕府は、相州沿岸の警備を長州に命じたときに、行政権まで委任している。しかもいまは臨戦態勢である。うろんの者がおれば斬りすててもかまわない。

「言えんなあ」

　竜馬は、わざと相手を誘うように、ゆっくりと編笠のひもを解きはじめた。誘いに乗って斬りかかって来れば、ぬき打ちで斬りすてるつもりだった。

「もう一度問う。こんど答えねば不審の者として始末する。貴名、貴藩の名をうかがいたい」

「言えんなあ」

　この瞬間、桂の編笠が地上に落ちた。

　それよりも早く桂の剣が木洩れ日のなかできらめき、竜馬の頭上に殺到していた。

　抜く間もない。

　竜馬は全身まりのようになって、一間、二間、三間と飛びさがった。

　桂は、竜馬に抜く余裕を与えず、一いつ颯さつ、二颯、と刀をあびせてゆく。おどろくべき軽捷さである。

　桂がうちおろした何太刀目かの切先が竜馬の編笠のふちを一尺ばかり切り裂いたとき、

（いかん）

　竜馬は防ぎをあきらめた。あきらめると、不意に身が宙に浮いたように軽くなった。身を沈め、居合にかまえ、進んで相手の白刃の下に入った。しかも竜馬は、地面に眼をおとしたまま、相手を見ようともしない。

　つぎの瞬間、相手の影が動いた。と同時に竜馬の剛刀が鞘を走り、風を切ってはねあげたとき、異様な手ごたえを感じた。

　桂の刀が、つばもとから折れて、天を飛んでいる。




　桂はすぐとびのいて脇差をぬいたが、竜馬は、

「待った」

　と手をあげた。刀を折られた桂よりも竜馬のほうがあわてている。

　刀身をすかしてみた。

　なるほど、剛力で桂の刀をたたき折ってしまっただけあって、竜馬の刀もつばもとから三寸ばかりの箇所で刃がざくりと欠け落ちていた。

「欠けちょる」

　大声をあげた。兄の権平が苦情をいう顔が、眼にみえるようであった。

　この刀は大小とも、権平が竜馬の門出を祝うためにわざわざ土佐鍛冶に打たせてくれたものである。しかも新作ながらも古刀もおよばぬ上々の出来で、地じ沸にえがむくむくと肌立っているために、権平が子供のようによろこび、「これは話にきく八や雲ぐも肌はだじゃ。こげな刀は、万本に一本も出来よらんぞ」といったものだ。

　それがこれほどの大傷がついた以上、もはや研とぎもおよばない。生かすには磨すりあげて脇差にでもなおすしか手がないのである。

「えらいことをした」

「どうしたのか」

　桂のほうが、内心驚いてしまった。当然なことで、この男は、その気なら自分をやすやすと両断できる状態にありながら、斬ろうともせず、自分の刀の損傷にあわてているのだ。

（馬鹿か）

　いずれにせよ、こんな奇妙な男が諜者であるとは考えられないから、

「どうやら、拙者の眼のあやまりだったらしい。失礼しました。そこなる岩に腰をやすめられては、いかがです」

「ありがとう」

　竜馬は、刀をおさめた。桂も脇差をおさめ、

「拙者は、長州藩桂小五郎と申す者です」

「ああ」

　竜馬は岩に腰をおろしながら笑いだした。

「あなたなら、存じあげていた。私は土州藩坂本竜馬という者です。貴藩の益田越中どのに招かれ、剣術試合にまかり越していた」

「痛み入る」

　桂は、立ったまま深く頭をさげ、

「おゆるしくださりましょうな。存ぜぬとは申せ、藩が招いた方を、諜者であるなどと眼違いしておりました」

「いや、あやうかった。越中どのは、貴殿さえ御陣に立ち帰っておればやみやみと土州には勝たせぬと申されていたが、いまのすさまじさをみて、よくわかりました」

「なにを申されます。武士が刀を折られるなどは、この上もない恥辱でござる。それよりも貴殿を諜者と間違うて成せい敗ばいしようとしたこと、虫のよい申し分でござるが、御内聞にねがえまいか」

　竜馬がもし品川へ帰陣してさわぎたてれば、長州、土州の両藩の紛争になりかねない。当然、益田越中も桂小五郎も窮地に立つことになるが、そういうことよりも桂は主家に迷惑をかけることを恐れたのであろう。

　竜馬は気の毒になった。気の毒になればつい言うことが行き過ぎてしまうたちの男なのである。

「なに、御遠慮なさるな。わしは諜者よ」




　小五郎も、これには息を詰めるほどおどろいた。

　せっかく諜者の疑いを解いてやったのに、この男は自分からあらためて諜者だと名乗ったうえ、小五郎をなぐさめるように、

「だから、あなたは、藩に対してなにも遠慮することはありません。あなたの眼力は正しかったし、処置もあれでよかった」

　というのである。

（こいつ、馬鹿か）

　小五郎は声も出ずに立っている。

「ところで、頼みがある」

　と竜馬はいった。

「どうせ、諜者だと明かして差しあげた以上、私もただではあなたと別れられない」

「どうするのです」

　この男、また刀をぬくつもりか、と小五郎は表情を固くしたが、竜馬は大いそぎで手をふって、

「なに、簡単なことだ。私に、貴藩の陣地のことなどを教えてくださらんか」

「なんと？」

　小五郎はいよいよ驚き、

「私に、藩の秘密を明かせというのですか」

「早くいえばそうです。そうしてもらえれば私は歩きまわらなくて、大いにたすかる。どうせ大した陣地でもなさそうですな」

（よけいなお世話だ）

　思いながら、

「それは出来ませんな」

「そこを曲げてたのむのだ。土佐藩にしたところで自藩の品川防備を堅固にするための参考にするだけのことで、他意はない。結果としては、日本の為になることです」

（どうも、こういう男はにが手だ）

　と思ったのは、口から出る言葉の一つ一つが人の意表をつくのだが、そのくせ、どの言葉も詭き弁べんのようにみえて浮ふ華かでは決してない。人をわなにかける言葉ではないのである。

　自分の腹のなかでちゃんと温ぬくもりのできた言葉だからで、その言葉一つ一つが確信の入った重味がある。だまって聞いていると、その言葉の群れが、小五郎の耳から心にこころよいすわりで一つ一つ座ってゆくのである。

（これはとほうもない大人物かもしれない）

　と小五郎も思った。

　同じ言葉でも、他の者の口から出れば厭味にも胡う乱ろん臭げにもきこえる。ところがこの男の口から出ると、言葉の一つ一つがまるで毛皮のつややかな小動物でも一ぴき一ぴきとび出して来るようなふしぎな魅力がある。

　そのくせ、雄弁ではない。体全体がしゃべっているような訥とつ弁べんで、そのうえ、ひどい土佐なまりなのである。

（こういうのを人物というのかもしれない。おなじ内容の言葉をしゃべっても、その人物の口から出ると、まるで魅力がちがってしまうことがある。人物であるかないかは、そういうことが尺度なのだ）

「坂本さんと申されましたな」

　小五郎は竜馬の顔をみつめた。

　もともと思慮ぶかい男なのである。むしろ思慮ぶかすぎて暗さがあるほどの男だが、このときだけはひどくあかるい表情になった。

「長州陣地のこと、教えてさしあげます」

「昼になりましたな」

　また、竜馬は変なことをいう。

「腹がへった。あれなる農家でめしを炊たかせましょう。はなしは、それからがいい」




　その百姓家には気のよさそうな初老の妻女ひとりが留守していたが、桂小五郎と坂本竜馬のためにこころよく昼めしの支度をひきうけてくれた。

「そのかわり、お武家さまたち、おかずはつけものだよ」

「結構だ」

　と竜馬はいったが、桂はだまっている。

「桂さん、ここの嬶かかどの、つけものじゃというちょるよ。どうじゃ」

　と取りなし顔でいうと、

「わしはかまわぬ。しかし」

　どうもこの長州者は、長州者らしく思慮ぶかい男なのである。

「さきほどから考えているのだが、どうもあんたとわしは、たがいに藩こそちがえ、このさき、交わりをむすんでゆきたいような気がする。あんたはどうおもう」

「ちゃちゃちゃ」

「えっ」

　と小五郎がおどろくと、竜馬は大まじめな顔で、

「なに大したことはない。土佐のびっくり言葉です。いまわしはおなじことを考えていましたので少々おどろいたのだ。なるほど外夷が来るような時代になると、長州も土州もない。いまにそういう時代がくる。きっと天下に風雲がまきおこるだろう。そのとき頼むべきは、よき友だけだ。男子、よき友は拝はい跪きしてでも求めねばならない」

「坂本さん、同感だな」

「しかし、それとつけものとは、どういう関係がある」

「そういう交わりをむすぶ最初に、つけものではぐあいわるかろう。さきほど、モミ干し場でニワトリをみたが、あれを食おう。どうだ」

「つばがわいてきた」

　竜馬は、鳥肉が好物である。

「しかし気の毒なような気がせぬでもない」

　と、竜馬は下をむいてくすくす笑った。長州陣地の秘密をあかしてもらう上に、鳥肉までごちそうになる諜者もいまい。

「まったく気の毒だな。桂さん」

「いや、かまわぬ。どうもあんたには、そういう御人徳があるようだ」

「ご馳走になる」

「ちょっと待ってくれ。なにか誤解しておられるようだが、私は性分で理屈のあわぬことはきらいだ。だから少々角かどがあるという人があるが、申しあげることは申しあげておく。というのは、長州陣地のことは約束どおり明かして差しあげる」

「ありがたい」

「しかし鳥の代金は別ですぞ。私はあなたにご馳走する理由はないから、折半にする」

　大へんな性分の男だな、と興ざめる思いがしたが、しかし理にあわぬことはせぬというのがこの男のいい所かもしれないと思いなおした。

　が、竜馬は、相手がこう出る以上、あくまでおごらせてやろうとハラをきめ、金は胴巻のなかにふんだんにあったが、

「じつは、囊のう中ちゆうわずかしかない。ここでトリ代をはらうと品川まで帰れなくなる」

「ああそうか」

　小五郎は、顔色も変えず、

「それなら拙者が出そう。有る者が出すということで、これはすじが通っている」

　おもしろい男だ、と竜馬は思った。




　鳥鍋ができた。

「酒は？」

　竜馬が催促するようにいうと、

「酒まではおごれない」

　小五郎はさすがにいやな顔をした。

　しかし妙なもので、同じ鍋のものを口に入れていると、親しさが一段とちがったものになってきた。

　そのうえ竜馬にとって興味があったのは、桂小五郎もまた、剣客になろうとおもって国もとの長州から江戸へのぼってきた青年だったということである。

「わしとおなじだな」

　竜馬も、ついうれしくなった。

「あんたも将来、国もとに帰って剣術の師匠になるつもりか」

「うむ」

　小五郎は、無口である。せっせと鳥肉をはさんでは、口に入れている。

「桂さん、あんたとは道場も藩もちがうが、そうと聞けば、いよいよ百年の知己に会ったような気がする」

「わしもだ」

　といいながら、小五郎は食うことに余念がない。

「ところで」

　竜馬は、かんじんのことを訊かなければならなかった。

「長州陣地のことだが」

「ああ、そのことなら、この絵図一枚を見てもらえばよくわかる」

　小五郎は、ふところから地図をとりだして竜馬の前にひろげた。

　三浦半島を中心にした相州の地図である。南は城ケ島から浦賀、横須賀、長浦湾、平ひら潟がた湾わんなどがひと目でみえる。江戸湾、浦賀水道のあたりは波が彩色されてえがかれ、こんど再渡航してきた米国艦隊がうかんでいる。しかもおどろいたことに沿岸の水深まで書き入れられているのである。

「みごとな絵図だ。海の深さまで測量してあるような絵図をみたことがない」

「そのはずだ。いま日本で、これ一つしかないのだから」

「たれが、実測したのだろう」

「私だ」

　と小五郎は無造作にいった。

　竜馬はおどろいた。この青年は斎藤弥九郎道場の塾頭ときいているだけであったが、どうやらただの剣術使いではなさそうであった。

「あんたがねえ」

　しかも、洋式の測量法をつかっているらしいのである。

「あんたは、蘭学をやったのか」

「やらぬ」

　小五郎は急に顔をあげて、

「じつはそれについてはすこし事情がある。それ以上は訊かないでもらいたい。あんたは長州陣地を知るだけでいいのだろう」

「まあそうだが」

　絵図をあらためて見てからすぐ声をあげた。

「さすが長州藩だ。どの陣地にも二門ずつの大おお筒づつがある。土佐などは藩として二百目筒が二門あるきりだ」

「なに、その大砲は大半撃うてない。遠くから見れば大砲だが、実物は寺の青銅の燈とう籠ろうを横倒しにしてあるのさ」




　竜馬はあきれてしまった。

「この絵図の大砲は、燈籠なのか」

「そうだ。アメリカ船から遠眼鏡でみてもかれらは大砲と思って近づかぬ。これは楠くすの木き流の軍学だ」

「なるほどそういえば、太平記に楠木正まさ成しげが城壁に甲冑を着たワラ人形をならべて寄せ手の坂ばん東どう武む者しやをあざむいた話がある。しかしそんなことで、アメリカ船どもが、やすやす、たぶらかされおるかなあ」

「仕方がない」

「なぜだ」

「日本はねむりすぎていた。大砲もろくになければ軍艦もない。ペリーはいま、幕閣の要人どもをおどしあげているが、どう侮辱されても、幕閣としては掌を合わせてふるえあがっているしか仕方がない現状だ。われわれ長州人がまもっている相州沿岸といえば江戸を扼やくするノドクビだが、ろくに大砲もない。せめて青光りのする燈籠の胴でも横倒しにして大砲に見せかけないと、黒船どもはいよいよ日本を軽蔑する」

「わしは、そんな小智恵は反対だな」

「あんたには大智恵があるのか」

「ないが、薄みっともないな。もしアメリカ人が海岸へ押しよせてきてその燈籠をみれば大笑いしよるじゃろ。燈籠に灯を入れてアメリカの念仏踊りでも踊りよるじゃろ。もっとも、その踊っちょるところをあんたらは斬りこむという計略か」

「あんたは、馬鹿か」

「馬鹿とは何ンごとじゃ」

「失礼だが、あんたのいうことをきいていると、こちらの頭が妙になる。アメリカ人が念仏踊りを踊るものか」

「なかなか。そこをお前まんら長州人は斬りこもうと思うちょるくせに」

「いかん。どうも頭が変になる」

　小五郎は、箸をおいて、

「いわぬつもりであったが、話そう」

　俊才らしい容貌をひきしめた。

　小五郎の話すところでは、洋学者できこえた韮山代官江川太郎左衛門とは斎藤弥九郎道場で同門だという。先般、幕府が江川に品川砲台の築造を命じたとき、江川は、まず武蔵、相模、伊豆の海岸を測量することになったが、このとき、剣の師匠の斎藤弥九郎と年若い同門の桂小五郎に海防の急務を理解させるため江川家の家来という表向きにして同行させた。

　桂小五郎が、それ以前の小五郎と一変したのは、このときである。道中、江川は桂小五郎のために、洋式砲術の精妙さを説き、さらに西洋人の陸戦の法、歩兵、騎兵、砲兵の機能とつかいかた、またインド、シナに対する英仏の植民地政策、露国の南下の野望、米国の産業の模様、国家の組織などを説いた。江川は言葉が終わるごとに、

「このままでは、日本はつぶされる。桂君、君ら若い人が奮起するときだ」

　といった。

「どうすればよいのです」

「わしの口からいえない。しかし海外でいま栄えている国というのは、じつに国の体制がうまくできている。日本のように三百諸侯が割拠して、徳川氏に臣礼をとり、武備や政治にはげむよりも徳川氏の機嫌を損ぜぬようにするだけで日を送っているような国家はない」




　桂小五郎は、藩主毛利家と同祖の医家和田家の出で、天保四年六月二十六日、長州萩の呉服町江戸屋横丁にうまれた。竜馬よりは、二つ年上である。

　隣り屋敷に、桂九郎兵衛という二百石取りの武士がいて、小五郎の父和田昌景と親しかった。

　桂九郎兵衛は病身のうえに子がなかったから、かねて昌景に、

「あんたの二番目の小五郎は利口そうじゃ。子に呉れい」

　と、たのんでいた。ところが口約束（仮養子）の縁ができてからわずか二十日たらずで九郎兵衛は死んでしまった。

　小五郎養子のことは、まだ藩に届け出てない。したがって桂家は跡目なしということで取りつぶされるのが常法だが、親類縁者があつまり、表むきは、

「くろべえ儀、病臥中」

　ということにして、にわかに手続きして八歳の小五郎を養子とし、その翌日、

「くろべえ儀、卒しゆつ去きよ」

　と、とどけ出た。

　こういう相続法を「末まつ期ご養子」という。いまの眼からみれば一種の詐さ欺ぎだが、このころどの藩でもこういう変則的な相続の例が多かった。藩でも、むろん実情を知っていて大目にみる。

　そのかわり、末期養子は減げん知ちときまっていた。したがって桂家も二百石の禄を九十石にへらされ、小五郎は、八歳で九十石の主あるじになった。

　ところが、あらたに母になった九郎兵衛の未亡人もほどなく死んだために、小五郎は桂姓のまま、隣りの生家で養育された。

　幼少のころ、風邪をこじらせて何度か死にかけたほど弱かったが、長ずるにおよんで健康になった。

　学問を藩校の明倫館でまなび、剣は、藩の師範役内藤作兵衛についた。どちらも抜群の俊才だったが、少年のころから詩がすきで、十四歳のとき藩公からほうびをもらったほどにうまかったらしい。小五郎は一見、秀才らしいつめたさをもっているが、その底に、ものに激しやすい詩人の気質を秘めている。この詩人の気質が小五郎をして、後年、風雪のなかに身をおかせたものだろう。

　小五郎十七歳、嘉永二年。当時、城外で松しよう下か村そん塾じゆくを営んでいた藩の軍学者玉木文之進の甥という二十歳の青年を知った。

　知ってすぐ師事した。

　この青年が、吉田松しよう陰いんである。小五郎の詩人的な血に火をつけたのは、この松陰であった。

「学問も大事だが、知ってかつ実行するのが男子の道である。詩もおもしろいが、書斎で詩を作っているだけではつまらない。男子たる者は、自分の人生を一編の詩にすることが大事だ。楠木正成は一行の詩も作らなかったが、かれの人生はそのまま比類のない大詩編ではないか」

　といった。むしろ松陰という人は、小五郎にただこれだけのことを教えたにすぎなかった。が、このことばが、桂小五郎の一生を決定してしまった。

　それから、五年になる。

　師弟ともまだ若い。この間、松陰は学問、見聞を深めるために、小五郎は剣をまなぶために、それぞれ江戸へのぼった。

　小五郎と竜馬がこの相州の山中であったときは、かれが二十二、竜馬が二十歳である。




　竜馬はもともと感心癖のある男だが、この桂小五郎には肚はらの底から感心してしまった。

　なんという男であろう。一介の剣術諸生のくせに、この男は韮山代官江川太郎左衛門について洋式測量の方法をまなび、学びながら相模、武蔵、伊豆の海岸をつぶさに踏査して、海防地図までこしらえているのである。

「お前まんはえらい男じゃなあ」

　竜馬の感心は、それだけではない。

　小五郎は測量の結果、得た感想を、自分の殿様である毛利大だい膳ぜん大だ夫ゆうに手紙で書き送っているのだ。小五郎の趣旨は、いまの藩の組織を洋式軍隊に改造する以外に洋夷の侵略から日本を守ることができないというものであった。

　竜馬は、その大胆さに感心した。

　わずか九十石の分ぶん際ざいの身で、藩の組織を根本的に改造せよというようなことを殿様直接に建けん白ぱくするというような大胆さは、当時、考えられることではなかった。むろん、小五郎は、罪をうけることを覚悟していた。

「えらいもんじゃ」

　気合をかけるように、竜馬はほめる。

「そうでもない」

「お前まん、えらいぞ」

　あまりほめそやすものだから、小五郎はなんとなくばつのわるそうな顔つきになってきたが、竜馬は大まじめである。肚の底をゆすぶられるような感動で一つ一つうなずいていた。

　竜馬が感心するのも当然なことであった。この二人が相州の山中で出会ったときは、世は黒船さわぎで沸いていたとはいえ、天下に憂国の論議がそれほどやかましくなく、すこしあとのように、尊攘の志士が横行するような時勢になっていなかった。天下の政道、兵馬のことを一介の神道無念流の若い剣客が、ひとり憂え、ひとり考えていることにおどろいたのである。

「桂さん、あんたの藩には、あんたのようなお人がたくさんおられますか」

「いません。長州は、ねむっています」

「わしの国の土佐にも喧やかまし屋は一人いる」

「喧し屋？」

「つまり論客じゃ」

「どなたです」

「武市半平太という軽格の武士です。剣は鏡心明智流の名人だがもともと学問のすきな男で、水戸学に心酔し、国もとでは、武市の天皇好き、といってなかなか有名です」

「天皇好きなどという異称は、不敬ではないか」

「わしがいうちょりゃせん。国もとの連中がいうちょる」

「その天皇好きということで武市さんは奇人あつかいにされているのですか。失礼ながら土佐も眠っていますな」

「眠っちょりませぬ」

「ほほう」

「この坂本竜馬だけは、たったいま眼をさまされた。もっとも眼をさましてもなにも見えちょりませぬ。しかしわしの眼もいずれ見えるじゃろ」

「坂本さん」

　と、桂小五郎はいきなり竜馬の手をにぎった。小五郎は、十分に若いのだ。ふつふつとこみあげてくるものに堪たえかねて、手がふるえた。

「やろう」




　相州の山中の百姓家で竜馬と小五郎が手をにぎりあって、

「やろう」

　と誓いあったのは、べつに何をやろうという目的があったわけではない。何かやるには時勢がまだ熟していなかったし、それに二人はまだあまりにも若すぎた。

　そのあと、小五郎がいった。

「とにかく、日本にはもっと困難なときがやってくる。そのとき、お互い、生死をかえりみず、力をあわせて立ちあがろう。たがいに不満があっても裏切るまいぞ。朋友のあいだに信の一字があってこそ世の大事をなせるのだ」

「そうだ」

　と大声でうなずいてみたが、正直なところ、竜馬はこのとき、いったい桂が何をやろうといっているのか、かいもくわからなかった。学問もとぼしかったし、見聞もせまい。いわば、時勢に対して赤児のように無智だったのである。

　が、桂小五郎は、自分を魅了するような議論や思想を竜馬がもっていないからといって軽侮しなかった。

「あんたには、英雄の風貌がある」

　といった。

「事をなすのは、その人間の弁舌や才智ではない。人間の魅力なのだ。私にはそれがとぼしい。しかしあなたにはそれがある、と私はみた。人どころか、山でさえ、あなたの一声で動きそうな思いがする」

「山は動かぬ」

「これは譬たとえだ」

「安心した」

「どうも土佐衆は冗談が多くてこまる」

「土佐の与太、と江戸の者さえいうからな」

「そうだ。江戸では、長州の怜れい悧り、薩摩の重厚、土佐の与太」

「どうも土佐はぶがわるい」

「なに、その与太がかえって人の警戒を解かせるから、大事が出来る。そこへ行くと長州の怜悧は人に警戒されてしまって手も足も出ぬことがあるし、それにもともと怜悧は人に好かれぬ。ところで薩摩の重厚は、よくない。ときに鈍重になる」

「桂さんは薩摩はきらいか」

「きらいだ」

　とはいわない。

「男子は好こう悪おのことはいうべきでない、と思っている」

　ことさらに自分を戒めているところをみると、桂は人間に対する好悪の情がつよそうであった。

「とにかく」

　と桂はいった。

「長州の怜悧、薩摩の重厚、土佐の与太というのはおもしろい。もし一男子にしてこの三つの特質を兼ねている者があれば、それはかならず大事をなす者だ」

（わしはどうかな）

　竜馬は、子供っぽく自分をふりかえってみた。

（いかん。与太だけはたっぷりあるが、あまり怜悧でも重厚でもなさそうじゃ）

　しかし桂小五郎は、その竜馬の天性の与太を珍重すべきものと見た。しかも、この男は学問はさほどなくとも、天性の怜悧さと重厚さを兼ねているめずらしい人物だと見た。




淫　蕩











　竜馬は、土佐藩の品川陣地にもどって、桂小五郎からきいた長州陣地の模様をくわしく報告した。

　しかし家老の山田八右衛門は、

「ああ、そうか」

　といったきりであった。驚きもせねば、感心もしてくれず、ねぎらいの言葉もかけてくれなかった。

　八右衛門だけでなく、それが、親代々高禄を食はんでくらしてきた上士たちの通つう弊へいであった。

　二百数十年も、藩の貴族階級の位置にすわりつづけると、ついにその末孫の血は腐ってしまうものらしい。

　この場合でも、他藩の陣地を偵察することがどれだけ労多いものであるかが、うまれついての藩貴族である山田八右衛門にはよくわからないらしい。わかっていても、それをやるのが軽格どもの仕事ではないか、と思っているのであろう。

　竜馬は、

「長州陣地の大砲のいくつかは、青銅の燈籠の足でござる」

　とも報告した。しかし八右衛門はニコリともしなかった。可お笑かしみというのは人間の批判精神からうまれる。八右衛門にはそういう能力がないのであろう。

「それでは、万一敵兵が上陸してきた場合どうするのだ」

　ともいわない。憂えないのは、血の気がすくなく、気鋭の心がないからである。

　笑いもせず、憂えもしないかわりに、八右衛門は、

「それで大公儀（幕府）のお叱りをうけないのなら、わが藩でも燈籠を買いこむか」

　と、大まじめでいった。お叱りをうける、お叱りをうけない、ということだけがこのころの武士の判断の基準である。封建時代の各藩の上級武士というのは大なり小なり、この八右衛門であった。この階級は淀よどみ水みずのように腐っていた。諸藩の若い下級武士出身の志士たちによってこの階級がくつがえされ、明治維新がおこったのは当然なことであった。

　しかし竜馬もこれにはおどろいて、

「いや、燈籠を買いこむより大砲をそろえるほうが急務でございましょう」

　といったが、八右衛門はギョロリと竜馬を見たきり、そっぽをむいてしまった。軽格の者が家老に意見を申しのべるなどは、あってよいことではないのである。

　それから数日して、竜馬はおどろくべきうわさをきいた。

　例の桂小五郎からきいた、小五郎の師匠である吉田松陰という青年が、密出国しようとして幕吏につかまったというのである。

　松陰はもともと漢学と軍学だけの教養人だが、日本をたてなおすには外国を知らねばならぬと思い、ひそかに密出国を考え、この思慮ぶかい男にしては破天荒の暴挙をおもいついた。

　下田に碇てい泊はくしている黒船に漕ぎよせて乗船を乞おうとしたのである。かれは弟子金子重じゆう輔すけとともに決行した。しかし黒船側は、この事件が幕府とのあいだに外交問題をひきおこすことを恐れて拒絶した。

　松陰は下田役人に逮捕され、江戸の北町奉行所へとうまるかごで護送されたという。




　下田沖における吉田松陰の壮挙とその失敗は、竜馬がその人物の名を桂小五郎からきいたばかりであったので、ひどく衝撃をうけた。

（風雲が動きはじめているのだ）

　とおもった。

　しかし、

（おれも、ぼやぼやしてはおれぬ）

　とはおもわなかった。竜馬はまだ二十歳であった。自分がなにをしてよいか、方向ももたなかったのである。

　なるほどあのとき、桂小五郎に刺戟されて、将来、何事か為なさん、とはおもったが、かといって油紙に火がついたように景気よく走りまわれるようなたちには生まれついていない。

（桂は桂、おれはおれだ。桂とちがってもともと晩稲おくてのおれはまだまだ学ぶべきことが一ぱいある。とりあえず、剣術だ）

　とおもった。

（強くなろう）

　とも思った。自分を強くし、他人に負けない自分を作りあげてからでなければ、天下の大事は成せまい。

　ところで、竜馬にも平和な日常がもどってきた。

　その後ほどなく、江戸湾周辺から黒船が退去したからである。このため土佐藩の品川における臨戦態勢は解かれ、竜馬も江戸桶町の千葉道場にもどることをゆるされた。

　道場に帰ってきた竜馬は、以前の月さか代やきののびた山賊あたまではなく、総髪が十分に伸びまげを豊かに結えるまでになっていて、それが一段とかれを大人びて見せた。

「立派になった」

　とよろこんでくれたのは大先生の千葉貞吉であった。貞吉は、相変らず体がはかばかしくなく、ねたり起きたりの暮らしである。

「士は三日見ざれば刮かつ目もく（目をこすってあらためて見る）して見るべしというが、男子というものは日々成長したいものだ」

　といったが、若先生の重太郎はすぐ酒の話になった。

「竜さん、今夜は酒を買おう」

　竜馬は日没まではげしく稽古をしたあと、体をぬぐい、衣服をあらためて道場の控え部屋に入った。

　そこに、酒席が用意されている。

　さな子がいた。

　彼女は、下働きの女たちを小気味よく指図しながら席をととのえている。

「久しぶりでしたな」

　と竜馬が声をかけると、さな子はチラリと竜馬を見て、ぷっと怒ったような顔をした。さな子は江戸前の浅黒い肌で顔の道具だてが小ぶりだから、怒るとかえって可愛くみえる。

　それでも、座をさがってタスキをはずし、丁寧に三ツ指をついて、

「このたびの御陣触れで、坂本さまにはなにかとご苦労でございました。つつがなくお帰りあそばしたこと、祝しゆう着ちやくに存じます」

　とあいさつした。

　竜馬も、大ざっぱに頭をさげ、すぐさな子が支度している手もとをのぞきこんで、

「なんです、それは」

「兄がこれにしろというものでございますから、仕方なく整えたのでございますけど、さな子は見るのもいやでございます」

「さては薬くすり食ぐい（猪鍋）ですな」

「いいえ、豚でございます」

　当時、豚肉が江戸のももんじや（獣肉店）でも売られるようになっていた。珍しいもの食いの重太郎は、さな子にそれを命じておいたのだろう。




　それまで日本では、豚を飼ったり食ったりする習慣はなかったのだが、このころ、琉球から伝わってきて、江戸の獣肉屋ももんじやでも、猪、鹿のほかに豚肉を売るようになっている。

　重太郎は豚汁の鍋の前にどかりとすわり、

「さな子も食え」

　と命じた。さな子はあわてて首をふった。

「死んでもいや」

「なぜだ。こんなうまいものを。一ひとつ橋ばし卿きよう（のちの十五代将軍慶よし喜のぶ）も好まれるというぞ。お前、まえに猪やまくじらを食ったではないか」

「あのときは、ひときれだけ夢中で吞みこみました」

「もともと豚は、大むかし、猪を飼いならしてこのようにしたものだそうだ。おなじことだから、こんども食ってみろ」

「四ツ足はいや」

　さな子は、臆病そうに煮えたぎる鍋のなかの肉片をのぞいている。

　このころの風習として、獣肉を食うときは庭にもちだして煮たり、神明に匂いをかがせまいとして神棚に白紙をはりつけたりするほど、不ふ浄じようを忌んだものだ。

「坂本さまも、こんなの、おいやでございましょう？」

　同意を得たかったのだが、竜馬はさな子の期待に反してニコニコしながら、

「大好きですよ」

　といった。

「まあ」

　さな子は不機嫌になった。

「前にどこかで召しあがられたことがおありでございますか」

「ありませんな」

「はじめて？」

「ええ、はじめてです」

「はじめてだのに、なぜ大好きだとおっしゃるのでございます」

「私は、好ききらいがありませんのでね」

「そうね」

　ちょっと唇を嚙んで、

「坂本さまなんか、食べものでも、人でも、相手見境いのないお人だから」

「これは手きびしい」

　竜馬は頭をかいた。

「だってそうでございましょう、深川の岡場所の遊女の仇討の助太刀をなさろうとしたのでございますから」

「遊女でも、人間ですよ」

「ええ、人間でございますとも」

「だからちっとも、悪くはない」

「そう。相手の女はわるくございません」

　さな子はうなずいて、

「悪いのは、坂本さまでございます。まだ御修業中のお身の上のくせに、岡場所の女などと深馴染におなりあそばして、ほんとうにきたならしい」

「べつになじみではない」

「男らしくございませんわ、うそなど、おつきになって」

「こまったなあ」

　竜馬は、頭をかいた。重太郎が見かねて、

「さな子、無礼だぞ。お前などには豚は食わせないから、あっちへ行ってろ」

「いやでございます。どうぞお二人でたんと豚を召しあがってくださいまし。さな子はここにすわって、さんざん悪口を申しあげることにします」




　さな子は口ではそういう憎まれ口をきくのだが、同席している兄の重太郎には、とっくに気がついている。

　様子がおかしい。

　この娘に似合わず、水差しをたもとで倒したり、からの徳利をとりあげては、

「お兄さま」

　などといって注ごうとする。

「さな子、すこし落ちつけ」

　と、重太郎はついに見かねて叱った。しかしさな子は、ぷちっと唇をひきしめて、

「落ちついております」

　と口答えする。眼の光が、いやに青い。気のつよそうなことをいっているくせに、ときどき竜馬のほうに視線をむけて、すぐまつ毛を伏せてしまうのである。

（さな子は竜さんに惚れている）

　重太郎は、気象の勝った妹だけにそれがあわれに思えてきた。

　話題は、相州沖の黒船のこと、諸藩の警備陣の陋ろう劣れつさ、墨ぼく夷い（米国）のおどしに屈した幕閣の弱腰、など、どれをとっても悲憤のたねであったが、それらの話題がひとわたり尽きると、重太郎は不意に、

「竜さん、嫁のことだが」

　と、いった。

「やはり、土佐の国もとにきまった女性でもあるのか」

「きまったひと？」

　お田鶴さまの顔が脳裏にうかんだが、相手は家老の妹で、手のとどくひとではない。

「ない」

　と、竜馬は憮ぶ然ぜんとした顔で答えた。

「それァ、いいあんばいだ。竜さんはどういう女性を好く」

「わからん」

「人間だから好きこのみがあるはずだ。気象の勝った女とか、やさしい女とか、学問のある女とか、それとも世話女房型とか」

「わからんなあ」

「なるほど、嫁とりのことについては、国もとの父上とか兄上がおきめになるのだな」

「いや、自分でえらぶ」

「ほほう、これはハッキリしている」

「しかし、いまはそれもせぬ」

「どうするのだ」

「生涯、ひとりでゆきたい」

「それはいかん」

　と、重太郎はあわてた。さな子をみると、そっとうつむいている。

「嫁のない男などはいかん。ときどきわしは上野の寛永寺へゆくが、ああいう所へゆくとよくわかる。若僧どもは妙にあぶらぎっていやらしく、老ふけ僧そうどもは、皮膚がぬめぬめとして世の男よりもきたならしくみえる。男は嫁があってこそ、血も清らかになるようにおもえる」

「そうかな」

　さからわず、ただ微笑してうなずいた。

　決心というほど大げさなものではないが、三浦半島の林の中で桂小五郎と会って以来、竜馬は自分のなかに燃えあがる血を抑えかねるような毎日がつづいている。なにをすべきかはわからなかったが、すくなくとも自分の血を沸かせるに十分な何かが、自分の将来に待ちうけていそうであった。

（嫁のことなどは考えられん）

　竜馬は、単純にそう思っている。




　世の中が、さわがしくなった。

　黒船どもは、嘉永七年六月一日に香ホン港コンへ去ったが、さわぎはそれでおさまったわけではない。

　攘じよう夷い論ろんがやかましくなった。士人のあいだで、幕政批判が流行した。それまでの日本では、将軍の御政道をとやかくいうなどは、あってよいことではなかったのだ。

　江戸の町民にはそういうことはわからなかったが、かれらはかれらなりに、落ちつきをうしなっていた。

「地震」

　のうわさである。このところ妙にむしあついうえに、毎日のように微震がつづく。

「やがて、どかっとくるんじゃねえか」

　と、町民どもは、寄るとさわるとそんなうわさをした。

　竜馬が江戸にきたころはそんな者はあまりいなかったが、ちかごろ市中で目につくのは、ワイワイ天王やスタスタ坊主の多くなったことであった。

　一種の門かど付づけ芸人である。

　ワイワイ天王というのは、はげよごれた黒の紋つき羽織に白小袖、白ばかまをはき、模造の両刀を帯び、猿さる田だ彦ひこの奇怪な面をかぶって、

「ワイワイ天王、さわぐがお好き」

　とはやして家々から一文ずつもらってまわる。子供があとをつけて追ってくると、牛ご頭ず天王のおふだをぱっとまいて縁えん起ぎをつけるのだ。

　スタスタ坊主も陽気なもので、青竹のさきに刺し銭をつけてふりまわしながら、変な経文をとなえてまわる。ワイワイにしてもスタスタにしても一家一門の無事息災を祈るわけだから、かれらが繁昌するのはやはり世間に不安の心理があるからだといっていい。

　しかし竜馬はあいかわらず剣術に没頭していた。

　強くもなった。

　道場で、竜馬と互角の勝負ができるのは若先生の千葉重太郎だけで、あとは三本に一本もとれない。

　とくにいままで面の上手といわれた竜馬は籠手打ちを工夫して、たちまち重太郎も及ばぬ上手になった。

「竜馬の泣き籠手」

　といえば、神田お玉ケ池の千葉の道場にまできこえたものであった。竜馬の竹刀で上段からぱんと籠手を撃たれると、たれもがとびあがった。厚い刺さし子こを通して手くびの骨が砕けそうにひびくのである。

　暑い夏がすぎて、江戸の露地のあちこちでこおろぎの声をきくようになったころ、ひさしぶりに寝待ノ藤兵衛が道場にたずねてきた。

「藤兵衛か、めずらしいな」

　と、竜馬は、重太郎の部屋を借りて請しようじ入れてやった。

「どうしていた」

　お冴の仇討の一件以来である。

「すこし遠おん国ごくへ出かけていました」

「稼業か」

　藤兵衛は、遠国専門の泥棒である。江戸にいるときはむしろ稼業をなまけているときだといっていい。

「西国へ行っていたのか」

「いいえ、出で羽わから会あい津づのほうへちょっと」

　といってから、思いだしたように、

「そうだ、会津若松のお城下で、例の信夫左馬之助を見かけやしたよ」




「信夫左馬之助が、会津若松に？」

　竜馬はおどろいた。例のお冴のかたきである。去年の秋、薪河岸で竜馬に手痛い目にあわされたとき、

　──いっておくが、おれは執念ぶかい。すこし腕をみがいて、いずれあらためて会いに来る。とくと覚えていろ。

　と、すてぜりふを残して闇に消えた。

　おそらく左馬之助はあのまま本所鐘ノ下の小道場をたたんで江戸をたちのいたのだろう。

「それが、会津にいるのか」

「意外でござんしょう？」

「なにをしている」

「中ちゆう間げん、小者、百姓、町人、やくざ者相手の剣術道場をひらいてやがるんで。なにしろ奴の流儀ときたら無眼流なんてえ当節はやらねえ小流儀だから、歴とした御家中は弟子入りしねえが、むしろそういう者相手の道場のほうが、ちかごろ収入みいりがいいらしい」

「江戸もそうだ」

　去年からの黒船さわぎ以来、武士、浪人、庶人をとわず剣術をならうものがにわかにふえ、江戸では町道場が月に何軒かずつという勢いでふえている。利口な浪人は、千葉、斎藤、桃井といった大道場では容易に目録や皆伝がとれないから小流儀で学び、皆伝をとるとすぐ道場をひらく。むろん武士相手でなく庶人相手だから、師匠とはいってもさほど強くなくともつとまる。

「そういう類たぐいだな」

「しかし、信夫は場末の小屋掛けのような道場でもとにかく江戸で門戸を張っていた先生ということで、会津じゃ大そうな人気があります。なにしろ田舎といっても、会津若松は武をもって鳴る松平二十三万石の大城下だ。百姓まで武張った芸がすきで、信夫の町道場はたいそうなあたりでさ」

「結構ではないか。それでお前、左馬之助に会ったのか」

「会やしませんよ。ちらちらと道場の様子をのぞいたり、うわさを聞きこんできただけのことです」

「そうするとお前、まだお冴の仇討のことに関係かかわっているのか」

「乗りかけた船ですからね」

「親切な男だな」

「平素、悪事を働いてやすからね。たまに親切にしてえと思ったら、だまされようがどうしようが、とことんまで親切にしちまう。これはこの道の者の気質かたぎでさ」

「見あげたものだ」

「まぜっかえしちゃいけねえ」

「ほめている。ところで、かんじんのお冴はどうしている」

　お礼に男女の道を教えてさしあげます、などとお冴は本気でいっていたが、竜馬がこの一件から手をひいたためにそれきりになっている。

「元気ですよ」

　と、藤兵衛がいった。

「やはり、深川仲町にいるのか」

「いや、黒船さわぎでやかましかったことしの二月、弟の山沢市太郎が癆痎で死にましてね」

「ふむ」

「あっしも、すこし稼ぎためた金があったものだから姉のお冴を落ひ籍かしましたよ」

「おどろいたな。お前の妾にしたのかえ」

「冗談じゃねえ」

　藤兵衛はぷっとふくれた。

「ちがいますよ」




「それで、今日はなんの用できた」

　と竜馬がきくと、寝待ノ藤兵衛は、

「なあに、そこまできたついでに、久しぶりにお顔をおがみにきただけでございますよ」

　と手をふって、話はそれっきりで帰ってしまった。

　あとで茶器をさげるために入ってきたさな子が、

「あのあきんど風の者は、お知りあいでございますか」

「ええ、友達ですよ」

　と竜馬は屈託なく微笑している。

「どんな？」

　と、さな子は、竜馬の身辺を大小となく知りたいらしい。

「どんな、とは？」

「つまり、なにを商あきなっていらっしゃいます」

「泥棒ですよ」

「えっ」

「驚くことはありませんよ。盗賊とはいえ、あそこまで長い年期が入ると、人間に妙な底光りがしてきて、四書五経をなまっかじりしている駈けだしの儒者などより、ずっと人間も話もおもしろい。それにあの男は遠国泥棒といいましてね、年のうちほとんど旅をしているから諸国のことに通じている。私はあの男から、思わぬ地誌、風俗、人情を学びましたよ」

「坂本さま」

　さな子はあきれて眼を見はったが、すぐ可愛い形の唇をひきしめて、

「江戸に修業にいらっして、そのように盗賊とつきあっているとわかれば、お国もとのお父上やお兄上はきっとおなげきになりましょうね」

「なるほど」

　竜馬もいま気づいたように驚いてみせる。

「よくやった、とはいわぬでしょうな。しかし姉は面白がるにちがいない」

「お姉様というのは、どういうお方？」

「日本一の女によ性しようですよ。乙女といいましてね、美しくて大きくて」

「大きくて？」

　さな子は、小柄なのだ。

「学問があって」

「さな子よりも？」

「さあ、どうですかな。しかも剣術がつよい」

「さな子よりも強うございます？」

「むろん乙女姉さんがいくら強くても土佐の田舎剣術ですからな。しかし、馬術と水練にかけては、さな子どのよりまさっているかもしれませんな」

「さな子は、水練はできませぬ」

「江戸の川ではむりです。妙齢の美人が泳いでいれば人だかりがする」

「いちど、坂本さまの乙女お姉様というお方にお会いしてみとうございますわ」

「きっと気があうでしょうな。どちらも、いごつ、似ィちゅ」

「似てるって、眼鼻だちが？」

「いや、ハツタカちゅうことが」

「わからない。それ、初鷹？」

「鳥ではない。娘です。わしの国では、女のくせに男のまねをして剣術や馬術をやりたがる娘のことをハツタカ娘と申します」

「わたくし、そんなにお転婆かしら」

「さあ」

　にやにやしていたが、その翌日、竜馬は鍛冶橋の藩邸に用があるといって朝から出かけたまま、夜になっても帰って来なかった。




　竜馬はその日の夕刻、藤兵衛のなじみらしい堀江町の船宿で酒を飲んでいた。

　なぜここまで来たのか、竜馬にもわからない。

　実のところ、この日、鍛冶橋の藩邸を出て千葉道場にもどろうとすると、

「旦那」

　と小腰をかがめて寄ってきた者があったのだ。

「旦那は坂本様でございましょう？」

「そうだが」

「藤兵衛様が、急用があるってえことで、ぜひお供申しあげて来い、と……」

「お前は何者だ」

「船宿の小吉でございます」

「どこへ行くんだ」

「堀江町の河岸の卍まんじ桔き梗きようてえ船宿で、旦那の御紋にご縁がございます」

「そうか」

　万一の用心のために藩邸の門番に行き先を申しのこしておいて、竜馬は船に乗った。船といっても土佐の浦戸の漁船とちがって、ちょきという船である。江戸の遊客はこの船で川遊びをするときいたが、竜馬は乗るのははじめてであった。

　水の上から見る江戸の町というのは、まるで風ふ情ぜいがちがう。

　小吉は、櫓ろをつかいながら、川岸の大名屋敷や、旗本屋敷を説明してくれる。

　やがて思案橋をくぐって卍桔梗にあげられたが、藤兵衛がいない。

「おい、藤兵衛はどうした」

　と、女将にきいても、酒と膳部が運ばれてくるだけで、本人が顔をみせない。

　そのうち、川むかいの材木町の木場が暗くなって、家並に灯がともった。

　そのころになって、やっとふすまがひらいた。

「藤兵衛か」

　竜馬は手すりにもたれ、川の面を見おろしながらしたたかに酔ってしまっている。

「冴でございます」

「───」

　と、竜馬はふりかえったとき、お冴がふかぶかと頭をさげていた。

「あんたか」

「藤兵衛様がこちらへすぐ伺うようにとのことでございましたから急いで参りました」

「その藤兵衛はどうした」

「存じませぬ」

「はて？」

　竜馬は手をたたいて女将をよんだ。女将はこの世界の女にしては正直そうな中年女で、ひたいに汗をかきながら、

「ただいま藤兵衛さまが」

「来たのか」

「いいえ、使いのお人が見えて、今宵はせっかくおよびだてしていながら、こちらへ参上できそうにない、今夜はゆるりとお酒を召しあがっていただくように、との口上でございました」

（藤兵衛め、見えすいた小細工をしやがる。わしと冴を睦むつませて、例の仇討にわしを引き入れようというこんたんだろう）

　竜馬はすぐそう見ぬいたが、もともと才気を顔に出すのはきらいな男なのだ。

「こまったな」

　と、とぼけてみせた。




　この夕は、竜馬の世間見学のようなものであった。

　だいたい、船宿といえば、伏見の寺田屋や大坂天満の八軒家船着場の船宿のように、淀川を上下する船客のための宿だとおもっていたのだが、江戸の船宿はちがう。

　ひどく、粋いきなのである。

　芸者を連れて川遊びをする者の支度宿で、しかもそれだけではない。深川芸者などとこの種の宿で落ちあって寝る。

「なるほど」

　と、竜馬は感心してみせた。

　お冴は、諸事先生役であった。

「遊びは、やはり江戸でございますよ」

「そんなものか」

「京大坂には、またそれなりの風情はございますけど、江戸の人は遊びというものを心得ていらっしゃいます。お国もとの土佐はいかがでございますか」

「土佐の高知には、二十四万石のお城下町でありながら、色里というものがない」

「まあ。それでは血気の若侍などは、どのようにして血をお鎮めなさるのでございましょう」

「浜辺でむやみと角力すもうをとったり、剣術をしたり、水練をしたりする。とりわけ土佐はむかしから角力のすきな国で、藩でも歴世若侍にこれを奨励して、精気を土俵に埋めさせてしまう」

「色里で女衆おなごとあそぶかわりに角力をなさるとは、なんとあらあらしい。江戸のお旗本衆は、左様な不粋はなさいませぬ」

「お冴どのは京者のくせに、たいそう江戸びいきだな」

「江戸のお武家は粋でございますもの」

「土佐者は不粋か」

「ほほ、不粋の第一は薩摩さま」

「第二は土佐か」

「ほほ、土佐の長刀と申すほどでございますもの」

　土佐の風として、背丈不相応の長がたなを好んだ。江戸の町でも、土州者といえば風体をみてすぐわかるのである。

「しかし、旗本八万騎は鉄分のすくない江戸の水道で体を洗うせいか色白のやさしげな武士が多いようだが、いかに粋でも遊び上手でも、いざ黒船が来たとなると、一騎半人も沿岸の警備をしなかった。角力をとるしか知らぬ土佐の若侍のほうが、いざ国難のばあいには役に立つぞ」

「船宿で左様なご自慢はむきませぬ」

「これが江戸者のいう野や暮ぼか」

「左様でございます」

「それにしても、野暮でないはずのお冴どのが、女だてらに仇討などという大野暮をするのは気が知れぬ」

「そうでございましょうかしら」

　その話題になると、お冴はなぜかわざと言葉をにごし、

「それよりも坂本さまとのお約束」

　と、流し眼でみた。

「なんのことだ」

「もうお忘れになりましたか。男女の道を教えて進ぜること」

「ああ、いずれお教えを願わねばならぬ」

「今夜はいかが？」

　冗談めかしくいったが、お冴の頰から微笑が消えて、眼がじっと竜馬を見つめている。




　そのうち十五日の月が出た。

　それが水に映り、対岸の材木町の家並が淡い月光のなかに浮かびあがって、夢のように美しい。

　竜馬はしたたかに酔った。お冴が、すすめ上手だったせいかもしれない。

「すごした」

　と、杯をおいた。

「よいではありませぬか」

「いや、もどる」

　立ちあがってふすまをひらいた。

「ほう、夜具の用意がある。お冴どのはここへとまられるのか」

「坂本さまもお泊まりなさいまし」

「わしは、帰る」

「そのご様子では、足もとがあぶのうございます」

「大丈夫だ」

　といったが、足もとがふらりとしてとっさに柱につかまった。

「ほら、いわぬことではありませぬ」

　とお冴は竜馬の腕をとりながら、

「あの、坂本さまは、お冴の仇討のことになると話をおはぐらかしになりますが、もそっと聞いてはいただけませぬか」

「あれは、よせ。懲こりた」

「よそうにも、よせませぬ。信夫左馬之助のためにあやうく亡きものにされるところでございました」

「そんなことがあったのか」

「まだ深川仲町におりましたころ、ある馴染客が大川で船遊びをしようというので参りましたところ、夜になっていきなりわたくしを川へ突きおとしたのでございます」

「突きおとしたのはその馴染客か？」

「はい」

「それで、あんたは？」

「幸い、川下で夜釣りをしていた船にひきあげられて危うく一命をひろいました。その馴染客というのが、左馬之助の門人だったのでございます」

（話が出来すぎている）

　と思ったが、

「それで？」

　と生真面目にたずねてやった。

「藤兵衛さまにその話をしましたところ、仲町にいるかぎり左馬之助が命を狙うだろう、というので、落ひ籍かせていただいたのでございます」

「いま、なにして生計をたてている」

「手習いの師匠をしております」

「女の身で、手習いの師匠はめずらしいことだ。それで、あんたはあくまでも父の仇を討つ気か」

「討たねば、討たれまする。坂本さま、どうかお助けくださいまし」

「ことわる。あんたも仇討などはやめろ」

「やめませぬ」

　藤兵衛にすれば、今夜ふたりを会わせたことは、あの男らしい小細工なのだ。お冴と寝てしまえば、竜馬も情愛がわいて仇討に身を入れてくれるだろうという思惑だろう。

（お節介な盗賊だな）

　竜馬はばかばかしくなったが、急に柱を抱いている両掌がずるずるとすべって、柱の根もとへ尻もちをついてしまった。

（ふむ、酔ったかな）




　夜あけちかくなって、竜馬はひどくのどの乾きをおぼえて眼をさました。

　なんと、覚えもない絹ぶとんにくるまって寝ているのである。

（しまった）

　起きあがった。

　ふとんの上にあぐらをかいてから、さらにあわてたことは、不覚にも寝巻まで着せられていることであった。

　そのとき、闇のなかに気配が動いた。竜馬はすばやく枕もとの佩はい刀とうに手をのばした。

　眼をこらすと、隣りにもひと流れのふとんが布しかれているらしい。そのふとんの中で、女の忍び笑いの声がきこえ、それが前夜しきりと自分の酌をしてくれたお冴だと気づくまでに竜馬は、すこし時間が要った。

「おめざめになりました？」

「いかんチャ」

　われにもなくあわてている。

「わしとしたことが、なぜあれしきの酒で不覚をとったのだろう。なにも覚えておらぬ」

「ほほ……」

　お冴はのどの奥で笑った。

　これにはちゃんとたねがあるのだが、お冴は竜馬には明かさない。前夜、竜馬が飲んだ酒には、寝待ノ藤兵衛が調製してくれた散薬が入っていたのである。

　藤兵衛が、あらかじめお冴に、

　──坂本さまと寝な。

　と策をさずけたのである。

　──男は、自分のおんなでなけりゃ、親しん身みになってくれねえもんだ。ところが、あの方は、存外まだねんねのところがあるし、女には触れたことがねえてえから、寝るには骨が折れるだろう。様子を見てむずかしそうなら、これをのませてみな。

　と、小さな紙包みをくれた。

　──これ、なんでしょう。

　──なに、長崎の唐人から買った蕩たらし薬ぐすりさ。

　といったが、ありようは麻薬なのである。

　藤兵衛はときどき自分の仕事にこの薬を使って忍び入るから、盗人仲間から寝侍という異い名みようをつけられているのだが、むろんお冴は藤兵衛が、そういう渡世の男だとは夢にも知らない。

「行あん燈どんに灯を入れてくれ」

　と、竜馬がいった。

「はい」

　お冴は立ちあがったが、行燈のある部屋のすみにはゆかず、いきなり竜馬の右腕をとって、膝の上にくずれた。

「な、なにをする」

「坂本さま、ゆうべ、冴が、お約束の男女の道を教えてさしあげたこと、覚えていらっしゃいます？」

「えっ」

　知らぬわい、と竜馬は闇のなかで咆ほえるようにいった。

「うそ」

　と、お冴は竜馬のひざに掌をのせ、

「ゆうべは、あんなに可愛がってくださいましたくせに」

「うそだ。おぼえちょらん」

「冴には、ちゃんと覚えがございますもの」

「お冴どの。それは何かの思いちがいだぞ。男女の道というのは、女が覚えていて男が覚えておらぬ、というようなものではあるまい。そのくらいのことはわしも知っちょるわい」




　竜馬は、その朝早く桶町の千葉道場に帰ってきたが、なにかだまされたような気がして、不愉快であった。

（お冴め、狐のような女じゃ）

　井戸端ですっぱだかになり、がらがらとツルベを繰っては水をかぶり、二十ぱいばかりかぶってから、手拭いで体をこすりはじめた。

「どうした」

　うしろで、重太郎が、おどろいている。さな子も、庭むこうの離れ座敷から、こちらを見ていた。

「どうしたもこうしたも、わしが何もせんちゅうのに、何かした、道を教えたぞ、しかと教えた、などと言い張る女がいるのは困りもんじゃ。そんな妙な女が、事もあろうに仇討までするっちゅう。まったく、江戸という町は、重さん、ばけもののあつまりではないか」

「江戸の悪口はいいが、話だけはふつうの江戸ことばでいってくれ。なにをいっているのかさっぱりわからぬ」

「それもそうだな」

　と江戸ことばにもどって、

「ああ、そうだ、重さんはどうかな。重さんなら、こんなことは諸事心得ているだろう。どうだ」

「どうだ、とは？」

「つまり、その、あれだ」

「竜さん、もっと落ちついたらどんなものだろう」

　重太郎は、今朝の竜馬が、いつもに似合わず、妙に落ちつきがないのをふしぎがっている。

「わしは落ちついている」

　竜馬は、すっぱだかで立ちはだかったままである。

「まず、褌まわしを締めたほうがいいな」

「ふむ」

　新しい晒さ木ら綿しを締めまわしてから、

「重さんは女と寝たことがあるか」

「な、なにを言いだすのだ、だしぬけに」

　重太郎はあわててあたりを見まわした。さな子はとっくに向う座敷の障子のかげにかくれてしまっている。竜馬の声が大きいから、むろんそこまできこえているはずだ。

「正直に言ってくれ」

「それァ」

　と声をひそめた。むろん重太郎は、父の貞吉とちがって遊び人だから、門弟たちとこっそり吉原や岡場所に行ったことがある。

「ある」

「されば訊くが、女といろのこと行なった場合、ほたほたわくらん（惑乱）して暁け方にはその記憶さえ喪失するものなのか」

「そこまで気ぐるいはせぬ」

「そうだろう」

「竜さん」

　重太郎は閉口して、

「声が大きすぎる。その離れ座敷で、さな子が聴いているようだ」

「しかしふしぎではないか。わしはゆうべ酒をのんで不覚をとり、さる女と寝た。その間、女はたしかに男女の道を教えたという」

「おい、声が大きい」

「これは地声だ。わしは男女の道とは、もっとあえかなものであると期待していた。いまもそう信じている。あのような女と、左様なことになるのは、不快でならぬ」

「竜さん、話の筋はよくわからないが、あんたは武士として恥ずべきことをしたな。そのとき寝首をかかれたらどうなる。不覚とは男女のことよりもそのことだぞ」




　そのあと、重太郎の部屋にさな子が青い顔で入ってきて、

「お兄様、最前の坂本さまのご醜態はどうしたことでございましょう。さな子はほとほとあきれてしまいました。あのようにきたならしいお人であるとは、思いもかけませんでした」

「そうだな」

「ちゃんとお返事してくださりませ。お兄様は、どうお思いになります」

「あまり、武士として見上げたことではなかったようだな」

　重太郎は重太郎で、この男こそはと思って畏敬していた竜馬が、遊女に酒を飲み食らわされて正体をうしなったばかりか、男子ともあろう者が婦女子の意のままに犯され、しかもその覚えもないとあっては、腑ふ抜ぬけも腑抜け、武士として度ど外はずれた屑くずである、とおもった。

「いい男だが、田舎の金持郷士の末子だけにどこか甘えったれで、釘が一本、ぬけているかもしれぬ。ひとつ今日は道場でさんざんに痛めつけてやろうか」

「賛成」

　さな子は、手をたたいた。むろん空陽気だろう。その証拠に眼だけは笑っていなかった。しかしなぜこの娘が奇妙なほどはしゃいでいるのか、重太郎にはよくわからない。

　そのとき、病後の足ならしのつもりか庭をまわっていた老先生の貞吉が縁側にひっそりと腰をおろした。

「あ、これは父上」

　縁側に走り出ようとするのを貞吉は手で制して、

「そこですわっていてよい。いまのはなし、わるいがみな聴いた。竜馬を道場で撃うち懲こらすそうだが、お前に出来るかどうか」

「出来ますとも」

「ちかごろ、竜馬と立ちあったことがあるか」

「はて、だいぶ前になりまするな」

「そうだろう。あの男、ちかごろもう一段、別の境地に入ったようだ」

「私にはそうはみえませぬな」

「まあ、試合ってみるがよい。わしも久しぶりで検分しよう。勝負は三十本がいいな」

「三十本──」

　これは死力をつくした闘いになる、と重太郎は思った。

　貞吉はつづけて、

「先刻、井戸端であの男、素裸でゆうべ一緒に寝た女の一件を大声で論じていたな」

「は、痛み入りまする」

「お前が恐縮せずともよい。わしはあれを遠くから見聞きしていて、容易ならぬ男だと思った。あの男、あのうわべだけの男ではないぞ、奥のさらにその奥に、シンと鎮まりかえっているもう一人のあの男がいる。お前の眼には、それが見えまい」

「はい、見えませぬ」

　と、恐れ入ったが、むろんうそである。重太郎は、竜馬の奥にいるもう一人の鎮まりかえった竜馬に気づいていればこそ、打ち惚れるほどにあの男が好きなのだ。

「いい機会だ。兵ひよう法ほう噺ばなしをしてやろう。これは竜馬のいまの一件とあまり縁がなさそうなことだが、あの井戸端での天てん衣い無む縫ほうな竜馬をみているうちに、むかし、兄上（千葉周作）からきいたはなしを思いだした。──どこの国の山奥であったか忘れたが、キコリがいたと思え」




　深山で、あるキコリが斧おのをふるって大木を伐きっていたとき、いつのまに来たのか、サトリという異獣が背後でそれを見ている。

「何者ぞ」

　ときくと、

「サトリというけものに候」

　という。

　あまりの珍しさにキコリはふと生捕ってやろうと思ったとき、サトリは赤い口をあけて笑い、

「そのほう、いまわしを生捕ろうと思ったであろう」

　と言いあてた。キコリはおどろき、このけもの容易に生捕れぬ、斧でうち殺してやろうと心中たくらむと、すかさずサトリは、

「そのほう、斧でわしをうち殺そうと思うたであろう」

　といった。

　キコリは、ばかばかしくなり、

（思うことをこうも言いあてられては詮もない。相手にならずに木を伐っていよう）

　と斧をとりなおすと、

「そのほう、いま、もはや致し方なし、木を伐っていようと思うたであろう」

　とあざわらったが、キコリはもはや相手にならずどんどん木を伐っていた。

　そのうち、はずみで斧の頭が柄から抜け、斧は無心に飛んで、異獣の頭にあたった。頭は無残にくだけ、異獣は二言と発せずに死んだという。

　剣術でいう無想剣の極意はそこにある。

　この寓ぐう話わは、おそらく創作上手の禅僧がつくった話だろうが、神田お玉ケ池の千葉周作はこの話がすきで、門弟に目録や皆伝をあたえるときは、かならず、

「剣には、心妙剣と無想剣とがある」

　といった。

　周作はいう。

「心妙剣とはなにか」

　別名を実妙剣といい、自分が相手に加えようとする狙いがことごとくはずれぬ達人のことで、剣もここまでゆけば巧者というべきである。しかしこの剣も、サトリの異獣のようにそれ以上の使い手が来れば敗れてしまう。

　無想剣とは、

「斧の頭」

　なのだ。斧の頭には、心がない。ただひたすらに無念無想でうごく。

　異獣サトリは心妙剣というべきであり、無想剣は斧の頭なのだ。剣の最高の境地であり、ここまで達すれば百戦百勝が可能である、と千葉周作はいうのである。

「されば父上」

　重太郎は、貞吉の言葉に不服だった。

「竜さんが、無想剣に到達しておる、と申されるのでございますか」

「到達してはおらぬ。到着しておれば、竜馬めにわしでさえ打ち砕かれるであろう。しかし、無想剣というのはよほど練磨せねば得られぬ境地だが、ひとつは素質なのだ。心妙剣は凡人の到着できる最高の位であり、無想剣は天才の到着できる最高の位である」

「それがしは、どうでありましょう」

「お前は、どうかな」

　貞吉は、言葉をにごし、

「三十本の勝負は、明朝卯ノ下刻（七時）にするがよい。門弟をぜんぶ集めよ」




　竜馬と重太郎は、道場の東西から、それぞれ竹刀を携げて中央に進み出てきた。

　千葉重太郎一かず胤たねといえば、竜馬が「重さん」などと気やすくよんでいるが、本家の従兄弟たちにまじって、千葉の若先生として江戸中に剣名のひびいた人物である。

　ちなみに、周作、貞吉の兄弟を代表とする北辰一刀流千葉家の俊秀を列挙すると、

　千葉奇き蘇そ太た郎ろう（周作長男。この年の前年である嘉永六年二十一歳で病死）

　千葉栄次郎（周作次男。当時江戸で実力随一といわれた剣客である。江戸の町人でさえ千葉の小天狗といえば知らぬ者がなく、わざは父にまさるといわれた。水戸徳川家の大番組──親衛隊員──になり、この年から数年後の文久二年に病死。栄次郎は竜馬よりも二歳上であったが、かれを敬愛するところ篤あつかったという）

　千葉道三郎（周作三男。兄が相次いで死んだためにこの人が本家千葉家をついだ。水戸徳川家の大番格に進み、明治五年まで生存）

　千葉多た聞もん四郎（周作四男。文久四年二十四歳で病死）

　千葉重太郎（貞吉の一子。栄次郎の小天狗に対して桶町の竜といわれ、のち竜馬に影響されて勤王運動に入り、明治十八年まで生存した。いわゆる千葉の若先生たちははげしい稽古のためほとんど若死してしまったが、彼ひとり長命であった。死後、その生前王事につくしたかどで、正五位を追贈されている）

　さて、重太郎、竜馬のふたりは剣尖をあわせ、やがて飛びわかれて六間の間合をとった。

　勝負は立ち切りで三十本である。途中、休むことは許されない。

（この試合、一本も竜馬にゆずれぬぞ）

　重太郎は、下段にとった。

　切先が、鶺せき鴒れいの尾のように動いている。これが北辰一刀流の特徴であった。

　この鶺せき鴒れいのふるえの利点は、まず切先が死物になることを防ぐ。つぎに行動移りが迅速であり、また、こちらの企図が相手にさとられぬ、ということもあった。

　竜馬は、大上段である。

　重太郎は、なるほど竜馬の構えは、どこか雄大であり、気品もあるが、かといって父の貞吉がほめるほどの腕に立ちいたっているとはおもえなかった。

（なに、おそるるに足りぬ）

　正面に父の貞吉がすわっている。

　その横に、お玉ケ池千葉から見学にきた千葉栄次郎、同じく師範代海かい保ほ帆はん平ぺいが客分としてすわっていた。

　あとは、門人が居ながれ、その末席からすこし離れて、さな子が盛装してすわっている。

　きのう、さな子が、半ば嫉妬から、

「兄上、坂本さまなど、こらしめておやりなさいまし」

　といったことが、意外な大試合になってしまったのである。

　やがて、重太郎が、

「やあ──」

　と、誘いの気合をかけた。

　竜馬は、しずまりかえったままである。




　両人は、動かない。

　末座にひかえているさな子は、緊張で体のふるえてくるのをおぼえた。

　なんのための緊張だろう。

　立ちあっているふたりの気魄が、ひたひたと道場の床をつたって響いてくるせいでもあろうが、そればかりではなかった。

　彼女は、この試合に、剣客としての竜馬の運が賭けられていることを知っていた。

　本道場から客分として千葉栄次郎と師範代の海保帆平がきているために、はしなくも公式試合になってしまったのである。

（もし坂本さまが勝てば）

　千葉門下三千の門弟のなかで、かれは数人の俊鋭の座にすわる。

（負ければ？）

　むろん竜馬の声価は一時に堕ちる。ばかりか、この道では、大試合に負けたがために自信をうしない、ついに浮かばれなくなった剣士の例の多いことを、さな子は知っていた。竜馬もまた、そのとおりになるだろうか。

（しかし、どうだろうか）

　父の貞吉は、ひどくちかごろの竜馬の進境をかっていたが、さな子は、それほどとは思えなかった。

　竜馬の腕は、なるほどかれが江戸にきたころとは別人のようにあがっているが、かといって、兄の千葉重太郎は、千葉一門では、本家の栄次郎と比肩されるほどの腕なのである。

（だけど）

　父の貞吉は、重太郎の素質についてはなにもいわなかったが、竜馬には無想剣の素質があるといった。秀才でなく天才である、という意味だろう。

（どうかしら）

　さな子は、いったい、自分がどちらに応援しているのか、わからなくなった。

　──坂本さまなど、負けてしまえ。

　声を出して投げつけてやりたいくらいだが、そのくせ視線は、必死に竜馬の構えのみを食い入るように見つめていた。内心は、唇を嚙み切るような思いで、勝て、と念じている。

　この奇妙な矛盾は、さな子自身にもよくわからない。

　もっとも、竜馬に注目しているのは、さな子だけでなく、千葉栄次郎も、海保帆平も、同様だった。かれらが臨席したのは、この試合のいかんによって、竜馬を千葉門での最高の剣位である大目録皆伝に進める下検分が目的であった。

「やあ」

　と重太郎がさそった。

　その誘いに乗ったがごとく竜馬は剣を青せい眼がんに変じたが、重太郎はすかさず踏みこんで竜馬の剣をたたき、さらに捲きあげて構えをくずし、ついに、手もとも見せぬ素早さで、

「だあっ」

　と猛烈な突きを入れた。

「どうだあ」

　と叫びをあげたときは、意外にも千葉重太郎は三間むこうに宙をとんで跳ねとばされていた。竜馬の突きが、一瞬早くきまっていたのである。

　満場、声をあげた。

　これほど見事な勝ちは、剣術試合でもそう例がなかったからである。




　ところが、そのあとがよくなかった。つづけさまに十本、重太郎にとられた。

　こんな奇妙な試合はなかった。

　というより、竜馬のように奇妙な剣士はないといっていいだろう。

　最初の立ちあいのとき、豪快な突きで重太郎を撃ち倒したときは、たれの眼にも、

　──竜馬は、千葉重太郎よりも一段まさっている。

　とみられたが、そのあと、つづけさまに十本も敗おくれをとっているのである。

（あれだけのわざをみせた男が）

　千葉栄次郎は思い、

「叔父上、これは面お妖かしゅうございますな。なにか、わけがあるように思われます。この試合、中止させたほうがよいのではありませぬか」

　と、貞吉にいった。

「まあいい。最後までやらせてみよう」

　試合はさらにすすんだ。

　おどろくべきことに竜馬はなおも負けつづけ、ついに三十本目になった。

　双方、刺さし子この稽古着がまるで水を浴びたように汗みどろになっている。しかしさすがに両人とも呼吸にみだれがなかった。

　重太郎が下段にとると、竜馬は、さっと剣先を上段に舞いあげた。姿が豊かで、天衣無縫といっていい構えである。

　そのとき竜馬は、半歩踏みこみざま、

「如何いかん」

　と威圧するように咆えた。

　重太郎はとっさに、竜馬が得意の籠手に来るとみた。籠手ふせぎにハッと剣先を右へ片寄せたとき、竜馬の気配は変幻して、

（面か）

　と思わせた。

　重太郎がコブシをあげた瞬間、竜馬の体がとびこみ、籠手でも面でもなく、巨砲のように突きが殺到し、重太郎の体はふたたびあおむけざまにころがった。

「それまで──」

　貞吉は手をあげた。

　栄次郎と帆平は立ちあがったが、なんとも腑におちぬ面持だった。

　竜馬は三十本のうち、最初と最後を豪快な突きで相手をつきころばしておきながら、なかの二十八本は他愛もなく負けてしまっているのである。

　あとで、別室に休息した栄次郎たちは、

「叔父上、あの試合をどうお思いなさる」

「さあ」

　貞吉もさすがにとまどった表情であった。

　海保帆平は、

「いずれにしても、前後二度の突きは見事でござったな。あれだけの突つき技わざは、正直なところ見たことがない」

「しかしそれほどのわざの竜馬が、なぜあとの二十八本の負けをとったか。まさか、相手が師匠の子であるといって、勝ちをゆずったわけではあるまい。ゆずったとすれば、兵法者の風上にもおけぬ」

「とにかく」

　と海保帆平がいった。

「えたいの知れぬ男でありますな。たとえ勝ちを重太郎どのに譲ったにしても、二十八度も、形を変え、動きを変え、姿を変えて勝ちを自然にゆずるなどは、なみなみの腕ではできませぬぞ」




　その試合のあとひと月ばかりたった十一月のはじめの夕刻、土佐藩の鍛冶橋屋敷から火が出た。竜馬はちょうど道場にいたが、いそいで身支度をして、駈けつけてみると、すでに火は消えている。

「一体、どうだったのだ」

　と門番をつかまえてきくと、

「幸いでございました。作さく事じ小屋のカンナ屑がもえて小屋一つ焼いただけで消しとめました」

「それァ、よかった」

　火が消えれば、竜馬など藩邸に用はない。

　そのとき、ぱらぱらと雨がふってきた。

「これはいかん。ひるすぎから空のあんばいが妙だとおもったが、とうとう降りだしたな」

「傘をおもちなさいまし」

　と門番がいってくれた。

「そのかわり、すぐおかえしにならないと、ちかごろはお勘定方がうるそうございますよ。坂本さまはずぼらじゃから、あぶのうございますなあ」

「いや、きっとかえす」

　この土佐藩の上屋敷というのは、藩公（この年、在国中）が闊かつ達たつで議論ずきなために、諸藩の士や、市中の学者、剣客がよく出入りするので江戸では有名であった。

　自然、帰りに雨がふると、客たちは藩邸そなえつけの百文傘を借りてゆくのだが、いったん借りると、なかなか返さない。

　とうとう勘定方の野村良平というのが、

「これじゃ、お家も傘で貧乏なさる。上等の傘なら返すじゃろう」

　というので、上等の傘に一本ずつ、

　鍛か冶じ橋ばし山やま内うち


　と黒漆で書いたのを用意したところ、諸藩の若侍はそれを珍重して持ちあるいて、かえって回収がわるくなったという笑い話がある。

　竜馬がその「鍛冶橋山内」の傘をさし、道場にもどるために藩邸を出ようとした。

　ふと竜馬のそばに女の影がさした。

「大へんでございましたねえ」

「おお」

　おどろいた。

「お冴どのではないか。このあたりまで何の用で参られた」

「ちょうど、そこまで所用で来ていましたときこの騒ぎでございましたから、もしや坂本さまがいらっしゃればお見舞申しあげようと思って参りました」

「それは、ご丁寧に」

「あの」

　とお冴は大胆に身を寄せて、

「お傘に入れてくださいまし」

「ああ、入れて差しあげよう。どこまで参られる」

「ほんのそこまで」

「というと、そこの南大工町あたりか」

「ええ、そこまで」

　言葉をにごして、ちらりと竜馬を見あげた。以前より、ずっと馴れなれしい。

　歩くうち、雨が不意にあがった。みるみる雨雲が晴れ、落日が西の空を染めはじめた。

（なんだか、妙なぐあいだな）

　と竜馬は空を見あげた。

　この日が、嘉永七年（安政元年）十一月三日である。その翌暁に大地震が東海、畿内を襲うのだが、竜馬はむろん気づかない。




　その大地震の前日の夕、竜馬はお冴と別れていったん桶町の道場にもどっていた。

　むろん、竜馬が、鍛冶橋から桶町まで、藩名をかいた傘をさしてお冴と歩いていたことは、道場では早くも、重太郎やさな子にすっかり知られてしまっている。

　重太郎の命令で火事の様子を見に行った千葉家の小者が相あい合あい傘がさを見つけて、兄妹に報告してしまったのだ。

　竜馬が帰ると、早速さな子が、

「大変な火事さわぎだったのでございますねえ」

　と皮肉をいった。

「ああ、大変なさわぎでした」

　と、とぼけてみせたが、事実、竜馬の心中は大変だった。

　──あのとき、お冴が、どういう関係なのかこの道場から一丁ばかり南へ行ったところの八幡社の神主と懇意だといった。今夜そこでわたくしは泊まりまする、亥いノ刻その屋敷で忍び逢いましょう、と誘ったのである。

「それはいかん」

　と竜馬はあわてて言ったつもりだった。しかしそのときは、お冴はすばやく傘から脱け出し、すそをつまんで泥の道を駈けだしていた。

　そのときの女の後ろ姿が、道場に帰ってからも竜馬の眼の裏に焼きつくように残っている。

（いよいよこれは男女の道になるらしい）

　お冴をさほど好きではなかったが、竜馬のいまの年頃にとっては、お冴の誘いは、理性も何もしびれさせる刺戟をもっていた。

（今夜、忍ぶか）

　と思うと、決心のきまらぬうちに、身のうちが燃えるようになる。

　しかし、さな子の眼の前にいる竜馬は、ただ子供っぽい表情で、無邪気に笑っているばかりだった。

　さな子は、その竜馬がまさかそんなことで肚はらの中を煮やしているとは思えないから、

「それはそうと、先日の試合のこと、ついお質たずねしそびれてしまいましたが、あれはなぜあのようにお負けになったのでございます」

「私が弱いからですよ」

「御本家の栄次郎様が、あとで、竜馬の剣をみているとあの勝負にうそがある、と申しておりましたけど、もし剣の上で、うそ負けをなさるような坂本さまなら、さな子は軽蔑いたします」

「私が弱いのさ」

「ほんと？」

「弱いから負けた、それだけですよ」

　あとは、竜馬はだまった。

　じつをいうと、竜馬にすれば、重太郎と立ちあってみて、相手がにわかに弱くなっているのに驚いたのだ。相手が弱くなったというより、竜馬が強くなりすぎたのだろう。

（これは、負けてやろう）

　そういう感覚の男だった。竜馬には、一いち途ずにカッとなるようなところがない。

　その点では竜馬は、ついに剣客には不向きな男かもしれなかった。一場の勝負を争うことよりも、将来、桶町千葉を継がねばならない、重太郎の立場を考えてやるといったような政治的な頭の働きをついしてしまう男なのである。




　お冴との約束の亥ノ刻がきた。午後十時といえば、町は死んだように寝しずまる。

　竜馬は、裏の塀をのりこえて、背後の空地の草の中へとびおりた。顔を、黒い布で覆っている。

　しゃがみこんで、提灯をつけた。

（おれは誘惑に弱い）

　とは、竜馬という男はもう考えていなかった。

　すでに、塀を越えてしまっているのだ。腐れ儒者のように自分をぐずぐず責めても仕方のないことであった。

（やるとなれば、断乎とやるのだ）

　それが悪事であっても、劣情を満足させるだけのことであっても、やる。武士とはそういうものだ、と、竜馬は、すこし身勝手な武士道だが、自分だけに適用する武士道をもっていた。

　竜馬は、天性、既成の道徳を受けつけにくいたちで、後年、かれのなかに凝然としてつくりあげた竜馬式の武士道をもって自分の行動の規準とした。もっともそういう自己流の道徳で動かねば、乱世というものは生きぬけなかったであろう。表面、この男は終始、無邪気そうににこにこしているが、これがこののち数年して天下の風雲のなかに乗りだしたとき、

──人に会ふとき、もし臆するならば、その相手が夫人とふざけるさまは如何ならんと思へ。たいていの相手は論ずるに足らぬやうに見ゆるものなり。

──義理などは夢にも思ふことなかれ。身をしばらるるものなり。

──恥といふことを打ち捨てて世のことは成る可べし。

竜馬語録　　

　などと揚言した。

　もっとも複雑な性格の男だから、これも肚の底からこう思っていたのではなく、肚の底は気のやさしすぎる男であった。自分の気のやさしさを、こういう自己流道徳をつくることによって叱しつ咤た鼓こ舞ぶしたのであろう。まあ、それはいい。

　とにかく、この夜の竜馬は、提灯をもってすたすたと歩きはじめた。

　西にし会かい所しよの裏へまわれば町木戸を通らなくて済むことを知っていた。まわると、すぐ八幡社である。

　小さな社殿の東側が神主屋敷になっており、格こう子し戸どはしまっている。

（どうするのかな）

　と、立っていると、お冴に鳥ちよう目もくでも握らされているらしい老婆があらわれて、

「旦那、こっちぞな」

　と、えたいの知れぬ国言葉で案内した。

　柴し折おり戸どをあけて庭へまわると、なるほど母おも屋やとは別に、二間ほどの離れ座敷がある。神主の隠居のために建てたものらしいのが、恐らく住んでいた主は亡くなったのだろう。

　お冴が、無言で戸をあけてくれた。

「この時刻に灯をつけては近所にはばかりありますゆえ、わざとあかりは用いませぬ。暗うございますから、お手をひきましょう」

「ああ」

　竜馬は、左手をあずけた。




　嗤わらうべきことかもしれないが、竜馬は離れ座敷に入ったとたんに、徳利を見つけ、そのあとはお冴を前にして大酒を飲んでしまった。

　お冴もはじめの二つ三つは手さぐりで酌をしてやったが、あとはばかばかしくなった。

　そうだろう。逢あい曳びきにきた仇あだし男の役まわりであるはずのこの男が、手一つにぎらずに闇のなかで徳利だけをかかえているのである。

「いったい、どうなされたのでございます」

　とあきれてしまった。

「なんです」

「ここへお酒を飲みにいらしたのですか」

「幸い、徳利があったのでな」

「まっくらの中でお酒なんぞ飲んで、おいしゅうございますか」

「国もとに、闇やみ汁じると申す若衆の遊びがある。それに似ている。あれはおつなものでしてな」

「どのような？」

「若衆の一座の真中に大鍋を据えていろんな物を煮るのです。南なん瓜きんもなすびも魚も煮こむが、古ワラジやねずみや猫のようなものまで入っちょる。灯を消してそういうものを食うんじゃ。男子たるものは、箸さきにあたった物がたとえ馬のワラジであっても食わねばならん」

「気味のわるい。でも、なぜ皆さんそのようなことをなさるのでしょう」

「胆を練ねるためです。武士としていかなることに出くわしても驚かぬ鉄腸を練る」

「しかし、いくら土佐の田舎のお侍でも馬ワラジなどはいやでございましょう」

「いやだな。だから、あれだ。真暗闇をさいわい、最初に大いそぎで大酒を飲む。酔って自分を殺してしまえば、鍋のなかのものが、ねずみであろうと馬ワラジであろうと、かまわん」

「ちょっと、うかがいます」

「なんです」

「すると、坂本さまは、わたくしという大鍋を前にして、自分を酔い殺すために大酒をのんでいらっしゃるのですか」

「いやいや」

「わたくしは、馬ワラジやねずみの死骸ではありませんよ」

（似たようなものではないか）

　と思ったが、さりげなく、

「それは物のたとえで申したまでのことだ」

「なお悪うございます。わたくしを馬ワラジに譬たとえなさるのでございますか」

「いや、いま、闇の中で酒をのんでいると闇汁のときのことが思いだされると申したまでだ」

「さすれば、眼の前にあるのは大鍋でなくて、なんでございます」

「あんただとは申さぬ」

　と竜馬は、まじめな口調である。

　お冴もばかばかしくなって、ふきだしてしまった。

「まあよろしゅうございますわ。かんにんしてさしあげます」

「そうねがいたい」

「考えてみると、坂本さまも、えたいの知れぬ女にひっかかるなどは、闇汁のようなものでございますから、なかから、馬ワラジが出るか、ねずみが出るか、わかりませんよ」

「覚悟はしている」

「まあ、この人は」




　お冴は、腹も立たなくなっている。

　灯を消して酒を飲むと酔いがはやくまわるものだが、竜馬はしたたかに酔いながらも、心中、冴えるものがあった。

（食うべきか）

　と竜馬はおもうのだ。

　眼の前の闇汁を、であった。

　つまり、お冴をである。

　後年、竜馬は、奔ほん放ぽう不ふ羈き、肝胆雄大、奇略湧くがごとし、などと志士仲間でいわれたが、この闇の中にいる竜馬はまだ二十歳である。

　女も知らない。

　それを知りたいと思うのあまり、ついつい、お冴が設けてくれたわなにわざわざ入りこんでしまったのだが、実際の竜馬は闇の中で、

（男子の鉄腸も慄ふるうようじゃ）

　と必死に歯がみして慄えをこらえているのである。

　男の初夜というのは、そういうものだ。

　竜馬は、国もとにいるころ、はじめて女に接したときの男どもの滑稽譚をいくつか聞いていた。

　土佐では、

　──初陣のときの気持と似ィちゅ。

　といわれていた。

「甲かつ子し夜や話わ」というそのころよく読まれた随筆本（平戸藩主松浦静山の著）に、戦国のむかし、加藤清正がその子に自分の初陣のときの気持を語ったはなしが出ている。

　清正はいう。

　──おれがはじめて秀吉公に従って賤しずケ岳たけで一番槍をしたときのことだ。坂を駈けのぼると、上に敵がいた。それと夢中で槍あわせをしたが、胸中はどうかというに、闇夜であがくように何が何であるか一向にわからなんだ。もはやこれまでと思い、目をつぶり、念仏を唱え、その闇の中にとびこんで槍を入れたるに、なにか手ごたえしたると覚えしが、それが敵を突きとめたることであった。あとできくとそれが一番槍だったというのだが、自分でもよくわからなんだ。これよりのち、場数をふむにつれて、だんだんおれの眼にも敵味方の顔が見えるようになってきた。

（清正はえらい）

　と、竜馬は考えている。清正ほどの大器量の者でも、初陣ではこうだったのだ。むしろ大器量であればあるほど、初陣のときの惑乱ははげしいかとおもわれる。小勇小才の者は、物事のたかをくくり、要領よく立ちまわって案外動じないかもしれない。

　それとこれとは別かもしれないが、土佐には、こういう言葉もある。

　──はじめて女に接するとき、丈夫ほどいごつ気のみだれるもんじゃ。女蕩しばぶれもんは、ゆとりがあるゆえ落ちついちょる。

　だから、竜馬は自分の気のみだれを恥とはおもわなかったが、存外、女蕩しかもしれぬところもある。

　心のある部分では、落ちついてお冴の身ぶりや心の動きを見すかしているようなところもあるのだ。

（わしもこれでゆだんがならぬばぶれもんかもしれんぞ）

　しかもそれとは別に、まだ童わらべくさいところもある。

　父の八平や、兄の権平がこわいのだ。色欲をつつしめといわれていながら、しかもお守り袋まで持たされているくせに、それをいまやぶることになる。

（はて、これはどうしたもんかの）

　竜馬は内心こまっていた。




「坂本さま。なにを考えていらっしゃるのでございます？」

　お冴が、ひざに手をおいた。

「人間というものを」

　竜馬は、ぐっと杯を干し、

「こういえば気き障ざにきこえるかもしれんが、おれという人間を考えている」

「変な人」

　まったく変な男である。

「そんな下手な思案は一服にして、坂本さまらしく眼の前の闇汁をむしゃむしゃお食べなさいましな」

「そうだ、そういう手もある」

「まったく変なおひと。そのほかにどんな手がおありなのですか」

「我慢という一手だ」

「ここを我慢なさるおつもり？　下げ世せ話わにも据すえ膳ぜん食わぬは男の恥、と申すではありませんか」

「それは町人の諺だ。坂本竜馬は士さむらいだぞ」

「はいはい。それではお武家さま」

　とお冴はからかい気味に、

「土俵の剣ガ峰までかかってそこで我慢してほめられるのはお角力さんだけでございますけど、お武家さまはなぜそのように我慢なさいます」

「おれはずぼら者で仕様のない男だが、一番肝腎なたった一つの事だけは瘦せようが枯れようが我慢する修業を心掛けてきた。それがなければおれは骨なしのくらげのような男で、たれにも相手にされなくなるばかりか、一番こわいことは、自分が自分に愛想をつかすようになる。おれはもともと、そんな危険性のある男だ」

「その坂本さまの肝腎かなめはどういうことでございます」

「つまり男一匹の二本のスネで立っている原則のようなものだな」

「それはどういうことか、と伺っているのでございます」

「将来、おれの置かれてゆく条件によって変わることだろうが、いまはたったひとつだけである。それをきけばそなたなどは、腹をかかえて笑うだろう」

「例のお守り袋でございますか」

「そうだ」

「まあ、律義で親孝行でいらっしゃいますこと」

「別にそうでもないが、いまの青二才のおれにとっては、修業中色情はつつしむべきこと、という戒めぐらいしか我慢のたねはない。父も兄もおれの江戸遊学のためにずいぶんと金をつかっている。しかし、おれの我慢の動機は、べつにそんな律義や親孝行からではない。いま烈風のごとくおれの心を駈けめぐっているものがある」

「おそろしい。それはどんな？」

「日本の国難に、坂本竜馬がなにかの役に立ちはせぬかということだ。世に立つほどの男を自分の中に築くには、竜馬式のくらげであってはならぬと思っている」

「まあだいそれた。坂本さまは由比正雪のような大だい謀む叛ほん人にんになりたいのでございますか」

「いいものを見せてやろう」

　竜馬は、どう思ったか、闇の中でにわかにお冴の手をにぎった。




　お冴に似気もない。

　といってよかった。

　竜馬に手をにぎられて、まるで小娘のむかしに立ちもどったようにお冴は胸がときめいてしまったのである。

（──自分としたことが）

　どうしたことであろう。体まで固くなっている。一年足らず苦く界がいのつとめをしたことなどはこの瞬間すっかりわすれてしまって、身も心も生娘のようになった。

　当然、お冴にすれば、竜馬が自分を引きよせて抱擁するために手をにぎったのであろうとおもった。

　ところが、あろうことか、竜馬は、

「お冴どの」

　と、その手を竜馬自身の襟上へもっていってしまったのである。

　これにはおどろいて、

「どうなさるおつもりでございます」

「そこから、おれの背中に手を突っ込んでみてくれ。なに遠慮は要らぬことだ」

「遠慮はしませんが、お背中を搔けとでもおっしゃるのでございますか」

「搔きたいのか」

「べつに坂本さまの背中なんぞ搔きたくはありませんよ」

「早くやってくれ」

　お冴は手をつっこんでから、背筋一面に密生した剛こわ毛げにさわって、

（あっ）

　と手をひっこめようとした。

「どうだ、竜馬の名のいわれがわかったか」

「へんな所に、毛」

　お冴は、気味わるそうにその部分を何度もなでさすった。

「一千万人に一人という毛だ。うまれた時から生えていたから、父が竜馬という名をつけてくれた。しかし死んだ母はそれをひどく気に病んでいたらしい。母が産うみ月づきのころ、家で飼っていた雄猫がしきりに寝床を恋しがっておなかの上に乗ってきたから、その黒猫の精でも受けたのではないかというのだ。だから、おれの家では、おれに関して二説ある。兄の権平は、あれは猫じゃ、というし、姉の乙女は、さにあらず千里の駿しゆん馬めであるという。どっちになるか、おれ自身でもわからない」

「いっそ」

　お冴は背をなでながら、

「猫になって、食べたいときに食べ、寝たいときに寝るようなお人になればいかがでございます。なんだか坂本さまには、そんな素質があるようでございますよ」

「あるからこまるのさ。おれは無事太平の世ならきっとそうしている男だろう。しかし今の世にうまれておれは猫になりたくない。やはり名のとおり千里を征ゆく竜馬になりたい。おれが千里の竜馬にならなければ日本はどうなる」

　ふと、長州の桂小五郎の顔が、竜馬の脳裏にうかんだ。

「だからいま、こうして酒ばかりをのんでいる」

「おかしな理屈」

　お冴はいきなり竜馬の首筋に二つの腕かいなを巻きつけて、あおむけざまに倒し、竜馬の顔に自分の唇を重ねてきた。

「そんな理屈も力みもから元気も、女と一緒になってしまえば、朝露のように消えるものでございますよ」




「チクと待て」

　惑乱しながらも、竜馬はいった。

「いまさら何をおっしゃいます」

　お冴の唇が、竜馬のそれと重なってしまった。そのあと、お冴は闇中で無言である。

　無言のまま、左の腕かいなを竜馬の首筋に巻き、右手ではかまのひもを解きはじめた。

　お冴の京好みの髪油のにおいが、竜馬の血をあやしく泡だてはじめている。

（いかんちゃ）

　と自分を叱る声と、

（良いじゃないか）

　と思う心が錯さく綜そうし、そのあいだに父の八平の大きな顔や兄の権平の長ったらしい顔がこもごもあらわれ、その顔の群れのむこうに、切れながの涼しい眼がじっと見つめている。

　姉の乙女の眼であった。

　かと思うと、福岡屋敷のお田鶴さまの眼のようでもあった。

（ちゃ、ちゃ。……）

　わけもなく舌を打ちつつ竜馬の脳裏は、まったくいそがしかった。

　しかし奇妙なことに竜馬の腕だけが別の生きもののようにお冴の体を抱きすくめていた。

（ほう、これはわれながら、味な。──）

　と自分で思うまもなく、竜馬はお冴を柔術の寝ね技わざのような姿勢で絹がわの上ぶとんの上に押したおしていた。

「そのような乱暴なさると髷まげがつぶれます」

「どうすればよいのだ」

「冴が、教えてさしあげます」

「教えろ」

　竜馬が照れくさそうにいうと、

「だから、すこしその手を放して」

「そら、放したぞ」

「お利口だこと」

「それで、どうすればよい」

「いま、冴が帯を解きますから」

「ああそうか」

「その前に、坂本さまの帯を解いてさしあげましょう」

「自分でやる」

「いいえ、お師匠さんのいうとおりするものです」

　竜馬は立ちあがった。

　そのときである。

　嘉永七年十一月四日の地震が、江戸、相模、伊豆、西日本各地を襲ったのは。

「いかん」

　竜馬はとっさに大刀をひろいあげて、

「お冴、中止だ」

　といった。

　立っていられないのだ。

　はじめは、どすん、と床が沈むような感じであったが、すぐ横ぶれになった。壁土がばらばらと落ちはじめたとき、

（これは大きい）

　とおもった。

　竜馬がお冴の手をつかんで外へとび出すと、すぐ背後で、たったいまお冴とそこに居た離れ座敷の棟が大音響とともに崩れおち、

「あっ」

　とお冴が竜馬にしがみついた。

（天が叫んでいる）

　竜馬が望むと、黒い天が西の方角にあたって橙だいだいとも茜あかねともつかぬぶきみな色に染まっていた。

（おれは誤った。天が、おれにむかって叫んでいる）

　竜馬は、体の奥からわきあがってくるふるえを奥歯でかみ殺しながら思った。




　竜馬は、詩文こそあまり作らなかったが、詩人だといっていい。

　詩人だけが感ずる心をもっていた。

　この地震が、自分に対する天の意思だと感じた。自分の懦だ弱じやくに対して天の怒りが落ちたものとみた。

（猫にならず、千里の竜馬になれ、と天が自分にむかって叫んだにちがいない）

「お冴どの」

　と、寄り添うお冴にするどくいったのは、この女をここで突きはなしたかったのだ。

　が、生身の竜馬がつぎにいったことは、まるで別のことだった。

「おぶってやる」

　としゃがんだ。

　お冴は竜馬の背につかまった。

　まだ足もとは揺れている。

　この地震さわぎのなかでお冴を突きはなしてやるのは、竜馬の出来る芸当ではない。

　お冴をおぶって、闇の中を飛ぶようにして道場へ帰ると、すでに門前には月に星の定紋をうった高たか張はり提ぢよう灯ちんがかがやき、門弟が数人、門をかためていた。

「坂本さん、どうされたのです」

　みな、竜馬をみておどろいた。

　この地震さわぎに女をおぶっている。

「怪我人でも拾われたのですか」

「この人は深川まで帰るのだが、まさかこの騒ぎのなかで帰すわけにはいくまい。暁方まであずかってくれんか」

「どこへいらっしゃるのです」

「藩邸の様子をみてくる」

　お冴をほうり出して駈けだした。

　そのとき、ぱっ、と空が赤くなった。

「火事はどこだ」

　と、町人をつかまえてきくと、

「小川町のあたりで大名屋敷が燃えている」

　という。

　鍛冶橋屋敷に着いて様子をきくと、御門の瓦が落ちたぐらいで大事はないということであった。

「そうか。また来る」

　大いそぎで、また道場にひきかえした。

　途中のうわさでは、妻つま恋ごい坂ざか下した手代町付近が大いに焼けているという。

　すでに大きな震動はやんでいるが、それでも足もとが思いだしたように揺れる。

　道場に帰ると、さな子が出てきて、

「坂本さまのお荷物は、もう地震もやんだようだからといってたったいま、深川のほうにお帰りになりましたよ。昨夜からあのきれいなお荷物とご一緒でしたか」

「まあ、そうです」

「どこにいらっしゃいました？」

「ついそのあたりで」

「そうでしたか。でもこの近所には、そういう変な家はないはずでございますけど」

　さな子はうんといじめてやろうと思ったらしいが、その矢先に、また余震がきた。竜馬はこれ幸いと駈け出した。

　余震は五日までつづいたが、江戸の被害はその翌安政二年の大震災ほどには至らなかった。

　しかしこの地震は、十日ほどたってから竜馬の肝をふるえあがらせる結果になった。

　土佐が、潰かい滅めつしたという。




寅 の 大 変











　土佐潰滅の詳報が江戸へ伝わったのは、江戸立たち帰かえり飛び脚きやくという役目の足軽によってであった。

　当時、遠おん国ごくの藩は、こういう職務の者を訓練しておいて、江戸との通信をはかったものらしい。

　竜馬は、鍛冶橋藩邸で、この報をきいた。

　足軽飛脚が要路の者に国家老からの報告書を渡し、そろそろと退出してくると、勤番の藩士たちがつかまえ、

「お城はどうであった」

　と口々にきく。むろん、お城のことよりも自分の妻子や屋敷のことが心配なのだが、それはこらえる。

　武士とは、そういうものだ。

「ただいまも、つぶさにお歴々へ申しあげましたが、お城は、大おお筒づつ蔵ぐらが二つつぶれ、月つき見み櫓やぐらの瓦が多少落ちましたほかは、軍神摩ま利り支し天てんのご加護か、ご無事でございました」

「されば、お城下は？」

　これが、みなのききたいところである。

　足軽飛脚は、城下の絵図を出し、町々の被害状況を説明したあと、

「地震もさることながら、ツナミの被害が大きく、永国寺町などは一町内ことごとく海へ洗い落され、御上士のご家族がたも、竹藪にて暮らされているありさまでございます」

　この地震はその後、土佐では、

　寅とらの大変

　とよばれた。宝永年間に一度大地震があったが、それよりも大きく、被害は、山内家入国以来の天災であるという。

　竜馬はこの足軽をつかまえて、

「おれは本町筋の坂本のせがれだが、おれのほうはどうだった」

「軒なみに家屋が倒潰し、人ひと死じにもだいぶ出たようにうかがいます」

「坂本屋敷は？」

「さあ」

　すぐ本国を出発したから、郷士づれの屋敷の様子まで見聞していない。

「しかし、あのあたりならば、万に一つもご無事ということはありますまい」

（おどかしやがる）

　竜馬はその足で藩邸の留守居役に帰国の届を出し、旅装をととのえて桶町にもどった。

　先生の貞吉と重太郎にあいさつすると、

「それァ、すぐ帰ることだ」

　と、わがことのように心配してくれ、

「しかし幸い無事であれば、長逗留せずに江戸へもどってもらいたい」

　と貞吉はいった。

「藩にもそう届けてあります」

「結構だ。江戸へもどれば、大目録皆伝にすすめる気でいる」

「いや、先日の試合は、重太郎どのにさんざんでしたよ」

「わしの眼までくらます気か」

「いやいや」

　すぐ退出して門のところまで来ると、さな子が樹のかげから走り出てきた。

　竜馬と顔をあわすなり、

「罰よ」

　といった。これには竜馬もおどろいた。

「なにが、罰でしょう」

「変な女のひとにだまされて、修業を怠っていらっしゃるから」

「痛いところだ」

　そのまま、重太郎に品川まで送られ、そのあと駈けるように東海道をのぼった。




　竜馬は大坂天保山沖から海路土佐へむかい、船泊りをかさねて、ようやく船が浦戸湾に入ったときには、四国山脈の朝もやが晴れようとしていた。

（もどってきた）

　一年八カ月ぶりの故郷である。

　しかし、想像していたより地震と津波の被害は大きく、潮江川の川口の漁村は、ほとんど倒壊していた。

（材木屋と大工が儲けちょるじゃろ）

　武士といっても竜馬は商人の血が半分かかっているから、被害をみてもついそんなことを思ってしまう青年である。

　城下に入ると、天守閣が巍ぎ々ぎとして冬空にそびえている。

（城は無事だったか）

　と軽くおもったが、郷士の子の竜馬にはそれほどの感動はなかった。

　江戸へ出ているうちに、いつのまにか竜馬には、

（おなじ土佐藩士でも、上士は山内家の侍であり、郷士は日本の侍じゃ）

　というような考えが、ばくぜんと出来はじめていた。土佐郷士には、高知城への忠誠心が、もともと薄いのである。

　城にむかって歩くうち、ひどく安心をおぼえてきたのは、町が城に近づくほど損傷していないのである。

　やはり、城の付近は地盤がかたいのだ。

　さて竜馬の町内に入ってみると、この本町一丁目筋は上うえ町まちだからどの家もびくともしない。

（なんじゃ、これでは帰らずともよかったか）

　門を入ると植込みがある。

　植込みで仕事をしていた源おんちゃんが、

「きゃっ」

　と腰をかがめてとびだしてきた。

「坊ぼんさん、お帰りなンしたかい」

「帰ったよ」

　と、うなずくと、

「わしゃ喚おらびまする。町じゅうおらびあるきまする」

「とりあえず、屋敷うちで喚んでくれ」

「おらびますとも。──ご隠居さま、旦那さま、坊さんのお帰りでござりまするぞ」

　屋敷は、大さわぎになった。

　ちょうど在所から遊びにきていた竜馬の乳母のおやべさんなどは、はかまにすがりついてわあわあ泣きだした。

　竜馬は足をすすぎ、旅装のほこりをはらって、父の八平の部屋に行った。

　八平が正面、権平が横にならんでいる。

　竜馬は型どおり手をつき、

「大変とうけたまわり、ただいま帰着、ご無事でなによりと存じまする」

　といった。

「幸い、無事であった」

　八平は大きな顔でうなずく。

　兄の権平も父にそっくりの大顔で、めずらしくにこにこしながら、

「幸い、無事であった」

　と、おなじことをいった。

　あいさつがすむと、竜馬は湯に入って旅りよ塵じんをおとし、そのあと、源おんちゃんの喚びであつまってきた竹ちく馬ばの友や近所の人、日根野道場の旧友たちと酒をのんだ。

　みな、竜馬が見ちがえるほど立派になったことに驚嘆したが、竜馬の胸中のさびしさまではわからない。

　姉の乙女が、いないのである。




　翌朝、まだ暗いうちに竜馬は高知城下を発たって、街道を東へむかった。

　途々、出会う人はみな提灯の紋所をみて竜馬と知ると、

「坂本の坊さん、どこへ行きなさる」

　ときいた。

「山北へ、さ」

　そう答えると、たれもかれもが竜馬の生い立ちを知っているから、

「それはよかった。山北ではおどりあがってよろこびなさるじゃろ」

　といってくれた。

　香か我が美み郡（現・香美郡）山北村は、城下から東へ五里ばかり行った山ふもとにある。

　その村の郷士岡上新輔のもとに姉の乙女が嫁いでいるのである。

　新輔は兄の権平の友達で、早くから長崎へ出てオランダ医学をまなんでいたために妻帯が遅れていた。

　ところが、乙女も婚期が遅れている。

　乙女は美人だし頭も気映えもいいのだが、なにしろ城下でも、

「坂本のお仁王さま」

　で知られたはつたか娘だから、おそれをなしてなかなか縁談を持ちこむ者がない。

　兄の権平が心配して、とうとう岡上新輔にたのみこんだ。

「お前まん、乙女を貰うてくれんか」

　というと、意外にも新輔は頰を染めて、

「わしのようなちんちくりんじゃ、乙女さんのほうがいやがるじゃろ」

　といった。なるほど新輔は五尺足らずの小男だから乙女とならぶと、異様な夫婦ができあがる。

　そのあと権平は乙女を説得するのに苦労した。

「医者や学者はいやだ」

　というのである。乙女は武張った男がすきであった。

「これ乙女、よう料りよう簡けんしろ」

　と権平は叱りつけた。

「武張った男ちゅうもんは、お前さんのようなぶばったおなごが好きではない。優しいおなごに感心するものぞ」

「それでは嫁ゆかぬ」

「嫁かいでどうするんじゃ」

「竜馬が帰ってくれば、竜馬を相手に一生送りまする。あれはわたくしが育てた者じゃきに」

「ばかめ。竜馬も年ごろになれば嫁をもらうんじゃ。子でもうまれると、お前さんのすわる場所がなくなるぞ」

「竜馬は、わしは乙女姉さんがおるきに一生嫁はもらわん、と申しておりました」

「他愛もない。あれは子供のころの言葉じゃ。いまはあの者も別の考えをもっちょるぞ。それに姉弟なんぼ仲がようても、子孫は出来ん。出来たら大変じゃ」

　ぐすっと権平は笑った。変なことでも想像したのだろう。

「嫁け」

　ということで、とうとう乙女は岡上新輔のもとにきて一年になる。

　その日、たまたま乙女が岡上家の裏で下男数人に薪を割らせていると、竜馬がぬっと入ってきた。

「あら、竜馬」




　乙女は、急に娘々した声をあげた。

　ただ、眉を落し、歯を染めて、すっかり初々しい新造すがたになっている。

「こんどの地震で、帰ってくれたのですか」

「そうです。姉さんもすっかり若奥様になられましたな」

「頼りない亭主でもね」

「立派な義に兄いさんですよ。いまご在宅でしょうな」

「ほら、山田村の中山さんのお祖じ父いさまが、すこし悪くて、朝から出かけているのですよ。ほどなくお帰りのはずですから、まずまずおあがりなさい」

「照れくさいな」

「なにが、です」

「姉さんと二人きりでいるのは──」

「あんた、色気づいたね」

　乙女の眼はするどい。

「年頃になると、とかく男の子は肉親と話すのを照れくさがります」

「もう大人ですよ」

「わたくしの眼からみればまだ子供です。なんなら、お義に兄いさんが戻ってくるまで昔のように足ずもうでもしていましょうか」

「あれはいやだな」

「なぜです」

「出立の日、姉さんの変なところを見てしもうたきに」

「変なところ、というと？」

　といってから乙女は急に頰を真赤にして、

「竜馬さん、江戸ではよその女のひとの変なところは見なかったでしょうね」

「あやうく」

「え？」

「見るところでしたが、まだちゃんと見たことはありません」

「修業は進みましたか」

「中目録免許まですんでおります。こんど江戸に立ちかえれば、大目録皆伝がいただけると思います」

「それが本目録ですか」

　流儀によってちがうが、たとえば乙女が通っていた日根野道場では小太刀からはじまって、刃は引びき、払ほつ捨しや刀とう、目録、かな字、取立免状、本目録皆伝、という段階ですすむ。

「北辰一刀流では、伝授は三段しかありません。初目録、中目録免許、大目録皆伝だけですから、もし大目録がいただければ、それが最高です」

「では」

　乙女は屋敷のなかへ入ったが、やがて鉄ごしらえの大きな野太刀をもってきた。

「これで、そこなる五寸丸の薪を切ってごらんなさい」

「相変らず無茶だなあ。その刀は、岡上家の家宝の刀ではありませんか」

「家宝ですが、当代の新輔さんはお医者になってしまったようなお人ですから、家宝の胴どう田た貫ぬきなどは薪割に使っていいのです」

「しかし医者でも、すごいのがいますぜ。長州の藩医の子で桂小五郎というのに会ったのですが、これは神道無念流の達者だ」

　竜馬はぶつぶつ言いながらも、この三つ上の姉にはさからえない。胴田貫の鞘を無造作にはらうなり、その五寸丸の薪をにらんでいたが、やがて、ソロリと両断した。




　そのあと、ほどなく義兄の岡上新輔がもどってきて、蔵のむこうから、

「ほう、ほう、ほう」

　と、木この葉は菟ずくの夜啼きのような嘆声をあげてみせたから、竜馬のほうがびっくりした。

「これは義に兄いさん」

　照れくさかったが、そうよんだ。

「来ちょったかや」

「はあ、来ちょります」

　ヤマキタの新輔さんというのがこの人の通り名で、竜馬は子供のときから名だけはきいていたが、その人物を見るのははじめてであった。

　年のころは四十二、三で、乙女とは二十もかけはなれている。

　頭が大きい。

　ところが背丈は五尺ほどもないのである。

　まげは根がこの一郷を支配する郷士だから医者まげには結ってはいないが、びんが小さく、まだ四十を越して二、三年というのに月さか代やきがひろびろと禿げあがっていた。

　このあたまが、土蔵のそばの木の枝をくぐりぬけてちょこちょこと駈けてくる。それがなんとなく善良な感じで、善良なだけにひどく滑稽感のある人物だった。

　竜馬は胴田貫を鞘におさめ、

「家宝の刀で、薪を割っちょりました」

「良えい良えい」

　新輔は竜馬の体をなでるようにして、

「大きくなったなあ。竜さんが小さいころ、わしが竹馬をこさえてやったのをおぼえちょるか」

「おぼえちょりません」

「良い良い。どうせしばらくは江戸へもどらんのじゃろ。二、三日、泊まってゆけ」

　座敷にあげて、早速、酒になった。

「乙女、うんと馳走してやれ。なにを馳走してやる」

「サーチ」

　乙女は、新輔に対してどこか突っけんどんである。

「サーチならよかろう」

　肴さ鉢はちとかく。土佐では家々の格式に応じた自慢の大皿に魚や山菜を山盛りにもりあげ、それを中国人のように数人がつつきあって食う。

　やがて、新輔は、

「江戸の黒船騒ぎはどうじゃ」

　と、根ほり葉ほり訊いた。さすがに若いころ長崎に留学して蘭学をまなんだだけに、こんな山里にいながらも新輔は海外の動きに敏感な神経をもっていた。

　竜馬には、そんな知識や神経はない。

　ただ、世間の攘夷党の志士のように、アメリカ人の横暴を憤いきどおったり、それに慄えあがっている幕府の弱腰をののしったりするだけのことである。

「すると竜馬さん、あんたは攘夷党じゃな」

「むろん、そうです」

「アメリカを夷狄じゃと思うてばかにしちょるか」

「ばかにしちょります」

「それはならんぞ」

　新輔は急にこわい顔になった。

「そのばかどもは、どえらい文ぶん物ぶつをもっちょる。医術だけじゃない。黒船も大砲もどっさりもっちょる。それをどうするか」




　岡上新輔は、さらにつづけた。

「わしは土佐の片田舎の医者にすぎんが、それでも外国のこわさを知っちょる。いま志士なる者が攘夷論をとなえて天下を横行しちょるのは、無学無智なるゆえじゃ」

「ははあ」

　竜馬は、返事にこまった。

「なあ、お仁王」

　新輔は上機嫌で自分の妻をそう呼んだ。

「そうじゃろ」

「そうでしょうか」

　乙女は、相手にならず、

「竜馬はどう思います」

「やはり武士ですからな」

　酒をぐっと飲んで、

「侮あなどられれば、すなわち剣をぬいて恥をすすぐのは武士の武士たる道です。無学無智ということより、もっと根本の事です」

「そうです、竜馬のいうとおりです」

　といったのは、乙女である。

「お医者にはわからぬ心事ですよ」

「おいおい女房どの」

　新輔は善い人だし、乙女に惚れきっているから怒らない。

「お前まで攘夷党か」

「武士党です。蘭医党じゃありません」

「しかしお前はわしの女房だろう」

「女房でも、それとこれとはちがいます」

「黒船が土佐に来たらどうする」

「戦います」

「黒船一隻の大砲はだいたい二十門はあるぞ。そこからとびだす弾は火を噴いてばくはつするのじゃ。海上から一時に射ちまくると、先日の地震どころの騒ぎでなく、お城下はお城もろとも焼きはらわれるぞ」

「上陸してくる敵を日本刀で両断します」

「むこうは精巧な鉄砲を持っちょる。刀を構えているうちに撃ち倒されるわ」

「それが、怖うございますか」

　乙女は嘲わらった。

「そのときあなたさまを裏山の穴倉に入れて、わたくしが家宝の胴田貫でおまもりいたしますから、ご安心なさいまし」

「わしの身のことを言うとりゃせん。女の理屈はいつも公おおやけと私わたくしがすりかわる。わしはお国を憂えていうとるんじゃ」

「だって」

　乙女が唇をとがらしたとき、竜馬は見かねて、

「まあ、酒を」

　と新輔と乙女につごうとすると、新輔はすでに唇くち許もとがゆるむほどに酔っていて、

「わしゃ、もういかん。考えてみれば、山里の医者がなんぼ論を立て説を咆えたところでなにもならん。ただ竜馬が男なら、この国を一人で守れ、というのじゃ。大ぜいでわいわい論ずるよりも、たった一人で守るほどの気概をもてというのじゃ。そうじゃろ、乙女」

「そうですとも」

　乙女も、新妻だからそこは他愛はない。

「義に兄いさんのおっしゃるとおりですよ。千せん載ざい青せい史しに坂本竜馬の名を刻むような男におなりなさい」

「乙女、もう寝よう。寝支度をしてくれ」

「はい」

　と立ちあがった風情や呼吸は、さきほどまであんなに嶮悪だったのに、さすがに夫婦で、なんとなく艶つやめいてみえる。竜馬のわからない機微である。




　翌々日、竜馬は高知城下の屋敷に帰った。その後、毎日、人が訪ねてきた。

　田舎というのは、都会の生活者の想像がつかぬほどに物見高い。

（竜馬がどういう顔になっちょるだろう）

　というのが、かれらの興味である。

　つぎに、

（江戸の様子はどうじゃ）

　ということが、訊きたい。

　黒船渡来いらい、江戸の中央政界や京都の論壇がどう動いているというのが、遠国土佐人の強烈な関心であった。

　だから、江戸や京都を見てきたという者が帰国すると、話をききにどっと集まる。むろん、竜馬の知らない男もきた。ひどいのになると、幡は多た郡ぐんの宿すく毛もや中村といった、高知城下まで三日も四日もかかる山奥から旅装束でやってくる男もいた。

　これは土佐だけではない。

　おなじ遠国の大藩である薩摩や長州もおなじであった。この三国は、かれらは遠国であるがゆえにかえって中央へのあこがれがつよく、中央の動きについては、江戸や京坂の市民よりもはるかに敏感であった。この三州の武士が、明治維新の原動力になったのは当然なことである。

　竜馬の家では、父の八平が、

「知らん者もんでもええ。若い者がきたらきっと上へあげて酒をのませてやりなさい」

　と家人に命じていたから、じつに訪ね心地のいい家になった。

　だからひどいのになると、酒だけが飲みたさに、

「今日も黒船の話をうかがいに参りました」

　とやってくる。

　自然、竜馬の人気は大変なものだった。竜馬がのちに勤王倒幕運動の大立者になったひとつは、こうした若者に押したてられたためでもあった。

　訪ねてくる若い者は、武士だけでなく、庄屋の息子、焼やき継つぎ屋やのせがれ、菓子屋の若旦那などまでいた。これらのうち何人かはのちに竜馬の海援隊（私設艦隊）に参加して維新の風雲のなかで散る。

　その年も暮れた。

　竜馬は、すぐにでも江戸にもどりたかったが、父の八平がひどく気弱になっていて、

「もうすこし居れ。こんどお前まんが江戸に発ってしまえば、それがわしとの生き別れになるかもしれぬ」

　などというので、つい滞留が長くなった。

　竜馬も寒いのがきらいなほうだから、冬旅を避けて春になれば発とうと考えていた。

　──安政二年になった。

　正月三日は家ですごし、そのあとは友人をたずね歩いた。友人といっても、いちばん気の合っていた武市半平太がこのころ再び江戸にもどっていたから、あとはそれほど気の合う者もいない。

　正月十五日になった。

　この日は、女正月なのである。

　城下の女どもが武家町家をとわず、たれもかれもが着かざって社寺へ物もの詣もうでに出かけたり、親戚知人の家にあそびに行ったりして、一日、あそび暮らす。

　その日午後、突如、家老福岡家のお田た鶴ずさまがあらわれて、坂本家は家じゅう大騒ぎになった。




　町郷士坂本家は、福岡家の預郷士だから、年に一度家老の福岡宮内みずから年始の答礼にくる慣例になっているが、いかに女正月とはいえ、その妹君のお田鶴さまがやってくる例などは、ない。

「どうなされたのであろう」

　父の八平は、肝がつぶれる思いで、あれこれとご接待のさしずをした。

　お田鶴さまは、書院に通された。

　八平と権平が、よく似そろった大きな頭をならべて次の間まで進み出、しきいの二尺手前で、

「へへっ」

　と平伏した。

「御当主の権平どの、御隠居の八平どのでありますか。先触れもなく訪れましたこと、ご迷惑なことと存じます。兄にはどうか御内聞にねがいます」

　美しい声だ。さすが、国中第一の美人といわれるだけあって、老いた八平の身のうちさえふるえるようであった。

「さてさて、おひいさまにはどういう御用向きでござりましょうや」

　と八平がおそるおそるきくと、

「竜馬どのに会いに参りました」

「はあっ？」

「江戸から戻られたときいております。黒船さわぎのことなど、うけたまわりたいと存じます。竜馬どのはご在宅ですか」

「いかにも在宅。さっそく叩きおこしてお目通りさせましょう」

「お昼寝でございますか」

「ふつつか者でござりまして、昼寝も武士のたしなみの一つなどと法螺を申し、ときどき味み噌そ蔵ぐらなどに寝ている様子でござります。さっそく起こしてお目通りを」

「あ、お待ちください。わたくしが竜馬どのに物をきくのでございますから、師弟の礼をとらねばなりませぬ。こちらから味噌蔵にでも出かけましょう」

「それは」

「ご遠慮におよびませぬ。きょうは、女の無礼講の女正月でございますもの。格式も諸礼も無用でございませぬか」

「されば味噌蔵ではあんまり。竜馬の部屋にでもお席をしつらえましょう」

　ということで、お田鶴さまは竜馬と西向きの八畳の間で対面した。先年、大坂通いの船の中で会って以来、一年十カ月ぶりの対面である。

　この部屋まで来ると、先刻まであれほどしゃっきりしていたお田鶴さまは、ひどく落ちつかなくなり、部屋を見まわしながら、

「殿方のお部屋などは、むかし子供のころ兄の部屋をのぞいたほかは、これがはじめてでございます」

「ははあ」

　竜馬はぼんやりしている。これはこれでこの男も照れているつもりだろう。

　お田鶴さまは話題にこまって、

「汚のうございますねえ」

「朝から顔を洗ってない」

「いいえ」

　お田鶴さまのほうがあわててしまった。

「お部屋のことでございます」




　そのあと、福岡のお田鶴さまは、江戸でのさまざまなことをきいた。

　竜馬は、妙なことにこのお田鶴さまと話していると、つい多弁になる。

　お田鶴さまの相あい槌づちの打ちかたが絶妙なのだ。

　こわい話になると、

「まあ」

　と、しんぞこ怖がってくれるし、心配なはなしだと、

「そうお。……」

　と、表情まで暗くなる。楽しい話だと竜馬の心のなかまで洗われるような笑顔でころころと笑ってくれるのである。お田鶴さまの場合、もう対座しているだけで、それが神しん韻いんにみちた芸術家だとさえいえそうであった。

（なんという女ひとであろう）

　それに、えもいえず美しい。

　美しいということは、その分だけ神に近いということだ。竜馬はお田鶴さまのふんい気のなかに包まれていると、なんとなく人の世から、五尺ばかり宙に浮かんですわっているような気がする。

「それで、その冴どのは？」

　と、お田鶴さまは、巧みに水をむけた。

　竜馬は、自分でも自分の口が始末におえなくなっていることに気づいていた。いつのまにか江戸のころのそんな密みそか事ごとまでしゃべってしまっているのである。

　話の区切りにくると、お田鶴さまは、さりげない口ぶりでチクリと寸評を加える。それがじつにうまいためにその寸評をききたさにまた余計なことをしゃべる、というはめになった。

　寸評は、そういう卑俗の話わ柄へいのばあいだけでなく、黒船騒ぎとか、江戸における志士の横行とか、幕閣の不手際とか、あるいは外人の横暴とか、そんな話になっても、おなじように、お田鶴さまは、ちょっぴり言う。

（利口なひとだ）

　というより、お田鶴さまにひきだされるままにしゃべっていると、竜馬は、自分でもいままで考えてもいなかった考えがつぎつぎに湧いてきて、

（おや、おれは、こんなことを考えていたのか）

　とおどろいてしまう。

（まったく、奇妙なひとだ）

　考えてみるとお田鶴さま自身には、さほどの意見も思想もなさそうなのである。

　しかし、巧みに相手の頭の中にねむっているものを引きださせてやる、というような天賦の能力がこの女性にはそなわっているようであった。

（男は、こういう女ひとを、妻か、想うひとに持たねばならぬ）

　竜馬は、眼をみはってお田鶴さまを見守っていたが、やがて、こちらから逆に質問してやろうと思い、

「お田鶴さま、いまのままでは日本は亡んでしまうと思います。なにをすればよい、とお思いですか」

「むずかしい議論よりも、洋式の大砲と軍艦をたくさん造れば、あとは自然に道がひらけてくるとおもいます。ただその軍艦と大砲を幕府の腰のない役人にもたせるのはどういうものでしょう。いまの幕府では日本を持ちきれませぬ。坂本さま、みなさんで倒しておしまいになれば？」




　これには竜馬もおどろいた。

　お田鶴さまは、いうにも事欠き、

「幕府を倒せ」

　という。いや、はっきりいったわけではないが、そんな意味にとれるようなことを、時候のあいさつでもするようなさりげなさで、いったではないか。

　余談ながら、幕府をゆすぶりはじめた勤王倒幕運動と言うのは、このころから数年後におこるのであるが、竜馬がお田鶴さまと話しているこの安政二年正月十五日現在では、幕府というものは大地の磐ばん石じやくよりも安泰であり、諸藩の士はもとより、庶人も、

　大公儀

　といえば、天より尊たかいものと信じきっている。

　まして、山内家二十四万石は、外様大名ながらも家康以来徳川家の恩を多く受け、藩士という藩士は、旗本よりも幕府びいきであった。

　その山内家の家老福岡家の妹君が、茶ばなしのついでに、にこにこと、

「みなさんで倒しておしまいになれば？」

　というのである。

　正気か、と竜馬でさえ思った。

　竜馬でさえ、といったが、竜馬そのものも幕府を倒すなどは夢にも思ったことがなかった。

　あたりまえのことだ。

　幕府そのものが、日本なのである。幕府あってこその土佐藩であった。その土佐藩があってこそ、竜馬は剣術修業ができる。する気にもなる。のちのちはわが竜馬も高知城下に帰って道場をひらき、嫁を貰い、大いに藩士に教え、子を生み、子を育て、時には酒を飲み、時には法螺をふいて楽しく一生を送れるのである。

　すべて、現在の秩序があればこそ、それができるのではないか。

　当時天下の、いかなる急進的思想家といえども、本気で幕府を倒すべし、などと考えた者はひとりもいなかったであろう。ただし、このあと数年後には、大いに事情は変転する。

「おどろきましたなあ、お田鶴さまというひとには。──」

「なにが？」

「いま言われたことですよ」

「なにを申しましたかしら」

　お田鶴さまは、けろりとしている。たったいま、こんな重大なことをいったとも思わない顔つきである。

「一体、幕府を倒して、どうするんです」

「存じません、そんなむずかしいこと。田鶴は女でございますもの。第一、坂本さま、わたくしの申すようなことをいちいち本気でお考えになってはいけませんよ。おはつ（付老女）の申すところでは、巫女いちこのようにとんでもないことを口走るそうでございますから」

「ははあ」

　その芝居のうまさに驚いている。

「まだ子供なのでございましょうね」

「ははあ」

「いま申しましたことは、みなさん退屈だから石蹴りして遊びましょう、などというようなことと、おなじ意味。──」




　もっとも、お田鶴さまはたったいまそんなむずかしいことをいったかと思うと、急に竜馬のほうへ手をさしのべて、

「はい、これ」

　と、白い小さな物品をさしだした。

「なんです、それは」

「さしあげます」

「頂くのですか」

　折り紙細工である。いつのまに作ったのか、お田鶴さまは話しながら膝の上で小さな折り紙を折っていたらしい。竜馬が手にとると掌てのひらの半分ほどもない可愛い船である。

「いかが？　じょうずでしょう？」

「………」

　竜馬は、ぼう然とその船をながめている。

　これは、どうやら普通折り紙細工でよく作る帆懸け船ではなく、黒船のようであった。黒船を折るなどは、これはお田鶴さまの新工夫にちがいない。

　しかもその新工夫の黒船を、竜馬と話しながら、視線をひざもとにも落さずに、ちまちまと作りあげてしまったのである。

「案外、器用でしょう？」

「お田鶴さまには驚かされる」

「なぜ」

「城下でうわさの高いお田鶴さまとは、もっと幽ゆう婉えんで、息をするのもひそひそとしているひとかとおもった」

　事実、お田鶴さまはかぐや姫のように美しい、という伝説は城下にあるが、かといってその姿を見た者はほんのわずかだから、うわさは神秘化されていて、魚鳥の肉など脂っこいものは一切たべず、野菜を少々のほかに、毎朝、邸内の竹の葉末にたまる露を自分であつめては飲んでいらっしゃる、とか、書見をなさるほかはなにもせず、ただ満月の夜になると、月にむかってひとりごとをおっしゃる、とか、夢のような話が伝わっているだけである。

　幕府を倒せとか、人と対座中に掌の中でこっそり折り紙を作ってしまうとか、そういうたんげいすべからざるところがお田鶴さまにあろうとは、竜馬は夢にも知らなかった。むろん城下のたれもが知らないだろう。

「もうご病気は」

　と、竜馬はいった。病身のために婚期がおくれているときいていたからである。

「よいのですか」

「ええ、だいぶ」

「では、そろそろお嫁入りでありますな」

「そうですね」

　ちょっと考えて、

「でも、お嫁入りをしてしまうと好きなご本も読めませんし、こんな我わが儘ままにくらしているわけにも参りませんから、田鶴は一生病気ということにするつもりです。兄には気の毒ですけれど」

「それはいけませんな。私は若くてよくわからぬが、女は嫁に行ってはじめて一人前だということだ」

「田鶴が、このひとのためならば、というひとがおりませぬ。そういうひとがおれば、田鶴は屋敷をはだかで脱け出してでもまいります」

「そういうひとが、この広い土佐二十四万石の家中では一人もおりませんか」

「たった一人おりますけど、そのひとはあまり子供っぽすぎて、田鶴のことなどは何とも思っていないのにちがいありませぬ」




「たれです、その人物は」

　竜馬は、ひどく気になってきた。というより、お田鶴さまには意中のひとがあるということを知っただけでも、胸がふさがるようなおもいがした。

　こんな奇妙な気持になったのは、うまれてはじめてといっていい。

「たれだとお思いになります？」

（知るものか）

　縁談には、家格というものが第一の条件になる。

　福岡家が縁を結ぶとなれば、殿様の御一門か、同格の家老、よほど落ちても七、八百石以上の身しん上しようの家でなければ、いかに当人同士が好きあっていても成る縁ではない。

「ね、あててごらんなさい」

　お田鶴さまは、そっと視線を中庭の陽のかげろいに移した。横顔は、まるで血が通っているのかと疑いたくなるほどに白い。

「わからん」

「そんなことをいわないで、あれかこれかとたずねてください。きょうは女正月でございますもの。殿方は、女のためにちゃんと遊んでくださるものですよ」

「わしは忙しいのです」

「田鶴と話してくださっているのが、そんなにご迷惑なのですか」

「でもないですが。では、乾いぬいですか」

　竜馬はあてずっぽうをいった。乾退たい助すけというのは三百石の馬廻役で、のちに伯爵板垣退助になった人物である。家格は福岡家より低いが、お田鶴さまが眼をつけてもふしぎな人物ではない。

「ちがいます」

「後藤ですか」

　乾退助の隣り屋敷を拝領している後藤象しよう二じ郎ろう（のちの伯爵）のことで、愚鈍の多い上士階級の子弟では出色の人物とされていた。のちに執政となって風雲時代の土佐藩を背負って立った男だ。

「ちがいます」

「まさか他藩ではありますまいな」

「いいえ、御家中です」

「おるかなあ、お田鶴さまがこれはと思われるほどの人物は。──」

「それァ、二十四万石のお城下ですもの。お上士にいなくても、郷士というものがあるではありませんか」

「郷士？」

　竜馬はおどろいた。

「そいつはむりだ。いかにお田鶴さまがお想い詰めになっても、福岡家の家格で郷士に嫁入りするなどは、藩がゆるさぬ。第一、郷士にたれがいます」

「さあ、どなたがいらっしゃいましょう」

　お田鶴さまは、まだわからないのか、といたずらっぽくわらっている。

「───？」

　ふと思って、竜馬は愕がく然ぜんとした。まさか自分ではあるまいか、と気づいたのである。そう思うと、不甲斐なくもひざがしらががくがくとふるえてきた。

「お田鶴さま」

「なんでございます」

（拙者ですか）

　といいかけたが、いや、そう言おうとしたくせに、あたまが一足とびに飛躍して（これは竜馬の癖だが）、

「おれァ、だめじゃ」

「なんのこと？」

　お田鶴さまは、きょとん、としている。

「なにが、だめ？」

　お田鶴さまは、竜馬の眼をのぞきこんで、

「おっしゃっている意味が田鶴にはよくわかりませぬ」

「いかん、いかん」

　竜馬は、しきりと照れている。

「なにが、いけませんの？」

「なにがと申して」

　竜馬は袖で顔の汗をふきながら、

「お田鶴さまは拙者の嫁御寮人になりたいと申されるのじゃろ」

（まあ、しょっている）

　お田鶴さまはおかしくなった。

　といってこれは、図星なのである。

「そうです。竜馬さまのお嫁になりたい」

　とお田鶴さまはいいたかったが、実のところ、竜馬がいうように、天下が一変して武士の世が終わらぬかぎり、福岡家の娘が郷士坂本家に嫁こられるはずはないし、その坂本家も惣領の男子ならまだしもであるが、家禄も知行地も持たぬ冷飯ぐいの次男坊にとつげるはずがない。

　それは、お田鶴さまは百もわかっている。

　わかっているし、もともとそのお嫁そのものに嫁ゆく意思はまったくないのだ。たれのところにも嫁かない。健康に自信がないからである。

　しかしそれでは自分の青春があまりにも淋しすぎる、ともお田鶴さまは思う。

　お田鶴さまにすれば、やはりなみな女性と同じように、男を愛したり、男に愛されたり、してみたい。そういう欲望は、ひょっとすると人一倍つよいのではないか、とひそかに自分を軽蔑したりすることがある。そのせいか、ときどき体のなかでえたいの知れぬ生きものが蠕ぜん動どうして夜のあけるまでねむれぬこともあった。

　しかし、昼間のお田鶴さまときたら、そういう自分をけぶりにもみせない。

　みせないどころか、嫁にゆく意思もないくせに竜馬をからかってみたくなるのである。じつにたちがわるい。

　お田鶴さまは、ひょっとすると仏ぶつ陀だのような面貌をした悪女かもしれない。

「なんだ、拙者ではなかったのか」

　竜馬は、正直にがっかりしている。

　お田鶴さまはついそれを悪いと思い、

「でも、坂本さまは大好き」

「ふむ？」

　竜馬は複雑な顔をして、

「しかし、お田鶴さまは城下の何者かに片付かれるのでありましょう」

「あれはうそ。田鶴は一生お嫁などには参りませぬ」

　それでやめておけばよいのにお田鶴さまは罪なことに、

「でも、仮にお嫁にゆくとすれば、坂本さまに貰っていただきたいと思いました。だから、ちょっとそんなことをいってみたかったの」

「ははあ」

　竜馬は、また膝がしらがふるえはじめた。

「まことですか」

「ほんと。──」

「されば土佐には、古来もいまも、強奪結婚にようぼうかたぎということがありますぞ」

「それを坂本さまは、田鶴のためにしてくださるというのですか」

「する。竜馬は男です。今夜でも剣術仲間を狩りあつめて福岡屋敷に討ち入る」

「ほほ」




　お田鶴さまは、たしかに魔女かもしれない。

　病身なために生涯福岡家の邸内でひとり過ごしてゆくつもりではいるが、かといって木石ではないから、会話の上だけでも竜馬をすこしはからかってみたい、と思っているようである。

　ちょっと小首をかしげて、

「でも、田鶴は強奪結婚などいやです」

「なぜです」

「地じ下げ人びととはちがい、そんなことをすればもはや二十四万石の御領内では住めませぬ」

「京かみ坂がたか、いっそ江戸へ出ませんか。お田鶴さま一人ぐらいは私の甲斐性でたべさせる」

「どこかの裏うら店だなで、竜馬どのが傘張りをして？」

「まあそういうことになりますな」

「竜馬どのが傘張りなら田鶴はなにを致しましょう。張子のおもちゃでもつくって売ろうかしら」

　お田鶴さまは人生の危険や冒険を会話の上だけで楽しんでいるようだ。もっとも男女のことだから、こんなきわどい会話をかさねているうちに瓢ひよう簞たんからどんな駒がとびださないともかぎらない。

「でも、やはり田鶴はほんとうのところ、貧乏が大きらいです。ですから、強奪結婚だけは、よしましょう」

「ははあ」

「下げ世せ話わにいう手鍋さげても、というのでは、今のようにのんきにご本を読んでいるわけにはいきません。それに貧乏をすればきっと屈辱に会うことが多いでしょうから、田鶴の性分にはあいませぬ」

「それでは、私もやめよう」

　竜馬は竜馬で、たったいままでの情熱がすっかりさめたような顔つきになって、中庭の白椿に眼を移した。

　そうなると、お田鶴さまはまたなにか言いたくなってきたらしい。

「でも、田鶴は竜馬どのが大好き」

「それはどうも」

　竜馬もお田鶴さまのあそびがわかってしまったから、昂奮はやりをおさえて泰然とわらっている。

「うそではございませぬ」

「左様ですか」

「竜馬どののことを思うと、夜もねむれないことがあります」

　利口なひとだから、お田鶴さまはくっくっ笑いながら冗談めかしくそんな重大なことをいう。

（ほんとかな）

　つい竜馬は用心しながらも真顔にもどった。

「でなければ、女の身で供も連れずに御当家を訪ねるなどの勇気は出ませぬ」

　もっとも土佐は南国のせいか他国とくらべて未婚の男女の交際の自由な土地で、娘を持つ家へは若い男女がしきりと集まり、娘の親のほうも酒肴を出して歓待する。集まった男女がそれぞれ左衛門節や浄じよう瑠る璃りなど芸をきそいあって二に番ばん鶏どりがなくあけ方まで楽しむのだ。そういう若い訪問客のことを土地では「カイツリさん」といった。いまの場合、女のお田鶴さまがカイツリさんになってやってきたのだから、ちょっと異例である。

　その上、お田鶴さまは容易ならぬことをいった。

「あす、戌いぬノ下刻（夜九時）屋敷の裏木戸をあけておきますから、忍んでいらっしゃいません？」




　翌夜、戌ノ下刻。

　霜で研ぎすましたような十い六ざ夜よいの月が、五台山の上にかかっている。

　竜馬は屋敷を出た。

　家老福岡宮内の屋敷は内堀に面した南側にあり、現在では高知市役所、日新火災、といったあたりがそうらしい。

　坂本屋敷からは東へ五百メートルほど行ったところだから、竜馬は提灯ももたず、白い小こ倉くら袴ばかまに高下駄をはき長刀を落しざしにして、すたすたと歩きはじめた。

　当時、土佐では若者の夜よ這ばいというのはふつうになっていたが、家老屋敷に夜這いに出かける例は、ちょっとなかろう。

　ところがわるいことに、升形まできたときに日根野道場で顔見知りの若者に会った。馬之助という男で、武士ではなく、城下で焼継屋をしている者の子である。竜馬の帰国後、かれにひどくなついている若者だ。

「これは坂本さま、どちらへ出かけられます」

　と提灯の灯をよせてきた。

「いや、夜這いにさ」

　竜馬が懐ろ手でいうと、

「ははあ、先様は岩本のお徳ですな、なに、おかくしなさることはない」

　早のみこみな男である。ぜひ竜馬のためになりたいと思っている男だから、

「岩本のお徳なら、わしも夜這いに出かけてしくじったことが一度ある。屋敷の勝手も知っておりますから、雨戸をあけるぐらいのお手伝いをしましょう」

「雨戸ぐらい、わし一人であける」

「いやいや、夜這いと申すのはなかなかむずかしゅうございますぞ。それにあの屋敷には犬が飼うてございます。わしは犬を手なずけるのが得意でございますから、ぜひ露払いをいたしましょう」

「ははあ。だいぶ、馴れているらしいな」

　ついからかったことが、焼継屋の馬之助を得意にさせてしまった。

「されば、ここを南へ」

　と、提灯をもって先に立った。

　いまさら、めざす館がちがう、とはいえない。第一、福岡のお田鶴を夜這うなどとは、相手の身分上、口に出せることではないのである。

（えい、こうなればなるようになれ）

　とやけに下駄の歯音をたてながら後に従った。

「坂本さま、お静かに。しくじれば事でございます。夜這いのしくじりほど男の恥はありませぬぞ」

　岩本のお徳、という城下で評判の美人については、竜馬も聞き知っていた。

　もともとは、御領内の幡多郡中村という町の上横丁に住んでいた漢方医岩本里り人じんの娘で、十歳のころにはすでに中村小町の評判があった。

　お徳の十三歳のとき、岩本家は一家をあげて高知城下に移住し、その後は、岩本家はお徳をねらう家中の若侍の「カイツリさん」で毎夜にぎわっていた。

　ところが竜馬は、一度も行ったことがないのに、お徳のほうではよく知っていて、

「こんど江戸から帰られた坂本様の竜馬どのという殿御に一度おめもじしたい」

　と、よくいっていたという。




　竜馬とは、妙な男だ。

　せっかく約束してあったお田鶴さまと忍び逢う戌ノ下刻に、見も知らぬ医者の娘の住む屋敷に入りこんでしまった。

　──なぜか。

　なぜそんな節義にあわぬ行動をするのか、竜馬自身が自分に訊いても、

　──そんなもの、わかるか。

　と怒鳴りつけるか、笑いとばす以外に答えはなかったろう。

　竜馬という男は、いちいち自分の行動に理屈をつけねば安心のできない現代の住人ではない。

　それに、女によ性しようへの節義をまもる、というのは西洋からの輸入品の良心で、残念ながら竜馬はそんな舶来品を装備していない日本式のさむらいであった。

　ふたりで柴垣の隙間を搔きわけて入りこんでから焼継屋の馬之助は、

「ちょっとこれにて」

　といった。

「どうするのだ」

「わしは雨戸をはずしてきます」

　馬之助は竜馬を石燈籠の蔭にまたせ、自分は月の光を踏んでお徳の住む離れへひらひらと足をはねあげるようにして駈けて行った。

　この馬之助は、後年、竜馬から、

赤づら馬之助

　といわれて可愛がられていた男で、のちに新宮馬之助と称して竜馬の海援隊士官になった。両頰が血を浴びたように真赤な様相の男だが、気はしも利くし、人間も底ぬけにいい。

　やがてもどってきて、

「坂本さま、どうぞ」

　と、自分の家でも案内するように言った。竜馬もつい、

「ああそうか」

　と一歩踏みだしてからふと気づいて、

「相手の名は何といったかな」

「お徳です。お忘れになってはいけませんから、二、三べん、オトク、オトクと口の中で唱えてください」

「そうしよう」

「かまえて、相手の名をよび間違えてはなりませんぞ」

　馬之助は含み笑いをしている。

「たれと間違えるのだ」

「福岡のお田鶴さまとです」

（こいつ、知っているのか）

　背中で驚くと、

「知っていますぜ。江戸とちがってせまい御城下のことだ。町中大そうな評判になっちょりまする。きのう、坂本のお屋敷へお田鶴さまがお一人でお見えになった。そこで、さまざまの秘語をなされた。それをぬけ目なく障子のかげからきいていた男があって、われわれの仲間にいいふらしてあるいた。それァ、無理もありません。国色といわれたお田鶴さまが、仇し男に御ご懸け想そうなされたということだけでも、われわれ若者にとって寅の大変以上の一大事じゃ。その仇し男が坂本竜馬であるという。これは大異変とあって、きょうは昼中から騒いじょりました」

「高知はせまいなあ。いかんいかん、が、まさか戌ノ刻の忍び入りまで知っちょるまいな」

「知っちょりましたとも。それゆえお田鶴さまをお守りするためにかように待伏せして」

「わしの進路を曲げたのか。しかしここまできて兵を退ひくというのも本ほ意いない話じゃ」

　竜馬は、オトクとやらを抱こうと思って、歩きだした。

　江戸のころの竜馬とは、どこかちがってきている。




　竜馬は、

　──天馬、空をゆく。

　という言葉が大好きだし、そういう可能性をうまれつき秘めた男だが、こと、女性に関してはそうはいかない。

　まったく天馬どころか、お冴との場合も栗り鼠すのように臆病であった自分が腹立たしいくらいだった。とにかく女がこわい。

　──女のどこが。

　といわれれば竜馬も返答にこまる。女についてまるで無智だからである。無智だからこそ重苦しい圧迫があり、むやみとこわいのだろう。

　その圧迫というのは、女のからだを知ってしまえば雲うん散さん霧む消しようするにちがいない、とは竜馬も知っている。

　しかし、まさか女のからだを知るのにお田鶴さまにお願いしようとは、竜馬も思っていなかった。竜馬にとってお田鶴さまは、神にもっとも近い女性である。

（幸いじゃ。今宵、顔も知らず、名のみはかろうじて知っているお徳なる女性を、わしが一夜だけ頂戴することにしよう）

　すでに馬之助は消えている。あの男のことだから、気をきかせて退散したのだろう。

　竜馬は、露草を踏んで歩きだした。

　そのころ、この岩本屋敷の東の辻にある地蔵堂の前で、数人の若者があつまっていた。

　どの男も、日根野道場の連中であった。

「どうじゃった、馬之助」

「万々、首尾はよし」

　と馬之助はうなずく。

「左様か」

　これは、岡田以蔵である。

　のちに京洛の町で、佐幕派や穏健派の人士を斬りまくり、「人斬り以蔵」のあだなで新選組からでさえおそれられたこの若者は、一昨年、大坂で辻斬りをしていたとき、偶然、竜馬に出会い、「親父どのへの香奠だ」として、多額の金子をもらった。以蔵はその恩を感じていて、

（坂本さまのためには命も要らぬわい）

　とおもっている。

　もっとも単純な男だから、地蔵堂の蔭でしゃがみながら、

（これで、大恩の万分の一を返せた）

　と、よろこんでいる。

　竜馬の夜這いは、竜馬自身、うかうかと馬之助の口車に乗せられたが、すべてこれら若衆組の策略であった。

　じつをいうと、城下の若者はみな、お徳と、お徳の父親である町医岩本里人に腹をたてているのである。

「あれだけの娘を土佐の若者に呉れんで大坂の金持の妾にするという法があるものか」

　と、焼継屋馬之助などは、目くじらを立てて、毎日、道場で論難していた。

　お徳は、京坂見物のとき道頓堀で芝居を見ていて豪商鴻こうの池いけ善右衛門の目にとまったらしい。善右衛門は父の里人をよんで、

「支度金として二百両、別に父てて御ごには娘御と別れる堪忍金として八百両さしあげる」

　といった。

　千両という大金である。

　さして流行医ともいえない岩本里人はこれに眼がくらんだ。この話は竜馬こそ知らないが、城下では持ちきりのうわさであった。




　町医岩本里人のもとには、すでに一月前、鴻池から手代がきて、二百両の支度金をもちこんでいた。

　ぱっとうわさがとんだのは、高知城下のめぼしい呉服屋、道具屋が、岩本家によばれて金に糸目をつけぬ注文を受けてからである。

「二百両の支度じゃとよ」

　高知では藩の倹約令がきびしく、おそらく豪商播磨屋の輿入れでも二百両の荷は作れまい。

「さすが、日本一の大だい分ぶ限げん者じやじゃ」

　と鴻池の豪勢さにおどろいたが、若衆組はお徳が美人であっただけに嫉やつ妬かみも手伝い、娘を堪忍金八百両で売った里人の性根を憎んだばかりか、さらには、

「お徳もよろこんじょるそうな」

　といううわさがひろまったため、お徳までが売ばい女たの見本のようになった。

　どの土地の若者でも、こういうことになると飛んでもない奇想を思いつく。

「たれか、われらの名みよう代だいがこらしめにお徳を夜這え」

　と言いだす者があり、一味でたれを名代にするかで論じあったあげく、ついに岡田以蔵が、

「坂本の竜さんが良かるまいか」

　と主張した。以蔵にすれば、あくまでも竜馬への恩報じのつもりである。

「妙、妙」

　一同大よろこびで、今夜のお膳立てをしたわけである。

　が、竜馬はつゆ知らない。

　焼継屋の馬之助がはずしてくれた雨戸のすき間から身を入れ、廊下に立った。

　暗い。

　が、手さぐりですぐ紙障子をさぐりあて、大胆にもカラリとひらいた。

「どなたです」

　若い娘の起きあがる気配がした。まだ寝入っていなかったらしい。

「お徳どのとは、そなたか」

「あなたはどなた？」

　落ちついているところから察すると、お徳はこの手の侵入者には馴れているらしい。

「わしは本町筋一丁目の坂本のせがれだ」

「竜馬さま？」

「なぜ知っている」

　と、とぼけてみせた。

「近頃江戸からご帰国なされたということで、城下では知らぬものはありませぬ」

「おどろいたな」

　竜馬は枕もとに腰をおろして、

「夜中、なにをしにきたか、大方察しがついていることと思うが、じつは夜這いにきた」

「───」

　驚きもしていないところをみると、小才のきく馬之助のことだから、先導するついでにお徳に知らせておいたのかもしれない。

　竜馬は、大小を置き、袴をぬいだ。お徳は闇の中で息をひそめて眼をこらしているらしい様子であった。

「お徳どの」

「はい」

「それへ参るぞ」

　竜馬は、掛けぶとんを持ちあげて勢いよくお徳の横にすべりこむなり、その温かい体を力一ぱいに抱き寄せた。

「痛い」

「手荒はゆるせ。なにしろこちらははじめてだ」




　お徳は、だまったままである。

　竜馬の腕に腰のくびれを抱きしぼられたまま、弓なりに背をそらせ、懸命に吐く息をこらえている。

　暗闇でよくわからないが、小柄で肉が薄いわりには、あわあわと湿ったこまやかな皮膚をもっている。大坂の富豪が眼をつけたのは、このからだつきだろう。

　竜馬は、この娘がどんな眼鼻だちなのかふと気になってきて、細い首すじから耳たぶ、頰、唇、まぶた、にかけてそっと小指の腹で触れてやった。

（可愛い。……）

　むろん、暗中の想像である。

　土佐娘にはめずらしく二重まぶたの大きな眼で、鼻は小さく、頰肉が薄いわりには、あごが、脂が滴したたるようにくびれている。

（見えぬのが、残念じゃ）

　竜馬は、自分でもあきれるほどに落ちついていた。ひょっとするとこの女を知ったあとは、存外、したたかな女蕩しになるかもしれぬぞ、とさえ思った。

（さて、どうすればよい）

　未来のばぶれもんは、ただいまのところ、お徳を抱きすくめたまま始末にこまっている。

「おい、どうすればよい」

「知りませぬ」

　お徳は、絶え入りそうな細い声でいった。

（こまったな）

　なにげなく、お徳の胸に手をふれた。お徳は、

　びくり

　と、肩をすくめた。竜馬はその意外な反応におどろいたが、しかしお徳の女身のもつかなめの場所はそのあたりではないことは、竜馬もよく知っている。

　ところが、お徳は柔らかい長襦袢のすそを捲きこむようにして膝をかたくちぢめたまま開かない。

「様さまア」

　武家の子女を呼ぶ城下の言葉だ。

「わしは今からばぶれもんになるゆえ、ちゃんと心得ろ」

「心得ております」

「ひざだ、このひざを解いてくれ」

「それは、殿御が自然と解けるようにお導きなさらねばなりませぬ」

「………」

　この娘は、十分に男を知っている。肢体こそ羞恥に満ちていたが、言葉に落ちつきと機智があった。

　さればこうか、と竜馬は、お徳の胸にのせた掌を腹部のやわらかい起伏にそって撫でおろし、やがて小さな隆起にとどいた。

　そのころにはすでにお徳のひざが割れていた。

　小さな隆起は、竜馬の掌の下で、そこだけが別の生きものに化したかのように動き、やがて竜馬の指が濡れた。

　あとは、神が人に与えてくれたままに従えばよい。苦もなかった。

　竜馬はお徳の胎内を自分のものにし、胎内を竜馬にあずけたお徳は唇を嚙み、ときどき息を洩らし、ときどき小さな声をあげた。

「坂本さま」

　お徳は、夢中で白いあごをあげた。




　お徳は、その後、衣裳、道具をそろえ、鴻池の番頭手代に伴われて大坂へ入り、主人善右衛門にお目見得のあいさつをすると、

「お徳はん、その衣べ裳べもはこせこも扇子も貴あ女んさんに似合いまへんな」

　と、善右衛門はせっかく土佐で作らせた衣裳、道具をすべて捨てさせ、あらたにそれらを京、大坂で作らせたという。

　鴻池の豪奢、知るべしである。

　善右衛門は、五十をすぎて妻を亡くした男だけに、たれに遠慮することもなくお徳を寵愛し、船せん場ば島之内の屋根の波を見おろす夕陽ケ岡にあらたに別宅を造営してお徳をかこった。お徳の身のまわりを世話するだけで三人の上女中がつけられたという。

　しかしそういう贅美のくらしも長くはつづかない。主人の善右衛門が、ほどなく死んでしまったからである。

　その後のお徳の人生は、まったく数奇といってよかった。

　その後、鴻池家から暇を出され、知人の土佐藩士をたよって江戸に出ると、うわさが藩侯容堂の耳に入った。

「国もとで美人のうわさの高いお徳が出府しているというがまことか」

　容堂は豪気な骨柄の男だっただけに女にも眼がなかった。ひそかにお徳を召しだした、ともいい、そうではなかったともいう。

　幸い、縁あって水戸藩士野村信之のもとに嫁ぎ、明治になった。

　夫の野村は維新政府につかえて警察官となり、任地の高知県で早世した。

　子がなく、お徳は、九十七歳まで生きた。

　晩年は、両親の生地であった土佐の中村町（現在中村市）天神下の荒れはてた家でひとり住んでいたが、ときにはその日の糧かてにもこまるほどの暮らしであったらしい。

　ときどき町の有志に昔ばなしをし、話がたまたま竜馬のことにおよぶと、

「竜馬さんですか。あれほど男らしい人は見たことがありません」

　と、妙に若やいだといわれる。

　ところが、中村の一条神社の宮司がこのうわさをきき、町中の有志を説きまわってお徳を共同で扶養することにした。

　その理由は、たった一つである。

「たとえ一夜でも、坂本竜馬が想いをかけた女を捨ててはおけない」

　というのであった。

　人間のめぐりあわせとは妙なものだ。鴻池の豪富をもってしてもお徳の晩年の窮迫をすくうのになんの足しにもならなかったが、竜馬に一夜愛されただけで、余生の最後を安楽に送ることができた。

　奇話というほかない。

　その暁あけがた。

　というのは、竜馬が、お徳のもとに忍んで行った暁けがたである。

　竜馬は、東天の白むのに気づいて、岩本里人の屋敷を出た。

　辻堂の蔭からあらわれたのは、赤づら馬之助である。

「なんだ、おのし、そこで待っていたのか」

「ご首尾が気になりましてな。いかがでございました」

　親切な男だ。

「よかった。ただ、はじめから終いまで、ついにお徳の顔を見なんだのは妙な気持だ」

　といった。




　竜馬の故郷滞在は意外にながびき、高知を発つ用意をしはじめたときは、すでに安政三年の晩夏になっていた。

（あきあきした。やはり江戸だ）

　と思うのである。

　田舎は退屈なわりに人づきあいがうるさい。

　城下を出発する前ひと月は、愚にもつかぬ親戚縁者知人へのあいさつまわりに忙殺された。

　兄の権平があいさつすべき家々の表を作ってくれて、竜馬が済ませるたびにそれを消してゆく。一軒でも欠かすと、権平が天下の一大事のようにわめきたてるのには閉口した。

　最後は、福岡家だった。

「福岡さまは、竜馬、お玄関だけでよいぞ。御用人にその旨申しあげておけばよい」

「なぜだ」

　とは竜馬は問いかえさない。

　理由はわかっていた。

　福岡のお田鶴さまと竜馬との仲があやしいということは、城下では評判になっていた。

　──お田鶴さまは夢中じゃというぞ。

　──いや、竜馬も竜馬じゃ、不敵にも福岡家に夜這いに参ったそうじゃ。

　というのである。

　ところが、事実はそうではなかった。竜馬とお田鶴さまが逢ったのは、あれっきりなのである。

　その後は城下のうわさがうるさくて、互いについ目と鼻の近くに屋敷がありながら、まだ垣かい間ま見みをする機会もない。

　権平が、

「お玄関だけでよいぞ」

　といったのは、そういううわさを気にしていたからである。

　その日は、安政三年八月七日であった。

　竜馬が福岡屋敷をたずねると、用人の安岡牛蔵があらわれて、

「ああ坂本のせがれか。まずい日にきたな」

　といった。

　当主福岡宮内が、藩政改革に反対したために昨日から閉門を命ぜられているという。屋敷を出られないばかりか、人の訪問も受けられないというのである。

「それはこまる」

「いや、あんたがあいさつに見えた、ということは、殿のお耳に入れておく」

「いや、お直じきにお目にかかりたい」

　といったのは、魂胆があったからだ。

「ならん、というのだ」

「では、ご家老のお身代りとしてお田鶴さまにごあいさつしたい」

「お田鶴さまに？」

「そうだ」

　すばやく金子一両をにぎらせると、牛蔵はたちまち腰を低くして、

「それにてお待ちあるように」

　奥にひっこんだが、やがて、

「お田鶴さまが、お庭の亭あずまやにてあいさつを受けるとおおせある」

「お手柄であった」

　ほめられて安岡はいやな顔をしたが、竜馬はにこりともせず、玄関から庭へまわった。




　亭で待つうち、お田鶴さまが老女のはつを伴ってあらわれた。

「やあ」

　竜馬は立ちあがった。

　はつが相変らずこわい顔をして、

「坂本さま、お田鶴さまは殿さまの御名代でございまするぞ。お膝を」

「膝を、どうするのです」

「それへひざまずかれますように」

「かまいませぬ」

　とお田鶴さまは陶製の榻とう（こしかけ）を指さしながら、

「それへおかけくださいまし。田鶴もこれを用います。それからはつは、しばらく遠慮しますように」

「それはなりませぬ。お二人きりでお話などなさいますと、また城下でどういううわさが立たぬともかぎりませぬ」

「はつ。さがるのです」

「いいえ。さがりませぬ。坂本さま、あなたさまも、あなたさまではありませぬか。まちで、お姫ひいさまとあなたのことをどのように申しているかご存じでございましょう」

「知りませんな」

　と、ぼんやりしている。

「唄までできております」

「どんな？」

「はずかしくて口にできませぬ」

「されば」

　竜馬はポンと膝を一つ打ち、

「拙者が唄うて進ぜましょう」




金の島田が堀端屋敷

腰の朱しゆ鞘ざやが見えかくれ

ああ、乳ちち繰くっちょる乳繰っちょる




「どうです、おはつさん」

「あきれました。ご自分で唄いなさるとはなんと恥知らずなお方でございましょう。金の島田の堀端屋敷とはお田鶴さまのことにきまっていますし、城下で朱の鞘ごしらえを用いていらっしゃるのは坂本さまだけです。お二人をよんだ唄ということがたれにでもわかります。御当家では迷惑なされております」

「しかし、わしはお田鶴さまと、一度もちちくっちゃおりませんぞ。お田鶴さま」

「はい？」

「なあ、ちちくっちょりはしませんな」

「………」

　お田鶴さまは、真赤になってうつむいた。事実、あれっきりで二人は出逢ったこともないのである。

「ちちくっちょらせんのにちちくっちょるちゅうのは、どだい、無法な唄じゃ。そうは思いませんか、おはつさん」

「なんの。李り下かニ冠かんむりヲタダサズ、瓜か田でんニ履くつヲ入レズということわざがあります。人の疑いをまねくようなことをなさる坂本さまがお悪いのです」

「わしなどは不用心で、瓜田に履を入れっぱなしのような男じゃ。それでうわさが立つならやむをえん。行動はわしにまかせ、うわさは人の口にまかせる。その式でゆきます」

「その式は結構ですけど、うわさは人を活殺するといいますよ」

「なに、うわさなどは屁のようなもんじゃと思っておれば、殺されも活かされもせん。しかしお田鶴さまにはお気の毒をした、と深く詫びちょります」

「あの、田鶴も平気でございますよ」




　お田鶴さまはそれ以上、この艶聞の一件には触れようとはせず、

「このたび江戸表にお発ちになれば、当分国にはお帰りになりますまいな」

「はあ」

　馬鹿のような表情だ。

「坂本さまがこんどご帰国なされたときは、田鶴はここにいないかもしれませぬ」

「ふむ？」

　聞きずてならぬことばである。

「お輿入れですか」

「いいえ」

「どこへ渡らせられる」

「京へ」

「なにをしに」

「申せませぬ」

「言えぬことならはじめから口に出しなさるな。私は何がきらいと申しても思わせぶりな口のききかたほどきらいなものはない」

「でも」

　お田鶴さまはちょっと悲しげに、

「いまは申しあげられないことなのです。ただ山内家の大事な御用で参る、とだけ知っておいて頂きとうございます。おそらく一生京に住みつくことになりましょうし、もしかすると、生死もさだかでないことになるかもしれませぬ」

「それは」

　竜馬はあらためてお田鶴さまの表情から何事かを探ろうとしながら、

「おだやかならぬことを申される」

「ほほ」

　お田鶴さまの笑顔は他愛もない。

「田鶴は、うわべはおとなしく見えて得をしておりますけど、もともとはおだやかならぬおなごでございますよ」

「どうもそうらしい」

「田鶴は、うまれてこのかた、体がすがすがしいと思ったことはありませぬ。いつもどこかしら悪いために、自然、命への執着などは、ひとさまよりはすくのうございます。どうせ短い生涯ならば、いのちを燃やしつくすようなことをしとうございます」

「ははあ、恋ですな」

「お気の毒でした、恋などよりも、仕事」

「しごと？」

　おどろいた。女に仕事などあろうはずがないではないか。

「それも、天下国家に関する仕事、だと田鶴は思っているのですけど」

「女のあなたが」

「ばかになさるものではありませぬ」

「わからん」

　竜馬はお田鶴さまを見直す気になった。どうやら、学問と茶事だけの好きな、室町人形のように﨟ろうたけて美しいというだけの女性ではなさそうであった。

「でも坂本さま、田鶴はあなたさまとのうわさに負けてお国を去るとお思いになりませぬように」

（あっ）

　うかつだった。お田鶴さまが京へゆくということには、一つにはそれがあったからではないか。

　竜馬は、福岡屋敷を出た。

　高知での最後の夕陽が、声をあげたいほどのみごとな赤さで、本丸の松林のむこうに落ちはじめていた。




悪 弥 太 郎











　土佐安あ芸きの郡こおりに、井いノ口くち村という村がある。

　村は高知の町から海岸づたいに十里ばかり室戸岬の方角へ行った安芸川の中流にあり、景色のいい所だが、人の気象はおそろしくあらい。

　この村では寄るとさわるとすぐ暴力沙汰におよぶ。

　ことに隣村の土居村との水争いになると、庄屋自身が大人げもなく百姓をひきいて安芸川を越えて夜討ち、朝駈けし、毎年戦争のような大喧嘩をくりかえしていた。

　腕力だけではなかった。

　井ノ口村の男は胆力もあり、どの男も人の虚をつく謀略の才があり、そのうえこの村の衆の悪口雑言のすさまじさときたら、

「井ノ口に罵ののしられれば魔物も逃げる」

　と国中でおそれられているほどであった。

　この村の地じ下げ浪人に、

　弥次郎

　弥太郎

　という評判のわるい親子がいた。

　どちらも深刻苛烈な性質で、平素事ごとに人をののしり、一たん罵倒しはじめると相手が卒倒してもやめないという評判であった。この人気のわるい井ノ口村で毒虫のように怖れられていたというから、すさまじさは想像がつく。

　竜馬は高知を発つとき、兄の権平に、

「わしは室戸岬を知りません。こんどはあの景色を賞めでながら浜づたいに阿波へ出るつもりです」

　というと、

「室戸へ行くなら、途中、井ノ口村に寄って岩崎弥次郎、弥太郎親子の様子を見舞ってやれ」

　と、権平がいった。

　井ノ口村の地下浪人岩崎家と竜馬の家とは、薄い縁につながっていたらしい。竜馬は顔をみたことはないが、うわさはきいている。

「あの親子は、だいぶ評判がわるいようですな」

「また袋叩きに遭うて、半死半生になっているそうじゃ。しかも郡奉行所の牢屋に入れられちょるときく」

「子の弥太郎のほうですか」

「いや年甲斐もないことに、親の弥次郎どんの方じゃ」

　聞けば、井ノ口村の庄屋で祝いごとがあって村の重だつ衆がよばれたとき、弥次郎は飲むほどに酒乱になった。

「地下浪人の弥次郎を知らんか」

　これがこの老人の口ぐせである。

　地下浪人というのは土佐だけにある武士の一種で、郷士がその株を他人に売ったあと、浪人になる。つまり村に居付きの浪人だから地下浪人とよばれたのである。

　のちに三菱王国を築いた弥太郎の家は代々の地下浪人であった。

　自然どの村の地下浪人も極ごく貧ひんのくらしで、貧乏神に両刀を差させて歩かせたようだといわれた。

　弥次郎老人は鳥とり籠かごを作ってやっと暮らしていたが、気位だけは高かった。

　おそらくこの庄屋の宴席では、席次のことで腹でも立てたのだろう。酔うにつれて一座のそれぞれに、肺腑をつくような悪口を吐きちらしはじめた。

　一同、はじめこそ我慢していたが、そこは気の荒い井ノ口村である。老人が泥酔するのを見すまし、頭から羽織をかぶせて二十数人が思うさまになぐった。




　弥次郎老人は、死人同然の姿になり、村角力の八という男にかつがれてやっと家にたどりついたが、むろん、おとなしくひっこむ男ではない。蝮まむしの弥次郎と異い名みようされたほどの人物である。

　翌日、一寸きざみに這いながら庄屋の門口までにじり寄り、ぐっと鎌首をもたげて、

「これ庄屋、来たぞ」

　と喚おらんだ。

「たれぞ出てきてこの姿を見い。体じゅうに二十いくつも紫色のあざができたぞ」

　なるほど、瘦せて黄ばんだ肌に、一面の打身のあとがある。

「お美輪」

　横で女房のお美輪が、弥次郎に命じられたものか、棺かん桶おけをかかえてうなだれている。おとなしい女だけに、泣きだしそうになっていた。

「そこでぼやぼやせずに棺桶をよく拭きこんでおけ。この痛みじゃ、どうやらわしの臓腑も破裂しちょる。もう半はん刻ときもせぬうちに死ぬるぞ。庄屋どんに殺されて死ぬるぞ。南な無む大だい師し遍へん照じよう金こん剛ごう。わしが死んだら、江戸にいる弥太郎に早飛脚を立ててよびもどし、立派に仇を討たすことをわするるな。地下浪人の子とはいえ、武士のはしくれじゃ。庄屋をはじめ村中の男を皆ごろしにせいと伝えるのじゃぞ」

「───」

　庄屋の門はなおも沈黙したままである。

　たかが酒席の喧嘩で江戸から息子をよびよせて仇を討たすなどとさわぐのは大げさすぎる。要は金をくれ、といういやがらせだろう、庄屋のほうでもたかをくくって取りあわない。

　やがて郡奉行所の下役人が、番人の道案内で出しゆつ役やくした。

「岩崎弥次郎、ひかえろ」

　こういう場合、取調べは庄屋屋敷の白洲を借りてやるのがこのあたりの慣例になっていた。

　さっそく当夜酒席にいた村人が全部白洲によばれてきたが、すでに庄屋の手がまわっていたらしく、役人が、

「この者を打ちよう擲ちやくいたしたか」

　ときいても、

「めっそうもござりませぬ。昨夜は空腹のふるまい酒ゆえ、弥次郎どんはとほうもなく酔いくらいなされていた。どうせ夢でも見なさったのじゃろか」

　と口をあわせた。

　村医者もよばれて診察したが、これも心得ていて、

「このあざは、焼しよう酎ちゆうのくらいすぎで出来たものでござる」

　といった。役人はえたりと声をはりあげ、

「弥次郎、不届きである。庄屋のふるまい酒をしたたかに飲んで有難しと思わぬばかりか、強請ゆすりがましく因縁をつけて打擲せりという。非はおのれにあるぞ」

「おのし、金でも貰うたか」

　このひとことが祟たたって、郡奉行所の牢屋へ入れられてしまった。入じゆ牢ろうしてからも悪あく態たいをやめず、

「おのれ、いまに見い。やがて江戸の息子が駈けもどってきて、村中火の海にしてくれるわい」

　竜馬がきくところでは、息子の岩崎弥太郎こそ、父親に輪をかけたほど酷な男だという。

　その弥太郎という男を見たい、と思った。




　竜馬は高知を発って、その夜半おそく安芸郡の郡奉行所のある田野浦についた。

　旅籠が二軒ばかりしかないが、そのうちの一軒が公く事じ宿やどを兼ねていて、亭主の利兵衛というのが奉行所に顔がきき、いわば代言人のような稼業をしている。

　その利兵衛を部屋へよびつけて、

「牢屋に井ノ口村の地下浪人岩崎弥次郎という老人が繫つながれておるそうだが、様子はどうだ」

　ときくと、ああ蝮の、と、このあたりまで悪評がきこえていた。

　ところがおどろいたことに、息子の弥太郎までがおなじ牢につながれているという。

「それは知らなんだ。弥太郎は江戸に留学しているときいたが、はや戻っちょるのか」

「もどっちょりますとも」

　とにくにくしげにいった。土地では、岩崎親子はあまり好意はもたれていない。

「あのお人は、普通なら十二、三日はかかる東海道を八日で駈け、大坂から船便で阿波に着船し、そのあとは路用の銀もつかいはたしたために野宿と乞食をかさね、なんと江戸から十三日でこの土佐安芸に着かれました。まるで悪あつ鬼き羅ら刹せつのようなお人でござります」

「親孝行の一心ではないか」

「さあ、お体が丈夫なのでございましょう」

「しかし妙だな。それだけ孝の一心で駈けとんできた息子が、なぜ牢に入れられた」

「旦那さま、孝行もよりけりでございます」

　亭主のはなしによると、息子の弥太郎は帰郷するなり村中をかけまわって当夜の様子をしらべ、郡奉行所に出頭して父親がむじつであることを訴え出た。

　が、奉行所ではすでに庄屋の鼻薬がまわっているから取りあげない。

　取りあげようがなかったのは、一つには弥太郎の訴状が酷烈すぎた。父を牢からひきだす一方、庄屋以下村の者を牢に入れよというのである。

　──弥太郎のいいそうなことだ。

　と庄屋は大いに当惑し、いよいよ奉行所への賄わい賂ろを厚くしたから、弥太郎の立場はわるくなる一方だった。

　弥太郎も負けていない。奉行所から東へ二里ばかり行った西の浜というあたりの路傍の石に、

　水急ナレバ魚住マズ

　政治苛ナレバ人就つカズ

　と墨書していやがらせをし、さらに数日後には、郡代役所の門柱を白々と削って、

　官ハ賄賂ヲモツテ成シ

　獄ハ愛憎ヲモツテ決ス

　と大書した。

　金と感情で裁判をする、という意味だが、奉行もこれには閉口し、すぐ部下に命じて文字を削らせてしまった。しかし、弥太郎はなおも屈しない。食いつけば離れないようなしぶとさがあり、こんどは役所の白壁にむかってふたたび、

　官以賄賂成

　獄以愛憎決

　と墨書した。そのあと井ノ口村にひそんでいるところを捕えられ、投獄されたという。

「さすが、蝮の子じゃな」

　と竜馬は感心した。親の蝮は吞んだくれの怠けものだが、子の蝮の弥太郎は学問熱心な男だという。

「亭主、どうせ金次第だろう。会えるように計らってくれ」




　竜馬は、兄の権平からことづかっている金子を、亭主の利兵衛に渡した。

　こういうのを公く事じ金がねといい、むろん大した金ではないが、公事宿の亭主である利兵衛を通じて牢役人の袖の下に入れておくと、入牢者へのあつかいがひどくちがうのである。

「亭主、これはすくないがお前さんへの志だ」

　と、竜馬は別に金をあたえた。

「こ、こんな多額な」

　金は万能薬だというが、亭主は頭を畳にこすりつけ、ふたたび顔をあげたときはすでに譜代重恩の家来のように誠忠な面持になっていた。

「では、御先導つかまつりまする」

　郡代役所につくと、利兵衛は竜馬を門前の樟くすのきの下で待たせ、役所内を駈けまわって八方工作したらしく、あらためて竜馬をよび入れたときには、牢までの道に人影がなくなっている。こういう役所には、書役、改あらため役やく、鍵役、打役、調しらべ役やくなど地獄の邏ら卒そつのような同心が詰めているものだが、まるでその人影をみない。

　牢には、牢番もいなかった。

「利兵衛、お前は大した腕だな」

「へ？」

（人間を消しやがった）

　竜馬は感心した。

　牢は、一棟むね三室にわかれている。北むきで窓も少なく、風も通らないから、棟のなかに入ると異様な臭気がした。

「ごらんくださいまし。あのすみにすわり寝しているのが、弥次郎でございます」

「居眠っているな」

「呼ばわって起こしましょう」

　と利兵衛は牢の鞘格子に手をかけたが、竜馬は押しとめ、

「かまわん。あとでお前から、坂本の権平の使いが見舞にきたと申し伝えてくれ。それよりも息子の弥太郎はどこにいる」

「へい、こちらに」

　西のはしの牢に案内した。そこではじめて牢番がすわっているのを見たが、利兵衛の鼻薬が十分にきいているらしく、牢番は石ぼとけのように横面をむけたきり、知らぬ顔でいる。

「あれが、弥太郎でございます。かまいませぬから声をかけておやりなさいまし」

　竜馬は、格子の間からのぞいた。

　なるほど、暗いなかに男がいる。

　あぐらをかき、異様に太い眉の下から、ぎょろりとした抜け目のなさそうな眼が光っている。見るからに人相がただ者でない。

「弥太郎どんか」

　と竜馬が声をかけた。

「………」

　だまっている。武士というより盗賊の首領のようなふてぶてしさを感ずるのは、あながち不精ひげのせいばかりではない。

「わしは高知城下の坂本のせがれで竜馬という者だ。なんとか、ものをいえ」

「おのしが坂本竜馬か。そういう法螺吹きが城下にいることはきいていたが、何の用じゃ」

　竜馬は内心むっとしたが、顔だけはにやにや笑って、

「井ノ口村に岩崎弥太郎という評判の悪人がいるというので、わざわざこんな田舎の牢まで見物にきたのさ。なるほど、腹がへればねずみでも引き裂いて食いつきそうな面つら構がまえじゃ」




「なにをぬかすかい」

　弥太郎は口がきたない。城下うまれの竜馬ではちょっとききとりにくい井ノ口村の地言葉である。

「うらァ、こうして牢にはいっちょるけンどもが、志ァ万里を駈けちょる」

「ほう」

　竜馬は珍獣を見るようにのぞきこみ、

「おもしろい法螺じゃ。万里を駈ける志ちゅうのは、なんじゃ。チトもらさんかい」

「用心、用心」

　弥太郎は、口をおさえた。うっかり他人に洩らせんぞ、というわけだろう。

「ふん、どうせ大したことはあるまい」

　竜馬が相手の気をひくようにいうと、案のじょう、弥太郎は喋りたそうな顔つきになって格子のそばまでにじり寄ってきた。ひとつには、牢暮らしをしていると、ひどく人懐しくなるものなのだろう。

「弥太郎どん、聞かんぞ」

「たれも喋るとは申さんわい」

「見れば」

　竜馬は奥の片すみに眼をやり、

「相牢の仁がおられるようじゃが、どういう仁じゃ」

「あれはうらの師匠じゃ」

「ほう、師匠か。師匠まで入牢なされたか」

「なかなか」

　弥太郎は得意気にわらい、

「あのかたはもともと入は牢いっちょられたのをうらは牢の中で弟子入りした。なあ太助どん」

「へい、左様でございます」

　師匠のほうが、平身低頭している。

「武士であられるか」

「いや、師匠はキコリであらるる。魚梁瀬やながせ村のお方じゃ。うらは江戸で天下高名の学者の門をほうぼう叩いたが、この牢の中でこのお方に学んだことのほうがはるかに大きい」

　魚梁瀬村といえば奈な半は利り川の上流にある山村で、竜馬も人のはなしにきいたことがある。豪快な土佐キコリのすむ山やま郷ざとだ。

「しかしなぜその師匠が入牢されちょる」

「木材をこっそり伐きり出して大坂のあきんどにお売りなされたのよ」

「ははあ、大罪じゃな」

　現い在まなら専売法違反というものだろう。土佐藩というのは、鯨くじら、かつお節、材木、紙、樟しよう脳のうなどの主要物産はぜんぶ藩の専売品になっており、藩自身がこれを集荷し、大坂西長堀の土佐藩邸で売りさばく。商人は自ままにはこれらの品目を商えないし、もしやれば太助のように逮捕される。

「その太助どんに何を習うたのじゃ」

「算術と商法の道よ」

　それまで学問武芸しか知らなかった岩崎弥太郎が、はじめて算用の道を学んだのは、このときであった。将来、商業によって大をなそうと考えたのも、このときである。

「世の中は一にも金、二にも金じゃ。うちの親父もわしもわずかな賄賂がなかったために庄屋の鼻薬におどらされた郡代役所にとらえられたのじゃ。世の中は金で動いている。詩文や剣では動いちょらん。わしは将来日本中の金銀をかきあつめて見するぞ」

「面白い」

　竜馬は、手をたたいて愉快がった。こんな武士を見るのははじめてだったからである。




　竜馬はそのまま江戸へ発った。

　牢にいる弥太郎のほうは、なお数カ月間拘こう留りゆうされっぱなしであった。

　この岩崎弥太郎と竜馬との再会は、ふたりの活躍舞台が長崎にうつるまでなお数年を要するのだが、弥太郎の出牢後のことに多少触れておこう。

　とにかく、田野浦の郡代役所の牢暮らしがなかったならば、後年、岩崎は三菱財閥を興すような男にならなかったであろう。

　弥太郎に算用を教えた魚梁瀬村の太助は、かれの物覚えのいいのに感嘆して、

「とにかくおどろいた。うらァ、この算用の術を覚えるのに四、五年かかりましたが、お前まんさんは一月で覚えなさった。二本差しの固苦しいお人にしては大したものでござります。お前さんのようなお方が商売をなさったら、えらいことになるじゃろ」

「いや、恩になった。牢にでも入らねばこういうものは覚えん。こんど御赦免になったら武芸も書物もすてて、商人になる。うらが日本一の金持になりゃ、恩返しにモッソウ櫃びつに小判をびっしり詰めて贈るぞ」

「あっはは、そいつはありがたい。その気でやることでございますな」

　太助はむろん冗談だと思っていた。

　が、後年、老いた太助が魚梁瀬村の山中で患わずらい、ひどく窮迫していたころ、天下の三菱会社の総そう帥すいがあのときの弥太郎だと知っておどろき、村の者にそのころの物語をしたところ、聞く者はみな、

「そら、太助どん聞きずてならん、貰いに行ったらどうじゃ」

「なにをいう。わしを乞食にするか」

　歯し牙がにもかけなかったという。

「某ぼう、遂ニ行カズシテ止やム。亦また一異人ナリ」

　と、古い岩崎弥太郎伝では、漢文調の名文でこう書いている。無名で朽ちたとはいえ、よほど骨のある人物だったのだろう。

　もっとも太助の死後、岩崎家では約束どおりにその子へおびただしい金を贈って当時の恩を報じた。

　出牢後、弥太郎は、

「居村追放」

　という罰で村にも帰れず、高知城外の鴨かも田た村むらに貧屋をかまえ、村の子供を相手に読み書き算そろ盤ばんを教えてやっと暮らしをたてた。

　ところが、この鴨田村の浪居が、ふたたびかれに巨大な幸運をもたらした。

　この村からほど近い所に長浜村鶴田という部落があり、そこに流る謫たくの人がいた。

　のちの藩の独裁者吉田東洋である。

　思想的には徹頭徹尾、徳川大事の佐幕論者であったが、家中きっての学者であり、非凡な政治家でもあった。抜ばつ擢てきされて江戸家老になり敏腕をふるったが、やりすぎて失脚し、いま蟄ちつ居きよの生活を送っている。

　弥太郎は、東洋の門下生に入った。

　東洋はその後ゆるされて再び藩の行政権をにぎったとき、この長浜村で門人にとりたてた藩士の子弟をそれぞれ枢要の位置にすえた。

　もっとも弥太郎は地下浪人の出だったためにすぐには取りたてられなかったが、のちに財務官として土佐藩の金銭をにぎるにいたった開運は、このときだったといっていい。

　話をもとにもどそう。

　竜馬が江戸についたのはその年の秋である。鍛冶橋藩邸で休息ののち、桶町の千葉道場にもどった。




江戸の夕映え











　桶町千葉に帰ると、師匠の貞吉も重太郎も涙をにじませてよろこんでくれた。

（国もともわるくはないが、人情はやはり江戸だなあ）

　しばらく離れてみて、そういうことがしみじみとわかった。

　重太郎は、竜馬の不在中に小柄で美しい内儀をもらっていて、

「お八や寸すというのだ。腹八分目の八に一寸二寸の寸をかく。せいぜいしかって用をいいつけてくれ」

　と、うれしそうに引きあわせた。お八寸はシキイのむこうの廊下の板敷で三ツ指をついて頭を下げていたが、やがて顔をあげた。

「八寸でございます。どうぞよろしくおねがいいたしまする」

　眼が涼しく、あごが小さくひきしまって利発そうな女性である。竜馬のすきな系統に属した。

（これァ、いかん。わしはほれそうな婦人じゃよ）

　内心閉口したが、例のふわふわと風の吹きとおるようなたあいもない微笑で顔を崩しながら、

「坂本です。こちらこそ世話になります」

「結構、結構」

　重太郎は、わけもなくうれしがった。お八寸は浅草に屋敷のある幕府の天文方の芥あくた川がわ与よ惣そ次じの娘だということだった。家格は低いが、芥川与惣次といえば、関流の和算できこえた学者である。

「八寸、酒」

　と重太郎はちょっと威張って命令したが、まだ亭主の折り目がついていないから、どこかぎごちない。

「はい、ただいま」

　八寸がさがったあと、重太郎は顔をよせるようにして、

「竜さん、女房はいいものだぞ」

「そうだろう」

　竜馬は無責任にあいづちを打った。

「しかし、竜さんにはわかるまい」

「なにがだ」

「女房のよさが、だよ」

「それァ、むりだ」

　竜馬はもてあまし気味で、

「なにぶん、独ひとり者だからな」

「悲観することはない」

「べつに悲観はしていないが」

　どうも押され気味になってきた。

「貰ったらどうだ」

「あんたのような惣そう領りようではない。われわれ次男坊は、女房などは自立する道がついてからのことだ」

「あんたの腕なら、あと一、二年で立派な町道場主になれる」

「師匠すじのあんたからそういわれれば、うれしいが、実はわたしはひょっとするとそういう安あん穏のんな一生はおくるまい」

「竜さんの一生はどういう一生だ」

「よくわからん」

　竜馬はちょっと遠い眼をして、

「女房を貰うような男ではあるまい」

「なるほど、竜さんにはなにを仕出かすかわからないところがあるが、それでもよく理解して家を守ってくれそうな女がおらぬことはないぞ」

「待った」

　さな子の名が出そうだったからである。




　竜馬の考えでは、男には、農夫型と猟師型がある。

　野の片すみに安住して作物を植え、女房を愛し、子を育てることによろこびを見出す型と、山野を踏みわけ、山から山へと獣を追い、ついには家郷を忘れる型のふたつである。

　重太郎は若手では一流の剣客だが、剣で耕した家門に妻をむかえ、家庭のあたたかさをよろこぶ農夫の型だった。

　竜馬はそうではない。

「女房のはなしはよそう。わしァ、変人かも知らぬが、寝床のなかで少年のころから毎夜血が沸いてかなわぬ」

「女を恋い慕ってだろう」

「それとは、ちょっとちがうな」

「どういうことだ」

「眼の前に、とほうもなく大きな黒くろ猪いのししがいるんじゃ」

「えっ」

「いつも眼にうかぶ。黒猪はいつもわしから逃げちょる。逃げながら、おいでおいで、しちょる。追おうと思っても、足がねばって動かん。黒猪は嘲わらって、竜馬ン馬鹿ァ、ちゅいよる」

「胸中そんな黒猪がいるのか」

　重太郎はあきれると、竜馬は大まじめにうなずいて、

「野望というものだ」

「ははあ、野望のことか。そういうことなら、私にもある。剣をみがくことがそれじゃないか」

「剣だけではつまらん」

「ふむ？」

　重太郎は、怒ったような顔をした。剣の名門にうまれて剣をぶじょくされるのは堪えられない。

「剣も、若者の野望を托するに足るぞ。竜さんはまだ知るまいが、あんたの留守中に大公儀（幕府）が講武所というとほうもなく大きな役所をお作りなさった。家ごん康げん御ご入にゆう府ぶいらいの出来事だ。三百年、文を重んじ武をやや軽んじた御政道が、ここにあらたまった。文に湯島の昌しよう平へい黌こうがあるごとく、武に講武所がある。じつは、私も近く講武所出仕になる」

「それはめでたい」

「ありがとう。しかし竜さん、剣をみがけば、そういう道があるじゃないか」

「それとはちょっとちがうのだ、わしの黒猪は」

「どうちがう？」

「自分にも解げせん。こうして眼をつぶれば、その黒猪があらわれてくる。しかしその黒猪が何者であるか、わしには正体がまだわからん。わかるまで、とりあえず夢中に剣を磨いてゆくつもりだ」

「わかるまで女房はもらわんというのか」

「まあ、そういうことになるかな」

　面倒だからそう答えたが、いくら論じても男としての種類のちがう重太郎にはよくわかるまいし、それに、じつのところ竜馬自身にも自分がよくわからない。

　やがて、お八寸が、酒肴を運んできた。

　そのうしろから、やはり膳部をもって入ってきたのは、さな子である。

「やあ」

　竜馬はすわりなおした。

（いよいよ美しくなった）

　さな子は膳部をそこへおくと、ずっと膝をさげて、鄭てい重ちように頭をさげた。

「お帰りなさいまし。おつつがなきご様子、おめでとうございます」




「しばらくでした」

　竜馬もさな子に会え釈しやくして、

「もうとっくに嫁に行っちょると思っちょりましたが、まだでしたか」

「………」

「あんまり選り好みをなさっていると、売れ残ってしまいますぞ。そういえば相変らずお美しいが、すこし老けられたなあ」

「まあ、好きませぬ」

「親切で申しているのです。それともたれかお気に召したひとでもいるのですか」

　しらばっくれたことをいう。さな子は悲しくなったが、眼だけは青く研とぎすませて怒った顔をつくっている。

（それとも、このひとにはわからないのかしら）

「好きな殿御はおりませぬが、大嫌いな人ならさな子にもおります」

「ほう、たれです」

「坂本さま」

「これはごあいさつでした」

「さな子、ひかえろ」

　好人物の重太郎は、はらはらしながら話題をかえた。

「どうだ、竜さん、久しぶりの江戸は」

「そうじゃなあ」

　竜馬はぐっと干して、杯を重太郎にかえしながら、

「離れてみて、江戸ちゅうもンのよさがわかった。国もともよいが、人の心が粗野でいかん」

（ご自分が粗野なくせに）

　さな子は、隅っこからにらんでいる。

「そんなに江戸はいいかな」

　重太郎は江戸っ子だからほめられるとわるい気がしない。

「やはり、二百数十年の累積というかな。人情というものの磨きが、田舎とはちがう。人と人との触れあいに、諸事、こまごまと人情がゆきわたっている。徳川家代々の功績は、こういう町をつくったことだな」

「しかし土佐の高知もよかったろう」

「あれは、田舎、田舎」

　竜馬はたてつづけに飲んで、もう二合入りの徳利を二つも空けている。

「酒ばかり飲みくらって、若侍が三人も集まれば天下国家ばかりを論じちょる。それも眼め鯨くじらをたて、自分が立ちあがらねば日本がほろびるとシンから思っちょる。日本を馬鹿にする異国人には、土佐鍛冶きたえの刀の切れ味を味わわさにゃならんと思っちょる」

「なるほど、大変な連中がいるものだな」

「しかしこわいぞ」

「なにがだ」

「田舎は、だ。おそらく、長州でも薩摩の若侍でもそうだろう。粗野だが、異い骨ごつ相そうなもんだ。ところが久しぶりで江戸へ帰ってみると、町でみる人の群れは国難どこを吹く風かというようにのんびりしちょる。江戸っ子が田舎者にしてやられるときがくるかもしれん」

「まさか」

　重太郎は、笑ってとりあわない。

　その翌日竜馬は、日ひ暮ぐれから築地屋敷に所用があって行った。

　夜ふけて桶町まで帰る途中、もと雲州松平家の控え屋敷で、いまは空屋敷になっている塀のそばまでくると、いきなり斬りかかった影があった。

　とっさに身をかわして、

（辻斬りか。江戸も存外荒っぽくなったな）

　馬うま乗のり提灯を捨て、灯を踏みにじった。

　真暗になった。




　竜馬は土塀のきわまで飛びさがって、そっと刀をぬいた。鞘音をたてないのは、夜陰の格闘の心得である。

　が、わるいことには、竜馬は月を真向からあびる位置に立たされてしまっていることであった。

　相手は。──

　月を背にしている。真黒な影がふたつ、竜馬の左右三間ばかりのところに立ち、動くともみせず、足だけをにじらせて間合をつめている。辻斬りとしては、玄くろ人うとといっていい。

（馴れてやがる）

　大坂高麗橋で岡田以蔵に襲われたときのことをおもいだした。あのときは辻斬りの以蔵のほうがおびえていたが、今夜のふたりは、何度も他人の血をみた者しかもたない落ちつきぶりであった。

　右の背の高い男は、八相。

　左の小男は、癖のある下段である。

「おい、物盗りがめあてか」

　竜馬は低い声でいって、すぐ足を跳ねて位置を右へ変えた。声をめあてに敵が撃ちこんでくるのをふせぐためである。

「………」

　相手は答えない。

　黒船以来、物情騒然としてくるにつれて江戸では町道場が繁昌し、道場の数はざっと二百軒、流儀は有名無名をまじえて五十流をこえているというが、それにつれて粗暴の若者が腕だめしをする辻斬りが流行しはじめたという。

「しかし武士をねらうとは感心だな」

　あとの証拠を残さないため、土佐訛なまりはおさえている。竜馬は位置を変え、

「もっとも二人がかりとは感心せぬ」

「………」

「明晩からは、一人で出かけるがよかろう。とはいえ、ご両人」

　すぐ位置をかえ、

「今夜、わしに斬られてしまえば別だ」

　言いながらもしきりと足で地をさぐっては新しい足場に移動し、ついに下段の小男の左側に出た。

　竜馬は、すでに大坂で一度、江戸で一度の真剣の太刀打ちを経験しているから、馴れている。

　左上段に大きくふりかぶり、ツマサキをあげ、背をみるみる大きくみせた。

　相手には、それが巨大なこうもりでもみるような錯覚を与えたのだろう。

　はっと剣尖をあげた。

　これが不覚だった。右籠手が白く月に光って空いた。

　とたんに竜馬の太刀が雷神のように落ち、

「ぎゃっ」

　と小男は跳ねあがった。とその刹せつ那な、人ともおもえぬ勢いで真暗な地上に体をたたきつけた。

　その体から右腕だけが刀をつかんではねあがった。やがてそれも地に落ちた。

　血のにおいが、あたりにこめている。

「気の毒した」

　竜馬は、さらに大男の左へ位置をかえた。

　大男は、すっと足をさげて、

「竜馬、上達したな」

　といった。

　竜馬はおどろき、

「何者だ」

「わすれたか。また会おう」

　ツツと雪せつ駄たの音をたててさがると、やがて闇に消え、腕を斬られた男も、それを追うように逃げた。

　竜馬はぼう然としている。




　それからほどなく、千葉道場の竜馬のもとにめずらしい人物が訪ねてきた。

　寝待ノ藤兵衛である。

　門番の小部屋が一つ空あいていたから、そこに待たせておき、日暮れちかく、稽古が済すんでから会ってやった。

「久しぶりだったな」

　かまちをあがると、藤兵衛はいろりに薪をくすべている。

「寒くなりましたねえ」

「何の用だ」

「用ってもんじゃねえんですがね。一つは旦那のお顔を見たさと、一つは、旦那にそのお気持さえありゃァ、頼みてえことがある」

「ことわるよ。お前の頼みというのはろくなことはない。妙な女を押しつけてきたり」

「ああ、お冴のこと。そうそう」

　藤兵衛は思いだしたように、

「あれァ、死にましたよ」

「ふむ？」

　竜馬は、あわてて鼻のわきを搔いた。

「また、どうしたことだ。病いか」

「へい、例のコロリ（コレラ）でさ。去年の夏、旦那の留守中の流行で、ぽっくり逝ゆきました。あっしは旅に出ていて知らなかったんだが、帰ってきて大家にきくとそうだという。あのころ、引きとり手のねえ仏は薪のように積みあげていっぺんに焼いたというから、すっかり無縁になっちまって骨がどこにあるかもわからねえ。かわいそうなもんでさ」

「そうか」

　竜馬は、いたましい顔をした。

「仕様がねえもんですから、深川万年町の恵然寺にあっしは多少のかかわりがある。そこの和尚に戒名をつけてもらい、ついでに永代供養もたのんであります」

「そいつはいいことをした。最後まで世話をしてやったわけだな」

「あっしも一生にたった一つだけいいことをしたから、死んだら極楽、とまではいかねえにしても、地獄じゃすこしは顔がきくことになりましょう」

「いやに仏臭くなったな」

「まったく」

　藤兵衛は、頭をかき、

「このところ、どうも焼きがまわって、いまの仕事がいやになっている」

「泥棒がか」

「そうでさ。一体、掏す摸り、泥棒てやつは、職に打ちこんでるときゃ、どんなことがあってもひっつかまらねえもんだが、一たんこんな気持になると、きっとどじを踏む。もう永くもねえしゃばだと思っています」

「お前もさきざきは無縁仏てところだな」

　竜馬は、にたにたしている。

「よしよし、お前が獄門になれば、生前のよしみに坊主にたのんで線香の一本もあげてやろう」

「旦那、ひでえ。あっしはそんなことを頼みにきたんじゃねえ」

「そうだろう。ばかに早手廻しだとおもった」

「頼みてえのは、生きたあっしのことでがすよ。いまの稼業からすっぱり足をあらっちまう心底ですから、このさいきれいに家来にしてもれえてえのさ」

「ことわるよ。むかし、源義経は泥棒の古手の伊勢三郎義盛を家来にしたそうだが、おれにはそんな道楽はない」




　もっとも、断わられておとなしくひっこむような藤兵衛ではなかった。

「なにも、こう、食禄を頂戴してえというわけじゃねえ。旦那がえらくなるまで、ただでお仕え申しあげよう、てこってす。どうです」

「勝手にしろ」

　竜馬は面倒になった。

「ありがてえ。きっとお役に立ちますぜ。旦那もしっかりやって、藤兵衛に給金を出せるようなご身分に早くなってもれえてえもんだ」

「ところで、話はちがうが、先夜、築地のもと雲州侯の控え屋敷だったあたりで妙なやつに出逢った」

「と申しやすと？」

「辻斬りだ、二人組の」

　と、竜馬は手みじかに模様を話し、

「暗くて顔はみえなかったが、あとで声を思い出してみると、どうもそれが信夫左馬之助に似ィちゅ。いや、まちがいないわい。あの男、江戸へもどっちょるのか」

「さあ」

　会津城下で町道場をひらいている、という消息までは知っていたが、その後は知らない。

「一種の気違いだろう。わしにまだ遺恨があるらしい」

「ようがす。こういうことは、こっちの得意だ。ねぐらをあたってみやしょう」

　二、三日して藤兵衛がやってきて、

「やっぱり江戸に舞いもどっています」

　といった。

「どこにいる」

「やはりもとの本所鐘ノ下でさ。表の造作をすっかり変えて、見ちがえるほどりっぱな道場になってやがった。文武教授・玄明館、そんな名です」

「文武教授？」

「へい」

「武はまだしも、文はおどろいたな」

「当節流行はやりですよ。門人をとりたて、食客をごろごろさせておいて、なにか事のおこるのを待ちかまえているのが、ああいう手合だ。文武教授といえば聞えはいいが、体ていのいい攘夷浪人の巣ですぜ。本所や深川あたりには、ああいう今いま出で来きの道場が多い」

　なるほどそういわれてみれば、竜馬が久しぶりに江戸に帰ってみると、そういう手合の横行がめだっていた。もし幕府が攘夷を断行すれば、真さきに駈けて戦場で身しん上しようをおこそうという連中である。戦国のころの野武士とかわらない。

（左馬之助でさえ攘夷党になる世か）

　猫もしゃくしもそうだ。

　開国か、攘夷か、という議論は、日に日にやかましくなっている。

　竜馬の仲間では、武市半平太がその急先鋒だった。

　ところが、幕閣の外交方針は攘夷ではない。「恐夷」といったような態度で、列強のもつ武力におそれをなし、軟弱外交をつづけていた。いわば、やむをえざる開国主義といったほうがいいだろう。

　京の朝廷はちがう。

　今きん上じよう（孝明天皇）が、病的にまで極端な外国嫌悪症におわした。むろん、攘夷主義で、このため、諸国の攘夷論者は京都にのぼってきて、幕府と対立する論壇ができつつあった。これが尊王攘夷論になり、攘夷倒幕論になってゆくのである。

　竜馬はこのころ、時の流行で攘夷論かぶれをしている程度の、まだ政治的には無自覚な青年にすぎなかった。

「左馬之助が攘夷主義者なら、神奈川へ行って異人でも斬ればよいのに、わしに闇討をかけるとは、わからぬ男だ」




（妙なやつもいる）

　と竜馬はおもった。

　当の竜馬の側ではとっくに忘れていることだが、信夫左馬之助にすれば、先年、薪河岸で竜馬に打ちこらされたことが、よほどの遺恨として残ったにちがいない。

「わしに遺恨とはどういう料簡だろう」

「数ある人間のなかだ。そういう性分の男がいるもんでさ。狐狸のうまれつき、てんですかね。いったん恨みをもったことは一生忘れねえてやつだ」

　藤兵衛が、わかったようなことをいった。

「あっしなンざ、しがねえ鼠そ賊ぞくだが、どうも愛憎ともに思いのこもる方で、考えてみりゃ執念ぶけえ。左馬之助の気持がわからねえこともねえンです」

「はァ、お前まんも、狐狸のたちか」

　竜馬は、おどろいてのぞきこんだ。藤兵衛は顔をツルリとなでて、

「いやですよ」

　と笑った。

「なるほど、わかるような気もする」

　この男が、竜馬に尽してくれる情の深さは有難迷惑なほど異常なものだが、これが場合によって恨みに転ずれば、どんなに執念ぶかいかわからない。

「旦那のような淡泊さらりとしたおうまれつきにはわかりませんでしょう」

「べつにサラリともしちょらん。おれはこれで、根深くいろんなことを考えているつもりだ」

「それァ、根深えだろうが、事を愛憎にかぎっていえば」

「ああ、愛憎にかぎっていえば、どうかな。いや、ひょっとすると、外見とはちがってなかなか執念ぶかいかもしれんぞ」

「さあね、旦那なんざ」

　藤兵衛は、にやにや笑ってなにか言おうとしたが、ひっこめた。

「なんだ。意味ありげだな」

「いやなに。でござんすからね、旦那なンざお気をつけなさらなくちゃいけない。なにげなしにやったことが、人の恨みを買っていることが多いかも知れませんよ。信夫左馬之助がいい例だ。あいつは、一生旦那をつけねらうかもしれませんぜ」

「藤兵衛、説教だな」

　竜馬はからかって、

「男子、人の恨みをいちいち気にしていては大事をなせまい」

「いや、そのとおりだ。が、人間にはいろんな野郎がいるてことをお知りになっておくのはわるくはねえ」

「知りすぎたよ、信夫左馬之助のおかげで。おそらく、いつかまた思いだしたようにあの男は襲ってくるだろう」

「それが、ああいう男の生甲斐みてえなもんだ。ひょっとするとあの野郎、旦那をめあてに剣術をみがいているのかもしれませんぜ」

「厭やだな」

　竜馬は苦笑した。

「いやでも先様の思惑だから仕様がねえ。いろんな奴がいて、いろんな人情を持ちよって押しあいへしあいをしているから、江戸は、こう、面白いんですよ」

　この安政三年も、暮れた。

　晦日みそかちかくになって、国もとの兄権平から急飛脚が到着した。

　竜馬は、わるい予感がした。




　もっとも国飛脚といっても、竜馬の寄寓さきの千葉道場にまで書状をとどけてくれるほどの親切はない。

　便は、鍛冶橋藩邸までとどいた。それをお長屋住いの武市半平太が見つけて、桶町までわざわざ使いを差し立ててくれたのである。竜馬が駈けつけると、武市が、

「国もとの兄上かららしい」

　と、油紙の包みを渡した。

　書状をひらくと、兄の権平の例によって癖のある達筆で、おどろくべきことが書かれていた。

　死んだ。

　父の八平が、である。

「………」

　竜馬は、ぎょろりと眼をむいて、虚空をみた。

「どうした」

　とは、武市はいわない。声をかけるすきを与えないほど、竜馬はこわい顔をしていた。

　書状によると、父の八平は、さる十二月四日、にわかに倒れ、その後、息をひきとったという。五十四歳であった。

　竜馬は、ふたたび書状に眼をおとした。そこに八平の臨りん終じゆうの模様が、簡潔に書かれていた。

　それによると、死の直前まで昏睡していた八平が、にわかに眼をひらいたという。

　──竜馬。

　といった。

　さらにつづけて、

　──竜馬、竜馬。

　と呼び、声がおわると、息が絶えた。それが遺ゆい言ごんといえるならば、ただそれだけであった。

　八平にすれば、末っ子の竜馬の行く末がよほど気になっていたのであろう。

　八平、名は直なお足たる。

　もともと潮江村の郷士山本家から養子にきた人で、家つきの娘であった竜馬の亡母幸子とのあいだに二男三女をあげた。

　骨格がなみはずれてたくましく、権平、乙女、竜馬が大柄なのは、この八平の血といってよかった。若いころから弓術、槍術ともに堪能でそれぞれ免許皆伝を得、能書家で和歌にも長じていた。が、性格がおだやかで、竜馬に対しても大きな声で叱ったことがない。

　いつも座右に、春風が吹いているような父親であった。

　竜馬が十九歳で江戸に発ったあとも、ときどき惣領の権平をつかまえては、

「あいつ、泣いちょらんか」

　真顔で心配した。

　また、

「あの寝よ小ば便あったれが、無事大人ンなるだけでも拾いものじゃった。しかし大人になったあと、あの野放図者が、人ひと中なかに入って世を渡ってゆくかどうか。これは心配じゃぞ、権平」

　とも言い言い暮らした。

　おそらく臨終に、竜馬の名を三度も呼ばわったのは、

「しっかり世を渡れや、竜馬」

　とでも呼びたかったのだろう。

「武市さん」

　竜馬は、微笑した。




「坂本君、お父上の訃ふ報ほうか」

　慧けい敏びんな武市は、竜馬が手にしている書状が何であるかを、すでに察している。

「そうじゃ」

　と竜馬がうなずくと、武市は固苦しく両手をついて、

「それは、いごつ、御愁傷なことでござった」

「なかなか」

　竜馬は、無理に笑いを作っていた。

「天の理じゃ」

「なんと。父上の御逝去が天の理じゃとお前まんは申さるるか」

「当然であろう。わしが死んで父が残られたならば事が逆で悲しみを背負わせることになるところじゃが、さいわい順で、やむをえぬ」

「とはいえ」

　と、武市は誠実な男だからすでに眼に涙をため、竜馬の態度にありありと怒気をみせながら、

「子として堪えがたかろうが」

　といった。

（あたりまえじゃ）

　竜馬は、へらへらと笑っている。妙な男でこういう顔つきをする以外に、いまの悲しみを堪える方法を知らなかった。

「竜馬、父の訃で笑うとは不謹慎じゃぞ」

「済まん。わしはこんな男じゃきに。目ざわりなら、退散するわい」

　大刀をひろって、出てしまった。

（なんちゅう奴じゃ。あれでは、坂本の八平どのも、心を残して亡くなられたであろう）

　と、武市はおもった。

　その後、二、三日、竜馬の姿が、藩邸のお長屋にも桶町の道場にも見えなくなった。

「門を閉じて喪に服すべきところじゃのに、竜馬はどこをほっついちょるのじゃ」

　と武市は、かれの周囲にあつまる藩邸の若い心酔者たちに愚痴をいい、ぽろぽろと涙をこぼした。

　武市は、竜馬が大好きなのだ。

　好きなだけに、竜馬がときどき見せるえたいの知れぬ不ふ遜そんさに不満があった。とくにいまの場合、武市のような儒教にこりかたまった眼からみれば、竜馬の態度は人じん倫りんの一大事といえるのである。竜馬が好きなだけに、思い鬱して涙がこぼれてくるのである。

　ところが、竜馬の姿が見えなくなった翌日、藩邸の門番たちが、

「夜ぜん、お庭の築つき山やまの奥で、妙な音がした。聴いたか」

　とうわさし合った。

　それが、その翌夜も、した。獣の咆えるような声であるという。

　同心の一人が、おそるおそる近づくと、松林のなかで一人の男が枯草にまみれて寝ころんでいた。

（何者じゃ）

　と思うまもなく、男は、まるで桂浜の海鳴りのような声で泣きはじめた。

　同心が、おそるおそる提灯を近づけると相手は、むくっと起き、

「寄るなっ」

　と、すさまじい気魄で怒鳴った。

　うわっ、と同心は築山からころげ落ち、

「曲者じゃ」

　と番所に急報して同僚とともにもう一度築山のあたりを探索したが、誰もいなかった。

　それが、どうやら竜馬だったらしいといううわさが武市の耳に入ったのは、四、五日たってからである。

（妙なやつだ）

　武市には一切がわかった。




安政諸流試合











　竜馬に関する伝記、資料では、父の訃報に接した二十二歳の竜馬が、

（感涙とどめえず、遥かに江戸の地より故郷を拝し──竜馬かならずこの恩に報ゆべし、と天地神明にちかった）

　という。

　竜馬にとって、よほどの痛恨事だったにちがいない。

　後年、幕末諸藩の英雄豪傑を煙にまき、奇想、奇策によって天下の風雲を一手におさめた竜馬の姿からすれば、意外なほど平凡な孝子ぶりだが、これが竜馬の正直なすがただったのであろう。

　なぜなら、その日から翌安政四年にかけての竜馬にはほとんど逸話がない。千葉道場にこもりっきりで、必死の剣術修業をした。

　竜馬のように、出歩き好きで、好奇心のつよい性格からすれば、これは出来すぎといえるほどの期間だった。よほど父の死が、かれにとって衝撃だったのだろう。

　ほどなく、北辰一刀流の最高位である大目録皆伝を得、桶町千葉の塾頭になった。年、二十三歳である。

　千葉の塾頭といえば、数ある江戸の剣客のなかでも、花といっていい。

　この当時、長州の桂小五郎は麴町の斎藤弥九郎道場（神道無念流）の塾頭であり、土州の武市半平太は、京橋アサリ河岸の桃井春蔵（鏡心明智流）の塾頭にのぼっていた。ひとくちに、

　位は桃井

　技は千葉

　力は斎藤

　といわれる。

　それぞれ当時の剣壇を三分する勢力であったが、このそれぞれの名門の塾頭を、のちの維新の立役者が占めたのは奇妙な偶然といっていい。

　この年、秋。

　諸流選りすぐりの剣士による二度の大試合が、江戸でおこなわれた。

　夏がすぎたころ、千葉重太郎が、

「竜さん、相談があるのだが」

　と、一室へまねいた。

「なんじゃ」

　と、竜馬はいきなり寝ころんで、肘枕をついた。このところ竜馬はいよいよ行儀がわるくなって、日常ちゃんと正座することなどめずらしい。

「じつはこうだ」

　重太郎は両手を膝の上におき、端座したまま、畳の上にころがっている竜馬の顔をのぞきこんでいった。

「寛永御前試合いらい二百年このかた、江戸では諸流の剣術試合は絶えてなかったが、この秋、土佐藩山内侯の肝きも煎いりによってそれが催される」

「山内侯といえば、おれの殿様ではないか」

　殿さま、と口にするときは普通の藩士なら正座するところだが、竜馬は肘枕のまま、

「大名が剣客の世話方をつとめるなど、世も変わったものだ。もっともうわさでは、肝っ玉のよほどねじれたお人らしいが」

「ところでだ。桶町千葉の代表は一人だが、この試合は道場のために負けられぬ。そこで、あんたが立つか、私が立つか」




「そうだな」

　竜馬は言葉をにごし、一体どういう顔ぶれが出るのか、ときいた。

「百人選ばれる」

　と重太郎がいった。

「神道無念流からは、大先生の斎藤弥九郎老人みずから出場される」

「斎藤先生は審判だろう」

「いや、審判にも立たれるが、試合もだ。ところがわが北辰一刀流では」

　重太郎は顔を曇らせた。

　不世出の剣客といわれた総帥の千葉周作が一昨年六十三で歿し、それより早く長男の奇き蘇そ太た郎ろうが死んでいるから、神田お玉ケ池の千葉家の代表は、まだ十代の三男道三郎である。

　もっとも道三郎のすぐ上に次男栄次郎がいる。千葉の小天狗といわれたほどの達人で、栄次郎の片手上段というのは江戸中の剣客から怖れられたものであった。

　が、家督を早くから弟の道三郎にゆずって自分は水戸徳川家に仕え、江戸定じよう府ふで大番組二百石。

　これが主家の都合で出られない。

「だから塾頭の海保帆平どのが出て、斎藤弥九郎先生にあたる」

　おそらく帆平先生は負けるだろう、というのが、重太郎の顔つきだった。

　海保帆平は、故周作の第一の門人で、剣歴も古く、人柄もいい。数千の門弟をもつお玉ケ池の道場が、事故もなく運営されているのはこの人の事務的才能のおかげだという声もある。

　むろん、事務的才能だけではない。

　剣は江戸屈指だし、老熟してもいたが、かといって、千葉周作なきあと海かい内だい無双の剣名のある斎藤弥九郎と互角に勝負できようとはおもわれない。

「くやしいが、お玉ケ池千葉は、そういうことで期待はもてないよ」

　と重太郎はいい、

「そこで、わが桶町千葉だ。われわれが奮迅しなければ、北辰一刀流の声価がすたる」

「なるほど」

　竜馬は大きくうなずいてみたが、まだ、重太郎がなにを言おうとしているのかわからない。

「竜さん、やろうじゃないか」

「ああ、やろう」

　無責任に調子をあわせた。

「そこで、だ」

　重太郎は、寝ころがっている竜馬の顔をのぞきこむようにして、

「わが桶町の千葉道場の代表として、竜さんが立て」

「なんじゃとナ？」

　竜馬は起きあがって、

「あんたは、出られんちゅうンか」

「出ない」

「それァけしからん」

　と竜馬は眼をむいた。

「お玉ケ池の千葉はそれでいいとして、あんたが出ねば、千葉姓の剣客はたれも出場せぬことになる。それこそ千葉の剣名がすたる」

「出て負けるより、出ぬがましさ。とにかく桶町の北辰一刀流としては、竜さんに立ってもらう」

　すでにこのころでは、竜馬の剣は重太郎を二、三枚凌しのいでいた。




　竜馬は桶町千葉の代表となり、お玉ケ池塾頭の海保帆平とともに北辰一刀流の名誉を防衛する立場になったが、さてたれと組みあわせになるのか、これは当日までわからなかった。

（たれでも来い）

　そんな心境でいる。

　翌日、日が暮れはじめたころ、意外な人物がたずねてきた。

　長州藩士桂小五郎である。というより、このときは、麴町の斎藤弥九郎道場の塾頭として、桶町千葉の様子を探訪にきた、といったほうがいい。

　竜馬とは、相州三浦半島の山中で遭って以来、もう四年になるだろうか。

　小五郎は二つ年長の二十五歳。

　実に様子のいい男だ。

　全体が小造りだが、肩から足のさきまで筋肉が鋼はがねのようにひきしまっているのが、衣服を通して感じられる。

　面か貌おも、眉が冴え、瞳が鎮まって、あのころとくらべると別人のようにきびしくなってきた。

「これはひさしぶりじゃ」

　と竜馬は、重太郎の部屋を借りて、小五郎を請しようじ入れ、

「たがいに相変りませず、祝しゆう着ちやくです」

　と世間なみのあいさつをすると、桂は竜馬の顔をつくづくみて、

「おぬし、顔が変わった。よくなった」

　笑わずにいった。竜馬の顔も、あのころとはずいぶんちがってきているらしい。やはり、自分では気づかないが格段に成長しているのだろう。

「そうですかな」

　竜馬は、薄ぼんやりと、

「別に付け替えもしちょりませんが」

「あたりまえです」

　とぴしゃりといった。

「顔の付け替えなど出来るはずがない」

　桂には、冗談が通らない。これほどの才人でありながら、あたまの構造が物の理を究きわめるほうにばかりするどくて、理外の世界のおかしみがわからなかった。

　その点、竜馬とはまるで逆だった。竜馬は、どこが尻っぽで、どこが頭なのか、よくわからない顔つきをしている。もっともこれは生れついての地顔だが、後年こういう顔をしているほうが万事トクであると知るようになって、大いに利用した（とはいえ、この種の顔つきも薩摩の西郷隆盛ほどのことはなかったらしく、後年、勝海舟とならんで幕閣の俊才だった大久保一翁は──なんといっても坂本は土佐随一の英雄だ、一言にしていえば、大西郷を抜け目なくしたような男だ、といっている。すくなくとも西郷よりは抜け目のない印象だったのだろう。しかしこの点、ついでに西郷自身の竜馬評を付記しておくと、──天下に有志は多く自分はたいていこれと交わっているが、度量の闊かつ大だいなること、竜馬ほどの者はいまだ見たことがない。竜馬の度量の大きさは測り知れぬ。──西郷がそういうのだから、やはり竜馬はえたいの知れぬ顔をしていたにちがいない）。

「さて、今日の用は」

　と、桂は単刀直入にきりだした。無駄話というものをあまりしない。




「貴道場のことです」

　と桂がいう。

「と申されることは？」

　竜馬がとぼけたが、桂はまっすぐに竜馬の眼をみつめたまま、

「こんどの山内侯お招きによる江戸百人試合に、貴道場ではどなたが出られますか」

「さあ」

「貞吉大先生が出られますか」

　これが桂の知りたいところらしい。が、竜馬は手のうちは見せず、

「知りません」

「貞吉大先生は御病気とうかがっていますが」

「それそれ。医者どのの話では、ご病気だそうじゃ」

「医者どのの話でなくても、御病気は御病気でござろう」

　と、桂は、あいまいな言い方を許さない。

「されば」

　桂がいう。

「若先生の重太郎どのが立たれるわけですな」

　わるいことに、そこへ当の千葉重太郎が入ってきた。

　重太郎は、絵にかいたような江戸っ子侍だから、肚はら芸げいなどは頭から出来っこない。

「桂さん、お話の途中ですが」

　と、にこにこして、

「こんだ、うちは、竜さんですよ」

　そういってから、座に酒がないのに気づいて、

「こいつはいけない。八や寸す、八寸」

　と手をたたき、大いそぎで即席で酒席をつくらせた。こういうことだけは、ひどく気がつく若者だ。

　桂は、酒量はないが好きなほうだから、酒が入るとすこしは口がまわってくる。五、六杯かさねてから、

「坂本君、あんたはずるい」

　と唇くちをまげた。竜馬も重太郎の失策には閉口していたところだから、正直に首すじをぴちゃぴちゃたたいて、

「わしの負けじゃ。あやまる。なにしろ、帳中の秘策は敵に洩らさんのが、軍略の第一じゃからな。が、洩れた以上、あんたのほうの人選びをきいておこう」

「私のほうですか」

　桂はしばらく考えてから、

「言うまい」

　といった。言わぬとなれば、てこでも口を割らぬ顔である。桂の石面といえば、のちに志士のあいだでも有名になった表情で、とりつく島もない。

　竜馬はにやにやして、

「が、お前まんさんは出るのう。お前さんほどの術達者が出ねば、麴町（斎藤道場）はわるくいけば総くずれになる。あとは雑ざ魚こじゃ」

　と、かけてみた。

「雑魚？」

　桂は案の定、むっとした。

「わしほどの者は、麴町には百人もいますぞ」

「たとえば？」

「斎藤誠助、同幾之助、同四郎助」

「ははあ、弥九郎大先生の御血類ですな」

「そうです。ほかに島田逸作」

「ああ」

　島田逸作といえば、斎藤門下では今いま武む蔵さしといわれている男である。

　ほぼ、斎藤方の陣営は、これでわかったとみていい。




　当日。

　安政四年十月三日、江戸鍛冶橋の土佐藩邸に、諸流選りぬきの剣客百四名があつまった。

　竜馬も、そのなかにいた。

　さしもの広い道場の板敷も、選士、見物、御用掛などで、半分はびっしりと埋まっている。

　武市半平太は、この日、出場せず、藩の剣術指南役石山孫六老人の下で御用掛をつとめ、あちこち身軽に世話をやきまわっていた。

　桂小五郎の顔もみえる。

　神道無念流の剣士団の席にいて、あいかわらず深刻そうな顔をしていた。審判は、石山孫六老人のほかに、

　海保帆平

　斎藤弥九郎

　のふたりが立つ。もっともこの二人は、試合の最後にそれぞれの流儀の名誉をかけて模範試合をすることになっており、それがこの日のみものであるといっていい。

　やがて、藩主山内土佐守豊とよ信しげ（容堂）が、正面に着座。

　一同、平伏。

　その下座に、ずらりと重臣がならぶ。

　竜馬は、はるか下座の北辰一刀流選士席からそろそろと顔をあげて、

（なるほど、あれがわしの殿様か）

　と感心した。郷士はお目見得以下の分際だから、藩公の顔をみるのは、いまがはじめてである。

　年のころは三十一、二。

　眼が大きく、顔が瓜うり実ざねで、口がへの字にまがっている。

（世間で、肝のねじれたお人ときいていたがなるほど左様なお顔じゃな）

　もともと、土佐で「南屋敷」とよばれる山内家の分家の子で、しかも妾腹であり、普通ならば蔵くら米まい千五百石の給与で生涯隠居で送らねばならない宿命だった。ところが本家の豊とよ熈ひろ、豊とよ惇あつの兄弟が相ついで死んだために、山内家二十四万石の大身代をついだわけである。よほどの幸運児であった。

　剛ごう愎ふくな性分で、殿様としては不必要なほど頭がするどすぎた。その上、詩文の才があり、歴史を読むのに独特の史眼をもっていたから、当代一流の知識人だった。

　それだけに、柳りゆう営えい（江戸城中）のなかでも他の大名連中が愚かにみえて仕方がなく、きわどい毒舌ばかりを弄している。

　水戸の大政治学者藤田東とう湖こ（一昨年の安政地震で死亡）に師事するかと思えば、一方では市井の任俠の徒相模さがみ屋や政五郎を愛し、さらにみずから「鯨げい海かい酔すい侯こう」（酔っぱらい大名）と雅号するほどの、いわば大名のなかでの珍種だった。

　やがて、土佐藩江戸屋敷詰め剣術指南役石山孫六老人が道場の中央にすすみ出、くじによって組み合わされた試合名簿を、しぶい声で読みあげはじめた。

　声が、ひくい。

　聞きとれないのである。

　竜馬は、最初は懸命に耳をたて、

　神道無念流　桂小五郎殿

　鏡心明智流　福富健次殿

　というあたりまではたしかに耳に入れたが、あとは面倒になって、鼻の穴をほじってばかりいた。ひとつには、桂が相手でないとすれば、あとは大したことはあるまいとタカをくくってしまったのである。




　いよいよ試合がはじまった。

　最初の二番が引きわけになり、つぎに立ったのが、アサリ河岸の桃井道場でいま評判の上田馬之助であった。

　相手は、斎藤道場の星野菊之助。

（あれが、世間でやかましい上田馬之助か）

　竜馬は、大眼玉をむいてながめた。

　背が高く、しかも派手な諸もろ手て上段で、竹刀が風を巻くように颯さつ爽そうとしている。すでに相手の星野を吞んでいるのだろう。

　この上田馬之助の評判というのは、当時、剣客だけでなく、下町の町人のあいだでも知らぬ者はなかった。

　去年の秋、事件の場所は銀座である。

　当節、銀座といっても往来は三人手をつないで歩けば両側の二人は軒下というほどにせまかったが、ここに、

「松田」

　という小料理屋があった。

　瓦ぶきの粗末な二階屋で、料理も、二朱も懐ろに入れてゆけば二階へあがってたべられた（篠田鉱造氏・幕末百話）。

　店構えは粗末だが、そこは銀座だから、階下の土間も二階の座敷も、いつも酒客でにぎわっている。

　座敷といっても、ツイタテで畳二帖ばかりを仕切った手軽なものだが、そこで、丸ノ内に屋敷のある織お田だ左さ近こん将しよう監げん（天童二万石）の剣術指南役中川俊造という者が、門下の藩士二人と酒を飲んでいた。

　いずれも、したたかに酔っていた。

　その日、七ツさがり（午後四時ごろ）だったという。

　馬之助は、道場の帰り、親戚へ寄ってその家の男の子一人を連れて、「松田」で腹をつくるために立ち寄った。

「これァ、混んでる」

　と、階下の土間はあきらめ、女中に案内されて二階へあがった。

　その席が、不幸なことに中川らの横だった。

　そのころには中川らはへべれけになっていて、馬之助の佩はい刀とうをあれこれ横から吟味してからかった。

　うるさい、と思い、

「坊や、奥へ移ろう」

　と立ちあがったとき、子供の足が、中川の刀にさわった。

　中川は居丈高になり、

「無礼だろう。あいさつなしに立ち去るとはなにごとだ」

「子供のことだ。かんべんしてもらいたい」

　馬之助は事がもつれると思い、奥へ行くのもあきらめ、子供をさきに立たせて梯子段をおりさせ、自分もあとからおりた。

　半ばまでおりたとき、中川が「こいつ、逃げるか」と梯子段の上で刀を抜き、馬之助の肩にむかって斬りさげようとした。

　狭い。

　利は、中川にある。が、馬之助はとっさに階段で尻餅をつき、どう抜いたか、抜刀するなり身を翻ひるがえして、頭上の中川を逆ぎやく袈げ裟さ一刀のもとに斬ってしまった。

　どっと血があたりに散った。

　中川の連れの藩士が、師匠の敵、とわめいて階段を駈けおり、馬之助に斬りかかったが、これも腰車を斬られてころがった。

　馬之助はその足で自身番にとどけ、後日奉行所によび出されたが、前後の事情でおかまいなし。

　その馬之助が、いま試合に立っている。




　上田馬之助の相手の神道無念流星野菊之助というのは、竜馬はあまり知らない。

　星野は、中段である。

「やあ。──」

　と、上段いっぱいの馬之助は誘いの気合をかけるのだが、星野の剣はビクとも動かなかった。

　背が低い。

　その点も、馬之助と好対照であった。

「チクと訊きますが」

　竜馬は、隣りの他流の男に顔をむけた。

「あの星野菊之助さんとはどういう御仁ですか」

「存じませぬ」

　とその男は、出羽ことばで鄭重に答えた。

「ほほう、存じませぬと申しますと」

「………」

　相手はだまっている。うるさい奴だと思ったのだろう。

　とにかく無名らしい。

　その無名の星野が、山のように鎮まって馬之助を位でおさえているのである。どちらかといえば、馬之助の剣が浮いてみえた。

　馬之助が堪えかねたのか、ぱっ、と白装の袴を蹴って右足から踏みだした。

　そのとたん、眼もとまらぬ速さで星野の剣がぴしりと動き、馬之助の右籠手を襲った。

「籠手あり」

　審判海保帆平の手があがった。

　あとの二本も、ぴしぴしと馬之助が撃ちこまれて三本とも星野にとられた。

（あの上田馬之助が）

　竜馬はおどろくほかない。銀座の「松田」の梯子段でふりむきざま天童藩の指南役を一刀で斬った馬之助が、苦もなく無名の剣士に敗れている。剣とは底の知れぬものだ。

　このあと、五、六組おいて、ふたたび立った上田馬之助が、桃井道場の早田千助と立ちあったが、これまた早田に面を二本とられてしりぞけられた。

　星野も早田も、それほど名のひびいた剣客ではなかっただけに、竜馬はほッと息を吐き、

（世間には、上には上がある）

　と感心した。

（これァ、慢ずるのは禁物じゃ）

　そう思っていると、さきほどの出羽なまりの武士が、

「貴殿、卒そつ爾じながら千葉貞吉先生ご門下の坂本竜馬どのでありまするな」

「左様」

　竜馬はうなずき、この男、何を言いだすつもりだろう、とおもって顔を見つめていると、男はいかつい出羽顔をちょっと伏せて、

「じつはお手前には、拙者がお相手つかまつる」

　といった。

「ああ、あんたが」

　試合開始の前に、石山孫六老人が組みあわせを読みあげたとき声が小さくて聞きとれなかったのだ。

「そうでしたか。未熟ですから、こちらこそよろしくおねがいします」

　と、にこにこ愛想笑いをしたが、さてこの男が、何者ともわからない。いまさら、相手が何者とも訊きづらくなり、小用に立つふりをして道場の出口で御用掛の武市半平太をつかまえ、あれァ何者だ、と訊くと、武市のほうがおどろいた。

「知らんのか。あれが、斎藤門下では今武蔵といわれる島田逸作だ」




「あれが島田か」

　竜馬が感心したのは、島田逸作の人のわるさであった。

　さきほど、竜馬が上田馬之助の相手になった星野菊之助のことを、

　──あれはどういう御仁ですか。

　と島田逸作にきいたとき、島田は、ハイ、と返事し、鄭重に頭をさげながら、──存じませぬ、といった。ところがいま武市にきくと、星野と島田は同門であるという。同門の男を、「存じませぬ」では通らない。

「しかし」

　と武市は、遠くにすわっている島田逸作のほうを見ながら、

「竜馬、気をつけることだ。あれは意地のわるい剣をつかう」

　とにかく妙な男らしい。

　聞けば、島田逸作は大小二本の竹刀を使うということであった。

「二刀流か」

　とすれば多少おかしい。

　斎藤弥九郎の門は神道無念流で、自分の門下に二刀などは使わせるはずがないのだ。

「そうではないか」

　と疑問をもつと、武市はうなずき、

「斎藤先生もきらっておられるらしい」

　といった。

　もともと二刀は、宮本武蔵の創はじめたものだが、当の武蔵でさえ、これを実戦むきだとは考えていなかったらしく、その生涯六十余度の試合で、ついに二刀は使わず、常に一刀で相手を撃ち倒した。

　師匠の斎藤弥九郎はそれをいい、

　──武蔵は、千万人に一人という腕力の持主だったればこそ両刀が可能だった。島田逸作がごときでは、両刀は不遜である。

　と何度もたしなめたが、島田は頑固に従わず、大事な試合になると、我流に工夫したこの二刀を使う。

　それが、ふしぎと勝った。

（師匠の斎藤弥九郎先生でさえ、島田逸作の二刀にはかなわないのではないか）

　そういううわささえあった。

　──勝てばよいのではないか。

　島田は、そんな肚らしい。

　しかし、一流儀を学んでいる以上、皆伝をとるまでみだりに流儀に異を立て、別法を工夫することはゆるされないことだった。

「だから、あの男は、実歴、力倆は十分以上だが、皆伝はもらっていない」

　と武市はいい、

「ところが」

　と付けくわえた。

「今度、この試合で島田が勝てば、斎藤先生のほうで我を折って、これをしおに皆伝をあたえようというおつもりがあるらしい。むろん、うわさだが」

「とすれば、わしが勝てば、島田に恨みをのこすことになるな」

「はて、しかし」

　竜馬に勝てるかな、という眼を武市はした。竜馬は無愛想に眉をしかめ、

「武市さん、なにを笑う。失礼だぜ」

「いや」

　武市は口をすぼめ、

「二刀流を破る手があるそうだ。知らねばこの勝負、大方は島田逸作の勝ちだ。その手、お前さんは知っちょるまい」

「知らん」

　竜馬は、別に気にもしていない。




　やがて、

「北辰一刀流坂本竜馬どの」

　と、御用掛石山孫六老人の呼び出す声がきこえて、竜馬は道場の中央に進み出た。

　紺の刺さし子こに、紺の袴。

　古びた黒胴に、家紋の桔梗を金で磨すり出してある。

「───」

　道場に、声がない。

　その満堂の緊張を踏みながら、道場の東のすみから出てきたのは、島田逸作であった。

　黒胴に真白の衣袴。

　面めん鉄がねの裏に赤うるしを塗り、右手に三尺六寸の常寸竹刀、左手に二尺六寸の小太刀の竹刀を垂れて、竜馬に近づいた。

　藩主土佐守豊信公の席では、家老五ご藤とう主計かずえが、

「あれが、今武蔵といわれる島田逸作にござりまする」

　とささやいた。土佐守豊信は、例によって唇をへしまげたままうなずき、

「相手の紺装の男はたれだ」

「坂本竜馬と申し、北辰一刀流の免許皆伝でござりまする」

「ふむ？」

　土佐守は殿様にしては鋭すぎる眼を光らせ、

「何藩の男だ」

「はっ、土佐藩士」

「わが家中か。見も聞きも、知らんな」

「左様、お目見得以下でござりますれば。あの者は、お城下本町筋一丁目に屋敷を構えまする郷士坂本権平の弟でござりまする」

「大男だな」

　土佐守豊信は、このときはただその体格に感心した。この名の男が、のちに天下を揺ゆるがそうとは、予言者でないかぎり、想像もできなかった。

　むしろ、竜馬の相手の島田逸作の異装に眼をうばわれた。土佐守だけでなく、満場のたれもがそうだった。

「勝負三本」

　と審判が宣するなり、二人はぱっと飛びさがって間合をとった。

　島田は、小刀を中段、大刀を上段にふりかぶっている。

　防禦としては、剣術のあらゆる構えからみて、これほど完全なものはない。

　竜馬は、島田が構築した城郭に付け入れなかった。相手の小刀をたたけば大刀が面、胴にくる。大刀を意識して動けば、小刀が籠手、突きに来る。

　始末がわるかった。

　防禦だけではない。

　二刀は、攻撃にもつよい。島田は、

「ずあーっ」

　と異様な気合をかけつつ、白い怪け鳥ちようが両翼をひろげるようにして竜馬にむかって押してきた。

　竜馬の剣は、押される。

　それも、あぶら汗をながして押されるというふうではなく、足をとんとんと踏み、平然と、春風になぶられるようにして押されてゆく。

　ついに道場を一周した。

　一周して、背を土佐守にむける位置まできたとき、ピタリと足をとめた。

　とめたときに、三本の竹刀が同時に宙を捲いてはげしく鳴った。竜馬が胴を撃ち、島田の大刀が、竜馬の面を撃った。

「相撃ち。──」

　審判斎藤弥九郎が、低くいう。




　あと、二本である。

　島田逸作は飛びさがって、両刀をみだれ十字に組んだ。鳥が、つばさをおさめたに似ている。

　島田が、大を上段、小を中段、という二刀使いの常套の構えを捨てたのは、相撃ちとはいえ、最初の構えを竜馬にもろくも崩されたためだろう。

　みだれ十字は、むかし、宮本武蔵が工夫したものだが、攻撃にはむかない。

　ところが、異変がおこった。

　島田が飛びさがったとたん、竜馬がみだれ十字を怖れて対たい峙じするかと踏んだのだが、無邪気に跟ついてきたのである。

　さらに飛びさがった。

　同時に、跟いてくる。

　島田は、あせって十字を崩し、小刀で竜馬の剣を叩いて、同時に大刀が空を旋回して竜馬の横面を撃った。

　竜馬も、瞬間、左籠手を斬ったが、審判斎藤弥九郎の手はあがらない。

「いずれも浅し」

　というのであろう。

　が、この双方の浅撃ちがもとで、双方つばを接してのすさまじい撃ちあいとなった。

　が、いずれも、

　浅し、

　竹刀越しの撃ち、

　垂れ撃ち、

　などで一本がきまらず、さらに数合の撃ちをかさねるうち、竜馬は、島田の面撃ちを片手で受け、同時に島田の小刀をもつ籠手をつかみ、右腰をわずかに押し入れるや、

　どう

　とはねあげて、道場の板敷にたたきつけた。島田があわてて起きあがるところを、

「面」

　と、はげしく撃った。二刀使いに対してはこの手しかないと思ったのだろう。

　──面あり、一本。

　つぎは三本目。

　竜馬は、相変らず、中段に剣先をしずめている。

　島田は、ツツとさがって九間の間合をとるや、

　ぱん

　と空中で自分のもつ大小の竹刀を左右に交換した。

　奇手といっていい。

　左手上段にふりかぶったのが、大刀なのである。右手中段につき出したのが、小刀であった。これを、

「逆二刀」

　という。

　武蔵さえ考え及ばなかった構えで、かつて温故知新流という小流派にこの構えにつき「左ひだり剣けん立たち合あい備ぞなえ崩くずし」という秘伝があったというが、いずれにせよ対抗する者にとってはこれほどの難剣はない。

　構えをたてると同時に島田は、独特の掛け声をかけながら押してきた。

　竜馬も、無法に突進した。

　九間の間合はたちまち縮まり、三間にまできたとき、竜馬は、ヒョイと竹刀を垂直に立てた。

　島田は、はっとした。




　島田にとっては意表だった。

　竜馬がひょいと剣を立てたために、島田は間合（距離）を見切りぞこね、息が、ほんの一呼吸みだれた。

　その一瞬。

　竜馬の猛烈な鉄砲突きがきまった。白装の島田は、巨大な蛾がが舞いおちるようにして道場の板敷にたたきつけられた。

　動かなかった。気絶したのだろう。

　竜馬のこのときの突きは、

「紋突き」

　だったという。

　普通、面の下を突くものだが、このとき、紋を打った右胸を突いた。そのあたりは防具が薄いために「紋突き」は稽古では禁じている流儀が多い。

「それまで」

　斎藤弥九郎が双方のあいだに歩みより、勝負は竜馬の勝ちであることを宣し、御用掛が出てきて、島田を介抱しながらさがらせた。

　満場、しばらく声がない。

　今武蔵といわれた島田逸作が二刀流を工夫して以来、試合では無敵だといわれたが、いまはじめて敗れたことになる。

「なるほど、逆二刀流を破るには、紋を襲えばよいのか」

　上座で、土佐守豊信が、ひざをたたいた。この人物はただの殿様芸ではなく、無外流を修業して皆伝を得ている。

「あの男、なかなかやる」

「御意」

　と、家老の五藤主計が頭をさげた。

「郷士の子には、惜しい腕でござりまする」

「上士なれば、さっそく予のそばで話の相手にでもさせるのだが」

　が、それはできない。

　郷士の子は生涯郷士でしかなかった。いかに学問武芸に秀でようとも、上士にはなれなかった。上士でなければ、藩公に近づくことはできない。

　この土佐守豊信は、薩摩の島津斉なり彬あきら、越前の松平春しゆん嶽がくとならんで幕末の風雲のなかで活躍した出色大名だが、それでさえ、竜馬の名をこれっきりで忘れた。

　後年、竜馬が脱藩して、西海に私設艦隊を率いて天下に臨んだとき、

「坂本竜馬とは、そうであったか。江戸の剣術試合で働いたあの男か」

　と、やっと思いだしたという。

　さて、この江戸鍛冶橋土佐藩邸における諸流試合の結果をいうと、桂小五郎が、土佐藩の福富健次を三本とも撃ち込んでやぶったこと、また最後の模範試合で、北辰一刀流代表の海保帆平が、神道無念流斎藤弥九郎に敗れたことなどが、その後しばらく江戸の剣客のあいだで話題になった。

　桂は、たしかに強かった。

　いよいよ江戸の剣客のあいだで定評になった。

　藩主毛利侯も自藩からこれほどの俊英を出したことが自慢で、わざわざ桂の師匠斎藤弥九郎を江戸屋敷によび、公式に礼をいったほどであった。

　そのほか、大村藩主大村丹後守純すみ熈ひろ、壬み生ぶ藩主鳥居丹波守忠ただ挙ひろなども、桂の剣技をみるためにかれを江戸藩邸によんで馳走している。

　その桂小五郎と、この年の初冬、竜馬は、アサリ河岸の桃井春蔵道場で公式試合をするはめになってしまった。




　その試合は、前回のような諸侯が主催するものではなく、道場主催であった。

　主催者は、武市半平太を塾頭としている鏡心明智流の桃井春蔵道場である。

　ある日、桶町の道場に武市がやってきて、千葉重太郎と面談したあと、竜馬をよんで、

「竜馬、出ろ。大試合だ」

　といった。

「また、試合か」

　あんな男だ、という顔を、武市はした。この竜馬ときたら、いつみても物もの臭ぐさそうで、やあ、と気負いたつところがない（もっとも物臭は竜馬の唯一のお化粧で、この男らしい一種の照れかくしなのかもしれない、と武市は見ていた）。

「この試合は」

　と武市のものの言いかたは、あいかわらず荘重である。

「お前まんの剣名を江戸中にあげるかあげぬかの瀬戸ぎわになる」

「くすくす」

「なんじゃァ、それァ」

「笑うちょる」

　と竜馬がいった。

　武市はむっとして、

「なぜお前は笑わにゃならんぞ」

「剣名とか、瀬戸ぎわ、などちゅうような法螺吹きことばは、モトの武市半平太ちゅうような真面目くさった人物に似つかわしゅうないことばじゃ。うわさに聞けば、あんたは近頃有名になっちょるげな」

「なにが有名じゃ」

「いや、うわさじゃ、武市さんはだいぶ、諸藩の慷こう慨がい家か（世を憂えて痛論する士）とつき合うちょるげな」

「つき合うちょる」

「そいつら燕えん趙ちよう悲ひ歌かの士どもの口調が伝う染つって、えろう、激した言葉をつかうようになった、と感心しちょる」

「竜馬」

　武市は、真赤になった。

「お前は、尊王攘夷を笑うか」

「笑わん。わしも尊王攘夷じゃ。もっとも学が無のうて、お前のような高慢は張れんが」

「高慢とは何ぞ、高慢とは」

「言いなおす。論じゃ。論はろくにしゃべれんが」

「よし、わかった」

　武市は、試合の話どころではない。

「されば、いまなぜ笑った」

「こらァ、癖じゃ、ゆるしてたもれ。お前の真面目な顔を拝見しちょると、つい、からかいたくなった」

「よし、ゆるす」

　あっさり、武市はいった。

　武市は、男にしてはめずらしく澄んだ美しい眼をもっている。

「ところで、試合の一件だが」

「ああ」

「これは、勝ちぬきになる」

　その点、先般の試合とはちがう。土佐藩邸での試合は、流儀ごとに代表を出して一組ずつ他流試合をさせたわけだが、こんどは流儀を考えず、勝ちぬきの勝者をきめるというのだ。

「自然、こんどは流儀の名誉というよりも、藩の名誉ということになる」

「長州の桂は出るか」

「むろん桂君も出る」

「それァ、やらんでもわかっちょる。桂の勝ちじゃ」




「なんちゅうお人じゃ、お前はァ」

　と武市は思わず大声を出してしまった。武市はもともと沈毅冷静で通った男だし、教養のふかさは若手藩士のなかで抜群といわれた男だが、どうも竜馬と話していると、その沈毅冷静がうしなわれて、語調まで妙なトーンになってしまう。

「武市さん、でかい声じゃのう」

　竜馬は感心している。

「声も大きくなるぞ。竜馬、考えてみなされ、武士たる者が戦う前から、敵が勝つにきまっちょる、というのは失言であるぞ」

「なぜじゃ。桂小五郎の剣名は、つとに江戸中に知れわたっちょる。先般の試合のごときは、藩公でさえホトホト桂の妙技に感心なされ、──桂ちゅう男はイナゴのようじゃのう、といわれたそうじゃ。桂のような神機明敏な太刀わざにかかれば、不肖坂本竜馬がごときは据すえ物もののように斬らるる。武市さん、わしゃ土佐藩を代表しては出んぞ」

「汝おんし」

　武市は言葉を荒らげ、

「武士が敵をみて弱音を吐くか」

「吐くわい」

「されば、おンしァ、武士ではないのか」

「武士々々とがみがみいわンすな。耳が鳴るわい」

「されば、おンしァ、何じゃい」

「坂本竜馬じゃ」

　ケロリとしている。

　これが竜馬の一生を通じての思想だった。武士であるとか町人であるとか、そういうものはこの世の借り着で、正真正銘なのは人間いっぴきの坂本竜馬だけである、と竜馬は思っている。

「わしァ、無理はきらいじゃ。ゴマメの歯ぎしりのように力もないくせに肩をいからして武士じゃ武士じゃと喚おらぶのは性しように合わん」

　と竜馬はいった。

「武士はゴマメか」

「武士道はええところもあるが、なにせ、細こまい。眼だけ光らしてゴマメが歯ぎしりしちょるに似ちょる。しかしおなじ武士でも戦国の大将どもはえらい。信玄でも信長でも秀吉でも家康でも、負けると知った戦さをやったのは、若いころ、開運の大おお博ばく奕ちを打ったとき、一度か二度ぐらいのものじゃ。あとは、かならず勝つと踏んでから戦さをおこした。英雄とはこういう男のことをいうんじゃと思うな」

「とにかく、竜馬、出ろ」

「しかし武市さん」

　竜馬は、ぺろりと舌を出して鼻の下をなめた。じつをいえばここが竜馬のききたいところだった。

「お前まんが、なぜ出なさらん」

「訊くな」

「ははあ？」

「竜馬、男ならそれを訊くな。わしがこれほどお前に頼んでいる。なにも訊かずに、わしに頼まれた、というだけで立て」

「………」

　竜馬は考えた。

　心をひるがえした。出ようとおもったのである。

　武市は、土佐藩の若い下級藩士から神のごとく慕われている。事実、剣といい、器量といい、学問といい、武市ほどの人物は西国諸藩のなかでもいないかもしれない。もし一朝有事に武市が号令すれば、土佐の草木はふるい立ち、たちどころにその影響下の若い藩士は群れをなしてあつまるだろう。

　そういう男だ、と竜馬はみていた。ここでその武市がむざむざ負ければ、若い者が失望するではないか。

「よし。桂と、やる」

　竜馬は、ひと言だけいった。




　冬の気配が濃くなった。

　霜の朝、竜馬は剣術道具をかついで、桶町千葉家の玄関の式台をおりた。

　うしろからさな子が、かちかちと燧い石しを打って、

「きっとお勝ちになりますように」

　と、この娘にしては、めずらしくやさしい言葉をかけてくれた。

「竜さん、桂の起おこり籠ご手てを用心しろよ。あれは機敏だから、立ちあがりざま一本来る」

「ああ、気をつけるとも」

　のっそりと道場を出た。

　門を出ると、藤兵衛が折りよくやってきたので、これに道具をかつがせた。

　藤兵衛はひょこひょこつき従いながら、

「これァ、ちょいとした気分だ」

　と、はしゃいだ。以前、家来にしてくれと頼んだものの、こうして主従で歩くのはひさしぶりのことなのである。

「どちらまでいらっしゃいます」

「京橋だ」

「なにをしに」

　いちいち、うるさい。

「アサリ河岸だよ」

「ははあ、桃井さまの道場でござんすか。すると、大試合でもあるんで」

「そうだ」

「これァ、いいところにきたもんだ。むかしでいえば、御出陣のお供てえわけですかい。ところで旦那」

「すこしだまってろ」

　竜馬は、歩きながら桂への作戦を考えていた。

　道場へつくと、すでに出場者がひろい道場にひしめいていた。

　武市が出てきて、

「竜馬の席はあっちだ。藩ごとにざっと席をとってある」

　と、竜馬を案内した。武市は、この道場の塾頭なのである。

　藩ごとに控え所を作ったのは、この試合が流儀対抗試合ではないからだった。主催者が鏡心明智流の一道場にすぎないから、諸流対抗というのはまずい。といって、諸藩対抗というかたちでもない。藩の名誉を代表する個人の勝ちぬき試合なのである。

　竜馬は道場に入って土佐藩の席についた。

　となりは、芸州浅野家。

　さらにそのとなりは、加賀前田家。

　小藩の士や浪人は、それだけをかためて一角を占領している。

　むこうのはしは、長州藩だった。

　そのなかに、桂の顔がみえた。

　同僚の藩士たちにかこまれた中で、小こ兵ひようながらもずっしりとかまえ、いかにも大軍をひきいて戦場をにらんでいる大将の風格があった。

（おそろしいもんじゃ。あの男にも格が備わってきた）

　審判団は、正面左右にすわっている。

　桃井春蔵

　斎藤弥九郎

　千葉栄次郎

　海保帆平

　といった顔ぶれで、ほかに、今日は来ていないが幕臣の男お谷たに下総守、松平主ちか税らの介すけなどをもし加えれば、当代の剣壇の名誉がすべてそろったことになる。

　やがて、試合がはじまった。

　規定では、三人勝ちぬいた者はいったん休息し、順次、勝者同士で対抗してゆく。




　道場は、東西二つに仕切られて、同時に二組ずつ試合が行なわれる。

　第一回の粗選で、三人抜きの勝者がざっと三十人残った。第二、第三回の選抜で、敗者、怪我人、棄権者が脱落し、勝者は六人。

　そこで昼になった。

　桂小五郎も、竜馬もむろんそのなかに残ったが、午後からの試合は文字通り風雨をはらんでいる。顔ぶれをみると、若手はほとんど脱落し、いずれも剣歴を世に知られた強豪ばかりで、年若は、小五郎と竜馬ぐらいのものだろう。

　勝ち残り六人のうち、北辰一刀流は竜馬と、会津藩士森要蔵の二人であった。

　森はすでに四十を越しており、お玉ケ池大千葉の塾頭格で、帰藩すれば会津松平家の支藩飯野藩の剣術指南役の地位が約束されている。

　昼は、桃井道場から弁当が渡った。

　竜馬が、中庭の縁側に出て夢中でそれを食っていると、背後で咳ばらいがした。ふりむくと、森要蔵である。

「いや、どうぞ」

　森は恐縮していた。

「召しあがっていてください。藩や道場こそちがえ、貴殿とは同じ千葉先生の道流を汲む者ですから、お話をしたかっただけです。どうぞそのままで」

「いや、これは」

　竜馬も、箸をおいてすわりなおさざるをえない。相手は、流儀の上で大先輩なのだ。

　森は、剛強な男だが、外貌はあくまで柔和で、礼儀ただしい。土佐の粗野な士風とはまるでちがう。

　森は、いかにも典型的な会津藩士といった風格の人物であった。

　三百諸藩のなかで、家風に古士道の規律があり武俠忠烈なのは会津と薩摩が第一といわれている（数年後、会津藩主松平容かた保もりが、会津兵を率いて京都守護職に任じたとき、それまで京都で佐幕派の暗殺に跳梁していた過激浪士たちは、会津が来る、といううわさだけで戦慄したはなしが残っている。この会津と薩摩が、それぞれ佐幕、勤王の両陣営にわかれて、明治維新最後の決勝あらそいをしたことを考えると、歴史はときに小説よりも劇的だというほかない。──余談）。

「ところで」

　と、森要蔵は、いい叔父さん、といった微笑をたたえながら、

「私は、坂本さんとあたることになります」

「これァ」

　竜馬は、土佐ぶりの陽気者だから、

「私の敗けですな」

　と、うなじをたたいた。

「どういたしまして。同流ながら、力いっぱいやってみたいと存じます。よろしくおねがいします」

「こちらこそ」

　竜馬は、すっかり恐縮している。

　そのあと、森は、自分の弁当を竜馬のそばに持ってきて、すわった。

　本来なら、森要蔵といえば千葉周作存命当時の直弟子で、竜馬のような若輩は、言葉をかけてもらうだけでも破格としなければならない。

　よほど、気さくな人柄なのだろう。竜馬はのちに京都で、この人物の敵にまわろうとは思わないから、すっかりうれしくなった。




　森要蔵は、このとき四、五歳の男の子を連れてきていた。

　眼のきれいな利発そうな子で、森の背のかげにきちんとすわって、母親が作ってくれたらしい竹の皮包みのにぎりめしを食べている。

「この方は、森先生のお坊ぼんさんですか」

　と竜馬がきくと、森要蔵はうれしそうにうなずき、

「そうです。江戸中の剣客があつまるこの大試合をぜひ見せておきたいと思いましてな」

　そういってから、坊やに、

「こちらが坂本先生だ。ごあいさつしなさい」

　といった。

　坊やは、自分の弁当をいそいで包み、それを後ろにやってから、いかにも侍の子らしい折り目ただしさで両手をついた。

「寅雄と申します」

　竜馬はうなずき、

「坊やは、きっと強くなるぞ」

　と相そう好ごうをくずした。

　以下、余談だが、書きくわえておこう。

　この日から十数年たって会津若松城攻防の激戦が官軍と会津勢とのあいだでおこなわれたとき、白河口の戦闘で、土佐藩士板垣退助指揮の官軍が会津の一隊の拠よる雷神山に猛攻を加えた。

　官軍とは、武器も人数もはるかに会津は劣っている。雷神山の会津勢も、もはやこれまでと思ったのだろう。

　関かん羽うひげの老将が、にわかに日ノ丸の軍扇をひらいて、全軍斬りこみを命じた。

　まっさきに山を駈けくだったのは、この老将と、それに前後する一人の美少年である。

　それが、後年の森要蔵と、竜馬にあいさつをした四歳の坊やであった。

　親子は官軍の真まつ直ただ中なかに斬りこむと、まるで舞踊のように美しい剣技をみせたという。

　父が危うくなると、少年が駈けより、少年が危うくなると、父が救った。形影相寄り、相たすけつつ戦うすがたに、官軍の指揮官板垣退助は、しばらく射撃をやめさせたぐらいだったといわれる。

　やがて、子が斃たおれ、父がその上に折りかさなって斃れたとき、戦鼓が鳴り、官軍が怒ど濤とうのようにかばねを踏みにじって雷神山を占領した。

　このはなしは、当時の様子を遠望していた白びやつ虎こ隊たい生き残りの山川健次郎男爵が、明治後に語りつたえ、語るたびに涙で声が詰まり、ときには号泣したといわれる。

　この森要蔵の曾孫にあたるのが昭和九年五月、いわゆる昭和天覧試合で優勝して不世出の天才剣士といわれた野間恒ひさし練士（東京府選出・講談社創始者野間清治氏の子息、その後夭よう折せつ）である。やはり剣にも血すじというものがあるらしい。

　さて。──

　試合は午後の部になった。

　竜馬が、道場正面から進み出る。

　相手は、森要蔵である。

　立ちあがるや、たがいにぱっと離れて九尺の間合をとった。

　どちらも、中段である。

　すぐたがいに縮めあって、間合六尺。とみたのは、つかのまだった。

　竜馬の剣が動き、森の剣が動いた。

　びしっ、と竹刀が空中で鳴り、両者はふたたび飛びはなれた。

　技倆は、森が老熟している。竜馬には足わざに若さがあるといっていい。




　森要蔵の剣技は精妙で、しかもわざの工夫はすみずみまで行きとどいている。

　そこへゆくと竜馬の剣は、南海の怒濤のように豪快だが、両者をくらべると、さすがに大おお味あじはおおいがたい。

　御用掛の席からながめていた武市半平太は、

（これァ、竜馬め、負けおるぞ）

　と気が気でなかった。

（竜馬、気で勝つんじゃ。若さと気で押しゃァ、何とかなるぞ）

　武市は祈る気持でいる。

　友情もあるが、土佐藩の名誉のためなのだ。土佐藩士は順次の勝抜きで一人、二人と脱落して、すでに竜馬しか残っていない。それに武市自身、ちょっぴり自分勝手の都合でいえば、竜馬がここで倒れれば、御用掛の自分が土佐藩のために防具を着けて立たねばならない。

　森はいいとしても、あとに長州の桂小五郎が残っている。

　武市は、桂がにが手だった。

　前にも、試合で敗れた経験がある。桂の例の、面にきたかと思えば胴に来る、さらに退きぎわで籠手を打つといった忙しい剣技は、武市にはにが手なのである。

　先般の土佐藩邸での試合でも、主君土佐守豊信が、

　──桂ちゅうのは、蝗いなごのようにすばしこい奴じゃのう。

　と、三嘆したほどの軽捷な剣なのだ。

（どうもあの剣は、わしには向かん）

　武市は祈っている。竜馬ならばなんとかこなせるのではないか、と。竜馬の剣は、相手によって得え手てにが手のなさそうな野放図な剣だからである。

（それには、まず、森を倒せ）

　ところが、竜馬は、いつもの気合がない。

　受け太刀が多い上に、退き撃ちが多い。退き撃ちなどは、どうしても撃ち込みが浅くなるから、審判は一本として取りたがらない。

（いかんわい）

　と思ったのは、当の竜馬だった。

　さきほど、昼めしのときに四歳の坊やを見たことが、頭にこびりついて離れない。坊やも、この試合を見ている。

　父親の要蔵が、一まわり以上も若い剣客に打たれるのを見れば、少年の眼にどう映るだろうと思うと、つい竜馬の剣はにぶる。

（あの坊やを見たのが、いかんじゃった）

　と思うま、森の三尺八寸の竹刀が頭上に飛んできて、ぽかりとやられた。

「面あり、一本」

　審判の手があがる。

　竜馬はさすがにこれには参って、

（雑念があるからじゃ。ただ、全身全霊、剣そのものに成りきらにゃいかん）

　そう思った瞬間、竜馬の剣尖はスルスルとあがって、左大上段にのびた。

　だあッ、と袴を蹴って一歩。

　森の面が、無残に粉砕した。

　勝負は、あと一本。




　つぎは、いきなり森が面へ撃ちこんで来るのを竜馬は払いもせずにのけぞって避け、一瞬森に虚ができたところを目もとまらずに撃った。

　竜馬もどこを撃ったのか意識しない。審判が、

「面あり。それまで」

　と手をあげてから、やっと知った。

（勝ったか）

　一礼し、控えの座にもどってから、ひどく息切れがしているのに気づいた。こんなことは、竜馬にめずらしいことだった。森との戦いによほど心気を使いはたしたものとみえる。

　ふとみると、会津の席に森要蔵がひきあげてゆくのがみえた。

　小兵ながら、森の足どりは悠々としており、いかにもまだ心気が充じゆう溢いつしている感じだった。

　なるほど技の巧拙では竜馬に劣ったとはいえ、そこは剣をもってからの実歴の相違なのであろう。

（剣は試合だけじゃないな。前後で力倆がわかるようじゃ）

　竜馬の息はまだ大きい。できればいつものように寝ころびたかったが、この場合はそうはできない。

　そこへ武市半平太がやってきて、

「竜馬」

　と顔を寄せた。

「つぎじゃぞ」

「なにがじゃ」

「こいつ、とぼけおる。桂との試合じゃ」

　なるほど、道場はしんとしている。

　桂があたっていた試合のほうも、すべておわったらしい。

「たれが勝った」

「知れたこと。桂じゃ」

「どこにいる」

「さっきまで長州の控え席で休んでいたが、水を飲みに行ったらしい。凜りん々りんとしていた。この勝ちぬきの最後まで残るつもりらしい」

「わしァ、武市さん。わるいが森先生との試合で騒ほたえすぎた。あれァ、どうみても怪け我が勝ちじゃったどゥ。もう桂とはやれん」

　武市はだまっている。

　わがままはゆるさぬ、という顔で、じっと竜馬の顔をみつめた。

　竜馬は頭をかかえた。

「やる」

　武市のこの真面目くさった顔が、どういうものかにが手なのである。

「やってくれるか」

「お前まんのその顔を見ているより、やったほうがましじゃ」

「ほざけ」

　武市は行ってしまった。

　この坂本竜馬と桂小五郎との試合については、残っている記録が多い。

　──最も強者と聞えたる木戸準一郎（桂小五郎の別名）、数番の勝を制し、いづれも出あふべき者も無これ之なく候そうろう処ところ、諸氏のすすめにより坂本竜馬立たち会あいと相あい成なり候そうろう。

　これは、武市が国もとへやった手紙の一部である。

　いよいよ、試合がはじまった。

　立ちあがるや、双方、定じよう法ほうどおり六尺の間合をとって対峙。

　桂は中段である。

　竜馬は、これは控え席から武市がみてひそかに驚いたことだが、片手上段であった。竜馬が、はじめて取った構えである。




　武市は竜馬の片手上段をみて、

（ほう、意表をついたか）

　竜馬らしい、と感嘆もしたが、ひょっとするとはじめから負けるつもりで、ああいう奇道をとったのか、とも思った。

　不安だった。

　胴が、あきっぱなしなのである。竜馬は右手を高くあげ、左手は、腰にそえている。

　が、竜馬には理由がある。

　桂の剣は、その人柄に似てすみずみまで理屈が通っている。かれの強さは、その大小の理を神速に変化させるだけでなく、あくまでも理からはみ出ることをしない。

　竜馬は、逆に胴を馬鹿空けにあけた。案のじょう、桂はとまどった。

　──どういう料簡か。

　桂の竹刀に、疑念が出た。

　測りかねて、動こうともしないのである。

　もともと上段というのは、当節、江戸三老剣の一人といわれる桃井春蔵の得意法で、腹を思いきって出したみごとな構えであった。が、それも諸もろ手てで、片手ではない。

　片手上段の得意は、江戸でたった一人しかいない。千葉の小天狗といわれた栄次郎（周作の次男）で、これはそのかわり常寸よりも長い四尺の竹刀を用いた。

　──竜馬の片手上段など、みたことも聞いたこともない。というのが、当の相手の桂の本音だったろう。

　が、竜馬は撃たれる気でいた。

　一歩、進めた。

　さらに二歩、三歩。

　桂は、じりじりさがる。

　竜馬が追う。馬鹿胴は、いよいよひろがり、桂の目からみれば締りを失った大口のようにみえた。

（撃つか）

　しかし、と桂はためらった。

　そのすきに、道場のすみまで桂を押しつけた竜馬が、無造作にとびこんで、ぴしりと面を撃った。据え物を撃つように。

「面あり」

　あっけなく、桂の負けである。

　桂には、ないことだった。しばらく茫然としていたが、さては、と気づいた。

（あれは、単なる馬鹿胴だったのだ）

　意味と理を考えすぎて、かえって自分で自じ縄じよう自じ縛ばくになり、みずから首を竜馬の刀下にさしのべてしまったようなはめになった。

（いかん、この男は苦手じゃ）

　桂は、竹刀をとりなおした。

　直ちに撃ち込んだ。

　竜馬が受ける。

　あとは、桂らしい俊敏苛烈な攻撃がはじまり、竜馬に息もつかせない。

　面、胴、籠手、と相手を休ませずに撃ちまくるのが桂の得意芸で、土佐の殿様の舌を巻かせた芸である。竜馬もさすがに押され、受けては撃ち、避けては撃つが、いずれも浅撃ちで、どれも一本にはならない。

　浅撃ちは、桂も同然だった。

　おそらく双方、二十合は重ねたろう。真剣ならばふたりとも、深ふか傷で浅あさ傷で、十数創は負って気息も絶えようとしているところである。

　最後に、桂は退きぎわに竜馬の胴を音たかだかと撃った。

「胴あり」

　あと、一本が勝負である。




　三本目。

　いきなり桂小五郎は、

「やあァ」

　と踏み出した。

　剣に自信が出来ている。

（最初は、あれは怪我負けだった）

　桂はそう考えている。当初、竜馬の大振りな構えにどぎもをぬかれ、敵の力量を過大に考えすぎて不覚をとった。

　二本目は、やや調子をとりもどして、からくも竜馬の胴を奪った。

（もはや、おそるるに足らず）

　剣の試合とはそういうものだ。敵を吞んでしまうと、身動きに冴えが出る。まして、機敏軽捷第一といわれた桂である。

　電光のような疾はやさで竹刀が動いた。

　奇妙な試合で、桂は竜馬のまわりを機敏に駈けまわっているが、竜馬は剣を中段にとったままあまり動かない。

　──動かんぞ。

　と、ことさらにがんばっているような風景であった。桂と一緒に動けば、桂の機敏さに負ける。そう思っているらしい。

　桂が仕掛けてきても、竜馬はいつもに似ず大おお業わざで応酬しない。桂の気合を外してはその剣尖をねばねばと捲きあげて籠手をねらったり、軽く応じ返しては、内籠手をねらったりする。

（妙だな。竜馬は萎い縮しゆくしている）

　思ったのは、武市ばかりではなかろう。見物席のたれもが思った。

　動かない、といっても、桂のはげしい攻勢のためにじりじりと追いつめられてはいる。

　──やはり、桂である。

　たれもがそう思った。これが、竜馬が智恵をしぼって考え出した手だとは、たれも気づかない。桂も気づかない。審判の諸剣士さえ気づかなかった。

　とうとう、道場のハメ板まで押しつけられたとき、不意に竜馬は剣尖を舞いあげて上段に変えた。

　ひょい、とした変化である。

　仕掛けようとした桂は、はっとした。がすぐ思いなおした。

（例の上段だ）

　たかをくくった。が、竜馬の変化があまりさりげなかったために、その構えに秘密がかくされているとは気づかなかった。

　上段の右のひじである。

　普通より、ひじの曲りが平たい。このため、桂はわずかに間合の目測を誤った。

（そらそら、小五郎め誤っちょる）

　竜馬はそう思ってほくそ笑み、折りから、桂がぱっと仕掛けてくるはずみに、こんどはその右ひじをぐっと前に出した。これが再び桂の目測を狂わせた。

　仕掛けた途中で、桂は狼ろう狽ばいした。この狼狽が、一瞬のためらいになった。

　隙ができた。

　竜馬の壮大な鉄砲突きがきまったのは、この一瞬である。

　だあん

　と桂ははねとばされ、面がのど輪から突きあげられて、なかば脱ぬげたという。

　類のない一本であった。武市はよほどうれしかったのか、このときの情景を絵にかき、故郷の父に書き送っている。その手紙に、

「もし坂本負け候ときは、野生じぶんの順番と相成候処、幸ひにして天下に恥をさらさざるはこの上の幸せに候。あまりの嬉しさに、拙画をもつて御覧に供し候間、御一笑下されたく」


    
    
　竜馬がゆく ㈡






若 者 た ち











　年が明けて、安政五年。竜馬は二十四歳になった。

　元旦は藩邸で迎え、陽が昇るとすぐ千葉道場へ行って貞吉先生に年賀をのべ、あとは重太郎と一緒に道場に出て、詰めかけてくる門人たちのあいさつを、師範代として受けた。

　門弟たちは一人々々進み出て、まず重太郎のほうに、

「若先生、おめでとうございます」

　つぎは竜馬に、

「坂本先生、ことしもよろしくお引立てねがいます」

　とあいさつしてゆく。

　午後になって、重太郎は竜馬をうながして自室に誘いこみ、

「ふたりきりで、祝おう」

　と、妻のお八や寸すに酒の支度をさせた。

「重太郎さん、おめでとう」

　竜馬は、杯を捧げて、軽く頭をさげた。このおめでとうは、年頭の賀辞のつもりではない。

　今年早々から、千葉重太郎は、因いん州しゆう鳥取池田家の剣術指南役にまねかれることになったのである。

　この千葉一族の者は、剣の名流として、水戸徳川家をはじめ諸藩にまねかれて扶ふ持ちを受け、かたわら市中で道場を経営することが周作以来の例になっている。

　むろんそれぞれ江戸屋敷詰めで、国もとへは行かない。重太郎もそうで、三日に一度、池田家の江戸屋敷に詰める。

「裃かみしもがにがてでね。それにあたしの言葉がこういう調子のものだから、どうも水が合わないよ。宮仕えは」

　重太郎は、照れくさそうに笑ってこの話題から逃げながら、

「それよりも、竜さんはどうする」

　といった。

「どうする、ちゅうと？　わしァ裃なんぞは着んぞ」

「そうだろう、あんたが裃を着ても似あわない。やはり、あれか」

「ふむ？」

「今年の秋、帰国するのか」

「そうなる」

　藩で許されている江戸留学の期限が、この秋で切れるのである。

「なんとか、そこをだよ、うまく頼んで江戸滞留を延ばしてもらうわけにはいかないのかい」

「いくまいな」

　藩法はきびしい。勝手自じ儘ままに期限を越して江戸にとどまれば、自動的に脱藩の重罪になるわけである。

「江戸も淋しくなるなあ」

　重太郎は、江戸っ子らしい感傷家だ。

「いったい、国に帰って何をするつもりだ」

「考えてない」

　竜馬も、憮然としている。

　事実、何をするとも考えていない。実兄の権平は、城下のしかるべき場所に敷地を求めて道場でもひらかせるつもりらしいが、竜馬はいやだった。この若さで道場の先生におさまり、嫁をもらい、子を産んで、田舎剣客で一生をおわるなどは、どう考えても退屈であった。




　そのころ、江戸の土佐藩邸は、鍛冶橋の本邸（上屋敷）のほかに、日比谷に中屋敷、築地、鮫さめ洲ず、巣鴨に下屋敷、深川の砂村にお鷹屋敷などがあって、それぞれ藩士が詰めている。

　幕府に対する外国の圧迫がつよくなってくるにしたがい、諸藩とも、国もとの有為の若者をどんどん江戸に集めて、武技、学問をさせるようになった。

　とくにこの傾向は、長州、土州の両藩につよい。

　土佐藩の鍛冶橋藩邸などは、こういう青年がふえたために長屋を幾棟か増築したほどであった。

　これらの連中が国もとを出るとき、父兄や郷党の先輩がこういうのだ。

　──武市か、坂本のようになってもどって来い。

　武市半平太

　坂本竜馬

　のふたりの名はすでに故郷の土佐ではすみずみにまでひびいていた。

　とくに武市半平太は子供のころから神童のほまれが高かったから、郷党の大人たちは、よく出来る青年に対しては、

　──半平太を見ならえ。

　といい、鈍才の青年に対しては、

　──よいか、あの本町筋一丁目のはなたれでさえ、千葉道場の塾頭にまでなれたのじゃ。自分を見み棄すてずに努めるんじゃぞ。

　という。

　武市は秀才の代表、竜馬は鈍才のあこがれというわけであった。

　その武市は藩邸に常住し、しかも非常な世話好きだったから、自然、若い者から慕われ、いつのまにか、若い下級藩士のあいだに「武市党」というべきものが、暗黙のうちにできあがりつつある。

　竜馬はちがう。

　この男は、窮屈な藩邸住いがきらいで、ほとんど帰って来ない。

　だから、せっかく国から出てきた青年たちも、この鈍才の神様の顔を知らない者が多かった。

　正月の松がとれたある日、武市が桶町の千葉道場にやってきて、

「国もとからだいぶ新顔の連中がきている。四、五日、藩邸で暮らさんか。みな、あんたの顔をみたがっている」

　といった。

　竜馬は、ボサボサのびんを掻きながら、そいつはこまる、と笑った。

「なぜ、こまる。お前まんに会いたいという連中が多いぜ」

「わかっちょる、わかっちょる」

　そういう連中にかぎって、子供のころ寝小便したとか、はな垂れだったとか、物覚えがわるかったとか、そういう連中ばかりで、竜馬が馬鹿につける薬でももっているのかと思っているのだ。

「なるほど」

　これには、武市も大笑いして、

「それァお前も難儀じゃ。お察しする。そんな眼で慕われてはのう。しかし、どうじゃ」

「まあ、しばらく藩邸から通ってもいいな」

　その夕、藩邸へもどった。

　若い連中は、武市の部屋で酒を用意して待っていた。




　みな若い。

　武市をのぞいては、二十四歳の竜馬が、齢がしらだった。

「坂本先生」

　などという者もあった。世話役の若者が竜馬を案内して、武市の横の上席にすえた。

「なんだ、これァ座が高すぎるぞ」

　と竜馬がいったが、みなが承知しない。見渡すと、ずらりと神妙な顔をならべている。

　酒が座にまわりはじめると、一人々々杯を捧げてお流れを頂戴にくるのだ。

（おどろいたな）

　竜馬はいちいち杯を与えながら、

（おれも年をとったものだ）

　と思った。

　十九のとし、江戸に出てきてから、五年になるのである。いつのまにか、藩邸の諸生どもの兄貴株になってしまった。

「竜馬」

　と、横から武市半平太がいった。後世、戯曲で、月形半平太のモデルにされたこの男は酒をのんでも強い。

「今夜は酔おう」

「ふむ、武市さんも酔え」

「おお、潰れるまで飲むさ」

　唄が出た。

　土佐諸生は、唄といえば例によってヨサコイ節で、おなじ唄をくりかえしくりかえし唄うのである。

土佐の高知の

はりまや橋で

坊さんかんざし買うをみた

「ちょんちょん」

　竜馬も箸で茶わんをたたきながら唄う。それぞれ自作のヨサコイを唄うのがこういう酒席の慣例だから、竜馬も即興の唄をうたった。

花のお江戸の

両国橋へ

按あん摩まさんが眼め鏡がねを買いにきた

　竜馬がのちのちまで自慢した自作の歌詞だが、あまりうまくない。

　そのうち、席のすみで、みるからに眼のするどい精せい悍かんな顔つきの男が立った。

　いきなり大剣を抜いて、剣舞本能寺を舞いはじめたのである。

　かつ吟じ、かつ舞い、太刀さばき身ごなしがじつにみごとだった。年のころをみると、竜馬よりも二つ三つ下らしい。

「あれァ、たれじゃ」

　と武市にきくと、

「知らなんだか。安芸郡北川郷の大庄屋のせがれで、やはり長ちよう曾そ我か部べ武士の子孫じゃ。名は、中岡慎太郎という」

「ほう、あの男が」

　名だけはきいている。剃かみ刀そりの頭脳と、きびきびした実行力をもっているという。

「いい面構えだ」

「ふむ、戦国の世にうまれておれば、あれも天下をとる男じゃ」




　剣舞がおわって席へもどろうとする中岡慎太郎を、武市が手をあげてまねいた。

「中岡君、こっちへ来ないか」

「なぜです」

　興ざめるほど頑固な顔を、中岡はした。竜馬は、ふと考えてみると、一座でこの男だけは、自分のところへ杯をもって来ない。

「なぜって、君」

　さすがに武市も不快な表情で、

「ただ来給え、といっただけだよ」

「武市先生は、理由もなく人をお呼びになるのですか」

「ではわしから訊くが、君は、理由がなければ来ないのかい。そこから、わずか三歩の場所だぜ」

「たとえ三歩でも、中岡慎太郎は理由なく身を動かしません」

（これァ、化ばけ物ものだ）

　と竜馬はおもった。理屈っぽい、というものではない。理屈が人の皮を着て歩いているような男である。

　武市ももてあまし気味で、

「いや、軽い理由はある」

「おっしゃっていただきます」

「ここに、坂本君がいる。君を坂本君に紹介したい」

「御無用にねがいます」

　これには、武市も竜馬もおどろいた。喧嘩腰ではないか。

「なぜだ」

「私は、剣術使いには興味はありませんよ」

「中岡君」

　武市は、刀をひきよせた。

「先輩を侮辱すると、そのぶんにおかぬぞ。第一私も剣術使いだ」

「武市先生はちがいます。剣を天下の事に生かそうとなさっています。だからこそ敬慕しています。が、先生のお隣りにいらっしゃる方は単なる剣客で、いや失礼、事実ですから。せっかく腰間に剣を帯びながらいま天下がどうなっているか、われわれ若い者は何にむかって命を捧ぐべきか、お考えになっているような御様子はない。そういう方とは、慎太郎、お近づきねがう気がしません」

（おどろいたなあ）

　竜馬は、正直、眼をまるくしている。

「中岡君」

　武市は、刀をさげて立ちあがった。

「表へ出ろ。わしは自分の友人を侮辱されてだまっていられない」

「いや、拙者が」

　とびあがるようにして立ったのは、例の岡田以蔵である。足軽の身分だからさきほどから末座で小さくなっていたのだが、竜馬を侮辱されてたまらなくなったのだろう。さらにこの男は剣は武市の弟子である。師匠の手をわずらわすより、自分がやる、と思ったのだろう。

「拙者がやります。中岡さん、表へ出ろ」

　鯉こい口ぐちを切っている。さすがに後年、人斬り以蔵といわれたほどの男だ。

「いやこれは」

　底ぬけに明るい声を出したのは、当の被害者の竜馬だった。




「参った」

　と、竜馬は、素直に頭をさげた。

「中岡君、お前まんのいうとおりじゃ。わしァ、学がないために何も知っちょらせん。天下がどうなっちょるか、その天下にむかって、お前のようにどう咆えたくったらよいか、何も知らん。わずかに知っちょるのは、北辰一刀流の組太刀ぐらいのもんじゃ」

「………」

　一座が、シンとなっている。

　竜馬が中岡の無礼をとがめて一刀で斬りすてるかと緊張していたのだが、意外にも本気であやまっているのである。

「坂本さん」

　これには、中岡のほうがうろたえた。

「わしァ、こういう性分です。近頃、国の行く末を案じていると、夜もねむれん。それじゃのにわが土佐藩の若者は、せっかく江戸に出てきても遊興にうつつをぬかし、端は唄うたの一つも覚えて得意になり、多少実直体な者は、剣術一本で、世を憂えようともせぬ。つい、いらいらして、今夜のように腹中に酒が入ると、血が鼻の奥までツンとのぼってきて、座にいたたまれなくなります」

　すこし、酒乱の気があるらしい。

「いや、お前はえらい」

　竜馬は、本気である。

「土佐安芸郡北川郷の山里の庄屋どんの家にうまれながら、胆きもの上に天下を載のせちょる。酒に酔うても載せちょる。わしもお前の心掛けに学ばにゃならんが、なにぶん子供のときからの鈍根じゃ。ボチボチやる。世がわしを必要とするまでボチボチやる。それまでは剣術ばかりをやっていても、怒らんでこらえてつかァされ」

「いや、酔いがさめました」

　中岡は、竜馬の前にすわった。

「暴言、おわびします」

「ほう、あれが暴言か」

　竜馬は、あくまで無邪気である。

「ほんとに暴言か」

「はい」

「これァ、おどろいた。わしは、お前が真剣に忠告してくれたものと思うた。それが暴言じゃったのか」

「しかし」

「いや、驚いた。自分で暴言じゃとみとめたからこそ、あやまっているのじゃろう。武士が吐く言葉には、一語といえども命を賭けるべきじゃ。それをすぐ暴言じゃと自認したり、あやまったりするのは、わしのような剣術つかいの性にあわん」

「では、あやまりません」

「それでいい」

　竜馬は杯を置いて、

「お前もいいたいことを言って気が晴れたじゃろう。かわりに、わしにも気を晴らさせてくれるか」

「どうぞ」

　竜馬はいきなり中岡の胸ぐらをつかんだ。

　中岡はふりはなそうとするが、とほうもない馬鹿力だから、体が動かない。

「御免」

　竜馬はコブシをかためるなり、力まかせに中岡の頰げたをなぐりつけた。

「あっ」

「気が晴れた。中岡君、飲もう」




　その後、武市半平太は、あの夜の竜馬のことが、頭にこびりついて離れない。

（いいやつなんだがなあ）

　そう思う。

　が、いまの言葉でいうと、竜馬には世界観がないのである。天下国家がどうなろうと、かまわずに道場ぼこりにまみれている。

（あのままでは、一いつ介かいの剣客になるしか、しかたのない男だ）

　あの夜の翌日、中岡慎太郎が武市の部屋にやってきて、

「武市先生」

　と、両手をついた。中岡は桃井春蔵道場で剣を学んでいる。桃井の塾頭である武市は、中岡にとって「先生」であるわけだ。

「昨夜は、酔ったまぎれとはいえ、坂本さんに無礼を働き、申しわけありません」

「おれに謝あやまっても仕方がないが、あの酔態はまずかったな。気をつけることだ」

「はい」

　武市は、長州における吉田松陰のようなもので、教育癖がある。

「しかし、あの一件については、あのとき坂本があんたをなぐったから、ちゃんとケリはついている」

「あの馬鹿力にはおどろきましたな」

「いや、おれがおどろいたのは」

　竜馬がニコニコして顔色もかえずに、中岡の頰げたをなぐったことである。なぐったあとも溶けるような温顔で、

　──飲もう。

　といった。常人ではない。ちょっと凄味のさすような男である。

　さらに武市が見ていて驚いたのは、なぐられながら中岡が、つい竜馬のペースに巻きこまれて、

　──飲みましょう。

　と杯をあげたことだ。中岡という男は理論家のくせに短気者で、しかも噴き出るような激情家である。それが、顔のまがるほど拳固を見舞われたうえに、猫のようにおとなしくなって、結構、あれから、唄の一つ二つはうたった。竜馬には、人を溶かす独特のなにかがあるのかもしれない。だからこそ武市は、

（あれだけの男が）

　と思うのだ。

「惜しいものだな」

　と、武市は、中岡にもいった。

　中岡は、「そうです」とうなずき、

「私は、たしかに無礼を働きましたが、あのとき坂本さんに言った私の見方は、いまもかわりません」

「どうだ、やつを仕込むか」

　武市の教育癖である。

「あれだけの男を仕込めば、土佐藩だけでなく、天下の大物になるぞ。いや、千せい載ざい青せい史しに残るほどの英傑になるかもしれない」

「やりましょう。坂本さんを仕込まなければ、私はなぐられ損ということになる」

　中岡慎太郎という男は、幕末、土佐藩を脱藩して長州に走り、各地に奔走してついに京都にあらわれ、洛中で横行する諸藩の脱藩浪士をいまの京都大学のあたりに屯集させて陸援隊を組織し、その隊長となって天下の風雲にのぞんだ男である。




　晩熟おくて、ということばがある。

　この竜馬を、そう言うしか仕方がない。

　正直なところ、作者は、安政諸流試合からあと、竜馬が日常なにを考えていたか、集められるかぎりの資料にあたり、想像もしてみたが、ついにわからない。その点、かれの年長の友人武市半平太、年下の友人中岡慎太郎も同然である。

（一体、なにを考えちょるか）

　武市のような鋭敏な男にとっては、竜馬の薄ぼんやりは、なぞだったにちがいない。

　なにしろ、その当時の日本の政界、論壇は開国と攘夷、幕府と朝廷、将軍継よ嗣つぎ問題などで、割れるような騒ぎだった。

　坂本竜馬とともに維新の元勲といわれている西郷隆盛は、そのあるじ薩摩侯島津斉なり彬あきらの特命をおび、幕府の重大な政治事件だった将軍継嗣問題をめぐって江戸と京ですでに活躍中であり、桂小五郎（木戸孝たか允よし）は海防問題に興味をもち、主君の毛利侯に献策したり、洋式砲術を学んだりしている。この三人は維新史の立役者なのだが、竜馬だけはまだ芝居の稽古もしていないのである。それどころか、自分がそういう役者になるとは夢にも思っていなかった。

　右の三人は維新史の「役者」のほうだが、この壮大な維新劇の脚本家、宣伝部員たちは、すでに出そろっていた。

　その最大のひとりは、長州の吉田松陰だろう。

　かれは、安政元年三月、下田港から漕ぎだして小舟を米艦の舷側につけ、国禁の海外渡航をくわだてて米艦のほうから断わられ（幕府と外交上の紛争をおこすことを怖れて）、そのため江戸伝てん馬ま町ちようの獄に入れられた。このとき二十五歳の松陰の渡航事件は、幕府にとっては単なる犯罪にすぎなかったが、ペリー艦隊の士官たちにとってはおどろきであったにちがいない。

　ペリーの「日本遠征記」（一八五六年合衆国政府印刷局から公刊。ペリー提督および艦隊士官たちの覚書、日記の類を、ペリーの監修のもとに、フランシス・Ｌ・ホークスが編集した厖ぼう大だいな記録）には、つぎのようにかかれている。

　──この二人の事件は、

　と、ペリーたちはいう。二人とはむろん松陰とその弟子金子重輔のことである。

　──われわれを非常に感激させた。教育のある日本人ふたりが生命をかえりみず、国の法律を破ってまでも、その知識を広くしようとするはげしい心を示したからである。日本人はまことに学問好きな研究心のつよい国民である（中略）。この計画ほど日本人がいかにあたらしいことを好む心が強いかをあらわしたものはない。日本人のこの心は、きびしい法律と監視（幕府の）のためにおさえられているが、日本の将来に実に想像のできない世界をひらくものではなかろうか。

　松陰は、その後囚人として国もとの長州の獄におくられ、やがて生家杉すぎ家けで自宅檻禁の身となり、すでに三年目（この安政五年からかぞえて）である。

　その間、松陰が江戸で刑死（この年の翌安政六年）するまでわずか三年の期間、松下村塾で子弟を教え、このなかから、桂小五郎、高杉晋作、久く坂さか玄げん瑞ずい、伊藤博文、山県有朋、品川弥二郎、吉田稔とし麿まろ、山田顕あき義よし、前原一誠、益田弾正、野村靖やすし、入江杉蔵など、維新における暴走派の諸才能がぞくぞくと出た。




　時代は動いている。

　が、二十四歳の竜馬だけは動いていない、といえた。

　この期間、竜馬は剣術に夢中になっていた。じつのところ、剣術がおもしろくてたまらない。剣がわかりはじめた盛りの時期、といっていいだろう。

（天下国家を論ずるなどは、桂とか、武市のような才物にまかせておくんじゃ）

　そう思っている。いや、はっきりそう決めたわけではないが、そう思いこまざるをえない劣等感が、竜馬にはある。

　自分は頭がわるい、というのは竜馬のながい迷信である。

　これは子供のころの塾の先生によって植えつけられた。城下の大膳町の私塾楠山庄助先生が竜馬の物覚えのわるさにおどろき、とてもあずかることができない、と教授をことわってきたほどであった。このとき少年の心に突きささった劣等感は、容易にぬけるものではない。

　が、竜馬は剣術さえしていれば、この劣等感からのがれられた。この世界だけは竜馬の独擅場で、桂も武市も、竜馬のこの世界に来ればころころ負かされるのである。竜馬がこの世界に夢中になるのも、むりのないことであった。

　しかし、世は動いている。

　竜馬も、知っている。

　知っているどころか、竜馬の桶町千葉の道場など、若い論客の巣窟だった。

　江戸には、若い血気の武士の大巣窟が三つある。

　神田お玉ケ池・桶町の千葉道場（塾頭坂本竜馬）

　麴町の神道無念流の斎藤弥九郎道場（塾頭桂小五郎）

　京橋アサリ河岸の桃井春蔵道場（塾頭武市半平太）

　この三道場はそれぞれ千数百人ずつの若い剣術諸生を収容している。今日でいえば、さしずめ、東京大学、早稲田大学、慶応義塾大学というところだろうか。

　かれらは、諸藩の江戸屋敷や、遠くは九州、奥州の遠国の城下町からはるばる出てきた者で、もともと血の気が多い。

　剣を学ぶ一方、たがいに国事を語りあい、書物を交換しあい、意見を練りあって、入塾一年もたてば、ひとかどの志士になってしまう。

　維新の志士（佐幕派のたとえば新選組隊士などもふくめて）の多くは、この三大道場から出ているし、もしこの三大道場がなければ日本史も相当ちがったものになっているだろう。

　かれらの思想は、多くは剣術仲間からきいた耳学問であり、たれを思想の師匠とするよりも、むしろ友人仲間で切せつ磋さ琢たく磨ましあった。

　ところが──。

　竜馬は、超然としている。

　超然としているというより、

（ああいう小むずかしい話はかなわん）

　と、独り避けている風であった。おれは阿呆じゃ、といううまれつきの劣等感が、そうさせたにちがいない。

　それを武市が「教育」するという。




　安政五年四月末のある日、桶町千葉道場に武市半平太が、弟子の岡田以蔵をつれて訪ねてきた。

　竜馬を「教育」するためである。

「なに、武市が？」

　竜馬はすぐ稽古をやめた。武市という男は竜馬にとって苦手の論客だが、そのくせ一月も会わないと、さびしくなる。

　さっそく道場の控えの間に通し、

「なんだ、用は」

　ときいた。武市はすかさず、

「天下の一大異変が起こったことを知っちょるかや」

　竜馬は泰然と、

「知らん」

　という。そこへ人のいい重太郎が入ってきて、これは武市先生、といった。せっかくの御光来に酒も出さぬとは竜さんも気がきかない、酒、酒、お八寸にそう言いつけよう、などと騒ぐものだから、竜馬も閉口して、

「重さん、まだ宵の口だ。いくら上じよう戸ごが雁がん首くびをそろえてやってきたといっても、時分がよくない。それに、この武市先生、きょうは、天下の大異変をもってこられたようだから神妙にきいてみよう」

「そうかそうか」

　千葉重太郎は、にこにこしてすわった。

　武市は鄭重に千葉に一礼し、

「彦根侯井伊掃部頭かもんのかみ（直なお弼すけ）どのが、大老になられた」

　竜馬は、おどろかない。家格としては当然ではないか。

　井伊家三十五万石は、徳川家でも、譜代筆頭の家格で、代々この家系から大老（老中の代表者で、幕府内閣のなかでは総理大臣の位置にあたる）を出す慣例になっている。

　直弼は、性傲ごう岸がん不屈。

　しかも、「無識にして強暴」という評判がすでに識者のあいだにあった。

　もともと運のいい人物で、父の妾腹の子であり、しかも十四男である。若いころから城内に小屋をもらい、捨すて扶ぶ持ち二百石で、いわば藩では飼いごろしの身であった。

　それがつぎつぎと兄が死んだために、中年で予測もしない藩主の位置についた。

　つぎは、幕府に入る運動をし、このため黄金三十枚を老中松平伊賀守に贈り、松平は贈ぞう賄わいこそ拒絶したが頼られたうれしさに好意をもち、かれを江戸の政界にむかえる工作をした。

　武市は、そういう。

　竜馬はおどろかざるをえない。

（そんなことまで知っているのか）

　じつは知っているはずだ。

　幕閣に対する閣外の最大の勢いは、御三家の筆頭水戸家の斉なり昭あきである。この家は、水戸光みつ圀くに（俗に水戸黄門）以来、三百諸侯にはめずらしくイデオロギーの家系である。つまり、尊王派の本山のような家であった。しかも斉昭は、強引酷烈な性格で、幕閣に対していちいち口を出す。

　この斉昭の子分というべき大名が三人あり、その筆頭は、越前侯松平慶よし永なが（のちの春嶽）、薩摩侯島津斉彬、それと、竜馬らの藩主の山内豊とよ信しげである。

　それぞれ、秘書役的な名臣がいる。越前は橋本左さ内ない、中根雪江、薩摩は西郷隆盛、土佐は無し。

　武市は、その越前侯の秘書役橋本左内から逐ちく一いち政界の消息をきいているのである。




「さて」

　と、武市は、鉄扇をひざに立てた。

「世の動きのことを話そう」

「ははあ」

　竜馬は、くすぐったそうに顔をなでている。武市が自分を教育しにきたな、と察しているのだ。押しかけ師匠というのもめずらしい。

「先年、ペリーがきたな」

　ずいぶん前のことだ。竜馬がはじめて江戸にやってきた嘉永六年のことだから、五年前である。

　あのとき、ペリーは幕府を開国へ踏みきらせるために、艦隊の示威のもとに、意識的な威い嚇かく外交をおこなった。

　そのため、たしかに幕府の腰は砕けたが、水戸学に影響された野やの志士は憤激した。日本六十余州に攘夷論がおこったのは、このときからである。

　その後、ロシアがきた。

　当時ロシアは「赤あか蝦え夷ぞ」とよばれ、かつて寛政年間（竜馬のこの時期から六十余年のむかし）の先覚者林子平が「赤蝦夷には在来、南へ勢力をのばそうとする意思があり、将来、日本にとっておそるべき禍か根こんになる」と公表し、妖よう言げんを言いふらすものとして罰せられたことがある。

　そのロシアが、皇帝ニコライ一世の国書を捧持させて、国使プチャーチンをわが長崎に派遣してきたのは、ペリーが来てほどもない嘉永六年七月である。

　ロシアは、日本の幕府が米国の威嚇でふるえあがっていることを知っていたから、

「ロシアと通商をひらけ。そうすれば日本は商業上の利益だけでなく、軍事上の利益もある。もしアメリカが日本を侵略すれば、われわれは、艦隊で陸兵を送って戦ってやる」

　といった。

　プチャーチンの態度は、艦砲でおどしたペリーとはがらりとかわっている。かれは幕府の出先外交官である長崎奉行を懐かい柔じゆうし、奉行所のおもな役人全員を軍艦に招待して、

　──おもしろいものをみせて進ぜる。

　と、幻燈をみせた。幻燈は、一齣こまずつ繰ってゆくと映像がゆるゆると動きだす仕掛けのもので、最初は象が出た。

　象が動きはじめたから、一同びっくりするうちに、かわって妖艶なロシア美人が映り、それがしきりと舞踏をする。そこまではよかったが、その幻燈の美人が一枚ずつ衣服をぬいでゆき、やがて素裸になった。さらに一人の男があらわれ、それも素裸になって、閨けい房ぼうの秘戯を演じはじめた。

　これには奉行所役人も恐縮頓とん首しゆし、江戸表おもてへの報告も、

　──ロシアはアメリカとちがってたいそう平和的である。

　と付言し、このため幕閣や江戸の論壇は一時、親露論が圧倒的につよかった。とくに幕閣のなかでも俊才を集める海防掛（外務省）などは、ほとんどが、

　──ロシアから軍艦、大砲を提供してもらって、アメリカの強圧をはねのければいい。

　という意見をもった。

（もっともこの当時、ロシアはクリミア戦争におけるセバストポール要塞の攻防戦で、敗色が濃かったから、それどころではなかった）。




「そうこうするうちに、墨夷アメリカから海を渡ってハリスちゅう男がきた」

　と、武市がいう。

　武市半平太は、詩文に巧みなだけに、話もうまい。

　うまいが、このハリスの一件も武市自身の口を借りず、かわりに筆者が語ろう（というのは武市は水戸学派の影響を受けて、話がやや公正を逸するからだ）。

　ペリーの強圧後、幕府は、米、英、露、蘭の四カ国と条約を締結したが、これはあくまで「和親」の条約で、「通商」条約ではなかった。諸国はこれを不満とした。

　そこへ、安政三年七月、米国人タウンゼント・ハリスが、駐日総領事として下田港に入り、下田奉行に対し、

　──自分は合衆国大統領の代官である。大統領は、日本と通商条約を結びたい。その旨の国書ももってきた。ぜひ、江戸の将たい軍くんに謁見して直接それを渡したい。将軍以外の者には渡さない。

　ペリー以来の伝統的な対日強硬態度である。

　幕府は、大騒ぎとなった。幕府としては外国人を江戸に入れるわけにはいかないし、まして、将軍に会わせるなどは論外である。

　八方陳弁してハリスをなだめたが、この貿易商人あがりの外交官は頑としてきかず、

　──もし日本人がわが政府の要求を容れない場合、大統領は非常手段をもってその趣旨を貫く用意（砲火の用意）がある。

　といった。単におどしではなく、事実去年の九月、英国は清国を攻めて広カン東トンを焼きはらっている。

　幕閣もそれを知っていたから、ついに屈し（この態度が国内の攘夷論の火の手をいよいよ熾さかんにした）、まず下田条約を結び、さらに江戸出府を認め、ついには将軍謁見もみとめた。

　が、なお幕府は、攘夷的世論のために開国（通商条約締結）に踏みきれなかったが、ついにハリスの強ごう談だんに屈し、昨年（安政四年）十一月から通商条約の逐条協議を開始し、ついに正月十二日、ぜんぶ議定をおわった。

　残るは、勅許である。

　京の天皇の許可を得て、はじめてこの条約が成立する。

　ところが、この朝廷というのが大の難物だった。時の天子（孝明天皇）は、病的なほど外国恐怖症におわした。

　その上、それをとりまく公卿は、三百年政治に触れていないから、政治感覚も、日本の国力も、海外知識もない。さらにその公卿の周囲には、諸国からのぼってきた浪人、儒者など、極端な攘夷論者がとりまいていて、事につけて公卿を教育している。

　江戸政界は開国にふみきったとはいえ、京都論壇は、徹底的な鎖国攘夷論だった。

　とうてい、幕府が要請する「勅許」を受け入れるふんいきではない。

　当然、江戸と京都は対立し、もし幕府がハリスとの約束を守ろうとすれば、まず京都に出没する浪人論客に大弾圧を加え、公卿に戦慄をあたえねばならない（幕末維新の血なまぐさい風雲は、ここから出発するのだ）。

「ほう。おもしろい」

　竜馬は感心したが、かといってまだ寄よ席せで講釈をきいているような顔つきだった。




　安政五年も、八月になった。

　あと一ひと月つきもすれば、竜馬の留学期限が切れ江戸を発たたねばならない。一人の剣客が、江戸から消えてしまうのである。

　──惜しい。

　千葉重太郎は、竜馬の顔をみては毎度それをいうのだが、妹のさな子も、日が近づくにつれて、憂鬱になっている。

　ちかごろは、道場にもあまり出ず、部屋に引きこもりがちだった。

　重太郎は妹の様子を察して憐れにおもったが、かといって竜馬に、

　──もらえ。

　などと押しつけるわけにはいかない。

　重太郎の察するところ、竜馬もさな子が嫌いではなさそうな素振りである。しかし何か別に期するところがあるらしく、さな子のはなしを持ちかけると、いつも竜馬は逃げてしまう。

（男女の縁というのは、むずかしいものだ）

　このころの人は、縁ヽということで、何事も片づける。あきらめたり、よろこんだりするのも、ふしぎの縁があればこそだ。竜馬とさな子は要するにそのふしぎの縁がないのだろう。

　話はかわるが、武市半平太も、自分の料簡と竜馬の料簡（いまのところ、もやもやしていて形をなしていないが）とは、ついに縁を成さぬのか、となかばあきらめかけていた。

　正月以来、武市は、月に二、三度は、桶町千葉道場にやってきて、時事を説き、竜馬を「教育」しているのだが、依然として竜馬は感化されない。

　薄ぼんやりしている。

　きょうも武市がきて、

　──さて、ハリスは。

　と時事講義のつづきを話しはじめたが、竜馬がいきなり大あくびを洩らした。これには、さすが慍いかりを表情おもてにあらわさぬ武市も不快になって、

（こいつは、ついに木で偶くの坊ぼうか）

　とおもった。

「どうしたんじゃ、ハリスは」

　竜馬は、両脚をなげだし、両掌をうしろについて、ちょうど尻餅をついたような恰好になっている。

　竜馬のいつもの姿勢だ。謹直な武市は、この姿勢からして、気に入らない。これが、教えを受けている後進の態度だろうか。

（腹のたつやつだ）

　とは思いつつ、そこは武市のやむにやまれぬ教育癖で、つい講義をしてしまう。

「この条約に関し、京の勅許がおりぬために幕閣はハリスと京都の板バサミになり、青息吐息をついた」

　ハリスがついに業ごうを煮やし、

　──われわれは、江戸政府が日本の正式政府だと思っていたが、どうもちがうらしい。江戸政府で右調印ができぬとあれば、われわれは、調印のできる政府へ行ってかけあいます。それが京都政府でありますな。

　といった。

　これには幕府はあわてた。そういうことをしてもらっては、江戸政府は瞬時に消滅し、外国の側からみれば京都朝廷が日本の代表政府として認証されてしまう。

　安政五年四月、井伊直弼、大老に就任。

　井伊は、断行しようとした。

　勅許を経ずに調印することを。

　かくて、尊王攘夷論が、燎りよう原げんの火のようにもえあがることになる。




　竜馬が江戸を去るまで、あと、ひと月である。

　それをもって、竜馬の青春第一期は、おわることになるだろう。

　さすがの竜馬も、さびしい。

　ちかごろになって、武市半平太までが、

「おい、国もとの権平殿にたのんで、藩庁へ奔走してもらえ。江戸滞留を延期するのだ。天下は動いている。将来、物の役に立とうと思えば、江戸だぞ。国もとでくすぶっていて何になる」

　と、すすめるようになった。

　今日もそうだ。

　不意に、桶町千葉道場に、桂小五郎が訪ねてきてくれたのである。

「坂本君、帰るそうですな」

　すでに斎藤道場の桂の耳に入っているくらいだから、竜馬の帰国のうわさは、若い剣客連中のあいだではだいぶ評判らしい。

「帰ります。やむをえまい」

　竜馬は、ちょっと淋しそうな眼をした。この連中に別れて独り草深い土佐へ帰るかと思うと、さすがに心中、おだやかではなかった。が、桂は、

「帰りなさんな」

　とは、いってくれない。他藩だから、そういう余計な差し出口はたたけない。

　ただ、しきりと自分におこった変事を語りはじめた。

「僕のほうは」

　と、桂はちかごろ流行のことばをつかった。

「どうも事情がちがってきた」

「延期ねがいが、聴き届けられたのか」

「いや、そうじゃない」

　桂と竜馬とは、藩こそちがえ、おなじ私費留学の剣術諸生なのである。

　しかし、藩における身分がちがう。

　桂は、国もとでは上士の家柄なのだ。自然、江戸の長州屋敷で起居していても、藩公や家老にさまざまな意見具申ができるし、そのため、すでにかれの卓越した才器は、藩の首脳の認めるところとなっていた。

　──だから。

　とは桂は誇らないが、言外にそのうれしさがあふれている。

「実は、こんど、擢ぬきんでられて、藩の大検使という役についた」

　桂家は、家禄こそ国もとで頂戴しているが、役はなかった。小む普や請くで、しかも当主は江戸留学の諸生である。そういう立場から、いきなり大検使という役につくなどは、よほどの抜擢とみていい。

「それァ、よかった。おめでとう」

「いや、これからだよ。わが藩だけでなく日本国中の藩は、まだ戦国時代の体制のままで、このままでは、国難に立ちむかえない。第一に藩制改革をしなければならぬ」

「ははあ」

　竜馬の一郷士の身分からすれば、夢のような気焔である。竜馬などは、藩制改革どころか、藩主に口をきける身分ではない。

「それに」

　桂はうれしそうにいった。

「僕もこの秋は、帰国せねばならぬだろう」

「ははあ、どういうわけだ」

　きいてみると、桂の場合は、意外な理由である。




　桂の場合、帰国の理由は、藩政府がぜひ桂に藩制改革の意見をききたい、といっているほかに、

「実はな」

　と、赤い顔をした。

「嫁をもらう」

「それァ、よかった。われわれも、そろそろそういう年ごろですな」

「坂本君も、早くもらいなさい」

「ありがとう。しかし、これですよ」

　下あごに手をあてた。──食わせられん、という意味だろう。

「わしァ、郷士の次男坊だからな。貰っても禄ちゅうもんがない。嫁どんの干ひ物ものをつくるようなもんじゃ」

「ほう、そんなものですか」

　桂という男は、諧謔ユーモアが通じない。本当に竜馬の嫁は干物になると思ったらしい。

「どんな嫁殿です」

　竜馬は、眼をほそめてたずねた。人並に嫁殿へのあこがれはあるのだ。

「いや、同藩の宍しし戸ど平五郎の娘で富子というのだが、じつはまだみたことがない」

「美人ですか」

「そういう評判です」

「ええノウ」

　つい国ことばが出た。肚の底から桂のかがやかしい前途を祝福したい思いだった。

　が、竜馬は、二十四とはいえ、男だから幼さは残っている。なんとなく、うらやましくもある。

　──おれには、嫁もない。桂のような門地もない。国にもどっても継ぐべき家もない。あるのは北辰一刀流の剣のみか。

　桂を送りだしたあと、道場にもどって面籠手をつけるや、すさまじい稽古をはじめた。

　──孤剣、何に頼るべき。

　この日の竜馬は、そういう心境だった。

　日が、だんだんすぎた。

　九月にちかくなってから、ある夕、竜馬が自室でめずらしく本を読んでいると、さな子が入ってきた。

「これは、これは」

　師匠の娘だからどうも竜馬にとってさな子は気づまりなのだが、顔には出さない。

　自分の敷いていた座ぶとんを裏返してさな子にあたえ、

「なんの御用です」

「めずらしく御本をお読みでございますね。日本外史？　それとも中朝事実？」

「いや、おはずかしい」

　竜馬は頭をかき、

「東海道中膝ひざ栗くり毛げです」

「まあ」

　さな子は、あきれている。

「そのような御本をお読みになってお笑い遊ばしていると、お馬鹿さんになりましてよ」

「左様ですかな。しかし今度の帰国では東海道を、宿場、城下で他流試合をしつつゆっくりくだるつもりでおりますから、これを読んでいます。ここには、宿賃から、宿場々々の気風、名物、馬の傭やといかた、すべて書いちょりますから、便利です」




（のんきなひと。……）

　さな子は、そう思った。

　すこしでも血の気のあるいまどきの若い武士は、日本外史を読んだり、江戸の碩せき学がくをたずねて物の理を解明したり、尊王の心を練ったりしている。いわば、それが流行なのだ。

　ところが、この若者は、愚にもつかぬ戯げ作さく者しやが筆を弄した滑稽本などを読んで、げらげら、独り笑いをしている。

（一体、えらいのかしら、馬鹿なのかしら）

　が、竜馬にすればこれはちゃんと理由のあることで、せっかくの道中を充実したものにしようと思えば、まず、道中文を読むことなのである。滑稽なだけでなく、実利になる。

「坂本さま」

「はん？」

　竜馬は眼をあげた。

「さな子の」

　さな子はすこし頰を染めながら、

「お餞せん別べつを受けてくださいますか」

「え？」

　竜馬は、どぎまぎして、

「受けますとも。なんです、物は」

「物は？」

　さな子は、興ざめた。所詮は土佐の田舎者で、物の言いかたを知らない。

「お道中のご衣類でございます」

「ほほう」

「お恥ずかしゅうございますけど、お針を持てぬさな子が、お嫂ねえ様さま（お八寸）に手をとってもらって、不出来ながらも縫いあげました」

「そうですか」

　竜馬は、さすがに頭をさげてしまった。

　さな子は、横においた一いつ反たん風呂敷を解き、そこからまず、一ひと襲かさねの道中着をとりだして竜馬の膝さきへすすめた。

「恐縮です」

　絹の黒紋服にぶっさき羽織、馬うま乗のり袴ばかま、装束ひとそろえちゃんとそろって、道中合がつ羽ぱまでそろえてある。

（これは、たいへんだったろうな）

　娘が、若者のために、その家の定紋を染めぬいた紋服を仕立ててやるというのは、やはり尋常でない好意であろう。

　竜馬はどんな顔つきをしていいのか、困りはててしまって、その紋服をとりあげて、その剣先を指でごしごしこすりはじめた。

「なにをなさっています」

　さな子は、手きびしい。

「はあ」

　じつをいえば、よほど針が下手なのか、縫い目が波を打ってちぢれているのだ。

「これが」

「いいえ、それは、お擦こすりになってもなおりません。さな子が下手だからでございます」

「しかし」

　竜馬は縹はなだ色いろの道中合羽をとりあげて、

「こっちは、うまくできておりますな」

「それは、白しろ木き屋やで買い整えたものでございます」

「ははあ」

　立つ瀬がない。

　──さて。

　大事が起こったのは、それから数日後のことである。




　異変とは、世にいう安政ノ大獄である。

　大老井伊直弼は、条約勅許問題と将軍継嗣問題について、江戸、京都で暗躍した反井伊派の逮捕を命じた。

　これが、安政五年九月五日。

　もっとも一斉検挙ではない。

　この日を手はじめとして、翌年末にいたるまで、公卿、大名に対しては蟄ちつ居きよ、差さし控ひかえ、隠居。それ以下のいわゆる志士に対しては逮捕江戸送りのうえ投獄、死罪、という惨澹たる事件が、この後一年にわたってつづくのである。

　この嵐が吹きはじめた九月五日から十日ののち、竜馬は旅装をととのえ、竹刀しないで防具をかつぎ、桶町千葉の門を出た。

　重太郎、さな子が門前まで見送り、

「コロリ（コレラ）の流は行やっているときだ、道中、生水はのまぬように」

　といいながら、人のいいこの剣客は、涙ぐんでいる。

　さな子も堪えきれなくなったのか、顔をかくして門内に逃げこんだ。

「………」

　竜馬はちょっと眼をつぶったが、やがて眼をひらいたときは、笑顔になっていた。

「なあに、またくるさ、堅固に」

「堅固に」

　重太郎が、竜馬の肩をつかんだ。

　竜馬も、重太郎の厚い肩を、どすん、とたたき、叩いた勢いで踵きびすをひるがえすと、あとも見ずに北へ去った。

　数丁で、鍛冶橋に出る。

　藩邸に入り、藩邸の御用役で竜馬をわりあい眼にかけてくれている小こ南みなみ五郎右衛門にあいさつしようとしたが、不在であるという。

　その他藩邸の重役にひとわたりあいさつし、あとはお長屋に立ち寄って、諸生どもに声をかけた。

　武市半平太がいた。

　蒼白な顔をしている。

「竜馬」

　と、自室に連れ込み、

「期限の延期などどうでもなる。帰るな」

「なぜだ」

「きいたろう、大事出しゆつ来たいだぞ」

「コロリのことか」

「馬鹿」

　武市の声がふるえている。

「井伊がいよいよその本性をあらわして暴をふるいはじめた。うわさでは、わが藩公もあぶないというぞ」

　藩主山内豊信は、越前侯、宇和島侯などとともに井伊の大嫌いな水戸系の尖鋭大名だから、この大獄では、とうてい無事にすまされそうになかった。

「御用役小南五郎右衛門どのなどは、数夜、眠ってないそうだ。今日も越前、薩摩などの留守居役を訪ねて幕閣の出方をさぐっているという。山内家は、取りつぶしになるかもしれぬぞ」

「落ちつけ、武市さん」

　竜馬は、はじめてこわい顔をした。

「かといって、わしたちがさわいでなにになる。わしは、広言するようだが、天下がわしを必要とするようになるまで、ひたすらに剣技を練る。わしは、土佐へ帰る」

　竜馬は、藩邸の門を出た。

　空は、雲ひとつない。




旅　と　剣











　竜馬の旅行好きはこの人物の生涯の特徴だが、こんどの帰国から、その癖は、本格的になった。

　とくにこんどの旅は、一種の奇行といっていい。

　無銭旅行なのだ。

　むろん、金がなかったわけではない。国許の権平は弟思いで、平素、竜馬に不自由させないように、十分すぎるほどの金を江戸へ送っていた。

　ところがその有り金をぜんぶ、出立のときに、桶町千葉道場に寄付してしまったのである。実をいうと、この寄付の申し出には重太郎もへきえきして、

　──馬鹿な。

　と、拒絶した。

　──これから遠国へ旅立つというのに、無一文でゆくとは、気でも狂ったか。第一、道場は、さしあたって金になんぞこまっておりはせぬ。

　──置いてゆく。国へ帰れば金がある。

　──それァ、あるだろう。しかし竜さん、土佐まで二百里近く、乞食道中をする気か。

　と千葉重太郎がおどかすと、竜馬はこの乞食道中という言葉がひどく気に入ったらしく、

　──それ。

　と手をたたいた。

　──それじゃ。それでゆく。むかしの剣客というものは、乞食をしながら武者修業したものじゃ。わしは、じつはこの年になるまで金ちゅうものは、父の八平か、兄の権平の懐ろから湧いてくるもんじゃと思うちょった。これァ、馬鹿者じゃ。いっぺん、一文二文のびた銭が、仏の顔にみえるような修業を積んでみたい。

　振りきるようにして、江戸を出てしまったのである。

　道中、野宿ときめている。

　もっとも、北辰一刀流免許皆伝というありがたさで、道中、城下々々の町道場を訪ねれば、粗略にはあつかわれない。

　他流試合をするか、門人どもに稽古をつけてやれば、いくばくかのわらじ銭は、紙にひねって渡してくれる。

　それが、あてである。

（まさか、飢え死はすまい）

　のんきに、東海道に出た。

　日本橋は遅おそ発だちだったから、さっそく品川で日が暮れてしまった。

（いかん、品川でさっそく野宿とはおどろいたな）

　道中、織るように旅人が往来している。江戸にちかく東海道屈指の繁華な宿場だ。まさかこんな土地で野宿するわけにいくまい。

　付近の鮫洲には藩邸があるのだが、寄る気がしなかった。

（やむをえぬ、夜どおし歩こう）

　宿場はずれまできたとき、うしろから追ってくる足音がある。

　ふりむくと、寝待ノ藤兵衛だった。

「なんだ、お前か」

「お前か、はひどい。旦那、あっしは旦那の家来にしていただいたはずでござんすよ。家来にひとこともいわねえで旅に出る大将なんざ、きいたことがねえ」

「しかもその大将は、無一文ときている」

　竜馬はこの境涯がうれしいらしく、肩をゆすって歩きだした。




「夜道とは、おどろきましたねえ」

　藤兵衛は、ひたひたとついてくる。

　妙な男で、どこで竜馬の旅立ちをきいたのかはしらないが、すっかり旅装を整え、木も綿めん縞じま絣がすりの風かぜ合がつ羽ぱを威勢よく肩からひるがえしている。

　十三夜の月で、街道が白い。

　左手は海。

　潮のにおいが、たまらなく竜馬にはなつかしい。

「一体どうなさるんで」

「お前こそ、どうするんだ。土佐までついてくる気か」

「家来ですからね」

　藤兵衛は、足音がしない。

　ながい盗賊ぐらしの習性が、ぬけないのだろう。

　鈴ケ森

　不入斗いりやまず（いまは入新井）

　大森

　蒲田

　八や幡わた（羽田）

　とすぎるうちに、月が落ちた。闇になってしまうと、さすがの竜馬も閉口して、

「藤兵衛、先に立て」

　と、命じた。

「へい」

　藤兵衛はいそいそしている。竜馬にすれば、提灯がわりである。この男は夜よ目めがきく。

「旦那、五十三次ずっと夜道ですかい？」

「昼も歩く」

「じゃ、旦那は不ね寝ずの旅」

「食わずの旅でもある」

「盗ぬす人つと以上ですね」

「以上であたりまえだ。盗人と同列でたまるか」

「旦那」

　提灯役の藤兵衛は、前を小走りに走っている。大柄の竜馬の足にあわせようとすれば、それしか仕方ない。息をはずませながら、

「酷ですぜ、旦那」

　といった。

「辛つらけれァ、江戸へ帰ることだな」

「無茶だなあ」

「お前は、盗人々々と、大そうな自慢をするが、おれの国には、もっとすごいのがいる。東海道百二十五里三十丁を江戸から昼夜駈けどおしで駈けくだり、途中、大井川も泳ぎわたって、大坂まで八日で行った」

「一日十六里。うそだァ」

「うそじゃない」

「やはり、泥棒で？」

「武士だ。岩崎弥太郎という。こういう化物が、世の風雲に乗じてあばれはじめるとおもしろくなるな」

「旦那も、化物だよ」

「なにをいやがる」

　六ろく郷ごうの渡しで、夜が明けた。

　船が、早はや発だちの客を乗せて棹さおを突こうとしているところをとびのり、

「藤兵衛、銭があるか」

　といった。

　渡し賃、一人で十三文。

　それさえ、竜馬は持っていない。

「いやだなあ、旦那はもしあっしが追っかけなかったら、この大川をどうして渡るつもりだったンですかい」

「泳ぐさ」

　横に武士がいる。




　武士は、四十がらみ。

　髪を総髪に結い、装束、大小とも立派なこしらえだが、それにしては供をつれていない。

（浪人かな）

　竜馬は、朝あさ靄もやをあげている水面を見ながら、思った。

　が、浪人にしては色白で眼も涼やかだし、生計の苦労がなさそうである。

（なんでも、いいわい）

　しかし、気になる。

　気になるのは、武士が、なにかにおびえているらしいことだ。両手を握りしめたり、かと思うとあごをなでたり、ときどき、舟ばたをコツコツたたいたりしている。

「旦那」

　寝待ノ藤兵衛が、小声でいった。

「お気づきなさいましたか」

「なにが、だ」

「あのお侍、大金を持っていやすぜ」

「ばか」

　竜馬は、額をこづいた。

「いくらわしが無一文でも、人のふところを狙うと思うか」

「へえ」

　藤兵衛はしばらくだまっていたが、やがておずおずと眼をあげて、

「ご参考までに申し上げただけですよ」

「だまってろ」

「しかし旦那、あっしは元の稼業が稼業だからわかるんだが、あのお侍の大金、ちゃんとこの舟にいて狙ってるやつがある」

「どの男だ」

「ほら」

　藤兵衛は眼をとものほうに走らせてすぐ水面に視線を落し、

「あそこに。こもっかぶりが。──」

「………」

　竜馬がふりかえってみると、なるほど、虚こ無む僧そうが二人いる。

「なぜ、わかる」

「なが年の、カンですよ」

　総髪の武士も、それに気づいているらしく、ときどき虚無僧のほうをむいては、固い表情になる。

　舟がむこう岸につくと、二人の虚無僧はさっと飛びおりて土手へのぼりはじめた。竜馬のみるところ、足腰に修業のあとがあって、腕は相当立ちそうだ。

「武士だな」

「らしゅうござんすね。あの歩き方には両刀を差していた者の癖がある。しかし武士が、他人の懐ろをねらうなんざ、世も末でござんすねえ」

「なにか、事情があるのだろう」

　竜馬は、水際におりた。

　歩きだそうとすると、例の色白四十がらみの武士が寄ってきて、

「卒そつ爾じどすが」

　といった。京なまりである。

「何です」

「お人柄とお見受けしてお願い申しますのどすけど、京までの道中、ご同行ねがえまへんやろか」

「どうぞ」

　竜馬は、頓着しない。

　相手は、なにか事情があるらしく、腰のひくいわりには、名を告げないのである。




（時勢だな）

　とおもったのは、神奈川宿をすぎるときに、幕府が構築しつつある砲台をみたときである。

　鯖さばの背のように青い銅砲の背中が、秋の陽ざしを浴び、海にむかって砲口をならべている。

　が、竜馬は空腹だった。ねむくもあった。坂の多いこの宿場の歩行が、とくにつらい。藤兵衛が見かねて、

「旦那、あっしは、すこし持ちあわせがあるんだ。どこかその辺の茶店で餅でも食べませんか」

「かまわん」

　これも修業だと思っている。

　程ケ谷で、昼になった。すこし行くと焼餅坂という坂があり、両側に餅を売る茶店が多い。

　例の京なまりの武士が、

「どうどす、このあたりで昼を済ませてしまいましょう」

「そうですな」

　竜馬は、煮えきらない。

「かましまへん。お金のことどしたら、それがし、余分の路用がござる」

　武士は、竜馬が無銭道中の剣客だということがわかっていたのだろう。

　竜馬たちが茶店に入ると、先を歩いていた二人の虚無僧が、ツト足をとめ、向いの茶店に入った。監視するためらしい。

　餅が、出た。

　竜馬がたちまち一皿たいらげると、例の武士が気の毒がって、

「もう一皿いかがどす」

　と、取りよせてくれた。

「頂戴します」

「どうぞ、沢山」

「ふむ」

　われながら、わが身が哀れになった。これでは、餅で用心棒に傭われたようなものである。

（なるほど金とは大事なものじゃ。うかうかすると、三文餅のかわりに命を渡さねばならぬことになる）

　竜馬は餅を食いながら、このえたいの知れぬ京なまりの武士の装束をみた。

　一いつ本ぽん鷹たかの羽はの定紋を小さく染めぬいた黒くろ羽は二ぶた重えの羽織に黒の紋服、白襟をのぞかせ、染そめ革かわの野の袴ばかま、それに華きや奢しやな作りの大小を帯びているのが、端麗な顔によくうつっている。

「お手前」

　と、その武士はいんぎんにいうのである。

「お言葉のご様子では、土佐の人とお見受けいたしますが、やはり左様で？」

「そうです。土佐藩士。身分は郷士です。名は坂本竜馬といいます」

「ほう」

　武士は、にわかに明るい顔になった。

「それは、よろしおした。渡船のなかでお見受けしたときから、土佐藩のお方ではあるまいかと思うてお頼りしたのでござるが、これはうれしゅうござります。それがしの主家が、貴藩と御縁が深うござる」

　といったくせに、自分の主家が何家で、自分の名は何である、とは明かさない。

　よほど事情があるのだろうと思いながら竜馬は、最後の餅を食った。




　藤沢の宿場に入ったときは、旅籠はたごの軒のき行あん燈どんにすっかり灯が入っている。

　京なまりの武士は、竜馬と藤兵衛にしつこくすすめて、とうとう同宿させた。

　部屋は、屏びよう風ぶで仕切った相宿で、夕食には銚子が一本ついた。

「ありがてえ」

　藤兵衛は、一杯グビリと干してから、

「こういっちゃ何だが、京のお侍さま」

　と、京侍に笑顔をむけた。

「酔狂な主人をもつと苦労は大変でござんすよ。この旦那ァ、東海道を飲まず食わず寝ずでのぼろうとなさるんですからね」

「ばか、なにをいう」

　竜馬は、眼をむいた。

「わしは、城下や宿場の道場を訪ねては他流試合をし、いくばくかの路用を稼ぎながらのぼろうと思ったのだ」

「それが、思惑どおりの道場が一向にねえ、ときていやしてね」

「おもしろい」

　一本鷹羽紋の京侍は、手を拍うってよろこんだ。一日同行して、竜馬の人柄を見、これは信頼できるに足る、とおもったらしい。

「しかし」

　と意外なことをいった。

「土佐の高知の坂本家と申せば、ご本家の才さい谷たに屋やとならんで非常な物持ときいておりますが、その御曹司が、なぜ路銀にもおこまりどす」

「おどろきましたな、なぜ、拙者の家をご存じです」

「これは」

　と、京侍は明り障子に眼を走らせた。

　竜馬は相手の意を察し、藤兵衛に眼くばせして、

　──お前、廊下で見張ってろ。

　と命じた。

「名を明かします」

「どうぞ」

「それがしは、内大臣三条実さね万つむ卿きようの家臣で水原播はり磨まの介すけと申す」

　公卿の家来で、公く卿げ侍ざむらいといわれる階級の人物である。

　この連中は、官位は武家でいえば大名、大旗本並だが、実禄はなく、みなりもさほど贅ぜい沢たくではない。

　が、竜馬は、三条家ときいて驚いた。土佐の殿様山内家とは、姻戚である。

　当主豊信公の奥方正姫は、大名にはめずらしく公卿からきたひとで、これがしかも三条内大臣実万の養女（実は下級公卿の烏からす丸まる光政の娘）である。

「そやさかい、お手前が土佐藩士と知って安心はしておりました」

「しかし、三条内大臣さまの御家来ということまではわかりましたが、なぜ京におわすのに、拙者の高知の家のことまでご存じです」

「いや、坂本家のことどころやおへん。ようよう憶いだしてみれば、坂本どの、お手前のこともよく存じあげています。さる女性からしばしばお手前のことはきいておりました」

（あっ）

　竜馬はさすがに顔がかわっている。

「お田た鶴ずさま。……」

「左様、そのお田鶴どの」

　京にゆく、という話を竜馬はきいたことがあるが、三条家の侍女に入っているのか。




　竜馬と藤兵衛は、そのあと、水原播磨介という公卿侍のおかげで、なんとか三食をたべて、雨露をしのげることになった。

　その後、

　小田原で一泊。

　箱根八里を越えて、三島で一泊。

　さらに、

　吉原

　興おき津つ


　岡部

　と、富士のみえる街道筋に泊りをかさねて、やがて太田摂津守五万三千石の城下町掛かけ川がわに入った。

　あたりは丘陵が折りかさなり、赤松が多く、夕ゆう靄もやが小さな谷々にこめて、江戸からきた者には、そろそろ旅情が深まる宿駅である。

　町家は千軒余。

　町並は二十丁。

　宿場に入ると、水原播磨介は相変らずいんぎんな物腰で、

「坂本さん、今夜の泊りはこの宿駅にしましょう」

「お気の毒ですなあ」

　竜馬は、心の底からいった。自分のみではなく、泥棒の藤兵衛ぐるみで厄やつ介かいになってしまっている。

　城下第一の大旅籠捻ねじ金がね屋やに部屋をとったが、湯からあがってくると、近在の村に秋祭りでもあるのか、のどかな遠州路の祭まつり囃ばや子しがきこえてくる。

「宵よ宮みやかい。これゃ、懐しいわい」

　竜馬は、故郷の土佐の秋祭りを想いだしたのか、杯をもつ手をとめていたが、

「播磨介さま。チクと見にゆきませんか」

「左様どすな」

　煮えきらない。

　のは、この人物のはじめからの態度で、ひどく用心深いのである。

　宿に入っても、自分一人になるのがこわいらしく、厠かわやに立つときも竜馬についてきてもらうし、竜馬が厠にゆくときは、この播磨介も、用もないのについてくる。

　藤兵衛はこっそり竜馬に耳うちして、

　──やっぱり旦那。播磨介さまは大金をもっていらっしゃるから、あのご用心のきびしいこと。

　などとおかしがるが、竜馬は、そうはみていない。

　播磨介の懐中にあるのは、金ではなくて書類だとみている。密書であろう。

　井伊大老が断をくだした京都論壇、水戸論壇に対する大おお検挙ていれは、すでに、浪人、儒者、藩士、公卿の家臣から、公卿、大名の身辺にまで及ぼうとしている。

　とくに播磨介の主人三条内大臣実万といえば「今天神」といわれたほどの学者で、天皇を中心とする京都論壇における最大の論客であり、実力者である。

　播磨介は、その家臣だ。

　しかも、この時勢に、ただの用で江戸へ行ったはずがない。おそらく、親京都派の水戸徳川家への密使であろう。だからこそ、道中身分をかくすために、本陣にもとまらず、身辺に供もつれていない。

「左様どすな」

　播磨介は、煮えきらぬまま腰をあげた。




　用心ぶかい播磨介がつい竜馬の誘いに腰をあげたのは、ここ一両日来、例の二人の虚無僧のすがたが見えなくなっている、という安堵もあったからであろう。

「ほなら、気晴らしに、参ろうか」

　三人前後して往来に出ると、すでに暮色がふかい。

　竜馬は、播磨介の左わきにぴったりと寄りそってやった。背が高いから、小男の播磨介は竜馬の袖にかくれるようにして歩く。

「はて、祭囃子の方角がわからぬな」

　どうも風上からきこえてくるようだが、宿場のなかではないらしい。

　人に訊くのは、夜中行き先を知らせるようなもので不用心とおもい、ただ音の聞こえるまにまに探ねてゆくと、道は宿場をはずれ、すでに人家がない。

「坂本どの、もうやめましょう」

「そうですな」

　竜馬は、なおも歩いてゆく。

（出そうなものだな）

　そう思ったからである。

　実をいうと、駿すん府ぷ（静岡市）のあたりで虚無僧の影を見うしなったが、先刻、掛川の宿場に入ったとき、番所の軒先で彦根風のまげを結った武士がふたり、往来を見張って立っているのを竜馬はみたからだ。

（あれが、虚無僧の化なり変りではないか）

　そんな直感があった。

　彦根者らしい。

　井伊家の家臣である。

　それが、主人の大老直弼の密命を帯び、江戸から播磨介のあとを見え隠れにつけてきて播磨介の懐中のものを奪とるか、それとも、人知れずに殺してしまおうとしているのだろう。

（きっと、つけてくる）

　竜馬には、確信がある。

　いっそ先を越してやろう、というのが竜馬の考えだった。播磨介には気の毒だが、祭囃子にさそったのは、その魂胆があったからである。

「藤兵衛」

　と、竜馬は、低声でいった。

「小石を二つ三つ、拾っておけ」

「おっと、承知」

　藤兵衛は、路上を両手でひっ掻いて、たちまち手ごろな石をさらい懐ろに入れた。

　さすが、この男はもとの稼業が稼業だけに察しがいい。竜馬の魂胆が、おぼろげながらわかったのだろう。

「坂本どの。……もう」

　播磨介の声がふるえはじめている。

「いやいや、すぐです。あれなる森のにぎやかな灯がそれでありましょう。もしお気がお進みなさらぬようでしたら、拙者のみ参りますから、お引っかえしくだされ」

「それはこまる」

　ぴったりと竜馬の腰にくっつく。

　──藤兵衛。

　竜馬は低声でいった。

　──提ちよう灯ちんを消せ。

「へっ」

　真暗になった。道はすでに本街道を離れ、両側に杉並木がつづいている。道はせまい。参道である。

　天に、星。

　場所は、あとでわかったことだが下しも俣またの戸と神がみ明みよう神じんの参道。




　道に、木の根が多い。

　播磨介は、二、三度つまずいた。そのつど竜馬は介添えしてやり、

「いっそ、眼をつぶっていなさい」

　と命じてやった。播磨介は、武人ではない。眼をあけていれば、かえって物影におびえたり、足を踏みちがえたりするものだ。

　そのうち、参道の上のほうから、杉並木の根方をあかあかと照らして、松たい明まつの一団がおりてきた。

「あ、あれは」

「村の囃子方の連中でしょう」

　そのとおりだった。村の年寄に引率され、竜馬らとすれちがうときに、

「お晩でごぜえます」

　と口々にあいさつして行ったが、ふと年寄の一人が足をとめ、

「先刻のお武家さま方と、お連れさまであられまするか」

　といった。竜馬は、さては思惑どおりか、と肚でうなずきながら、

「いや、別の者です」

　とやりすごし、すぐ藤兵衛の袖をひき、播磨介にはきこえぬほどの小声で、

　──藤兵衛、おれはいま大きな顔をして歩いちょるが、実のところ近眼じゃキニな。情けないことに夜眼がさっぱりきいちょらん。

　──いやだねえ、旦那。どうするんです。

　──さきほどの石じゃ。お前のそのいたちみたような眼で不審の影がみえたら、すぐ石をぶっつけろ。声は、たてるな。声はおれが立てる。お前分際が声をたてたら、敵に斬られると思え。それと、おれが、逃げろ、と下げ知ちしたら、おれにかまわず、播磨介様を背負って宿場へ駈けだせ。

　──合がつ点てん。

　参道の彼方の森が、しずかになっている。囃子は、やんだらしい。

　そのうえ、めざす森の中の灯は、一つ一つ消えはじめた。神主が、寝につこうとしているのかもしれない。

「しずかじゃな。なんとのう、この東海の黒い天地に一燈ずつ消えてゆく灯ほあかりをみていると詩想がわきそうじゃ」

　播磨介は、学者で詩人である。そういう余裕ができてきたのは、そろそろ何事もおこりそうでないという安堵がわいたからだろう。

「坂本どの、この社やしろは、何様です」

「さきほど、地じ下げの年寄にきいたところでは下俣の戸神明神と言うちょりましたな」

「おお、されば、この上のほうにあたって戦国の古城金丸城の城跡があるはずじゃ。古城草枯レテ夜雨白シ」

「雨はしかし降っちょりません」

「詩では、そういうのどす」

　そのとき。──

　藤兵衛の丸い背が急にちぢまったかとおもうと、右手がすばやく動いて石を投げた。

　石は、左手の杉の幹にあたった。

　その飛びゆく石と、竜馬が横っとびに駈けだすのと同時だった。

「無礼者」

　抜き打ち、左ひだり袈け裟さに斬りさげ、ひらりと路上にもどった。

　峰打ちだが、相手は骨がくだけたらしく、往来までころがり落ちて、もがいている。




　曲者は、一人ではない。

　こんどは右手の杉並木にもう一人、この男は白刃をふるって、路上にとびだしてきた。

「藤兵衛、石を投げろ、わしゃ、夜眼がきかんから不自由じゃ」

　そのくせ、竜馬は声に笑いをふくんで怪漢の前へ殺到して行った。

　むこうがふりおろす剣を、放胆にも避けず、わずかに背をそらし、相手の刀をすさまじく叩いた。

　ぱっ

　と火花が散った。

　散った火をめあてに、竜馬はさらに相手の刀を横なぐりに叩き、ひるむすきを大きく踏みこんで、上段から籠こ手てを撃った。

　相手はつばで受け、どっとさがる。

「何者だ」

　竜馬は、おそろしい声をだした。

「わしは土州藩士坂本竜馬。念を入れて申すが、わしを土州藩士と知って討とうといたしたか。後日、累るいが貴下の主家におよんでも知らぬぞ」

（いかん）

　と、相手も思ったのだろう。ツツ、と杉並木までひきさがって、幹にかくれた。

「後日の証拠までに申しておく」

　竜馬は、闇のなかで仁王立ちになり、

「これなる同行の者は、わが従兄にて土州藩山本俊蔵、さらにこなたにあるは、わが家来藤兵衛。さて、念のために貴殿のお名前をうかがっておく」

「………」

　むろん、相手は、彦根井伊家の家士何某、とは名乗れない。

　が、竜馬は、ここまでこらしめておけばこのさき播磨介の道中の邪魔はすまい、とおもい、刀をおさめた（が、これは後にあますぎる見方だったと気づかされたが）。

　背後をみると、藤兵衛がいない。

　播磨介もいない。

（ははあ、藤兵衛め、お連れして逃げたか）

　と思い、参道のゆるい坂をゆっくりと竜馬はおりはじめた。

　眼がみえない。

　近視とは、不自由なものだ。

　杉並木のコズエを仰ぎながら、コズエが画している星の光の帯をたよりに足もとの踏み場を考えて歩くのだが、そのかんじんの星が、クッキリとはみえないのである。

　そのとき、背後から足音が近づいた。

（藤兵衛か）

　そうではない、とみて、竜馬は刀のコジリをぐっとあげ、鯉口を切った。その姿勢のまま、竜馬は坂を一歩々々、踏みしめるようにおりる。

「………」

　相手も、竜馬の呼吸をうかがいつつ、足どりをあわせておりてくる。

（いつ、相手は懸かかるか）

　その機が、双方の命の正しよう念ねん場ばになるだろう。竜馬もまた、相手の足音を心で読んで判断するほかない。

　ところが、相手はピタリと足をとめた。

「坂本氏うじとやら」

　懇願するような声である。

　竜馬も足をとめた。




「なんだ」

　と、竜馬は、背をむけたまま。

　左足を出し、右足を自然体にひいて、腰を沈め鯉口を切っている。相手が抜き打ちを仕掛ける気配があれば、先をとる。そういう姿勢である。

「お手前の名は、われわれも存じている。京橋桶町の千葉の塾頭坂本竜馬どのであろう。が、われわれ、事情あって名は名乗れぬ」

「それで？」

「忠告したいのだ」

「わしにか」

「いかにお手前が一介の剣客でも、いま天下をゆさぶっている一大事をご存じないことはあるまい」

（一介の剣客にて？）

　相手はそんなつもりでいったのではあるまいが、どうも竜馬には馬鹿にされたような気がする。

「それは何じゃ」

「大獄でござるよ」

（知っちょるわい）

　竜馬は、多少、不満だった。

「それが、どうした」

「お手前が、川崎で道連れになられた仁こそ公儀に仇なす大謀叛人の片割れじゃ。大たい奸かん三条内大臣実万卿の家来にて水原播磨介という者こそ、あの者である。あの者、京にあって不ふ逞ていの浪人、儒者どもと語らい、主人内大臣を操あやつり、おそれながら主しゆ上じようの御明慮を眩くらまし奉り、大公儀の御政道に対し、さまざまな奸計をめぐらしてきた者である。すでに大公儀にあっては、その罪状を偵知し、ちかく断罪に相成ることになっている。貴殿、一片のご俠心にてかばわれていることは我らも察するが、これ以上、いらざる手出しをなさると、お身はおろか、ご主家のお為にもなりませぬぞ」

「わかった」

　竜馬は、姿勢をゆるめない。

「わかったが、あの播磨介どのが公儀の追つい捕ぶ人にんであるとすれば、なぜ、公儀の御役人がとらえぬ。それともお手前らは、公儀御役人であるか」

「………」

　どうせこの男どもは井伊大老の私兵（彦根藩士）なのだ。返事ができない。

「しかも、無名どの」

　竜馬は、なかなか雄弁である。

「この場所は、延えん喜ぎ式しきで定められたる式内社の境内にて、守しゆ護ご不ふ入にゆうの浄域である。いかなれば、これにて罪人を密殺しようとしたか。もしこれが世間に知れれば、公儀批判の高まっている折りから、おのおの方の御主人井伊掃部頭かもんのかみさまの御評判にもかかわりますぞ」

「うぬ、雑ぞう言ごんを」

「一介の剣客でも、それくらいは言うわさ」

「重ねてきく。手をひかぬ、な」

「俠気さ」

　竜馬は、くすくすと笑いだした。なぜこんなときに笑いだしたのか、自分でもえたいの知れぬ感情だった。おそらく相手は気味がわるかったろう。

　相手は、ものもいわずに斬りかかった。

　竜馬は、ツツと坂を四、五歩のめるように駈けおりたかと思うと、ぱっと飛びあがって松の大枝を切った。

　ばさり

　と、背後から駈けてくる男の頭上にかぶさったときは、すでに竜馬はいない。




　その後、竜馬は、夜旅を避け、陽が昇ってから宿場を発ち、陽が沈む前に宿場に入るようにして、用心した。

　播磨介も、すっかりこの護衛には感激して、

「坂本どの、この御恩は忘れませぬぞ」

　と、何度もいった。

「なに、礼などいわれると」

　竜馬はうれしそうに恐縮している。二十四にもなるのに、笑顔に子供っ気がぬけない。

　桑くわ名な


　松平越中守十一万石の城下である。

　宿は、京屋小兵衛方にとった。一階、中庭に面した奥十畳の間で三人がくつろいでいると、旅籠の亭主小兵衛が廊下の障子かげから、

「亭主の小兵衛でござりまする」

　といった。

「土州様ご家来坂本竜馬さまに申しまするが、ただいま、当桑名様の御家中にて鹿田伝兵衛様がお見えになり、ひと目おめにかかりたいとのことでござりまする」

「なに、鹿田さんが？」

　竜馬は立ちあがりかけた。

　播磨介はあわててその袴をとらえ、

「偽たばかりということがおすぞ。左様な名を申し立てて例の者が闖ちん入にゆうせぬともかぎりまへん。お断りやす」

「いや、鹿田と申すのは、当桑名藩の剣術指南役をつとめる立派な御仁です。わが師匠千葉貞吉のふるい門人で、まだお会いしたことはありませんが、この竜馬には兄弟子にあたるひとです」

「お断りしなはれ」

　播磨介は、ふるえている。

「しかし、それでは、私の義理がたたぬ」

「いや、坂本どの、頼む。旅先ではめったな者には会わぬことじゃ」

（ふむ……？）

　竜馬は思案し、うまく理由をつくろって亭主に申しきかせ、会わぬことにした。ただ念のため、藤兵衛に言いふくめて、鹿田という人物の様子をさぐらせることにした。

「えらい、無理いうて済すンまへんどすな」

　播磨介はほっとし、ホッとしたついでにもはや大事を打ちあけていいかと思ったのか、

「坂本どの、もそっと近う」

　と、膝もとに呼びよせた。

　というのは、やはり竜馬が推測していたとおり、播磨介は、江戸の水戸藩邸への密使であった。

　朝廷では、幕府よりもむしろ、その御三家の一つ水戸家を信頼され、例えば去月の八日、密みつ勅ちよくを降こう下かされた。事実上、井伊大老排斥の趣旨をふくんだもので、この密勅事件が、こんどの大獄の直接の発火点になったといっていい。

　井伊の強引な検察的態度には、京都もふるえあがったが、水戸家も戦慄した。

　そういう情勢下で、今きん上じようは、

　──もう一度、水戸の真意をたたくよう。

　と三条内大臣に勅ちよく諭ゆされ、内大臣は、その家来水原播磨介を密使として関東へくだらせ、水戸の返事をもちかえらせようとしたものである。

（だから、井伊の家来は、この人をねらっていたのか）




「いや」

　竜馬もさすがに真顔になって、

「うすうすは想像しちょりましたが、それほど重いお役目の御道中でござったか」

　といった。

　が、内心、兄弟子の桑名藩剣術指南役鹿田伝兵衛がせっかく訪ねてくれたのに気の毒をした、との気持はぬけきらない。

　というより、もっとはっきりいえば、この公卿侍荷に厄やつ介かいだったな、と道中同行したことを後悔している。

「坂本氏、お手前にはご迷惑をかけるが」

　と、水原播磨介はいった。

「これは王事のためどす。お手前も土州の方なれば、尊王のお志は強おすやろ」

（尊王。……）

　この言葉ほど、この当時の青年にとってオクタン価の高いことばはない。耳にし、口にしただけで、熱涙がわき、血が泡だち、じっとしていられなくなるほどのふしぎな語韻をもつ言葉なのだ。

「尊王」

　という語感のもとなら命も捨てる、という青年が、そろそろ諸藩に出はじめている。

　──武市の天皇好き

　といわれるように、土佐藩では武市半平太がその火ノ玉組の総大将になりつつあるし、長州藩では、萩城下の郊外で、いままさに吉田松陰がその塾「松下村塾」でその火ノ玉組を育成しつつあった。

　薩摩にもいる。西郷吉之助（隆盛）を首領株にあおぐ薩州精忠組がそうだ。

　この火ノ玉青年には、共通したところがある。詩人気質の者が多いということだ。

　尊王

　ときくだけで、かれらの胸中にふつふつとして詩情がわき、詩句がならび、自分の胸中の詩句の世界のなかで自分の命を焼きつくしてみたい、という衝動がおこる。こういう情念の持ち主がそろわなければ、後年の維新回天、といったような歴史の大飛躍は、容易におこるものではない。

　が、竜馬は、火ノ玉型ではない。というより、よほど巨大な火ノ玉なのか、一見タドンのごとくして容易に火がつかないのである。すくなくとも、安政五年秋帰国の途上、播磨介に逢ったころは、竜馬はまだ巨大なタドンにすぎなかった。

「それがしを守護してくださるのはお手前の尊王のお志より出たものと拝察します。そのご精忠は」

　と、播磨介は語をつづける。

「それがし京都に帰りましたならば、主人三条内大臣にもよく申し伝えましょう」

「ありがたいことです」

　そこへ藤兵衛が帰ってきた。

　竜馬はもう浮き足だってしまって、

「やはり、鹿田殿であったか」

「お屋敷まであとをつけ、辻番にもとくと訊きましたゆえ間違いはございません」

「そうか」

　剣か王事か、となれば竜馬にとってはまだ剣のほうが面白い。播磨介よりも、鹿田伝兵衛のほうが魅力があるのだ。

「ちょっと失礼。藤兵衛、よく播磨介様をお護り申しあげるのだぞ」

　といいのこすや、ぼう然としている播磨介をしり目に、どどっと廊下へ駈けだしてしまった。




　伊勢桑名といえば、五十三次屈指の大宿場で、旅籠は櫛くしの歯のように往来に軒をならべ、旅人の数も肩をふれあうほどに多い。

　竜馬は大手門へむかって歩いた。

「旦那さァ、ちょいと」

　両側の旅籠のおんなが、耳もいたくなるほどに竜馬をよぶ。

　茶店の女もうるさい。軒のき端ばで名物のハマグリを焼きながら、往来へ呼びかけるのだ。




時雨しぐれ蛤はまぐりみやげにしやさんせ

伊勢の飯お盛か女めの情なさけ所どこ





　竜馬の顔が赤くなるような卑ひ猥わいな売り文句をならべながら、さわぎたてている。

　それが武家屋敷のいっかくに入るとまるできこえなくなる。

　城が、美しい。

　おりからの夕陽に映え、白壁が桃色に色づいている。桑名城というのは、城の半身を揖い斐び川がわの川口に浸し、満潮のときには潮の香が城内にみちるという城で、戦国このかた、さまざまの興亡の秘話をひめる名城だ。

　いまは、松平家十一万石の居城。

　徳川家の親藩のなかでは、会津松平家とならんで、武勇の家風を誇っている（のち維新前夜、桑名藩は会津とともに京都警護に任じ、佐幕派として最後まで薩長土を主力とする官軍に抵抗したことは有名）。

　すぐ、鹿田伝兵衛の屋敷はわかった。

　門前に立って竜馬が、

（ほう）

　と見あげたほどの宏壮な屋敷である。長屋門の両側を改造して道場になっており、そこからさかんな竹刀の音がきこえてくる。

（やっちょるなあ）

　竜馬は、この音をきくとうれしくなった。

　懐中にしていた名札を出して案内を乞うと、いきなり道場に通された。

　道場正面で、鹿田が待っている。

　四十年配のりっぱな恰かつ幅ぷくの武士で、竜馬が案内されてくると、もう抱きつかんばかりにしてなつかしがった。

　そのくせ、たがいに初対面なのである。

　初対面だが、桶町千葉のいわば同窓生で、大先輩にあたる。鹿田はかつて塾頭をしていたこともあるし、その意味でも縁のふかい兄弟子なのだ。

「ほう、君が坂本君か。大きいのう。その上背なら、千葉栄次郎さんみたいに四尺の大竹刀が使えるじゃろう」

「いや、竹刀は常寸ですよ」

　そんな話からはじまった。

　竜馬は、さきほどの無礼をあやまり、しかしなぜ自分が桑名にきたことをご存じでしたか、と訊くと、鹿田伝兵衛はにこにこして、一通の書状を竜馬にしめした。

「千葉重太郎さんから差立ての急飛脚がついてのう。あんたが、東海道を乞こ食じき道どう中ちゆうしておるゆえ桑名で救うてくだされ、というご命令じゃ。これは救わねばなるまいと思い、舟番所の役人にたのんで毎日それらしい人物をさがした。とうとう網の目にかかったというわけじゃ。が、そんなことより」

　と、鹿田伝兵衛は、かたわらから一本の竹刀をとりあげて竜馬にあたえた。




「まだ外に夕映えがあるうちに、わしの門人どもに、江戸仕込みのいきのいい剣をみせてやってくれ」

「いや、道場はもう暗いですよ」

　暗いのは、近視の竜馬はにが手だ。正視の剣士と立ちあえば、身動きまで一段さがってしまう。

「暗ければ、第一、見物の門人衆にも太刀筋がよくみえないではないですか」

「いや、それはそれで工夫する。当道場には名物がある」

　と、鹿田伝兵衛はしつこく所しよ望もうしたから、竜馬はやむをえず立ちあがった。

　門人に案内されて、控えの間で衣服をぬぎすてて防具をつけた。竹刀をとってもう一度道場に出てきたときは、場内の様子はすっかりかわっている。

（ほほう）

　竜馬はおどろいた。

　道場の中央には、畳二十帖ばかりの広さにわたり数十個のローソク皿が円をなして点々と配置され、それだけでなく、四人の門人が手に手に燃えはじめの松明をかざしていた。この松明組が、芝居の黒くろ子このように、立ちあう二人の前後左右に移動しつつ明りを提供する、というのが趣向らしい。

（まるで万まん燈どう会えじゃな）

　たしかに、美しい。

「みごとですなあ。しかし、あの百目ローソクの結けつ界かいのなかで試合をするんですか」

「ふむ」

　鹿田伝兵衛は、満足そうだった。ときどきこういう装置をして、門人たちを夜試合に馴れさせているらしい。

　竜馬がもっとおどろいたのは、道場の四方一列にびっしりと詰めている門人たちが、やがて用意がすすむにつれて手に手に素焼の燈明皿をもち、皿から一いつ穂すいずつ灯を垂らしてすわりはじめたことだった。

　あかるい。

「坂本君」

　と、鹿田は、師範代の末森春吉、吉田源次、古荘大五郎という三名を手まねいてそれぞれ紹介した。

「こちらは坂本先生だ。よく教えてもらいなさい」

「いや、教えていただくのは、私のほうこそです。おねがいします」

　竜馬の本音である。こんな装置のなかで試合をするなどは、やったことがない。

「ではまず古荘大五郎からお相手なさい」

「はっ」

　古荘は面をつけ、道場の中央、灯の群れのなかに入った。

　竜馬は中段。

　古荘もおなじ中段である。

（これァ、いかん）

　竜馬は閉口した。松明が動くたびに古荘の竹刀の影が動くのだ。どれが実の竹刀で、どれが虚の竹刀なのか、とまどってしまう。

「やあっ」

　古荘は、馴れている。たちまち袴を蹴って竜馬の面に殺到し、竜馬はぱっと退いた。退きぎわに籠手を斬りおとしていた。目もとまらぬ早業である。

「籠手あり」

　審判鹿田伝兵衛が手をあげた。




　腕に格段の差がある。

　古荘の眼からみると、竜馬の姿は、炎を踏まえている巨人の像にみえた。撃とうにも竹刀がすくんで撃てないのだ。

（こいつ。──）

　夢中で撃ちこんでゆくと、竜馬はびしっと胴を抜き撃って、三間むこうにすっ飛んでいる。

　三本目は面をとられて、古荘は敗退。

　このあと、末森、吉田という目録の師範代が立ったが、いずれも竜馬の竹刀にさえ触れず、三本もろにとられてさがった。

（強い。──）

　道場のすみずみで、ため息がもれた。江戸の一流と田舎剣士との腕の差は、こうもちがうかと見せつけられたような思いだった。

　竜馬は別室にひきとり、湯殿に案内されて汗をながしたあと、客間に通された。

　酒の用意ができている。

　鹿田は竜馬を上座にすえ、やがて銀の酒器をとって進み出た娘を紹介した。

「千ち勢せという。わしのひとり娘じゃよ」

「はあ」

　竜馬は、千勢の注ぐ酒を受け、娘をなにげなくみたとき、予期していなかっただけに、おもわず息がとまったほど娘は美しい。

「これは」

　竜馬は、こんなところが愚かしい。ついうっかり鹿田のほうをむいて、

「まことに鹿田先生は、この娘御のお父てて御ごであられますか」

「念をおすまでもない。だから、娘、と申している」

　鹿田は多少不快な顔をした。

　ふしぎなものだ、と竜馬はおもった。鹿田のような面構えの剣客が、なぜこのように美しい娘を生むことができるのだろうか。人間の神秘というものかもしれない。

（世間には、まだまだわしのわからんことが多い。攘夷開国論にわしが介入するのは、まだまだ早いようだ）

　愚にもつかぬことを考えているうちに、千勢の高島田がすこしかしいで、

「あの坂本さま、お酒が。……おひざにこぼれているようでございます」

「はい」

　竜馬は、あわてて袖でひざをぬぐった。

「まあ、お袖で」

「いや、どうせ食いこぼしだらけの着物ですから」

「坂本君」

　と、鹿田はいった。

「さきほどは、感服した。夜試合になると灯の影がやたらと散って、馴れぬとよほどの者でも撃ちこまれることが多いものだが」

「あれには、弱りましたな。私は近ちか視めですから。ああいう薄暗いなかでは十分にはたらけません」

「近視か」

　剣術には、最も損な体質である。

「どんな工夫をした」

「いや、古荘さんのときはなんとか凌しのげましたが、あとのお二人が出来そうなので、やむなく眼をつぶって太刀打ちをやりました。そのほうが虚影の動きにとらわれず、かえってよかった」

「ほう」

　鹿田はあきれた。




　酒客を父にもったせいか、千勢は[image: 燗]かんのかげんもうまく、すすめ上手である。竜馬はつい、すごした。そのうえ、鹿田伝兵衛の剣談がおもしろかった。

　上泉伊勢守、塚原卜ぼく伝でん、宮本武蔵、伊藤一刀斎、小野治郎左衛門、桃井春蔵、斎藤弥九郎など、古今の剣客の事歴、強弱を論じ、飽きるところをしらない。

「やはり、強かったのは宮本武蔵だろう。これは古今独歩といっていい」

　と伝兵衛はいった。

　話の区切りのたびに、横から千勢が、ほろほろと微笑しながら、酒をつぐのである。

「武蔵はつよい。その強さは神にもっとも近づいた人間というべきだが、しかし武蔵の芸には重大な欠陥がある。なんだとおもう」

　伝兵衛は、いい気持である。

「わかりませんな」

　竜馬は、にこにこして他愛もない。

「武蔵の芸が、後継者を生まなかったことだ。この人は、うまれつき超凡の気魄があった。その気魄を剣に注ぎ入れて独自の芸風をつくりあげたが、しかし後進にとっては、武蔵のような異骨をそなえないかぎり、その芸に近づけない。いかにかれの五ご輪りんの書しよを読んでも武蔵にはなれない」

「なるほど」

「その点、武蔵と同時代の巨人であった伊藤一刀斎はまったく別の剣客である。一境地をひらくごとに一理を樹たてた。剣に、理を重んじた。理があってこそ、万人が学ぶことができる。だからこそかれの創始した一刀流は数百年後のこんにちにおよんでもなお衰えぬどころか、伊藤派一刀流、小野派一刀流、梶派一刀流、中西派一刀流、さらにわれらが師匠がはじめた北辰一刀流にいたるまで、大小五十余流となって栄えている。武芸だけでなく、世の芸のすべての行きつくところは、片や武蔵、片や一刀斎の二つの道があるとおもう」

　──どうぞ。

　と、千勢が、竜馬に酒をついだ。

「そこで、だ」

　伝兵衛は、肴のみそを舐なめ、

「あんたは自分の芸質からみて、自分が両者のいずれの型に属しているとおもう」

　といった。

　竜馬は、こまった。

「どちらにも属しちょりませんな」

　といった。正直なところである。剣は好きだが、剣の芸をきわめることに、自分の全生涯を没入させるまでには、ふみきっていない。やはり、竜馬は時代のなかにいる。

　前時代の泰平の世なら、竜馬は、一介の剣客として自分の芸のなかに、自分を没入させることができたろう。

　が、いまはちがう。この四つの島に欧米の強国が軍艦巨砲をもってせまりつつあり、国内の血気の武士は、その撃攘をさけんで、わきたっている。その時期に、芸ひとすじに生きるほど、竜馬は単純ではない。要するに、いまの時期の竜馬は、どっちつかずの中途半端なのである。




「どうだ、坂本君」

　と、鹿田伝兵衛はいった。宮本武蔵になるか、伊藤一刀斎になるか。

「そうですな」

　竜馬は、大きな体をまるめて、首すじをしきりと掻いた。なるほど伝兵衛のはなしはきいていて面白い。得るところも多いが、やはりどこかに竜馬とは世代のちがいがある。若い竜馬には、伝兵衛のように芸一筋にうちこめぬところがあるのだ。

（宮本武蔵でも、墨夷アメリカ艦ぶねに斬りこんで撃ちはらえぬからなあ）

　そのくせ、武市半平太のように、涙をながし身をふるわせて天下国家を論じるような書生論客の型タイプではない。

「まだ自分が、わかりません」

　と、竜馬はいった。

「しかし、まあ夢中で日をすごしておれば、いつかはわかるときが来るじゃろ、と自分では思うちょります」

「いいことばだ」

　伝兵衛は、眼をほそめてうなずいた。竜馬は照れくさくなって、

「阿呆ですキニ」

「いや、すこしぐらい阿呆なほうが結構じゃ。あまり小利口小才子では、眼前の物事に眼がうつりすぎて、かえって、身も事もあやまる。ところで」

　伝兵衛は、膝をのりだした。

「話がある」

「どんな？」

「これは、江戸の重太郎（千葉）殿から差立ての書状をみたときから、わしの心に決していた。さればこそ、貴下が御来訪早々に、太刀筋をみせてもらったのじゃ。そこでどうだろう」

「なにが、です」

「御当家に仕える気はないか」

「桑名松平家に？」

「ふむ。推挙する」

　桑名松平家は、会津松平家とともに、親藩のなかでは武をもって鳴る家である。伝兵衛のいうところでは、この藩は東海道の要衝にあるだけに時勢に敏感で、万一異国軍侵入のさいは、諸大名の範となって奮迅しなければならぬという気持が上下に満ちている。藩としてはいま、武芸練磨の士をひそかにあつめているという。

「どうじゃ」

　むろん伝兵衛は、竜馬がよろこんで受けるものと思っていた。

　これほど筋目のたかい藩に、名も知れぬ郷士の次男坊が仕官できるなどは、よほどの幸運といっていい。

　が、竜馬はその気がなかった。

　まだ青春は、ふんだんにある。こんな桑名くんだりで、小さく自分を固めてしまうつもりは、まったくなかった。

「せっかくのご好意ですが、わしのようなずぼら者は、お歴々にまじって窮屈な宮みや仕づかえなどは、とてもできません」

「できん？　ことがあるか。今夜夜あかしで、そのこともゆっくり相談しよう」

「あっ」

　竜馬は杯をおいた。とんでもないことを思いだしてしまった。

　宿に、水原播磨介を置いてきている。不意に予感があって、そのことが心配になってきたのである。




「どうした」

　鹿田伝兵衛がいった。竜馬は、宿で播磨介が待っている、とはいえない。

「いや。じつは旅籠に忘れものをしたのをおもいだしたので」

　といった。

「大した忘れものか」

「まあ、そうです」

「あの」

　と、横から千勢がいった。

「いかがでございましょう。わたくしでよければ、その品、とって参りますけど」

「はあ、ご好意はありがたいですが、拙者がいかねばらちのあかぬものです」

「そんなに」

　千勢は目をみはり、

「重いものでございますか」

「十五、六貫はありましょう」

「それでは千勢には重すぎます。でも、中ちゆう間げんをつれて参りますから、その者どもにかつがせましょう」

「しかし」

　竜馬もこまってしまった。

「生きたひとですよ」

「まあ、女ひと」

　千勢は暗い表情になった。

「なんと？」

　鹿田伝兵衛は、さては、という顔つきをした。じつは最初この青年を城下の旅籠に訪ねたときから挙動が変だと思っていたのである。

「坂本君、粋いき筋すじだな」

「あまり、粋でもありませんな」

「見み損そこなった、あんたには。修業中の身で、そのようなことをしてよいものか」

「さあ」

「ちかごろめずらしくいい若者だと思い、御当家に推挙もしてやろう、いやさ、あんたさえよければこの千勢をめあわせて」

「はあ？」

　竜馬は、あきれた。

　鹿田伝兵衛は気のはやい男だ。世間にこういう人はままあるが、自分が勝手に頭にえがいた構想に相手の寸法があわないと、ひどく腹をたてる。これも、好人物の一種なのだが。が、当の竜馬はこまってしまう。

「とにかく、宿へ帰ります」

「まあ、よい。飲め。そのような女ものは、いくら待たしておいても、減りも腐りもせん」

　伝兵衛は、杯をつき出した。

　竜馬はそれを受け、千勢がついだ。千勢は良家の娘だからさきほどの表情はすっかり消して、豊かに微笑した。

「でも、そのような女の方を宿にお置きになっていては、気が気ではございませんでしょうね」

「おんな？」

　竜馬はそういう誤解か、と思い、これは寝待ノ藤兵衛を仕立てるにかぎると思って、

「いや、男です。泥棒ですよ」

「泥棒？　君はいろんなことをしているのじゃな」

「いや、供です」

「泥棒を供につれているのか」

　伝兵衛は酔っている。

　竜馬も、すっかり酔った。やがて意識がもうろうとしてきて、その場に酔いつぶれてしまった。




　竜馬が目ざめたときには、すでに陽も高くなっていた。

（しまった）

　ふとんをはねのけて、とびおきた。ふとんに、紺の新鮮なにおいがした。昨夜、伝兵衛に案内されて、このふとんに寝かされたまでは覚えている。

（播磨介どのは困っていような）

　すぐ旅籠へ帰るつもりで身じまいを整え、部屋を出た。

　廊下で、千勢に出会った。千勢はひざまずいて鄭重な朝のあいさつをしたあと、

「ご洗面の用意は、井戸端にしてございますから」

「拙者は顔を、あまり洗いません」

「まあ。でもおぐしぐらいはおすきあそばしまし」

「いや、髪もこれがゆるゆるして、ちょうど頃合です」

　髪の毛が、嵐にあったようにそそけ立っている。国もとにいるときは、姉の乙女もこれに手こずったものだった。ときには押えつけるようにして髪をすいてやり、まげを結ゆってやるのだが、結ったしりから、竜馬は両手でびんをぼさぼさにもみほぐしてしまう。あの顔の皮のつっぱるような緊きん縛ばく感かんが、どうも性にあわない。

（顔を洗わないのと、髪をすかないのと、衣服が垢じみても平気なのとだけが、この人は宮本武蔵に似ている）

　と、千勢はおかしかった。

　伝兵衛にあいさつをし、簡単に朝食をすませ、竜馬は、おもてに出た。

　旅館にもどってみると、すでに、水原播磨介と寝待ノ藤兵衛は、一刻ばかり前に発ったという。

　宿の女主人が、わかりにくい伊勢ことばでくどくどといった。

「あんたさん、どこへ行っておいでたのですかえ。あのお二人さん、ずいぶん、いらいらしてお待ちになっておいでやしたが、このぶんではもう戻ってこぬかもしれぬ、発たとう、もし帰れば大いそぎであとを追ってくれと申し伝えてくれ、と申されて」

「わかった」

　竜馬は、往来へ出た。

　後ろから、妙な男がつけてくる。遊び人風の男で、旅の服装をしているが、顔色が日にやけていない。旅人とすれば、この桑名ふりだしの男ということになる。

（何者だろう）

　と竜馬は警戒した。ひょっとすると、例の刺客の密偵かもしれない。

　四日市の茶店で、遅い昼食をとった。

　そこを出て、赤堀に入った。ここは、街道百二十五里のうちでも、大橋小橋の多いところで、銭がめ橋、落合橋、かはけ橋、長田橋、田畠橋、とつづき、最後に加太夫橋をわたったときに、

「旦那」

　と、遊び人風の男は、声をかけた。背のひくく、意外に物優しい顔の中年男である。

「なにかね」

「赤あか蔵ぞう、と呼んでくださいまし。ええ、桑名で小間物屋をしておりますが、本業は藤兵衛の古い仲間で、藤兵衛から旦那のお供をせよといいつけられておりますんで」

（ほう、こいつも盗賊か）

　竜馬は、大きくあごをひいてうなずいてやった。




　小間物屋赤蔵は、足の早い男で、竜馬がうかうかしていると、

「旦那、早く」

　とせきたてる。

　早く播磨介に追っつくというのが、藤兵衛からあたえられているこの男のしごとなのだろう。

　石薬師で、陽がおちた。が、まだ残照が空にある。竜馬はちょっとうんざりして、

「赤蔵、ここで泊まるか」

　というと、赤蔵は容赦をしない。

「亀山まであと二里半でございます。夜になりますが、藤兵衛はその宿しゆくの大和屋平七という旅籠で待っているはずでございますから、いますこし足をのばしましょう」

　亀山に入ったのは、宵五ツ（午後八時）をすぎていた。

　小間物屋赤蔵が旅籠大和屋の軒先で竜馬を待たせ、自分だけ土間に入って、播磨介の仮名を言い、そのお方はとまっていなさるか、ときくと帳場では、おじゃらぬ、という。

「旦那」

　と、赤蔵は耳打ちをした。

「変事があったのかもしれませぬ」

「そんなことはなかろう」

「いや、たしかでございます」

　こういう後ろ暗い渡世をしている男だから、変事については常人にはない勘のようなものがあるのだろう。

「この亀山のお城下に新町という町がございまして、私の兄貴分がそこで人足の周くに旋ゆう業ぎようを営んでおります。ちょっとそこまで御足労を」

　竜馬は、従った。

　なるほど、行ってみると水屋伊助という大きな店で、よほど盛大にやっているらしい。

　竜馬は、茶の間に通された。やがて主人というでっぷり肥った老人があいさつにまかり越して、そのまま引っこんだ。

「赤蔵、この店も内実は盗賊か」

「めっそうもない。堅気でございます。この伊助と申すのは若いころはいかがわしい渡世も致しておりましたが、いまでは藩（亀山六万石、石川家）の御役人から可愛がられ、御用筋の人足はいっさいこの伊助がまかなっております」

「なるほど」

　旅はするものだ、と思った。世を動かしている仕組がいろいろとわかる。

「この伊助の人数を借りて、街道筋の宿場々々を尋ねさせますから、この部屋でお寝みになって待っていてくださいまし」

「どうも世話をかけるなあ」

「なに、御遠慮にはおよびませぬ。寝待ノ藤兵衛にはむかしはずいぶん厄介になったものでございます」

　藤兵衛という男は、こういう世界では、えたいの知れぬ顔をもっているようであった。

　そのあと、竜馬はひじ枕で、三、四時間うとうとした。

　竜馬が寝ているあいだ。水屋伊助の息のかかった若い者が、おそらく四、五十人も街道のあちこちを駈けまわったのだろう。

　丑うしノ刻すぎ、小間物屋赤蔵がもどってきて竜馬をゆりおこした。

「旦那、やはりただごとじゃなかった。このさきちょっと戻ったところに海善寺川という川がございます。その河原で、お人が」




　──播磨介らしい人物が、死んでいる。

　竜馬は、大刀をつかんで往来へとんで出た。街道を東へ走って、十丁。

　河合橋という土橋がある。その下を海善寺川というのが流れているが、水がほとんど涸かれ、河原は雑草が生い繁っている。

「赤蔵、死体はどこだ」

　と、竜馬は土橋でたずねた。

「この橋の真下でございます」

「わしがさきに降りる。提灯をもってついて来い」

　草を踏みしだいておりてみると、なるほど武士が斃たおれている。

　竜馬はとっさにコメカミの動脈に指をあてたが、すでに脈搏はない。

（死んだか）

　淡い縁だったが、竜馬はさすがに胸が痛んだ。これこそ男だ、ともおもった。

　竜馬は、少年の日に姉の乙女から漢籍の素読をまなんだが、ひどく感銘したことばに、こういうのがある。




　志士ハ溝こう壑がくニアルヲ忘レズ

　勇士ハソノ元げんヲウシナフヲ忘レズ




　意味は、──天下を救おうとする者は、自分の死体が将来溝や堀に捨てられて顧みられぬことをつねに想像し、勇気ある者は自分の首（元）が斬りすてられることをいつも覚悟している。そういう人物でなければ大事を行なうことはできない、ということだ。

（この播磨介どのもそうだな）

　と、いまあらためて思った。外見、婦女子のようにものやさしくて、臆病で、小心だが、ある日、旅籠で、

　──私は、京に帰ったら幕府こうぎ役人のために捕えられるでしょう。

　と、平然といった。志士とはこういうものかと竜馬はおどろき、あらためてこの京者の顔を見なおしたことである。

（りっぱな男だ）

　そのとき、土手をそろそろと踏みながら小間物屋赤蔵が提灯をもってやってきた。

「旦那、灯を」

「ふむ。照らしてくれ」

　竜馬は死体の顔をのぞきこんだ。

「………？」

　のぞきおわってから、ぐっと驚きを肚の底におし殺して赤蔵を見あげた。

「おい、ちがうな。播磨介どのではない」

「ではどなたです」

（例の彦根の侍だな）

　顔に見覚えがある。そうにちがいない。この男の家族もまた、この男がこんな異郷の河原で死んでいるとは、つゆ知るまい。やはり（勇士ハソノ元ヲウシナフヲ忘レズ）の勇士といってやっていい。

「あっ、これは、藤兵衛の短刀あいくちだ」

　と、竜馬は、心ノ臓に突き刺さっている短刀をひきぬいた。

　彦根藩士の血が竜馬の手首を伝わった。




　竜馬は、死体から血だらけの短刀をぬきとって、草でぬぐった。

（こんな事件をおこした以上、藤兵衛はこのあたりでぐずぐずしているはずはない。もそっと、先だろう）

「赤蔵、来い」

　と竜馬は言いすてて堤の上へ駈けあがると、足早やに歩きだした。

　夜が、明けそめている。

　鈴すず鹿か峠をくだった山やま中なかまでくると、旅人に名物の飴あめを売る茶店がある。

　そこに、寝待ノ藤兵衛がいた。大きな湯呑をかかえ、あつい飴湯をふきながらゆうゆうと飲んでいたが、街道をゆく竜馬と小間物屋赤蔵の姿をみて、立ちあがった。

　藤兵衛は往来へ出た。さりげなく、竜馬の横へ寄りそって歩きはじめる。

「なんだ、お前か」

　と、竜馬は編笠の中からいった。

「旦那、さがしましたぜ」

「さがしたのはこっちのほうだ。てっきり、あの彦根者に殺されたかと思った」

「旦那、あっしの短刀をおかえしくださいまし」

「やはり、海善寺河原で彦根者を殺したのはお前か」

「へい」

　平然としている。つねは剽ひよう軽きんな男だが、前歴が前歴だけに、底気味のわるいところがある。

「あっしの短刀さえ現場に残しておきゃ、死体はどうせ水屋の若い者がみつける。みつければ、旦那も馬鹿じゃねえ、短刀をみりゃ藤兵衛の仕業だとわかる。すると藤兵衛先へ素っ飛んだのだろうということもお察しになる、とこういう寸法を、ちゃんとあっしは考えていたんで」

「ところでかんじんの播磨介どのは、どうした」

「それが」

　藤兵衛は声をおとして、

「あっしが怖くおなりなすったらしい」

「そうだろう、逃げたな」

　竜馬は、歩度をゆるめた。

　藤兵衛のはなしによると、桑名をすぎたあたりから彦根者があとをつけてきたらしい。

　──うるせえ。

　と藤兵衛はおもったのだろう。逆にこちらから彦根者のすきをうかがい、庄野の宿をすぎたあたりで陽が暮れたのを幸い、河合橋で身を伏せ、忍びよって刺したというのである。

　それをみて播磨介は安堵する一方、このえたいの知れぬ町人がこわくなった。そのあと藤兵衛が、どうなだめすかしても、

　──わしは、独りでゆく。

　といってきかず、藤兵衛もやむなくこの茶店でわかれ、播磨介は夜道をかけて鈴鹿ふもとの土山までおりたはずだ、という。

「藤兵衛、殺すことはなかったのだ」

　と、竜馬も、いった。

「しかし、あいつは刺客ですぜ。こっちが殺やらなきゃ、いまごろ播磨介さまのお命はないはずです」

「まあ、それはそうだが」

　武士が盗賊風情に殺された、というのが、竜馬には理屈ではなく傷いたましい気がする。

　その夜は、江州甲賀郷の水みな口くちの宿で一泊。

　異変は、そこでおこった。




　竜馬が、寝待ノ藤兵衛、小間物屋赤蔵のふたりをつれて江州水口宿に入ったときは、陽もだいぶ傾いていた。

　ここは、戦国のころ甲賀流忍術で知られた近江甲賀郷の首しゆ邑ゆうで、いまでは加藤越中守二万五千石の領地である。

　この宿場は、東海道五十三次のなかでも、旅籠、茶店の客引き女の気のあらっぽいことでも有名で、どの旅籠も男まさりの腕力のもちぬしをそろえて、宿場の入口に待機させている。

　竜馬らが宿場の入口に乗りこんでくると、その女ども十数人がわっとつかみかかり、袖や手をにぎって、

　──これ旦那さま、菊屋におじゃれ。

　とか、

　──いやいや松屋が良えいぞ、湯殿も新さら普ぶ請しんじゃし、蒲団もおろしたてじゃ。

　──なんの、菱ひし屋やにはおよばぬぞえ。前せん栽ざいのながめもよし、飯盛女は京そだちをそろえてとんと道中の疲れが癒いえるぞえ。

　口々にわめき叫ぶ。

「待て」

　と竜馬はそれらをおさえ、水原播磨介の人相骨格を説明し、その武士、この宿に入らなんだか、とたずねると、

　──それは私あてとこです。

　と、いちばんおとなしそうな客引き女がいった。

「そうか。それなら当夜の旅籠は、ぬしが店にきめた」

　──本ほ意いないこと。

　口々に他の客引きがののしるなかを、竜馬は枡ます屋や市兵衛方にわらじをぬぎ、番頭の案内で、水原播磨介の部屋に通された。

　播磨介は、よろこんだ。

　この京侍にしてみれば、町人藤兵衛は気味がわるかったが、やはり竜馬を頼りにして、抱きつくような所しよ作さをしてみせた。

「やれやれうれしや。あんたがわしを嫌うて、桑名でお逃げなされたかと思い、心もと無のう思うておりましたが、地獄で仏に逢うた気持どす」

　竜馬も、ここまで頼りにされていたかと思うと、桑名での自分勝手な行動が、つくづく悔まれてくる。

　夕食には、どじょう汁が出た。

　この里には、工芸品としてはキセル、つづらが産物だが、たべものの名物としては、どの旅籠でもどじょう汁を出すので有名であった。

　竜馬は、藤兵衛、赤蔵のふたりは隣室に部屋をとらせ、播磨介とふたりきりで、ゆっくりと酒をのんだ。

「が、ご無事でなによりでした。ここまで来れば京へ十二里と二十五丁。もはや帰洛なされたと同然です」

「いや、京はもはや鬼の巣どす。宿場々々できいたうわさでは、志士が京都所しよ司し代だいの手でぞくぞくと逮捕されております。若じやく州しゆう浪士梅田雲うん浜ぴん、水戸藩士鵜う飼がい父子をはじめ、毎日のように志士が幕吏の手にとらえられています。私は京にもどって主人内大臣さまに復命するのがつとめでありますが、これは同時に虎こ口こうに入りにゆくようなものです」

　言いおわったころ、旅籠の亭主がばたばたと廊下を走ってきて、

「ただいま、京都西町奉行所与力渡辺金三郎さま御出役にてお人改めでございます。みなみなさまご神妙に願わしゅうございます」

　と、いいすてて階下へ走りおりた。




「ぎえっ」

　という声こそ出さなかったが、水原播磨介は、それに似た表情になった。

「さ、坂本どの、わしはどうすればよい」

　京都西町奉行所与力渡辺金三郎といえば、この「安政ノ大獄」で志士逮捕に活躍した鬼与力で、どれだけの志士がこの人物のために六ろつ角かく獄ごくにほうりこまれ、死へ送られたかわからない（渡辺は数年後、武市半平太指揮による尊攘派の刺客団のために、奇しくもこの江州水口宿の近くの石部で暗殺された）。

「わざわざ渡辺が京都から出役してきたとあれば、目的めあてはわしじゃ、坂本どの、わしはどうすればよいか」

「お逃げなさい。あとは、この坂本がなんとか言いくるめてさしあげます」

「しかし、逃げられるか」

　おそらく不可能だろう。

　与力が出役するほどの捕りものなら、旅籠の付近、宿場の辻々は、捕吏がひたひたと押し詰めているにちがいない。

　隣室から、寝待ノ藤兵衛、小間物屋赤蔵のふたりが、さすがに緊張した顔をならべて入ってきた。

「藤兵衛、それに赤蔵」

「へい」

「そのほうどもは、前職が前職だから、こうして不浄役人に取りかこまれたことがあるだろう」

「ございます」

「されば、播磨介さまを介抱して、この場を首尾よく逃げてくれるか」

「旦那は、あとにお残りになるんで」

「のこる」

　宿帳には、竜馬だけが、松平（山内）土佐守家来坂本竜馬と明記してある。この場を逃げれば妙な嫌疑がかかって、主家に迷惑のおよぶのは確実である。

「そいつは、あぶのうございます」

「かまわぬ」

「坂本どの」

　と、播磨介は、自分の着物のエリをびりびりと裂いて一通の封書をとりだして、

「これは水戸家から三条家への大事な密書でござる。それがし万一のことがあれば、内大臣さまにとどけていただけませぬか」

「心得た」

　竜馬は、くるくると衣服をぬいで素っぱだかになり、六尺の褌のなかに巻きこんで大あぐらをかいた。

　そのころにはすでに藤兵衛と赤蔵が介添えして、旅籠の床下にもぐりこんでいた。

「播磨介さま、ご辛抱を」

「いや、厄介をかける」

　這いすすんで土蔵裏へ出、やがて藤兵衛は塀の上へのぼった。赤蔵は、塀下にいる。二人で播磨介を押しあげ引っぱりあげようという算段である。

　一方、竜馬の部屋では──。

　与力渡辺金三郎が、同心五人をつれ、水口藩の徒か士ち目め付つけ、それに宿場役人を案内人として、部屋の明り障子をカラリとあけた。

「御用改めでござる」

　といってから、あっ、という顔をした。

　素っぱだかの大男が、背をむけ、右ひじをたかだかとあげて、杯を含んでいる。




「ぶ、ぶれいであろう」

　と、与力渡辺金三郎はいった。素っぱだかの竜馬は、ゆっくりふりむいて、

「はん？」

　と、耳に掌てをあてた。耳が遠い、という演技である。

　渡辺は、水原播磨介の偽名を言い、

「その播磨介なる者、公儀罪人である。御用によって訊く。その者は貴殿とこの部屋で夕刻から相宿であったであろう」

　──聞こえぬ。

　と、竜馬は大いそぎで手をふり、筆でものを書く手真似をした。筆と紙で、筆談をしようというのである。

「ははあ、耳が聞こえぬのか」

　渡辺はやむなく、宿しゆく役やく人にんにいいつけて筆紙の用意をさせ、質問の意味をさらさらと書くと、竜馬も筆をとって顔をしかめ、

　──恥ずかしながら無筆にて、漢ま字なが読めぬ。かなで書いて賜たもれ。

　と書いた。

（手のかかるやつ）

　と、渡辺は思い、まず、

　──きでん、まことの、ろうしゃ（聾者）なりや。

　と書いた。

　むりもなかった。徳川時代では、盲目、聾者は、武家百姓をとわず、家督は継げないことになっている。武家の家では、武士にもさせず、隠居させるはずだから、こうして旅に出ているはずがない。

　そこは、竜馬も心得ている。

　──さにあらず。

　要するに、播磨介を逃がすための時間をかせぐだけでよい。

　──桑名にて剣術試合をせしところ、耳袋つぶれ、耳鳴りやまず、音はきこゆるも、言葉を分別せず。

　──貴殿、京の堂上三条内大臣様の御家来水原播磨介と道中なしおる体ていに見受けられるが、いかなるつながりなるや。

　──他人なり。

　──他人とは、いかなることぞ。

　──親子親族にあらざる意なり。

　竜馬は、愚弄している。

　渡辺も、かっとしたらしい。同心をかえりみて、

「この者、不審である。引っ立てい」

　といった。

　同心三人が部屋に踏みこんで竜馬の両腕をとろうとしたとき、竜馬は、ハッと相手の腕の逆手をとって投げとばし、自由になった右手で筆をとるや、

　──なんすれぞ、土佐守家来に無礼はするぞ。

　と大書した。

　藩士に対しては、奉行所役人は司法権をもっていない。事があれば、奉行所から藩にかけあわねばならず、事は面倒になる。

「ほかをさがせ」

　渡辺もばかばかしくなったのか、見張りの同心二人を置いて、自分はあわただしくその場を去った。その直後、

（はて？）

　と、竜馬は、不吉な予感がした。

　遠くで、けたたましい呼よび子こ笛ぶえの音がきこえはじめたのである。




　竜馬は、ぬっと立ちあがった。さっさと衣服をつけると、いつもの癖で、脇差を下っ腹のあたりにねじこみ、大刀はコジリさがりにながながと落し差しにした。

　──どこへ参られる。

　と、見張りの同心が、大いそぎで筆を走らせて竜馬にさし示した。やがて、

　──捕りもののけん。

　と竜馬は書いた。

　同心は閉口して、再び筆をとり、

　──ここに居さっしゃい。神妙になさらぬと、不為になりますぞ。

　竜馬は立ったまま、ちらりとそれを見、読みすてたまま歩きだした。

「ま、待たれよ」

　同心は、袖をとらえた。

　そのとき、二人の同心が腰をぬかすほどおどろいたのは、竜馬がふりかえりざま、

「やあ、わしに命ずるか」

　と大喝したのである。

　竜馬が怒るのもむりはなかった。浪人、町人なら別として、幕吏が歴とした藩士の行動を制ちゅうすることはできないのだ。

　しかし、同心のほうも心外である。

「お、お手前、お耳がきこえるではないか」

「たったいま、癒なおった」

　竜馬は、悠然と階段をおりた。

　往来へ出ると、捕りものがあるというので家々は雨戸をおろしている。

　暗い。

　風が出ている。

　同心は御用提灯をつけた。

　竜馬は同心を前後に従えて、呼子笛の鳴る方角へむかって歩きだした。

「坂本どの、実は」

　と、いままでだまっていた方の同心が急に媚こびるような親しみをみせた。この男のいうところでは、京都柳やなぎの馬ばん場ばの道場で北辰一刀流を学び、江戸の塾頭坂本竜馬の名前は、つとに聞いていたという。

「そうか。同門の仲か」

「ですから、お手柔らかに。お逃げにならぬようにねがいます」

　足軽町へ出た。

　むこうの町角からにわかに提灯の群れがあらわれて、こちらへやってくる。

（あっ、やはり捕まったか）

　竜馬は立ちどまった。

　やがて、縄こそ打たれてないが、大小をとりあげられた水原播磨介が、捕吏の六尺棒にかこまれて、竜馬の前を通った。

　播磨介は、ちらりと竜馬を見た。

　刹せつ那な、竜馬は、刀のツカに手をかけた。捕吏を斬り倒して乱入し、播磨介を解きはなってやろうかと思ったのだ。

　が、播磨介は、このやさしい京侍のどこにそんな気魄がひそんでいたのかと思われるほどのはげしい声で、

「乱心者」

　と一喝した。

「お役人衆、その者、狂人でござる。追うてくだされ」

　若い竜馬に無用の罪を作らせて前途を失わせたくないと思ったのだろうし、第一に、竜馬にあずけた密書が三条家に届かなくなることを怖れたためでもあろう。




　捕吏が、棒をとりなおした。同心どもが、いっせいに刀のツカに手をかけた。

　総指揮者渡辺与力が、一歩進み出た。陣笠をかぶり、鉄てつ鞭べんをもち、暗がりを見すかすようにして竜馬の影をじっと見さだめていたが、やがて、

「坂本か」

　と、低くいった。

「うぬはやはり、播磨介と一味徒党であったか」

「ちがう」

　といったのは、播磨介である。

「その者はたまたま道中で道連れになった男じゃ。多少気が触れている。しかし役人衆、ご用心なさるがよい。腕は立つ」

（えっ）

　とおどろいたのだろう。ぱっ、と一同遠巻きになった。

　この時代の幕府の司法吏というのは、想像以上に意気地のなかったものだ。相手が弱かったり、追立て人数の多いときはかさにかかって勢いづくが、さもなければ、用心に用心をかさねる。

「目つぶし」

　と、与力渡辺は、命じた。

　竜馬は、のそり、と足を踏みだした。

　のそり

　のそり

　と、捕吏の群れに近づいてくる。

　ひょっ、と目つぶしが飛んだ。

　が、竜馬にはあたらない。

　竜馬は、眼中無人の野をゆくようにゆっくりと歩いてくる。

　捕吏はそのつど、じりじりと後ろへさがり輪をひろげた。

　そのとき、竜馬はすばやく腰のものを抜きとった。刀ではない。矢立である。

　懐紙一帖をとりだし、下手な文字で、

　──往く。

　と書き、さらに、

　──邪魔だてすべからず。

　と書いた。書きおわると、ぱっと紙吹雪のように散らし、それが地上に落ちたときはすでに背をむけ、闇の中に悠然と消えてしまっている。

（なんだ、あいつ）

　と、捕吏も気味がわるかったのだろう。たれもあとを追わなかった。

　竜馬はどんどん歩いた。

　宿場はずれを過ぎ、さらに夜道を三里歩いて石部の宿場まできたとき、月が落ちた。

（いかん、道が見えん）

　やむなく街道わきに、大あぐらをかき、大刀を抱いてすわりこんでしまった。

　自分の手も見えない暗闇である。

（えらい男じゃったな）

　播磨介のことだ。

　たとえ死刑の目にあわなくても、あのひよわさでは、牢死は確実といっていい。が、播磨介は、泰然としていた。男は、危機に立ってはじめて真価のわかるものだ。

　このとき、闇の鼻さきで足音がして、寝待ノ藤兵衛が這い寄ってきた。水口宿のはずれからこそこそとついてきたのを、竜馬は知っている。

「藤兵衛か」

　竜馬は、不機嫌である。




京　日　記











　竜馬は京に入った。

　京は雨である。

　すぐ河原町の土佐藩邸に京都滞在の旨をとどけ出、柳馬場御お池いけの旅籠にやどをとった。

　このところ、世上騒然としはじめているため、幕府では諸藩士にして京に滞在する者は、宿所の軒下に、

　何藩何某

　という貼紙を出すように、との布ふ令れを出している。

　竜馬の宿札もはり出された。

　この宿の近所には、京でも知られた心しん形ぎよう刀とう流りゆうの道場があり、その門人たちが、

「ほう、これは千葉道場の坂本ではないか」

　と、通りすぎてゆく。剣客仲間で、よほど竜馬の名は高くなっていたものとみえる。

　わざわざ訪ねてくる者もあったが、竜馬は、この気さくな性分の男にしてはめずらしく、人には会わない。

　水口以来、不機嫌なのである。自分の不注意と非力で水原播磨介の身柄を、おめおめと幕吏の手に渡してしまった悔恨は、日がたつにつれて、いよいよ心を重くしている。

　寝待ノ藤兵衛は藤兵衛で、自分の直接の責任だからすっかりしょげていた。

「旦那、どうかごかんべんを」

　日に何度も、あやまっている。そのつど竜馬は、

「ああ、いいのさ」

　と明るい笑顔になってやるが、すぐあとでむっつりとこわい顔になる。

　旅籠で、三日、降りこめられた。

　竜馬は、杯をはなさない。

　翌々日の夕刻も、中庭のといをつたわって聞こえる雨だれの音をききながら、黙然と酒をのんでいる。

　藤兵衛もたまりかねて、

「あっしゃ、もう腹の二つも切りてえぐれえだが、あれは仕方がありませんでしたよ。京役人どもは、播磨介さまが水口へ入ることを知って網を張っていたんだ。逃がしようがなかった」

「お前を責めているのではない」

「じゃ、もっとこう、旦那らしく」

「馬鹿陽気になれというのか」

「こまるなあ、そうひねくれなすっちゃ」

　そんなぐあいだった。

　竜馬は、なおも考えこんでいる。

　が、実のところ、返らぬことをくよくよと後悔ばかりしているのではない。播磨介からあずかっている三条卿への密書を、どういう手段で渡そうかと苦慮している。

（三条家には、お田鶴さまがいる）

　お田鶴さまに渡せばいい。が、そのお田鶴さまに会うことが、いまや至難のことなのだ。

　京に入ってから聞きこんだうわさでは、過激派公卿の三条実万の身辺には幕吏の眼が昼夜となく光っていて、うかつに出入りはできない。

　すでに、播磨介と朋輩だった三条家の家臣富田織部（実万の子実さね美とみの家庭教師で、三条卿の理論的黒幕。伯ほう耆きの人）が梨なしノ木き町の自邸で逮捕され、六角の獄舎に投ぜられている。

「藤兵衛」

　竜馬は、ついに顔をあげた。

「お前の盗技をもう一度使おう。仙せん洞とう御ご所しよの北にある三条様のお屋敷に忍びこめ」




　忍び込み、ともなれば、寝待ノ藤兵衛はこの道三十年の職人である。

　本職というのは、素人しろうととちがってひどく慎重なものだ。

「商売往来にはねえ職だが、こんな職でも天下のお為になるなら冥みよう加がなことだ。やらせていただきます。しかし、三日は貸していただきたいもので」

「まあ、たのむ」

　と、竜馬は、いっさいを藤兵衛にまかせた。あとは旅籠で酒ばかりのんでいる。

　藤兵衛は、京の薬屋で商売ものの薬を仕入れ、その翌日から町を歩きだした。

　三条卿の屋敷は、仙洞御所の北、清和院御門の付近にある。

　このあたりは、東は寺町、北は石薬師御門、西は禁きん裏り御所にいたるまでの区画、四十数軒の公卿屋敷が、びっしりと塀をならべて密集している。

　藤兵衛は、昼間に一度、夜分に一度、所用ありげな足どりで通る。

　ひんぱんには、うろつけない。どこに幕吏の眼があるかわからないからだ。

　清和院御門のすぐ前が、高野少将の屋敷である。

　その塀の西角を北へ入るせまい道が、梨ノ木町という通りである。

　梨の木町に入った角が、葉室卿の屋敷、これは小さい。塀がくずれている。

　その北隣りが、めざす三条殿の屋敷だが、藤兵衛がいつ通っても、そのむかい屋敷に人の出入りがあって、どうやら所司代（幕府の京都機関）の役人が詰めているらしい。それとなく三条家を見張っているのである。

（こいつは、事だな）

　さすがの藤兵衛も、仕事のむずかしさをおもった。

　幕吏が詰めている屋敷というのは、水木という諸しよ大だい夫ぶ（公卿より一段下の御所の下僚）の屋敷で、佐幕派の人物である。所司代のために自邸を貸しているのだ。

　公卿や御所の諸役人といっても全部が尊王攘夷の運動家ではなく、三条卿のような連中は全体の一割もいない。

　まだ幕府は強勢であり、日本を代表する唯一の政府であり、しかも武力と金がある。多くの公卿諸大名は、幕府の鼻息をうかがって暮らしていたし、裏面では積極的に幕府に通つう謀ぼうしている者もあった。

（むずかしい）

　が、藤兵衛は、さすがに玄人くろうとだ。三日目になって、あなをみつけた。

　というのは、三条卿の屋敷の隣りが今いま城き卿きようの屋敷である。そのならびが、

　理り性しよう院いん殿（宮みや門もん跡ぜき）お里

　聖しよう護ご院いん殿（宮門跡）お里

　梅うめ園ぞの卿屋敷

　とつづいている。

　これらはほぼ無人で、塀もひくい。侵は入いりやすくできている。

（まず梅園さまのお屋敷に入って、そのあと南へ串刺しに内塀を乗りこえ乗りこえゆけば、三条さまの屋敷の裏塀に出られる）

　そのとき、藤兵衛の後ろから、

「おい、薬屋」

　と、声をかけた者がある。

　藤兵衛は、梅園屋敷の柿の木をみた。みごとに熟うれた二つ三つが、夕陽に映えてうつくしい。




「へい？」

　と、藤兵衛は小腰をかがめ、いかにも善良そうな笑顔をうかべてふりかえった。変身とはこういうものだ。藤兵衛の顔が、底ぬけに気の弱そうな行商人の表情になっている。

「なにか、ご用でございますか」

「俺わいの顔、知っとるやろ」

「はて、どなたでございましょう」

「知らんかえ」

　と、相手の男は、懐ろから十手をちらりとみせ、

「訊くことがある。このさきの自身番まで来てもらおう」

　といった。

　猿ましらの文ぶん吉きちといわれた目明しである。

　年のころは三十三、四で、色黒肥ふとり肉じし、ほお骨が張り出、細い眼がいやしい。

　藤兵衛はそこまで知らなかったが、この男は京なら泣く子もだまるほどの凄腕で、とくに思想犯、政治犯を担当している。

　もとは、京の北、御菩提みぞろが池いけ村の小百姓の子で、若いころはやくざの群れに入り、一、二度は牢屋もつそう飯めしを食ったという男だが、小才がきくところから目明しにとりたてられた。この当時の目明し、御用聞きというのは、たいていこういう経歴のもちぬしがなる。

　文吉には、娘がある。養女である。

　君きみ香かといい、祇ぎ園おんの舞妓に出ていたが、これが佐幕派の九条関白家の家来島田左近（後年、薩摩藩士で人斬り新兵衛といわれた田中新兵衛によって斬殺）に落ひ籍かされて妾になり、これがために養父の文吉は、非常な羽ぶりをきかすようになった。

　島田左近は、幕府（現実には、井伊家の謀臣長野主膳）から金をもらって、京における尊王攘夷派の過激家の動静を密告し、現在進行中の「安政ノ大獄」の立役者として多くの志士を死に送りつつある人物である。

　その手先が、猿の文吉だ。

　天性ふしぎなカンがあって、志士たちがいかに逃げかくれしても、かならず隠れ家をつきとめる。そのつど、島田左近の手を通して幕府の所司代から金がおりる。この金をころがして高利貸も兼ね、のちには二条新地で妓楼も経営して大だい尽じん風かぜを吹かせていた男で、文吉のために刑死、牢死の非ひ業ごうにたおれた志士は数が知れない。

　その文吉の六感が、藤兵衛をくさいとにらんだのだろう。

　が、藤兵衛もただのねずみではない。

「め、めっそうもない。どういうご不審かは存じませぬが、手前のような気弱な小商人は自身番ときくだけで肝が凍りますでございます。ごかんべん願わしゅうございます」

「われァ、江戸者やな」

「左様で」

「江戸の薬屋がなぜ、京の公卿屋敷の界かい隈わいをうろうろしている」

「いや、じつは京へのぼってくる道中で、京のお公卿さまのこ家来というお方に多額の薬を買いあげていただき、代は京の屋敷ではらう、と申されましたゆえ、こうしてお屋敷をさがしているのでございます」

「なんというゴッサンけえ？」

「何でも東五条さまという……」

「阿呆」

　そんな姓のゴッサンはない。御ご所つさんとは、京者のいう公卿のことだ。




「へーえ」

　藤兵衛は腰を落して、泣きべそをかくまねをした。

「そんなお公卿さまは京にはいらっしゃらないんで」

　が、猿の文吉は藤兵衛の演技に乗らない。疑わしそうに眼を光らせながら、

「汝われ、その芝居、真実ほんまけえ？」

　といった。上方言葉というのは使う者によってはゆうにやさしいものだが、こういう男が凄味をきかしていうと、変にどすのきいたものになる。

「し、しばいではございませぬ。どうかお慈悲を願わしゅうございます」

「よし、堪か忍にしたる、行け」

「へっ」

　藤兵衛は哀れっぽく何度も頭をさげて石薬師門外に出、いそいで角をまがると、もとのふてぶてしい顔にもどった。

（ふん）

　まだ公卿屋敷街の中である。藤兵衛は自分の背後を、人がつけているのを知っている。

（百も承知さ）

　文吉の、これが手であった。

　文吉はまだ藤兵衛に対する疑いをといていない。まず藤兵衛を泳がせておき、下っ引きを使ってあとをつけさせるつもりなのである。

（その手に乗りやしねえよ）

　石薬師御門の通りを東に入り、南に折れれば寺町の筋になる。

　この通りに門を構える公卿屋敷は、

　六条殿

　押小路殿

　中園殿

　武者小路殿

　とつづき、その塀のむこうが、御所の高お級つ女ぼ官ねのお長屋になっており、いかにも女屋敷らしく塀がひくい。

　そこまできたとき、

（はて）

　と尾行者は、立ちどまった。

　藤兵衛の姿がみえなくなったのである。まるで路上から、蒸発したようであった。

　──この小門くぐりか？

　と小者は押してみた。ふわり、と拍子ぬけするほどの軽さで、内側へひらいた。

　尾行者は、そっと内な部かへ身を入れた。万一、下み級よ女う官ぶにみつけられ、彼女らが騒いでも、

　──所司代御用でございます。

　とおどせば、けりがつく。

　まだ幕府には往年の絶対権力が残っており、数年後に対幕勢力として頭をもたげてくる薩長土は、いまなお半ば眠った状態にある。公卿などは腰ぬけの標本のようなものだから、幕権を笠にきておどせば他愛もない。

　こんな卑賤の小者にまで、そういう傲慢おごりがあり、大きなつらで邸内に入った。

　ところが、三歩目で、

「おい」

　と、背後で声がした。

　そのときには、尾行者の頸に、藤兵衛の腕がまきついていた。

　苦しい。

（ああっ）

　と声もなく口を開けたとき、ゆっくりと藤兵衛はその口へ石いわ見み銀ぎん山ざん（毒薬）を入れ、やがてぐったりとなった体を、草むらのなかに蹴ころがした。

　藤兵衛は、顔色も変えない。




　寝待ノ藤兵衛が、柳馬場御池の旅籠にもどってきたのは、その翌朝である。

　竜馬は、女中の給仕で朝飯をかきこんでいたが、藤兵衛が入ってきても箸もとめない。

「旦那、お使いからもどりました」

　と、藤兵衛は、薬箱をおろした。

「わかっている」

　という顔で、竜馬は返事もしない。やはり不機嫌である。この男が、これほど長く不機嫌をつづけるというのは、かつてないことであった。播磨介の一件なのだが、かといって藤兵衛の不手際を責めているのではなく、この事件を通じ、竜馬は、

「天下」

　というものを深刻に考えはじめるようになっていた。自分が一介の剣客でいていいものかどうか。

「まあ、めしを食え」

　竜馬は、箸をすてた。

「あたりまえですよ」

「なぜだ」

「ここの宿賃はあっしのお銭あしだもの」

「それもそうだな。では、存分に食え」

「余計なお世話でさ」

「藤兵衛、おかんむりだな」

「あたりまえですよ」

　と、藤兵衛は女をさがらせ、

「いったい旦那は、めめしくていけねえ。あっしの失敗しくじりで播磨介さまを役人どもに渡してしまったとはいえ、あれはあっしの力が足りなかったんだ。もういいかげんにかんべんして下さいよ」

「勘弁？」

　竜馬は、くびをかしげた。

「おれが、そんなに不機嫌そうか」

「ですとも」

「そうか。おれが不機嫌にしているとどんな顔だ。すこしはいい男にみえるか」

「とんでもねえ。旦那のお顔はだいたい上機嫌でこそもつ顔だ。そのつらで、おっと、お顔で不機嫌になられちゃ、山賊の親玉でござんすよ」

「おれは不機嫌になっちょらん」

「不機嫌さァ」

「お前なんぞ、鼠そ賊ぞくにはわからん。おれは、自分自身の一生いかに生くべきかを考えちょる」

「休むに似たり、だ」

　藤兵衛はからりと笑って、

「一生なんざ、機し会おできまるもんでさ。旦那がこの藤兵衛を怒っちゃいねえとすると、旦那の思案は察しがつく。身を張って天下に生きるか、それとも、このまま故く郷にでくすぶって町道場主になるか、どっちにすべえ、ってことでしょう」

「藤兵衛、お田鶴さまのもとに密書をとどけたか」

　と竜馬は、話をそらした。

「このとおり、御返事がございます」

「よこせ」

　竜馬は、金きん蒔まき絵えの書状筒をスポリとぬいて、なかから手紙をとりだした。

　お家流のみごとな筆蹟である。

　嫋たおやかでしかもシンの強そうな筆癖は、お田鶴さまがそこに立っているかと思うほど、書き手の人柄に酷こく似じしていた。




都の花に嘯うそぶけば

月こそかかれ吉田山




　という歌謡がある。京都の旧第三高等学校の寮歌の一節である。その、

「吉田山」

　が、お田鶴さまが、竜馬への書状で指定した密会の場所であった。

　現在の地理感覚でいえば、京都市左京区吉田町京都大学本部構内の東にある丘陵である。

　この山頂に、

「智福院」

　という禅寺があった。

　竜馬のこの時期よりも数年後、討幕の志士の密謀の場所になった寺で、明治後廃寺になり、いまはない。その後、この廃寺が、「東洋花壇」という鶏料理屋になっていたというが、現在はどうなっているか、筆者のしらべは、不覚ながらそこまでいたっていない。

　山麓に、吉田神社がある。

　そこから、赤松の木の根道の急坂をのぼると、山頂の樹木におおわれて、智福院はある。

　竜馬がのぼったときは、すでに夕暮で、樹間の紅葉の色が、斜陽をふくんで血を滴らせたようになまなましかった。

　寺は大きくない。

　ただ、京の町を眼下に見おろす眺望が大きい。方丈の前に立つと、足もとから苔のかおりをふくんだ風がふきあげてきた。

「坂本という者です」

　と竜馬が小僧に姓のみを告げた。寺ではいっさい心得ているらしく、茶室に通された。

　すでに、釜がたぎっている。

　ほどなくお田鶴さまがあらわれ、炉のむこうにだまって着座した。

　竜馬も、照れくさそうにあごをなでている。

　お田鶴さまは、根の高い島田髷のせいか、高知にいたときよりも若くみえた。

　江戸紫の被ひ布ふ羽織が色白のお田鶴さまによくうつる。胸もとで、金をふくんだような華やかな朱の房が揺れ、それが竜馬の眼には、痛いほどのうつくしさに映った。

「竜馬どの、しばらくでありました」

　と、お田鶴さまは、いかにも姉さまぶったいいかたで、いった。

「拙者も同然。──」

　竜馬は、あいかわらず、あいさつというものができない。

「竜馬どのはいいお顔つきになられました。剣術のほうは、だいぶ評判のようですね」

「たいしたことはありません。それよりお田鶴さまは、一段と美しくおなりあそばしましたな」

「竜馬どのも、世辞が使えるようになりましたか」

「もう二十四ですからなあ」

「それより」

　お田鶴さまは真顔になって、

「藤兵衛と申す竜馬どののご家来より、播磨介どのの書状、および水口での一件、つぶさにききました。三ご条し卿よさまも、竜馬どのの勤王、殊勝である、と申され、こののちよろしく天朝に忠勤をはげむように、とのお言葉でございます」

「ははあ」

　坂本竜馬の名が、尊王の志士として京の公卿に記憶されたのはこのときからだろう。




「竜馬どの」

　と、お田鶴さまはいった。

　松風の音がきこえる。

「京の寺町二条下ル日蓮宗本山妙満寺というお寺が、どのようなお寺であるかを存じておりますか」

「お寺、ですか」

　竜馬は、首をかしげた。

「存じませんな」

「なにもご存じないのですね」

「まだ、寺てら詣まいりには早いですものなあ」

「いいえ」

　お田鶴さまは、竜馬の冗談に乗ってこない。

「この寺には、魔王がいます」

「魔王？」

　竜馬は天下の形勢について、ほとんど知るところがない。

　お田鶴さまのいう魔王とは、老中間まな部べ下総守しもうさのかみ詮あき勝かつのことである。

　越前鯖さば江え五万石の城主で、早くから幕閣に入り、寺社奉行、大坂城代、京都所司代、と順調に栄進し、ついに老中になり、いったん辞職、さらにこの安政五年六月再任した。再任は、大老井伊直弼の推挙による。

　自然、直弼の手足のように働き、いま進行中の安政ノ大獄の実際上の指揮は、この間部詮勝がとっている。

　それが現地指揮をとるべく京に入ったのは竜馬の入洛よりも一月早い九月三日で、宿所をお田鶴さまのいう妙満寺にとった。

　妙満寺こそ、安政ノ大獄の伏ふく魔ま殿でんであった。

　間部詮勝は、妙満寺方丈の居室に香をたき自画像をかけて、非常の決意をかためていた。

　その自画像は、刀を研いでいる。幕府の政策に反対する論客、政客、策謀家の一切をこの一剣をもって葬ほうむる覚悟であった。

　本陣妙満寺には毎日のように、井伊の京都駐在の謀臣長野主膳がたずねてきては、京都の情勢を説明し、反幕派人物の一人々々の挙動についてくわしく報告する。その長野主膳の爪になって探索報告を作っているのが、先日、寝待ノ藤兵衛が、梨ノ木町で出あった目明し文吉であった。

　妙満寺では、長野主膳が帰るとすぐ町奉行がよばれるのが常である。

「この者を」

　と、間部は、人名を指す。

　たちどころに町奉行所から人数が出動し、その人物が逮捕された。

　いま、京はその騒ぎの渦中にある。

　お田鶴さまが、いった。

「竜馬どの、これでいいと思いますか」

　お田鶴さまのいうところでは、宮家公卿の家臣が、鷹たか司つかさ家けで六人、青しよう蓮れん院いんの宮みや家けで二人、有あり栖す川がわの宮みや家けで一人、一条家で二人、久我家で一人、西さい園おん寺じ家けで一人、そして彼女の仕える三条家で、四人がすでに六角獄舎につながれ、ほかに、梅田雲浜、橋本左内、頼らい三み樹き三さぶ郎ろうら、著名の論客が逮捕されている。

「どうお思いです」

「………」

　竜馬は不機嫌そうにだまった。この男が不機嫌になるのは、よほど、物事を思いつめたときにかぎる。

「そのお刀を、天下のために役だてるというお気持はありませぬか」




　竜馬、二十四歳。

　心中すでに、かつてない覚悟がうまれはじめている。

（孤剣、よく歴史を動かしうるか）

　ということだ。

　これは、武市半平太のように思想や学問からはいったものではない。東海道水口の宿で、悠然と幕吏の縛ばくについた水原播磨介の態度が、いまも眼の底にやきついている。

（男は、あれだ）

　とおもった。

　竜馬は、この感激から尊王回天の運動に入ったといっていい。それも、竜馬の場合、思想運動ではない。事業である。もともと旺盛な事業欲と天性のその才をもっていた。が、お田鶴さまと再会したとき、まだ自分のその才能には気づいていなかった。

　ただ、ぼつ然として、欲望に目ざめた。

「どうなのです」

　と、お田鶴さまは、いった。

　竜馬は、薄ぼんやりと微笑している。

　お田鶴さまは心中やや失望した。

（やはり、この人を見そこなったか）

　竜馬こそ、あるいは天が地上に降くだした不世出の大器かもしれぬとおもったのは、最初は姉の乙女であり、つぎが自分であるとお田鶴さまはおもっていた。

「こまったな」

　竜馬は、首すじを掻いた。

「なにが、こまるのです」

「照れるわい」

「なにが照れるのでしょう」

「ただ、照れるキニ」

「うふっ」

　お田鶴さまは、笑いかけてやっと胸もとをおさえた。この池中の竜のような男が、大きな体をころころにまるめて、えたいの知れぬ羞恥をみせているのが、おかしかったのである。

「竜馬どのには、こまりましたねえ」

「そんなにこまるかなあ」

「男のくせになにがはずかしいのです」

「弁じられん」

「弁じられん？」

「わしの舌が油紙でできちょったら、火さえつければめらめらと燃えもしますが、残念にも生身の舌じゃキニ、そうはいかん。ここで俄にわか仕込みの志士になって、べらべらと論を吐きだしたら、お田鶴さまのほうがびっくりなさるでしょう」

（ああ、そういうひとなのだ）

　お田鶴さまは、急に明るい顔になった。しかし言葉だけは逆に、

「でも、ここで意中を大いに弁じてくださっても、田鶴はいっこうにかまいませんよ」

「まあ、やります」

「やる？」

「武士はそれだけです。坂本竜馬はいずれ機会をみて、天を駈け、地を奔はしるときがくるでしょう。まあ、待って賜たもんせ」

　竜馬は、柳馬場御池の旅籠にもどった。

　その翌日、ふたたびお田鶴さまから使いがきて、封書を手渡した。

　──会いたい。

　という。指定の刻限は宵よい八時いつつ。

　ところも、清きよ水みず産さん寧ねい坂ざかの料亭「明あけ保ぼ野の」である。場所がら、なんとなくなまめいている。




　竜馬はその刻限、清水産寧坂を東山にむかってのぼっていた。

　風がつよく、無紋の提灯のなかの灯が、消えそうなほどにまたたいた。

　松並木の影が黒い。

（ああ）

　のぼりながら、ときどき星空をあおぐ。この男なりに、奇妙に胸を締めつける想いがある。いまから逢うお田鶴さまへの想いである。

（恋かな）

　わが顔をつるりとなで、そのついでに頰ぺたをつねり、こんどはおっそろしく怖こわい顔をしてみせた。自分におどけてみせているつもりである。そんなことでもしなければ、この息苦しい一種の甘い悲しみから、のがれられそうにない。

（恋は、きらいじゃ）

　心を呪じゆ縛ばくするからだ。

（しかし、お田鶴さまは可愛ゆいのう）

　竜馬は、うれしそうに提灯をふった。骨のズイから竜馬はお田鶴さまのような勝気で利口で節度立った女性が大すきだった。

（可愛ゆいぞ、のう）

　叫びだしたいような気持であった。満天の星が、そういう竜馬を見おろしている。

　竜馬は坂をのぼった。

　坂をのぼりきれば、東山の一峰である（現在は、維新の志士を祀まつる京都神社の岡になっており、四季の樹木にうずもれている）。

　竜馬は、明保野亭の玄関に立った。

　女中が出てきて、不審をおぼえた。

「どなたどす？」

「さあ」

　竜馬は、こまった。お田鶴さまの手紙によれば、名は告げずとも、玄関に立っただけで案内あないをさせるようにしておく、とあったからである。

「お武家はん、お名前は？」

「こまったな」

　困ったのは、女中のほうである。こんなきたない浪人者が、これほどの料亭に来るはずがない。

　きたない、といったが、これは多少語弊がある。竜馬は、服装はいつも上質のものを身につけているが、それがあとかたもないほど着崩れているのだ。袴のひもはだらりと垂れっぱなしだし、ひだなどは折り目の跡らしいものもない。ばかりか、紋服の袖は、ときどき鼻汁をこする癖があって、白く光っている。

「ああ」

　女中は、竜馬の紋所をみた。

「桔梗ききようの御紋はんどすな」

　どうぞ、と、上へあげた。

　女中は手燭をかざし、廊下を先導して、やがて中庭の南にある離れ座敷に案内した。

　そこに、お田鶴さまがいた。

　京の男女の密会につかわれる座敷らしく、行燈の形も里御所風で、なまめかしい。

　女中が、酒肴を用意した。

　用意がおわると消え、それを待っていたようにお田鶴さまは京焼の薄手の銚子をとりあげた。

「どうぞ」




　竜馬は、それを吸いもののふたで受け、なみなみと注がせてから、一気にのんだ。

「相変らず、おみごとですね」

　とお田鶴さまは笑ったが、竜馬には皮肉にうけとれた。まるで酒だけがみごとな男だといわんばかりではないか。

「剣と酒、いまはそれがしにはこれが一番おもしろい」

「しかし竜馬どのは武士ですから、国事をわすれてはなりませぬ」

「またお説教ですか。お田鶴さまは、京で、公卿や浪人儒者とご交渉なさるから、いよいよお説教にみがきがかかって参りましたな」

「まあ、そうかしら」

　お田鶴さまは虚をつかれた様子でしばらく考えていたが、やがて、赤い顔をしてみせた。

「そのようでは、あの」

　一瞬、人がかわったようである。

「田鶴はこまるのです」

「なぜですか」

　竜馬は、とぼけている。

「そりゃ、女でございますもの」

「しかし」

　竜馬は、お田鶴さまの意中がわからぬ様子をつくろい、まじめな顔つきでいった。

「婦人が説教上手でもかまわぬことじゃ。知ち恩おん院いんの尼どのは、みなそのようなことをしているそうでござる」

「竜馬どのは、やはり、ばかでございますね」

「ふむ？」

「尼さまとおなじだといわれてよろこぶおなごはありませぬ」

「しかし、説教をなさるために、きのうもきょうも、拙者をおよびになったのでしょう」

「きのうは、そうでした」

「きょうは？」

「田鶴は、あの、女として……」

　と、お田鶴さまは、次のことばがすこし刺戟的すぎるとおもった。しばらく言いだしかねていたが、急に怒ったような顔になった。

「竜馬どのはやはりばかですね」

（またか）

　さすがの竜馬もだんだん腹がたってきた。

「ばかばか、ちゅうのは、拙者は子供のころから聞き倦きちょりますが、こう矢や継つぎ早やにいわれると、よい気持が致さぬものでありますな」

「だって、ばかでございますもの」

「ほんとうに馬鹿かな」

　竜馬は考えこむふりをしてみせた。というのは擬態で、じつは腹が煮えている。お田鶴さまは、くどすぎるではないか。

「どこが、ばかじゃ」

「そこが」

　お田鶴さまはくすくす笑って、

「ばか」

　といった。その、竜馬を見つめている笑顔が、竜馬が眩暈めまいがするほどあでやかにみえた。

　竜馬は立ちあがった。

（ばかかどうか、みせてやる）

　ひどく怒った顔をしている。それが、つまりこの馬鹿問答が、この場のお田鶴さまと竜馬の息づまるような男女のなまぐささから、救ってくれた。

　やはりお田鶴さまは利口なのだろう。

　竜馬は、いきなりお田鶴さまを抱きすくめた。

　お田鶴さまは、さからわない。




　一刻がすぎた。

　竜馬は、真暗な部屋をぬけ出して、中庭の濡れ縁にすわった。

　庭に、京好みな織おり部べ燈籠が一つ。

　それだけが、天地のあいだに灯を点じてまたたいている。

　背後の部屋で、お田鶴さまが身づくろいをしている忍びやかな物音がきこえた。

（とうとう、恋が本物になったわい）

　しかし、藩士のなかでも人扱いもされぬ郷士のせがれと、山内家二十四万石きっての名家である福岡家の姫とが、この世で、このさき、どう結ばれてゆくのであろう。

　それをおもうと、竜馬は、こめかみが痛くなるほどに、心胆が重くなる。

　おそらく、いま部屋のなかにいるお田鶴さまも、おなじ心境であろう。いや、女のお田鶴さまにとっては、このおもいは、もっと必死なものかもしれない。

（わしはばかじゃ。詮ないことをした）

　竜馬は、織部燈籠の灯をみつめながら、われにもなく、濡れ縁に、どさりと尻餅をついた。

　このときである。

　庭の植込みが、わずかに動いたのは。

　竜馬はすばやく脇差から、小柄をぬきとっている。

（密偵か）

　そういう勘がはたらいた。

　と思うとすぐ、真暗な部屋のなかにもどり、おどろくお田鶴さまに低声でいった。

「庭さきに、妙なのが潜んじょります。密偵じゃと思うが、こういう時勢じゃ、お田鶴さまにはお心当りがおありですか」

「たしかですね」

　お田鶴さまは、闇のなかですわっている。

「心当りは、ございますけど」

　なにしろ、お田鶴さまの仕えている三条家については、人の出入りを京の所司代役人が、鵜うの目め鷹たかの目めで見張っている。

　お田鶴さまのことだからよほど用心して屋敷を出たにちがいないが、それでも密偵につけられてしまっていたのかもしれない。

「それに」

　と、お田鶴さまはいった。

「三条家の屋敷を見張っている目明しの文吉という者の手先が、お屋敷の近くで殺されたのです」

　藤兵衛がやった例の一件だ。

　が、竜馬は藤兵衛が口をつぐんでだまっていたから知らない。

「だから、このところ、とくに監視みはりをきびしくしているのでしょう」

「ふむ」

　竜馬の頭はいそがしくまわった。自分はともかく、お田鶴さまがここにいるというのを密偵に知られてはまずい。

「この場は、拙者にまかせてください」

　すぐ、料亭の女中をよび、なけなしの財布から銀を何枚かとりだして、

「今夜、そなたとわしがいい仲じゃ。唄はうたえるか」

「へたどすけど」

「三味はわしが弾く。なんの、これでもうまいものだぞ」




　庭の植込みに身をひそませていたのは、お田鶴さまの察したとおり、目明し文吉の手先である。

　が、この手先は、とくにお田鶴さまがめあてでもなく、とくに竜馬がめあてでもなかった。京の幕吏はすでに、この清水産寧坂の「明保野亭」が、尊攘運動家の密会場所につかわれていることを知っていて、常に張り込みをおいていた。そういう役目の男である。

　男は、座敷がぱっと明るくなったのをみて、

（おお）

　と及び腰になった。

　やがて、しめやかな爪弾きの音がきこえ、それにあわせて陽気な女声がきこえてきた。三味線をひいているのは竜馬で、唄っているのは、明保野亭の女中である。

（なんとにぎやかな客じゃな）

　竜馬は、三味線をひきながら、ひくい声でお田鶴さまに指図している。

「このあいだに、裏口から出なされ。ここの女将が駕籠をよんでくれているはずです」

「わたくしだけが？」

　お田鶴さまが、不平そうな顔をした。ひとりではいやだ、というのだ。

「いや、なまじい、武士の連れがないほうが怪しまれなくて済みます。それに、いくら幕吏が横暴でも、婦人には遠慮をしましょう」

「いいえ、近衛さまの老女津崎村岡どのの御身辺もあやうい（この翌年正月逮捕）とのことでございます」

（なに、お田鶴さまはだいじょうぶだ）

　竜馬はそう思うのだ。すでに竜馬は京の情勢を見ぬいている。というのは、こんどの検察網にかかったのは、主として将軍継嗣問題で動いた連中と、攘夷密勅降下の工作をした連中ばかりで、お田鶴さまが、いくら姉さまぶってえらそうにいっても、そこまでの策謀には参画していないから、幕吏は手を触れまい。ただ、お田鶴さまの動きを通して、他の大物の動静をさぐろうとしていることはたしかだろう。

「さあ、早く」

「いや」

　駄々をこねている。

　竜馬と一緒でなければいやだというのである。ところが一緒では、せっかくのこの竜馬の策戦が無に帰するのだ。

「お田鶴さま、お行きなさい」

「ここにいます」

　お田鶴さまは、すわりこんでしまった。竜馬は、お田鶴さまの微妙な女心などはわからないから、

（ばかはわしだけではないなあ）

　とおもった。

「では、居なさい。それでは、せめてその庭先の密偵に安心してもらうために、夜明しで三味を忍び弾いて遊びましょう」

　そこまでは、よかった。

　竜馬が妙な運を背負ってしまったのは、このとき寝待ノ藤兵衛が、明保野亭に近づきつつあることだった。

　藤兵衛は、竜馬のもどりがおそいので、気になったのだろう。この男の忠義ごころなのだ。ところが藤兵衛の背後には、すでに目明し文吉のひもがついている。

　文吉は、例の手先殺しの下手人は藤兵衛ではないかと思い、すでに柳馬場の宿もつきとめ、藤兵衛が「旦那」と称している土佐藩士坂本竜馬の名も記帳してしまっている。




　その夜、目明し文吉は、所用あって祇園の町会所に詰めていたが、東山に月があがったころ、手先の一人がカラリと表障子をあけて入ってきて、

「親分、例の江戸の薬屋が」

　と、声をひそめた。

「薬屋が？」

「へえ、やっぱりおめがね通りどす。素ぶりが怪しおすぜ。柳馬場の旅籠を出やがったのはほんのさっきやが、あれは江戸者にしては京の町に明るすぎる」

「とは？」

　文吉は眼を冷たくした。

「いや、露地を知りすぎている、と思うのどす」

　京は露地が多い。

　どの露地が袋小路で、どの露地が何町にぬけられるかを藤兵衛はよく心得ていて、その露地をたくみに縫いつつ町木戸のない場所をえらんで東山のほうに歩いている、というのである。町木戸を通らぬ、というのが、どうもくさい。

「野郎、素人やないな」

　と文吉は、みた。

「ぬからず、あとを追うてるか」

「へえ。銀蔵と芳次が闇をなめずるようにしてあとをつけています」

「薬屋め、どこにいくのやろ」

「さあ」

「ところで、野郎、例の侍とは一緒か」

「いや、侍のほうは、宵に出かけたきり、旅籠にはいまへん」

「とにかく」

　文吉は、十手でかまちをたたいた。

「変わったことがあったら報らせ。わしはここにいる」

　それから四し半はん刻ときほどして、（例の薬屋が、清水産寧坂の料亭明保野のまわりをうろうろしている）という報らせが入った。

「そうか。明保野亭なら、いつも政のやつが見張っている。様子によっては召捕ってやろうか」

　文吉はもう往来に出ていた。

　そのころ、明保野亭では、竜馬は、

　──なんの用だ。

　と、立ちあがっていた。女中が、「お供が参っております」と告げたのである。いそいで玄関まで出てみると、寝待ノ藤兵衛が土間で神妙にひかえている。

「なんだ、お前か」

「いや」

　藤兵衛は、恐縮がった。

「お顔をおがめれば、それでいいんで」

「なにかあったのか」

「別になにもございませんが、妙に宵から虫が報らせるような気がしたんで、ついここまでやってきたんですが、いや、そのお元気そうなお顔をおがめればそれでいいんで」

（──―？）

　竜馬は、門の外をみすかして見た。なにか、人影が走ったような気がしたのである。

「藤兵衛、早くあがれ」

　すぐ、あき部屋に藤兵衛をつれこみ、

「お前のあとを、人がつけている。心あたりがあるか」

　と、いった。

「人が？」

　藤兵衛は、さすがに蒼くなった。いっそ手先殺しの一件を竜馬に打ちあけてしまおうと思い、

「お耳を」と、にじり寄った。




「殺したのか」

　竜馬は、むっつりと押しだまった。

　部屋には、灯あかりがない。障子から淡く月光が射しこんでいるだけで竜馬の表情までわからなかったが、あきらかに不機嫌なことは、藤兵衛の眼にはわかる。

「旦那」

　藤兵衛は、次第に体を前にかたむけてゆき、やがて両手で畳をさすった。

「仕方がなかったんだ、あのさい。──殺やらなきゃ、旦那のやどまで露ばれてしまう」

「たったそれだけの理由で、人間一ぴきを殺したのか。生きものに愛いとしみを持たぬやつはろくでなしだぞ」

「だって、旦那は、人殺しの術をつかう剣客じゃござんせんか」

「武士の剣はべつだ。武士の剣には、千年のあいだ、剣というものについて考え考えぬいてきた義と理と法が背景にある。つまり武士道というものだ。これだけが世界にほこるべき精神の巨嶽だとおもえ。武士はそれによって人を斬り、ときにはおのれを斬る。盗賊の殺人とはおのずからちがう」

「勝手なもんですねえ」

　藤兵衛は、すねた。

「侍てのは元来勝手なもんだと思っていたが、旦那までがそうだとは知らなかった。言っときますがね、あっしだって道によって殺やってますよ」

「なぜだ」

「その前に伺いますが、旦那は尊王攘夷でがんしょう？」

「まあ、そうだ」

　お田鶴さまに、そのために奮迅努力せよといわれている。

「とすれァ、あの目明しの手先は、敵じゃござんせんか。いわば朝敵だ。あっしはそういうところから殺っている」

「まあいい」

　問題は、この場をどう脱出するか、である。捕吏がすでにこの産寧坂の料亭をとりまいているだろう。藤兵衛の心ない殺人が、竜馬を、好む好まぬにかかわらず、尊王攘夷のはげしい時代の潮流のなかに追いこもうとしている。

（やるか）

　立ちあがったとき、竜馬の血がはげしく流れた。今夜、生き胴の一つや二つは斬りすてるはめになるかもしれない。

「藤兵衛、二手にわかれよう。お前は、できるだけ派手に逃げてくれ。その道の職人だからへたにはつかまるまい。方角は、坂の上へ上へと逃げて、最後には東山の山中にまぎれこみ、峰を越えて山やま科しなに降り、くだって伏見に出るがよい。伏見では船宿の寺田屋で落ちあおう」

「ようがす。旦那は？」

「裏口から出る」

　竜馬は、藤兵衛を玄関から放つと、すぐお田鶴さまの手をとって、裏口から出た。三条家へ送りとどけるためである。藤兵衛は山へまぎれこめばそれだけでたすかるが、竜馬は市中へ入らねばならぬ。危険が多い。

　八坂ノ塔を通って、どんどん坂をおりてゆくと、地蔵堂がある。

　そこから人影が一つ、吐き出されてきて、背後から静かに声をかけた。

「坂本の旦那」

　目明し文吉である。お田鶴さまはそれと気づいて竜馬の手をぐっとにぎった。




　お田鶴さまは竜馬の耳もとですばやく、

「この者です、目明し文吉と申す悪党は」

　とささやいた。

　竜馬は動じない。

　だけでなく、大またで文吉に近づき、

「そのほう、文吉か」

　といった。文吉が、ぎょっ、としたのは、竜馬の声が度はずれて大きかったからである。このあたりには人家が多い。おそらく雨戸から滲しみ通って目をさました者もあるだろう。

「そうどす」

　気をのまれて、低音になった。

「わしは、土佐藩士で坂本竜馬。そちがいま問いかけたとおりの者である。なおこれにおわすは、三条卿の御裏方信受院さまお付の侍女にて、本国土佐にあっては、われらが主筋にあたられるお方じゃ。無礼あっては承知せぬぞ」

「へっ」

　文吉は軽く頭をさげて、しかしふてぶてしく、

「さきほどは、明保野亭にいらっしゃいましたな」

「よく存じておるな。わしは江戸から国もとへ帰る。途中、京に立ちより、これなる主筋のお人の御機嫌をうかがった。文吉」

「へい」

「提灯を持たんか」

「ございます」

「灯を入れてお屋敷まで御先導申しあげろ」

「しかし」

　文吉も、気を呑まれっぱなしではない。

「よろこんで御先導申しあげますが、旦那にちょっとおうかがい申しあげたいことがござります」

「まず、灯を入れろ。みちみち、聞く」

　文吉は仕方なく提灯に灯を入れた。そのときはすでに竜馬は歩きだしている。文吉は左後ろに添って歩いた。抜き打ちを用心してのことだ。

「旦那、お供はどうなさいました」

「供？」

「ほら、柳馬場で御同宿の」

「ああ、あの薬屋か」

「ただの薬屋ではございますまい」

　これが、文吉の本題である。

「ただの薬屋だよ」

「おかくしになっては、旦那のお身分にさわることになりますえ。わしのみるところ、あれは道中師か、それとも……」

「さすがは稼業だ、よく見た。あれは京へのぼる途中で同行した男だが、少々手癖がわるい。それを理由にたったいま放逐したばかりだ」

「どこへお逃がしになりました」

「逃げたのよ」

「旦那」

　文吉はちょっと凄んですり寄ろうとしたが、竜馬が不意にコジリをあげたので、はっと飛びさがった。

「悪戯いたずらなすってはこまります」

「あの男も同様だ。わしが成敗しようとしたので素っとびに逃げた。それだけのことだ。わかったろう。文吉、足もとが暗い。そうおびえずに、もそっと、提灯を前に出せ」

「このくらいでございますか」

「そうだ。ちょうど、斬りごろだな」

「げっ」

「臆病な男だ」

　その調子で、三条家の屋敷までのあいだ、町木戸を一々文吉にあけさせて、堂々とお田鶴さまを送りこんでしまった。
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　竜馬は、大坂で寝待ノ藤兵衛とわかれて、単身土佐へ帰った。

　藤兵衛が国もとまでついてこなかったのは遠慮したのである。

　──あっしみてえなのがお供について帰っちゃ、せっかくのお国帰りの錦にしきがよごれます。

　そんなしおらしいことをこの男はいった。ひとつには、この男がついていると、どういうわけか事件が多い。竜馬に迷惑がかかりどおしなものだから、しばらく身をつつしむつもりだった、というのが本ほん音ねかもしれない。

　竜馬にとって、江戸出発以来、二度目の帰国である。

　こんどは、当代第一流の剣門といわれる北辰一刀流千葉門の免許皆伝を得て帰っている。せまい城下では大変な人気であった。

「なにしろ」

　と、兄の権平は大いばりであった。

「江戸の大道場で免許皆伝をもらったのは、このところ、武市の半平太ばかりじゃキニ、まずは坂本一門のほまれじゃ。わしゃ、城下の町々を歩いていても、肩で風がぶんぶんうなっちょるぞ」

　といった。

　その武市半平太は、すでに帰国していて、城下で郷士、徒か士ちなど軽格どもに剣術、学問をおしえ、「瑞ずい山ざん塾じゆく」といえば、すでに土佐一国でもっとも人気のある私立学校になっている。瑞山とは武市の雅号のことだ。西郷吉之助（隆盛）を南洲、桂小五郎（木戸孝允）を松しよう菊ぎくというようなものである。もっとも竜馬は、終生雅号などはつけなかった。

「なあ、竜馬」

　と、兄の権平は、帰国早々にいった。

「お前も、半平太に負けずに剣術塾をひらけ。オシサン（お師匠さん）になるんじゃ。城下の目ぬきに土地を求め、りっぱな道場をたててやるぞ」

「いや、半平太は半平太です。わしにゃ、チクと考えがある。それまでは、なにもせんとぶらぶらしちょります」

「ぶらぶら」

　権平は不満であった。

「この無す愛ぼ想つ者こめ。兄が道場を建ててやるちゅうのは、次男坊ひやめしにとっちゃ、法外な仕合せじゃ。チト、物よろこびせい」

「いや」

　竜馬は考えこんでいる。

「まだ人には教えられん」

「千葉門の塾頭をつとめたお前じゃろ。大お人せらしゅうなりくさって、謙遜のまねごとをなしくさる。すこしゃ、自た慢ぎれ」

「いや、兄にい」

「なんじゃ」

「わしゃ、学問をしようかと思うちょるんでおじゃりますわい」

「が、がくもん？」

　これには、権平も爆笑した。

「竜馬、お前が学問かよ」

「学問は必要じゃとわかった。古今の書を読み、かつ西洋の書も読みたい。読んで、わしがこの手で、こんな腐った天下をなんとか動かしてくれようと思うちょります」

「天下を？　この法螺坊主め」

　権平はなお、うふうふと笑いつづけたが、急にわらいやんで、

「お前、もはや二十四ぞ。女な房なをもらわなにゃならん年ごろぞ。その年になって、学問とは遅すぎるわい。それに、師匠はたれにつくんじゃ」

「自分でやる」

　断乎として、竜馬はいった。竜馬は、教育者に不信の念をもっていた。幼少のころ、こりている。かれらは、他人を採点し、侮辱し、いたずらに劣等感のみを植えつける存在ではないか。竜馬は幼少のころの劣等感からぬけだすために、どれだけ人知れず悩んだか。




　帰国して三日目に、竜馬は、播磨屋橋を東へわたって、新しん町まち田た淵ぶち町ちようという、町名の二つかさなった城下の町に出かけた。

　そこに、武市半平太の「瑞山塾」がある。

　武市の屋敷というのは、城外五台山のちかくの吹ふ井けという田舎にあるのだが、村では諸事不便だから、妻の実家が城下にあるのをさいわい、そこを改造して、私塾にしているのである。

　門を入ると、そこここに塾生らしい若者がいる。盛大なものだ。わざわざ武市の塾に入るために土佐七郡のすみずみからやってきて下宿をして通学している者が多い。

「顎あぎ（あごの方言。竜馬がつけた武市のあだな）はいますかいの」

　と、竜馬は塾生のひとりにきいた。

「あぎ？」

「半平太のことです」

「あなたは？」

　塾生は、じろじろとこの無礼な来訪者をみた。

「法螺（武市がつけた竜馬のあだな）じゃというてもらえばわかります」

「ああ、あなたは坂本先生」

　塾生は横っとびになって玄関へかけこんで武市に報らせた。

　武市はおりから日本外史の講義中であったが、すぐ書を閉じ、

「諸君、朋と友もがきた。迎えたうえで再び講義をするから、待っていてもらいたい」

　と、立ちあがった。

　そこが、武市の律義さなのである。いかに不意の訪問客でも、しかもそれが親しい竜馬であっても、この男はちゃんと玄関に迎えに出て、あいさつをする。

「おう、帰か国えったか」

　竜馬はもう、式台にあがっている。どんどん奥へ入りかけたから武市はあきれて、

「竜馬、いま講義中だぞ」

「いつ済む」

「まだ小こ半はん刻ときはかかろう」

「待っちょる」

「そうしてくれ。そのあいだ富子にいいつけておくから酒でものんでいてくれ」

「富子とはなんじゃ」

「女な房なじゃ」

　と、武市はいった。

　なるほど、武市が女房をもらったことは竜馬もきいていたが、拝顔するのはいまがはじめてである。

　武市は居間に富子をよび、

「これじゃ」

　と、ひきあわせた。小柄で、高知城下でもちょっとめずらしいほどの美人であった。夫婦仲は、塾生のあいだでも評判になるほどいいらしい。

「富子でございます」

　と頭をさげてから、竜馬をみた。竜馬はぺこりと頭をさげた。

　やがて講義がすんでから武市がはいってきて、江戸でのはなし、高知城下の最近のことなどを語りあい、

「さて竜馬、なんの用じゃ」

「わしはの、学問をするんじゃ。なんぞよい本はないか」




「ほう、竜馬が学問を」

　それは結構だ、と普通なら調子をあわせるところだが、武市はそうはいわない。慎重な男である。例のながいあごをなでながら、

「竜馬が学問をのう」

　と、くそまじめな眼で、竜馬の顔をみた。

「不服か」

「いやいや、そうではない。心中、その年で学問とは、と感服している。しかしほどほどがよかろうな」

「なぜじゃ」

「お前の生れつきの珍しさが、学問でうすれるかもしれぬ」

「なんのことじゃ」

　竜馬にはわからない。

　竜馬の学問の一件については、のちの竜馬の同志で、土佐藩の若手きっての学者だった平井収二郎（号隈わい山ざん）が、その妹加か尾おに書きおくった手紙に、こうある。

　──（前略）もとより竜馬はひとかどの一人物なれども、書物を読まぬゆゑ、時にしては間違ふこともござ候へば、よくよく御心得あるべく候。

　竜馬の考えや行動は、独創的すぎてときに定じよう石せきをはずす危険がある、あれの煽せん動どうに乗るな、という意味である。

　また肥後藩出身で、学才天下に知られた横井小しよう楠なんは、のち竜馬にあい、その天賦の器量に感心したが、ただ、

　──坂本君、君は一つちがえば乱臣賊子になるおそれがある、ご注意あれ。

　といった。その才、行動、独創的すぎるというのであろう。

　この時代の「学問」というのは、こんにちの学問、つまり、人文科学とか自然科学とかいったものと、言葉の内容がちがう。哲学、という意味である。というより、倫理、宗教にちかい。要するに、儒じゆ教きようである。教養の中心は、人間の道の探究と、それをまもることにあるのだ。孔子を教祖とし、それに中国、日本の先哲がのこした名言を学ぶ。学ぶだけでなく、踏みおこなう。

　囲碁、将棋でいえば、定石である。これを絶対のものとして学び、それから踏みはずせば「乱臣賊子」であり、「時にしては間違ふこともござ候へば」となる。だから、この時代の学問とは、倫理道徳、みなおなじ型の人間をつくるのが、最高の理想である。「乱臣賊子」ができれば、封建体制はくずれてしまうのだ。幕府、諸藩が、その藩士にやっきになって「学問」をすすめたのは、その理由からである。

　武市半平太は、剣でも一流だが、学問でもこの男の右に出るのは、土佐藩参政吉田東洋ぐらいのものである。

　が、半平太の普通人でないところは、学問の害をも見ぬいていた。せっかく型破りにうまれついてきた竜馬が、腐れ学問でただの人間になってしまうのは惜しい、とおもったのである。

「そういうことだ」

　と、武市は右の次第を説明し、

「やるもよいが、ほどほどにすることだ」

　と、いった。竜馬も、そのことはわかっている。しかし「学問」をせねば、人と議論をしたり、考えたりするときに、用語が少なくてこまるのである。学問には、その利がある。




「わかっちょる。お前まんのいうことはみなわかっちょる。だから、たいして根こんを詰めて学問はせぬ。しかし、これだけは読め、ちゅう書物があろう。それを教えい」

「たいへんな学問だな」

　さすがに武市もあきれたが、しばらく考えてから、

「やはり歴史を読め」

　といった。武市の説では、歴史こそ教養の基礎だというのである。歴史は人間の智恵と無智の集積であり、それを煮つめて醱はつ酵こうさせれば、すばらしい美酒が得られる、と武市はいうのだ。

「史書か。そうか。しかし、日本外史とか史記とかというもんは、乙女あねの講義でさんざんに読まされたぞ」

「では、シジツガンを読め」

「なんじゃそれは」

「資治通鑑じゃ」

　中国の史書である。

　古代帝国の周の威烈王からかぞえて千三百年間の中国史である。著者は宋の学者司馬光で、これを編あむのに十九年の歳月をつかい、二百九十四巻に仕上げた。

　中国の史書の書きかたには、ふたとおりある。人物伝中心の「紀伝体」と、時の流れを忠実に追ってゆく「編年体」とがあるが、これは、「編年体」の最大の傑作といわれる。

「よし、そのシジツガンを読む」

「読めるか、訳註をしてくれる師匠が要るぞ」

「師匠？」

　竜馬はあきれた。

「そんなものが要るのか」

「要るとも。おれがなってやろうか」

「半平太づれに」

　と竜馬はいった。

「教わらん。教われば半平太と似た人間ができるばかりじゃろが」

「それでは、どうする」

「自分で読むばかりじゃ」

　と竜馬は相そう好ごうをくずし、

「おれは剣術だけは師匠についたが、学問は、べつに学者になろうとは思わんから、師匠はいらん」

「こいつ、学問のこわさを知らぬな」

「知ってたまるか」

　わっ、と笑った。

「知れば、小心翼々たる腐れ儒者ができるじゃろ」

　竜馬は辞した。

　門を出ると、すぐ武市家の塀にむかって小便を放った。

　べつに遺恨があるわけでもなんでもなく、尿意をもよおしただけのことである。竜馬には、尿はかわやで行なうもの、という法がないようであった。

　これが竜馬の癖になった。武市家へ訪れるたびに、帰りはこの塀でやる。武市は、謹直で作法のやかましい男だし、女房の富子は、きれいずきで通った女である。

　塀のその部分だけが、ひどく臭くなった。

　ある日、富子はこまって、半平太に苦情をいった。

「坂本さまはいいお人で、来てくださるのはうれしゅうございますけど、あれだけはおよしになるよう、おきかせねがえませぬか」

「いや」

　と武市はいった。

「あいつはあいつなりの法で諸事やらせておけ、やがてどんな漢おとこになるか」




　──竜馬が書物を読んじょる。

　といううわさが、城下の若侍のあいだにひろがったのは、それからほどもないころである。

　物見高い土地柄だ。これという娯楽のない城下だから、知人のうわさがすべて酒のサカナになる。おたがいみな劇中の人物である。

　それに、伴奏まで入る。土佐の風で、そのときどきのうわさを巧妙に唄に織りこむのである。それを、若侍が二、三人群れては、当人の門前を唄い流してゆく。




武市咄ばなしに坂本竜馬

本をさかさに論語読む




「馬鹿にしちょる」

　竜馬は、門前の唄に失笑したが、それでも毎日ひきこもって、例の「資治通鑑」を読んだ。しかも、白はく文ぶんである。

　送りがなも返り点もついていないから、竜馬の学力にはちょっと無理だったが、この男には、一種の天才があった。

　大づかみに、意味はわかるのである。竜馬の意見では、意味さえわかればよいではないか。

「一度、竜馬の学問を見物にゆこう」

　と、若侍たちが寄り合った。

　のちに土佐勤王党で働いた大石弥太郎ら三人が本町筋一丁目の坂本屋敷にやってきて、竜馬の部屋をたずねた。

　なるほど神妙に書見している。

「竜馬、さあ、読んでくれんか」

「読んじょる」

　と、竜馬は落ちついていった。

「声をあげて読んでくれ」

「ふむ」

　竜馬は、音おん吐と朗々と読みはじめた。三人は顔を真赤にして笑いをこらえている。竜馬はどんどん読みすすめる。

　文法も訓読法もなにもあったものではない。無茶で我流で意味もとおらず、まるで阿あ呆ほ陀だ羅ら経きようをとなえているようなものであった。

　ついにこらえかねて三人は大笑いした。

「笑うとは無礼ではないか」

　竜馬も仕方なく笑っている。

「しかし、竜馬」

　みな、畳の上をころげまわった。

「タマルカ」

「タマルカ」

　そううめいている。これが辛抱できようかという意味である。

「竜馬、それでは意味がわかるまい」

「意味ならわかる。まあ、そこで聞け」

　と、竜馬は、漢の高祖劉りゆう邦ほうが、沛はいという田舎町のあぶれ者の群れのなかからおこって秦帝国をほろぼすまでのくだりを二時間にわたって講義した。

　それがいちいち正せい鵠こうを射ているので、大石らはだんだん気味がわるくなってきた。

「もうよい、竜馬。いったい、読めもせんで意味ばァ、わかるちゅうのは、どういうわけじゃろかなァ」

「わからん。わしは文字を見ちょると、頭に情景が絵のように動きながら浮かんで来おる。それを口で説明しちょるだけじゃ」

　ふしぎな才である。




　このころ、こんな話がある。

（洋学も学ばにゃ、ならん）

　と、竜馬はだいそれた野望をおこしたのである。

「洋学。──」

　武市半平太もおどろいた。武市は漢学、国学に造詣がふかいが、洋夷の学問まではやっていない。第一、きらいである。洋夷などは、思うだけでも不潔で、四足獣とえらぶところがない、と武市は断定している。これが、俊才武市の限界であったが。

　しかし親切な男だから、竜馬の相談には乗ってやった。

「これは師匠おしさんが要るじゃろ。ちょうどお前まんの乙女姉さまの婿どの（岡上新輔）は、長崎で蘭学を修めたひとじゃ。それにつけ」

「就つかん」

　義兄の岡上新輔は医者である。尊敬すべき学者だが、しょせんは、竜馬の知りたいことを教えてくれる人ではない。

　竜馬は、世界のことが知りたい。万里の波濤を蹴ってこの極東の列島帝国まで黒船を派遣してくる「西洋」というものがふしぎでならなかった。

　それは、子供のように無邪気な好奇心であった。この好奇心があるために、武市半平太のように、頑固な、

　──天皇好きの洋夷ぎらい。

　には、なれなかったのである。

「されば、たれに就くのじゃ。この城下には蘭学者などは居やせぬぞ」

「一人いる。蓮はす池いけ町まちの河田小竜老人じゃ」

「小竜。あれはお前、絵師ではないか」

「絵師、絵師」

「絵師づれになにがわかる」

　武市はめったに人の好ききらいを言わぬ男だが、この河田小竜老人だけはきらいで、その門前さえ、

　──汚れる。

　と称して通らず、その方面へ行ってもわざわざまわり道をする。

　河田小竜は、狩野派の画家で、藩のお抱え絵師であり、士格の待遇をうけている。屋敷は塾を兼ねているが、門弟はさほど多くない。

　小竜は、ちょっと変わっている。

　警世家であった。攘夷論者をあざけり、日本は開国してどんどん外国の文物をとり入れねばならぬ、といっている。その点、急進的な勤王派と肌があわなかった。武市がきらっているのは、この点である。

　小竜は、一見識がある。

　というのは、この老人は、大そうな著書があるのだ。「漂ひよう[image: 巽]そん紀き略りやく」という。[image: 巽]そんとはタツミの方角（南東）のことで、日本からその方角には、アメリカがある。書名の意味は「アメリカ漂流記」ということである。

　小竜がアメリカに行ったのではなく、漂流したのは、土佐の漁師万次郎で、十一年間アメリカを流浪して帰国した。

　この万次郎から小竜がきいて書いたのが、右の本である。この小竜の著書によって竜馬ら土佐人は、おぼろげながらアメリカというものを知った。

　それだけではない。

　小竜は、藩命により、砲つつ奉ぶ行ぎよう池田観之助、砲術指南役田所左そ右う次じらとともに、当時、日本の諸藩のなかで唯一の先進藩だった薩摩藩にゆき、鹿児島城下に新設された反射炉やガラス工場、旋盤などの工作機械、大砲工場、造船所を見学している。新知識である。

　竜馬は、絵師河田小竜に会いに行った。

　蓮池町の河田邸というのは、小さなせせこましい家で、そこにはいつも画学生が五、六人はたむろしている。

　その一人が、取りつぎに出た。

「あっ、これは坂本さま」

　と、大きなまんじゅう鼻をひろげた。べちゃ鼻の多い土佐人にしてはめずらしく鼻が大きい。水道町二丁目に住む長次郎という若者である。饅まん頭じゆう屋やのせがれで、鼻まで商売物のまんじゅうに似ている。大変な俊才で、ほどなく藩から帯刀をゆるされ、のち脱藩して竜馬の子分になり、海援隊士となって、姓名も上杉宋次郎または近藤長次郎となった。が、これは数年後のはなし。

「なんだ、饅頭屋か」

　この若者が、小竜の門人であることは竜馬も知っている。

「なんぞ、御用でございますか」

「おれも弟子になりたい、と先生に伝えてくれんか」

「あなた様が？」

　饅頭屋はびっくりして奥へひっこんだ。

　師匠の小竜は気むずかしい男だ。ちょうど絹布をのべて絵筆をとっていたが、

「なんじゃと？」

　と、筆をとめた。

「本町筋一丁目の剣術使いが、絵師になりたいというのか。そんな物騒なやつに絵なんぞ教えられん。追っぱらえ」

　そのころ竜馬は、無断で玄関にあがり、いきなり画室のふすまをあけた。

「絵を教えてくれとはいうちょりません。アメリカ事情や薩摩の西洋機械のはなしをききたいと思って参上したんじゃ」

「こ、こいつ」

　小竜は絵筆を捨てた。

「他人の屋敷を道ばた同然と心得ちょる。なぜ断わらんかい。饅頭屋、この剣術使いをつまみ出せ」

「はっ、しかし」

　饅頭屋は閉口して、竜馬の顔をちらり、盗み見た。

「私には、つまめませぬ」

「ふむ。……」

　と竜馬も、気まずくなってしまった。この男のことだから別に無礼を働いたとも思わずにどんどん入ってきたのだが、小竜がこんなに立腹すると思ってなかった。

「饅頭屋、きょうは日がわるい」

　と、頭をかいて、

「また来るわい。それまで、たんとなだめておいてくれ」

　玄関まで出た。

　饅頭屋はあとを追ってきて、

「坂本さん、先生はああいう人です。気をわるくしないでください。ところで、うわさにきいたのですが、坂本さんは蘭学を学ぼうとなされちょるのでございますか」

「まあ、それもある」

「では、私がいい先生を御紹介します。明朝お誘いにあがります」

「よし、お前まんにまかせた」

　翌日、饅頭屋がたずねてきて、おなじ蓮池町に住む長崎帰りの医者のもとにつれて行った。これも饅頭屋の師匠である。饅頭屋は学問好きで、武芸以外のいろんなものを学びちらしているらしい。

　蘭学者は、ねずみのような顔をしていた。




　この蓮池町の蘭学者の名前は、残念ながら伝わっていない。

　蘭語を教えて、食っている。

　人物はさほどでもなかったらしい。

　竜馬は、べつに師として感服する気にはなれなかったらしく、

　──ねずみ、ねずみ。

　とあだなで呼んでいた。師としての風格をもたぬ教師ほど、世にみじめなものはない。

　教授日には、客間が、人いきれでむれるほどに塾生でいっぱいになる。たいていは、医者を志している若者が多かった。

　竜馬は、いつも末席にあぐらをかき、ふすまにもたれて、まるで鳥のさえずりのように蘭語をきいていた。

　ときどき、ふんぞり返りすぎて、ふすまが倒れることがあった。

　そのたびに、ねずみは、いやな顔をした。

（この能なしの剣術つかいめ）

　と、師匠もおもったことだろう。

　ただ一つ、竜馬にとってねずみが気に入っていることは、蘭語の教科書に医学書をつかわず、法律概論の書をつかっていることだった。

　ねずみは、一介の語学教師だから、べつに意図があってそれを教科書に使っていたわけではあるまい。たまたま、法律概論の書が手に入っただけのことだろう。

　饅頭屋など熱心な塾生は、その師匠がもっているたった一冊の教科書を筆写して、つかっている。

　竜馬は、語学者や通弁になるつもりではないから、そんな面倒はしない。ねむるがごとく半眼をとじて聴いている。

　ねずみの翻訳は、なかなか面白い。

　オランダには、将軍や大名や武士などはおらず、議会というものがある。

　憲法というものもある。これは、竜馬のこの時期からさかのぼる十年前の一八四八年に発布されたもので、きわめて自由主義的色彩の濃いものである。

　竜馬にとって大驚異であったのは、その憲法というものが、国の最高のとりきめであり、国王といえどもこれに服せざるを得ず、さらに議会が国政の最高の権威で、法律をきめ、内閣を人選する。しかもその議会をつくりあげるのは、人民の選挙である、という点であった。

　それだけではない。

　政治というのは人民の幸福のために行なうという建てまえが、竜馬をびっくりさせた。

　日本では、政治は、徳川家や諸大名の繁栄とその勝手都合のためにあるのだということは、上は将軍から、下は百姓にいたるまで信じてうたがわない。

　天皇好きの武市半平太や、倒幕論者の桂小五郎さえ、百姓町人のために奮起する、という気持はもっていない。

（おどろいたなあ）

　本当かい、と眼をこする思いであった。

　他の塾生は、懸命に、文字の綴つづりを記憶することに熱中したり、物真似の猫八のように発音をくりかえしくりかえし勉強しているが、竜馬だけは、末席で鼻毛をぬきながら、そんなことばかり感心していた。

　竜馬のこのときの感動が、日本歴史を動かすにいたるのである。




　この蘭学塾のふまじめな聴講生だったころ、竜馬にこんなはなしがある。

　ある日、師匠のねずみは、オランダの政体論についての一文を、逐ちく条じよう翻ほん訳やくした。

　訳がおわるころ、いつもながら居眠ったような姿で膝小僧を抱いている竜馬が、急に顔をあげ、

「いまの訳、間違うちょります」

　といった。

　塾生は、みなおどろいた。蘭語の一語もおぼえようとしないこの剣術使いが、いきなり先生の誤訳を指摘したのである。

　師匠のねずみは、みるみる真赤になって、

「どこが、間違うちょる」

　ときりかえした。竜馬は気の毒そうな顔をして、

「間違うちょるから、間違うちょる。どこが間違うちょるかわからんが、ただずっと間違うちょる」

「お前まんのいうことはわからん」

「わからんことはない」

「師匠を愚弄するか」

「なかなか」

　竜馬は、こまったな、という顔つきで、

「もう一度、よく原文を読んでくだされ」

　とたのんだ。

　が、何度もこのねずみの塾で、ねずみの粗末な蘭文和訳をきいているうちに、西洋の議会制度というものがわかったのだ。竜馬には「資治通鑑」のときもそうであったように、ものの大意を大づかみにつかみ、その本質をさぐりあてる才能がある。

　いまのねずみの翻訳では、竜馬がカンでさとった民主政体の本義からはずれているのである。その点から誤訳を指摘したわけだ。

「まあ、怒らんで、もう一ぺん、その横文字をみてくだされ」

「ふむ」

　ねずみは、怒りに手の指をふるわせながら自分の翻訳を検討した。

　ねずみの顔色がだんだん蒼ざめてきた。

　竜馬のいうとおり、あきらかな誤訳であった。ねずみは、ぐっと顔をあげた。

「諸君、あやまる。間違うちょった」

　剣術使いの勝ちである。

　そのうち、絵師の河田小竜のほうから、饅頭屋長次郎を使者にして、竜馬のもとに、

「会いたい」

　といってきた。

　使者の饅頭屋は苦笑していった。

「あんたは蘭学通じゃという評判が城下に立っちょります。河田小竜先生がそれほどの学者ならこちらから会いたい、と申されちょるのですよ。あの先生は、剣術使いが大きらいだし、それに、初対面の人にあうのがきらいなのです。それが、求めて会う、とおっしゃるのですから、大したものです」

「ホウか。虚名ちゅうのも、時には役ンたつもんじゃなあ」

「こんどは、作法どおりねがいますぜ」

「よし、仙せん台だい平ひら、五ツ紋でゆく」

　翌日、小竜を訪れた。

　小竜はうってかわったように、にこにこと請しようじ入れた。竜馬を人物と認めたのだろう。




　この河田小竜との対話は、日付はいつであったろう。

　季節は、真夏であった。日射しのはげしい高知では、城下の人は暗がりから働きはじめ、午後は午睡をとる。

　夜があけるのを待ちかねて、竜馬は本町筋一丁目の屋敷を、迎えの饅頭屋長次郎と一緒に出た。

　手に、乳母のおやべ婆さんがつくってくれた昼弁当をさげている。終日、小竜のはなしをきくつもりであった。事実、この日が竜馬の生涯にとって重要な一日になるのだが、竜馬のカンは、それはおぼろげながらわかっていたのだろう。

「饅頭屋、おやべが、まぜめしを作ってくれた。お前まんのぶんもあるぞ」

　どこか、まだ子供っぽくて饅頭屋にはおかしかった。

「坂本さまは、こどものころからまぜめしがお好きじゃったそうですな」

「あれは、面倒がないキニな」

「面倒？」

「めしと菜を別々に食う面倒が、じゃ」

（なるほど）

　聞きしにまさる無精者である。饅頭屋長次郎は物知りだから、西洋にもまぜめしのようなものがあると聞いている。英国の貴族でサンドウィッチ伯爵（十八世紀の政治家。外交官や各省大臣を歴任し、海軍大臣が長かった。英国政治家列伝中、もっとも無能不評判な人物とされているが、ただバクチがすきで、食事の時間も惜しんだためサンドウィッチという奇妙な食品を発明し、それだけで後世に名をのこした）の発明品で、長崎へ来る西洋人はよくそれを食べているという。

「そういうはなしですよ」

「なるほど人のいうとおりお前は学者じゃなあ」

　竜馬は感心し、感心するだけでなく、こういう物知りを乾分にすればずいぶん便利だろうとおもった。

　小竜と、会った。

　むろんたがいに絵のはなしはしない。天下国家をどうするか、ということだった。

　小竜は、竜馬がおどろくほど、海外の新知識をもっていた（むろん又聞きだが）。

　小竜は、西洋の機械文明のおそるべき発達を、実例をあげて話した。

　どの話も、竜馬にとってはじめてきくはなしで、じっとしていられない気持になった。

（西洋は、それほどのものか）

　これは武市の熱中している「攘夷」どころのさわぎではない。うかつに「攘夷」をやれば、日本武士は全滅するのではないか。

（土佐藩も日本も、ぼやぼやしちょられん。いまの徳川幕府や土佐藩のやりかたでは、日本はつぶれてしまう）

　竜馬のコブシが固くなった。

「小竜先生、やろう」

「わしは一介の絵師じゃからな」

「絵師もくそもあるものか」

「いや、わしは物知りにすぎぬ。やるのはお前さんのような法螺屋じゃ」

「ふむ？」

　あまりうれしくない。

「のう坂本さん、西洋と対抗する第一は、まず産業、商業を盛んにせねばならぬ。それにはまず物の運搬が大事であり、あの黒船が必要じゃ」

「よし、その黒船をなんとか都つ合ごうしよう」




「お前さんが、黒船を？」

　と小竜先生はいった。

「手に入れるというのか」

「そうじゃ」

　小竜先生は、がっかりした。いままで真剣に話してきて、損をしたような気がした。やはりこの剣客は、子供のころの評判がそうであったように、頭がおかしいのではないか。

「手に入れるとも、何なん隻ばいも。蒸気で船を動かし、大砲をつんで世界をのしまわってみたい」

「そうかのう、お前さんがのう」

　小竜は、声まで小さくなっている。一介の郷士の子がなにをいうのだ、といいたかった。

　そもそも、浦賀にペリーの黒船艦隊が渡来して日本人がはじめて近代軍艦というものをみてからまだ六、七年しかたっていないのだ。

　もっとも余談だが、この日本列島に住む人種は、どの民族にもない秀抜な特性をもっている。

　浦賀でペリーの米国艦隊に腰をぬかしはしたが、その翌年の安政元年には、幕府では早くも、浦賀奉行与力中島三郎助を造艦主任として、英国船をモデルとした洋式帆船「鳳ほう凰おう丸まる」というのを国産でつくっているのだ。

　その翌安政二年、薩摩藩でも、昇平丸、鳳ほう瑞ずい丸まる、大元丸の三隻をつくって幕府に献上し、日本唯一の近代工業施設をもつ薩摩藩の名を天下に高からしめた。

　さらに、尊王攘夷の本山とされている水戸徳川藩も、神がかり論ばかりをいっているわけではなかった。藩主斉昭は、江戸石川島（のちの石川島造船所）で安政三年「旭日丸」という軍艦を建造して幕府に献じている。もっとも、これはまるっきり動かず、世間の物笑いのたねになったが。

　とにかく、外国軍艦をみて数年後には、それに似た船を五隻もつくっているのである。日本人のたくましさと能力は、世界史上の奇蹟といっていいだろう。

　が、竜馬のばあい、話はべつだ。

　藩に対して一言の発言権もない郷士の身分であり、持っているものといえば、北辰一刀流の腕と、腰間の一剣あるのみだ。それが艦隊をつくるというのである。

（法螺屋め）

　小竜先生は、不快になった。

　しかし、このあと半年というものは、竜馬はひまさえあれば小竜の屋敷にあそびにきてその夢を物語った。

　小竜もそのうちだんだん竜馬の夢に乗せられて、本気で艦隊建設のはなしを談ずるようになった。

　しかし、実現の手がかりなどはまったくない。要するに、法螺ばなしである。

「法螺には、金がかからんからのう」

　と、竜馬ものんきなことをいった。こういうわけで、

　──坂本の法螺船

　といえば、城下でも有名になった。

（まあ、時期を待つんじゃ。いまにみていろ）

　竜馬は、内心、おもっている。それまでのあいだは法螺でも吹いて、世間を笑わせているしかしかたがない。

　そのうち、竜馬の身辺は、法螺船どころのさわぎではなくなってきた。

　身辺だけではなく、土佐藩の政情も、天下の情勢も、ひどく血なまぐさいものになってきた。竜馬は、その渦中に入った。




　その日は、三月四日。

　雛ひなの節句である。

　土佐藩では、節句は三日には祝わず、四日に祝う風習があった。

　藩では、この日、上士が総登城して、殿様から御酒をいただく慣習がある。

「そうか、きょうは節句か」

　竜馬は朝から、坂本屋敷の門前を、供をつれた上士が、ぞくぞくと通るのをみて、気づいた。

　が、むろん竜馬は登城などはしない。竜馬だけでなく、城下の郷士、在郷の郷士、つまり「軽格」たちは、城のどういう祝宴にも出る資格がなかった。おなじ藩士とはいえ、上士からは、人間とおもわれていない階級である。

　その夜。

　午後八時ごろであったらしい。城下がひっくりかえるような刃にん傷じよう事件がおこった。

　上士に、

「鬼おに山田」

　といわれた一刀流の剣客がある。名は、山田広衛といった。

　お城で酒宴が果てたのは夜七時半ごろで、鬼山田は上機嫌で下城した。したたかに酔っている。

風を孕はらみに帆ほ傘がさがまわる

船頭春だよ、花吹雪

　などと唄いながら、城門を出てしばらくゆくと、小男がすりよってきた。

　お城の茶坊主で、松井繁斎という男。これは口さき一つで世を渡っているような男で、家中の者から、

「べんちゃら繁斎」

　とよばれていた。屋敷は、城下の西はずれにあり、西にし孕はらみに屋敷のある鬼山田とは途中まで一緒になった。

　この刻限。

　つまり、のちに土佐藩の軽格連中をして大挙勤王運動に走らしめたこの事件は、鬼山田らが、北奉公人町、小こ高だか坂さ橋ばしを通って永福寺の門前にかかっている土橋にさしかかったときにおこった。

　星はあった。

　が、道がやっとみえる程度だ。

　その暗い前方から、すっと出てきて、鬼山田につきあたった武士がある。

「何なに奴やつじゃァ」

　鬼山田がどなった。

　黒い影が、

「これは粗そ相そうを」

　と、そのまま行きすぎようとすると、鬼山田は、待て、とどなった。

「名を申さぬか。わしは鬼山田じゃ。上士につきあたっておいて、名も名乗らぬとは無礼であろう」

　相手はだまっている。その様子を鬼山田はじっとみていたが、

「そちは、軽格じゃな」

　と、さも軽侮するようにいった。酔っている。それに、軽格の無礼に対しては、おなじ武士ながら上士は無礼討してもかまわぬという他藩にない差別法が、土佐藩にはあった。

　鬼山田は、鯉口を切った。




　鬼山田につきあたった軽格（郷士）というのは、竜馬もよく知っている。

　中なか平ひら忠一郎という、若い郷士である。愚にもつかぬ男で、衆しゆう道どう（男色）にうつつをぬかし、宇う賀か某という美少年を愛している。

　この夜も、宇賀某と手をとりあって堤の上を散歩していたのだ。雛の節句の夜だから、闇まで艶えんである。逢おう瀬せをたのしんでいたのだろう。出来ることなら、名も名乗らず、事も荒だてたくなかった。しかし、

「軽格」

　と、ののしられ、さすがの中平も、かっとした。土佐武士は、軽格のほうが骨っぽい。それに、連れている美少年の手前もある。

　男色家は、ぱっととびのいた。

「や、やまださま。武士を面罵してそのままで済むとお思いか」

「いうたな、軽格づれが」

　鬼山田はツ、ツ、と足を進めた。剣をとっては、上士のなかでは屈指の男だ。それにぬきがたい階級的おごりがある。

　スルスルと刀を上段にあげた。

　男色家は、やむなく下段。下段などは半ば防禦の構えで、よほど腕に自信がなければ、攻撃に転ずるのはむずかしい。男色家には、それがわからない。

　鬼山田は、さらに踏みこんだ。腹を心もち突きだし、ぐんぐん押してゆく。

　男色家は、さがる。

　ころはよし、と鬼山田は見たのだろう。

「やあっ。──」

　と、すさまじい掛け声をかけた。それにつられ、男色家は、おびえたようにツバを面上にあげ、胴を空あけてしまった。

　その胴を、鬼山田が真二つ。

　この世のものとは思えぬ悲鳴をあげながら男色家は、どさりと倒れた。

　鬼山田はゆっくりとトドメを刺し、手を死体の鼻にあてて気息の絶えたのをたしかめてから、

「繁斎、繁斎」

　と、連れのおべんちゃら繁斎をよんだ。

「仕止めたぞ。おそれずに出てこい」

「へ、へい」

　繁斎は、遠くでふるえている。

「こいつ、どういう面めん体ていか、見ておきたい。そこの寺で提灯を借りてこい。早く行け」

「へっ」

　繁斎は、すっ飛んだ。

　鬼山田は、それを待っている。

　その間。──

　例の美少年は、急を報らせるために男色家の屋敷へ駈けこんでいた。男色家には、池田寅之進という実兄がいる。

　これは、腕が立つ。竜馬とは、むかし、日根野道場での相弟子であった。

　寅之進は、二尺七寸、胴どう田た貫ぬき、太た刀ち拵ごしらえの剛刀を持ちだし、抜きはなって屋敷の門で鞘をすて、現場にかけつけた。

　そのとき、鬼山田は、土橋のタモトから土手を降り、小川で手をあらっていた。ついでに水を飲もうと思って、両手をさしのべて流れをすくったとき、池田寅之進が駈けおりてきた。

「かたき。──」

　いきなり背を割った。

　斬られながらも心得たり、と鬼山田はまず草をつかんで土手をかけあがり、路上で剣をぬいた。が、最初の一太刀がこたえたか、足が宙を踏むようであった。




　寅之進は、踏みこみ踏みこみして、鬼山田に働くスキをあたえない。

　剣は、しょせん、最初の一撃の勝負である。鬼山田が、いかに巧こう緻ちの剣技を誇っても、背の傷口から、刻一刻、生命が抜けていっている。

　鬼山田が動くたびに、血が飛んだ。やがて最後の力をしぼり、

「軽格。──」

　とどなって、上段からのめるようにふりおろしたとき、池田寅之進は、中段から摺りあげて籠手を撃ち、さらに剣を舞いあげて、大きく踏みこむや、思うざま、鬼山田の面を叩き斬った。

「どうだあっ」

　とさらに踏みこんだときは、鬼山田は死体になっている。

　そこへ、何も知らぬおべんちゃら繁斎が、提灯を借りてとびこんできた。

「山田様、借りてきましたぞ」

　灯をさしだした。灯あかりで、そこに立っている男を見れば、鬼山田ではない。

「ぎゃっ」

　と逃げようとしたが、池田寅之進は、人を斬ったばかりで昂奮している。

「繁斎、おのれもかたきの片割れ」

　とばかり、片手なぐりに刀をふりおろし、繁斎の細首をたたき斬った。繁斎の胴手足は提灯を持ったまま、トントンと足踏みして、やがて、ばたりと倒れた。斬れる、胴田貫は。──とあとで寅之進は、慄えながら朋輩にいった。

　翌五日。

　城下は大騒動になった。

　朝になって、うわさを聞きつたえた城下、城外の軽格どもが、ぞくぞくと坂本竜馬の屋敷にあつまってきた。

　余談だが、いつのまにか、土佐一藩数百の軽格連中は、自分らの階級の頭目として、坂本竜馬、武市半平太のふたりを、かつぎあげるようになっている。この連中が、竜馬と半平太をかつぎつつ維新回天の原動力になり、そのうちのおそらく百人近くが風雲の乱刃に斃れ、数人のやや無能小器用なのが生きのこって、維新政府の高官になった（土佐藩は、薩長土と並称されるようにいわゆる勤王倒幕主義とされているが、内実はちがう。藩主、家老、上士などの藩の上層部はがんこな佐幕論者で、倒幕派はすべてこの軽格連中であった。軽格連中は、天下に志をのべるにはまず、藩の上層部と闘わねばならなかった。そこに、幕末土佐藩の数多い悲劇がうまれてゆく）。

　竜馬は、客間にすわり、いちいち、軽格どもと応接している。

「ふむ、ふむ」

　と、うなずくきりで、いっさい永福寺門前事件について批評がましいことはいわない。

　ところが、午後になって、とびこんできた数人の気の荒い軽格連中が、

「坂本さん、いよいよ戦さじゃぞっ」

　と叫んだ。

「なぜじゃ」

「上士の連中が、死んだ鬼山田の屋敷に集結していて、池田寅之進の屋敷に斬りこもうとしている。すぐ池田屋敷に来てくれ。総大将のあんたがそこでにやにやしておられては、軽格はまとまらん」

「すぐ行く」

　竜馬は立ちあがった。




　竜馬は、本町筋一丁目の屋敷を出てから、念のため、永福寺門前の現場へ行ってみた。

「ここか。──」

　現場には、鬼山田の死体も、男色家の死体も、おべんちゃら繁斎の死体も、すでに片づけられてないが、土橋から路上にかけて、おびただしい血が流れている。

　一時間ほどのあいだに、三人の血を吸った土地だ。

　草まで、血でぬれていた。

　竜馬は、池田寅之進の屋敷に入った。すでに、屋敷にびっしりと郷士、地じ下げ浪人など軽格連中がつめかけている。

　竜馬をむかえて、どっと湧いた。

「おンしが、総大将じゃぞ。たのむぞ」

「まあ、静まっちょれ」

「タマルカ（昂奮せずにおられるか）」

　刀の目釘をしらべる者、手槍をかいこんで駈けつける者、道具屋から鎖かたびらをとりよせる者、など、まるで戦さ支度である。

　むりもなかった。

　ここから西、三丁むこうに「敵の本陣」があるからだ。

　池田の弟（男色家）を討ってその場で池田に討たれた鬼山田の屋敷に、ここと同様、上士が詰めかけているのである。

　軽格方が近所の町人を使って偵察させたところでは、上士のほうが、激昂がはなはだしい。

　──三十人ほどがひしひしと詰めかけ、三間の大おお身みの槍、手槍、投げ矢、火事装束などをそろえ、いつ押しかけてくるかわからぬ形勢。

　であるという。

「あっはははは」

　と、竜馬のそばで、数人が赤い大口をあけ、痛快そうに笑っている。

「みな鎮まりかえっちょれ。騒ほたえな」

　と竜馬がどなったが、たれもきかない。

「これで、われら土佐藩も真二つじゃ」

　それが、うれしいらしい。

「真二つ」

「真二つ」

「あっはははは、真二つ」

　口々に、叫んでいる。上士と軽格とにわかれて藩士で大戦争がはじまるのが、軽格連中には痛烈な刺戟なのだ。三百諸侯のなかで、土佐藩のような事情の藩はない。

「たまらん、たまらん」

　と、庭にとびだして、槍を繰りだし繰りだしして空くうをつきまくる者もあり、ギラリと大刀をぬいて、

「みろ、関ケ原での祖先の恨みをはらすんじゃ。この刀は、我うちが十代前の先祖が、亡主長曾我部様に従って参陣したときの刀じゃ」

　といった。

　関ケ原のとき、いまの藩主の山内家は、徳川方であった。郷士どもの先祖の主人である土佐の旧国主長曾我部盛親は西軍で、土佐兵四千をひきいて参加した。

　西軍は、やぶれた。

　長曾我部家はほろんだ。

　が、その遺臣は、山内家から弾圧、軽視されながらも、土佐七郡の山野で生きつづけてきた。それが竜馬ら土佐郷士である。

　その感情が、たまたま、この永福寺門前事件で爆発したのである。




　上士方でも、軽格側の首領に竜馬が押したてられたときき、腕に覚えのある者をさがしはじめた。

　やがて上士方では、竜馬に匹敵する剣客として、無外流の免許とり戸梶源蔵がえらばれ、それを先鋒に斬りこんでくるといううわさが、軽格方にきこえてきた。

「竜馬、そういうことだ」

　と、軽格方の年がしらの池いけ内く蔵ら太たがいった。

「そうか」

　竜馬は、もう土間におりて履きものをはいている。一同がおどろき、

「お前まん、どこへ行くんじゃ。斬りこみなら、お前ばァ、やらせんぞ」

「いや、ちょっと用足しじゃ」

　門を出ると、暗い。

　竜馬は、知りあいの町家に入って提灯を一つ借り、さっさと溝に沿って歩きだした。風が、なまあたたかい。

　鬼山田の屋敷は、その溝ばたにあり、定紋をうった高張提灯が出ていて、しきりと上士の連中やその供の者が出入りしていた。

　竜馬は、門前で放尿し、やがて門内へ入った。

「どなたです」

　と、背後でたれかがたずねた。しかしそのときは、竜馬の影はすでに玄関の式台の前に立っていた。

　そばに樟くすのきがある。まかりまちがえば、それを小楯にとってひと戦さするのもおもしろいか、と竜馬は考えている。

　さてここまでやってきたが、

（何をしにきたのやら）

　と竜馬にはべつに深い思慮はなかった。思案は、敵方の上士どもにまかせてやろうと思った。これが竜馬のいつもの法である。

「お城下、本町筋一丁目の郷士、坂本権平の弟、竜馬です。お取りこみの最中でおそれ入る。どなたか、おられませんかな」

「なに、竜馬が」

　門から、玄関から、庭さきから、上士たちが大刀をつかんで駈けよってきた。

「提灯、松明っ」

　とたれかがさけんだ。

「灯を玄関にあつめるんじゃ。本町の竜馬めが、単身斬りこんで来おったぞ」

「騒ほたえなさんな」

　竜馬がいったが、さまざまの叫び声でかき消された。上士方にすれば、恐怖がある。魔物でもやってきたように、竜馬の影像が巨大にみえたにちがいない。

　二、三が、恐怖のあまり抜刀した。

　そのくせ、たれも近寄らない。

「おのれ」

　と、しわがれた声が、一歩前へ出た。この男だけは落ちつきはらっていた。

「軽格づれが」

　と、その男がいうのだ。

「分際をもわきまえず、案あ内ないも乞わず、上士の屋敷に侵は入いりこむとは無礼であろう。それとも、無礼を承知できたか」

「承知で」

　といえば、藩法により無礼討ができるのだ。だからこの男は念をおした。もともと竜馬を斬るつもりでいる。

「お前まんさんは、どなたです」

「戸梶源蔵じゃ」

　落ちついている。さすが、死んだ鬼山田とともに上士のなかでは一、二をあらそう腕達者というだけはあった。




「ああ、お前さんじゃな、高名な戸梶源蔵と申されるお方は」

　竜馬は、眼が近いから、腰をかがめ、くどいほど相手を見すかしながら、

「本気で、おやりになるおつもりですかな」

「なにっ」

「おとなげもござらん」

　と竜馬はいった。

「私がここで死ねば、国中三百の郷士、地下浪人は剣をもって立ちあがる。藩士たがいに血みどろになって相戦う。得るところは、山内家二十四万石のお取りつぶしだけです」

　といってから、一段と声をはげまし、

「ではないか、おのおの、掛かけ川がわ衆しゆう」

　といった。

　掛川衆とは、上士たちの先祖が藩祖山内一豊に従って旧封遠州掛川からやってきて土佐を支配してから、そうよぶ。かれらを掛川衆とすれば竜馬らは長曾我部衆である。別に、上士を山やま内うち侍ざむらいとよび、郷士を土佐侍ともよぶ。

「ぶっ、ぶれいな」

「なんの無礼なものですか。理の当然をいうたち、なにがわるい。いま、天下は」

　いきなり竜馬は腰をひねって抜刀した。

　わっ、と一同はさがった。

「いま天下は、このように」

　抜いた刀をひらひらと天空にまわしながら、

「揺れちょる」

　といった。竜馬は刀をおさめ、

「それに、わが土佐藩では、上士じゃの、軽格じゃの、ちゅうて相せめぎ合うちょる。もし桂浜にアメリカ船が押しよせてくればどうなさるか。それでも、味方同士けんかをなさるか」

「味方どうし？」

　たれかが、あざわらった。

「軽格づれがわれわれをつかまえて、味方どうしとは、なんと無礼なことをいう。われわれが、情けによって言うちゃるのはよい。しかし、軽格のほうから味方どうしなどと申すのは僭せん越えつじゃぞ。藩法をみだす不穏の考えじゃ。上下の秩序すじめをきめた藩法をみだすは謀叛人。さればたったいま、謀叛人として討ちとるが、よいか」

　笑うべきでない。

　竜馬は、この場では謀叛人になった。

　これが、土佐の藩風であった。軽格が上士に「味方どうし」といっただけで、狎なれちょる、謀叛であるという奇妙な論理がなりたち、即座に無礼討にされても、上士におとがめなしという国なのである。

（つまらん藩じゃな）

　広い江戸や京大坂を見ている竜馬には、わが故郷ながらなんとも腹の底冷えるほどに愚劣な藩であり、つめたい国柄であった。

　もっとも、土佐そのものがつめたいのではなく、三百年、高知城下に進駐しつづけている山内侍のおろかしい占領意識が、軽格の身にはそうおもわれるのである。

　竜馬よりやや年下で、のちに脱藩し、維新の風雲のなかを影のように流る転てんした田中光みつ顕あき（後伯爵、昭和十四年、九十七歳で死去）は晩年になってもなお、

「私どもは土佐藩には複雑な気持をもっている。故郷とよぶには冷たすぎた。私など脱藩後、新選組などの幕吏の追及に生命をなまに曝さらされているときに、親身になって庇護してくれたのは母藩の土佐ではなく長州藩であった。私の故郷は長州といっていい」

　と述懐していた。




　抜いた。

　戸梶源蔵は、下段に構えた。

　と同時に、玄関前で竜馬をかこんでいる十二、三人の上士が、源蔵の抜刀をみてばらばらと刀をぬいた。

「掛川衆」

　竜馬は、そっと樟の幹に肩を寄せながら、

「早や、やりなさるか。もうチクと、問答してから、殺すなり殺されるなり、なさればどうです」

　といった。

「無益っ」

　戸梶源蔵は、とびあがった。とともに上段にふりあげ、ぱっと宙ちゆう空くうで右手をはなした。刀を大きく旋回させ、竜馬の左横面を撃ってきた。

　竜馬は、クルリと樟にかくれた。

　源蔵の刀が、ぐさりと幹にささった。

「逃げた」

　とたれかが叫んだ。

（逃げるもんか）

　再び幹の左手にあらわれたときには、すばやく戸梶源蔵の右籠手を撃った。みねうちだが、戸梶の骨が泣いた。刀を落した。

　そのときは、竜馬は門わきにとびさがっている。段ちがいの腕であった。

「これ以上は無駄ですか、論じても。──」

　竜馬は刀をおさめた。そのまま大手をふって門から出た。たれも追う者がない。竜馬の背にある桔梗の紋が、たれの眼にも痛いように映った。

　その足で、軽格の本拠池田寅之進屋敷にもどると、みな大騒ぎをしていた。

「竜馬、たったいま、池田寅之進が、腹を切った」

「馬鹿ァ」

　竜馬は、咆ほえた。

「なぜ、とめなんだ」

「その間もなかった。いきなり、脇差を突きたておった」

　奥の間にかけこむと、なるほど池田寅之進は背をまるめ、脇差を抱きこむようにしてころげまわっている。苦しいのだろう。

「頼む、介かい錯しやくをしてくれ」

　と、池田寅之進は、虫の息でいった。

　が、たれにとっても、とっさのことだったらしく、騒ぐばかりで、介錯をしてやろうとする者がいない。

　だけでなく、医者を、と駈けだす者もあった。命をとりとめさせたいのだ。池内蔵太などはこの期ごにおよんで池田にだきつき、

「お前まん、切腹することはないんじゃ」

　脇差をもぎとろうとしていた。

　むりもなかった。

　池田寅之進は、弟の仇をその現場において討ち果たした勇者なのである。

　他藩ならば、武士の鑑かがみ、ということで褒賞こそあれ、罪にはならない。

　が、土佐藩にあっては、上士を討ったことは藩の秩序をみだす大罪であった。

　それだけではない。

　上士たちが、一屋敷にたてこもり、軽格方に、「池田を渡せ」と要求し、私刑を加えようとしている。それを、藩の大目付以下の監察機関が、見てみぬふりをしていた。

　池田寅之進は、自分のことから、なかまの軽格に迷惑がかかることをおそれ、とっさに腹に刀を突きたてた、という。

　竜馬は、すべてがわかった。

「内蔵太、退どきなんせ」

　と、静かにいった。




「介錯してやれ」

　と、竜馬はいった。

「竜馬ァ、お前は」

　池内蔵太は、泣き顔をあげた。

「これほどの勇士を、むざと殺すのか。他藩ならば、めでたく仇を討った勇士じゃ。荒木又右衛門、堀部安兵衛にも比肩できようぞ」

「内蔵太、まちがうな、ここは土佐藩じゃ」

「むう」

　内蔵太は、池田寅之進の傷口を両りよう掌てでおさえながら、ほとばしるような声で哭なきはじめた。

「内蔵太、おンしに武士の情けはないのか。勇士をこれ以上苦しませるのか」

「わかった」

　内蔵太は立ちあがった。剣をぬき、前かがみになって、

「池田よ。池内蔵太が介錯をするぞよ」

「ありがとう」

　と、池田寅之進は苦しそうにいった。しかし、内蔵太はなおもいった。

「おンしは、その場で弟の仇を討って武士の名誉をとげた。土佐藩ならずば、生しよう々じよう世ぜ々ぜ、語りつがるべき武士のほまれじゃ。上士へのうらみは、わしが晴らしてとらせる。うれしく成仏せい」

「おお、もとよりじゃ」

「御免。──」

　首は、前に落ちた。

　内蔵太は、作法どおり、首を竜馬のほうにむけた。

「たしかに」

　と竜馬はいってから、刀の下さげ緒おを解き、それを血の中にひたした。

（池田、おンしのことを忘れはせぬ）

　そのつもりで、それをした。が、たれもが竜馬の意中がわかったのか、みな、下緒を解いた。

　たっぷりと、池田の血で染めた。浸しながら、池内蔵太は、また声を放って泣きだした。

「池田ァ」

　内蔵太の顔が、涙と血で、赤鬼のような形相になっていた。

「わしら土佐藩の郷士にゃァ、藩はないと思いさだめたぞ。こんな腐れ藩、ないほうがましじゃ。一朝、天下に事あらば、藩のためにも起たたぬ。幕府のためにも起たぬ。京の天子のもとに集まってやる」

　池内蔵太は、武市半平太の勤王論の心酔者である。

　池内蔵太だけでなく、この場に居あわせたすべての郷士は、おなじことを誓った。

　竜馬は、門を出た。

　頭上いっぱいに、星が輝いている。

（やがて、土佐はえらいことになるぞ）

　足は、武市の屋敷にむいている。こんなときには、いつも武市と談ずるのが、くせになっていた。

　が、すぐ思いだした。武市は、ここしばらく、剣術詮議という名目で、藩外に出ていて城下にはいなかった。

　このとき竜馬、二十五歳、安政六年。

　このとしは、さまざまなことがあったが、竜馬は、読書で暮れた。




　明けて万延元年、竜馬二十六歳。

　竜馬にとって、刺戟のすくない日がつづいている。

　が、退屈をするのがきらいな男で、読書に飽くと武市半平太を訪ねたり、城下の郷士に剣術を教えたり、かとおもうと、数日屋敷から姿を消したりした。

「また、山歩きでもしちょるんじゃろ」

　と、兄の権平も気にとめない。事実、数日してもどってくると、りっぱな自じ然ねん薯じよの十本は、手にさげていた。

　乳母のおやべさんが、自然薯に目がないのを竜馬は知っている。

　呉れてやると、

「やれ、坊ぼんさま、うれし」

　竜馬に抱きつくようにいうのだ。

　源おんちゃんもこれがすきで、竜馬は、おんちゃんの小屋にも、一本、徳利と一緒にほうりこんでおいてやる。

　おんちゃんは、これをなますに刻んで、にんにくと一緒にかじりながら焼酎をのむ。ずいぶん酒の味が違うらしい。

　あとの二、三本を手みやげに、半日、田舎道をあるいて、乙女姉さんの家へゆく。

　この日も、そうだった。

　ところが、わるいことに、乙女姉さんはひどく機嫌がわるかった。

　竜馬は、案内も乞わずに、どんどん屋敷に入り、台所へ通った。裏庭もみた。広い屋敷はいっこうに無ぶ人にんで、がらん、としている。

　最後に、仏間をあけた。

　そこにいた。

　が、じろりと竜馬をみたきり、乙女姉さんは思案している。

　評判の大女のくせに、ひざにそろえている手が、弟ながら、はっとするほどきれいなひとだった。

「なんぞ、おむずかりですか」

　と竜馬は、首をすくめた。

「姉さん、わしなんぞに怒ったち、しかたがなかろう。しかし満足ほつこりせんことがあったら、言うてたもらんかの」

「お前に怒っちょりません」

「では、たれに怒っちょります」

「子供にはわからん」

「二十六にもなっちょる」

「女房ももたぬ者に話しても、わかりますまい」

（ははあ、痴話喧嘩か）

　そうと察したが、しかし乙女姉さんでもそういうことがあるのか、と竜馬はそのことに驚いた。

「姉さんは子供がないきに、いつまでも若うて、それで喧嘩なさるのじゃな」

「わかったことを、竜馬は言うちょるよ。子供ができたきに、私は騒いじょります」

「結構ではありませぬか」

「なんの、私の子ではありませぬ」

「すると」

「新輔どのは、あれは見かけによらず、とんだばぶれもん（好色者）でありました。小こ女じよ（女中）に手をつけました」

　竜馬は、そろそろと障子ぎわへ後じさりしはじめた。こういう話は、にが手だ。

「竜馬、そりゃ、なんえ？」

「逃げます」

　廊下のむこうから、亭主の岡上新輔が蒼い顔でやってきた。




　義兄の岡上新輔は、竜馬の姿をみると小さな顔をくしゃくしゃにしてよろこんだ。地獄に仏、といった顔である。

「竜馬よ」

　と、廊下によびだし、

「聞いたか聞いたか」

　と、小声でいった。当人は真剣なのだが、この義兄はどことなくおかしい。

「嬶ななが、怒って大わらわになっておじゃる。お前まんは気に入りの弟でありますゆえ、わしのためになだめてやってたもらんせ」

「にいさん、嬰や児やは、男の子ですか」

「わるいことに男じゃ」

「目方は」

「わるいことに、一貫目近くあったぞ」

「目鼻だちは」

「おお、わるいことに、先方の女ななにそっくりでの。玉のように可愛げじゃ。こまっちょる」

「りゃりゃ、ホウか。それなら」

　竜馬は乙女にも聞こえるように大声をあげた。

「勝負はあった。その女ななに乙女姉さんは負けなされた。子供は天が生むものじゃ。まさか、義に兄いさんも、好きで生んだのではござるまい」

「おお、生もうと思うて生みはせぬ。もっとも女ななは好きで抱いたがの」

「それなら、その好いたぶんだけ、乙女姉さんに撲ぶたれなされ。あとは知らぬ」

　竜馬は、廊下を逃げだそうとすると、乙女はカラリと障子をあけて、新輔をにらみつけた。

「ばぶれもん」

　乙女は、好色な男が大きらいだ。

「不浄ゆえ、当屋敷には入れませぬとあれだけ申したのにまた戻りましたか」

「お仁王、かんべんじゃ」

「なりませぬ」

　乙女は、新輔のえりがみをつかむなり、どっと庭さきにほうりだした。あいかわらず、女には惜しい大力である。

（これなら、新輔義あ兄にがおなごをつくるはずじゃ）

　と思いながら、竜馬は乙女姉さんをとめにかかった。

「えい、のきなさい、竜馬」

「退どかれん。いまの鉄砲でかんべんしてやんなされ」

「竜馬、さからいますか。さからうなら、そなたも容赦しませぬぞ」

「義に兄いさんから頼まれちょる。なんならここ一番、乙女姉さんと角力すもうをとって、わしが勝てばゆるしてたもるか」

「なんの」

　乙女姉さんは、武者ぶりついてきた。なにしろ縁の上である。

　竜馬も、やっと縁のはしを剣ガ峰にしてささえながら、十八貫の乙女姉さんの腰をかかえ、しずしずと持ちあげはじめた。

　乙女は両足をばたばたさせている。

「竜馬、竜馬」

　さすがの乙女も、たまりかねて叫んだ。

　そこへ、門前で馬蹄の音がとまったかとおもうと、庭さきへ旅装の武士が駈けこんできた。

「竜馬、一大事じゃ」

　と武士はいった。




　武士は、武市半平太である。

　長身雄偉な骨柄を、ぶっさき羽織、馬乗袴にかため、色白で青々としたひげのそりあとを、微笑でくずしている。

　──一大事。

　といったわりには、その笑顔がすがすがしすぎた。

「なんじゃ、お前まん、旅姿で」

「これか」

　武市は、ムチで袴をばたばたとたたき、

「江戸へ発たつ」

「ほう、やぶから棒じゃな」

「吉報があった。おそらく天下を憂える者はどよめくであろう」

「めずらしい」

「なにが」

「お前が、左様に昂奮たかぶっちょるのは」

「あっはは、これをよろこばずにおられるか」

　といってから、武市は、見てはならぬとさきほどから自制している当家の異常な光景へやっと眼をうつした。

　そこに、乙女姉さんがいる。

　竜馬に縁側から落されてしりもちをついていたのが、やっと裾をつくろって起きあがっていた。

　乙女に投げとばされた夫の新輔も、やっと起きあがっている。

「これはこれは、ご活潑なお仲で」

　半平太は、くそまじめにあいさつした。

　乙女姉さんは、真赤になった。乙女は半平太とは似た年ごろだが、むかし、ひそかに想ったことがあるらしい、という秘話を、竜馬は乳母のおやべさんからきいたことがある。

「あの」

　といったきり、乙女は、あいさつもそこそこに、縁へはねあがって、障子のかげにかくれてしまった。

　竜馬は、鼻の奥でぐずぐず煮えきらない笑いをひろげながら、

（はずかしがっちょる）

　しかし、半平太ほどの偉丈夫を乙女は理想の男性としていたとしたならば、岡上の新輔さんでは不足なはずじゃ、と竜馬はおもうのである。

　そう思ってみると、乙女の姿は滑稽でもあったが、あわれでもある。

　岡上新輔も、落ちつかぬふぜいで竜馬と半平太の顔をかわるがわる見つめていたが、やがてどこかへ行ってしまった。

　女の家に行ったのかもしれない。

「まあ、腰をおろせ」

　と、竜馬は自分でさきに立って、縁側に腰をおいた。

「一大事とはなんじゃ」

「大老井伊直弼が、江戸桜田門外で水戸、薩摩の憂国の烈士のために殺されたぞ」

「えっ」

　ありうべきことではない。

　日本史上最大の強権の府である徳川幕府の大番頭が、しかも三十五万石の格式による行列を組んでいるはずであるのに、それが堂々千代田城の門外で殺されたとは。

（これは、大変な世の中になるぞ）

　竜馬の血が、逆流して、めくらむおもいであった。生涯、これほど血のわいた瞬間はない。




「そ、それはまことか」

　竜馬は、半平太の手をにぎった。

「うそはいわん。みろ、わしの歯を」

　半平太は、口をあけた。口中の肉がやぶれ歯に血がにじんでいる。

「ここへ来る途中も、そのことを思うと血が湧き、馬上でひとり歯を嚙んだ」

「世がひっくりかえるぞ」

　幕閣の首班が、名もなき浪士のために殺されたのだ。これは癖になる、と竜馬はみた。今後、俗論、軟論をもつ幕閣、諸藩の藩庁の要人はつぎつぎに殺されてゆくだろう。

「これで竜馬、草そう莽もうの正気が陽の目をみたのだ。水戸、薩摩の連中は、一剣もって天下をただした。われら土佐武士も、ぼやぼやはしちょられんぞ」

「ふむ」

「殿も、よろこんじょられるげな」

　そうだろう。

　藩主山内豊信は、幕府のために良かれと思って水戸徳川家から将軍の世子を出す工面をしたために、水戸ぎらいの井伊に忌まれ、隠居を命ぜられて、いまは容堂と名乗り、藩政から手をひいている。例の安政ノ大獄のあおりを食ったわけである。

「むろん」

　と、城下で天皇好きとあだなされている武市はきびしい顔をして、

「京も、およろこびであろう」

　といった。

「それでわしは」

　武市は、声をひそめて、剣術詮議のためという名目で江戸へ立つ、といった。

「なぜ江戸へ」

「江戸には、薩摩、長州、水戸の錚そう々そうたる若い連中があつまっている。それらの動静をさぐり、われら土佐者の今後の行き方を考えてゆかねばならぬ。場合によっては」

「ふむ？」

「薩長土という西国三藩連合をつくり、京都様を擁して幕府を制圧しようかとおもうちょる。さもなくば、現下の外患から日本を救いだす道はない」

「そうせい」

　竜馬は、大きくうなずいた。が、そういいながらも、武市も竜馬も、まさかそんな奇き矯きような夢想が成功するものかどうか、強力な幕藩体制下にあるこんにち、しょせんは夢かもしれぬ、というむなしさもともなっている。

「そこで、ここにお前まんを訪ねてきたのは、わしの留守中、武市塾にあつまっている若い者の面倒をみてやってくれということだ」

「心得た」

「もう一つは、土佐七郡の山野に三百の郷士、地下浪人がいる。これらを一党にまとめたい」

「ほう」

「上士は代々俸ほう禄ろくに飽いて大事を語るに足らず。これから、時代の悲風惨雲に堪えて生命を惜しまず働くものは、われわれ一いち領りよう具ぐ足そくの子孫どもだ」

　このあと、しばらく雑談していたが、武市は陽のかげりをみて、あわてて立ちあがり、

「頼む」

　と、馬上の人になった。




　武市の不在中、本町筋一丁目の坂本屋敷は土佐七郡の若者の集会所のようになった。

　例の池田寅之進の事件があってから、軽格連中は、横につながり、いよいよ同志のつながりはかたくなった。

　かれらには、

「上士、何するものぞ」

　という気概がみちみちている。三百年の圧制が、火をふきはじめたようであった。

　それに、江戸桜田門外でおこった井伊大老の暗殺事件は、土佐七郡の田舎侍どもにも微妙な影響をもたらしている。

　──ほう、そんなものか、幕府とは。

　そういう軽侮を、かれらにもたせた。かれらの会話のなかでの用語までかわった。いままで幕府のことを、

「大公儀」

　とうやまい呼んでいたのが、単に、

「幕府」

　と呼びすてるようになった。言葉には意識がつきまとう。その意識に、三百年の慣習をやぶるなにかがうまれはじめていた。また幕閣の閣老のことをいままでは、

「御老中」

　と敬称していたのだが、桜田門外ノ変以来はただの老中とよび、将軍のことも、

「大たい樹じゆ」

　と敬称せず、将軍とよびすてた。

　それほどかわった。

　土佐だけではない。薩摩、長州、といった西国の大藩の藩士は、桜田門外ノ変以後、かれら自身はそれほど気づかなかったかもしれないが、心の中で微妙な変化をみせはじめた。それまで幕府というものから受けていた畏怖感、重圧感は、それ以後にわかにうすらぎ、

　──存外、芝居小屋の書割りのようなものではないか。

　という感をもちはじめた。

　この年から三年後、長州の高杉晋作が、京都で将軍の行列をふところ手をしながら見物し、ちょうど芝居の役者にでも声をかけるように、

　──いよう、征夷大将軍。

　と、大声で囃はやした。それをきいた将軍のお供の旗本たちは、口惜しさに暗あん涙るいにむせんだという。

　明治維新は、すでに桜田門外ノ変からはじまったといっていいし、また、この変事がなければ維新は何年おくれたか、もしくはまったく別のかたちのものになっていたかもしれない。

　が、おなじ影響でも、土佐藩のばあいは、薩摩、長州の武士とちがう点があった。土佐藩のばあい、藩公、家老、上士はなんの影響もうけず、過敏だったのは、軽格である。

　しかもその軽格連中が、幕府を軽侮すると同様、藩そのものを軽侮しはじめた。

　何度もいう。

　倒幕維新の運動をやった薩長土三藩は、いずれも三百年前の関ケ原の敗戦国である。幕府には恨みがあった。が、土佐藩のばあい敗戦者は旧長曾我部家の遺臣の子孫である軽格連中であり、藩公以下上士は、戦勝者であった。自然、佐幕主義たらざるをえない。




　桜の季節もすぎたころ、土佐と伊予の国境いの山間、立たち川かわ口ぐちに入ってきた眼のするどい武士二人がある。

　土佐は、薩摩ほどではないが、それでも他国の者の入国はやかましい。

「もうし」

　と、庄屋の手代が見とがめた。ここでは関所はなく、庄屋が、街道の出入りの責任をもたされている。

「お武家さまは、いずかたのお方にて、いずかたへ参られます」

「わしは水戸藩士住すみ谷や寅とら之の介すけ、これなるはおなじく大おお胡ご聿しん蔵ぞう。ここより山をくだって高知城下へ参る」

「お手形は？」

「ない」

　手代は、ふるえあがった。人相容貌、盗賊に似ている。

「まことにお持ちではござりませぬので」

「ない」

「されば、お通し申しあげるわけには参りませぬ」

　すでに、人がたかっている。庄屋の人数のほかに、近在の郷士、地下浪人まで出てきて不穏の形勢である。

　斬り破って山をくだるのは住谷、大胡の実力からみていとやすいが、それではかれらの入国の本意がとげられない。

　住谷寅之介は、この山村の者こそ名は知らないが、すでに天下に鳴りひびいている尊攘運動家である。

　水戸藩馬廻役二百石。というより、藤田東湖亡きあとの水戸イデオロギーの鼓こ吹すい者しやとして名が高い。

　安政ノ大獄後、にわかに水戸藩の政壇、論壇における勢力がおちたために、住谷は大いに嘆き、諸国遊ゆう説ぜいに旅立った。

　当時、水戸藩はいわば尊王攘夷思想の大本山で、薩長土三藩の士をはじめ、諸国のいわゆる志士は、水戸を精神の故郷としている。

　その大本山の、いわば布教僧として住谷寅之介は、土佐に来たのである。

「まあ、よい」

　と、住谷は、手代にいった。

「入国はあきらめよう。しかし頼みがふたつある。かなえてくれるか」

「なんでございます」

「一つは、きょうは庄屋殿の屋敷に泊めてもらうことだ」

「いまひとつは？」

「この土佐で、時流を嘆き、御国のゆくすえを憂え、しかも談ずるに足る士がおるか」

「はて」

　まわりの郷士や地下浪人が、なぞなぞのようなこの質問をめぐって、首をあつめて協議した。

　二人の名が出た。

　坂本竜馬と、武市半平太である。

　しかし武市は、いま江戸にあって、在国していない。

「されば、お城下本町筋一丁目の郷士にて坂本竜馬という者が、お質たずねのそれに適あう者かと存じます」

「その坂本氏をここまで呼んでもらえぬか」




　朝から、小雨がふっている。

　竜馬の部屋からみえる庭の山やま桃もものぶの厚い緑が、いちだんと美しい。

（ふむ？　住谷寅之介）

　立川口の庄屋からきた使いが帰ったあとも竜馬は、変な顔でいる。

　はじめてきく名なのである。

（会おうというなら行かずばなるまいが、こまったな）

　同志の連中を呼んでみた。

　五、六人集まった。

　みな、どの顔をみても、色の真黒い垢ぬけのせぬ田舎侍である。

「オンしら、聞くが、水戸藩の志士で天下にその人ありと知られた住谷寅之介という仁じんを知らんか」

「知らんの」

　みな顔をみあわせた。

「それほどの名士か」

「おうさ。東湖（藤田）なきあとの東湖といわれて、名声、海かい内だいにさくさくたる豪傑じゃ」

「竜馬、お前まん、知っちょるかの」

「いや、右の次第は、庄屋の使いの小者からきいたのじゃ」

「小者でも知っちょる名か」

「いや、小者は当人から聞いた、ちゅ」

「にせではあるまいの」

「ばかに疑う」

　竜馬は、わが田舎同志どもがおかしくなった。本物の名もきいたこともないのに、にせもあったものではなかろう。

「とにかく、どれほどの人物か、たしかめにゆく。連れは、お前まんとお前まん」

　と、竜馬は、若侍のなかで人一倍のおどけ者と、唄上手を指名した。

　おどけ者は、甲こう藤とう馬太郎。

　唄上手は、川久保の為ためやんこと、為之介。

「行くぞよ」

　と、三人は、笠、ミノで雨をしのぎながら城下を発った。おどけ者の馬太郎は三升酒といわれた男で、樽で酒五升を背負い、為やんも、五升背負っている。

　城下から立川口の山中まで、道中十二里。

　ふつうなら、途中一泊して行くところだが、この三人は、馬のように足が達者にできている。

　さいわい雨は日没前にやんだので、ぬかるみをころびながら山坂をのぼった。

「なあ、坂本さんよ、水戸の住谷先生ちゅうのは、どのくらい飲むのかい」

　田舎者の無智と純情さで、おどけ者の馬太郎などは、酒を飲ませることばかり考えていた。

　一方住谷寅之介は、安政ノ大獄で自分のほうの水戸勤王派が潰滅同然になっているため、全国的な機運をもりあげ、とくに西国の雄藩の志士と提携し、幕府の行き方に対する強力な批判態勢をつくりあげようとしていた。

　すでに、越前松平藩、芸州広島藩、長州毛利藩など雄藩のそうそうたる有志を説きおわって、いま土佐藩にやってきた。

　住谷には期待がある。

　どれほどの論客が、自分の前にあらわれるのであろうか、と。




　竜馬、おどけの馬太郎、唄上手の為之介が立川口の庄屋屋敷に到着したのは、すでに夜ふけであった。

　馬太郎が、門もん扉ぴを乱打してやっと小者をおこし、つづいて庄屋を起こさせ、

「高知から、坂本竜馬をはじめ、甲藤馬太郎、川久保為之介がただいままかり越した。水戸の住谷先生に取りついでもらいたい」

　深夜である。

　どうかしている。

　住谷寅之介は、熟睡中をおこされて、それがまず神経にさわった。

（田舎者じゃな）

　とおもうのだ。横に寝ていた大胡聿蔵も、しぶしぶ起きあがった。

「いま、何刻だろう」

「さあ。こう冷えるようでは、そろそろ丑ノ刻（午前二時）に近いのではないか」

「丑ノ刻。明朝、来ればいいのに」

　そこへ、廊下のむこうからがやがやしゃべる声が近づいてきて、やがて、田舎侍どもが隣室へ入った模様であった。

　住谷、大胡が口をすすいでから出てみると、おどけの馬太郎が、

「これは、これは」

　とおどろいてみせた。寅之介は六尺ちかい大男だったからである。

「水戸藩の住谷寅之介です。こちらは同じく大胡聿蔵」

「おくれました」

　と、土佐藩側が、それぞれ名乗った。

　名乗りおわると、おどけの馬太郎は屋敷の使用人どもをよび入れて、

「さあさあ、支度じゃ支度じゃ」

　と、さわがしく座敷をかけまわり、唄上手の為之介も立ちあがって、座敷を出たり入ったりしはじめた。

　話もなにも、あったものではない。

「坂本氏」

　と、住谷は神経質な男だ。にがりきっていった。

「土と佐さ人びとはにぎやかでござるな」

「左様ですかな」

　竜馬はあごをなでている。

　やがて、酒席ができた。

「まあ、お一つ」

　と、おどけの馬太郎は、徳利を近づけてきた。住谷は、酒がのめない。

「不ぶ調ちよう法ほうでござる」

　とことわったが、馬太郎も為之介も、そんな生やさしいことわりで引きさがる男ではない。

　むりやりに杯をもたせた。その杯ときたら、五勺しやくは入りそうな、ばか大きな容器である。

「か、かような杯は」

　と、すこしは酒がのめる大胡聿蔵も、閉口したらしい。

「大胡先生は、いかほどお飲めになります」

「少々は」

「はあ、二升でござるか」

「いや、少々でござる」

「升々でござろう」

　これが土佐の悪風である。遠来の客が酔いつぶれて血へどを吐きそうになったところを見とどけてから、

　──本ほん夕せきの接待はうまくいった。

　と安堵するのだ。そういう接待法の狂信徒のようなのが、馬太郎と為之介である。




「ささ、一つ、一つ」

　と、馬と為は注いでまわる。

　酒は、土佐の佐川郷で吟ぎん醸じようされる司つかさ牡ぼ丹たんである。土佐人ごのみの辛口で、一升半のんでから口中にやっとほのかな甘味を生じ、いよいよ杯がすすむという酒豪用の酒である。

　馬太郎、為之介のふたりは、客に注ぎながらも、注がれ上手でたくみに杯をかさね、ちょうど一升入ったところで、

「さあさ、おなぐさみに、唄を一つ仕つかまつりましょう」

　と、いった。

「いやさ。それはありがとうござるが」

　と、住谷寅之介はにがりきっていった。

「われわれは、酒を飲みに参ったのでもなく唄をききに参ったのでもござらぬ。国事を談ずるために参った。たがいに、酔いつぶれぬうちに、談じよう」

「おかたい、おかたい」

　と、おどけの馬太郎は、もうすっかり酔態を呈している。

「為之介よ。早う唄をやらんかい。住谷先生がああ申されるようでは、まだ座が白けちょる」

「引きうけた」

　為之介が、掌てをたたいて、顔に似合わぬ美声で歌いはじめた。

　馬太郎が、箸をもち、茶碗太鼓で拍子をとっている。

（こまったな）

　住谷寅之介は江戸育ちだから、こういう田舎者のあくの強い接待はにが手だった。

　唄がおわると、土佐側は、それも余興のつもりで、互いに箸はし拳けんを打ちはじめた。

「ひやっ」

　という気合でコブシをつきだし、拳を打つ。たがいのコブシにかくしている箸の数についてルールがあり、負けると罰杯として酒を飲む。

「どうじゃあっ」

「ひゃっ」

「どうじゃあっ」

「ひやっ」

　と大騒ぎになった。

　住谷も大胡も、ぼう然としている。

「坂本氏。もう酒も余興も、このへんでよいではござらんか」

「馬、為、やめろ」

　と、竜馬も苦笑して声をかけた。正直なところ、竜馬も、相棒どもの喧騒な誠意には疲れはじめていた。

　しかし、馬と為のためには弁じておいてやらねばならない。

「なにしろ、天下の住谷、大胡先生が見えちょると申すので、この者ども、雨中に樽を背負って山坂をのぼってきたのでござる。これが土佐の作法でござるゆえ、おゆるしくだされ」

「ところで」

　と、住谷寅之介はひざをすすめ、幕閣の内幕、諸藩の内情をつぶさに物語りはじめた。説くところ明快で、語るところ、流りゆう暢ちようである。

　竜馬は、にこにこ笑ってうなずいている。

　が、住谷が、「この点、どう思いなさる」とか、「御藩ではどうであるか」などと反問しても、為、馬の二人はむろんのこと、土佐では坂本、といわれた竜馬も、ろくに答えられない。答えようにも、幕閣の情勢など、なにも知らないのである。

（とんでもない大田舎にきた）

　住谷寅之介の秀麗な面おもに、失望の色がうかんだ。




　このとき竜馬以下三人の土佐侍が、住谷寅之介には、いかにも田舎臭くみえたようである。

　現在残っている水戸の志士住谷寅之介の日記には、

「外ほか両りよう人にんは国家の事一切不知しらず」

　とある。手きびしい。

　日記でいう外両人とは、むろん、おどけの馬太郎と、唄上手の為之介のことだ。馬も為も、土佐国内ではいっぱしの「勤王の士」だが、天下第一流の住谷寅之介からみれば、たんに田園の青年で、「国家のこと一切知らず」も、むりはあるまい。しかし、こうみそくそにやられては馬も為も可哀そうで、とにかく二人は田舎者の律義で、十二里の道を、酒樽までかついで天下の水戸藩の志士を慰めるに懸命だったのである。

　日記は、さらにいう。

「竜馬迚とても、役人（幕府の老中、若年寄、外国奉行など）の名前さへ更に不知しらず」

　住谷は、席上、

「幕閣の何なにの守かみはこういう考え方で、何の守はしかじかの人物だ、これでは、洋夷を撃ちはらうどころか、かれらに侮辱され、ついには神州を失うにいたる」

　などと悲憤慷慨したのだが、ともに憤慨すべき竜馬のほうは、何の守、何の守の、名前さえ知らなかったというのだ。これでは、土佐藩有志の蹶けつ起きをうながすどころか、野末の石地蔵にものをいいにきたようなものである。

「空敷むなしく、日を費ついやし、遺い憾かん々々」

　と書いている。わざわざ遠おん国ごくの土佐まできたのはむだであった、と自分のおろかさをなげいている。

　竜馬も、よほど薄ぼんやりしていたのだろう。

　ただ、この日記には、竜馬のことを、

「頗すこぶる可愛あいすべき人物なり」

　と書いている。志士論客、というより、愛すべき人物として住谷の眼にうつった。この「愛すべき人物」が、のちに天下に対し異常な力をふるうにいたるとは、さすがの住谷も見ぬくことができなかった。

　竜馬も、竜馬なのだ。

　別れるときも、住谷のよき論友になれなかったことを気の毒がり、

「こんなときに、武市半平太がおりましたらなあ」

　と、しきりにいった。

「武市氏の名はきいていますが、それほどの高説の持ちぬしですか」

「ほにほに」

「え？」

「そのとおりです。あれは、城下でも名代の天皇好きですきにな。お前まんさんとはきっとうまがあいます」

　これでは住谷も、（愛すべし）というほか印象の書きようがなかったろう。

　住谷はその後、水戸藩主徳川慶よし篤あつが京に入ってから、京都屋敷で大おお番ばん組ぐみ軍ぐん用よう掛がかり心得になり、さらに京師警衛指揮役という水戸藩の京都隊長などをつとめ、過激公く卿げとつきあって大いに時じ務むを論じたりしたが、大した大仕事もできぬまに、慶応三年六月十三日祇ぎ園おん祭まつりの夜、京の鴨川松原河原で通行中を、物盗りの武士に殺された。




　桜田門外ノ変ののち、いよいよ騒然となった天下の情勢を検討するために江戸で諸藩の同志と会合していた武市半平太が、土佐に帰来したのは、文久元年八月である。

　大坂から海路、四国に入った武市が、阿波領のおおぼけの奇勝をみながら四国山脈を越え、土佐領穴あな内ない川がわの谿けい谷こくをくだって高知平野に入ったときは、文字どおり胸がおどるような気持であった。

（やる。──）

　胸中、秘策がある。

　はるか、西の天の下に、高知城の天守閣がみえた。

　武市は、領りよう石せきの坂をくだりながら、かすかに目礼した。

　謹直な男だ。

　武市が、竜馬をはじめ、土佐七郡の郷士の気質とわずかにちがう点は、藩を重んじ、藩公を尊んでいた点である。むろん、武市の謹直な性格にもよるだろう。

　しかし、別に、一理由がある。

　武市家は、代々、旧長曾我部党の郷士であったが、祖父半八のときに、多少の金も出来、有力なつてもあったので、郷士としては破格な抜擢をうけた。

　家格は「白札」というものになったのである。白札とは、土佐独特の階級で、上士の最下級の称号である。

　といってもあくまでも「上士」ではない、というえたいの知れぬぬえ的な階級なのである。旧陸海軍の階級でいえば、実際は下士官としての礼遇をうける准士官（陸軍では旧特務曹長、海軍では旧兵曹長）にやや近いであろう。

「この白札とは、妙な一種の階級で」

　と、武市と同時代の土佐藩士で明治後侯爵になった佐佐木高行はいっている。

「郷士の上に位し、上士と同じく旅行の折りには供に槍を持たせることができるが、かといって上士から呼びすてにされる。また上士ならばその妻子眷けん族ぞくまで、晴天には日傘をさすことができるが、白札は当主だけがそれをゆるされ、妻子は郷士同様、日傘はさすことができない」

　まったく、妙な身分である。

　しかし、白札が一般の郷士とはちがう恩典は、上士同様、殿様にお目見得できることであった。これは、おなじ侍ながら、郷士とは天と地のちがいである。竜馬ら、土佐七郡の旧長曾我部遺臣は、関ケ原後三百年、ある意味では藩から俘虜的待遇をうけてきたといっていい。

　武市は、郷士は郷士ながらも、他の同類とちがって、藩主への親しみがある。

　だからこそ、領石で、はるかに高知城に目礼したのだが、同時に武市のこの立場と気持は、今後のかれの政治的立場に、微妙な影をおとすことになる。

　が、この項ではそれは余談。

　武市の胸中に燃えあがっている、日本はじまって以来の奇怪な炎こそ、問題にすべきであろう。

　この炎は、いまに日本中に燃えあがり、幕府、諸藩を焼きつくすことになるかもしれないが、当節では、日本中のたれもが知らない。ただ、武市と江戸で密会した薩摩の樺かば山やま三さん円えん、長州の桂小五郎、久坂玄瑞、高杉晋作らをのぞいては。




　武市は、すぐには高知城下に入らず、老父半右衛門が隠いん棲せいしている吹ふ井けの屋敷に足をとどめ、帰国のあいさつをした。

　あたりは、五台山から続いている丘陵の山あいで、盆景のように美しい。武市半平太がうまれた郷士屋敷は、その丘陵の中腹にあり、石垣を高く積んだ長屋門をめぐらし、砦とりでの形相をおびている。

　その砦めかしい姿は、いかにも、戦国争乱の昔からこの辺に土着してきた小豪族の威風をとどめている。

（この屋敷はこんにちも残っている。三十八年早春、筆者がたずねたときには、母おも屋やを修理中であった。県の文化財に指定されているらしい。もちぬしは変わっていて、表札に、坂本、とあった。竜馬の坂本家とは無縁で、偶然の同姓らしい）。

　武市は、江戸で薩長の有志数人と密約した天下顚てん覆ぷくの密謀などは、家人に話さず、江戸みやげの道中絵などを、みなにくばってやって、縁側からおだやかに初秋の空などをながめていた。

（あすは妻に会えるな）

　そんなことを考えている。

　このもの静かな男から、驚天動地な大陰謀を思いたつような、そんな血の多さはいささかも感じられない。

　武市は、妻のために、江戸みやげとしてさんごのかんざしを買い、旅荷の底に秘めている。妻のよろこぶ顔が眼にうかぶようで、それを思うと、武市の胸にほのぼのとした愛かなしみがみちてくる。

　実をいうと、土佐藩では、いまの参政吉田東洋が就任するまでは徹底的な倹約令が布しかれ、かんざしも、金銀さんごのたぐいは売ることも使用することも禁じられていた。武市の二十ごろに起こった例の「お馬・純信」の恋愛事件も、よさこい節にあるように、たしかに播磨屋橋で純信坊主がお馬に贈るかんざしを買いはしたが、その現物たるや、馬の骨に赤い染料をぬってさんご類似の感じを出しただけの粗末なものである。

　派手ずきの参政吉田東洋によって、倹約令はすこしはゆるめられた。といっても、吉田東洋の政策は、奇妙なことに経済政策的な動機から出ているのではない。

　もっと、わらうべき動機から出ている。

「上士には、体面がある。しわばんだ綿服などを用いていては、郷士や庶人の軽侮をまねくことになる。上士にかぎり、威厳をととのえるために多少のぜいたくはしろ」

　というものであった。倹約令をゆるめたのは主として上士とその家族に対してだけで、郷士に対しては依然手きびしい。いわば、土佐藩らしい階級政策なのである。

　武市は、上士のはしくれ、郷士の上、という白札の身分だから、妻の髪をさんごのかんざしで飾ってやれるというわけであった。

　翌日、城下新町田淵町の家に帰った。

「留守中、患わずらいはせなんだか」

　と、妻の富子にきいたのが、第一声である。

　が、夫婦の語らいをするいとまもなく、友人、門人連中がぞくぞくとあつまってきて、富子は、その接待に忙殺されてしまった。




　武市半平太の愛妻ぶりというのは、城下でも有名であった。

　不幸にも、子がない。

　あるとき門下の連中があつまり、たまたま武市家に子のないことが話題になった。

　これは当時の武家の家庭では重大なことで、子がなければ（養子でも迎えぬかぎり）改かい易えきになる。つまり、家名断絶、家禄没収ということになるのだ。

　そういう理由だけでなく、先祖の祭さい祀しが絶えるというのは最大の道徳悪のひとつとされた。当然なことである。武士の家というのは先祖の功名によって子々孫々家禄を頂戴できる。その報恩の行事が祭祀である。自然、祭祀をひきつぐべき子がないというのは、父祖への不孝になる。

　──子なきは去る。

　という、いわば婦人蔑視の不文律は、こういう事情からできたわけである。

　──妬と婦ふは去る。

　という不文律もここから出ている。妻が子をなさなかった場合、諸侯以下の武家ではきわめて実利的な理由から妾をおくことが公認されるわけだが、妻はそれを嫉妬してはならぬ、というのである。

　そこで、門下生のひとりで、茶目で通った吉村寅太郎（のち天てん誅ちゆう組ぐみの首謀者として大和で討死）が一案を講じ、半平太の妻富子に会い、

「これは瑞山先生（半平太のこと）には内緒でござるが、先生のあの御気象ゆえ、妾などはお置きなさるまい。されば」

　と、声をひそめた。吉村の案では、富子を病気のせいにしてしかるべき海辺の親戚に転地させ、その間、若い下女を置く。いかに謹直な武市先生でも、一月も若い女と起居すればお手がつくであろう、という陰謀である。

「いいでしょう」

　富子も、この茶目な陰謀に一緒に笑いころげて、うなずいた。しかし実のところ、富子がどんな心境でこれを聞いたか、彼女自身の身になってみなければわからない。

　とにかく、富子は病気静養に出た。

　かわって武市の身のまわりの世話をしたのは、吉村寅太郎が、自分の在所から推薦した娘である。在所とは高岡郡津野山郷北川村で、むろん山里の産だが、細ほそ面おもての可愛い娘であった。

　ときどき吉村が武市家に様子をうかがいに行っては、娘に、

「どうじゃった」

　ときくが、一向に武市が手を出したような様子もない。

　ついに一月、何事もなくすぎてしまって、吉村のいたずらも水の泡になった。やがて富子が、仮け病びようの療養さきから戻ってきたとき、半平太は富子が涙ぐむほどよろこんだという。

　武市半平太が帰った夜、竜馬が例によってのそのそとやってきた。

「竜馬、待っていた」

　武市は、富子を遠慮させた。それほど愛している富子にさえ入室を遠慮させたのは、よほどの重大事なのだろう。

　竜馬はすわった。




「じつは、江戸ではこうじゃった」

　と武市半平太はいった。

　薩長土三藩有志の密会の場所となったのは麻布の長州藩邸である。この藩邸内に空家が一棟あり、それまでも諸藩の有志の会合にしばしばつかわれていた。

　竜馬も、江戸にいたころ、そこで桂小五郎と一、二度痛飲したことがあるから、十分にその情景を想像することができた。

「あれはきたないあき家であったなあ」

「いまもきたない、が、ここではじめて、桜田門の十八烈士（水戸人十七名、薩摩人一名）の書いた長文の斬ざん奸かん状じようを見、総身の血のたぎるのをおぼえた。自然、話は、かれらの大志をむだにしてはならぬ、ということになり、論ずるうちに次第に熱してきて、ついに幕府を倒そうということになった。どうじゃ」

「よかろう」

　竜馬は、鼻毛をむしっている。

「竜馬、鼻毛は不謹慎ではないか」

「そうかな」

　竜馬は手をひっこめた。

「倒幕は、薩長土三藩をもってやる。しかしながら、三藩は西国を代表する雄藩なれども俗論がそれぞれの藩を支配している」

「ふむ」

　そのとおりだ。

　どの藩の重役も、お家大事、幕府おそるべし、という三百年の伝統感情がかさぶたのようにはってしまって、なまやさしいことでは藩論をくつがえすことができない。

　麻布屋敷の空家にわずか数人の三藩の有志があつまったところで、かれらが政権をとっているわけではなし、所詮は書生論になろう。

「とにかく」

　武市のほおは紅潮した。

「倒幕実施は明年。時を期し、歩ほ武ぶをそろえ、三藩の兵大挙して京都に集結し、天皇を奉ほう戴たいしていっせいに勤王の義軍をあげる。そのためには、それぞれ自藩に帰って重役を説き、藩主を説き、藩論を勤王倒幕へまとめる」

　勤王倒幕。

　そういう言葉が、史上、実際運動の政治用語として用いられたのは、この麻布の空家での密会のときが最初であった。それまでは尊王攘夷という言葉はあったが、

「倒幕」

　という衝撃的な言葉がつかわれたのは、おそらくこのときが最初であろう。

（しかし、果して可能か）

　夢物語に似ている。

　薩長二藩の政情もさることながら、土佐藩にいたっては、藩主、参政、上士、ことごとく頑固な親幕派である。かれらの考えをくつがえすのは、武市の腕力で五台山をひっくりかえすよりもむずかしい。

「ゆえに、衆の力でやろうと思う」

「衆の力？」

「土佐七郡の山野に土着している郷士を集結して土佐勤王党をつくるのだ。竜馬、お前まんがその首領になってくれるかい」

「それは半平太がなれ」

　深い理由はない。衆の力をたのんで一いつ揆きのように騒ぐのは、竜馬は、ちょっと自分の好みにあわないような気がしたのである。竜馬には竜馬にふさわしい道があろうと思った。




「されば、首領はわしがやる。しかし竜馬、お前まんがたすけてくれねばこまるぞ」

「あたり前じゃ」

「竜馬、金きん打ちよう」

　武市は、南海太郎作の大刀を、膝の上に横たえて、ツカをにぎった。古来、武士の誓約の作法である。自分の佩はい刀とうの鍔つば元もとを、カチリと打ちあわせて、二言はない、というしるしにする。

　が、竜馬はにやりと笑って、

「なんの金打じゃ」

　といった。これには、武市もあきれた。たったいま、説明したばかりではないか。

「竜馬、それはこうじゃ。わしと行を共にし、生死を共にし、たがいに手をとりあって藩論を統一し、倒幕の義軍をおこすということじゃ」

「金打はせぬ」

「なぜじゃ」

「半平太も知っておろう。わしのことじゃ。どこでどう気持がかわるかもわからん。そんな男と金打しても、お前が心もとなかろう」

「おどろいたな」

「しかし、誓って幕府は倒す。地に坂本竜馬があるかぎり、幕府は倒してみせる。が、わしの法でやる」

「どんな法じゃ」

「それが、まだみつからん」

「妙な男じゃ」

　武市は、笑いだした。

　が、竜馬は笑わない。

「それがみつかるまでのあいだは、お前の壮挙をたすけよう」

「変わっちょる」

「かわっちょらんじゃろ。世にやたらと金打する者があるが、それこそ変わっちょる」

「竜馬」

　武市は、真顔になった。

「お前とわしとは、仲がよい。仲がよいが、人間のなりたちは、黒と白とほどに違うちょるようじゃ。なりたちがちがえば、考えもちがう。いずれは、袂たもとをわかつときが来るかもしれぬが、さしあたって、土佐勤王党の結成だけは賛成してくれような」

「金打」

　竜馬は、佩刀の鍔を鳴らした。

　武市も、自分の大刀をとりなおして、音高く鳴らした。

「竜馬。──」

　手をにぎった。武市の掌てのひらは大きい。竜馬の手は、それよりも大きかった。たがいに握りあっているうちに、もはや、天下の計は半ば成ったのではないかという思いが、武市の胸にも、竜馬の胸にも、潮うしおの満つるようにわきおこってきた。

　──天下の英雄、君とわれと。

　そういう感慨である。誇大妄想狂と笑う者はわらえ。竜馬は、眉に翳かげをつくり、めずらしく生真面目であった。武市も、こわい顔をつくっていた。やがて、武市の眼から、ぽろぽろと数条の涙がくだった。

「竜馬。武士の生命はいつ果てようとも潔いさぎよかるべきものだが、おれたちの一生は、きょうから戦場に入ることになる」

「半平太、落ちつけ落ちつけ」

　竜馬は、大声をだした。

　すぐ笑った。やがて、涙が竜馬の眼にも宿り、落ちた。




　その翌日から、竜馬は、毎日のように本町筋一丁目の屋敷を出た。

　武市半平太の屋敷へ、例の密謀の相談をしにゆくのである。

　暑いころだ。

　十日ほど経ってのこと。

　竜馬は、襟もとをくつろげ、風を入れながら、この日も東へむかって歩いた。高知の城下は、潮しお江え川がわ（いまは鏡川）に沿って東西に長い市街である。竜馬の町は市街の西、武市の新町田淵町は東のはし、そのあいだはざっと、十七、八丁ある。

　そのあいだに、顔見知りの郷士の連中に、八、九人は出逢った。

　みな、竜馬の顔をみると、意味ありげに微笑し、あいさつをしてゆく。

（うふふ。みな、知っちょる様子じゃな）

　密謀の一件だ。武市の帰国以来、武市も竜馬も、この密謀についておもだった郷士の若者数人には耳打ちしておいたが、みな、とびあがるようにしてよろこんだ。

　自然、仲間から仲間につたわって、いまでは、土佐七郡の山奥の郷士の耳にまで入っている様子なのである。

　だから、町々ですれちがう郷士どもに竜馬が、

「ほんに暑いのう」

　とあいさつしてやると、みな、ちょっと息を呑むような表情をして擦すり寄ってきて、

「坂本さん、頼みますぞ」

　などといった。かと思えば、

「竜馬、わしは役立たずな人間じゃ。しかし命だけは要らん。人間一ぴきの命、ぜひとも要るときは、わしを使うてくだされ」

　などと、物騒なことをいう者もいた。この日、擦れちがった者のなかだけでも、維新後まで生き残った者は幾人いたろう。

　那須信吾

　安岡金馬

　大おお利り鼎てい吉きち


　みな、風雲のなかに斃たおれている。

　地熱が、高まりはじめている。土佐七郡の草木が、しずかにそよぎはじめていた。いずれ地鳴りが七彩の雲をよび、地動をよび、天下を驚倒させることになるのではあるまいか。

　もっとも、出あったのは、こういう連中ばかりではない。播磨屋橋を渡り、菜さい園えん場ば（藩公の食膳にあげる蔬菜の園芸場）まできたとき妙な漢おとこに出あった。

　眼つきがするどく、下あごがいかにも頑丈で、上あごへつきあげ、への字の唇の線で力まかせにがちあっているような顔である。

「坂本」

　壮漢が、声をかけた。例の安芸郡井ノ口村の地下浪人岩崎弥太郎であった。

　むろん、弥太郎はすでに牢からは出ている。その後村を離れて城下の西南鴨田村に浪居をかまえ、寺子屋をひらいているうちに、いまの参政吉田東洋が一時罪を得て同様長浜村で流る謫たくの生活をしているうちに見出され、東洋の復職とともに「下した横よこ目め」という役に抜擢された。

　いうまでもなく卑ひ賤せんの役である。郷士の動静、非道を探偵する役目である。




「あの節は、厄介になったな」

　と、岩崎は、ゆだんのない眼でいった。

（わるいやつに逢ったなあ）

　竜馬は、内心、閉口している。どうせ、密謀の一件を耳にしてこのあたりを嗅かぎまわっているのだろう。

「あの節は、厄介になった」

　と岩崎弥太郎はもう一度いった。

　そのくせ、眼つきには感激などはこもっていない。竜馬の表情、風ふう体ていなどを、ゆだんなく注意している。

「弥太郎、こわい眼じゃなあ」

　竜馬は、くすくす笑った。

「お前まん、下横目になっちょるげな」

「なっちょる」

　弥太郎はにこりともせずうなずいた。竜馬とおなじ階級の出ながら、上士の走そう狗くになっているのである。

「えらいものになったなあ。弥太郎、たださえ悪い顔つきが、いよいよ帯屋町の閻えん魔ま堂どうにすわってござるご本尊に似てきおったぞ」

「やむを得ん。大恩ある吉田東洋先生がせっかく推挙してくださったのじゃ。わしは下横目などはどうかと思うちょるが、なった以上は、びしびしやるぞ。竜馬、恩は恩。役目は役目じゃ。お前まん、いまからどこへ行く」

　むろん武市家へ、とは、下横目の弥太郎は百も承知の上で訊きただしている。どころか、例の土佐郷士団結の密謀も、弥太郎の耳にちゃんと入っていた。それでこの数日、走りまわっているのだ。

「どうじゃ、竜馬」

「弥太郎よ」

　竜馬は懐ろ手のまま歩きだした。弥太郎はやむなく肩をならべて歩きだしたが、竜馬の抜き打ちを警戒して左側、やや背後にまわっている。

「なあ、弥太郎よ」

　赤トンボが、竜馬の頭上を舞っている。竜馬はそいつをつかもうとして飛びあがった。

「おい、早く言え」

「行くさきは、武市半平太の家じゃ。そこで何を議するか、下横目としては知りたかろう。教えてやろうか」

　竜馬は、赤トンボをつかんだ。

　弥太郎は、気味わるくなった。この竜馬がにが手なのだ。弥太郎は弥太郎で、自分を万人に傑出した人材だとひそかに自負している。学問もある。文章を書かせれば、参政吉田東洋が舌をまいたほどの名文をかく。気概もある。精力もある。下横目をつとめながらも、下級武士の境涯に見きりをつけて、おりあらば両刀をすてて商人になってやろうとひそかに野望を練っている。そういう自分だ。

　が、竜馬だけはにが手である。この男は自分ほどの学問はない。が、思考法がまるで常人とちがうようである。何を考え、何をいいだすか、弥太郎ほどの男でも見当がつかない。

　この瞬間が、そうだった。

「弥太郎、わしァ、謀叛を思案しちょる」

「えっ」

　いやな男だ、と思った。

「天下顚覆の大謀叛じゃ。驚くな。いまにこの土佐の田舎からあたらしい日本が、むらむらとうまれてくるわい」

「法螺を吹くな」

「ほらなものかい。弥太郎、お前がいま立っちょる土佐の高知の菜園場前のこの土地が」

　と竜馬はしゃがんで、大地をドンと打ち、

「やがて世界を動かす軸になるぞ」

　法螺もここまで大法螺になれば、下横目として取締りようがないと思った。




　新町田淵町の武市半平太の屋敷では、すでに十人の人数があつまっている。

「竜馬、おそかったな」

　と、半平太がいった。

「ああ、そこで岩崎に出会うたキニ」

「なに、下横目の岩崎めに？」

　剣術自慢の島村衛吉が立とうとした。河野万ま寿す弥や（のちに敏と鎌がまとあらためた。維新後内務、文部、農商務、司法大臣を歴任、子爵）などはすでに部屋からとびだしている。ひっとらえるつもりだろう。

「よせ。あいつも、商売じゃ」

　竜馬は、刀を投げだしてすわった。

　半平太が、巻紙をさらりとひらき、

「竜馬、血盟文の起草ができた」

　と、大きなあごをあげた。

「おお、出来たか」

　達筆である。

　文章は、城下の国学者鹿か持もち雅まさ澄ずみの門下である大石弥太郎が起草した。

　大石は国学的素養があるだけに、和わ漢かん混こん淆こうの名文である。が、文意は激越なものだ。

　──堂々たる神州、夷い狄てきの辱しめを受け、古より伝はれる大和やまと魂だましいも今はすでに絶えなんと。

　からはじまり、全文四百余字。言葉の一つ一つが、歯をむき、牙を出し、火のような気息を吐いている。

　──かの大和魂を奮ひ起し、異姓兄弟の結びをなし（中略）、錦きん旗き一たび揚あがらば、団結して水火をも踏む。

「どうだ。大石が三日三晩考えぬいて練りあげたものだ」

「結構だ」

　とはいったが、竜馬は、気質としてこういう美文はあまり好きではない。粉飾がきらいなたちだ。しかし、美文がときにとって異様な働きをすることを知っている。それは酒に似ている。とくにこの場合、この詩にも似た四百余字の激越な文章は、七郡の士を酔わせるに足るだろう。

「されば竜馬。署名を」

　半平太は、硯すずりを押しやった。

　竜馬は、無造作に筆をとり、坂本竜馬直なお陰かげ（のち直なお柔なり）と大書してから脇差をぬいた。切尖に小指をあて、ぷつりと突き、十分に血をしぼり出してから、ぴたりと紙にあてた。血判である。

　その後、血判加盟する者がぞくぞくとふえ、ついに百九十二名に達した。

　なおこのほかに、事情あって血判署名にまでにはいたらなかったが、同志をもってみずから任じた者が、ざっと百人。

　あわせて二百数十人である。

　このうち、多くは幕末の風雲に斃れたが、維新後わずかに生き残って、維新政府の顕官、華族に列した者は、田中光顕、佐佐木高行、土ひじ方かた久元、河野敏鎌、岩村通俊、清岡公張、南部甕かめ男お、尾崎忠治、野村維章、岡内重俊、中嶋信行、小幡美稲、片岡盛馬、石田英吉、岩村高俊、岩神昂、古沢滋、大江卓、安岡良亮、斎藤利行、西山志澄、などがいる。

　連名のなかには、上士のなかからも、数人の同調者がいた。武市がたくみに誘いこんだものだろう。

　これら二百数十人の若者は、一般に、

　土佐勤王党

　とよばれた。もはや、これだけの多数になっては、藩庁も、軽々に手をくだせない。




「なんじゃろ、竜馬、あれは」

　武市半平太が、きき耳をたてた。

　門外で、しきりと罵声がする。なにやら、喧嘩がはじまっているらしい。

「えらい騒ほたえちょるのう。どうやら、島村と河野の声らしいが」

「よし、行っちゃる」

　竜馬は立ちあがった。およその推察はついている。島村衛吉、河野万寿弥が、藩の下横目の岩崎弥太郎をひっとらえたのだろう。

（弥太郎もばかなやつだ。あのまま帰ればいいのに、屋敷をのぞきこんでいたのだろう）

　路上に出てみると、なるほど思ったとおりである。

　島村衛吉が、岩崎の胸倉をつかまえ、河野が背後にまわっている。

「岩崎、白状せんか。いま、ここで何をしちょった」

「放せ。──」

　と岩崎はいった。

　胸倉をとられながらも、さすがにこの男は沈着なものだ。

「おのれら、よう料りよう簡けんせい。役人に無礼を働くと、あとのたたりがおそろしいぞ」

「ふん、自た慢ぎるなや。お前のような不浄役人を怖れちょって、国事が談ぜらるるかい」

　島村がいった。天下国家を論じていると気持が壮大になってきて、藩役人など何するものぞという気概になってくる。

　竜馬は、それをみておかしくなった。

「河野、島村。放してやれ」

「いや、坂本の言葉ながら放せられん。この岩崎めは鼠そ賊ぞくのように人の屋敷を窺うかごうちょった」

「わかった」

　竜馬は、岩崎の胸をつかんでいる島村の手をもぎとり、

「なあ、岩崎。お前も役目じゃ。窺いもしたかろう。わしが役人でもそうする。されば、来い」

「どこへ行くのじゃ」

　岩崎はふてくされていった。

「屋敷へ入れ」

「えっ」

「当屋敷にあつまっている連中は、俯ふ仰ぎよう天地に愧はじざる問答をしちょる。それを書きとって藩庁へ報告せい」

「坂本。──」

　河野万寿弥がおどろいた。

「こいつは下横目じゃぞ」

「わかっちょる。しかしながら、岩崎弥太郎は一個の男子じゃ。みろ、この面構えを」

　むっ、と岩崎はこわい顔をした。無愛想な岩で刻んだような面つきである。お世辞にも可愛いとはいえない。

「漢おとこの面をしちょる。河野、島村。お前らが漢であれば、漢として遇してやれ。さもなければ天下はとれんぞ」

「そうか」

　河野も島村も、竜馬の心酔者である。おだやかになった。

　が、一向におだやかにならないのは、当の岩崎弥太郎である。

「坂本、恩には着んぞ」

　悠々と菜園場のほうへ立ち去った。

（負けおしみの強い奴じゃ）

　おかしくなったが、しかし竜馬にとっては武市屋敷に集まっている壮士たちよりも、岩崎のような男のほうが魅力がある。




　竜馬は、その夜遅くまで半平太と談じ、辞去したのは、戌いぬノ下刻である。

　本町の屋敷から源おんちゃんが、提灯をもって迎えにきてくれた。

　おんちゃんは、竜馬の足もとを照らして歩きながら、いい気持そうであった。どうやら、竜馬を待っているあいだ、武市夫人から酒をふるまわれたらしい。

「武市先生のお裏様はよいお方でござりますな」

　と、おんちゃんは現金なものであった。

「いい人だ」

「ぼんさまも、早う貰わねばなりませぬ」

「ならんかな」

「なりませぬとも。それとも、早や、お好きな令さ嬢までも、心にあられますか。そのようなら、この源にお明しなされませ」

　源おんちゃんは、いつまでも竜馬が少年のように思えるらしい。

「権平だんな様さまに、それとのう、申しあげてさしあげまするで。それともぼんさまは、成らぬ縁のお方を想うちょるのではありませぬかえ」

「たれのことだ」

「福岡様のお田鶴さま」

「ばかめ」

　竜馬は、路傍の石を一つ、蹴った。お田鶴さまは成らぬ縁のひとだ。家老の妹と、郷士の次男坊が、夫婦になれるはずがない。

「ぼんさまよ」

　源おんちゃんの声は、心配そうだ。

「想うても詮ないひとを、いつまでも想うちょると、男子、志を喪うしのうて肝が萎なえちぢみ腑ぬけのようになると申しますぞ」

「おれが腑ぬけにみえるか」

「まあ。……」

　どうやら見えるらしい。

　源おんちゃんの眼からすれば、せっかく江戸一の道場で免許皆伝をもらって帰国したくせに、帰国後、道場もひらかず、嫁ももらわず、ぶらぶら暮らしているのが、ふしぎでならないのだろう。

「ぼんさまだけは、見そこないましたな」

　と、手きびしかった。

　考えてみると、坂本の寝よ小ば便あ垂たれといわれた鈍童のころから竜馬のどこを見込んだのか、（いやいや、ぼんさまは見込みがおじゃります）と亡父の八平や兄の権平にいってくれたのは、姉の乙女のほかには、この源おんちゃんだけだった。

「早う、よい女な房な様をもろうて、分家なされませ。源もついてゆきますぞ」

「そんなときが、おれに来るかな」

　竜馬は、つるりと顔をなでた。

「おんちゃんよ、おれは、ひょっとしたら、土佐にあだたぬ男かも知れんな」

　あだたぬとは、狭い土佐には適あわぬ男だ、という意味の方言である。

　竜馬は、なんとなくそんな気がする。土佐勤王党も大賛成ではあるが、島村や河野のような単純激烈な壮士どもと同じ文句を合唱するのも、どこかあだたない。

（まあ、しばらくは彼等と一緒にやってみることだ）

　竜馬は、また一つ、石を蹴った。

　頭上に、星が輝いている。

　竜馬は星に尋ねたいような気持になった。なにかないか、と。自分にふさわしい天命がないものか、と。

　風が、ひとしきり強くなっている。
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　当時、高知城下の富商というのは、四軒あった。

　城下の子供などは、それをまりつき唄にして辻々でうたった。

　

　浅井の金持ち

　川崎地じ持ち

　上かみの才さい谷たに屋や道具持ち

　下しもの才谷屋娘持ち

　

　富家というものははかないものである。西郷隆盛は「児孫のために美田を買わず」といったが、富などはいつまでも続くものではない。筆者が最近高知市を訪ねてきいたところでは、このうち三軒まではすでに数代前にほろんでいた。

　四軒のうち、高知市内でなお存続し、隆盛なのは、川崎家のみであった。これは唄どおり山林地主で、先々代から育英事業に関心をもち、財の一部を割さいて私立土佐高校を経営し、市民から特別な尊敬をうけている。

　さて、竜馬のころ。

　上の才谷屋は商家とはいえ、武士である竜馬の坂本家の本家にあたっている。家業は、質屋であった。だから、道具持ちと唄われたものであろう。

　さきにものべたように、竜馬の坂本家の屋敷と才谷屋の屋敷とは、おなじ本ほん町ちよう筋すじ一丁目にあり、門は別だが、裏で接していた。

　一方は、武家。

　一方は、町人。

　両頭の蛇のようなふしぎな同族である。竜馬のものの考え方のなかに武市半平太などとはちがい、自由闊かつ達たつな町人の感覚が入っているのはこういうめずらしい生いたちにつながりがあるとおもわれる。

　さて、下の才谷屋のことだ。

　これは同族ではない。数年前に、上の才谷屋の番頭がのれんわけをしてもらって出来た家系で、やはり城下きっての富商である。町人ながら竜馬の坂本家に対し、いわば主筋の礼をとっている。

　この下の才谷屋はふしぎなことに、代々、美人の娘がうまれる。

　当代は、娘ばかりの四人の子持ちで、どれもこれも花のように美しい。

「下の才谷屋のお花畑」

　と城下の人にいわれた。

　長女に養子をとり、中二人もすでにかたづいて、末娘だけがのこっている。

　お美み以いという。

　十七歳。

　お美以が小さいころ、竜馬は、ひどく可愛がっていて、城下の梅見、花見などには、抱いて連れて行ってやったりしたものだ。

　そのお美以は、兄権平の独ひとり娘の春はる猪いとおないどしで、姉妹のように仲がいい。

　性質はまるでちがうようだ。

　竜馬のめいの春猪は、活潑な娘で、いつも屋敷うちをころげまわるように笑い暮らしている。陽気なのは坂本家の血すじなのだろう。

　お美以はおとなしい。その上、出不精だから、下の才谷屋におしかけてゆくのは、いつも春猪のほうだ。

　ある日、その春猪がもどってきて、

「竜馬おじさま」

　と、竜馬の顔を見るなり、もう笑いころげてしまった。

「なんだ」

　春猪は、片目をつぶってみせた。なにか重大なニュースがあるらしい。




「竜馬おじさま、あすはおひま？」

　と、春猪はくすぐったそうに笑った。

　春猪の頰には、ちょっとあばたがある。かわいそうにこれさえなければ、この娘もけっこう美人で通る顔なのだ。

　色が白くて、顔がまるい。

　竜馬は、

　──河ふ豚ぐ、河豚。

　とよんで、このめいを可愛がっていた。

　余談ながら、後年、竜馬が長崎で活躍していたころ、フランス製の香水や白粉おしろいを買っては、この春猪にせっせと送ってやった。

　そのころの春猪への手紙がのこっている。




　このごろ、外国の「おしろひ」と申すもの御ご座ざ候そうろう。

　近ちか々ぢかのうち差しあげ申し候間あいだ、したたか、御ぬり被成度なされたく存じ候。

　御まちなさるべく候。かしく。

菊あ目ば石たの春猪殿




　あてなは、「菊目石の春猪殿」と書いたり「河豚の春猪殿」と書いたりしている。

　そのかわいい春猪が、

　──おひま？

　などというのだ。

「おお、ひまじゃ」

　と竜馬は応じてやった。ひまどころか、このところ、土佐勤王党の結成以来、毎夜おそくまで武市屋敷に詰めていて、安芸郡、香我美郡、長岡郡、土佐郡、吾あ川かわ郡、高岡郡、幡は多た郡、といった各郡から、毎日のように先祖伝来の剝はげ鞘ざやの大小をさして訪ねてくる若い郷士たちの応接にいとまがなかった。

「ほんとうに、死ぬほどおひま？」

「ふむ。死ぬほど」

「それならよかった」

　利口な春猪は、竜馬叔父が、ひまどころか、新町田淵町の武市先生と、なにやら重大なことに熱中していることを知っている。知ったうえでのことだ。

「ひまなら、春猪はおねがいがあります」

「なんだ」

「あす、五台山にお月見につれて行ってください」

「ああ、もうそんな季節か」

　このところ多忙で気づかなかったが、後あとの月（旧暦九月の明月）は、夜々、成長している。あすの十四日は待まつ宵よい月づき、あさってが十五夜。しかし春猪はなぜ十四夜の月をみたがるのだろう。

「人がすくないから」

　と、澄ましていった。

「人がすくないと、いいことがあるのかえ」

「うん」

　なにか、春猪には計略がありそうだ。

「わかった。あすは源おんちゃんを供にして昼すぎから五台山下の桃ノ木茶屋に行っちょれ。わしはあとからゆく」

「あとから」

「ふむ。日中は、ちょっと用がある」

　さりげなくいったが、用というのは、重大なことだ。竜馬はふたたび旅に出ようとしている。あす、藩庁へ届け出ようとしている旅行の表むきの理由は、「剣術詮議（研究）のため讃州丸亀表おもてへ」というものだったが、じつは土佐一藩だけでなく諸藩の士に勤王蹶起を遊説してまわろうとしている。




　翌十四日。

　竜馬は、坂本家の御預おあずかり家老福岡家へ参上して、願い書をだし、陽が傾くころ、五台山山麓の桃ノ木茶屋へ行った。

　着いたときには、すでにあたりは薄暗い。

　が、春猪がねだった待宵月は、のぼるまでまだ半はん刻ときはありそうである。玄関へ出迎えた古なじみの亭主の茂兵衛に、

「うちの春猪は来ちょるか」というと、

「へい。さいぜんからお待ちかねでござりまする」

　亭主はいってから、ちょっと腰をのばし、

「しかしあれでござりまするな。手前どもはおうわさできくだけで拝顔したこともございませなんだが、おうわさ以上に美しいお方でございますな」

（春猪が、か？）

　亭主のお世辞に竜馬もあきれた。めいっ娘この春猪はなるほど愛くるしくはあるが、亭主のいうほどうわさに鳴りひびいた美人でもあるまい。

「汝ぬしァ、口が旨うまい」

「めっそうもない。手前どもの女な房なや、婢こ女じよどもも、眼がつぶれそうじゃと申しております」

「春猪を見て、ホウかい。知らなんだなあ。一ツ屋敷うちにいるからおれは気づかなんだが、春猪は美しいちゅううわさは、それほど城下で持ちきりかえ？」

「いやいや」

　亭主の茂兵衛はこまったような顔つきで、

「持ちきりは、そのお連れ様でございます」

「連れ？」

　春猪は、連れと来ているのか。

「連れとは、たれのことだ」

「下の才谷屋さまの末嬢こいとのお美以さまでございます」

「お美以も来ているのか」

　竜馬は、笑いだした。

「あれは美しかろう。しかし、わしはここ五年がとこ、見ちょらんが、それほど美しゅうなったか」

「なられましたとも」

「しかし、亭主。汝ぬしァ、うちの春猪に恥をかかせたな。いまのはなし、春猪に聞かせればあいつのことだ、じだんだふんで憤慨しよるじゃろ」

「そんな」

　亭主も怒った。

「坂本さまの早合点で、はなしがこうなったのではございませぬか。春猪さまも、あれはあれでお美しゅうございます」

「あれはあれでとは、可哀そうだ」

　竜馬は式台をあがって、どんどん廊下をあるいた。婢女が手て燭しよくをもって追っかけてきた。

（お美以め、そんなに評判の娘になってくれたか）

　竜馬は、うれしくなった。お美以を抱っこして、五台山の梅見などをしたのは、ほんのこの間のように思える。

　竜馬は、からっと唐から紙かみをあけた。

　部屋は、東に面している。惜しくも吸きゆう江こうの海景はみえないが、ほどなく山やまの端はの松からのぼる月は一幅の絵のようにみえるだろう。

　部屋に、香こうを炷たくにおいがした。




　春猪は、胸中、竜馬叔父には明かせぬ計略があった。というより、計略は九分どおりまで成功している。

　げんに、彼女は、ともかくも竜馬叔父をこの五台山山麓の桃ノ木茶屋までおびきよせたではないか。

　遠い玄関のあたりから、竜馬の声が廊下を抜け渡ってきこえてきたとき、春猪は、

　──吻ほっ。

　という大げさな身ぶりを、お美以にしてみせた。

「来たわ、とうとう」

　お美以はとまどったような表情でちょっと春猪を見上げ、すぐうつむいた。こまるのだ。

「うれしいでしょう？」

　春猪は、この芝居をたのしんでいた。

「お美以さん、だまっていてはだめよ。なにか、ちゃんとおしゃべりしなくては」

「ええ」

　うなずいたが、消え入ってしまいそうだ。

　お美以は、十のとき、竜馬に連れられて梅見に行ったときのことをありありとおぼえている。あのころ、竜馬は江戸での第一期の剣術修業を終えて、いったん帰国していた時分であったろう。お美以の手をひいてくれたり、くぼ地をとびこえるときは、抱きあげてくれたりした。

　なにしろ、十一も年上である。当時十歳だったお美以からすれば、立派な大人おとなだった。

　が、おんなの子というものは、十でも油断のならぬものらしい。お美以はわれながら自分に驚いた。あのとき、はっきりと、竜馬を、

（好きだ）

　と、おもった。その想いは、大人のそれと、かわらない。ただ、子供だけに、娘のいまとちがって、行動力があった。あの日、家に帰ってから母親のおこうに、

「わたくし、竜馬おじさんのお嫁様になります」

　といって、あわてさせた。

　母親のおこうは、娘が十だといっても、女の子にはこういうことはいい加減にごまかせないと思い、

「いけません」

　といった。

「坂本様は、お武家さまだし、それに、わが家（下の才谷屋）にとっては主筋にあたりますから、お嫁には貰っていただけません。お美以は、商人の所に嫁ゆくのです」

　それが子供心にもお美以には悲しくて、その夜、寝入ったあとでも夢のなかで泣いていた。

　以来、竜馬には逢っていない。

　しかし、ほとんど十日に一度は遊びに来る春猪からは、竜馬の消息を手にとるようにきいている。

　先日のことだ。

　春猪は、竜馬叔父の失策しくじり話ばなしやおかしな癖を身ぶり手ぶりでおもしろく話していたが、急にめずらしく真顔になった。

「どうしたの」

　とお美以はきいた。

「あなた、竜馬叔父さんが好きじゃないの」

　と、春猪は突き刺すようにいった。このためにお美以の想いが、露あらわれてしまった。




　部屋に入ってきた竜馬は、

「ほい」

　といった。

「お美以かえ？」

　あとはなにもいわず、声をたてて笑いだした。

　春猪は憤った。

「竜叔父さま、お美以さんに御無礼ではありませんか」

「なぜだろう」

「何年ぶりかで会ったのに、ごあいさつもなく笑いだすなんて」

「それもそうか」

　竜馬も後悔したらしい。が、こんどは、ふしぎな動物でもみるようにまじまじとお美以をみつめて、

「やはり、お美以、お前まんは人間だなあ」

　と、感心した。

「自然の妙というものだ。むかしの子供が、ちゃんとここで大人になっちょる」

「あたり前」

　春猪は、くやしそうに畳をたたいた。

「ではありませんか。おとなになったことが、なぜおかしいのです」

「そうだ。べつにおかしくはない。しかし」

「しかし？」

「竜馬がぼやぼやしちょっても、天は休まずに運行しちょるなあ。それが、お美以の体でわかった」

「厭やだ」

　春猪はサジをなげた。この叔父はだめだと思った。せっかくいきな演出をしてやったのに、二枚目役をみごとにしくじっているではないか。

　やがて馳ち走そうがはこばれてきた。

（もうやめた。あたしは食べることにかかります）

　春猪は、肚をきめた。

「お美以、飲め」

「はい」

　竜馬が注いでやった。おとなしく見えても、お美以はさすがに土佐の娘である。大きな木杯になみなみと竜馬の酒を受け、けろりと飲みほした。

「りっぱじゃ」

　ふっ、とお美以ははじめて笑った。

　そのうち、座敷が明るくなった。月が、昇ったらしい。その淡い光のなかで、お美以の容か貌おが、夢のように美しい。

「お前まん、美しいな」

　やっと気づいた、というふりをした。

　月がいよいよ照り盛ってきたとき、竜馬もしたたかに酔ってきた。

「春猪、お美以、そこへならべ」

「え？」

「わしは月光をたんと浴びたいんじゃ」

「こうですか」

　二人の娘は、ひざをそろえてならんだ。

「もっと、ぴたりとならべ」

「こう？」

「そうじゃ。お前ら子供のときは、どっちもわしが子守りをしてやった。いまは大きくなったゆえ、わしのために、チクと膝を貸せ」

　竜馬は、ごろりと二つの膝の谷間を枕にした。やがて、いびきをたてて寝入ってしまった。




「お美以さん」

　春猪は膝の上の竜馬の顔をのぞきこんで、

「どういう気かしら」

「ええ。……」

　お美以も、こまっている。

　こまるのは、その温度だ。竜馬の肩のあたりがひどく温かくて、それに応ずるようにお美以の体じゅうの血が、膝のその部分に集まっているような気がする。

「ねえ、お美以さん」

「は？」

「男の人の肌って、あついな」

　春猪が無邪気にいった。

　お美以は、そうですね、と小さく返事しただけである。

　じっと膝で、竜馬の重みに堪えている。

　月が、高くのぼった。

　やっと、竜馬は眼をさまし、

「いま、なんどきじゃ」

　と、お美以の白いあごを見あげた。

「あの。……」

　お美以はどぎまぎした。

「もうすぐ、戌いぬ（夜八時）でございましょう」

「それは、いかん」

　竜馬は、はね起きて刀をひろいあげた。

　二人の娘が、あ、という間もない。竜馬は部屋を出てしまっていた。

（酔いがさめると、急に照れてしまったらしい）

　春猪だけが、この年若い叔父の気持がわかっておかしかった。

　しかしお美以は別な心境でいるだろう。

　竜馬は玄関へ出た。

　源おんちゃんが、とびだしてきた。

「小嬢こいとさんらは？」

「いま来る。おんちゃん、あいつらを駕か籠ごで送ってやってくれんか」

「それはむごうございますな」

　源おんちゃんは、お節介者である。

「坊ぼんさまもなぜ送ってやんなさらぬ」

　竜馬は、めずらしくこわい顔でにらみつけた。

「春猪に、人間の娘をおもちゃにするなといっておけ」

「おもちゃに？」

「それだけでいい。おれは急用を思いだしたのだ。これから山道を駈けおりねば約束の刻限におくれる」

　じつは、武市屋敷で、人が待っている。那須信吾という、高岡郡檮ゆす原はらの郷士である。人じん煙えんまれな大山奥から、用があれば高知城下まで一昼夜ぶっとおしで駈けおりてくるという鬼のような壮漢だ。なにか、竜馬に話があるらしい。会合の時間を、深夜にしているところからみると、容易ならぬはなしがあってのことではあるまいか。

「ではぼんさま、お提灯を持ってゆきなされ」

「いらん」

　月夜だ。これほど足もとが明るければ、竜馬の近視でもなんとか歩ける。

　山道を駈けおりた。狐が二、三びき、足もとから逃げた。

　城下まで、西へ一里余。

　山道がおわると、草履がべとべとぬれた。湿地である。

　薄すすき野のがはじまる。

　竜馬は、泳ぐように薄をわけた。

　そのとき不意に、眼の前の薄の原が、わっと二つに割れた。

　竜馬は、反射的に自分でころがった。

　三本の白刃がそのあとを追った。きつねか、悪戯いたずらをしやがる、と、ころがりながら、竜馬は考えている。




　薄のなかをころがっているうちに、湿地に入りこんでしまった。右肩から顔にかけて、べたりと泥がついた。

　竜馬はやっと立ちあがって、

「まさかお前まんら、狐ではあるまいな」

「ちがう」

　影の一人がいった。

「されば人違いするな。おれは、本町筋一丁目の坂本竜馬だ」

「わかっちょる」

　言葉が、郷士なまりではなく、上士のなまりである。

　影は、三つ。

　相手が上士とすれば、永福寺門前事件の仕返しであるのか。

　それとも、背後の大きなものかもしれなかった。上士の連中は一様に保守的なのだ。郷士たちの土佐勤王党結成に強烈な反感をいだいていることを竜馬は知っている。血気の上士のなかには、

（坂本、武市を斬ってやる）

　と豪語している者もいるそうだ。

（そういう連中か）

　湿地を背に、竜馬は面倒くさげに刀をぬいた。

「竜馬、覚えがあろう。汝ぬしァ、おれの稚児とんとを奪とった」

「とんとかえ？」

　これには竜馬もおどろいた。

　稚ち児ごとは衆しゆう道どう（男色）の愛人のことだ。土佐では、とんとという。土佐、薩摩などという南国の武士は、なおこうした戦国の悪風を残していて、若侍のあいだでは衆道が日常茶飯のことになっている。稚児をとられて刃物沙汰になることが多い。

　土佐の若侍の唄にある。

おらが稚児とんとに触れなば触れよ

腰の朱しゆ鞘ざやはだてには差さぬ

　まったくこまった蛮風だが、この悪習はほんの二、三十年前まで土佐に残っていて、この唄などは、高知の海南学校（旧制中学）では校歌のようにして唄われていたそうだ。

　しかし、竜馬には、衆道の悪趣味など、毛ほどもない。竜馬が男色家でないことは、城下の若侍ならたれでも知っている。それを知っていて、衆道の恨みとはどういうことか。

（なにかわけがある）

　竜馬は、構えを下段になおして、

「その稚児とんととは、たれのことじゃ」

「弁之助よ」

　弁之助は五台山竹林寺の寺小姓である。女にもまれな孌れん童どうで、一山の僧はおろか、城下の若侍からさわがれていた。じつをいうとこの弁之助は、竜馬の坂本家の知行地の百姓の子で、五台山竹林寺に入れてやったのは、竜馬の兄の権平なのである。その縁で、弁之助は城下に出てくるたびに、坂本家に立ち寄るのだ。

「あんなもの、おれは好いちょらんぞ」

　竜馬は、笑いだした。

　が、油断はしない。どうせ相手は、そういう口実をかまえて、別の理由で竜馬を闇討にかけようとしているのだ。

（そういえば、夕刻、ここへ来るときに、城下の帯屋町で下横目どもに出会った。下横目岩崎弥太郎もいた。あの連中が、馬鹿上士どもに密告したのだろう）

　一人が、竜馬の左にまわった。




　月が、雲間から吐きだされた。

　風が出ている。

　薄の穂の群れが、銀粉を噴きだすようにそよいだ。

「………？」

　竜馬は相手をのぞきこもうとしたが、近視のせいで、顔まではわからない。

　そのうち、一人が左手にまわった。その男が大剣をじりじりと上段にあげつつ、腰を三尺、推進させた。構えからみて老公容堂とおなじ無外流らしい（上士の剣術の多くは、この流儀である）。

　うっ、と撃ちこんできた。

「───」

　竜馬はすっとさがった。同時に相手の刀身をたたいた。ぱっ、と火花が散った。そのまま翻せば十分に斬りおとせたのだが、竜馬は、剣をひいた。

「よさんか」

　腕が、天と地ほどちがう。弱いのを斬ったところで、はじまらぬとおもったのだろう。竜馬の左足が濡れている。背後はもう湿地である。水深二、三寸の水たまりが、数町歩にわたってつづいている。沼といっていい。

　十四夜月が、その沼に影を落していた。竜馬は水面の月を割って、数歩沼の中に後退した。

「お前まんらァ、そんなに郷士が憎いか」

　相手は、沼を前にして踏みこめない。

「男ならいちいち名を名乗るがいい。それとも、お前ら名無しかえ」

　竜馬はさそいをかけている。

「………」

「名無しなら、当方も遠慮はせん。のこらず斬りすてるぞ」

　腹が立ったのだろう、一人が、ざぶっと沼へ入った。同時に竜馬の足が三歩水の上をたたいて、踏みこんだ。

　相手の剣が頭上にきた。

　それよりも早く竜馬の剣が、相手の右コブシを丁と撃って、すっと退いた。

「わっ」と、相手は刀を落した。親指が斬り落されている。親指切りは北辰一刀流の秘伝のひとつで、千葉周作が若いころ、実地に真剣勝負をして工夫したものだ。

　真剣には、面、胴、籠こ手てといった深ふか業わざをするよりも、指切りがもっとも実際的だということを竜馬も知っている。指を切り落してさらに踏みこめば、あとは据え物を斬るように容易である。が、竜馬は踏みこまなかった。

　刀を下段にもどし、

「勝負はみえた」

　竜馬はいって、ツツと身をひき、

「これ以上は無駄だろう」

　くるりと背をかえして沼のなかを歩きはじめた。

「卑怯」

　一人がざぶざぶと追ってきた。

「追うな追うな。わしら土佐郷士はお前まんら代々高禄に飽いた連中よりも、もうすこし大きなことを考えちょる。坂本竜馬、渺びよう乎こたる身ながら、こんな所で、馬鹿を相手に斬られたくもないし、斬りたくもない」

　竜馬の影は、月下で次第に小さくなった。

　上士は、茫然としている。

「負けた。──」

　影の一人がいった。眼はするどいが、貴公子然とした顔の男である。名を乾いぬい退たい助すけといった。のちの板垣退助である。




　竜馬は、その足で新町田淵町の武市半平太の屋敷の門をたたいた。

　すぐ開門された。

　竜馬は、庭から書斎にまわった。明り障子に灯が映えている。この夜ふけに、高知城下でなお灯がともっているのは、武市の書斎ぐらいのものであったろう。

「竜馬だ」

　障子の影が動いた。

　竜馬は、部屋に入った。そこに、軀く幹かん長大な武市半平太がすわっている。

　その前に、眼のぎょろりとした、頰の真赤な壮漢が、うずくまっていた。

　檮原の郷士那須信吾である。竜馬より五つ六つ年配で、武者絵からぬけだしてきたような、みるからに豪傑といった感じの男である。

　剣は竜馬の最初の師匠である日根野弁治にまなび、槍は岩崎甚左衛門に学んで並以上に達したが、なによりも生まれついた膂りよ力りよくがつよい。

　甥にあたる田中光顕伯の回想録によれば、

那須信吾は私の祖父浜田宅左衛門の第三子で、文政十二年己つちのと丑うし十一月十一日に生れ、幼名を虎吉と言うて居つた。六歳にして父をうしなひ、私の父金きん治じに教育され、長ずるや、家か塾じゆくの習字教授を助くるに淳々として倦うまず。

　その異常人であった点は、脚力である。馬より早いといわれた。檮原の山奥から高知城下まで来るのは、普通の足で二日がかりの嶮けん路ろであったが、信吾は、毎日、大剣を帯び、弁当を腰にさげ、肩に槍をかつぎ、それに面籠手をぶらさげて、飛ぶように駈けたという。

身長六尺、見るからにして偉丈夫といふ言葉があたつて居る。膂力衆にすぐれて強く、また健脚であつた。十匁の火縄銃に強ごう薬やくをこめ、立ちながらこれを発射して命中させるばかりか、姿勢もくづさなかつた。

　と、田中光顕は「維新夜話」で、回想している。

　信吾は、はじめ医術を学ばせられた。ところが、定じよう法ほうどおり医術書生として頭をまるめさせられたが、いっこうにそのほうの勉強に精を出さず、武術ばかりをやっている。

　郷人がそれをあやしみ、悪口をいうと、

「わしは国家を医する、一ひと包つつみ三さん分ぶの薬礼などもらう男ではない」

　と豪語していた。当時、医家の謝礼は、薬一包みが銀三分と相場がきまっていた。

　そのうち、檮原の郷士で槍術家だった那須俊平に見こまれて、その養子になった。妻は為代である。

　子がつづいて二人できた。

　信吾はこれで養子としての役は果たしたと思ったのであろう。その後、養父に打ちあけずに脱藩し、諸国の志士の間を奔走して、ついに、後に、天誅組の首謀の一人になり、大和で戦死している。

　養父俊平はおどろき、

残しおく二人の孫を力にて

老いぬることも忘れぬるかな

　と田舎いなかくさい歌をよんでみずからをなぐさめていたが、後、これも脱藩し、元治元年七月蛤はまぐり御ご門もんの戦いで、越前藩士堤五一郎と槍をまじえて戦死している。

　ただし、右は後の話。




「竜馬よ、一大事を語らねばならぬ」

　と、武市半平太がいった。この剛ごう毅きな男が、顔を真まつ蒼さおにしている。

　膝をのりだした那須信吾の顔も、さきほどの血色はすでになくなっていた。よほど重大な事柄なのだろう。

「いまから申すこと、構えて他言すな」

「ちょっと」

　竜馬は立ちあがった。

「どこへ行く」

「井戸へ」

「なにしにゆく」

「のどがかわいちょる」

　竜馬は、出て行ってしまった。ああいう沈痛な雰囲気とか、悲痛な顔つきというのが、元来、竜馬にはにが手なのである。性格だから仕方がない。

（なんの話かは知らんが、もっと、明るくやれんものかい）

　悲壮ぶるのは武市のわるい癖だし、土佐郷士のわるいくせだとも思っていた。竜馬が座を立ったのは、かれらの気組を、ちょっと挫いてみただけである。剣術の手でもある。出鼻をくじかれてしまえば、あとは、平静に物事を見、物事を語れるだろう。

　が、書斎に残った二人は、竜馬の予測とは別の気持になっていた。

「竜馬め」

　不ふ真ま面じ目めだ、と那須は吐きすてるようにいった。せっかくの気合の腰を折られたような気がしてその点でも不愉快だし、男が大事を打ちあけようと膝をのりだした瞬間、待った、のどがかわく、とはどういう料簡であろう。

「まあおこるな。あいつはああいう男だ」

　武市は、竜馬が不真面目だとはおもっていないが、竜馬のようなふわふわと雲をつかむような男に、この種の相談を持ちかけたのが誤りではなかったかと、別の意味で後悔しはじめていた。

（この相談は、竜馬にふさわしくない）

　しかし、呼んでしまったことだ。打ちあけるしか仕方がなかろう。

　水を飲んで竜馬がもどってくると、武市、那須の二人が、さきほどとはすこし種類のちがった固い表情ですわっている。

（なんじゃ、はずし甲斐がなかったか）

　もそもそと部屋のすみにすわった。

　その竜馬をおどろかせたのは、那須信吾の第一声である。

「竜馬、わしは同志を代表して、参政（仕し置おき家老の新称）吉田東洋を斬る」

　といった。

「竜馬、まかせてくれるの。まさか異存はあるまいの。わしは斬る。すでになかまをえらんである。安岡嘉助、大石団蔵。──」

　みな、戦国土佐の一領具足を思わせるような暴ぼう悍かん敢かん死しの徒輩だ。

「半平太、お前まん、それをゆるすのか」

「許さん。しかし、黙している」

「同じことだ。感心せん」

「斬ることが、か」

「斬ることも、それを黙認しちょるお前の態度も、なにもかもじゃ。この一件、わしが剣術詮議の旅から戻ってくるまでのあいだ、我慢ならんかい」

「我慢ならん。竜馬、お前の態度も、我慢ならん」

　那須信吾は、野太い声でいった。竜馬は、措おけ、といったふうのこわい顔をした。




　参政吉田東洋を斬る、という着想に、那須信吾は熱中しているようである。

「斬る」

　という語調に、狂気がこもっている。親幕派の総帥を斃す以外に、土佐を勤王藩の方向へ転換させる方法はない、と那須信吾は思っているのだろう。

　人を斬るというのは異常なことだ。

　斬る、と思いたっただけでも、もはや当人の精神は正常でなくなる。熱狂者のそれに似てくる。どういう言説も受け入れられない。この場合の那須信吾がそうだ。

「御両所」

　と、血走った眼で武市と竜馬をかわるがわる見て、

「お前まんらが、なんと言い晦くらまそうとも、わしの志はかわらんぞ。土佐檮原の郷士那須信吾は、身は貧しく、才は無く、人の数に入らぬ身ながら、一片の氷ひよう心しんがある。暮夜、国を想えば耿々こうこうとして夜が白むまでねむれぬことが多い。元もと吉きち（参政吉田東洋）が藩政の首座にすわっているかぎり、土佐藩はどうにもならぬ」

　土佐藩をどうするか。

　武市ら勤王党の連中の目的は、この二十四万石をあげて、朝廷に献上することである。つまり、京都を中心として尊王攘夷の義軍を挙げることだ。

　──馬鹿な。

　と、当然、吉田東洋ならずとも、藩の責任者ならばたれしもがそう思う。

　土佐山内家というのは、二十四万石の諸侯の地位を朝廷からもらったものではない。藩祖山やま内うち一かず豊とよが、関ケ原の功により、徳川家康からもらったものである。

　薩長とはちがう。

　薩摩の島津家は鎌倉時代からの地じ頭とうだし、長州の毛利家は、戦国初期、英雄元もと就なりが出て四隣を斬り従えてできた家だ。両家とも、一いつ寸すんの土地も、徳川家からもらっていない。この両藩が、幕府に対して不人情なのは、当然である。

　が、おなじ外様大名ではあっても、土佐山内家が、関ケ原の論ろん功こう行こう賞しようにより、掛川六万石から一躍土佐二十四万石に封ぜられたのは、吉田東洋によれば、

「いつに、将軍家のおかげである」

　という。

「恩義を忘れて人道はない。薩長とは、事情がちがう。かれらと一緒になって軽けい挙きよ妄もう動どうすることはできぬ」

　吉田は、たれに対しても、吐きすてるようにいう。

　ほとんど芸術的といっていいほど、頑固な男である。

「男にも美しさがある。みずからの考えに対して、死を賭しても頑固だということだ」

　と自分をそう教育している人物である。

「元吉、すこしく才あり」

　と、めったに人をほめぬ水戸の藤田東湖がいったほどだから、よほど学才があったはずである。

（斬るには惜しすぎる）

　武市半平太の悩みも、そこにあった。




頑 固 家 老











　戸籍から、いう。

　名は元吉。

　号は東洋。

　文化十三年のうまれだから、竜馬より十九歳の年上である。

　いわゆる「お歴々れきれき」とよばれる上士の家柄の出だが、家老の家ではない。抜擢されて参政になった人物である。いまも生家である帯屋町の屋敷にすんでいる。

　この吉田東洋の頑固は、因いん循じゆん姑こ息そくな頑固ではなく、きわめて攻撃的な頑固であった。

　十八歳、すでに芽ばえがある。

　家僕を殺している。

　なぜ家僕を斬ったのか、東洋はついに理由を明らかにしなかったから城下の人でも詳しくは知らないが、察するところ、この家僕、軽薄で年少の東洋を軽侮するところがあったか何かであろう。

　むろん、罪にはならない。

　主人が自分の家来を無礼討することは、この時代のいわば刑法で認められていたからである。

　が、この事件は東洋の一生を決定したらしく、以後、門を閉じてつつしみ、学問、武芸に熱中した。後悔したらしい。もっとも、剛ごう愎ふくな男だから、文学青年のようには悩まず、この家僕殺害の年に結婚している。妻は、同格の上士後ご藤とう正まさ澄ずみの三女琴子。

　一女一男を生んだ。

（余談だが、娘の政子は維新後公卿伯爵の大原重しげ徳のりの嗣し子し重しげ賢たかという人物に嫁とつぎ、男子の源太郎正春は、維新後外務省、逓てい信しん省の書記官をつとめて英才をうたわれた。ただ父親ゆずりの傲ごう岸がん不ふ羈きの性格がわざわいして人の下風に立つのをよろこばず、のち辞官し、さまざまの事業に手を出したが、大正十年、不遇のうちに東京青山の自邸で七十歳の生涯をとじた。伊藤博文などは、土佐系の人物で内閣に入れるべきはまず吉田正春、とつねに左右の者にいっていたほどである。しかしついに大臣になっていない。才のあまり、性格がとげとげしすぎたせいである）。

　さて話は東洋。

　二十八歳で郡こおり奉ぶ行ぎようになったが、東洋はただの役人ではない。このときすでに藩政改革の建議をしている。その建議の内容をみると、経済、人事、教育のいろんな面で非凡のひらめきがみられる。

　このころ、学問ではすでに藩の儒官が東洋に歯が立たず、剣では家中で一流とされ、議論をすれば、東洋の舌に勝つ者がいなかったといわれる。しかもただの才子ではない。

　三十二歳、船ふな奉ぶ行ぎようとなった。

　土佐は海国だから、戦時用の藩船を多くもっているが、久しい泰平で帆はやぶれ、帆綱は切れ、船頭、水か夫こは、扶ふ持ちどりの世襲の者だから、まったく技術をみがいていない。

　東洋は船や海のことは何もしらなかったが、これに猛烈な再訓練をほどこし、数年で船も船員も使いものになるまでに仕上げている。おそるべき実行力といっていい。

　ほどなく役目を辞し、藩主から諸国遊歴の許可をうけて、天下知名の学者とまじわり、見聞をひろめた。

　三十八歳、参政に抜擢。

　藩主豊とよ信しげ（容堂）は、家臣東洋に対し、東洋先生とよんだほどだから、よほどの君くん寵ちようをうけたことになる。




　吉田東洋は、参政に抜擢されてほどなく、藩主の参さん覲きん交こう代たいの供をして江戸にゆき、江戸一流の名士と交際した。これが安政元年だから、竜馬の最初の江戸修業時代である。

　が、東洋は、二十四万石の宰相である。一介の剣術諸生の竜馬にとっては雲の上のような身分だから、たった一度、鍛冶橋の藩邸で、廊下を渡ってゆく東洋の姿を見たきりであった。

　そのときは、ちょうどペリーの来航さわぎで、江戸中があすにも戦いくさかと緊張しきっているときだったから、

（ほう、あれが土佐の侍さむらい大だい将しようか）

　とたのもしくおもったことを覚えている。

　頼もしく思わせるような風丰ふうぼうを吉田東洋はもっていた。

　巨岩を思わせるような、彫り深い道具だての大きな顔に、両眼がらんと光り、唇くちもとは容易にほころばず、それが太い猪い首くびと、広い肩にささえられ、ずしりと腰がすわっている。しかもたいへんなしゃれ者で絹地以外は用いず、緋ひ縮ぢり緬めんのそでのついた長なが襦じゆ袢ばんを着、懐ふところに麝じや香こうを入れ、大小も立派なこしらえのものしか用いない。

　そのころ、藩邸をひっくりかえすような大事件を、東洋は演じている。

　安政元年六月十日のことだ。

　この日は、藩主在府中の恒例で、山内家の血縁のある旗本三氏をよび、藩主みずからが酒を馳走することになっている。

　御血族の旗本とは、山内遠江守豊督、五味靫負ゆきえ豊とよ済なり、それに、旗本寄より合あい席せき松下嘉兵衛重光の三人である。

　松下嘉兵衛とは、同姓同名の武士が、太たい閤こう記きなどに出てくる。秀吉が年少のころ仕えた駿する河がの今川家の武将の名である。秀吉が天下をとってから探しだして高禄をあたえたが、豊臣家崩壊後は幕臣となり、土佐藩主と代々縁組などをしている。

　当主の嘉兵衛は、下手な狂歌や俳はい諧かいなどを作ってやたらに通つうぶっている風流才子で、酒癖がわるく、酔えば人にからみ、座が白けるまで愚弄する癖がある。

　この夜、東洋は、藩公からおなじ重役の渋しぶ谷や伝つたうとともに「御ご酒しゆお相手おおせつけ」られ、山内家御親族一統のなかで陪席させられた。

　ところが、松下嘉兵衛である。

　宴が果てるころには正体もなく泥酔し、例の悪癖が出た。

「渋谷。──」

　と、東洋の相役をよびすて、さんざんにからんだあげく、扇子で頭をたたいた。渋谷は相手が藩公の親戚だから、ただおそれ入ってたたかれていた。

　嘉兵衛はつぎに東洋のそばにきて、肩にだきつき、頭をなでまわし、

「なんの役にも立たぬ雁がん首くびよ」

　といった。

　はっ、と一座が青ざめたときは、東洋は嘉兵衛を投げとばしていた。だけではない。嘉兵衛の体に馬乗りになって、力まかせになぐりつけた。

　嘉兵衛は泣き声をあげて詫びるが、東洋はなおなぐりやめない。ついに藩公みずからが座からおりて、のしかかっている東洋を引き離すというさわぎになった。




　殴打事件のころ、家中で、

吉田元吉（東洋）

頭もこくが

透すき矢や越えち後ごで伊だ達てもこく

　という唄がはやった。

　こく、というのは、土佐言葉でなぐるという意味である。透矢越後とは当時大そう伊達な着物とされたもので、要するにこの唄の意味は、

　──吉田は、まかりまちがえば藩公の親戚の頭もなぐるほどの豪儀なおとこだが、なかなかの伊達者でもある。

　ということだ。

　事件後、吉田東洋の処置については切腹説も出たが、結局、役目を剝ぎとった上、国もとへ差し下され、高知城下四カ村禁足、減知、という手ひどい罰をうけた。

　東洋が罪を得て江戸藩邸を孤影さびしく去ったのは安政元年六月十四日。

　夜来の雨で、道がひどくぬかるんでいた、と、江戸定じよう府ふの藩士寺田志斎の日記にある。

　志斎の日記には、この日の東洋についての感想をこうしたためている。

「吉田氏、もとより才能あり。しかのみならず学力あり。されど驕きよう慢まん独どく智ちにて人の言葉を容いれず、事を断ずるに苛か酷こく多し。予、今こん日にちの事あるをあらかじめ知る。はたしてしかり」

　竜馬は、この当時、二十歳の若さだから、むしろ吉田東洋の剛気さに好意をもった。主人の親戚の大旗本の頭をなぐるなど、懦だ弱じやくな当世武士のなかでは珍とするに足るではないか。

　蟄ちつ居きよ四年。

　城外朝倉村に住み、のち浦戸の海景のうつくしい長浜村に移り、ここで読書と詩作にふける一方、名を慕って訪ねてくる上士の子弟を教育し、のちふたたび参政に返り咲いたときは、この長浜村時代の弟子を一せいに顕職につけ、強固な学閥をつくって、他の系統の者をするどく排除した。性格といい、やり方といい、余談だが、百年後の土佐出身の宰相だった吉田茂に似ている。

　これも長浜村時代の余談だが、城下の上士の子弟のなかで、手のつけられぬ腕白者が二人いた。

　ホヤタとイノスケという若者で、それぞれ城下中島町で隣り同士の仲である。むろん餓が鬼き友とも達だちで、この二人が幼少のころから泥まみれになって遊びまわり、共同の喧嘩相手がないときには互いに血みどろの喧嘩をしたりして、家中、近所から疫病神のように嫌われていた。

　ホヤタのほうは東洋と血縁だから、ある日、東洋はその母親に泣きこまれて訓戒を垂れるべく、

「一度、二人を連れてきなさい」

　といった。

　二人の腕白が、眼を光らせてやってきた。

　東洋はことさらに二人に議論を吹きかけると、二人の疫病神はコブシをたたいて応じてくる。ついに激論して深夜におよび、東洋も腹がたって、

「帰れっ」

　と追っぱらったが、あとで「あの二人は見込みがある」とあらためて使いをやり、いやがる二人をねじ伏せるようにして弟子にしてしまった。

　復職後、この二人も顕職につけている。

　この保ほ弥や太たがのちの後藤象二郎、猪い之の助すけが板垣退助である。東洋は東洋なりに、必死に人物の発掘につとめたのだ。

　が、竜馬ら郷士には一顧も呉れない。貴族意識の強烈な人物だったのである。




　吉田東洋が参政の地位に復活したのは、安政五年、四十三歳のときである。

　その後、かれはおそるべき行動力で、つぎつぎと斬ざん新しんな政策を布しいた。いわば、富国強兵策をとった。

　だけではない。

　同時に書斎にあっては、どんらんな知識欲を満足させた。西洋知識を得ようとしたが、横文字が読めないためにシナで新刊されているシナ語訳の洋書を長崎からとりよせ、また、上シヤン海ハイで当時発行されていた中外新報までとりよせて、それらの活字から西洋事情を知ろうとした。理化学のことまで調べたという。

　儒学的教養をもちながら、思想は徹底的な開国論の立場をとった。この点、幕府の外交方針とおなじで、武市半平太ら勤王党の攘夷論者からいえば、「神州を汚す者」であり、醜しゆう夷いに屈しようとする腰抜け武士であり、幕府に加担する反朝廷派であり、先年、桜田門外で尊王攘夷論者に斃された大老井伊直弼と同質同型の人物であった。

「土佐の井伊じゃ」

　と、はげしくこれをきらったのは、東洋を斬る、という那須信吾である。むろん、党首株の武市半平太も、これと同意見である。

　文久元年、東洋四十六歳。

　この年、武市は江戸で、薩長の過激志士とひそかに密会し、たがいに自藩にもどって藩論を勤王に統一し、三藩の兵をもって京都で義軍をあげるという壮大な密謀をとげ、土佐に帰国している。帰国後、土佐勤王党を結成し、その圧力を背景に、しきりと参政吉田東洋に説きはじめた。

　武市は、毎日のように藩庁に出かけては、東洋に面会を申し入れている。

　郷士仲間では、武市だけが、登庁して参政に会うことのできる身分なのだ。武市家は郷士でも、上士待遇の「白札」の身分である、ということは前に書いた。

　吉田も、かねて武市の学識の深さだけはみとめている。

「瑞山先生」

　などと、なかば敬意、なかば親しみをこめて呼んでいた。

　ところが、武市の薩長土三藩同盟論には、がんとして反対なのである。

「武市君、薩長は薩長、土佐は土佐じゃ」

　と、吉田はあくまでも親幕的態度をすてず、京の朝廷に対しても、武市とはまったく思想を異ことにしていた。

「あっははは、天皇や公卿などに国がまもれるか」

　というのだ。

「瑞山先生は、歴史を知らん。日本史で、天皇や公卿が騒ぐときは、かならず世の乱れるときだ。保元平治ノ乱、南北朝ノ乱、いずれも、天皇公卿の権力欲から出たものだ。いま再び、かれらは世を騒がそうとしている。日本を泰平に鎮しずめた功績は、古くは源頼朝、足利尊氏、徳川家康、この三人の幕府創設者であり、歴世の武士である」

　東洋はとくに北条泰時と足利尊氏が好きで、これらを賊臣とみなしている勤王論者とはまるで相あい容いれない。

　しかもこわいほど論理が明快で、議論では武市といえども歯が立たなかった。

　武市はあせっている。例の薩長有志との密約が、東洋の頑固のためについに果たせなくなるか、という焦躁であった。




「たしかに」

　と竜馬は那須信吾にいった。

「お前まんのいうとおり、参政吉田東洋を殺せば土佐もだいぶ色変りはするだろう。しかし殺すだけが策かね」

「私は殺すだけじゃ。あとの策は、武市さんの腹中にある」

「半平太、どういう腹だ」

「それはこうだ」

　武市は、声をひそめた。

　竜馬はききおわってから、武市の顔をあらためて見直したほどの大陰謀である。このあぎ（あご・武市の異名）にそれほどの陰謀の才があったのかと思って、竜馬は複雑な心情をあじわった。

　実をいうと、吉田参政を斃してみたところで、土佐の藩政をただちに土佐勤王党がにぎる、という景気のいいことはできない。なぜなら、勤王党の九割九分までが郷士で、藩政に参加する資格がないからである。

　勤王党のなかで、藩政参加に資格がある者といえば、白札（准上士）の武市半平太、それと、上士の身で勤王党に名を連ねている平井収二郎、間崎哲馬、土ひじ方かた楠左衛門など、ごく少数の者だけである。

　ただおしむらくは、この連中は年もわかいし、到底、藩庁を牛ぎゆう耳じって上下の秩序をただすほどの貫禄は、まだ持ちあわせていない。

　そこで武市が考えたのは、守旧派の重臣と手をにぎることだ。

　守旧派といえば、吉田東洋によって、

「無能、尊大、とるところなし」

　と藩政の実務からしりぞけられた御一門、国老、重役連中のことである。

　かれらは代々世襲の重臣で、能もなければ気概もない。その上、譜代高禄で温あたたまってきた者だから、いささかでも現状を改革することに、生理的に恐怖をもっている。吉田東洋の強烈な内政改革方針が不快でたまらないのだ。

「そんな門閥連中と手をにぎるのか」

「そうだ」

　武市は、憮然としてあごをなでた。

「それしか仕方あるまい。毒をのむ。吉田にしりぞけられた国老深尾鼎かなえ以下のお歴々を、家格どおりの地位に復せしめる、と持ちかければ、よろこんで協力するだろう」

「そりゃ、するだろうが」

「いや、案ずることはない。毒も用い方によって薬になるさ」

「はて薬になるかねえ」

　守旧派の連中は、どの男もべつに思想というようなものはないが、強烈な佐幕主義者である。武市はそれを背後であやつって、一藩勤王という、三百年どの藩にもかつてなかった新たな大花火を打ちあげるところまで持ってゆこうというのだ。

「しかし、門閥はみな能なしの芋いも頭あたまだぜ」

「だから、こっちの自由になる。操あやつれる。むろん、首班には、かれらをつけない。小こ南みなみ五郎右衛門どのになってもらう」

　小南は竜馬もよく知っている。譜代重役のなかでは唯一の尊王攘夷主義である。武市の構想は、極右と極左の連立内閣というわけである。が、そのやり方はなんとなく奇術めいていて、竜馬にはあぶなっかしく思われた。

「そんな芝居を思いつくとは、半平太も人が悪くなったなあ」




「たしかに、わしは人が悪くなった」

　と、武市半平太が、いった。

「しかし竜馬、善人では、これだけの大芝居は打てないよ」

「悪人ならなお打てぬ」

　竜馬は、にやにや笑っている。

「半平太、お前まんが悪謀家じゃということになれば、もはや人がまわりに集まって来るまい。人が集まらぬと大事はできぬ。されば半平太、悪人というのは、結局、小事ができる程度の男のことだぞ」

「待った」

　武市は眼をするどく細めた。

「わしを、悪人というのか」

「言わぬ」

「申したではないか」

「悪謀家になるなと申した。なンも、お前が悪人じゃとは言うちょらん」

「悪謀は生涯これ一回じゃ。しかも私心あってのことではない。土佐二十四万石を、こぞって天朝のために捧げるためじゃ。そのために芋頭の重役とも手をにぎる。参政吉田をも暗殺する。半平太はなんでもやるぞ」

「半平太は狂うた」

「なんじゃと」

「お前の書いちょるのは、無理な芝居じゃ」

「なぜ」

「全藩勤王などは理想だが不可能なことだ。むかしから理想好きはお前の性分じゃ。完全を望み、理想を追いすぎる。それを現実にしようと思うから、気があせる。無理な芝居を打たねばならんようになる。かならず崩れ去る」

「不吉な」

「半平太、いっそ、こんな腐れ藩など見捨ててしまえ。藩ぐるみ勤王などはどだい無理じゃ」

「藩を見捨てるゥ？」

「おうさ。こっちで見限ってしまえ。みな同志で脱藩して京にのぼり、手ごろの小藩を斬りとって山さん砦さいを構え、天子を擁して天下に号令するんじゃ。ずいぶんと面白かろう」

「この大おお法ぼ螺らめ」

　武市は、本気で怒った。

「だまって聴いちょらァ、よい気になってそんな法螺を吹くか。左様なことなら、まだわしの藩ぐるみ勤王のほうが現実性はあるぞ」

「それはない。かえって画が餅べいじゃ」

　竜馬はうそぶいた。

「お前は山賊になれ。わしは海賊になる。山海呼応して天下をゆるがせば、おいおい天下の士があつまってきて、武力さえできれば、土佐藩も自然くっついてくる」

「法螺、法螺」

「わしはな、半平太。聴け」

　竜馬は、真顔になった。

「藩体制を崩さねば事ができぬ、とおもっている。やれ譜代だの格式だの、そんなことばかりで動いちょる侍の組織では、何事もできん。たとえば吉田参政を殺してお前の陰謀が成功したとしても、殿様ちゅうものがもう一つ上にある。その御意向次第でいっぺんに崩れてしまうではないか。さればしまいには殿様まで殺さにゃならんようになる」

「と、殿様を。不謹慎じゃぞ、竜馬」

「土佐の殿様は、名代の頑固者さ。だから、世を直すには一藩勤王などはそれこそ法螺で、浪人軍を作るほうが算そろ盤ばんにあう算さん用にようさ」

　竜馬はさっさと立って、門を出た。




萩　へ











　藩庁へ請願していた竜馬の旅行願いが、意外に早くおりた。旅行の目的は、剣術詮議のため讃さん州しゆう丸亀城下に参る、というものである。

　むろん、これは表むきだ。真の目的は丸亀から長州へ飛び、萩城下で長州藩の勤王党の連中と会い、この藩での倒幕運動の実際を見る。

（万事、見にゃ、わからん）

　というのが、学問ぎらいの竜馬が自然と身につけた主義だった。

（武市が念仏みたいに長州、長州いうちょるが、その長州の足腰を見んことにゃどうにもならん）

　武市の策どおり、土佐藩がもし倒幕へ一本にまとまったとしても、長州藩がうろうろしていては、幕府に各個撃破されるだけのことではないか。

　讃州丸亀に入ったのは、十月もなかばのことである。

　丸亀は、京きよう極ごく氏五万千五百石の城下で、城は蓬ほう萊らい城じようといわれ、小さいがなかなか姿がいい。

　町家のたたずまいが、土佐とくらべるとどことなく優美で、

（五万石ながら、諸侯のなかでもさすがきっての名家といわれる京極家の膝もとだけはある）

　と、本町通を歩きながら、竜馬は感心した。

（おなじ四国ながら土佐は野蛮じゃな）

　妙なものだ。二十四万石の城下からやってきて、かえって土佐が田舎臭く思われるのは、讃州の地が、上かみ方がたの風俗が濃く影響しているからであろう。

　竜馬は、居酒屋に入った。

　酒を注文してから、

「亭主はいるか」

　ときいた。

「さあ」

　見ると、こんな汚い居酒屋にはめずらしく気はしのききそうな小女である。

「お前まん、なんという」

「お初」

　きびきびいった。

「旦那さまは土佐のお侍様でございますね」

「わかるか」

「訛なまりでもわかるし、お顔でもわかります」

「顔で？」

「みな、鮪まぐろみたいな顔しとるもの」

「ひどいやつだ」

　竜馬は、このお初が気に入った。

「亭主がおればきこうと思ったのだが、この丸亀城下で剣術のつよい先生は、どなたとどなただ」

「兵ひよう法ほう？」

　古い言葉でいった。

「第一に土居町にいらっしゃる藤沢玄斎先生、つぎは、御指南役の矢野市之丞先生。あとはみな棒振りです」

「口のわるいやつだ。おれも土佐の棒振りの一人だが、試合は申し込めるかね」

「厭ややなァ、そんなこと、居酒屋の小女にわかるもんか」

「それもそうだ」

　竜馬は大笑いした。

「では亭主にきこう。亭主はいつ帰る」

「私が亭主です」

　お初は落ちついていった。




「ほほう、お前が」

　みたところまだ十七、八ではないか。が、ただの出来合いの娘ではなく、眼もとがきりっとひきしまり、体つきも軽けい捷しようそうで、これで色さえ浅黒ければ、所は讃さぬ岐きながら、江戸前といっていいだろう。

　竜馬は、姉の乙女の感化が濃いせいか、こういうきびきびした甲か斐い性しよう女おんなをみるのが大好きである。

（こういう女は、おれの泣きどころだ）

　自然、だらしなくにやにや笑ってしまった。

「なにがおかしいのです。両親に早く死にわかれたから、こんな店でも捨てるのは惜しいからやっているのです」

「いや、立派なお店だ」

「そう？」

　やはり娘だ。うれしいらしい。抜け目なさそうにみえて、そのくせしんから無邪気そうな性しよう分ぶんが、笑顔に出ている。その笑顔に、すれっからしの年増にはないすがすがしい色気があった。

（いかん）

　好きになったようだ。

　酒がきた。

「この讃州という土地は」

　竜馬は一口、のんで、

「上方に大いに回かい船せんを送って利をはかり、なかなか商あきない上手の土地だそうだな。商あきん人ど衆しゆうの地じ口ぐちに、讃岐男に阿波女、というそうではないか」

「讃岐男に阿波女、伊予の学者に、土佐の高知は鬼ざむらい、でしょう？」

「そうそう。それにしても土佐は鬼侍とは、分ぶがわるい」

　竜馬は苦笑した。

　四国四州の人間の特徴をうたったもので、讃岐男は商人として甲斐性があり、阿波女には一種の性的魅力がある。伊予の国は人の気風がなだらかで武よりも文に長たけ、それらにひきくらべると、土佐は人種がちがうかと思うほど、気性があらあらしい。そういえば、戦国のころ、土佐で興った長曾我部の侍どもが四国山脈の天てん嶮けんを乗りこえて右の三州に斬り入り、またたくまに斬り従えて四国全土を征服したことがある。いわば、四国三州がつねにおそれてきた南方の侵略民族である。

「まあ、一つどうだ」

「はい」

　お初は、素直に杯をうけた。

　さいわい、昼さがりだから、店に他の客がいない。

「酒は好きか」

「大好き」

「では一升ずつ温めて来い」

「一升？　やっぱり、鬼侍」

　夕暮近くには、お初も、足もとがあぶなくなるほど飲んでしまった。商売熱心のこの娘が、昼酒をこんなに飲んだことはない。相手の鬼侍がよほど気に入ったのだろう。

　そのうち、かき入れの時分どきになると、剣術稽古の帰りらしい城下の若侍がどやどやと入ってきた。

　それにつれて、大工、左官、旅たび人びと風ふうの男も入ってくる。みな、お初がめあてなのだ。




「お初」

「お初」

　あちこちの席からお初をよぶ声がした。この店では、最初の一杯だけはお初が注いでやるのが、しきたりなのだ。客の大半は、それが楽しみでやってくる。

　ところが当のお初は、

「ええ、ただいま」

　と生なま返へん事じをするだけで、竜馬のそばを離れようとしない。

　──なんだ、あの野郎。

　と、店中の憎しみが、他国者らしい竜馬にかかった。

「何者だろう」

　衣服が旅りよ塵じんにまみれている。髪は何日も櫛くしを入れたことがないらしく、びんのあたりなどそそけ立って、破れ不動のようになっているが、笑顔が、男がみても、ずきりとするほど魅力がある。

　──土佐者らしい。

　なまりでわかる。

　土佐方言は、江戸や上方弁のように抑揚で意味を通じさせたりする言葉ではなく、一語々々、語尾にいたるまで明確に発音する特徴がある。イとヰ、ジとヂまで、入念に区別して発音する。

「旅のお侍」

　と、やくざ者らしいのが、右手を懐ろに入れて寄ってきた。

「まさか、お侍がお初坊を買い占めたわけではないでしょうねえ」

　竜馬は、ひょいと男の懐ろに手を入れた。

「痛え」

　手首を握られた。出てきたのは、白しら鞘ざやが手あかで黒ずんだ短刀である。

「こういう物を握ったまま、人に話しかける馬鹿があるか」

「この野郎」

「強がるんじゃない。讃州丸亀城下といえば人情のやさしい所ときいている。おれはたったいまお城下に入ったばかりの旅の者だ。初しよ手てからおどすもんじゃないよ」

　竜馬は、手首をつまんでいるだけだ。が、男はよほど痛いらしく、身をよじっている。

「は、はなしやがれ」

「声が大きいなあ」

　竜馬は左手で猪ちよ口くをあけ、

「どうだ、一杯」

　男の左手に持たせてやった。

　握るなり、男はそれを竜馬の顔に投げた。

　竜馬はちょっと顔をそらせた。猪口は後ろの壁にあたってくだけた。

　その拍ひよう子しに、男の手首を離した。男ははずみをくらって後ろへたたらを踏み、ちょうどそこで屯たむろしていた剣術稽古帰りの若侍の体に、どさりとあたった。

「なんだ。──」

　若侍たちが、総立ちになった。喧嘩のきっかけを待っていた、という顔つきである。

「無礼ではないか。人を投げて寄越すとは」

「はずみだ。すまん」

「名をいえ」

「土佐の坂本竜馬だ」

「えっ」

　みな、蒼あおくなった。剣を談ずるほどの者なら、土佐の竜馬の名は知っている。




　が、相手は多数を頼んでいる。もののわかったのが一人でもおればこういうことにならないのだが、

「なに？　土佐の坂本？」

　武士のくせに腕まくりをして、強がるのがいた。こういう手合は、かならず、集団の後ろにいる。

　それに、やくざがまじっている。

「旦那がた、あっしもお城下では土ど器き徳とくといわれた男だ。やりやすから、加勢してくだせえましよ」

（土器徳というのか）

　竜馬はおかしかった。なるほどこの城下には土器川という川が流れている。その川っぷちでうまれた徳七、とでもいうのだろう。

「よせ、土器徳」

　土器徳め、なかなか愛嬌のあるつらをしてやがる、と竜馬は変な好意をもった。凄んでいるくせに、どことなく土瓶の口の欠けたような味な顔なのである。

「やれやれ、土器徳」

　と、後ろの若侍どもがはやした。品のわるさからみて、お徒か士ちの伜せがれどもだろう。

「よせ、土器徳。汝ぬしァ、男おとこ伊だ達ての稼業がら、この場ではひっこみがつかぬだろうが、つまらぬ怪我をすると、いよいよ町で体てい裁さいが張れなくなるぞ」

「だまりやがれ」

　だっと短刀を突っかけてきた。竜馬はその手をつかみ、表へ引きずり出した。

「土器徳」

　と、竜馬はいった。

「ぜにをやる。おとなしくしろ」

「要らねえ」

　竜馬が左手ににぎらせてやろうとした一朱銀を土器徳は投げすてた。

「要らんのか。ぜによりこれが食いたいのなら得心のいくようにしてやろう」

　ぱっと放すなり、平手で、右頰がめりこむほど撲なぐった。

　土器徳は二間けんばかり横へすっとんで、ぶっ倒れた。途方もない腕力である。

「武士に手むかうやつがあるか。なぐられ賃だ。その一朱銀、とっておけ」

　竜馬は、店内に入った。

　若侍どもは、息をひそめている。が、一人だけ、面ずれのした男が、まだ威勢をうしないきっていないのか、

「ふん、下郎をなぐって、得意か」

　といった。竜馬はあきれた。歴とした藩の家士とは、もっと品のいいものだ。京極家の家中でも、この連中はよりによってたちのわるい連中らしい。

　竜馬はすわって、

「お初、[image: 燗]かんが冷えている。つけてくれ」

　と命じてから、横あいの若侍どもをぎょろりと見、

「抜くなよ、構えて抜くなよ。武士が刀をぬけば、殺しあうまでやらねばならぬ。勝っても改かい易えき、負けても改易だ。先祖から譲りうけたお扶持をつまらん喧嘩でうしなうことはなかろう」

　ぐっと一杯のみ、

「どうだ、土佐の馬鹿モンの杯を受けてみんか」

　凄い眼で、ねめまわした。まかりちがえば、斬る眼つきである。若侍たちは真蒼になってふるえはじめている。




「あっはははは」

　竜馬は、がらりとかわった。

「武士というものはつらいものだ。うかつに喧嘩すれば、切腹、改易」

　と、こう書けばいかにも毒々しいいい方だが、眼がちがう。まるで、可愛がっている弟を見るようなやさしい眼で、若侍たちを見まわしている。

　若侍たちは顔を伏せた。

　圧倒されている。

（いい眼をしてる。──）

　お初は、ぞくっとなった。男相手の商売をしていて、吐き気の出るほど男というものをみてきたが、こんな眼をもった男に出逢ったことがない。

「武士というものが、三百余藩に割拠して、それぞれくだらぬこけんを立てて肩を張りあっている。だから、えたいの知れぬ土佐藩士の杯など、受けとれぬというのだろう。丸亀の京極家だの、土佐の山内家だのといっているあいだに、国はほろぶよ」

「さ、坂本先生」

　若侍の一人が、立ちあがった。

「お杯を頂戴します」

「よせや、気味のわるい。あんたのように、そう底抜けに素直になるのも気味のわるいもんだよ。杯は渡さないよ」

　若侍にすればなぶられているようなものだ。

「こう、見渡せば」

　竜馬は、しんからうれしそうだ。

「あんたのおなかま衆のなかで、まだ肩を怒らせてこっちをにらんでいるお人がいる。ああいうお人が、将来事をなす人だよ」

「ははあ」

「しかし、酒の場所でああ睨にらまれては、せっかくの讃岐の美酒がのどに通らん。ああいうお人とよく相談してくれ。その気なら、みんなでこの店を買いきって陽気に飲もうではないか」

　立ちあがった。

「どこへいらっしゃいます」

「お初、ひとねむりしたいが、お前まんの蒲ふ団とんがないかあ。わしがひとねむりしているあいだに、丸亀藩と土佐藩が仲よしになるご相談をこのお歴々にしておいてもらう」

「二階へご案内します」

　お初が、先に立った。

「──人を食ったやつだ」

　と、肩を怒らせた若侍が小声で吐きすてた。この男は丸亀藩の御お馬うま廻まわり役やく松木十郎左衛門の次男で、松木善十郎。

　藩の師範役矢野市之丞の高弟で師範代をつとめ、腕は師匠を越えるといわれている。この稽古仲間の大将株だし、腕もある。自然、この善十郎だけが、戦闘的だった。

　竜馬は二階でお初に蒲団を敷かせ、ごろっとねころんだ。

　すぐ大いびきをかきはじめた。

（変な人だけど、なにか魂胆があるらしい）

　利口なお初はそう思っている。

　お初が階下におりると、松木善十郎はすごい面相で、

「あいつ、何の目的で丸亀へ来た」

「剣術詮議だそうですよ」

　むろん、お初はそれは表むきだけだと見ぬいていた。




　竜馬は、他日、事あるときに、丸亀藩をひき入れようと思っていた。

　今度の旅には、そういう魂胆がある。武市がやっているように、土佐藩の郷士だけが騒いでも、天下の事はならない。

　他藩に同志をつくることだ。

　いわば、遊説である。

　遊説だが、竜馬は能弁ではないから、この男はこの男なりの流儀で同志を作るつもりである。

（わずか五万石余だが、こんな小藩にも役に立つ人間はいるだろう）

　竜馬が目をつけたのは、あの肩をばかに怒らせている若者である。たしか、松木善十郎といった。

（あいつは、役に立つ）

　ぐっすりねむって、眼がさめたときは部屋の中が真暗だった。

（ほい、夜になってしまった）

　起きあがろうとすると、部屋のすみで人の気配がする。

「たれだ」

「お初です。いま、行あん燈どんに灯を入れます。死んでいらっしゃるのかと思って様子を見にきましたら、すごいいびきでした」

「へーえ」

　竜馬は苦笑して起きあがった。

「階し下たの連中は、待ちかねているだろう」

「あんなことを」

　お初は、哺ふくんだような丸い声で笑った。

「待ってなんか、いるものですか。他よ所そ者もののくせに人を待たせておいて、御自分は酔っぱらって寝たりして。いくら丸亀のお侍がばかでも、そう悠長にはできていませんよ」

「そうかい」

　くすくす笑っている。

「みんな、怒っていらっしゃいました。闇討をくらわせてやるんだって」

「うそをつけ。あの剣術屋どもに、それほどの気き甲が斐い性しようがあるものか。みな、不得要領にこそこそ引きあげたろう。かんかんに怒って斬るのなんのと騒ほたえていたのは、松木善十郎だけのはずだ」

「ほんと」

　お初は、かちっ、と燧い石しを打った。が、湿っているのか、うまく出ない。

「つかないね」

「あたしは、火が上手なんだけど」

　お初は、じつは手がふるえている。この闇がながくつづけばいいと思っていた。

「お初。あの松木てやつは、城下の若侍のあいだの人気はどうだ」

「そうですねえ」

　お初は、あまり感心していそうにもない声である。

「いいお屋敷の坊ちゃんのくせに、小さいときからひどい餓鬼大将で、もう元服もすんだというころでも、このむこうの土器川の磧かわらに足軽の子供なんかあつめて戦さごっこばかりをなさっていました。だからいまでも軽輩の方たちに人気があって、ああやって一緒に飲みにいらっしゃいます」

「そうか。どうかそいつに斬られたいものだ」

　竜馬は手をたたいた。その松木善十郎さえ同志にしておけば、一朝有事のときには丸亀藩から数十人の人数はつかめるだろう。




（このひと、おつむがおかしいんじゃないかしら）

　そのうちやっと付つけ木ぎにぼっと火がつき、お初は行燈に火をさし入れた。

　部屋が明るくなった。

「よかった。闇ン中で若いおなごと一緒にいると、窮屈で息がつまってかなわん」

（だから、このひと、必死になって、しゃべっていたのだろう）

　お初はちょっと拍子抜けもしている。男がいつ自分を抱きしめるか、という慄ふるえるような期待が、すっかり消えてしまった。

「お腹、どうです」

「へっている」

「いま、支度します」

　お初は、おこったような顔で、立ちあがった。

　生き娘むすめではない。お初はこういう商売をしているから、男出入りは二、三度あった。が、どの男も愚劣で、ほんとうの男というものに抱かれたことがない。

「お初、どこか旅籠はたごをさがしておいてくれ」

「どうせ、長なが逗とう留りゆうなさるのでしょう？」

「まあ、お城下で道場荒しをやるからには、四、五日はかかるだろう」

「いっそ、ここをお宿になさっては？」

　思いきってそういってから、行燈のかげから、そっと竜馬の顔色をみた。

　はなをかんでいる。

　やがて、桶の底をぬいたような音をたててから、

「ああ、そうしよう」

　といった。

「しかし、ここに男おとこ衆しはいるかね」

「いません。通いの婢こ女おんながいるだけです」

「それは不用心だなあ。いっておくが、おれはあまり身持がよくないぜ」

「まあ」

（たいしたこともできないくせに。さっき、二人きりの闇の中をあれほど厭やがっていたくせに）

　街は静かになっている。

　高知とちがって、丸亀城下では、日没後の町歩きが、半ば禁じられていた。

「もう、何なん刻どきになるえ？」

「さっき、五ツ（夜八時）が鳴りました。だからもう、お店は」

「しめたのか。はてさて、讃州丸亀京極様のお城下とは夜の長い町だ」

「高知のお城下は？」

「ああ、あの土地は宵っぱりだ。酒をのんだり、かん高い議論をしたり、町人までが書物を読んだり、かと思うと若い連中はカイツリさんに出かけたり。だから、人間、血の気ばかり多くなる。いまにあの国は騒動をおこすよ」

「カイツリさんて、何です」

「お前まん、高知のことをよく知ってるな」

「あんなことを。いま、カイツリさんに出かけたり、とおっしゃったばかりではありませんか」

「ああ、そうか」

　酒がまだ体のすみに残っているらしい。




　お初が、膳の用意をしてくれた。

「お前も、お食べな。こう、横で給仕なんかされていると、窮屈でかなわん」

「じゃ、あたしも頂きます」

　お初も膳にむかった。

　小柄なくせに、なかなかの健けん啖たん家かだ。たくあんを嚙む歯音が、さわやかでいい。

「ああおもいだした。さっきお話のカイツリさんて、なんです」

「あれか」

　カイツリさんという方言は、どんな文字をあてるのか、よくわからない。

　男女七歳にして席を同じゅうせず、という儒教の教えが行きわたっていたこの時代、土佐の高知城下だけはわりあい大らかだった。

　結婚前の娘がいる家には、若い男女が誘いあわせ、カイツリさんになって遊びに来るのである。カイツリさんには、娘の両親はできるだけの歓待をする。このなかから娘の婿がきまらないともかぎらないし、またカイツリさん同士でも好きあいができて、結婚することが多い。

　妙な風習で、カイツリさんはかならず変装でやってくる。上士、郷士の息子が町人に化けてきたり、問屋の旦那が火消に化けてきたりするのだ。かと思うと娘たちは、踊りの藤娘などに変装してやってくる。

　宵の口にやってくる。

　それが翌朝の二番鶏が鳴くころまで、さわぐのだ。長崎手て品じなをやったり、左衛門節、浄じよう瑠る璃り、芸のない者でも、自作のよさこい節の二つや三つは唄う。

「楽しそうですね」

　お初は、無愛想にいった。

「坂本様の奥様も、カイツリさんでもらったのですか」

「いや、わしァ、女房なしじゃ」

　竜馬も、無愛想に答えた。

　その夜は、床をならべて寝た。竜馬がうとうとしかけると、お初は床のなかに身を入れてきて、

　──あたしを坂本様の女ななにして下さい。

　と、怒ったような口調でいった。小さい固ぶとりのからだが、四肢がびっくりするほど熱かった。

「お前まん、風か邪ぜでもひいたのか」

「え？」

「どこもかも、あつい」

「あんなことを」

　素っとぼけて、と舌打ちするように、お初は竜馬の胸を思いきりつねった。よほどひどかったらしく、翌朝、青あざになっていた。

「痛い」

「もっと、つねられたい？」

「やめちょけ」

　あわてたから、土佐弁が出た。

　その夜はとうとう、お初は自分の寝床にもどらなかった。

　翌朝、竜馬が眼ざめたときは、お初のふとんがきれいに片づいていた。

　階下で忙しそうな物音がする。もう起きて店の掃除をしているらしい。

（いいやつだ）

　その日の昼前、例の松木善十郎から使いがきて、「すぐ道場にお招きしたい」という口上だった。この土佐の剣客を叩きのめそうという魂胆だろう。




　竜馬は、さっそく支度をして、矢野市之丞の道場に出かけた。

　すぐ門人に案内され、客間に通された。小庭に、みごとな姿をした百日紅さるすべりが晩秋の陽ざしをうけている。

（そろそろ冬だな）

　とおもううち、矢野市之丞があらわれた。思ったより老人で、尊大にかまえている。

「あんたが、土佐の坂本さんかね」

「──―」

　ふむっ、と竜馬は無愛想にうなずいたきりである。この男の地金なのだが、矢野はむっとしたらしい。

「道場破りかね」

　と、ありありと侮蔑をうかべた。道場破りなどは食いつめの剣術屋のすることで、どの道場でもわらじ銭を包んで追いかえす。

「いや、たしかお招きだったはずです。御師範代の松木善十郎さんからの口上では、そうでしたが」

「失礼だが、丸亀の芸は荒い。五体そのままで当道場を出られなくなる」

「はあ」

「門人衆も乱暴なのが多くて、師匠の私でさえこまっている。坂本どの」

　矢野市之丞はずるそうに笑った。

「いいかな」

「なにがです」

「当道場では他流試合は禁じてあるが、やむをえざる場合は、試合請願者に対し、立たち切きり勝負というものを行なう」

「立切？」

　竜馬も、あきれた。試合請願者に対し、門人一同が一人ずつ間断なくぶちあたって、当人が疲労でぶっ倒れるまでやらせるのだ。

「まさか」

　竜馬は考えこむ素そ振ぶりをして、

「喧嘩のおつもりじゃないでしょうね」

「当流の真髄を知ってもらうためだ。われわれも、貴殿の御流儀が北辰一刀流という、当世流行の御剣技であられるから、そのよきところは学びたい」

　やがて松木善十郎があらわれた。師匠に一礼し、竜馬にもかるく会釈して、

「ただいま、道場にて支度ができました」

　といった。

　竜馬は立ちあがった。

「お道具、竹刀しない、お貸しねがえましょうな」

「左様、当流がいかに荒っぽくとも、まさか素手でなされとは申しません」

（素手なら角力すもうだよ）

　竜馬は道場に立った。

　見まわしてからおどろいた。この流儀はひと時代前の稽古法をとっている。防具でわかるのだ。面籠手はつけているが、胴も垂れない。もともと剣術防具というのは竜馬の師匠筋の千葉周作の師だった中西忠兵衛が考案したもので、流儀によっては頑固にそれを否定したり、刺さし子こ蒲ぶ団とんを薄くして打たれれば竹刀あざができるようなものを用いている。

　当道場でも、そうらしい。

（これは真剣試合と同じだな）

　うかうかすると、絶息、絶命しかねないと思った。

　やがて、松木善十郎が竜馬に竹刀を選ばせた。竜馬は、無造作に長竹刀をとりあげた。




　やがて竜馬は、この流儀による面と籠手だけをつけ、道場の中央へ進み出た。

　審判は、当道場の古参門人で、神田嘉兵衛という初老の人物である。

「されば坂本どの。念を押します。試合は、総がかりの立切、ということでよろしいでしょうな」

「結構です」

　といったが、容易なものではない。相手は三十人近くいる。

　それが、一人ずつとはいえ、間断なく打ちこんでくるというやり方である。

　その上、防具が北辰一刀流とちがって不完全だから、相手の竹刀が触れれば、それだけ体が痛む。疲労も早く来る。倒れれば寄ってたかって叩きのめそうという寸法だろう。

　竜馬は、竹刀をかまえ、蹲そん踞きよした。

　一番手の男も、すすみ出て、蹲踞した。

　ぱっ、と面へ来た。

　すかさず、胴をぬいて、竜馬の勝ち。相手は防具なしの胴をたかだかと撃たれて、気絶している。

　が、その男が板敷に倒れるか倒れないかのあいだに、もう次の男が竜馬に襲いかかっていた。

　この相手は、中段。

　それを上段へ舞いあげようとした瞬間、竜馬の右足がたっぷり踏みこんで、その上げ籠手を撃った。

　竹刀が、がらっ、とはねとんだ。

　次の男が、もう、竹刀をからみあわせてきている。

　そいつの竹刀を捲くようにして、さらに小さく籠手撃ち。

　これも、竹刀をふっとばされた。

（なるほど、これは弱い）

　要領がわかってくると、竜馬の剣がのびのびと動きはじめた。

　十人ばかりを道場の板敷に苦もなく打ち倒したが、十一人目ぐらいから、ぐっと手ごわくなった。

　気合からしてちがう。

「面」

　と打ちこんできたのを、あやうく受けたがそのために竜馬の胴があく。

　打ちこんだ相手は、さっと竜馬の後方へすっ飛んでゆく。空きっぱなしの竜馬の胴を、新あら手てがねらう、というずるい戦法である。

　この戦法には、竜馬もよわった。どんどん後退した。

　事実上、二人がかりである。しかし巧みにさばいて、竜馬は専もつぱら胴と籠手をねらった。この防具では、それが最も効果的であった。

　十五人目の男は、わざと竹刀を落して、組みついてきた。

　竜馬はかわし、そいつの首筋をびしっ、と撃った。

　が、なおも組みついてくる。さらに避けようとしたが、そのため、竜馬の体たいが不覚にもくずれた。

　そこを、別の者が撃ちこんできた。その逆胴をたたきこんで気絶させたが、組み打ち男は、なおその辺にうろうろして竜馬の胴にしがみつこうとする。違法である。審判はだまっている。さすがの竜馬も怒気を発して、ぱっと足で蹴った。

　乱戦。もう、こうなれば戦場同然ではないか。




　二十五人目まで打ち倒したときは、竜馬はさすがに息が切れた。

　手足の関節が、疲労で粘ねばくなっている。

（ころはよし）

　とみたのは、正面下座にすわっていた師範代松木善十郎である。

「私が出る」

　あとの出番の者を目でおさえた。やがて師匠の矢野市之丞に一礼し、みずから、竹刀をとって立ちあがった。

　一方、竜馬の表情は、神しん色しよく自じ若じやく、とはいえない。余力は十分残しておいたつもりだが、すでに立切で二十五人を相手にして、呼吸が肩までのぼっている。この疲労では、松木善十郎に打ち勝てない。

「こんどは、松木さんか」

　面めん鉄がねの中で笑ってみせ、

「では、道場をきれいに片づけていただこう」

　間をかせぐつもりである。竜馬の足もとには、肋あばらを撃たれて動けないのが二人、気絶したのが一人、うずくまっている。それを引きさげろ、といったのだ。

「いや」

　と、松木がいった。

「それが当道場の立切の作法だ。そのままで」

「むごいなあ。捨てておくと死ぬかもしれないよ」

　言いながら竜馬は絶えず歩きまわっている。じっと立っておれば血が足へさがり、手足の疲労が凝こって、身動きが重くなるのをおそれたのだ。

「なんなら、私が片づけてやろうか」

　言いながら竜馬は、道場を悠々と半周している。が、松木のそばまで近づかない。

「いや、そのまま」

　松木は、低い声で、いった。撃ちの機会をねらっている。が竜馬は、十歩をへだてて、まるくあるいてゆく。

　双方の間に、門人の体からだが三つ。

　松木は、それを飛びこえないかぎり、竜馬を撃てない。

　竜馬は、息を整えながら、歩く。体に力が次第によみがえってきて、息が、ようやく小さくなってきている。

　夫それ剣けん者は瞬しゆん息そく


　とは、竜馬の北辰一刀流の創始者千葉周作の極意であった。剣の勝負とは瞬息(瞬間)に決すべきもの、という意味である。

（それには）

　と、千葉周作はかつていった。

　心気力一致

　そう言い遺のこしている。つまり、心(思考)と気と技とが、時空のなかで一致したときにのみ、勝負は決せられるべきものだというのだ。

　竜馬は、自分をその状態へ、昇らせつつあった。ただ、ひたすらに歩く。歩く。

　が、松木善十郎は、それをゆるさない。

　ツツ、と間まを詰めた。

　松木は、門人の体をとびこえた。

　さらに松木は、もう一つ、越えた。

「やあ。──」

　と、誘いの気合をかけたが、竜馬は下段のまま、びくりとも応じない。

　松木は上段、腰を大きく沈めた。

　ひらっ、と門人の体をとび越えた。越えようとして両足が空くうに跳ねた瞬間、竜馬の竹刀が鋭く鳴った。

　夫剣者瞬息

　松木は高胴を叩きのめされて、道場の板敷にころがった。




　松木善十郎をたたき伏せると、竜馬は、がらっと竹刀を投げすてた。

「なあ、松木さん」

　松木は肋が三寸もめりこんだような感じで、起きあがれない。

「剣術なんてものは、しょせん、これだけのものさ」

　松木は、首をあげた。眼の前を竜馬の素足が去ってゆく。

「面白くはあるがね。わしもひところは熱中した。しかし、勝つも愚劣、負けるも愚劣。こんなものの勝負に百年明け暮れていても、世も国も善くはならないよ」

（他流試合にきたくせに、あんなことをいってやがる）

　妙な男だ、と思うのだが、応酬しようにも息が苦しくて声がでない。

　竜馬は控えの間にもどって着更えをすませると、矢立から筆を抜き、立ったままでみじかい手紙を書いた。

「これを松木さんに。いや、呼吸が楽になってからでかまいませんよ」

　少年門人に手渡して、道場を出た。むろん、見送る門人もいない冷たさである。

　すぐ、お初の店にもどった。

　店に客が多い。お初は高下駄をきしらせながら、小気味よく働いている。

　竜馬は二階へあがった。

　一刻ほどぐっすりねむったが、お初にゆり動かされて眼をさました。

「大変」

　お初は、みじかくいった。

「矢野市之丞様の道場でのことが、せまいお城下にひろまってしまっています」

「ほほう、それで？」

「その張本人の土佐の豪傑がお初の店にいるというので、多勢押しかけているのです」

「わしがお初の店の看板男か。繁昌してよかろう」

「あの、馬鹿にしないで」

　お初は、こわい顔をした。

「常連のお客はみな怒っています」

「あっ、そいつはいかん」

　竜馬は跳ねおきて、階段のほうへ這った。

「どこへいらっしゃいます」

「お前まんの店に迷惑をかけたとあれば、じっとしちょられん。階し下たへおりてなだめてくる」

「いけません」

　お初は、ちぎり捨てるようないい方でいった。

「お初の店のことは、お初がちゃんとします」

　性根がすわっている。

「ただ、矢野様の道場の御門人衆が、あなたを生かしては丸亀城下から出さぬ、といっているそうです」

「ふむ？」

　竜馬はどっと、あおむけになった。ちょっと深刻な顔で眼をつぶった。

「こわいですか」

「こわい」

「それなら今夜、夜逃げをなさい」

　お初は顔をのぞきこんだ。

（すこしわしは、あまかったな）

　無用の剣技などみせて、他人の名誉をうばってしまった。丸亀京極家の若侍を同志にひき入れるつもりだった剣術詮議が、逆に敵を作ってしまっている。

（若えのう、竜馬よ。──）

　お初がぞっとするほど、にがいものが、竜馬の顔にうかんでいる。




　その夜、月が出てから、表戸を、遠慮気味にたたく者があった。

　──あっ。

　お初は、はねおきた。てっきり矢野道場の連中がおしかけてきたと思った。てきぱきと身ごしらえしてから、竜馬に大小を渡し、

「二階の雨戸を開けますから。あたしんとこは軒が低いから、裏口へとびおりられます」

「へえ、わしが逃げるのか」

「あたりまえです。だから宵の口、あれほどお城下から消えてしまいなさいとすすめたのに」

　しくしく泣きだした。

　竜馬は立ちあがった。

「よせよ、泣くのは。おれは涙を見るのが大きらいなんだ」

「馬鹿。たれが好きこのんで泣くもんか」

「それもそうだ」

「わからずや」

　泣きじゃくりながら、竜馬の胸をたたいた。

　抱きついてきた。小柄だから、竜馬の首にぶらさがったようにみえる。

「しかしお初。あの叩きようはどうやら、物騒な連中の叩きかたではなさそうだぜ」

「音でわかるの」

　お初は泣きやんだ。

「わかるさ。あの音なら、そうだな、あれは心の迷った亡者だよ」

「えっ」

「足は二本ある。開けてやれ。わしのことをきいたら、二階だ、といってくれ」

　お初は、階下へおりた。桟さんをはずして、雨戸を半びらきにすると、黒い風がどっと吹きこんできた。

「たれ？」

　紙し燭しよくをかざした。

　その明りのなかで、ひどく面おもやつれした武士の顔がうかびあがった。松木善十郎である。

「坂本先生、いらっしゃるか」

「松木さん、まさか斬りにきたんじゃないでしょうね」

「ちがう」

　手紙をみせた。竜馬の筆蹟てである。お初が念のためのぞきこむと、

　──国家大変、貴殿にしてもし肝脳を天下に捧げんとする御志これあらば、今夜、初女が店まで御ご来らい駕が乞こひ奉り候そろ。

　とあった。

（──初女が店）

　文中のそのくだりを、お初は、うれしそうに口くち誦ずさんだ。

「それできた」

「そう」

　手紙をかえした。

「いらっしゃるだろうな」

「ええ」

　お初は、天井をみた。天井板がふるえるような音で、いびきが落ちてくるのである。

「あのいびきがそうか」

　松木善十郎は土間の床しよう几ぎに腰をおろした。

「お眼ざめになるまで、待つ」

（叩きおこさなきゃ、あたしが寝られない）

　話がこうなると、お初は現金だった。

　早速二階へもどると、眠がる竜馬をおこして着更えをさせ、階下へ押しやった。




　竜馬は、松木善十郎に天下の大勢をくわしく説いた。

　この時代には、むろん、新聞、ラジオといったものがない。天下の人は、現い今まのわれわれが想像できないほど、時勢のニュースというものに暗かった。

　まして讃岐の丸亀五万余石の城下に住んでいる松木善十郎などは、江戸の幕閣の腰ぬけぶり、異国の使臣たちの強圧外交ぶり、水戸藩の攘夷派の騒ぎ(幕末、水戸藩の志士たちは、諸藩にさきがけて過激な尊王攘夷行動の火の手をあげたが、すぐその火は消えた。竜馬のこの時期、過激の活動の本山といえば、水戸だったのである)などは、まったく知らなかった。

　知れば、火がついたようなものである。もともと火がつきやすい生まれつきにできていることを、竜馬は見ぬいている。

「これは、じっとしておられませぬ」

　と、松木は昂奮して叫んだ。

「まあまあ、飲め」

　酒をついでやる。考えてみると、松木は、昼間は竜馬になぐられ、夜は日本未み曾ぞ有うの困難の到来を教えられ、その上、酒をのまされた。それで気が変にならなければどうかしていることになるだろう。

「やります」

　肩をふるわせながらいった。

「なにをやるのかね」

　などと竜馬は人のわるいことはいわない。事実、なにをやるのか、竜馬でさえ、いまのところよくわかっていないのだ。そのために長州へゆくのである。

　しかし、この当時の武士は、いまのわれわれの市民諸氏ではない。武士である。武士が、

「やる」

　というのは、命を捨てる、ということだ。腹を切れといえば松木はこの場で立たち腹ばらでも切るだろう。この武士どもの異常なエネルギーが、明治維新という大史劇を展開させたのである。他国の革命とは、その点、ちがっている。

　さらに筆者は補足しなければならない。このときの竜馬の役割りである。

　当時新聞もラジオもなく、世人は時勢に想像以上に暗かったといったが、竜馬のこのときの役割りはいわば新聞記者のようなものである。武市半平太が江戸で取材してきたはなしを、丸亀で伝えているのだ。さらにこれから長州萩城下に行って情勢を取材し、それを高知にもって帰って同志に伝えるのだ。

　この当時の高名な勤王の志士というのは、すべてこれである。吉田松陰も、清河八郎も西郷隆盛も桂小五郎も、そして坂本竜馬も、しきりと諸国を歩き、土地の見どころのある人士と会い、中央地方の情勢を伝でん播ぱし、全国の同志を一つの気分と昂奮に盛りあげていっている。要するに、史上名を残した志士というのは、足で取材し、足で伝播した旅行家ばかりということになる。

「いまなにをしろ、ということではない。このさき事があれば応じてほしいということだけです」

「わかりました。讃州丸亀にいつでも捨てる命が一つころがっているとお思いください」




　それから数日して竜馬は丸亀を発つことになった。

　発つ日、お初は朝二時から起き出て、竜馬のために支度をした。

　お初の家には、分不相応な設備がひとつある。風呂桶である。

　それを沸かして竜馬を入れ、お初はたすきをかけ、すそをたかだかとたくしあげて、竜馬のために旅立ちの清めをしてやった。背の垢をすり、爪まで洗ってくれた。

　そのくせ、お初は相変らず怒ったような顔つきでいる。

「世話になった」

　竜馬は、風呂のなかでいった。

「礼はいわぬ。いいかげんな礼言葉などをならべれば、うそになるだろう。人の一生の仕合せというのは、こういうことらしい」

「どういうこと？」

「うまく言えん」

　竜馬にはわかっている。

　花は咲いてすぐ散る。その短さだけを恋というものだ。実れば、恋ではない、別なものになるだろう。

　これでいい、と竜馬はおもっている。利口なお初も、それを知っているのだ。

　が、知っていながらも、

「ちゃんと言ってください。女は言葉に出していってくださらなければわからないのです。いってくだされば、そのお言葉を一生の宝にします」

　といってからお初は何かを懸命にこらえていたが、やがて竜馬の背に置いている両りよう拳こぶしがふるえた。泣きはじめた。

　しかしすぐ泣きやんだ。

「いいえ、悲しいから泣いたのではないのよ。ここ数日、よろこびが大きすぎたから」

「それで泣いたのか」

「仕合せすぎた証拠のようなもの。お別れの儀式のようなものよ」

「儀式なら、おれも泣こうか」

「まあ」

　お初はよろこんだ。

「でも、坂本様は泣き方が、へたでしょう？」

「子供のころはこれでもうまかった」

「それァ、子供ならたれだって」

「しかし長泣きなら城下一だったぜ。だが弱虫だったから、惜しいことに人を泣かせたことがなかった」

「だけど、いまはお初を泣かせてる」

　そういいながらも、お初は、竜馬の背すじにくろぐろと密生している旋せん毛もうを気味わるそうにさわっている。

「胸だけかと思ったら、背にも、なのね」

「ふむ」

　竜馬は、このことに触れられたがらない。お初はその毛に丹念に湯をかけてやりながら、

「あんた、きっとえらくなるわ」

「えらくはならん。しかし百年後に、竜馬という男はこういう仕事をした、と想いだしてくれる人がいるだろう。そんな男になる」

「その坂本竜馬の想おもい女ものに丸亀のお初が居た、ということも？」

　お初は無邪気にいったが、はっと思いだして、

「そうだ、さっきの約束。泣いて」

「泣くのか」

　竜馬はいやがったが、お初があまりせがむので、それでは子供のときの至芸をみせてやろう、と泣くまねをした。

　が、まねをしているうちにだんだん悲しくなって本物に泣きはじめた。自分でも、狼狽するほど童心そのものに立ちかえってしまった。

　お初は感心している。




希　望











　竜馬はいったん、伊予松山城下に入り、そこで、国もとの高知表おもてへ急飛脚をさしたて、剣術詮議の旅を延えん引いんしてもらえるよう、請願した。要は、長州へ潜行する時間を得るためである。

　その返事がくるまで、松山城下の旅籠に逗留した。

　不自由な時代である。竜馬のような無役の藩士でも、他領に出るにはいちいち藩の許可が必要であった。これを怠ると、自動的に脱藩になる。

　その上、他領に逗留するのが、これまた大変だった。どの藩地でも旅人は旅籠に原則として一泊をゆるしているだけで、逗留はさせない。盗賊、謀叛人などが居つくのをおそれたのだろう。逗留するには、宿場役人、町役人などの許しが要いった。

　松山では、ちぎりや、という旅籠にとまった。

　宿帳に名をかき、亭主弥兵衛のあいさつも受け、逗留手続きのことも頼みおわると、そのあと市中見物に出かけた。

　伊予松山は、御親藩の久松家十五万石の城下町である。

　町数七十一町。家数千七百軒。

　地名のとおり、赤松の翠みどりのうつくしい土地で、竜馬も、

（松とはこんな美しい樹だったのか）

　と目をみはる思いだった。

　町の中央の台地に、三重の天守閣のそびえる松山城がある。

　戦国のむかし、太たい閤こう譜ふ代だいの猛将だった加藤嘉よし明あきが築いた城で、そのころ塙ばん団右衛門直なお之ゆきが、加藤家の足軽大将として仕えていたことがある。

　が、竜馬の眼の前にある天守閣は、嘉明の造営した五層の大天守ではなく、その後建てかえられた瀟しよう洒しやな三重の閣である。

　──春や昔十五万石の城下かな。

　という名句（正岡子規）はむろん竜馬のころにはなかったが、そういう駘たい蕩とうたる気分がこの町にはある。

　城主は久松家。

　家康の異父弟であった久松少将定勝を祖とする家系で、累代十五万石を相続してきた。

（ここじゃ、わしは剣術は演やらんぞ）

　竜馬はそうきめている。まさか御親藩の城下で、倒幕運動の同志をつのるわけにはいかないだろう。

　宿へ帰ってみると、おどろいた。軒下に、

　坂本竜馬様御宿

　と、紙で貼りだされてあるのである。

「亭主、あれァ、はずせ」

　竜馬は赤面していった。

　しかし、亭主の弥兵衛は、頑としてきかない。どうやら宿役人から、

　──これは剣術のえらい先生だ。

　ときいたらしい。

　その翌日、城下の道場という道場から使いがきて、

　──ぜひ、当道場にて演武して頂きたい。

　と頼んできた。

　竜馬は、片っぱしからことわった。親藩の侍には用がないと考えたのだ。

　十日して、高知から飛脚がきた。

　期日延期を許す、という。

　竜馬は、三津浜から乗船することにした。




　伊予の三津浜から、長州藩領までの瀬せ戸と内うち横断の定期便船というものはない。

　が、幸いにも、長州藩領三田尻港の回船問屋の大坂通いの五百石船が寄港しているというので、それに頼みこんだ。

　交渉は宿の亭主が代行してくれた。ところが、長州船ぶねの面倒をみている三津浜の回船問屋では、荷船だからどうしてもだめだ、という。

　やむなく、じかに船のほうにあたってみたところ、その「住吉丸」という船の船頭が、

「土州の坂本様ならよく存じている」

　といって、二つ返事で請けてくれた。

　亭主が松山に帰って竜馬にその旨を報告すると、

「長州船の船頭が？」

　なぜ知っているのか。

「名はなんと申した」

「讃州仁に尾おうまれの七蔵だ、と」

「おお」

　竜馬は、昂奮のあまり、股もも肉じしをつかんだ。

「知っているとも。知っちょるどころか、七蔵はおれの師匠だ」

「剣やつ術とうの、でございますか」

「いや、船のほうさ」

　懐しい。

　十九歳のとき、紺の筒袖、紺ののばかまをはいて江戸へ発ったとき、阿波から乗った船の梶かん取どりが、七蔵だったのである。あのとき、船の操法を知りたい、という竜馬の無邪気な要求を容れてくれて、いろいろ教えてくれた。

「あのじいさん、まだ達者なのだな」

　どうやら、大坂通いの便船の梶取から、長州藩三田尻の回船問屋の持ち船の船頭にまで出世しているらしい。

　竜馬は、三津浜へ行った。

　回船問屋をたずねると、すでに七蔵が話を通じていてくれたらしく、

「長州船の住吉丸なら沖にいます。伝てん馬まがお送りしましょう」

　と、好意をみせてくれた。

　途中、伝馬の櫓をこいでいる若者が、

「お客さんは、七蔵どんのお弟子じゃそうでおじゃりますげな」

　といった。

「七蔵がそういっていたか」

「大自慢でござりました。お武家を弟子にもっている船頭なんざ、日本中にいないよ。そげなあんばいに」

「あははは、七蔵は自た慢ぎっちょったかい」

　竜馬もわくわくしている。人生、故こ旧きゆうとめぐりあうことほど楽しいことはない。

　伝馬が五百石積みの住吉丸の船腹までつくと、七蔵が、艫ともの垣かき立だてのあいだにある開かいノ口くちから身をのりだして待っていた。

「早うあがれやァ、弟子」

「おう、師匠」

　竜馬も、顔をくしゃくしゃにして舷側の梯はし子ごをあがった。

　抱きあった。

「あれから足掛け九年になるのう。あンとき、お前様は日本一の剣術使いになる、ちゅうておいでたが、その後、ほうぼうの剣術使いにきくと、江戸じゃ千葉様の塾頭にまであがられたときいて、わしァ、うれしかった」

　七蔵は、息子にめぐりあったようなよろこびようである。




　長州船の住吉丸は、その翌未明、風をはらんで出帆した。

　船足は速い。

「七蔵、水か夫こ着ぎをかせ」

「ようおじゃるとも」

　七蔵は綿をたっぷり入れたどてらを竜馬に着せてくれた。堂々たる船頭である。

　竜馬も、いまは十九歳の竜馬ではない。道中で船に乗るごとにいろんな船知識を仕入れているし、藩の船手組の水夫から操法などもきき、また、この当時、船頭の必読書といわれた、日本船ふな路じ細さい見けん記きや、日本汐しお路じ之の記き、廻かい船せん安あん乗じよう録ろく、なども諳そらんずるほど読んでいて、下手な船頭などよりもはるかに物知りになっていた。

　これには七蔵もおどろき、

「ちょうどええ、この船が三田尻へつくまで船頭をやりなさらんか」

　といってくれた。

　この当時、千石船の乗務員は十四、五人、五百石船は十人前後である。住吉丸は、竜馬をいれて十一人の人数だった。

　船に、三役というのがある。現い代までいえば制服に金筋のついた士官である。

船せん頭どう（船長）

賄まかない方かた（事務長）

親父おやじ（航海長）

　というのだ。

　これより一階級下の幹部を、

胴どう間ま（掌帆長）

梶かん取どり（操舵手）

　という。

　あとは普通船員で、水夫。

　こういう気むずかしい連中が、一日もたつと竜馬を、若親方、若親方、と慕うようになった。竜馬にはうまれつき人の親方になる素質があるのかもしれない。

　翌朝、暗いうちにおこされた。

「若親方、お出ましを」

　と賄方が案内する。たいした威勢である。

　船では、毎朝、行事がある。今日きよう一日の航海の安全を祈り、船内の結束を誓う神事のようなものだ。

　開始は寅とらノ刻（午前四時）。

　この時刻になると、船内のあちこちに灯火が点じられてゆくのである。

　船頭が船の中央に着座する。

　原則として絹つむぎの羽織を着る。が、竜馬は紋服、七蔵はつむぎの羽織。

　梶取は、船の艫ともにすわる。

　賄方は、これとは逆に水夫一同を引率して舳へさきにすわる。そのあと、たがいに大声をそろえて、

「共にようござる」

　今日もみなで平安にすごしたい、という意味であろう。さらに梶取が、

「おおびき（意味不明）」

　そう叫ぶ。すると舳のほうの衆が、

「やんざえ、やんざえ」

　と唱和し、さらに梶取が、「さて今の梶かじ様ようは」と問う。それを受けて舳の衆が「やんざの上」と答える。答えてからみなで船板をとんとんたたくのだ。竜馬もたたいた。

　いい気持である。




　船は、島影を縫ってゆく。

　島の多い海域である。

「むかしこのあたりの島々は、伊予水軍の海うみ城じろでおじゃってのう。遠くは大だい明みん、呂る宋そん、じゃがたらまで押しだして、さんざ海賊を働いたものでおじゃるわの」

　七蔵は、そんなことをいった。

　船頭の部屋は、船上に建造された屋形のなかにある。

　竜馬はそこから操船の指揮をした。

　とはいえ当時の船頭の操船術というのは幼稚なものである。

　西洋式とはちがい、コンパスや海図はもっていないから、もっぱら沿岸を縫ってゆく。沿岸の山の形などをみて、

（ああ、ここはどこそこか）

　と察して、自船の位置を知るわけだ。地じ廻まわりという航法である。

　だから、夜は沿岸の風景がみえないから航海できないし、外洋に押しながされて陸地がみえなくなると、迷子同然になる。不自由なものである。

　もっともあまり沿岸に近づきすぎると、暗あん礁しようという船の大敵がある。

　海底には、山も谷もある。その起伏をよく見さだめて航海しなければならない。

　そのために、

　──ツルベ打ち

　というものもやる。海底の砂を採取して、その砂の様子で海底の模様を知るのである。

　竜馬も、ツルベ打ちをやった。砂の見分け方は、七蔵が教えてくれた。

　船には、まだ大敵がある。天候の変化がそれで、これを予知するのが船頭の最大の仕事のひとつである。

「坂本さん、どうじゃ、あの雲」

　雲は、ちぎれて飛んでいる。これは大風のきざし、と、竜馬は「廻船安乗録」で諳記している。

「このぶんでは、今夜は、大風じゃな」

　というと、七蔵は感心し、

「あたった。宵までに津つ和わ地じ島じまに逃げこまざァ、なるまい」

　竜馬はすぐ、怒ぬ和わ島じまと二ふた神がみ島じまの間を通りぬけるべく、梶取に、面おも（右）かじを命じた。

　津和地島（現在愛媛県）で二泊し、海上のうねりのしずまるのを待って、三日目の払ふつ暁ぎように、碇いかりをあげた。

　碇は、タコ足の鉄製である。八個打ちこんであるのをあげるだけでも、小一時間はかかる。

　つぎは、二十反たんの帆をあげた。

　風はさいわい追手だ。

　船は、心地よく島影からすべり出た。竜馬の指揮も堂に入っている。

　ところが、文もん珠じゆ岳だけのそびえる屋や代しろ島じま（現在山口県）を右手にみて西走しているとき、とほうもない怪物が、西の沖合にあらわれた。

「なんじゃ、ありァ」

　親父おやじ（航海長）が、船頭室にかけこんできた。

　竜馬と七蔵が、舳へ出てみた。

　七蔵もその怪物が何であるかわからない。

　沖に白波が立っている。巨大で真黒い船体が近づいてくるのだ。




　その真黒い怪物が近づくにつれて、正体がはっきりしてきた。

　黒船である。

「親方ァ、黒船じゃァ」

　水夫たちも、はじめてみる物体らしい。このときの水夫たちの驚きは、現代こんにちのわれわれが宇宙船をみるよりも驚異だったであろう。

　みな、舳へあつまった。

「どこの国の船じゃ」

　第三檣しように、国旗がひるがえっている。竜馬は、かつて河田小竜からきいて、その国旗が何国を示すものかを知っていた。

　三つの十字を組みあわせたものだ。すなわち、白地に赤い聖セイントジョージ十字と、藍地に白の聖アンドリュウ十字と、白地に赤の聖パトリック十字である。イングランド、スコットランド、アイルランドの三州の合併をあらわす大英帝国の旗である。

「あれはえげれす船ぶねじゃよ」

　竜馬は、ぼう然とつぶやいた。体が、昂奮で小きざみにふるえている。

　大きい。

　とほうもなく巨おおきい。

　まるで、鬼神のような力強さで、波を蹴たてている。

　三本マストで、竜馬が知っているところでは、外輪蒸気船というのであろう。煙突からもうもうと煙を吐いている。舷側にずらりと砲がならんでいる。トン数は、二千トンはあるにちがいない。

「醜夷め」

　と武市半平太ならつばを吐くところであろう。武市ならずとも、天下に横行している攘夷主義の志士たちなら、斬りこまんずる勢いを示すであろう。げんにこの五月、十四人の水戸浪士が、江戸高たか輪なわ東禅寺境内にある英国公使館に白刃をふるって突入し、書記官オリファント、領事モリソンを傷つけている。

　が、五百石積みの住吉丸の水夫たちは、武士どものような神がかりの国粋攘夷主義者ではない。船乗りという、職業人としての嘆声をもらしていた。

「醜夷々々というが、あいつらはえらいもんじゃ」

　と七蔵などはいった。

「あの水夫どもは、地の果てのように遠いえげれすたらいう国から、万里の海をこえてこんな日本に来とる。わしらァ、あの船乗り度胸に頭をさげるわい」

「七蔵」

　竜馬はいった。

「わしはいずれ、ああいう船を何なん艘そうも率いて日本の世直しをしてやるぞ」

「そうしなはれ」

　が、七蔵は、本気にしていない。

　巨船は、住吉丸の右舷をすりぬけた。そのために起った大波小波で、小さな住吉丸は、笹舟のようにゆらいだ。

「いまのおれの話、七蔵、本気で信じろ」

　と竜馬はいった。

「わしが、ああいう船の大将になったとき、七蔵はわしをたすけてくれるか」

「たすけますとも。それまで、せいぜい達者でいたいものじゃ」

　船は、屋代島大おお積づみの沖を通ってゆく。




　その後、住吉丸は、多島海をめぐりながら、ところどころの島で風かぜ待まちをし、そのため意外に日数がかかって、長州領三田尻港についたときは、正月の元旦であった。

　竜馬は、三田尻の回船問屋で一泊。

　そこで、船頭七蔵ら十人の乗組衆が、竜馬のために送別の宴を張ってくれた。

　みな、この風変りな武士が大好きで、涙を流して別れを惜しんだ。

　翌朝、竜馬は一人萩はぎへ出発した。

「おもしろいおひとじゃ」

　七蔵は、あとでいった。

「ただ心配なことに、あのおひとは、御政道を京都様へ献上するなどと大法螺を吹きやるが、あれだけが欠点じゃ。将軍くぼうさまの御代が、どうひっくりかえるものかい」

　竜馬が、長州の都城萩に入ったのは、正月の十四日である。日数をひどくかけたのは、萩までの道中、この土地の人情気風を知ろうがためであった。その藩の士庶の性質、物の考え方、一般の財力、などを見ぬいておかなければ、他日、長州人と提携して仕事をする上で不自由であろうとおもった。こういうことは竜馬だけではなく、当時の遊説型の尊王攘夷家の心得ごとであった。

（なるほど、長州顔というものは、実際あるものじゃな）

　竜馬は感心した。

　長州人が一般に容貌がととのっていて頭の働きがするどい、ということは、この当時日本にきていた外国人のあいだでさえ囁ささやかれはじめていた。諸藩の志士の間でも、

「長州人」

　といえば、まず容貌が秀麗、しかも頭がよすぎて油断がならない、と一部ではいわれていた。

　一例をひくと、水戸藩の家老で武田耕こう雲うん斎さいという人物がいた。過激な尊王攘夷家で、のち（元治元年春）浪士たちにかつがれ、[image: 筑]つく波ば山さんで挙兵し、京にのぼって天子を擁しようとしたが、幕府がまだ強勢であったため事敗れて捕われ、刑死した。この武田耕雲斎が、江戸にあった長州藩尊王派の巨頭桂小五郎より手をさしのべて水すい長ちよう秘密同盟を結ぼうとしたとき（竜馬のこの時期より半年前のことだ）その仲介者に、

「桂君か、あの人物は私が江戸に在府していたときに斎藤弥九郎（桂の剣術の師匠）と同行してしばしば訪ねて来られた。かつ、その仁じんの撃剣の試合もみたことがあり、その人物ひととなりはよく知っている。しかしながら」

　と、武田耕雲斎はいった。

「元来長ちよう藩はんは怜れい悧りにて油断ならず。君（仲介者）からほどよく断わりくれよ」

　そんな秘話は、竜馬もきいている。

（ゆだんがならぬとはいえ、幕府を倒す実力と熱意の第一は、長州藩ではないか）

　竜馬はそう思っている。竜馬は、このころになると、自藩の土佐藩の保守性にはいや気がさしていた。むしろ、回天の業は、長州藩を軸としてやるべきだと考えている。




　竜馬が乗りこんだ長州藩とは、そもそもどういう藩か。

　わずらわしくとも、この小説を読んでいただくためには、このことだけは知っておかなければならない。なぜなら、幕末、この藩は、極端な過激主義となり、政治的に暴走をかさねて、ついに歴史を明治維新にまで追いあげた主導的な藩だからだ。

　藩祖は戦国の雄毛利元もと就なりである。元就は安芸多た治じ比ひ猿さる掛かけという山村の一領主から身をおこして、七十五歳で歿するまでのあいだ、大小二百余回の合戦に勝ちぬき、山陽山陰十一カ国の巨大な勢力をきずくにいたった。元就が死んだ元げん亀き二年といえば、徳川幕府の祖である家康がまだ三十歳そこそこの少壮で、やっと三河と遠江とおとうみの一部を平定したばかりの年代だ。

　要するに、徳川家よりも毛利家のほうが老舗しにせなのである。

　太閤秀吉のころは、徳川家康は関東八州二百四十万余石の大名であった。毛利家（輝元）は家康とともに五大老の一として同僚であったのだ。

　秀吉が死に、関ケ原の役がおこった。

　毛利輝元は思わぬなりゆきから石田三成にかつがれ、西軍の形式上の旗はた頭がしらとして大坂城に在城したが、兵は動かしていない。ただ分家の毛利秀元の隊のみが関ケ原に出陣したが、戦闘には参加しなかった。家康の天下が来ることを見越していたからである。

　しかし、戦後、家康は毛利家に対して苛酷すぎる処置をとった。百七十万石の毛利領を大幅に削けずって、長なが門と、周す防おう二カ国三十七万石とし、居城も、広島城から撤せしめて、日本海岸の萩へ押しこめた。理由は、毛利家ほどの強大な大名をそのままにしておくのは徳川家の安全をおびやかすものだったからだし、またその大領土を削らなければ自軍の諸侯へ呉れてやる土地がなかったからでもある。

　毛利氏の領地は、五分の一に縮小した。

　領土は削られたが、毛利家では家臣の数を整理しなかった。三十七万石をもって厖大な家臣団を養うために、江戸初期にすでに「産業国家」にきりかえている。

　つまり幕府も諸大名も米穀経済にたよっているときに、製紙、製せい蠟ろうという軽工業方式にきりかえ、かつ新田を開発し、このため幕末ではゆうに百万石の富力をもつにいたった。幕末、他藩が農業国家として窮乏にあえいでいるとき、長州藩には十分の金があった。富で洋式軍隊にきりかえ、おなじく軽工業藩である薩摩藩とともに、幕府に対抗する二大軍事勢力になったのである。

　やがて、

「徳川討つべし」

　という毛利三百年の反徳川感情は、尊王攘夷という姿にかわって、若い藩士のあいだで再燃した。その強力な火つけ役は、吉田松陰であった。

　竜馬が長州萩へついたときは、すでに松陰は刑死してこの世にはいなかった。が、松陰が愛した弟子たちはいた。久く坂さか玄げん瑞ずいがその有力者である。




　竜馬は、萩に入るとまっすぐに久坂玄瑞の屋敷をたずねた。

　不在だったが、妻女らしい若い婦人が、すでに心得ているらしく、竜馬を客間に待たせてくれた。

「ほんの近所に参っております。いま呼びにやりましたから」

　と、細ほそ面おもての婦人はいった。

（このひとが、故吉田松陰の妹か）

　頭のよさそうな婦人だ、とおもった。

　松陰は、門人のなかで最も久坂を愛し、その末妹をあたえたということはきいている。

　久坂玄瑞は、桂小五郎とおなじく医家の出であった。父良りよう[image: 廸]てきは二十五石取りの藩医であった。しかし玄瑞の幼少のころに死に、あと兄の玄機が継いだがそれも早世し、いまは玄瑞が家督をついでいる。

　玄瑞ことし二十三。

　竜馬より五つ年下である。

　少年のころに松しよう下か村そん塾じゆくに入り、もっとも学才をうたわれた。しかし松陰が久坂に期待したのはその火のような性格と実行力であった。他日、長州の倒幕事業は、同門の桂小五郎、高杉晋作よりも、むしろ久坂玄瑞の気魄がなしとげるだろうと松陰はおもっていた。

　維新後、西郷隆盛が長州人にいっている。

　──貴藩の久坂先生が御存命なら、拙者など、参議などと申して威張っていられませぬ。

　武市半平太もかねがね、

（長州の久坂の人物は、あるいは西郷の上にあらん）

　といっていた。が、久坂がそれほどの人物であったかどうか、この青年があまりに短命であったためによくわからない。竜馬と会見した翌々年の元治元年七月蛤御門ノ変で戦死している。

　やがて玄関でひどく気ぜわしい足音がきこえて、久坂がもどってきた。

「坂本さん」

　あいさつもそこそこに、

「だめです、長州はもうだめだ。長井雅う楽たという京都屋敷詰めの家老がひどい佐幕人で、これが勤王論を圧迫している。われわれのほうに理解のあった周す布ふ政之助という江戸家老も長井のために蹴落され、国もとへ帰されることになった」

　と、口早にいった。久坂のいう「駄目」とは、江戸で武市らと約束した薩長土三藩による京都挙兵のことである。

「桂（小五郎）も江戸で歯嚙みしている。長井のために藩論が、がらっとかわった」

「ここに武市の手紙がある」

　竜馬は包みをひらいた。

　久坂はそれをせかせかと読んで、

「ああ、土佐藩もだめか」

　と、投げだした。土佐は頑固な佐幕主義の家老吉田東洋の独裁体制がいよいよ強固になり、一藩勤王などは白昼の夢になっていた。

「薩摩藩もだめらしい。藩主の実父の久光公が藩政をにぎっていて、精忠組（勤王派）の行動をおさえている」

　と久坂はいった。とても、三藩首脳を動かして京へのぼり、天子を擁して勤王への義軍をおこすような事態ではない。

「坂本さん、あんたは命が惜しいか」

「惜しくもない」

「わしも要らん。それなら一案がある」




「それならば一案がある」

　といったくせに久坂玄瑞は、それ以上はいわず、袴をはらって立ちあがった。

　竜馬も仕方なく立った。

「まず、君を旅宿に案内しよう」

（気ぜわしい男だ）

　竜馬は、それとなくこの男を観察している。妙なものだ。最初、久坂玄瑞、義助（通称）という名前から想像して小男の才子だろうと思っていたのだが、実物はまったくちがう。

　身のたけ五尺八寸ばかり、腰よう囲いこれに適かなうといった大男で、顔はどちらかというと童顔だが、眉がすさまじくはねあがり、眼の切れが長い。そのくせ皮膚は婦人のように白い。まず、堂々たる美丈夫である。

　その美丈夫が、存外、火の玉をのんだように気ぜわしいのだ。

（これが、長州第一等の人物か）

　竜馬にはまだわからない。久坂にせきたてられるまま、旅宿へ行った。

「酒、酒」

　と、久坂はすわるなり女中に命じた。竜馬はその横合いから、

「それに妓おんなも」

　といった。こんな気ぜわしい火の玉男と二人だけで鼻をつきあわせていては、息がつまると思ったのだ。

「いや、萩の城下には芸者はいませんよ」

　と、久坂はにべもなくいった。ニコリともしない。久坂は久坂で、この土佐侍を大した人物とも思っていない様子である。

「坂本さんは剣がお出来になるそうですな。あなたが来るというので、家中の若い者が大よろこびだ。あす、その連中のために文武修業館で剣技を見せてやってもらいたい」

「なに、私のは棒振りです」

　竜馬はにがい顔をした。

　やがて酒が運ばれてきた。

「坂本さん、長州藩の情勢をお話し申しあげよう。先刻も申したように重役の長井雅楽」

　これが大奸物だと久坂はいいきった（奸物とは、この時代では有能の別称と思っていい。第一級の政治力、学才、弁才をもちながら、思想的には幕府をたてる主義者のことだ）。

　長井雅楽は、毛利家中でも名家の出で、はじめ世子よつぎ毛利元もと徳のりの番ばん頭がしら（親衛隊長）であり、当時まだ存命だった吉田松陰とならんで、家中の二秀才といわれた。しかも硬骨の武士である。

　その資質は松陰と似ている。血のつながりもあったらしい。家中の人々は、松陰と長井雅楽こそ、藩の将来をになうであろうと期待するむきが多かった。並称されたことが双方にとって不幸だった。

　松陰は早くから長井雅楽をきらい、あれは奸物だ、と、久坂、高杉、品川ら、松下村塾の弟子たちに教えていた。血気の弟子たちは長井奸物説を信じこんで成長した。

　やがて長井は、藩主敬たか親ちか（慶親）、世子元徳の知遇を得、江戸に京に、長州藩の藩論統一と外交をになって活躍を開始しはじめた。

　説くところ明快で、しかも態度は人を圧服せしめる威容がある。

　むろんその論は佐幕主義で、その点、土佐藩における家老吉田東洋に似ている。




　そのあと、久坂はなおもはげしい語調で長州藩の保守的現状をののしった。竜馬は黙々と酒を飲んでいるばかりである。

（こいつ、馬鹿か）

　年若い久坂は内心思ったらしい。

（三藩密約が危機にひんしているときに、武市半平太も妙な男を寄越したものだ）

　竜馬は、杯をかさねている。竜馬も内心では、久坂に失望していたから、いわばあいこである。

（錐きりのような男だ）

　するどい。

　樫かしをもつらぬくだろう。しかしそれだけのことだ。血気で事をなす壮士というだけの人物ではないか。尊王攘夷の狂信者という、ただそれだけの印象を竜馬は久坂玄瑞にうけた。

（この手の壮士なら、久坂ほどの学問はないにしても土佐にはいくらでもいる。むしろ壮士型は土佐の特産物といっていい）

　長州には人材が多い、というのが天下の評判であっただけに、竜馬は失望した。この型はめずらしくないのだ。これが長州第一等の人物なのかと何度も久坂の顔をみた。

（しかし好漢だな）

　竜馬は悠々と杯を唇へ運んでいる。

　久坂は、生き一いつ本ぽんな激情家だ。

　しかも、馬車馬のような攘夷家である。外国といえば悪魔のように思っている。このところ天下、志士と名のつく者のすべてが、久坂と同様といっていい。土佐では武市がその頭目である。

　ところが、久坂が「大奸物」という長井雅楽の意見は、「幕府を助けて大いに開国貿易主義をとり、西洋の文物をとり入れ、船をさかんに造って五大州を横行し、国を富ませたのちに日本の武威を張る」というものであった。

（そのとおりではないか）

　と竜馬は思うのだ。大いに五大州に威をふるうなどは、竜馬がふるいつきたくなるような名論卓説である。

　ただ長井雅楽の論のなかで、

「幕府を助けて」

　というのはいけない。竜馬は一も二もなく倒幕論者であった。幕府どころか、薩長土三藩をはじめ三百諸侯をぶっつぶして日本を一本にしたいのだ。一本にするには、中心が要る。それを、頼朝の鎌倉政権樹立以来、六百数十年置きざりにされていた京都の「天皇」に置く。

　それが本心をいうと竜馬の「尊王」であった。武市には叱られるかもしれないが、竜馬は当今流行の宗教的な天皇好きではない。

　とにかく久坂が、

「奸物の俗論」

　と叫ぶ長井説は、竜馬には魅力がある。

　しかし、竜馬は表面、あくまでも攘夷論者をよそおっていた。天下の志士はことごとく狂信的な攘夷論者である。竜馬がひとり異いをたてては、志士づきあいができない。

　久坂はなおも弁じたてた。

　竜馬はいちいち、うなずく。眼がほそくなっている。

　酔った。

　長途の旅で、疲れがでたのだろう。うなずきながらうとうととねむっていた。

　やがて、どさりと倒れた。

　久坂はおどろいた。

（なんというやつだ──）

　やがて、ごうごうと竜馬の鼻からいびきが洩れはじめた。




　翌日、竜馬は、久坂から接待役を命ぜられている長州藩士五人にともなわれ、藩の文武修業館に行った。

　この接待役の一人に、寺島忠三郎昌まさ昭あきがいる。当時二十歳の青年で、松陰門下では久坂玄瑞の弟弟で子しにあたる（元治元年七月の蛤御門ノ変に、久坂とともに自刃）。

「坂本先生。ぜひ先生の御剣技を拝見したい、と皆が待っています」

　と、寺島忠三郎はいった。

　長州での竜馬の人気は、土州藩士としてでなく、千葉門下の逸いつ足そくとしての期待らしい。

「剣ですか」

　こいつは、丸亀でこりている。勝ったところで恨みを買うばかりだ。

「あんなものは面白くありませんよ」

「ご冗談を」

　坂本竜馬といえば千葉の塾頭をつとめたほどの人物だ、たれも信用しない。

　竜馬が案内された文武修業館は、正しくは明倫館といい、総建坪が二千七百三十坪という壮大なものである。いかに長州藩が、藩士の教育に力を入れているかがわかる。

　ついでながら、筆者はこの稿を書く二年前に萩をおとずれ、市中の宿で二泊した。維新後わすれられたような城下町で、日本海につづく空が青すぎるほどの町だった。まだ武家屋敷が多く残っており、都市設備でいえば、町に最近たった一カ所交通信号が設置されて、それが市民の話題になっていた。青で渡るべきか赤で渡るべきか、まだとまどう人があるときいた。市中に煙突が四本しかないという町もおそらく全国でここだけであろう。それも工場の煙突ではなく、三本は銭湯の煙突で、あとの一本は、長州藩が築造した反射炉あとの煉瓦煙突であった。

　明倫館の本館はすでにないが、明倫館のうち武術道場であった「有ゆう備び館かん」、それに藩士の水練場（日本最古のプールというべきもので、タテ四十メートル、横十メートル、深さ三メートル）などがのこっている。

　竜馬が案内されたのは、この有備館のほうである。

「坂本竜馬がここへきて剣術をみせた、と町の人が伝えています」

　と、筆者を案内してくれた産経新聞萩通信部の山県氏がいった。この剣技のことは久坂玄瑞の日記にもある。

　──この日、詩経休む。坂本生などの周旋もこれあるをもつてなり。

　久坂は、詩経を講じていた。この客気の志士は、漢籍のうちでは、なによりも好んで詩をつくり、それもみごとなものであった。後、八月十八日ノ政変で七人の公卿を擁して京を落ちてゆくとき即興で作ったといわれる「世はかりごもと乱れつつ、茜あかねさす日もいと暗く、蝉せみの小川に霧立ちて、隔ての雲となりにけり」ではじまる長詩は、明治の新体詩のさきがけといっていい。久坂の日記に、

　──坂本生、藁わら束たばを斬る。

　とある。

　竜馬が、据すえ物もの斬りをやってみせたのだ。

　そのあと、藩の若侍と立ちあった。




　竜馬は、有備館の柔術道場にすわらされ、番茶の接待を受けた。

　見まわすと、館生が四十人ばかり、ずっと下座にすわっている。

　みんなくだけた態度で、土瓶をまわし送りしながら、茶をのんでいた。

「坂本先生、剣談を」

　と、期待しているらしい。

　柔術道場と剣術道場とは一ツ棟むねにあって、べつに壁もなく、そのまま床つづきである。

　その剣術道場の板敷に、十個ばかりの藁束が立てられていた。北辰一刀流免許皆伝坂本竜馬に据え物斬りを実演させようという仕掛けであろう。

（おれは剣客ではない。志士じゃぞ）

　とどなりたくなったが、世間というものは一たんつけた折おり紙がみどおりにしかみてくれない。

　長州側は、それが竜馬の謙遜だと思ってしつこくすすめるのである。

「いやいや」

　竜馬は相手にならず、天井を見たり、首すじを掻いたり、ひざに這いのぼってくる蟻を追っぱらったりしている。

（天下の志士をつかまえて剣技実演とはなにごとだ）

　そんなつもりだろう。

　やがて長州藩の剣術名誉の者で楢なら崎ざき大五郎という武士が、

「それがし、お先に」

　と、スパッと藁束を斬った。

　つぎつぎと腕自慢の者が出てくる。斬りそこねる者もあり、力あまって切先で床まで切り込む者もあり、ひどいのになると、踏まえた左足の指を傷つけてびっこをひきながら退場する者もあった。

　竜馬は見かねて立ちあがった。

「据え物は、こうします」

　抜刀するなり片手で斬りおとし、藁束が板敷に落ちるよりも早く刀を鞘におさめていた。

「さすが」

　みな息をのんだ。

　遅れてやってきた久坂玄瑞もそれをみていたが、この行動力そのものの男は、館生の中から選士数人をえらび、

「坂本さんに一手教えてもらえ」

　と支度させた。

　竜馬も、竹刀をとるしか仕方がなかった。

　面籠手をつけた。

　最初に進み出た長州側は、まだ十五、六の少年である。

　一礼して、

「やあ」

　と撃ちこんできた。

　みごとに、竜馬の面に入った。

「あははは、負けた負けた。わしの負けだ」

　竜馬は竹刀をなげだし、座にもどった。一同、ぼう然としている。

「先生、おからかいになってはこまります」

「いやいや、拙者が弱いから負けたのだ。ずん、とこたえた」

　それを見ていた久坂は、はじめてこの土佐藩士がただのねずみではないことを知った。




　久坂玄瑞の日記の文久二年正月二十三日の項に、

　──是この日ひを以もつて土ど州しゆう人じん去さる。

　とある。ひどく癖のある悪筆である（松陰門下の志士たちは師匠の松陰をふくめふしぎと我流の悪筆ぞろいだった。型にはまるのをきらうはげしい性格をあらわしている）。

　日記のとおり、この日、竜馬は萩城下を辞した。足かけ十日の滞在であった。

　その前夜、久坂は竜馬の旅宿を訪おとない、激越な口調でいった。

「坂本さん、御滞在十日のあいだに、ほぼ長州藩の事情は察しられたと思う。藩政は俗物の手ににぎられている。藩祖以来勤王の伝統をもって世に知られる弊へい藩はんにしてこのとおりである。水戸、薩摩も同然らしい。尊藩も同然であろう」

　事ここに至っては、──と久坂はせきこんでいった。

「諸侯も恃たのむことはできぬ。公卿も恃むことができぬ」

「なにを恃むんじゃ」

「おのれのみ。志ある者は一せいに脱藩して浪士となり、大いにそれらを糾きゆう合ごうして義軍をあげるほか策はないではないか」

「ほう、浪人になりますか」

　竜馬は雨後の空に虹をみるような明るい眼をしてみた。

　久坂は竜馬に語る一方これを文章にして、武市半平太に書き送っている。

　こんにちの眼からすると少々よみなれぬ文体だが、長州における最尖鋭の志士久坂玄瑞の性格が、よくにじみ出ているから、ここに写しておこう。




（前略）草莽そうもうの志士糾合義挙の外には、とても策無之事これなきこと（中略）乍失敬しつけいながら、尊藩も弊藩も、滅亡しても大義なれば苦しからず。両藩とも存し候とも、恐れ多くも皇統綿々万乗の君の御ご叡えい慮りよ相あい貫つらぬき申さざれば、神州に衣食する甲斐はこれなきか。（後略）




　久坂という人物が、この激越な文章によく出ている。長州藩も土州藩も亡ほろんでもいいではないか、というのは、代々主家の禄を食はんできた当時の武士としては、よほどの発言であった。

「なあ、坂本さん。たがいに脱藩して、天下に志士を募つのろうではないか」

　と、久坂はいっている。

　竜馬が萩に入った夜、久坂が、

　──大事がある。

　といったのは、このことである。脱藩は古来、武士にとって最大の重罪のひとつである。主君を見限ることになるからだ。

「坂本さん、どうだ、どう思う」

「ふむ」

　竜馬は考えている。が、表情は明るい。

（久坂は、思ったよりすごいやつだな）

　この男なら、猪ちよ突とつするだろう。敵の剣電弾雨をおそれまい。平然と砕けて散るだろう。

　が、こんな世には久坂型の男が必要なのである。久坂は、一身を捨ててかかっている。

（おれも脱藩するか）

　ちらりと思った。




土 佐 の 風 雲











　土佐の高知城下にもどってきた竜馬は、すぐ武市半平太をたずねた。

　武市は首を長くして待っていた。

「どうじゃった長州は」

　全藩勤王に立ちあがる気配か、ときいたのだ。竜馬は、首をすくめた。

「だめじゃ、俗論が支配してびくとも動かない」

　紙障子にうつっている日射しはすっかり春めいているくせに、隙間風がひどくつめたい。

「やはり、だめか」

　武市は、肩の力を落した。

　竜馬は、長州における見聞をこまごまと物語ったあと、

「しかしあそこは日本の焔えん硝しよう庫ぐらじゃとみた。いまは長井雅楽という重役が威勢を張っちょるが、情勢によってはどうひっくりかえるかもわからん。いったん長州が爆発すれば、天下が動くぞ」

「事情は土佐と似ているな」

　と武市がいったのは、長州の長井雅楽に相当するのが、土佐の参政吉田東洋だという意味である。いまでこそこの二人の人物は巨大な漬物石のように藩をおさえているが、これがとりのけられたあかつきは、藩が勤王色にぬりつぶされるだろう、ということだ。

　が、竜馬は、土佐藩のばあい、武市ほどあまくは見ていなかった。

「長州は、土佐とはちょっとちがうのだ」

　と、竜馬はいった。土佐とはちがい、久坂玄瑞、高杉晋作、桂小五郎など勤王派は、みな上士階級に属する。長井雅楽が失脚すればかれらがかわって政局に立てる資格があるのだ。それに身分のひくい連中にしても、土佐ほど階級のうるさい藩ではないから、人材によってはどんどん登用されている。

「それどころか、江戸にいる高杉晋作などは、百姓町人でも志ある者は無制限に足軽ぐらいにとりたてろという意見を吹ふい聴ちようしちょるらしい」

　が、土佐の参政吉田東洋は、ちがう。藩祖以来の祖法をまもって上下の差別をいよいよきびしくしている。東洋だけでなく、老公の容堂が階級好きであり、門閥の重臣はすべてそうである。東洋一人が消えたところで土佐が一変しそうにないほど、頑がん迷めい固こ陋ろう、階級の好きな藩なのだ。

「半平太、おれは土佐をあきらめちょる。河原の石っころ地とおなじだ。お前まんがいかに耕しても、物は植わらんよ」

「その石っころを一つ一つとりのけるのだ」

「むだ、むだ。石っころは吉田東洋だけではないぞ。百、二百、三百、数知れんほど頑固頭がならんじょる。最後には殿様や老公がいる。みなごろしにするなら別だが」

「これ、不敬な」

　武市はおそろしい顔で竜馬をにらんだ。竜馬は平気である。土佐の殿様など、郷士にとっては屁のようなものだ。

「竜馬、しかしこの半平太はお前がなんといおうと、土佐一藩を勤王にしてみせるぞ」

「その方途は？」

「まず、吉田東洋を斬る」

　あっ、と竜馬は口をあけた。

「もう決めたか」

「すでに刺せつ客かく数班をえらび、東洋のすきをうかがわせてある」

　武市は、ついに踏みきったらしい。




（武市め、いよいよ東洋を斬やるか）

　翌日、竜馬は屋敷で寝ころがりながら、おもった。

　武市が、暗殺団の黒幕になる。容易ならぬことだ。ひと一人を殺すだけではない。参政吉田東洋を斃して武市が土佐藩の政権をにぎろうというのである。

　武市は、すでに自分の門下にあつまる青年のなかから、刺客むきの男をえらんでいる。




　第一班　岡本猪之助、同佐之助

　第二班　島村衛吉、上田楠次、谷作七

　第三班　那須信吾、安岡嘉助、大石団蔵




　という顔ぶれで、いずれも剣術精妙の郷士どもであり、自分の命を紙クズほどにも思っていない連中である。

　武市は、竜馬が東洋暗殺に反対だと知っているから、竜馬には一切の協力は求めていない。

（──しかし）

　竜馬は反対、というほどの理屈の通った気持ではなかった。ただおれの手では殺せない、そういう気持である。

（吉田東洋をわしは一度見た。一度見た鶏でも食う気はせんのに、一度みた人間が殺せるものか）

　武市半平太ら一統には、

　──天てん誅ちゆう。

　という殺人の正義感がある。それなりの大おお理り屈くつもある。竜馬にもそれはわかりはするが、しかし自分は参加したくはない。竜馬には竜馬なりの、竜馬の柄がらにあう回天への道があろうと思っている。

　半月ほど経った。城下はすっかり春になった。

　ある日、武市が本町筋の坂本屋敷にやってきた。

「竜馬はいますか」

「居ちょりますとも」

　兄の権平は大よろこびで迎えた。権平は、半平太のような俊才が、愚弟の竜馬と親友づきあいしてくれていることが、うれしくてたまらないのである。むろん、権平は、武市が、いまや暗殺団の大黒幕になっていようとは、つゆ知らない。

「ええ陽気になりましたなあ。武市さんはどこぞ、花見に参られましたか」

「ええ、ほうぼう参っております」

　むろん、うそだ。武市はこのところ、昼間は吉田東洋と談判し、夜は暗殺計画の密議ばかり重ねている。

　竜馬の部屋に通った。

「おい竜馬。いよいよ土佐の天地がひっくりかえるぞ。お前まんが心配しちょる暗殺後の政局についても、メドがついた」

「ホウかい」

　聞かずともわかっている。武市は、東洋によって政権の座から叩きおとされた門閥家老どもと完全な握手ができたのだろう。門閥家老どもはおどろくべき旧弊ぞろいだが、かれらはそれだけに、自分らを追った東洋を、勤王派以上に憎悪している。

「それに、民部様、大学様も御賛同なされた」

　山内大学、同民部。いずれも藩主の一門である。そういう連中をかつがなければ、暗殺後、勤王派は頭角をあげられないのだ。武市、なかなか策士である。




　この前後、竜馬の一生を一変させる情報が四国山脈を越えて土佐に入ってきた。

「薩摩の島津久光が大軍を率いて京に入り、天子を擁して幕府の政道を正す」

　というのだ。

　幕末、この情報ほど天下の志士を昂奮させたものはなかった。薩摩藩が、現い今まのことばでいえば、ごく温和な形でクーデターをおこそうというものである。

　長州の久坂玄瑞などは、

　──薩摩に先せんを越されたか。

　と、じだんだを踏んでくやしがった。口惜しがっても、長井雅楽のような保守論者が藩論を牛ぎゆう耳じっている以上、どうすることもできない。

　この薩摩藩の動きは、日本と竜馬の運命を大きく変えたものだけに、しばらくこのことに触れてみよう。

　じつをいえば、薩摩藩の精忠組の領りよう袖しゆうである大久保一蔵（三十三歳。のちの利とし通みち）が、島津久光の命を受けて去年（文久元年）の暮から京都に飛び、そこでしきりと公卿工作をしていた。

　大久保の説くところは、

　──幕府は腰がぬけている。これ以上、かれらに政治をまかせておけば、いよいよ外夷が増長して、国がどうなるかわからない。

　というものであった。

　つまり、京都の天皇、公卿をおどしあげたのである（もっとも、大久保はそれほど人は悪くはなかったが、その論法、操縦法は、つねに公卿のその恐怖心理を利用した）。

　この時代、京の天皇、公卿などというものはまったく子供のようなもので、外国との貿易はすなわち侵略を受けることだと信じこみ、いちずに戦慄し、彼我の武力比較などはわからず、幕府がかれらを撃攘しないことをふんがいして、

　──なんのための征夷大将軍であるか。

　と、はげしい不信を抱いている（この天皇、公卿の無智な恐怖心が幕末史を必要以上の混乱におとし入れてゆくのである。またこの無智と恐怖心につけ入って、薩摩、長州、土佐、会津が、幕末政局の四大重鎮にのしあがった、とみられなくはない。なぜなら、朝廷はこの四大藩こそ幕府にかわって外夷を駆逐してくれると思っていたからである）。

　策士大久保は、朝廷のこの恐怖心を知りぬいていて、巧みに説いた。むろん天皇直接にではない。鎌倉時代からすでに島津家と特別の親交のあった近衛家（忠房）を通じてである。

「京都守護の名目で、勅ちよく諚じようをもって薩摩藩兵をおよびなさい。薩摩の兵力を背景にすれば、朝廷は幕府に対し強力な御発言ができます」

　と大久保は説いたが、結果は、朝廷は外夷よりもさらに幕府の武威をおそれていたため、勅諚をもって勝手に一藩の兵を招よぶことをさけ、「もし島津久光が自藩の意思で入じゆ洛らくするなら黙許」ということにした。

　久光は大兵を率いて上洛するらしい。

　竜馬が、胸をおどらせたのは、薩摩藩の動きだけではない。その動きに触発されて、それよりもはげしい渦が、天下の一隅で渦巻きはじめたことをきいてからであった。




　この情報は、上かみ方がた、長州、九州方面の諸藩の情勢を探訪して土佐にかけもどってきた檮ゆす原はら村出身の吉村寅太郎から、竜馬はきいた。

　夜陰、吉村寅太郎は坂本屋敷をたずねてきて、

「竜馬ァ、一大事じゃ。もはや男子の進退覚悟すべきときが来よったぞ」

　と、いった。

　そのあと、低声になった。竜馬の兄の権平の耳に入るとうるさいと思ったらしい。

　吉村寅太郎はひげの剃りあとの青い小こ兵ひような男で、詩才もあるがなによりも豪傑である。激情家でもある。器量も大きく、いつか武市半平太が、

　──寅太郎に五万の兵をあたえれば、馬上天下を取る。

　といったほどの男だ。果たせるかな、というより不幸にも、この翌年の文久三年秋、勤王倒幕の義軍（天誅組）を大和にあげてその総裁となり、幕軍を相手どってさんざんに戦ったが、時勢まだ熟せず、吉野山中の鷲わし家か口ぐちで、身に数弾をあび、




吉野山風に乱るる楓かえで葉ばは

わが打つ太刀の血煙りとみよ




　という壮絶な辞世を残して斃れた。

　そんな男である。もし維新後に生かせておけば、どんな巨人ができたかわからない。

「情勢はこうじゃ」

　と、吉村はいった。

　[image: 筑]前の平野国くに臣おみ、羽前の清河八郎、薩摩の有馬新七らがしきりと京都、九州のあいだを往来し、互いに連絡をとりあって、ついに義挙を決定したという。

「つまりこうじゃ。薩摩の大兵をひきいて上洛してくる島津久光を大坂で待ち受け、久光を説き、これを擁して京都に勤王倒幕の旗をあげようというのじゃ。わしァ、平野と会ってこれに加盟することに決めた。決めたどころか、いそぎ土佐に帰ってきたのは、この義挙の同志を募るためじゃ」

「武市は、どう言うちょった」

　と、竜馬はきいた。

「話にならん。武市さんは、まだ全藩一丸の勤王を夢見ちょる」

　武市は吉村に、

　──寅よ。百人二百人の脱藩浪人があつまっても、徳川幕府は倒れんぞ。それよりも土佐二十四万石を勤王化して、これを幕府にぶつけるほうが強大じゃ。

　──夢、夢。

　と吉村は言い、たがいにつかみ合いにならんばかりの激論をしたらしい。武市は、吉村ほどの人物が土佐を脱藩して「愚にもつかぬ義挙」に加わることを惜しみ、泣いてとめもした。が、吉村のほうこそ、武市を脱藩させたかった。

「武市と決裂した」

　吉村は、ぽつんといった。

「竜馬、わしは今夜にでも脱藩して京へのぼるつもりだ。武市が動かんなら、せめてお前が脱藩してくれ」

「せめて、とはなにごとだ」

　竜馬はわざと怒ってみせたが、ふとさわやかな顔つきになって、

「脱藩か。それもいいなあ」

　ひとごとのようにいった。そこにひろびろした青空のような人生が待っていそうな気がする。




　一方、武市の東洋暗殺計画は進んでいた。

　この暗殺は、むずかしい。

　東洋を斃すだけでなく、斃したのち政権をとろうというのだから、何者が何者のさしずで殺した、ということが知れてはまずい。

　そのため、用意した斬ざん奸かん状じようには、「吉田東洋が佐幕主義であるために斬る」とは、いっさい書かなかった。書けば、下手人は勤王党だということを白状しているようなものだ。

　もっぱら、「東洋は贅沢者で国の難儀をかまわず金銀を浪費し、賄賂をむさぼり、みだりに土木をおこし、民の恨みの声に耳をかさない」ということを罪状にあげ、だから天誅を加える、という意味のことを文章にした。

　ところが東洋も油断はしていない。

　この男は武芸も玄人くろうとなみにできた。[image: 筑]後柳やな川がわの剣客大石進から神しん影かげ流りゆうの印いん可かをうけているほどの男だ。

　こんなことがあった。

　刺客第一班の岡本猪之助、同佐之助が、ある夜情報をえて、お堀端で東洋の下城を待ち受けていたとき、東洋がふと足をとめた。

「あれに、馬鹿がいる」

　さっさと道を変えてしまった。

　二人の岡本は、どうやら顔を見られてしまったらしい。

　第二班の島村衛吉、上田楠次、谷作七にもそれに似たことがあった。

　どうやら、藩庁のほうでうすうす勤王党の企図がわかってしまったらしく、最近になって第一班、第二班の刺客の家を、岩崎弥太郎ら下横目たちが、しきりと嗅ぎまわっている。刺客たちは手も足も出なくなった。

（だめだ、人を替えよう）

　と武市はおもった。第三班の那須信吾、安岡嘉助、大石団蔵らを使うことにし、しかもよほど確実な情報がないかぎりかれらを動かさないようにした。

　もっとも、こんな動きは、竜馬にはあまり関心がない。

（武市が東洋を斃しても、所詮、うまい汁を吸うのは守旧勢力だ。武市はかれら門閥家老どもに利用されるだけのことだろう。土佐の政情はいよいよわるくなる）

　そう考えている。

　それよりも、こんなろくでもない土佐藩を捨てて、ひろい天下に躍おどり出たい。

（わしは脱藩じゃ）

　竜馬は、固く決意した。脱藩して、吉村寅太郎が伝えた例の義挙に加わるかどうかはべつとして、狭い土佐よりも広い世間のほうが、大きな絵がかけるだろう。

「兄さん」

　と、二月の末の朝、竜馬は兄の権平の部屋をたずねた。

「わしァ、脱藩して浪人になるよ」

「えっ」

　温厚な権平はびっくりした。さもなくとも医者から、卒中の用心をしろ、といわれているのである。

「おどかすなや」

　脱藩は、罪が親類縁者におよぶ。坂本家の家門の維持にかかわることだ。

「竜馬、気でもくるったか」




「気は、たしかです」

「竜馬、耳の穴ァ、かっぽじってよう聞け」

　兄の権平は、度をうしなっていた。

「この坂本家は、郷士ながら百九十七石の領地、十石四斗の禄ろく米まいを頂戴する国中でもきっての名家じゃ。その家から脱藩人が出たとあれば家がとりつぶされるかも知れんぞ」

「こまったな」

　竜馬はにやにやしている。

「なにを笑うちょる。まじめになれ」

「はい」

　神妙な顔をつくった。というのは、脱藩するにしても旅費が要る。それに、刀も業わざ物ものがほしい。それにはどうしても、兄の権平の力添えが要るのである。機嫌をそこねてはこまる。

「竜馬、わしゃ、脱藩させんぞ」

「はい」

「脱藩すれば、累るいはこの坂本家におよぶだけではない。親類縁者にもおよぶ。とくにお前の好きな乙おと女め姉さんがどうなるか。乙女の婿殿の岡上新輔さんは御老公（容堂）のおつき医師になって江戸に行っちょるのを知らんわけじゃなかろう。お前が脱藩すりゃ、新輔はお役御免になり、閉門はまぬがれんぞ。乙女がこまるぞ」

（ははあ）

　それを忘れていた。

「兄さん、脱藩はあきらめた」

　というなり、竜馬は外へとびだした。むろん脱藩はあきらめた、というのはその場のがれの方便である。

　高知から東へ七里。

　ほとんど駈けるようにして、香我美郡山北村の岡上屋敷についたときは夜になっていた。

　当主の岡上新輔は出府中だが、姉の乙女が留守をまもっている。

「竜馬、どうしたのです」

　乙女はおどろいた。

「実さ家とに何か不幸でもあったのですか」

「不幸はあったが、坂本家ではありません。領地百九十七石の坂本家なんぞどうでもよいが、日本の大不幸じゃ。それが権平兄さんにはわからん。乙女姉さんなら、わかっちょるでしょう」

「───」

　乙女はじっと竜馬の顔を見つめていたが、やがてうなずいた。

「脱藩くにぬけするのですね」

「姉さんはどうおもいます」

「竜馬は男の子ですから、それが正しいと思えば、断乎としてやるべきでしょう。しかし事情をよく説明してください」

　竜馬は、天下の情勢をのべ、もはや土佐のような腐れ藩にいるかぎり、天下を救うことはできない、といった。

「武市さんは、どうするのです」

「半平太はこの腐れ藩と心中するつもりでしょう。わしはご免じゃ」

「そう。姉のひいき目かもしれませんが、竜馬には土佐が狭すぎるようです」

　天下で、乙女だけが竜馬を理解している。乙女は竜馬を自分の作品のように思っていたから、この作品を広い世界に出してみたかった。

「では、脱藩なさい」

「しかし」

　乙女の亭主が御役御免になるではないか。




「しかし乙女姉さん。わしが脱藩すれば義に兄いさんの岡上新輔さんはどえらい罰を食う、と権平兄さんからおどされましたが、たしかになるじゃろな」

「なるでしょう」

　乙女は、平然としている。

「新輔どのは殿様から罰を食います。まさか切腹とまでは行きますまいが、妻の弟の不始末ということで、軽くて閉門」

「ふむ。──」

　坂本家の迷惑は竜馬の生家だから権平兄に目をつぶってもらうとしても、乙女の婚家である岡上家は気の毒すぎる。

「そうかあ。ならば脱藩はやめた」

「竜馬」

　乙女はにらみすえた。美人だが、眼が顔に不釣りあいなほど小さく、それだけに、にらむとかえっておそろしい。

「竜馬は男の子ではありませぬか」

「男です」

「男なら、いったん決心したことは、とやかくいわずにやりとげるものです。新輔どののほうは、わたくしから何とかとりなします。──それに」

　乙女は茶を煎いれながら、

「わたくしが竜馬でも、脱藩します。男でないのが、くやしいくらいです」

　どうやら話の風むきがかわってきた。

「泰平の世ならべつ。こんな時勢に女にうまれてきたことは、くやしくて仕方がありません。竜馬も、そう思うでしょう」

「そうですな」

　武芸にも長じ、肚はらも大きい。乙女が男なら、ひょっとすると土佐を背負って立つ人物ができたろうと思う。

「女にうまれて、その上、武門でなく医家の妻なんぞになって、……無念のやりばがありませぬ」

「はあ」

　竜馬は閉口しながらきいている。

「悔んでもしかたがない。そのかわり竜馬、脱藩すれば乙女のぶんも働くのですよ。どこにいても、手紙だけはかかさぬようにしてください」

「そうします」

「いっておきますが、手紙のあてさきは、この山北村の岡上屋敷ではありません。お城下本町筋一丁目坂本屋敷にしてください」

「え？」

「乙女は、御当家からおひまをとります」

　竜馬は、仰天した。

　乙女は岡上家を出るつもりなのだ。乙女が新輔の妻でなくなれば、竜馬の脱藩は岡上家となんのかかわりもなくなる。乙女が、

　──なんとかします。

　といったのは、そのことなのだ。

「そ、それはいかん」

「竜馬、おだまりなさい。坂本竜馬という一個の男子を救国のために送りだすのは、それを育てた乙女の義務でしょう」

　といってから、乙女はくっくっとわらいだした。

　もう、笑いがとまらない。

「ほんとうは、うそ」

　といった。

「実は、おなごに手をつけてばかりいる好色漢ばぶれもんの新輔どのがいやになったのです」

　そのくせ、乙女の眼は真赤である。泣いている。




脱　藩











　竜馬は、脱藩の準備をしはじめた。

　脱藩には、金がいる。

　刀も、業わざ物ものがほしい。脱藩すれば藩の庇ひ護ごからはなれ、天涯の孤客になる。身をまもるのは腰間の一刀あるのみである。

　竜馬の家には、さすがに城下きっての裕福な武門だけに、最上大業物の「ソボロ助広」が秘蔵されている。

　が、兄の権平が、竜馬の脱藩を警戒し、刀箪笥に錠をおろして、とりだせないようにしてしまっていた。

（どうするか）

　ふらりと、竜馬は才谷屋をたずねた。何度も書いたとおり才谷屋は、坂本家とは親類というより一家のようなものである。

　両替屋、質屋を兼ね、城下では三大分ぶ限げんの一つだ。坂本家の本家で、分家は武士、本家は商人、常じよう山ざんの蛇へび（両頭の蛇）のようなものである。屋敷も背中あわせになっていて、北門が坂本屋敷、南門が才谷屋の店口、というぐあいになっていた。

「伯父さんはいるかね」

　と入っていくと、帳場にいた大番頭の与兵衛が、

「あ、坂本のぼんさま」

　と、用心ぶかく眼をしばたいた。というのは数日前、竜馬の兄の権平が店へやってきて、

　──みな、よいか。いずれ竜馬が金か刀の無心に来るかもしれぬが、あれの申すことに応じては相ならんぞ。

　と釘くぎをさしてあったからだ。

「あるじはただいま藩庁の御勘定方によばれて不在でございますが、なんぞ御用で」

「伯母さんはいるかね」

「いらっしゃいますが、ちょっと癪しやくでおやすみになっております」

「いや、用というほどのことはないのだ。刀蔵のカギを貸してくれんか」

「そ、それは」

「分家のわしが頼むのだぞ。わしは奥で酒を飲んじょるゆえ、持ってきてくれ」

　どんどんあがりこんでしまった。

　奥の一室で女中に酒を出させ、伯父の八郎兵衛の帰宅を待った。

　やがて夕刻になった。

　この才谷屋というのはひどく自由な家風で、気楽なせいか、親戚一統の女どもの集会所のようになっていた。

　その日も、お市おば（竜馬の祖父の従弟の妻）が、そのめいの久く万ま、孫の菊恵をつれて朝からあそびにきていたが、竜馬をみつけると、

「おや、めずらしい」

　と、お市おばがいった。娘たちも竜馬をとりまいて、酌などをしてくれた。

　お市おばは、じつのところ竜馬がどういうこんたんで来たか、察している。権平兄が、相当手びろく親類へ触れをまわしておいたからだ。

「刀蔵の中を見たいのさ」

「竜さん、あんた」

　お市おばは、こわい顔でいった。女も五十をすぎると、ひどく不敵な面相になる。

「この才谷屋の家憲で、灯をともして蔵に入ってはならぬという禁制があるのをよもや知らぬわけではあるまい。蔵は朝の陽がさすだけだから、あしたの朝にでも出なおしておいで」




　お市おばが懸命になって説教するのを、竜馬は、わざと腑のぬけたような顔をしてうなずいていた。むろん、心中、

（なにを寝言ばァ、いうちょるかい）

　と一言も聴いてはいない。

　やがて伯父の八郎兵衛がもどってきて、

「あっ、竜馬か」

　姿をみただけで顔色をかえた。

　竜馬が国抜け（脱藩）の大罪をおかすかもしれぬ、とは、分家の権平から聞きおよんでいたからだ。

「なに、刀蔵をみせてくれと？　それはいかん。町人の家の持物じゃ、ろくなものはないわい。それより下の才谷屋の末娘を嫁にもらわんか。あれはお前に執しゆう心しんじゃと聞いたぞ」

「嫁なぞはいらん」

　竜馬はこわい顔だ。

「嫁より、伯父さん、刀をくれんかネヤ」

「これ、というほどの刀はないわい」

　というのは、うそだ。才谷屋は城下一の質屋で藩に多額の金まで貸している家である。藩士にも用立てをする。相当な身分の藩士が、刀、武具を質草にしてそのまま流れてしまった品物だけでも、数かぎりなく刀蔵に入っている。竜馬はそこに目をつけたのだ。

「一体、刀をどうするんじゃ。いま佩はい用ようしちょる大小でよいではないか」

「理わ由けァない。ほしゅうなったんじゃ。伯父さん。お前まんの蔵に吉よし行ゆきがあるじゃろ」

　新刀ながら業物である。吉行は、ただしくは陸奥守むつのかみ吉行。

　寛かん文もん年間に活躍した刀工で、本国は奥州の人だが大坂で名をなし、のち土佐藩によばれて高知城下に移住した。作品は丁ちよう子じ乱みだれ刃ばで、出で来き物ぶつが多い。

「吉行なんぞ、ない」

　伯父の八郎兵衛は、突きだすようにして竜馬を追っぱらった。

　帰宅すると、兄の権平が顔を緊張させて待っていた。

「竜馬、才谷屋へ何をしに行った」

「ほんの、遊びじゃ、遊びじゃ」

　部屋に逃げこんで、寝ころがった。こう四方八方から警戒されては、策が尽きたような気がする。

（鈍刀なまくらをもって、発つか）

　うとうとした。

　一刻ばかり、ねむったらしい。

　たれかが入ってきた気配に竜馬はとびおきた。部屋のなかはまっくらである。

　侵入者は、手燭をもっている。やがてその手燭の灯を行燈に移した。

　姉のお栄であった。

「なんだ、姉さんか」

　竜馬は無愛想につぶやいた。

　いったいに、竜馬の坂本家だけでなく、その一族は女が多い血すじである。

　竜馬の女きょうだいは、第一姉が千ち鶴ずで、これは城下の郷士高松家に輿こし入いれして、いまは二男一女の母である。

　第三姉は竜馬を可愛がって手塩にかけて育ててくれた乙女。

　その間に、お栄というこの姉がいる。

　不幸なひとで、同格の郷士の柴田家に嫁とついだが、離縁になって坂本家にもどっている。




　竜馬は坂本家の末っ子である。だから第二姉のお栄とは年のひらきがありすぎて、いままで姉弟としての触れあいはほとんどなかった。

（この姉が、なんの用だろう）

　竜馬は不審な眼で、お栄をみた。

　──坂本の出戻りさん。

　といえば、近所ではこのお栄のことだ。お栄は出戻りさんにふさわしく、屋敷の一隅でひっそりと暮らしてきた。

　骨組は、ひどく華きや奢しやである。その点、「坂本のお仁王さま」といわれた乙女姉さんとはこれが姉妹かと思うほどだが、目鼻だちは、竜馬が十二のときに死んだ母の幸子にいちばん似ている。

「竜馬さん、刀をおさがしだそうですね」

「あ、もうご存じですか。どうもうちの家内、親族一統は女だらけだから、枯野に火が駈けずるようにひろまりますなあ」

「しかし、うわさは一族のそとには出ませぬ。洩れれば罪になります」

「なぜです」

「あなた、脱藩なさるおつもりでしょう」

「あっ、それまで」

　竜馬はわざと頭をかいてみせた。が、お栄は笑わない。

「存じていますよ。坂本家、高松家、山本家、才谷屋、岡上家、親族のどの家にとってもこれは大おお事ごとですから。あなたの脱藩はどれだけの迷惑を一族にもたらすかわかりません。そのことご存じですか」

「そこまでのんきじゃない」

「第一、あなたご自身もそうです。脱藩すればもう二度とお国に戻って来れませんよ。権平兄さんとも、乙女さんとも、あなたが可愛いがっているめいの春猪とも、生涯会えませんよ。むろん、脱藩人にうちからお金を仕送るわけにも行きません。どこぞの野の末ずえでのたれ死じにしてもどう仕様もないことです。そのことお覚悟はありますか」

「弱ったな」

　小さくなっている。おとなしいお栄姉さんから、面とむかってこんな大説教を食おうとはおもわなかった。

「そのお覚悟おありですか」

「そりァ、おれ、男の子じゃもんなあ。志のために野末でのたれ死するのは男子の本懐じゃと思うちょります」

「それでよくわかりました」

「ホナ、姉さん、勘弁してくださるか」

「勘弁して差しあげますとも。それに、あなたがほしがっている陸奥守吉行もわたくしからの贈りものとして差しあげます」

「え、姉さんが？」

　なンで持っちょる、と竜馬は半信半疑だった。

「一口ひとふりもっています。いっておきますが、これは坂本家の所も有のでも才谷屋のものでもありませんよ。わたくしの持ちものです」

「おどろいたなあ。お栄姉さんが陸奥守吉行を持っちょるとはなあ」

「ばかにするものではありません」

　お栄は、はじめて笑った。

　たしかにお栄は持っている。それにはうそはないが、しかしこの陸奥守吉行を竜馬に贈ったために、あとでこの姉の一身に大変なことがもちあがった。




　お栄姉さんは、ちょっと中座したが、やがて捧げるようにして一口の大刀をもって、部屋にもどってきた。

「あ、それか」

　竜馬はひったくるようにして、抜きはなってみた。

　刀身は青く澄み、陸奥守吉行特有の丁ちよう字じ乱れの刃文が、豪壮に匂ってくる。

「二尺二寸」

　普通、身長五尺二、三寸の武士の差料に手ごろな寸法である。

「ちょうどいい」

　竜馬は、振ってみた。竜馬ほどの大男なら、二尺三、四寸から、ときに二尺六寸の長剣でも十分にこなせるのだが、かれはどういうものか、短い刀を好んだ。好みにぴったりというわけだろう。

　念のため目釘をはずし、中なか茎ごをしらべた。

　在銘である。

「なるほど陸奥守吉行。ほんとじゃ。が、姉さん、ふしぎじゃな。なぜ姉さんが、こんな刀をもっちょられます」

「これはね」

　お栄は、ちょっと悲しそうな眼をした。

「柴田の旦那さまから、形かた身みじゃ、といって頂戴したのです」

「えっ、柴田の義に兄いさんから？」

　もっとも、もう義兄さんではない。

　なぜなら、柴田義秀は、お栄の先夫で、ふたりはすでに夫婦ではないからである。

　竜馬は、お栄姉さんがなぜ実家に帰ってきたかについてはくわしくは知らないが、すくなくとも夫婦の愛情の問題ではないらしい。むしろ濃こまやかなほうであった。離婚の理由は、姑しゆうとめとの折れあいがまずかったからであろう。

　その証拠に、夫の柴田義秀は、お栄を実家に帰すとき、この陸奥守吉行を与え、

「わが家の家宝である。どうかわしの形身と思ってもらいたい」

　といって、あずけた。

　お栄は、それを抱いて実家へ帰った。

「そ、そうかあ」

　竜馬は、割りきれぬ顔をした。

「すると、姉さん、これは姉さんの女のいのちのようなものじゃないか」

「いいえ、いまでは主人あるじでもないひとの形身ですもの。もっていたところで」

　眼を伏せた。

「仕方がありません」

「そうかなあ」

「この刀も、左様なめめしい男の形身になって女の私の箪笥の中に眠っているより、竜になって飛びたつ竜馬どのの腰間にあるほうが、どれだけ似つかわしいかわかりません」

「わかった。頂戴いたします」

　これが、お栄の不幸になった。

　竜馬の脱藩後、藩庁の調べで、柴田家の陸奥守吉行の一刀をお栄からもらいうけたことがわかり、柴田義秀は激怒した。

　じきじき坂本家へ来て、お栄を責めた。

「なぜ、そなたはわしの形身を余の者にあたえたか」

　そのあと、お栄は、自殺している。

　考えてみると、天が、竜馬という男を日本歴史に送りだすために、姉の一人を離縁せしめ、いま一人の姉に自害までなさしめている。異常な犠牲である。




　ある日、竜馬は、ぶらりと武市半平太の屋敷を訪ねた。

「ほう、しばらく顔を見んじゃったのう」

　武市は、変に懐しそうに笑った。

　この男には、なにか虫の報しらせるものがあったのであろう。竜馬は、武市に、それとなく脱藩のための最後の別れに行ったのである。

　竜馬は、この友人には脱藩のことはおくびにも出さない。「全藩勤王」の夢を追っている武市は、力ずくでも竜馬の脱藩をとめるだろう。竜馬が居なければ片腕をもがれたようなものだし、武市のクーデター計画にひびが入る。

「竜馬、きょうは妙な顔をしちょるのう」

「そうかい」

　ツルリとなでた。

　竜馬の心境も、悲痛であった。脱藩すれば、もはや一生で、この友人と再び相見ることはないかもしれない。

「武市、計画は進んじょるかネヤ」

「進んじょる。吉田暗殺のあとの参政、執政、大監察、郡奉行などの顔ぶれも、ほぼきまったわい」

　名をきいてみると、小南五郎右衛門、平井収二郎という男のほかは愚にもつかぬ旧弊の門閥家ばかりである。むろん、武市自身は身分が低いから政権奪取後の名簿には入っていない。裏であやつろうというつもりにちがいない。

「しかし、顔ぶれをみると、古道具屋のひな人形のようじゃなあ」

「まあ、仕方がない。しかし、老公の弟ぎみ（民部）などは、武市まだか、と何度もさいそくなされておる」

　山内民部は藩公の御一門、連れん枝しのなかでもとくに頭のするどいひとで、容堂（老公）や豊とよ範のり（藩主）とはちがい、政治的には無責任な立場にあるから、武市の構想する「勤王土佐藩」をひそかにあとおししている。

「弟君が、老公や藩主に弓をひくわけじゃな。これァまるで、講釈のお家騒動のすじがきじゃ」

　竜馬は無邪気に笑ったが、むろん肚の中では、

（武市のばかめ）

　と、おもっている。成功したところで、大の幕府びいきの老公が江戸にいる。しかも吉田東洋をとりたてたのはこの老公であり、老公その人は天下の諸侯のなかでも、切れもので通った人だ。隠居したとはいえ、国もとの政変を、だまってみているはずがない。

「武市、聞け。もし暗殺、政変が成功したとしても」

「おう」

「江戸の老公が、そりゃいかんぞ、と騒げばどうするんじゃ。そのときは老公に、矢や鉄砲弾をあびせる覚悟があるのか」

「ばか、不敬な。成功後は、おれはただちに江戸へ走って老公を説得するわい」

「お前まんより学があるぞ。それに殿様に似合わず弁はお前より立つお人じゃぞ。その上、異い骨ごつ相そうで、人のいうことなぞきかんお人じゃ。武市、最後に忠告するが」

「おお、何でもいえ」

「こんな土佐藩をすてろ。捨てて脱藩せい」

「脱藩」

　武市は、ぎょろりと竜馬をみた。

「竜馬ァ、お前、まさか脱藩するんじゃあるまいな」

「いや、せん」

　竜馬は、急に唄をうたいはじめた。




　土佐藩参政吉田東洋が、武市の勤王党の手で暗殺されたのは、文久二年四月八日、夜、十時すぎである。

　この日、夕刻から、細雨がふった。

　夜に入って天暗く、城下の空に、ほととぎすが、裂くような声で鳴きわたっていたという。

　東洋は、城内の御殿にいた。この日は、恒例によって、東洋が若い藩主に進講をする日であった。教材は、頼山陽の「日本外史」であった。

　この夜の講義は、東洋自身の運命を暗示するかのように、信長の「本能寺兇変」のくだりであった。

　吉田東洋は、単なる門閥の重臣でもなく、政治屋流の男でもない。卓抜した学殖があった。信長の最期を語るにあたって、日本外史を教材としつつも、あらゆる史実を駆使し、藩公の座の前にありありと生ける信長を現出せしめるような説きかたであった。同時に、叛臣明智光秀の人間と、その苦悩を説いてゆく。




（光秀）曰く、「今は事すでに迫れり。われはまさに、まづこれを発せん」と。五人（光秀の家来）諫いさめてこれをとめんと欲せしも、光秀の意い色しよくすでに決し、諌むべからざるを視み、すなはちその謀はかりごとに賛成せり。（中略）老坂おいのさかに至る。右折すればすなはち備中に走る道なり。

光秀はすなはち鞭むちをあげて東を指し、颺言ようげんして曰く、

「わが敵は本能寺にあり」

昧まい爽そう（夜明け）、本能寺をかこみ、鼓こ譟そうして入り、弓銃、こもごも発す。




　若い藩主はかたずをのんできいている。おそばで陪席している者は、由比猪い内ない、市原八郎左衛門、後藤象二郎（竜馬により勤王派となる、維新後伯爵）、福岡藤次（同上、維新後孝弟と名乗り、子爵）、大崎巻蔵。かれらはのちに、このときの東洋は、平素の講義よりもはるかに熱を帯び、「説きさり説ききたり、当時の情景を眼の前に見せるかのようであった」とこもごも語っている。




　東洋の名講義さらにつづく。




信長は、臥が内ない（寝所）にあり。驚き起たつて曰く、

「反する者は誰ぞ」と。蘭らん丸まるをして出でてその旗はた幟じるしを視せしむ。かへり報じて曰く、

「惟これ任とう光秀」

信長曰く、「豎じゆ子し（小僧）敢へて爾しかるか」と。すなはち弓を手にして出でぬ。蘭丸以下の宿直とのいの者みな肉薄して拒ふせぎ戦ふ。信長はみづから射て数人を倒せり。槍をとつてたたかひ、右みぎ肱ひじに傷つく。すなはち走り入り、姫き妾しようを揮さしずして逃れ去らしめ、火を縦はなちて自殺せり。




　講義のあと、御酒下されがあった。

　東洋はしたたかに酔った。

「いや、今宵は肝にひびくような講義であったぞ」

　と、若い藩主がいった。東洋は満足そうにうなずいた。

「日ならず、御出府（参覲交代で江戸へゆく）でござる。最後の講義ゆえ、つい熱が入ったのでござりましょう」




　この夜、殿中で東洋の講義がある、ということは、武市半平太の手もとに情報が入っていた。

「講義がおわれば、恒例によって御酒が出るだろう。下げ城じようは、戌いぬ（夜八時）すぎになるのではあるまいか」

　と、武市は、刺客たちにいった。

　刺客の顔ぶれは、

那須信吾

安岡嘉助

大石団蔵

　の三人である。

　そのほか、河野万ま寿す弥や（のちの敏鎌）がいる。河野は、暗殺後の始末をつける役目である。

　暗殺が成功すれば、暗殺者の三人は、一たん城下の長なが縄なわ手ての観音堂にあつまる予定であった。そこで、始末役の河野が待ち、首を受けとる。三人の国外脱出のための路銀、装束などもこのお堂に用意してある。

　大男の那須信吾は、刀の目釘をしらべていたが、不意に立ちあがって、

「まだ出かけるまで時間があろう。ちょっと町へ出てくる」

　と、外へ出た。

　雨がふっている。

　那須は、家老深尾家の下屋敷のお長屋にいる十九歳の甥おいをたずねた。

　甥とは、のちの田中光みつ顕あきである。この人物はこののち脱藩し、諸方に奔走して維新後いわゆる元勲の一人となり、昭和十四年に九十七歳で死んだ。当時、佐川という在郷から出てきて、武市塾に学んでいたのである。

　那須は土間で唐から傘かさの水を切り、

「顕助（光顕の幼名）、ここへ寄れ」

　と、土間に降りさせた。

「よいか、大事を打ちあけにきた。そちは年少ながら男子ゆえ、他言はすまい。今夜、わしは参政吉田東洋を斬る」

「えっ」

「ばか、静まれ。ついては、じゃ。このこと、わしは義ち父ちにも妻にも明かしておらぬ。ただ、東洋を斬った上は、一刻も早くお報しらせ申したいお人が、一人いる。われら貧乏郷士の家を累るい代だい扶ふ持ちしてくだされた深尾鼎かなえ（家老・佐川の領主で、東洋のためにしりぞけられ、知行地で閉門中）様が、東洋をいたくお恨みじゃ。首尾をとげたむねを、そちが佐川まで駈けもどって言上してくれぬか」

「して、東洋待伏せの場所は？」

「お城下帯屋町」

「刻限は？」

「今夜のうちに斬る。そちは明朝夜明け前に現場にゆき、死骸、血痕をたしかめ、その足で佐川へ走るのじゃ。年少ゆえ、途中ひとに見られても、怪しまれまい」

　顕助の胴が、武者ぶるいで慄ふるえた。

　このくだりを、田中光顕が九十四歳のときに口述した自伝によって紹介するのが、適切だろう。




「ではたのんだぞ」

　叔父は後々のことを私に頼むと、何事もなかつたやうに引き上げて行つた。戸外は、春の懶ものうい糸のやうな雨が、そそと降つてゐる。その雨の中を、叔父は、悠然と引き上げてゆく。千万無量の気持を推おしはかりながら、私はじつと立つて見送つてゐるばかりであつた。

　その夜、一晩中、私は胸騒ぎがして、まんじりともしなかつた。




　東洋、亥ノ刻（夜十時）、お城を退出。

「いや、酔った」

　と、御殿の玄関で若党がさしだす傘をうけとり、ぱらりとひらいた。

　一面の闇が、糠ぬかのような雨でぬれている。

　若党が提灯をさしのべて先導しつつ、主従は城内の石段をおりてゆく。供は若党に草履取りがひとり、いつものように二人である。

　石段をおりるとき、東洋の身をまもるようにして、数人の若い武士が前後した。きょうの進講の陪席者たちであった。後藤象二郎、市原八郎左衛門、福岡藤次（孝弟）、由比猪内、大崎巻蔵らで、いずれも東洋の蟄ちつ居きよ当時の門人であり、東洋が政権の座に復してから抜擢した新官僚たちである。

「御執政、まったく」

　と、福岡藤次が傘をかたむけて微笑をむけてきた。

「本ほん夕せきの御前講は、いつもに増して結構に存じました。信長の本能寺における最期など、一代の英雄児の生涯をかざるにふさわしい劇的なものでありましたな。凄惨のなかに華やかさあり、いやまったく拝聴していて、眼にみえるようでございました」

「左様か」

　吉田東洋は、ゆっくりと雨の中を降りてゆく。ほめられて正直なところ、わるい気持はしなかった。自分でも、きょうの御前講は入神の心境というか、予期以上のできばえであったとおもっている。

「わたしも、あのくだりが好きでな。その生涯が一篇の詩になる者を英雄という。わたしは信長の生涯をおもいつつ、本能寺の紅ぐ蓮れんの炎のなかで愛用の槍をふるう英雄児そのひとになりきっていた」

「上様もご満足のご様子でございました」

　と、大崎巻蔵が頭をさげ、それをひきとって由比猪内も如才なく、

「御参覲のおはなむけとして、なによりでございましたな」

　と、ほめあげた。

　城門を出て、大手筋にさしかかった。雨脚が、こころもちはげしくなったようである。

「では御執政、それがしはこれにて」

　と、福岡、由比それに市原は、わかれた。かれらの屋敷は、大手筋を出てすぐ南へ折れねばならない。

　東洋のそばに残ったのは、大崎と後藤。

　教授館の前をすぎ、やがて南に折れ、東西に走る帯屋町筋に出た。

　後藤、大崎の屋敷はさらに南である。しかし東洋の屋敷は、この帯屋町の角を、東へ折れねばならない。

「では、御執政、お気をつけて」

　と、若い後藤象二郎はいった。象二郎は、東洋の血縁である。のちに土佐藩の参政になり、竜馬にひきたてられて佐幕派から勤王に転ずる男であるが、性、粗大奔放、このときはなんの予感もしなかったらしい。

　東洋は、ついにひとりになった。

　前後に、若党と草履取り。東洋は左手に傘の柄をにぎり、ぬかるみを避けながら、ゆっくりと歩いてゆく。

　その十数歩さき。

　三人の刺客が待ち伏せている。




　壮漢三人。

　いずれも、面めん体ていを布でつつみ、百姓蓑みのを着こみ、屋敷々々の門、塀の暗がりでうずくまって、雨に打たれていた。

（まだ来ぬか）

　気のみじかい大石団蔵は、いらいらしながら、身を小きざみに動かしていた。蓑のなかにノミがいたのか、それとも、こういうときにはそんな生理になるものか、妙に全身がかゆい。しきりと、掻いた。

　安岡嘉助。

　これは、前野久米之助という上士の屋敷の塀ぎわにかがんでいる。

　まげがぐっしょりと濡れ、眼、鼻、口へ、雨が間断もなくしたたり落ちた。なんども、かがんだまま、小便をもらした。それもほんのわずかしか、出ない。おわると、また尿意を催すのである。

（どういうわけじゃろ）

　手をさし入れて、ふぐりをつかんだ。吊りあがるように固かった。袴のなかが、濡れている。雨のせいではなかった。

　那須信吾。

　これは、前野屋敷の門の軒下で、大あぐらをかいていた。

　古手拭を一本、頰っかぶりにしている。心中、しきりと田舎いなかの佐川に置いてきた妻と二児の顔がおもいだされたが、眼をむき、歯がみして打ち消そうとした。

（もはや、相見ることはあるまい）

　二児の将来は、老父俊平がみてくれるであろう。そうは思いつつも、虚空の闇をにらむ眼に、涙がとめどもなく流れてくる。

（えィ、父がなくとも子は育つわい）

　何度も、腕で涙をかなぐりすてた。老父の俊平は、貧乏郷士ながらも多少の田畑もあり、槍そう術じゆつの田舎道場ももっている。むろん、暮らしにこまることはあるまい。

　やがて、帯屋町一丁目の辻に、ポツリと提灯の灯がうかんだ。

（東洋か。──）

　と、場所の関係で最初に気づいたのは、大石団蔵である。

　蓑をかなぐりすてた。

　大石は、黒木も綿めんの紋服に小倉の袴。刀のさげ緒で、十文字のたすきをかけている。大刀は、大石家伝来の名刀で天てん文もん祐すけ定さだ（現存）。

　備前長おさ船ふねの鍛冶である。二尺三寸、ソリは六分、乱れ刃である。ツカは半巻、ツバは土佐明みよう珍ちんの作。

　鞘は、朱。

　大石団蔵は鯉口を切って雨中に走り出、安岡が揉みあうようにつづいた。先導する供の提灯をいきなり斬っておとしたが、この初太刀が大石だったのか、安岡なのか、よくわからない。




（遅れたり）

　那須信吾は、門前から飛びだし、雨中を駈けだした。袴はつけず、着物のすそを尻のみえるまでからげている。

　闇になった。

　大石団蔵が、東洋の供の提灯を斬りおとしたためである。

「痴しれ者もの──」

　東洋は、底ひびくような声を出した。腕は神影流の皆伝である。それも、ただの旦那芸ではない。

　腰間の大刀は、ただの家老のような、拵えばかり華美で中身は細身の「殿中差し」などではない。

　──実戦むきに。

　と東洋がとくに注文して、高知城下南奉公人町に住む名工行ゆき秀ひでに打たせた二尺七寸という豪壮な太刀である。刃の幅はばあつく、中ちゆう反ぞり、匂いが深い。これほどの長刀は、よほど、長身で剛力の者でなければあつかえない。馬上ならともかく、常時の佩用にすべきものではない。が、東洋は戦国武士の風を好み、刀も、馬上でヨロイ武者を斬る目的のものを、というわけで打たせたものであろう。

　那須信吾は、大上段にふりかぶっておどり出た。

「元もと吉きちっ（東洋の通称）」

　とまでは叫んだが、右足がぬかるみにとられて、わずかにすべった。

「国のために参る」

　ざあっ、とふりおろした。

　東洋は、刀をぬく間もなく、ひらいた唐傘で、受けとめた。

　那須信吾の刀がその傘を斬り、東洋の左肩にまでおよんだが、傷は浅い。

「痴れ者、名を、名を名乗れっ」

　というなり、東洋は高たか足あし駄だをぬぎとばしてはだしになり、三歩とびさがった。そのときは、剣をぬいている。

「なんの遺恨ぞ」

「天誅じゃ」

　那須はふみこんで、うちおろした。東洋は刀の物打ちで受けた。欠けた刃が、火になってぱっと闇にはじけとんだ。

　大石、安岡の二人は、若党と草履取りを追って行ったために、この場にはいない。

「ど、どこの」

　東洋は、はげしく踏みこみ、神影流独得のするどい突きをくれ、

「貧乏郷士じゃい」

　と、叫んだ。

　さらに激しく数合。

　那須は、やや受け太刀になってきた。雨が容赦なく、眼に流れこんで来る。

「汝うぬァ」

　東洋の気合は、ものすごい。

　まわりは、上士たちの武家屋敷がならんでいる。この東洋の声がきこえていないはずがないのだが、しんと静まりかえったままである。かかわりあいになりたくなかったのであろう。

　そこへ、しぶきをたてて、大石団蔵、安岡嘉助が駈けもどってきた。

　東洋は、はっとした。

　背後にも、敵がいる。




　安岡は、東洋の背をみた。

　山のようにみえた。

　東洋は巍ぎ然ぜんとして姿勢をくずさず、前面の那須信吾にむかっている。

（いかん）

　ふるえた。大刀をふりかぶった。右足のひざだけを前に出した。が、あごは前へのめり出ている。腰は、後ろへ置きわすれた。平素習熟した刀法をわすれてしまい、やくざなどがやる拝み打ちの姿勢で、

「うわあっ」

　と、背にむかって、斬りかかった。

　──おっ。

　東洋は体をひらき、戛かっ、と安岡の刀をたたいた。安岡は、不覚にも二、三歩泳いだ。

　あたりは、ばくばくとした闇である。

　東洋が逃げようとすれば、この瞬間こそ絶好の機会だったろう。東洋が真に人生の達人なら、逃げている。

　が、ここで東洋の性格が、わざわいした。元来、攻撃的な性格で、諸事、異常なほどの自信のもちぬしであった。

「この馬鹿者」

　東洋は刀をふりあげた。突ンのめった安岡の背を叩き斬ろうとした。が、敵は安岡だけではない。前面に那須、背後に大石団蔵がいる。

「東洋っ」

　大石は例の天文祐定を相手の背に叩きつけた。東洋の背が、割れた。血が飛んだ。東洋は、わっ、と横へ崩れようとした。大石は、力あまって、路上の小石までを切った。

　その東洋の崩れにつけ入った前面の那須信吾が、

「吉田殿、国のために御成仏。──」

　と水もたまらず右みぎ袈げ裟さに斬りさげた。どっと倒れた。この一太刀が、東洋に生涯を閉じさせた。

「嘉助、首を、首を打て」

　と、たれかがいった。

　安岡嘉助は近づいて、太刀をふるった。しかしあたりは、手足の位置もわからぬ暗さである。

　手をあやまった。ふりおろした刃が、がっ、とあごの骨にあたった。切れなかった。

　何度もやりなおし、あたりに凄惨な血のにおいがただよった。やっと首胴を切りはなし、白しろ木も綿めんで首級をつつんだ。那須が手を貸した。この布は、たれかがいそいで外はずした古ふんどしである。この古ふんどしについては、

　──武士の礼を知らぬ。

　とあとで武市が怒ったそうだが、那須、大石、安岡は、いずれも食うや食わずの貧乏郷士で、あたらしい木綿を用意する余裕がなかった。

　皮肉なものだ。平素、豪奢な絹服をまとい、長なが襦じゆ袢ばんまで真赤な緋縮緬を用いた上、

　──上士は贅沢をしろ。郷士は綿服のほか用いるな。

　ときびしく階級の差別をしていた吉田東洋が、首になって貧乏郷士の古ふんどしにくるまれてしまった。

　三人は、雨中をとぶように走った。犬が二、三頭、血の匂いをかぎつけ、首をかかえた安岡にしきりと飛びついてくるのには弱った。安岡はその犬から逃げるために、足が宙で空まわりするほどの勢いで、走った。




　このころ、すでに竜馬は高知城下にいなかった。

　武市一派の東洋暗殺にさきだつ十四日前の文久二年三月二十四日、闇にまぎれて脱藩してしまっていた。

　兄の権平は、気が小さいくせに、生来ののんき者だ。

　五日ばかり経たってから、

「のう、お栄。ちかごろ屋敷に竜馬めの姿がみえんが、どこへ泊まりあるいちょるかのう」

　といった。

　お栄姉は、とっくに竜馬の不在には気づいている。

（脱藩。──）

　とおもったが、

「さあ。下の才谷屋にでも、遊びに行っちょるのではありますまいか」

「そうかのう。あの浮かれ者もんめが」

　やはり気になる。

　権平は肥満した体に紋服をつけ、細身の大小をさして、

「ホナ、さがしに行ってみる」

　と、城下の親戚を一軒々々訪ねはじめた。

　ちかごろ、肥満しすぎたせいか、歩くのがくるしい。まだ四十九というのに、もう老人のような衰えがみえはじめていた。

（わしも長くはあるまい）

　と、この温和な長兄はひそかに考えているが、家門の名誉だけはまもらねばならない。それが、家名と家禄をうけついだ惣領権平の義務であった。

　まず、権平の妹千鶴がとついでいる高松順蔵家を訪ねて、

「千鶴よゥ」

　と、入って行った。

「竜馬が来ちょりせんかネヤ」

「まあ兄様」

　参っちょりません、と千鶴は答えた。

「では兄様、まさか、脱藩では？」

「しっ」

　権平は高松家を出てから、上の才谷屋、下の才谷屋、中沢家、土居家、鎌田家などを訪ねまわったころには、眼がくらみかけていた。

（暑いのう）

　手拭をしぼるほど、汗をかいている。三月の末とはいえ、この日は、まるで真夏のような気温だった。

　いったん屋敷に帰ると、早暁から山北村の乙女姉さんのもとへ竜馬の消息をききに行っていた源おんちゃんが戻っていた。

「旦だん那な様、ぼんさまは、山北にも姿をみせておられませぬ」

「そうかや」

（いよいよ、国抜けしたか）

　権平兄は、ぼう然とした。

　竜馬とは二十以上の齢のひらきがあり、一人娘の春猪よりもこの末弟を可愛がっていたから、幼少のころからの竜馬のことが、さまざまと想い出された。

（国抜けなら、もう二度と戻って来んわい）

　涙がにじんできた。

（真ほんに真しん正しよう、国抜けしよるとわかっていたらば、家伝の刀をくれてやったのにのう。あいつの鈍なま刀くらでは、ゆきさき、心ぼそかろ）

　そう思うと、涙がとめどもなく流れ出てきて、どうしようもない。

　しばらくして、源おんちゃんが、才谷屋の手代から、妙なことを聞きこんできた。




「なに」

　権平兄が、源おんちゃんをみた。

「竜馬が才谷山に登っちょったと？」

「へい、たしかに才谷屋の手代の猪い七しちどんが見た、と申しまするがの、旦那さま」

「いつじゃ」

「それが、五日前の二十四日、桜の七分咲きの日じゃと申しまするがの、旦那さま」

　才谷山とは、城外にある坂本家の持ち山で、小高い丘といったほうがいい。丘の上まで、細い石段がつづいている。

　丘の上に祠ほこらがある。坂本家の先祖である明智左馬助の霊と、われいさんという神様とをあわせまつってある。本社は伊予宇和島城下の和わ霊れい明神で、この才谷山の神さまは、そのご分霊である。

　郷社ではない。

　坂本家一軒だけの神社である。権平や竜馬らよりも数代前の先祖が、家内安全のためにここへ私設の神社をつくったわけだ。

「竜馬は、どんな姿なりじゃった」

「へい、ぼんさまは肩にひょうたんをかついでござらしたげで」

「ひょうたんを？」

「へい、旦那さま、こいつは」

　源おんちゃんは、考えぶかげな顔つきで、

「あれはまあ、花見でござりましょう」

「わかっちょる、わかっちょる」

　権平も、考えこんでいる。

「連れはいたか」

「お一人じゃったそうで」

「しかし花見には遅すぎるのう。才谷山の桜は早咲きじゃキニ、もう散っちょるじゃろうに」

「散っちょりますとも、旦那さま」

「それで何のひょうたんじゃ」

「さあ」

　源おんちゃんは考えこんだが、権平兄にはすでに推測はついていた。

（いよいよ、竜馬は脱藩したのう）

　竜馬は、脱藩をするにあたって、坂本家の祖神に別れを告げに行ったのであろう。

（そうでなくて、あの神ぎらいの竜馬が、才谷山なぞ、詣もうでるはずがない）

　事実、そのとおりである。

　竜馬は脱藩の日、才谷山にのぼって祠の中に入り、心ゆくまで酒をのんだ。

　──のう、明智左馬助さまよ。

　と、心中、祖先の霊をよび、さらにわれいさんの神霊にもよびかけて、

　──人の命はみじかいわい。わしに、なんぞ大仕事をさせてくれんかネヤ。

　と、頼んだらしい。

　その足で山をおりると、ふもとの農家で潜伏している沢村惣之丞と会った。

　沢村惣之丞は、吉村寅太郎とともにすでに脱藩している男である。こんど、竜馬を誘いだすために国もとへ潜入してきたのだ。

「竜馬ァ、旅装をせい」

「いや、ひょうたん一つで結構じゃ」

　胴巻の中には、親戚の広光左門という人物から借用した金十両が入っており、腰間にはお栄姉の贈りものの陸奥守吉行がある。が、袴もはいていない。

「着流しかい」

「おお、このほうが人目をごまかしやすい」

「では」

　と、夜になって山越えにとりかかった。




　脱藩とは、登山のようなものだ。とくにこの土佐のばあいは。

　この国の北には、四国山脈の峻しゆん嶮けんが、東西に走っている。国外に出るのはすべてその山越えになるが、街道には、関所、人の目があって、民家にさえ、とまれない。村役人に通報されるからである。

　だから、間道を走る。

　寝ず、駈けどおしで、伊予境までの山岳渓谷二十余里、山さん窩かのように走らねばならない。自分の健脚だけが頼りなのだ。

「竜馬、まず御み嶽たけの山頂まで登るかい」

　と沢村惣之丞はいった。この男は一度脱藩して道に馴れている。

「よかろう」

　竜馬は着流しだ。それをうんと尻からげにし、さすがに脚きや絆はんにわらじだけは足につけている。

　二人は夜にまぎれて、高知城の西北の山に駈けこみ、そのあとはさんたんたるものだった。山腹を這い、藤づるやかずらにつかまって岩壁をつたい、やがて御嶽の頂上に出た。

「沢村、歩けるか」

　竜馬は、ときどき、ふりかえってやった。沢村は、足が弱い。

「大丈夫じゃ」

　この山道は、このときから半月後に、吉田東洋を暗殺して脱藩した那須、安岡、大石が通った道である。

　那須信吾はこのときの脱藩行の様子を、のちに故郷の実兄浜田金治にあて、手紙にして報らせている。

「（前略）大平（を）通り御嶽絶頂に到り候ところ谷々の桜花、高根の残雪と艶えんを競ひ、咲きみだれ候へども、無む雅が無む心しんにむかふいそぎ、ゆかりある森村にくだり着き候へども、すべて人家をもたたかず、干飯ほしいを嚙かじり、高瀬村をよぎり、遂に別べつ枝し村むらに到り、徳とく道どうノ関をぬけ、沢渡りより舟渡りして、黄たそ昏がれ前まえ、やうやく久く万ま山やまのうち岩川に着き、止宿仕り候」

　ほぼこれで竜馬の通った道も想像できるはずだが、ただ半月春が浅いだけに雪が深く、これには閉口した。

　別枝村という所にきたときに、なだれに遭あい、不覚にも二人は谷底にころがり落ちた。

　沢村は、足をくじいた。

「お前まん、わしが背につかまれ」

　と、竜馬は沢村をおぶって谷底からはいあがり、おぶったまま、雪の山を、西へ西へと歩いた。

「すまん、すまん」

　といううちに、沢村は竜馬の背にすがりながら男泣きに泣きだした。

　この人物は竜馬とはちがい、学問好きで、数学と英語に長じ、のちに竜馬の配下となり、海援隊士官としてずいぶんと働いた男である。

　これは後年のはなしだが、維新直前、沢村は長崎で、酔漢を盗賊と見誤って射ち殺し、あとで面めん体ていをしらべてみると、薩摩藩士川端半助という人物であった。沢村は海援隊と薩摩藩との間がまずくなるのをおそれ、薩摩藩側でさえとめたのに、威勢よく腹を切ってしまった。

　刀を腹に突きたてながら、かたわらの友人へ笑いかけ、

「男子たるもの、蒲団のうえで呻しん吟ぎんして薬くすり鍋なべと組みうちするよりも、このほうが往生ぎわがおもしろいぞ」

　といった男だ。いま、長崎の西山に、この沢村惣之丞（のち変名して関雄之助）の墓が、さびしく苔こけむしている。




　竜馬の脱藩は、文久二年三月二十四日である。

　東洋の暗殺は、その翌月の八日。

　ところが、

　──下手人は、本町筋一丁目の郷士坂本権平の弟ではあるまいか。

　といううわさが、家中の上士のあいだでながれた。

　理由の第一は、竜馬が城下きっての剣客だからである。

　それに、武市とならんで、土佐郷士の若い連中の兄貴株の存在だから、脱藩した竜馬に疑いがかかるのはもっともといえた。

　──いや、竜馬は、吉田どの暗殺よりも以前に脱藩している。

　と弁護する者もいたが、

　──なにせ、日はごまかせるさ。脱藩と見せかけて城下で潜伏し、翌月八日にばっさりやったのだろう。

　と、見るむきもある。

　例の東洋暗殺の当日、殿中での御前講に陪席し、下城後お堀ばたで東洋とわかれた大崎巻蔵は大目付の職にあった。

　それだけに、

（おのれ、郷士どもめ）

　という憤激が、ひとよりつよい。それに大崎は東洋の門下生でもあった。それだけではない。かれは若年ながら東洋の抜擢によって大目付の重職にのぼった男である。

　こういう、東洋引きたての新官僚のことを当時家中では、

「新オコゼ組」

　といった。なぜこの出世組がそんな奇妙な異い名みようでよばれるかについてはおもしろい話があるのだが、ここでは本筋から離れるために、説かない。

　とにかく、新オコゼ組の連中は、頭目の東洋を失ったことで相当の打撃をうけはしたが、それだけに復讐の念もつよい。

　かれらは、毎夜、大目付の大崎巻蔵の屋敷にあつまって、協議した。

「東洋様暗殺の前後に脱藩した者は、坂本竜馬を筆頭として、那須信吾、大石団蔵、安岡嘉助の四人である。下手人は、おそらくこのあたりであろう」

　と目星をつけ、さっそく、下横目（卑職で、いまでいえば刑事）の群れを国外に放って厳探しようとしたが、そのやさきに、大目付大崎巻蔵が、お役御免になってしまった。

　武市が黒幕であやつる大政変がおこったのである。

　藩庁から、東洋系の上士は、ほとんどお役御免になってしまい、そのあと、かねて東洋によって政務の座からしりぞけられていた家老、門閥家ども（山内下総、桐間蔵人、深尾丹波、小八木五兵衛、五藤内蔵助、山内大学）が、古色蒼然たる頭をならべ、それに加えるに、上士のなかでめずらしく勤王派だった小南五郎右衛門と平井善之丞が、大監察（警察庁長官）の位置についた。

　藩主はまだ十七歳である。すべて、黒幕の武市の思うとおりになった。

「これで、一藩勤王が成就する」

　と武市はよろこんだが、世の中は、秀才武市の図式どおりには運ばない。

　江戸に、

「老公」

　がいる。諸侯中の虎といわれた隠居の山内容堂である。これが、大の勤王党ぎらいで、国もとの政変に激怒していた。


    
    
　竜馬がゆく ㈢






追　跡　者











　高知城下から南へ一里余。

　神田、という山村がある。

　この山村へ行くのに、ほとんど道らしい道がないために、城下の人は、

　──神田の衆の足には道は要らん。野ねずみのように出来ちょるきに。

　とわるくちをいった。

　その村に、井ノ口村うまれの岩崎弥太郎が居を構えている。構えている、といった家屋敷ではなく、小屋のようなものであった。

　この年の二月、すでに二十九歳になっている弥太郎は、十七歳の年わかい嫁をもらった。

　お喜き勢せといい、眼の涼しげに切れた、利発そうな女性である。

　──鬼瓦みたような弥太郎でも、嫁の来き手てがあったわい。

　と同僚が蔭口をいったが、羨望もあったのだろう。鬼瓦には惜しいほどのいい嫁であった。お喜勢は、改かい田だ村という在所の郷士高芝玄馬の娘で、のちの三菱会社の三代目社長久弥を生んだひとである。

　この年五月。

　東洋の暗殺事件から五十日経たった。

　月末は、雨がつづいた。ある宵、日が暮れてからしきりと弥太郎の家の雨戸をほとほととたたく者がある。

「あの、どなた様か。──」

　と、新妻のお喜勢が立とうとした。

「わしは他た行ぎようしていると申せ。夜ふけて他人の家の戸をたたくようなやつは、ろくな用事をもって来くさらんわい」

　せまいふた間きりの家だ。

　弥太郎は、台所にかくれた。つまらぬ用を押しつけられたくない。そういう点、お喜勢がびっくりするほど、味も素っ気もない男であった。

　客は、二人である。

　一人は、ほんのこのあいだまで藩の大目付（大監察ともいう）として時めいていた故東洋門下の大崎巻蔵。

　もう一人は、身分はひくい。弥太郎と同僚の下横目の井上佐一郎である。

（妙じゃな）

　井上はともかくとして、大崎巻蔵のような上士が、弥太郎の家をわざわざ訪ねるなどということは、まずありえない。

（はて、大崎様がわざわざ来られるとは、損な用事か、得な用事か）

　台所でひそみながら、判断に弱った。損得どっちにしても、これは大仕事にちがいない。

「えっ、弥太郎は不在ですか」

　と、ふすまのむこうから、大崎巻蔵の若々しい声がきこえた。失望の色がある。

「それではお内儀、帰るまで待ちます」

　と、大崎はいった。

　弥太郎はじつのところ、東洋暗殺の前後、勤王党の動静をさぐるためにずいぶん働いたものだが、その後ほどなく病気と言いたててこの神田村にひっこみ、ずっと役所に出ていない。

　利口な男なのだ。新旧両派の対立が将来もっと激化することを見通している。

　そういう対立のあいだにはさまれて、人に無用の恨みを買ったり、あるいは大怪我をしたりするのは、ばかばかしいと思ったのだ。

「御内儀、今夜は泊まりこんででも、御亭主の帰りを待ちたいと思いますから、ご迷惑ながら、そのおつもりで」




（ちっ、泊まりこみのつもりで居やがるのか）

　台所のすみで、岩崎弥太郎は、弱りきってしまった。これでは、出るに、出られない。

　弥太郎は、板敷の上に寝っころがった。もうこうなれば、蚊に食われようがどうしようが、ここで寝こんでしまうことに度胸をきめた。

（大崎の若僧め、新内閣から大目付を免ぜられたくせに、まだ上司風を吹かせくさる）

　弥太郎は、こんどの東洋暗殺を機会に、役目を辞してもとの地じ下げ浪人にもどるつもりでいた。

（おれほどの男が、可哀そうに、三年も下横目の役目をつとめてきたんじゃ、このさき百年つとめたところで、地下浪人あがりの素姓では上士に取りたてられるわけでもない。くだらぬ）

　恩人の東洋も死んだ。

　もう、たれに遠慮することもない。さっさと下横目の卑役をやめて、自分の才幹を生かせられるような身の振りかたを考えようとおもっている。

　──弥太郎ほど、おかしなやつはない。

　と、武市半平太がかつて門下生に人物論議をしたことがある。もってうまれた気力胆力が超人的で、そのうえ文字にも明るいくせに、この男だけは、勤王でも佐幕でもないのである。主義めかしいことは一切口にしなかった。興味がないのだろう。

　弥太郎に主義があるとすれば、徹頭徹尾、自分主義である。信奉すべきは、天皇でも将軍でもなく、自分であった。べつに我利々々の亡者というのではなく、弥太郎自身、この広い世の中で、岩崎弥太郎ほどすぐれた人間はいないと思っている。心中、信奉するに足ると思っているのだ。

「おや」

　と、大崎巻蔵が首をひねった。

　台所で、いびきがきこえてくるのである。

「御内儀、あのいびきは？」

「は、はい」

　お喜勢はあわてた。

「ねずみでございましょうか」

「ははあ、神田村のねずみは、いびきまでかくのでござるか」

　いびきはだんだん大きくなり、ついにはもう、お喜勢もかくしきれなくなって、

「あの、ちょっと」

　と立ちあがった。

「あるいは主人が勝手口から帰ってきて、そのまま眠りこんだのかもしれませぬ。見て参りまする」

　岩崎弥太郎は、仕方なく、客の前へ出てきた。

「やあ、弥太郎」

「これはこれは大崎様。すこし、出先で振る舞酒に酔い、前後不覚のまま戻りまして」

「左様か」

　客は、あいさつもそこそこに、

「さっそくながら、折り入っての頼みがある。吉田東洋様御ご非ひ業ごうの一件、いまだに下手人がみつからぬことは、そこもともよく存じておろう。新藩庁は、下手人を存じておりながら、知らぬ顔で探そうともせぬ。──そこで」

　と、大崎巻蔵は、扇せん子すで弥太郎を指さし、

「そこもとに、頼みたい。いやさ、私はすでに大目付の職にはないが」

　じっと、弥太郎の顔をみた。




「弥太郎、つつしみませい」

　と、大崎巻蔵は軽く注意の言葉をかけてから、さも大事そうに一通の手紙をひろげた。

「ほう」

　弥太郎はのぞきこんだ。

　なんと、江戸鮫さめ洲ずの藩邸で隠居する老公容堂の御直筆である。

　この当時の幕府の法として、大名の隠居というものは、藩政に対する発言権がない。だからこそこんどの国もとの暴力的な政変に対しても、表面、だまっているしか手がなかった。

　が、裏に打つ手はある。

　容堂は、江戸から密使をさしくだしたのである。

　藩庁に対してではなく、東洋派の上士たちに対してであった。

「天下諸方に人を派し、草の根をわけても東洋暗殺の下手人をさがせ」

　と、容堂は手紙で命じている。そのための捜査費も、江戸から送られてきた。

「大崎様。ちょっとうかがいまするが、下手人はたれとおぼしめす」

　と、弥太郎は、さぐりを入れた。

「黒幕は武市よ」

　と、大崎はいった。城下では、公然の秘密である。

「このことは、老公もよくご存じじゃ。しかしながら、いかに老公でも、下手人をさがし出して動かぬ証拠をおさえねば、武市を成せい敗ばいするわけには参らない」

「それで、下手人の目め星ぼしは？」

「その当夜、およびその前に脱藩した四人。つまり、那須信吾、大石団蔵、安岡嘉助、それに本町筋一丁目の坂本のせがれ」

「ははあ、竜馬でござりまするな」

「左様」

「お言葉でござりまするが、大崎様は、あの坂本をご存じでござりまするか」

「知らん」

　なんの、郷士づれを知るはずがあるか、という顔つきである。

「それなら大崎様、お疑いもご無理はござりませぬが、あの男、チトただびとではありませぬな。人を殺して一時の政権をにぎろうというような出来の小さな男ではござりませぬ」

「弥太郎、言葉をつつしむがよいぞ」

　と、横合いから同僚の井上佐一郎が、忠義づらでいった。

「このこと、上士のお歴々が何度も密会をかさねられ、御熟慮の上できまったことじゃ。われわれの仕事は、かれらを捕えるか、斬るか。それだけでよい。今夜はその御用できている。ぜひ、お受けせい」

（ふん。上士の犬になれ、というのかい）

　弥太郎は、ぎょろりと眼をむいたが、

（おもしろい）

　ともおもった。上士の連中の犬になるだけならおことわりだが、御隠居の容堂公じきじきのお声がかりとあれば、仕事の性質がちがう。

（やるか）

　と思った。容堂公のお耳に自分の名が入れば、ゆくゆく、どういう将来がひらけぬともかぎらぬ。

「請うけましょう。出立は、いつがよろしゅうございます」

　気魄が、毛穴からふつふつと噴き出るような、そんな顔つきで訊いた。




　一方、竜馬。

　船で、長州三田尻についた。竜馬は、伝馬で桟橋につくなり、天下におどり出るような気持で、陸地に足をつけた。

「おい、沢村ァ」

　と、惣之丞をよんだ。

「いよいよじゃなあ。これからどこへ行くんじゃ。ええ方角に連れてゆけ」

「まあまあ」

　と、沢村は分別くさく竜馬をおさえ、

「天下への水先案内人は、吉村寅太郎じゃ。あいつがどこにいるか、さがさにゃ、なにもわからん。まず、吉村さがしからじゃ」

　と、歩きだした。

　まったく心細いはなしで、せっかく脱藩して「志士」になったものの、このさき、なにをどうしていいか、わからない。

「下関に行きゃァ、吉村の行方ゆくえがわかるような気がする」

「そうかそうか」

　竜馬は、うれしそうだ。さきに脱藩して天下の志士とつきあっている吉村が、自分をかれらの仲間に誘い入れてくれるだろう。

　要するに、竜馬、沢村の脱藩は、羽前浪士清河八郎、[image: 筑]後の真ま木き和泉いずみ、[image: 筑]前の平野国くに臣おみ（二郎）らの指導による京都義挙への参加である。この倒幕義挙には、大策士清河らしい秘策があり、九州方面の浪士が、いま、ぞくぞくと京、大坂にむかってあつまりつつあった。

　かれらは、薩摩藩の軍勢を待っている。

　薩摩藩の事実上の藩主島津久光が、軍ぐん兵ぴよう千余人をひきいて京都にのぼり、京都の天皇を背景にして幕府の政道を正す、というのである。

　その久光を、倒幕派浪士団が、大坂か、伏見で待ってかつぎあげ、一挙に京都で兵をあげようというのである。

　もっとも、久光は、その手には乗らない。この当時、まだ幕府は強勢で、久光は、倒幕思想などはもっておらず、こんどの上洛も、武力を背景に江戸政権にむかって強力な発言権をもとうというだけのことであった。

　薩軍千余は、三月十六日鹿児島を発し、小倉へ出、そこから藩船天祐丸に乗って、瀬戸内海を東走し、竜馬らが長州三田尻港についたころには、すでに播はり磨ま（兵庫県）の室むろの津つに入港していた。

　前記、清河、真木、平野ら浪士団は、大坂の薩摩屋敷で待っている。薩摩藩ではとんだ有難迷惑だが、かれらを激昂させないためにとりあえず藩邸内の二十八番長屋をあけ、宿舎として提供した。薩摩の智ち者しや堀次郎の案から出たもので、ていのいい軟禁といっていい。

　が、竜馬と沢村惣之丞は、そういう情勢がわからず、京、大坂とは逆に、下関にむかって道をいそいでいた。

　下関には、藩主毛利侯から名みよう字じ帯たい刀とうをゆるされた豪商で、白石正一郎というふしぎな人物がいる。

　ふしぎな、というのは、商人のくせにこの時代、めずらしく尊王攘夷の志士で、長州藩の過激志士をはじめ、諸藩脱藩浪士をかくまったり、泊めたり、資金をあたえたりして、かげの力になっていた。

　吉村は、この白石邸に逗留していたから、そこへゆけば消息が知れようと思ったのだ。




　下関に、ついた。

　白石正一郎は、山陽道きっての回船業の大問屋である。長州の金かな蔵ぐらといわれるだけあって、この別邸だけでも諸侯の城館をみる思いがする。

「大きい家じゃのう」

　竜馬は感心したが、家が大きすぎて入る気がしない。なんとなく億おつ劫くうになって、

「惣之丞よ」

　といった。

「お前まん、いぜんこの家にとまって、ここのあるじを知っちょるじゃろ。入って、土佐の吉村ァ、どこィ行た、とチクと聞いてくれんか。わしァ、ここで待っちょるきに」

「坂本さん」

　沢村は、こまってしまった。

　当の竜馬は、路上にべったりとすわりこんでしまっている。ところがそういう竜馬を仲間だとおもったのか、むこうから小牛ほどもある大きな赤犬がのそのそやってきて通りすぎようとした。犬はチラリとふりかえった。

「おい、赤犬」

　と竜馬はよんでやった。すると犬は変に馴れなれしくすり寄ってきた。竜馬はひきよせてから、

「惣之丞、こいつと遊んじょる」

　沢村はあきれて、一人なかに入った。

「土佐の沢村とおっしゃってください」

　と女中にいい、たらいをもってきてもらって足をあらっていると、ほどなく主人の白石正一郎みずからが玄関さきまで出てきて、

「どうぞどうぞ」

　と、愛想よく客間へ案内した。色白な、学者肌の人物で、髪は、町人風に結っているが、きちんと仙台平の袴をつけている。

「下関に、俠きよう商しようあり」

　というのは、当時、天下の評判になっていた。東西の志士で下関を通過する者はかならずこの白石のもとに足をとめた。白石は乞食道中同然の志士たちを好遇し、金を与え、長州藩に入にゆう説ぜいしようとする者には、その橋わたしをしてやった（この白石正一郎は維新後べつに官途にもつかず悠々自適し、明治十三年、六十九歳で天寿をおわった。死後、正五位を贈られている）。

「ああ、吉村寅太郎さまのことでございますか」

　と白石正一郎はいった。

「残念なことに、もう十日あまりも前、上じよう国こく（京坂）にむかって発たたれました。あとを追われるならば、明朝、下関を出帆する私どもの便びん船せんがございますから、それにお乗りになられてはいかがでございます」

「そうでしたか」

　沢村は落胆したが、あとを追ってもまだ義挙に十分間にあうだろうと思い、

「では、便船には二人を」

「おふたり？」

　白石正一郎がけげんな顔をした。沢村惣之丞のまわりには、たれもいない。

　沢村は、わけを話した。

「そりゃ、ご遠慮なお方で」

　と、白石は表へ出た。

　おどろいたことに、赤犬、白犬、ぶち、黒など、二、三十頭の犬にかこまれ、犬ころ同然になって路上を這いまわっている大だい兵ひようの武士がいる。

（狂人か）

　と、最初竜馬をみた白石正一郎は、そうおもったという。




　その夜、竜馬と沢村惣之丞は、この俠商の屋敷でとまった。

「妙なお人じゃな」

　と、この白石正一郎は、自室にひきとってから、内儀に路上でみた一件を話した。

「なんと、アカと、じゃれおった」

「まあ、アカと？」

　内儀もおどろいた。

　アカという例の赤犬は、この下関でも獰どう猛もうで知られた野の良ら犬いぬではないか。

「アカが、仔犬のように地面に体をすりつけてよろこんでおった。アカだけでない。あの仁じんのまわりに野良犬がいっぱいむらがっておったが、奇態な徳人じゃな」

「犬好きなお人でございますか」

「いや、わしも不審に思うて訊いてみると、──わしゃなにも犬ころなんぞ好いちょらんが、とひどい土佐弁で答えなされた。そのあと夕食のときに天下の形勢など談じあうと、眼を輝かせてわしの話をきくばかりで、なにもご存じない。ここにはずいぶん国事奔走の志士をお泊めしたが、ああいう物知らずなお方は、はじめてじゃった」

　──しかし。

　と、白石正一郎は、語を継いだ。

「えらく魅ひかれるお方じゃな」

「ホホ、左様なら、あなた様も、犬のたぐいではありませぬか」

「ちがいない。犬が感ずる魅力を、人間が感ぜぬはずはあるまい。あの仁は、ゆくゆくきっと大物になりなさる」

「坂本竜馬、とおっしゃいましたな」

　内儀もその風変りな名を、胸に刻きざみこむような思い入れで、うなずいた。

　竜馬と沢村は翌朝出帆。

　途中、海上が荒れた。

　待避したり、かと思うと、塩し飽あく列島のあたりで異常な凪なぎにあい、数日風待ちをしたりして、摂津西にしの宮みやについたのは、文久二年四月二十一日のことであった。

「沢村、事に遅れるかもしれぬな」

　と、さすがののんき者の竜馬も、気づかわしそうにいった。

「とにかく、坂本さん」

　もう、沢村惣之丞は、竜馬の乾こ分ぶんのような口のききかたである。この男も、ながい道中のあいだに、下関の赤犬のようになってしまったのであろう。

「吉村寅太郎をさがすことですよ。大坂の長州藩邸できけばわかりましょう」

「おお、急げや」

　大坂に入り、長州藩邸を訪うたところ、

　──土佐の吉村寅太郎は、一時大坂藩邸でかくまっていたが、京へ行った。京のわが藩邸に潜伏しているはずである。

　ということであった。

「また、ひと足遅れたか」

　沢村は、地団太ふんだが、もはや陽も暮れかけている。

　やむなく、心斎橋畔に、沢村の懇意の旅宿があるというので、そこへとまった。

「ここは、西長堀の土佐藩邸に近い。藩の役人につかまると大ごとです。坂本さん、かまえて外出なさらぬように」

　と沢村は竜馬に注意したが、竜馬は心斎橋の殷いん賑しんにひかれている。




　竜馬は、町へ出た。

　元来、好奇心のつよいたちである。それに武家育ちのくせに、町人のざわめいているのをみるのが、大好きだった。

（こりァ、にぎやかじゃ）

　うきうきした。

　心斎橋から、東順慶町筋、新町橋までにいたる三丁のあいだは、夜に入って両側の店にこうこうと灯がかがやき、屋台が出、辻々に香具師やしが立って、往ゆき来きする人が、ひきもきらない。

　竜馬は、黒木綿の紋服に皮色の羽織を着、三田尻で買いもとめた馬うま乗のり袴ばかまをつけ、大小を無造作に落し差しにして、町人と肩をすりあわせながら、あるいてゆく。

「面白いのう」

　一つ一つ、店の品物をのぞきながら、自然と顔が笑えてくるのである。

　盛り売りのそば。

　焼きまんじゅう。

　心斎橋名物の天てん目もく酒ざけ。

　豆腐のみそ田でん楽がく。

　うなぎのかばやき。

　新田屋のきざみ煙草たばこ。

　扇屋のビンツケ。

　絵草紙屋。

　──さあさ、ぞめきの折りにちらりとのぞいてごらんよ、と往来に声をかけている好色本売り。

（ほほう）

　と感心したのは、あちこちの辻で、「辻打ちの浄じよう瑠る璃り」や、物真似、講釈などを演やって人を集めている大道芸人の多いことだった。

（さすが、江戸とちがい、商いの都だな）

　と、思った。江戸にも寄よ席せはあるのだが、大坂ではこういう安あん直ちよくな露天寄席が多い。

　そういうものを、丁でつ稚ちや職人だけでなく、お店たなの旦那までが、きいているのである。吝しわいというか、暮らしの楽しみかたを知っているというか、とにかく、江戸や諸国の城下町にはない特異な町だった。

　竜馬が、新町橋のたもとで、山伏装束の男が、手相を見ているのを人垣の後ろからぼんやりのぞきこんでいたとき、

「坂本さん」

　と、背後から、押しつぶしたような低い声で、呼びかけた者があった。

「何なんぞ」

　とふりむくと、眉太く、眼するどく、口の異様に大きな武士が、にこりともせずに立っている。

「おう、お前まん、岩崎弥太郎ではないか」

　なつかしそうに、寄って行った。が、弥太郎は、愛嬌のない面構えで、じりじりと暗がりへさがってゆく。

「弥太郎、何をしに大坂へ出た」

「何をしに？」

　弥太郎はあきれた。

「わしは下横目として、お前をひっ捕えに参った。その辻に相役もいる。上意であるぞ。神妙に藩邸へ来い」

（ああ、おれは脱藩人だったな）

　にわかに思いだしたが、むろん弥太郎づれが百人来ようとも、竜馬は、鼻に蚊がとまったほどにもおもわない。




　竜馬は、人垣の外へ出た。

　弥太郎は、竜馬の抜きうちを警戒して五、六歩離れ、油断なく注視している。

「弥太郎、相変らず奇抜な顔じゃのう」

　と、竜馬は、国言葉で笑った。

「来い」

　と、弥太郎は、笑わない。というより、竜馬はこの男の笑った面相を見たことがなかった。これほど愛嬌のない面つらつきを風に曝さらしている男も、世にめずらしかろう。

　竜馬は、長堀川の川ぞいを西へむかって歩きだした。

　橋が、多い。

　心斎橋から勘定して、佐野屋橋、炭屋橋、吉野屋橋、宇和島橋、富とん田だ屋や橋、問屋橋、白髪しらが橋といった橋のたもとを八つ過ぎて九つ目の鰹かつお座ざ橋にくると、そこに土佐の大坂藩邸がある。脱藩人の竜馬にとっては、閻えん魔まの庁のようなところだ。

　竜馬は五つ目の宇和島橋のたもとまできたとき、くるりとふりかえった。

　弥太郎は、飛びさがった。

「竜馬、役人を討つと、国もとの権平どのにまで累がおよぶぞ」

「討ちはせぬ」

　竜馬は、あたりを見まわした。

　両岸の町家の灯影が、水にさらさらと落ちている。路上は暗く、人通りはなかった。

　竜馬の右手に、弥太郎と同僚の井上佐一郎が、刀に手をかけている。息づかいが荒い。功名心にはやっている。竜馬を捕えるか、斬れば、下横目の卑職から、多少とでも出世できるかもしれぬ。

「あんたは、井上さん、ちゅうか。はじめてお目にかかるが、ねずみのような顔をしちょるの」

「竜馬、御用じゃ。神妙にせい」

「神妙にしちょる」

「国もとにて、参政吉田東洋様を斬って退転したるは、そのほうであろう」

（おっ、東洋は殺やられたか）

　竜馬のほうが、おどろいた。那須信吾の精せい悍かんなつら構えが、眼にうかんだ。同時に、武市の沈鬱な顔が、竜馬の脳裡を横ぎった。きっと国もとは、大政変の最中だろう。

「すると、お前まんらは、たれから差しむけられた」

　武市が天下をとれば、刺客逮捕の警吏が派遣されるはずがないではないか。

「江戸の老公じゃ」

　にやりと、井上佐一郎が、顔をゆがめた。

「竜馬、聞け。武市一派が、年少の君を擁して国政をみだしてはおるが、江戸の老公がだまってお見すごしにはならぬ。いずれ、そのほうら悪人ばらは、一網打尽で亡びることになろう」

「悪人ばらか」

　竜馬は、頭をかいた。

「おい、ねずみ。おれは逃げるよ」

「あっ、岩崎。後ろへまわれ。油断すな」

　井上佐一郎は、飛びあがるようにして、土佐ぶりの長大な刀をぬいた。この男は、無外流の免許もちで、腕には十分自信がある。

（しかし、竜馬を相手には無理じゃ）

　弥太郎は、刀をぬくかわり、草履をぬいで帯にはさんだ。次第によっては、逃げるつもりでいる。




「ほう、やる気か」

　竜馬は、宇和島橋の南詰めの欄らん干かんに身を寄せた。鯉口だけは、切った。

　愉快なのは、岩崎弥太郎だった。逃げ支度だけはしたが、あとあと同僚の井上佐一郎の告げ口がうるさい。

　やむなく、竜馬の背後、橋の上で、形だけ刀を抜いた。刀をかまえると、平素でも獅し子し頭がしらのような顔が、火でも噴きだしそうなおそろしい顔になった。

「弥太郎、抜いたか、けなげだな」

　竜馬は、シンから感心した。

「しかし、惜しい。お前まんは、不浄の小役人になって上士のあごで使われているような男ではない。天下は動いちょる。おなじ死ぬなら、竜馬の刃にかかるよりも、日本のために死なんかい。お前には土佐はせますぎる」

　なにを言やがる脱藩人が、という顔を、弥太郎はした。もともと弥太郎には、国事に奔走するというような興味は、かけらもない。どちらかといえば、志士づらをする武市半平太などは大きらいである。かといって、土佐藩の中で、たかが知れた出世をしようとも思っていない。となれば自分の人一倍大きすぎるエネルギーを何にむかって吐きだすべきか、その場所をさがすのに悩みきっているのが、いまの弥太郎の心境だった。

「なあ、弥太郎、お前はむかし、安芸郡の郡こおり奉ぶ行ぎようの牢ろう屋やにほうりこまれていたとき、武士をすてて天下の富をあつめてやる、というたじゃろ」

「言うたわい」

「おれはな、幕府をぶち倒す」

　──こ、この謀叛人めがっ。

　と、井上佐一郎が、どなった。が、竜馬は平然としている。

「お前は、商売をやれ。これからの商売は、国事じゃ。町人づれには出来ん。武士の眼をもって、天下の行くすえを洞察した商売でないと、商売にはならん。そんな時代がくる」

（なるほど、ええことを言いくさる）

　とは思ったが、弥太郎は、ツカをくだけんばかりににぎりしめ、油断はしていない。

「おれは河田小竜にきいて知ったが、アメリカ、イギリス、オランダでは、商人は威張ったものじゃというぞ。武士も町人もないというわい。まして、土佐のように、上士じゃの郷士じゃのというものはない。アメリカなどは、将軍家を選挙するそうじゃ。商人でも、票が多ければ将軍家になれるそうじゃ。それからみれば、土佐の上士、郷士の争いなどは、鼻くそのようなものではないか」

「こ、こいつ」

　井上佐一郎は、斬ってかかった。つられたように、岩崎弥太郎も、斬ってきた。雑談は雑談、仕事は仕事、というわけだろう。

　竜馬は、一いつ閃せん、井上の刀をたたき落した。井上は、右肩に、はげしいみねうちを食った。うずくまった。

（弥太郎は？）

　あたりを見まわした。すでに風をくらって逃げてしまったらしい。




　岩崎弥太郎は、九郎右衛門町の下宿に逃げもどってきて首すじの汗をふいていると、井上佐一郎が、真蒼になってもどってきた。

「岩崎君、卑怯ではないか」

　と、土間に入るなり叫んだ。この下宿は炭の小売商で、土間に炭俵がつみあげてある。井上はその炭俵のあいだを通りぬけて、離れに居る岩崎に、もう一度叫んだ。

「卑怯だぞ。朋ほう輩ばいを虎こ口こう切せつ所しよにおきざりにしてひとり遁にげるとはなにごとだ」

「井上さん、あんたも一緒に遁げるべきであった。もともと無理なことだ。こんご仕掛けたところで、あいつは斃たおせない」

「そこを、斃すのだ。武士ではないか」

「私はね、出来ぬことを敢行して悲壮がるような、そういう士道を信じない。あいつは、剣の玄人くろうとだ。そんな男に、素人しろうとがうちかかって何になる」

「私は、無外流の皆伝を得ている」

「段がちがうね」

　弥太郎は、鼻でわらうようにいった。

「ぶれいな」

「無礼？　言葉のつかう場所がちがうだろう。これは作法や礼儀のことでなく、武道のことだ。井上さん、冷静になってもらわねばこまる」

「岩崎君。きみを見そこなった。君は、井ノ口村では喧嘩弥太郎と異名され、近郷きっての異い骨ごつ相そ者もんだったときいている」

「きらわれ者だったのさ」

「その君が」

「待った。この岩崎弥太郎、その時節が来れば千万人が相手でも、やる。もしそれが勝つ喧嘩ならばだ。しかし、負ける喧嘩なら、一人が相手でもわしは遁げる」

「ひ、卑怯だと、わ、わしァ、それを言う」

「いやいや、そのうえ」

　岩崎は、つばをのみくだし、

「あいつがにが手でね」

　どうも、竜馬が、にが手である。

　第一、竜馬は吉田東洋暗殺の下手人ではないとみている。

（あいつが、そんな闇討ちのような下げ卑びた仕事をやるものか。那須、大石、安岡などとは、人間の格がちがう）

　と思っていた。

　どことなく面憎いやつだとつね日頃思っているが、それとは別に、弥太郎は、自分ほど竜馬を理解している者はないと思っている。

（癪だが、おれより人間が上じよう品ぼんだ。あいつが、おれに優まさっているところが、たった一つある。妙に、人間といういきものに心優しいということだ。将来、竜馬のその部分を慕って、万人が竜馬をおしたてるときがくるだろう。竜馬はきっと大仕事をやる。おれにはそれがない。しょせんは、おれは、一騎駈けの武者かともおもう）

　弥太郎が、竜馬を小こ面づら憎くおもうのは、竜馬のそういう部分への嫉妬だろう。それ以外は、弥太郎は、人間として竜馬に、おどろくほど似ている。似ているから、なお、いやなやつだ、とおもうのかもしれない。

　今夜、宇和島橋で、竜馬は、斬らなかった。遁がしてくれた。

　弥太郎はまた恩を着るはめになっている。




「井上さん、わしァ土佐へ帰る」

　と、岩崎弥太郎はいった。

　井上佐一郎は、ぎょっ、とした。

「岩崎君。いよいよ度どしがたい臆病風だな。今夜竜馬にあしらわれたのが、それほどこわかったのか」

「まあ、解釈はご自由だ」

　弥太郎は、ふてぶてしくいった。

　実のところ、この任務[image: 〓]ほう棄きは、竜馬の一件だけが、理由ではない。弥太郎は、井上とともに、大坂、京都とうろつくうちに、井上の眼には見えないものを、はっきりと見た。薩長を中心とする尊王攘夷党が、意外なほど大きな力をもちつつあるということである。

　同時に、幕威が、はなはだしくおとろえたということだ。

　弥太郎は、主義者でもなく、天下国家に対し、志士気どりな慷こう慨がい家かでもないが、時勢をみる眼は、異常なほどするどい。おそらく幕府の要人、在野の論客、さらには天下の志士と自任する者のなかで、この土佐藩の無名の下級警吏（下横目）岩崎弥太郎ほどのするどい時勢眼をもった者も、まれだろう。

　弥太郎の時勢眼のするどさは、いまにはじまったことではない。

　二十一歳のとき、この男は、藩士奥宮周二郎という者の従者になり、ほとんど一文の金ももたずに江戸に出、安あ積さか艮ごん斎さいの門に入って学問を修業した。

　このポッと出の田舎青年が、塾の先輩につれられて、江戸市中の見物をし、丸ノ内を通った。

　ちょうどこの日は、十五日の式しき日じつで、江戸在府の諸大名が、将軍の御ご機き嫌げん奉伺のために登城する日にあたっていた。

「どうだ、壮麗なものではないか」

　と塾の先輩が、この江戸名物の大名行列をわがことのようにして弥太郎に誇った。

　先輩は、弥太郎を辰ノ口へひっぱって行った。そこなら行列がよく見えるからである。

　道端にたたずんでいると、つぎつぎと行列が通ってゆく。

　なるほど、みごとなものだ。ハイヨウ、ハイヨウという警けい蹕ひつの声がすぎると、御お槍やり、金紋の挟はさみ箱ばこ、金きん蒔まき絵えで装飾した華麗な御乗物、御馬、その前後を、ふしぎな足どりで行く行列の武士たち、それらをみながら、

「どうだ、国へのいい土産みやげ話ばなしができたろう」

　と、案内の先輩はすっかり昂奮してしまっている。

　が、弥太郎は、ひややかにみていた。

（愚劣すぎる。幕府、諸大名の世がほろびるのは遠くはあるまい）

　と、腹の底のふるえるような思いで、それを思った。

　大名行列などは、江戸文化がつくりあげた珍妙きわまるものだが、それを滑稽とみたのは、当時来航した外国人以外にはなかった。たった一人日本人にもとめるとすれば、この土佐の山奥から出てきた、弥太郎のほかにはいまい。

（こんなばかげたことをやってよろこんでいる幕府、諸侯は、きっと自滅する。自滅しなければ、外国にほろぼされるだけのことだ）

「おれは、土佐に帰る」

　時勢にそむくのは、損だ。弥太郎は、その夜、下宿を去って、天保山の船宿に入った。このとき、弥太郎が、なおも下横目として活躍しておれば、明治政府はかれに三菱会社を興させなかっただろう。

　井上は、残った。




　井上佐一郎のみは、残った。

　背のひくい、小才だけのきいた、所詮は下横目だけが身しん上しようの男である。時勢に対し、どういう理想ももたなかった。

　俗吏らしい功名心だけが、燃えている。

（下手人を捕えるか、斬れば、いま一段の出世が望めよう）

　故く郷にに、妻子がいる。

　妻にも、そう申しのこして、岩崎とともに上かみ方がたにのぼってきた。

　ところで、大坂における土佐の藩邸は、二つある。

　ひとつは、江戸初期から土佐藩領の米、海産物、紙、材木などの物産の集散をしている西長堀の長堀川ぞいの藩邸。これは、ゆうに一万坪はある壮大な屋敷である。しかし、商務をつかさどる役所にすぎない。

　いまひとつは、最近できた。これは、軍事専門の屋敷である。

　場所は、住吉村中在家にある。

　幕府からの拝領地に建てたもので、敷地は一万七十九坪七合五勺しやく。海浜に面し、構えは、ほとんど城郭といっていい。土佐藩では、

「住吉陣営」

　と、通称していた。

　幕府が、外国陸戦隊の堺上陸にそなえて建てさせたものである。故東洋が、幕府の機嫌をとるために、必要以上の経費を投じて造営した。武装も相当なもので、沿岸に砲台をつくり、陣中にはオランダから購入したゲベール銃五百挺ちようを用意し、陣営の指揮官には家老級を置き、藩士五百人を収容している。

　井上佐一郎は、九郎右衛門町の下宿から、毎日のように、この住吉陣営にあそびにくる。

　陣営には、井上の国もとにおける上司であった小監察の福富健次が、在番していた。福富は上士で、江戸で鏡きよう心しん明みよう智ち流りゆうを修業し、免許に達した腕のもちぬしである。江戸屋敷のころ、竜馬と試合してさんざんに敗かされたのが、この男だ。

　故東洋によって、抜擢され、例の新オコゼ組とあだなされた一群の秀才官僚のひとりである。

　だから、武市一派の勤王党の横暴をこの男ほど憎んでいる者はない。

「佐一郎、よいか。いずれ、江戸の老公のお指さし図ずによって勤王党の天下はくつがえる。いま故東洋先生の下手人をひっとらえれば、そのときの出世は、思うがままぞ」

　と、吹きこんでいた。

　福富ら、故東洋系の残党にすれば、河原の石をめくってでも下手人をとらえねばならぬ。

　捕えて、かれらの背景を白状させる。背景は武市半平太だとは百もわかっているが、証拠が要るのだ。

　その証拠さえあがれば、武市およびその同調内閣の要人は一挙に罪人となり、東洋系の官僚が返り咲くことができるのだ。

「承知しております」

　と、井上佐一郎は、いかにも執念深そうな眼をあげて、うなずいた。

　が、かれらにとっておそるべき敵が、この陣営内にいることを、井上は気づいていない。足軽、人斬り以い蔵ぞうである。




　人斬り以蔵。

　むろん岡田以蔵には、この当時まだ「人斬り」の異名はついていない。この男が、京洛の地で佐幕派の人物を斬りまくるのは、これよりすこしあとである。

　しかし風ふう丰ぼうは、いちだんと狂きよう悍かんになっている。むかし、竜馬をあやまって大坂高麗橋で闇討しようとして逆に叩き伏せられた時代よりも、いよいよ剣技はすすみ、師匠武市半平太より目録まで頂戴していた。

「なあ、諸君」

　と以蔵は、当節はやりの志士ことばで、仲間に相談した。以蔵は足軽の身ながら、武市の門人のはしくれで、その縁で武市の勤王党に加盟させてもらい、すっかり国士をもって気取っていた。

　以蔵には、学問も智恵もない。

　ただ、師匠武市への盲従だけがある。いや武市半平太の勤王攘夷宗の狂信徒といっていいか。

　信仰だけではない。

　武市勤王党は、いいかえれば、土佐藩における軽輩武士結社である。その結社が藩政を牛耳れば、いままで、

「足軽、足軽」

　とひとに卑しめられていた身分から、あるいは抜け出せるかもしれない。

　それには、功名。

　以蔵は本来、異常に功名心がつよい。相談した場所は、住吉陣営での下士長屋である。

　住吉陣営の建物敷地の壮大さについては前にのべたが、陣営のなかでも、上士を収容している棟むねと、下士（郷士、足軽）のそれとは、別々になっていた。

　下士の棟は、「御殿」と称する建物の右方にあり、棟の長さが七十二間けんで二階建てという大きなものである。

　そのうちの一室。

　以蔵は、三人のなかまと談笑している。なかまは、久松喜代馬、田内喜多治、村田忠三郎。どの男も、薄よごれた綿服を着ている。

「おンしらァ、気がつかんか。国くに許もとからのぼってきた下横目の井上佐一郎、岩崎弥太郎のふたりが、どういうわけか、長堀の藩邸にも泊まらず、この住吉陣営にも泊まらず、市中に下宿して、ただときどきこの陣営に遊びに来よる。眼つき、油断ならぬ。あの眼つきから察して、何のための上坂じゃとおンしらは見るか」

「おお、そういえば」

　みな、思いあたる。

「探索じゃな」

「よう見た」

　東洋を斬った同志那須信吾ら三人を探すためにやってきたのであろう。

「斬るか」

　と、以蔵は、無表情にいった。が、手は小きざみにふるえている。臆したのではない。昂奮したのだ。

「斬ろう。尊王攘夷のためだ」

　念のため、住吉陣営に駐在している藩の重役平井収二郎まで申し出た。平井は、上士にめずらしく勤王派で、武市と交遊し、こんどの吉田東洋暗殺の黒幕の一人であり、その後の政変芝居では、武市とともに主演役者でもあった。

「よし、片づけろ」

　と、平井はいった。もし那須信吾らが捕まれば、折角藩を勤王色に塗りかえようとしている努力が水の泡になりかねない、と思ったのだ。




　勤王派の重役の黙許をえたので、岡田以蔵は、殺人計画に没頭した。

（おれはやるぞ）

　雀こ躍おどりするような気持である。

（斬やれば、平井様も、武市先生もおよろこびになる）

　以蔵らしい功名心である。

　が、相手の下横目井上佐一郎は佐一郎で、東洋殺しの下手人をつかまえれば立身ができると考えていた。双方、べつに主義思想があるわけではない。勤王派、旧吉田東洋派の、それも末輩同士の異常な功名心が、日ならずして衝突することになるだろう。

　土佐は、真二つに割れている。見様によっては三つにも四つにも割れているかもしれないが、さしずめ、互いに悪鬼の形ぎよう相そうで対立しているのは、勤王派と、故東洋が抜擢した新官僚派とであった。

　勤王派足軽以蔵は、住吉陣営詰めの下横目の中にも勤王派がいることを知っている。名は、吉永亮吉、小川保馬。

「御両所、密議がある。ちょっと来てくれ」

　と、以蔵は、この二人に計画をうちあけ、協力を乞うた。

「なあ御両所、井上、岩崎は、おンしらには同僚だが、何事も、天下のためだ」

　こういう無智な狂信者が、天下国家のためだ、と昂奮するときは、ろくなことがおこらない。

「よし、協力する。しかし岡田。岩崎弥太郎だけは役目を不服に思い、勝手に国もとへ帰ってしまったぞ」

「なに弥太郎が？　命いのち冥みよう加がなやつめ。しかし井上佐一郎は残っておろう。きのうも、さも用ありげに陣営内をうろついておったぞ」

「そう。うろついておった」

「さて御両所、斬りかたじゃ」

　と、岡田以蔵はいった。この後暗殺の玄人になってゆく男だから、こんなことには智恵がまわる。

「おンしらは、井上と同僚の下横目じゃ。井上めもそれで気をゆるしておる」

「そう」

「この岡田以蔵などでは、あいつは用心する」

「まあ、用心するだろう」

　と、二人は、岡田以蔵の、細くよく光る眼を見ながらうなずいた。

「そこで、御両所の手で、井上佐一郎をおびきだしてもらいたい。軍資金はここにある」

　と、金きん子すをあたえた。金は、重役平井収二郎から出た藩邸の公金である。

「では」

　と、十分に打ちあわせしたのち、二人の勤王派下横目は、井上佐一郎の下宿を訪ねた。

「おい、井上、飲みにゆこう」

　と、誘った。

　井上の不幸は、酒に意地がきたなかったことである。人はその弱点で死ぬ。

「御両所のおごりか。これはありがたい」

　心斎橋筋に出かけた。

　そこに「大だい与よ」という、当時よく繁昌した小料理屋がある。

　大いに飲んでいたところへ、偶然来あわせたような体ていで、岡田以蔵、村田忠三郎、久松喜代馬、田内喜多治といった四人の殺人計画者が、微笑してあがってきた。




「やあ、諸君、おそろいで結構ですな」

　と、岡田以蔵が、衝つい立たてのむこうから、声をかけた。

　料亭、といっても心斎橋筋あたりの店は新町などのお茶屋とはちがい一室に一組の客を入れるのではなく、大座敷を衝立で区切って席をこしらえただけのものだ。

「ああ岡田君」

　と、井上佐一郎と飲んでいた同役の吉永亮吉が、箸はしをおいていった。

「紹介しよう。こちらが、最近国許からのぼって来られた同役の井上佐一郎君だ」

「私、井上です」

　と、井上佐一郎は、かるく頭をさげた。態度が、どこか尊大であった。身分はみなとおなじ軽格武士だが、下横目という警吏の職にあるため、どうしてもそういう臭味が出る。

「私は、岡田以蔵です」

「それがしは村田忠三郎」

「田内喜多治です」

　と、それぞれ名乗った。みな、井上の顔は国許にいたころ、見覚えはある。が、たがいに言葉をかわしたことがなかった。

「なつかしい」

　と、岡田以蔵は剣を置き、すわった。

「井上さん、飲みましょう。失礼ながら、心祝いのことがあって、勘定はこちらに持たせていただきたい」

　酒が、どんどん運ばれてきた。

　みな、酒さか樽だるのような土佐者だから、大いに飲む。井上も三升酒といわれた男である。その井上をみなで、よってたかって流しこむようにして飲ませた。

「いや、酔った」

　井上は、眼をすえた。人相が変わっている。元来、酒癖のわるい男で、酔えば、他人の非違を指摘し、論難するくせがある。下横目根性というものだろう。

「諸君は、岩崎弥太郎という男をご存じか」

「ああ、太だい神楽かぐら」

　と、たれかが相槌をうった。太神楽とは、獅し子し舞まいのことで、弥太郎はそれに似ている。

「あれは武士の風上にもおけん」

　と、岩崎の平素の言動を一つ一つあげて手きびしく非難した。が、もっとも、こんどの二人の任務については、さすがに触れない。

　全員へべれけに酔って心斎橋筋「大与」を出たのは、宵八時いつつさがりである。

「井上さん、九郎右衛門町の下宿までお送りしましょう」

「ああ」

　横柄に、井上はうなずいた。

　六人が前後左右になり、わざとよろけながら南下し、戎えびす橋ばしで道頓堀川を越え、川岸づたいに西へ漫歩しながらそろそろ九郎右衛門町にまでさしかかったとき、あたりに人通りが絶えた。

（みな、いいな）

　と岡田以蔵は眼くばせすると、

「ああ酔うた酔うた」

　と井上によろけかかり、右手をまきつけてそのまま頸くびを締めた。

　やがて、ぐったりとうなだれた。

　なかまの久松喜代馬が井上の脇差をぬき、脇腹を串刺しに刺しとおした。

　死骸は、道頓堀川に投げすてた。
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　竜馬と沢村惣之丞は、京坂の地で、なおさまよっている。

「のう、沢村よ。吉村寅太郎は、どこへ行ったかのう」

　と、この日も京の町を、のんきそうな顔でうろついた。が、ちょっと迷い子じみていて、哀れっぽくもある。

　ふたりとも田舎からのポッと出だから、吉村寅太郎のように先に藩からとびだした男の手引きがないと志士仲間に入れないのである。

　持ち金も、だんだん乏しくなってきた。

　宿も、木き賃ちんである。東本願寺のそばに、そんなふうの安宿がならんでいた。本山詣りにのぼってくる諸国の信徒のための宿である。

　自然、老人ばかりが宿泊客で、朝夕、どの部屋からも念仏の声が陰々滅々ときこえてきた。たださえ気が滅入っているのに、念仏攻めで、沢村惣之丞などはもう、げっそりと痩せてしまっている。

「坂本さん」

　と、沢村は寺町を歩きながらささやいた。

「天下の浪士が京都にあつまって勤王義軍の旗あげをするというのに、町はこう、そんな気ぶりもなしに、静まりかえっておりますのう。わしは、あんたを誘いだしてわるかった。まさか、だまされておるのではありますまいな」

「安心せい」

　竜馬は落ちついたものだ。

「そういう連中が義軍を挙げぬなら、わしとお前まんで旗をあげればよい」

「なるほど」

「少しは後悔している。もともと、ひとがやるからわしらもくっついてゆくという根性がわるかった」

「ははあ」

　寺の練ねり塀べいがつづき、夕方の光が、にぶく白壁にあたっている。竜馬の前を、猫がいっぴき、さらさらと駈け通った。

　人通りがない。

「すると、坂本さん、あなたと私と、たった二人で京都で兵をあげるのですか」

「無理かなあ」

「無理ですよ」

　と沢村は、不機嫌そうにいった。

「しかし、沢村。男子の心得はそうあるべきだぜ。たとえばお前が天皇を背負って叡えい山ざんへ駈けのぼる。おれは京都で幕軍を防ぐ」

「二人で、ねえ」

　雨が降ってきた。

　沢村は、竜馬ののんきさが、もう不愉快になってきている。

「といって沢村。おれならこんどの義軍計画みたいに京都では兵をあげないよ。京都という所は防禦のしにくい地形で、古来、京を守って勝った戦史がない。おれが天下に兵をあげるとすれば、それは瀬戸内海の海さ」

「ああそうですか」

　沢村は相手にならない。

「坂本さん、思いきって河原町へ出てみましょうか」

　そこに、土佐藩の京都藩邸がある。自然その町筋は同藩の者がうろついているから、いままで避けていたのである。

「それより沢村、王城の地へ来たのだ。美妓をはべらせて酒をのもう」

「そんな金がありませんよ」

　にがにがしくいった。




　竜馬と沢村は、東山産さん寧ねい坂ざかをのぼって、山麓にある料亭「明あけ保ぼ野の亭てい」へ近づいた。

　かつて竜馬が、剣術修業時代、お田た鶴ずさまに連れられてきた料亭である。

　はらはらと日そ和ば雨えがふってきた。

（お田鶴さまはどうしているかなあ）

　産寧坂の土は、赤あか埴はにの壺つぼをみるように赤い。

　竜馬は、ゆっくりとのぼってゆく。

　眼の前にひろがる東山は、ちょうど新緑の季節で、さまざまな緑が、日和雨のなかで栄はえている。

（あれは、安政五年の秋であったな）

　当時、京の公卿、志士は、いわゆる安政ノ大獄の旋風のなかで、戦慄していた。

　三条家に仕えているお田鶴さまにさえ、密偵の尾行がついていた。

（思えば、お田鶴さまはああみえて、ずいぶん度胸のすわったおひとだな）

　尾行つきで、竜馬と、この明保野亭で密会したのである。尾行者は、目明し文吉とその子分らであった。

　竜馬は、眉からほおに流れてきた雨を、手の甲でぬぐった。

（あれから、四年になる）

　時勢は、日に日に変わってゆく。風雲のなかで昼寝をしてきたような竜馬でさえ、いまや脱藩して広い天下にとびだしたではないか。

　──もっとも、とびだしたものの、どこへ行っていいかわからず、こんな産寧坂の赤土の上でうろうろしているのだが。

（四年前、おれは、この坂をのぼりながら、心の底から、お田鶴さまが恋しい、とおもった）

　いま、その坂をのぼっている。

（お田鶴さま。──）

　そうつぶやいてみた。胸が、胸の奥のほうが、妙なぐあいに慄えてきて、竜馬は、痛みをともなった物悲しいような気分になってきた。

（おれは、あのひとが好きだ）

　そのくせ、この妙な男は、お田鶴さまに逢いにゆこうとはしない。面倒くさいのかな、と竜馬は自分の心の中をのぞいてみた。

（いや、こういうことに面倒くさい、ということはあるまい。きっとおれは、とほうもない薄情者なんじゃろ）

　と、竜馬は、自分でわかったような顔をした。

　雨は、霧に似ている。

　いつとはなく、まげ、顔が濡れ、それがほおからあごに滴したたってゆく。

（お田鶴。──）

　竜馬は、はっとした。

「何か、いいましたか」

　横から、背の低い沢村惣之丞が、竜馬を見あげた。

「何もいうちょらん」

　明保野亭の門の前に出た。

「沢村、入れ」

「だいじょうぶですかァ、金がなくて」

「かまわぬ」

　払いはお田鶴さまがしてくれるじゃろ、竜馬はそんな気持でいる。




　明保野亭では、竜馬の顔をおぼえてくれていた。

「どうぞ」

　と、奥の一室へ通してくれた。

　これが京のいいところだ。紹介のないいちげん客はにべもなくことわるが、一度でもくれば何年でもおぼえてくれて、ちゃんとそれなりに待遇してくれる。ことに明保野亭にすれば、竜馬はあのとき三条家の﨟ろう女じよにつれられてきた。

　その点、信用の裏打ちがある。

「いい家ですな」

　沢村惣之丞はきょろきょろ庭を見まわして落ちつかない。

　むりもない。土佐の山奥の貧乏郷士が、花の都の料亭にすわらされたのだ。

「いい匂いがします」

　と、室内の空気をかいでいる。

　香が炷たいてあるのだ。

　やがて、内儀おかみが、あいさつにきた。ていねいにくどくどと時候のあいさつをのべたあと、顔をあげ、

「ほんまに坂本様、お久しゅうおすなあ」

　と、笑った。

（お田鶴のことは言うな）

　沢村にまずい。沢村は土佐者である。藩の家老福岡家の息女田鶴が、国中きっての美人であっただけに名を聞き知っているにちがいない。

　が、さすがに京の料亭の内儀だけあって、そういう機微を心得ているらしく、なにもいわなかった。

「坂本さん、大したものですのう」

　と、沢村は、内儀が去ってから、大げさに首をふった。

「やっぱりあんたは、わしらの盟主だ」

「そうかね」

　竜馬は内心おかしくて仕様がない。

　やがて仲居が出入りしはじめて、酒、料理がはこばれてきた。

　竜馬は別室に退き、巻紙をもらってお田鶴さまに手紙をかいた。

　手紙に封をし、ふくさを借りて包み、男衆をよんで懐ろに残っていた有り金ぜんぶをあたえ、三条家のお田鶴さまのもとに使いに行ってくれるようにたのんだ。

　あとは、祇ぎ園おんから芸げい妓ぎをよんで酒をのんだ。

　沢村はもう、気が狂わんばかりのよろこびである。

　無理もない。

　脱藩後、難行苦行をかさねて、その間、何度も野宿をしたことがあった。懐中がとぼしいために、酒もろくろく飲まなかった。

「まったくどうも、人心地がついた。坂本さんには頭がさがりますな」

　と、無邪気なものであった。

　ほどよく酔ってきたころ、隣室にどやどやと数人が入ってきた気配がした。

　そこでも、酒宴がはじまった。

　しかも、激越な声で議論がはじまったのである。

「武士だな」

　と、竜馬は沢村にささやいた。

「長州の連中らしい」

　とみた。

　なまりで、知れるのである。




　そのうち、沢村惣之丞が、

「あっ」

　杯をおいて、竜馬をみた。

「どうした」

　と、竜馬。

「いや、坂本さん、隣りの声ですよ。耳をすましてきいてごらんなさい。長州なまりのなかに、われわれの藩の吉村寅太郎の声がまじっているような気がするのだが」

「なるほど」

　吉村寅太郎特有の胴間声が、きこえる。

　竜馬は手をたたいて仲居をよび、隣室へ行ってもしや貴方あなた様は土佐の吉村寅太郎さまではありませぬか、と申してくれぬか、とたのんだ。

「へえ、よろしおす」

　気軽に、隣室へ行ってくれた。

　とたんに、隣室が、しーんとなった。

　ぱっ、と竜馬の部屋と境のふすまがひらき、大剣を左手につかんで仁王立ちになっている吉村の姿があらわれた。

「なんじゃ、竜馬かあ」

　とたんに吉村は、ホッと安堵した顔でいった。

「どうした、いきなり」

　竜馬がわらうと、

「わしァ、こりァてっきり幕吏じゃと思い、斬り伏せる気でいたぞ。なンしろ、こっちのひそひそ声を聴きわけるとは、容易ならん」

「あれが、ひそひそ声か」

　この連中の不用心さにあきれた。この調子で、京都に義兵をあげ幕府の所司代を焼打するなどが、できるかどうか。

　その吉村の横から、

「やあ、坂本さん、久しぶり」

　と出てきたのは、長州藩過激派の久坂玄瑞である。そのあとから、長州藩の連中がぞろぞろ入ってきた。

「なんだ、みんな一緒か」

　竜馬は、よろこんだ。

　沢村などは、迷い子が母親にめぐり会ったようなよろこびようで、

「いやあ、もう、……さが」

　とまでいったとき、竜馬が、あわてて別な言葉に変え、

「そう、お前まんら、きっとわしらを探しちょったろう」

　大きくかまえた。迷い子にみられるのはどうも、薄みっともなかったのである。

　しかし、吉村も、土佐者だ。

　長州の連中に、竜馬を大きくみせてやろうと思い、

「おお、探しちょったぞ。竜馬ァ、お前が加わらんと、土佐者の気勢があがらんわい」

「そうでもない」

　こんどは竜馬が照れる番だった。

「吉村、どうしちょった」

「ああ、あれからか。脱藩の身となればもはや三さん界がいに身を入れるところもないのでのう。久坂さんの世話で長州藩の京都藩邸にかくもうてもらい、長州藩の同志とともに義軍をあげるつもりでおる。そうそう、那須、安岡、大石らも、長州藩邸におるぞ」

「そうか」

「竜馬、沢村。お前らも脱藩の身じゃ。長州藩の世話になれ」




　竜馬は、みんなと一緒に産寧坂の明保野亭を出た。

　玄関を出る前に、帳場へ寄り、内儀に、

　──いずれ、三条家から使いのひとがくるが、竜の字は長州藩邸へまかり越した、と申しつたえてくれんかネヤ。

　と言いのこした。お田鶴さまに、竜馬は支払いだけさせてどこかへ消えた、とおもわれるのがいやだったのである。

　長州藩邸は、河原町にある。

　現い在まの京都市役所の敷地がそれだ。三十七万石の大藩らしく藩邸の規模も大きかったが、惜しいことに元治元年の蛤はまぐり御ご門もんノ変で焼けてしまった。

　が、竜馬は、こののち維新の策源地の一つになってゆくその藩邸の門前に立っている。

「そうそう」

　竜馬はおもいだして、久坂玄瑞にきいた。

「桂小五郎君は、いま、この藩邸ですか」

「いいえ、小五郎は、いま江戸藩邸詰めです。藩邸のなかにある文武道場の塾長をしています。まあ、どうぞ」

「失礼」

　竜馬は、門内に入った。

　屋敷うちが、異様である。

　むこうの御殿や、どのお長屋の部屋々々にもあかあかと灯あかりがともっているばかりか、庭には小さなかがり火が三つ四つ燃えており、手槍を持った者、鎖くさりの着込みをつけてうろうろしている者、容易ならぬざわめきようである。

　竜馬は、長屋の一室をあてがわれた。

「久坂さん、御藩のお屋敷はえらいザワめいちょりますな」

　と、とぼけていった。

　大体、先刻、明保野亭から河原町藩邸にくるまでの途上、久坂が物語った情勢で、利口な竜馬は、ほぼ察している。

（長州藩有志も、薩摩藩有志に負けずに暴発するつもりだな）

　と思った。

（こいつは、京もえらいことになるぞ）

　薩摩藩士有馬新七を首領とする同藩の激徒および真ま木き和泉いずみを盟主とする浪士団が、いま、伏見の寺田屋にあつまり、京都襲撃の戦闘準備をととのえているという。人数は寺田屋に収容できる程度だから小人数ではあったが、いずれも決死剽ひよう悍かんの連中で、京都の幕府機関である所司代屋敷に斬り込んで所司代を血祭りにあげ、一方では中川宮なかがわのみやを奉じて錦きん旗きをあげ、さらには、入京中の薩摩藩主の実父島津久光を説いて薩摩の兵を味方に入れ、京都を占領したのち、天下の勤王諸侯、諸有志によびかけて参軍せしめ、江戸の幕府を討って一挙に政権を朝廷にもどそうという壮大な「計画」である。

　この動きは、京都にある長州藩の激徒を刺戟した。

（薩摩に先を越されてたまるものか）

　と、久坂玄瑞が謀主となり、藩邸詰めの者二百余人にひそかに武装させていた。

　それを竜馬はみたのである。

　この時期、幕威なお熾さかんで、維新を去る六年前のことだ。

　竜馬は、なんとなく、かれらの計画が夢想じみているように思われてならなかった。




　この時期、文久二年の初夏。

　時代はそろそろ沸ふつ騰とうしはじめていたが、まだ煮えつまるまではほど遠い。

　世の政情は、まだまだ「討幕」というようなはげしいことばの似つかわしい時勢ではなかった。

　天下三百諸侯。

　その九割九分は、まだ泰平の金きん屏びよう風ぶにかこまれて眠っている。

　正気で、討幕を夢想しているような大名は、ひとりもなかった。

　薩摩侯しかり。

　長州侯しかりである。

　土州侯は、もっとも佐幕色がつよかった。

　天下に大藩はこのほかにいくつかあるが、ただふしぎなことに、この時期、この三大藩から、才子、奇士、豪傑、戦略家、策士、論客などが、むらがって出た。

　要するに、三藩とも藩公はまずまず常識的な思想のもちぬしだったが、その家来に、とほうもないはねっかえりが、多勢出た。

　たとえていえば、ほかにも大藩がある。加賀藩はごぞんじ百万石。奥州仙台藩は六十二万余石であったが、さほどの人材が出なかったために、明治維新のときにやっと昼寝の眼がさめた老人のように茫然自失、眼をこすって、どうやら徳川時代が終わったことを知った程度であった。

　かといって、薩長両藩が家か中ちゆうぜんぶ討幕侮ぶ幕ばく論者かといえばそうでなく、どちらも藩の首脳部や上士の九割までは保守主義で、前記、加賀藩、仙台藩とかわらなかった。

　薩摩藩主の実父で事実上の藩主だった島津久光（のち公爵）などは、明治になってからでさえ、

　──討幕？　とんでもない。おれはそんなつもりはなかった。あれは西郷らが勝手にやったことだ。

　といったりした。

　土佐藩の老公容堂などは、最後まで勤王色をもった強硬佐幕派だったために、竜馬や武市半平太など非常な苦労をしたが、ついに最後には土佐藩有志は殿様をおいてけぼりにして、勝手に藩兵を動かして幕府を倒した。

　長州の毛利侯はもっとふるっている。敬たか親ちか（慶親）というこの長州の殿様は、べつに愚鈍ではなかったが、英えい邁まいでもない。明治になったとき、維新の功臣たちに、

　──おい、おれはいつ将軍になるんだ。

　と訊いたという説がある。信じられないようなはなしだが、長州の場合は、薩摩や土佐とちがって、殿様が凡ぼん庸ようだったから家来どもにかつがれて右往左往しているうちに明治維新にすべりこんだ、ということだろう。

　幕末の風雲は、この稿のこのあたりではまだ序曲というべき時期である。

　──さて、寺田屋騒動。

　その「暴動計画」に加わったのは右のような事情で、薩摩藩でもほんの二、三十人であった。京都錦小路の薩摩藩邸にある島津久光は、この風聞をきいて激怒した。

　薩摩藩は本来、長州藩とはちがい、藩公を中心とした徹底的な組織第一主義の国家である。かれらを、

「不ふ逞てい」

　とみた。不幸はここからおこった。




　伏見の船宿寺田屋における惨劇の急報が、三里はなれた京の河原町長州藩邸にもたらされたのは、そのあくる未明である。

　ばたばたと藩邸の廊下を駈け叫ぶ者があった。

「諸君、起きろ。大事は去った。伏見における薩摩藩の勤王有志は全滅したぞ」

（全滅？）

　竜馬は、はねおきた。

　暗い藩邸の庭にとびだすと、ちょうど久坂玄瑞が駈けよってきて、なにかを叫びながら、闇へ駈け去った。

（馬鹿）

　竜馬は、暁ぎよう闇あんの天を見あげた。

　星が出ている。

（まだ、早すぎたのだ、時期が。──）

　無駄に命をすてた連中への、言いようのない怒りである。

　夜明けとともに詳報が入ってきた。薩摩藩士団が、薩摩藩士団を斬ったらしい。

（よし、見て来てやる）

　竜馬は藩邸を出、伏見へ出かけた。さいわい、船宿寺田屋のおかみお登と勢せとは、竜馬は旧知の仲である。

　見舞、ということもあった。

　勇士の霊を弔とむらうという気持もある。

　寺田屋騒動の真相については、竜馬はこのあとでさらにくわしく知るのだが、凄惨苛烈なものであった。

　京都錦小路の薩摩藩邸内の「御殿」にいる島津久光は、八人の藩士をよんだ。

「寺田屋に屯とん集しゆうして暴発を企てているわが家（薩摩）の者に告げい。よいか。一味の浪人どもはかまわでもよし。わが藩士にのみ告げよ。即刻、京の藩邸へきて、予の話をきけ、と申し伝えよ。予がじきじき慰留する」

「もしきかざれば、いかがとりはからいまする」

　堀次郎という藩の公用人で、久光の智恵袋が、殿様に念を押した。この男は、大の勤王ぎらいである。

「臨機に。──」

　ただそれだけ、久光はいった。上じよう意い討うちという意味である。つまり、斬る。

　久光は、さらに言葉を添えた。

「使者には、かれらと同志同腹の士を選ぶように」

　でなくては、寺田屋組は、慰留に乗らないであろうという久光の配慮である。

　しかし、寺田屋組の暴発の肚がかたいということもわかっている。慰留とは名ばかりで、おそらく同藩士、しかも同志が相討つことになろうとは、容易に想像できた。

　討手に選ばれたのは八人。あとで一人加わって九人である。奈良原喜八郎（のち繁、男爵）を筆頭にいずれも薩摩の剣術示現（自源）流の達人ぞろいであった。しかも、寺田屋組と同じ思想の徒である。

　かれら薩摩人は、長州人や土佐人とはちがい、思想よりも君命を重しとした。

　かれらは日没後、伏見へ急行した。

　このころ、伏見寺田屋では、志士のめんめんが武器を整え、武装をかため、すでに出発の準備をととのえつつあった。

　この寺田屋屯集組にまだ年少の大山弥助（のちの巌いわお、日露戦争の満州派遣軍総司令官、元帥・公爵）、西郷信吾（隆盛の弟、のちの従つぐ道みち、元帥・侯爵）がいた。




　この時代、伏見の町は、京と大坂をむすぶ乗合船の発着港としてさかえた。

　始発駅は、伏見の京橋。

　終着駅は、大坂天てん満まの八軒家。

　その間、旅客たちは淀川を上下するわけである。

　この伏見京橋付近のにぎわいは、こんにちの国鉄、私鉄の始発駅から連想すれば足りるであろう。

　船宿とは、その駅の待合所といっていい。

　その伏見京橋の川べりに、六軒の大きな船宿があった。

　寺田屋はそのひとつである。

　竜馬がむかし、盗賊寝待ノ藤兵衛ととまりあわせたころは、まだ世の中はのんびりしたものだったが、いまはちがう。

　京街道。

　竹田街道。

　京から伏見へのこの二すじの街道を、奈良原喜八郎ら九人の薩摩藩士が「討手」として、ふた手にわかれて、走っていた。

　かれらが、寺田屋についたのは、午後十時すぎであった。

　軒のき行あん燈どんの灯はまだ消されず、

　──旅籠寺田屋

　とほのかに、文字を闇に浮きだしている。

　寺田屋は、二階だてである。

　京風に、壁に紅べん殻がらなどがぬられているが、二階は手すりがあるだけで、京の旅館によくある格子は用いられていない。現い今まもなお、ほぼ旧観をとどめて営業をつづけているから、興味のある読者は一泊されるがよかろう。

　暴発組の薩摩藩士や、浪士団は、すでに武装をととのえ、全員、二階で出発の支度をしていた。

　討手の奈良原喜八郎は、人数の半数を戸外に残し、死を決して、土間に走りこんだ。

「宿の者、たれぞおるか」

　へっ、と手代が出てきた。

「どなたさまでござりまする」

「二階に薩摩の有馬新七がおろう。同藩の奈良原が、命がけで談合にきた、と言ってくれんか」

「へへっ」

　手代が階段をかけあがった。

　階上。──

「なにィ？　奈良原どんが来たと？」

　みな、気が立っている。

「慰留は無用。追いかえせ」

　が、有馬新七は首領株だ。それに奈良原の親友でもある。

　有馬は階下におりた。

　奈良原は、有馬の顔をみて板敷の上で左手をつき、泣訴するようにいった。できれば斬りたくない。

「有馬ァ、頼む。頼ンもす。君命じゃ。暴発はひとまずとどまってくれ」

「キハチ（奈良原）どん」

　と、有馬はいった。

「事は、ここまで来ておる。俺おいは武士じゃ。たとえ君命であろうと、とどまれもはんど」

「たとえ、上意討に遭あうとも、有馬、苦しゅうはないか」

「ない」

　瞬間、双方に殺気がみなぎった。




　たしかに殺気である。が、双方、憎しみはなかった。双方、家中では勤王派の同志であり、友人である。

　が、薩摩隼はや人との奇妙さは、いかなる場合でも、自分の男としての名誉をまもる、ということにあった。七百年、日本列島の西南端で心胆を練りつづけてきた、この国の異風である。殺気は、カラリと乾燥している。

　まず、戦いは、討手の奈良原の横にいる道島五郎兵衛が、右膝を立てたことからはじまった。

「有馬、おはんら、どうしても君命を聴かんか」

「聴かん」

　いったのは、暴発組の田中謙助である。

「上意。──」

　道島五郎兵衛は、抜き打ちに大刀を一閃するや、田中謙助の眉間を斬った。

　がっ

　と鳴ったのは田中の骨である。骨が、硬い。

　田中謙助の両眼から眼球が飛びだし、あおむけざまに倒れて、気絶した。謙助は死なず、あとで蘇生したが、翌日伏見の薩摩屋敷に移され、藩命により、切腹した。三十五歳。性淡泊、学問もあり、生前、朋輩に愛された。

　戦闘が、はじまった。

　が、暴発組の主力は二階にいる。かれらは、階下でまさか乱闘が行なわれているとは知らなかった。幸か不幸か、階下にいるのは、かれらの代表四人だけである。しかもこの四人は、階上の味方に助勢を頼もうとはしなかった。当時の薩摩武士らしい豪気さ、というべきだろう。

　さらに、豪気なのは、暴発組代表のひとり柴山愛次郎であった。愛次郎は、幼少のころから勇気をもって知られていた。

　柴山愛次郎、眼を閉じている。

　男として「暴発」は捨てられないが、君命に従わねばならぬ。ここは一番、斬られるしかあるまい、と覚悟した。

「愛次郎どん、覚悟」

　と、討手の山口金之進が立ちあがって叫んだ。

「おお、来い」

　といったくせに、愛次郎は正座したままである。山口の大刀が、愛次郎の左肩から、胸まで斬りさげた。

　愛次郎、なお正座。

　山口金之進は、さらに右肩からみぞおちにむかって、ざっ、と斬り割った。

　即死。

　首領有馬新七は、より豪気であった。この男は、男としてその名誉のために力のつきるまで奮ふん迅じんしようとした。

　大剣を抜き、討手の道島五郎兵衛に斬りかかった。五郎兵衛、数合受けつつ、最後に腰をおとし、上段から、有馬の頭上へ斬りおろした。

　有馬は、刀を立て、鍔つばもとで受けた。

　火が、散った。

　有馬の刀が、折れたのである。




　刀が、鍔から二寸ほど残して折れた。

　有馬新七の手に、ツカだけが残った。

（無念。──）

　と、有馬新七はおもったか。いや、思うひまもあるまい。瞬間、三十七歳の有馬新七は、異様な行動をとった。この異様さは、われわれが当時に生き、特殊な武士おとこ道どうを七百年にわたって受けついできた薩摩侍の身になってみなければ、わからないであろう。

　有馬新七は、薩摩人であると同時に、薩摩人とはちがった一面をもっていた。薩摩人の政治感覚は英国人に似ている。観念論よりも、現実をみて、その場その場の方針をきめるたちである。

　しかし、有馬新七は、その点では水戸人に似ていた。学者であると同時に、非常な観念論者であった。現実との妥協をうけつけなかった。尊王攘夷主義という、思想だけが、有馬のすべてであった。が、それだけではない。

　有馬。

　これは、奇男子であった。

　──天子様の世が来れば、なにもかもよくなる。

　と信じきっていた。当時の尊王武士のたれもがそう思っていたが、有馬にとっては、事の成否を問わず、その主義のために死ぬのが、かれの「宗教」であった。その激情、

「薩摩の高山彦九郎」

　といわれたほどである。薩摩侍のはげしい血気とこの男の独特な「宗教」が、異様な行動をとらせた。

　有馬は刀を投げすてるや、すばやく相手の道島五郎兵衛の手もとに飛びこみ、力まかせに道島を壁におさえつけた。

　しかも叫んだ。

「橋口、橋口、橋口」

　橋口吉之丞は、暴発組の同志だ。

「俺おいごと刺せ、オイごと刺せ」

　有馬のくそ力で壁に押しつけられている道島も、いまは討手とはいえ、親友であり、同志である。しかし有馬、容赦しない。武士の死は、一人でも敵を殺して最期をかざるのが薩摩武士の「教養」であると信じていた。

「心得もした」

　橋口吉之丞、二十歳。この男も、薩摩人なのだ。刀をきらめかせ、

「有馬どん、道島どん、ご無礼」

　とばかり、有馬の背を突きとおし、そのまま団子でも串くしで刺すように道島五郎兵衛の胸を刺し通し、壁へずぶりと縫いこんだ。

　暴発組はすでに首領有馬が死し、さらには乱闘中二階から降りてきた連中をふくめ、柴山愛次郎、橋口壮助、橋口伝蔵、弟で子し丸まる竜助、西田直次郎といった者たちが、相前後して即死した。

　このうち橋口壮助二十二歳は、瀕ひん死しの重傷を負ってころがりながら、

「水、水」

　と叫んでいた。討手の大将株奈良原喜八郎が、これをあわれみ、水を与えてやると、橋口はすこしも、斬った側の奈良原を恨まず、

「俺おい共どんな、死にもしても、お手は前んらが居もす。生きて生きぬいて、今後の天下のことは頼ンもすぞ」

　と、眼を閉じた。まだ、夜は暗い。が、維新の陽は、やがてこういう連中の累々たる屍しかばねのむこうに、昇るのであろう。




　階上の連中。

（何やら、ばかに階下が騒がしいのう）

　と思って雑談していたが、まさかこういう乱闘さわぎがはじまっているとは、気づかない。

「俺おいが見てくる」

　と、薩摩の柴山竜五郎が、二階の降り口から階下をのぞき、仰天した。

「いかん。奉行所の捕とつ手てがきたぞ」

　すわ！　と一同、刀、槍をにぎって立ちあがったとき、階下の奈良原喜八郎、階段のあがり口から上を見ながら、

「わしじゃ、奈良原じゃ。薩摩藩士にいう。みなきいてくれ。久光公は、おぬしらの気持はようご存じじゃ。シタガ、ココハシバラク待テ、とおおせある。君命に従うてくれ」

　討手の大将奈良原、これは男であった。両刀をガラリと投げすて、着物、襦じゆ袢ばんを肩ぬぎして上半身赤裸になり、叫びながら階上にのぼって行った。

「このとおり、このとおり」

　両手を大きくあげながら、二階の座敷にあがった。

　みな、白刃を持って構えていたが、奈良原喜八郎の狂態をみて、ぼう然とした。

　奈良原は、ぴたっ、とすわった。

　しかも両りよう掌てを合わせ、

「頼む、頼む」

　といいながら、口早に階下での事情を話し、やがてじゅんじゅんと事理を説き、思いとどまってくれるように頼んだ。

「いかんと言や、俺おいを斬って行ってくれ。おはんらを制止しに来るとき、命は無かもんじゃ、と思うてきた」

　両眼から涙をはじき流しながら説いたから、暴発組の薩摩藩士らも、浪士団も、ひとまず鎮しずまることにした。

　──あれには勝てなんだ。

　と、後年大山巌が往時をしのびつつ述懐したという。奈良原の気勢と、死を覚悟した説得には、理屈をぬきにして、一同、おさえこまれてしまったのだろう。

　竜馬が、この異変の宿「寺田屋」をたずねたのは、その翌日である。

（中へ入れるかな）

　と、ちょっと案じた。幕府の伏見奉行所の人数が宿に網を張っているかと思ったのである。

　が、案じたことはなかった。

　幕府は、薩摩藩をおそれ、その感情を必要以上に刺戟すまいと心がけている。藩内の私闘、とみて、くちばしを容いれていない様子であった。

　竜馬は、軒行燈の下に立った。

　畳職人や左官が出入りして、しきりと内部の模様を新たにしている。壁に噴きとんだ血、畳をしみ通って床下までぬらしたおびただしい流血のあと、宿を休業にして模様変えしてしまおうとしていた。

「あっ、お武家、きょうは休みでござりまするが」

　番頭が、血相をかえてとんできた。

「そうらしいなあ」

　竜馬はニコニコしながらもう土間に入りこみ、かまちをあがって、どんどん奥へ歩いていた。




　寺田屋の台所は三十畳敷ほどの板の間で、年代がみがきあげた黒こく檀たんのような光沢がある。

　その板の間に白い足袋を映しながら歩いていた女将おかみのお登勢が、ふとのれんをあげて、

「まあ、坂本さま」

　と、奥の間へ通ってゆく竜馬の背をみておどろいた。

「坂本さまではありませんか」

　竜馬はふりむいた。

「いったい、どうなさっていたのです。風のたよりにうかがうと脱藩なされたそうでございますな」

「そうそう。脱藩した」

　にやにや笑っている。

「名も、じつは変えちょる。おれは才谷梅太郎というんじゃ」

「でも、お顔はもとのままどすえ」

　お登勢は、肚のできた女らしく、あごをくびらせて笑った。

「ふむ。顔だけは、変えようがないな」

　竜馬はツルリと顔をなでた。

「きょうは、見舞にきた」

「ほんとは弥次馬はんどすやろ」

「ああ、それが本ほん音ねだ。弥次馬といえば、おれは弥次馬の一番槍か」

「一番槍どす。あんまりほめたことやおへんけど」

「そのとおりじゃ」

　くっくっと無邪気に笑って、

「話がまじめになるが、お登勢さん、お前の店も大変だったなあ」

「はじめ、赤穂浪士が、三組も四組も討入りにお居やしたかと思いましたえ」

「そうだろう」

「そらもう、斬られたり突かれたり、たいへんな騒ぎ」

「あれが男だ」

　竜馬は、座敷の真ン中にすわった。

　お登勢がひっこみ、やがて茶の支度をして、入ってきた。

「有馬様をはじめ、斬られたお方がお気の毒で」

「死骸はどうした」

「あとで多勢薩摩の方がみえて、このさきの大黒寺に埋めました。なかでも橋口壮助さまのお体の重かったこと」

「お登勢さんも手伝ったのか」

「まあね」

　お登勢は、さりげなく笑ったが、眼に涙がいっぱい溜まっている。

「俠きよう女じよだなあ」

　お登勢はそんな女だ。

　明治になってから、彼女の次女だった殿井力子がこう述懐している。「それはまァ、世話ずきで、物見遊ゆ山さんはおろか、芝居一つ見にゆかない人でしたが、ただ一つの道楽はひとの世話をすることでした。捨て子だけで五人育てました。それを知ってわざわざ寺田屋の軒下に子を捨てにくる人もあったが、家人はこまっていたものです。勤王の志士については身の難を省かえりみずにお世話しました」

　竜馬はふと、天井に飛び散った血を見あげ、すぐ眼をそらせた。




　春しゆん燈とう、というには季節は闌たけているが、この夜、伏見の家々の灯は、川から立ちのぼる夜のもやに煙っていた。

　竜馬は、階上の手すりにもたれ、お登勢から借りた三しや味み線せんをかかえている。

（薩摩壮士の霊へ。──）

　竜馬は、なにか、弔意のことばを吟じようとしていた。

　本来なら、線香の一本もくゆらし、お経の一巻もあげてやるべきであろう。しかし竜馬はお経をしらないし、あの奇妙な古代シナ音の声楽は、きくだけでも陰々滅々としてきて、にが手だった。

　竜馬は、詩を吟ずることも好かない。詩吟は、当節志士のあいだではやりだが、竜馬は、あれを吟じている男をみると、ぞっとする。度胸も性根もなく、本来キリギリスのような人間のくせに、自分が虎にでもなったような気分で咆ほえているのがあれだ、とおもっていた。

（琵び琶わ唄うたでもやるかい）

　薩摩人には薩摩琵琶唄でも弾だん吟ぎんするのが、なによりの供く養ようだろう。かれらは、年少のときから琵琶唄をききつつ男子の鉄腸を練ってきたのだ。

（しかし、わしァ、琵琶唄を知らん）

　そのうえ、琵琶がない。

　かかえているのは、一さおの三味線だけである。

　竜馬は三味線が弾ひける。

　乙女姉さんにおそわった秘芸だ。

（ひとつ、唄でも作るかい）

　腰をおろしているそばに、抹茶の茶碗がおいてある。天てん目もくの大ぶりなやつだ。中身は酒である。

　ぐいっ、と飲みほし、音ね色いろをしらべていたのが、やがて、寺田屋殉難の志士を弔う即興の端は唄うたをうたいはじめた。

　しぶい、いいのどである。




咲いた桜に

なぜ駒つなぐ

駒が勇めば

花が散る




　薩摩の殿様（ただし藩公の実父）島津久光への恨みと皮肉をこめた唄である。

　咲いた桜、とは、有馬新七以下の暴発組の連中のことだ。かれらは、志に花を咲かせてこの寺田屋に屯集した。そこへ、久光は、奈良原喜八郎らの慰留団（じつは討手）をさしむけた。いずれも薩摩ぶりの勇んだ者で、竜馬はこれを駒に見たてている。島津久光は、咲いた桜に駒をつないだ。駒が勇めば、花が散るのがあたりまえではないか。無用、無用、という意味である。

　竜馬は、さらに一曲。




何をくよくよ川端柳

水の流れを見て暮らす




　人生流る転てん。

　生しよう死じはもと一つで、単に形を変えたものにすぎない。竜馬の、かれらへの弔詞のつもりであった。

　この寺田屋での即興の二つの唄はいまでも酒席でうたわれているが、竜馬が寺田屋を血に染めて死んだ連中に捧げた唄だとは、多くは知らない。




流　転











　京の陽ざしが、日ごとに暑くなっている。

　その後、ひと月ばかり、竜馬は河原町の長州藩邸で、為すこともなく日を送った。

　ある日、久坂玄瑞が、

「坂本さん。用心なさるに越したことはない」

　といった。

「土佐藩の偵吏が依然としてあなた方をつけねらっているようだ。様子が落ちつくまで長州藩邸に居てください」

　竜馬や沢村惣之丞のほかに、土佐藩の亡命者が、何人もこの藩邸にかくまわれている。参政吉田東洋を斬った那須信吾、大石団蔵、安岡嘉助らもその仲間である。

　例の吉村寅太郎は、すでに京にはいなかった。吉村は、事件前後、連絡のために河原町の長州藩邸と錦小路の薩摩藩邸とのあいだを往き来していたが、その間、薩摩の久光が、「あの者、めざわりである」と土佐藩にひきわたしてしまったのである。

（あいつのことだ）

　と、竜馬は、吉村の人物は買っている。

（国許送りかえしになってもいつかは脱け出してきて、世間をあっといわすようなことを仕出かすだろう）

　ある夕、竜馬は退屈なまま、長州藩邸を出ようとした。

「坂本さん、どちらへ」

　と、門前で、長州の品川弥二郎が眉をひそめてきいた。

「まあ、ぶらぶら」

　町歩きをする、と竜馬はいった。

「あぶないですぞ」

「いや、私は逃げかくれをしちょるのは、どうも性にあわん」

「しかし、吉村さんのように捕えられるのもつまりませんよ」

「ああ、あれも性にあわんな」

　くるりと背をみせると、門を出た。後年、松方内閣の内務大臣になった品川弥二郎の印象では、このときの竜馬ほど淋しそうな影はかつてなかったという。

　事実、竜馬は憂鬱なのである。

　脱藩したものの、例の「京都義挙」が、雨あがりの虹のように、はかなく消えてしまった。

（どうも、わが身をもてあますなあ）

　公演寸前につぶれた劇団の役者のようなもので、どうも五尺の体のもってゆき場がない。

（偵吏どももうるさいし、このまま江戸へでもくだるか）

　木屋町を南にくだった。

（江戸の千葉道場でしばらく脱藩のほとぼりをさましてやろう）

　しかし江戸へゆく金がない。

　と、おもったとき、

「もうし」

　背後から声をかけた者がある。

　竜馬は、たちどまった。




（………？）

　ふりむいた竜馬の眼いっぱいに、高瀬川の柳の若葉の枝がみだれている。

　その柳のむこうに、りっぱな武士が立っていた。

「おれだよ」

　と武士は、出羽なまりのある江戸弁でいった。

　夏羽織に、九曜らしい紋がほの白く透すけてみえる。袴は仙台平、白緒の草履、といったこしらえである。紫の下げ緒、金きん象ぞう嵌がんの入った大小の鍔つば。そういういでたちのよく似合う男であった。

　色が白い。

　美丈夫である。

　が、ぎょろりとした凄味の眼は、子供がみてもただ者でないことがわかる。

「お見わすれかね」

　と、ちょっといやな顔をしたが、すぐ豪傑らしくのどを鳴らして笑い、

「清河八郎だよ」

　と、いった。

「ああ」

　とぼけてみせた。竜馬は、先刻、気づいていたのだが、この男、あまり好きでない。

「思いだしてくれたかね」

　清河の白緒の草履が近づいた。

　江戸の千葉道場で同門の士である。清河は、竜馬とおなじく北辰一刀流免許皆伝の腕であった。

「なつかしい」

　と清河はいった。清河のほうが、数年先輩であった。ただし、この男はお玉ケ池の本道場で修業し、竜馬は「桶町千葉」だから、竹刀をあわせたことはない。

「そのへんで、一いつ献こん汲もう」

「結構だが」

　竜馬は袖をふってみせた。金が無い、というしぐさである。

「だから、またにしよう」

「金ならこの清河がもっている」

「いや、よす。あんたが持っていても、おれがもっていなければ、酒なんざ、飲んでもうまくない。酒とはそういうものだ」

「妙な酒だな」

　清河は苦笑した。

「しかし清河さん、あんたの懐ろにある財布を私に寄越すなら、べつだぜ」

（こいつ。──）

　清河はもともと倨きよ傲ごうな男だ。むっとしたが、竜馬の溶けるような微笑をみていると、

（それも乙だな）

　と思いはじめたから妙である。これほど、諸事小うるさい男が、印いん伝でんの革財布をふらふらと竜馬にさしだしてしまった。

「頂戴する」

　ずしりと重い。

　竜馬はふところに入れながら、

「清河さん、一献やろう」

　とあごで先ぽん斗と町ちようの方角をさした。竜馬は歩きはじめた。清河ほどの大策士が、ひどく勢いのおちた足どりで、竜馬のあとに従った。




　先斗町に、

「よしや」

　という料亭がある。

　銘酒「剣けん菱びし」で知られた店である。

　竜馬にとってはじめての店だが、かねがねその酒をのんでみたいと思っていた。

　京の店は、どこの馬の骨だかわからぬいちげん客をよろこばない。

　だから、よしやに入るなり、帳場から女将おかみをよんで、財布を渡した。

　どうせ清河の財布だ。

「金が残れば、みなに祝儀をまいてやってくれ。おれかね、藩名はいえぬが、才谷梅太郎という」

「才谷様」

　女将は、どぎもを抜かれている。財布のなかみはわからないが、重さではかると、小判の十二、三枚は入っているだろう。

「おいおい、坂本」

　清河は、いやな顔をした。が、武士としてこんな所で、もめるわけにはいかない。

　清河は、すを飲んだような表情で、二階奥座敷の酒席にすわった。

「いい宵だな」

　竜馬はにこにこしている。

「清河さん、芸妓をよぶのは後刻ということにしよう」

「ああ、そうかね」

　勝手にしろ、というふくれっつらである。

「それまでは、話、話」

　竜馬は、ほくほくしながらいった。心中、このいやな奴をいじめるのが、たのしくなってきているのである。

　酒が運ばれてきた。

　清河には、相当な酒量がある。

「どうぞ」

　と仲居が銚子をとりあげた。

　清河は、厚い肩肉をゆっくりと動かして杯をとりあげた。

　傲岸な男だが、その挙きよ措そ動どう作さ、ちょっと大藩の家老かと思われるような気品がある。

　羽う前ぜんの国くに（山形県）に、田川郡清川村という山郷がある（いまは東田川郡立川町に編入）。

　この土地で、

　──斎藤様。

　といえば、たいそうな大地主で、土地の者は、御お館やかた様さま、と称していたものだ。

　その斎藤家の世とりが、この男である。幼時、若さま、とよばれた。天下に乗りだしてからも、当然国もとからの仕送りが多い。

　竜馬も、土佐ではきっての金持郷士のうまれだが、東北の郷士とは規模がちがう。家が「御館様」とよばれるほどの大そうなものではない。

　清河は、巨大すぎるほどの才能をもって、この東北の高原にうまれた。

　学問、武芸、なにをやらせても、たちどころに熟達した。

　文章もうまい。

　弁才もある。

　それに、人一倍の気力がある。それだけではない。時勢、人物など、ものの本質をひと目で見ぬく眼力と、策謀たちどころに湧く天才的な謀才があった。その点、百年に一人という偉材だろう。

　が、ただ一つ、重大な欠陥がある。




　清河八郎は、十八歳で故郷の羽前国をとびだし、江戸へ出た。

　当時、神田お玉ケ池に、東条一堂という盛名のある学者が、塾をひらいていた。幕府直じき参さんの子弟はあまり入塾しなかったが、東北諸藩や水戸藩、西国筋の田舎から出てきた者は、たいてい、この塾にはいった。その点、明治後の早稲田大学の性格に似ている。

　この東条塾のとなりが有名な、

「玄武館」

　である。北辰一刀流千葉周作の道場で、じつのところ、剣客の周作と学者の一堂とは仲がいい。

　──手をたずさえて、やろう。

　と暗黙に提携した。自然、田舎から出てきた若侍で、東条塾に入る者はとなりの千葉道場で剣をまなび、千葉道場に入るものは、東条塾で学問をもまなんだ。

　どちらも、隆盛になった。

　清河は、その両門で、たちまち天才をうたわれるようになったが、しかし、この男はそれだけで我慢はしていない。

　異常につよい好奇心のもちぬしである。というより、人間への関心のはげしすぎる男だった。

（天下には、もっと人材がいるはずだ）

　と、二十代の前半に、長大な旅行を三度もしている。畿き内ないから中国筋、四国、九州、ついには本州の北端へゆき、さらに船にのって北海道（当時は蝦え夷ぞ）にまで行った。この旅行中、清河は、熱心な尊王攘夷論者になり、さらに討幕論者になった。まだ、幕府安泰の嘉永、安政年間のことだから、天下ひろしといえども、討幕論者は、清河ぐらいのものであったろう。

　途中、郷里に帰って、著作もしている。芻すう蕘じよう論ろん、兵へい鑑かん、四書贅ぜい言げん、といったものだ。

　その後江戸へ出てきて、駿河台、つぎはお玉ケ池に家を借り、

「文武教授」

　の看板を出して、塾をひらいた。

　その間、世間の名士、志士とさかんにつきあい、

　──江戸に清河八郎あり。

　という評判は、諸方に知られるようになった。この名、本名ではない。本名は斎藤元げん司じというのだが、故郷の村名「清川」をとり、名は八郎。

　覚えやすい。

　芸名に似ている。

　清河はそういう男だった。非常な尊王家でもあったが、同時に自分をも世間に押し出したかった。独り策謀をめぐらし、その策謀で世間を踊らせ、しかも策士らしく背後で帷い幕ばくを垂れこめているのではなく、功をひとり占めにし、常にその策謀の中心にすわりたがった。

　徳がない、ということになろう。

　この稀代の才子の生涯を決定した不幸は、そういう欠陥にあった。

（すごい男だ）

　竜馬は、酒をのみながら観測した。

（しかし、策が顔に出すぎた策士だな）

　竜馬なりに、重みをはかっている。




　清河は、幕府のお尋たずね者ものである。

　江戸にいたころ、柳橋の万八楼で同志とともに痛飲し、帰路、事件をおこした。

　酒楼で天下を談じたあとでもある。

　酔ってもいた。両方で、気分が昂揚していたのだろう。

　むこうから、町人がきた。

　遊び人らしい。

　このころの遊び人は、まったく武士を軽侮していた。路上で武士にむかって雑ぞう言ごんをあびせたところで、武士というものは容易に刀を抜かないことを知っている。刃にん傷じよう沙ざ汰たをおこせば、藩では待っていたように禄を召しあげ、暇をとらせてしまう。どの藩でも、藩士を養いきれぬほどに窮迫しているのだ。

　遊び人は、むこうから来る清河八郎を大藩の相当な身分の藩士とみたのだろう。

　なにしろ、従者をつれている。安あ積さか五郎、伊い牟む田た尚平、村上俊五郎、といった清河を盟主に立てている浪士たちである。

　町人は、よろっ、とよろけた。

　べつに悪意があったわけではない。ごく自然な事故だったが、道がせまい。

　清河の肩につきあたった。

「気をつけやがれ」

　と、遊び人は口ぎたなくあびせた。

「無礼者」

　清河は、刀に手をかけた。

　抜いた、という手の内の見えぬほどの素早さで、もう刀は清河の鞘に、ばちりとおさまっていた。

　なにしろ北辰一刀流の達人であった。

　遊び人の首は、

　──気をつけやがれ。

　と叫んだその口開きのまま胴をはなれて空中にすっとび、五、六間とんでむこうの店さきに、どさりと落ちた。

　清河は、江戸から姿を消した。

　幕府は、清河を捕えるには恰好な機会とばかり、諸国に人相書をまわして厳重に探索した。

　その人相書は、清河をこう表現している。

「歳、三十ぐらゐ。中ちゆう丈だけ。江戸お玉ケ池に住居。太ふとり候方ほう。顔角かく張ばり、総髪、色白く、鼻高く、まなこするどく」

　庄しよう内ない型の美男である。

　ほうぼう転々のすえ京都に入り、田中河かわ内ちの介すけという、かつて公卿の中山家につかえた男と、時勢を痛論した。さらに河内介を通じて、天皇に建白書を奉っている。かつて幕威さかんなころは大名でさえ京都朝廷に接近することを幕府はゆるさなかったものだが、時勢は一いつ介かいの素浪人がこういう行動をするところにまで来ている。

　そのあと、清河は九州を巡歴した。

　各地で、志士を歴訪した。[image: 筑]前の平野国臣、[image: 筑]後の真木和泉などと意気投合したのは、このころのことである。

　──京にのぼって義兵をあぐべし。

　とまで清河は極論した。九州人は、京や江戸の情勢にうとく、しかも血気がさかんである。

　やがて、ぞくぞくと京大坂にのぼってきた。これが、寺田屋ノ変になり、京洛における幕末の血なまぐさい風雲劇の幕が切っておとされることになる。清河は、たったひとりで幕末の風雲を呼んだ男といっていい。




「清河さん」

　竜馬は、清河八郎の座談をききながら、そのあいま、あいまに、大げさに首をふった。

　感心しているのである。

　その舌のなめらかさ、豊富なことば、論理の奇抜さ、まったく竜馬は感心した。清河の弁舌をきいていると、じっとしていられなくなり、思わず駈けだしそうになる衝動をおさえかねるのである。

　この清河の舌一枚に乗って、九州の一騎当千の志士たちが、まるで催眠術にかけられたように京にのぼってきたのだ。

「咳ガイ唾ダ、珠タマヲナス、ということばがあるが、清河さんのようなひとをいうのだなあ」

　竜馬は、内心では軽蔑しているのだが、顔には出さない。

「おれはね、坂本君」

　清河が、杯をふくみながら、

「江戸のころから、君には嘱しよく望ぼうしている」

　と、ゆっくり、一種の調子のあるしゃべりかたでいった。

「ありがたいですな」

　竜馬は、顔を伏せて、酒をすすった。

　清河は、

「ふっ」

　と、笑った。

「坂本君、からかうのはよしたまえ。君はちっともありがたそうでもない顔をしている」

「いや、ありがたいですよ。私はなんでも素直によろこぶたちだ。姉がしょっちゅう云っていましたよ、竜馬はおだてられると物よろこびするから、おだて甲斐がある。……」

「よせ」

　清河は、にがい顔だ。

　しかし、こんたんがある。この竜馬と組んで一芝居打ちたくなっている。

「例の寺田屋の一件」

　清河は、いった。

「あれも私の書いた筋だったのさ」

「ほう」

　驚いてみせたが、竜馬は知っている。清河の評判は、どういうものか、悪評のほうが多いのである。

　清河はみずから英雄豪傑である、としていた。若いころ、日本最高の学府である昌しよう平へい黌こうにも席をおいたことがあるが、

　──こんな古ぼけた書物いじりをしていては、せっかくおれの中に息づいている英雄豪傑が死んでしまう。

　といって飛びだした。

　九州巡歴中、各地で「志士」と称する高名の士に会ったが、清河は会うたびにその日記で手きびしく酷評している。

　熊本城下に永島三平という高名の志士が住んでいる。家が清きよ正まさ廟びようの門前にあるので、清河は立ちよって、意見をかわした。

　その夜、書いた日記に、

「天下形勢など談ずれども、元来虚きよ容ようのみの人物にて一向に信ずべき風体の者にあらず。しばらくは論ずれども、英雄豪傑の深く相結ぶべきほどの者ならねば、よきにいたしける」

　とにかく清河は歩いている。人物とみれば必ず会っている。

　ほとんどが、清河に動かされた。




「京都義挙の一件、あれはおれが作者さ」

　清河はいった。ほらではなかった。清河八郎は、ほらをふいて自分をふくらまさねばならぬほど、貧弱な男ではない。

「あんたがねえ」

　世間とは妙なものだ、と竜馬はわれとわが身がおかしかった。清河がどこかで吹きあげた笛の音が、まわりまわって土佐の田舎にきこえてきたために、竜馬もおどらされて脱藩するはめになったではないか。

（こいつが、おれの一生を変えたわけだな）

　竜馬はあごをなでて、障しよう子じの外をみた。すっかり夜になっている。

「しかし清河さん。あんたは肝腎の寺田屋のときにはいなかったようだ」

「───」

　清河は、だまった。

　竜馬は、くすくす忍び笑った。

　たしかに、寺田屋の惨さん禍かをまねいた京都義挙の一幕は、清河が役者をあつめ、脚本を書き、演出までしたのだが、その寸前に座員一同に、清河はほうりだされた。そのいきさつは、竜馬も耳にしている。

　あのとき、竜馬は「義軍」の浪士連中がどこにいるのかわからなくて、沢村惣之丞とともに大坂をうろうろしていたが、一同は、薩摩藩の大坂藩邸にいたのである。

　薩摩藩は、かれらを迷惑がって、藩邸内のお長屋のうち、「二十八番長屋」という一棟をあけて宿所に提供していた。親切心からではなく、まとめて監視をするというのが、本心であった。しかし清河をふくめて浪士たちは、

（薩摩はこっちのものじゃ）

　とみて、天下をとったような気で、毎日、高談狼ろう藉ぜきした。

　清河は、その日記で、

「かれらはみな浮ふ才さい薄はつ行こう」

　と痛つう罵ばしている。

　ところが、浪士どもも清河をそういう眼でみていた。いや、清河よりも、清河が腹心として連れてきている越後浪人本間精一郎（のち暗殺さる）を、とくにそうみていた。本間は非常なおしゃれで、しかも才走り、口からさきにうまれたかとおもわれるほど弁口の才があり、うぬぼれがつよかった。ひとと議論すればねじ伏せるまでやめず、つねに口辺に相手を軽蔑するような笑いをたたえている。いわば、胆力のない清河八郎、といった型の男であった。

　浪士はみなその本間を憎み、本間をのけ者にし、ついに兄貴分の清河までうとんじた。

　ついに二人は、薩摩藩邸を出た。

　というより、同志から追いだされた、といったほうがいいだろう。

（惜しい男だ）

　竜馬は、清河の、ややふてくされた秀麗な顔をみながらおもった。

　幕末の史劇は、清河八郎が幕をあけ、坂本竜馬が閉じた、といわれるが、竜馬はこの清河が好きではなかった。

　たったひとつ、人間への愛情が足りない。

　万能があるくせに。

　そうみている。ついに大事をなせぬ男だ、と竜馬はみていた。




「坂本君、きみを見込んでいう」

　清河がいった。

「おれはこれから江戸へくだって、幕府の膝もとで驚天動地の大仕事をしようとおもうのだが、同行してくれぬか」

「江戸へ？」

　竜馬は、ぽかんとした顔でいった。

（清河め、江戸へすっとんで、どんな大手品をつかうつもりか）

　おもしろそうでもある。

「どうせ私も江戸へくだろうと思案しているやさきだから、道連れにはなりますがね。しかし、江戸でなにをするんです」

「幕府をだますのさ」

　清河らしい。

「だまして、天下に浪人を募らせる。だいぶ江戸でも攘夷浪人があばれていて幕府も手を焼いているようだから、これらを一カ所に集めて幕費をもって飼う、しかも一朝有事には攘夷の先陣として使う──と説けば、なにしろ幕府にとって一石二鳥の話だ、とびつくだろう」

「それを？」

　竜馬はぴんと来ない。

「どうするのです」

「逆に、討幕の兵につかうのさ」

（ふうん。……）

　手品の構成にはおどろいたが、

「よしなよ、清河さん」

　竜馬は即座にいった。

「一生に一度ぐらい手品もいいだろうが、物事にゃ実みがなくちゃ、ひとはついてこないですな。手品でこれが餅だ餅だといって一時はごまかしても、やがてただの紙だとわかれば、世間はあんたを見放しますぜ」

「坂本君」

　清河は酔っている。

「わしは、背景というものがない。君にはある。土佐藩に仲間がいる。勤王を志す土佐郷士をあつめるだけでも二、三百人は居るだろう。その仲間が君の背景だ。やあ、といっただけで、おのれを喋ちよう々ちようと弁じなくても、先祖代々、野良あいさつで話が通じてきている連中だ。薩摩、長州、会津の連中もおなじだ。しかし出羽の山里から出てきたおれにはそれがない。天下、清河八郎ただひとりさ。さすれば、あっちをだまし、こっちをおだてして、他人のふんどしで角力すもうをとる以外手がないではないか。つまり、蘇そ秦しん張ちよう儀ぎさ」

　清河は、古代中国の大策士の名をあげてみずから誇った。

　しかし竜馬はそういう清河を好まない。策士というのは所詮は策士である。ついに大事は成せないだろう。

（実みが要いるのさ）

　竜馬にも、いまは身みもふたもない。しかし作りあげたいと夢想はしている。

　清河とおれとのちがいだ、と竜馬はひそかにおもった。




　寺田屋の惨事をきいたとき、お田鶴さまは正直なところ、息がとまる思いがした。

（もしや竜馬どのが）

　と思ったのである。

　しかしすぐあと、主家の三条家に詳報がつたわるにつれて、お田鶴さまは妙な気がした。

（なぜだろう）

　竜馬は、あの人数の中には入っていない。

　安堵はした。しかし同時に、

（不甲斐のない）

　とおもったし、

（あのひとは、やはりただの呑気者なのかしら）

　裏切られたような気もした。

　それに、薄情者でもある。

　脱藩して京都へのぼってきた、とまでは消息はわかっている。げんに産寧坂「明保野亭」の支払いについての使いの者もきたが、しかし当人はいっこうにお田鶴さまの前に顔をみせぬではないか。

　恋もせず、壮挙にも加わらず。

（なにをしているのだろう）

　料簡がわからない。

　そのうち。──

　というのは、きょうの午後のことだが。

　ひょっこり寝待ノ藤兵衛がたずねてきて、お田鶴さまをおどろかせた。

　あいかわらず、小こ堅かた気ぎな旅商人ふうのこしらえである。

「へへ、京に参めえっておりますンで」

　と、笑ってみせた。

　藤兵衛は、江戸の土佐藩邸ででもきいたのか、竜馬の脱藩のことは知っていた。が、いまどこに居るかは知らない。

「ご存じでございましたら。──」

　教えてくれ、というのだ。

「わたくしも存じませぬ。どうやら長州屋敷にひそんでいらっしゃる、ということは伺いましたけれど」

　お田鶴さまは、語りたがらない。よほど竜馬に腹をたてているのだろう。

　藤兵衛はそうみた。

（悋りん気きを病やんでいらっしゃる）

「いや、この藤兵衛めも、江戸で寺田屋の変事をきき、てっきり旦那ァ、お一味だと思って駈けつけて参ったのでございますが」

「ええ」

　お田鶴さまは浮かぬ顔だ。

「それがお一味ではなかった。すりァ、なんのための脱藩だったんでございましょう」

「田鶴にはわかりませぬ」

「左様で」

　藤兵衛はちょっと考え、

「されば、手前が長州屋敷をたずね、御在否をたしかめた上で、あなた様にお逢わせ申します」

「余計なことです」

　お田鶴さまは、つっぱねた。

「公卿屋敷は幕府こうぎの眼がうるそうございます。浪人などに近づかれては、主家の御迷惑になります」

「ははあ」

　とりあえず藤兵衛は長州屋敷へ行ってそれとなくさぐってみた。

　どうやら竜馬は江戸へくだったらしいことがわかった。




　そのころ竜馬は、清河とともに、東海道をいそぐともなくくだっていた。

　第一夜は、草津。

　つぎは土山。

　さいわい、晴れつづきである。

　三日目は、鈴すず鹿かを越えた。

「妙だねえ」

　竜馬は感心しながら歩いている。

　街道に人が多いのだ。竜馬はもう三度目の東海道くだりだが、こんなに街道がにぎわうのをみたことがない。

　それも、江戸くだりではなくて、どんどんむこうから来る。

　しかも女が多い。豪華な女乗物が、御殿女中や武士にかこまれて西へ西へ、ときには前後がつづいて幾組ともなくやってくる。

「坂本君、これがわかるかね」

「さあ」

「幕府瓦が解かいのしるしさ」

　清河が、いった。

　女乗物のなかみは、いいあわせたように諸大名の正夫人である。

　大名の妻子は江戸屋敷におく、というのが幕府二百年の定じよう法ほうであった。いわば、幕府に対する人質である。大名の国もとでの謀ぼう叛はんをふせぐためのものであった。

　さらに、大名の富力を殺そぐために参覲交代をさせる。原則として、一年は江戸、一年は国もと、というぐあいに住みわけさせる制度である。諸大名は、多勢の家来をつれて、江戸、国もとのあいだを往来するために、ばく大な経費がかかった。かれらはしだいに疲弊し、幕府に反抗できるような財力も武力ももてなくなった。

　だから徳川幕府は、二百数十年もつづきえたのである。

　徳川家は安泰にはなったが、日本そのものの武力はおとろえた。

　そこへ外患である。いつ外国が攻め込むかわからないという昨今、かんじんの諸大名にその防衛力がない。兵備を改めようにも金がなかった。

　文久二年の初秋である。

　幕府は、ついに参覲交代制を廃止同然にまでゆるめ、諸大名の妻子の江戸在府の鉄則もゆるめた。

　二百余年、幕府は大名の鼻づらに輪を通して江戸につなぎとめておいたのだが、この制度が事実上廃止ともなれば、大名はふたたび野の虎にもどるかもしれない。

「幕府瓦解のしるしさ」

　と清河が洞察したのは、このことである。

　街道を西へ西へとのぼってくるのは奥方連中だけではない。

　江戸屋敷に仕えていた足軽、女中、中ちゆう間げんなどの奉公人もお暇を出され、それぞれの郷国へもどる者が、陸りく続ぞくとつづいた。

　このため、街道筋の人足、馬、川場の賃銭が、びっくりするほど高くなっていた。

「清河さん。この様子じゃ、尾張あたりであんたの財布はカラになるよ」

　竜馬は、「幕府瓦解のしるし」よりもそんなことのほうが心配らしい。竜馬も、清河の財布で旅をしているのである。




　一方、土佐では。──

　武市半平太黒幕の革新内閣が、まがりなりにもできあがっていた。

「竜馬ァ、早まりやがった」

　あまり愚痴をいわぬ男だが、こと竜馬の話になると、その脱藩を惜しんだ。

　しかし竜馬は、武市の成功のうわさを、海をへだてた上かみ方がたの地できいて、

　──砂上の楼閣さ。

　と逆に不安がった。

　武市は観念論者である。竜馬は実際主義者であった。土佐一国を武力で鎮圧するほどの実力を武市がもっていないかぎり、その革新内閣はついに砂上の楼閣だろう。

　──武市のやることも実みがないよ、清河とおなじで。

　瀬戸内海で私設艦隊をつくりあげて、その武力をもって世直しをやってやろうと考えている竜馬は、策だけの行きかたというものがどうも食い足りない。

　参政吉田東洋を暗殺して以来、土佐藩の人事は、武市の工作どおりになった。閣員の八割は、政局を安定させるために門閥守旧家を参加させたが、かれらは、凡庸暗愚で、二割の勤王派重役に鼻づらをとられて引きまわされるだけになろう、というのが武市の見通しであった。しかもそのとおりになった。

　もっとも、武市自身は、郷士出身のかなしさ、要職にはついていない。わずかに白しろ札ふだの小こ頭がしら、つまり准士官の世話役、といった程度の卑職についたにすぎない。しかし隠然たる黒幕で、かれが内閣をあやつっていた。

　──薩長に遅れるな。

　というのが、武市らの合言葉であった。

　たまたま競争相手の長州藩に、攘夷促進の密勅がくだり、久坂玄瑞はじめ長州の勤王党は、鬼の首をとったようにこおどりした。京都の朝廷が、幕府の大名に横あいからじきじき勅命を発するなどは、当時の政治体制からみれば違法もはなはだしいが、当の孝明天皇とそのまわりの公卿どもは、夷国恐怖症がいよいよ募って、神経の平へい衡こうを欠くようになっていた。

　──幕府はなにをしていやる。外国におどされてつぎつぎと港をひらいたり、条約をおしつけられたりしていやるが、ああいうことをしておれば、やがて外国に、国が食いとられてしまう。

　公卿の無智。

　公卿の臆病。

　そして、公卿の貪どん婪らん。

　を、長州の策士たちは利用した。当時、公卿は金に転ころぶ、といわれ、密勅降下運動など二、三の有力公卿に贈賄すればそれほど困難なものではない。

　密勅降下。──

　ということで、にわかに長州藩の活気がつよくなった。幕府と同格、という気分が、全藩士にみなぎった。

「土佐も。──」

　と、武市は、勤王派上士の平井善之丞らと運動し、天皇の「内旨」というものを得た。

　これによって武市らは、十七歳の少年藩主をかつぎ、兵をひきいて京にのぼることになった。竜馬が京を去った直後である。




　竜馬は、江戸へ。

　入れちがいに、武市半平太は、京へのぼってきた。

　藩主豊とよ範のりおよび土佐藩兵は、河原町藩邸が手狭なため、市の西、妙心寺境内にある大だい通つう院いんを本陣としてたむろした。

　武市半平太はいそがしい。

　山内家の姻いん戚せきである三条家の若い当主実さね美とみをわずらわせて公卿工作にかけまわり、お手みやげと称する金銀をふんだんに撒まいて、公卿どもの機嫌をとった。

「長州も金持やが、土佐もさすが、二十四万石の大国だけに、富裕じゃの。天子おかみには、よしなに取りなしてやるぞ」

　と、公卿衆は、大よろこびだった。古来、公卿などというものは、歴史上ろくなことをしていないが、奇妙な権威がある。

　かれらは、天子という現あら人ひと神がみをとりまく神主なのだ。神主にすぎない。すぎないが、天子がじきじき大名に会うわけではないから、その神託を神主が取りつぐように、公卿は天子の御言葉を取りつぐ。そういう権威がある。むろん、途中、公卿が都合のいいように変えることもあったりしても、天子は一向にごぞんじない。

　武市の工作がうまく行って、土佐藩家老桐きり間ま将しよう監げんが、朝廷によびだされることになった。

　朝廷、といっても御所のなかの御役所によびだされる。役所は、学習院という。この役所には、勤王派の若手公卿が詰めていた。

　桐間将監は、この学習院で、武家伝奏中山大納言から、「勅語」を受けた。

「土佐藩主も薩長両藩主とともに、大いに公武（朝廷と幕府）の間を周旋するように」

　というだけのものであったが、この瞬間から、土佐藩の重味は、幕末政局のなかで他藩を圧するものになり、

　薩長土

　という並称は、このときからうまれた。天皇好きの異称のある武市半平太のよろこびたるや、ひとは、

「半平太、狂死せんとした」

　といったほどである。

　──この上に竜馬が居たらのう。

　武市は、いよいよ竜馬の脱藩をざんねんがった。

　しかし、世間は武市が考えているほど、あまくない。

　江戸鮫さめ洲ず藩邸で隠居している前藩主容堂は隠居の身だから国政にくちばしを容れるわけにはいかなかったが、

「われわれ大名は将軍の家来である。しかるを、越おつ階かいしてじかに朝廷に結びつくとは不都合である」

　と、武市一派の陰謀暗躍をよろこばず、ひそかに、前参政吉田東洋がとりたてた官僚を動かして、武市一派の行状を監視していた。

　すきあらば失脚せしめようという、悪意そのものの監視である。

　竜馬は、まだ東海道の道中にある。

　複雑な藩内事情にはいっさい関係をもたず、ひとり天下を往いこうとしていた。




　江戸へ舞いもどった清河は、大木戸を通って芝橋の手前まできたとき、

「坂本君、どうも後ろのやつが気になる」

　と眉をひそめた。

　竜馬もさきほどから気づいている。

　田町の何丁目かあたりから、妙なのがいっぴき、二人をつけてきているのだ。

「目め明あかしだね」

　竜馬はいった。

「なにしろあんたの人相書は、だいぶほうぼうに撒まかれている」

「ふん」

　清河は悠々と歩く。

　江戸まで泊りをかさねた宿場々々の旅籠には、たいてい清河の人相書が、壁に貼られていた。もっとも当の清河が、どこに泊まるにしてもあまり堂々としているから、旅籠の者も、宿役人も、ついに疑うものがいなかった。

「さすが江戸の目明しだ。清河八郎が大木戸をくぐったというだけで、もう後をつけてきている」

「坂本君、ここで別れよう」

「逃げるのかね」

「ああ」

　清河はうなずいた。清河の語るところでは、さいわいこのさきの三田に薩摩藩邸がある、薩人益ます満みつ休きゆう之の助すけが知人だからしばらくかくまってもらい、江戸の様子をみてから活動をはじめるつもりだ、といった。

「しかしあんたをかくまったとなれば、薩摩藩が迷惑するだろう」

「なに、迷惑させてやるさ。幕府と薩摩藩のみぞが、一寸ちよつとでも深くなれば、それだけでも世がおもしろくなる」

　なるほど、策士だ。

「坂本君、このさき、君の連絡場所をきいておきたい。まさか鍛冶橋（土佐藩邸）ではあるまい。江戸はどこに泊まる」

「桶町の千葉だよ」

「ああ、あそこの貞吉大先生にはさな子という一刀流免許皆伝の娘がいる。君にご執心だといううわさがお玉ケ池でもシキリだったが、ほんとうかね」

　急に卑ひ猥わいな顔で、きいた。

「ちがうね」

　竜馬はにやにやしている。

「どうちがうのだ」

「私のほうが執心なのさ」

　もっとも手ひどくはねつけられたがね、と竜馬はあはははと馬鹿笑いをした。むろん、うそである。妙なうわさをたてられてさな子を傷つけたくないと思っての方便であった。

　やがて、三田の薩摩藩邸の門前へ来た。

「では」

　竜馬は、編笠をむこう風になぶらせながらあとをも見ず、トットと歩きだした。

　日ざしが明るい。

　ひさしぶりの江戸であった。




　金かな杉すぎ橋ばしを渡った。

　長さ十二間の板橋で、右手に海が光り、左手のむこうに増ぞう上じよう寺じの森がみえる。

　渡りおわるともう浜松町である。その四丁目まで行ったとき、竜馬はクルリとふりかえった。

　尾行者がいる。

　背のひくい、みるからにずぶとそうな遊び人ふうの若者である。

「来い」

　いいかげんに腹が立っていた。田町からずっとつけてきた男である。

「へへへ、どうも」

　小腰をかがめながら度胸よく近づいてきて、ひょこっ、と頭をさげた。

「ちょっくらお伺いしやすが、旦那はもしや土州様御家来坂本竜馬さまではございませんので」

（こいつ、清河を狙っていたのではなかったのか）

　竜馬はむしろあわてて、

「お前は何者だ」

　と咳せきばらいした。

「へい、長太と申しやす。以後お見知りおきねげえてえもんで」

「なぜわしのあとをつけている」

「藤兵衛親分が」

「ほう、寝待の？」

「左様で。その藤兵衛親分が、これこれしかじかの御ご人にん体ていの方が江戸にお入りになれば鄭重にお宿をきいておくように、とこういう指さし図ずだったのでございます」

「お前は藤兵衛の子分か」

「いや、仲間で」

「やはり泥棒だな」

「しっ」

　長太はあわてた。竜馬はかまわず、

「藤兵衛はまだ泥棒をしておるのか」

「いえ、存じません。ただ堅気のほうの商いがなかなかご盛大のようでございます」

「江戸か、いまは」

「さあ、それも」

　この仲間は、たがいの消息はいわぬおきてになっているらしい。

「では藤兵衛に伝えておけ。桶町の剣術道場で千葉。そこにいる」

「あっ、ありがとうございます」

　消えかけるのを、竜馬はよびとめ、金銀づくりの小こ柄づかを抜いて長太にくれてやった。捨て値で売っても、五、六両はするだろう。

　長太は、ふるえている。

「駄賃だ。ぜにがないんだよ」

　竜馬は、もう五、六歩歩きだしていた。

　夕方、鍛冶橋御門のみえるあたりまでたどりついた。

　ついむこうが、土佐藩邸である。しかもその目と鼻のさきの桶町に千葉道場があるから、竜馬にとってあまり用心のいい界かい隈わいではない。

　諸藩の藩士が、往来をうろうろしている。

（えい、見つかったらそのときのことだ）

　悠々と、鍛冶橋御門を北へ、南鍛冶町、南大工町と歩いて桶町に入ると、顔見知りの町人七、八人と出会って閉口した。

「あっ、お帰りでございますか」

　と抱きつくようにして寄ってくるやつもある。千葉道場のかつての塾頭が町内へもどってきたのだ。懐しいのだろう。




　竜馬は、桶町千葉の門前に立った。

（なにもかも昔どおりだ）

　と、門をあおぎ、塀のくずれをなつかしくながめた。

　むかし、といっても、竜馬がこの道場を去ったのが、安政五年二十四歳のときである。わずか五年前のことだが、その後の身の変転がそうさせたのか、ずいぶん遠いむかしだったような感じがする。

（おなじだなあ。──）

　と、塀ごしに茂っている山桃の葉の一つ一つをながめた。葉の一つ一つに、厚ぼったく夕方の陽ざしが溜まっている。

　竜馬は、なかに入った。

　森閑としている。

　あとできいたことだが、きょうは、千葉重太郎が召抱えられている鳥取藩の前藩主の祥しよう月つき命めい日にちで、道場はやすみだということであった。

　玄関に立った。

「竜馬です」

　というと、門弟がとりつぎに出た。竜馬にとって知らない顔である。

　が、むこうはすぐ察したらしく、

「あっ、坂本先生」

　と、あいさつもそこそこに奥へ素っ飛んで行った。どうやら竜馬は、この道場ではすでに伝説上の巨人になっているようであった。

　竜馬は、取りつぎを待ちながら、そのあたりを見まわした。

　庭に、古井戸がある。

　そのむこうに道場の板壁があり、腰板のあたりの破れ目まで昔のままだった。

　ふと、おうちの樹のむこう、すこし離れた塀ぎわの一角が河原石で数じゆ珠ず輪わにかこまれ、そこに桔き梗きようがいっぱい植わっているのをみた。

（むかしは、あんな草はなかったな）

　わざわざ石でかこんでいるところからみて自然にはえたものではなく、たれかが植えて面倒をみているのだろう。

　花がふたつ、ついている。

　つりがねに似た、淡いあおみどりの花が、可か憐れんに風にゆれていた。

　桔梗は、竜馬の紋所である。だから、というわけではないが、この花が好きだった。

　が、竜馬は気づかない。

　この花は、安政五年、竜馬が、藩の留学期間がきれて国もとへ帰ったあと、さな子がこっそり植えたものだった。

　兄の重太郎がみつけて、

　──どうも雑草がはえてこまる。

　とひきぬこうとしたところ、さな子はあわてて、

「わたくしが植えたのです。お父様のお咳の薬になると思って」

　といった。事実、桔梗の根は干して煎じれば咳や痰たんの薬になる。内科ほんどうの医者は、気管支炎や百日咳、肺結核、ぜんそく、などの患者に投与するのである。

「ああそうか。さな子は親孝行だな」

　重太郎は、ちょっと翳かげのある微笑をしたが、それっきりなにもいわなかった。この兄にはさな子が桔梗に託している気持がわかったのかもしれない。

「大先生が、大よろこびでいらっしゃいます。さっそく道場で会おうとおおせられますので」

　と、門弟が駈けもどってきていった。




　道場の正面に、千葉貞吉老人。

　たった一人ですわっている。

　竜馬は、はるか下座から頭をさげ、顔をあげると、れんじ窓から風がふきこんできて、老人の白はく髯ぜんをそよがせた。

　白くなった。

　が、皮膚はいぜんよりもつやめいていて、すっかり病いぬけがしたらしい。竜馬がこの道場にいたころは、多病で、いかにも年寄くさかったのだが。

「お見ちがえ致しまするほどお元気になられまして、重ちよう畳じように存じます」

　と、竜馬も、この大先生にだけは、人変りしたような鄭重なことばをつかう。

「ああ、病いがどこぞへ行きおった」

　にこにこ笑っている。

「なにか、妙薬でも」

「でもないな」

　貞吉老人はちょっと考えて、

「竜馬、笑うかもしれんが、わしはどうも、うまれかわったらしいよ」

「そのお齢としで」

「齢もくそもあるものか。人間、生きているうちに、どうやら、ころころ何度も生まれかわるらしいよ。人はどうかしらんが、わしは、がらっとうまれかわった。いや、そんな気がする」

「なるほど。お見受けしますところ、別人でおわします。いつ、お生れかわりになりました」

「去年さ。去年の十二月十日、兄の七回忌をつとめたのだが、そのころからかな」

　実兄千葉周作は、安政二年十二月十日、六十三歳で亡くなっている。竜馬は、最初、周作につこうとしたのだが、江戸に出たころはすでに周作は病床にあった。死んだのは、竜馬が第一期の留学を終えて土佐へ帰った二十のとしで、このためついに周作の竹刀の音をきかずにおわってしまった。

　しかし実力は、「小千葉」の貞吉のほうが上とされた。そういう評判だったが、貞吉はつとめて「大千葉」の兄を立て、余人の眼の前で兄と竹刀をあわせることをしなかった。おそらく周作の死で、そういうことから解放されたのだろう。

　と竜馬はおもったが、貞吉老人はすぐ顔色でそれを察したらしく、

「ちがうよ」

　といった。

「すると？」

　竜馬はからかうように微笑した。

「なにか、悟りでも開かれたのですか」

「とんでもない。ただなんとなく、ふわふわと生まれかわったのよ」

　といいながら貞吉はかたわらの面をとりあげてかぶり、竜馬にも面籠手をつけるように命じた。

　立ちあった。

　どちらも、北辰一刀流定じよう法ほうの青せい眼がんである。

「竜馬、打ちこんでこい」

　なるほど、師匠は、おかしくなった。いままでのこの師匠が竹刀をかまえると、気魂が凜りん乎ことして充溢し、剣けん尖せんがせきれいの尾のようにふるえ、千変万化、天地がどう変わるかわからぬようなすさまじいものだったが、いまは、煙のような人影が、あわあわとそこにもやついているだけであった。

（なんだか、変わりやがったな）




　ところが貞吉老人も、おどろいた。

（この男も、変わったな）

　竜馬が、山のようにみえた。撃ち込めないのである。

　隙がない、というのではない。

　ありすぎる。

　構えは平ひら青せい眼がん。ぶらりと竹刀をにぎっているにすぎない。まるで、素人が棒をにぎっているようだった。

　以前は、こうではなかった。以前の竜馬は撃ちや防ぎに芸が多く、気力が外にあふれ、触れれば火を噴くようななにかがあったが、いまはそれが、まるでない。

　そのくせ山のような威圧を感ずるのは、どういうことであろう。

（こいつ、出来たな）

　と、貞吉はおもう。察するに、その後修業に修業をつんでここに達したのではなく、なにかべつなことで精神が成熟しつつあるのであろう。

　成熟、というが、もはや技術ではない。人間のなかみである。生死勝敗を忘れ、すべてが空くうになり、おのれも空に融けきることが剣や禅の極致といわれるが、竜馬はそれに近づいているようである。

　そのくせ、貞吉は、竜馬が禅の修行をやったというはなしは、きいたことがない。

　いや、それどころか、竜馬自身、自分がそういう境地に近づいていることを、ちっとも気づいていないにちがいない。

（こいつは、天成の男だな）

　万人にひとり、自じ然ねん法ほう爾にで、知らず識しらずそういう境地に近づく稀け有うな人間でありうるのかもしれなかった。

（竜馬はそれであろう）

　その素質はある。貞吉は、おもいあわせてみると、この若者が十九歳で入門したときから、およそ我意我執というものがなかった。天然自然に、まるでうまれたままの明るさで生きているような男だった。もともと、何を容いれるにしても、器うつわがとほうもなく大きくできているのである。

　剣は、詰まるところ、技術ではない。

　所詮は、境地である。

　技術という点では、貞吉は、古今の名人にすこしも劣らない、と自分で思っている。劣るのは、境地である。

　それが、この齢になって、やっとわかり、わかった瞬間から、貞吉の剣がかわった。

（が、竜馬はこの若さで、それが出来ているようだ）

　貞吉の竹刀が、はげしく鳴った。誘ったのである。

　が、竜馬は、鎮しずまっている。

「竜馬っ」

　と、ついに貞吉はわざとどなりつけた。

「何をしておる。もっと稼かせがんか」

「いやいや」

　面めん鉄がねのなかで、竜馬はいった。

「撃ちこめませんよ」

　といったと同時に竜馬の竹刀が、貞吉の面を襲った。貞吉は、胴。

　同時に鳴った。

　相打ちである。竜馬はとびさがって、竹刀をひいた。

「参りました」

　むろん、師への礼である。




（あきれたやつだ）

　貞吉老人は、腹もたたない。竜馬は相打ちのくせに、「参りました」などと大声で叫んで、さっさと剣を退ひいてしまっている。

「おい、もう一本だ」

「だめですよ」

　竜馬は笑いながら、道場のすみにすわって、面をとりかけた。正確にいえば、いまの撃ちは竜馬のほうが迅はやかった。真剣ならば、師匠は撃ち斃されていただろう。

（先生も弱くなった）

　おどろいている。四、五年、寝たり起きたりの生活がいけなかったのではないか。

（しかし心境だけは、名人の位だ。おれなんぞはまだまだ、ああはいかん。技倆は落ちても、人間は格段にあがっている。剣は所詮は勝負ではないな）

　だから、負けた、といったのだ。真実、負けたとおもっている。

「竜馬、面を脱とるな。師命だ」

　と、貞吉老人はおさえつけて、自分だけが席にもどって面ひもを解きはじめた。

　ふと、道場のむこうの杉戸が、そっとひらいた。

　防具で身をかためた人物が入ってきて、くるりと背をむけ、身をかがめて戸を閉めた。

　白い稽けい古こ着ぎ、白の袴、朱の胴に、華はなやいだ紫のひも。

　小柄である。

（なんじゃ、さな子さんじゃないか）

　そう判断した。道場に夕闇が濃くなっているうえに、面鉄のために顔がみえない。

　しかし、面をつけたまま入ってくるとは、さな子も変わっている。ひさしぶりの対面で素す面めんでは、はずかしかったのであろう。

「竜馬、立ちあいなさい」

　と、師の貞吉がいった。

　竜馬は、道場の中央に進み出ながら、

（まだ嫁にも行きおらんか）

　と、この娘が気になってしかたがない。勝負どころの話ではないのである。

　さな子らしい剣士が、一礼した。

　つつ、と進み出て、蹲そん踞きよ。

　竜馬も、蹲踞。

　竹刀の先が、かるく触れあっている。

　竜馬は、にやっと笑った。

　が、相手は笑わない。面鉄の奥で、眼がきらきらと光っている。さな子である。

　貞吉老人が進み出て、

「勝負一本」

　と、宣した。

　さな子は、立ちあがった。と同時に眼にもとまらぬ迅さで、竜馬の面を襲った。

　竜馬、一退。

（すごい気合じゃな）

　まったく、さな子の攻撃はすさまじい。さらに袴をひるがえしふたたび飛びこんで、面。──以下、面、面、面、と連続の撃ちを加えてきた。

（なんという娘だ）

　竜馬は剣けん尖さきで払い、物打ちで受け、とびさがって間合をはずし、応接するのに閉口した。

　なにか恨みのあるような激しさである。

（どうか、しちょる）

　竜馬は、あしらいきれなくなってきた。




　竜馬は、さな子の竹刀を捲きおとして籠手を打った。

「浅うございます」

　さな子は飛びさがって、自分で審判している。

　竜馬は、この娘の勝気がおかしくなり、こんどは摺すりあげて面を撃った。

「浅い。──」

　と、さな子。

　撃たれながら、変に威張っている。甘えているのか、久しぶりの対面に照れているのか、それとも竜馬の薄情を憎んでいるのか、この娘の屈折は、ちょっとわからない。

　つぎは、面を襲ってきたさな子へ、竜馬は飛びちがって胴を抜いてやった。

「浅いっ」

　さな子は、口惜しそうに叫んだ。その声、面鉄の奥で、ぽろぽろ泣いているのではないか、と竜馬はおもった。

　しかも、さな子は眼にみえて弱ってきている。

（可哀そうだなあ）

　そのくせ、さな子は攻撃をやめないのだ。

「お籠手っ」

　とさな子は飛びこんできたが、竜馬にかるくはずされた。剣に、力がない。

（どこまでやるつもりだろう）

　竜馬はめんどうになり、剣を、犬がしっぽを垂れるようなかっこうで、下段に垂れた。

　それにさな子は誘われた。

　籠手を打つとみせて、面へきた。

　竜馬は変化した。

　だん。

　と、突いた。

　さな子の小さな体は、四、五間むこうに吹っ飛んだ。

「突きあり」

　貞吉老人が、無表情に判定した。

　さな子は、起きあがらない。

　気を喪うしなっているのである。

　竜馬は近づいて行って、面を脱がせ、胴の胸ひもを解いた。乳房が柔らかかった。

　のど輪に赤い斑はん点てんができている。

「むっ」

　と活を入れると、さな子は眼をあけた。涙がいっぱい溜まっている。

　竜馬は、悲しくなった。さな子がなぜ涙を流しているのかは知らなかったし、臆測するのも面倒だったが、とにかく、さな子の悲しみが、竜馬にじかに伝わってきた。

「泣くんじゃないよ」

　と、竜馬はいった。さな子はかぶりをふって、水、とかぼそくいった。

　竜馬はすぐ井戸端へ出た。水を汲んだが、移しかえる容器がない。そのまま、つるべごと自分の口いっぱいに含み、道場に戻った。

「御容赦」

　と、表情だけでそういって、いきなりさな子の唇に自分の唇をあて、水を流しこんでやった。

　父親の貞吉大先生が、それを見ている。竜馬の行動が、あきれるほどすがすがしい。いかにも堂々としていて、毛ほどのいやらしさもないのである。

（ああ。──）

　と嘆声の洩れるような思いで、竜馬の姿をみた。この男には及ばない、と貞吉老人は思った。




　当道場の若先生千葉重太郎は、鳥取藩のお床しよう几ぎ廻まわり役やくとして江戸屋敷に出仕しているが、数日前から、海防視察という藩命で、品海視察に出かけているらしい。

「いつ帰ります」

　竜馬は、あの、毒にも薬にもならぬお人好しの重太郎が、なつかしくて仕様がない。

「さあ、いつだろうなあ」

　貞吉老人は、そんな竜馬の気持がわかっているから、親としてうれしいらしい。

「御用だから、わからないよ」

　そういって、自室に招じ入れ、あれこれと世間ばなしをはじめた。

「秋ですね」

　竜馬は、庭を見ながらいった。

　陽は落ちて、燈とう籠ろうに灯が入っている。

「ああ、虫が鳴いていますね」

「鳴くよ。虫ぐらいは。──竜馬、お前はあいかわらず呑気で結構だな。世間では、攘夷だとか、勅諚だとか、天誅だといってさわいでいるのに」

「そうですか」

「京都も伏見寺田屋で大変な騒ぎがおこったらしいが、江戸も物騒になってきたよ。辻斬りが、滅法はやりだしている。町人も斬られるが、武士も斬られる。なんでも、夷い狄てきと戦争をおっぱじめるときの腕だめしをしておくそうだ」

「物騒だなあ」

　すっとふすまがひらき、さな子が、お茶をもって入ってきた。

（おや）

　髪もつややかに結い直しているし、化け粧わいもなおし、扇せん面めん散らしの美しい模様の衣裳に着更えている。

（ちっとも年をとらない）

　竜馬は感心した。もう二十代の半ばはすぎているはずではないか。

　さな子は、眼が切れ長のひとえで、きりっとした少年のような顔立ちだから、十八、九だといっても、それで通るのである。

　さな子は、部屋のすみの腰屏風のそばまでさがり、火桶から鉄てつ瓶びんをはずした。煎茶の支度をしている。

「ちかごろは、うちの重太郎までが、天朝様がどうの、攘夷がどうの、といいだしたよ」

「鳥取藩（池田家）は勤王の御藩風ですからな」

「千葉一門もそうだ」

　そのとおりである。死んだ千葉周作やその子供たちが水戸家から禄を受けていたために門人に水戸侍が多く、江戸の道場としては、早くから尊王論議のやかましい塾風だった。

「それにしても、わが竜りようさんは、のんきなものさ。なあ、さな子」

「ええ」

　さな子は小さな声でいった。

「ところで、竜馬、こんどはどういう目的の出府だ」

「脱藩したんですよ」

「えっ」

「当分、かくまって頂こうと思いまして」

「おどろいたやつだな」

　貞吉老人は、竜馬を見直したようである。

「もう土佐には帰りません。天下を棲すみ家かとして暮らします」




　翌朝、起きると、雨。

　竜馬は、がらっと雨戸を繰りあけた。

（嵐が来るのかな）

　雲が早いし、樹々の梢こずえがゆれている。風の力にねばりがあった。土佐うまれだから、嵐の予測には敏感なのである。

（来るのは、昼だな）

　ほどなく、いつもの朝のように門人があつまってきた。みな傘をさし、足駄をはいているが、袴はびっしょりぬれている。

　竜馬は、道場横の庭に出た。

「あっ坂本先生」

　顔を知っている者も知らない顔も、みな竜馬のそばにあつまってきた。

「いつ、御出府なさったのです」

「きのうだ。ただし、鍛冶橋の土佐屋敷の連中にはだまっちょってくれ」

「私は土佐ですよ」

　オッと失策しくじった、という顔で、竜馬は頭をかいた。なるほどこの若者は国の郡こおり奉ぶ行ぎようの子で、山本明之助である。竜馬もよく知っている男だ。

「むろん、だまっていますけど」

　若者は、くすくす笑っている。

「ところでそのお姿はなんです」

　竜馬は、真白な晒さらしの褌まわし一本で、雨中に立っているのだ。

「みなも、脱げ。着物、大小、傘などは道場に置いて、ここにあつまれ。いまから攘夷の戦さごっこをするんじゃ」

　高禄者の子弟もおれば、浪人の子もいる。

　竜馬はまたたくまにそれらを素っ裸にして、一隊は大工組、一隊は触れ組、一隊は旗本、と三隊にわけ、それぞれに大将を設け、こまごまと仕事の分掌をきめたうえ、

「敵は嵐じゃ。昼には来るぞ。いそげ」

　と、どなった。

　まず触れ組が、近所へ駈けだした。

　古い連中は、道場の伝説を知っている。竜馬が塾頭だったころ、嵐が好きで──というより嵐の予測がすきで、それがぴたりとあたった。予測するだけでなく、みなを素っ裸にして、風防ぎの作業をさせるのである。

　触れ組は、近所へ触れ歩くのだ。雨戸に釘を打ちつけろ、窓には板を打っておけ、などと注意してまわる。道場の近所はぜんぶ町家で、恐縮しながら、これをありがたがった。

　──坂本先生がえらいんだ。

　近所の町人は、みな知っている。

　むろん、道場、師匠の屋敷の風防ぎは、厳重すぎるほどにやらせた。その指揮ぶりはみごとなもので、三つの組の大将にこまごまと作業方法を教えたあとは、なにもいわない。

　雨の庭に床几をもちだし、素っ裸になってすわっている。

　ときどき、大声で笑う。作業をしているやつの恰好をみては、からかった。それだけで、どんどん事がはこんだ。

　予測どおり昼前になって天地が晦かい冥めいし、瓦かわらが吹きとぶほどの大嵐になった。

　一刻ばかり吹きあれて、あとはうそのように雨もあがったが、道場も近所も、ほとんど被害がなかった。

　夕方、町人がぞろぞろ礼にきた。しかしそのときはもう竜馬は外出してしまっている。




　風がやんでから、さな子と重太郎の嫁のお八や寸すが、婢はした女めをつかって、門人一同に甘酒を出した。

　一同、道場でならんで啜すすった。

「うまいなあ」

　山本明之助などはいった。

　かんじんの竜馬がいないのが、歯がぬけたようで、さな子などは、

「のんきかとおもうとそそっかしくて、いったい、どうしたおつもりで生きていらっしゃるのかしら」

　と苦笑した。

「しかし当道場の伝説はなしにはきいていましたが、坂本先生の采配ぶりは、はなし以上にみごとでありましたな」

　そういう者がある。

　さな子は、笑っている。

「いや、あの人については、故く郷ににもこんな話があります」

　と同郷人の山本が、竜馬の年少のころの逸話を披露した。

　十八歳のころ、というから、竜馬が千葉道場に入る前年のことだ。

　高知城下の小こ高だか坂さに屋敷をもつ池田虎之進は、竜馬の父の八平と親友で、ある日、

「八平さん。チクとお前まんの息子の鼻垂れを貸してくれんかネヤ」

　と、頼みにきた。池田虎之進は、現い今まの中村市を流れる四し万まん十と川がわの堤防工事の普請奉行を命ぜられたのである。

　配下が、要る。

「気心の知れた家の息子がええゆえ、頼みにきたんじゃ」

　工事は、十区ほどに分け、竜馬は、そのうちの一区の長になった。人夫のおよそ百人もつかう。

　各区、競争になった。ところがどの区でも、人夫は隙すきあらば怠けたり、喧嘩沙汰をおこしたりして、容易に工事はすすまない。各区の責任者は、ときには刀をぬいておどしたりした。

　竜馬は、具ぐ同どう村の堤防が、持ち場である。

　ここだけは、ばかに早く進んだ。

　普請奉行池田虎之進はふしぎでならず、何度か見回りにきたが、来るたびに、もっと不審に思うことがある。

　竜馬はいつも、松の木によりかかって膝を抱いて居眠っているのである。

「竜馬、それでまあ、仕事が捗はかどるの」

「ほんまに」

　竜馬もふしぎであった。自分の区の人夫だけは、いきいきと土を運んだり、石を積んだりして、しかもじつに陽気なのだ。

　他の区より、半分の日数で仕あがってしまった。

　池田虎之進がくわしく訊くと、竜馬はまず仕事の責任者を巧みにえらび、それぞれ分掌させ、競争させた。

「あとは、なにもせんのか」

「毎日出来ぐあいを検分して、褒ほう美びをやります」

　この堤は、「竜馬の居眠り堤」という名で、土地ではいまだに語り伝えている。




閑話休題





　幕末は、攘夷か、開国か、の時代である。

　この小説にも、しきりと攘夷ということばが出てくる。当時、志士と名のつく連中は、ある時期までみな強烈な攘夷論者であった。

　むろん、坂本竜馬も。

　攘夷とは、開港をせまってくる外国を攘うちはらうということで、物騒きわまりない。ところが、外交の衝しようにあるのは、日本の唯一の政府である徳川幕府で、外国から押しきられるままに、一港、一港、開港していた。これに対する在野の志士群の反感が、反幕運動になってゆくのである。

　攘夷論とは、どこからきたか。簡潔にいうと、

　ひとつは、水戸学によって当時の教養人の常識になっていた神州思想。

　いまひとつは、孝明天皇御自身の政治的無智からくるこのひとの外国恐怖・外人嫌悪思想を、志士群が御同情申しあげたこと。

　いまひとつ加えるとすれば、当時の日本は、サムライの国家であった。かれらの独特の倫理観と、独特の気概が、

「醜夷、討つべし」

　となったのである。

　攘夷論大いに沸騰し、ときには志士が外人を殺傷する事件もしばしばおこり、当時、世界の有力国の新聞で、

　ローニン

　という日本語が、ナマでつかわれた。

　サムライ、ハラキリといった言葉がいまなお世界語としてつかわれ、日本人に対する一種の畏い敬けい感かん、ときに恐怖感をおこさせる印象をもたせたのは、このときからである。

　この攘夷さわぎは、日本史にとってそれなりに無意味ではなかった。

　当時、同時期に、隣国のシナが、英国の武力を背景とした植民地政策のために、国家の体ていをなさぬまでに料理され、他方、ロシアも、領土的野心を露骨にみせはじめている。もし攘夷的気概が天下に満ちなかったならば、日本はどうなっているかわからなかったであろう。列強が、日本に対して、シナとはちがう扱いをしはじめたのは、一つには、サムライとの陸戦をおそれた。艦砲射撃ならべつとして、長期の陸戦には勝ち目はないとみた。

　もっともこの日本観は、幕末だけでなく、すでに、それより三百年前の戦国初期、鹿児島に上陸した最初の宣教師、聖フランシスコ・ザビエルが、おなじ観察をしている。上陸後、すぐ耶蘇ゼスイツト会かいに報告書を送り、「非キリスト教国のうちいまだ日本人にまさる国民を見ない。行儀よく温良である。が、十四歳より双刀を帯び、侮辱、軽蔑に対しては一切容赦せぬ」とかき、また日本征服の野望のあったスペイン王に忠告し、「かれらはどんな強大な艦隊でも辟へき易えきせぬ。スペイン人を鏖みなごろしにせねばやめないだろう」

　幕末にきた外国勢力も、おなじ実感をもったわけである。




生 麦 事 件











　前に、攘夷ばなしで、つい話が理におちたが、じつは、天下を衝撃させる「事件」がおこった。

　竜馬が江戸についたころ、江戸中がこの事件のうわさで持ちきりだったのである。

「薩摩の殿様が、大そうな事をなさった」

　と、町人までが、痛快そうにいう。

「攘夷をなすった」

　そんな表現でいう者もある。

「さすが西国の雄藩島津家である」

　武士たちは、そういった。薩摩藩の武勇というのは、戦国以来、天下の定評である。竜馬の殿様の山内容堂も、

　──兵するどく、馬騰あがる。

　という巧みなことばで、薩摩の士風をたたえている。

　この「事件」は、天下の攘夷志士を沸きたたせ、幕末における薩摩藩の株は、大きくあがった。

　竜馬も、多少、あいまいなところのある攘夷主義者だが、かといって、御多分にもれない。いや、もれないどころか、本来が剣客だから、この「事件」のうわさにはすっかり昂奮し、

「詳しいことはわからんものかな」

　と、手づるをさがしていた。ざんねんなことに、竜馬は、薩摩藩士を知らない。後年、西郷吉之助（隆盛）をはじめ薩摩藩士と緊密そのものになるのだが、いまのところ、どういう関係もなかった。

　そこへ、例の嵐の日、清河八郎から使いの者がきた。嵐がすむと、すぐ道場をとびだしたのは、そのためである。

（清河は天下の事情通じゃ。例の一件、くわしく知っちょるじゃろ）

　それに清河は、話術の名人である。事件を活写するだろうと、それが楽しみで、竜馬は清河の誘いだしに応じた。

　場所は、ほんの近所の南伝馬町二丁目の輪わ違ちがい屋や惣五郎という質屋で、あとできけば亭主は、清河の郷里の村の出だそうで、清河のことを、若様、若様、とよんで、かげではずいぶん尽しているらしい。

　清河は、公儀のお尋ね者だから、こういう庇護者から庇護者へと渡りあるいているのだろう。

　訪ねると、離れにいた。

「いや、呼びたてて済まん」

　相変らず、するどい眼だ。

「近所まで来たものだから、つい会いたくなってね、生なま麦むぎの一件、君はどう思う」

「どう思う？」

　竜馬は、どすんと腰をおろして、

「思うもなにも、わしは何も知っちょらん。あんたの口から聞きにきたんじゃ」

「あいかわらず、迂う遠えんだな」

「そうじゃ。あんたのような早耳男にうまれたかった」

「いや、その程度がいい。おれは早耳すぎて事を早急に決しすぎる。うしろをみると、誰もついて来ておらぬ。そういうことの繰りかえしばかりだ」

「さあ、聞こう」

　竜馬は、瓢ひよう箪たんをひきよせた。

　清河の瓢箪である。




「おい、それは」

　と、清河は、竜馬がかかえている瓢箪を指さして、いやな顔をした。

「おれの酒だよ。──」

「ああ」

　竜馬は寝ころんで、椀わんに酒を注いでいる。

（こいつ）

　清河は舌打ちしたかったが、思いかえし、

「さて」

　と膝に扇子を立てた。

「よう、講釈師のようじゃな」

　竜馬は、真顔である。

「ばかめ」

　清河は、弁じはじめた。

　ところは、東海道の沿道生麦村。ここは江戸日本橋から六里の里程で、現い今まは横浜市鶴見区にある。当時は、近在の漁師の女房連が、蛤はまぐり、たこ、いかなどを煮あげては、街道をゆく旅人に売りつけていただけの貧寒たる部落である。この「事件」がおこったために、おそらく、日本史のつづくかぎり、消し去られることのない地名になった。

　文久二年八月二十一日。

　江戸を早暁に発った島津久光を中心とする薩摩藩の行列が、生麦にさしかかったのは午後二時半ごろである。

　供の人数は、七百余人。

　馬六十駄だ、長持八十棹さお、しかもそのほかにこもをかぶせて普通の荷に擬装した大きな車載の物体が、数駄ごろごろと曳かれてゆく。大砲である。大名行列に大砲を曳くなどは、幕威さかんなころなら、それだけで島津家はお取りつぶしになるところだが、この当節、薩摩藩はすでに幕府などは眼中になかった。

　供とも頭がしら。──

　これは、二人である。どちらも久光お気に入りの血気剽ひよう悍かんの士で、

　海か江え田だ武次（有村俊斎ともいった。明治後信義。子爵となる）

　奈良原喜左衛門（例の寺田屋事件を鎮圧した喜八郎の実兄）

　のふたりである。両人とも、薩摩の家中でも、強烈な攘夷論者として知られていた。

　大名行列の供頭というのは一日交代のもので、この日は、奈良原喜左衛門の当番にあたっていた。

　奈良原は、剣の達者である。腰には、二尺五寸近おう江みの大だい掾じよう藤原忠広を帯び、徒歩で、久光の駕籠わきに従っていた。

　街道は、快晴である。

　しかも、日曜日であった。

　もっとも薩摩藩士は日曜日のなんたるかを知らないが、風習の別な一群が、このむこうの横浜に群居している。攘夷論者どものいう「夷人」である。

　かれらには、日曜日、郊外を遊歩するくせがある。

　この不幸な英国人たちも、そうだった。

　横浜に絹問屋をひらく英国人Ｗ・マーシャルは、ちょうど、香港の英国商人に嫁している従妹のボロデールがたまたま遊びにきていたので、

「馬で、川崎大師を見物に行かないか」

　とさそった。

　二人は、知人の商社社員Ｗ・Ｃ・クラークと、香港に店をもつＣ・Ｌ・リチャードソンをさそい、四人になった。




　悲劇は、その錯覚にある。

　リチャードソンは、当時、世界に冠絶した大国だった英国の出で稼かせぎ商人である。かつて香港にいて、中国人に接していた。ムチをあげれば逃げまわるのが、東洋人である、とおもっていた。

　かれは、横浜にきて、日も浅い。

　当然、日本人も同然であろうとおもっていたし、他の三人もおなじである。

　そこへ、むこうから薩摩の大名行列がやってきた。

　日本のごく常識的な習慣を知っておれば、避けたはずである。

　たとえば、たまたまかれらより数時間前、一人の米人が、この行列に出あっている。

　日本語の多少できるヴァンリードという人物で、かれはすぐ馬から降り、馬の口をとりながら道わきに立ち、島津久光の駕籠が通るときは脱帽して敬礼した。

　そのあと、かれは生麦事件をきき、「かれらは日本の風習を知らずに傲慢にふるまった。当然自分がまねいた災難である」といった。

　日本の風習では、いや法律といってもいいが、行列の供とも先さきを横切ることは最大の非礼で、斬りすててもいいことになっている。

　現に薩摩藩では、六月二十三日付による公文書で、幕府に届け出ている。意訳すると、




ちかごろ外国人どもが、騎乗で数騎押しならび、不作法にもあちこちを乗りまわしている。

なるべくは堪かん忍にんはするが、もし万一、先方より無礼があったときは堪忍しがたいこともありうる。それゆえ、大名往来に関するわが国の定じよう法ほうを、各国長官の者へ幕府からよろしく徹底しておいてもらいたい。




　とある。

　当然、外国居留民のほうで留意すべきであろう。

　もっとも、日本の風習を理解しなくても外国人間には日本の武士に対する恐怖心がつよく、この時期、通訳官として赴任してきたばかりの英国公使館員アーネスト・サトーは、その手記のなかで、「日本刀は剃かみ刀そりのごとく鋭利で、怖るべき創そう痍いをあたえる。のみならず日本人は、斬る以上は相手を寸断しても息の根をとめてしまうという風があった。だから西洋人は、刀を二本差した男をみれば刺客ではないかと思い、通りすぎて命があったら、ほっとして神に感謝したものである」といっている。

　香港ずれのした不幸な四人の英国人は、そういうすべてを、軽くみた。

　日曜日。

　快晴でもある。

　馬上、談笑しながら東へ進んだ。むこうから薩摩の行列がやってくるのだが、歩度をゆるめようともせず、むろん、馬からおりようともしない。

　当時、このあたりの街道は、馬二頭をならべれば一ぱいという狭さで、当然、衝突はまぬがれない。相手が大名行列でなくただの集団であっても、馬をおりて、道わきへ避けるのが国情の相違を越えた当然な処置であるべきだったろう。




　当然、馬上の英国人団は、薩摩の行列の先頭と衝突した。

「おりろ、おりろ」

　と、中ちゆう小ご姓しようが、どなった。

　が、かれらはなお馬上にあり、行列の左側へ圧倒されながらも、馬を進めてゆく。ついに路上、人と馬で混雑し、リチャードソンらは、行列のなかに揉みこまれてしまった。

「おりろ、おりろ」

　薩摩藩士は、なお叫んだ。このままでゆけば、英人の馬は、なお進んでついには行列中央の島津久光の駕籠に衝突せぬともかぎらない。

「何を騒いでおるか」

　と、駕籠わきにいた供頭の奈良原喜左衛門は左右にきいた。

「先頭のほうで、夷人が行列に乗り入れております」

　とたれかが答えた。

　このとき奈良原、すばやく肩かた衣ぎぬをはねあげ、一刀をひねるや、いっさんに駈け出し、近習役の群れを突きとばし、中小姓の中をつきぬけ、前へ前へと走った。

　一説では、島津久光が、駕籠の引ひき戸どをひらき、

「斬れ、斬れ」

　といって顔をひっこめた、という。

　とにかく、奈良原は走った。

　現場につくや、例の藤原忠広二尺五寸のツカをにぎって飛びあがり、

「きあーっ」

　と、薩摩の示現流独特の「猿えん叫きよう」と他流からよばれる不気味な気合をあげた。

　白刃、空中できらめき、馬上のリチャードソンの左胴から腹にかけて斬りさげた。

　血煙りのあがるのが、行列の中ごろからでもみえたといわれる。

　リチャードソンは手綱を右手にもちかえ、左手で傷口をおさえて馬を駆って逃げた。

　残された二人の男も、他の藩士からそれぞれ傷を負わされ、ボロデール夫人のみは無事だったが、いずれも馬腹を蹴って離脱し、遁走した。

　奈良原に斬られたリチャードソンは、もっとも不幸であった。

　血を滴したたらせて一丁ほど逃げたが、なお追ってきた鉄砲組の久く木き村むら利休が、これまた飛びあがって斬った。奈良原とおなじ場所を斬った。傷口をおさえていたリチャードソンの左手が切り落され、傷はさらに深くなった。

　それでもリチャードソンはなお十丁ほども逃げのび、松並木の下にころがり落ちた。

　なお、息があった。

　そこへ追いついた海江田武次が、

「武士の情けである」

　と、とどめを刺している。

　現い今まからみれば、蛮風きわまりない事件だが、当時の日本人は、こう処置することが至上の正義だと心得ていた。

　国情、やむをえない。

　英国人こそ、災難であったろう。

　この事件がのちに薩英戦争をおこすにいたるのだが、当時、南伝馬町の質屋の離れで清河から話をきいた竜馬はそこまで予測していない。

　やったのう、と馬鹿のように感心している。




　数日経たった。

　なお、千葉重太郎は「品海視察」から帰って来ない。

「どうしたのだろう。藩命とはいえ、重さんは、遅いですな」

　竜馬は、さな子にいった。

「ええ」

　この朝、さな子は静かである。竜馬のために、茶を点たててやっていた。

「藩命は、品川海岸の視察だけでしょう」

「ええ」

　なにか、言い淀んでいる。重太郎の消息はさな子には推察がついているらしい。

「坂本様は、本当に脱藩なさったのでございますか」

「本当ですよ」

「国事に奔走するために？」

　うつむいたまま、手をまわして茶ちや筅せんをとりあげた。

「まあ、そうです。しかしなぜ左様なことを問われます」

「でも。──」

　茶筅を入れながら、さな子は、ふとからかうような眼をあげた。

「毎日、こうして何もせずにぶらぶらしていらっしゃるのですもの。いっこうに国事に御奔走なさっているご様子もない……」

「なるほど、そういわれるとそうですな」

「ひとごとみたい」

「いや、ものには機というものがありましてな。いまはこうでも、機に乗じてこの竜馬が出れば、天下を驚倒させるような大ごとがおこりますぞ」

「おやおや」

　さな子は、笑いながら竜馬の前に茶碗を置いた。

「ありがとう」

　竜馬に作法はない。持ちあげて、大きく喫のんだ。

　さな子はそれを見ながら、

「それで、昼寝をしたり毎日ごろごろしていらっしゃるのでございますか」

「芝居の由良之助（大石内蔵助）の心境です」

「でも、由良之助はあれはあれで、かげでは同志のみなさまに指図をしたり、なだめたり手紙をかいたり、いそがしそうではございませぬか」

「兄貴はいかがです」

「わたくしの？」

「そう、重太郎さん」

「ちかごろはずいぶんと変わりまして、大へんな攘夷熱でございます。こんども、ほんとうは品海視察にかこつけて、横浜の夷人館の様子をうかがい、夷人の首の五つや六つは斬って、まかりちがえばその場で腹を切り、幕府に攘夷断行の決意をうながす、といって出ました。坂本様、いかがでございます」

「ほう、あの重さんが」

「ええ、兄でさえ。──それにひきかえ」

「坂本竜馬は、ですか」

　と竜馬は頭をかき、やがてさな子がとり出してきた重太郎の、妹さな子への置き手紙を披見した。「宝刀染めがたし洋夷の血」という水戸の藤田東湖の詩句が、文中にある。




　翌日午後、重太郎が帰ってきた。

　笠を門わきで小者に渡し、刀を玄関でお八寸に渡してから、

「なに、竜さんがきている？」

　ぱっと喜色をうかべた。

「なんだァ？　竜さんは脱くに藩ぬけをしてきた？　やるもんだねえ。──それで、いまは？」

「お昼寝をしていらっしゃいます」

「ああそうか」

　ちょっと拍子ぬけの体ていだったが、それでも廊下をいそぎ足に突きとおって、竜馬の部屋のふすまをあけ、

「竜さん、おれだ、帰った。話はあとで」

　そのまま閉めて行ってしまった。

（ばかに気負っちょるのう）

　竜馬も、起きあがってぼんやりしている。

　重太郎は、老父にあいさつをし、旅装を解き、井戸端でざあざあ水をかぶりながら、

「お八寸、さな子、聞こえるか。酒の支度をしておいてくれ」

　せかせかといった。

「聞こえたか、今夜は竜さんと夜あかしで飲むんだ」

　台所で、お八寸とさな子が、顔を見合わせて忍び笑いをした。

「変なお兄さまですこと」

「思わぬお客さまがみえているので、お調子がくるっておしまいになったのでしょう」

（だけど、横浜で夷人を斬ったのかしら）

　さな子は、それが気がかりだった。

　夕方、ささやかな酒宴になった。

「重さん、横浜で斬やったかね」

「やらないよ」

　と、片眼をつぶった。

　お八寸がお給仕をしている。心配するから、お八寸の前でその話はだまっていてくれ、という合図である。

　やがてお八寸が立ち、入れかわってさな子が給仕役をつとめた。

「おれは、やったよ」

　重太郎が、ぐっと杯をあおっていった。

　当時の横浜の夷人というのはずいぶん横暴な連中が多かった。かれらを相手に日用品の小商いをしている日本人もわるい。夷人館の使用人と組んでずいぶんあくどいこともしたから、夷人が日本人をなぐったりする事件がしばしばおこった。

　それが針しん小しよう棒ぼう大だいにつたわり、攘夷志士を刺戟した。

　重太郎は、横浜海岸通にある幕府の奉行所の横を通っていたとき、むこうから英国水兵三人がやってきた。

　みな、雲をつくような大男である。それが重太郎をみて、なぜか、笑った。

「なぜ笑った」

　ともいわず、重太郎は、すれちがいざま、右はしの男を大きく投げとばした。

　男は一回転して地に落ち、頭をうって気絶した。

　──江戸桶町の千葉重太郎だ。仲間をよびたければ船ごとよんで来い。相手になってやる。

　もっとも、英語でいったわけではなかったから、相手の水兵には通じなかった。




「それで、どうした」

　と、竜馬。

「いや、あとの二人は、意気地がない。投げられたなかまをかばいながら逃げたよ。竜さん、あんたは存外な物知りだからきくが、せえらあ（水兵）てなァ、あれは足軽かね、士分かね」

「どっちならいいんだ」

「それァ、士分よ。せっかく日本武士の面目を見せてつかわしたのに相手が足軽じゃ、千葉重太郎の名にかかわるとおもうんだ」

「お兄様」

　さな子までが笑っている。

「そんなに気になさるのなら、相手に、足軽か士分か、お訊きなさればよかったのに」

「そうそう、そうだった」

　重太郎は、肩で笑って、膳の上の杯をとりあげた。

　それをぐっと干してから、竜馬に渡し、

「ところで竜さん、相談がある」

「どんなことだ」

　竜馬は、さな子に注がれながらいった。

「重大なことだ。賛成してくれるか」

「ああ、するとも」

「簡単だなあ。事は人の一命にかかわることだぜ」

「それァそうだろう。武士が重大なこと、というのは、みな生命いのちにかかわったことだ。わしの命をとる、ちゅうのかね」

「それでも賛成するか」

「わしは何にでも賛成する男だよ」

「あっははは」

　重太郎もばかばかしくなった。

「竜さんにはかなわない。何にでも賛成して何にでも命を投げだしてしまうのか」

「ああ、どんどん投げだしてしまう」

「いや、おどろいた。風呂桶の焚き口へむけて薪まきざっぽうでもほうりこむようないい方だな。しかし竜さん、薪は薪屋に行けば何なん束たばでもあるが、命は一つしかないんだぜ」

「一つしかないからどんどん投げこむんだ。一つしかないとおもって尼さんが壺つぼ金がねでも抱いているように大事にしていたところで、人生の大事は成るか」

「言うねえ」

　重太郎は竜馬から杯をかえしてもらった。

「しかし、竜さん、あんたの命の話だぜ」

「そうさ、他ひ人との命は他人様それぞれの料簡で始末すればいいが、おれの命はおれの一存で成せい敗ばいできる」

「でも土佐のお国許などでは」

　さな子が横あいから探るような眼でいった。

「おなげき遊ばす女ひとがいらっしゃるのではありませんか」

「乙女姉さんのことですか。私は乙女姉さんに育てられたんだが、あのひとは気のつよい女によ人にんでしてね。──人の命は事を成すためにある、といった。また、死を怖れては大事は成せぬ、牛裂きに逢うて死するも磔はりつけにあうもまたは席上にて楽しく死するも、その死するにおいては異ることなし、されば武士は英大なることを思うべし、と申しました。──いや、女だてらにあらっぽいことを弟に教えたもんだ」

「ところで竜さん、あんたは、勝海舟という奸かん人じんの名を知っているだろう」




「勝。──」

　竜馬は、眼の前に杯をあげ、その白い釉うわぐすりの肌をみつめながら、聞ききとれぬほどの声でつぶやいた。

「勝かね」

　声が、さらに低い。

　幕府の高官である。この人物は、いわゆる旗本八万騎のなかでは、奇妙な経歴をもっていた。奇妙、といえば経歴だけではなく、技能といい、識見といい、ずいぶん変わっている。

　竜馬は、この年になるまで、同時代人であこがれるほどの人物をもたなかったが、勝海舟という名に対してだけは、特別な気持をもっていた。

（あれは、日本随一の男子だ）

　竜馬が第二回江戸留学を終えて国へ帰っていた万延元年正月、勝は、わずか百トン（異説があり、二百五十トン、または二百九十二トンともいう）、百馬力の木造三本マスト・オランダ製蒸気船咸かん臨りん丸まるの艦長となり、太平洋の風浪を冒おかしてアメリカへ行っている。

　この快挙は、攘夷論のさかんな当時だから志士たちはことさらに黙殺し、天下の評判にはならなかったが、むしろ外国人のほうがおどろいた。出発にさきだって駐日米国公使ハリスが、艦長以下日本人で操船するということをきいて、その技倆をあやぶみ、

　──不可能に近い。

　と、外国船を用いることを幕府にすすめた。

　なるほどこの航海の目的は、幕府の遣米使節団（正使新見豊前守・軍艦奉行木村摂せつ津つの守かみ）を送るためにあり、乗船が外国からの傭よう船せんでもさしつかえない。

　が、幕府はその新設海軍に遠洋航海の経験をつけさせるため、日本軍艦の派遣を主張した。ハリスはやむなく、ちょうど来日していた米国測量船のブルーク大尉以下の乗組員を助言者として乗船させることを幕府にすすめ、幕府もこの案には服した。

　しかし、咸臨丸士官全員はこれを不満とし、航海中もほとんど日本人の手でやった。

　当時木村摂津守の従者という名目で乗船していた福沢諭吉（慶応義塾創始者）も、

「航海中には一切ブルークの助言は借りず、測量するにも日本人が測量し、ブルークの測量したものと見合せるだけの話で、米人に少しでも助言は借りなかった」

　とその自伝でいっている（もっとも航海中何度も大おお時し化けにあい、塩し飽あく列島出身の水夫たちでさえ船酔いでこまったとき、こういうことに馴れている米国水兵たちは大いに役立った）。

　この前後のことを、海舟自身、「氷川清話」の速記のなかでこう語っている。

「ちょうどその頃、おれは熱病をわずらっていたけれど、畳の上で犬死するよりは、同じくなら軍艦の中で死ぬるがましだと思ったから頭痛でうんうん言っているもかまわず、かねて通知しておいた出帆期日もせまったから、妻には、──ちょっと品川まで船を見に行く、と言いのこして、向う鉢巻ですぐ咸臨丸へ乗りこんだよ」

　その勝が、ちかごろ軍艦奉行並なみという顕職についている。重太郎はその勝を殺やる、というのだ。

「竜さん、いつ殺ろう」

　重太郎は気が早い。




勝　海　舟











「なるほど勝を殺るとはねえ」

　竜馬はあごをなでた。

「いやかい？」

「まあ重さん、一ツ」

　竜馬は銚子をとりあげながら、

「いったい勝海舟とはどんな男だ」

　と、とぼけてみた。

「奸物さ」

　重太郎は単純である。

　竜馬はにこにこ笑って、

「そうだろうとも。いやしくも故周作大先生の甥おい御ご千葉重太郎が天誅を加えようとするほどのやつだからな。天人ともにゆるしがたい奸物に相違ない。つらなんぞも大江山の鬼とどっちだ」

「竜さん」

　重太郎は、いやな顔をした。からかわれているとおもったのだろう。

「重さんは勝の顔を知っているのかい」

「知らないよ」

　重太郎は、ぷっとふくれた。

　さな子は横でくすくす笑っている。

　竜馬は船好きだから、かつての幕府軍艦咸臨丸艦長であり、いまの軍艦奉行並の海舟がどんな男であるかは、すこし知っている。

　幕臣とはいえ、小禄の御ご家け人にんの出で、門閥主義の幕府が、多少でも人材を求めるようになった時代でなければ、とうてい陽の眼をみなかったはずの家系である。

　勝海舟、通称は麟りん太た郎ろう。

　文政六年正月、本所亀沢町にうまれた。ひつじうまれの竜馬よりも十二歳ひとまわり上である。

　幼年時代は、貧窮をきわめた。

　その時代のことを、「経歴世変談」という題の、明治後勝自身が口うつしして速記させた記録から想像してみよう。

「おれが子供のときには非常に貧乏で、ある年の暮などには、どこでも松飾りの用意などをしているのに、おれの家では、餅を搗つく銭がなかった。ところが本所の親族の所から、餅をやるから取りに来いと言ってよこしたので、おれはそれを貰いに行って、風呂敷に包んで背負って家に帰る途中、ちょうど両国橋のうえであったが、どうしたはずみか、風呂敷がたちまち破れて、せっかくもらった餅がみんな地上に落ち散ってしまった」

　当時、江戸の市中といっても、日が暮れてしまえば手さぐりで歩かねばならぬほど暗い。

「道が暗まつ闇くらがりで、それを拾うにも拾うことができなかった。もっとも二つ三つは拾ったが、あまりいまいましかったものだから、これも橋の上から川の中へ投げこんで帰って来たことがあったっけ」

　母はおのぶ。

　父は小吉。

　小吉は、世話ずきで一種の市し井せいの傑物だったというが、気き様よう気き儘ままに暮らして家計をかえりみない。勝は、自分の新婚当時のことを「親は隠居して腰ぬけであったから、実に困窮した」といっている。小吉は小吉で「夢む酔すい独どく言げん」という速記録をのこし、「今は楽隠居になった（麟太郎のおかげで）。しかし麟太郎ではなくおれのような子供ができたらこの楽はできまいぜ」と、正直に頭をかくような人柄であった。




　千葉重太郎が暗殺しようという勝海舟とはどんな人物なのか。

　いましばらく、海舟の直じき話わによって語りすすめてみよう。

「おれが本当に修業したのは剣術ばかりさ。ぜんたい、おれの家が剣術の家筋だから」

　と勝がいうとおり、おやじの小吉も、無学でつかみどころのない気楽者だったが、剣術だけはできた。

「おやじは」

　と、ふたことめに、海舟はいう。小吉、通称は左衛門太郎といい、旗本の男お谷たに家けから貧乏御家人の勝家に養子にきた。

　金もないのに通つう人じんで、根っからの世話ずきで、しかも喧嘩に眼がない。御直参のくせに町の無頼の徒とつきあい、

「先生、先生」

　とたてられてよろこんでいた。三百年の江戸の都市文化が凝こって、ひとりの小吉を生みおとしたような男である。

　学問もなく、軽率で無欲で、おっちょこちょいだが、存外、智恵のふかいところがあり、「人間通」とでもいうべき人物だった。

　その小吉の言いのこした語録に、

「むかしはおれもずいぶん暴悪（乱暴）なことをした。それでも天の罰を受けずおれが身をこれまで無事にたもちしはフシギだと思う。さりながら、そういう暴悪の暮らしのなかでもおれは多くの人を、金銀をも惜しまずに世話をしてやり、また人々の大事の場合も助けてやったから、それゆえにすこしは天の恵みがあった」

　天の恵みとは、息子の麟太郎が意外に英才だったということだ。こんなことをぬけぬけとよろこぶところ、小吉はよほど無邪気な人柄だったのであろう。

「息子がしつまい（意味不明）ゆえに、益友を友として悪友につきあわず、武芸に遊んでいておれには孝心にしてくれて」

「いまは楽隠居になった。孫やその子はよくよく義よし邦くに（海舟）の通りにして子々孫々の栄えるように心掛けるがいいぜ」

　小吉といえども、この時代の扶ふ持ち取りの武士だから、習性として子孫の繁栄をねがっている。

　つぎはこの暴悪おやじの子孫への説教である。

「男子は、九歳のときからほかのことを捨てて学がく文もんして、武術に昼夜身を送り、諸もろ々もろの著述本をみるべし。下へ手たの学問よりはるかにましだから。──一芸は諸人にぬき出てたくましくして、旦那（将軍）のためには極忠をつくし、親のために孝道をつくし、妻子には」

　と説教をしたあげく、この時代の人間としてはめずらしいことをいっている。

「友達には信義をもってまじわり……」

　ということだ。友情、友愛というのは、明治以後の輸入道徳で、当時、武士は忠孝、という縦の道徳が主であった。小吉が自分の半生から自得した自然な道徳なのであろう。

　その子の海舟も、多少似ている。

「おれもこれまでいろんな人と近付きになったが、新門の辰五郎、薬や罐かんの八、幇間たいこもちの君太夫、八や百お松まつの松、松源の婆ァ、こういう連中はおれの一番の友達になった」




「とにかくおやじは」

　と、海舟はその直話でいう。

「骨を折っておれを修業させようと思って、当時剣術の指南をしていた島田虎之助というひとのところへ連れて行った」

　当時十六歳である。それより前に伯父の男谷精一郎の門で多少は学んだらしいが、九歳のころ、奇き禍かがあった。

　実は麟太郎、七つのときに幕閣から召され、十二代将軍家いえ慶よしの五男初之丞の遊び相手として近侍していたのだが、九つのとき、路上で猛犬に襲われ睾こう丸がんを嚙まれた。

　駈けつけた外科も、これはいのちはあるまい、と診断したのだが、とにかく縫ってもらったところ七十日で全治した。それ以来、十六のとしまで剣術はやめていた様子である。

　このころ、島田虎之助といえば、江戸の男谷精一郎、柳川の大石進とならんで天下の三剣人といわれた男であり、勝が入門したころには、郷国の豊ぶ前ぜん中津から出府して、浅草新堀に道場をひらいていた。

「この人は世間なみの撃剣家とちがうところがあって」

　と、勝は、島田の言葉をこう語っている。

　──いまどきみながやりおる剣術は、型ばかりだ。折角のことに、足そつ下かは、真正の剣術をやりなさい。

　勝は、道場に寄宿した。

　島田は、勝を見こんでとくべつな稽古をつけた。毎日日課としての道場稽古がすむと、勝だけは日暮から稽古着一枚で王子権現まで走らせるのである。

　まず、拝殿の礎石に腰をおろし、一種の座禅をさせ、心胆を練らせる。そのあとひとり木剣をふり、また座禅をする。これを夜明けまで五、六回くりかえすのである。

　そのあとすぐ道場に帰って朝稽古をやり、また夕方になれば王子権現の境内へ出かけてゆく。

　一日として欠かさなかった。

　いつねむるのか、というようなものだが、海舟はもともと機略縦横、座談の名人でもあるし、多少の法螺ぐせのある男だから、割りびきをするとしても、まず、よほど一いち途ずな青年期であったにちがいない。

「この時分には、寒中足た袋びもはかず、袷あわせ一枚で平気だったよ。暑さ寒さなどということはどんな事やらほとんど知らなかった。ほんとに体は、鉄同然だった」

　その後、島田虎之助先生が、──剣術の奥おう義ぎをきわめるにはまず禅学を始めよ、とすすめ、牛島の弘福寺で修行した。

　修行四カ年──。

「この座禅と剣術とがおれの土台になって、後年、大そう為めになった。あの時分（徳川瓦解のころ）ずいぶん刺客やなにかにおびやかされたが、いつも手取りにした。この勇気と胆力は畢ひつ竟きよう、この二つに養われたのだ」

　勝は、二十二歳で剣術をやめ、蘭学のなかでもとくに兵学を学ぼうとした。

　当時、蘭学といえば医術にきまっていた。洋式兵学を学ぼうとした点、勝はやはり世間より半歩ぬきんでている。




　幕府に天文屋敷という役所がある。

　天体を観測して暦をつくる役所で、すでに元禄のはじめごろからあった。

　洋式ではない。日本ではすでに奈良朝以前の天武天皇四年、大和やまとの飛鳥あすかに占星台をつくり、その後、陰陽寮をもって天文測候をさせ、千年を経た。以後、そのしごとを、幕府の天文屋敷が継いでいる。

　はじめは神田、ついで牛込、さらに浅草に移った。

　勝の青年時代、この天文屋敷に、オランダ語の翻訳局が設けられた。

　その翻訳局に、箕み作つくり阮げん甫ぽという蘭学の、当時江戸の権威だった人物がいる。

　もと作州津山藩の侍医であった。余談だが阮甫の家系から、のちに東京師範学校摂理になった箕作秋しゆう坪へい（養子）、その次男の菊池大だい麓ろく（のちに男爵、東京・京都帝大総長）、さらに阮甫の末娘の婿の箕作省吾は若くて死んだが、幕末の地理学者として知られ、その子箕作麟りん祥しようは、維新後法制学者として活躍し、功によって男爵をもらっている。

　その蘭学者箕作阮甫。

　勝は、ここへ、入門をたのみに行った。

「あんたは、御ご直じき参さんだね」

　と、箕作はいった。

　箕作阮甫というのは、食いしばったような口くち許もとの男で、眼が気味わるいほど大きく、しかも白眼がちで、ぎょろりとしている。

「ぜひ、入門させてください」

「ことわるよ」

「なにか私に、お気に召さぬところがあるなら、なおします」

「こういっちゃなんだが、旗本、御家人の子弟というのは代々江戸住いで、腰がぬけている。私も津山藩から出て幕臣御お取とり立たてにあずかっている関係上、幕臣のなかから英才をそだてたいと思い、ずいぶんと骨を折ってみたが、ふしぎと長続きした者がない。蘭学とは野暮ったい努力の要るもので、江戸の水道で育った者にはむかないようだ。この道だけは、田舎者がいい」

　勝は、むっとした。

　が、怒るわけにもいかない。

　幕臣の子弟のだらしなさについては、勝自身のほうがよく知っている。

「蘭学は小唄や三味線をならうようにはいかない」

　と箕作はいったというし、また、

「私の塾の連中の勉強ぶりをみていると、将来国家をになうのは田舎者で、旗本八万騎の子弟ではないような気がする」

　ともいったという。

　当時まだ黒船さわぎよりも以前だったが、幕府はやがて崩れるかもしれぬ、という危機感を勝がもったのは、このときからだったといわれる。

　やむなく勝は箕作のもとを辞し、当時、赤坂田町の[image: 筑]前黒田家の藩邸に住んでいた永井助吉という同藩の蘭学者についた。このため勝は、赤坂田町に引越している。

　その前年妻帯し、この年に長女夢子がうまれていた。家族は六人、家は三間、「それァ、貧乏だったよ。妻は、日ひ蔭かげ町ちようで買った一筋の帯を三年締めっぱなしだったし、おれは寒中でも稽古着と袴だけさ」




　勝の窮乏と不遇の時代は長かったが、嘉永六年、ペリーの来航がかれを世に出した。

　幕命により、長崎で蘭人から海軍を伝習することになったのは、三十三歳。

　ついで、三十七歳で軍艦操練所教師方頭とう取どりとなり、その七月、赤坂の元もと氷ひ川かわ下したに転居した。やっと人がましい屋敷に住むような身になった。

　勝のうまれた本所亀沢町の家はひどいぼろ家で、父の小吉が幕府のお叱りを受けて、同役の家に家族一同おあずけになったとき、道具屋をよんで家を売った。道具屋が値ぶみしたのがたった四両二分。

「それでもお武家様だからこれだけに買うのですよ」

　同居させられた同役の家というのがこれもひどい家で、二間しかなかった。この二間に二家族十人ほどが折り重なるようにして住んだというから、当時の下級御家人の暮らしが知れるというものだろう。

「その後、立身して千石になった時にはよかったが、それが間もなく御免になったときなどは妻が困った。おれの家は浪人の食客がごろごろしていたからね。ところがおれが出たかと思うと罷やめる、のくりかえしだったから、台所はいつも火の車だ」

　勝は、直言家で、上司の無能を憎むところが異常につよかった。だけでなく、皮肉屋で舌は人一倍まわったから、上役から好かれない。

　たとえば、咸臨丸で米国から帰ってきたころのことだ。

　万延元年五月五日、浦賀に帰航し、翌々日、木村摂津守とともに将軍家いえ茂もちに拝謁した。

　かたわらから老中の一人が、

「勝、そちは一種の眼光をそなえた人物であるから、さだめし夷国に渡って、とくべつに眼をつけたところがあろう。それを詳つまびらかに言上せよ」

　といった。

「いや、人間のすることは古今東西同じもので、アメリカ国とて別に異いなることはござりませぬ」

「いやいや、左様であるまい。御前じゃ、珍ちん談だん奇き譚だんなどを申しあげい」

「左様」

　勝は、薄ら笑った。

「すこし眼のつきましたのは、アメリカでは政府でも民間でも、およそ人の上に立つ者はみなその地位相応に利口でございます。この点ばかりは、まったくわが国と反対のように思いまする」

　門閥主義の徳川体制ではもはや国家はたもてぬ、という意味が言外にある。

　が、老中は、将軍の前で自分たちを愚ぐ弄ろうした、とみた。

「ひかえろっ」

　とどなった。

　勝は、渡米によって、幕府より日本国を第一に考えるようになった。当時の幕臣としては、危険思想といっていい。




「夷い臭しゆう、夷臭」

　と千葉重太郎は、眉をしかめながら、

「勝は、魂の底まで夷臭（外国かぶれ）の滲しみこんだ男だ。攘夷の手はじめは、まず勝を斃たおすことからだよ、竜さん」

　重太郎は、酔っている。

「重さんの話もむずかしくなったもんだねえ」

　竜馬は、杯をとりあげながら、くすっと笑った。

　重太郎の攘夷思想は、当今はやりの水戸学からきたものである。

　神州思想というやつだ。

　一民族の居住地を神の縄張りとみ、神聖とみ、異民族が足をふみ入れると穢けがれる、という土俗思想は、なにも日本にかぎったことではない。

　ニューギニアの未開人にさえある。ふるい時代、ヨーロッパにもあった。

　水戸学は、この土俗思想を調味料として、中国の尊王賤せん覇ぱ（王家を尊しとし、武力でひらいた政府を低しとする考え）の思想を中心としたもので、思想というよりも、宗教味をおびていた。

　この宗教的攘夷思想が、幕末一般の思潮である。

　これを政争の道具に切りかえ、侮幕倒幕の攻め道具に仕たてあげたのが、竜馬の時期よりも数年あとの長州藩、薩摩藩である。政治的攘夷思想というべきだろう。

　薩長が、宗教的攘夷思想の非をさとってひそかに外国と手をにぎり、軍隊を洋式化して幕府を倒した。

　簡単にいえば、それが明治維新である。

　が、竜馬のこの時期は、武市半平太も、桂小五郎も、西郷吉之助も、清河八郎も、みな宗教的攘夷論者の段階にあった。

　まして、仲間から影響をうけていつのまにか「志士」になってしまっている千葉重太郎などは、そうであった。

　竜馬も、時代の子だ。

　夷狄攘ちはらうべし、という攘夷主義者であったが、ただどうも武市やこの重太郎らの、

「神州」

　ということがわからない。

　妙な学問をしていないだけに、ものを平明にみることができた。

（なぜ神州かい。神というのは、日本では上古の未開人のことじゃ。未開にもどれ、ちゅうのは、世の流れに反することじゃ。ああいう神がかった馬鹿者べこのかあどもの理屈には、おれはなっとくできんぞ）

　が、根が利口な男だ。

　そういう連中とは、つきあっても議論はしない。

（宗旨の議論になるだけじゃ。世に、他宗排撃の宗旨論ほどむだなものはない）

　だから、いつも愚のごとくにこにこ笑っている。

「竜さん、いつ勝を殺やる」

「おお、いつでもいいぞ」

　竜馬は景気よくいった。

　大賛成した、というのだ。どういう心境だったか、こういう野放図な人間の心境など、臆測するだけむだである。

「軍陣の門かど出でだ、門出だ」

　といって、竜馬はその夜、大いに飲んだ。




　軍艦奉行並の勝麟太郎は、五日に一度は、築地の軍艦操練所へでかける。

「その途中で待ち伏せて斬ればよい」

　と、千葉重太郎はいった。

「どうだ、竜さん、妙案だろう」

「そのとおりだ」

　竜馬は、なぜか、眼を輝かせはじめた。

　翌朝、眼がさめると、ふすまごしに、さな子の声がした。

「あの、お眼ざめでございましたら、兄がちょっとお部屋まできていただきたい、と申しておりますけど」

　あっ、と飛び起き、衣服をすばやくつけた。そのあと、ふとんをたたまずにぽんぽん押入れへほうりこんでゆき、廊下へ出た。いつもこうだ。

　廊下でさな子が、まだすわっている。

「どうしたんです」

「坂本様を監視しているのです」

　と、竜馬の顔を指さした。竜馬は、朝起きても、顔を洗ったり髪をくしけずったりしないので、それをさな子は、やかましくいう。

（まったく、うるさい娘だ）

　竜馬は急にしょんぼりして井戸端へ出かけた。そこで顔をくしゃくしゃと洗い、指でびんをかきあげて、重太郎の部屋を訪ねた。

「やあ、竜さん、出かけよう」

　この兄妹にはかなわない。重太郎は、ゆうべあれほど飲んだのに、もう外出の支度をして、ちゃんと待っている。

「勝を殺しにかい？」

「そうだ」

「なにも人を殺しにゆくのに、そうせかせかとするもんじゃないよ。さな子さんなんざ、顔を洗うことまで、うるさくいう」

「坂本様」

　さな子は、後ろにいる。

（ほい、そこにいたか）

　竜馬は、頭をかいた。

　二人肩をならべて玄関へ出た。

　竜馬は、なんだかどうも腰のあたりがたよりない。

「坂本様」

　また、さな子が背後で呼んだ。

「お腰のものは？」

　ああ、と気づいた。刀をわすれていた。重太郎もさすがに顔をしかめて、

「竜さん、しっかり頼むよ」

　といった。

　もっともだ、と竜馬もおもった。刀を忘れてゆく刺せつ客かくなどはないだろう。

「あんたは、ちかごろぼけているね」

「脱藩ぼけか」

　千葉家の門を出てゆく。

　その背中を、さな子は見送りおわると、すぐ中へひっこみ、自分も大いそぎで支度をした。

　女ながらも奸賊勝に、一刀あびせたい。二人がそれをとめるなら、せめて現場を見とどけたい、とおもった。

　行くさきは、築地の軍艦操練所である。安あ芸き橋を渡ったところだから、見当はつく。

　さな子は辻駕籠をひろった。




　築地本願寺から橋を一つ、東へ渡ると、南小田原町である。

　もう海のにおいがする。

　さらに東へゆくと、かつて芸州藩の下屋敷のあったところ、ごく最近まで幕府の講武所がおかれていた一角があり、そのむこうは海である。

　そこに、安政四年以来、幕府の軍艦操練所がおかれている。

「これが軍艦操練所か」

　竜馬は、こどものような眼をして、その講武所時代からの練ねり塀べいをみあげた。

　海と船がすきなのである。

「竜さん、この一角に入るには、西は本願寺橋、南は安芸橋、北は数かず馬ま橋ばし、備前橋などがあるが、勝は赤坂元氷川下の屋敷から来る関係上、安芸橋か、本願寺橋を渡る」

「ふむ」

「ところが安芸橋へ入る一帯は、一ひとつ橋ばし家けや浅野家の屋敷があって、人通りがすくない。勝も刺客におびえている身だ。わざわざそんなさびしいところをえらぶまい。とすれば、付近に町家の多い本願寺橋を、つねに渡っている」

「よく知っている」

「いや想像だよ。竜さん、もっと性根を入れてくれなければこまるよ。だから、私は、日をえらんで本願寺橋で待伏せしようというのだ」

「それがよかろう」

　が、竜馬は、岸壁に繫けい留りゆうしてある軍艦の三本マストを、遠眼で目を細めてながめている。

　練習艦の観光丸である。

　オランダ製の木造スクーナー船で、外車輪をもった蒸気船である。二百五十トン。

「重さん」

　竜馬は、あおい空を背景にした、その船体を指さした。

「なんだね」

「おれは、あんな船がほしいんだ」

「………」

　重太郎は、竜馬の顔をじっとみている。

「あんた、気はたしかかね。われわれは軍艦奉行並勝麟太郎を刺そうとしているんだぜ」

「そうだった」

「しっかりしておくれよ。北辰一刀流の腕が泣くぜ」

「しかし北辰一刀流ではあの軍艦は動かせないよ。動かせなきゃ、国が守れないし、幕府も倒せない」

「竜さん」

　不快な顔をした。

　重太郎は、ご多分にもれず、大の西洋ぎらいである。幕府が外国に媚こびてあんな洋船を仕入れているということも許せないし、その西洋化の元兇が勝だと思っているのだ。

「竜さん、あんた、腰がくだけたか」

「わしの腰はいつでもくだけている」

　竜馬は、重太郎の相手にならず、練塀にそって岸壁へゆっくり歩いた。

　この軍艦操練所が、維新後、海軍兵学校に発展するのだが、それはどうでもいい。

　竜馬は、軍艦を学びたい。

　が、それをはばんでいるものがある。

　幕府である。

　家康以来の、極端な門閥主義であった。




（おれは、ここへ入は所いれぬのじゃ）

　竜馬は、胸を締めつけられるおもいで、歩いた。

　幕府の軍艦操練所は、幕臣の子弟にのみ門戸をひらいている。

　ただし大名の家来でも「その主人が格別に見込んだ者」なればゆるされる。

　が、竜馬は、土佐藩士であっても、郷士である。上士でなければ藩では推薦してくれないし、たとえ郷士でもいいとしても、脱藩の身である。

「重さん」

　と、ふりかえった。

「勝なんぞを殺すよりも、人おのおのが志を遂げられる世の中にしたいものだなあ」

「ふむ？」

　単純な攘夷論者である千葉重太郎にはわからない。

　ぼんやり立っている。

　二人の眼の前に、練習艦観光丸の黒い船体が、山のように盛りあがっている。

「重さん。おれは、故く郷にで河田小竜という物もの識しりの絵かきから聞いたのじゃが、アメリカでは、木こりの子でも大統領になれるし、大統領の子でも、本人が好きなら、仕立屋になっても、たれも怪しまぬというぞ」

「それがどうした」

　重さんは不機嫌だ。

「どうもせぬ。士農工商のない世の中にしたい、とふと思うただけじゃ。武士、武士といっても、色わけが百とおりほどある。その色分けの中から出ることができぬ。それはなぜか。将軍一人の身分をまもるために、日本では、三千万人の人間の身分をしばっちょる」

「竜さん、声が大きい」

　操練所構内を巡察している訓練生らしい数人が、むこうからやってきた。

「重さん、おれは、天子様のもとに万人が平等の世の中にしてみせるぞ」

「竜さん」

「なあに、おれにこの軍艦三艘そうもあたえてみろ、三百年、日本人を縛りあげてきた徳川家をぶっつぶしてやる」

「竜さん、なにをいう。将軍、大名あってこその日本だ」

「あっははは、おれにこの軍艦三艘をあたえれば、大名などはけしとんでしまうわい」

「竜さん、今日は帰ろう。あんたはどうかしている」

「そうかね」

　二人が歩きはじめたとき、巡察中の訓練生の群れが、よびとめた。

「そこで、何をしておられる」

「見物じゃ」

　竜馬と重太郎はいいすてて、歩いた。その足どり、腰のすわり、たれがみても一流の使い手だとわかる。

　みな怖れ、それ以上、声をかけなかった。

　安芸橋を渡りはじめると、むこうから辻駕籠が一挺やってきて、二人の前にとまった。

　さな子であった。

　すばやく降り立って、

「どうしました？」

　眉をあげた。

　可愛い唇をもっている。




　その夜、重太郎が竜馬の部屋に入ってきて固い表情で、ふすまを閉めた。

「竜さん、やる気か、どうなんだ。あんたがやらねば、かならず」

「──かならず」

　と、竜馬は、ひじ枕の上で、眉をひそめた。

「私一人でやる」

　ああこいつはやるだろう、と竜馬はおもった。重太郎の表情はかつてないものだった。暗い眼、自分のことばに酔っているような、言葉を噴きだしていなければじっとしていられないような、一種奇妙な昂奮のなかに、重太郎はいる。

（吉田東洋をつけねらっていたころの那須信吾や大石団蔵、安岡嘉助らもこんな、鬱うつ血けつで血ぶくれしたような顔をしていた）

「はっきり、意中を訊こう」

　と、重太郎はいった。

　竜馬は、起きあがった。

「どうだ、重さん、やるからには、築地の橋で待伏せなんてのはやめよう。あれはどうも」

「どうも？」

「みじめすぎるなあ。もっとも刺客てのは、本当は、虫ケラのような人間のやることだとおれは思うけれど」

「竜さん」

「いや、待った。やるよ、おらァ。やるといったら坂本竜馬、きっとやる」

「それで安堵した」

「だが、待伏せなどはせず、真昼間、堂々と勝の屋敷に案内を乞い、勝に会い、それでけしからんのなら、その場で一刀両断しよう。男というのはそうあるべきものだ」

「ちがいない」

　重太郎も諒承した。

　翌朝、うまいぐあいに寝待ノ藤兵衛があそびにきたので、

「赤坂元氷川下に勝麟太郎という人物がいるが、毎日の人の出入りをしらべておいてくれ」

　と命じた。

「どういう御目的で」

「斬るのだ」

　藤兵衛は、さすがに青くなって出て行った。

　妙なもので、海舟勝麟太郎のことが毎日あたまのすみにあると、勝に関する話題がよく耳に入った。

　重太郎もそうらしい。

「よきにつけ、悪しきにつけ、妙に評判の多い男だな」

　と、竜馬がいうと、

「あいつは大山師だというよ」

　重太郎の耳に入る話は、みなわるい。やはりこちらが好意をもっていないと、そんなまわりあわせになってくるのだろう。

　いよいよ、好意をもたなくなった。

「あの男の蘭学というのもインチキなものだということだ。読み書きなど、たどたどしいものらしい。とにかく悪評が多いよ」

「ほう」

　竜馬は、眼を細めておもしろがった。じつのところ、竜馬の耳に入る海舟の評判はいい。めっきり惚れはじめているのである。

「どんな悪評だ」

　と竜馬はきいた。




　当時の勝の悪評のひとつは、こうである。

　杉亨こう二じという若者が登場する。

　長崎の学者杉敬輔の孫で、はやくから両親に死にわかれ、祖父の門人たちにそだてられた。

　非常な秀才で、土地がら、オランダ語に長じ、とくに蘭書のうち、法律、経済に興味をもっていた。その知識は、当時としては奇蹟的存在といっていい。

　が、無名の青年である。

　名を成そうとおもって江戸に出てきたが、頼る者がない。本所の冬木町で二階借りをしてくらしていた。

　あるとき、海舟の名をきいた。

　嘉永三年の暮ごろで、海舟二十八歳。

　勝の窮乏のころだ。

　身辺には女児ふたりがうまれており、それに両親と四人の妹という大世帯で、四十二石という世禄では暮らしが容易ではなかった。

　蘭学を学びはじめてから、まだ五、六年にしかならないが、この素養を生活の資にしようとした。

　自宅で、私し塾じゆくをひらいた。

　勝は独創的な才質の男で、それだけに語学には不向きにできている。刻こつ苦く勉べん励れいしてずいぶんと勉強はしたが、語学教師になるほどの技能はなかったであろう。

　そこへ、杉青年が訪ねてきた。

「様子をみたが、その家は内からも外からも突つつ張ぱり棒ぼうをしてあり、じつに貧乏くさかった」

　と、杉は後年、語っている。勝の赤坂田町のころだ。

　杉は、数日してもう一度きた。

「勝先生。じつは、人物もたしかでしかも蘭語のできる男がいます。助手としてお雇いになってはいかがでしょう」

　と、杉がいうと、勝はかたわらの筆をとって紙にサラサラと書いた。筆談である。べつに耳も口も故障はないのだが、隣室の門人に聞かれるのがいやだったのだろう。

「その人物の姓名をききたし」

　とある。

　杉はすぐ筆をとって、

「じつは私である」

「足下ならば、今日より来てくれぬか」

　と勝は書き、報酬は塾の収入の二割を杉に与えることにした。

　杉は、塾頭になった。しかし事実上の先生で、蘭語は勝よりもできた。

　この杉亨二は、のちに勝が世に出たとき、勝の推薦で幕府の開成所教授となり、とくに統計学を研究し、幕末に人口調査をやるよう建議したりした。

　明治政府にも国勢調査をやるよう建議し、山梨県で実施している。わが国統計学の祖といっていい。法学博士。大正六年、九十歳で死歿。

「そういう商売人さ、勝は。──」

　と重太郎は、いった。




「ほう」

　かえって竜馬は、感心した。

（勝とは、えらいやつじゃな）

　蘭語ができるだけなら、ただの語学教師である。語学教師を歩合でやとって勝家がめしを食うなどは、ただの旗本の才覚ではない。

　それに、勝は、杉という傭やとい塾頭に蘭書を翻訳させては自分の海外知識を肥やしたであろう。知識を肥やすだけでなくて、それほどの才覚なら、それをもって国家をどうするということにむすびつけたにちがいない。

「もう一つの悪評は」

　と、重太郎がいった。

「やつは軍艦奉行並で、日本海軍の創始者であるといばっていながら、なんの、ほらばかりだというのだ。勝といっしょに長崎の海軍伝習所で蘭人から教わった連中も、──勝は陸上では大気焔をはいているが、船にあれだけ弱い男はいない、といっている」

　事実である。

　勝は、軍艦屋のくせに、船にのれば港を出る前に船酔いで使いものにならなくなってしまう。

　咸臨丸のときも、勝自身は、

「途中、大小数度のしけにあい、船体がねじれそうになったことも何度かあったが、そんなことは海員のかねて覚悟のところだから、そのわりにはくるしいとはおもわなかった。それにおれは血気ざかりの三十いくつであったから、なおさら無む頓とん着ちやくだった。もっとも乗船前からの熱病のために何度も吐血した。それもサンフランシスコ港につくころには、悉しつ皆かいなおったさ」

　これは、事実とはちがうらしい。

　同乗していた福沢諭吉も、

　──勝という人は、しごく船によわいひとで、航海中は病人同様、自分の部屋の外に出ることはできなかった。

　と、その「自伝」にかいている。勝は、航海中、一歩も艦長室から出たことのない艦長であった。

　幕府の軍艦奉行木村摂津守の談話にも、

　──勝は大閉口でキャビンの中に寝たきり船ふな暈よいを起こしたので、大将なくして船をやる騒ぎであった。（中略）みなへとへとになって役に立たぬなかに、ひとり福沢のみ平然として船に酔わず、私の介抱をして飲食衣服の世話をなし、細心にはたらいていたのには感心した。

　のちに海軍中将となり、大正九年八十歳で死んだ赤松大三郎則のり良よしも、「教授方手伝」という士官の身分で乗っていた。赤松は七十俵五人扶持の下級旗本の子である。この赤松ののちの談話に、

　──日本の水夫（塩飽列島の漁夫）は中途で弱ってしまって、ついには、行くのはいやだ、日本に帰りたい、といいだした。そのときには、便乗していた米国海軍大尉ブルーク以下の水兵がたいへん役に立った。

「だから勝は、陸おか海軍だそうだよ」

　と、重太郎は聞いてきたうわさどおりに罵倒したが、竜馬はそうはおもわなかった。

（だからこそ勝はえらいんじゃ）

　一介の船乗りでない証拠に、船に弱いくせ陸では大気焔を吐いている。そういう勝海舟という男に、竜馬は興味をもった。




　おりよく寝待ノ藤兵衛がやってきて、

「勝様は今朝ほどからご在宅でございます。あのご様子では終日、外出なさいますまい」

　といった。

「そいつはいい」

　重太郎はもう立ちあがっている。

「竜さん、敵の本陣に乗りこんで、ばっさりやるんだ。支度、支度」

　と部屋をとびだしてしまった。

「あの若先生がねえ……」

　藤兵衛は、感無量といった顔である。

「時勢とはおそろしいもんでございますね。あんな人のいい若先生までが、天誅々々のさわぎに浮かれていらっしゃる」

　大老の井伊直弼が殺やられたのは一昨年だったが、ことしの正月には、老中安藤対馬守信正が、坂下門外で攘夷浪士に斬りこまれて負傷している。

　江戸はその程度だが、京では毎日のように佐幕派、開国主義者が暗殺された。

「旦那、おわらいなさるかもしれねえが、あっしのように独りぼっちで世間の裏街道を歩いてきた者にとっちゃ、ひとが騒ぐから騒ぐ、てのはどうも肌あいにあいませんよ」

「いっぱしのことをいう」

「しかし、人を斬ったからといって御政道がよくなるんですかねえ」

「そういう場合もある」

　万延元年三月、桜田門外で井伊大老が水戸と薩摩浪士に殺された事件がそうである。井伊家といえば徳川譜代大名の旗頭で、しかも直弼は、大老であった。さらにあの朝の直弼は登城の途中で、武勇をもって鳴った家臣団にまもられている。そこへ小人数の浪士が斬りこんで斃した。

　幕府の権威は、この朝からうすれた、といっていいだろう。ただの殺人ではなく、歴史をうごかした稀有な殺人といえる。

（しかし）

　と、竜馬はおもうのだ。

（その後に頻発した天誅などはこどもだましだ。人さえ殺せば世の中がよくなると信じている狂人どもの所業である）

　うっすら竜馬の耳へ伝わってくるうわさでは、京の天誅さわぎの黒幕は、どうやら武市半平太であるらしいという。

　例の岡田以蔵。

　これが「人斬り」というあだなをつけられて斬りまくっているという話である。

（せっかく世直しの思想としてあらわれた尊王攘夷も、人を殺すことだけでおわるようではあぶないもンじゃ）

　おれが出ねば天下はどうにもならンか、と竜馬はふと誇大な夢想をもつのだが、かといって、竜馬にはまだ出る幕がなさそうであった。ついに生涯、竜馬の出る幕はないかもしれない。

（そのときは、そのまま死ぬまでよ。命めいは天にある）

「竜さん、支度はできたか。いそごう」

「ああ」

　竜馬は、陸奥守吉行の大刀をとりあげて、帯におとしこんだ。この一刀が勝の血を吸うかどうか、竜馬自身にもわからない。




　竜馬、重太郎のふたりは、たんねんに刀の目釘をしらべてから、赤坂元氷川下の勝の屋敷をめざして出かけた。

　重太郎は、意気揚々としている。

　寝待ノ藤兵衛が、中ちゆう間げんの風体でつき従った。

　軍艦奉行並勝麟太郎の屋敷は、例のツッカイ棒で倒とう潰かいをふせいでいた赤坂田町のぼろ家ではない。この元氷川下の屋敷に移ってからすでに三年になる。建物は古ぼけているが、敷地は千石なみの旗本屋敷らしく、ずんとひろい。

　勝は、この氷川の屋敷がひどく気に入っていた。明治三十二年、七十七歳で亡くなるまでここを住いとし、その死を悼いたむ勅使が入ったのも、この屋敷である。

　この屋敷については、余談がある。

　昭和十一年、二・二六事件の犠牲となって兇弾に斃れた時の蔵相高橋是清（歿年八十三）がまだ書生々々していた二十歳のむかし。

　明治六年暮のことだ。

　この当時、勝は従四位ノ参議、海軍卿を兼ねて、なかなか声望があった。

　声望といっても、政治家としてのそれでなく、いわば明治政府の大久保彦左衛門、といったそういう人気であった。

　非常な喧やかまし屋やで、毎日ひとが来れば、江戸っ子の巻き舌で古今の人物を論じ、政府の高官をこきおろし、ほめかた、くさしかたが極端で、講釈をきいているよりもおもしろい。

　当時、本郷の加賀屋敷内に住んでいた政府お傭い外国人のモーレー博士が、

「ぜひ、勝さんにあいさつしたい」

　というので、高橋是清が通訳として案内した。高橋青年も、勝にははじめてである。

　はじめ、綿服をきたきれいな女中が出てきた。女中にしては気品がありすぎると感心していたが、あとでひとにきくと、勝家の三女逸子であった。

　逸子は、竜馬らが訪ねたときはまだふたつの幼女で、後年、高橋が訪ねたときは、十三歳。ほどなく目め賀が田た種太郎（江戸生れ、専修大学の創始者、のち男爵）に嫁かした。

　高橋らは、この娘のうつくしさにまず度ど肝ぎもをぬかれた。あとでひとにきくと、

「あれは勝さんの手だよ。刺客やうるさい論客がくると、あの娘で荒あら肝ぎもをぬくのだ」

　ということであった。

　つぎに、案内の老人が出てきた。粗末な小倉の袴をはき、寒中なのに素足である。

「どうぞ、お靴のままでこちらへ」

　と、土足のままで座敷にあげ、客間に招じ入れた。客間は畳の上にイス、テーブルを置いてある。

　高橋と外人がすわると、この老人が、

「私が勝です」

　と、ふたたび客の度肝をぬいた。

　ほどなく、相当年配のお婆さんが、白しろ襟えり紋付、千代田城のお局つぼねのような豪華な裲襠うちかけのすそをひきながら、あらわれ出てきた。

「これが私の妻です」

　あいさつがすむと、裲襠の老女はしずしずとひっこむ。

　その気味のわるさ。

　応対まったく人を食った男で、──勝は煮ても焼いても食えぬ、という評判が、竜馬の当時にすでにあった。




「ここだ」

　と、千葉重太郎は、勝家の門を仰いだ。閉ざされている。

　門番の老人が、顔を出した。

「勝先生にお会いしたい」

　と、重太郎は、自分と竜馬の名をかいた手札を出した。

　門番は、うろん臭げにひっこんだ。竜馬は門前で待つあいだ、重太郎の緊張した顔をみて噴きだした。

「剣けん呑のんな顔をしとるなあ。そのつらじゃ、門番は用人に取り次ぐまいよ」

「いや」

　と、寝待ノ藤兵衛は低声でいった。

「当御屋敷には用人はいらっしゃいませぬ」

「千俵高の旗本でか」

「まったく不用心なお屋敷で。御家族と女中のほかは、あの爺じじいだけでございます。犬一ぴき、お飼いになっていらっしゃいませぬ」

「藤兵衛などがみれば垂涎すいぜんものの家だな」

「いいえ、それが盗ろうにも、ろくな家財がございませんので」

「泥棒にも見はなされたか」

　竜馬は、感心した。想像したとおり、物欲のうすい男らしい。

　やがて門番が出てきた。

「お入りなさい」

　と、意外にすらすらと事が運んだ。

　竜馬は、拍子ぬけしたと同時に、感心もした。千葉門の剣客がふたり訪ねてきた、とあればどういうこんたんできたかは、時節がら、勝にも想像がつくはずではないか。

「重さん、あんた用心しなきゃいけませんよ。門内には百人もの人数が鯉口を切って伏せているかもしれない」

「なあに」

　重太郎は右肩をいからせて入った。

（すっかり重さんも志士になった）

　竜馬は、のっそり入った。

　玄関わきに、八ツ手が盛りあがっている。風情ふぜいといえばそれだけのもので、庭木などはほとんどない。

（殺風景な家だな）

　ふたりは、腰元に案内されて廊下を歩いた。歩くたびに床がしなうような古屋敷で、これにはこまった。それに、気がついてみると、当家のあるじは、二人の訪客の用件さえきいていないのである。

（さすが、咸臨丸でアメリカへ渡ったほどの男だ。幕府にもまだまだ凄い男がいる）

「こちらでございます」

　腰元がすわって、ふすまを開あけた。

　せまい八畳ほどの日当りのわるい間で、和漢洋の書籍がぎっしり積みあげられ、なげしに、

「海舟書屋」

　という、妹婿の佐久間象山の筆になる扁へん額がくがかかっている。

　穴蔵のような部屋である。

　その部屋のすみで、小柄な男が一人、背中をむけて書見していた。

　ふりむこうともしない。




　やがて勝は、くるりとこちらに向きをかえた。

　竜馬と重太郎は、型どおりのあいさつをして顔をあげた。

（変わった貌かおじゃな）

　竜馬は、まずそのことに感心した。

　顔の彫りが深く、どちらかといえば横浜の西洋人に似ている。ただ小柄で、色が黒く、眼が異様であった。大人の眼ではなく、こどもの眼である。好奇心にみちた腕白小僧のようにきらきら光っている。

　つぎに、勝は口をひらいた。

　勝はこの当時、二にノ丸まる留守居格で軍艦頭取、布ほ衣い、といった幕府の顕官である。その大たい身しんの男が、

「何だい、お前さんら」

　と、下げ世せ話わな言葉をつかった。

「は？」

　と、重太郎がききかえすと、

「なぜ刀をそっちへやってるんだ。もっと膝もとに引きつけておかないと、勝麟太郎は斬れないよ」

「………」

「斬りに来たんだろう。はっははは、お前さんらの面つらに書いてある。おれもすこしは剣術をやったんだが、お前さんらの眉間をみるとちゃんと殺気が出ている」

「へーえ」

　竜馬はおどろいて顔をなでた。

「なでたって消えやしないよ。とにかくお前さんらは剣術使いだろう。刀が命より大事という連中だから、そいつはちゃんと膝もとに引きつけときなよ。……しかし」

　と勝は名な札ふだをもう一度みて、

「あんたは千葉重太郎さん。ははあ、貞吉先生のご子息だな」

　つぎは、竜馬の顔をみた。

（こいつ、ものになるな）

　と、勝はおもったという。後年、この口うるさい勝は、西郷と竜馬をとくに指さして、「英雄」という称をつかったが、この初対面のときにすでにそういう直覚をもった。竜馬を「英雄」とみてくれた最初の男は、勝海舟だろう。

　勝は、あぐらをかいた。

　この男のくせで、あぐらをかくばあい、両腕を前に垂れて両足くびをつかむ。足を腕で吊るようなかっこうをするのである。

　四十になるのに、それがいかにも腕白小僧のようなかっこうで、竜馬はおかしかった。

「とにかく近頃は刺客ばやりでなあ。おれンとこなんざ、毎日何人となくやってくるよ」

　何人となく、というのは勝流の法螺だが、ずいぶんと来るらしい。勝は在宅しているかぎり、その連中に会ってやる。

「しかし妙なもんだ。刺客のようなやつらでも、あれはあれなりの頭で国を憂えている。頭がわるくて、料簡がまちがっているだけのことさ。赤心まごころにゃ変りはねえ。だから話してやると、帰りはニコニコして出てゆくね。それにしてもお前さんらは、連中よりはすこしは上等だよ。話を聞いてから殺すなり生かすなりしてやろうというんだから。坂本君、そうだろう」

　竜馬は、畳の破れ目をむしっている。




「勝先生」

　重太郎は、殺気だっている。

「先生は日ごろ、幕閣にあって開国論をとなえ、洋夷どもと大いにつきあえ、とおっしゃっているとききます」

「ああ」

　勝はきせるにたばこを詰めた。

「そう言ってるよ」

「おそれ多くも当とう今ぎん（天子）は、洋夷が上陸することさえ、神州のけがれであると忌いまれております。このこと、どうお考えでございますか」

「千葉君、きみはそのことを、まさか天朝様のお口からじきじきにお聴き申したわけではあるまい。また聞きのうわさを信じ、かつ不逞にもお心を推しはかって、わが言葉に焼きなおしているのだ」

「しかし」

　言葉につまったが、感情はそれだけに昂たかぶりはじめている。

「わが大おお八や洲しまは神々の住み給う結界にして、穢お人じんどもの一歩でも踏み入れるべき国ではありません」

　重太郎は、流行の水戸的な攘夷思想にかぶれている。それがおなじく流行の国学者の攘夷思想と入りまじって、きわめて宗教臭のつよいものだ。

　この神国思想は、明治になってからもなお脈々と生きつづけて熊本で神じん風ぷう連れんの騒ぎをおこし、国定国史教科書の史観となり、昭和右翼や、陸軍正規将校の精神的支柱となり、おびただしい盲信者を生んだ。

　たしかにこの宗教的攘夷論は幕末を動かしたエネルギーではあったが、しかし、ここに奇妙なことがある。

　攘夷論者のなかには、そういう宗教色をもたない一群があった。長州の桂小五郎、薩摩の大久保一蔵（利通）、西郷吉之助、そして坂本竜馬である。

　宗教的攘夷論者は、桜田門外で井伊大老を殺すなど、維新のエネルギーにはなったが、維新政権はついにかれらの手ににぎることはできなかった。

　しかしその狂信的な流れは昭和になって、昭和維新を信ずる妄想グループにひきつがれ、ついに大東亜戦争をひきおこして、国を惨さん澹たんたる荒廃におとし入れた。

　余談から余談につづくが、大東亜戦争は世界史最大の怪事件であろう。常識で考えても敗北とわかっているこの戦さを、なぜ陸軍軍閥はおこしたか。それは、未開、盲信、土臭のつよいこの宗教的攘夷思想が、維新の指導的志士にはねのけられたため、昭和になって無智な軍人の頭脳のなかで息をふきかえし、それがおどろくべきことに「革命思想」の皮をかぶって軍部をうごかし、ついに数百万の国民を死に追いやった。

　昭和の政治史は、幕末史よりもはるかに愚劣で、蒙もう昧まいであったといえる。

　重太郎は、論じた。

　神国論を論じ、開国のゆるすべからざることを説いた。

　勝は、たばこに火をつけた。

「ぷーっ」

　と、庭さきへ煙を吐いた。




「お前さんら、眼があるだろう」

　と勝はたばこ盆をひきよせた。きせるをぴしっとたたいて吸いがらをおとし、

「あれをごらんよ」

　背後の地球儀を指さした。

「あの青いところが海だ。世界々々というがまったくちっぽけなもので、そのほとんどが漫々たる海さ。この海から金銀がどんどん湧いて出てくる」

（こいつ、やっぱり山師だ）

　重太郎は、眉をひそめた。

「うそだとおもうなら英国をごらん。世界一の大国だといわれていながら、あんなちっぽけな島だ。あいつらは利口だよ」

「………」

「あいつらは、あの真青に塗った地球上の海を家としていやがるんだよ。なぜかといえば海上を陸地同然に走りまわれる大だい火か船せんを何千艘そうと持っていて、どんどん外国と商売をして国の利益をあげている。そのおかげで大英帝国という、人間の歴史はじまって以来の繁栄をしめした。すると日本はどうかね」

　勝は、たばこに火をつけた。

「赤あか蝦え夷ぞ（ロシア）てのはヨーロッパでは野蛮国だというが、それでも軍艦をもっている。この国が極東侵略を考えはじめたのはほんの先年で、しきりと日本の周辺に軍艦を出没させはじめた。そこで、千島、カラフトはおれのものだという。泥棒のようなものさ。竹内下野守しもつけのかみなんぞが露都まで出かけて行ったがなかなかうまくゆかない。どんどん外交で負けて行っている。これはむこうに軍艦があるからだよ。いまのように、攘夷々々と刀をふりまわしているだけじゃ、日本はあの連中の好きなようにされてしまうよ」

「しかし」

「まあ、お聞き」

　勝は、日本の地図をひろげた。竜馬もはじめて見る精巧なもので、眼をかがやかせてのぞきこんだ。

「坂本君」

　と、勝は、親しげによんだ。

「おれが大日本国百年の大計のために考えた繁栄策はこうだ。いまからしゃべるから、君に異見があればいいたまえ」

　勝は、この意見を、この年の五月にすでに幕閣に呈している。

　日本列島の防衛のために、海区を、東海、東北海、北海、西北海、西海、西南海の六つに分け、六艦隊をうかべる。

　この案は精密なもので、たとえば、江戸大坂防衛艦隊を第一艦隊とし、フレガット型軍艦三隻（乗員千四百人）、コルベット型軍艦九隻（乗員二千五十二人）、小型軍艦三十隻、それに運送船一隻。

　この六艦隊の総計は、なんと二百七十隻にのぼり、乗組員は六万一千二百五人である。このほか、運送船、測量艦、海防艦だけで七十五隻。

「幕府の大官どもはおったまげたよ。とても金がないというお沙汰がくだった。だからおれは、いま君らにいったろう。金は海から吸いあげろ、開国してどんどん貿易し、その金でこの艦隊をつくればいい、というんだ」

　竜馬も、重太郎も、けむりに巻かれてしまった。しかし重太郎の身構え、いよいよ剣呑である。




（いやもうびっくりさせやがるなあ）

　と竜馬はこの男がいよいよ好きになってきた。

　日本などは、稲と麦と大根ばかりが生えている百姓国で、近代産業などなにもないのだが、そこにいきなり蒸気軍艦二百七十隻という世界有数の大艦隊をうかべようという。

（法螺とすれば、勝は神代以来の大法螺吹きじゃろ）

　勝にはなるほどそんなところがあるのだが、しかしただの法螺ではなく、一隻々々の乗組員の数を端数まで計算し、しかもその艦隊をつくりだす経費をどこから出すか、まで考えている。

　その金を生む法が、すなわちここにいる千葉重太郎ら攘夷志士群の大きらいな、

「開国」

　なのだ。航海貿易論というものである。

　それだけではない。

　勝は、軍艦からして買うことをやめて、日本で建造しようというのだ。そのためには、製鉄所、工作機械なども造らねばならない。それよりもまず、技術者をつくらねばならない。

　それをやろうというのが、勝の日本興国論である。

　これには、幕閣もおどろいてしまった。

「勝は法螺ふきだ」

　ということで、却下されてしまった。これがもし採用されれば、あるいは徳川の政府はあと百年つづいたかもしれない。もっとも、歴史はそう簡単にはいかないが。

「唐人の夢だ」

　といわれた。

　幕閣がこう思うのはむりもないことで、徳川政府というのは、米を国税として取りあげることによって出来あがっている。百姓に食料品を作らせ、それを武士に配って食わせるだけで三百年すごしてきた素朴単純な農業政府である。

　近代国家というのはばく大な金の要るもので、そんな国家に仲間入りできるような資格は、幕府も大名も、ないのである。

　国内的にも、もう徳川中期から、商人という資本で事をやる連中が大きくなってきて、百姓だけに根をおいている幕府、大名は、ひどく金にこまってきている。

　大坂の巨商鴻こうの池いけは、天下の諸侯に金を貸しつけて、大名の頭があがらぬようにしてしまっている。大名行列が大坂を通過するとき、殿様がわざわざ一町人の鴻池にあいさつに行ったというはなしがあるほどである。

　そういう時勢に、幕府、大名は、米何石という米中心の経済をやっているのだから、貧窮するのは、当然であった。

　とても、勝の案などを実行できるような力は、幕府にはなかったのである。

「しかし、やらねば日本は亡国だよ」

　と、勝はやたらときせるを吐月峯はいふきにたたきつけた。

「されば幕府は倒さにゃいけませんな」

　と、竜馬は咆ほえた。勝はあ然とした。

「おいおい、おれは幕臣だぜ」

　そのくせ勝は笑っている。竜馬の、幕末凡百の志士とはまったく毛色のかわった倒幕論はこの日に確立した、といっていいだろう。




　なるほど勝は、幕臣である。

　すでに屋台骨にひびの入っている幕府の建てなおしを考えて、右の壮大な近代国家の案を立案したのだが、

「しかしだめだね」

　と勝はいった。

「わかるやつはいないのさ。たとえ居ても、そんなやつは下級のうまれで、それを実行できる大老や老中になれやしねえ。政治はみな門閥でやっている。これは諸大名もおなじだ。幕府の高官も諸侯の家老も、頭のぐあいは半人足で、そのへんの火消人足のほうがもっとましだよ。この半人足どもが、この内憂外患の時代に日本を動かしている、となれば坂本君、どうだ」

　そういう幕府、大名を倒せ、といわんばかりである。

　が、勝は、見かけとは逆に、ひどく徳川家に対して至純な、いわば惚れぬいている女に対するような気持をもっている。心情はまったく別なのだが、惚れぬいたせいで、ついそんな語調になる。

　しかし、歴史には妙機がある。

　勝の幕府を想うあまりの改造論が、それを聴き惚れている竜馬の頭で、べつなものになってしまった。

（それならば、それを実行できぬ幕府をぶっ倒して、京都を中心とする政府をつくり、それで日本を統一し、人材があればたれでも大老、老中にさせるような国家をつくればよいではないか）

　こいつはおもしろい、と竜馬はうきうきしてきた。

　まったく平明すぎるほどの実利的倒幕論というべきもので、こんな発想をもった倒幕主義者は、ついに幕末、竜馬以外には、まず出現しなかったであろう。

　多くは、武市半平太のように勤王一すじの復古的倒幕論者であり、桂小五郎、西郷隆盛など、ものわかりのいい連中さえ、この傾向がつよかった。とくにこの三人は、長州、薩摩、土佐といった強藩を背景とし、自藩の利益や立場を考えすぎた。

　そこへゆくと竜馬は、脱藩の身だから、平明磊らい々らいとしている。

（倒さにゃいかんな）

　幕臣勝麟太郎が説けば説くほど、竜馬はそのことばかりを考えていた。

　勝は、しきりと外国のはなしをした。

　ところが、竜馬とはまったくちがう受けとりかたをしているのが、竜馬の横にいる尊王攘夷主義者の千葉重太郎である。

（やっぱり夷臭の男だ。こいつを一刀両断せねば日本はどうなるか）

「勝先生っ」

　重太郎は膝をにじらせた。その殺気、脇差で抜き打とうとしている。

　瞬間、それを察し、竜馬は勝にむかい、大きな体を折って平伏した。

「勝先生、わしを弟子にして仕つかァされ」

　機先を制せられて、あっと重太郎がひるんだ。いや勝自身が、ぽかんと口をあけきったままである。勝は、竜馬が奇略で自分を救ってくれた、と事情がわかるまでにだいぶ時間がかかった。




「竜さん、ひどいよ」

　と、これは千葉道場の重太郎の部屋。

　さな子もいた。

　庭いっぱいに、晩秋の陽がさしている。

「………」

「あんたァ、私があの奸賊を斬ろうとしていると、いきなり出鼻をくじいて、弟子入りをしてしまったじゃないか」

「まあ、堪忍してくれや」

　竜馬はぺこっと頭をさげ、顔をあげるといきなり、

「しかし勝麟太郎というのは、日本史上最大の大豪傑だぜ」

　と、ぬけぬけといった。

「重さん、良薬ほど毒性があるよ。英雄というのは国家の無病息災なときには無用の毒物だが、天下危難のときにはなくてはならぬ妙薬だ。人間の毒性ばかりをこせこせと見るのは小しよう人じんのすることで、大たい人じんはすべからく相手の効能の面を見ぬかねばならん」

「そういえば竜さんも毒物だな」

「毒物と毒物の対面だったよ」

「いやンなるねえ」

　重太郎はもう、刺客の剣呑さは脱とれて、市し井せいの人のいい若旦那になっている。

「まったくいやンなるよ、竜さんの変節ぶりには。だいたい私は、築地の軍艦操練所を見に行ったときから様子がおかしいとおもっていたんだ。勝の屋敷へ私にくっついて行ったのは、私をとめようという策だったんだね」

「いや、場合によっては斬ろうとおもっていたんだ、しかし」

「うそうそ。だけどもういいんだ。私は竜さんが好きだからもうこのことは忘れるよ、そのかわり竜さん、おねがいがあるんだ」

　重太郎は、かたちをあらためた。

「私を弟子にしてくれないか」

「弟子？」

　竜馬は笑いだした。

「あんたはこの千葉家の世継ぎだ。そっちこそ師匠筋ではないか」

「それは剣術の上でのことだ。人間として、また国事に奔走する上において、あんたの弟子にしてほしいんだ。どうだろう」

　竜馬はあわててその会話を打ちきり、さな子に話しかけた。

「さな子さん、いつ嫁入りするんです」

「えっ」

　さな子は、突然のことでさすがにどきまぎしたが、すぐしんと静まった。

「わたくしは嫁入りなんぞはいたしませぬ」

「ははあ、あんたも女の毒物か」

「えっ」

　と気け色しきばんだが、竜馬はにこにこして、

「女だてらに剣という才能がある上に、とほうもない利口者だ。毒にも薬にもならぬ女にうまれついておられれば平穏無事にくらせるんだが、そうはいきませんかなあ」

　兄の重太郎は毒にも薬にもならぬ、だからなまじっかの志士気どりはやめて人の好い市井人として送れ、と暗に重太郎へいいたかったのである。




伯　楽











　翌朝、千葉道場の玄関で、おどろくべきことがおこった。

　黒羽二重の紋服、仙台平のはかま、といった装束の小柄な中年の武家がひょこっと入ってきて、

「剣術使いの坂本さんはいるかね」

　といった。態度、不遜である。

　と、取次ぎに出た門人はおもいつつ、

「あなた様は？」

「おれは勝だよ」

　根竹のムチで、ぱんぱんと自分の首筋をたたきながらいった。肩でも凝っているらしい。

「どこの勝さんです」

　だいたい、天下の千葉道場に対する訪問の仕方ではあるまい。

「氷川町の勝だよ」

「は？」

「軍艦奉行並」

　あっ、門人は青くなってひっこんでしまった。幕府の高官ではないか。

（ふざけた野郎だ）

　奥へ駈けこみながら冷汗をかきつつ、門人は、もう別の意味で腹が立っている。大身の幕臣ともあろう者が、町道場などに、前ぶれもなく訪ねてくることのほうがまちがっているだろう。取次ぎとして、しくじるのがあたりまえではないか。

（しかも、供も連れてやがらねえ。あれは本当の勝様かえ？）

　それだけではない。

　幕府の軍艦奉行並ともあろう身分の者が、一介の素浪人にすぎぬ坂本竜馬をむこうから訪ねてくるとはどういうことであろう。

（坂本先生というのは、それほどえらい人なのかねえ。朝寝だけは名人だが）

　門人は、竜馬の部屋の前の廊下にすわり、

「坂本先生、お目ざめでございましょうか」

　といった。部屋のなかから寝ぼけた声がもどってきた。

「ああ、めしが出来たんだな」

「いや、めしではございません。いま玄関に軍艦奉行並勝様が、来ていらっしゃいます」

「お通し申すがよい」

　驚きもせずのんびりといった。むろん、内心竜馬もおどろいている。勝の身分は、将軍の直じき々じきであるという点では土佐の殿様と同格なのだ。なんという気さくな男だろう。

（きのう、殺されなんだ礼にきたのかな。もっともそれなら行きとどきすぎたことだ）

　そのころ、玄関では勝の「殿様」が、まるで火消人足のような言葉で叱りつけていた。

「入れ、といったってお前さん、どうせ汚きたねえ部屋だろう。袴がよごれるよ。それよりも門前に馬二頭を用意してあるから、外へ出て来い、といいなさい」

　竜馬が出てきた。

「ああ坂本君。お前さんは妙に気にかかる男で、昨夜ゆうべお前さんのことが頭についてどうも寝つきがわるかった。早速いい所につれて行ってやるから、あの馬に乗りなさい」




　なるほど、門前に馬が二頭。

　一頭は、馬丁くちとりがひいている。勝はその栗毛にまたがってから、

「竜馬よ」

　と、そんな呼びかたをした。

「馬に乗れるかね」

　竜馬は、馬術は特定の師匠に習ったのではなく、乙女姉さんから教わった、乙女の馬術というのは高知城下でも有名で、さまざまな逸話があるが、煩はん瑣さになるから述べない。

　ひらりと鞍あん上じようのひとになると、土佐独特の大坪流の手綱さばきでしずしずとうたせはじめた。

「竜馬、やるな」

　勝が感心したのもむりはない。この時代の旗本というのは、馬にも騎のれぬ者が多かったのである。

「さすが、戦国以来、一領具足の名で天下にひびいた土佐郷士だ」

「いや、姉に教わったのですよ」

「姉？」

　勝は、その姉にまで会ってみたいとおもうほどに、この竜馬に興味をもっている。

「竜馬、駈けるか」

「どこまで？」

「築地南小田原町の軍艦操練所だ」

　あ、そこへ連れて行ってくれるのか、と竜馬は馬上で眼を輝かせた。

　二騎、疾風のごとく走った。

　当時の江戸の市中は道路がせまいから、二頭ならべて走れるほどの幅はない。つい、竜馬は、

「ご無礼」

　といいながら先頭になった。勝よりもはるかにうまいのである。

　なるべく人通りのすくない武家地を選び、西へ東へと道を転じつつ、ついに築地の安芸橋を駈けわたって、操練所の構内に入った。

　二人は馬からとびおり、厩きゆう舎しやにつないでゆっくりと構内を横切りはじめた。

「広いだろう」

　勝はときどき、子供のような自慢のしかたをする男である。

「おれは幕府の海軍の総元締だが、この操練所の親方は、永井玄げん蕃ばの頭かみだよ」

　竜馬も、名はきいている。勝とならんで幕府高官のなかでも俊才といわれている人物である。

「おれとはちがって、おだやかな君子さ。そのくせ、やることはなかなかやる。西洋には日曜日さんでいというのがあって七日ごとに休むのだが、永井はそんなことをしていては日本は追っつけぬといってここでは休みなしだ」

　授業は朝十時からはじまって午後三時におわる。寮制でなく通学制だから、終了時限がわりあい早いのである。

　習得すべき学課、実習は、測量と算術、造船術、蒸気機関学、船員運用、帆ほ前まえ調練、海上砲術、大小砲船ふな打うち調練、といったもので、先生を「教授方」といい、八人。

　その下に「教授方手伝」という役目がやはり八人いる。

　勝は、幕府のいわば非公開施設である操練所の施設を竜馬にみせたあげく、その教授室につれこんだ。




　たまたま、教授方や教授方手伝という教官のほとんどが在室していた。

　部屋は、講武所時代の剣術家や槍術家たちがつかっていたもので、五十畳敷きほどもあろう。

　そこに、教官たちがひとりずつ、和風の机にむかって書類を書いたり、洋書を読んだり、たばこを吸ったりしていた。

　勝はそのひとりひとりに、

「これは土佐の坂本竜馬という男で、脱藩浪人だが、おもしろそうな男だから、わし同然のつきあいをしてやってくれ」

　と紹介してまわった。

　わし同然に、──という紹介のしかたは、当時の勝の身分から考えてもいかに破格な扱いであるか知れるというものであろう。

　教授方たちは、

「ほう」

　と眼をみはりながら、

「こちらこそ」

　と、鄭重にあいさつした。一介の勝海舟という人物は、恩を着せて乾こ分ぶんにするというようなところがまったくなかった人物だが、人をひきたてることはうまかった。

　最後に勝は、ひとりの人物のそばまで竜馬をつれて行った。

　妙な風体をしている。

　他の教官連中は、羽織、袴で容儀をただしているのに、この教授方だけは、頭髪を西洋人同様にみじかく剪つんでうしろになであげ、詰め襟の夷い服ふくを着用している。

　色が黒く、眉がせまり、いかついあごが、いかにも強きよう靭じんそうな意志をあらわしていた。

「坂本君、この仁じんはどなただとおもう」

　と、勝はいった。

「さあ」

　竜馬は、男の顔をみた。

「お前さんと、同国のひとだよ。有名な中浜万次郎氏だ」

（あっ）

　竜馬はおもいあたった。

　当今、日本でもっとも数奇な経歴のもちぬしであった。うまれは、土佐国幡は多た郡清水村の漁村中ノ浜である。

　漁夫であった。

　十五歳のとき、五人の仲間と一緒に小さな漁船に乗って近海で出漁中、にわかに暴風にあい、はるかに八丈島付近まで流され、無人島に漂着して魚貝を食ってかろうじて命を保っていた。

　漂流後六カ月目の天保十二年六月四日、おりから通りかかった米国捕鯨船ジョン・ハウランド号に救助され、ハワイに連れて行ってもらった。

　その後、マサチュセッツ州のフェアヘヴンで小学校教育をうけ、その才幹を認められて米国漁船の事務員として働いた。

　その後、米国各地や太平洋の諸島を転々としつつ、沖縄本島に帰り、薩摩藩吏にひきわたされたときは嘉永四年、漂流して十年のちであった。

　はじめは密出国の容疑者としてあつかわれたが、翌々年ペリーがきてにわかに万次郎の英語と海外知識が必要になり、幕府に召されて破格にも旗本に列し、いまは軍艦操練所教授方になっている。




　中浜万次郎は、十五歳で漂流して米国へ行ったために、いまだに日本語といえば、土佐の幡多郡の漁夫ことばしかつかえない。

　それで、旗本なのである。

　だからあまりものはいわず、ひどく気むずかしい顔をしていた。

　ただ、米国に滞留中、しばしば米国人を驚かせたほどの頭のよさをもっていた。

　ものをみるカンも、異常なほどにすぐれている。

　そういう人物が、鎖国時代に、「漂流」という偶然の機会で北米大陸の文明を見、しかも、ペリー来航さわぎの寸前にもどってきたというのは、日本の幸運というべきだったろう。

　土佐藩は最初士格に列せしめ、ついに幕府は幕臣にとりたてた。

　この江戸封建社会では、奇蹟といっていい抜擢である。しかしそれだけに、万次郎に対する白眼もあって、万次郎は、その実力のほどには、さほどの活躍もなくておわった。

　竜馬は、高知城下蓮はす池いけ町まちの海外通の画家河田小竜の塾にかよっているころ、河田から中浜万次郎のことはよくきいていた。

　ところが、意外にも万次郎が笑って、

「おンしが坂本君か」

　と、知っていた。

　河田小竜が、江戸の万次郎のもとへ竜馬のことを手紙で書き送っていたようであった。

　なにしろ河田小竜は、万次郎が土佐に帰ってきたころ自分の屋敷に泊めて海外事情をくわしくきき、「漂ひよう[image: 巽]そん紀き略りやく」という書物をあらわした。

「土佐偉人伝」という書物の河田小竜の項には、この書物について、

「……珍書にして、かの海南の俊傑坂本竜馬が、他日航海の志を起し、日本海軍の首唱をなせしは、実にこの書物の感化にもとづくと称せらる」

　と書かれているほどだ。

　この珍書「漂[image: 巽]紀略」の記事を提供したのが、いま眼の前にいる万次郎である。

「おンしのことは小竜の手紙で、うらアよく知っちょった。いつ訪ねてくるかと心待ちにしちょったが、いま来なされたか」

　と、早口でいった。

　早口の土佐弁だから、江戸っ子の勝にはわからない。

「竜馬、いまのは何の話だ」

「ああ」

　竜馬は通訳した。

　勝は笑って、

「竜馬、お前さんは食えぬやつだ。それほど以前から開国に興味があったくせに、攘夷志士としてわしを刺しにきたのか」

「うふっ」

　竜馬も、自分がおかしくて笑った。攘夷も流行だからつきあいの一つだ、とこの性根のわからぬ男は考えているのだろう。

「とにかく中浜さん、この竜馬はそういうやつだ。うっかり軍艦を教えると海賊になるかもしれぬが、それはそれでおもしろい。せいぜい眼をかけてやってください」

　と、勝は竜馬のために頭を下げてくれた。




　この時期。──

　竜馬の人生への基礎は確立した。勝に会ったことが、竜馬の、竜馬としての生涯の階段を、一段だけ、踏みあがらせた。

（人の一生には、命題があるべきものだ。おれはどうやらおれの命題のなかへ、一あしだけ踏み入れたらしい）

　このとし、竜馬二十八歳。

　まったく晩熟おくてである。すでに、のちのち竜馬とともに維新成立に活躍する長州の久坂玄瑞、高杉晋作、桂小五郎、薩摩の西郷吉之助、大久保一蔵などは、それぞれの藩の立場から「国事」に奔走しているのに、竜馬は、

「一歩」

　のぼっただけである。しかも倒幕志士であるはずの竜馬が、幕臣の勝海舟に見出されたというえたいの知れぬ「一歩」を。




世の中の

人は何とも云はばいへ

わがなすことは

われのみぞ知る




　とは、父親の八平にさえ「ついに廃すたれ者になるか」と嘆ぜしめた竜馬の十代のころにつくった歌である。城下で低能児よばわりされた竜馬のさびしさが、歌にこもっている。

（世上、ひとしく攘夷を叫び、勤王を喚おらぶも、みな空論にすぎぬ。おれがその群れにこそこそ入りこんでおなじ踊りをおどり、おなじ唄をうたっても、なんの足しにもならぬ。いまは迂う遠えんの道を通るが、やがてみろ、日本をおれが一変させてみせてくれるぞ）

　やっと、自分の、自分だけの人生がひらけてきたような気がする。

　軍艦操練所の門前で勝と別れた夜、竜馬はこの男にしてはめずらしく寝つけなかった。

　昂奮している。

　寝つけぬまま、寝床から這い出して、国くに許もとの乙女姉さんに手紙をかいた。

　その手紙が、現在ものこっている。

　文字は金かな釘くぎ流りゆうだがふしぎな雅趣があり、維新志士の書のなかでは「最も風韻ゆたかな書風」といわれている。

　文章もおもしろい。当時の書簡文の型にこだわらず、言いたいことを書いている。この点、古今、豊臣秀吉の手紙の文章とともに、書簡文の傑作とされている。




　そもそも人間の一生はがてん（合点）の行かぬはもとよりのこと。うん（運）のわるい者は風呂より出でんとしてきんたまをつめわりて死ぬる者あり。

　それにくらべて私などは運がつよく、なにほど死ぬる場へ出ても死なれず。自分で死なうと思ふても又生きねばならん事になり、今にては、日本第一の人物勝麟太郎と云ふ人の弟子になり、（中略）どうぞおんよろこび願ひ上げ候。かしく。




　書きおわったとき、冷えきった廊下のあたりで、声がした。さな子である。

「夜分でございますけど、火急にお話ししたいことがございます。客間へ参っていただけませんでしょうか」




　さな子は、客間で竜馬を待つあいだ、ふと中庭をみると、雨が降っている。

（あら、雨が。……）

　庭のすみに、北ほく辰しん妙見宮の小祠がある。その燈籠に、灯があざやかであった。

　毎夜、灯を入れるのは、さな子のこどものころからの役目である。

　北辰妙見宮は、千葉家代々の屋敷神で、周作が一刀流から出て、一流をあみだし、

「北辰」

　と名づけたいわれも、ここにある。当時屋敷神というのは相当な家ならたいていあったもので、竜馬の坂本家のばあい、山ひとつを買って才谷山と名づけ、その山上に和霊明神を宇和島から勧かん請じようして、まつっている。

（和霊さまは妙な神さまだ）

　とさな子は想うのだ。

　遠い土佐の坂本家の屋敷神のことを、さな子は、まえまえから知っている。

　竜馬が脱藩するとき、この才谷山にのぼって和霊様に祈った、というはなしも、竜馬が重太郎に話し、重太郎の口からさな子はきいていた。

（──和霊さまは）

　とは、竜馬のこと。

（なぜあのように、猫の眼のように志をお変えになるのであろう。攘夷のために勝を斬るといって当家の門を出ながら、帰ってきたときには勝の弟子になってしまっている）

　さな子は女ながらもはげしい攘夷主義者である。もし夷人を攘ちはらえという幕命が出れば、女ながらも男装して戦いに参加するつもりであった。げんに、ペリーがきた当時竜馬の土佐藩の陣地に兄の重太郎といっしょに出かけたものである。

（その和霊さまが、くるくるかわる。すっかり開国論者になってしまっていらっしゃる）

　竜馬が入ってきた。

「御用ですか」

「お伺いしたいことがございます。坂本様はいったい……」

　と、きりだした。

　が、さな子は、女なのだ。

　思想や主義よりも、なぜ竜馬というのがこうも変転するのかという、かれの人間のほうが気にかかる。

（何者だろう）

　と、えたいが知れなくなってしまった。女として、こういう男に想いをかけても、ついにはむだなのではないか。

　そんなことが、きりきりと胸にきりをまわされるような思いで、気になってきたのである。

「一体、坂本さまは何者なのでございましょう」

「坂本は坂本ですよ」

「攘夷論者なのですか、開国論者なのでございますか」

　開かい鎖さ、という言葉がこの当時流行し、非常な問題であった。開国が可か、鎖国が可か、という議論である。本来、鎖国を国こく是ぜにしていた幕府が、外国の圧力に屈して半開国外交をとりはじめる半面、いわゆる志士たちの九割九分までは、鎖国攘夷主義であった。この点、まことにややこしい。




　さな子は、手きびしく竜馬の変節をなじった。

　竜馬は、閉口してきいている。

（めっそう、むくるなや）

　という気持だ。むくる、とは、まじめで一所懸命という意味らしい。どうも、さな子の正論すぎる議論には、竜馬は弱った。

「どうなされたのです。黙ってばかりいて」

「いやもう」

　竜馬は頭をかかえた。

「チヤチヤクチャじゃ」

「………？」

　さな子は不機嫌だ。

　竜馬は、自分のぶがわるくなると、わけのわからぬ土佐弁をつかうようである。

「さな子殿は、大したリグリテでござる」

「なんです、それは。──」

　理屈屋という意味だが、竜馬は解説せずににやにやしている。

「わしァ、チョウサイ坊（阿呆）じゃきに、そうわァわァ理屈ばァ、耳もとで蔓わごるようにいわれても、わかりません」

「ずるい」

　その土佐弁が、だ。さな子は外国人と話しているようであった。

「坂本様は、いったい、佐幕人でありますか、それとも、尊王攘夷のために命をお捨てなされようとしているお方でありますか」

「へへ」

　竜馬は、チョウサイ坊のようにわらっている。

「日本人です」

「にっぽん人？」

　さな子は妙な顔をした。そんなものは実在しないのである。

　すくなくとも幕末には、日本人は実在しなかった。

　志士と名のつく者は、佐幕人か、神秘的勤王主義者か、あるいはこれとは別の分類でいえば、薩摩人、長州人、土佐人、幕臣、諸藩の士、公卿、といったように、それぞれが属している団体の立場や、主義に属し、それらを通してしか、ものを考えず、それによって行動した。薩摩の大久保一蔵、西郷隆盛、長州の高杉晋作、桂小五郎といった連中も、ついにはその所属藩の立場を超越できなかった。つまり、薩摩人、長州人であった。

　幕末で、日本人は坂本竜馬だけだったといわれる。

　当時としては、奇想天外な立場である（いや、現在でも奇想天外な立場かもしれない。たとえば昭和軍閥を動かした連中は、陸軍人ではあったが、日本人ではなかった。われわれ日本人は、陸軍人という人種によって国家や家庭を破られた）。

　が、さな子に難詰されたころは、まだ竜馬は風雲のなかに出ていない。その「日本人」としてのいわば奇妙な行動は、この物語のさきざきのくだりになるであろう。

　勝海舟。──

　これは幕人である。しかしそういう立場をひきずりつつも、当時としてはもっとも日本人に近い意識のもちぬしであった。

　竜馬は、だから海舟の存在に、不可思議な魅力を感じた。




　どうも、その後の竜馬の挙動がおかしい。毎日、日暮前になると、そわそわと外出支度をして、

「さな子殿、ちょっと」

　とか、

「重さん、出かけるよ」

　とか言いすてて、桶町千葉の屋敷を出てゆく。帰るのは、いつも明け方ちかくなってからだ。

（なんでしょう）

　さな子は、気になって仕方がない。竜馬の挙動がわからないというのは、さな子にとって、居ても立ってもいられないことだった。

「お兄様、ちかごろの坂本様はどうなされたのでございましょう」

「しっ、大きな声を出すな」

　隣室が、父の貞吉の部屋だ。

「おれは、これだと思うよ」

　声をひそめ、小指を一本、立てた。

「こゆび？」

「ばかだな、お前。おんなだよ。どこかの岡場所に女でもできたにちがいない。おれはそうとにらんでいるんだ」

「まあ」

　驚く表情をしてみせたが、さな子はそう思っていない。重太郎とはちがって利発な娘だ。

「嫉やくなよ」

「なにをおっしゃいます」

　さな子は、兄のこんな軽薄さがきらいだ。

「お兄様、そのような言葉は武士の口にすべき言葉ではございません」

「しかし」

　重太郎はそれでも剣客だ。

「あいつは、屋敷を出るときは一人だが、すぐ近所で二人になって歩いてゆくよ」

　と、観察はこまかかった。

「たれと、でございます」

「気け色しきばむな。例の泥棒だ、ホラ、寝待ノ藤兵衛とかいった……」

「ああ、あの泥棒」

「そうだ……すると」

　重太郎も、首をひねった。

　日暮前に出て、明け方にもどってくる、しかも連れは泥棒だ、──となれば、話はどうもおだやかでなくなる。

「まさかねえ、竜さんが。──」

　重太郎は、想像をうち消すように首をふった。さな子も、つい吹きだして、

「あたりまえでございますよ、お兄様」

　といった。まさか泥棒をしにゆくのではなかろう。

　ところが、赤坂元氷川下の勝屋敷でも、よく似た会話がかわされていた。

「お父様」

　といったのは、ことし十四歳になる次女の孝子である。のち、旗本の疋ひき田だ氏にお嫁入りした娘で、なかなかの利発者であった。

「裏の木戸のそばで、毎夜、浪人者がすわっているのをご存じでございますか」

「どんな男だえ」

「大きいおひとでございます。刀を抱いて居眠りしていらっしゃいます。しかも供らしい町人体の者が、屋敷のまわりをぐるぐるまわっておりますけど」

「そいつは、きっと竜馬だよ」




「りょうま、って、このあいだお父さまを刺しにきたというあの大きな浪人さんでございますか」

「そうそう、坂本竜馬」

　孝子は、のち、婚家の疋田家で年老いてからも、このときのことをときどきおもいだして、

「おかしなひとでしたよ、坂本竜馬というひとは。──」

　と、語っていたという。

　余談だが、のちに孝子が輿こし入いれした幕臣疋田家は旗本のなかでも古い家系で、「寛政重修諸家譜」によれば、徳川家康の父広忠の代から仕えている。

　喜右衛門、喜左衛門、喜兵衛といった名が世襲だったらしい。家禄は六百石。紋どころは、丸にやまとなでしこ。

　と、ここまで書いてふと気づき、私の知友の東京都在住森本栄氏の夫人和わ気き子こさんが疋田家の出であることをおもいだし、森本氏に電話をかけてみた。

　電話だから要を得なかったが、和気子夫人の亡父、つまり孝子の長男疋田玄げん亀き氏は、維新後、野口英ひで世よとともにアメリカへ渡って苦学しながら土木工学を学び、朝鮮総督府技師として、朝鮮の開発につくしたひとであるという。森本栄氏は、主婦の友社の編集長である。

　さて、孝子。

「坂本さまは、父の知遇に答えるために、当時刺客が多かったものですから、せめて夜警でも、と思われたのでしょうか」

　と、語り残している。

　竜馬は、事実、そのつもりであった。

　勝屋敷の裏門には、ひさしがついている。その下で刀を抱き、ごろっと寝ころがって、寝待ノ藤兵衛にまわらせていた。

（勝先生の弟子になったとはいえ、いまさら蘭学を学ぶ気にもならん。それに先生の知遇に報ずる道もない。せめて夜警でもしよう）

　怪しい影を見れば、飛び出す気だ。

　竜馬は、一見、不逞、性不ふ羈き、その男が夜警をしようというつもりになったとは、よほどのことであろう。

　また竜馬は、惚れにくいたちであった。女にも男にも。

　しかし惚れたとなれば、夜警でもやる、というところがある。

「可愛気のある奴だな」

　と、勝は笑って捨てておいた。

　ところがある夜、その竜馬のそばに忍び足で寄ってきた四人の影がある。

　みな武士である。

（さては、刺客か）

　竜馬は薄目をあけたまま、身をうごかさず、ねむったふりをしていた。

「刺客」は提灯をもっている。

　なんと、土佐侯の定紋入りの提灯だ。その三みツ葉ば柏がしわ紋の馬乗提灯をぐっと近づけて、

「竜馬、神妙にしろ、御用である」

　といった。

　これには閉口した。刺客どころか、脱藩者竜馬を捕えにきた土佐藩鍛か冶じ橋ばし藩邸詰めの下横目岡本健三郎ほか三名であった。




（……ふむ？）

　竜馬はおきあがった。

「なんじゃ、用か」

　頭上に、寒月が出ている。南国うまれの竜馬には、江戸の寒さがこたえることだ。

「鍛冶橋御屋敷まで同行してもらおう」

　と下横目岡本健三郎はいった。

「竜馬、脱藩くにぬけの詮議は上意であるによって、乱暴することはならんぞ」

「せん」

　竜馬は寝待ノ藤兵衛を手でまねき、

「委細はそこできいていたとおりだ。あとはお前ひとりで見張っちょれ」

　といった。

「寒いのう岡本」

　竜馬は左腕をふところに入れ、いかにも寒そうな恰好で歩きだしたが、

「坂本さん」

　と、岡本健三郎がひとり追いかけてきて、

「オンし、本当に捕われる気か」

　と、同僚にきこえぬように、小さな声でいった。呼び方も「竜馬」から、坂本さん、にかわっている。

　岡本姓というのは土佐藩士に多い。まぎらわしいから健三郎のことを、同藩の者は、岡健、岡健、とよんでかろんじていたが、下横目の卑役ながら、勤王の志がある。といってべつに学問があってのことではなく、

（なんぞ、世の中に血の騒ぐようなことはないか）

　という程度の「志士」である。もっとも同藩ながらも、話にきく竜馬をみたのは、今がはじめてであったが。

「どうなんじゃ」

　おそるおそる、肚をさぐっている。

「いや、まだきめておらん。ただ夜中、勝屋敷のまわりを騒がすのは勝家へも近所へも迷惑と思うたゆえ、いまからお堀端へゆくんじゃ」

「堀端でどうするんじゃ」

「お前まんらを投げこむんじゃ」

　これには岡健も参って、

「竜馬、手荒をすンな」

　と、いそいで草履をぬぎ、裏をぴたりとあわせて帯のあいだへはさみこんだ。岡健は、はだしである。

「岡健、やる気か」

「いや、逃げる用意じゃ」

　岡健は、気が弱そうに笑った。

「お前にはどうも勝ち目がない。それに国もとでも京都藩邸でも、上士は頑固無類の佐幕ながら、軽格は武市先生のもとに結集してなかなか気勢があがっちょるということじゃ。坂本さん、お前は、武市先生と大そうな友人であられたとのことじゃの」

「まあ、友人ということになるか」

　考えは、ちがってしまっている。武市は、うわさではあいかわらず、熱狂的な攘夷論者であり、天皇、公卿がありがたくて仕様がないところ、一種の宗教運動家のようなものだ。

「武市先生が、いま江戸にきておられる」

「きいている」

　竜馬が、気のなさそうな返事をしたとき、背後で小柄な人影が立った。

　勝である。




　海舟も、物好きな男だ。

　裏木戸の内側からじっと外の様子をうかがっていて、やっと事情がわかったのだろう。

　寝巻のまま路上に出て、

「ちょいと待った」

　と、やったのである。

　岡健は、はっと跳びのいて、土佐拵えの剛刀のツカに手をかけた。

「なにモンじゃ」

「この屋敷の殿様だよ」

　と勝みずからいった。

「事情はきいたよ。おれははじめ、裏門のあたりがざわめくから、これはてっきりおれを殺しにきたかと思って出てみると、おれの門人の竜馬をひっくくりにきたというじゃないか」

　岡健とその同役は、月下の路上に影を穿うがちこんだまま動かない。

「お前さんは、何という名だえ」

　勝は、例の饒じよう舌ぜつである。饒舌はこのひとの生涯かけての欠点で、このためずいぶんと無用の敵もつくった。むしろ敵をつくるのが娯楽、といったしゃれっ気が、海舟勝麟太郎にはある。

「お前さんたち、その長がたなはなんだ。土佐ぶりといって大威張りで江戸の町を歩いているようだが、一寸でも二寸でも刀が長けりゃ、そのぶんだけ自分がえらくなった、と思っているのかえ。それなら禰ね宜ぎ（神主）のひげとおなじだ。禰宜てのは、社格のひくいお宮の禰宜ほどひげをはやすよ。禰宜をみて大きなひげなら、こりゃよっぽど小せえお宮の禰宜だなと思ってまちがいない。それとおなじで、刀の長いやつに中身のあるやつはいないよ」

　どうも、あられに撃たれているようで、こうポンポンやられながら、岡健らはふしぎと腹が立たない。

「この寒夜だ」

　勝は月をあおいだ。

「お役目をねぎらう意味で、うちの奥様にそういって甘酒でもつくってやるから、みんなお入りよ」

　勝は、裏口から入ってしまった。

「坂本さん、どうします」

　岡健も、困惑のていである。このほかにも、南馬太郎、土居熊蔵、茨木兎と毛げ。

　竜馬をはじめ、動物にちなむ名が多いのは当時の土佐の風習で、動物の精気をうけて子供が丈夫にそだつように、という土俗信仰から出ている。武市半平太は幼名鹿しか衛えであったし、ほかに、のち天誅組首領になった吉村寅太郎、のち土佐藩参政になった後藤象二郎、明治後自由民権運動を展開した馬場辰たつ猪いなどがそうであり、女では、ヨサコイ節のはりまや橋のくだりで艶名をうたわれたお馬、それに、手近なところでは、竜馬が可愛がっているメイは、春猪である。

「みな、入れ入れ」

　と竜馬は、この動物どもを勝邸に押し込み、ついで寝待ノ藤兵衛も入れてやった。

　夜中、勝家は、甘酒のふるまいで、台所は大さわぎになった。




　勝夫人は、長女の夢子、次女の孝子、それに婢はした女めを指揮して、甘酒をつくった。

「お母様、土佐のひとは、声が大きくて、犬でも吠えているようでございますね」

　と、孝子がくすくす笑った。

「みな、土佐の御家中でも身分のお低い方ばかりなのでございましょう？」

「さあ」

　勝夫人は、相手にならない。

「お運びなさい」

　と、娘たちに命じた。

　まったくこの一事をみただけでも、勝家というのはかわっている。いま書斎に来ている連中は、土佐藩でも軽格で、家中の上士からはチリのようにあつかわれている連中なのだ。そういう下級侍どもに対し、大旗本たる勝家の奥様自身が台所に立ち、市中の者に、

「お姫ひい様さま」

　といわれている娘二人に、甘酒を運ばせるというのである。

　書斎では、海舟が相かわらず大気焔をあげていた。世界情勢のなかにおかれている日本の立場をこまごまと説き、

「お前さんら、ぼやぼやしていちゃ、国がつぶれるよ」

　と、いうのである。

　海舟の座談は、もはや芸といっていいほどのうまさがある。それに、相手をみてたくみに例をひくのだ。

「お前さんらは、土佐っぽだろう。土佐の軽格といえば、山内家が入にゆう部ぶする前の国主長曾我部家の遺臣の血流だときいている。長曾我部てのは大した海国でなあ。秀吉公の小田原征伐のときも、長曾我部家では十八反たん帆ぽの大黒丸という途方もない巨船をこしらえて浦戸湾を乗り出し、小田原攻めへ海上から参加したという家だ。その大黒丸に乗っていた子孫であるお前さんらが、戦国時代の武器だけで外国の大艦と戦さをしようというのは料簡が小さすぎやせんかえ」

　そんな調子である。

　岡健らは、はじめてきく話ばかりで、すっかり昂奮してしまった。

　そのころあいを見はからって竜馬はすかさず、

「勝先生、こいつらも弟子にしてやってください」

　といった。岡健ら下横目は、あ然とした。脱藩人竜馬をとっつかまえるのが、今夜の役目ではないか。

「ああ、いいとも」

　勝は簡単にうなずいたから、岡健らは、うれしいやらこまったやらで、複雑な顔つきになった。

「しかし竜馬、おれはこれでも大公儀の軍艦奉行だ。お前らをかまっているひまがない。だから、お前を勝塾の塾頭にしよう。お前にいろいろ教えてやるから、お前が、この連中に教えなさい。四君、よろしいか、今夜から坂本竜馬を先生と心得るのだ」

　まったく、下横目にとっては妙なことになった。塾頭先生を捕縛するわけにはいかないではないか。

「坂本先生、よろしく」

　と、四人の下横目は頭をさげた。そこへ夢子、孝子の手で甘酒が運ばれてきた。




　その後、竜馬が千葉道場にいる、ということは、鍛冶橋の土佐藩邸では、公然の秘密になってしまった。

「まあ、捨てちょけ」

　というぐあいになった。

　ひとつには、藩の支配層に、勤王同情のいろあいが出はじめたからである。

　武市半平太の努力によるものだ。

　文久二年四月、「土佐の井伊大老」といわれた参政吉田東洋を城下帯屋町で暗殺して以来、武市のクーデターはやや成功した。

　むろん、御一門、保守、それに勤王、といった複雑な門閥の連立内閣ではあったが、とにかく土佐藩は、

「薩長土」

　と三藩並称される勤王藩として風雲に乗りだしはじめていた。

　いわゆる勤王決死の志士の人数は、土佐藩が最も多かったのだが、藩は佐幕である。志士はいずれも郷士、軽輩の出身で、藩政を動かすことはできない。

　それを、わずかでも武市は動かした。巨岩を素す手でで動かすような困難さと無理が必要であった。その無理の一つが、東洋暗殺であった。

　武市は、その黒幕である。

　しかし国許の官僚機構をにぎってしまった以上、死んだ吉田東洋派の旧官僚たちは、腹の中で、

「武市が殺やらせた」

　と知っていても、どうともできない。

　だいいち国許の検察権をにぎる大監察は、小南五郎右衛門と平井善之丞で、上士のなかでもめずらしく勤王思想家であり、武市が推しあげてその任につけた連中である。

　目付や下横目たちがその職によって犯人捜査をしても、すぐ上のほうでにぎりつぶしてしまう。

　その間、武市は京都の公卿工作を進め、ついに八月、薩長両藩とともに、

「京都守護」

　という内勅をもらうまでにこぎつけた。いずれも武市の大芝居である。

　当時の法制的な考え方からゆくと、大名は幕府の命によって動く。朝廷とは日本国家の神主のようなもので、政権、武権なく、むろん「内勅」などによって、

「京都守護」

　を命ずることはできないのだ。

　土佐藩の若い藩主の豊とよ範のりは、十七歳ながらもさすがに、

（これはおかしい）

　と気がついたのだろう。

「江戸の老公（容堂）に御相談せねば」

　といったが、武市らは八方説き伏せて、ついに四百の藩兵をもって上洛した。

　武市は、藩ではなお一介の「白札郷士の小頭」というひくい身分にすぎなかったが、大いに京都で対朝廷工作をやり、それも着々成功して、朝廷から幕府に対し「攘夷督促」の勅使をくだすという筋書をかき、この晩秋、正使三条実さね美とみ、副使姉小路公きん知ともが関東下向、土佐藩主みずからそれを警固し、策士武市半平太も、表むき公卿侍柳川左門という名で東とう下げ。

　一介の郷士の身で土佐藩をここまで動かし、しかも土佐勤王化の大事は半ば成った。

　ある日、その武市が、ひょっこり千葉道場に竜馬を訪ねてきたのである。




「竜馬ァ、懐しいのう」

　半平太が刀をおいてすわった。

「………」

　竜馬は、微笑した。

　が、内心、武市の変りかたにおどろいた。

（苦労したな）

　かつては白はく皙せき大だい兵ひよう、文字どおり美丈夫といってよかった武市半平太が、いまはさほどの齢でもないのにびんに白髪がまじり、顔に百姓のような陽やけじわがよっている。

　国もとに、京に、江戸に東奔西走し、いま土佐藩をひっさげて天下の世論をかきまわしている半平太は、席のあたたまるまもないのであろう。

　髪のかたちもかわった。

　かつては講武所風に結いあげて月代さかやきを細く土佐風に剃りあげていた半平太は、それが男でも惚れぼれするほど似合ったのだが、今は、公卿風の諸しよ大だい夫ぶ髷まげである。

「半平太、まげがかわったな」

「これか」

　柳川左門。

　それが半平太の変名だ。こんどの正副二人の勅使のうちの副使姉小路少将の家来、という名目なのである。だから公卿の侍らしいまげにかえていた。

　むろん、半平太はあくまでも土佐藩士であるが、一介の外様大名の下級藩士では、幕府の高官に対する工作ができないのだ。それに二人の勅使がしゃべる筋書は、武市が考えてやらねばならない。

　だから、藩庁の許可をえて一時的に、公卿の家来ということになったのである。

　半平太は、江戸城の殿中にもその「格式」で出入りした。しかも殿中では、四し位い以上の大名以上でなければ用いられない「烏え帽ぼ子し、直ひた垂たれ」を着用した。

　ちょっとした天一坊である。

　幕府側でも、

（こいつは土佐の下級武士だな）

　と見ぬいてはいるが、勅使の家来だからどうとも言いようがなかった。

　乱世である。

「半平太も大変だな」

　と竜馬がいった。

　半平太には、半平太の壮大な野心がある。土佐藩というものを将軍の統制から脱せしめて天皇の親藩にしようという野望である。しかし将軍あっての大名というのが徳川の法則だから、そんな手品のようなことができるかどうか。

　第一、江戸屋敷でぎょろりと眼をむいている藩主の父容堂がゆるすまい。容堂は勤王家であるとはいえ、まったく精神的なもので、政治的には徹底的な佐幕家である。それに天下の法律秩序をあくまでもまもるという強烈な保守主義者である。

（いつまで江戸の御隠居がこの武市のにわか芝居をだまってみているか）

　竜馬は、あぶなっかしく思うのだ。

　が、武市は武市の考えからみると、竜馬の行動のほうが、えたいが知れない。事もあろうに幕臣、開国論者（すなわち、奸賊、とみるのが尊王攘夷論者のがわ）の勝海舟の門人になったというではないか。




「どうなんだ、その点」

　と、武市半平太は、刺すような眼で竜馬を見つめた。

「半平太、まあ、ながい眼で見ろや」

「なにを見るんじゃ」

「わしを、よ」

　竜馬は、議論しない。議論などは、よほど重大なときでないかぎり、してはならぬ、と自分にいいきかせている。

　もし議論に勝ったとせよ。

　相手の名誉をうばうだけのことである。通常、人間は議論に負けても自分の所論や生き方は変えぬ生きものだし、負けたあと、持つのは、負けた恨みだけである。

　が、半平太は議論好きだ。相手の肺腑を突くような言葉をつかい、トドメを刺すまでやめない。竜馬のみるところ、半平太は素敵な男であるが、論ろん鋒ぽう、するどすぎる。しかしこの日はめずらしく、舌鋒を途中でおさめ、

「竜馬、たのむ」

　と頭をさげた。

「脱藩のことはおれが何とでも繕つくろう。藩に戻っておれと一緒にやってくれ。お前まんは奇策家じゃ。いま、お前のような人物が要る」

「おれは奇策家ではない」

　竜馬の本ほん音ねだ。

「おれは奇策家ではないぞ。おれは着実に物事を一つずつきずきあげてゆく。現実にあわぬことはやらぬ。それだけだ。それをなぜ人は奇策家とみるのか、おれにはわからん」

「竜馬、これは秘事だが」

　半平太は、じつは朝廷に、十七歳の土佐藩主山内豊範の名で建白書を出している。

　まず、近江、摂津、山城、大和という四カ国を幕府から取りあげて（出来はしないが）朝廷の領地にすること。その領地の経済力で諸国の浪人をあつめて天皇の旗本をつくること。さらに、薩長土三藩をはじめ、因州、備前、阿波、九州諸藩といった勤王諸藩に京都守護をさせること。政権を幕府からとりあげること。

　など、幕府が知れば肝をつぶすかもしれぬ内容のものである。

　いや、肝をつぶすのは、藩の実権を実際ににぎっている江戸の御隠居様の容堂公であろう。

　いやいや、武市があやつっている勤王派の重臣小南五郎右衛門でさえこれにはびっくり仰天した。というのは、武市が、

「朝廷へ藩としての建白書を出そう」

　と、小南に相談したとき、小南はなにげなく、

「では草案を作っておいてくれ」

　といったのだ。武市は、書いた。

　その草案を、小南にも見せず、若い藩主にもみせず、むろん江戸の御隠居にもみせず、その「草案」のまま、青しよう蓮れん院いんの宮みやにみせたのである。宮は孝明帝の政治顧問であられるから、いきなりそれを、

「土佐藩主の建白書でございまする」

　と、天皇におみせした。このため、れっきとした公文書になってしまったのである。

　同志の小南でさえ、怒った。

　所詮は、武市のやることは手品であり、あとですぐ尻の割れる「奇策」である。真の奇策とは、もっと現実的なものだ。

　が、竜馬はだまっている。




　武市は、不得要領のまま、帰り支度をしはじめた。

「済まなんだ」

　竜馬は、心の底からいった。武市半平太がわざわざそれを言うためにやってきた二つの忠告を、二つながら、竜馬は聞きながしたかたちになったのである。

「いや、いいんだ」

　と、武市も屈託がなかった。竜馬がいなくても、おれは自分だけの力で藩を動かすことができる、と、みずから信じている男だ。

「竜馬、当節、身辺に気をつけなさい」

「半平太、お前こそ」

　と、玄関へ送りだした。

　武市は式台の上にふと立ちどまって、

「竜馬、男とはむずかしいものだな。お前とおれなら、肚を割って話せば意見があうとおもったが、そうではない。竜馬、お前はひとりでゆくやつだ」

　といった。

　竜馬、黙もく然ねん。

「そうだろう」

「いや、やがては天下の同志を糾きゆう合ごうする。しかしながら、いまはその時期ではない。幕府の屋台骨はまだまだ頑丈なものだ。一藩や二藩の力ではどうにもならぬ。時というものがある」

「時まで、竜馬は寝て待つのか」

「待たん」

「どうするんじゃ」

「海軍をつくる」

「ほ？」

「おれの艦隊をつくってその力で勤王藩を握手させ、十分に用意をととのえた上で、京都を中心とした国家の統一をとげ、しかるのちにおれは身をひく。大事は一朝一夕には成らぬ。これには五、六年の歳月が要るだろう。半平太、勤王決死の士だけの集りでは、天下の事は成らぬぞ」

（法螺め。言うことが遠大すぎるわ）

　と半平太は思いつつ、

「その海軍は、いつ作るんじゃ」

「わからん。おれ自身がいま、軍艦ちゅうものをぼつぼつ習うちょる時じゃからのう」

「幕臣の勝から？」

「偏見をもつな。相手が幕臣であろうと乞食であろうと、教えを受けるべき人間ならおれは受けるわい」

「竜馬」

　半平太はまたもとの議論にもどった。

「土佐二十四万石を勤王に塗りかえて、それをもって幕府にあたるほうが実際的であると思わんか」

　藩に帰れ、というのだ。

「いや、塗りかえはお前にまかせる」

　と竜馬はいったが、土佐藩主山内家は外様ながらも関ケ原以来、徳川の恩顧もっとも厚い藩で、その恩はたれよりも御隠居の容堂公が感じている。とうてい、勤王塗りかえはむずかしかろうと思うのだ。竜馬は、自分の藩を見限っている。

「半平太、おれはおれのやりかたでゆく」

「竜馬艦隊をつくるというやりかたか」

　武市は、箸はしにも棒にもかからん、という顔で出て行った。
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　ある日、竜馬は赤坂元氷川下の勝屋敷をぶらりと出たが、まだ陽が高い。

（桜田の長州屋敷にでも遊びにゆくか）

　桂小五郎に会おうと思ったのである。小五郎は眼ばかり光った陰気な男だが、しかし尋常の男ではないことを、竜馬は、むかし伊豆の山中で遭ったころから知っている。

（あいつは攘夷屋は攘夷屋でも、武市のような神がかりではない）

　藩邸に入ると、邸内有ゆう備び館かんから小五郎は外出支度で出ようとしているところだった。

「おお、坂本さん」

　邸内に、大きな欅けやきがある。その樹下で師し走わすの風が落葉を舞わせていたが、小五郎はその落葉を踏み、一歩ずつ落ちついてちかづいてきた。

　双方、欅の下で、出会った。

「脱藩なさったそうだな」

　と、小五郎は、竜馬をみた。竜馬の袴のすそが、すりきれている。

「天涯の孤客さ」

　と、竜馬は笑った。

　桂の身なりはいい。もともと様子のいい男だが、ちかごろ、身分も高くなっている。大検使から祐ゆう筆ひつ副そえ役やくになり、有備館塾長を兼ね、さらに最近では「国事周旋方」という藩外交をきりまわす役目になっていた。

　桂は、なんといっても、長州藩では上士のうまれである。長州藩、薩摩藩ではお目見得以上の上士の出身に勤王家が多く、土佐藩はその逆であった。武市半平太でさえ、藩の官僚にはなれないのである。

（桂にくらべると、武市は可哀かわいそうじゃ。うまれついた藩がわるかった）

　だからこそ竜馬は藩をすてたのだ。

　桂、このとし三十歳。

　京都で一仕事をして、江戸へ帰ってきたばかりである。

　真黒に道中焼けしている。

「坂本さん、桶町千葉にいるそうだな」

「ああ、居い候そうろう」

「それで勝のもとに通っているときく」

「よくごぞんじだ」

「はっはは、土佐藩の連中にききますよ。みなあんたにはこまっているらしい」

「そうだろうとも」

　竜馬は上機嫌でうなずいた。

　小五郎もさすがに笑って、

「相変らず、のんきだな」

　といった。竜馬は、藩の保守派からは吉田東洋殺しの嫌疑をうけているし、武市らからは「攘夷の剥はげおち者」といわれて白眼視されている。

「坂本さん、私はいまから薩摩藩の連中と酒席を共にすることになっている。あす、私のほうから訪ねるから、一度、肚はらの中をみせてほしい」

「いまのところ、見せるほどの肚はないよ」

「まあ」

　と、桂は、別れた。

　翌日、約束のとおりやってきた。

　ちらりと洩らしたところでは、どうやら、ゆうべの薩長の宴会は大荒れだったらしい。天下に、この薩長両藩ほど仲のわるい藩はないのである。




　なぜ薩長両藩が仲がわるいか。

　理由をかけばきりがない。

　もともと徳川時代の藩というのは、他藩に対してつねに疑いぶかく、競争心がつよく、つねに自藩中心主義で、「おなじ日本人」という思想は皆無といってよかった。

　仲のわるいのは、薩長だけではなかったのである。

　ただ薩長は、おなじ水戸学による勤王倒幕思想をもち、しかもどちらも徳川家には恨みこそあれ、恩はない。自然、三百余藩のなかではもっとも行動的で、藩主以下、国家改造の選手という意識がつよい。

　いわば、おなじ穴のむじなである。

　それだけに競争心がつよく、勤王活動も、

「薩摩に負けるな」

　と長州人が力めば、薩摩側も、

「長州はなにを仕出かすかわからぬ藩じゃ。勤王と申しても本音は、天皇を擁して京都で旗を立て、毛利将軍になろうとたくらんでいるふしがある」

　と、かんぐる。

　すでに競争心というより敵てき愾がい心しんである。この感情は、理屈ではない。戦国以来の武士の風ふうである。しかもこの傾向は、長州の桂小五郎、薩摩の西郷吉之助（隆盛）といった指導者にさえ、（いや指導者ほど）濃厚にあった。

　そこで、

「一度、話しあってみよう」

　ということになった。

　竜馬が桜田の長州藩邸に桂小五郎を訪ねたとき、桂が出支度をしていたのは、この会合に出るためである。

　会合は、二度もたれた。

　最初は、長州藩側が、薩摩藩側を、木こ挽びき町ちようの「水月」へ招待した。

　次回が、昨日である。これは、薩摩が返礼として長州を招よんだわけで、場所は、薩摩の江戸詰めの留守居役がよくつかう柳橋の「川長」であった。

　芸者をあげて、さんざん遊んだ。が、酔いがまわるにつれて、双方仲がよくなるどころか、言葉のやりとりの一つ一つがカンにさわりはじめて、酒席は険悪になった。

　出席者は、長州藩は、重役中もっとも矯きよう激げきな性格のもちぬしである周す布ふ政之助（のち時勢を嘆いて自殺）を筆頭として、戦国豪傑のおもかげのある来き島じま又兵衛（のち蛤御門ノ変で戦死）、それに桂小五郎。

　薩摩側は、西郷吉之助、大久保一蔵（利通）、堀次郎などである。

「それで？」

　と、竜馬は、話し手の小五郎にきいた。

「うまく薩長うちとけたかえ」

「いや」

　小五郎は、にがい顔である。

「君は土佐人だからいうが、薩摩人というのは、性根こぞって奸かん佞ねいじゃ」

「ほっほっ」

　竜馬は妙な笑い方をした。

「むこうも、長州をそう考えつろうで」

「どうか知らんが、僕はこの年になるまで、あんな無法無茶な酒席に列したことがない」




　桂の話すところでは、ここは、柳橋「川長」の楼上。

　ひとわたり酔いがまわったあたりで、酒癖のわるい長州側の周布政之助が、

「少々、ごあいさつ申しあげたい」

　と、末席にすわった。

「とにかく薩長は仲がわるい。これを機会に大いに貴藩（薩摩）と懇親をふかめ、両藩手をとりあって国家の難事にあたりたい。もし万が一」

　とここまではよかった。

「わが長州の罪にて両藩仲なか違たがいになるようなことがあれば、この周布政之助、切腹してお目にかけまする」

「では」

　と、刀を引きよせたのは、これも酔っている薩摩側の堀次郎である。

「拙者、介かい錯しやくをつかまつろう」

　とやった。横にいた薩摩の大久保一蔵が、

「これ、なにをいう」

　と、堀のそでをひいたが、もうなにもかもぶちこわしだった。

　周布は、眼がすわっている。立ち上がった。大剣をぬいた。

「いや、抜いたは余興。余興にて長州の剣舞なと馳走する」

　と舞いはじめた。

　芸者、末まつ社しやが、蒼くなったほどのすごい剣舞で、舞うごとに、

　ぶん、

　と太刀風がおこるほどに白刃を旋回させ、ときに、堀次郎の鼻先へ、きらっ、きらっと切先が触れそうになる。

　桂は立ちあがって、

「周布さん」

　と抱きとめた。

「剣舞など不粋ですぞ」

「不粋？　小五郎。薩摩隼はや人とというのは、弾だん丸がん刀とう槍そうが酒のサカナじゃと頼らい山陽も讃えたではないか。おれは薩人にサカナを饗きようするために白刃の舞をしておる」

「まあ、それはいずれあとで」

「小五郎。おれはやめんぞ」

　長州同士が揉みあっているうちに、薩摩の大久保一蔵が昂奮してきた。のちの利通も若かった。

「よし、オイは薩摩のタタミ踊りをお目にかける」

　と、タタミを一枚はがし、片手でタタミを皿マワシのようにぐるぐるまわしはじめた。

　その早さ、風ぐるまのようで、しかもホコリをたてながらバタバタと座敷いっぱいに旋回し、それがやがて長州の席へ旋回してゆき、たれの頭にあたるかわからぬ景況になってきた。

　気のみじかい長州の来島又兵衛などは大刀をひきつけた。芸者、末社たちは肝きもをつぶして足袋はだしのまま中庭へとび出した。

　そのとき西郷が、やおら立った。

「長州藩のお歴々も、薩摩の者も、よう見てくだされ。オイの余興はこれでごわす」

　と、股間をもそもそたくしあげて一物をとりだし、ローソクの灯で毛をジリジリと焼きはじめた。

　芸ともいえぬこの余興のばかばかしさに、一時はどうなるかと思われた一座の空気もひときわ静まったという。




　竜馬の毎日は、勝の屋敷に通ったり、築地南小田原町の「軍艦操練所」へかよったりしてなかなかいそがしかった。

　軍艦操練所の総督（校長）は、幕臣永井玄げん蕃ばの頭かみ尚なお志むねである。

　のち主もん水どの正しようとも称した。

　いわゆる英雄型のひとではないが、非常な能吏で、幕末史上、見おとすことのできない人物である。

　勝とおなじように幕臣のなかでは早くから洋学を身につけたひとで、若くして外国奉行とか軍艦奉行といった新設の官職につき、例の井伊大老からきらわれて一時免職されたが、のち大目付、若年寄などを歴任し、最後の将軍慶よし喜のぶに愛され、よき補佐役であった。後年、竜馬と重大な関係をもつが、これは物語ののちのちの展開にゆずるであろう。維新政府に仕え、元老院権大書記官となり、明治二十四年七十六歳で歿している。

　いかにも名家の出らしく容貌は婦人のようで、大きな声ひとつ出さないが、肚はすわっている。なにしろ、最後まで官軍に反抗して箱館戦争にまで参加したほどの男だ。ただの能吏、というだけの人物ではなかった。

　その永井が、部下の教授方のひとり岩田平作に、

「ちかごろ、実習や学科の席に、見なれぬ浪人がひとり加わっているのはどういうわけです」

　ときいた。

「総督はご存じなかったですか」

「存じません」

「われわれは勝先生から総督あてに話が通じてあるものと思い、黙認していたしだいです」

「なんという者です」

「土州浪士、坂本竜馬という人物です」

「ははあ、土州者」

　といえば、当時、極端な攘夷論者として相場が立っていた。

「土州者なら攘夷屋でしょう。乱暴を働きはしませんか」

「ただ、軍艦好きなだけのようです」

「それは」

　こまる、という表情を永井総督はした。いわば、偽学生である。操練所は大公儀の御役所だから、そういう者の出入りはこまる。

「私からいいましょう」

　と、永井総督は、大刀を帯にさしこみ、黒くろ羽は二ぶた重えの紋服で校庭に出た。

　構内のすみに、艦砲がすえてある。それを一団の学生がとりまき、教授方から操法をまなんでいた。

　その人垣の背後に、黒木綿に桔梗の紋服、ひだがよれよれになったマチ高袴の浪人者が、ふところ手をしてのぞきこんでいる。

　懸命な顔だ。

　永井総督はそのそばへ寄って行って、

「足そつ下かは、どなたです」

　ときいた。ところが浪人者はふりむくどころか、大砲から眼をはなさず、

「坂本竜馬」

　と、面倒くさげに答えた。




　艦砲は、小形の砲車に載のせてあった。

　教官は、例の中浜万次郎である。土佐の漁師言葉で砲の操法や火薬のあつかいかたなどを説明するのだが、ときどき、つまる。

　日本語を忘れる。

　ということもあり、なかには日本語に訳されていない部品や術語も多く、そういう場合は、万次郎は巻けん舌ぜつ音おんのつよい米国語でやってしまう。

　みなわからない。

　竜馬もわからない。

　が、万次郎は、言葉の不自由をおぎなうためにさかんに自分で砲を操作してみせる。

「みな、わかっちょるな、ああ？」

　一動作ずつ念を押し、つぎの動作にうつってゆく。

　火薬の装そう填てん法ほうになると、これはなかなか厄介である。万次郎はほとんど英語でやってしまい、最後の、

「みな、わかっちょるな、ああ？」

　だけは日本語である。それだけが、みなにわかるが、かんじんのところはさっぱりわからない。なにしろ十五歳でアメリカへ漂流してしまったひとだし、学生のなかには蘭語は多少知っている者があっても、英語はわからない。

「わかりません」

　と、背後の竜馬。人垣を押しわけて行って、これはどうなっちょります、ここはどうじゃ、といちいち質問する。

　学生はみないやな顔をした。要するにてんぷら学生である。

（いつものことらしいな）

　と、永井総督は、察した。

　学生たちも、このえたいの知れぬ浪人をおそれて、なにもいわない。しかし不快の感情が、どの学生の面上にも出ている。

「中浜さん」

　と、総督永井玄蕃頭は教官にちかづいた。

「このひとは、どなたです」

「は？」

　と、砲側にしゃがんでいる万次郎は汗ばんだ顔をあげた。

「ああ、この男。これは坂本竜馬と申し、私の従僕です」

　万次郎は、意外な機転をきかせた。なにしろ鎖国時代に、アメリカ三界をあるきまわった男だけに、度胸も機転もあるらしい。

「そうですか」

　永井はむずかしい顔で、

「坂本君、あとで私の部屋に来なさい」

　といった。

　竜馬は、午後三字（時）、実習がおわると同時に、永井玄蕃頭の部屋に行った。

　永井は、自分の下僕にいいつけて、茶菓だけは出してやった。大福餅が三つ。

　竜馬は、茶をのみ、餅を食った。昼食だけは学生と一緒でないから、竜馬は腹が空ききっている。夢中でたべた。

　食べおわってから、顔をあげた。

　永井玄蕃頭は、思わず笑ってしまった。ここで笑えば、もう永井の負けである。

「あんたは度胸がいい」




　そういうわけで、竜馬の軍艦操練所の不法侵入はうやむやになってしまった。

　学生のほうも、

「あいつは北辰一刀流の剣客だそうだ」

　ということがわかってきて、なんとなく気味わるくもあり、このため不愉快ながらも黙っていた。

　竜馬は、測量も算術も機関学の講義もきいた。例によってどんどん質問もした。質問がとんちんかんで、学生の失笑を買ったりしたが、当人は平気である。

　火薬の調剤法の講義のとき、教官が外国人からきいたある話を受け売りした。

　当時は、黒色火薬である。硝しよう石せき、木炭、硫い黄おうを配合してつくるもので、これは日本では戦国初期、鉄砲伝来いらい伝わっている。

　主成分は硝石である。これは奇妙な鉱物でどの土壌にも多少はふくまれているが、水に溶けやすいため乾燥地で採れやすい。だから古来、旧家の床下の土や、土牢などから採っていた。竜馬がまだ十代のころに死んだ農政学者佐藤信のぶ淵ひろは、その著書のなかで、

「万一、国家に硝石が乏しかったならば、軍威を盛んにすることはできない。ゆえに国の政務をとる者はかならず硝石役人を置き、村々をまわって硝石を集めしめよ。そもそも硝石は天地の賜たま物ものである。どこの土地でも生ずるものだ。およそ旧家の床下、牛馬の小屋、土蔵などの土には自然に硝石が吹きだし、しかも年々採っても、年々化生するものである。ただ水難ある村には出来ない」

　と語っているし、現に心がけのいい藩では戦国以来、硝石の採集をつづけている。たとえば加賀百万石の前田家では、一部の山村に命じ、養蚕などの廃物をその家々の床に積みあげさせ、冬の雪のあいだにこれから硝石をとり、租税のかわりに納めさせていた。

　だいたい世界各国もそういうやりかたで硝石をとっていたのだが、十七世紀英国がインドをおさえてから、ここに豊富な天然産硝石があることを知った。

　教官は、いう。

「英国はインドの天然の硝石を粗製のままどんどん本国に送って精製した。精製の方法は簡単じゃ。湯をどんどんわかしておいて粗石をほうりこみ、これを冷やせば不純物は底に溜まり、上にうかびあがるのがりっぱな結晶の硝石じゃ。英国はこのインドの硝石を独占したから世界の大国になったといえる」

「ほう」

　竜馬は大きな声で感嘆した。

　世界史の仕組、世界史の発展というのはおもしろいものじゃ、とおもった。この男は、硝石の化学技術的なことよりも、硝石をめぐるそういうはなしに感心するたちである。

　年が明けた。

　文久三年。

　竜馬は、二十九歳である。

　元旦には大先生の貞吉老人にあいさつし、ついで勝屋敷にあいさつにまわり、道場へ帰ってくると、ついそばの鍛冶橋土佐藩邸の連中が、竜馬にあいさつにきていた。

「お前まんら、脱藩人にあいさつするとはいかんの」

　と竜馬はにがい顔でいった。顔をならべたのは、例の竜馬の「門人」どものほか、かれを敬慕する若者たちである。




　竜馬は、少年のころ餓鬼大将になったことがなかった。

　なきみそ

　寝よ小ば便あったれ

　で通っていた本町筋一丁目の竜馬のことだから、そのけらいになるような酔狂な「餓が鬼き」はいなかった。

　大人になっても竜馬は一人で歩いている。

　ひとを手下にしようと思ったことは一度もなかったし、人の手下になろうとも思ったことがない。もともと城下の富裕な郷士の次男坊のうまれである。

　自然、権力欲というものが薄かった。ひとの上に立ちたい、という気持が、ほとんどなかったといっていい。

　ところが、鍛冶橋の土佐藩邸詰めの若い下級武士たちが、ほんの眼と鼻のさきの桶町千葉に居候している脱藩浪人の竜馬をばかばかしいほど敬慕しはじめたのである。

（わからん）

　その理由が竜馬にはわからない。竜馬だけではない。筆者にもわからない。いや、理由をあげれば、竜馬の人間、というこまごまとした分析になるかもしれないが、それだけでは、

「人気」

　という人間社会のふしぎ、いやもう、奇怪といっていい現象を解くことはできないであろう。

　一つのカギはある。

　下横目の「岡健」である。藩の警吏として竜馬をとらえようとしたくせに、竜馬に勝海舟の門人にさせられてしまい、竜馬が岡健の塾頭になった。

　この、あっというまに変化した人間関係に岡健もはじめはぼう然としていたが、やがて竜馬を犬コロのように慕いはじめた。

　まったく竜馬きちがいというような男で、家中でも竜馬を「宣伝」し、

「土佐第一の人物である」

　と、いいふらした。自分の警けい吏り仲間や、他の下僚仲間に熱っぽく竜馬のことを話して、竜馬講とでもいうべきものをつくりはじめていたのである。

　そのころ、薩摩藩の下級藩士のあいだで、西郷講というべきものができはじめていたようなものだ。西郷吉之助が、ベツにボスになるつもりで作ったわけではない。西郷に、命も要いらずと私し淑しゆくする貧乏郷士あがりの乱暴者中村半次郎（桐野利秋）らが、なんとなく作りあげて行ったムードである。

　岡健の心酔ぶりはひどいもので、竜馬の持ちものまで真似をした。すこしのちのはなしだが、岡健は竜馬のまねをし、

「一剣、ついに頼るべからず」

　と、自分の長大な刀をすて、竜馬のような短い大小をさした。そのことを竜馬にほめてもらいたさに語ると、竜馬はふところから、一冊の本をとりだし、

「おれはこれさ」

　といった。それは万国公法（国際法）という当時日本にはめずらしい法律書である。

「剣に頼らず、法律と常識に頼れるような日本にしたい」

　というのが、竜馬の真意だったのであろう。岡健はその後、読めもせぬ万国公法を懐ろに入れて歩いていた。ついでながらこの挿話は岡健だけでなく檜ひ垣がき清治と竜馬のあいだにもある。




　だから、千葉道場には、土佐藩士がどんどん訪ねてくる。

　竜馬がめあてである。

「竜さん、当道場も、ひさしを貸して母おも屋やをとられたようなかっこうだよ」

　と、重太郎がうれしそうにいった。竜馬の人気があがってくることが、この人のいい若旦那にはうれしくて仕様がないらしい。

　そういう背景があっての、正月の年始あいさつの席でのことである。

「長州人はけしからん」

　と、土佐の若い連中が竜馬に訴えた。

　竜馬はおやおやと思った。世上、そろそろ勤王三藩といわれるようになってきている薩長土のうち、仲のわるいのは薩長だけかと思ったが、土佐も長州に一物もちはじめたらしい。

「何かあったのかえ」

　竜馬は寝ころんだまま、年始をうけているのである。行儀ということが、まるでない。

「ありましたとも」

　と、みな、口々に事件を語りはじめた。

　事件というのは、竜馬が藩を脱けているために知らなかったが、わりあい旧聞である。

　一ト月半ほど前のことだ。文久二年十一月十二日。

　江戸桜田の長州藩邸にいる同藩の過激有志の旗がしら高杉晋しん作さくが、

「薩摩藩が、生なま麦むぎで夷人を斬って天下の攘夷のさきがけをした。長州藩たるものがそれに負けていてはならぬ」

　と、同志に説いた。高杉のいうところでは薩摩藩に勝つにはもっと大きなことをやらなければだめだ。それには、某国の公使がこんどの日曜日に金沢（いま横浜市）まで散歩に来るそうである。

「それを斬る」

　と、高杉はいった。高杉の理論では「因いん循じゆん姑こ息そくな幕府をして攘夷に踏みきらせるには、そういう刃傷事件をおこす以外、手がないのだ」というのである。倒幕思想をもつ高杉にすれば、これはこれで奇策であろう。

「そいつはおもしろい」

　と手を打って賛成したのは、高杉とともに吉田松陰門下の二つの玉といわれた久坂玄瑞、品川弥二郎、山尾庸三、寺島忠三郎、有吉熊次郎、大和弥八郎、白井小助、赤根武人、長なが嶺みね内く蔵ら太た、井上聞もん多たである。これらのうち維新まで生きのこって栄爵についた者もあるが、ほとんどは幕末の風雲の中で命をおとした。

　さてその十二日の夜、一同は、神奈川の下田屋に集合した。あすは暁に討って出、金沢におもむこうというのだ。

　その密計をきいたのは、土佐の武市半平太である。武市はかれらと同志ではあるが、つねに正論主義の男で、そういう子供だましの攘夷を好まなかった。

「これはかえって、真の攘夷を誤る」

　とみて、土佐の御隠居容堂公にまで密告した。容堂公から長州藩の世子毛利定広に話してもらい、高杉らの暴発をとめようとしたのである。

　長州の世子はおどろき、みずから大森の梅屋敷まで出むいて、とにかくかれらを説得しおもいとどまらせた。──が。




　事件は、おもわぬ事件をよんだ。

「まず、大事にいたらず、祝着であった」

　と、高杉らの暴発を身をもってとめた長州藩の若殿様定広は安堵し、高杉ら暴発組一同に「御酒下され」があった。

（世子に出馬されてはどうもならん）

　高杉らは、にがい顔で酒をのんでいる。

　場所は、大森の梅屋敷である。当時江戸の近郊の梅林にはこういう茶亭が多かった。とくに亀かめ戸いどの梅屋敷、それにこの蒲かま田た郷大森の梅屋敷が、もっとも有名だった。

　梅林が、そのまま庭になっている。しかしまだ花には早すぎる。

　そこへ周布政之助。

　前に、この男が薩摩藩士の前で剣舞をやって大騒ぎになったことを書いた。藩の重役でありながら、高杉らの暴発組の親分であり、後援者であった。頭もよく度胸もある男なのだが、しかしおだてに乗りやすく、気が短く、おっちょこちょいな点、名門の子らしい欠点は、みなそなえている。

　それに、酒癖がわるい。

　周布は江戸屋敷から馬をとばして梅屋敷にかけつけ、酒席には遅れて出席した。すでに酒が入っている。

　さらに飲んだ。

「高杉、仕損じたな」

　呵か々かと笑い、世子定広にむかって、

「若殿様の御前なれど、高杉らの壮挙、仕損じたのはかえすがえす惜しいことをいたしました。洋よう夷いの一人や二人を叩っ斬って幕府を慄えあがらせてやればよいのでござる。神奈川、横浜の洋夷どもも、清シン国こくでやりおるふるまいと同然、日本人を虫ケラのようにしか思うておらぬ。長州武士の白刃をあびれば、すこしは眼が醒めるでありましょうに」

　といった。暗に、高杉ら過激連中の機嫌もとっている。長州のばあい、重臣に周布のような男がいたから、高杉らは、いよいよ過激粗暴になってゆき、ついには幕末、藩は暴走に暴走をかさねることになるのである。

　若殿も、この周布の暴言癖にはもてあまして、

「政之助、話はまたいずれ」

　と立ちあがった。

　梅屋敷の門前には、土佐藩士が四人いる。

　暴発をおとめなされ、と長州侯へ忠告したのは、土佐の御隠居の容堂である。それで責任上、長州の世子に力添えをさせる、という意味で、容堂はこの四人の土佐藩士を梅屋敷に派遣しておいたのである。

　酔っぱらいの周布政之助は、防寒のため宗十郎頭ず巾きんをかぶり、馬上、戛かつ々かつと門を出てくると、そこに裃かみしもをつけた土佐藩士がいる。

「やあ、土州のお歴々か」

　周布は無礼にも馬上でいった。じつのところ、事をぶちこわしにした容堂の態度は腹にすえかねている。

「お手前たちの御主人の容堂公は、天下の賢侯といわれ、ご自身でも、尊王攘夷をお口になさる。しかし実際のご行動には不審あり。どうやら、尊王攘夷をオチャラカシなされているのであろう」

　言いおわるのを待たず、土佐藩士山地忠七がぱっと白刃をぬいた。




　剣をぬいた山地忠七。

「周布どの、料簡ならぬ。馬をおりろ」

　とさけんだ。この若者、片眼である。

　容堂公の御お側そば勤づとめで、このとき二十二歳。うまれつき豪胆で、片眼が一倍ひかっている。

　高知城下小こ高だか坂さ越前町に屋敷を拝領する百五十石の上士の家にうまれた。

　十三歳のとき、隣り屋敷の子とあそんでいて、誤ってそぎ竹で眼をついた。眼球がつぶれ血がふきだして半顔を染めたため、泣き叫んで屋敷にもどったところ、母親が、

「武士の子にうまれ、わずか一眼をうしなったために泣くことがありますか」

　と叱りつけた。

　もう泣かなかったという。

　かれはのち、鳥と羽ば伏ふし見みで土佐藩の小隊司令として戦い、維新後元もと治はると名をあらためて陸軍少佐。

　日清戦争では、東京第一師団長として乃の木ぎ希まれ典すけらをひきいて旅順要塞をわずか一日でおとし、独どく眼がん竜りゆう将軍の名をあげた人物である。

「主人の」

　と、山地忠七はいった。

「悪口をきいた以上、貴殿を討ち果たさねばこの場は去れぬ」

　他の三人の土佐藩士はみな抜きつれた。小笠原唯八、林亀吉、諏す訪わ助左衛門。

　これには、長州藩きっての乱暴者の高杉晋作もおどろいた。ここで紛争をおこしては、長州・土州のせっかくの友藩関係がぶちこわしになってしまう。

　高杉は機転のきく男だ。それもとっさにきく。しかもつねに、奇略である。

　山地ら土佐藩士にむかい、

「おおせのとおりだ。弊藩の重臣とはいえ、周布政之助の不敬、拙者もゆるせぬ。貴殿らのお手をわずらわさずとも拙者の一刀で成せい敗ばいつかまつるわ」

　というなり、長剣をぬいて周布に斬りつけた。

　が、奇略である。本気で斬るつもりはないから、刀の切先が、馬の尻にあたり、わずかに傷をつけた。

　おどろいたのは、馬である。

　啼いて前脚をあげたかとおもうと、周布を乗せて一散に駈け去ってしまった。

「逃げるか」

　と忠七、駈けだそうとするのを、土佐側の年長者の小笠原唯八が抱きとめ、

「きょうは君命をおびた大事の使者としてわれわれは来ている。復命のうえ、周布を討とう」

　となだめ、一同、江戸鍛冶橋藩邸に駈けもどった。

　容堂は、脇きよう息そくにもたれている。当時、これほど賢明な大名はないといわれた男だが、この殿様の欠点は、自分自身の利口さ、度胸に陶酔しきっているという点だ。

「馬鹿者」

　と、どなりつけた。

「君辱はずかしめらるれば臣死す、という義を知らぬのか。なぜ周布政之助をその場で討ち果たさなんだ」

　四士、ただちに桜田の長州藩邸にむかい、周布を討つために駈け出した。




　山地忠七ら四人の土州藩士が、刀のコジリをあげて鍛冶橋藩邸の門をとびだしたとき、

「おれもゆく」

　と、さらに五人の若侍が加わった。その重おもだった者は鏡きよう心しん明みよう智ち流りゆうの名手本山只一郎。

「あわや、遅れたるか」

　と、みなよりすこしあと、いまひとりの若侍が門を飛びだした。

　乾いぬい退たい助すけである。

　少年のころ、城下では喧嘩退助といわれた若者だ。

　高知中島町に屋敷をもつ三百石の上士の子で、早くから「上士の子であれほど乱暴なやつはない」といわれた。例の暗殺された吉田東洋が参政になったとき若くして免めん奉ぶ行ぎようになり、さらに東洋の死後は、江戸に出て容堂の御側用人になった。

　先祖は、甲か斐い武田信玄麾き下かの名将板垣駿する河がの守かみ信のぶ形かたであるといわれ、それを誇りにして大いに軍事に関心をもち、後年、官軍の東山道軍を指揮して会津の若松城を陥した人物である。

　元来が戦さ上手な男だったが、明治になってからは（板垣退助と改名）官をすてて野やにくだり、自由民権思想を唱え、自由党を組織してその総理となった。明治十五年、岐阜で遊ゆう説ぜい中、金きん華か山ざん下で刺客に刺されるや、

「板垣死すとも自由は死せず」

　という伝説的な名文句を残した男だ。大正八年、八十三で歿。

　退助は上士の出だから、郷士出身の竜馬とはのちのちまで薄縁であったが、ひどく竜馬を尊崇し、晩年、高知における坂本家の縁者がなにか頼みごとがあって上京したとき、退助は入院中で、面会謝絶の札をかけていた。

　が、竜馬の縁族ときくや、すぐ病衣のえりをととのえて請しようじ入れ、寝台の上に正座し、

「板垣退助こんにちあるは、坂本先生のおかげでございます」

　といったという。竜馬と縁が薄かったはずであるのに、どういうつもりであったのであろう。

　明治人というものは、この会話のような雰囲気を好んだものかもしれない。

　とにかく、殿様の御側用人である退助までが、外そと桜さくら田だにむかって奔はしった。このままでゆけば、時ならぬ長土戦が、江戸でおこるであろう。

　容堂、藩邸で待っている。

　他藩の重役を斬りに行かせたのだから、この殿様もかわっている。

　鯨げい海かい酔すい侯こうといわれたほどの酒ずきな男で、

（いまごろはみなどこまで行ったやら）

　と、杯をかたむけている。

　容堂は、長州の過激派志士が、大きらいである。他藩ながら、この機会に、土佐っぽの武勇をもって鉄てつ槌ついを加えてやれ、という気持だ。もっとも長州藩とは、さきごろ縁談が成立したばかり（長州藩主敬親の養女喜久姫が、土佐の若い藩主豊範のもとに輿こし入いれする）なのだが、利かん気の容堂は、平気である。

　いや、酔狂だけではない。容堂自身、長州藩の重役、周布政之助を憎んでいる。




　土佐藩士の一群が、外桜田の長州藩邸へ走っているあいだに、いますこし余談をつづけよう。

　余談とはいえ、無駄話ではない。この長い物語にとって、ゆくゆく大事な役割りを帯びてくることだ。

　土佐の御隠居の容堂。

　たしかに傑物だが、この人は維新では時勢にブレーキをかける役目しか果たさなかった。

　学殖があり、勤王思想家である。が同時に熱烈な佐幕派でもあった。こういう政治的立場を、当時の流行語でいえば「公武合体派」という。公とは朝廷、武とは幕府。両者仲よく国を運営してゆこうという常識論である。

　あるとき、長州毛利家と土佐山内家との縁談がととのったので、その祝いという意味で、容堂は、長州藩邸へ招かれた。

　酒しゆ肴こうが出る。

　長州側の出席者は、若殿様の毛利定広をはじめ、重臣の周布政之助、家中きっての過激派の久坂玄瑞、山県半蔵らである。

　容堂は、自分の頭脳と度胸を自慢する男だから、

「三百諸侯はあれども、人といえば、まず一橋慶喜（のちの将軍）、越前侯松平慶よし永なが（春嶽・のちに幕府の政事総裁）、それにわしか」

　と、いった。酔っている。

　人が馬鹿にみえて仕様がない、というつらだましいである。それに容堂は、長州藩の最近の藩風を好かなかった。高杉、久坂、桂といった中級武士が、家老をあごで使い、藩の大事を動かしている。下げ剋こく上じようである、というあたまがあった。

　かつて容堂は、瓢ひよう箪たんが逆立ちした絵を描いてみせ、長州はこれだ、といったことがある。下が上になっているというのである。

　容堂にもそんな感情がある上、周布らは周布らで、

「勤王を看板にかけた公武合体主義こそもっとも悪質だ」

　という頭がある。

　宴が進むにつれ、容堂は久坂玄瑞を指さして、

「そちは詩吟が上手じゃという。ひとつ聴かせてもらえんか」

　といった。態度傲ごう岸がん。

　久坂はむっとしたが、自藩の若殿様も、

「おめでたい席である。おおせに従うよう」

　とすすめたので、やむなく、周防すおうの国くにの勤王僧月げつ性しようの憂国の詩を吟じはじめた。

　言々、火を吐くような攘夷勤王の詩で、慷こう慨がい家かの久坂が吟ずると、堂内に電光がはためき、風雨がおこるかと思われるほどすさまじくきこえる。やがて、

「われは方ほう外がい（俗外）に居りてなほ切せつ歯しす。廟びよう堂どうの諸老（政界の実力者）なんぞ遅疑する」

　と吟じきたったとき、久坂にわかに立ちあがり、容堂を指さし、

「公もまた廟堂の諸老の一人でござる」

　と、席を去ってしまった。他家ながら大名に対し、これほどの無礼を働いた例は三百年なかったであろう。

　容堂、顔色をかえた。

　が、おとなげないと思い、すぐ話題を変えて談笑したが、周布、久坂ら長州の過激派を憎むこといよいよはなはだしくなった。

「周布を斬れ」といった言葉には、そういう感情もある。




　長州藩邸では、大騒ぎになった。

「やはり、来たか」

　という、そんな表情である。長州こつちの周布政之助がわるいのだから、どうしようもない。

「鄭てい重ちようにお通しするのだ」

　と、長州勤王派では最年長のひとりである来島又兵衛が、取次ぎの士にそう指図した。

　来島。四十七歳。

　利口者の多いいわゆる長州型のなかでは、めずらしく豪放胆大な男で、戦国時代の武者絵からぬけ出してきたような骨柄である。

　余談だが、かれが東奔西走して家庭をかえりみなかったため、つねに妻に苦情をいわれることが多かった。後年、兵をひきいて長州を発し、いわゆる蛤御門の大騒動をおこしたときも、出発にあたって妻に、

「こんどだけ。こんどだけだ。以後はおとなしくするから」

　と頭をかかえて頼んだという。豪傑肌ながら愛すべき人柄だったのであろう。しかし、その蛤御門ノ変で、馬上真っさきに突入して死んだ。

「私が、来島です」

　と、その豪傑の来島が、山地忠七ら若い土佐藩士の面々にむかい、平身低頭してわびた。

「周布は酒乱でござる。土佐の御老公に対する失言、万死に値いしまするが、なにぶんにもあのような人間にて……」

「いや」

　と山地忠七がさえぎった。

「周布殿がいかようなお人柄であろうとも、われわれにはかかわりがござらぬ。また、周布殿を責めに参上したのでもござらぬ。ただ拙者どもの眼の前で、主君が辱しめられたること、この一事でござる。主はずかしめらるれば臣死す、と申す。われわれ、周布殿を討ち果たした上で切腹つかまつるつもり」

「ごもっとも」

　来島は頭をさげるほかない。

「とまれ、周布殿をこれへ。それとも、御不在でござるか」

「在邸いたしております」

　と、来島は正直に答え、

「しかしながら、このたびの不祥事、私闘ではこれなく、尊藩、弊藩の大事にかかわることゆえ、拙者一存では参りませぬ。世子（若君定広）にも相談つかまつって」

　と、土佐側をいったんはひきとらせた。

　若殿の定広は大いに驚き、容堂と仲よしの越前福井藩主松平慶永に調停を頼んだりしたが、ついに若殿みずから土佐藩邸におもむき、容堂に会い、大長州藩の世子が、下げでもの頭を下げ、

「この上は、周布政之助をわが手で手討にいたしまする」

　と誠意をおもてにあらわしていった。

「いや、この容堂、なんとも思ってはおりません。ただわが家臣どもには武士の作法があり、さように強ごう談だんしたまででござる」

　と、一応は釈然とした。

　薩長土三藩というのは、なお戦国の余風を残し、武士の気性が荒い。その上にたつ大名家老でさえ、餓鬼大将のように意地っぱりである。右はその一例。




「ああ、お前まんが山地忠七か」

　と、竜馬は、年頭あいさつの群れのなかから、片眼の若者を見つけだした。

「そうです」

　と、山地はいんぎんに頭をさげた。家中でなら、山地家のほうが家格は上である。竜馬が浪人の身なればこそ、えらそうな口もきけるというものだ。

「土州と長州との喧嘩話、面白かった。せいぜい喧嘩をすることだ」

「え？」

「薩州と長州も犬けん猿えんの仲だという。みな、小さな意地を立ててはいがみあっている」

「お言葉ながら」

　と、山地忠七、ぎろっと片眼をむいた。

「小さな意地ではありませんぞ。眼の前で主君の悪口をいわれ……」

「わかった」

「し、しかし坂本先生」

「もうええ。わしァ、薩州も長州も土州も煙のごとく消えてしまうニッポンを考えちょるんじゃ」

「煙のごとく？」

「幕府もな」

　あっ、とみな声を呑む。倒幕という意識はまだ土佐藩の藩士には薄かった。

「三百諸侯も消える」

　ぱっ、と竜馬は煙の出る手つきをした。

「土、土佐藩が消えるなど……」

　は、信じられぬことだ。信じてはならぬことだし、土佐藩士にとっては、二十四万石の土佐藩だけが世界ではないか。この気持は、三百諸侯の藩士も同様のことである。

　人間の意識とは、その環境から容易に、いや絶対といっていいくらい、飛躍することは不可能なものである。

「おらァ、ニッポンという国をつくるつもりでいる。頼より朝ともや秀吉や家康が、天下の英雄豪傑を屈服させて国に似たものを作った。が、国に似たものであって、国ではない。源げん家け、豊臣家、徳川家を作っただけじゃ。ニッポンはいまだかつて、国がなかった」

「先生、それは歴史の読みちがいじゃ」

　と、山地忠七がいった。この男は腕白だけでなく、学問もある。

「いや、竜馬流の読み方ではニッポンは国はなかったわい。日本だけでなく、イタリアもプロシヤも、ほんの最近まで国はなかった。諸君は、イタリアを知っちょるか」

　勝の受け売りである。

「知っちょるまい」

　竜馬は大得意で、イタリア史を講義しはじめた。イタリアも諸小邦が割拠し、たがいに利害を争いつつ、オーストリアやフランスにしてやられてきた。いま、ガルバルジ、マッチニ、カヴールといった志士が立ちあがってイタリア統一運動を起こしている。

「日本とおなじじゃ」

　と、竜馬はいった。

「しかしガルバルジも、また米国を興したワシントンも、家康ではないぞ。国家を自家の私有物にしようという考えはないぞ。坂本竜馬は、日本のワシントンになるんじゃ。お前らもそうなれ。みんなでそうならぬと、日本はつぶれるわい」




海　へ











　小豆あずき粒つぶを両りよう掌ていっぱいに盛りあげて、ぱっと座敷に撒まきあげると、疎そ密みつさまざまなすがたで、ちらばる。

　ひとの一生もそうだ。事柄が、ばかにかたまるときがある。竜馬のこの時期がそうだ。

（いそがしいのう）

　と、竜馬はうまれてはじめておもうようになった。

　まったく、この時期の竜馬の日常を、日記風に追っておれば、この小説は十年経ってもおわらないかもしれない。

　事柄が重なっている。土佐藩邸の若侍のあいだに出来つつある「竜馬講」のことももっと書きたいし、しだいに緊迫してきた天下の情勢についてもさらにくわしく触れたいし、勝海舟との触れあいも、もっと濃密に書かねばならない。

　それにさな子のことも。

　さな子がどんな気持でこの時期の竜馬をみているか、小説家としては、もっと触れたい。

　が、事柄が、重なりすぎている。

「お前まんの筆では追っつかんか」

　と、竜馬に嗤わらわれそうだ。

「おれも」

　と、竜馬は筆者にいいたいにちがいない。

「もうかつてのようにぼやぼやしちょらんから、しっかり書いてくれんとこまる」

　筆者は、竜馬に弁解する。

「だいたいお前さんは、いままで昼ひる行あん燈どんのようにぼんやりしすぎてきたよ。その調子で筆のほうもゆっくりやってきたのだが、どうもこの時期になって、あれやこれや、事柄が多くなってきた。一日のうちに、三つも四つもの重大な事柄ができてきている。もはや、以前の悠長さではお前さんに追っつけなくなってきた」

　かといって、竜馬が急にせかせかと忙しく立ち働きだしたわけではない。竜馬は、依然として竜馬である。

　しかし、竜馬をめぐる周囲が、竜馬をして活気づかせはじめた。

「運がむいてきたな」

　と竜馬にいえば、竜馬は怒るであろう。

「人間、運などがあるものか」

　と。

　竜馬は、

「人生は一いち場じようの芝居だというが」

　と、かつていったことがある。

「芝居とちがう点が、大きくある。芝居の役者のばあいは、舞台は他人が作ってくれる。なまの人生は、自分で、自分のがらに適かなう舞台をこつこつ作って、そのうえで芝居をするのだ。他人が舞台を作ってくれやせぬ」

　どうやら、竜馬がその上で芝居をすべき舞台が、そろそろ出来あがりつつあるらしい。

　後年、伝記作者がこの時期からの竜馬を、

「坂ばん竜りよう飛ひ騰とう」

　といった。坂本竜馬という竜が、にわかに雲を得て騰あがるという意味である。

　さて、この物語はその飛騰の寸前。

　ある日、勝の屋敷へゆくと、

「おい、軍艦で大坂へ連れていってやろう」

　といった。足もとから鳥がとび立つような話で、乗艦はあすだという。




（そいつはありがたい）

　竜馬は、飛びあがりそうな表情をした。

「お前さんは物喜びをするたちだねえ」

　勝も感心して、

「こっちまでうれしくなるよ」

　といった。勝のみるところ、竜馬というのはじつにとくな人間で、平素は土佐弁でいう無す愛ぼ想こいつらつきのくせに、いったんよろこぶとなると、相手の心にまで滲しみとおるようなよろこびかたをする。

「とくだよ。ついまたこっちも、また喜ばせてやろうという気になる。まあまあとにかく軍艦の名前は順じゆん動どう丸まるだ。いま品川の沖でイカリをおろしている。今夜のうちに築地の操練所までまわるそうだから、あすの夜明け前に操練所の岸壁まで出ておいで」

「そうします」

　竜馬は千葉道場へとんで帰った。

　軍艦順動丸については、竜馬はよく知っている。なぜといえば、ほんの数カ月前の九月、幕府が英国から十五万ドルで買ったばかりの新造艦で、勝が幕府代表として横浜沖で試運転に立ちあったからだ。

　図ずう体たいは四百五トンだから咸かん臨りん丸まるよりもだいぶ大きく、力もつよくて三百五十馬力もあり、なによりもめずらしいことは鉄張り船であることだ。

　軍艦、といったが、厳密には軍艦ではなく、用途は運輸船である。しかし汽船としては世界的水準のものであるには相違なかった。

　竜馬は千葉道場に帰ると、さいわい寝待ノ藤兵衛が遊びにきていた。

「藤兵衛、すこしそこで待っちょれ」

　と、大いそぎで道場へゆき、門人にけいこをつけている若先生の重太郎の肩をたたき、

「ちょっとわしの部屋へ来てくれ」

　といって道場を出た。

　出口に、さな子がいた。

「なにをあわてていらっしゃいます」

「ちょっと、部屋で相談があるんじゃ」

「わたくしも行ってよろしゅうございますか」

「結構ですとも」

　そこへ鍛冶橋の土佐藩邸から、近藤長次郎（上杉宋次郎）があそびにきた。

　長次郎については、以前にもときどき登場したから、くわしくは触れない。竜馬はこどものころからこの色白の若者を知っている。

　城下の商家の出で、非常な秀才であり、例の河田小竜について蘭学もまなんだ。こののちずっと竜馬につき従うのだが、のちに高杉晋作に会ったとき、高杉が、「一見致し候ところ、すこぶる才子のやうに思はれ候」と書いているところからみても、目から鼻にぬけるような才子だったのであろう。ただ「百才あって至誠足らず」（竜馬の近藤に対する評）というところもあった。

「おお、長やんか、よいところにきた」

　と、竜馬はそれらを自室にあつめ、

「お前まんらをあす軍艦にのせてやるから、そのつもりで支度をしておくれ」

　といった。

　勝も、おどろくだろう。竜馬ひとりを便乗させてやるつもりでいるからである。




「竜さん、おれを船乗りにする気かえ」

　千葉重太郎は口をとんがらせたが、しかし英国製の鉄張り汽船に乗るという魅力はすてられないらしい。

「まあ、乗ってやるよ」

　と、恩に着せた。

　寝待ノ藤兵衛はもう、恐縮してしまっている。泥棒の分際で幕府の軍艦奉行並と同乗するのだからこれは破は天てん荒こうなことだろう。

　近藤長次郎は、むろん大よろこびだ。

　たださな子が大いそぎで立ちあがってゆくので、兄の重太郎がよびとめた。

「どこへゆくんだ」

「髪を直します。男になるつもりです」

「おいおい」

　重太郎は、きもをつぶしたらしい。

「お前も乗る気かえ」

「竜馬様が乗れとおっしゃいました。さな子も、一度乗ってみたいと思っておりました」

「よせよ」

　兄貴は、こわい顔をした。

「海が荒れると、お前なんざ真青になるぜ」

「そうでしょうか」

　さな子の眼が、きらきら光っている。女ながら北辰一刀流の免許皆伝になったほどの娘だから、軍艦ぐらい何とも思っていない。

「竜さん、どうする」

「そうだねえ」

　と、竜馬はずるい。返事をあいまいにしてにやにやしている。

　結局、さな子は置きざり、ということになった。貞吉大先生が出てきて、

「馬鹿、女だてらに」

　と一喝したからである。

　その翌日、まだ夜明けには一刻にじかんはあろうという刻限に、軍艦奉行並海舟勝麟太郎は、赤坂氷川町の屋敷を出た。

　馬上。

　口取りと若党が一人。マルに剣けん花はな菱びしの定じよう紋もんの入った提灯で先導しつつ、かつかつと進んで行く。

　こんどの航海は、幕末政治史上、重大なものであった。

　老中小笠原長なが行みちを乗せてゆく。

　目的は、幕府閣老による京けい摂せつの海防（大坂湾にもし外国艦隊が侵入したばあいの沿岸防備）視察ということであった。

　いや、これは視察団の先陣で、つぎは将軍の後見職一橋慶喜、幕府の首相というべき政事総裁松平春嶽（越前福井侯）らがゆき、最後には将軍家いえ茂もちが上洛することになっている。

　朝廷の、

「攘夷御督促」

　に押されて、ついに江戸の権力中枢がぜんぶ京へあつまることになるのだ。当時、京都朝廷は極端な攘夷主義であり、一方、諸外国の公認政府である幕府は、各国に強要されて諸条約を結び、なしくずしの開国主義をとっている。

　とにかく攘夷ができるかどうか、その軍事上の調査が、老中小笠原長行と軍艦奉行並勝海舟の役目なのだ。

　その順動丸に竜馬も乗る。




　岸壁は真暗である。

　潮しお騒さいの音のなかで、竜馬は、千葉重太郎、近藤長次郎、寝待ノ藤兵衛とともに勝の来るのをまっていたが、やがて、

「あっ」

　と、藤兵衛が、遠い蹄ひづめの音をききわけた。さすが稼業がら、耳がさとい。

「いらっしたようでございます」

「そうか」

　竜馬は、腕を組んでいる。

　ほどなく、闇のむこうに提灯の灯がうかんだ。竜馬は近眼だから、それがみえない。

「竜さん、参られたようだ」

「それなら、提灯をふってくれ」

「よしきた」

　と、重太郎は、夜風のなかで、千葉家の有名な月星紋の入った馬乗提灯をたかだかとあげた。

「おお」

　と、勝は、馬からおりた。

「多勢だなあ」

　と、さすが勝もおどろいていたが、顔ぶれをみていよいよあきれた。

「君はおれを殺しにきた攘夷屋の剣術使い」

　と、重太郎を見、さらに寝待ノ藤兵衛をみて、

「泥棒まで軍艦にのせるのか」

　勝はちょっと憂鬱そうだったが、これも面白かろうと、こんどは近藤長次郎をみた。

「君だけはまともな顔をしている。竜馬の乾分にしちゃ出来すぎた顔だ」

「学者ですよ」

　と竜馬が紹介すると、勝はふきだして、

「竜馬が学者だというなら、たいした学者でもあるまい」

　そう笑っているうち、ランチの迎えがきて一同、順動丸に乗船した。

　ほどなく、老中小笠原長行が乗船した。唐から津つ（いまの佐賀県唐津市）六万石の城主の世子で、世子のまま幕府の老中になった。小笠原氏といえば、幕府の譜代大名のなかでもきっての名家で、その祖は新しん羅ら三さぶ郎ろう源みなもとの義よし光みつから出ており、おなじく源氏を称している徳川家などにくらべると、その系図ははるかに正しい。

　長行はこのとき四十一歳。

　この年齢でなお、

「若様」

　である。世間では雅号をとって明めい山ざん公こう子しとよび、早くから賢才をうたわれ、竜馬の齢としでいえば四つの年の天保九年に江戸に移り、ひろく学者、論客、文人とつきあった。

　のち抜ばつ擢てきされて老ろう中じゆうになったが、世子の身分のまま幕府の閣僚になったのは、あとにもさきにもかれだけしかいない。

　長行は、家臣、幕府の大目付、外国奉行、通訳などを連れて乗っている。幕府の一部がそのまま船に乗ったようなものだ。

　そのほか、軍艦操練所、講武所の連中が百五十人も乗り込んだ。

　幕臣以外では、竜馬ら四人だけだ。それが悠然と甲板を遊歩しはじめたとき、はるか房総半島の山々が紫に色づき、やがてみごとな太陽がのぼりはじめた。




「立派な船だなあ」

　竜馬は、甲板を歩きまわりながら、何度も大声でひとりごとをいった。

　想えば。

　と竜馬は感傷的にならざるをえない。嘉永六年、十九歳、はじめて江戸に出たとき、米国海軍のペリー提督が東洋艦隊をひきいて浦賀へきた。上下驚きあわて、天下の志士はむらがって起たち、攘夷論をとなえた。

　幕府の風雲はこの嘉永六年六月、ペリーの黒船艦隊の来航からはじまるのである。

（余談だが徳川幕府が三百年ちかくつづいたのは別に徳川家の功績ではない。世界史的な理由による。先進各国が産業革命をおこし、蒸気機関を発明し、それを船にとりつけて遠洋航海に堪えるようにした。それがはしなくも、いくつもの大洋を越え極東の小島国に来れるようにまでなった。もしかりにペリーが徳川中期に来たとせよ。やはり西国諸藩は立ちあがって幕府を倒し、京都朝廷を擁して統一国家をつくったであろう。ペリーにつづく諸外国の遠洋艦隊は、日本列島にコレラ菌をもちこんで、幕末、この国際的な伝染病のためにずいぶん罹り患かん者じやが出たが、同時に、日本人に世界の中の自分というものを意識させた。これはもう、発狂にちかい意識であった。それが開国と攘夷論にわかれた。この二つの激突が幕末の血の風雲史になるのである）。

　竜馬は、偶然、いやじつに運命的なことに十九歳江戸出府の年に、この黒船の来航を、そのふたつの眼でみた。

　十九歳といえば、いまでいえば大学に入学した年であろう。田舎から出てきた若者が、はじめて早稲田か東大に入ったことをおもえばよい（竜馬ならとてもそういうばかばかしい受験制度をもった学校には入れっこないが）。

　とにかく、自分と自分の周囲に、はじめてめざめた齢である。

　黒船の印象は、鮮烈であった。

　その黒船に竜馬はいま乗っている。甲板を歩いている。涙がにじんできた。頬をつぎつぎと流れ落ちてきて、どうも始末にこまった。

（乗りたかった）

　──この黒船に。

（しかしながら）

　と竜馬はおもうのだ。

（これがおれの船であったらなあ）

　幕府の船である。

　気に入らなかった。

　竜馬艦隊を持つということが、竜馬の尽きない夢であった。こういう男だが、この点だけは執念ぶかい。恋に似ている、などという程度のものではない。男子の志は、簡明直ちよく截せつであるべきだと、竜馬は信じている。

　船。

　これのみが、生涯の念願である。船をもち軍艦をもち、艦隊を組み、そしてその偉力を背景に、幕府を倒して日本に統一国家をつくりあげるのだ。

　独創的な討幕方式である。

　薩摩の西郷も、長州の桂も、土州の武市もこれは思いうかばないであろう。

　人間、好きな道によって世界を切り拓ひらいてゆく。竜馬はそんな言葉を残している。

　船。

　ふねに托された竜馬の夢は大きい。




　勝は、竜馬のために士官室をとってやったが、これが小さな事件になった。

「勝さん、それはいけませんよ」

　といったのは大目付の某であったという。

　某のいうのは当然であった。

　船には、大公儀の老中をはじめ、幕府の高官が多数乗りこんでいる。高官でなくても、御お目め見み得え以上の幕臣が多い。御目見得以上というのは、武官でいえば高等官のことである。士官室や上等な船室の数がすくなくて、それらの半分も収容しきれないのだ。そういう事情なのに、

「どこの馬の骨ともしれぬ素浪人を士官室に入れることがあるか」

　と大目付某は、言外にそんな感情をこめているのである。

「そうかえ」

　勝は、いかにも相手をばかにしたような小憎ったらしい表か情おをした。こういうところが、幕閣のなかで勝がきらわれてきたところだ。賢君といわれた十五代将軍慶喜でさえ、勝の偉材であることをみとめつつも、きらいぬいた。勝という男は、生涯私心で公的な行動をしたことが一度もなかった人物だが、ただ、

　──相手が馬鹿にみえて仕方がない。

　というところがあった。

　勝の心中はこうである。

（お旗本の殿様連中とても、里さと芋いも同然の頭にまげを結いあげているだけじゃないか。それよりも無冠無禄ながら、天禄ある者として竜馬を遇してやるべきだ。遇してやればやるほど、ああいう男は大きくなるものだ）

　勝は、人物とみると偏愛のくせがある。しかも勝の批評眼があまりにもきびしすぎたために、かれが、

「人物」

　と認めたのは、明治三十二年七十七歳で歿するまでのあいだ、数人にしかすぎなかったが。そのほかの人物は里芋あたまの、

（馬鹿）

　である。

「じゃ、勝手にしなさいよ」

　勝は、ふてくされた。

　竜馬らは甲板にいて、そのいきさつを知らない。ただ、船室を、船底の大部屋に割りふられた。当然なことだ。大部屋は、御目見得以下の幕臣、または老中の家来、などが、幔まん幕まくを張り、いくつにも仕切って起居することになっている。

「いや、甲板でいいです」

　と、部屋割りの役人をしりぞけた。竜馬は無造作にみえて誇りのつよい人間である。たしかに身分は素浪人。

　うまれは土佐の郷士。低い。

　低いからこそ、階級別に割りふられた各級船室に階級をつけられて収容されるのが堪えられなかった。

「重さん、甲板の短艇ボートの中で寝ようや」

　重太郎は、結構だとも、といった。重太郎は剣の名門千葉家の御おん曹ぞう司しであり、鳥取藩に召されて上士の処遇をうけている。しかし竜馬のそばならどこでもいい、という人のいい若旦那であった。

　順動丸、波は濤とうを蹴たてはじめた。




　竜馬は、毎日、船の各部門をまわっては、

「お前さん、何しちょられます」

　と、しつこく訊ねた。

「ちょっとそれを貸してたもらんかの」

　そんなことをいいながら操そう舵だ室しつで船をあやつったりした。

　幕府士官たちは風来坊の竜馬を白しろ眼めでみていたが、実際に船を運用している水夫や火夫たちは、妙に竜馬に親切だった。

　かれらの大半は、咸臨丸以来の海のベテランであった。

　咸臨丸が渡米するとき、幕府は、おもに瀬戸内海の塩し飽あく群島（いま香川県に所属）の漁夫を徴用して下級船員につかった。

　塩飽群島は、香川県（讃さ岐ぬき）丸まる亀がめ市の沖あいにあり、島の数は、大きなものだけでも十六、七、おもな島名は、本ほん島じま、広島、与よ島しま、高たか見み島、粟あわ島などである。

　歴史はふるい。

　平安時代から塩飽海賊の名で知られ、源平時代には水軍として活躍し、足利時代には倭わ寇こうとなって朝鮮、シナ沿岸から遠く南方海域にまで出没して怖れられた。

　性、勇武、しかも、

「操船の術、塩飽の人をもつて最精となす」

　といわれている。

　幕府は軍艦、汽船を購入するごとに塩飽人を採用して水夫、火夫にしたから、いわばこの海賊の子孫たちは、日本の近代海運史にとっても草分けの船員といえるだろう。

　とくに操そう舵だ手しゆをつとめる「泊り浦の大助」（明治後石川姓）は、募兵水兵の名物男で、竜馬にひどく好意をもち、

「なんでも教えて進ぜまするぞ」

　と、なかなか親切だった。

　この泊り浦の大助は、かつて咸臨丸で米国へ行った男で、同僚からは、

「悪わる大助」

　とあだなされるほどの乱暴者で、そのうえ大酒のみだった。逸話が多い。サンフランシスコの埠ふ頭とうでスペイン船の船員十人と大喧嘩し、数人を海へたたきこんで、

「日本の大助を知らんか」

　といったという。また咸臨丸で帰国したとき、幕府がばく大な褒ほう美び金きんをくれた。それをぜんぶ一朱銀にかえて一升枡ますに入れ、節分の夜、吉原の遊里へ行って遊女をあつめ、

「鬼はそと、福はうち」

　と豆まきに模してばらまき、一夜にしてつかってしまった。やがて悪遊びがたたって腰に悪性の腫しゆ物もつができたので、幕船千秋丸で小笠原列島にゆくとき火ひ箸ばしを真赤に焼いてその腫物へ突き通し、

「船をとめろ、とめろ」

　といいながら海中にとびこみ、潮水で傷口をあらってついに癒なおしてしまった。

　明治十年、東京品川で病死したが、死ぬまで、

「おれは坂本竜馬を教えた」

　というのが大自慢であった。

　やがて順動丸は、大坂の天てん保ぽ山ざん沖おきに錨をおろし、竜馬らは上陸した。竜馬はその足で風雲の京へのぼるつもりであった。




　竜馬は、重太郎とは大坂で別れた。

「おれ、なにしにきたのかわからないよ」

　重太郎は、ぼんやりしている。竜馬にひっぱられて船にのって大坂まできたものの、江戸には道場の仕事がある。

　鳥取藩江戸屋敷にも出仕しなければならない。

「竜さんは、これからどうするんだ」

「京へ行ってみる。どうやら天誅さわぎで京は血の渦がまいているらしい」

「おれは江戸に帰るよ」

　さいわい、勝も折りかえし順動丸で江戸へもどるから、重太郎はその空から船ぶねに乗って帰ることにした。

「まあ、数日浪華なにわ見物でもしていろよ。重さんは大坂ははじめてだろう」

「はじめてさ」

「ただ、いっておくが」

　竜馬は、きびしい顔をした。

「どんなことがあっても、勝先生の身辺から離れないでおくれ。勝先生が厠かわやへいらっしゃればあんたも同行して厠のとびらの前に立っていろ」

「なぜだ」

「京、大坂間に、天下の攘夷志士があつまっている。開国論の勝きたる、となれば斬りにくる阿呆がいないともかぎらぬ。いや、きっといる。長州、水戸、それにおれの藩の土州などはその巣窟だ。武市半平太は、そういう天誅屋の大将らしいよ」

「おいおい、竜さん」

「なんだえ」

「おれをわざわざ大坂へつれてきたのは、勝の用心棒をさせるためかい」

「わるくとるな」

「とるよ」

　ぷっと重太郎はふくれた。

　なんといっても北辰一刀流の別家千葉貞吉の御曹司が用心棒とあれば、日本一の護衛だろう。

「いやだなあ」

「なぜ？」

　竜馬はおかしそうに重太郎の顔をのぞきこんだ。重太郎はいよいよふくれっつらで、

「そりゃそうだろう。おれは最初勝を斬りにゆこうとしたんだぜ。それが護衛にまわるとは、軽薄すぎるよ」

「まあ、頼む」

「竜さん、おれはまだ攘夷はすてきれんぞ。勝の開国論はやはりいやなんだ」

「とにかく頼む」

「仕様がないなあ。竜さんとつきあっていると、なんだか、自分がわけがわからなくなるよ」

「頼む」

　竜馬は京都に発った。

　一方、勝はほどなく天保山沖で抜錨し、江戸にむかって帰航しはじめた。

　途中、風浪つよくなってきたため、伊豆の下田港に入った。

　おりから、逆に西上しようとしていた[image: 筑]前黒田藩の汽船「大たい鵬ほう丸まる」が入港してきた。

　この大鵬丸は土佐藩が一時借りているもので、土佐二十四万石の御隠居容堂公が乗っている。




　勝海舟という人物は、

（この男は）

　とみると、徹底的に親切になる。どうしても竜馬を世に出してやらねば、とおもっている。

　海舟は、順動丸の甲板士官に命じて短たん艇ていをおろさせ、

「ちょっとあの船に行ってくる」

　と、波の上の人になった。

　汽船大鵬丸に搭乗している山内容堂公に会いに行くためだ。大鵬丸のマストには、山内家の船旗「三ツ葉柏」がたかだかとひるがえっている。この三ツ葉柏紋は別称土佐柏とよばれ、山内家の定じよう紋もんで、のち、旧制高知高校（いま高知大学）の校章になった。

　いや、三菱会社を興した岩崎弥太郎は、土佐藩の財産を初期の会社資産にしたため、この三ツ葉柏をよりいっそう図案化して、三菱の社章にした。読者の家庭にある電機製品などにその紋がついておれば、かつて土佐藩士が、

「柏はく章しよう旗きのもとに死なん」

　としたその山内家の定紋がもとである。

　その船旗が下田港内にひるがえっている。

（容堂に頼んで、竜馬の脱藩の罪をゆるさせてやろう）

　と、勝は、短艇を進めてゆく。勝の短艇には、徳川家の「葵あおい」の定紋が、艇尾にはためいている。

（竜馬の世間をひろくさせるのだ）

　と勝はおもう。脱藩の身では世を憚はばからねばならず、行動範囲もせまくなる。たとえば江戸、京都、大坂の藩邸を使用することもできない。

（しかし、むずかし屋の容堂が、それをうけ入れるかどうか）

　容堂は、もし土佐藩主の家にうまれなくても、一世にぬきんでた男になったであろう。

　なにしろ、かつて千代田の殿中で、

「一橋（慶喜）の英明、春嶽（松平慶永の号。越前福井五十余万石の老公）の誠実、しかしてわが果断、この三つをもって天下のことを決すべし」

　と豪語したような男だ。

　越前福井藩が生んだおそらく史上奇蹟的な早熟の天才といわれる橋本左さ内ないも、容堂に拝謁したときの印象を、つぎのように国くに許もとの友人に寄せている。以下現代文に意訳。

「容堂公は豪快でものにこだわらず、しかしながら断乎としたところがあって、諸大名のなかでも第一の人物と小生は品評しました。もともと世間の人物をみな愚物となし、われ以外には一文銭の値打ちもないとおもわれている様子がありましたが、ただ藤田東とう湖こ（すでに死亡。水戸の学者、詩人、警世家）に対してだけは御感服なさっているご様子です」

　もっともその藤田東湖は、容堂との初対面の印象を、

「貴族のお坊ちゃんで、思いあがりの木こつ葉ぱ天てん狗ぐさ」

　といっている。しかし容堂は、殿様ながら居合、馬術にかけては名人の域にあり、詩についてはおそらく幕末大詩人のひとりであろう。それに諸侯第一の豪酒家。




　土佐藩が、[image: 筑]前黒田藩から傭船チヤーターしている大鵬丸は、木造スクーナー船で、さほど大きな船ではない。

　勝は、短艇を舷側につけさせた。短艇にひるがえっている葵の定紋の威光は、まだたいしたものであった。

　大鵬丸から、ハシゴがおろされた。

「やあ、ご苦労」

　と、勝はするすると甲板へのぼった。

「軍艦奉行並勝麟太郎である。容あ堂る公じにお目にかかりたい」

　勝は、諸侯、旗本のみにゆるされた青だたき裏うら金きん輪わ抜ぬけの陣笠をかぶり、黒の紋服、仙台平のマチ高袴をはき、蠟ろ色いろ鞘ざやの大小を差している。

　堂々たる容儀である。ただ容か貌おがいたずら小僧のようだから、この殿様ぶりは、ちょっと似合わない。

「はっ」

　と駈けだした容堂の側そば用よう人にんが、乾退助であった。側用人といっても、容堂のことだから茶坊主型の連中は用いず、みな戦国ぶりの気の荒い連中ばかりであった。乗船していたのは、乾退助、山地忠七、小笠原唯八、それにかれらの上役である「近習家老」深尾丹波のほかに大監察の寺村左膳、小こ南みなみ五郎右衛門。

「なに、勝先生が？」

　すぐ立ちあがってみずから甲板へ出た。この気さくさも、いままでの大名ではない。

　それだけではない。

「いやこれはちょうどよい。酒の相手がほしかったところですよ」

　と、家来に支度をさせ、勝とともに短艇に乗じて、陸へむかった。

　浜辺の料亭で、飲んだ。

「ところで」

　と勝がきりだしたころには、容堂はすっかり酔っている。

「御家来のなかで、坂本竜馬という者をご存じですか」

「竜馬？」

　薄うっすら、記憶がある。かつて江戸鍛冶橋藩邸における大おお試よ合せで勝ちのこった北辰一刀流の使い手ではないか？

　しかし容堂は豪儀な男だ。いや事実、その才能、器量の豪儀な男なのだが、たった一つこの男の欠点は、自分の豪儀さを見せびらかそうとする臭味のあるところだった。

「知りませんよ」

　ととろりとした眼で、勝をみた。二十四万石の太守だ、家来のはしばしまで知るはずがない、といった顔つきである。

　ちょっと勝と似ている。へそまがりでひとがみな馬鹿にみえ、事実、豪胆不ふ羈き。

　例の長州藩の周布政之助の無礼事件のすこし前のことだ。やはり長州の周布、久坂、高杉一派の過激な尊王攘夷主義者が、容堂の佐幕勤王主義をからかって、ある日、「日本魂」という銘酒をとどけてきた。

　容堂、色をなし、

「退助、返礼にこれをもってゆけ」

　と、紙一枚を渡した。墨ぼつ痕こんあざやかに、

「大べら棒」

　とかいてあった。無智無学のくせに志士づらをするな、という意味であろう。




「勝どの、これはいかがじゃ」

　と、容堂は手枕のまねをした。酔ったから寝ころんで話そうというのだ。

　海舟はあまり酒を好まない。が、うまれついての酒が腹中にあり、性格として素面しらふでも酔い、凄すごんだようなところのある男だから、いきなりごろりと横になった。

「ご無礼」

　主人の容堂も、寝ころんだ。

　たいへんな軍艦奉行並だし、土佐二十四万石でもある。

「それで？」

　と容堂。

「いや、竜馬は海南随一の男でありましょうな」

「ほう」

「将来かならず天下の用に立つ。が、いま、参政吉田東洋殺しの疑いをうけ、かつ脱藩の罪を着ています。不ふ憫びんゆえ、許してあげてくださりませぬか。海舟、頭をさげて頼み入ります」

「ふむ」

　容堂は、ぐっと杯をあけた。

「それほどの人物とは知らなんだ。して、学問のほうの師は？」

　容堂は、学問好きだから、学問のない人間はあまり好まない。

「はて」

　勝は小首をひねって、

「あの男の師は、天でござろうな」

　といった。

「天？」

「なにしろ幼少のころ、寺子屋の師匠が、こんな愚物は教えられぬといって教授をことわったほどでござるから、学問のほうは推して知るべしでありましょう」

「それほど無学な男を、勝先生ほどの方が人物だと推されるのは奇妙ですな」

　と、容堂は、あくまでも学問をよろこぶ。

「天が師である、と申すのは」

　勝はやや皮肉にいった。

「たとえば、竜馬は学者ではないが、学問は戦国の織田信長ほどはありましょう。信長は学者ではないが、天下布ふ武ぶの大業をとげた。太たい閤こう秀吉は卑ひ賤せんの出で学問というものはなかったが、天の理、時勢の動き、人の心を知り、ついには天下に治世をもたらした。人間、数ある中には、天の教えを受ける勘かんを備えている者がある」

「漢の高こう祖そ」

「そう、漢の高祖もしかり」

「されば海舟先生、わが家臣坂本竜馬は英雄であると申されるのか」

　と容堂は不満気である。天下の英雄は自分であるとひそかに思っている殿様だ。

「わかりませんな。英雄というのは、天がその人物が必要と思えば、その人物に運と時をあたえるものでござる。竜馬がそういう星をもっているかどうか、これは将来でないとわかりませぬが、すくなくとも天の寵ちようを受ける資格はあるようですな」

「まあ海舟先生のおっしゃることだ」

　と容堂はおきなおった。

　勝に、諾否の返事をあたえるためである。




「では、その」

　容堂は名を思いだせないらしい。

「何と申したかな、坂本」

「竜馬」

　勝は答えた。さすが二十四万石の大殿様というのはおおらかなものだ。一郷士の名などなんどきいても記憶できないらしい。

　もっとも容堂の性格にもよるが。

「海舟先生のお顔に免じて、脱藩の罪、帰藩のこと、ゆるしましょう」

「ああ帰藩」

　と勝は気づいて、

「帰藩と申しても、国許に帰すということでなく、身動きを自由にさせてやっていただきとうごさる」

「ああそれもどうぞ」

　勝手にしろ、という調子だ。自分に拝謁できる身分の男でもないし、どこをどううろつこうと、どちらでもいいことだ。

「しかし」

　と、勝は念の入った男である。

「ご酔中のお言葉ゆえ、もしあとで行き違いがあってはなりませぬ。証拠のお品を頂戴したい」

「ふむ？」

　容堂は興きようをさましたような表情をみせたが、勝は容赦しない。

「ひと筆で結構」

　と、腕を組んだ。

　容堂はしかたなく手をたたいて筆と硯すずりをもって来させ、白扇をぱらりとひらいた。

「これでいかがです」

　と、勝のひざもとに投げた。

歳酔三百六十回

鯨海酔侯　　　

　とある。

　歳ニ酔ウコト三百六十回、というのは年中酔っぱらっている、ということだ。鯨海酔侯とは、みずからを指している。

　鯨海とは、クジラのとれる海、つまり土佐の海をさしたものである。酔侯は、酔っぱらい大名。

「結構です」

　勝は墨痕のかわくのを待って、扇面を閉じ、ふところに入れた。

　この件について、もう一つ話がある。

　幕府の政事総裁職松平春嶽が、ほどなく大坂に入った。

　この殿様は容堂のような利かん気ではないが、幕末きっての名君である。学問があるだけでなく、政治感覚が鋭敏で、殿様ぶることがなく、人材とみれば自分からあばらやでも訪ねて行って世間話をする、というひとである。

　容堂とは親友であったが、春嶽は海舟とも仲がよかった。海舟は、竜馬をひきたてるため、紹介状をかき、春嶽に会わせた。

　竜馬が春嶽にあいに行ったのは、ちょうど海舟が容堂と下田港で会ったころであろう。

　春嶽は、大名中でも御三家御三卿をのぞく最高の家格の大名で、しかも幕府の政事総裁職である。

　それが一介の素浪人の竜馬に簡単に会ってくれた。

　会うと、ひどく竜馬を可愛がるようになり、のちのちまで竜馬の後援者になったが、このときの話とはこうだ。




　春嶽はいわゆる殿様顔だが、錦きん之の丞じよう君ぎみといわれた幼少のころから美貌のひとであった。

　このとき、三十六歳。

　ひたいが広く、小さな眼の下から顔がながながとのびて、あごで小さく締まっている。現い代までいえば、学者とか技術者とかによくある顔で、政治家にはない。行動よりむしろ思索に適している性格である。

　こういう人物が幕府の「首相」にえらばれたところに幕末の複雑な政治事情がある。幕府が、朝廷の発言や、志士の世論を無視できなくなり、結局、徳川一門の名家で朝廷に対しても受けのいいこの越前福井の殿様を起用せざるをえなくなった。強権をふりまわす井伊直なお弼すけ型では時勢を処理できなくなったのである。

　早くから、

「天下の四賢侯」

　といわれた。四人の賢明な大名のうち、薩摩侯島津斉なり彬あきらがなんといっても人物識見とも抜群だが、安政五年、志なかばに死んでいる。

　残るは三賢侯になった。竜馬ら土佐の殿様の山内容堂、伊予宇和島藩主伊だ達て宗むね城なり、そしてこの春嶽である。

　三侯はともに親友で、かつて三条内大臣の諸しよ大だい夫ぶ富田織おり部べが、京都からくだり、江戸の土佐藩邸でこの三侯に会ったあと、おもしろい三人への寸評をのこしている。

「土佐侯は壮年ゆゑ英気つよし」

「宇和島侯は弁論多くすこし騒がしき方かた」

「越前侯は」

　と寸評にいう。

「沈実寡か言げん」

　言葉少なで、落ちついている。

「度量大にしてじつに感ずるに堪へたり」

　これが春嶽の横顔とおもってさしつかえない。

「どうだ、竜馬」

　と、春嶽は対面のときにいった。

「そちの主人の容堂公とわしは親しい。ひとつわしの口ききで帰藩をかなえさせてやろうか」

　竜馬はぺこりと頭をさげた。そのさげかたが春嶽のような殿様にはじつにおかしかったらしく、あとあとまでも笑った。

　ぺこりと下げてから、

「いっそのこと、左様おねがい致しましょうか」

「そちはおもしろいな」

　春嶽は笑いだした。「いっそのこと、左様おねがいしましょうか」という返答は、頭のどういう場所から出てくるのであろう。

「竜馬、朴ぼく質しつ愛すべし」

　と、春嶽は、あとで容堂に言い、脱藩の罪を解くことを頼んでいる。容堂も、海舟との前約もあったことだから、すぐ侍臣につたえて、それを事務化した。

　その日付は二月二十五日。土佐藩庁達たつし書がきによれば、

坂本竜馬　　　

右の者去さる戌いぬの三月、御お国くに元もとを立たち（中略）、忠憤憂国之至情より黙もくしがたく件くだんの次第になりしとは申もうし乍ながら、御関所越ごえの儀御作法もこれあるところ（中略）、御叱りの上、別儀無くこれを仰おおせ付つけらる。




　このころの竜馬は、大坂、京都間を、飛ひ脚きやくのように往復していた。

「竜馬の足は達者じゃのう」

　とひとからいわれたが、じつのところ足の達者なやつでなければ仕事はできぬ、というのが、竜馬の持論である。

　竜馬よりすこし後輩にあたるが、薩摩藩士の大山弥助という若者は、維新前、江戸・京都間を往復すること三十余度であったという。弥助というのは、のちの日露戦争の総司令官大山巌いわおのことである。

　ある日、竜馬が京の河原町藩邸の前を通りすぎようとすると、

「竜馬、竜馬ではないか」

　と、むかし城下の日ひ根ね野の道場のころに一緒だった望もち月づき亀弥太によびとめられた。

　亀弥太は、新留守居組に属する下士で、詩文に長じ、剣をとらせても相当な使い手であった。のち元治元年夏、三条小橋西詰めの旅宿池田屋で謀議中を新選組にふみこまれ、闘死している。

「おい、竜馬が通る」

　と、望月は、藩邸の連中に呼びかけた。みな、ばらばらと出てきた。

「なんだ、おンしらァ」

　竜馬は草ぞう履りをぬいでふところへ入れ、さて逃げるかどうかを思案した。

「待った、竜馬、喧嘩ではない、脱藩ノ罪別儀ナシ、というご赦しや免めんが出ておるぞ。みなでおンしをさがしていたのじゃ」

「そうか、出ておるか、ならばここで逃げ出さずともすむ」

　竜馬は地上に草履を投げ、足にうがった。

「では藩邸でめしを食わせてくれんか」

　ちょうど昼ごろである。竜馬は腹が減りきっていた。

「食わせるとも」

　どっと取りかこんで竜馬をなかへ入れた。

　同藩ながら、見知らぬ顔は多い。が、むこうは竜馬の名を知っている。

（この人が、坂本竜馬か）

　という表情でしげしげと見る者も多かった。

　世間では、ちかごろ竜馬、竜馬、という声が、しきりと聞こえるのである。

「まあとりあえず、御留守居役にあいさつせい」

　と望月が、中年の立派な上士の部屋へつれて行った。

　御留守居役というのは、藩邸の長官である。

「ああ、そちが竜馬か」

　と、御留守居役は、例の藩庁達書を読みあげ、読みあげるとくるくる巻いて、

「七日の謹きん慎しんをおおせつけられる」

　と、こわい顔で伝達した。

　すぐ一室をあたえられ、その日から七日間竜馬は、謹慎させられた。

「ちっ、浪人でおればこんな窮屈なことはなかったのだ」

　と竜馬は、大声でぼやいていたという。

　七日たって、一同祝ってくれた。が、そこに見せるべきはずの顔がない。

　すでに京都の志士のあいだで重鎮といわれている武市半平太である。




　武市半平太は、京における尊王攘夷の志士群の重鎮になっていた。

　かれは、一騎駈けの志士ではない。土佐藩の下級武士のめぼしいところはぜんぶかれの手中にあった。しかも藩の参政吉田東洋を暗殺して、クーデターをおこして以来、藩の要路の者でさえ、

「武市の徒」

　がいる。

　それだけではない。過激公卿のあいだにも人気があり、かれらを、攘夷へ、倒幕へ、と指導している。

　武市は、暗殺団さえももっていた。その門人岡田以蔵が筆頭である。かれらは京洛に出没して、佐幕系の要人を斬った。

　武市自身が手をくだしたことは一度もなかったが、京のおもな暗殺事件の背後にはいつも武市がいた。

　藩邸の金も、武市の手からそういう暗殺者に渡ることが多かった。事件は大きなものだけでも、かつて安政ノ大獄のときの志士捕縛の黒幕をつとめた長野主膳の妾の子多田帯たて刀わきを斬ったのも土佐系暗殺者。九条家の諸大夫島田左近を斬ったのは薩摩の「人斬り新兵衛」といわれた田中新兵衛らであるが、武市が間接的に動いているふしが濃い。おなじく九条家の謀臣宇う郷ごう玄げん蕃ばを斬ったのも、人斬り以蔵ら、土佐系の者である。武市が背後で糸をひいていることは、ほぼまちがいない。その他、目明し文吉殺しなど、土佐系の志士が京洛の地で血刃をふるった事件には、武市半平太はほとんど関与していた。

　竜馬は、知っている。

（半平太のために惜しむ）

　とおもっていた。暗殺もまた政治行為の一つにはちがいないが、古来、暗殺をもって大事を仕上げた人物はいない。

　そう信じている。

　古今、一流の人物で暗殺に手段を訴えた者があるか、というのだ。

　竜馬は、京都藩邸の顔見知りのなかで、黙々と酒をのんでいる。

　竜馬をとりまいて祝意を表している藩士たちは、一面では武市の門人、私淑者、感化者たちばかりであった。

（半平太もこれだけの勢力を作ったか）

　とおどろく反面、かれらを刺客として使っている武市のやり方が解げせない。

（史上、名をのこす男だ。しかしながら一流の名は残すまい）

　武市の謎なところである。その人物の格調の高さは薩摩の西郷に匹敵するであろう。その謀略のうまさは薩摩の大久保（利通）に肩をならべ、その教養は前両者よりも豊かで、しかもその人間的感化力は、長州の吉田松陰に及ばずとも似ている。が、もっとも重要なところで、武市はちがっている。

（仕事をあせるがままに、人殺しになったことだ。天誅、天誅というのは聞えはよいが、暗い。暗ければ民はついて来ぬ）

「武市はどうした」

　と、竜馬は、ついにいった。

　が、満座がシンとなった。武市が竜馬を、

「こまり者」

　といっていることを知っていたからだ。一同としては、二人を会わせたくはない。




　──武市には隠れ家がある。

　というのを竜馬は小耳にはさんでいた。

「どこじゃ。いまから行こう」

　と刀をさげて立ちあがった。

「ま、まあ、待ってつかあされ。お前まんが参られると、チトこまるんじゃ」

　武市の門人の某がいった。

「なぜこまる」

「お前は、じつは開国主義に変節されたじゃろ。それに、本来倒幕の素志を抱いていながら、幕臣勝麟太郎に近づいている。武市先生は、あれが竜馬ならねば斬るところじゃ、と申されていた」

「斬る？」

　竜馬は、ふしぎそうに某の顔をのぞきこみ、

「お前らに、竜馬が斬れるかの」

　と、無邪気に質問した。

「第一、竜馬は、開国か鎖国か、そんなことはわからん。わしは阿呆じゃ。阿呆にそういう高こう邁まいな議論ができるか。しかしながらついでだからいっておく」

　と竜馬は一座をみまわし、

「どかん、と来るぞ」

　と、馬鹿声を出した。

　みな、あっけにとられている。

「外夷が日本を奪とりに来るぞ。そのとき、三百年前の刀とう槍そう甲かつ冑ちゆうに身をかためてお前らは出てゆくのか。日本は負けるぞ」

「いや、藩でも洋式銃をぼつぼつ採用されている」

「足らんわい。わしは艦ふねをひきいて守るゆえ、それまでは竜馬の行動をあまりつべこべいうな。人は長い眼で見るもんじゃ」

「しかし」

「それまでは竜馬を放はなっちゃっておけ」

「わかっちょります。そのことは武市先生もわかっちょられます。わかっちょるゆえ、変節者であられる竜馬どのに、こうして帰藩の祝宴をひらいておるのです。さもなければ、一刀両断」

「できるかえ」

「できますとも」

　某は、かっと刀をひきよせた。竜馬は閉口して、

「わしゃ、逃げる」

　と、のこのこ部屋を出はじめた。そのかっこうがおかしい、といって、みなどっと笑った。

「やめたかえ」

　と、竜馬は、いたちのようにうしろをむいた。某も、頭をかいて笑っている。

「では武市ンとこへゆく。某、お前が案内せい」

　やむなく、某は案内した。

　河原町藩邸から近所だ。木屋町三条をすこしあがったところにある。宵ともなれば絃げん歌かのさんざめく傾けい城せいの町である。

　その木屋町の、

「丹たん虎とら」

　料亭である。主人は四国屋重兵衛といい、のちに新選組に襲われる店だ。武市はその奥の離れ座敷を借りている。座敷は現い今までも武市の雅号「瑞ずい山ざん」をとり、瑞山荘と名づけて保存されている。

　竜馬は、その丹虎へのそりと入った。




　竜馬は「丹虎」の奥へ入り、主人の重兵衛のあいさつを受けた。

　重兵衛は四国屋の屋号のとおり、先代は土佐から出てきている。だから半平太の身のまわりの面倒を見つづけてきたのであろう。

「丹虎のあるじ、四国屋重兵衛でござります」

　と竜馬にあいさつした。

「半平太は、おるか」

　そうきいたが、重兵衛は、まずお茶を召されてから、と言葉をにごして退さがった。

　かわって、娘が入ってきた。美人ではないが、いかにも京にしかいないといった、しもぶくれで受け口の、あどけないむすめである。

　案内者の某は、すでに重兵衛と一緒に部屋を出てしまって、竜馬だけが残されている。

「粗茶ですけど」

　娘はちょっと警戒するような眼で竜馬を見、すぐ眼をふせて茶をさし出した。

「ありがたい」

　のどがかわいていたところだったので、がぶりと飲んだ。

「あっ、熱うおしたやろう」

「ふむ」

　ずしっと、その熱いやつがのどから腹へおさまるのを、竜馬は変な顔で待っている。

　くすっ、と娘は笑って、ひっこんだ。悪い男ではない、とみたのであろう。ほどなく入ってきて、

「どうぞ」

　と離れ座敷へ案内した。

「武市先生は、いまご他た行ぎよう中どすが、すぐお帰りになります」

「酒がないかね」

「そら、こんなお店どすさけ、おすけど、この座敷でお酒を出すのは、先生からとめられています」

　あいかわらず謹直な男だ、と竜馬はおもった。暗殺者の黒幕のくせに、半平太は清僧のような生活を送っているのであろう。

「あんたは重兵衛さんの娘御か」

「はい。おおくと申します。けったいな名ァどすやろ」

　自分でくすくす笑って部屋を出て行った。

　部屋。

　といっても、三畳一間しかない。しかし贅沢な茶屋造りで、竜馬さえ、重兵衛がよほど金をかけたものだろうと、見まわした。

　まず、みごとな南なん天てんの床とこ柱ばしらがめだつ。床板は楠材の逸品で、木目がうつくしい。

　東の障子をあけるとすぐ下は鴨川である。朝夕の東山の山容がみごとであろうと想像された。

　半平太はときどきここで絵をかいているらしく、それらしい道具がみえる。武市の絵というのは少年のころ本格的に学んだもので、素しろ人うとばなれがしている。

　この一室で、半平太は、ときに彩さい管かんをもち、ときに暗殺の謀議をこらし、ときに同志とともに朝廷や諸藩への工作を練るのであろう。

「やあ」

　と、白はく皙せきの巨人が入ってきた。

　半平太である。

「竜馬、わしはお前まんに会いたくなかったんじゃ。まあしかしやむを得ん」




　半平太は、酒を用意させた。

「この部屋は、天下のことを考え、論ずる部屋ゆえ、酒気はかたく自戒しちょるのじゃが、お前が来たとなれば仕様がなかろう」

　謹厳居士の武市半平太が自分の禁をやぶるというのはよほどのことであろう。

「酒」

　と命ぜられた丹虎の娘おおくのほうが、びっくりしたような顔をして、

「先生、ええのどすか？」

　といったほどである。

　竜馬はカンのいい男だから、武市の心がすぐ読みとれた。好意的にみれば、古い知己として別格の座にすえているということになる。

　しかしわるくとれば、もはや同志ではない、と武市は見ている。同志ならば武市はこの部屋で酒ぬきで国事を論ずるはずだ。

　同志ではないから、酒でも飲んで故郷のはなしでもしようというのだろうか。おそらく、武市にすればその二つであろう。好こう悪お二つの感情が高ぶってきて、ついに、

「酒」

　ということで、気持を解決した。

「半平太、おらァ、飲まんでもよいぞ」

　竜馬は、すねてやった。

「そういわずに飲んでくれ。酔って、おたがい、国事を忘れようではないか」

　たがいに議論すれば、きっと大げんかになる。なった以上、当節のことだ。しこりができ、やがては血を見ぬともかぎらない。

「武市、ひとこときくが」

　と、竜馬がいった。

「なんじゃ」

　武市は身構えた。武市がその才器と熱情をかたむけて構築した尊王攘夷論の考えかたにひとことでも竜馬が異論をはさもうものなら大だい鉄てつ槌ついを加える気である。

「言うてみい」

「この家は、どっちが尻じゃ」

「尻？」

「東のほうにむいちょるか、西のほうにむいちょるか」

「尻は東じゃ」

「もうひとつ訊くが」

　竜馬は、方角馬鹿なところがあって、こどものころから、そのことで友達や近所の者からずいぶんわらわれた。

「竜馬、お前まんはまだそれが直らんか」

　武市は笑いだした。

「なおらんぜよ。それで訊くが、鴨川はどっちにあたる」

「その障子のむこうよ」

「ああそうか。その鴨川は、どう流れちょるかいの」

「北から南へ流れちょるわい」

「半平太、そこまでようわかっちょれば、事は無理をせず、自じ然ねん々々にやり、最後のここぞというところでわっと堤を切るなり、せくなり、大洪水を出して天下を一変させるのじゃ。早目に堤を切ってはならんぞ」




「竜馬」

　武市はなにか言おうとしたが、すぐ顔色をあらためて、

「議論になる。いわぬ。酒」

　と、銚子をとりあげた。

「酒はこういう場合のためにある。竜馬、わしもおンしにはいわぬ。おンしもいうな」

「言うわい」

　竜馬は、飲みほして、

「言うぞ。武市半平太、おンしは、幕臣勝麟太郎先生に天誅を加えようとしているであろう」

　といった。

　武市はとぼけた。が、竜馬は武市の視線をとらえたまま、

「お前は勝を岡田以蔵に斬らせようとしている。わしはさっき藩邸の門を入ったとき、以蔵をちらりとみた。本来ならあの以蔵という男は、わしの顔をみれば仔犬のように寄ってくる男じゃ。それが、ばつのわるそうな顔をして、こそこそ植えこみの中に隠れおった。坂本竜馬、眼は近いが、人の顔つきで何をしようとしているかわかるつもりだ」

「以蔵は以蔵。あの男がなにを企てていようとこの半平太は知らぬ」

「しかしお前の感化力で動いている。お前がおそらく、勝の開国主義をいつか罵倒したのであろう。人斬り以蔵には理屈はない。武市先生が罵倒するほどの悪人なら斬る、これだけじゃ。武市の指図といってよい」

「竜馬」

　武市は、おそろしい顔をした。

「お前は、勝の走そう狗くになりさがったのか」

「門人である」

「おなじことではないか。かつてわしと倒幕回天を誓いあったむかしを、おンしァ、わすれはすまいな」

　攘夷、すなわち勤王。

　開国、すなわち佐幕。

　というのが当時の図式である。

　日本の国力で列強の軍を撃ちはらえるわけがないのだが、天皇（孝明帝）はそれができると信じ、公卿もそれを信じ、かつ武市ら攘夷志士が、朝廷を焚きつけて日本政府である幕府にそれを朝廷から強要させている。

　あわれなのは、幕府だ。

「できませぬ」

　とはいえず、一方では外国と条約をむすんでなしくずしの「開国」をしつつ、一方では、朝廷に対し、

「いつかはやりまする」

　と、「対内外交」をしているのだ。

「期限はいつにする」

　と朝廷は脅迫同然にせまっている。その朝廷を背後であやつっているのが、長州藩と土州藩武市派である。幕府がもし攘夷はできぬといえば、倒してしまう。討幕の口実をそれにする、という肚である。

　だから、武市らにとっては、開国論はすなわち佐幕になるのである。

「変わっちょらせん。おれは倒幕よ。おれはおれのやりかたでそれをやる。だからそれまではおれの邪魔をするな」

「邪魔しとらん」

「勝を殺すというのがそれじゃ。半平太、この件、念を押したぞ」




京　の　春











「とにかく、勝を」

　竜馬は、武市に念を押した。

「殺すな」

　そういって「丹虎」を出た。

　勝はいったん江戸に戻ったが、ほどなく、将軍上洛のことで、海路、上方にやってくるのだ。

　当然、京に入る。

　京は、長州、土佐藩士をはじめ、殺伐な攘夷志士の巣窟である。かれらのうちの何人かは、ツカ頭がしらをたたいて勝を待っている、とおもってさしつかえない。

　竜馬は、心配だった。

　河原町の藩邸にもどると、すぐ、

「岡田以蔵はおらんか」

　とどなりながら門を入り、さらにどなりつつ廊下を歩き、自室に入った。

　出で格ごう子しの障子をあけると、すぐ眼の下が高瀬川である。雨がふっている。

　竜馬は、行燈に火を入れた。

「以蔵です」

　と、岡田以蔵が、朱鞘の大刀をつかんで入った。

「ほ。ひさしぶりだな」

　と、竜馬は、出格子の台に腰をおろしながら、羽織をぬいだ。

「はあ」

　もともと以蔵は無口な男だ。しかし、顔をくしゃくしゃに笑えみ崩して、竜馬を見あげている。以蔵にすれば、

（あなたを兄のように慕っています）

　といいたいところだろう。

　だが、眼だけは凄い。そこだけは獣のように油断なく光っていて、微笑でかくそうにも蔽おおいきれない異様さがあった。殺さつ戮りく者しや特有の眼である。

「もう何人斬った」

　と竜馬はいおうとしたが、竜馬はその言葉を呑み、ただ微笑をつづけていた。

「うわさはきいている。以蔵も男をあげている様子だな」

　とだけいった。人斬り以蔵といえば、薩摩藩の田中新兵衛とともに、京洛を戦慄させている暗殺の名人である。

「尽じん忠ちゆう報ほう国こくあるのみです」

「結構なことだ」

　竜馬はうなずいた。以蔵の単純な頭脳では、人を殺すことだけが、国家統一への道だとおもっているらしい。

「ところで以蔵」

「はい」

「もうすぐ、日本でもっともえらい人が、京都に入る。おンし、護衛してくれんか」

「どなたです」

「幕府の軍艦奉行並勝麟太郎先生だ」

「あっ、奸賊ではありませんか」

「殺すつもりでいたのか」

「そうです」

「それを護衛しろ」

　竜馬は、以蔵の頭でもわかるようにじゅんじゅんと説ききかせ、

「理屈はそれだけだ。とにかくこの竜馬を信ずるならば、竜馬が信ずる勝先生を護衛もうしあげろ。以蔵、頼んだぞ」

　竜馬は、高瀬川の夜雨をみつめている。




「頼むぞ」

　と竜馬にいわれて以来、人斬り以蔵はこの男なりになやんだ。

　悩むのは当然であろう。開国論者の勝海舟は、攘夷論者の武市半平太からみれば「大奸賊」である。

（それを護衛しろと坂本さんはいう。師である武市先生にそむけ、というのとおなじではないか）

　とおもうのである。思いながらも、実のところ、以蔵のような無学者にとっては、師匠の武市半平太はちかづきにくい存在であった。

　それよりも、以蔵は、師匠の友人の竜馬のほうが、親しみがもてる。もてるどころか、かつて大坂高こう麗らい橋ばしで竜馬から受けた大恩はわすれがたい。

（そのくせ、あのひとは恩人づらをしなさらん）

　それがうれしい。

　まだほかに、以蔵が竜馬に感謝していることがある。

　以蔵は、身分、足軽であった。土佐藩では足軽は他藩以上にいやしめられたもので、藩規として、正式の場合はその姓を名乗ることができない、というほどの差別である。

　藩の同志たちも、いや武市半平太でさえもときに、

「足軽」

　といった眼で以蔵をみる。以蔵にはそれが敏感にわかるのだ。

（ところが、坂本さんだけはしなさらん。あのひとはかつてわしにいったことがある。──人間に本来、上下はない。浮世の位階というのは泰平の世の飾りものである。天下が乱れてくれば、ぺこぺこに剥はげるものだ。事をなさんとすれば、智と勇と仁を蓄えねばならぬ）

　以蔵は思いあまって、師匠の武市半平太のもとにゆき、正直にうちあけた。

　果然、武市はにがい顔をした。

（攘夷主義者であるそちが、勝を護衛するのか）

　といった眼でじっと以蔵をみつめていたが、

「まあよい。竜馬にも考えがあろう。いうとおりにしてやれ」

　不快そうにいいすてた。

　このとし、文久三年二月二十六日、勝は予定どおり、順動丸で再び大坂にきた。

　すぐ京都にのぼった。

　竜馬は、勝の宿舎へ行って会い、以蔵をひきあわせた。

「この男、同藩の岡田以蔵です。ご外出のときにはかならずお供に加えてやって下さい」

「用心棒かね」

　勝は、カンがいい。しかし岡田以蔵のうわさは勝も聞き知っている。人を斬るのが尊王攘夷、とおもっている狂犬のような男ではないか。

（竜馬も、よりによって妙なやつをつれてきたものだ）

　とおもったが、勝はひとを信じた以上、どういうわけだい、とはいわない男である。

「供にしてやるよ」

　とその日から連れて歩いた。




　勝が上洛してから、人斬り以蔵は、そのあとを犬ころのようについてまわった。

　ある日、勝は二条城での会議がおそくなって、退出したときは夜になっていた。

　お供は、若党の新谷道太郎。このひとの歿年はたしか昭和十三、四年。九十余歳まで生きていたひとである。

　城内の供待ち部屋では、道太郎のほかに以蔵も、神妙にひかえている。

「やあ、遅くなった」

　と、勝は玄関で草履をはき、ふと城の櫓やぐらを見あげると、さきほどまでそこに出ていた月が、消えていた。

「降るのかな」

　勝はひとりごと。

「さあ、降るのは夜半でしょう」

　と以蔵。この男は、雨気が皮膚でわかるのか、晴雨のカンのするどい男である。

「しかし、降りそうでふらぬ、といった夜が一番あぶのうございます」

「刺客が出る夜だ、というのかね」

「はあ、拙者の」

「ふむ、経験に照らして、ということか。玄人くろうとが云うのだからまちがいあるまい」

　こういう夜は、壮士の血が殺気で沸くものだ、ということを岡田以蔵は知っているのである。

「さあ、出ようか」

　と、三人は城の小門から城外へ。

　大手の橋をわたると、堀川の通りである。

　勝の宿舎は、六角通新町の紀州屋敷で、二条城から近い距離ではない。

　提灯を二つ。

　一つを若党道太郎がもって先導し、一つは以蔵が持って勝の左側にピタリと身をよせつつ、足を運んだ。堀川を南へ。

　勝は、だまっていられない男で、なにかとしゃべっている。

　以蔵は、沈黙のまま。

「お前さんは無口だな」

「………」

　以蔵は、無言で頭をさげた。口をひらいては、四囲の気配がつかめぬからである。

「人殺しはよしたほうがいいよ。百人や千人の人間を殺したところで、時勢の流れが自在に変わるもんじゃねえ」

「………」

　越前屋敷の塀をすぎて、土地で通称「押堀川町」といっているあたりまできたとき、堀川ばたの柳がわずかに動いた。

　動いた、とみたのは以蔵のカンである。

　果然、数人の足音がにわかに湧きあがって闇のなかに白刃がきらめいた。

「奸賊──」

　と同時に躍り出た影は、二つである。以蔵はその影にぶちあたるようにして近づき、抜きうちに斬りさげた。

　かえす刀で、左手の男の腰車を斬り、

「土佐の岡田以蔵と知ってのことかァッ」

　と大音を発した。

　そのおどしがよほどきいたのであろう。五、六人はいた影が、わっと、悲鳴をあげるようにして逃げてしまった。

　以蔵、剣をおさめた。

　無言。




　返り血が、勝のハカマにかかった。

　が、勝は顔色も変えず、ふところ手のままぶらぶら歩いてゆく。

　以蔵、さすがに息が荒々しい。しかしあくまでも無言である。勝の左側をひそひそと歩く。

　晩年、勝は、このときのことを、こう速記させている。

　三人の壮士が、（と勝は人数を三人だと記憶している）それがいきなり前へあらわれて、ものもいわずに斬りつけてきた。おれはおどろいて後ろへ避けたが、おれのそばにいた土州の岡田以蔵が、いそぎ長刀をぬいて一人の壮士を真っ二つに斬った。

「弱虫どもが何をするかっ」

　と一喝したので、あとの二人は勢いにへきえきしていずこへともなく逃げた。おれもやっと虎こ口こうを遁のがれたが、何にしても岡田の早業には感心したよ。

　右が勝の言葉だが、他の記録では敵は数人。岡田が斬ったのは二人、ということになっている。いずれにしても岡田以蔵は、自分と同じ主義の「攘夷主義者」を斬ったことになる。

　といわれるようになったのは、この事件からである。

　いや、もともと以蔵にすれば、主義や思想などはなく、多くの二流以下の「志士」がそうであったように、かれを風雲にとびださせたのは、かれの血の気だけであった。頭脳は、師匠の武市半平太にあずけっぱなしで行動した。武市がやれといえばやった。武市がだまっていても、

（あの奸物を斬れば師匠に気に入られる）

　とおもえば、斬った。

　それだけのことだ。こんどは、竜馬に以蔵は「頭脳」をあずけたことになる。

「………」

　と、勝はだまって歩く。勝は幕末の一異漢であるし、度胸も自分では甕かめのように大きいとおもっているが、なにぶん、眼の前で人が斬られるのをみたのははじめてである。多少の動揺はある。

　やがて勝は、

「岡田君」

　と、不快そうにいった。

「君は、人を斬ることを嗜たしなんでいるようだが、大だい丈じよう夫ぶたる者の道ではない。大丈夫という者は、人に斬られても人を斬らぬものだ」

「………？」

「今後は、いまのような行動を改めたほうがよい」

「勝先生」

　と、以蔵は不服そうにいった。

「私にはわかりません。いや、たったいまこのことについて申せば、あのときもし私がいなければ、先生の首は飛んでいたでしょう」

（それもそうか）

　説せつ法ぽう好きの勝は、うっかり自分の立場をわすれて説教してしまっている。

　晩年、勝は、このときのことを話すたびに、

「これにはおれも一言もなかったよ」

　と苦笑した。勝がいいたかったのは、一人の生命と一国の生命とはおなじ重さだ、ということだったのだが、以蔵はついにわからずじまいで、そのみじかい生涯をおわった。




　京に入った竜馬が、お田た鶴ずさまのもとへ訪ねたのは、三月のはじめである。

　寺町通を北へあがり、清和院御門のなかへ入ると、そこは公く卿げ屋敷の町である。

　屋敷々々の樹木が天に重なりあって、

　公卿の森

　といってよかった。

　竜馬は三条屋敷に入り、名札をさしだしてお田鶴さまに面会をもとめた。

「土佐藩士坂本竜馬、どのでござるな」

　取りつぎの小用人がひっこんだ。べつに怪しんではいない。

　土佐侯山内家と公卿の三条家とは、姻いん戚せきのあいだがらである。

　自然、土佐藩士が、公用私用でよく出入りしている。

　お田鶴さまはこのとき、邸内「信受院様」の部屋で、双すご六ろくのお相手をしていた。信受院様とは、先代三条実さね万つむの未亡人である。

　実万。

　三条家の前主。井伊直弼がおこしたいわゆる安政ノ大獄で隠居、落らく飾しよくを命ぜられ、洛北一乗寺の堀ノ内で隠いん棲せいした。

　隣家に渡辺喜左衛門という郷士がおり、これとよく茶話をしたが、あるとき、どこからともなく菓子が贈られてきた。

　実万は甘いものには目のないほうで、

「喜左衛門、賞味しよう」

　と、ふたりでたべた。喜左衛門、たちまち中毒をおこして絶命。

　臨終いまわのときに喜左衛門が、

「御所様（公卿への敬称）、毒まんじゅうでござりまする。幕府の詐さ略りやくでございましょう。お召しあがりになりませぬように」

　というと、実万は、

「もう食べたわい」

　悲痛な顔をした。医者がよばれて吐と瀉しやしたが、なお胃の腑にのこったのか、それから十日目の安政六年十月六日、死歿した。ときに五十八歳。

　毒殺の元げん兇きよう井伊大老は、その翌万延元年三月三日、大雪の日、十八名の水戸、薩摩浪士群に桜田門外で討たれ、実万の仇も報ぜられたが、父実万が殺された怒りはその長子実さね美とみ（維新後太政大臣、内大臣、明治二十四年歿）をして公卿のなかでもっとも激烈な討幕派たらしめた。

　信受院はその未亡人である。

　実家の山内家からつけられたお田鶴さまを相手に老後の日を消している。

　お田鶴さまも多忙であった。三条家が、討幕主義の家だけに、お田鶴さまは、母藩土佐藩の出身の志士の面倒をよくみている。

　たとえば、竜馬の同志である池内く蔵ら太た（脱藩）が、江戸から帰る途中、旅費にこまり、両刀も着衣も売り、乞食姿で三条家の門前に立ったときも、刀と旅費をめぐんでやっている。

　やはり竜馬の同志河野万ま寿す弥や（維新後敏と鎌かま、諸大臣を歴任し、子爵。明治二十八年歿）が江戸から国許にもどる途中、京の藩邸で病いに倒れたのをあわれみ、寝具をあたえ、お田鶴さま付の下か婢ひをやって看病させている。

「竜馬どのが？」

　お田鶴さまは、双六の手をとめた。




「お通し申しあげますように」

　と、お田鶴さまは取次ぎをさがらせてから、ふたたび双六の盤面に顔をふせた。

（信受院様に顔色をみられたくない）

　とおもったからだが、当の信受院様は、興ぶかげにそういうお田鶴さまをながめている。

　信受院様は笑顔のいい老婦人である。ちかごろは媼おうな寂さびて来られたようだが、さすが土佐二十四万石の姫君そだちだけに、年とともに気品がみがかれ出てきて、かえってお若かったころよりはお美しい、とお田鶴さまもおもっている。

「田鶴、存じておりますよ」

　信受院様は、ほろほろと唇をほころばせながらいった。

「竜馬とは、坂本竜馬のことでしょう。身分はいやしいが、おもしろい武士だときいています」

「はい」

　お田鶴さまは顔を盤面に俯せたまま、唇を嚙んでいる。頬に血がさしのぼるのを懸命にこらえているのである。

「田鶴」

「はい」

「好きなのでしょう？」

　お田鶴さまは、はっと顔をあげると、信受院様の邪気のない微笑がそこにある。

「まえまえから察しておりましたよ。田鶴は藩士たちのうわさをわたくしに聞かせますとき、坂本竜馬のはなしをするときだけ、眼のかがやきがちがっていました。これ、わたくしの邪推かしら」

「邪推などと」

「ホホ、変なことばをつかいました。当て推量というべきでしょう。でも、わたくしはわたくしで、ちっとも竜馬があらわれないので、田鶴のために気をもんでおりました」

「いいえ、あの。……」

「いいわけは無用ですよ。おなごが男を慕うというのは自然な情です。それに、田鶴のように身持も堅ければ、わたくしも安心して田鶴をからかうことができます。もう双六はやめましょう」

「そんな」

　お田鶴さまはあわてて、骰さ子いをふる筒をとりあげた。

「田鶴、なにをうろたえています。わたくしの番ですよ。でも、やめましょう。あすまでおひまをあげますから、ゆっくり物語などして来ますように」

　信受院様は、源氏物語が好きで、大名の家に育ったわりには、こういうことにひどくさばけていた。

「ただ」

　と、お田鶴さまをいたずらっぽく見て、

「田鶴にかぎって間違いはないとおもいますけど、嬰や児やを生むようないたずらごとだけはしてはなりませぬ」

（まあ。……）

「わたくしは、田鶴を家来ながら珠た玉まのようにおもっておりますから、このことだけは心得ますように」

　さばけているようで、そこは貴族だから、信受院様もわがままなものである。




　お田鶴さまは、自室でちょっと鏡をのぞいてから、玄関わきの小部屋へむかった。

（雪でも降りそうな）

　中庭の廊下から空を見あげて、無意味につぶやいた。自分を落ちつかせるためである。

　小部屋に竜馬はいた。

「やあ、久しぶりです」

「そうでしたね」

　お田鶴さまは、しずかにすわった。挙きよ措そ動どう作さの端正さは、さすが、土佐藩譜代家老の家にうまれただけのことはある。

「竜馬どのはお元気でしたか」

「患わずらわぬようです」

「そう」

　お田鶴さまの言葉がみじかい。気持がおちつくまで言葉ずくなでいないと、どんな妙なことをしゃべるか、自分で自分が信用できないのである。

「お田鶴さまもお達者で」

　とは竜馬はいわない。もともと世間なみなあいさつをしない男なのだ。

　もっそりとあごをなでている。

　みれば、黒木綿の羽織が旅りよ塵じんでよごれ、紋が灰色になっていた。

（あいかわらず、きたない）

「竜馬様」

「ハイ」

　竜馬は、変な声を出した。かすれている。この男なりに、お田鶴さまに逢うということが、懸命なことらしい。

（やっぱり竜馬様は、わたくしを想ってくれている）

　と、お田鶴さまはおもった。そうおもうとひどく落ちついてきて、われながら女とは妙なもの、とつい微笑をふくんでしまった。

「なんです」

「いいえ、そのお羽織のこと。田鶴がつくって差しあげましょうか」

「これ、きたないですか」

「すこしね」

「櫛しつ風ぷう沐もく雨う、着たきりすずめでしたからな。なるほど」

　と竜馬は袖をぺろりと舐なめ、

「塩っからくなっちょるわい」

「からい？」

「江戸・大坂は海路でした。京・大坂はいつも陸路ゆえ、塩のほかに街道ボコリの味もしちょりますわい」

「なかなかの食通ですね」

「ろくなものは食うちょらんが」

「食べさせてあげましょうか」

「頼みます」

　竜馬は、片手おがみをした。

「だけど、そのようにきたないなりをしたひととゆくのはいや。せめて羽織だけでも無紋の黒くろ縮ちり緬めんをとりよせてさしあげましょう。その羽織はお捨てなさい」

「捨てると、叱るひとがあります」

「まあ、どなたです」

「これは、千葉道場の小嬢こいとどので、さな子と申されるひとが作ってくれたものです」

「竜馬様」

　お田鶴さまは、おだやかでない。




　が、すぐ微笑をうかべて、

「さな子殿と申されるのは、竜馬様の許婚者いいなずけでございますか」

　と、お田鶴さまはいった。

「ちがいますが、親しくはありますな」

「どうお親しいのです」

　つい、尋問の口調になった。

「北辰一刀流の同門仲間です。というより師匠筋ですな。貞吉老先生の娘でありますし、拙者が頂戴した免許伝書にも、さな子殿の名前が出ています」

　竜馬は、懐ろから伝書一巻をとりだし、じつは、これを国もとの乙おと女め姉さんあてに送ってほしいと思ってもってきた、といった。

「道中、邪魔ですから」

「披ひ見けんさせていただいてもよろしゅうございますか」

「いいですよ」

　巻物を解くと最後に人名がならんでいる。開祖千葉周作成政を筆頭に、竜馬の直接の師匠であるその弟の貞吉政道、さらに「重さん」である千葉重太郎一かず胤たね、その横に、重太郎の妹たちが三人ならんでいる。名は、佐さ那な女じよ、里り幾き女、幾き久く女。

　りき子、きく子のふたりは、はやく嫁とついだから、いまは千葉家にいない。長女のさな子だけが、残っているわけだ。

「そこに、佐那女、とあるでしょう。そのひとですよ、この羽織を縫ってくれたのは。免許皆伝の腕で、なかなか手ごわい」

「うつくしいひとでしょうね」

「ひとはそう言いますな」

「竜馬どのもそうおもうのでしょう？」

「無論」

　お田鶴さまはばかばかしくなって、巻物をとじた。

「乙女殿におくって差しあげます。それと、御馳走をしてあげますから、清きよ水みずの明あけ保ぼ野の亭ていへひと足さきに参られますように」

「この羽織のままでいいでしょうな」

「きたなくて田鶴はいやですが、竜馬どのにとって大事な方がお手縫いになったのですから、そのままで結構です」

　切り口上で、いった。

　竜馬は、そとへ出た。

（おや）

　雪が、ちらつきはじめている。

（今夜は、積りそうだな）

　辻駕籠をひろった。

　途中、柳やなぎの馬ばん場ば三条下ルで、火事があり、竜馬は見物のためにおりた。

　火もとは床屋で、その隣りの町家に類焼し、三軒目の板塀の屋敷が燃えている最中であった。

　屋敷はさほど大きくはないが、いかにも由ゆい緒しよありげな構えだったので、

「たれの屋敷だ」

　ときくと、駕籠かきが、

「いまはお亡くなりになりましたが、楢なら崎さき将作という高名なお医者様の屋敷でございます」

「楢崎？」

　竜馬は火事場へむかって駈けだした。

　名は知っている。去る安政ノ大獄で捕縛され、牢死した勤王家であった。




　楢崎将作の遺族は窮迫している、とかねて竜馬はきいていた。

　同志のうわさでは、未亡人は、屋敷に何世帯もの他人を住まわせ、その部屋代で食っているという。収入はわずかなものであろう。その上にこの火事である。

（夫は獄死、家は火事。──こいつはかなうまい）

　竜馬が夢中で駈けだしたのは、そうおもったからである。

　義俠、といえばていはいいが、竜馬にはそれほどの美談趣味はない。日ごろはのそのそしているくせに、こういう事態をみると、命も要らず、という気持になり、眼さきもかまわず駈けだしてしまう。

（妙な男じゃ）

　とは竜馬自身はおもっていない。

　しかしそれにしてもこのときの猪ちよ突とつぶりは、異常すぎた。のちにこの「火事」が、竜馬の運命に別なものを加えるにいたるのだが、やはり、このとき、そういう見えざるものに誘ひき入いられたというべきか、どうか。

「どけどけ」

　と黒山の人だかりをかきわけているうちに、竜馬の両耳は、口々にわめいている町内の連中の言葉から、重要な数点を聴きとった。

　遺族に、次郎という男の子がいるらしい。あとでわかったことだが、このとき九つ。

　それが、

「脇差、脇差」

　と口走って、いったん逃げ出してきた火事場へまた入ったという。

　脇差、というのはあとでわかったことだが、家財を売り食いしつくしたあとにたった一つ残っている亡父のかたみであった。

「焼け死ぬぞ」

「煙にまかれるぞ」

　とみな口々に叫んでいるだけで、たれも救出しようとする者がない。

　いや、姉らしい武家風に作った娘が、飛びだそうとしていた。

　それを、近所の人々が懸命に抱きとめていた。この火勢をみては、それが他人にとってせいいっぱいの好意だった。

「はなしてください、はなしてください」

　と、娘はもがいていた。

（よし、おれが行っちゃる）

　竜馬は火消人足から濡れムシロとトビグチを一つ借り、

「おれに水を掛けろ」

　と命じた。

　ざぶっと、頭からかかった。

「刀をたのむ」

　両刀を脱して、ポン、と投げた。と竜馬は記憶しているのだが、じつは娘にあずけたらしい、と後刻、冷静になってから気づいた。

　だっ、

　と、火中に突進した。

　トビグチと濡れたムシロで、燃え落ちてくる大小の火の粉をはらいのけつつ裏庭に達すると、そこも、もうもうたるけむりである。

「坊っ」

　竜馬は、倒れている子を見た。




　少年は、窒ちつ息そくしているようである。

　竜馬は、さらうようにして抱きあげると、少年に濡れムシロをかぶせ、そのままの姿勢で、

　ずしっ、

　と、板塀に左肩をぶっつけた。板三枚が、釘をはなれた。竜馬は足をあげて蹴倒し、せまい露地へとびだした。

　すぐ、隣家の勝手口がある。ひどい煙で、眼があけられない。涙をぬぐってやっと眼をあけると、どうやらそこにはまだ火がまわっていない様子である。

　勝手口から隣家にとびこんだ。すでに家人も家財も退避していたが、その空家に火消が十人ばかりはいりこんで柱にツナをつけ家屋をひき倒す支度をしているところだった。

「ご苦労じゃな」

「へっ？」

　火消のほうが驚いた。髪の毛が焼けちぢれ、顔が煤すすでまっ黒の浪人体の大男が、煙のなかから出てきたからである。

「旦那、袴に火が」

「ホイ」

　足でもみ消してから、

「まだ倒すなよ、まだ倒すなよ」

　といいつつ、そとへ出た。

　どっと人垣がどよめいた。

　竜馬は子供を地上にひきおろし、活かつを入れると息を吹きかえした。

「坊、脇差はなかったろう」

「うん」

　少年は無邪気にうなずいた。

「もう無茶はするな。脇差なんぞはいくらでも売っている。あんな金物を父の形見だとか武士の魂だとかいっているのは自分に自信のない阿呆のいうことだ。形見はお前さん自身さ」

　少年は、可愛い顔だちをしていた。話にだけきいている故楢崎将作というひとは存外美男だったのかもしれないと思いながら、

（そうだ、お田鶴さまだ）

　とおもいだして、あわてて駈けだした。駕籠屋が待っていた。

「おう、逃げずにいたか」

「旦那、駕籠賃はまだもらっていませんよ」

「ああ、そうか。すぐ明保野亭だ」

　駕籠が、駈けだした。

「おかしいなあ、旦那、稼業がらでこういうことはわかるんだが、すこうし目方がかるくおなり遊ばしたね」

「もっともだ。そういわれてわかったが、おれは大小を火事場に忘れてきちょる」

　竜馬は、やっと気づいて、ボンヤリしている。一体、たれに渡したのだろう。

「そう言や、旦那のお腰のものを若い娘がたもとで抱いていましたよ。旦那が出てくるときには居なかったなあ」

「盗まれたかなあ」

「冗談じゃありませんよ。引っかえしましょう」

「おれは引っかえすのはきらいだ。その辺の通行人をよびとめて、火事場へ伝言を頼んでくれ。おれは土州藩士坂本竜馬。清水の明保野亭へもってこい、と」

「のんきだねえ」




　駕籠が産さん寧ねい坂ざかをのぼって、明保野亭の前でそろりと肩をはずした。

　竜馬が出た。

　丸腰で、全身びしょぬれのまま、袴などは、べったり股にくっついたままだ。しかも髪のあちこちが焼け焦げて、顔は煤だらけである。これでお田鶴さまといわば「逢あい曳びき」しようというのだから、話にもなにもならない。

「旦那」

　駕籠かきまでが、見かねた。

「こういっちゃなんでございますが、ひどいなりでございますねえ」

　袖などは焼けこげて、ボロが腕にぶらさがっている。

「ホンに、乞食じゃな」

　竜馬もわれながらおかしくなって、げらげら笑いだした。

　駕籠屋は、すっかりこの侍が好きになってしまっている。だからつい余計な節せつ介かいをやいて、

「旦那、明保野亭といえば、京でも通った店ですが、おなじみなんでございましょうね」

「馴な染じみでなけりゃ、どうなるんだ」

「いや、そのお姿でお入りになっちゃ、玄関へあげてくれませんよ。悪いことを申しませんから、ここで待っていなさい。この近所にあっしどもの懇意の古着屋がございますから借りてきてさしあげます」

「ありがとう。しかしまあ、これでいいだろう」

「いや」

　駕籠屋は、がんこだ。

　そういう押し問答を、明保野亭の使用人がどこかで見ていたらしく、女将おかみに注進した。

「淡あわ島しま乞食が、ゆすりに参りましたよ」

　といったものだから、店じゅうが騒ぎになった。三条の橋下あたりで小屋をつくっている乞食が、淡島の神しん符ぷを売ると称してこういうなりで水商売の門かど口ぐちに立ち、いやがらせをして、いくらかのぜにを得るということが、わりあい多い。

「駕籠に乗った乞食です」

「どんな？」

「大男でございますよ」

　竜馬は五尺八寸あったというから、当時としては人目を驚かすほどの大男である。

　そういう騒ぎの最中、お田鶴さまは離れ座敷でひとりすわっていたが、廊下で騒ぐ声でほぼ様子がわかったため、

（ひょっとすると）

　と思い、手をたたいた。

「門前の乞食、紋もん所どころはなんです」

「桔き梗きよう紋でございます」

「ああ、それは。淡島乞食でもなんでもございません。むかし、ここにお見えになっていたお客様です。お通しください」

（しかしなぜ竜馬どのが、ほんの数刻の間にそのようなかっこうになってしまったのかしら）

　竜馬が入ってきた。

　お田鶴さまはさすがに目をみはった。




「どうなさったのです。そのお姿。──」

　お田鶴さまは、眉をひそめた。

（まったく、眼が離せない坊やだこと）

　とおもうのだ。梨なしの木き町の三条屋敷へ訪ねてきたのは数刻前だというのに、もうこんなに泥んこになってしまっている。

「お袖などは、ぼろぼろ。焼けてぬれて泥んこで、それじゃ、せっかく大事なお女ひとに縫ぬっていただいたお召しものも台なしじゃありませぬか」

「お田鶴さまがわるいんじゃ。わしの羽織を、ああまでけちをつけるキニ、まこと、こうなった」

「田鶴のせい？　ばかにしていらっしゃる。ご自分がどこかでいたずらなさったくせに」

「こどもじゃありませんぜ」

「竜馬どのなら、たいしてちがいはありませぬ。いったい、どうなされたのです」

「柳やなぎの馬ばん場ばで、火事」

「火事。それでどうしました」

「いや」

　竜馬は手短かに物語り、物語ってからがたがたと慄えるまねをして、

「寒い。火事とはこんなに寒いものとは存じませぬじゃった」

「それに、火事とは汚いものでございますね」

　お田鶴さまはからかいながら、明保野亭の者に、すぐ風呂をたてるよう、命じた。

　幸い、湯がわいていた。

「いや、風呂はいい」

　と、竜馬は子供のころからの風呂ぎらいで、そのくせがいまだになおらない。

「いけませんよ。竜馬どの。その為てい体たらくでは、この店があとで畳替えをしなければなりませぬ。さ、田鶴が入れてさしあげましょう」

「いや、いいです」

「聞いていますよ、おうわさは」

　と、お田鶴さまが笑った。うわさというのは、竜馬は少年のころ、乙女姉さんがやかましくいって湯に入れたものだが、乙女が、手を離せぬ用事などがあったときなどは、

　──今日はひとりでお入りなさい。

　というと、ハイ、と答えて、しばらくすると手拭だけを濡らして戻ってくる。顔も手足も、真黒のままである。

　──竜馬さん、入りましたか。

　と乙女がただすと、入りました、といって手拭をみせる。顔にうその証拠があるのに竜馬は気づかない。だから乙女は、いつも付きっきりで入らなければならなかった。

「きいています」

　とは、そのことである。

「さ、おいでなさい」

　お田鶴さまは竜馬を湯殿に案内し、板ノ間で立ったまま、竜馬が脱衣するのをじっと監視した。

（弱るなあ）

　竜馬は、無む頓とん着ちやくなくせに、容易に裸をみせたがらない奇癖があった。例の、うまれたときから背中に密生しているくろぐろとした旋せん毛もうである。見苦しいというほどのものではないが、当人は婦女子のようにはずかしがった。そういうこともきいているから、お田鶴さまは竜馬をいじめてやろうと思ったのである。




　竜馬は手桶に湯をくみ、

　ざぶっ、

　と肩からかぶると、黒い汗が流れるかとおもうほどに煤や泥でよごれている。

（痛え）

　とあらためて気づくと、肩、脚のあちこちに、火傷やけどやひっかき傷があって、ちょうど戦場から帰ってきたようなぐあいである。

　いつのまにか、お田鶴さまが、かつての乙女姉さんのような姿で入ってきた。紅ダスキを十文字にかけ、すそを甲斐々々しくひざまでたくしあげている。姫ひめ御ご前ぜのあられもござらぬ、というところであろう。

「竜馬どの、流してさしあげます」

「いやだ」

　竜馬はあわてて湯舟にとびこんだ。例の背中をみられるのがいやなのだ。ましてお田鶴さまに前を露呈するわけにはゆかないから、進退に窮してしまったのである。

　首まで浸つかりながら、

「お田鶴さまも、なにやら乙女姉様に似て参られましたなあ」

「竜馬どのが似させてしまうのでしょう。あなたのご様子をみていると、そこまで面倒をみて差しあげねば、うまく生きてゆけないひとだというような気になってしまいます。いってみると、竜馬どのがわるいのですよ」

「私はしっかりしておりますよ」

「それはお口だけ。──」

「そうかなあ」

「手のかかるひとです。江戸のさな子どのとやらも、そういうお気持でございましょう」

「なるほど」

　竜馬は、がっかりしている。そういえばさな子も、怒りっぽいくせに、うるさいほど親切なところがあった。

「竜馬どのはお嫁さんをお貰いにならないのですか」

「貰いませんな」

「なぜです。あなたのようなかたには、お嫁さんが必要ですよ」

「治ち世せいにうまれていれば、私は亡父の希望どおり、兄の権平から高知城下に道場をつくって貰って、剣術使いとして世をすごし、平凡な妻をもらい、子をうみ、近所から度ど外はずれ者と嫌われながらも、安あん穏のんな世を送ったことでしょう。……しかし」

「乱世におうまれ遊ばしましたね」

「ええ。古来、乱世というのは男の時代ですからな。家はもちたくない」

　竜馬の顔がだんだんゆであがってきた。湯がひどくあついのである。

「こりゃ、たまらん」

　飛びだしてしまった。

　お田鶴さまはそこを待ちうけて、竜馬に背中をむけさせてしまった。

　なるほど、堂々たる背中である。その背筋を中心に、竜のたてがみ、といった奇毛がはえひろがっている。

「まあ、お話にはきいていましたが、これが竜馬なんですねえ」

　お田鶴さまは、感嘆した。ひょっとすると天が、この乱世を収拾するために竜の化け身しんを地上に降したのではないか、と半分本気でおもうのである。




　お田鶴さまは、ざあっと竜馬の背を流してやると、ぬか袋でごしごし洗いだした。

（へんな毛。──）

　とお田鶴さまがおもっているであろうと想像すると、竜馬は身のちぢむ思いだ。この毛が竜馬の苦のたねで、まったく、お袋様もおかしなぐあいに生んでくれたものだと、恨みたくなる。

　背を流しているお田鶴さまには、そういう竜馬の気持が伝わってきて、ますますいたずらっぽい気持になる。

　お田鶴さまがおかしいのは、こんなに無頓着で、野放図で、女の気持など汲んでくれそうにない若者が、たった一つ、背中の毛のために少女のようにはずかしがっていることであった。

　もっとも、竜馬も、よっぽど機嫌のいいときでしかも酒に酔っぱらったときなど、芸者の前でぱっともろ肌ぬぎになり、

「どうだ、竜馬の意味がわかったか」

　というときがある（といっても、一生で二度ほどだったそうだが）にはある。

　しかし平素は、真夏でも人前で裸になることはなかった。人間、たれしも、自分の肉体のどこかに劣等感をもっていて、そういうものは子供のころから生涯にかけてついにぬけきれないものらしい。

　しかし他人の眼からみると、当人がはずかしがっていることが、かえって愛嬌で、お田鶴さまの場合など、

（だからこそ竜馬どのは可愛い）

　とおもっているほどだ。

「竜馬どのは」

　とお田鶴さまは、まったく別な話題をえらんだ。

「開国主義になられたそうですね」

　という言葉は、この当時、国賊、佐幕、売ばい国こく奴ど、といったほどの強烈な意味をもっている。

「攘夷ですよ」

　竜馬は、反対のことをいった。

「坂本竜馬は、尊王攘夷のために死ぬつもりです。ただし、私の攘夷は、公卿や、一般の攘夷志士のようなそんな攘夷じゃない。例えばお田鶴さまはいまぬか袋を使っていらっしゃるでしょう」

「ええ」

「シャボンという便利なものがあります。世の常の攘夷志士は、シャボンをつかうと肌に夷臭がしみこむ、と申しますが、竜馬は、シャボンも使い、軍艦も使い、洋式火砲もつかい、革靴もはき、世界の列国とおなじ道具をつかった上で、日本をたてなおしたい」

「そのようなことをいうと、京都にうようよいる攘夷志士から殺されますよ」

「いや、今こん日にちの時勢でそんなことを申したところで誤解をうけるだけですから、時期がくるまで申しません。しかしお田鶴さまは、こちこちの攘夷屋さんでしょう？」

「主家の三条家が、いまでは天下の志士から攘夷の神様のように仰がれておりますもの。田鶴もむろん、その神様の侍女ですから、ぬか袋式の攘夷屋さんです」




「お田鶴さま、もうそのへんで」

　竜馬は、もう閉口してしまっている。

「いいえ、お髪ぐしも洗ってさしあげます。このお頭つむり、煤だらけで、焦げ臭くて垢だらけで、田鶴はこんなお頭をみたことはありません」

「はあ」

「日本中の悪いにおいをみんなあつめてお頭のかたちにこしらえれば、きっと竜馬どののお頭になりましょう」

（ひどいことをいうなあ）

　奇妙なことに、姉の乙女が少年のころに頭を洗ってくれた言い方と、そっくりなのである。

（女とは、みな同じことをいうのかな）

　いや、竜馬に接していると、ついつい、どの女性も、同じことをいい、同じ仕し草ぐさになってしまうのであろう。

「お耳をふさいでいらっしゃい」

　お田鶴さまは容赦なく、元もつ結といを解き、頭からざぶざぶ湯をかぶせた。

「ああ、真黒なお汗」

　とにかく梳すいては垢をとり、梳いては垢をとって湯をかぶせているうちに、湯舟のなかの湯が、半分ぐらいに減った。とにかく、たいへんな頭である。

「このようなお頭をなさっていると、女おな子ご衆しにはもてませぬよ。さあ、こんどは縁側へお出なさい。結ゆってさしあげます」

　板の間に、お田鶴さまがこの家の女将おかみにいいつけておいたのだろう、真新しい薩摩ガスリの着物、マチ高袴、帯、下着、下帯、までそろえてある。羽織だけがないのは、紋の入ったものをあとでこしらえてくれるつもりらしい。

　それらを着けて、座敷の縁側に出た。

　すでにお田鶴さまが、道具をそろえて待っている。

「さあ、そこへおすわりなさい」

　武士の頭というものは、普通、男の髪結いか、若党などの家来がするもので、女に手を触れさせないものになっている。べつにさほどきびしい習慣でもないが、戦国の遺習で、武士の首は、敵の大将の見げん参ざんに入れるものだから平素女人の手に触れさせない、というもっともらしい俗説がある。

　ところが竜馬は、十四歳の元服以前はむろん、元服後ももっぱら姉の乙女に結ってもらっていた。

　お田鶴さまは、それも知っている。とにかくなにからなにまで、女性の手にかからねば生きてゆけぬ青年のように思える。それだけに、竜馬の周辺の他の女性に対して、お田鶴さまは、このひとらしくもない嫉しつ妬とを感じてしまうのである。そのくせ、

「竜馬どの、早くお嫁さんを貰いなさい」

　と心にもないことをいいながら、きゅっ、きゅっ、と髪をしめあげている。

　やがて、びんの締まったつややかな髷まげができあがった。

「窮屈で」

　と、竜馬は両掌で、びんのあたりをぼさぼさにほぐしてしまった。これが、志士のあいだで有名な竜馬まげというやつである。ぼわっと、両側がふくれている。




　膳ぜんと酒が出た。

「竜馬どの、ご馳走をしたからお説教をするのではありませぬが、あなたはすこしぼんやりしすぎているのではありませぬか」

「左様。──」

　竜馬には、お田鶴さまの言おうとしていることがわかる。

「猖しよう獗けつ」

　という漢語がある。どちらも、ケモノ偏がついている。辞典によると、「猛獣の狂いまわるように、はげしくあばれまわるさま」という意味だ。

　京は、二流三流の「勤王の志士」が猖獗していて、毎日、血の雨が降っているような時勢だ。二流三流は「天誅」と称して人を斬り、四流志士は「攘夷御用」と称して、富商や本願寺などに押し込み強盗同然の強ごう談だんをして、御用金を巻きあげている。

（そういうものが勤王活動か）

　と竜馬はおもうのだ。竜馬は断乎として、そういう「猖獗屋」のやりかたでは、討幕もできぬし、攘夷もできぬと信じている。

　一流志士というべき薩摩の西郷、長州の桂などは、さすがにそういう類ではない。しかしおなじ一流でも、長州藩の連中は、

「猖獗的ふんいき」

　にあった。

　高杉晋作、久坂玄瑞、といった松しよう下か村そん塾じゆく系の若者は、胃の腑に火の玉をのみこんだような行動をし、しかもこの藩は、公卿工作が巧妙で、京都朝廷は、長州藩にまるめこまれ、あたかも長州藩の出で店みせのような観があった。

　長州藩は、攘夷、あくまで攘夷、といった暴走主義である。だから公卿は大いに攘夷づき、

「洋夷などは日本の武力をもってすれば、一挙に打ちはらえる」

　と信じこんでいた。

　こんども、長州藩の久坂玄瑞、寺島忠三郎（いずれも蛤御門ノ変で自刃）らが公卿を動かし、幕府に対して、

「攘夷を決行せよ」

　と天皇の命による催促を出させた。幕府の狼ろう狽ばい、むざんなほどである。世界を相手に江戸幕府が戦争できるものではない。

「みなさん、ご活躍ですよ」

　とお田鶴さまがいったのは、竜馬の盟友である久坂らのことである。

　朝廷も、長州思想一色になりつつあり、佐幕派だった前さきの関かん白ぱく九条尚ひさ忠ただ、和かずの宮みや降こう嫁かに尽力した岩倉具とも視み（のち討幕派に転換）、千ち種ぐさ有文らは謹慎を命ぜられ、かわって、お田鶴さまの主家の若当主である三条実美ら急進過激の攘夷思想家が勢力を得はじめ、長州藩がその背後で策謀し、このままでは、朝廷・長州による、

「京都政府」

　ができあがりそうな勢いであった。

　この間、かつての勤王先鋒だった薩摩藩は、しずかに兵備をととのえて時勢を静観している。かれらは、長州藩が天皇を擁して幕府にとってかわるのではないかと疑っていた。

　さらに、将軍上洛。

　自然、幕府首脳部は京都に移った。

　京都の情勢はこんとんとし、たとえば新選組が誕生するのも、このころである。




「竜馬どのは、御屋敷に来る諸藩の有志（志士）のかたがたのあいだでも、よくおうわさにのぼりますよ」

　公卿の三条家は、故主実万、当主の権中納言実美、父子二代つづいて尊王攘夷の家だから、京の志士の希望の星であった。

　自然、屋敷は志士のサロンになり、過激世論の中心になっていた。

　そのなかで、

「土佐の竜馬が」

　とか、

「海南の坂本竜馬」

　とかいったうわさが出る。かれら攘夷志士は、竜馬に期待するところが多い。

　その竜馬が、ひそかに開国論者に変色しているのである。

　しかも幕臣の勝にくっついている。敵に奔はしったようなものだ。普通なら、仲間に斬られるところである。

　が、竜馬はずるい。

「攘夷討幕の方ほう便べんだ」

　といっている。いま京は、急進攘夷論が猖獗しているまっ最中だから、そういうときに異論をとなえても仕方がないのだ。

（時期がくる。それまでは沈黙して、ただ行動準備をしているにかぎる）

　と、竜馬はずるくやっている。もともと、鈍なようにみえて、肚の中は一筋縄ではいかぬものを秘めている男だ。

　肚は、みせない。

　開国論者は、京では大根のように斬られてしまう。斬り手は、「人斬り三人男」といわれた土佐の岡田以蔵、薩摩の田中新兵衛、肥ひ後ごの河上彦げん斎さい、といった連中で、その亜流の有う象ぞう無む象ぞうも、

「天誅を加える相手はないか」

　と、蚤のみ取とり眼まなこでさがしている。かれらは、それが勤王興国、攘夷興国の唯一の方法だと信じている狂信者である（かれらが京をほとんど無警察状態におとしこんだから、幕府は新選組、見廻組といった、見敵必殺の武装警察をつくったのである）。

　ところが、その連中が、竜馬にだけはどういうわけか、坂本先生、坂本先生、と慕い寄ってくるから、竜馬はまったくずるい。

　ずるい、というよりも竜馬は、心の底からかれらを可愛がっていた。以蔵などを見るときの竜馬は、沁しみとおるようにやさしい眼をする。こういうことは天下国家についての議論以前の、人間としての問題らしい。

　かれらも、

（竜馬に愛されている）

　ということがわかった。かれらは共通して、根が単純、性格が勁けい烈れつなだけに、直感でわかるし、わかれば哀しいほどに慕ってしまうところがある。

「とにかく」

　お田鶴さまはいった。

「竜馬どのは、間違った道に踏みはずしそうで、心配でなりませぬ」

「お田鶴さま」

　竜馬は酔って、つい高言を吐いた。

「時流に同調することが正道ではない。五年後には、天下靡ひ々ひとしてこの竜馬になびくでしょう」




「ところで、竜馬どの」

　お田鶴さまは、さきほどから気づいていてわざと質問しなかったことをきいた。

「お腰のものは、どうなされたのです」

「火事場でわすれましてな」

　竜馬も、多少気にはなっていた。

　もしあのままどさくさでなくなったとすれば、陸む奥つの守かみ吉よし行ゆきの一刀だけは悔まれる。あの刀を脱藩人竜馬に貸し与えたために、婚家から問責され、次姉お栄は自刃しているのである。

（あの刀には姉の恨みがこもっちょる）

　竜馬の脱藩のために、次姉お栄が死に、三姉乙女が離婚して実家にもどった。坂本家の姉たちが末弟竜馬の「国事奔走」にかけた期待は大きく、同時にその犠牲も大きすぎた。

　その願望と悲惨のすべては、あの陸奥守吉行の一刀に象徴されている。

「武士の魂を置きわすれるとは、竜馬どのもこまったものでございますね」

　竜馬は、むっと不快な顔をした。この男にはめずらしいことである。

「怒ったの？」

「………」

　竜馬は、さばのなますを箸でつまみ、口に入れ、無言のまま丹念に嚙んでいる。

（ひとが気にしていることを、おっかぶせるようなやつは、おれはきらいだ）

　口に出せば、そうどなりそうなふくれっ面つらである。

「刀は武士の魂ではない」

　と竜馬は、眼をすえていった。

「道具にすぎぬ。道具を魂などと教えこんできたのは、徳川三百年の教育です。戦国の武士は刀を消耗品と心得、人によっては何本も用意して戦場に出、折れれば捨て、脂あぶらで切れ遏やめば砥と石いしでごしごしといで使った」

「それと、火事場で置きわすれたことと、どういう関係があるのです」

「武士の魂、とおっしゃるからですよ。火事場にわすれたのはわしの不注意にすぎぬ。しかし魂はここにある」

　と自分の胸から腹へかけてなでおろし、

「刀にはない」

　といった。が、表情は暗い。

　姉のお栄の悲惨な自害をおもいだしている。

「竜馬どの」

「なんです」

「利口ぶったお説教などしてごめんなさい」

　お田鶴さまは、あやまったのではない。竜馬の表情の暗さにおどろいてしまったのである。

（わるいことをいってしまったらしい）

　が、妙な偶然がおこった。

　この刀問答をしている真最中に、陸奥守吉行が明保野亭の玄関に出現したのである。

　娘が、持参していた。

　例の楢崎将作の遺子、というあのときの娘である。

「坂本さまとおっしゃる土佐侍従様御家来がこちらにいらっしゃるでしょうか」

　明保野亭の男おとこ衆しも、あとで応接に出た女将おかみも、この娘の美しさに眼をみはった。

　竜馬の生涯を彩いろどった楢崎お竜りようの登場は、このときからである。




「竜馬どの。その娘さんをここへお招よびしたら？」

　と、お田鶴さまがいった。

「左様、まあな」

　どちらでもいいことだから、竜馬は、ぬらぬらした態度で、肴さかなを嚙かんでいた。

　娘がはいってきた。

　入り口にすわって、三ツ指をつき、鄭重に頭をさげた。根のひくい「つぶし」といわれる娘々した島田まげを結い、小ざっぱりしたとめつめ小袖を着ている。

　顔をあげた。

　きらっとした眼である。

　唇くちもとが怜悧そうで、あごがひきしまっている。

　美しい。お田鶴さままでが、ぼう然と息をのんだほどの美しさである。

　話が先へさきばしるが、彼女を見た実見者の遺談をしるしておこう。

　当時の土佐藩士で、のちに参議、枢密顧問官、侯爵をさずけられた竜馬の盟友（竜馬は多少軽侮していたようだが）佐佐木高行はこの娘について、

「有名の美人で、善悪ともなしかねまじく見えた」（佐佐木老侯昔日談）

　語り手の高行は、おだやかな性格で、どこからみても天才性がなく、ものの見方も、多分に固こ陋ろうなところがあり、この娘のような、一種きらきらとした才気、あるいは、

　妖気。

　あるいは、見当もつかぬ発想法。あるいは人を人臭いとも思わぬところ。あるいは、あたまから古いしきたりを受けつけぬ奇妙な性格、──そのくせ、

「女傑」

　ではなく、女傑ほどの生産性（妙な言葉だが）がない。そういう点で佐佐木高行は直感して、

「善悪ともなしかねまじく」

　といったのであろう。才女すぎるのである。

　竜馬自身が姉の乙女に出した手紙では、

「まことにおもしろき女にて、月げつ琴きんをひき申し候」

　といっている。「まことにおもしろき」というほか、当時、「才女」というものを表現する言葉がなかったのであろう。しかも「月琴をひき申し候」というほか、彼女の才能をあらわすことばがない。

　さらに竜馬は、手紙でいう。

「年は二十三。もと十分大たい家けにて、花生いけ、香を聞き、茶の湯などは致し候へども、一向かしぎ奉ぼう公こう（炊事仕事）などすることはできず」

　と評している。

　お田鶴さまは、ちらりと竜馬をみて、軽ち痛くっと腹が立った。竜馬が、娘の美しさにぼんやり見惚れているのである。

　それに、いま一つ腹の立つことがある。娘は、だまったきり、名も名乗らないのだ。たしなめるように、

「名はなんと申されます」

「はい、竜と申しまする」

　これには、竜馬のほうがおどろき、

「わしと同じ名じゃ」

　と、馬鹿声をあげた。

　よほど、感嘆したのである。




　お竜。

　ただしくはそう書くべきだが、どうも竜馬の名とまぎらわしい。竜馬自身でさえ、乙女に書き送った手紙に、

「私に似てをり候」

　と苦笑しているから、この物語では、

「おりょう」

　とひらがなで彼女をよぶことにしよう。

　ちなみに、竜という字は、正しい漢音はリョウであり、いわゆるリュウは俗音である。

　江戸時代、江戸では、リュウとよみ、京から西の諸国ではリョウとよみならわした。

　竜馬は、あくまで、

　リョウマ

　であった。西郷隆盛などは、はじめリョウマの文字がわからなかったらしく手紙では、

「良りよう馬ま」

　とあて字をかいている。

　とにかく、おりょう。

「とんだご災難でございましたね」

　とお田鶴さまが同情してやると、

「はい」

　と、答えただけであった。よけいなあいさつ言葉をいわない娘らしい。

「いまは、どこにいらっしゃいます」

　これには、はきはき答えた。

「あの、宿でございますか」

「そうです」

「亡父が懇意にしておりました関係上、寺町の知ち定じよう院いんに厄介になっております」

「ご家族は？」

　お田鶴さまは、取調べのようである。

　おりょうのいうところでは、老母のほかに十六歳の弟太郎、十二歳の妹君江、九歳の次郎、それにおりょう。

　五人家族であった。

「ほほう」

「されば、何で食うちょらるる」

「収入でございますか」

　と、おりょうは、キラリと竜馬をみた。

「ございませぬ」

「それは気の毒」

　竜馬は、むきになった。ひざの上を掻きむしるようにして同情しているあたり、田舎者まるだしの身の入れかただ。

「竜馬、俠気ハナハダツヨシ」

　友人間でいわれているとおり、焼け出されたおりょうの一家の苦境をおもうと、じっとしていられぬ気持である。

「借金はござるか」

　と、突っこんだことを訊いた。

「竜馬どの」

　お田鶴さまはたしなめたが、もうそのときには、おりょうはスラリと答えている。

「ございます」

「いくら」

「五十両でございます」

　それも、たちのわるい借金らしい。




　その夜、竜馬は、なんとなく不得要領でお田鶴さまとわかれた。

　すぐ、藩邸にもどった。

　このところ、竜馬はひどくいそがしいのである。

　藩邸の下級武士をつかまえては、

「おンし、海軍にはいらんか」

　とすすめてまわっているのだ。

　みな、驚く。

「なんの海軍です」

　おれの海軍じゃ、とはいいにくい。

　じつは、すでに勝海舟と約束して、兵庫の地（いまの神戸）に、いわば私立の海軍学校をつくろうとしていた。

　竜馬の構想では、いま京にあつまってさわいでいる勤王浪士、つまり「東山三十六峰に剣戟の響き」をたてることのみを能としている連中をあつめて、海軍を組織しようとしているのである。

　むろん浪人だけではなく、諸藩の血気の藩士をもあつめる。

（国事ばかりを論じていて何になる）

　竜馬は、具体的なことが好きなたちの男であった。天下に、勤王、攘夷、開国、倒幕、公武合体、さまざまな議論がうずまき、志士は八方に奔走して、当時の流行語でいえば、

「時じ務む」

　を論じている。

「天下トウトウとしてかくのごとし。しかし議論だけで外夷の侵入をふせげるか」

　竜馬はそういった。

　攘夷の大本山格の武市半平太でさえこの意見に賛同し、竜馬を詠よんだ自作の詞をみなに示した。




肝かん胆たんモトヨリ雄大

奇機オノヅカラ湧わキ出いヅ

飛ひ潜せんス誰たれカ識しルアラン

ヒトヘニ竜名ニ恥はヂズ




　武市は、例の人斬り以蔵にさえ、

「おンしも、竜馬の海軍に入れ」

　とすすめたほどである。よほど感心したのであろう。

　しかし、海軍学校をつくるには、練習艦も要るし、器材も要るし、校舎も要る。とにかく、いかなる学校よりもばく大な金が必要なのである。

（金ぐらいなら、おれが集めてやる）

　竜馬はこの募金に、決死の勇を賭かけた。たとえば武市半平太が、藩論転換と佐幕派名士の暗殺に生死を賭としているように、竜馬の決死の相手は、

「金」

　これ以上に具体的なものはない。

　練習艦は、幕府から勝の力で借りることができるだろう。

　勝自身も、この学校建設のために大いに幕閣を口説いていた。

　このころの勝の日記にある。

「土州の者数すう輩はい、わが門に入る。竜馬子と形勢の事を密議し、その志を助く」

　海軍学校は、勝を校長とするのが竜馬の構想で、その準備として土佐藩士をどんどん勝の門人とした。学校よりもまず生徒をつくって既成事実としたのである。




　海軍学校というえたいの知れぬものを作るのに、竜馬はまったくいそがしかった。

　この連絡のために京都滞在中の勝海舟にも、毎日会った。

「ほぼ、政事総裁には諒解をとりつけてある」

　と勝がいったのは、文久三年の三月のなかばであった。

「むずかしいところは、幕府にも正式海軍があることだよ。それに、これをやるのが、幕府役人から嫌われているおれだ。まあとにかく、将う軍え様さまとじか取引きするつもりだ」

　幸い、勝は、近く将軍家いえ茂もちの内海視察に軍艦奉行並として随行し、海上防衛をつぶさに説明することになっている。

「そのときは将軍もおれも波の上だから、余計な頑固頭がそばにいない。意見も申しあげやすかろう」

「なにぶん、よろしく」

「お前さんに頼まれなくてもやるさ」

　竜馬は竜馬で、藩の重役にはたらきかけていた。

　藩士とはいえ、郷士の格では藩の重役に直接交渉することはむずかしい。

　だからまず家中きっての学者で名のひびいている間崎哲馬（号は滄そう浪ろう）が京都藩邸にいたので、これを説得した。間崎は、武市半平太と同志で、このころから数カ月後の文久三年六月、その過激行動で罪を得て、切腹せしめられている。

「間崎さん、お前まんは、重役からさえ、先生々々といわれている身じゃ、わしの口からいうより、お前の口からのほうがもっともらしくてよい」

　と、海軍学校建設の必要を力説し、

「土佐藩としては藩命によって藩士を入校させるようにしてくれ」

「その海軍学校とは、幕府肝きも煎いりではないか」

「何をいうちょる。たれがどこの金で作ろうと、学校は日本の学校じゃ。わしは、この学校の分校を朝鮮と清国（中国）にもつくり、日本、朝鮮、清国の連合艦隊をつくって洋よう夷い侵略からの防波堤とし、さらに三国の連合政府をつくり、ヨーロッパとアメリカに負けん文明を作ろうと思うちょる。わしの胸中には幕府も土佐藩も、一いつ視し同どう仁じんの子供にみえるぞ」

　この大法螺には間崎も閉口したが、しかし竜馬の終生の理想は、討幕・統一国家というだけでなく、アジア連邦政府をつくろうとしているところにあった。むろん、勝海舟の影響によるものであった。

　とにかく、藩では、竜馬の意見を採用し、藩士のうち海軍練習の志望者を藩命によって勝にあずけることにきめたほか、藩から月手当二両を支給されることになった。

　この多忙な期間のある日、ふと、

（楢崎のおりょうはどうしちょるじゃろ）

　と、竜馬は寺町の知定院をたずねた。

　そこに焼けだされの一家が間借りしているはずであった。




「離れは、見苦しゅうございますので」

　と、楢崎の老未亡人は、寺の方丈を借りてそこへ竜馬を通した。

　よほど世馴れぬひとらしく、この悲境にぼう然としている様子である。おりょうに似て色白な老婦人だが、人柄はこの母親のほうがよほどまるい。

「おりょうどのは？」

「大坂へくだっておりまする」

　ぽつん、と会話がきれる。

「京に、頼りになるご親戚でもござるか」

「いいえ」

　と、それっきり。

　竜馬がくわしくききだすと、どうやら一年ほど前から五十両の借金の取りたてに、やくざ者が楢崎家に出入りしていたらしい。

「その者が、焼けてからこちらへやって参りまして、暮らしのたつようにしてやる、とわたくしに持ちかけ」

「ふむ」

　竜馬はうなずきながら、鼻の穴に指を入れた。

　鼻の穴をほじくりほじくりきいていると、まるで、講談にでもあるような話である。

　この話を、竜馬が国もとの乙女姉さんに書きおくった手紙で物語ってみよう。

「十三の女むすめはことのほか美人なれば、悪者、これをすかし島原の里へまひ子（島原遊里には舞まい妓こはなかった。カムロのつもりであろう）に売り、十六になる女はだまして母にいひ含めさせ、大坂にくだし、女郎にうりしなり」

　竜馬は大まかだから、この家族の年齢は実際とはすこしちがうらしい。

「男子は粟あわ田た口ぐちの寺へつかはせしなり」

　とにかく、一家離散である。

　ところが、長女のおりょう二十三歳は、火災直後、ほうぼうへ金策にかけあるいて、妹が売られてしまったことをあとで知った。

「自分の着物をうり、その銭をもちて大坂にくだり、その悪者二人を相手に死ぬる覚悟にて刃ものをふところにして」

　とは、竜馬の文章だ。以下、竜馬は数日たって事態のすべてを知ったが、このことを竜馬自身の文章で語ってもらおう。

「けんくわを致し」

　──女だてらに。

「とうとう、（おりょう）あちのこちの（土佐弁）と云ひつのりければ、悪者、腕にはほり物（いれずみ）したるを出いだしかけ、べらぼう口にておどかしかけしに」

　ところが、

「もとより此方こなた（おりょう）は死の覚悟なれば、飛とび懸かかりてその者の胸むな倉ぐらつかみ、顔したたかなぐりつけ」

　竜馬の描写も不粋のきわみだが、おりょうも勝気すぎるほどの娘である。

「悪者曰いわく、女のやつ、殺すぞといひければ、女曰く、殺せ殺せ、殺されにはるばる大坂に下くだりて居る。夫それは面白い、殺せ殺せと云ひけるに、さすが殺すと云ふわけには参らず、とふどふ（とうとう）、その妹を受取り、京の方かたへ連れかへりたり。珍めずら敷しき事なり」

　一段落ついてから、おりょうが、土佐藩邸に竜馬を訪ねてきている。




　河原町の土佐藩邸の門前に、菊屋という書籍屋がある。

　当時の河原町通というのは、いまの市電通りになっているような広いものではなく、三人手をつなげばいっぱいという路幅であった。

　河原町筋の東側は、北から数えて、長州、加賀、対馬の藩邸がならび、三条からさがれば彦根、土佐藩邸。

　そのむかい（西側）のならびは、やはり北から数えて、日蓮宗の名めい刹さつ妙満寺、おなじく本ほん能のう寺じ、浄土宗の巨きよ刹さつ誓願寺、以下寺町がびっしりとならび、町家は、諸藩邸のある東側に多く、町の性格上、書籍屋、道具屋などが点々と店をならべている。

　河原町四条上ル菊屋はそのうちの一軒で、竜馬がひどく愛した店である。ここで書物も買ったが、それよりも、菊屋のせがれ峰吉という利発な少年を可愛がっていた。

　当時、十三歳で、このひとは維新後鹿野安兵衛と名をあらため、大正中期までは健在であった。

　そんなことで、菊屋の奥座敷はこのころの竜馬の応接室のようになっていた。

　竜馬は、藩邸で女性と会うわけにいかないから、この菊屋の奥座敷につれて行って対面した。

「まあ、どうぞ」

　と、座ぶとんを敷かせ、峰吉に菓子を買いにやらせた。

（きれいなひとだ）

　と、子供心にびっくりしたという。

　竜馬も、内心、おりょうがすっかり好きになっている。

　おりょうも、竜馬という男に、最初から心を奪われてしまっているらしい形跡があり、この菊屋でも、口もきけずにうなだれ、ひざの上のタモトばかりをいじっていた。

「………」

　と竜馬は竜馬で妙な気分で、中庭をみたり、床ノ間の掛軸をみたりしている。

　やがて、ふと思って、

「おりょうどの、懐ふところ鏡はおもちか」

　ときいた。

「はい」

　おりょうは、当時祇ぎ園おんなどではやっていた小さな鏡を差しだした。

　そこへ峰吉が帰ってきて、子供心にこの光景が、妙に印象的であった。

　双方、だまっている。

　竜馬は、懐ろ鏡で、自分の顔をしみじみとのぞきこんでいた。

　あとで峰吉が、

　──先生、なぜお顔をごらんになっていたのです。

　ときくと、竜馬は急に声をひそめ、大真面目な表情で、

「婦人に惚れた、という顔はどんな顔じゃろうと思うた」

　といった。

　とにかく竜馬は、

「あすの午後、もう一度この菊屋にきてください。ご一家の将来が立つように、及ばずながらこの竜馬がお力になります」

　と、おりょうを帰した。

　そのあとすぐ、竜馬は藩邸から馬を借り、伏見へむかって駈けた。




　伏見では、船宿寺田屋の前まで乗りうちし、

「やあ、坂本だァ、お登と勢せさんはおるか」

　と、馬上から土間をのぞきこんだ。

　男衆が走り出てきて、口くち輪わをとった。

「あっ、坂本様。おかみさんが、このところちっともお見えにならぬ、とこぼしておりましたよ。どうなさっています」

「京で、チクと忙しいことをしちょるんじゃ」

　京と大坂の往きかえりには、この寺田屋に立ち寄るのは、竜馬ならずとも、旅人の何割かはそうである。

　が、ちかごろは薩摩藩士の京大坂往来がはげしくなっているため、同藩では、伏見の藩邸のほかにこの寺田屋を定じよう宿やどとして指定するようになっていた。

　竜馬がこのころ、国もとの坂本屋敷で余生を送っている自分の乳母「おやべさん」に書き送ってやった手紙にも、

「伏見にてお邸（伏見土佐藩邸）のそばに宝来橋と申すへんに、船やどにて寺田屋伊助」

　と、寺田屋の地理を説明し、同時にときどきとまる伏見京橋の旅籠はたご日野屋孫兵衛のことも書いて、

「この両家なれば、私がおくに（故郷）にて安田順蔵（高松順蔵・安芸郡の郷士で医者。長姉千鶴の婚家。竜馬は少年時代によく遊びに行った）の家のやうな心持にてをり候そろ。またあちらよりも大いに可愛がりくれ候間あいだ（中略）」

　とかき、親戚同然のつきあいだ、と幼児のころの乳母に自慢している。

　ついでだからこの手紙の要旨は、

「ときどき手紙をくれ。ところが当方は諸方を転々としているから、宛てさきはこの伏見の寺田屋か、日野屋にしてもらえばいい。両家づきあいだから」

　ということだ。子供のころ、人一倍甘ったれ子だった竜馬は、諸方を駈けまわりながらも、国もとのおやべ婆さんがわすれられなかったらしい。
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　というのが、手紙の末尾である。

　さて、無駄ばなしがすぎたが、ついでだからもうひとつ、二つ。

　勝海舟の筆記にも、竜馬と寺田屋のことに触れ、

「寺田屋は、竜馬子、このやどに居ることしばしばなり。主婦は奇女にて、よく竜馬子を知れり」

　知れり、とは理解していたという意味。

　竜馬の家郷への手紙にも、

「これは学問ある女、もっとも人物也」

　とある。

　そのお登勢が表まで出てきて、

「おやおや、お馬で。なにごとどす」

　と、京言葉でいった。

「いや、年は二十三。美人だぞ。ただし針仕事、台所仕事はできぬ。名はおりょうというのだが、この娘を養女にもらってくれぬか」

「なんです、藪から棒に……」

「いや事情はいずれ話す。あす、当人を寄越すから、養女の一件、いま返事」

「返事をせい、というなら仕方ありません。養女に頂戴します」

　竜馬の馬は、もう砂塵をあげて竹田街道にむかって駈けていた。




　勧かん進じん橋ばしを馬で駈けわたったときは、すでに西山の残照も消え、日が暮れはてていた。

　橋のたもとの茶屋で降りて、提灯を一つもとめ、ついでに冷酒を一ぱい所望した。

（どうも、恋をしたらしい）

　竜馬は、ぼんやり茶屋のおやじの顔をみている。

　おやじは、用かとかんちがいしたらしく、

「なにか……」

　と、腰をかがめた。

「いや、惚れたのよ」

　ぐっと酒をのどに入れた。

「へえ？」

「ああ、こっちのことだ。ついでだから、そこのタクアンの煮あげたやつをくれ」

「へい」

　鉄てつ釉ぐすりでぼってり焼きあげた丹波の百姓焼容器にそれをいっぱいに盛りあげてもってきた。

　妙な食いものだ。

　土佐、薩摩というところは素朴な動物性の食いものを好む土地だが、京はさすが千年の王城だけに、こみ入った奇妙な食いものをつくる。

　これなど、その尤ゆうなるものだ。よく漬けたタクアンをもう一度水でもどし、そいつを干ほし雑魚ざかなをだしにし、赤唐辛子を加えて煮あげたものである。

　存外な風味があり、口あたりもいい。しかし栄養にもなにもならぬものだ。

（惚れたなあ）

　われながら感心した。竜馬がいったい、いままで、女性のためにこんなに大汗をかいて親切にしてやったことがあるだろうか。

（惚れたよ）

　酒をのんでいる。

　竜馬のすきな女性のタイプは「男まさりで才気があって」という姉の乙女に似たひとにかぎられている。

　千葉家のさな子。

　家老福岡家のお田鶴さま。

　みなそうである。

　ところが、彼女たちは、それぞれ独立した人生をもっていた。さな子は、北辰一刀流の皆伝で剣術がごはんよりすきだという娘だし、お田鶴さまは、出しゆつ自じも大藩の家老の息女、いまは三条家の﨟ろう女じよとして彼女なりに国事が好きで、どちらも、竜馬が救ってやらねばならぬ、というところがない。

　竜馬が、彼女らをどうとかしてやらねばならぬどころか、彼女らのほうが竜馬を、

　──なんとかしてあげねば。

　と可愛がってくれる。男女逆である。

　しかしこんどのおりょうは、やはりおなじ型タイプながら、悲境にある。

　竜馬の義俠以外に、彼女とその家族はすくわれないのである。

　一国を救おうというのも、一家を救おうというのも、おなじ気質から出るものだ。ごく気質的なことである。

　だから竜馬の気質は、この「恋」に大いに快感をもったのは、いままでこの「気質」を満足させてくれる女性にめぐりあったことがないからであろう。

　はて、「恋」といえるかどうか。




　そのまま馬上、京に入り、寺町の知定院の山門で馬を降り、その口輪を持ったまま、

「楢崎家のひと、楢崎家のひと。チクと門前に出て賜たもらんか」

　と、門内へよばわった。

　おりょうが走って出た。

「まあ坂本さま、お入りくださいまし」

「いやいや、話はどこでもできる。さて、あす菊屋で会おうと申しましたが、いま伏見へゆき、存外に早くかたがついた」

「…………」

「おりょう殿は、寺田屋の養女」

　寺田屋といえば、天下にきこえた船宿である。おりょうはおどろいた。

「おかみのお登勢さんと申すは、わしの姉のようなおひとだ。あす、菊屋の峰吉をつけるゆえ、伏見へ行ってくだされ。母御、ご弟妹のことは、おいおい考える」

　といいながら、竜馬は、ふところから懐紙でくしゃくしゃに包んだものを渡した。

　金十両が入っている。

　国もとから乙女姉が送ってくれたものだ。

「これは何でございましょう」

「おれの姉がくれたものさ」

　ひらりと馬上にもどった。

「こ、これは頂くわけにはいきませぬ」

「何いってやがる」

　竜馬は、嚇かっと咆ほえた。咆える以外にこの照れくささをまぎらわせる手がない。

「要るもんは要るんだ。そんな口上は、この急場が落ちついてからゆっくりやってくれ」

　手綱をしぼって、馬頭をめぐらせた。

「あ、待って」

　気のつよい女だ。馬の口輪にしがみついてきた。馬が、後ろ足を足あ掻がかせた。馬に馴れぬ者にはおそろしいはずだが、おりょうにはそんな余裕がないらしい。

「待ってください」

「なんです」

　と、竜馬が馬上で訊きかえした。

　が、おりょうも取りみだしている。なにをいっていいのかわからない。

「な、なぜ」

　と、くだらぬことをきいた。

「なぜわたくしども一家に、そのような御親切になさってくだされるのです」

「馬、馬鹿モン！」

　竜馬は、どなりつけた。ひらきなおってそう反問されると腹の立つものだ。おなじ意味で、

　──なんのために身の危機をかまわず国事などに奔走なさるのです。

　と反問されるようなものだ。こうひらきなおってきかれれば、なにやら阿呆あつかいにされたような気がする。武市も桂も久坂も高杉も、おそらくこんな場面ではおなじだろう。

　──それが、漢おとこじゃ。

　と、岡田以蔵のような単純血気の男なら、鍔つばを鳴らしていうところ、であろう。おりょうには、漢というものがわからないのであろうか。

「ば、ばか」

　と、竜馬は、鞭をあげて、口輪をつかんでいるおりょうの白い手を撃った。

　あっ、と放した。

　そのすきに、竜馬の馬は、すっ飛んでしまっている。




　伏見へ三里。

　こんにちこそ京都市伏見区で、距離感もさほどではないが、当時は京の婦人など、生涯伏見へ行ったことのないひとが多かった。

　その翌日、竜馬がおりょうに約束したとおり、寺町の知定院へ峰吉少年がたずねてきて、

「さあ、お支度、お支度」

　と、せきたてた。

　門前へ出ると、駕籠が一挺、用意されている。

「駕籠なんて、ぜいたくすぎます」

「いや、竜馬先生が、おりょう様は足あし弱よわだから駕籠を用意してお迎えにゆけ、とおっしゃったものですから、乗っていただかないとこまります」

　と、峰吉は、いかにも中なか京ぎようっ子こらしい品のいい京言葉でいった。

（わたくしを足弱？）

　おりょうは、駕籠に押しこまれながら首をかしげた。

　駕籠が、走りだした。

（坂本さまは、なにか勘ちがいしていらっしゃる。きっと、わたくしを楚そ々そとした京娘だとおもっていらっしゃるのだ）

　娘のかんで、竜馬が自分に好意以上のものをもっていることを感じている。

（しかしわたくしを）

　竜馬は誤解している。おりょうの察するところ、その美化された誤解のうえで竜馬の恋はなりたっているようである。

　外貌、おりょうは楚々とした京娘で、誤解されても仕方のないところがあった。

　伏見寺田屋へついた。

　おかみのお登勢は、

「ああ、おりょうさんですね」

　と、ふくぶくしく微笑して、手をひくようにして土間からあがらせ、奥の一室に案内した。

「ここは、あなたのお部屋」

　と、お登勢は、おりょうをすわらせた。

「そのお座ぶとんも、そのお湯呑も、そこの鏡も、衣い桁こうも、みなあなたのものですよ」

（まあ）

　狐につままれたような顔で、部屋のなかを見まわしている。

「でもね、坂本様というのはああいうおひとですから、養女にしろ、しろというだけいって、まだご事情をきいていないのですよ」

「ええ、わたくしも」

　ちょっと、こまっている。

　竜馬がひとり合点で、さっさとおりょうの境遇を一変させてしまったのだが、かんじんのおりょうがついて行けなくてとまどってしまうのである。

（暴風に遭あっているようだ）

　と、ぼう然としている。

　第一、きょうからお養か母あさんになるというお登勢に、こうして会っていても、すぐ実感がおこるはずがないではないか。

　お登勢に問われるままに、身の上ばなしをした。

「まあ、可哀そう。……」

　俠女といわれるだけに、お登勢は涙もろくて、袖で眼をぬぐったり、せきあげたりしながら、話をきいている。

　これには、話しているおりょうのほうが気の毒におもうほどであった。




「おりょうさん」

　と、お登勢は、むらむらと持ちまえの俠気がわきあがってきたらしい。

「ご家族をみんな連れていらっしゃい。ここで一緒に暮らしましょう」

「でも」

　おりょうは、他人の過度な同情はうけたくはない。

「いいんです」

「よくはありませんよ。あなたを養女にする以上は、楢崎家の御家族は、私の肉親です。第一、この船宿という稼業はね、さあ入いり船ふね、出で船ふねというときにはもう戦さのようで、何人人数がいても足りないんです。みんなで寺田屋をやってゆきましょう」

「みんなで？」

「ええ。伏見の寺田屋というのは、天下の共有でお登勢のものじゃありません。だから、みんなでやっていきましょう」

　お登勢は、うまい。

　変に同情を売りつけるような態度は毛ほどもみせず、さばさばといった。

　その日は、お登勢にすすめられて、とまることにした。

　なるほど、いそがしい。

　ちょうど日没後、京都から薩摩藩士が二十人ばかり寺田屋に入った。

　未明の船で大坂へくだる客である。

　このやどは奇妙な構造になっていて、おおぜいの客のときは、二階の間ま仕じ切きりの壁、ふすまをぜんぶとっぱらってしまう。壁は、板に布を張ってはめこみになっており、取りはずしがきくのである。

「ほんと、いそがしいですねえ」

　おりょうは、眼をまるくしてお登勢にいった。

「うそじゃないでしょう？」

「わたくし、勝手がわかりませんけど、お手伝いします」

「くたびれないようにね」

　そのあと、おりょうは、台所から二階へ何十度あがったか、数えきれない。

　配膳。

　入浴の整理。

　そのあと、ずらりと床を敷く。

　おりょうは、十数人の婢はした女めにまじって、懸命にやった。

　峰吉も手伝っている。

　おかみのお登勢は、帳場にすわって、指揮をしている。

　ふと、

（あの娘、できるな）

　とおもった。指図が、である。

　ひどく活動的な娘で、しかも動きにいちいち智恵が入っていて、ソツがない。

（頭のいい娘だ）

　すぐ帳場をまかせられるようになるだろうとおもった。

　客の食事がおわったあと、お登勢はおりょうをつれて二階へあがった。

「娘のおりょうでございます」

　と、薩摩藩士たちにひきあわせた。

　みな好感をもったらしい。

「美人じゃのう」

　と、薄あばたのある、顔の大きな若者が声をあげた。のちに日露戦争の満州軍総司令官になった大山弥助（巌）、二十二歳。




　おりょうは、こののち、

「寺田屋のおりょう」

　と称せられるようになる。

　伏見で一泊した翌日、おりょうは菊屋の峰吉といっしょに京へもどった。

「峰吉さん、さっそく坂本さまにお礼を申しあげたいのだけど、藩邸にいらっしゃるかしら」

「会うのですか」

　峰吉は、歩きながらおりょうを見あげた。

「ええ」

　すこし赤くなっている。

「では見てきます。おりょうさんは、私の家で待っていてください」

　峰吉は、河原町藩邸へ駈けこんで、竜馬の在不在をきいた。峰吉は藩邸では顔がひろい。ところが、たれをつかまえてきいても、

「ここ数日、見えんぞ」

　と、いう。

「どこへいらっしゃいました」

「あの男のことだ。どこをどう走っているのか、見当もつかん」

　峰吉は、邸内の長屋々々をたずねまわっていると、例の学者の間崎哲馬にあった。

「おお、峰吉か」

「坂本先生はどこへいらっしゃいました」

「越前（福井県）へゆく、ちゅうて、きのうの朝、出かけてしもうたわい」

　事実、竜馬は、旅の空にある。

　昨夜は近江草津ノ宿しゆくで一泊し、琵琶湖の東岸の中なか山せん道どうの松並木を、おっそろしく早い足で北上していた。

　供には、数日前に藩邸をたずねてきた寝待ノ藤兵衛をつれている。

「いい道中日び和よりでございますねえ」

　真っさおな空の下に、北は伊吹、西は比良の連山が遠とお霞がすみにかすみ、あとは水。

　右手は、蓮れん華げ草そうのさく近江の野。

「旦那、もうすこしごゆっくり」

　と、ちかごろめだって肥りだした藤兵衛には、竜馬の早脚がこたえるらしい。

「いそぐんだ」

　日暮までに十一里を歩ききって、北国街道への分岐点である鳥とり井い本もとの宿場までゆこうというのだから、走っているようなものだ。

「いったい、どこへいらっしゃるんで」

「越前福井」

「それはわかっています。福井のどこへいらっしゃるんです」

「城」

「へーえ、なにをしに」

「殿様に会う」

　藤兵衛は、だまった。土佐藩でも虫ケラ同然の下級藩士で、自分の藩では殿様への拝謁権をもっていない竜馬が、御三家に次ぐ家格の大名に会えるものかどうか。

「会って、どうなさるんで」

「金を借りる」

　ますますおどろいた。

「立ち入ったことをきくようですが、いくらでございます」

「五千両」

　正気の沙汰ではない。

　が、竜馬はけろりとしている。




「旦那は、とほうもねえひとだな」

　と、藤兵衛は、彦根の城下の灯が左手にみえるあたりまできて、おもいだしたようにいった。

「なぜだ」

　竜馬は、提灯の灯ほあかりのなかで脚をせっせと動かしながら、いった。もうここが地蔵の辻だから鳥井本の宿場まで、あと一里というところだろう。

「大名に五千両の大金の無心をするなんざ、河こう内ち山やま宗そう俊しゆんでもきもをつぶしますよ。いったいその金でなにをなさるんです」

「軍艦の塾」

　それも、私立の。

　すでに、勝が幕府のゆるしをうけて、兵庫の生いく田たというところに校舎建設の敷地もきまっている。

　金が足りない。

　だから越前福井の殿様に無心にゆくというのである。

「わかったか」

「へい……」

　わかったような、わからぬような。

（相手はお大名だぜ、旦那）

　と藤兵衛はおもうのだ。

　が、竜馬も、そうすらすらとこの無心が実現するとはおもわない。

「うまくゆきますかねえ」

「やるだけのことだ」

「旦那は、泥棒のうわ手をゆくんだなあ」

「そうかね」

　いつに似あわず、表情がにがっぽくなっているのは、こんどの旅行の目的が重すぎるからだ。

（が、やる）

　竜馬は、決してその表面からうけるようなあっけらかんとした印象だけの男ではなかった。

　次の夜は、北近江の木ノ本の安やす旅はた籠ごに投宿し、すぐ夕食を出させた。

　酒は、田舎徳利に二本。

「藤兵衛、人間はなんのために生きちょるか知っちょるか」

　と、竜馬は膳ごしにいった。

「事をなすためじゃ。ただし、事をなすにあたっては、人の真似をしちゃいかん」

　世の既成概念をやぶる、というのが真の仕事というものである、と竜馬はいう。だから必要とあれば大名に無心をしてもよい。

　竜馬自身がひそかに書きとどめた語録では、「世に生を得るは事を成すにあり」ということばになっている。「人の跡（事績）を慕ったり人の真似をしたりするな。釈しや迦かも孔こう子しも、シナ歴朝の創業の帝王も、みな先例のない独創の道をあるいた」

「人の一生というのは、たかが五十年そこそこである。いったん志を抱けば、この志にむかって事が進しん捗ちよくするような手段のみをとり、いやしくも弱気を発してはいけない。たとえその目的が成就できなくても、その目的への道中で死ぬべきだ。生死は自然現象だからこれを計算に入れてはいけない」

　右の意味は、竜馬の持論で、かれはつねづね友人に語っていたが、これを木ノ本の宿で藤兵衛にも語った。

　ぶるっ、と藤兵衛の胴がふるえた。竜馬の眼にめずらしく鬼気がある。




　竜馬と藤兵衛は、越前福井に入り、城下の大和町の「たばこや」という旅館に投宿した。

　ついた早々、

「藤兵衛、つかれているか」

　と竜馬はいった。

「へい、いいえ」

　強行軍すぎて、さすがの藤兵衛も足腰がねばってあるきづらい。

「ではこの手紙をもって……」

　と竜馬は巻紙に筆をはしらせ、

「三みつ岡おか八郎という藩士のもとにつかいに行って来い。屋敷は城下毛矢町の南はしにある。奉行役というから、すぐわかるだろう」

　と、手わたした。

　毛矢町というのは、武家町の一つだが、城南、足あす羽わ川がわのむこう岸にあり、遠い。

　川には現い今までこそ、幸橋という橋がかかっているが、当時は福井城の外ボリの役をはたしていたため、小舟で渡らなければならない。

　夜中、藤兵衛もつらかろうと竜馬はおもったが、

（なあに、こいつは夜盗だから）

　と、おもいかえした。

　藤兵衛が出たあと、竜馬は一合徳利を一気にのみほし、横になった。

　いびきをとどろかせて、寝てしまった。

　一方、藤兵衛は夜の城下を駈け、佐さ佳が枝え町の渡しから舟にのり、毛矢町にあがって、岸の舟場町にならんでいる武家屋敷を一軒ずつ物色して、とある門の前に立った。

　さすが稼業がらカンのいい男だ。

「こちらは三岡様でございますか」

　と門番長屋の窓に問いかけると、そうだ、と声がもどってきた。

「土佐侍従御家来坂本竜馬様のつかいにて参上しました。手紙を持参しております」

「まてまて」

　と、門番が、くぐりをあけてくれた。

「いや、御宏壮でございますな」

　藤兵衛は、つい稼業の眼でそのあたりを物色してしまう。

　玄関の小部屋で待たされた。

　やがて、顔の長い巨漢が出てきて、

「そちは、坂本君のご家来か」

　ポキポキした越前なまりでいった。

「左様でございます」

「坂本君は、たばこやに御在館だな」

「へい、左様で」

「いまから行こう」

　三岡は供に提灯をもたせ、藤兵衛を案内にたてて外へ出た。

　眼が、星のように輝いている異相人である。藩の殖産方の奉行をしているというが、手足がたくましく、剣客のようにみえる。

　竜馬とは、大坂で会った。

　それっきりの縁だが、同気相通じて、いまでは百年の知己のようである。

　越前藩士三岡八郎。

　のちの由ゆ利り公きみ正まさ（子爵）。五箇条の御ご誓せい文もんの起草者といえば、ああ、とうなずかれる読者もあろう。のちに竜馬に推薦されて維新直前の風雲に参加し、明治政府の財政の基礎をつくった男である。




　藤兵衛は、三岡八郎とともに、足羽川の渡し舟に乗った。

　三岡は、艫ともで腕組をしている。

　背後に星。

　この越前侍の巨大な影が、藤兵衛の眼の位置から仰ぐと、風雲にのぞむ水すい滸こ伝でん中の豪傑のようにみえた。

　このくだりは、三岡八郎について語りたい。

　はじめは石五郎。当人の風丰ふうぼうにぴたりの名前だが、やくざの親分のような名前だから当人はきらい、みずから八郎とあらためた。明治後三転して由利公正と改めたことは、すでにのべた。

　竜馬より六つ年長で、このとき三十五歳である。

　三岡家はもともと表おもて高だか百石。これは格式で、実際の高たかは三十二石二斗だったから、貧家といっていい。野菜はすべて屋敷うちでつくってたべ、こやしのにおいが邸内にいつもみちていた。

　足羽川南岸の毛矢町に居住する藩士はみなこうであったから、家中では、

「毛矢侍」

　としていやしめられた。

　八郎は、子供のころから手習いや学習がきらいで、百姓仕事ばかりをしていた。べつにほめたことではなく、体をつかうのがすきだったのであろう。

　とにかく学問好きな当時の武士としては異例なほうで、漢学の初歩である四書五経の素読を、ひとよりも十年おそく、やっと十八歳でおわったという男である。

　そのかわり武術には異常に熱心で、槍は免許同然の腕があり、しかもこの百姓仕事できたえた天性の合理主義者は、自分のあみだしたリクツで独特の槍を発明している。

　剣は真影流をまなび、十八のとき、五人がかりの試合をいどまれてことごとく倒した、というほどに練りあげた。

　しかし二十をすぎてこの男は妙なことに興味をもった。

「わが藩は、何なん故して、貧乏なんじゃろ」

　事実、越前福井の松平家は、大藩でありながら極端な貧乏で、藩主でさえもめんを着、雲うん水すいのような食事をして倹約に倹約をかさねているのに、実効あがらず、百姓のほとんどは米をたべず、麦、イモ、大根を主食にしてくらしている。

「わからんのう」

　と、頭をかしげながら、たれから頼まれたのでもないのに、はたちの年から四年間、領内の村村の百姓家をたずね、収と穫れ高だかを知り、それらと、藩の歳入、歳出をしらべると、おどろくべき結論をえた。

　いかに藩がのまず食わずの倹約をしても年間二万両は赤字が出る、ということである。

　もっと驚嘆すべきことは、この事実を、藩の勘定方も家老も知らないし、知ったところでどういう手をうてばよいのか、まったくわからなかった。ただ、

「倹約、倹約」

　が、唯一の経済政策である。

　この武術家は、武術に用いた自分の合理主義を、経済のほうに適用し、みずから工夫する一方、肥後出身の儒者で幕末でもっとも傑出した政治学者である横井小しよう楠なんについて、当時のいわゆる「実学」をまなんだ。




「いちいち舟とは」

　と、藤兵衛はゆれながらいった。

　この足羽川のことである。市中を貫流しているくせに、むかしから橋がない。

「不便でございますねえ」

「ふむ」

　腕組をしている三岡八郎のびんに、夜風が溜まっている。

「やがて架かける」

　ぼそっといった。

　話は三岡の前歴にもどるが、この男が、藩公の松平春嶽からひどく目をかけられはじめた点は、その不合理をにくむ精神と、合理化をする才能である。

　この時代にあっては勇気の要ることだ。

　たとえばこの足羽川にしても、これは福井城の外堀の役をなす、ということで戦術上架橋がゆるされなかった。

　ところが、三岡という男のあたまには、いままでの習慣とか、古い権威による不合理、などというものが、素直に入りにくくできている。

「不便」

　というのは、逆に三岡にとって絶対のことであった。かれはさかんに上申した。

　ついに架橋が決定したのは、最近のことである。

　三岡のここ五、六年来の藩における職歴をならべると、ふりだしは小銃・弾薬の製造掛からで、ついで兵器御製造所頭取、御造船掛、長崎での蔵屋敷設置方、物産総会所の設立といったもので、越前福井藩の近代化の面をうけもった。

　そしていまは御奉行。

　竜馬が、かつて大坂で三岡八郎と会って感心したのは、

「金銭がわかる武士」

　ということであった。

　しかもそれだけではなく、

「尊王攘夷は念仏ではない。産業を興し、船舶をつくることだ」

　といった考えかたである。

「お前まんとわしはおンなじじゃ」

　と、竜馬は手をとってよろこんだ。当時の世情からいえば、ふたりともよほど風変りな「尊王攘夷志士」であった。

　この稀少意見の両人のあいだには、もはや肉親よりも相近い感情がながれている。

　やがて対岸に上陸し、大いそぎで街路を歩いた。

　旅籠「たばこや」の土間に入ると、三岡は案内も乞わずに二階へあがった。廊下をどかどかと歩きながら、

「坂本君、どこにいる」

　と、どなった。

「ここだ」

　竜馬は、起きあがった。

「なんだ、ねむっていたのか」

「京都から急行で歩いてきた。ろくにねむっちょらん。あす、藩公に会えるか」

「手紙で読んだ。借りるのは、五千両？」

「いかにも。指一本欠けてもならん」

　竜馬は右みぎ掌ての指を五本ひろげた。

「むずかしいな」




　むずかしい、と三岡がいったのは、この理財にあかるい男はいま藩庫に何両の金があるかを知っていたからである。

　が、竜馬は、

「これだけの大藩で、五千両の金がないはずがあるまい」

　と、押し込み強盗のようなことをいった。

　それだけではなく、五千両で日本がうまれかわる、ということをトウトウと説きはじめたのである。

　竜馬の雄弁というのは、当時、二つの点で有名だった。

　ひとつは、さかんに譬たとえばなしをひく。それが卑俗で、じつにユーモアがあり、のちに[image: 筑]前の大だ宰ざい府ふに閉居中の三条実さね美とみ卿を中岡慎太郎とたずねたとき、謹直な三条卿が、タタミにころがって笑ったという。

　いまひとつは、議論に夢中になってくると無心に羽織のヒモを解きはじめる。

　解いてそれを口にくわえるのだ。房をニチャニチャ嚙みながらやる。

　嚙んでひっぱっては、天下を論ずる。ついには、ヒモはべっとりと濡れるのだが、さらに興に入ってくると、それをぐるぐるふりまわすのである。

　房から、つばがとぶ。

　相手は、雨に遭っているようなものだ。

「それだけはよせ」

　と相手がいうと、アアそうか、と気づくのだが、またどんどんふりまわす。最後には相手は濡れっぱなしになっているしかしかたがない。

「顔が濡れてのう」

　と、西郷なども閉口したという。

　三岡の前で、竜馬はこれをやった。

「海軍学校の設立のために、なぜ越前福井藩が金を出さねばならんか、おぬしがそういうならそれは餓が鬼き道どうのリクツじゃ。そんなことをいうならこの坂本竜馬も、なんのために身命をかえりみず国事に奔走し、なんのために越前くんだりまで金を借りに来ねばならぬかということになる」

「待て待て」

　三岡は顔をふきながら、

「わしはわが藩が金を出すのは筋ちがいじゃとは申しておらんぞ。越前福井藩は、明主春嶽公以下、餓鬼道のリクツはいわぬ。天下のためなら藩をつぶしてもよい」

　といわざるをえない。もともと三岡八郎は御親藩の家来ながら、ひそかに幕府をのぞいた新統一国家を考えている男だ。藩がそのために消滅してもいい。

「だが、五千両の金がない」

「茶道具があろう。刀剣もあろう。それを売って作ればよい」

「負けたな」

　三岡は顔をぬぐって、ぬぐった袖の下から笑顔をみせた。

「よし、金は調達する。あす藩公に会え。しかし藩公の前ではその羽織のヒモはよせ」

「いうことをきかんなら、やる」

「厭やなやつだな」

　三岡は、酒器をとりあげた。

　竜馬は受けた。ふたりが沈黙すると、越前の天地が急に静かになったような観がある。




　越前福井侯松平春嶽というひとは、以前にものべたが、諸侯きっての秀才である。

　たんに秀才ではない。

　容貌のやさしさに似ず、旧習を屁ともおもっていない豪儀さと、いい案は多少の弊害があってもどんどんとりあげてゆく度胸が、うまれついてそなわっている。

「竜馬か」

　と、座についた早々、この越前の殿様はくすくす笑った。

　なぜか、この殿様は、竜馬の顔をみると愉快でおかしくなってくるのである。

　竜馬は、しかつめらしく平伏したまま、

「あのせつは」

　と、お礼をぶつぶつ申しのべた。脱藩の罪帳消しの仲介を、この殿様は、勝海舟とは別コースでやってくれたのである。

「顔をあげよ。ゆうべは当家の三岡に大おお法ぼ螺らをふいたそうだな」

「ほ、ほらではございませぬ」

「三岡がこう申していた。竜馬の議論はともかく、羽織のヒモからつばが飛ぶのには閉口し、ついつい五千両を出す約束をしてしまいました、と。そういえば、そちの羽織のヒモは、嚙みちぎれて房がなくなってしまっている」

「………」

　越前の殿様はたまりかねて噴きだし、

「羽織のヒモで五千両とは、えらいものだ」

　それが、承諾の言葉だ。

　竜馬は、はっと平伏し、

「ありがとうございます」

　といったが、その言葉じりから、

「利益はまっさきに、殿様のもとにもってまいります」

　にこにこといった。

　勝海舟と竜馬の案では、京都に集まっている勤王浪人や諸藩の下級武士を海軍学校に入れて軍艦・商船の操法に馴れさせたあげく、その船をもって西洋式回船問屋をやり、国内の諸藩貿易だけでなく、海外貿易までやろうというのだ。

「利益」

　とは、その浪人会社の利潤のことである。

　要するに、竜馬とすれば、五千両はタダもらうのではない、投資である、ということであった。

　こういう商社の作りかたは、単なる土佐っぽの竜馬のあたまから湧くはずがない。

　海外事情にあかるい勝海舟は、すでに、

「株式会社」

　というものを知っていた。

「欧米人が大仕事をするのは、金のあるやつは金を出し、仕事ができるやつは仕事をする、そういう組織があるからだ」

　と竜馬に教えたからである。

　竜馬はそのときひざをたたいてよろこび、

「それをやりましょう。京都で刃は物もの三ざん昧まいにあけくれている連中をあつめて、金のタマゴをうませる」

　といった。海軍学校というより、商船学校というべきものである。さらには商船会社というべきものであった。

　明治後、竜馬のこの事業の利益活動面だけが岩崎弥太郎にひきつがれ、こんにちの三菱会社の発祥になっている。




　竜馬は京にもどると、藩邸で一泊し、翌日は兵庫へむけて発ほつ足そくした。

　家来藤兵衛をつれて、とっとと東ひがし山やま山麓の街道を南下しはじめた。

　首すじが、相つぐ旅行で真黒にやけている。

「旦那は、お達者でようござんすねえ」

　寝待ノ藤兵衛は、つい皮肉の一つもいってみたくなる。

「藤兵衛、疲れたのか」

「なあに、たいしたことはない」

　兵庫へゆく。

　この地にはすでに勝海舟が物色した敷地があり、粗末ながら寮舎もそろそろできあがるはずだ。

　その監督かたがた、兵庫の素そ封ほう家か生島家にとまっている勝に会うためである。

「藤兵衛、お前もわしの船に乗るか」

「旦那となら、どこまでも行きますよ。なにかの因いん縁ねんだ、仕様がねえじゃねえか」

　藤兵衛はほっと溜め息をついている。

「わしはね、幕府を倒して日本に歴とした国家をつくりしだい、唐、天てん竺じく（インド）、アメリカまでも商売に押し出すつもりだ。日本は国が狭いから、船と商売でかせぐ以外に立りつ国こくの方法がない」

「旦那は、そこらの勤王屋とはすこし肌がちがうんだなあ」

　藤兵衛は、竜馬の虹にじのような気焔をきくともうこの男のためなら命も惜しくないとおもえてくる。

　妙法院のながい塀をすぎ、今いま熊くま野ののやしろの森を通りすぎると、急に天がひろくなる。

　伏見へは、ひる前についた。

「寺田屋で、ひるめしを食おう」

　そのじつ、竜馬はおりょうに会いたい。

（変な娘だな）

　へんな動物でも鑑賞するような気持が、ただいまのところの正直な気持である。

　そのころおりょうは、お登勢が親類の法事に出かけたために、帳場をあずかっていた。

　もう、すっかり初夏といっていい。

　帳場にすわって、戸外をぼんやり見ていると、前の舟着場はまの水照りが紺のれんにうつって、ゆらゆらと動いている。

　唐とう物ぶつの幻燈をみるようだ。

（坂本さまはどうしているかな）

　紺のれんに、竜馬がうつっているような気がする。

（変なひとだ）

　くすっと笑いが胸もとからこみあげてくるのである。

　竜馬だけが変ではなく、ここのお登勢さんもかわっているし、土佐藩邸にいる竜馬の友人たちも風変りだし、ここの仲間はどの男女もいままでおりょうの接してきた世界にはいない人物である。

　小さな自分の利益に固執していない。

（妙なひとたちだ）

　おりょうは、はじめは池の魚がいきなり海にはなたれたような戸まどいを感じたが、だんだん馴れてきた。

（それにしても坂本様とは、何をするひとだろうか）




　ぱっとその陽ざしが翳かげって、

「やあ、こんにちは」

　と、竜馬の長身が入ってきた。

　おりょうは、息がとまるほど驚いた。

　たったいま考えていた相手が、想念の中からぬけだすようにして、そこに立っているではないか。

　が、云うことが幻滅だった。

「腹がへった」

　死にそうじゃ、とわらじをぬいでいる。

「すぐ支度します」

　と、おりょうは帳場を立とうとした。

　竜馬はのそっとあがった。

「すっかり帳場の姿が板についたなあ」

「まあ、そんな」

　おりょうは、まつげを伏せた。妙なことにこの竜馬の前に出ると、おりょうはわれにもなくしとやかになってしまう。

（どういうわけかしら）

　自分が、腹だたしいくらいだ。

　竜馬も、内心ふしぎがっている。京の良家の娘のくせに、大坂くんだりまで行って無頼漢のほおげたをひっぱたいたという例の一件が、想像もできない。

「越前ではおりょうさんの夢をみたよ」

（えっ？）

　と土間でふりかえったのは、藤兵衛である。

（旦那はこの娘が好きなんだな）

「いやひょっとすると」

　と竜馬が、おりょうに話しかけている。

「人違いかな。大きなガラガラ声で話していたところをみると、あの夢に出てきた変な女性はおかみのお登勢さんだったかもしれない」

（まあ、ばかにしている）

　しかし腹もたたない。

「とにかくめしをたのむ」

「ええ、ただいま」

　おりょうは、帳場を立って奥へののれんを分けようとした。

　そのうなじが、ひどく白い。

「ちょっと待っておくれ」

「なにか御用ですか」

「うん、ここへ来ておくれ」

　竜馬は、きな臭い顔だ。

（なにかしら）

　おりょうが立ったままそばへ寄ると、竜馬は藤兵衛のほうをむいて、

「おれは、このおりょうさんを好きらしい。きっと、嫁にするつもりじゃ」

「へーえ、左様で」

　と藤兵衛はあいさつするしかない。

「先方はどうかわからんが、お前からもよく頼んでおいてくれ」

　真顔だからこまる。

「弱りましたな」

　と藤兵衛が苦笑すると、竜馬はいきなりおりょうの腰に手をかけて抱きあげた。

「あっ」

　という間もない。おりょうは恥ずかしさで、空中で眼があけていられない。

　白昼、人も見ている。

　武士たる者が、堂々たる抱擁である。三百年の儒教的伝統は、竜馬にさしたる影響もあたえていないらしい。

　存外軽い、と竜馬は抱きおろした。おりょうは袂たもとで顔をおおって逃げこんでしまった。




　ひるめしになった。

「藤兵衛、ここで食え」

　と、竜馬は自分の横の畳をたたいた。主従別々の場所でめしを食うというのは、竜馬はあまりこのまなかった。

「アメリカでは、馬の口取りが将軍や大名を選ぶんだぞ」

　むろん、勝の受け売りである。しかし竜馬はよほど気に入っているらしく、ちかごろ口ぐせのようにいう。

　藤兵衛も心得たもので、

「ではアメリカ将軍で行きますか」

　と、竜馬の横にすわった。

「アメリカ将軍て、なんのことでございますか」

　おりょうにはわからない。

　竜馬は、

「アメリカという姉ちゃんはだな」

　と、人民平等思想を説きだした。竜馬の発音でいう姉ちゃんとは「集合的な意味での国民」つまり、ネーションのつもりである。

「みな札ふだ入いれ（選挙）できまるのさ」

「姉ちゃんが札入れですか？」

「そうだ」

　おりょうは、きょとんとしている。

「ワシントンというのは、ヴァージニア州の未や亡も人めの子だそうだ」

　竜馬は、突拍子もなくいう。

「測量技師だったが、こいつは兵隊を動かすのがうまいというので武士になり、だんだん大将になった。それまでアメリカは英国の属国だったが、英軍と戦って何度も敗まけ、最後に勝ってアメリカを独立させ、初代大統領になった。日本でいえば徳川家康だ。ところがその子孫は大統領でない。徳川家とはちがう」

「まあ」

　おりょうは、ふしぎな顔をした。

「日本では、戦国時代に領地をとった将軍、大名、武士が、二百数十年、無む為い徒と食しよくして威張りちらしてきた。政治というものは、一家一門の利益のためにやるものだということになっている。アメリカでは、大統領が下駄屋の暮らしの立つような政治をする。なぜといえば、下駄屋どもが大統領をえらぶからだ。おれはそういう日本をつくる」

　竜馬のこの思想は、かれの仲間の「勤王の志士」にはまったくなかったもので、この一事のために、竜馬は、維新史上、輝ける奇蹟といわれる。

　めしを食いおわると、竜馬は大刀をとりあげて、部屋を出た。

「どこへいらっしゃいます」

　おりょうは、肩すかしを食ったようなおもいである。

「兵庫へ。──」

　竜馬は、かまちに腰をおろして、あたらしいわらじをはいた。

「お泊りにならずに？」

「また来る」

　竜馬は、右肩をちょっとゆすって、ゆっくりと真昼の陽ざしのなかへ出て行った。

　街道に、軽塵が舞いあがっている。おりょうが軒下に走り出たとき、竜馬の影はすでに小さくなっていた。
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「坂本竜馬は、まだかえ」

　幕府軍艦奉行並海舟勝麟太郎は、寝ころんで庭のさるすべりをながめている。

「はっ、まだのようでございます」

　若党の新谷道太郎が、控えの部屋からこたえた。

　座敷に、潮のにおいが吹きこんでくる。




「神戸というのは、まったくさびしい漁村だった」

　と、昭和十年代まで長生きしたこの新谷道太郎翁は後年、語っている。

　神戸という地名は、慶応三年十二月七日の開港まで、ほとんど世に知られなかった。

　わずかに、平家物語などに出ている、

「生いく田たの森」

　の付近といえば、そうかと想像のつく程度の海辺で、普通は、その西方の宿場の兵庫をもって代表される村名であった。

　村の中央を、山陽道が通っている。その街道の両側に百姓家がならび、浜には小さな漁師の家が点々と建っていた。

　戸数五百戸。

　土地は幕府領で、七百石である。

　この名もなき漁村に、勝は竜馬とともに、

「神戸軍艦操練所」

　というものを建てようというのだ。

　その勝は、いま、

　生島四郎大夫

　という神戸村の庄屋屋敷にとまっている。

　宏壮な屋敷である。

　生島家というのはすでに平家隆盛時代からその家名があらわれている家で、このあたり一帯を領有していた地じ侍ざむらいであったのが、徳川時代になって庄屋を命ぜられた。

　現い今までも、生島家はある。戦前までは神戸きっての大地主だったのが、戦後、財産税などによって家勢は衰えたという。

　当主の四郎大夫というのはなかなかの徳望家で、いつもにこにこしている。

「こんな寒村に、海軍所をつくられますか。まったく世も変わるものでございますな」

　と勝にいっては、首をふってばかりいた。

　維新後、勝が当時を回想して語った速記をそのまま再録すると、

「海軍練習所は、いまの神戸税関のある所にあった。おれは生田の森のほうに宅を構えて沢山の塾生を置き、またすこし見込みがあったから、地所をもだんだん買い入れた」

　とある。さらに、

「庄屋を生島四郎大夫といって、最初、おれはその家を宿にした。そのときおれは生島に、この土地は今はつまらない百姓家ばかりだけども、早晩、かならず繁華な場所になるから地所などはしっかり買っておけ、と教えてやった。生島は半信半疑ながらおれがいったとおり地所を買い入れておいた。果して維新後には一坪何十円という高値になって非常に儲けたそうだ。その後何かで少し損をしたということだけど、いまでもなかなかの財産家だよ。おれはなるべく土地の者を使ってやろうという考えで百姓などをたくさん用いたから、かれらもよろこんで働いたが、なかにはそのために財産家になった者も随分あるよ。明治六年におれが神戸へ行ったら、元おれの家の門番であったアメ売りの娘が、立派な茶屋の主婦になっていたよ。こういう風だから、おれも神戸へゆくとなかなかもてるのさ」




「おお、竜馬、もどったか」

　勝は、起きあがって、次の間をみた。竜馬がいる。神戸に着いたばかりの竜馬は、頭からまゆ毛まで、街道のほこりをかぶったまま、ぺこりとお辞儀をした。

「金はどうだった」

　と、勝。気がかりはそれだった。藩財政のくるしい越前松平家が、吹っかけただけの額を出すかどうかと危ぶんでいたのである。

「もらいましたよ」

「ほう」

「日ならず、越前藩の大坂蔵屋敷から、とどけてくれる運びになっちょります」

（よかった）

　と思ったが、男子たる者はこれしきの成功で喜悦すべきではないという自己訓練が、勝という男の表情のすみずみにまである。

　勝は、ぺろりと顔をなでて、

「腹が減った。ところで、もう日も暮れるが、いまから普請場を見るか、それともそれは明朝にしてめしを食うか。二者いずれをえらぼう」

「めしを食いながら普請場を見ましょう」

　と竜馬はいう。

「なるほどねえ」

　戦いくさを心得てやがる、と勝は思った。藤兵衛に兵ひよう粮ろうをつくらせて、普請場まで持って来させようというのである。

（おかしな奴だ）

　勝はひとりでくすくす笑った。なんの、他の人間がいえば機転の利きくやつ、という程度の感想しかないが、竜馬がいうと諸事なんとなく滑稽なのである。

　二人は生島屋敷を出た。

　やがて鼻さきに潮を浴びそうな浜辺の一角まできて、竜馬は、

「だいぶできあがっちょりますな」

　とうれしそうに建造中の建物をみた。もう壁塗りもおわって、建具が入るばかりになっている。

　現い今まの地名でいえば、神戸市生田区加納町六十四で、臨港鉄道から南、神戸税関のあたりになる西に第一突堤があり、南に第二突堤がある。

　が、竜馬と勝海舟が立っている当時には、びょうぼうたる砂浜で、漁家がちらほらと見えるだけである。

「大工左官どもはもう帰ったらしいな」

　勝は、なかに入って、玄関の式台に腰をおろした。

　やがて藤兵衛と新谷道太郎が、にぎり飯を運んできた。

　陽ひが、一ノ谷のむこうに落ちた。

「万事とんとん拍子に行っている」と勝はいった。

　この勝の海軍学校のために、公儀から五千両の予算がおりることになっており、あとは塾生をあつめることだけだった。

　その募集要項も、すでに諸藩に通達されており、竜馬は竜馬で、京にあつまっている諸国の脱藩浪人どもを説きつけているから、このほうも日ならず数百人はあつまるだろう。

　四人は、提灯のあかりで、めしを食った。

「竜馬、この塾があたらしい日本を動かす軸じくになるぜ」

　勝は、激しい音をたてて、たくあんを嚙かんだ。




　竜馬はこの期間、国もとの乙女姉さんに手紙を書いている。

　手紙の末尾が、

「エヘンエヘン、かしこ」

　でおわる大得意の文章である。

「このごろは天下無二の大軍学者勝麟太郎といふ大先生の門人となり」

　と、大が二つも重なって、乙女姉さんをこけおどししている。その大先生の門人だから自分も偉くなったものだ、というところであろう。

「ことのほか可愛がられ候て、まづ客分のやうな者になり申候。近きうちには、大坂より十里余りの地にて兵庫と申す所にて大きに（大いに）海軍を教へ候所をこしらへ、また四十間五十間もある船をこしらへ、弟で子し共にも四五百人も諸方より集まり候事」

「達人（自分のこと）の見る眼は恐ろしきものとや、つれつれにもこれ有り。猶なお、エヘンエヘン、かしこ。竜」

　高知城下本町筋一丁目の坂本屋敷でこの手紙を見た乙女姉さんは、ころがってわらった。

　乳う母ばのおやべさんも源おんちゃんもやってきて、三人で、あははは笑った。

（あの鼻たれの坊ぼんさんめが、自た慢ぎっちょる）

　というところであろう。

　最後に読んだ兄の権平までが、巨顔をほころばせて笑い、

「それにしても竜馬は、剣術も攘夷運動も怠けくさって、船バア、やっちょるか、あの男のやることはわからんのう」

　とにがい顔をした。

　神戸軍艦操練所の設立は、勝の運動で行政化しつつあった。幕府では、事のついでに同種類のものを江戸の越中島につくる案もたて、江戸のほうは東日本の出身者をあつめ、神戸のほうの塾生は、西日本から募集することにした。江戸のほうは構想だけでついに出来なかったが、要するに、現在の東京商船大学、神戸商船大学の前身であるとおもえば間違いないであろう。

　竜馬の構想では、この東西操練所の総督は一人で兼ね、しかもそれは幕吏ではなく京の朝廷から選任されるものとし、学校の経費もなるべく幕府に出させず、西国諸藩の分担にしようとした。あくまで官立ではなく、私立でゆくつもりだったのである。

　が、これの案はうまくゆかず、結局は「官立」となった。

　練習船も、幕府がさきに購入した観光丸と黒竜丸があてられ、また鷹たか取とり山やま炭坑が操練所付属となり、修理所として長崎造船所があてられる。

　操練所御用係は、軍艦奉行並勝麟太郎ほか二名。教授方もほぼきまった。

　が、これらのすべてが整備されるのは、まだ一年さきになる。

　竜馬は、これが官制化されるまで待ちきれず、開所までは、「私立勝海舟塾」としてどんどん塾生を入れて学習させることにきめた。

　勝も賛成である。

「君は塾長だから、思うようにしろ」

　と、勝流にすべてをまかせてしまった。




　文久三年五月の暮、諸藩士や浪人たちが、「航海練習生」になるために、ぞくぞくと神戸にやってきた。

　竜馬は、新築の寮舎の奥の一室に陣取り、毎日のように新入生のあいさつを受けた。

　ざっとこの月は、二百人。

　竜馬の長姉で安芸郡あきのこおりの郷士高松順蔵の妻になっている千ち鶴ずの長男高松太郎も入所した。

「太郎、おンしをよく肩車くびきんましてやったもんじゃ。おぼえちょるか」

「覚えちょります」

　叔父、オイ、といっても年はさほどにちがわない間柄だが、肩車をしてもらった話をもちだされると、太郎はまったく頭が上がらない。

「大いに頑む張くれ」

「むくります」

　この高松太郎という人は、明治四年、朝廷の命で竜馬の跡目をついだ若者である。が、ほどなく病死し、そのあと竜馬坂本家は太郎の弟直寛がついだ。直寛の入婿弥太郎は札幌の北海製鋼を経営し、その一族は多く北海道に在住している。

　入所生に、もうひとり、太郎がいる。

　楢崎太郎である。

　京でたすけたおりょうの弟であった。

「おンなじ名前じゃキニ、二人仲よくやンなんせ。なるほどこうしてならべてみると、里た芋いもみたいに似ィちゅ。似ィちゅキニ、仲よくやンなんせ」

　と竜馬はひとりおかしそうに笑った。名がおなじだと、顔まで似るものだろうか。

　かつて一緒に脱藩した同士の沢村惣之丞もやってきたし、高知城下で赤づら馬之助といわれていた新宮馬之助、やはり城下で近所の近藤長次郎、千屋寅之助などもやってきて入塾した。

　諸藩からの参加も多い。

　海軍に熱心な薩摩からの参加がもっとも多く、多くはのちに海軍軍人になったひとたちである。たとえばのち日清戦争のとき、連合艦隊司令長官になった伊東祐すけ亨ゆきがいる。

　こうしたなかで、ひとりの白面の貴公子然とした青年がまじっていた。

「土佐藩士伊だ達て小次郎」

　と、その青年は名乗った。

　竜馬は吹きだした。

「土佐藩には伊達姓などはないぞ。どうも藩名をかたっちゃ、こまる」

「いや、私は土佐藩士です。事情あってずっと土佐藩士だといって、いままで来ました。今後も土佐藩士だということにして頂きます」

（妙なやつがやってきたな）

　馬づらだが、彫りの深い端正な顔だ。両眼きらきらとかがやき、鼻すじが通り、どちらかといえば西洋人のような顔である。

　伊達といえば、仙台侯、宇和島侯がその姓である。先祖は伊達政宗より出ている。

（そうそう、紀州藩の重臣で国学者として有名だった人に伊達自得という人がいたな）

　と思いだし、ふと気づくと、この若者も紀州なまりである。

「君は、紀州人だな」

　と竜馬がいうと、ああ、ばれたか、と青年は平然としている。その自得の子である、といった。とすれば名家の子である。もっともいまは流行の脱藩浪人だった。

　のちの陸む奥つ宗光。




「いや驚いたねえ」

　と、勝が、自室で竜馬にいった。

「どうせ覚悟はしていたが、日本中のあばれ者を官費で集めたようなものだよ」

　入って来る連中はみな一癖ありげな猛も者さばかりで、毎日、刃にん傷じよう、喧けん嘩か、激論ざたがたえないのである。

　あばれ者といえば、京都ではすでに、幕権擁護と治安維持のための浪士団新選組が発足している。

　この神戸の集団は、あたかも勤王派の海の新選組、といった観があった。

「竜さんえ」

　と勝はいった。

「あんた、しっかり締めくくって行っておくれ。このあばれ者の総大将は、天下ひろしといえども坂本竜馬のほかはあるまい」

（おだてちょる）

　竜馬はおかしかったが、考えてみると、事故をおこせば軍艦奉行並としての勝海舟の進退問題になるかもしれなかった。

　げんに、幕閣のなかの勝ぎらいの連中は、勝は神戸で不ふ逞てい浪人を集めて煽動している、と悪宣伝しているむきもあるのだ。

「なんの、幕閣の俗吏どもはこわかねえが、この塾だけはちゃんと育てたいからねえ」

　と勝は、いつもの巻舌でいって、竜さん、みんなの締めくくりはまかせたよ、といった。

　竜馬は、毎日、五人、六人とひっきりなしに入所してくる連中の応接にいそがしい。

　もっともこう多勢やってきても、なかなか人物というものはいないものである。

（しかしあの伊達小次郎って若僧だけは見どころがありそうだな）

　竜馬は目をかけてやった。

　齢としは、竜馬より九つ下の二十である。

　紹介状は、土佐藩の上士のなかでたった三人の勤王家のひとりである大監察平井収二郎から出ている。身もと引受人も、右の平井になっていた。

　それにしてもこの若者は、紀州藩のお歴々の家にうまれていながら、なぜ、

「土佐藩士です。そうしておいて下さい」

　といつわるのか。

「おいおい」

　と、竜馬はある日、庭でぼんやり突ったっている若者を、塾長室の出で格ごう子しからよんだ。

「私ですか」

「君だ。たしか伊達小次郎と申した」

「いいえちがいます。たったいま名を変えましたから、その名をよんでください」

（ややこしい奴だ）

　と竜馬はおもった。

「どんな名だ」

「陸奥陽之助宗光です」

「すごい名だなあ。なるほど伊達は陸奥の姓だから、そうしたのか。それはそうと、ここに菓子があるから来い」

　竜馬は餌でニワトリでも呼ぶようにいったから、若者は怒気を発した。

「子供じゃありませんよ」

　竜馬は、この男を、副長格にしようと思っている。が、副長たるべき候補者を菓子で釣ろうというのは竜馬も軽率すぎた。

「済まん。まあ、陸奥陽之助君、怒おこらずにここまでご足労ねがおうか」




　陸奥陽之助宗光という、まるで源平時代の若武者のような青年は、すらりとした長身を運んできて、竜馬の前にすわった。

「ご用ですか」

「いや、話したかっただけさ」

　人物をたしかめてから、副長格にするつもりである。

「生い立ちを話してくれんか。じつは退屈しちょる」

「退屈は無礼でしょう。私は講釈師ではありませんぞ」

　うるさい若者らしい。

　それでも、じつに整理された話しかたで、自分の生いたちを語りはじめた。

　祖父は紀州藩の参政であり、父伊達藤二郎号自得も、一時は紀州の老公にその学識を愛されて、国もとの政治をとりしきり、一時は飛ぶ鳥をおとすような勢いだった。

　ところが、大藩によくある国許と江戸屋敷の感情的対立がおこった。

　なにしろ紀州徳川家は五十五万五千石の大藩で、御三家の筆頭である。士格以上のものだけで七千の藩士がおり、そのうちの二千人は江戸定じよう府ふである。

　その江戸定府の総帥が、家老水野土佐守で、紀州新宮三万五千石の領主。

　陸奥陽之助の父自得は国許派の参謀長格で、江戸派水野とあらそい、ついに老公の死とともに、禁錮に処せられた。

　さらに処分に追いうちをかけて、知行を召しあげられ、改かい易えきになり、一家は高野山麓の農家にひき移った。

　このとき、陽之助は牛うし麿まろといい、九歳であった。

　子供のくせに藩の処置を大いに怒り、家宝の太刀をかかえて、いまから藩の重役宅へ斬りこみにゆく、とかけだした。義兄の伊達五郎宗興があやうくだきとめたが、こんどはなぜとめた、と義兄にかみつき、泣きながら議論し、ときどき座敷を駈けだしてちょうず鉢で涙を洗っては、また議論した。九つの子が、である。

　後年の陸奥の略譜をあげると、薩長藩閥政府の顛覆を策動して明治十一年禁獄五年、同二十一年駐米公使、同二十三年農商務大臣、さらに伊藤内閣の外相となり条約改正の難問題を処理し、日清戦争の対外関係をみごとにさばききって日本外交史上最大の外交官とされた。明治三十年八月歿、五十四、伯はく爵しやく。すでに陸奥は九歳の少年のときから、事理を弁じてカミソリのようなところがあったのであろう。

　その後、父は赦免になり、わずか七人扶ぶ持ちをもらって藩に復帰したが、陸奥だけはついに紀州藩というものをゆるす気になれず、十五歳で家をとび出して江戸へゆき、安井息そつ軒けん、水本成美の塾で学僕として働き、十九歳のときには、血気にまかせて、もはや、一ぱしの尊王攘夷志士になっていた。

　その間、土佐藩平井収二郎、乾退助（のちの板垣退助）らと相あい識しり、退助はひどくこの若者が気に入り、土佐の老公容堂に拝謁させたりした。

「ですから、生涯紀州藩を恨みとし、私を保護してくれた土佐藩の恩を重しとするつもりです」

　なみはずれて愛憎のつよい性格らしい。一つは、不条理を憎むこと、親の敵かたきよりもはなはだしいたちなのであろう。




　事件がおこったのは、それから数日のちである。

　早朝、竜馬が自室で朝めしを食っていると、陸奥陽之助が、例の無愛想な美少年づらであらわれた。

「なにかね」

　竜馬は、箸はしをとめた。

「坂本さん、あなたは北辰一刀流の名人だとききましたが、本当ですか」

「朝っぱらから、何を言やがる」

　竜馬はこの若者にうんざりした。

「いや、どれほど使えるかをきいているのです。五人、六人を相手にできますか」

「………」

　竜馬は箸を動かしはじめた。こんなやつに相手になっていられない、と思ったのだ。

「さては、評判ほどにもないんだな」

　と陸奥はのぞきこむようにしていった。竜馬は閉口して、

「まあ、その気になれば、塾生が総がかりできても、おれの竹刀しないに触れるわけにはいかんだろう」

「そこです」

　陸奥は若僧のくせに、人心をあやつる術を心得ている。

「そのお腕を役立てて頂くわけには行きますまいか」

「どういうことだ」

「じつは、私が江戸にいたころに面識のあった男で、水戸浪士兜かぶと惣そう助すけ（甲総助）という熱狂的な攘夷主義者がいます。剣は神道無念流の達人で、筑つく波ば山さんで人を斬ったという男です。京都でもほうぼうの暗殺に関係しているらしい」

「暗殺勤王屋か」

「仲間が、五、六人います。この連中が京都からくだってきて、いま大坂に潜伏している。なにが目的だか知っていますか」

「知らんよ」

　と、めしを食いつづけている。

「幕府の軍艦奉行並勝海舟先生を暗殺するのがめあてです」

「おいおい」

　竜馬は、箸を置いた。容易ならぬことを、この若者は平然という。

　事実らしい。兜惣助らは、勝が攘夷主義を馬鹿よばわりにあざけるといううわさを聞いて、勝が神戸からときどき大坂城代屋敷へやってくるのを幸い、往来で斬るという。

「物騒なやつらだな」

　そういう連中が多いというのも、竜馬ら勤王の志士のなかでの部分的実情であった。斬れば世が動くと思っている。

「それで、そのこと、海舟先生に申しあげたか」

「ええ。用心する、と笑っておられました。ところが、厄介なことが私の身辺で持ちあがったのです」

「なんだ」

「じつは私がこの密謀を洩もらされたのは、大和浪人乾十郎という人物からです。乾は、兜らの仲間で、いや仲間どころか、兜らの潜伏場所は、つまり高こう麗らい橋ばし魚ノ棚の乾の家なんですよ。要するに乾は仲間を売って私に密告したというわけです。この人物は、かねて私の口から勝先生のことをきいて、先生の人物識見を敬慕していましたから。そのことが兜にもわかって、かれらは乾を裏切者として斬るというのです」

「それで、君の親友という乾十郎はどういう人物だ」

　と竜馬がきいた。

「過激人ですよ」

　陸奥がいった。

「そうだろう。どうせ穏やかな男ではあるまい。年はいくつぐらいかね」

「三十七」

「君はずいぶん年上の友人をもつんだなあ」

「ええ」

　陸奥が老熟しているのか、乾十郎が年とし甲が斐いもないのか。この場合は、後者らしい。

　とにかく、気象のはげしい男のようだ。

　乾十郎。

　大和の五条にうまれた（生家は五条桜井寺の南門のむこう北之町。乾一族はもともと大和の山岳地帯十と津つ川がわ郷ごう宇う宮ぐ原はらから出てきたらしい。盆地大和人にはめずらしい矯きよう激げきさはそういう血のせいだろう）。

　五条に、当時その過激思想で天下に著名だった森田節せつ斎さいが私塾をひらいていた。はじめ節斎について詩文を学び、ついで医術を節斎の弟仁斎に学んだ。

　その後、大坂に出て、高麗橋の医家に代診となり、やがて筋すじ違かい橋ばし東詰めの魚ノ棚で開業した。

　はじめ町家から嫁をもらったが、この嫁は平和な町医とおもってきたのに、毎日のように物騒な志士が訪ねてきては亭主と酒をのみ、大声で時勢を論じ、ついには刀をひねくりまわして詩などを吟ずる様子に、ついに怖れをなし、実家へ帰ってしまった。すでに懐かい妊にんしていた。女子をうんだ。この娘はのち井上まつといい、曾根崎二丁目に住み昭和のはじめまで生きていた。乾十郎の事歴をずいぶん調べた人である。

　乾十郎は、この「事件」ののち天てん誅ちゆう組ぐみの謀議に加わり、その幹部のひとりとして大和五条で挙兵し、敗軍ののち捕われ、元治元年七月十九日、京の六角獄で幕吏のために斬られている。

　余談だが、奇人乾を知るひとは、大正のはじめまでは大阪、大和に多く生存していた。

　五条の桜井寺の住職康やす成なり達たつ倫りん氏もそのひとりである。

「十郎はワラ束を作っては、これは幕府だ、といってよく試ためし斬りをしていました。絶叫しながら斬るので、隣人がこわがったそうです」

　医者としては、ずいぶん藪やぶ医いだったらしく大坂に残る話に、近所の菓子屋の隠居を診察し、なに大丈夫です、と薬をあたえて帰宅すると、それより早く隠居の急死の報が家にとどいていた。乾が深刻な顔でしまった、と手を打った様子がいかにもおかしかった、という遺談はなし。

　髪は総そう髪はつにして結ばず、肩まで垂れていた。しかも菊水の紋服を着ていたから、ひとは由ゆ井い正しよう雪せつといった。そういわれるのが得意だったらしい。

「その乾を、わしに保護しろというのだな」

「そうです。なにぶん、兜惣助らがしつこくつきまとっているようで、事は急を要します。私は乾をこの神戸塾へ連れてきますから、かくまってやって下さい」

「いや火急のことならこっち側から行こう。乾は大坂の自宅だな」

　竜馬は、寝待ノ藤兵衛にひとあしさきに大坂へ走らせておいて、陸奥陽之助と一緒に出た。

　夕刻までには着けるだろう。




　船場に御ご霊りようさんというお宮がある。

　その西裏の南北の通りに、びっしりと魚屋が軒をならべている。

　いかにも魚ノ棚という俗称にふさわしい。

「魚くさい町じゃな」

　竜馬は閉口しながら歩いた。

　その露地奥に、乾十郎の宅がある。

　陸奥陽之助が、そのたてつけのわるい格子戸を苦労してあけた。

「乾さんはおりますか」

　と土間へ入った。

　なかが薄暗い。

（はてな）

　人のけはいはする。げんに奥で子供が泣いているのだ。

　乾のいまの妻は亥い生おといい、高こう津づ北坂で家塾をひらいている姫路藩御お雇やとい成瀬清左衛門の娘である。その亥生がおそるおそる出てきて、訪客が陸奥だと気づくと、

「まあ、陸奥さん」

　と、その場にくたくたと折り崩れた。

「どうしたんです」

「夫が、兜さんらに連れて行かれました」

「えっ」

　ほんの四し半はん刻とき前に、兜らが引ったてて行ったらしい。

「藤兵衛という町人がきたでしょう」

「ええ、その藤兵衛様がいらっしている最中に、皆さんがどかどかと入ってきて、話がある、ちょっと来い、とひっ立てて行ったのです」

「それで藤兵衛は？」

「あとをつける、とおっしゃって、もし陸奥さんがいらっしゃればそう申しておいてくれ、ということでございました」

（なるほど）

　と、竜馬は、軒下に腰をおろして、その会話をきいていた。

（藤兵衛なら、突きとめてくるだろう）

「陸奥君、ここで待たせて頂こう。おっつけ藤兵衛が帰ってくるはずだ」

「坂本さん、どこにいらっしゃるんです」

「軒下にいる」

　大刀を抱いてすわっている。

　ほどなく藤兵衛がもどってきて、

「旦だん那な、難波新地の吉田屋という旅籠です」

　といった。

　すぐその旅籠をたずねた。

　ところが、たったいま多勢で出た、という。

「どこへ行った」

「安あ治じ川かわ口ぐちのほうだす」

　と、旅籠の女中はおそろしそうにいった。おそらく寄ってたかって乾はやりこめられていたのであろう。

「陸奥君、安治川口なら、人家もまれだ。斬る気だろう」

　竜馬は歩きだした。

「相手は十三人だそうです。坂本さん、大丈夫ですか」

「喧嘩はやってみねばわからん」

　竜馬は急ぎ足になった。

　日が暮れかけている。




　土手に、人通りはない。

　兜惣助は当時「浮浪」といわれた三流、四流の勤王志士の典型的なもので、もともと社会に不適合な人間なのだ。

　乱世になったから、郷国をとびだし、藩をぬけだして、京都、大坂でごろついている。

　攘夷

　攘夷

　とウチワ太鼓をたたくように唱えていれば攘夷一本ヤリの長州藩などから、多少の資金がまわってくる。まず食うには困らないし毎日の生活も活気があっておもしろい。

　こういう連中の仕事というのは、殺人、恐きよう喝かつ、押し借りである。その殺人、恐喝、押し借りにも、この連中には連中なりの天下国家的な理屈があって、当人は正義だと信じきっているから、ただの犯罪よりもたちがわるい。いつの社会にもいる、単に性格的に反社会的な人間なのだが。

　かさねて余談だが。──

　すでにのべたように、この時期には京ではすでに新選組が活躍しはじめている。

　幕府としては、毒をもって毒を制するつもりで、同質の人間を幕府側にひきこみ、京に屯とん集しゆうさせ、おなじ攘夷浪人を捕殺させた。

　このため、三、四流志士は、恐れて京に近づかなくなったが、京に入る必要のある有為の志士たちが、多くかれらに殺された。いいかえれば、兜惣助らのような亜流志士がかれらを死なしめた、という論法も、なりたたなくはない。

　さて、安治川口の土手には、人通りがたえている。

　土手に、この土地の名物で、船よび松、というさがり松が、水面に影をおとしている。

　兜らは、土手下の草のなかにいた。かがめば、人の百人も隠れそうなあしの密生地帯である。

「では裏切ったことはたしかだな」

　と、兜は水戸弁で念を押した。

　背のひくい乾十郎は、はじめは小さな体をそらせ、気負いたって抗弁していたが、十三人に問いつめられては、体力も気力も尽きて、このころはへとへとになってしまっている。

「どないでも、さらせ」

　と、大和弁でいった。

「おお、さらすぞ」

　兜は、仲間に命じて、用意の捨すて札ふだを松の枝下にずぶりと突き立てた。

　右之者儀、名を攘夷に借りて尽忠報国の士と交はり、しきりと諸方に周旋し、その動向を醜類に通報し、その他天地容いるるべからざるの罪状、いちいち枚挙にいとまあらず、依之加天誅者也よつててんちゆうをくおうるものなり。

「縛りあげろ」

　と、兜は命じた。

　みな、むらがって乾十郎を高手小手にしばりあげ、縄尻を松の枝にひっかけた。乾は宙ちゆう吊づりになった。

「生きざらしにするか、吊るし斬りにするかもう一度吟ぎん味みした上でのことじゃ」

　兜らは、楽しみはじめている。こんな目にあうのも、ひとつは乾のほうに、いじめられっ子のような性格があったのであろう。そうでなければ、ここまで丹たん念ねんな私刑が行なわれるはずがない。

　そこへ、土手の上で足音がきこえた。




　竜馬とその一行である。

「藤兵衛、藤兵衛」

　とよんだ。声が風でちぎれて、ききとりにくい。

「なんでございます？」

「この土手下でなにやら話し声がする。お前の耳に聞こえんかネヤ」

「おりて見て参ります」

　と背をまるめて降りかけるのを、竜馬は帯をつかんで引きもどした。

「あぶない。間違いなく敵はいる。みな白しら刃はを抜いちょる様子だ」

　といい、陸奥陽之助をふりかえり、ちょっとお前まんの刀を貸さんか、といった。

　竜馬の二尺二寸吉行は、いざ使うという場合になると、やや短い。

「これは、伊だ達てでの」

　鞘さやごとぬいて、陸奥に押しつけた。陸奥は仕方なく二尺八寸の剛刀を竜馬にわたした。

「ほう、陸奥君はいい刀をもっている」

　抜いて、夕陽にかざした。

　そうした気配を下でも察して、二、三人が草の中を這いあがって、土手へ眼だけを出した。

（げっ）

　と、驚いたにちがいない。

　土手の上では、蓬ほう髪はつ、長身の武士が、よれよれの袴をへその下でむすび、大刀を天にかざしてよろこんでいるのである。

「おや、お前まんさんはたれだ」

　と、竜馬は、草の中の眼に問いかけた。

　ずるっ、と眼どもは堤をすべりおちて、河原を走り、兜惣助に報告した。

　そのときには竜馬は疾風のごとく土手を駈けおりて、吊り下げられている乾の前に立ちはだかった。

　パチリ、と、竜馬は刀を鞘におさめた。

「私が坂本竜馬だ」

　と、いった。

　兜惣助らはおどろいたらしい。このころには、竜馬の名は京けい畿きにむらがっている志士たちにひびいている。

　北辰一刀流千葉道場の塾頭、という経歴は兜らをおびやかすのには十分だった。

　兜はすばやく十歩ほどさがりながら、

「さ、坂本。ぬしは武市半平太と同志でありながら、幕人勝につき、攘夷の志をすて、開国航海論をふりまわしているそうな」

「それが、わしの攘夷論じゃ。いやここでは議論はよそう。わしの意見をきくなら、神戸に来てくれ。それよりも、この乾十郎、気の毒じゃ」

　と背後の陸奥と藤兵衛に目くばせして、縄を解かせた。

　兜が、刀のツカに手をかけた。竜馬はなだめるように、

「兜とやら、抜くなよ」

　と、さとした。

「短気をおさえろ。抜けば喧嘩になる」

　といいながら、兜をにらみすえて、気で殺している。気を抜けば兜は跳はねあがって飛びこんでくるだろう。

　兜は、抜けない。

　真まつ蒼さおになっている。




　竜馬の背後では、すでに縄を解かれた乾十郎が、あしのあいだにころがって、陸奥陽之助と藤兵衛の看護をうけていた。

「藤兵衛さん、駕か籠ごをよんでくれないか」

　と陸奥がいった。藤兵衛が走った。

　やがて駕籠をつれてもどってき、乾のからだを陸奥と一緒に堤の上へかつぎあげようとした。

「待て、連れ帰ることならん」

　と、兜がどなった。

　陸奥は、短気者である。

「なにをいやがる」

　と堤の半ばあたりからどなりおろした。

　兜惣助は、憤りで度どをうしなった。

「こ、こいつ」

　と、不用意に剣をぬいた。

　半ばまでぬいたとき、兜の右籠手に激痛が食い入った。

「きゃっ」

　と腕をぶらさげてとびさがった。

「怪我はさせちょらん」

　竜馬はすでに刀をおさめている。

「兜さん、喧嘩は無用だよ」

「坂本、きょうはおとなしく手をひいてやるが、他日を約束しろ」

　竜馬らは引きあげた。

　翌日、兜からの使いが、竜馬の道どう頓とん堀ぼりの旅籠「鳥毛屋」にきている。

　この項、陸奥宗光側の資料ではとくにくわしい。




　右の一条（安治川口の）よりして又もや騒動起れり。其その仔し細さいはと言ふに、惣助は坂本等らが己おのれに何等の掛かけ合あいもなくその場に踏み込み十郎を助けしはすこぶる傍ぼう若じやく無ぶ人じんのふるまひなりとて大いに怒り、坂本へ向け果はたし状じようを附つけ、その場所を定めて返答あれと申しきたる。坂本は少しも動ずる色なく、その使にむかつて、天王寺境内に於おいていつでも勝負せん、と空そら嘯うそぶき居たり。

　沢村惣之丞、かくと聞くより一大事なりと大坂城内に入りて勝のもとへ斯かくと注進す。勝もそのまま捨て置けずと小笠原図ず書しよの頭かみに相談なし、惣助を呼んで之これを慰い諭ゆしつつ漸ようやく無事の落着を見るに至りしと。




　一件が落着したあと、陸奥陽之助は一も二もなく竜馬に随順するようになった。

　陸奥の伝記作者の文書を借りると、「君（陸奥）は、為ために深く坂本の人となりを慕ひつつ、つひにその児こ分ぶんとはなりたるなり」ということになる。

「驚いたな、坂本さんの度胸には。あいつは人斬り惣助といって、あの仲間では鳴らしていたものですよ」

　と、陸奥はある夜、いった。

「それより、乾十郎はどうした」

「妻子をつれて、大和の五条に帰りました。五条には兄の家がありますから」

　いくばくもなく、乾は天誅組に参加した。

　天誅組が大和に入り、五条代官所を襲ったときの手引きは、五条にいた乾が担当した。

　一挙潰滅後、大坂で捕えられ、京都六角獄に送られ、刑死。乾の獄中での歌に、

いましめの縄は血汐に染るとも

赤きこころはなど変はるべき

　というのがある。




　神戸軍艦操練所は、官制だけはきまったものの、練習船、機材、燃料などはまだ到着せず、そのめどもついていない。

　実質上は、まだ勝海舟の私塾の段階にあった。

　塾生たちも、毎日、勝と竜馬の法ほ螺らばなしをきいているばかりで、いつ船をあやつれるのか、見当がつかなかった。

「勝先生、こまりましたな」

　と、竜馬はさすがに弱った顔をした。

「どうもおれも閉口している。塾生のあいだに不平が出ているだろうな」

　一人あたり月手当二両ずつ出ているから塾生は暮らしに事は欠かない。それに実科はなくても、学科は赤松左京らがきて、まがりなりにも教えてもいた。

　そのほか、英語を学んでいる者まである。竜馬もすこしやったが、

　──こんな符ふ牒ちようはおぼえられん。

　とやめてしまった。

「まあ、不平はありませんが、船の学校に船がないのも、チクと妙なもんじゃ」

　二人で相談した結果、天保山沖にいる幕府の汽船に塾生を見習として乗り組ませることにした。摂海（大坂湾）を往来させてもらうのである。

　そんなことをしているうちに、塾内の土佐藩士が、動揺しはじめた。

「坂本さん、この時節に、悠長に軍艦など習うちょられん」

　というのだ。

　そのころ、長州藩が、いよいよ単独攘夷を断行し、馬ば関かん（下関）海峡を通過する船舶のなかで外国の艦船とみれば、沿岸砲をもって砲撃しはじめた。

　最初は、このとし文久三年五月十日、米国商船を砲撃し、同二十三日には仏国軍艦を、次いで二十六日にはオランダ軍艦、さらに六月一日には米国軍艦を砲撃した。このとき、長州藩は、庚こう申しん丸、壬じん戌じゆつ丸の二艦を撃沈されている。

　さらに、京では、急進攘夷主義の長州が宮廷を牛耳り、いまにも対外決戦、鎖国断行の再勅がくだりそうな形勢にあった。

　そのときにあたって、土佐藩の政情は、にわかに保守化しはじめたのである。

　すこし旧聞になるが、土佐の老公容堂が、いよいよ藩政の直接指揮をすることになり、京に入っていた。

　伊達な殿様なのだ。

　容堂の入じゆ洛らくを見た祇ぎ園おんの芸げい妓ぎたちは、

　──老公々々と世間でいうのでどんな爺じじィかと思っていたら、いい男じゃないか。

　といったほどである。

　事実、容堂の入京の姿は、京都の市中の眼めをうばった。

　その日、容堂は「千せん載ざい」と名づける駿しゆん馬めに乗り、黒くろ魚なな子この羽織を裾すそ長ながにまくり、袴は海え老び茶ちやの緞どん子すに枝えだ柏がしわを織り出した横線、それに蠟ろ鞘ざやの大小。

　年三十六、身のたけ五尺六寸、「色あくまで白く、面おもては肉づきて、眼中異彩あり」と記録は讃美している。

　藩の勤王党は、容堂がかねて勤王思想のもちぬしであることを知っているだけに、

「時こそ来れり」

　とよろこんだ。

　が、容堂がやった手はじめの仕事のひとつは、家か中ちゆうの勤王党の弾圧であった。この国もとでの弾圧のうわさが神戸塾まできこえてきて、土佐系の塾生たちがさわぎだしたのである。




物 情 騒 然










　要するに、弾圧の元兇は、老公の山内容堂なのである。

　竜馬はこの大殿様を、けっして好意ある眼ではみていない。

（殿様としちゃ、定見がありすぎる）

　とおもっていた。

　長州の殿様のように、藩政の主導権をにぎる者によって左右に動くのもどうかと思われるが、かといって、定見にカサブタの張ったような頑固な支配者もこまる。

　激動期には、時代がどう動くか、一寸さきもわからない。

　そういうときの藩の指導者は、満身創そう痍いになるのもいとわず、刃をふりかざし、面おもてもふらずに先頭にたって時勢を切りひらいてゆく織田信長型か、それともいっそのこと思いきって流されっぱなしになってゆくか、どちらかしか道のないものだ。

　ところが、市し井せいの隠いん士しなら知らず、一藩の指導者でありながら、流れを白眼視し、流れにさからい、役にもたたぬ自分の「定見」に必死にしがみついている者は、しょせんは敗北しかない。

（あの方の厄介なことは、自分の才能、度胸にうぬぼれきっているところだ）

　と竜馬はおもっている。

　だから、カサブタのはった「定見」がひどく自慢なのである。家来はおろか、他の大名が馬鹿にみえて仕方がない。

（わずかに他人よりすぐれているというだけの智恵や知識が、この時勢になにになるか。そういう頼りにならぬものにうぬぼれるだけで、それだけで歴然たる敗北者だ）

　竜馬はみていた。

（しかも）

　と思うのだ。

　いかに一世を蓋おおうほどの才智があろうとも、とらわれた人間は愚物でしかない、とみている。

　智者容堂は、英雄の風ぼうをもっている。

　しかし不幸にも、自分の智にとらわれている。

　家系にとらわれていた。

　先祖の山やま内うち一かず豊とよが、関ケ原の功により掛川六万石から一躍土佐一国二十四万石の大大名にとりたてられたのは、いつに徳川家の恩であるという感傷主義があった。

（個人なら、それは美徳だ）

　と、竜馬はみる。

（しかし大藩の主人が、一国の運命、日本の帰き趨すうを考えるとき、それが何になるか）

　容堂は、そういう「美徳」にとらわれていた。そういう美徳をもつ自分に、自分で感動していたし、すべてその美徳をとおして時勢を見ようとしていた。

　だから、容堂の眼にうつる時勢の映像はすべていびつな形をしており、すなおな映像ではない。

　容堂という人物は、みずから勤王主義を唱えているだけに、家中の勤王主義者がきらいであった。「自分の勤王は聡明な智恵から出ているが、かれらのは無智な狂信にすぎない。だからゆるせない。なぜといえば勤王は劇薬にひとしく、サジ加減によっては良薬になるが、量をあやまればいまの社会秩序が崩れ去ってしまう」

　不幸な智者であった。




　容堂は、浪士ぎらいでもある。

　京都にむらがり、公卿屋敷に出入りし、雄藩の藩士を煽動するかれらの存在を、幕府のように害ありとはみなかったが、無用のものとおもっていた。

「浪人づれの手で天下の事が成るか」

　貴族だから、当然そう思う。

　それに藩の統制を愛した。藩の頭脳は自分である。

　藩士は手足として動けばよい。手足が勝手にものを考えるのはよろしくない。

　ところが、最近の流行は、大藩の京都周旋方（藩の京都駐在外交官）というものの存在とその異常な活動ぶりである。これが勝手に藩の方針をきめ、藩を思わざる方向にひっぱっている、……とみていた。

　むかし、幕府の盛時にも、諸藩で、

「京都留守居役」

　というのがあった。

　余談だが、赤穂あこう浪士のなかで小野寺十内という老人がいる。このひとは播ばん州しゆう浅野家でも上士で、禄ろくは百五十石。職はこの京都留守居役であった。

　この元禄泰平期のかれらの仕事というのは、京で流行している着物の柄、装飾品などを藩に報告し、大奥の婦人が流行におくれぬようにしたものだという。あとは学者や歌人、画家と交際して風流韻いん事じを語っておればよかった。

　だから十内は夫妻とも歌がうまく、四十七士のなかでは第一等の教養人である。

　しかし幕末では、がらりとこの仕事の質がかわった。

　諸藩の京都周旋方、公用方、応接方といった外交官連中は、京都論壇での中心的勢力で、諸藩の同役と三本木あたりの妓ぎ楼ろうで社交し、湯水のように金をつかっている。

　長州藩の桂小五郎、薩摩藩の大久保一蔵（利通）、会津藩の外と島じま機兵衛、一ひとつ橋ばし藩の渋沢栄一、などがその代表的存在であろう。

　土佐藩では、吉田東洋暗殺後の政変で、この京都周旋方は、勤王党が占めた。

　武市半平太（瑞山）

　平井収二郎（隈山）

　間崎哲馬（滄浪）

　らが、そうである。

　他藩、とくに急進派の長州藩と藩費をもって社交し、公卿のもとに出入りして、宮廷の空気を極端な攘夷主義にもって行った。

　容堂は入京するなり、

「他藩との交際など、無用である」

　として、かれらを国もとに帰した。

　平井収二郎の記にある。

　　老公ノ江戸ヨリ至ルヤ、忽たちまチ怒ど罵ばニ遇あヒ公卿ノ門ニ出入スルヲ禁ズ。而しかシテ怒イマダ散ゼズ。ツヒニ官ヲ奪フ。

　　同志輩愕がく然ぜんトシテ大イニ失望ス。

　それだけではない。

　平井、間崎、弘瀬健太の三人が、東洋の死後、国許の人事を勤王色に変えるために、青しよう蓮れん院いんの宮みや（中川宮）の令りよう旨じをもらい、その令旨をタテにとって藩の上層部をおどし、政変を実現させた、というゆゆしい事実がある。

　老公はその罪をあらためて問題にし、五月この三人を下獄せしめ、六月八日、切腹を命じた。

　竜馬は、その報を神戸できいた。




　竜馬は、間崎、平井、弘瀬の切腹の報をうけたとき、

　──これァ、武市の勤王党は瓦が解かいするな。

　と直覚した。

　すぐ、京都藩邸に走った。

　竜馬という男は、武市の親友でありながら、武市の党とはつねに別流をなしてきた。

　意見の相違もある。

　気質の相違もある。

　──あぎ（あご。武市の異名）は固いことばァ、言いよるキニ。

　と竜馬はつねづね笑っていた。「かたいこと」というのは、一つはこちこちの攘夷主義、一つは、一藩勤王というやつである。

　──そんなこと、出来るか。

　竜馬は、気質的に現実をわすれられないたちであった。武市半平太は強烈な観念主義者である。

　結局、竜馬は早くから藩内での勤王活動に見きりをつけ、藩外にとび出し、土佐藩などを眼中におかなくなった。

（あの頑固な老公を相手に四ツ角力ずもうをとっているあいだに、時勢は動いてしまう）

　そういう考えであった。

　が、藩内活動をしている連中の立場がひどく気になっていた。

（藩内の勤王活動など子供の火遊びじゃ、いつかつぶされる）

　河原町藩邸にかけこむと、パラパラと雨が降ってきた。

　邸内は、静まっている。老公の雷が落ちて以来、藩邸は火が消えたようになっていた。他藩の士や浪人も出入りしなければ、大声で時務を論ずる者もいない。

　竜馬はその空気がばかばかしくなり、長い廊下を歩きながら、

「たれか知っちょる者はおらんかァ。国もとで間崎らが切腹したそうじゃのうォ。教えてくれんかネァ」

　物売りのように呼ばわってあるいた。

　両側の部屋は、シーンとしている。

　竜馬は、お長屋へいった。格子戸をたたきながら、教えろ教えろ、と言って歩くと、何軒目かの戸があいた。中島作太郎という十八歳の若者である。椎しいの実みのような顔をしていた。

「坂本先生」

　と、小さい声でいった。

「お入りください」

　竜馬はこの若者を知らない。国もとからのぼってきて間がないのであろう。粗末な綿服、朱鞘、打うち太だ刀ちこしらえの武骨な大小からみて、郷士出身の男らしい。

「中島作太郎信行と申します。国もとでの間崎先生らの一件、よく存じております」

　と、よく光る眼でいった。

　竜馬は、屋内に入った。

　中島は、手て盆ぼんで、大きな湯のみ茶わんをさしだした。ぐっと飲むと、ただの水である。

　竜馬は変な顔をしている。

「あれだけ喚おがられては、のどがおかわきじゃと思いまして」

　中島はくすっと笑った。

　豎じゆ子し（小僧）用うべしと竜馬はおもった。ユーモアの感覚のあるところを買ったのである。

　作太郎、のちの中島信行（板垣退助とともに自由民権主義をとなえ、自由党副総理、男爵、明治三十二年歿）。




　中島作太郎の語るところでは、切腹にあたって間崎らは堂々たる態度であったという。

　間崎哲馬は、獄中、筆がないために、こよりをひねって文字のかたちをこしらえ、辞世の詩を残した。

丈夫今日死すなんぞ悲しまん

略ほぼ見る聖朝、旧儀に復するを

一事猶なお余あます千せん歳ざいの恨うらみ

京けい畿きいまだ樹たたず柏はく章しようの旗

　京都朝廷の威は、ほぼ復活した。素志であっただけにそれを見た以上、こんにちの死は悲しまない。しかしながら、薩長が京都朝廷の擁護勢力になっているおりから、わが藩の柏紋の旗が京都にたたないことだけが無念である、という意味。

　柏はく章しよう旗きを京に樹てないのは老公容堂の因いん循じゆん姑こ息そくによる、と間崎は切腹の座にのぞんで主君を罵倒し、わが腹を屠ほふった。年三十。介かい錯しやくの太刀は、いとこの間崎卓一郎がとった。

　間崎はすでに妻が亡く、ことし二歳になる女児だけがあった。死にのぞんでよほど気がかりであったらしく、「守もる人の有るか無きかは白露の、置き別れにし撫子なでしこの花」という一首を残している。

　弘瀬健太は、つね日頃、「男は腹がみごとに切れるか切れぬかでねうちのきまるものじゃ」といい、切腹の仕方を研究していた。弘瀬の研究では、まず左腹に突きさし、右へ真一文字にひきまわし、そのキッサキをななめに刎はねあげ、その余勢で左乳の下の急処を突きさせばかならず絶命する、というのである。

　弘瀬はゆうゆうと切腹の座につくと、介錯人にむかい、

「オラが作法を終えるまで首を刎ねるな」

　といい、その「研究」どおりにやって、ついに介錯の太刀は不必要であった。

　平井収二郎は、とし二十九。竜馬と同年配であった。

　獄中で、壁にツメをもって絶命詩を刻みこみ、白装すずやかに切腹の座に出た。

　介錯人は、年少のころから一緒に道場に通った仲の平田亮吉であった。亮吉は真蒼に緊張していたから、平井はふりむいて、

「落ちついてやってくれ」

　とはげまし、腹をくつろげてしばらく撫なでていた。

「もはや往いこうか」

　と、短刀をにぎり、気合とともに突きたてた。介錯の亮吉はあっと狼狽し、あわてて振りおろした。が、手もとが狂い、ぐわっと後頭部の骨にあたって、刃がはねかえった。

「これ、落ちつけと言うちょるのに」

　平井は、苦痛でゆがんだ顔でいった。

　二太刀目で、首が落ちた。




「そういう次第であったげに、きいております」

　と中島作太郎がいった。

「そうか」

　雨あしが、はげしくなっている。

　部屋が暗くなり、遠くで雷がきこえた。

　が、音は飛んで急に頭上の天がはじけるように鳴った。

「天は血の犠に牲えをもとめている」

　竜馬はめずらしく詩的なことをいった。

「なまなかなことで、世の中は変わらぬ。間崎らは死んだが、いつかはこの天下をわが手で覆くつがえしてかれらの霊をなぐさめてやる」

　中島の話では、武市はまだ下獄していないということであったが、この雲行きではどうなるかわからない。




　竜馬がひそかに、

（椎の実小僧）

　とその容貌をおかしがったこの十八歳の若者は、話がおわると両手をつき、

「お願いがございます。この中島作太郎信行を神戸の塾に入れてくださりませぬか」

　といった。はずみで竜馬は、うん、と承知してしまった。

「そんなに船が好きかえ」

「きらいです。淀の三十石船がゆらゆら動いているのを土手で眺めているだけでも、船酔いがしてきます」

「すると京大坂はいつも土手歩きか」

「そうです」

「ついでに海も歩く気か」

「歩けとおっしゃれば歩きます。ただ、歩き方を教えてください」

「面白いやつじゃ」

　作太郎は航海修業よりもむしろ竜馬に私淑したかったらしい。

　竜馬はすぐ藩邸の重役に会い、藩命により中島を航海術修業に出してくれるよう手続きをたのんだ。

　簡単に承知してくれた。

　そのまま藩邸を出た。

　気のむくままに、梨ノ木町の三条屋敷にお田鶴さまを訪ねた。

「ああ、坂本様」

　と、屋敷の門番ももう顔を知っている。

　ただ門番がふしぎがるのは、この高名な土佐藩士は、当のあるじの三条実美卿を訪ねずに、いつでも御母堂信受院様づきのお田鶴さまばかり訪ねることである。

　当節、三条卿といえば、長州藩を背景に尊攘急進の公卿として天下の志士の輿よ望ぼうをになっているひとではないか。

　諸藩の士はあらそって三条家に接近しようとしているし、武市半平太などもずいぶん出入りしたものである。

　政治的に無智な公卿どもをかついでその宮廷の権威によって幕府にのぞむ、というのは当時の志士の常道としたところだ。

（それも一つの道ではある）

　竜馬もみとめている。

（しかし、わしは公卿さんがきらいじゃ）

　公卿というのは金銭にもろかった。かつて大老井伊直なお弼すけが開港条約をむすんだとき、勅許を得ようとして有力公卿に金をばらまき、そのため公卿たちの議論が大いに軟化したことがある。

　このことは天下周知のことであった。

「ただひとり三条殿は公卿にはめずらしい潔癖のひとで融ゆう通づうがきかぬぐらいのひとだ」

　とはきいている。

　が、興味はない。

　三条屋敷の奥、信受院様のお部屋では、信受院様が土佐山内家の出だけに、どこか武家さびたにおいがある。

「また竜馬がきたのですか」

　信受院様がおかしそうに笑った。

「はい」

　お田鶴さまはうなずき、

「ちかごろは、神戸で黒船の稽けい古こをしているとききましたが、いまどき京にどういう用なのでございましょう」

　信受院様の手前、姉さまぶって眉をひそめてみせた。




　竜馬はいつも通される玄関横の薄ぐらい部屋に通された。

　お田鶴さまが出て来た。

　相変らず、うつくしい。

「久しぶりでしたね」

　と、お田鶴さまは、まるい、すこし湿りをおびた特徴のある声でいった。

「ハイ」

　竜馬は背中を掻かいている。

「かゆいのですか」

「ああそうか」

　掻く手を、膝にもどした。無意識に掻いていたわけで、お田鶴さまにいわれて気づいたまでのことだ。

「竜馬様はいつもかゆいのですか」

　お田鶴さまがおかしがった。こうきたないなりでいれば、どうせ、しょっちゅうかゆくなるだろう。

「お襦じゆ袢ばんに、むしでもいるのかしら」

　笑顔をひそめて、小首をかしげた。

「居ませんよ。そんなもの」

「そうでしょうね。おせなにむしなどをお飼いあそばしていると、おんなのひとがきらってちかづきませんよ。……そうそう、女のひとと申せば」

　お田鶴さまはふと気づいたようなそぶりで、

「あの楢崎将作のむすめおりょう殿とやらはその後どうしました」

「あれは伏見の船宿寺田屋にたのみ、養女にしてもらいました」

「それで？」

　お田鶴さまには、そのつぎに興味があるらしい。

「それで、とはなんです」

「それだけですか」

「はい」

　竜馬はまた背中を掻きはじめた。

「およしなさい、と申しておりますのに」

「ああそうでござった」

　竜馬は痒ゆいところを、きゅっとつねっておいて、真面目くさって手を袴の上にもどした。

「あなたはやはり、女のひとが身のまわりのお世話をしないといけませんね。どなたか好きなひとがいないのですか」

「………」

　実は、お田鶴さまが好きである。が、この身分階級でできあがっている浮世ではしょせんむりなことだ。

　江戸には、千葉さな子がいる。自分をひどく想おもってくれているらしいが、身分は釣りあうとはいえ、相手は師匠の娘であり良家の子女である。今後、一介の浮浪になり、影のごとく流転してゆくかもしれない自分の生涯に、千葉家の娘にふさわしい結婚生活をあたえてやれるとはおもえない。

　やはり、おりょうである。

　このひろい世間に、おりょうだけは竜馬の庇ひ護ごがなければ立ってゆけない女性ではないか。それだけに、お田鶴さまやさな子に対する気持とちがった想いが、おりょうの身の上にかかるのである。

「あの、竜馬様、申しておきますけど、あのおりょう殿という娘御は、あなたを仕合せにはしないように思うのですけど」

「わしに仕合せは要らんなあ」

　竜馬は、いった。




「話をおはずしになってはいけませぬ」

　お田鶴さまは、このひとにはめずらしく、詰め寄るような眼の色でいった。

（どうもちかごろは、わしもお田鶴さまに請うけがよくないようだ）

　竜馬はちょっと首をすっこめた。

　そのくせ、いつのまにか、また背中を掻いている。

　お田鶴さまは、苦笑した。

「この話は、よしましょう」

　といった。

　というより、おりょうに対して嫉妬している自分に気づき、それが恥ずかしくなったのだろう。

　話題がかわった。

　りこうなひとだから、そうときめると、いつもの春風が顔をなでているような微笑にかわっている。

　竜馬は、そういうお田鶴さまが好きでたまらない。

　手を握ってひきよせたくなるような衝動をからくもこらえている。

「竜馬どのは、長州藩の砲台が、馬関海峡で外国の艦船と戦さをしていることをごぞんじでしょうね」

　攘夷急先鋒の長州藩が、いよいよ実力行使に移っているのである。

　長州藩ではこの年（文久三年）五月十日に米国商船に発砲し、つづいてフランス軍艦、オランダ軍艦、米国軍艦に対して発砲した。

　京都朝廷ではこれをひどくよろこび、六月一日付で、長州の殿様に「御沙汰状」という感かん状じようが出ている。

「竜馬どのは、うわさでは開国論に変節したそうですけれど、この長州藩の攘夷決行を快挙だとお思いになりませんか」

「………」

　とぼけている。

　お田鶴さまが攘夷主義者であることは当然なことだ。当時、幕府関係者、洋学者以外の諸藩、在野の知識人はすべて攘夷主義といってよかった。

　攘夷論は、読書階級にとってごく普遍的あたりまえな議論であった。

　それに、京都朝廷では孝明天皇がその攘夷論の大親玉であり、宮廷の勢力は、いまや急進攘夷主義の公卿が主導権をにぎっている。お田鶴さまのこの三条家のあるじ三条実美などはその最たる人物である。

　お田鶴さまにとっては、言外に、

　──竜馬どの、あなたは何をぼやぼやしているのです。

　という叱しつ声せいをこめている。

　竜馬には、それがわかった。

「お田鶴さま、あなたはむかし、こんな男が好きだとおっしゃったことがあるでしょう」

「どういうことだったかしら？」

「天下がこれを非とするも自分が正しいと思えば断乎として往ゆくのが男である、そういう男になってもらいたい、ということ」

「ああ」

「わしゃ、それじゃ」

　背中を掻きはじめた。




　余談であるが。

　幕末における長州藩の暴走というのは、一藩発狂したかとおもわれるほどのもので、よくいえば壮烈、わるくいえば無謀というほかない。

　国内的な、または国際的な諸条件が、万に一つの僥ぎよう倖こうをもたらし、いうなればこの長州藩の暴走がいわばダイナマイトになって徳川体制の厚い壁をやぶる結果になり、明治維新に行きついた。

　たしかに行きついた。

　しかし、行きついた、としか言いようがないのである。

　以下、竜馬とお田鶴さまの会話の背景をのべるために、長州藩が捲まきおこしている「暴走」に触れねばならない。触れる前におもうのは、日本史のふしぎさである。

　当時の長州藩は、正気で文明世界と決戦しうると考えていた。攘夷戦争という気分はもうこの藩にあっては宗教戦争といっていいようなもので、勝敗、利害の判断をこえていた。長州藩過激分子の状態は、フライパンにのせられた生きたアヒルに似ている。いたずらに狂きよう躁そうしている。

　この狂躁は、当然、列強の日本侵略の口実になりうるもので、かれらはやろうと思えばやれたであろう。

　が、列強間での相互牽けん制せいと、列国それぞれが日本と戦争できない国内事情にあったことが、さいわいした。

　さらにいえば、当時のアジア諸国とはちがった、この長州藩の攘夷活動のすさまじさが欧米人をして、日本との戦争の前途に荷に厄やつ介かいさを感じさせた、ということはいえる。

　……海戦、海陸戦では勝てても、もし内陸戦になった場合、サムライのゲリラ活動には手を焼くであろう。

　とおもったのだ。

　しかも地理的には、極東の島国である。万里の波は濤とうをこえて日本まで兵員、弾薬、食糧の補給をしなければならない。

　当時の船は、いかに蒸気船といっても石炭を焚たくだけでは二十日の航海能力しかもたなかった。あとは帆走である。大規模な補給活動ができるはずがない。

　だから、列強は手びかえた。

　いまひとつは、これはこの物語のずっとあとでのべねばならないが、高杉晋作ら長州藩指導者の、天才としかいいようのない利口さが、この危険を救った。

　いずれにせよ、長州藩は幕末における現状打破のダイナマイトであった。

　この暴走は偶然右の理由で拾いものの成功をしたが、

　──これでいける。

　という無智な自信をその後の日本人の子孫にあたえた。とくに長州藩がその基礎をつくった陸軍軍閥にその考え方が、濃厚に遺伝した。

　昭和初期の陸軍軍人は、この暴走型の幕末志士を気取り、テロをおこし、内政、外交を壟ろう断だんし、ついには大東亜戦争をひきおこした。かれらは長州藩の暴走による成功が、万に一つの僥倖であったことを見ぬくほどの智恵をもたなかった。

　さて、ここしばらく、馬関海峡でおこなわれた海陸戦について触れてみよう。




　この文久年間というのは、米国では南北戦争の真最中であった。

　竜馬も、アブラハム・リンカーンというアメリカにおける黒人奴隷を解放しようとしている合衆国の現大統領については、勝海舟から智恵を仕入れてよく知っていた。

　南部諸州が合衆国から離脱し、一昨年以来、いわゆる南北戦争がつづいているということも知っている。

　その思わぬ余波が、日本にきた。

　北軍の軍艦ワイオミング号が、南軍の仮装巡洋艦アラバマ号を捜索すべく、文久三年の春、日本近海にやってきていたのである。

　おりから同艦は、同国の商船ペンブローク号が、馬関海峡を通過するときに砲台からの砲撃をうけ、損傷したという事件を知った。

　長州藩では、

　──米国船を「撃攘」した。

　と、大いに攘夷熱をあげているという。京都朝廷でもその壮挙を嘉賞した、と、ワイオミング号の艦長マクドーガル中佐はきいた。

　長州にとって不幸なことは、この軍艦は、相手こそちがえ、戦闘航海中であったことである。

　同艦長は、報復を決心した。

　数日、準備をした。

　馬関海峡は潮流がはげしいために熟練した日本人船頭二人をやとい水先案内人とした。

　五月二十八日、錨いかりをぬいて横浜を出港し、三十日深夜に海峡の東方に錨を入れ、ひそかに碇てい泊はくした。

　暁天、長州藩海域を悠ゆう々ゆう航行をはじめ、城山砲台の沖にさしかかった。

　外国軍艦、とみて、たちまち、城山、亀山、彦島などの海岸砲台が、旧式青銅砲を発射しはじめた。

　が、射程はとどかない。

　同艦はそのことについてはすでに調べずみで、応射もせずに西進した。

　いよいよ、海峡はせまくなってきた。

　各海岸砲は、十分に照準をつけて発砲するのだが、依然あたらない。

　ついに米艦は、手をのばせば門司に触れそうなところまできた。

　おりから長州藩が虎ノ子にしている軍艦が三そう、錨をおろしていた。庚申丸、壬戌丸、癸き亥がい丸。

　マクドーガル艦長は、はじめて、

「戦闘準備」

　を命じた。

　亀山砲台からも射ってきたが、前方の長州藩軍艦も大いそぎで砲戦準備をととのえ、はげしく射撃してきた。

　が、艦砲の数、口径が、三艦あわせてもワイオミング号より劣っていた。

　ワ号に、戦闘旗があがった。

　たちまち亀山砲台に命中弾をあびせかけ、砲台を沈黙させるとともに、海峡を往来しつつ長州艦を砲撃し、戦闘一時間でついに庚申丸、壬戌丸の二艦を沈没させた。

　ワ号は、そのまま横浜に帰っている。

　さらに六月五日、フランス東洋艦隊の二艦が来襲し、海岸砲台を潰滅させ、陸戦隊を上陸させて前田砲台をつぶし去った。




　長州の沿岸砲台は、外国軍艦との交戦で完敗した。

　砲兵だけでなく、長州海軍も二隻の軍艦をうしなって、敗北した。

　さらに長州藩を極度に緊張させたのは、六月五日、フランス艦隊と戦って敗北した陸軍の敗報である。

　これは藩庁を狼狽させた。

「陸戦ならば」

　と思っていたのだ。

　日本じゅうの武士がそうおもっていた。刀槍をとって戦えば、日本武士にかなう者はいない、と。

　もっとも、日本人だけでなく、外国人も、武器、戦法の進歩を度外視して裸か身で戦えば日本人にとてもかなわない、という畏怖感を大なり小なりもっていた。当時、欧米の新聞でしきりとつかわれた日本語は、サムライ、ローニン、という言葉である。刀をあやつること精妙で、しかも剽ひよう勇ゆう敢かん死し、外国人とみれば狂人のごとく襲いかかる、というのがその定義であった。

　攘夷

　攘夷志士

　というのが、日本史の眼からみてはたして無意味なことだったかどうか。

　無意味ではなかったろう。

　外国人はかれらを現実以上に恐怖した。これが本国の外交方針に影響をあたえないはずがない。現に、東海道生なま麦むぎ村で薩摩藩士のために自国の商人を斬られた英国政府は、あくまでも幕府に強硬な賠償要求をするとともに、一方、これが日英戦争の発火点になることだけは避けた。内陸戦争ともなれば、中国のばあいとちがい、こういう無数のサムライと戦わねばならぬことを、まず第一に物憂く思ったのである。

　いわゆる攘夷活動が、外国人を殺傷したり、長州藩のように旧式軍隊で列強の海軍と戦うというのはそれ自体は無意味だが、外国政府に対して、日本人が他のアジア人とちがい異常な緊張力をもっていることだけは十分に示現した。これが、英国の歴史学者トインビーのいう「日本は、トルコ以東において西洋人に侵略されなかった唯一の国である」といういい結果にも、多少の力があったことはたしかである。

　しかし、長州藩は愚劣ではない。

　六月五日の敗戦の瞬間、いままで考えていた攘夷の内容が、まったく無智からきたものであることにすぐ気づいた。

　翌日、山口の藩庁に、維新回天史上の天才高杉晋作をよび、すぐ起用している。

　高杉は、すぐ「奇兵隊」の構想を言上し、即座に裁可されるや、下関（馬関）にとび、ここで士農工商の階級を撤廃した志願兵軍隊を創設している。

　これが敗戦の翌日の六月六日であった。

　高杉晋作、このとき二十五歳。

　竜馬は、高杉とはまだ一面識しかない。

　奇兵隊は誕生し、これが日本最強の部隊の一つになり、のちに維新戦争で革命軍として活躍するのだが、同時に、この創設によって三百年の階級社会が、長州藩においてほころびたことも大きい。




　お田鶴さまがいうには、要するに竜馬がはがゆいのである。

　長州藩の攘夷さきがけとともに、天下はいよいよ騒然としてきた。そのなかにあって竜馬はいったい何をしているのか。

「まあ、お田鶴さま、ながい眼でみてくだされ。天下の有志（志士）が、京にあつまって騒いでいるが、わしが一人その仲間に入ったところで、数が一つふえるだけのことだ」

「竜馬殿はかわっていますね」

「なるほど、変わっちょるに変わらん」

　と竜馬はややこしいことをいった。

　変わらん、というのは、土佐言葉で「ちがいない」ということだ。たとえば「似ているにちがいない」というのを、似ィちゅに変わらん、という。

　むろんこの方言はお田鶴さまにはわかる。

「ご自分でもお認めですか」

「べつに認めちょらんが、世のことは祭りに似ちょります。みなが花はな台だい（山だ車しのようなもの）を、笛、太鼓でリュウリュウトントンと囃はやして引っぱっちょる、というので自分も駈けて行って引っぱらねばならんということは、お田鶴さま、ありませんじゃろ」

「すると竜馬殿は、花台の見物人ですか」

「そんなことはない」

「では、何なのです」

「ちがう町内から、ちがう花台を、リュウリュウトントン引っぱってくる男じゃ」

　お田鶴さまは笑いだしてしまった。

　竜馬の神戸村の海軍塾というのは、ちがう町内のちがう花台という意味なのであろう。

「祭りといえば、お城下の花台はきれいでしたねえ」

　お田鶴さまは、国もとを懐しむようにいった。

　祭礼ともなれば、各町内は、めいめい花台をこしらえて、その趣向のおもしろさをきそいあうのだ。

　花台は、その町内の人間の感覚、創造力のあらわれだともいえる。台車の上に数段の棚をもうけ、その棚の各段に人形をかざりつけ、時勢諷ふう刺しや、歴史、芝居の場面などつくりあげて、お城下を練りまわすのである。

　唄がはいる。

「向いてみよ、むいてみよ。種崎町へ向いてみよ、種崎町一じゃもの、一じゃもの」

　という単純な歌詞だ。とにかく、他国のように出来あがりの神輿みこしや山車をひっぱらぬところが、この国のおもしろさであろう。

「でも、竜馬殿の花台は、まだ出ないのでしょう？」

「いま、せっせとこしらえちょりますキニ」

「のんきな。もう祭礼がはじまっていますというのに？」

「なら、翌年の祭礼にでも出しましょうか」

「ホホホ……」

　笑うしかしかたがない。

　お田鶴さまがいそがしそうだったので、竜馬はすぐ辞去した。

「では竜馬どの、できるだけ早くその花台とやらをおこしらえになりますように」

　お田鶴さまが、門の外まで出て、見送ってくれた。

　竜馬の足は、伏見にむかっている。




　三条大橋を東へ渡ったときには、もう東山は闇のなかに沈んでいた。

　すぐ南に折れ、やがて、大仏街道と通称されている伏見への道を歩いた。

「疲れたのう」

　大きな声でひとりごとをいっては、顔を撫でた。何度も、疲れた疲れた、と言いながら歩いた。

　やがて、大仏殿の西にし塀べいへ出た。右手に耳塚があり、そのむこう加茂川までは京の庶民街になっている。

「疲れたのう」

　大仏殿の森に梟ふくろうがいるらしい。しきりと鳴いていた。

　右手、加茂川のむこうに京の街の灯がみえる。

　朝、京に入って藩邸や梨ノ木町のお田鶴さまを訪ね、そのままの足で伏見へゆこうというのはそもそも無理であった。

　あと、伏見まで三里。

　正直なところ、足が思うままに動かなくなってしまった。

「もうし、旅のお武家様」

　不意に老女らしい影に声をかけられた。

「なんです」

「それほどお疲れやしているのなら、私どものほうはそこで小さな宿をしておりますのでお泊りやしたら？」

　親切でいっているらしい。

「このあたりにも宿があるのか」

「長なが逗とう留りゆうなさるあきんどはんのための宿どすけ、きたのうおすえ」

「それはありがたいが、わしは実は伏見で想い染めたおなごが待っちょるんじゃ。やっぱり足を引きずってでも歩こう」

　歩きかけたが、もう足が動かない。

「仕様がないわ」

　竜馬は、足を二つ三つなぐりつけてやっと歩きだした。

　そこへ、前方から提灯の群れがきた。

　武士ばかりである。おそらく、十二、三人はいるだろう。手て槍やりをかついでいる者もいた。

　制服の羽織を着用している。浅あさ黄ぎ地じのそでにだんだらを染めぬいたもので、ちょっと芝居の赤穂浪士の討入りの服装に似ていた。

（ははあ、これがいま洛中に有名な新選組の壮士団か）

　と思ううち、隊が竜馬の前にとまった。

　一人が、提灯を竜馬の顔のあたりまでもってきた。

　提灯には、山型に誠という文字が入っている。その男が、声をかけた。

「当方は、京都守護職松平中将様御支配新選組でござる。市中見廻り中、役儀によっておたずね申したい。お手前、何藩で、御姓名は。しかして、いずれへ参られる」

「土州藩士、坂本竜馬。伏見へ参る」

　──おお。

　という声が、隊たい伍ごの中できこえ、影が一つ竜馬に近づいてきた。

　信夫しのぶ左馬之助である。浪士募集に応じてこの団体に入ったものであろう。

　竜馬は、面倒なやつに遭あった、と思った。




　信夫左馬之助は、新選組の一同に、

「私はこの人物を知っている」

　といい、竜馬に近づいてきた。

「坂本君、ひさしぶりだな」

　と、いった。

　信夫は、衆をたのんでいる。現に、竜馬の右横で提灯をさし出している隊士。背後にまわった二、三人。

　正面には、巡視隊の主力がいる。この夜の組頭は、新選組きっての剣の使い手といわれる副長助勤藤とう堂どう平助であった。御府内浪人で、伊勢の津の殿様藤堂和泉守の御落しだねという風変りな来歴のもちぬしである。

　藤堂は新選組の近藤勇いさみが、まだ江戸小石川小こ日向びなた柳町で天然理心流という田舎いなか流儀の小道場をひらいていたころから道場に出入りしていた人物で、性格はどちらかといえば江戸の庶民かたぎのさっぱりした男だ。のちに、隊の参謀伊東甲か子し太た郎ろうらとともに離脱して薩摩藩の庇護のもとに御ご陵りよう衛え士じといういわば反幕府団体を組織し、ほどなく新選組主力と油小路あぶらのこうじで市街戦を演じ、鬼神のような働きをして闘死した。近藤はこの男の気性をひどく愛し、

　──平助だけは惜しかった。

　とあとあとまでいった。

　その平助が、今夜の市中巡察の隊長であった。群れのなかで腕を組み、どういうわけか熱っぽく感情のこもった眼で、竜馬を見ている。

　信夫左馬之助は、竜馬との距離三間。抜き打ちを警戒しているのである。

「ひさしぶりだ」

　と信夫がいったが、竜馬はけろりとした顔で立っていた。

　──お前なんぞ知らないよ。

　といった顔つきであった。

「坂本」

　と信夫は呼びすてにした。

「われわれは市中の浮浪（浪人）取締りに任じている。君は土佐藩を脱藩したときいているが、いま、藩士だといった。身分詐称の疑いがある。そこの祇ぎ園おんの会所まで御同道ねがおうか」

「何をいってやァがる」

　竜馬は、東山山頂の鎌のような月を見ながら、うそぶいた。

　かつてこういう手合と喧嘩をしていたころからみればいまはずいぶんと成長した。頭のない喧嘩専門屋とあらそう気が、まるでなくなっていた。

「おれが土佐藩士であるかないか、河原町の土佐藩邸で聞きあわせてもらえばわかる。それが面倒なら、そこの」

　と、あごでしゃくった。あごのむこうに、智ち積しやく院いんの大きな屋根が、樹林のなかにそびえている。老公の山内容堂の京都における宿館なのである。

「智積院に聞いてもらってもいい。いずれにせよ、天下の公道をふさいでもらってはこまる。どいてもらおうか」

「こいつ」

　信夫左馬之助は、この機会に是が非でも竜馬を斬るつもりであった。




（こいつ、抜くつもりだな）

　竜馬はさすがに四し肢しに力がよみがえった。あれほどの疲れが、もう体のどこにもない。

　抜く。

　と相手の気配を察すれば、然しからざるうちにこちらが先せんを制して抜きうちに斬るのが、剣の術というものである。

　竜馬にはそれだけの技倆があった。いま京にいる諸藩士のなかで、竜馬ほど使える男は、三人といないのではないか。

　このことは江戸でのかつての諸流大おお試よ合せの記録がそれを証明している。

　が、それは、あくまでも技である。なま身の人間を相手に、

（相手が抜く）

　というからこちらも先を制して撃つ、というわけにはいかないものだ。なぜならば、撃ったことによって、相手は死ぬ。

　殺せるものではない。

　それをやれるのは、まずまず、異常人といっていいであろう。

　とっさに竜馬は笑った。相手の気を抜いた。

「左馬よ」

　べろっ、と舌を出した。

　珍妙な顔になった。笑いながら大舌を出しているやつを斬れるものではない。

「もうたいていにせんかい。おぬしとわしは顔をあわせるごとに喧嘩している。もうこんな縁は切ろうか」

「斬る？」

　信夫左馬之助はなにかかんちがいしたらしい。

「いや、人をでない、縁を、だ、切る」

　新選組というのは人斬り屋の集団だ。斬るということについて作法もなにもあったものではない。第一、浮世の作法、武士としての相互信頼、剣技のルールなどを考えていては人などはとても斬れないものだ。

　きらっ、と白刃がきらめいた。

　信夫左馬之助ではない。信夫が気をのまれたのを歯がゆく思った壮士が、竜馬の右横で白刃を鞘走らせたのである。

　竜馬は、身をひるがえした。

　一尺、移動した。

「無用の刃物三ざん昧まいはよせ。斬り合っていて天下が救えるか。天下の事が成るか。その剣は、他日、洋夷が侵入したときに使え」

　信夫も抜いている。

　踏みこんできた。

　さらに信夫は大きく跳躍した。

　ばっ、と青い火が空中でとんだ。

　信夫の剣が、物打ちから真二つに折れ、剣尖がするどく舞いあがって、大仏殿の塀のあたりに落ちた。

　竜馬はすでに剣をおさめている。おそらく竜馬の吉行も刃こぼれしたことであろう。

「やめた。おれはいそぐ」

　歩きだした。

　やや気をのまれていた新選組の巡察隊は、機敏に動いて竜馬の前後を取りかこんだ。

（とうとう、やるのかァ）

　竜馬も、四方に視線をくばりながら、さすがに緊張した顔になっていた。この男は、いままで何度か喧嘩をしてきたが、人は殺したことがない。

　月が、妙法院の上に出ている。




　雲がはやい。

　月が、ときどきかくれる。

　竜馬は、風に、びんのほつれをなぶらせていた。眼を細めた。

　右手が動いた。腰をひねった。眼もとまらない。剣を抜くのと、斬るのと、跳びさがるのと、同時だった。

　──新選組隊士の騎乗提灯が落ちた。

　地にころがり、さらに風でころころと地を走った。

　竜馬は、道路の西側の黒板塀に身を寄せている。塀にそって数歩北へ移動すれば露地があるはずであった。

　逃げるつもりでいる。

「たれも、斬っちゃいない」

　竜馬は、どすのきいた声でいった。

「提灯を斬っただけだ」

　くすっ、と笑っている。

「左馬よ」

　とさらにいった。

「昔のおれならばこのあたりで大喧嘩、ということになったはずさ。これでもおれは喧嘩がうまいつもりでいる。しかしいまは命が惜しい」

　新選組隊士は、抜きつれて竜馬を包囲しつつあった。この連中は喧嘩の専門家である。一組三人で掛かる。相手がどんな名人でも、この集団の指導者である近藤勇、土ひじ方かた歳とし三ぞうが、赤穂浪士の戦法に着眼して編みだしたこの戦法にかなわない。

「左馬よ」

　竜馬も、閉口している。

「おおぜいさんで来るんだなあ。考えてみるとお前さんも大変な仕事にありついたものだが、ながくやる商売じゃないよ。いい加減なところでおやめよ」

「………」

　一同、容易にかからない。竜馬が千葉道場で鳴らした使い手だということを知っているのである。

「おれも大仕事をやる身だ。それもいま緒ちよについたばかりで、命が惜しいね。こういっちゃなんだが、ゆくゆく日本中がおれを頼りにするときが来るだろう」

　月が淡あわく、竜馬の顔を照らした。

「だから、お前さんらと付きあっていられないのさ」

　あたりが暗くなった。

　月が、雲に入ったらしい。虫が、竜馬の足もとで鳴いている。

「もっともおれの仕事に諸君一同が参加するなら、よろこんで請け入れてやるよ。船をおしえてやる。万里の波濤を越えて、世界の海を日本武士の海にするという仕事だ。日本はせまい。が、海はどこの領国でもない。これを舞台に大いに儲け、あたらしい海の日本をつくる。男子の本懐ではないか」

「………」

「見まわしたところ、それぞれすぐれた面つら魂だましいの男ばかりだ。一片の侠きよう気き義心のために死をも辞せぬのが諸君であろう。しかしそれは、所しよ詮せんはおのれの範囲を出ぬ。心を変えろ、心を。日本を背負う気になってみろ。その気になって背負えば、日本などは軽いものだ。いやそれがむしろかなしい。病み呆ほうけた老婆よりも軽い」

　竜馬は眼に涙をいっぱい溜ためている。病み呆けた老婆、という自分の言葉に、惻そく々そくとした日本への感傷がせきあげてきたのである。




　群れのなかに、松井三郎というのがいる。

　水戸藩脱藩で、神道無念流を修め、すでに京にのぼってくる以前に、人の二、三人は斬ったことのある男である。

　面を撃つとみせて籠こ手てに変化するわざがうまく、ほとんどはずれがない。

　この松井が、踏みこみざま、大地を剣でたたくような所作をし、さらに二段に踏みこんで、大声一呼、竜馬の面へ来た。

　むろん籠手わざをも含んでいる。

　竜馬はとっさに青せい眼がんのまま退き、退いたときには逆に松井の出で籠ご手てを撃った。

「あっ」

　と、剣が落ちた。

　峰みね打うちである。

　そのとき背後から、組くみ頭がしらの藤堂平助がはじめて進み出た。

「諸君、ひきたまえ」

　命ずるなり、すらりと剣をぬいた。と同時に、小こ兵ひようの平助は弾丸のようになって竜馬に躍りかかった。

　すさまじい突きである。

　竜馬は、あやうく避けた。

　かわされた藤堂平助の剣が、黒板塀をどんと突き通した。藤堂はすばやく引きぬいた。瞬間、手もとに引きはしたが、わずかに隙が出来ている。

　竜馬は当然その隙に乗ずべきであった。しかし撃たなかった。

（この男、見たことがある）

　構えを左下段に変えつつ、黒板塀にそってツツと移動してゆく。

　藤堂の剣は、そういう竜馬をどんどん追った。

　あくまで青眼につけ、剣尖がこまかく鶺せき鴒れいの尾のようにふるえている。

（あっ、こいつは藤堂平助だな）

　竜馬は、その北辰一刀流の癖を見て、やっと思いだした。

　桶おけ町ちよう千葉ではなく、お玉ケ池千葉にいた男、たしか目録まで進んだはずだ。

　藤堂も覚えているはずである。なんといっても竜馬は当時桶町の塾頭であった。千葉一門の大幹部である。

　藤堂は、そろそろと剣尖をあげてゆく。ついに上段に舞いあげた。

「───」

　すさまじい気合とともに踏みこんだ。竜馬はとびさがった。

　竜馬はとたんに、パチリと剣をおさめてしまった。

「止よそう」

　背をむけて歩きだした。

　これには藤堂も茫然とした。藤堂自身最初から竜馬があのころの塾頭であったと気づいていた。気づいていた、というようなものではない。お玉ケ池では何度か、手ほどきを受けたことがある。あやうく、

　──坂本さん。

　と声が出そうだったのだ。しかし新選組というのは内部がうるさい。坂本竜馬を知っている、とは隊士に気づかれたくない。

　藤堂は藤堂なりに、自分が仕掛けることによって竜馬をすくったつもりであった。




（藤堂とは妙な男だ）

　おもいながら、竜馬は足をひきずって三里の道をあるき、伏見寺田屋にたどりついたのは夜明け前といっていい。

　もっとも船宿だからこの時刻がいそがしく、旅客が寺田屋の前の船着き場にむらがって宿の番頭の声と提灯に整理されつつ、三十石船に乗ろうとしている。

「お登勢さん、寝かせておくれよ」

　と、竜馬は土間に立った。

　お登勢はかまちのすみにすわって男おとこ衆しや女中の指さし図ずをしていたが、

「ええ」

　とうなずき、すばやく竜馬の顔色、服装、足もとまでみた。

（このひと、斬りあってきたな）

　右のタモトが、裂けている。

　黒紋服だからわからないが、左肩についているのは、血のようであった。怪我をしているらしい。

「………」

　とお登勢は男衆のひとりを眼め顔がおでよび、小声で、

「外科の精せい庵あん先生を。早く」

　と走らせた。

　ついで、奥へふりむき、

「おりょうさん」

　とのれんのむこうへ声をかけた。

　おりょうが出てきた。

（まあ）

　という顔で竜馬を見、ほおを染めた。

「坂本様」

　とお登勢はいった。

「ちょうどくだり船で、いまお客が部屋をひきはらったばかりだから、どの部屋も片づいていません。しばらくおりょうさんの部屋で寝かせてもらいなさい」

　ちょっと微わ笑らって、

「あたしの部屋でもいいんだけど、あたしには伊助という立派すぎるほどのご亭主がいるから、ご亭主にやっかませるのもわるいでしょう？」

「女の布ふ団とんで寝るのかァ」

「どうせあなたはお姉様っ子じゃありませんか。知っていますよ、十三になっても添い寝してもらって、お寝ね小し便よなんかして」

「いやなことを言う」

　竜馬はおりょうに案内され、彼女の部屋に入った。

　床ノ間に月琴がおいてある。

「ああ、月琴」

　中国の明みん朝ちよう末期つまり日本の徳川初期ぐらいに発明された楽器で、胴が円く、直径は一尺一寸五分。その円い胴にサオがついており、サオの上部はまがっていて、いわゆる海え老び尾おになっている。絃いとは四すじである。左二すじはふとく、右二すじは細い。

　弾ひき方は、ギターとおなじである。

　この時代、月琴などをやるのは音楽好きでもよほど変り者の部類だが、おりょうはこの月琴がうまい。

　妙手といっていい。

　そこへ外科医の精庵先生が、代診をつれてやってきた。




　竜馬は、精庵先生に命ぜられて、もろ肌ぬぎになった。

「これどすな」

　精庵先生は、竜馬の右肩に顔をちかづけてうなずいた。

　幸い、骨には達していないらしい。

　長さ二寸、薄っすらと白い脂肪がみえる。おりょうはおそろしそうに、しかし張りつめた眼でその傷口をみた。

　竜馬は、実のところおりょうに席をはずしてもらいたかった。肌なんぞをみられたくない。例の、背中の旋毛をおりょうにみられるのはいやだったのである。

　だから竜馬は、おりょうのいる位置に向かっては、堂々と胸をはりだしてすわっていた。

　ふりむけないのである。

　しかしおりょうの眼は、傷を見ている。竜馬の体などを見ている眼の色ではない。

「どうなされました」

　と、精庵先生がいった。

「猫ですよ」

「おもしろい猫らしい。刀を二本、差しとりましたやろ」

「近ごろ京ではやりの猫です」

　精庵先生は焼しよう酎ちゆうで傷口をあらいはじめた。

「痛っ。──」

　竜馬は笑いだした。痛くて笑う馬鹿もいない。

「よう洗うときまへんとな、膿うみます」

　あとはあぶら薬をつけ、大げさすぎるほどに晒布さらしを巻いて帰っていった。

　そのあとおりょうは問い詰めるようにいった。

「坂本さま。なぜひとと争うようなことをなされたのです」

「まあ仕方がなかった」

「それに、お登勢お養か母あさまの話では、坂本さまといえば江戸の剣術使いの間では知らぬ者はないほどのお腕だ、というのに、そのようなおけがなどなさって」

「面目ない」

　実は、竜馬は相手をみねうちにするために刃を上にむけて構えていた。藤堂が踏みこんだとき、刀をかつぐようにして剣先をはねあげた。そのとき自分の刃で傷がついたらしい。

「剣術なんてものは学ぶべきもので使うべきものじゃない。この道でめしを食うつもりだったおれでさえこうだからな」

「坂本さま」

　おりょうはいった。

「坂本さまにもしものことがあったらおりょうは生きておりませぬ」

（え？）

　竜馬はおりょうをみた。

　おりょうは顔を赤らめている。重大すぎるほどの発言だった。愛を告白した、ととられても仕方がない。竜馬もさすがに照れてしまった。

「そんなの、意味はないよ。第一、おれには仕事があって生死などはない。そんなやつを相手にうかつなことをいうと、大損するキニ申しなさるな。──それより」

　竜馬はふとんの上にころがった。

「月琴でも聞かせてもらえまいか」




　おりょうは、だまって立ちあがり、床ノ間から月琴をかかえてきて、竜馬の枕もとにすわった。

　胴がまるくて満月に似ている。そういうところから、この名称があるらしい。

　胴は桐き材りでできている。内部に二本のほそい針金を張ってあるから、表面の絃に共鳴して、特有の余韻を生ずるらしい。

　──竜女は月琴が上手。

　と竜馬が故郷の乙女姉さんにわざわざ書き送っているのは、当節、この楽器を趣味としていることがよほど先端的なことだからである。

「なにを弾きましょう」

　おりょうは調子をしらべながらいった。

「六段でも頼むか」

「お箏ことの？」

「うん」

　竜馬には月琴の音ねなど、はじめてきくのである。この楽器にふさわしい曲があるのかないのか、知らない。

「ほう、琴ではなく琵び琶わのようにして弾くのだな」

「ええ」

　おりょうは、弾きはじめた。

　音は、琴に似ている。琵琶のようでもある。ただときどきするどい音が入り、鼓膜をかゆくするような余韻を含み、なかなかおもしろいものであった。

　竜馬は、乙女姉さんから剣術の手ほどきだけでなく三味線まで習ったから、楽器にまるっきりの不案内ではない。

（いい気持なものだ）

　甘い、可愛い音色である。ただ、ときどきするどい音がまじる。そういう音色が、どこかおりょうという女に似ているようであった。

「あの、いかがでございますか」

　おりょうは、途中、竜馬がよろこんでいるかどうか、心配になったらしく、小首をかしげて訊いた。

「聴いている」

　とはいったが、傷口の痛みがたえがたかった。

「私、まだ下手なのです」

「そうでもない」

　竜馬はニコニコしている。

「つづけておくれ」

「ほんとうに、私は下手なのです。それに曲もあまり知らないし、月琴は長崎の唐とう人じんにならうとよい、といいますから、私、長崎にゆきたい」

「遠いところだ」

「あの、いつか、連れて行ってくださらないかしら」

「そう、長崎はいい。将来、江戸幕府を倒すのは長崎の文ぶん物ぶつだろう」

「月琴が江戸幕府を倒すのですか」

「まあ、そんなところさ。江戸の敵かたきを長崎で討つ、ということわざが本当になるかもしれない。わしもゆくゆくは長崎を本拠にして天下に志をのべたいと思っている」

「そのときはきっと連れて行って」

　この娘は、本気の眼まなざしである。




　竜馬は、おりょうの月琴を聴きつつ、ぐっすりとねむった。

　その間、寺田屋の屋根の上で陽が昇り、また陽が沈んだ。よほど疲れていたに相違ない。このところ、竜馬は文字どおりの東奔西走であった。

「おや、まだ夜か」

　と、行燈の灯をみて、つぶやいた。寝ね呆ぼけている。

「明けて、暮れたのです」

　と、枕もとで、おりょうがいった。明けて暮れた、というより、おりょうがまだ枕もとにすわってくれていることに、竜馬はおどろいた。

「お前まんさんはずっとここに居たのか」

「ううん」

　といったぐあいに、おりょうは首を横にふって、

「ときどき、きました」

　といった。竜馬が死んでやしないかとおもって、四半刻ごとにここにきてはすわっていた、というのである。

「死ぬ？　おれは死なんよ」

　竜馬は起きあがった。

「でも、人間はみな死ぬものでしょう？」

「いやおれもだんだんこのごろわかりかけてきたのだが、つまりこういうことではないか」

　竜馬は自分に話しているらしい。

「大和の三さん上じようケ岳たけという山は千何百年か前に役えんノ小お角づぬという男がひらいた山だそうだが、その山上に蔵ざ王おう権ごん現げんをまつるお堂があって、そこに役ノ小角がともして以来、千数百年不滅という燈とう明みようがともりつづけている。人間、仕事の大小があっても、そういうものさ。たれかが灯を消さずに点ともしつづけてゆく、そういう仕事をするのが、不滅の人間ということになる。西洋では、シビリ、シビリゼ……」

　竜馬は、文明シビリゼーシヨンという言葉をいおうとしているらしい。

　寝待ノ藤兵衛でもきけば、

「しびれが切れやしたか」

　とからかうところであろう。

　とにかく、竜馬のいおうとしているのは、人間の文明の発展というものに参加すべきだ、そうあれば、三上ケ岳の不滅の燈明のように、その生命は不滅になるであろう、といいたいらしい。

「それでおれは死なぬ。死なぬような生きかたをしたい」

　おりょうは、びっくりしたような眼で、竜馬をみつめている。

（こんなひとはみたことがない）

　という感動であった。いや、おりょうだけがはじめてみたわけではない。竜馬のような種類の生死観のもちぬしたちが日本歴史のなかであらわれてきたのは、幕末の一時期からである。

　初しよ更こうの鐘が鳴ったとき、寺田屋の玄関に、ひとりの精せい悍かんな体つきをした武士があらわれた。

　この暑い季節に、宗十郎頭ず巾きんをかぶって顔をかくしている。

「事情があるので、頭巾のままでゆるされたい。坂本先生はおられるか」

　といい、すぐ、

「申し遅れた。私のことは、江戸の千葉道場で剣を教えてもらった平助だ、と申しあげてもらえばわかる」

　新選組の藤堂平助である。




「平助？」

　竜馬は、起きあがった。

　藤堂平助と察した。

「そいつは一人かね」

　と、おりょうにいった。おりょうは物もいわずに二階へあがり、手すりから暗い路上を見おろした。

　たれも居そうにない。

　おりょうは階段をかけおりて、一人のようです、と竜馬に言おうとすると、竜馬はすでに部屋に居なかった。

　店の間に立って、土間の藤堂平助を見おろしている。

「あがり給え」

　と、竜馬はいった。

　帳場のお登勢が、おりょうに、二階の十畳の間にご案内するように、といった。万一の場合、屋内の戦闘にはひろいほうが、受ける側に有利である、──お登勢はそこまで頭のまわる女性だった。

　竜馬と藤堂は、二階で、対座した。むろん藤堂は、宗十郎頭巾をとっている。

　藤堂は、平伏、といっていいくらい鄭重な辞儀をした。

　なんといっても藤堂にとって竜馬は千葉道場の先輩であり、じかに竹刀をとって教えてもらったこともある関係だ。

「昨夜は妙なところで出くわしたな」

　と、竜馬は笑った。

　竜馬も、藤堂という男に悪意はもっていない。さきにものべたとおり、のちに藤堂が新選組を二つに割って分離するときも、局長の近藤勇でさえ、

　──藤堂だけは惜しかった。

　といったほどの男だ。とりたてた才能もないが、気のさっぱりした好漢である。

「そのお詫わびに来ました」

「詫びることはないさ。しかし、それだけで来たのではなかろう」

「はい」

　なんといっても、寺田屋へこっそり土佐藩士坂本竜馬に会いに行った、というだけで隊の粛清をうけるかもしれないところである。史上、新選組ほど隊内の統制にきびしかった団体はない。

「では、何の用事できた」

「お気をつけてください、と申しあげたかったのです。隊の機密を洩らすことになりますからくわしくはいえませんが、そのことだけを念頭においていただきます。問題は」

　と藤堂はいった。

「問題は、信夫左馬之助という男なのです。あの男が、近藤、土方両氏に、さかんにあなたを狙うように献言しています」

「勝手にさせておくさ」

　竜馬は、お登勢に酒の用をたのんだ。

「ところで、江戸で清きよ河かわ八郎が非命に斃たおれた、というな。藤堂君、事情を知っているか」




東山三十六峰










　むかし映画が無声のころ、弁士という説明者が画面の横にいて、登場人物の会話を代弁し、名調子で情景を描写したり、解説したりした。映画が、半ば「語りもの」であったころのことである。

　幕末ものの活劇となると、きまって勤王、佐幕の善玉悪玉が登場してくる。

　画面に京の東山が写り、加茂川に夜霧が立ち、祇ぎ園おんの灯、三本木の紅灯などが霧に濡れつつまたたき、やがて夜の三条大橋がうつる。

　そういうときには、ほとんど古典化しているほどのきまり文句を、弁士たちはいったものである。

「東山三十六峰、静かにねむる丑うし満みつのころ……にわかにおこる剣けん戟げきのひびき」

　とやる。

　あとは剣戟場面のお囃はや子しに「越後獅子」の三味線を入れて、なかなか勇壮活潑、手に汗をにぎる昂奮を盛りたてたものだった。

　まあ、これは映画のおはなし。

　幕末史を、斧おので割ったような断定でいうとすれば、この映画の「東山三十六峰剣戟のひびき」の時代をひきおこした人物は出羽庄内の浪人清河八郎であるといえる。

　清河は、剣は北辰一刀流の達人で、秀麗な容貌、堂々たる体軀をもち、学問弁才あり、さらに謀才あり、しかも人を人臭いとも思わぬ男で、そのうえに並はずれた行動力と、生家からの豊かな仕送りがあった。

　幕末に出た群雄のなかでも、その才覚の点では超一級の人物である。ただ「百才あって一誠足らず」というところがあり、人徳の点で万人が清河を押したてて死地におもむく、というところがない。

　それと、以前に触れたかもしれないが、諺ことわざに「寄らば大樹の蔭かげ」という。清河には、竜馬における土佐藩、西郷における薩摩藩、桂における長州藩、勝海舟における幕府、といった活動の背景、基盤がなかった。

　だから、清河八郎が世に大事をおこすには、あちらをあやつり、こちらをだますというブローカー的な策謀を用いるしか手がなかった。

　清河は、九州に遊ゆう説ぜいし、

　──もはや攘夷、倒幕の機が熟した。みな京けい畿きへのぼれ、ぐずぐずしていると大事の時機を逸するぞ。

　と、火を付けてまわった。

　九州の志ある者はみな奮起した。ぞくぞく京坂へのぼってきた。

　清河ははじめはこれら浪士団をひきいて薩摩藩と事をおこそうと期待したが、薩摩藩動かず、期待はずれになり、これが去年の文久二年四月二十三日の寺田屋の惨劇になった。浪士たちは京都に残って、いわゆる志士横行、天誅事件頻ひん発ぱつ時代の幕があがった。

　さらに清河は江戸に走り、幕府を動かして浪士団を募集させ、それを京都に置かせた。

　ところが、清河は京につくや、この幕府募集の浪士団を、朝廷の親兵にしようとした。つまり幕府をだましたのである。

　だましたにせよ、清河が生んだこの浪士団のうち、京に残留した佐幕攘夷主義者の集団が、新選組である。

　清河は、百策失敗し、孤影江戸に戻り、こんどは江戸で同志をかきあつめて横浜外人居留地の焼打を計画した。




　端たん倪げいすべからず、という漢語は、清河八郎のような男とその行動のためにできたものかとさえおもわれる。

　昨日は勤王倒幕をとなえて九州の志士群を京都に走らせたかと思うと、今日は幕府を手玉にとって官設浪士団を結成し、結成したかと思うともう公卿に入にゆう説ぜいして、

　──あの浪士団は朝廷の御用のためのものでござりまする。

　と、ぬけぬけといっている。奇術師とすれば清河ほどの奇術師はない。

　ただ、踊らされるほうも、馬鹿ではない。あとから、

　──してやられた。

　と、みな気づいた。奇術のたねがあとからあとから割れてゆく。

　が、清河は、度胸がいい。

　たねが割れてもせせら笑っている。割れたときにはもう次の奇術を考えているのだ。

　浪士団（その一部はのちの新選組、大部分はのちの新徴組）を生みおとしただけで江戸に舞いもどったのは、文久三年の晩春である。

　早速、次の奇術にとりかかった。江戸詰めの長州藩士らとともに、四月十五日を期し、暴動を企画した。江戸、横浜を焼打して外人を殺傷し、外交問題を起こさせ、幕府を苦境におとさしめようとしたのである。

　幕府は、これを偵知した。江戸幕府というのは、日本史上の歴代政府のなかではもっとも密偵政治に長じ、かつ密告をよろこぶ資質をもっていた。恥ずべき能力といっていい。

　清河のほうでは、焼打用の爆裂弾もできた。これは同志の上州伊勢崎藩の火術家竹田元もと記きが製作した。そのほか、品川沖に碇泊中の黒船をも襲うべく、船に乗りつけるための伝てん馬ま船せん、梯はし子ごまで用意した。

　軍資金のほうは、清河の古い同志で、顔のひろい活動家彦根脱藩石坂周造が担当した。このひとは維新後越後へゆき、当時まだあまり世間で注目されていなかった石油採掘の事業を起こし、その草分けとなった。

　石坂は、江戸の豪商を歴訪して、押し借り同然に「献金」させた。伊勢屋四郎兵衛三千両、伊勢屋善兵衛一千両、田端屋淡右衛門一千両、坂倉清兵衛一千両、十一屋善八米八百俵……などと軒なみである。

「どうも清河がなにかまたたくらんでいるらしい」

　というのは、こういうところからも、幕府に洩れた。

　当時老中に板倉周防守すおうのかみ勝かつ静きよという人物がいた。のち伊賀守と改称。備中松山の藩主で、吏り才さいがあり、性格もおとなしい。幕末、英国公使館付通訳官として活躍したアーネスト・サトウは、板倉とはじめて会ったときの印象を、「板倉は善良な紳士である」とその人柄に好意をもっている。

　この板倉という「紳士」でさえ、幕府のお家芸である密偵政治の体臭をもっていた。

　板倉は偵知のうえ、清河に対して刺客をはなった。




　老中板倉が、清河暗殺の刺客にえらんだのは、幕臣佐々木唯ただ（只）三さぶ郎ろうという男である。

　小太刀の名人、という定評がある。当時、剣壇のアカデミーともいうべき幕府の講武所教授方に抜ぬきんでられているところからみても、その実力は推して知るべしであろう。

　根っからの幕臣ではない。生きつ粋すいの旗本そだちなら、親代々の都会っ子らしい弱さと洗練されたなにかがあって、人殺しなどはできるものではない。

　それと、剣のさばきはうまいが、この佐々木は第一流の剣客といえるだろうか。剣を通じて、響きの高い哲学的心境に入る人がいる。これをこの道では第一流の人としてきた。だからこそ剣は日本の精神文化史上の特異なものといえるのだが、佐々木唯三郎にはそれがない。

　殺し屋である。

　暗殺をもって、いっぱしの正義と政治的主張を表現したつもりでいる。そういう手合の一人である。

　もともとは会あい津づ人であった。会津藩のなかでも名門とされた手て代しろ木ぎ家けの出である。実兄手代木直右衛門は、会津藩が京都守護のために挙藩京に移駐したときに藩主松平容かた保もりの公用人となり、会津藩預あずかりの新選組の世話をした。

　唯三郎はこの手代木家から出て、旗本佐々木家を継ぎ、のちに、新選組とならんで京都の武装警察隊だった見み廻まわり組ぐみの組頭となり、鳥羽伏見の戦いで戦傷し、ほどなく死んだ。

　当時清河は、同志の幕臣山岡鉄太郎の屋敷にころがりこんでいた。前夜から風か邪ぜをひき、相当な熱がある。

「どうも頭痛がしてかなわない」

　と青い顔をしていた。

　そのくせ湯に入り、外出の支度をして、何気なく隣家の高橋泥でい舟しゆう宅へ寄った。高橋は登城の支度をしていたが、清河の顔色のわるさにおどろき、

「どうした」

　ときいた。風邪さ、と清河が答えると、高橋の妻女まで真剣に外出をとめた。

「いや、旧友と約束があるので」

　と、清河は、頭をふった。

　ただ、この場で、清河はふしぎな挙動をしている。高橋夫人に白扇三本を所望し、

「歌ができた」

　と、その白扇に染筆したのである。三首できた。そのうちの一首が、清河にはその気はないにしても、偶然、辞世の歌になっていた。




魁さきがけてまたさきがけん死し出での山

迷ひはすまじすめらぎの道




　清河は、高橋宅を出た。

　韮にら山やま笠がさをかぶり、羽織は黒で甲か斐い絹きの裏づけ、袴はねずみ竪たてじまの仙台平、大小もみごとなこしらえで、どうみても千石以上の大旗本といった身なりである。

　旧友というのは、麻布一ノ橋の出羽上かみ之の山やま藩の藩邸お長屋に住む同藩の儒者金子与三郎であった。

　この金子が、清河を売ったのである。藩主松平山城守を通じて幕閣に密告し、すぐさま閣老板倉が、佐々木の出動を命じた。金子は自宅に酒しゆ肴こうを用意して旧友清河八郎の来訪を待っている。

　やがて清河が来た。




　この日、江戸の空は晴れている。

　清河は、約束の刻限に、麻布一ノ橋の上之山藩邸に入り、お長屋の金子与三郎を訪ねた。

　金子は待っていた。

　すぐ酒になった。

「いや、風邪をひいているので」

　と、清河は二杯目をしぶった。どうも酒がまずい。

「よいではないか。ひさしぶりだ」

　金子はいった。この上之山藩の儒者は、かつて安あ積さか艮ごん斎さいの塾で清河とともに学才をうたわれたものである。鼻の赤い貧相な男で、上うわ眼めで人を見るくせがある。

「まあまあ、過ごしてくれ」

「頭痛でこまっている。今日は一日寝ていろと高橋（泥舟）の妻君もしつこく外出をとめたのだが、いくら旧友でも約束を違たがえると信用にかかわる、といって出てきた」

「それはありがたい」

　金子の銚ちよう子しを持つ手がふるえている。この友を裏切ろうとしているのだ。

　金子―松平山城守―板倉閣老―佐々木唯三郎、といった経路で連絡を受けた当の暗殺者佐々木は、すでに待伏せをしていた。

　佐々木の待伏せ場所は、赤あか羽ばね橋の西にあるよしず張りの茶店で、店の前の往来は東西に通っている。

　西をみれば、数丁で一ノ橋である。橋の西詰めに上之山藩邸のなまこ塀がみえる。藩邸の出入りを監視するには絶好の場所といっていい。

「油断は禁物だ」

　と、佐々木は何度も相棒にいいきかせていた。清河は、なんといっても、北辰一刀流の達人で、道場をひらいたことさえある。

　佐々木唯三郎は、自分ひとりではあぶないと思い、講武所の連中をつれていた。高たか久く保ぼ二郎、窪田千太郎、速はや見み又四郎、中山周助の四名。

　その間、清河は酒をのんでいる。

　金子はすすめ上手で、昼すぎから四時間ほどのあいだに、清河は七、八合は飲まされたのではないか。

　むろん、金子を疑いもしない。むかしの安積塾の同窓である。この気の弱そうな同窓が暗殺者と通謀しているとは、ゆめにもおもわない。

　なぜ、金子は通謀したか。

　なんといっても佐幕派の上之山藩の儒者で、藩主の政治むきの相談にもあずかっている。

　清河のような男と友人であることは、金子にとって立場をよくするものではない。こわくなったのであろう。

　余談だが、この金子は、のち慶応三年十二月二十五日の三田薩摩藩邸の焼打事件のときに、たまたま付近の水野家の藩邸に遊びに行っており、薩摩側が放った流ながれ弾だまのために事故死した。「人を暗殺するようなやつは自分も非命におわってしまう」と、清河の親友だった石坂周造が、維新後、史談会で話した。

「では」

　と、清河が立ちあがったのは、いまの時間でいう午後四時ごろである。

　土間で、韮山笠のひもをむすんだが、酔いのために手もとが定まらず、なかなか結べなかった。




　すぐ、一ノ橋。

　清河は、一歩、橋を踏んだ。

　これほど稀き代たいの策士が、取るにも足らぬ金子の策にはかられたとは、運命というほかない。自信家の清河は、人をだますは自分であって、人が自分をだますとは思いもよらなかったのであろう。

　自信家の弊へいである。

　それに策謀家とはいえ、清河はしょせんは出羽の戦国以来の旧家育ちのお坊ちゃんであった。

（酔ったな）

　清河の懐ろに、「尊皇攘夷発起」という題の同志の連名帳が入っている。彼の数多い友人知己のなかから、彼自身が人物とみた三十人の名が記され、そのなかに幕臣の山岡鉄太郎、松岡萬よろずの名もあれば、薩摩藩の益ます満みつ休之助、伊い牟む田た尚平あり、水戸では住谷寅之助、天誅組の首謀のひとりになった藤本鉄石、池田屋ノ変で負傷しのち刑吏に斬られた京都の西川耕蔵、土佐勤王ノ獄で自刃した間崎哲馬の名などがあり、清河の交友範囲のひろさがわかろうというものだ。

　そのなかに、

　坂本竜馬

　という名がある。同じ北辰一刀流出身のよしみで清河は書き入れたのであろう。なぜならこの連名簿は、清河の横浜焼打計画の同志名簿で、当時、神戸村、大坂、京都を駈けまわっていた竜馬の知るところではない。

　が、この名簿が幕府の手にわたればおそるべき結果になる。

　それを懐ろに入れて、橋を渡った。

　──それより数分前。

　刺客佐々木唯三郎が、なかまの速見又四郎にすばやく眼くばせした。

（来た）

　佐々木ら二人は、歩きだした。右手は中ノ橋のかかる東西のどぶ川。

　左手は、柳沢侯の藩邸の壁がずっと西へつづいている。道はせまい。読者が現い在まの中ノ橋付近を想像されても、当時を連想するよすがはない。

　佐々木一味のうち、窪田千太郎ら三人は別働隊として、一ノ橋東詰め付近に身をひそめていた。

　一人を五人で掛かるのだ。しかも五人とも剣でめしを食っている男どもである。

　暗殺者に、士道などはない。殺せばいい。

　そのうえ清河は、金子にあざむかれてしたたかに酔っている。

　風邪熱で、頭が重い。

　いかに清河が北辰一刀流の達人といえども、この仕掛けにはかなわないであろう。

（が、清河の腕、おそるべし）

　という念は、なお佐々木の頭を去らない。

　この仕掛けの上に、なお輪をかけて策略をめぐらせた。暗殺屋というものは、常人の思わぬ智恵の出るものらしい。

　清河が一ノ橋を渡り、赤羽橋の方角をめざして歩きはじめたとき、佐々木ら二人が、偶然出くわしたように、

「おや、清河先生」

　と声をかけた。

　他の三人が、背後にまわっている。




　声をかけられて、清河は立ちどまった。

「お見忘れでござるか。先般、先生が浪士組結成のときに幕府側として肝きも煎いりをいたしました佐々木唯三郎でござる。ただいま講武所剣術教授方をつとめております」

　と、小腰をかがめた。

　妙に丁寧である。

　佐々木はさらにいんぎんに、自分のかぶっている笠をとるべく、ひもを解いた。これがこの刺客の策略であった。

　清河は、相手が笠をとってのあいさつだから、やむをえず、自分の韮山笠のひもを解くべく、まず右手の鉄扇を懐ろに入れ、両手を頬の結び目に持って行った。

　それが、隙すき。──

　背後にまわっていた速見又四郎が、刀のつかに手をかけた。

「………！」

　と抜きうちに清河の後頭部に斬りつけた。笠が裂け、頭蓋を割った。

「計ったか！」

　清河は、刀のツカをにぎった。

　それを、前から佐々木唯三郎が、得意の小太刀を抜き打ちで、清河の右首の付け根を手のうちを見せず、さっと斬った。

　血が飛んだ。

「残念。──」

　清河が地上に残した最後の言葉である。

　どっと横倒しにたおれたときは、もう絶命していた。

　死体はなお温あたたかい。

　速見又四郎が、

「念のため」

　と、首をはねるべく一刀くれたが、講武所に出仕するほどの剣客でも、さすがに昂奮していたのか、手もとがくるい、あごにあたって、死体をいたずらに毀き損そんしたのみにおわった。

　この噂うわさがぱっと飛んで、馬ば喰くろう町ちようにいた同志の石坂周造の耳に入った。

　石坂はすぐ復讐を思いたったが、それよりも清河の首と例の連名簿を幕吏に渡すまいと思い、すぐ四ツ手駕籠の当時「大おお早はや」といったものをやとい、現場へむかって駈けつけた。

　豪胆な男である。

　現場へかけつけてみると、このあたりに藩邸をもつ有馬家と松平山城守の足軽が出ていて、現場を警固している。

　容易に近づけるふんいきではない。

　石坂は一策を講じた。

　血相を変えて、警吏にいった。

「彼処かしこに倒れている者は、清河八郎とうけたまわっておる。あの者、拙者の仇あだで、君父の仇は倶ともに天を戴いただかず。せめて屍かばねなりとも恨みの一刀を加えたい。もし邪魔だてするなら汝らも仇とみて、ぶった斬るぞ」

　ぎらりと長剣を抜くと、警吏もこんなやつにやられてはかなわぬと思い、ぱっと左右にひらいた。

　石坂は突進して、清河の首を掻かき、懐ろに手を入れて同志の連名簿をぬきだした。

　──感心な男でございまして、平素はとんと金きん子すなど持っておった風もございませぬが胴どう巻まきを調べてみますると、百両以上の用意金もございまする。（石坂周造史談速記録）




　竜馬は、黙もく然ねんと腕を組んでいる。

　すごい顔だ。

　対座している新選組副長助勤藤堂平助は、言葉を継ぎかねて、眼を伏せている。

（清河八郎か。──）

　竜馬は、清河の、短くしかしあまりにも騒がしかった生涯に想いをひそめている。

（倜てき儻とう不ふ羈きという漢語があるが、清河という男はその文字を人間にしたような男だ。もはや、将来にもああいう人物は出まい）

　倜儻とは、才気が他人に容れられぬほどに高くすぐれているという意味である。不羈とは非凡すぎて、他人の手綱ではしめられない、ということだ。

　竜馬にも清河に対する批評が雲の湧わくほどにある。

　たとえば、奇策を用いすぎた。竜馬の考えでは、奇策とは百に一つも用うべきでない。九十九まで正攻法で押し、あとの一つで奇策を用いれば、みごとに効く。奇策とはそういう種類のものである。真の奇策縦横の士とはそういう男をいうのだ。

　清河は、才にまかせ、奇策を用いすぎた。不満の第一はこれ。

　それと、人を引きずってゆくときに、人の心理をつかんでいない。だから、事成るという寸前に同志からほっぽりだされ、つねに失敗してきている。寺田屋事変の前後がその最たるもので、清河のやることなすこと、百策功なかった。

　清河は自分の欠点に気づいておらず、すべて世人の無自覚のせい、同志の懦だ弱じやく無能のせいにした。

　竜馬も知っている清河の歌に、

武士もののふの身は世に合はずとも大空に

曇りなき日の照らさざらめや

　というのがある。自分の策略、思想が世に合わぬのがふしぎだったのであろう。

　それにもう一つ。

　清河は、卓抜すぎるほどの批評家で、同志の無能を憎み、相手の慎重を怯きよう懦だとし、しかもそれを攻撃する論理、表現はアイクチのようにするどく、相手が参ったといってもやめず、つねにトドメを刺すところまで言及した。

　のこるのは、恨みだけである。

　よほど大事の瀬戸ぎわでないかぎり、座興の議論などに勝っても仕様がないものだと竜馬はおもっている。相手は決して負けたとはおもわず、名誉を奪われたとおもう。いつか別のかたちで復讐するだろう。

　清河は酒間の議論でも不敵に冷笑しつつ、相手がくたばって死し骸がい同然になるまで舌ぜつ鋒ぽうをとどめなかった。

「しかし、藤堂君、あれは真に風雲児という称に値いする男だったな」

「そうですか」

　藤堂は、あまり乗って来ない。藤堂のあたまでは、あれは単に裏切り者だった、と思っているだけである。

「坂本さんは、清河がお好きですか」

「好き？」

　竜馬は、変な顔をした。

「好きも嫌いもあるものか。男子の死は清河のごとくあるべきだと思っている。もすこし清河の話をしよう」




　新選組副長助勤である藤堂平助は、もとより清河八郎がきらいである。

　被害を受けた。

　踊らされた。

「幕府が浪士を募集している」

　ときき、当時、江戸小石川小日向の柳町に町道場をかまえていた天然理心流の近藤勇のもとにその噂をもっていったのは、藤堂平助、それに平助と同じ流儀の山やま南なみ敬助である。

　当時この小石川界わいには夏からコレラがはやっていて当時下火にはなっていたが、ただでさえはやらない田舎流儀のこの小道場には、門人がさっぱり寄りつかなくなっていた。

　もともと、

「芋いも道場」

　と剣客仲間からばかにされていたのが、近藤の試し衛えい館かんである。

　流儀は実戦むきだが、竹刀剣術に弱く、そのため、他流儀の使い手を食客に置いて、他流試合にやってくる者などにはそういう食客に相手をさせる。

　北辰一刀流の藤堂平助、山南敬助、神道無念流の永倉新八などはそれである。

　幕府の浪士募集は、清河が請けおい、その同志を江戸内外の諸道場に走らせて同志をかきあつめさせた。

　その勧誘は、近藤の小道場にまでは来なかった。だから大流儀出身の藤堂ら食客が、出身道場のふるい仲間からその勧募をきき、近藤に伝えたのである。

　近藤は、土方歳三、沖田総そう司じらの道場の幹部に相談し、応募に一決し、道場をたたんで文久三年二月四日小石川伝でん通づう院いんの会合所にあつまり、他からきた者二百数十人と一緒に、清河の訓示をうけた。

　京にのぼったのが、その月の二十三日で洛らく西せい壬み生ぶ村むらに分宿した。

　京に着いた翌夕清河は、一同を壬生新徳寺に集め、大演説をぶった。

　みな、あいた口がふさがらなかった。

「京にきたのは将軍上洛の警備というのが名目だが、あくまでもそれは名目で、要は尊王攘夷の先鋒たらんとするものである。ただいまから朝廷にその旨を上書する」

　この間、浪士どもの混乱、云うをまたないが、とにかく曲折をへて、大多数が江戸に帰ることになり、一部が清河とタモトをわかって京に残った。これが新選組である。

　すぐ京都守護職松平容保御お預あずかり浪士、ということになり、京都で跳ちよう梁りようする「不逞浪士」の鎮圧にあたることになった。

　それから、半年たつ。

「清河は失敗ばかりしている。しかしその失敗が、可否は別として意外な結果をよんでいる」

　と竜馬はいった。

　清河が西国各地をまわって三さん寸ずん不ふ爛らんの舌で説きつけた連中が、類が類をよんで京都にのぼって来、志士横行時代をつくった。

　こんどは清河が関東であつめて京にのぼらせた浪士団が、西国志士を退治する新選組になってしまっている。

　みな、清河という芝居作者の筋である。

　ところが、すべて清河の脚本どおりに芝居がはこばず、意外が意外を生んで、清河自身が驚くような別の芝居になってしまった。

　それが、この小見出しの「東山三十六峰」時代である。




「藤堂君、同門のよしみでいうのだが、新選組から足をあらったほうがいいだろう」

　と、竜馬はいった。

「しかし新選組てえのは」

「わかっちょるよう、新選組の唄い文句は尊王攘夷、役目は皇城守護、中なか川がわの宮みやでさえ近藤を嘉よみされているというのだろう」

　竜馬は、よく知っている。なぜならば、そのことは、新選組をあずかっている会津藩が公用方を通じてしきりと宣伝しているからである。

「しかし、実際は尊王攘夷じゃない。尊王攘夷の士を斬るための機関だ。つまり幕府の権力をまもるためのものじゃないか」

　走そう狗く、とは竜馬はいわなかった。相手を説得するばあい、はげしい言葉をつかってはならぬ、と竜馬はおもっている。清河なら、そういう言葉をつかう。結局は恨まれるだけで物事が成就できない。

「藤堂君、わしは徳川に怨おん念ねんがあるわけでもなんでもない。歴史を考えてみろ。遠いむかし、京の公卿政治が古ぼけてきて日本のおさまりがつかぬから、関東に頼朝が興り、武家政治になってやっと世の中がおさまった。足利あしかが幕府が政府としての力をもたなくなったから戦国争乱の世になり、信長が出てきて足利家、叡えい山ざん延えん暦りやく寺じなどのふるい秩序、世に役にたたぬ権力、そんなものをぶちこわしてあたらしい政治を布しこうとした。いまの徳川幕府もそうだ」

「………」

「外交一つ出来ない。条約を結んでも、ばかにされて下女との雇こ傭よう契約のようなものを結んでいる。それに政治というのは、庶人の暮らしを立てさせてゆくためにあるものだ。しかるに徳川幕府というのは、将軍家の保護と繁栄のためにある。こんなばかな政府が、世界中のどこにあるか」

　藤堂にはわからない。武士とは自藩の主人に忠義をつくし、大名は徳川家に忠義をつくす。それでこそ武士の武士たるゆえんではないか。

　藤堂平助、かれ自身の考えはさておくとして、近藤勇などは、諸大名が時勢に動かされて志し操そう動揺し、将軍家への忠節をわすれているとして奮起した男だ。かれはもと武州多摩上かみ石いし原わらの百姓のうまれ。この土地は天てん領りよう（幕府の直轄領）で、百姓は将軍様の御百姓というつもりでいる。近藤が、徳川将軍のために最後の楯たてにならんとしたのは、そういうところからもきているのであろう。

「藤堂君、徳川家は、自家の保存のために三千万の人間の身分階級を固定し、制度も法はつ律とも家康時代のままでこんにちまできた。これだけでも、日本人の敵だよ」

「敵？」

　藤堂にとってはじめてきく議論である。

「まあ、敵だ。しかし敵でないとしても、この古ぼけた制度と役人では、いまの日本はとても背負いこめぬ。世の中をがらりとかえて日本人に適あうような制度、法律をもつ国にしなければならん。藤堂君、君は日本人だろう。徳川人じゃあるまい。それでも日本人の敵にまわって、人を斬る稼か業ぎようをする気かね」

　藤堂は、衝撃をうけた。

　この夜、一言もなく寺田屋を去っている。




「帰った？　あの壬み生ぶ浪ろ」

　と、お登勢が入ってきた。

　お登勢は着道楽で、昼夜二度の船の出入りのあるときは黒くろ襟えりのはんてん着でいるが、その二度の騒ぎがおわると、芝居の役者の早がわりのように、さっと衣裳を着かえてしまう。

　べつに凝ったものは着ない。着道楽なくせに、地味なものがすきで、がらはいつも黒っぽい地の縞しま、じゅばんのえりも齢よりふけたものを用いている。

　お化粧もしない。

　真冬でも足袋なんぞははかなくて、そのくせ甲高の素足がひどくうつくしい。

「帰ったさ」

　と、竜馬は寝ころんでいった。

「坂本様を斬りに乗りこんできたんじゃないですか、あの壬生浪」

　みぶろというのは、新選組結成の初期、京の市中のひとがきらってつけた異名である。洛西壬生村に屯所をもつ壬生浪人、というところから出たものであろう。

「あれは藤堂平助というやつでね、江戸の千葉道場では一緒だった。気持のさっぱりしたいい男だよ」

「でも、壬生浪でしょう？」

　いい男が新選組隊士などになるはずがないとお登勢はおもっている。

　この嫌けん悪おに、ふかい理由はない。

　京都人が数百年もちつづけてきた関東の権力に対する反撥から出ている。

「壬生浪でもいろいろさ。人間をそんなふうに見るもんじゃない」

　と、竜馬はいった。

「なんだか知らないけど、あの藤堂さん、土間をおりて軒を出てゆくときの後ろ姿が肩が落ちていて、元気がなさそうでした」

「ああいう連中でも悩んでいるんだ」

「壬生浪でも？」

「そう、いろんなやつがいる。近藤勇、土方歳三といった大将株は生き一いつ本ぽんに剣一本といったような奴やつだろうが、おなじ幹部でも、千葉門の北辰一刀流系統の連中は、近藤、土方のように行くまいよ。あそこでおれと同じ千葉門の者は、山南敬助、藤堂平助……」

「千葉門なら、なぜそうなんです」

「周作大先生が、水戸烈公から可愛がられてお扶ふ持ちをうけていたしね。それに、父をしのぐ達人といわれておれとも親しかった栄次郎さんは去年惜しくも病死したが、これが水戸家の定じよう江戸大番組に召し出されている。三男の道三郎も召し出されて去年、大番格に進んだはずだ。だからあの道場は、剣の門とはいえ、水戸学の尊王攘夷が沁しみこんでいる。門人の大半は、水戸の連中だし、それらが、他藩出身の者に影響をあたえる。藤堂平助、山南敬助も裸になれば十分、千葉の色に染まっているはずだ」

「ふうん」

　お登勢は、男の社会の仕組のおもしろさに、感心してきいている。

「藤堂も、近藤らと新選組をつくったものの、結果としてああいう幕府の走狗のようなものになった。きっと悩んでいるだろう、どうしていいか」

「………」

「もっとも」

　と竜馬は言葉をつづけた。

「こんな時勢に悩んでいてもはじまらない。自分の信念だけが頼りなのだが」




　幸い、竜馬の傷は、膿まなかった。

　ところが、ここ三日間、お登勢があまりしつこく傷養生をすすめるので、つい寺田屋に逗留のかたちになっている。

　竜馬が居るあいだ、おりょうがうきうきしているのを、かんのいいお登勢はとっくに察していて、複雑な気持でいる。

（あの二人、なんとかなっちゃうんじゃないかしら）

　軽い嫉妬がある。

　お登勢にすれば、竜馬のはなしできいているお国もとの乙女姉さんの身代りのつもりで竜馬の世話を焼いているのだが、本心は、

（このひとが好きなのだ）

　と、自分でもはっきり感じている。

　だが、──

　普通の好き、ではない、ともおもう。つまり、惚ほれたはれたといったような。

（ああいうものじゃなくて、つまり、あたしが、居なければあの子こまるんじゃないか、という感じ。そんな気持かな……？）

　と、くわしくは自分でもわからない。

　とにかく、お登勢は表面にこそ出さないが竜馬のことが、気になって仕方がないのである。

（おりょうさんは、ある意味ではいい娘だけど、お嫁さんになれるひとじゃない）

　内心そう思っている。

　月琴、生花、茶の湯ができるだけで、お針仕事もお炊事もできない娘なのである。できないだけでなく、大きらいらしい。

（お節介なようだけど、おりょうさんを坂本様のお嫁にしたくない）

　とおもうのだ。

　お登勢は、竜馬には千葉家のさな子がいちばんいいのではないか、とおもっている。

　お田鶴さま、というひとのこともきいているが、これはお互いの身分や立場がちがいすぎて、どうにもなるまい。

　そのくせ、お登勢の気性としては、養女のおりょうに、

「あまり坂本様のお部屋に邪魔してはいけません」

　とはいえない。

　嫉妬、ととられるのがいやだし、たれもお登勢が嫉妬しているとは思わなくても、お登勢自身が、自分のそういう湿っぽい、女臭い感情に気づいている。だからこそ、ついそういう衝動に駆られそうになる自分を、自分自身で、

（おお、厭やだ）

　と、自制している。

　お登勢はそういう女である。

　が、当のおりょうは、義母のお登勢の感情など、すこしもわからないらしい。感じないところが、おりょうの変にじめつかない良い面でもあるのだが。

　竜馬の部屋に入りびたりなのである。

　いまの瞬間も、そうであった。

　竜馬が、国もとの乙女姉へ手紙をかいている横で、おりょうはすわったきりである。

　手紙は、寺田屋気付で書物を送ってほしい、ということだ。その書物は、竜馬が読むためではない。書物の種類は、小笠原流諸礼の本、新しん葉よう和歌集、習字の折おり手て本ほんなど、女のたしなみのためのものばかりである。乙女姉さんも変におもうであろう。




　故郷の姉に手紙をかいている竜馬の筆さきを、おりょうは横からそっとのぞきこんだ。

「これこれ、のぞき見するような不作法はいかん」

　と竜馬はいった。

　なぜなら、おりょうの婦人としての教養のために、小笠原流諸礼の本や、習字の折手本などを送れと書いている最中だったからだ。

「厭や、見ます」

　と、おりょうは、ちかごろすっかり竜馬に馴れてきている。

「こまるがイ。お前まんさんがお行儀ようなるように考え、礼式の書物をとりよせて読ませようと思っちゅう。その節せつに、そんな不作法は、ならんぞ」

　叱られても竜馬の眼が笑っているから、おりょうはちっともこわくない。

「見せて。──」

　と、童女がするようなしぐさで、おりょうは顔を寄せてくる。

「ならん、ちゅうに」

　と、竜馬も、実は、おりょうの娘くさいにおいには、閉口している。つい、抱きよせたくなるのだ。

「でも、あれでございましょう？　竜馬さま、お作法、礼式のことなら、竜馬さまこそお習いあそばしたほうがよいではありませぬか」

　おりょうは、それが可お笑かしい。

　竜馬のような天下一不作法な男が、なぜ自分にお作法の本などを読ませようとするのだろう。

「わしは、うまれつきじゃキニ、別じゃ。おまんさんは、婦人ひととおりの折り目を身につけたほうが、よい」

「なぜでございます」

「あほうじゃな、世間というものはあたりまえのことを望むものじゃ。おまんさんがそれでは、嫁の貰い手がなかろうと思うて、こう書き送ろうとしちょる」

「お嫁なんか、いきませぬ」

「行ったほうが、無難じゃ」

　と、竜馬は、どんどん手紙を書きすすめている。

「おりょうさん、あっちへ行け」

　と、竜馬は、おりょうの肌のにおいで、血が逆流しそうだ。

「竜馬さま。いくらわたくしにでも、あっちへ行け、とは無礼ではありませぬか」

「構かんまん。おれは、無礼不作法で、ずっと通とおっちょる。お前は女じゃキニ、そうはいかん。何度もいうが嫁の貰い手が無のうなる」

「でも、……」

　おりょうはちょっと考え、おもいきっていった。

「それなら、おりょうは、無礼不作法のおひとのお嫁になります」

「あっははは、お前まんも料りよう簡けんの至らんことをいうがイ。そんなのが、この広い世に、竜馬のほかに居ようか」

　竜馬は、おりょうの意味がいっこうに通じないつらつきで、筆を走らせている。

「竜馬さま。おりょうは、この世で竜馬さまのほかにたよるお方がございませぬ。たれのお嫁にもなりませぬ。竜馬さまのお嫁になります」

　ぎくっ、と竜馬の筆がとまった。




　竜馬はしばらくだまってから、

「おりょうさん、ひとをおどかすものじゃないよ」

　といった。

　竜馬は、手紙をつづけようとしない。さすがに、筆さきがふるえているようである。書けなかった。

「ちっ、くだらぬことを横でいうから、手紙が書けないじゃないか」

　と苦にがっぽく笑っている。

「くだらぬことでしょうか」

　おりょうは、むっとしたようであった。

　いや、おりょうは気短かにできている。かっとした、といったほうがいい。

　このばあい、筆者もおりょうに同情したい。だいたい、女性のほうから愛情を告白するなどはよくよくのことだ。おりょうのような娘だからこそ、思いきって言えたのだ。

　──それを。

（馬鹿にしている。くだらぬことだ、なんてこの人の体のどんなところを押せばそんな音ねがでるのだろう）

　竜馬は竜馬で、おこったような顔で、じっと自分の手紙の文字を、ぼんやり見ている。

　その顔が、だんだん悲しそうな表情にかわってきた。

（おれだって、この娘が欲しいよ）

　ズキリとするような気持でおもっている。男が女を想うのは、自然な情だろう。おりょうをこの場で押し倒したい、という衝動を、竜馬は懸命に嚙みころしているのだ。それがわからんのか、と竜馬は、（馬鹿野郎。──）

　とどなりたい思いであった。

　自分と、おりょうに、である。

（一室に、馬鹿がふたりそろってしまった）

　竜馬は、そう思った。

　どう応対していいのか、竜馬はなすすべを知らない。

「おりょうさん、しばらくだまっちょれ」

　と、竜馬はいった。このことをしばらく考えてみたいと思ったのだが、ところが、おりょうは、

「………」

　ぷっとふくれている。わざわざいわれなくても、だまっています、という顔つきである。眼がキラキラと光っている。できれば一生口をきいてやるものか、という顔つきであった。

　やがて竜馬はいった。

「おりょうさん、わしの女房になるのは損じゃ」

「損？」

　返事が意外すぎて、おりょうはつい口をきいてしまった。

「わしは徳川幕府を倒すために生まれてきた、と思っちょる。徳川を倒すまでは嫁はもらわん。なぜといえば、可愛がってやる間がないわい」

「可愛がっていただかなくても結構です」

「わしは可愛がりたいわい」

「はあ。……」

「しかし、徳川を倒すのは容易ではない。何千の同志が、路上で屍しかばねをさらさねばならぬ。わしもそのうちの一人であることをみずから望んじょる。そんな者の女な房なになってもつまらんぞな」




　新選組副長助勤藤堂平助は、竜馬と別れた日からすっかり憂ゆう鬱うつになってしまった。

（あの人のいうとおりだ）

　とおもうのである。

　──文明は前進させねばならぬ。おなじ命を捨てる気なら、そのほうで死ね。

　と、竜馬はいった。その言葉が、耳について離れない。

　──それがいやなら、命を賭かけるような仕事をやめて、国へ帰って女房をもらい、子供でも生め。

　とも竜馬はいった。

（千葉道場にいるときから、おれはあの人が好きだった。声を一度かけてもらった。そのときのうれしさが、いまでも心にうずいている）

　藤堂は、理屈で動く体質ではない。血の気で動くほうである。

　ほかの人間がおなじことをいっても、藤堂はきくような男ではないが、竜馬にいわれたことが骨身にこたえた。

（しかしおれにはわからん）

　と、江戸以来の同志であり、同門の先輩でもある副長の山南敬助にこっそり相談した。

　山南なら、こんな秘事をうちあけてもわかってくれるだろうし、口外はすまいと藤堂は信じている。

　山南は、温厚な微笑で、うなずいた。

「平助さん、それはたれにも言うな」

　といった。言えば誤解され、隊の粛清に遭う。

　もともと、新選組は、その江戸での起源からいえば、山南と藤堂が作ったようなもので近藤、土方ではない。

　幕府の浪士募集のうわさをききこんできたのは、江戸の剣客なかま、攘夷志士なかまで顔のひろかった山南と藤堂である。

　二人は、清河八郎の同志の石坂周造にあい、その真意もきいた。

（やがては、京都で尊王攘夷旗上げの義軍になる）

　という秘話もきいた。

　だからこそ、近藤、土方に、

「共に応募しては」

　とすすめたのだ。

　山南、藤堂のふたりは、まえにものべたとおり、小石川小日向の柳町にある近藤の町道場に寄食している。当時の小道場によくあったいわば傭やとわれ師範代である。

　近藤勇も、土方歳三も、このすすめには心を動かした。

　近藤、土方はおなじ武州多摩の出で、天然理心流近藤周斎の相あい弟で子しであり、近藤は周斎の養子になってそのあとを継ぎ、土方は、周斎の経済的保護者であった日野宿の名主佐藤彦五郎の女房おのぶの実弟として、道場では重きをなし、近藤とは義兄弟のちぎりをむすんでいる。

　この二人が、念のため、というので、幕府の浪士取締役松平上総介かずさのすけ忠ただ敏としの屋敷に幕府の真意をききに行った。むろん松平は、清河とはちがう。幕臣としてかれが信じているとおり、

「京都の市中鎮撫のため」

　といった。

　だからもともと山南・藤堂の新選組像と、近藤・土方のそれとはちがっていたのである。




「いや、平助さん、これは他に漏らしてくれるな」

　と山南敬助は、仙台なまりでいった。

「土佐の坂本さんは、江戸の道場のころから知っていた。むこうは桶町の塾頭だからあまり接触はなかったが、私の顔をみれば覚えてくれていると思う」

「ええ、同門ですから」

　同門というところに、藤堂は力をこめていった。これは血よりも濃い場合がある。

　その証拠に、新選組はいざ結成されて動きだしたとなると、隊の主流は、近藤勇、土方歳三、沖田総司、井上源三郎、というおなじ天然理心流がにぎり、この四人はたがいに眼顔で会話ができるほどに心を通じあっている。

　山南、藤堂ら他流儀出身は、創立以来の幹部だから優遇されてはいても、どこか、かれらは他人行儀にあつかう。

　だから山南にとって、千葉道場の修業時代での桶町千葉の塾頭坂本竜馬という名が、

「同門」

　ということで、ふと近藤、土方などよりも親しい思いで感じられる。

（そういうものなのだ）

　山南は、おもう。

「だから」

　山南はいった。

「というわけではないが、私は、この時勢に対する考え方というものは、坂本さんと同じなつもりだ」

「は？」

　藤堂も、緊張している。

「しかし藤堂君、もうこうとなっては、どうにもできないよ。私も、近藤、土方両君の考えをなんとか変えようとしたが、あのふたりはどうにもならない。諦あきらめている」

「諦めて」

「そう、諦めている。ただ、時期というものがある。時期を待てばなんとかなるかもしれない。それまで、藤堂君、軽挙なことをしちゃいけない。無益に命をおとす」

「わかっています」

「私にまかせ給え。君は君で、隊務に力をつくしておればいい」

「ええ」

　といいながら藤堂は、首をかしげた。

「しかし、どうでしょう。隊で、坂本さんを狙っている者がある。平ひら同どう士しで、信夫左馬之助という男です」

「君の組じゃないか」

「ええ、しかしいまの新選組のふんい気では組頭の私でも、この信夫の動きをどうすることもできない。信夫のほうが、局中では正義ですからな」

「そのとおりだ」

…………

　そのころ、信夫左馬之助は、隊の男四人と語らって、竜馬襲撃を計画していた。

　信夫は、うまい手を考えついた。

　隊の密偵で与助という者を使って、竜馬をおびきだそうとしたのである。与助は、伏見寺田屋へむかった。

　そのころ、竜馬は、おりょうと例の嫁問答をしていたことになる。




「なんだ、与助？」

　竜馬が、起きあがった。

（きいたことがないな）

　町はしずかになっている。暮六ツの鐘が鳴りおわって、ほどもない。

「へい、長州藩の桂小五郎様のお使いだそうでございます。なんでも火急の用があるからぜひ河原町の長州藩邸までおこし願いたい、という口上で、駕籠まで用意されております」

　と、手代がいった。

「桂の手紙をもっているかね」

「いいえ、ないようで」

「ふうん。……」

　竜馬は、妙な顔をした。この当時、武士のあいだで、使いの者に手紙を持たさず口上だけをのべさせるという例はすくない。

　ちなみに、維新史が資料の点で便利なのは、往復書簡が非常に多くのこっているからである。隣り同士でも、手紙で意思を交換しあう例が多い。

（おかしい）

　と首をひねったが、竜馬は、もし真実、桂の使いなら、行かねばわるいとおもった。

　というのは、いま長州藩というのは、京都朝廷を動かし、それを通じて幕府を動かし、驚天動地なある企画を盛りあげていた。ある企画というのは、それまで一部の攘夷浪士などがやっていた横浜での外国関係建造物への放火や、外国人への殺傷、さらには、長州藩、薩摩藩などが局地的にやった対外戦闘を、国家活動としてもってゆく。

　天子みずからが、

　攘夷御親征

　というかたちで、石いわ清し水みず八幡宮か、大和橿かし原はらの宮へ出かける。つまり天子が親征の剣を揚げられる以上、幕府、諸大名は、攘夷戦争に立ちあがらざるをえない、というものであった。

　これを実現させるために、長州藩邸にいる同藩の益田右う衛え門もんの介すけ、根来ねごろ上総かずさ、久坂玄瑞、桂小五郎、中村九郎らは、京都における有力藩の藩邸を駈けまわり、説きまわって、賛同を得ようとしている。

　長州藩では、

「これは天皇の御意思である」

　という流行の新権威を背景にその「説得運動」をつづけている。天皇の御意思などというものが、実用上の権威になってきたのは、おそらく奈良朝以来、千年このかたなかったことである。

　幕府も諸大名も、長州藩のこの切りふだには閉口していた。いや、憎悪していた。長州藩の天皇独占に対する憎悪は、幕府が第一、ついで薩摩藩。──西郷隆盛が、

（長州藩は、新幕府をつくる野心があるのではあるまいか）

　と本気でうたがったのも、このころであった。

　竜馬は、猫をかぶって「攘夷論者」の顔をしているものの、胸きよう奥おうに秘めているその独自の開国主義からいえばこの長州藩の動きには反対ではあったが、

（桂のことだ、相談したいことがあるというなら、行ってやらずばなるまい）

　と、お登勢やおりょうがとめるのもきかず刀をとって土間へおりた。




　軒さきへ出るなり、竜馬は、

「ああ、そのほうが与助か」

　と、じっと眼をそそいだ。

　与助は、駕籠わきで、右膝をつけて一礼した。さすが、新選組の密偵をつとめる男だけに、芝居がうまい。

「左様でございます」

　と、語尾に、長州なまりをにおわせた。芸のこまかいものである。

　駕籠は、アンポウという垂れの凝こった辻駕籠で、普通は町医者などがよくつかうものだ。

　竜馬は、大剣を抱いて乗った。

「………」

　新選組隊士信夫左馬之助が、隊士四人とつれだって、洛西壬生村の屯所を出たのは、それよりすこし前である。

「与助はうまくやったかな」

　信夫は、左手を懐ろに入れ、隊の羽織はわざと羽織らず、黒くろ木も綿めんの紋服、馬うま乗のりばかま、その下に鎖くさりを着込んでいる。

　この鎖くさり帷子かたびらさえ着込めば、突かれる以外、少々斬られてもこたえない。

（あの連中。……）

　と、かれらの組頭である藤堂平助は、たまたま自分の部屋にいた。廊下を高声で話しながら通って行った信夫左馬之助らの話を、障子ごしにすっかりきいてしまっている。

（大仏街道七条西角での待伏せか）

　とまできいた。

（まさか、相手は坂本さんではあるまいな）

　不安になった。

　副長山南敬助の部屋に行った。

「山南さん、おねがいがある。いまから一刻ばかり屯所を留守しますが、あなたとこの部屋で酒を飲んでいた、ということにしてくださらないか」

「心得た」

　山南は、くどくどと理由はきかない。そういう男なのである。

　藤堂はこっそり屯営を出、ついそばの大和郡こおり山やま藩邸の裏門あたりで、ちょうど通りかかった空駕籠をひろい、

「大仏の七条まで」

　と駈けさせた。駕籠のなかで、例の宗十郎頭巾をかぶった。

　一方、竜馬は、駕籠が京町通を突っぱしり、町はずれに出てから、

（やはり、妙だな）

　と思いはじめた。

　与助と名乗った小者は、駕籠わきを走っているが、足音がきこえない。

（ただの小者なら、こうは器用に走れない）

　という、一種の走法を心得ている。目明しのたぐいではあるまいか、と疑われた。

（まあまあ、様子をみることだ）

　駕籠のなかで、刀の鯉こい口ぐちだけは切っておいたが、竜馬の性分として、天性、警戒にとぼしい。

　そんな緊張が持続しなくなり、だんだんねむくなってきた。

　駕籠かきは、息いき杖づえをあげて駈けている。

　稲荷いなり、東福寺をすぎた。

　街道は、星あかりで、まったくの闇ではない。




　信夫左馬之助らが、大仏街道七条の西角に着いたときは、めざす茶店がしまっていた。

「あけさせろ」

　と、信夫はいった。

　なかまが割れるほどたたいたために、亭主が、しぶしぶ雨戸をあけた。

「会津中将様御支配新選組の者である。御用によって店をつかうから、左様心得ろ」

　と、権けん柄ぺいずくにいった。

「へい」

　亭主はふてくされている。

「酒を出せ」

「もう店を閉めましたさかい、かんにんしとくれやす」

　とこう書くとずいぶんぎすぎすした言葉にきこえるが、亭主はもみ手して溶けるような微笑でいうのだ。

　京都の、性根のしぶとさといっていい。

「悪おすな、お酒はおへんのどす」

「あの樽たるはなんだ」

　と、土間のすみを、信夫は指さした。

「水どす」

　余談だが、京者というのは、長州藩に好意をもっていた。

　べつにむずかしい理由はない。長州藩が、意識的に京都でふんだんに金をつかい、市民感情をよくしていたからである。長州人にはもともと政治感覚があって、京で事をなすには京都人を手なずけるほうがいいと見、おもに花か街がいでさかんに金をつかった。

　自然、祇園、三本木の芸妓に長州びいきが多くなり、これらが出入りの商人にまで伝染し、付近の町民まで、

「長州様」

　といえばたいした人気になった。

　種をあかすようだが、この物語のこの直後に、長州藩が、薩摩藩、会津藩の寝わざの工作にやぶれ、京都から追いおとされるようになり、そのあと、池田屋ノ変、蛤はまぐり御門の戦い、長州征伐とつづくいわば「長州騒動」が相ついでおこり、新選組も長州人とみれば路上でも屋内でも所かまわず斬る、ということになるのだが、それでも京都人は長州人への同情をうしなわず、ずいぶん市民のなかでかれらをかくまう者が多く、このためわざわざ幕府では、京都市中二十余カ所の定じよう制せい札さつ場ばに、

「長州藩は、名を勤王に托たくし、種々の手段をもうけ、人の心をまどわしてきた。これを信用する者もあろうが、うんぬん」

　という文意の掲示を出し、京都市民の感情を長州から離そうとしたほどである。

　右は余談、まだはなしはそれらの時点よりも以前のことだ。

　この亭主も、自然、長州好きの幕府ぎらいというよりも、新み選ぶ組ろぎらい、というわけだった。

「水。たしかに水だな。もし水でないとすれば、ただではおかんぞ」

　信夫は、新品の樽のセンをぬき、丸がかえにかかえて、どっと土間へ流した。

　水である。

「おい、亭主。古樽ならばいざ知らず、新樽に水、とはおかしい。そちの店では、元来、水を酒として売っておるのか」

　信夫は、腹の虫がおさまらない。




　茶店の奥で、藤堂平助が、宗十郎頭巾のまま、すわっている。

　藤堂が、信夫より一足さきにこの茶店へきて、工作をしていたのである。

「おやじ、私は壬生の新選組の副長助勤をつとめる藤堂平助というものだが」

　と、覆面をとって、丁寧に辞儀をした。

　藤堂は、くりっとした子供っぽい眼をもっている。愛あい嬌きようがある。

　亭主は、

（ほう、新選組にもこういうお人が居やはるのか）

　とおもったほどである。

「ああいう浪人の集りだ。筋のいいものばかりあつまっているわけではない。わしは組頭として、隊士の非曲を監察してまわっている」

「へい」

　亭主は、藤堂を信用した。

「ところで、ほどなく新選組隊士と称して五人の男が来る。いやまぎれもなく新選組の者ではあるが、押し借り、打ちこわしなどとかくのうわさのある連中だ。しかし証拠がない。かれらがどういう行状をするのか、わしは奥を借りて見ておきたい。わずかだが、これは茶代がわりだ」

　と金をにぎらせた。

「ただ亭主」

　藤堂はいった。

「あの連中は酒癖がわるい。飲ませるとどのような乱暴をするかわからぬから、酒はないと申しておけ。樽には水を詰めておけ」

「かしこまりました」

　と、亭主はそのとおりにした。

　はたして信夫らが来た、しかも酒を要求した、というわけである。

「そら無茶な。旦だん那な様はん、この店はわてがやってから二十年どす。水を酒や言うて、あんた、そんな商いのしかたで、店が二十年もつづきますかいな」

　気のつよい亭主だ。

　新選組といえば慄ふるえあがるこの時勢に、いくら藤堂のうしろだてがあるといっても、抜き打ちでばっさりやられればそれまでのことではないか。

「こいつ」

　信夫は、言葉が出ない。

「亭主、それが武士にむかって申す言いぐさか。もう一度申してみい」

　ぎらっ、と大刀をぬいた。

　亭主もさすがに蒼あおくなり、奥へ逃げた。幸い、信夫は、奥までは追わず、樽を土間のすみにあるかまどをめがけて投げた。

　ぐわん、とかまどが割れた。

　当時、かまどというものは、庶民の生活の上で、決して安い設備ではない。それに三さん宝ぽう荒こう神じんの信仰があり、この設備を神聖視している。

（や、やりやがったな）

　亭主は、怒りでふるえた。

　藤堂は、なだめた。

　──いずれ隊費で弁償する。

　藤堂は、亭主の借り着で、町人姿、尻を端折って腰に刀を一本ぶちこみ、面めん体ていは宗十郎頭巾、という異様なかっこうでいる。




　駕籠は、京の市中に入った。

「駕籠屋、チクととめてくれんか」

　と竜馬は、いった。

　伏見からもう二里半は駈けつづけている。竜馬は、腰がくたびれた。

「歩く」

　と出ようとすると、駕籠わきを走っていた与助があわてて近づいてきて、

「旦那、もうすぐでございますのに。ほら、あそこに三十三間堂の大おお銀杏いちようがみえますよ。七条はすぐでございます」

　竜馬は駕籠かきに酒代をやってから、

「与助よ、お前も妙なやつだ」

　と、歩きだした。

「なぜでございます」

「先刻は長州なまりがあったが、いまはなくなっている」

「………」

　与助は、提灯をもつ手をそっと左に変え、懐ろに右手を入れた。短刀か十手を忍ばせているらしい。

　竜馬はぎょろりとみて、

（こいつ、いよいよ密偵だな）

　と、うんざりした。

　この馬鹿さえ誘おびき出しに来なければ、あのままおりょうと大事な話をつづけられたのである。

（おりょうのやつ、おれの嫁になる、と言やがった。しかし嫁も婿も、命があってのことだよ）

　竜馬はあたりに眼をくばったが、あいにくの近眼で、どうも夜眼がききにくい。

「与助よ」

　竜馬は、友達のようにいった。

　与助は、やや警戒心を解いている。

「へい、なんでございます」

「どうせ、たれか物騒なのが待伏せしているんだろう。おれは、眼がわるい。いっそのこと、場所はどこじゃ、と言うてくれんか」

「旦那、そいつは」

　与助はつい吊つりこまれそうになって、あわてて口をつぐんだ。

「なあ、与助、お前もおれも、おたがいに生きものだ。生きもの同士のよしみで、ここで教えてしまえ」

「旦那、むりですよ、たれも待伏せなんかしちゃいませんよ」

「まあそう言うな」

　竜馬は、歩いている。

「お前はいいが、殺やられるおれにしちゃ、大変なことだぜ」

「そりゃあ、そうですが」

　と、与助も思わずまじめに相あい槌づちをうった。そう相槌をうってから、狼狽した。

（妙な侍だ、こっちの頭がおかしくなる）

　与助はずっと町奉行所のある同心の手先を勤めてきた。いまはそのかたわら新選組の御用もつとめている。商売がら、ずいぶん広い世間を知ってきたつもりだが、こんな侍ははじめてであった。たったこれだけの接触で、変に人を懐なつかせてしまう。

（このひとは悪いひとじゃねえ）

　与助はとっさにいった。

「旦那、七条の茶店、そこへゆくまでの一丁ばかり、お気をつけ遊ばして」

　と、言いすてて提灯を吹き消し闇に姿をまぎらせた。




「ああそうか」

　と、与助に礼をいおうとしたときには、与助の姿はなかった。

　が、与助がいった七条の茶店といえば、すぐそこではないか。

　竜馬には好奇心があった。

（どいつがおれを狙っているのか）

　すたすたと歩きはじめ、竜馬の眼にも三十三間堂の大銀杏の影がくっきりみえてきたとき、いきなり、家の軒先からとびだしたやつがある。

　ぱっとさがると、もうこっちの軒下だ。往還がせまい。

（来た。──）

　と竜馬が呼吸をととのえる隙もない。頭上から、うなりを生ずるような勢いで、白刃が落ちてきた。

　かわした。

　その竜馬の右みぎ袖そで一分のきわに白刃が落ち、出格子の柱を、ざくっと切った。

　竜馬は路上に出た。

　とみるまに、地上に影が二つ湧き、同時におどりこんできた。

　その間一髪という差で竜馬は身を沈めるや、その一人に突進して、両足をすくった。

　どさっと倒れたところをとびこえ、やっと刀をぬいた。

　一瞬、呼吸をととのえた。

　相手は、はねおきた。

　そいつの頬を、刀を平打ちに横なぐりにたたきつけた。

「ぐわっ」

　と奇声をあげて、絶倒してしまった。平打ちとはいえ、鉄の棒である。力まかせになぐられたから、頬骨がくだけたろう。

　先刻の軒下のやつが、竜馬の背後にせまった。

（後ろはかなわん）

　と思い、竜馬は横っとびに飛んで、仕し舞もうた屋の格子戸をたてにとった。

　すぐ、撃ってきた。

　そいつの出籠手を思いきって撃ち、さらに横へ横へと移動しつつ人数をかぞえた。

（五人）

　そのうちの一人が、倒れている。籠手をうたれたやつは、ちょっとさがっただけで、まだ刀を構えていた。

（みな鎖帷子を着てやがるな）

　竜馬は、腹が立ってきた。

　一人、突いてきた。

　竜馬は外はずしざま、飛びこんでそいつの右胸にどんと突きをくれた。

　これにはたまらない。

　相手は、倒れた。起きあがらない。が、刀は三分と入っていない。鎖が破れたぐらいのものであろう。

（あと三人か）

　と思ったとき、路上を北から疾風のように駈けてきた黒い影が、竜馬の眼前で身を沈め、一人の右脚を斬り、斬り倒したときには、南へ駈けすぎていた。

（なんだ、ありゃあ）

　その瞬間、竜馬はつばもとで敵の太刀をあやうく受けていた。




　鍔つばぜりあいになった。

「おお、信夫左馬之助か」

　と、竜馬はおどろいてみた。

「そうよ」

　たがいに自分の鍔モトをもって相手の鍔モトを圧し、刀を使えぬように努めている。

　腕力の使用はその程度でいい。

　あまり使いすぎると、相手にその力を利用されて逆に撃突へ変化されてしまうおそれがある。

　命の瀬戸際といっていい。

「信夫、君は度どしがたき男だな。剣をお前のような料簡で使われては、迷惑じゃ」

「わしは執念ぶけえのさ」

　言いながらも信夫は、巧みに小押しに押してくる。

　竜馬は、応じない。うかつに押しかえすと自然右ヒジがあがるものだ。そのすきに飛びさがりざま、胴を撃たれてしまう。

　形としては、鍔ぜりあいに持ちこんだ信夫左馬之助に不利であった。

　竜馬は、大男である。信夫は、竜馬の上背のために、圧迫を受けている。

「葛か西さい、葛西」

　信夫は、残った一人へ叫んだ。

「いまだ、何をしている、掛からんか」

　口をきいたがために、信夫の下っ腹に溜たまっていた力が、上へ行った。

　そのすきに竜馬は上背を利用して自分の太刀を信夫の左首筋にあてつつ、瞬間、左足の裏で信夫の右足の外クルブシを襲い、どっと地上に打倒した。

　もっとも信夫もだまってはころぶ男ではない。倒れる瞬間、刀をきらめかせて竜馬の胴を払った。竜馬はあやうく身をかわし、伸びきった信夫の右腕を剣のみねでたたいた。

　がらっ、と信夫の刀がころがった。それを竜馬は遠くへ蹴り、

「信夫、動くな」

　と、刀とう尖せんを相手ののど元に当てがった。

　路上に、もう人影はない。

　竜馬を救ったあの男が、最後の一人を真向から斬り割って、姿を消していた。

（たれだろう、あれは。──）

　まさか、この連中の組頭である藤堂平助であろうとは、竜馬もこの後ながく知らなかった。

「信夫、おれは忙しい。正直なところ、お前の相手になっていられないんだ。それともこれはお前の遊びでなく、隊命か」

「隊命だ」

「近藤、土方に云っておくがいい。おれを斬るなら、一度話しに来い、と。かれらも一党をひきいるだけの男だ。まんざらのわからず屋でもあるまい」

　竜馬はとびさがって、剣をおさめた。

　その足で伏見寺田屋へもどった。

　お登勢もおりょうも、心配で寝ずに待っていた。

「いま、使いを出したところです」

　と、お登勢はいった。

「いや、心配をかけて済まなかった。ちょっとした用だった」

　竜馬はすぐ寝床に入り、一時間ばかりまどろんで、早暁、伏見を神戸村にむかって発たった。




京 の 政 変










　竜馬のこの時期、文久三年の夏である。

　時ははげしく動いている。

　坂本竜馬といえば、そのゆくところかならず風雲おこるといわれたほどに時の動きをみるのに機敏な男になったが、しかしこの時期はなお、

　風雲

　に参加していない。

　京の志士の群れから離れ、ひとり海軍事業に熱中していた。

　国もとに帰っている武市半平太などは、

「この時勢に竜馬はなにをしちょるか」

　と、ひどく憤慨しているといううわさが、竜馬の耳にも入っていた。

　が、竜馬はだまって笑っていた。ただ、

「世の中は口先だけでは動かぬわい」

　と同志の者にいった。

　要するに竜馬のいまの時期は、

　浪人艦隊

　をつくることだけが目標であった。ゆくゆくはそれで海運業を営み、その利益で討幕資金を作り、いざ戦さというときには荷物をおろして砲弾を積み、その威力をもって天下に発言しようという風変りな行きかたである。

　しかしこのことは、たれにも洩らさない。陸奥陽之助、高松太郎といった、同志というよりも竜馬の秘書役にもあかさなかった。

　が、時勢は動いている。

　それを横目でにらみながら、こういうまわりくどい道をひとり歩くというのは、よほどの忍耐力が要いった。

　読者諸氏。

　いましばし竜馬から眼を離して頂きたい。なぜといえば、この時期に、神戸村にいる竜馬でさえ、

「うそだろう」

　とはじめは容易に信じなかったほどの大事件が、京都でおこったのである。

　京都政界は、この年のはじめ三大雄藩の手で動いていた。

　長州藩

　薩摩藩

　会津藩（京都守護職）

　の三藩である。

　ところが、姉小路あねのこうじ少将（公きん知とも）暗殺事件という怪事件がおこり、このためここしばらく薩摩藩の宮廷勢力がにわかにおとろえていた。

　去る五月二十日のことだ。

　当日、朝議が長びいたためにこの二十五歳の色の黒い公卿が御所の公卿門を出たのは、午後十時ごろであった。

　姉小路公知は、お田鶴さまの主人の三条実美とともに、長州系公卿の両巨頭として知られ、過激な攘夷主義者をもって任じている。

　供は、用心棒として最近やとった太刀持の金かな輪わ勇、従士の吉村右京、このふたりは武士で戦闘力はあるとみていい。ほかに、提灯持、草ぞう履り取り、長柄持など三、四人。

　梨ノ木町の屋敷に帰るべく、公卿門から北にとり、朔さく平へい門もん前、通称、

　猿さるケ辻つじ


　というところにさしかかったとき、物かげからにわかに怪漢がおどり出た。




　刺客は、四人の男である。どの男も差し歯の下げ駄たをはいていた。一人は、従者のさげる提灯を切りおとし、他の二人が姉小路公知にせまった。

　一人が刀をふりかぶるなり、姉小路公知の肩さきに斬りつけた。

「わあっ」

　と叫んだのは、斬られた姉小路少将よりも用心棒の太刀持金輪勇である。

　少将は、公卿にはめずらしく気丈な男で、傷口をおさえながら、

「太刀を、太刀を」

　と、みずから戦うべく金輪の手から太刀をとろうとした。

　が、この用心棒は、剣客というより喜劇役者のほうがむいていたらしい。うろたえて耳も眼もきかなくなった。

「太刀を、太刀を」

　とせまる自分の主人が怪漢にみえたらしくあちこちと逃げまわり、ついにはくるりとふりむくなり、少将の太刀をもったまま姿をくらましてしまった。

　従士の吉村右京は、剛気であった。

「曲者くせもの。出会い候え」

　と、大声をあげつつ刺客の一人に斬ってかかったが、初太刀ははずされた。

　吉村は、少将のもとにゆこうとしても、眼の前の刺客が邪魔をしてゆかせない。

　少将は、手にしていた笏しやくで、からくも敵の太刀をふせいでいる。

　が、面を割られ、胴を払われた。それでも屈せず、ついに刺客の刀のツカにしがみつき死力をふるって、それを奪った。

　──いかん。

　と、刺客は思ったらしい。

　なかまに合図をすると、ばたばたと北にむかって逃げた。

　少将は、血まみれで立っている。

　傷は、頭を長さ四寸、これが骨にまで達し、さらに鼻の下を長さ二寸五分、左肩は鎖さ骨こつのあたりを長さ六寸ばかり切り裂かれ、それぞれの傷口がおびただしい血を噴き出していた。

　吉村右京は少将の左にまわり、左手を肩にのせて歩きだした。

　少将の右手は、刺客から奪った刀を杖についている。

　ようやく屋敷にたどりつき、玄関で、

「枕まくら」

　といったきり、意識をうしなった。

　すぐ、御所の侍医大町周防守、杉山出雲守それに町医四人が呼ばれ、傷口を縫って二十八針目に脈搏がかすかになり、やがて絶命した。

　姉小路の横おう死しは、翌朝、京都政界に衝撃をあたえたが、さらにそれよりも大きな影響をあたえたのは、下手人が遺い棄きした刀である。

　刀は二尺三寸、柄つかは鮫さめ皮がわ、平ひら巻まき、柄つか頭がしらは鉄で、銘は薩摩鍛冶の和泉守忠重。

　下手人捜査は当然幕府の手でおこなわれたが、これとは別に、姉小路を擁立していた長州、土州有志の手でも開始された。とくに土佐藩の土方楠くす左ざ衛え門もんが熱心で、これに、去年高知城下で吉田東洋を斬って現在薩摩藩邸に潜伏中の那須信吾らが加わった。この那須の鑑定で、

「この刀は、薩摩の田中新兵衛の差さし料りようにまぎれもない」

　ということがわかった。




　薩摩の田中新兵衛といえば、京都にむらがっている志士なかまでは、

　──人斬り新兵衛

　の異名で通っている。

　土佐の岡おか田だ以い蔵ぞう


　肥後の河かわ上かみ彦げん斎さい


　薩摩の田中新兵衛

　というのが、京洛をふるえあがらせている人斬り三人男である。

　それぞれ、武士としての育ちは、わるい。

　岡田は足軽、河上は茶坊主、新兵衛は鹿児島の薬屋の子で、父親が金で郷士の株を買った、といわれている。

　身分が身分だから、劣等感がある。それに以蔵もそうだが、新兵衛も学問はない。さしたる識見もなかった。こういうことが、諸藩の志士とまじわるばあいのかれらの負ひけ目めになっている。負け目を人一倍感ずるたちであった。

　そのくせ、三人とも人一倍つよい顕けん揚よう欲よくのもちぬしで、

　──おれが。

　と、肩ひじを張ったところがある。かれらなりに仲間のあいだでぬきんでたいがために、世評にのぼる反対派の要人をつぎつぎと殺した。ついには三人で競争のようなかたちになって人を殺した。

　──これだけはおれたちの真似ができまい。

　と仲間に誇示したいのが、かれらの殺人動機だったであろう。

　三人とも、竜馬、桂小五郎、武市半平太などにくらべると剣技ははるかに劣っていたが、それぞれ独特の斬ざん人じん法ほうを案出して、狙った相手はかならずはずさなかった。

　田中新兵衛はこの三人のなかでは、陽気で明るい男だった。

　つねに薩摩武士らしくあろうとしている。根っからの武士ではないだけに、かえって武士というものについての美意識がつよかったのであろう。

　新兵衛は、事件後六日たって、その下宿である東ひがしの洞とう院いん蛸たこ薬やく師し下ルの町家で、京都守護職（会津藩）のために逮捕された。同宿の薩摩藩士仁に礼れ源げん之の丞じよう、藤田太郎も同様、捕ほ縄じようされた。

　この逮捕については、幕府はひどく臆病であった。なにしろ相手は天下の雄藩だし、それを刺戟したくはない。

　ところが、朝廷のほうが幕府を追いたてて逮捕にふみきらせた。幕府は会津藩に下命した。

　会津藩では重役安藤九右衛門、井い深ぶか茂右衛門をもって捕ほ縛ばくの責任者とし、たった一人の新兵衛をとらえるのに藩兵百人を動員するというものものしさだった。

　下宿に踏みこむなり、

「勅命でござる。ご同道ねがいたい」

　と、幕命でなく朝命をもってした。幕府の治安能力はそこまで衰えていたのである。

　さてその身柄である。会津藩は薩摩藩とのあいだに無用の摩擦がおこるのをおそれ、あずかることを幕府へ拒否した。

　結局、幕府機関である町奉行所があずかることになったが、奉行所でも薩摩藩士の大挙奪いかえしに来ることをおそれ、警固を会津藩にたのんだ。

　そういう時勢になっている。




　当時の京都町奉行は、幕臣中きっての秀才といわれた永井主水もんどの正しよう尚なお志むねである。

　勝海舟の友人で、幕府の海軍あがりであり軍艦奉行などもやった男だ。温和な人物だがのち幕府瓦解のとき箱（函）館へ走って戦い、降伏後ゆるされて維新政府に仕えた。

　奉行所では容疑者田中新兵衛を、客人のごとく遇した。身分は薩摩藩の最下級の士にすぎないが、幕府としては新兵衛よりもむしろその背後の薩摩藩がこわい。

　新兵衛も、奉行を舐なめている。

　同心が、

「お腰のものをあずかります」

　というと、新兵衛は、

「いや、刀は武士の魂でごあす。お渡しすることはなり申もさぬ」

　とにらみすえたから、力ずくで取りあげることもならず、脇差を帯びさせて通した。

　帯刀のまま、ということになれば、奉行所での扱いがちがってくる。取り調べる場所も白しら洲すに土下座、ではなく、槍の間というところに通された。

　奉行永井主水正出座。

　与力の予審はなく、奉行じきじきの取調べだから高級武士に対するあつかいであった。田中新兵衛の生涯で、これほどの待遇をうけたことは、このときがただ一度だったであろう。

　取調べにさいし、犯行はあくまでも否認した。

「存ぜぬ」

　の、一点張りである。

　されば、──と永井主水正は、同心に眼くばせして、動かぬ証拠である新兵衛の差料をもって来させた。

「いかがである。それはそのほうの自慢の差料ときいているが、それでも否いなと申すか」

「………」

　いままで取りみだした様子もみせなかった新兵衛の顔色がここではじめて変わった。

　この辺に事件のなぞの一つがある。新兵衛がもし下手人ならば、刀を現場に遺棄したことは自分でわかっている以上、あらためて顔色を変えるはずがない、という推論もなり立つ。

「忠正公勤王事蹟」によれば、当時薩摩藩の家中ではつぎのような言葉で新兵衛下手人説を否定するむきが多かった。




　新兵衛がやれば、あのような不手際なことはせぬ。立派に殺してしまう。彼は人を殺すのが好きで、島田左近（九条家諸大夫）とかその他の人を殺したのは、たいていこの男の仕事だといううわさがあります。




「はて、拙者のものかどうか、手にとってみねばわからぬ。見せていただきましょう」

　と、新兵衛は、眼を細めた。

　この瞬間、幕府役人に落度があった。新兵衛を厚く遇するほうに神経をつかいすぎたあまり、ついその刀を手渡してしまった。証拠品の兇器を、容疑者の手にとらせるばかもないであろう。

　このためにあとで、永井主水正以下が、閉門謹慎に処せられている。




　とにかく容疑者田中新兵衛は、証拠物件である自分の差料和泉守忠重二尺三寸を、役人の手から受けとった。

　異変はその瞬間におこった。

　引き抜くなり、逆手にもって自分の腹に突き刺してしまったのである。

　新兵衛は、手が早い。

　いそいで真一文字に切り、さらに刀を腹から抜いてくびを突き、頸けい動どう脈みやくを断ち切った。

　噴血が、びしゃっとそばのふすまをたたいた。

　あっ

　と、奉行永井主水正が、片膝をたてた。真蒼になっている。

　与力、同心が、新兵衛にとびかかって刀を奪ったが、すでに新兵衛は倒れたまま、微笑をふくんで声もない。

　医者がきた。

　が、医者が脈をとったときには、新兵衛はすでに死体になっており、奉行所は、下手人審理の手だてをうしなった。

　諸説がおこなわれた。

　姉小路少将は、それより前に勝海舟のすすめで、幕府汽船順動丸に乗り、大坂湾から紀き淡たん海峡を航海した。竜馬もこのとき、この順動丸に無名人として同乗している。

　そのとき勝は、姉小路の攘夷思想が、世界史的な動向のなかでは噴ふん飯ぱんものでしかない、ということを物やわらかく実例をもって説き、かつ、日本防衛は、攘夷家のいうような沿岸防衛主義ではだめでそれだけの金があれば艦船をそろえるほうがいい、といった。

　艦船主義は、さらに押しすすめると、航海貿易論ということになり、必然的に開国論になってしまう。

　姉小路は、勝の船上での実物教育にすっかり感化されてしまった、──かどうかはべつとしてすくなくともそういううわさが飛び、京都の攘夷志士を怒らせた。

　攘夷主義者人斬り新兵衛の暗殺の理由はそれであったという説。

　が、これはおかしい。姉小路は勝によって見聞をひろめたものの、それでもなお三条実美とともに宮廷における過激論者の第一人者で、志士たちの期待もかれの思想と活躍にかかっていた。新兵衛が、暗殺屋らしい軽率さをもっていたとしても、姉小路は殺さねばならぬほどの転向はしていない。

　このほか、奇話がある。

　新兵衛の知友だった吉田嘿つよしという人物が、こういうことをいっていた。

「あの刀はまさしく田中新兵衛の差料だが、しかし事件の数日前、新兵衛が、三本木あたりの料亭吉田屋（あるいは茨木屋）で飲んでいたとき、何者かにすりかえられた。田中は非常にくやしがってそのことを自分にいっていたが、兇行はその日から二、三日後に行なわれた。第一、当夜の賊の狼狽ぶりからみて、あれは新兵衛とは思われない。いずれにしても、新兵衛が奉行所で自殺したのは、薩摩人特有の士風によるものだ。差料をぬすまれてそれが世間に知られた、ということを恥じたのである」

　まだ、奇説がある。




　説というのは、長州系過激公卿姉小路公知を殺したのは、当の長州人である、というのである。

　薩摩人が殺した、とみせかけるために、わざわざ田中新兵衛の差料をぬすみ、現場に捨てておいた。

　事実とすれば、芸のこまかいことだ。

　この説は推理小説のファンに好まれるであろう。この説では、まず、

　──姉小路を殺せばたれが得をするか。

　ということから考える。犯罪捜査の常識的発想法である。

「たれが得をするか」

　と問われれば、筆者も答えざるをえない。

「長州人である」と。

　なぜ、得をする。当然なことだ。薩長は京都の「勤王政界」を両分し、錦きん旗きをもって天下に号令（穏当な言葉ではないが）しようとする二大雄藩である。

　ただ、色合に濃淡がある。

　おなじ赤い色でも、長州は噴きだしたばかりの鮮血色であり、感情的で熱っぽくて、ともすれば理性をうしなう色である。

　薩摩藩の赤色は、ちがう。多分にエビ茶がかっている。理性的なしぶさがある。時勢をみつつ合理的に行動しようとしている。いわばおとなの落ちつきがある。長州人からみればずるい。

　幕府人からみれば、エビ茶の茶色の部分だけが、幕府への同情、というようにとれる（決してそうではなく、薩摩人の現実主義がそうさせるのだが）。

　要するに、この当時の長州人が火のつきやすいガソリンであるとすれば、薩摩人はマッチを近づけても燃えない原油のようなものだ。しかしどちらも可燃性の藩であることはまちがいない。

　その薩長が、仲がわるい。

　極端にわるい。

　日本が統一国家になってしまったこの二十世紀では、当時の藩同士の対立意識というのは想像することもむずかしいが、すくなくともおなじ日本人同士という意識ではなく、こんにちでいえば、たがいに外国人であり、異人種である。

　その薩長が、同じ勤王陣営にあるだけにかえって仲がわるかった。

　競争意識もある。

　薩摩藩が東海道生麦ノ宿で英国人を殺傷したとき、長州藩全体の感情は、

　──薩摩に先を越された。

　ということであった。長州藩もまけずに外国人を叩っきらねば、ということで高杉晋作らの御殿山焼打事件などがおこなわれる。

　その薩長が、たがいに京にある。

　これも両藩の勤王競争、という意識がつよく、双方あらそって宮廷工作をした。

　ところが、工作は長州人のほうがうまい。

　宮廷はみるみるうちに長州色に染まってゆくのだが、薩摩もだまってはいない。中川宮、近衛などをつかまえている。

　その薩摩藩を一挙に蹴落すために、長州が自派の公卿を殺して薩摩に罪をなすりつけようとした、というのである。

　流る説せつでとるに足りないことだが、こういう流説が行なわれるほど両藩の仲がわるく、事実、薩摩藩はこの事件で、みごとに京都政界から墜落してしまった。




　筆者は、幕末史のなかにいる。

　そのなかで、坂本竜馬というひとりの青年を眺めつつ暮らしているのだが、このあたりのくだりは、竜馬とじかにつながりはない。

　が、この時点よりも数年のちに、すべて竜馬につながってくるのである。これらの紛争は、幾筋もの尾をひいてゆく。

　尾は、薩長の「仲わるさ」というものだ。単なる尾ではなく、二ひきの恐竜の尾のように、すさまじく歴史のなかでのたうつのである。そのために何百の人が死ぬ。

　こののたうつ尾を、最後に一人の男が手中におさめて、歴史は回転してゆく。だからこの物語のはるかな後段の必要のために、しばらくこの記述をつづけねばならない。

　容疑者田中新兵衛は自殺した。

　姉小路暗殺事件は永遠のなぞとなり、ただ有害な疑惑だけを残した。

「薩人は賊である」

　という極端な攻撃が、京の志士たちのあいだでわきたった。浪人志士、長州藩勤王派、土佐藩勤王派が、一夜で極端な薩摩ぎらいになった。もっとも、

「あれだけの大藩だ」

　と、久く留る米め出身の浪士指導家真ま木き和泉いずみのように弁護するむきもないではない。

「田中のような者が一人や二人出ても、それをもって薩摩藩の真意を論ずるのは見当ちがいである」

　しかし、こういう思慮ぶかい発言など、沸騰している時期では何の役にも立たない。

　なにしろ、殺された姉小路少将公知は、勤王過激派から受けていた期待があまりにも大きかった。

　その最期の奮闘が物語るように、公卿にしては度胸がある。のちに公卿のなかで怪物的存在とまでされた岩倉具とも視みよりも「胆力においてすぐれていた」という説がある。過激志士が、攘夷と反幕の旗がしらに押したてるには恰好な人物であったろう。

　その死を惜しむ感情は、すべて薩摩藩への憎悪となった。

　このため、薩摩藩は、事件後九日目に、御所乾いぬい御ご門もんの警護の役を解かれている。つまり、京都朝廷における政論に参加する資格をうしなった、とみていい。これが文久三年五月二十九日。

　自然、長州藩の独走になった。

　長州藩勤王派の智恵袋は、同藩士ではなく、久留米水天宮の宮司だった浪士の大親玉真木和泉であった。

　和泉の思想が、長州の過激派を動かしていた。天皇の攘夷御親征、さらに攘夷にかこつけて幕府を倒してしまうという考えである。

　この長州藩の動きは、すでに京都市中のうわさになって、佐幕派の代表藩である会津藩の耳にも入っている。

　が、会津藩は、その朴ぼく訥とつな藩風のために、せいぜい新選組を支配している程度の政治能力しかもたず、この長州藩の「陰謀」に対し、呆ぼう然ぜん手をつかねているというありさまであった。

　そこで、いったんは失脚した薩摩藩が、その卓抜した政治能力にものをいわせ、長州藩を失脚させるためにひそかに「敵方」の会津藩と手をにぎるという、奇術的な外交の手をうって出たのである。これがこの年の八月。




　長州憎し。──

　という点では、佐幕の会津藩と、侮ぶ幕ばくの薩摩藩とはまったくうまが合った。

　はじめは、薩摩藩から手をのばした。

　会津藩がよく使っている三本木の料亭某で、会津藩公用方（外交官）秋月悌てい二じ郎ろうをはじめ数人が飲んでいると、夜陰ひそかにたずねてきた若い武士がある。

　秋月が名な札ふだをみると、

　島津修しゆ理り大夫家来高崎佐太郎

　とある。

「知らぬなあ」

　と、秋月が首をひねった。同席していたのはいずれも藩の公用方で、広沢富次郎、大野英馬、柴秀治など京では顔のひろい連中だがたれもききおぼえのない名前である。

「お通し申せ」

　とはいったが、不安でもあった。もともと薩摩の連中は、会津を佐幕藩とみて交際したがらなかったのが、むこうから来たからである。

　高崎佐太郎

　という名は、高崎正まさ風かぜという名で、後世に残った。歌人である。維新後宮中の御お歌うた所どころ掛長をつとめ、明治の歌壇でいわゆる御歌所派の総帥となった。晩年の枢すう密みつ顧問官、男爵。

　やがて、若いくせに眉み間けんにしわのある男が、質素な紋服であらわれた。

　高崎のいうには、

　──私のいうことは薩摩藩の藩論を代表していると思ってくださっていい。じつはもっと高い者が来るべきであった。しかしながら貴藩の御意向を打診するという意味で、自分のような軽い者がきた。

　さらにいう。

「長州は、天皇の大和行ぎよう幸こうを企画しているのはごぞんじのとおりである。あれはその機会にじつは天皇をかついで京には帰らしめず、ただちに大和の地から天下に号令し、幕府を討とうとするものである」

　会津藩側も、この観察には同意見である。

「しかも」

　高崎はいった。

「長州藩は偽勅を濫らん発ぱつしている。なにしろ満廷の公卿の十中八、九は長州藩の手中にある。かれらが勅書をつくっては、諸大名をおどらせようとしている」

　この偽勅の件は、高崎のほらではない。

　孝明天皇自身が、何度もこぼしておられるところで、天皇の当惑ぶりは、薩摩系である中川宮、近衛前関かん白ぱくなどを通じて、薩摩藩に洩れている。

　孝明天皇は、その崩ほう御ぎよまで、討幕ということを考えられたことがなかった。皮肉にもこのひとは、京都朝廷でもっとも佐幕派でありその点、三百諸侯のなかで会津藩がもっともお好きで、つぎに穏健派の薩摩藩を好まれていた。

　長州藩や過激志士は、大きらいであったというから歴史というものはおもしろい。が、公卿がほとんど長州色に染まったために、かれらに押しきられていただけのことである。

　薩摩の島津久光に内密に出された御直筆のお手紙が残っている。「何分にも表おもてに誠忠を唱となえ、内心姦かん計けい、天下之乱を好このみ候そうろう輩はいの巳みに候」というのは、長州藩、長州系公卿をさしたものである。




　薩摩藩士高崎佐太郎が提供したのは、薩摩と会津が同盟をむすんで、京都から一挙に長州勢力を駆逐するということであった。

　それには、武力が要る。

「できれば薩さつ会かい同盟を結びたい」

　というのである。クーデターのための政治・軍事同盟であった。

「しかしながら、尊藩が御同意なさらねばそれはそれで結構でごわす。弊へい藩はん単独でやるまでのこと。ただ尊藩は、朝廷、幕府から命ぜられている京都守護職でありますから、ひと声、ご相談をもちかけたまででごわす」

　会津藩秋月悌二郎らは、事の重大さに緊張し、その夜、料亭から駕籠を走らせて、黒くろ谷だにの会津本陣にもどり、藩主松平容保と相談した。

　容保は、薩摩と手をにぎる肚はらをきめた。常日ごろ警戒してきた薩摩藩が、まるで当方がいいそうなことをいってきて、しかも同盟しようというのだから、ひどくよろこんだ。

　このあたりが、東北人の世に擦すれぬところであろう。

　薩摩藩はなんといっても、京都政界に明るく、手て管くだは擦すれている。

　みごとに、会津藩を利用した。

　こののち数年後に、こんどは、叩きおとした長州藩と秘密攻守同盟を結んで、会津藩をたたき、幕府を倒し、人のいい会津藩を若松城に追いつめて、例の白びやつ虎こ隊たいの惨劇で知られる会津討伐戦を演ずるのである。その政治能力のみごとさは類がないといってよく、薩摩藩の眼からみれば、会津藩も長州藩もこどものようなものであった。

　クーデターは、八月十八日に行なわれた。

　その前々日から薩摩系の中川宮が参内して天皇とひそかに意見をかわし、天皇の許しをうけ、勅旨をもって、当日、長州系公卿二十余人に禁足を命じ、長州藩の堺町御門警衛を解いた。

　むろん、会津藩、薩摩藩が、その京都における兵力を総ざらいにして御所を警戒し、長州藩の反撃にそなえた。

　これが世に、

「禁門ノ政変」

　といわれる大政変である。

　長州藩では仰天した。いままで勤王第一藩のつもりで大いに京都で勢威をふるってきたのに、一朝眼がさめると、まるで罪人同様のあつかいである。

　家老益田右衛門介らが、藩邸の藩士をひきい、これに長州系浪士がくわわり、槍、銃をもって堺町御門につめかけ、やがて時がたつにつれてその人数がふえ、ついには大砲をひきだしてきて、御所の門にむけた。

　これには、公卿がみんな色をうしなった。

　薩摩藩では、

「長州は勅を奉じる誠意がない。されば朝敵である。討つべし」

　と、会津藩に連絡した。これには会津藩も閉口し、

　──いや、宮きゆう闕けつのもとで銃火をまじえるのはおもしろくないから。

　として、むしろ薩摩藩をなだめた。

　長州藩はこの日を境に京都における勢力をまったくうしなうことになる。




　とにかく堺町御門における長州藩兵の憤慨は、発狂寸前といってよかった。

　薩摩藩が憎い。

　その憎い薩摩藩が、御門を背に銃口を長州藩士の群れにむけ、さかんに悪あく罵ばを投げかけてくるのである。

　薩と共同戦線を張っている会津藩兵も、図に乗って、

「長州兵は守備御免だ、退のけ退け」

　とあざけるようにどなる。薩会両藩は三千の兵力、押しかけた長州藩兵は千人、この四千人がせまい堺町御門の路上でもみあったのだから、混雑と昂奮は推して知るべきであった。

　長州藩兵は、叫び、ののしり、ついに侮辱にたえかねて、発砲しようとする者もあった。

　宮門に発砲すれば、朝敵である。

　薩摩側も、発砲させようとして挑発し、発砲すればただちに朝敵としてこの場で長州人を討滅するつもりでいた。

　その自藩の兵の憤激と昂奮を必死になだめたのは、桂小五郎、久坂玄瑞、寺島忠三郎、品川弥二郎である。

　一発でも撃てば、朝敵になり、勤王どころか藩は滅亡してしまう。

「堪こらえろ、こらえろ、薩摩のわなにかかって賊名を着るんじゃない。撃つならこの弥二郎を撃て」

　と、品川弥二郎は叫び、藩兵の群れにもまれて、着物がぼろぼろになった。

　やっと長州藩兵は堺町御門の前をひきあげ東山の大仏へ集結した。

　長州人が薩摩に対して挙藩、決定的な憎しみをもったのは、このときからである。

　とにかく都落ちすることに決し、すでに官位を剥はぎとられた長州系公卿七人を擁して故国の防長二州に帰ることになった。

　公卿の名は、お田鶴さまの主人の三条実美、三条西季すえ知とも、東ひがし久く世ぜ通みち禧とみ、壬生基もと修なが、四条隆たか謌うた、錦小路頼より徳とみ、沢宣のぶ嘉よしである。「七卿落ち」といわれるのはこのときのことだ。

　夕方からふりだした雨は、夜がふけるとともにはげしくなった。

　かれら二千の長州兵が、七卿を護りつつ妙法院を出発したのは、まだ夜のあけきらぬ十九日であった。

　具足が雨にぬれて重く、蓑みのは二人に一つしか行きわたらなかった。雨中、数百の松明たいまつの火が燃えなやんで、白煙が夜陰の伏見街道の松並木に流れてすさまじい光景になった。

　先頭に立つ久坂玄瑞は、筋すじ金がね入りの鉢巻、白の筒袖に撃剣の竹胴を着け、槍の穂をきらめかせつつ、有名な即興の長歌を、かつうたい、かつ泣きながら歩いたのは、このときである。




世は苅かり菰こもと乱れつつ

茜あかねさす日もいと闇くらく

蝉せみの小川辺、霧たちて

隔へだての雲とはなりにけり……

降りしく雨の絶えまなく

涙に袖の濡れはてて

これより海山浅あさ茅じケ原はら


露霜わきて葦あしが散る

難波なにわの浦に焚たく汐しおの……




　久坂玄瑞が伏見街道をくだりながら痛恨の長詩を誦ずしているころ、竜馬は神戸の軍艦操練所にいた。

　事件後、二、三日して京都政変の詳報が、この神戸村までつたわってきた。

　陸奥陽之介（宗光）が、

「坂本さん、塾生は動揺していますぜ」

　と、そそのかすようにいった。

　京都の土佐藩邸から政変の詳報を得てかえった若い中島作太郎（信行）が、顔を真青にして昂奮している。

　中島だけではない。土佐藩の若い下級武士は、自藩よりもむしろ長州藩に同調している者が多かった。

　中島が駈けもどったとき、竜馬はちょうど小こ柄づかで足の爪を削っていた。

「坂本先生、いまこそ起つべきときです。土佐藩からも脱走して長州藩兵と行を共にした者があります」

「たれだ」

「土方楠左衛門、清岡半四郎、山本兼馬、島村左伝次、南部甕みか男お」

　中島は、声をふるわせていった。

　余談だが、書く。この五人の土佐郷士は、都落ちした七卿の世話を、のちのちまでしてゆくことになる。

　かれらののちの運命をいうと、山本は七卿とともに流転して結核にかかり、三年後、医師から不治を宣告された。

　死の寸前、

　──自分は剣電弾雨のなかで斃れるつもりでいた。がこのままでは畳の上で死ぬ。男子として自分に誓ったことに反することになる。腹を切って武士らしい最期としたい。

　と同志に告げ、みなと水杯をかわし、ひとりひとりに別れをつげたあと、腹を切って死んだ。慶応二年五月九日、年二十五。墓は大宰府光明寺山に苔こけむしている。

　島村左伝次は、のち会津征伐に参加し、会津若松城の降伏のときには、薩摩の中村半次郎（桐野利秋）とともに城の受領使になった。しかし維新後官途につかず、故郷の土佐で、物故同志の冥めい福ふくをいのりつつ明治三十七年まで生き、同年三月歿した。年七十六。

　清岡半四郎はのちに公張。維新後枢密顧問官、子爵。

　南部甕男は、維新後大審院長、男爵。土方楠左衛門はのちに久元。農商務大臣、宮内大臣、伯爵。土方はもっとも長く生きた。大正七年十一月、八十六歳で病歿。

「みな騒ぐな、と云うちょけ」

　と竜馬はいった。

（ただ怖るべきは、この政変が土佐藩に及ぶことだ。武市は殺されるかもしれぬ）

　朝廷が長州藩を蹴落してその藩論を否定した以上、土佐藩の上層部はおそらく勢いづき、長州と気脈を通じている武市半平太らを遠慮会え釈しやくなく弾圧するにちがいない。長州だけではなく天下の勤王党にとって最悪の時代がきたのである。

　竜馬は、この男にはめずらしく暗い表情をしたが、背をまげ足の爪をのぞきこんでいるから、中島のほうからは見えない。




江 戸 の 恋










　竜馬は、数日後、旅支度をした。

　塾生たちは、さては長州へ行くのか、と思った。それとも京へのぼって風雲を探訪するのか、とも取り沙汰したが、当の竜馬はみんなをあつめて、

「いやいや、わしは江戸へゆく」

　と意外なことをいった。

　──帰るまで、一同、騒ほたえな。

　とも言った。また、

　──いまわれわれは周旋（政治活動）には乗り出さんぞ。神戸海軍塾はまだ卵だ。たとえゆくゆくは天下を呑む蛇じやになろうとも、いまは卵にすぎぬ。眼も口もない卵が騒げるか。騒いだところで三歳の児の指にかかってもつぶれる。

　ともいった。

　折りよく寝待ノ藤兵衛がきていたので、例によってこれを連れて出た。

　神戸村には、山陽道が通っている。右手の浜には、初秋の波が立っていた。

　竜馬は、街道を東へゆく。

　ところがこの街道には、西へゆく浪人体ていの者がしきりと見うけられる。

（長州へゆくのだな）

　と思った。

　手槍をかついでいる者もあった。幕府隆盛のころは、浪人が槍をかついで歩くことは禁ぜられていたのだが、この一事でも世の乱れがわかろうというものである。

「大変なご時勢になりましたな。このさきどうなるのでございましょう」

「へたなことをしたものだ。朝廷、幕府、薩さつ会かいは、長州藩を追いつめて手負いにしてしまった。猛獣が傷を負っている。天下は防長二州（長州藩領・長門と周防。いまの山口県）を中心に揺れに揺れるだろう」

「戦国時代でございますな」

「ああ、群雄割かつ拠きよの時代がきた。血の多い浪人たちは長州に加担して事をおこそうとしてみな西へゆく」

「旦那は東」

　藤兵衛は首をかしげている。もはや天下の中心は江戸ではなく京であることを藤兵衛でも知っている。

　江戸は、単に行政府にすぎない。京は政争の場になっている。

　将軍家茂をはじめ、その後見人徳川慶よし喜のぶ、それに老中、若年寄、大目付、外国奉行なども京、大坂に出張してきているのだ。

　江戸城はいわば、事務官僚だけがいるからっぽの府なのである。

「旦那は一体どうするおつもりです」

　藤兵衛がいぶかしむのもむりはない。京都の政変の瞬間から、群雄割拠の戦国時代がやってきたとすれば、この旦那はどうするつもりだろう。

「おれも群雄になるさ」

「そりゃそうでしょう。旦那はみたところそういう方だ。しかしそれが東へゆくとはおかしゅうござんすね」

「軍艦を工面しにゆくんだよ」

　竜馬は笑っている。軍艦を手に入れて天下の風雲に臨もうというのである。

「おれはこの乱世を一手におさめてやる」

　言うことだけが大きい。




　大坂では、道頓堀の鳥毛屋という旅籠にとまった。

　裏が、道頓堀に面している。竜馬は手すりにもたれて、水の流れを見た。

　川下の空が茜あかねに染まっていた。川面に夕霧が立ち、霧まで赤い。

　川上に大坂城が見える。

「旦那、夕ゆう餉げの用意ができましたようで」

　と、藤兵衛が遠慮しながら声をかけた。

「そうだな」

　竜馬は、眼をあげて向う岸をみた。北岸は宗そ右衛え門もん町ちようの家並の裏になっている。女が石垣の下で洗濯をしていた。洗濯をする、炊事かしぎをする、時勢がどうかわっても、この営みだけはかわりはあるまい。

　竜馬はいつになく感傷的になっていた。

　大和における「天誅組」の乱を、大坂に入ってからくわしく聞いたのである。

　この武装蜂起団には、竜馬とつながりのふかい土佐藩脱藩の連中が主力になっている。

　吉村寅（虎）太郎がいる。那須信吾がいる。池内蔵太がいる。安岡嘉助がいる。ほかに、森下儀之助、前田繁馬、上田宗児、土居佐之助、森下幾馬、伊吹周吉、島村省吾、田所騰とう太た郎ろう、葛くず目め清馬、沢村幸吉、島浪間、安岡斧おの太た郎ろう。かれらは脱藩後、長州藩をたよってその庇護をうけた。

　あわれなものだ。母藩が旗き幟し鮮明でないために他藩にたよらざるをえないのである。幕吏の追跡をうけても、土佐藩邸はかくまってくれないばかりか、脱藩人としてかれらをとらえようとする。その点、薩長土、と併称されているとはいえ、薩長の士のように、土佐出身の連中は藩を背景にしたり、藩の力をたのむことができないのである。

　天誅組もそうだ。この浪人団にはただ一人の薩摩人、長州人も入っていないのである。

　かれらは、長州藩が企画してするどく推進していた天皇の大和行幸の尖せん兵ぺいたろうとし、いちはやく京を出て大和に入り、幕府の五条代官所を襲撃して、そこに革命政府ともいうべきものをつくった。

　ところが、かれらが出発したあと、京都では前記の大政変がおこり、長州藩は都落ちしてしまった。

　かれらは、孤児になった。

　が、解散しなかった。いよいよ戦意を高めこののち一月近くにわたって大和の地で、天下の諸大名を相手に難戦苦闘をつづけることになるのである。

（かれらは死ぬだろう）

　竜馬は、それを思った。

　無駄死ではあるまい。かれらの武装蜂起は、すでに国家と社会をになう能力をうしなった徳川体制を大きくゆさぶるにちがいない。

　が、家康以来三百年の政権が、わずか数十人の浪士団で崩れるとはおもえない。かれらはおそらく死ぬ。死んだあとでさらにたれかが死ぬ。さらにたれかが死ぬ。その累々たる屍の列の果てに、いま大和に屯集している吉村らの脳裏にある理想時代がくるであろう。

「めしかね」

　竜馬は、食膳のそばにすわった。




　竜馬が江戸に入ったのは、この年、九月のはじめであった。

　まず鍛か冶じ橋ばし藩邸に立ち寄って出府の旨を連絡したあと、大いそぎで門を出た。

「藩邸をきらう男だ」

　と、あとで家中の者がうわさをした。竜馬は世の中で何がきらいだといっても、藩という、不自由な権威ほどきらいなものはない。

　鍛冶橋御門の橋を東にわたると、そこが五郎兵衛町。ずっと町家がつづいている。

「ああ、久しぶりの江戸だ」

　と、寝待ノ藤兵衛はうれしそうに息をすいこんだ。人の動きが、きびきびしている。

　奥絵師の狩か野のう家けの屋敷が、町家にはさまって古くからこの町にある。その塀ぞいに東へ歩くとその隣りがやはり絵師の樋ひ口ぐち屋敷、そのとなりに稲荷社がある。

　秋祭りらしい。

　のぼりがはためき、町家の男女が往還を織るように往ゆき交こうている。

「あ、痛いて。踏ンづけやがった」

　藤兵衛が、片足でけんけんした。お店たな者ものらしい若者が、藤兵衛にあやまった。

　藤兵衛はこわい顔でその男をにらんだ。

「あやまるくれえなら、なんだって踏ンづけるんだ」

「いいえ、悪気じゃございません。ついうかうかとあたりを見ていたものですから」

「藤兵衛、いいかげんにしろ」

　竜馬は背をどやしつけて歩きだした。

　藤兵衛が足をふんづけられるのもむりはない。京大坂とちがって、江戸の町の歩行者は足が早いのである。

　江戸っ子の藤兵衛も、しばらく京坂住いをしていると、町歩きの速度がにぶくなるらしい。

「お前が悪いんだ。京の足になっている」

　しかし竜馬の見るところ、江戸っ子の足の歩度はかわらないが、江戸の町はむかしとはちがい、徐々にかわりはじめていた。

　まず、不景気である。

　おっそろしく景気がわるい。理由はいくらもある。まず、将軍、幕閣の要人が京坂に駐留してしまっていること。

　ついで、各藩の大名屋敷の人数の大部分が、ここ数年の攘夷さわぎ、勤王ばやりで、国もとや京大坂に移ってしまったことだ。

　江戸の町は、当時世界最大の都会のひとつで、人口は百万、ニューヨーク、ロンドンと肩をならべていた。

　が、この都会が世界の各都市とかわっているところは、その人口の半分の五十万が、武士であったことである。旗本、諸藩の定府、勤番侍などがその五十万で、かれらはすべて生産者ではない。国もとから送られてくる金で、消費専一の生活を営んでいる。

　町人は、五十万の武士の消費生活をたすけることで、三百年食ってきた。

　その武士の人口が激減した。これが不景気の最大の原因である。

　さらに物価が、年々高くなっている。この物価高は、幕府が外国と貿易をはじめたためという流説があり、この点でも、幕府の開国主義は評判がわるく、攘夷論は無智な町人の耳にもうけ入れられやすい世論になっていた。




　竜馬は桶町の千葉家へ入った。

　貞吉老人も、重太郎も、その妻のお八や寸すもひどくよろこんでくれた。

　貞吉老人のもとにあいさつにゆくと、

「当家でそなたの話が出ぬ日はない。わしも月に何度か、江戸におってくれれば、と思うことがある」

　といった。

「兵ひよう法ほう（剣術）は進んだか」

「別なことをしちょりますキニ、いっこうにはかが参りませぬ」

「海軍に夢中になっているのだろう。重太郎からきいた。重太郎まで海軍に入れようとしたというではないか」

「まあ、左様で」

「こまった男だ。重太郎は北辰一刀流千葉家のあととりだぞ。竹刀をすてさせてもらってはわしが閉口する」

　竜馬は苦笑している。

「だいたい竜馬、そちを十九歳のころから世話してきているが、自分の好むほうへ仲間をひきずりこむのがうますぎるようだ。重太郎はあやうく道場を出しゆつ奔ぽんするところだった」

「へーえ」

　竜馬は、かたわらの重太郎を見た。

「そんなことがあったのかね」

「まあね。竜さんと大坂で別れて江戸へ帰ってきてから、何とも落ちつかなくて弱った。いま思いだしても熱病にかかったようだった」

「いや、重太郎のは」

　と貞吉老人がいった。

「海軍熱じゃない。竜馬、そちと一緒にずっとやって行きたかったらしい。どうも竜馬というのは、友達をそういうようにしてしまうところがあってこまる」

　老人にとってよほどこまった事件だったらしく、くどくどといった。

「それはご迷惑でしたな」

　と、竜馬は小さくなっていった。

「あっははは、いかにも迷惑だった。なにしろ重太郎めは、藩（鳥取藩定府）も、老父も、妻子も捨てて竜馬のもとに行こうというのだから、これは千葉家最大の危難だった」

「重さんにもいいところがある」

「おいおい竜馬」

　老父はあわてた。

「こんどは、けしかけることはならんぞ。いまどうやら重太郎の虫がおさまっているところだ。なにしろあのときは、さな子まで京大坂の地へゆくといって大騒ぎだった」

「へーえ、さな子さんまで」

「千葉家は潰かい滅めつよ」

　そのあと重太郎の部屋にもどった。もうとっくに日が暮れている。

「遅いな、さな子は」

　重太郎が案じ顔でいった。

「どこかへ行ったのかね」

「ふむ。朝から本家（神田お玉ケ池）へ遊びに行っている。日暮前にはもどるということになっていたが、どうしたのだろう。近ごろ、江戸でも浪人がはびこって、辻斬り、押し込みなど、物騒なことが多い」

　竜馬は厠かわやへゆくふりをして座を立った。

　さな子を途中まででも迎えに出てやろうと思ったのである。




　竜馬は、さな子がどの道筋を通ってくるかは、ほぼ見当がついている。

　一いち石こく橋ばしを北へ渡った。

　北鞘町へ出て、提灯に灯を入れた。このあたりは町家だから、まだ人通りがある。

　駿する河が町ちようへ出た。

（はて、行きちがいになったかな）

　と思ったが、かすかな自信がある。

　さな子の性格に、である。

　この当時、武家育ちにしろ、町家育ちにしろ、自分の習慣というものに頑固かたくなな男女が多かった。くだらない日常の習慣でも、それを容易にやぶらない。

　さな子は、少女のころから、神田お玉ケ池から桶町の自分の家へもどる十五、六丁のあいだの道すじは、どこの橋を渡って、何屋の角かどをまがり、何様のお屋敷の横をどう折れる、というところまできちんときめていた。

　そういうことが万事、自分を律してゆく折り目になっている。三百年のいわゆる封ほう建けん文化がつくった、これは美しさの面かもしれない。

　それに、さな子はめったに駕籠を用いない。理由は竜馬も知らないが、皆伝の腕をもっているくせに乗物にはよわいのかもしれなかった。

　道浄橋を渡ると、そのむこうは堀ほり留どめ。

　橋をわたりきって二、三歩、竜馬は踏みだすかふみださないかの路上で、ふと立ちどまった。突如、

「あっはははは」

　と、馬鹿笑いをした。

（やっぱり、予想にたがわず来おった）

　……武家風の娘が、気味わるそうに竜馬を見すかしている。

　さな子であった。手に、千葉家の定紋の入った提灯をもっていた。

　竜馬も、千葉家の提灯をもっている。さな子は相手の提灯をみて、

（道場からたれかが迎えにきてくれた）

　と、とっさに思ったが、まさかこの人影が竜馬であるとは気づかなかった。

　気づいたとき、すこし背をのばした。躍おどりあがりたいような衝動を、そういう姿勢でおさえた。

「竜馬ですよ」

「ええ」

　胸が、動どう悸きをうっている。しかしすこし意地わるくいった。

「いきなり闇のなかで馬鹿笑いをなさるものですから、気ちがいかとおもいました」

「礼をいうものだ」

「でも、お礼を申しあげようと思っても、いきなりああじゃ、申しあげるいとまもないじゃありませんか」

「あれはまあ、久きゆう闊かつを叙じよしてあいさつがわりにしたものです。なにもかもあいさつが一ぺんに済む」

「あの馬鹿笑いがですか」

「馬鹿だけは余分だ」

　と、竜馬はさな子の提灯を手にとり、吹き消した。提灯は一つあれば足りる。

　二人は道浄橋を南へ渡った。

　さな子は、急に無口になった。

　自分でもくやしいと思うが、胸がつまってきて、ものがいえないのである。




（気のつよいひとだ）

　と、竜馬は竜馬で、あらためてあきれている。この物騒な時世に、夜分、女の身で供もつれずにひとり歩きするというのは、よほどの度胸のいることだ。

「さな子どの、なあ」

　竜馬は、例によって羽織のひもをしゃぶりながら、いった。

「あんたの気のつよいのはわかっちょりはするものの、このところ、世の中が荒れちょる。どんな馬鹿モンが闇の中からとびださんともかぎらん。しばらく夜の一人歩きはつつしまれたほうがよろしいでありましょうな」

「とびだすものですか」

　さな子は張りのつよい眼で、竜馬を見あげた。が、すぐ、眉をひそめた。

「まだそのお癖がなおらないのですね」

「なにがです」

「羽織のひも。──」

　竜馬は、口から離した。

　が、手から離さず、ひもをぶるぶると闇の中でふりまわした。

　唾だ液えきがあたりにとんだ。

「まあ、きたない」

　さな子は閉口し、それでも竜馬がやめないので、とうとうおさえた。

「おやめなさいったら」

「ああ、このことか」

　竜馬は、はじめて気づいてひもを離したが、それでもまだ、さな子の指が、竜馬の手くびをにぎっている。

　さな子も自分のその異常さに気がつかないらしい。

「小さな手だ」

　と、竜馬は逆にその手を握ってやった。

「こんな小さな手をしているくせに、気ばかり強くて、夜歩きが平気だ」

「痛っ」

　さな子は、大げさに叫んだ。竜馬の大きな掌てが、さな子の小さな手を、指がくだけるかと思うほどにぎりしめたのである。

「言うことをきかぬ罰です」

　と、力をゆるめ、やがてはなした。

「ひどいことをなさるわ。まだ痛い」

「暴漢に遭うよりましだ」

「そんなのに遭っても平気です」

「北辰一刀流の腕があれば、と千葉のお姫さまはお思いなのだろう。だから娘に武芸は不要だとわしは思うんだ」

「本気でそうお思いですか」

　さな子は、足をとめた。

（だからこのひとは、自分を、敬遠しつづけてきたのか）

　と思ったのだ。

「本気じゃありませんよ。わしは、乙女姉から武芸の手ほどきをうけた。いまになれば剣術はわしのほうがつよいが、あのひとは馬術なら自分のほうがうまいと思っている」

「その乙女お姉様をお好きでしょう？」

「うん」

「では、さな子もお好き？」

　さな子は呼い吸きをとめて、返事を待った。

　竜馬は石ころを蹴って、

「うん」

　といった。これが数えて二十九にもなるりっぱな武士のしぐさだろうか。




　一石橋を渡って、右にお濠ほり端ばたを見ながら南へ歩きはじめた。

「なにをしに江戸へいらっしたのです」

　と、さな子は竜馬を見あげた。

　竜馬は、どんどんお濠端へ寄ってゆく。やむを得ずさな子も右へ右へとひきずられながらやがてそれが、竜馬が小用を足すためだとわかると、あきれて、

「提灯をもってあげます」

　と、竜馬の手から提灯をとりあげた。

　竜馬は、お城のほうにむかって、袴をめくった。

　右側に、呉服橋御門の番所の灯がみえる。昼ならば、番士が真蒼になってとびだしてくるところだろう。

（お行儀のわるい。千代田城おしろにむかって）

　さな子はあきれながら、提灯をさげてひとり歩きだした。

　竜馬がふりむいた。

「軍艦を都合するためだよ」

　といった。さっきの質問の答えを、放ほう尿にようしながら答えている。

（あきれた。──）

　さな子は、どんどん歩く。

　やがて竜馬は用足しをおわり、手についた小用のしずくを、両びんの毛をかきあげてこすりつけた。さな子が知ったら、口をきかなくなるかもしれない。

　風が出ている。

　竜馬は三十歩ばかり前方のさな子の灯をみながら、ぶらぶら歩きだした。

　ふと足をとめた。

　前をゆくさな子の提灯がとまったからである。その提灯のそばに、人影が三つばかり、湧いていた。

（やはり、出た。いわぬことではない）

　と、竜馬はおかしかった。

　人影はさな子をからかっている。どうやら二本差しのようであった。

　竜馬はゆっくりと近づいた。

（あの娘のことだ、どうするつもりか）

　と、むしろそのほうに興味がある。

　三人は、どこかの町道場にごろごろしている浪人者であろう。そういう手合がふえた。

　なにしろ泰平のころは江戸でもかぞえるほどしかなかった町道場というものが、ちかごろでは三百軒ほどもある。

　在郷から百姓の若者などが出てきて、そういう道場で剣術を学び、まげも武家風に結ゆい私的に姓を名乗り、両刀をたばさんで、にわか浪人になりすますという時勢である。

　階級制度のやかましかった一時代前なら、考えられなかったことだ。

　一人は房州なまり、二人は上州なまりがある。

（百姓だな）

　と、竜馬はおもった。

　さな子は、とみると、二こと三ことやりあっていたが、ぷいと歩きだした。

　──待て。

　と、一人がさな子の肩に手をかけた。

　とたんに、その男の小倉袴が空にひるがえり、どう、と地上にほうりだされた。

（わるい癖くせだ、あの娘の。──）




　さな子に浪人がほうり投げられたとき、竜馬は素早く近づいた。

「可哀そうに」

　と、浪人の手をとっておこしてやった。

「こういう鬼娘に手をだしたお前さんがわるいんだ。引きとりなさい」

「………」

　と、浪人たちは、にわかに割りこんできた巨漢の正体を測りかねている様子だった。

「何者だ、君は」

　一人がすばやく鯉口を切って、いった。

「この娘さんの弟で子しだよ」

「おい。名をきいている。ついでに娘の家はどこか申しのべてもらおう」

「ここはお濠端だぜ、お白洲じゃない。それとも諸君は何ノ守かみさまだ」

　と、竜馬はきびきびいった。さな子は竜馬がむかしから喧嘩上手であることを知っていた。

　相手はむろん、喧嘩をするためにからんでいるのである。

　三人が、竜馬を取りかこんだ。

　すっと竜馬はあとへさがり、大刀を鞘ぐるみ抜きとって、さな子に手渡した。

「どうなさるのです」

「持って帰ってくれ」

　これから喧嘩だというのに変なことをする、とさな子はおもったが、すぐ思いなおした。この陸奥守吉行は竜馬が脱藩のとき姉のお栄がくれたもので、そのためあとでお栄が前夫の問責にあい自害した。その話をさな子は知っている。おそらくそういうことがあるから喧嘩沙汰などに使いたくないのだろう、とさな子はみた。

「やっちまえ。──」

　と、浪人のひとりが叫んだとき、竜馬は右へ素っとんだ。

　抜き身をにぎっている。右側の男の腰のものをすばやく抜きとったのだ。巾きん着ちや切つきりのような敏びん捷しようさであった。

（あきれた。──）

　さな子は、刀をたもとで抱き、提灯をぶらさげて見物している。

「おいおい、右籠手があいている」

　竜馬は、なぶるつもりらしい。さらに左手の男にも、教えた。

「君の剣尖は死んでいる。そう固くては変に応ぜられないよ」

「こいつ」

　とふりかぶってきた剣尖の固い男の横面を竜馬の刀が、平打ちでひっぱたいた。男は四、五間すっとんでうずくまった。

「もうよそう」

　竜馬は、刀を持ちぬしの足もとへ投げ、

「無駄だ。おれが勝つのにきまっている。君らも怪け我がはつまるまい。君ら、こんなことよりも海軍をやれ、海軍を。やるつもりなら、桶町千葉にいる坂本竜馬をたずねて来い」

「あっ」

　と、手傷の男が顔をあげた。

　他の男も、おどろいて剣をおさめた。竜馬の名は知っている。ばかな連中で、

「御教授、ありがとうございました」

　と礼をいってこそこそと逃げてしまった。




　翌朝、竜馬は桶町千葉家を出て、夜明け前の町を歩き、赤坂氷川下の海舟勝麟太郎の屋敷をたずねた。

「やあ、竜馬か」

　と勝は、書斎にむかえた。

　このところ勝は、軍艦奉行並に兼ねて「海陸備向そなえむき」という新役職についている。日本の防衛体制の立案責任者ともいうべき職である。

　──勝は全身がアタマのような男だ。

　と筆者わたしの友人がおもしろい表現でいったが、たしかに幕末の政局を動かした最大の頭脳だった。維新史は、竜馬、西郷隆盛、桂小五郎など行動家の「行動」だけを追うことで理解しようというのは誤っている。

　そこに、つねに、勝の頭脳が存在していた。この頭脳は奇妙な座ぶとんにすわっている点で、かがやかしい働きを示した。奇妙な座ぶとんというのは勝自身、幕臣でありながら、幕府の利害で時勢をとらえず、一段上の日本的な立場で時勢をとらえ、そこからものを考えた。こういう立場をもつ頭脳は、幕府はおろか、京都の公卿、薩長の志士にも当時はいない。

　この頭脳は、偏見的な立場をもたない、というので、竜馬だけでなく、薩摩の西郷などもずいぶん勝の意見をきき、西郷の日本をめぐる国際環境の理解は、多くを勝から受けているといっていい。

　が、この頭脳は学者の頭脳ではなく、行動力をもっている。

　たとえば勝はこの年四十一歳、正月から秋までに、江戸、京坂間を軍艦で三往復している。

「また、行くんだよ」

　と勝は竜馬にいった。これで今年に入って四度目の京坂ゆきということになる。

「老中酒井雅楽頭うたのかみを乗せて、さ。二、三日中に品川出帆の予定だ。なんならお前さんもその艦で帰ればよかろう。順動丸だ」

「そうしましょうかな」

「もっとも江戸へついたばかりでトンボ返りとはかわいそうだな。わしへの用事以外に、ほかに用事はないのかね」

「無さそう、なようですな」

「他ひ人とごとみたいに言やがる。きいたぞ、千葉重太郎に。むこうのさな子が大そうお前さんに執心だというじゃないか」

「おどろいた。本当ですか」

「竜馬、ずるい」

「じゃありませんよ。執心なのは私のほうでむこうは柳に風です」

「では、言い寄ったらどうだ」

「こまったことを言うなあ。先方は、いやしくも師匠の娘ですぜ。かりに勝先生のお嬢さんに拙者が言いよったら、先生はおこまりになるでしょう」

「あたりまえだ。お前さんのように下界を韋い駄だ天てんのように駈けまわっているやつに可愛い娘がやれるか」

「韋駄天はお互いさまだ」

　竜馬は、にが笑いした。




　竜馬はこの日、さまざまな報告をした。

　大坂では、勝の紹介状をもって大坂町奉行松平大隅守おおすみのかみ信敏に会いにゆき、外国艦隊がもし大坂湾に攻めてきたばあいの防衛論を論じたこと。

　──その時こそ神戸の海軍塾が大いに生きてくる。防戦に役立つ。そのためにはその建設に大いに手を貸してもらいたい。

　といったこと。この正論には大隅守も「町奉行としての権限のゆるすかぎり応援する」とこたえたこと。

　さらに大坂の越前藩邸に同藩士三岡八郎、同藩顧問格の横井小しよう楠なんがきていたので、海運貿易会社を作る旨の構想を論じたこと。

　勝は、うなずきながらきいている。

「要は、軍艦、汽船ですよ。これがなければ海軍塾のかたちもつかねば、海運貿易会社もできません」

「それはそうだ」

「せめて一隻」

　竜馬は、指を一本立てた。

　かれは、せめて一隻あれば、塾生に練習させる一方、商売ができる、という構想だ。

　株式（といってもそんな言葉もまだなかったが）も諸大名から募集し、「会社」は自立できるようになる。商売がうまくゆけば幕府から借りる艦船の損料も払えるようになるし、あたらしい艦船もどんどん買えるようになるだろう。

　その資も本とのたねは一隻でもよい、というのが竜馬の幕府への無心である。

「ずいぶん、説得はしている。観光丸、黒竜丸を交渉中だ。いずれにしても、こんどの西上には老中を乗せてゆくから、船中でゆっくり交渉してみよう」

「私はたれに会いましょう。たれのところへでも行きますぜ」

「あはは、行くだろう、お前さんは。そうだな、お前さんは、この江戸に居るあいだに大久保（忠ただ寛ひろ）に会ってその旨を説いておくれ。大久保には竜馬があいにゆくということを、お城で話しておく。大久保はお前さんを気に入っているそうだから、話は運びやすかろう」

　大久保忠寛。

　この大久保姓というのは、その先祖の系譜のなかに大久保彦左衛門の名があることでもわかるように、幕臣でも名族の一つで、その家姓の中心には小田原の殿様の大久保氏がある。が、忠寛の大久保家は、その遠い分家のさらに分家といった家で、小旗本にすぎなかった。

　勝とおなじく小旗本から出て枢すう要ようの位置を占めるにいたったのは、忠寛の才学のしからしめるところだ。

　幕臣洋学派のひとりだ。しかも洋書を年下の勝から学んだから勝の門人ともいえる。

　職歴は蕃ばん所しよ取調所頭取、駿河町奉行、京都町奉行、将軍側そば用よう取とり次つぎ、外国奉行、退職。

　隠居して一翁。ふたたび今年になって召し出され、将軍顧問（維新後、大久保一翁は新政府に召し出され、東京府知事、元老院議官などをつとめ、晩年、子爵をさずけられた）。




　その翌日、午後から竜馬が出かけようと思って玄関に出ると、さな子も外出支度をおえて、脇の小部屋にすわっている。

「やあ、こんにちは」

　と、竜馬は刀を帯におとしながら、声をかけた。

「相変らずおきれいで、何よりです」

「へんなごあいさつ。それよりも坂本様は、大久保一翁様のお屋敷へいらっしゃるのでしょう？」

「そうだ」

「さな子が道案内をして差しあげます」

　ひらっと玄関に出てきて、草履をはいた。鼻緒がきついらしく、きゅっ、きゅっ、と右足をにじっている。

「へーえ、女連れで行かにゃならんのか」

「途中、物騒でございますのでね、用心棒」

「さな子どのが？」

「ええ」

　門を出た。

　さな子は、大久保一翁を知っている。若いころ、幕臣にはめずらしく北辰一刀流をまなんだ男である。父の貞吉が、お玉ケ池の師範代だったころに師事した。

　むろん、さな子がまだ幼児のころで、そのころの大久保一翁を覚えてはいない。

　しかし一翁は律義な男で、貞吉の兄周作の命日には、かならず供養の金品をかかえてやってくる。だからよく知っているのである。

「おもしろいひとなんです。従じゆ五ご位下いのげにおなりになってから、志摩守しまのかみ、右う近こん将しよう監げん、越中守などとなんども官名をお変えになったのですけれど、そのつど、さな子殿こんどはシマノカミとお呼び、こんどはショウゲンサマさ、こんどはエッチュウサマだよ、といちいち自分の呼びかたをお教えになって、役人なんざ殿中でお坊主にこう呼ばれるとぞくっとうれしくなるから他愛もないものさ、とおっしゃっていました」

「だまってお歩き」

　竜馬は、考えごとをしている。

　さな子は、平素は無口な娘なのだが、竜馬がくるとあふれるような喋しやべりかたで喋ってしまうから、妙なものだ。

「失礼だわ」

　と、むっとした。

　竜馬は、相手にならず、腕組をしたままぼつぼつと歩いている。

「何を考えていらっしゃるの」

「うるさいな、軍艦のことだ」

　一隻の軍艦さえ手に入れば、それをふくらませて行って二隻、三隻とふやし、やがては幕府を倒してやろうと思っている。その軍艦を幕府からひきだそうというのだから、竜馬はやはり清河流の奇術師のようなところがある。

　やがて、大久保の屋敷についた。

　さな子は、使いで来つけているから勝手はよく知っている。わざと玄関から入らず、まず夫人にあいさつしようとして、お勝手口のほうへまわった。

　竜馬は、玄関からあがった。

　客間へ通された。

　待つほどもなく、大久保一翁が出てきた。




「軍艦のことでしょう、勝さんからききました」

　と、大久保一翁がおだやかにいった。

　しいたけがひらいたような顔である。ひたいがひろく、鼻筋がツンと通り、あごがしゃくれていて、こういう顔は横浜へゆけば西洋人でざらにいる。勝も西洋人顔だが、洋学をやると顔まで似るのだろうか。

　このところ、幕府は三百年の門閥主義を多少ゆるめて、小旗本の秀才をどんどん抜てきしている。勝、大久保、それに榎えの本もと釜かま次じ郎ろう（武たけ揚あき）などもそうで、太平の世ならば三味線でもならっているしか仕方がなかった、御ご家け人にんのせがれどもである。もっともそういう異数の出世をとげるのは、洋学関係にかぎられている。海軍、陸軍、外国方といった新しい役所には、門閥の何ノ守ではつとまらないからである。

　末期の幕府を動かしたひとは、こういう新官僚ともいうべき秀才たちであった。

「観光丸、黒竜丸の二隻というわけにはいかないようですが、どちらかは何とかできそうです。将軍さまのお耳には私の口から入れてありますし、閣老（老中）には勝さんが話しているようです。あとは海軍の連中が、応おうといえばそれでしまいのはずです。なにぶん役所仕事だから、坂本さんが思うほどとんとん拍子にはゆきませんよ」

「しかし、塾生はいるんですぜ。かんじんの練習船がないから連中は血の気があまって毎日角力すもうをとったり、喧嘩ばかりをしている。京に変事でもあれば、この連中、檻おりをやぶってとびだして行かないともかぎりませんぜ」

「それなら解散しろ」

　とは、大久保一翁はいわない。単なる官僚ではなく、意見をもった官僚なのである。幕府がどうなるにせよ、そういう商船学校的な施設は国家に必要だとおもっていた。

「まあ、そうあせらずに。そういう暴発をとめるのが、坂本さんのお得意わざではありませんか」

　と、たくみにおだてる。

「軍艦の直接管理は、海軍頭がしら（艦長級）がやっています。その連中がなかなか鼻息があらくて、容易にふねを渡そうとしない」

「軍艦奉行並（海軍局長待遇）である勝先生をもってしてもだめですか」

「勝さんというひとは、上にも悪く、下にもわるいひとでしてね」

　と、くすっと笑った。

　勝は痛烈な批評家だから、閣老の受けもよくはないし、海軍の後輩である現場の連中にも評判がわるい。勝の日常は、のべったら皮肉はいうし、聞えよがしの悪口はたたく、やられた連中はみな根にもってしまう。勝ほどの万能選手が、たった一つ他人の感情に鈍感だという欠点があった。

「ひとの感情なんざどうだっていい、というのがあの人の流儀ですよ」

　だから、事が進まなくなる。

「もっとも上役、同僚の感情を汲みすぎるのが、三百年の幕府役人の悪弊でしたがね。汲みすぎても事はできないが、勝さんの流儀もこまる」




「酒がすこしあるのです」

　と、大久保は竜馬をひきとめ、妻女にいって用意させた。

　奥のほうで大久保の妻女が、

「さな子さん、あなたお[image: 燗]かん番ばんして」

　と頼んでいる声がきこえた。

　やがて支度ができた。

　さかなは、房州から到来したという竹輪が一本、あとは冷ひや奴やつこが一皿ずつあるだけである。

「さあ、一つ」

　と、大久保は竜馬に銚子をむけた。

　竜馬は、受けた。

　時勢である。幕府盛んなころなら、直参の武士が、諸藩の家臣と対たいで飲むなどということは考えられないことだ。

　まして大久保は、越中守と称して大目付までつとめた身分である。土佐藩の、それも郷士の次男坊の竜馬がじかに口をきけるような相手ではない。

「きのう、殿中のうわさできいたのですが、土佐藩では勤王党の弾圧をやるらしい」

「ははあ」

　竜馬より大久保のほうがよく知っている。

「坂本さん、武市半平太という貴藩の人物とはおつきあいがありましたか」

「あったどころではない。親友です。土佐藩にはもったいなすぎるほどの人物だ」

「その武市も投獄、ときいた」

「………」

　竜馬は、杯をおいた。

「本当ですか」

「私もよくは知らない。柳りゆう営えい（江戸城）のうわさにすぎないから。坂本さんも、御身辺を気をつけなさい」

（おやおや、幕府の役人から忠告されていては、世話はない）

　と、竜馬はおかしかった。

　竜馬が感じた可お笑かしさには説明が要る。

　薩摩、長州、土佐、というのはそれぞれ天下をになう藩だと自負している。そのくせ三藩とも、自分の藩の運営についてはおそろしく保守的だった。ことに薩摩、土佐は、その頑固な身分制をあらためようとはせず、お目見得以下の身分の者がいかに英才でも藩政に参加させようとはしなかった。

　この三藩の士が眼のかたきにしている幕府のほうが、進んだ面が多い。たとえば家柄はお目見得以下の大久保、勝といった連中をどんどん抜てきしているのである。

「武市は、幕臣にうまれておれば、天下をきりまわしていたでしょう。土佐藩はばかですよ。武市のばかなところは、そういう土佐藩に見きりをつけなかったことです。同志は藩に見切りをつけてどんどん脱藩してゆくのに、武市はふみとどまった。あくまでも藩論を統一し、二十四万石全体をもって事にあたるという理想主義をとった」

　竜馬は、昂奮しはじめた。

　大久保は、静かに微笑している。

「投獄はひどかろう」

　と、竜馬は立ちあがった。杯が落ちて、竜馬の小倉袴をぬらした。

「ご無礼します。チクと鍛冶橋の藩邸で様子をききます」




　竜馬は、さな子を大久保屋敷に置きざりにしたまま、鍛冶橋の藩邸へ急行した。

　藩邸へ入るなり、

「武市の消息を知っちょるかい」

　と、会う藩士ごとにきいた。

「知らんの」

　と、みな変な顔をした。

　幸い、家老福岡宮く内ないが藩邸にいた。お田鶴さまの兄である。それに竜馬の坂本家は、家老福岡家の御預郷士ということになっているから、先祖代々いわば主従に準ずる関係になっている。

　福岡宮内の御用部屋へ入って行って、おなじ質問を発した。

　宮内は、眼鼻立ちのはっきりしない水っぽい痩やせっ面つらの男で、気も弱い。性格といい、才気といい、容貌といい、これがお田鶴さまの兄かと疑わしくなるほど、似ていない。

「国もとから飛脚が来ておらぬゆえ、よくはわからぬ。武市などのことより、竜馬、自分自身の心配をしたらどうだ」

「オヤ」

　竜馬は破わ顔らった。

「わしも縛くくられますので」

「その調子で飛びまわっていては、いずれは老公の御機嫌に触れるぞ。兄の権平が、わしのもとに手紙を寄越してきて、竜馬のことはくれぐれも頼む、というちょる。シタガ、ソチャはわしを訪ねて来もせぬ。監督の仕様もないわい」

　竜馬も、

「福岡様に監督されちょることじゃ、世の大事は成りませんがの」

「言いよる」

　宮内は苦笑した。

「話はモトへもどり申すが、武市のことは、これっぽちばァも、わかりませんかいの」

「わからんがの。武市のことより、わしはお田鶴のことが心配ぜよ」

　気の小さい男だ。

　お田鶴さまの主人の三条中納言実美は、過激思想のゆえをもって朝廷を追われ、長州へ落ちた。いわゆる七卿の筆頭である。

　佐幕臭の濃い福岡宮内からみれば、天下の罪人のような印象をうける。

　お田鶴さまは、その家来である。しかも女のくせに過激家であった。そのお田鶴さまの存在が、自分の一家にわざわいをもたらしはしまいかと怖れているようである。

「竜馬、世の成りゆきはわからぬものだな。去年（文久二年）から今年にかけてあれほど天下や藩内で勤王家が幅をきかしたが、またまた佐幕主義の世になった」

「また変わりますキニ。世のことは三十年で変わります。いまは世が沸たぎっちょりますキニ二年三年で変わりましょう。ところでお田鶴さまは、三条様長州落ちで、もはやお国へお帰りなされますか」

「帰らんちゅちょるが、あの馬ば鹿か女ななは。──お留守宅のご家族に仕えるちゅうちょるョ、こまったもんョ、竜馬」

　竜馬は、藩邸を出た。

　まるで福岡宮内の愚痴をききに行ったようなものであった。




　大久保邸では、さな子が、主人夫妻にひきとめられて、竜馬を待っていた。

「竜馬はきっとここへもどって来るよ」

　と、大久保一翁は自信ありげに言いきるのである。

「だから、帰らずにお待ち」

　というのだが、さな子は、そうはおもえない。竜馬は土佐藩邸に武市の消息をききに行っている。藩邸と千葉家は遠くないからそのまま桶町へもどっているだろうと思うのである。

「さな子さん、坂本様はきっとこちらへ戻っていらっしゃいますよ」

　と、大久保の妻女も、含み笑いをしてそんなことをいっている。

「でも、あんな変なひとでございますから、中座しっぱなしで、どこかへ行ってしまっているのではないでしょうか」

「それが、ちがうのだよ」

　と、大久保は、事態を楽しんでいる。

「なぜ、おわかりになります？」

「あはは、勝さんからきいた。竜馬はあんたを好きなのさ」

「まあ」

　さな子は真赤になった。

「ちがいます」

「むきにならなくてもいい。これが折おり助すけなら賭かけになるところだ。竜馬はわしへの用件はあれで終わっている、しかしあんたがここに残っている以上、帰りの心配がある。もう追っつけ日が暮れる、連れて帰ろう、と思案しているのにちがいない。この観測、はずれたら竹しつ箆ぺいをさせてもいいよ」

　と大久保は、自分の手首をたたいた。

「いやだわ、そんな賭け」

　さな子は、いそいで居ずまいをただした。

「帰ります」

「おいおい、竜馬が失望するぜ」

「もう、そんな。やめていただきます」

　さな子はシンから腹が立ってきたような顔で、大久保一翁を睨ねめつけた。

　そそくさと玄関を出た。

「たれかに送らせようか」と大久保がいってくれたが、さな子はことわった。

　門を出た。

　陽が落ちて、町が雀すずめ色いろになっている。大久保家のとなりが御組屋敷、そのむこうに、細川越中守下屋敷。

　塀が長い。往還をゆく人の影が、夕闇に溶けはじめている。

　その溶けた影の一つが、竜馬だった。

「まあ、もどっていらしたのですか」

　と、さな子はおどろきとよろこびで、つい声が大きくなった。

「うん。念押しにもどってきた。チクと待ってつかわされ」

　無愛想な顔で通りすぎると、竜馬は大久保の屋敷に入り、玄関から大声でどなった。

「頼み入りますぞ、軍艦の一件」

　と念を押してとびだした。

　大久保が玄関まで出たときには、竜馬はさな子と連れだって歩いていた。

　竜馬は、さっさと歩く。

　さな子は裾すそがからんで、とても竜馬のようには歩けない。




「なにを考えていらっしゃいます？」

　と、さな子は、聖しよう天でんのやしろをまがるときに、小さな声で、たずねた。竜馬は、聞こえなかったらしく、

「ああ、ご免、暗いだろう」

　と、さな子の足もとに馬乗提灯の灯ほ明あかりの輪をもっていってやった。

「いいえ、だいじょうぶ」

　わっと風のかたまりが、吹きつけてきた。灯が消えた。左手の聖天の森が、ざわめいている。

　星が、急に輝きはじめたように思われた。竜馬はぼんやりその星の一つを見ながら、

「消えたな」

　と、ひどく無能な声をだした。言いながら、まだ国もとの武市のことを考えている。

（仕様のないひとだ）

　さな子は、提灯をかかえてしゃがんだ。

「燧い石しや付つけ木ぎ、もっていらっしゃる？」

「持たンな」

「不用心ですね」

「そんなもの、大事そうに持って歩くやつの気が知れん。身の用心ばかりを考えながら生きるやつは大きらいだ」

「そんなこと、伺うかがっていません。燧石をもっていらっしゃるかどうか、伺っただけじゃありませんか」

「そうだったかな」

　竜馬は、懐ろをさぐった。胸毛がはえているだけで、もともと持ったこともない燧石が懐ろにあるはずがない。

「ないのでしょう？」

「そのようだ」

「仕方がない。わたくしの懐ろに、はこせこがあります。そのなかに入っていますから、とってくださいません？」

「用心のいいひとだな」

　と、竜馬は、さな子の懐ろに手を入れた。変にあたたかかった。

「ひとの懐ろに手を入れるのははじめてだが、妙なものだな。別の地球にまぎれこんだような気持だ」

　ぶつぶつ言っている。

　やがて燧石をとりだし、付木のハシを口にくわえた。

　カチッ

　と燧石を打った。付木の硫黄にボッとついたが、風で、すぐ消えた。

「袂たもとで、かこったげます。このなかで、おやりになれば？」

　とさな子は、提灯を置き、袂の輪をつくってみせた。

　竜馬は、その中に顔を突っこみ、袂の風かざ除よけのなかで、

　カチッ

　と燧石をぶつけあった。

　ぼっ、と付木に火がついた。

「やあ、ついたついた」

「あたりまえですよ、早くローソクに移さなきゃ、消えるわ」

　さな子は、腹が立っている。なぜ自分が竜馬に腹が立っているのか、よくわからない。

　さな子は、なにかを期待していた。

　はずれた。




　竜馬は、江戸では、築地の軍艦操練所を訪ねて、教官の連中に会った。

　佐々倉桐太郎、鈴藤勇次郎、肥田浜五郎、浜口興右衛門、松岡磐いわ吉きち、山本金次郎、伴鉄郎など、いずれも幕府海軍創業のときからの高名な士官たちである。

　みな、竜馬に好意をもっていた。

　もっとも竜馬への理解の程度は、

　──海軍好きのおもしろい男。

　というぐらいのものであったろう。戦前、海軍じいさんとか、軍艦ばあさん、とかいう物好きが軍港などにはいたものである。若い海軍士官たちを世話したり、水兵の面倒をみたりしたものだが、幕府海軍の連中は、この「物好きな土州藩士」をその程度にしか見ていなかったにちがいない。

「坂本さん、神戸のほうはどうです」

　と、士官たちがたずねると、

「船の貸与がうまくゆかんですキニな、みな陸おか水すい練れんでしてな、そればァやっちょたところで何もならん。観光丸か黒竜丸を貸してつかわされと公儀に頼んじょりますが、みなさんも応援してつかわされ」

　と、現場の連中の感情をそのようにもってゆくようせっせと努力している。数ある「勤王志士」でも、築地にもぐりこんでこんなことをやっているのは、竜馬だけであった。

「協力しますとも」

　と、みな半分冗談のつもりで、わらっている。

　やがて、あすは江戸を発たつという日、竜馬は夜遅く千葉家に駈けもどってきた。

「やあやあ、重さん、世話になった。あすは暗いうちに軍艦が品川沖を出るキニ、今夜は泊まれん。夜半においとまする」

「なんだ、あわただしい。やはり軍艦で帰るのか」

　と、重太郎はふくれた。

「仕方がない。軍艦で大坂へゆけば二日か三日で行けるンじゃ。こんどの出府は、重さんともゆっくり話す間がのうてまッこと、本ほ意いないことじゃった」

　と、土佐なまりで詫わびた。

「竜さん、飲むか、旅立ちの祝いに」

　重太郎は妻のお八や寸すにそう言いつけるために、台所へ立って行った。

　残ったのは、さな子ひとりである。

「何どきに、お発たちになります」

「零時ここのつかな」

　あと、三時間もない。

「こんどは、いつ江戸にいらっしてくださいます」

「はて、いつになりますかな」

　さな子の感情がわかっているだけに、竜馬は、わざと素っとぼけていった。

「まだ船の貸与の件が、片づいちょりませんキニ、ちかぢかにまた出府することになりましょうな」

「年内に？」

「ああ」

　と竜馬がうなずいたとき、さな子はすばやく竜馬の小指に自分の小指をからませた。

「そのときに、さな子、勇を鼓こして申しあげたいことがあります。覚悟していらっしゃること」

　さな子は笑顔でごまかしているが、決意している。自分からはっきりと求愛するつもりでいた。

　竜馬は、さな子を見ていない。自分の袴の結び目を見ている。解けているのである。

　ずりあげて結びなおしながら、

「なんの覚悟です」

　といってから、口をつぐんだ。

　さな子の眼に涙がいっぱい溜まっている。

（これはいかん）

　逃げるように廊下へ出た。

　重太郎が台所からもどってきて、

「オヤ、厠か」

　といって、竜馬の袴をみた。

「ちがうンじゃ。袴がぬげた。ここで結びなおそうとしちょる」

「あははは、不器用な人だ。さな子、結んだげなよ」

　重太郎は、さな子をせきたてた。

　さな子は、廊下に両膝をついて半立ちになり、竜馬の手から袴のひもをとりあげようとした。

　竜馬は、閉口している。

「そのひもを、お貸しなさいったら」

　ひもを渡すと、さな子はさっさと袴をぬがせてしまい、ポンと廊下のすみへすてた。

「おやおや、袴泥棒」

「あんなきたない袴、たれがぬすむものですか」

　さな子は身をひるがえして廊下のはしに消えたが、やがて仕付け糸のぴしっとついた小倉の袴をもってきた。

「さ、おみ足を。そちらです。おあげなさい」

　どうも機嫌が険悪である。

「これはたれの袴じゃ」

「さな子が縫っておいたのです。坂本さまに差しあげようと思っていたのですけれど、あまり可愛気のないひとだから、もうよそうかと思案していました」

「さな子、口がすぎるぞ」

　と、兄の重太郎が、なにも知らずにこわい顔でたしなめた。

　さな子はかまわず、しゅっ、しゅっ、と小気味よいひもの擦すり音おとをたてて、竜馬の腰を締めあげている。

「うわ、きつい。マット（もっと）弛ゆるうしてくれんかのう」

「弛んだひとですから」

　締めあげて、へそのあたりで十文字の袴結びをこしらえてやった。

　竜馬が座敷にもどると、お八寸が、旅立ち飯と祝い酒の膳を運んできた。

「あ、お嫂ねえ様、かんにん。──」

　と、さな子はそれらをお八寸の手からとりあげ、てきぱきと並べた。

　さすが、剣術の皆伝を無駄にとったわけではなく、手の動きが、ぴしぴしときまって、しかも舞の手のようにうつくしい。

　銚子をとりあげた。

「どうぞ」

　竜馬は朱塗りの杯で受けた。

　ついで重太郎の杯にも酒を満たした。

　二人は目礼しあって同時に杯をあけた。

「こんどは、いつ。──」

「江戸かね。年内にまた来るよ」

　と、さな子を見た。

　灯影のせいか、さな子の眼が、ひどくきらきらとしている。




惨　風










　竜馬が、幕府軍艦で大坂天保山沖に着いたのは、文久三年九月の暮である。

　大事件が待っていた。

　ひとつは国もとの高知では武市半平太が投獄されたこと、いまひとつは、大和平野で挙兵した吉村寅太郎らが諸藩の兵に包囲され、奮戦のすえ、そのほとんどが闘死したことである。竜馬はこの報を神戸村の海軍塾できくや、

「やったかあ」

　と、刀をかかえて庭へとびだし、庭前の松の若わか樹ぎを一刀両断にし、そのあと刀を垂れたまま、ぼう然とした。

　弾圧時代が来た。

「坂本さん、その刀をどうなさるのです」

　と、陸奥陽之助が、笑っていった。

「どうもせん」

　刀を鞘におさめた。

　自分には自分の行きかたがある。忍ぶこそ男子であろうと思った。

　が、悲惨すぎる、土佐勤王党は。と竜馬は腹の底の煮えかえるのをどうしようもない。

　ぺたりと尻餅をついた。

「むしろでも持って来ましょうか。そこの土はぬれていますよ」

「なぜぬれているんだ」

「私がさっき小便をしたのです」

「こんなところで小便をしてはいかん」

　言いながら竜馬は立とうともしない。

「陸奥君、きみは紀州人だから落ちついてそういう態度でいる」

「小便がですか」

「いや、土佐人間のことだ」

　竜馬は言葉の切れっぱしをいっただけで、陸奥陽之助にはよく意味がわからなかった。

　その夜、陸奥は、塾の土佐っぽどもと話しているうちに、昼間、竜馬の胸中に去来していた悲痛な感情がわかってきた。

　陸奥のきいているところでは、土佐藩はむかしから上下二つに割れているという。

　上士と、郷士の反目がひどく、単に階級的反目というだけでなく、種族的な反目であるらしい。この点、竜馬がいうとおり、他藩の者にはわからない血統的な問題である。

　上士は、藩祖山内一豊が、関ケ原の功により掛川の小大名から一躍土佐一国を拝領したとき連れてきた武士たちの子孫である。

　郷士のほとんどは、関ケ原ノ役でつぶされた長ちよう曾そ我か部べ家の家臣の子孫であった。

　郷士は、上士から、

「軽格」

　とよばれ、上士には軽格が無礼を働いた場合、斬りすて御免の特権がある。

　土佐藩の複雑さは、この郷士どもの大半が勤王党になってしまったことである。上士は佐幕派で、幕末では主義の争いになった。

　武市の投獄は、上士どもの策謀による、ともいえる。

　郷士どもは藩の冷酷頑固さにたえかねてつぎつぎと脱藩して勤王活動に入り、こんど大和で諸藩の兵をひきうけて全滅同然になった天誅組の十六人の土佐浪士も、見方をかえれば上士がかれらをして死地につかしめたといえぬこともない。

　竜馬が走り出て松を切ったのは、土佐藩の上層部への怒りが爆発したものと、陸奥には思われる。




「土佐の御隠居」山内容堂は、この年の三月、国もとへもどるや、ふたたび政治の座につき、藩の人事をがらりと変えてしまった。

　吉田東洋の暗殺後、大いに威をふるった武市のクーデター内閣は、このときに瓦解してしまっている。

　容堂は、旧吉田東洋派の人物を藩政に復活させ、このさい勤王派の息をとめ、根絶させてしまおうとした。その弾圧政策の一環として、すでに平井収二郎、間崎哲馬らが切腹させられてしまっている。

　その切腹は六月八日。

　が、その後三月あまりも、大親玉の武市半平太はとらえられることなく、なお毎日登城していた。

　──死は覚悟しちょる。

　と、神しん色しよく自じ若じやくたるものであったらしい。

　容堂も、東洋殺しの大黒幕は武市だとわかっていながら、手がつけられないでいる。証拠もないのに武市を捕縛すれば、その影響するところ、郷士、軽格侍の動揺がはかりしれぬとみたのであろう。

　武市は登城しては、自分の反対派である重役に会って自説を主張し、ときには容堂に会って、歯にきぬを着せずにじゅんじゅんと説いた。

　武市の論は、要するに幕府の否定である。土佐藩は薩長とともに朝廷を擁して立て、ということだ。

　容堂はちがう。幕府あっての勤王だ、ということである。革命を好まない勤王論であった。貴族の通弊で、現行秩序をひっくりかえすなどは、思いもよらぬことであろう。

　容堂もずるい。

　武市を否定しているくせに武市を捨てないのは、京の情勢が、長州藩に有利で過激論独走の観があったからだ。つまり武市と同意見が、京都政界の主導的立場にあったからである。武市を生かしておくかぎり、その過激勢力ともうまく協調できる。

　その証拠に、京都における長州的過激勢力の最高潮だったさる七月二十九日、武市はとくに容堂に召されている。

「ひさしぶりでそちの意見をききたくなった」

　と上機嫌だったという。

　武市は、畳をたたかんばかりにして大いに論じた。人材を登用せよ、ということ。門閥を打破せよ、ということ。諸侯にさきがけて京都様に忠勤をつくせ、ということ。

　いつもなら利かぬ気の容堂がいちいちまぜっかえしたり論バクしたりするところだが、意外にも終始うなずいていた。午前十時よつつから午後二時やつつまでの対面だったというから、相当な長時間である。

　武市は書きのこしている。

　──種々さまざまの話が出たが、一つも争論にわたるようなことがなかった。このぶんでは尊王攘夷の活動においてもはや土佐藩は心配要らぬと思い、安心し、躍りあがりたいような気持で退出した。

　これが最後の対面である。

　その直後、京都で長州藩の勢力が駆逐されたという報が土佐に伝わるや、容堂は手のひらをかえしたように、武市以下勤王党の逮捕投獄に踏みきったのである。




　山内容堂が藩庁に命をくだして、武市半平太を筆頭とする土佐勤王党の幹部をいっせいに逮捕したのは、文久三年九月二十一日であった。

　その前夜、藩庁の重役をひそかにまねき、

「あの連中のことだ」

　と、容堂は差別的な感情をこめていった。

「頭目どもが逮捕されたのをきいて、城下の郷士連中がどうさわぐかわからない。路上で奪還さわぎをおこすかも知れぬ。その万一を警戒するため上士の者どもはそれぞれ組頭の屋敷にあつまっておるように」

　市街戦を覚悟したのである。

　おなじ藩士でありながら、上士、郷士の反目というのは、ここまで徹底している。容堂でさえ、郷士どもをまるで異人種を見るように差別しているのである。

　その朝、武市半平太は、城下新町田淵町の自宅で、どういう予感もなく眼をさました。雨戸を繰っていると、

「まだ暗うございますよ」

　と、妻の富子が、台所から声をかけた。

「なるほど、星がいっぱい出ちょる。きょうも晴天のようじゃ」

　半平太は馬乗袴をはき、鞭むちをもって台所へゆき、富子の肩をたたいた。半平太が台所に来るなどはかつてなかったことである。この男は「君子ハ庖ほう厨ちゆう（台所）ヲ遠ザク」という古語をよく言い、食物のうまいまずいことを一切口にせず、台所にも顔を出さなかったのである。だから、

「どうなされたのでございます」

　と、富子が不安になったほどだった。

「うむ、天気がよさそうだから、ひさしぶりに馬を調教しにゆく。浦戸の浜辺あたりで日の出を見ることだろう。水を一ぱいくれ」

（なんだ、そんなことだったのか）

　と、小柄な富子は安あん堵どした。

　やがて半平太は廐うまやから馬をひきだし、しばらく庭さきで輪乗りをしていたかと思うと、戛かつ々かつと蹄の音をひびかせて出て行った。

　そのころ、同志の島本審次郎宅の門がはげしくたたかれた。

　島本みずから出てみると、藩庁からの差さし紙がみを手渡された。即刻出頭すべし、ということである。なぜ藩庁が島本にだけ出頭命令状を出したのか、よくわからない。

　とにかく島本は、

　一斉検挙

　を予感した。が、落ちついている。

　妻子を自室によび、

「これが最後になるかもしれぬ」

　と杯をかわしあって、門を出た。

　途中、路上で同志の岡内俊太郎という者に出あい、事態をうちあけ、

「こういう情勢だから、藩庁はおれに切腹を命ずるだろう。そのときは、おぬしが介錯してくれ」

　と頼み、藩庁へは直行せず、南会所へ顔を出した。

　ここに、警戒中の上士が詰めている。みな当の島本がきたのでぎょっとしたらしい。

「いや、おそろいですな」

　島本は、しばらく雑談をした。逮捕されるべき顔ぶれを知ろうと思ったのである。

　が、要領を得ず、そのまま武市の家へ走った。




　──とにかく、武市に急報せねば。

　と、島本審次郎は新町田淵町へいそいだ。この朝、みごとに晴れきって、城のお天守の白はく堊あが、眼にいたいほどに輝いていた。

　審次郎はふとったひょうきんな男で、年中冗談口ばかりたたいて暮らしているのだが、このときばかりは突ンのめるようにして歩いた。

　歩きながら、

　──落ち着け、落ち着け。

　と、大声で自分にいいきかせている。街路をゆく町人が、みなふりかえった。

　武市家の玄関に立つと、富子夫人が出てきた。審次郎は自分の鼻さきに親指を一本立ててみせ、

「おいででござるか」

　といった。富子は、そのひょうきんさに、笑った。

「馬を調ちようしにゆくと申して、暗いうちから出かけました。もう追っつけもどると思いますけど」

「左様か。されば隣家で遊んじょりますキニおもどりになられたらよろしく」

　そそくさと門を出、隣家の島村寿之助の門をたたいた。

　寿之助も、勤王党の幹部である。

　小門がひらいた。

　審次郎はふとった体を門内に入れ、玄関から座敷までのあいだに、あるじの島村寿之助に事の一件を語り、

「かんじんの親玉が馬を駈けらしちょる。すぐ人を出して、当家によびよせてくれんか」

　といった。寿之助は、

「承知した」と、人を二、三人、街じゅうに走らせた。

　やがて蹄の音がきこえてきて、武市がもどってきた。

　長身の武市は、根ね太だのゆるんだ島村寿之助家の廊下をゆっくりと歩いた。座敷に通った。むろん座敷にすわるまでのあいだに、あらましはきいてしまっている。すわるなり、

「そんなはずはない。信じられぬことだ。容堂公と長時間にわたってお話し申しあげ、わが意見をことごとくご嘉納くだされたのは、まだこの間のことではないか」

「容堂公は狸たぬき明神にまします。あのときとこんにちとは、天下の勤王情勢が、すっかりかわっている。長州藩は京を落ち、論をなす公卿はことごとく廟びよう堂どうからしりぞけられ、京は一転して佐幕派の府になった。容堂公は、もともと勤王の面をかぶった佐幕派で、われわれの勢い猛もうなるときは鳴りをひそめてましましたが、いまは天下一変、時節到来とばかりに、仮面をおぬぎあそばされた」

　言う間に、岡内俊太郎が駈けこんできて、──たったいま南会所でさぐったところでは検挙される者の名をこれこれと告げた。いわく、武市半平太、島本審次郎、島村寿之助、同衛吉、安岡覚之助、小畑孫二郎、同孫三郎、河野万ま寿す弥や。

「そうか」

　武市は顔色も動かさない。

「されば死を賜わることになる。大和の吉野で斃れた吉村寅太郎らと、これほど早く冥土めいどで会うことになろうとは、思いもよらなんだな」




　そのあと、口あわせを協議した。

　必要なのである。武市の土佐勤王党が参政吉田東洋を暗殺して藩政の一部をにぎったことについては、不平派の権門をずいぶん利用している。山内民部のような藩公の御連枝もおれば、深尾鼎かなえのような家老もいる。

「いかなる拷ごう問もんにあうとも、かれらの名前は出さぬ」

　と、申しあわせた。

　武市は最後に、島本、島村の両人の手をにぎり、

「事、ここに至るのは、天命である。三人それぞれ牢ろう舎しやを異にするであろうから、いま別れればこんどは黄泉よみじ以外では再会できまい。たがいに、男子の大節、凜りん乎ことして俗吏の心胆を寒からしめよう」

　といった。

　武士とはふしぎなものだ。かれらの自律、美意識は、こういうときになると凜々として生気をおびてくるものらしい。筆者は思う。明治維新は、フランス革命にもイタリア革命にもロシア革命にも類似していない。きわだってちがうところは、徳川三百年の最大の文化財ともいうべき「武士」というものが担当した革命だということである。

　武市は、島村寿之助家を出た。そのとなりが、わが家。

　門前に、数人の人がいる。

　藩の監察某が、陣じん笠がさ、ぶっさき羽織、野袴に手てつ甲こう、脚きや絆はんといった捕とり物もの姿すがたで立ち、足軽、捕とり手て十数人を指図して表門、裏門をかためていた。

「ご苦労ですな」

　武市はあいさつし、屋敷内に入れた。座敷に入って正座すると、監察某はわらじばきのままで畳の上に突っ立ち、

「武市半平太」

　とあらためて声をかけ、藩命を読みあげた。

「右の者、京都に対し奉りそのままにしておきがたし。その余、ご不審のかどこれあり。藤岡勇吉、南清兵衛、関源十郎、島村団六、仙せん石ごく勇吉、町市郎左衛門、岡本金馬へ御あずけ。追って、揚あがり屋や（士分の牢）入りおおせつけられ候事」

　ずらりと名前を読みあげたのは、武市家の親類である。牢入りまで親類が共同責任の上で罪人の逃亡その他の事故をふせぐという意味での連名である。

　武市は平伏して命を奉じ、顔をあげて、

「まだ朝飯を喫きつしておりませぬ。しばし間まをあたえられよ」

　と富子に支度を命じた。

　富子は、すぐ膳をはこんできて、めしをついだ。これが、半平太への最後の給仕になることを、富子は知っている。

　悲嘆を、懸命に堪えていた。

「竜馬は、どうしちょるかのう」

　半平太は、ぼそりといった。土佐勤王党は三派にわかれた。在藩主義の武市派、脱藩武力蜂起主義の吉村寅太郎派、それに海軍屋の竜馬派である。ここで武市派は潰ついえ、吉村派は天誅組の一挙をおこして大和で斃れ、竜馬の徒党だけが残った。

（累るいは、竜馬にも及ぶにちがいない）

　武市は、飯をおえた。




　武市夫人富子は……維新後もながく生きたひとである。子がなかったせいか、媼おうなになっても小娘のようなところがあって、人を明るくさせるような冗談がうまかった。

「武市さんの内儀にからかわれると、門を出てから気づいて笑うわい」

　とよくいわれた。

　城下では武市の好すき合あい夫婦みようとといわれ、これほど仲のよかった夫婦もめずらしい。半平太が京であれほど料亭に出入りしながら、ついに富子以外の婦人に触れなかったことも、一つばなしになっていた。

　半平太は衣服をあらためて玄関へ出て、ふと式台の上の富子をふりかえった。

「ここで別れる。揚屋には来るな」

　といった。富子は、食い入るような眼で、武市を見た。

　武市は微笑してうなずき、背をひるがえした。この瞬間が、夫婦の永別になった。

　武市は、門前から駕籠にのせられ、南会所に運ばれた。

　この前後の土佐藩の警戒はものすごく、土佐七郡の郡奉行、村役人に達して、

「万一、同類の者が、奪還、蜂起などの陰謀を企てておるような様子なら、すぐ人数を繰りだし、手に余らば討ち取って差しつかえない」

　と厳命した。

　その他末輩の、古沢八左衛門、同迂郎、岩神主一郎、井原応輔、浜田辰弥、橋本鉄猪、土方左平、戸羽謙三郎、中山刺撃、那須盛馬らにいたるまで、一時に勤ごん事じ控ひかえ、つまり自宅謹慎、親族預あずけなどの処罰をうけた。

　この報をきいた土佐七郡の勤王郷士は、つぎつぎと四国山脈をこえて脱藩しはじめた。

　多くは長州へ走り、武市の「挙藩勤王」の長計は画が餅べいに帰し、土佐勤王党は、事実上瓦解した。

　自宅謹慎を命ぜられた古沢迂郎は、容堂のやりかたを憎んで、こういう詩をつくっている。




昨日一人を殺し

今日一人を殺す

君家、一口属しよく鏤るの剣（呉国の名剣）

忠臣をして相あい逐おうて死せしむるに忍びんや

忠臣死す

美人驕おごる

姑こ蘇そ台上、月げつ輪りん高し

君王（暗に容堂をさす）

沈酔す深しん宮きゆうの裏うち


胥しよ山ざん秋冷ひややかにして風ふう濤とう泣く




　武市の獄室は士格の待遇だから、いわゆる牢屋ではない。畳二帖敷ほどの板の間で、小さな厠と手水ちようずをつかうはしりがついている。

　三方は板囲いで、一方は目が四寸ほどの格子になっており、夜は隣りの獄室との共同の明りが一燈しかない。

　牢役人は、上司十二人、下司六人で、これらはみな半平太に同情し、ついには心酔し、牢役人上田円増などは獄中の半平太から学問の教えをうけ、ひそかに師弟の縁を結んだほどであった。




　つぎは、足軽岡田以蔵。

　この暗殺の名人は、文久二年暮以来、「人斬り以蔵」の異名をもって洛中の人士をふるえあがらせてきたが、その後、酒色に沈ちん湎めんした。

　もともと、思想や政治理論があって志士活動に入った男ではない。

　ただ面白いから、出てきた。

　武市にも、責任がある。以蔵が武市の剣術の門人だし、身分が足軽だから、ずいぶんとこの暗殺者を便利使いをした。以蔵に暗示をあたえては、人を斬らせた。

　竜馬は、

　──もう、人殺しはよせ。

　と、以蔵を勝海舟の護衛にしたり、一時神戸の海軍塾に入れたりして、ちがった道を歩かせようとしたが、結局はむだであった。以蔵はそのころには人斬り稼業で性格がすっかり崩れていた。

　どこからか金を都合してきては、酒を飲み女を買い、あげくのはては娼しよう妓ぎの間ま夫ぶになったり、金に窮すると辻斬りまでするようになった。

　武市が国もとに召喚され、京都における土佐藩の勤王活動が停止してからは、野良犬のようになって町を歩いた。

　神戸海軍塾の陸奥陽之介などは、

「坂本さん、こういっちゃなんだが、岡田君の眼をみるとぞっとする。人を殺し馴れてくると、人間、獣にもどるようですな」

　と、竜馬にいったことがある。

　武市の入獄後、以蔵は京にいた。

　ある日、路上でくだらぬことから町人と喧嘩をし、やにわに斬った。わるいことに町奉行所役人が巡視中で、難なくとらえられた。往年、光彩陸りく離りとしていたころのかれなら、斬りぬけるか、逃げおおせるかしていたであろう。よほどこのころは生気のない暮らしをしていたにちがいない。

　所司代の牢に入れられた。

　はじめは偽名をつかっていたが、かれはどうせ死ぬなら、故郷の土佐で、とおもいはじめたらしい。

「土佐藩士岡田以蔵である」

　と、名を明かした。徳川期の法では、藩士の裁判権は、その藩がもっている。当然、土佐藩に身柄を移されるものと思ったのだ。

　早速、所司代から、河原町の土佐藩邸にその旨の照会があった。

　河原町藩邸の要職は、もうすっかり佐幕派で占められている。幕府のこの照会に驚き、おそれ、よくある手で、

「当藩には左様なものはおりませぬ」

　と、返事した。

　このため、以蔵は、所司代でのあつかいが、武士でもなく、町人でもなく、無宿人（戸籍を持たぬ者）とされ、

「無宿鉄蔵」

　という名をつけられて、入いれ墨ずみの上、洛外追放という刑を受けた。

　追放刑は、所司代の不浄門から、同心、小者十数人が受刑者を追い立てて出、二条通紙屋川の土手まで連れだして、

「行け」

　と追いはなたれる。以蔵は、放たれた。




　寒いころだ。

　以蔵が単ひとえ一枚で紙屋川土手で放たれたとき待伏せしていた人数がある。

　土佐藩京都藩邸の監察たちである。

「岡田以蔵、不審のかどあり、同行せよ」

　といいながら、寄ってたかって縄をかけて用意の駕籠へぶちこんだ。

　じつをいうと、藩の上層部は、

「以蔵が幕吏につかまった」

　ときいたとき、手をうってよろこび、「武市一派を白状させる生いき証しよう人にんを得た。ぜひとも身柄をとらえて国もとに送れ」ということになったのである。

　駕籠にほうりこまれた以蔵は、狂わんばかりにしてどなった。

「馬鹿な。こんな馬鹿なことがあるか。わしが所司代で土佐藩士岡田以蔵と申し立てたとき、藩では何と申された。左様な者は当家にはおらぬと。それがために無宿鉄蔵に堕おとされた。わしは無宿鉄蔵じゃ。土佐藩などとはなんの関係もないぞ」

「だまっておれ」

　駕籠はどんどん町を走る。

　いや、度どしがたい。徳川時代の階級制、身分制、封建的権威主義ほど日本人をわるくしたものはない。

　以蔵は、足軽の身分である。せめて郷士ならばこうまでの恥辱はうけなかったにちがいない。藩の上層部は、以蔵を犬猫以下にあつかった。幕吏につかまった藩士以蔵に何の庇護も加えなかったばかりか、「無宿鉄蔵」にされるのをだまって見ていた上、所司代屋敷から追放されるや、待っていたようにとらえた。それも、武市を陥おとし入れる生証人のためである。

　奸智というか。

　が、上士たちは良心の呵か責しやくさえもっていない。足軽などは虫のようなものだと思っている。徳川社会は日本人にこの種の智恵をのみ異常に発達させた。

　竜馬がのちに桂小五郎にいった言葉のなかで、

「アメリカでは、大統領が、下女の暮らしの立つように考えて政治をやる。徳川幕府は徳川家の繁栄のみを考えて、三千万の人間をおさえつけてきた。幕府、幕下の諸大名しかり。藩の都合だけで政治をする。いったい、日本人はどこにいるか。もっとも光栄をになうべき日本人はどこにいるか。日本人は三百年、低い身分にしばられ、なんの政治の恩恵も受けていない。この一事だけでも、徳川幕府は倒さねばなりませんよ」

　以蔵、いや入墨者の「無宿鉄蔵」は、国もとに送られ、高知城下山田町の獄舎につながれた。

　藩の上層部は、手をうってよろこんだ。以蔵の自白で検束中の郷士どもの罪状はあきらかになるであろう。

　即日、尋問が開始された。

　以蔵は、白洲でたった一つのことをいうのみである。

「わしは無宿鉄蔵じゃ。その証拠に入墨の刑に処せられた（武士にはその刑がない）。それもほかならぬ土佐藩が、岡田以蔵なる者はわが藩におらぬといったためではないか。無宿鉄蔵が、問われるような藩の事情を知るはずがない」




　やがて捕縛者全員が、追手門にちかい南会所の獄舎にあつめられた。

　牢にも、階級がある。

　武市半平太は、かれが作った勤王内閣の末期に「留守居組」というものに進められたから、郷士の出ながらも準上士ともいうべき白札の格をもっていた。

　上士は個室の牢で、尋問されるときも、尋問者と同席の畳の上である。拷問されることもない。

　尋問をうけるとき、郷士は板いた縁えんにすわらされる。足軽のばあいは縁ノ下の差さし掛がかり。百姓町人はよく絵などにある白洲であった。

　他の郷士たちは悲惨であった。

　島村衛吉などは、天井に吊りさげられ、ムチで打たれ、皮膚がやぶれ、肉がはじけ、地獄そのものの拷問をうけた。

「まだ白状せぬか」

　島村衛吉は何度も気絶した。そのつど水をかけて息を吹きかえさせ、一日牢内にほうりこんでおいてまた拷問にかける。

「ばか。この島村衛吉は武士だぞ。しゃべるかよ」

　気力をふりしぼって毒づいた。

　ついに、搾しめ木きの拷問にかけられた。これは土佐藩独特の拷問具で、菜な種たねをしぼって油をしたたらせるようなぐあいに人間をしめあげてゆくのである。

　島村衛吉はこれにかけられた。

　かれだけではない。島村寿之助も河野万寿弥も、みなこの酷烈無惨な器械で、生き身をしめあげられた。

　そのうめき声が、獄舎一ぱいに反響して武市の格子の中にもきこえてくる。それを聞いている武市の苦痛は、言語に絶した。

（武士だ、がまんせい）

　と心中かれらを叱しつ咤たしながらも、涙がとめどもなく流れてくる。

　竜馬はかつて、武市の一藩勤王の理想主義をわらい、

「お前まんは完全主義でいかん。土佐藩一藩が勤王になるちゅうのは、クジラがみのを着て山登りするようなもんじゃ。わしゃ脱藩して天下へ出る」

　といったが、武市の政治理論のあやまりがついにこの始末になった。しかしなお獄中の武市はその誤りを認めていない。

「死んでもまだ魂こん魄ぱくが残っている。魂魄で仕事をする。いい世が来るまではおれは成じよう仏ぶつはすまい。一足さきに切腹して果てた間崎哲馬が、死の寸前にそういう詩を賦ふしたではないか」

　間崎の詩というのは、




請ふ君よ、狂風陰雨の夜

瓢ひよう々ひようとして魂魄長天を繞めぐらん




　意味は、──夜ふけ、風が吹き雨がじめじめと降っているようなときにはおれの魂が天をめぐっているときだ、君よ、そう思ってくれ、ということであろう。

　拷問のはげしさは、まず島村衛吉の鼓動をとめてしまった。

　絶命の寸前、島村はかっと眼をひらき、

「いつかは、よい世が来る」

　と、首を垂れた。息がなかった。




　拷問といえば、以蔵は足軽である。上士は足軽などを人間のうちと思っていない。

　酷烈をきわめた。

　それに以蔵は土佐藩から見すてられて「無宿」という最下級の人間に堕おとされた男だ。もはや侍としての意地も張りもなくなっていた。

　搾木にしめあげられているときは「餓鬼がいみそ」のように泣き叫び、その声は武市の牢舎にまできこえてくる。

（以蔵でくずれるか）

　白状するかもしれない、と武市はおもった。

　足軽だから性根がない、というのではなかった。

　むしろ幕末志士のうち性根のある男は足軽の出身者に多かった。筑前福岡藩出身の平野次郎国くに臣おみがそうだし、長州藩の伊藤俊輔（博文）も、足軽以下の身分であった。

　が、以蔵は、信念があって国事奔走の世界に入ってきたわけではない。粗暴、多血の性格からこの世界にとびこんできただけの男で、思想などはこれっぽっちもない。

　剣だけがある。

　一種の殺人鬼である。殺人技術をもって勤王仲間における位置を保ってきた。

（以蔵が白状すれば、他の同志が死にものぐるいで拷問に耐えていることが、なにもならなくなる）

　以蔵に自殺をすすめたい、と思った。が、多くの殺人狂とおなじように、以蔵は自分のいのちには異常な執着があった。殺すのは平気だが、自分の死には臆病であった。

（以蔵のことだ、自殺をすすめても拒否するのではないか）

　ここに、

「天てん祥しよう丸がん」

　という毒薬が登場する。

　武市がかねて、拷問のはずかしめに遭うときにこれを服用しようとして用意していたものである。土佐に楠瀬春同という蘭医がありこれは勤王党の同志だった。楠瀬にたのんで調製したもので、舶来の阿あ片へんを多量に用いた丸薬である。天祥丸、といういかにも福々しい名前は武市が命名した。

　よく効く。

　すでに獄中の同志の一人が、もはやこれ以上の拷問をうければ心気衰えてなにをしゃべるかわからぬと思い、下獄のときに用意していたそれを服のんだ。

　田内恵吉といい、城下井手淵に屋敷のある郷士で齢三十。姓はちがうが武市半平太の実弟である。半平太はこの弟を愛していただけに、その死はよほどつらかったであろう。

　そこでこの天祥丸を、岡田以蔵にひそかに与えようとした。

　武市は獄吏に心酔者がいるからそれを通じて外部と通信していたが、外部のさる同志にたのみ、以蔵に天祥丸入りのすしを差し入れさせたのである。

　以蔵はそうとは知らず、このすしをたっぷり食った。ところが腹痛さえ起こさなかった。異常体質の男だったのであろう。




　武市らが入じゆ牢ろうしているあいだ、さらに別な弾圧事件がおこった。

　家中の郷士団の一部が、武市ら救出のために蜂起したのである。

「独どく眼がん竜りゆう」

　とあだなされる郷士がいた。安芸郡田た野のに屋敷をもち、名は清岡道之助、三十二歳。

　左ひだり眼めがつぶれている。

「おれは一眼じゃが、天下を見ちょるぞ」

　と平素いった。剣を城下の土方郁いく造ぞうにまなび、眇すがめのせいか剣尖をやや左に片寄せて構え土方の道場では及ぶ者がなかった。早くから江戸に留学し、安積艮斎らに師事し、のち、武市半平太とともに京都で奔走した。長州藩に知人が多く、久坂玄瑞、井上聞多、伊藤俊輔らと交遊し、玄瑞などは、

「土佐の独眼竜が来ると、座が明るくなる」

　といっていた（この清岡道之助の弟公張の家系が残り、維新後子爵を授けられた）。

　この独眼竜が、武市ら同志の投獄をきいて動きはじめたのである。

　おなじ安芸郡に、同姓の清岡治之助というのがあり、清岡家の本家であった。治之助三十九歳。独眼竜はまず治之助に相談した。治之助は京都奔走時代、といっても数カ月前の文久三年の早春だが、四条河原の板橋を渡っているとき新選組におそわれ、

「うらをたれと思うちょるか」

　とたちどころに二人を斬って捨て、わが身は左腕の腱けんを切られた。当時粟田宮あわたのみや（青蓮院宮、中川宮）がこの話をきき、いくばくかの金子を下賜された。治之助はその金で一刀を鍛冶に鍛えさせ、「生まれては皇国の民になり死しては皇国の神となる（原漢文）」という十個の文字を刻んで佩はい用ようしていた。

　この両清岡、つまり片眼と片腕の従い兄と弟こ同士がひたいを寄せて相談し、

「されば土佐七郡の同志を集めよう」

　と、決め、手わけして一国をかけまわった。

　土佐七郡というのは、土佐、長岡、吾あ川かわ、香か我が美み（現・香美）、高岡、安芸、幡は多た。なにしろ東西にながい国で、東の室むろ戸と岬ざきから西の足あし摺ずり岬ざきまでゆくだけでも海岸線が五十五里ある。それを狂気のように駈けまわった。

　むろん、潜行運動である。

　藩庁の眼が光っているから、とりあえず七郡の郷士から一人ずつ代表をえらび、城下の同志某の宅で秘密会議をひらいた。

　独眼竜は、すごい提案をした。

「武市救助、藩論転換をねがって藩庁に建議したり陳情したりするのは手ぬるい。それよりも七郡の郷士が死を決し、武器をとって城外の野に集結し、合戦を覚悟の上で要求書を出すしかない。もし容れられざれば先祖の長曾我部武士の武勇を想起し、馬上槍をふるって獄舎を襲い、獄舎を破壊し、同志を救い、相たずさえて大挙国を捨て、長州藩をたよって討幕の素志を遂げよう」

　七郡のうち、五郡の代表は「それは過激にすぎ、かえって効がない」と反対して、結局表面上は平和陳情のかたちをとり、全員上かみ下しもを着用して藩庁に押しよせることにした。が、事ならずば死か、いっせいに脱藩するつもりである。




　高知城のすぐ南に藤並神社という藩祖山内一豊をまつる宮祠がある。

　陳情郷士二十九人は、早朝五ツにこの境内にあつまり、南会所にむかって歩きだした。

　全員、麻の上下姿である。黙々として町をゆく。

　このなかには独眼竜清岡道之助は参加していない。かれは陳情などというようななまぬるいやりかたを好まず、安芸郡田野村にもどって武力を背景にした要求をすべく、兵器、弾薬をあつめつつあった。

　陳情団の代表は、大石弥太郎である。

　名は円まどか。早くから江戸に学び、長州人との親交があり、竜馬とは少年のころからの友人で、武市の土佐勤王党結成のときには世話人格であった。のち東征軍の参謀となり、維新後は新政府につかえたが、ほどなくやめ、家郷の香我美郡野市村で隠いん棲せいした。大正五年歿、八十八歳。

　この大石が長文の陳情書を起草し、藩庁へさしだした。

　国家論をのべている。幕府が政権をもつのはおかしいというのである。それを主張した武市こそ正論家であるというのだ。

　藩では、これに対し「諭達書」をもって答えた。むろん、幕府容認論である。いわば国家学上の論争で、双方、当時の天下を両分していた二つの国家論の代表的な論文であったといえる。

　この陳情事件はこれだけでおわった。

　おさまらないのは、安芸郡田野村にいる独眼竜である。

「なにをなまぬるいことをやっちょるか」

　と、安芸郡、幡多郡の同志をあつめ、しきりと藩への対抗手段を協議していた。

「籠城がよかろう」

　と、独眼竜はいった。

　場所は、野の根ね山やまの嶮けんがいい。万一破れたばあい、阿波藩領へぬける間道を走って脱藩することができる。

　野根山には藩の関所がある。その番所を占領すれば恰好なトリデになるであろう。

　決死の郷士二十三人が集まった。どういうわけか、そろって詩文のたくみな男ばかりであった。

　一同、田野村の佐野屋という旅館にひそかにあつまり、夜陰に乗じて四国山脈の山さん谷こくを歩き、ついに番所を占領した。

　野根山占拠と同時に、独眼竜清岡道之助、同治之助の連名で、高知の藩庁に嘆願書を送った。嘆願、というのは名のみで、内容は激越な抗議書である。

　高知まで十六里。

　この報は城下の上士に衝撃をあたえ、

「すわこそ、郷士どもが反乱をおこしたか」

　と、騒然となった。

　上士にすれば、もはや勤王佐幕といった思想事件ではない。三百年の上士対郷士の対立感情が爆発した。

「あれらは、ゆらい山内家の敵じゃった」

　と公言するものもあり、戦さぞ、戦さぞ、と駈けまわる者もある。藩でも城下に戒厳態勢を布しいたが、上士たちは命じられもしないのに先祖重代の甲かつ冑ちゆう具ぐ足そくを着込み、城下を東西に駈けまわり、やがて武装のまま追手門から二ノ丸「杉の壇」に屯集した。そのさま、城下の町人でさえ、「狂せるがごとし」と書きのこしている。




　独眼竜は、

「反乱」

　まで決意したか。とはいえない。その心情、行動、発表文はそこまでのものではなく、ありようは藩をおどそうと思っただけであった。なぜならば嘆願書の末尾に、

「私どもは嘆願のためにこの野根山に屯集してはおりますが、もしそのこと自体が罪とおおせられるならば、後日、どのような罪にも服するつもりです」

　と、あくまでも藩士としての最後の服従心はすてていない。当時の武士は、戦国時代の武士ではない。主家に弓は引けぬという道徳が、三百年の教育で骨のズイまでしみわたっているのである。

　藩では狼狽し、探索し、協議し、作戦計画をたて、ついに外そと輪わ物もの頭がしら森本貞三郎ら四人を大将とし、藩兵五百人をさずけ、野根山へむかって押し出させた。

「押し出し」

　という戦国の軍事用語にふさわしい意気ごみであった。が、独眼竜ら二十三人の野根山党にはあわれなほど戦意はなかった。

　森本は山麓につくと使者を出し、

「嘆願のすじ、お聴ききとどけあそばされた。いそぎ下山し、装しよう束ぞく野ので命を奉ぜよ」

　とだました。

　独眼竜はだまされない。

「まず武市らを解き放ち、その他のことすべて御実行あってから下山つかまつる」と返事した。

　森本は、この上は戦さじゃ、と兵を部署し発砲しながら山へのぼりはじめた。

　独眼竜はこれをみて、

「もはやこの腐れ藩、頼むに足らず」

　と同志一同とともに番小屋を出、山林にかくれ、間道をつたって阿波藩領にのがれ、同藩牟む岐ぎの郡奉行所にゆき、庇護を頼んだ。

　亡命したわけである。

　戦国時代の例なら、他領からの亡命武士をかくまうことがなかば慣習であったし、現在でも政治上の亡命客はその国の政府において庇護する国際慣習になっている。

　独眼竜は、戦国当時の作法によって阿波蜂はち須す賀か藩が保護してくれるものとみた。せめて領内を通過させてくれるものと考えていた。

　が、阿波藩にはそれほどの侠気も風流気もなかった。隣国の土佐藩と無用の摩擦を生ずるのが小うるさかったのである。

　藩兵護衛の上、土佐藩領へ追いかえし、追いかえしただけでなく、国境で土佐藩吏にひきわたしてしまった。

　藩吏は、独眼竜ほどの男だから大あばれするかと思ったが、おとなしく大小を渡し、一同、二十三挺ちようの駕籠に乗せられた。

　ひどくあきらめがいい。

　独眼竜は、覚悟していた。同志にもその旨を言い、賛同を得ていた。計画ことごとく成らなかった以上、あとは選ぶべき道は一つだというのである。

「下げ獄ごくし、武市と一緒に死ぬ」

　ということであった。土佐勤王党血盟のとき、同志の生死は共に、ということを誓った。死は無意味だが、かろうじてそのことだけでも意味がある。

　──ところが。




　ところが、ちがった。

　独眼竜らは、切腹、斬ざん首しゆになるとも獄を望んだのは、武市と共に死ぬ血盟の約束といった一片の感傷だけが理由ではなく、裁さばきの場で、堂々と藩のありかたを批判し正論を述べたかったのである。

　述べる場所は、獄しかなかった。だからこそおとなしく縛ばくについた。

　ところが。──

　駕籠は西方の高知城へ行かない。

　東へ行く。

　思いもよらぬ方向である。

（さては濫らん殺さつする気か）

　と独眼竜はさとったが、ついにひとことも発せず、二挺目の駕籠にある従兄いとこの治之助のみは、この意外さに嘆息して、




身は土佐に心は阿波にとどまりて

玉の真ま柱ばしら撓たわむべきやは




　と詠よんだ。

　かねて藩庁では、裁判ぎんみをおそれていた。かれらに裁判の日数をあたえれば、そのあいだに土佐七郡の郷士が起ちあがり、その奪還のために国内戦が生ずることを怖れたのである。

　が、上士たちの思いすごしであった。独眼竜でさえ、かれが阿波から藩庁へ発送した書簡には、「われらは軽輩の郷士であるが、これまでの御国恩（土佐藩の）を思い、ひとえに土佐守様御馬前で討死することのみを考えている者である。叛意はない」と書いているのである。

　駕籠は、奈な半は利り川の河原についた。

　河原には、すでに斬殺の支度ができていて幕がうちまわされている。

　一同、後ろ手に縛られたままその囲いのなかに追い入れられた。

　独眼竜は、大声で同志にいった。

「ことここに至ったのも、命である。また何を言うことがあろう。諸君、従しよう容ようとして俗吏の太た刀ちを受け、志士の本分をけがすな」

　みんなうなずき、

「わかっちょる、わかっちょる」

　と、そこここで応こたえた。

　それぞれが辞世の歌を詠みあげ、漢詩のすきな男は辞世の詩をうたいあげた。

　が、刑吏は容よう赦しやをしない。

　独眼竜清岡道之助が座したまま高らかに、

「嗚あ呼あ男児、鼎てい鑊かくに甘んじ……」

　とうたおうとすると、一いつ閃せん、刑刀がひらめいて首は葦あしのあいだに落ちた。

　田中収吉という男も、「嘆願聴きかれず、わが事畢おわる……」と吟じようとすると首が口をあけたまま飛び、横山英吉は、「諸もろ人びとの惜しむ命は……」という辞世の歌の上かみの句もおわらぬうちに鮮血を砂上に散らした。

　情景、惨というか。

　雲はこの日、河畔に垂れるばかりに低かったという。風があり、雨気をふくんでいた。ほどなく霖りん雨うが降った。

　受難者のうち最年少は木下慎之助十六歳、この慎之助の兄嘉久次二十一歳もまじっており、このために木下家は絶えた。ほかの名を記すると、清岡道之助、同治之助、近藤次郎太郎、柏原禎吉、新井竹次郎、宮田頼吉、豊永斧馬、宮田節斎、須賀恒次、千屋熊太郎、安岡鉄馬、田中収吉、寺尾権平、横山英吉、岡松恵之助、小川官次、檜垣繁太郎、川島惣次、柏原省三、吉本培助、宮地孫市。




　大殿様容堂は、お城のそばの散さん田でん屋敷を御殿にしている。

　まだ四十前の男ざかりで、智謀、教養、度胸は日本一だとみずから信じている豪傑大名である。

　眉み目めもいい。

　身長五尺六寸。武芸もできる。とくに乗馬と居合術は非凡で、なまなかな武芸者なら容堂におよばないであろう。

　言葉は歯切れのいい江戸弁で、酒は土佐人らしく強い。かれの何よりの友でもあった。夕刻から寝所に入るまで酒杯を手からはなさず、酔えば詩境たちどころに到り、豪ごう宕とうな詩をつくる。

　維新後は、新橋、柳橋、両国あたりでほとんど毎日のように豪遊し、その豪遊ぶりはながく明治の花柳街の一つばなしになったほどだ。

　維新後かれが酒楼で作った詩がこの最も貴族らしい貴族の佶きつ屈くつたる精神をよくあらわしている。




昨さくは橋南に飲み、今日は橋北に酔ふ

酒有り、飲むべし、吾われ酔ふべし

層楼、傑閣、橋側にあり

家郷万里、南洋に面す

眥まなじりを決すれば空くう闊かつ、碧そら茫ぼう々ぼう


唯ただ見る、怒ど濤とうの巌がん腹ぷくに触るるを

壮観却かえつて此の風光無し

顧かえりみて酒を呼べば、酒已すでに至る

快なる哉かな、痛飲、放ほう恣しを極む

誰か言ふ、君子は徳行を極むと

世上解せず、酔人の意

還かえらんと欲すれば欄らん前ぜん、灯ともしびなほ明らかに

橋北、橋南、ことごとく絃げん声せい





　みごとな詩である。

　が、酒を謳うたったものではない。世をすねた自分を詩うたったものであろう。幕末、諸侯のなかでかれほどの秀才は、少なかった。気概あり、学問あり、武芸あり、思想あり、詩質あり、しかも苦味ばしった美男である、といえば男子として完全なものといっていい。

　土佐の史家平尾道雄氏は、「デラックスという外来語が、この頃の日本ではよく使用されている。豪華とか華麗とかを意味するものだが、山内容堂の人がらとその生活ぶりを回想するとき、この近代語がぴたりとあてはまるような気がするのである」といっておられる。容堂は、その地位だけでなく、人間としてデラックスそのものであった。

　しかし、幕末、その豪ごう毅きな性格が、軽輩武士の跳梁はねつかえりをゆるさなかった。かつその詩精神が、衰弱しつつある徳川幕府への感傷をよび、必要以上の愛情をもたせるにいたった。

　奈半利河原で二十三人の勤王党を、一言の陳述もさせずに斬らしめたのも容堂である。

　容堂は藩吏にいった。

「かれら勤王党は一国の参政（吉田東洋）を殺した。その罪人の糺きゆう明めいができぬようなことでは、国（藩）がないのも同然だ。この糺明によって国中に内乱がおこりついには藩がほろびるというなら、亡ほろびてもよい。わしは国権を確立する。邪魔だてする者はすべて奈半利河原のごとく斬りすてよ」




　容堂は、異常である。

　なぜなら、獄舎にまで身を運んできたからである。藩吏を鞭べん撻たつした。

「まだ武市の一党は白状せぬか」

　これには藩の監察部はふるえあがり、いよいよ拷問は惨烈をきわめることになった。

　檜ひ垣がき清せい治じ、このひとは鏡きよう心しん明みよう智ち流りゆうの達人で武市半平太の弟子であった。

　いつか書いたと思うが、竜馬の逸話に出てくる人物である。ひどく竜馬を尊敬し、江戸で竜馬に会ったとき、竜馬は檜垣の長大な刀をじろりとみて、

「無用の長物だ。刀が何寸何尺長いからといって役にも立たず、偉くもない」

　といって自分のみじかい差料をみせた。檜垣はなるほどと思い、その長大な刀をすてて竜馬とおなじ寸法の刀を差料とし、後日その旨を竜馬に語ると、

「ははあ、おれはこれさ」

　と竜馬は懐ろからピストルを出し、一発、景気よくぶっぱなした。檜垣はおどろき、苦心のあげくピストルを手に入れ、三度目に竜馬に会うと、

「おれはこんどはこれだよ」

　と、万国公法を見せた、という。

　その檜垣が、搾しめ木きの拷問をうけた。檜垣は城下でも知られた剣客だし、気の強い男でもある。

　その檜垣でさえ、白洲で気絶した。

　檜垣にはその手記がある。

「一昨日白洲にすえられてはなはだしく拷問された。おそらく老公（容堂）が臨席されたため藩吏が気き張ばったのであろう。このとき面目なくもフサギました」

　フサギとは気絶の方言である。

　檜垣はその後出牢し、維新後警視庁に入って警視になった。しかしほどなく官を辞し、故郷で老を養い、客が来れば武市や竜馬のはなしをして時を忘れた。

　ところが以蔵。

　この男だけは拷問にたえかね、とうとう洗いざらい白状してしまった。

　裁判のキメ手である吉田東洋暗殺事件については以蔵は当時単なる足軽暮らしで無関係だったから何もいわなかったが、越後浪人本間精一郎をはじめ京都における天誅事件はおもに武市の「示し唆さ」によって自分がやったこと、大坂まで国許から下した横よこ目め（下級警吏）岩崎弥太郎、井上佐一郎が探索にきたとき、九郎右衛門町の路上で井上のくびを絞め腹部に一刀刺しこんで殺したこと、そのときの仲間はたれとたれであったこと、これも武市の「暗示」によるものであることなどをとめどもなくしゃべった。

　この自白は獄吏の口から獄中の同志に洩れ、衝撃をあたえた。

（以蔵を同志に加えたことがわがあやまりであった）

　と、武市は歯がみした。

　監察側はこの証拠をにぎって、いよいよ首しゆ魁かい武市半平太に対する本格的尋問に入った。




　牢の東面の塀ぎわに、古い根かぶが朽ちている。その根かぶのまわりにだけ青いものが生えていた。

　雑草である。紫し蘭らん、胡し蝶や花がのたぐいで、日かげの湿土をよろこぶものらしい。牢舎の武市の眼をなぐさめるものといえば、このひとむらの雑草ぐらいのものであろう。

　武市は、格子戸をあけて尋問所にゆくたびに、廊下からこの雑草を見る。

　いつも立ちどまる。

「行きませい」

　と、そのつど牢同心が声をかけるのが例のようになっていた。

　武市だけは、幸い上士格になっているから拷問もうけず白洲にもひき据えられず、同心どもの言葉も不作法ではない。

　平素は月代さかやきがのび、ひげがぼうぼうと長いあごをおおっていたが、尋問の日だけはそれらを剃そって身ぎれいにすることもできるのである。

（他の同志にくらべ、心苦しいことだ）

　と、武市は思っている。

　尋問は、屏びよう風ぶ囲がこいという装置である。座敷に屏風をめぐらし、大監察、小監察と同座し、尋問の口ぶりも、囚人に対するようなものではなく、鄭重なものだ。

　ところがその日、武市は、白洲にひきすえられた。屏風囲いのようななまぬるい尋問ではとうてい武市は白状せぬとみたのであろう。

　言葉づかいも、がらりとちがう。屏風囲いでは「アナタ」といい、白洲では「そのほう」ときめつける。

「京における天誅殺さつ戮りくのかずかず、大坂における藩吏殺し、すべてそのほうの指図より出たりと足軽以蔵、ありありと白状におよびたること、これでもかくしだてするか」

「不知しらず」

　武市は、平然という。

「以蔵はそのほうの弟子ではないか」

「あの者は不義第一の大虚言者でござる。監察のお歴々がそのような者の言葉をいちいちお取りあげなさるとは不審」

　その調子で、知らぬ存ぜぬで通し、ぬらりくらりと応答した。

　尋問者は、容堂お気に入りの側近で、殺された東洋の高弟だった若者が多い。

　乾いぬい（板垣）退助

　後藤象しよう二じ郎ろう


　が主役である。どちらも、武市らの流血のすえに作られた維新政府の伯爵になったから世は妙なものだ。後藤、乾らの上士のなかでの俊才がなぜ維新の元勲になったかについては、この物語ののちに竜馬の登場によって、筆者は読者とともに知ることができるであろう。

　後藤象二郎の取調べは、「物やわらかでしかも笑中に剣をふくみ、奸智をきわめたものだ」と武市は獄中から同志島村寿之助に書き送り、注意をしろといっている。武市は、「後藤は師もろ直なお（忠臣蔵の悪役）のようなやつだ」ともいった。後藤にすればむりもない。武市に殺された吉田東洋は、師であるばかりではなく血縁者である。仇あだ討うちのつもりであった。




　武市夫人富子は、半平太が獄に投ぜられてからは、畳の上には寝ていない。

　夜は板の間に着衣のまま身を臥ふせ、冬もふとんを重ねなかった。

　夏も蚊か帳やを用いず、夫が獄中にあるのとおなじすがたで屋敷に起き伏しした。

　竜馬はこの時期、摂津神戸村でこの風聞をきき、

「あのひ弱い妻な女なが、あわれじゃ」

　と、ぽろぽろ涙をこぼした。

　富子は十四歳で半平太のもとに嫁したからもはや妻というようなものではない。半平太の体の一部になっていた。

　在獄二十余月、富子はこの習慣を変えなかった。

　獄中から、武市がしばしば富子に手紙を送っている。土佐弁をまじえた口語体の文章で評判の鴛鴦おしどり夫婦らしく、こまやかなものであった。

　半平太は、絵もうまい。幼年のころ画家になろうかと思ったほどの男である。どういうわけかこの武骨な男にしては美人画をかくのがすきで、さかんに描いたものだが、このほうはあまりうまくない。

　その生涯での傑作は、かれが獄中でかいた自画像であった。もはや切腹を覚悟した時期で、写真のないころ（長崎にはすでに渡来していた）だから富子への形見にするつもりだったのであろう。

　墨で濃淡に描きわけ、大胆な描線をつかっている（それまでの武市の美人画は描線が臆病で、色彩もよくなかった）。

　自分の顔に似せるために、タライの水に顔を写して描いた。

　武市は、竜馬が「あぎ（顎あご）、あぎ」とからかいはしたが、美丈夫といっていいほどの容貌である。

　しかし当人は自分が醜ぶ男おとこだと観念していたのか、自画像に添えた富子への手紙にはこう書いている。

「自画像じぶんえを描きましたが、ちとちと男ぶりがよすぎて、独りおかしく候。水鏡で見てみると、わしの顔はますます痩やせて、口ひげははえのび、頬は角かどが出て、まことにやつれはて申し候。されど精神は大丈夫でありますから、こればかりはお気使いくださるな」

　武市はこの手紙の末尾に、「絵の具や印いん肉にく、みなみな返します」と書いている。これら絵道具はかつて富子に差し入れさせたものだが、やがて不要になる（切腹の日が近い）ということを暗に知らせたものであろう。

（ああ、もう御切腹か）

　と富子はさとり、かねて夫の最期の日のためにと思ってととのえておいた新調の衣類、晒さらしの下着、浅あさ黄ぎ紋もん付つきの上着、絹帯、袴をさし入れた。

　半平太は、最期の着衣に頭をなやましていたときだけに富子の配慮をよろこび、

「わが一生の仕合せは富子を得たことであった」

　と、にこにこして牢役人にのろけた。




　以蔵が白状しても、武市はあくまでも一切を否認し、まして一味徒党の名をいわない。

　が、容堂は武市を殺したいのである。

（首魁の半平太さえ殺せば郷士どもも指導者を失い、土佐二十四万石はしずかになる）

　と容堂はおもっていた。諸士を拷問にかけて尋問したのも要するに武市を殺す理由をみつけたかったのだ。

　しかし、尋問する後藤象二郎以下の役人どもと武市とは人間としての器うつわがちがっている。時に翻ほん弄ろうされ、ときにからかわれ、ときに逆に説諭されたりして、どうにもならない。

　きめては、以蔵が吐いた自白以外になかったが、これだけでは武市半平太ともあろう天下の名士を検断することはできない。

　容堂は、ついに業ごうをにやし、

「やれ」

　と後藤象二郎らに命じた。罪状否認のまま切腹させるのである。

　これが容堂の生涯の十字架になった。

　容堂は、武市とは国家論的立場もちがっていたが、個人として憎みもしていた。

　かつて武市が容堂の袖をとらえ、

「大殿様は、徳川の恩、徳川の恩と申されまする。なるほど御家（山内家）は関ケ原の功で遠州掛川の小大名から土佐一国を与えられました。が、その恩はそのときの功によって償われて貸借関係はおわっていることでござりまする。関ケ原戦後三百年、なお昔の夢をもって日本の国難を判断なさるか。痴ち人じんの夢ではござるまいか」

　と手ひどいことをいった。容堂は顔色を変えた。気鋭の秀才貴族が、下級の家臣からこれほどのことをいわれて感情に生なま傷きずができぬはずがない。

「殺せ」

　と、だから言ったと思われる。

　のち時代は変転し、急変し、ついに土佐藩も時勢の流れに押しきられて薩長とともに討幕戦の主役に立たざるをえなくなったとき、容堂はちょうど京都にいた。

　上士のなかで数少ない勤王党だった乾退助が、薩長土の兵からなる東山道征討の官軍部隊をひきいて京を出発するとき、容堂の前に進み出、

「大殿様はむかしから過激論者は狂人じゃとか嫌いじゃとか申されましたが、とうとうその過激の世になりましたな」

　と皮肉ると、そこはさすがに剛気な殿様だけに一言の弁解も繰りごともいわずに、

「ふむ」

　と微笑をふくんでうなずいた。しかも出陣の土佐藩士に酒をふるまい、

「天なお寒し、自愛せよ」

　というひと言だけの言葉を贈った。二月でまだ寒いから風邪をひくな、という意味である。容堂もまた、尋常の男ではなかった。

　維新後は、新橋、柳橋に連日痛飲したころ酔って伏せると、不意に、

「半平太ゆるせ、半平太ゆるせ」

　とうわごとをいうことがあったという。

　半平太切腹は、容堂が明治五年四十六歳で死ぬまでの間、他ひ人とには洩らせぬ悔恨になっていたようである。




　とにかく藩庁では、切腹の罪目に窮し、とうとう、武市が平素、容堂に無礼なほどはげしくその意見転換をせまったことをとりあげ、

「君主に対する不敬行為」

　という罪目にした。これほど薄弱な死罪の罪目は、三百諸侯の家中でもあまりない。よほど容堂は半平太を殺したかったのであろうし、藩吏はその意を体たいするに苦心惨さん澹たんしたのにちがいない。

　すぐにこの決定は牢外にも洩れ、牢内の半平太の耳にも入った。

　そこで半平太は姉と妻に手紙をかき、葬儀は神式でやってくれ、と頼んだ。

　武士の虚栄は、その最期にある。

　切腹のことだ。どうみごとに腹を切るかが、

　──おれはこんな男だ。

　と自分を語るもっとも雄弁な表現法であるとされた。

　だから武士の家では、男の子が元服する前に、入念に切腹の作法を教える。

　筆者は、日本人に死を軽んずる伝統があったというのではなく、人間の最も克服困難とされる死への恐怖を、それをおさえつけて自在にすることによって精神の緊張と美と真の自由を生みだそうとしたものだと思う。その意味で切腹は単にそのあらわれにすぎないが、その背後には世界の文化史のなかで屹きつ立りつしているこの国の特異な精神文化がある。その是非を論ずるのではない。ある、ということを知るだけでよい。

　もっとも武士の切腹が「美」にまで高まり、かつその例がもっとも多かったのは戦国時代と幕末であって、徳川中期の泰平の世にはうとんぜられた。扇おうぎ腹ばらというのがあって、短刀がわりに扇を腹にあてるだけで、背後から介錯人が首を落してくれた。元禄の赤穂浪士でさえ、切腹の前夜、その仕方を知らず、ひとに教えを乞う者があったという。

　が、戦国、幕末といったように時代がたぎり、緊張してくると、男というのは自分が男であることの美を表現あらわそうとする。この時代数えきれぬほどの武士が切腹したが、ことごとくみごとであった。

　さて、武市半平太。───

　そういう意味ではもっとも見み栄えっぱりだったから、すごい切腹法を思いついた。

　半平太によると、

（切腹には三つの方法がある。普通は腹一文字にかき切るのだが、このほかに十文字に切る法、さらに横三文字に切る法。できればひとのあまりやらぬ三文字の法をやりたい）

　というのだが、ところで藩吏どもがそういうことに無智の場合、せっかくやっても、

　───半平太めはついに悩乱しおった。

　といわれては物笑いになるだけだ。

　そこで、武市に心酔している獄吏門谷貫助という者をよび、

「わしはそういう切腹をやる。そんな古法があるのだということを心得て、後日、人がそしるときの証人になってくれ」

　といった。

　しかし半平太は、ながい牢獄生活で衰弱しきっている。それをやってみせる体力があるかどうか、自分でも自信がつかなかった。




　いよいよ武市半平太の切腹の日がきた。

　半平太は、入浴し、ひげ、月代を剃り、つややかなたぶさに結いあげたうえ、富子が差し入れた白しろ無む垢く一ひと襲かさねに肩かた衣ぎぬをつけ、時刻のいたるのを待った。

　半平太は竜馬のいう「固苦しい男」だから容堂に対しては恨みがましいことをいわず、

「大殿様の仁を求めようとして諫かん言げんを申しあげてきた。かくていま、大殿様の仁を得て武士らしく死を賜わる」

　泰然としていた。ただ、つぶやいた。

「まだ竜馬がいる。おれとは行きかたがちがったが、あとはあの男がよろしきようにやってくれるじゃろ。薩摩には西郷がいる。長州には高杉、桂がいる。土佐藩固こ陋ろうにして動かざれども、天下はまわりゆく。いずれは徳川が倒れ、あたらしい国ができる。魂魄になってもそのときを楽しみに待とう」

　やがて、牢を出された。

　日はとっぷりと暮れている。

　切腹の場は、南会所大広庭。

　その北のカドに、板が敷かれ、板の上にムシロがのべられている。あたりはカガリ火が焚たかれ、昼のようにあかるかった。

　武市半平太は、物静かに着座した。まるで芝居に出てくる塩えん冶や判はん官がん（浅野内匠頭たくみのかみ）のような美しさであったという。

　一段あがって大監察の後藤象二郎が、朗々と宣告文を読みあげ、半平太拝礼。

　と同時に、役人がするすると進み出て、半平太の前に白木の四し宝ほうを置いた。三さん宝ぽうではない。三宝は三方に孔あながあいているが、四宝は四方に孔があいている。形はおなじである。その上に一口ひとふりの短刀がのせられていた。

　検使は藩の監察で、正副二人いる。

　介錯人は、二人。これは切腹する側が自由に人選できるので、武市は自分がかつて剣を教えた親戚の小笠原忠五郎、同島村寿太郎を選んだ。

　かれらは背後にいる。四宝が置かれるや礼儀として鞘走る音のたたぬようにそろりと抜きはなち、剣先を天にむけ、八はつ双そうにかまえた。

「よいか。わしがよしというまでやるな」

　と武市半平太は短刀をとり、腹をくつろげ、しばらく気魄の充実してくるのを待ったが、やがて左腹の下部にずばりと突き立てた。

　声は立てない。

　きりきりとそれを右へ一文字に切りまわしいったん刃をひきぬくや、こんどは右腹に突きたて、

　やっ

　やっ

　やっ

　と三さん呼こ叫び、みごと三文字に掻かき切って突つぶせた。

　血しぶきがすさまじく飛び、検使の役人の袴に、びしっとかかったほどである。

　まだ息があった。

　介錯人島村と小笠原はうなずきあい、左右から心臓部へ突き刺した。武市の姿勢がすでに伏せているので、首を刎はねられなかったのである。

　年三十七。




　武市の賜死とともに、他の者もそれぞれ断罪された。

　上士のなかでの勤王家だった小南五郎右衛門は、士籍を剥はく奪だつされ、百姓町人同様、苗みよう字じ帯刀がゆるされず、庶人の位置におとされた。武士として切腹以上の苦痛とされる罪であった。

　小南は、武市の全盛時代、京都に駐留して大監察だった人物で、性来、度量の大きな男だったが、この罪を得たとき、息子むすこの孫八郎に陣羽織をとりださせ、首をかしげた。裏に、

「尽忠報国」

　という容堂の文字が書かれている。容堂が、京都時代の小南の勤王活動をよろこび、わざわざ書いてくれたものだ。

「さっぱりわからん。おれが何の罪でここまで堕おとされるとは」

　とつぶやいた。

　自称名君の容堂は、幕末でもっともはなばなしい暗君だったともいえるかもしれない。

　自分を英傑だと思いすぎている人間を主君に仰いだ重臣小南の災難だったというべきであろう。要するに政治家容堂の本質はお調子者なのである。

　──英雄は果断が必要だ。

　と容堂は思いすぎる男だった。果断で武市を殺し、譜代の重臣小南をかつてはひどくその人柄を信任していながら、いまは庶人におとしてしまった。英雄、容堂はひとり英雄的に悲壮がり、喜劇を演じつつあった。その喜劇のためにこれからも幾人もの人間が死んでゆく。貴族は馬鹿でいい。貴族が利口すぎるのはかえって害が大きいことが多い。

　上士園その村むら新作も小南と同断。

　郷士島村寿之助、安岡覚之助、小畑孫三郎、森田金三郎、山本喜き三さ之の進しん、河野万寿弥らは永えい牢ろう。

　郷士村田忠三郎、久松喜代馬、岡本次郎、足軽岡田以蔵は斬首。

　以蔵のみはもっとも重罪で、その首はかつて吉田東洋の首が打落されていた雁がん切ぎり河原の獄門にかけられた。

　死者は、自白者以蔵をのぞいて維新後それぞれ位階を追贈された。

　死罪にあわなかった者は、維新直前、世がかわるとともに罪をゆるされ、小南は東征軍の将として活躍したが、維新政府には仕えず高知市で余生を送り、明治十五年七十一歳で死去。文章がうまかった。

　島村寿之助は、頭が禿はげていたので「入道様」という異名だった。出獄後、官途につかず、明治十八年歿。年不詳。

　小畑孫三郎は維新直前、肺結核のため仮り出獄となり三日後に死。年三十。兄孫二郎は幕末維新に活動して男爵を授けられた。

　山本喜三之進、牢死。

　森田金三郎は出獄後東征軍に従軍したが、獄中での衰弱のためほどなく死んだ。

　河野万寿弥のみあれだけの拷問と獄中生活にも体力尽きず、維新出獄後、敏と鎌がまとあらため官途につき、農商務、司法、内務、文部大臣などを歴任し、子爵。

　さて、武市夫人富子のことである。




　その夜、富子は喪服を着て待った。

「では奥さん、行ってきますキニ」

　と、半平太の遺骸受けとりのための門下、同志の者が、葬装のカミシモをつけ、出かけて行った。かれらは、一挺の駕籠をかついでいる。

　この駕籠は半平太が京での得意の時代、一時、公卿の姉小路家の用人、という資格を兼ねたことがある。

　そのとき用いていた格式の高い乗物で、故人にとって想い出ふかいものである。

　やがて南会所で遺骸をうけとり、不浄門から駕籠をかついで出た。かつぐ者、前後に従う者、これらも幕末風雲のなかに多くは闘死、横死することになる。大石弥太郎、上田楠次、阿部多司馬、多田鉄馬、五十嵐いがらし幾之助、西山直次郎……。

　みな、卑ひ賎せんの郷士である。

　半平太と同志でありながら、この大獄で逮捕されることをまぬがれたのは、首領の半平太がいっさい人名を口にしなかったからである。

　──一人でも多くの同志を生かしておけばまたの時節もある。

　と、半平太は獄中の同志にも密書をまわして、いかに巧妙な尋問をうけようと人名だけは口にするな、といっておいたのだ。

　駕籠は満天の星を、ゆく。

「星が鳴っちょるようじゃ」

　と上田楠次が妙な表現でいった。「星が泣いちょる」といいたかったのであろうが、この南国人たちはそういう湿しめっぽい表現を好まない伝統がある。

　富子は門前で遺骸をむかえ、その夜は屋敷にとどめた。

　同志、門下の多勢が通夜をしてくれた。

　富子はすぐ普段着に着かえ、その通夜の客たちの接待をするためにいそがしく立ちはたらいた。翌朝、遺骸をふたたび駕籠にのせて城下を出発し、武市家の屋敷のある長岡郡吹ふ井け村に送り、屋敷の裏の墓地に葬ほうむった。

　半平太は遺言で、葬儀は神式にしてくれ、といったが、藩庁ではそういう異例をゆるさなかった。徳川時代というのは、徳川家の支配体制の保存のために、「すべて新規なるものは許さず」という家康以来の病的なまでの保守思想があり、土佐藩でもそうであった。

　葬儀は仏式となり、半平太にかれ自身が好まなかった戒名がつけられた。常照院円頓一乗居士。いかにも無難で無意味な文字がならんでいる。

　が、富子は墓石にそれをきざむのを好まず、石いし工くにたのんで、

「武市半平太小こ楯だて墓」

　とのみ、きざんだ。

　この城下から吹井村までの遠みちを、竜馬の姉の乙女がついてきている。

　乙女は半平太が好きであった。

　それだけに乙女は富子に異常なほどの好意をもっており、このときも、富子の介添えのようなつもりでついてきた。

　吹井で数日とまり、葬儀がすんでから富子を城下の武市家へ送ってやった。

　やがて富子は、城下新町田淵町の屋敷でひとりぼっちになった。




　富子は、日が経たつにつれて、これほど聡明といわれた婦人が、虚脱したようになった。

　午後、ふと気がつくと、縁側にしゃがみ、庭のすみのさるすべりをぼんやり見ながら、日暮までそうしていることがある。

　どういうわけか、幼いころにうたった童わらべうたを口ずさんでしまっていることが多かった。

「山では木の数」の唄もうたったし、「お寺の狐」も唄ったし、「可愛い坊や」も唄った。「馬々小馬」などは、日に何度うたってしまっていることだろう。




馬々小馬、竹の節の乗ン馬ま


どこへつないだ

お地蔵様の前へ

こっきりことつないだ

ようさりゃ（夜が来れば）

誰が追いにゆく

太郎と次郎が追いにゆく




　家計は窮迫した。

　武市家は、郷士としては坂本家には及ばずとも富裕なほうであった。ところが半平太は多年ああいう奔走をしていたために、ほとんどの田畑山林を売りつくしていた。

　そのうえ、処刑後、家禄と吹井村の屋敷は藩庁に没収され、富子は文字どおり貧窮をきわめた。

　ただ、維新になって多少恵まれた。

　明治十年、朝廷から武市の旧禄を復活して支給されることになり、また半平太の祭さい祀し料三百円が下賜された。

　そのほか、土佐藩志士の生き残りで明治の顕官になった者たちが、金を送ってその家計をたすけた。

　富子は半平太の死後、檮ゆす原はら村の郷士明みよう神じん家けから養子をもらい、半はん太たと名づけて育て、これに半平太のめい千賀をめあわせた。

　のち富子は、東京へ出た。半太の医学修業のためである。むかし、半平太の門下で末輩だった田中光顕が伯爵になっており、かれが面倒をみたらしい。

　明治四十四年、宮中から三千円の養老金を下賜された。富子八十二歳。

　その翌年、養子半太が故郷の檮原村で開業するため帰郷したとき、ともに帰った。その檮原村で大正六年、八十八歳で歿している。

　これを書いている途中、明石市在住の半平太の縁者橋田清明氏から教えを受け、武市家の遺族のその後を知った。

　医師武市半太は昭和十八年死亡、その妻千賀はつい先年の昭和三十五年になくなり、長男半一氏は東京で医師をしておられるという。半平太の遺品、遺墨などは、養子半太の四女の婚家である高知県須崎市横町の谷脇家で保存されている。

　──とにかく、文久三年十月。

　武市ら在国の勤王党の投獄が相次いでいるとき、竜馬が蟠ばん踞きよしている神戸村の海軍塾に大坂の住吉にある藩の「住吉陣営」から小監察二人が下横目五人をつれてやってきて、竜馬に会い、

「藩命である。帰国せよ」

　と伝えた。

　藩吏どもは、きびしい顔をしている。




片　袖










　藩が帰国せよ、というのは竜馬に対してだけではない。土佐藩関係の塾生のすべてに対してである。

　要するに、藩としては竜馬ら神戸派も武市の同類とみている。現に同類であった。帰国させて投獄、というつもりであろう。

「ふん」

　と、竜馬はあざ笑った。この男は、半平太のように藩に対して従順ではない。どころか藩や容堂などを頭からばかにしている男である。

（見そこなうな）

　といわんばかりに、小指を鼻の穴に突っこみ、小監察どもの見ている前で鼻の奥から黒っぽいものをひきだしてきて、丸めはじめた。

「つつしめ、藩命であるぞ」

　本来なら、平伏すべきところだ。

「馬鹿モン」

　とどなりつけるかわりに、竜馬はごろんと寝そべってしまった。

「そんな藩命があるかえ。半平太ほど土佐藩のことを思った男はない。その半平太を投獄するような藩が、なんの藩命だえ？　この竜馬も投獄しようというのかえ。そうは行くまいよ」

「坂本、無礼であろう。われらは殿様のお使いとして参っておる。そのざまはなんだ」

「うそをつけ。殿様てものはな」

　と竜馬は起きあがった。

「お慈悲のお深いお方のはずだ。ひとを盗ぬすっと同然に投獄するような殿様が、どこの世界にあるかい。おおかた、藩の悪重役どものたくらみであろうかい」

「ぶ、ぶれいな」

「抜くなよ」

　竜馬は手で制した。

「監察ともあろう者が、他領で無用に刀をぬき、同藩の士に挑いどみかかればそれだけで切腹ものだぞ。悪くゆけば、お前まんさんらが後生大事にしている家禄は没収、家名は断絶。そのうえおれにここで斬られれば、泣なきっ面つらに蜂というところだ」

「ご、郷士の分ぶん際ざいで、な、なにをいう」

「それを言うな。上士、郷士というが、この日本の難儀なときに、そんな差別で目め鯨くじら立てているだけが、土佐藩のあたまではないかよ。半平太はお前さんのような連中を相手にして一藩勤王じゃとか何とか成りもせぬことを申しておったが、それが哀れであった。しかしわしは、お前まんらとは遊ンでやらんぞ」

「藩吏に対して悪口雑言、許せぬ」

「まあ、許しちゃれ」

「ぶ、ぶれいな。藩法によれば、われわれ上士は郷士に対し斬り捨て御免の権利がある」

　と、二人、刀に手をかけ、五人の下横目がさっと竜馬の背後にまわった。

「やめちょけ。わしゃ、いまは海軍に熱をあげちょるが、本業は剣術使いじゃ。お前らの十人や二十人」

　竜馬は、すごい眼で睨ねめまわした。

「斬るに造作はないぞ」

　藩吏どもを、塾屋敷の門から追いかえしてしまった。武市とはずいぶんちがった出方に藩吏どもは驚いた。




　竜馬は脱藩した。

　というより自動的に脱藩の身になった、というべきか。藩の帰国命令に従わなかったからである。

　竜馬だけではない。かれの神戸塾の塾生のうち、土佐藩士にはことごとく召喚命令が出ていたのだが、みな拒否した。

「藩などは考えるな」

　という、武市とはまるでちがった竜馬の政治感覚に従ったわけである。そのためかれらは全員脱藩の身となった。

　つまり、亡命客である。当然、国事犯だから藩から、偵吏、捕吏がさしむけられる。

　国もとでは容堂が、

「竜馬という男にわしは謁えつ見けんをゆるしたことはないが、あの男は以前にも脱藩したことがある。その脱藩の罪を、勝海舟や松平春嶽のとりなしでわしはゆるしてやった。それを恩にも思わず、またまた主命にさからい、脱藩しおったか」

　と、激怒した。

　大殿様の怒りが神戸塾の竜馬に伝わってきたが、竜馬はせせらわらった。

「小僧になにがわかるか」

　と、竜馬はほざいた。武市にとっては「譜代重恩の主君」というおごそかな存在の容堂も、竜馬の口にかかっては、小僧である。

　もっとも、年齢ではない。としは、容堂のほうがはるかに上で、竜馬こそ小僧である。

　小監察がきた夜、竜馬はひそかに手帖に手きびしい文字を書いた。賢君を擬装した稀代の暗君容堂へのはげしい反感がかかせたものであろう。

「世に生きものというものは、人間も犬も虫もみなおなじ衆しゆ生じようで、上下などはない」（原文は文語）

　竜馬も、忠義だけを教えられて育った封建時代の武士である。そういう感情を押しころしてこんな激越な文字をつづるというのは、国もとの勤王党大獄が、よほどこの男に衝撃をあたえたのであろう。

　さらに竜馬は、書きつづける。

「本朝（日本）の国風、天子を除くほかは、将軍といい、大名といい、家老というも、みなその時代その時代の名目にすぎぬ。物の数ともなすなかれ」

　さらに竜馬は書いた。

「俸禄などというのは鳥に与える餌のようなものだ。天道（自然）は、人を作った。しかも食いものも作ってくれた。鳥のように鳥籠にかわれて俸禄という名の餌をあたえられるだけが人間ではない。米のめしなどは、どこへ行ってもついてまわる。されば、俸禄などわが心に叶かなわねば破れたる草鞋わらじを捨つるがごとくせよ」

　脱藩なにものぞ、という気魄が、乙女姉さんに教えられたその奇妙な書のなかにおどっている。

　翌朝、竜馬は、土佐系の塾生をあつめ、

「藩じゃとか大殿様じゃとかの御意向をいちいち気にしていては、世の大事は成らぬ。もし攻めて来れば、弾丸刀とう槍そうをもって馳ち走そうする覚悟だから、そのつもりでいよ」

　といった。




　竜馬の毎日は、多忙だった。

　練習船がまだ手に入らぬため、幕府の軍艦や汽船が大坂天保山沖にくるたびに、塾生を五十人、百人と連れて、その艦船で練習した。

　むろん、勝が交渉した上でのことだから、それらの艦船の方も、やむなくかれに使用をゆるした。

　この時期、幕府軍艦順動丸が入港していたので竜馬は塾生を指揮し、兵庫から紀淡海峡までのあいだをさんざん乗りまわした。

　竜馬は、かまたきもやった。マストにものぼった。一見、不器用そうにみえるが、根が剣客だから、そういう操法を覚えるコツをすぐつかみ、専門の塩し飽あく列島出身の水夫、火夫よりうまくなっていた。

　天測、測量、機関操法などは、竜馬よりも陸奥陽之助や望月亀弥太などのほうがうまかった。

　船長としての指揮ぶりは、さすがに竜馬は堂に入っていた。竜馬のつぎにうまかったのは、薩摩人伊東祐すけ亨ゆきという若者で、

「お前は、なかなかやる」

　と、竜馬はいつもほめた。

　祐亨も竜馬を慕い、竜馬の歩きぶりまで真似をするほどだった。

　祐亨はよく、自分の国の西郷吉之助（隆盛）の話をした。

「身分は低かですが、国の者はみな西せ郷ごどんにゃ、敬服しちょります。角力取り如ごツ大きかひとですが、坂本さァにどこか似ちょられますな」

「ふンなに似にいちゅうか」

　竜馬は、西郷の名はきいている。しかしのちに莫ばく逆ぎやくを誓う同志になった西郷に対し、竜馬はこのころ、何の興味ももたなかった。第一、

（自分に似ちゅうやつならろくなやつであるまい）

　とおもった。

　伊東祐亨は、緻ち密みつな頭と、慎重すぎるくらいの性格をもっていた。

　船の運転も、ちょっと臆病すぎるほど慎重なので、竜馬はそこが気に入らなかった。

「慎重もええが、思いきったところがなきりゃいかん。慎重は下僚の美徳じゃ。大胆は大将の美徳じゃ。将か士かは人のうまれつきできまるものだが、お前まんは大将修業をやれ」

　といったりした。

　伊東はのち、明治二十七、八年戦役で連合艦隊司令長官になり、定てい遠えん、鎮ちん遠えんを主力艦とする清国の北洋艦隊を、黄こう海かい、威い海かい衛えいにやぶったことは、以前に触れた。

　これら艦船練習のあいだでも、竜馬の腰こし巾ぎん着ちやくの陸奥陽之助は、ときどき竜馬をからかった。

「坂本さん。御国（土佐藩）では、武市さん以下の同志に大難がふりかかっているというのに、よく軍艦練習ができますな」

　といった。

「わしは早まらん。幕府がどうこうといったところで、潰つぶす時勢というものがある。腫物ねぶともヨクヨク膿まねば針を着けられん」

　竜馬はそうみている。長州人や、土州武市党のようにああせっかちでは犠牲ばかりが多くて何もならぬ。時勢、幕府、といった腫物は竜馬のみるところ、まだ針をつけるところまで行っていなかった。




　竜馬は、神戸村を発った。京で勝に会うためである。

　西国街道をとって枚ひら方かたへ出、そこから淀川を三十石船でのぼり、早暁、伏見寺田屋前の舟着場へついた。ちょうど船からあがる竜馬の姿を、店先からおりょうが眼にとめた。

（まあ、……）

　と立ちあがるのが、近視の竜馬の眼にもみえた。

　竜馬はちょっと土間をのぞいて、

「寄らんぞ、いそいじょる」

　おりょうは真赤になってうなずいたが、お登勢は、帳場からどなった。

「そこでなにいってるのよ、いたちみたいに顔だけ出して」

「いたちとは、ひどい」

　竜馬は土間に入ったが、かまちに腰をおろすだけで、わらじをぬごうともしない。

「寒くなったな」

「ぼつぼつ冬ですからね。それより、京は物騒ですよ。新選組がどんどん人数をふやして、市中をのしあるいています」

「平気さ」

　竜馬は、おりょうが出してくれた渋い茶をひと口すすってから、変な顔をした。

「にごうございますか？」

「うん」

　宇治の上等の葉を使っている。おりょうは育ちが育ちだけに、あれほど貧窮の数年を送ったくせに、茶だけは贅ぜい沢たくなのだ。

　そのおりょうの贅沢を、だまってゆるしているお登勢も、さすがにお登勢らしい。

「わしは田舎育ちじゃから、こんな茶をのむと胃の腑ふがちぢむようじゃ」

「じゃ、水？」

　お登勢が、からかった。

「それとも土佐では潮しお水みずを飲んでたの？」

「しつこいな」

　お登勢の口には閉口する。

「ところで、こんどまた脱藩なさったそうですね」

　と、お登勢は情報が早かった。当然なことで寺田屋は薩摩藩指定の船宿になっているし、土佐藩の勤王派もよく泊まる。天下の勤王派志士の消息については、案外お登勢ほどの通はすくなかろう。

「まあ、脱藩した」

「出たり入ったり」

　と、お登勢は、おかしそうに笑った。しかしすぐ真顔になって、

「昨夜、とまった薩摩の方のお話では、土佐藩は坂本様をどこまでも追って捕まえるつもりだそうでございますよ」

「捕まえてどうするんだろう？」

　竜馬は、ひとごとのように首をひねった。

「煮て、食うのだろうか」

　と竜馬が大真ま面じ目めでいうと、お登勢は大笑いした。

「きっと土佐の御隠居様（容堂）のお酒の肴になさるおつもりにちがいありません」

「そうかえ」

「でも、土佐藩のほうもそうですけど、新選組、見廻組がうろうろしていますから、いまどきなるべく京へ近づかないようになさらないと」

「大丈夫さ」




　勝は、寺町の町寺にとまっているはずである。竜馬は、祇園石段下まで来ると、ちょうど同藩、同塾の安岡金馬、千屋寅之助に出会った。

　竜馬は、この二人を用心棒がわりに勝につけてある。

「なんじゃ、うろうろと」

　と竜馬が叱ると、二人は、

「いやいや勝先生は二条城に登城なされていますから、拙者どもは散策中です」

　といった。

「ばかだな、勝先生にくっついていろ」

「しかし、いくら世情が物騒でも御城中にいらっしゃるかぎり大丈夫ですよ」

「なんと馬鹿だ、お前まんらは。先生にくっついておらんと、お前らがあぶないというんじゃ。勝先生のそばにいるかぎり、新選組の杖ちよう罪さい坊ぼうがお前らに手出しはせん。勝先生は攘夷志士にねらわれている。お前らは、新選組が狙っちょる。双方、食っついておれば持ちつ持たれつで大丈夫だと思っていたのだ」

「あ、そうか」

　金馬は、頭をかいた。

「しかし坂本さん、あなたはどうです。京の一人歩きはあぶのうございますぞ」

「わしには、天がついちょる。大事をなそうとする者にはみな天がついちょるもンじゃ」

　と、竜馬はどんどんゆく。

　しかし寒い。

　南国そだちで寒がりの竜馬は、まだ晩秋というのに、京の風には閉口した。

　風のつよい日である。四条の東岸に出た竜馬のびんの毛が、そそけ立っている。

　板橋を渡って、にぎやかな西岸に出た。

　そのとき、噂をすれば影で、むこうから新選組の市中巡察隊がきた。

　人数は、十二、三人。

　みな隊服を付け、先頭の二、三人は手槍を杖についてやってくる。みな、まげを講武所風の大たぶさに結いあげ、肩をそびやかし、小者数人に大びつをかつがせ、威風凜々たる姿だ。

（なるほど、これでは京の浪士たちがふるえあがるのもむりはない）

　竜馬は、かつて藤堂平助らを見たころからくらべると、わずかのあいだに新選組の規模、威容がみちがえるほどぎょうぎょうしくなっていることにおどろいた。

　先頭にいる色白で二ふた重え瞼まぶたの役者のような男は、安岡金馬にいわせると、

「あれが副長の土ひじ方かた歳とし三ぞうですよ」

　ということだった。

　京の浪士たちは、新選組の巡察隊に出会うと、露地から露地へくもの子を散らすように逃げ散ったものだ。とくにたれよりも土方をもっとも怖れたという。

「坂本さん、奴らに尋問をうけるとうるさいです。逃げましょう」

「ははあ」

　竜馬は、あほうらしい。

　両側は、家並である。

　街路はせまい。

　当然、このままでは正面衝突、ということになる。

　先頭の土方は、むこうからやってくる土佐浪士らしい三人を見た。刀のこしらえなどで土佐者が眼につきやすい。




「金馬、寅之助、ひとつ剣の妙機を教えてやろうか」

　と竜馬は眼を細めていった。

「ど、どんな」

　二人も、新選組を前にしてのことだから、臆病ではなくとも、緊張で歯の根が合わない。

「人間万事の妙機に通じるもんじゃ」

　と竜馬は、二人を家並の軒下に退避させ自分一人は、往来の中央をどんどん歩いた。

（あいつ、闘やる気かな）

　土方歳三以下新選組巡察隊が、不審があればただちに散開、抜刀、斬り合う気組をととのえつつ進んだ。

　竜馬の黒い木綿の紋服は、東奔西走の毎日ですっかり色があせ、汗くさくもある。

　びん髪ぱつ梳くしけずらず、もともとのくせ毛の上に、両びんとも面めん（撃剣道具）擦れですさまじくちぢれあがり、それが風にそそけだって、一見、仁王がやってくるようである。

　その上に、五尺八寸の長身に、よれよれの袴、顔はここ三日ほど洗っていない。

　どうみても、京で一波瀾起こすためにやってきた浪人大将のすがたである。

　──みな、気をつけろ。

　と土方は、この男の和泉守兼定の鯉口をそっとくつろげた。

（どうも、見覚えのある男だな）

　思いだせない。

　太い眉に、ちょっと遠眼をみるような眼、形の可愛い厚あつ目めの唇。

（あっ、土州の坂本竜馬か）

　土方が、江戸で芋道場とわる口をいわれた小石川小日向柳町の近藤道場「試衛館」にいたころ、伝つ手てがあって神田お玉ケ池の千葉道場の大おお試よ合せを見物に行ったことがある。

　そのとき、あの男も出場していた。またたくまに組みあわせになっていた他流の剣客三人を薙なぎ倒したので、記憶がある。

　当時、いまの新選組の母体だった近藤勇、土方歳三、沖田総司らの天然理心流試衛館など、剣術道場の端くれにも置かれていなかったものだ。

　おもに、近藤、土方の生家のある武州多摩方面の百姓門人で食っている道場で、農村へ、先生、師範代がみずから出張教授をする。そういう田舎いなか剣術である。

　当時、江戸の相当な剣客でも、将軍おひざもとの武州に、そういう名の剣術流儀があることを知らない者が多かった。

　竜馬ら土佐郷士が、同藩の上士にはげしい敵てき愾がい心しんをもっているように、近藤、土方らも千葉、桃井もものい、斎藤といった諸道場、諸大流に対して、必要以上の敵意と劣等感をもっている。

「土方さん」

　と、横にいた沖田総司が竜馬をみながら小さな声でいったものである。

「あの男は、斬れませんよ」

「なぜだ」

　沖田は、天才といわれた若者である。

「なんだか、うまくいえないが斬りにくい男ですよ、剣技じゃない、剣技以外のことだけれど」

「ではおれが斬ってみせようか」

　という稚ち気きは土方にはない。慎重な上に、砥とぎあげた刃のようなするどい智恵のある男なのである。




　竜馬は、新選組巡察隊の先頭と、あと五、六間とまできて、ひょいと首を左へねじむけた。

　そこに、子猫がいる。

　まだ生後三月ぐらいらしい。軒のき下したの日だまりに背をまるめて、ねむっているのである。

　竜馬は、隊の前をゆうゆう横切ってその子猫を抱きあげたのである。

　隊列の前を横切る者は斬ってもいいというのが、当時の常法である。

　一瞬、新選組の面々に怒気が走ったが、当の大男の浪人は、顔の前まで子猫をだきあげ、

「ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ」

　とねずみ鳴きして猫をからかいながら、なんと隊の中央を横切りはじめた。

　みな、気を呑まれた。

　ぼう然としているまに、竜馬は子猫を頬ずりしながら、悠々通りぬけてしまった。

　そのまま竜馬は西へ。

　新選組は、東へ。

「ね、そうでしょう」

　と、まだ少年のにおいをのこした沖田総司は、土方歳三にいった。

「あれは斬れませんよ」

「変な男だな」

　土方が、するどくふりかえったときは、竜馬ははるか後方で、ちゅっ、ちゅっ、といいながら過ぎてゆく。

「驚きましたな」

　と竜馬のそばにすり寄ってきたのは、安岡金馬と千屋寅之助だった。

「やつら、気が削そがれたようですぜ」

「そういうものだ」

　と、竜馬はいった。

「ああいう場合によくないのは、気と気でぶつかることだ。闘やる・闘やる、と双方同じ気を発すれば気がついたときには斬りあっているさ」

「では、逃げればどうなるんです」

「同じことだ、闘る・逃げる、と積極、消極の差こそあれ、おなじ気だ。この場合はむこうがむしょうやたらと追ってくる。人間の動き、働き、の八割までは、そういう気の発ほつ作さだよ。ああいう場合は、相手のそういう気を抜くしかない」

　──しかし。

　と、いったのは新選組の先頭をゆく土方歳三である。

「大胆な男だな」

「まあ、そうでしょうな」

　と、沖田総司がうなずいた。

「しかしそれだけではない。われわれの気を一瞬に融とかして行ってしまった。ごらんなさい。われわれの仲間の人相が、一変してしまっています。みな、子供にでも寄りつかれそうに、なごやかな顔になってしまっている」

「ふむ」

「翻ほん弄ろうされたのですよ、われわれは」

「らしい」

　土方歳三は、にがい顔でうなずいた。

（妙な男だ。なにか容易ならぬ大事を企てているようでもあるし、単に、猫好きの怠け者のようにもみえる）




　竜馬は、河原町通の書籍商「菊屋」の離れ座敷を根城とし、勝海舟に会いに行ったり、土佐藩士と会ったりした。

「坂本竜馬がきた」

　ということは、土佐藩士、土佐浪士だけでなく諸藩脱藩の浪人たちの耳にも入った。

　かれらは、ぞくぞくと竜馬を訪ねてきた。

「坂本先生は、ご在宅か。ござらっしゃるか」

　などといって訪ねてくる。取りつぎは、菊屋の峰吉少年である。峰吉はその取りつぎと茶を運んでくるだけの仕事でふらふらになってしまった。

　峰吉は、おかしかった。竜馬は、浪人たちに、先生、先生、といわれるたびにくすぐったそうな顔をする。

　──おれが先生てえ柄がらか。

　ひとりで竜馬は吹きだしたりしている。

（とにかく、先生は大変な人気者になっちゃったな）

　と、少年の眼にもそれが異様だった。以前は、竜馬が京へきても、これほど浪人どもが訪ねてこなかったものだ。

　その夜、最後の客がやっと帰ったあと、峰吉は竜馬をからかった。

「こんなに繁昌だと、御商売なら大あたりですね。十文ずつ茶代をとったらもうかるな、とうちのお父とうが申します」

「あれらも、こまっている」

　と、竜馬はめずらしくその冗談に乗らず、ちょっと深刻な顔をした。

「なぜそんなに先生の人気があがったのでしょう」

「わしの人気なもんか」

　と竜馬は、すぐ深刻な顔をひっこめ、自分のいまの立場が滑稽で仕様がないように笑いだした。

　竜馬は、こうみている。

　去年、ことしにかけてぞくぞくと藩を脱落して京へのぼってきた諸国の勤王浪士は、薩長土の指導者からさまざまの指図を受けて、「天誅」という殺人行為を請け負ったり、指導者たちを歴訪して国事の議論をきいたりした。

　その指導者は、長州の桂小五郎、久坂玄瑞それに長州藩顧問格の久く留る米めの神官真木和泉、土佐の武市半平太などであった。

　ところが長州藩は京を失脚し、武市は国許で入じゆ牢ろう（この時期はまだ切腹していない）し、薩摩藩は佐幕の会津藩と盟約したりして、かれら浪人たちは指導者をうしない、背景をうしない、野に捨てられた犬同然になってしまった。

　その上、去年には存在しなかった新選組、見廻組といった非常警察団が、いよいよ組織と活動を大きくしはじめており、かれら勤王浪士はそういう団体の餌え食じきになって、見つかれば大根かなんぞのように斬りすてられる。

　金もない。

　すっかり窮迫してしまっているのである。

　自然、いままで、かれらの眼からみれば「変わった動きをする男」としか印象されなかった竜馬が、武市、久坂、桂の去ったあとのあたらしい指導者として眼をつけられるようになった。

（時勢は変わったものじゃな）

　竜馬はそれがおかしい。




　洛中に勤王浪士二百。

　と竜馬は見ている。

　竜馬は、これを失業者だとみていた。その点、武市や桂、久坂、真木、などの前期の指導者とちがうところであり、清河八郎などの前々期の指導者ともちがうところだった。

（なんとか、飯を食わさなきゃいかん）

　と、竜馬はそんなことを思っている。

　清河の時代は策動時代、武市、桂の時代は暴発時代、いずれも、

　──あすにも討幕が成るか。

　という時期であった。だからこそその討幕軍に参加するために、天下の有志が、家重代の刀を持ち出し、風ふうをのぞんで京都に馳はせのぼってきた。

　時勢が、たった一年で変転し、暗転し、討幕気運は急速に冷えた。

　──腫物ねぶとも膿まずば針を立てられず。

　という竜馬の時勢観は、そこである。幕府という腫しゆ物もつは、はれあがっているばかりで膿みきってはいない。

　だからこそ、新選組が、斬ざん人じん斬ざん馬ばの武威をもって京洛を横行しはじめているのである。

　竜馬は、清河八郎、真木和泉、武市半平太らの遺産である勤王浪士たちの失業対策に頭をなやまさざるをえない立場になった。

（まず、かれらの生命を新選組の白刃から救うには、京を立ち去らせなければならぬ）

　国許へ帰ることを勧めるか。

　それは不可能である。

　竜馬自身が脱藩浪人だからよくわかっている。脱藩者は、国へ帰れば罪人として捕縛されるのである。

　帰れない。

　その夜、竜馬は菊屋の離れ座敷の夜具の中にもぐりこんでから、

「そうだ」

　と、はね起きた。

（北え海ぞ道ちを開墾させよう）

　屯とん田でん兵へいにするのである。

　軍事組織にし、小銃、大砲なども渡し、いざ北辺の敵（ロシア）が侵略してきたときの防衛軍として使うのだ。

　さらにまた、討幕の機が熟したときは、かれらを北方から呼びよせて討幕軍につかうこともできる。

（できれば北海道を占領して勤王国家として一時的に独立させるのもいい）

　この構想は、偶然にものちに榎本武揚が幕府側の立場で採用し、旧幕府艦隊と陸軍をつれて箱館に上陸した上、臨時政府をつくった歴史として再現する。

　翌日から竜馬はこの案の実現に夢中になった。

　幕府は、京都に潜せん居きよする浪人どもに手を焼いている。

（当然、よろこんで金を出すじゃろ）

　まず、勝海舟の宿所を訪ねた。

　勝は、変な顔をした。

「竜馬、妙なことを考えついたな」

　が、カンのよさと理解力がすぐれていることでは抜群な男だ。

「よし、協力する」

　と、うけあってくれた。




　竜馬はさっそく、峰吉少年をよび、近所の長州藩に使いに行ってくれるよう頼んだ。

　長州は京都政界から失脚したとはいえ、藩邸はそのまま、そこに少数の藩士が残留している。

「長州様のどなたに御用ですか」

　と、峰吉は、竜馬からもらったまんじゅうを食べながらいった。

「この手紙を、同藩の寺島忠三郎というひとに渡してくれれば、済む」

　寺島忠三郎はこの年、歳二十一。故吉田松陰の門人で、この物語の翌年、蛤はまぐり御ご門もんノ変で同門の久坂玄瑞とさしちがえて死ぬ若者である。

　竜馬は、寺島には用がない。

　寺島があずかって藩邸内に潜伏させてくれている数人の土佐脱藩浪士に用がある。

　その土佐浪士の代表が、北きた添ぞえ佶きつ摩ま。

　竜馬は、北添をよびたい。

「では、行ってきます」

　と、峰吉は出ていった。

　外は、雨がふり出しているらしい。妙に肌はだ冷びえのする午後であった。

（わしもみなを連れて北え海ぞ道ちにゆくかな）

　北海道屯田兵団をつくるとすれば、北添佶摩をもって隊長にするつもりであった。

　北添佶摩は、常人ではない。

　と竜馬はおもっている。眼が大きく、色が黒かった。体は小さい。

　どこか、河童かつぱに似ている。土佐の山さん川せんでは河童は棲すまず、おそらく同類の動物だろうが柴しば天てん狗ぐというのが棲んでいる。土地ではシバテンという。むろん河童とおなじく想像上の生きものだが、当時はそれが実在していると信じられていたから、ここではやかましく実在非実在を論ずる要はなかろう。

　余談だが、竜馬がまだ国もとにいたころ、五台山の麓ふもとの川でシバテンが出るといううわさが、城下にもきこえてきた。

　竜馬はそれを、武市の屋敷で、仲間たちの口からきいた。

「いっぺん、みなで行って退たい治じるか」

　と、仲間がさわいだ。

　竜馬はだまってその夜、五台山の麓の川まで行った。竜馬は諸事ものごとに興味をもつたちで、噺はなしだけできくシバテンというものを、この眼でみてみたい。

　シバテンは、角力すもうのすきな動物で、人を見ると、「角力とろう角力とろう」という。

　竜馬は土手に腰をおろして、川からシバテンが出てくるのを待った。

　やがて、葦をかきわけてシバテンの黒い影が近づいてきた。

「角力とろう」

　と、シバテンがいったとたん、竜馬はすばやくつけこんでシバテンを頭上高くさしあげ、

「どうじゃ、悪戯わるさはやめるか。やめぬなら叩きつけてこなごなにしちゃるぞ」

　これにはシバテンが泣きだした。

　ただの子供だった。

　大人が驚いて逃げるのがおもしろくて、いたずらがやめられなかったという。

　この子供がのちに日清戦争で出征するとき高知の町に出て、写真館の前で竜馬の肖像写真を見、「うらはこの人と角力をとったことがある」と驚き、はじめてあのときの武士が坂本竜馬であったことを知った。




　ほんの近所だから、待つほどもない。

　北添佶摩が、雨にぬれて走ってきた。

「なんじゃい、坂本さん」

　と竜馬の前にすわった。きょうは、ひときわ、柴天狗にそっくりだった。のびた月代が雨にぬれて、故郷の伝説の小妖怪の皿のようにみえるのである。

「お前まんをみると、家郷が想いだされるわい」

　と、竜馬は笑った。

「そうか」

　北添は、その意味を「同郷人だから」ととったのであろう。

「故郷はまだ秋じゃろうが、京はマッコト、寒いのう」

　と、故く郷に言葉で応じた。

　人のいい男なのだ。

　が、本質は行動力のかたまりのようなおとこで、そういう詠嘆ばなしがきらいなほうである。

「なんじゃ、用は」

　膝をせかせかとさすりながらいった。

　北添佶摩は、土佐高岡郡岩いわ目め地じ村（いまは加茂村）の出である。

　庄屋の子であった。土佐の庄屋は、遠祖を長曾我部家の遺臣としている家が多く、みな一種の武士かたぎをもっている。

　かといって、余談だが、他藩の多くの庄屋にくらべると農民に対する権力意識がすくなく、どちらかといえば農民の利益代表という性格を濃くもっていた。

　土佐藩の上士が、気に入らぬ農民を無礼討にしようとして身柄の差しだしを庄屋に命じた場合など、決して差しださない。これにはいきさつがあり、竜馬がまだ六歳の天保十一年に、土佐郡、吾川郡、長岡郡、高岡郡の庄屋が秘密同盟を結び、「かならず公裁にかける」という盟約を結んでいる。

　しかもその理由は、「農民は、幕府、大名、上士の私民ではない」というのだ。「皇民である」というのである。皇民というのは当時あたらしくうまれた社会科学的な用語というべきで、国民という現代語がないために同義に使われている。とまれこの天保年間にこんな反封建的国民思想が、土佐の草深い田舎の庄屋どものあいだにうまれていた、というのは歴史の奇蹟であろう。しかもこの秘密同盟の但ただし書きに、「それでもなお相手（上士）が斬りすてるといってきかなければ、皇民である農民を私裁するという意味から、それは朝敵とみなしてよろしい。そのときは容赦なくその上士を討ち果たす」

　すさまじい秘密盟約である。この庄屋同盟の基礎が、幕末になって下級武士、庄屋による土佐勤王党を生む一要因をつくるにいたる。さらに維新後の自由民権運動につながってゆくのである。この点、土佐の勤王運動は、長州、薩摩の勤王運動とは、いわば根本のどこかで匂いがちがっている。

　とまれ、北添佶摩。

　この男は、切腹して死んだ間崎哲馬（滄浪）の門人で、とくに詩は師匠まさりであるとさえいわれた。

　文久三年二月、北添は「有馬へ湯とう治じにゆく」と称して同志ら三人とともに脱藩し、すぐ神戸村の竜馬のもとへ訪ねてきた。

　そのとき竜馬は、妙な法ほ螺らをふいた。




「北添よ、北え海ぞ道ちを見物して来ぬか」

　ということであった。

　北添佶摩は、びっくりした。この当時の日本人にとって、北海道といえば、心理的にはこんにち、南極を見にゆけ、といわれるにひとしい。

　しかも北添佶摩らは、勤王倒幕運動のために脱藩してきたのだ。北海道へゆくためではない。

「坂本さん、えらい突然なお話じゃが、北海道には志士がおるのじゃと？」

「志士はおらぬが、熊がおる」

「人を馬鹿べこのかあにするでない」

　北添佶摩はどなった。ともに脱藩してきた能の勢せ達太郎、安岡斧太郎、小松小太郎らも、眼くじらを立てた。

　みな決死の脱藩の直後だから、気が立っている。

「まあまあ」

　と、最年少二十二歳の香我美郡郷士小松小太郎がみなをなだめ、

「諸君、坂本さんにもご思案があってのことであろう。わしらは田舎から這い出てきたばかりゆえ、天下の事情もわからぬ。いま突如、北海道へゆけといわれても、寝耳に水でなんとも判断のつけようがない。……坂本さん」

　と小松は竜馬を見、

「なにぶんわれらには突如にて」

「わしにも突如だ」

　竜馬がいった。

　ふと前から考えていたことを口に出したばかりである。

　いわゆる志士活動は、京の公卿を動かしたり、佐幕派要人に天誅の刃やいばを加えるだけが能ではない。規模を北辺にまでひろげるべきだというのが、竜馬がかねて思っていたことであった。

　竜馬は、ロシアがかならず北海道、千島、樺から太ふとを盗とりにくるであろう、といった。

「まず、北海道を知らねば日本の国事は論じられぬ。北海道のあることも知らず、攘夷、攘夷とさわいじょるのは、あれはみな空論じゃ」

「ははあ」

　みな、ぼう然とした。思考の焦点がちがうために、竜馬のいうことが大おお風ぶ呂ろ敷しきにきこえるのである。

「ついでに、朝鮮、清国も視察してきてもらいたい。わしはいずれ、日韓清の三国攻守同盟を結ぶつもりじゃ」

「えっ」

　毒気にあてられてしまった。

　が、竜馬がさかんに説きまくるので、北添らは行かねばわるいような気がした。

「しかし旅費がないぞ」

「ある」

　と、竜馬は立って奥へ入るや、やがて塾の金庫のなかから、百両の金をかかえてきて、北添らの前に置いた。

「これで行ってくれ」

　やむなく北添らがその足で、奥州を経て北海道への旅に立った。




　北添に同行した能勢達太郎は江戸の藤森大雅の門で詩文を学んだ安芸郡の郷士。

　安岡斧太郎はおなじく安芸郡安田村の出であり、小松小太郎は香我美郡片かた地ぢ舟ふな谷だに村むらの出身である。

　小太郎は結核を病んでいたらしい。旅でわるくなり、箱館へ渡航する船中で死んだ。

　北添らはその遺骸を、箱館のそばの尻しり沢さ辺ぶという漁村の地蔵山まで運び、埋めた。

　残った三人は、竜馬のあっせんで勝からもらった紹介状をたずさえ、箱館奉行小出こいで大和守を訪ねた。

　小出は北辺の任地でひどく人恋しかったのか、この三人の土州浪人を歓待した。

　三人は大和守から旅行の便宜をあたえられ江え差さしまで行って踵きびすをかえし、ついで奥州に渡り、南部藩領大間に上陸し、さらに、盛岡城下を経て、仙台、福島、白川とくだり、この年の七月十日、江戸に入った。

　──江戸では桶町千葉に泊まれ。

　と、竜馬が書いてくれた重太郎、さな子への紹介状を持って千葉家を訪ね、数日とまった。兄妹は歓待してくれた。

　江戸からは、幸い、幕府の軍艦が西上するというので、勝の顔がものをいって乗せてもらい、大坂、京にもどった。

　ここで、安岡斧太郎だけは、同郷の吉村寅太郎に誘われて天誅組に参加し、その砲隊伍長となり、大和の各地で転戦し、吉野山中、鷲わし家か口ぐちの最後の血戦で重傷を負い、そのため藤堂藩兵にとらえられ、京の六角獄に送られた。

　竜馬のこの物語の現在、斧太郎は幕府の国事犯として獄中にいる（翌元治元年幕吏の手で斬られた。二十六。遺骸は京の二条土手の竹藪のなかに葬られたが、墓はいまは現在地にない）。

　ついでにこの「北え海ぞ道ち視察浪士団」のその後に触れると、能勢達太郎は、この物語の翌元治元年七月、長州軍の浪士隊に加わって蛤御門で戦い、敗れて天王山に退き、真木和泉ら十七人とともに切腹して果てた。

　代表者である「柴天狗」の北添佶摩は、のちに池田屋ノ変で新選組と戦い、闘死している。

　すべて死んだ。

「北添よ」

　と、竜馬はいった。

　北添ののびた月代から、ポタポタと雨のしずくが垂れた。

　峰吉少年が、茶を運んできた。

「なにかね」

　北添は、寒そうに茶を啜すすった。

「お前まんが見てきた北海道は、土地がどれだけあるかの」

「見渡すかぎりじゃ」

　と、遠い眼をした。

　竜馬はそれで諒りよう解かいした。浪人の三百や四百は入植できるだろう。

　むろん政府は徳川幕府だから、この許可を得なければならないし、開拓資金や、武器などのいっさいを幕府から出させようとおもった。

（これは一走り江戸へ行かねばなるまい）




　竜馬は、「北海道浪人軍」の募集を北添佶摩にたのんだ。

「いやじゃ」

　北添は、きっぱりことわった。

「お前まんにそそのかされて北海道くんだりまで行ったが、同志をそこへ送りこむというのは反対じゃな。京でやるべきことがある」

　北添の考えているのは、竜馬のようなまわりくどい計画ではない。長州藩と呼応し、京で浪士団が一挙に蜂起して宮廷を占領し、町々に放火し、幕府機関の京都守護職（会津藩主松平容保）陣屋を襲い、所司代を覆ふく滅めつし、新政府を樹たてようとするものであった。

　万が一、失敗すれば天皇を擁して長州へ落ち、その地で新政府をつくって天下の諸大名に号令し、江戸幕府と対抗しようというのである。

　クーデターであった。

「この勇、讃たたうべし」

　と、竜馬はひざをたたいた。

　が、本心は別だ。実のところ、日に日に幕府から追いつめられてゆく勤王浪士群が、ついにそういう考えを持つに至るであろうことを、竜馬は見越していたのである。この北添計画が、この翌年、池田屋ノ変となって歴史の表面にあらわれ出てくる。

「だが、成るまい」

　不成功を、竜馬は断言した。

「なぜだ」

　北添は、こわい顔をした。

「北添、人が事を成すには天の力を借りねばならぬ。天とは、時勢じゃ。時運ともいうべきか。時勢、時運という馬に乗って事を進めるときは、大事は一気呵か成せいに成る。その天を」

　竜馬は、手の甲で鼻汁を掻いなぐり、

「洞察するのが、大事をなさんとする者の第一の心掛けじゃ。北添、わしの紋もん所どころをみよ」

「明あけ智ちの桔き梗きようじゃな」

「本当かうそか知らんが、わしの家系伝説では、明智光秀の部将明智左さ馬まの助すけの子孫ということになっちょる」

　武士の家は、その家系を誇示するものだ。

　徳川家は新田義貞の子孫であるとし、土佐藩主山内家は、遠祖は藤原氏より出づ、としている。みなうそである。三百諸侯の九割までは、戦国時代の成りあがりで、えらくなってから家系を作ったものだ、ということは竜馬も知っている。

　竜馬の坂本家は、明智滅亡後、近江坂本の城主左馬助の子が土佐へ落ちてきて土着したもの、といわれ、土佐では名家とされていたが、竜馬は鼻でわらっていた。

（長岡郡才さい谷たに村の開墾百姓の子孫じゃ。土地をふやし金をふやし、郷士の株を買った。働き者の子孫よ）

　竜馬の口から、「わしは名族明智の子孫である」といったのはいまがはじめてである。

「明智光秀は、天を察せずに事を急いだがために本能寺で信長を殺しただけにとどまった。秀吉は時運に乗ってきたがために天下をとった。北添、時運はまだ来ちょらんぞ」

「来ちょる」

　北添は、大声を出した。竜馬も負けずに大声で、来ちょらん、とどなった。




「北添、おぬしもわからぬ男じゃな」

　と、竜馬はいった。

　竜馬のみるところでは、薩摩藩と長州藩の仲がいよいよ悪い。

　いま、浪士団が長州藩とともに武力で京都を占領し、京都政権をうちたてようとしたところで、薩摩藩は協力すまい。

　それどころか、現在同盟の仲にある会津藩と手を組んで、長州を討つだろう。

「いまの現勢では、薩さつ会かい両藩は、長州が頭を出そうとすればすぐたたく。むろん武力的には薩会両藩のほうが強大だから、長州を朝敵だとするにちがいない。なに？　あははは、北添、なにをいう、長州は朝敵でない、というのか、長州藩の志こころざし、純なりというのか」

「おい、竜馬」

　北添佶摩は刀をひきつけた。怒るのはむりもない。当時の勤王浪士にとって長州藩は母おも屋やのごときものであり、尊王攘夷活動の点では、歴史の至上命令を受けた「神聖藩」ともいうべき存在としてみられていた。

「長州藩が朝敵になるというのか」

「北添、頭を軟こうせい。日本の歴史をみたか。足利時代数百年、楠木くすのき正まさ成しげはずっと朝敵であったぞ。なぜか。負けたからじゃ」

　竜馬は観念論者ではない。

　志士という志士が、みな水戸流の尊王攘夷観の熱に浮かされているとき、かれだけは醒さめていた。歴史を観念で見ようとはしなかった。余談だが、水戸流の尊王史観とは戦前の国史教科書の史観がほぼそうである。勤王と非勤王とに歴史を色分けし、人物の軽重もそれをよりどころに論評せられた。

　が、さらに余談だが、水戸流の尊王史観は維新史で無意味だったわけではない。無意味どころか、主役であった。維新をつくりあげたなまなましい革命思想であった。なぜならば、政府である幕府を、この思想あるゆえに否定できたわけだし、幕府人のなかでも教養人はすべて、といっていいほどこの思想のもちぬしだった。それだからこそ、幕府当事者も幕末の情勢が煮えつまるにつれてだんだん弱気になってゆくのである。

　しかし、竜馬がここでいっている意味は、それとは別のことであった。

　早くいえば、勝てば官軍、ということである。日本の朝廷は、力の強いほうに味方してきた。弱いほうが、賊になった。

　竜馬は、すらりとそう見ている。だからこそ北添のような観念論の殉じゆん教きよう者しやとは、意見が食いちがってくるのである。武市半平太もまた典型的な勤王の志士で、その観念に殉じてしまったことになる。

「薩摩藩と会津藩とが手をにぎれば、天下にこれほど強いものはない。強ければ朝意をほしいままにすることができる。されば朝廷に強請して長州藩を朝敵にし、幕府と三百諸侯の手でたたきつぶさせてしまうだろう」

　北添はだまった。かれ自身も感じていることだったからである。

「だから、北海道藩をつくれ」

　え？　と、北添佶摩はおどろいた。竜馬のいうことは、いちいち飛躍している。




　いや、飛躍しているのではない。

　竜馬のいうことは、よく考えてみるとそれはそれですじが通っていた。

「北海道藩」

　と竜馬はいう。藩、とは面白くそういう表現をとったまでで、むろん藩ではない。北海道駐屯の浪人陸軍のことである。

　竜馬の夢は、瀬戸内海に、浪人商船隊、浪人艦隊をうかべ、なしうべくんば北辺の北海道に浪人陸軍を作りたい、ということである。

「さればいざ倒幕というときに、海陸呼応して幕府を攻める。その実力は、できれば百万相当の力にしたい。されば北添、倒幕も尊王攘夷も、空論でなくなる。北添、お前まんは陸軍を率いる。倒幕の事成れば、北辺の護まもりとなって開墾せい。わしは海運業でもするわい」

（坂本の法螺）

　という言葉を、北添は思いだした。

「いやじゃ」

　と、頑固いごつそうにいったまま、きかない。あくまでも北添は京都の局地暴動主義である。

「よし、わしは江戸へゆく。下準備をつくってくるキニ、北添、帰洛したあともう一度相談に乗れ」

「幕府に金を出させるのか。不浄の金を」

「何を言うちょる。幕府は家康以来、三百年の政府じゃ。その金は、すべて日本の百姓の租税ねんぐから得たものじゃ。日本人の金であって徳川家の私財ではない。日本のためにつかうなら、なんの遠慮があるか」

「敵の金ぞ」

「幕府もまた日本人のじゃ。わしは敵とは思うちょらん。とまれこのさい、理り屈ぐるのはよそう。とにかく、金」

　と、竜馬は指で輪をつくった。

「金がなくて、事がなせるか」

　その日、夜ふけまでかかって北添佶摩を説き伏せ、ついに、「竜馬がうけもつ準備工作さえ成功すれば北添が浪人を募集する」というところまで話をこぎつけた。

「よし、あすには江戸へ発つ」

　と竜馬は、叫んだ。このとき、脳中、海陸軍の偉容がうかび、天下の事は半ば成った、という気がしたにちがいない。

　雨の中を、北添佶摩は帰って行った。

　竜馬は勝の紹介状をもらい、折りよく大坂天保山沖から幕府汽船が江戸へ出航するというので、

「それに乗せてもらいますキニ」

　と勝に断わって、京を出た。

　伏見に入った。

　当然、寺田屋の浜から淀川くだりの三十石船に乗らねばならず、それには、船宿寺田屋に入らなければならない。

「やあ」

　土間に入った。

　おかみのお登勢が立ちあがって、

「病気だよ、おりょうさんが」

　と、竜馬にいった。

　おりょうの部屋に行ってみると、真赤な顔で臥ふせている。

「熱があるのか」

　ひたいを、おさえた。火のように熱い。




「いつから熱が出た」

　と、竜馬は、あとから入ってきたお登勢にきいた。

「そんなこと」

　お登勢は苦笑した。

「当人に訊けばいいじゃないの」

「それもそうだ」

　竜馬は気付き、あらためておりょうの熱でうるんだ眼をみた。

　たがいに、まぶしそうな顔をしている。

「きのうの夕方からです」

「死ぬ気づかいは、なかろうな」

「そんなこと」

　おりょうもお登勢も、とびあがるような表情をした。死ぬの生きるのというものではない。たかが風邪ではないか。

「寒気がするだけ。わたくし、風邪をひくと熱が高いんです、いつも。ですから、お気づかい要りません」

「お医者は、なんといっていた」

「風邪」

　おりょうは、小さな声でいった。

「坂本様、十日ばかりとまって、ゆっくり看病したげなさい」

「いや、いいんだ」

「なにがいいのよ」

「死なぬ、といっている。そうときまれば今夜の夜船で大坂へくだって、わしはいそぎ江戸にくだらねばならぬ」

　ちらり、と千葉のさな子の顔を思いうかべた。首をひねった。

（わしはどっちが好きなんじゃろ）

　自分でもわからない。要するにお調子のいい浮気者なのかもしれない、と自分でおもった。

　お登勢は、するどい。

「ほら、変な顔をしてる。江戸の千葉様のお嬢さまのお顔でも思いうかべているのでしょう」

「よくわかるなあ」

　竜馬は感心した。

　お登勢はあきれ、やがて吹きだした。おりょうも仕方なさそうに微わ笑らっている。

「坂本様、たとえそうでも、いやそうじゃない、仕事のことだ、というものですよ。おりょうさんが可哀そうじゃありませんか」

「しかし看み病とるわけにはいかん」

　竜馬は、正直なことをいった。

「いやなひと。そのようなことでは、きっと女の子にきらわれますよ」

「ならば、それもやむをえぬ」

「おりょうさん」

　お登勢は、枕もとへ言った。

「こういうおひとだから、もう惚れてあげるのはおよしなさい」

「でも、恩義があるものですから」

　偶然のユーモアである。お登勢は、はじけかえるように笑った。

「そう。おりょうさん、恩義があるから惚れてあげたの。あなたも現金ねえ」

「いえいえ、そうじゃないんです」

「そうしておきなさい。いいせりふでした。こういう薄情者には、そういってやるのが一番です」

「そんなものかな」

　竜馬は、変にさびしそうな顔をしている。おりょうの心が、いまだにつかめない。




　ちょうど、医者が往診にきた。

　伏見ではきこえた内科医で、山根祥庵といった。祥庵は、おりょうが同業の楢崎将作の遺児だということもあって、懇切に診みてくれているらしい。

「どうも、これは」

　首をひねりながら、

「ただの風邪やおヘンな」

　といった。竜馬の素人しろうと眼めにも、高熱の上に、咳せき、痰たんがはなはだしく、脈の様子も尋常ではないことがわかる。

「こじらせると、痰たん結けつ痛つうになるおそれがありますな」

　痰結痛とは、肺炎のことである。とすれば命取りにもなりかねない。

「ここ二、三日、様子を見ぬとわからぬが、用心するに越したことはない」

（ははあ）

　竜馬は、医者の顔を見つめている。型どおりの坊主頭で、肥大漢である。

「死にますか」

　竜馬は、かしこまっていった。

「え？」

　医者は、小さな眼をあけた。質問の意味がやっとわかると、

「そんなことは、医者にきくことやない」

　無愛想にいった。

「ばかな」

　竜馬は、腹が立った。生きるか死ぬか、そのことを調べる技術者が医者ではないか。

　という旨むねのことを竜馬が憤然というと、祥庵は、そうだ、とうなずいた。

「しかし、死ぬか、生きるか、などと医者は多くの場合、断言できん」

　傲ごう岸がんな医者である。

　竜馬も、言葉が荒くなってきた。

「なぜじゃ」

「左様なことは、易者にでもききなさい。この山根祥庵は、人間の寿命、天命を言いあてようとするほど、不ふ遜そんではない」

「………」

「医者がまじめであればあるほど、わかるものではない。そやさけ、わしは、あぶない、という表現を用いた。左様なこっちゃ」

「なるほど」

　竜馬は一つうなずいた。祥庵は偏屈者らしいが、要するに哲学を述べている様子である。

「乞食でも九十まで生きるし、たとえ十人の侍医に脈をとってもらっている王侯でも、儚はかなくなるときは、なる」

「なるほど」

　竜馬は、この町医の言葉が、心の別な部分を搏うって、ふと眼がひらけたような思いがした。

（さすれば、人間、生死などを考えるべきではないな）

　自分へ、そう話しかけている。寿命は天にある。人間はそれを天にあずけっぱなしにして、仕事に熱中してゆくだけでいい。

「わかった」

　竜馬は、おりょうを見た。

「お前まんの寿命は天にある、ということにしてわしはこんどのくだり船で発つぞ」

「ええ」

　おりょうは、口で呼い吸きをしている。




　竜馬は、幕艦で江戸へむかった。

　船は蟠ばん竜りゆう丸まる。木造、三百七十噸トンである。

「坂本さん、この船ははじめてだったかな」

　と、艦長の松岡磐吉が、甲板に立っている竜馬に声をかけてくれた。

　フロックコート、チョッキ、ズボン、といった海軍服の袖に、金筋を三本入れている。

　松岡は、伊豆韮にら山やま代官江川太郎左衛門の家臣だった男で、長崎で海軍を伝習し、幕府の軍艦役に取りたてられた。例の咸臨丸渡米のとき測量士官として勤務した人物である。幕府瓦解後、榎本武揚とともに箱館へ走り、降伏後獄中で病死した。

　地味な性格だが、実務にあかるい。

「はじめてですが、相当なボロ船ですな」

「いや、調子のいい船だよ」

　蟠竜丸は、縦帆船スクーナーである。それに百二十八馬力の機関がついており、順風があるかぎり、石炭を節約して帆走する。

　もとの名は、皇帝号えんぺろるといわれた。

　英国製である。英国では、王室御お召めし遊覧船としてつくられ、安政五年、ビクトリア女王が、日本の主権者「将軍タイクーン」に献じた。

　マストは二本。

　いま、そのマストいっぱいに縦たて帆ほがはられ熊野の山やま脈なみを左舷にみながら、紀州沖を帆走している。

　二本目のマストに、日章旗がかかげられ、潮風のなかにはたはたとひるがえっていた。

　竜馬は、めずらしそうにその旗を見た。

「あれですか、日の丸ちゅうのは」

　うわさにきいていた。

　この年（文久三年）の八月七日、幕府は対外的なつきあいの上で国旗を定める必要にせまられ、

「御ご国こく標ひようとしてこれを用うべし」

　という公達をした。

　──なかなかいい意匠だ。

　というので、ヨーロッパの小国が幾らかで売ってほしいという交渉にきた、といううわさを竜馬はきいている。

　日の丸の歴史は古いようだが、豊臣秀吉が朝鮮に攻め入ったとき、日本軍の総旗としてこれを用いた。このとき加藤嘉よし明あきの家来で高名な豪傑塙ばん団だん右衛え門もん直次が、畳何枚というような大日章旗の旗手であった、という記録もある。

　秀吉が、ごく何気なくこの旗を用いていることをみると、国家標識にはこれを用いるという習慣がふるくからあったのであろう。

　薩摩の島津家では、このときから船旗として用いるようになった。

　幕議で、「御国標」をきめるとき、島津家のこの船旗を参考とした。

　日の丸が御国標に決まりはしたが、実際に用いているのは、幕府の陸軍と艦船だけであった。だから、のち、鳥羽伏見の戦い以降、関東戦争、東北戦争、箱館戦争とつづくいわゆる戊ぼ辰しん戦争で、官軍は日月の錦きん旗きを用い、幕軍は日の丸を用いた。

　いわば、幕府の旗のようなものだ。これが正式に国旗として制定されたのは、明治三年一月になってからである。

　とにかく、竜馬にはめずらしい。




　竜馬は、蟠竜丸の乗組士官がおどろくほど船に習熟していた。

「りっぱに艦長がつとまりますよ」

　と、松岡磐吉がお世辞ではなく、ほめた。好きこそ物の上手、ということであろう。

　二日目の夜は、駿する河がの沖を航行していた。竜馬は、松岡にたのまれて、臨時の当直士官になってやった。

　月が出た。

　航海日誌の末尾に、

「月色皎こう朗ろう、深夜、驟しゆう雨う一陣」

　と書いた。さらに、

「風力六番」

　と、書き入れた。風力六番とは「雄風」のことで、帆走に都合がいい。ちなみにこのころの航海用語での風は〇番から十二番まで区別されており、六番の雄風は、風速一一・二メートル、ほとんどの帆をあげることができる。〇番は無風、一番は至し軽けい風、三・一八メートルである。以下、軽風、軟風、和風、疾風、雄風、強風、疾強風、大強風、全強風、暴風、颶ぐ風ふうの順。

　竜馬は、計器類で得た数字も書き入れた。

　計器類とは、寒暖計、晴雨計、羅針儀コンパス、経線儀クロノメーター、測程儀などで、はじめはとっつきにくい顔つきをしていたが、慣れてみると竜馬にとっておもしろい「連中」だった。

　竜馬はこの「連中」のことを、

　器械の従者

　とよんでいた。

「こいつをうまく使えば、自分がいまどこにいて、何をすべきかがわかる」

　と、よくひとにもいった。

　たとえば、六分儀セクスタントで太陽や星をはかる。それで天体の高さを知り、経線儀（経度をはかる器械）と天文暦によって、いかなる大海のまっただなかでも、自分の居る場所がわかるのである。

　竜馬は、こういう船の知識から、天下を動かすこつを会え得とくした、といっている。

　つねに、時代の風力、湿度、晴雨を測定しさらに自分の位置を知り、どうすべきかを判断した。北添佶摩のように、暴風中に帆を張って出航しようというようなことは、竜馬の思想からは考えられないことである。

　やがて、船は品川沖についた。

　すぐ江戸に入り、桶町の千葉家にわらじをぬいだ。

　中ちゆう間げんの与平が、

「あいにく、大先生をはじめ、若先生、お嬢さま、おそろいでお玉ケ池の御本家へいらっしゃいましたよ。夕刻にはお帰りになるはずでございますが」

　といった。

「ああ、そうか、それならちょっと別用をはたしてくるキニ、草履を貸してくれんか」

　竜馬はわらじを捨て、草履にはきかえて門を出た。

　幕臣大久保一翁をたずねて、例の北海道浪人藩の実現方を交渉するためであった。

「帰りは遅くなるかもしれん」

「へい」

（足の達者な旦那だ）

　与平はあきれながら、往還を遠ざかってゆく竜馬の後ろ姿を見送った。




　ちょうど大久保一翁は在宅した。

　竜馬は、書斎に通された。

　床ノ間に和漢洋の書物がうず高く積まれ、すみに地球儀がおかれている。

　地球儀の台に、金の金具の定紋が打ちつけられていた。

　上あがり藤ふじに大の文字

　である。幕臣大久保家の家系のなかから、徳川初期の名士大久保彦左衛門忠ただ教のりが出たために、その特殊な紋どころは世間によく知られている。一翁は、名は忠ただ寛ひろ。

　この家系は、みな忠がつく。

　大久保一翁は、将軍慶喜の相談役という点で、徳川家光の「御意見番」といわれた彦左衛門に似ている。

　ただ彦左衛門は千軍万馬の古豪で、その八十年の生涯のうちの晩年は、泰平の世に生きたために、時代に適合せず、みずから、

「戦国生き残り」

　と称し、懦だ弱じやくな世俗に反抗し、かずかずの奇行を演じた。いわば気骨ある保守家といっていい。

　一翁はちがっている。この人物は、勝海舟とともに幕臣のなかではとびはなれた進歩主義者であった。

　ただ、彦左衛門のような孤高の性格ではなく、やはり官僚である。順応もできる。その順応できる性格をもっていたがために、西洋好きの将軍慶喜に愛され、その才能を十分に使いうる位置を占めることができた。その後、さらに順応して維新政府にも仕え、爵位（子爵）までおくられるに至った。この人柄のおだやかさが、彦左衛門とはややちがっている。

　もっとも竜馬は、この幕府の高級官吏を、かげでは、

「彦左衛門さん」

　とよんでいた。モダン彦左衛門というべき存在であろう。

「なんだい」

　と、たばこ盆を持って一翁があらわれた。

　白はく皙せき、ひたいが広い。眼が、たえず微わ笑らっている。

「いま、オロシャ（ロシア）が沿海州から乗り出して北え海ぞ道ちへ攻めてきたら、幕府はどうなされます」

　と、竜馬は開口一番やった。

「周しゆう章しよう狼ろう狽ばいするだろう」

　と、一翁はかるく受け流した。

「だけですか」

「まあ、だけだろうな。横浜の外国公使どもに泣きついて、その力で牽制してもらうしか仕方あるまい」

「戦わずに？」

「まあ、戦わぬというわけにはいかぬ。戦わなければ、牽制してくれるはずのフランス、イギリスなども、こんな国かと思ってみずから料理人となり、ロシアとともに分けどりにしてしまうにちがいない」

「されば戦う、とわかりましたが、たれが戦います。旗本八万騎ですか」

「いや、物の用に立つまい」

　一翁がいうとおり、幕臣は三百年の泰平と都市生活で、三河以来の野性がまるでなくなってしまっている。

　話は、竜馬の思う壺に入った。




「左様、旗本ではいけませんな」

　と、竜馬は不遠慮にいった。

　一翁は、苦笑した。大久保一翁もむろん旗本の一人なのである。

　一翁も、自分たち旗本にはもはや、時代を担当する気概も能力もなくなっていることを、百も知っている。

「諸藩の門閥、高禄の武士もだめです。三百年、暖だん衣い飽ほう食しよくしてきた家から、時勢のために死のうという健児が出るはずがない」

　要するに、武士階級は根が腐りきって時代を荷になえなくなっている、というのである。

「百姓、町人がいいのか」

　一翁は、疑わしそうな眼をした。竜馬もおなじ眼つきをして、くびを横にふった。

「いけませんな」

　なぜなら、百姓、町人という階級は、徳川の政策で、自分の階級に矜ほこりをもてないように訓練されてきている。

　それに、欲望があって教養がない。さらに、徳川政策である、「民は由よらしむべし、知らしむべからず」という方針のおかげで、税金をとりたてられるだけの被支配階級になっており、ことばをいいかえれば、社会に対する一種の「無責任階級」になっている。そういう階級からは、私欲を無視して公共のために働こうという物好きが出にくい。

「こんな妙な階級をつくったのは、大久保さん、徳川家の罪ですよ」

　竜馬は、アメリカの「市民」と比較しながら、そんなことをいった。こういう国事多難のおりに、日本人の大部分を占める百姓、町人に期待できないというのは、思えば他国にはない奇妙な国家ということができるであろう。

　日本人の人口のうち、九割が百姓、町人で、一割が侍なのである。一割だけが、自分に矜りをもつことができる「市民」であるといっていい。

「しかし坂本君、罪ばかりではあるまい。徳川は、武士を作った。これは、一個の人間として清国にも墨国アメリカにもないものだよ」

　その武士のうち、高級武士が腐敗しているとすれば、期待されるのは、下級武士ということになる。武士としての教養、道徳があるうえに、飲まず食わずの家庭の出だけに、あふれるような野性と気概をもっている者が多い。

「その意味から」

　竜馬は、いった。京にむらがっているいわゆる勤王の志士はそういう階級の出身者が多く、そのなかでもとくに野性と気概に富んだ連中が、家郷を捨てて京にあつまっている。

「あの連中を北え海ぞ道ちに？」

　大久保一翁は、さすがにむずかしい顔をした。みな、極端な攘夷主義者か、倒幕主義者ではないか。要するに、幕府にとって毒物のような連中である。

「幕府にとって、毒物かもしれません。しかし、無毒な連中はなんの役にも立たないが、かれらは用い方によっては、日本のために強精剤になりましょう」

　夜ふけまでかかって竜馬は一翁を口説き、とうとう幕府にこの案を上程させるところまで漕こぎつけた。




　大久保一翁は紙し燭そくをともし、灯をかばいながら、竜馬を玄関まで送ってくれた。

「そうそう、かんじんなことをいいわすれている」

　と、一翁は式台に立って自分のうかつさをおかしがった。その笑顔で察すると、なにやら、竜馬がよろこぶ話らしい。

「ああ、軍艦のことですか」

　竜馬が、叫ぶようにいった。

「いいあてたな」

「いつ頂ちよう戴だいできます。なんなら、この機会に貰って帰りましょうか」

　と、竜馬は片足を式台にかけた。

「待て待て。犬ころでも貰うようなことをいうな。しかし二、三日中に品川沖に回航してくるときいてるから、あるいは大坂へ乗って帰れるかな」

「乗って帰ります」

　つばが、一翁の顔にかかった。

　竜馬の顔が、ぐんぐん接近してくるのである。一翁は閉口して、

「顔を、どうかしろ」

　と、頬にかかったつばをぬぐった。しかし竜馬の顔は、笑みくずれて近寄ってくる。

「艦ふねは、なんです」

「観光丸だよ」

「こいつはいい。はじめのもくろみどおりでしたなあ」

「おいおい、顔」

　と、一翁はのけぞった。

　竜馬は、おどりあがりたいほど、うれしかった。これほどのよろこびを、うまれてこのかた、経験したことがない。

　竜馬は、大久保屋敷を出た。

　提灯をぶらさげて、人通りのない往来をいそぎながら、何度も、

「おお、軍艦。──」

　とわめいては、路上でおどったり、はねたりした。そのまま佐竹侯の中屋敷の角をまがると、犬が咆えついた。これには竜馬も閉口して、やっとおだやかな歩きかたで、歩きはじめた。

　観光丸は、四百噸。

　船齢は十四年で、やや老いている。

　オランダでつくられ、安政二年、同国ウィルヘルム三世が幕府への贈りものとして長崎に回航してきた。幕府が持った最初の洋式軍艦で、勝海舟ら第一回海軍練習生も、この軍艦で技術を習得した。

　三本マストの縦帆船スクーナーで、百五十馬力の機関をもち、艦載砲は、六門である。ついでながらこの軍艦は維新後明治政府にひきつがれ、明治九年三月、老朽用をなさずという理由で、石川島で解体された。

　観光丸は、竜馬のこの当時、佐賀藩の海軍訓練のために貸与されており、こんど同藩から幕府にもどされることになったのである。

（いよいよ練習艦がもてる）

　竜馬は、足が宙に浮くような気持で桶町の千葉屋敷にもどった。

　門番が、あきれた。

「朝帰りですか」

　といった。なるほど、東の空が白みはじめている。




　井戸端へまわると、若先生の重太郎がたったいま起きたらしく、顔をあらっていた。

「なんだ、竜さん」

　濡ぬれた顔を、ぷっと脹ふくらませた。

「昨夕、来たと思ったらいなくなった、と門番がこぼしていたよ。昨夜はどこでとまったんだ」

「大久保屋敷にいた」

「ふうん」

　竜馬の背後で、人の気配がした。

　さな子である。

「ああ、これは」

　竜馬はそっちへあいさつした。さな子はさすがにうれしさをかくしきれないらしい。

「脱藩なさってから、坂本さんは以前よりきたなくなりましたわね」

「本物の天てん竺じく浪人ですよ。脱藩すると国もとからの送金が絶えるのがつらい。そうそう、じつは腹がへっている。あ、驚いたな、よく考えてみるとゆうべからなにも食べていませんよ」

「ごはんもあがらず、寝もせずにどこにいっていらっしたのです」

　つい、いたずらっ子を叱るような詰問口調になる。

「いや、面目ないが、お叱りはあとにして朝ごはんをふるまってくれませんか」

「すぐ、支度します」

　と、さな子は小走りで立ち去った。

「竜さん、早く嫁にもらってやれよ。あいつああみえて、おまえさんのことを身も世もないほどに想いこがれているらしい」

「冗談じゃない。こんな風来坊に惚れるやつがあるもんか」

　竜馬は、相手にしなかった。

「おい、梳すけよ、その髪。軍艦に乗ってやってきたらしく、潮っ風で、一本々々、銀糸みたいにこわばっているよ」

「まあ、髪はいいとして」

　と、竜馬は、観光丸入手の一件をうれしそうに話した。

　重太郎も、手をにぎらんばかりによろこび、

「あっははは、竜さん、いよいよ素志を遂げられそうだな。いや、人間、望むものだ。まったく、望まねばならんものだな。考えてみると、一介の素浪人のおまえさんが、軍艦を一隻ほしい、と言や、みなたわごとあつかいにするだろう。わしもはじめは驚いたが、とうとう手に入れたか。信じられんな。本当の軍艦か」

「本当の軍艦だ」

　と、竜馬は苦笑した。

「動くぞ。観光丸というのだが、あれ一隻さえあれば、地球上のどこにでもゆけるわい」

「やったのう」

　と、この人の好い剣客は涙をためている。

「とにかく、腹がへった」

「それそれ」

　重太郎は、台所へよばわった。どうも人が好すぎて、軽率なところがある。

　朝食の支度ができた。

　竜馬は、膳の前にすわった。

　さな子が、お給仕である。重太郎もお八寸も入って来ないのは、二人っきりにしてやろうという配慮だろうか。




「寒い」

　竜馬は、箸をとりあげて、ぶるっとふるえた。空すきっ腹ぱらと寝不足で、よけい寒さがこたえるようだ。

「たくさん、召しあがれ」

　とさな子はいった。

　またたくまに、竜馬はめしのおかわりを三度、汁を二椀飲みほして、やっと人心地のついた顔をしてみせた。

「ああ、礼を申しおくれていた。ことしの夏に、北海道からもどってきた北添佶摩などがここに泊めてもらって、よろこんでいましたよ。またたのみます」

　竜馬は、天下の千葉道場を、同志の江戸旅館にしてしまっている。

「土佐のひとって、おもしろうございますね。脱藩して天下を周遊するようになってはじめて米のご飯をたべた、などとおっしやっていました」

「もっともだ」

　竜馬はおもしろがった。

「この秋、大和義挙（天誅組）で死んだ那須信吾って男などは、檮原村という山村でしてな。稗ひえと粟あわばァ、食うちょる。武士だ武士だといっても、土佐や薩摩の郷士というのは貧しいもんじゃ。江戸や京大坂の町人なら一日でも我慢できません」

「坂本様のお家は、とびはなれたお金持郷士なのでございましょう？」

「そうじゃキニ、こんなのんきものが出来よる」

「それに次男坊だし、お姉様っ子だし」

　のんきすぎて心が体のどこに付いているのかわかりゃしない、と、町娘なら毒づくところであろう。

「さな子さんにかかるとかなわんな。いつまでも十九のとしに出府したときそのままのあつかいじゃ」

「左様なことはございませぬ。ちゃんと尊敬して差しあげております」

「かたじけない」

　竜馬は、熱い茶を喫しおわると、ねむくなった。

　ごろり、と横になり、座布団をひきよせて枕にした。

「お行儀のわるい」

　といったときは、いびきをかいて眠ってしまっている。

　さな子は掻かい巻まきをかけてやった。

（変なにおい。……）

　京大坂のあかを、そのまま持ちこしているのだろう。体だけでなく、木綿の黒羽織などは肩が陽に焼け、袖口が垢光りしている。

　竜馬は、夕刻までねむった。ばかなはなしで寝小便をしてしまった。

　起きてみると、袴がびっしょり濡れていて気持がわるくて仕方がない。

（どうも、よくねむったと思ったわい）

　ぶつぶつ言いながら縁側に出、袴をつけたままばたばたと振った。

　小便が、飛し沫ぶいて飛んだ。

（こまったのう）

　竜馬は、さな子を怖れた。




　背後で、唐から紙かみのきしる音がした。さな子が入ってきた様子である。

　絹ずれの音がして、やがて部屋のすみにすわる気配がした。しばらく沈黙がつづいた。

「………」

　不審そうに竜馬をみているらしい。

「どうなされたのでございます」

「うん？」

　竜馬は、なおばたばたと袴のすそを振っていたが、やがてあきらめた。すそが水気をふくんで重く垂れ、すねに貼はりついた。

「なまぬるいのう」

　と、竜馬はうっかりつぶやいた。

「なにがなまぬるいのでございます」

「袴ですよ」

「お袴がなまぬるいのでございますか」

（しつこいなあ）

　と、竜馬はさな子のほうをふりむいた。

　さな子が変な顔をして、床ノ間の畳を見ている。そこが濡れている。

「さな子さん、あんたは武士の娘でしょう」

「ええ」

　と、さな子はうつろにうなずきながら、畳の上を見つめている。

「武士の娘なら、見て見ぬふりをするもんじゃ」

　と、竜馬はしかめっつらで、いった。

　そのとき、カンのいいさな子は、竜馬が十四、五歳になるまで、

　──寝よ小ば便あったれ。

　といわれていたことを思いだした。不意にそれとこれとが重なって、さな子は不覚にも体を歪まげた。

　帯が、くるしい。

　まげたっきり、痙けい攣れんがとまらなくなってしまった。必死に笑いを殺している。血がのぼった。

　顔が、真赤になってきた。

「毒ぜよ」

　竜馬は、土佐弁でいった。さな子の様子が心配になってきたのである。

「可お笑かしければ笑わんと、毒ぜよ」

　まさか介抱するわけにもゆかず、竜馬はぼんやり立ちながら、忠告した。

「笑うてしまえ、笑うてしまえ」

　と、竜馬はついにさな子のそばへ寄って、背中をたたいた。

　酔っぱらいの介抱に似ている。吐け、吐け、といっているようなかっこうである。

「坂本様は、坂本様は、……」

　きゅうきゅう言っているのだが、ことばにはならない。

「言うな言うな。言うとおかしくなって、体に毒ぜよ」

　ぱっと袂たもとで顔をおおうと、さな子は部屋を走り出てしまった。

「あっははは、あのひとも仕様のない人だ」

　と、竜馬は愉快そうに笑った。

　そこへ重太郎が入ってきて、なんだ、何事がおこった、と訊いた。竜馬はこれこれだと説明し、

「さな子さんは、いくつになっても子供のようだ」

　とまた笑った。重太郎はあきれた。いくつになっても子供のようなのは、竜馬のほうではないか。




　竜馬の江戸滞在が長びいた。

　毎日、品川へゆく。貸与される幕府軍艦観光丸は品川沖に錨を沈めていたが、こまごまとした修理がまだ完了していないのである。

　竜馬は、この軍艦で大坂へ帰るつもりで、その修理のおわるのを待っていた。

（これはわしの軍艦じゃ）

　とおもうと、毎日、甲板に立ってみなければ気がすまなくなる。

　どころか、船体の鋲びようやねじの一つ一つまで撫でていたいくらいだった。

　竜馬は、艦内にあってはたえまなく身を動かし、装置、備品など眼をつぶってもありありわかるほどにまで親しんだ。

　とくに、帆と機関に馴れようとした。帆の縛ばく着ちやくを手伝ったり、自分でマストにのぼって見張り台のぐあいをしらべたり、船底にもぐりこんで汽か罐まにひび割れがないかを点検したりした。

　この艦を借用していた佐賀藩から、秀島藤之助という御船奉行をつとめるりっぱな武士が、幕府へのひき渡しのために出張してきている。

　秀島は、洋式軍艦に習熟しており、観光丸が佐賀藩にあるときには、艦長をつとめていた。

　竜馬は、この秀島に、観光丸の艦としての癖をつぶさにきいた。

「面おも舵かじ（右舵）がやや重いようです」

　と、秀島はいった。

「それに、汽罐も性しようがわるくて、焚きはじめのとき、なかなか力が出てきません」

　と、秀島はこぼした。しかし竜馬にとってその苦情の一つ一つが楽しかった。性の悪いふねほど、親しみがあってうれしいではないか。

「結構ですな」

　にこにこしている。

　秀島は、当時、藩主鍋なべ島しま閑かん叟そうという天下第一の「洋学殿様」に率いられている怜れい悧りな海軍士官だけに、竜馬のにこにこ顔をあやしみ、

（この男、馬鹿ではないか）

　とさえうたぐった。

　秀島からみれば、竜馬はおかしな男だったかもしれない。マストにのぼっては、ずり落ちそうになったり、機関の様子をしらべるにしても、どこかとんちんかんだった。なにしろいままで好きで軍艦に食いついてきただけで、正式に洋学を勉強して正式に海軍を教わったわけではないのである。竜馬のもっている技術で抜群のものといえば免許皆伝の北辰一刀流の腕だけで、操艦のほうはまだ下手の横好きという段階であった。

　秀島は、竜馬が土佐人だからこの幕府軍艦が次は土佐藩に貸与されるものと思い、そう訊くと、竜馬は無愛想に、

「土佐藩じゃありませんよ」

　と答えた。

「浪人です」

「えっ、浪人に？」

　秀島は、意外そうだった。浪人に軍艦が操れるものかどうか。

　ところで竜馬は、すでに大坂表にいる勝海舟に急飛脚を出し、神戸塾の連中を江戸へさしむけてくれるよう頼んである。




　数日たった昼さがり、竜馬が艦橋で舵だ輪りんのぐあいをしらべていると、日章旗をかかげた帆船がするすると入ってきた。

（なんじゃい、ありゃ）

　と、手をとめた。

　三本マストの純然たる風帆船で、機関はついておらず、噸数は二百五十噸程度だろう。

「御お船ふね千せん秋しゆう丸まるだな」

　と、そばにいた幕府士官がいった。御船というのは、幕府の艦船のことである。千秋丸は軍艦ではなく、運輸船であった。

　米国ボストン市で製造された船で、もとの名をダニエル・ウエブスターといった。それを一昨年の文久元年七月、幕府が一万六千ドルで買い入れたもので、船齢十二年、ペンキがだいぶ剥はげ落ちている。

「あの御船、どこからの帰りですか」

　竜馬がきくと、

「大坂」

　と、幕府士官は無愛想にこたえた。

　威張ってやがる、と竜馬はその幕府士官にちかづき、彼がくびにかけている双眼鏡を、ひらっ、と取りあげた。

「ちょっと、拝借」

　眼にあてて、千秋丸を見た。

　双眼鏡をとられた幕府士官は、もともと竜馬という浪人者をこころよく思っていなかったらしい。ことごとに、つっけんどんな態度を示してきた男である。

「そのほう、無礼ではないか」

　と、居い丈たけ高だかにいった。

　竜馬は、黙殺して眼がん鏡きようをつかっている。

「聞こえんかっ」

　と、幕府士官は耳もとでどなった。

「わい」

　竜馬は小声でいった。聞こえんわい、をちぢめていったのである。そういう言い方が、土佐の高知にあるらしい。

（ほほう、甲板に陸奥陽之助らしいのが乗っちょるぞ）

　竜馬は、夢中になった。

　千秋丸は、帆をおろす作業をしている。そこに、陸奥陽之助だけでなく、赤づら馬之助もいた。

　赤づら馬之助は、前のマストにのぼって帆をおろす作業をしていた。

　竜馬の長姉千鶴の息子の高松太郎が、錨の綱をあやつっている。そのそばで、菅野覚兵衛の大きな体が動いており、さらに、むかし竜馬と一緒に山越えで脱藩した沢村惣之丞もいる。

　みな、神戸塾の連中で、のちに竜馬の海援隊の猛も者さになってゆく連中だ。

「あっははは、来たのう」

　竜馬は、顔じゅうで笑った。

　横から、幕府士官が、

「かえせっ、かえせっ」

　と、どなっている。

　竜馬は、眼鏡を眼からはなし、ひょいとその男の首へかけてやった。

「ありがとう。よく見えた。ただし、幕臣、幕臣ちゅうて、あンまりいばるなよ」

　その男をぽんとたたき、竜馬はタラップを踏んで、冬日のいっぱいあたっている甲板へおりた。

　風は三番、軟風である。




　むこうの千秋丸では、

　ざぶっ

　と、品川の海に錨を投入した。

　竜馬にとって船の投錨は見なれた風景である。しかしこのときだけは、しぶきをあげた真白な潮の色が、眼に痛いばかりのあざやかな印象をうけた。

　竜馬は、観光丸の甲板上に立ちつくしている。かれの近視では、十分に見きわめることはできなかったが、千秋丸はほぼ入港後の作業を終えたようであった。

　千秋丸の舷側から短艇がおろされるのを、竜馬は見た。短艇は、着水した。

　舷側の縄ばしごをつたって、何人もの武士がおりてゆく。

（ああ、陸奥陽之助たちだな）

　竜馬は、ぼやけた視野のなかで、懸命に肉眼の焦点をあわせつつ、かれらの顔の一つ一つを見さだめようとした。

　きらり、とオールが午後の日ざしのなかで反射した。

　短艇は、こちらへむかってくる。

（おお、間違いはない）

　竜馬は、するどくふりかえった。

「千秋丸から短艇がくる。おのおの、お手数だが、縄ばしごをおろしてくださらんか」

　と、甲板上の佐賀藩士や、幕府海軍の水夫たちにたのんだ。

「承知した」

　と、みなきびきびと動いてくれた。

　竜馬は、ふたたび短艇を見た。胸がつまってきて、涙を懸命にこらえた。

　竜馬は、短艇が近づくのを待った。かれの生涯で、このときほど待つことの長さを思ったことがない。

（とうとう、われわれは練習艦を得た）

　このよろこびは、一人では十分に味わうことができない。同じように艦の入手を待ちこがれていた仲間たちと抱きあうことによってのみ、味わうことができる。

　短艇は、きらきらとオールをきらめかせつつ、いよいよ近づいた。

　竜馬は、舷側から身をのりだした。海にころがり落ちそうなかっこうだった。

「おれだ、坂本だ」

　と叫びたかったが、声も出ずに涙だけがくしゃくしゃの頬をつたい、滴したたった。

　一方、短艇のほうでは、へさきに、齢がしらの土州脱藩菅野覚兵衛が、あごをなでて立っている。

　紀州脱藩陸奥陽之助、土州脱藩高松太郎、沢村惣之丞らは、オールをにぎっていた。

「あの仁じん、海に落ちそうだな」

　と、菅野覚兵衛が不審な顔をしていたが、やがてその男が坂本竜馬だと知ると、

「おい、みんな。坂本さんが来ちょる。舷側を掻きむしっちょるぞ」

　といって笑おうとしたが、ふりむいて竜馬の姿を眼にとめた漕そう手しゆのたれもが笑わなかった。菅野も、泣きっ面になってしまった。

（もとは一介の剣術使いだった男だ。それが軍艦にあこがれ、とうとう軍艦を一隻手に入れてしまった）

　しかも浪人の身で。

　菅野覚兵衛は、ぽろぽろと涙をこぼした。




　菅野覚兵衛らは、観光丸の甲板上にあがってきた。

　七人である。

「これだけか」

　と竜馬は、不満そうだった。できれば塾の全員をよびたかったのである。しかし、経費などの都合で、七人になったのであろう。

「ええ艦ふねじゃなあ」

　菅野は、甲板を歩きだした。

　竜馬の甥の高松太郎は、船首の大砲のほうへ歩みよった。この若者は、砲術科を主として学んでいる。性質が軽率で、あたまもあまりよくない。

　陸奥陽之助は、竜馬のそばから離れず、煙えん突とつをみあげている。

「煙が出ていませんな」

「あたりまえだ。石炭を焚いていない」

「ははあ、石炭を焚かぬときは煙は出ませんか」

　と、素っとぼけた。

「お前まんは、そういうことも知らんのか」

　と、竜馬は真まにうけて、本気で心配した。この知識で、この軍艦を品川沖から大坂の天保山沖にもって行こうというのだから、少々あぶない。

「陽之助」

　竜馬は、不機嫌になった。

「航海をはじめるまでお前は、毎日船底にもぐりこんで火夫から汽か罐まの焚き方を学べ」

　と命じた。

　陸奥は、首をすくめた。はえぎわの美しい若者である。

「つぎの短艇で、勝先生も来られます」

「ほう、先生も御乗船されていたのか」

　と、竜馬はよろこんだ。じつのところ、竜馬も、自分が艦長になってこの艦をひっぱってゆく自信はない。

「ほっとしたでしょう」

　陸奥は、竜馬の顔色を機敏に察して、からかった。

「この練習船が大坂につくまでのあいだ、勝先生が艦長をつとめてくださるそうです。坂本のようなずぼら者に、大切な公儀の御船をまかせられぬ、とおっしゃっていました」

「うそをいうな」

　竜馬が苦笑していると、勝海舟を乗せた短艇が近づいてきた。

　やがて、勝が、甲板上に立った。公務中だから、陣笠をかぶり、黒の紋服、仙台平の袴といったかっこうである。

「やあ、竜馬」

　勝は、背の高い竜馬の右腕をたたいた。

「君が、大坂へゆくまでの艦長見習だ。わしは、ついて行かんぞ」

　と、話がちがう。聞くと、勝はこの年末、将軍が幕府汽船翔しよう鶴かく丸まるで海路、再上洛するについて、軍艦奉行並として扈こ従じゆうせねばならぬという。

「なんの、心配はいらん。実際の操艦は幕府海軍の連中がやるよ。ふねをこわされてはかなわんからな」




　竜馬は、出航までのあいだ、この七人の連中をどこに泊めるべきかに苦慮した。

　どの男も脱藩の身だから、藩邸に収容するわけにはいかないし、かといって旅はた籠ごに泊める金は、竜馬にもないし、かれらにもない。

「いいよ」

　勝はいった。

「幕府海軍の賄まかないにしておこう。この観光丸に泊まればよい」

　その旨を菅野覚兵衛らに伝えると、陸奥陽之助だけは、

「芸がないな」

　と、反対した。

「坂本さん、ここは品川沖ですぜ。夕暮になれば品川遊里の灯が水に映うつりますぜ」

（この若僧）

　竜馬は舌打ちした。

　陸奥は、紀州藩の名家の出で、十代から放浪し、遊びには慣れた男である。

　美貌、自称通人で、鼻持ならぬキザな面がある。

「陽之助、その資金はどうするんだ」

「なあに、品川の土ど蔵ぞう相模さがみへ登あ楼がれば、長州の連中がたれか飲んでいるでしょう。一時借用ということでいかがです」

「他藩の金をあてにして登楼するのか」

「まあ、そうです」

「それこそ、芸がない。どころか、われわれの盟約に反するぞ」

　と竜馬はいった。

　盟約、というのは、「他人の金で酒色をするな」ということであった。あくまでも独立独歩という約束である。出身藩や他藩の世話にならずに、瀬戸内海に私設海軍をつくり、訓練のかたわら商船活動をして金を儲けよう、ということであった。

　自力で金が儲かってくればその金で飲む。それまでは我慢する、というのである。

「長州の連中は、藩費を遊里でつかってずいぶん派手なことをする。しかしわれわれ浪人がその真似をして、しみったれた遊びをすれば、他藩のあなどりをまねき、他日、大仕事をするのにさしつかえる。陽之助、我慢に越したことはない」

「そういうものかな」

　陸奥陽之助は、不ふ承しよう々ぶ々しよううなずいた。

　その夜、竜馬はかれらとともども、船室で寝た。

　夜になって、風が出た。

　艦が、ゆれた。

　夜陰、陸奥陽之助は真蒼な顔で竜馬の寝室へ入ってきて、

「船酔いした」

　といった。

「坂本さん、どうも艦の揺れにはかなわぬ。いまから短艇をおろしてください。私一人、品川へ上陸します」

「金はあるのか」

「ない」

「それではこれを売って費用にしろ」

　と、竜馬は自分の大小を差しだした。

　陸奥は、さすがに閉口して部屋を出て行った。




　竜馬は翌朝、下艦した。

　かれには、陸上で活動すべきことが多い。

　築地南小田原町の幕府軍艦操練所へ行って機材の借用方を交渉したり、赤坂氷川町の勝海舟のもとへ連絡に行ったりした。

　年が、押しつまった。

　師走しわす二十七日、軍艦奉行並勝海舟は、汽船翔鶴丸に将軍を座乗せしめて西上するため、前日、とくに屋敷へ竜馬をよんだ。

「事故のないように頼むぜ」

　と、豪胆をもってみずから任ずる勝も、さすがに幕艦を浪人にまかせることに、いちまつの不安があるらしい。

「なんの、万一、沈没、座ざ礁しようなどのことがあれば、先生と拙者が腹を切れば済むではありませんか」

　と、竜馬は平然といった。

「冗談じゃない」

　勝は、眼をむいた。

「おれはいやだよ、そんなことで一つしかねえ腹を切るのは」

「そういえば、私もいやですな」

　竜馬も、あわてていった。そうやたらに腹を切る趣味は、勝にも竜馬にもない。

「安心した。切るのがいやなら、せいぜい操艦に注意しておくれ。天候がわるくなったら、どこの港へでももぐりこむことが肝要だ」

「心得ています」

　竜馬は、勝に不安をあたえないよう、断乎と言いきった。

　あとは、世間ばなしになった。

「妙なものだな、竜馬。こういう家康ごんげん様江戸御開府以来の多端だった年も、暮れるときが来れば暮れてゆく。天道にはどうもかなわない」

　口調に、勝にしてはめずらしく詠嘆がこもっている。

　勝のいうとおり、この文久三年という年は、たしかに関ケ原以来の物情騒然たるとしであった。

　江戸は、まだ静かである。

　京は、鼎かなえのように沸いた。勤王浪士の天誅事件で年があけ、長州藩の独走、さらに同藩の工作で天皇が攘夷戦を決意し四月、石いわ清し水みず八幡宮に行幸してそれを祈願し、将軍はあってなき状態になった。さらに五月、長州藩が馬関海域で外国艦船を砲撃しはじめ、七月には薩摩藩が英国艦隊と交戦し、八月に入って、宮廷に政変がおこり、長州的攘夷主義が抛ほう棄きされ、長州藩の勢力は京都から一掃された。その直前、土佐藩の吉村寅太郎らが大和で革命の尖兵となり、「天誅組」の義挙をあげ、やがて討滅された。あげて、佐幕派の時代がきた。その風潮に乗って土佐藩でも佐幕派が復活し、武市半平太らが、あるいは捕えられ、あるいは殺された。

「来る年は、どうかねえ」

　と、炯けい眼がんな勝も、さすがにゆくすえが見当もつかぬ世になっている。

「いよいよ狂風怒ど濤とうの年になるでしょうな」

「竜馬、うれしそうにいうもんじゃないよ。公儀の屋台は、ことしの大風でいいかげんに根ね太だがゆるんでいる。もう一吹きで、崩れるかもしれない」

　勝の口ぶりは、けしかけているような、いないような、複雑な音ね色いろをふくんでいる。




　翌日、勝は将軍家茂座乗の翔鶴丸に乗って品川沖を出帆した。

　十四代将軍家茂は、しもぶくれのあどけない顔をもっている。紀州徳川家から入って十三歳で征夷大将軍を継つぎ、このときまだ十八歳の若者でしかない。

　いかにも貴種の血をひいているといった美貌と、温和で誠実な性格のために、大奥の女官たちの評判はいい。

　病身であった。

　こんどの西上も、侍医は首をひねったのだが、家茂は京都朝廷の対幕世論が悪化することをおそれ、虚弱な体を翔鶴丸に運んだ。

　抜錨してからは、ずっと船室にこもったきりで、潮風にはあたらないようにしている。

　ただこの若い将軍は、歯切れのいい頭脳をもった四十一歳の軍艦奉行並勝海舟がすきで、その話をきくことを好んだ。

　第一日は、風待ちと夜間航海の危険を避けるため、相州浦賀港に入港し、将軍以下上陸、宿泊した。

　このとき、

「勝、話をきかせよ」

　と、とくに午ご餐さんに勝をよび、手ずから勝の杯に酌しやくをしてやった。家茂にすれば、たよりになるおじさんという気持があったのであろう。

　勝もこの病弱の将軍のためなら命もいらない、とおもっていた。ちなみに勝は家茂から頼られたが、そのつぎの十五代将軍慶よし喜のぶからは、意識的に敬遠された。才気煥かん発ぱつ型の慶喜とは、その点、反撥しあうものがあったのであろう。

　勝は、この文久三年の末のころには、もはや徳川政権もしまいだ、と見通すようになっている。江戸、京都という複雑な二重政権では、日本が国際社会に活躍することもむずかしいし、京都の攘夷政権をタテに江戸の開国政権をゆさぶろうとしている薩摩、長州や、一部の公卿、浪人志士をおさえることはむずかしいと思うようになっていた。

　勝が、

　──もう幕府もだめだ。

　と思ったのは、一昨々年の万延元年三月三日の桜田門外の事変かららしい。

　勝という男が、この時代の稀け有うの頭脳であったことは、幕臣でありながら、幕府すなわち日本ではないということを知っていたことである。幕府の歴史的使命がおわったことを冷静にさとり、いかに混乱なく次の政権に渡すか、ということをひそかに考えはじめていた。

　勝が心のなかでそういう気持をいよいよ強くしたのは、将軍家茂に接する機会が多かったからにちがいない。

　勝からみれば家茂は悲劇の人といえた。病弱と年少の身で、幕府はじまって以来の多難な政局のなかに漂ただよわねばならなかったのである。

　漂う、といったが、幕府には朝廷、諸藩をおさえる強権がなくなり、対外的にも諸外国が、江戸政権が日本の唯一絶対の公認政権でないということを知りはじめたために、家茂の苦労のわりには、その効がすくなかったからだ。

　家茂は、この午餐の席上、勝に葵あおい紋入りの黒小袖に、刀の目め貫ぬきを与え、

「海上はすべてそちにまかせる」

　といった。この一語によって勝はひどくやりやすい立場になった。




　将軍留守中の江戸は、恒例によって猿若町三座の芝居興行が休演になる。

　その程度で、町の風景はべつにかわったこともない。

　竜馬は、勝をそれとなく品川宿まで送ったあと、すぐ江戸へひきかえしてきた。

　幕命により（といっても軍艦奉行並の勝の命だが）竜馬らの練習艦観光丸の出航が明後日の未明、ということになったのである。

　はじめ品川で、

（そうなったら、このまま乗艦して出航の日まですごすか）

　と思ったが、それでは重太郎やさな子に悪いとおもい、わざわざ江戸へ引きかえした。

　千葉屋敷にもどるとすぐ老先生の貞吉の部屋にうかがい、

「いよいよ明後日、暗いうちに錨をぬいて大坂へむかうことになりました」

　と、報告した。

　貞吉は、だまって微笑した。

　この千葉周作の実弟で剣は兄周作よりもまさったといわれている老剣客には、竜馬がやっていることが、もうひとつわからない。

「竜馬は剣を捨てて、水か夫こになるつもりらしい」

　と、つねづねこぼしていた。貞吉がそのながい剣客生活のあいだで取り立てた門弟のうち、竜馬ほどすぐれた素質の剣をみたことがなかった。

　竜馬ほどの腕なら、どれほどの大藩の指南役にでもすいせんできるし、できればさな子をめとって自分の婿になってほしい、と思いつづけてきた。

　さな子も、老父の夢がそこにあるだけに、竜馬をあきらめることができない。

　現にさな子は、いままで縁談をことわりつづけてきている。貞吉老人は老人で、縁談がきても、

　──いや、さな子になにか存念があるようですから。

　と、ことわってきた。

　竜馬が独ひとり身みでいることも、よくない。さな子に、

（あの方も、わたくしと同じ気持だろう）

　という気持をいだかせてきた。また竜馬が、そのつど、どっちともはっきりせぬひょうたんなまずのような言動をするものだから、よけい事態に変化がおこらず、ついつい、ここまできてしまったのだろう。

　なにしろ、千葉さな子というひとは、維新後まで、

「坂本竜馬の許嫁者いいなずけでした」

　と自分も思い、ひとにも言ってきたひとである。

　すべて、竜馬の態度に罪がある。

　竜馬は、さな子を好きであったことはたしかだが、かといって夜もねむられぬというほどの激しい気持には陥おちいらない。

　重太郎をふくめてこの千葉兄妹を、自分のもっとも信頼できる親友だとおもっていたのである。

　だから、

　──きらいか。

　と問われれば、好きだ、と答えざるをえない。しかしそれ以上ではないのである。

　が、さな子はひそかにある行為を決意していた。




　その日、品川から帰ってきた竜馬は、若先生重太郎の書斎にいた。

　千葉重太郎は、鳥取藩の世子の御用で、昨日から藩邸に詰めていて、留守である。

　剣客の書斎らしく書物はあまりないが、大おお試よ合せの記録、道場の日誌類は、わりあい積まれている。

　障子は、西むきである。西にし陽びのために、八畳のたたみはすっかり焼けている。

　さな子が、茶をもってきてくれた。

「よく冷えますな」

　と竜馬がいったが、さな子はむっつりとだまりこくっているので、そもそも、最初から妙だな、とおもった。

　その夜は、竜馬は書斎で寝た。

　翌朝ふとんをあげ、例によって顔もあらわずに部屋の真ン中ですわりこんでいると、さな子が流行の葡ぶ萄どう鼠ねずみの小袖をきてまた茶をもってきてくれた。

「これはありがたい」

　と受けとったが、あいかわらずさな子は怒ったような顔でだまっている。

　やがてぷい、と出て行ってしまった。

（変だな）

　と思ったが、すぐわすれてしまい、あとはひまつぶしに道場へ出た。

　道場で、門人たちに稽古をつけた。

　しばらく竹刀をもったことがないため、はじめの五、六合はどうもわれながら体がぎごちなかったが、すぐ馴れた。

　乞われるままに、十人ばかりと稽古試合をした。

　──強い。

　と、道場にいるたれもが、声をのんだ。十人が十人とも、竜馬に一本も打ちこめずに薙なぎ倒された。

（この道場も弱くなった）

　と、竜馬は竜馬でおもった。むかし、貞吉老人達者なころは荒稽古で有名で、門人の技倆水準は本家のお玉ケ池を抜く、といわれたものだが、重太郎がおもに道場を見るようになって、どうもよくない。

　重太郎は、俊秀ぞろいの千葉一族のなかでは、もっとも腕が劣っていた。それに人柄が軽くて師匠ぶらないために、門人たちの気持がどこかゆるむのかもしれなかった。

　しかし、さな子は別格だった。この道場の白はく眉びであったといえるだろう。

　そのさな子が、純白の袴におろしたての刺さし子こ襦じゆ袢ばんを着て、いつのまにか道場のすみにすわっていた。

「坂本先生といかがです」

　と、師範代をつとめている男がすすめた。

　さな子は、そのつもりであった。

　面めんをつけ、道場の中央にすすみ出た。

　双方、一礼し、蹲そん踞きよしつつ剣けん尖せんをふれあわせ、やがて立ちあがった。

　さな子は、青せい眼がんである。

　剣尖が、千葉周作以来のこの流儀の癖で、鶺せき鴒れいの尾のようにふるえている。

　竜馬も、青眼であった。

　やがて剣尖を舞いあげ、胴を撃て、といわんばかりの大上段になった。




　さな子の竹刀が動いた。わずかに仕掛けた。

　が、竜馬は、応じない。地から生えた自然木のように、のびのびと天にひろがっている感じである。

（撃てる。──）

　とさな子はおもうのだが、剣尖のむこうでこう野放図な構えでひろがられると、かえって気を呑まれてしまう。

（このひとはながく道場に出ていない。技わ倆ざは落ちているはずだ）

　と、さな子は自分にいいきかせた。

（これはまるで初心者の構えではないか）

　そう思うのだ。だから、相手が坂本竜馬だとおもわずに撃ちこめば、苦もなく撃ち伏せることができるのではないか。

　さな子は、気魄を充じゆう溢いつさせた。

　剣が、動いた。さな子は、飛びこんだ。いや、飛びこもうとしたとき、その起おこり籠ご手てを、竜馬の竹刀が電光よりもはやく襲った。

　びしっ、

　と鳴った。

　一本、さな子の負けである。

　つぎは、たがいに青眼。

　構えたとたん、さな子の体はまりのようにとんで、竜馬の面を襲った。

　竜馬は、受けた。からからと二つの竹刀が空中で鳴り、そのままの姿勢でさな子は竜馬の逆ぎやく胴どうを襲った。

　すっ、と竜馬のコブシがさがり、つばもとで受けた。

　いわゆる鍔つば競ぜりあいになった。

　竜馬は接戦をきらい、さな子の体を押し返そうとしたが、さな子は離れない。

　とっさに、さな子の面がかしいだ。

　接戦の姿勢のまま、すばやくいった。

「今夜、戌いぬノ下げ刻こくすぎ、お部屋にお訪ねします」

　ぱっ、とさな子はさがった。

　すかさず竜馬はさな子の面を襲った。さな子は、頭上で受けた。

「なんの御用です」

　わりあい、大きな声である。

（ばか。──）

　さな子は、悲しくなった。羞しゆう恥ちが、体の動きをにぶらせた。

　ぱん、

　と、さな子の面が、竜馬の竹刀で真二つになった。

（ばか、ばか。──）

　ぴーん、と籠手を撃たれた。竹刀をとりおとしそうになるほど、痛かった。

（ちっ。──）

　さな子は、腹が立った。怒気が、一転してさな子の剣を変えた。

「胴っ」

　するどい竹刀音が、竜馬の高胴をみごとに鳴らせた、とおもった瞬間、それよりもはやく竜馬の竹刀がさな子の面上に鳴り、はげしく砕けた。

「面あり」

　と、いつのまにか道場に貞吉老人が出てきている。さな子の異常さを察したのか、

「それまで」

　と宣した。双方、とび離れ、竜馬はさっさと竹刀をひいた。




　さな子は、いつも嫂あによめのお八寸と一緒に台所で食事をする。

　この日、夕食がのどに通らなかった。

「どうなすったのです」

　と、お八寸がきいた。

「いいえ」

　箸を置いてしまっている。顔色がどこか冴さえなかった。

「おぐあいが、わるいのですか」

「いいえ、どこも」

　微わ笑らってみせた。

　その微笑が、いつものさな子に似ずひどく気弱かったので、お八寸がいよいよあやしんだ。お八寸は穏和で世話好きな性分だったために、このふたりは実の姉妹より仲がいい。

（坂本様のことだな）

　と、お八寸はかんで悟っていた。

「もっと、おあがりなさい」

　お八寸は、嫂の権威をもっていった。そのくせ、お八寸のほうが一つ年下なのである。

「ホホ、さな子さんは負けぎらいだから」

　お八寸は、わざと核心をはずしたことをいった。

「きっと、坂本様に撃たれてくやしくって、ごはんが召しあがれないのでしょう」

「でもありませんけど」

　そういえば、きょうの試合ほどみじめな負け方をしたのは、ここ数年来、ない。竜馬が強すぎる、というよりも、さな子が弱すぎたのである。まるで体が動かなかった。

　ぽろ、と涙が出た。

　お八寸は、眼をまるくした。それよりも驚いたのは、当のさな子のほうである。なぜ、涙が出たのか、わからない。

　一つぶ、涙の玉がころがると、涙への義理のようなもので、本当に悲しくなってきた。

　ぽろぽろ、こぼれた。

　拭ぬぐおうとも、しない。顔が、だんだん上気しはじめている。

　ついに、真赤になった。

「お嫂ねえ様」

　つぎに出た言葉は、さな子自身、その瞬間まで予想もしなかったものだった。

「お嫂様、今夜、わたくしは坂本様のお部屋へゆきます」

「えっ」

　お八寸は、戸惑った。

「行くんです、さな子は。だから、お嫂様、たれかがあの部屋に行こうとすれば、きっととめて」

「さな子さん。……」

　娘の身でこういうことをいうのは、よほどのことだろう。

　眼が、涙を溜めてきらきら光っている。お八寸は、輿こし入れしてきて以来、こんな異常な義妹の顔をみたことがない。

「わかりました」

　お八寸はうなずいた。制止すべきだが、ふしぎとそういう気がおこらない。

　問題がおこれば、お八寸は自害するなり何なり、自分が責任をとればよいと思った。

　思いが、暗あん合ごうした。それと同じことを、さな子がいった。

「もし、このふしだらが余の人に露あらわれればさな子はお嫂様にご迷惑はかけませぬ。自害します」

　それほどの決意なら何もいうことはない、とお八寸はおもった。




　自害──

　とさな子はいったが、言葉の綾あやではない。

　覚悟はできている。

　娘の身で自分から申し出て異性の部屋を訪れ、その場で結婚をせまり、場合によっては操みさおを与えようと覚悟するなどは、武家育ちの身にあるまじいことだ。

　不義、不倫、ふしだら、といった悪徳以前の問題である。などということは、さな子は百も承知していた。

　それを押して、やってみようというのである。もし断わられれば、女の身でこれほどの恥辱はないから、そのときは、りっぱに乳房の下を突いて死のうと思っている。

　そういう自分を、

（われながら、おかしな娘だ）

　と思う。

　もともと、女臭い娘ではない。剣術に熱中するほどだから、そういう点がすくなすぎるほどの娘だった。

　だからこそ、恋の表現も、ぎりぎりにつきつめたところまでくれば、こういう勝負めいた、当たって砕けろ式の挙動に出ようとするのだろう。

　しかもことわられれば、死ぬ。

　その宵、暗くなってから、若先生の重太郎が、鳥取藩邸から戻ってきた。

「お話がございます」

　と、着き更がえが済むのを待ちかねて、お八寸がいった。

　人のいいお八寸は、義妹の心事をおもって、緊張で青ざめてしまっている。

　ただ、お八寸の場合は、自分の胸一つでおさめきれなかった。

　夫にすがろうとした。

　ひかえ目な表現で、さな子のこと、それに関する自分の心境などを語ると、重太郎もさすがにびっくりしたらしい。

「さな子も、こまったやつだな」

　小さな声でいった。妹の気持やいままでのいきさつを知っているだけに、この場合、つよい言葉で罵ののしる気持にはなれなかった。

「あの娘はね」

　重太郎はいった。

「剣術が恋人なのさ。おさないころから剣術をやって、なまじい、天分があった。わしよりも天分があるだろう。だから熱中した。そこへ十九歳の竜馬が入門した。ひどく強かった。張り合う気になった。ついに勝てず、それが竜馬への敬慕の気持になった。父上があの娘に剣術などを仕込まずに、女一通りの芸を身につけさせて早くひとにやってしまっておれば、竜馬などに惚れずにすんだのかもしれない」

「坂本様は、りっぱな方でございますよ」

「りっぱな男だ。しかし、ああいうひとは女を幸福にできない」

　重太郎は、いつになく軽口が出ない。

「女を幸福にできるのは、わしのような男だよ。人の世では毒にも薬にもならないがね」

　と、生き真ま面じ目めな口調でいった。むろん、自分を誇っているのではなく、こういう表現で自分の畏い友ゆうである竜馬を論じているのである。

「大変な男に惚れたものだ」

　それっきり、なにもいわなくなった。




　千葉家には、フランス製の懐中時計がある。

　貞吉老人が鳥取藩主から拝領したもので、製作年代はまだあたらしい。

　さな子は、それをこっそり父親の部屋から持ちだして、自室でながめていた。

　夜も八時になると、屋敷内はすっかり寝しずまってしまう。

　その間、なんども時じ鐘しようや拍子木の音をきいたが、さな子はこの時計ばかりをみつめていた。

　さな子の部屋から、中庭をへだてて、竜馬の部屋が見えるのである。

　明りがついていた。

　紙障子に竜馬らしい影がうつって、大きくなったり、小さくなったりしている。

（………）

　さな子は、庭木越しにその影をながめていて、気が気ではない。

　時計が、九時を指した。

（あと、四し半はん刻とき。……）

　ほっと溜め息が出た。

　そのとき、表門をはげしくたたく物音がした。

（たれだろう、いまどき。──）

　さな子は、腰を浮かした。

　廊下に出た。門番が応対するはずだとおもったが、気が気ではない。自分のいちばん大事な時間がいまからはじまろうとしている。邪魔者、といえばいいすぎかもしれないが、ぶしつけな闖ちん入にゆう者しやであることはまちがいない。

　さな子は、門まで出た。

　ちょうど門番がクグリ戸をあけているところであった。

　ひとりの若い武士が入ってきた。

「どなたでございます」

　と、さな子はきめつけるようにいった。

　武士は、韮山笠を小わきにかかえ、総髪に結んだつややかなまげをさな子に見せた。頭をさげたのである。

　頭をあげた。

「ただいま門番殿に申しあげたばかりです」

　小生意気なことをいった。

　まだ幼な顔が残っている。色白で鼻筋が通り役者にでもしたいような若者である。

「わたくしはまだうかがっておりませぬ。わたくしは当家の娘、さな子と申します」

「ああ、あなたが高名なさな子殿ですか」

　物おじもしないのである。

「拙者は、ご当家に宿泊中の坂本様の弟分で陸奥陽之助と申します」

「御用は？」

「あす未明に観光丸は解かい纜らんします。そろそろ御当家を発つ刻限と思い、迎えに参った次第です。あのひとは、われわれの棟とう梁りようですからな」

「坂本様は、もうお発ちになるのでございますか」

　知らなかった。竜馬は、自分だけでなく屋敷中のたれにも言わなかったではないか。

「左様なはずはございませんでしょう」

「いや、右のとおりです。乗組の拙者が申しているのだからまちがいはありませぬ」

　陸奥は陸奥で、いかに千葉の鬼娘とはいえ権けん高だかな女だと、腹が立った。




　押し問答していても仕方がない、と陸奥陽之助はおもい、

「とにかく、坂本さんに会わせていただけませんか」

　と、わざと冷たい表情でいった。

「いやでございます」

　さな子も、腹にすえかねている。この男女は性格的に、会った瞬間から反撥しあうようにできているらしい。

「驚きましたな」

　陸奥は、まじまじとさな子を見た。

「拙者は坂本さんの訪客ですぞ。失礼ながらあなたが一存で会う会わぬの応おう否ひをきめるべきではない。取り次いでください」

「いいえ、ちかごろは、京だけでなく江戸にも正体不明の浪士が横行しております。めったな客は取りつげませぬ」

「しかし拙者は陸奥陽之助ですぞ」

「証拠あかしはございますか」

「いよいよ驚く。自分で自分の証拠をしたことがない。取りつがぬとおおせられれば、まかり通るばかりです」

　陸奥陽之助の小生意気な性癖が、露骨に出てきた。その上に、弁才があるときている。しかし、さな子も負けていなかった。

「当家を千葉と知ってでございましょうな。武家にとって屋敷は城も同然、もし力ずくでお通りあそばされるとあらば、わたくしがお相手いたします」

　陸奥は、おどろいた。

　が、こう挑戦された以上、左様かでひっこんでは臆したように取られる。

「では、まかり通ります」

　と、胸を張って踏み出した前へ、さな子が立ちふさがった。

　陸奥は、御免、とさな子を押しのけようとした。その瞬間、陸奥の左腕の関節が逆手で悲鳴をあげた。

（痛いてっ）

　跳とびあがった。とびあがらねば関節が、折れそうである。が、いよいよ腕が撓たわむためについに自分で一回転して、

　どう、

　とひっくりかえってしまった。さすがは千葉の鬼娘である。

　しおしおと立ちあがったとき、騒ぎをきいて、千葉重太郎が玄関の式台をおりてきた。

「さな子、夜盗か。当家に忍び入るとはむこうのわからぬやつ」

「坂本様の弟分だと自称している男でございます」

　さな子は、にくにくしげにいった。

　閉口したのは、陸奥陽之助である。泣くような顔で叫んだ。

「そのとおりではないか。千葉どの、お聞きおよびであろう、拙者は陸奥陽之助」

「ああ、陸奥だよ」

　と、不意に玄関わきの植え込みから身をあらわしたのは、竜馬である。すっかり旅衣装でいる。その服装をみて、

「お約束がちがうではございませんか」

　さな子が泣くようにいった。もはや刻限は約束の九時半である。

　竜馬は、うなずいた。




　竜馬は、自分で陸奥陽之助を案内して玄関わきの小部屋へ連れて行った。

「お前まん、済まんが、ここで待ってて呉れんかネヤ」

　不審いぶかしがる陸奥をともかく押しこみ、重太郎に対しても、

「重さん、しばらくさな子さんと話してから出立する。あんたはもう寝やすんじょってくれ」

　といった。

　重太郎は、無言でうなずいた。

　竜馬はふたたび部屋にもどり、行燈に火を入れて、さな子を請しようじ入れた。

「ああ、手あぶりがないな」

「かまいませぬ」

　さな子は、端たん座ざした。

「さて、何用じゃ」

　竜馬は、めずらしくかしこまった。

「あの、申しあげたい儀がございます」

　といって、さな子は眼を伏せた。

　……沈黙がつづいた。

「だいぶ、言いにくいことのようですな」

「はい。……」

　眼をあげたが、あわてて伏せた。

　竜馬の眼がさな子の全身を見つめている。

「坂本様のお顔を見ておりますと、言葉が出ませぬ」

「ならば、うしろをむきましょう」

　竜馬は、背をむけてあぐらをかいた。

「わしの背中に言いなされ」

「……でも」

「さな子どのは、女とはいえ北辰一刀流の免許皆伝者ではないか。気を籠こめてすらりと申しなされ」

「申します。そのかわり、坂本様もいつものように茶化したりはなさらないで、ちゃんとお返事をしてくださいませぬか。でないと、さな子だけがすらりと言って、坂本様がまぜっかえしたりなされば、さな子は立つ瀬がありませぬ。そのときはさな子は自害して果てます」

（冗談じゃない）

　背をむけながら竜馬はおどろいた。

「返事をつかまつればよいのですな」

　竜馬はさすがに緊張した。さな子がいおうとしていることは、竜馬はほぼ見当がついている。が、あらかじめ否いなか応おうかの返事を考えようとはしない。

　こういうときは、素裸の気持でいるほうがよいと思った。

　竜馬は、眼をつぶった。

　虚心になろうとした。

「言いなさい」

「申します。……わたくしを」

　さな子は、自分の左手を握った。

「お嫁さまにしていただけませぬか」

「ほう」

　と言いかけたが、声をおさえた。いいかげんに茶化してのがれられる場ではない。

「ずっと、坂本様をお慕いして参りました。お嫁にして頂けなければ、死にます」

「い、いのちを」

　竜馬は、おもわず声がふるえた。

「粗末にしてはなりませぬぞ」

　これでは返事にもならない。




　さな子が、なにか言おうとした。

　竜馬はその出鼻をおさえて、ふりむき、鼻をこすった。

「知らなんだ」

　顔をコブシで、ごしごしこすった。

「存じませなんだな。さな子殿がそこまでわしのごとき者を、とかくに想うてくださっておったとは、ふらちにも存じませなんだ」

「本当にご存じなかったのでございますか」

「冗談じゃと思うちょった」

「まあ」

　さな子は悲しげな顔をした。

「しかしさな子殿、わしはいま、あなたが欲しゅうない」

「えっ」

「欲しいのは、自由自在な境涯じゃ。脱藩してそれを得た。女房をもらうことでそれをうしないたくない」

　竜馬は、大声になった。

「後家になるぞ。あなたはかまわぬというかもしれぬが、わしはかなわぬ。志士ハ溝こう壑がくニ在あルヲ忘レズ、勇士ハソノ元くびヲ喪うしなフヲワスレズ」

「どういう意味です」

「志を持って天下に働きかけようとするほどの者は、自分の死骸が溝みぞっぷちに捨てられている情景をつねに覚悟せよ、勇気ある者は自分の首が無くなっている情景をつねに忘れるな、ということです。それでなければ、男子の自由は得られん」

「あの、……」

　さな子は何かいいかけたが、竜馬はそれを言わさないために、自分の紋服の左袖をべりべりと引きちぎった。

「なにをなさるのです」

「わしは何ももっておらぬ。これを貰うてくれ」

　竜馬は、ちょっとうやうやしい顔をして、さな子にさしだした。

「どういう意味でございましょう」

「形かた見みじゃ」

　竜馬はにこにこしている。

「志士ハ溝壑ニアルヲ忘レズ、でありますかな。いつ、この世から消えるかもしれぬ。そのときの記念品でござる」

（ふうーん。……）

　さな子は、片袖を手にとって、まじまじと見ている。坂本家の桔梗の定紋が、すっかり垢とほこりでよごれてしまっていた。

「あげるものが、何もないんじゃ」

「つまり、どういうわけで頂戴するのでございましょう」

「竜馬の感激のシルシと思ってください」

　その言葉を、さな子は、竜馬が恋をうけ入れてくれた、と受けとった。事情あってすぐさま夫婦にはなれぬが気持だけはたがいに通じあったというシルシだと解したのである。さな子の幸福はこのときからはじまったといっていい。

（許嫁いいなずけの仲なのだ）

　と、さな子はおもった。許嫁者とあれば、竜馬を夫と思っていいであろう。

「うれしゅうございます」

　さな子は、片袖を抱いた。

　竜馬は、事の意外にあわてて顔をこすったが、意外にもコブシが濡ぬれはじめた。さな子の心根をいたましく思ったのでもあろうが、ひとつには意の通じなさに、情けなくなったものらしい。




　竜馬は文久三年大おお晦日みそかの早暁、観光丸の錨を巻きあげ、しずしずと蒸気運転しつつ出航した。

　順風である。

「縦帆をあげろ」

　と、船将格の竜馬は命じた。

　ざあっ、と観光丸は波をかきわけはじめ、帆が潮風のなかではためいた。

　竜馬は、マストの下を歩きながらつぎつぎと必要なことを命令した。

　──この浪人が。

　と、顧問格で乗り組んでいる幕府士官たちは、竜馬の命令の的確さにおどろいた。

　──いつのまに航海術を会得したのだろう。

　そんな眼で顔を見合わせている。

　沖合まで出たとき、燃料節約のために機関をとめさせ、帆はん走そうのみにたよった。

　すべてが、法にかなっていた。さらに士官たちが驚いたことは、汽罐の冷えるのを待ち機械まわりの螺ね旋じの締めなおしを竜馬が命じたことである。

　これも法にかなったことだ。

「坂本さん、驚きましたな。そういう配慮をせねばならぬことはわれわれも学んでいたが、つい面倒で実際にはあまりやらない。どこで学ばれました」

「航海日誌です」

　竜馬は、無愛想に答えた。船舶をほとんど独習したといっていい竜馬は、この男なりに一種の勉強法を工夫していた。軍艦奉行並勝海舟の手もとにある各艦船の航海日誌を、かたっぱしから読んだのである。一例をあげると、かつて咸臨丸が渡米したとき、神奈川を出て二時間目に蒸気をとめ、縦帆を張り、蒸気機関の螺旋締め作業をやったことが、安政七年正月十六日の咸臨丸航海日誌に書かれている。

　ねじというのは、出帆前に締めておいても、運転の震動でゆるむものだ。それを運転後二時間ぐらいで締め直しておけば、あとはまずゆるまない。

　三時間で神奈川沖に出た。そのころには竜馬は、出航直後のいそがしさから、やや解放された。

　船首に出た。

「坂本さん、うれしいでしょうな」

　と、陸奥陽之助がからかいにきた。

「ああ、そのような気持だな」

「ところで」

　陸奥はじろじろと竜馬の片袖をながめている。なんとも奇妙な服装で、左袖がなく、襦袢がまるだしになっていた。

「どうなさったのです」

「ひとにやった」

　竜馬は触れたがらない様子である。

「片袖を？」

　陸奥は好奇心をもった。片袖をひとに進呈する話などきいたこともない。

「たれに。どういうわけです」

「いちいち聞くな」

　めずらしく怒気をふくみ、ぎょろりと陸奥をにらみすえた。

　陸奥は、首をすくめた。
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　その日、竜馬は暁闇のなかを甲板へ出た。緑色の右う舷げん燈とうがゆれている。

　潮風が、強い。

「帆が、咆えちょるようじゃな」

　と見あげ、やがて風の中に頭を突っこむような歩きかたで、船尾のほうに出た。

　袴をたくしあげてすわった。

　寒い。

　いま、文久四年元旦の太陽をむかえようとしている。

　やがて人影が竜馬のまわりに立ち、だんだんふえてきて、酒宴の支度もできた。

　神戸塾の連中ばかりである。酒好きの菅野覚兵衛の提案で、元旦の太陽を相手に酒を汲くみかわそうというのであった。

　樽たるが、はこばれてきた。

　竹筒を切った粗末なコップを酒器のかわりにし、高松太郎と赤づら馬之助が樽の尻をもちあげ、めいめいに注いだ。

「さかなは、するめじゃ」

　沢村惣之丞が、暗闇のなかで、ひとにぎりずつみなに配った。

　陽はまだ昇らない。

　みな、膝の上の竹筒をもてあまし、菅野覚兵衛が盗み飲みをしたのをきっかけに、音をたてて飲みはじめた。

「坂本先生、おいしゅうござりまするな」

　と、町家そだちの赤づら馬之助などは、嬰児えいじが乳をすするような恰好で飲んでいる。

「盛さかん節ぶしでもやるかネヤ」

　菅野覚兵衛が、のど笛を天にあげた。

「一つ、人とうまれば忠孝に、義勇を兼ねて節に死ぬ」

　とやると、沢村惣之丞が、

「二つ、深編笠に顔隠し、目もとに愛のこぼれ髪」

　とつづけた。

　土佐に伝わる古い数え唄で、いつからはじまったとも知れない。家中の者は、上士、郷士の区別なく唄い、いわば国歌のようなものになっている。唄いかたは室町時代の今様に似ているから、筑前福岡藩の黒田節にちかいであろう。ふしは、ときに雄壮激昂、ときに声を落して凄せい婉えん幽妙に唄う。

「夜明けの騒ぎ知らぬ武士、ねずみ取る道知らぬ猫」

　敵の朝駈けの襲撃に備えぬのは、ねずみをとらぬ猫とおなじだという。

「いつもためせよわが刀、にえと匂いと銘文を」

「このわたくしがおるならば、百万勢とおぼしめせ」

「とても退ひかれぬ場所ならば、太刀を合わせて死出の旅」

　騒いでいるときに、ぱっとあたりに光明が走り、東方の暁闇に朱が点じた。

　見るみる赤しやつ光こうを滴したたらせつつ陽が昇った。

「こら、みごとじゃ」

　菅野は、剣をぬいて花鳥踊を踊りだした。

　このとし、文久四年、というが、二月二十日に年号がかわり、元治元年と改称されている。幕末のもっとも多難な時期にかれらは入ったのである。




　竜馬は、神戸小野浜に観光丸を碇泊させ、塾生を指導することになった。

　本来なら、塾の主宰者である勝海舟が教えるべきところだが、おりあしく、公務にいそがしい。

　勝は、竜馬らよりひと足さきに将軍座乗の翔鶴丸で正月八日に大坂に入り、幕府軍艦奉行並として大坂城内にいる。

「だから、わしが教授する」

　と竜馬がおごそかにいったとき、陸奥陽之助がおもわず失笑して、

「坂本さんがねえ」

　といった。

　竜馬は塾長とはいえ、見よう見真似でおぼえてきた我流の海技である。勝のように蘭人から教えられたヨーロッパ正統の航海術ではなかった。

「ばかめ、それでもわしは船将としてこの艦ふねを品川から神戸まで回航してきたではないか」

「ええ、それはみとめますが、諸学諸芸ははじめがかんじんです。最初から坂本さんの我流を仕込まれちゃかなわない」

「なにをいやがる」

　竜馬は、陸奥の口の悪さに閉口した。むろん、陸奥は本心でいっているのでなく、竜馬をからかっているのだ。

　ついでながら陸奥は、この理屈っぽさと、理のないところでも理をたてる弁口達者さのために、仲間とはあまり調和していない。竜馬のような親分の下にいてこそ、息のつける男なのである。

　このとき、薩摩弁の物腰鄭重な若者がすすみ出て、

「おいどんな、坂本さんに習いもす」

　といった。薩摩藩からの委託学生の伊東祐亨であった。伊東は他の浪人どもとちがって藩命で来ているのだから、一刻もはやく実地訓練を受けて習得してしまいたい。藩ではすでに三本マストの蒸気船安あん行こう丸というのを購入して伊東らの帰藩を待っているのである。

　伊東については何度かのべた。日清戦争の連合艦隊司令長官として、黄海海戦から威い海かい衛えい攻撃までの全戦闘を指揮した世界海戦史上の提督だが、黄こう海かい海戦で敵の北洋艦隊と相まみえるとき、幕僚をかえりみて、

「おいの戦技は坂本竜馬仕込みじゃ」

　と、自慢した。

　塾の寮には、いつどこから来たのか、寝待ノ藤兵衛がやってきている。

　竜馬は、藤兵衛にも、やかましく海軍習得をすすめたが、藤兵衛は、

「そればっかりはかんべんしておくんなさいよ。泥棒が海に出ている図なんざ、ぞっとしたもんじゃありませんよ」

　といってことわった。

　竜馬はやむをえなく、藤兵衛を、大坂の勝との連絡役につかっている。

　勝も藤兵衛を可愛がって、

「おれァ、泥棒を子分にしている」

　と、同僚の幕臣や大名に自慢した。

「旦那、さあ大坂行きだ」

　と二月のある日、藤兵衛が大坂からもどってきて勝が来い、といっているとせきたてた。

「なんだ、御用は」

「何だか知らないがいいことらしいですぜ」




　神戸村の生田の森から大坂城まで、陸路でざっと十里ある。

「練習がてら、軍艦でゆくか」

　とおもい、竜馬は塾生一同に出帆の用意をさせた。

　翌朝暁、錨を巻きあげ、出帆をした。

　風が逆風で、帆が使えない。蒸気運転することにした。

「罐かまいっぱいに五平太を焚け」

　と、竜馬は命じた。五平太というのは石炭の俗語である。語源は五平太という筑前人がはじめて掘りだして商売にしたからこの名称がおこったらしいが、五平太がどんな男だったかということはわからない。

　観光丸の五平太は、筑前鷹取山炭坑の五平太であった。

「坂本さん、幕府海軍では石炭、石炭といっていますぜ」

　陸奥が、からかった。

「わしは五平太でたくさんじゃ」

「坂本流で教わると燃料のよびかたまで正統派とちがってしまう」

　観光丸は、黒煙濛もう々もうとふきあげて、南進しはじめた。

　舵輪は、菅野覚兵衛がにぎっている。

　西宮の沖あたりまできたとき、風むきがかわった。

　風速ほぼ八メートルで、まず順風といっていい。

「機関をとめろ。ローヤル・セールをあげるんじゃ」

　と、ふところ手でいった。

　即座に伝令の高松太郎が、甲板へ大声でどなる。

「ローヤル・セール」

　聞いた甲板員の土州脱藩望月亀弥太、因州藩士吉田直人らが最高檣メインマストへむかって駈けだした。

「あっははは、走りおる」

　竜馬は、うれしくなった。剣術もおもしろいが、軍艦もおもしろい。

　やがて大坂の天保山沖に入った。

　竜馬は、眼を見はった。

　さまざまの艦型の軍艦が、ずっしりと錨をおろしてうずくまっている。

　かぞえると十一隻いた。

　将軍家茂が上洛中なのである。いわば将軍が率いる艦隊といっていい。

　威厳をつけるためである。

　本来、将軍の行列といえば大小名が供ぐ奉ぶして絢けん爛らん豪華なものだが、いまは将軍は軍艦で江戸からきた。

　簡便すぎる、というので、将軍の威厳をつけるために諸藩の軍艦を大坂湾に招集したのである。いわば、装飾であった。

　が、軍艦を持っている藩はすくない。持っていても藩士がまだ軍艦修業中で、動かせない藩が多い。だから、軍艦奉行並勝海舟が幕府海軍の連中を各藩に派遣し、かれらが操艦を指導しつつ、ここまでひっぱってきたのである。

　薩摩藩安行丸、加賀藩発起丸、南部藩広運丸、筑前藩大鵬丸、雲州松江藩八雲丸、越前福井藩黒竜丸。このほか幕府の艦船は、御座船の翔鶴丸、朝陽丸、千秋丸、第一長崎丸、蟠竜丸。

「幕威なお盛んだな」

　と竜馬はおもった。




　観光丸を操艦しつつ大坂湾に入った竜馬はめざす勝が大坂城内にいるものとおもっていた。

　ところが、将軍座乗艦の翔鶴丸のマストに将官旗がひるがえっている。

「あの旗は、勝先生じゃないか」

　竜馬はくびをひねった。

　将軍が大坂城に入ったはずだのに、勝だけが艦内に残っているはずがないとおもうのである。

　念のために艦を近づけてゆくと、なにやら勝のにおいがする。かんである。

　竜馬は、翔鶴丸へ信号を送った上で、短艇をおろさせた。

　翔鶴丸の舷腹のそばについた。

　が、あがるわけにはいかない。海上とはいえ、翔鶴丸は将軍の城である。

　艦の甲板上に葵の慢まん幕まくがはりめぐらされているのである。

　短艇上から見あげると、妙なところに勝がいるのを発見した。

「陸奥よ、わしは近ちか眼めじゃキニわからんが、あの前ぜん檣しよう（フオール・マスト）の見張台の上にのぼっているのは勝先生ではあるまいか」

「陣笠の紋所はそうですな」

　陸奥は、眼がいい。

　一方、見張台の勝は、むろん観光丸が入ってきて以後の一部始終をその望遠鏡でとらえて知っている。

　勝という男は、一見、奇抜な思想と奇矯な行動をする人物にみえるが、半面、江戸っ子らしい律義さがあって、将軍供ぐ奉ぶの大任に緊張し、このところずっとねむっていないし、軍艦奉行並みずからときどき水夫のようにマストにのぼり、見張台から碇泊中の各艦の様子を見渡しているのである。

　このときの勝自身のことを、後年のかれのことばを借りて、説明に代えよう。

「とにかく諸藩の軍艦は集めた。ところが藩の連中は船に未熟だから、万事おれに指さし図ずをねがいたいとたのんできている。それはまあよいとして、将軍が多数の軍艦をひきいて上洛するということは前古未み曾ぞ有うのことさ。しかし未曾有のことだけにおれの責任は重く、かつまた諸藩の船もあることだから、おれは始終マストの上にのぼって艦隊ぜんぶを見渡していた」

　勝はマストからおりてきて、舷側へ出、波の上の竜馬を見おろした。

「竜馬か、よくきた」

　と、縄ばしごをおろさせ、立派な旗本の「殿様」が、水夫のような身がるさでおりてきた。

　竜馬の短艇にとびうつるなり、

「おい、長崎へ行こう」

　といった。

　勝は竜馬を、世間の舞台に出してやりたくて仕様がないらしい。

　こんどの長崎随行もその一つである。

　が、物もの見み遊ゆ山さんではない。

　重大な事件があるらしかった。

「わしは幕閣からすぐ行けと命ぜられた。大公儀の御用だよ。お前さんを連れてゆくのは、ひとつには北辰一刀流の用心棒、一つは航海練習のためさ」

　観光丸で行くらしい。




　長州藩は、火薬庫のようなものだ。

　過激藩士が、火薬庫のなかで、松明たいまつをふりまわして乱舞している。

　あぶない、どころではない。すでに爆発をはじめており、つぎつぎと誘爆し、幕府も手のつけようがない。

　朝廷でさえ、長州嫌悪の色が濃く、今きん上じよう帝てい（孝明天皇）などは、その長州ぎらいの最さいたるものであった。

　長州藩のあわれさは、それほど朝廷にきらわれているのも知らず、「わが藩こそ勤王第一番」ということを誇りに、藩の存亡を賭けて全藩発狂したのではないかともおもわれるほどの異常な行動をつづけていた。

　幕府に鉾ほこサキをむけたかと思うと、外国に対してもむけた。長州藩馬関（下関）砲台の活動はなおやまず、馬関海峡を航行する外国艦船は、無警告砲撃をうけている。

　すでに国際問題になっていた。

　ロンドン・タイムズなどはしばしばこれを報じたが、あまり頻ひん発ぱつなので記事は次第に小さくなっているほどである。

　誤って、日本汽船さえ撃沈した。

　相手もあろうに、犬猿の仲の薩摩藩の汽船であった。

　夜八時ごろである。薩摩船は[image: 〓]の島津家定紋を入れた大提灯をかかげ、長州砲台の前に錨をおろして夜泊しようとした。

　砲台は突然砲撃を開始し、薩摩船は錨をあげて一里ばかり逃げたが、ついに火を発して沈没し、士官以下二十八人が溺でき死しした。

　あきらかに、誤射であった。が、事件後長州藩側はなにかと理屈をつけて自藩の非をみとめなかった。

　この事件が薩長のあいだの感情的対立をいよいよはげしいものにした。

　諸外国も、長州藩の気ちがいじみた攘夷の名による一方的戦争行為をだまっていない。

　外国艦船は、機会あるごとに応戦し、そのつど砲台の一部を沈黙させている。長州藩はそのたびに修復して、また砲撃をくりかえした。

　竜馬は、長州びいきである。理知的には勝の開国主義に同調し、感情的には長州の勇敢な攘夷活動を支持している。この矛盾、複雑さは、おいおい意外な方向に統一されてゆくのだが、かれの長州びいきは、生涯かわらない。

　巷こう間かん、うわさがある。

　幕府では外国艦船に手ひどくたたかれている長州藩の苦戦を黙ってみている。だけでなく、馬関海峡での砲戦で損傷した外国艦船を横浜で修理する便宜さえあたえているというのだ。

　竜馬の血が、ゆるさない。

　去年、姉の乙女に手紙を送っている。

「まことに歎なげくべきことは、長なが門との国（長州藩）に軍いくさはじまり、後あと月げつ六度の戦ひに日本甚だ利少く、あきれはてたる事は、その長州で戦ひたる船を江戸で修覆いたし、又長州で戦ひ申候。これみな、姦かん吏りの夷人と内通いたし候ものにて候」

　ところで、勝。

　諸外国が連合艦隊を組み、長州藩を攻め、藩を諸外国の共同管理下におこうという動きがある、と勝はいうのである。




　思いついたので、余談をかく。

　元治、という年号についてである。私はこの小見出しに、

　がんじ

　というルビをふった。元がんは呉ご音おんである。しかし易えき経きようを典拠にして選ばれた年号だから、元は漢音のげんで発音すべきところで、げんじが正しい。

　ところが、ふつう元がん治じと言いならわされている。当時のひとでさえ、がんじといっていた形跡があり、明治以後も「がんじ」とよむのがふつうになっている。

　自然、げんじでは時代のふんいきが出にくいために、ことさらにがんじの通例に従った。読者は諒りようとされたい。

　竜馬が、勝海舟に従って長崎にむかったのは文久四年つまり元治元年二月九日のことであった。

　船は、瀬戸内海を西進した。

　勝の語るところでは、長崎港に英国、オランダの軍艦が集結している。しかも上海シヤンハイからぞくぞくと集まりつつあるという。英国、オランダだけでなく、フランス、米国の軍艦も長崎をめざしているということであった。

　長州藩攻撃のためである。

　幕府の役人のなかでは、

「いいざまだ」

　という者が多かった。

　長州藩の横暴には手こずっているやさきである。いや、幕府ではいまこれとは別に「長州征伐」を前提として、長州藩処分の方策を考えぬいている時期であった。

「ちょうどよい」

　と幕閣のある者は手をたたいていった。

「幕府がわざわざ遠征せずとも、外国が手をくだして長州を亡ぼしてくれるではないか」

　幕府人の長州憎しの感情は、そこまで病的になっている。

　物ごとの対立がするどくなると双方理性をうしない、憎悪でものを考えるようになる。一部の幕府人にすれば、むしろ外国のほうを同志だと思った。幕府的世界にとっての敵は長州藩なのである。

　余談だが、のちに時勢が変転して長州藩が官軍になったとき、長州人は必要以上の報復と憎悪をもって幕府と徳川家の処分を望もうとした。江戸攻撃のときなど、長州人の一部は江戸を焦土に化し、将軍を斬首しようとさえした。もし明治維新が長州人のみの手で行なわれていたとすれば、惨烈な流血革命になっていたかもしれない。

　さて、幕府はそこまで長州人を憎んでいたが、日本政府という立場からすれば、日本の国内で対外戦争がおこなわれるのは望ましいことではなかった。

　が、積極的に外国の外交機関を説いて攻撃をやめさせるというほどの努力はしない。

　申しわけ程度、勝一人に命じ、その慰留の工作をさせようとしたのである。

　そこで勝は、長崎港にあつまっている外国軍艦の艦長連中にこれから会いに行こうとしている。




　船は、いま国際的な話題になっている馬関海峡を通過した。

　右岸は長州藩領下関であり、海峡二里あまりにわたって問題の長州藩砲台群がみえ、陽光の下で砲身が青々と光っているのが竜馬の望遠鏡でとらえられた。

「やっちょるなあ」

　藩兵が、砲台のまわりで調練をしているのが、松林に隠いん顕けんしつつ小さくみえた。

　それが長州びいきの竜馬にはいかにも小気味がいい。

　なにしろ日本の一外と様ざま大名でありながらヨーロッパを相手に戦さをしようというのである。性根のすさまじさという点では、日本史上に類がない。

　ただ、竜馬は長州藩の対外感覚がまちがっていることは知っていた。

「馬鹿だが、おもしろい」

　という感情であった。馬鹿だが、というのは、からかいの気持ではない。むしろ長州人のすべてに会って肩をたたいてやりたいような親近感である。

　さて、海峡の左岸は。

　──豊前ぶぜん小倉藩である。

　幕府の譜代大名で小笠原十五万石、古来、徳川家の防衛行政でいうと、この小倉藩が九州探題の役目をもっていた。

　家康以来、徳川家の仮想敵国は西国大名であり、ことに薩摩の島津家と長州の毛利家があぶない。幕末にかぎったことでなく、これが、徳川二百余年の仮想敵である。

　だから、いったん九州に乱がおこった場合、この小倉藩主が九州大名を督励して鎮圧することになっている。たとえば四国探題の高松藩（松平氏）のようなものだ。

　いわば、紅白両陣営が、海峡をへだててむかいあっているのである。

　両藩の対立感情も、悪化している。

　だから長州藩砲台が外国軍艦に艦砲射撃をあびせられるたびに、対岸の小倉藩士は手をたたいてよろこび、その手踊りの様子が長州側からありありとみえて、いよいよ長州人にとってはぬきがたい憎悪を生んだ。

　後年のことだが、長州藩士高杉晋作が報復の念に燃え、奇兵隊をひきいてこの海峡を押しわたり、小倉城を攻めた。このため小笠原長なが行みちは船で長崎へ逃げ、藩士はみずから城に火を放って城外へのがれ出た。

　海峡を出た竜馬たちは、北九州の沿岸を航行して、肥前伊い万ま里り湾に入った。

　伊万里湾は、東松浦半島東南の大湾で、奥はするどく湾入し、そのもっとも奥に伊万里がある。

　この湾に入るには三つの航路がある。日ひ比び水道、青島水道、津崎水道がそれだが、竜馬は勝と相談して、日比水道をとった。

　水道は狭く、そのうえ大小の島が多く、あちこちに暗礁もあってなかなかむずかしい航路である。

　あぶら汗を流して操艦しつつ、二月十四日伊万里湾に入り、錨を投げこんだ。

　観光丸はここから大坂へ帰し、あとは陸路で長崎にゆくことにした。

　勝と竜馬は、街道を歩きだした。

　すでに、沿道に桃が咲いている。




　長崎に入ったのは、この月の二十三日であった。

「いい町ですな」

　竜馬は、町を歩きながら何度もいった。見るもの聞くものがめずらしい。

　江戸、大坂、京都や諸国の城下町とはまるでちがった印象をこの町は竜馬にあたえた。

　海外のにおいがした。

　戦国のさなかの元亀元年、一いつ艘そうのポルトガル船がこの津に入ってきて以来、この入江は異文化導入口になった。

　戦国の末期、天正八年から数年のあいだ、ローマ法王の領地になったことさえある。豊臣の天下がさだまった天正十五年に秀吉は外国の侵略の拠点になることをおそれてとりあげたが、なににしてもはじめにこの町の個性を作ったのは南蛮人といっていい。

　徳川幕府が鎖国をおこなったあとも、この港だけは、オランダ人、中国人にかぎって限定的な居住権と貿易権をゆるした。

　幕府は、ふたりの長崎奉行を置いて内外の行政をおこなわせているが、実際の町政は六人の町年寄の手で運ばれている。

　町をゆくひとびとの様子がどこかのびやかなのは、城下町の窮屈さがこの町にはない証拠であろう。

「気に入ったかね」

　と、勝はいった。勝は青春のころ、この町で第一回海軍伝習所生としてすごした男なのである。かれも懐なつかしい。

　空が真青であった。

　南海の土佐も空が美しいが、なお水蒸気が多い。長崎の空はその程度のものではない。東シナ海の空の青さが、そのまま長崎にまでつづいているという感じである。

「勝先生、京のさきは大坂にすぎず、江戸のさきは小田原にすぎませんが、長崎のむこうは上海シヤンハイですな」

　竜馬の胸中に、構想がうかんだ。

　かれの夢想である私設艦隊の根拠地はここ以外にないとおもったのである。対上海貿易で利をかせぎ、それをもってどんどん軍艦をふやし、日本最大の海上王国をつくり、かたわら、薩長と連合して幕府を倒そうとおもった。

　勝も、妙な男である。

　竜馬が倒幕論者であるということを知りぬいていながら、竜馬の成長を助けるために長崎くんだりまで連れてきている。

　勝は、市中森崎にある奉行所（いまの長崎県庁の敷地）に入った。

　長崎奉行服部長門守常純に会った。長崎奉行というのは旗本の俊秀のなかから選ばれ、なかなかの権勢のあったもので、老中に直属し、役高は千石、役料は四千四百二俵、役金は三千両、江戸城での席次は芙ふ蓉ようの間ま詰めで、長崎に事あるときには将軍の名をもって九州諸大名に号令する権をもっていた。

「幕閣の外国奉行が得た情報によれば」

　と、勝は長門守にいった。

「長州藩の海峡砲撃に憤慨した英、仏、蘭、米の四カ国が連合艦隊を長崎で組み、ここを進発して長州を襲撃し、さらに勢いを駆って将軍うえさま在城の大坂に至ろうとしている。というのですが、すでに軍艦はあつまっておりますかな」




「はて、いまのところは番所からなんの報告も受けておりませぬな」

　長崎奉行服部長門守はいった。外国軍艦は集まっておらぬというのである。

「が、念のため、下僚を走らせて見にゆかせましょう」

　といったが、勝は「いや」と手をふった。

「私が見にゆきます」

　勝の流儀は万事こうだ。自分の眼でたしかめぬとすまぬたちである。耳を信ぜず、眼で見てそのうえで物事を考える男であった。即物的思考法というべきだろうか。

　この点で、竜馬の思考法とそっくりであった。足を使い、眼を使ってじかに物に触れないと、物を考えた気がしない。観念論者の多かった幕末の日本人のなかでは、ふたりとも珍ちん種しゆに属するであろう。

「ご自身で？」

　長門守がおどろいた。当時大身の旗本などというものはこんなに気軽なものではない。

「では、拙者も」

　と、長門守も立たざるをえない。

　市街地の西、諏訪明神が背負っている立山という高地に、いまひとつの奉行所がある。

　そこから港内が、ひと目で見おろせるのである。

　駕籠が三挺仕立てられた。

　一挺は、奉行、一挺は勝、いま一挺はちょうど来合わせていた幕府の目め付つけ能の勢せ金之助という者のためで、この三挺のほか、おおぜいの人数がつく。奉行の下の代官、支配組頭、調しらべ役やく、与力、同心といった連中で、奉行や勝の威儀をつけるためにぞろぞろついてくる。

「竜馬、これだ」

　と、勝はささやいた。

「これで日本は亡びるさ。墨国アメリカの高官は、用があればさっさと一人で見にゆく。幕府というのは諸事、この調子で事を運んでいるからさっぱり能率があがらない」

　竜馬は、勝の駕籠わきについて行った。

　五尺八寸。

　羊かん色の紋服、よれよれの袴、蓬ほう髪はつの浪ろう人にん体ていの男が、無愛想に歩いてゆくのが、奉行所役人たちには不気味であった。

　──なんだえ？　あれは。

　とささやく声がする。軍艦奉行並ともあろう高官が、浪人者をつれているというのがそもそも奇態であった。

　それでも役人とは妙なもので、勝についてきた人物というだけで、竜馬に物腰がひくく追つい従しよう笑いをしながら、いろいろと話しかけてくる。竜馬は、ああ、とか、うむ、とかと答えていたが、不意に、

「奉行所には、金がいくらあります」

　と質問した。まったく、突拍子もない。

　下役どもは、きょとんとした。しかしそのうちの一人が、竜馬も江戸役人に準ずる存在とみて、

「十万両あります」

　と洩らした。

（ははあ）

　と、竜馬は腹中でうなずいた。

　いざ討幕戦となれば長崎奉行所を襲って十万両をおさえ、それを軍資金にしようと思ったのである。

　立山にのぼった。港内を見おろしたが、まだ外国軍艦は一隻も来ていなかった。




　とにかく、外国軍艦がやって来ぬでは、しかたがない。

「来るまで、幾日でも待とう」

　と勝はいった。長崎へあつまってくる外国軍艦の艦長たちをなだめて長州攻撃をやめさせるのが勝の公務だから、とにかく待つことにした。

　その間、森崎の奉行所から移って、立山の奉行所を宿館とした。

　港を見おろせる高地だけに、じつに眺めがいい。

　当時、長崎の町民は二つの奉行所を区別するためにこの立山のほうを、

　立山役所

　とよんだ。現今こんにちでは、この旧敷地に長崎県立図書館、知事官舎などがある。

　竜馬のころの立山役所といえば、宏壮な屋敷であった。

　奉行所正門は、四間けんに高さ二間半という堂々たるものである。正面を入って左手が門番所、右手が控所ひかえ、供部屋。

　門を入った正面の大玄関は、大大名の上屋敷のような大きさである。その玄関のひだりが年とし行ぎよう事じ部屋、御用場、といった事務室で、裁判をするためのお白洲がついている。

　ほかに、書院、使者の間、広間、対面の間などの御用部屋があって、勝手を知らぬと迷うほどであった。

　竜馬は、じっとしていない。

　毎日、市中へ出た。

　買い物もした。

　長崎の店てん舗ぽは、これほど風変りな町でありながら、江戸、大坂、京などのそれとあまりかわりはない。

　ただ店さきののれんは紺でなく、きまって黒木綿であった。黒木綿が、屋根瓦がわらを塗りとめた白いシックイと、空の青さによく映っていた。

　竜馬は、唐とう物ぶつ屋やに入った。

　中国や西洋から舶載されてきためずらしい雑貨、什じゆう器きなどをあつかっている。

「フランス製の香水はないかい」

　と、竜馬は帳場の番頭にいった。

　番頭は、びっくりした。

　このよれよれの紋服、袴の浪人が、フランス製の香水とはどういうことであろう。

　竜馬はかねて香水のことをきいていた。西洋では紳士のたしなみだという。

（いっぺん、つけてみたいもんじゃ）

　笑うべきことかもしれないが、竜馬ほどおしゃれな男はまずすくない。ただおしゃれの才能が皆無なだけで、その気分だけは満々とあるのである。

　香水には、紳士用と婦人用とがある。番頭はそれをきくつもりで、

「旦那様がお用いあそばすので」

　と、きいた。

　その愛想笑いに、どこか小馬鹿にしたようなかげがある。

「ああ、そうだ」

「旦那には、香水より、入浴と洗濯が先決問題でございます」

　とはまさか番頭はいえない。ただ、戸まどってしまっている。




「あの、少し値が張るものでございますが」

　と、番頭は上うわ眼めをつかっていった。

「知っちょる」

　竜馬は、天性、物の値段には敏感な男である。この点、かれは同時代の武士、志士たちとはまるで異質だった。

「いかほどだ」

　懐ろには、二十両の金がある。兄の権平が送ってくれた残りだ。

「一ひと瓶びんが三両でございます」

「三両か」

　竜馬は懐ろからざらりと小判をつかみ出し三枚、ほうり出した。三両といえば、下女や中ちゆう間げんの一年分の給金に、ほぼ近い。それほどの大金である。

「これはこれは」

　番頭は恐縮して奥へひっこみ、フランスのウビガン社製の香水と、オー・デ・コロンをとりだしてきた。

　オー・デ・コロンのほうがやすい。竜馬は香水をやめてオー・デ・コロンを三両ぶん買いこんだ。

「ところで、フランス製のおしろいはあるかね」

「旦那がおつけあそばすので」

　つい、番頭がひきこまれていった。

「ばかめ。おれがつけるかい」

　竜馬は大笑いした。

「恋さ人ま殿どのに贈ってやろうと存じておる」

「それはそれは」

　番頭が、美麗な白陶製の容器に入ったものをもってきた。値をきくと、一つが一両二分であるという。

「三つくれ」

　豪勢な買いものであった。

「ここから、送ってくれるか。すまぬが、筆紙を貸してくれ。送りさきと、それに添える手紙をかく」

　竜馬は、どかっと腰をおろした。

（お田鶴さまと、おりょうと、江戸のさな子どのに送ろうかな）

　そう竜馬は思っていた。

「送りさきはどこでございます」

「江戸と京だ」

　竜馬は、ぼんやり往還を見た。三人の顔をしみじみと思いだしたのである。

（よろこぶだろうな。しかし、よろこび方が三人三様の性格で、ちがうだろうな）

　それを思うと、たのしくもある。

　が、ハタと妙なことに気づいた。

（はたしてあの三人は、わしの恋さ人まかな？）

　心細くなった。

　世間でいう色恋沙汰とは、だいぶちがうようである。第一、竜馬自身、惚れているにしては、三人同時に惚れるということはおかしい。惚れるという心情は、たった一人にうちこむことで、竜馬の場合、それがいえるかどうか。

（わかった。わたしは三人を好いちょるが、惚れちょらんな。惚れるまでは行っちょらんな。いや、惚れまいとわし自身があぶら汗を流して努めちょるわい）

　これはうかつには送れぬ、とおもった。送ると、「好いちょる」が「惚れちょる」の気持の表現にならぬともかぎらない。

「おい」

　竜馬は、送りさきを変更しようとした。




　とにかく、竜馬はずるい。

　お田鶴さま、さな子、おりょう、の三人については、いままでの関係がいちばんいい。一歩でも深めれば、泥どろ沼ぬまになる。

（君子の交まじわりは淡きこと水のごとし、というが）

　礼らい記きのことばである。その意は、信義のある紳士というものは、いかに親友に対してもさらさらした態度でおり、そのくせ実じつがふかい。手をとり肩をだいてことさらに親しみもあらわさねば、弱点でひきあってのめりこむようなつきあいの仕方もしない。

　もっともこれは、男同士の交友についてのことばだが、竜馬は、男女間でもできればこれでゆきたかった。

（淡きこと水のごとし）

　いい言葉だ、とおもった。恋愛は、心ののめりこみである。愛情の泥沼にのめりこんで精神と行動の自由をうしないたくない。

　竜馬は、かれ自身が考えている生涯の主題がある。その主題をつらぬくためには、蜜のような愛欲は、邪魔でしかない。

（好いちょるだけでよい）

　フランス製おしろいを贈れば、「惚れちょる」ほうにのめりこみはしまいか。

（あくまで、淡く、淡く。──）

　そう思い切ることに、竜馬なりに哀しみがあったが、瞬間に思いを決し、ぱんぱんと手をたたいた。

「土佐の高知へ送ってくれ」

　竜馬は、送りさきを書いた。




土佐高知城下本町一丁目坂本権平様方

春はる猪いどの




　である。

　権平のひとり娘の春猪は、竜馬がこどものころから可愛がっていて、彼女が色白で肥っているところから、

「河ふ豚ぐの春猪」

　といったり、彼女の頬にかすかに菊あ目ば石たがあるところから、

「菊目石の春猪」

　などといってからかっていたことは、すでにのべた。

　その春猪も、いまは清次郎という養子をむかえ、鶴つる井いと兎と美みという二人の女児の母になっている。

　竜馬は、春猪へ手紙をかいた。荷物よりも手紙のほうが、さきにつくはずであった。




　このごろ、外国のおしろいともうすもの御ご座ざ候そうろう。ちかぢかのうち、差しあげ申し候あいだ、したたか、御塗りなられたく存じ候。お待ちなさるべく候。かしく

竜　　

河豚の春猪殿




　要するに、このおしろいであばたをしたたかに塗りつぶせ、という冗談である。

　竜馬は送料を置き、はればれとした顔で店を出た。

　襟もとに、オー・デ・コロンがにおっている。




　翌日、宿をかえた。

　市内の福済寺という寺である。勝と竜馬、それに住僧の三人は夜になれば碁をうった。

　住僧はおもしろい人物で、勝をつかまえ、

「お供のお侍さむらいはなんと申されます」

　ときいた。

「あれは坂本竜馬といいますよ」

　勝がそういうと、どういう意味か、「わすれてはならん名だ」と何度も繰りかえした。

　なにか竜馬の風ふうぼう、言動に感ずるところがあったようである。具体的には、どう、とはいわなかった。

　さて、異国船の件である。

　長崎在住の外国人間で取り沙汰されている風聞では、「英国艦隊は二千人の陸戦隊をのせ、オランダ艦隊は八百人の陸戦隊をのせて長州藩下関を攻撃する」という。

　勝はこの風聞を幕閣への第一報として書き、江戸へ急飛脚を差し立てた。

　風聞といえば、長州藩士数人がすでに長崎に潜入しており、勝を暗殺するという。

　長州人のなかで勝がどういう人物であるかを知っているのは桂小五郎ぐらいのもので、他の藩士は単なる幕吏、としかみていなかった。

「外国艦隊をけしかけて長州をつぶそうとするのじゃろ」

　とみた。

　果然、うわさは真実であった。長州藩士、小田村文助、玉木彦助ら四人が勝や竜馬の長崎入りの前日に汽船で入港し、市中の旅館にとまって、ひそかに動静をうかがっていた。

「長藩四人来訪」

　と、勝の元治元年二月二十八日の日記にある。四人の長州人は、白昼、堂々と福済寺の山門を入ってきた。

　暗殺者ではない。

　藩庁から正式に勝の動静をさぐるように派遣された者だが、しかし勝がもし反長州的意図をもっているとすればたちどころに刺殺する、という秘図をもっている。

　小田村文助は、長州の家中でも知られた剣客であった。

「勝先生は、ご在館でござるか」

　とかれらが寺の玄関に立ったとき、まず応接に出たのは竜馬である。

「どうぞ」

　春風のようにいった。

　書院に通され、竜馬も端座。

　四人とも緊張し、もし何事かあらばとっさに抜き打ちで斬りつける眼つきをしている。

　が、四半刻もするうち、竜馬がやる馬鹿ばなしに笑わされ、ついには爆笑し、刺殺どころではなくなった。

「ところで勝先生はまだでござるか」

「そこにおられまするよ」

　竜馬は、縁側をあごでしゃくった。

　なるほど、いつのまに来たのか綿入れの胴着をつけた老ろう爺や然とした四十男が、ちんまりと縁に腰をかけている。

　このあと、勝は例の調子で世界情勢をとき日本の現状をとき、長州藩の攘夷の無謀を説き、

「外国のほうはわしがおさえるよ」

　といったから、四人は大よろこびで帰って行った。




　勝の長崎ゆきは、はたして成功だったかどうか。

　とにかく、滞在一カ月余におよんだ。竜馬にとっても、かれの生涯において、もっとも長い旅行であった。

　もっとも、すでに故郷を捨てた竜馬にとってすでに旅行というものはない。かれの生涯そのものが旅行であったが。

　勝は、この間、長崎駐在の英、米、蘭の領事と立山の奉行所でしばしば会見し、

「とにかく、下関攻撃だけはさしとめるよう貴国の海軍を指導してもらいたい」

　とたのんだ。

　相手方は、

「われわれは戦いを好むものではない。ただ馬関海峡の船舶航行の安全を得たいだけである。いまのように長州藩がわれわれを砲撃してくるようではなんとも危険でしかたがない。その横暴な長州藩を、日本政府はおさえることができぬという現状では、われわれが武力をもって航行の安全を打開する以外にない」

　というあいさつで、勝にとってもいちいちもっともなことであった。

　要するに、幕府がわるい。長州をおさえることができないではないか、というのだ。

「なんとか、話しあいでおさえるから、攻撃を二カ月だけ待ってもらえまいか」

　と勝はそこまで譲歩した。

　やがて、オランダ、英国の軍艦が入ってきて、勝はそれらの艦長とも談合した。

　艦長たちは軍人だけに強硬で、

「とにかく下関を襲う命をうけている。勝敗は時の運で、われわれとしても生命の保障のない戦いになるだろう」

　というばかりであった。

　勝は、いちいち江戸と大坂在城の幕府要人に報告した。

　要は長州の慰留を日本側でやればよい。勝は自分ならできるという意味のことを言外にふくめて書き送った。

　が、勝の報告や諸般の情勢をみた幕閣では、

　──外国をなだめるためにも長州を幕府の手で武力攻撃しなければならぬ。

　という気分を、いよいよつよめた。維新回天史上の重大な峠になる幕府の第一次長州征伐は、こういう気運のうちに実現されてゆくのである。

　とにかく勝はできるだけの努力をし、英、蘭の両艦長に、

「とにかく、待ちます。長崎からじかに下関へ直行するつもりだったが、それは中止し、とりあえず神奈川へ行って投錨し、日本政府の長州に対する出方を待ちましょう」

　といわせるところまで漕ぎつけた。が、襲撃そのものを中止させたわけではない。

「竜馬よ、一軍艦奉行並のわしができるのはここまでのことだ。あとは幕閣のお歴々の仕事だが、さて、あの無能連中の手におえるかどうか」

　勝は滞在をきりあげ、四月六日熊本着。

　竜馬は熊本城下に居残って、当時佐久間象ぞう山ざん、勝海舟とともに最大の先覚者ともいうべき横井小しよう楠なんの時勢論をきいている。




　勝、竜馬のふたりが、長崎をあとにしたのは元治元年四月四日のことである。

「熊本へ行こう」

　と勝がいった。

　幕府の軍艦奉行並勝麟太郎が、肥後熊本細川藩に用があるはずがない。

　熊本には、ひとりの名士がいる。

　横井小楠であった。

　勝とは意見のあう知友で、あるいは当時第一等の評論家といえたかもしれない。

「小楠に会うのさ」

　と勝がいった。

「小楠先生に御用があるのですか」

「ないよ」

　勝は、いった。要するに、竜馬を小楠のもとに連れて行ってやろうということだけが、勝の目的であった。

　勝は、竜馬を育てている。いわば、

　勝大学

　といってよかった。学長は勝、学生は竜馬ただ一人である。

　教授陣は、勝の知友たちであった。

　越前福井藩の老公松平春嶽

　幕臣大久保一翁

　それに、この熊本藩の横井小楠。

　移動大学といっていい。

　竜馬自身が勝の紹介状をもって、福井へ行ったり、江戸へ行ったり、大坂で会ったりする「大学」である。

　勝の紹介状はいつも、

「この者、真に大だい丈じよう夫ふなれば」

　という文句になっている。「男いっぴきである。将来、英傑になるであろう。いろいろ教えてやってもらいたい」

　というような意味が、言外にある。

　勝学長以下教授陣の特色は、当節流行の単純な攘夷主義でない、ということであった。

　積極的開国論者といっていい。

　当時一般の思潮を図式的にいえば、

　佐幕＝開国主義

　勤王＝攘夷主義

　というものであった。

　が、勝大学の教授たちは、「勤王開国論」ともいうべきもので、単なる佐幕家や勤王家とまるでちがう点は、世界観をもっていることであった。

　世界状勢のなかから日本のおかれている位置を知り、どうすべきか、を考えている派である。当時の日本では、これに勝の妹むこの佐久間象山を加えて、数人にすぎない少数派であったといっていい。

　竜馬は、いわゆる維新の志士たちとは、まるでちがったコースをすすんでいる。

　この一介の剣客あがりが、「思想人」として外国の政治思想学者からでさえ研究されるようになったのは、勝大学のおかげといっていい。

　熊本につくや、勝はかれを横井小楠の屋敷につれてゆき、

「たのむよ」

　といって、翌日、勝のみは将軍の在城する大坂へ発った。

　竜馬は数日、「横井小楠教授」のもとですごした。




　この項、多少随想ふうにのべたい。

　竜馬はこの時期よりも数年あとに、やはり肥後熊本まで行って横井小楠を訪ねている。

　このとき、竜馬はその生涯での最大の事業のひとつだった「薩長連合」を策しているときで、小楠の意見をききにきたらしい。

　小楠はつねに酒を置いて竜馬と談じた。

　たまたま、座に若者がいた。

　小楠の弟子である。

　肥後水みな俣また郷の郷士で、徳とく富とみといった。

　名は一かず敬よし、のちの号は淇き水すい。

　この若者はすでに同国益まし城きの郡こおりの郷士の娘矢島久子をめとり、一児をあげている。

　一児の名は猪い一いち郎ろうで、のちの蘇峰となる。あとで次男健次郎がうまれるが、健次郎がのちの蘆ろ花かと称する作家になった。

　要するに、徳富兄弟の父淇水がわかいころ師の小楠の家に遊びに行っていると、坂本竜馬がやってきたというのである。

「旅で真黒に陽焼けしたびっくりするほどの大男だった」

　と、兄弟に語りのこしている。

　そのころ、小楠は藩の政変のために失脚中で、知ち行ぎようも士籍もとりあげられて、ぶらぶらしていた。

　席上、小楠は、

「坂本君、おれはこのとおりの身だ」

　と、翼をむしられた鳥同然、天下に飛びたてないなげきをいうと、竜馬は杯をふくみ、

「先生、おなげきあるな」

　と笑った。

「天下の大事は、西郷（隆盛）、大久保（利通）の徒がいます」

　それに自分。

　とは竜馬はいわなかったが、言外に、この三人で天下を料理する、という意味をふくめた。

　この大言壮語には、若い日の淇水老人はよほどおどろいたらしい。

「では、おれはどういう役だ」

　と、横井小楠先生がきくと、

「先生はよろしく高こう楼ろうにすわり、美人に美酒を酌くましめ、杯をふくんで大芝居の見物をしていただきたい」

　と竜馬がいった。

　小楠、大いに満足し、手をたたいて大笑いした。

　横井小楠というひとは、

「国家の目的は民を安んずるにある」という思想のもちぬしで昭和の右翼思想家のような神聖国家主義者ではない。幕末にあっては、攘夷志士をあざわらい、開国して大いに産業をおこし、貿易をさかんにして国を富ましめ、強力な軍事力をもって外国からのあなどりをふせぐ、といういわば積極的攘夷主義であった。

　その思想が、当時でさえ、というより日本の大東亜戦争終了までの官製思想からみても危険視されるもので、ついには「共和国家」を夢みていたようなふしもある。

　そのくせ、号の「小楠」が示すとおり大楠公の崇拝者で、天皇をうやまった。

　その危険思想家の小楠でさえ、この元治元年四月にしたときの竜馬の言説があまりに天てん衣い無む縫ほうすぎるのにおどろき、

「好漢、惜しむらくは乱らん臣しん賊ぞく子しになる勿なかれ」

　と注意した。竜馬はひょっとすると、かれの手帖の文句などからみて、アメリカ式の共和国を理想とする、といったのかもしれない。

「坂本君、それは先走りすぎる。勤王の激徒に誤解されるぞ」

　と注意したようにおもわれる。

　その小楠が、明治二年、ヤソ教徒、共和主義者である、として右翼壮士に暗殺された。

　よほどの先覚者といっていい。


    
    
　竜馬がゆく ㈤






防 長 二 州










「長州藩は幕府に対して暴発するのではないか」

　といううわさをきいたのは、竜馬が熊本にいるころである。長州とともに、浪士たちも暴動に立ちあがるともいう。

　竜馬はこのため急ぎ帰東の旅にのぼった。

　ここしばらく、眼を長州藩に移そう。なぜならば、元治元年という年の焦点は、長州藩の動きであった。

　余談だがこの藩ほど、悲ひ愴そうな藩はない。

「毛利元もと就なり以来、勤王先せん唱しようの藩」

　を自負し、げんに幕末の風雲に乗じて京で過激工作をし、侮ぶ幕ばく、反幕行動をとり、天皇に政権を与える運動を陰に陽に行なった。

　天皇も公く卿げも、惚れられて憎かろうはずがない。はじめは長州藩に好意的であった。

　が、しだいに長州藩の惚れかたが、当時の地じ口ぐちをかりれば、「悪女の深情け」に似てきて公卿のほとんどが反感をもつようになった。

　長州系志士のやりかたが、殺伐すぎた。たとえば反長州的な公卿や大名の屋敷に人間の手首をなげこんだりするたぐいのいやがらせをしたり、文書をもって脅迫したりした。

　過激浪士の乱暴も、みな、

「長州的行動」

　という印象を京都政界にあたえた。長州藩がそれらを庇護していたからである。もはや主義ではない。

　その体質をきらわれた、といえる。

　皮肉なことに、長州人がそのひとのためなら命をも捨てようとした天皇から、もっともきらわれた。

　孝明帝は、このとし元治元年正月二十一日に参さん内だいした将軍家いえ茂もちに対し、詔書をたまわっている。

　長州への天皇みずからの挑戦状とさえいえるほどになまな感情が露出していた。意訳すると、まず、

「三条実さね美とみ（長州系公卿。官位剥奪されて長州にあり）ら公卿は、田舎者の浪人どもの言説を信用し、海外の形勢も察せず」

　とある。ほんの一年前の孝明天皇自身がそうであったのに、いまは変節し、「海外情勢を察せぬ」ということを攻撃している。

「朕が命めい（攘夷命令）をことさらに変えて、軽率に攘夷の令を布告し」

　とつづく。

「みだりに討幕の師を興さんとし、長なが門と宰さい相しよう（長州藩主）の暴臣のごとき、その主人を愚ぐ弄ろうし、理由もなく異国船を砲撃し」

　とあるが、長州の異国船砲撃の最初はそれをたたえる勅ちよくが出たはずである。

「かくのごとき狂暴の輩やから、必罰せずんばあらず」

　皇室に惚れたあまり狂乱状態にある長州を打ちこらせ、というにひとしい。

　むろん、長州藩の京都における全盛時代には勅語のたぐいは、側近の長州系公卿が適当につくりかえたこともあった。かといって、いざ局面がかわると白を黒という詔書がおなじ天皇の手から出るのはどういうことであったろう。

　しかもこの長州弾だん劾がいの詔書は、じつは宮廷における新勢力である薩摩側が起草し（起草者は同藩士高崎猪い太た郎ろう）薩摩系公卿を通して詔書のかたちになった。




　長州人は、理解されない。

　狂気なのである。

　この藩のもつ極端な攘夷主義、独善主義というのはもはや精神病理学でいう「集団ヒステリー」のようなもので、当時の平へい衡こう感覚をもった知識人には、眉をひそめさせるものがあった。

　が、竜馬にはわかるのだ。

　ひとにも、

「長州の気持は、東国の諸藩の者にはわかるまい」

　といっている。

　長州のむこうに、朝鮮がある。海を隔てているとはいえ、一いち衣い帯たい水すいのむこうに外国がある、という藩は、長州藩のほかにあまりない。

　自然、海外への感覚が鋭敏になる。げんにのちに幕末の長州征伐その他で長州藩が惨さん澹たんたる苦境におち入りかけたとき、高杉晋作は、

「ついにだめなら、殿と世せい子しを擁ようして朝鮮へ亡命する」

　といった。すらりとそういうことが口に出るほど、外国はちかい。

　もっともそういう長州藩も、吉田松しよう陰いんが出るまでは、眠れる藩であった。いささかも国事に乗り出してはいなかった。

　時勢感覚については、水戸藩がもっとも早熟であった。ついで、稀き代たい、といっていいほどの名君斉なり彬あきらを出した薩摩藩で、このため斉彬が教育した家臣西郷隆盛などは、はやくから時局のなかに突出していた。

　とまれ、長州藩ににわかに「志士」がむらがり出て、右の先輩二藩を追いぬいて暴走をはじめたのは、松陰が松しよう下か村そん塾じゆくをひらいて門人を駆りたててからのことである。

　が、単に松陰だけではない。

　実物教育がある。

　文久元年二月三日のことだ。

　長州の日本海岸を航行していた露国軍艦が突如、対馬つしまの浅あさ海み湾に入り、尾崎浦に上陸してきたのである。

「この尾崎浦の一部を借用したい」

　と申し入れた。あきらかにかれらが中国でやってきた領土侵略の一手段である。

　この露国軍艦は、露国提督リッハチョフの指揮下にあるビリレフという艦長が指揮していた。

　当時、対馬は列国がねらっていた島で、とくに英国にその企図があったらしい。その証拠に、露国海軍よりひと足早く英国軍艦が対馬海岸を測量している。

　露国は、英国に先んじられまいと思い、あわてて軍艦を派遣した。

　このあと、三月二日、ふたたび右の露艦がやってきて、陸戦隊を芋崎浦に上陸させ、勝手に樹木を伐きって兵舎を建て、さらにふたたび、対馬の藩主に対し、「この浅海湾のうち要害の地を借用したい。そのかわりに大砲をあげよう」と子供だましのようなことをいった。

　四月になっても退去しない。

　ついに対馬藩では、地理的にちかい長州藩に助力を乞い、藩士を萩城に派遣して実情を語らしめた。

　そのうち露国陸戦隊は、対馬藩の番士一人を銃撃して斃たおし、付近の郷士二人をとらえたりする暴挙をあえてした。

　長州人が、異常な敵意を「夷い人じん」にもったのはこの事件からである。




　さらに余談を。──

　ここに、奇人物がいる。

　長州系志士のあいだで、

「来き島じまのじいさん」

　といわれて敬愛されている来島又兵衛である。当時の志士のなかでは最年長に属し、四十九歳。

　長州藩では、まず重臣といっていい。

　又兵衛は、藩主毛利敬親に対する京都朝廷の変節と冷酷さに激怒した。しかし勤王家の又兵衛にすれば、朝廷そのものを怒るわけにはいかない。

　天皇を踊らせている「背後」の勢力に怒りを発した。

　背後とは、一に薩摩藩、二に会津藩、三に中川宮、近衛公などの親王公卿。それに幕府の要人たち。

「京都の妖雲をはらうのだ。君（毛利侯）辱はずかしめらるれば臣死す、という。いまや長州藩士たる者、ことごとく死を決せねばならぬ」

　と来島又兵衛はいった。

　又兵衛の意見では、大軍を発して京に押しのぼり、武装陳情しようという。

「もし容いれられねば？」

　とひとが訊きくと、

「一戦あるのみ」

　又兵衛は、慨がい然ぜんとしていう。

「あのじいさんの血気にはこまる」

　と、家中、過激をもって天下に知られた高杉晋しん作さく、久く坂さか玄げん瑞ずいの若手でさえ、又兵衛の激論には頭をなやました。やがてこの来島又兵衛一個が爆発することによって長州藩という火薬庫が大爆発をおこし、幕末史は名状しがたい混乱におち入るのである。

　又兵衛は、その古めかしい名前でも連想されるように、江戸時代の侍ではなく戦国時代の豪傑ともいうべき男であった。長州型の怜悧、理屈っぽさは、又兵衛にはない。やや薩摩型に似ている。

　はじめ武芸をもって鳴った。

　新婚時代、現在の山口県長門市俵山町に住んでいたが、この町に又兵衛伝説が多い。

　あるとき、又兵衛は八畳の座敷に村の若者五、六人をあつめて座談していたが、

「さあ、みなの者、わしがいま畳をたたく。それを合図にみなで取りおさえてみい。みごと取りおさえられるかどうか」

　といった。若者たちは造作はないとおもった。又兵衛は眼の前にいる。一人である。それを多勢でとりおさえるのだ。

「ようござります」

　一同、立ちあがり、手に唾つばきして身構えた。

「さあ、よいか」

　又兵衛は念を押すなり、

　ばん

　と畳をたたいた。

　一同、わっと飛びかかったが、又兵衛がいない。消えていた。

　武芸にはこういう手がある。要するに、畳を掌てのひらでたたく。真空ができる。畳が吸いあがる。そのすきまにもぐりこみ、床下に身を入れる、というものだ。

　筑後柳川に遊学して大石進に師事し、二十七歳で大石神しん陰かげ流の免許皆伝をとり、その後しばらく現在の山口県美み禰ね市西厚保町で武術道場をひらき、剣、槍、馬の三術を近郷の藩士に教えている。




　かといって、単なる剣客ではない。

　吉田松陰と親交があり、松陰はこの愛嬌ある武骨漢をひどく推賞していた。

　松陰の人物評というのは、その長所を見出す点で、すぐれている。

　松陰は、藩の要路にしきりと又兵衛を推挙し、その種の書簡が多い。一通を意訳すると、

「行政府は政務の本だから、人才をたくみに選ばねばならない。来島又兵衛は胆力人に過ぎ、また精算密思あり。これを御ご用よう所どころとなさば益あり」

　とある。長州藩でいう御用所とは、藩の予算課のことだ。

　又兵衛は、存外、たんなる武人でなかったことがわかる。

　江戸屋敷の手て元もと暫しばらく役やくのころも、高杉晋作、宍し道じ聞もん多た（井上聞多・馨かおる）などがさかんに品川妓楼で遊び、金が足りなくなるとなにかと名目をつけて藩費を流用しようとした。

　重役の周す布ふ政之助などは、おなじ志士仲間ということでかれらに乗ぜられたほうだが、仲間は仲間でも来島又兵衛はそうはいかなかった。

　だからかれらも、又兵衛がいると、

「きょうは、じじいがいるからだめだ」

　と、交渉をあきらめた。

　幕末における長州藩は、人材登用の傾向が他藩よりつよい。又兵衛は累進し、御手廻組の階級に抜きんでられ、駕籠奉行に命ぜられたのを最初に、大検使役で江戸番手、同諸勘定見届役、江戸方御用所役、さらに京に出て公卿との折せつ衝しよう係がかりである学習院御用掛、さらに国もとに帰って馬関総奉行手元役などを歴任した。

　ほぼ、経済官僚だったとみていい。松陰の人物評があたったわけである。

　松陰の人物評といえば、又兵衛と桂小五郎をしばしばならべて論じている。

　桂小五郎の長所については、やはり藩庁に上書した文章のなかで、

「小五郎、寛かん洪こうの量（心が人を容れるのにゆったりとしている）、温然愛すべき人なり、かつ才気あり。御密用、御ご祐ゆう筆ひつとなし、おいおい行政の本務にお用いくだされたい」

　といい、また他の文章のなかで、

「来島又兵衛は剛強にして吏才あり。桂小五郎は忠和（まじめで温厚）にして周旋の才（外交能力）あり。ともに良き役吏なり」

　とある。又兵衛は、かれの暴発時代の印象で想像されるような粗豪の士でなかったことがこれでわかる。

　又兵衛は吏才をもって用いられたが、その晩年にいたってやっとかれの本領とする武職についた。

　長州藩の兵制が一変したのである。蘭式兵制が採用され、兵士も従来のように藩士だけでなくひろく百姓、町人の有志からも徴募されるようになった。その代表的なものは、高杉晋作を初代総督とする奇兵隊であろう。

　又兵衛は、遊撃軍総督を命ぜられた。

　隊士六百。

　諸藩の浪士も多い。なかでも土佐脱藩浪士がもっとも多かった。

　又兵衛は、将になった。これが、四十九歳のかれにその本ほん然ねんの軍人的性格をむきださせるにいたったものといっていい。




　又兵衛の遊撃軍の屯とん営えいは、いまの山口県防ほう府ふ市の宮市というところにある。

　三田尻湾に面し、古来、商港として栄えてきたところだ。

　太っ腹で武人肌の来島又兵衛は隊士から好かれたらしく、遊撃軍結成後も、

「奇兵隊に入るより又兵衛様のもとに」

　といって応募してくる百姓、町人が多く、このため遊撃軍を小隊に分割し、郷勇隊、市勇隊、神じん祇ぎ隊などと名づけた。郷勇隊は百姓の子、市勇隊は商人の子、神祇隊は神主の子が入り、ほかに職人の子をあつめた金こん剛ごう隊、猟師の子をあつめた狙撃隊などがある。

　制服は筒つつ袖つぼだが、又兵衛だけは、陣中、甲冑姿でいることが多い。それがよく似合い、ちょうど戦国武将がオランダ式軍隊をひきいているようであった。

　諸藩の浪士も入っている。

　たいていは、参謀格、小隊司令、伍長といった格である。

　そうした浪士団のなかに、京都浪士浮田八郎、水戸浪士高橋熊太郎がいる。

　例の、

「かくのごとき狂暴の輩やから（長州藩）必罰せずんばあらず」

　との詔勅が出たことをきき、両人は本営に来島又兵衛を訪ね、

「来島殿、君辱しめらるれば臣死す、ということをご存じか」

「それのみが武士である」

　又兵衛は、うなずいた。両人は、上じよう国こく（京坂）で評判の長州罵倒の詔勅の写うつしをみせ、

「なんと心得られる」

　と、又兵衛の顔をみた。

　又兵衛は、真蒼になり、やがてぶるぶるふるえ、ついになさけなさに声を放って泣きはじめた。

「起、起草者はたれじゃ」

「薩摩の島津久光でござる」

「しやっ」

　らん、と眼を光らせた。

「薩摩かっ」

「左様でござる。われら二人はいまからただちに京へのぼります。浮田は二条関白に拝謁し、かく申す高橋は幕府の閣老にあい、長州侯の御真意を訴えるつもりでござる。このため、どのような惨刑に」

　といってから、二人も泣きだした。京は朝命により、藩邸留守居役以外は長州藩士が居ることを禁ぜられており、見つかり次第、新選組、見廻組などに斬られてしまう状況なのである。

「遭あおうともかまいませぬ。新たに御家に仕えたわれらさえ然り、となれば、防長二州の士気はふるい、やがては殿の冤むじつが解ける日も参りましょう」

「待て、わしもゆく」

「いや、貴殿のお身分は重い」

「なんの、かまうものか。そうだ、遊撃軍全員をひきいて陳情に上洛しよう。おぬしらだけを死なせぬぞ」

　来島又兵衛は、山口の藩庁へ急行し、その許可方を請うた。

　むろん、又兵衛は単なる陳情にゆくつもりはない。薩摩の島津久光ら「君側の奸」をたたっ斬るつもりである。




　時の長州藩庁は、勤王派が牛耳っており、きわだった総そう帥すい的人物はいないが、身分、年齢からみて、周す布ふ政之助（別称・麻田公輔）が領りよう袖しゆうといっていい。

　これは、軽けい忽こつ、激越の性情のひとだが、この周布でさえ、遊撃軍の上洛に反対した。

「上洛してみろ、朝敵にされてしまう」

　と、周布はいうのである。

　来島遊撃軍の上洛嘆願とはべつに、藩庁では、藩公の世子定広が兵をひきいて上洛し、朝廷に嘆願するという企てがすすめられているが、これも周布政之助がおさえ、中止の状態になっている。

「幕府、薩藩、会津藩の思う壺にはまるようなものだ。きっとかれらはわが藩に朝敵の称をかぶせ、諸藩の兵力を動かしてふくろだたきにし、所領を奪ってしまうだろう」

　臆測ではない。

　京都留守居役の乃の美み織おり江え、その他京坂に潜入させてある諜報員からの報告を総合するとどうしてもそういう観測になるのである。

　が、又兵衛はきかない。

　なにしろこの男は、死を決している。この年の元旦、ふつうならめでたかるべき日に、

「この首を、とるかとらるか、今朝の春」

　という俳句を作り、この元治元年こそ自分の死ぬべき年だとひそかに心に決していた。

「行くといえば行く」

　と、理も非もない。

　とまれ、周布はもはや自分の力でおさえられぬと見、藩公と世子に拝謁し、その力によって慰留しようとした。

　藩公、世子は、おどろいた。又兵衛ならやりかねぬことを知っている。

　そこで世子みずから慰留の手紙をかき、使者にそれをもたせてゆくことにした。

「さて、使者の人選だが」

　世子定広は考え、又兵衛とおなじ思想のもちぬしがよかろうと思い、高杉晋作に行かせることにした。

　晋作、二十六歳。

　すでに奇兵隊を創設し、その総督になり、いまは世子付の「裏年寄」（秘書官）になって父の禄とはべつに新知百六十石を頂戴している。その過激な思想、とっぴな性格からみて他藩ならとっくに切腹か、脱藩になっているようなたちの若者だが、長州藩ではむしろこういう男を優遇した。

「晋作、きっと慰留するのだぞ」

　と世子に命ぜられたから仕方がない。すぐ馬に乗り、藩庁所在地の山口から五里の道を南下して宮市にむかった。

　それが元治元年正月二十四日の夕である。

　わるい日であった。

　晋作が慰留しようとしている「来島のじじい」は、この日、

「出陣の首途かどでを祝うのだ」

　といって、隊士全員をつれて宮市の天満宮へ参拝し、おみくじをひき、かつ、三日にわたる戦勝祈願の奉納相撲をやっている真最中であった。

「小僧、何をしにきた」

　と、まるで相手にしない。

　晋作は、閉口した。




「来島さん、私は若殿様のお使者として参っている。小僧はつつしんでいただこう」

　高杉はいった。

　又兵衛、ぜひもない。口をすすぎ、手をあらって、本陣の大専坊の客間へ高杉を案内した。しかるのち自分は下げ座ざにすわり、一礼して世子定広の親書をひろげ、たんねんに読みはじめた。

　親書は、「軽発するな。万一、藩命によらずして暴発しては一藩の大事になる。そのほう、隊士にも言いきかせ、鎮ちん撫ぶせよ」という文面になっている。

「いかがです」

　高杉は、ことさらに高飛車に出た。又兵衛は汗をぬぐい、

「親書は謹つつしんで奉ずるが」

　といった。

「しかしわが輩の進発をとめるなどは無理な注文だ。あくまでわしは出かけるわい」

「お年とし甲が斐いもない。いま暴発しては、幕府をはじめ、薩賊会奸（薩摩、会津両藩に対する長州人のよびかた）の思う壺にはまることになる。来島さん、浅慮ではないか」

「ばかめ。京へおどりこむのは長州藩来島又兵衛ではないぞ。わしは脱藩するのだ。浪人として上洛するのだぞ」

「おなじことだ。世間は、長州の来島、長州の遊撃軍ということを知っている」

「晋作、腰が抜けたか」

　と、又兵衛は大喝した。

「思慮ぶかそうなことをいうな。さては小僧あれか、新知百六十石を頂戴したがために俗吏の根性に堕おちたか。いやしくも君公が濡ぬれ衣ぎぬを着せられている。史上、永久に朝敵の名が残るかもしれぬ。それを雪すすぐのに理屈もなにもない。藩の安危などはどうでもよいことだ。万世に汚名が残るか残らぬかの瀬戸ぎわだぞ。晋作、暴発あるのみ」

「そのとおりだ」

　と、高杉も叫びたい。この男は慰留の使者に立ったくせに、本心は「来島のじじい」とまったくおなじなのである。

　夜が白み、高杉はひとまず、宮市から目と鼻の三田尻の旅籠はたごにひきとった。

　ここで二日、寝ころんでいる。

　なにを考えたか。

　おそらく考えがまとまらなかったのであろう。三日目の二十七日の夜、高杉の宿へ、世子定広の近きん侍じ岡部繁之助が使いにきて、「慰留はどうなった。報告せよ、とおおせられている」と、督促した。

　その夜、高杉は決死の覚悟で又兵衛を再訪し、

「私は君命で来た。果たさずんば生還せず、というのが武士の本分です。どうしても進発なさるというなら、私の首刎はねられよ」

「聞く耳はもたぬ。たとえ狂とよばれ、暴とよばれようとも正義に殉ずるのは長州男児の本懐だ。元禄のころ、赤穂藩にも慰留派、常識派がいた。しかし四十七人が暴発した。男というものは思慮窮きわまれば、常識、情勢をもって判断すべきではない。男たる者の道をもって判断すべきだ。晋作、如何いかん」

「そ、そのとおりだ」

　高杉の顔に、血がのぼった。




　なお、筆者は竜馬のこの時期における長州藩の動きを書きつづけている。

　竜馬は、防長二州にはいない。この時期、竜馬は長崎にあり、熊本にあり、大坂にあり、神戸村にあり、京都にあり、さらに江戸へも旅立つ。元治元年正月から初夏にかけてのかれの行動は、所在転々としている。

　しかし、どこの場所でもかれは爆発寸前の状態にある長州三十七万石のうわさはきいていた。この時期の時局の中心的話題であったからである。

　さらにそれに対する幕府の態度、薩摩、会津の動きや公卿の言動などは、変化あるごとに天下の志士のあいだにひろまっていた。ことに土州系過激志士団の一中心をなしている竜馬の耳にはいちはやく入っている。

　長州藩士とともに暴発しようとするかれの同志を、竜馬は一言でおさえていた。

「時勢はまだわれわれを必要としておらぬ」

　が、竜馬も、時代の子である。

　ことにかれは長州びいきで、最近の窮状には徹頭徹尾、同情し、長州同情論をやるとつい涙が流れ、しまつにこまるほどであった。

　ところが竜馬の中の別の竜馬は、

（とはいってもいまの時期は、長州は長州。──おれはおれであるキニな）

　そうおもっている。

　竜馬は、長州藩の無謀な暴発には反対であった。

　内乱になる。清国の例をみても、列強はかならずこの混乱につけ入るであろう。

　竜馬の意見がそうだし、ここに登場している来島又兵衛を竜馬は知らない。だから、小説の場面を、竜馬とは一見無縁の長州に移している筆者を、読者は迷惑とされるかもしれない。

　が、維新史は、その歴史そのものが壮大な戯曲である。

　しかも、この劇は諸所ほうぼうの劇場でばらばらに興行されているのではなく、一ツ劇場の一ツ舞台で演じられている。

　この時期の長州藩の異常過熱は、浪人志士団の暴発をよび、池田屋ノ変を誘発し、さらに池田屋ノ変はそれに憤激した長州藩兵の大挙上洛となり、幕府の第一次、第二次長州征伐、竜馬の海援隊の活躍というように関連してゆく。

　しばらく読者も、眼を本州の最西端防長二州に移しつづけられたい。

　さて、宮市の大専坊における慰留使高杉晋作と来島又兵衛のことである。

「小僧、いつ爺じじいになったイ」

　などと、又兵衛は高杉にずいぶんひどいことをいったようである。

　高杉も、つい感情が激発し、論理が飛躍した。こういうときの飛躍は、高杉の天才的なところといっていい。

「よし、来島さん」

　と、高杉はいった。

「わしは、たったいま脱藩する」

「ほう、君命を帯びながら山口の政庁に報告もせずこの場で国抜けするというのか」

「左様」

　高杉は、又兵衛よりも深慮がある。

「海路脱藩して京、大坂に潜入し、あの地の情勢を偵察してくる。暴発はそれまで待ってくださらんか」

　諾よし、と又兵衛はうなずいた。




　高杉は藩を脱走した。

　この男はつねに、きらめきを発するような行動をする。

　脱藩、亡命というのは武士として主家に対する最大の罪のひとつだが、「目的は手段を浄化する」との長州的気分のなかでの高杉にとって、なんでもない。

　藩地の富海とのみ港に出ると、ちょうど大坂通いの船が出帆するところだったので、一剣を抱いて船上にとび移り、

「おれを大坂へ乗せてゆけ」

　と、命じた。

　高杉は、革命家としての天才は、おそらく幕末随一であったであろう。

　幕末には、竜馬をはじめ、西郷隆盛、大久保利通、木戸孝たか允よし（桂小五郎）など、雲のごとく人物が出たが、かれらは革命期以外の時代に出ても使いみちのある男どもだが、高杉晋作は、革命以外には使いみちがないほどの天才であった。

　もし平和な時代に高杉がうまれていれば、飲んだくれの蕩児として近親縁者の厄やつ介かい者ものになったまま、世を終えたかもしれない。

　政治、軍事の才がある。

　それも革命期の政治、軍事で、それ以前やそれ以後の日本では役にたたない。

　いわば、明治維新をおこすためにうまれてきたような男であった。

　復命せず脱藩した、というのはなんといっても珍奇すぎる行動である。

　が、この行動をとらせたのは来島又兵衛の悪あく罵ばであったろう。

　船は、瀬せ戸と内うちの島影を縫ぬって東へ帆走し、高杉はその船中、やっと熟慮している。

　この天才肌の男はつねにカンで行動し、そのカンは余人から奇異にみえるが、つねにはずれたことがない。

　理屈は、行動しつつ、あるいは行動したあとで考えるのだ。

（こうでもせぬと、来島のおやじはおさまらなかったであろう）

　たしかにそうである。

　高杉が、ただの秀才官僚なら、山口へとっとと帰って藩主と世子に復命し、

「来島又兵衛はああいう性格でございますから、それがしのような非力な者ではおさまりませなんだ」

　といえば済む。

　済むことだ。たしかに高杉の一身のことはそれで済むが、来島又兵衛とその遊撃軍は集団脱藩してしまう。

　高杉は船中なお考えた。

　かれの意見は、むろん来島又兵衛式の激発は藩をほろぼすということである。こういう点では、いつもそうだが、とっぴにみえて高杉ほどの自重家、慎重主義者はまずない。

　といって、因いん循じゆん姑こ息そく、朝廷や幕府からたたかれるままにたたかれて、平あやまりにあやまってゆくという藩内俗論派の意見ともちがっている。

　長州藩を戦国のむかしにかえし、幕府から武装独立してしまうという意見であった。

　これを当時の流行語でいうと「割かつ拠きよ主義」といい、長州藩は結果として高杉の意見と予想と方向へ舵かじをとってゆく。いや、舵をうしなってその割拠の方角へ流されてゆく、ともいえる。




　高杉晋作は大坂へ出、土佐堀の藩邸に身を投じると藩邸の留守居役宍戸九郎兵衛老人はおどろいた。

「脱藩してきたのか」

「そうです」

　と、事情を話すと、宍戸老人は高杉の理解者のひとりだから、亡命の「罪人」としては遇せず、まず京大坂の政情を話した。

「一橋公はな」

　と、一橋慶喜のことをそうよんだ。こののちの十五代将軍は現在将軍家茂後見役として京都にあり、その八はち面めん六ろつ臂ぴの活動ぶりはすさまじいほどである。その政治的才能は家康以来とおそれられ、かれの智弁にかかると、平素利口ぶっている公卿、諸大名などは沈黙してしまうほどであった。

　趣味人としては大の西洋ずきで、政治家としてはあくまでも幕権擁護者である。

　が、慶喜のうまれは、攘夷論の往年の総本山である水戸徳川家であった。

「それだけに、幕府のような腰抜け開国論でなく、攘夷臭もある。攘夷臭の点で、長州に同情的らしい」

　と、宍戸はのべた。

　これらの情報は、京都に潜入して陰に陽に長州藩の立場回復のために働いている桂小五郎、久坂玄瑞などから得たものである。

「あるいは、わが藩への処置についての方針、現在よりはゆるやかになるかもしれぬ、と桂などはいっている」

　むろん、希望的観測にすぎない。その一方で幕府は、関西十一藩にひそかに長州征討に関する動員令を発していた。宍戸はそのうわさもきいており、その真偽につき京都留守居役の乃美織江に対して調査をたのんでいる。

「とまれ、わが藩を征伐するといっても内命の段階だ。京都の政情は微妙で、いま又兵衛に遊撃隊をひきいて来られては、焔えん硝しよう蔵ぐらに火を持って入るようなものだ」

「桂（小五郎）はどういっております」

「慎重論だ。あくまでも慎重論だ。かれは国もとの暴発を極度におそれている。幕府は口実さえあれば毛利三十六万九千石をつぶそうとしている。お家のためにいま軽挙するとこれ以上の不忠はないぞ」

「要するに」

　高杉は話題をかえた。

「薩摩の島津久光が長州藩をつぶしてしまおうという策動の巨頭でありますな」

「そうらしい」

　宍戸老人がうっかりうなずいた瞬間、高杉の肚はらはきまった。

　薩摩の島津久光を刺そうと決意したのである。

　久光は、薩摩藩主ではないが、その実父、後見役で、藩主同然として内外から遇せられている。一種の唯ゆい我が独どく尊そん的な政治家気質があり、自分で朝廷と幕府のあいだをとりもって個人的威名をあげようとする癖へきがある。

　主義は公武合体論（佐幕）だが、気分はそうではない。幕府を軽視し、薩摩藩をもって幕府と対等と思い、すくなくともそこまで持ってゆきたいという気組がある。西郷をきらって二度も遠島に処したのは、このひとである。




「とまれ」

　と高杉は、宍戸九郎兵衛老人にいった。

「国もとの来島又兵衛はそれがしのような若僧の手にはおえませぬ」

「晋作でも手におえぬ男がいるとはおもしろい。あの又兵衛ならそうであろうな」

「それがしがいかに説得しようとも、若僧、若僧、とどなるばかりで議論にもなにもなりません。そこで、老人、あなたが下げ国こくしてくださるか、京都探察中の桂小五郎、久坂玄瑞に下国させて直接この地の情報を語らせて思いとどまらせるほか、策がありませぬ」

「君でもよいではないか。このように脱藩までして事情をさぐりにきたのだ。なぜ至急帰国して来島をなだめぬ」

「じつは」

　にやりと笑ったが、あとはいわない。高杉は大坂まで出てきた以上、まったく別の行動をおもいついていた。

　殺人である。

　その者は、幕威を回復することに汲きゆう々きゆうとしている。長州を堕おとし入れ、自藩をもって天下でもとろうかと思うような誇大妄想狂じみた行動をしている。

　薩摩の島津久光であった。

（あの大奸を殺す。それ以上に現状をすくう手がない）

　大薩摩藩に斬りこむのだ。高杉はもとより生還を期していない。

　島津久光、名は三郎。藩主に準じているが藩主の父親というだけのことで、薩摩藩を率ひきいながら無位無官のただの人であった。無位無官では、幕府、朝廷の公式の席にゆくとどういう席もない。そこで無理を押して、すさまじい買官運動をし、はじめ左さ近こん衛え権ごんの少しよう将しよう、ついで左近衛権中将の位をえた。政治上必要であったとはいえ、そういう人物である。

　薩摩藩の先君といえば、幕末きっての英明の人とされた島津斉なり彬あきらである。

　斉彬の評判というのは藩の内外を圧したものだったが、惜しくも安政五年、にわかに病いを発して死んだ。

　危篤の病床で、異母弟の久光を召し、

「家督は又次郎（久光の子、のちの忠義）に継つがしめよ。幼童ゆえ、そちが国政を見るがよい」

　と遺言した。

　この遺言によって久光は、藩における事実上の殿様になった。

　久光は、凡ぼん庸ようではない。他藩の殿様にくらべれば政見も気概もある。がなんといっても斉彬とくらべれば人間と泥人形ほどの差があり、その泥人形が、斉彬とおなじように「大名志士」を気取り、薩摩七十七万石を背景に風雲のなかに打って出ようとしたのである。

　故斉彬が可愛がっていた家来のあいだでもこの身のほど知らずが不評判で、西郷などは久光の御ご前ぜんに出、

「地じ五ご郎ろう」

　と、聞こえるほどの声で吐きすてた。薩摩語で、田舎いなか者ものという意味である。

　が、地五郎が薩摩の大兵をひきいて京にのぼると、意外にも天皇から非常な信頼をうけ、長州藩にブレーキをかける機能として利用された。孝明天皇は、極端な佐幕（幕府を佐たすける）論者である。自然地五郎もそれに迎合して佐幕論者になってしまった。




　長州藩の大坂藩邸は土佐堀川に面し、常じよう安あん橋の南詰めから東へかけた河か岸しぞいに大きななまこ塀の建物をそびえさせている。

「ちくと頭をひやしてくる」

　と、高杉は河か岸しへ出、石段をおり水ぎわにしゃがんだ。

　川むこうには、丸亀藩、徳島藩、柳川藩、姫路藩、岩国藩、明石藩、広島藩などの藩邸が、おなじような土蔵作りのくろぐろとした建物をならべていた。

　ざぶっ

　と高杉は水をすくい、顔をあらった。上あげ潮しおなのか、すこし塩味がした。

　背後で、人があゆみ寄る気配がした。

「………」

　とふりむくと、色の黒い、眼のぎょろりとした見るからに精せい悍かんそうな武士が、腕を組んで高杉を見おろしている。

　黒の紋服にマチ高袴。

　質素な綿服だが、触れれば手のきれるような折り目がついており、この男の性格をにおわせている。

　土佐脱藩中岡慎太郎である。

　このところずっと長州に身をよせ、国もとでは藩内で忠勇隊という浪士部隊を組織し、さらに京都情勢の悪化とともにその偵察のために東上し、大坂、京を中心にしきりと奔走している。

　強烈な討幕主義者であったが、いわゆる浮浪の志士の空論とはちがい、緻密な理論とするどい現実感覚をもっている。

　この長い物語の主人公である竜馬とは、むかし中岡が桃ももの井い道場、竜馬が千葉道場にいた諸しよ生せい時代以来、たえて会っていない。

　が、中岡は、なかば長州人化しているから高杉とは莫ばく逆ぎやくの仲であった。

「きたのかね」

　と、中岡はみじかくいった。

「来た」

　高杉は石段を五つのぼり、中岡が立っている門前の路上に出た。

「話そう」

　と、中岡は河岸の石組の上のほこりをはらって、あぐらをかいた。

　下を、水が芥あくたを運んで流れてゆく。

　高杉は国もとの情勢を語り、中岡は京の情勢を語った。

「もはや長州藩はぬきさしならぬところにきている。論じても結論もない。ほどこす策もない。そうだろう、高杉君」

　と、中岡は土佐なまりでいった。

「八方塞ふさがりだよ」

　ともいった。

「高杉君、君は自重論か」

「考えている」

「とは、あやまりだ。こういう情勢になったときに自重などは敗北思想だ。ついに長州は萎い縮しゆくし、ほろんでしまう。長州藩がほろべば日本の尊王攘夷はほろんでしまう。高杉君、行動することだ。なんでもいい。とにかく袋小路に追いこまれた現状のどこかを、無体無法にぶちやぶる。それしかない」

「それは例えば何だ」

「島津久光を殺すことだ」

　中岡の顔に水明りが映はえている。




　京、大坂には、幕府が、

「浮浪」

　とよんでいる勤王浪士が、多数潜伏している。そのほとんどは最近の幕府の血なまぐさい弾圧政策で散ってしまい、残っているのは死を決している連中ばかりである。

「長州亡べば、勤王ほろぶ」

　とかれらは信じ、なんとかしてこの勤王浪士の母藩の悲境を救いたいと思っていた。

　京では、毎日、かれらの何人かずつが新選組に襲われて路上で斬られ、潜入場所に踏みこまれて斬られ、一日生きれば、

「今日もぶじ生きたか」

　とおもうような現状であった。

　この現状を打破するのに、かれら徒と手しゆ空くう拳けんの浪士群になにができるか、といえば、

「斬る」

　という作業以外にない。

　長州反対派の大名を斬るのである。まず最大の敵は、

　京都守護職、会津藩主、松平容かた保もり


　薩摩藩主実父、島津久光

　であった。

「中岡君」

　と、高杉晋作はいった。

「京、大坂に潜伏している浪士諸君をあつめれば一勢力となる。それをもって薩賊会奸を襲おうではないか」

「考えている」

　と、中岡慎太郎はいった。中岡はその最もよい時期をねらっている。中岡の智謀、軍略というのは、そのあたりの軽挙妄動する浪士とは同日の比ではない。中岡は長州藩をして大挙東上せしめ、京都大坂の浪士はこれと相呼応して蹶けつ起きし、京都にクーデターをおこし、天皇を擁して攘夷政権を樹立しようというのであった。

「それには本藩を説かねばならん」

「ちがいない」

　と高杉はいそぎ帰国することにした。

　一方。──

　長州の国もとでは。

　宮市に駐屯している来島又兵衛は高杉の帰国が待ちきれない。

「晋作は、何をしておる。あの小僧はついに腰抜けか」

　と言い暮らしているうちに、高杉が中岡とともに帰ってきた。

　ところが、高杉は帰国するなり脱藩の罪で藩吏にとらえられ、親戚あずけになり、さらに野山の牢獄にほうりこまれた。高杉はこの獄中にあったために、その後、誘爆をかさねてゆく騒乱のなかで討死しなかったともいえる。

　来島又兵衛は、毎日のように藩庁におしかけて行って強ごう談だんし、

「どうしても進発させろ」

　といい、ときにはツカをたたき、剣を鳴らして詰め寄った。

　ついに藩では許可した。ただし、進発ではなく、「京大坂を偵察せよ」という命令である。

　連れてゆく遊撃軍隊士も藩では十一名に制限したが、われもわれもと参加し、ついに五十余人の多勢にのぼった。

　いずれも決死の士である。世に風波がおこらぬはずがない。




　来島又兵衛は、大坂へとびこんだ。

　とびこんだ、としか形容仕様のないいきおいである。決死の遊撃軍有志五十数人を連れている。

　みな、去年まで都大路を闊かつ歩ぽしていた諸藩脱藩の勤王浪士で、長州藩の政界没落とともに長州に行った連中である。

　土佐の者も多い。

　竜馬の高知の屋敷の近所の者もいる。

「物騒な連中がきたな」

　と、土佐堀の長州藩邸留守居役宍戸九郎兵衛老人は苦笑した。

　が、この温和で若者ずきな老人は、長屋々々をあけてかれらの部屋をつくってやり、到着した晩には、食膳に焼魚をいっぴきずつつけてやった。

「九郎兵衛どんよ、わしは国もとで水杯してやってきたイ」

　と又兵衛がいうと、宍戸九郎兵衛は、

「その水杯が物騒じゃイ」

　と、苦笑した。

　すでに又兵衛が到着するまでに、国もとから急飛脚がきて、若殿からの手紙が老人のもとにとどいている。手紙というのは、

「来島又兵衛が、おっつけそちらへ多数の人数をつれてゆく。暴発されてはなにもかもぶちこわしになる。京都には桂小五郎、久坂玄瑞もいるから、よく連絡をとりあい、又兵衛の暴発をおさえてくれ」

　という文面である。

　翌日、又兵衛は、

「今夜の夜船で京へのぼる」

　といったから、宍戸老人はふるえあがってしまった。京で乱暴されては、いよいよ幕府に長州征伐の口実をあたえるようなものだ。

「大坂におれ」

　となだめたが、きかない。

「ではせめて、又兵衛、おンしがひとりで行ってくれんかいの」

「応おう」

　又兵衛は、簡単に承知した。いま戒厳令下同然の京に五十人もの隊士を連れてのぼれば新選組、見廻組と市街戦になる。又兵衛はそこは心得ている。

「そのかわり、老人、ちび、ちびずつ隊士を京にのぼらせてくれ。頼んだぞ、老人」

「老人々々申すなイ。おンしも老人ではあるまいか」

「わしゃ、血気よ。年はとっても、人のなだめ役にゃまわらんぞな」

　来島又兵衛は、京に入った。

　河原町藩邸にわらじをぬぐと、乃美織江、桂小五郎、久坂玄瑞が出てきて、

「来ましたなあ」

　と、暗然としている。又兵衛入京については大坂の宍戸老人からの急飛脚で知っていたのである。

　その夜、三人がかりで又兵衛に京の情勢を説き、口を酸っぱくして暴発せぬようになだめた。

　又兵衛は、ふむふむとおとなしくきいていたが、相手の話がおわると顔をあげ、

「腰ぬけ侍っ」

　と大喝一声した。




「又兵衛どの、言いすぎですな」

　と、桂がいった。

「私は腰抜けではない」

　眉をひそめている。

　又兵衛は頓とん着じやくしなかった。

「晋作もそうだが、あんたも書物を読みすぎておる。情勢をうんぬんしてから行動しようとしおる。武士が士道を立てるのに情勢もくそもあるものか。君辱しめらるれば臣死す、武士はこれだけを知っておればよい」

　論点が、ふたつにわかれている。桂小五郎は武士としての革命家だが、又兵衛はそうではない。単に最も純粋な武士であろうとしている。だからこそ、藩主も若殿も、高杉も桂も久坂も又兵衛の言動を叱るわけにはいかず、

「まあまあ」

　となだめるよりほかはない。

　桂のいう、

「情勢」

　というのは、この十日ほど前に、長州藩に対して同情している加賀藩以下十四藩の攘夷主義藩士四十四人が、対馬藩士の肝きも煎いりのもとに清水産さん寧ねい坂ざか（三年坂）の料亭「明あけ保ぼ野の」にあつまり、長州藩救済策を協議してくれた、というのである。

　むろん、この会合は桂の下工作でおこなわれたもので、会合では、

「長州の悲境は、すべて薩摩藩の奸謀によるものだ」

　という空気がつよかった。

「だから、待て。そのうち好転する」

　と桂はいうのだが、又兵衛は鼻で笑い、

「諸藩の雑兵どもがあつまったところで何になるか。男子がそういうものに期待すべきではない」

　というのだ。なるほどいわれてみれば、淡い希望的観測のようでもある。

　ところが来島がきて数日後、存外、希望的観測でもなさそうな事態がおきた。

　うわさでは、薩摩藩の島津久光が、諸藩の世論がひどく自分に冷淡なことがわかりいや気がさしてきたらしい。

　根が、殿様なのだ。

　いい子、偉いひとになるつもりで京にのぼってきて政界をかきまわしてみたものの、存外、世論は英雄とも何とも見てくれず、あげくのはては政敵の長州藩だけでなく諸藩まで、

「薩賊」

　などとかげ口をたたくようになると、かっとなってしまった。土佐の大殿様山内容堂にもそういうところがあり、京にのぼってきても、気にいらないところがあるとさっさと帰国してしまう。

　久光も、

「帰る」

　と、突如言いだした。このため薩摩藩邸ではその帰国の行列準備に大さわぎをしている、といううわさなのである。

「幸いなるかな」

　と、うわさをきいた来島又兵衛は手をたたいてよろこび、その島津久光を伏見で待ちぶせして行列に斬りこもうと言いだした。

「わしと遊撃軍隊士が斬りこむ。むろん、全員屍しかばねとなる。しかし大奸は斃たおす。かくて主君の御恨みを晴らしてくれようわい」

　口さきだけではない。




　そのころはすでに、京都河原町の長州藩邸には、遊撃軍隊士五十余名がのこらず潜入してしまっている。

「よいな」

　と、又兵衛はかれらに死を覚悟させた。薩摩藩の行列へ突撃するには、ことごとく死ぬ覚悟が必要であろう。

「桂や久坂にはだまっておれよ」

　と、来島はいい渡し、準備をはじめた。

　そのためには、手槍、鎖くさり帷子かたびら、縄なわ梯ばし子ごなどを用意し、その上、赤穂義士もどきに合あい印じるしの着物まで注文して作った。

「秘密ェ」

　と、又兵衛は長州弁でみなに耳うちしてまわっているが、当人自身は年甲斐もなくだまっていられない。

「小五郎よゥ、近日中にあっというようなことがおこるェ」

　といってしまった。桂小五郎はおどろいて来島の部屋に入ってみると、なるほど四十七士のような支度品がうず高く積まれている。

「来島さん、こまりますなあ」

　と、桂は溜め息が出た。

「浪士来島又兵衛がやるんじゃ。お家にはご迷惑はかけやせんよ」

　幸い、といっては妙だが、このうわさを京都所司代の密偵が探知し、所司代から守護職松平容保へ、容保から島津久光に話があり、このため久光はにわかに出発の期日をはやめ、しかも問題の伏見には泊まらず、通りすごして帰国してしまった。

「しまったィ」

　来島又兵衛は歯がみしてくやしがったが、失望はしない。エネルギーのある男というのは行動目標に不自由しないものだ。

「まだ大奸が残っておる。京都守護職会津中将松平容保こそ、薩賊会奸の片われぞ」

　目標をきりかえた。

　黒谷の会津藩本陣に斬りこんで藩主容保の首をあげようというのである。

　相手は行列ではなく、練塀をめぐらし、鉄てつ鋲びようを打った城門そこのけの規模をもつ会津本陣（黒谷の浄土宗本山金こん戒かい光こう明みよう寺じ）である。

　藩兵も二千人はいる。

「あっははは、準備が大がかりになったィ」

　と、又兵衛は表面のんきそうなことをいったが、本来は武略家だから、いざ計画をたてるとなると案外、頭がよくまわった。

　ここに、古ふる高たか俊太郎という浪士がいる。

　記憶されたい。

　読者諸氏は。

　この古高俊太郎という不幸な勤王志士が新選組に捕えられたことがきっかけで、池田屋ノ変がおこるのである。

　古高は、町人の風ふう体ていをしている。枡ます屋や喜右衛門と名乗り、河原町四条を一筋北へのぼって東へ入った通りぬけの露地で、表むき道具屋を営み、幕府役人の眼をごまかしていた。

　来島又兵衛は、物騒な諸道具はこの長州系間かん諜ちようの古高から仕入れている。

「古高さん、計画を会津本陣に変えた」

　と、来島は藩邸の奥で声をひそめていった。

「されば戦争ですな」

　古高は、うなずいた。




　会議とは妙なものだ。

　最初は、又兵衛にすれば黒谷の会津本陣に討ち入って松平容保の細っ首をたたきおとす、というだけの単純な計画であったが、

「それだけでは惜しい」

　という意見が出た。

　このところ、又兵衛の情熱と計画が、酒でいえば醗はつ酵こうのたねになって、洛中洛外にひそんでいる勤王浪士のあいだで討議され、その討議のためにあちこちで秘密会合がもたれている。

「ついでに京都所司代松平定さだ敬あき（容保の実弟、桑名藩主）も討ち取るべし」

　となった。

　いまどきこの物騒な京、大坂に潜伏している志士といえば、みな筋金入りで、命などははじめから捨ててかかっている。

　その秘密連絡場所は、古高俊太郎こと「枡屋喜右衛門」の道具屋である。

　この場所は、いまは「しる幸」という京風の一品料理屋になっており、その店の前に、

「勤王の志士、古高俊太郎邸てい址し」

　という石碑が立っている。

　古高は、柔和な町人顔の中年男で、京ことばがうまく、近所の者もかれがまさか武士であるとはおもっていない。

　かれは、もとの素姓は藩所属の武士ではなく、寺侍であった。山やま科しな毘び沙しや門もん堂どう門跡である一いつ品ぽん慈じ性しよう法親王の家臣古高周蔵の子として大津の屋敷でうまれ、早くから父とともに京に移り、堺町丸太町下ルに居を構えていた。

　その勤王歴はふるい。梅田雲うん浜ぴんに感化されて勤王家になり、

「幕府は政権を天子から盗んだものだ」

　として親王や公卿の家来と連絡しあい、いわば勤王京都派の有力な一人になった。その勤王歴の古さは、井伊の安政ノ大獄の生き残りということでもわかる。

　あの大獄当時、偵吏につけまわされていたとき、同志の湯浅五郎兵衛という者が、

「どうだろう、私の親戚に諸藩御用達をしている枡屋喜右衛門というものがある。最近、主人も家族も死に絶えているので、もしよければ貴殿にあとを嗣ついでもらえばありがたいが」

　と、話をもちかけてくれた。古高は渡りに船とばかりにこの話に乗り、さっそく枡屋喜右衛門と改名して、その店に住んだ。

　それから六年。

　番頭も近所も古高の素姓を知らない。

　志士活動はあいかわらずつづけており、諸藩脱藩の志士をよくかくまい、肥後きっての傑物といわれた宮部鼎てい蔵ぞうなどは、ずっとこの枡屋に潜伏していた。

「諸君の意はよくわかった。しかも長州藩の応援がどれだけ得られるかによって事の成否はわかれる。すぐ来島さんに話をしてみる」

　町人姿で、長州藩邸へ行った。

　同志一同の気持をつたえると、

「快挙じゃ」

　来島は、ひざをたたいた。

「古高さん、せっかく死ぬのに事を大きくする方がよかろう。いっそこうすればどうか」

　と来島は扇せん子すをとりだし、畳に文字をかいた。

「京都占せん拠きよ」




「京都占拠。──」

　と、古高俊太郎は眼を鋭くした。

「来島さん、やりましょう。新しい時代が来るためには死に役が必要です。私はことし三十七になる。すこし長く生きすぎています。この一挙のために死にますかな」

「待った、わしは五十よ」

　又兵衛ははずかしそうに、

「齢としのことは言やるなィ、古高さん」

　とやわらかい長州の武家言葉でいった。

　来島又兵衛は、策戦計画をたてた。

　すごい。

「まず烈風の夜をえらび、風上に火を放って京を焼き、その混乱に乗じて三手にわかれて一隊は所司代、一隊は黒谷の会津藩本陣に討ち入る。あとの一隊は御所に参さん趨すうし、おそれながら主上を擁し奉る」

　さらにいう。

「それだけでは、幕府、諸藩の兵にかこまれて事が破れるゆえ、国くに許もとの長州から大兵を呼び入れてきて、気脈を通じ、連絡を密にし、主上を長州本軍に渡す。しかるのち長州軍は京に入って軍政を布しき、一挙に討幕へもってゆく」

「もし、合戦して敗れれば？」

「主上を擁し奉って長州へ動座して頂く。はるか防長二州の地から討幕の勅をくだし、天下の勤王諸藩、勤王志士の蹶起をうながす」

「怒濤を聴くがごとき」

　古高は、ぱっと涙をにじませた。

「計画でござるな」

「古高さん」

　来島又兵衛も自分の計画の壮絶さにわなわなと体がふるえてきて、及び腰になり、倒れこむようにして古高俊太郎の両腕をつかんだ。

「わしは長州の産、あなたは京の人、奇くしくも死ぬときがおなじになったィ」

「成否は問わず」

　と古高はいった。かれも長年の潜行的な勤王運動で疲れきっている。このあたりで死のうと、むしろ死ぬことが法悦に似たよろこびになっていた。涙はそれであった。

　妻もない。子もない。ただ老母のすみのみが哀れである。

（や、やむをえぬ）

　母親を思うと、涙があらたになった。こういう子をもった親の不幸としてあきらめてもらうしかない、と思った。

　余談だが、贈正五位古高俊太郎の老母すみは維新政府成立直後の明治元年十二月五日に朝廷から老後の俸禄をもらっている。

（来島の計画は粗そ漏ろうだが）

　と、古高はそこまでわかっていた。

（しかし、事をおこさねば現状はぶちやぶれぬ。要は事をおこすにあり、その成否までを考えるべきではない）

「来島さん、私は武器、焔硝をあつめ、かつ京都、大坂に潜伏している同志に連絡しておく。土佐の連中だけで五、六十人はあつまるはずです」

「わしは、すぐ長州へ帰る。死を賭として藩を説き、大挙上洛させる」

　又兵衛は、涙をはらった。




　一方、竜馬。

　夜、窓にもたれて、紙障子の外の雨の音をきいている。

　風が強くなってきたのか、雨の音のあいまに聞こえてくる濤なみの音が高い。

　神戸村小野浜の塾の竜馬の自室である。この部屋は海に面している。

　ぴしゃっ

　と、頬にとまった蚊をたたいた。血を吸っていたらしく、竜馬の頬の一点が赤黒く染まった。

（こまったな）

　塾は、崩壊の危機にある。なぜならば、京都の志士連中が塾へやってきて、古高俊太郎らの京都蹶起への参加を土州系塾生に説いたのだ。

　みな、動揺した。

「行く」

　というのである。

　無理はなかった。二、三年前の竜馬なら一剣をひっつかんで京へ馳せのぼっていたかもしれない。そういう快挙に死ぬためにこそ国もとを脱藩してきたのではないか。

　が。──

　竜馬の眼さきは、長くなった。いま、五尺の体一つが死んだところで何になるか、というのである。

（わずか、百や二百の浪士の手で三百年の幕府が倒れるはずがない）

　成らぬことは成らぬ、と竜馬は思った。成るには時の勢いというものが要る。

（いまは、力を培ばい養ようするときだ。その時機を辛抱できぬのは男ではない）

　竜馬は、瀬戸内海の制海権をにぎる日を夢見つづけている。その以前に、まだ艦船を動かす術もろくに覚えておらぬ時期に、京都で子供じみた闘争に参加して何になるか。

　そう、みなに説いた。

「ゆくなら、おれを斬ってゆけ」

　ともいった。

　ほぼ、それで鎮まった。しかしなお血の鎮まりきらぬのが、数人いる。

「一晩、考えてみろ。わしは部屋で寝ずに待っている。考えおわったら、来い」

　といって、自室にひきとった。

　唐紙がひらいた。

（来たか）

　と顔をあげると、寝待ノ藤兵衛だった。蚊やりを持ってきたのである。

「藤兵衛、まだ寝なかったのか」

「旦那が寝ていらっしゃらねえのに、どうして寝られます。なあに、前職が前職だから夜よ更ふけても眼は固うござんすよ」

　と、部屋のすみへ蚊やりを置いた。

「よく降る」

　竜馬は、所在なげにつぶやいた。

「ことしの梅つ雨ゆは荒いようで。こういう年には、人間の気もあらくなるようで」

「奥は、まだ議論か」

「どころじゃねえ」

　藤兵衛は苦笑した。

「旦那を斬ってでもゆく、てえことで二、三人、柄つか頭がしらをたたいていらっしゃるようで」

「ははァ、そうか」

　竜馬もしかたなく苦笑した。




　廊下を踏みならしてくる足音がきこえたので、寝待ノ藤兵衛は、さりげなく部屋から消えた。

　竜馬は、とっさに両刀を脱し、押入れのなかにほうりこんで、丸腰になった。万一、むこうが仕掛けてくれば、おとなしく斬られてやろうとおもったのである。

「坂本さん」

　と唐紙があいた。

　北添佶きつ摩ま


　望月亀弥太

　のふたりであった。北添佶摩は土佐高岡郡岩目地村の出身で、この神戸塾生ではないが竜馬のすすめで蝦え夷ぞ地ち（北海道）を視察してきた男であることは、かつてのべた。

　ずっと京に潜入している。

　今日は、京の同志数人とともに神戸塾へきて塾生の蹶起参加をすすめにきたのである。

「ああ、亀か」

　と竜馬はつぶやいた。北添に説破されて塾生望月亀弥太だけは京へゆくことが、二人の様子で知れた。

　望月亀弥太、わかい。

　まだ唇くちもとに童臭がある。

（北添も亀も死ぬなあ）

　竜馬は暗然としてふたりを見ている。

　望月亀弥太は、竜馬の坂本家に近い小こ高だか坂さの西町の郷士望月団右衛門の子で、文久二年十月、容堂の江戸ゆきにともない、五十人組という自発的な親衛隊に加わって国を出、その後、竜馬のすすめで海軍塾へ入ってきた。

「坂本さん、あんたを斬らざるを得なくなってしまった」

　と、亀はうなだれた。行くならおれを斬ってから行け、と竜馬が、先刻いったからである。

「斬っていいよ」

　と、竜馬はいった。

「あんたは、強い」

　亀は、正直である。土佐藩きっての剣客である竜馬を斬れるはずがない。

「斬られてやるから、斬れよ」

「あんた、刀、持っちょらんな」

　と、亀はいぶかしんだ。

「持っちょらんキニ、斬りやすかろう」

　竜馬は、まじめな顔でいった。亀は、ぽとり、と首をうなだれてしまった。

「坂本さん、北添さんと行くキニ、ここで別れてつかアされ、頼みじゃ」

　と、掌てをあわせた。

　竜馬はおもわず涙が湧きあがってきた。

「そうしてまで、死にに行きたいのか」

「行きたい」

　ぽろぽろ涙をこぼしている。死ぬことは国を出るときに決している以上、より激しい場所を求めるのは、亀のような単純勁けい烈れつな男にはやむをえないであろう。

「坂本さん」

　こんどは、北添佶摩がいった。

「何度もいうが、あんた以下全員が参加してくれれば、事は容易になる。どうしても、いかんか」

「もう言うな」

　竜馬は、立った。雨の中を送ってやろうと思ったのである。




　竜馬は藤兵衛をよび、

「この二人を京まで送って行ってくれんか」

　とたのんだ。

　近ごろは、伏見あたりまで、新選組、見廻組が出張していて、京に入ってくる不逞を厳探している。危険がせまったとき、藤兵衛の嗅覚と智恵が役にたつであろうとおもったのだ。

「ようがす」

　藤兵衛はたのもしげにうなずいた。

　やがて四人は雨中に出た。

「海が鳴っちょるな」

　竜馬は笠の下でぽつんとつぶやいた。浜の波が高いようである。

　みな蓑みの笠かさ姿で、泥をはねながら、街道への坂道をあるいた。

　坂をのぼりながら、北添佶摩と望月亀弥太のふたりは、しきりと竜馬にむかって、故く郷にの話をした。

　竜馬はただうなずいている。ふたりは、憑つかれたような話しぶりだった。

　藤兵衛は提灯を抱いて先導しつつ、

（北添さんらは、死を決していなさるな）

　と、蓑のなかの体がふるえてくるようなおもいだった。

　しばらく沈黙がつづいたが、やがて望月亀弥太が、

「句ができましたよ」

　と竜馬に笑いかけた。

　竜馬がどういう句だ、ときくと、亀弥太は咳せきばらいをひとつして、




土佐者のむくろの泥や夏なつ薊あざみ





　と口くち誦ずさんだ。

　竜馬はだまっている。やがて、

「変な句だな」

　とみじかく笑った。

　北添佶摩は、

「では、わしも披ひ露ろうしよう。もっともこれはだいぶ前につくった詩だが」

　といい、提灯の灯あかりのなかで、柴しば天て狗んに似た例の口をゆがめた。北添は顔に似あわず詩人なのである。号を対たい松しよう軒けんといった。




離レ家 半 月 絶二音 書いえをはなるることはんげつおんしよたゆ一


客 舎 時 々きやくしやにときどき 思二弊 廬へいろをおもう一


故 国 爺 嬢 亦 応 説ここくのやじようもまたまさにかたるべし


吾わが 児じ 今こん 夜や 定やすんずるや 何 如いかん





　家を離れて半月、互いの音書たよりが絶えてしまったが、旅の宿でときどき故郷のあばらやを想う、老父や妹たちはいまごろ語りあっていることであろう、あいつはいまごろどこでどうしているだろうか、と。

　そういう意味である。

　坂をのぼりきって街道に出たとき竜馬はつとめて陽気に、

「道は長い」

　といった。

「軽けい忽こつに果てるな。事にやぶれれば、腹なんぞ切らずに命のつづくかぎり駈けてもどってこい」

　お伝茶屋のそばに、二本松がある。

　そこで別れた。




　望月亀弥太、北添佶摩のふたりが、つきそいの寝待ノ藤兵衛に心を配られつつぶじ京に入ったとき、街路になお雨がふりつづいていた。

　河原町の長州藩邸に入ると、すでに諸藩の浪士がおおぜいあつまっている。

　土佐の連中が多い。

　高知城下の鉄砲町の足軽の家にうまれた石川潤次郎。おなじく藤崎八郎。土佐勤王派ではめずらしく上士出身の宮川助五郎。徒か士ちで七石七斗の野老ところ山やま五吉郎、郷士の安藤鎌次、おなじく大おお利り鼎てい吉きち。

「なんじゃ、亀ひとりか」

　と、大利鼎吉がにがい顔でそっぽをむいた。竜馬のところから竜馬以下全員が馳せ参じるとおもったのであろう。

「あの船きちがいは、動かんじゃった」

　と、説得に行った北添佶摩が苦笑した。

「うふっ」

　みな笑っている。竜馬の風ぼうを思いうかべるとなんとなくおかしかったのである。

「憎めんのう、あいつは」

　大利鼎吉もついに苦笑した。

「されば亀よ」

　と、北添佶摩が亀の肩をたたいた。

「肥後熊本の宮部鼎蔵さんに引きあわせよう。お名前はすでに存じちょろう」

「存じあげちょるとも」

　亀は大いそぎで点てん頭とうした。宮部鼎蔵といえば、吉田松陰でさえ兄として交わった天下の知名の志士である。

　別室にともなわれ、亀は宮部鼎蔵にひきあわされた。宮部はこの浪士団の首領株、もしくは参謀株であった。年四十五。

「わたくしが」

　と宮部はいった。

「宮部鼎蔵でござるます」

　亀のような若僧に対してひどく丁寧な物腰であたまをさげた。

　宮部は、久留米出身の真木和泉とともに、九州派浪士の大親玉である。そうとはとてもおもえぬほどに温和で謹直な中年の武士であった。

　幼時から非常な秀才で知られ、同時に祖母への孝行が家中でも一つ話になっている。

　肥後熊本藩の兵学師範であった。脱藩して国を出るとき、まだ幼いふたりの娘をまねいて、




いざ子供　馬に鞍くら置け九ここの重えの

みはしの桜散らぬそのまに




　との一首を残し、かつ訓戒して、

「水戸の武田耕雲斎の長女は、十七歳のとき藩吏に捕えられて殺されるとき、刀の下に笑って首をさしのべた。そなたたちも、そのときは泣いたりせずに着物を着かえて、おとなにせねばならぬ」

　姉はラク、妹はミツといった。この姉妹は、父の脱藩後、表に遊びに行っていても、ときどき走って帰っては「お母様、まだ着物は着かえなくてもよろしゅうございますか」ときいたという。




池 田 屋 ノ 変










　この間、神戸村の竜馬は、江戸の海舟勝麟太郎から急便をうけとった。

　いそぎ江戸へ来い、という。

「………」

　読みおわって顔をあげた竜馬は、しばらく塩をのみこんだような顔をしてだまっていた。

「どうしたんです」

　と、横から陸奥陽之助がきいた。

「いや、世の中というのは妙だな」

「そりゃ、妙ですよ」

　生意気ざかりで理屈屋の陸奥陽之助は、わけもきかずにうなずいた。

「わるい報しらせですか」

「六日の菖蒲あやめ、十日の菊というやつさ」

　勝の手紙では、竜馬が大久保一翁を通じて運動していた蝦え夷ぞ地ち屯田兵団の建設がどうやらうまくゆき、その輸送のため幕府から軍艦黒竜丸が貸与される、ということなのである。

　竜馬が、この前の江戸ゆきのときに画策した京大坂の浪士団の移住の件であった。それがいまごろになって芽をふきかけている。

「遅いよ」

　当の浪士は、いまや京都で暴発一歩手前まできているではないか。事態は過熱してしまっている。いまとなっては、竜馬の迂う遠えんな北方浪士軍建設案など、みな一笑に付してしまうだろう。

「時機が、わるい」

　と竜馬はつぶやいた。ひたいが、汗つぶで光っている。

　それがときどきあごへ流れた。そのつど竜馬は袖でごしごしぬぐったが、追っつかないようであった。

「ひどい汗ですな」

　と、陸奥があきれてみている。あながち、けさの暑さのせいではないことを、陸奥は敏感に察していた。

（もしこの黒竜丸が、もうすこし早く来ていたら）

　と、竜馬はおもう。百人でも二百人でも説得して北海道につれてゆき、そこで武を養って他日を期することができるのだ。

（暴発で、みな、死ぬ）

　竜馬は、そう見通していた。竜馬の見るところ、こんどの暴発の密計は、時機的にみて百害あって一利もない。

（長州藩もつぶれる。志士の種も尽きる。新国家建設は、十年以上は遅れるだろう。その十年の遅れのために、老朽徳川政府が外国につけ入られて、日本は清国同然、めちゃくちゃにならぬともかぎらぬ）

　が、遅い。

「ともあれ」

　と竜馬はいった。

「わしは江戸へ急行する。気になるのは神戸塾二百人のことだ」

「あなたの留守中に？」

「そう。京へ走って暴発組に参加する連中が出ぬともかぎらぬ」

　それが、竜馬の汗の原因であることは、陸奥もわかっている。

　大坂へ問いあわせてみると、幸い、幕船が一隻、江戸へ帰るという。

　竜馬は、陸奥に後事を托し、いそぎ大坂天保山へ駈けつけて出航まぎわの船にとびのった。

　一方、京都では。

　新選組が動いている。




　新選組が、動いている。

　──長州藩邸が怪しい。

　という諜報は、来島又兵衛の藩邸飛び入りのころから、京都守護職を通じて新選組に入っている。

　なにしろ、来島又兵衛の島津久光暗殺計画というのは、暗殺というにはあまりにも陽気すぎるもので、かれ自身が大声叱しつ呼こして説いてまわったものだから、京都中、知らぬ者がない、というほどのうわさになった。もっとも久光自身は、伏見を避けて西下したからよかったものの、残ったうわさというものは消えない。

「長州藩は死に物狂いになっている」

　という印象が、現実以上の強烈さで幕府側に感じとられた。

「なにをするかもしれぬ」

　ということで、所司代、奉行所などの幕府機関が、さかんに密偵を放っている。

　果然、浪人が藩邸に出入りしはじめ、なにやら不穏の形勢がみられた。

「容易ならぬ密謀を企てているらしい」

　と幕府機関がみたのは当然であったろう。河原町藩邸の付近は、裏口が高瀬川になっている。道をへだてて木屋町筋のどの町家からでも藩邸の様子がわかるし、表通りは、町家の押しならんだ河原町である。密偵たちは、その町家の者を買収して、人の出入りを監視させている。

　秘密が保持できる場所ではない。

　余談だが、徳川幕府というのは、日本史上でもっとも（あるいは唯一の）諜報、密告誘導、相互監視といった暗い能力に長たけた政府であった。この能力が、この政権の特徴、体臭にまでなっている。それ以前の豊臣政権、足利政権にはこういう傾向が皆無といってよく、このために後世への印象が、徳川政権よりもはるかにあかるい。

　幕府は、そのお家芸ともいうべき能力を発揮しはじめた。

　長州藩とその志士側といえば、来島又兵衛の陽性な言動でもわかるとおり、秘密保持の点で、ほとんど無智にちかかった。

　ところで、道具屋枡屋喜右衛門。

　ひと皮めくれば潜伏中の勤王志士古高俊太郎は、しきりと河原町藩邸に出入りする。

　ふと河原町の往来で会った顔見知りの町人が、

「枡屋はん、ちかごろ繁昌どすな。よろしおすな」

　となにげなくいった。

　町人姿の俊太郎は、ぎょっとした。

「いえいえ、左様なことはござりませぬ。まだ祇ぎ園おん会えの前で夏枯れは早いはずでございますに、商あきないはすっかりひまでございます」

「へへ、うまいことをおっしゃる。ちかごろは長州様の御用で、おいそがしそうやおへんか」

　古高は、ぎょっとした。

　考えてみれば、いまや藩士数人しか残留していなくて火の消えたような長州藩邸に、商人がそうそう用事があるわけはない。

　ごまかして別れたが、こういう路上の会話でさえ、壁に耳あり障子に眼ありで、たれかにたえず監視されている。

　枡屋が怪しい、と新選組が眼を光らせはじめたのは、そういう所司代の密偵網からの報告がもとであった。




　細い露地である。

「諸しよ色しき道具所　枡屋喜右衛門」

　という看板が、この通りぬけの露地の中ほどにかかっている。

　看板は風雨で古ふる寂さびているが、家作も大きく、雇い人も男女あわせて四、五人はいるという店である。

　主人の枡屋喜右衛門こと古高俊太郎は、この日、河原町の通りから東に折れて、この露地に帰ってきた。

「お暑うございます」

　と、町人姿の古高は近所の者にも腰がひくい。近所の者は、先代枡屋喜右衛門の甥おいと名乗るこの中年男に興味をもっている。

　第一に、独身である。しかも男ぶりがいいために、近所のおかみさん連中のうわさの好材料であった。

　つぎに、この店がいま話題の中心である長州藩邸のお出入りで、長州藩の没落のために、

　──ご商売がご不自由どすやろな。

　という興味がある。

　この日、古高が露地に帰ってきたのが夕刻であったために、早仕舞した店舗の連中がすでに軒下に涼み台を出して涼んでいた。

（これは、弱ったな）

　古高は、おもった。役者が花道を渡るように、観ヽ客ヽのなかを歩かねばならない。

「これはお疲れはん」

　と、涼み台から声をかけてくれる。ついでに王城の風ふうで、古高の様子をちらりと見るのである。

「どちらまでの御用どした」

　と、詮索する者もある。これも都の風俗でちょっとしたあいさつがわりの質問なのだが、世をくらましている古高には針のように痛い。

「へい、ちょっとそこまで」

「河原町なら、長州様どすか」

「ええまあ、……」

　とごまかしながら通りすぎてゆく。その後ろ姿を、涼み台の眼がおっかけている。

（かなわぬ）

　この町では、秘密をまもろうとおもっても寄ってたかって、裸にしてしまう。

　それだけに、密偵の聞き込みもこれほど容易な町はない。

　新選組では、所司代、奉行所の密偵を借りてここ数日来、「枡屋喜右衛門」の動静についてしらべている。

「あやしい」

　ともおもわれるのは、道具を買いそうにもない浪士風の武士が、しげしげと出入りすることである。

「一人ふたりは、長逗留しておいやす」

　という耳よりな聞きこみもあった。

　古高は、そこまで自分の上に幕吏の眼が光りはじめていることは気づかなかった。

　が、この夕、店に帰ると、近所のおかみさんが二人顔を出して、

「旦那はん、どういうことや知りまへんけど手先はんが、お店のことを聞きこんで歩いていやはる様子どすえ」

　と教えてくれた。

　古高はおもわず帳場に突っ立った。

　顔色が蒼あおくなっていることに、自分でも気づいている。




　その夜、ふけてから古高の家の表戸を忍ぶようにたたく音がした。

（はて、幕吏か）

　古高は二階へかけあがり、れんじ窓から路上を見おろすと、人影がふたつ立っている。一つの影は武士であった。

　ほっとした。

　肥後の宮部鼎蔵とその下僕である。

　すぐなかへ導き入れ、奥の間にすわらせるなり、

「宮部君、どうやらこの家が、幕吏に気づかれたらしい」

　と声をひそめていった。

「大事あるまい」

　宮部はとりあわなかった。諸浪士の長老でもあり、兵学者でもあるのに、とかく物事を希望的に見たがるくせがあった。

「京者はうわさが好きじゃ。町家のうわさなど根も葉もないことが多か」

「そうかな」

　古高は、宮部の分ぶの厚い顔をみているとなんとなく心が落ちついてきた。

「そういえばそうかもしれぬな」

「古高君」

　と、宮部鼎蔵は懐ろから書類をとりだし、ひろげた。

「ほぼ、案ができた。これじゃ」

「ほう」

　古高は、緊張した。兵学者宮部鼎蔵は同志から一任されて京都蹶起の作戦案を練っていたのである。

「ところで古高君」

　宮部は書類を懐中に入れながら、

「武器はあつまったか」

　と声をおとした。

「十分ではないが、鉄砲、焔硝、鎖くさり帷子かたびら、手槍のたぐいは、だいぶそろえている」

　古高は、宮部を蔵へ案内した。なるほど、おそるべき戦闘用具がぎっしりつまっている。

「焼やき玉だまがまだ不足だな」

　宮部は、いった。焼玉とは紙の貼はり子このなかに焔硝をつめこんだもので、古来、攻城用の放火兵器として使われている。

「焼玉は五十個は要る」

「五十個」

「そう」

　宮部の案では、第一隊は御所の風上にまわり、焼玉をどんどん投げ入れて瞬時に焼きはらってしまう。これが作戦の要点なのである。

　火におどろいて飛び出してくる天皇をとらえ奉り、一時、叡えい山ざんその他の適当な場所に動座していただき、その行あん在ざい所しよから勤王攘夷の詔勅を発していただく。

　御所の火を見て駈けつけてくる京都守護職松平容保を途中で待ち伏せ、突撃して斬殺する。

　さらに御所の火を見て驚いて屋敷を出てくる反長州派廷臣の首しゆ魁かい中川宮をとらえて幽閉してしまい、その他朝廷の人事を変え、さらに長州藩をもって京都守護職とする。

「要は、火だ。軍学でいう火攻である。火のまわりを早くせねば事は仕損じる」

　と宮部鼎蔵はいい、その部署割りなどをきめるために、六月五日、三条小橋西詰め「池田屋で集会」する旨、古高に伝えた。




　壬み生ぶの新選組首脳部が得た情報では、疑惑は、古高の「枡屋」よりも、むしろ三条小橋西詰めの旅人宿「池田屋」のほうが濃かった。

　的確な探索といってよい。

　この池田屋は、数年前から長州藩の定宿になっていた旅籠で、最近はえたいの知れぬ浪士がしきりと出入りしているという。

　新選組の監察部は、副長の土方歳三がにぎっている。

　かれは、隊士のうちの一人で大坂浪人山崎烝すすむを薬屋に変装させ、池田屋に長期滞在させた。

　山崎は、念が入っている。かれは大坂までくだって天てん満まの船宿京屋へゆき、その京屋で池田屋の主人惣兵衛への紹介状をかいてもらった。

「右は大坂の薬屋某殿であります。弊店にとって大事な常客でございますが、こんど京で商用のため長逗留したいということでございます。祇園会が間近いことでもあり、なにかと御取り込みではございましょうが、宿泊のことお取りはからい願えれば幸いでございます」

　という意味の文意だったかと思われる。

　事実、池田屋惣兵衛方では、祇園会見物の予約客で、部屋のやりくりがつきにくい。

　が、大坂の宿と京の宿は、たがいに連絡しあい無理を聴きあっている仲なので、やむなく表の間一室をあけた。

　薬屋の山崎烝は泊まりこみ、同宿の客の動きをじっと観察している。

　ところで、そのころ、古高俊太郎の枡屋については、決定的な情報が、意外な密告者から新選組局長近藤勇の耳に、じかに入った。

　近藤が市中巡察中、江戸で町道場をひらいていたころ顔見知りになった水戸藩士岸淵兵ひよう輔すけという武士にばったり出会ったのである。

「近藤さん、ひさしぶりだな」

　と岸淵は、近藤の前に立ちふさがった。

　その夕、壬生の屯所でふたりは酒を置いて久きゆう闊かつを叙しあったが、ふと岸淵は、

「河原町四条を一筋あがって東に入った小路に、妙な道具屋がある」

　と洩らした。

　当時、水戸藩といえば党派の複雑な藩で、天狗党のように極端な勤王攘夷派がいるかと思えば、極端な佐幕派もおり、その中間派もあり、たがいに仇敵のように憎みあっている。それだけに各派の情報も入りやすい。

「その道具屋」

　と近藤はいった。

「枡屋喜右衛門といわぬか」

「おおご存じか。さすが新選組だ。さればわれら、なにもいうことはない」

　歴史はときにこういういたずら悪魔に動かされることがあるらしい。岸淵兵輔という男には主義も主張もなかったであろう。この男はただ雑談しただけであった。それっきり歴史の役目をはたして、どの記録からも姿を消してしまっている。

　とにかく、この岸淵がいうまで、新選組ではそれほど枡屋を重視していなかった。

「とにかく、踏みこんでみてはどうか」

　と土方が、近藤にいった。

　近藤はうなずいた。




　四日。

　京は、例年にないほどの暑さだった。

　宵になって風が絶え、町は蒸し風呂のようになった。

　とくに道具商枡屋の付近は、露地がまがっているために風が入りにくく、夜更けになっても人は寝ない。

　みな、涼み台を出し、足もとに蚊やりをいぶして暇ばなしをしている。

　近頃の市中のうわさといえば、ほとんど新選組のことで持ちきりで、この夜も、どの町で斬り合いがあったとか、たれが斬られた、という話ばかりだった。

　偶然といっていい。

　噂のぬしが、露地の河原町口、木屋町口それに裏道にあらわれたのである。

　あっという間もなかった。

　疾風のように駈けこんできて、道具商枡屋喜右衛門方の雨戸をたたいたのである。

　町内の者はみな家へ逃げこみ、ばたばたと雨戸をおろした。

「枡屋喜右衛門、御用改めであるぞ」

　と提灯をあげて叫んだのは、副長助勤で松山脱藩原田左之助という男であった。得意芸の手槍をひっつかんでいる。

　総勢二十余人。

　みな、浅あ黄さ色ぎの地に袖をだんだらに染めあげた隊の羽織をはおり、鎖き帷こ子みを着けている者、撃剣の胴をつけている者などがある。

　幹部では、原田のほかに沖田総司、永倉新八が出で張ばっており、局長の近藤勇が、後こう見けんのつもりか、黒くろ絽ろの羽織に白緒の草履、といったかっこうで表口に立っていた。

（ついに来たか）

　と屋内で、枡屋喜右衛門こと古高俊太郎はおもった。

　寝巻のままである。

　幸いなことに危険な文書は数日前に火中にしてあり、また老母をはじめ番頭、手代などは里方へ帰らせてあった。

　その上、きのうまで泊まっていた肥後の宮部鼎蔵とその下僕は、きょうはよそへ行っている。

（不幸中の仕合せというべきだ）

　古高は、刀をひきつけたが、すぐ思いかえして天井裏へほうりあげた。一人二人を斬ったところで手に及ぶ敵ではなかろう。

「あけてやりなさい」

　と、古高は小女に命じた。

　どっと人数が入ってきた。

「古高俊太郎」

　と叫んだのは、土間にいる近藤であったか、座敷へはねあがった原田であったか。

「そのほう、ひそかに浮浪の者を嘯うそぶきあつめ皇城のもとで謀む叛ほんをたくらんでおるやに聞きおよんでいる。御上意である。縄にかかれ」

「お人ちがいでございましょう。左様なことは身に覚えはございませぬ」

　と一応はいったが、聴き入れる相手ではない。古高は、すでに死を決した。

「衣服をあらためるによって、暫ざん時じ御ご猶ゆう予よくだされ」

　と落ちついて寝巻をぬぎ、衣い桁こうにかかった着物をとって身につけた。




　壬生に、新選組屯所がある。

　古高はそこへ引ったてられ、酷烈きわまる取調べを受けた。

「証拠はあがっておる」

　と副長の土方歳三が古高の目の前に同志の決死連判状一巻をつきつけたときは、古高はさすがに血の気をうしなった。

　これだけは火中にせず、屋内のわかりにくい所を選んでかくしておいたのである。

　新選組のほうでも、この古高にさほど期待をかけていなかっただけに、よろこぶよりもむしろ戦せん慄りつしてしまった。

（やはり京都焼き払いの陰謀は、事実だったのか）

　という驚きである。

　焼玉、火縄銃、その他の武器も出てきた。

（もはや、間違いはない）

　というところであろう。

　新選組は、古高を憎悪した。当然であったろう。

　新選組にも、正義がある。かれらもまた尊王攘夷の時の流行に動かされて郷国を捨ててあつまってきた浪士である。ただ、時の政府である徳川幕府に拠よって攘夷の先鋒たろうとしているところが、古高ら長州系の志士群とはちがう。

　それに、会津藩預りという形式で幕府の扶ふ持ちを受けている。その任務とするところは、「皇城下の治安」にあった。

　具体的にいえば、天誅、御用盗などを事としている過激志士、便乗浪人の取締りにある。ところが微妙なことに、両者、思想的にはかわらない。つまり尊王攘夷という当時の読書階級に共通している点では。

　が、態度においてちがう。現政府を認めるか、認めないか、という一点で、新選組と古高俊太郎とは、両極のようにちがうのである。新選組からみれば古高は、

「乱臣賊子」

　であった。口に勤王を唱えながら「畏おそれ多くも御所を焼き奉ろうとする悪魔」なのである。しかし古高の側からみれば新選組は、

「その任、なるほど皇城鎮護にあり、なるほど尊王めかしくある。しかしあくまで幕府の指令のもとでの皇城鎮護であり、尊王である。尊王を擬装した佐幕だけに、壬生浪士はもっとも始末がわるい」

　ということになろう。

　要するに新選組は現秩序肯定派の志士団、古高ら長州系志士団は、現秩序否定派の志士団であった。

　世は、たぎっている。それだけに、立場が相違しているというだけで極端な憎悪を生み残虐を生み、殺さつ戮りくを生む。

　新選組は古高に言語に絶するほどの拷問を加え、古高は、よく耐えた。

　が、最後に古高を梁はりに逆吊りにし、足の甲から裏へかけて五寸釘を打ちこんで突きとおし、それへ百目蠟ろう燭そくを立てて火をともした。

　古高は、なお耐えた。が、生来、体のつよいほうではない。意識がもうろうとし、しらずしらずのうちに口走ってしまった。

「六月五日戌いぬノ刻こく（夜八時）、三条小橋西詰め旅籠池田屋惣兵衛方にて同志集会」

　という一件を。




　神戸海軍塾をとびだした望月亀弥太は、その後、京の市中を転々と居を移していたが、いまはこの三条小橋の旅籠備前屋に潜伏している。

　池田屋のならびである。

　このあたりは、京の市中は市中でも、東海道の「あがり」のいわば宿場だから、三条通の両むかいは旅人宿が多い。

「これから此の三条に宿をとろふといふのでござります」

　というのは、「東海道中膝ひざ栗くり毛げ」の弥次郎兵衛のせりふである。

「小橋屋」

　という掛かけ行あん燈どんのかかった旅籠がある。亀のとまっている備前屋のとなりで、この宿が膝栗毛の作者が、弥次郎兵衛、喜多八にとまらせた宿であることを、亀は知っている。

（坂本さんの愛読書だったな）

　とおもうと、懐しいやらおかしいやらの思いがこみあげてくる。

　望月亀弥太は、同郷の北添佶摩らとともにこの備前屋に潜伏していた。

　むろん、変名である。

　亀だけではない。

　この通りの旅籠には、同志の連中が、さまざまの藩名をかたり、偽名をつかってここ数日前からとまりこんでいる。

「蹶起は二十日の深夜」

　ということにきまっていた。二十日が無風の夜なればその翌夜、ということになっている。

　ところが。

「古高俊太郎が新選組の手につかまった」

　ということが、肥後熊本の宮部鼎蔵からもたらされたのは、蹶起の下打合せの当日である六月五日の朝である。

「亀弥太」

　と、相あい部べ屋やの北添佶摩がいった。

「古高君が昨夕捕えられたそうだ」

「えっ」

　亀弥太はおどろいた。

「相手は、新選組である。おそらく臓ぞう腑ふも裂けるほどの拷問をおこなうだろう。あの君くんのことだ、白状はすまいが、この善後策は講じねばならぬ」

「壬生に討ち入って奪還することだな」

「おそらく、そうなる。とりあえず亀弥太」

「ふむ？」

「このならびの宿々の同志へ、ひそかに報しらせにまわってくれ」

「心得た」

　亀弥太は、さあらぬていで旅籠を出、隣り近所の宿をたずねまわった。

　池田屋にも、泊まっている同志が多い。ほとんどが、長州藩士である。

「………」

　と、亀弥太は、軒下、天てん水すい桶おけのかげの乞食を見た。ここ数日来、こもをかぶって臥ねそべっているのである。

　これが、京都所司代松平定敬の足軽渡辺幸右衛門の変装姿で、浪士の出入りを探索しては、所司代に報告し、所司代から新選組に通じている。




　望月亀弥太は、その乞食が何者であるかはむろん、疑いもしない。

　ずいっと土間に入ると、赤あか前まえ垂だれの小女が、

「お越しやす」

　と愛想よく声をかけた。

「暑いな」

「あつうおすな」

　やりとりをしている。たがいに相なじみであることがわかる。

　と敏感に察したのは、表に面した一室に薬屋に化ばけて宿泊している新選組監察山崎烝である。大坂の鍼はり医いの出だけに大坂の町人言葉がうまく、宿の者はたれも疑っていない。

（土佐者だな）

　なまりでそうと知れた。山崎は、望月の顔を凝視し、記憶しようとした。

　午後になった。

　きょうは、祇園会の前夜で、土地では宵よい山やまといい、日没前後からにぎわう。

　旅館の使用人も、なんとなくいそがしそうである。山崎烝は、そこは如才なく親しくなっておいた小女の一人をつかまえ、

「だいぶ、忙しそうやな」

　と愛想わらいをしてみせた。

「そら、今日はいそがしおすえ」

　小女も、この若い苦にが味み走った顔をもつ薬屋がきらいではない。

　山崎は、剣も達者だが、それよりも香か取とり流の棒術をよく使い、このせいか手が節くれだってひどく大きい。

　新選組が壬生で旗あげしてから第一期の募集に応じてきた男で、関東者の多い隊内では、京大坂通ということで、そういう点で重宝がられている。

　のち、鳥羽伏見の戦いのとき伏見奉行所の攻防戦で薩軍の銃弾にあたって重傷を負い、富士山丸で江戸へ走る途中、艦内で死んだ。

「ずいぶん、おひまそうどすな」

「いや」

　山崎烝は笑った。

「きょうは宵山というのに、がみがみ働く阿呆もあらへんやろ。しかし人が遊ぶ日に忙しいとは、宿屋稼業も因果な商売やな」

「ほんまどすえ」

「今夜は、取り込みらしいな」

　と、山崎はさりげなくきいた。

「へえ、戌ノ刻ぐらいから、寄りあいがおす」

「手えが、足りんようなら、配膳の手伝いぐらいはしてもよろしいでえ。わしはああいう取り込み働きが好きでな」

「あ、ほんなら手伝うて貰います」

「せやけど」

　と山崎は、息をつめた。

「侍がきらいでな。まさか侍の寄りあいやないやろな」

「惜しおした。お侍はんの寄りあいどす」

「まあ、それでもええわ」

　山崎は、胸がおどった。

　すぐ部屋にもどって「今夜戌刻寄合」とちり紙にかき、懐中に入れて表へ出た。

　渡辺幸右衛門の乞食が寝ている。

　山崎は、さっきのちり紙に銅銭をつつみ、ぽんと投げてやった。

　幸右衛門は、壬生へ急報するであろう。




　日がとっぷりと暮れた。暮れるとともに、町内々々の鉾ほこ、山や車まの楼上では、祭り囃子ばやしのはやし初ぞめがはじまっている。

　池田屋から西へ出ると河原町通、それをすこし北にあがったところに、長州藩邸がある。

　その奥の一室で、同藩京都留守居役桂小五郎が、相手の乃美織江とにがい顔をしてさしむかっている。

「やるらしい」

　桂は、にがい顔でいった。

　例の爆裂弾のような来島又兵衛老人は、たまたま国もとで奔走中だが、それにかわって江戸で工作活動をしていた吉田稔とし麿まろが潜入してきている。

　吉田稔麿は、亡き吉田松陰がもっともその人柄、才質を愛した高弟で、高杉晋作、久坂玄瑞とともに松陰門下の三才といわれている人物である。年二十四。

「稔麿は」

　と小五郎はいった。

「京へ入ったばかりだが、肥後の宮部鼎蔵からこんどの企てをきき、この暴発に命を捨てようと思っているらしい」

「あんたの説得では、だめか」

　と、乃美織江がいった。

「だめだな、死を決した男の説得ほど困難なことはない。とにかく僕は、今夜定刻、池田屋へゆく。そこで一挙の利あらざることを説きたい」

「行くのか」

「ゆく。ただ、あんたは」

　桂は、能吏型の乃美織江を見た。

「万一のときには藩邸の固めを厳重にしておいてくれ。藩邸内の者を今夜は外に出さぬように」

「心得ている」

　桂が、藩邸のくぐり戸をぬけて路上に出たときは、湧くように祇園囃子が鳴っていた。

　桂は、機敏に歩いた。絽ろの羽織、やや短かめの刀、扇子。

　池田屋に入った。きょうの集りは、無尽講ということになっている。

　台所では、料理人が四、五人、襷たすき鉢はち巻まきで働いている。

「あ」

　という表情で主人の池田屋惣兵衛が顔を出し、低い声でいった。

「みなさん、まだでございますよ」

「そうか」

　桂は会場の二階へあがった。

　二階の後ろ四間のふすまをはずし、ぶっとおして広い席になっている。

　それへ三、四十人分の座布団がならべられ二人に一個ずつ煙草盆、一人に一つずつの団扇うちわが置かれている。

「そこの対たい州しゆう（対馬藩）屋敷に用を果たして、時分を見はからって来る」

　と桂は、惣兵衛に言いのこして出た。

「五ツ時どき初しよ夜や（八時）コノ屋ニ至ル。同志イマダ来ラズ。依ヨツテ一ひとたび去ツテ又来ラント欲シ、対州ノ別邸ニ至ル」

　と桂は、その手記に書き残している。




　桂が藩邸を出た直後、吉田稔麿がふらりと部屋へもどってきて、縁がわで髪をすきはじめた。

「君は、池田屋にゆくのだろう」

　乃美織江老人がそうきくと、

「はい」

　と色白の若者は、すいた髪を、手で束つかねた。吉田稔麿については、前にのべた。

　多少の余談をくわえると、山口県史談会の得富太郎氏が、吉田松陰門下のうちめずらしく天寿を全うした品川弥二郎（長州藩士、のち宮中顧問官、内務大臣、子爵。明治三十三年歿）に「松陰先生の門下生ではたれが傑出していたか」ときくと、品川翁は言下に「吉田稔麿だ」といった。「いま生きておれば据えおきの総理大臣だろう。次が杉山松助でこれは大蔵大臣、久坂玄瑞は万能に通じ、高杉晋作は奇智に長たけ、佐さ世せ八十郎（前原一誠）には勇気がある。このほか、入江九く一いち、寺島忠三郎。結局この七人が傑出している」

　この七人のうち、前原一誠をのぞいてはすべて幕末に斃れた。

　さて、吉田稔麿。

　この夕の服装は、浅黄のぶっさき羽織に白地にしまの小倉野の袴ばかま、いずれもシツケ糸をとったばかりのおろしたてである。

「どうしたィ、その着物」

　と乃美老人が、いぶかしんだほどだった。

　吉田稔麿は、この日、なぜか死を決意していたようである。

　さきほど、藩邸を出て五条橋のそばの塩屋兵助方の下宿へ帰り、この装束に着かえて藩邸に立ちもどったのである。かねて決死の場合に着ることを予想し、兵助の妻女にたのんで縫っておいてもらったものであった。

　稔麿は、元もと結ゆいを結びはじめた。

　が、ふしぎと三度結び、三度とも切れて四度めにやっとむすべた。

（おかしいな）

　と、乃美老人はだまってみている。

　その視線が、稔麿の視線とかち合った。稔麿ははにかんで、

「歌ができましたよ」

　といって、ひくく朗吟しはじめた。

「結びてもまた結びても黒髪の、みだれそめにし世をいかにせん」

「稔麿」

　乃美老人は、気づかわしげにいった。

「今こ宵よい、池田屋へ行くのをやめたらどうだ。元結が三度も切れるとは、不吉ではないか」

「行きます」

　そういって、かれは平素肌身に離さず携行している「三つ物」をさしだし、

「あずかってください」

　といった。三つ物とは、刀の小こ柄づか、笄こうがい、目め貫ぬきのことで、藩主から拝領したものである。

　乃美はいよいよあやしみ、池田屋ゆきを何度かとめたが、稔麿はついにきかなかった。

　この夕、乃美はわざわざ、下級藩士の稔麿を玄関まで送っている。

「今夜、池田屋での集会がおわったら、五条の下宿へ直接帰らず、藩邸へ顔を見せろ」

　といったのは、なにかしら案じられてしかたがなかったのだ。

「いいか」

　はい、と元気にうなずいて稔麿は出て行った。




　定刻すぎ、土佐脱藩望月亀弥太は、同郷の兄貴分北添佶摩とともに、三条通の宿の軒下を歩いて、池田屋へ入った。

「みなあつまっているか」

　と、北添は、池田屋惣兵衛にきいた。

「へい、おそろいのご様子でございます」

「近くのわれわれが遅れたな」

　トントンと階段をあがった。

　その姿を、階下で配膳の手伝いをしている新選組の山崎烝が、きらりと見た。

　むろん、ふたりは気づかない。

　二階にのぼりきったところに欄干てすりがあって左が廊下。

　左へゆく。

　右手が、唐紙。

　唐紙があけっぱなしになっていて、座敷におおぜいがあつまっている。

　みなまだ座についておらず、あちこちにかたまって団扇を使いながら談笑している。

「やあ、土州の両君か」

　と、座長格の肥後の宮部鼎蔵が、床ノ間のあたりから声をかけた。

「両君でおしまいだな。まだ長の桂君が来ていないが、そろそろ飲みはじめようか」

　宮部は立ちあがって階段の降り口までゆき、階下にむかって手をたたいた。膳部を運べ、という意味である。

「へーい」

　と、階下で威勢のいい返事がした。それが臨時に配膳を手伝っている大坂の薬屋、じつのところは新選組監察山崎烝、とは神ならぬ身の志士たちはつゆ気づかない。

　このあたり、事件は芝居よりもよくできている。

　やがてにせ薬屋の山崎が、縞しま木も綿めんの着物にたすきをかけ、女中三人に膳部をもたせ、どやどやと入ってきて、しきいにひざをつき、

「ええ、それではお座をつくらせていただきます」

　といそがしそうに立ちあがった。

　それにつられて浪士らはわらわらと立ちあがり、それぞれ座についたが、なにぶんせまい。

「狭うごわりますな」

　山崎はちょこちょこと走りまわって、あっと恐怖したような表情をした。

「これはいけまへんな、お腰のものをついつい跨またぐところでごわりました、お菊はん、お菊はん」

　とかねて籠ろう絡らくしている例の女中をよび、

「どうや、お前まはんらが、お腰の物をまたぐと罰があたる。お隣りの部屋へ大事におさめさせて貰もろうたら？」

　そういうと、女中たちは妙案だとばかり、どんどん運びはじめた。刀を運んでは膳を置く。

　浪士たちは気づかずに談笑している。

（うまい）

　と山崎はおもったであろう。隣室にはこび入れた刀を三、四本ずつ束たばねてくくり、押入れへほうりこんでしまった。

　これが、二時間後の攻防戦で浪士方に決定的な不利をもたらすことになる。

「まだか、酒は。早くもって来い」

　と土州脱藩野老ところ山やま五吉郎がいったから、亀もそれに和した。土佐者は酒が好きである。




　やがて、酒がまわった。

（そろそろはじめるかな）

　と座長格の肥後の宮部鼎蔵はおもい、座をはずして階下へおり、主人の惣兵衛をよんで大戸のさんをおろさせ、かつ、手をたたくまで使用人は二階へあげぬように、とかたく命じた。

　池田屋惣兵衛はながらく長州藩の定宿をひきうけてきた男だけに、今夜の会合がどういう性質のものか、うっすらと察している。それに町人ながらも気骨があり、

（長州様のおためなら）

　とおもいこんでいた。

「心得ております」

　うなずき、彼自身が階下、階段のあたりにすわって、それとなく警戒に任じた。

　宮部鼎蔵は二階の座にもどり、まず開口一番、古高俊太郎捕縛の件について相談した。

「古高のこッてすばッて、どぎゃんこツがあっても白状はせぬと思いますが、それはそれとして善後策をはかりたい。予定どおり、二十日の夜、一件を決行するか、どうか」

「決行」

　と、土州の北添佶摩が、この男独特のひくい声でいった。

「だが」

　副座長格の長州の吉田稔麿がいった。

「古高君をこのまま捨てておいてよいものだろうか。諸君、どうなさる。私はじつは今夜決死の覚悟できている」

　なるほど衣服があたらしい。

「壬生なる新選組屯所をおそい、屋敷を焼きはらい、隊士をみなごろしにし、古高君を奪還したい」

「もっともじゃ」

　土佐勢の北添、望月、藤崎、野老山など六人がうなずいた。

「諸君、斬りこもう」

　と亀がわめくと、横の北添が亀を制止し、

「声が大きい。おぬしのうしろは、明けっぱなしになっている。すだれのむこうは隣りの物干しが張りだしていることをわすれるな」

　といった。

　一同、小声になった。

　新選組斬り込みの日については議論百出したが、結局、兵学者の宮部鼎蔵がくだした断が、結論になった。

「蹶起の夜、一隊を割さいて壬生の新選組を襲う」

　というのである。

　結局、右のような作戦計画になった。

　いかにも兵学者宮部鼎蔵が整理したらしく無理のない案になっている。

「前策」という言葉をつかい、まず最初に総力をあげて壬生屯所をかこみ、焼打をもって新選組隊士を鏖みなごろしにし、御所へ駈けて伝てん奏そうの公卿にあい、勅命を頂戴して長州軍を京に入れる。

　右が成功すれば、として「後策」という作戦をやる。反長州公卿を討ち取り、朝廷の主導権を正論派（長州派）の公卿ににぎらせ、一同切腹する。

　さらに切腹がやや猶予できるとすれば「余策」という作戦をやる。反長州派の首魁中川宮を幽閉し、一橋慶喜を大坂へ追いやり、会津藩をしりぞけて京都守護職を長州侯に任命し、朝議を攘夷に一決せしめる、というものである。




　この夜、池田屋の楼上にあつまった人数は二十二、三人である。

　当時の最も尖鋭な志士群といっていい。

　おもな者は、

　長州　吉田稔麿（二四）、杉山松助（三五）、広岡浪なみ秀ひで（二四）、佐伯稜み威ず雄お（四二）、福原乙おと之の進しん、有吉熊太郎。

　土州　北添佶摩（三〇）、望月亀弥太（二七）、野老山五吉郎（一九）、石川潤次郎（二九）、藤崎八郎（二二）。

　肥後　宮部鼎蔵（四五）、松田重助（三五）、中津彦太郎、高木元右衛門（三二）。

　播州　大高又次郎（四四）、大高忠兵衛。

　但馬たじま　今井三郎右衛門（四六）。

　作州　安藤精之助。

　大和　大沢逸平。

　伊予　福岡祐次郎。

　京都　西川耕蔵（四三）。

　などである。

　このうち、肥後熊本脱藩松田重助の閲歴などは、当時の典型的な勤王志士といえるだろう。

　熊本藩（細川家）の下級藩士の家にうまれ少年のころに同藩の兵学師範宮部鼎蔵に兵学をまなび、勤王思想を教えこまれた。

　身分はひくい。熊本城二ノ丸の玄関の番士である。二ノ丸は若殿護もり久ひさの居館で、重助は藩論を勤王化しようとして護久にちかづこうとしたが、なにぶん番士では口もきけない。

　ある日、近習の若侍がそれぞれ役者の口まねをして若殿をなぐさめた。その直後、若殿が玄関へ出ると、番士の松田重助は目を真赤にして泣いている。

　妙な番士がいる、とおもって理由をきくと、

「若殿様のために泣いているのであります」

　といった。こういうきっかけで護久から親しく口をきいてもらえるようになり、藩論改革に努力したが、藩は佐幕論が強勢で番士程度の男ではついに力およばない。

　安政ノ大獄以前に脱藩し、諸国を歩いて勤王の士と交わりをむすび、のち変名して河内富とん田だ林ばやしに私塾を設け、勤王論を教育し、門人百数十人、一時は近郷にたいそうな人気があったが、幕吏のねらうところとなって京へ逐ちく電てんし、京で梅田雲浜らとつきあった。

　その後安政ノ大獄がおこって京をのがれ、大和十と津つ川がわ郷ごう、紀州の高野山、といったぐあいに山間僻へき地ちを転々とした。

　のち備後の知人にかくまわれたが、ここでも幕吏に襲われて逃げ、九州、四国と遊ゆう説ぜいの旅をつづけ、ついに京都に入った。ある日旅館に入ると、壁に自分の人相書がはられていた。苦笑して去ったこともある。

　ふたたび河内富田林で私塾をひらいたが、このとき幕吏から踏みこまれて逃げている。

　その後、長州に身を寄せたとき、国もとを出てきた実弟の山田十郎と会っている。こんどの一件で長州を離れるとき、弟と三田尻で別べつ杯ぱいを汲み「自分はこんどこそ輦れん轂こくの下（京都）に死ぬだろう」といい残してさしのぼってきた。

　実弟山田十郎は、維新後信道とあらため、農商務大臣などを歴任した。池田屋事変の士のために碑ひをたてたり、霊を弔とむらったりした人物である。




　池田屋楼上の志士たちは、とっくに命を捨ててかかっている。

　それを狙うもう一つの佐幕派志士団も、命を捨ててかかっていた。

　新選組である。

　この官設浪士団が結成されるとき、幕閣の一部では、

「毒をもって毒を制す」

　という意味で、賛意を表した者があった。

　幕府は京都で天誅々々と跳はねっかえっている尊王攘夷の浪士群に手を焼いていた。それを征伐するのに、浪士をもってする。

　しかもその世界観は似ている。新選組もまた、攘夷主義者の集団であった。

「攘夷の先鋒」

　たろうとするのが、結成当初からのかれら隊士の共通の目標であり、たまたまその当面の任務が、京都滞在中の将軍の警固と、皇城鎮護、というところにあったにすぎない。

　かれらは、

「尽忠報国」

　ということばを好み、その隊旗に「誠」の一字を染めてその気概を誇った。

　ただ、池田屋楼上の志士たちとちがう点は革命家ではなかったことである。

　現行の秩序を尊しとするほうで、それを守ったうえで、外国の脅きよう威いをふせごうというのである。

　いま一ついえることは。

　新選組隊士は、近藤以下思想家ではない。現行秩序がいいかわるいか、などという批判の力はもっていない。

　新選組といっても、その事実上の執行機関は、局長の近藤勇と副長の土方歳三である。

　武蔵国多摩郡の同地方のうまれで、少年のころからの知友であり、ともに武州の田舎流儀である「天然理心流」を学び、どちらも百姓の子である。

　多摩郡一帯は、将軍領（天領）であった。

　かれらは、むかしから「将軍様じきじきの百姓」という誇りをもち、どちらかといえば江戸の旗本よりもはげしく将軍を敬慕していた。

　そういう武州百姓の理念が、そのまま新選組の思想といっていい。

　単純な剣士が多く、単純ながらも「士道に斃れ」ようという気概が強烈で、その意味でも、そのつよい結束力の点でも、日本史上最強の剣客結社といっていいだろう。

　その新選組が。

　日没後から活躍している。隊は二手にわかれ、第一隊は近藤が指揮し、第二隊は土方が指揮し、それぞれめだたぬように壬生屯所を出発していた。

　目標は、

　近藤隊は池田屋。

　土方隊は、木屋町三条の四国屋重兵衛（丹虎）。

　とそれぞれ手わけした。志士たちが池田屋にあつまるか、四国屋にあつまるか、最後まであいまいだったからである。

　新選組を突撃隊とすれば、警備陣と称すべきものも京都守護職、同所司代の命によって動員された。会津藩をはじめ佐幕諸藩の藩兵で、その数は三千。

　それが池田屋を包囲し辻々をかためる手はずになっている。




　夜が更けた。すでに、辻々の祇園囃子はやんでいる。

　近藤は出動隊士一同とともに祇園町の会所で息をひそめて時の来るのを待っていた。

　会所は池田屋から遠くはない。近代戦術でいえば戦闘準備地点というべきであろう。

　近藤らは、夜十時まで待った。

　京都守護職指揮による幕兵（諸藩兵）の包囲陣完成をまっていたのである。かれら二、三千人が、辻々をかためるはずであった。

　それが遅れている。

　近藤は、いらだった。

「機を失するではないか」

　当然であろう。あまり遅くなっては、池田屋での会合がおわるかもしれないのである。

　一方、池田屋では。

　酒宴がつづいていた。みな、したたかに酔い、京都の西川耕蔵などは平素蒼そう白はくの顔が、紙のような色になっている。なにしろ、飲みはじめてから二時間は経たつのである。

　国を論じ、長州藩の悲劇を傷いたみ、反動公卿を罵倒し、変節漢中川宮をもって姦かん人じんの筆頭としてこきおろした。

　諸藩の人物論も出た。

「土州ではたれか」

「坂本竜馬でしょう」

　と、神戸で竜馬に可愛がられた望月亀弥太がいった。

「あれは、ふしぎな人だな」

　座長格の熊本人宮部鼎蔵が、肥後人特有の冴えぬ土色の顔をあげていった。この宮部の沈痛な口調でいうと、口調どおり竜馬がいかにもふしぎな人物にきこえる。

「同志であるはずだが、この一挙には乗らなかった」

　と、竜馬が柴しば天て狗んとよんでいる土州の北添佶摩がいった。

「いや、北添君。詩経大雅篇文王ぶんのうの項に、維これ新あらたなり、という言葉がある。維新回天の道はまだまだ遠い。われわれが死ぬ。つぎにたれかが死ぬ。さらに死ぬ。坂本君のごときひとは、それをまとめて完成させてくれるひとだろう。まだまだ残しておくべき人物だ」

　顔色のわるい熊本人はそういった。

　それと対たい蹠せき的てきな存在として長州の来島又兵衛の名が出た。又兵衛という男は最初に突撃して肉を四散させるために存在しているような男である。

「かの老人は」

　と、長州人吉田稔麿がいった。

「いま、国もとにいて、われわれの一挙と同時に大軍を進発させてくれるはずだ」

「ともあれ、事成ったあかつきは」

　宮部鼎蔵はいった。

「死ぬ。皇城下をお騒がせ申した罪は罪だ。ご一同、りっぱに腹を切ろう。成るも死、成らぬも死、……一詩できた、披露したいがきいてくれるか」

　といったとき、階下でさわぐ物音がした。

　新選組局長近藤勇が、ひたいに鉄片をつけた鉢巻を巻き、浅黄の制式羽織をはおり、腹を撃剣の胴でかため、野袴のももだちをとり、ぬっと小こ切きり戸どから土間に入ったのである。

　さんは、にせ薬屋の山崎烝がかねてはずしておいたものであった。




「亭主はおるか、御用改めであるぞ」

　と近藤は、土間の土をわらじでゆっくりとにじった。

　耳を澄まして、建物のなかの様子をうかがっている。話し声は、二階からきこえる。

（二階だな）

　とおもったとき、かまちへ土足をかけた。

　あっと飛んできたのは、亭主の池田屋惣兵衛である。近藤に一礼するなり、機転をきかせ、階上にむかって声をはなった。

「みなさま、お役人でございます。御用改めでございます」

　馬鹿っ、と近藤は惣兵衛のほおげたをなぐりつけ、かまちにとびあがった。

　この声、騒ぎが、階上につたわったのである。不幸にして、言葉としては聞こえず、わーんという響きで伝わった。

　遅参の同志がいる。たとえば長州の桂小五郎、因州の河田左久馬といった連中がまだ来ていない。

（それか）

　と一同思ったのはむりもない。

　柴天狗の土州人北添佶摩。

　腰がかるい。

　それに、階段にいちばん近いところに座を占めている。

　立ちあがった。刀はむろん持たず、また持とうにも、薬屋の山崎烝が隣室に運びこんでしまって手もとにはない。

　廊下を五、六歩、駈けて降り口の欄干てすりのところまでゆき、

「なんじゃ、惣兵衛」

　と顔をのぞかせようとしたとき、どどどどと二ツあがりで駈けのぼってきた近藤勇のために、袈け裟さ斬ぎりに斬られた。

「わっ」

　と刀をとりにひきかえそうと手足が動いたが、そのまま絶命。

　かれはさきごろ、土佐の家郷の老母に手紙を書き送っている。

「一筆申し参らせ候」

　からはじまる文面で、竜馬のすすめによる北海道探査を遂げた旨をかき、「十月ごろまでには朝鮮に渡海するつもりです。そのせつはいったん帰国致し、種くさ々ぐさのことを申しあげようと楽しみにしております」と認したためている。朝鮮に行こうとしたのは、勝・坂本の構想である「日につ韓かん清しん三国攻守同盟論」の影響をうけ、その下調査にゆくつもりだったのであろう。

「万里の波濤、家さらに遠し、数行の涙、一封書に寄す」

　との詩句も、そのころの作であった。激情家らしく、かれは心の傷いたみやすい詩人でもあった。

　襲撃側が強い。

　屋内戦闘のばあいの法則といっていい。奇襲したもののほうの勝ちなのである。

　たちまち、屋内は割れるような騒ぎになり、あちこちで血戦になった。

　まず、刀を探さねばならなかった。

　運よく、というべきか、長州人のほとんどは刀をそばにひきつけていたから、まずとびあがって抜きつれた。

　天てん井じようはひくい。

　廊下はせまい。そのなかで肉弾が相あい搏うち、刀身がはげしく搏うちあい、近藤がこの直後国許への手紙のなかで書いた「いずれも万夫不当の勇士」という志士団が必死の防戦をはじめた。




　肥後の宮部鼎蔵は、自若としていた。

「来たか」

　と立ちあがり、脇わき差ざしをぬいた。

　防戦の指揮をした。その点、謀主でもあり兵学者でもある。

　かれの指揮の目標は、敵を斬るのではなく一人でも多く落ちのびさせることであった。

　宮部が直感したことは、この場合、新選組などは幾人斬ってもつまらない、ということであった。それよりも、今夜集まった同志の命のほうが大切だと思った。

　選りぬきの連中が多い。かれらが一人でも生き残るかぎり、攘夷討幕の大望はいつかは遂げるであろうとおもった。

「逃げろっ」

　というのが、かれの指揮である。

「そこから隣家の屋根づたいに逃げろ」

　と同志を押しやり、突きとばしたりした。

　かれ自身も、窓ぎわに走り寄って、逃げるための足場を検分した。

　暗い。

　しかも視線を遠くへ走らせると、辻々におびただしい数の提灯が動いていた。

（包囲されておる。──）

　宮部は、窓ぎわをはなれた。もはや、この場をのがれ出ても万に一つの幸運だけが脱出者をすくうだけのことであろう。

「宮部先生、おのがれください。拙者はここで斬りふせぎます」

　と駈けつけてきたのは、同藩出身でしかも弟子でもある松田重助である。

「わしは謀主だ。退ひかぬ。おぬしこそ逃げよ。命の捨て場所は池田屋じゃなか。蹶起のときに捨てよ」

　どん、と重助を窓から突きとばした。重助はそのまま階下の庭へ落ちた。

　落ちてきた重助を、たまたま庭にいた新選組隊士が、水もたまらずに斬った。これは沖田総司であったろう。

　重助はどっと倒れた。肩から血が噴き出、酒のにおいがした。

（死なぬぞ）

　とおもったが、意識が薄れた。幸い、沖田総司とおぼしい新選組の幹部は、とどめを刺さずに立ち去った。

　重助はこのあと意識がさめたときには、手に縄をかけられている自分を知った。

　そのまま、屋内を脱出した。よろめいて路上に出たところを、包囲中の会津藩士数人が手槍をもって押しつつみ、重助の胴、背、頸くびを突きとおした。重助はその手槍の一本に嚙みつこうとしたが、その姿勢のまま力尽き、この安政以来もっとも古い奔走歴をもつ志士は死んだ。

「粉骨十年、功いまだならず」

　とは、重助の遺詩である。

　一方、宮部鼎蔵は隣室に駈けこんで自分の佩はい刀とうをつかみとった。

　佩刀をつかんだのと、新選組平隊士奥沢新三郎生国不詳が斬りこんできたのと同時であった。

　宮部は立て膝のまま背をむけていたが、ふりかえりざま、するどく横にはらった。

　ぐわっと剣けん尖せんが奥沢の高胴を切り裂き、さらにひるがえした一刀が奥沢の右肩を叩っ斬った。奥沢新三郎は事件後ほどなく死亡。




　高木元右衛門は、宮部と同郷の肥後人である。

「元もと、逃げるんじゃ」

　宮部鼎蔵は、奥の部屋の床ノ間の前で高木と駈けちがったとき、どなった。

「心得申した」

　高木は、痩やせた顔をふった。髪が散った。宮部はこの元右衛門のそういう威勢よさが好きだった。

　高木元右衛門直久、肥後国菊池郡深川村の郷士で、人柄は武士というより一種任にん俠きようめいた味があり、郷党の者から愛された。幼少のころから剣を好み、腕は無類に立つ。

　が、いまは刀がない。

　高木は脇差をぬいて左手にもち、右手には短刀をにぎった。

「されば脱出します。先生、ご無事で」

「おお、おぬしこそ」

　と、二人の肥後人は床ノ間の前で別れのあいさつをかわした。

　だが、逃げられるかどうか。

　新選組は、いま屋内に数人いる。

　わずか数人である。これが、局長近藤勇のひきいる第一次襲撃隊で、副長土方歳三のひきいるいわば主力は、木屋町の四国屋重兵衛方にむかったまま、まだこの池田屋の現場に到着していない。たった数人で斬りこんだ近藤の度胸も尋常ではない。

　それだけに、巧みな戦法を用いている。

　池田屋の二階に、前後二つの階段がある。

　前の階段を近藤がおさえ、後ろの階段を、神道無念流の達人、副長助勤永倉新八がおさえている。

　それぞれの階段は、廊下を渡ってつきあたりについている。廊下はせまく、人ひとりがやっと通れる程度で、自然、志士たちは、群がってはこの強敵に打ちかかれない。

　つねに、一人ずつが相手になる。

　近藤、永倉はそれぞれその階段の降り口を足場にたくみに進退し、すでに全身返り血で真赤になっていた。

　高木は、近藤が待っている廊下を、悠々と歩いた。相手の気を抜くためである。

　近藤は、高木を見すえた。が、高木は近藤の眼を見ない。

「………？」

　と、近藤の眼に、とまどいが走った。

　その瞬間、高木は近藤に短刀を投げつけ、同時に体をぶつけて行った。近藤は剣をあげた。

　まっこうから高木を斬撃した。

　戛かつ、と空中で火花がとんだとき、高木の左手の脇差がみごとに近藤の虎こ徹てつを受けとめていた。

　だけではない。体をくるっとまわすなり、そのまま階段から落ちたのである。

　土間へころげた。

　表口をかためている原田左之助が手槍をしごいて突きかかったが、かわして路上にとび出た。

　路上を五、六歩出ると、道路いっぱいに満ちている会津藩士の人数の壁にぶつかった。

　いきなり数人を斬って捨て、崩れたところを駈けぬけて、長州藩邸に入った。この高木だけが、唯一の生存者になった。




　池田屋ノ変では、肥後人高木元右衛門だけが乱刃のなかを斬りぬけて唯一の生存者になったが、寿命は長くはない。

　一カ月後の蛤御門ノ変で長州軍の先鋒となって戦い、会津兵の放った銃弾に胸、股またを射ぬかれて即死した。

　あとで会津藩士が死体をあらためると、腰にくくりつけた糒ほしいい入いれの木綿袋に、「肥後藩士高木元右衛門源直久年三十二」と書きつけてあり、手帳に辞世の歌をかきつけていた。

「屍かばねをば、都の苔こけに埋うずみ置きて、わが大君の護りとはせむ」

　贈正五位。

　さて池田屋の現場では、宮部鼎蔵は近藤と幾いく合ごうか太刀をまじえたが、敵せず、いきなり腹を切って死んだ。

「わが事、畢おわる」

　が、最期いまわのことばである。

　廊下が、血ですべった。

　土州人望月亀弥太はころんだ。ころんだところを新選組新田革左衛門が斬りかかった。

　亀、ころびながら新田の両りよう脛すねを切った。

「お見みやーん」

　と土佐人独特の気合をかけた。新田はどっと亀の体にかぶさってきた。

「お見みやーん」

　亀は叫びながら、刃をふるって新田革左衛門の胴を突き刺し、飛びおきた。

　余談だが、竜馬はこの刻限、江戸で亀の夢をみたという。夢のなかの亀は、ひどく元気でひとり野っぱらを跳ねたり飛んだりしていたが、やがていなくなってしまった。

　当夜の亀の働きは、新選組にとってもっとも手ごわいひとりだった。

　まだ敵が近藤隊数人のときだったから、階上を駈けまわりして働いた。

「お見やーン」

　と素っ頓狂な気合をかけては、踏みこみ踏みこみして斬りむすび、やがて路上にころび出たときは、手傷と返り血でぐしょぐしょになっている。

（河原町の長州藩邸へ）

　と亀は思ったであろう。

　木屋町通の暗がりへ出、高瀬川の柳を縫うようにして北へ駈けだした。

　が会津兵がいる。

　暗いのを幸い、亀は柳の木から飛び出しては斬り、飛び出しては斬った。おもしろいほど斬れた。

「お見やーン」

　斬るたびに叫ぶ。会津兵はその気合を手がかりにして提灯を集めてきたが、亀の影を容易に捕ほ捉そくできない。

　ところが加賀藩邸の裏側ぐらいまできたとき、亀のほうがくたびれてきた。

（もはや一挙が潰滅した以上、数日の寿命を得たところで捕われるか、死なねばならぬ）

　と思い、どすんと柳の幹に背をもたせかけた。背後に高瀬川が流れ、のしかかるようにして加賀藩邸がそびえている。

　亀は立ったまま腹に刃を突き立てた。

（坂本さん、わしは忠告を聞かんじゃった。いま死ぬわい）

　体が根方に崩れたとき、亀は死んでいた。




　長州の吉田稔麿。

「斬り込みだ」

　と最初に叫んだのは、かれだったらしい。膳部を蹴とばして、長剣をぬいた。

　上から下まで新調の衣装を着けている。それに髪は結いなおしたばかりで、その稔麿が羽織を捨て、下緒でくるくるとたすきをかけ、はかまのももだちをとったところは、みごとな若武者ぶりだった。

　顔がややなが目で、色が白い。どちらかといえば美男であった。

　稔麿は、闘いはじめた。かれはふすまを蹴倒して戦闘場所をひろくし、裏階段へ走り出て、新選組の永倉新八と激突し、数合白刃をまじえた。

　が、永倉は新選組きっての剣客である。室内戦闘の場数をも踏んでいる。

　無用の太刀数をつかわず稔麿を押してきた。

　が、そこへ土州の野老山五吉郎が、白刃をあげて割りこんできた。

「吉田さん、どけ」

　野老山、十九歳。最弱年である。こわいもの知らずで永倉に打ちこんだ。永倉、剣尖を擦りあげて野老山の右肩を斬ったが、野老山はなおも屈せず、二撃、三撃と踏みこむうち、足を踏みはずして階段から落ちてしまった。

　その間、吉田稔麿は、背後から襲ってきた新選組の安藤早太郎に左肩を割られ、割られると同時にふりかえりざま安藤の頸のつけねを斬り、その血がびしゃっと天井まで飛んだ。安藤、ほどなく現場で死亡。

　稔麿は、どう斬りぬけたか池田屋をとび出し、路上の会津兵を阿あ修しゆ羅らのように追い散らしつつ長州藩邸に帰り、

「杉山、援軍を頼む」

　と、一声どなり、ふたたび駈け出して池田屋の現場にもどったときは、新選組の人数が数倍にふえていた。

　木屋町の四国屋重兵衛方にむかった土方歳三隊が、その場所には志士の会合はないと知るや、地ひびきをたてて池田屋に急行し、近藤隊と合したのである。

　稔麿は、斬られては戦い、駈けては斬られつつ死に物狂いに狂いまわったが、ついに新選組沖田総司の一刀で絶命した。その師吉田松陰が「稔麿はわが良薬なり」といったのはこういう利害を念頭におかぬ直情径行さにあったのであろう。

　かれが藩邸で、

「杉山！」

　とよんだのは、同藩の杉山松助である。杉山は、宴なかばで、藩邸にもどっていた。

　松助は、稔麿とは松陰門下の同窓で、もっとも仲がよかった。

　藩邸の玄関からとびだすと、すでに吉田稔麿の姿がなかった。しかも門番の話では、ついそこの池田屋で大変事が行なわれているという。

「しまった」と松助は、声を残し、血相をかえて部屋にもどり、愛用の手槍をつかむと、ふたたび廊下を駈けだした。

「松助、汝われまで死ぬ気か」

　と泣いてとめたのは、藩邸留守居役の乃美織江老人であった。

「数丁さきで稔麿が死闘している。見殺しにできますか」

　松助は真暗な路上にとびだし、駈けぬいて池田屋の手前まできた。




　松助は、手槍をふるって会津藩兵二人を突き伏せ、

「賊、どけえっ」

　と血ぶるいしながらわめいた。が、槍ぶすまをつくって追ってくる会津藩兵の人の壁にさえぎられ、池田屋の掛行燈を目の前に見ながら、入ることができない。池田屋楼上では、割れるような響きをたてて志士団と新選組とが戦っている。

　松助をとりまいた会津藩兵は、二十数人。

　それが、提灯をさしつけ、松助の影をみつけては槍、刀をふるった。

　そこへ会津藩と友藩の桑名藩士団が駈けつけてきて、

「なんだ、敵は一人か」

　と会津藩士の耳にさわるようなことをいったため、一同、大いに怒り、松助にむかってめったやたらと打ちかかった。

　どけどけ、と群れをかきわけて進み出てきた新あら手ての会津藩士がある。よほどの使い手らしく、長剣をすらりと抜くや、

「長ちよう賊ぞく」

　一喝して松助を斬りおろした。松助、手傷と疲労でふらふらになっている。不覚にも手槍をあつかいぞこねた。その左腕を、手槍をにぎったまま、斬り落された。

　ころんだ。

　ところへ、人垣の背後からわっと斬りかかってきた男がある。

　土州人野老山五吉郎である。手あたり次第斬りまくって会津人の群れを崩し、松助を抱きおこした。

　松助、なお元気が残っていた。ふたりで長州藩邸にむかって駈けだした。

「杉山君、槍はどうした」

　と野老山がきくと、

「槍どころか、腕もない」

　そういって駈けた。ところが、肩から背中にかけて致命傷にちかい傷を負っている野老山は、だんだん目がかすんできた。

　やっと藩邸の前までたどりついたとき、地に伏し、門をたたく元気もなかった。

　門は閉まっている。

　長州藩邸では、会津兵が押し寄せてくることを予測し、乃美織江指揮のもとに籠ろう城じよう態勢をとっていたのである。

　藩邸には、人数はすくない。みな甲冑をつけて武装していた。たまたまこの藩邸に浪士として厄介になっていた土州人千ち屋や菊次郎（のち天王山で真木和泉らと自刃）は、この夜の邸内の様子を土佐高岡郡半は山やま村の父兄へ書きおくっている。口語訳すると、

「当夜は、小戦争のようでした。二十人ばかり即死、その他手負い、すくなからず。邸内は実に籠城同様で、残念なことに、私一人だけが自前の甲冑がなく、借りものの鎖帷子ではずかしゅうごさいました」

　門があかない。

　野老山五吉郎は、せまってくる会津藩士の提灯をみて、もはやこれまでと見、門の柱にもたれて自刃した。

　その直後、小門があき、邸内ではおどろいて野老山の死体と虫の息の松助をかつぎ入れたが、松助もまたほどなく、乃美老人に看み取とられて息をひきとった。




　池田屋ノ変は、おわった。

　志士たちは死に、幕府はいまさらながら新選組の力の強烈なことに舌を巻いた。

　新選組局長近藤勇が江戸の養父に差し立てた手紙を摘訳すると、

「徒党の多勢を相手に、火花を散らして二時間余のあいだ、戦闘におよびましたところ、永倉新八の刀は折れ、沖田総司の刀の帽子は折れ、藤堂平助の刀は、刃がササラのようになり、養子周平は槍を斬り折られました。ただ下拙わたくしの刀は虎こ徹てつであります故か、無事でありました」

　とある。

　幕府はこの「戦功」を大いによろこび、京都守護職に対し感状をくだした。武将への感状などというものは戦国時代のもので、徳川期に入ってからも、島原ノ乱いらい、絶えてなかったものである。

　つまり、一国の政府である幕府は軽率にもこの事件の性格を治安問題とせず、すでに「戦争」であるとした。「感状」はその証拠であろう。

　自然、京を戦場とみたことになる。同時に長州藩および長州系浪士を、敵とみた。その意味でもこの変事は、幕末政治史上の重要な事件であった。長州藩としては、自藩の者を斬られて感状まで出されては、深く決せざるをえまい。

　とまれ、感状だけではない。

　新選組に対し、その軍功に対する当座のほうびとして、局長の近藤には三善長道の銘刀一口ひとふりを賜わり、負傷には一人五十両ずつ、隊士一統にはこめて五百両が下賜された。

　朝廷からも、隊士慰労の名目で出ている。

　金百両。

　とはいえ、朝廷が金を出すなどというのは徳川時代を通じてかつてないというほどのことである。卑俗な例でいえば、神社仏閣というのは檀だん家かから金穀をもらうもので、神社仏閣から檀家へ金が出ない。出れば「寺から檀家へ」という俗ぞく諺げんのとおり、珍事になる。江戸時代の朝廷はそういう神社仏閣の位置に似ている。

　だからおそらくこの御下賜金百両は、幕府の京都所司代あたりの工作によって、内実は幕府の金、表むきは朝廷から、というごく政治的なものであろう。

　朝廷のおほめがあった。ということになれば、池田屋での志士斬殺は、天下晴れての勤王行為になるのである。

　勤王派の世論をおさえるために、幕府の智恵者がやったものであろう。

　が、はたして、池田屋ノ変は徳川幕府という、すでに時代を担当する能力を欠いた政権の寿命を長びかせることに薬効があったかどうか。

　むしろ、毒だったといっていい。

　暴は、ついには暴しか呼ばない。

　池田屋の変報が、瀬戸内海の舟便によって長州にもたらされたのは、数日後であった。

　長州藩は、激怒した。

　もはや自重論は影をひそめ、来島又兵衛流の武力陳情論が、勢いをしめ、いそぎ京にむかって軍勢を進発させることになった。

　幕末争乱の引金がひかれた。

　ひいたのは、新選組であるといっていい。




　人間の大津波がおこった。

　長州藩領三田尻の港から、同藩の軍船が藩兵、浪士を満載し、ぞくぞくと出航して京をめざし、内海の波を蹴たてて東進しはじめたのである。

　先発は、元治元年六月十日に出航した。隊士は遊撃軍で、隊長は戦国ぶりの具足に身をかためた来島又兵衛であった。

　又兵衛、妻女はおたけという。

　長州藩きっての血気者のこの男も、妻女にだけは頭があがらなかったらしい。

　年来、家庭をかえりみずに東奔西走するこの亭主を、妻女は笑止しごくにおもっていたようであった。

「いいお齢としをなされて、いつになれば落ちつきなさるのです」

　愚痴ばかりをこぼしていた。

「頼む、病やまいだとおもってくれ」

　と、この藩公にさえ激論を吹っかける男も、妻女とだけは衝突を避けて逃げまわっていた。

　こんど決死の進発をするときも、

「おたけ、これっきりだ」

　掌てをあわせるようにして頼んだ。これっきりで東奔西走はやめる、というのである。

「本当でありまするな」

　おたけは、笑顔もみせず念を押した。

「本当だ。落ちつく」

「きっと？」

　妻女が念をおすまでもなく、事実そのとおりになった。来島又兵衛は大軍をひきいて京に討ち入り、蛤御門に乱入し、馬上敵弾を受けて討死してしまったからである。

　出陣の日、戦国ぶりの好きな又兵衛は、一族の男子ばかりをあつめて近所の神じん功ぐう皇后社に詣もうで、杯をかわして門出を祝い、その社頭から出発した。

　その日の又兵衛のいでたちは、立たて烏え帽ぼ子しに陣羽織をはおり、来島家代々の具足を着け、葦あし毛げの肥馬にゆらりとまたがり、大おお身みの槍をかいこみ、威風あたりをはらった。

　やがて、隊士をひきい、戛々かつかつと蹄ひづめの音をひびかせて極楽橋から土ど器き坂ざかにむかうころ、ちょうど朝の陽が亀山の峰にのぼり、その光が又兵衛の具足の金具にあたって燦さん然ぜんとかがやいた、という目撃談がのこっている。

　進発第一陣の大将は又兵衛だが、第二陣の将は家老福原越後、第三陣は同国くに司し信濃しなの、第四陣は同益田右衛門介、一門毛利讃岐守という順であった。

　のち、竜馬の協同者になった土州人中岡慎太郎は、久留米人真木和泉とともに浪士隊の忠勇隊をひきいてこの進発軍の陣営のなかにあった。

　やがてことごとく京都付近に入った。

　京都を包囲した、といっていい。

　その諸陣地は、山崎の天王山麓宝寺、大念寺、離宮八幡宮、嵯峨の天竜寺、嵐山の三軒家、同法輪寺、さらに伏見。

　布陣がおわると、長州人のもっとも得意とする言論戦をはじめた。

　朝廷への陳情である。

　が、ただの陳情ではない。容れられなければ、兵が動く。




流　燈










　竜馬は、江戸にいる。

　その夕、千葉道場の台所でひとりめしを食っていたが、来訪者があった。

　玄関へ出てみると、近所の土州藩邸から駈けつけてきた檜ひ垣がき清治である。

「どうした」

「まだ知りなさらんか。京師三条小橋池田屋にて、同志ことごとく落命しましたぞ」

「落ちつけ」

　竜馬は、くわしく話させ、やがて黙然とした。北添佶摩も望月亀弥太も死んだ。野老山五吉郎も、藤崎八郎、本山七郎、石川潤次郎……たちも。

「どうします」

「檜垣。藩邸へ帰っちらんかや」

「はい。帰りますが、帰ってどうします」

「そこまでは知らんがネヤ。めしを食おうと寝ようと、お前まんさんの勝手になさるべし」

　竜馬はさっさと奥へひっこんだ。ひとりっきりになりたかったのである。

　部屋は暗い。行燈に灯ひも入れずにひっくりかえり、死んだかれらを想った。

（ばかなやつ）

　涙が、とめどもなく頬をぬらした。

　竜馬は一見、激情家にはみえないが、思考の脂肪が厚いためのもので、いったんこういう事態になると、そういう脂肪も肉も皮も破れ、感情が体いっぱいに吹き荒れて身も世もないていたらくになってしまう。

「亀。……」

　とつぶやくだけで、ぐっと胸がせまり、やがて堰せきあえずに号泣してしまった。柴しば天て狗んの北添佶摩が、闇のなかの竜馬のそばに腰をおろしている。

「柴天狗、お前もばかじゃ」

　竜馬はいい、くるりと寝返ると、こんどは声を忍ばせて泣きはじめた。

　この事件は、この時期の竜馬からなにもかも失わせた。

　こんど江戸へ来たのも、北添佶摩とともにやろうと思っていた北海道浪士軍の設立費用の調達のためであった。

　連日、勝海舟や大久保一翁の屋敷に行ったり、かれらの紹介状をもって金の出そうなあたりを歴訪していた。

　勝の日記では、

「坂本竜馬、下げ東とう（江戸へ来る）。聞く。かれの説では、京けい摂せつ（京大坂）の過激浪士二百人ほどをもって蝦え夷ぞ地ちの開発、通商をせんとす。入費三、四千両、同志の者、取りあつめたり。すみやかにこの策ほどこすべしという。竜馬意気さかんなり」（やや意訳）

　とある。

　その計画も、この一挙で霧散することになろう。だけでなく、ひょっとすると、望月亀弥太らを出したということで、神戸海軍塾も弾圧解散せしめられることになろう（事実、ほどなくそのとおりになる）。

　が、それはいい。

　なぜ、幕吏は、憂国決死の徒を、野犬のごとく打殺さねばならぬか。

　そのことへの悲憤、それに自分の奔走の挫ざ折せつ、さらに死者への傷いたみなどがいりまじって、竜馬は半はん刻ときばかりごろごろところがりまわって、泣いた。




　半刻ほどして、さな子も知った。京の池田屋ノ変を、である。

　兄の千葉重太郎が門人からきいて、さな子に話したのであった。

「坂本さまはご存じなのかしら」

「さあ」

　重太郎は、くびをひねった。

「知るまい」

「わたくし、教えてきたげます」

　紙し燭そくをもち、廊下を小走りに走った。突きあたって鉤かぎの手に折れる。その最初の部屋に竜馬がいるはずであった。

　真暗である。

　おかしい、とおもいつつ、膝をついて障子をあけ、手をのばして、紙燭だけをさし入れ、室内の闇をはらいのけようとした。

　唐紙に李白の詩がかかれているのが、ぼんやりと闇にうかびあがった。

　その唐紙のむこうで、一人の巨漢があおむけに寝ころび、右膝をたて、左足をそのうえにのせている。

（まあ、お行儀のわるい。……）

　うたた寝をしているのだとおもった。

　起こしてやろうとおもい、部屋に入ったとたん、紙燭が動いたせいか、竜馬の寝相の上に電光のような光が、きらりと走った。

　おどろいた。

　刀を、虚こ空くうに擬ぎしているのである。その白刃を、竜馬は拳こぶしの枕の上からじっと見つめていた。

「坂本さま」

　竜馬は起きあがって、刀をおさめた。

　さな子はその異常な様子に声をのみ、しばらくだまっていたが、

「どうなさいました」

　やっときいた。

　竜馬はだまっている。さな子は間まがもてなくなり、行燈をひきよせ、燧い石しを打って灯を入れた。

「聞いたかね、池田屋の変事を」

　竜馬のほうがかんがいい。それを知らせるために廊下を駈けてきた、とおもったのだろう。……さな子がうなずくと、竜馬はさな子の知らない事実を伝えた。

「いつぞや、ここへ泊めてもらった北添佶摩も死んだ」

「き、きたぞえさまが？」

　さな子は紙燭をおとした。火が消え、畳の上に蠟が流れた。さな子はあわてて懐紙で畳をぬぐい、

「ほんとうでございますか」

　と顔をあげた。

　うん、と竜馬はうなずいた。

「幕府に殺された。手をくだした壬生浪士はそのために恩賞をうけた。いずれ、幕府も壬生浪士も、復仇されるときがくるだろう」

「たれに？」

「わしが倒す。吉村らの天誅組はほろび、国もとの武市党はほろび、京の北添らはほろんだが、世に坂本竜馬があるかぎり、徳川幕府は無事ではない」

　竜馬の頬に、涙のあとが残っている。

　この紙をもらう、とたったいまさな子が畳の蠟をぬぐった紙で、顔をごしごしぬぐいはじめた。

　涙るい痕こんが消え、蠟がついた。




　翌朝、竜馬は暗いうちに桶町を出て、かれが「日本一の智恵者」といっている勝海舟のもとに行った。

　赤坂元氷川下まできたときやっと町があかるくなった。

　どの屋敷からも、塀ごしにつるべの音がしきりときこえてくる。路上で小者たちが立ち働き、門前を掃いたり、水を打ったりして、江戸の朝がはじまっている。

　竜馬は勝の屋敷に入り、例によってその書斎に通された。

　勝がたばこ盆をつかんであらわれた。たったいま起きたばかりなのだろう。

「なんの用だ」

　とはいわず、やたらとたばこをふかしはじめた。勝も竜馬も、だまって対座している。やがて部屋じゅうがけむりだらけになったとき、竜馬もさすがに、

「よくお喫のみになりますな」

　と感心した。

「たばこでも喫んでるしか、仕様のねえときがあるさ」

　勝も苦笑した。

　例の一件を勝は知っているのである。この早朝、竜馬がその一件できた、ということも察しているし、竜馬のほうも、勝の様子でそれがわかるから、こちらからなにも話しかけない。

　この前夜、勝が書いた日記では、

「当まさに此この時とき、京師、当月五日、浮浪殺さつ戮りくの挙あり。壬生浪士輩、興きようの余あまり、無む辜こ（罪なき者）を殺し、土州の藩士、またわが学僕望月生など此この災に逢あふ。長藩も又然しかり。故に憤激して上京、七卿を復職し、橋きよう公こう（慶喜）、中川親王を廃し、攘夷一いつ徹てつにせんと言ふと。──」

　とある。幕臣たちはことごとく池田屋ノ変に快かい哉さいをさけんだが、勝のみは不快とした。日記のなかで、

「無辜を殺し」

　という一条に、勝の怒りがあらわれている。殺しあってなにになるか、というのである。

　勝は、となりの大清帝国がなぜ外国に侵略されつつあるかを知っている。すべて国内の体制がもろく、官人党を結び、党利を考えて国家を考えざるがためだ、と力説してきた。

　徳川幕府などは単に政府にすぎず、これをもって国家だとおもうのは愚人の証拠だ、と幕臣勝はもし公言できるならばそう公言するような男だ。

　佐幕は、党である。その党利をもって反対派をころしてよろこんでいる。

「馬鹿が国家をほろぼす」

　と、勝は、自分が幕臣でしかも軍艦奉行でないならば叫んだであろう。

　勝は、長州にも好意をもっていない。むこうみずの攘夷論をふりかざし、横暴のかぎりをつくしている。これもまた、党である。

　が、勝のみるところ、懦だ弱じやくでなんの国家意識もない旗本八万騎よりも、孤剣決死の攘夷志士のほうにまだしも好意をもっていた。かれらは幕臣などよりも、純粋に熱情的に国家を考えている。

「ばかなはなしさ」

　勝はきせるの雁がん首くびで吐月峯はいふきをたたき、たばこの灰をおとした。

「ところで、なにをしにきた」

「軍艦はありませんかね」




「軍艦か」

　勝は笑いだした。眼の前にいるこの愛すべき討幕論者は、池田屋ノ変をふんがいするのあまり、幕府から軍艦をかりて幕府を倒そうとするのではないか。勝はわらいながら、

「軍艦をどうするんだえ」

「乗るだけです」

　竜馬はぶあいそうに答えた。こうなった以上、一日も早く上かみ方がたの土を踏みたい。数千、数万の長州軍が、土州人などの浪士隊とともに京に押しよせようとしている。

　いや、もうきのう今日、戦闘がはじまっているかもしれない。江戸での北海道開拓計画が失敗した以上、もうここにとどまっている理由がない。

「要するに、大坂へゆく便船がほしい」

　ということだったが、竜馬の顔つきはそんなものではなかった。軍艦を操あやつって長州軍と合流し、京の幕軍、会津軍へ攻めこみそうなほどに気け色しきばんでいた。

「わしもゆく」

　勝はいった。かれのは、公用である。幕府はかれに豊ぶん後ご姫島へゆくように命じている。

　例の四カ国艦隊がなお長州藩領下関沿岸を砲撃しそうな様子なので、幕府は外国との交渉のうまい勝を派遣してかれらをなだめようとしていた。

「いま、加賀藩の藩船が品川沖で錨をおろしている。それに便乗できるように交渉中だから、同乗するがいい」

「いつ解かい纜らんです」

「わからん。なにしろ加賀藩は西洋式の船を持ったばかりで、動かしかたもよくわからない。そこでむこうではわしが教えた築地の海軍練習所の連中に乗ってもらいたいらしいが、築地は築地で、諸藩を教えにまわっているから手が足りず、それやこれやで加賀藩船は品川で腰をすえたきりだ」

　諸藩では、軍艦、汽船、風帆船を外国から買い入れることがはやっている。

　ところが、買い入れても自藩では動かせない。どの藩でも、古来、御船奉行、御船方という世襲役人がいるが、和船の能力しかなく、この方面の技術者不足で弱っていた。

「加賀百万石といっても汽船ひとつ動かせないというのが日本の現状だ。長州藩だっておなじさ。軍艦ひとつあやつれない人間が、攘夷々々と駈けまわったところで、どうなるもんでもないよ」

　勝の議論はついそこにゆく。

「そうだろう、天下に志士という者が横行している。京にはその頭目連中があつまっている。かれらは攘夷を叫んで大きに雄弁だがそのうちで攘夷のための軍艦が動かせ、大砲が撃てるというのは、竜さんえ、あんたのほかたれもいないよ」

「これは恐縮ですな」

「いやお前さんをほめているんじゃねえ。お前さんを仕込んだおれ自身を自画自讃しているんだよ。頼むよ。竜さん」

「なにをです」

「何をじゃねえ、国のことをさ。おれは幕吏だ、お前さんのような自由の境涯じゃない。書斎で咆えているだけのことだ。おれをありがてえと思うなら、おれが付けてやったその背中の翼で力いっぱい天空を飛ひ翔しようしな」




　その夕、勝からの使いがきて、あす午後加賀藩の藩船に乗りこめ、と伝えてきた。

「いそがしいことだ」

　千葉家の若先生の重太郎は、不服だった。

「竜さん、もう発つのかえ？」

「ああ」

　竜馬は、部屋へもどって旅ごしらえをしはじめた。さな子がやってきて、着更えの襦じゆ袢ばんなどをたたみながら、

「わたくし、送ってゆこうかしら」

　と、ひとりごとをいった。

「おや、品川宿までか」

　重太郎が、もう腰を浮かした。考えるよりも手足が動くほうが、この若先生は早い。

「わしも行こう」

「お兄様も？」

　さな子は、あきれた顔をしてみせた。

「なんだ、お前、邪魔か」

「いいえ、わたくし、もともとなにもお送りしようなどとは申しておりませぬ」

「いま、聞こえたぞ」

「あれは、ひとりごとです」

「そうかえ、おれの耳はよすぎるらしい。しかしせっかく思いたったことだ。門人のたれかれも呼んで、みなで送りにゆこう」

　翌朝、暗いうちに竜馬は千葉家の門を辞した。送ってゆくのは、重太郎、さな子、それに因州藩士の真田大五郎という塾頭、あと門人が五、六人、といった同勢である。

　みな、提灯をもっている。

　品川についたのは昼前であった。

　沖をみると、なるほど加賀藩の船旗をかかげた船が、しきりと黒煙をあげていた。

（なんだ、風帆船かとおもったら、蒸気機関がついているのか）

　船は試運転をしているらしく、わずかに港内に波をたてつつ、低速で動いている様子であった。その挙動をみていると、遠目にもあぶなっかしい。

（おかしな船だ）

　と思いつつ、勝の来着を待つために、宿場の入口の茶店に入った。

　竜馬は奥の床しよう几ぎにすわった。重太郎や真田大五郎らがその前後に腰をおろし、さな子ははしにすわった。

　江戸を出てから、さな子は気になるほど無口になってしまっている。

　この茶店でも、はしにいながら、ときどき熱っぽい眼で竜馬を見るのだが、口をきかない。

　竜馬も、さな子に軽口をたたいてやろうと思うのだが、どういうわけか口が重くなってしまう。

　そのうち、勝の一行が宿場へ入ってきて、茶店の前を通りすぎた。

　竜馬はそれを見たくせに、立ちあがらず、湯呑を抱いたまま、凝ぎよう然ぜんとしている。

「どうした」

　重太郎が心配そうにたずねた。

「考えている」

　ふっと微わ笑らって、さな子をみた。

「さな子さんに最後にいいたい言葉をさ。しかし、どういうわけか、うまく思いうかばん」

　竜馬はついにその生涯のうち、ふたたびとは江戸の土を踏まなかった。




　その日に乗船した。

　が、加賀藩船はなお出航せず、翌未明になってからやっと品川沖を出た。

「動いたようですな」

　竜馬は、勝の部屋にたずねてきて、そういった。

　勝は船窓をみた。

「なるほど動いている」

　そとは暗い。

　六郷川の川口の灯がみえるころに夜があけた。

　船は帆走に切りかえ、忠実な沿岸航法によってゆるゆると南下している。乗り組んでいる加賀藩士たちは懸命に操船しているようだったが、士官も水夫、火夫も未熟で、たれがみてもあぶなっかしい。余談だが、服装は、まだこの当時は一般に制服があるわけではなく、士官は自前の筒袖と袴で、水夫や火夫は鋳い物もの職人のような姿をしていた。洋装になったのは、慶応三年、榎本武揚がオランダ留学を終えて帰朝してからのことである。

「すこしむりだったかな」

　勝はまゆをひそめていった。というのは、幕府海軍のほうが手不足で、操船の手つだいをさせることができなかった。船は、未熟な加賀藩士の手で動いている。

　横浜沖をすぎ、本ほん牧もく岬みさきをまわったあたりで風むきがかわってしまった。

　すぐ帆の操作をしなければならないのだがうまくゆかず、うろうろしているうちに船が一丁ばかり吹き流されたり、横へ傾かしいだりした。

　そのたびに士官が勝の部屋にかけこんできて、処置をきく。

　勝も笑ってしまった。一国の海軍局長ともいうべき幕府の軍艦奉行が、帆のあげおろしをいちいち指図せねばならぬというのは滑稽であった。

「仕方がない。これも船賃のうちか」

　と勝はいちいち処置をおしえた。しまいにはめんどうになって、

「坂本竜馬という男が乗船してる。わしの門人だから、その男にきいてもらえまいか」

　顧問の仕事を竜馬にまかせてしまった。

　加賀藩士たちは、船内くまなく竜馬をさがしたが、見あたらない。

　やっと、煙突のそばの短艇ボートのなかで寝ている大男をみつけた。

「貴殿が、坂本氏でござりまするか」

　と、相当な身分らしいお船方の武士が、折り目ただしくきいた。

「そうです」

　竜馬は、おきあがった。

　お指図ねがいたい、というのである。

　気軽にひきうけて、船橋にゆき、あれこれとさしずしたが、航海法はわかっていても、機関のほうはにが手だった。

　そのくせ、船底におりて行っては、蒸気方の士官や火夫をも指導する。

　その日は、うまく行った。

　その翌日、竜馬が機関の操作をしているうちに、どうしたはずみか機関の音があやしくなり、ゴトゴトと異常震動をしはじめたかとおもうと、蒸気がおそろしい勢いで洩れはじめた。

「妙なことをやったわい。壊れた」

　竜馬は顔色ひとつ変えずに加賀藩士に言い、すぐ以下のように命じた、──帆走で下田港までたどりつく、そのお覚悟ありたい、と。

　加賀藩は、竜馬に買いたての船をこわされてしまった。




　竜馬が船をこわした、というので、勝がおどろいて船底におりてみた。

　機関室に入ると、加賀藩士十人ばかりが、ぼう然と機関のまわりに突っ立っている。

　竜馬がいない。

　が、よくみると、下帯一つの素っぱだかになって、機関の底にもぐりこんでいた。

　もぐりこんだところで、直るはずがないのである。

　破損部は、汽筒シリンダーであった。外殻が割れており、熔接でもしない限り、どうにもならない。そのくせ、竜馬は、機関の底を、金かな槌づちでくゎんくゎんとたたいて、いかにも修繕進行中といったような音をたてている。

「いい音だ」

　勝は、内心、噴きだしたくなるのをこらえた。竜馬が申しわけに演技をしている、ということがわかったのである。

「勝先生、直りましょうか」

　加賀藩の船将は蒼くなってきいた。

「さあね」

　勝は気むずかしそうに首をかしげた。

「貴藩のご運がよければなおるでしょうな」

　われながら藪やぶ医いのせりふに似ている、とおもった。

　士官たちにとって、それどころではない。この船は、加賀藩がむりさんだんしてやっと手に入れた唯一の西洋船なのである。

　藩宝といっていい。

　勝は、自室へひきあげた。

　竜馬は三時間ばかり機関の底をたたきまわしたあげく、這いあがってきて、

「妙なのうし」

　と腹這いのまま首をかしげた。

「いかがでございましょう、坂本先生」

「割れちょりますな」

「えっ」

「どうにもならん。たとえて申せば、たがのゆるんだ水みず桶おけとおなじでござる」

「しかし貴殿が」

　こわしたのではないか、と加賀藩士がつめよろうとしたとき、汗と煤すすにまみれた竜馬が一同の前でゆっくりと下帯をはずした。

　あっ、と気勢をのまれた。

　その下帯を竜馬は手の中にまるめ、体じゅうの煤をぬぐいはじめた。

　みな、沈黙した。

「おのおの、部署につかれよ」

　竜馬は、どなった。こうなれば風力帆走して、いちばん近い港の下田にでも入るほかはない。

　やがて、下田港に入った。

　勝は、下田奉行所から江戸の海軍所へ飛脚をさし立てて加賀藩船のために修理の便宜をはかるように命じておき、竜馬とふたりで町で一泊した。

「お前さんも、人がわるい。しかし加賀藩も加賀藩だ。金槌とんかち一つで蒸気船が動くものとおもったらしい」

　さすがは百万石の大藩だ、と勝はわらうのである。士風もどこか悠ゆう長ちようで、みやびている。

「ほかの気の荒い貧乏藩なら、お前さん、あの場できり合いがはじまっているよ」

　勝と竜馬は、その翌日、ちょうど入港してきた幕船翔鶴丸に乗り、西へ去った。




　竜馬は、神戸海軍塾にもどった。

　塾中、騒然としている。

「長州藩の軍陣に参加する」

　という者が多いのだ。すでに竜馬の留守のうちに塾をぬけ出て京都包囲中の長州軍に身を投じた者もあった。

　むろん、例によって土州人が多い。

　ひとつには、長州の浪士軍のなかでの代表者が、ふたりいる。

　一人は久留米人真木和泉であり、ひとりは土州人中岡慎太郎である。同郷の中岡をたよってかれらは、奔はしったのであろう。

　塾内の動揺は、竜馬が帰ると同時にぴたりとおさまった。

　別に、なにも言わないのだが、首領の不在というのは、なんとなく不安だったのであろう。副長格の陸奥陽之助では、いかにかれがのちの陸奥宗光として日本外交史上、不世出の外務大臣といわれるにいたったとしても、年が若すぎた。

　それに、陸奥は議論がするどすぎて、このために人がついてこないのである。

　そのかわり、陸奥は竜馬の秘書官としてはこれほど役にたつ男もいなかった。

　留守中の塾内の動きや京、大坂の情勢を手ぎわよく説明し、理解させた。この点竜馬がずっと神戸にいたとしてもこれほど情勢を整理し、理解できたかどうかわからない。

「汝おんしは、剃かみ刀そりのような頭をもっちょるな」

　と竜馬がつねづね感嘆するところである。

　しかも、陸奥は、情報あつめのために、寝待ノ藤兵衛の技術と才能を、手ひどいくらいに使っている。

　藤兵衛も、身の危険をかえりみずに京に潜入したりして、ずいぶんと働いたらしい。

「それは藤兵衛、ご苦労だった」

　と、竜馬は心からねぎらってやると、藤兵衛は照れて顔をくしゃくしゃにした。

「あっしだって旦那、勤王の志士のはしっくれでやンすからね」

　と胸をはった。この男は、竜馬にくっついて歩いているうちに、数かぎりとなくいのち知らずの志士に会った。そのいのち知らずぶりに感動し、だんだんとその傾向が感染してきていた。その上、竜馬はつねづね、藤兵衛にいっている。

「いま、国を憂えて、生命をすてて奔走している者の九割までは、代々暖衣飽食してきた権門貴族の子ではない。武士とはいっても足軽同然の身分の者か、それとも町人百姓の出の者である。藤兵衛、志さえもてば、前身がなんであろうとかまわぬことだ」

「志士とは」とも、竜馬はいった。「すでにその名が冠せられたときに、いのちは無きものとおもっている者のことだ」

　藤兵衛は、そういう連中の役にたつのがうれしくて、とびまわっている。

　要するに、京に戦雲がある。

　伏見、嵯峨などに布陣した長州軍は、毎夜、おびただしく篝かがり火びを洛らく西せい、洛南の野に焚き、すでに銃に弾をこめ、槍の鞘をはらい、刀の鯉口をゆるめ、一令ありしだい、都心へ乱入する気配をしめしていた。




　竜馬は、神戸で形勢を観望している。

　筆者はここしばらく、京の長州軍のほうに眼をうつしたい。

　はたして京に乱入するか。

　ということで、天下の耳目をあつめていた。

　そう、筆者は忘れている。竜馬は、勝の了解をえて、神戸塾にひとりの長州武士をかくまっていた。間諜だったらしい。

　竹田庸よう二じ郎ろうといった。勝はこの長州藩士に塾の奥でひそかに会い、

「長州侯に会えば申し伝えなさい。京に屯集して気勢をあげている貴藩の連中が、もし京に乱入しても、それは決して深い考えがあってのことではなく、一時の快を取るためのものだ。思慮ぶかい長州侯のご意思ではあるまい、──勝がそう申していた、と」

　幕臣としての勝の長州藩に対する精いっぱいの好意であったろう。

　暴発長州軍の事実上の謀将は、久留米水天宮の神職という前歴をもつ浪人志士団のなかの総帥真木和泉であった。

　人物、頭脳ともに、過激攘夷派のなかで最高峰といわれている男である。歳五十二。

　その真木がこうなる前にひそかに勝海舟を神戸塾にたずねてきたことがある。竜馬が、京へ行って不在中のときであった。

　真木は、自他ともにゆるす討幕派の名士でその思想は天下にかくれもない。その真木がわざわざ、勝の議論をきくために、敵であるべきこの幕臣を訪ねてきた、という点だけでも勝という男のふしぎな魅力がわかるであろう。

　その勝が、真木のために世界情勢を説明し世界のなかの日本の位置を浮きぼりし、無手勝流の攘夷論のいかに愚なるかを説いた。

　真木は、そのころには、自分の攘夷思想に疑問をいだいていたようである。

　それが、勝の言説で明白になった。

「わが年来の素志、誤てり。──」

　と真木はおもったであろう。

　が、真木の背後にはかれを総帥におしたててきた決死の攘夷浪士がおり、かつ、かれを師父のように仰いでいる長州藩主、長州藩士がいる。

　いまさら、

「道は他にある」

　とはいえない。

　勢いである。人の運命も勢いに左右され、一国の運命も勢いに左右される。

「古来、志士とは局量識見がせまい」

　と、勝は不遠慮にいった。志士の資格は、その激烈な気節と行動力である。このふたつは、せまい狂信的な思想からうまれる、という意味である。勝はさらに説き、「もし、こんにち、攘夷家を汽船に乗せ、ひろく外国をみせたならば、おのずから意見はかわるであろう」といった。

「国は、局量狭小の志士の手では救えない。かえって国をやぶる」ともいった。

「高論、真に然り」

　と、真木は茫然としていた。

　──しかしながらすでに事ここにいたる、騎き虎この勢い、やむをえざるものあり。予はついに行きつくところまで行かねばならぬ。

　その「行きつくところまで行く」状態が、いま京で満々たる戦気をはらんでいる。




　天てん王のう山ざんは、京と大坂をむすぶ淀川ぞいにうずくまっている。

　標高二七〇メートルにすぎぬ小山だが、歴史的にこれほど高名な山もない。遠く天正十年のむかし、明智光秀と羽柴秀吉とがこの戦術的な高地をうばいあってついに秀吉がおさえ、山城山崎合戦を勝利にみちびいたことで、名がある。

　勝負のやまばのことを、「いまが天王山」というのはここからうまれた。

　その天王山に長州軍の本営の一つがある。

　昼は若葉がかがやいているが、淀堤に闇がたれこめると、天王山は一団の炎になって天を焦がそうばかりである。

　山頂で、大篝火をたいている。

　長州人の手でであった。京の朝廷、列藩を火勢をもっておどそうとした。

　一方、幕府の畿き内ないにおける根拠地である大坂城からも、北にあたって夜雲が赤くそまっているのがみえた。

　山が、燃えている。幕末史の緊張が、ついに火となって天地をあかあかと染めはじめたがごとくであった。

　京都は、騒然としている。

　それがひっくりかえるような大騒ぎになったのは、来島又兵衛の移動であった。

　いきさつは、伏見の長州軍本営に、総帥格の家老福原越後がいる。

　嵯峨天竜寺にも、本営がある。天竜寺の本営には、指揮官がいない。

　福原は、天竜寺陣地の司令官として来島又兵衛を派遣したのである。

　移動には、京の市中を通らねばならない。

「市中の騒ぎにならぬよう、夜分、天竜寺へ移動してはどうか」

「長州人が、夜盗同然に市中を歩けるか。白昼、武装して堂々とまかり通るわい」

　といい、頭に立烏帽子をかぶり、金色さんぜんたる甲冑をつけ、陣羽織を羽織り、葦毛の馬にまたがり、諸兵を部署した。

　ひきいてゆく隊は、火縄装備の遊撃軍、それに長槍、長剣装備の力士隊である。

　又兵衛は、金の采配をふりつつ伏見の町を出発し、竹田街道を進み、桂川の東岸に沿って行軍した。

　途中、町の辻々にときどき軍を停止させ、

「えい、えい、おう」

　と武者押しの声をあげさせては進んだから京の市中は、「すわ、戦さじゃ」とおもい、荷車に家財をつんで駈けだす者もあった。

　又兵衛は天竜寺に入るや、その大方丈をもって本陣とさだめ、塔たつ頭ちゆうの六カ所を借りあげて宿陣とし、さらに嵐峡に面する嵐山の旅館三軒家と法輪寺をも徴発し、下陣とした。

　この又兵衛の移動の報は、京の中心部に誇大につたわり、会津守護職松平容保は病中をとびおきて甲冑をつけ、御所へ急行するために屋敷を出るときは、勝かち栗ぐりと昆こん布ぶを食べ、出陣同様の儀式をした。

　京の市中は、武装した会津兵、桑名兵など佐幕派諸藩の兵でごったがえした。

「道路街がい衢くみな兵ならざるなし」

　当時の公卿日記にある。




　京にひとりの人物がいる。

　のちに竜馬と相ゆるすにいたった薩摩藩士西郷吉之助である。

　西郷は、島津久光に好かれず、しばしばその怒りを買い、二度、島流しになった。

　この長州騒動のころは、二度目の流罪地である薩摩藩領沖おきの永え良ら部ぶ島からよびかえされて京にのぼってきたばかりで、京都駐在の重臣小松帯たて刀わきをたすけて、複雑な京都情勢のなかでの薩摩藩の舵かじ取とりをつとめている。

　余談だが、筆者はここまで書いたとき、ふと幕末の日本に英国公使館員として駐在して八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍をしたアーネスト・サトウという英国青年のことをおもいだした。

　サトウは英国外務省の通訳生として現地勉強をすべくこの時点の一昨年文久二年に横浜へきている。

　たちまち、会話、読みかきまでできるようになった。好奇心にみちたあかるい青年で、通訳として幕府の高官や諸藩士とつきあううち、激動する日本にひどく興味をもち、英国公使館員という立場をはなれてこの国のよき友人になろうとした若者である。

　数え年二十二歳のかれは、去年の暮公用で英国公使とともに兵庫港まできた船内で数日泊まっていた。ちなみに、兵庫港であれば船上のサトウの眼にも、はるか陸上に竜馬らの海軍塾のある生田の森がみえたはずである。

　港内には、日本汽船が七隻いた。

　そのうち、薩摩藩の船旗をたてた汽船が一隻、錨をおろしており、たまたまその薩摩藩の船長が、サトウを知っていたので船にたずねてきた。辞するときに、

「ぜひわれわれの船へ来い、ごちそうする」

　とかれら薩摩人はいった。

　数日後、サトウが薩摩船をたずね、酒や卵のごちそうを受けた。

　サトウは、厠かわやへ立った。ふとある部屋の前を通ると、ドアがあいている。

　ひとりの巨漢が、寝台にねそべっていた。片方の腕に刀きずがあった。厠へ案内した薩摩人が、

「シマズ・サチュウ」

　であるとささやき、サトウを宴席へいそがせた。

　サトウがみた西郷は、複雑な国内情勢に処するため、一藩の輿よ望ぼうをにない、沖永良部島からつれもどされて、京へのぼる途中の西郷であった。薩摩藩ではなぜか、西郷に変名をつかわせていた。

　サトウはそれから数カ月後に、兵庫の薩摩藩集会所をたずねたとき、京からきていた西郷にあう。この時期、サトウはすでに西郷のことを「薩摩藩第一の指導的人物」ということばをつかっている。この対面のときの情景をサトウの文章である「幕末維新回想記」から採とろう。サトウは、開口一番、例の変名の一件を西郷にいった。そういうと、

「彼は腹の底から大笑いした。ところが型のごとき挨あい拶さつがおわるとそのあとがこまった。のっそりと間の抜けたような顔をしていて一向に話をしないのである。けれども彼の眼は大きな黒ダイヤのように輝き、物を言うときの微笑はなんとも言えぬ親しみがあった」




　その西郷が、京の錦小路の薩摩藩邸で、長州軍の動き、宮廷の情勢、幕府や諸藩のうごきを、じっとみている。

　藩士を動かして情勢はできるだけあつめ、みずから出かけて行って、会うべき要人にはすべて会い、それを判断の材料とした。

　ついに西郷は、断乎と決定した。

「長州軍、撃つべし」と。

　こう決定した旨むねを、西郷は国もとへ、蒸気船便をもって急報する。国もとの久光の側近にはかれの同志で幼な友達である大久保一蔵（利通）がいる。西郷便を受けて機敏に藩の外交方針に仕立て、兵が必要なら兵を京都におくるのである。京の西郷は投手で、国もとの大久保は、いわば捕手であった。

　その手紙が、残っている。

「長州のこと、なるたけ辛抱する方針でいたが、かれは暴威をもって朝廷を取り崩そうとしている。ここにいたってはもう黙りかねる次第である。堂上方も過半、長州に同情的のように見られる。この上は、こらえたところで、かならずわが国（薩摩藩のこと）は長州のために打崩されてしまうのは疑いなきところである。いずれ朝命を奉じ、戦うよりほかしかたない」

　余談だが、西郷は、かれのこの時期では、天下国家のことよりも薩摩藩の利害でものをいっている点が、おもしろい。勝や竜馬とのちがいである。勝や竜馬には「日本」を自覚した先覚者の面があるが、西郷はそれよりも以上に現実政治家であった。もっとも薩摩藩の利害計算の役目が、西郷の職務でもあったのだが。

　西郷はこの手紙で、この決断にいたるまでの判断材料をふんだんに手紙に盛りあげ、その一項一項に、神経の行きとどいた説明をつけ、そのあと快刀乱麻を断つような批評、判断をくだしている。この西郷は、批評家としても当代一流の人物だったということがわかる。

　つぎに手紙で、重要なことをいっている。長州を倒したあとの、戦後の見とおしについてである。

「いずれ大戦になる。われわれはこの戦いで幕府を援たすけて長州をくじくわけだが、長州をくじいたあとの情勢はどうなるか。幕府はふたたび昔日の勢いを盛りかえしてくるだろう。これはこまる。そうならぬように、薩摩藩の方針としては〝長州撃退はあくまで朝威を成立させる為の戦争〟という筋を通してゆかねばならない。あとあとになってこの点、遺憾なことがないようにうまくやってゆかねばならない」

　要するに、薩摩藩を中心とした勤王主義の樹立ということである。一時的に幕府と手をにぎってもいつまでもにぎっていてはならぬということである。

　長州人は観念主義。

　薩摩人は現実主義。

　というが、そうした薩摩藩の、いわば英国をおもわせるような現実的外交感覚が、この手紙にあふれるように出ている。

　薩摩人もまた、日本人にはちがいない。しかし西郷だけでなくかれらは日本人ばなれしているほど、外交感覚に卓絶している。いわば戦国以来の島津家のお家芸で、とくに幕末にあますところなく発揮された。

　観念的で理屈家の多い長州人からみれば、薩摩のこういうところが、奸かん佞ねい邪智にみえるのであろう。体質のちがいといっていい。




　いわば。──

　この乱は、長州が朝敵になるか、薩摩が朝敵になるか、そのわかれめであった。

　なぜならば、孝明天皇は、そのご真意は別として、重大な変節をとげている。去年の八月十八日の長州藩没落（いわゆる禁門ノ政変）までに濫発されたお言葉は、狂信的な攘夷主義思想によるもので、

「外国を撃て」

　という勇ましいものであった。それが勅語の対外的態度であり、対内的態度としては、

　幕府は「朕ちんに武権をゆだねられていながら、外国を撃てと申すのに一向に撃たぬ。朕はそれをよろこばぬ」

　というもので、すでに幕府否定の殺気をはらんでいた。むろんこれら勅語製作の裏には、すべて長州藩と長州系公卿の策動があり、要するにかれが天皇をしていわしめていた、とみていい。

　ところが去年の八月十八日の政変以来、宮廷の背後勢力として薩摩藩が勃興し、渙かん発ぱつされる詔勅はほとんど薩摩色にきりかわった。

　薩摩藩は、漸進主義の政論をもち、現実的で穏健である。対幕府問題についても、腹のなかは幕府をばかにしながら、

「公武合体主義」

　をとった。公は朝廷、武は幕府。両者仲よくということである。

　これは幕府のためには救いとなり、反幕主義、朝廷中心主義の長州藩のためには、はっきりと敵対行為になった。

　薩摩は、幕府をたすけた。

　孝明帝は、そういう薩摩をよろこばれた。皮肉なものだ。朝廷と天皇への恋で死にぐるいしそうになっている長州を、天皇はきらわれた。

　古来、武家と公家の関係は、源頼朝このかた、男性と女性の関係である。双方の心理もそのとおりであった。天皇は、恋で狂い死にしそうになっている長州男子の深情けを、うとましく思うばかりか、憎みはじめられたのであろう。

　それよりも、わけ知りの薩摩紳士に好意をよせられた、とみていい。

　京の郊外で布陣して天皇を恋うあまり狂乱状態になっている旧もとの恋人は、さかんに朝廷に働きかけて「復縁」を迫っていた。

「去年の八月十八日までのお勅語はうそでござるか。うそではござるまい。ぜひ、そのときの状態にもどしていただきたい」

　この復縁運動におどろいたのは薩摩藩で、もし長州が成功すれば、八月十八日以降の勅語の背景になった自藩が没落し、朝敵になってしまう。西郷の活躍は、こういう事情によるものである。

　西郷ら薩摩藩外交官は朝廷に働きかけ、重大なお言葉を、天皇みずからのお筆でとった。

「去年の八月十八日の一件は、関白以下の矯きよう勅ちよくではなく、朕の意思より出たものである」

　さらに、

「長州人入京のこと、よろしからず。この儀もおのおの疑惑なきよう」

　というものであった。

　西郷は、これによって政治的正義を得、反長州派の諸藩に働きかけた。




　西郷は、親薩派の廷臣、中川宮と近衛前関白のもとに日参した。西郷にすれば勅命をもって、

「長州征討令」

　をくだしてほしい。むろん、このばあい薩摩と同腹の佐幕派会津藩も、懸命に宮廷工作をした。

　が、京都包囲中の長州軍も、こういう工作をぼんやりみているわけではない。

　言論よりも恫どう喝かつをもってした。親長派の公卿の口を藉かり、さかんに流説をばらまいたのである。

「刺客を放って、中川宮、近衛前関白をころす」

　というのだ。

　これには、中川宮も近衛前関白もふるえあがってしまい、西郷の論説には納得してもなかなか「長州征討令」を出そうとしない。

　西郷は、大久保への手紙でこぼしている。

「長州加担の堂上が、中川宮及び近衛公を刺し奉るなどの説、相伝わり、例の持病の恐怖症（公卿特有の）が起こり立ち、種々と建言仕候えども、長州追討の奏上行なわせられず、残念の至りに御座候。如何とも致しがたく、血涙を呑みおり候」

　西郷はついに堪えきれず、長州に反感をいだいている十一藩の重臣、留守居役などを三本木の「清輝楼」にあつめ、世論をつくろうとした。

　西郷は、

「もし貴藩等が長州討伐にご反対ならば」

　と、ぎょろりと眼をむいた。

「薩摩一藩にてもつかまつる。追討令のかくも遷せん延えんすること、吉之助、血涙呑むほど残念でごわす」

　このすさまじい演説は、当時、「西郷の血涙会議」ということで諸藩に喧けん伝でんされた。

　この会議の結果、土佐藩と伊予宇和島藩だけが西郷に同調し、三藩合同で、

「このさい、長州を討たざれば、後こう顧この憂うれい、百年にのこる」

　という凄すご文もん句くをかいて上奏した。これが元治元年七月十七日であった。この三藩合同上奏が、朝廷と幕府を征長にふみきらせる起爆薬になった。

　──一方、京都包囲中の長州軍では。

「陳情ついに成らず」

　とみた。おそらく十九日には長州追討令が出ることは必至とみた。

　そこで、西郷が血涙会議をひらいている十七日の同刻限、総司令官である家老福原越後は、各陣地にちらばっている指揮官たちを、男山八幡宮の社務所にあつめた。

　あつまったおもな指揮官は、

　伏見陣地―福原越後、竹内庄兵衛、佐久間佐兵衛。

　嵯峨天竜寺陣地―来島又兵衛、児玉小こ民みん部ぶ、中村九郎、太田市之進。

　山崎天王山陣地―久坂玄瑞、真木和泉、寺島忠三郎、宍戸左馬介、佐々木男おと也や。

　総勢二十余人。

「どうする」

　と、議長格の福原越後がはかった。

「ひとまず、大坂まで撤兵しよう」

　という自重論が、多かった。朝命が出て戦闘すれば、朝敵になる。汚名を千載にのこすことになろう、というのが自重論の根拠であった。




　座敷が染まるほどに、青葉が深い。一座が沈黙すると、蟬せみ時雨しぐれが、堂にみちた。

　自重論は若い者に多い。火の玉といわれた久坂玄瑞でさえ、そうである。

　が、そういうふんいきのなかにあって、来島又兵衛が、ひとり怒号した。

「追討令がなにごとであるか。事ここまで来た以上、そういうものが出るのはもとより覚悟の前だ。諸君は朝敵たることを怖れるか。学問をしすぎた証拠だ。古来、勝った側が負けた側を朝敵とする。日本の習いである。それほど朝敵になるのがおそろしければ、征討令の出ぬまに、先手を打って京に攻め入ればどうだ」

「いや」

　と久坂玄瑞が、反対した。

「朝廷にむけて先手を打つことは、名分の上から望ましくない。第一、いまとなっては幕府や薩摩、会津の戦備がととのってしまっている。当方は後ご詰づめ（予備隊）を必要とする。さいわい若殿（毛利長門守）が兵二千を率いて、近日、海路大坂へ到着される。和戦いずれにせよ、それを待ってからにするがよいから、いまはひとまず兵をまとめ、大坂へ引きあげよう」

「だまれっ、義助（玄瑞の通称）」

　と、来島老人がいった。

「先んずれば人を制す。先手をうたずしてなんでこの戦争ができるか。京にある幕府、諸藩の兵は七万、少なく見つもっても五万」

　又兵衛は、びしっと頬の蚊をたたきつぶし、さらに言葉をついだ。

「わがほうは、二千。敵は今日あすにも部署して三道にわかれて攻めてくる。これをのんびり待っていては討たるるのみ。久坂のいうがごとき、若殿の後詰めとはなにか。わずかに兵二、三千ではないか。焼け石に水とはこのことだ。左様なものをあてにしているよりも、急ぎ奇襲あるのみ。諸君、如何いかん。諸君は戦わぬか。戦わざれば戦わざるもよし。この又兵衛のみが戦う。進襲し、奇襲し、会津陣営をたたきつぶし、松平容保の首を斬り、加茂河原に梟さらしてみせる。おぬしらは」

　涙が、ぼろぼろ頬をつたった。

「東山へでも登って、この又兵衛の働きを見物しておれ、わかったか久坂」

「老人、しかし」

「しかしもくそもあるか。久坂、おぬしは医者坊主の家にうまれた。医者坊主が軍いくさのことがわかるか。戦争のこわいやつはこの場からさっさと逃げてゆけ」

　捨てぜりふをのこしたまま、来島又兵衛は軍議を中座し、天竜寺の本営にひきあげてしまった。

　そのあと、なお甲こう論ろん乙おつ駁ばくがあったが、座長格の福原越後が、長州藩論の事実上の指導者である久留米人真木和泉に意見をもとめた。

「やむをえぬ。来島氏の説にご同意するしかとる道はござるまい」

　と沈痛に答えた。

　勤王家の真木は「京に攻め入るという形は足利尊氏に似てはいる。しかし心は楠木正成であればよかろう」とその主戦論に大義名分をつけたため、長州人はやっと戦いにふみきった。何事にも観念論好きな藩風なのである。




　結局は。──

　天皇の奪とりあいである。

　この点、将棋とかわらない。玉ぎよくをとったほうが勝ちである。

　天皇は詔勅機関にすぎない。これをうばい、擁し、自分の敵方を「朝敵」とし、天下の兵をあつめて討伐し、自分の好きな体制をつくる。

　余談だが、明治維新の戦略的本質もここにある。徳川幕府は、天皇を奪いそこね、薩長土三藩の手に渡してしまったために朝敵となり、天下の兵の袋だたきになってほろんでしまった。

　西郷はこの本質をよく知っていた。かれは格調の高い理想家であったが、同時に現実の本質を知っている。

　──こまごまとした議論よりも、まず玉をとってからのことだ。

　という戦略を実地にまなんだのは、その後の討幕活動の時期にではなく、この長州騒動のときであった。その点、この騒動は、革命家西郷のためには、よき予行演習になった。

「こまごまとした議論よりまず玉をとることだ」

　ということを、長州軍のなかでもっともするどく知っているのは、皮肉にも、革命家でもなんでもない一介の武ぶ弁べん来島又兵衛である。

　だからこそ、かれは、かえって遅ち疑ぎ逡しゆん巡じゆんしている若い革命家の久坂玄瑞、寺島忠三郎、入江九一らを一喝し、

「この場にのぞんでなにをぐずぐずするか」

　と咆えたのである。

　結局、長州軍の軍議は、来島又兵衛にひきずられて、

「京都討入り」

　ということに一決した。むろん、戦争の名分は、

　──君くん側そくの奸かんをはらう。

　ということであった。君側の奸とは、第一に会津藩、第二に薩摩藩。露骨にいえば、この両藩の手から、武力をもって天皇をうばいとる、ということである。

　この点、この騒動の敵味方のなかで、騒動の本質を知りぬいているのは、長では来島又兵衛、薩では西郷吉之助であったといえる。その両者の一騎打ちではなかったか。

　来島又兵衛の人となりについては、何度もふれてきた。蛇だ足そくながら、男山八幡宮での最後の軍議に同席した長州人馬うま屋や原ばら二郎の「禁門事実実歴談」によると、

「僕は思う」

　と馬屋原二郎は語る。

「来島というひとは剛胆果敢な人物だが、そのくせ人に接するときは春風のような和気があり、きわめて思慮ぶかく、一見老吏の風があった。決して世間でいう猪いのしし武者ではない」

　又兵衛の行動は、短刀をもって心臓をえぐりとろうとするところにあったのだろう。

　かくて長州軍は、伏見、山崎、嵯峨の三隊が十八日夜半を期して行動をおこし、同時に禁門にせまる旨、打ちあわせた。

　奇襲であった。幕府は誤算した。長州藩の行動開始は十九日と見、その日を期し、戦備をととのえた。

　その数、五万である。帝都の内外にこれだけの戦闘員があつまったのは、室町末期の応おう仁にんノ乱いらいのことであった。




　幕府はさらに誤算した。

　この作戦は、やがては十五代将軍になる禁きん裏り御守衛総督の一橋慶喜が立てた。慶喜は、識見といい、度胸といい、謀才といい、当時、

「家康以来の才物」

　といわれた人物である。

　かれはいろいろな情報をもとにして、長州軍の主力は伏見の福原越後隊であるとみた。

　むりもなかった。

　伏見の主将福原越後は長州藩の上席家老なのである。しかもその率いる部隊は家中の上士をもって組織されている。「選せん鋒ぽう隊」といった。五百人。

　上士だから強い、この部隊がおそらく主力であろう、これさえ破ればよい、と慶喜はみた。

　ところが逆であった。徳川三百年の泰平は、江戸の旗本だけでなく、各藩の上士をなまくらにしてしまっている。竜馬はかつて土佐藩の上士について「代々高禄に飽いている階級にはろくなものがいない」といったことがある。長州藩でもかわらない。臆病で柔弱でこらえ性しようがなく、庶民階級出身の奇兵隊などから、

「また負けたか選鋒隊」

　などとあなどられている連中であった。

　ともあれ。

　家康の再来といわれている慶喜は、長州軍の最弱部隊が駐屯する伏見方面を重視し、これを主決戦場とみて、幕府側の最大、最強の兵を布陣させた。

　すなわち会津、桑名藩をもって主力とし両藩兵を九条河原に置いた。

　監軍は蒔まき田た相模守とし、その手もとに新選組、見廻組を置き、鴨川勧かん進じん橋西詰めに布陣。

　家康以来、徳川軍の先鋒という慣例になっている彦根藩は桃山に。

　最前線には、大垣藩をおいた。

　大垣藩を最前線においた理由は、戸田氏十万石の小藩ながら、この藩が当時西洋銃をいちはやく取り入れ、洋式訓練をし、しかもその兵制改革者である家老小原鉄心（仁兵衛）は天下の名将とされていたからである。

　さて。──

　伏見の長州軍が、行動を開始して伏見長州屋敷を進発したのは、十八日の夜半十二時である。

　先頭には鉄砲組二十人。

　それに槍組三十人がつづいてこの五十人が先鋒。この五十人は例の弱兵の「選鋒隊」ではない。福原がわざわざ嵯峨方面の来島にたのんでまわしてもらった精兵である。多年、志士活動をしてきた太田市之進が指揮をとっていた。

　これに中軍がつづく。中軍は鉄砲組二十人に抜刀隊がこれにつづき、中央に総大将福原越後が、風かざ折おり烏帽子に胴どう巻まき、陣羽織といういでたちで馬上。

　参謀がこれにつづく。その参謀の背後に大砲が二門、がらがらと車輪の音たけだけしく曳ひかれてゆき、大砲のあとには抜刀隊、殿軍しんがりが槍組二十人。

　軍は、伏見街道を北上した。

　旗は、名筆家の福原の筆蹟で、尊王攘夷、高こう良ら大明神、香取明神と大書したものが、夜風にひるがえっている。




　長州軍福原越後隊が、伏見街道の森に達したとき、幕軍先鋒の大垣藩兵と接触した。

　大垣藩は関所を設けている。

「なにごとぞ」

　と誰すい何かすると、長州軍先鋒の太田市之進は馬上、鞭むちをかついで、

「長州軍、罷まかり通る」

　とのみ言い捨て、ゆうゆう押しとおってしまった。そのあとに長蛇の隊列がつづく。

（幕府、くみしやすし）

　とおもったであろう。

　が、長州人のみが人ではない。藤ノ森の大垣藩陣屋に、藩将小原鉄心がいる。

　小男で、奇きつ怪かいな容貌をもっていた。具足もつけず平服の胸もとをひろげて、風を入れている。伝令が急報しても、

「ああ、きたか」

　と、床しよう几ぎからうごこうともしない。

　かれには、秘策がある。まず通しておいて油断させねばならない。

　陣地のすぐむこうに筋すじ違かい橋がある。

　長州軍はそれを渡り、渡りおわったときに小原鉄心は床几を立ち、かたわらのかがり火のなかから燃えさかる薪まきを一本とりだし、

「よおっ」

　と、天空高くほうりあげた。

　それがかねての合図であった。藤ノ森の林のなかに伏せていた大垣藩自慢の銃隊が、路上を全速でかけだし、橋のたもとで散開するや、長州軍の背後にむかって一斉射撃をくわえた。

　橋のむこう側の土手のかげにも、鉄心が埋めておいた銃隊、槍隊がいる。

　それらが長州軍の脇っ腹を攻撃した。

　たちまち、長州軍が混乱した。

　砲に弾をこめる者、やみくもに銃発する者、槍をもって敵陣へ駈け入る者、自軍へ逃げこんでくる者、もはや、指揮も行きとどかない。

　最強という先鋒隊は二、三丁むこうに前進してしまっていたが、急を知って駈けもどったときは、中軍は崩れはじめていた。

　中軍は、弱い定評のある選鋒隊である。

　太田市之進は、自軍のなかに馬を駈け入れ駈け入れ、抜刀して、

「逃げるな、逃げる者は斬るぞ」

　とどなったが、いったん崩れたった足というのはどうにもならないものだ。

　そのうち馬上の福原越後が、銃丸であごを射ちぬかれてしまった。

　ついに、総退却令がくだった。太田はなおも退却に反対し、乱軍のなかで少数の兵をまとめて進撃しようとしたが、進出してきた新選組、彦根、会津らの兵にはばまれ、ついに四分五裂した。

　この戦闘の銃声、砲声は、京の御所にもきこえ、一橋慶喜は、いそぎ参さん内だいした。かれのこの日のいでたちは、紫裾すそ濃ごの腹巻の上に、白羅ラ紗シヤに黒の葵あおい紋もんをつけた陣羽織をはおり、熊の毛の尻しり鞘ざやをかけた黄こ金がね作りの太刀をはき立烏帽子に紫練ねり綾あやの鉢巻をしめ、小袴のすそをたくしあげて、御前近くへ進んだ。

　公卿はみな、度をうしなっている。天皇は勅語を発せられた。

「いそぎ、誅伐せよ」

　対長州戦は、このときからはじまる。




　ばくちでいえば、幕軍は、

「目をすった」

　というところであろう。敵情判断をあやまったのである。

　伏見の長州軍に主力をそそいでいるうちに嵯峨天竜寺の長州軍が、月下の京都市内にゆうゆうと入ってきたのである。しかも、足もとに来られるまで、幕軍は気づかなかった。

　この方面の長州軍総帥は家老国司信濃で、事実上の総指揮者は、来島又兵衛であった。しかも兵は、長州藩のなかでも奇兵隊とならび、最強といわれる遊撃軍が主力を占めていた。さらに決死の浪人志士も多数くわわっている。

　かれらは、午前二時に天竜寺本営を出発した。

　総帥国司信濃は二十五歳の若い家老で、風折烏帽子に大和錦の胴着、先祖伝来の萌もえ黄ぎ縅おどしの鎧よろい、それに白しろ絽ろの陣羽織の背に雲をつかむのぼり竜をえがいたものをはおり、馬上をゆられてゆく。

　軍の先頭には、

「尊王攘夷」

「討薩賊会奸」

　などののぼり、旗が、十八日の月光をあびて沖ちゆう天てんに舞いすすんだ。

　途中、帷子かたびらノ辻で、二手にわかれた。

　一隊は国司が指揮し、烏からす丸ま通どおりをとおって御所中なか立たち売うり御ご門もんへ。

　一隊は、この騒動の最初からの主役であった来島又兵衛老人がひきい、兵四百。これは長者町通を御所へすすむ。御所付近の護王神社の前に達すればさらに二隊にわかれ、一隊は児玉小民部がひきいて御所下しも立たち売うり御ご門もんへ、──一隊は来島の指揮で蛤御門にすすむ予定であった。

　さて、国司隊のほう。

　中立売通までくると、背後のほうで武者多数が駈けるらしい足音が、とどろにきこえてくる。

「敵か味方か、走ってみてこい」

　と国司は命じた。

　斥候数人が走った。すぐひきかえしてきて、

「一橋勢でございます。禁裏へ守護に参ると申しております」

「うむ、禁裏守護と申すか」

　若い国司は昂奮して、いささか芝居がかっていた。

「御所に行く途中を討つのは大義ではない。避よけて通せ」

　合戦である以上、敵と遭遇すればただちに戦闘をはじめるべきだが、そういう悠長なことをして見のがしてしまっている。このあたりまでは、儀式化された武士道が生きているといっていい。

　このころ一橋勢は、いそぎ参内する慶喜を守護してきたもので、慶喜の後日談でも、この長州斥候を目撃している。

　深夜の町を、白鉢巻に甲冑を着た者が二人抜き身の槍をもって駈けてくる。一丁ばかりゆくと、同じ姿の者がまた二人走ってきて通りすぎた。見送りながら慶喜は内心、

（これは会津藩の偵察であろう。なんと機敏な働きよ）

　とたのもしがったが、あとでそれが長州藩の偵察兵だとわかった。どちらもどちらというところであろう。




　御所には、国司隊が先着した。

　がすでに、正面の中立売御門は、筑前黒田藩と一橋兵がまもっている。長州軍の殺到をみるや、ばらばらと射ちかけてきた。

　当たらない。

　国司信濃は馬上で金の采配を大きくふり、

「たしかに敵から発砲した。御所の御門とはいえ、もはや遠慮はいらぬ。射て」

　と射撃命令をくだした。

　はげしい銃戦がはじまり、やがて国司は手もとの抜刀隊を叱咤した。

「駈けよ。残らず斬りたおせ」

　一令のもと、みな、わめきながら駈けた。かつて京洛に出没した生き残りの勤王浪士が多い。

　激突し、接戦になった。

　まず、一橋兵はささえきれず、一条通へむかって退却した。筑前兵はほとんど剣をまじえずに闇のなかに四散してしまっている。筑前黒田藩は長州への同情藩だったからであろう。

「それ、御門をおしひらけ」

　とむらがって塀をとびこえ、閂かんぬきをはずして全軍乱入した。

　ここで二手にわかれ、一手はどんどん進み、中立売御門の南の烏丸邸の裏門から邸内に侵入し、さらに日野邸の正門をひらき、御所の唐から門もんの前に出た。

　この唐門は、幕軍最強の会津藩兵がまもっている。銃身、槍の身が月明にきらめき、篝火が燃え、提灯が群れひしめいていた。

　その提灯の定紋をみたとき、長州兵全員は頭髪がさか立つおもいがした。会津藩こそ、長州にとって仇敵の藩である。「その肉を啖くらうべし」というほどに憎んでいる。とくにこんどの大挙上洛の直接動機になったのは、会津藩に所属する新選組の池田屋斬り込み事件であった。その報復が動機ではなかったか。

　余談だが、長・会の衝突は池田屋が最初、ついでこのときで、三度目が、長州軍が官軍となってのちの会津若松城攻めである。この若松城攻めのときも、藩主松平容保が謹慎しているのにもかかわらず、長州が、

　──殲せん滅めつさせたい。

　と主張して、ついに攻撃し、落城せしめ、白虎隊の悲劇などもひきおこした。池田屋ノ変からはじまった長州人の会津人への憎悪はすさまじいものであった。会津人もまた長州人を憎み、若松城の攻防戦のときも、捕虜になった長州人の斥候が、頭に五寸釘をうちこまれて殺された。憎悪がかさなると、もはや相手を人間だとおもえなくなるのであろう。

　さらに余談だが、会津は維新のときに長州のためにむりやりに「賊軍」の立場においこまれ、明治、大正と肩身せまく送り、昭和三年、皇弟秩ちち父ぶの宮みや雍やす仁ひと親王が、容保の孫にあたる松平勢せ津つ子こをむかえて妃とされたとき、会津若松市では盛大な提灯行列をやり、老人たちは「これで維新以来の恩おん讐しゆうを解いていただいた」と狂喜した。たかがそういうことで狂喜せねばならぬほど、会津人の感情は歪ひずんでいた。すべて原因は幕末にあるといっていい。

「あれは、会津ぞ」

　と、国司信濃は、馬上でおどりあがって攻撃を命じた。




　長州と会津は、唐門前で激突した。

　当時、天下で藩兵の最強といわれている藩は、まず薩摩、会津である。これに土佐、長州が加わり、四大強藩といわれていた。

　長州兵の利点はある。すでに馬関海岸での経験で戦闘に馴れていた。

　機敏に戦場付近の地物を利用し、とくに日野邸の塀を臨時のトリデとし、ここから銃口を出して射撃する一方、会津兵のひるむすきに、抜刀隊、槍隊の突撃をくりかえした。

「兵勢猛烈」

　と、会津側の記事にある。会津兵はばたばたと倒れ、砂上に血が散り、飛弾を避けようとすれば抜刀隊に斬られ、守備をすてて退却する以外、手がなくなってきた。

　そこへ、戦線巡視中の幕軍総大将一橋慶喜が兵四百をひきいて駈けてきた。

　慶喜、のちに十五代将軍になる人物は、

　──調練好き。

　というあだなをもらっているほどに、軍隊指揮のすきな男である。家康の再来といわれているだけに、ただの男ではない。

　会津兵の敗色をみるや、

「何ごとぞ。この門、御居間に近い」

　と叱咤し、さらに自分の手兵にむかってはげしく采配を振り、

「総隊かかれ」

　と下げ知ちした。

　が、大将の意気はさかんでも、慶喜の一橋家の家来は、文弱で定評がある。かかりきれずにひるんだ。

　それを長州軍のなかで見ていたのは、馬上の国司信濃である。馬をあおって自軍の銃隊まで駈けてゆき、

「あれが一橋ぞ。馬上、馬上。あの馬上の大将を撃て」

　と火のつくように命じた。戦闘中、長州兵も錯乱している。聞こえない。きこえた者だけが二、三人、あわてて弾をこめ、慶喜をねらおうとした。

　そこへ、慶喜の直接指揮ではげまされた会津の槍が、死兵となって突っこんできた。さらに一橋兵が参加し、長州兵の銃口の前ですさまじい白兵戦がおこなわれた。

　照準できない。

　やっと撃った。そのうちの一発は、慶喜の股をすれすれにかすめて、乗馬を傷つけた。

　が、慶喜はたくみに手綱をさばいて馬をおどろかさず、さらにはげしく指揮をつづけたから、長州兵は次第におされはじめた。

　そのときである。

　蛤御門の方角にあたって、ときの声、砲声剣戟の音が一時におこった。

　国司隊と護王神社の前でわかれた来島又兵衛二百の隊が、蛤御門に討ち入ったのである。

　その直後、下立売御門でも大小砲が一時に雷鳴した。これは児玉小民部指揮の兵二百が御門に突撃した音であった。

　又兵衛は、大おお掛かけ矢やをもって蛤御門を粉砕させ、先登、長槍をきらめかせて突入した。

　門内には、会津兵が、戦列を布しいている。藩将は、のち鳥羽伏見の戦いで死んだ林権助であった。

　銃声、一時に鳴り、その硝煙のなかで又兵衛は悪鬼のごとく荒れた。




　ここで、薩摩軍に触れてみたい。

　この蛤御門ノ変で最大の戦功をあげたこの藩は、じつは部署が、ここではなかった。

　一部は御門守備にのこし、主力は西へ行軍して嵯峨天竜寺の長州軍をおさえるように命ぜられていた。

　出発は、未明である。

　現い今まの京都大丸の裏あたり、錦小路に面して薩摩藩邸があった。

　夜半、ここで藩兵が集合し、諸隊の部署がさだめられた。

　嵯峨ゆきの幹部将校は、大将が島津備後、その参謀団として家老の小松帯たて刀わき、側役西郷吉之助、軍役奉行伊い地じ知ち正治がくわわり、先鋒の人数を、一番隊、二番隊、三番隊と区分した。

　西郷は、大げさな武装はせず、旅に出るようなかっこうをしていた。

「伊地知どん、そろそろ出発し申もそか」

　と大きな腰をあげたときは、東天はまだ暗かった。いかに俊敏な西郷でも、めざす嵯峨天竜寺がすでにからになって、長州兵がいま市中を御所にむかって進軍しつつあることを知らなかった。

　藩邸の玄関前、門前、路上には薩摩兵がひしめきあい、提灯、たいまつの灯ひが、群れの頭上にある。

「祭りが如ごたる」

　と西郷がいうと、みながどっと笑った。西郷は伊地知をふりかえり、

「さあ伊地知どんナ、どんどん押し出し申もそ。二に才せ衆ナ、逸はやり申もしてどもならん」

　といいながら、隊の前へ歩きだした。風呂敷包みを一つさげている。弁当でも入れていたのであろう。馬には乗らない。薩摩は戦国以来、騎馬をあまり用いず、歩兵戦闘をおもにしていた。そのため、大将のほかどの幹部も徒歩であった。

　やっと隊列が動いたが、道幅がせまい。ごったがえして容易に進まないのである。

　このため、西郷とともにゆく先登が四条通を経て烏丸通に出ているのに、まだ後方は藩邸を出ない。

　そのとき、御所の方角にあたってにわかに砲声がきこえたのである。

「アヤ（あれは）、なんぞ」

　と全軍立ちどまるうちに、北方の砲声、銃声はいよいよはげしくなってきた。

　──長ちよう人じん、討ち入ったか。

　とこうなれば、たれの胸にもわかった。

　そこへ乾いぬい御門を守っていた同藩の者が伝令として駈けこんできて、「長州が逆さか寄よせしてきた」と伝えた。

　すぐ、西郷らは全力を御所にむけることに決し、一番、二番、三番の順で、それぞれ北にむかって駈けさせた。

　西郷も三番隊とともに駈けてゆく。三番隊長は柴岡竜五郎（景綱、維新後兵部省などに出仕したがほどなく隠退）であった。

　御所に近づくと、すでに各御門で乱戦がはじまっている。

　と、そのとき、にわかに隊を離脱してまっさきに駈けてゆく数人があり、

「抜け駈けは軍令違反ぞ」

　というと数人、ふりかえって笑い、

「この期ごにおよんで軍令どころか」

　と走り去った。このなかに、中村半次郎（桐野利秋）、篠原冬一郎（国くに幹もと）らが入っている。




　長州軍は、諸門で死力をふるった。

　が、蛤御門攻撃の来島又兵衛とその隊士二百人がもっともすさまじく、防戦側も、主戦場をこの御門にせざるをえなくなった。

　この騒乱を、のちに「禁門ノ変」ともいい、「蛤御門ノ変」ともいうのも、このためであった。

　とにかく、又兵衛。

　陣羽織だけでなく、立烏帽子までも血しぶきがかかるほどに、つねにかれは敵中で馬をまわしていた。

「掛かれえっ」

「掛かれえっ」

　と絶えまなく叫びながら、長槍をふるい、会津、一橋兵のなかへ突き入れてゆく。

　そこへ下立売御門を破って乱入した児玉小民部の兵二百が加わったから、一橋兵はもろくも潰走した。

　会津兵のみは戦場に踏みとどまったが、銃弾でたおれる者が数知れず、藩将一瀬伝五郎、林権助が血槍をふるって必死に督戦しても、兵の足が浮き立ってどうにもならない。

　そこへ国司信濃の隊も駈けつけて来島に合流した。会津側はもはや防ぎきれず、どっと崩れた。

　それら守備側の諸藩の兵が、門内で逃げまどい、同士討さわぎさえおこった。

　来島らは、さらに進んだ。

「御所の内ない庭ていへ」

　というのが、目標であった。天子をうばい奉って、長州へ動座していただく。それ以外に「朝敵」であることからまぬがれる道はない。

　もはや、来島も国司も児玉も、半狂乱になっていた。

「進め、御座所はどこぞ」

　と、来島は進んだ。

　当の御所のうちでは。

　天子は、常つね御ご殿てんにいました。戦況が蛤御門まで進んだころには、銃弾が常御殿の軒端にあたって、戛かつ々かつと鳴った。

　公卿たちは、衣い冠かんの上にどういうわけかタスキをかけて、東西に駈けまわっているが、いずれも顔色なく、なかには床下にもぐりこんでいる公卿もあった。

　総大将一橋慶喜の身動き、処置はじつに機敏で、常御殿に駈け入り、天皇に拝謁し、かつ動揺する公卿をどなりちらしておさえた。公卿たちのほとんどが、銃声、討入りに度をうしない、長州をゆるせ、長州をゆるせ、とわめきまわっていた。

「戦さは勝っておる。御所に乱入する不届きの賊をゆるすことがあるか」

　と、慶喜は、怒号した。

　かれは、朝廷が恐怖のあまりこの戦況下ににわかに長州を是ぜとする勅語を出しかねぬことをおそれていた。そうなれば、幕軍は万事休すである。

　そのため慶喜は、会津藩主松平容保、桑名藩主松平定さだ敬あきのふたりを監視役として常御殿の縁の下にすわらしめた。

「わしは出て指揮をする。そなたらはそこを動くな」

　とかたく命じ、ふたたび戦場に駈けもどったりしている。




　来島又兵衛の奮迅で、長州軍は蛤御門の一角を占領した、といっていい。

　すくなくとも。

　その直後に薩摩軍の主力が、戦場に到着しなければ、である。

「我おいが一番槍をやっち呉くるる」

　と、薩軍、桐野、篠原ら、のちに西南戦争の将領になった若者たちは、すねを宙に回転し、息を荒らげ、とぶようにして駈けた。

　こんな戦士意識の強烈な士風の藩はない。

　地理的に、日本列島の西南隅にいてしかも一藩鎖国をとっているために、戦国の士風をそのままに温存しているといっていい。

　遠くおもえば、秀吉、家康の二代にわたって、薩摩の島津はこれらの支配者が政権をとる時期に反抗し、しかも領土をとりあげられずに安あん堵どされている。兵馬の強さを、怖れられたのである。

「石シー曼マン子ズ」

　ということばが、秀吉の朝鮮ノ役のとき、明軍や朝鮮軍のあいだで、流行した。

「島津」

　である。その兵を、かれらは疫やく病びよう神がみのようにおそれた。

　肥前平戸の殿様で、随筆をかくことがすきだった松浦静山侯の著書「甲かつ子し夜や話わ」に、

「薩摩には野郎という会がある」

　と、こういう話をかいている。

　若者が、酒宴をする。一座の中央に、天井からひもを垂らして、鉄砲を水平にぶらさげておく。銃口は、各自の胸にあたっている。

　やがて宴たけなわになると、鉄砲の火縄に火をつけ、ぐるぐるまわす。

　火縄が燃え、やがて火ひ皿ざらにうつると、ぐわぁん、と銃は轟ごう発はつして、自動的に弾がとびだすようになっている。

　たれに当たるかもわからない。

　それでも平然と酒を飲み、うろたえる者をいやしむという試し胆たん会かいであった。

　またこの国には、独特の剣法がある。一藩これを修練している。世間では示じ現げん流りゆうという。薩摩では「お国流」という。

　構えは、ふつう剣術でいう八はつ双そうの構え一つしかない。しかも八双の構えのような柔軟な姿ではなく、腕をぐんとあげ、剣尖をたかだかと天に突きあげて、股をひらく。ひらくや相手にむかって、

「きゃあーっ」

　と絶叫する。異様な声で、他国人はこの声を「猿えん叫きよう」とよんだ。猿が、絶叫しているとしかきこえなかったのであろう。

　撃つところも、面、籠手、胴、というようなものではない。左ひだり袈げ裟さ、右袈裟のひと手である。敵にむかって全速で走りながら、左右交互に斬ってゆく。

　受け太刀はない。防禦というものはなくひとすじの攻撃である。太た刀ち打ちはすさまじく、薩摩の示現流に斬られた死体は、惨としてひとかたまりの肉塊に化するほどにむごい。

　いま戦場へ駈けつけている中村は、ほんのすこし前まで京洛のちまたを横行し、いわゆる暗殺をやり、

「人斬り半次郎」

　といわれた男である。その抜き打ちの一撃を受けとめうる者は、まずない、といわれた。

　薩摩軍は、そういう集団である。




　空が、碧あおい。

　すでに夜は明けはなれている。

　元治元年七月十九日の朝の日が、蛤御門のまわりの砂を焼きはじめた。

　会津、一橋兵を追いちらした来島又兵衛が乾御門の方角をみたとき、さすがに色をなした。

「薩賊じゃ」

　手綱をとりなおして馬首をめぐらしつつ、四方に散らばっている銃隊をかきあつめようとした。

　一方、乾御門からなだれこんだ薩摩軍は、逃げまどっている一橋勢をどなり、ののしり、篠原冬一郎などは、自軍を押しのけて逃げようとする一橋兵をふたつ三つなぐりつけてから、声をはげまし、

「薩摩が加勢し申もす。気を取りもどしなセ」

　といったりした。薩摩軍の来着は、一橋勢の潰走をふせいだ。会津兵も喜色をうかべ、すぐ攻撃に転じはじめた。

　このため長州軍は、前後左右に敵を受けることになった。

　が、馬上の来島は屈せず、よく遊ぶ悪童のような元気さで、

「薩賊を討て。みなごろしにせい」

　と、采配をふりつつ、銃隊を叱咤した。

　薩軍には、大砲が四門ある。

　それを乾御門からごろごろ引っぱってきたのは、黒木七左衛門らであった。この若者はのち日露戦争のとき、第一軍司令官として鴨おう緑りよつ江こうから奉ほう天てんまでの全戦闘に参加した黒木為ため楨もとである。

　かれらは、砲口から砂袋を詰め、

「おいが撃つ、みな斬り込むがよか」

　といい、頃を見はからって点火した。轟発して砂が長州軍に飛び、さらに一門、一門と砂を噴きだし、天地は濛もう々もうたる景況になった。

　目つぶしである。このため長州軍の戦闘力が一瞬萎なえたとき、

「きゃあーっ」

　と例の示現流の「猿叫」がどの薩摩人ののどからもほとばしり出、みな剣尖を天にあげて砂煙りのなかにおどりこんで行った。

　桐野もゆく、篠原、柴山もゆく。生麦事件の主役だった奈良原喜左衛門もゆく。

　竜馬の神戸塾に、薩摩藩からの委託生として入っていた伊東祐亨も、すでに自藩にもどっていてこの群れのなかで駈けていた。野津道みち貫つらもいた。日露の第四軍司令官である。

　西郷は、砲のうしろで、全軍を指揮している。かれの横には、補佐役として、税さい所しよ長蔵がいた。西郷、大久保とともに当時「薩摩の三傑」といわれた男で、維新後篤あつしといい、子爵になっている。

「西せ郷ごどん、馬ン乗んなされ」

　と、指揮に便利なように馬に乗せた。

　それを乱戦のなかから遠望していたのは、来島又兵衛である。

「あれが、薩摩の大将じゃ」

　と、銃兵五、六人をよびあつめ、照準させ、射撃させた。

　数弾、西郷の馬にあたり、その一弾は西郷の足にあたって、落馬した。




　馬からずり落ちて、西郷は大きな尻餅をついた。笑いながら、

「谷に落ちたごつある」

　と起きあがった。自分の負傷をいわない。軽傷だからでもあるが、こういう場合、傷をうけたということが全軍に伝われば、かならず誇大にひびき、士気にかかわるということを西郷は知っている。

　尻のほこりをはらいながら、

「正之進どん」

　と、すぐ眼の前で銃を操作している若者をよんだ。眼のよく動く機転のききそうな小男で、川かわ路じ正之進といった。のち、警視庁の初代大警視になった川路利とし良ながである。このころ、桐野とともに西郷に愛されていた。

「あン男は大将と見ゆっが、何者じゃ」

「来島又兵衛でごわンど？」

　と、川路は弾をこめながらいった。西郷はのびあがりながら、

「ああ、あンひとが来島又兵衛どんか。あれは戦ゆつさに強か。あンひとがおらるるとじゃけん長州はなかなか負けんごつある」

　とつぶやいた。

　川路は、内心うなずいた。敵将来島を斃しさえすれば長州は潰走する、あれを撃て、と西郷は命じているのだ、と察した。この時代は、意思の交換はたいてい、こういうやりとりでおこなわれる。

　弾を込めおわると、川路は機敏に走り、門のかげに駈けこむや、膝打ちの姿勢をとり、息をひそめた。

　来島のまわりには、味方の薩摩、会津、一橋の兵が斬りかかっているから、容易に照準できない。

　川路は、根気よく撃発の機会を待った。

　又兵衛は、この川路の銃の照星のむこうで大あばれにあばれている。その背後に、

　尊王攘夷

　討薩賊会奸

　高良大明神

　などののぼりがひるがえっているが、あちこちで戦っている長州兵も疲れきっていた。しかも敵は数倍の人数にふくれあがっており、銃弾、刀槍にばたばたと倒れてゆく。

　又兵衛は、薩摩兵を突き伏せて馬頭をめぐらそうとしたとき、川路正之進の照星のむこうに、ぱっと空がひらけた。

　その七月の空を背景に、又兵衛の姿が大うつしにあらわれ、ゆっくりと動いた。

（いまだ）

　川路の指のなかで、引ひき鉄がねが落ちた。轟然と弾がとびだした。

　弾は馬上の来島又兵衛の胸をつらぬき、さすがの又兵衛もこれにはたまらず、鞍くら壺つぼからはねあがるや、まっさかさまに落馬した。

　又兵衛は槍を杖に起きあがろうとしたが、力がない。

「これまでか」

　と大声でつぶやき、駈け寄ってきた甥の喜多村武七に、

「武七、介錯。──」

　と命ずるなり、槍をさかさに持ち、わがのどを突いて息が絶えた。

　武七は又兵衛の首をとり、力士隊がその胴をかつぎ、発砲しつつ退却した。

　この瞬間から長州軍の潰走がはじまる。同時に長州人の西郷へののろいも、このときから出発している。




　長州軍は潰滅した。

　その敗走した直後に戦場に到着したのは、家老益田右衛門介のひきいる山崎陣営の隊である。

　作戦とはおもうとおりにいかない。嵯峨、伏見、山崎の三軍が、同時に御所に到着して突撃すれば、非常な力を発揮したであろう。

　が、ばらばらに戦場についた。

　各個に撃破されるはめになったのである。

　この益田隊には、もっとも多くの土佐脱藩浪士がいた。

　まず、中岡慎太郎がいる。これは参謀長格の真木和泉とともに本陣に属し、長州の久坂玄瑞らとともに作戦にたずさわっていた。

　浪士組を、忠勇隊という。この忠勇隊のなかにいる竜馬の知人の土佐人をひろうと、

　那須俊平、五十八歳

　上岡胆治、四十二歳

　尾崎幸之進、二十五歳

　柳井建次、二十三歳

　中平竜之助、二十三歳

　伊藤甲之助、二十一歳

　などである。

　上岡胆治は、さきに天誅組首領として大和で討死した吉村寅太郎の妹お光の亭主であり、那須俊平老人は、おなじく天誅組幹部であった那須信吾の養父である。

　あわれな話がある。

　那須信吾が、さきに、土佐藩参政吉田東洋を高知城下帯屋町の辻で斬って国もとを退転したとき、山里の檮ゆす原はら村に住んでいる那須俊平は、なにも知らなかった。

「婿どのには、そんな志があったのか」

　と、がく然とした。たいへんな婿をもらったとおもったであろう。

　もともと俊平は、貧乏郷士である。それに檮原村というのは米のとれぬ土地で、ひえや粟ばかりを食っている。ひとり娘の養子をさがすについても、みな尻ごみするような家であり、村であった。

　そこへ縁あって佐川盆地に住む浜田宅左衛門の次男信吾が来てくれた。信吾も貧に馴れている。かれの生家はたったの二人半扶ぶ持ちで、信吾のオイの顕助（のちの伯爵田中光顕）が語って速記させた「維新夜話」によると、「米の飯など年に二、三度食う程度で、年中、麦やきびや芋などをめしにまぜて食うた。灯火も、油を買う金がない。山へ行って木を切り、それを焚いてあかりのかわりにした。肥こえ桶おけをかついだり唐から芋いもをうえたりして、百姓仕事をした」というほどだった。

　信吾が養子にきて、家つきの為代とのあいだにふたりの子がうまれたかと思うと、暗殺、脱藩である。

　俊平はなげき、下手な歌をよんだ。「妻つま子こをも捨つるためしは武士もののふの、ならひと聞けど袖は濡れけり」

　嘆くうち、やがて思いあきらめて、孫の教育に老後を送ろうとおもい、こういう歌もよんだ。

「残し置く二人の孫を力にて、老いぬることも忘れぬるかな」

　ところがこの老人は血気が多かったのであろう。ほどなく娘も孫もすてて婿殿のあとを追い、脱藩して長州へ奔はしってしまったのである。時代の奔流はこういう老人をさえ駆りたてて渦のなかに投じようとしている。

　その俊平が、敵へむかって駈けた。




　この山崎からきた長州軍は、堺町御門のそばの鷹たか司つかさ屋敷にもぐりこみ、これを「城」として、四方の幕軍に対して発砲した。

　敵は多数、味方は小勢なため、もはや籠城戦をやる以外、手がなかったのである。

「ねずみが、穴にもぐったようじゃ」

　と、長州人の意気地なさをふんがいしたのは、浪士組の忠勇隊である。

「押し出していさぎよく死のう」

　とさわぎたてた。事実、このまま籠城をつづけておれば、敵の砲弾、銃弾のためにことごとく死んでしまう。敵弾は、横なぐりの夕立のように邸内にふりそそいでいる。

　忠勇隊の土州人尾崎幸之進は、

「わしとともに行く死士はおらんか」

　と大声でどなると、付近にいた浪士はことごとく参加した。二十余である。那須俊平老人もまじっていた。

　一同、表門をひらいてどっと押し出した。

「一番槍ぞ」

　と尾崎は叫びつつ、長槍をまわしてまっさきに駈け、那須俊平はそのあとを駈けた。

　右は鷹司邸の土塀、左は九条邸の土塀で、そのむこうに仙せん洞とう御所がある。

　その仙洞御所のほうから押してきた越前、会津の兵と、かれらは剣、槍をきらめかせて激突した。

　死にものぐるいで戦ったが、敵は彦根兵が駈けつけてきたために数倍になり、わずか二十数人の浪士は、なぶりもののようにしてつぎつぎと殺された。

　尾崎と那須老人はたがいにかばいつつ戦っていたが、尾崎の槍が長すぎて意のままに働けない。尾崎は土塀に長槍をもたせかけ、刀をぬいて槍をみじかく切り、

「老人、これで手槍になった」

　と笑ったのが、尾崎幸之進のこの世での最後の言葉になった。

　そのまま敵中に突き入り、全身、膾なますのように斬りきざまれて闘死した。

　俊平老人は、尾崎の突入とともに駈け入り、乱軍のなかで手槍のみごとな芸をみせた。

　さすが、村道場の師匠とはいえ、槍でめしを食ってきた男であった。敵を突き伏せたかとおもうと、すばやく繰りこみ、繰りこんだ勢いで背後の男を石突で倒し、さんざんにたたかったが、不覚にも土塀ぎわの小こ溝みぞに足をとられ、わっと四ツ這いになった。

　そこへ越前藩士堤市五郎が、槍をしごいて突きかかった。

　市五郎は、槍の名手である。俊平は疲れてもいた。かわしぞこね、胴を串刺しにされ、地を掻いて事切れた。

　討った市五郎は越前藩でも聞こえた俊才で、維新後、正まさ誼よしと改名し、新政府に召し出され、福井県権大参事、侍従長、宮内次官、宮中顧問官などを経、男爵をさずけられている。

　歴史を作ったのは、堺町御門内の砂の上で死んだ無名の俊平老人なのか、大正十年、八十八歳の長寿を全うして病歿した男爵堤正誼なのか。どちらであるかは、歴史の永久の課題とするに足るだろう。俊平の手槍は、堤家に保存されている。




　この鷹司邸に籠城した長州軍の最期は悲惨をきわめた。

　久坂玄瑞は、屋敷の主人である鷹司政まさ通みちに嘆願しようとして弾丸の飛びちがえる邸内を駈けまわった。

　政通、さきの太政大臣である。七十半ばを越している老人で、かつては長州の同情者であった。

　その政通は、いそぎ参内しようとしていた。久坂は廊下で平伏し、嘆願した。

「われわれは御所に暴を働くつもりで参ったのではござりませぬ。嘆願の筋があって参ったのでござりまする。殿下、殿下、御参内あそばされるならば、ぜひぜひお供をさせてくださりませ」

　お願いでござる、お願いでござる、と若い久坂は擦りより擦りよりして泣きながら、政通のすそに取りすがったが、政通は大きな眼をぽっかりひらいて、無言のままであった。

　やがて裾すそをはらって、逃げるようにして去った。政通にすれば、正直なところ、長州人の天子に対する「悪女の深情け」がこわくなったのであろう。

　このあと、久坂は、さんたんたる戦況のなかで自殺している。

「殿を朝敵にしてしまった以上、もはや国に帰れない」

　といい、松下村塾の同窓であった寺島忠三郎とともに、邸内の局つぼねを借りて、大刀を抜きあい、刺しちがえて死んだ。どちらも、撃剣用の胴をつけ、鉢はち金がねを巻きこんだ後ろ鉢巻といった軽装だった。

　おなじく同窓の入江九一は、久坂と寺島から説得され、この始末を国に報告すべく邸内を脱出しようとした。

　幕軍は、ひしひしと邸を取りかこんでいる。

　入江は陣笠のひもを締めなおし、槍をとって駈け出し、小門をとび出した瞬間、そこに伏せていた越前兵の槍がのびて、眼と眼のあいだを、ぐわんと突かれた。

　眼球が、二つとも飛び出し、あおむけざまにひっくりかえった。ほどなく邸内で絶命している。

　幕軍の総指揮官一橋慶喜は、鷹司邸の長州人が死にものぐるいになって抵抗するのをおそれ、戦術の常識にしたがって、

「鷹司邸を焼きはらえ」

　と命じた。そこで、会津、桑名、一橋の兵が、手に手に松たい明まつをもって邸内に投げ入れたため、またたくまに邸は一団の炎となった。

　さらに河原町三条上ル東側の長州藩邸も幕軍の手で焼かれた。

　この二カ所からあがった火はまたたくまに京都全市に燃えひろがり、三日間燃えつづけて、灰になった町の数は、八百二十一町。

　家数は、二万七千五百十三軒。

　焼け落ちた橋が四十一、寺社二百五十三、宮門跡三軒、堂上方十八軒というおそるべき数字にのぼった。

　この火が、大坂、神戸からも見えた。

　おりから神戸の海軍塾にいた勝もこの火を見、庭さきへとびだし、

「竜さん、火だ」

　と一声さけんで駈けもどり、すぐ出支度を命じた。竜馬は、勝とともに神戸を出発した。




　京の異変を知った勝は、機敏に行動している。

　竜馬に命じて、兵庫沖に碇泊中の練習船観光丸の錨をあげさせ大坂へ急行した。

「諸事、この眼で見ねばわからぬ」

　というのが、勝と竜馬の行き方である。現場を見たうえ、物事を考える。見もせぬことをつべこべ言っているのは、いかに理屈がおもしろくても空論にすぎぬ、というのが、この二人の行き方であった。かれらは、すぐれたジャーナリストの一面をもっていたといっていい。

　大坂へつくと、竜馬は市中の宿で待ち、軍艦奉行である勝は、お城へ登って幕府要人の会議に加わった。

　城内では群議が沸騰している。

　ところが、京都方面の情勢がまったくわからず、どの議論も、想像と憶測を基礎にしていて、なんの役にも立たない。どっちが勝ったのかもさえわからないのである。長州が勝っておれば、いまごろ京都に、長州政府ができているはずであった。

「馬鹿な」

　と、勝は憤いきどおった。

「かように議論していてもなにもなりませぬ。京都方面へ斥候を出すことです」

「それもそうだ」

　とみなやっと気づいて、京都の戦場にむかって数人の騎馬斥候を出した。

　ところがどの斥候も臆病で、大坂の市中を離れるとすぐ帰ってきて、道できいたうわさを伝えるだけで、勝が問いつめると、

「ハテ、わかりませぬな」

　といってしまう。道どう聴ちよう塗と説せつという漢語があるが、そういうものであった。

　──余、甚はなはだ憤り。

　と、勝の「鶏けい肋ろく」という回想録にある。

　怒ったあげく、

「わしが斥候になる」

　と韮山笠をかぶり、城をとび出した。途中、竜馬の宿に立ちよって竜馬を連れだし、

「君を連れてゆけば天下無敵だ」

　と冗談をいいながら、桜さくらの宮みやへ出、淀川堤を北上しはじめた。

　暑い。ふたりのあごを締めあげている笠のひもがぐっしょりと汗で濡れ、踏んでゆく土手道が、烈日で焼けている。

「竜さん、どっちが負けたと思うかね」

「さあね、わかりませんな」

　竜馬は、物憂そうに、夏草を見た。萱かやが暑苦しく茂っている。せまい土手道はその萱にふちどられて、果てしもなく北の天につづいていた。その北の天に、異変がおこっている。

（長州が、みごと天皇を擁しえたかどうか）

　竜馬は、北の天を見あげた。薄うっすらと、黒煙が空を染めている。

「京都は、燃えていますな」

「あんたは」

　と、勝はこの倒幕論者の門人をみた。

「長州が勝てばよいと思っているのだろう」

「思っていませんな」

　と、竜馬は、笠の下で微笑をゆがめた。

「ここでやすやすと勝てば、長州人は驕おごって自分勝手な政府をつくるでしょう。そういう気質が、あの藩人にはあります。かといって負けてほしくはない。どっちだときかれれば、いまはただ無む性しように暑い、と答えるしかありませんな」




　幕と長、どちらが勝ち負けしたのか、という偵察の目的は、この堤上の道を数丁あるくことによって、偶然達せられた。勝と竜馬は、異常な光景をみたのである。

　勝自身の文章を借りよう。

「桜宮より数丁をすぎて、淀川上流より一船飄々として（ただよいながら）来きたる」

　船をみたのだ。

　──竜さん、あれを見な。

　と、勝は指さした。

　竜馬は、だまっている。

「船内に、壮士三人あり」

　と、勝は書く。三人とも血と汗にまみれた姿で、撃剣の胴をつけ、肩にゲベール銃をかついでいる。ゲベール銃というのは、発火装置に燧ひうち石いしをつかっている銃で、反動が大きく、命中率がわるい。幕末にあらわれた最初の洋銃である。

「長州人ですな」

　と竜馬は、しずかにいった。

　が、おどろいたことには、その長州人たちは、勝らを見るなり、船をこちら側の岸辺に寄せてきたことである。

（撃つか）

　と竜馬はおもったのであろう。とっさに勝の腕をとり、自分の背後にかばおうとした。

「壮士ら、岸より上陸す」

　と、勝はこの光景を書く。

「余、大いに恐る。しかれども進退如何いかんとも為なす能あたはず」

　勝は正直に内心の恐怖を書いているが、このときはそれをおさえて顔色にはみせず、

「いいさ、竜さん」

　と、竜馬の後ろにかくれることを拒こばんだ。

　──佇ちよ立りつしてその変を待つ。

　勝は書いている。堤上に佇たたずんだまま、相手の出方を待った。足がふるえたであろう。

　竜馬は、笠を傾け、腕を組んで黙然とかれらを見おろしている。

　長州人は、船からとびおりた。

「彼れ（相手は）上じよう岸がん、ただちに一刀をぬき」

　と、勝はつづける。長州人たちは、葦あしの繁みのなかで、きらきらと抜きつれた。

「忽たちまち、差し違ふ」

　あっ、と勝も竜馬も息をつめた。長州人たちは、たがいの胸ぐらをとって、刺しあって折り崩れた。自殺したのである。

　残った一人も、立ったまま、喉のどを刺しつらぬいて死んだ。このすさまじい光景をみて、勝は京都方面での長州軍の敗北を知った。

「余、大いに驚き、身体粟あわ立だち、須臾しばらく、歩するあたはず」

　情景が意外すぎたのだ、と勝は自分の心理を説明している。

　このときの竜馬の行動も異常であった。土手を駈け降り、葦のあいだに駈けこむや、かれらの一人々々を抱きおこした。

「言い置くことはないか、故く郷ににつたえてやる」

　と叫んだが、二人は息が絶えており、一人はかすかに微笑しなにか言おうとした。しかし血が口中にあふれて声にならない。




　竜馬が抱きかかえているその長州人は、袖そで印じるしで、

「吉田佐すけ三さぶ郎ろう義弘」

　という名であることがわかる。その名の右肩に、尊皇攘夷と墨書していた。

　口を、懸命に動かしている。声にはならず血だけがあふれた。やっと、

「残念だった」

　というと、そのはずみで気管に血が入ったのか、一瞬苦悶し、窒ちつ息そくして死んだ。

　急に重くなった。竜馬は、河原の砂のうえに、そっとおろした。たれに殺されたのでもない。犠牲という言葉が、竜馬の胸にうかんだ。なんの犠牲なのか。

　歴史が極度に緊張しはじめている。血に渇かわき、犠牲を要求している。

「むだには死なせぬ」

　竜馬は立ちあがった。

「おれは坂本竜馬という者だ。霊あらばおぼえていてくれ、君らの死は、かならず実みのりあるものにしてやる」

　声に出してこそいわなかったが、竜馬は口の中でつぶやいていた。

　つぶやいてから、竜馬はふりむき、ふと照れくさそうな微笑をうかべた。

　そこに、勝がいたのである。竜馬を待ちくたびれて降りてきたのだろう。

「竜さんは、幕府を倒すかね」

　と、この大公儀軍艦奉行は、いつになくさびしそうな微笑とともにいった。幕臣勝にすれば、複雑な気持であったろう。

「国家のためには、やむをえますまい」

　と、竜馬も、言いづらそうにいった。

「いいさ、徳川幕府も二百数十年つづいた。外国が来ねば、さらに百年つづいたろう。しかし、来た。それからが、この騒ぎだ」

　勝のいう意味は、竜馬にもわかる。

　家康以来、日本の事実上の皇帝は江戸の将軍であった。京都の天皇は、家康から、

「天子諸芸能の事。第一御学問也」と詩しい歌か管絃や学問に専念せよ、と命ぜられ、虚位を擁してきた。潜在政権といってもいい。

　対外交渉がはじまるにつれ、この日本の二重政権制度が、最大の癌がんになってきた。外国と条約をむすぶにしても、京の天皇の御ぎよ印いんが必要なのである。

　天皇は条約に否というときが多い。このため相手さきの外国まで迷惑した。

　当然、統一政権ができねばならない。それを、天皇中心でやるか、将軍中心でやるかで勤王、佐幕論がおこった。

　勝は、内心、割りきっている。

（時代の勢いというものだ。いよいよ衰弱してゆく幕府に、強力な統一政治が今後のぞめるはずがない。幕府が倒れ、京都中心の世が来るのは、幕臣として悲しくも、日本にとってそれしか道がない）

　が、勝は、幕府を倒す「勢力」が問題だとおもっていた。いまの長州人に倒されては、どんな政府ができるだろう。

「君なら、いい」

　と、勝はいった。言ったあと、薩摩に西郷吉之助という男がいる。西郷・坂本というあたりに倒されれば、日本も幕府もふたつながら幸いだ、と勝はつけくわえた。




　堤の上を、帰路についた。

「わしは文事に暗いが」

　と、勝はいった。

「この堤の風景をうたいあげた与よ謝さ蕪ぶ村そんの作、春しゆん風ぷう馬ば堤ていの曲きよくというのがある」

　竜馬も、それを聞き知っている。俳人蕪村はこのあたり蕪かぶ畑ばたけの多い村でうまれ、諸国放浪のすえ、二十年ぶりで故郷の田園をたずねたことがある。

　いま、竜馬と勝がゆく淀堤を蕪村もゆき、途中、藪やぶ入いりで帰る同郷の美少女と道づれになり、その夜、一気にこの故郷を傷いたむ長詩を書きあげたらしい。




梅は白し浪花なにわ橋ばし辺へん、財さい主しゆの家

春しゆん情じよう学び得たり浪花風流

…………

故郷春深し行き行きて又行く

楊よう流りゆう長堤、道漸ようやくくだれり

矯首はじめて見る故園の家




「竜さんえ」

　と、勝は、河の流れを指さした。

「流燈が、ながれている」

　なるほど、亡き者の霊をなぐさめる流燈が点々と川をながれてゆく。考えてみると盂う蘭ら盆ぼんは、とっくに過ぎている。川上の村々から流されたものか、それとも、はるか京・伏見のほうから流れつき、なお瀬せ々せでとまどいつつ、海を慕って流れつづけてゆこうとしているのだろうか。

　まるで、京で多数死んだ長州人や浪士たちの霊が、川波にただよっているようであった。

「流れていますな、根気よく」

「根気よく？」

　勝は竜馬のことばづかいがおかしかったらしい。笠の下で、はじめて笑った。

「そうだ、根気よく。いつかは海に入るだろう。時流というものも、そうだ。いつかは海へ入ってゆく」

　幕臣ながらも、勝は、長州軍のさんたんたる末路に同情を寄せているようであった。

「流れるには、しかし幕府という堰せきは大きすぎますな」

　竜馬は、思いきっていった。勝はべつに感情を害したふうもなかった。勝の頭脳は余人よりもはるかに乾いていた。この男の眼からみれば、徳川幕府も、長州も、薩摩も、土佐も、会津も、箱庭の一点景にしかみえないらしい。

「堰の大きいのもあたりまえさ。なにしろ普ふ請しんに三百年かかっている」

「勝先生、もしこの竜馬が、その堰をくつがえす男になったら、どうされます」

「勝手さ」

　勝の表情は、笠の蔭になってわからない。

「わしは、坂本竜馬という男のおもしろさに惚れてつきあっている。その男が、なにを考え、なにをやろうと、わしの知らぬことさ」

「ありがたし」

　竜馬は、勝だけが気がかりであった。なんとなく、足がかるくなった。

　このあと、天満三軒家の幕府施設である川番所を対岸にみて過ぎるとき、番士が二人を長州人と見あやまったのか、突如銃撃してきた。その一発は、勝の笠をつらぬいた。

　なにやら、幕臣勝の立場と運命を象徴しているようであった。




変　転










　九月になった。

　勝は軍艦奉行として大坂城内にいる。竜馬は神戸村の海軍塾にいた。

　竜馬は、神戸を本拠にして諸方を奔走していたが、この月のはじめ、大坂に来ている幕臣大久保一翁をその宿所にたずねたとき、大久保の口から、

「勝さんは、どうやら罪を得るよ」

　と、容易ならぬことをきいた。

「理由は？」

「お前さんだよ」

　と、大久保は煙管きせるをしゃくった。この幕府の高級官吏は、ひどく竜馬に好意をもっている。

「私ですか」

「でもないが、まあお前さんたちさ。神戸塾の塾生が、池田屋ノ変のときも池田屋楼上にいて闘死したというし、こんどの禁門事変でも、多数塾を脱走して長州軍に加わり、京都で戦った。勝は幕臣でありながら討幕の士を養っている、と幕閣では大へんな騒ぎだ」

「おどろきましたな」

　竜馬は、ツルリと顔をなでた。汗がべっとり掌てについている。勝に迷惑をかけたことだけは、なんともくるしかった。

「坂本君、汗が出ているな」

「残暑ですキニ」

　竜馬は、そばにあった大久保の扇せん子すをひろいあげた。

「それはわしの扇子だ」

「心得ています」

　ヒラヒラ顔をあおいだ。

「それにしても勝先生の一件、なんとかならぬものですかな」

「わしのような小吏の手では何ともならぬ。まさか切腹とまで行くまいが」

「切腹」

　竜馬は、パチリと扇子を閉じ、腹を切るまねをした。しばらく小首をかたむけ、考えこんでから、やがて大久保がびっくりするほどの笑い声をあげた。

「なんだ、だしぬけに大きな声を出して」

　と、大久保はさすがに、この見当のつかぬ若者に不快を感じた。

「いいですよ、切腹。勝海舟の腹が真っ黒か真っ赤か、断ち割ってみればわかることだ。この竜馬にも興味がある。ぜひ、切腹の場を見物したいものだ」

「おいおい、君の師匠ではないか」

「いかにも師匠。しかし大久保さん」

　と、竜馬は、頭がよくて学問があって西洋事情に通じているこの能吏の顔をみた。勝をたすけないあたり、所詮は官僚だとおもったのだ。

「勝海舟は単に幕臣ではない。百世に一人出るか出ぬかの天下の豪傑ですぜ。その勝に、幕府の腐れ役人どもが切腹を命じられるものなら、命じたがよい。これは見ものだな」

「切腹は、もののたとえだよ」

　と、大久保はにがり切ってしまった。

「それはそうとして、幕吏の追及は君たちに及んでいる。いまさかんに京大坂で長州の残党狩り、浪人狩りをやっているが、まず、不逞浪人の巣窟である神戸の海軍塾を、新選組をして襲わしめるという話もある」

「新選組こそ、気の毒ですぜ」




　そのころ、薩摩藩の西郷吉之助は京にいたが、なにをおもったか大坂の勝海舟に使いをはしらせ、書面をもって、いんぎんに都つ合ごうをたずねてきた。

「承うけたまわった。さればその日は、九月十一日がよい」

　と勝は返事した。

　これが、のちに百年の知ち己きになった勝と西郷の最初の会談とされる。

　史実ではそうなっており、また勝も西郷もそれ以前に会ったことがある、とはひとこともいっていない。ところが、勝の従者であった新谷道太郎翁が、九十三歳の昭和十二年六月三日、明治女学校の創立者である巌いわ本もと善治氏に語った速記によると、

「いや、それより三年前の文久元年六月に内密に会われたことがある」

　という。

　勝が、鹿児島へ訪ねた。そのときの従者は新谷翁であった。鹿児島城下に入ると、西郷は流罪になって、大島にいるという。

　すぐ船をやとい、勝、新谷のほか船頭三人がかりで大島へ渡った。島についたのは夕刻であった。

　西郷の家に入ると、勝は幕臣だからといって威張らず、一介の書生のような気さくさで、

「江戸の勝麟太郎です。なにをしておられるかとおもい、見物に来ました」

　とあいさつすると、

「好えイ商売をしております」

　西郷はいんぎんに答えた。新谷翁のみたところ、そのころの西郷は、のちの西郷ほどにはふとっていなかったという。島の女で、お菊さんというのを、宿の妻にしていた。

　夕食が出、ふたりがさかんに話をはじめたが、そばできいている新谷翁は、

「判じもののようで、なにを語っているかさっぱりわからなかった」

　という。その夜は泊めてもらい、翌朝、西郷が部屋に入ってきて、

「勝先生、おいどんの商売、見て賜たもっせ」

　とふたりを家からつれだし、海岸のほうに案内した。

　浜辺に、蔵が七つある。

　西郷はその蔵の一つ一つをあけて、勝にみせた。

　密輸品である。

　しかも、武器弾薬であった。もし見つかれば、幕威さかんのころならこれだけで島津家七十余万石は取りつぶされるほどのものである。

　もともと薩摩藩は、幕府にかくれてずいぶん密貿易をしてきた藩で、幕府では徳川中期ごろまでそれをさぐろうとして「薩摩飛脚」と俗にいわれる隠おん密みつを何度か潜入させたが、帰ってきた者がなかった。みな殺されたのである。

　帰路、海舟は新谷翁に、

「西郷はたとえ御禁制の商売をしていても、お国のためにすることで、決して悪意がないからかまわぬ。しかしお前がこのことを他言すると命がないぞ」

　といった。

　このため、勝は維新後でさえ、西郷と大島で会った事はいっていない。

　右、余談である。とまれ、西郷が大坂へ来る。この元治元年九月十一日の対面こそ初対面になるはずであった。




　西郷は薩摩藩を代表している。

　勝に会う、という用件は、

「幕府は早く長州征伐をしろ」

　ということであった。何をぐずくずしている、長州が半死半生になっているあいだに叩かねばふたたび傷をいやし立ちあがってしまうぞ、というのであった。

　西郷は、長州ぎらいの幕府や朝廷でさえ肝を冷やすほどの、

　長州撲滅論者

　である。

　そのくせ、憎んでいない証拠には、蛤御門の戦いで獲た捕虜の長州人二十四人を京都の薩摩藩邸に収容し、客人をもてなすような優遇をして、ひそかに長州へ送りかえしているのである。

　京都における長州の敗残兵が、幕府、新選組、諸藩の手に捕縛されて殺さつ戮りくされたことからみると、破天荒の優遇といっていい。

　元来、戦国このかた、薩摩人には捕虜を優遇する風習があり、その風習によるものかもしれないが、ひとつには、この藩人の外交能力から出たものといっていい。

　外交能力のなさは、日本人の欠点であるとされている。が、古来、薩摩人にかぎってはまるで異人種ではないかとおもわれるほどにその能力に満ちていた。

　西郷らは、いま左手で長州捕虜をかばい、右手で剣をぬき、幕府にせまり、

「なぜ長州を討たぬか」

　とおどしている。この薩摩藩の外交の最終目的は、まずここで幕府の力をかりて長州を討ち、さらに捕虜を優遇してのちに長州と手をにぎって幕府をたおすときの布石をしておこうというのである。まるで名人の棋譜に似ている。

　筆者は、関ケ原を想起している。

　関ケ原ノ役では、毛利家も島津家も、敗北した西軍に味方していた。

　戦後、家康はその罪によって毛利家をつぶそうとした。実のところ、毛利氏は関ケ原では一発の弾もうっていないのである。しかもその支族の吉きつ川かわ広家が東軍に内応しているから、所領没収は苛酷であった。ところが毛利氏はきのうまでの同僚であった徳川氏に八方陳謝し、かろうじて所領を四分の一に減らされ、城を広島から日本海岸の萩へうつされるという悪条件のもとで家名はのこされた。この拙劣さ、平身低頭一点張りの外交のわざわいであろう。

　ところが、島津氏は、国へ逃げかえるや戦備をととのえて変を待った。

　その一方では家臣を京へやって、硬軟とりまぜての外交を展開し、ついに徳川氏のほうから折れて出でさせ、一寸の土地もけずられていない。

　薩長両藩の外交能力の格段のちがいが、幕末にいたって露骨に出ている。薩摩人にかかっては長州人はこどものようなものであった。

　その外交能力の点では、薩摩人のなかでも西郷が群をぬいて卓抜していた。おそらくこの時期の西郷は、日本史上最大の外交感覚のもちぬしといっていいであろう。

　その西郷が、勝のもとへ来る。




　西郷は、まれにみる巨体である。

　土佐人中岡慎太郎が故郷の同志に書き送った手紙に、

「後ご免めんの要かなめ石いしにも劣らず」

　とある。後免とは高知の東方にある町で、ここに要石という高名の力士がいた。その要石と同じだというから、この手紙をみた土佐の田舎武士たちはおどろいたであろう。

「この人、学識あり、胆略あり、つねに寡か言げんにして最も思慮深く、雄断に長じ、偶たま々たま一言を出いだせば確然人の肺腑を貫く。且かつ徳高くして人を服し、屡しば々しば艱かん難なんを経て事に老練す。其の誠実、武市（半平太）に似て、学識有これ之あり。実に知ち行こう合ごう一いつの人物也。是れ即ち、洛西第一の英雄に御座候」

　洛西、というのはふつう京都の西郊という意味につかわれるが、この場合、中岡慎太郎は西日本という意味につかっている。

　とまれ、巨漢西郷は、紋服に身をただし、堂々たる薩摩藩の重役という押し出しで、勝をたずねてきた。

　勝は、人なみ以下の小男である。ふたりが威儀をただして着座すると、その対照にたくまざる滑稽感が出た。

　西郷は、開口一番、

「おそれながら、このたびは大公儀の優柔不断をしかりに参りました」

　といった。幕府が、長州を追討すると公表していながら一向に腰のあがらぬのを西郷は指摘したのである。指摘することによって幕閣の意がどこにあるかをさぐろうとした。

　戦術に、探索射撃という法がある。敵がどこにいるかわからぬばあい、そこここの竹藪や部落にめくら射撃をあびせてみる。敵がおどろいて射ちかえしてくると、ああそこにいるかというわけで、敵の布陣がわかる、という法である。

　西郷のこの訪問もそうであった。「なぜ長州を討たぬ」というはげしい詰問をあびせたのは、「幕閣」というとらえどころのない行政組織の肚づもりを知ろうとするものだった。西郷は、ぞんぶんに「射撃」した。かれがすぐれた偵察者であったことが、この一事でもわかる。

「左様さ」

　と、勝はひざをくずした。

　智謀のかたまりのようなこの男は、西郷の意のあるところを、すぐ見ぬいた。

　見ぬいて、態度を晦くらましたのではない、幕閣の布陣を教えるべく、西郷の探索射撃に応じて破れかぶれの姿で射ちはじめたのである。

「幕閣々々とたいそうに申されるが、ろくな人間はいませんよ。老中、若年寄といっても、みな時勢にくらい。たとえば、今回の禁門ノ変で激派の浪士が長州軍に従軍して戦死し、生き残った者も畏縮して再起不能にまでなっているのを幕閣ではよろこび、もうこれで天下泰平だとおもっている。その日ぐらしのおどろくべき無能の徒ぞろいですよ」

「ははあ」

　西郷は、息をのんだ。

　幕府の軍艦奉行から、これほど痛烈な幕府批判を聴こうとはおもわなかったのである。




「当節、食えぬものといえば、天下に幕府の高官ほどのものはござらぬ」

　と、勝はいった。

「たがいにかばいあって、どこに権能があるのか、わからぬようにしている。老練なものでござってな、あなた」

「ハイ」

　西郷は、かしこまっている。

「なかでもその親玉とすべきは、老中諏す訪わ因幡守いなばのかみでありましょうな。たとえばそれがしが正論を持ってゆく。お説ごもっともでござる、と決して反対しない。反対しないから行なうのかとおもえば、けろりとしている。もし、正論が自分一個に不利益だとすると裏へまわってその人物を退けてしまう。だから、たれも正論を吐かず、直言する者もない」

「ははあ」

　西郷は、おどろいた。よくも悪しくも幕府は日本の公式政府なのである。漸進論者であるかれは、できればこれをたすけて国家の難路を切りぬけさせたいという気持もあった。

（それほどひどいのか）

　とおもい、この男がもっている少年のように素直な正義感が満身の血をさわがせた。

「勝先生、左様な奸物をなぜ退けませぬ。道はなかですか」

「一小人を退けるのは容易です。しかし彼を退けたところで、彼にかわるに、身を挺して国家を担当する人物がいない。結局、いまの幕府の空気では、議論をする者が倒れる、ということになる。手のつけようがありませんな」

「されば、列藩から尽力する、ということにすれば、いかがでごわす」

「無駄でさ」

　ぴしゃっと首筋の蚊をたたいて、

「たとえば薩藩からかような意見が出ましたと持ってゆくと、あれは薩藩からだまされている人物だということになって、いつとはなく御役御免になってしまう。諸藩がいくらてこ入れをしても、湯のなかで屁をひっているようなものです」

「はあ、屁を」

　西郷は、怒りをおさえかねた。

「もし、かようなときに、清国の場合と同様、列国が連合軍を組み、陸兵を艦隊にのせて京都を占領すべく摂海（大坂湾）に押しよせたとすれば、どぎゃんこつ成り申もすか」

「日本はほろびますな」

　いまの幕府にまかせていては、と幕臣勝はいうのである。

「よき方策はごわせんか」

「ある」

　勝は、説明した。天下に賢明な諸侯が四、五人いる。薩摩の島津久光、土佐の山内容堂、越前の松平春嶽、伊予宇和島の伊達宗むね城なりなどがそうである。それが藩兵をひきいて京にのぼってきて会盟し、摂海には外国船を打ちやぶるべき兵力を常備し、かつ横浜、長崎の両港をひらき、その列藩同盟の名によってすべての対外談判を行なえば、幕府がやるような屈辱的な条約も押しつけられずに済み、外国もかえって条理に服する、というのだ。

「列藩同盟」

　西郷は小さくつぶやき、息をのんだ。クーデターではないか。




　要するに、勝の意見は、

「幕府を否定し、日本の外交権、軍事権は雄藩同盟の手でおさえてしまえ」

　というのである。

　まだ倒幕論とまでは行かない。

　が、幕府無視論である。

　西郷は、勝とのこのときの対面によって、はじめて自分の世界観、新国家論を確立させた、といっていい。

（それにしても、勝はえらい）

　とおもった。

　幕臣のくせに、幕府をこうも明快に否定している。

「幕府なんざ、一時の借り着さ。借り着をぬいだところで日本は残る。日本の生存、興亡のことを考えるのが当然ではないか」

「いかにもそのとおりでごわす」

　と西郷はうなずいたが、内心、自分はどうか、とこの瞬間考えたかどうか。西郷はのちに西南戦争をおこしたように、終生、薩摩藩というものが脳裏から抜けきらなかった。

　薩摩藩を無視して日本のことのみを考えきる、というのは、西郷のような感情の豊かすぎる性格の男にとっては、不可能なことである。

　一足とびに日本を考えるなどは、かれにとって抽象論になってしまう。たとえば余談だが、二十世紀後半のこんにち、

「人類のことのみを考えている」

　といえば、多くの場合、多少のうそがまじる。人類とは、まだまだ抽象概念の域を出ないからである。

　幕臣勝のばあい、そこまで飛躍してしまっている。むろんこんにちの人類主義者よりも度胸の要ることだ。勝はこのため、あるいは殺されるかもしれなかった。

　薩摩藩士西郷吉之助は、

（これは異様人である）

　と、目のさめるような驚きをおぼえた。地上に棲む生物以外のものを見たような驚きであったろう。

　この驚きを、勝と会見して五日目の元治元年九月十六日付の手紙で、国もとの盟友大久保一蔵に伝えている。

「勝氏とはじめて面会つかまつりましたところ、実に驚き入った人物にて、頓とんと頭がさがりました。どれだけの智略が有これ之あるやらわからぬあんばいに見受けました。まず英雄肌合の人にて、佐久間（象山）より人物の出来は一段とまさっており、学問と見識はそれ以上であります。いまはただただ、この勝先生をひどく惚れ申し候」

　対座中、西郷は、番茶ものまなかった。のむゆとりがなかったといっていい。

　辞するときに、勝は、

「おもしろい男がいますよ」

　と、西郷にいった。

「ほう」

　この当時、西郷だけでなく、志ある者はみな、交友すべき人材をもとめている。西郷は「万人を魅ひきつけた」といわれるその目を無邪気にかがやかせた。

「どなたです」

「土州人で、坂本竜馬という男です。いずれひきあわせましょう」

　ぜひ、と西郷は言い、辞し去った。




　この直後、竜馬が、

「京を偵察してきます」

　というので、勝は、そうかえ、それなら錦小路の薩摩藩邸にちょっと寄って、ぜひ西郷と雑談してくるがいい、とすすめた。

　余談だが、おもえばおもうほど、勝というのはふしぎな人物である。竜馬と西郷に重大な影響と方向をあたえ、しかも双方にさりげなく、

　──会ってみな。

　といっている。このふたりが、相会って知りあうことによって歴史が大きく動くはめになることを、勝は予想したかどうか。

　勝はつねに真剣なたちのくせに、そこは根っからの都会っ子で大まじめなつらがまえができず、いつも皮肉と逆説といたずらっぽさで、自分の真剣をつつんでいる。

「大きな男よ」

　と、このときもくすくす笑った。竜馬もおかしくなって、笑った。勝が竜馬にあたえた予備知識はそれだけだった。

　妙な男である。この二人をつきあわせて、その辺で角力すもうをとって日本をひっくりかえしてしまいな、というつもりだったのだろうか。

　とにかく、勝には、妖精のにおいがする。そのいたずらっぽさ、底知れぬ智恵、幕臣という立場を超越しているその発想力、しかも時流のわきにいながら、神だけが知っているはずの時流の転てん轍てつ機きがどこにあるかを知っている。さらに竜馬と西郷という転轍手を発見し、さりげなく会わせようとするあたり、この男の存在は、神が日本の幕末の混乱をあわれんで派遣したいっぴきの妖精としかおもえない。

　とにかく、竜馬は、京へむかった。寝待ノ藤兵衛ひとりをつれている。

「ひでえ焼け野原だそうじゃありませんか」

　と、淀川のぼりの夜船のなかで、藤兵衛がいった。

「浪人狩りもすげえってこった。旦那もよっぽどお気をつけなさらねえと、お命がいくつあっても足りませんぜ」

　伏見寺田屋の浜にあがったのは、夜明けである。

　竜馬が船から岸へとび移ると、道の左手に奉行所の提灯が押しならび、右手に新選組の提灯がたかだかとかかっており、それぞれ人数が出しゆつ役やくしている。

　浪人が入京するのを監視しているのだ。とくに、長州系浪士とみれば、うむをいわせずひっ捕えるか、刃向えばその場で斬ってしまう。

「お手前、ご姓名は、シテいずれの御家中かな」

　と、新選組隊士と伏見奉行所の同心が、左右から寄ってきた。

　竜馬は、脱藩後いっさい、才さい谷たに梅太郎という偽名をつかっている。通関手形も、勝安あ房わの守かみ内うち、ということにしていた。

「ご入じゆ洛らくの目的は？」

「あれ。──」

　と、竜馬は、あごをしゃくって、むこうを見やった。寺田屋があり、門口に女がひとり立っていた。おりょうであった。

　燃えるような眼差しを竜馬にむけていた。

「女に逢うためですよ」

　言いすてて、おりょうのそばにあゆみ寄った。歩み寄るなり、人目もかまわず、竜馬はおりょうを抱きあげた。




　白昼、路上で娘を抱きあげるという馬鹿がどこにあるだろう。

「浪人も浪人だが、娘もむすめだ」

　と、旅の町人が、ぺっと唾を吐きすてた。

　なるほど娘も娘で、はずかしがりもせず、ひどく真剣な眼差しで竜馬をみつめたまま、抱かれている。そのあたり、いかにもおりょうらしい。

「おりょうさんよ」

　竜馬は頭上に娘を捧げながらいった。

「久しく会わなんだが、忘れちょったわけではないわい。わしはお前まんの名を、ひまさえあれば考えていた」

「名を？」

「わしと似ィちゅきに、まぎらわしい。ひとつ改名させてやれと思い、よい名はないかとあれこれ思案した」

「ありました？」

「あった。鞆とも子こはどうだ」

「どんな字」

　おりょうは、微笑して小首をかしげた。元来、他人の思惑などは考えぬたちの娘で、まわりの見物衆などは無視してしまって、二人きりのふんいきを楽しんでいる。

「革かわへんに、丙ひのえの丙へいじゃ」

「いい名。──」

　と、ぶらさがっているつまさきを、美しくそろえた。

　竜馬の冗談ではない。懸命に考えた名で、この日からおりょうは、鞆子、という名前になったが、改名しろといった当の竜馬が、この後も、おりょうおりょうとよぶので、ついにこの名はあまり用いなかった。

　竜馬は、ぼう然とながめている新選組や奉行所同心のほうをむき、

「では失礼」

　と軽く頭をさげ、抱いたままむこうの辻へゆき、曲がり、露地に入り、寺田屋の勝手口に出てからやっとおろした。戦法は、成功した。

「やれやれ。もう、やつらに見えん」

「見えないから、おろしちゃうんですか」

「うん」

　竜馬は、指で鼻をこすりあげ、もうすっかりおりょうのことなど忘れたような顔で、勝手口から入ってしまった。

　裏口だから、そこが湯殿になっている。その場でずるずると袴をおろし、着物をぬぎ、大小をほうり出して素っぱだかになり、風呂にとびこんでしまった。

　とびこんでから、

「お登勢さァん、鞆子さァん。なんじゃ、水ではないか」

　と、湯殿からどなった。

　女将のお登勢がとんできて、

「なんだ、坂本さんじゃないの。いついらっしたんです」

「沸かしてくれよ」

「お風呂ですか、沸かしますよ。長らくいらっしゃらなくて、こっちは心配しているんです。池田屋で亡くなられたとか、蛤御門で戦死なさったとかの噂もあって、さんざん心配していたのに」

「だから、来ている。とりあえず風呂のほうを頼む」




　焚たき口ぐちにしゃがんでいるおりょうが、懸命に薪まきを投げ入れた甲斐があって、やっと釜かまが熱くなってきた。

　鉄砲風呂である。

「おう、すこしは入れる」

　と、竜馬はとびこんだ。なんとか、体温程度に水が温ぬるみはじめていた。

「おりょうさん、あんたは風呂の焚きつけがうまいな。炭をおこすのもうまいが」

「じょうずだ、とひとが言います」

「乙女おとめ姉さんもそうだ。その二つが上手なのは、頭がいいというよ」

「そうですか」

「そのかわり気き象しようが勝気で、嫁にも行けぬじゃじゃ馬が多いとさ」

「………」

　おりょうはむくれているらしい。

「なにしろ、乙女姉さんもあんたも、お針もできず、めしも炊けずという豪傑だからなあ」

「坂本さん」

　お登勢がやってきて、たしなめた。

「ひとに風呂を焚かせておいて、そんな悪口を言うもんじゃありませんよ。ほんとに変わってるねえ」

「お登勢さん、望月亀弥太も、北添佶摩も死んだよ、ここ三、四カ月で、土佐の連中が、二十人は死んだ」

「そうなんですってねえ。いつまでこんな時代がつづくのでしょう」

「おれが収めるまでさ」

　ざぶっ、と水の音がした。

「しかしおりょうさん、時代の狂瀾怒濤はこれからだぜ。表口には外国が来ている。清国じゃ首都まで攻略された。あの連中が、摂海にやってきて、上陸する。京まで十三里さ。夷人が天皇を擁して天下に号令する、うかうかしていると、そんな時がくる」

　温ぬるま湯で肌寒いせいか、今日の竜馬は妙に多弁だった。

「長州様が」

　と、お登勢も、寺田屋が薩摩藩の定じよう宿やどのようになっているために、情勢に明るかった。

「夷人の艦隊に攻められて、大変だったそうですね」

「長州は、可哀そうだ。蛤御門で敗けるわ、敗けた直後に四カ国艦隊が来襲して下関を砲撃されるわ、踏んだり蹴ったりだ。のほほんとして天下を観望しているのは薩摩だよ」

「土州様は？」

「大殿様が利口の大天狗で、正論を弾圧しているために、みな脱藩する。それが長州に奔はしり、京へ奔って、変あるごとに斃れてゆく。土州脱藩浪士の死し屍し、巷ちまたに満ちている。いつかその霊のむくわれる時が来なければ、怨おん魂こん、天地を駈けめぐるだろう。──そうそう」

　竜馬は、話題をかえた。

「お登勢さんは、薩州の西郷吉之助という男を知っているかね」

「存じあげているどころか、一昨日も、いま坂本さんがつかっている湯舟に、とっぷり浸つかっていらっしたんですよ」

「この湯舟にかあ」

　竜馬は、急に親近感をもったらしい。




　旅塵を洗いおとした竜馬は、お登勢の部屋を借りて、午前中、ぐっすりねむった。

　夕暮近くに起き、

「藤兵衛はもどったか」

　と、おりょうに訊きいた。寝る前に、藤兵衛を京都に走らせ、街道、辻々の警戒状況をあらかじめ偵察させておいたのである。

　京は、戒厳令下にあるといっていい。警視総監の位置にある「京都守護職」松平容保は自藩の会津藩兵千人、それに新選組、見廻組、京都所司代の桑名藩兵五百、京都奉行所役人などをつかい、長州敗残兵の捜索と、怪しい浪人の京都潜入を阻止していた。

「怪しきは斬れ」

　すさまじい内命がくだっている。長州人桂小五郎が、京を脱出しそこねて乞食に身をやつし、三条大橋の下で寝ていたのもこのころだ。余談だが、機転のきくこの男は、夜半先ぽん斗と町ちよう、三さん本ぼん木ぎの花街を抜け通るときはあんまの笛を吹いて擬装し、さらにはふんどし一本の雲助姿になって大津へとび、街道わきの乞食小屋に寝起きして、京からさがしにきた愛人の幾いく松まつと再会し、やがて町人に化け但たじ馬まへ走ってそこで転々と居所を変え、年を越す。

　やがて藤兵衛が帰ってきて、

「旦那、あぶねえ。蟻一ぴき、入りこむすきはありませんよ」

　といい、今度だけはおとなしく大坂へ舞いもどるほうが吉きちのうらないかもしれねえ、といった。

「おらァ、行くぜ」

　竜馬は、平然といった。長州が潰滅したあと、幕権がみごとに回復し、同時に狂暴化し、王城の地はまるで佐幕派の牙が城じようになっている。その模様をこの目で見たい。この男の根っからの実証好き現実好きが、かれを駆りたてている。目で見、耳で聞かなければ物を考えられぬたちだし、今後の天下の予想を立てられぬ。坂本竜馬という男が、他の観念主義的な志士ときわだってちがう点だろう。

「なぜ、そんなに行きてえんです」

「お田鶴さまという女ひとがいてな」

　はっ、とおりょうが顔をあげた。

「心配なのさ、どうなったか。おそらく屋敷も焼けてしまったろう」

「でも、お田鶴さまは」

　と、おりょうが、いった。

「土佐藩のご家老さまの妹様でいらっしゃるのでしょう？　そういう恵まれた方ですから、河原町の土佐藩邸が十分なことをしていらっしゃると思います」

　それだのになぜ心配する、とおりょうは悲しそうな眼差しでいった。

　藤兵衛が見かねて、

「旦那は、いってえどなたがお好きなんですえ、江戸のさな子さまか、京のお田鶴さまかそれとも伏見のおりょうさんか」

「余計なことをいうな」

　竜馬は、むくれてしまった。

「みな、好きなんじゃ」

「いけませんよ、みな好き、てのは。ほどがいい。みな惚れてねえってことと同じこった。惚れてるてのは、天地ただ一人に身も世も焦がれることでさあ。なあ、おりょうさん、なぜ旦那に惚れさせねえ」

　藤兵衛は、ポンと煙管をたたいた。




　夕食に、銚子がついた。

　お登勢、おりょうがかわるがわるに酌をしてくれるうちに、多少酔った。

「おどろいたな、わしは酔っている」

　めずらしいことかもしれない。竜馬はさほど酒が好きなほうではないが、酒量があり、一升ぐらいなら、平素けろりとしている。

「藤兵衛、唄でもやれ」

「聞かせますかな」

　藤兵衛は、そのほうでめしが食えるほどのしぶいのどをもっていた。

「旦那、三しや味みをやっておくんなさい」

「心得た」

　と、竜馬は、そばの三味線をとりあげた。乙女姉さん仕込みの腕で、素人としてはまずいほうではない。

　その三味で、藤兵衛は都ど々ど逸いつをふたつ三つうたった。

　竜馬は三味線をひきながら、

（あすは、どうして京に入るかな）

　と思案している。蟻一ぴき通さぬという京で、顔の売れた坂本竜馬ほどの浪人がぶじ入れるものかどうか。

「おりょう」

　竜馬は、三味線を投げだした。

「陽気にカンカン踊りでもおどろうかい。月げつ琴きんをたのむ」

「ごぞんじなんですか」

「存ずるどころか、長崎の本場仕込みじゃ」

　おりょうが月琴をとりあげると、竜馬は立ちあがって袴のももだちをとり、

「看カン看カン兮イ、賜ス奴ヌ的テ九キユウ連レン環カン……」

　とおどりだした。

　長崎に来ている清国人がもたらしたむこうの酒席の座興で、上方から江戸まで流行している。伴奏は、やはり清国楽器の月琴で、これはおりょうが得意だからちょうどいい。

　竜馬は、かつ踊り、かつ唄う。

カンカンイ

スヌテキュウレンカン

サンシェナウライ

キャイポキャイ

ナアハアタウルカ

カポダンリョウ

エエユウ

　歌の意味は、

「主ぬしに貰うた智恵の輪を、両手に抱いて来はしたが、解こうにも解けず、ひっ千ち切ぎろうにもちぎれず、ほんにやる瀬がないわいな」

　という粋な内容である。むろんこのシナ音おんは長崎式発音だから、清国人もわからず、日本人にもわからぬチンプンカンプンのものだが、それでもどことなく、おかしみのなかに哀愁があり、竜馬は気に入っていた。

「そうじゃ」

　竜馬は踊りおさめて、手を打った。

「あすは、カンカン踊りをおどりながら京へ繰りこんでやるか。おりょう、あすは月琴をもって、京まで同行せい」

「おりょうじゃありません、鞆子ですよ、ご自分でおつけになったくせに」

「そうか、鞆子」

　どかっと尻餅をつくと、酔いが一時にからだ中にまわった。

「寝る」

　ごろりと横になると、もういびきをかきはじめた。




　女将のお登勢は、竜馬に寝室をとられてしまっているので、仕方なくおりょうの部屋で寝ることにした。

「ね、おりょうさん」

　と、手をのばし、枕もとの莨たばこ盆ぼんをひきよせながら、

「あのひと、本当に京へ入るつもりかしら」

「だとおもいますけど」

「あぶないよ」

　お登勢は、莨を詰めたが、火をつけず、煙管を宙にささえたまま、じっと思案している。

　その横顔を、おりょうは美しいとおもった。

「あたしがあのひとの恋いい人ひとなら、ぜったいにやりはしないんだけど……」

　と、暗に、おりょうに制止とめろ、となぞをかけた。がおりょうはおりょうで、

（恋人。──）

　という言葉にひっかかった。

「坂本さまは、養母おかみさんをお好きなんでしょう。そう思います。乙女姉さんそっくりの気象だから尋ただ常ごとでない気がする、とおっしゃっていたことがあります」

「ばかだなあ、肉親のような気持だ、という意味ですよ」

　と、お登勢は、あわてた。

「私も、弟のような気持がしているんです。年はいくつちがうのかな、三つ、……いや、五つか」

　お登勢は、しんとだまってしまった。しばらくしてから、

「変な人だねえ。……」

　と笑いだした。竜馬が、である。

「お田鶴さまが好きだといってさんざん聞かせたことがあったし、かと思うと江戸の千葉さまのさな子さまほどいい娘はいない、とあたしにいったことがある。いまは、あんただよ、あんたが、お針もできなくて月琴ばかり上手で、大坂までくだってやくざ者の頬をひっぱたいた、というところが大好きなんだってさ」

「養母さん、たばこ」

　と、おりょうは、注意した。お登勢は、火もついていない煙管を、吸っていたのである。

「あ、そうか」

　笑いでまぎらしたが、お登勢が、竜馬に対して弟以上の感情をもっていることは、おりょうが一番よく知っている。

「おりょうさん、あたしはね、朝が早くて夜が遅い船宿のおかみだから、ひとつだけ得意芸がある」

「どんな」

「寝つきが早くて、いったん寝入ったら、泥棒にゆり起こされても起きない、って芸さ」

「まあ」

　おりょうは、笑った。

「あたしが寝入ったらね、おりょうさん、どこへ行ってもいいんだよ、いま京がどんなにおそろしい所かってことを教えに行ってもいいんだよ、いや、行くべきだと思うな。だけど、それはあたしが寝入ってからにすること、そして、あたしが目醒めるまでのあいだにこっそりここへ帰ってくること。つまり、あたしの知らないうちにね」




　お登勢が、寝息をたてはじめた。

　が、おりょうは、ねむれない。

　──眠れぬときは、頭をからっぽにして足の裏で呼い吸きをするんじゃ。すると、ねむれる。

　と、いつか、竜馬がおしえてくれたことがある。

（ほんとうかしら）

　と、おりょうは、掛けぶとんを引っぱって顔いっぱいにかぶり、そっと足をのばし、足の裏を意識しつつ、呼吸をしてみた。

（いやだ）

　と思った。やはり胸でしている。足の裏で呼吸などできるものだろうか。

（しかし、坂本様がうそをいうはずがない）

　と思い、スーッと息を吸いこみ、ふっと足の裏から抜いてみた。うまくゆかない。

（つまり、そういう気持で、ということだろう）

　と思いかえし、自分はいま足の裏で呼吸をしている、と自分に思いきかせた。そのあと、おりょうは懸命に足の裏を意識し、懸命に呼吸しようとした。

　が、そうすればするほど、体の芯が熱くなってくるようだし、しまいには胸の鼓動が、のどの薄い皮膚にひびいてくるような気がした。

　妙な気持だった。こういう気持になったのは、はじめてである。

　とうとう堪えられなくなった。頭をからっぽに、というが、出来るものではない。竜馬がいる。竜馬が、おりょうの体いっぱいに居るような感じがする。

（もう、いや。──）

　と、おりょうはふとんをはねのけた。

（坂本さまのもとにゆく）

　いざとなれば、おりょうは体の中にばねができて、自分でもおどろくほど行動力に富んだ娘になる。

（娘のほうから、男の寝室に行っていいものだろうか）

　などという反省はなくなってしまう。

「ごめんなさい」

　とつぶやいたのは、お登勢の寝顔に対してだった。ふとんのすそをそっとまわって、廊下へ出た。

　竜馬の部屋の前に立ち、かがんで唐紙をあけ、素早く身を入れた。

（きらわれはしまいか）

　などとは、もう考えていない。例の、大坂へくだってやくざ者の頬げたをひっぱたき、身売りされようとしていた妹をとりかえしたあのおりょうが、いま、暗闇にいきいきと息づいている。

「坂本さま、おりょうです、来たんです」

　と、はっきりいった。

　竜馬は臥ねている。

　が、唐紙のあいたときから、目を醒ましていた。刀が枕もとにあった。

　とっさにつかんだ刀を離し、

「なんだ、おりょうか」

　寝返りを打ち、横をむいて、また寝息をたてはじめた。




　その寝息をきくと、おりょうは、気をくじかれてしまった。

　が、ここまで恥をしのんで忍んできたからには、もとのお登勢のもとに帰れもしないではないか。

「ねえ、坂本さま」

　と、おりょうは、大げさにいえば決死の覚悟をきめた。膝で歩いて竜馬の掛けぶとんの上に両手をかけ、力まかせにゆりおこした。

「なんだ」

　竜馬も、おどろいて目をあけた。

「眠れないんです。坂本さまがいつか教えてくださった足の裏で呼吸をするの、あれをやってみたんですけど、やればやるほど、ねむれなくなるんです」

　竜馬に責任がある、といわんばかりである。もっともその手でゆくしか、忍んできた理由がみつからない。

「やりかたがわるいんじゃ」

　竜馬は、物憂そうにいった。

「でも、駄目。──」

　おりょうは、懸命である。真暗だから竜馬には見えないが、眼に殺気があったろう。

「どうしてもねむれないんです、──坂本さま」

「なんだ」

「駄目なことはだめなんです、足の裏なんか」

「よし」

　竜馬は、心に決したらしい。馬鹿でないかぎり、おりょうの気持がどこにあるか、わかろうというものだ。

「抱いて寝かせてやる。入れ」

「かまわないでしょうか」

「もう、だまっちょれ。ここからさきは、言葉などは無用の世界じゃ」

　おりょうは、とびこむようにして竜馬のふとんのなかに入った。

　竜馬は、おりょうの長襦袢の腰を抱きよせぴたりと体に添えた。

　おりょうは、さすがに慄えた。歯の根があわない、といった様子だった。

「おりょう」

「鞆子、と呼んで」

「ついに、わしの女ななになるのか」

　竜馬は、何物かを悵いたむ声こわ音ねだった。

「そのおつもりでいてくださったのでございましょう？」

「うん。しかし、別のことをも考えていた。生涯、きまった妻ななを持つまいと思っていた。いまも、そう思っている」

「なぜでございます」

「以前も言ったことさ。大望を持つ身は、いつ地上から消えても、跡形もないようにしておきたい」

「あの、言葉など無用だと」

「ああ、いった。わすれちょった。男女のこと、ここに至れば斟しん酌しやくは無用じゃな」

　犬の遠吠えがきこえている。

　竜馬は、手をのばしておりょうの長襦袢のひもを解いてやった。

「おりょう、参るぞ」

「待って」

　おりょうに、恐怖がわいた。




「無理なことをいう」

　竜馬は、くすくす笑った。

「おりょう、おぬしの前は、もうはだけちょる。ここまできて待てとはどうにも無理じゃ。かわいそうじゃが、ここは待たれんぜよ」

　おりょうも可笑しくなって、つい、くすくす笑った。笑うと、恐怖感が失せた。

「いいんです」

「ばかめ、もっと情緒深う言うもんじゃ」

　竜馬も、おりょうの体を持ちあつかいかねている。

「存外、やわらかいな」

「なにが？」

「お前まんのからだがじゃ」

　感心した。おりょうは性格が少年じみていて、外そと見みには、筋肉質のきりっとした硬いからだを想像させるが、あんがい、そうではないことに感心したのである。絹をぬらしたような肌と、微妙に弾んだ脂肪をもっていた。

「やっぱり、女だ」

　つい、声を出してしまった。

　声を出してから、竜馬は、念のためにおりょうのその部分に掌てをおいた。

　濡れている。

　竜馬は、楽しくなった。

「おりょう、お前まんは平素、気の強いことを言うちょるが、やっぱりここは女じゃ」

「あたりまえです」

「天てん然ねんのふしぎというものだな」

「なぜ？」

「いや、なんとなく神しん韻いん縹ひよう渺びようとした気持になってきた」

（変なひと）

　おりょうは、緊張が解けてきた。

　とおもったとき、天地が晦かい冥めいしたか、とおもわれるような衝撃をうけた。衝撃が消えうせたあと、音楽が残った。なにか、体の中心がはじめてきく音律を奏かなではじめ、それが微妙な痙攣をともなって全身につたわってゆく。

　おりょうは、眼をつぶっている。

　自分のからだがはげしく動いているようだが、自分にはわからない。

　自意識は、霧のように散ってしまった。残って竜馬に抱かれている生きものは、おりょうではあるまい。

　愛という生きものだろう。

　体が、無法なほどに動いた。やがて動きがはげしくなり、おりょうは宙天へ昇ってゆくような気がした。

「あっ」

　と、大声を出したらしい。

　昇ったものが、底へ沈んでゆく。ちょうど深海の底のような濃緑の色彩のなかを、おりょうは糸をひくように沈んでゆく。

「竜馬さま」

　とつぶやいたらしい。

「きっと、生涯、愛しつづけます」

「愛さなくてもよい」

　竜馬は、そっと体を離した。

「わしの重荷になる」

「いいえ、決して重荷になりませぬ。おりょうだけが愛しつづけます」

「鞆子だったはずだ」

「そうそう、すぐわすれます、鞆子」




　おりょうは、夜明け前に、こっそり自分の寝所にもどった。

　お登勢は、ぐっすりねむっている。

（済みませんでした）

　と、お登勢の寝顔にあやまって、自分のふとんの中に体を入れた。

　ところが、ねむれない。

　ふとんをかぶって懸命に目をつぶっていると、その瞑つむった目から涙がとめどもなく流れてくる。女とは妙なものだとおもう。ほんの先刻おりょうは処女むすめでなくなった。そんなことよりも、ふしぎなことに、それ以前の自分が、影絵のように遠い昔の存在におもえるのである。

（どういうことだろう）

　わからない。

　おりょうは、ふとんのはしを噛みながら声を忍んで泣いている。泣くということを楽しんでいるような泣きかただった。泣けば泣くほど、へんに甘酸っぱい悲しみがひろがってきて、どうにもならない。

　切り裂かれて影絵の世界に入ってしまった自分の過去への惜別なのか。

　だけではない。

　おりょうは、あたらしい世界に踏み入れてしまった自分を感じている。

　もう、それ以前の自分のような、おりょうそのものだけがぽつりと地上に存在しているのでなく、

（竜馬のおりょう）

　として、あたらしい自分が、地上に誕生した。もう、孤独なおりょうではない。

（あのひとの女なのよ）

　と、叫びだしたい衝動を、おりょうはいまは泣くことによって味わっている。

　しかし、竜馬のことだ。

「おらァ、知らんぜよ」

　と、ものぐさそうに言うかもしれない。それはそれでいい。なにをいわれようが、

（あのひとの女）

　になってしまった自分にはかわりない。

　おりょうは泣きやんだ。

　急に、あたりが明るくなったからである。いつのまにか、部屋に灯あかりがついている。

「どうしたの」

　と、お登勢が、行燈のそばで片膝をたてながらいった。

「こわい夢でも見たの」

「いいえ」

　というように、かぶりを振った。その様子をじっと見ていて、物事に慧さといお登勢は、おぼろげに事情を察した。

「坂本さまに、抱かれちゃったのね」

「はい」

　おりょうは、童女のように点頭した。

「いいのよ。あたしは坂本竜馬というひとは日本一の男だろうと思っている。だからあたしも、あなたという娘は、日本中の女からうらやまれてもいいような幸福を得たと思うけど、だけど」

「はい？」

「安あん穏のんな人生は送れないわね」

「覚悟しています」

「あたし、嫉妬やつかんでいうんだけど、あの人の荷物になっちゃだめよ。荷物になるようならあたし、あの人を好きな女の一人としてあなたの邪魔をするわよ」




「あの、旦那さん、朝あさ餉げのお膳ができましたえ。いえ、お二階の浜の間まどす」

　と、廊下から竜馬に声をかけたのは、おりょうではない。小女であった。

「おう、待っていた」

　竜馬はとびおき、顔もあらわず廊下へ出、階段を二ツとびにあがった。

　帳場の板の間といい、階段ののぼり口といい、かつての寺田屋事件の旧蹟で、多くの薩摩志士の血を吸った因縁がある。

　階段をのぼりきったすぐそばの間が、店では浜の間といわれている。

　浜（舟つき場）に面しており、手すりからのぞくと、旅人の往き来が見おろせる。

「晴れちょるな」

　きょうはなにがなんでも京へ入ろうとおもい、竜馬は膳部の前にすわった。

　給仕役は、おりょうである。うつむいて、目をあげない。

　耳のつけ根まで、赤くなっていた。

「なんじゃ、鯵あじの干物に、秋なすびの煮つけか」

　と竜馬は、干物はあまり好きでない。が、海の鮮魚に恵まれぬ京や伏見では、せいぜい、この程度がご馳走のうちだった。

「干魚はおきらいでございましたかしら」

「噛むのが面倒なんじゃ」

　なにしろ、竜馬は海辺の城下町の育ちで、干した魚などあまり食べたことがない。

「なにしろ、おれの国の土佐の高知といえば、浜辺さえ出れば魚が泳いじょる。鯨も泳いじょる」

「うそ」

「嘘なもんか。鯨が湾内にまぎれ込んでくると、漁師どもが船を何ばいも出して、わいわいさわぎながら獲りよる。その浜で、西瓜すいかほどの切り身をなまでかぶりついて顔中血だらけになっちょる奴もあるな」

「まあ」

　なんとなく野蛮な異国のはなしでもきいているようで、京そだちのおりょうには薄気味わるかった。

「だから、土佐のひとは気があらいんでございましょうか」

「いやいや、土佐もひろいわい。先々月、蛤御門で討死した那須俊平老人の村など、冬は雪深い山の中で、海を一生見たことがない、ちゅうのもざらにいる。もっとも山の土佐っぽは、鯨獲りのかわりに猪狩りばかりやっちょるきに、すばしこくて、これまた気が荒いな」

「あの、もっと召しあがって。──せっかくつくったんですもの」

「なんじゃ、これはお前まんの手料理か」

「はい、暗いうちから一生懸命……」

「ほほう」

　竜馬も、おどろいた。台所仕事に馴れぬおりょうにすれば苦心作だとはわかるが、干物を焼いて、なすを煮ただけではないか。

　竜馬は、干物をむしって、歯のあいだに入れた。その口もとを、おりょうは、

（おいしいかしら）

　といった眼差しで、懸命に見つめている。

「なるほど、お前の料理はうまい」

　竜馬は、情けなさそうにいい、口のなかの塩っからい干物をのみくだした。

「京へ一緒にゆこう。すぐ用意をしな」




「では、お気をつけて」

　と、お登勢に送りだされて寺田屋の軒を出た竜馬ら三人は、まるで判じ物といっていい。

　ひとりは五尺八寸異様に背の高い浪人者で、はやりの韮にら山やま笠がさをかぶっている。

　そのうしろを、ひとがふりかえるほどの美しい娘が月琴をかかえてついてゆく。さらにその左手には泥棒。──

　といっても、べつに頬かぶりをしているわけではない。小間物の行商、といったいでたちで、膝にかるく弾みをつけて、トットと威勢よく歩いてゆく。いかにも旅なれた歩きかただ。

　伏見は、にぎやかな町である。

　家のかずが六千六百五十六軒、町寺の数だけで百五十カ寺で、たいていの寺に京からの罹り災さい民みんが避難しており、人口がにわかにふえている。それに街道には、旅人が織るようにゆききしているから、町中が鳴っているようなにぎやかさだった。

「なんだえ、あれは」

　と、通行人が目をみはって竜馬らを見てゆく。先登をゆく竜馬は、左手をふところ手。それが鼻唄でカンカン踊りの文句を唄ってゆく。

　うしろのおりょうが、まさか月琴で伴奏してゆくわけではないが、とにもかくにも月琴をかかえているために、一見、鳴物入りのようにみえるのである。

「旦那、こっぱずかしくて」

　と、藤兵衛が閉口していた。

　そのうち、墨すみ染ぞめの里に入った。

　ここは、数軒、街道に面して、安女郎を置いた妓楼がある。

　軒ごとに長すだれをかけわたし、そのすだれのあいだから妓おんなが走り出てきては、

「モシな、はいりなされ、チョトあそびんかいな」

　と旅人の袖をとらえる。青お梅うめ縞じまの布ぬの子こに黒ビロウドの半襟をつけて、顔を白かべのように塗りたくっている。

「モシな、ご浪人さん」

　とひとりの妓が竜馬をよびとめた。

「なんじゃい、こちは長崎仕込みのカンカン踊り屋じゃ。門かど付づけでもせいというのか」

「ほんまかいな」

　妓が、半分本気にしてしまった。

「二本差しの芸人ちゅうのは、めずらしおすなあ」

　竜馬はやりすごして、どんどんゆく。

　やがて、街道は京に入り、通称「大だい仏ぶつ」といわれている方ほう広こう寺じの門前に出た。

（これはいかん）

　とおもったのは、門前に、三ツ葉柏の定紋を染め出した高張提灯がかかげられていたのである。

　土佐の殿様が、入洛している。河原町藩邸がせまいために、ここを仮り本陣に借りているのだ。

「竜馬、おい、竜馬ではないか」

　と、門から出てきた立派な武士がよびとめた。




　──呼ぶは何者ぞ。

　と竜馬は足をとめ、ふりかえった。

　ここは、母藩の仮り本陣の前である。母藩とはいえ、脱藩の身の竜馬にとっては、味方ではない。

　敵とさえいえる。なぜなら、藩の横よこ目め（警吏）どもが、脱藩人竜馬をみつけしだい、とらえようとしていた。

「おれだ」

　武士は、路上に近づいてきた。月さか代やきをきれいに剃り、立派なこしらえの大小をさしている。どうみても、相当な身分の上士である。

　まだ若い。きりっとした顔と、敏捷そうな足腰をもっていた。

「わすれたか、乾いぬい退助だよ」

　後年の板垣退助である。後藤象二郎とならんで大殿様容堂のお気に入りで、容堂から土佐藩の軍事組織を洋式化せよと命ぜられている高級官僚であった。

　余談だが、板垣という男は、明治後、自由民権運動の総帥になったり、明治十四年の国会開設の詔勅発布後は自由党の総理にまつりあげられたり、その翌年、岐阜で遊説中、刺客におそわれて負傷したとき、

　──板垣死すとも、自由は死せず。

　などという名文句を吐いたりしたが、人柄が涼やかすぎて、政治家、思想人としての能力はさほどではなく、むしろ、武将としての能力のほうがはるかに高かった。維新戦争では官軍をひきい東山道先鋒の総指揮官になり、甲府城を陥おとし、関東を鎮圧し、さらにすすんで会津若松城を攻めおとした間の一連の作戦指導は、他に類をみない。

　高知城下では、後藤象二郎の屋敷ととなりあわせだったことについては、この長い物語の最初のころに書いた。

　少年のころから後藤とならんで、手におえぬ餓鬼大将で、喧嘩が無類にうまかった。

　作戦がうまい。板垣はきれいずきなところがあって手などしょっちゅう洗っているこどもだったが、後藤と喧嘩するとき、相手が蛇ぎらいであることを知って、ふところに青大将をねじこみ、組み打ちをやっている最中に相手の顔になすりつけた。

　後藤はこのために気絶してしまった。もっとも後藤は復讐を考え、板垣がきれいずきであるところにつけこみ、

　──出てこい。

　と呼びだして、糞便を投げつけた。板垣は降参してしまった。

　さて退助、竜馬を路上でよびとめたころは乾姓である。

　かれは、上士のなかでいまや唯一といっていい勤王党で、年来、竜馬に好意をもっていた。

「わすれてもらってはこまる」

　と退助はいった。

「むかし、上士と郷士が大喧嘩になったころあんたと五台山の沼地で喧嘩をし、わしも剣をぬいて打ちむかい、あんたにたたき伏せられたことがある」

「忘れた」

　竜馬は、上士に好意をもっていない。土佐弁でいう無愛想すぼつこな顔つきで足をひるがえし、そのまま去ろうとした。

　が、退助は仔犬のように追ってきた。




　退助は、後年のかれとはちがい、ひどく軽はずみな男であった。

　竜馬に追いつくなり、

「君を尊敬している」

　といった。退助は、家中でも名門中の名門の子である。しかも、大殿様の容堂に寵愛され、ゆくゆくは土佐二十四万石を背負って立つことが約束されている若者だった。

　同じ家中とはいえ、身分制のやかましい土佐藩にあって、退助ほどの権門の子が、一介の郷士のせがれにこれほどの態度を示すとは前代未聞のできごとといっていい。

　しかも、竜馬は、脱くに藩ぬけのいわば亡命の罪人ではないか。このさい、むしろ退助という若い高級官吏は、竜馬をひっとらえるべきが当然なのである。

「なぜ、京に入る」

　と、背のひくい退助は竜馬を見あげながらいった。

「入りたいから、入る」

　と、竜馬は無愛想にいい、歩度をゆるめない。

「おいおい、たのむ。わしは君に好意をもっている。せっかくこう、追っかけてきてまで話しているのに、笑顔のひとつも見せるべきではなかろうか」

「いっておくが、わしは」

　と、竜馬は笠の下でめずらしく翳かげのある微笑をもらしながら、

「物に好ききらいのすくない男だ。しかしこの世でなにがきらいだといっても、土佐藩の上士ほどきらいなものはない」

「竜馬、わかっている。わしを理解しろ、わしだけは、別だ」

　退助は、天性、反骨のもちぬしらしい。どの藩でも、たとえそれが長州、薩摩両藩でも上士というのは保守、佐幕ということに相場がきまっている。人間、恵まれた環境ならば現状がいいのにきまっているからだ。

　退助だけは、どうやらちがう。

　かれは、京に出てきたのはちょっとした連絡できたのだが、もともと、江戸で、藩命により洋式騎兵を研究していた。

　騎兵の調練もしている。かれはひまさえあれば江戸の町々を騎馬数騎ひきいて駈けまわり、地理を熟知しようとしていた。

「この情勢ではいずれ乱世がくる。江戸幕府討伐ということになるだろう。そのときの市街戦の用意だった」

　と、維新後語った。この時期、勤王家も出、倒幕論者も出ていたが、純軍事的に江戸城攻撃を研究していたのは、この退助という若者だけだったろう。

　が、かれは立場上、大殿様の容堂にもそういうけぶりもみせられないし、まして上士なかまは佐幕家だから、ともに語るわけにもいかない。

　年来、坂本竜馬を憧しよう憬けいし、かれが諸国を放浪しているときき、いつかはめぐりあってみたいものだと思っていた。

　偶然、この大仏の門前で遭った。

　追っかけて行ったのも、むりはない。

「京は危険だ。どこへゆくのかは知らないがわしがついてゆく。幕吏が来ても、土佐藩の重職にあるわしがそばに居るかぎり、おぬしに手だしはできぬ。──ところで」

　と、がらりと話題をかえた。

「福岡のお田鶴さんの消息を知っているか」




「なに、福岡のお田鶴さま？」

　と、竜馬は不覚にもうろたえてしまった。

「お前まんさん、消息を知っちょるのか」

「知っておる」

　退助は、さすが戦術的才能がある。竜馬の泣きどころを知っている。家老福岡家のお田鶴を竜馬がすきであったといううわさを聞いているし、それ以上にお田鶴が竜馬に想いをよせている、ということも聞いていた。さらに城下のうわさでは、ふたりは身分のちがいのためについに添われぬ、という悲恋物語的なはなしにもなっている。

「京で、無事か」

　と、竜馬がまずそれをきいたのも、むりはない。例の蛤御門ノ変の兵火で、京都の市中の八割が焼けてしまっているのだ。お田鶴さまのいる三条家の隠宅だけが無事であろうとはおもえなかった。

「焼けた」

　と、退助はいった。

「が、無事であろうな」

　なにしろ、公く卿げの三条家には土佐藩という大藩がひかえている。お田鶴さまがついている三条家先代の実さね万つむ卿きようの未亡人信受院は、土佐山内家の出だし、大殿様の奥方正姫も、三条家の養女なのである。縁が二重にかさなった姻戚だから、三条家が燃えた、となっても土佐藩がすてておくまい。

「なぜだまっている」

　と、竜馬は退助を見すえた。

「言え」

「待てまて。お田鶴さまも無事だし、信受院さまもご無事だが、そのあとの事情がややこしい」

「土佐藩は、当然、藩邸にひきとったであろうな」

「いや、ひきとらぬ」

　引きとろうにも、当節の政治問題があってひきとれぬのだ、と退助はいった。

　三条家の若当主の三条実さね美とみ卿は、過激きわまる勤王家で、長州派の公卿の筆頭であり、しかも昨年の八月、いわゆる七卿落ちで長州へ亡命し、位階はとりあげられ、いまは朝廷から勘当の身である。いわば、政治犯人なのだ。

　さらに長州はついこの夏、京都御所に乱入して戦ささわぎをおこし、朝敵となった。このため三条家の留守家族は、いよいよ困難なはめになった。

「竜馬、いまや京の情勢は一変した。長州的勤王は、逆賊になった。自然、長州に亡命している三条実美卿は逆臣となり、お田鶴さんがいるその留守家族は逆臣の家族というあつかいをうけている」

「ばかな」

「事実だから仕様がない。土佐藩の固こ陋ろうな頭の重臣どもは、幕府に気がねし、三条家の留守家族を引きとることをこばんでいる」

「家なき罹災民ではないか」

「待てまて。土佐藩は、武市の活躍時代とはちがい、一転して佐幕色になった。いや信受院やお田鶴さんの始末どころか、奥方様は大変なことになったぞ」

　奥方様というのは、若い現藩主豊とよ範のりの夫人のことである。このひとは長州の毛利家から輿入れしてきた。

「奥方様を、殿は幕府に遠慮して離縁あそばされた。実家が毛利家である、という理由で」

　では、お田鶴さまはどうなっているのか。




「土佐藩の佐幕化というのはよくわかった。それより、焼け出されたお田鶴さまは、どこにいる」

「信受院さまとともに、嵯さ峨が大覚寺のそばの百姓家にいる。政治の犠牲といっていい」

「暮らしむきは？　むろん、土佐藩から内密に補助が行っておろうな」

「それさえ、藩は遠慮しているらしい」

「乾退助」

　と、竜馬は、退助の袖をとらえ、いきなりかれの懐ろに手を入れて、ずるずると財布をひきだした。

　まるで、辻強盗である。

「な、なにをする」

「退助、たのむ。かんべんせい。この金はしばらく拝借する。わしはいま、金に無縁の脱藩浪人だ。三条家の窮迫をきいても、なすすべがない」

「おどろいたな」

　退助も、気のいい男だ。手拭を出して顔の汗をふいている。

　竜馬は、寝待ノ藤兵衛をまねきよせ、かつ退助から嵯峨の百姓家の場所をきき、

「その百姓家に、乾退助からの合ごう力りき金きんであると申しあげて、とどけてくれ。あす、河原町の本屋の菊屋で落ちあおう」

「承知……」

　とまでいって、藤兵衛は音ねが出ない。竜馬のあざやかすぎるほどの財布強奪ぶりに、商売がら、ほれぼれしてしまったのである。

「旦那、どうも、こう……、そのほうはあっし以上のようで」

　と竜馬の耳もとでささやき、ぱっと離れるなり、嵯峨へむかって駈けだした。陽のあるうちに着きたいとおもうのだろう。

　そのあと、退助は、土佐藩の内情をいったり、京の諸藩の政情、動きなど、竜馬がもっとも知りたい情報をおしえてくれた。

「ただ、薩藩の動きが、なぞじゃな。あの藩ほど、様子のわからぬ藩はない」

「そのとおりだ」

　と、竜馬もうなずいた。薩摩藩というのは沈黙の巨人、といったぶきみな印象がある。

　なぜならば、この藩の最大の特徴は一藩統制主義で、すべて組織全体で動く。

　他の藩は、長州藩といえども個人プレイが多く、藩士個人がさまざまの意見をもち、外部にもそれをぶってまわり、全体としては個人の集団にすぎない。水戸藩などその極端なものだろう。藩内に多数の党派が出来、それらが議論しあうだけでなく殺戮しあっている。佐幕勤王という単純な両党対立というようななまやさしいものではなく、その両党にも複雑に派がわかれて、もはや藩といえるようなものではなく、収拾がつかなくなっている。

　余談だが、水戸藩が、もっとも早く勤王をとなえ、諸藩の志士は水戸をもって勤王の本山とあおいだものだが、その水戸人が議論と藩内闘争にあけくれているうちに明治維新に参加できず、議論ぎらいで統制主義の薩摩人が維新をおこした、というのは、幕末史の皮肉といっていい。

　とにかく、薩摩人というのは、個々に藩情をしゃべりたがらないから、藩がどう動くのか、見当がつかないのである。竜馬もそれを知ろうとして、西郷に会いにゆく。




　竜馬が、錦にしきの小こう路じの薩摩藩邸に西郷をたずねたのは、その翌日である。

　薩摩藩邸には、浪人論客の訪問が多いが、たいていは、体ていよく追いかえしてしまう。かつての長州藩とはちがい、島津久光の方針として、浪人の出入りを好まないのである。

「西郷どのは、おられるか」

　と、ぬっと門番小屋に立ちはだかったのは竜馬である。

　なにしろ西郷は、洛中第一の人気者になりつつある。自然、その盛名を慕い、議論をふっかけに来る者が多い。

　そういう手合の相手をしたり、追っぱらったりする役目として、通称人斬り半次郎のちの桐野利秋が、門番小屋にごろごろしている。

　西郷の用心棒といっていい。

「貴君おはんは、どなたでごあンど？」

　と、半次郎が寄ってきた。袴をうんとみじかくはき、朱しゆ鞘ざやの大小を、カンヌキのように差している。

　絵にかいたような薩さつ摩ま隼はや人とである。豪傑で、命知らずで、無欲で、無学で、天にも地にも西郷をもって師のごとく、いや神のように思っている男だ。身分は郷士で、藩士としては、低い。

（この男が、人斬り半次郎か）

　と、竜馬は見ぬいた。

　人殺しを一度でもしたことがあるとどこか暗い翳かげができるというが、この男にはそういう兇相が奇妙なほどなさそうである。物腰がひくく、つらがまえに愛嬌があって、心にしみ入るような笑顔をもっている。

「変名は才谷梅太郎と申しましてな、しかしこの薩摩藩邸内では、本名を名乗ってもよろしいでありましょうな」

「おう、よろしゅうごわすとも。当藩は、将軍が参っても、必要とあらば門を閉じて入れぬというのが、家風でごわす」

「なるほど」

　竜馬は感心した。薩摩藩は幕府に対して、隠然として一敵国をなしている。そういう独立自尊の藩風が、半次郎のような男の言動のはしばしまで出ていた。

（その藩風こそ千せん鈞きんの重味だ。この藩は、他日、天下の主導権をにぎる）

　竜馬は思いながらあたりを見まわした。

　玄関の前に、樟くすの老樹がある。見あげると梢のうえに、白い雲がひとひら、しずかに西へゆく。

「もし、ご本名は？」

「土州人坂本竜馬と申します」

「あっ」

　半次郎は、無邪気に手を打った。

「お前まんサァが坂本サンでございもしたか。ご尊名は早くから存じていもす。乙女姉上は強かお人じゃそうでごわすな」

　と、土佐藩の連中からでもきいたのか、竜馬のさまざまな逸話めいたことまで知っていた。

「西せ郷ごどんも、申しちょられましたど。ちかぢか、神戸からふとか（雄偉な）人がくる。桔き梗きようの紋所じゃ、粗略にするな、と」

　半次郎は、こんな多弁な男ではない。それが、西郷に竜馬の来訪を知らせるべく、身をひるがえして駈けて行った。




　西郷と竜馬の、いわば歴史的な対面をかくまえに、ふたりの風ぼう、容姿に触れたい。

　まず、あらためて竜馬を。

　身長が五尺八寸であったというから、当時としてはめずらしく大男であった。

　竜馬の家系は、父八はつ平ぺいが大男で、母が小女であった。兄権平はやや大男で、眉がうすく顔が大きく、脂肪過多でどっしりしている。

　他の姉たちは母親似で、やせがたの小女だったが、竜馬と乙女姉さんが、父親の骨組をうけついだ。

　なにしろ乙女姉さんは、

「坂本のお仁に王おうさま」

　とあだなされたぐらいだから、城下一の大女で、ただ均整がとれていた。すらりとしていい腰をもっている。

　それが、竜馬と同寸法だった。

　ある夏、ちょうど竜馬が江戸千葉道場での第一回剣術修業期をおえて高知城下の生家にかえっていたころ、祭礼の午後だった。

　表どおりの本町筋から源おんちゃんが駈けこんできて、

「坊ぼんさん、ただいま、花はな台だい（祭礼の山だ車し）が通りよりますぞ」

　といった。竜馬が子供のころから気ちがいじみた祭り好きだということをおんちゃんは知っているのだ。

「おっ、心得た」

　と部屋をとびだしたが、夏のことだから下帯一つのすっぱだかである。あわててそのへんのものをひっかけて門から走り出し、花台を追っかけて数丁駈けた。

　やっと追いつき、人垣にまじって見物していると、人が花台を見るより、竜馬をみている。

「おい、竜馬、おンしゃ、なに着ちょる」

　と友人が注意してくれてやっと気づいた。乙女姉さんの真赤な長襦袢を着てしまっていたのである。

　それが、あつらえたようにぴったりとしていて、寸法に過不足がなかった。乙女姉さんは維新後もこの話をしては笑い、

「あの子はちょうど私と同じたけでしたよ」

　といった。彼女は、五尺八寸あった。竜馬の背たけが、これでわかるわけである。

　肉づきは、兄権平とちがい、筋肉質で、剣術できたえぬいているから、腕など、石のようにかたい。

　腕でおもいだしたが、明治・大正の剣客中山博道翁が、幕末の剣客のうち八傑をえらび、斎藤弥九郎、同新太郎、島田虎之助、千葉周作、近藤勇、坂本竜馬、山岡鉄太郎、桂小五郎をそれぞれ論じているなかで、「竜馬の剣は、近藤勇と同じく竹刀をもって打ち合っては大した腕前ではなかったが、いざ真剣となると太刀先におそろしい威力が出た」と書いている。

　竜馬は、もともとちぢれ毛だったが、剣術修業による面めん擦ずれで両びんのあたりの毛がすさまじくちぢれあがり、それが、かれの風ぼうをいっそう精せい悍かんなものにしていた。その上、眉ふとく、眼に異彩がある。

　無愛想で、ふところ手がすきで、めったに笑わないが、笑うと、ひとの心を慄わせるほどの愛嬌があった。

　さて、西郷は。──




　すでに、竜馬の風ぼうをかいた。

　つぎに、かれと錦小路の薩摩藩邸で相対座すべき西郷のそれを書こうとした。

　筆をとろうとしたところへ、たまたま暑いなかを、年来の知友がたずねてきた。このひとは、さる有力な週刊誌の編集長をつとめている。

　ところが、偶然なことに、このひとはすわるなり、

「ここへくる町角をまがりながら、なんとなく西郷のことを考えてきた」といい、出された茶に見むきもせず、「西郷隆盛とは、どういうひとか」

　ときいた。その偶然におどろき、かつ、いきなりそういわれて、私は答えに窮した。

「ついに、わからぬひとだ」

　と、私は、正直にいった。言いながら、西郷の映像をあたまにえがき、ややぼう然とした顔つきをしていたであろう。「こういう種類の人間は、世界史にないようにおもう」ともつけくわえた。

「わからぬひとかね」

「とにかく、尋常な人間知識、人間理解のていどでは、ああいうにんげんはよくわからない」

　私は、西郷隆盛という人物については、しらべられるだけ調べ、この人物がうまれた鹿児島にも何度かゆき、必要な人にも会い、かつ考えもした。

「そういう意味での資料でなら、百時間でも語れる。しかし、どう語ったところで、西郷は出てこない」

　すこし抽象的にいうとすれば、西郷というひとは人間分類のどの分類表の項目にも入りにくい。たとえば西郷は、革命家であり、政治家であり、武将であり、詩人であり、教育家であったが、しかしそのいずれをあてはめても西郷像は映うつり出てこないし、たとえむりにその一項に押しこんでも、西郷は有能な職能人ではなかった。つまり職業技術者ではなかった。

　哲人というほかない。

　西郷は「敬天愛人」という言葉をこのんだが、これほど私心のない男はなかった。若いころから私心をのぞいて大事をなす、ということを自分の理想像とし、必死に自己を教育し、ついに中年にいたって、ほとんどそれにちかい人間ができた。

　天性によるだろうが、そういう鍛錬によって、異常なばかりに人を魅きつける人格ができあがった。この異常な吸引力がかれの原動力となり、かれのためには命も要らぬという人間がむらがってあつまり、それが大集団となり、ついには薩摩藩を動かし、この藩を幕末のなかに投ずることによって、維新が完成した。

　勝は、竜馬と西郷を評している。

「坂本竜馬とは、西郷をぬけめなくしたような男だ」

　という。同型だが、その点がちがうというのである。

　事のついでである。ここしばらく、西郷について、かれを知っている先人の評を、書いてみよう。

　その事績、生いたちなどを書くよりも、そのほうが、この人物をややありありと読者の目に映じてもらえることになるかもしれない。




　西郷は二度、島流しになっている。

　藩主の実父久光にきらわれて、二度目に島へながされたとき、島の婆さんがおどろき、

「お前まんサァは、まあまあ」

　と、説教をした。もともとこの大男を土工の親方と思っていたらしい。

「よっぽど悪かひとじゃ。こン島にきた人は一度でこりて二度ときたひとはなか。そいどん（しかし）、お前サァちゅう人は二度も来やる。こんどは改心して一日も早くゆるされて帰らんと、いけもはンど」

　西郷は恥じて顔を真赤にし、ゆるして賜たもっせ、こんどは心バ改めます、とあわてて三度ばかりいった。

　そのこっけいなほどのあわてかたをみて、老婆はしみじみとうなずき、

「あんたは、まッで赤子ンごとある」

　とほめた。

　西郷にはうまれつき、そういうあどけなさがある。これも、ひとを吸引した魅力であろう。吸引、といえば、これはのちの西南戦争のときの話になるが、この乱に、豊前中津藩士六十三人が薩軍にくわわった。戦勢日に非で、ついに最後の城山籠城になった。

　この中津人の引率者は増田宋太郎というひとで、同郷の六十三人をあつめ、

「もう落城もまぢかじゃ。おぬしらは血路を斬りひらいて故郷に帰れ。わしだけが残る」

「なぜおぬしだけ残るんじゃ」

　と、郷友がいうと、この豊前人は涙をながし、

「わしはここにきてはじめて西郷というひとに接するを得た。この不思議な人に一日接すれば一日の愛が生じ、三日接すれば三日の愛が生ず。ついに親愛日に加わっていまは去ることができぬ。こうなった以上、善も悪も生死を共にするつもりじゃ」

　竜馬を錦小路の薩摩藩邸の玄関で応接した中村半次郎、のちの陸軍少将桐野利秋は、家が貧であったために目に一丁字もなく、幕末、西郷のそばについてさまざまなことを耳学問でまなび、たまたま人がかれの無学をわらうと、

「おいが書物を読めたら天下を取っちょる」

　とけろりといった。事実桐野は戦国ぶりの男で、西郷はこの桐野のすずやかな気質を愛した。

　桐野に、西郷評がある。

「おれは、こういう男で、死ぬべき場所に死ねぬ男だ。自分を死ぬべき場所に死なしてくれる人は南なん洲しゆう翁おう（西郷）である。そのために一生離れることができぬ」

　この桐野が、事実上、西南戦争をおこし、西郷をかついで死に追いやった。西郷は桐野の挙兵には反対し、その愚も知っていたが、最後に、「半どんがそれほど思いつめちょるなら、わが身は呉れてやる」といった。異常に愛情ぶかい体質で、それがために「一日接すれば一日の愛生ず」ということになったのであろう。

　しかし右のはなしだけなら、

「愚鈍な愛嬌者か」

　ということにしかならない。




　さらに、西郷ばなしをつづける。

　西郷は、むろん、流る人にん島じまの老婆が観たような「一見あどけない愛嬌者」というだけの男ではない。

　はげしい反骨漢でもある。

　かれを、藩の郡こおり方かたの、書かき役やくという卑役から見出してくれたのは、前藩主島津斉なり彬あきらである。斉彬はただの殿さまでなく、天才的な政治家であり学者であり批評家であったが、惜しくも幕末風雲の直前に死んだ。

　この斉彬が、自分が師のつもりになり、西郷を弟子のごとく育てた。

　あるとき斉彬が、竜馬を終生可愛がった越前福井侯松平慶よし永なが（春嶽）にこういったことがある。

「なるほど島津家は家来の数は多うござるが、残念ながらこの時勢に、たれも間にあう者はおりませぬ。ただ西郷という者がござってな、名をお見お知りおきくだされ。この男だけはわが藩の大宝でござる」

　ただし、と斉彬はいった。

「この者、独立の気象がつよく、かれを使える者は私以外にございますまい」

　斉彬が死に、その庶弟島津久光が事実上の藩主になった。

　その久光が、天下の賢侯とされた兄斉彬の遺志をついで、京にのぼり、朝幕の対立混乱を一手におさめようといいだした。そのことを、亡兄の遺臣ともいうべき西郷に相談したところ、西郷はにべもなく、

「あなたには出来ませぬ」

　といった。あくまでも斉彬公でこそできる仕事で、久光など、猿が人のまねをするようなものだ、という感情が言外にあふれた。きかん気の久光は大いに怒ったが、西郷はそっぽをむき、

「地じ五ご郎ろうめ」

　と吐きすてた。地五郎とは、薩摩言葉で、田舎者という意味である。むろん、久光の耳に入るほどの大声であった。

　かれが久光にうとまれ、二度目の島流しに遭った間接の原因はここにあり、久光はずっと西郷を憎んだ。明治後、久光は公爵の称号をもらってからも、

「討幕維新というのはおれは知らんよ、あれは西郷がわが藩を利用して勝手にやったことだ」

　といい、さらに極言して、

「あれは安あん禄ろく山ざんだ」

　とさえいった。安禄山とは、唐の玄宗皇帝の武臣である。もともと胡こ人じん（異民族）の出で驍ぎよう勇ゆうをもって知られ、しかも才智あり、人に迎合することがうまく、表面正直をよそおってたくみに玄宗皇帝（久光のいうのは玄宗が先君斉彬にあたる）にとり入ったため非常に愛され、ついに辺境防衛の司令官になり兵馬の権をにぎった。それをよいことに反乱をおこし、玄宗を追い出し、洛陽に都して「大たい燕えん」という国をおこし、帝位についた。ほどなくこの大燕はほろぼされるが、とにかく、久光のように、殿様の位置から、しかも憎しみをもってこの男をみれば、安禄山にみえたのであろう。

　とにかく、西郷は、久光を「地五郎」とののしるほどの激情家で、底知れぬ度胸もあり、反骨家でもあった。




　西郷は、身長五尺九寸。

　一寸がところ、竜馬の身長を越えている。しかし竜馬はやせ型だが、西郷はおそろしいほどの肥満体であった。

　竜馬が最初にこの藩邸で会ったときは、ほんの数カ月前まで島流しのくらしをさせられていたためにやや痩せていたが、それでも二十七、八貫はあった。

　後年、薩摩の加か治じ木きへ行って、知人の家へとまった。

「牛馬ほどに、よう食べなさる」

　というのが、その家の下女の西郷評であった。その下女にすれば、西郷とは超人的な大食漢としかうつらなかったにちがいない。

　食後に、大きな文ぶん旦たんが三つも出た。文旦とは、ザボンの西洋梨型のくだものである。

「おお、大きな文旦でごわすな、ひとつ頂きもす」

　ぺろりと食べ、食べおわるとまたとりあげて食べ、ついに三つめをむきはじめたときはわれながらおかしかったとみえて、

「なにぶん、こんな体でごわすからな、着物も一反で足りもはん。酒は飲みもはんが、食べものはたくさん食べもす。ふとか（大きい）のも牛や馬ならよかでごわすが、人間としては損でごわすなあ。しかしたくさん食べるからと言うてイヤシヤゴロ（食物にいやしい人）でごわせんなあ、ごちそうを食べながらコマゴト（不平）を申す者が、イヤシヤゴロでごわすなあ」

　と、ぶつぶついった。下女はそのぶつぶつがおかしくて、台所で腹をかかえて笑った。

　西郷は、このイヤシヤゴロにこだわって弁解したことでもわかるように、欲を去ることを終生の自己教育の目標にしていた。

「おのれを愛するなかれ」

　というのが、かれの自己宗教の唯一の教義であった。かれは、幼少のころ読書がきらいで、休吾という家僕にさえ苦情をいわれたほどだが、二度の島流しのあいだに非常な読書家になり、──どういう人間が大事業をなせるか、を考え、ついに結論をえた。

「命も要らず、名も要らず、官位も金も要らぬ人は、始末にこまるものなり。この始末にこまる人ならでは、艱かん難なんを共にして国家の大業は成し得られぬものなり」

　竜馬にもこれに似た語録がある。かれの場合は西郷より逆説的で、西郷のような宗教性はないが、それだけにするどい。勝が竜馬を「抜け目のない西郷」といったゆえんだろう。

　たとえば、大事をなすという点でも、竜馬の語録では、「世に生を得るは事を成すにあり」という点で西郷と一致しているが、すぐつづいて「人の事あ跡とを慕ひ人の真似をすることなかれ」ということを強調するあたり、山っ気がつよい。

　また死生観にしても西郷に似ているが、

「牛裂きに逢あふて死するも磔はりつけに会ふも、又は席上にて楽しく死するも、その死するにおいては異なることなし。されば英大なることを思ふべし」とか、「われ死する時は命を天に返し、高き官へ上のぼると思ひ定めて死を畏おそるるなかれ」とかいうあたり、西郷に似てはいるが、竜馬にはどうも現実臭が濃い。




　西郷は、晩年、鉄砲猟がすきで、上野の銅像にあるような姿で故郷の山野を歩いたが、もともと服装のぞんざいな男ではない。

　竜馬が来訪した、ときき、すぐ紋服に着かえ、仙台平の袴をはいた。

　正直なところ、

（勝先生が申しちょられたあの仁じんじゃな）

　という感想しかなかった。勝に対する敬意のために衣服をあらためた、というべきだろう。

　坂本良馬

　そういう文字を、頭のなかであてはめていた証拠がある。むりもなかった。当時すでに竜馬の名は京都の志士で知らぬ者はなくなっていたが、西郷は島流しのために、天下の情勢のなかでは、いわば「帰り新参」だったのである。

　この対面を、どの程度に期待していたか。

「幸こう輔すけ（吉井）どんも来な」

　と、同座をすすめた。幸輔は西郷とともに早くから藩内で志士活動をつづけてきた男で維新後は吉井友とも実ざねといい、伯爵をさずけられた。歌人吉井勇の祖父である。

「海軍にくわしい男じゃ」

　西郷はそういった。その程度にしか、竜馬を認識していなかったようである。

　廊下を渡って藩邸の書院に出ると、

「おや、客人は居もはンな」

　と、幸輔どんがおどろいた。座ぶとんが一つあるっきりで、竜馬がいない。

　竜馬はそのころ、藩邸の庭に出て、鈴虫を獲っていた。

　じつは、待っているまに、鈴虫の声をきいたのである。縁を降り、声をたよりに求めあるくと、なるほど草蔭にいた。

　跳びあがったところをさっと空中でつかみ、そのままたもとに入れた。少年のころから鈴虫がすきで、飼ったこともある。

「ほう、鈴虫を獲ってござるか」

　と、西郷は縁に出て、竜馬に問いかけた。

　竜馬はふりかえって、例の近ちか視めの目をほそめ、西郷をみた。そこで坂本です、というのが当然だが、たもとの鈴虫が逃げてはこまる。

「虫むし籠かごは、ありませんかネヤ」

　とたもとの口をおさえながらいうと、西郷もあわてて、

「幸輔どん、虫籠は無か？」

　邸内をさがすように頼んだ。幸輔どんも、

（やれやれ妙な男がきた）

　とおもいながら、納なん戸どの係へゆき、邸内に虫籠はないか、とたずねると、さいわい一つあった。

　幸輔どんは庭へまわって、それを竜馬にわたすと、竜馬は近眼の顔を虫籠にちかづけ、たもとの口を用心ぶかくひらき、ピョイと、入れた。その懸命なかっこうは、

（まさかこの男は、薩摩藩邸に虫をとりにきたのではあるまいな）

　と幸輔どんがうたがわしくなったほどであった。

　竜馬は、雑草のつるをぬきとってきてヒモにし、その虫籠に結びつけた。やがて縁にあがり、のびあがって軒のき端ばにつるした。




（妙な男だ）

　と西郷は、どぎもをぬかれた思いで、この土佐人を見た。

　竜馬は竜馬で、観察している。感心したのは、かれが鈴虫を獲って、

「籠」

　といったとき、西郷も、籠、籠、とひどくあわてたことだった。無邪気な、あどけないほどの誠実さがあふれていた。

（これは、大事を托せる男だな）

　と竜馬はおもった。

　余談だが、西郷に対する最大の知ち己きのひとりであった勝は、後年、「おれなんぞは西郷よりもあたまがいい。しかし人間としてあの男にとても及べぬのは、その大だい胆たん識しきと大誠意にある。江戸城明け渡しのときでもそうさ。おれの一言を信じて、たった一人で江戸城に乗りこんできた。おれだって、時と場合には多少の権謀を用いぬこともないが、あの男の至誠にかかってはかなわぬ。おれをして、あざむくに忍びざらしめた。この時に際して、ちっぽけな小細工を用いるのは、かえって西郷のために腸はらわたを見すかされるだけだ、とおもい、おれも至誠をもって応じたから、江戸城受け渡しも、あのとおり、すらすらと座談のあいだに済んだのさ」

　江戸城も、鈴虫も、西郷のばあい、おなじだった。

　西郷も、ひそかに竜馬を観察している。

　じつのところ、どこということなく、

（これは並な男ではない）

　と、驚嘆してしまった。

　西郷のその後の竜馬に対する友情のあつさは、異常なばかりで、竜馬がその後、寺田屋で幕吏数百人に包囲され、斬りこまれ、あやうく斬りぬけて伏見の薩摩藩邸に入ったときなども、

「いまから幕府役所を焼打する」

　と西郷が激怒し、あやうく左右がとめたほどであった。

　このふたりの締てい盟めいとともに幕末史は意外な方向に発展してゆくのだが、その点についてはこの長い物語の進みぐあいを、筆者は読者とともに気長く待たねばならない。

　とにかく西郷は竜馬を、

（いままで見たことのない型のやつだ）

　とおもった。竜馬も同じことを思った。

　ふたりの思想は、ちがう。竜馬は、その語録で書きとめているように、二十世紀のこんにちでも、なお毒物のような妖しい光を放って新鮮さはいささかも失せない。

　竜馬は、その語録でいう。

「気の弱きは善多く、気の強きは悪多し」

「大奸智にして無欲の人を」

　と、竜馬はいう。「日本では鬼神と言ひ、唐土にては聖人と言ひ、天てん竺じく（印度）にては仏と言ひ、西洋にてはゴッドと言ふ。所以ゆえんは（要するに）一つなり」

　論理ロジツクが、けんらんたる逆説にみちている。竜馬は「大奸智・無欲の人」たらんとし、西郷は「大至誠にして欲を去ろう」とした。

　竜馬にいわせれば、

「おなじ、大おお曲くせ者ものさ」

　というのだ。両者、型は同類である。しかしにおいは、まるでちがっていた。




　ふたりの対話は、なかなか運ばない。

　なぜなら、西郷は薩摩人特有の無口だし、竜馬は、土佐の仲間がいう無愛想すぼつこだから、余計な口はきかない。

　あいだに立つ幸輔どんが気を病んで、

「坂本さん、鈴虫が鳴きはじめましたなあ」

　と、不器用に愛想わらいした。

　なるほど、竜馬がつるした軒端の鈴虫が、

　リーン

　リーン

　という澄んだ音ねを出しはじめた。

　音楽入りの対座といっていい。

　西郷はしまいに笑いだして、

「おいも無口じゃと人に叱られもすが、坂本サンも劣らんでごわすなあ」

　といった。

　竜馬も、ニコニコした。その笑顔が、ひどく愛嬌があり、

（おお、みごとな男じゃ）

　と西郷はおもった。漢おとこは愛嬌こそ大事だと西郷はおもっている。鈴虫が草の露を慕うように万人がその愛嬌に慕い寄り、いつのまにか人を動かし世を動かし、大事をなすにいたる、と西郷はおもっている。

　もっとも、西郷の哲学では、愛嬌とは女の愛嬌ではない。無欲と至誠からにじみ出る分泌液だとおもっている。

「坂本サン、わが薩摩藩は」

　と、西郷はやっと座談に入った。

「世間で評判がわるい。長州人や長州系の志士諸君から、薩賊などといわれちょりもす。あの蛤御門ノ変のときにも」

　と西郷は、意外な土佐人の名を出した。中岡慎太郎である。

　慎太郎は、浪人の身ながら長州軍の参謀格となり京に乱入したが、ついに敗走するや、慎太郎ひとり戦場に残り、

（勤王裏切りの西郷を刺してやる）

　と、放胆にも薩摩藩の支藩である佐さ土ど原はら藩の藩邸を訪ね、まず旧知の佐土原藩外科医鳥居大おお炊い左ざ衛え門もんという者をたずねた。

「どうも、戦場見物をしておりましてな」

　と、右足を出した。なんとふとももに小銃弾が貫通し、傷口の肉がはじけている。そこで応急処置をしてもらい、なにくわぬ顔で、野砲をならべて殺気立っている薩摩軍陣地をたずねた。

　西郷とは、一面識がある。

　慎太郎は、衛兵に交渉し、西郷のもとにつれて行ってもらった。西郷のまわりには、穂先のギラギラする手槍をもった連中が、二十人ばかり護衛している。

「薩摩は、いつ佐幕になられた」

　と、まず慎太郎は一喝した。この席に同座していた薩摩家老小松帯刀は、

　──あのときの中岡慎太郎の決死の様子は土佐犬そっくりで、さすが西郷のまわりの薩摩人も手出ししかねた。

　と語っている。

「いや、ずいぶんと叱られもした」

　と、西郷は、竜馬にいった。竜馬は、内心（慎太郎は思慮ぶかそうで、やるとなったら無鉄砲なことをやる）

　と感心した。

「坂本サン、貴殿はわが藩をどう思わるる」




　西郷でも、薩摩藩の世間での悪評が気になるらしい。

　竜馬はさりげなく、

「長州は、人気はありましたな」

　と、ポツリといった。長州藩は、一時は、ちょうど気ちがいじみた狂信の徒が教祖といっしょに無我夢中で踊りまくるような、いわゆる宗教性集団ヒステリーといったところがあった。

　やることなすことも、無茶にちかい。ひどく子供っぽく激発するかと思えば、その激発を正当化する理屈がうまい。肉体と精神のばらんすがとれていないのである。しかし、この歴史の緊張期に必要なのは、なにもしない思慮深い老人よりも、むしろああいう狂気なのではないか、と竜馬はおもっている。

「京都の市中では、女こどもにいたるまで長州人びいきでありますな」

「花いろ街まちでごわしょう」

　と、西郷はいった。なるほど、長州人は、京の花街に派手に金をおとした。桂小五郎にしても久坂玄瑞にしても、三本木などで湯水のように金をつかった。そのため、祇園芸妓のほとんどは、長州びいきであった。

「坂本サン、花街で金を落せば、京の市中の半分までは、なにかの形でうるおう。町民までが長州様、長州様といったのは、それでごわしょうな」

「さあね」

　竜馬は苦笑している。それだけであるまいと思うのだ。長州潰走後、市中ではなお命がけで長州人をかくまっている町家があるという。かれら長州人がもっている行動的情熱が町民の胸を打つからであろう。

　三条大橋のたもとに、高札が出ている。いや、三条大橋だけではない。市中二十余カ所に、町奉行の布告文がたかだかとかかげられている。

　その文章を意訳すると、

「このたび長州人は、おそれ多くもみずから戦端をひらいて京を攻め、御所の門を犯おかし奉った。（中略）元来、長州藩は名を勤王に托し、さまざまの手段を弄して人心をまどわした。このため、市中ではかの長州人どもを信用している者もあろう。しかしながら長州人は、御所に発砲した逆臣である。逆罪明白である。それによって朝廷では公儀（幕府）に追討をお命じなされた。もし、かの長州人を」

　と、布告文はいう。

「信用致している者も、その非を悔いて心を入れかえるならば、おゆるしになるから正直に申し出よ。かつ、潜伏中のかれらを見つけた者はすみやかに申し出よ。それには御ご褒ほう美びをくださる。それとは逆に、もし匿かくまっておれば朝敵同然にあつかうから、左様に心得べし」

　幕府は最後の数行をいわんがためにこの高札をたてたわけだし、逆にこれをみれば、いかに長州人が京都において人気があったかがわかろう。

「それを討った薩摩は不人気でござるな」

　竜馬は、にやにやわらった。

「人間、不人気ではなにも出来ませんな。いかに正義を行なおうと、ことごとく悪意にとられ、ついにはみずから事を捨てざるをえなくなります」




「しかし、長州は、おそれ多くも御所にむかって発砲した逆臣でごわすぞ」

「おっしゃらずとも、わかっている。そのことは、幕府が立てた定じよう制せい札さつ場ばにちゃんと書いてありますからな」

　竜馬は、毛ずねの毛をむしった。

「坂本サン」

　西郷はせきこんだ。この時期の西郷は、あせっていた。宿敵長州を蹴おとしたものの、よろこんでくれたのはまず第一に幕府、ついで長州ぎらいの今きん上じよう帝てい（孝明）ぐらいのもので、世論はどこかよそよそしい。

「おいは、あんたの意見をきいちょる。市中の人気はきいちょりもさん」

「好きじゃ」

　竜馬は、ポンと捨てるようにいった。

「薩摩藩を、です。どちらかといえば、わしは長州より気に入っちょる」

「それはありがたいことでごわす。シテ、好こう悪おはべつとして、ご意見（薩摩評）は？」

「ない」

　竜馬は、笑った。

「ござらんな。ないのは当然だ。お前まんさんはいま、幕府の高札どおりのご意見で長州批判をなされ、かつ貴藩の立場をご説明された。そんな通りいっぺんのご意見で来られるなら、こっちも言うのが面倒じゃ」

「これはこまった人がきた」

　西郷は笑った。

「あのな、西郷さん、ききますがな」

「ホイ、伺いもそ」

「長州憎しは、わかる。しかしいま天下に頼むに足る雄藩と申せば、薩州と長州のみ。もし両藩手をにぎることが、日本のためじゃとあれば、足そつ下かは如何」

「よいことなら」

　あとは言わず、かれが万人を魅了したという誠実そうな表情でうなずいた。

「そいどん（それでも）」

　と、横あいから幸輔どんがいった。

「坂本サン、長人の気質からいえばわれわれ薩人を憎んで、手をにぎりもさんど」

「いかにも」

　竜馬はうなずきながら、幸輔どんのために、

「おらんく（わしの国）にや、こんな唄がありますなあ」

　と、お江戸日本橋の節で唄ってやった。

安やす並なみおせいは柴しば天て狗ん


入田の庄屋さんを

二度だました　コチャエ

「それや、なんでごわす」

　と、幸輔も西郷もあきれている。

「さあ、何でしょうな。土佐では子供が唄うちょりますがな。田ンボヘジョジョロクさんを獲りにゆくときに唄うちょりますネヤ」

「ははあ。して、そのジョジョロクさんとは、どういう方でごわンど？」

「泥ど鰌じようのことですきに」

　と、どうもたがいに方言が通じにくくて、話が微に入り細に入りにくい。

　軒端で、鈴虫が鳴いている。




　そんな調子で、この二人の大男の初対面は談論風発とまではいかなかった。

　しかし竜馬が去ったあと、西郷は、

「妙なひとじゃな」

　と幸輔どんにもらした。

「会っているときはさほどの言葉かずも交かわさなんだが、帰りなさると妙に心に残る」

「あの鈴虫バどうしもそ」

「ああ、あれか」

　と、西郷は竜馬が残していった軒端の虫籠をみた。

「あずかりもンじゃ。草を入れて、水バ遣やンなされ。あン人がこんど来たとき、貴方おはんの虫ケラはもう居りもさぬ、というのは人間の信義にかかわりもそ」

（たかが虫いっぴき）

　とおもって、幸輔どんはにがにがしく思った。世話するのは、自分なのである。

（変な男がきたものだ）

　その翌日も、西郷は竜馬についておなじことをいった。かれの胸中の竜馬像が、時間がたつにつれていよいよ成長してきたのであろう。

　あの初対面の会話中、もっとも重要な一項は、

　──薩摩は、長州を追討するか。

　と竜馬が発した質問である。幕府は長州を追討しようとし、準備をすすめていた。薩摩藩がそれに加わるか、加わらぬかによって、事態がずいぶんちがってくる。

「サア」

　と西郷は、言葉をにごした。このさい、長州をさらに叩いておきたいが、かといってまだ方針がきまらない。

　竜馬は、西郷の返事を待たず、話題を飛躍させて、

　──今でなくともよい。将来、長州と手をにぎりなされ。

　とするどく言い、しかもこれについてはあえて返事を求めず、ただ言葉を投げただけでそっぽをむき、あとは庭ばかりを見ていた。西郷が、これについて即答できぬ立場、時期にあることを、竜馬は見ぬいていて、わざとその当惑した表情から目をそらしてやったのであろう。

　西郷は、その呼吸、間合のよさに舌をまいた。

（世上、横行するただの論客ではない）

　とおもった。議論でなく、竜馬は西郷に対して政治を仕掛けてきた、としか言いようがない。

　話は一転するが、神戸村の塾に帰ってきた竜馬が、いっこうに勝に西郷観をいわない。

　勝が、数日して、

　──西郷をどうみたか。

　ときいた。

　筆者いう。このくだりを、勝自身の語録から借りよう。

　氏（竜馬）いわく、「われはじめて西郷を見る。その人物、茫漠としてとらえどころなし。ちょうど大鐘のごとし。小さく叩けば小さく鳴り、大きく叩けば大きく鳴る」と。

　知言なり、と勝は大いに感嘆し、

「評するも人、評せらるるも人」

　と、その日記に書きとめた。




菊　の　枕










　秋が深くなった。

　伏見寺田屋の中庭にある老おい柿がきの葉が赤くなりはじめたが、その後、竜馬が来ない。

（来ないなあ）

　と、おりょうは、待ちくたびれるおもいだった。

　その想いを懸命にこらえているつもりだが、女将のお登勢には、様子で敏感にわかるらしい。わかってもだまっている。しかしある日、

「おりょうさん」

　と、見かねたようにいった。

「そう思いつめるもんじゃないよ」

「なにを、ですか？」

　と、とぼけるつもりではないが、つい言葉ぐせでそうききかえした。

（可愛げのない娘だこと）

　お登勢も勝気な女だし、やきもちも手伝ってそうおもった。竜馬ほどの男が、なぜこんな娘とああなったのかしら、とさえ、考えこんでしまう。

（お田鶴さまやさな子さんのほうが、よっぽどいい）

　お登勢はそう断定している。そのくせ、お田鶴さまやさな子を、竜馬の口からきくばかりで見たことがないのである。

（とは、われながらおかしいな）

　お登勢は利口な女だから、自分のそういうところがわかっている。実は嫉やいているのだ、というところまでわかっている。

　しかし、心の練ねれた女だから、そのやきもちを巧妙に表現した。

「おりょうさん、ね。そういうときは甘ったれるほうが可愛いのよ、あたしに」

「お義か母あさまに？」

「うん。何でもね、打ちあけるの。独りでなんか、胸を固くしないで」

「では、あの菊をください」

　と、おりょうは、突っ拍子もないことを言った。

「菊を？」

　お登勢は菊が好きで、さまざまな種類の菊を、表の軒さき、船着場はまの石段の両わき、家の裏庭、東の側のあき地、などにいっぱい植えている。

　嵯峨菊、伊勢菊、肥後菊など、種類はさまざまで、むろん、手入れに手間がかかるからそのほうは男衆にまかせっきりだが、それでも菊の季節には心がうきうきするほど、お登勢はこの植物がすきだった。

「そりあ、ほしいといえばあげるけど。……どの菊がほしいの」

「みんな。──」

　おりょうは、キラリと目を光らせ、宣言するようにいった。お登勢は、肝がひっくりかえるほど、おどろいた。

「庭じゅうの菊をみんな？」

「はい。切って、花しべだけとって、むしろの上で乾かせて、集めて、坂本さまのために菊の枕をつくりたいんです」

「えっ」

　お登勢は、もううろたえてしまった。枕一個をつくるのに、寺田屋の菊がいっぺんになくなってしまうではないか。

「あんた。……」

　お登勢は、がっかり力がなくなった。




「菊をねえ」

　お登勢はすっかり蒼ざめている。

　そうだろう。天下に有名な伏見の船宿寺田屋といっても、びっしりと家並の詰まった町なかにあるのだ。庭、といっても形ばかりのもので、そのために宿の風ふ情ぜいとして、軒下にまで菊の鉢をならべている。

　いわば商売道具だし、それにお登勢はこよなくこの菊を愛してもいた。

　それを、ぜんぶ剪きってしまうという。

「菊の枕をして寝ると、頭や眼がすがすがしくなるんですって」

　と、おりょうはお登勢の気持などはわからないのか、にこにこしていった。

（もともと、人の心など汲みわけてくれる心など、この風変りな娘はもっていないのだろう）

　と思えばお登勢は腹もたたず、ただ、それだけの大量な菊を一時に失う悲しみだけが、のこった。その悲しみを懸命におさえ、

「そりゃあ、おつむりには、いいだろうねえ」

　と、うなずいた。

「おねがいです。ぜひ。──これだけのたくさんの菊で、たった一つの枕しかつくれないという贅ぜい沢たくさを、おりょうは味わってみたいんです」

　おりょうは、自分の企画にすっかり酔ってしまっているらしい。

「ね、お義母さま、おもしろいでしょう？」

「面白い」

　と、お登勢は、力のない相あい槌づちをうった。

「うれしい。じゃ、いまから忠吉どんをよんで剪らせましょうか」

「そうね」

　追いつめられた。が、こうなると女傑などと世間でいわれているお登勢の心情は、かえって物哀しい。いやだ、といえないのである。言えない以上、明るく笑った。ぱん、と手を打つように、

「今夜、ぜんぶ剪らせちゃおう。おりょうさん、手伝いなさい」

「お義母さまは？」

「あたしは、奥がいそがしいから」

　と、苦しまぎれにいった。可愛がっている菊が剪られてゆくのを、この目で見る勇気はない。

　その刻限になった。

　建物の表や裏で、パチパチと菊を剪る鋏はさみの音がしたが、お登勢はできるだけきこえぬように、台所を指揮したり、二階の配膳のさしずをしたり、いそがしく立ち働いた。

　月が昇ってから、お登勢はなにげなく表に出た。

　もう菊花の群れは、いない。軒端にも船着場にも。──

　お登勢はぼう然とそれを見、なんとなく自分のおっちょこちょいぶりが、やりきれなくなった。あんなとき、厭や──といいきれない見栄坊が、菊をこんなはめにさせてしまった。

（いやなやつ）

　と思ったのは、自分に対してである。

　おりょうを、憎む気にはなれない。あれはあれなりに天真らんまんに生きている娘なのであろう。

（だけど、坂本さんがよろこぶかしら）




　十日ほどして、竜馬が寺田屋の土間に風のように入ってきた。

「おや。──」

　帳場で、お登勢が顔をあげた。入日の時刻で、掘割りの上の雲が、あかあかと染まっている。

「どうしたんです」

　と、お登勢がおもわずたずねたぐらい、竜馬は変な顔をしていた。

　顔は潮焼けがして真っ黒だし、元来陽気で威勢のいい男だから、ちょっと見にはわからないのだが、見なれぬ翳がある。やつれている、といっていい。

「おりょうさんが待ちくたびれていますよ」

　とわざと陽気にからかってみたが、竜馬は返事もせず、かまちに腰をおろし、小こ柄づかでわらじのひもをプツプツと切りはじめた。

（なにか、重大なことがあったな）

　と、お登勢は直感して、土間へ降り、自分でたらいを持ちだしてきて、竜馬の足をあらってやった。

「お登勢さん、酒はあるか」

「旅はた籠ごですからね」

　お登勢は、洗いながら答え、めずらしいことだとおもった。竜馬は、土佐者だから酒量はあるが、かといってさほど好きではないらしく、入ってくるなり要求したりしたことはない。

「お酒を、どうするのです」

「飲むのさ」

「飲んで、どうするのです」

「寝る」

　竜馬は笑いもせずにいった。

「すこしくたびれている。しばらく寝かせてもらおう。子ねノ刻こく（午前零時）におこしておくれ」

「おこして？」

　と、お登勢は手をとめた。

「京へゆく。ああ泊まらん。泊まっちょるわけにもいかん」

「一体、どうなったんです」

「──解散」

　竜馬は、かまちへあがりながら、

「するさ、神戸海軍練習所は。幕府では謀む叛ほん人にんの巣だと言やがる。──もっとも」

　と、不敵に笑った。

「そのとおりにはちがいないが」

　竜馬が勝とともに経営している神戸軍艦操練所、通称神戸海軍塾は、内実は勝の私立学校だが、幕府の補助がでている。学がく生しよう賄まかない料りようとして三千両出ているのである。いわば、半官半民の塾であった。

　そのくせ、この塾から、池田屋ノ変で闘死する者が出たり、蛤御門ノ変で長州軍とともに戦う者が出たり、長州の敗残兵をかくまったりして、あたかも反乱軍養成所といった観がある。

　幕府では、この塾の現状に目をひからせ、塾生の名簿の提出を命じたりしてきていた。

　勝も、竜馬も、「その必要はござらん」とこばんだところ、幕府はこの元治元年十月二十一日付で、いきなり勝に江戸召喚を命じてきた。

　処罰の前提である。だけではなく、事実上の学校閉鎖命令であった。




　あれほど船好きだった竜馬にとって、これは生涯の大事件であることはまちがいない。

（可哀そうに）

　お登勢は、おもちゃをとられた坊やをいたわるような目で、竜馬を見た。

　竜馬は酒のためか、顔色が冴えない。

　座敷ではおりょうも同座して、お登勢とかわるがわるお酌をしていた。

「それでは、観光丸とかいう、ご自慢の軍艦も公儀に返すのですか」

　と、お登勢はいった。

「あたりまえだ、軍艦どころか、当の勝先生が江戸召喚ののち軍艦奉行をやめさせられることは決定的という事態だぜ」

　竜馬の衝撃は、幾重にもかさなっている。

　それに。

　塾生が、すでに諸藩の士、浪士などをとりまぜて二百余人にまでにふえていた。あと始末としては、諸藩から派遣されている士はそれぞれの藩にかえせばよいが、半数を占める浪士の始末をどうすればよいか。これは大問題だった。

　実は、一昨夜、江戸に発つ勝と竜馬は、このことについて語りあっている。

「幕吏は狡猾なものさ」

　と、勝は自分が幕府の高官のくせに、そんなことをいった。

「解散になってみな。諸藩に士籍のある連中が帰ったあと、脱藩の連中がのこる。これは天あめの下に雨露をしのぐ場所がない。幕府は馬鹿会津を」

　と、勝は、佐幕派の会津藩に好意をもっていない。新選組などをつかって人を斬ってばかりいる政治感覚のなさは、所詮は幕府をほろぼすもとになると考えている。

「馬鹿会津をそそのかせて、えたりかしこしと捕殺しにくるにちがいない」

　そのとおりだろう。幕吏が来なくても、土佐藩の警吏が竜馬らをとらえにくるのは必至だった。いままで、勝の看板で、みな遠慮をしていたのである。

「竜さん、どうする」

　と勝がきくと、竜馬はちょっと考え、ぼんやりと庭の野菊を見つめていた。

　じつは、驚天動地の妙策がある。しかしどうも夢のような案で、実現できるかどうか、竜馬も自信がない。

「さあ、どうするえ？」

　と勝がかさねてきくと、竜馬は勝がおもいもよらなかった案を言いだした。

　軍事会社をつくる、というのである。

　つまり、私設艦隊である。金や軍艦は、いわば「株」として諸藩から出させ、平時は通商をして利潤を分配し、いざ外国が攻めてきたときは艦隊として活躍する。

「おもしろい」

　勝は、ひざを打った。同時に、竜馬という男のふしぎな頭脳にあきれもした。それができれば、西洋で行なわれている「会社」というものを日本で誕生せしめる最初になるし、しかも独創的なことは、戦争と通商の浪人会社なのである。

　その上、大株主として、薩摩藩を考えています、と竜馬はいった。

「それも名案だ。ついでに、どうだろう、薩摩藩御抱えという名義にしてもらえば？」

　そうすれば一同の身は安全である、と勝はおもった。親切な男であった。




　そんなわけで、竜馬は、京の薩摩藩邸にかけあってこの前代未聞の計画を実現すべく、摂津神戸村から京をめざしてやってきたのである。

　坂ばん竜りよう飛ひ騰とう


　ということばがある。竜馬をいっぴきの竜になぞらえ、この竜が孤剣幕末の風雲をつかんで馳はせのぼってゆく颯さつ爽そうたる姿をことばにしたものだが、この時期こそ「坂竜」の飛騰しようとする寸前だったといっていい。

　が、酒を飲んでいる竜馬には、まるで逆な沈鬱さがあった。

　むりもなかった。勝の江戸召喚や、塾の解散、練習艦の取りあげなどから来る衝撃、さらには今後のこと、たとえば塾生の始末、薩摩藩とのかけあい、浪人会社の設立など、竜馬の胸中をうずまくおもいが、未整理のまま、混沌としていた。

（どうすればよいか）

　竜馬は、行動しつつ考えようとしている。その行動の直前であった。酒を飲んでも酢を飲むようで、いっこうに酔いが華やかにひらいてこない。

「茶碗にしてくれ」

　とおりょうにたのみ、それに銚子の酒をそそがせて飲んだが、一升ちかくなっても顔色がますます青くなるばかりである。

「おかしいですね」

　と、お登勢は、常にない竜馬を、心配そうにながめていた。

「血が鬱しちょる。悲傷臓ぞう腑ふを破る、ということばがあるが、あれは本当じゃな。人間、悲しみと腹立ちが血にまじると、臓腑の働きがにぶくなって、どうもならん」

　やるせない、といった表情で、肩をゆすった。ぽきぽきとすごい音がした。

「揉んであげましょうか」

　とお登勢がいったときは、すでに起ちあがり、白い足袋をすべらせて竜馬のうしろにまわっていた。

（世に、小人の権を握るほどおそるべきものはない）

　竜馬は揉まれながら考えている。

　勝の失脚は、うわさでは、神戸海軍塾が、観光丸水夫用の毛布を大量に外国より買い入れたことにある。

　幕府の高官が老中に告げ口して、

　──毛布なるものは、水夫用のためではござりませぬ。あの塾に、長州人を多数匿かくまわんがためでございます。

　といった。かねて勝の塾は謀叛人の巣であると幕府ではにらんでいる。えたりかしこしと勝を処分すべく処置をした。なにしろ毛布を買い入れたのは竜馬だけに、どうも面白くない。

「私、かわります」

　とおりょうが立って、お登勢のかわりに竜馬の肩をもみはじめた。

　揉まれながら、ふと竜馬は、

「お登勢さん。入ってきたときに気づいたのだが、菊が一本もないな」

「ええ」

　お登勢は席にもどり、にこにこした。

「おりょうさんがね」

　と、菊の枕の一件を、おりょうの手柄のようにして喋ったのである。

　竜馬は、顔色が変わっている。




（この人は、怒ってる。……）

　お登勢は、竜馬の怒っている顔というのをはじめてみて、正直なところ、おそろしさに身がふるえた。

　こんな顔が、よくお寺にある。阿修羅だろうか、仁王だろうか、もともと竜馬は髪くせがわるく、両びんがちぢれてそそけ立っているだけに、怒るとすさまじい顔になった。

「坂本さん、そんな顔はおよしなさい」

　と、お登勢は内心おびえつつも、姉っぽい説教口でいった。

「どんな顔も、しちょらん」

「しちょる」

　お登勢は口まねをし、竜馬をわらわせようとしたが、竜馬は笑わない。

「菊の枕が、気に入らなかったの？」

「ばかなことをするもんじゃ。たった一つの枕をつくるのに、何百本の菊を剪きったか。唐か土らの昔ばなしにある暴王に似ちょる」

　竜馬にすれば、菊が、生せい民みんにみえるのであろう。束つかの間まの遊びのために、何百の人民を殺すような残忍さを、感じたのである。

「女は、残忍なものじゃな」

　ぽろぽろ、涙をこぼしている。妙な男であった。

　それほど気がやさしいくせに、かれの語録にはおどろくべきことが手記されている。世界の人民を──とその記録はいう。いかにすればみなごろしにならんと工夫すべし。胸中にその勢いきおいあれば天下に振ふものなり、と。

　暮夜ひそかにかれは、こんな語録を書きとめている。気が優しすぎる自分を反省し、一介の浪人の身で天下を動かすにはよほどの心胆がなければならぬと思い、

　──世界を活殺させるのはわれにありとおもへ。

　と自らに言いきかせ、その大信念を腹中につねにおさめて天下を歩く。その自戒の心がまえを逆説的に、「世界の人民いかにすればみなごろしにならん」というふうに表現したのであろう。この奇妙な天才の思想は、つねにきらびやかな逆説に満ちている。

「ばかなことをする」

　と吐きすてるように言い、語録とは逆の涙を腕でかいなぐるようにぬぐった。後の話になるが、竜馬は倒幕の最後の段階において、

　──維新革命に一滴の血をも流すな。

　と言い、鳥羽伏見の戦いの勃発を極力避けようとした。「幕府みなごろし」を腹中に入れつつ、一滴の血を流さずすべてを生かして新国家に参加させようとしたのであろう。

　菊の枕

　が、一見、簡明素朴にみえる竜馬という男の思想と感情の複雑さを、偶然に象徴した。

「でも、おりょうさんは、坂本さんにいい匂いのする枕を作ってあげたい、と思うのあまりこうしたんですよ」

「けったいなおなごじゃ」

　竜馬は、おりょうを見、笑おうとしたが、まだ笑顔になりきれない。

「お登勢さん、わしゃ、他のことで怒っちょった。怒りを移すなかれと言うが、つまりその感情が、とんでもない菊の枕で爆発したわけじゃ。まあ、そういうことか」

　竜馬は、立ちあがった。




「どこへ行くんです」

「厠はばかりへゆく」

　と、竜馬はよろよろと廊下へ出た。あぶない、と思って、おりょうがついてきた。

　縁のはしの厠かわやで用を足し、扉を押して出ると、おりょうが手ちよう洗ず鉢ばちのそばにしゃがんでいた。

　だまって、水を汲んだひしゃくを竜馬の前にさし出した。

　庭樹の上に、星がかがやいている。

「洗うのか」

　竜馬は縁のむこうに手をさしのばすと、おりょうは何度も水をかけた。

　そのあと、だまって手拭をさし出す。おろしたてらしく、紺のにおいがした。

　竜馬は手をふき、おりょうを見た。うなだれて、いまにも泣きそうになっている。

　男女の情とは、おかしい。菊の枕を通じ、おりょうをさんざんに攻撃したくせに、攻撃すればするほど、愛憐の情が、胸に満ちてきて、やる瀬ないまでになっている。

「おりょう。──」

　と、手をとり、あらあらしく引き寄せた。

　おりょうは、菊の枕の一件で、すっかり傷ついている。その傷に必死に堪えてきたが、竜馬の不意の抱擁に堰せきがきれ、竜馬の胸に顔を押しつけるなり、童女のようなはげしさで泣きだした。

（こまった）

　と竜馬が当惑したのは、竜馬に抱かれているおりょうの両手の指さきが間断なく動き、竜馬の胸といわず、腕といわず、背といわず、つねったり掻きむしったりしはじめたのだ。

　そのくせ、肩だけは精一杯に泣きじゃくっている。

「痛いわい」

「いたいのは、あたりまえです。おりょうのほうがもっと痛い」

　と、ぐんぐん体を押しつけてきた。下肢の動きが竜馬の体につたわり、若い竜馬にとってほとんど堪えられないばかりになった。

「腹が立つ」

　と、おりょうはますます押してくる。

「おりょう、よせ」

　竜馬は本当のところ、こんなわずらわしいことをしているより、せめて一刻にじかんでもぐっすりねむりたかった。寝不足での夜道は危険だし、それに翌朝、薩摩屋敷での大事な交かけ渉あいが、うまくゆかなくなるかもしれない。

「おりょう、もうよせ。座敷ではお登勢さんが待っちょる」

　と腕に力をこめて引きはなそうとしたが、おりょうは離されまいとして懸命になり、ついに竜馬の左腕に唇を寄せ、がぶりと噛みついた。血が流れた。

（こまった娘じゃ）

　竜馬は、暗然とした。可愛くもあるが、このさき、どうなることであろう。

　血に驚いて、おりょうがはっと体を離したすきに、竜馬はさっと廊下を渡り、お登勢の待っている座敷にもどった。

「お登勢さん、ここでうたた寝するから、見守っていてくれよ」




　竜馬が、わざとお登勢のいる座敷でごろ寝をしたのは、おりょうを避けたのにちがいない。

　広からぬ船宿のなかでのことである。お登勢は、座敷にいて、厠の前の渡り廊下での一件を、すっかり聞いてしまっていた。

（こまった娘。──）

　とおもったが、顔には出さない。

　竜馬のそばに、じっとすわっている。竜馬が、目覚めるまでそこに居てくれ、と頼んだからである。お登勢にすれば、やはり竜馬は自分を頼ってくれている、とうれしかった。

　お登勢はときどき、竜馬の夢をみることがある。竜馬が遠く離れているときなど、ふと寝床に入って、せめて一夜でもあの若者と過ごしたい、とそんな気恥ずかしいことを思う夜もあった。

　だが、伊助という亭主をもっている身ではそんなことは妄想だけで、現実うつつになるよしもないし、うつつになってはこまる夢だった。

　子ねノ刻（午前零時）になった。

　お登勢は、竜馬をゆさぶって、

「刻限ですよ」

　と、つっけんどんな声でいってやった。勝気でてきぱきしていて、竜馬が故郷に書き送った手紙にいわせると、「これは学問のある女、非常な人物也」ということになるし、おさないころの乳母のおやべさんにあてた手紙にも、「寺田屋は親類のようなもので、あちら（お登勢）よりも大いに可愛がりくれ候」とある。

「これはいかん」

　と竜馬はとび起き、座敷をとびだそうとしたが、足にコロリとさわったものがある。

　箱はこ枕まくらである。ひろいあげてみると、菊花の清涼なにおいがした。いつの間にか、お登勢が竜馬にさせてしまったのであろう。

「これはもらってゆく」

　と、竜馬は、枕をふところに入れた。

「変ですよ、いいお侍が、枕を懐中に入れていたりしちゃ」

「かまわん、おりょうの好意だ」

「ご馳走さま。いまごろそんなことをいうくらいなら、なにもあんなに怒らなくてもよかったのに」

　お登勢は、腹が立っていた。しかし竜馬にすれば、枕でも持って行かなければ、あの愉快でもないいざこざの始末がつかないようにおもったのである。

　土間であたらしいわらじをはき、韮山代官の江川太郎左衛門坦たん庵あんが考案したという韮山笠を小わきにかかえ、

「じゃ、また来る」

　と、寺田屋をとびだした。

　そとは、降るような星空である。その星あかりの町並を、竜馬は北へむかって歩きだした。

　丹波橋に近いあたりに、尾州藩が大きな伏見藩邸をもっている。その東塀に沿ってゆくと、前は一面の田ンボだった。

　京へゆく京町通には、右へ折れる。と思って右へ折れようした瞬間、

　颯さつ


　と剣風が竜馬を襲った。

　竜馬はとびのき、同時に、剣をぬいた。

「何者だ」




　刺客は、五人である。

　二人は、尾州屋敷の塀にはりついており、他の三人は、田ンボを背にしている。とびさがった竜馬は、ちょうど丁字型になった辻の真ン中で剣をぬくはめになった。

（場所がわるい）

　三方から襲われてしまう。

　何者だ、と問いかけてみたが、相手はこたえない。人違いするな、と言ったが、それにも沈黙していた。どうせ新選組の連中かと思ったが、それにしても相手は隊の提灯ももっていない。

（斬るか）

　と、かつて人を殺したことのない竜馬は、この夜、そう心をきめた。

　この男はよほど人を殺すのがいやなたちだったらしく、例の自戒の記録では、わざわざ、

　──生せい人じんに疵きずをつけるや否いなや、人間と思ふべからず。気臆れの生ずるものなり。畜類を殺すより安心すべし。

　と書いて自分を鞭べん撻たつしている。そのくせ生涯、不殺主義で通したかれは、いったい、どちらが竜馬なのであろう。

　左手の塀の影がじりじりと土をにじって進んでくる。剣けん尖せんが十分に沈んでいるあたり、よほど場なれした使い手らしい。

　そいつが、ぱっと撃ちこんできたのを、竜馬はかわしもせず、逆胴で撲なぐりつけた。

　わっ、と敵は倒れた。

「死にはせん。逆胴じゃ」

　叫びつつ、次のやつを剣尖でするすると誘いこみ、撃ち込もうとする出で籠ご手てを、ぴいっと斬りおとした。

　腕が飛んだ。

　と同時に竜馬は、身を沈めて駈け出し、行く手をはばんだやつを、

「ばかっ」

　叫ぶなり、片手なぐりに剣を旋回し、相手の横よこ面めんをたたき斬った。撃ちは、浅い。刃が、相手の頭蓋骨にあたり、びーんとはねもどった。

　が、相手には十分な打撃だったらしく、頭の皮膚から血を噴きとばして、倒れた。動かぬところをみると、気絶したにちがいない。

　とにかく、一瞬で三人が倒れた。竜馬は横面の男の上をとびこえ、東へ走った。

「あっ、京町通へ出る」

　と叫ぶ声が背中のほうできこえた。その声に記憶があった。新選組の信しの夫ぶ左さ馬ま之の助すけではないか。

（なんだ、あいつか）

　永い喧嘩相手だと思い、変になつかしかった。

　残る二人が追ってくる。竜馬は京町通の町角を左へまがろうとしたとき、懐ろから菊の枕がころころと転げ落ちた。

（いかん）

　と踏みとどまり、路上をさがした。

　相手は、それを竜馬が迎え撃ちするものだと思い、ぎょっと足をとめた。

　路傍の草のなかに、菊の枕がころがっていた。竜馬は大いそぎでひろい、

（事ごとに厄介な枕じゃ）

　と思いつつ懐ろにねじこみ、長身をひるがえして京町通を駈けはじめた。そのすね長な速度には、もうたれもおよばない。




　夜が白むころ、竜馬は錦小路の薩摩藩邸の門前についた。

　やがて門がひらき、門番はこの朝の早い来訪者におどろいた。

　どなたでござる、とは問わない。以前、たった一回の来訪で、門番はこの変に魅力のある土州人の顔も名前も覚えてしまっていた。

「お早うございます。坂本さまでござりまするな」

　やがて中村半次郎があらわれ、これも百年の知己のような応対ぶりで書院へ通してくれた。

　待つあいだに、ふと軒端にまだ虫籠がぶらさがっていることに気づいた。しかもあたらしい草が入れられ、朝の光のなかで鈴虫が元気よく動いている。見るなり、竜馬は目を洗われるような思いがした。

（まだあれを飼うてくれちょったか）

　あれから一月になるのだ。よほど心をこめて飼わないかぎり、生命いのちの弱い鈴虫など、とっくに死んでいるはずである。

（西郷という男は、信じてよい）

　と竜馬はおもった。西郷にすれば別に鈴虫が好きなのではあるまい。竜馬がいつ来ても鈴虫が生きているように、入念に飼い育てていたものにちがいない。

　もっとも、後日、この鈴虫の秘密を知って竜馬はますます西郷を信ずるようになった。

　初代は、三日ほどで死んだのだそうだ。西郷はあわてて、

　──幸輔どん、坂本サンがくればこまる。納戸の者にそう言うて、鈴虫をいっぴき、獲らせて賜たもンせ。

　とたのんだ。かわいそうに、諸藩にきこえた志士の幸輔どん（吉井友実）は、大さわぎして鈴虫獲りをはじめねばならなかった。

　その二代目も死んで、竜馬がみたこの鈴虫は三代目なのである。

　心づくしという言葉がある。茶道のことばである。

「人をもてなす心のはたらき」という意味であろう。茶の素養のないはずの西郷は、安あ土づち桃山時代の大茶人の逸話はなしにでも出てきそうな茶のこころをもっていた。

「やあ、お待たせ申もしたな」

　と、西郷は出てきた。

「ちょうどよかこッてごわした。当家の家老をつとめます小松帯刀たてわきサァに、兄けいの話をしたところ、ぜひこんど会わせてくれちゅうこッて、いま衣服をあらためちょりもすで」

　といったあと、四よ方も山やまの話をした。

　西郷は、

「坂本サンは、ワシントン翁がお好きじゃとききましたが、わたしにも話して賜ンせ」

　といった。西郷も、日本の十代将軍家いえ治はるのころにイギリス軍をヨークタウンで破って休戦条約を結び、アメリカを英国の植民地的存在から解放し、合衆国の初代大統領になったこのジョージ・ワシントンが好きで、平素、座談にも、

　──ワシントン翁はかくせられた。

　などと、敬語をつかうほどであった。

　竜馬は、自分がきき知っているかぎりのワシントン伝を語り、西郷は熱心にきいた。ふたりとも、日本の現実と思いあわせて深い共感をこの異国の英雄にもっていたのであろう。




　やがて、小松帯刀が入ってきた。

「小松です」

　と、ていねいにあいさつをした。貴公子といっていい温和な風ぼうをもっていた。

　小松は竜馬と同じ天保六年のうまれである。藩の名門の出で、家老職にあり、薩摩藩外交の最高責任者として、ずっと京都に駐在している。

　西郷は藩外交の上でこの小松を輔ほ佐さしている、というかっこうだった。西郷という男も、家老小松帯刀という理解者がいなければ、その仕事の半分もやれなかったであろう。

　小松は、藩の重臣であるにもかかわらず、はやくから勤王思想をもっていた。薩摩藩も土佐藩とおなじように、藩の上層部はすべて保守佐幕といってよかったが、ただ一人の小松帯刀がいるために、西郷は、保守的藩論をおさえて、自由に活躍することができた。

　小松帯刀のいま一つの特色は、人のつかいかたにおいて、薩摩の伝統的方法をとったことだった。

　やり方というのは、信頼できる下僚に、十分以上の権限をあたえ、自由自在に活躍させたことである。次官格の下僚が、西郷吉之助であった。西郷は、幕末に小松という上長を得なかったならば、あれだけの活躍はとうていできなかったであろう。

　余談だが、小松は維新後多病でほとんど活動できぬままに明治三年七月、年三十六で死んでいる。

　無口な男で、自分から竜馬に会いたいといったくせに、にこにこと微笑しているだけでなにもいわない。

　竜馬は、小松と西郷に、海軍と海上貿易の急務なることを説いた。

　ふたりはいちいちうなずき、

「わが藩は、薩英戦争で艦船のなきことをどれだけ後悔したかわかりもさん。勝先生と坂本サンに期待するのは、そこでごわす」

　と、西郷はいった。西郷は、薩摩海軍の成長のために、勝や竜馬の助言と応援がほしかったのであろう。

　竜馬は、薩摩藩のそういう欲求を、十分に察していた。

「ところが」

　と、即座にいった。

「ご期待どおりに参らぬ。勝先生は、長州兵をかくまったという容疑で江戸召喚となり、自然、二百人の書生を擁する神戸海軍操練所は、早晩、解散ということに相成りましょう。貴藩からおあずかりしている訓練生も、藩へ帰っていただくことになります」

「ははあ」

　西郷も小松もおどろいた。

　竜馬は、勝の手紙をふたりにみせた。二人は、竜馬の来訪の目的が、ほぼわかったようである。

「幕府は、やることなすことが悪らつじゃ。それで坂本サン、今後はどうなさるおつもりでごあンど？」

「考えちょるが、大望ゆえ、話して断わられては拙者の赤せき面めんモノじゃ。ぜひ貴藩のお力添えが要るが、承知してくださるか」

　という意味のことを、竜馬はゆっくりといった。むろん竜馬はぬけめなくつけ加えている。

「貴藩にとって巨大な利益になることです」と。




（利益に。──）

　という竜馬の言葉が、薩摩藩家老小松帯刀の心をさわやかに刺戟した。小松は京に駐在していて、諸方の志士とはずいぶんつきあってきたが、ほとんどが熱血空論の徒であった。しかし天下国家の議論を、商談でもするようにもちかけてきた男は、目の前にいる大男がはじめである。

「するめが、大砲になる話をこぞんじでござるか」

　と竜馬はいった。

「船さえあればそれができる。たとえばするめの産地である対つ馬しま藩を説き、かの藩のするめを買いとって上シヤン海ハイへもってゆく。かの地ではわが国のするめが、十倍にも売れ申す。するめにかぎり申せぬ。上海で売れる商品は、日本茶、椎しい茸たけ、昆こん布ぶ、鶏けい冠かん草そう、白炭、杉板、松板、棕しゆ梠ろ皮かわ、煎いり海鼠なまこ、干ほし鮑あわび、干貝、干ほし海え老び……」

「ほほう」

　と、西郷も笑いだした。

「坂本サンは、ようごぞんじでごわすなあ」

　竜馬も釣りこまれて苦笑した。竜馬は兵庫や大坂で物の値段と海外市場をできるだけしらべ、国際市場でなにがもうかるかを考えていた。するめや椎茸の値段を知ることが、かれの尊王攘夷論であった。

「米でもよろしい」

　と竜馬はいった。

「なるほど貴藩は、水田がすくなく、米を上海で売るほどにはござるまいが、たとえばここに船があるとすれば、奥州の津軽藩や庄内藩からありあまった米を買いとり、上海相場を長崎でしらべて巧みに売りだせば、大利を博することができる。それらの利潤でもって上海の兵器商人から、大砲、軍艦、機械を買いとれば、薩摩藩は単に七十余万石の一諸侯ではなく、東洋の富国になり申そう。その富国強兵策をもって攘夷の実力を養う。百の空論よりも、一のするめが肝要である」

「そのとおりです」

　小松は、家老だけに藩の経営のことに敏感だった。

「貿易さえすれば、日本は栄えうる」

　と、くりかえし竜馬は説いた。

「ところが」

　と、竜馬はいう。幕府をみよ、朝廷のご反対を押しきって諸外国と通商条約を結び、港をつぎつぎに開港しようとしている。しかも諸藩に対してはあくまで従来の鎖国令をまもらせて貿易させず、貿易は一に幕府の独占事業たらしめる方針をとっている。

「貿易がはじまって数年も経てば、幕府にのみ金がどんどん入る。されば幕府は兵器を洋式に一変し、軍制を改革し、おそらく日本はじまって以来の強大な武権に一変しましょう。もうそうなってしまえば、勤王論もくそもない。天下の志士は洋式火砲で粉砕されてしまう」

「いかにも」

　西郷は、身がふるえてきた。朝廷どころかそうなれば、薩摩も長州も土佐もなくなるであろう。薩摩藩としての目下の急務は、幕府だけの開国主義に反対することだ、と西郷は思った。幕府はおそらく承知すまい。さればいまのうちに幕府を倒すべきではないか。




「坂本さん」

　と、小松帯刀は身を乗りだした。

「足下の案を言うてくだされ。われわれ薩人には、人を信ずればその行こう蔵ぞう（出処進退）のすべてを信ず、という風習がござる。坂本さんのなさることなら、わが薩摩藩の力のおよぶかぎり後援したい」

「されば」

　と、竜馬は例の浪人会社の一件を言い、薩摩藩をもって大株主になってくれ、いや、なるべきである、と説いた。

「ここに一大海上藩を出現せしめるんじゃ」

　竜馬は、夢中で語りながら、手をのばして小松のひざの上にあった手拭をひっさらい、唾でよごれた自分の口もとをごしごしぬぐった。

　小松は、あっ、と思ったらしいが、そこは大藩の家老で気づかぬふりをして、神妙に竜馬のはなしをきいていた。

　そばでみていた吉井幸輔は、よほどおかしかったらしく、竜馬が帰ってから西郷にそのことをいうと、

「まったく」

　西郷も大笑しながら、

「よほど無邪気な仁じゃな。大事をなすには無邪気で私心がないことが肝要じゃ」

　といった。

　竜馬が帰ったあと、家老小松帯刀は一種爽快な顔をしていた。

　もともと小松など薩摩藩有志には、竜馬の説くところが理解できる素地があった。この藩は日本列島の西南隅に位置しているという地理的特殊性のほかに琉球をも管理しているところから、三百年を通じての名だたる密貿易藩であった。

　だけではなく、先代の藩主島津斉彬は時勢にとびぬけた意見のもちぬしで、その遺論はなお薩摩藩の勤王グループのあいだで語りつがれている。

　斉彬は六年前急死するまで薩摩藩を近代産業国家に改造することに専念し、鹿児島城外の磯の別邸内に「集成館」という工場をたて、旋盤や化学工業設備を置き、鉄砲火薬やガラス製品などを生産した。

　それだけでなく居間にシナ三百余州の地図を貼った大おお屏びよう風ぶを立てまわし、

「シナは早晩、外国勢のために崩れる。そうなれば日本は孤立する。危機これ以上のものはない」

　といい、

「シナが亡国になる以前に、日本は欧米の機先を制して、九州諸藩は安アン南ナン、南洋諸島に進出して占領し、奥州諸藩は北進し、満州、蒙もう古こ、北シナを攻略し、シナ大陸を前後から包囲して外国勢力をはじき出さねば、日本はつぶされてしまうだろう」

　といった。

　この斉彬の死とともに薩摩藩は島津久光の保守政策によっていっさいの工場などは閉鎖されてしまったが、なお藩士のなかに先代の気分だけは遺のこっている。小松、西郷、大久保などは、斉彬の影響をもっとも強く受けた連中だった。




　そのあと、竜馬は河原町通に出、土州藩邸の筋むかいの古書籍商「菊屋」に入った。

「チクと、寝かせてもらうぜよう」

　というと、帳場にいた老主人が、目をほそめ、さあさどうぞ、いま夜具を敷かせますさかい、とあわただしく奥へひっこんだ。

　余談だが、京の町人には義気のある者が多く、どれだけ多くの志士がかれらの力で命をすくわれたか、わからない。

　町人の身で命をうしなった者もいる。たとえば池田屋ノ変での宿ぬし池田屋惣兵衛、これは捕えられて獄死したし、当夜、志士のひとりとして参加して捕縛され、のち処刑された者に、菊屋と同業の北村屋の主人西川耕蔵がいる。

　菊屋も、客に土州藩士が多かったせいか、一家をあげて、とくに竜馬ら土州藩士の後援者になっていた。

　過去帳をつくって死者の霊をとむらっている。主人嘉兵衛には、特技がある。熱心な西本願寺門徒で、まるで僧侶のように三さん部ぶ経きようをそらであげることができた。過去帳の記載は、土州志士のなかで菊屋の懇意だった者にかぎられているが、すでに十四人になっているという。

「よせよせ」

　と、竜馬は、いったことがある。

「世の変革に働く者は、天の命めいをうけ、天からさしくだされた男だ。たとえ路傍で闘死しようとも、魂は天に帰っている。この過去帳にある吉村寅太郎も那須信吾も間崎哲馬も北添佶摩も望月亀弥太も、みんなそろって天に帰ったのだ。地上の俗人にむやみと傷いたまれたりすると、かれらが怒るぞ」

　竜馬は笑いとばしたことがあるが、とにかく菊屋の親切さは、現世だけ面倒をみようというのではなく、来世までという行きとどいたものだった。

　夜具の敷かれた離れに入ると、竜馬は掛けぶとんの上にごろりとひっくりかえり、ふところから菊の枕をとりだして、頭の下にあてた。

　菊屋の息子の峰吉少年もおどろいて、

「坂本さんは、枕をもって歩いているんですか」といった。

「歩いちょる」

　竜馬もわれながらおかしかったらしい。枕持ちの志士というものはすくなかろう。

　先刻、薩摩藩邸でも、西郷が、

　──坂本さん、懐ろはなんでごわす。

　ときくので、竜馬がとり出して見せてやると、西郷もさすがにおどろいたらしい。ははあ枕でごわすか、と不可解な顔をしていた。

「嗅いでみろ、いいにおいがする」

　と、竜馬がいうと、峰吉は小さな鼻をくっつけてきて、きゃっと笑った。

「おりょうさんの匂いだ」

　というのである。菊の香りであるはずだが少年にはどういう直感がそなわっているのであろう。

　夕刻、めざめると、竜馬はふたたび枕を懐ろにおさめ、菊屋を辞した。

　摂津神戸村に帰るためである。

　京を発ち、夜船に乗るべく道を急いで、二時間後には、伏見についた。

　船宿寺田屋の前には、おりょうが立っていた。




「坂本さま」

　と、おりょうは、日ひ和より下駄をきしませ、大いそぎで提灯を寄せてきた。

「あの、お泊りにならないんですか」

「夜船に乗る」

　竜馬がいうと、おりょうはどうしていいかわからなくなったのだろう、とっさに、

「坂本さまのぜんぶが、きらいです」

　といった。言ってから、怒りがこみあげてきたらしい。悩乱したような目で、竜馬を見あげた。涙がたまっていた。美しい目だ、と竜馬はおもった。

「おねがいです、きらいだけど、泊まってほしいんです」

「変な娘こだな」

　竜馬は、閉口して、左手をのばし、柳の幹に腕をからませた。柳にでもつかまっていないと、おりょうの激しさに魅き入れられそうだった。

「一刻も早く、神戸に帰らねばならん。塾生が待っている」

「待たせて、おおきなさい」

「いつ、神戸塾に幕吏が踏みこむかわからぬ状態だ。おりょう」

「なんです」

「お前まん、女くさいぞ」

　竜馬がいったのは、おりょうが湯あがりで化粧を仕直していたからだろう。

「女ですから」

　と、おりょうはみじかくいった。

「あたりまえです、女くさいのは」

「こまったな」

　竜馬は、船着場はまのほうを見た。

　すでに三十石船が入って、舟提灯が前後に一つずつ、夜風にゆれている。

（やはり、娘っ子などとは縁をもつべきではなかったわい）

　と、泣けて来そうな気持になった。そのいたずらっ子が叱られたような表情をみて、おりょうはさすがにおかしくなってきたらしく、

「こまる？」

　と、はじめて笑った。

「でも、おりょうも、自分の気持をどうすることもできないんです。じっとしていると、気がくるいそうになるんです」

「なるほどなあ」

　竜馬はうっかり薄情な相槌をうつと、おりょうはさすがに、腹が立ったらしく、

「憑ついたげる」

　と、おそろしいことをいった。

「お覚悟なさいませ。お田鶴さまも、さな子さまも、きっと間違っていらっしゃったんです。坂本さまのようなひとには、憑く覚悟でかからねば、どこへ行ってしまわれるかわかりません」

「狐こ狸りのようなことをいう」

　と、竜馬はこの可愛い狐狸のおとがいに指をあててやった。絹のように柔らかかった。

「ですから、おりょうは神戸までゆきます。すぐ支度をしてゆきますから、待っていてくださいね、きっとよ」

　行動力のある娘だ、もう居なくなった。

　竜馬は、身をひるがえして、舟着場へ駈けた。神戸まで来られてたまるか、とおもったのだ。




　人の世には、妙な行きちがいがある。

　竜馬が駈けだしたとき、

「坂本さん」

　とあわててよびとめた旅装の武士がいる。呼びとめただけでなく、大きな体をゆさぶりながら、一緒にならんで駈けはじめた。薩摩人中村半次郎であった。

「京から追ってきたのです。間に合うてこりゃ仕合せじゃった」

　これから竜馬と同行して、大坂へゆく、という。西郷の指図らしい。

　西郷は、竜馬が辞し去ったあと、家老小松帯刀と相談して、こんど解散になる神戸海軍塾の浪人塾生たちのために大坂の薩摩藩邸の一棟をあけて収容し、あくまでも薩摩藩が保護してゆく、という方針を決め、宿舎になる大坂藩邸に対してはさっそく準備させるべく、中村半次郎を使者として大坂へくだらせることにしたのである。

　半次郎は腰のかるい男だ。西郷の指図をうけると、「あっ、承知」とその辺のわらじ、笠をひっつかんで京都藩邸の玄関をとび出そうとした。西郷が、

「まるであばれ馬が駈けだすようじゃ」

　と、この底ぬけに陽気な豪傑にあきれ、「できれば坂本サンと一緒に行ったほうがよかごたる」といった。

「そいどん（しかし）、坂本さんの居どころ、おいは知りもはンど。どこに居もす」

「なんでも河原町の土州藩邸の筋むかいに菊屋ちゅう古本屋があるそうじゃ。そこに峰吉という子供がいてな、あン人が可愛がっちょって、いろいろ用を頼んだりしちょるごたるけん、そン峰吉どんに聞いて見っしゃはんか」

　言われたとおり菊屋へ行って峰吉にきくと、教えてくれた。夜船に乗るべく伏見へむかった、と。

　さっそく、すねを飛ばしてここまで駈けてきた、というわけである。

　竜馬は、半次郎とともに、夜船に乗った。

「おりょうは、まだ来ぬな」

　と、竜馬は船のなかから船着場はまの方角の闇を見あげ、ちょっと甘酸っぱい心境になった。

　実のところ、おりょうはあの気性だから、このさきどこまで竜馬の生活に入って来るか、わからない。

（迷惑だが）

　しかし可愛くもある。ときどき、うずくような思いで、おりょうを想うことがある。

（もっとも、わしは）

　竜馬は、おもう。

（からだだけ、恋うちょるかもしれんな）

　そのとき、船頭が、

　──船が、出ますぞおっ。

　と、岸のほうへどなった。

（船頭、待ってくれ、連れが来る）

　と竜馬はいおうとしたが、横の中村半次郎が、なにか話しかけてきたために、機会をうしなった。

　ゆらり、と船着場を離れた。

　そのあと、おりょうが旅装をして船着場まで駈けつけたときは、船は宝ほう来らい橋ばしの下をくぐってしまっていた。
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　竜馬は、大坂の薩摩藩邸で中村半次郎とわかれ、その足で神戸にむかった。

　やがて、生いく田たの森がみえ、一ノ谷が夕雲に染まり、再度ふたたび山さんや諏す訪わ山やまの緑が視野いっぱいにひろがりはじめると、ふだん、感傷をきらっている竜馬も、名状しがたい想いがみちてきた。

（この海浜とも、おわかれか）

　と思うと、へんにむずむずした酸性の思いが、胸から鼻腔へひろがるようであった。

（詩人ならば、一詩あるべきところじゃ）

　と自分の感傷をあざわらってみたが、想いはいよいよ濃くなるばかりであった。

　過ぎてしまえば一場の夢のようであるが、竜馬の青春にとって、第一期は江戸の千葉道場時代、第二期はこの漁村ですごした歳月ということになるであろう。

　──筆者は。

　と、余談をかく。

　竜馬らの籠こもっていた神戸海軍塾（正称は神戸軍艦操練所、別称として神戸海軍局など）は、いまの神戸税関の所在地にある。

　神戸、といっても当時はさびしい漁村で、漁師のかやぶきの家が、二、三百戸もあった程度だった。

　当時、神戸という地名をいっても瀬戸内海の船頭でさえ「兵庫は知っておりますが、神戸などは存じませぬ」と答えたであろう。

　当時神戸村は、幕府領で、街道ぞいに西から走水はしうど、二茶屋、神戸の三部落にわかれ、生田の磯には、砂の上に大鳥居があり、そのあたりに酒蔵が幾棟か散在していた。

　勝海舟が、

「この無名の浜こそ、将来、日本有数の港になるだろう」

　とみて神戸軍艦操練所を置いたのは、よほどの眼力とみていい。

　勝は、自分の役宅を生田の森にかまえ、この一帯の大庄屋生島四郎大夫に屋敷の世話をさせていた。

　生島は、勝のためにずいぶん働いた。土地を買う世話などもずいぶんした。

　勝は、生島にも土地を買うことをすすめ、

「いまはくだらねえ土地だが、十年もしてみろ。条約港になって大変な海かい市しになる。損はしないよ」

　と、いった。勝は、この当時の人間としてはめずらしく、土地の地価というものが騰あがりさがりするという知識まであった。生島は半信半疑ながらずいぶんと買い、はたして十年後には一坪何十円という価格になった。

　勝の明敏さは、神戸軍艦操練所についても「移り気な幕閣のことだ、数年を出ずして廃止を命じてくるだろう」と最初から予言し、

「しかしここが日本海軍の発祥の地になる。後世に残すために、大石碑を建てておこう」

　といって、早手まわしに、創立早々に記念碑までつくっていた。

「石ニ勒キザミ、モッテ永世ニ貽ノコス」

　という文章である。最初は竜馬らがいた塾の庭に据えられていたが、のち移され、いまは神戸港を一望で見おろす諏訪山公園のなかに建てられている。

　竜馬にとっては、青春の碑といっていい。




「みな、広間へあつまってくれ」

　と、竜馬は、その夜塾生一同に命じた。

　ちょうど在塾している百数十人が、三十畳敷きの講義場に、びっしりと膝をそろえて詰めた。一座の空気が重い。たれもが、解散のうわさは知っていた。集まった早々、一人が、

「坂本さん、いつ解散の幕ばく達たつ（幕府命令）が出るんですか」

　ときいたほどであった。この幕達というのは、役所仕事のことだから、事実上の解散を遂げてからずっとあとの慶応元年三月に出ている。その文章を原文のままかかげると、




覚おぼえ


摂州神戸村へ、御軍艦操練所、御お取とり建たて相成候に付、有志之面めん々めん、罷まかり出いで修行可致いたすべき旨むね、先せん達だつて而、相達候趣も有これ之あり候処、今度同操練所は御廃止相成候。此段、向むき々むきへ寄より々より可被達置たつしおかるべく候事




　とある。要するに、勝が幕府の了解をえてとりあえず実施し、完全に国立施設としてととのえないまま、つまり勝の私塾のままで葬り去られたことになる。

「幕達がいつ出るかは知らん。そんなものはどうでもよいことだ」

「廃止は決定でござるか」

「いかにも」

　と、竜馬はわるいくせで、こういう手の入念な質問が小うるさくなることがある。要するに、竜馬にすればその理想を今後どう実現してゆくか、ということだ。かれはこの塾がひらかれたとき、将来神戸を足場にして、朝鮮、清国、南洋はおろか、地球の上に雄飛しようとねがっていた。その構想を、幕府の移り気一つでやめることはできぬ。……

「されば？」

「われわれ草そう[image: 莽]もうの志士の手で、船をつくり会社カンパニーをおこそうというわけじゃ」

「船は高価でござるぞ」

「そのことは、わが胸に成算がある。やろうと思えば、世に出来ぬことはない」

「ははあ」

　ほとんどが、竜馬の大おお法ぼ螺らを信ぜず、たがいに顔を見合わせるばかりである。もっとも、竜馬もいやという者について来いとすすめる気はない。

「諸君のほとんどが、諸藩の士である。それぞれ藩にもどられよ。しかし浪士諸君の場合は、この塾を一歩出れば、幕府の刺客が待っている。斃たおされるのもよい。しかし男子は生あるかぎり、理想をもち、理想に一歩でも近づくべく坂をのぼるべきである。そう思うひとのみ、わしとともに残られよ」

「残る」

　と、叫びながら立ちあがったのは、紀州脱藩浪士陸奥陽之助であった。この気むずかしい若者が何に感動したのか、

「残ります。もともとわしは一身を坂本さんにあずけている」

　と、白い顔に血をのぼらせた。

　竜馬は、それ以上勧誘はしなかった。なにしろこの会社は刃物をもっている。場合によっては、倒幕海軍になる以上、天下のために死ぬことをよろこぶ者でなければ、加入させられないであろう。




　竜馬は、これより前、寝待ノ藤兵衛を大坂にとめておいて勝の身のまわりの用をさせていたが、この夜、藤兵衛が駈けもどってきて、

「いよいよ勝の殿様が、あすの船で江戸へお帰りあそばします」

　と夜中報告した。

　竜馬ははね起き、だまって厩うまやへ行った。京以来、ほとんどねむっていなかったが、どうあっても見送るつもりだった。

　鞭をあてて、街道を東に駈けだした。四里を一気に駈けぬき、西宮の番所に至ると、番卒があやしみ、

「何者ぞ」

　とばらばらと駈け出してきて槍を突きだした。竜馬は不機嫌そうな顔でそれを見おろし、しばらく馬を戛かつ々かつと輪乗りしていたが、やがて、

「長州人にあらず」

　とのみ答え、番卒のひるむのをみて、かれらの頭上をとびこえた。

　幕府はすでに長州征伐の軍令をくだし、西宮に番所を建てて、厳重な警戒を布しいている。長州びいきの竜馬には、この番所ほど不愉快なものはない。

　西宮から大坂まで五里。

　駈けどおしで、谷町の大久保一翁の屋敷についたのは明け方であった。

　勝はこの大久保邸にいる。一応、上かみをはばかって人にも会わず、帰東の便船をひっそりと待っていた。

「やあ、竜さんか」

　と、勝は玄関の式台まで出、ふたりの別れは、立ちばなしの形となった。

「あがれといいたいが、わしはおとがめを受けねばならぬ身、訪ねてきたお前さんは謀叛人さ」

　と、勝はくすくす笑い、

「しかもここは他人のお屋敷でね。あがってゆっくりというわけにはいかないよ」

　秋の朝冷えで、勝の吐く息が白い。竜馬は鼻をこすり、めずらしくいんぎんに、

「いや、おそれ入ります。ところで、お骨折りにより、薩摩との話しあいがつきました。有志一同、大坂の薩摩屋敷のお長屋を借りることになります」

「よかった」

　と、勝はうなずいた。

「いずれ目鼻がつき次第、長崎に本拠を置くつもりでおります」

「結構だな。わしも応援してやりたいが、もうこれ以上謀叛人どもとつきあうと、腹を切らずばなるまいよ」

「まったく」

　竜馬も、苦笑した。

「お前さんを」

　と、勝はちょっとそっぽをむき、

「一人前の艦長キヤプテンに仕立てあげたのはおれだがしかし恩に着なくてもいいぜ。他日、海上でわしは幕府艦隊をひきいてお前さんを討つかも知れねえ。そのときは、そっちも艦隊を自由自在にきりまわして、存分にやりな」

「………」

　と竜馬はだまっていたが、やがて涙が噴くようにあふれ出て、始末におえなくなった。有史以来、これほどの師匠をもった者があるか、と思った。




　竜馬は、折りかえし神戸にもどって、解散業務にとりかかった。この男はむろん、こまごましたことはできないたちだから、内務関係の整理は陸奥陽之助にまかせ、練習艦観光丸についての海務関係は、菅野覚兵衛という男にまかせた。

　まず陸奥に、

「金庫にかねはいくらある」

　ときくと、ざっと五百両はあるという。

「それをみなに分配しな」

　そう命じた。しかし陸奥は不服だった。

「塾は解散してもこれから一旗あげるんでしょう。その資金に必要ですよ」

「ばかめ」

　竜馬はぎろりと陸奥をみた。

「塾生の大部分は藩に帰る。残留してわしについてくるのは一割ほどの人数だ。その一割ほどの人数が金を独り占めした、と評判がたてられてたまるか」

「しかし」

「も、くそもない。さっさと分配するこった。なるほど浪人会社をおこすにはこのさき金が頼りだが、金よりも大事なものに評判というものがある。世間で大仕事をなすのにこれほど大事なものはない。金なんぞは、評判のあるところに自然とあつまってくるさ」

「なるほど」

「そういう不思議なものが、会社カンパニーというものだ。五百両ばかりの金に目がくらんで天下が取れるか」

「ははあ、それもそうだ」

　陸奥は、愉快になってきた。

「ところで陸奥、残留組は整理ができしだい大坂の薩摩邸に移る。ここでうろうろしていると、幕吏に踏みこまれてしまう」

「ええ」

「頼むぜ、そのあとの金の工く面めんは」

　とぬけぬけといったから、陸奥もあきれた。だからこそ薩摩藩邸移動後の用心に五百両を抑えておけ、といったのではないか。

　次いで竜馬は、土州脱藩高松太郎、越後脱藩白しら峰みね駿しゆん馬めの二人を呼び、

「お前たちは利口ではないが、一つだけ取り柄がある」

　といった。

「無口ということだ。それゆえ、幕府の大坂城代のもとにゆき、玄関さきで用人に会い、明後日兵庫沖で練習艦観光丸をひきわたす、回航の御人数をさしむけられよ、と口上をのべてこい。それだけの口上だ。あとは無用のことをいうな」

「へっ」

　と、二人はいやな顔をした。無口だけが取り柄というのが気に入らなかった。

「早くゆけ」

　と、竜馬は鶏とりを追うように言った。

　その翌日、荷物をまとめて帰藩する諸藩派遣の塾生数十人をあつめて、別れのあいさつを述べ、

「いつかは日本は一つになる。そのときはともどもに艦船をならべて世界を経へめぐろう。坂本竜馬はその日を楽しみにしている」

　といい、門前まで見送った。

　みなが帰ると、広い塾の屋敷を吹きぬける初冬の風が、急につめたくなった。

　あとは、軍艦の引き渡しだけである。




　幕府にひきわたすべく練習艦観光丸は、兵庫沖にいかりをおろしている。

「艦内の清掃は、十分にしておけ」

　と、竜馬は菅野覚兵衛に命じてある。

　この方面の残務整理には、竜馬とともに残留する二十数人が、担当した。すべて、藩から脱藩してきた浪士である。

　出身藩は、竜馬とのつながりで土佐がもっとも多く、十二人。

　ついで、神戸塾創設のときに竜馬が越前福井藩の老侯松平春嶽にたのんで五千両の出資をしてもらった関係から、越前藩の者が多く六人である。かれら越前人は、形式的には「脱藩」の身だが、じつは藩の了解があり、

　──自由にふるまえ。

　ということになっていた。越前福井藩としては出資者の立場から、当然であった。竜馬のいう「会社」が利益をあげて配当するまでとにかく藩士を浪人のかたちでも参加させておく、というつもりであった。

　ついで、越前浪人が二人、水戸浪人が一人。紀州浪人が陸奥陽之助。ぜんぶで二十人を越えていた。余談だが、このなかで陸奥宗光（陽之助）をはじめ、維新後爵位をもらった連中が数人いる。

　翌日、艦内清掃をおわると、海上に雪がふりはじめた。竜馬は短艇で艦にこぎつけ、

「おわったな」

　と、懐ろ手で、甲板、船室、機関室を見てまわり、最後に後甲板にみなをあつめ、

「いまから、大坂の土佐堀二丁目の薩摩藩邸へゆけ。引き渡しは、わし一人でやる」

　といって、一同をおどろかせた。

　驚くのも当然であった。この観光丸を受けとりにくるのは、大坂の天保山沖にいる幕府海軍順動丸の連中だが、うわさによると、それに便乗して、幕府の捕吏が塾の残留生を一いち網もう打だ尽じんに召し捕るべく同行してくるという。

「多勢居ては、かえってまずい」

　と竜馬はいった。

「おれ一人がいい。一人なら斬りぬけるのも容易だ」

「こまった人だ」

　と陸奥陽之助が不機嫌そうにいったが、結局、竜馬にやかましくいわれていっせいに下艦し、大坂にむかった。

　その夜、竜馬だけが艦内に残り、陸奥守吉行の一刀をかかえて、艦長室で寝た。

　艦内には、水夫も火夫もいない。かれら十二人も下艦させ、すでに空家になった塾の建物のなかで寝かせてある。

　夜、海上に雪が降った。

　竜馬はひどくさびしくなり、故郷の乙女姉さんのことや、お田鶴さま、江戸のさな子のことなどをしきりに思い出した。ふしぎと、伏見の寺田屋の船着場はまであれっきりになったおりょうのことだけは、忘れたように思いださず竜馬はそのまま寝入ってしまった。

　そのおりょうが。──

　その日の夕暮、笠に雪を真白に積もらせながら、竹杖をついて神戸塾に訪ねてきた。

（ここかしら）

　と、おりょうは、すでに門が閉ざされている塾舎を不審そうに見あげた。




　陽が昇って海面があかるくなると、もうそこに幕府軍艦順動丸がきていた。

（きたか）

　と、竜馬は、寝台の上に半身をおこして、船室からみた。

　順動丸は錨はおろしていたが、汽き罐かんはとめていないらしく、もうもうと黒煙をふきあげている。

（警戒をしちょる）

　とおもった。いつでも錨を巻きあげて運転できるように、蒸気を落さないのだろう。

（うわさとは、おそろしいもんじゃ）

　竜馬はおかしかった。大坂の幕府担当局では、もともと「勝の神戸塾は激徒の巣になっている」とみていたが、それがこんどの解散処置にともない、「激徒のうち土州浪人の一味が、観光丸を奪って長州へ奔はしろうとしている」といううわさがまことしやかに流されている。軍艦順動丸の用心ぶかさは、それにもとづくものだろう。

　順動丸甲板上では。──

　艦長肥ひ田だ浜五郎が、陣笠をかぶり、和装で鉄ごしらえの大剣を杖にしてじっと観光丸の様子をみている。

（おかしい）

　と、肥田はおもった。観光丸は、咄はなしにある幽霊船のように人影もなく、じっとしずまりかえっているのである。

　肥田は、身分は富士見御ご宝ほう蔵ぞう番ばんで艦長、つまり当時のよび方でいえば軍艦頭取である。

「さては、艦内に兵を伏せておるな」

　と見、こういう事もあるかとおもって士官以下をゲベール銃で武装させていた。

　それら銃隊を甲板上に配列し、さらに念のために舷げん側そく砲ほう二門に榴りゆう弾だんを装そう填てんさせ、そのあげく、

「短艇をおろすように」

　と、しずかに命じた。

　するすると、二隻の短艇が降ろされ、やがて波間に着水した。それぞれへ十五人ずつの銃隊が乗り、葵あおいの御定紋入りの旗をたてた。

「行きなさい」

　と、舷側から肥田がおだやかに号令した。

　二隻の短艇が、波間を分けはじめた。兵は筒袖に短たん袴こといった和装で、みじかいゲベール銃身が二十八本、朝の陽に光っている。

　一方、観光丸の竜馬は、この男の癖で左手をふところに入れ、右手に棒をもち、ぶらりと甲板上にあらわれた。

　棒のさきに、火が燃えている。

　竜馬は、ぶらぶらと歩いて舷側砲にちかづくと、ちょっと目を細めて順動丸と二隻の短艇のほうを見、

（来たか）

　という表情をした。

　そのあと、炎を舷側砲の砲尾の火門にちかづけ、ぽん、と触れた。その瞬間、

　どかぁーん

　と砲が轟発し、艦体をふるわせ、白煙がもうもうとあがった。

　順動丸と短艇では大騒ぎになったが、竜馬のほうはこれで大おお真ま面じ目めであった。

「儀礼の空砲じゃ」

　とうそぶき、艦長室に引きかえそうとすると、バラバラと小銃弾が頭上を飛び越した。




　やがて短艇は小銃射撃をやめ、観光丸を気味わるげに監視しながら、小一時間も波間にただよっていた。

「えい、らちがあかぬ」

　短艇を指揮していた森与左衛門という若い士官がごうをにやし、漕ぎ手に命じて艇を観光丸の船腹につけさせ、

「よいか、まずわし一人が乗船する。甲板から合図をするゆえ、よしと言えばすぐのぼって来い」

　と縄ばしごに左手をかけ、右手には剣を抜きそばめ、さらさらと登った。

　甲板までのぼってみたが、人影がない。

「よしっ」

　と、森は合図し、声に応じて十数人がのぼってきた。

「うわさでは」

　森が、真蒼な顔でいった。

「勝安房守あわのかみどのは長州人を多数、神戸の塾にかくまっておられたという。その者どもが船底にひそんでいるかもしれぬ」

　みな、慄えあがってしまった。当時長州人といえば幕吏から毒虫のように怖れられもし、憎まれもしていた。

　やがてもう一隻の人数も甲板へあがってきて、それぞれゲベール銃に弾をこめた。

　森はそれらの人数を障碍物のかげにひそめさせ、念のために、

「撃ってみろ、躍り出てくるかもしれぬ」

　と、命じた。

　三人ばかりが、銃口を空にむけて引きがねをひいた。ぐわあん、というすさまじい音が浦の山々にこだました。

（さて飛び出してくるか）

　と一同甲板上でかたずをのんで身がまえていると、やがてむこうの扉があき、背の高い浪人体の男が、左手をふところに入れてぶらりと出てきた。

　足に、わら草履をはいている。袴はよれよれ、大小は落し差し。

「いまのはなんだ」

　と、この男、竜馬はいった。言いながらどんどん歩いてくる。

「わしが、礼砲を撃ったおかえしですか」

「近寄るな」

　森は、銃隊を指揮しながらいった。

「そのほうは、何者である」

「坂本竜馬というものだ」

　と竜馬はいいながら、錨綱をまきつける突起物の上にどかりと腰をおろした。

「無用の緊張はやめなさい。ちかごろはなにかというと刀や銃砲をもち出したがる。当船には人数はわしひとり。それに船は錨をおろしているし、汽罐には火がなく、大砲には実弾はない。なんのための抜刀、執しつ銃じゆうか」

　竜馬はだんだん声が大きくなった。

「臆病にもほどがある」と大喝し、「将軍家の御軍艦を受けとりにきて艦内で発砲したりすると、切腹ものだぞ。わからんか」

「わかった」

　と、森はあわてて剣をおさめ、部下には銃を立てるように命じた。

「わかればよい。ところでわしは大坂へ行くが、このまま乗せてもらう」

　竜馬はさっさと甲板から降り、艦長室にもどってしまった。




　一方、おりょうは。──

　その前日の夕暮、神戸村に竜馬をたずねてきたものの、かんじんの竜馬がいない。

「どこに居らっしゃるのでしょう」

　と、さすがのおりょうも心細そうな声を出した。

「今夜は沖で泊まる、とおっしゃっていましたがね」

　と、塩し飽あくなまりの老水夫が、沖に碇泊している観光丸を指さした。

「小舟を出してください」

「それは成りませぬな。これはわしら塩飽島の法で、古来水すい軍ぐんちゅうものは女によ性しようを忌みまするでな」

　がんとしてきかない。伝統というのは根づよいものだ。当初、幕府が、洋式海軍を採用したとき、水夫の多くは瀬戸内海の塩飽群島の者を採用した。塩飽者というのは、「漁師は紀州、船頭は塩飽」といわれたほどに海技に熟達した連中で、源平、戦国のころは水軍（海賊）として瀬戸内海に君臨していた。かれらが幕府海軍に採用されるとき、洋式軍艦に古い水軍の習慣や禁忌タブーを持ちこんできたのである。

「しかしせっかくお訪ねされたのに、お嬢さまもお気の毒じゃ。もはや日も暮れる。この里には宿もござりませぬが、坂本さまともご懇意な里の庄屋の生島どのに頼んで進ぜましょう」

　老水夫は親切にも、おりょうを生田の森の庄屋屋敷につれて行った。

　庄屋の生島四郎大夫は、おりょうの美しさにびっくりしたらしい。

「ははあ、坂本さまの、……」

　といったきり、しばらく声も出なかった。あのむっつりした竜馬が、いつのまにこんな娘を手に入れたのであろう。

「どうぞ。幸い、勝先生がいらっしたころに建て増した客殿まがいの建物がございますから、幾日でもご逗とう留りゆうくださいまし」

　そういって自分で案内し、女中の一人を選んでおりょうの世話をさせた。

　ところが、人の世には信じられないほどの偶然がある。いや偶然だけが、殺風景な人生に、キラリとした神秘の灯をかかげてくれるものかもしれない。

　この夜、もう一人の客が、生島家をたずねてきたのである。この客も、最初竜馬を塾に訪ね、そこで沖にいることを知り、途方に暮れていると、例の老水夫が、

　──では生島どのの屋敷に。

　といって連れてきたものだった。

　おりょうより、ほんの小一時間もあとのことだった。

　客は、若い侍だった。まだ前髪を残しているが、齢としは十八ぐらいかと思われる。濡れたようにつややかな髪をもち、顔は生えぎわの青さがめだつほどの色白さで、目が涼しく切れ、唇から洩れる皓しろい歯ならびが、男にしては優しすぎるようである。

（これほど美しい若衆が、この世にあるものか）

　と、またまた生島四郎大夫は、おどろかざるをえなかった。若衆は薩さつ摩ま絣がすりに黒くろ縮ちり緬めんの羽織、おろしたてのマチ高だか袴ばかまをはき、

「わたくし、福岡小三郎と申します」

　といった。小柄である。




　結構な建物である。小玄関があり、部屋が三つあって、小庭にはいろんな種類の椿つばきが植えられている。

「昼間ですと、お庭の椿がきれいで」

　と、年若い女中がおりょうにいった。

「あの、坂本さまも、この部屋で泊まられたことがありますか」

「ええ、酔ったあげくに」と女中はいい、「坂本さまはとても雪がお好きで。──」と、なにか思いだしたように、肩をすくめて笑った。

「あなた、雪というお名前？」

　おりょうの美しい目が光った。

「いいえ」

　女中が、おりょうの権幕にびっくりしたように目をみはった。

「わたくし、さちと申します」

「では、お雪さんって、ここのお嬢さま？」

「ちがいます。空から降ってきて積もる雪でございます。坂本さまはこの椿の庭は雪にいい、とおっしゃって、勝先生とおふたりでずいぶんお飲みになりました。もっとも勝先生は下戸で、あまりおあがりになりませんでしたけど」

　そういってから、この生島家の上かみ女中は、竜馬のことがさまざま想い出されてきたらしく二つ三つ竜馬の奇癖を話して、ひとりでおかしそうに笑いながら、

「あんないい方はございません」

　といった。

　おりょうは笑わない。彼女は、そういう性分なのか、竜馬という男の可お笑かし味みがわからないたちだった。

「そんなにいい人じゃありません」

　と、おりょうは怒ったようにいった。伏見の船着場はまであれほど約束したのに、自分が旅装をととのえているまに、さっさと船を出させてしまったではないか。

「でも、いい人だと思いますけど」

　女中は、ころころと笑っている。おりょうがよくみると、この女中は色白で小さなおとがいが二ふた重えにくびれ、はっとするほどの可愛い顔をしていた。

「お雪さん」

　と、おりょうはいった。

「いいえ、さちと申します」

「あ、そうでした。うかがいますけど、あなた、坂本さまがお好きだったのでしょう」

「はい。でも、当家では、みな坂本さまが好きでしたわ。お嬢さまなんか、大変」

「そのお嬢さまは？」

「もうお嫁入りなさいましたわ」

「どこへ？」

「坂本さんに。──」

「えっ」

「うそうそ、西宮の醸造つくり酒ざか屋やへ」

　と、この女中はおとなしそうにみえて、なかなか人がわるいらしい。おりょうはからかわれていることを知って、ぷっとふくれたところへ、

「ごめんくださいまし」

　と、当家のあるじ生島四郎大夫が顔を出した。おりょうに、福岡小三郎という若侍を一ツ棟に泊めることにつき了解を得るためであった。

「福岡小三郎さま？」

「はい、坂本さまの同志でご親類でもある、と申されております」




　さちという上女中は、当然、福岡小三郎と名乗る若侍の世話もする。

　彼女は、おりょうの部屋をさがって福岡小三郎の部屋へゆき、

「さちと申しまする。ご遠慮なく御用をお言いつけくださいますように」

　といって頭をあげたとき、この若侍があまりに美しいのにおどろいた。

（女ではないかしら）

　と、とっさに思った。若侍も頭をさげ、よろしくおねがいします、と聞きとれぬほどの低音でいったが、その声もただごとではない。

「すぐお茶を持って参ります」

　といったが、若侍は微笑したまま、いらない、という意味のかぶりをふった。その笑顔に、さちは好意をもった。

　さちは寝床をとってやり、あいさつをして廊下に出た。廊下のまがり角までくると、おりょうが立っていた。

「おさちさん、あの方、女でしょう」

　と、小さな声でいった。

「殿方だと思いますけど」

「ちょっと部屋に入って」

　とおりょうはむりやりにさちを部屋のなかにさそいこみ、

「わたくし、あの方が廊下を渡ってこちらへいらっしゃるところを見ました。一度お会いしたことがあるのです。福岡のお田た鶴ずさまという方だと思います。土佐藩のこ家老のお嬢さまで、京の公く卿げの三条さまの大奥様が土佐山内家の出でいらっしゃるところから、そのお付になって……」

「あの、水を持って参りましょうか」

　と、さちはからかい、くすくす笑った。おりょうは、すっかり度をうしなっていた。

「でも、おさちさん、あの福岡のお田鶴さまがなぜお侍姿になって、ここへいらっしゃったのでしょう」

「存じませぬ」

　さちは、おもしろくなってきた。

「きっと小三郎さまは、いいえお田鶴さまとか申されるご家老のお嬢さまは、坂本さまがお好きで、お好きなあまり、ここまで追って来なされたのでございましょう。女の一人旅でございますもの、男姿に身をやつされたのだとおもいます」

「それはいけません」

「なぜでしょう」

「わたくしが、坂本さまと……」

　といって、おりょうは耳のつけ根まで赤くなった。自分が竜馬を独占している、お田鶴さまなどの出る幕ではない、とおりょうはぴしゃりと言いたかったのだろう。

　そんなおりょうを見ながら、さちは、

（私はお田鶴さまの味方だわ）

　とおもった。おりょうはいい娘だが、寺田屋のおかみお登勢などのみるところでも、どうも同性に好かれないたちの娘だった。

「じゃ、あちらの福岡小三郎さまに申しあげて参りましょうか、いまからこちら様がお部屋へお伺いします、と」

　と、さちはおどしたつもりだが、おりょうはおどされるどころか、平然といった。

「ええ、お願いします」




（ずいぶん気のつよいお嬢さん）

　とさちは思ったが、引きうけた以上しかたがない。おりょうの部屋からさがって、わざと足音をトントンいわせて廊下を渡った。

　足音をたかくしたのは、さちの福岡小三郎という若侍に対する心づかいだった。もしその若侍が女だったら、しかも室内で女性としてふるまっていたら、

（おこまりになるだろう）

　という警報の意味なのである。

「ごめんくださいまし、さちでございます」

　と、さちは、ふすまをひらいた。そこに福岡小三郎が、きちんとすわっている。

「あの、むこうのお部屋に、やはり坂本さまをたずねていらっしている女の方がお泊りなのでございます。その方が、ぜひごあいさつにあがりたい、とおっしゃっているのでございますけど」

「わたくしに？」

　と、いうふうな表情で、小三郎は小首をかしげ自分の顔を指でさした。そのしぐさが、同性のさちからみてもいかにも可愛かった。

「しかし、存じあげない方でありましょう」

「いいえ、あちら様は一度だけお目にかかったことがある、と申されております」

「なんという名？」

「はい。寺田屋のおりょうさまと申されますそうで」

「おりょう殿」

　とつぶやき、小三郎の顔色がわずかに変わった。が、すぐ微笑して、

「覚えています。京の明あけ保ぼ野の亭ていという家の玄関でちらりとお見受けしたことがあります。そのとき、わたくしと一緒にいた坂本竜馬どのが、あれは勤王医者で名高かった楢なら崎さき将作殿の遺児で、たったいま火事で焼けだされたところだ、と申されていました。その方でありましょう？」

「さあ、その方でございますかどうか」

　さちはくわしいことは知らない。

「お連れ申してよろしゅうございますか」

「どうぞ」

　小三郎はいさぎよく答え、そのあとさちが部屋を出ようとするとき、

「ちょっと」

　と、声をかけた。笑っている。意味ありげな微笑をくずさず、なにもいわない。

　やがて、──

「さちどのは、とっくにお気づきでありましたろう、わたくしが女であることを」

「い、いいえ」

　と、さちはうろたえてしまった。

「隠さなくてもいいのです。わたしは女です。田鶴と申します」

　言われているさちのほうが、胸の鼓動があやしくなり、びっしょり汗をかき、いつどうして立ったのかも気づかずに、おりょうの部屋にもどり、

「どうぞ」

　と、声をかすらせた。なぜこうなったか、さちにもわからない。

「おっしゃるとおり、自分は田鶴である、とおっしゃられました」

「ではなぜ、男に変装しているのでしょう」

「あの、それは、あなた様からおじきじきおたずねなされまし」




　さちに案内されてお田鶴さまの部屋にすわったおりょうは、袂たもとをひざにかさねたまま、ろくにあいさつもしない。

　横で、さちがかわりに口上しているのを、知らぬ顔で聞いている。

（変わったひと）

　と、さちは、腹が立った。おりょうにすればべつに悪気はなく、口上はさちに代行させている、といったつもりなのである。

「おりょうどの、ひさしぶりですね」

　と、お田鶴さまがいった。

「はい」

　とうなずいたきり、じっとお田鶴さまを見つめた。その目が、森の小野獣のように戦闘的だった。

　やがて、おりょうは、お伺いしてよろしゅうございますか、と訊いた。

「どうぞ」

「お田鶴さまはなぜ坂本さまを訪ねていらっしゃったのです」

「おやおや」

　お田鶴さまは、閉口したように微わ笑らった。

「そりゃ、用があればわたくしだって訪ねて参ります。もっとも用と申しても、安否をたずねる程度のものですけれど」

「安否をたずねるだけで、はるばると参られたのでございますか」

「はい、途中ですから」

「途中？」

「西さい国ごくの、それも遠いところへ参ります」

「わかりました。では、なぜ男装なされております」

「お奉行所みたいですね」

　と、お田鶴さまは笑いだしてしまった。

「この姿のほうが、遠い国へ参るのに道中便利でございましょう？」

「……それと」

　と、おりょうは三番目の質問を用意した。

「お田鶴さまは、坂本さまがお好きなのでございますか」

「えっ」

　と、お田鶴さまは小さくうろたえた。

「好きでございますよ。でも、どうにもならないことでございましょう？」

「どうして？」

「おりょうどのは、土佐の侍制度をご存じないから、申してもわかっていただけないと思います」

「そんなこと。……わたくしがお田鶴さまなら、御身分のことなどかまわずに好きな人の懐ろにとびこんでいる、と思います」

「おもしろいひと。……」

　と、お田鶴さまはもてあまし気味らしい。

「でも」

　おりょうは、嫉妬ともあこがれともつかぬ熱っぽい目でお田鶴さまをみた。

「お田鶴さまは、若衆姿がよくお似合でございますね。物語のなかの公きん達だちのようにみえます」

「そうでしょうか。見やぶられそうで、びくびくしながらここまで道中してきたのですけれど。でもね、竜馬どのが、……以前」

　といって、懐ろから、一通のふるい手紙を出した。竜馬の文字である。




　お田鶴さまの懐中から出された竜馬の手紙というのは、こうである。




天下の形勢切迫致いたし候そうろうにつき

　一、高マチ袴

　一、ブッサキ羽織

　一、宗十郎頭ず巾きん


　一、ほかに細身の大小

右おのおの一揃そろえ御用意あり度たく存上候




　要するに、男装して志士として奔走なさるがよい、というすすめである。

「だから、男装なさったのですか」

　と、おりょうは疑わしげに紙片をみていたが、筆蹟はたしかに竜馬のものでまぎれもない。ただ、墨の色が古びているようだった。

「これ、古いわ」

　おりょうは、鬼の首でもとったように叫んだ。と同時に、お田鶴さまも高声をあげて笑いだした。

「おとどしのものですもの。竜馬どのは、そんなものをわたくしあてに出したということも忘れているでしょう」

「忘れてる？」

「もともと変なひとですから。つまりおりょうどののようにね」

　と、チクリと皮肉を含んだ。

「竜馬どのというのは、深慮遠謀を好むようにみえて、軽はずみな、おっちょこちょいみたいなところがあるでしょう？」

「そうでしょうか」

　ぞっこん惚れてしまっているおりょうにはそれがわからない。

「あるのです。軽薄な……」

「軽薄な？」

　そんな人ではない、とおりょうは思った。

「そりゃァね、活動家というのは大なり小なり軽薄なところがあります。お尻のあちこちに火をつけて走っているような。よそ目から見ると滑稽でばかばかしいようなところが」

「坂本さまの船好きの事ですか」

「それは軽薄じゃなくて子供っぽさでしょうね。むかしあの人が十九のとき、四国からの船の中で偶然会いました、あの人は一日中胴どうノ間まには降りず、日射しのつよいトモに突っ立って行き交う船をむきになってながめているのです。その横顔が、ひどく子供っぽかった」

　お田鶴さまは、回想を楽しむような目をしてから、すぐ微笑でごまかして、

「そんな子供っぽさというのが、仕事をする男たちには大事なところでしょう。それでなくて、変に軽薄なところがあるの」

「たとえば？」

「例えばこんな手紙を呉れて、そんなことを書いたことさえ当人は忘れて、どっかをほっつき歩いている」

「まあ」

　おりょうは、腹が立ってきた。

「それだけですか」

「あなたのようなひとと、そのようなことになったりすることも」

　お田鶴さまは、おりょうをのぞきこむ仕草をして、溶けるような微笑をうかべた。そのことを言いたかったのであろう。




「お田鶴さまっ」

　おりょうは、きらっと目を光らせた。いかに竜馬には主筋といっていい家のお姫ひいさまであろうと、ゆるせないと思った。

「あなたのようなひと、というのは侮辱ではありませんか。お田鶴さま」

「はい」

　お田鶴さまは、奥ぶかい微笑をつづけている。

「おりょうは、手をあげてあなたさまを打ちよう擲ちやくしたい。許してくれますか」

　と、怒りで体をふるわせた。

「聞いていますわ。おりょうどのは、妹御をかどわかした無頼漢に会いに大坂までゆき、その者を打擲して妹御をとりもどしたということがおありだそうですね」

「恥ずかしいんですけど、そんな女なのです。かっとなると何をするかわからない」

「月琴がお上手なのでしょう」

「上手じゃありません。好きなだけです」

「竜馬どのも、好色な」

　お田鶴さまは、男装をしているせいか、いつもと人がわりしたように、ずけり、とした物の言いようでいう。

「月琴と好色とは、どのようなつながりがあるのでしょう」

「おりょうどの」

　お田鶴さまは、息を吸いこむようなしぐさをして、いった。

「田鶴もわかりませぬ。おりょうどの、月琴を弾ひく娘御を、なぜ竜馬どのは好きになったのでしょうね。……きっと」

（この娘は、男好きのする体やにおいをもっているからにちがいない）

　と思ったが、さすがにそれだけは口に出していわなかった。

「私、部屋にもどります。このままお話をきいていると、どのような狼ろう籍ぜきを働くか、自分でも自信がもてません」

　と、おりょうは膝をにじらせてさがり、やがて廊下で立ちあがると、きゅっと白い足袋をきしらせて、足早に去ってしまった。

　さちがお田鶴さまに一礼して、そのあとを追った。

　ほどなくさちは、自分が好意をもっているお田鶴さまにあいさつして退さがろうと思い、ふたたび戻ってきて、ふすまをあけた。

（あっ）

　と、逃げようと思った。

　お田鶴さまが、膝をくずして脇きよう息そくにもたれ、ほそい肩をふるわせて泣いているのである。

　さちは、立ち去るしおを失い、その場に釘付けになったように息をころしてすくんでしまった。

　お田鶴さまは、そういうさちを無視したようにその姿勢を変えない。

　肩が、かぼそい。

　その肩がふるえつづけているのをみているうち、さちはたまらなくなり、

「お田鶴さま」

　と、にじり寄って袂をとらえた。

「わたしの顔をみないで」

　お田鶴さまは、顔をそむけた。

「坂本さまは」

　と、さちはいった。言ったが、つぎの言葉をうしなった。




　言葉をうしなったが、さちの胸に複雑な感情は残っている。その感情をさちは、

「わるいひとでございますね、坂本さまは。このように、お田鶴さまをお泣かせ申しあげるなどと」

　と言った。お田鶴さまは、え？　というふうに目をわずかにあげた。

「ちがうのです。竜馬どのはわるいひとでありましょうけど、わたくしが泣いているのはそのことではなく、あのおりょうどのとか申す娘ひとに、あのような意地のわるいことをいった自分がくやしくて」

「ご自分が？」

「さちどの。田鶴は取りみだしています。あちらへおさがりなさい」

「いいえ、さがりませぬ」

「さちどの」

「いいえ」

　と押し問答しているうち、さちまで、なにやら気が変になってきたらしく、お田鶴さまに取りすがるなり、わっと泣きだした。自分でもなぜ泣いているのか、説明がつかない。そのくせ十分に心が傷ついていて、むしょうに泣きたくなっている。

「どうしたのです」

　お田鶴さまは、あわてて、さちの肩に手をかけてやった。

　掌てが、さちの背をなでている。そうされるとさちはいよいよ泣いた。

（こまった）

　という表情をお田鶴さまはした。

「なにが、悲しいのですか」

「お田鶴さまが……」

「わたくしが？」

「大好きでございます。……それで、つい、気持がおかしくなってきて」

「いいえ、あなたも」

　お田鶴さまは別なことを考えた。

「竜馬どのを好きだったのじゃないかしら。あら、そうだ、きっとそうなんでしょう？」

　お田鶴さまは、あかるく笑った。

「ちがいます」

　さちは、狼狽して顔をあげた。あげてから真顔になった。なるほどそう言われてみるとそのようでもある。竜馬をひそかに想っていたがために、お田鶴さまの悲しみを見たとき、自分のそれとがかさなって、ひたすらにお田鶴さまのために泣いたのであろうか。

「ちがう？」

「よくわかりません。わたくし、ときどきこのようなことがあるのです。へんにわけもわからずに泣きだしてしまうことが」

「わたくしも、あなたぐらいの年ごろのときはそんなことがありました」

「あの、お田鶴さまはおいくつなのでございますか」

　若衆姿をしていると、十七、八にみえる。いったい幾つなのであろう、とさちはもうそのほうの好奇心でいっぱいになった。

「忘れましたわ」

　お田鶴さまは、美しく笑った。それが男物の衣装でいるだけに、凄せい艶えんなほどにみえた。

「それはそうと、沖に艦ふねがいるかしら」




「浜辺まで、坂本さまの軍艦を見に参りましょうか」

　と、さちがいった。お田鶴さまが、こっくりうなずいた。

　さちは縁側からおりて庭ぞうりを用意し、お田鶴さまをそっと裏木戸に連れ出した。

　裏木戸からそとは、潮しお騒さいが鳴り、闇がまんまんと満ちている。その闇のなかで、黒い影がしきりと動いていた。

「あの影はなんですか」

　とお田鶴さまは、砂地に足をとめた。

「風でございますよ」

「風が動くのですか」

「いいえ、松林が動くのでございます」

「ああ、そうでございましょうね」

　お田鶴さまは、他愛もなく笑った。

　その足もとを、さちのもつちょうちんが照らしている。

「神戸という浦は淋しい所でございますね」

「ええ、でも、勝先生のおおせでは、いまにこの浦に、長崎以上の大きな町ができる、ということでございますけど」

「勝安房守どのがそう申されたのですか。あのひとは異人かぶれなさっていますから、そういうお言葉は信じてはなりませんよ」

　お田鶴さまは、その主家である三条実美の感化で、依然として単純ではげしい攘夷思想をもっている。

「でも、坂本さまの先生でございますよ」

「あの人は、どうかしているのです」

　とはいったが、闇のなかでくすくす笑っているらしい。

「でも浪人で軍艦が操あやつれる武士は、日本中で坂本さまだけでございましょう？」

「おかしな人ですね」

　といったとき、お田鶴さまは、松の根ね方かたでけつまずいた。あぶない、とさちが手を貸すと、その手にすがりながら、

「こんな浦に、本当に町ができるのかしら」

　と、こぼした。

「あの、伺ってもよろしいでしょうか」

「どうぞ」

「お田鶴さまは、遠い国へゆく、とおっしゃいましたが、どこへいらっしゃるのです」

「長州へ参ります」

　と、はっきりいった。言ってから、「命があって戻ってくるかどうかわからないことですけど」と小さく言う。

「長州へ」

　さちは、おびえたようにいった。いまの情勢では地獄へゆくようなものではないか。

　長州藩は、すさまじく変貌している。四カ国艦隊に馬ば関かん海峡の沿岸砲台をことごとくたたかれた上、幕府は大坂城を長州征伐の大本営とし、三十余藩の諸侯をひきつれて山陽道を西下しようとしていた。

　長州の藩内ではすでに政変がおこり、俗論党（佐幕派）が藩政を牛ぎゆう耳じり、正義党（勤王派）は没落してしまった。

　お田鶴さまの主人である三条実美はじめ五人の攘夷派公卿はいまなお長州藩にかくまわれているが、この情勢ではいつ藩内の俗論党のために追われぬともかぎらない。

　お田鶴さまが男装して西下しようとしているのは、そのためである。




　やがて松林をすぎると、闇のむこうに海がみえた。

「お、灯」

　お田鶴さまはみじかく叫んだ。海面に、灯が浮かんでいる。

　竜馬のいる観光丸であった。ずっしりと海の上に蟠わだかまり、舷燈を一つと船室の灯を一つ、水面に映していた。

「あの船に、坂本さまがいらっしゃいます」

　と、さちは、砂丘を降りかけた。

「ここですわりましょう」

　と、お田鶴さまがすわった。

「船な室かで、竜馬どのはなにをしているのでしょうね」

「御本を」

　さちが、くびをかしげて、

「読んでいらっしゃるのでしょう」

「さあ、あの人は書物がきらいでしたから」

「でも神戸塾にきてからは、ひまさえあれば御本をお読みになっているご様子でした」

「だって、文字を知っているのかしら」

「ひどい」

　さちが笑いだした。

「お田鶴さまは、坂本さまというと、子供がそのまま大きくなったような人だと思いこんでいらっしゃるようですね」

「でも、そんな人ですよ」

　と、お田鶴さまは声を立てて笑った。

「剣術だけはつよかった。土佐の宮本武蔵といわれたほどでした。取り柄はそれだけ」

「ウフ……」

　さちも、お田鶴さまの言葉をまともにはとっていない。

「子供のときは泣き虫で学問ぎらいで、城下でも阿呆あつかいでした。それが剣術を学びはじめてからめきめきと上達して、そのおかげで自分というものに自信をもったのでしょうね、十八歳のとき城下の日ひ根ね野の道場で目録をいただいて、変な歌を詠よんだのですよ」

「歌を」

　さちもおどろいた。

「ええ、歌です。なんでも、他ひ人とはおれをばかだばかだと言うけれど、ばかでないことはおれのみが知る、というような意味のへたくそな歌ですけど」

「まあ」

　さちは、身をよじらせて笑った。

「そのばかが、いまは軍艦に乗っている」

　と、お田鶴さまは、沖の舷燈をからかうようにアハハと大声をあげて笑った。笑いおわってから、

「わたくし、つつしみがないでしょう？」

　と、さちの目をのぞいた。

「いいえ、そのようなぐあいにお笑いになっているお田鶴さまも、さちは大好きでございます。……きっと」

「きっと？」

「よほど坂本さまを、奥深く愛していらっしゃるのでございましょう」

「変なときに変なことを言う」

　お田鶴さまは、さちの頬を指で突いた。突いてから、

「もしあの船に居るひとと会えなかったら、さちどのはわたくしの手紙をもって、いつか手渡してくれませんか」




　竜馬は、海上にある。

　むろん、お田鶴さまやおりょうが神戸村に訪ねてきていることなどは夢にも知らない。おそらく神戸村の塾舎にはふたたび戻ることがないであろう。

　船は正午に大だい物もつノ浦うら（尼崎）をすぎ、まだ日の高いうちに大坂天保山沖についた。いったん西洋船で往来する味をおぼえてしまうと、陸路すねをまわしててくてく歩くという気になれない。

「大変、ありがたいことじゃったなあ」

　と、幕府海軍の士官を一人々々つかまえては熱っぽい田舎ぶりのあいさつをくりかえした。すでに短艇が波間におろされているのに、竜馬はまだ甲板を去らず、一人々々の肩をたたいた。

（こまった田舎者だ）

　と、海軍の連中も、とまどっている。かれらにすれば最初はこの筋骨たくましい浪人をえたいの知れぬ者と思い、恐怖し警戒したが、やがて、

（単なる奇人か）

　と思うようになった。しかしだんだん馴れてくるうちに、なんだただの田舎の船きちがいだろう、と判断した。それほど竜馬は、築地仕込みの海軍士官からみればどろくさく見えた。第一、この浪人は、海軍屋として当然の教養であるべき蘭語も知らない様子であった。

（この男が塾長だったとすれば、勝さんの私塾もいいかげんなものだ）

　竜馬は、短艇に乗り移った。短艇が観光丸の船腹をはなれるとき、手をのばしてその船腹をどんどん叩き、

「あっははは、別れじゃ別れじゃ」

　と、わめいた。わめきながらぽろぽろ涙をこぼしていたのは、どうみても滑稽だった。甲板上にならんでいる幕府海軍の士官たちは、みな失笑した。

「坂本氏、村の娘とでも別れるようですな」

　と、甲板上から士官の一人がからかった。

「娘か。……」

　竜馬も、その言葉が気に入ったようなそぶりを示した。おどけた身ぶりで思い入れをし短艇を船尾のスクリューのあたりまで漕がせ方向舵を指し示して、

「このオランダうまれの娘は尻しり行ぎよう儀ぎが悪うござってなあ、全速を出すと右へ右へとぶれる癖がござるわい」

　といった。竜馬が手古ずってきた観光丸の痼こ癖へきなのである。

「舵は十分に注意されよ」

　そんなことを言いながらさらに短艇を漕がせてぐるぐる船のまわりをまわらせ、

「塗料も剥げちょるわい。神戸の塾はぜにがなかったでのう。お前まんさんらはぜにがあるからのう、塗りかえてつかァされ。塗料が剥げれば船の寿命がちぢまるもんじゃ」

　ヘッヘッヘッ、と甲板上で若い士官が軽薄に笑って、坂本氏、将軍家の御軍艦だから言われずとも大事にしますよ、といった。

「左様、大事にしてくれねばこまる。いまはいったんお前さんらにあずける」

「あずける？」

「いずれ世が変わって天朝様の世になれば、わしがあらためて受けとりにくる」




薩　と　長










　竜馬は、安あ治じ川かわ尻じりで川船をやとい、

「土佐堀川の薩摩屋敷まで」

　と命じた。

　大坂という町は、川船が重要な交通機関になっている。

「旦那、早漕ぎだっか」

　早漕ぎは、酒さか代てが高い。竜馬は懐中がさびしかったが、そいつでやれ、といった。すでに川面が暗くなりはじめているのである。

　九条を過ぎるころには、すでに夜になっている。岸にある船番所の高張提灯があかあかと見えた。

　この船番所に、名前をとどけてゆく。以前はこういうことがなかったが、長州人の禁門の騒乱以来、大坂へ入る者を、幕府は手きびしく監視しているのである。

　船番所には、幕命により一ひとつ柳やなぎ藩の藩兵が詰めている。

　無事通過したが、竜馬は時勢の緊張をひしひしと身に感じた。

　すでに幕府の征長総督である尾張侯徳川慶よし勝かつが、さきに京都でとらえた七人の長州人捕虜の首を刎はねて出陣の血祭りとし、征長軍本営である大坂城に入城していた。

（幕府は、長州藩をこのさい取りつぶしてしまうらしい）

　船番所から十丁ばかりさかのぼったところ川に面して長州藩の蔵屋敷があるが、この藩邸も幕府に没収されて、釘付けされている。

　船は安治川橋の下をくぐった。しばらくゆくとまた船番所がある。ここでも竜馬はよびとめられ、帳簿に藩名、姓名、大坂入りの目的などを書かせられた。竜馬は、

「薩州西郷伊三郎」

　と書いた。かねて西郷が、

　──幕吏が無礼を致すことがごわそうからそのときは遠慮なく薩州の藩名とか拙者の名をおつかいくだされ。

　といっていたのである。

「薩摩藩」

　という名は、たしかに幕吏にききめはあった。幕府はこの巨大な藩の動向を怖れの目で見守っているだけでなく、幕府の味方になるかもしれないという可能性もあった。たとえば幕府にとって意外なことだったが、さきの長州人京都乱入のとき、会津藩とともに長州人を完膚なきまでに撃破してくれた。

　要するに幕府は薩摩藩を怖れながらも頼りにし、その機嫌をそこなうことのみを心配し、京の新選組などは、

　──薩人にだけは手をつけるな。

　と隊士一統に下命しているほどであった。

「あ、薩州の御家中でござるか」

　と御番所役人の態度がてのひらをかえしたように鄭重になり、竜馬は悠然とうなずき、あごをしゃくって船を進めさしてゆく。

（妙なものだ）

　船中で揺られながらおかしかった。

（薩摩は長州とならんで二大勤王藩といわれている。それが一方は幕府に加担し、一方は幕府から征伐されようとしている。こんどの長州征伐でもまた薩摩は幕府の先棒をかついで長州を討つ気かどうか）

　その西郷は大坂の薩摩屋敷に来ている。あの男はどういう心境か、訊きただしてみようと思った。




　薩摩藩邸に入ると、竜馬の同志たちは十六番長屋をあてがわれ、賄いもなかなかいいということだった。

「やれやれ、これが当分のねぐらか」

　竜馬は、天井、障子などをぼんやり見まわした。

　陸奥陽之助が竜馬の横で、鼻毛を抜いては一本ずつ、懐紙の上に植えている。

「どうです」

　と、うれしそうにそれを見せた。生意気なようでも、まだ年相応の子供っぽさがある。

「なるほど、野山のようだな」

　と、竜馬はうなずいてやった。

「坂本さんは国を脱ぬけられてもう何年になります」

「そうさな、脱藩したのは文久二年の花の頃だから、もう二年半ぐらいになるかな。ずいぶんとほうぼうを転々したことになるな」

　竜馬は顔をあげて天井を見、

「ついには大坂の薩摩藩邸を根城にしようとは夢にもおもわなんだぜよ、のう」

「私も転々としましたよ」

「ああ、お前まんさんは十五の年からだ」

　竜馬は、わらいだした。

　なにしろ、陸奥陽之助宗光は竜馬の徒党のなかではいちばん生れがいい。

　紀州徳川家の家中で伊達家といえば他藩にもきこえた名家である。その家にうまれ、父が藩内の政争で蟄ちつ居きよを命ぜられた、という事情があるにせよ、この若者の紀州脱藩の齢は十五歳であった。

　江戸へ奔はしり、漢方医や儒者の学僕になってめしを食いつないだ。

「紀州を脱藩するとき、たれか見送ってくれたかね」

　竜馬が問うと、陽之助は憤然として、

「脱藩ですぜ、見送りなんぞ、居やしませんよ」

（それもそうだ、しかし子供の脱藩というのは、聞いたことがないなあ）

　竜馬はにやにや笑っている。

　当時、牛麿という幼名でよばれていたこの若者は、旅装をととのえて故郷を出奔するとき、自分で自分の行こうを壮さかんにするためにこういう詩をつくった。

朝あしたに誦そらんじ暮ゆうべに吟ず十五年

身を飄ただよはせて漂泊す、難船に似たり

他た時じ、争いかでか、鵬ほう翼よくを生じ

一挙に雲を排して九天を翔かけるを得ん

（妙な男だ）

　と竜馬はおもっている。高知城下の劣等生だった竜馬には、これが十五歳の少年によって作られたとは信じられないほどだ。

　意味はどうやら「十五歳のときまで詩文を勉強してきた。しかしいまや漂さすらいの身で難破船に似ている。しかしながら将来、どうかしてこの体に鵬おおとりのような翼を生やし、一挙に暗雲をおしのけて九天を翔けめぐりたいものだ」ということであろう。

「しかし坂本さん、あれですな、お互い、ふしぎと飢えぬものですな。米のめしと天道さまはついてまわる、という下げ世せ話わが、放浪してみて、なるほどよく言ったものだとわかりましたな」




　陸奥とむだばなしをしていると、中島作太郎、池内く蔵ら太たのふたりが入ってきた。

「まあ、竜馬よ」

　と、内蔵太がすわるなりいった。言いにくそうにもじもじしている。

「どうした」

「長州へ行きたいンじゃ」

「内蔵太、病いが起きたか」

　と、竜馬は笑いだした。

　この池内蔵太というのは、高知城下小こ高だか坂さに屋敷をもらっていた御お徒か士ちで才右衛門という人の子である。年二十五。

　真黒な顔で眼ばかりぎょろぎょろしていたから、黒の内蔵太とよばれていた。

　早くから江戸に遊学していたが、血の気が多く学問をしていられる男ではない。国にもどって武市半平太の勤王同盟に参加したり、京へ出て諸藩の志士とまじわったりしていたが、

「土佐藩は因いん循じゆん姑こ息そくじゃ」

　といって脱藩し、多くの土佐浪士がそうであるように長州藩邸に身を投じた。

　その後、内蔵太は長州の遊撃隊参謀になって馬関海峡でフランス軍艦を砲撃したり、かとおもえば天誅組に加わり、その洋銃隊長になり、大和で挙兵し、大和の五条代官所を襲って代官鈴木源内を斬り、事やぶれてたくみに幕吏の目をのがれつつ海路長州に奔はしった。

　長州軍が、大挙して京に侵入した禁門ノ変（蛤御門ノ変）のときも山崎から堺町御門に侵入した軍に属し、御門で最後の突撃をこころみ、

「みろ、斬りこみとはこうするものだ」

　と大剣を頭上にかざし、弾雨のなかを三度突撃して三度ともかすり傷一つ負わなかった。

　まったく、歴戦の勤王派志士といっていい。文久三年から元がん治じにかけてのあらゆる騒乱にこの男は顔を出しているのである。

　禁門の敗退後、真木和泉以下十七人の浪士が天王山に踏みとどまり、山上で自刃したときも、

「長州は潰滅した。しかし世におれ一人があるかぎり尊王攘夷はほろびぬぞ」

　と切腹せずに西国街道をひた走りに走り、神戸村まできて、

「竜馬、たのむ」

　ととびこんできた男である。竜馬は内蔵太をかくまい、海軍を習わせた。

　それがまたまた、

　──長州へ行きたいんじゃ。

　という。竜馬が笑ったのは、すこしもじっとしていられない内蔵太の性分がおかしかったのだ。

「長州は、よせ。いま俗論党が藩主を擁して幕府に叩こう頭とうし、藩内では勤王党征伐で大さわぎじゃ。桂小五郎も藩外に逃亡している。高杉晋作も消息をくらましちょるということじゃ。そんなところへ、天誅組、禁門ノ変の生き残りのお前まんがのこのこ行っては、かえって迷惑がられるぞ」

「俺おら、行きたい」

　池内蔵太は、こうと思い立てば理も非もない。とにかく長州藩内の騒乱のなかに駈けこんで一あばれしたい、というのである。

「考えてみる」

　と竜馬は言い、その夜は寝た。




　その翌日、夜おそくさちがたずねてきたのには竜馬もおどろいた。

「よく来たな」

　神戸から九里の道である。主人の生島が手代をつけてくれ、駕籠代もくれて西宮から五里はずっと駕籠の中だったという。

「それにしてもつらかったろう」

　と竜馬は、同志のなかでいちばん若い中島作太郎をよび、寝床を用意するように言いつけた。中島が、薩摩藩側に交渉すると、この藩は気味のわるいほど竜馬に好意的で、

「婦人でありますな。されば御殿の小間があいております。そこに支度します」

　といった。御殿というのは国許から藩の御一門や重役がやってきたときに宿泊する建物で、その小間はかれらの側人がとまる部屋であった。

「へえ、御殿ですか」

　中島作太郎はおどろき、同時に薩摩藩が自分たちにかけている期待がいかに大きいかを知った。

　御殿ですぜ、と中島がかけもどって竜馬に報告すると、竜馬はべつに驚きもせず、

「おさちさん、寝所は御殿だそうだ。いまこの中島作太郎が案内する」

「はい」

　と、さちはもじもじしている。

「どうした」

「あの、何の用できた、と聞いてくださらないのでございますか」

「おやおや、用があってきたのか、なるほど用もないのに神戸くんだりから駕籠に乗ってくるはずがないな」

「大事な御用なんです」

「どういうことだ」

「天下国家の御用なんです。坂本さまに長州へくだって頂きたいんです」

「なにをいってやがる。小娘」

　と竜馬はふきだして、さちのまるいおでこをちょっと突いた。

　さちは、憤然とした。

「本当なんです」

「まさか、庄屋どんの生島四郎大夫がいうはずがあるまい。たれがそう申した」

「お田鶴さま」

　さちはいってから、その言葉の反応をうかがうように、ちょっと竜馬の顔色をみた。

　竜馬は、胸中の動揺をかくすために、大きなくしゃみを一つ、落した。やがて、

「お田鶴さまは長州山口に亡命中の三条実美公を訪ねて長州へ下向する途中、神戸村に立ち寄ったわけか」

「まあ、驚いた。よくご存じでございますね」

「そのくらいの推測はつく。それで服装は、ぶっさき羽織に高マチ袴だったろう」

「えっ、ごらんになって、いたのですか」

「それも推測だ」

　竜馬には天性そんなかんがある。

「もう一人ご存じの方も」

「たれだ」

「寺田屋のおりょうさま」

「バカモン」

　竜馬は大声でどなって、照れくささをかくした。この小娘が自分をからかっている、という体ていにしたかったのである。

「いいえ、本当でございます。もっともおりょうさまのほうは天下国家の御用ではございませんけどね」




「わかった」

　と、竜馬は苦笑いし、手を振ってさちの話の腰を折ってしまった。これ以上聴いていると、さちがなにをいいだすかわからない。

「作さんよ」

　と、若い心酔者を呼んだ。はい、と中島作太郎は顔をあげた。

「チクと長州へ行っちょくれ。池内蔵太とふたりでだ。しかし、旅か費ねがあるまい？」

　竜馬は陸奥陽之助をよび、この男にあずけてある有り金を残らず出した。

「用件は長州の内情をさぐること。高杉晋作や奇兵隊幹部と十分な連絡をとり、意見を交換しあうこと」

「お願いがあります。長州は藩内が両党にわかれて争っています。もし勤王派が俗論党征伐をやる、というなら一緒に山口藩政府に斬りこんでもかまいませんか」

「いや、そんな単純な事態ではあるまい、予測を立てずに行くことだ。それで」

「それで」

「お前まん、あのひとを存じあげちょるか」

「あのひととは？」

「藩老の福岡宮く内ない様の妹御で、のち藩から三条家に派せられたお田鶴さまというひとだ」

「お名前だけは」

「それでよろしい。そのお田鶴さまが単身長州へくだったらしい。目的は女ながらも三条公を守護し奉るということらしい」

「けなげでありますな」

「世が乱れてくると女志士まで出てくる」

「はい、それで」

「お田鶴さまもそうだが、三条公をはじめ長州へ流寓中の五卿は、こうなると保護してさしあげる者も居なくなる。長州がかれらを捨てるとなればわれわれ土佐有志がまもってやらねば仕方あるまい」

「はい、命を賭けてお守り致します」

「まあその命は他日捨てるがいいだろう。お田鶴さまや五卿程度をまもるのに中島作太郎ともあろう他日有為の者が命を亡くする必要はあるまい。才覚でまもることだ」

「私には才覚などありませぬ」

　作太郎は、竜馬の言い草が気に食わない。

　土佐高岡郡塚つか地じ村の郷士である。

　国を脱藩するとき、同郷の士の中島与一郎と細木核かく太た郎ろうの三人で夜陰、村をぬけ、二日ほど山道を走りに走って、やっと国境いの葉な之の川かわ峠の峠口までたどりついたとき、背後から藩吏が百人ばかりの村民を指揮して追ってきた。

　藩吏は鉄砲に目つぶしの石灰を詰めさせ、さんざんに撃たせた。それが濛もう々もうと視界にたちこめ、道を見うしなうほどであった。

　与一郎は重症の脚気にかかっており、

「作太郎、おれはもうイカンちゃ」

　と峠道にあぐらをかき、着物をくつろげるといきなり腹を切ってしまった。

　そんなことがある。脱藩してからも中島与一郎の悲痛な最期が目についてはなれないらしく、このため言動のどこかに命を軽んずるようなところがある。

　が、この若者は維新後にも生きた。元老院議官、板垣退助の自由党副総理、男爵、中島信行である。




　天下の耳目がことごとく長州問題にあつまっている時節である。

　竜馬も、わが身の変転もさることながら、このところこの事ばかりを考えている。

　翌朝、ぶらりと町へ出た。

　いまのところ、政局の中心は、征長軍大本営の所在地である大坂にあるといっていい。諸藩の腕利きの周旋方もすべて京から大坂へきている。

（西郷も来ているはずだが、土佐堀の藩邸には泊まっておらぬ様子だな）

　なにしろ薩摩藩は大藩である。土佐の大坂藩邸は西長堀と住吉陣営の二つだけだが、薩摩は、竜馬が止宿している土佐堀二丁目だけでなく、江戸堀五丁目と立売堀いたちぼり高橋南詰め東側にもある。西郷はそのいずれかに泊まっているのであろう。

（なかなか、商売熱心な藩だ）

　西郷のことではない。

　薩摩藩のことである。屋敷の数の多さを思いうかべて、ふと薩摩藩というものを竜馬はおもったのである。

　諸藩とも、江戸の屋敷はいわば完全消費設備であるが、大坂の蔵屋敷は、金もうけのためである。

　この町に諸藩とも国産品をもってきて天下に売りさばくのであるが、そういうための機能を果たしているのが、蔵屋敷であった。

　諸藩はたいてい、一つである。百万石の加賀藩でさえ一つであった。それを薩摩藩は三つも持っているのである。諸事、行動力にあふれたようなこの藩は、商売の点でも長州藩とならんで最も熱心であった。

（そういう藩が天下をとる）

　竜馬はそう見ている。金があり、かつ経済を知っている。そういう点では、一番に薩摩、二番に長州、三番に土佐。が、土佐は、とうてい薩摩にはおよばない。

（長州はいまでこそさんたんたる目に遭っているが、将来新国家をつくる原動力は、薩摩と長州にちがいない。土州は落ちる）

　大殿様の容堂公がそうである。第一級といっていい詩人的素質をもち、武人として勇気があり、政治家として警抜な抱負をもつ容堂も経済には暗かった。

　容堂には有名な

「大坂焼しよう却きやく論」

　という奇抜な案がある。まだ井伊大老が健在だったころのことだ。清国同様、日本にも外国軍が侵入してくるという予想のもとに、幕府では大坂の警備を、土佐藩、岡山藩、鳥取藩に命じた。遠く豊臣家の没落いらい、大坂には警備力がない。この町は天領（幕府領）で、大名を置かなかったからである。

　容堂はさっそく要旨左のような案を幕府に提出した。

「私は大坂には一、二度立ち寄って、この町の大体は知っている。富の地である。しかしその住民はといえば利財の道にのみ狡こう黠かつな町人ばかりで、かれら町人は道で武士に出会ってもびくびくするような臆病者である。もし外国軍が大坂に侵入すれば、かれら町人は戦うどころか逃げるばかりであろう。かえって防衛の邪魔になるから、いっそ町を焼きはらって要塞にすればよい」

　容堂は詩人であるが、経済感覚は皆無な殿様である。




　竜馬は、大坂城の堀端にちかい武家屋敷町に入り、例の大久保一翁をその屋敷にたずねた。

　大久保はちょうど在宅していて、

「坂本君、江戸へ帰った勝さんの消息をききましたか」

　と、この幕吏きっての秀才は、相変らず端正な表情でいった。

「いえ、伺うちょりませんが」

「正式にお役ご免になり、寄より合あい衆しゆうに組み入れられ、閉門蟄居をおおせつけられた。お取調べは、年が明けてからになるようですが、幕閣のなかでもこんどこそ勝を征伐するのだといっているようだから、なかなかむずかしいことになるでしょう」

　この勝の一件については、大久保は大坂からわざわざ手紙をやり、

幕閣の意向をさぐってみると、どうもむずかしい取調べがある模様だ。だから役人の前で、あまりいろいろの議論をせぬほうがよかろう。

　と警報を発している。

（もっとも勝事件は幕府は長州征伐の繁忙さにとりまぎれて勝の取調べまで手がまわらなかった。一年以上経ち、天下の情勢が急変した慶応二年五月になって老中がにわかに勝をよび出し、取調べるどころか、至急大坂へくだれ、公儀の使いとして長州へ行け、ということになった。勝の再度の活躍はこのときからはじまる）。

　竜馬は、勝のような人物を理解できぬばかりか古草履のように捨ててしまう幕府というものをはげしく憎んだ。

「大久保さん、雀でも米ばかりは食わん。虫も食いおる。世に無益なものはないと言いますが、例外は幕府ですな。こればっかりは日本に無益なばかりか、害がある」

「坂本君」

　大久保は閉口した。

「私も幕吏の一人ですよ。この話題はさしさわりがあるから、よそう」

「いや、幕府は、雀より劣ります」

「まあいい」

　大久保はあわてて、話題をいま沸騰中の長州征伐問題にきりかえた。

　竜馬も、えたりかしこしと論じた。自分が長州人ならばあのようには屈服しない、というのである。

「ほほう、どうする」

「どうするもこうするもござらん。防長二州を焦土にする覚悟で藩主と五卿を奉じてあくまで戦い、かつ天下に遊ゆう説ぜい家かを派遣して諸侯を説き、討幕の気運を盛りあげ、ついには形勢を逆転せしめて幕府を倒します」

「ははあ」

　おそろしいことをいうやつだ、という顔を大久保はした。が、竜馬はニコニコして、

「ただし、こういう状態にまで落ちこむことはしませんな。これより前に兵制を洋式にきりかえ、武器を整備し、軍艦を買い入れ、さてというところで立つ。長州人は理屈屋のみが多く、実際家がすくない。だからこんな惨状になっても持っているのは火縄銃と旧式大砲ではないですか。だから、いまのように全藩萎なえたように幕府に叩こう頭とうせにゃならん」

「こまった議論だ」

　大久保は竜馬をもてあましている。




　──筆者言う。

　ここで重ちよう複ふくをおそれず、長州問題にふれておきたい。

　長州軍が京都において惨敗し、惨さん澹たんたる敗走を遂げたのは、この年元治元年七月である。名づけて禁門ノ変、または蛤御門ノ変。

　この藩はいそがしい。同八月初旬には、長州の攘夷的挑発を怒った英仏米蘭の軍艦十六隻、運送船二隻が、長州藩の沿岸砲台を潰滅させるため、馬関（下関）海峡にあらわれ、一藩をあげて戦時態勢に入った。

　のちに明治陸軍の創設者の一人になった山やま県がた有あり朋とも、当時まだ若かった足軽あがりの山県狂介が、壇ノ浦砲台の隊長になり、眼前に展開する西洋艦隊を見ながら、酒樽十丁のカガミをポンポンと抜き、

「さあ、何はなくとも眼下にならんだ夷艦十八隻、あれを肴さかなにぞんぶんに飲んでくれい」

　といったのはこのときである。

　また、

男なら、男なら、

お槍かついでお中ちゆう間げんになって

ついてゆきたや馬関まで

　という俚り謡ようがはやったのもこのときであろう。

　これよりすこし前、砲台築造のときに町家や農家の女まで駆りだされて工事を手つだったが、それら女どもの間で、

いまに馬関が江戸になる

　という歌がうたわれたというが、そういう気分もあったかもしれない。このとき藩の主導権をにぎっていた長州藩勤王派は、すでに攘夷を兼ねて討幕まで気分を盛りあげつつあった。その気分が庶民のあいだにつたわり、

お家が天下を取りなさる

　という風に印象されたのであろう。

　この歌の真偽はべつとして、元来、長州系志士は、奇矯で矯激な言行を好み、それが他人の目からみると、

「かれらは勤王攘夷の殉教徒のようにいうが、内実は天子を挟はさみ、幕府にとってかわって天下に号令しようとしているのではないか」

　としか見えぬふしがあった。長州ぎらいの目からみればことにそうである。幕人が長州人を異常なほどに憎み、薩摩人が過度に警戒したのも、こういうことによる。

　なにしろ、長州全盛時代には、

「長州毛利家は、三百年、討幕の機会を待っていた」

　という流る説せつがあったほどだ。関ケ原の敗戦で、毛利家は中国十カ国（一説では十一カ国）の太守から防長二州に押しこまれた。それ以来、毎年元旦には、暗いうちに城内の大広間に藩主ただ一人があらわれ、一ノ家老ただ一人が進み出て、ひそかに、

「もはや徳川征伐の準備ができましたが、いかが仕つかまつりましょうや」

　といった。藩主は「時期はまだ早い」と答えるのが、形式化された秘密儀式だったといい、また長州藩士は三百年徳川をうらみ、つねに江戸のほうに足をむけて寝たという。

　いずれにせよ、その長州も、四カ国艦隊の砲撃で沿岸砲台は全滅し、こんどは禁門ノ変の罪を鳴らされて幕府から討伐されることになる。




　余談つづく。

　長州は、朝敵になった。

　幕府は「朝敵毛利を討つ」という名目で将軍家いえ茂もちが江戸城に、江戸在府の諸大名、布ほ衣い以上の幕臣をあつめて、

「みずから兵を率いて征ゆく」

　と宣言したのは、この年元治元年八月二日である。もっともこれは表むきで、将軍みずからが、遠祖家康のように軍の先頭に立つにはあまりにも体質虚弱であり、第一、幕府にはそれに伴う金が欠乏していた。

　そこで、征長総督として御三家のうちの紀伊権中納言が任命されたが、この任命につきそれを行政化すべき幕府役人のほとんど信じられぬほどの弛し緩かんで、当の紀州侯でさえ、

　──はて、おれが総督か。知らぬぞ。

　というほどの始末だった。幕府の官僚組織や行政能力は、ここまでゆるみにゆるんでいたのである。

　紀州侯が任命されたのは四日、その七日には幕府役人がやはり御三家の尾張前権大納言の江戸屋敷に走って、

　──ぜひ総督はあなた様に。

　と頼んだ。これには尾張前権大納言徳川慶勝も怒ってしまった。

「一体、紀州がことわったのか、それとも任命の手ちがいか、どちらなのだ」

　と問いつめると、幕吏のいうのには、老中たちの意見統一がなく、てんでに命令が出るような始末だという。尾張もあきれ、

「紀州がことわった役をおれが拾えるか」

　という意味を言い、拒否してしまった。

　が、結局は押しつけられてしまい、それから一週間後に、ほぼ部署がきまった。

　総督は尾張前権大納言。

　将軍はどうかというと、到底征く意思はないのに、親征、という触れ出しをしたがために、

「将軍が江戸城を進発なされたときのお留守は水戸中納言に」

　ということになり、さらに珍妙なことに、出征もせぬ将軍に、その本陣に従う者として、紀伊権中納言、信州松本の松平丹後守、日向ひゆうが延のべ岡おかの内藤備前守などがそれぞれ任命された。まるで芝居のような人事であった。人事だけで戦争をしている観なのである。

　しかもこの間、尾張はしつこく辞退運動をつづけ、ついには病気であると称し、

「このたびの台たい命めい、武門の名誉これに過ぎざれども、なにぶん病中にて、しかも医療さらに効験ききめなく」

　という名文の辞退ねがいを出した。結局は幕吏が手をつくして説き、やっと承諾するのだが、こういう幕府首脳の様子を、諸藩は敏感に嗅かぎとり、

　──本気になっては損をみる。

　という気分が充満した。

　動員令を受けた藩は、三十余藩である。封建体制にあっては、戦費は各藩自弁だから、どの藩も窮乏をつげている折りでもあって、できれば戦争をしたくなかった。

　土佐藩は地理的関係もあって受けなかったが、薩摩藩は受けている。

　西郷が、その生涯でもっとも華やかな活躍をするのは、この情勢のもとである。




　余談。

　さらに長州問題をつづけたい。

　桜おう痴ち福地源一郎という人がいる。明治初年に東京日日新聞の主筆となり、同三十九年に病歿するまでジャーナリストとして活躍した。

　この人は旧幕臣で、早くから蘭学をまなび安政六年以来、外国奉行の下にあって外国方をつとめ、幕末も煮えつまった鳥羽伏見の戦いのときには十五代将軍慶喜とともに大坂城にあり、さらに将軍が江戸へ逃走したあと、武具物品散乱の城内を駈けぬけて新選組とともに江戸へ帰り、瓦が解かいまでつぶさに幕府の内部を見てきた人物である。

　かれが明治二十五年に「幕府衰亡論」という書物を書いている。

　福地源一郎は、

「なぜ幕府は、咄とつ嗟さの間に長州を処分しなかったか。これが衰亡の因の一つである」

　という。

　福地によれば、とにかく幕府はこの前年の文久三年までは長州に手を焼き、それを怖れに怖れた。長州の実力もさることながら、長州が京都朝廷の黒幕になって、いちいち朝旨であると称して幕府をいじめぬき、そのやることなすことに反対した。幕府官僚はこういう長州の手口を憎み、仇敵視し、一大害物とし、「長州を制圧しなければ幕府はほろぶ」とまで言っていた者が多かった。

　ところが文久三年八月に政変がおこって長州勢力が朝廷から一掃され、奇妙にも攘夷派でましました天皇も、いままで長州が黒幕になって濫発していたころの勅は「すべて自分の真意から出たものではない」と宣言された。

　さらにその翌年の元治元年夏の禁門ノ変で長州は、

「朝敵」

　になった。幕府はこのとき、すかさず長州を処分し、その領土を奪うか、国替えでもしてしまえば事が済んだのだ、と福地源一郎はいうのである。

　幕府は、この絶好の機会をのがしてしまった。なぜのがしたか。

　強力な宰相がいなかったからである。福地の文章を借りると「この一大果断を迅速に行はしむるの宰相その人なかりしが故なるのみ。もし」

　と福地はいう。

「井伊掃部頭かもんのかみをして、この時の大老にあらしめば、八月中旬に将軍の牙が旗きを長州の国境に樹たてられたらんには疑はざるなり」

　機をとらえて勇敢に断行する独裁政治家がいなかったからだという。

　そのとおりであろう。

　すでに幕府とその体制は、老朽しきって、ぼろぼろになり果てている。そういうあばらや同然の政府に、無能凡庸の高級官吏が巣食い、長州征伐一つでも、行政化するのに信じられないほどの粗漏、怠慢、体裁ととのえだけの処置でその日ぐらしをつづけていた。

　さて、征長総督尾張前権大納言徳川慶勝は、任命二カ月目の十月にやっと本営の大坂城に入り、その十八日と二十二日、大坂城で諸藩の重役を召して軍議をひらいた。




　しばらく、西郷に触れる。

　竜馬が大坂の薩摩藩邸に入ったとき、藩邸内に西郷は居なかった。かれは、

「坂本サンがきたら、よかぐあいにもてなして賜たもッせ」

　と土佐堀藩邸の者に言いふくめ、自分は高こう麗らい橋ばしの藩邸を宿とした。大坂城に征長総督がいるため、薩摩藩を代表してしばしば会いにゆかねばならない。そういう交通の便を考えたのであろう。

　西郷もまた、長州人を、

「狡猾でなにを仕出かすか判らぬ連中」

　と見ている点、幕人とかわらない。

　この点、長州人が薩人を、

「薩賊」

　とよび、また馬関海峡を警備している長州藩士たちが、

「薩摩の船が通らば通れ。馬関海峡を三さん途ずノ川だと心得て通れ」

　と呼号しているところからいえば、いわばお互いといっていい。

　さて尾張前権大納言徳川慶勝は大坂城に入城して征長総督としての任務についたものの、動員をうけている三十余藩の腰がいま一つ弱々しそうな上にさほどの人物もいないために、自然薩摩藩をたよる気になった。薩摩藩の代表は西郷と家老の小松帯刀である。

　慶勝はことごとに西郷をよび、吉之助、吉之助といってほとんど狎なれ親しまんばかりの態度を見せ、

「なにごともよろしいようにわしを輔たすけてくれ」といって葵の定紋を打ったみごとなこしらえの脇差を西郷に与えたりした。

　西郷の基本的な意見は、

「このさい、長州をふたたび起つあたわざるまでに叩きつけておく必要がある」

　というものであった。国もとの同志で島津久光の秘書官的な仕事をしている大久保一蔵にも、

「でなければ将来わが藩に災害をなす」

　と書き送っている。

　西郷は、長州処分の方法をどうすればよいか、日夜考えた。いまやかれは一介の薩摩藩士ではなく、征長総督の智恵袋であり、総督は西郷のいうことならなんでもきく、という状態にあり、しかも幕府は方策を総督に一任しているのだから、いわばこの一薩摩藩士一人の考えをもって幕府が動く、という奇妙な状態になっていた。

　西郷吉之助のちの隆盛が、あとにもさきにもこれほどふしぎな権能を持ったことはなかったであろう。

　歴史にもないかも知れない。時の政府という電動機が、回線がまわりまわって、まったく部外の外様藩のそれも平藩士の手にスイッチをにぎられ、西郷がそのスイッチを押ししだい、幕府という電動機が動きだすのである。

　西郷の案は、

「まず大軍をもって長州の国境にせまる。長州は仰天し、号泣して和を乞うであろう。そこで長州をつぶす、とまでは行かなくとも、東国あたりに押しこめ、五、六万石の小大名にしてしまう」

　というものであった。この基本方針は、征長総督も了承した。──さらに。




　さらに西郷は説く。

　征長総督尾張前権大納言徳川慶勝に対してである。

「処置は、巧妙にやらねばなりませぬ」

　まず大軍を進発する。それを長州のまわりに配置し、包囲を完了し、大砲にことごとく弾丸を詰め、砲口を長州にむけ、軍令一下、どっとなだれこんで長州を攻めつぶすまでにしておきながら、

「その状態で長州と降伏交渉をするのでござる」

　威力外交といっていい。

　西郷という人は、武力こそ外交を好転させる無言の力だという思想の信奉者で、これは終生かわらなかった。

　余談の余談になるが、晩年にこういっている。「世でおいをユッサ（戦さ）好きじゃというちょるが、誰がユッサを好くものか。ユッサは人を殺し、金を使うもので、めったにユッサばしてはならんもんでごあす。しかし機会が来ればユッサもせねばなりもはンど。欧米の文明も、ユッサをしてできたもんでごあす」

　さらに話はのちへ飛ぶが、江戸攻撃の前、いとこの大山弥助（巌）が薩摩兵を率いて、戦陣にむかうとき、

「戦わずして敵の不意を誅ちゆうするのが、上乗の戦さというものである。どうすれば戦わずして勝ちうるか、奇計異術ではできない。誠をもって押してゆく以外にない」

　という意味の文章を書いて贈っている。

　明治初年、対外交渉が複雑で、新政府はともすれば外国の横車を通さざるをえない状態になり、西郷は政府に意見書を出した。

「外国とつきあうには、独立の体を定め、外国との約束は一々履行し、一事たりとも信義を誤り、礼節を失ってはいけない。もしかれが条約外の事で横車を押してくれば、条理をよく説ききかせてやり、すこしも動揺恐きよう懼くしてはいけない。そのさいもし戦せんの一字をおそれ、曲げて彼の説に従えばついに国が崩れる。右のごとく外国と交渉するときには道をもってし、道に斃れても（戦争して敗れても）後悔はしないという覚悟でやらねばならぬ」

　武力ということについて、西郷はこういう政治思想をもっていた。

　これが、元治元年十月におけるかれの長州問題処理の活躍のなかで、濃厚にあらわれている。

「長州を討て。しかし刀を上段にあげて斬らずに跪ひざまずかせよ。号泣せしめよ。その上で降伏条件をきめよ」

　というのであった。このとき西郷の言論や活躍が、長州人の憎むところとなり、維新政府ができてからも、長州人は西郷については、感情の底でこのことをわすれなかった。

　とにかく、西郷という人は、維新後は政治家としての能力をうしない、巨大な哲人という存在になったが、この長州征伐当時は、その情勢分析については鋭敏なジャーナリストの才を発揮し、政治家としてのかれが打つ手の一つ一つは、もはや凄味といっていいほどの切れ味を示した。

　西郷は、さらに、処分法をくわしくいう。




　西郷ばなし。続。

　長州の処分法についてかれが目をつけたのは、吉きつ川かわという家である。

　長州は大藩である。藩の中にいくつかの支藩をもっている。吉川家はその一つで、岩国の藩主であった。

　当主は、吉川監けん物もつという。むろん毛利家の一門だから、目下、謹慎をしている。

　西郷の具体的処理方針は、長州が降伏して最後にその処分の実施ということになれば、

「長人をもって長人を処分せしむべし」

　というものであった。禁門事変の首謀者を藩内で処置せしめ、かつ国替えを行なうとすればその処理事務も藩内で行なわしめる、その実施者をたれにするか。

　という点で、岩国の領主吉川監物を西郷は考えたのである。

「妙案だ」

　と、征長総督の徳川慶勝も手を打って感心した。

　吉川家は、ふしぎな家であった。

　話は、関ケ原のころにさかのぼる。当時毛利家は徳川家とともに最大の大名で、石田三成にかつがれて西軍の旗頭になり、本家の輝元は大坂城にいた。

　分家の吉川広家、これが吉川家の祖だが──広家は毛利家の兵をひきいて関ケ原に布陣し、しかもひそかに本家には独断で家康に内通し、南なん宮ぐう山ざんという山の山頂にのぼって動かず、西軍敗退の一因をつくった。

　家康は、西軍諸大名の処分をきめるとき、むろん毛利家はつぶしてしまうつもりでいたが、分家の吉川広家が泣きつき、

「それがしは封地は要りませぬから、それを毛利本家にあたえて頂きとうございます」

　といったので、家康はやむなく吉川広家に与うべき防長二州を毛利家にあたえた。

　吉川家は無禄になった。二代目広正のときに毛利の石高のなかから岩国六万石を割さいてこの家にあたえた。幕府は代々、この吉川家を優遇し、正式の諸侯ではないにしてもそれに準ずる待遇をしてきた。

　いわば、関ケ原敗戦による毛利家の滅亡を救った家である。

　その家系が、幕末における岩国城主吉川監物であった。

　徳川慶勝が手を打って、妙案、といったのは、

「吉川家は二度、本家の骨を拾うことになるか」

　と、その因縁の妙に感じたのである。

　当主の吉川監物は温和な人物で思慮もふかく、こういう仕事にはうってつけであった。

「しかし果して監物が承知するかどうか」

　と征長総督の慶勝がいうと、西郷は、

「手前が行って、説いて参りましょう」

　気軽にいった。

　そこで西郷は高麗橋藩邸に帰って支度をととのえ、同藩の吉井幸輔、税さい所しよ長蔵をつれて出発したのは、竜馬の大坂入りの翌々日である。

　西郷は岩国に着き、監物にあい、

「長州が恭順（降伏）すれば、朝廷・幕府は温情をもってのぞむ」といい、監物は了解した。西郷の策はことごとくあたった。




　話を、さきへいそぐ。

　結局、長州藩は、

「恭順」

　ということになった。すでに藩政は俗論党（佐幕派）ににぎられ、幕府に対し、先年とは打ってかわってひたすら叩頭する態度に一変し、これがつい数カ月前まで、天下の急進的世論を先導してきた同じ藩かとおもわれるほどおとなしくなった。

　勤王派は、すでに藩政府を追われ、高杉晋作は藩外に逃げ出し、周す布ふ政之助は自宅で切腹し、桂小五郎は禁門事変後、どこへ行ったか消息も知れず、あとの連中も手の出しようもなかった。

　藩主毛利敬親というひとは、立居振舞も不自由なほどに肥満している。かれはきのうは勤王派にかつがれて幕府に反抗し、きょうは俗論党に担がれて、征長総督の軍門に叩頭することになった。

「すべて、益田右衛門介、国司信濃、福原越後の三家老がわるい」

　ということで、ゆるしを乞うた。

　幕府、つまり西郷案によるものだが、

「されば恭順のしるしとしてその三家老の首をさしだし、事変の参謀たちを死罪にせよ」

　と要求した。

　長州藩は、了承した。西郷も、毛利家一門の吉川監物を通して、

「右、恭順の実さえ示せば、あとの処分問題についてはできるだけ寛大なお取りはからいになるよう努力します」

　と申し入れている。

　元治元年十一月十一日、毛利藩主は、まず益田、国司に切腹を命じた。

　同日夜十時、益田右衛門介は、領内徳山の総持院に支度された切腹の座にのぞんだ。この筆頭家老は、年三十二。

　畳二枚を敷きならべてある。

　その上に、四尺四方の白羽二重の座ぶとんを敷き、右衛門介、着座。

　藩主から御使番の山田重作が「罪状書」というものを朗読する。

　それをきいて右衛門介は驚いた。

「右、在役中、姦吏どもと徒党を結び」

　とある。姦吏というのは、来島又兵衛ら勤王派の連中である。

「私意をもって御国体を破り、あまつさえ天朝、幕府をさげすみ」

　最後には「不忠不義の至り、謂いわれなきことに候。これによって切腹おおせつけられ候事」とつづく。

　国司信濃の切腹の場所は徳山の澄泉寺で、福原越後のみは川西の竜護寺でその翌日に切腹した。罪状はほぼ同文である。

「藩主の身代りになってくれ」

　と御一門の吉川監物に説かれたからこそむしろ欣きん然ぜんと切腹の座についたのだが、その罪状書で奸人不忠とののしられては、たまったものではないであろう。

　福原越後のごときは、

「もう一度その罪状書をみせてくれ」

　と頼んで手にとり、しばらく顔色を変えて読んでいたが、やがてだまって返し、蒼白な顔で腹を切った。

　三家老の首は、征長総督府に送られた。

　竜馬は、そういういきさつを、大坂の薩摩藩邸に入る情報で知った。




元 治 の 暮










さんさ時雨しぐれか

萱かや野のの雨か

音もせできて

濡れかかる

　竜馬は、この朝、鼻唄をうたいながら、陸奥守吉行をとりだして青味がかった刀身に打粉をたたいていた。

　窓のそとに、雨が降っている。薩摩藩邸に奇寓のままのかっこうで、どうやらこの年も暮れそうであった。

「おや、この雨の日に刀の手入れですか」

　と、陸奥陽之助が利口くさい顔つきで入ってきた。

「西郷君が」

　と、陸奥はすわった。

「このぶんでは年内には帰って来ますまい」

　西郷吉之助は、征長総督徳川慶勝にたのまれて長州を無血降伏させるべく周す防おうの岩国へくだっている。おそらく長州との交渉が複雑で仕事は年内にはかたづかないだろう。

「かれが帰坂するまで、この屋敷でこうしてのんべんだらりと待つのですか」

「仕方があるまい」

　竜馬は、入念に打粉を打っている。入念な手つきが、陸奥にはなにかしらおかしかった。いったいに物に執着のなさすぎる男で、刀などになんの愛情も趣味もないのである。ただ陸奥守吉行だけは、ただ一ひと振ふりの差さし料りようだけに仕方なしに大事にしているのだろう。

「西郷君が帰ってこぬと、こっちの計画も動かぬというわけですか」

「まあそうだ」

「それほど、西郷という人物は薩摩藩をにぎりきっているというわけですな」

「薩摩藩だけではない。あの男は、長州問題という幕府の痛い所をおさえて、どうやら幕府の鼻綱をとってひきまわそうとしているらしい」

「いずれにせよ」

　陸奥は、膝をかかえこんだ。

「われわれは、海軍会社の計画も進められずに西郷吉之助一人を待って師走しわすの雨をながめているわけですな」

「ああ、鼻唄でもうたってな」

「オヤ」

　陸奥はおどろいた。

「さっきのさんさ時雨は、坂本さんの声ですか。おどろいたな」

「おどろくことはない。唄も謡曲もびわ歌も乙女というおれの姉の仕込みで、三味にあわせてちゃんとうたえる」

　竜馬は、打粉を打ちながら、意外にいい声でうたいだした。

わしの恋人といちは

浦戸の沖で

雨にしょんぼり濡れて

鰹かつお釣つる

「よォさこい、よさこい、ちゅうんじゃ」

「妙な唄ですな」

　陸奥はわらいだした。しかしなんとなくいまの状態を唄に托したようなぐあいでもあると思った。浦戸の沖で鰹をつっているといちは西郷であろう。もっともあの大男が雨にしょんぼり濡れているかどうかは、べつとして。




　陸奥が去ったあと、竜馬はあおむけざまに寝ころがり、聴くともなしにしばらく雨の音を聴いていた。

　こまったことができたのである。

　昨夜、国もとの乙女姉さんから長い手紙がとどいた。読んでみると、

「家を出、巡礼尼になって山にこもったり諸国をあるいたりしたい」

　といってきたのである。あの姉の気象ならやりかねないであろう。

（新輔義に兄いさんとまたまたうまく行っちょらんらしいな）

　と竜馬はおもった。ついでながら、乙女は夫の新輔に何度か離縁をせまって実家に帰ってきたりしたことがあり、竜馬もそのことを考えるといつも気が重くなる。

　さる文久二年の春、竜馬は脱藩の決意をかためて乙女姉さんの婚家である岡上おかのうえ新輔の屋敷へゆき、乙女にそれとなくわかれをのべたとき、すでに彼女のそぶりが尋常でなかった。

「どこにいても手紙を出すのですよ」

　という。そのあと、

「手紙のあてさきは、この山北村の岡上屋敷ではありません。お城下本町筋一丁目の坂本屋敷にしてください。なぜって？　将さ来きのことはわかりませんが、わたくしはこの家を出る覚悟でいます」

　といったのである。竜馬はそのとき、自分の脱藩のために岡上家が連座する、新輔さんは閉門ぐらいはまぬがれまい、それがために乙女姉さんは婚家を去るのか、とおもって驚いたりとめたりしたが、どうやら事情はそんなところにはないらしい。

　新輔さんの女癖がどうもわるい、ということもあり、それにお霜さんという姑しゆうとめが近郷に鳴りひびいた無類のやかましやで、彼女が乙女をひどくきらっている、ということも竜馬はあとで、長姉の千ち鶴ずの婚とつぎさきの安芸郡安田の医師高松順蔵方できいた。これが、乙女の婚家を出たがっている最大の理由であろう。

（世には面倒なことがあるもんじゃ。乙女姉さんでも左様なことで苦労するものか）

　とごく無責任に、ふしぎの国でものぞいたような気持でおもっていた。

　その後、乙女に赦しや太た郎ろうという男の子がうまれたが、それでも事態はあまりうまく行っていないらしい。

　存外、根がふかい。

　高知城下の坂本家といえば城下きっての裕福な郷士で、家人は冗談ばかり言ってくらしている無類のあかるい家庭だった。

　長兄の権平は酒好きの音おん曲ぎよく好きで、城下では、

「みそを持って坂本様の前を通るな」

　といわれていた。塀ごしに権平のへたな浄るりやびわ歌がきこえてくるからである。

　乙女がおんなのくせに剣術と馬術が大すきで、そのうえ義太夫は玄人くろうとはだしであり、五尺八寸という大きな体に肩かた衣ぎぬをつけて、一席やったこともある、という娘時代を送った。だけでなく、炊事と裁縫ほどきらいなものはないというひとである。

　そんな乙女を亡父の八平も長兄の権平もおもしろがるばかりで責めたことがなかったから、乙女はのびのびと育ってしまった。

　それが、家風厳格で、しかも節倹いちずをたてまえとしている岡上家に嫁いだのだから肌合のあうはずがなかった。




　嫁としての苦労が多いらしい。

　竜馬は、いくつかの話をきいている。

　姑のお霜さんは、米の研とぎ汁しるをすてるときでも三粒とこぼさなかった人で、そういうことを女のたしなみであると心得ているひとであった。

「乙女どの、三粒まではゆるせます。そなたのようにこぼしていては地獄に堕おちますぞ」

　といった。乙女は、内心、そういうばかげたことで人間を評価する姑を軽蔑していた。

　孫の赦太郎の養育法もちがう。魚を食べさせるときも姑は、骨まできれいにしゃぶらなければゆるさなかったが、乙女はこのことだけはゆずらなかった。

「赦太郎、武士は精神こころの高さを保たねばなりませぬ。魚の裏まで食べるのは、それはむさぼるということです」

　と言い、裏肉には箸をつけさせなかった。

　これは竜馬も乙女からやかましくいわれたことで、この話をきいたとき、

（赦太郎もあれをやられちょるか）

　と苦笑したことであった。もっともそれが坂本家の作法であっても岡上家にすれば笑いごとではないであろう。魚の表裏をたべるかどうかでも、乙女と姑とのあいだに深刻な対立があった。

　乙女は来客にはかならず茶菓を出す。赦太郎の遊び友達に対してもそうであった。

「こどもなどにいちいち茶菓を出すことはありませぬ」

　と姑は苦情をいったが、乙女は、「赦太郎は武士の家の惣そう領りようです。その友達ならば、いかに三歳、四歳の幼童でも一人前として遇してやらねばなりません」といった。

　その菓子は、かならず紅白の菓子で、出す数もきまっていた。紅白をそれぞれ二つずつであわせて四つである。

　赦太郎の友達がむぞうさに取ろうとすると乙女は制し、

「まず白菓子をさきに食べなさい。つぎに紅菓子をたべるのです。それ以上は食べてはなりませぬ」

　残った紅白一対は、その子が帰るときに包んで持たせてやる。乙女はこういうことで子供に秩序の訓練をあたえてゆくことを願ったのだろう。

「ぜいたくな嫁じゃ」

　と姑はこぼした。姑は、嫁への苦情をいちいち新輔に訴えた。

　新輔ももともとこのお霜が実母ではなく、山北村の藤田家から入った養子である。義理だけに遠慮があり、そのつど乙女を居間によび、癇かん癪しやくもちだけにときには髪の毛をつかんで引きたおし、むごく打った。

　新輔は、五尺そこそこの小男である。乙女は五尺八寸の大女で、しかも米俵を二俵らくらくとさげられるだけの力持だけに、この光景は滑稽を通りこして悲惨だった。乙女はいつも抵抗をせずに打たれていた。

　ついにがまんできなくなった。

　実家の坂本家では嫂あによめがはやく死に、権平はやもめのまま暮らしていた。乙女は新輔に、

「坂本の家も主婦がおりませぬゆえ、おひまを頂きとうございます」

　何度も願い出るようになった。




　乙女は、現状に耐えられぬまま、この世でもっとも自分を理解してくれるはずの竜馬に手紙を書いた。

　所用で実家に帰ったついでに、竜馬がつかっていた二階西の茶座敷にすわってみた。ふと竜馬に手紙を書きたくなったのは、文ふ机づくえの上にかれが少年のころから使っていた硯箱があったからであろう。

　つい、愚痴になった。

　その手紙が、いま薩摩藩邸にいる竜馬の机の上にのっかっている。

（こまった乙女大だい姉しじゃ）

　竜馬はおきあがってその手紙をもう一度読んでみた。

　かつて竜馬は乙女あてに、

「乙女姉の名、諸国にあらはれ居り、竜馬より強いといふ評判なり」

　と書いたことがある。その強い乙女が、やはり女であるために嫁にゆき、女くさい苦労をし、このようなじめついた愚痴を弟に洩らさねばならぬかと思ってやると、なんとも哀れであった。

　竜馬は、硯をひきよせ、返事を書くため墨をすりはじめた。

（はて、どう書くか）

　どうも、苦手であった。自分の最初の師匠であった姉の身上相談に応じねばならないのである。

　竜馬は紙を展のべ、筆さきをチョンチョンと走らせはじめた。

先日下され候御お文ふみの内に、ぼふず（尼）になり山のをく（奥）へでもはいりたしとの事聞え、ハイハイ　エヘンをもしろき事、兼ねて思ひ付をり申候。

　竜馬は一種の名文家といっていい。「ぼうずになって奥山へ入りたいとは、ハイハイエヘン、面白いことを思いつかれたものでありますな」と乙女の気をそらすべく軽妙に書きだしたものである。

今いま時どきは四方そふぞふ（騒々）しく候得ども其そのぼふずになり、太だい極ごく々ごくのくされ（腐れ）くされたるけさころも（袈裟衣）をかた（肩）にかけ、諸国あんぎゃ（行脚）にでかけ候得バ、西は長崎より東は松前よりエゾまでなんでもなく、道中銀は一文も用意におよばず。

　要するに、「それは妙案だ、腐れ衣さえかけて行けば全国タダで歩けるぞ」とほめているのである。「しかしそれにはそれだけの心得が要る」と竜馬は以下で言う。

それをやろふ（やろう）と思へば、先づシンゴンしう（真言宗）のよむ観かん音のん経きよう、イッカヲしう（一向宗）のよむあみだきょふ（経）、これはチト節ふしがありてむつかしけれど、どこの国も門徒が流は行やり申候あいだ、ぜひよまねばいかんぞよ。をもしろやをもしろや、をかしやをかしや。

　とまで書いて、竜馬はわれながらおかしくなってクスリと笑った。

　そこへ陸奥陽之助が入ってきた。

　この小僧は、いつも音もなく入ってきて竜馬のそばにすわるのである。

「手紙を書いちょる。あっちへゆけ」

　と、竜馬は、顔をあげずにいった。




　竜馬はちょっと思案してから、また筆を走らせはじめた。

それよりつねにあま（尼）のよむきょふ（経）一部を用意し、

　と女巡礼で無銭旅行できる方法を説く。

それでしんごん（真言）の所へいけばしんごんのきょふ（経）、いっかふしう（一向宗・門徒のこと）へいけばいっかふしうの経をよみ、

「ただし」

　と竜馬は細字で、

これは泊まるやどの事ニテ候。ほふだんのよふな（法談のような）事も、しんらんしょふにん（親鸞上人）のありがたきおはなしなどする也。

「右は無賃にて泊まる法なれど、さて昼は昼で」

　と竜馬は説く。「町を経をよみつつ往来すれバぜには十分とれるなり」

これをぜひやれば、しっかりをもしろかろふ（面白かろう）と申候。なんのうきよ（浮世）は三文もらよ（意味不明）。

ぶんとへ（屁）のな（鳴）るほど、やって見よ。

死たら（死んだら）、野べのこつ（骨）は白しろ石いし、チチリやチリチリ。

　とからかってから、

（ひょっとするとあの姉のことだ、本気でお経をならってやりだすかもしれぬ）

　とおもい、こんどはオドシ文句を書きはじめた。

この事は、必必かならず、一人にておもひ立つ事はけして（決して）相あいならず候。

一人にていたりゃこそ（もし一人なら）それはそれはおそろしいめを見るぞよ。これをやろふと思へバ、よく人の心を見さだめなくてはいかん。おまへもまだわかすぎるかと思ふよ。

またけして（決して）きりょふのよき人をつれになりたりいたしたればならぬ事なり（美人と連れになるな）。

ごつごついたしたる強情婆ばんばの強つよ婆ばんばでなければいかん。

たんぼふ（短棒）をばさんえぶくろ（三慧袋・お経入れのこと）の内にいれ、二人か三人かででかけ、万々一の時ハ、グワンとやいて（やって）、とふそく（盗賊）の金玉までひきたくり申候（ひったくるがよい）。

「なんですか、それは」

　陸奥陽之助が、のぞき見したそうな顔でいった。竜馬はじろりと陸奥をみて、

「無銭で道中する方法を伝授している」

「ははあ、坂本さんの得意芸ですな。その秘術をどなたに伝授なさるのです」

「うるさいな」

　竜馬は、末尾に、

菊きく目め石いしの御おん君きみにもよろしく

　と書きそえた。竜馬がつねづね「あばたの春はる猪いどの」とか「河ふ豚ぐの君」などとからかっている兄権平の一人むすめ春猪のことである。

　陽気な小娘だった春猪も、清次郎という養子をとり、ふたりの娘をうんだ。姉は鶴つる井い、妹は兎と美みと名づけ、すでにりっぱに母親になっているのである。




　元治元年師走も押しつまってから、長州へ潜入していた中島作太郎が帰ってきた。

　反物の行商人に身をやつしている。

「どうだった、長州は」

　竜馬が待ちかねたようにきいた。

「灰はい神楽かぐらが舞い立っておりますな」

　と、この数えて十九歳の志士は答えた。

　長州探索というかれにとってうまれてはじめての大任を果たしたために、報告の口ぶりがひどく熱っぽい。

（これは聴けん。風呂にでも入れてめしを食わせ、気が静まってからしゃべらさねばなるまい）

　竜馬がそう思ったのは、こういう年少者の熱っぽい語調で語られる報告を頭に入れると、どうも冷静な客観的判断をうしなうと思ったのである。

「作、いっしょに風呂へ入るか」

「ははあ、坂本さんがひとと風呂に入るちゅうのはめずらしいですな」

　作太郎は、竜馬の背に黒い旋せん毛もうが密生していることを知っている。それを人にみられるのをいやがって、竜馬は暑中でも人前では裸にならず、人と一緒に入浴することもしない、ということも知っている。

「まあ、命がけの探索を遂げてきたねぎらいの意味で、背中の毛をみせてやる」

「つまらぬねぎらいですな」

　薩摩藩邸では西のお長屋のすみにわりあい大きな浴場がある。窓からのぞいてみると、幸い、煙けむ出だしからさかんに煙があがっていたので、ふたりは藩邸の庭の寒風のなかを駈けぬけて浴場に入った。

　薩摩人はたれも入っていない。

「これは土佐で独占したようなものじゃ」

　と作太郎は浴槽ゆぶねのなかにとびこんだ。

「坂本さん、道中、詩を作りましたよ」

「そうかね」

「吟じてもいいですか」

　といって、作太郎は、湯気のなかで低い声をひびかせはじめた。

当年壮士、剣を仗たのんで起つ

茅ぼう鞋あい踏み破る路みち千里

北風霜落ち、寒月孤ひとりなり

万山雪満ち、草木枯る

孤憤国を憂へて気自ら豪なり

…………

…………

「作、もういい」

　竜馬は、浴槽のなかで顔を洗いながらいった。作太郎のあまりにもむきな若さが、へんに気はずかしくなってきたのである。

「土佐っぽは死をいそぎすぎる、と世間ではいわれている。なるほど、天誅組、池田屋、蛤御門、考えてみれば死んだやつはほとんど土佐のやつだ」

「………」

「その詩はよくないよ」

「なぜです」

「死を讃美している。これからの時勢はもはや決死剽ひよう悍かんの暴勇だけでは間にあわぬ。一人で天下を動かす気概と智恵が必要だ。土佐っぽの狂躁、落ちつきなさを、いいかげんにすてることだ」




　中島作太郎が竜馬に報告した長州の事情はほぼ想像していたとおりであった。

　禁門ノ変の政治犯人として三家老を切腹せしめただけでなく、幕府の機嫌をとるために前田孫右衛門ら七人の勤王派をとらえ、野の山やまの牢獄にほうりこみ、その翌日、大根でも切るように首をはねてしまったという。きのうまで時めいていた長州勤王派の大物たちが、きょうは賊名を着て屍かばねを刑場にさらされている。

「むざんなものだな」

　竜馬は左手をふところに入れ、右手でしきりと顔をこすった。そうでもしなければ、こみあげてくる義憤にたえられない。

「長州の上士はことごとく佐幕派になり、かれらが萩のお城下を剣槍をきらめかせて横行しているといいます」

「桂はどうした」

「小五郎どのですか。かのひとは禁門ノ変後、燃えさかる京をあとに消息を断ったまま、どこへ行ったやら、とにかく国もとの同志でさえゆくえを知る者はありません」

「さすがは剣客だな」

　竜馬はわらいだした。

「逃げることを知っている」

　竜馬は、禁門ノ変の直後、桂があんま、乞食、雲助などに化けて京都脱出の機会をうかがっていたといううわさをきいている。

　あるとき、桂は情人の三本木の芸妓幾松をひそかにたずねるべく、あんま姿で流していたが、それを会津藩の巡察隊にあやしまれ、同行をもとめられた。桂は下腹をおさえ下痢をしている、と訴えた。会津藩士たちはやむなく近所の家の厠を借りてやり、厠の戸口を厳重に警戒した。桂は礼をいって厠へ入り、入ったと思ったらもう汲みとり口から脱けだしていた。神のような機敏さである。

　そのうわさをきいたとき竜馬は、

（江戸のころ、あの男の竹刀しないさばきの機敏さは類がないといわれた）

　と、鍛冶橋藩邸で桂と試合をしたころをなつかしくおもった。

「高杉晋作は健在です。この男は領内をいっぴきの天狗のように出没し、やがて浪士組の遊撃軍や相撲で一隊をつくっている力士隊の本部へ行って『俗論党政府をたおすのだ、手をかせ』といって説得し、自分はどこからひきだしたか紺こん糸いと縅おどしの小具足をつけ、桃もも形なりのカブトをくびにひっかけているのを見ました」

「おもしろいやつだな」

　竜馬はちょっと気分があかるくなった。

「私は、会ったのです。長府の功山寺にいらっしゃる三条実美公とお田鶴さまをおたずねしたとき、たまたまその姿でやってきたのが高杉晋作君でした」

「ふむ」

「三条公が、おどろかれると、高杉は、いまは腰ぬけの俗論党に政権をとられてしまった、しかしくつがえしてやる、長州男子の胆っ玉をご覧に入れます、とすてぜりふをのこして去りましたが、その後馬関をおそって俗論党役人を追い、会所を本部にし、さらに三田尻港にあらわれて藩の軍艦も奪ったとかいうはなしです」

「ほう」

　竜馬は絵物語でもみるような昂奮を覚え、パンと膝を打ち、長州はまったくおもしろい、とつぶやいた。




「おもしろい」

　竜馬はもう一度うなずいた。こんなにおもしろい藩が、日本中にどこにあるだろう。

　さいわい、藩主は愚ぐ昧まいである。それをいいことにして下級藩士どもが藩主に過激な勤王思想を吹きこみ、藩を好きなようにひきずりまわして幕府体制下の駄々っ子になった。

　一転して幕府にたたかれ、そのうえ長州が独占していた「天皇」からも愛想をつかされ、朝敵という汚名まで着せられた。

　となると、いままでおとなしくしていた佐幕派がにわかにむらがって立ちあがり、藩主を擁して勤王派の弾圧にとりかかった。

　藩主は、急に佐幕派になった。

　勤王派は、あるいは殺され、あるいは逃亡した。本来、数がすくなく、いったん権力の座から墜落すると、なんの力もなかった。

　長州藩上士階級出身の数少ない勤王派だった高杉晋作は、佐幕派の追つい捕ぶをのがれて領内を転々とし、

「あくまで幕府と戦うぞ。いざとなれば藩主御父子を擁して海のむこうの朝鮮へ逃げ、亡命政権をつくる」

　とか、

「防長二州が焦土になっても、やがて回天の礎いしずえとなればよいではないか」

　とかいった。

「おもしろい男だ」

　竜馬は、作太郎にいった。

「天才ですな。奇策縦横、神出鬼没、奇想天外という点では坂本さんに似ちょりますな」

「似ちょりゃせんわい」

　竜馬は、高杉晋作にくらべられて、ひどく情けなさそうな顔をした。多少、自尊心を傷つけられたのだろう。

「わしならば長州藩という小天地を捨てて天下や地球の中核を衝つく」

「そりゃ、酷です。高杉晋作は坂本竜馬とちがい、藩のお歴々のうまれで、藩公父子にも可愛がられています。藩をすてるわけにはいかず、自然、活動が藩内にとどまるのはむりはありませんよ」

　とにかく作太郎の報告では、高杉ひとりが流星のように走り、軍隊をつかってクーデターをおこそうとしているらしい。しかし高杉のおもわくどおり、俗論党政府が倒れるかどうか。

「まあ、むずかしいでしょうな。奇兵隊でさえ、高杉君の動きには静観の態度をとっているくらいですから」

「そうか、なるほど長州にはそういう諸隊があるわけだな」

　奇兵隊で代表される長州の「諸隊」というのは、旧来の藩制度にできたこぶのようなもので、厳密には藩士ではない。かれらの出身も、町人、百姓、僧侶、神主、力士といったようなもので、攘夷用に創設された臨時軍隊である。

　それだけに藩政の動きには、一種独立の立場をとっており、海岸地方の町々を本部とし鎮しずまっている。

「わしなら、その諸隊をつかうな」

　と竜馬はいった。

「諸隊をもって長州藩を占領してしまう。首班には藩主を置かず、五卿をおく」

「すでにその動きがあるのです。しかも土佐の連中がやっている。例えば中岡慎太郎」

　意外な名を、作太郎は出した。




　これとはべつに長州では、

「五卿」

　という一種とくべつな政治勢力が存在している。流亡の公卿団である。

　例の文久三年八月の政変で都を落ちた三条実美以下七人の過激派公卿たちで、そのうち沢宣のぶ嘉よしは但馬生いく野のノ乱に参加して脱落し、錦小路にしきのこうじ頼より徳のりは持病の結核のために流寓中に死んだ。

　自然、五卿になる。三条実美（のち公爵）を代表とし、四条隆たか謌うた（のち侯爵）、三条西季すえ知とも（のち伯爵）、東ひがし久く世ぜ通みち禧とみ（のち伯爵）、壬み生ぶ基もと修なが（のち伯爵）。

　長州藩はかれらを優遇し、最初は三田尻の招賢閣を旅宿として提供し、ついで山口の郊外の湯田に「御殿」を営んでむかえた。良質の温泉の出るところである。

　この五卿には護衛兵がいる。

　ほとんど土佐人で、京都からかれらを護りつつ長州へ落ちてきた土ひじ方かた楠くす左ざ衛え門もん（のちの久元・伯爵）をはじめ、国もとから脱走してきてその護衛に参加した者も多い。

　日本には古来血統崇拝の習俗がつよく、この習俗が日本史の背骨をなしている。日本人の家系の集約的中心は天皇家で、これに次ぐ神聖血族は公卿であるとされてきた。天皇を擁して旗をあげ、それが不可能なばあいは公卿をかつぎ、それを天皇の代人として旗をあげる、というのは古来の風である。とくに南北朝時代これが流行し、戦国時代でさえ、織田信長、上杉謙信など天下の諸豪は京にのぼって天皇を擁し、その血統的神聖を借りて天下に号令することを終生の目標としていた。

　幕末でもかわらない。むしろ時代的流行として志士たちのあいだで楠なん公こうと南朝のゆきかたを模倣しようとする意識が強烈であったために、どの歴史時代よりもこの傾向はつよかった。

　長州藩と、土州浪士を中心とする浪士団がこの五卿を大事にしたのは、当然なことであった。

　ところが、長州は幕府に屈服した。

　幕府は、長州藩からこの虎の子の五卿をうばおうとおもい、降伏のシルシとして、

「五卿は朝廷の罪人である。すでに官位、公卿としての礼遇ははぎとられている。この五人の罪人をひきわたせ」

　と要求した。幕府としては五卿を江戸へ檻かん送そうし、処分し、天下に幕府の威権の高いことを知らしめようとした。

　この幕命は、征長総督徳川慶勝の手もとまできていた。西郷が慶勝に説いてそれをにぎりつぶさしめ、あらたに、

「五卿を筑前黒田藩など、九州五藩にひきわたせ」

　という要求に変え、それをもって長州藩と交渉していた。むろん俗論党政府はこの五人の厄介者を藩外に追うことは賛成であった。

「中岡さんがね」

　と作太郎がいったのは、こういう政情を背景としている。

「五卿守護の護衛の士をあらたに組織しなおして南園隊と名づけ、土方さんらとともに俗論党政府の要求をはねつけたのです。これをよろこんだのは長州人山県狂介（のち有朋）を軍監とする奇兵隊で、奇兵隊では五卿を擁し、藩政府と戦う決意をかためています」

　と作太郎はいった。




「それはそうと」

　竜馬はおもいだしたようにいった。

「お田鶴さまはどうしちょるかねや」

「ほにほに」

　中島作太郎は頭をかいた。

「これや、重要かなめなること、わすれちょりました。お達者でござります」

「長ちよう府ふか」

　と、竜馬はいった。いまは五卿は、馬関から一里半ほどはなれた長府という町にいる。

「はい、長府の功山寺という寺が五卿の御宿陣になっちょりますきに、お田鶴さまもそこに在わせられます。坂本さんによろしくとのことでござりました」

「それだけか」

　といったのは、べつに色恋沙汰ではない。お田鶴さまが竜馬になにかしてほしいと申してはいなかったか、という意味である。

「申されちょりましたが、むりであろうな、竜馬殿がこの長府には来るまいな、来てくれれば大きにたすかることがあるがな、と申され、それ以上は申されませざった」

「どういう意味だろう」

「挙兵ですな」

　と、作太郎はいった。

　五卿を擁して立ち、長州の俗論党政府をたおし、長州藩をもとの勤王藩にもどし、幕府に対してあくまで抗戦する、ということである。五卿のもとにいるおもな土佐人は、中岡慎太郎をはじめとして、安岡金馬、後藤深蔵、真さな田だ四郎、石田英吉、玉川壮吉、三瀬深造、細木元太郎、細川左馬助らで、諸藩の浪士をふくめて三十数名であるという。

　お田鶴さまの意見では、その統率者として坂本竜馬をいただけば、藩外の浪士たちも風ふうをのぞんで翕きゆうとしてあつまり、これを高杉晋作らのクーデター部隊と合一すれば大勢力になるだろうというのであった。

「そういうところには行かん」

　竜馬はきっぱりいった。

「大将株としては中岡がいるではないか」

「中岡さんはなるほど大将なのですが、あの人は雄弁応接の名人ですから、五卿と長州藩の立場をすくうために岩国や筑前などに出かけて転々し、薩摩人西郷吉之助や筑前人月形洗蔵などとも会い、席のあたたまるひまがありません。いまや中岡さんは、敗残の長州勤王党の外部への代弁者であり、救いの神のようになっています」

「池内蔵太はどうした。あれは将領の才がある。池をお前まんと一緒に長州へくだらせたのは、ひとつにはその期待があったからだ」

「池さんは、五卿よりも高杉さんの活動のほうがおもしろそうだといってお田鶴さまに訣けつ別べつし、高杉さんの参謀格で働いています。ああ血の気が多くてはどうにもなりませんな」

「作太郎」

「はい」

「すぐ長州へもどれ。わしには長州のことよりももっと大事がある。その大事に目鼻がつけばよびもどすきに、それまでお田鶴さまのそばに居て賜たもっせ」

　翌朝、作太郎はふたたび行商人の風体に身をやつして大坂薩摩藩邸を発って行った。


    
    
　竜馬がゆく ㈥
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　山口県（長門・周防）に、

　絵え堂どう


　という小さな村がある。そばに、鍾しよう乳にゆう洞どうで有名な秋あき吉よし台だい（秋しゆう芳ほう洞どう）があり、この秋吉台ぞいに道があり、絵堂に入る。まわりは丘陵にかこまれ、秋になると落葉樹のもみじでうつくしい。

　筆者は去る秋、このあたりをたずね、

「絵堂へ行ってほしい」

　と山口市から乗った運転手にたのんだが、かれは興味をしめさず、それよりも秋吉台はいかがです、秋芳洞という日本一の鍾乳洞があってちかごろ見物がさかんです。国鉄も県も力を入れています。みやげもの屋もあります、みやげものは大理石の花びんなどです、としきりにすすめてくれた。ことわったが、しかしこの親切な運転手はあきらめられないのか、秋吉台の下をとおるときも、

「いかがです」

　車をそろそろと運転した。いいんだ、とことわり、たのむようにして、絵堂へ行ってくれ、といった。しかし山口市の運転手は、この小さな村の名をしらず、

「絵堂とはどこです。そんなところ、なにも見るものはありませんよ」

　といった。

　絵堂は、県内でさえその程度にしかあつかわれていない。

　大坂の薩摩藩邸で年を越して元治二年正月をむかえた竜馬も、むろんこの長州の絵堂という草深い村里の名は知らず、そこでなにがおこっているかは知らなかった。むろん、幕府も知らない。幕府が知れば驚愕するであろうが、長州藩内のことだから知るよしがなかった。

　絵堂で、正月早々、戦争が行なわれた。千人と二百人の小さな戦争で、内乱である。戦争としての規模からいえばとるに足らぬ事件だが、この戦争の結果が幕末の日本史を大きく回転させることになったことをおもえば、絵堂の戦争の意義は大きい。

　おこった時期は、広島に駐屯していた幕府の征長総督が、長州藩の降伏をみて諸藩に解兵命令を出したあとである。元治元年十二月二十七日、長州藩の藩境をかこんでいた諸藩は撤兵を開始した。

　事件は、その直後におこったために、外部にはまったく洩れなかった。

　事のしだいは、萩を首都とする長州藩の俗論党政府が、奇兵隊など諸隊に対し、解散を命じたことからおこった。

「従わなければ討伐する」

　と宣言し、かつ家老粟あわ屋や帯たて刀わきが千人の兵をひきい、下関占領中の高杉晋作を討つとして萩を出発し、絵堂に着陣した。

　奇兵隊軍監山県狂介（有朋）は、絵堂から六里はなれた河原という宿場に陣している。膺よう懲ちよう隊たい、南園隊など諸隊の人数をかきあつめてきてやっと総勢二百人を得、

「座して武装解除をうけるよりも、いっそ絵堂に宿営している俗論党軍を夜襲し、いちかばちかの勝負をきめよう」

　として、正月五日の夜、山間の道を松明たいまつ一本だけで照らし、全軍沈黙のまま行軍し、途中出会う里の男女は、秘密をふせぐためにみなとらえて街道わきの木にしばりつけ、盗賊のように足音をしのんで進んだ。




　夜間の隠密行軍は成功した。

　絵堂の村の灯を見おろす峠まで進出したのは、午前二時ごろである。奇兵隊軍監山県狂介は幹部将校をまねき、

「あれが絵堂だ」

　と指をあげて示した。絵堂には、家老粟屋帯刀が、千人を率いて宿営している。山県は庶民軍である奇兵隊の軍監とはいえ、藩での身分は足軽である。世が世ならば粟屋帯刀というような藩の重臣を正視することさえゆるされぬ分際であった。それを討つ、となれば山県の心中、ふるえるような思いがあったにちがいない。

　しかも、敵の粟屋帯刀がひきいる俗論党軍のほとんどは上士の子弟である。上士下士の差別は竜馬の土佐ほどひどくはなかったが、それでも尋常一様なものではない。

　山県狂介は辰之助とよばれていた十四、五歳のころ、藩校明倫館の手て子こ（給仕）として住みこんだ。足軽の子はこの藩校に入ることはゆるされず、教授たちの走りつかいをするだけのことである。

　ある雨の日、使いに出るべく明倫館の門から駈けだしたところ、むこうから面めん籠こ手てをかついでくる若侍を見た。服装からみて、あきらかに石こく取どりの上士の子である。

　足軽の子は、土下座しなければならない。走っていた狂介はあわてて草履をぬぎ、ぬかるみの上に土下座した。そのとたん勢いあまって泥がとび、若侍のハカマにかかった。

　あとはおきまりの騒ぎである。若侍はあっと飛びのき、

「無礼者、その場を動くな」

　と刀のツカに手をかけた。狂介は仰天してさまざまに言いわけしたが聴かない。ついに道路の中央にひきだされ、泥のなかですわらされ、ひたいに泥がつくまでべたべた平伏させられた。

　本来、狂介は横おう柄へいで、傲ごう岸がんで、容易に人をゆるさぬ気質の男である。それだけに屈辱はたえられなかったにちがいない。若侍が立ち去ったあと、泥まみれの顔でぽろぽろ涙をながし、

「いまにみろ」

　と、何度かつぶやきながら軒下を拾いひろい走った。

　その上士群が、眼下の絵堂村にねむっている。狂介は兵を部署してあちこちの高所に陣どらせ、

「烽火のろしの号砲をあげるまで発砲するな。烽火があがり次第、かつ射ちかつ斬りこめ」

　と言いふくめた。幹部たちもさすがに緊張のために慄ふるえている者が多かった。奇兵隊はその強さは藩内第一等といわれているが、百姓、商人、職人の子弟で、その隊長は足軽なのだ。相手は大将が家老、部下は上士である。隊士たちはやがてはじまる戦いへの恐怖のほかに、そういう階級差からくる畏怖心でおびえた。

「相手は、畑の大根だとおもえ」

　と狂介はいった。

「この一戦でやぶれれば長州藩の勤王党は潰滅する。されば天下の勤王活動は地をはらって終しゆう焉えんする。それが逆になるかどうか、われわれ二百人の肩にかかっている」




　絵堂の戦いは、子供のあそびのような光景からはじまった。

「おなじ藩内じゃ。礼をつくすために開戦状を出そう」

　と、狂介は隊で筆の立つ者にそういう書状をかかせ、隊士中村芝之助、田中敬助のふたりにもたせてやらせた。

　中村、田中は、暗中を手さぐりするようにして峠道をくだり、川ぞいに絵堂村に入り、粟屋帯刀の本陣とおもわれる庄屋の門までかろうじて接近した。

　門には高張提灯がかかげられ、番士もいない様子だった。ふたりはおびえきっていたが勇を鼓こし、門のクグリをあけ、なかに身を入れた。

「みなねむっておるらしいな」

　と、中村が安あん堵どして田中にささやいたとき、

「たれじゃ」

　と、声がした。庭内を見まわる者らしく、すたすたと足音がちかづいてくる。両人、あっとおどろき、開戦状を夢中で玄関へ投げ入れるなり、あともみずに門外へとびだした。道をやみくもに駈けると、うしろから数人が、

「おーい」

　と追ってきた。それをふり切って逃げ、山にもぐりこんでからほっと息をついた。

　本陣ではみな目をさました。粟屋帯刀もとび起き、開戦状を読み、「これは容易ならぬ」と芝居のように高声でうなった。

「敵じゃ、みな用意せい」

　と立ちあがったが、粟屋帯刀自身、寝巻のままで身に寸鉄もつけていなかった。刀じゃ、わしの刀はどこへ行った、とさわいだが、将士も自分の鉄砲や槍などをさがすのがせいいっぱいで帯刀のことまでかまっていられなかった。

「やむをえん。灯をつけい、灯を」

　とわめき、やっと屋内のあちこちに灯がついた。

　その灯を見て山県狂介が山上であっと立ちあがり、烽火を打ちあげよ、と命じた。

　轟然と烽火が夜空にとんだ。と同時に、絵堂村をかこむ要所々々から一時に銃声がおこり、弾が灯をめがけて正確にうちこまれた。

　本陣では主将粟屋帯刀はやっとろうばいから立ちなおった。小具足をつけて庭へとび出し、馬に乗った。が、味方は邸内を逃げまどうている。やむなく、最初に発した号令は、

「全軍赤村まで退けえっ」

　というものであった。待ちかねたように将士はばらばらと逃げだした。粟屋も逃げた。

　が、逆に奇兵隊にむかって斬りこむ者もいた。粟屋の副将で俗論党の闘将だった財ざい満ま新三郎である。土百姓め、土百姓め、とさけびながら馬をあおって奇兵隊陣地にとびこみ、

「殿様にそむくか、おのれら、殿様にそむくか、しずまれ、鉄砲をすてよ」

　とわめいた。

　が、もはやそういう威圧もおどかしも利かなかった。財満は身に十数弾をうけて即死した。この戦勝で奇兵隊は、戦いとその社会的位置の二つの点で自信をえた。庶民が武装して軍制に入れられたのは奇兵隊が天下で最初であり、それが武士団を圧倒せしめたのも、この絵堂の戦いをもって最初とする。




　このあと正月十日、俗論党政府は軍戦備をととのえて南下し、ふたたび絵堂付近で奇兵隊と激突した。

　政府軍は千人、奇兵隊は二百人である。なかでも川上口が主力戦で、この方面の奇兵隊は百人。ただ、山砲が一門あった。砲隊長は三浦梧ご楼ろう（号観樹・のち中将、子爵、大正十五年歿）である。

　奇兵隊は少数なため、峠の嶮けんにたてこもって防戦に専念していたが、ついに政府軍に押され、敗走しはじめた。山県狂介はすこしはなれた天神ノ岡でこれを見ておどろいた。すぐ手もとの一小隊をつれて戦場にかけつけ、それを道路わきの真竹の藪にひそませ、

「すぐ敵が来る、一歩もひくな」

　と命じ、さらにかれだけは別に一小隊をつれて山づたいに走り、南下してくる政府軍の側面へ出、山の斜面を駈けおりて斬りこみをやらせた。

　このたくみな包囲戦法で政府軍がくずれ立ち、四分五裂して潰走した。

　萩の政府は、二度の敗戦におどろいた。さらに仰天したのは、高杉晋作が捕獲した軍艦癸き亥がい丸に搭乗して海上から萩に攻め入ってくる、といううわさであった。

　竜馬もあとで知ったのだが、この癸亥丸を瀬戸内海岸の三田尻港におそって奪いとったのは、池内蔵太ら五人の土佐人だった。

　このうち、池だけが神戸海軍塾にいたおかげで多少とも船をうごかせた。高杉がよろこび、

「池君は斬りこみだけの男かと思うたら、西洋風ふう帆はん船せんも動かせるかい」

　といった。そのとき池は、わずかの期間だが坂本竜馬におそわった、といった。

「また坂本か」

　と、高杉は笑った。土佐人はなにかというと坂本竜馬の名前を出す。それがおかしかったのであろう。

「いっぺん、その坂本ちゅう仁に会おうてみたいもんじゃ」

　と高杉はいった。

　その癸亥丸を池らの運転で日本海岸にまでまわし、萩の沖をうろうろさせた。これが政府をふるえあがらせる原因になった。

　萩の政府軍はついに軍勢を総動員し、正月十四日、最後の決戦をこころみるべく南下し、絵堂付近の大田で奇兵隊と遭遇した。

　戦闘は朝の十時から暴風雨のなかでおこなわれ、午後二時になって政府軍の潰走で終了した。

　このあと藩士団のなかで中立派の藩士が団結して調停に立ち、さまざまのいきさつののち藩主がふたたび勤王派に味方し、俗論党の軍隊をことごとく解散させ、政府は勤王派をもって組織させることにきめたためにクーデターは完全に成功した。

　そのあと椋むく梨なし藤太ら俗論党の大物たちに対する斬首、切腹などの刑が、藩主の命令でおこなわれた。わずか二カ月たらず前、この刑場で勤王派の前田孫右衛門が、やはり藩主の命で首を刎はねられたことをおもえば、史上、命令者として毛利侯ほど多忙な運命をもった君主もすくないであろう。

　とにかく、長州藩はもとの勤王藩にもどった。

　竜馬は、そういううわさをぼつぼつと大坂の薩摩藩邸できいている。

（世の中がおもしろくなった）とおもった。




　元治二年も正月をすぎたが、竜馬が首をながくして待つ西郷はまだ山陽道方面から帰って来ない。

　二月に入った。その十二日、竜馬のいる大坂の薩摩藩邸に、おもわぬ珍客が乗りこんできた。

中岡慎太郎

土ひじ方かた楠くす左ざ衛え門もん（久元）

　のふたりである。

　当時すでにこのふたりの土佐浪士は薩長のあいだに名が高かった。中岡は長州にあって奔走し、土方は五卿の秘書官として活躍している。いわばいまの長州情勢のもっとも重要なカナメをこのふたりがにぎっているといっていい。

　かれらは、つい数日前まで長州にいた。ところが長州は天下の「罪藩」になってしまっているために、中央の情勢がわからない。

　とくに京都の宮廷のうごきがわからなかった。このため五卿筆頭の三条実美が、

「京都へ潜入して朝廷、公卿などの意見をさぐってもらいたい」

　と、中岡、土方にたのんだ。

　二人が右の命を受けて旅装をととのえ、下関まできたとき、おりよく薩摩藩の蒸気船が入港してきた。

「あの薩摩ぶねでゆこう」

　と中岡が交渉すると、社交上手な薩摩人たちはよろこんで応じてくれたばかりか、

「京にのぼられますか。われわれも京にのぼります。かの地は新選組など幕吏が跳梁し、ちかごろはいよいよ物騒でありますゆえ、ぜひ薩摩藩邸におとまりくだされ」

　とまでいった。それだけではない。たまたま乗船していた西郷の秘書役の吉井幸輔（友実、のち伯爵）がふたりの旅行中はずっとつききりで付きそってくれることになった。この一事だけでも、薩摩藩がこのふたりの土佐人をいかに優遇しようとしているかわかろうというものだった。

　船中には吉井幸輔のほか、大久保一蔵（利通、のち侯爵）、税さい所しよ長蔵（篤、のち男爵）など西郷の盟友たちが乗っていた。かれらはいずれもふたりの高名な土佐人を鄭重にあつかった。

　二人は大坂の天保山沖で船をおり、土佐堀の薩摩藩邸で一泊した。

「君がここにいることは、きいていた」

　と、中岡は竜馬にいった。

　土方楠左衛門は顔つきも百姓顔で、老爺のようなぼくとつさをもっているが、中岡慎太郎は頭脳も身うごきも俊敏そのものの男で、吐く言葉も刃物のようにするどい。

「坂本君、天下は急を告げておる。であるのに君程の者がなぜこのような時期にべんべんと無為の日を送っている」

「船がない」

「君はばかか」

　中岡はいった。

「長州は惨敗し天下の尊王攘夷がほろびようとしているときに、船とは何事か」

「船がない」

　竜馬はにやにや笑った。長州問題で気負い立っている中岡はしきりとその問題をもちだして議論したが、竜馬は笑っているばかりだった。




「坂本君、きみに訊く」

　と、中岡は眉をけわしくしていった。

「幕府をどうおもう」

「無用有害の存在じゃな。政府としての対外的実力をうしない、その誠意もなく機能もない。すでにこんにちにあっては、幕府の寿命が一日のびれば、一日の害がある。このままではついに日本はほろびるしかあるまい」

「よく申した」

　中岡は目をひからせた。

「されば坂本君、きみはなぜそのように座して鼻毛をぬいている。いま天下を見わたして幕府を倒すほどの気概をもつものは長州藩しかない。その長州藩が、このたびのことで往年の力をうしなった。われわれ土州人は」

　と、中岡は長州方面で奔走している同郷の同志の名を何人かあげ、

「その長州の気概が回復するように必死になって奔走している。長州をふたたび立ちあがらせることが、倒幕への唯一の道だ。その立ちあがらせる方策の第一は、京都の公卿を説きまわって長州への同情心をおこさせ、天子をうごかし奉り、ふたたび勤王の先鋒という旗ジルシを長州にあたえていただく。されば幕府も諸藩も長州に遠慮し、自然のいきおいにて長州一藩の正気もふるいたち、ついには天下が長州をおしたてるようになる。私はその運動のために京へゆく」

「結構なことだ」

　と竜馬は大まじめでうなずいた。中岡はさらにいった。

「賛成するか。されば君はなぜここでわれわれの苦心を座してながめている。わらじをはき、旅装をととのえ、われわれとともに駈けまわろうとせぬ」

「いや、わしには別の考えがある」

　竜馬は、申しわけなさそうにいった。

「船か」

「いかにも。船。三隻はほしい」

「ばかな」

　中岡は声をふるわせた。

「坂本竜馬は世に巨人ときこえているが、おおきに誤りであるな。世の風雲、国家の危難をよそに、船乗り稼業に血の道をあげておるか」

「そうがみがみ申すな。人間というものはいかなる場合でも好きな道、得え手ての道を捨ててはならんものじゃ」

　竜馬は、中岡が倒幕活動の第一線に奔走していることは、それはそれでいいとおもっている。しかし幕府は倒れない。

（まだ倒れぬ）

　とみていた。京の公卿を説く、と中岡が意気ごんでいるが、むだであろう。公卿などはいつの世でも強いほうにつく。

（実力をやしなうことだ。その上で倒幕の発言であり、倒幕の実行である。それにはまわりくどいようだが艦隊をつくる以外に手がない）

　翌朝、中岡慎太郎と土方楠左衛門は、吉井幸輔ら薩摩人に護衛されて京をめざし、大坂をはなれた。

　やがて四月になった。




　蜆しじみ舟ぶねがしきりと土佐堀川を上下している午後、西郷吉之助が真黒に道中焼けをしてもどってきた。すぐ竜馬の部屋をのぞき、

「やあやあ、積もる話が山ほどごわすぞ。夕ゆう餉げのときに杯をかわし申もそ」

　といって出て行った。

　やがて夕餉のときに、

「坂本さァ、おはん、大坂でずいぶんお待たせ申したあいだに、時勢ががらがらと変わり申したぞ」

　と言い、長州処分問題、五卿の移転問題など自分が目でみてきたところを、西郷はこまかく物語った。すでに長州は鎮静し、五卿は筑前の大だ宰ざい府ふにうつっている。

「そいで、幕府がよろこび申してな」

　と、西郷は反語的にいった。そのとおりであろう。幕府にとっての目の上のこぶであった長州が平伏低頭して屈服したのである。やはり、将軍の御威光はたいしたものだ、ということになった。

　──幕威ふたたびあがる。

　と、江戸の幕府官僚の意気はあたるべからざるものがあり、この勢いに乗って幕府と大名の関係を旧もとにもどそうといううごきが江戸にある。

　参さん覲きん交こう代たいの復活である。

　この制度は家康いらい、徳川家の大名統御のキメ手となってきたもので、大名の妻子はいわば人質として江戸に住まわせ、大名は一年を単位として、江戸と国もととを交代で住みわけた。

　このため、ばく大な費用が要り、大名の財政は窮迫した。

　これが三年前の文久二年にほとんど全廃にちかいかたちになった。幕府としては諸大名がこれにつかっていた費用を国防費用にまわさせようとしたもので、江戸ずまい諸侯の妻子をそれぞれの国もとに帰した。いわば、人質を放った、といっていい。

　長州藩の幕府に対する反抗行為も、殿様の正室、若殿などが江戸を去ってから露骨になっている。もし長州侯が江戸に妻子をおいたままなら、あれほどの反幕行為はとらなかったであろう、というのが幕府官僚の見方だった。

「やはり権ごん現げん様（家康）いらいの祖法を廃止したのが、いけなかった。参覲交代制度の廃止は幕威を失墜せしめ、諸大名をおごらせ、幕府を軽んじさせるもととなった」

　と幕吏たちはみた。そこで長州を屈服させたいきおいを駆って、この制度を復活させようとした。

「薩摩藩は反対して居申す。いまさら家康公のむかしにもどして、諸侯参覲交代による莫大な費用をつかわせ、その実力をうしなわしめると申すのは、どぎゃんこッてありますか。幕府の施策はつねに徳川家の温存のみを考え、国防のおとろえるをかえりみず、国家のほろびるのを考えようとはせぬ。坂本さァ、これバ、どぎゃん思われますと？」

　竜馬はだまって西郷の言葉裏をおもしろくきいた。どうやら薩摩藩のほこさきは、長州よりも幕府にむけられはじめているようであった。西郷はさらに言った。

「しかも幕府は、長州を再び討伐すると申しておりますぞ」




　幕府が長州再征のはらをかためつつあるということは、竜馬も聞き知っている。

「そのときは薩州としてはどうなさる」

　と、竜馬はきいた。

　西郷は、答えない。竜馬は、沈黙している西郷の顔をじっとみた。

　おもえば、薩摩は長州を仇敵視してこんにちまできた。文久三年の禁門ノ政変、元治元年の蛤御門ノ変、そして先般の長州征伐、とひきつづいておこった大事件の加害者役はつねに薩摩であり、被害者役はつねに長州であった。長州は、完かん膚ぷなきまでにたたきつけられた。

「どうなさる」

　竜馬は、政治家の目になっていた。この瞬間から、竜馬の胸にある種の色合を帯びた情熱の火が燃えあがった。その情熱は、船きちがいといわれたいままでの情熱とは、まるでちがう場所から燃えているようであった。

「長州は」

　と、西郷は返答をくらました。

「外面は恭順、しかし内面ではなかなかしぶとくいくさ支度をしているようでごわすな」

「負けるでしょう」

　と、竜馬はいった。いかに長州が内々戦さ支度をしていても、幕府の再度の攻撃をうければ負ける、という意味である。

「しかしながら、匹ひつ夫ぷもその志を奪うべからず、ということがある。なんど長州はたたきつけられても長州人は立ちあがる。毛利家がつぶれても、一人の長州人が残っているかぎり、かれらは棒ぎれをひろってでも立ちあがる。もし戦国のむかしならば」

　と竜馬はいう。

「長州人はあっさり降伏するだろう。主家さえ温存されればそれでいい、と思い、かれらは鉾ほこをおさめる。しかし長州人は、いや長州人だけではない──われわれ有志（志士）も戦国の武士ではない。戦国の武士には、日本をどうこうするというそういうココロザシはなかった。いまの有志にはある。長州人には濃厚にそれがある」

　竜馬のいうココロザシというのは、思想とか主義とかいう意味である。

「戦国の武士には」

　竜馬はいった。

「おのれの男を立てることとおのれの功名を立てることしかなかった。くだって徳川氏全盛の世の武士は主君と藩への忠義しかない」

「ほ、ほ、……」

　西郷は目を見はった。この竜馬という男がこんなに議論するとはおもわなかったのである。

「いまはちがう。有志はそのココロザシに殉ずる時勢になっている。わしども土佐人を見なされ、すでに殿様を見かぎって自分のココロザシに殉ずるために天下へ出た。長州人たちも同然だ。脳中、毛利家はあるまい。日本と天朝のみがある。いま幕府がかれらを再征するとせよ。なるほど毛利家はつぶれるかもしれぬが、多数の長州人は天下に四散し、あくなく活躍するだろう。薩摩はそれをしも、討つか。日本は混乱し、血と泥の国土になるにちがいない」




　西郷は、ひどく好意にみちた微笑で、竜馬を見つめていた。

（この男が議論をするのは、めずらしいことだ）

　とおもった。めったに議論をしないくせに、議論をしはじめるととまらないたちらしく、竜馬はつばきをとばして語り、夢中で羽織のひもを解きはじめた。

　癖なのである。そのひもさきのふさをぐちゃぐちゃと噛み、昂奮してくるとそいつをぐるぐる振りまわした。

　そのために、ふさをびっしょりと濡らしているつばきが、飛沫しぶきになって西郷の顔へかかった。しかし西郷はぬぐいもせず、ふむふむと聴いている。

「いま天下は」

　と、竜馬はいった。

「幕ばくと薩さつと長ちようによって三分されている。他の藩などは見物席で声をひそめちょるだけで、存在せぬのもおなじですらい」

　と、竜馬はなたでたたき割るような分析法で、ずけりといった。西郷はおどろいた。なるほどそういわれてみればそのとおりか、とおもった。たとえば加賀藩は百万石といえども、その思想も行動も藩政の範囲内を出ず、自藩の問題をとびこして日本の問題に参加しようとしない。この歴史の緊張期に、無用無意味な存在である、と竜馬はいう。

「その三者のうちの長のみが、よわり目にたたり目で、さんざんなめに遭っちょる。気息えんえん、路傍に血をながして倒れちょる剣客とおなじですらい。それを」

　と竜馬はぶるりと羽織のひもをまわして、

「薩は、幕と組んで、棒をあげて打って打って打ちまくってきた」

「いや」

「わかっちょる。物のたとえです。路傍の長べえも打たれてばかりは居よらん。ぐるりと取りまいちょる日本人のなかから、有志じゃ有志じゃと叫びながら飛びだしてくる諸藩の浪士の助太刀を借り、死力をふるって立ちあがり、剣を舞わしてとびかかって来ようとする。斬りかかれば薩人も武士の意地じゃというわけで剣をふるって闘争する。それをじっと見ちょる者がある」

「異国でごわすな」

　西郷は、大まじめにうなずいた。百もわかりきった議論だが、この土佐人の口から事情を活写されると、ふしぎと問題が熱を帯びてくるようであった。

「三者が闘争してたがいに弱まるのを待ち、異国人どもは日本領土を食らいあげてしまおうとする。そうなれば将軍も薩も長もごった汁になって異人の胃の腑にはいる。そうなれば後世、薩長をもって国をあやまったる賊徒としてあつかうでござろう」

「されば、幕は？」

「幕は、これはどうにもならぬ。うわさでは幕府のさる高官が、フランスからばく大な金と銃器を借り、それをもって長州を討つ、というはなれわざを考えているらしい。徳川家一軒をまもるために日本をフランスに売りわたそうとしている。薩摩藩はそれでもなお幕府と手を組みなさるか」

　西郷は沈黙した。竜馬が意外な情報通であることにおどろいている。




　竜馬の特技といっていい。

　この若者は、物おじもせずひとの家の客間に入りこむ名人といってよかった。相手もまた、この若者に魅ひかれた。ひかれて、なんとかこの若者を育てたいと思い、知っているかぎりのことを話そうという衝動にかられた。

　幕臣の勝海舟もそうだし、大久保一翁もそうだった。熊本にすむけたはずれに合理主義的な政治思想家の横井小しよう楠なんもそうだったし、越前福井藩の大殿様の松平春しゆん嶽がくもそうだった。かれらは、

「竜馬愛すべし」

　といって、さまざまなことを教えた。竜馬には、それをさせる独特の愛嬌があった。どんな無口な男でも、坂本竜馬という訪客の前では情熱的な雄弁家になる、といわれていた。

　ことばをかえていえば竜馬は、異常な取材能力をもっていたといっていい。これが特技であった。自然、かれはいわゆる志士のなかでは抜群の国際外交通であった。

　去年の暮からことしの春にかけてずっと薩摩藩の大坂屋敷に住みっぱなしであった。この間、かれは脱藩浪人の身ながら幕府の大坂城代屋敷にゆうゆうと出入りし、毎日のように大久保一翁に会っていた。

　一翁は、勝海舟、小お栗ぐり上こう野ずけの介すけ忠ただ順まさ、栗本鋤じよ雲うんなどとともに、幕臣のなかでは有能な外政通だった。

　そこで、日本における外国公使のうごきや意見、こんたん、策謀、などをふんだんに仕入れている。かれのこの大坂における数カ月は、幕府をとりまく外国情勢の取材にあったといっていい。

「フランスと幕府が野合しておるという一件まことでごわすか」

　と、西郷は注意ぶかく竜馬をみた。竜馬はくびを横にふって、

「いや、よくわかりません」

　といった。ほんの聴きかじりにすぎぬ、と竜馬は言い、しかし第一次長州征伐のときには幕府はその金庫に軍費がなく、そのため征長令を発令していながらあれほどぐずぐず出しぶっていた。ところが。

　と竜馬はいう。

「こんどにわかに、それも大そうな景気で再征をとなえ出した。これは金づるが見つかった証拠でござろう」

「ふむ」

　西郷は、顔色がかわっている。むりはなかった。幕府権力が衰弱した唯一の理由は、金がなく極端な貧乏世帯におち入っているということだった。もしその幕府に金づるができれば、洋式の陸軍をととのえ、海軍を整備し、諸藩に君臨することができる。薩長などは、鬼の前に出たこびとのように、ひとひねりにひねりつぶされてしまうことはたしかだった。

「フランスにはツーロンという軍港がござる。ここには製鉄所が一つ、ドックが二つ、造船所が三つある。幕府はフランス公使のすすめを容いれ、これとそっくりの規模の軍港を横須賀につくるということをきめた。その費用が二百四十万弗ドルじゃ。そういう金が幕府にあるはずがない。フランスが立てかえる」

　西郷は、ぼう然と聴き入っている。




　余談だが、竜馬のいうとおり、このころ江戸幕府は、ほとんどの日本人が気づかぬまに突如強大なものになりつつあった。

　勝海舟がその政敵によって、勝は神戸で不逞浪人をやしなっている、という理由でお役御免になったが、その失脚と同時にかれの政敵が幕閣の実権をにぎった。

　勝は外国通であるだけに、ヨーロッパの列強のすさまじい植民地獲得政策を知りぬいている。インドやシナの人民が、外国資本のためにほとんど生血をすすられるような惨状にあることも知りぬいていて、幕閣に対しても、

「特定の外国との特定の関係をむすぶな。はじめは口あたりのいい条件をもってくるが、やがては骨のズイまでしゃぶられて、インド人同様にされてしまう」

　ということを力説していた。この勝が失脚し、勝の政敵である小笠原長なが行みち、小栗忠順、栗本鋤雲らのグループが実権をにぎった。

　かれらは、熱狂的とさえいえる幕権回復論者で、たとえ特定の外国と密婚しても、幕府の経済力と軍事力を強化し、京都朝廷を家康時代の位置におとし、長州、薩摩、できれば越前、土佐藩までも武力討伐しようという考えのもちぬしだった。

　栗本鋤雲は、旧幕府がうんだ最大の英才のひとりである。幕府医官の子にうまれ、箱館に移住し、あるフランス人に日本語を教えたことから親仏派になった。のち江戸に帰り、軍艦奉行や外国奉行などを歴任し、維新後は一時世にかくれたが、のち郵便報知新聞に拠よって才筆をふるった。

　栗本鋤雲は、長州征伐の前後からフランス公使ロッシュとひどく親密になり、当時ナポレオン三世のフランス帝国から幕府への特別援助をうける下相談はいっさいかれがした。

　かれは、ロッシュにこんな意味のことをいったことがある。長州の下関を四カ国艦隊が砲撃してくれたことは幕府にとってありがたかった、日本人は外国の武威を思い知ったことでしょう、他日将軍の権威が回復するまで外国陸海軍の駐屯を期待します、と。

　幕府にとって、烈士といっていい。さらに栗本鋤雲以上の烈士が、かれの上司であり同志でもあった小栗上野介忠順であった。

　小栗家は三河以来の旗本で、その先祖又一忠政というのは少年のころから家康に従い、何度か一番槍の功名をたてた豪傑である。

　その十二世の孫小栗上野介が、政敵勝の失脚と同時に軍艦奉行に抜ばつ擢てきされた。勝は維新後、旧幕府時代の小栗を評して、「ただ徳川氏一点ばりにして、大局眼なし。国家本位の人にあらず」といっている。小栗は小栗でその全盛時代、勝をもって幕府有害の人間とし、それを暗殺しようとした一旗本をひそかにけしかけている。

　勝と小栗は要するに世界観や国家観のちがいで仇敵同然の間がらになったが、かといって小栗が幕末における幕府側の最大の傑物であることにはかわりない。

　竜馬は、勝や、その盟友の大久保一翁を通して、まだみぬ小栗上野介という怪傑を知っているし、その小栗が政権の中枢にすわったとき、勤王運動がどうなるかということも、慄りつ然ぜんたる思いで想像することができた。




「小栗ばなし」

　をつづける。なぜといえば、竜馬にとって強烈なつながりがある。竜馬が小栗上野介忠順という幕臣としては傑出しすぎた男が幕閣の実力者になったということを大久保一翁からきいたとき、竜馬と幕末史は微妙にうごきはじめるからである。

　少年時代の小栗には逸話が多い。

　その一例をあげると、十四歳のときに母親の実家の播ばん州しゆう林田一万石の領主建たて部べ内たく匠みの頭かみの江戸屋敷に父の代理に行った。そのとき藩主や家老をむこうにまわして物おじするどころかいかにも高慢づらで応答し、しかもすでにたばこをくゆらし、たばこ盆をたたく間合までが堂々としていた。なみいるひとびとはこの少年は将来どれほどの巨人になるだろうと舌をまいたという。

　長じて、乗馬、剣にたくみで、幕府役人にとりたてられてからは、上司の無智や懦だ弱じやくがゆるせないところがあり、しばしば衝突した点、勝に似ている。

　勝といえば、万延元年勝が艦長として遣米使節が咸かん臨りん丸まるで渡米したとき、小栗も加わっていた。正使が新見豊前守、副使が村垣淡路守、それに「目付」をふくめて三役といっていい。この目付が当時豊後守と称していた三十四歳の小栗だった。時の大老井伊直なお弼すけが小栗の非凡な胆力才智を見ぬいてとくに抜擢したという評判が高かった。

　小栗という男には、一種悲壮のにおいがある。役人になってからはほとんど私生活をなげうち、幕権回復のための志士といった風ぼうがあり、かれは大名制度の廃止さえ考えていた。

　一種の革命家である。かれの革命の構想はあくまでも京都政権を否定し、将軍家の世襲による江戸政権の永続にあった。ただそれを完全な中央政権にするために三百諸侯が割かつ拠きよする封建制を廃止し、郡県制に変える政見をもち、それにおそらくは反対するであろう薩長土をはじめ雄藩を武力で討伐し、いわば将軍革命をおこそうとしていた。

　そのためには金が要る。武器も要る。兵器工場も製鉄所も要る。さらに強力な政府軍が要る。

　小栗が、勝の失脚のあとに軍艦奉行になり、なったと同時に勝のきらう特定外国（この場合はフランス）と手をにぎり、フランス公使ロッシュと正式に横須賀軍港建設その他の取りきめをしたのは、去年（元治元年）の十一月である。

　そのはなしをことしの二月に竜馬は、大坂城代屋敷に仮ずまいしている幕府要人大久保一翁からきいたのである。

「小栗はやる」

　と、勝派ともいうべき大久保一翁はいった。

「しかしやりすぎる。外国から金や兵器を借りて長州を討つなら、歴代の老中はなにもここまで苦労しない。小栗はひょっとすると北え海ぞ道ちを担保に入れるかもしれない。それでどんどん兵器を買い入れ、大名を討伐し、幕府を強大にするだろう。しかし強大になったときは、日本は外国人になかば奪とられ、シナやインドの二の舞になっている」

　竜馬はその生涯でこれほどおどろいたことはない。




　竜馬は、さる二月の大久保との対面のときまで、小栗上野介という幕府官僚の名前を知らなかった。

　竜馬はさっそく大久保の部屋にあったこの年発行の武鑑（大名・旗本の名と石高などをつらねたいわば職員録）を繰ると、紋所は五ご頭とう波なみで石高は二千五百石、とある。

「それほどの人物ですか」

　と大久保に問うと、まあそうだ、かけ値なしに俊傑といえる、といった。

「人望はさほどないが、胆力智略がそなわっている点で、三百年来の人物だな。戦国の世にうまれれば一国一城はかるい」

　と、このおだやかな反小栗派の官僚はいった。おそらく、と大久保はいった。

「薩長土に英雄豪傑が雲のごとく出ているとはいえ、胆力人望はべつとして小栗の智略におよぶ者はいまい」

　しかも名門のうまれである。このさきその横柄高慢な性格がわざわいしないかぎり、いよいよ立身してついに幕府を背負う男になるだろう、と大久保はいった。

「しかし小栗が幕府を背負えば日本はほろびる」

　ともいった。竜馬は、一場の映像をあたまにえがいた。日本列島に日本人の群れがいる。ことごとく鎖につながれ、外国人にむちうたれていた。しかしただ一人将軍だけが金糸の服をまとい、そのそばで大臣である小栗上野介がうずくまり、複雑な表情で同国人をながめている。

（こまったやつが出てきた）

　竜馬は、その男が凡庸なればよし、それが三百年以来の英傑であるということにおぞ気の立つ思いがした。それほどの男ならあくまで所信を貫徹してゆくだろう。

「小栗は、外国風の財政通でもある。その頭がある上に、三河武士特有の頑固さをもっている。旗本八万騎のなかで、いまなお忠義一途の古風な心根をもっている者は、まずあの男しかいまい」

　と、大久保一翁はいった。

　余談だが、後年、小栗上野介は、鳥羽伏見で敗れて江戸に逃げかえった将軍慶喜のすそを殿中でとらえ、

「軍器も十分、兵も十分でござりまする。なにゆえに薩長土と決戦なされませぬ」

　としつこく抗戦をせまった。慶喜はすでに恭順しているため、ついに上野介の手をはらって逃げこむようにして奥に入った。

　このときの上野介の作戦計画というのはついに用いられなかったが、もし幕府が本腰を入れて採用しておれば、官軍はこっぱみじんに粉砕されたかもしれなかった。

　その作戦は、官軍が三万足らずと推定し、東海道を東進してくれば箱根の関所をひらいてまず江戸に入れ、そののち箱根をとざし、官軍をふくろのねずみにして包囲攻撃し、一方、圧倒的に優勢な幕府海軍を有効につかい、艦隊を二手にわけて一手は駿河湾に進入して東海道を遮断し、一手は江戸湾に入って艦砲射撃をあびせる、というものであった。

　官軍の参謀長格の長州人大村益次郎はあとでこれをきき、

「小栗の案が採用されておればわしの首はなかったろう」

　と戦慄したという話がのこっている。




　語ったあと、竜馬は沈黙した。

　のどがかわいたのか、銚子をひきよせると手酌で二杯、三杯とたてつづけに飲みほし、十杯目あたりで、

「ほい、わすれていた。いかがですか、一ぱい」

　と、西郷に杯をさした。いやいや、と西郷は手をふり、

「ぶちょうほうでごわす」

　といった。薩摩人にはめずらしく下げ戸こなのである。それより、と西郷はいった。

「もっとフランスの話をききとうごわすな」

「左様」

　と、竜馬はポッと頬を色づかせた。酒がまわってきたらしい。

「西郷君は、大だい奈な翁おう（ナポレオン）がお好きでありましたな」

「ハイ、あン人を尊敬しちょりますなあ」

　西郷のすきな人物は、先君島津斉彬は別格として、楠木正まさ成しげ、石田三成、ナポレオン、ワシントンであった。

「されば現フランス皇帝ナポレオン三世は、大奈翁の甥にあたります」

「ははあ、甥御にあたられますか」

　と西郷は敬語をつかった。竜馬は内心おかしかったが、西郷という人物の魅力は、その篤実さにある、ともおもった。

「これがとほうもない食わせ者で」

　と、竜馬は見てきたようにいう。

「英雄と申すより仕事師でありますらい、なにしろフランス政界の混乱につけ入ってスルリと政権をとり、大統領になり、さらに辣らつ腕わんをふるって皇帝の座についた。人物は小さいがなかなかの仕事師で、いつもじっとしていられないたちらしい。他人の喧嘩にまで割りこんでゆく。妙な男ですらい」

「ははあ」

「よその国の内乱にもつけ入ってゆく。軍勢を出す。なにしろ、陸軍においては英国とならんでフランスはヨーロッパにおける源平じゃ。強い。その強い軍隊を押し出して行って割りこんでゆく。イタリアの独立運動にも大軍をひきいてみずから乗り出し、オーストリアの軍を大いに破ったり、そのほかポーランドやルーマニア、遠くはメキシコの内乱にまで口を出し手を出す。いまヨーロッパの政界はこの男一人にかきまわされちょるあんばいでありますらい」

「ハイハイ」

　西郷は素直にうなずいているが、竜馬のいおうとしているところがわかっている。そのナポレオン三世が、遠く極東の日本にまで口と手を出しにきた、将来おそるべきことになる、ということであろう。

「去年（元治元年）の三月に日本に着任したフランス公使ロッシュと申すのは、これはナポレオン三世の寵ちよう臣しんでござってな、これがまた親玉にかわいがられるだけあって、ちょこまかと身動きの多い仕事師で、北アフリカの植民地征服で凄すご腕うでをふるったおそるべき男じゃ。これが幕府と結託した。幕府にどんどん金と武器をつぎこんで日本を料理りようってしまおうというこんたんじゃ。長州をフランス製武器で倒せ、と申しちょる」




「されば」

　と、竜馬はいった。

「長州の一件、薩摩藩にも意地も面めん目もく玉だまも立場も行きがかりもありましょうが、こいつは我慢せにゃならん時に来ちょります。なあ」

「なあ？」

　西郷は問いかえした。竜馬はさりげなく、

「なんの、薩摩藩の面目玉などはつぶれてもよいのじゃ、面目玉どころか、藩そのものがつぶれてもよい」

「いや、こまりもすな」

　と、西郷は閉口した。西郷はあくまでも薩摩主義だった。薩摩藩の実力をもって諸侯を京にあつめ、雄藩の合議による臨時政権をつくる、それが西郷のいわば理想だった。その理想のじゃまになるから長州をたたくのである。

　竜馬は西郷の理想をよく知っている。

「わしは、そうではありませんな」

　と、竜馬はいった。

「どういうことでごわンど？」

　西郷は、竜馬の理想をききたかった。しかし竜馬はいわなかった。いえば、この時勢のいまの段階では、西郷でさえ竜馬を危険思想家とみるであろうことを知っている。

　竜馬の理想は、幕府をたおすということでは西郷と一致している。次の政体は天皇を中心にする、ということでも一致している。しかし西郷の革命像は、天皇を中心とした諸藩主の合議制であった。むろんその下に士農工商という階級がつく、温存される。

　竜馬はちがっている。天皇のもとにいっさいの階級を雲うん散さん霧む消しようさせることであった。大名も消す、公卿も消す、武士も消す、いっさいの日本人を平等にする、ということであった。こういう思想はもっとも尖鋭な勤王志士たちのあいだでもおそらくはまだ受け入れられないであろう。なぜならば西郷は明治になってからでも武士の廃止に反対する薩摩士族団にかつぎあげられてついに明治十年の西南戦争をおこし、不幸な死をとげるにいたるのである。

　竜馬は、にこにこ笑って言わない。いえば西郷に危険視されることを知っている。

「薩摩も長州もない、ということはいまの日本は藩の立場などを考えてはらちがあかぬということですらい」

　と、竜馬はまるくいった。

「結局は洋夷に食われてしまう、いまのフランスの一件がよい例じゃということでありますらァ」

「なるほど、ようわかりもす」

　と、西郷はうなずいた。うなずきながら西郷は、いま京に来ている同藩の無二の同志大久保一蔵ともその対長州問題の外交方針を検討しなおそうと考えはじめていた。

　竜馬は機敏である。

　もうこれ以上はこの問題をひいてあとは西郷の独想にまかせるべきだと思い、

「話はかわりますがな、薩摩藩はわしのために船を買わんですかなあ」

　といつもの一件をむしかえした。




　数日して竜馬のいる薩摩藩邸に、ひとりの秀麗な容貌の若者が入ってきた。

　黒羽二重の羽織に三みつ藤ふじノ丸まるの紋どころ、腰高のりっぱな体格をもっている。上体をまっすぐにしてゆっくりと門を入ってゆく。

　数人の同藩のなかまをつれていた。いずれも旅装のままである。

　若者は門を入り、そのまま白洲の庭をつききって御殿と呼称されている邸内の数す寄き屋やふうの建築のほうへゆくようであった。

（はて。……）

　と、竜馬はおもった。竜馬は、この若者とすれちがうようにして白洲を横切りつつある。

（あれは薩摩の家中で高名な大久保一蔵ではあるまいか）

　と、とっさに思った。つんと鼻すじがとおり、口もとがひきしまって、表情はどこか冷たい。

　下級武士の出身のくせに顔だちの優雅さは大名の若君といってもとおるであろう。しかも頭脳のするどさが貌かおに出ていた。

　この男も竜馬に気づき、

（これは土佐の坂本竜馬ではあるまいか）

　とおもったが、大久保は天性威儀のそなわったような男で、知らない相手に軽率に目礼するようなところはない。

　竜馬も、無愛想すぼつこでとおった男で、あごをあげて通りすぎてゆく。

　小こ半はん刻ときののち、大久保一蔵は「御殿」の一室で西郷とむかいあっていた。

「先刻、庭できたならしい桔き梗きよう紋もんの浪人をみたが、あれは土州の坂本竜馬ではないか」

「こりゃ、面白おもしテな」

　西郷は笑った。先刻、竜馬もそのようなことをいっていたのである。

「英雄おのずから英雄を知るちゅうが、竜馬も一蔵もひょっとすると英雄じゃろかいの」

「出来る男か」

「ふとか松のごとある。かと思うちょれば、ほそか柳の枝のごとある。胆大心小、古英雄のおもかげがあるが、あれほどの男が薩藩におればどいだけよかかと思う。そいどん（しかし）」

　と、西郷はいった。

「あン仁じんは、一藩をあらたにおこすつもりじゃと申しとっと」

「一藩をあらたに興す」

　と、大久保はおどろいた。まるで戦国の野武士のような野望ではないか。

「海の藩じゃ。わが藩に軍艦を買わせてそれを貸せという。賃借り料もはらうという」

「ふん」

　大久保は反応を示さなかった。西郷は竜馬のために国もとの実力者である大久保を動かさねばとおもって、

「おはん、いけんあいや（意見はあるか）」

　と、問いかさねた。

「竜馬の船のことか」

「ハイ」

「いいだろう。おはんが竜馬を見込んで、その意見を面白おもしテと思うなら、おいはそれに従う。ただ金の問題じゃけん、国許の仕し置おき家老の勘定方がなんというかわからぬ。それには竜馬自身を鹿児島へ招待してかれに説かせよう」

「ソヤ、面白おもしテな」




薩　摩　行











　竜馬は、手帳をもっている。

　小さな横とじの冊さつ子しで、それに乱雑な文字を書きこんでおり、判読しがたい。

　内容は、日記ふうの記述もあり、ときおりの感想もあり、雑多なものだ。それに手帳の前まえ後うしろがわからない。つまりきのう巻首から書いてると思えば、きょうは巻尾に書いている。この若者の性格があらわれていておもしろい。

　竜馬は、鹿児島へゆくために大坂天保山沖から、薩摩藩の汽船胡こ蝶ちよう丸に乗った。

　手帳によると、

四月廿五日、坂はん（大坂）ヲ発ス

五月朔ついたち、麑げい府ふ（鹿児島）ニ至ル

　とある。

　この船には薩摩藩家老小松帯刀、西郷吉之助が同乗していた。むろん陸奥陽之助ら竜馬の同志も全員この船に乗っている。いや、乗っているどころか、船を運転していた。

　──薩摩人にみなの技倆をみせてやれ。

　と、竜馬は、乗船のときに一同を甲板方、操船方、機関方の三つに部署し、かれみずからはキャプテンとなり、ときどき船橋に出て指揮をした。

「いや、これはありがたい。よい勉強になります」

　と、まだ船に習熟せぬ薩摩藩士官たちは大よろこびだった。なんといっても竜馬らのやり方は、日本一の海軍通といわれる勝海舟仕込みなのである。

「坂本さんはえらか仁じゃ。剣は千葉仕込み、船は勝仕込み、どちらの筋目も日本一じゃ」

　と、薩摩人たちはいった。実際はそれほどの航海技術でもないのだが、勝海舟という名前で竜馬はとくをしている。

　マストに、丸に十の字の船旗がひるがえっている。

　ある日それを見あげながら、

「西郷君よ」

　と、竜馬はいった。薩摩藩もかわったものだ、われわれ他国者を国内に入れるとは、とやや皮肉をこめて言った。

　古来、薩摩藩は一種の秘密国家で、他国人をいっさい入れない。江戸初期の幕威のさかんなころでさえ、幕府の隠密でこの藩に入国できた者はまずない。

　追いかえされたり、関所役人にひそかに斬殺されたりした。そのため、江戸では、行って帰らぬことを「薩摩飛脚」といったほどであった。

　寛政の三奇人のひとりといわれ勤王運動の先唱者であった遊歴家高山彦九郎でさえ薩摩領野間原の関所で番士にとがめられ、

薩さつ摩ま人びといかにやいかに

苅かる萱かやの関もとざさぬ御み代よと知らずや

　という歌をよんでいる。

　竜馬らのやや先輩にあたる筑前の志士平野国くに臣おみも薩摩に入って同志をつのろうと決意したとき、「一筋に思ふ誠の通かよはめやさつまの関はよし鎖とざすとも」という歌をよみ、その困難さを想った。

　その薩摩藩が、竜馬にむかって門戸をあけようという。竜馬は一面ふしぎでもあり、また一面、この藩がいかに自分の計画に魅力を感じているかということをおもった。




　慶応元年五月一日、竜馬の乗る薩摩藩汽船胡蝶丸は鹿児島湾に入り、やがてその内ぶところの錦きん江こう湾にすべり入った。

「どこに錨をおろします」

　と、船橋にいる竜馬は薩摩藩士にきいた。

「あれに」

　と、薩摩人は、陸地をゆびさした。そのゆびのさすところに市街地があり、やや盛りあがって城山がみえる。

「城山がごわすな、あの城山を見つつその真東に接近すれば、水深は十二尋ひろばかりになります。そこがようごわそ」

　竜馬は帆をおろさせ、機関運転にきりかえ低速で錦江湾の奥へと入った。

　右舷に、桜島がそそり立っている。五月さつき晴ばれの空に辰しん砂しや色いろのうつくしい噴煙をながしていた。

（とうとう来たな）

　と、さすがに竜馬も感動をおさえきれぬおもいがした。戦国以来、厳重な秘密国家の垣をまもってきているこの藩に、何人の他郷人がくることができたであろう。

（頼らい山陽は詩人としてよばれたことがある。高山彦九郎はついに入れなかった。平野国臣は山伏に変装してやっと入った。堂々とやってきたのは、おれが最初ではないか）

　とおもうのである。

（これは乙女姉に手紙を書かずばなるまい）

　甲こう突つき川がわの川口に砲台がみえる。

　さらに弁べん天てん洲すにも砲塁がみえ、青い砲身を海上につき出していた。一昨年の七月、イギリス艦隊七隻と砲戦した砲台群である。竜馬は神戸時代にこの海陸戦を研究し、一種の権威になっていた。それだけに、船橋からみえるそれらの砲塁の一つ一つが、ひさしぶりにあう友人に似たなつかしさでかれの目にうつった。

　英国艦隊旗艦ユリアラス号は、弁天砲台の成田彦十郎が射ちだした二十九ポンド臼きゆう砲ほうの一弾のために砲門を破壊され、弾はごろごろところがって甲板上で爆発し、艦長ジョスリング大佐、副艦長ウィルモット中佐が戦死し、砲員二十数人が死傷した。さらに一弾はこの旗艦の舷側をつらぬいて大穴をあけ、ほとんど戦闘不能になった。

　祇ぎ園おん洲ず砲台と戦っていた第二艦のレースホース号は風浪のために浅瀬に乗りあげて艦底をやぶり、僚艦二隻に曳えい航こうされ、その僚艦の一隻アーガス号は三弾を受けてかろうじて自力航行できたが、戦闘に参加することは不可能になった。この戦闘で英国側は総計死傷六十三人という損害をうけたが、薩摩側は戦死一人、負傷者七人で、ただ艦砲射撃のために市街地五百戸を焼かれた。

「英国の東洋艦隊が、日本の一侯国と戦って敗退したという報道はロンドン・タイムズに載った。これが英国政府にえらく衝撃をあたえたらしい」

　と、竜馬は勝海舟からきいたことがある。英国議会では責任者のクーパー提督を非難する議員もあり、この戦闘が契機になって、英国外交の方針は「むしろ薩摩と握手せよ」という方向にかわった。




　竜馬が鹿児島港に入るまでのあいだ、多少の余談をしよう。

　薩摩についてである。

　戦国時代、多くの外国宣教師が日本にきてさまざまの日本観をその所属教会や故国につたえた。それらの書しよ翰かんをもとに、「日本西教史」という書物が、パリで刊行された。編者はジァン・クラセという神父で、刊行の年は一七一五年、わが国の徳川中期である。

　この「日本西教史」が、幕末におよぶまでのヨーロッパにおける日本知識の数すくない源泉の一つだった。そこに、

「日本人の得意とするところは武術で、男子十二歳ではじめて刀剣を帯び、以来夜間のほか腰よう間かんを脱せず。武器は剣、短剣、小銃、弓矢である。剣は精錬をきわめ、その鋭利なことはヨーロッパの剣を真二つにしても刃に傷ものこさない。気質として、名誉を重んじ、他に賤いやしめられることをもっともきらう。日本人の多くは壮壮不ふ羈きで戦闘に堪えうる。その容貌は橄欖オリーブ色だが、シナ人は日本人を白人といっている。精神活潑で、敏捷であり、勤勉ですべての困苦に堪える美質がある」

　さらに知識欲がさかんで理解力に富むなどとほめ、地上におけるもっともすぐれた民族の一つである、という意味のことを多くの事例をあげてのべている。

　これらの日本人観は、かれらの見聞範囲からみて九州、とくに薩摩人をみることによってかたちづくられた。この「日本西教史」の記述がどれほどヨーロッパにひろまっていたかはべつとして、幕末における欧州列強が、日本と接触したときに多少の予備知識になっていたのではないか。

　さらに、こういう話がある。将軍吉宗のころに通信使として来日した朝鮮の使節申しん維い翰かんが、対馬藩の通訳雨あめの森もり東五郎にきいている。

「日本の風習というのは、むかしから生せいを軽んじ、怒ればかならず自みずから首をはね、みずからその腹を裂く、そのゆえに刑法の必要がない、といわれているが、本当か」

　申維翰が質問したそういう日本人観は、おそらく朝鮮だけでなくシナでも一般にもたれていたのであろう。

　この質問に対し雨森東五郎は、「いや、生を好んで死をきらうのは人の自然の情で、日本人だけが例外というわけではない」と答え、

「ただ、薩州だけはちがっている。事に遇あえば輒すなわち死す。大罪をおかした者に対しては、官はただその者に、お前の罪は死に相当する、家にもどって死ね、というだけで事が足りる。その者は家にもどり自殺する。決して晦くらましたり逃亡したりしないし、官もこれを信じて疑わない。日本人が生を軽んずるという評判は、おそらく薩摩の民俗のもとだねであろう」

　といった。

　薩摩人というのはそういう意味から、開国以前の日本人の評判の原型になり、開国後も薩英戦争でそのうわさを事実にしている。

　日本人のあいだでも、頼山陽の「前ぜん兵へ児この謡うた」にある「衣ころもは骭かんに至り、袖は腕わんに至る。腰間の秋しゆう水すい鉄をも断つべし。人触ふるれば人を斬り、馬触るれば馬を斬る。十八交まじわりを結ぶ健児の社」

　という詩句で、この土地の気風は一種の畏い怖ふをもって知られていた。




　──いや、全員の入国はこまりもす。

　と薩摩の国役人にいわれたため竜馬はやむなく旧神戸塾の同志一同を胡蝶丸の船内に起居させ、自分だけは西郷ら薩摩人につきそわれて上陸した。

　竜馬は、鹿児島の城下を歩いた。

　目にふれるものがみなめずらしく、

（異国にきたようじゃ）

　とおもった。家々のかたちが、どこかちがう。道をゆく武士の風俗も他国とちがい、月代を大きく剃そり、まげは小さく、袴はみじかく、大小はほとんど体の線と直角にさしている。

（武士の威張ったところだ）

　と、しみじみ思った。西郷らの集団がゆくと、むこうから来る町人、百姓などはあわてて軒端によけ、小腰をかがめて通りすぎるのを待つのである。土佐ではなるほど武士同士のあいだでの差別、たとえば上士と郷士の差別は手きびしいものがあるが、しかし郷士と庶人の差はうんと接近したもので、すくなくとも竜馬が高知城下にくらしていたころは、近所の町人からこんなに拝礼されるような待遇はうけたことはなかった。

（こんな国で百姓にうまれたら災難じゃな）

　とおもった。

　途中、西郷は、竜馬を旋盤工場やガラス工場に案内してくれた。旋盤機械は、竜馬は長崎でみたことがあるが、薩摩領でこれを見ようとはおもっていなかっただけに驚嘆した。

「先君（斉彬）のご遺業でごわす」

　と、西郷は言った。斉彬はこの旋盤で小銃や大砲をつくろうとしたが、早世したためいまはホコリをかぶっている。西郷の説明では、いまの島津久光は保守的で斉彬公の先進精神はうしなわれた、といった。

　が、竜馬はそうは思わなかった。西郷は久光ぎらいだからそんなことをいうが、久光には久光なりの凄味がある。

　なぜなら薩英戦争の直後、すぐ英国代理公使ジョン・ニールと手をにぎり、使臣をして、

　──おはんら英国人も薩摩武士の強さをお知りなはったじゃろ。わが藩も英国文明のこわさを知りもした。さればわが薩摩を英国なみに仕立てるために、留学生を受け入れてくださらんか。

　といわせた。英国側は快諾し、そこで薩摩藩は十五人の秀才をすぐり、幕府には秘密でこの正月十一日、鹿児島を出発させている。このことは早耳の竜馬はくわしく知っている。

　それに、薩摩藩は幕法をやぶってひそかに英国に対し紡績工場設備一式を注文していることも竜馬は知っていた。英国はいまや、日本政府にかくれて、日本のなかの半独立国である「薩摩侯国」と手をにぎろうとしていた。すくなくとも竜馬の目にはそうみえた。

（薩摩は、驚嘆すべき勢いで成長している。もう二、三年もすれば幕府と対立する強大な国になるだろう）

　と、竜馬はみた。土佐も長州も、数年のちには薩摩藩の足もとにも及ばなくなるだろう。

（この藩と、長州と握手させれば）

　という発想が、竜馬の胸中にとくにきらびやかな光こう芒ぼうを帯びて去来したのは、このときだった。




　第一日は、西郷の家に泊まった。

　この屋敷は甲突川の北岸にある加か治じ屋や町という一角にある。

　竜馬は、西郷の家に入ると、夕食の支度ができるまで、

「チクと町を歩いてくる」

　といって外へ出た。この男の癖で、あたらしい土地へくると足でたしかめずにはいられなかった。竜馬は西郷の家の老僕に案内してもらった。

　加治屋町は鹿児島城下における武家屋敷街の一つで、家かず七十五軒ある。そのなかに「下駄善」という商家が一軒まじっているのを知った。商家はそれだけで、あとの七十四軒のすべてが武家で、どれもこれも少禄であるらしい。

　町に猫のくそ小路という名の小路がある。それを甲突川のほうにゆくと、堤のそばに例の大久保一蔵の屋敷があることを発見した。

「ああ、大久保の家はここか」

　と、つぶやいた。老僕はうなずき、旦那さま（西郷）とは、幼なじみで兄弟以上にお仲がよろしゅうございます、といった。

　老僕の話では、大久保の十七、八のころ家がひっそくして飯の食えぬ日もあり、そういうときはだまって西郷家へやってきて、だまって食膳にすわっていたという。西郷家も兄弟が多いから豊かでなく、そういうときはみなですこしずつ減らして大久保のぶんをとってやったのだという。

（そういう仲か）

　西郷・大久保を相手にするばあいの、これはよい参考になった。西郷と大久保は同志以上の仲で、呼吸一つで互いの気持がわかるようになっている。

　猫のくそ小路の北角の家までくると、

「ここも、当家とご親類でございます」

　と老僕がいった。大山彦八といい、その息子の弥助がいま京都屋敷詰めになっているという。この弥助がのちの元帥大山巌になろうとは、竜馬はむろん知るよしもない。

　そこから家かずにして五、六軒行ったところに東郷吉右衛門という家がある。竜馬が通りかかると、門から十八、九の薩摩絣がすりに小倉袴をはいた小柄な若者が出てきて、竜馬に会釈し、行きすぎた。武家屋敷町らしい美風で、他家の客にはいんぎんに会釈する。

　後年、日露戦争の連合艦隊の司令長官になったこの平八郎という若者は、

「むかし、屋敷のちかくで坂本竜馬らしい人と出会ったことがある」

　とひとに語り、日本海軍の大先達となった竜馬にひとことでも口をきけばよかったとくやんだ。

　もっとも鹿児島滞在の竜馬の目的は薩摩藩に海軍熱を鼓こ吹すいすることで、このために藩の要路が動かされ、洋式陸軍より洋式海軍をもって立藩の基礎にする気運がもりあがり、すでに元治元年に発ほつ足そくしている藩の西洋技術学校の「開成所」を、竜馬がきた翌年に海軍局にし、砲術、操艦、天文、地理、数学、物理、分析、機械、造船などを教えた。この海軍局にこの若者も入学せしめられているところからみれば無縁ではなかったのであろう。

　やがて竜馬は西郷屋敷にもどった。




　西郷の家は、

（これが世に高名な西郷の家か）

　と竜馬が内心おどろくほどみすぼらしかった。それに兄弟が多く、いったい竜馬をどの部屋に寝かせるのか、とおもわれるほど手ぜまだった。

　ところが、西郷家の人々は竜馬に一室をあてがうために日没になると居なくなった。

「みなさん、どこへ行かれました」

　と竜馬が不審がると、西郷はちょっととぼけて、

「何ど処け、消えた」

　と、夫人にきいた。夫人はあまり諧謔のわからぬひとらしく、「それぞれ近所の家へ寝泊りに行きもした」と笑いもせずに答えた。

「ああ、なるほど」

　竜馬はうれしそうな顔をした。感謝したのではなく、家が急にひろくなったのが、素直にうれしかったのである。

　夕食のとき多少酒を飲んだが、西郷がめしばかりを食っているので、つい一合ほどで杯を伏せた。

「もっとどうぞ」

　とは、西郷夫人はすすめなかった。この無愛想な土佐人をあまりこのまないのかもしれなかった。

「さあ、今夜はひさしぶりの陸地じゃ、早寝をし申もそ」

　と、西郷はさすがに長途の船旅につかれているのか、めしを食いおわるともうねむくなったようだった。というより家庭にいる西郷は居場所がないといったかっこうで、

（これが長州征伐の総督参謀として天下をゆり動かした人物か）

　と疑わしくなるほどに精彩がなかった。

　竜馬の寝床は、隣室にとられている。

「では」

　と竜馬は立ちあがり、小腰を浮かしながら、そうだ、わすれていた、と思いだしたように、

「貴藩と長州と連合すれば天下がうごく、あの一件、もうしつこくは申さぬ。考えていてくだはっちょりましょうな」

「しかし、長州はどうです」

　西郷は、竜馬に枕を渡しながらいった。

「こっちがよいとしても、長州人が承知しますまい。なにしろわれわれは、薩賊だといわれている」

「左様」

　と、竜馬は枕を受けとりながら、

「長州人はむずかしい。しかし私の同国人に中岡慎太郎という者がいる。これはいま長州にいて、かの国の有志の信望があつい。拙者が薩州を代理して、慎太郎が長州を代理してたがいに手をとって奔走すれば成らぬことではありますまい」

　竜馬はそう言って寝室に入り、衣服をぬぎすてて寝床にもぐりこんだ。

　隣室から、夫妻の私みそか語ばなしが洩れてきた。夫人がしきりと、「家が腐って雨漏りがしてこまります」と掻きくどいているようであった。西郷はあくまでも沈黙している。

　竜馬は、なんとなくおかしくなり、ふとんのなかでくつくつ笑った。




　雨漏りの話は、「南洲百話」という、西郷の逸話を収録した書物にも出ている。

　その文章をそのまま再録すると、

　土佐の坂本竜馬が鹿児島にきて翁を訪問し一泊したとき、夜半に翁は夫人となにか寝物語している。聞くとはなしにきいていると、夫人「宅は屋根が腐って雨漏りがしてこまります。お客様がおいでの時など面目がございません。どうか早く修繕してくださりませ」と訴えると翁は「いまは日本中が雨漏りしている。わが家の修繕なぞしておられんよ」とこたえられた。

　竜馬は、そういう西郷に感心した、という旨がつけ加えられている。

　西郷は寝る前に、竜馬から「薩長連合のこと、思案つかぁされ」といわれたことが頭いっぱいに占め、たまたま夫人が、ひさしぶりで風雲のなかから帰国した亭主に、家の不ふ如によ意いを訴えたので西郷はその世帯じみた話題に腹が立ち、

「金は無か」

　ともいえず、「日本中が雨漏りしちょる。わが家だけでなか」と理屈にもあわぬ理屈をもちだして夫人を沈黙させたのであろう。

　竜馬がはたして西郷のそういう答弁をきいたかどうか、それはわからない。

　とにかく西郷がにがにがしく沈黙しているのが、いかにもおかしかったのである。

　翌朝、西郷は登城せねばならぬので早目に起き、含嗽うがい、洗面をすませてもまだ陽が昇らなかった。

「客人ナ、ゆっくり寝やすませてやンなせ」

　と西郷が夫人に言おうとすると、裏庭のほうでツルベの音がきこえ、西郷がおどろいて縁に出ると竜馬が井戸端で体をあらっている最中だった。

（妙な男だ、昨夜、風呂はきらいだ、と申して入りもせなんだくせに）

　と西郷はおもった。なるほど竜馬のきらいなのは髪結いと入浴だが、それでも二日に一度は井戸端で水をかぶるくせがあるから、まるっきりの不潔でもない。

　やがて竜馬が褌まわし一つのすっぱだかで体をふきふきやってきて、縁の上の西郷を見るなり、

「薩長連合のこと、思案つかァしたか」

　と、吠えつくようにいった。これには西郷も閉口し、

「ずっと考えちょりもす。しかしきょうはお城ではたれにも相談しもはん」

　西郷にいわせれば、こういう複雑な問題は、あたら愚人どもに相談したりするとかえって事が複雑化し成る話もならぬことがある、というのである。愚人というのは、西郷の場合、島津久光をもふくめているようであった。

「大久保一蔵が帰国次第、事を進めもす」

　ともいった。大久保は久光の受けがいいから、かれを通して久光を説かせる。

「されば拙者が」

　と、竜馬は気ぜわしくいった。

「事をすすめてよろしゅうござるな」

「はい」

　西郷はうなずき、礼をいった。

　やがて西郷は登城のため家を出、竜馬も西郷家の老僕につれられて家を出た。きょうから宿所がかわるのである。




　その日から竜馬は、家老小松帯刀の屋敷を宿所とあてられた。

　ここでかれは、つぎつぎに訪ねてくる藩の要路の者や有志に会い、竜馬の入薩の最大目的である海軍会社建設のことを説いた。

「平時は、商売ですらァ」

　といった。このことは、元来貿易熱心なこの藩の役人にひどく魅力的だった。

「長崎に根拠地を置き、内国貿易では長崎大坂のあいだを往復し、密貿易にあっては長崎上海間を往復する。往復するだけで莫大な利益になります」

「もし公儀にみつかれば？」

　と、薩摩藩役人は念のためにきいた。

　このころの貿易というのは変則的で、幕府は欧米列強と通商条約をむすび横浜など一部の開港地で貿易をはじめているが、それはあくまでも幕府の貿易であって、諸藩にはいっさい貿易させなかった。つまり、貿易のうまみを諸藩にあたえなかった。

　そのため指をくわえさせられている諸藩はふんがいし、（ふとるのは幕府だけではないか）と幕府の開港政策そのものをまで白眼視し、

　──だからわれわれは攘夷じゃ。

　といきまいているのが、攘夷問題の一つの内情でもあった。攘夷というのはもはや、初期の単なる外国人ぎらいから複雑化し、そのような幕府の貿易独占態度への反感、それに幕府いじめや討幕の単なる口実としての攘夷といったようないわば経済・政治的意味をもつまでになっている。

　たとえば、目下紛争中の兵庫開港問題にしてもそうであった。諸外国は兵庫の開港を幕府にせまり、幕府もこれに押し切られようとしているが、京都朝廷はがんとして反対しているため、幕府は板ばさみになり、一日のばしにのばしている。

　京都朝廷の反対理由は、

「兵庫となれば横浜とちがい、京に近い。このような畿き内ないに夷い狄てきを入れてもらっては神聖がけがれるばかりか、夷狄が悪心をおこした場合、京は簡単に陥落してしまう」

　というもので、公卿たちは正気でこれをとなえ、猛反対していた。

　その公卿の背後に薩摩藩がいる。つまり薩摩藩が無智な公卿を説きつけて反対させているのである。西郷は京大坂にあるとき、長州問題を処理する一方、この一件につねにてこ入れをし、いま大久保一蔵が京に滞留している目的の一つも、京都朝廷をさらに反対へ結束させるためであった。

　もし兵庫が開港されれば、幕府はいよいよ貿易によって肥り、その政権は強化され、ついに倒しがたいものになるだろうということは、薩摩藩の底意である。

　これは薩摩藩だけではない。佐幕藩でさえ幕府の兵庫開港に冷淡で、大げさにいえば天下の士農工商がすべて反対であった。開港によって物価がひどくあがり、庶民のくらしは開港前とくらべものにならぬほど苦しくなっている。いい目は幕府ばかり、というわけだから、天下の人心は自然反幕的になった。

「いや、幕府が目をつけても貴藩のごめいわくにはなりませぬ。その点は浪人会社ですきにのう」と、竜馬は説ききかせた。




　幸さい先さきがいい、とはこのことだろう。たまたま薩摩藩の開成所では長崎で汽船を一隻買い入れることになっており、すでに「海門丸」という船名までついていた。

「それをわしに下さらんかなあ」

　と、竜馬は、小松邸にかれを訪ねてきた藩の開成所の高官にいったが、

「いや、これは練習船に予定しておりますのでそうは参りませぬ。しかしいまプロシャ商人のチョルティと申す者からもわが藩に売り込みがきております」

「ほう、汽船ですか」

「いや、残念ながら風ふう帆はん船せんです」

「風帆船でもよか」

　と、竜馬はおどけて薩摩弁でいった。

「ぜいたくは申しちょられません。まず風帆船でかせいで蒸気船を買いますらい」

「ワイル・ウエフ号と申し、中古船です」

「ナニ、中古品でもかンまん」

　船価は七千八百両で、いま長崎港内で繫船されているという。竜馬は子供のように手を打ってよろこんだ。

「これで話が煮えた」

　と、家老小松帯刀もよろこび、その翌日藩の財務担当者たちを説いて、竜馬とその神戸塾の同志全員の経費は、藩費をもってまかなうことになった。

　小松は下城してきて、

「坂本さん、みなさんの手当まかないのことですが」

「はい」

「月、お一人、二両二分ということに相決めました」

「ほう、三両二分ですか、こりゃありがたいことじゃ」

　と、またまた無邪気に手をたたくものだから、小松帯刀もいや二両二分です、と言い直しかね、左様三両二分でござる、とうなずき、

（そのくらいは何とかなる）

　と思いあきらめた。

「ところで坂本どの、拙者は、海門丸買い入れの件にて近く長崎表へ参らねばなりませぬ。そのとき御同道し、長崎における家屋購入などを相決めましょう」

「結構です」

　竜馬はその足で海岸へ行き、短艇を出してもらって繫留中の胡蝶丸をたずね、同志一同に、交渉結果のあらましを語った。

「月に三両二分とは安い」

　と、最年少の陸奥陽之助が不服をいった。

「紀州藩が、江戸や長崎に藩費留学生をやるときは月に八両ですぜ」

「あとは稼ぐのだ」

　と、竜馬はこわい顔でいった。

「下女の給金は年に三両である。それでも死にゃせん」

「下女とくらべることはない」

　陸奥は、可愛い顔でふくれると、横あいから菅野覚兵衛が、

「長崎で有名な丸山の色里で二分も出せば、三みつ物もの付づきで酒は飲みほうだい、遊女が足た袋びやふんどしまで洗ってくれるというぞ。わしらが暮らしに三両二分は過分なほどじゃ」

　竜馬はすぐ下船し、小松邸にもどった。

　俄然、いそがしくなった。




　小松邸にいたころ、おもしろい話がある。

「浪人見物」

　ということが、薩摩の若侍のあいだではやった。

　浪人とは、竜馬のことである。

　薩摩領内には、むろん浪人という扶ふ持ち離れの武士はいない。在来、江戸とか大坂とか、そういう都会でこそ浪人は暮らせるし、住みつきもし、めずらしくもない。

　が、本来、どの藩の領内でも、浪人という存在は原則としていない。それが薩摩藩になると、他国人入国禁制の国だから、皆無であった。

　ところが最近、桜田門外ノ変における水戸浪士とか、京けい摂せつで頻発している血なまぐさい事件で、しきりと、浪人、浪士という言葉がつかわれる。

　それを遠おん国ごくにいる薩摩の若侍たちは、

（浪人ちゅうのは、どんな顔バしちょるもんじゃろか）

　と、奇異な思いをもっていた。ひょっとすると浪人とは、人間以外の別のいきもののように空想していたかもしれない。

　そこは、閉鎖的でしかも遠国である。娯楽もすくないのだろう。

「小松様のお屋敷に浪人が来ちょるげな」

　と評判になった。

　若侍たちがさそいあわせて、「見にゆくべし」と毎日のようにやってくる。

　かれらは小松屋敷の中ちゆう間げんに、

「浪人は居おッと？」

　ときくが、小松屋敷の中間も、なにやら見世物小屋の木戸番のような心境になって、

「居いんす」

　と、大得意でみなを庭へ入れてしまう。その連中が庭へまわってひしめきながら竜馬を遠まきに見物しているのだ。

　これには、竜馬も閉口した。

（田舎者め）

　と、自分の田舎者をわすれて腹が立ち、

（土佐も鬼き国こくといわれるほどに大田舎じゃが、高知城下はもっとひらけちょる。こげな、人を人が見物に来るということはない）

　薩摩びいきの竜馬もこの点にだけはすっかり弱ってしまった。薩摩とは、信じられぬほどの未開性と、目を見はるほどの近代性をもった国だと思った。

　ある日、竜馬が人と碁を打っていた。

　たまたま見物にやってきた若侍たちがこれを見、雀こ躍おどりして、

「浪人が碁を打ちよる」

　と、よろこんだ。門外へ走り出て仲間をよびにゆくやつまである。

　竜馬はそのうるささに堪えかねて、

「庭の者」

　と、大喝した。

「静まらんか。浪人でも碁をうつ。それがどうした」

「あ、浪人が怒りよったど」

　と、それがまたおもしろいらしく、肩を押しあい、土佐なまりの口真似までしてよろこんでいる。

　これだけは手におえなかった。




希　望











　船が長崎の港内に入ったとき、竜馬は胸のおどるような思いをおさえかね、

「長崎は、わしの希望じゃ」

　と、陸奥陽之助にいった。

「やがては日本回天の足場になる」

　ともいった。竜馬の「会社」は、すでに薩摩藩を大株主に入れることに成功している。あと、長州藩を入れたい。

「犬猿の仲の？」

　と、陸奥はおどろいた。

「金が儲かることなら、薩摩も長州も手をにぎるだろう」

　と竜馬は政治問題がむずかしければまず経済でその利を説くつもりであった。要するに政治的には薩長を同盟させて討幕に時勢を転換させるとともに「討幕会社」として長崎で両藩の資金資材持ちよりの会社をつくり、大いに軍資金をかせぐ一方、外国製の銃砲を両藩にもたせ、幕府を倒してしまう。新政府ができればこれを国策会社にして、世界貿易をやる。

「大風呂敷ですな」

　と、陸奥はわらいだした。

「ふろしきは大きいほど便利だ」

「しかしいまは、石っころ一つ包むべきものがないじゃないですか」

「まったく」

　竜馬もわらったが、やがて長崎到着とともにまず家屋が手に入り、ついで船を手に入れることができるだろう。竜馬の空想の大ぶろしきに、とりあえず物件が二つ入るわけである。

　上陸すると、薩摩藩士が一行のための旅館を用意してくれていた。

　そこは、薩摩藩きっての事務家の家老小松帯刀がついている。小松はすでに飛脚便で長崎駐在中の藩士に連絡し、いっさいの下準備をととのえさせておいた。だから事が敏速にはこぶ。

「さて、御一行の仮り陣屋ですが」

　と、旅館に入ると、長崎の薩摩藩士が竜馬にいった。

「長崎は土地が狭く、手ごろな家屋がなかなかみつかりません。そこであの岡に」

　と、障子をあけ、港の南側にのびのびとひろがっている亀の背のような岡を指さし、

「一つ、あるのです」

「ほう、あの土地は何と言います」

「亀山です」

　日没までまだ時間がありそうだから、竜馬はさっそく検分に出かけた。

　余談だが、筆者も出かけた。昭和三十九年の春である。

　寺町通の裏は亀山の傾斜地で、一面の墓である。三宝寺坂という墓まいりのための長い石段があり、段の数にして二百段ほどのぼりつめたところに、竜馬らが宿営していた建坪二、三十坪ほどの家屋があった。別に史蹟にも指定されていないため、ちょうど筆者が行ったときは、大工が入っていてほとんど取りこわされようとしていた。

　竜馬はこの家屋が気に入り、自分たちの団体名もとりあえず、

「亀山社中」

　と名づけた。




　この坂から、長崎港が、一望で見おろせた。

　翌日、竜馬はその三宝寺坂を寺町にむかっておりながら、あとから追いついてきた陸奥陽之助に、

「長崎は」

　と言いかけて、ちょっとだまった。

　稲佐山に陽が落ちはじめ、港内にたたずんでいる洋船和船の影が濃くなった。

「美しい港ですな」

　陸奥は、ため息をつくようにいった。竜馬が「長崎は」といったことが、その意味だろうとおもったのである。

　竜馬は腕組みしながら、石段を一段ずつおりてゆく。

「長崎は、そうだな、しばらくおぬしらにまかせよう。頼む」

「ほう」

　背後で、菅野覚兵衛が、あきれた。近藤長次郎、白峰駿しゆん馬め、それに寝待ノ藤兵衛らが竜馬のそばに寄ってきた。

「あんたは、どうするんじゃ」

　と、菅野覚兵衛がいった。

「ほかに考えがある」

「こまる」

「こまりゃせん。亀山社中の隊務は、しばらく、関君」

　と、竜馬はかつて自分と山越えで土佐を脱藩したモトの名沢村惣之丞、いまは脱藩の身をはばかって関雄之助と名乗っている男の名をよんだ。

「君に代行してもらう。それに会計のことをたのむ。海務は菅野覚兵衛、書記は陸奥陽之助、それでゆく」

　眼の下に三宝寺の大屋根がみえる。そのむこうに、英国船がいま出航しようとしていた。

「薩摩藩小松帯刀氏との交渉、ワイル・ウエフ号の購入、陣舎の整備、いろいろ用が多かろう。それを一同で頼む」

　みなは、竜馬のこんたんがわからない。

「それにまだ用がある。長崎の大浦海岸」

　と、足もとにみえる港内の一角をゆびさした。そこに、二階三階だての木造洋館がずらりとならんでいる。幕府との通商条約締結いらい上海や香港などから進出してきた欧米列強の商館である。

「あれらと親しくなっておいてもらいたい」

「言葉ができんぞ」

「手まねでよい」

　と、竜馬はいった。

「相手は金をもうけにきている。金もうけのことだからこちらの言うことは、むこうがわかろうとしてくれるわい。いっさい土佐弁でやればよろしい。白峰は越後弁、陸奥は紀州弁でやれ」

「それで、あなたはどうしなさる」

「幕府をつぶしてくる」

　竜馬は、買物にでもでかけるような口調でいった。

「その膳立てにゆく。いまのままの日本では国がつぶれる。国がつぶれては、せっかく地球貿易をやろうとする亀山社中もうまくゆくまい」

「それはそうだが」

「あす、発つ。藤兵衛、よいな」

　竜馬は、ふりかえった。お前、ついてこい、という意味である。




　──長州へゆこう。

　と竜馬は決心し、夜を日についで歩いた。泊りをかさねるうちに、竜馬の足はいよいよ早くなった。

（馬のようだ）

　と、藤兵衛もあきれた。日没後も歩き、夜ふけに宿に入り、夜明け前に宿を出る、という飛脚のような旅である。

「旦那、どうなすったんで」

「おかしいか」

　竜馬もわれながら自分がおかしいらしく、くすくす笑った。

「言うと、藤兵衛は笑うだろう」

「笑やしません」

「実のところ、おれの足が半日早ければそのぶんだけ日本は救われる、というような気になってきた。ひろい日本に、おれだけしか天下の騒乱をおさめる者がいない、というような気になっている」

　竜馬に心酔しきっている藤兵衛は、

「そのとおりでさ」

　と、大まじめにうなずいた。

「そうでなけりゃ、あっしが泥棒稼業をすてて旦那の尻にくっつきゃしませんよ」

「藤兵衛」

　竜馬は久留米の城下を通りすぎたころにいった。

「これゃ、神かみ懸がかりだな」

　天下を自分一人で救う、という神懸りの気魄をもたねば薩長の連合はなしがたい、という意味である。おなじひと言をいっても、相手をうつ迫力がちがうだろう。

「しょっちゅうはこまるが、時には必要だ」

　久留米から六里余、筑前二日市という湯治場についたのは、夜である。

　このさきに、大だ宰ざい府ふがある。

　いきなり長州にゆくよりも、大宰府に立ちよってある工作をする、というのが竜馬のいわばみそだった。

　大幸府には、五卿がいる。

　三条実さね美とみ、三条西季すえ知とも、東ひがし久く世ぜ通みち禧とみ、壬み生ぶ基もと修なが、四条隆たか謌うたら長州系公卿は、時勢の激流のなかで転々し、文久三年八月、宮廷の長州勢力が一掃されたときに世に高名な「七卿落ち」で長州へ落ち、長州でかくまわれているうちに同藩が幕府に降伏したため、こんどは筑前黒田藩の監視下におかれ、この二月十三日、大宰府に移された。

　流亡の公卿とはいえ、天下の攘夷志士のひそやかな憧しよう憬けいをうけ、とりわけ長州系志士に対する五卿の発言は、ときに藩主以上といっていい。

（まず、五卿を口説き、五卿もそうおおせられている、ということで長州人を口説く）

　というのが、竜馬の策であった。

　その夜、竜馬は二日市温泉の湯治宿で一泊し、近所の大宰府に居住する五卿の動静を知ろうとした。

「お公卿さまじゃと申すのに、毎日、馬に乗って遠出され、撃剣もなされておる、ということでござりまする」

　と、宿の亭主がおしえてくれた。




　翌朝、竜馬は二日市の湯から東北へ、大宰府街道を歩いた。沿道はすでに夏景色で、笠の緒がびっしょり汗でぬれるほどに暑い。

「大宰府は上古に栄えた」

　と、藤兵衛に教えてやった。上古は海外交渉の根拠地で、ここに都城が築きあげられ、中央から都督がきて駐在し、町割りは中国の様式をまね、青せい丹たんでいろどられた都府楼がそびえていた。

　が、いまは礎石のみを残してすべてほろび、一望の田園、丘陵の風景がひろがっている。

　ただ、大宰府天満宮というのが、全国の天神信仰の中心として栄えている。

　神社ではあったが、実体は寺であった。仏式には安楽寺という。明治の神仏分離で神社になったが、竜馬のころは社僧高辻信厳という者が、多くの僧をひきいて奉仕している。

　その富強は西国一といっていい。幕府より神領千石が寄進されており、筑前黒田家からは二千石、筑後久留米有馬家からは二百五十石、筑後柳やな川がわ立花家から五十石がそれぞれ寄進されていた。

「なるほどこれは豪勢なものだ」

　と藤兵衛が、いかにも盗賊らしく感嘆したのは、その門前町のにぎやかさだった。

「あまり、きょろきょろするな」

　竜馬は、境内に入った。

　三条実美は、延寿王院という塔たつ頭ちゆうに住まわせられていることを、竜馬は知っている。

　それへまわった。白壁をめぐらし、四脚門のある堂々たる屋敷である。

　門前に、朱鞘の大小をさした衛え士じがいる。

「やあ、おれだ」

　と、竜馬は門に近づくなり、笠をあげた。

「あっ、坂本さん」

　と、衛士はおどろいた。土佐脱藩人で、山本兼馬という男である。

　五卿の護衛は、いわゆる七卿落ち以来、土佐浪士が自分の珠玉のようにして護衛し、身のまわりの世話をやいてきている。

　この山本兼馬。

　二十四歳。顔が青黒い。土佐郡[image: 〓]ひしやく田だ村の郷士で、文久二年に脱藩して京にのぼった。そのころから体がわるく、咳が持病になっている。余談ながら、竜馬とこの門前で再会した翌年、医師にいよいよ不治であると宣告され、

　──志を抱いて国を脱けながら畳のうえで死ぬとは、これはかなわぬ。

　と同志一同と水杯し、腹を切って死んだ。

　ほかに、島村左伝次。

　香我美郡下島の郷士で、武市半平太の妻富子の姻戚にあたる。維新後、郷里にかえり、明治三十七年歿。

　南部甕みか男お。

　高岡郡大野見の郷士で、維新後は大審院長、枢密顧問官などになり、男爵。

　清岡半四郎。

　のち公張。維新後、元老院議官、枢密顧問官、子爵。

　これらを土佐郡秦しん泉せん寺じ村の郷士土方楠左衛門（のち久元・伯爵）が頭領株になってひきいているが、いまは京都に潜行中で、留守であった。

「三条卿に会わせてくれんか」

　と、竜馬はいった。




　竜馬は、控えの間に通された。

　茶を運んできた者が、竜馬がひそかに期待していたとおり、お田鶴さまであった。

「とうとう、参られましたね」

　と、お田鶴さまは、高つきにのせた茶わんを竜馬の膝前にコトリと置きながらいった。

「神戸では」

　と、竜馬は頭をさげた。お田鶴さまがせっかくたずねてくれたのに、「不在で失礼つかまつりました」という意味である。

「あのとき、寺田屋のおりょう殿も、偶然たずねて参られました」

　お田鶴さまが皮肉そうに微笑し、チラリと竜馬をみた。

「そうだそうですな。生島家の女中殿からあとでききました」

「お美しいお方でございますこと」

「まったく」

　と、竜馬は大まじめでうなずいた。お田鶴さまはそれがカンにさわったのだろう、

「悪人」

　と、小さくいった。竜馬は驚いた。

「悪人ですか」

「よそさまの娘御をあのように物狂いにさせておきながら、ご自分はけろりと筑つく紫し路じをのし歩いていらっしゃる」

「なるほど、悪人だな」

　竜馬は、この言葉がひどく気に入ったらしく、くすくす笑った。

「善人ならばいまごろ京でおりょうさんと小さな借家でもかりて」

「借りて？」

「大小も捨てて」

「まあ」

「呉服物ふともんでもかついじょりますじゃろなあ」

「そうねえ」

　悪人でも仕方がないか、とお田鶴さまはおもった。

　やがて清岡半四郎、山本兼馬、島村左伝次、南部甕男らがやってきて、座談に加わった。

　国を出て天下に散った土佐浪士は、多くは風雲のなかで死んだが、その生き残りは、いま三つの集団にわかれている。

　一つは、竜馬の亀山社中。

　一つは、中岡慎太郎を頭かしらとする長州忠勇隊の面々。

　一つは、土方楠左衛門久元を頭株とするこの三条実美護衛組。

　土地は、長崎、長州、筑前大宰府にわかれ、機能は、海軍、陸軍、それに流亡の公卿を擁する政治結社、とそれぞれ特色があって、これが一つの目的のために機能的に動けば、倒幕活動にはうってつけというべきものだった。

「大宰府にきたのは、じつはこうだ」

　と、竜馬は薩長連合の秘事をうちあけるとみな、ひざをたたいてよろこんだ。

「媒介人は土州しかない、とわしは思うちょったが、しかしこれも人じゃな」

　と、清岡がいった。

「坂本がよかろう。お前まんさんなら、薩や長の頑固者をなだめるにもよいし、場合によってはどなりつけるのにも恰好の役者じゃ」




　余談だが、この慶応元年は、徳川幕府を始めた家康の二百五十回忌にあたり、日光の廟びよう所しよや、上野寛永寺、芝増上寺などで、この春、それぞれ遠おん忌き法要がつとめられた。

　自然、幕府官僚のあいだで、

「幕威復興の秋とき」

　という奮発の気分がもりあがったのは当然なことであったろう。

　さしあたって、その武威を示す相手は、ここ数年、幕府に反抗しつづけてきた長州ということになる。長州は一度降伏し、第一回征長総督の尾張慶勝のはからいでひどく寛大な処置をうけた。

　これに対し、江戸の幕府閣僚の強硬派は不満をもち、あくまでも長州藩の領土を召しあげて息の根をとめ、幕府の武威をあげよ、と主張した。

　この強硬論には、幕府側の要人のなかにも反対者が多く、諸藩も冷淡で、とくに第一次征長ノ役のときにあれだけ熱意を示した薩摩藩が、

「第二次征伐をやるとすればそれは幕府の私闘にすぎぬ」

　として積極的に反対した。

　薩摩をはじめ諸藩の反対論の根拠は、ごく経済的なものだった。諸事物もの要いりなおりから、「幕威をあげる」ための戦争などに軍費を負担するのはまっぴらだということであった。

　数少ない例外は、肥後熊本の細川藩ぐらいのもので、どういうわけか、

「ぜひその節は先鋒をうけたまわりとうござりまする」

　と、幕府に申し出た。閣老さえおどろいたらしいが、これは同藩の極端な佐幕派の連中が藩主の名前をつかって勝手に申し出たものらしい。

　幕府は、あくまで強腰だった。

　その強腰の背景には、フランス公使レオン・ロッシュがいる。「かならず勝つ。軍費も兵器も軍制改革もフランスにおまかせあるように」というロッシュの言葉が、幕府官僚の自信の基礎になっていたし、「出来れば長州だけでなく事のついでに、薩摩、土佐、尾張、越前、因いな幡ばなどの雄藩を退治し、さらには郡県制度にきりかえ、強力な中央集権体制をきずく」という構想を秘めていた。

　征長は、その手はじめである。

　とすれば、単なる戦争でなく、幕府にすれば幕府中心の国家改造の手はじめということであったろう。

　幕府が、長州再征の意向を中外に宣言したのはこの三月の末であり、さらにこんどは将軍の親征ということに決した。

　一方、長州藩では、すでに高杉晋作のクーデター政府が確立しており、蘭医の村田蔵六（大村益次郎）を抜擢して、軍事の洋式化をいそいでいる。

　竜馬が薩長連合の策を秘めて大宰府に入ったのは、そういう時期だった。

　三条実美は竜馬を謁えつし、その秘策をきくや、

「それができるなら。──」

　と、おどりあがるようにしてよろこんだのは、当然だった。

　実美は、黒羽二重の紋服、すでに公卿の風をすてて武家の姿になっている。




　竜馬と三条実美卿の対面は、博はか多た仁に輪わ加かのように珍無類なものだったらしい。

　竜馬が、

「まず、地球はどうなっちょりますか」

　と世界情勢から述べ、ヨーロッパの政局を見てきたように説き、欧米列強に侵略されつつある大清帝国の惨状を語り、「日本ここで一変せざらんには、清帝国とおなじ悲運に立ちいたりましょう」といった。

　その間、竜馬はふんだんに滑稽な譬たとえ話をもちい、そのおかしさに三条卿は腹をかかえて笑い、しまいには畳の上にころがるほどの騒ぎで、陪ばい席せきしている山本兼馬ら土佐浪士も双方のおかしさに堪えかねて、顔を真赤にして必死に笑いをこらえる始末だった。

「このときにあたって薩長たがいに私怨をふくみ、不ふ倶ぐ戴たい天てんと称し、すきあらば刀槍銃砲をもって相戦わんとしちょります。われわれ日本人として迷惑かぎりもない」

（日本人？）

　三条は笑いながら頭のすみで、この聞きなれぬ言葉にかすかな新鮮さを覚えた。竜馬はこの議論のなかでしばしば「日本人は」という言葉をつかった。当時の士人は、この日本列島に居住する自分の民族を指すことばとしてよく「天下の衆庶」とか「上かみ堂上から下しも百姓にいたるまで」とか、「天下の士農工商」とか、「世の士民」とか、あるいは勤王の士は「皇国の民」とかいう言葉をつかったが、スラリと「日本人」という単語をつかう者はいなかった。

（なるほど、便利な言葉だ）

　と、三条は思ったにちがいない。竜馬の平等思想の根拠は、この用語のなかにこめられているのだが、三条はそこまで気がつかない。

　とにかくその用語に、新鮮な語感を感じた。

「坂本、他の四君をもひきあわせよう」

　と、いそいで使いを各宿所に走らせ、他の四卿をよんできた。

　五卿がずらりとそろった。

「坂本、もう一度やりなさい」

　と三条がいうので、竜馬は仕方なくつばだらけの唇をぬぐってまたやりだした。

　こんどはもう一段とおもしろかった。みな声を放って笑った。

　どの公卿も陪席の武士も、これほど愉快な天下国家論をきいたことがない。

「とにかく坂本、薩長は連合せにゃいかんということだな」

　という三条の反問に竜馬はウンとうなずき、

「長州人は毛利公の申されることより御前様らのお言葉を重しと致します。これに賛成じゃと申されれば、さっそく某それがし長州に乗りこみ、かれらを説得つかまつりましょう」

「いかにも賛成である」

　うなずく三条の顔に、まだ笑いが残っている。

　その夜、三条は日記を書き、

　──坂本竜馬来る。奇説家なり、偉人也。

　としたためた。

　運がいい。竜馬が五卿と会談した夕刻、長州藩から二人の藩士がこの大宰府にたずねてきた。




　竜馬にとって幸こう便びんといっていい。

　大宰府にやってきた二人の長州藩士は藩命による公用できた。「五卿御見舞のため」というのが目的で、むろん幕府の目をはばかって藩名もいつわり、名も変名をつかっている。

　ひとりは小田村素もと太た郎ろうで、この人物は吉田松陰の友人として藩外にも名が知れている。松陰の妹を妻とし、早くから勤王運動に参加し、維新後は楫か取とり素もと彦ひこと名のり、元老院議官、宮中顧問官などを歴任し、大正元年歿、男爵。

　いまひとりは、時田少しよう輔すけという。

（冠婚葬祭屋だな）

　と竜馬がおもったのは、どちらもさほどの才気はなく、ただ無用なほどに重厚で行儀もよく、挙きよ措そ動作が折り目ただしく、「五卿御見舞」といった使者にはいかにもうってつけの男どもであった。

　竜馬がこの二人に薩長連合の秘事をうちあけると、そろって仰天し、

「左様なことを国もとの同志がきけば、怒りくるって始末におえぬ事態になりましょう」

　といった。

「そうでしょうな」

　竜馬は相手が相手だからさからわずに、

「ただ大兄らは前触れの使者になってもらえば事が済む。土佐の坂本竜馬がこれこれの用件にてゆく、という旨だけを要路の人にうちあけてもらいたい」

「はてはて、きいただけでも高杉などは怒りましょうな」

「左様々々、だから高杉などの耳に入れぬほうがよろしかろう。桂小五郎君は流亡さきから帰国しちょるという噂ですが、マコトでござるかな」

「桂君は幕府のお尋ね者ゆえ藩外の人には秘事にしております。しかしほかならぬ坂本君のことゆえ打ちあけます。マコトでござる」

「ああ、わかり申した。その桂君の耳に入れてもらおう。桂君以外の仁にはお打ちあけくださらぬように」

「これはただし伝言だけでござるぞ」

　と、小田村や時田が念を押したのは、うっかりこういう運動に巻きこまれれば、

　──両人、薩摩の犬になったか。

　と、同志に白刃を素っぱぬかれ、首をはねられてしまうおそれがあるからだ。長州藩は高杉による新政権が確立したばかりで、異分子の粛清に殺気だっている。

「左様、伝言のほかは頼まぬ。拙者が長州に乗りこむ以前に桂君が拙者の用件を知り、そのことについて考えている、という事が望ましい」

「左様か」

「申しあげておくが、これは長州藩のためでござるぞ。幕府の第二次長州征伐が電でん発ぱつすれば長州はこっぱみじんにくだけるのだ。さらば小田村どの、時田どの、お前まんさまたちは貴藩にとって救い神になる」

　数日たって竜馬は大宰府を発った。

　供は寝待ノ藤兵衛。それに五卿が「この案、賛成した」という件の生いき証人として五卿付の従士安芸守衛を同行している。

　めざすは、馬ば関かん（下関）であった。




　海路、長州領下関港に入ると、船着場に下関の会かい所しよ役人が待っていて、

「才谷殿でござるな」

　と、寄ってきた。才谷梅太郎は竜馬の変名である。

「左様」

「いつお着きになるやも知れず、きのうより入船のたびごとにこれにてお待ち申しあげておりました」

「それはどうも」

　と竜馬は大ようにうなずいたが、長州藩がいかに自分に期待しているかがわかり、

（これは成功するな）

　と自信を得た。

　すぐ町に入り、藩庁の手配による旅宿綿屋弥兵衛方に投宿し、朝めしを食った。

　食いおわったころ、大宰府で会った例の時田少輔がやってきて、

「桂小五郎に御伝言を申しあげたところ、さっそくにお会いしたい、ということで、あす山口の藩庁から参ります」

　といった。

　時田が辞し去ったあと、竜馬のからだに異変がおきた。顔から血の気がひき、五月というのに真冬のように寒くなった。

　杯を持ちながら、ぶるぶるふるえている。

「旦那、どうなさいました」

　と、藤兵衛はうろたえ、すぐ女中を指揮してふとんをとらせ、むりやりに竜馬を寝かせた。

「瘧おこりだ。心配することはない」

　竜馬はこの日の手記に、

　──曾そ病びよう（持病）あり。

　と簡単に書いているが、顔が火のようにあつく、寝ていても歯の根ががちがち鳴るほどにふるえた。

　藤兵衛があわてて会所に連絡すると、会所でもおどろき、長府に住む瘧の専門医多原某をよびにやり、宿も、綿屋では人の出入りが多いため、離れ座敷のある浜村屋清蔵方へ竜馬を移した。

　藤兵衛は、一晩中看病をした。

「どうも、旦那に瘧のご持病がおありだとはいっこうに存じあげなくて」

「土佐には瘧が多い」

　マラリアのことである。土佐は南国だからこの病いを媒介する蚊が多いのであろう。竜馬は子供のころにかかり、ずっとこの持病になやまされている。

「しかしいままで気がつきませんでしたよ」

「いままででも、ときどきなったな。しかし自慢の種にもならんから、独り慄えていた」

　翌朝、うそのように癒なおった。

　めしを普通なみに食い、二階の手すりによりかかってぼんやり街路を見おろしていると、西の辻から騎乗の武士がきた。

　韮山笠をかぶり、ぶっさき羽織に馬乗ばかま、蠟ろ色いろ鞘ざやの大小を帯び、体中道中ぼこりをかぶっている。

　桂小五郎であった。

　山口から二十余里の街道を、竜馬に会うために馬を飛ばしてやってきたらしい。

（夜通しで駈けてきたな）

　と竜馬は気づき、この一事でも長州新政権の首班格である桂が、竜馬の薩長連合にいかに大きな期待をもっているかがわかった。




　桂と一別してもう何年になるだろう。

　文久三年八月の長州藩勢力の没落以来、桂小五郎という男は、冒険に満ちた時間を送っている。

　とくに元治元年夏の蛤御門の敗北以来のこの男は、生きていること自身が冒険だった。

　あの変の直後、幕府は、会津藩、新選組、見廻組に命じて、

「桂小五郎をさがせ」

　と焼けあとの瓦が礫れきをひっぺりがえすような捜し方で桂の行方をさがした。戦死説もあった。戦場の焼けあとから出てきた兜の鉢はち金がねに、墨で「桂小五郎」と記名されたものがあったからである。おそらく、藩邸にあった桂の鉢金をたれかがかぶって戦場に出て、戦死したものであろう。

　桂は、雲助、乞食、あんまに化けて、三条大橋の下で寝たり、大津へ流れたり、また京にもどってきたりして、幕軍戒厳令下の京をなんとか脱出しようとしていた。

　かつて長州藩の友藩である対馬藩の屋敷に出入りしていた行商人で甚助という但馬たじま出いず石しの人がいる。桂が最後の逃げ場所として対馬藩邸にかけこんだところ、この甚助が事情をきき、

「ようござります。この甚助にご一命をおまかせねがえませぬか」

　といってくれた。桂はすでにどこを頼むあてもなかったので、この若者に身をまかせた。甚助は一種の奇妙人である。桂とは一面識もないのに、見つかれば自分の首も飛ぶというこの仕事に没頭した。

　学問、主義があるわけでもない。それどころか、道楽者で小ばくちが好きで、出石の老父から勘当同然になっている男だった。

　甚助は桂を町人風に変装させ、途中、諸藩の警戒網を突破して生しよう国ごくの出石につれてゆき弟の直蔵にも協力させ、親猫が子をかくしまわるようなやりかたで桂を転々とさせた。

　但馬地方での桂は、養や父ぶ郡市場村昌念寺の寺男になったり、出石の城下の雑ざ魚こ問屋に奉公して帳付けをしたりしたが、ついに甚助の老父喜七からのぞまれ、直蔵のすぐ下の妹のスミという者を娶めとり、けろりと荒物屋をひらいた。むろん桂が何者であるかは、スミも老父の喜七も知らない。

　ところが出石藩の目が光りだしたので、甚助はまたまた桂をつれて脱出し、当時「湯島村」といったいまの城きの崎さき温泉にある湯治宿松本屋にたのんで湯治客になりすました。松本屋は現こん今にちの家号は「つたや」という。当時はわらぶきの百姓家風の家造りで、田地も持ち、半農半宿だった。まつという後家が主人で、一人娘にタキというのがいる。

　タキが桂の身のまわりの世話をやっているうちに自然の事がおこり、身重になった。ただし流産をした。

　そのうち、桂は甚助に長州へ行ってもらい、同志の高杉らに自分の所在を告げさせた。

　この間、長州藩は馬関海戦に敗北したり、幕府の第一次長州征伐をうけたりしてさらに傷を深め、その上、藩を切り盛りしてゆく人材がなかったために高杉らは桂の健在をよろこび、さっそく国もとへよびかえした。

　そんな経いき緯さつをへている。




　竜馬が桂小五郎と会ったのは、慶応元年閏うるう五月一日である。

　桂は朱の下さげ緒おのついた佩はい刀とうを右手に持ち、眉み間けんに一種暗さのある精気をみなぎらせて、竜馬が寄寓している下関浜村屋清蔵方の離れ座敷のふすまをひらいた。

「病気だったそうだな」

　と、桂はすわった。

「そう、瘧」

　と、竜馬はいって、桂をじっと見つめている。いきなり用談をきり出さない用心ぶかさは、桂のもちまえの癖だった。

「相州の山中ではじめて会ったのは、あれは安政の何年だったか」

　と、桂はさすがにこの奇縁の土佐人に会って懐しそうだった。

「その後、剣はやっているか」

「やっちょらんな」

　竜馬はいった。かつては桂は斎藤弥九郎道場の塾頭であり、竜馬は桶町千葉の塾頭である。世が泰平ならば、おたがい、一介の剣術つかいで終わったかもしれない。

「坂本君、おぬしには、安政四年のアサリ河岸の桃井春蔵道場における大おお試よ合せで面めんをとられた。ずっとそれが貸しになっている」

「よく覚えている」

　竜馬は、あきれた。記憶力がいいというより、多少恨みっぽい性格なのだろう。

「竹刀しないをすててから、たがいに白刃のなかを切りぬけてきたが、おれはまだいい。桂君、君などは命がよくあったものだ」

「剣の修業のおかげだな」

　と桂がいったのは剣の攻撃性をいったわけではなく、剣技の修業のおかげで、逃げる「間ま」や機敏さをやしなわれた、という意味である。

「人を斬ったか」

　と、竜馬はきいた。

「斬らなんだ、ひとりも」

　桂は答えた。この両人は、斬人斬馬ができる技倆をもちながら、人間を殺したことがないという点で一致している。どちらも、人を殺すことに堪えられない性情のもちぬしなのであろう。

「結構なことです」

　と、かたわらから時田少輔がいった。時田は学識がある。

「むかし豊太閤は、人を無用に殺すことのきらいな人だというので、信長公の遺臣たちが押しあげ天下をとらしめたといいます。坂本、桂の両君こそ、百ひやく姓せいに代わって天下の大事を断ずべき人でしょう」といった。

「そこで」

　と、桂が顔をひきしめた。

「君のいう薩長連合のことだ。おれは薩摩が信じられぬ。とくに西郷という男が信じられぬ。と申すより瞭りよう然ぜんとあの男がきらいだな」

　むりはなかった。従来、薩摩の藩方針は現実によって変転し、そのためきのうの友藩を捨て、敵にまわった。長州藩がその最大の被害者であるし、桂個人にしても、京都、但馬における命がけの逃亡潜伏も、みな薩摩とその代表者の西郷の裏切りからでている。

「恨みは恨み、現実は現実」

　と、竜馬がいった。




「高杉の意向は、大丈夫か」

「高杉は、いい」

　と桂がどちらでもとれるあいまいな言葉をつかったのは、多少事情があった。じつは高杉晋作はいま藩内にいない。

　逃亡してしまっていた。

　高杉は妙な男で、クーデターで新政権を確立するや、本来なら、その首謀者として藩の重職につけるはずであった。

　が、この男は同志をつかまえて、

「もうおれの役は済んだ。すべて人というものは艱かん難なんのときには一致団結して共にすることができるが、富ふう貴きは共にすることができぬ。きっと仲間割れがおこる。そんな場所におれは居たくないから、外国見物にゆきたい」

　密航するというのである。高杉の見解はさらに斬新なものだった。すでにかれは攘夷主義をすて、開国主義になっていた。その構想は「幕府に敵対しつつ下関を貿易港にし、藩財政を豊かにする一方武器をどんどん買い入れ、対幕戦争を有利に展開する」というもので、この秘謀は少数の同志にだけ打ちあけ、「他の同志には漏らすな」と言いふくめた。ところがかれが長崎と国許とをうろうろしているうちに、他の同志にその秘謀を嗅ぎつけられてしまった。

　他の同志はすべて極端な攘夷論者である。攘夷主義であればこそ、蛤御門で戦い、馬関海峡で四カ国艦隊と戦い、さらには開国主義の幕府と戦ってきたのではないか。しかもその先頭にはつねに高杉がいた。

　その高杉が、四カ国艦隊の代表者との講和談判以来、「外国といくさをするのは愚の骨頂だ」とさとり、悟ればこの変幻自在の男は百八十度の思想転換をとげた。

　──高杉が変節した。洋夷とつきあうという。されば藩の俗論党と同じではないか。

「同じではない」

　と、高杉がたとえ弁明しても、単純攘夷主義というのは一種の思想的狂人だから、わかるはずがない。だから高杉はかれらとはいっさい議論しなかった。そのうち、その連中が、

「高杉を斬る」

　といってあとをつけまわしていることを知り、これには高杉も閉口し、

　──あんな奴らに斬られてたまるか。

　と、藩外に高飛びしてしまったのである。

　余談だが高杉の暗殺を計画していたのは、維新後、兵ひよう部ぶ大輔だゆう大村益次郎を京都の宿にふみこんで斬った長州人神かみ代しろ直なお人とであった。

（この大村暗殺は、長州人三人、土州人五人で、いわば尊王攘夷志士の生き残りだった。かれらは大村が洋式軍制を採用した、というのが気にくわなかったのである）。

　だから高杉は藩内にいない。

　竜馬にとっては高杉がどうであろうと長州藩内の問題だからかまわない。

　桂に、薩長連合を力説した。桂は慎重すぎるほどの性格で容易にうなずかなかったが、ついに竜馬に押しきられ、

「薩州さえその気なら長州はよい」

　といった。「ただしわが藩人は薩藩をひどく憎んでいるからこの件は秘密にねがいたい」

　とも言いそえた。

　桂が帰ったあと、意外な人物がきた。




　いや、意外というほかない。

（世には、神というものがあるのかな）

　と、無信仰な竜馬もおもわずそう思ったほどのおどろくべきまわりあわせが、竜馬の運命をとらえた。

　じつのところ、竜馬は、「薩長連合」という天下の大陰謀にかけまわっているのは、天下ひろしといえども自分ひとりだとおもっていた。

　ところが、いま一グループが居た。

　それがなんと、同郷の中岡慎太郎と土方楠左衛門のふたりであった。

　もともと竜馬は、鹿児島出発にさいして、

（中岡の手を借りよう）

　と思っていた。中岡は脱藩後長州に身をよせ、長州人と辛苦を共にし、いまでは若いながら賓ひん師しの待遇をうけている。その中岡を動かせば長州説得は容易だろうとおもったのである。

　ところが中岡は土方とともに、京都情勢偵察のために上方へとんでいた。

（中岡とは会えぬな）

　と竜馬は失望し、やむなく単身長州にのりこんで桂を口く説どいたのである。

　しかし、奇妙なことがおこった。

　中岡は中岡で、京都潜伏中に、

「どうしても薩長連合をやらねばならぬ」

　とおなじ奇策を思いたち、たまたま京都潜行中は錦小路の薩摩藩邸にいたから同藩の吉井幸輔らに相談した。

　吉井にだけ相談したのではない。中岡は公卿の岩倉具とも視みという当時から怪物とされている男を、洛北岩倉村のその蟄ちつ居きよ所へ訪ね、「手をかしてもらいたい」と説き、その快諾を得、さまざまな下準備をしたあげく、

「要は長州の桂、薩州の西郷を説けばよい。このふたりさえ手をにぎればあとはなんとかなる」

　と見、同行している土方楠左衛門久元に、

「おれはこれから八方奔走する。しかし体が一つでは何ともならん。手分けしよう。おンしは長州へ行って桂にこの旨を伝えてくれぬか。わしは薩摩へ飛んで西郷を説き、西郷を長州まで連れてきて手をにぎらせる」

　中岡の活躍はこのときからはじまった。かれが京を発ったのは五月二十四日であった。偶然、はるか九州大宰府の地で竜馬が三条卿に、中岡とおなじ秘策を述べたてていたのと、おなじ日である。

　中岡と土方は海路西進し、豊前の田浦港で二人はわかれた。

　中岡はそのまま乗船して鹿児島へ。土方はそこから長州へ。

　土方楠左衛門が海路長州福浦港に入ったときは、竜馬の長州入りの二日後で、土方はそれとは知らず、長州藩の要人報国隊副官福原和勝らに迎えられ、馬上、長府へゆき、本陣にとまり、そこでさらに多数の長州人と会い、それとなく「薩摩と和解せぬか」という旨のさぐりを入れた。

　竜馬が桂に会った翌日、土方はその事実をはじめて知り、馬をとばして下関にやってきて竜馬の宿をたずねた。

　さすがの竜馬もこのふしぎな暗合におどろき、「天意じゃな」と長嘆息をした、とのちの伯爵土方久元は回顧している。




　竜馬の宿に土方楠左衛門が加わってから、局面がにわかに活潑になった。

「楠どん、ようやった」

　と、竜馬はこの二つ年上の同郷の同志をほめてやった。

　のち、伯爵土方久元は大正六年八十五歳のときにこう講演している。「維新の諸豪のなかで、坂本竜馬、西郷隆盛、高杉晋作をもって英気はつらつの三傑としたい。この三君の為なすところは実に天授であって、容易に他の企ておよぶところではない。中岡君もまた至誠剛直の偉丈夫で、これも儕輩なかまのなかで一頭地をぬいていた。この当時坂本君の年齢は三十一歳、中岡君二十八歳であった。いまふりかえっても、よくぞこれほどの事業ができたものだと思う」といっている。

「しかし、竜馬」

　と土方はいった。

「成否は、西郷が長州へやってくるかどうかにかかっている。中岡が引っぱり出しに成功するかどうか」

「心配は無用だ」

　と、竜馬はいった。中岡慎太郎は決して人を楽しませるようなゆたかな人望はなかったが、しかし対人交渉の上で一種の特技がある。眼を据えて人に迫ってくるような異様な気魄と、人を刺すような表現力と、緻密すぎるほどの計画性があり、これが総合して、人を論理的に説得させるにはかれほどの適任者はいない、と竜馬はおもっていた。

　それに、口説かれる当の西郷は、すでに竜馬によってこの件は納得ずみで、竜馬出発後藩論の調整をやっているはずであった。

「藩論が調整できるかな」

「心配はいらぬ。すでにわしが鹿児島にいるとき、西郷はこの件について諾うんといった。あの男は、できぬことを諾という男ではない」

　その日、長州藩から時田少輔がやってきて、

「かかる旅宿では秘事が洩れるおそれがあります。御両所もごぞんじの白石正一郎方にて滞留していただきましょう」

　というので、宿を移した。下関の白石正一郎は回船問屋である。長州きっての富豪で、俠商として知られ、藩に尊王資金をずいぶんさし出しているほか、安政以来、志士の面倒を見、かれらのために宿をしたり、道中窮乏している者には旅費をあたえたりしている。竜馬も脱藩当時、京へのぼる前にここで一泊したことがある。

　その翌日、桂小五郎が訪ねてきた。部屋に入ってくるなり、ひどくいらいらした表情で、

「坂本君、大丈夫だろうな」

　と念を押した。桂はすでにこの秘謀を藩主父子の耳に入れている。しかも、長州再征のために将軍が江戸を進発し駿府（静岡）まで来ているというこんにち、長州藩としては藩を滅亡から救う唯一の道は、竜馬の提案する薩長連合以外になかった。

　竜馬や土方の待遇が、日に日によくなってゆくのは、一藩存亡の鍵がこのふたりの土州人の手ににぎられているからであろう。

　竜馬は、中岡が西郷を連れ出しに行っている、というと桂は喜色をうかべた。が、すぐに暗い表情にもどって、

「大丈夫か」

　といった。




　竜馬は、下関の白石邸に逗留しつつ、中岡を待った。というより、中岡が連れてくる西郷を待った。

「いまや、待つあるのみじゃ」

　と、竜馬は毎日、土方楠左衛門の平べったい顔を見てくらしている。

　下関は、話題が多い。

　西日本きっての海港だから、天下の情勢を知るにはこれほどいい場所はすくない。長州藩士が時代に敏感になったのは、ひとつには海上交通の要衝である下関を領内にもっているからだろう。

「お聞きなされたか」

　と、ある日訪ねてきた長州藩士が、肩をふるわせて言った。水戸の武田耕こう雲うん斎さいの尊王攘夷党が、すさまじい斬ざん刑けいに処せられたというのである。

　竜馬はこのことは、大宰府でほのかにきいたが、詳報は知らなかった。

　武田耕雲斎は、初期尊王攘夷の大本山ともいうべき水戸藩の重臣である。

　水戸藩はその後佐幕派が強勢を占め、藩内たがいに党派にわかれて血で血を洗うような闘争をつづけてきたが、急進派の耕雲斎はその藩内闘争にやぶれ、ついに同志をあつめて大挙、京の朝廷、それに一橋慶喜に訴え出ようとした。

　意外にも浪人をふくめて八百余人ほどが集まり、やがてそれを鎮圧しようとする幕軍、諸藩の兵と戦いつつ西進し、途中越前では雪と飢えになやまされて軍容は惨澹たるものになり、ついに全軍加賀藩を頼んで投降した。人数は七百七十六人である。幕府はかれらの身柄を受けとり、武器をとりあげ、敦つる賀がに監禁した。

　敦賀には、これだけの多数を収容する牢屋の設備がない。

　が、海岸べりにずらりとニシン蔵がならんでいる。そこへ全員をぶちこんだ。

　加賀藩がかれらをあずかっていたときには、赤穂浪士の討入り後の諸藩あずけのときの先例に準じ、士道をもって待遇したが、敦賀に送られ幕府の手にうつってからは、かれらを豚のようにあつかった。

　蔵の明り窓もつぶし、蔵（大きいのは七、八間、小さいのは五、六間）一棟に五十人ずつ押し込み、食事は日にニギリ飯を二つずつしかあたえなかった。

　そのうえ、衣類はとりあげ、下帯までとりあげ、素っぱだかにして押し込んでおいたというから、すさまじい。

　そのうち判決があって、敦賀の町はずれの来らい迎こう寺じの野原に三間四方の大穴を五カ所掘り、これに武田耕雲斎以下幹部級二十四人をつれだし、ことごとく首を刎はねて死骸をほうりこみ、さらに次は百三十四人、そのつぎは百二人、ついで七十六人、十六人、総計三百五十二人の同志をことごとく斬首してその穴にほうりこんだ。史上まれな大虐殺といっていい。

「そうだったのか」

　と、竜馬は聞きおわってから、終日食事を断ち、ものもいわなかった。この残虐きわまる徳川幕府を、そのままにしておいてもよいものか、どうか。




　竜馬は、なおも下関の白石邸で中岡慎太郎を待っている。

（薩長連合すれば、天下の事は成る）

　という期待が大きいだけに、竜馬はめずらしくあせりを覚えた。しかも幕軍は歩武をとどろかせ、将軍を擁して日に日に西へちかづきつつある。

　相棒の土方楠左衛門は、大宰府に急用があるため、すでに発っていない。

　竜馬はひとり白石邸の離れ座敷にいる。ある日、

（えい、乙女姉さんにでも手紙をかくか）

　と、気持をまぎらすために筆紙を借り、おもいつくままの近況を書いた。

「いま、下関で退屈しおり申し候」

　と、まで書いた。

「わしが国にいるころ、百姓が祈き禱とう師しをよんできて雨乞いをしちょった。わしはいま下関に立ってその祈禱師みたような事をしちょります。はたしてこの有史以来の大ひでりの空に、雨雲が湧き、大つぶの雨がふりきたるかどうか」

　と筆をとめ、さらに書いた。

「へたな祈禱師はやみくもに祈る。じょうずの祈禱師は、まず雨がふるかふらぬか、そこをしらべぬいたあげく、降りそうな日に出てきて護ご摩まを焚く。さればかならずふる。天下のことも雨乞いとおなじで、時運というものがありその時運を見ぬかねばならぬ。わしは時運を見ぬいたつもりで下関に出てきたが、しかし西南の空から出てくるはずの雲がまだ出てこぬ」

　さらに春はる猪い、源おんちゃん、おやべさんにも手紙をかき、たまたま白石家が回船問屋なので土佐行きの船に托してくれるようたのんだ。

　桂もよほどあせっているらしく、三日に一度はやってきて、「まだ西郷君は来ぬか」といった。ある日、たまりかねたように、

「坂本君、わしは苦境に立っている。立場をきいてもらいたい」

　といった。

「西郷君と会って連合のことを話しあうということは、なるほど藩公父子のお耳にも入れ、藩庁の一部の者にも、極秘にうちあけてある。しかし秘密は漏れやすい」

「漏れたか」

「だいぶ、知れわたっている。このため、藩庁では公然とわしを非難する者もあり、諸隊のなかにはわしを殺そうとしている者もある」

「大変だな」

　竜馬は、そんな事には同情しない。

「桂君、とぼけておればいいのだ。しばしば君が山口から下関に通うというので不審をもたれているようだが、下関になじみの芸者ができた、といっておけばよい。わしのところへ来るより、妓楼で流いつ連づけておればどうだ」

「そんな元禄の大石内蔵助のようなまねは幕軍と開戦前夜の長州藩では通用せぬ。不謹慎だ、ということで気の立ったやつから斬られてしまう」

　ひとつには、京の三本木の芸妓幾松がいまはお松の本名に戻って、山口に来ている。その愛妻がうるさいのであろう。




　閏五月二十一日。

　晴。

　竜馬がその夕、猫ねこ足あし膳ぜんにむかって晩めしを掻きこんでいると、唐から紙かみがカラリとあいた。

　おもわず竜馬は箸をおとした。

　中岡慎太郎が、立っているのである。

「待っちょったぞ」

　と竜馬がいうと、中岡はガラリと大刀を投げだして、

「失敗じゃった」

　折りくずれるようにすわった。紋服が、しぶきと潮風で、よれよれになっている。

「中岡、しっかりせい、人の世に失敗ちゅうことはありゃせんぞ」

　と竜馬は声をはげまし、そのいきさつをくわしく語らせた。

　中岡が海路鹿児島についたのは、閏五月六日である。すぐ西郷の家をたずね、薩長連合のことを談じ入れた。

「ああ結構でごわすとも」

　と西郷は酒を出して歓待し、「その一件はお国の坂本サァからも伺っていもす。いつまでも私怨を結んじょってはあいならんと叱られもした」

　しかし──と西郷はいうのである。「長人はどうでごあンど？」

　薩摩が折れても長州は折れまい、と西郷は懸け念ねんするのである。事実、薩摩人は長州人の執念ぶかさにはほとほと手をやいていた。いまでも瀬戸内海を往来する薩摩藩の船は、一隻たりとも長州の港には寄港できない。寄港すれば、沿岸各地に屯たむろしている長州藩諸隊が斬りこんでくるおそれがあるのだ。

　それに長州藩では、公文書でさえ薩摩藩という言葉をつかう場合、おうおう、

「薩賊」

　と書く。

「しかしもうご懸念は要りません。桂君が足下に会って腹蔵なく語りたいと言い、山口の政庁から出てきていま下関で待機しているのです」

「ほう、桂君がつつがなくお国へ戻っちょられますか。それはようごわしたな」

「そんなことはどうでもよい。桂君はそこまで誠意をつくしているのです。むろん、お会いくださいましょうな」

　中岡の快弁、といわれた。言葉にむだがなく、畳みこむようにずばずばと切りこんでゆくのが「中岡の快弁」である。

「お会いしもすとも」

　西郷はうなずき、すぐ藩の汽船の手くばりをした。

　十六日に出帆した。

　十七日は日向兎ノ浦で風待ちし、十八日は豊後佐さ賀がの関せきに寄港した。下関はもはや目と鼻のさきである。

　ところが、ここまできてから、西郷はにわかにぐずつきはじめたのである。

「中岡さァ、どうも申しわけ無かことが出来もした。いまからすぐ京へ来い、ちゅう手紙が来ちょります。コヤ、残念ながら下関へは寄れもさんな」

　西郷の表情には、冴えぬものがある。中岡の眼からみても、つくりごとをいっていることがわかった。




「中岡、落ちついて話せ」

「落ちついている」

　と、中岡は蒼い顔でいった。

「それで？」

「ふむ。船上でおれもずいぶん西郷に詰め寄った。下関にも寄れぬほどの火急の用とはいったいなんだ、とすこしあの巨漢には気の毒だったが問いつめてみた」

「長州再征のことでごわす」

　西郷のいうところでは、将軍が京にむかって西上しつつある。めざすは長州だが、「この無謀の出兵をやめさせねばならん」

　と西郷がいうのである。

　中岡はあきれ、

「そのためにこそ薩長連合ではないか」

　とたたみかけると、西郷は、

「そのとおりだ。しかしいま下関で桂君と会うよりも急務が京にある」

　といった。

　とにかく、将軍の無謀の出兵をやめさせる勢力は、朝廷しかない。しかし公卿は弱腰で幕府の言いなりになるだろう。そこでいそぎ京にのぼり二条関白以下の有力公卿を歴訪し、

「このたびの長州再征は無名の師（大義名分のない出兵）で、薩摩藩は加わらないのみならず、反対である」

　という旨をしっかりたたきこんでくる、と西郷はいうのである。

「しかしそのことについては大久保（一蔵）君が京にいて八方奔走しているではないか」

　と、中岡がさらに突っ込むと、

「その大久保から手伝いに来いといってきたのだ」と西郷は強弁した。

「では、ほんの一時間でよいから下関に寄港し桂に会ってやってくれまいか」

「いや、会いたいのはやまやまだが、いずれ機会があろう」

　と西郷はあくまで動かず、さすがの中岡もさじを投げた。

　そのまま中岡は下船し、漁船をやとって海峡を越え下関にやってきた、というのである。

（西郷、変心したな）

　と、竜馬は、一瞬おもったが、すぐおもいかえした。

（こちらに無理があったのだ）

　中岡が、この刃物のような舌で理詰めにつっこんでゆくと西郷も立たざるをえなかったのであろう。押しきられたようなかたちで船に乗ったにちがいない。それがだんだん船中で考えているうちに冷めてきて、

（なにもわが薩摩藩から長州の軍門へ出かけてゆくことはない。出かけてゆけばこちらの負おい目のような形になるではないか）

　と、藩の体面を重んじたのであろう。それに、土州浪士中岡慎太郎の口さき一つでひっぱり出され、のこのこ下関くんだりまでいったりすれば、薩摩憎しの長州人がぞろりとやってきて思わぬ恥をかかぬでもない。……

（そう考えたのにちがいない。あの男もまだ薩摩一点張りの迷妄にとりつかれている）

　と竜馬はおもいつつ、とりあえず中岡をなだめにかかったが、中岡はふりきるように、

「だめだ、桂が怒る」

　桂が怒れば永久に薩長連合は遂げられず、日本は暗黒の淵ふちに沈むだろう、と中岡はいった。

　そこへ桂小五郎が入ってきた。




　余談だが、土佐人は山岳型と海洋型にわかれているといわれる。

　普通、山岳型の代表的人物を中岡慎太郎とし、海洋型のそれを坂本竜馬としている。

　きちょうめんで計画性に富んでいるが、輪郭が明瞭すぎてひろがりがなく、融通がきかない、というのが山岳型。

　中岡のあやまりかたは、それだった。

「桂君、申しわけない」

　と、真っ四角になり、いまにも腹を切りかねない血相だった。

「西郷君は、来なかった」

「えっ」

　桂は、中腰になった。両手が怒りでぶるぶるふるえている。

　中岡はくわしく説明した。が、桂の耳には入りそうにない。

「もう、説明なぞはよい」

　桂は、怒気をふくんでいった。

「西郷が来た、来ん、それだけのことだ。いきさつなどは聞きたくない。中岡君、だからこそ僕はきみらの提案をきいた最初から、事の成じよう就じゆを疑っていたのだ。それを君らがやいやい言うものだから、つい乗った。長州は屈辱をうけた」

　掻いたのは恥だけだった、と桂はいった。

　美人がいる。仲人の竜馬と中岡が、たのまれもしないのに長州という男に縁談をもってゆき、半信半疑ながら見合の席で待っていると、相手の美人はついに来なかった。男の面目のこれほどさがることはないだろう。もともと美人のほうは、こちらをなんとも思っていなかったのである。

「申しわけない」

　中岡も、みじめな仲人だった。滑稽といっていい。

「申しわけないで済むか」

　桂は腹だちまぎれに、喧嘩言葉になった。

「長州藩に、僕は掻かでもの恥をかかせたことになる。このやりきれない気持を、他藩人の君にはわかるまい」

「わかっている」

　と、中岡は真赤になっていたが、桂の怒気はおさまりそうになく、

「中岡君、申しておく。長州じゃ、もともとひとりも薩摩の豚と手を握ろうという腹をもっている者はいないんだぞ。奇兵隊の隊長連中などは、薩州と手をにぎるほどなら、洋夷の靴を頭にいただいたほうがましだ、といっているほどだ。藩公父子も、ほぼおなじお気持であられた。そこを、わしが必死に説き、やっと下関で西郷と会う、ところまで漕ぎつけた。帰ってわしはなんと弁明できるか。本来なら腹を切らねばならぬ」

「わしが腹を切ってもいい」

　と中岡はいった。が、桂は、

「君は土佐人ではないか。他藩の者が腹をきってもなんの役にも立たぬ」

「言うなあ」

　と、竜馬はげらげら笑いだした。

「そのくらい怒声を投げつければ、そろそろ腹の虫もおさまるだろう」

「坂本君」

「まあ、わかった。わしに妙案がある。長州興亡に関する案だ」




「聴くか」

　と、竜馬が桂にいった。

　桂は、すわりなおした。言うだけいったあとだから、妙に顔が白い。

「聴こう」

「腹立ちは、おさまったか」

「おさまらぬ」

　と、桂は元気をうしなった声でいった。がなまこのようにとらえどころのないこの竜馬にむかって、どうもうまく罵声が出ない。

「では、おさまってから言おう」

　と竜馬はつるつると顔をなでた。桂は焦じれた。「長州興亡に関する妙案」という標題までつけて言わないというのは、「卑怯ではないか」といった。

「怒っている相手にいっても仕方がないさ」

「いや、もう怒ってはおらぬ。気持はだいぶ鎮静している」

「長州藩は、幕府と戦う。十中八、九、長州の敗けだ。が、勝つ法はある。軍艦と洋式銃砲を買い入れることだ」

「わかっている。しかし、買えぬものはどうにもならぬ」

　当然なことだった。日本の公認政府は幕府である。潜在政権は京都朝廷である。その二つから敵としてあつかわれている長州藩に、外国商社が兵器を売ることはできない。売れば、日本で商売ができなくなってしまう。

「薩摩藩の名目で買えばよい」

　と、竜馬はひどく飛躍したことをいった。

「ばかな。その薩摩がたったいまいったような態度ではないか」

「桂君に、おれの亀山社中のことはいわなかったかな。おれは、薩摩藩から商売をまかされている」

「聞いた」

「ならばたしかなことではないか。おれの亀山社中が軍艦を買えば、薩摩藩が買ったとおなじではないか。それをそのまま長州へまわす」

「………」

「アメリカ合衆国では、南北戦争が済んだ。戦争中に大量につくりすぎた銃砲の始末にこまり、武器商人が上海にやってきて、そういう銃砲をどんどん港の倉庫に積みあげている。それをごっそり長州藩が買い入れて幕府と対抗すれば、火縄銃しかもたぬ幕軍なんぞはいっぺんに吹っ飛ぶさ」

「ほう」

　桂はひざを乗りだした。

「ほんとうにそれができるか」

「できる。おれが土州の連中を中心に亀山社中をつくったのもそれがためだ。おれの社中を中心に、薩長が手をにぎる。つまりまず商いの道で手をにぎる。そこでおたがいの心底がわかれば、同盟ということになる」

「ふむ」

　桂は、眼をかがやかせた。竜馬はさらにいった。

「よく考えてみれば、この下関で西郷がきて君と握手し、いきなり薩長連合をとげる、というのははじめからむりさ。その無理を承知でサイコロをふったわけだが、思うような目が出なかった。世のことは偶然を期待してはいかん。桂君、きみもそうやたらと腹を立てないほうがいい」

「頼む」

　と、桂は竜馬の手をにぎった。




三 都 往 来











　このばあい、三都とは、京都、下関、長崎のことである。

　竜馬は、下関で桂（小五郎）と約束してから、まるで働き者の行商人のように働きはじめた。

　まず、下関で桂とわかれるとすぐ、長州藩の飛脚をたのみ、長崎の亀山社中の同志に急報を送った。

「軍艦を一隻、買い入れよ」

　という件である。

　事情も、つぶさに書いた。さらに長崎の薩摩屋敷にまだいるはずの同藩家老小松帯刀にも手紙をかき、事情をくわしく述べ、

「諸事、たのむ」

　と申し送った。

　折りかえし、それぞれから「引きうけた、協力する」という幸こう便びんがきた。

（しめた）

　と竜馬は横手をうち、すぐ逗留中の白石家で馬を借り、桂のいる山口にむかって一散に走った。

　中岡も、馬を駆って竜馬の横を走ったが、竜馬ほどにはうまくはない。

（妙な男だ）

　駈けながら、中岡はおもった。

　維新回天の業とは──と中岡は思う。同志と議論したり、京で佐幕派に天誅を加えたり、公卿を操縦したり、新選組とたたかったり、天誅組の義挙にくわわったり、蛤はまぐり御ご門もんで幕軍と衝突したり、することだ、とおもっていたし、中岡や土佐浪士たちは、そういう血なまぐさい修しゆ羅ら場ばを斬りぬけ、いまもその意識のなかにいる。

（が、この男のやりかたはちがう）

　薩長連合ひとつにしても、主義をもって手をにぎらせるのでなく、実利をもって握手させようというのである。生いく野の義挙や、天誅組義挙とはまるでちがった回天の方式だった。ひどく現実的なのである。

「なるほど、竜馬、わかった」

　と、馬首をならべながらいった。

「なにがだ」

「お前まんの行き方がだ。わしは薩長連合を考えたときに、おなじ尊王主義の両藩がいがみあっているのはおかしい、考えが同じなら一つになるべきではないか、と思い、その方角から手をにぎらせようとした」

　観念や思想から入った、という意味である。

　ところが竜馬は、利害問題から入ってゆく。薩長の実情をよく見、犬と猿にしてもどこかで利害の一致するところはないか、と見た。それが、兵器購入の一件である。長州もよろこび、薩摩も痛つう痒ようを感じない。そこからまず糸を結ばせた、というのは、中岡などが経てきた志士的論理からはおよそ思いもよらぬ着想だった。

「志操さえ高ければ、商人のまねをしてもかまわない。むしろ地球を動かしているのは思想ではなくて経済だ」

　という意味のことを、竜馬は土佐弁でいった。

　やがて、山口の藩庁につき、桂をよび出し、

「たれか、物の見える男を人選して、すぐ長崎へやってくれんか」

　と、竜馬はいった。




　長崎で軍艦を買う、といっても、どんな軍艦を、どのくらいの値で、ということは長州にいる竜馬には見当がつかない。

　すべて、亀山社中の同志と薩摩藩家老小松帯刀が、しかるべくやるだろう。

　が、実際に買うのは、長州藩である。当然なことながら、長州藩から人が出張せねばならない。

「その人選だが」

　と、竜馬は山口郊外湯田温泉の宿で、桂にいった。

「理屈ばかりの頭でっかちはこまる」

　と、竜馬はいった。観念主義でない男をのぞんだ。尊王攘夷のこちこちや、薩摩ぎらいで頭に血がのぼっている男は、軍艦という大きな買物はできないし、また行ったところで薩人と喧嘩をするばかりだろう。

「物の見える男」

　とのぞんだのは、そのことである。

「ちょうどいいのがいる」

　といって、その翌朝、桂がつれてきたのはふたりの若者である。

（韓から人びとではないか）

　と、竜馬がうたがったほど、ふたりとも頬骨が高く、眼がつりあがっている。

「こちらが井上聞もん多た、むこうが伊藤俊輔という」

　と、桂が紹介した。さらに竜馬を指し、

「こちらが土州の坂本先生だ」

　といった。竜馬は照れた。

　井上聞多は、竜馬と同年である。維新後井上馨かおると名乗り、財政通として知られた。大正四年歿、侯爵。

　井上は上士階級の出身だが、伊藤俊輔は下士階級でさえない。百姓の出で、年少のころに侍屋敷の走りづかいなどし、たまたま隣家の子弟だった吉田稔とし麿まろ（池田屋ノ変で闘死）がこの男を愛し、故吉田松陰のもとにつれて行った。

「俊輔、周旋の才あり」

　と松陰はそんな点をほめている。周旋とは政治的な折せつ衝しようといっていい。

　俊輔に身分がないのを師の松陰は惜しみ、士分の来くり原はら良蔵の家来につけ、さらに来原の死後は桂がひきとって家来の名目にした。むろん、藩での発言権を得させるためで、事実上の家来ではない。

　駈けだしの志士のころは、人のあとにくっついて暗殺や外国商館の焼打を手つだったりしてわけのわからないことをしていたが、やがて藩の秘密留学生として苦力クーリー同然の姿で英国へ渡った。同行は井上聞多である。ほどなく馬関（下関）海戦のために帰国し、長州藩における貴重な海外通になっている。

「では、両君に頼もうか」

　と、竜馬が、亀山社中同志一同への紹介状と、長崎駐在中の薩摩藩家老小松帯刀への紹介状をそれぞれ一通ずつ書いて渡し、

「長州人と知られては、生命の危険がある。長崎では、薩摩屋敷に潜伏し、薩人としてふるまいたまえ」

「はい」

　と、伊藤俊輔は元気のいい声を出した。まだ数えて二十五歳である。この男はのちに伊藤博文と名乗り、明治四十二年歿。公爵。




　日ごとに、夏にむかっている。

　長州山口で桂らと話したあと、十日後には竜馬は日ざかりの伏見街道を京にむかって道をいそいでいた。

　寝待ノ藤兵衛が、みじかい脚を小走りに動かしながらついてくる。そのうしろには、中岡慎太郎。

「旦那、京はご浪人の地獄だといいますぜ」

「そうらしい」

　途中、いくつか関門をこえてきた。会津藩、桑名藩、大垣藩、新選組、見廻組などが、幕命をうけて長州人や長州系浪士の潜入を警戒している。

　そのつど、竜馬と中岡は、

「薩摩藩士」

　と、偽称してきた。

　どの関門でも、ふたりとも顔色もかえずにいう。むこうがなにかたずねても、はげしく首をふって、

「わからん。何バ言うちょるかわからん。国から出てきたばっかりじゃで、わからん」

　と早口の薩摩弁をつかって押し通った。事実、藩外に出たばかりの薩摩郷士のなかには普通の言葉の通じぬ者が多い。

「なんじゃ、芋いもか」

　と、みな小声でささやき、通過させてしまう。それに、いま薩摩は、表面幕府と手をにぎりつつ京都政界を牛耳っているだけに、

（ちょっと臭いな）

　とおもっても、いざこざをおそれて通してくれる。

　難なく、錦小路の薩摩藩邸に入った。

　西郷は不在だった。会津藩との会合で三本木に出かけており、夕刻には帰るという。

　ふたりは、大いに優遇された。どちらかといえば貴人でも迎えるような接待ぶりで、お茶坊主が一人つき、湯殿の用意、酒しゆ肴こうの支度など、鄭重をきわめた。

　高崎佐太郎という、京都における諸藩応接係をつとめている若者が、

「両先生は、お聞きおよびかと存ずるが、幕府はこういう肚でいるようです」

　と、最近の幕府情勢を教えてくれた。

　それによると幕府はこんどの長州再征にあたって、長州をつぶすつもりだという。

「つぶして？」

「天領（幕府領）にし、それをもって海軍費用にあてる、といいます。ちかごろ幕閣をにぎってしまっている小栗上野介の案のようです」

　幕府は、こんどの征長に興廃をかけているようだった。長州を攻めほろぼしたあとは、同藩の勤王党および中岡ら長州に亡命している浪士をことごとく死罪にし、大宰府にいる三条実さね美とみ以下五人の亡命公卿は八丈島に流すことになっている。

「薩藩の方針はすでに決定してます。おきき及びかと存ずるが、幕府の長州再征はあくまで私闘であるとし、断乎として出兵に応ぜずという態度でいます」

「つかぬことを聞きますが」

　と、竜馬はいった。

「薩藩は、ことし米が不作らしゅうござるな」

「はあ？」




　たしかに、薩摩は米が不作だった。

　もともと薩摩国は、米がとれにくく、甘い藷も、ひえ、あわが、主食になっている。相当な武士の家庭でも、いもをのぞいてはその食生活はなりたたない。

　しかし、こまったことがある。

　この藩は内実は時勢の急変にそなえ、表むきは京都守護のため、いま、国もとから大量に藩兵を京にのぼらせている。

（かれらは京でいもを食うか）

　と、竜馬は考えたのだ。

（まさか、食うまい）

　と見た。たださえ、諸藩の士から、いも侍などと蔭口をたたかれている。花の都でいもを食っていては藩の人気にかかわるし、大きな顔で京都政界の一方の旗がしらなどといばっていられまい。

（米を食うはずだ）

　その米がない。なるほど高い金さえ出せば大坂や大津の米問屋からいくらでも買える。しかし、財政観念の発達しすぎているといっていい薩摩藩が、みすみすそんな高い米を藩兵に食わせるのはつらかろう。

「じつは安い米がござる」

　と、竜馬がいった。このあたり、勤王の志士かブローカーかわからない。

「ほほう、耳よりでござるな」

　と、高崎佐太郎は身をのりだした。かれは家か中ちゆうきっての歌人で、のちに宮中御お歌うた所どころ寄より人うどとなり、明治帝の歌の御相手をした。しかし若いころは理財のほうにも多少の興味があったらしい。

「どこの米でござる」

「いや、それはまだわかりません」

　と、竜馬は言葉をにごした。

　竜馬の胸中にあるのは長州の米である。長州は米どころで、表おもて高だか三十六万九千石とはいえ二百年来の開墾、干拓事業のおかげで実高は百万石をこえるといわれていた。その米をいくらか薩摩藩の京都駐在軍の兵ひよう糧ろうにまわせ、と竜馬は説くつもりである。

　──もしそれが実現すれば。

　と、竜馬はおもう。その米は重大な意味をおびることになろう。

　なにしろ、薩摩の京における大軍駐屯の最大の意味は、幕府を牽制して長州再征をやめさせることにある。

　長州にとってこれほどありがたいことはない。その礼として、安い米を兵糧として京へおくる。

（米を通じて、長州人の薩賊憎しの感情もやわらいでくるであろう）

　というのが、竜馬の着想だった。この男は勤王論議をするよりも、こういうことで着々と薩長連合──討幕、という大構想を積みあげてゆこうとしていた。

　夕刻、西郷がもどってきた。

「やあ、坂本さァか、それに中岡さァも」

　と、西郷は顔の汗をぬぐいもせずに入ってきて、

「下関へ行かずに悪いことをしもした。手をついてあやまりもす。そいで、仲なこ人うどどんが、拙者共の罪を鳴らすために追っかけて参らせたか」

「その仲人の一件」

　と、竜馬はいった。

「当分は休みじゃ」




「休み？　この西郷を相手の仲人はもうごめんじゃと申されるのか」

　と、西郷は言い、とたんにその眼が幼児のようにはにかみ、頬に赤々と血がのぼった。

　西郷とは、妙な男である。たしかに西郷は、下関で桂と会うと中岡と約束し、佐賀関まできて言葉を変えた。その食しよく言げんを、竜馬がおこっているとおもった。

（この人を怒らせた。たしかに俺おいがわるい）

　と、ずきりと思ったらしい。

　そう思うと少年のように顔をあからめ、身も世もないうろたえかたを示す。

（ふしぎな男だ）

　と、竜馬は観察した。

　おもしろいのは、そのおなじ西郷が、片方では、顔色もかえずに権けん謀ぼう術じゆつ数すうの大芝居をうつということである。極度に大人な部分と、幼児のようなあどけなさが一つの人格に同居している。

　西郷の魅力は、この相反するものがこの男の人格のなかでごく自然に同居し、間断なくその二つの顔が出たり消えたりし、さらにそれがきらきらと旋回するような光こう芒ぼうを発するところにあるらしい。これがために薩南の健児が、殿様のためよりむしろ西郷のために命をすてたがっている、という奇現象がうまれるのだろう。

「いやいや」

　竜馬までが、この西郷のあまりのあどけなさにろうばいした。

「そうは申しちょりません。ただ時期が早すぎた、と気づきました。休むというのは、縁談をちょっと中休みして、それよりも双方どうしても添い遂げたいという気持になるような工夫をしたい、という意味です」

「ああ、ひと安あん堵ど」

　と西郷は笑い、かたわらの吉井幸輔、中村半次郎のほうをむき、

「なんぞ、肴さかなはないか」

　といった。

　藩邸の賄まかない役人にきくと、干物ならある、という。それが台所から運ばれた。

「なぜ、佐賀関で気持をかえたか」

　という意味のことを竜馬はきくと、西郷は笑って答えず、

「どの藩でも、守旧頑迷の佐幕派というものが居い申もす」

　とだけいった。要するに西郷は、島津久光をもふくめて、国もとの門閥家の了解をとれなかったのであろう。大公儀の敵である長州と手をにぎる、ということは常識では考えられぬことである。勝手に西郷だけが手をにぎれば、独走になってしまう。

「話はかわるが」

　と、竜馬は、長州藩が長崎で買いつける軍艦銃砲は薩藩の名義にしてもらいたい、そのことは長崎出張中の貴藩家老小松帯刀どのにたのんであり、すでに長州から井上聞多、伊藤俊輔という者が買いつけ方に出張しているはずだ、と事後承諾をもとめた。

「結構でごわすとも。すでにあなたの亀山社中に薩藩の名義をお貸ししてある。その名義をどのような目的におつかいなさろうとも、薩摩藩はたれひとり苦情はいわぬ」




　一方。──

　長州藩の密使井上聞多、伊藤俊輔が長州下関を発したのは、七月十六日である。

　和船で、九州へ渡った。

　ふたりは、同志のあいだでは神酒おみき徳どく利りといわれている。どこへゆくにも二人づれで、とほうもなく女好きという点でもうまが合っていた。適度に軽口で、適度に度胸がある。弥次郎兵衛、喜多八、といった仲なのである。

　船上、伊藤は、

「なあ聞多よ」

　と、井上の顔をみていった。

「暑うても、あみ笠はぬぎなさるなや」

「心得ちょるわな」

　井上聞多はいった。顔の右頬から唇にかけてざっくりと深い傷きず痕あとがある。このつらを曝さらして道中すれば、

（何者か）

　と、宿などであやしまれるであろう。

　いや、傷は顔だけではない。もろ肌ぬぎになれば体中、刀きずだらけであった。

　傷のいきさつは。──

　去年（元治元年）九月二十五日の夜八時すぎ、藩庁を退出し、山口郊外湯田の自宅にかえるべく袖そで解とき橋ばしの手前まできたとき、

　──聞多さんでありますか。

　と、闇のなかから数人の武士がでてきてきいた。そうじゃ、と答えると、一人が背後から組みつき、他の数人が白刃をあげて、聞多の体をめったやたらと斬りつけた。初太刀は背に受けたが、さいわい大刀が背にまわっていたため刃がそれにあたり、血こそ噴出したが、傷は、背骨にわずか一センチほどのところでとまった。さらにたちあがるところを、ぐわんと後頭部に一刀受け、さらに顔をやられ、ついで脚を払われ、胴を切り裂かれたが、これもさいわい、ふところに銅製の懐中鏡を入れていたので、それに刃があたって致命傷にはならなかった。

　この懐中鏡は、京の松まつ儀ぎという小間物屋の調製で、ゴブラン織の華麗な縫取袋に入れられている。聞多のなじみだった京の祇園の君尾という芸妓に餞せん別べつとしておくられたもので、奇蹟といっていい。

　そのあと、付近の農夫の手で家にかつぎこまれ、二人の医師がよばれたが、手のつけようがなかった。そこへたまたま訪ねてきた美濃出身の浪士所ところ郁いく太た郎ろうが、

「うまくゆくかどうかわからぬが、おれが縫ってやろう」

　と、四時間ばかりかかって五十針ばかり縫い、数日看病した。所郁太郎は翌慶応元年三月、長州での奔走中赤痢で死んだが、もともと医者あがりの志士なのである。

　下手人は藩内の俗論党の連中だったが、ついに姓名はわからない。

　その後、こんどは過激攘夷派の連中からねらわれ、人足にばけて別府へ逃げ、土地の灘なだ亀かめという親分のもとに身をよせていたとき、この傷のおかげでちょっといい顔だった。聞多自身は、「人の女房と密通したためこんなぐあいにされた」などとばくち打ちどもに言っていた。

　なににしても命いのち冥みよう加がな男なのである。

　ふたりは大宰府に足をとめた。




　このいわば、楽天的なふたりの長州人が筑ちく前ぜん大宰府に立ち寄ったのは、そこに土佐浪士たちがいるからである。

　三条実美に拝謁し、長崎ゆきの秘密をうちあけると、

「待っていた」

　と、三条も従士たちも、くわしく知っていた。

「薩摩の名義で長州が軍艦銃砲を買う一件、坂本竜馬からくわしくきいている」

　と言い、長崎の亀山社中までの案内を、土州人楠くす本もと文吉がひきうけることになった。

　しかも、

「長州人では道中があぶない。薩摩藩士に化けて行ったほうがよい」

　と、土方楠左衛門が世話をし、大宰府にきている薩摩藩篠しの崎ざき彦十郎、同渋谷彦助の了解を得てくれた。みな、ひどく親切だった。

　十九日、大宰府出発。

　二十一日、長崎潜入。

　この用務が、維新前における井上馨、伊藤博文の最大のしごとであった。

　長崎へ入ると、すぐ竜馬の党「亀山社中」が本拠をかまえている亀山へのぼった。

　石段をのぼりながら、

「俊輔よ」

　と、井上聞多が小声でいった。

「長崎は、妓おなごがようて安いそうじゃの。これはたのしみじゃ」

「傷にさわるぞ」

「あほうめが。好きな道なら傷にも薬ぞい」

「聞多、ほどほどにせい」

　と、伊藤俊輔がいった。

「こんどは女を買いに参ったのではない。軍艦をば買いに来とる」

「わかっとる」

　ふたりは、亀山社中についた。

　軒の傾いた小さな借家である。

（なんじゃ）

　と、ふたりはこの家の貧弱さにあきれた。

（坂本竜馬が、亀山社中亀山社中と言うけん、どれくらいの館やかたかとおもうたら、これかい）

　なかに入った。

　奥六畳の間に通されると、竜馬の乾こ分ぶんたちがつぎつぎに入ってきて、あいさつした。そのなかで、

「拙者が土州人近藤長次郎」

　といった男がある。

　みるからに、目から鼻にぬけるような秀才面であった。

　竜馬は、平素、

「饅まん頭じゆう屋や」

　とよんでいた。

　饅頭屋は相当な蘭学通である。英語も多少できる。それを竜馬は見こんで、

「長州軍艦買いつけの一件は饅頭屋どんがやるように」

　と下関からの手紙で指令していた。

「長崎ご滞在中は、拙者がおひきまわし致します」

　と、饅頭屋はいった。

「とりあえず、今夜からのお宿へご案内いたしましょう」

「宿はどこでありますか」

　と、聞多と俊輔がきいた。「薩州屋敷でござる」と、饅頭屋がおごそかに答えた。




　その饅頭屋どんについて。──

　高知城下、竜馬の生家の裏側の道路には、水道がながれている。だから一帯を、水道町といった。

　水道町に、大黒屋というまんじゅうやがある。長次郎はその家の子である。

　少年のころから、

「饅頭屋長次郎」

　と町のひとからよばれていたのは、かれ自身、箱にまんじゅうを入れて売りあるいていたからである。乙女姉さんなどは大のまんじゅう好きで、

　──あ、長次郎どんが通っちょる。

　とさわいで、竜馬の乳母のおやべさんなどを走らせたものだった。

　その長次郎は、まんじゅう売りをやめて学問をしたり、絵を習ったりしはじめた。絵は河田小竜につき、ついでに小竜から外国事情の伝授も受け、その塾で、江戸での剣術修業から帰ってきた竜馬と知りあったりした。

　その後、上士由ゆ比ひ猪い内ないの若党になって江戸にくだり、漢学を安あ積さか艮ごん斎さいに、洋学を手塚玄海に、また砲術を高島秋しゆう帆はんにまなんだ。

　藩ではその秀才ぶりに驚嘆し、町人ながらも苗みよう字じ帯たい刀とうをゆるし、終身二人扶持と年金十両をあたえて学習させた。土佐藩ほど階級にやかましい藩が、一いつ介かいの書生をその学問のゆえに武士待遇にした、というのはめずらしいことである。

　竜馬の江戸塾時代、脱藩してたよってきたためこれを勝の塾生とし、航海術をまなばせた。その後、竜馬とともに長崎へ。

　というのが、おもな経歴である。長崎では上杉宋次郎という変名ももちいており、伊藤博文、井上馨などの書簡集に出てくる「土佐人上杉宋次郎」とは、この饅頭屋のことである。

　あまり笑わない男で、いつもしかつめらしい顔で歩いている。異常に向上心がつよいため、多少利己的で、同志との仲はあまりうまくいっていない。

　高杉晋作などは、のちにかれと対面したとき、

「一見致し候処ところ、すこぶる才子の様に思はれ候」

　とかいている。

　竜馬は竜馬で、のちにその手帳のなかで、

「術数（手て練れん手て管くだ）ありあまって至誠足らず」

　と書いた。

　もっとも竜馬は、悪意はもっていなかったらしく、国許の乙女姉さんに長崎の亀山社中のことを報じた手紙にも、

私どもと一緒にやっているなかで、とりわけ盛んなのは、二丁目（高知本町筋）の赤づら馬之助と水道横町（竜馬の生家の裏）の長次郎、高松太郎。それに望月亀弥太は死しにたり（池田屋で）。

　と、ほくほく悦に入ったような筆調子で書いている。

　その饅頭屋が、井上聞多と伊藤俊輔のふたりを長崎の薩摩屋敷につれてゆき、そこに潜伏させ、おりから藩船海門丸で帰藩しようとしていた家老小松帯刀にもひきあわせた。

　薩摩側は、歓待した。

　そこで饅頭屋どんが、

「御両所、どうでござろう」

　と、才子らしい提案をもちだした。




「なんでござるィ？」

　と、井上聞多がきいた。

　饅頭屋どんは膝をのりだし、

「軍艦、銃砲の買いつけぐらいなら、わしひとりで大丈夫です。されば、おふたりのうち一人は長崎に残られ、ひとりは小松帯刀殿とともに薩摩へくだられては？」

「えっ、薩摩へ」

　長州人が、仇敵の仲の薩摩へ、本国のゆるしもなく入るというのはどうであろう。

「そうなされよ。薩摩を見、薩摩人を多く知れば、自然、感情も溶け申す。そのために薩摩へ参られよ」

　饅頭屋は、かたくるしい侍言葉がだいすきである。噛みつくように説いた。

　小松帯刀も、「それは良策、ぜひわれらが国を見てくだされ」とすすめた。

　聞多と俊輔は、顔を見あわせた。俊輔はすばやく、

「わしは長崎に残る。聞多は薩摩へゆけ」

　と叫んだ。

（しまった）

　と、聞多はおもい、俊輔の顔をにらみつけた。長崎は妓楼はあるが、薩摩にはない。俊輔ひとりでいい目をするつもりであろう。

　翌日、軍艦買いつけに出かけた。

「どこで買うのであります？」

　と、俊輔は饅頭屋にきいた。

　饅頭屋は得意そうに、

「大浦海岸でござるよ」

　大浦海岸には、欧米の貿易商人の商館がずらりとならんでいる。

「英国人で、グラバーという者です。大浦海岸最大の商館で、すでに話はつけてあります。けさも社中から高松太郎などが行っていて、われわれの行くのを商館で待っています」

「それはなにから何までどうも」

　と、聞多がいった。

　海岸までゆくと、なるほど、この一角だけが西洋のようであった。ずらりと、二階建、三階建の木造洋館がならび、北はすぐ港の波は止と場ばになっている。

「これは」

　と、饅頭屋は、通りすぎてゆく洋館の一つを指した。

「ハルトマンの商館といい、われわれはこことも懇意です」

　やがて英人トーマス・ブレーク・グラバーの商館の前まで来ると、社中の高松太郎が立っていて、なかへ案内した。竜馬の姉千ち鶴ずの子である。

　グラバーは待っていた。

　一同を奥の私室に案内し、愛想よく接待した。

　会話はさほど不自由しなかった。聞多、俊輔はわずかな日数とはいえロンドンに行っていたし、饅頭屋も片ことながらしゃべれるし、グラバー自身もすこしは日本の武士のことばが理解できた。

「引きうけましょう」

　と、グラバーはいった。

「物を売ることはセッシャの仕事ですから」




　商談はうまくすすんだ。

　聞多と俊輔は、饅頭屋のたくみな口添えを得つつグラバーとのあいだで、まず小銃からはなしをきめはじめた。

「一挺、五両です」

　と、グラバーがいうと、饅頭屋は「ノーノー」と叫び、

「そんな安いのはだめだ。そいつはゲベール銃だろう」

　といった。ゲベール銃とは、発火装置が火ウチ石式になっている。引金をひくと現こん今にちのライターのようにバチッと火を発し、それで銃尾の火薬が爆発し、弾がとぶ。ただ銃口から弾をころがしこむ式で装そう填てんに時間がかかり、しかも、命中精度がひどくわるい。この式が、欧州の陸軍国の制式銃であった。

　日本の幕府の洋式装備軍も、おもにこの銃なのである。

「ゲベールが一挺五両とは、安いではありませんか」

　と聞多が小声でいうと、饅頭屋は手をふり、

「あれは世界的にやすくなっているのですよ。しかしゲベール銃では長州は幕府に勝てませんよ」

　饅頭屋は、すでに欧米ではミニエー銃というのがあらわれていることを知っている。これは従来の小銃史を革命せしめるもので、元もと込ごめ式しきであった。しかも弾にはじかに火薬筒がついており、引きがねをひくと撃げき針しんが動き、雷らい管かんを打ち、その爆発によって弾がとぶ。命中精度はひどくよく、それに操作が簡単で、ゲベール一発うつあいだに、ミニエー銃なら十発はうてる。つまりこれを装備すれば、長州兵一人が幕兵十人に匹敵する、というものであった。

「ミニエー銃はあるか」

　と、饅頭屋はグラバーにきいた。

「ある。上シヤン海ハイからとりよせる」

「いくらだ」

「十八両」

　と、グラバーはいった。

　なるほど、ゲベール銃よりもひどく高い。が、その値だけのことはあるだろう。饅頭屋は「十八両は高い。まけろ」と交渉しはじめたが、聞多と俊輔はとめ、

「武士の買いものに、値切るのはおかしい。それが正当な価格なら、それでいい」

　といった。

　数は四千三百挺、ということにきまった。七万七千四百両である。

　饅頭屋はさらに、聞多と俊輔に、

「どうせ安いんだ、ゲベール銃も三千挺ばかり買っておきなさいよ」

　とすすめた。

「ゲベールは役に立たぬ、と足そつ下かはいま申されたばかりではないか」

「いや、使いようによる。軍を進めるとき、前隊に持たせ、ぐわぐわーん、と一斉射撃で敵をおどしてから、中隊のミニエーが躍進し狙撃する。要するに用いかたです」

　と、饅頭屋は、高島秋帆に洋式砲術をまなんだだけにそんなことにもあかるかった。

　そこで、ゲベールも三千挺買うことにし、商談は軍艦のほうに移った。




「チョウシュウ様のために、よい艦ふねがあります。見せましょう」

　といって、トーマス・ブレーク・グラバーは席を立ち、部屋に据えられている金庫の把とつ手てをつまんだ。

「そのうおう・しっぷは」

　伊藤は、片ことの英語でいった。

「この長崎港には存在せざるや」

「上海に繫けい留りゆうしている」

　グラバーは、日本語で答えた。この英国人は、かつて長崎淡路屋の抱え芸妓だったお鶴を妻にしているせいか、発音がわりあいなめらかである。

「あい・すィ」

　と、伊藤はもっともらしくうなずいた。横で井上聞多が、英語はよせ、と袖をひいた。

「これです」

　と、グラバーは、軍艦の写真つきのカタログを、卓子テーブルのうえにひろげた。

「上杉殿」

　と、井上聞多が、まんじゅう屋の近藤長次郎をかえりみて、眼顔でいった。

「自分たちには軍艦のことはわからぬゆえ、鑑定めききをたのむ」

　という意味である。

　木造蒸気船で、船のながさは二十四、五間あり、さほど大きい軍艦ではない。船籍は英国で、船名はユニオン号という。

（旧式だな）

　と、まんじゅう屋はおもった。ここ一、二年来、列強の軍艦はほとんど鉄張りになり、木造船は旧式化した。そのため火砲をはずして売りに出ているのだろう。

　余談だが、幕府海軍の軍艦もすべて木造船である。鉄張りの軍艦は幕府がのちに米国で買い、それを横浜へ回航したときはすでに幕府が瓦解し、上野の彰義隊戦争がはじまろうとしていた。このため、この甲鉄艦は宙にまよい、やがて新政府のものとなり、東北平定戦を推しすすめる上で花形軍艦になった。この艦はのち東あずま艦かんと名づけられ、日清戦争の段階でも現役艦として活躍している。

（幕府と戦うにはこの程度でよかろう）

　ともまんじゅう屋はおもった。

　とにかく幕軍はすでに大坂まできている。長州にとっては、なにがなんでも軍艦らしいものが早急に要るのである。

「進水して、どのくらいに相成る」

　と、まんじゅう屋がきいた。

「七年」

　グラバーが答えた。船齢七年というのは、この時代の蒸気船としては老朽といってよかった。蒸気罐ボイラーが痛みやすいのである。

「あと、二、三年は使えるでしょう」

　グラバーは、そこは正直にいった。

　井上聞多、伊藤俊輔のふたりは、「そのほか適当な軍艦はないか」ときくと、グラバーは、「国もとにならある」といった。

　それでは回航に時間がかかりすぎる。長州藩としては今日あすにもほしいのである。

「きめた」

　といい、あと、値段の折衝をし、結局、火砲を積んで三万九千両程度、ということでおちついた。

　安い。

　これで幕府に勝てれば、これほどやすい買いものはない、ということになるだろう。




　一応、商談ができた。

　ただ、現物が長崎にはない。

　小銃も軍艦も上海にある。それをグラバーがひいてきて、長崎でぶじ荷渡しがおこなわれるまでのあいだ、伊藤俊輔だけは、ここで待つことになった。

　井上聞多は、薩摩藩汽船で、薩摩見学をするということになっている。

　その夜、井上、伊藤、それにまんじゅう屋の三人は、丘の上にあるグラバーの新築屋敷でとめてもらうことにした。こんにちまで、グラバー邸として長崎市役所の手で保存されている洋館である。

　夜陰に入って、三人は、グラバーにともなわれて大浦海岸の商館をひっそりと出た。途中、幕吏に疑われたときの用心に、まんじゅう屋は薩摩藩の提灯を三つ用意し、ふたりの長州人にももたせた。

　三人の壮士、一人の英国人が、ほそい、まがりくねった坂をのぼってゆく。

（天下ひろしといえども、この四人の密計をたれも知らない）

　まんじゅう屋は、血のさざめき立つような感動に襲われた。歴史が、この四人の手でかわるのである。幕軍が長州の国境に攻めてくれば、いま買いつけた四千三百挺の新式銃と三千挺のゲベール銃が火を吐き、かれらを潰滅におとし入れるであろう。

（軍事に負ければ政府は倒れる）

　と、竜馬にきいたことがある。

　まんじゅう屋は、ゆっくりと坂を登った。自分が、史劇のなかにいるような思いがした。

「京ではいよいよ」

　と、伊藤俊輔がいった。

「新選組や見廻組がたけり狂っているようですな。王城の地も、討幕の志士の地獄と化している」

「左様」

　と、まんじゅう屋がうなずいた。

「土州の者もずいぶん死んだようです。しかし」

　ゆれる提灯の灯を見つめながら、

「幕府はばか者ぞろいだ。京でいくら人を斬っても、変わるべき時勢はやがて変わる。それも京で変わらぬ。長崎でかわるのだ」

「長崎で？」

「左様。われわれの手で、たったいま、歴史は一変してしまった。御両所、日本にとってこの夜はわすれがたい夜になる」

　まんじゅう屋は、空を見あげた。星が、稲いな佐さ山やまの上にむらがりつつ、さかんな光芒をまたたかせている。

　グラバー邸についた。

　邸前に、大きな這い松がある。遠く市街地からも望める一本松で、市民は横松ヨンゴの異人屋敷とよんでいた。

　屋敷は洋風平家で、屋根だけが黒瓦をおいた日本風である。グラバー自身の設計で日本人の大工がこしらえたのだという。

　三人は応接室に通された。八畳ほどのひろさで、窓ガラスを通して港内の灯がみえる。

　やがてグラバー夫人のお鶴が、みずから酒と料理をはこんできた。使用人をつかわないのは秘密の客だからであろう。お鶴がグラバーのことを長崎弁で、

「オトシャマ（お父さま）」

　とよんでいるのが、三人にはおかしかった。




　この商談進行について、まんじゅう屋の近藤長次郎のはたらきはすさまじいものだった。

　伊藤俊輔なども国許の桂小五郎あて、何度も報告書を送っているが、そのつど近藤長次郎の労を多としている。

「上杉宋次郎（近藤の変名）君もこのたびはひとかたならず苦慮」

　といった調子である。

　京にある竜馬は竜馬で、この商談の進行については、亀山社中からの報告書でよく承知していた。手紙は、瀬戸内海を往来している薩摩藩汽船にたのむから、長崎発京都までの手紙が、うまくゆくと八日ほどで手に入る。

（べんりな世になったものだ）

　と、竜馬は、ひしひしと機械文明のありがたさがわかった。

　手紙だけでなく、人の往復も早い。こう物事のテンポが早くなると、

（時勢の煮えつまるのも早いかもしれぬ）

　と、竜馬はおもった。幕府や諸藩の要人たちが、悠長に東海道を徒歩で往来していた数年前の交通事情のままなら幕府の寿命はまだまだ保もつであろう。

「そう思う」

　と、竜馬は西郷にもいった。

「幕府の寿命は、ながくてあと二年。こうなれば一いつ瀉しや千里の勢いで倒しにかからねば、かえって国情が混乱し、思わぬ外患がおこりますよ」ともいった。

　西郷は、こういう竜馬の感覚をおもしろがり、あんたはとにもかくにも毛色のかわった志士だ、といった。

　竜馬は、長崎のまんじゅう屋からの三度目の報告書をうけとった夕、京を離れた。

　伏見に行った。

　船宿寺田屋にあがると、お登と勢せもおりょうも、「いつまで滞在する」という旨のことを顔をみるなりきいた。

「そうはしちょられん。あすの淀よど船ぶねで大坂にくだり、長州へ行かねばならん」

　遅い夜食をとり、酒を二、三杯のむと、もう杯を伏せ、

「寝る。布ふ団とんをとってくれ」

　といった。おりょうは階下へ用足しにゆき、お登勢だけがのこっている。

「そうね」

　と、お登勢は立ちかけて、ふと、

「ちょっと、おりょうさんにいいひとができたらしいわよ」

　と、竜馬の顔をのぞきこんだ。

「いい人とは、これか」

　と、竜馬は指を一本たてた。

「そう、あんまりほうっておくから、そんなことになるのよ。なにしろあの子はきれいすぎるものだから、うちの常じよう客きやくやこの町の者のあいだで大へんな人気」

「それで虫がついたか」

　竜馬はへらへら笑っている。

　お登勢は、いやになった。竜馬のおりょうへの気持がどの程度のものか、ちょっと鎌をかけて気をひいてみたのだ。

「坂本さん、一体、おりょうさんをどうするの」

「そこは成りゆき次第だ」




「成りゆき次第、というと？」

　お登勢は小首をかしげたまま、たたみこんできいた。ききかたがしつこい。その点、教育熱心だった乙女姉さんに似てきている。

「つまり、成りゆきによっては、お嫁さんにするというの？」

「まあ、そうだ」

「本来なら、坂本さんは、嫁よめ御ご寮りようなんかはもたぬ、ということだったでしょう。それはどうなったの」

「いまもそのつもりでいる。嫁もちで諸国を走りまわれるか」

「走りまわったらいいじゃないの」

「なるほど」

　竜馬は、新鮮な表情になった。

「それも、おもしろかろうな」

　妙案だ、と思ったのである。嫁づれで道中をするなら、ずいぶんと幕吏の眼をごまかすことができるだろう。

「まじめにおなりなさい」

「真面目だぜ」

　といってから、「それはそうと、いまのおりょうのいい人という一件はどうなのだ」と訊きいた。

「やっぱり、気になるのね」

　と、お登勢は笑いだした。

「あたり前だ。気にならんような男ならどうかしている」

「あれはうそ」

「うそか、面白くもない」

　と、鼻の穴に小指を入れた。鼻くそをほじくり出してから、

「お登勢さん、坂本竜馬の引出物だ」

　と、お登勢の右手をとり、のせようとした。

「厭や、きたない」

　お登勢は手をひっこめようとしたが、竜馬はぎゅっと握って、鼻くそをてのひらにこすりつけようとした。

　思わず、揉みあうかたちになった。




　そこへ、唐から紙かみのきしる音がした。ふたりが見ると、おりょうが立っている。

「どうなさったのです」

　と、おりょうは、この場の光景を別な意味にとったのか、表情を固くした。

　お登勢は、あわてて説明した。

「そうですか」

　と、おりょうは廊下にすわったが、表情の固さが溶けていない。

　そうなるとお登勢は、持ち前の気性で腹がたってきた。

「だめね」と、おりょうを逆に叱りつけた。

「あんた、この坂本さんのこんな変なところがわかっていなくちゃ、こんな変な人のお嫁さんにはなれませんよ。いい年をしてこのひとは、まだ元服前の子供のようなばかばかしさがあるんだから」

「でも。──」

「そうね、こっちが悪かったわ。ちょっと見には、どう見ても変なからみあいだったから」

　そういってからお登勢は竜馬のほうをむきなおって、

「さっきのお話をつづけましょう」

「なんの話だ」

「おりょうさんを、いつお嫁さんにするのかという一件」




「お登勢さんも、どうかしちょる」

　竜馬は伏せたサカズキをとりあげ、手酌で酒をついだ。

「なぜです」

「そんなこと、おれのような男にきいてもわかるものか」

「でも、お嫁にするかしないかは、坂本さんが決めることでしょう？」

「おれは、あてにならないぜ」

「そうねえ」

　と、お登勢も吹きだしてしまった。おりょうまでが笑っている。

「こまったひとですからね。言うことがいつもちがっているんだから」

「いかにも」

　と、竜馬は酒を噴きだした。自分でもおかしくなったらしい。

「第一、よわったことに嫁をもらっても、おれには家というものがない」

「長崎の亀山とやらに家を借りた、とおっしゃったではありませんか」

「申した。が、あれは連中の合宿所だ。たった三間の借家に十何人という男が、ごろごろしているんだ」

「無理ねえ」

　お登勢は、ぼんやり竜馬を見つめている。

「こんな調子では、おりょうさんをいつまでもあずかっていなきゃならない。そりゃ養女ですからいつまででも居てもらいたいんですよ。でも、娘には年というものがあるわ」

「そのとおりだ」

「なにをいってるのよ」

　と、お登勢は、竜馬の頬ぺたをひねりあげてやりたくなった。

「おれはな、お登勢さん。いま、とほうもないことをやっている。出来るかできぬかわからん。出来れば幕府がつぶれるだろう。出来ねば国のほうがつぶれる」

「長州様と薩州様の手をにぎらせることじゃありませんか」

「えっ」

　これには竜馬のほうがおどろいた。なぜ知っている、と顔をあげ、眼を光らせた。

「そこは寺田屋のお登勢ですよ。そんなことがカンでわからない女将おかみだと思っているのですか」

　かも知れない、と、竜馬は思った。薩長土のいわゆる勤王の志士で、この寺田屋に泊まらなかった者はすくないだろう。みなが大なり小なりお登勢の世話になっている。なにしろ文久二年の寺田屋事変では、血闘のあと、お登勢は手に数じゆ珠ずをかけ、黙々と血のあとをぬぐっていた。そういう女である。時勢に対する勘かんがはたらくのも、不自然ではない。

「この大芝居には、適はまり役やくは坂本さんしかありませんね。千両役者ですよ。たれがなんといっても、寺田屋のお登勢が太鼓判をおします」

「それができれば」

　竜馬も芝居がかりで杯をぐっと干し、

「貰うかな」

　といった。出来なければ嫁どころでなく、怒濤のような仏式幕軍の攻勢のなかに、竜馬は屍かばねとなりはてるだろう。




「じゃ、その薩長連合を遂げれば」

　とお登勢がおもわず膝をすすめると、竜馬は手で制し、

「おいおい、声が大きすぎる。近所にきこえるわい」

　といった。

「きこえやしませんよ、ここは二階だし、ご近所はもう寝しずまっていますから」

「軒下を幕府の偵吏が歩いちょる」

　と、竜馬はおどした。お登勢がおどろいて立ちあがり、障子をほそ目にあけて、街路をずーっと見おろした。

　北のほうで、犬の遠吠えがきこえる。

「大丈夫ですよ」

　とすわりなおし、

「その薩長連合ができれば、おりょうさんをお嫁になさるのですね」

「そのように決めておこう。そのときはおりょう姫も長崎へつれて行って、おれの片棒になってもらおう」

「わたくし、長崎で月げつ琴きんをならいたいんです」

　と、おりょうはとんちんかんなことをいった。お登勢はまゆをひそめたが、竜馬自身がおりょうのそんな不協和音のようなところをよろこんでいるのだから、仕方がない。

「その薩長連合って、いつですか？」

　と、おりょうはきいた。

　お登勢は「だめ」と小さく叫んで、

「そんな言葉、口にだすものじゃありませんよ。もし人に聞かれれば、このむこうのお奉行所のお役人がきて、おりょうさんの細っ首なんか、その日に飛んでしまいますよ」

「お奉行所の役人なんか、こわくありません」

　と、おりょうはまた方向はずれなことをいった。が、おりょうにすればべつに方向はずれでもない。言うとおり、おりょうには類のない一種の度胸があった。

「いつかわからんな。しかし早くやらねばかえって妙なことになる。おれに天運がむくように、お前まんもその辺の社やしろにでも詣まいって祈っていておくれ」

「わたくし、神仏きらいなんです」

「ああ、そうだったな」

　竜馬はそんなことはどっちでもいい。

「長崎で月琴のことはチクときいた。丸山の芸妓でお元もとというのがうまいらしい。きれいな妓こだそうだ」

「お会いになったのですか」

　と、おりょうは、例の青い眼をした。くせで、癇かんが走ると妙に眼が青くなる。

「まだ会わんがな。きれいで月琴がうまい、というから、それなら伏見のおりょうに似ている、と思い、こんど長崎へくだったら、さっそく寝てみるつもりだ」

「えっ」

　おりょうもお登勢もあきれた。

「坂本さん、それはいけませんよ」

「月琴を聴くということがか」

「いいえ、その寝るということ」

「おれはお元を座敷へよんで寝ころびながら聴こうというんだぜ。ふたりとも、あほうな想像をして、すこし助平ばぶれちょるな」

「あなたが変なことを言うから……」

　と、お登勢はちょっと気勢をそがれたが、「とにかくお約束は取りつけましたよ、薩長連合とおりょうさんはいっしょですよ」といった。




　竜馬はそのあと、神戸へゆき、兵庫沖から薩摩藩汽船胡こ蝶ちよう丸まるに乗り、二日後に下関港に入った。

　上陸すると例の白石邸に入り、すぐ藤兵衛を山口の桂小五郎のもとに使いに走らせた。

　翌日、いそいで桂がきた。

「桂君、京で西郷に会った」

　と、いった。桂はその名をきくと、とたんににがい顔をした。この男の西郷ぎらいも、よほど昂じてきているようだった。

　それをみて竜馬は、

「もうそろそろ薩摩に対する古い感情をすてたほうがよい。そのしかめっ面はこまる。もうすこしあかるい顔になれぬものか」

「これは性分だ。おれは、うまれつき、不快な感情だけはおさえられない」

　と、桂はいった。竜馬はたたみこむように、

「西郷も長州には好意をもっている。先般、下関にたちよれなかった理由も、とくときいた。君は西郷を信じてよい」

「いや、ほぼわかりかけている。君の長崎亀山社中と薩摩藩のおかげで、銃器、弾薬、軍艦を買いつけることができた。これで長州は幕府とすこしは戦えるだろう」

「結構だ」

　竜馬はうなずき、

「それも薩摩藩のなみなみならぬ好意だ。それはわかっているだろうな」

「わかっている」

　と、桂はうなずいた。竜馬はその桂の肩をたたき、

「薩摩藩は、形と物で好意をみせた。長州もそれに感謝の気持を、形と物でしめしたまえ」

「君が、京都から手紙をよこした兵糧米の件なら、いっさい手配りがおわっている」

「ほう」

　竜馬はよろこんだ。薩摩の藩兵が京都駐兵中に食う米のことである。それを長州から供給しろ、と竜馬は桂にいったのだ。

「ありがたい。その長州米をみれば、薩摩の連中は君らの好意に感謝するだろう。薩長おたがい、気持がいま一歩寄りそうことになる」

　薩摩藩が、国もとから京に大軍をのぼらせる理由のひとつは、その軍事力を背景に幕府と朝廷に長州再征反対の主張をするためである。藩兵の兵糧ぐらいは長州がうけもつのが当然なことだ。

「坂本君、きみは奇妙な男だな」

　と、桂はため息をつくような口調でいった。

「手品を使われているようだ。米だとか軍艦、銃器だとかいう手品の小道具が目の前で飛びかっているうちに、薩への感情がやわらぎはじめた」

「まあしばらく、おれに手品をつかわせておけ。誠心誠意の大奇術を演じてみせる」

「たのむ」

「それはそうと兵糧はどのくらい出すのか」

「薩がほしいだけ出す」

「米の値いはいかほどだ」

　と竜馬がきくと、桂は、「進呈する」と言いきった。竜馬はそのあざやかな度胸に手をたたき、

「桂君、きみは天下がとれる」

　と、大声でほめた。




　長崎の亀山社中も、大活躍していた。

　余談ながら、この時代、日本における最大の浪人結社はふたつある。

　のちに「海援隊」と名をあらめた竜馬のこの長崎亀山社中と、京の新選組がそれだ。亀山社中は海上運輸、貿易、私設海軍建設を目標としつつ倒幕をめざしているのにひきかえ、京の新選組はあくまで白刃によるテロリズムを主目的とし、傾きかける幕威をささえようとしている。奇観といっていい。

　亀山社中のなかでも、まんじゅう屋の近藤長次郎のはたらきは、ひときわめだっていた。

　というよりほとんど独走のかたちで、他の同志は相談にもあずからぬ、といった様子だった。自然、長次郎は、なかまの者から浮きあがりつつあった。

　この間かんの消息を、陸む奥つ陽之助や高松太郎らが、下関、大坂、京にいる竜馬に、汽船便でいちいち報告してきた。

「あんたがおらぬから長次郎が独走してこまる」とか、「長次郎は、なにやら個人の野望をとげようとしているようだ」とか、「長次郎は同志の憎しみを買っている。あれは仲間とともに仕事のできる男ではない」とかいったぐあいのものだった。

（そのとおりだ）

　と、竜馬はおもった。長次郎は才子ではあるが、組織でもって協同して事をする感覚が欠けているようである。貧家の秀才で無我夢中で世間の表通りに出てきた者のもつ悲哀といっていい。われがわれがとおもう一方で、仲間の感情をおもいやるゆとりがないのである。

（しかし、城下の水道町のまんじゅう屋のせがれも、薩長両藩を相手に大仕事ができるまでになったか）

　とおもうと、竜馬はあのまんじゅう屋の冷たくとぎすましたような秀才づらが、いとしくてたまらなくなるのである。

「みなで仲よくやれ」

　と、留守のしっぱなしの「社長」である竜馬は、そういうしかなかった。

「薩長連合をぶじ遂げればすぐ飛んで行って隊務をみる。それまでは、仕事本意に、仕事のできる者を協たすけて行ってもらいたい」

　と、手紙をかいた。

　しかしまんじゅう屋は、単に貿易業務だけではなく、いまでは欲が出、竜馬を小型にしたような策士になりつつある。

　長州藩士井上聞多と伊藤俊輔に対しても、むしろこれを利用しようとしはじめた。井上聞多に薩摩行きをすすめたこともそうである。そのこと自体は、「薩長融和のために」という大義名分もあり、妙案なのだが、

「私もゆく」

　といって、薩摩藩家老小松帯刀と、同藩の新購入の汽船海門丸に乗り、さっさと薩摩へ行ってしまったのである。

　あとの隊務は、社中のものにまかせた。派手ないい仕事だけはまんじゅう屋がどんどんとってゆく。みな、おもしろかろうはずがない。

　まんじゅう屋は薩摩入りをし、井上聞多をひきまわして同藩の要人に会わせ、やがて長崎へもどってきた。

　かれには、同志に秘密の野望がある。




　まんじゅう屋長次郎が、薩摩藩の招待旅行から長崎にもどったとき、すでに問題の英艦ユニオン号は上海から回航されて長崎港に繫留されていた。

　銃器、弾薬も到着している。

　問題は、これらの軍需物資を、幕府、佐幕諸藩の目のひかるなかで、いかに長州へおくるかであった。

　その「奇術」の演じかたを、竜馬はすでに下関から指令している。

「マストに薩摩藩旗をかかげよ」

　というのであった。ふねの名義はあくまでも薩摩藩籍とし、軍艦の名も、おもてむきは薩摩のふねらしく「桜島丸」とするように命じた。

　しかも重要な一項がある。

　このふねの操縦、運営、修理はいっさい亀山社中がやる、というのである。

　この一件はすでに、竜馬は下関で、桂小五郎など長州藩の連中とはなしあい、その了解をとりつけてあった。要するに、実際の所有者は長州で、名義は薩州、運用は土州である。一隻のふねに薩長土がかさなりあっている。

　竜馬のその指令により、長崎にいるまんじゅう屋は、長州からの出張員井上聞多、伊藤俊輔のふたりを説き、

「どうです」

　といった。ふたりとも異存はなく、

「妙案ですな」

　と笑った。薩州の名義をかりなければふねは手に入らなかったことだし、中間で奔走した土州人の亀山社中がなければ、これまた入手できなかったことであった。

「三者三得です」

　と、まんじゅう屋も得意げだった。亀山社中も、これで航海できる軍艦を一隻、タダで手に入れたことになる。これまた奇術といっていい。

　銃器弾薬のほうは、そのころすでに大坂に飛んでいる竜馬が、薩摩藩にたのみ、同藩の胡蝶丸、海門丸の二隻を長崎へ回航してもらうことにした。話はなにもかも、とんとん拍子にすすんだ。

　やがて、胡蝶、海門の二隻が長崎に入り、グラバーから買いつけた銃器弾薬がつみこまれた。

　亀山社中の連中は、士官として新購入の軍艦にのりこみ、いずれも[image: 〓]の薩摩船旗をマストにひるがえしつつ、三隻、波を蹴立てて長崎港を出た。幕府側は、ついにこの三隻の怪船のからくりに気づかずじまいだった。京の風雲にのみ気をとられていたせいであったろう。

　下関につくとまんじゅう屋と井上、伊藤は下船し、船のみは長州藩の軍港というべき三田尻にむかった。

　下関に竜馬がいるか、とまんじゅう屋は期待していたが、竜馬は薩長連合の工作のために大坂へ去ったあとだった。やむなくまんじゅう屋は単独で山口の藩庁にむかった。

　藩庁では、まんじゅう屋を下へもおかぬもてなしをした。なにしろ、対幕府戦用の陸海の兵器を一手に買いつけてくれた功労者である。

「あす、藩主がごじきじきに貴殿に礼をのべたいと申されます」

　と、長州役人がいった。




　竜馬が大坂から淀川をさかのぼり、伏見の寺田屋に入ったとき、長州山口にあるまんじゅう屋の急便のほうが、さきにお登勢の手もとにとどいていた。

　ひろげてみると、まんじゅう屋は、毛利の殿様父子に謁見をゆるされ、後藤祐ゆう乗じよう作の三み所ところ物ものを拝領した、とある。

　三所物というのは、刀のこしらえのなかで、笄こうがい、小こ柄づか、目め貫ぬきの三品をおなじ作者につくらせたものをいう。なににしても土佐では若党程度にしかあつかわれぬ近藤長次郎が、毛利の殿様に拝謁をゆるされたというだけでもたいそうなことだのに、感謝のことばをのべられたというのである。

（これは乙女姉さんに報しらさずばなるまいな）

　と、竜馬は顔がほぐれてきた。

　それに、まんじゅう屋の手紙によれば、長州藩主はかれの進言により、

「今日より、下関海峡を通過する薩摩船に対しては、そのもとめがあれば薪炭、水、食糧を供給せよ」

　と全藩に下命した。以前、「馬関は芋どもの三さん途ずノ川かわとおもえ」と呼号して、海峡を通る薩摩船に長州砲台が火を吐いたことをおもえば、たいへんな変化である。

（いよいよ機が熟してきた。薩長連合ももはや夢ではない。それに、当方、運用すべきふねもえた）

　と、竜馬はいよいよ愉快になり、その顔の笑えみくずれようが、尋常でなくなった。

「気でも触れたのですか」

　と、お登勢があやしんだほどである。

　そこへ、楽器ずきのおりょうが、奇妙な琴をもって入ってきた。おりょうのすきな清シン国こく楽器の月琴ではなく、かといってふつうの琴でもない。

　絃いとが、ひとすじしかない琴である。

　じつはおりょうが、先日、伏見の船岡屋という道具屋でみつけたもので、道具屋のはなしでは一いち絃げん琴きんというのだという。

　そのとき道具屋は、

　──これは土佐だけにつたわっている琴どす。絃がひとすじどすけ、とてものことにふつうのひとには弾ひけまへんどす。

　といったが、おりょうは竜馬の故郷の土佐ときいてそれを買った。

「ほう、一絃琴ではないか」

　あんのじょう、竜馬はよろこんだ。

「弾けますか」

「故く郷にでは、女のひくものだ。しかしこどものころ、乙女姉さんから習ってすこしは弾ける」

　と竜馬がいうと、おりょうもお登勢も、ぜひ弾いてきかせてくれ、という。さればチクとやるか、と竜馬は上機嫌にまかせて琴をひきよせ、「海うな原ばら」という古曲を、かつ唄いかつ弾じた。




土佐の海

底の暗礁いくりに生ひいづる

珊さん瑚ごの玉の玉なれや

赤きこころの貫つら之ゆきの

大う人しのみことの住みましし

むかししのべば今もなほ

その名は高く世に賞めづる

宇田の松原うちよする

波の音きよく見る目ゆたけし

土佐の海原




　おりょうとお登勢は、この土佐の土俗楽器のふしぎな音ね色いろに魅せられた。どう考えても、たった一すじしかない絃から、これほどの多様な音が出るとはおもえない。

　それに、曲がおもしろいのである。「海原」というのはよほどふるい曲らしいが、土佐の海のあかるさと黒潮のとどろきをたった一絃の琴が表現し、しかも目をつぶってきくと潮風のにおいさえただよってくるようであった。

「もっときかせてください」

　と、おりょうがせがんだ。

「もう一曲か」

　と竜馬はしばらく想いだすようにして目をつぶっていたが、

「では、漁いさり火び、というのを弾く」

　といった。漁火というのは土佐の風物を組み入れたものではなく、この伏見のむこうの宇治のあたりの風景を詞曲にしたものだ。というより仏教思想を表現したもので無む明みよう長ちよう夜やの迷い多き人の世に法のりの火のみがたよりである、という意味を曲にしてある。

「やるか」

　と竜馬は左手で絃をおさえ、右手でびーんと挑はね、弾じはじめた。




武夫もののふの

八や十そ氏うじ川がわの網あ代じろ木ぎに

いざよふ波の音すみて

影もかすかに漁火の

あかつきかけて渚なぎさなる

平びよう等どう院いんの後ご夜やの鐘かねに

無明の夢やさめぬらん




　弾じおわったあと、お登勢はしばらく目を伏せたままだまっていたが、やがて、

「おもしろかった」

　と、顔をあげた。お登勢はお登勢なりにこの詞曲を解釈している。無明の夢とはこんにちの時勢であろうとおもったのだ。それに漁火をかざし、やがてあかつきを呼ぼうとするのがこの竜馬ではないかとおもったのである。

　弾奏の音ねは、階下にまできこえた。

　いや、路上にながれた。「寺田屋の浜」と通称されている船着場はまの柳のかげでひとりの男がそれをきいている。

（妙な音ねを出しやがる）

　と、楼上の紙障子にうつる人影を見あげていた。ちかごろ寺田屋がくさい、というので幕府の独立警察隊である見廻組が、日夜、密偵をこのかいわいにはなっている。男は、そのひとりなのである。

（なんの音だろう）

　とおもい、たまたま通りかかってこれまた足をとめてきいているあきんど風の老人の肩をたたき、

「あれは琴でしょうかねえ」

　ときいた。老人のもっている提灯には、船岡屋とかかれている。この一絃琴をおりょうに売った道具屋である。

「一絃琴どすな」

　と、老人はくびをひねった。あれを、あの娘はもう弾けるようになったのだろうか。

「あの琴は、土佐の者しか弾けまへんのどすがな」

「なに、土佐人」

　密偵の目がひかった。とおもうと、もう姿は闇にきえている。




　見廻組密偵はいぼの三七という男である。三七はいつも伏見の宝来橋付近をうろうろしていて、のぼり船で妙な浪人が京に入ってきはせぬかと見張っている。

　三七はすぐ伏見奉行所へもどり、見廻組詰所の土間に入って、「旦那、どうやら寺田屋がくそうございます」と声をひそめていった。

　詰所には、いつも隊士が五、六人は詰めている。「三七、なにか嗅いだか」と奥から大剣をとって出てきたのは、幹部格の牧野東蔵という男だった。心しん形ぎよう刀とう流りゆうのつかい手として江戸の伊い庭ば門下では知られた人物である。

　もともと見廻組というのは、目的は新選組とかわらないが、隊士は原則として浪士でなく幕府直じき参さんの士の次男以下をもってあてるということになっていた。むろん志願制である。このため応募者がまるでなく、現実にはさまざまな素姓すじようの者が入っている。

「へい、土州人らしゅうございます」

　と、いぼの三七がいった。

「なんというやつだ」

「よくわかりませんが、女どもが、坂本様、坂本様といっているように聞こえます。御用改めをなさいますか」

　と三七はなにげなくいったが、牧野東蔵の顔色がにわかにかわった。

「土州の坂本といえば、坂本竜馬のことではないか」

　天下の豪傑である、と牧野はきいている。それに北辰一刀流の達人で、江戸のころ、その豪快俊敏な剣は三大道場随一といわれた、ということもきき知っている。もしその男が坂本竜馬ならばここにいる五人や六人で踏みこめるものではない。

「三七、なお探索しろ」

　と、牧野は力なくすわりこみ、剣を手からはなした。

　一方竜馬は一絃琴にもあき、それをほうり出して、「寝る」といった。

　そこへ寝待ノ藤兵衛があがってきた。

「旦那、この宿のまわりにうろうろしているやつがいるようで」

「盗賊か」

「密偵てさきらしゅうございます。旦那、どうなさるんで」

「どうする、とは？」

「この宿をこっそりぬけ出したほうが利口なようでございますぜ」

「藤兵衛、そいつはむりだ」

「むりだとは？」

「今夜はおれはねむい。またわらじをはいてうろうろ歩くのはかなわん」

　といって竜馬は大刀を杖に立ちあがり、別室にひきとってふとんにもぐりこんでしまった。よほど疲れていたらしく、おりょうのことも密偵のこともなにも思わずに眠った。

　藤兵衛は終夜階下の土間に立ち、軒下、路上、裏口などを見張った。

　なにごともなく夜があけた。

　朝、竜馬はめしもそこそこにして寺田屋を出、京に入り、錦小路の薩摩藩邸にわらじをぬいだ。




　竜馬が京の錦小路の薩摩藩邸をたずねたのは、西郷と桂を、それぞれ薩長代表として京で秘密に会同させるためであった。

「こんどこそは、よろしいな」

　と、竜馬は西郷に念を押した。すっぽかすな、という意味である。

　西郷はうなずき、

「まちがいごわせん」

　といった。が、竜馬はなお不安だった。変幻きわまりない薩摩藩外交というものを、竜馬でさえ正直なところ信用しかねている。

「桂は」

　と、竜馬はいった。

「死を賭として来る。京大坂が長州人にとっていかに危険な土地かは、あなたもこぞんじのはずです。桂は、こんど入京するにあたっては決死の覚悟でいる。それもただひとりあなたに会うためだ。受け入れるあなたのほうとしては、くれぐれもまちがいはござるまいな」

「ござらぬ」

　と、西郷は頭をさげた。竜馬はそれをみると、みるみる顔を真赤にした。

「安堵した」

　と、涙をうかべた。が、なおもいった。

「もし薩摩藩が約を違たがえれば桂小五郎はもはや国へは帰れまい。その場で死ぬでしょう。しかしわしは桂にひとり腹を切らせぬ。薩長連合が遂げられねばもはやこのさき、国事に奔走する甲か斐いもない。その場であなたを刺し、かつ桂を刺し、その刃やいばでわしも死ぬ」

　その語気に西郷は圧倒されたらしい。しばらくだまっていたが、

「三人、死ぬか」

　と顔をあげ、笑いだした。「坂本、桂それに俺おい共どんが死にもせば、もはや日本は常とこ夜よの闇に堕おち入りもそう。おいもお前まんさァに殺されぬよう精いっぱい腹をひきしめて国もとの説得にあたりもす」

　国もと──というのは、国もとにいて藩の実権をにぎっている藩主の実父島津久光をさしている。久光は気概のある人物だが、性格思想が骨髄まで保守的にできている。それに他藩ぎらいで、なにごとも薩州一ひと手てでやろうというあたまの人物だった。

「桂の入京はおそくとも十二月の下旬になりましょう。そのころにはぜひ京にいてもらわねばなりませぬ」

「そのようにつかまつる」

　と、西郷はかるく頭をさげた。

　その夜、竜馬はこの藩邸で一泊した。翌日薩摩汽船による手紙が大量に到着し、そのなかにまんじゅう屋から竜馬にあてた手紙も入っていた。

　例のユニオン号の一件で、亀山社中と長州藩海軍局とがもめている、というのである。

（どの藩の役人もおなじだな）

　と竜馬はうんざりした。長州藩海軍局の役人は「ユニオン号買い入れについて自分らはなんの相談にもあずからず、つんぼサジキにおかれていた。けしからぬ」と横になってしまったという。このふねの買い入れは、竜馬と桂と西郷・小松らのいわば曲芸じみた政治的方法で実現したのだが、海軍局の官僚にはそんなことはわからない。

　さらに海軍局の連中は、

「ふねの運行は亀山社中にまかせるというのもけしからぬ」

　と横になったのである。




　竜馬はすぐ兵庫へ出、小お野の浜はまから伝てん馬まに乗り、そこに碇てい泊はくしている薩摩藩汽船まで漕ぎよせ、とび乗るようなあわただしさで乗った。

「すぐ錨いかりをあげて下関へ行ってくれませんか」

　と、船長にいった。

　船長は声をあげて笑いだした。まるで薩摩海軍の艦船はあげて竜馬の自家用船になりつつある、というのである。もっとも竜馬がこの藩の軍艦や汽船を自由につかえるのは、西郷がそういう指令を藩の海軍に発しているからでもあった。「藩用にさしつかえぬかぎり、竜馬のために船を用立てよ」というものであった。薩長連合にとびまわっている竜馬の行動をより機敏にするのは、薩摩藩の義務であった。竜馬の行動が一日おくれれば一日歴史が遅れる、という事態になっていた。

　やがて船は大坂湾を出、瀬戸内海を西にむかってすべりはじめた。

　船名は、翔しよう鳳ほう丸である。元治元年に薩藩が長崎で買ったもと英国船で、内車輪で動き、排水量は四百六十一トンである。

「この船はいくらでしたな」

　竜馬は船橋で船長にきいた。

「たしか十二万ドルだったときいています」

「いい値だ」

　竜馬はまわりを見まわして、「どうもこう震動が気になる。機関がだいぶ古びちょりますな」

　といった。日本の藩はいわゆる大名買いだから、長崎の異人たちは法外な高値で売りつけるのだろう。

　やがて下関についた。

　白石邸にゆくと、まんじゅう屋の近藤長次郎が待っていた。

「長サン、どういう事情だ」

　と、竜馬はいきなりきいた。

　要するに、問題はユニオン号の乗組士官はすべて亀山社中の者、というのが長州海軍局の不満なのである。

「長州海軍局はむちゃですよ。私が長崎で、井上聞多・伊藤俊輔のふたりと桜島丸（ユニオン号の別称）条約というものをむすんだ。この条約を無視しようというのです」

　桜島丸条約というのは、

　第一条、船旗は薩州侯から拝借。

　第二条、乗組士官は、高松太郎、菅野覚兵衛、寺内信左衛門、白峰駿馬、前河内愛之助（沢村惣之丞）。もっとも御国（長州）よりは士官二人までは乗組んでよい。

　といった調子で、長州海軍からみれば、船を亀山社中にとられたような気がするのであろう。強硬にこの条約破棄を主張しているがまんじゅう屋はがんとしてきかない。

「それならば、さいわいまだ船の代金は未払いになっている。船は長崎にかえしてしまう」

　とまで長州側にいった。このあいだに立って、桂小五郎、高杉晋作らはほとほと弱りぬいていた。

　竜馬は、

「長サン、おぬしはなかなかやる」

　とほめてやり、「しかしここでわれわれ土州と長州とが仲がわるくなってもこまる。こいつはおれにまかせておけ」

　といってその条約をかいた文書をふところに入れ、山口に発たった。




　竜馬は、この山口の旅館ではじめて長州藩の大立者高杉晋作と会っている。

　奇略縦横という点で、このふたりが幕末史をいろどるわけだが、多少、役者としての役まわりに相違がある。高杉ははじめからしまいまで藩内が舞台であったが、竜馬は土佐藩が舞台ではなかった。はやくから藩外に出、天下を駈けまわっている。

　双方のおかれた出身、環境のちがいがそうさせたのであろう。高杉は藩の上士の出で、藩公父子からの信頼もあつく、いわばその権力をつかって長州藩を勤王行動主義一色にぬりかえた。

　竜馬は、郷士の子である。土佐の藩政に参与できる資格などはない。自然、国を出て四方にとびまわらざるをえなかった。しかし、双方の性格、機略の発想法はどこか似ている。なによりもかんのいい点で、ふたりは双生児のように似ていた。

　さてその対面は、高杉が桂にともなわれて竜馬の旅館にやってきたことではじまる。

　高杉は佩はい刀とうを置くなり、

「あなたが坂本さんでありますか」

　と、ややかん高い長州弁で言い、竜馬の顔を不遠慮に見つめはじめた。

　竜馬は苦笑してツルリと顔をなで、

「色が黒いろう？」

　と、土佐弁でいった。ろうというのは、でしょう、という意味である。黒いといえば、高杉の顔は白かった。というより蒼ざめていて、表情が深しん沈ちんとしている。それに、まげがなかった。真黒な髪を七三に分け、きれいに髪油をぬっている。これは洋式にしているわけではなく、あることで藩公に申しわけないとして坊主になる、と言い、髪をきった。まるっきりの坊主頭にはならず、ザンギリにしたのである。

「坂本君」

　と、高杉は当節流行はやりの君づけでよんだ。「きみのことは安政の末年ごろから桂にきいていたし、長州にいる土州の連中からもさんざんにきかされている。いちど会いたいと思っていたら、きょうやっと会えた。想像していたとおりの大男でありましたな」

　高杉は元来無口な男で、とくに他国人や初対面の者にはひどく無愛想だという評判のある男だが、きょうは様子がちがっている。

「乙おと女め大だい姉しのことも聞きおよんでいる。坂本君より強いという評判でありますな」

「足相撲はな」

　と、竜馬は苦笑した。

　そこで、ユニオン号についての紛争の解決を桂、高杉、竜馬の三人でやった。話は五分ほどですんだ。

　ユニオン号を長州海軍局の規制外にし乗組士官は亀山社中をもってあてる、という点では以前とおなじだが、「大略海軍局に従うべきこと」という条項を入れた。

　高杉晋作はこの日、新輸入のピストルを弾百個とともに竜馬に贈った。

　コルト式六連発という型式のもので、真ン中を割れば輪胴にレンコンのように六つの穴があいており、そこに弾丸を六発つめることができる。




　竜馬は、桂にいった。

　十二月下旬、京へのぼって西郷と秘密会談を遂げ、一挙に薩長攻守同盟をむすぶことを、である。

「おれから出かけるのか」

　と、桂はにがい顔をした。桂にはなおも長州藩としての面子メンツがあり、こちらからのこのこ出かけて行って薩摩藩にあわれみを乞うような姿はとりたくないというのである。

「桂君、日本のためではないか」

　と、竜馬は声をはげました。

「この坂本竜馬は、たかが長州三十余万石をすくうがために働いちょるのではない」

「わかっている」

　桂はにがい顔でうなずいたが、おれも長州藩のためのみではない、とは言いきれなかった。正直なところ桂には、日本のため、というようなばくぜんとした抽象概念でものを考えるなどのゆとりがなかった。かれと高杉晋作のふたりが、まさに崩壊しようとする長州藩を背負わされているのである。自然のいきおいとして気持が自藩本位にならざるをえない。

「とにかく、京へのぼっていただく」

　と、竜馬は顔だけで笑った。

「もし約をたがえれば、おれは君を日本無用の人物として斬る。西郷をも斬る。むろんおれも死ぬ。このことは西郷にも申した」

「西郷は君に斬られてもよい、と申したか」

「申した。しかし斬られぬように薩長連合はきっと仕遂げると申した」

「そうか」

　桂は笑わない。にがい表情のまま、されば京にのぼって西郷に会う、といった。

「よかった。それでこそ桂小五郎は日本有用の男だ」

「おだてるものではない」

　桂ははじめて苦笑した。もともと桂小五郎というのは、一種晦かい渋じゆうな心情のもちぬしで、性格はからりとしていない。熟慮をこのみ、考えぬいたあげくなにも行動しない、ということがあるし、感情の根がふかく、激発しないかわりに恨みを心しん奥おうにのこす、ということが多い。かれはときたまたま、この激動する藩でかれの右に出る者は高杉以外になかったために藩の運命をになう革命政治家になったが、平時ならば、もっとふさわしい職業がかれにあったにちがいない。

「いつゆく」

「十二月末としておこう」

　と、桂はようやく決意をこめていった。

　もっとも余談ながら桂にこの返答をせしめたのは竜馬の力だけではない。

　すでに長州藩領に、薩摩の密使がきて山口に滞在している。黒田了りよう介すけ（のちの清隆、維新後総理大臣、伯爵）である。西郷が竜馬と相談のうえで派遣した密使で、長州藩での反薩感情のもっとも激烈な奇兵隊などのいわゆる「諸隊」を説きまわって薩摩藩の誠意を示しつつあった。この黒田了介に、竜馬は自分の配下のふたりの土佐人をつけている。例の池内く蔵ら太たと田中顕助（のち光顕、伯爵）であった。

　かれらの説得が奏功して諸隊の感情がやわらぎつつあったので、桂もはっきりと上じよう洛らくする旨を竜馬にいいきれたのであろう。




　竜馬はそのあと長崎へとんだ。

　そこではじめて、まんじゅう屋の苦労で運営権を得たユニオン号を見た。

　船は大浦岸壁につながれていた。船名は変わっている。長州藩海軍局の命名で、乙いつ丑ちゆう丸まるというのがあたらしい名前だった。

「よい船じゃ」

　と、竜馬は縄ばしごを駈けあがり、甲板から機関室までくまなく歩き、最後に、操そう舵だ室しつで舵かじもくるくるまわしてみた。

「なあ、まんじゅう屋よ。この船はわれわれ亀山社中の手で大いに貿易の面で活躍するだろうが、最初の大仕事はそうではなさそうだな」

「どんなことになります」

「戦争よ」

　と、竜馬はいった。

「幕軍がもうほどもなく長州へ攻めてくるだろう。長州をせめるのは、東は山陰、山陽両道から陸つづきで攻めてくる。西は海だから、小倉から海を渡ってやってくる。このため、幕府海軍が活躍する。そいつをやっつけるのさ」

「この船でですか」

「そうよ。りっぱに大砲もつんでいる。そのときは大いにやるぜ」

「私も出るのですか」

「ああ、出してやるとも」

　と竜馬は肩をたたいたが、まんじゅう屋はどうやら、外交、商務、学問が好きなようだったが、戦争はにが手らしかった。

「私は根が町人のうまれで、戦争はあまり好みませんが」

「ばかだな、お前まんは。そういうことをいうちょるから、あたらそれほどの才分をもちながら人にばかにされるのだ。男は、喧嘩をするときには断乎喧嘩をするという大勇猛心をもっておらねば、いかに名論卓説を口にしていても、ひとは小才子としか見てくれぬぞ」

「しかし、にが手はにが手です」

「にが手でもやれ。近藤長次郎が軍艦にのってひといくさした、といえば、あとあとお前の名論卓説に千せん鈞きんの重味がつくぞ。口さきの才子ではない、と人は思う。人がそう思えば仕事もやりやすくなる。思わぬ大仕事ができるというものだ」

「しかし、いくさに負けて軍艦が沈めばどうなります」

「死ぬまでさ」

　と、竜馬はむしろまんじゅう屋の顔をふしぎそうに見、あたりまえだよ、といった。

「しかし死ぬのは、まだ惜しいです」

「惜しいほどの自分かえ、まんじゅう屋」

「まんじゅう屋はよしてください」

「では、長サン。男はどんなくだらぬ事ででも死ねるという自信があってこそ大事をなしとげられるものだ」

　と、竜馬は、社中の総員からきらわれているこの才子をなんとか教育しようとした。

「しかし、本当に幕府海軍は出動しますか」

「かならず出てくる」

　といってから竜馬はふと顔色をかえた。

（もしその幕府海軍の総督が勝海舟先生であったらおれはどうする）

　とおもったのである。




　竜馬の長崎滞在は数日にすぎなかったが、からだがいくつあっても足りないほどにいそがしく働いた。

　亀山社中では、同志一同をあつめ、いわば日本最初の株式会社の社長としての社業方針のうちあわせをした。

「長州の下関にも支店をおきたいと思う」

　と、かれはいった。

　竜馬が奔走中に知ったことだが、下関をさかいにして東西の物価がひどくちがう、ということに気づいたのである。そこで下関に支店を置き、長州藩の応援を得て、下関通過の船の積み荷をかたっぱしからしらべ、その値をきき、大坂の値段との差をしらべる。そうすれば「いまどういう商品をどんな値段で出せばよいか」ということがはっきりしてくる。そういういわば科学的商況調査を土台にしつつ亀山社中が国内貿易をやればかならずもうかる、というのである。

「このため、下関では、阿あ弥み陀だ寺じ（地名）の伊藤助大夫という藩御用の回船問屋に頼み、その者の屋敷を支店にするということに話はつけてある。むろん大坂にも支店をおく。大坂は薩摩藩の御用商人で土佐堀二丁目に問屋をもつ薩摩屋の店の一部を支店として借りるつもりだ。伊藤も薩摩屋も、それァいままでわれわれ商人あきんどの気づかなかったところだ、といって大いに協力すると申しておる。この支店を運営するために、社中のたれかが、下関と大坂に常駐してもらわねばならぬ」

　といった。みな、このきらびやかな構想にぼう然とした。竜馬がいう。

「とにかくゆくゆくは亀山社中が百万石程度の藩の実力をつけねばならぬ。それをもって薩長を主導しつつ幕府を倒して新国家を樹立するのだ」

　さらに竜馬は「幕府を倒して政府ができてもみなは役人になるな。一方では海軍を興し、一方ではこの亀山社中を世界一の商社にする、そのつもりでやれ。もっとも倒幕活動や倒幕戦をやるうちに諸君のほとんどは傷ついたり死んだりするだろう。業なかばでたおれてもよい。そのときは目標の方角にむかい、その姿勢で斃たおれよ」といった。みな感奮した。

　そのあと竜馬は、大浦海岸に出てグラバー商館など、外国商館を歴訪した。

　また、薩摩藩邸もたずねた。薩摩藩邸では、

「拙者は常時長崎にはおれません。当分は京、大坂、下関などをとびあるかねばならぬ。留守中の亀山社中をよろしくたのみます」

　といった。長崎の薩人たちも、この竜馬が薩長連合というとほうもない夢を抱いて奔走していることはよく知っている。

「心得ています。さしあたって社中が亀山にあってはなにかと御不自由でしょうから、市中で手頃な家をさがしています」

　といってくれた。

「それはそうと、坂本さんは長崎の丸山という遊里であそんだことがありますか」

　と、薩摩の長崎留守居役がいった。

　ない、と竜馬がいうと、ぜひお連れしましょう、と薩人らは言い、その夜、灯ひともしごろになってから出かけた。




　その夜、竜馬は、丸山であそんだ。

　丸山は、江戸の吉原、京の島原とならんで日本三大遊里のひとつにかぞえられたところである。

　思案橋のたもとに紅燈がゆれ、柳が数本、灯ほ影かげにあざやかなみどりを垂らしている。その橋をわたれば、すでに絃げん歌かのちまたであった。道は、長崎ふうの石だたみになっている。竜馬はその石だたみをふみながら、

（これはたいしたもんじゃ）

　と、目をきょろきょろさせた。軒をならべる大たい厦か高こう楼ろうのあかりは、ひるのようにまばゆい。店によっては、無む尽じん燈とうというランプを燈火にもちいているところも多く、吉原や島原とちがい、どこか異国のにおいをもっているところがいかにも長崎の遊里らしかった。

　頭上から、端は唄うた「春はる雨さめ」がきこえてくる。

　音曲ずきの竜馬は、

（はて、めずらしい端唄じゃ）

　とおもいながら、ぞろりとふところ手をしながら歩いてゆく。

　案内されたのは、頼山陽などもあそんだ引田屋という楼うちだった。丸山随一の花楼で、現在では「花月」という屋号にかわり、史蹟に指定され、竜馬が酔ったあげくにつけた床柱の刀傷までが保存されている。

　座敷に通され、酒宴になった。

　芸妓が数人、酒間をとりもっていたが、やがてひとりが三味線をとりあげた。

「なにか、歌わんト？」

　と、その妓こがいった。まるい、あどけない顔をしているくせに、眼だけがひどく戦闘的にひかっている。そのよく光る眼が、先刻から竜馬ばかりをみつめていた。

「お前まん、なんちゅう名え？」

　と竜馬がきくと、

「お元もと」

　といったから竜馬はおどろいた。月琴のうまい妓がいる、ときいていたのはこのお元ではないか。そのお元は、月琴でなく三味線をかかえている。

「旦だ那んしゃまは？」

「坂本」

「名もおついでに」

「竜馬」

「坂本竜馬しゃま？　よか。私うちや貴方おーちが好すいたァ。唄バうたいまひょ」

　と、お元は音締めをはじめた。竜馬は先刻きいた唄をちょっと節で言い、あれをやっちょれんかい、とたのんだ。

「そら、春雨たい」

　とお元は笑った。春雨というのはいま長崎で大はやりの端唄で、肥前小お城ぎの藩士柴田花守がこの引田屋であそんで作詞し、曲は芸妓の某なにがしが節付けしたという。

　やがて、お元が弾き、別の芸妓がうたいはじめた。




春雨に、しっぽり濡るる鶯うぐいすの

羽風に匂う梅が香や

花にたわむれ、しおらしや

小鳥でさえも一筋に

寝ぐら定めぬ気は一つ




　竜馬は、酔いはじめた。ここ数年の奔走のつかれが、こころよく出たようである。

　座敷から酔眼でながめていると、庭の軒端にゆれている紅いランタン風の軒燈がひどくなまめかしい。

「長崎に丸山といふ処なくば上かみ方がたの金銀無事に帰宅すべし」

　と西鶴が書いたとおり、この風ふ情ぜいは男子の鉄腸を溶かすにふさわしい。

「チクと三味線をかせ」

　と、竜馬はお元のひざから棹さおをとりあげ、音ねもしらべずに無造作に弾きだした。




わたしゃ鶯、ぬしや梅

やがて身まま、気ままになるならば

サア、鶯おう宿しゆく梅ばいじゃないかいな

サアサ、何でもよいわいな




　春雨の二番目の詞である。お元は竜馬の節おぼえのいいのにおどろき、

「私うちが、もっと教えたげる。ぶらぶら節は知っといなはると？」

「知っちょらんな」

　と、竜馬は勢いよく杯をあけた。もう一升はのんでいるだろう。

　お元はこの「ぶらぶら節」の解説をした。元来長崎人というのは、人がよくて社交好きであそび好きだという。祭りだ紋もん日びだといってみな町をぶらぶらしている。

「それで出来た唄ごたる」

　と、お元は、自分でひきながら、ひくい湿った声でうたいだした。




長崎名物、はた揚あげ

盆まつり

秋はお諏す訪わのシャギリで

氏うじ子こがぶうらぶら

ぶらりぶらりと言うたもんだいちゅう




「おもしろい唄じゃな」

　と、竜馬は眼をかがやかせた。なにやら性分にあっているのだろう。

「もっとやれ」

　と、聴き耳を立てた。




大井手町の橋の上で

子供の紙は鳶た喧嘩

世話町が五、六町ばかりも

二、三日ぶうらぶら

ぶらりぶらりと言うたもんだいちゅう




「良えいわい」

　と、竜馬は大よろこびで手をうち、「もっとやれ」とお元をけしかけた。




今年や十三月

肥前さん（鍋島藩）の番がわり

城ケ島見物がてらに

露西亜オロシヤ人がぶうらぶら

ぶらりぶらりと言うたもんだいちゅう




　やがて竜馬は庭へ出、飛び石づたいに手洗いに行った。用を足して出ると、珍ちん竹ちくがそこに植わっている。その竹のかげにお元が手拭をもって立っていた。

「なんじゃ、そこにいたのか」

　と、竜馬はお元のさしだす手拭をとり、いきなり顔をふいた。お元は、はじけるように笑いだした。笑いおさめると、急に手きびしい顔になり、

「こんど、いつ来てくだはる？」

　といった。竜馬は、明後日は長崎を発たって京にむかわねばならない。




　ぱらぱらと雨がふってきて、そばの珍竹の葉をたたいた。

　葉がぬれ、それが紅い軒燈に映はえて、竜馬の酔いはいよいよ深くなった。

「こんど、いつ来てくだはると？」

　と、お元はその葉かげでもう一度言い、背のたかい竜馬をみあげた。

　きらりとお元の目が、小さな野獣のようにひかった。この丸山では男ぎらいで通った芸妓なのである。

「わからん」

　と、竜馬はいった。京で、かれがその生命をかけている薩長連合の最大の難事を仕とげなければならなかった。おそらく幕府の捕吏は竜馬の京都入りを手ぐすねひいて待っているだろう。

「お前まんに惚れたような」

　と竜馬はいおうとしたが、そうも言えず、ただぼんやりと雨にぬれながら立っている。

「いつ？」

「わからんな。天がおれにいのちをゆるせば長崎に帰ってくる」

「接吻うまくちして。──」

　と、お元はのびあがった。が、竜馬はお元がなにをいっているのかわからなかった。

「お元、雨にぬるるぞ」

　と、その体を押しやろうとしたが、お元はいやいやとかぶりをふった。おなじ日本人でありながら土佐者と長崎女とではまるで異国人同士のようにうまく会話がはこばない。

「お元は、照れくさか」

　と、お元はちょっと微わ笑らった。ばってん、貴あ方んシャマを好いたごたる、というのである。竜馬はわけがわからず、ふむふむとただ合点した。

「もう離しまっせん。貴方シャマはもう、私うちの青あお餅もちじゃ」

（青餅とはなんじゃ）

　と、竜馬はぼう然とした。あとで青餅とは恋人、情人の意味だということを知った。恋人、情人のことを長崎ではシャンスというのだということを竜馬はきいたことがある。清国語の相シヤン想スウからきた方言であろう。青餅というのは長崎独特の草モチのことで、指にべとべととくっつく。そういうところから恋人の意味になったらしい。

「京には貴方おーち、よかひとが居まっしょ？」

「いるとも」

　と、竜馬はぬけぬけといった。

「好かん」

「仕様がないわい。わしはどういうことか、よか女ひとだらけじゃ」

「好かん好かん」

　と、お元は足をつっぱって竜馬の胸をぐんぐん押してきた。竜馬は待った待ったとつぶやきながら珍竹の林に入ってしまった。髷まげや肩にぱらぱらと葉の露がかかった。

　いつのまにか、お元を抱きすくめていた。お元は唇をあげた。竜馬は、この長崎ではすきあった男女は唇をあわせる、ということをきいている。

「接吻うまくち」

　と、お元は命じた。

　竜馬はお元の唇に自分のそれをかさね、そのあたたかい露を勢いよく吸ってやった。




秘 密 同 盟











　幕府も、ばかではない。

　どころか、その諜報組織は鋭敏なもので、すでに竜馬の入じゆ洛らくを探知し、京都守護職会津中将松平容かた保もりを総司令官とする警察組織が、京都所司代、京都奉行所、伏見奉行所、新選組、見廻組などを動員し、警戒の網を大坂、兵庫にまでひろげて竜馬の潜入するのをまっている。

　どこでどう洩れたのかはわからない。

　とにかく幕府機関は、竜馬の潜入してくる目的が「薩長攻守同盟」のためであるとまでは気づかなかったが、

「土州の坂本竜馬が長州人をつれて入京し、なにやら驚天動地の大仕事をやるらしい」

　とまでは探知していた。

　竜馬の人相も、

「眉ふとく口もとひきしまりたる大男」

　というぐあいに表現され、それが捕ほ吏りの末端にまで徹底されている。

　足どりの見込みも、幕府がわは、

「汽船のすきな男だから海路、畿き内ないに来たり、おそらく兵庫に上陸するだろう」

　と推定し、兵庫警備の岡藩に厳重な警戒を命じていた。

　さらに推測するところ、この土州人は大坂の天てん満ま八はち軒けん家やから淀船にのって伏見に入るであろうと見、八軒家には新選組を派出することにした。

　さて、当の竜馬は。──

　長崎を発し、陸路北九州を歩き、下関海峡をこえて、下関に入った。

　さらに三田尻へ。

　三田尻の白石別邸には、高杉晋作、井上聞多、伊藤俊輔らが待っていた。

　ここで高杉から、

「木戸準一郎（桂小五郎の別名）は、貴国の池内蔵太君、田中顕助君、それにわが品川弥二郎ら数人をつれて一昨二十五日、下関を出航して上方にむかいました」

　という報告をうけた。この桂小五郎を大使とする長州の秘密使節団には、竜馬はかいぞえ役として社中の池内蔵太をつけている。土州人池内蔵太は何度もこの物語に登場してきた。内蔵太はこんどの京都入りを自分の劇的志士生活の最後をかざるものだと予感し、万一のばあいに撃ちまくって闘死するためにライフル銃を一挺、大ぶろしきにくるんでもって行ったらしい。

「坂本さんはどうなさる」

　と、高杉がきいた。

「すぐ発ちます」

　と、竜馬はいった。薩摩藩汽船が竜馬をはこぶためにすでに下関にやってきて数日前から港内でイカリをおろしているのである。

「坂本さん、貴殿の護衛官たらしめるために藩命により長府藩（長州藩の支藩）の士三み吉よし慎蔵という者を同行させることにしております。槍の名人です」

「それは心づよいですな」

「なんの、貴殿は千葉門下でもひびいた北辰一刀流の達人だ。護衛のほうが腕がおとるというのも妙ですが、三吉慎蔵は機転のきく男で足手まといにはなりますまい」

　と高杉はいったが、さすがに竜馬らの前途の危険さを想うのか、顔色がいつもよりあおざめている。




　ところがその夜、嵐になり、下関に碇てい泊はくしている薩摩ぶねが、外輪をいためた。

　当時、汽船の大きな修理は長崎でなければできない。長崎には幕府の官営造船所があり上海からもってきた船渠ドツクなどもある。ちなみに──この船渠は、この幕府がたてた造船所の後身である三菱長崎造船所が、機械設備もそのままにいまも長崎市小こ菅すげに保存している。

　竜馬は船の破損個所をたんねんにしらべてから、

「これは長崎ゆきじゃな」

　と、乗船をあきらめざるをえなくなった。

　そんなことで、竜馬の出発が自然のびた。別の船をもとめねばならなかったのである。

　その間、竜馬は、自分の亀山社中の下関支店にしている阿弥陀寺の大町人伊藤助大夫方を旅宿とした。

　竜馬はこの支店の名を、

「自然堂」

　とつけた。この男は、釈しや迦かも孔こう子しも尊敬しなかったが、ただふたり、ふるい哲学者のなかでは老子と荘子を尊敬していた。なにごとも自然なるがよし、という老荘の思想にあやかって自然堂とつけた。

　滞在中、たまたま長州藩の書家で岡三橋というひとがたずねてきたので、板いた額がくにするその三文字を書いてもらった。

「ははあ、自然堂でありますか」

　と、岡三橋は、感心したような解げせぬような顔をして何度も首をふっていた。いわゆる勤王奔走の志士が、老荘思想という虚無思想をもっているということが、ふしぎでならなかったのだろう。

　当主の伊藤助大夫は竜馬の非常な心酔者で海峡きっての海運業者でありながら、みずから茶をはこんだり、夕食の酒の相しよう伴ばんをしたりした。

「助大夫さん、大坂ゆきの船をみつけてくださいよ」

　と、竜馬は毎朝おきるごとにたのんでいる。

「へい、心得ておりますとも」

　と、助大夫はそのことで頭を痛めていた。どの回船問屋の船でもよいというのではなかった。竜馬をのせるには薩摩ぶねでなければいけない。薩摩ぶねだけが、幕府の探索に対して強力な治外法権をもっている。

　正月になった。

　門松がとれたころ、やっと下関港に丸に十の字の藩旗をなびかせた薩摩藩御用の和船が入ってきた。

　この船は、正月十日に下関を出航した。むろん、竜馬と長州藩の藩命をうけて竜馬に同行する三吉慎蔵が乗っている。

　慎蔵は、いかにも長州人らしい秀麗な容貌をもち、高杉がすいせんしたようにいかにも機敏な感じのする若者だった。

　竜馬は船のなかでこの男と暮らしていてすっかり好きになってしまった。

「三吉君は、寝返りひとつするにしても、くるっと目もとまらぬ速さでするな」

　と、げらげらわらった。

　船は、播州ばんしゆう沖で小さな嵐あらしに遭った。

　冬から早春にかけては、瀬戸内海といえども海はしずかではない。

　波をついて明石海峡をすりぬけ、兵庫港に入ったのは慶応二年正月十六日であった。




　竜馬が兵庫に潜入した慶応二年正月、時勢は勤王派にとって最悪の段階にあった。

　将軍家いえ茂もちはすでに大坂城にある。

　大坂城を大本営とし、第二次長州征伐の戦備をととのえる一方、天下の親長州分子の弾圧をすすめつつある。

　諸藩もそういう幕府の強硬政策に同調し、藩内の勤王分子を殺しつづけていた。竜馬の母藩の土佐藩だけでなく、安政以来多くの勤王家を出した肥後熊本藩、筑前福岡藩も、さんたんたるものになっていた。

　筑前福岡藩（黒田家）などは、幕府の第二次長州征伐発令とともに藩内に政変がおこり、佐幕派が政権を回復し、つぎつぎに勤王家をころしつつある。

　殺さつ戮りくはさいしょ、おだやかなかたちをとった。筑前で知られた志士[image: 筑]つく紫し衛まもるは、ついに脱藩を決意し、夜陰、城下を走りぬけて那な珂か川がわの渡し場まできた。ところが翌日、大小衣服を首にくくりつけたまま溺死体となって発見された。

　それにふんがいした藩内勤王派の首領月つき形がた洗せん蔵ぞうは、クーデターを決意し、同志の会同をもとめた。この密計が藩庁に洩れ、同志一同がことごとく囚とらわれの身になった。

　このため、切腹を命ぜられた者は加藤司し書しよ以下六人。

　打うち首くびは、月形洗蔵以下二十四人。

　この福岡城下の大量死刑は、三日間にわたっておこなわれ、五十二万石の藩内でひとりの勤王家もいなくなった。

　時勢は暗あん澹たんとしている。

　わずかに回天の可能性は、いまから幕府の武力制圧をうけようとしている長州藩、それに局外中立の立場をまもる薩摩藩だけにのこされているが、その両藩も、一藩ずつ孤立していてはなにもできない。

　それを連合させようとしている竜馬ひとりの肩に、維新回天の可能性のすべてがかかっているといっていい。

　兵庫に入った竜馬は、親船から伝てん馬まに乗り、いったん浜の土を踏んだが、長州の護衛官三吉慎蔵は、

「坂本さん、不可能だ」

　と、岸辺の風景をながめていった。松林や街道のあちこちに不法潜入者をとりしまる番所、仮り小屋などが建てられ、おびただしい数の武士がうろうろしている。

「豊ぶん後ご岡藩の人数だな」

　と、定じよう紋もんをみて、三吉慎蔵がいった。豊後岡藩（現在、大分県竹たけ田だ市）は中川家七万四百四十石、この藩も文久三年までは勤王藩として知られていたが、いまでは佐幕藩になっている。

「船で大坂まで出ましょう。私はもう一度伝馬に乗って、大坂ゆきの便船があるかどうか、港内をさがしてみます」

「この嵐だぞ」

「いや、金次第でゆくでしょう。坂本さんはこの葦あしのなかで待っていてください」

　と、三吉慎蔵は海へ去った。

　有能な男である。やがてもどってきて、ありました、と竜馬を伝馬に乗せた。三吉は五十両の持ちがねをはたいて、和船一そうを借りきったという。

　ふたりは大坂へむかった。




　ふたりは大坂天保山港で大船から降り、あとは小船を借り、川をのぼって市街にはいった。途中、安あ治じ川かわの川番所で、

「待たれよ」

　と、よびとめられたが、船中竜馬は弁当を食いながら、

「薩州家来才さい谷たに梅太郎」

　と、ゆうゆうと偽名を名乗ったので、川番所も、通らっしゃい、とついあごを振った。

「武術の気合ですな」

　と、通りすぎてから三吉慎蔵は小声でいった。武術の気合というのは、蛇が蛙にのぞむような一種動物的な感作で、一瞬、相手は催眠状態になる。そこを、蛇ならば襲い、武術ならば撃つ。三吉はそれをいっている。

　が、竜馬はべつだん気合を用いたつもりもなく、そんなものかな、と思いつつめしを食いつづけた。

　やがて土佐堀川に入り、二丁目の薩摩屋敷の裏で船を捨てた。

　薩摩藩邸では、すでに京の西郷からの指令がきていて、竜馬の来着を待っていた。

「よくまあごぶじでしたな」

　と、薩摩大坂留守居役木こ場ば伝内がいった。伝内は同藩の西郷や大久保のふるい同志で、年長者でもありかれらから立てられている。維新後は木場清きよ生ふと名乗り、大阪府大参事、宮内大録などを歴任したがのち官を辞して隠いん棲せいし、明治二十四年歿した。七十五。

「将軍が大坂城にいます。そのため市中は前代未み曾ぞ有うの警固ぶりじゃ。日が暮れれば市中、街路を歩く者は犬だけでごわすな。なにしろ三万の幕兵が駐留し、市中は区をわかって諸藩に警備を分担させている。あやしき者とみれば即座に斬りすて、というわけでごわす。それもここ十日このかたは坂本さん、あんたが探索の眼がん目もくでごわす」

「ははあ、私がですか」

　と、竜馬は苦笑した。乙女姉さんに手紙を書いてやらねばとおもった。幕府の警察力をあげて竜馬ひとりを探索しているというのはなんとえらくなったものであろう。

「しかし、幕府は私の京都入りの目的を知ってはおりますまいな」

「左様、まさかそこまで偵知しているとは思われぬが、長州人で赤あか根ね武たけ人とという者が大坂潜伏中に新選組の手でとらわれた。赤根は高杉に恨みをいだいていたため、拷問のすえ藩の機密を洩らしたような形跡がある。とすれば幕府が気付いておらぬ、とも思えぬ」

「なるほど」

「とにかく、ここ一両日、この藩邸で息をひそめていて頂く」

「いや、今夜、外出しますよ」

　と竜馬がいったから、木場伝内はおどろき、左様なことをしてもらっては拙者の役目が全まつとうできぬ、と大声で言い、

「いったい、どこへ行かれる。遊里か」

「いや、大坂城です」

　と、竜馬は平然といった。大坂城といえば幕府機関の中枢であり、幕軍の大本営であり、あらゆる敵の巣そう窟くつではないか。

「なにをしに」

「京坂の警戒網を知るためです。それを知らねば京に潜入することもできず、道もあるけぬ」




　竜馬は、

「大坂城代屋敷へゆく」

　といった。

　ついでながら大坂城は、将軍が城主になっている。城代というのは、大坂における将軍名代ともいうべきもので、京都所司代とともに幕府の地方官としては最高の役職とされている。

　大坂城を統とう轄かつする一方、政治的には西さい国ごく諸侯を統帥し、行政的には大坂の東西町奉行、堺奉行の管理者であり、ふつう、五、六万石の譜代大名のなかからえらばれ、この職をつとめたあと京都所司代を経、老中にすすむ、というのが幕府の高級官僚のコースとされてきた。

　現在の大坂城代は、幕府も非常態勢にあるため、一時的な異例として譜代大名でなく旗本からえらばれている。いずれにせよ、倒幕勢力からみれば最大の敵であり、坂本竜馬その人を探索している幕府機関の最高責任者のひとりであることはまちがいない。

（この男、気が触れたのではないか）

　と、薩摩藩大坂留守居役木場伝内はおもった。敵の巣に乗りこんで親玉にあい、「拙者をつかまえる警戒網はどうなっちょります」ときこうというのである。

「大坂城代をごぞんじなのか」

「存じちゃおりません」

　と、竜馬はいった。しかし目下城代屋敷に寄留している幕府の高官大久保一翁をかれは知っていた。

　大久保一翁は竜馬の師匠勝海舟の親友で、かつて将軍家の御側取次などをつとめ、いまは越中守という官名を称し、大坂に駐在して将軍顧問役になっている。

「坂本君、貴方おはんは大胆すぎる」

「いや、普通にふるまっているだけだ」

「それはいかん。おはんは幕府があげて探索しているお探たずね者ものでござるぞ」

「木場君、駕籠を二挺用意してくれませんか。途中の魔よけに島津家の定紋入りの提灯を貸してもらえばなおつごうがよい」

「それは貸さぬことはないが」

　と、木場伝内はなおもとめようとしたが、竜馬はきかなかった。

　木場はやむなく手くばりをした。

　すでに日が暮れている。

　竜馬は前の駕籠にのり、長州人三吉慎蔵をうしろの駕籠にのせ、薩摩藩邸の門から勢いよく出て行った。

　それを木場伝内が見送り、提灯が見えなくなるまで門前でたたずんでから、

「チェスト！」

　と、叫んだ。薩摩人の掛け声である。腹のたつとき、気合をかけるとき、くやしいとき、うれしいときにかれらはこう叫ぶ。伝内にとって竜馬の大胆さがなんとも腹立たしくもあり、またみごとでもあり、憤ふん懣まんと讃嘆をこめてこう叫んだのであろう。

　竜馬は、町木戸、辻番所、諸藩の番所を、薩摩の定紋入りの提灯のおかげで難なく突破してゆき、やがて本ほん町まち橋をわたった。この橋をわたれば、幕軍の警戒区域になる。

　橋詰めで訊問をうけたが、薩摩の使者として押しとおし、内うち本ほん町まち、太郎左衛門町を過ぎ、上うえ町まちの坂をのぼりつめると、南側が城代屋敷になる。その門前で駕籠をとめた。




　越中守大久保一翁は、大坂警備に関する町奉行、担当諸藩からの報告書に目をとおしていたが、やがて取次ぎの者が、

「薩州大坂留守居役木場伝内どのの相あい役やくと申す仁が参っておりますが」

　と、ふすまのそとでいったので一翁は冊子を閉じた。

「名は？」

「肝きも付つき右う兵ひよう衛え」

　と、取次ぎがこたえた。一翁には記憶にない名だったが、肝付という奇姓は薩摩にしかない。しかも薩州では名家の姓である。いずれにしても薩摩の高級官僚ならば会わぬわけにもいくまいとおもい、

「書院に。──」

　と、みじかく命じた。

　一翁は、書類を片づけはじめた。どの書類も、大坂・兵庫の警備に関するもので、とくに最近は報告の表現が緊迫化している。土州の坂本竜馬が、長州の桂小五郎をつれて畿内に潜入する、という情報のもとに万全の警戒陣が張られていた。

　両人の人相書もまわっている。桂は「色、浅黒」とあり、竜馬は「色黒き方ほう」とある。

（浅黒と色黒きほう、というのは、つまりどうちがうのかな）

　と、大久保は、警吏の表現法のふしぎさを内心おかしがったことである。

　一翁は、廊下へ出た。

（寒い）

　と、一翁は、左コブシをにぎった。侍臣が手燭をとって、先導してゆく。

　書院に出た。侍臣がふすまをひらいたとき大久保一翁の足は釘づけになった。

　竜馬が、すわっている。

（………）

　一翁は、侍臣をかえりみた。幕府官僚随一の秀才といわれた一翁は、ひろい額と白い皮膚をもっている。その皮膚が、むざんなほどに汗を噴ふいた。この男がこれほどにろうばいしたことは、かつてなかった。

「そちは廊下に出ていよ」

　と、侍臣に小声で命じた。「よぶまでは何者も入れるでない」

　心得ました、と侍臣も、主人の気色の異常におどろき、歯を鳴らした。寒さと緊張のせいであろう。

　一翁は部屋に入り、着座し、無言で手あぶりをひきよせた。

「こまるではないか」

　とは、この将軍の名臣はいわない。ただ表情にそれが出ている。

　が、当の竜馬は一翁のそういう当惑にはいっこうに頓着せず、ひたすらにこにこしていた。

「すっかり、寒くなりましたな」

　と、火鉢をかかえこむようにした。さらにいうのである。

「京大坂もよいが、この寒さにはかなわん」

「寒ければ」

　と、大久保は泣くようにいった。

「出て来なければよかったのだ」

「いやいや、用事があればそういうわけにもいきませぬわい」

「坂本君」

　一翁の声がふるえた。




　それっきり、大久保一翁はしばらく唇をとじ、表情を固くした。

「どうなされました」

　と、竜馬はおどろいてたずねた。

「どうもせぬ」

「だまっちょられますな」

「あたりまえだ」

　と、一翁の表情がにがい。

「君は、大公儀のお探ね者なのだぞ。いま、京大坂の警備陣をあげて君が西国から潜入してくるのを待ちかまえている」

「そのことだ」

　と、竜馬はポンと横手を打った。

「だからここへ来れば、どこが手薄でどこがうるさいか、よくわかろうと思ったのです」

「ば、ばかな。わしは町奉行、定じよう番ばん、加か番ばん、諸藩を指揮して大坂警備をする責任をもっている」

「大坂城代並ですからな」

　と、竜馬は大きくうなずいた。

「なにを感心している。要するにわしは君を捕える役人どもの総指揮者なのだ」

「わかっています」

「だのに、なぜ来た」

　と、一翁は、いらいらしてきた。

「まさか大坂城代並みずから坂本竜馬をひっとらえることはあるまい、と思いましてな」

「そこにいる仁は、どなただ」

　と、一翁は三吉慎蔵を指さした。

「長州人です」

　げっ、という顔を一翁はした。長州人というだけで、いまは朝敵であり、幕府の敵であり、即座に捕殺していい。

「君にはこまるなあ。そのようなひとをつれてきて」

「友人ですよ」

　と、無邪気に笑った。

「とにかく、一刻も早く大坂から退散しなさい。京に入るそうだが、大胆もほどほどにするがよい。君の命はいくつあっても足りないだろう」

「覚悟の前ですよ」

　と竜馬は言い、

「いま、私が京に入る、ということを申されましたが、よくご存じですな」

「報告がきている」

「京で、何をするとお思いです」

「そ、そんなこと、私が知るものか」

　と、一翁は腹が立った。ひとをからかいにきたのか、とおもったのだ。

「そんな報告はきていませんか」

「来ておらん」

　と、一翁はいった。竜馬は安堵した。そのことを知りたかったのである。薩長連合のことが幕府に洩れてしまえば、もはや万事休すといっていい。

「では、退散します」

「送ろう」

　と、大坂城代みずから玄関まで出、式台におりようとする竜馬へ、

「天満八軒家に新選組が出張していていちいち京のぼりの船客をしらべている。どうせ偽名をつかうのだろうが、万一のときは私を知っている、と言い給え。ただし万一のときだけだ」

　と、小声でいった。




　天満八軒家は、伏見へのぼる淀川船の大坂駅になっている。

　天満橋と天神橋のあいだの南岸の地で、川ぶちに船宿がびっしりと軒をならべ、京大坂をのぼりくだりする旅客でにぎわっていた。

　そこに京屋という船宿がある。

　京屋は新選組の御用やどで、将軍の大坂滞在中は、ここに一小隊が駐屯し、上下する旅客をあらためていた。

　隊長は、藤とう堂どう平助である。

　藤堂は京屋の二階手すりに身をもたせかけ、下をゆく旅客を見おろしていた。

（はて？）

　と、藤堂が目をこらしたのは、この日の昼まえである。

　黒木綿の紋服をきた長身の武士が、京屋のとなりの堺屋という船宿から出てきた。

　まぎれもない坂本竜馬である。柏かしわ餅もちのようなかっこうの韮山笠をかぶっている。

「藤堂さん、あの男」

　と、そばにいた新田某という隊士が、竜馬に同行している三吉慎蔵を指さした。

「見たことがある。長州人ではありますまいか。それに釣り竿のようなもの、紺の大風呂敷にくるんでいるが、どうやら手槍のようにおもわれますが」

「そうだな」

　と、藤堂は、わざと気のない返事をした。

「まあ、船着場はまに出ている連中がしらべるだろう。それよりも腹がへったな」

　と、藤堂は大刀をとって立ちあがり、めしでも食いにゆくようなそぶりで階段をおりた。

　藤堂平助は、千葉道場での竜馬の後輩である。かつて伏見から京への街道筋で新選組隊士群と竜馬がたたかったとき、藤堂はなんとか竜馬をのがそうと努力した。

（ばかなひとだ）

　と階段をおりながら、藤堂は腹だたしかった。昼ぶねに乗るとは放胆にもほどがある。顔を太陽に曝さらしっぱなしではないか。

　藤堂はちかごろ思想的に動揺していた。近藤・土方とともに新選組を結成した結党以来の古参であるが、池田屋ノ変いらい新選組が攘夷結社の性格をうしない、純然たる幕府の走そう狗くになりはててしまったことにはげしい不満を感じている。それに、血は水よりも濃いという。新選組の核心的な幹部は、近藤勇いさみ、土ひじ方かた歳とし三ぞう、沖田総そう司じ、井上源三郎など、武州多摩地方の土着剣法である天てん然ねん理り心しん流りゆうの出身であった。かれらは暗黙裡にかたい団結をもっている。おなじく創立以来の同志とはいえ、藤堂平助は千葉道場でまなんだ北辰一刀流であった。どこか、近藤らは自分に他人行儀である、と藤堂はおもいつづけてきた。

　それに千葉道場というのは伝統的に尊王攘夷の風がつよく、桜田門外で井伊直なお弼すけを斬った水戸・薩摩浪士のほとんどは千葉門の出身だし、赤あか羽ばね橋ばしで死んだ清河八郎、それに坂本竜馬、と千葉道場はその方面に多くの志士を出した。

　肌がちがう。

　藤堂はすでに、隊に新加入してきた千葉門の先輩である伊東甲か子し太た郎ろうらとともに脱退分派を決意していた。




　藤堂平助は、土間にとびおりると、そのまま裏へ通りぬけた。裏は大川になっている。天満の船宿のばあい、正確にいえば裏がおもてで、そこから三十石船が発着した。

（いい陽気だ）

　というように、のびあがって対岸を見るふりをした。陽ひが、対岸の町家にこめている靉あい気きにあたって、きらきらと光っている。梅うめ日和びよりというのであろう。

　隣りは、船宿堺屋の船着場はまである。いま、昼ぶねが出ようとしていた。踏み板がわたされ、船と岸に旅客が群れている。

　その旅客のひとりひとりを、藤堂の部下の隊士が五人、白い山型の袖口をつけた隊の羽織をはおって、きびしく臨検していた。

　竜馬がきた。

　例の、手槍らしいものをかついだ武士を同伴している。

「待たれよ」

　と、隊士群が緊張した。

「われらは、京都守護職会津中将御支配、新選組の者でござる。役儀によっておたずね申す。藩、姓名をおきかせねがいたい」

「薩摩藩」

　と、長州人三吉慎蔵がこたえた。

「お名前は？」

「こちらが肝付右兵衛、わたしが同鼎かなえ」

「その長いものは、何でござるな」

　と、隊士は三吉慎蔵の肩のものを指さした。

「これは」

　釣り竿だ、と三吉がいいかけたとき、すでに踏み板に足をのせかけている竜馬がふりかえって、

「手槍だよ」

　と思わず正直なことをいったために、隊士は騒然となった。隊士の一人がいんぎんに、

「そこの座ざ摩まのお旅たび所しよを仮り屯所にしていますが、ご同道ねがえませんか」

「その必要はありませんな」

　と、三吉慎蔵はいった。慎蔵は江戸定じよう府ふの家にうまれたために江戸弁をつかう。

「薩人と申されたが、おなまりがない」

「あたりまえだ、これでも江戸の水で産うぶ湯ゆをつかっている」

「とにかく屯所へ同道ねがおう」

「それが薩摩藩士に対するあいさつかね」

　と、三吉慎蔵は、喧嘩腰になった。

「いや、薩摩藩士とはおもわれぬ。とくにそちらの仁じん」

　と、竜馬を指さし、

「われわれ存念の人にん体ていによく似ておられる。とにかく屯所にてゆるゆるとお話をうかがおう」

「無用、無用」

　竜馬は、まわりの町人たちがとびあがるほどの大声を出してどなった。

「不審があれば土佐堀の藩邸にいる留守居役木場伝内にかけあいたまえ。それ以外、薩摩藩士の身柄を拘束することはできんぞ」

　藩の留守居役というのは、こんにちの領事の職に相当する。

「されば土佐堀の木場殿まで使いを出すゆえ、それが帰るまで屯所でご休息ねがおう」

「さきをいそぐわい」

　そこへ、藤堂平助がきた。

　竜馬と、目が合った。




　視線が合ったとき、藤堂平助は竜馬の視線をおさえるようにし、すぐ放して目をそらした。しかし竜馬は知らぬ顔でいた。

　藤堂は、竜馬らの訊問に立っている隊士を背後からよびよせ、ぶらぶらと岸辺を歩きながら、

「あれは薩摩藩士だな」

　と、川を見ながらいった。

「そう申し立てておりますが、どうやらあれは偽にせ者ものですな」

「すぐ薩摩藩に連絡するがいい」

「そうします」

「しかしあの二人は放すことだ」

「放すのですか」

　と、隊士はおどろいたが、藤堂平助は「いま政治情勢はきわどいところにきている」と、いった。文久三年には長州勢力を京から追いはらって幕府をたすけた薩摩藩は、最近では兵庫開港反対や長州再征反対などをとなえて幕府に駄々をこねつづけている。いま、無用の刺戟をあたえれば薩摩はどっちへころぶかわからない、と藤堂はいう。

　隊士は、さらにおどろいた。藤堂平助といえばいなせな江戸っ子のようなところがあって修しゆ羅ら場ばにとびこむときなど、勇敢で機敏で水ぎわだったところがあるが、平素、しんねりと政治情勢などを語るような男ではない。

「しかし、偽者かもしれませんよ」

「ほんものならどうする。あとでたいへんなさわぎになる」

「では、放します。しかし念のため伏見までこれこれの人体の者がゆく、ということを報らせておきましょう。堺屋の船ですから寺田屋の船着場はまにつきます」

　やがて船が出た。

　竜馬と三吉慎蔵は、ぶじ伏見にむかって淀川をさかのぼりはじめた。

「よく、放しましたな」

　と、慎蔵はほっとして囁いた。

「ああ、千葉門のおかげだ」

「というと？」

「あの船着場にいたばか者連中の組頭を、わしは知っている。藤堂平助といって、神田お玉ケ池で修業した男だ」

「ほう、千葉道場といえば尊王攘夷の風ふうのつよい道場ですが、その出身者にも新選組に入る者がいるのですな」

「友達がわるかったのだろう」

　と、竜馬はクスリと笑った。

「ははあ、友達がねえ」

「藤堂は腕が立つから、江戸のころ、近藤勇の天然理心流道場にごろごろしていた。他流ながら師範代のようなことをしていたらしい。近藤は竹刀しない打ちではあまりつよくない。他流試合の申し入れなどがあると、千葉や斎藤といった大道場に使いを走らせて、人にきてもらったそうだ。斎藤道場にいた桂小五郎や渡辺昇（大村藩士・のち子爵）は、よく貰いがかかって行ったらしい。藤堂平助というのもそういうことで近藤の道場に出入りしているうちについには居い候そうろう同然になった。そのようだな」

「人の運命はわかりませんな」

「それはちがう。人の運命は九割は自分の不明による罪だ。なににせよ、藤堂平助などは、いまとなっては道をひきかえすわけにはゆくまい」




　伏見寺田屋の船着場はまについたのは、午前四時すぎであった。

　おりから船着場で大坂くだりの一番船が出ようとしていて、宿の前はこったがえしていた。

　竜馬ら二人は岸へあがった。ものの十歩ばかりあるくと、そこがもう寺田屋の土間である。

（変なやつがいる）

　と竜馬は背後に注意した。密偵らしい。竜馬らのうしろ姿をじっと見ていたが、やがて、ひゅっと口笛を吹くと、闇のなかに消えた。

「やあ、厄介になる」

　と、竜馬は土間に入った。

　お登勢は帳場にいたが、立ちあがって竜馬らを二階へ案内した。

「おりょうさんは、今朝は非番ですよ」

　と、お登勢はいった。お登勢とおりょうは一日おきに、早朝の帳場に出て、一番船の客を送るのである。

「では、おりょうは、寝ているのか」

「たったいま寝たばっかり。あの子は昼船まで寝ます。そのかわり昼船からむこうはあたしがふとんの中」

「船宿のおかみは大変だな」

「でも、あすの昼船から当分、店を閉めることになりましたから、よろしく」

「なにをいってやがる」

　と、竜馬は相手にならなかった。暁あけの烏からすが鳴かぬことがあっても、伏見の船宿には休みがない、というのが常識なのである。伏見と大坂間のなかば公的な交通機関ではないか。

　が、お登勢は、大きな銅火鉢の火をかきおこしながら、

「ほんとうよ」

　といった。休む、という。予定されている客も、近所の水みず六ろく、小道具屋、綿屋にたのんで、そこへ泊めてもらう、という。

「変事があったのか」

「まあね。薩州様からたのまれて、とんでもないお人をあずかることになったから」

「たれだ、それは」

「坂本竜馬」

　と、お登勢は言い、さらに竜馬の顔をのぞきこんで、

「あなたよ」

「なんだ、冗談を言うたチいかん」

「本当なんです」

　と、お登勢は、真顔になった。

　きのう、薩摩藩の伏見屋敷から留守居役がきて、

「坂本氏が数日中に伏見へ入る。幕府がしつこくねらっているらしい。伏見藩邸に泊められればよいのだが、薩摩藩父島津久光様が他藩士の藩邸宿泊を厳に禁止しておられる。さればすまぬが、寺田屋にあずかってくれぬか」

　といった。

　ゆらい、寺田屋は薩摩船の御用宿になっている。いわば、藩命である。

「じゃ、万一のことがあっちゃいけませんから、坂本さんがいらっしたその日から店をしめます」

　と、お登勢は言いきった。竜馬の滞在がいつまでつづくかわからないが、その間客止めによる損害は、お登勢が負担せねばならない。が、この女は、てんからそんなことに頓着していなかった。




　ふたりは、寝床に入る支度をした。

　三吉慎蔵は、長州藩命による護衛官らしい用心ぶかさで、枕もとに、大剣と手槍、衣い袴こを置き、いったん体を横たえてから、何度も剣をつかみ槍をつかむ練習をした。

「なにをやっているのかね」

　と、竜馬はくすくす笑った。

「襲われたときの用意ですよ」

「よせよせ」

　竜馬は、掛けぶとんをはぐって、寝床にとびこんだ。自分の防衛に汲きゆう々きゆうとしているようなことでは大事が成せるか、というのが、竜馬の考えかただった。

「坂本さん、高杉から贈られた西洋短たん筒づつはどうされました」

「荷物のなかにあるだろう」

「枕もとに置かれたほうがいいです」

　慎蔵は、くるっと飛びおき、竜馬の背負い袋のなかから、短銃をとりだした。銃じゆう把はに、ニギリ飯がべったりとくっついている。

（きたないなあ）

　と、慎蔵はめしつぶをきれいにとりおわってから、カチリと銃を割ってみた。レンコン型の弾倉に、弾が六発入っている。

「ここへ置きますよ」

　と、竜馬の枕もとにそれを置いた。

　さて、剣である。剣客のくせに、剣も床ノ間に立てかけてあった。

「大剣も、置きましょうかな」

「どっちか一つでいいだろう」

　と、竜馬はねむそうにいった。桂と西郷の話しあいがどの程度に進んでいるか、ぼんやり考えている。

「不用心ですな」

「生きるも死ぬも、物の一表現にすぎぬ。いちいちかかずらわっておれるものか。人間、事を成すか成さぬかだけを考えておればよいとおれは思うようになった」

「そういう人を護衛するこの三吉慎蔵の苦心を考えてほしいものですな」

「ここには、おりょうという娘がいるんだ」

　と、竜馬は別なことをいった。

「きれいな娘だぞ」

「それと短筒と、何か関係があるのですか」

「ないさ」

　と、竜馬もわれながらおかしくなって、肩を動かして笑いだした。

「この宿は、文久二年、島津久光の上使と戦って闘死した有馬新七ら、九人の薩摩志士の血戦場だったところですな」

「事変直後、おれはこの宿にきた。階段の下の壁、帳場のあたり、かまちの板敷などは血だらけだった。あのお登勢が、下男を指揮して掃そう除じさせていた」

「俠きよう女じよですな」

「妙な女だ。おれたちを応援していても一文の得にもならぬばかりか、まかりまちがえば首がとぶというのに」

「こんども、あなたをかくまうために店を当分閉めるとか」

「あんな女も出てきている。日本はいつかよくなる」

　竜馬はふとんをかぶった。

　慎蔵は灯を消すべく行あん燈どんに這い寄った。竜馬の、面めん擦ずれでそそけ立ったびん髪ぱつが見えた。




　護衛官の三吉慎蔵が目をさましたとき、すでに陽が高くなっていた。

「坂本さん」

　と、横に声をかけたが、返事がない。のぞきこむと、竜馬の床はもぬけのからだった。

（存外、早起きなんだな）

　と、慎蔵は意外におもった。

　洗面のために階下へおり、さらに土間におりた。土間から奥は京風の台所になっている。慎蔵は台所の井戸で、歯をみがき、顔をあらった。

「三吉君、起きたかね」

　と、どこにいるのか、竜馬の声が聞こえてきた。慎蔵は古手拭で顔をぬぐいつつ廊下を歩き、声がきこえた奥のほうへ行った。

　奥の縁側に陽が射している。

　そこで竜馬は、結髪をしていた。結ゆっているのは、美しい娘である。

（これが、おりょうか）

　と、慎蔵はその美しさに目を見はった。おりょうのむこうに梅の古木があり、二、三輪の白い花をつけていた。

「君もやってもらわんかね」

　と、竜馬はいった。

「この娘は、へたな髪結いよりもうまいぜ」

「そうですか」

　と、慎蔵は、娘の美しさにおもわず弾はずんでしまったが、当の娘はむっつりと手を動かしていて、慎蔵に会え釈しやくもしなければ、結ってあげましょうともいわない。おそろしく無愛想な娘なのである。

「いいですよ、私は」

　と、慎蔵は不快そうにだまった。竜馬は慎蔵の感情がわかったらしく、

「妙な娘だぜ、このひとは」

　と、くすくす笑った。

「犬みたいに人見知りがひどいんだ。よくまあ、船宿の養女がつとまる」

　きゅっ、とおりょうが竜馬の髪を引っつめた。痛い、と竜馬は顔をしかめた。

「しかし、馴れるとわるい娘でもない。あっ、痛」

　と、竜馬は短く叫んだ。

　慎蔵は、おかしくなって笑いだした。無愛想な娘だが、けっこう意思表示の方法を知っている。

　竜馬がすんだあと、慎蔵がすわった。

　おりょうは、耳ダライに櫛くしを浸つけ、慎蔵のモトドリを解き、きゅっきゅっと小気味よくすきはじめた。なるほど手ぎわがいい。

「顔もあたってくれませんか」

　と慎蔵がいうと、おりょうは、意外なすなおさで、はい、といった。なるほど、馴れてみればいい娘かもしれない。

「三吉君、路上に妙なやつがうろついているようだ。昼は歩けそうにないな」

「夜、出かけますか」

「当分、この寺田屋を根ね城じろにすることになるが、どうやら昼は寝て夜出かける、ということになりそうだな」

　そのあと竜馬は、おりょうに頼んで、京の薩摩藩邸に使いに行ってもらった。自分がすでに伏見寺田屋に到着していることを、西郷と、先着しているはずの長州の桂小五郎に報しらせるためである。




　日没後、竜馬は京へ出発した。

　独りである。三吉慎蔵は、寺田屋で待たせておくことにした。せっかく長州の好意による護衛官ではあったが、二人肩をならべて夜道を急行してはかえって幕吏にあやしまれるとおもったのである。

　京へは三里。

　竜馬は左手に提灯をもち、懐中には短銃を呑み、足をいそがせた。

　寺田屋を出たときから、背後をつけてくるねばっこい足音を感じている。

（密偵だな）

　とおもった。

　伏見の町を出たあたりで、提灯を吹き消した。一種の実験である。密偵なら、「感づかれた」とみて、足をとめるか、足音にみだれをみせるだろう。

　果然、足音が消えた。

（やはり密偵さ）

　竜馬は、腹のなかであざわらった。しかし一方では別の思案にとりつかれつつ足をいそがせた。

　桂と西郷の会談がどう運んだか、ということである。竜馬たちがあれだけのお膳立てをした以上、話がこじれていようとはおもわれない。が、妙な予感が、竜馬を不安にしている。予感の正体が、竜馬にもわからない。

　やがて前方左手の星空の下に、妙法院の大屋敷がみえてきて、京の市街に入った。

　竜馬は、四条通に出、先ぽん斗と町ちように入り、すぐ先斗町から木屋町にぬける露地に入り、木屋町に出ると、また別の露地から先斗町に逆もどりし、その軒下をすたすたと北上した。尾行者をまくためである。

　先斗町の道幅は、大男が両手をいっぱいにひろげれば両側の格こう子しに指さきがふれるというほどのせまさである。そこを、芸妓や舞妓がしきりと往還している。背後の尾行者は、そのために竜馬の影を見失った。

　竜馬は、三条小橋の橋詰めで辻駕籠をひろい北へいそがせた。

　まず、桂に会おうとおもった。

　桂は、薩摩藩の世話で、小松帯刀の屋敷に泊まっている。

　やがてその門前に着き、門をたたいた。

　出格子の障子がひらき、桂を護衛している薩人の顔がのぞいた。

　竜馬だ、と知ると、小門をあけた。竜馬はその小門をくぐると、

「すまぬが、辻々を見てくださらぬか。尾行者がいるかもしれない」

　と、頼んだ。

　応、とうなずき、五、六人が駈けだして行った。気の荒い薩人のことである。密偵を見つければ斬ってしまうだろう。

　竜馬は、庭に面した客間に入った。桂は二階に寝ているはずである。

　最初に、桂の随員である品川弥二郎がおりて、客間のふすまをあけた。

　表情が冴えない。

　ついで、桂小五郎が入ってきた。すわるなり、

「坂本君、私は帰る」

　長州へ──と付け加えた。




　竜馬は、桂を凝視した。

　この快活でとおった若者が、かつて見せたことのない、すさまじい目つきである。

「わけをきこう」

　と、低い声でいった。事と次第によっては桂をこの場で斬り伏せてもかまわぬ、と覚悟した。

「言う」

　と、桂は、暗い目を、怒りと焦しよう躁そうでいっそう暗くし、にぶく光らせた。唇が、やりばのない感情でふるえている。桂は、「言う」といったくせに、感情の整理がつかぬのか、容易に口をひらかない。

　桂ら、長州の秘密使節一行が京に入ったのは正月の十日のことであった。竜馬が桂を訪問しているこの夜は、正月二十日である。この間、十日という時間がある。そのあいだ、桂と西郷は何をしていたのか。

「いったい、なにをしていた」

　と、竜馬は、きいた。桂は吐きだすように、

「三食のたびに山海の佳か肴こうが出た。馳走ばかり食っていた」

　といった。

　正月十日、桂ら一行がぶじ京に潜入するとすぐ相しよう国こく寺じ門前の薩摩藩邸に入った。ここは錦小路の藩邸が手ぜまなためにあらたにつくられたもので、前に御所があり、まわりには寺や公卿屋敷などが多く、日中でも門前の人通りはすくない。密偵の警戒にはうってつけの場所なのである。

　桂らは、その奥座敷で、薩摩藩の指導者西郷吉之助と会った。

　桂の性格は、やや婦人に似ている。その思慮ぶかさと怜れい悧りさにかけては長州第一等の人物であったが、ただ、つねに感情の鬱屈するところがあり、いったん恨みを結べば容易に解くことができない。

　開口一番、この男は、

「われわれは薩州をうらんでいる」

　と、陰湿な声でいった。和解と友好と同盟のための秘密会談の最初のことばが、憎悪ではじまった。

　さらに桂は、なんと、文久三年いらいの薩長抗争史を語りはじめたのである。

　桂は、そのつどそのつどの長州の立場と真意を説明した。

「われわれは、文久以来、一にも二にも朝廷に対し奉って勤王の大義を展のべようとした。しかしそれがかえって誤解され、天下に野心あり、などというとほうもない誤解を生じ、ついには朝敵の汚名を蒙こうむった。いまもこうむりつつある」

　われわれを陥おとしいれたのは、たれの策謀か、薩州の策謀ではないか、といわんばかりの皮肉とうらみをこめて、桂は語った。

　西郷は終始だまって桂のいうところをきいていたが、やがて桂のひとりしゃべりがおわると、西郷は居ずまいをただし、その場に両手をつき、

「いかにも、ごもっともでごわす」

　と、頭をふかぶかとさげた。

　このことについて、桂に随行している長州の品川弥二郎は、維新後、こう語っている。

「木戸（桂）の言い分と態度は、そばで聞いていたわれわれ長州人でさえずいぶんと非の打ち所があると思った。薩州側に立って言い分をつくるつもりなら、幾らも反はん駁ばくできたに違いない。しかるに、洵まことに御ご尤もつとも、と一語を発しただけで頭をさげていた西郷は、さすがに大人物といわざるをえない」




（ほう、西郷は頭をさげたか）

　と、竜馬は感心した。桂よりもはるかに西郷は外交家なのである。このさい、過ぎ去った過去をいくら解剖し評論したところで、双方のためにはならない。西郷はそこを知っているのであろう。

　だからひたすらに頭をさげ、

「まことにごもっともでごわす」

　とのみいった。

　が、桂のほうが子供だった。というより、ここ数年の激動のなかでいじめぬかれたのは長州人であった。その立場からいえば、ついうらみごとになり、皮肉になり、ついには薩摩攻撃になったのはやむをえない。

「相手は、たれたれが出ていた」

　と、竜馬がきいた。横で品川弥二郎が、一人ずつ薩摩人の名をあげつつ指を折った。

　家老が三人出席している。

　小松帯刀、島津伊勢、桂右衛門である。

　それに西郷吉之助。西郷の藩における身分は家老の下の中老格であったが、しかし事実上の薩摩藩代表である。

　ほかに、

　大久保一蔵（のち利通・維新後参議）

　岩下左次右衛門（のち方まさ平ひら・元老院議官・子爵）

　伊い地じ知ち正まさ治はる（のち宮中顧問官・伯爵）

　村田新八（のち西南役の謀将）

　中村半次郎（桐きり野の利秋・右同）

　西郷慎吾（のち従つぐ道みち・西郷の実弟・元帥・侯爵）

　大山弥助（のち巌いわお・日露役の満州軍総司令官・公爵）

　野津七左衛門（のち道みち貫つら・日露役の第四軍司令官・侯爵）

　らがいる。

　長州側は、代表桂小五郎のほかに、

　品川弥二郎（のち、内務大臣・子爵）

　三好軍太郎（のち重しげ臣おみ・枢密顧問官・子爵）

　田中顕助（のち光顕・土佐浪士・宮内大臣・伯爵）

　そのほか、すでに長州に帰化したかたちになっている筑前浪士早川渡がついてきている。

　薩摩側は、この長州からの客に対し、貴人をもてなすような手厚さでもてなした。

　桂の痛烈な薩摩批判のことばに対しても、長州のおかれている悲惨な環境から考えて、

「いうだけはいわせてやろう」

　と、たれも抗弁しなかった。みなにこにこして酒間を取りもっている。

　ところが、薩摩側は、ひとことも、薩長連合の話をきりださないのである。

　西郷は、「もっとも」といっただけであとは黙々と肴を食っている。

　田中顕助、のちの光顕の述懐談でも、

桂も、これはおかしい、と思った。会えば虚心坦たん懐かいにその話に入れるものと思っていたが、これではまるでのれんに腕おしの形だった。桂も言いだしかけたがついにそのことには触れず、たがいににらみあいのようなふんい気がつづき、ついに坂本が苦心して斡あつ旋せんした問題にはふれずじまいでおわった。

　薩摩側は、この会談がおわると、翌日かれらを小松帯刀の屋敷に案内し、ここでも御馳走攻めにしたが、ついに口を切らない。長州側も沈黙したままであった。




「待った」

　と、竜馬は怒りをおさえかねて、桂の言葉をさえぎった。

「薩摩が口火を切らぬというなら、なぜ長州から口火を切らぬ」

「それはできぬ」

　桂はひくくいった。目に悲憤の色がある。

「坂本君、両藩の立場を考えてもらおう。まず薩州をみよ」

　桂は、薩州の立場を、こういう表現でいった。

「薩州ハ公然天子ニ朝ちようシ、薩州ハ公然幕府ニ会かいシ、薩州ハ公然諸侯ニ交まじわル」

　要するに、薩州はおなじ勤王藩でありながらその遊泳がうまかったために白昼堂々と天下の公藩として天下の政事に参加し、朝廷にも幕府にも立場がいい、という意味である。一転、長州はどうか。

「天下に孤立している。朝敵の汚名を着、幕府の追討をうけ、白昼、路上を歩くこともできぬばかりか、藩の四境には幕軍が迫っている。この立場にある長州の側から、同盟の口火が切れるとおもうか。口火を切れば、もはや対等の同盟にあらず、おのずから乞食のごとく薩州に援助を哀願するようなものではないか」

　できぬ、と桂はいった。

「もしそれをやれば、おれは長州藩の代表として、藩地にある同志を売ることになる」

「ば、ばかなっ」

　竜馬は、すさまじい声でいった。

「まだその藩なるものの迷妄が醒さめぬか。薩州がどうした、長州がなんじゃ。要は日本ではないか。小五郎」

　と、竜馬はよびすてにした。

「われわれ土州人は血風惨雨。──」

　とまで言って、竜馬は絶句した。死んだ同志たちのことを思って、涙が声を吹き消したのである。

「のなかをくぐって東西に奔走し、身命をかえりみなかった。それは土佐藩のためであったか、ちがうぞ」

　ちがう、ということは桂も知っている。土州系志士たちは母藩から何の保護もうけぬばかりかかえって迫害され、あるいは京の路上で死に、あるいは蛤御門、天王山、吉野山、野根山、高知城下の刑場で屍かばねをさらしてきた。かれらが、薩長のような自藩意識で行動したのではないことは、天下が知っている。

「おれもそうだ」

　と、竜馬はいった。

「薩長の連合に身を挺しておるのは、たかが薩摩藩や長州藩のためではないぞ。君にせよ西郷にせよ、しょせんは日本人にあらず、長州人・薩州人なのか」

　この時期の西郷と桂の本質を背骨まで突き刺したことばといっていい。

　竜馬はのちに、亀山社中の中島作太郎（信行・のち男爵）にむかい、「おもえば自分はうまれてこのかた怒ったことがなかった。しかしあのときばかりは、度をうしなうほどに腹が立った」と語っている。

「どうだ」

　と、竜馬は大声でわめいたが、桂はなお頑固に顔を伏せたまま、

「やはり帰国する。これが長州男子たる者の意地だ」

　と小さくいった。




　桂のそばに、白い陶製の手て炙あぶり火鉢がおかれている。すでに炭火がない。

　桂はそれにも気づかず、その火鉢のふちが砕けるほどにつかみ据えていた。

「坂本君、きみの提唱する薩長連合が成らざれば、おそらく長州はほろぶであろう」

「………」

　竜馬はだまっている。

「ほろんでもかまわぬ」

　と、桂は、激昂をおさえつつ、小さく叫ぶようにいう。

　さらに桂は、

「皇こう家け」

　と、みじかくいった。皇家とは、狭義では朝廷、天皇家という意味である。広義では「京都朝廷を中心とした新統一国家」という意味で、この当時、志士たちは「皇国」という言葉とともによく使った。ちなみに単に日本、といえば幕府を代表政府とする現状秩序の意味である。さらに余談だが国家、とだけいえば、ふつう藩国のことを指した。

「皇家が？」

　と、竜馬は、しずかに問いかえしてやった。

　桂はちらりと竜馬を見、すぐ視線を火鉢のなかにおとして、

「薩州は皇家のおそばにあって尽くしている。長州は文久以来、孤軍、藩の滅亡を賭けてつくしてきた。もはや、藩の命脈はいくばくもない。しかし薩州が生き残って奮闘してくれる以上、天下のためには幸いである。われわれはいま交渉をうちきって郷国に帰り、幕府の大軍をむかえ討つことになるが、ほろぶとも悔いはない」

　この桂の言葉は、記録文章では「薩州、皇家ニ尽スアラバ、長州滅めつスルトイヘドモ亦また天下ノ幸さいわいナリ」という名文になっている。

　桂は、長州武士の面目ということにこだわりはしたが、かといって「天下」を考えていないわけではない、ということが竜馬にわかった。

　同時に桂の、拗すねきった捨て鉢のすさまじさが、言外にあらわれている。

　桂というひとは、維新後元勲になってからもこの粘ねばっこい拗ね者の性格がなおらなかった。

　革命家らしい理想家肌をもっていたため、維新後も、自分の手でつくった政府にあきたらず、絶望と不平と不満を蔵しつつ人に接し、ついにはその門を訪ねる人もすくなくなった。

　維新後、ある日、薩摩人の大久保利通（一蔵）をたずね、「政府はなぜ長州人を冷遇するか」と抗議し、過去、長州人が新国家樹立のためにいかに巨大な犠牲をはらったかを語り、ついに夜ふけになっても帰らず、さすがの大久保もこの桂のねちねちした拗ねぶりにあきれ、憎悪をもってその日記に書きとめている。

　竜馬は桂を面めん罵ばしたものの、桂のもはや藩の滅亡を覚悟した言葉には感動した。

　このときの竜馬の態度を、桂側の記録文章を借りて書くと、

　竜馬、黙然タルコト稍やや久シク、桂ノ決意牢固トシテ容易ニ動カスベカラザルヲ察知シ、マタ敢あヘテ之ヲ責メズ。

　この土佐人は、佩はい刀とうをとって立ちあがった。




「どこへゆく」

　と、桂の声が追っかけてきた。

　竜馬はもう廊下へとびだしていたが、「知れたことだ」と捨てぜりふのようにいった。薩州の二本松屋敷へゆく。

　玄関へ出た。自分のはきものといえばわらじしかない。たまたま竹の皮の鼻緒の庭下駄があったので、それをつっかけ、門番にクグリ戸をあけさせて路上に出た。

　さいわい、星あかりで道がわずかにみえる。

　がらがらと下駄をひきずりながら、竜馬は人通りの絶えた町を駈けた。

　道が凍いてついていた。

　真っ暗な風が、轟ごうっと街路を走りぬけ、竜馬を押し倒しそうにして吹きぬけてゆく。竜馬は夢中で駈けた。

　血相がかわっている。この男が、これほどすさまじい形ぎよう相そうになったのは、おそらくうまれてはじめてであろう。

　二本松の角までくると、公卿屋敷の門のかげに、あんまが二人いた。

　按あん摩まが二人づれというのはおかしい。むろん、薩摩藩邸の夜間の出入りを見張っている幕府の密偵だった。

　幕府機関である京都守護職、京都所司代、それに新選組、見廻組などは、昼夜となくこのあたりに密偵をうろつかせていた。

　薩摩側でもそれに警戒している。

　このため、秘密会合をするときは、薩摩びわの稽けい古この会をする、とふれだし、会合中はその弾奏の音ねを近隣にひびかせたりした。

　その公卿屋敷の門の軒下にたたずんでいたふたりの按摩が、むこうから鳴りひびいてきた庭下駄の音におどろき、

　──何者かが来る。

　と、緊張しあった。

　闇をすかしてみると、駈けてくるのは長身の武士らしい。

「侍だ」

　と、かれらはさらに緊張した。もしそれが薩摩藩邸に入るならば、なんらかの緊急の重大事がおこっていると判断していい。

　かれらは、駈けてくる武士が何者であるかを知りたがった。

「顔が、みえねえか」

「暗え。猫の目でも借りるかどうかしなきゃ、見えやしねえ」

　その前を、竜馬がうなりを生ずるようにして駈けすぎたが、やがてがらがらともどってきた。二人の按摩は、ぎくりとした。勘づかれたらしい。

「お前ら、密偵か」

　竜馬はいきなりいった。

　二人の按摩はぎくりと足をすくませ、あわてて、とんでもない、あんまでございます、というと、

「どっちでもいい」

　と、竜馬は意に介せず、妙なことをきいた。

「薩摩藩邸はどこだ」

　近視で夜道が不自由なうえに、竜馬は二本松の薩摩藩邸へは行ったことがないのである。

　が、密偵にしろ按摩にしろ、そういう者に道をきくというのは、非常識もはなはだしい。

「お隣りではございませぬか」

　と、按摩の密偵はいった。




　竜馬は薩摩藩邸にとびこむなり、西郷をおこしてくれ、火急だ、と言い、門番小屋に入った。そこには火がある。凍こごえきったからだをあたためた。

　西郷は、竜馬がきた、と報らせをうけたとき、すでに寝床に入っていたがすぐ寝巻をぬぎ、薩さつ摩ま絣がすりのきものを着、はかまをつけ、黒ちりめんの羽織をはおった。

「半次郎どん」

　と、手足のようにつかっている中村半次郎をよんだ。半次郎は隣室でまだ起きていた。

「竜馬がきたそうだ」

「そのようでごわすな」

「幸輔どんも了介どんも一蔵どんも起してくれ。みな、表御座敷に行ってもらおう」

　西郷は廊下へ出た。

　下関にいた竜馬が伏見までのぼってきた、ということは寺田屋からの使いできいていたが、いつ京に入ったのか。

（この夜中にとびこんでくるとは、すでに桂とは会っているな）

　用件が、想像できた。

　やがて表御座敷に入り、火鉢を五つばかり入れさせ、炭火をどんどんおこさせた。

「もっと間ま温ぬくめせい」

　吉井幸輔がいった。あの仁は寒がりじゃからな、と笑い、火鉢をさらに追加させた。

　竜馬は、門番部屋にいる。

　そこへ中村半次郎が入ってきて、ごくろうなこってごわす、と真っ白な歯をみせて笑った。

「もう西せ郷ごどんな起き申もしたで、ご案内いたし申そ。ほんに今夜は寒か」

　と、さきに立った。

　半次郎は気にしていた。今夜の竜馬が、いつもの竜馬とはどうも様子がちがっている。

（なにか、怒っちょるらしい）

　とだけはわかっていた。

　玄関に入り、式台の上にあがると、竜馬のほうがどんどん先に立って歩きだした。

　いきおい、半次郎も足が早む。ふたりは先をあらそうようにしてどかどかと廊下を歩き、やがて表御座敷のふすまの前へきた。

　竜馬は入った。

　西郷は手をのばし、竜馬のためにざぶとんをすすめながら、

「夜中、なんの御用でごわすかな」

　と、この男にしてはめずらしく無用のことをたずねた。

　竜馬はだまっている。

　やがて火鉢のふちをつかみ、

「委細は桂君からききました」

　と、迫るようにいった。

「ほう」

「西郷君、もうよいかげんに体面あそびはやめなさい。いや、よい。話はざっときいた。桂の話をききながら、わしはなみだが出てどうにもならなんだ」

　竜馬は、「薩州があとに残って皇家につくすあらば、長州が幕軍の砲火にくずれ去るとも悔いはない」という桂の言葉をつたえ、

「いま桂を旅宿に待たせてある。さればすぐこれへよび、薩長連合の締盟をとげていただこう」

　竜馬はそれだけを言い、あとは射るように西郷を見つめた。




　筆者は、このくだりのことを、大げさでなく数年考えつづけてきた。

　じつのところ、竜馬という若者を書こうと思い立ったのは、このくだりに関係があるといっていい。

　この当時、薩長連合というのは、竜馬の独創的構想ではなく、すでに薩長以外の志士たちのあいだでの常識になっていた。薩摩と長州が手をにぎれば幕府は倒れる、というのは、たれしもが思った着想である。公卿の岩倉具とも視みも思ったし、筑前藩庁に斬殺された同藩の志士月形洗蔵もそうおもいつづけてきたし、竜馬と同郷の中岡慎太郎などは、もっともそれを思った。

　去年の暮、中岡慎太郎が大宰府の旅りよ寓ぐうから国もとの同志に書き送った長文の論文があり、非常な卓説として評価されている。そのなかに、

「自じ今こん以後、天下を興さん者はかならず薩長両藩なるべし」とあり、つづいて「吾われ思ふに天下近日のうちに二藩の命に従ふこと鏡に掛けて見るがごとし。而しかして他日、国体を立て外夷の軽侮を絶つも、亦またこの二藩にもとづくなるべし」といっている。

　すでに、公論である。

　しかししょせんは机上の論で、たとえば一九六五年の現在、カトリックと新教諸派が合併すればキリスト教の大勢力ができる、とか、米国とソヴィエト連邦とが握手すれば世界平和はきょうにでも成る、という議論とやや似ている。

　竜馬という若者は、その難事を最後の段階ではただひとりで担当した。

　すでに薩長は、歩みよっている。竜馬のいう、「小野小町の雨乞いも歌の霊れい験げんによったものではない。きょうは降る、という見込みをつけて小町は歌を詠んだ。見込みをつけるということが肝要である」という理論どおり、すでに歩み寄りの見込みはついている。

　あとは、感情の処理だけである。

　桂の感情は果然硬化し、席をはらって帰国しようとした。薩摩側も、なお藩の体面と威厳のために黙している。

　この段階で竜馬は西郷に、

「長州が可哀そうではないか」

　と叫ぶようにいった。当夜の竜馬の発言は、ほとんどこのひとことしかない。

　あとは、西郷を射さすように見つめたまま、沈黙したからである。

　奇妙といっていい。

　これで薩長連合は成立した。

　歴史は回転し、時勢はこの夜を境に倒幕段階に入った。一介の土佐浪人から出たこのひとことのふしぎさを書こうとして、筆者は、三千枚ちかくの枚数をついやしてきたように思われる。事の成るならぬは、それを言う人間による、ということを、この若者によって筆者は考えようとした。

　竜馬の沈黙は、西郷によって破られた。

　西郷はにわかに膝をただし、

「君の申されるとおりであった」

　と言い、大久保一蔵に目を走らせ、

「薩長連合のことは、当藩より長州藩に申し入れよう」

　といった。

　大久保は、うなずいた。

　締盟の日が、即座にきまった。

　あすである。




　その翌日。

　慶応二年正月二十一日が、薩長両藩の会盟の日となった。

　場所については、竜馬が、

「長州人の心は傷ついている。かれらがいる小松の邸を会場とし、薩摩側が腰をあげて出むいてゆく、というかたちをとってはどうか」

　といった。西郷は承諾した。

　ただ、薩人がぞろぞろと大人数で出かけてゆく、そのことにつき幕府の密偵が不審におもいはせぬか、という心配がある。

　そこで吉井幸輔が、

「いつもの手ですが、びわの稽古の会、ということにしましょう」

　といい、その支度をした。

　さっそく、何なん面めんかのびわが、二本松の藩邸から小松の屋敷へ運びこまれた。

　一同、顔をそろえたのは、朝の十時前であった。

　竜馬は、そのころ薩摩の錦小路藩邸にとまっていた亀山社中の池内蔵太、寺内信左衛門を連れて出席した。寺内信左衛門は、竜馬が「赤づら馬之助」とよんでいるもとの新宮馬之助のことである。

　これで調停役の土州三人。

　薩摩は、西郷吉之助、小松帯刀、吉井幸輔の三人のほかに、中村半次郎ら、警備、連絡役が十数人。

　長州は、桂、品川、三好、早川渡の四人である。

　それぞれ、十畳の間に着座し、次室にはこの会合を擬装するために、薩摩びわの弾き手をひかえさせた。

　さて、双方、てんでんばらばらのあいさつがあり、会議はひらかれるともなくひらかれたが、依然としてどちらからも口火をきらない。

　実際は、そういう進行をとりもち役の竜馬がすべきであったが、この男は、そういう技術には不馴れで、明り障子に背をもたせかけなんとなく手持ち無沙汰でいる。

　そのうち、長州側の三好軍太郎が、仲間の耳にだけきこえる蔭口で、

「なにも長州が頭を下げる理屈はありゃせんぞィ。芋からさきに降参して来い」

　といった。

　ところが低声でいったつもりが声の調節がきかなかったのか意外に大声になり、一座のたれの耳にも入ってしまった。

　薩人も長人も、はっとした。そのとたん土州の席から竜馬が、

「芋とはよかった」

　と、爆はじけるように笑い出した。この笑いで薩摩側まで笑いだし、一座が急になごやかになった。西郷はその座のふんいきを機敏にとらえ、

「なるほど降参でごわすか、いかにも降参しもそ」

　といったので、座がいよいよなごやかになり、気むずかしい桂までが、いつのまにか顔を崩していた。

　やがて、盟約についての具体的な論議がはじまり、この締盟の性格を攻守同盟とすることが、まずきまった。




　夕刻、同盟の秘事は成立した。

　六カ条より成っている。

　内容は、まず、幕長戦争になったとき、薩摩は中立を擬装しつつ、すぐさま国もとから兵二千を京都にさしのぼらせ、すでに在京している兵と合し、強力な軍事勢力をもつ。この第一項が、のちに重要な歴史をつくりあげた。京都に駐留する薩摩軍が幕府に軍事的脅威を加えつつ、ついに京都朝廷を抱きあげて維新を成立させてしまったからである。

　第二項は、幕長戦争で長州の旗色がすこしでもよくなるとみるや、すかさず京の薩摩軍は朝廷に迫り、朝廷を調停者とし、事態を長州に有利な講和へみちびくこと。

　第三項は、万一、幕長戦争において長州が負け色になったときのことである。

「一年や半年には決して潰滅致し候と申すことはこれなき事につき」その間、薩摩は時機をみて適切な手をくだすこと。

　第四項は、幕長戦争がおこらなかった場合のことである。つまり、いま大坂に集結している幕軍がこのまま関東へ帰ってしまったときは、薩摩は朝廷にはたらきかけ、長州がこうむっているむじつの罪を晴らすよう努力すること。

　第五項は、右のごとき薩摩のはたらきを、佐幕派の一ひとつ橋ばし、会津、桑名らが邪魔だてしたばあい、断乎、決戦におよぶこと。

　第六項は、今日より薩長双方、心を合し、朝権ご回復の目標に相尽力すべきこと。

　この最後の項は、公式に薩長両藩が維新革命を誓った最初の盟約であり、倒幕維新はここから出発してゆくといっていい。

　竜馬は、肝きも煎いり人にんとして終始立ち合った。

　やがて盟約が成立し、座敷が片づけられ、酒肴がはこばれてきた。

　薩摩藩家老小松帯刀が居ずまいをただし、

「なにもござりませぬが、かようなものを準備つかまつりました。たがいに城壁を去り、胸きよう襟きんをひらきつつ、粗酒にお酔いくだされば仕合せに存じます」

　とあいさつし、竜馬のほうにむかい、膝から手をおろして頭をさげ、

「こんにちの盛せい事じ、なにもかも貴殿のお骨折りのおかげと存じ、あつく御礼申しあげまする」

　といった。同時に桂も竜馬にむかい、同様の鄭重な辞儀を送った。

　竜馬は、大きな背をまるめながら、なんとなく照れていた。

　開宴になった。

　と同時に、次室にひかえていた薩摩びわの弾き手が、びわをとりあげ、ばちをあげ、四し絃げんを弾じはじめた。

　薩摩側の趣向であった。

　この会盟に、音楽を入れたのである。

　弾き手は、家中第一といわれた児玉半蔵という少年で、このひとはのち戊ぼ辰しん戦争、西南ノ役に参加し、その後南天と号し、明治の薩摩びわの楽壇では第一人者とされた。

　半蔵の弾ずる曲は、「形かた見み桜ざくら」というもので義兄弟の友情をえがいた薩人の愛誦曲のひとつである。薩長連合の宴うたげにはなによりとおもって、半蔵がえらんだのであろう。




　この席上、薩摩びわの弾奏は、よほど桂を感動させたようである。

　杯をふくみつつ膝の上に懐紙をのべ、即興の詩を賦ふし、やがて立ちあがって竜馬のそばに行った。

「まだ韻いんをそろえねばならぬが、こういうものができた」

　と、その詩をみせた。うまい詩ではないがこの男のありったけの感動がこもっているようであった。




別離近きにあり袂たもとを分たんと欲す

忽ち聞く坐辺、四絃を弾ずるを

曲はこれ悲想第一曲

人はこれ少年第一人

往年を追懐し憾うらみ骨に迫る

覚えず紅涙自おのずから潸さん々さん


知るはこれ明朝淀でん水すいの夢

半ばは京けい城じようにあり半ばは故園に在り




　桂とは、妙な男である。

　これほどまでに感動していたくせに、なお薩人を全面的に信ずることができず、この日から半月後に竜馬に長い手紙を送り、

「また薩人がわれわれをだますか知れぬ。すまぬが、大兄の裏書きがほしい」

　と、盟約の各項を書いたものを同封してきた。竜馬はやむなくその裏へ、

表おもてに御お記しるし被成なられ候六条は小（小松帯刀）、西（西郷吉之助）両氏および老兄、竜等も御同席にて談論せし所にて、毛すこしも相違無之これなく候。将来といへども決して変り候事無之これなきは、神明の知る所に御座候。

丙ひのえ寅とら二月五日

坂本竜　　　

　という裏書を書きしたためている。

　ともあれ、盟約成立の翌朝、桂は京を発って帰国の途についた。薩摩側もこの日、国もとの島津久光に報告すべく、大久保一蔵が京を発っている。

　竜馬はそのまま一両日滞留して事務を片づけ、そのあと京を去って伏見へむかった。

　寺田屋で待っている三吉慎蔵に事の成功をくわしく報らせてやるためであった。

　竜馬が伏見に入り、宝来橋のそばの寺田屋についたのは、子ねノ刻こくである。

　午前零時であった。

　この日、竜馬は三吉にあらかじめ報じておいたため、三吉は寝ずに待っていた。お登勢、おりょうも起きて待っている。

　竜馬が土間に入ると、慎蔵は待ちかねたように二階から駈けおりてきた。

「三吉君、成功だった」

　と竜馬がいうと、慎蔵は帳場で雀躍こおどりしてよろこび、「天下の事はもはや成った」といった。

　竜馬はわらじをぬぎ、足をあらい、かまちにあがるなり、風呂ぎらいのこの男が、めずらしく、

「おりょうさん、風呂があるかえ」

　と、きいた。




伏 見 寺 田 屋











　寺田屋の女将お登勢は、竜馬の京でのしごとがうまくいったことをよろこび、真夜中ながらも膳と酒を二階へ運んだ。

　場所は二階、奥の間である。

　三吉慎蔵は竜馬が風呂からあがってくるのを待った。

　ほどなく竜馬は膳の前にすわり、杯をあげ、

「めでたし。──」

　と、簡潔に叫び、ぐっと杯をほした。

「ご苦労でござった」

　と、三吉慎蔵がいう。竜馬はうなずき、しかしあとはなにもいわず、

「まったく。──」

　といったのみであった。

　さてそのあと、

「幕吏はこの宿をねらっているようです」

　と、三吉慎蔵は容易ならぬことを言った。

　実はあの日、竜馬が出かけたあと、伏見奉行所の与力同心や見廻組の隊士が、何度も宿やど改あらためにきたという。

　そのつど、お登勢とおりょうは慎蔵を二階八畳の押入れへ入れふとんをかぶせて臨検の目をごまかした、というのだ。

「ほう、何度きたかえ」

　竜馬がいうと、おりょうは三度でした、いや四度だったかなと、指を折った。

「ほんとに」

　と、お登勢が横からいった。

「こんなしつこく宿改めにくるなんて、以前にもなかったことですよ」

「勘づきやがったかな」

　竜馬は、ポリポリ首筋を搔いた。

　実は、将軍の輔佐役一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶが大坂から京に入るべく今夕伏見に入っている。そのため警戒が厳重になっているということもあるだろう。

「きっとそうだぜ」

　竜馬はたかをくくった。

　それも事実であった。

　が、それだけではなかった。伏見奉行のほうでは、今夜、京都方面から手配中の坂本竜馬がくだってきて伏見寺田屋に入った、ということはすでに偵知ずみのことであった。

　時の伏見奉行は、上総かずさ請じよう西さい一万石の藩主林肥後守忠交である。

　この夜、林肥後守は竜馬が寺田屋に入ったという報告をきき、みずから探索と捕殺の指揮をとるべく午前一時すぎから役所に出ていた。

　人相書にまぎれもない。

　ということがわかると、非番の役人をことごとく奉行所にあつめさせ、かつ見廻組にも連絡した。

　与力同心以下百人ぐらいの人数が奉行所にあつまったのは午前二時ごろである。

　捕吏には、棒、梯はし子ご、刺さす股またを持たせ、同心以上は鎖くさり帷子かたびらを着けさせた。与力の何人かは兜かぶとの鉢はち金がねをかぶって、ものものしい支度をした。

　かれらは提灯の灯を消し、人目にめだたぬよう人数をすこしずつ繰りだして寺田屋のまわりを取りかこんだ。

　包囲がほぼ完了したのは、午前三時ごろである。

　竜馬は浴衣の上に綿入れをかさね、なお三吉慎蔵を相手に飲んでいた。




　徳川幕府の個性のひとつは諜報感覚のするどさだといっていいが、それほどの幕府が、その生命にかかわる薩長連合の成立を偵知することができなかったというのは、どういう手ちがいによるものであろう。

　が、まるっきり無能だったわけではない。

「土州の坂本竜馬が、しきりに京大坂に出没しているのは何かある」

　という異臭だけは嗅いでいた。

　その異臭が、まさか薩長連合の肝煎だとはおもわなかったにちがいない。かれらは、

　──将軍か、将軍後見役の一橋慶喜の暗殺をくわだてているのではないか。

　と、そううけとっていたふしがある。

　なぜなら、類似の事件が、去年の正月六日大坂の松まつ屋ちや町まちであったからである。土佐脱藩の大おお利り鼎てい吉きち、池大六、橋本鉄てつ猪い、那な須す盛もり馬ま、田中顕助の五人が、松屋町にすむ同志の本多大おお内く蔵らの二階に潜伏し、おりから大坂城に在城している将軍家いえ茂もちを斬り、同時に城を焼き、天下を驚倒せしめようとくわだてた。たまたま町内に剣術道場をもつ備びつ中ちゆう人じん谷万太郎が──谷は新選組に加盟しようとしているときだったが──これを偵知し、奉行所との連れん繫けいのうえで本多方に斬りこんだ。本多方には大利鼎吉だけが留守をしていた。大利は、竜馬とは幼いころからの知りあいである。

　襲撃される前日、奇妙にも自分の運命を予感したのか、「もとよりの軽き身なれど大君に心ばかりは今日報むくゆなり」という辞世ともうけとれる歌をよんでいる。

　大利は、天誅組の首領中山忠光の遺品という半太刀をひきぬいて奮戦し、数人を斬って乱刃のなかでたおれた。

　松屋町ノ変という。

　そういう事件の記憶がまだなまなましかっただけに、幕府機関はそれをもって、

「おなじ土佐者だ。暗殺計画に相違ない」

　と判断したとしても、むりはない。

　包囲は、慎重におこなわれた。

　むしろ慎重すぎたようである。

「坂本とすれば、千葉門の使い手だ」

　ということで、寺田屋付近の露地という露地を、捕吏で充満させた。

　付近の家々の軒下、天てん水すい桶おけのかげにも、五人十人と人数をひそませた。

　正面から入りこむ人数だけで、三十人ほどが部署され、その三十人が、半ばおびえつつ寺田屋の表口にむらがった。

　戸がしまっている。

　手槍をもった同心のひとりが、作り声をあげて戸をたたき、

「ちょっと頼みます。ちょっと頼みます」

　と、遠慮気味にいった。

　ここにお登勢の手記がある。

「一寸ちよつとたのみますとゆうて、たたき候故、なに事、と内の男あけ候へば、其その後ご家け（お登勢のこと）に表まで鳥渡ちよつとおいで被下くだされと申もうす故ゆえ、何事やらんといで見れば、うしろはちまき抜身の槍にて、大よそ百人許ばかりもならび居り誠に誠に誠にびくり（びっくり）致し居り候へ共ども、なに事にて御座候と尋たずね候へば……」

　という状況から、事がはじまった。




　お登勢に尋問した同心たちは、一いち分ぶのすきもない捕り物ごしらえである。

　袴はつけていない。股もも引ひきに脚きや絆はんといったすがたで、半はん纏てん様ようのものを羽織り、その半纏の下には鎖帷子を着込み、腕には籠こ手て、脚には脛すね当あてといったかっこうだった。

　その同心のひとりが、

「さればきく。そのほうの二階に二人の侍がいる。たしかに聞きこんだところゆえ隠しだてはならぬ。左様に相違ないな」

　と、低いふるえ声でいった。

　お登勢は、一瞬だまった。

（どうしよう）

　と思案を走らせたが、まわりを打ち見たところ、人いきれでむっとなるほどのぶあつい捕り物陣である。

　──もはや隠すこともならず。

　と、お登勢はその手記で書いている。

　気丈な女だ。むしろさらさらと言ったほうが、ふたりが怪しまれなくて済むとおもい、

「いらっしゃいますとも」

　と、ことさらにけげんな表情をつくっていった。

「しかし薩州様の御家来でございますよ。あやしいお方ではございませぬ」

「お登勢後家、それはこっちで調べることだ。そのほうはたずねられたことを素直に答えるだけでよい」

「そうですか」

　お登勢は、不満そうな顔をした。

　いい度胸である。余談だが、この女丈夫は維新当時に多くの勤王家を世話したというのでまだお若かったころの明治帝が興味をもたれ、お登勢の右のような手記、写真などを集めさせてその気象、逸話などを生き残りの志士たちから聴かれた。お登勢はその死後、その功によって贈位されている。

　同心たちがききたいことは、つぎのひとことだった。

「どうしている」

　と、同心がきいた。寝ているか起きているか、ということだ。寝ているならば踏みこみやすい。

「どうだ」

「はい。いま、まだやすまれずに起きてお話をなされております」

　と、お登勢はけろりと答えた。

　この返答は、同心たちに衝撃を与えた。寝ている、と思ったればこそこの襲撃時間を選んだのだが、案に相違した。

　かれらは、女のお登勢の目からみてもおかしいほどに恐怖しはじめた。

　お登勢の手記を借りよう。

「夫それより、捕とつ手ての人が大いに心配し、どうしよこうしよ、といろいろ恐れ、だれ行け、彼れ行け、とそのこんざつ（混雑）は言はんかたなく」

　お登勢はさらに思った。

「こんな人が幾万人捕手にかかるとも（捕ほ縛ばくにむかうとも）、其両人の人（竜馬・慎蔵）には所詮かなはずといふ事、心の内に思ひ、此この段だん、安心致し居申候」

　いよいよ踏みこみときまるや、同心はお登勢の袖をつかみ、路上へつれ出した。




　さて二階では。

　すでに隣室におりょうが床をとり、

「もうお支度ができておりますから」

　といって階下へおりたが、竜馬らはなお火鉢をかかえてしゃべっていた。

　竜馬はこの夜、薩長連合の大仕事をとげ得た余勢がまだつづいていて、昂奮をおさえきれなかったのであろう、慎蔵を相手に天下の形勢を語り、自分の時局観や今後やろうとしている事業の構想などをとめどもなくしゃべって、寝床に入ろうともしない。

（この人にはめずらしいことだ）

　慎蔵がおもったのもむりはない。ほとんどが竜馬のひとり喋りなのである。

　やがて時勢論にも飽き、竜馬の奇抜な人間譚だんがはじまった。

「年上の人を相手に猥わい談だんをしちゃならん」

　と、竜馬は妙なことをいった。

　もともと竜馬は独特の話術のもちぬしで、天下国家を論ずるときも男女の卑俗な機微をたとえばなしに使う。大宰府でもそれをやり、三条実美卿をはじめ公卿衆をころがすほどに笑わせた。そのあと三条卿がその手記で、「坂本竜馬来る。偉人なり」と評価したからまだよいが、いつもこの手でうまくゆくとは竜馬はおもっていない。

「なぜです」

　と慎蔵がきくと、竜馬は、

「図に乗って淫いん談だん戯ぎ論ろんをするうちに、どうしてもその語中に見さげられるところが出てくる。年配者は、おもしろがりながらも心中、軽侮する」

　猥談の節度がかんじんだ、その節度の感覚のある男ならなにをやっても大事を成せる男だ、わしのみるところ西郷は達人だな、と妙なことで西郷をほめた。

「坂本さんの覚悟はなんですか」

　とも、慎蔵はきいた。死生観のことである。

　竜馬はちょっと考えてから、

「そんなものはないようだ」

　といった。

「生死などは取りたてて考えるほどのものではない。何をするかということだけだと思っている。世に生を得るは事を成すにあり、と自分は考えている」

「事とは何ですか」

「しごとのことさ。仕事といっても、あれだな、先人の真似ごとはくだらぬと思っているな。釈迦や孔子も、人真似でない生きかたをしたから、あれはあれでえらいのだろう」

　竜馬は、慎蔵が目をかがやかせて聴いているため、いい気持になって弁じた。

　が、さすがにそういう自分に気づいたらしく、手をうしろにやって頭を搔き、

「あっははは、今夜おれはどうかしている」

　と言い、腰をあげようとした。

　一方、おりょうである。

　おりょうは竜馬と慎蔵の寝床をとったあと階下へおり、廊下を渡って湯殿へ行った。

　この間、表戸がたたかれ、男衆がよびだされさらにお登勢がよびだされたのだが、奥にいるおりょうの耳には入らなかった。

　おりょうは足袋をぬぎ湯かげんをしらべてから、帯を解き、着物をぬぎはじめた。




　おりょうは、素裸になった。

　小柄だが、色が白く、肉付がしまって、敏びん捷しような森の小動物をおもわせるような体をもっている。

　湯殿は、宿のそれだからふつうの家庭のものよりも三倍ほどに広い。

　寒がらぬ娘だ。

　ゆっくりと戸をあけ、なかに入り、鉄砲風呂のふたをとった。

　濛もう、と湯気があがり、薄暗い湯殿行燈が、いっそう暗くなった。

　奇妙なことに気づいた。

　湯気が、流れているのである。

（なんだ。……）

　と、おりょうはわれながら、自分のうかつさがおかしくなった。窓があいている。

　窓は裏通りに面している。

　おりょうは手をのばしてそれを閉めようとして、あっと声をのんだ。

　裏通りに、びっしりと人がならんでおり、提灯が動いている。

（捕吏。──）

　と思ったとたん、おりょうはそのままの姿で湯殿をとびだした。自分が裸でいる、などは考えもしなかった。

　裏階段から夢中で二階へあがり、奥の一室にとびこむや、

「坂本様、三吉様、捕り方でございます」

　と、小さく、しかし鋭く叫んだ。

　竜馬はその言葉よりも、むしろおりょうの裸に驚いた。昂奮しているせいか、目にまばゆいほどに、桃色に息づいている。

「おりょう、なにか着つけろ」

　と言いすて、三吉慎蔵をふりかえった。慎蔵は、よし、というようにきっぱりとうなずき、手槍をかきよせた。

　実のところ、おりょうの裸の注進がある寸前、竜馬は妙だと思った気配がある。

　竜馬自身が、事変後、国もとの兄権平に書いて送った手紙の文章を借りると、

「もふ（もう）寝やうと致し候処に、ふしぎなるかな（竜馬の語りぐせである）、人の足音の、しのびしのびに二階下を歩く、と思ひしに、ひとしく六尺棒の音、からからと聞ゆ」

　という気配が、すでにあった。おかしいと思っていたやさきだったのである。

　だから、おりょうが飛んできたときは、すでに階下は捕吏で充満していたのである。

　むろん、路上も捕吏で満ちている。路上の捕吏たちはお登勢の両腕をとって神妙に控えさせていた。

　おりょうの注進を受けるや、竜馬は袴をつけようとしてまわりを見まわしたが、

「次の間に置おき候」

　と竜馬は手記にかいている。そのため袴はあきらめ、綿入れだけはぬぎすて、宿の浴衣の帯に大小をぶちこみ、六発込め短銃をふところにねじこみ、もう一度座ぶとんの上にどっかと尻をすえた。

　そこへ、障子が細目にあいた。細目のあいだから、黒い男の顔がのぞいた。

「何者か」

　と、竜馬がおちついて声をかけると、その男は一たん入ってきたが、竜馬の形ぎよう相そうにおびえ、そのまま出てしまった。




　その間、三吉慎蔵は大いそぎで袴をつけ、服装をただした。

　竜馬は、座敷中央にすわったままである。

　やがて隣室にみしみしという物音がしたので竜馬は、

「おりょう、唐から紙かみ（隣室とのあいだの）をとりはずしてしまえ」

　といった。おりょうは、はい、と小気味よく返事をして唐紙のそばに駈け寄った。

　おりょうは、なお裸のままである。それが場合が場合だけに、おりょう自身も竜馬も慎蔵も、ちっともおかしくない。

　おりょうが、ばたばたと唐紙障子をはずすと隣室がまる見えになった。

　なんと、槍、抜き身、棒をもった武士、捕り方が、びっしりとならんでいる。およそ十人はいるだろう。

　竜馬はじろりとそれを一いち瞥べつし、すぐおりょうのほうをむいて、

「怪我があってはならぬ。階し下たへおゆき」

　というと、おりょうは、自分だけ安全な場所にゆく気がしなかったのだろう、

「いやです、ここにいます」

　とせきこんで言った。

　竜馬は笑ってしまった。おりょうのそのあられもない裸にである。

「なにはともあれ、お前まんにその姿でうろうろされてはこっちは真面目に客人と応答できぬ。着物のある場所までおさがり」

　竜馬がそういってから、おりょうははじめて自分の姿に気づいた、といっていい。あっと口をあけるなり、竜馬と慎蔵の間を走りぬけて廊下へとびだし、そこにいた捕吏をつきとばして裏階段からおりてしまった。捕吏のほうがおどろいたことだろう。

　竜馬・慎蔵と、隣室の集団とのあいだにしばらく無言のにらみあいがつづいた。

　やがて竜馬のほうから、

「なんの理わ由けあって薩州の士に無礼をはたらくか」

　とどなると、捕吏の集団から声があり、

「薩州の士とは偽称ではないか」

　といった。

「偽称ではない」

　竜馬はゆっくりといった。

「疑わしくば、伏見にも薩州屋敷がある。一走り走って確かめてくるがよかろう」

「………」

　捕吏は沈黙した。が、やがて、

「両人なんのために武器（手槍）をたずさえておる」

　と詰問してきた。

　竜馬は声をたてて笑い、

「これは武士の習い。──」

　とのみ言った。

　捕吏は沈黙し、奇妙な行動を開始した。そのままぞろぞろと階下へおりて行ったのである。階下の仲間をよぶためだろう。

「いまの間まだ。三吉君、建具を片づけろ」

　竜馬は言い、手をのばして火鉢をすみへやった。三吉慎蔵はそのあたりのものを大いそぎですみへ押しやった、戦場をひろくするためである。

　やがてどかどかと三十人ばかりがあがってきて、隣室、廊下にびっしりと押しならび、槍ぶすまを作った。




　捕吏が叫んだ。

「松平肥後守（容保・会津藩主・京都守護職）様上意である。神妙にせよ」

　と言いつつ、龕がん燈どうをたかだかとかかげ、竜馬にむかって照射した。ちなみに竜馬らはすでに行燈の灯を消して室内を真っ暗にしている。

　竜馬は、ひどくまばゆく、このため敵の姿が見えなくなった。

「ばか、よせ。松平肥後守のなんとやらと申したようだが、薩摩藩士であるわしが、肥後守の指図はうけぬぞ。さがれさがれ」

　その間、三吉慎蔵は竜馬の左手やや前にあり、左膝を立て、手槍を中段に構えている。

「三吉君、やるぞ」

　と、竜馬はささやいた。こうなっては乱戦にもちこんで活路をひらく以外にない。

　乱戦をひきおこすには、短銃をぶっぱなすにかぎると思い、懐中からその銀色にひかるずしりとした物体をとりだし、カチリと撃鉄をおこした。竜馬はすでに右膝を立て左膝をついて及び腰になっている。

（こいつを撃やると、弾のあたりどころによっては人が死ぬな）

　と、とっさにつまらぬことをおもったが、いまは撃発せざるをえないであろう。

　正面の龕燈が邪魔であった。

　銃口をそれにむけるなり、

　ぐわぁん

　と、一発、撃った。龕燈をもった男は倒れたが、龕燈そのものはすばやく別の男が拾ったために、一向に消えない。

　乱闘がはじまった。

　槍の名手といわれる三吉慎蔵の手槍さばきはさすがに達者なもので、敵の槍をたたき伏せては短たん切せつに繰り出し、突き伏せては繰りこみ、さらにふみこんでは突き伏せた。

　竜馬は、どういうわけか刀をぬかない。

　敵の剣術上手らしい男が、腰をうんとおとし、刀を斜め上段にふりかぶって飛びかかってきたときも、

　かっ

　と、短銃で受けとめた。

　その竜馬の脇腹へ槍が突っこんできた。竜馬はそのケラ首をつかむなり、足をあげてその男の胸を蹴あげた。

　竜馬の浴衣のすそが長い。それが脚にからんで、どうもぐあいがわるい。

　竜馬はよほどこまったらしく、のちにこのことを兄権平あての手紙で「此この時とき思ひしに、男子はすねより下に長きものはすべからず」と書いている。

　とにかく竜馬は悪あつ鬼き羅ら刹せつのようになって荒れくるったが、なにぶん敵の数が多く、折りかさなるようにして打ちかかってくるため、さらに短銃を発射して敵をおどした。

　ふと左をみると、三吉慎蔵の横あいで壁にもたれたまま手槍をちょうど刀の平ひら青せい眼がんのようにして構え、慎蔵をねらっている男がある。竜馬は、はっとした。慎蔵が串ざしになると思ったとたん、頭上に短銃をあげ、ふりおろしざま、射撃した。

　男は、胸を射ぬかれて斃たおれた。竜馬は権平への手紙にいう、

「敵は丸たまに中あたりしと見えて、唯ねむり倒れるやうに、前に腹這ふやうに斃れたり」




　この乱闘の場の光景は、筆者が描写するよりも、竜馬が、のちに兄権平に書き送ったかれ自身の文章のほうが、より真実をつたえるのに適している。

此時も又、敵の方は、ドンドン障子を打破るやら、

からかみ（唐紙）を踏み破る様ようの物音すさまじく、

然しかれども一向、手て元もとには参らず。

　敵は竜馬と慎蔵をおそれ、障子や唐紙をぶちこわしたり、階段を足もとどろにあがりさがりするばかりで、当人のそばに近づいて来ない。

「意気地のないやつらだ」

　竜馬は、闇あん中ちゆうで高笑いした。この男は、まだ刀をぬかず、いつのまにかまた座布団の上に大あぐらをかいている。

　横の三吉慎蔵は、槍術でいう折おり敷しきの姿勢をとり、手槍を中段に構え、槍の穂のさきから、血をぽたぽた滴したたらせていた。

　この情景を、表の路でひきすえられているお登勢はどう見ていたか。

　彼女には、むろん、屋内の事情がわからない。その手記の文章を借りると、

二階が今にも落ちるやうな音がいたし、

又、銕てつぽう（竜馬の短銃）の音がいたし、

やれやれこはい事とおそれながら、そとに居候へば、

みなみな、にげてでるやら、

二階から落ちる人やら、

さんざんにて、

　とある。

　正月の二十三日の夜は、あと一刻ほどで明けようとしている。路上にひきすえられているお登勢は寒かったであろう。が、この陽気で度胸のいい女は、

（やれやれこわいこと）

　と思いつつも、竜馬と慎蔵ならば、何百人の敵がかかってきてもだいじょうぶ、ということを疑いもなく信じている。

　おりょうは。

　この娘の行動は、竜馬にも、お登勢にも、敵方にもわからなかった。

　彼女は階下で着物を着、腰ひもをむすぶなり、帯を手にもち、そのままはだしで裏口から路上にとびだした。

　飛びだすなり、五、六人の捕吏を突きとばして真っ暗な道を駈けだした。

　伏見の薩摩屋敷に急を報らせようとしたのである。この場合、これほど適切な行動はなかった。

　五、六丁はある。

　おりょうは溝に落ちたり、燈とう籠ろうにつきあたったりして盲滅法に駈け、ついに薩摩屋敷にたどりつくや、門を乱打した。

「なんだ、いまじぶん」

　と、門番が起き出て窓からのぞくと、あられもない姿で娘がひとり立っている。

「開けてください。大変です」

　と、おりょうは、出窓へ伸びあがって叫んだ。




　敵の攻撃には波がある。

　どっと来るかと思うと、二人にさんざんにやられて数歩ひきさがり、あとは息を入れ、こちらの出方を待っている。

　敵がとびかかってくるたびに、相手のあごが割れるほどに竜馬は、殴りつけたり、蹴あげたり、当あて身みをくらわせたり、どうにもならぬときは短銃をぶっぱなしたりした。

「坂本さん、なぜ刀を抜かぬ」

　と、横の三吉慎蔵は何度かそう叫ぼうとしたが、ついに言わなかった。この乱闘の仕方にも竜馬は竜馬なりの哲学があるだろうとおもったのである。

　敵の波が、やや退ひいた。

　竜馬はふたたび座布団に尻をおろし、短銃をごそごそと触さわりはじめた。

「どうなされた」

　慎蔵は、敵のほうに顔をむけながら、ひくく声をかけた。

「弾を入れるのさ」

　竜馬は、懐ろに左手をつっこんで、銭でもさがすような思案顔でさがしている。

　やっと弾が出てきた。

　竜馬は、短銃を、ぱちりと割った。その上で弾倉をとりはずした。

　竜馬自身の手紙の表現でいうと、

「筒の玉込めんとて、六発銃の[image: 〓]此のやう（様）の物を取りはづし」

　ということになる。

　ところが、弾も、短銃も、短身の蓮れん根こん型がたの弾倉も、ぬらぬらと濡れているのである。血であった。

　竜馬の左手の親指が、ぶらりといまにも落ちそうになるまで切られていた。

（ああ、さっきのあれでやられたか）

　と、竜馬ははじめて気づいた。敵が大剣をふるって上段から撃ち込んできたのを、竜馬は左手に持っていた短銃で、受けとめた。闇中、

　かっ

　と、火花が散った。刀を受けるや、竜馬は同時に右コブシで相手の脾ひ腹ばらに当て身を入れ、入れるなり、足をあげて相手の体が隣室まで飛んで行ったほどにしたたか蹴った。

「ばかめ！」

　と、竜馬は上機嫌でわめいたが、そのときすでに左手の親指に傷をうけていたのであろう。銃身で受けはしたが、刃がざくりと親指に切りこんだにちがいない。

（指からもこれほど血が出るものか）

　とおもうほどに弾の装そう塡てんをしていても血がどんどん流れて、短銃、弾、部品が濡れ、思うように操作できない。それに左手の親指がきかないため、右手まで、こまかい作業を受けつけないのである。

　ついに竜馬は、掌てのうちから、ぬるりと蓮根型の部分を取りおとした。

（いかん）

　と思って、真暗ななかで四つン這いに這い、そのあたりを搔きさがした。

　敵は、じりじりとせまっている。

「なにをしとられます」

　と慎蔵が見かねて言うと、竜馬は、

「捜しものじゃ」

　と苦笑を一つ洩らした。




　この間かんのことを、当事者の竜馬自身は、こう書いている。

左の指は切られてあり、右の手も傷いためて居り、手元思ふやうに成らず。

つひ、手より（蓮根型の弾倉を）取り落したり。下を探したれども、元より布団は引きさがし、火鉢やら何か投げ入れし（幕吏が）ものと交り、どこやら知れず。

（中略）其れより筒を捨て、私のつれの三吉慎蔵に、

「筒は捨てたぞ」

と云へば、三吉曰く、

「夫それなれば猶なお敵中につき入り戦ふべし」と云ふ。

　実のところ、三吉慎蔵はこの場の竜馬ののんきさがあとあとまでおかしかったらしい。敵が白刃をつらねて撃ちかかって来ようとしているときに、不器用なかっこうで洋式拳銃の修理をしているのである。つまり竜馬は、蓮根型弾倉やらなにやらを分解してばらばらにして、その部品をうしなって座布団をひっくりかえしたりしてさがし、とうとう手におえなくなって、

「筒は捨てたぞ」

　などと、腹だちまぎれに三吉慎蔵に言っているのである。

　三吉慎蔵はもはやこれまでと思ったのであろう、ふたりは槍と剣をふるって敵中におどりこみ、斬って斬って斬りまくって護国の鬼になろうと覚悟した。

「如何いかん」

　と、文語の言葉のようなものを叫んで、横の竜馬の意見をもとめた。

「よせよせ、ばかばかしい」

　と、竜馬は短銃をすてて立ちあがった。

「引きあげるのだ」

　と、三吉慎蔵の袖をとらえ、足音をしのばせて廊下に出た。じりじりとさがると、そこは裏階段になっている。

　幸い、真暗なために敵は気づいていない。

　ふたりは、そろそろと階段を降り、階下奥の間に入った。

　一階の人数は、店の間にびっしりと押しかたまっているが、これまた気づかない。

　裏庭にとびだし、小こ切きり戸どをくぐり、裏へ出たが、それは道といえるか。

　道とはいえぬほどのわずか二尺幅ばかりの細露地で、この露地を抜ければ出入口に幕吏がいるのは確実だった。

「坂本さん、どうする」

「よその家で気の毒だが」

　と、竜馬は、寺田屋と背中あわせになっている民家の裏雨戸を手でさすり、

「こいつをぶちやぶってここの家にとびこみ家の中を通りぬけて思わぬ方角に出るしかない」

「では、やりますぞ」

　と、慎蔵は手槍をその場にすて、両腕を組み、小柄な体をちぢめるや、ぐわあん、と雨戸に体当りした。うまいぐあいに雨戸がなかへ押し倒れた。

　二人は、見も知らぬ家へ乱入し、どかどかと家の中を走りはじめた。




　飛びこまれたこの家こそ迷惑だったろう。

　が、家人は裏の寺田屋の剣けん戟げきの音にびっくりして押入れかどこかにかくれているらしく家の中はしーんと静まっている。

　最初とびこんだ部屋は寝室で、夜具が敷かれていたが、その夜具の上を竜馬と慎蔵が走り、走りながら竜馬は、

「子供のころこう騒ほたえて叱られたもんじゃ」

　と、げたげた笑った。

　部屋を二つ三つ走りぬけて店の間にとびこみ、土間にとびおり、

「さあ、三吉君、この戸の木錠はどこだ」

　と、真暗な中で手さぐった。

「蹴やぶりましょう」

　三吉慎蔵は、どんどん体をぶっつけたが、なかなか破れない。

　こんどは足でぐわんと蹴ると、どこかの木錠が折れたのか、クグリ戸がばたんと開いた。

「この家こそいい面の皮だ」

　竜馬は路上にとびだした。

　寒いが、いい星の夜である。路上には人っ子ひとりいない。

「こいつはいいあんばいです」

　と、慎蔵ははじめて笑い、二人で町を一散に走った。

　竜馬はこのところ風か邪ぜのひきづめで、いつも熱があり、鼻がつまっている。五丁ほど走ると、ひどく息切れがした。

　その上、指の血がとまらない。血が流れつづけているせいか、体からみるみる力が脱け落ちてゆくようである。

　幕吏をまくために横町にそれこみ、ちょうど高知城下でいう新堀といった風景の一角に出た。堀があって水門がある。水門のむこうは、材木置場である。

「あの木き場ばにまぎれ込みましょう」

　慎蔵は堀のふちへ歩み寄った。水門をくぐりぬける以外に、木場へゆく方法がない。

「よしきた」

　と、竜馬は堀ぎわへとび降り、そこから音のせぬようにずぶずぶと水に体を沈めた。存外、水はあたたかかった。

　あとは、泳ぐのである。

　やがて水門の下をもぐってむこう側に出、岸へ泳ぎつき、そこから材木置場にはいあがった。

　這いあがったとき、竜馬は体力を急速にうしなった。なにしろ薩長連合の工作で体がへとへとになっているやさきにこの乱闘である。体力がつきはててしまっているのもふしぎではない。

　三吉慎蔵も、激闘でへとへとになった上に、この寒夜に泳いだため、足腰が動けないほどにつかれた。

（もう面倒じゃな）

　竜馬はふと思ったが、それでもなお生きつづける努力をせねば、と自分を励ました。

　そばに材木小屋がある。ふたりはその屋根の上に這いあがり、さらにそれを足場に、材木を積みかさねた高たか棚だなの上にのぼり、そこで大の字に寝た。

　地上から十メートル以上はあろう。

　吹きっさらしで寒くはあるが、この木場のなかではまずまず安全な場所といっていい。

　指の血はまだとまらない。動脈を切られていることは確実だった。




（人の運命さだめとはわからぬものだ）

　竜馬は、星を仰ぎながら、ぼう然と風に吹かれている。あの夕、西郷と桂の手をにぎらせ薩摩琵琶をききつつ華やかに杯をあげた自分が、いまは材木置場の高棚の上で寝ている。西郷や桂は、そういう竜馬を夢にも想像できず、いまごろ安穏な夢路のなかにあるだろう。

（一寸さきは闇だとはよく言ったものだ）

　竜馬は、お遍路の来る国にうまれたから、その種の陳腐な言葉を百ダースほどきかされて育った。人生は無む明みよう長ちよう夜やであると。

（なるほど無明長夜であるな）

　夜天を見ている。ときどき星を吹きとばすような黒い風が、轟ごうっ、とうなりをあげて天を吹きすぎてゆく。

（しかし、あれだな）

　竜馬は、自問自答した。

（無明長夜であるからといって、路傍に腰をおろすこともなるまい。おれは歩きつづけてゆかねばならん）

「三吉君、大丈夫かね」

「はあ」

　三吉慎蔵は、奥歯の間からきしみ出るような声でいった。寒さに慄えているのだろう。

「坂本さん、痛みますか」

「痛むのはいいが、血がなかなかとまらぬので困る」

　すでに竜馬の傷口を、慎蔵は自分の袖をひきさいて縛ってくれていたが、その布が、血のためにぐっしょりと重くなるほどに濡れていた。

　慎蔵は、身を起こした。

　首をもたげると、伏見の町の屋根の波がくろぐうとうねっているのがみえる。おどろいたことには、街路を提灯が流燈のように動いてゆく。しさいに見ると、提灯は四方八方の街路で動き、走り、群がり、もはや町はかれらの提灯で充満しているようであった。

「なにか見えるかね」

「提灯が」

「そうだろう」

　竜馬は、星を見ながらいった。

「包囲されましたな。このぶんでは退路はありませんよ」

「そうかなあ」

「坂本さん、どうします。いずれ夜があけてここにわれわれが居ることも彼等にわかるでしょう」

　慎蔵はさらにいった。

「死にましょう。かれらの手にかかって死ぬより、ここで腹を切りましょう」

「腹をな」

　竜馬はにやにや笑った。

「おれの国のやつの欠点さ。なにかいうと腹を切ったり斬り死したり、死をいそぎたがる。君は長州人のくせに、言うことをきいていると土佐っぽのようだ」

「しかし武士らしく」

「芝居ならそこで紅涙をしぼるところだ。しかしおれはまだまだやらねばならぬことがある。おれがいますこし世の中におらねば、日本はどうもならぬわい」




「しかし、どう考えても逃げ路はないようです」

　と、慎蔵はいった。

「三吉君、逃げ路があるかないかということは天が考えることだ。おれたちはとにかく逃げることだけに専念すればいい」

　絶望するな、と竜馬はいうのであろう。

　この間のことを、三吉慎蔵はその日記でこう書きとめている。

種くさ々ぐさ死生を語り、最早もはや逃路あらず、此処にて割腹し、彼れの手に斃るを免がるに如しかずと言ふ。

坂本氏曰いわく、死は覚悟の事なれば、君は是より藩邸に走はしり附つけよ。

若もし途みちにして敵人に逢はば、必死夫それ迄までなり、僕も亦また此この処ところにて死せんのみ、と。

　竜馬はこの傷では動きがとれない。それに夜間、ものの区別あやめのみえにくい近視である。

「自分を置いて薩摩屋敷に走れ」

　といったのだ。うまく走り込めば竜馬もたすかる。この上は慎蔵という男の運にたよる以外はない。

「賭けてみることだ。天がもしおれ達を生かしてくれるつもりなら、君は無事薩邸へ走りこめる。さもなければ天命に従うまでさ」

「心得申した」

　三吉慎蔵は体をにじらせ、ずるずると下へおりた。人に疑われぬよう、血みどろになっている着衣を堀端でざぶざぶと洗い、十分にしぼってそれを着、さらに旅人にばけるためにその辺をさがして古わらじを拾い、それを足に巻きつけた。

　慎蔵は路上に走り出た。

　夜はまだ明けていないが、そこここで店の雨戸を繰りあける音が聞こえてくる。

　二丁ばかりゆくと、夜が明け染めた。たまたま暁闇の路上で商人体の男に出あったので、

「薩摩屋敷はどこです」

　と、きいた。慎蔵は、不覚にも伏見の薩摩屋敷の場所を知らなかったのである。

「へい、これより先一筋道でございます。さあ三丁もお歩きになればよろしゅうございましょう」

「足をとめましたな」

　と慎蔵は鄭重に礼を言い、道を急いだ。途中、雨戸を明けている菓子屋の店の者が、

　──夜中に、寺田屋で百人ばかりの斬りあいがあったそうだ。

　と高声で話しているのを耳にし、その前を息をひそめるようにして通りすぎた。

　一方、薩摩屋敷である。

　留守居役大山彦八はおりょうの注進を受けて驚き、邸内に十人ほどいる人数をぜんぶ武装させて門内に待機させる一方、三人の中ちゆう間げんのうち一人を京の西郷のもとに走らせて急を報じた。更に一人を寺田屋、一人を市中に走らせて事情を偵察した。

　が、寺田屋から帰ってきた中間は、すでに二人が逃げて捕吏が市中を捜索していると報じた。行方はむろんわからない。




　一瞬、町に陽が射した。

　その朝の光のなかを、三吉慎蔵は、走りに走った。やっと薩摩藩邸に駈けこむと、門が八の字にひらいている。

　飛びこんだ。

　その姿をみるなり、玄関からとびだしてきた留守居役大山彦八は、

「ご、ご無事でごわしたか」

　と、抱きつかんばかりにした。

「坂本殿はいずれに」

「木場です。早く迎えに行ってください」

「心得たり」

　と、大山彦八は、おそらくこの男が生涯これほど忙しい時間を持ったことがないであろうほどの機敏な動き方をした。

「門を閉じよ。裏口で舟の支度をせい。舟には船ふな印じるしを樹たてい」

　とまず命じ、自分と同行する者、残留する者を指名し、残留者には、

「幕兵がもし押し寄せてくれば、島津七十七万石の実力と名誉にかけて一歩たりとも入れるな」

　と、厳命した。島津七十七万石の実力にかけて、と言うが、藩邸で居残って幕兵をふせぐべき人数は、一人であった。一人にこれほどの「大命」を凛りん々りんとあたえるところが、薩摩の家風をほうふつさせておもしろい。

　大山彦八は、裏口に出た。

　裏口は川に臨んでいる。そこに小舟がつないであり、すでに藩旗がひるがえっていた。

「三吉氏、かならず坂本氏を連れもどりますゆえ、暫ざん時じお待ちあれ」

　大山彦八は舟に乗った。同行の「兵力」は三人である。武器の手槍は舟底にかくしてあるが、服装は幕吏をはばかって平装のままであった。

　ゆらり、と舟は岸を離れた。このまま竜馬のいる水門わきの木場まで舟でゆくことができるはずだった。

　残った三吉は、体中に小さな傷を無数に受けているが、手当もしない。

　おりょうが、焼しよう酎ちゆうとあぶら薬をもらってきて、しつこくすすめたが、

「いや、坂本さんも傷てを負っている。帰るまではこのままでいます」

　といってきかない。

　おりょうは、あれからの事情をくわしく話し、慎蔵からも聴いた。

「とにかく、よくぞ斬りぬけたことだ。いま思うと夢のような気がする」

「百人はいました」

　おりょうは、まだ昂奮から醒めていないらしく、眼が据わり、息が弾はずんでいる。百人に襲われてたった二人で斬りぬけるなどは、もう奇蹟というほかない。

「ただふしぎなことは、坂本さんがついに刀を抜かなんだことだな」

「忘れてたんじゃないでしょうか」

「まさか。あの人は剣の玄人くろうとですぜ」

「でも、ときどき、腰に刀をさすのをわすれて外へ出たりしている人ですよ」

「しかしあの現場ではちゃんと帯びていた。千葉道場の塾頭までつとめたほどの剣客が、襲われて刀を抜きもせぬ。そういう人物は古来剣客伝中、あの人ひとりでしょうな」




（無事でいてくれればいいが）

　舟のへさきに立っている薩摩藩留守居役大山彦八のねがいは、ただそれだけであった。

「大山様さア、幕吏がわれわれを見つけて押し掛けてくれば、どぎゃんし申もそ」

「闘うしか、仕方なか。あと始末バ、吉之助どん（西郷）がしちくるるじゃろ」

　と、大山彦八はいった。

　彦八は、西郷と同町内の鹿児島城下加か治じ屋や町に屋敷をもっている。この一角七十余軒の貧乏武家町から、西郷隆盛、同従道、大久保利通、黒木為ため楨もと、東郷平八郎、大山巌などが出ているが、大山彦八は巌（弥助）の長兄で、西郷とはいとこにあたり、明治九年、四十二歳で病歿している。性凡庸で、しかも短命だったせいもあり、その生涯で特記すべき事業というのは、この坂本竜馬救出の事蹟しかない。

　大山彦八は水門まで舟でゆき、岸にあがって木場のなかをさがしたが、竜馬が見あたらない。

　思いきって、

「才谷さァ」

　と、竜馬の変名を呼ばわってみると、頭上からおどけた薩摩言葉で、

「ここに居るたい」

　という声がふり落ちてきた。

　大山らは狂喜し、高棚にあがって竜馬をかつぎおろそうとした。よほど大きな怪我をしていると想像していたのであろう。それには竜馬もおどろいて、

「いやいや、それには及ばぬ」

　と、手足を材木のはしにかけつつ、すらすらと降りてきた。

　顔が、真蒼であった。寒さ、出血、疲労、寝不足がよほどこたえているのであろう。

「さ、舟へ」

　と、一同は竜馬の前後をかこんで岸にゆき舟にのせ、目だたぬように舟底に寝かせ、さらに岸から見えぬようにござをかぶせた。

「なんだか、死骸になったようじゃ」

　と、竜馬は笑いだしたが、さすがに声に力がない。

　舟をいそがせて藩邸の裏にもどり、なかへ運び入れ、裏の一室をあけてそこに寝かせた。おりょうはすぐ着衣をかえさせ、傷の手当をはじめた。

「おりょう、よくやってくれたな」

　と竜馬は、そんな言葉で賞讃と感謝の意をこめたが、おりょうは、

「そうでしょうか」

　と言うだけで相手にならず、てきぱきと傷の手当てをしたりした。煮たきと裁縫がにがてというこの娘は、こういうことになるとじつに機敏に動く。

　血がまだとまらない。

「一升ほど流れたようだ」

　と、竜馬はいった。あとで兄権平への手紙のなかで、「私の傷は少々なれど、動脈とやらにて、あくる日も血が走り止やめず、三日ばかり小便に行くも目がまひました」と書いている。ちょっと、こたえたらしい。




　寺田屋一件の変報をうけたとき、西郷はこの朝いつもより遅く起き、このとき井戸端で顔をあらっている最中だった。

「ほ？」

　と、顔をあげた。

「なにを言うちょるな？」

　中村半次郎が駈けよってきてわめいていた。そのわめき方がすさまじいので、西郷ははじめなにをいっているのかわからなかったが、やがて事態がわかると、

「半次郎どん、兵を用意せい」

　と、どなった。

　西郷の顔が、血ち膨ぶくれて真赤になっていた。この巨漢がこれほどの怒気を発した姿を、半次郎はついに生涯みたことがない。

「承うけたまわった」

　と叫んで、半次郎は屋内へ入った。

　西郷も御用部屋に入ると、吉井幸輔、西郷慎吾、大山弥助がいる。

「汝わい等どんな、何なんバしちょる。早う戦ゆつさ支し度たくをしなはらんか」

「どこを討つのでごわンど？」

　吉井幸輔は、西郷の昂奮をなだめようとした。「知れたこと」と西郷はいった。

「伏見奉行じゃ。差さし引ひきは俺おいがすっど」

　差引とは、薩摩独特の軍用術語で、指揮という意味である。

　その騒ぎの最中に第二報が入って、竜馬と三吉慎蔵が、それぞれ傷を負いながらもぶじ薩摩藩邸に入った──ということがわかった。

　西郷は、ほっと大溜め息をつき、こんどはいつものこの男の表情にもどって指示をしはじめた。

　おそらく伏見奉行所が、伏見の薩摩藩邸に竜馬らの引き渡し方をかけあいにくるであろう、と西郷は見、

「そのときは、兵力に訴えてでも拒否する」

　と、西郷は方針を明示し、吉井幸輔に指揮官を命じ、幸輔に薩摩藩自慢の英国式一個小隊をつけ、伏見に急行するよう命じた。

　西郷の案ではこの兵力をもって伏見藩邸を警備させ、奉行所の監視がゆるむときを待って竜馬らを京都にひきとる、というものであった。

　藩の外科医の木原泰たい雲うんも同行した。

　吉井幸輔と木原泰雲は馬でとばし、英国式小隊は駈けあしで大だい仏ぶつからの街道を南下し、吉井・木原がついたのは昼まえ、小隊がついたのは昼すぎであった。

実に此この仕し向むけの厚き、

言語に尽す能あたはず。

　と、三吉慎蔵はその日記で書いている。

　一方、奉行所では、多数の死傷を出した上に両人をとりにがしたため躍起に捜索していたが、両人が薩摩藩邸に入ったということを聞き込み、引き渡し方を要請してきた。

「存じ申もはんな」

　と、大山彦八は、数度の奉行所からの使者をこの一言ではねつけている。

　このため奉行所では藩邸のまわりに諜報者をばらまき、執しつ拗ような監視を開始した。




　竜馬の指の傷は、翌々日になってやっと血がとまった。

「指の傷とも言えんな」

　と、竜馬はつきっきりの看病をしているおりょうにいった。

「体が雲に乗っているようだ」

　極度の貧血状態にあり、頭がうずき、ときどき心臓の鼓動までおかしい。

　西郷がよこした外科医木原泰雲は、蘭学を学んだひとで、信頼のできる腕をもっているが、なにしろ傷は、蘭方でいう「動どう血けつ脈みやく創そう」である。傷をうけた直後なら血管結けつ紮さつなどもできるが、いまとなればむずかしいし、その上、負傷後、数時間も経たっており、その間、泥水のなかなどをくぐっている。あと、悪質な化か膿のうがはじまるのではないか、という疑いも濃い。

「むずかしい傷ですぞ」

　と、木原泰雲も顔をしかめたほどであった。

　泰雲は施術をしてから、おりょうに繃ほう帯たいの取りかえや薬のつけ方などを教えた。なにしろおりょうは、京の医師楢なら崎さき将作の遺児である。楢崎の名は泰雲も知っていたから、これはいい助手を得たとよろこび、

「ずぶの素人しろうとよりはよほど勘がいい」

　とおだてた。

　木原泰雲は三日間伏見にとまりこんで、四日目の朝、あとはおりょうにまかせても大丈夫と見て、京にひきあげた。

　おりょうは、懸命に看護をした。

（これはかなわぬなあ）

　と竜馬はおもった。おりょうの甲斐々々しさや心づくしが、一つ一つ竜馬の心にしみ入るように入ってきて、ツンと鼻の奥が痛くなるような感情の発作をおぼえてしまう。

　──人間関係はカラリとしたほうがいい。

　とおもっている竜馬には、にが手な感情である。口では冗談で、

「おりょう、そう優しくするな。おれは惚れなおさざるを得んわい」

　とか、

「おりょう、もっと手を抜け手を抜け。こうもべたべた看病されるとおれはやりきれん」

　とかいっているが、真実、竜馬の心はおりょうに対して急に濡しめっぽくなっている。

（男などは、えらそうにいってもよわいものだ）

　と竜馬がおもうのは、身のまわりのことであった。体が、不自由になっている。厠かわやへゆくにも、おりょうの支えがなくては、ひとりで歩ききれない。鼻水がでてきても、

「おりょう、洟はなだよ」

　と、情けないが言わざるをえない。おりょうが顔に布をあてがって、ツンとかんでくれるのである。

　それが看病というものだとは言え、もはやおりょうが居なければ竜馬は日常のこともできないようになってしまった。それが竜馬のおりょうへの気持を、寺田屋事変の前とは質的に変化させることになった。

「此この竜りよう女じよが居ればこそ、竜馬の命は助かりたり」と、竜馬は兄権平へ書き送っている。幕吏襲来を告げた彼女の果敢な行動とその後の看病が、竜馬の心情を深めさせた。




（男女のつながりというのは妙なものだ）

　竜馬は、病床で数日考えた。

　というのは、おりょうに、

　──おれの伴はん侶りよになれ。

　と言いたい衝動を事件後ずっと感じつづけている。

（恋ではないな）

　という感じである。

　恋というあの甘美な想いは、福岡のお田鶴さまにこそ持った。千葉のさな子にも、しばしば感じたことがある。年上の寺田屋のお登勢にさえ、ふと愛慕の情を覚えた瞬間がないではない。

（しかしおりょうには）

　感じたことはない、というのは多少断定がすぎるが、しかしこの場合、恋などという鮮烈な語感はちょっとあてはまりにくい。いうなれば、やや響き高き馴れあいの仲──という言葉がいちばんぴったりするであろう。

　所しよ詮せんは、馴れあいの仲であった、寺田屋事件までは。

　あの事件がなかったならば、ついにおりょうとの仲はそれっきりで飛躍も発展もなくおわったであろう。

　下げ世せ話わに、

　──ひょんなことで。

　という。男女の仲というのは、多分にこのひょんなことで出来あがる。竜馬とおりょうの場合、あの事件が「ひょんなこと」であった。とすれば、群がって襲来した百人の幕吏こそふたりの仲人になったわけである。

　そんなことを、竜馬は、とつこうつ、思いくらしている。

　一方、伏見の薩摩藩邸のまわりにひかっている幕府の密偵の眼はいよいよ多くなったようである。

　竜馬が一歩藩邸を出れば、得たりかしこしとかれらは再び襲いかかるであろう。

（傷きず養よう生じようにはいいあんばいだ）

　と竜馬は思っているが、かといって外に出られぬというのは、気持の上で、窮屈でかなわぬな、とおもった。

　ところで、薩人の吉井幸輔と主治医の木原泰雲が京の薩摩藩邸にもどって西郷に竜馬の様子を報告すると、西郷は、

「京に引きとらねばならぬな」

　といった。まず伏見という町では十分な医療ができぬということ、ついで、伏見藩邸では幕吏に対する用心がわるい、という点である。京にひきとり、十分な医療と十分な警戒陣を竜馬のために西郷は与えたかった。

「あれほどの男は百世に一人、出るか出ぬかだ。万一のことがあってはならぬ」

　と、西郷は吉井幸輔にいった。竜馬は薩長にとって恩人であると同時に、倒幕と新政権の樹立、その運営に、竜馬を欠くことは致命的な損失になろう。大きくいえば歴史が竜馬という男を、渇かわける者が水を欲するように欲している、と西郷は思っていた。

「幸輔どん、竜馬は、天涯の孤客だ。かれの身を護るべき藩というものがない。わが薩摩藩は全力をあげてかれの身を護ろう」

「英式（歩兵）をもう一小隊派遣しますか」

　と、幸輔は思いきったことをいった。もはや一種の軍事行動である。




　幕府治下で銃砲隊を動かすのだ。いかに薩摩藩が、幕府に対して不遠慮な態度をとってきているといっても、これはよほどの決断を要するだろう。すでに伏見に一個小隊がありいま一個小隊が京からくだる。

「派遣しよう」

　と、西郷は言い、さらに、

「砲を一門もってゆくがよか」

　と言い添えた。たかが一介の浪士を京に護送するのに、日本最強の火力をもつ英国式歩兵隊が動くのである。

「幸輔どん、こんども差さし引ひき（指揮）してもらいましょう」

「心得ました」

　と、吉井幸輔はいった。

　その幸輔どんがひきいるいま一個小隊の英国式歩兵が隊尾で四斤ポンド山さん砲ぽうをごろごろ曳きずりながら伏見屋敷に入ったのは、二月一日の昼前のことであった。

　入るなり幸輔はおりょうを呼び、

「坂本さんのご容態はどうですかな」

　ときいた。

「もう起きて遊んでいらっしゃいます」

「ほほう」

　幸輔は廊下を通り病室へむかった。

　竜馬は、三吉慎蔵を相手に、足ずもうをしている。

　やるたびに慎蔵はころがされる。ころがされるたびに、負けん気のつよい慎蔵は、

「もう一番」

　と、右脚を抱えて挑みかかるが、またころがされるのである。

「坂本さんは玄人だなあ」

「なに、おれの姉の乙女はもっと強い」

「ほう、女でそんなことをなさるのですか」

「剣術も馬術もやる。出来ぬのは裁は縫りと料理にたきだけだ。その乙女にきたえられたからおれは強いよ」

「女のひとで足ずもうはまずいでしょうな」

　三吉慎蔵は、膝も脛はぎも露あらわになってたたかっている乙女大姉のあられもない姿を想像したのか、くすくす笑った。

「そのとおりだ」

　竜馬も笑った。

「だからおれは、小さいときから女によ性しようのかんじんどころは見馴れちょったなあ」

　そんなことを言っているところへ吉井幸輔が入ってきて、

「おや、木原先生に叱られますぞ」

　と、いった。医師木原泰雲の説では、傷養生といえども絶対安静がいい、薬よりも体力の回復が傷を癒なおさせるのだ、ということである。……そういってから吉井幸輔は、京都に移る一件を話した。

　竜馬は承諾した。

「駕籠を二挺用意している」

　と幸輔がいったので、竜馬はすかさず、

「もう一挺」

　と、頼んだ。おりょうを連れていくのである。向後、この娘を身辺から離すまい、と竜馬はおもっている。

「ああ、静しずか御ご前ぜんもか」

　幸輔はわらって、左様につかまつる、とごく生真面目にうなずいた。

　竜馬は立って廊下に出た。おりょうをさがすためである。おそらく台所にいるだろう。




　おりょうは台所の土間で、竜馬の繃帯をあらっていた。

「おりょう、京の薩藩邸に移る」

　と、竜馬はかまちに立って言った。

「京へ？」

　顔をあげ、じっと竜馬をみつめた。両眼に涙があふれたのを竜馬はみた。おりょうにすれば竜馬は京へ去る、自分は伏見の寺田屋に残る、せっかくここ十日ばかり一緒にくらせたのに、──という想いが一瞬胸をかけめぐったのであろう。

　竜馬はおりょうの涙をみてあわてた。というより、この男はこの男なりに感動した。大いそぎで、

「おまえも、ゆく」

　と、言い、行くだろうな、と念を押した。おりょうは顔を伏せ、

「うん」

　と、こっくりうなずいた。あとは伏せたっきりでいる。

「吉井どんが大砲を曳っぱってやってきて、どうやらいそいでいるようだ。早く支度をおし」

「支度って、これ、着のみ着のままなんです」

「ああ、寺田屋では裸だったな」

「いいえ、あれから階下におりて着物は着たけど、そのままとびだしたから、ふだん着のままなんです」

「なるほど、それは可哀そうだね」

　着物が女にとってどれほど大事なものか、竜馬は姉に育てられただけに、素直な知り方で知っている。

「しかし、寺田屋には連絡できないぜ」

　幕府の偵吏は、寺田屋とこの藩邸を重点に見張っているのだ。使いを走らせて着物をとりにやらせるなどはとてもできない。第一、寺田屋のお登勢は、竜馬と慎蔵がこの藩邸でぶじだということも、確かめ得ずにいるのだろう。連絡は断絶しているといっていい。

「そのままで、当分辛抱しろよ」

「でも」

「また、おれが長崎で儲けたら、一枚、二枚ぐらいは買ってやらァ」

「うん」

　またうなずいた。

「坂本様」

　と絶句して、おりょうは泣き出した。着物などのことより、連れて行ってやる、という言葉が、泣くほどうれしかったのである。

「泣くな」

　竜馬はあわてて立ち去ろうとし、二、三歩行ってから、

「おりょう、一生だぜ」

「えっ」

「ついて来いよ」

　気恥ずかしかったらしい。捨てぜりふのようにいって、そそくさと立ち去った。

　おりょうは、両手に水をしたたらせて立ちあがり、ぼう然と立ちつくした。

（一生。……）

　男女のあいだで、これほど重い言葉はないであろう。

「坂本様、一生ですか」

　おりょうは、小さくつぶやいている。




　昼すぎ、伏見の薩摩藩邸から、既着の一個小隊を前衛とし、新着の一個小隊を後衛として、英国式歩兵が出発した。

　中央に、三挺の駕籠を進ませている。そのそばには、吉井幸輔が鞭むちを逆手にもって馬上でゆられていた。大砲が、最後尾で道路を車輪で鳴らしながらゆく。

　ぱっ

　と、蠅がとび散るように辻、軒下、地蔵堂の横から駈けだした者どもがいる。幕府の偵吏である。

　──竜馬が出た。

　ということを、伏見の奉行所まで急報すべく駈けだしたのであろう。

「幕吏も手が出まい」

　吉井幸輔は、馬上で笑った。大砲一門と最新式元込銃を装備した洋式歩兵にかかっては奉行所も見廻組も、手がつけられぬであろう。

　幸輔は、ちょっといい気持であった。ここで桂なら下手な一詩をつくるであろうが、孫に吉井勇という歌人をもつにいたるこの幸輔どんは、その孫に似ず詩し痴ちであった。

「こらこら」

　と、薩人特有のよびかたで伝令をよび、

「先頭にそう申せ。寺田屋の前を通れと。通るときは歩度を落し、ゆるゆると通れと」

　と、前へ伝えさせた。寺田屋の前を通ることは竜馬がとくに頼んだものであった。お登勢がきっと安心するであろうとおもったのである。

　やがて隊列は寺田屋の前にきた。

　お登勢は表口からとびだし、軒さきで隊列を見送った。

　やがて竜馬の駕籠が通りかかった。といって、顔を出すわけにはいかない。そこまで奉行所を愚弄するのは、無用の刺戟をあたえすぎることになるだろう。

　──おれが竜馬だ。

　ということを、竜馬はなんとかお登勢に報らせようと思って、駕籠のなかで大きく、

「おほん」

　と、作つくり咳ぜきをした。

　が、お登勢はそれが竜馬の咳かどうかはわからずに、ぼんやりしている。駕籠のなかの竜馬はじれったくなって、

「おほん、おほん」

　と、十ぺんも連発した。これにはお登勢もわかって駕籠にじっと視線をそそぎ、かすかに片目をつぶった。

　それも、笑いながらである。

（大した女だ）

　と、竜馬のほうが感心した。

　そのあと、三吉慎蔵の駕籠、おりょうの駕籠、とつづく。なかはわからなくても、利口なお登勢はそうと感づくであろう。

　竜馬は、京に入った。

　京の相国寺のほとりの塔とう之の段だんに、薩摩藩が借りて西郷が私邸がわりに使っている二階建ての屋敷がある。

　そこに竜馬らは迎えられた。

　庭に面した奥の一室が、すでに竜馬、慎蔵、おりょうの「休やすみ所どころ」として空あけられてあり、西郷が衣服をあらためて見舞のために来室し、「この屋敷、わが家同然にお使いくださるように」とあいさつをした。




　竜馬が薩摩の塔之段屋敷にいる、ということが京都の志士たちのあいだにきこえ、かれらは群れをなして訪ねてきた。

　自然、長州にもきこえ、桂小五郎から急便の手紙がきた。薩長連合の礼と寺田屋の一件の見舞をかねた手紙である。

　抄しよう訳やくすると、

「（中略）さて先般上京中は、大兄の御深意のおかげで小生の気持も薩州へ徹底いたし、感喜忘ぼうじがたく存じ奉ります。浪華なにわより書き送りました締盟六カ条の御おん裏うら書がきも拝受し、安あん堵どつかまつっております」

　と書いたあと、長州をとりまく佐幕派諸藩の動きをこまごまと報告し、さらに、

「大兄の伏ふし水み（伏見）の一件をうけたまわり気き遣づかっております。くれぐれも御お疎ぬけめなく御注意なされ、賊手に御お陥おちいりなさるようなことがなきよう、ひとえに祈念しております




竜大兄　御急きゆう披ひ


木もつ圭けい」　

　木圭とは、桂を分解した自署である。

「存外、うるさい傷だなあ」

　と、毎日竜馬は、繃帯をかえるごとにこぼしている。

　膿がとまらない。傷口が腐って、ざくろを割ったようになっていた。

「わるくすると、命取りになります」

　と、主治医の木原泰雲もいった。

　傷の化膿のために体に熱があり、だるくて食欲もなく、そのせいか竜馬はすっかりやつれてしまった。

「木原先生も食べねばなおらぬ、とおっしゃっています。もっと召しあがらねば」

　と、食事のたびにおりょうが眼を据すえてやかましくいう。

　しかしこの搭之段屋敷に入って十日ほどすると幾分か気分がよくなってきた。

　陽気も、日一日と陽春にむかっている。こうなると屋敷の奥でじっとしていられなくなって、

「腹へらしに市中を歩きたい」

　といいだした。

　これにはおりょうもおどろいて、

「お公儀のお目が光っていますよ」

　といった。

「お公儀てなんだ、幕府のことか」

「そうですけど」

「言葉がわるいよ、おまえさんは。お公儀のお目が光っているなんざ、まるで罪人みたいじゃないか」

　言いだしたらきかず、とうとう竜馬は、屋敷に薩人がいないときを見すまし、台所口からひょいとそとへ出た。

　すぐおりょうが気づいて追ってきた。室むろ町まち頭がしらの路上で追っつき、

「どこへいらっしゃるんです、あぶない」

「河原町の菊屋へでも遊びにゆこうと思う。おまえさん、ついて来な」

　と、怪我をした左手をふところに入れ、ぶらぶら歩きだした。

　しまいにはおりょうの手をつかんで、

「病後だ、手をひいてくれ」

　と言いだしたから、往来のひとはみな物めずらしそうにふたりを注目した。




　余談ながら、竜馬を伏見の薩邸へ迎えに行った英国式歩兵小隊の直接の指揮官は、大山弥助であった。

　弥助、弥介ともかく。のちに大山巌と改称したこの若者は、この当時、軍ぐん賦ぷ役やく見習という職にあり、西郷の下にあっておもに洋式銃砲の買い入れとその操法の研究を任務としていた。

　西郷は、のちの革命戦にそなえて京都における薩摩部隊の洋式化をいそいでいる。

「弥助どん、弥助どん」

　と西郷からまるで弟のように可愛がられていたこの西郷の従弟いとこは、京都薩摩軍の洋式化をひとりでやっていたようなものであった。

　銃砲は長崎で買わず、横浜で買いつけていた。横浜の商会は英国のファーヴル・プラント商会で、弥助は幕末の倒幕段階までのあいだに、京都と横浜のあいだをなんと二十数回往復した。

　ときに、この二十四、五の若者が、二万両の藩金をもって横浜にくだったこともある。

　弥助は、横浜で銃砲を買いつけて京都に帰ってくるたびに、当時まだめずらしかった鉛筆で手帳にその高たかをメモし、それを西郷のもとにさしだした。西郷はそのメモを受けると、ソロバンをとりだしてその決算を整理しなおしてやり、それを国許の藩庁に送るのが常だった。西郷は十八歳から二十八歳まで、藩庁の郡こおり奉ぶ行ぎようの書かき役やくとして有能な小吏だったひとである。ソロバンと帳簿の作成はたれよりもうまい。

　さらに余談ながら、大山弥助が銃砲を買いつけていた横浜の商会主ファーヴル・プラントは元来が時計師で、時計を売る一方、銃砲も売っていた。この物語のこの時期の翌慶応三年三月に次のような新聞広告をしている。

私儀、此度、太田町八丁目百七十五番に転宅仕候。私店にて、金銀時計・螺ら旋せん銃じゆう・短銃・並ならびに火薬玉・電気箱・度量器械・楽器、商売仕候間、御買求の程、奉ねがい希あげたて上まつり候そうろう。其外、種々の武器御注文に候へば、本国より取寄差さし上あげ可申もうすべく候。且かつ亦また、時計、飾かざり玉だまの直し仕候間、御ご来らい駕が奉ねがい願あげたて上まつり候。

　このファーヴル・プラントはその後ながく横浜で商売し、会う人ごとに、

「外国人のなかで、当時のチョンマゲ姿の大山元帥を知っているのは私ぐらいのものでありましょう」

　と語っていた。

　弥助は、竜馬を迎えにゆく小隊長としての役を果たしただけで、竜馬とは直接会話をかわさなかった。この弥助小隊長の下で銃をかついで隊伍に列していた若者に、のちに海軍に入った井上良よし馨か元帥がいる。この伏見から京に護送した前後の竜馬の印象を、

「丈せい高く、黙々多く語らず、なんとなく人に敬慕されるようなところがあった」

　と、のちに語っている。

　さてこの大山小隊のなかで伍長をつとめていた石塚長左衛門という若者──のち西南ノ役で戦死──が、竜馬がおりょうと手をつないで河原町を歩いている現場を発見し、おどろいて藩邸へとんで帰り、そのことを吉井幸輔に報じた。




　吉井幸輔もおどろき、竜馬連れもどしのために藩士数人を市中に走らせると同時に、西郷の部屋へゆき、くわしく模様を告げ、

「せっかく藩が兵隊まで出して保護したのにあの不用心ではどうもならん」

　といった。幸輔はよほど腹が立ったのか、

「豪胆にもほどがある。いま、幕府はあげて竜馬をさがしちょると言うのに、当人はのこのこと河原町の人ごみを歩いちょるンじゃ。しかも女を連れてじゃ」

　西郷はおかしそうにうつむき、ふむふむとうなずいている。

「わからん、あの男は」

　と、吉井幸輔はいった。

「竜馬の人相書が市中にまわっている。あの高たか丈ぜいに蓬ほう髪はつじゃ、すぐ見つかる。それに人目をそばだてるような美人を連れ、その美人と手をつないじょる、とあれば、目をつむっていてもあれが坂本竜馬とわかるではないか」

　さらに幸輔はいう。

「西せ郷ごどん、彼かの人に言うてくだされ。どもならんか」

　西郷はとうとう笑いだし、

「あれはもともと、どもならん仁じゃ」

　といった。

　そのころ、寺町を歩いている竜馬とおりょうの前に、五、六人の侍が立ちふさがった。

「坂本先生」

　と、かれらは薩さつ音おんで叫んだ。

「藩邸へおもどりください」

「ああ」

　竜馬は、立ちどまった。負傷した左手は懐ろに、右手はのばしておりょうと指をからげている。

「お前まんさァ、見たことがあるな」

「冗談ではありません。われわれが伏見までお迎えに行ったのです」

「ああ、あの節は」

　と、礼を言うのかと思っていると、左手をふところからちょっと出し、

「これがまだ痛かった」

　と、見当はずれのことをいった。

「しかしだいぶよくなったので、いま、町を歩いちょります」

「結構ですが」

　と、一人がいった。

「幕吏が、坂本先生をつけ狙っています。いまもあの辻に立ちどまっている町人、あれなどは偵吏でありましょうな。もう、新選組か見廻組に知らせが飛んでいるでしょう。いかに先生が寺田屋で百人の包囲を突破されたとはいえ、手を負傷されたいまはご存分なお働きは成りませぬぞ」

　薩摩の若者たちは、竜馬の前後をかこんで歩きだした。

「せっかく、よい天気じゃったのにな」

　と、竜馬はしょんぼり歩いてゆく。

　薩邸では、西郷が待っていた。

　竜馬が帰ってくるなり、その部屋に入ってきて、

「坂本様さア、薩摩へ遊びにお行きなはらんか」

　と、ひどく魅力的な案を出した。

　いい温泉がある、というのである。




霧　島　山











　西郷のいう「傷にきく温泉」とは、霧島山の山ふところにかこまれた塩しお浸ひたし温泉のことで、

「薩摩者で傷をした者は、医者どんにはかかり申もさん。塩浸に行きもさ」

　といった。

　西郷はさらに、塩浸とは、山深い渓流のほとりに湯が湧き出ていて、あたりの景色も桃源郷のようだ、といった。

「ぜひ」

　と、すすめた。西郷がこうも薩摩への湯治旅行をすすめたのは、竜馬を一時、風雲から隔離したかったのである。このまま世間に身を曝さらさせていると、いつかは幕吏の網にかかってしまう。

「半はん刻とき、考えてみる」

　と竜馬がいったのは、かれはこのまま長崎へ出て亀山社中に本腰を入れたいからだった。すでに胸中、社名を改称して、

　海かい援えん隊たい


　としようとまで構想ができていた。この海援隊という名称は、わが思いつきながら竜馬の気に入っているところだった。日本を海から応援する──いかにも坂本竜馬らしいではないか、と当人は、実のところ、その名称を胸にうかべるたびにわくわくする思いでいるのである。

（それが、いまから湯治の旅か）

　と思うと、少々、がっかりせぬでもない。

　西郷は自室へもどると、吉井幸輔をよんで幸輔からも竜馬にすすめるようにいった。

「俺おいは二度遠島になった」

　と、西郷はいった。最初の遠島は、藩が幕府の追及から西郷をかくまうためのもので、二度目の遠島は、西郷ぎらいの藩主の父島津久光の政治感覚にあわないことによる、正真正銘の罪人としての島流しだった。

　幕末、西郷は、幕府が勢いをもりかえした二つ（安政ノ大獄の時期と蛤御門ノ変のあと）の時期に、島にいた。もしこの時期に島にいなければ、西郷は、おそらく殺されていたであろう。

　それを思うと西郷は、

　──なにごとも天だ。

　と、大きなものから受けている恩恵を思うのである。天が、西郷の命を温存させるために、かつその命を歴史のなかで有効に使うために遠島の運命をあたえたのであろう。

　西郷は、そう感ずるようになっている。

（だから竜馬も）

　と思うのだ。幕府の追及がはげしいのをいわば「天意」とみて、薩摩の山奥に身をかくさしめるほうがよいのではないか。

　一方、竜馬は別のことを考えていた。

　新婚旅行

　である。この男は、勝からそういう西洋風俗があるのをきいている。いっそのこと、風雲をそとに、鹿児島、霧島、高千穂と、おりょうを連れて新婚旅行にまわるのも一興ではないか。

　そうきめた。

　早速、おりょうを呼び、そのことを宣言した。なあ、おりょうよ、と竜馬はくすぐったそうにいうのである。

「縁結びの物もの見み遊ゆ山さんだぜ」

　この風俗の日本での皮切りは、この男であったといっていい。




　竜馬とおりょうが京を発ったのは、慶応二年二月二十九日の夜である。

　西郷らも、同行した。

　かれら薩人は、薩長同盟について国もとを納得させ、かつ、革命戦への軍備をととのえるためで、この藩を京都で動かしている重要人物はことごとく京を去った。

　西郷吉之助、小松帯刀、桂右衛門、この三人の重役のほかに、吉井幸輔、伊地知貞さだ馨かなどもこれに従い、京に残った重要人物といえば大久保一蔵ぐらいのものであった。

　長州へ帰る三吉慎蔵も同行している。慎蔵の日記の記述を借用すると、

時に薩長和解、弥いよいよ王政復古の為尽力、兵備の手当をなすに決し、西郷・小松を初め、一と先まづ帰国の事と定め、二月二十九日夜、京けい師し立だちに付つき、坂本氏、おりょうとも同船にて、拙者（慎蔵）は馬関へ、坂本氏は鹿児島へ同行するとの事なり。

　とある。

「維新躍進」

　ということばを、後世の史家はつかっている。表面、なお静穏をよそおっているが、歴史はこの段階において大きく躍進したといっていい。

　薩摩藩といえども、国もとでは佐幕家が多い。上層部になればなるほど佐幕家で、かれらはおそらく、西郷が企てているような、藩ぐるみ革命戦のるつぼにとびこもうとする秘密計画をきけば肝をひっくりかえすであろう。

　薩摩藩の事実上の藩主である島津久光なども性格的な保守家で、幕府を倒すというところまでは決断がついていなかった。久光は維新後、

　──倒幕維新は、西郷が勝手にやったいわば陰謀だった。

　という意味のことを言い、はげしく西郷を攻撃している。もっともこの言葉は多分に感情的なもので、久光と西郷は、会った最初から互いに相手が気に入らぬ仲だった。要するに西郷らにしてみれば、こういう国許の保守家たちを、納得させられぬまでもたくみに言いくるめて、薩藩をして天下の乱の主役たらしめようとしたのである。

「傷によか温泉がごわす」

　といって竜馬に薩摩ゆきをすすめた気持の一端に、薩長連合の月な下か氷だ人ち役の竜馬を鹿児島城下に連れかえって、保守派説得の一戦力として役立たしめようとしたこともあったであろう。

　一行は京を去り、伏見に着き、そこから夜船で淀川をくだり、大坂に入ったのが三月一日である。大坂土佐堀の薩摩藩邸で船支度を待ち、天保山沖から薩摩汽船三さん邦ぽう丸まるに乗ったのが四日。

「爛漫らんまんの春じゃな」

　と、竜馬は甲板上から、大坂湾の沿岸の山河を染める桜を遠望していった。竜馬にとっても、その生涯における手はじめの大事業である薩長連合が成就し、しかもおりょうを得、このさき、遊覧の旅に出ようとしている。爛漫の春であったろう。

　六日の夕馬関につき、そこで長州人三吉慎蔵と別れた。




　竜馬とおりょうが行った塩浸温泉とはいったいどういう土地であろう。

　竜馬自身は、その温泉から故郷の姉乙女へ送っている手紙に、

実げに、此この世よの外そとかとおもはれ候ほどのめづらしき所ナリ。此こ所こは十日計ばかりも止とどまりあそび、谷川の流にてうを（魚）をつり、ヒストヲル（短銃）をもちて鳥をうちなど、まことにおもしろかりし。

　と、書いている。

　筆者は、この稿を書くにあたってこの地に行かねばならなかった。鹿児島県の観光案内書などをみても、竜馬が「此世の外か」とおもったほどに風光明めい媚びなはずの塩浸温泉は、その地名さえ載っていない。

　やむなく新日本分県地図の鹿児島県全図をひろげて、たんねんに地名をさがしてゆくと、霧島国立公園の圏内から西南へ離れた茶色っぽい山中に、

「塩浸」

　という地名がある。こんにちは町村合併で牧まき園ぞの町という自治体に属しているらしい。

　そこで鹿児島へ出かけ、空港で出あった知人の二、三人に、

「塩浸温泉はここからどれほどあります」

　ときくと、みなけげんな顔をした。そんな温泉はきいたことがない、という。

　宿は、桜島がよくみえる鶴かく鳴めい館かんにきめ、そこへ入るなり、塩浸温泉を知っていますか、ときいたが、知らない。ずいぶん不安になっていたときに、やっと宿の若い専務がやってきて、「私は鉄砲猟にゆくので、その温泉は知っています」といってくれた。しかし行ったことはないという。

「大変な山中です。いまは宿が一軒か二軒でそれも湯治宿です」

　とにかく明朝ゆくことにきめ、土地のタクシー会社に電話をかけ、道路を研究しておいてもらうことにした。

「道は悪いですよ」

　と、タクシー会社も、怖れをなしている様子だった。鹿児島から往復三時間あまりだろう、とそのタクシー会社の事務員は、地図をみながら推測した。むろん、どの運転手もそこへ行った者はないという。

　私にすれば、道が悪かろうが宿が一軒しか無かろうが、とにかくそういう温泉が現実にあるということを知っただけで、十分に安堵した。

　鹿児島県下には、指宿いぶすき温泉とか、霧島温泉とかという天下著名な温泉があり、施設もおそろしいばかりに近代化されていて、交通公社などが新婚旅行のコースを組まされるときは、南九州ではこの二つの温泉をかならず入れる。

　わざわざ京都から薩摩へ新婚旅行に出かけたこの道の草分けともいうべき竜馬のその温泉は、ほとんど地名さえ忘れられている。

　翌朝、車で出発した。運転手は、なぜこの客がそんな温泉にゆくのか疑問だったらしくしきりとわけをきいた。




　車は渓谷をのぼってゆく。

　渓流は、「新川渓谷」といわれ、霧島山に源を発する四つの細流が合流したものだという。岩が多く、瀞とろが青い。

　途中、滝も多い。

「旦那は絵描きかね」

　と、運転手は私の酔狂にあきれた。鹿児島の者でもこんな山中には来ませんよ、というのである。運転手はのどがかわくらしく、何度も渓流におりて、水を飲んだ。

　塩浸は、古い温泉ではない。

　一八〇四年に猟師によって発見されたという。温泉の伝説では、足に弾傷をうけた鶴が、渓谷にとびおりてきてはこの湯に浸つかっていた。それを猟師がみて、鶴に効くなら人にもきくだろうと思い、自分の傷療治をこの湯でためしてみたところ、大いに験げんがあった。

　非常な評判になり、大いに栄えた。藩ではこの温泉を藩の管理にし、その収益で藩士の子弟の教育費にしたぐらいで、竜馬が入湯した当時は、宿の数も多かった。

　いまも、牧園町の公営になっており、落らく札さつで公営宿の経営者をきめ、その収入は町の財政をわずかながらもうるおしている。

　車が密林をぬけてふたたび渓谷ぞいの道に出たとき、

「ここに相違ない」

　とおもわれる宿が一軒あった。なかに入って、ここが塩浸温泉ですか、ときくと、若い女が、そうです、といった。「この温泉についていろいろたずねたいのですが」というと、われわれは何も知りませんと、宿の人々はいった。落札になっているため、いまは埼玉県の者が経営者ゆもりさんで、土地のことはよくわからない、というのである。

「吊り橋のそばにすんでいる加か留る部べという年寄が土地では古いですから」

　と、よんできてくれた。

　やがて、真白な無精ひげで顔半分がうずまった頑丈そうな老人がやってきて、

「このさきの吊り橋のそばでタバコ屋をひらいている加留部昌でございます」

　と、名乗ってくれた。

「この湯もむかし栄えたものでしたがな」

　老人の記憶では、五十年前は、宿が七軒あったという。ぜんぶ二階づくりで、七軒で二千五百人は収容できた。それがさびれたのは、

「いい傷薬ができるようになったからでしょう。ことにペニシリンからこっちは、がったりとさびれました」

　老人は、福岡県の人である。高等小学校のとき運動会で骨折し、それがなかなかなおらず、この湯へきた。三月ほどで多少よくなったので、宿で走り使いの仕事をもらい、働きながら療養した。やがて嫁ももらい、子供がうまれ、孫もできた。

「はい、家はまだ福岡にありますたい。この谷に温泉保養にきとるだけじゃけん。連れ合いですか、あれは去年、七十四で亡くなりました」

　老人がこの谷に来ているあいだに第一次世界大戦があり、昭和の動乱や、第二次大戦もあったはずだが、すべて老人とは関係はない。

　まことに桃源郷の囚とらわれびとという感じのする気楽そうな人だったが、残念ながら、坂本竜馬のことは初耳ですたい、といった。




　竜馬が逗とう留りゆうしたのは、塩浸温泉のなかの鶴ノ湯という湯壺である。

　断崖に杣そま道みちがかかっており、その道の下、渓流の瀬に熱湯が湧いている。泉源はそこひとつしかない。

　湯壺には、屋根をふいて四本柱をたてただけの小さな小屋がかかっている。

　竜馬は、宿から、朝夕ここへおりてゆく。

　──おりょうも来い。

　と勧すすめるが、この娘は、いや妻は、ちょっと異常なほど肌を見せるのをいやがった。

　──肌を見せるぐらいなら死んだほうがましだ。

　といった。そのくせ寺田屋では一糸まとわぬ裸で二階の竜馬に注進したのだが、しかしそのことを竜馬はからかおうとしない。からかうには、二人の歴史にとって荘厳そうごんすぎる事件だったからであろう。

　湯壺はたっぷり首まで浸れる。湯は下から湧いている。

　やや赤味がかっていた。

「こんな結構な湯は天下に二つしか無なか」

　と、藩の小吏である老いた湯ゆ守もりが、中ちゆう間げん用の木刀を一本腰に差してやってきては、いつも同じことを竜馬にいった。自分の管理している温泉が、日本に二つしかないほどのものだというのが、この老人の生き甲斐になっているのだろう。

「もう一つはどこかね」

　と竜馬がきいたが、老人は、知リモサンと答えた。

「西せ郷ご先生が、そぎゃん申しとられました」

　と老人はいう。西郷の言葉の影響力は、こんな山の湯の湯守にまで及んでいる。

（もとこれ、藩の郡奉行所に出仕する書役にすぎなかった人物だが）

　卑ひくい役だ。藩の役人のなかでも最下級に属するだろう。その人物が、激動期にある薩摩藩の緊張のなかで抜擢を重ねられ、いまは、仕し置おき家老の下の位置にあり、現実では藩の外交を一身に背負っている。それに人格的影響力が異常に大きく、藩の若い子弟が西郷を仰ぐ気持は、ほとんど藩主に対する気持以上のものがある。

「お客どんは、他国者もんかね」

　と、二日目の朝、湯守がいった。

「ああ、他国の犬のくそだ」

「そうだろうな。薩摩はほんの去年ぐらいまでは他国者を入れなんだもんじゃが、ちかごろはちょろちょろと来る。どこかね」

「土佐という国だ」

「ああ、土佐にはこんな温泉があるかね」

「あまり無いな」

　竜馬は大人になるまで温泉などというものに浸ったことがない。はじめて温泉に入ったのは去年、長州の山口に行ったとき、桂小五郎に勧められて山口郊外の湯ゆ田だに行ったのが最初で、こんどは二度目である。

「ほほう、長州にも湯が湧いているのか」

「湧いている」

「これほど結構なことはあるまい」

「さあな」

　竜馬は、湯守の老人の愛藩意識のつよさに噴きだしてしまった。




　竜馬は、おりょうに、

「お前まん、山に登れるか」

　といった。せっかくここまできた以上、名にし負う霧島山の山頂をきわめてみようかと思いたったのである。

「登ったことはありませんけど、登れると思います」

　霧島は日向ひゆうがと大おお隅すみの二州にまたがり、その最高峰は、一七〇〇メートルはあり、文字どおり、雲にそびえている。

　峰は東西に連立し、東峰を高たか千ち穂ほ岳だけといい、西峰を韓から国くに岳だけという。東西両峰の間、ほぼ三里はあるであろう。

「高千穂は矛ほこの峰みねともいって、その頂上に天あまの逆さか鉾ほこというものが聳そびえている。おれはそれを見たいんだ」

「あたしも見たい」

　好奇心がつよい、という点では二人は共通している。

　翌日、未明に起き、旅装をととのえた。荷物かつぎとして湯守の息子がついてきてくれることになった。

　竜馬らは、出発した。途中、嶮路が多く、大岩をのぼらねばならぬ場所もあり、難行をかさねた。竜馬は左手が使えない。使える右手をさしのばして何度かおりょうの手をひいてやったりした。

　胸むな副ぞい坂ざかの荒野を経て霧島明神に至り、さらに八丁を登って花立岩に出、ふたたび三十丁をのぼって瀬せ戸と尾おに出た。

　ここからが登山路が急になる。このあたりから、世にいう映山紅きりしまつつじが多い。

　竜馬は、目の前の高千穂の頂いただきを望みながら、矢や立たてを出して山のスケッチをはじめた。

「絵を描くのですか」

　とおりょうは意外な竜馬を発見したが、竜馬は亡友の武市半平太とはちがって絵ごころなどはない。

「乙女姉に報らせてやるのじゃ」

　そのための写生なのである。乙女にもこのおもしろさを裾すそ分わけしてやりたい気持でいっぱいであった。

「乙女お姉様って、よほどあなたにとって大変な方なんですね」

　と、おりょうは笠の下で眼を光らせ、複雑な表情をした。いかに姉きよう弟だいとはいえ、こうまで濃こまやかすぎるのはどうであろう。おりょうは竜馬のどの部分を独占してよいかわからない。

　数丁登って、火ひけ常ふの峰みねの下に出た。峰とはいえ、近時噴火して爆砕されたために谷になっていた。噴火口の底はなお炎がうごき、地がひくく轟いている。

　さらに進んで馬うまの背せ越ごえに出た。

　最大の難所といっていい。左右が谷底で剣つるぎの刃の上を踏むようなぐあいであった。足もとから風が砂さ礫れきを飛ばしつつ吹きあげてきて、ところどころでは這って進んだ。

　突風がきて、おりょうが転んだ。

　竜馬はとっさに身をころがせておりょうを右手で抱きとめ、そのため抱きあうようなぐあいになった。

「動くな」

　竜馬は風のなかで言った。




　風のなかで竜馬に抱かれながら、おりょうは怖こわさもわすれ、

（生涯このままで居たい）

　と思った。竜馬の懐ろから匂い出てくる体温が、おりょうをふと涙ぐませた。

　風が吹き過ぎた。

「立ちな」

　竜馬は言いすてて、左手を懐ろ手にしたまま歩きだした。おりょうの感傷をこばむような背が、ひょうひょうと動いてゆく。

（損した）

　と、おりょうはおかしくなった。

　やがて、高千穂の山頂に出た。なるほど、山頂に一いつ丘きゆうがあり、その中央に世にいう天逆鉾が立っている。

　竜馬の乙女への手紙文によると、

此所より又山上にのぼり、あまのさかほこを見んとて、妻と両人づれにて、はるばるのぼりしに、立花氏の西遊記ほどにはなけれども、どふも（どうも）道ひどく女の足にはむつかしかりけれども、とふとふ（とうとう）馬のせごへまでよぢ登り、

此所にひとやすみして又はるばるとのぼり、つひにいただきにのぼり、かの天逆鉾を見たり。

　この鉾は、神代、天孫降臨のときに神が手にもつ鉾を逆さかしまに突きたてた、と信じられているが、竜馬は勤王の志士のくせにそういう神話は頭から信じなかった。

「霧島明神の社僧が、世に吹聴ふいちようするためにこしらえたものだろう」

　といった。よほど古い時代からこの山頂にあるものだが、いつの頃か破損したため、天てん明めいのころ、鹿児島の町人某が旧形に模して作りここへ突き立てたともいう。

「からかね（唐金）にてこしらへたものなり」

　と、竜馬は乙女への手紙にもそれが人間の製造になるものであることを註釈している。

「その形は」

　と、竜馬は手紙にわざわざ絵を入れ、「これはたしかに天てん狗ぐの面なり」と、自分の目でつぶさに観察しようとした。

　おりょうも、近づいてそれを見た。鉾のツカの両面をよくよく見ると、なるほど天狗の面が両面にある。神代に天狗などという想像の怪物が創作されていなかったであろう。竜馬は大よろこびをして、

「おりょうよ、世間のすべてはこうだ、遠きに居るときは神秘めかしく見えるが、近づいてみればこのたぐいだ。将軍、大名のたぐいもこれとかわらない」

　竜馬は台の上にのぼり、鉾のツカに手をかけてみた。鉾は地下深くズブリと突きさされているが、どのくらいの長さやらんと思い、抜いてみようとした。

　二人がかりでぐらぐら揺ゆすってみると、案外簡単に抜けた。

「わづか四五尺ばかりのものにて候」

　と、竜馬は拍子ぬけしたような文章で書いている。要するにこけおどし、ということを知ったのである。

「又々元の通り、おさめたり」と、骨折りなことだった。




　霧島の周遊をおえた竜馬とおりょうは、四月十二日、浜ノ市で舟に乗り、海路鹿児島城下に帰った。

　すぐ宿舎の小松帯刀の屋敷にむかった。

　屋敷は、城下の原はら良らにある。竜馬がかつてここにとまったとき、城下の若侍が、

「小コ松マツどんの屋ヤ敷シにローニンが来ちょる」

　というので見物に押しかけ、たまたま竜馬が碁を打っていると、

「あっ、ローニンが碁バ打っちょるど」

　とさわがれて閉口したことがある。その話をみちみちおりょうにすると、

「薩摩では浪人を知らないのですか」

　と、あきれ、田舎ですねえ、と妙な軽蔑の仕方をした。なるほどここ数年、京都みやこは浪人の巣のようになっている。ちかごろ京の名物は浪ろう士し鳥どり──という戯ざれ文句まであるくらいだ。

　街み路ちがやや登りになって、やがて原良の小松屋敷につく。

　高台になっている。背後に六曲の屏風びようぶめいた凹おう凸とつの多い丘陵をめぐらし、前面いっぱいに桜島をひかえさせている。邸内の庭は桜島を借しやつ景けいにして、その雄大さはちょっと類がない。

　小松家は島津家の家中でも累代の名家だから、その城下屋敷もとほうもなく大きい。

　余談だが、この屋敷あとは明治後人手にわたり、いまは分譲されてそれぞれ小庭をもったモダンな住宅がその旧敷地内に三十軒ばかり出来、これが一町内をなしており、現い今までも、

　──小コ松マツどん屋ヤ敷シにおります。

　といえば、それが町名がわりとして通るほどである。

（あの小松様が）

　と、おりょうもその門前に立ったとき屋敷の宏壮すぎることにおどろいた。さすが大藩の仕置家老の屋敷だけのことはあった。

　余談だが、幕末、薩摩藩に小松帯刀という寡黙で沈ちん毅きな若者がいなければ、西郷も大久保もみな藩内活動ができなかったであろう。

　西郷、大久保は下級武士のあがりで次第に取りたてられて今日の位置にいるが、そういうかれらの活動地盤をつくるのに、小松帯刀のはたらきがどれだけ大きかったかわからない。芝居でたとえれば幕末のこの藩では西郷と大久保が、脚本・演出・主役をかねた仕事をしているが、小松はこの西郷・大久保一座の興行元といっていい。

　馬術の達人で、京で、かれが二条城あたりから夜陰薩摩屋敷にかえるときなど、その馬上の提灯の灯で、

「あれは薩摩の小松帯刀だ」

　ということが知れたという。馬上の馬うま乗のり提ぢよう灯ちんがいささかも揺れず、しかも小松の前後をかこむかれの家来の足なみまで粛しゆく々しゆくとしていて、たまたま行きあう新選組の巡察隊なども、歩行をとめて敬意を表するほどだった。竜馬と同年のうまれで、明治三年病歿している。

「塩浸はいかがでしたか」

　と、小松帯刀は竜馬の傷のなおりぐあいをきいてくれた。

　塩浸のおかげか、化膿はやっととまったようであった。




「長崎からよい報らせが入っています」

　小松帯刀はいった。

「ワイル・ウエフがこの鹿児島にむかって航海中のようです」

「わっ」

　と、竜馬は笑顔で膝をたたいた。近来、これほどうれしい話をきいたことがない。

「ありがたや」

　竜馬がはじめて持った船である。

　かれが小松帯刀と長崎に行ったとき小松の了解を得て買いつけた船で、むろん船価七千八百両は薩摩藩が出す。いますこしくだいていえば、竜馬の構想による「株式会社」に、薩摩藩が船一隻を出資する、というかたちをとっている。

　ワイル・ウエフ号は惜しいことに機関はついておらず、風帆船である。売りぬしは長崎にいるプロシャの商人チョルティという。

　船は中古品で、上海で修理したり塗装をなおしたりしていたが、竜馬が京を出発するとき長崎へ入港して、チョルティの手から竜馬の亀山社中に手渡された。

　そのときは竜馬は鹿児島への旅行中だったから、事情をきいていない。要するに竜馬が薩長連合で奔走しているあいだに、かれの事業である亀山社中は着実にのびつつある、ということである。

（陸奥陽之助や池内蔵太、菅野覚兵衛らがよろこんでいることだろう）

　とおもうと、竜馬の相そう好ごうはついニコニコと崩れてくる。

　その翌日、長崎の薩摩藩邸が発したくわしい報告書が竜馬の手に入った。

　それによると、こんどの航海は、ひとつは鹿児島で命名式をあげるためと、ひとつは亀山社中の練習航海のためというものであった。

　乗組員十四人の名簿もとどいている。

　士官は黒木小太郎、浦田運次郎のふたりで船将は池内蔵太であった。水か夫こ頭がしらは虎吉と熊吉。水夫は浅吉、徳次郎、仲次郎、勇蔵、常吉、貞次郎、如蔵、一太郎、三平。

（池内蔵太も、船将になったか）

　竜馬はこの同郷の友人を想うと感慨無量だった。かれは京洛で剣を提ひつさげて奔走した典型的な勤王浪士なのである。竜馬はそういう、背景の力をもたぬ浪士の奔走というものが、いかに無意味で非生産的なものであるかを知っていたから池を自分の社中にひき入れたのである。

　船は一隻で来るのではない。

　報告書によれば竜馬の亀山社中に長州藩が出資したユニオン号（乙いつ丑ちゆう丸まる）と一緒に来る。ユニオン号は長州の海軍局の連中が操船しており、長州米を薩摩へ運んでくるのである。これまた薩長連合による最初の物資交流という記念すべき航海であった。

（なにもかもうまく行っている）

　春だな、と竜馬は思うのである。暖国の鹿児島ではすでに桜は散っていたが、桜島に霞かすみの紗しやがかかって、けだるいほどにのどかな春の光のなかに竜馬はいる。




「船が入った」

　という報告をきいたとき、竜馬は高台の小松屋敷から駈けおりて、ながい城下の街路を海にむかって夢中で走った。

　むりもなかった。

　ながい念願だった自分の船が、それも二隻つらなって鹿児島に入ってくるのである。竜馬にとって、この二隻の船を肉眼でみる瞬間ほど待ちどおしかったものはない。

（駈けろ）

　自分の足がもどかしかった。ユニオン号は長州人が操船しているが、ワイル・ウエフたるや、わが同志池内蔵太以下が操縦している純然たる社中の船ではないか。

（しかし内蔵太めがよく運転できたな）

　それが、走りつつも竜馬にはふしぎなことだった。他の菅野覚兵衛などならべつとして池などは長州の風雲にまきこまれてほとんど船の勉強などはしていない。

（しかも風帆船だ）

　蒸気船より操り方はむずかしいのである。

（持ち前の負けん気で、なあにおれでもやれるさ、と斬り込みでもやるようなつもりで乗ったのだろう）

　あとでわかったことだが、長崎の亀山社中では、最初、船長は菅野覚兵衛ときまっていた。ところが池内蔵太が、

「おンしゃ、技倆は十分ではないか。俺うらァ、船の腕はなっちょらん。練習航海というなら俺うらにやらせろ」

　と、自分で船将キヤプテンを買って出たのだという。

　駈けてゆく竜馬の視野いっぱいに桜島がひろがってきた。ゆうべ、夜雨が降ったせいか、噴煙に勢いがあり、天に柱を掛けるようなすさまじさで昇ってゆく。

　天保山桟橋のみえるところまで出た。桟橋と桜島のあいだの海に、ユニオン号が錨をおろしている。

（おかしいな）

　ワイル・ウエフ号の姿がみえない。

　桟橋に人が群がっている。薩人も長人もいた。長人はユニオン号乗組の長州海軍局の連中で、船将は中島四郎だった。

　彼等は、駈けてくる竜馬を見た。竜馬は、松のはえた砂地を駈けた。砂が、後頭部まではねあがった。

　──あれが、坂本竜馬氏です。

　と、薩人の応接掛が、長州の船将中島四郎に小声でおしえた。

　中島は沈痛な顔をした。

　竜馬がやっと駈けよって、

「ワイル・ウエフ号はどこにいます」

　と、大声でどなった。中島船将は無言で近づき、鄭重に頭をさげた。

「申しあぐるに堪えませぬ」

「えっ」

「ワイル・ウエフ号は、塩屋崎沖で暴風雨に遭い、沈没つかまつりました」

　竜馬は、息を詰めた。

「それで乗組員は？」

「池内蔵太殿、黒木小太郎殿をはじめ士官水夫十一人が溺死し、陸に泳ぎついて九死に一生を得たのが、下等士官の浦田運次郎、水夫の一太郎、三平の三名だけでござった」




　中島四郎の話によると、長崎を出航して針路を鹿児島にとったその日は、波静かな快晴であったという。

　ユニオン号は蒸気船で、ワイル・ウエフ号は風帆船である。船足をそろえるためにユニオン号が、ワイル・ウエフ号をロープでひっぱりつつ南下航路をとった。

「池内蔵太殿はよい機嫌でござった」

　と、中島はいった。船に未熟なこの勤王志士は自分が船将となって航海することをよろこび、主メイン檣マストにのぼって、先行する牽けん引いん船せんのユニオン号にむかい、なにやら大声で話しかけていたという。

「牛に曳かれて善光寺まいりじゃ」

　などとはしゃいでいたのであろう。

　ところが夕刻になって風が出はじめ、晴雨計バロメーターがにわかに下がってきた。ほどなく雨をともない、風浪がはげしくなった。

　すでに暴風雨である。ユニオン号は煙突が真赤になるほどに汽か罐まを焚き、懸命に付近の港へ入ろうとしたが、大波のために思うにまかせない。それに、どの方角のどの距離に避難港があるのか、さっぱりわからなかった。

　いま一つこまったことは、両船が一つロープでつながっていることである。波にもまれるたびにロープがゆるみ、三度に一度はあやうく衝突しそうになった。

　嵐は、さらにひどくなった。ついにユニオン号とすれば衝突防止の必要上、ロープを切って別々にならざるをえなくなり、中島四郎はそう決意し、

　──涙ヲノンデ、ロープヲキル。

　という旨の発火信号を送った。中島四郎が船橋から見ていると、やがてうしろのワイル・ウエフ号の船橋付近から、

　──了解セリ、ゴブジヲイノル。

　という旨の発火信号が明滅したのをみた。

　ロープが、斧でたたき切られた。

　切られた瞬間、うしろのワイル・ウエフ号の船体が、すーっと闇に吸いこまれてみえなくなった。

（いかん）

　と、ユニオン号船将中島四郎は狼ろう狽ばいし、さらに信号を送り、

　──ゴブジヲイノル。

　と、三度発したが、応答はなかった。切られた瞬間、ワイル・ウエフ号はすさまじい勢いで波に流されてしまったのであろう。

　ワイル・ウエフ号の生き残りの隊士で下等士官をつとめていた浦田運次郎の話によれば、船は五島列島の方角に流されていたらしい。

　風浪はいよいよ強まり、ワイル・ウエフ号はマストを斧でたたき切って顚覆をふせごうとしたがついに防げず、左舷から押しよせた山のような波によって顚覆した。

　みな海中にほうり出され、浦田ら三人だけが塩屋崎海浜に泳ぎついたが、あとはことごとく溺死した。

　夜が明けて波が静まるとともにユニオン号は海上捜索をはじめ、ついにワイル・ウエフ号の残骸を発見し、水死体の収容につとめたところ、池内蔵太のみはなお船橋にあって死んでいた。海技未熟ながらも、その最期だけはいかにも船将らしいものだった。




　竜馬は、これまでのあいだ、数多くの同志の死を見聞してきた。文久以来、土佐脱藩の士は諸方に奔走し、そのうちの数多くが非命に斃れた。もはや生き残っている者のほうがすくないであろう。

「すべて天命である」

　として、竜馬はそれらの死をいちいち悲しむことをやめている。いずれ自分もまたかれらとおなじ死の運命のなかに入らねばならぬであろう。

　しかし、こんどの池内蔵太の死ほど竜馬の胸をゆさぶったものはない。

（武市半平太らは牢内で切腹し、那須信吾らは吉野山で幕軍の弾丸に斃れ、望月亀弥太らは池田屋の楼上で闘死し、那須俊平らは蛤御門で敗死し、千屋菊次郎らは天王山で自刃した。ひとり池内蔵太はそれらの風雲を切りぬけてきて、いま、塩屋崎沖で水死体になっている）

　死が、華やかでない。竜馬に責任がある。京洛で活躍していた勤王志士を、そのままにしておけばよいのに竜馬はむりやりにさそいこんで海技をならわせ、ついに溺死という見映えのせぬ死を選ばせてしまった。

「泣いていらっしゃるのですか」

　と、その夜、竜馬が部屋に帰って来ないのでおりょうが庭へさがしにゆき、臥が竜りよう梅ばいのそばにうずくまっている竜馬をみて、そんなふうにおどろいた。

「泣いちょらん」

　夜天、一点血のように朱あかくみえるのは桜島の噴煙であった。

「内蔵太のことを想うちょる」

　竜馬は、ばしばしと勢いよくすねをたたいて、蚊を追った。

「運のいい男だったがな」

　池内蔵太ほど、勤王志士として華麗な前歴をもっていた男も世にないであろう。土佐脱藩後、文久三年、天誅組の挙があったときこれに参加し、洋銃隊長として大和五条の幕府代官所を襲って代官鈴木源内を斬り、その後、大和の内岳地帯に転戦して下しも市いちの彦根藩陣地を夜襲してかれらを潰かい走そうさせ、味方潰滅後は京に出、元治元年の蛤御門ノ変では長州軍のなかにあり、敗北後は長州に走り、同年長州藩が四カ国連合艦隊に攻められたとき遊撃隊参謀として奮戦し、のち竜馬の団体に投じた。これほど数多くの死地を踏みわたりながらふしぎに命のあった男が、たかが嵐のために命をうばい去られてしまったとはどういうことであろう。

　池内蔵太、名は定勝。

　高知城下小こ高だか坂さの人。歿年二十六。

「銘文でも書くか」

　竜馬はつぶやいた。もともとそんな感傷主義が毛ほどにも感じられぬこの男の言葉だから、おりょうもおどろいた。

「塩屋崎の海岸に水死十一名の石碑を建ててやるのさ」

　竜馬の気持では、白刃のきらめくなかで死んだ場合ならそれ相応の次第がつたわり、それがいわば供養がわりになるが、水死では石碑でも建てておいてやらねば浮かばれまい、というのである。




　鹿児島における竜馬は、ワイル・ウエフ号の遭難事件だけにかかずらっているわけにはいかない。

　難問題が起きた。

　いま鹿児島に入港しているユニオン号の積み荷についてである。

　この積み荷は、薩長連合のよしみにより、米どころの長州が米のすくない薩摩に贈る兵糧米五百石で、いわば、

「御好意かたじけない。以後よろしく」

　という御礼と親善をかねた贈り物であった。この実現にはまず竜馬が桂小五郎に説き、桂が快諾して藩庫から米を出させ、馬関発ではるばると回漕してきたものなのである。

　竜馬は、池内蔵太らの遭難を傷いたむ一方、この米を薩摩藩に渡す事務をおこなわねばならなかった。

　それを西郷は、

「それは頂戴できぬ」

　と言いだしたのである。

　長州の好意は千万ありがたいが、それをおめおめと受けとれば薩摩武士の名がすたる、とまで言った。

「坂本さァもそうは思わぬか」

「左様さな」

　竜馬は閉口したが、西郷の言おうとしているところもわからぬことはない。長州はいまや幕府・諸藩連合軍の砲火を浴びようとしているのだ。すでに先鋒諸藩に動員令がくだっており、あすにも長州の四境に砲煙があがるであろう。

「長州では」

　と、西郷がいった。

「百姓町人はおろか女子供まで銃をとり槍をとって防長二州に立て籠こもろうとしている。いま、一発の弾、一粒の兵糧米でもほしいであろう。その時節に、当藩が米を頂戴してはいありがとうと申せるか」

「左様さな」

　竜馬がおそれているのは、長州人の感情である。かれらはながいあいだ孤軍で抗幕活動をつづけてきてここ数年、幕府・諸藩それに朝廷からさえ、袋だたきの目に遭ってきている。このためにかれらの心情は極度にひがみっぽくなっており、こんどの薩長連合でやっと対薩感情が好転したものの、いつこれが逆転するかもしれない。せっかく長州が、いい気持になって薩摩に米を贈るといっているのに、薩摩がそれは頂戴しかねる、と言えば、

「おれの好意が受けとれぬというのか」

　と、手のつけられぬことになるかもしれない。たかが五百石の米で竜馬のいままでの苦心は水の泡になってしまうかもしれない。

　竜馬は西郷にそのおそれを説明し、

「なんとか、貰ってもらえぬかなあ」

　と言うと西郷は笑いだし、

「そこを何とかやるのが、坂本さァの腕ではないか」

　といった。

　結局、長州人に薩摩の真情を誤解せしめぬために、竜馬みずからユニオン号に搭乗して下関に送りかえすことになった。

　おりょうとの新婚生活も、このぶんでは諸国転々のなかで明け暮れそうであった。




「おりょう、馬関ゆきだ」

　と、竜馬はその朝になって言った。

　やがて小松屋敷を辞し、ユニオン号に搭乗すべく、天保山桟橋から、伝馬船に乗った。

　伝馬船は、陸地を離れた。

　おりょうは、遠ざかってゆく鹿児島の町を見ながら、

（自分も、変わったひとと一緒になったために変わった生涯を送るかもしれない）

　とおもった。夫婦になれば一ツ屋根の下で暮らし、家の表に水を打ったり、朝顔の面倒を見たり、亭主のために夕ゆう餉げの膳をつくったりして暮らしの静もりを楽しむのが常の道ではないか。このように、幕吏に追われたり、遠おん国ごくを転々としたり、黒船に乗ったり、兵糧を送りかえしたりするのが、はたして新婚生活だろうか。

　そのうえ、竜馬は潮風に吹かれながら、

　──長州に着いたら、幕府海軍と海戦せにゃァならんかも知れんな。

　とつぶやいている。

（海戦！）

　それが新婚生活だろうか。

　おりょうは、考えこまざるを得ない。

（つきあい切れない）

　と思うのだ。もともとおりょうは、お針も煮たきもできない女で、どちらかといえば行動的性格にできている。おとなしく家庭をまもるたちではないくせに、かといってこうも変転きわまりない暮らしのなかに揉みに揉まれていると、ふと人並な暮らしの楽しみに思いこがれるのである。人間とはなんと奇怪で物欲し屋で、あくことのない幸福への空腹感をもちつづけている動物であろう。

　おりょうは沈黙している。

　顔に、かつて彼女が竜馬にみせたことがない嶮けわしさが引きつっていた。

「どうしたのかね」

　と、竜馬は心配そうにきいた。

「どうも致しません」

「妙な顔だ」

「どうせ」

　おりょうは笑おうとした。

「こんな顔ですから」

「こまったな」

　竜馬は、桜島を見た。なんとなく今日は噴煙がしらじらとしていて、生気がない。

　竜馬には、おりょうがそのからだのなかに持っている空腹感などはわからず、もしおりょうがそれを訴えても理解できなかったであろう。ただ想像のつくことは、

（異郷の暮らしで、淋しがっちょるな）

　ということだけだった。竜馬はそう思い、体じゅうの智恵をめぐらして、

「おりょう、長崎で月琴をならってはどうだろう。いまから行くか」

　といった。おりょうの機嫌は、彼女の大すきな音楽の話題でとる以外手がない。

「そうね、長崎に行こうかしら」

　と、おりょうはつぶやいた。

　竜馬は、この風雲のなかで、おりょうのためにユニオン号の針路を長崎に曲げねばならなくなった。




碧　い　海











　真夏の、碧あおい海のなかを蒸気船ユニオン号は航走しはじめていた。

「下関へゆく」

　というのに、船は鹿児島湾を出て針路を西にとったのである。竜馬が、おりょうの機嫌をとるために変えた針路であった。

　長崎へ。

　そこで寄港し、最終には下関にゆく。九州を西まわりで半周する迂う回かい航路であった。

　ただし竜馬は、船の者には、

「長崎に寄港して社中の者を乗せたい。さらに池内蔵太らが死んだ五島の塩屋崎にも立ち寄って霊をなぐさめたい」

　といっておいた。それはそれなりに必要な用件ではあったが、実はおりょうの機嫌のためにその用件をつくりあげたともいえる。

　船は、薩摩富士といわれる開かい聞もん岳を遠望しながら西進をつづけた。

　竜馬は昼間は操そう舵だ室しつにいたり、マストにのぼったり、船底に這いこんで機関の調子をしらべたりしていたが、夜は、おりょうのためにとってある船室にもどった。

　枕崎の大燈台の灯がみえるころ、航海第一夜が暮れた。

「長崎で、家をもちたい」

　と、おりょうはいった。小さな借家を借りるほどの金は竜馬にはあるだろう、とおりょうはいった。

「もっと、楽しみたいんです。だって、夫婦ってこんなものじゃないでしょう？」

「家ぐらい、持ってもよいな」

　言いながら、竜馬は悲しかった。天下を住いとし三さん界がいに家をもたず、というのが坂本竜馬の信条だったではないか。

「借りてくれますか」

「借りるとも。なあに、家賃ぐらいわずかなものだし、長崎では市中きっての富商小曾根英四郎と懇意だから、上陸したその日に家ぐらいはみつけてくれるだろう」

「月琴の先生も見つけてくれる？」

「おれがか」

　竜馬は内心うんざりした。やることが山ほどあるかれにとって、おりょうのために月琴の先生を見つける奔走までやらされてはたまらない。が、すぐ陽気な気分になり、

「見つけてやるとも」

　といった。

「しかしおりょう、おれはしょっちゅう、その家に居るわけにはいかないぜ」

「なぜ」

「なぜって、お前」

「夫婦じゃありませんか」

「そりゃわかっているがな。お前の亭主は一種人間でない男かもしれないぜ」

「人間でない？」

「うらァ、天がおれを、この地上の紛糾をおさめるために降くだした──と自分をそのように思いはじめている。おれがいなければ日本が潰れらァ」

「思いあがり」

「だな。しかしそうとでも思いあがって居ねば、こうは飛びまわれんわい。勝先生も西郷も桂もそう思っているようだ。女とはちがって、そこが男の滑稽なところだが」




　長崎港に入り、大浦の岸壁に船をつけた竜馬は、すぐその足で本もと博はか多た町の小曾根英四郎の屋敷をたずねた。

　この町でも最も家系の古い商家の一つで、当主の英四郎は、長崎に蔵屋敷（藩の商館）をもたぬ越前福井藩および長州藩のためにその蔵屋敷の機能を代行している。

　いわゆる勤王志士に同情的な俠商で、竜馬の亀山社中もずいぶん小曾根英四郎の厄介になっていた。ちなみに小曾根英四郎は、町人ながらも苗みよう字じ帯たい刀とうをゆるされている。

　竜馬は客間に通されて待つほどに、当主が出てきて、鄭重にあいさつした。

　面長で鼻筋のとおった、いわゆる長崎顔の典型のような人物である。齢としは竜馬とおなじぐらいであろう。

「厄介をかけています」

　と、竜馬はほとんど恥じ入りそうな物腰でいった。一口に厄介というが、小曾根英四郎が竜馬の亀山社中への尽しかたはなみなみなものではない。

　小さな一例をあげれば、亀山社中の者が市中で他藩の士と喧嘩沙汰をおこしたり、長崎奉行所の役人をなぐったりするようなことがある。

　いやこれは話が後先になるが、血気ざかりの連中の集りだけにそんな小事件の絶えまがない。町家の者などでも、

「どこそこの子は悪戯いたずらっ子こでなんともこまったものだ」

　というとき、

「亀山の白しろ袴ばかまの如ごとあって、手のつけられん如ごたる」

　という。亀山の白袴というのは竜馬の社中のことである。

　竜馬は、隊の制服として、西洋の海軍が白を好むために隊員の袴はいっさい白を用いさせていた。だから市中の者はかれらを「亀山の白袴」とよび、手のつけられぬ存在としていた。ちなみに長崎では、乱暴者、横車押し、のことをいまでも亀山の白袴という。竜馬の結社はすでにこの町では忘れられた存在になっているけれども。

「幕吏、佐幕諸藩、何するものぞ」

　と市中を肩で風を切って闊かつ歩ぽしているこの白袴どもが乱暴沙汰をひきおこすと、この小曾根英四郎が長崎奉行所へ走って、なんとか揉み消してくれているのだ。

　無愛想者の竜馬が、

「まったく、なにからなにまで」

　と、この町人に小さくならざるをえないのは、そういうことがあるからだった。

「これは、妻です」

　竜馬はおりょうを紹介すると、先刻からおりょうの美しさに目を見はっていた小曾根英四郎は、

「これはこれは。わたくしが小曾根英四郎と申す者でございます。御ご新しん造ぞさまはあの、寺田屋の？」

　と、社中の者からきいているらしく、事情までよく知っていた。

　竜馬はここでおりょうのための借家一軒と、月琴の師匠の一件をたのんだ。

「よろしゅうございますとも」

　小曾根英四郎は、むしろ竜馬にものを頼まれるのがうれしいらしくほくほくしながらいった。




　そのあと竜馬は、船旅で疲れきっているおりょうを小曾根家にあずけておき、自分は下駄をかりて町へ出た。

　がらがらと下駄をひきずって中島川の橋を渡り、西浜町に出た。

　西浜町は長崎でももっとも賑わいをきわめた商業地で、有力な長崎貿易商の店はたいていこの町にある。

「土佐屋はどこじゃ」

　と、竜馬は通りすがりの町人にきくと、あの川沿いの店がそうだ、と指をさした。

（ほほう、大きな店じゃな）

　店の前に手代や小僧があつまっていて、さかんに荷造りをしている。作った荷は、前の中島川にうかんでいる伝てん馬ま船せんに載のせ、そのまま港へ出て大船に積みこむのである。

　土佐屋は古い貿易商で、回船問屋を兼ね、長崎の物資を土佐へ運んで業なりわいを立てている。

　竜馬らの亀山社中は、竜馬の不在中、小曾根英四郎の世話でこの店の一隅を借りて商務をとっていた。

　竜馬はだまって入ってゆくと、土間の奥にテーブルが置かれてあり、陸奥陽之助が事務をとっていた。

「ほう、やっちょるな」

　ぬっとのぞきこむと、陸奥がとびあがるほどおどろき、現に椅子からとびあがって、

「坂本さん！」

　と抱きついてきた。

「いつ来られたんです。寺田屋ではどうでした。みな心配していたんです」

「手紙に書いたとおりだ。心配はいらんさ」

「大事にしてください。坂本さんが殺されたら私は生きていません」

「滅多なことをいうと、そのとき死なにゃならんことになるぞ」

「冗談じゃない」

　陸奥は象使いが自分の象でも撫でるような手つきで竜馬の肩から腕にかけて何べんもなでた。相変らず剣客らしいがっしりした骨組だが、いくぶん肉が落ちたようだった。

「お痩せになりましたな」

　ふと陸奥が、涙ぐんだ。

　同志のなかで最若年の中島作太郎信行が竜馬の来着を知らせるために亀山へすっ飛んで行った。

　竜馬は、土佐屋の二階にあがった。ほどなく隊士全員があつまってきた。

「このところ、事が多かったな」

　竜馬の寺田屋での遭難、ユニオン号の船籍騒動、ワイル・ウエフ号の沈没と同志の死、その間薩長連合の樹立などを織りまぜて、亀山社中は「商社」どころか、騒動屋の観があった。

「ワイル・ウエフ号は沈没し、ユニオン号は長州船籍になったとなると、またモトの木もく阿あ弥みの船なしにもどった」

「坂本さん、気長にやりましょう」

「ああ、そうしよう」

　竜馬は明るく言ってから、かれが気にかかっている留守中の最大の事件について彼のほうから質問した。

「饅まん頭じゆう屋やの一件を話してくれ」

　長次郎は、竜馬の留守中、切腹して果てたのである。




　饅頭屋長次郎、姓は近藤。それが長崎にきてからは、

「上杉宋次郎」

　と名乗りをかえている。

　竜馬がかつて長崎から国もとの乙女姉に出した手紙にも、「私共とともにやって大いに意気盛んなるは、二丁目の赤づら馬之助、水道横町の長次郎」と、乙女も知っている名を連記しているとおり、竜馬は長次郎をひどく可愛がっていた。

　なにしろ高知城下の饅頭売りの行商から身をおこして漢学、蘭学、英語をまなび、藩がその志をめでて郷士の身分をあたえたほどの若者である。人一倍向上心がつよく、しかも弁才があり、性根もすわっている。

　長州藩から派遣されてきた兵器購入官井上聞多、伊藤俊輔のふたりをつれて英国商人グラバーにひきあわせ、そのあと小気味よいほどの事務処理の仕方でユニオン号や新式洋銃を買いつけて、どんどん長州へ送った。

　この功によって山口に招待され、長州の殿様毛利敬たか親ちか父子にも破格の拝謁をゆるされ、

「そこもとの奔走があったればこそ長州は救われたぞ」

　というお言葉をたまわった。幕府の征討を受けようとする長州藩に、最新式の武装を短時日で完了せしめた功は、長州藩主からみればいくら感謝しても感謝しきれないものであろう。

　竜馬も、その活躍ぶりを手紙などで知ってよろこび、

「留守中の社中に、饅頭屋さえいれば大丈夫だ」

　といっていた。海務には菅野覚兵衛らがおり、商務には陸奥陽之助らがいる。他藩との外交では饅頭屋ほどの人物はいない。皮肉なことに、陸奥陽之助はのちに宗光と改名し日本近代史上最大の外務大臣といわれるにいたるが、このころの陽之助は外交面でさほどの機き鋒ほうを見せず、むしろ竜馬の商務の面の片腕となっていた。

　余談ながら竜馬は陸奥に対して、

「社中は多た士し済せい々せいだが、両刀を脱しても食ってゆけるのは君とおれだけだ」

　といってほめたことがある。これは陸奥のもっている商務の才をさしたわけで、両刀を必要とする諸藩折衝のしごとは、むしろ町人あがりの饅頭屋のほうがずばぬけていた。ひとの才能は、育った環境とは無縁のものらしい。

　竜馬は、小さな結社ではあるがこの「亀山社中」の外交官役を、なんとはなく饅頭屋長次郎にきめていた。

　長州人の井上聞多、伊藤俊輔は、饅頭屋の働きに感謝し、

「上杉殿、貴殿になにか礼を贈って長州の感謝の意をあらわしたいと存ずるが、なんなりとも望んでくださるまいか」

　井上、伊藤にすれば、藩主が贈った後藤祐乗作の三み所ところ物ものだけでは、軽すぎるとおもったのである。

「いやいや、このたびのことは拙者が坂本より与えられた任務ゆえ、なにを望むということもないが、もしかなうことなら、英国へ留学させていただければ」と、饅頭屋は大それたことをいった。




「上杉は慢心しておりはせぬか」

　と、饅頭屋の評判は、社中ではかんばしくなかった。

「ユニオン号や兵器の買いつけにしても、われわれ全部が奔走したればこそ成功したのだが、それを上杉は、社中の代表として長州にゆき長州侯に拝謁おおせつかったのをいいことに、自分が一人でやったような顔をしておる」

　その傾き、なしとしない。

「さらには、桜島ユニオン丸秘密条約を長州のためにみごとに空文にされてしまっている」

　ユニオン号は、長州名を乙丑丸といい、薩摩名を桜島丸という。はじめ饅頭屋は、竜馬に言いふくめられたとおり、この船の性格について、「船価は長州が払うが、船籍を薩摩藩とし、つねに薩長両藩のために使用し、運営は亀山社中の手でおこなう」という条約を長州の兵器購入官井上聞多、伊藤俊輔の両人と饅頭屋のあいだで締盟した。長州本国の桂小五郎らも、

「もっともなことだ」

　と、この条約を承諾していたのである。ところが長州海軍局が、

「自藩の船を自藩で運営できぬというばかなことがあるか」

　と不服をとなえ、藩政府に条約の改訂をせまったため桂らも閉口し、これが紛糾に紛糾をかさねついに饅頭屋の手におえなくなり、竜馬がその間を調整し、ついに長州海軍局の言いぶんを大幅に入れた条約改訂をおこなった。得をしたのは長州海軍局である。

　馬鹿をみたのは、亀山社中だった。

「上杉は結局、長州のためにはたらいただけのことではないか」

　と、饅頭屋を攻撃する社中の同志もある。むろん、嫉妬の感情も手つだっている。

　が、饅頭屋がいますこし高慢でなく社中の者と協調的な態度をとっていたら、こういうこともいわれずにすんだであろう。

　むしろ、饅頭屋は逆だった。さらに同志を出しぬいて、英国留学を企てた。

　英国留学の件は、井上聞多から長州侯に上申され、

「結構だ」

　ということになった。井上聞多は、饅頭屋の留学を実現するために長崎へゆき、英国商人グラバーに会い、そのことを頼んだ。

「経費は藩から商館に払うゆえ、商館は一時立てかえておいてもらえまいか」

　というと、グラバーは快諾し、長崎の英国領事にも話をつけ、乗船する船もきめてくれた。むろん幕府は諸外国と通商条約はむすんでいるが、日本人の私的な渡航は認めておらず、出国のかたちは密出国ということになる。

　饅頭屋は、このことはいっさい同志にかくしていた。いわば、密出国すると同時に密脱盟しようと思っていた。

　社中には、隊則がある。竜馬が同志と相談の上できめたもので、

「凡およそ事の大小となく、社中に相あい議ぎしてこれを行ふべし。もし一いつ己この利のためにこの盟約に背そむく者あらば、割腹して罪を謝すべし」

　というものであった。




　饅頭屋は、ひた隠しにかくさねばならぬ。

（この志、同志に知れれば命がない）

　という恐怖がある。この男は、命がけで、この秘密渡航の準備をすすめた。

　その準備期間中のある日、ふと饅頭屋は、

「写真をとって自分の像を残しておこう」

　とおもいたったのはどういうことであろう。

　長崎の新大工町の裏通りに中島川が流れている。その一角に、

「舎セ密ミ局」

　という看板の出ている屋敷があった。写真術の開祖上野彦馬の営業所である。舎密とは化学のことだ。

　饅頭屋は出かけた。

　やがて上野家の撮影室にかれは通された。

「どうぞそれなるイスへ」

　と、上野彦馬はいった。彦馬は儒者風のまげを結い、脇差を一本差し、伊賀袴をはき、するどい眼をもっている。すでに九州きっての化学者として、上野彦馬の名は江戸までひびいていた。

　もともと彦馬は写真でめしを食おうとは思っていなかったのだが、学問道楽で家産がかたむきかけたため、やむなく人の姿をうつしてそれを化学研究費の足しにしていた。費用は一枚撮とって銀二分で、二分さえあれば丸山で遊女をあげて一晩騒ぐことができたというほどのものだから、決して安くはない。

　饅頭屋は、イスに腰をおろした。

「扮ふん装そうはそれでおよろしいな」

「いかにも」

　饅頭屋は昂然といった。

　竜馬に心酔しているこの男は、決して髪に櫛を入れず、びん髪のそそけ立つままにまかせている。えりもとはみだれ、小倉袴にはのし目がなく、乞食袋のようによれよれになっていた。

　小柄なくせに、大刀がめっぽう長くて、ぶかっこうとも何とも言いようがない。足は素足で、下郎のはくような竹の皮草履をはいていた。

「よろしゅうござるな」

「あ、待ってくだされ」

　と、饅頭屋はふところから六連発のピストルをとりだし、引きがねに指をかけ、その手を膝の上に置き据えた。

（大そうな恰好をする）

　と、上野彦馬は思ったが顔には出さず、

「大きく息を吸わっしゃれ。息をとめて。左様、ここをお睨みなされよ」

　と、レンズを指さした。

　撮りおわってから彦馬は、「出来あがるまでに十五日はかかるが、御異存ござるまいな」というと、饅頭屋はそれはこまる、といった。

　船の出航は三日後なのだ。

「なんとか、明後日には出来ぬか。頼む」

　たかが写真一枚にそれほどいそぐことはないのに、そこが饅頭屋の性格らしい。こうときめたら、そのとおりに事が運ばぬと矢もたてもたまらなくなってしまう。

　押し問答のすえ、あれほどかくしつづけていた密出国のことをつい洩らした。

　彦馬はその壮挙に感激し、なんとか努力してみようといった。




　その翌日、上野彦馬のもとに写真を撮ってもらいにきた亀山社中の者がある。

　白しら峰みね駿しゆん馬めといい、越後長岡の脱藩で、神戸塾解散以来、竜馬の事業に参加してきた人物である。白峰は蘭学通で、蘭学を通して上野彦馬と交遊があった。

　ところが上野は、

　──きょうは写真を撮れない。

　といった。白峰はなにげなく、

「なぜだえ」

　ときくと、上野は、今日は薬を調合したり焼きつけたりせねばならぬ用事がある。いそぎの仕事をたのまれたので、といったのである。

　上野彦馬は当然、饅頭屋の密航のことを白峰駿馬が知っているはずだとおもい、

「それもおぬしのお仲間からだよ」

　といった。

　これで社中に洩れた。白峰駿馬はさっそく社中に帰って一同に、

「この始末、どうすべきか」

　とはかった。

　当人に問い詰めるべきか、それとも確たる証拠が出てから言うべきか、あるいは当人がやがてはみなに謀はかるであろうことを期待しつつこのままだまっているべきか。一同協議したが、結論が出ない。こういう場合、饅頭屋に親友がおればその者を通して忠告させる方法が一番穏当なのだが、饅頭屋は社中のたれとも深く交際せず、孤立したかたちをとっていた。

「こんなとき、坂本さんが居ればなあ」

　という声が出たが、居ないものはどうしようもない。

「しかし坂本さんの不在中に、一己の利のために脱盟密出国する者が出ては申しわけが立たぬ。いかにも隊規がゆるんでいるようで薩藩や長藩への聞えもわるい。われらの手ですみやかに処置せねばならぬ」

　そこでこの件については関雄之助（沢村惣之丞）に一任することになった。関はかつて竜馬とともに土佐宮みや野の野の関の嶮を越えて脱藩した仲間で、無能だがひょうきん者でとおっている。この男ものちにあやまって薩摩人を撃ち殺し、その責を負って切腹自殺するにいたるのだが、この項とは関係がない。

　饅頭屋は出航の前夜、社中から姿を消し、ひそかに大浦岸壁にむかった。

　雨である。

　饅頭屋は蓑みの笠かさ姿で、蓑で提灯をかばいつつ歩いた。この風雨のなかを、はたして明朝船が出るだろうかという疑念が、ふと饅頭屋の脳裏にうかんだ。

　一介の饅頭売りからぬきんでて同志に加えてくれた竜馬に対し、

（だまって脱盟してよいものか）

　とは饅頭屋はおもわなかった。同志に対しても悪い、ともこの男は思わない。もともと勤王倒幕運動をするために亀山社中に加わったのではなく、学問の機会をつかみたかっただけのことであった。

　燃えるような向学の情熱だけが、この男の裏切りと冒険のエネルギーになっていた。

　大浦岸壁のグラバーの商館に入ると、「風雨のためにあすは船は出ぬ」という不幸な事態が待っていた。




　饅頭屋は、グラバーの家で水夫用の雨あま合がつ羽ぱを借り、それを羽織の上からひっかぶると、両刀の鞘がはみ出て、セキレイの尾のようにみえた。

　そとへ出た。

　笠が飛ばされそうな吹き降りがつづいている。饅頭屋は笠をおさえながら門をとび出し、石いし畳だたみの坂をおりはじめた。

　港に船の灯が、二つ三つ浮かんでいる。そのうちの一つは、自分を英国に運んであらたな人生をひらいてくれようとした船であろう。

（いまからあの船へ逃げようか）

　ふとおもったが、しかし、

（おれは武士なのだ）

　という、暗い、炎のように熱気のある思いが胸の奥からつきあげてきた。

　武士の道徳は、煮つめてしまえばたった一つの徳目に落ちつくであろう。潔いさぎよさ、ということだ。

　盗賊を働いてもいい。殺人をおかしてもいい。それらの罪は世の法によって検断されるが、たとえ検断されても武士の武士たる所以ゆえんのものはほろびはしない。それがほろび去るのは、その法を犯した者が、潔くなくなる瞬間からであった。

（これはグラバーにはわからない）

　饅頭屋は、風雨のなかでおもった。いさぎよくありたい、と饅頭屋は懸命に自分に言いきかせている。

「あれはやはり町人あがりだ」

　と言われたくない。家代々の武士のうまれなら饅頭屋はこうもつきつめて思わなかったであろう。この才子のことだ。さっさと英国船へ逃げおおせていたかもしれない。

　全身びしょぬれになって、本博多町の小曾根屋敷にもどってきた。

　離れに、間数が多い。そこが亀山社中の事務所兼宿泊所のひとつになっている。社中の連中は、籐とうだたみを敷いた表座敷にあつまっていた。

「そこへすわられよ」

　と、関雄之助がいった。この若者は、隊法による検断者という役目から、懸命に無表情であろうとつとめていた。

「社中の鉄則としてこんな明文がある。すべて事の大小となく相あい謀はかりてこれをおこなうべし、もしこれにそむく者あれば切腹してその罪を謝すべし、と。ところがいま不幸にして社中でその人が出た。心に思いあたる仁は、切腹して罪を謝してもらいたい」

「私のことか」

　饅頭屋は蒼白になっている。唇をふるわせながら弁解しようとすると、

「弁べん疏そは無用だ。みずからをかえりみて直なおくんばそれでよし。やましければ席を立って奥座敷へゆき、さっさと腹を切ればよい」

　と、関雄之助はいった。

（坂本さんがおれば。──）

　饅頭屋は懸命に涙をこらえながら思った。きっと自分を理解してくれるであろう。こんなむごい検断の場にすわらせるようなことはすまい。

「上杉君、未練だ」

　と、関雄之助はいった。




「われわれは座をはずす」

　といって、関雄之助は立った。それにつれて一同が立ちあがり、ぞろぞろと座敷を出てしまった。

　座敷には、饅頭屋のみが残された。その蒼ざめた顔を、頭上の無む尽じん燈とうが照らしている。

（尽くるなき灯ともしびか）

　と、饅頭屋は放心したように頭上の華麗な照明具を見あげた。玻璃ガラスの筒で石油のほのおをつつんだ器具で、この長崎では妓ぎ楼ろうも商家もほとんどこれを用いていた。饅頭屋は、竜馬につれられてはじめて長崎にきたとき、この無尽燈にどれほどおどろいたことであろう。

（世界は動いている）

　と、心をゆすぶられるような思いで、文明の波は濤とうのとどろきをおもった。この無尽燈一個に象徴される西欧文明とはどういうものであろう。

「その文物に触れたい。その文物を生む母体が学問であれば、その学問をしたい」

　饅頭屋は、竜馬を足がかりにして、せめて上海、できれば英国か墨夷アメリカにゆきたい、とはげしく思った。この苦学力りつ行こうの饅頭売りあがりに希望の灯を点じたのは、竜馬と無尽燈であったといっていい。

（すこし、あせりすぎた）

　しかし、この秘密渡航のくわだてが、どこからどう同志に洩れたのであろう。

（詮せん索さくしても、仕方がない。おれは、事にやぶれたのだ。もし坂本さんが留守でなかったならば事態はかわっている。あのひとならわかってくれるはずだし、おれもちゃんと打ちあけた上で英国船に乗っている）

　留守の社中の連中に言えたものではなかった。かれらは饅頭屋のみるところ、竜馬の影響をうけているとはいえ、中身はなお単純勁けい烈れつな攘夷志士で、もし「おれは長州から英国へやってもらうことになった」といえば、

「裏切り行為だ」

　と騒いだであろう。抜け駈けで長州藩を利用しようとした、とその汚職行為の一点のみを衝つきあばいてくるにちがいない。だから、饅頭屋はかれらにはだまっていた。それをかくすために智恵の及ぶかぎりの小細工をしてきた。

（が、もうだめだ）

　いやいや逃げることはできる、と饅頭屋はふと思った。社中の連中は町へ出てしまっている。

　──逃げてもかまわぬ。

　といわんばかりではないか。

（いや、それも、だめだ）

　饅頭屋はがっくりと首を垂れた。

　かれら社中の連中がわざと罪人の監視をせず、いったん町へ去ったのは、罪人の「武士」をみとめたうえでのことだ。武士ならばたれの監視をうけずとも自決をする。もしここで見苦しく逃げだしたりすれば、

　──所詮は町人あがりよ。

　と、かれらは冷笑し、饅頭屋は生せいのあるかぎりかれらの嘲ちよう罵ばをうけつづけるであろう。

（いっそ、死ぬか！）

　思ったとたん、饅頭屋は別人に化した。思考の能力はとまり、南国人特有の狂気だけがその手を動かしはじめた。




「それで、饅頭屋は、死んだのか。介かい錯しやくしてくれる者もなく」

　竜馬は不快そうな、しかしそれをできるだけ表情に出さぬよう努めている声こわ調ぢよう子しでいった。介錯人に首を打たれることなく腹を切った饅頭屋の苦痛が、からだにつたわってくるようで、竜馬はやりきれない。

　死にざまは、立派だったらしい。

　腹を十文字に切り、突っ伏してからまだ死にきれぬため、余力を懸命によびおこしつつ頸動脈を切って果てた。死体の姿勢がそれを物語っていた、という。

「あいつは途方もない癇かん癪しやくもちだったから、腹だちまぎれの勢いもあって、ついつい腹がみごとに切れたのだろう」

「坂本さん、お言葉をきいていると、われわれが隊法によってやった処置をなじられているような気がする」

「いや、それはそれでいいのさ」

　結社の力は団結のほかない。饅頭屋を隊法によって処断しなかったならつぎつぎ同類の者が出てついには崩れ去ってしまうだろう。

（が、おれがもし留守でなかったなら饅頭屋は死なずにすんだろう）

　竜馬は、にがい顔でいる。

　切腹の翌日、社中の手で葬儀を出し、寺町皓こう台だい寺じの裏山に遺骸を葬った。

　その墓碑がまだ建っていないというので、竜馬はすぐ筆紙をとりよせ、

「梅ばい花か書しよ屋おく居こ士じ之の墓はか」

　と大書した。饅頭屋、姓は近藤、名乗りは昶あきら、通称長次郎、長崎での通称を上杉宋次郎といい、号は藤とう蔭いんまたは梅花道人といったから、竜馬はその号を碑銘にしてやったのである。

　明治三十一年、贈正五位。

　長州の伊藤俊輔、井上聞多のふたりは、維新後、しばしばこの「上杉宋次郎」のことを思いだしてその才を惜しんだというから、この贈位はかれらの献言によるものであろう。

　竜馬はこの翌々日、社中の一同をひきいてユニオン号に搭乗し、快晴の海を西にむかって航走し、五島の塩屋崎の入江に入って投とう錨びようした。

「短艇バツテーラおろし方かた。──」

　と、命じた。さきに海難で死んだ池内蔵太らの霊をとむらうためであった。

　竜馬は海岸に上陸し、土地の庄屋をよんで金を与え、浜に碑をたてることを依頼した。

（碑でも建ててやらねば、かれらの名はのちの世に空しくなってしまうだろう）

　庄屋から筆紙を借り、池らの遺体が打ちあげられた砂浜に紙をひろげ、

「溺死者合霊之墓」

　と書き、碑銘の裏に刻むために遭難者一同の名を書きつらねた。

　池内蔵太、明治三十一年、贈従四位。

　砂浜に筆をすてて立ちあがった竜馬は、

「まるで葬い稼業だな」

　と長嘆した。




　竜馬は船にもどるとすぐ錨をあげさせ、機関の運転を命じ、さらに船橋ブリツジへ行き、

「面おも舵かじ、前進微速」

　となれた口調でいった。白袴の操舵手が小さい声で復唱した。

　海上は晴れている。

　一時間ばかり機関航走していると、秒速八メートル程度の風が吹いてきたので、三本のマストにまきこまれている十九枚の帆をことごとくあげさせた。

「機関をとめよ」

　帆走にたよろうとした。風があるのに燃料をつかうのは無意味だからであった。風力をいかにとらえ、いかに巧みにつかうかというところに、船乗りの腕がかかっている。

　竜馬はこのまま玄げん海かい灘なだをまわって下関に直行するつもりであったが、ふと燃料が気になり、機関室へおりてみた。

「五ご平へい太たはどのくらいあるかね」

　人の名前ではない。石炭のことだ。北九州で初めて石炭を掘りだした男の名がこの新規な燃料の名になってしまったのだが、むろん、石炭という新語も同時に使われている。

「二トンです」

「あとは？」

「薪が二千束」

　むろん薪でも走れる。ただし火力が弱いために石炭の代用でしかない。

「下関までなら、これで十分ですよ」

「ただ行くだけならばな」

「どうするんです」

「海戦をせねばならんだろう」

　竜馬が長崎出航のときに得た情報では、幕府艦隊が長州海岸の封鎖と艦砲射撃のために大坂湾を出航するということだった。竜馬が長州下関につくころ、あるいは海上に砲煙があがっているかもしれない。

「だから、長崎へいったん帰港して、薪を売って石炭を買い、石炭のみで航行するのだ。薪では戦えん」

「では長崎に寄港するのですな」

　全艦にそれが伝えられた。

　竜馬が船橋にもどると、菅野覚兵衛、関雄之助、陸奥陽之助、中島作太郎らがあつまってきた。

「幕府海軍と海戦をする、というのは本当ですか」

「おれのかんだが、そうなるだろう」

「ははあ、坂本さんのかんですか」

　気おいこんでいただけに、一同ちょっと拍子ぬけした。

「そう馬鹿にしたもんじゃない。おれは学問は諸君よりは劣るかもしれないが、坂本竜馬のかんというのは当代抜群だとおもっておる」

「かもしれんな」

　陸奥陽之助がつぶやいた。

「長州海軍は、幕軍とくらべて微々たるものだが、勇猛天下第一の高杉晋作が総司令になってひきいている」

「そこへ土州の坂本竜馬がこの艦をひきいて突っこんでゆく。これはおもしろくなりそうですな」

　と陸奥はいった。




　竜馬のユニオン号は、長崎に入った。

　すぐ船をおり、本博多町の小曾根英四郎方へゆき、英四郎に、

「頼みがある」

　と、石炭の一件をうちあけた。薪よりも石炭がいいと思っていても、その石炭代が竜馬にないのである。

　小曾根英四郎は、商人として竜馬とその事業に賭けていた。事業とは、亀山社中の海運業だけでなく、幕府を顚覆して統一国家をつくるという事業まで含まれている。

「ようござんす。石炭代、荷役費、すべてわたしのほうで立てかえましょう」

「いつはらえるか、わかりませんぞ」

「坂本さんの出世払い、ということにいたしておきましょう」

　小曾根英四郎はすぐ港の商館に手くばりして、碇泊中のユニオン号に良質の石炭を積み入れるように命じた。

　ところが、薪をおろさねばならない。二千束もある。竜馬は、せめてその薪を貰っていただきたい、と言うと、

「私はそんなあきんどじゃない」

　と、この長崎第一の富商は笑いだした。

「石炭代のかたしろに薪をいただこうなんて、料りよう簡けんはもっておりませんですよ。坂本様というお人に賭けているつもりでございますが、どうもそこのところが、まだわかっていただけないようだ」

「いや、甘えてはならぬと思うだけだ」

「もっと甘えていただきます。人に賭けるというのは、商人のしごとのなかでもいちばん度胸の要ることなんでございますが、わたくしはうまれてはじめてそれをやっている。坂本様もそのおつもりになって、私をいい気持にしてくださらないといけませぬ」

「ありがたい」

　頭をさげながら、竜馬は、薪の二千束の始末についてひどく新鮮な案がうかんだ。

（飲んでやれ）

　すぐ陸奥陽之助をよび、薪の売却方を命じた。

「売った金は、どうします」

「水か夫こには金でやれ。士官には金をみせてはならぬ」

　竜馬にいわせると、水夫たちはおとなで、金のつかい道をそれぞれ知っている。そこへゆくと士官は所詮は書生で、あそびかたを知らない、というのだ。金のつかい方も知らない者に金をわたしても仕方がないだろう。

「坂本さんは知っているんですか」

「知らないよ」

　だから、金を一まとめにしてどこかで大散財しよう、と竜馬はいうのである。竜馬にすれば自分の金で大だい尽じんあそびをしたことがない。かねてからそれをしたいと思っていた。

「陸奥君、きみが宰さい領りようしろ。場所は丸山の引田屋（花月）だ」

「こいつはいい」

　陸奥は、よろこんだ。

「野暮な薪も使いようによっては、とんだ色っぽい燃料にもなるわけですな」




　その日、灯ともし頃、思案橋をわたって丸山の郭かく内ないに入り、花月への石畳道をのぼってゆく竜馬は、しきりと鼻唄をうたいつづけている。




遊びにゆくなら

花月か中ノ茶屋

梅うめ園ぞの裏門たたいて

丸山ぶうらぶら

ぶらりぶらりと言うたもんだいちゅう




　潮風でごわごわになった桔き梗きよう紋もんの黒紋服、どろりと垢じみた小倉の袴、陸奥守吉行の落し差し、それに足には大きな海員靴をはいていた。

「どうだ、蕩とう児じにみえるだろう」

　と、横を歩いている陸奥陽之助にいったが、陸奥は笑って相手にしなかった。こんな垢じみた蕩児はないであろう。

　が、竜馬はこういう柳りゆう暗あん花か明めいの巷ちまたがきらいではないらしい。服装はそうでも、顔つきは思案橋を渡って丸山郭内に入ったとたん、酒も飲まぬのにとろりとした色合になっている。

　服装もそうだ。竜馬は竜馬なりにおしゃれをしているつもりらしく、下着は絹物に着かえていたし、足もとも出発のときわざわざ靴にはきかえていた。江戸の通人が粋いきな雪せつ駄たでもはくようなつもりで、竜馬は靴をはいたのであろう。

　それだけではない。陸奥がうしろからついていくと、妙な匂いがにおってくる。竜馬は香水をつけているのである。

（力いっぱいにおしゃれをしたつもりだろうが、それが伊だ達てにもなんにもなっていない）

　と、陸奥はおかしかった。

　やがて花月の奥座敷で酒宴がはじまった。

　料理が出、芸妓がそろい、やがて三しや味み、唄、拳けんなどで騒然たる宴うたげになった。

　どの男の胸にも、

（あすは戦場。──）

　という想いがある。その想いが、酔いをいよいよ痛烈にしている。

　竜馬もよく飲んだ。丸山の芸妓のあいだでは、

　一に土佐、二に薩摩。

　という言葉がある。客の酒量であった。両国が本朝の両横綱であるというのであろう。

　この酒宴の座にいるのは、ほとんどが土佐者である。自然、座敷に酒の夕立がふっているといっていいであろう。

「皆しゃま、ようお飲みなはる。薩州様の御家中も、土州にはかなわぬと申されています」

　と、竜馬のそばにぴったり離れずに酌をしつづけているお元があきれた。

「いや、実際は薩州のほうが強かろう」

　と、竜馬はいった。薩人の酒宴というのはおのおの酒量に応じて泰然と飲む、というやりかたである。土州人のやりかたは、唄をうたってたがいに鼓舞しながら騒がしく飲み、たがいに強制しあい、箸はし拳けんなどをして飲みくらべをし、ついには動けなくなるまでやりあう。酒宴を、闘争の場と心得ている。おなじ南国人でも薩摩と土佐とは、その点がちがっているようであった。




　夜半、竜馬はひとり座敷を立ち、玄関に出た。足もとがふらついている。

「坂本様、だいじょうぶでございますか」

　と、送って出た仲なか居い頭がしらが気づかわしげにいった。

「大丈夫さ」

「それが酔っぱらいの証拠」

　竜馬の左脇をささえている小柄なお元が、ぴしゃりといった。言いおわって仲居頭へ、

「お養母かしゃまに言っといて。私うちが送ってゆきますと」

　そとは、雨が降っている。

　お元は左手で器用に傘をひろげ、のびあがるようにして竜馬に差しかけた。

「以ま前えも、雨だったな」

「お庭の珍ちん竹ちくの葉かげのとき？　あのときのこと、覚えてくださっていたの」

　お元は、急に無口になった。やがて、

「今夜、家うちにとまってくだはる？」

　と、小さな声でいった。

「お前まんのうちか」

　竜馬は、小曾根屋敷で待っているおりょうのことをふと思った。

「だめ、変なことを思い出しちゃ」

　お元は、心が読めるらしい。

　竜馬の足腰は、そとに出たときからしゃんとしているが、ただ首筋のあたりの血管を酒が音をたてて上下しているようだ。

「久しぶりに酔ったな」

　長崎なら安心だからであろう。京や伏見では幕吏がいつ襲来するかわからないため、こうは酔えないのである。

「京でお怪我をなさったのでしょう」

「伏見さ」

「酔っぱらっていたの」

「さあ、どうだったかな」

　あのとき、京の小松帯刀の屋敷で薩長連合が成立したあと、竜馬は同邸に残って事務を片づけ、そのあと私ひそかな祝酒をのんだ。その酔いが残ったままで伏見寺田屋にもどり、ほどなく幕吏の来襲をうけたから、竜馬は、

「なお酔いは残っていたかもしれんな」

　と、当時の記憶をたぐるような表情でつぶやいた。

「あのとき、素っ裸の美人が二階へ駈けあがってきて急を報らせたのでしょう？」

「よく知っているな」

「薩州の人からきいたわ。みな、竜馬のような目に遭ってみたい、といっていた。その美人が、いま小曾根にいるおりょうしゃま？」

（こいつ、なにから何まで知ってやがる）

　竜馬は、傘の下で苦笑した。

「でしょう？」

「そうさ」

「きっと酔っぱらっていらっしたから、あんな女ひとと一緒になりなさったんだと思うわ」

「お前まん、おりょうを知っているのか」

「会った」

　竜馬はおどろいた。話をきくと、奇縁といっていい。おりょうが月琴を習いたいというので、竜馬は小曾根英四郎に師匠の人選を依頼してあったのだが、英四郎はこのお元に頼んだという。それできょうの昼、小曾根の家でふたりは対面したらしい。

「会ってみて、断わったわ」

　と、お元はいった。




　いつのほどか、雨が降っていない。

「雨は、やんだのかえ」

「いやだ」

　お元は笑いだした。

「雨が、天井からふるものですか」

「ははあ、あれは天井か」

　いつのまにかお元の家の茶の間にすわっているのである。竜馬もさすがに自分の酔いがおかしくなって、杯さかずきを長火鉢の上にコトリと置いた。

「酔ったようだな」

「マッコト」

　お元は、土佐弁をまねていった。

「あすはお発ち？」

「わからん」

　石炭の積み込みは、あすの午前中までかかるだろう。事実、わからない。

「こんどはどこへいらっしゃるのです」

「馬関」

　といってから竜馬は、あわてて頬をごしごしこすった。

「どげんしなはった？」

「いかん、行くさきは秘密だ」

　長崎は幕府領である。奉行所もある。その長崎で、港を出て行った船が幕府の敵の長州馬関へゆくとわかれば、ただではすまなくなるだろう。すくなくとも行くさきは芸妓などに言うべきではない。

「丸山で喋しやべれば長崎中にひろまる、というからな」

「坂本様しやま」

　お元は眼を据えた。

「もういっぺんおっしゃってみなさい。お元をそんな妓だとお思いですか」

「思わん」

「ああ如才ない！」

　お元は本気で腹をたててしまった。

「お眼をそらしちゃだめ。ちゃんとお元の眼をみて、ちゃんとお答えなさい。お元を芸妓だと思ってばかにしなはっと？　さあ」

　お元は、膝を詰めてきた。

　竜馬は閉口した。いままで竜馬は普通の家の女性とのみかかわりがあったが、芸妓を知らない。

「お元はね」

　と、彼女もしたたかに酔っているらしい。

　心意気一つが張りで生きているのさ、とお元は眼を据えていった。それが芸妓だ、とお元はいうのである。だからお元に洩らせば洩れるというのは、彼女の全人格を否定したにもひとしい。

「わかった？」

「うん」

「お元も同志のひとりだ、と思いなさい。以後、思ってくれるわね」

「お元、いつ命がなくなるかも知れんぜ」

「いいわ」

　と、お元は、竜馬の掌に杯をのせ、自分の杯にも注ぎ、その杯をそろそろとつまみあげながら、おらんだ人のように眼の上にあげ、

「結けつ盟めい」

　と、小さく叫んだ。お元は竜馬がそれを乾ほしおわるのを見てから、

「ただし、男女の結盟よ。今夜は帰してあげないから」

　と眼もとで笑った。




（これをつまり、朝がえりというのだな）

　竜馬はちょっと蕩児のような気分になりながら、上機嫌で本博多町への道をいそいだ。

（空が青すぎる）

　竜馬は眼を細めながら歩いた。空が青すぎるのはこの町の特徴なのであろう。長崎の天がそのまま東シナ海の空につづいているせいだ、と竜馬は思っている。

　その上機嫌な顔のまま、小曾根の離れ座敷にもどると、おりょうが気むずかしい顔をして煎茶の支度をしていた。

（これはいかん）

　竜馬はとっさに、

「ゆうべはおもしろかったぞよ」

　と、おりょうの顔をのぞきこんで、機先を制した。

「──どこへ──」

　おりょうがいいかけると、言われるよりも早く竜馬は部屋のすみから三味線をとりあげ、ずしりと尻をすえた。

　すわると、もう三味線が鳴っている。

　即興の唄で返答しようというのである。

「恋はあぁ、思案の……」

　と、つくり唄が出た。




恋は思案のほかとやら

肥前の瀬戸の丸山で

猫も[image: 〓]しやく子しも面白う

あそぶ郭くるわの春景気

ここに一人の猿まわし

狸たぬきいっぴき振りすてて

義理も情けも無き涙

ほかに心はあるまいと

掛けて誓いし山の神

家うちにいるのに心の闇やみ路じ


さぐりさぐりて出いでてゆく




「ここに一人の猿まわし、というのはたれのことです」

　と、おりょうもさすがに失笑してしまっている。竜馬は自分の鼻をおさえ、

「おれのことよ」

「狸いっぴきのその狸は？」

「おりょうさんのことさ」

「山の神とは？」

「それも、そちらさま」

　要するに、猿まわしが、掛けて誓いし山の神をふりすてて、義理も情けもなきままに心の闇路にとりつかれ、猫も[image: 〓]子もおもしろがる里へうかれ出てゆく、という唄だ。

（ちっ）

　と、舌打ちしたくなるほどおりょうが腹が立ったのは、彼女が言うべきせりふまで早手まわしに唄のなかに織りまぜられているのである。

「老ろう獪かいねえ」

　おりょうは、漢語でつぶやいた。

「あなたは、はじめのころの純う情ぶなところがだんだんなくなってきたわ」

「純情だけでは、人間の乱は鎮められんからな」

「私、人間の乱？」

「いや、天下国家の乱をいっている。古来、英雄豪傑とは、老獪と純情のつかいわけのうまい男をいうのだ」

「顔をあらっていらっしゃい」




海　戦











　山も海も、急に藍あい色いろになった。

　次第に港内の物影があざやかにうかびあがってきて、やがて慶応二年六月十二日の陽が昇った。

「出航」

　竜馬は命じた。

　ユニオン号は低い機関音を立てながら航走しはじめた。

　風はある。南東微東、風力五番。

「主檣帆メインセイルをあげよ」

　と竜馬は命じた。

　たちまち真白な帆が朝焼けの空にあがり、それが風をはらんで頭上にはためきはじめた。

　馬関へ。

（どうせ、馬関では海戦になるだろう）

　竜馬は船橋にいる。

　頭痛のたねがある。相手の幕府艦隊の提督に勝海舟が任命されていはしまいかということであった。もし勝がむこうの司令官ならば師弟相あい搏うつ悲劇がおこらぬともかぎらない。

　勝は神戸海軍塾の解散以来、ずっと江戸の自宅で蟄ちつ居きよの生活を送っていたのだが、去月二十八日、突如、

「軍艦奉行を再勤せよ」

　という命令をうけた。勝にとっては寝耳に水で、命令を伝達した江戸留守の老中たちさえ事情を知らなかった。

　大坂に将軍家いえ茂もちがいる。家茂みずからの命令であったらしい。

　勝はただちに大坂へ急行し、大坂城で家茂に拝謁し、任についた。

　勝は、大坂の幕軍本営の海軍部門の最高指揮官になったが、幕府の長州征伐には反対の政見をもっていた。

「もし、長州征伐が必要ならばですよ」

　と、勝は、一橋慶喜にいっている。

「諸侯の手などお借りなさるにはおよびませぬ。この勝に軍艦四、五艘そうお貸しくださるなれば、馬関はまたたくまに乗っ取ってみせましょう」

　──また勝の法ほ螺らか。

　と、慶喜もその側近も取りあわなかった。

　長崎にいる竜馬にはむろんそんなくわしいことまでわからなかったが、勝の軍艦奉行再任のうわさは聞いていた。

「もし勝先生が、幕府旗艦富士山丸に搭乗して馬関海域に進入して来られたら、坂本さんはどうなさいます」

　と、船橋で陸奥陽之助がきいた。

「手のほどこしようがないな」

「坂本さんでも？」

「せいぜい敵艦に乗りこんで勝先生に会い、海域からお引きとりねがうしかあるまい」

「殺されますよ」

「まあそうだろうな」

　竜馬は、そういう仮定をできるだけ考えまいとしているらしく、話題に深入りしなかった。

　十五日、馬関着。

　この下関に、長州藩の陸海軍総指揮所がある。海軍は、高杉が担当していた。

　政治面は、桂小五郎がうけもっている。

　竜馬は、まず桂に会った。




　竜馬が下関についたときは、すでに幕長のあいだに戦端がひらかれ、防長二州の海陸に砲煙があがりつつあった。

…………………………

　話は、十日ばかり以前にもどる。

　六月五日のことだ。

　広島に駐留する幕軍本営から、幕臣石坂武兵衛、滝田正作のふたりが軍使として立ち、海路、岩国の海岸にあらわれ、宣戦の書を長州人に手渡して去った。

　六月七日。

　幕府の軍艦一隻が、長州東部海岸の要港である上関かみのせきの海上にあらわれ、陸地に艦砲射撃をくわえつつ遊ゆう弋よくし、反転して大島沖を航走し、安あ下げ庄しよう、外との入にゆう村、油ゆ宇う村などの漁村をつぎつぎに砲撃して去った。

　六月八日。

　幕府艦隊の軍艦二隻が、陸兵輸送用の和船十隻をしたがえてふたたび大島の海域にあらわれ、沿岸を砲撃しつつ、油宇村に陸兵を上陸せしめた。陸兵は、伊予松山藩兵百五十人である。

　幕府の作戦企図は、まず大島を占領して長州藩を海上から封鎖するにあった。

　自然、海軍力がものをいう。

　当時すでに幕府は、ヨーロッパの二流国程度の海軍力を備えつつあったが、長州海軍は微弱で、この上陸作戦に対して手も足もでない。

　同月同日。

　幕府の主力艦隊ともいうべき富士山丸、翔しよう鶴かく丸、八雲丸の三隻が、陸兵輸送用の洋式帆船旭日丸と和船四隻をひきいて芸州領厳いつく島しまを発し、夕刻、大島の海上にあらわれ、幕府の洋式歩兵と砲兵を上陸せしめた。

　六月十一日。

　さらに大島の海上に、幕府の翔鶴丸、八雲丸、旭日丸があらわれ、艦砲射撃をくわえつつ陸兵を上陸せしめた。

　大島守備の長州藩兵は上陸軍を沿岸でむかえ撃ったが、兵力、火力の不足のため敗北し、ついに夜陰、大島をすてて海を渡り、遠崎に撤退した。

　大島は占領された。幕軍の勝利である。

　この敗報が早駕籠で山口に入ったとき、藩庁はさすがに動揺し、

「大島に援軍を送ろう」

　という意見が出た。藩の参謀長ともいうべき大村益次郎は、

「おれは反対だ。長州は全身に梅毒のまわった重症患者に似ている。大島のごとき足の一つや二つは切って捨つべきだ。他の戦線で勝利を得れば十分回復できる」

　といって、兵を送らなかった。

　緒戦で大島を占領した幕軍は大いに意気あがり、長州の人民に布告書を発した。

　布告書は、

「長州藩主がわるいのではない。一部の悪人が藩政を牛ぎゆう耳じり、幕府に手むかうから、こんな戦争になった。百姓町人には手をつけぬ」

　という意味のもので、この文中の幕府の公称を、「日本軍務局」としている。日本という国号が、幕府の国内用公文書につかわれた最初であろう。




「幕軍は、大島を占領した」

「幕府艦隊の艦船が、大島のまわりにみちみちている」

　という敗報を、高杉晋作がきいたのは、長府においてである。

　竜馬がこの幕長戦に登場する前に、高杉晋作という、幕末の長州藩がもった稀け有うの天才について多少語らねばならない。

「この敗報を、長府には流すな」

　山口の政庁ではそう申しあわせた。長府には高杉がいる。高杉がなにを仕出かすかわからなかったからである。

　が、高杉は耳にした。

　すぐ下関にくだってきて海軍局の連中をつれ、港内に繫けい留りゆうしてあるオテントサマ号（丙へい寅いん丸まる）に飛び乗った。

「すぐ運転をはじめろ。この軍艦一隻で幕府艦隊に目にものをみせてやる」

　艦上にある高杉は、黒紋服に扇子一本というなりだったから、浪士ながらも長州海軍局に参加している土州脱藩の田中顕助が、

「あなた、そのなりで」

　とおどろくと、

「なあに、幕府の軍艦の五つや十がやってきたところで鼠そ賊ぞくにすぎない。おれの扇子一本でたくさんだ」

　と言い、船を乗り出させた。

　機関長は、田中顕助である。機関のことなどなにも知らないが、

「君は、竜馬の国の者だから多少は船を動かせるだろう」

　と、高杉に任命されてしまったのである。顕助は船底にもぐりこんで部品をあちこちさわっているうちに汽か罐まがたぎりだし、どうやら運転することができた。

　オテントサマ号というのは、上海で売りに出ていた二百トンの古軍艦である。

　この三月、高杉が長崎に滞留していたとき、グラバーからこの話をきき、さっそく船価四万両で買いとった。藩には無断の買い付けだったために藩庁でずいぶん非難の声がおこったが、

「三十七万石の存亡のときだ。四万両は安い買い物ではないか」

　と、高杉は押しきってしまった。それがいまとなっては、長州海軍の主力艦のようなかたちになっている。

　が、所詮は二百トンの老朽艦で、幕府の軍艦にくらべると、性能、トン数、火力、どれをとっても及ばず、高杉自身が、

「柴しば船ぶねさ」

　と、自嘲しているほどのものだ。

　その上、長州人は海軍技術に不馴れで、ずぶの素人の田中顕助が機関を動かさねばならぬという一事だけでも、その乗組員の質の程度を想像することができる。

　もっとも顕助も運転するにつれて次第に機関に馴れて来、船が三み田た尻じり沖にきたころには、高速、低速の変速も自由自在にできるようになった。

　高杉は三田尻の湾内を微速運転させつつ、中ノ関の問と屋や口ぐちという商港に入れ、そこで錨をなげ入れさせた。




　高杉は奇妙な男だ。

「みな、船で待っていてくれ」

　と、理由もいわずに一同をオテントサマ号に残し、自分ひとりだけ上陸した。

　問屋口港は、長州藩領でも最もちっぽけな商港の一つだが、それでも海ぎわに大小回船問屋が棟むねをならべている。

　高杉はそのうちの一軒の貞さだ永なが文右衛門の屋敷に入った。貞永家はこのかいわいきっての富豪で、当主は勤王志士に好意をもち、ずいぶんそういう連中を泊めたり扶助したりしてきている。

　高杉は屋敷の勝手を知っている。案内も乞わず、無断で二階へあがりこんだ。

　女中が高杉が入ってくる姿を見つけたらしく、文右衛門の妻女に、

「二階に高杉様がいらっしてますよ」

　と、小声で訴えた。

　妻が、こっそり階段をのぼって座敷をのぞいてみると、なるほど高杉がいる。

　床柱に両足をあげ、ひっくりかえって手枕で寝ていた。

　妻女は、足音を忍ばせておりた。

「長州の天才」

　という評判を、この妻女まできいて知っている。放蕩で大酒飲みで、なにを仕出かすかわからない若者だが、その縦横無尽な機略はつねに人の意表を衝き、いちども的をはずれたことがない。

（なんぞ、ご思案なさっているのだろう）

　妻女は捨てておいた。

　半刻いちじかんほどして高杉がおりてきて、

「お世話になった。またきます」

　と、扇子をひらひらさせながら出て行った。

　高杉は、船にもどり、

「思案がついた。まず、上関の港へゆけ」

　と命じ、船を全速運転させた。

　上関港は、長島というほそながい島にある。そこに藩の守備隊がいた。

　隊長は、林半七（のち友幸・伯爵）である。

　それを船にまねき、

「こんなぼろ船で対等の戦さはできんが、おれは夜襲で敵艦の荒あら胆ぎもをひしいでやる。君は、こっそり大島に兵を運んでおけ。海上でおれの砲声があがったら、どっと松山藩兵のなかに斬りこむのだ。いったん度ど胆ぎもを奪とられ腰のぬけた兵というのは勝てるものではない」

「桶おけ狭はざ間まか」

　林には、高杉の顔が、信長にみえた。

　陽の沈むのを待って、高杉のオテントサマ号はしずしずと出航した。

　島と島のあいだを縫ってゆく。下荷内島、彦島、野島、笠佐島、そのあたりから敵の占領地になっている大島の北端を東へまわりはじめ、やがて大島北方の前島という小さな島蔭に幕府艦隊が碇泊しているのを見つけた。

　ぼう大な艦船群だ。山のように大きい軍艦が四隻、それに十数艘の和船が列をなして錨をおろして寝しずまっている。

　蒸気も焚たいていない。

　海戦に夜襲は不可能というのが世界的な常識だが、高杉以下オテントサマ号の連中はそんな常識さえもっていない。




　星が天にあふれ、こぼれ落ちるようにまたたいている。

　潮が東方に流れ、その潮のなかで懸命にスクリューを搔きまわしつつ、高杉の小さなオテントサマ号は東航をつづけてゆく。

　すでに敵艦隊は眼前にある。

（敵はまだ気づいていない）

　乗組員一同、息を呑むおもいだった。

　高杉晋作は、艦首に立っている。黒紋服、繻しゆ子すの足袋、腰には安あ芸きの国くに友とも安やすの長刀を帯び相変らず扇子を一本かまえていた。

　高杉の下の士官は二人である。艦底で機関をうごかしている土州浪士田中顕助、それに甲板で砲を撫ぶしている山田市之允である。

　山田市之允は維新後顕あき義よしとあらため、明治二十五年、四十九歳で死ぬまでおもに法典の整備をやり伯爵を授けられた男だが、維新後、この夜の高杉晋作をこのように語っている。

「高杉の肺の病状は相当進んでいたのだろう。ときどき軽い咳をした。が、艦首に黙もく然ねんと立ち、夜風に袂たもとをひるがえさせている。その威風英気凛々とした姿が、いまも目をつぶるとありありと浮んでくる」

　やがて艦底の田中顕助も他の者に機関をまかせて甲板にあがって来、砲の一門を担当した。

　敵艦隊は依然としてねむりつづけている。

　富士山、八雲、翔しよう鶴かく、旭日の四艦で、甲板上にはむろん人影もない。

「突っこめ」

　高杉は、低く命じ、オテントサマ号は山のような大艦と大艦のあいだに割りこんだ。

「撃て」

　高杉がいうと、甲板上の砲が、轟然と火を噴いた。

　そのあとは、撃って撃って撃ちまくった。砲だけではなく甲板上に六人の小銃兵が駈けまわり、敵がおどろいて甲板上にとびだしてくるところを至近距離で狙撃した。

　そのすさまじさは、まるで長崎の唐人町で唐人祭りの爆竹が一時に爆はじけだしたようないきおいだった。

　小さなオテントサマ号は、四艦のあいだをくるくると縫いまわってゆく。

　外それ弾だまなどはない。

　手をのばせば敵の舷側に触れそうな距離で撃つのだ。撃つごとに命中した。命中するたびに敵の舷側、煙突、艦橋に大火光があがり、木片、器材が吹っ飛んだ。

　敵艦の狼狽はすさまじい。

　あわてて汽か罐まを焚いて蒸気をあげようとするが、いったん火を落して冷えきった汽罐がそう手ばやく稼動するはずがない。

　砲手が甲板上にあがって応射をしようとするが、くるくると動きまわるオテントサマ号をとらえかね、誤って味方同士が撃ちあったりして損害はいよいよ大きくなった。

「撃て撃て」

　高杉はまるで拍子をとるように、艦首を扇子で丁ちよう々ちようとたたきながら言いつづけた。




　が、高杉は潮しお時どきを心得ている。

　敵艦隊が狼狽から立ちなおり機関に火が入り活動を開始したばあいは、そのけたはずれの火力で高杉のオテントサマ号などは袋だたきにされてしまう。

「灯を消せ」

　と、高杉は命じ、艦内のあらゆる燈火を消させ、ついで西進を命じた。

「逃げるんだ」

　艦は波をあびて左へ傾き、やがて一目散といったかっこうで逃げはじめ、闇に溶けてしまった。

「ひどかった」

　と、後年、この日本最初の洋式軍艦による海戦を回顧している者がある。幕府軍艦に乗組んだ陸兵のひとりで、当時大垣藩士だった井田五蔵である。五蔵は維新後譲ゆずるとあらため、陸軍少将になっている。

「突如大轟ごう音おんがきこえてはね起きてみると、艦が揺れに揺れている。艦内は大さわぎで、衣服をさがす者、甲板へ出ようとしてころがる者、命令もなにもあったものではない。敵襲だという。敵がまさか一隻とは思わないから、大艦隊の襲来のように思い、度をうしなった。さんざんにやられてからオテントサマ号が消えたのだが、まさかあの船一隻できたとはそのあとも思えなかった」

　長州に大艦隊がある、と幕軍側はおもったらしい。その大艦隊が、闇に乗じて幕わ府れ艦わ隊れを包囲した、と幕軍の連中はおもった。

　このため艦隊は錨をまきあげるや、大島に陸軍部隊をのこしたまま、さっさとひきあげてしまった。

　一方、大島の陸上では、幕府側の松山藩兵が占領軍として宿営している。この夜、かれらは海上にとどろく砲声と夜空をあかあかと染める火光を見て、

「長州人が海から攻めてきた」

　と錯覚し度を失った。そこへ、高杉としめしあわせた林半七指揮の長州藩兵が大島西海岸の小松港に上陸し、十六日には安下庄で両軍のあいだで決戦がおこなわれた。この結果、松山藩兵は敗走し、海へ追い落されるようにして逃げてしまった。

　高杉の奇略は成功した。

　長州は、大島を回復した。

　それだけでなく、この勝利は幕府の戦略を大きく狂わせた。幕軍は海上からの長州総攻撃を準備していたのだが、艦船の修理などのために期日をのばさねばならなくなった。

　高杉は艦を三田尻港に入れ、破損箇所の応急修理をはじめたとき、下関から藩吏が和船に乗って入ってきて、

「土州の坂本竜馬が、ユニオン号に搭乗して下関に入っている」

　と、報らせた。

　この朗報ほど高杉をよろこばせたものはない。

「幕府は負けたぞ。坂本と組んで下関海峡の幕府艦隊を追っぱらい、小倉城下への上陸作戦をやってやろう」

　オテントサマ号の応急修理は一日で事が済んだ。高杉は機関長の田中顕助に汽か罐まを焚かせ、下関にむかった。




　下関では、竜馬がしきりと桂小五郎を説得しようとしている。

　兵糧米の一件だ。

　五百石という大量の米である。

「なあ桂君、怒ってはならんぜよ」

　というところから、竜馬は弁論を始めた。

　このところ薩摩藩が竜馬の仲介によって長州藩のためにさまざまな便宜をはかってくれている。その好意を謝するために、長州藩はユニオン号に米五百石を運ばせて薩摩藩へ贈った。

　ところが薩摩の西郷は、

「長州が幕府と決戦をするばあい、あの藩にとって兵糧米は血のようなものだ。長州の好意は頂くが兵糧米は頂くわけにはいかぬ」

　とことわり、

「といってこれを送りかえせば、長州人には多年のひがみがあるから、薩い摩もめが突きかえしたと邪推するかもしれぬ。そこをお前まんさんがなんとか弁じて、わが藩の誠意が理解されるように説得してくれぬか」

　と、竜馬に米の返送と口上を一任した。

　薩州は、この数年、不作がつづいている。

「米は咽の喉どから手が出るほどにほしい。されば西郷は涙を流して」

　と、竜馬は多少誇張した。

「長州の好意に感謝した。しかし同志である長州が開戦せんとしているのに、その兵糧米を頂戴するのは武士として忍びぬ、と西郷は言う。桂君、わかるだろう」

　竜馬は、じゅんじゅんと説いた。

　最初、桂は、不快な表情をした。

「米を贈ったのは世間なみの礼儀というものだ。返すのはおかしいではないか」

　といったが、次第に薩摩の気持がわかってきた。が、長州藩としては、いったん藩の米蔵から公式に出した米を、いまさらひっこめるわけにはいかない。

「こまった」

　と、桂は、本心から当惑した。

　竜馬はニコニコした。この桂の表情を待っていたのかもしれない。

「なんだ、妙案でもあるのか」

　と、桂は竜馬の意味ありげな笑顔をみていった。

「そこさ」

「なにが、そこだ」

「桂君、米を贈るも義、辞するも義だ。義と義が衝突して米が宙に浮いている。このままでは五百石の米が、ユニオン号の船底で腐ってしまう。いっそ、おれに呉れんか。わが亀山社中が天下のために使えば米が生きるではないか」

「なるほど」

　謹直な桂が、爆はじけるように笑いだした。膝を打ち、しばらく笑いが収まらない。やがて承諾の意をあらわすために首を激しく振り、

「きみにはかなわぬ」

　と、また笑いだした。

　竜馬は、かたわらの中島作太郎のほうへゆっくりと首をねじまげ、

「これこそ他ひ人との褌ふんどしですもうを取るというものだ」

　と、真顔でいった。




　そのあと、竜馬は、対幕府戦の進みぐあいを桂からきいた。

　幕軍は、四方面からの同時攻撃を実施している。

　まず最初に、島づたいに長州の瀬戸内海岸をおさえる作戦。

　第二は、芸州広島から山陽道を進撃路にするいわゆる芸州口作戦。

　第三は、日本海方面である。石州（島根県）から押し出し長州藩の首都萩へ攻め入る。

　第四は、下関海峡をはさむ攻防戦で、幕軍は本営を小倉城に置き、幕軍海軍の援護のもとに海峡をわたって長州第一の商港である下関を占領し、勢いを駆って長州藩庁のある山口へ進撃する。

　という計画であった。

　むろん長州もそれに対応し、作戦原理としてはいっさい守備をすて攻撃を専一とし、芸州口、石州口、小倉口といった幕軍の侵入路を逆に攻めかえそうとしていた。

「石州口の戦況はうまく行っている。芸州口は敵が強大で思うようにならぬ。要するに、いまのところ、各戦線にわたって勝敗のめどがつかない」

　と、桂はいった。

　そこへ、オテントサマ号に搭乗して下関に帰ってきた高杉晋作が、がらりと襖ふすまをひらいたのである。

　のろのろと座敷を歩き、

「なあ、坂本さんよ」

　と、あいさつもせずにいった。

「願いあげたい儀があります」

　そういって、竜馬の前にぴたりとすわった。顔がやや長すぎるために、眼鼻が間伸びしてみえる。

「戦さをやって賜たもっせ」

　高杉は、藩から下関地区での海陸軍総督という命令を受けている。もっともこの方面の陸軍は山県狂介（有朋）が指揮しているから、実際は海軍専門の司令官といっていい。

「いま、大仕事を考えている。ところがわしの身は一つであります。協たすけて賜っせえ」

　であります、は長州方言だ。

「どんな大仕事でありますか」

　と、竜馬は高杉の口まねをした。

「海を越えて幕軍の本拠である小倉城を奪いとることであります」

「ほほう」

　竜馬はさすがは高杉だと思った。小倉は小笠原十七万石の城下で、この藩は代々九州探題の役目を兼ね、一朝事あるときは九州の諸大名を指揮することになっている。

　現にいまがそうだ。開戦まで広島に駐在していた幕府の筆頭老中小笠原長なが行みちは幕艦富士山丸に乗って小倉城に入った。

　長州攻撃の本営になったといっていい。それだけに沿岸の防備は強大で、二百や三百の長兵でとれる城ではない。

　しかも渡海作戦である。

「坂本さんに、わが艦隊の半分をまかせるゆえ、幕府海軍を制圧してもらえんだろうか。あとの半分はわしがひきいる」

　と、高杉はいった。




　作戦と部署がきまった。

　長州海軍には四隻の軍艦がある。これを二つにわけて第一艦隊と第二艦隊とし、第一を高杉晋作が担当し、第二を竜馬が担当することになった。

「坂本さんは、門司の襲撃を頼みます」

　と、高杉はいった。

　高杉艦隊はオテントサマ号を旗艦に、癸き亥がい丸の二艦である。これは田た野の浦うら砲台の襲撃にむかう。

　坂本艦隊はユニオン号を旗艦とし、庚こう申しん丸をひきいてゆく。

　竜馬は、下関阿あ弥み陀だ寺じの回船問屋伊藤助大夫方の二階に社中一同をあつめ、乗組の部署をきめた。

「菅野覚兵衛が艦長じゃ。石田英吉（維新後、男爵）は砲手長をつとめよ。中島作太郎は機関長じゃ」

　などと三役以下をきめた。竜馬自身は司令官で、操艦そのものの仕事はしない。

　そのあと一同をひき連れて町へ出、下関の東郊へゆき、海岸にある二階建ての民家に入り、あるじにことわって大屋根にのぼらせてもらった。

　海峡は晴れわたっている。

　大屋根から海峡のむこうをみると、門司一帯の砲台や陸軍陣地などが手にとるように見えた。

「あれをやるんじゃ」

　と、竜馬は一同に地形を記憶させた。夜間や濃霧の海上で行動する場合、地形の記憶をさせておかないと動きがとれないからである。

「むこうの沿岸砲台からも、こっちを見ていますよ」

「そうかえ」

　竜馬は強度の近視だからそこまではかれの目に映らない。

「長州の作戦はどうなんです」

「高杉のいうところでは」

　三段がまえらしい。

　最初から小倉城を抜くなどということはとてもできない。

　まず海岸陣地である門司─田野浦の敵を撃滅し火砲群を破壊し、さっさとひきあげてしまう。

　第二回作戦で長州領彦島から小倉領大だい里りを衝つき、ついで小倉城そのものへの攻防戦に入る。

「幕府の艦隊は、どこにいます」

　それが、最大の難物だった。

「幕府艦隊の大部分は芸州口の陸戦を協けるために大島あたりにいるはずだ。この作戦に気づいていまい。だから第一回作戦は成功する」

「第二回の作戦は？」

　つまり彦島から海を渡って小倉領大里に攻め入る作戦である。この第二回目の作戦をやるころには当然幕軍はこの下関海峡こそ決戦場であることに気づき、艦船のことごとくをこの眼前の海にうかべるにちがいない。

「そのあかつきは大そうな海戦になるぜ」

　幸いにも勝海舟が敵艦隊の司令をしていないという確報が入っているから、竜馬もひどく気が楽だった。




　慶応二年六月十七日。

　陽が昇るまでにまだ小一時間はあろう。

　下関港を、機関の音も忍びやかに四隻の軍艦が出航した。

　海峡の潮流が早い。

　天も海も、真暗闇である。

　曇ってはいないが星がみえない。

「霧だ」

　艦橋の竜馬はつぶやいた。それもひどい。たったいま港外で別れた高杉艦隊二隻の舷燈が、もう見えないのである。

　高杉艦隊は対岸の田野浦方面へ。

　竜馬の艦隊は、対岸の門司をめざして波を蹴立てはじめている。

「覚兵衛どんよ」

　と、竜馬は艦長の菅野覚兵衛にいった。維新後海軍少佐で退官し世を捨ててしまったこの覚兵衛は、竜馬の社中のなかではもっとも海技に熟達していた。

「この濃霧を使わねば損じゃ。あの大だい大おお砲づつを甲板にすえてみたらどうじゃ」

「大大砲をのう」

　覚兵衛はやや難色をうかべた。その問題の砲は甲板上の倉庫におさめてあり、つかわないつもりでいた。他の舷側砲にくらべて発射に手間がかかる上に、一発打つと艦体が揺れに揺れて操艦に不自由するのだ。

「ではそうしてみるか」

　覚兵衛は、竜馬のいうとおりにした。

　やがて海上で夜があけた。

　陽は昇ったが、霧が深い。うしろから従ってくる庚申丸の舷燈が、やっと見えるほどである。

「かんじんの門司の陸地が見えん」

　竜馬は、さらに前進させた。

「浅瀬に乗りあげるほどに近づけ。陸地の敵はこの霧じゃキニまだ気付いちょらん」

「心得た」

　やがて竜馬がのぞいている望遠鏡に門司の漁村、兵舎、砲台が薄ぼんやりとうつりはじめた。

（霧が晴れたか）

　と錯覚したが、そうではない。風が門司のほうから吹いてくるのである。ちょうど芝居の幕が門司からあがりはじめるようなもので海上の霧はなお濃密だった。おそらく陸地の小倉藩兵からは海上の艦影はまだ見えないであろう。

「覚兵衛どん、そろそろはじめるかネヤ」

「マッコト」

　覚兵衛は承知し、艦橋から身を乗りだして砲手の白峰駿馬に大声で戦闘開始を叫んだ。

　白峰駿馬は、黒木綿の筒袖に白袴といういでたちで、袴をたかだかとたくしあげ、朱しゆ鞘ざやの大小を帯びている。

　砲尾に点火した。

　舷側砲が天地を裂くような音を立てていっせいに火を噴き、弾が霧のなかを飛んで門司砲台のまっただなかに落ち、眩めくらむような火光をあげた。

　敵は、動どう顚てんしたであろう。

　が、すぐ沿岸砲で撃ちかえしてきて、たちまち海陸は砲声と砲煙でつつまれてしまった。




　竜馬は、甲板におりた。

「撃てよ、撃てよ」

　と言いながら、各砲門のあいだを縫ってゆく。激励しているつもりらしい。

　激励が必要だった。

　陸地から飛んでくる沿岸砲の砲弾が、舷側に落ちてすさまじい水柱をあげたり、ときにはマストをかすめて空中で炸さく裂れつした。

「坂本さん、砲身が焼けてどうもならんぜよ」

「海水をぶっかけろや」

　竜馬のユニオン号は、門も司じ浦うら砲台の前面をゆきつもどりつしながら艦砲射撃をくわえている。

　そのわが艦の運動が竜馬にはおもしろかったらしく、硝煙のなかで口くち三味線をひきながら、

往きつもどりつ

浮うき寝ねの鳥は

今日も思案の片想い

　と、即興のつくり唄をうたって甲板を歩いてゆく。

　僚艦の庚申丸は、風帆船である。機関がついていないために「ゆきつもどりつ」といった器用な運動ができず、このために小倉藩の沿岸砲の好目標になってしまい、しきりと艦体に敵弾が命中しているようであった。

「作太郎」

　と、竜馬は中島作太郎信行をよび、

「庚申丸に旗信号を送って、もうチクとさがっちょれと申せ」

　と命じた。

　作太郎はマストにのぼり、「サガレ、サガレ」と手旗信号を送ったが、庚申丸の長州人は海事訓練が不足なためにそれが読みとれないようであった。

　この戦況を、竜馬自身の描いた戦況図とかれの説明文によると、

「長州船は帆ほ船ぶねのため弾丸二十ばかり中あたる」

　とある。庚申丸のことである。

　さらに右手の巌がん流りゆう島じまのむこうに敵艦らしい三隻の艦影がみえる。

　あとでわかったことだが、この三隻の軍艦は、小倉藩、肥後藩、幕府海軍にそれぞれ属している艦で、要するに敵艦隊である。

（あれには用心せんと）

　と、竜馬は注意を怠らなかったが、敵は濃霧のなかでの行動を怖れてか、近づいてこない。竜馬の文章によると、

「このあたりに」

　と、戦況地図の一カ所に三隻の軍艦の絵を描き、

「小倉・肥後、幕の蒸気船、出たり引込んだりして居たれども、何故にや、救ひに来らざりき」

　と説明している。

（あとで、こっちから出かけて行ってやる）

　と思いつつ、竜馬はいまはとにかく沿岸砲撃に専念した。

　そのうち陸地の砲台がしだいに勢いがうせてきて、ついに沈黙した。

「この機ぞ」

　と思ったのであろう、海上の霧の中にかくれていた五、六十隻の和船が、櫓ろを漕ぐ掛け声もすさまじく陸地へ接近しはじめた。

　山県狂介の指揮する奇兵隊など五百人の長州兵である。




　長州の陸兵がぶじ敵前上陸をおえたとき、竜馬の艦隊の使命は、ひとまずおわった。

　まだ霧は深い。

「覚兵衛どん、この霧にかくれて巌流島のむこうの敵艦隊に近づこうではないか」

「敵は三隻ですぞ」

「ヤッチャナイ」

　かまうもんか、と竜馬はいった。絶好の濃霧である。奇襲は成功するであろう。

　艦は、艦長菅野覚兵衛の指令で全速力で動きはじめた。

　巌流島のはしをかすめた。徳川期の初頭、放浪の剣客宮本武蔵が単身この島に乗りこみ、細川家の保護する佐々木小次郎を破って剣名をあげた。

（その巌流島か）

　と思えば、かつては千葉道場の塾頭をつとめ、幾度かの大おお試よ合せで勝利を得た竜馬にとって感慨はあさくはない。

　島は、島というより洲すというほうがふさわしい。幾株かの老松が、霧に融けている。

　その島のむこうに敵艦隊がいる。

「例の大大砲に弾をこめろ」

「なぜあいつをつかう」

　と覚兵衛がきくと、

「この霧だ。こっちの影はあまりみえぬ。砲声だけは聞こえる。あの巨砲をぶっぱなせば音は海峡の山々にとどろきわたって敵の荒あら胆ぎもをひしぐことになるだろう」

　帆船の庚申丸は置きすててきた。こっちは一隻である。

　そのユニオン号が、まるで小さな猟犬のような精せい悍かんな姿で敵の艦影に近づいてゆく。

　霧で、敵の旗までみえない。

　幕艦は、日の丸の旗をかかげているにちがいない。小倉艦も肥後艦も、それぞれの藩旗のほかに、「政府海軍」としての標識である日の丸をかかげているはずであった。

「大きな艦やつはどれだ」

「右はしです」

「そいつに近づけ」

　そのとおり、覚兵衛は操艦し、やがて射撃開始の命令をくだした。

　砲手長が、号令した。

　とたんに竜馬らが「あいつ」といっている大大砲が轟ごう発はつし、艦体がぶるぶるとふるえ、発射煙がもうもうと甲板を蔽おおった。

「あたった」

　竜馬は、さすがに昂奮した。

　大轟音のこだまが、本州と九州の山々からもどってきて、海峡はひとしきり異様な音響のなかにつつまれた。

「もっと撃て、つぎは中なか、左だ」

　つぎつぎと撃った。

　敵艦は狼狽し、たちまち射ちかえしてきたが、ユニオン号の運動が機敏なためにそれを霧の中でとらえることができない。

　ついに逃げだした。

「こっちも逃げるのだ」

　竜馬は、もとの門司の海岸にいそぎ戻ることを命じた。

　門司の海岸にもどると、陸地は上陸軍と小倉藩兵とのあいだに激戦が展開されている。




　陸上の霧はほとんど霽はれ、艦橋から望遠鏡でみると、極彩色の絵巻をみるように戦闘の模様をみることができた。

（これは。──）

　と竜馬がおもったのは、長州部隊のすさまじすぎるほどの働きぶりであった。

「覚兵衛どん、みろ」

　と、望遠鏡を貸した。

　長州人は、たった五百人の兵で上陸しているのである。奇兵隊が主力だから、もともとの武士ではないのだ。町人、百姓の子弟である。

　それが、半洋式化された小倉藩の正規武士団を、寡か兵へいをもって押しまくっているのだ。

　敵の弾雨のなかで散開し、遮しや蔽へい物ぶつを利用しつつ前へ前へと駈けてゆく。

　押されて逃げるのは、代々譜代大名の家柄を誇ってきた小倉小笠原家の藩士である。

「長州が勝っちょりますな」

「いや、長州が勝っちょるのじゃない。町人と百姓が侍に勝っちょるんじゃ」

　そのことに竜馬は身ぶるいするほどの感動をおぼえた。

　たったいま、竜馬の眼前で、平民が、ながいあいだ支配階級であった武士を追い散らしているのである。

　──革命はきっと成る。

　という意味の感動と自信が、竜馬の胸をひたしはじめた。

「天皇のもと万民一階級」

　というのが、竜馬の革命理念であった。

「アメリカでは大統領が世襲でない」ということがかつての竜馬を仰天させ、

「その大統領が下女の暮らしを心配し、下女の暮らしを楽にさせぬ大統領は次の選挙で落される」

　という海外のはなしが、竜馬の心に徳川幕府顚てん覆ぷくの火を点ぜしめた。

　そこは、土佐郷士である。

　土佐郷士は、二百数十年、藩主山内家が遠州掛川からつれてきた上士階級に抑圧され、蔑視され、斬り捨て御免で殺されたりしてきた。

　その郷士たちの血気の者は国をとびだし、倒幕運動に参加しつつある。天下一階級という平等への強烈なあこがれが、かれらのエネルギーであった。

　その土佐郷士の先頭に立つのが、竜馬である。

　平等と自由。

　という言葉こそ竜馬は知らなかったが、その概念を強烈にもっていた。この点、おなじ革命集団でも、長州藩や薩摩藩とはちがっている。余談ながら、維新後、土佐人が自由民権運動をおこし、その牙が城じようとなり、薩長がつくった藩閥政府と明治絶対体制に反抗してゆくのは、かれらの宿命というほかない。

　天は、晴れた。

　ユニオン号の土佐人たちは、順次望遠鏡をのぞきつつ、平民が支配階級を追ってゆく姿を、ありありと見た。

「あれが、おれのあたらしい日本の姿だ」

　と、竜馬は自分の理想を、実物をもってみなに教えた。竜馬の社中がかかげる理想が、単なる空想ではない証拠を眼前の風景は証拠だてつつある。




　竜馬が望遠鏡でみたとおり、長州の上陸部隊は、寡兵ながら奇蹟的な強さを示した。

　部隊の指揮官は門閥でえらばれてはいない。

　能力でえらばれている。

　軍監の山県狂介からして足軽あがりだし、幹部の福田俠平、三好軍太郎、時山直なお人と、山田鵬ほう助すけ、交かた野の十郎、三浦梧ご楼ろうなど、いずれも卓抜した指揮官ではあったが、それぞれ藩でのうまれは卑しい。

　兵もまた、累代の武家貴族が野性をうしなっているのに反して、百姓町人の子というのは、武家のような秩序だった精神美をもっていないにしても、あふれるようなエネルギーをもっていた。

　かれらの上陸地点は、門司と田野浦との中間の浜である。

　上陸するや、兵の七割は田野浦砲台へ、三割は門司砲台にむかった。

　長州兵は射撃がうまい。

　命中率だけでなく、遮蔽物にとびこんでは身をかくしつつ射撃する運動がじつに巧妙だった。すでに四カ国艦隊とのたたかいで実戦訓練をへているせいであろう。

　田野浦砲台にむかった長州部隊は、敵前で兵を二手にわかち、一手は砲台の背後の山から、一手は海岸から砲台を攻め、挟撃の態勢をとった。

　軍監山県狂介の作戦である。さらに一小隊は挺身して敵陣営におどりこみ、兵営に火を放った。

　この火が、火薬庫に移った。

　轟然と木片、人馬を飛ばして火薬が爆発し敵は大混乱をきわめた。

「この機ぞ、突っこめ」

　と、山県狂介は指揮官旗をふりながら諸隊をはげます一方、一隊を海岸へ走らせ、砲台下に繫留されている約百艘の和船群を焼かせた。この和船は、敵が逆に長州下関に敵前上陸するために準備していたもので、それが炎々と燃えはじめた。

　海陸ともに、火の地獄になったといっていい。

　門司砲台攻撃の長州兵も、よく似た方法で砲台の兵営を焼き、敵を潰走させた。

　黒煙は、海峡をおおいはじめた。

「勝ったな」

　と、海上にいる竜馬はつぶやいた。

　なおユニオン号は各砲に砲弾をつめこんだまま、海峡をゆききしている。

　やがて長州の陸兵が戦場をひきあげ、和船に乗って下関にもどりはじめた。竜馬はその援護の役目をつとめたあと、

「覚兵衛どん、もどるか」

　と、船を反転させ、庚申丸をひきいて下関港にもどった。

　下関の長州藩陣屋にゆくと、高杉が手をとって感謝した。

「坂本さん、もう一度頼みます」

「いつです」

「日は、まだ決めていません。こんどはもっと大がかりないくさになるでしょう」

　当然のことだ。

　陸では、幕軍はこの敗北にこりて厳重な防禦態勢をとるであろうし、海では、幕府艦隊のことごとくを下関に集結させるであろう。




　竜馬は、第二次作戦の開始までのあいだ、毎日のように手紙を書いては、人に托していた。

　幕府の指令下にある九州諸藩の知人へ、

「幕府に協力なされるな」

　という意味のことを書き送っているのである。この文書活動は、高杉が顔のひろい竜馬に頼んだものだ。

　それを持ちはこぶ役は、西郷の命で下関に潜入してきている薩摩人がひきうけた。

　これらの手紙が、効があったかどうかはわからない。

　七月になった。

　幕府艦隊は堂々の陣容をもって海峡をおさえてしまっている。

　長州海軍は、手も足も出なかった。

　もともと艦数がすくない上に、第一次作戦のときに、高杉指揮の一隻が敵の砲台から飛来した砲弾で撃沈され、ほとんどの軍艦が、二、三十発の砲弾をうけて使用に堪えないまでに破損し、完全につかえるのは、竜馬が乗っていたユニオン号ぐらいのものだった。この弱勢では、幕府艦隊に立ちむかえるはずがない。

「無理ですな」

　と、菅野覚兵衛はいった。

　第二次上陸作戦が、制海権を敵にうばわれている以上むりだろうというのである。

「無理だろうな。対岸の小倉藩もそうみているだろう」

「小倉藩もね」

「自然、気がゆるんでいる。そこが高杉のつけ目だろう。あの男なら、なにか手を考えているにちがいない」

　革命家としても軍人としても、竜馬は、高杉の天才性を桂以上に買いはじめている。

　七月一日の夜、高杉は下関阿弥陀寺の竜馬の宿にやってきて、

「坂本さん、いま山県（狂介）と相談してきたのですが、あすからまたやります」

　といった。花見にでも行くような顔である。

「海軍が無にひとしいのに、どうして陸兵を渡すのです」

「彦島の長州砲台の砲を増強したのです」

　高杉の作戦では、この彦島砲台から、小倉藩大里の敵駐屯地を猛射撃し、その砲弾下の海峡を、ひそかに陸兵が渡ってゆく。上陸するや、一挙に大里を衝く。

　むろん、夜陰である。軍艦は夜間行動しにくいから、この隠密上陸はうまくゆくであろう。

「もし幕府艦隊が来襲すれば？」

「そいつを、坂本さんにひきうけてもらいます」

　と、高杉は、けろりといった。

（こいつ、ひとのことだと思やがって）

　と竜馬は、ちょっとあきれた。ろくな艦ふねもないのにどうせよというのであろう。

「まあ、やってみましょう」

「安堵しました」

　高杉は右手をあげ、拝むまねをした。不可能にちかいことを、高杉自身がいちばんよく知っているのである。

　艦は、ユニオン号のほかには、オテントサマ号がやっと舵がとれる。しかし動けはしない。帆を張るべきマストは折れているし、機関も、敵の砲撃を十発もくらって鉄屑スクラツプ同然になっているのである。




　七月二日夜半、竜馬はふたたび「艦隊」をひきいて下関港を出航した。

　奇妙な艦隊だった。

　旗艦ユニオン号が、機関の動かぬオテントサマ号をロープでひっぱっている。

（坂本さんも、おかしな智恵を働かせたものだ）

　と、艦長の覚兵衛はおもった。

　が、大洋に出て海戦するわけではない。せまい海峡が戦場だし、それに目的はあくまでも長州兵の上陸援護のための幕府艦隊牽制にある。行動が少々鈍重になっても、二隻連なることによって砲力が倍加するのだからこれでもよかろう、と覚兵衛はおもった。

　艦のそばを、長州陸軍をのせた小舟群が、粛々と漕ぎすすんでゆく。まるでねずみの大群が闇夜の海を集団移動してゆくようで、艦橋から見おろしている覚兵衛も、

（いくさとは、変に気味のわるいものだな）

　とおもった。夜明け前に、長州陸軍の門司上陸は完了した。隠密行動は成功し、敵は全く気づかない様子だった。

　ところが、上陸軍が上陸完了とともに大里方面に進撃してそこではじめて沈黙をやぶり盛大な銃砲火をあげはじめたので、敵の海陸軍はやっと事態に気づいた。

「さあ、幕府海軍が出てくるぞ」

　竜馬はそれまで艦橋でうとうとしていたのだが、やっと袴をはらって立ちあがった。

「巌流島のほうへやれ。あのあたりに幕艦が出てくるはずだ」

　と、索敵航海にとりかかった。

　艦は、ゴトゴトと機関の音を立てながら波を切りはじめた。夜はまだ明けていない。

　巌流島をすぎたあたりで、目の前に急に山が迫ったかと思われるほどに大きな三本マストの艦影が近づいてきた。

「富士山丸だぜ」

　竜馬は、閉口したような声をあげた。

　排水量千トンで、ボロぶねのユニオン号の約五倍の大きさであった。

　一昨年おととしの元治元年、米国のニューヨークで竣工されたもので去年の二月、横浜で幕府海軍にひきわたされた。機関は百五十馬力で内輪船である。砲は十二門も備えており、世界的水準にある軍艦といっていい。

　それが、門司方面の銃砲声をきいてにわかに小倉港を出てきたものらしい。

「どうするかネヤ、坂本さん」

「やってみる」

　竜馬は、富士山丸に擦り寄ってゆけ、と命じた。擦り寄る？　と覚兵衛が反問すると、

「舷に触れるまでだ」

　ユニオン号が、するすると近づいてゆく。幕艦のほうがおどろいたらしい。まさかこうも親しげに近づいてくる船が、敵艦だとはおもわなかったのであろう。

　舷側へ人が出てきて、

「あぶないぞ。どこへゆくんだ」

「石炭船じゃァ。若松港へ、石炭を積みこみにゆくんじゃあ」

　と、艦隊司令官の竜馬自身がどなり、小声で、「いまだ、砲撃しろ」と艦長の覚兵衛に命じた。




　敵の富士山丸も、呑のん気きなものだった。

「そうかえ」

　などといっているうちに、舷側に小こ判ばん鮫ざめのようにくっついている竜馬のユニオン号のマストにするする長州藩旗があがり、とたんにどかぁーん、と砲声があがった。

　数メートルの至近距離である。弾がはずれるはずがない。

　富士山丸の艦体が大揺れに揺れ、腹に大穴があいたのが、夜目にもよくみえた。艦上で大騒ぎしながら戦闘配置につく様子が、隣家の騒ぎのようによくみえた。

　幕艦で戦闘準備が完了すればこっちはひとたまりもない。竜馬はつづけて二発撃ちこませたあと、

「下関へ逃げろ」

　と、全速航走を命じた。機関がうなりをあげはじめたが、なにしろオテントサマ号をひきずっている。足が遅い。

　砲弾、小銃弾が、小気味よいほどに飛んできたが、敵は狼狽しているらしく命中しない。

「もっと勢いよく逃げろ」

「これが精いっぱいですぜ」

　と、覚兵衛艦長がふくれた。だからオテントサマ号を曳えい航こうするのは反対だったんだといわんばかりだった。

　そのうち、付近の長州藩彦島砲台が富士山丸の存在に気づき、いっせいに火ひ蓋ぶたを切って砲火を集中しはじめたので富士山丸のほうでもおどろき、風を巻くような勢いで小倉港へ逃げこんでしまった。

（幕軍は腰がぬけている）

　と竜馬が腹の底からおもったのはこのときである。

「なぜああも弱いのか」

　と、下関港へ艦をやりながら、菅野覚兵衛は竜馬にいった。

「おれもそれを考えている」

　幕軍の弱さのなかに、竜馬は歴史の意思というものを見ようとした。

「徳川幕府は、関ケ原で創業した」

　竜馬はそれへ想いをさかのぼらせている。二百六十余年前、美濃関ケ原で徳川方、石田方がほぼ同勢力で戦ったとき、石田方は最初から戦場付近で有利な地形に陣を占めていたため、負けるはずがなかった。

　要するに、戦闘配置図からいえば負ける合戦ではなかった。竜馬は京・江戸の往復のときに一度関ケ原を通過してつぶさに両軍の陣地のあとをたずね、そう思ったことがある。

　が、負けた。

　なぜといえば石田方で奮ふん迅じんの戦いをしたのは石田三成の直属部隊とその友人の大谷刑ぎよう部ぶの部隊ぐらいのもので、あとの大名は戦闘を傍観した。ついにそのなかから裏切り者さえ出た。

　なぜそうなったのかといえば、時の勢いというものであろう。時勢は、古ぼけた豊臣政権よりも、家康を中心とするあたらしい統一国家の方向に魅力を感じていたのであろう。さればこそ家康加担の諸大名は手をくだして戦い、石田方の諸大名はなすところなく傍観したのにちがいない。

（とすればこの幕軍の弱腰の底にはそれがある。時勢という審判者はおれの側に微笑をむけはじめているようだ）




　その日、午前中いっぱい、竜馬は艦を下関港内につなぎ、石炭、弾薬を積みこませた。

　その間、竜馬は、港外のよくみえる料亭の二階を借り、前夜来の寝不足をとりもどすために横になった。すぐ寝入った。

　が、ときどき細目をあけて海をみた。

（まだ幕府軍艦は出て来ちょらんな）

　と安堵してはまたねむるのである。

　対岸の門司、小倉間の山野にはしきりと砲煙があがっている。ときどき大口径の砲弾が炸裂するのであろう、障子も畳もびりびりとふるえるほどの響きがつたわってきた。上陸した長州軍は、苦戦をしているようだった。

（それにしても幕府海軍とはなんと腰ぬけなことだ）

　と竜馬は敵のことながらあきれる思いだった。長州軍が九州に上陸している。機を逸せず海峡を遮断して上陸軍を孤軍にする一方、その背後から艦砲をあびせかければ長州の負けではないか。

　たれでもわかる戦術の常識である。

　が、幕府海軍はそれをしない。それをするには長州藩砲台の旧式砲による砲火と竜馬と高杉が率いる弱小な長州海軍の砲火は覚悟せねばならないが、強大な幕府艦隊がその気になればたかが知れている。

（それだけの勇気も幕府海軍にはない）

　戦意の問題であろう。幕兵もそれに協同する諸藩の兵も、本気で長州と戦う気がないのにちがいない。

　幕府も諸藩も、なるほど長州藩の過去の横暴やあざとい権略ぶりを憎んではいる。しかし長州藩がかかげている勤王主義という「観念」については憎みきれない。

　尊王という言葉がある。京の朝廷を尊ぶという概念で、これは当節、佐幕・非佐幕をとわず読書階級のごく普遍的な社会思想になっている。二十世紀後半の日本でいえば、民主主義、といった程度のごく常識的でありきたりな概念である。

　が、勤王という言葉はちがう。幕府を倒して京都朝廷を中心に新統一国家をつくろうという革命思想である。尊王の行動化した思想、といっていい。

　幕府艦隊の将士も、すくなくも知識人であるかぎり尊王家であるはずだった。勤王家でないだけのことである。勤王家でないことを恥じている者もいるにちがいない。自然、長州藩のかかげる「勤王」の戦旗には、闘志もにぶらざるをえないのであろう。

（歴史は動いている）

　と、竜馬は相手の弱さにおもわざるをえない。回天の夢は、ここ数年のあいだにあるいは夢ではなくなるのではないか。

　昼前、障子のむこうの海に幕府の軍艦があらわれた。竜馬はとびおきた。

　港へかけおりてユニオン号にとびのるなり錨をまきあげさせた。

　幸い、出航準備はできていた。艦は前進しはじめた。砲装甲板には砲手の白峰駿馬が動きまわっている。

　白峰は青銅製十二斤ポンド砲ほうの装薬をおわるや索さく縄じようをひっぱった。白煙が甲板に満ちた。




　幕艦は右舷の砲窓から五、六発射撃してきたが、やがて小倉方面に逃げだした。覚兵衛艦長は追うべく、面舵をとらせようとした。

「よせよせ」

　竜馬はあわてて制止した。相手は世界第一級の軍艦である。白昼、まともに交戦して勝てるしろものではない。

　幸い、庚申丸、オテントサマ号が修理完了して追っついてきたので竜馬は洋上でこれを編成し、小蒸気船一、風帆船二、という小さな艦隊を指揮しつつ下関海峡を南下した。

　巌流島の北岸を通り、彦島砲台の砲門の下をぬけて大瀬戸にさしかかった。

　潮の流れが早い。

　竜馬は艦隊を九州沿岸にできるだけ接近させて錨を投入させた。

　後続する二艦も投とう錨びようしたが、艦体が錨づなを軸にまわりはじめるほどに潮がはやい。

「大里のいくさはまだおわっちょらんな」

　と、竜馬は陸上の砲声に耳を傾けた。長州軍の大里攻撃がおわり次第、かれらが馬関に帰るのを援護しなければならない。

「まだのようです」

　と、菅野覚兵衛がいった。

　すぐボートをおろし、中島作太郎ら三人を上陸させ、陸軍との連絡をとらせた。

　中島は戦場を走って軍監山県狂介にあい、戦況をきいた。

「まだ勝たぬ」

　と、山県はくるしそうにいった。大里は、敵の小倉城防衛の最後の陣地だけに小笠原家の藩士も必死に防戦している。

「海から砲を撃とうか」

　と中島がいうと、山県は青くなった。敵味方の戦線が接近しているため、味方の頭上に砲弾がおちるおそれがあるのだ。

「こっちが砲弾を食うわ」

「いや、大丈夫だ。わが社中の越後浪士白峰駿馬の砲術の腕ならあの丘おかの樗おうちの枝一本でもねらいうちすることができる」

　中島はふたたび弾雨のなかを駈けて浜へ出、ボートで艦へもどった。

「そうか、苦戦か」

　と竜馬はうなずき、白峰駿馬のそばへゆき、

「陸上の敵が撃てるか」

　ときくと、白峰はさすがに首を横にふってむりだ、といった。

「砲などはそうそう正確なものではない。うかうかすると、玉ぎよく石せきともに砕いてしまう」

　玉が長州、石が小倉兵のことだ。竜馬は笑って砲尾をたたき、

「駿馬、正気で当てるつもりか。この場合、大砲などでおどせばいいのだ」

　といった。

　白峰もそれならば、と砲口をうんと仰角にあげ、炸さく薬やくをつよくし、思いきって遠距離にうちだしてみた。

　弾は十発、つづけざまに空に飛んで、どかどかと敵の後方に落ちた。

　それが崩くずれはじめていた敵の戦意をくじいたのか、いっせいに小倉城にむかって退却しはじめた。




　幕府体制はすでに歴史を担当する能力をうしない、その力は日に日に衰弱している。

「衰弱した政権というものほどみじめなものはない」

　ということを肌身で味わわされたのが、大坂に駐在している老中板倉伊賀守勝かつ静きよだった。

　老中板倉は、このころ、薩摩藩の京都における外交担当者の大久保一蔵（利通）を大坂城にまねいた。

　用件は、長州征伐の出兵をがんとしてこばんでいる薩摩藩の態度をあらためさせるためであった。

　むろん、幕府要人は、薩摩が坂本竜馬のあっせんで長州と攻守同盟をむすんだという幕末最大の歴史的事件を知るよしもない。

　──なぜ薩摩藩が出兵命令に応じないのか。

　という疑問は、朝廷、幕府、諸藩のあいだでさまざまに取りざたされていたが、たれもその核心をつく理由を知る者がなかった。薩摩藩と仲のよかった親王、公卿でさえ、

「第一次長州征伐のとき、西郷が幕府と長州のあいだに立ってさまざまに周旋したがその苦労を無視して幕府は第二次長州征伐をおこしてしまった。かれらは面目をうしない、かつ幕府に腹をたてている。要するに西郷とその同志の大久保の二人をなだめれば薩摩藩は幕府に従うであろう」

　といったふうのあまい観測をたてているくらいだったから、その線にのっとり、老中板倉は、大久保を慰い撫ぶ説得するために大坂城によんだのである。

　大久保は、出かけた。が、薩摩藩としては正面きって日本の正式の政府である幕府の出兵命令をこばむ理由がみつからない。

「大久保はどう言いひらくつもりか」

　と、同藩の者も心配した。

　大久保は平然と大坂城内の一室にあらわれ着座した。その端正な顔が、いくぶん青ざめている。

　やがて板倉が上座にすわり、問題の核心に入り、薩摩の出兵を要請した。

「お声がきこえませぬ」

　と、大久保は耳に掌てをあててきょとんとしている。聞こえないふりをよそおったのである。

　板倉は自然、声を大にし、おなじことを何度もくりかえし、ついにははなはだしく疲労した。

「まだ聞こえぬか。長州を討てというのじゃ」

「なに、幕府を討て？」

　と、大久保は、とほうもない声を出した。

「討幕とはなにをおおせられます。まさか幕府を討つわけには参りませぬ」

「いや、長州を討てというのじゃ」

「お言葉ながら、幕府を討つことはひらに御断り申しまする」

　と、聞きちがえの一点張りでとおし、憤然と席を立って辞してしまった。

　あとで板倉がひとに、

「薩の大久保は聾ろう者しやであるか」

　ときくと、なかなかよく聞こえる耳をもっております、ということだったので愚弄されたことがやっとわかった。

　しかも、前線の戦況は幕府に敗色が濃く、威信は日に日に堕おちつつある。




　戦況が、幕府によくない。

　日本海岸を進んだ長州軍は連戦連勝のいきおいで石州へ攻め入り、浜田城をかこみ、七月十八日、城を陥落させた。浜田藩主松平武たけ聡さとは城を焼いて海上からのがれ去った。

　瀬戸内海方面の「芸州口」でも、長州軍の優勢のまま戦況が一進一退している。

　九州上陸戦である「小倉口」では、小気味いいほど長州軍が勝ちつづけた。絶対優勢のはずの幕府海軍が、わずか数隻の長州海軍と沿岸砲台に牽制されて制海権をにぎれず、三度にわたって長州陸軍の敵前上陸をゆるし、ついに七月三十日、幕軍の事実上の指揮官ともいうべき老中小笠原長行が幕艦富士山丸にとび乗って敵前逃亡し、その翌日、小倉藩は独力抗戦しがたく、みずから小倉城を炎上させて退却した。

　この小倉城の落城には、幕府瓦解のきざしともいうべき挿話が多い。

　幕軍側では、肥後熊本藩の藩兵がもっともつよく、ほとんど独力をもって長州軍をささえ、七月二十七日の戦闘ではむしろ肥後兵が勝った。

　その最強の肥後軍団が翌々日には陣をひきはらって戦場を離脱し、帰国の途についている。

　──かようないくさは出来ぬ。

　とかれらはいうのだ。幕軍の最高指導者である老中小笠原長行への不満らしい。長行には統率力がなく、たとえば肥後兵が峠で巨木をきりたおして防ぼう塞さいをきずいているのをみて、

「なぜ他領にきて生木を切るか」

　などと、まるで護林官のようなことをいって、肥後兵の戦意を殺そいだりした。しかし肥後兵を戦場から去らしめた最大の理由は、大坂方面から流れてきた秘密情報であったろう。

　将軍家茂は、七月十日大坂城内で重体におちいったが、かたく秘せられていた。同二十日ついに病歿した。この報が、どういう経路で小倉防衛の肥後人の耳に入ったかはわからない。

（幕府の要かなめがゆるんだ）

　と、肥後人は敏感に察したにちがいない。将軍が死に、しかも次の将軍がたれになるかきまっていないのである。当然、政情は不安になる。だけではない。

　幕軍は一諸侯の長州に連戦連敗し、その中央政府としての威信はまったくおちた。肥後人としては、

（このような無用のいくさで藩の力を消耗しているよりも帰って割拠の態勢を確立せねば）

　ということで無断撤兵を断行したに相違ない。もはや戦国当時の大名割拠の考え方が出はじめている。肥後だけではない。

　九州では、肥前佐賀の鍋島が日本最大の洋式軍隊をもっていながら幕命をきかずに不戦の態勢をとっているし、筑前福岡の黒田は、藩内事情を理由に出兵せず、久留米の有馬は出兵こそしたが、戦場で戦わない。

　そこへ、最高司令者である老中小笠原みずからが戦場から遁とん走そうしたのである。もはや日本にあっては政府が消滅した、といってもいい。


    
    
　竜馬がゆく ㈦






厳　島










　幕府は、頭脳を必要とした。この幕府崩壊の危機を食いとめるにはよほどの頭脳が必要であろう。

　勝海舟が将軍の直じき命めいによってふたたび起用され、江戸から大坂にのぼってきたのは、六月二十二日である。

　江戸を発ほつ足そくするとき、幕府の大蔵大臣ともいうべき勘かん定じよう奉ぶ行ぎよう小お栗ぐり上野こうずけの介すけ忠ただ順まさが江戸城内の一室でひそかに勝を招じ入れ、

「貴殿は大坂に参られる。おそらくかの地にあって幕府中興の方策についてなにかと上様から御ご諮し問もんあろうかとおもいます。それについてじつはお耳に入れておきたい秘密がござる。お聞きくだされよ」

　といった。

　小栗忠順は、勝とともに、幕府の二大秀才といわれた人物である。ただし、政見が基本的にちがっている。勝が、「日本」を考えようとしているのに対して小栗はあくまでも幕府のみを考え、その点、極左と極右ほどのちがいがある。自然、仲もわるく、勝は小栗のことを、

「大だい邪じや」

　といっているし、小栗も勝のことを、

「薩長土の過激の士とまじわって幕府を内部から崩さんとする奸かん物ぶつ」

　と見ていた。勝が、竜馬を塾頭として神戸海軍塾をやっているのを小栗はそういう見方で疑い、ついに彼を蹴落して江戸の自邸で蟄ちつ居きよ閉門という目にあわせた黒幕は小栗忠順なのである。

　さて小栗がささやいた「秘密」というのはおどろくべきものであった。

「長州征伐のために、幕府はフランス皇帝ナポレオン三世より、六百万両の軍資金、七隻の軍艦を借りるつもりである。すでに先方の内諾も得、実現のはこびになっている」

　というものであった。

　勝はがく然とした。ヨーロッパ列強がアジアを植民地化する場合にやってきた常じよう套とう手段なのである。衰弱した政府に金と軍隊とを貸して反乱軍を討伐させ、そのかわりに利権を獲得してしまう。小栗はフランスへの見返りとして、横浜に日仏合ごう弁べんの大製鉄工業をおこすこと、北海道全土を貸与すること、などを用意しているようであった。

　さらに小栗はいう。

「長州をつぶしたあと、その仏国の兵力、資力をもって逐ちく次じ、薩摩、土佐、越前など幕府に反抗的な諸侯を討ち、武力で制圧してしまってから一挙に三百大名を廃し、郡県制度をしき、徳川家の威権を神祖家康公のむかしにもどすつもりでござる」

　勝はなにもいわずに小栗と別れた。勝の胸中、小栗の案が実現したころには日本はほろび、フランスの植民地になり果てているであろうということであった。

（日本どころか、幕府をも亡ぼすやつ）

　という憤りが勝にある。

　もっともこの小栗の大構想はすでに幕閣の公然たる秘密になっており、その内容は、「亡ぼされる」はずの越前、薩摩、長州、土州あたりの諸侯にことごとく洩れてしまっている。幕末これらの諸侯や志士が幕府を見限るにいたった契機の最大の一つは、この小栗構想にあったといっていい。




　小栗構想について、いますこしのべたい。

　この、幕府そのものがフランスに事実上身売りしてしまうという案のおこりは、最初、外国奉行池田[image: 筑]後守が、仏公使レオン・ロッシュと仏国の策士モンブランから説かれて出たもので、小栗忠順がこれに賛同し、熱中し、幕府官僚を説きまわり、ついに老中板倉勝かつ静きよと小笠原長なが行みちの快諾を得、実現に移しつつあるというものであった。

　最初にこの秘密を知ったのはかつて幕府の政事総裁職をつとめたこともある越前藩の松平春しゆん嶽がくで、春嶽は土佐の山内容堂などに洩らしている。薩摩藩は、別の経路で知った。

　英国人からきいたのである。仏が幕府をにぎって貿易を独占するばあい、もっとも打撃をうけるのは英国だった。そのため、仏の対幕接近を妨害しようとした。

　英国にとってさいわいにも、横浜の英国公使館には、日本語の会話だけでなく、候そうろう文ぶんまで読解できるアーネスト・サトウという利口な青年通訳官がいた。サトウは各地をとびまわり、多くの人物とあい、ついに日本の情勢と将来について日本人以上の明確な見方をもつにいたった。

　第一に、幕府の寿命はながくない。第二に、次の日本は活動的な雄藩の手によってつくられる天皇政権が担当するであろう、という見通しをたてた。

　英国はこの見通しのもとに、幕府よりもむしろ薩長に近づく形勢を示しはじめた。自然かれらは薩長側に有利な情報も流しつつあったのである。

　その一つが、この「小栗構想」であった。

　こうとなった以上、薩長にすれば、

「座して待てば、幕府につぶされる」

　という危機感をもたざるをえない。とくに薩摩藩が、藩として侮幕・倒幕方針をとりはじめたのは、この衝撃が最大のものであったといっていい。

　さて、江戸から大坂へのぼってきた勝海舟のことである。

　すぐ大坂城に登城し、老中の板倉勝静に謁し、小栗構想に真向から反対した。

「封建を廃して郡県を布しくという案、幕府はこれを秘密としているようだが、すでに天下周知のことである。西さい国ごく諸侯のなかではひそかに巴パ里リに使臣を出している者もあり、それらが巴里の新聞その他でこのことを知り、本国に通報してきている。西国大名はひそかにこの暴案を恨み、急速にイギリスに接近して幕府に対抗するに諸侯同盟を結ぼうとする勢いさえある。とにかく三百諸侯をつぶして天下を徳川氏のみが独占しようというのはすでに政治ではなく私欲であり、かつその私欲のために日本を餌として餓が虎このごとき欧州列強に投げあたえるというのはどういうことか」

　と論じ立てた。

　が、幕閣は勝の論を容れなかった。




　この時代における最大の奇観は、勝海舟という男であろう。巨大な孤峰に似ている。幕臣の身ながらこの乱世にあって左右いずれにも偏せず、一種の予言者的存在として時勢のなかで屹きつ立りつしていた。

　身は軍艦奉行という幕府の高級官僚ながら官僚的游ゆう泳えいをいっさいしない。

　徒党を組んで権力を動かすこともきらいだから政治的勢力というものもない。かれがつれて歩いているのは、つねに若党の新谷道太郎ひとりでしかなかった。

　妙な人物である。

　たった一枚の舌で天下に対抗している不ふ世せい出しゆつの評論家とも言えるし、この乱世の彼ひ岸がんが見とおせる日本唯一の予言者といってもいい。

「勝が大坂にきた」

　という報がつたわると、京の薩摩藩邸から大久保一蔵が馬を飛ばして意見をききにくるし、佐幕急きゆう先せん鋒ぽうの会津藩の有志も門をたたいて会いにきた。

　ただ幕府の最高首脳部だけが、勝を怖れつつもその警抜すぎる議論にへきえきし、高くは評価していない。

「また勝の法ほ螺らか」

　と、将軍輔佐役の慶よし喜のぶほどの才人でさえまゆをひそめることが多かった。

　幕府でただひとり、勝という人物の器量と徳川家への誠心をあるがままに評価している者がいた。

　将軍家いえ茂もちである。

　安政五年、十三歳で将軍職を嗣つぎ、こんにちまで足掛け九年、徳川幕府はじまって以来の動乱のなかでこの若者は生きてきた。

　家茂は、生来の怜れい悧りさのうえに、ほとんど人間離れしたほどの無私な心をもってうまれついていた。早くから結核に冒おかされ、自分の寿命のながくないことを悟っていたらしく、そういう透すきとおった心境から、自分の閣僚の人物や時勢を見つづけていたようである。

　その家茂が、事があるとふたことめには、

「安あ房わ、安房」

　といって勝の意見を求めたがった。

　江戸で免官閉門の罰をうけて蟄居していた勝をにわかに起用したのはこの家茂の異例の直命によるもので、このことについては閣僚はなんの相談もうけず、たとえ受けても彼等は婉えん曲きよくに反対したであろう。

　勝は大坂へきた。

　早速登城して家茂に拝謁すべきであったがその側近からひそかに洩らされたところによると、この四月来、御重体であるという。

　勝は大坂の宿舎にあって家茂の回復を待ちつづけたが、ついに七月二十日の朝、勝と懇意の将軍侍医松本良順からひそかな報らせがあり、

「御ご大たい切せつになった」

　という。死んだというのである。勝は目さきの暗くなるほどの衝撃をうけ、夜陰を冒して登城すると、殿中は咳しわぶきの音もなく、人は息をひそめ、森林のなかをゆくように静かであった。勝は多感な男だ。

（徳川氏今こん日にち、亡ぶ）

　と「断腸の記」に書いたほどに、この家茂の死を重大に思い、それほどに傷いたんだ。




　次の将軍は慶喜である。というのが自然ななりゆきだが、多少混乱した。

　慶喜は弁才ともに備わった活動家で、それだけに幕閣にも不人気であり、江戸の大奥や旗本のあいだにも人気がなく、京の勤王派の公く卿げにも人気がなかった。

　俊敏な慶喜は自分の不人気を知っている。この不人気を押して将軍になったところでうまくやれないことを察し、

「自分には時勢の混乱をおさめうる自信も見通しもない」

　といって固辞し、頑として受けなかったため、逆に一種の人気が出来、慶喜反対派でさえ慶喜の将軍就任を説得しようとした。

　やむなく慶喜は受け、

「ただし徳川宗家だけは継ぐ。将軍の職をつぐことはいましばらく考えてみたい」

　と言い、とりあえずこの水戸家の出の稀き代たいの才物は「将軍御ご名みよう代だい」というかたちで幕府を代表するようになった。

　その就任早々、鼓こを鳴らすようにして打ち出した政策が、

「長州大おお討うち込こみ」

　というものであった。慶喜はそれを大たい声せい呼こ号ごうして触れまわった。なにしろ家康以来の権けん略りやく家かという評判があり、かつ、家康にもなかった能弁、教養、海外知識がある。一人で政策をたて、一人で宣伝し、一人で実施しようという勢いであった。

「大討込」

　という誇大な表現にも慶喜らしさがあり、かつそういう景気のいい表現をつかわねば、連戦連敗で内外の信用をおとしてしまっている幕府の現状を救いようがなかった。

　慶喜はいそぎ作戦方式を変えた。

　いままでは幕軍が従で諸藩の兵が主になって戦っていたが、それを逆にし、幕軍を主力にすることにした。

　この噂が江戸につたわり、江戸の旗本は徴兵されることを怖れ、あわてて隠居届を出す者が多くなった。このため二十代の若い当主が隠居し、五、六歳の幼童が天下の御ご直じき参さんになる、という事例が続出した。

　慶喜はむろん、二百数十年の無為徒食によって腑ふ抜ぬけ同然になりはてている旗本に多くは期待をかけていない。それよりもむしろ百姓町人から志願制をもって採用した「歩兵」に頽たい勢せい挽ばん回かいの期待をかけた。

　慶喜は、平素豚肉を好んだり、ナポレオン三世から贈られた皇帝の軍服を着て西洋馬を乗りまわすほどの洋化主義者で、洋式歩兵と洋式砲兵の効能を一番よく知っている。

　現在、大坂の本営に駐留している洋式幕軍は歩兵十三大隊だが、あたらしく徴募してこれを二十大隊にふやし、大砲も八十門に増強する、と慶喜は宣言した。

　かつ、慶喜は野戦をみずから指揮しようとし、その行軍用の準備も整えた。従来の将軍行列ではなく、持ち物といえばランドセル三個だけで、一個には露営用の毛布を入れ、一個には着がえのシャツ、一個には時計その他の携帯道具を入れた。

　まるで灰かぐらが立つほどに「大討込」を呼号していた慶喜が、ある日急に沈黙した。




　慶喜は、小こ倉くら城の落城を知ったのである。

　小倉城は八月一日に陥おちている。敗報が大坂城にもたらされたのは、内海に蒸気船の便があるというのに十日後の十一日夜であった。その通報の遅さからみても、幕軍前線がいかにゆるみきっているかがわかる。

「陥ちた？　たしかか」

　慶喜は叫びつつ反問し、やがて確報であることがわかると、ほとんど失神するほどに落胆した。

　慶喜の性格であった。調子に乗っているときは豪気で放胆なこともでき、その行動、弁口が車輪のように動く男だが、いったん事が一頓とん挫ざすると奈な落らくに堕おちこむほどに失望し、逃げ腰になる。

「大討込はやめる」

　と言いだした。これには閣老以下の諸役が仰天した。たったいままで景気のいい進発論をぶち、朝廷からも御言葉を頂戴したうえ、官軍総督のシルシとして皇室相伝の御ぎよ剣けん「真ま守もり」を節せつ刀とうとして拝受し、しかも明十二日には広島へ本陣を進めようとしているやさきなのである。

（狂気なされたか）

　人々は一時、そう思った。が、慶喜の性格としてしばしば変転するが、変転した以上、頑として再転しない。しかもかれの稀き世せいの弁才は、この変説を徹底的に理由づけ、ついに正当化してしまう。

　のち、ある人が、慶喜のこの奇妙な性格を、

「百才あって一いつ誠せいなし」

　という言葉でみごとに言い抜いたことがあるが、この場合もそうであった。

　慶喜はすでに軍令をくだし、軍資金には江戸の勘定奉行に命じて手形発行の用意までさせ、自分は三個の軍用ランドセルまで用意し、兵は大坂の宿舎にあって明日の出発の準備を終えているのである。たかだか、小倉一城の失しつ陥かんていどの敗戦ぐらいは、「一誠」の攻撃精神さえあればすぐとりもどせるであろう。

　が、慶喜の心は、翻ひるがえった。

「朝廷をどうする」

　と、さすがの慶喜も、これには思案をうしなった。薩摩藩主その他多くの止戦説を慶喜ひとりが論ろん駁ばくして強引に出戦の「聖旨」を朝廷から出さしめた。朝廷もその威信上、ひっこみがつかないであろう。

「二条関白に内願して聖旨おとりさげを頼んでまいれ」

　と腹心の原市之進をまず京都に走らせ、自分も十三日上京し、八方奔走し、関白以下の公卿に快弁をふるい、ほんの先日自分が強願してやっと獲得した聖旨を取りやめていただくよう懇願した。

（才子でありすぎる）

　公卿衆もあきれ、ごうごうたる反対論もおこったが、結局はそうせざるを得なくなった。




　結局、止戦である。

　朝廷はそれでおさまった。が、敵は長州である。この戦勝におごった敵に止戦を申し入れるには、たれを使節に選べばいいであろう。

「止戦の使者には、勝殿をおいて他にござりませぬ」

　と慶喜に意見具申したのは、慶喜の腹心で策謀家の原市之進であった。原は勝という人物が大きらいだが、あえて推したのは、勝が平素、天下の過激志士とつきあい、長州にも知人が多い、という点を買ったのである。

「勝殿ならば、たとえ敵に殺されても徳川家にとって惜しい人物ではございますまい」

　そうも言った。勝ぎらいの慶喜もここでうなずき、

「されば勝に行かせよ」

　といった。由来、政治は悪人の仕事だというのはここであろう。

　慶喜は京都にいる。

　勝はよばれ、早はや駕か籠ごで淀川堤を北上して京の慶喜の旅館を訪ねた。慶喜は朝廷に出かけていて留守で、原が用件をのべた。

「貴殿の御名誉でござりまするぞ」

　とおだてた。勝はきせるをくわえてそっぽをむき、

（なにを言やがる）

　と返事もしなかった。

　もともと勝は、長州征伐の反対論者で、慶喜やこの原市之進それに老中の小笠原長行などは主戦論者だった。その小笠原が、小倉の戦場をすてて海上から逃亡した。

「壱い岐き殿（小笠原）もぶざまなことさ。主戦論者てえのは、えてしてそんなものだよ」

　と、目の前にいる小笠原と同腹の原に痛烈なあてこすりをいった。勝の、人にきらわれるゆえんであろう。

　そこへ慶喜がもどってきて勝を謁えつし、口をすっぱくして使節承諾方を口く説どいた。

　勝もついに意を決し、

「さればおひきうけつかまつりまする。しかし勝は勝なりの談判の方法がございますが、おまかせくだされまするや」

「まかせるとも」

　慶喜は、調子よくいった。

「あとで、御苦情は出ませぬな」

　という意味のことを婉曲にいうと、慶喜は大きくうなずき、「出ぬ」といった。

（あやしいものだ）

　と思ったが、勝も敵地に乗りこむ以上、死を覚悟せねばならなかった。

「一月以内でまとめて参ります。そうでない場合、勝の首と胴は、長州人の刀で断たれたと思おぼし召めしくだされますよう」

（勝らしい大芝居なせりふだ）

　と慶喜も、勝のそういう臭しゆう気きがきらいでこのときも視線をそむけ、口だけで、

「たのむ」

　といった。

　そのあと、慶喜は、勝が幕府の全権使節である以上相応の行ぎよう装そうをせよ、と言い、旗本の一隊をつけようと言うと、勝は苦笑して、

「一人がよろしゅうござりまする」

　といって断わった。

　事実勝は、自分の若党さえ大坂に残し、ただ一人で広島へくだって行った。

　服装も、幕府の高官らしいものでなく、木綿の紋服という粗末なものである。勝らしい型やぶりといっていい。




　勝は八月二十一日、海路広島につき、芸州藩（浅野家）に申し入れて会見のおもむきを長州藩に伝達してくれるよう頼んだ。

　勝は、宮島に宿をとった。

　宮島は厳いつく島しま明神の社領で、芸州藩領に属しつつも一種の中立地帯をなしている。

「だから長州の斥候も潜入している」

　と、後年、勝は語っている。長州の斥候隊は洋服姿の肩に洋式銃をひっかけ、海からやってきては、旅館のまわりをうろうろ歩き、

「勝安房守か」

　と、門前の関せき札ふだを読み、

「幕使というが、ろくな使いで来たのではあるまい。次第によっては殺してやる」

　と大声でわめき、時に発砲する者もいた。当然、旅館の近所では襲撃戦がはじまるものと思い、家財を背負って広島のほうに逃げだす者が多い。

「おれの旅館でもそうさ」

　と、勝はのちに言う。

「みな逃げ散って老婆一人が残っていた」

　老婆一人が、この将軍名代の身のまわりを世話していた。世が世ならばありうべからざる光景である。

　勝は死を覚悟して、この老婆に襦じゆ袢ばんと下帯をたくさんこしらえさせ、毎日新しい下着をつけかえた。老婆は、勝が何者だということが一向にわからず、

「旦那様はどなたでございます」

　というと、勝はからから笑って、

「江戸の講釈師だよ」

　といった。

　長州の使節はなかなか来ない。待つほどに九月になった。

　その一日、芸州藩から家老の辻将しよう曹そうがやってきて縁に座し、座敷の勝へ、

「長州から来状があり、明二日、使者が当地に到着するとのことでござりまする。つきまして御会見の場所として、この近所の大願寺の書院を準備つかまつりました」

　といって平伏した。

　その光景をみて旅館の老婆は仰天し、はじめて勝がどうやら講釈師でないことを知った。

　朝になった。

　勝は、ぶらりと旅館を出た。相変らず木綿の紋服に小倉袴という粗末ないでたちで、扇子一本をもち、大願寺の山門に入った。

　大願寺はこの島における最大の寺で真言宗に属し、厳島明神の神宮寺として栄えている。

　勝は、書院にすわった。

　そこへ長州の軍使がきた。正使は長州藩政務役広沢兵助（維新後、真さね臣おみ、参議、明治四年刺客のために死亡）で、ほかに、井上聞もん多た、太田市之進、長松幹、河瀬定四郎で、計五人。

　広沢は他藩では有名でないが、政治能力にかけては長州藩きっての利きけ者ものでこのとき満三十二歳、大男で色が白く、ぶざまなほどに肥っている。

「その進退礼あり」

　とのちに勝は書き、さすがは広沢だ、とほめている。広沢は勝の身分を尊重し、座敷にはあがらず、縁側にすわって動かない。

　副使の井上聞多は、顔中べたべたと膏こう薬やくをはってすわっている。藩内佐幕派の刺客にめった斬りにされた傷がまだなおらないのである。




　勝は生来、英雄譚ばなしのすきな人物で、古英雄の逸話や事歴をよく知っている。

（外交には羽柴[image: 筑]前守当時の秀吉のやりかたがもっともよい）

　とおもっていた。秀吉という男は、つねに素っ裸で相手のふところのなかに飛びこむ、というやりかたであった。「赤せき心しんを推おして他人の腹中におく」ということであろう。

　秀吉が[image: 筑]前守のころ、山崎で明智光秀を討ち、近江賤しずケ岳たけで柴田勝家を敗走させ、さらに進んで越前に入り、同国府中（現在の武たけ生ふ）城の城外にせまった。府中城の城主は前田利家で、秀吉とは年少のころからの友人ながら、たまたま柴田勝家の与よ力りき大名であったために、いまは秀吉の敵になっている。秀吉はこれを外交によって味方に繰り入れようとした。

　秀吉は供とももつれず、ただ一騎、府中城の城門まですすみ、自分に照準ねらいをつけている鉄砲群にむかって、

「撃つな、撃つな」

　と白扇をあげ、

「わしは[image: 筑]前ぞ。又また左ざ（利家）はいるか。物語などせんと思って参ったぞ」

　と言い、あきれる城兵をしりめにするすると城門から入り、利家と対面し、戦わずして利家を降くだしてしまった。

　勝は、その伝にならうつもりで、単身宮島に乗りこんできたのである。ただ秀吉とちがう点は秀吉は勝利者であったにひきかえ、勝は敗れた幕府の代表であった。よほどの人間力りきをもちいなければ、長州人と和わ睦ぼくをむすぶことはむずかしいであろう。

　長州代表広沢兵助らの態度はあいかわらずいんぎんで、縁側から動こうとしない。

「どうぞ座敷へ。そこでは話しにくうござるゆえ、どうぞこちらへ」

　と勝も舌がくたびれるほどすすめたが、かれらは身分を心得て動かない。ついに勝は立ちあがり、

「されば拙者からそちらへ参る」

　とせまい縁側に割りこんできたので、長州の使節は閉口して、

「されば非礼ながら」

　と、笑いながら座敷に入ってきた。この勝の世話にくだけた態度と剽ひよう軽きんさが、長州人の心証を大いにやわらげた。

（聞きしにまさる達人だ）

　と、どの長州人もおもった。勝の秀吉流儀がみごと成功したといっていい。

　それに長州人たちは、勝が年来自分たちに同情的であることも知っており、幕府の長州征伐に対しても終始反対論を押しとおしてきたことも知っている。

　勝は、奇想にみちた弁論家である。

　いきなりインドの例を引き、

「インドは国内の土ど侯こうが相せめぎあっているあいだに英国が漁夫の利を得、うまうまと国をとられてしまった。いま列強が毒どく牙がを研といで日本を環視しているとき、兄弟喧嘩をしてはなんともならぬ。ここは双方、日本万世のために鉾ほこをおさめようではないか」




　長州の広沢兵助という人物は、白い贅ぜい肉にくでできあがっている。

　感情で動かない。利と理で物を考え、いささかも相手の口車に乗るようなたちの男ではない。

　その広沢が表面いんぎんをよそおいつつ勝の言説を傾聴し、やがて、

「お説はごもっともながら」

　と、口をひらいた。広沢はいままでの幕府のやりかたの狡こう猾かつさ、陰険さをいちいち実例をもって衝つき、

「勝先生は信用つかまつりますが、幕府は信用できませぬ」

　と、水のような冷静さでいった。

　勝もさる者であった。大きくうなずき、

「そのとおりでござる」

　と言い、急にべらんめえ調になって、勝自身が幕閣の無能と無節操ぶりをこきおろし、

「貴公らが正気で相手になさるような手合ではありませんのさ。しかし国家にとって幸いなことは、こんど一橋慶喜公が徳川宗家をつがれ、当節の難局にあたられる。慶喜公はご存じのとおり英明勇断をもってきこえたお方ですから、従来のようなことはござんすまい」

「しかし」

　と、広沢はなおも幕府の信用すべからざることを言ったが、勝はとうとう笑い出し、

「幕軍は敗けたのでござるよ。長州はその用兵の巧妙、将士の勇敢さをもってみごとに勝った。貴殿らは勝者だ。私は敗軍の将の一人である。勝者が敗者に苦情をいうような話は古今きいたことがない。もういいかげんに幕府をゆるしてやりなされ」

　といった。勝の毒っぽい口にかかっては、幕府の形式上の威信もなにもないが、この場合、こう言わなければとうてい止戦の目的をはたすことはできぬと思ったのだ。

「ゆるしてやりなされ」

　ときいて、広沢ら長州人はあっと声をのみ、目がさめたような顔をした。いままで幕府を軽蔑しつつも、日本の支配者として畏い怖ふしていたのだが、その幕府を、幕府の使者みずからが、ゆるしてやれ、というのである。

（われわれは勝利者なのだ）

　という実感をもつとともに、勝という男の虚心さに感嘆した。

「お説、ことごとく相わかり申してござりまする」

　と広沢ほどの男が顔を紅潮させて感動をあらわしつつ頭をさげ、終戦を承諾した。

　あとは、撤兵に関する具体的な取りきめだけが残ったが、それも数分で話が済んだ。

「広島にある幕軍は、私が」

　と勝はいった。

「当地を立ちのくと同時に陣をはらって去りますが、その退陣する幕軍の背後から、長州が、朝廷に陳情申すことありなどとの口実を設けて追つい尾びしたりはなさるまいな」

「しませぬ」

「それで安堵した」

　勝は、快活にいった。これで幕府も面目をつぶすことなく、長州もその名誉を傷つけることなく、めでたく大団円を結んだことになる。




　勝にはいつも孤独の翳かげがある。

　──使命を果たした。

　といってもこの男には、それを喜びあう同僚がいないし、従者ひとり連れていないのだ。その夜、旅館の老婆ひとりを相手に、飲めもせぬ酒をのみ、

「婆ばばぁ、酔った」

　と、老婆をびっくりさせた。猪ちよ口こで三ばい飲んだだけで、この小男は真赤になっているのである。

　翌朝、せっかく宮島にきたのだからとおもい、厳島明神に参詣した。

（さすがは西さい海かいの大社だ）

　と思いながら境内のあちこちを足にまかせて見物してまわるうちに、

（古来、厳島には武将の奉納品が多い）

　ということに気づいた。源平時代から戦国期にかけて、諸国の武将はこの明神に人をつかわして戦勝を祈願し、勝てば甲かつ冑ちゆう刀剣などを奉納したものだ。

　宝物殿に収蔵されている武具のうちおもなものだけでも、源義家の甲冑、平清盛の法華経唐から櫃びつ、足あし利かが尊たか氏うじの短刀、豊臣秀吉の太刀、毛利元もと就なりの槍、同輝元の太刀、短刀など、かぞえきれない。

（おれも徳川幕府の代理人としてこの地へ来て、ぶじ使命を果たしたのだ。なにか奉納しておこう）

　と思い、幸い、懐中に短刀をもっている。作者はわからないが非常な名品で、南朝の護もり良なが親王の御ぎよ物ぶつであったといういわくがついている。奉納してもはずかしくないものだと思い、社殿の横の神官の詰所にゆき、

「この短刀を奉納したい」

　と、いきなりそれを差し出した。

　神官はうろん臭げに勝の風ふう体ていをじろじろみて、受けとろうとしない。綿服、小倉袴、供も連れぬ、という武士では、ろくな階級の者であるまいと見てとったらしい。

「はて、当社は、筋目の品しか受けとりませぬ。奉納はご無用になさるがよい」

「いや、品は筋目がいい。畏かしこくも護良親王の御物である」

「そう申されるあなた様は？」

「勝という者だ」

「いずれの勝殿でござる」

「江戸の勝だ」

　このあたりが勝のへそまがりといわれるゆえんで、大公儀の軍艦奉行、従じゆ五ご位いの下げ安房守と名乗れば神官も仰天するであろう。それをわざとしなかった。もっともそう名乗ってもこの粗服の小男を、神官はまさかそれほどの人物とは信じなかったかもしれない。

　神官が受けとらないため勝は閉口し、ついに懐中から十両の金をとり出し、それを添えて差し出すと、神官はやっと受けとり、

「ご奇特なことでござる」

　かるく頭をさげた。

　維新後、勝はこのことをこう語っている。

「当時、神官もおれをどこの馬の骨かと思ってたらしくなかなか受けつけず、やっと十両の金を出して奉納を承知してもらったが、今ではなかなか大切がっているそうだよ」




　勝は生来、楽天的な男だが、その仕事には悲劇的なにおいがつきまとっている。

　大命を果たして海路大坂へ帰り、すぐ慶喜に復命すべく京都にのぼったが、出発のときあれほど勝を口説いたおなじ慶喜が、会おうともしなかった。

　勝は拝謁を申し出たまま旅宿で待ちつづけ、三日目にやっと拝謁をゆるされた。

　勝は、報告した。

　が、慶喜はだまっている。やがて勝の報告がおわったが、慶喜は、御苦労、ともいわずに座を立ち、奥へ入ってしまった。

（なにごとであるか）

　と、勝は内心不快だった。せっかく命がけの使命を果たしてもどったというのに、どういうことであろう。

　あとで側近にきくと、慶喜は勝が無条件和睦をして帰ったことを怒っているという。

　──そちにすべてをまかせる。

　と出発にあたって慶喜は言っていながら、勝の処置に不満であった。慶喜としては長州と止戦をしたうえ、なおかつ幕府の体面をたもつために、懲罰をしたかったのである。

（なんと虫のいい。……）

　と、勝は、慶喜にむかっ腹が立った。さんざんに敗まけた幕府が、連戦連勝の長州に和を乞いつつ、なお罰をあたえるなど、出来る相談ではない。

　しかも慶喜は、勝を売っている。

　勝を止戦の使者として送りだしたあと、気が変わって別の止戦政策をうち出した。朝廷に乞い、「勅ちよく諚じよう」という形で長州に対し、

「将軍が亡なくなり、上下哀あい悼とうしている。そのおりから戦いは好ましくない。しばらく戦いを見合わせよ。それについては、長州藩は、その侵略した土地から兵をひきあげよ」

　と高圧的な命令をくだした。

　長州藩は激怒した。勝との約束がちがうではないか。

　それだけではない。幕府は「勅諚」という名目を借りて、勝った長州に休戦命令を出している。しかもその文中、

「しばらく戦いを見合わせる」

　とあるのは、将軍の喪がすめばふたたび長州征伐をはじめる、という意味にもとれるではないか。

　右の理由で長州藩はこの勅諚の受理をことわり、戦時状態のまま、兵だけは国境内にひきあげる、という処置をとった。

　勝の役まわりは、子供の使いのようになった。慶喜に無視され、結果的には長州を裏切ったことにもなり、もはやこれ以上、官途についていることはできず、老中板倉勝静まで辞表を提出した。軍艦奉行に再度任命されて、たった三月しかたっていない。板倉はさすがに気の毒に思い、

「まあ、そう怒るものではない」

　と慰留し、江戸での閑職を用意した。軍艦操練所の事務を取りあつかう役目で、勝の才能を必要とするような仕事ではない。

　勝は京を去るにあたって宮使えの身をなげき、

「もはやおれの時代ではない。おれの志は、竜馬のような束縛のない男がついでくれるだろう。しかし竜馬はどこにいるのか」

　と、若党兼門人といった格の新谷道太郎にいった。




男　ど　も










　瀬戸内海の天を、秋の気が日一日と長く染めはじめるころ、戦争がおわった。

　竜馬は下関にいる。

（早く長崎に帰らねば）

　と思いつつも帰れないのである。

　ある日、下関阿あ弥み陀だ寺じの伊藤助大夫方の二階で海峡をながめながら、

「妙な話さ。いくさには勝ち、幕威は衰え、時勢は大きくかわろうとしているのに、おれはモトのモクアミになった」

　と、同志の陸む奥つ陽之助にいった。

　まったくそのとおりだった。苦心惨さん憺たん手に入れた例のユニオン号は、幕長戦争のおわるとともに、約束どおり長州海軍局に返上し、竜馬の手から離れた。

　名も長州式に改められ、乙いつ丑ちゆう丸まる。

　その艦に乗り、幕府艦隊相手に奮戦したことも、いまは夢のようである。

「なあ、陸奥よ、船のない亀山社中というのも妙なものだぜ」

　竜馬の亀山社中の業務内容は、一に貿易、二に海運、三に討幕用の私設海軍、というものだったが、その奇抜な結社にかんじんの船がないとはお笑い草にもならない。

　船がない以上、根拠地の長崎にも戻れないのである。

「飯も食えぬ」

　これも笑いごとではない。

　竜馬の社中はしだいにふくれて、いまは水夫火夫をふくめると五十人はいるのだ。それらを食わせて行かなければならない。

　現に、この阿弥陀寺の回船問屋伊藤助大夫方には、船長格の菅野覚兵衛以下二十人が毎日ごろごろしている。毎日三食、食わねばならない。

　長崎の根拠地にも留守の人数があそんでいる。

　なるほど当分は、例の長州が薩摩に贈って薩摩がことわり、結局竜馬の手におちた五百石の米で食えはする。

（が、さきのことをどうするか。船がなければどうにもならぬ）

　見通しはない。

「滑こつ稽けい本ぼんのたねになりそうですな」

「なぜだえ」

「戦さに勝ってすってんてんになるとは」

「まあ、なんとか智恵がうかぶだろう」

　長州藩では気の毒に思っているらしい。思っているどころか、桂などは、

「坂本の窮状を救わねば、わが藩は忘恩の徒になる。戦勝の基礎をつくったのは坂本がやってくれた薩長同盟であり、坂本が買いこんでくれた洋式武器である。しかも坂本自身が海峡で幕府艦隊を制圧しつつ小倉藩領への上陸戦をたすけてくれた。十中八九まで坂本のおかげではないか」

　と言ってくれているようだが、長州藩もばく大な戦費をつかったあとだから、竜馬のために蒸気船を一隻買う、というような芸当はとてもできない。

　長州藩の支藩の長府藩などは、具体的に、

「社中をそっくりわが藩で扶ふ持ちしたい」

　といってくれたが、竜馬はことわった。いまさら長府藩士になるなどは竜馬の自尊心がゆるさない。

「坂本は世界の浪人だ。それでいい」

　と、竜馬はいった。




　このころすでに竜馬は、天下の坂本竜馬になりつつある。

　下関の宿にいても、毎日、来客が絶えたことがなく、その客も薩長州の藩士だけでなく諸藩の志士はあらそって竜馬に面会をもとめる、というしまつで、ついさきごろ京の偵察からもどってきた寝待ノ藤兵衛なども、

「下げ足そく代をとりましょうか」

　と冗談をたたいてうれしがるほどだった。

　この下関阿弥陀寺なる回船問屋伊藤家は、二十間間ま口ぐちの大きな商家である。

　ある日、この家に、

「坂本さんはおらるるか」

　と、江戸弁にやや肥前なまりのある壮漢がたずねてきた。女中が、

「どなたでいらっしゃいます」

　ときくと、若い武士が快活に笑って、

「肥前大村藩の渡辺昇。いや、それより江戸の練兵館にいた渡辺じゃと申してくれればわかる」

　竜馬は二階にいた。

「ほう、練兵館の渡辺か」

　と驚き、江戸の修業時代がなつかしく思いだされた。練兵館とは斎藤弥九郎道場で、桂小五郎が塾頭をしていた。

　当時、江戸有数の大道場である斎藤弥九郎道場では桂、築地アサリ河岸の桃ももの井い春蔵道場では武たけ市ち半平太、桶おけ町ちようの千葉道場では竜馬、とそれぞれ塾頭をつとめ、鍛か冶じ橋ばしの土州藩邸での諸流大おお試よ合せではたがいに藩と流儀の名誉にかけてわざをきそいあったものだった。

　その斎藤弥九郎道場で、桂が塾頭をやめて帰国したあと、この大村藩士渡辺昇が塾頭をつとめている。

　竜馬とはいろんな場所で顔が合ったものだが、その後、ずっと会ったことがない。

（藩に帰ってから九州諸藩を遍歴して試合をしてまわり、ついに九州第一の名誉を得た、とはきいているが）

　いや、もう一つ聞いたことがある。

　渡辺昇はその後、兄の清とともに京の大村藩邸詰めになり、長州の桂らの影響で志士活動をはじめつつあった。

　そのころ、夏の夕方である。今出川の通りをほろ酔い気分で歩いていると、背後から新選組の隊士が二人、尾行してくる。

（まこうか）

　とおもい、かねて懇意の袴屋に立ちより、水を所望し、何杯かのんで表へ出ると、なおも相手は路上にいる。

　閉口してわざと北野天神までゆき、境内を通りすごした。すでに路上は暗い。

「渡辺っ」

　と、相手が背後から声をかけたとき、この若者は振りかえりざま抜きうちで背後の一人を斬り、一人を逃がした。

「手ごたえもなかった。正直なところ無我夢中であった。藩邸へ駈けもどってから刀をしらべると、べっとりと膏あぶらがついている。それではじめて斬ったことを知った」

　維新後、大阪府知事、元老院議官などをつとめ子爵を授けられたこの人物は、往事をこのように語っている。竜馬も、その一件だけはきいていた。




　渡辺と竜馬は、抱きあわんばかりにしてなつかしがった。

「相変らず、剣術はしちょるか」

「いや、ちかごろは坂本さんや桂さんの真似バして国事に奔はしっちょるばってん、竹刀しないをもつひまがなかごとあるです」

　渡辺昇は、大村藩の藩命によって長州藩の事情を偵察にきたらしい。

「桂に会ったか」

「会いましたとも。昔の剣術仲間はいい」

　渡辺昇は、そういった。桂と渡辺が藩を別にしながらも強い友情で結びついているのは、むかし一ツ道場で修業したという同窓のよしみであろう。

「だから」

　と、渡辺はいった。幕府が大村藩に長州攻めの出兵を要請してきたときも、渡辺昇は藩主に説き、家老に説き、藩論をまとめてついに出兵を拒否した、というのである。

「剣術の功く徳どくだな」

「左様。もしわしが斎藤弥九郎先生の門に入らなんだら、桂さんと近づきになることはなかったでしょう。桂さんと近づいたおかげでいま王事にも奔走している」

　さらには渡辺は、維新後新政府の高官になり、華族にまでなった。渡辺の一例をみても維新革命の温床のひとつは、江戸の三大道場であったといえる。

「ところで、坂本さんは剣術よりも軍艦を動かしておられるそうですな」

　渡辺は、竜馬が、にわか提督として長州艦隊をひきい海峡で幕府艦隊を破った、という評判はいたるところできいている。

「海戦は、むずかしかでしょう」

「なに、軍艦のいくさも剣術もおなじ理屈とカンだ。お前まんさんが、北野天神で新選組を一時に二人斬ったと同じことさ」

「あれは一人ですよ」

　渡辺は照れた。

「ところで、坂本さんは瀬せ戸と内う海ちの水軍大将じゃという大評判ですが、いま、なにをしとられます」

「遊んでいる」

　竜馬は、くそ面白くもない顔をして鼻の穴をほじくった。

「遊んでいるとは？」

「かんじんのものがない」

「金ですか」

「それもある。船もない」

「おどろいたなあ、それならなにもかもないのと同然じゃありませんか」

「まあそうだ」

「坂本さん」

　言ったなり、この肥前大村藩士は爆はじけるように笑いだした。

「えらいよ、坂本さんは。船もなければ金もなしで、馬関（下関）の海をながめて鼻くそをほじくっておられる」

「しかし智恵はあるよ」

　竜馬はふと、妙案を思いついた。ここ数日来思案をかさねても思い浮かばなかった善後策が、渡辺昇の顔をみているうちに思いついたのだ。

「渡辺君、九州諸藩連合をやろう」




「へっ、へっ」

　渡辺昇は竜馬の法ほ螺らを笑いだした。

「渡辺君、なんという笑いかただ」

　竜馬も、われながらおかしくなったらしく、笑いだした。

「どだい、むりですたい、九州諸藩連合などは。九州の諸藩は権現さま（家康）いらい仲が悪かちゅうのが通り相場じゃ」

「しかし、仲良うささにゃ日本はつぶれるぞ。なにしろこんどの幕長戦争で、九州諸藩は、みな幕府方についた。むろん、[image: 筑]前福岡（黒田家）や肥前佐賀（鍋島家）は中立をまもったが、それでも長州に好意的ではなかった。いまや長州は勝った。このさい、九州諸藩に長州をもふくめて諸侯大連合をつくりあげれば、もはやレボリューション（革命）は成ったようなものじゃ」

　竜馬は実のところ、時勢を一挙に討幕戦にもってゆくことは不可能だとおもっている。その前の中間段階として、

「諸侯連盟」

　というものをつくるべきだと思っていた。これは西郷なども同意見である。

「諸侯連盟」を樹立させ、それを国家の正式機関とし、その代表者を京都にあつめ、天皇臨御のもとに議会をひらき、その「連合政府」の結論でもって国政を運営してゆく。いずれ革命政府ができあがるまでは過渡的にそれしかない。なぜといえばすでに徳川幕府は、諸侯統率の実力をうしない、国際的にも外交能力にとぼしく、幕府などには日本をまかせておけないからである。

「長州をふくめての九州諸藩連合は、連合政府のイシズエになるもんじゃ」

「壮大なお志ですなあ」

　渡辺は、にこにこ笑った。

「もっとも拙者は、坂本さんのそういう法螺吹きぶりが大すきですたい」

「ばかにするな」

　竜馬はふくれた。

「しかし、九州諸藩は、宿命として仲が悪かですたい。坂本さんのような土佐っぽにはこれはわからん」

　徳川幕府はその創設当時、九州をどうおさめるかということに頭をしぼった。なにしろ九州は日本史上、火薬庫のようなところだ。平家も都を落ちてから九州の味方の応援で壇ノ浦の最後の決戦ができたわけだし、足利尊氏もいったん中央で没落していながら九州へ落ち、九州の諸勢をあつめて再び勢いを盛りかえし兵庫湊みなと川がわの決戦で楠くすの木き正まさ成しげをやぶって中央に旗をたてることができた。

　家康にとっても、頭痛のたねだった。とくに関ケ原の敗者の薩摩島津家が、なにをしでかすかわからない。このため、大名の配置にも細心の注意をし、たがいに牽制させ、憎悪させるようにしむけた。それが伝統になって、諸藩ことごとく相あい反はん目もくしあっている。




「九州には何藩ある」

「三十四藩ですたい」

　その大なるものは、薩摩島津家七十七万石を筆頭に、肥後細川家五十四万石、[image: 筑]前黒田家五十二万石、肥前鍋島家三十五万七千石、[image: 筑]後有馬家二十一万石などがある。

「いっちょう、やってみるわい。渡辺君、肥前大村藩として君はたすけてくれるか」

「たすけますとも。しかし成算はありますか」

「あるさ」

　成算は、と竜馬はいった。大村藩士渡辺昇には信じられなかった。

「九州諸藩を説いてまわるだけでも半年はかかりますぞ」

「論などはやらぬ」

　竜馬は議論というものの効力をあまり信じていない。議論などで人を屈服させたところで、しょせんはその場かぎりということが多い。

「利だ」

「リ？」

「利が、世の中を動かしている。おれはまず九州諸藩連盟の商社を下関につくる」

　と、その構想を説明した。

　得意の株式会社論であった。

　まず薩長を発起人として二、三の雄藩にはたらきかける。どの藩も財政にこまりぬいているからよろこんで加入するだろう。

　大どころが入れば、他の中小藩も、あらそって加盟を求めてくる。

「説きまわる心配などはないのさ。むこうから揉もみあうようにしてやってくる」

「なるほど」

「時勢は利によって動くものだ。議論によってはうごかぬ」

　妙な志士である。竜馬はさらにいった。

「九州諸藩コンパニーが出来あがれば、自然三十四藩は仲よくなる。その商業結社を基礎に政治結社の性格を帯びさせ、やがては日本的な規模で諸侯連盟をつくりあげてゆく。その連盟が国政をとる」

　連邦政府の構想である。

「幕府は自然と枯れるさ」

「いくさをせずに？」

「ああ、せずに済めばそれに越したことはない。わが同国人の中岡慎太郎などは、維新は戦せんの一字あるのみ、といっているようだが、気き宇うを地球上にひろげれば、幕府も諸藩もあったものか」

　渡辺は、この諸藩連合商社の一件に大いに賛成して帰ったが、竜馬の「法螺」が夕刻になってもう芽が出た。

「薩州様ご家中の五ご代だい才さい助すけ（友厚）様が訪ねてまいられました」

　という取りつぎをきいたとき、

「そらきたわ」

　と、竜馬は内心おかしくなった。

　薩摩藩士五代才助は、おそらく幕長戦後の長州藩の藩情をみるためにこの下関まで出張してきているのであろう。それが、どこかで渡辺昇とばったり出くわし、竜馬の商社の一件をきいたにちがいない。きいてすぐ、追おっ取とり刀がたなでとんでくる、という一幕だったにちがいない。

（利とは、それほど魅力のあるものだ）

　この場合、利というのは経済という意味である。経済が時代の底をゆり動かし、政治がそれについてゆく。竜馬は、奇妙なカンでそう歴史の原理を身につけていた。

（五代才助という男にあうのは楽しみだな）

　竜馬は、薩摩の家中のなかではもっとも変り種といえるこの志士には、ふしぎと掛けちがって会ったことがない。




　五代才助が、竜馬の前にすわった。

　小男だが、鉢のひらいた頭と、するどくはねあがった眉をもち、切れ長の目がいかにも利発そうである。

（いい男だ。野暮ったい薩摩にもこういう男がいるのか）

　竜馬はほれぼれとみた。年ごろは竜馬と同じくらいらしい。

「コンパニーを考えておられるそうですな」

　と、五代才助はしずかにいった。

　なにしろ薩摩藩における外国掛と通商官のような仕事を兼ねている男だ。こういう話題、情報にはとくべつ敏感なのである。

　おもしろい経歴をもっていた。

　薩摩藩でも上士の子で、父親が開明的な名君として知られた前藩主島津斉なり彬あきらの側近であったことが、この五代才助に幸いした。

　十四歳のとき、斉彬から命ぜられて世界地図の模写をした。五代は二通り描きあげ、一枚を藩公にさし出し、あとの一枚を自分の部屋にかかげて、毎日、飽かずながめた。これが、この男を機敏な国際感覚のもちぬしに育てあげてゆく基礎になったといっていい。

　二十で藩に出仕し、幕府創立の長崎海軍伝習所に藩からえらばれて留学した。海軍については竜馬のような「私学」出身ではない。

　文久二年、といえば竜馬が土佐を脱藩した年だが、五代才助はこの年幕府の船に乗って上シヤン海ハイに渡り、はじめてここで国際環境に接した。竜馬が脱藩行で、土佐・伊予の山中をさまよっていることを思えば、進取的な大藩のしかも上士の子にうまれた五代は、野望に翼がついたほどにその行動の半径は大きい。

　薩英戦争のときに、五代は鹿児島湾上の汽船に乗っていたため汽船ごと捕われ、その捕虜生活を通して英人との接触がいよいよ深くなり、帰藩後は、藩の外国掛になった。

　藩に外国貿易の利を説き、その案がゆるされるや、幕府の目をごまかしつつ長崎でしきりと貿易活動をし、さらには慶応元年、藩が幕府には内緒で英国へ留学生を送ったとき、その留学生十四人の監督としてロンドンに渡った。この留学生のなかには、維新後外務卿になった寺島宗則、文部大臣森有あり礼のり、初代日銀総裁の吉原重俊がいる。

　五代は留学生たちをロンドン大学に入れるや、そのあと一万ポンドで紡績機械と二千八百挺の小銃を買いこみ、さらに、ベルギー、プロシャ、オランダ、フランスなどを歴遊し、すでに「手工業」から「工場工業」に移りつつある近代産業の景況を目まのあたりにみて、この年二月、薩摩に帰った。

　いわば、新帰朝なのである。竜馬は、

　──地球こそわが棲すみ家か。

　といっていながら、上海ひとつ見たことがないのにくらべると、五代才助は天使の翼をもっているにひとしい。

「君に会ったらきこうと思うちょった。西洋の会社コンパニーについてチクと講義してくだされ」

　五代はよろこんで竜馬に智恵と知識を提供した。竜馬はそういうことに物喜びするたちだ。手を拍うったりうなずいたり哄笑したりして大いに聴いた。




　竜馬が止宿している下関阿弥陀寺町というのは、町並が海に面している。回船問屋もあるが、長州最大の魚市場もある。海峡から獲とれたての魚が陸あげされてくるので、

「阿弥陀寺の魚がうまい」

　というのは定評だった。自然、魚市場のそばに料理屋が立ちならび、灯ともしごろになるとそれらの掛行燈がかがやき、酒客があつまってくる。

「失礼ながら」

　と、五代才助はいった。

「その九州諸藩連合会社コンパニーについて、あす、そこの料亭魚松にて懇談したいとおもいますがいかがでしょう」

「銭ぜにが」

　竜馬は情けない顔をした。

「ありませんぜ」

「いや、そのほうはそれがしにおまかせねがえれば幸いです。長州の桂君らも、それがしから連絡しておきます」

　五代は帰って行った。

　そのあと竜馬は陸奥陽之助らをよび、この件についての社中の構想を話した。諸藩が金と船を出す。運営は竜馬の社中がやる。

「稀代の妙案ですな」

　と、みな口をそろえていった。

「おしむらくはこっちに金がない。他人のふんどしで角力すもうばかりをとっている」

　竜馬は、情けなかった。案ばかりがあって実力がないのだ。諸藩代表を集めて懇談する費用さえ、薩摩藩に頼らざるをえないとはなんということであろう。

「金、金、金、か。おれほど金のありがたみを知っている者もすくないというのに、そのおれに金がない」

「天、二に物ぶつをあたえず、とは言い得て妙なことばですな」

「いや、あせることはない。いずれ、二物とも得る。おれに金をもたせねば、日本はどうにもならぬ」

「坂本さん」

　菅野覚兵衛が、にがにがしげにいった。

「そう金、金、と言われぬほうがよろしい。われわれにはあんたの真意がわかっているが、土佐ではずいぶんと誤解しているらしい」

「いかにも」

　竜馬は笑いだした。

「天下国家のために死ぬ、と言って脱藩したくせに、諸方を飛びまわって商人あきんどのまねばかりしているのだからな。おれの姉（乙女）でさえ、ぶうぶう怒っちょる手紙を書きおくって来おった。お前まんは金儲けに脱藩したのか」

　その乙女の手紙は、竜馬ははなをかんで捨ててしまったが、返事だけは書いた。姉にまで誤解されてはたまらんと思ったのである。

　竜馬の返事は大意こうであった。

「……乙おと様のおっしゃること、私が利をむさぼり天下国家をわすれている、という文意のように拝察。しかしながら他藩士のように藩費をつかう便宜もない上に、逆に、諸しよ生せいを五十人も養っています。諸生一人につき一年の経費はどうしても六十両は要ります……」




　竜馬は日が落ちると、例の蓬ほう頭とう乱髪、垢こう面めん弊へい衣いのまま大刀を腰にぶちこみ、陸奥陽之助、菅野覚兵衛、中島作太郎、長岡謙吉らをつれて料亭「魚松」に出かけた。

　狭い道を歩きながら、

「この下関阿弥陀寺町のにぎわいをみよ」

　と、陸奥をかえりみていった。

「嫖ひよう客かくあり、酒客あり、商客あり、政客あり、而しこうしてわれらがごとき天下の浪客あり、いずれ下関が第二の大坂になる日が来る」

　竜馬は、そう予言した。

　が、かならずしもこれはあたらなかった。戦前、九州、朝鮮への渡航地として下関は栄えたが、その後交通機関が竜馬の想像を絶するほどの進歩をとげ、もはやこの商港都市の重要性は過去のものでしかない。

　ただし、維新後の下関は竜馬の予言どおりであった。竜馬がいま歩いている阿弥陀寺町にも料理屋が飛躍的にふえ、維新前からあった大だい吉きち、常つね六ろく、傘かさ福ふくといった魚屋が料理屋にかわり、さらに魚七、鈴之家などが出来、そのなかでも、伊藤博文（俊輔）が李り鴻こう章しようと日清戦争後の講和談判をした春しゆん帆ぱん楼ろうが有名である。

　竜馬が入った「魚松」というのは表が魚屋になっている。裏が座敷で田舎くさい小庭をこしらえ、石燈籠をおき、楓かえで、槙まき、矢竹などを植えてささやかな風ふ情ぜいを添えさせている。

「やあ、遅れた」

　と、竜馬らが入ったが、ぜんぶそろっているわけではなく、まだ会ははじまっていなかった。

　竜馬がすわると、むこうにすわっている長州藩代表のひとりの桂小五郎が、目顔で微笑を送ってきた。

　その桂のそばにいる肥った色白の長州藩士が、仙せん台だい平ひら袴の擦すれ音をたてて竜馬のそばまで来、

「先般、勝先生と安芸の宮島でお会いしましたよ」

　と、話しかけた。

　広沢兵助である。あの幕長止し戦せん談判のとき長州藩全権使節として宮島へゆき、会場大願寺で幕府代表の勝海舟と会った。

「勝先生というのは、おどろき入った人物ですな。大公儀の代表であり軍艦奉行、従じゆ五ご位いの下げという身でありながら、黒の紋服に書生のような小倉袴といういでたちで、中ちゆう間げんひとり連れて参られませんでした」

（それが勝先生の策だよ）

　竜馬は心中おかしかった。勝はつねに相手のどぎもをぬく演出をする。この場合は逆に一介の寒かん書しよ生せいのかっこうをして長州藩使節たちのどぎもをぬき、それによって長州人をわが腹中に入れてしまい、話をすらすらと運ばせようとしたにちがいない。

「坂本さんの前で世辞をいうようですが、あれだけの人物は当節おりませぬな」

「当節どころか、古来おりませんよ。この乱世に勝先生がいる、というだけで日本は安心できる、というほどのものです」

「しかし、幕政の先鋒陣からひきさがられたそうですな」

「ははあ」

　竜馬もそうだが、師匠の勝の運命も変転きわまりないようだ。




　やがてみながあつまってきた。薩摩藩では五代才助、それと対長州連絡官である黒田了介（のち清隆、伯爵）、肥前大村藩では渡辺昇、豊ぶん後ご岡藩から某、対馬つしま藩から某、薩摩の支藩佐土原から某、といったぐあいで、十二、三人はいる。

（薩長、大村藩以外は気はゆるせんぞ）

　と、竜馬はおもった。九州諸藩のなかでは中立の藩も対幕戦争勝利後の長州情勢を視察する、というだけの理由で藩士の気のきいた者をこの下関に派遣してきている。だからといって志士ではない。

（それに、福岡、熊本、久留米、佐賀といった大おお藩どころは来ちょらんな）

　当然なことではある。それらの大藩はいずれも恐幕的な藩で、福岡、熊本両藩にいたっては、幕長戦争がはじまる前、幕府の機嫌をそこなうことをおそれて藩内の勤王主義者を大弾圧し、福岡藩のごときはことごとく生命を奪い、いまはひとりも生きていない。そういう藩が視察官を長州に出すはずがなかろう。

（かといって、長州が勝ったこんにち、大いに動揺しちょるんじゃ）

　と、竜馬はおもい、その企てが世間の噂になれば大いに食指を動かすにちがいない、とおもった。なにしろ薬にたとえれば佐幕派や中立派にとって服のみやすい薬で、「政治結社でなく経済結社である」という砂糖味をつけてある。

　いよいよ会議がはじまった。竜馬はあいさつがにが手なので、年若の陸奥陽之助がかわってあいさつし、おなじく社中の長岡謙吉が案件の説明をはじめた。

　説明がおわって質問が出、議論があり、ほぼ話題がつきたころ、

「弊藩は賛同いたします」

　と、薩の五代才助がいった。長の桂、広沢のふたりも賛同した。

　あとは、

「結構な案でございます。しかしながらそれがし一存では賛否を申しかねますので、帰藩の上、お返事つかまつりたい」

　といった。

「もっともなことです」

　と、竜馬ははじめて発言し、やがて筆と硯すずりをとりよせて、規約を作った。

「議定書」

　と、竜馬は、まず書いた。

　六カ条ある。意訳すると、

　一、商社を結成するにあたって、たがいの藩名は出さない。幕府に対しても諸事さしつかえがあるからである。もっぱら商社の名号を名乗る。その名号をどうするかは、追ってきめる。

　二、帳簿を明確にし、損益は折半。

　三、下関通過の荷方船は、上のぼり下くだりを問わず、ことごとくこの商社において臨検し、貨物の品種と値段をしらべ、それによって天下の物資がどう流通しているかを知り、不足なる物資を不足なる地方に商社が出す。

　ほぼ右のようなもので、それを一同に回覧し、賛成を得た。

　が、かといって設立までには相当の時日を要するだろう。




「魚松」の支払いは、薩の財布から出た。

　こういう点、この時代の藩意識というのは強烈なもので、長州側は、

「薩の酒で酔いっぱなしというわけにはいかぬ」

　と、かならずおかえしをする。とくに桂小五郎というのは江戸や京で盛んに藩費によって諸藩の士と会合していた経験があるため、神経質なほどに気をくばる。

　そこでその翌日、長州側の肝きも煎いりによって翁おきな亭ていという料亭でおかえしの宴席が用意され、薩摩藩と竜馬とその社中、それに大村藩士渡辺昇が客としてよばれた。

　席がはじまるまえ、長ちようの広沢兵助が下座につき、

「本ほん夕せきは理屈ぬきの席でございます。みなさま、お心おきなくお興じくだされば世話人として大いなる幸せでございます」

　とあいさつし、そのあと、どっと芸妓がなだれこんできて、いっせいに徳利をとりあげ、酌をはじめた。

（これはこれは）

　竜馬は、ここ数カ月、海戦と社業挽回策にほとんど寧ねい日じつもなかったので、さすがこの男の神経も疲労しきっていた。

「されば本夕は痛飲するかい」

　と、芸妓に注がれるまま大いに飲んだ。

（他ひ藩との酒で酔うのも片腹いたいが、これもいまはやむをえん。時とき世よ時節がくれば、おれの社中の財布で薩人や長人に血へどを吐くぐらい飲ませてくれようわい）

　芸妓は、十二人いる。

　どれも下関よりぬきの美人ぞろいで、座敷に繚りよう乱らんと花が咲きみだれたようであった。

　それらの芸妓が、座がみだれるうちに自然と竜馬のまわりにあつまってきて、大騒ぎした。

　竜馬も、三味線をひいたり、即興の唄をうたったりして騒いだ。

（どうもあいつは宴席食いじゃ）

　と、桂が、下座のほうで苦笑している。

　桂は京の三さん本ぼん木ぎで幾松と浮名をながしたほどの男で、苦み走ったいい男だし、薩の五代才助も切れ長の目に男でさえ魅ひきつけられるほどの魅力がある。しかし、二人ともどこか冷たいところがあって、芸妓衆の人気は竜馬にはとてもおよばない。

　広沢兵助は、

　──白ふぐ様。

　と芸妓衆のあいだでかげ口がたたかれているほどだから一向に映はえない。

　薩の黒田了介は、酒乱である。豪酒は豪酒であるが、酔い半ばで目がすわり、芸妓に罵ば声せいをあびせたりするからとうていもてない。余談ながらこの人物の酒乱は齢としとともにこうじ、総理大臣などもつとめたことがあるが、つねに酒の上の失敗で世間から攻撃されつづけた。

　竜馬は、ふしぎと美男のそろったこの一座でもっとも醜ぶ男おとこだったろう。しかも、垢だらけの着物をきて、顔もろくに洗っていない。

　それが奇妙なほどにもてた。

　竜馬には一種の可か愛わい気げがあるのにちがいない。それに無芸者ぞろいの一座では、竜馬は芸妓そこのけの芸達者でもあった。




　竜馬が飲みさわいでいるとき、桂がそばにやってきて、

「中岡（慎太郎）君がきているらしいよ」

　と、耳うちした。

「ほう、いつだ」

「きのう、京からついてこの下関の白石邸に泊まっているらしい」

「呼ぼう」

　竜馬は、中岡とは数カ月ぶりである。

　ここ数年、天下の志士のなかで中岡慎太郎ほど東奔西走の活動をつづけている男もいないであろう。

（みごとな男だ）

　と、竜馬は同国人ながら目を見はる思いで中岡の存在を思うようになった。頭が緻ち密みつな上に時勢への洞察眼がするどく、行動が機敏で、その思惑が一つとしてはずれたことがない。人物はあるいは長州の桂以上であろうし長州藩もそれを十分に認めていた。

　長州にとっては、中岡ほどの恩人はいなかった。中岡は土州を脱藩してから、

「長州こそ新時代への希望」

　とみこんで長州藩の内外にあって獅し子し奮ふん迅じんの働きをしてきた。

　蛤はまぐり御門の戦いに参加し、戦後、長州藩内にあって俗論党政府の顚覆に力をつくし、京へ潜入しては長州人気の回復につとめ、さらに竜馬とともに薩長連合成立に努力して成功せしめ、また先般の幕長戦争には竜馬が海戦をうけもったように陸戦に従軍し、小倉城攻撃に参加し、その後九州諸藩をとびまわって親長州世論をおこすことにつとめ、さらに大宰府にある五卿と連絡をたもちつつその京都復帰のために奔走し、また京にとび、公く卿げのなかでの唯一の人材ともいうべき岩倉具とも視みの偉材であることを発見し、それをひそかに薩摩藩と結びつける肝煎をし、こんど下関に戻ったという。

（まるで超人じゃな）

　竜馬はそうおもっている。

　中岡は不幸にして頑固な佐幕派が上層部を占める土佐藩にうまれ、それがため一介の浪士となり何の背景もなく天下を駈けまわらざるをえない身だが、器量からいえば、大藩にあって大藩を動かせる立場にある長ちようの桂や薩の大久保一蔵よりは性根もすわり、人物、才幹も上なのではあるまいか。

（あいつも、生れがわるかったよ）

　仕事というものは騎手と馬の関係だ、と竜馬は、ときに物哀しくもそう思う。いかに馬術の名人でもおいぼれ馬に乗ってはどうにもならない。少々へたな騎手でも駿しゆん馬めにまたがれば千里も征ゆけるのだ。桂や広沢における長州藩、西郷や大久保、五代、黒田における薩摩藩は、いずれも千里の良馬である。土州浪士中岡慎太郎にいたっては、馬さえないではないか。徒歩でかけまわっているようなものだ。

（男の不幸は、馬を得るか得ぬかにある）

　竜馬にも、藩はない。しかしこの男は中岡とちがって「亀山社中」という、私藩ともいうべき馬を、独力でつくりあげようとしている。その点が、二人の行きかたのちがいといっていい。




「中岡を呼ぼう」

　といった竜馬は、すぐその場で矢や立たてをぬき使いにもたせてやるべき手紙を書いた。

　酔っている。

　さなくても奔放きわまりないこの男の文章が、ひどくおもしろいものになった。

翁亭において

兵端（戦端）を開き候処ところ


女軍、意外の嘯しよう集しゆう


　と、いきなりそんな文章からはじめた。酒宴をはじめたところ芸妓どもがいっぱいきたというのを、戦さになぞらえている。竜馬はよほど「女軍が嘯うそぶき集まってきた」ことがうれしかったらしい。

攻せめ口ぐち数あま多たあれども

軍議多端

　というのは、芸妓が多くてしかも色いろ香かよき者があまたあるが、軍議多端、つまり、桂や広沢や五代など一騎当千の遊び人が多くて味方の軍議もまちまちにわかれている、という意味であろう。

是ぜ非ひとも参軍、御出張の上

　つまり君もこの酒戦に勇躍参加せよ、ということらしい。

御英議ならでは大たい切せつ如何

と存じ候あいだ

　君のすぐれた作戦能力を借りねばこの重大戦局はどうにもならぬ。

千里の良馬へ御ご一いち鞭べん


御来臨

伏ふし而て、相待ち候也

　さっそく馬にでも乗って駈けつけてきてくだされ。伏してお待ちしています。

呑酒百杯、頓首再拝

竜馬

中岡慎太郎殿




「文字まで酔っていますな」

　陸奥陽之助はそれをもって玄関へ出、玄関わきの小部屋で膳部をもらって飲んでいる寝待ノ藤兵衛に託した。

　藤兵衛は、闇のなかを駈けだした。

　女中が提灯をもって追っかけようとしたが、陸奥はおしとめた。

「だってこの闇でございますよ」

「いや、あいつには見えるのだ」

　まさか盗賊あがり、とはいえない。

　ほどなく藤兵衛が、中岡慎太郎を案内して翁亭にもどってきた。

　中岡が襖ふすまをひらいて入ると、諸藩の士が手をたたいて迎え入れた。

「京都は、どんな情勢だった」

　と、たれかがきいた。中岡はちょっと笑って、

「長州の意外な戦勝で、いままで佐幕一色だった宮廷が大騒ぎさ。このさい一挙に宮廷に勤王色を入れるべきだな。逆に京都守護職会津藩はこの敗戦でいよいよ頑迷で強烈な佐幕派になってきた。もう、狂気といっていい。配下の新選組を拡充し、かれらをけしかけ、路上を昼夜となく徘はい徊かいさせている。こんどばかりはよくぞ命がぶじだったとおもった」




　中岡は、竜馬の横にすわった。

「ひさしぶりだな」

　と、中岡は竜馬の杯を受けながら、道中焼けのした真黒な顔で笑った。

「竜馬」

「ふむ？」

「安藤謙次が死んだ」

「ほう」

　人の死にはいちいち驚いていられぬほどの乱世である。

「されば知っちょらんな、京の三条大橋で土州藩士八人が新選組の連中多数と戦闘した一件のことは」

　中岡は京に潜入したとき、この騒動をきいたらしい。明月の夜だったという。

　三条大橋の西詰めに、幕府町奉行の制せい札さつ掲示場がある。その高札に、

「長州人は朝敵である。もし市中に潜入するとも、これを匿かくもうてはならぬ」

　という意味の布告文がかかれていた。

　その長州が幕軍に勝ったため、在京諸藩の志士の意気が大いにあがり、

「あの制札を倒せ」

　という声が高くなり、夜陰しばしば掲示場に近づいて制札を抜き、鴨かも川がわにほうりこむ者が多い。

　幕府はいちいち、それを建てなおした。

　ついに京都守護職会津藩では業ごうをにやし、

「幕府の威信にかかわる」

　と、新選組に犯人討滅方を命じた。

　新選組ではただちに一策をたて、隊士橋本会かい助すけ、鹿内薫のふたりを乞こ食じきに変装させ、高札付近に昼夜、うろつかせて探索させる一方、局長近藤勇以下三十四人が、付近の酒屋、商家、町会所の三カ所に潜伏して、変報を待った。

　二日、待った。

　三日目の夜、土佐藩の上士で唯一の勤王家だった宮川助五郎が、同藩の郷ごう士しとともに祇ぎ園おん円まる山やまの酒楼で飲んでいたが、酔いがまわるにつれて、

「あの制札、けしからぬ」

　ということになり、一同うちそろって抜きとりに出かけた。安藤謙次は、そのうちの一人である。土佐郡久く万まの郷士で、幼いころから高知城下坂本家に出入りしていたから、竜馬も面識がある。あとは藤崎吉五郎、松島和助、沢田甚兵衛、岡山禎さだ六ろく、早川安太郎、中山謙太郎で、総勢八人である。

　それぞれ高たか足あし駄だをはき、三条大橋を足音たかく渡ったのは、夜十二時に近かった。月明が凄いほどで、あたりは真昼のようにあかるい。

　突如、足もとから乞食が立ち去ったが、かれらは意にも介さず、宮川と藤崎が木もく柵さくをのりこえて制札を抜き、大橋の欄干から川へめがけてざぶりとほうりこんだ。

「幕府の馬鹿野郎め」

　宮川が高笑し、一同立ち去ろうとした。

　すでに乞食の間者は、町会所で潜伏している新選組十番隊組くみ頭がしら原田左之助に急報した。




　新選組は、待ちに待っていた。

　まず、先ぽん斗と町ちよう北の町会所で待機していた原田左之助指揮の十二人が高瀬川に沿って駈けだし、現場につくや、

「討ち漏らすな」

　と叫んで、八人の土州藩士を包囲した。

　土州側の宮川、安藤、藤崎、松島、沢田、岡山、早川、中山らも大剣をぬきつれ、たちまちすさまじい乱闘になった。

　新選組は、斬り込みに馴れている。それに戦法も巧妙で、二人以上が組になり、敵一人に対して前後左右から踏みこんでゆく。

　宮川らも、土州藩の五十人組といわれて、藩公山内容堂を護衛しつつ東海道を上下した連中で、命知らずといっていい。

　双方の剣戟が触れあうたびに火を発し、気合が夜気をつんざき、血が飛び、人が倒れた。

「池田屋の仇ぞ」

　と、土州人が鬼のようになって新選組にとびかかってくるさまは、身の毛もよだつようだったという。

　池田屋といえば、元治元年の変で斃たおれた同志の屍しかばねが、この大橋を東に渡った三さん縁えん寺じの無縁墓地に埋められている。

　最初、土州側が小こ勢ぜいながら優勢だったが、疲労がめだってきた。土州者の特徴として刀が長すぎるのである。勢いよくふりまわしているばあいはいいが、すぐ疲れる。この乱闘後、長なが刀がたなの風ふうが止んだといわれる。

　ほどなく新選組のほうは、監察新井忠雄指揮の十二人が高瀬川東の酒店から駈けつけてきて、いっせいに抜き連れ、東西から土州側を挟はさみうちにした。

　それだけでなく、近藤勇直接指揮の十人が大橋の東詰めから橋板を踏みとどろかせながら駈けつけてきたので、

「こりゃ、なんともならぬ」

　安藤謙次は血だらけで叫び、同志たちに、逃げよ、血路をひらくんじゃ、とわめきつつ無む反ぞり三尺の大刀をふりかざして新選組の一人を斬るや、車くるま路みちのほうに出た。

　それを新選組大石鍬くわ次じ郎ろうら十人が追ってきたが、謙次は剣をあげ、味方の連中に、

「俺うらが殿でん戦せん、俺が殿戦」

　と、二度叫んだ。謙次のいう意味は、この場は自分がシンガリをつとめて敵を斬りふせぐから一同は河原にとびこんで脱出せよ、ということであった。

　謙次は、柳を小こ楯だてにとって三方から来る敵の来襲を待ったが、どうしたことか、新選組はそれ以上、追って来なかった。

　謙次はそのまま河原町の土州藩邸のそばまで逃げもどったが、深手のため再起できないことを知り、門前で屠と腹ふくして死んだ。

　藤崎吉五郎は即死である。

　あとの者も身に三カ所以上の手傷は受けていたが、いのちには別条なかった。

　宮川助五郎のみは頭に三カ所の斬撃をくらい、橋上に昏こん倒とうし、不覚にも捕虜になった。

　そのまま新選組屯所に運ばれ、意識がさめてからしきりと、首を刎はねよ、と毎日咆えつづけ、訊問にも応じなかった。その態度がいかにも剛ごう毅きだったため近藤が殺すにしのびず、獄舎へ投じ、明治三年東京で病死。




（そうか、安藤も藤崎も死んだか）

　竜馬はしばらく杯を宙にとめ、くそおもしろくもない顔つきをした。安藤は二十五、藤崎は二十二の若さだった。

「みな、死ぬ」

　中岡も、声がひくい。

「思えば、文久三年、武市の家で結成した土佐勤王党も、残りすくなくなってきた。まとまって生き残っちょるのは、竜馬、お前まんの社中だけよ」

「いや、これも数多く死んだ。望もち月づき亀弥太や北きた添ぞえ佶きつ摩まらは池田屋の楼上で闘死、池いけ内く蔵ら太たらは溺死、饅まん頭じゆう屋やの近藤長次郎までが腹を切って死んだ。かぞえてみると、何人になるか」

「早く討幕をやらねば」

　と、中岡はいう。

「土州の有志はみな路傍の屍になりはててしまう。竜馬、もう悠長にかまえちょられんぞ」

「そうさな」

　竜馬は、一気に杯を干した。

「しかし中岡よ、焦あせっても事は成らん。幕府を崩壊せしめるには時期がある」

「その間かん、竜馬は商売をして金を儲けるのか」

　と、尖鋭的な軍事革命論者である中岡慎太郎は、やや皮肉っていった。

「そう、金」

　竜馬は、指でマルをつくった。

「金さ。討幕を無た料だでやるとは、中岡、そりゃ、強ごう欲よくぞ。幕府も無料でつぶされてはかなうまい」

「薩長に金がある」

「なるほど薩長には金がある。しかしわれら土州人としてはいつまでも薩長のふんどしを借りてすもうを取っているわけにはいかん。そのために〝土州浪人藩〟ちゅうようなものを作りたいんじゃ。その母体がわが亀山社中」

「わかっている」

　中岡は、竜馬の構想や抱負を何度もきいているために、いそいで合がつ点てんした。またまた一席ぶたれてはかなわぬと思ったのだろう。

「しかしおれは」

　と、中岡はいった。

「別な行き方をする。母藩である土佐二十四万石を動かして、文久三年当時の薩長土の連合勢力をつくりたい」

「できるか」

　容堂という明君すぎるほどの総帥をいただいているかぎりは、土佐藩は、革命という冒険事業に決して参加したがらないだろう。

「それが、多少、風むきがかわっているらしい。原因は、幕長戦争の結果、意外や、長州が勝ったということだ。土佐藩重役の頑固連中も、大いにあわてている」

　そのため、土佐藩では薩長事情を知るため鹿児島に使者を出したり、中岡に接近したがっているらしい。

「とくに、乾いぬい（板垣）退助、谷守もり部べ（干城）などは大いに君やわしに近づきたがっている」

　機を見るに敏な中岡慎太郎は、本気で対土佐藩の工作に乗りだしているようだった。もっとも竜馬にはこの工作は興味はない。




窮　迫










　下関をひきあげて根拠地の長崎にもどった竜馬には、窮迫が待っていた。

　船がない。

　金もなかった。

（あるのは兵ひよう糧ろう米まいの残りだけさ）

　例の、長州から薩摩へ贈り、薩摩がことわったために竜馬の手に入った五百石の兵糧米である。

　もっともこの唯一の財産も社中一同が下関滞在中に金にしたり食ってしまったりして、ほとんど残っていない。

　なにしろ、竜馬らの社中は下関海峡で大いに働いたが、これは「商売」ではないため一銭にもならなかった。

　ならないどころか、武器弾薬こそ長州藩のものを使ったとはいえ、船の燃料や兵員の糧食は、竜馬の自前だった。

　自前の援軍だったといっていい。しかも勝ったところで、長州藩から報酬をもらうわけでもない。

（えらい大貧乏したな）

　と、竜馬は、長崎にもどってから、毎日そのことで頭をいためている。

　毎日のように、長崎の豪商小曾根の本店や、薩摩藩邸、大浦海岸のグラバーの事務所などをほっつきまわっては、

（なにか、うまい話はないか）

　と、さがした。

　長崎市民たちは、そういう竜馬の歩き姿を毎日のように街頭で見かけた。無愛想なつら構えで、風に吹かれながら歩いている。

「亀山の大将はずいぶんこわい顔じゃ」

　人がそう評した、と、維新後、貴族院議員などをつとめた竜馬の下っぱ隊士の関義よし臣おみ（この当時山本竜二郎）がのちに語っている。

　ついでながら関義臣のこの当時の竜馬の風ぼう観察を紹介すると、

「顔に黒子ほくろが多く、全体が潮風に焼けて鉄色になっている。ニコリともしない。目が異様にするどく、炯けい々けいと光っている。身長五尺八寸、逞たくましすぎるほどの筋骨を、襟のダラリとした衣服でつつみ、モジャモジャ頭で町を歩いていた」

　町の者は、

「亀山の大将はしばらく姿を見なんだが、どこへ行っていたのか」

　と、うわさしあった。まさか、長州軍のやとわれ艦隊司令官として下関海峡で幕軍と戦っていた、とは、人は想像もつかなかったであろう。

　ただ、幕府の長崎における最高機関である長崎奉行所だけは、

（あやしい）

　と、竜馬らをにらんでいる。しかしこの奉行所は、長崎が国際都市であるだけに、京や江戸、大坂の奉行所のような直接的な警察活動をあまり好まない。

（どうやら、亀山社中は窮迫して水夫火夫の賃銀も支払いかねているようだ。このさい、切りくずしてしまおう）

　と、そういう経済的な策を立て、幕府系の回船問屋の手をとおして、竜馬がやとっている水夫火夫の買収にとりかかっていた。




　竜馬は長崎にもどってから思案しぬいたがうまい工夫がない。

　十日目の朝、陸奥陽之助が訪ねてきたのをさいわい、

「いっそ、社中を解散するか」

　とまでいった。

　陸奥はおどろいた。

「正気ですか」

　と念を押したのは、亀山社中を解散すれば、竜馬の新日本構想は消滅し去るといってよく、もはや地上に坂本竜馬は無いにひとしい。

「水夫火夫の賃銀がはらえぬ。このさき、払えるめども立たぬ」

「さすがの坂本さんも万策つきたとみえますな。私は天下に、こまらぬ男というのは長州の高杉晋作とわれわれの坂本竜馬だけだと思っていたが、これはちがったな」

「なんだ、そのこまらぬ男というのは」

「いや、長州できいた話ですよ」

　と、陸奥は、暗あんに竜馬をはげますつもりらしく、こんなことをいった。

　高杉は長州の天才児である。天馬空くうを往ゆくような奇想のもちぬしで、しかもことごとく図にあたっている。

「まるで雲に乗った孫そん悟ご空くうですよ。雲から落ちて絶体絶命に立ちいたっても、ふたたび雲を呼んでまた三千世界を駈けめぐる。二千年来の英雄児ですな」

　さらに陸奥はいった。この男は、のちに曠世こうせいの名外務大臣といわれた男だけに、竜馬の気持をたくみに刺戟しつつ、話を自分の思う壺にもってゆこうとする。

「長州人にいわせると、高杉の秘術のタネは一つだそうですよ。それは、困った、ということを金こん輪りん際ざいいわない、ということだそうです。かれの自戒だそうです」

「おれはよくいうよ」

「高杉はいわぬそうですな」

　高杉晋作は平素、同藩の同志に、「おれは父からそう教えられた、男子は決して困った、という言葉を吐くなと」と語っていた。どんな事でも周到に考えぬいたすえに行動し、困らぬようにしておく。それでなおかつ窮地におちた場合でも、

「こまった」

　とはいわない。困った、といったとたん、人間は智恵も分別も出ないようになってしまう。

「そうなれば窮地が死地になる。活路が見出されなくなる」

　というのが、高杉の考えだった。「人間、窮地におちいるのはよい。意外な方角に活路が見出せるからだ。しかし死地におちいればそれでおしまいだ。だからおれは困ったの一言は吐かない」と、高杉は、陸奥にもそう語っていたという。

「高杉は、長州藩の上士だぜ」

　竜馬は、さすがに競争心をあおられたらしい。高杉は家中の名家の出身で、藩公父子の信望もあつく、つねに藩を動かしうる立場にある。背景が大きい。

「が、おれは天下の素浪人さ。いくら高杉が鬼才でも、一人で長州藩全員を食わせてゆかなきゃならなくなると、困った、というぜ」




「社中を解散したい」

　という竜馬の言葉が、水夫火夫たちの仲間に洩れた。

　ついでながら、社中の士官は、小曾根の屋敷や市中の借家などに分宿しているが、水夫と火夫たちは、ぜんぶ、亀山の宿舎に住んでいる。

　頭かしら分ぶんは、甚吉という讃さぬ岐き塩し飽あく島の漁夫あがりで、

　──おれは村上海賊の舵かじ取とりの子孫だ。

　と自慢している剽ひよう軽きんな老人だった。

　さらについでながら、水夫火夫の出身地はほとんど伊予（愛媛県）、讃岐（香川県）で、たいていが一度は幕府海軍のめしを食った連中だから、西洋式帆船や蒸気船の運用については、士官よりくわしい。

　また国禁ながら上海・長崎航路の外国船の水夫をしていた者もあり、海外を見ている点でも、士官より経験豊富である。

　そういう連中が長崎にごろごろしていて、たとえば、

「薩摩船から水夫二人、火夫一人」

　という口がかかれば、頭分が請け負ってそれだけの人数を薩摩藩に出す。そんな雇こ傭ようのされかたで暮らしている。

　ところが竜馬の社中の場合、「商船会社」をめざしているものだから、水夫火夫を常じよう傭やといにしておく必要があり、つねに二十人ばかりは亀山で寄宿生活をしていた。

「ばかな、解散には反対じゃア」

　と言いだしたのは、甚吉老人と、松次郎という若い火夫である。その声にみな同意して竜馬の宿所へ押しかけてゆくことになった。

　かれらは、小曾根の屋敷にきた。

「ほう、総そう出でか」

　と、竜馬は、上座にすわった。甚吉老人がすすみ出て、

「解散じゃということでござりまするげな」

　と、不平ったらしくいった。

「それに反対か」

「反対でござりまするとも。われら一同、たかが水夫火夫風ふ情ぜいでも、坂本様のお下知で馬関の砲火をくぐった者でござりまするぞ。情つれなきことを申されますな」

「払ってやる賃銀がないのだ」

　と、竜馬は、袖を振った。

「食わせられん」

　ぽつんと言い、言いおわると、われながら情けなくなって、ポロポロ涙がこぼれた。

「みな、よい所へ口を預けい（就職しろ）」

　いま、西日本の諸藩は、あらそって汽船をもとうとしている。その根拠地が長崎だから、長崎で船員稼業をしているかぎり、食うにはこまらないのだ。

　が、甚吉は怒気をふくみ、

「われら一同、肚はらをくくりましてござりまする。坂本様がなんと申されましょうとも、坂本様から離れませぬぞ。船が御手に入るまで、われらは市中で食くい代しろを稼ぎながら待ちまするわい。われらのことはお構いくだされますな」

　と畳をたたいていった。

　竜馬は、生涯のうちで何度か激しく感激した男だが、このときほど感激したことはなかったであろう。




　ここに、溝みぞ淵ぶち広ひろ之の丞じようという人物がいる。

「溝淵のひょうたん顔」

　といえば、高知城下でも有名で、口のわるい家中の若侍などは、

「広サンが瓢ひよう簞たん棚だなの下に居やったら、ほかの瓢簞まで口をあけて笑うた」

　と悪口をいって酒の肴にしたほどだ。

　齢としは竜馬より七つ上で、若いころはずいぶん剣術に凝り、江戸に出て鍛冶橋藩邸に起居し、近くの桃井道場に通っていた。

　そのころがちょうど竜馬の二度目の江戸留学のころで、ふたりは藩邸で起居を共にし、ずいぶんと仲がよかった。

「竜馬は、ヘラッと笑いよる」

　と、溝淵は竜馬の癖のある笑いかたを人前で真似ては、みなを笑わせた。

　その後、ふたりの運命がかわった。

　竜馬は土佐を脱藩し、溝淵は残った。

　溝淵が残るのは当然で、性格が温厚なため勤王運動などというような物騒なことをする男でもなく、できる男でもない。それに、そういういわば血気の運動をするには齢がゆきすぎていた。

　溝淵は、竜馬が脱藩する数日前に、城下の水道町の辻で、ばったり会っている。

「花が咲いたのう」

　と、竜馬はいったそうだ。桜の花が見頃である、という意味である。

「これから花見かい」

　と溝淵がきくと、

「うンにゃ、今年は行かれん」

　と竜馬はいった。すでに脱藩を決意していたのであろう。そんなあいさつのあと竜馬は、

「溝淵よ、お前まん、まだ剣術しちょるかネヤ」

「しちょるが」

「お前まんは、物の憶えがええキニ、西洋の文も字じを習わんかいの、あれ、習えや」

　と、妙なことをすすめた。言いだすと、キリのない男だ。

「つまり、蘭学か」

「蘭学はもう古い。わしは河田小竜さんのもとできいたんじゃが、いま、世界はエゲレス（英国）が一じゃというの。それを習うて大砲と機械の本を読め。早う読んで早う機械をつくらんと、土佐もつぶれ、日本もつぶれる。清シン国こくの二ノ舞になるぞ」

「なぜ、お前まんがやらん」

「人には得手不得手があるわい。おれは物憶えは不得手じゃ」

　そんなことがあってから、溝淵は河田小竜について多少の英語知識を得、さらに江戸へ行って、英語を多少とも知っている者を訪ねては、手帳に書きとめて行き、横浜へも行って、英語の書物を買ったりした。

　その後、藩が、西洋の産業や物産に目をつけはじめたため、溝淵は軽格郷士の出ながら異数の抜ばつ擢てきをうけて持もち筒づつ役にあげられ、慶応元年、英学修業のため長崎に差し立てられた。

　さらに長崎と高知とを往復していたが、こんどあらためて藩命をうけ、長崎にやってきた。その藩命というのは、

「幕長戦争後の諸藩の動きを探索せよ」

　という情報官のしごとである。




　長崎に、秋が来ている。

　市中を、深々と貫流している中島川の両岸に、家々の小庭の楓かえで・櫨はぜなどの紅葉が映えて絵のように美しい。

　中島川に、眼鏡めがね橋がかかっている。

　この異国風な石橋の西側が西古川町で、その町内に、黒板塀のいきな借家がある。かつて、西浜通の商家の旦那の美しい想いものがかこわれていた家で、ときどき爪つまびきの音ねが道をゆく人の足をとめた。

　が、いまは借り主もかわり、

「柴田英学塾」

　という看板が、いかめしくかかっている。

（ご時勢もかわったものだ）

　と、町内の連中も思っているらしい。

　妾しよう宅たくが英学塾になった、というだけではない。長崎は江戸中期以後、蘭学を志す医生のあこがれの地で、諸国からこの町にあらそってその語学と医術をまなびにきた。

　が、近年、幕府が通商条約によって長崎を列強に開港していらい、オランダ人以外の欧米人が商館や教会をかまえるようになり、とくに英国人の勢力が盛んになった。

　──文物は英国がすぐれている。

　と機敏に察した日本人のあいだで、にわかに英語熱がたかまっている。

　その需要にこたえて、あちこちに英語塾ができたが、この西古川町の「柴田英学塾」もそのひとつであった。

　土佐藩から、長崎探索と、英学修業・砲術修業の三つのしごとを兼ねて派遣されている瓢簞の溝淵広之丞も、二日に一度は、この塾にかよって、英語を習っている。

　塾生は、先進的な藩で知られた肥前佐賀藩の藩士がもっとも多く、そのほか、薩摩藩、[image: 筑]前福岡藩などの士がいる。

　土佐藩は、溝淵がひとりだ。

　ある日、この塾に、色が真黒なくせに桃太郎のように可愛い顔をした若侍が入塾してきて、ひどい土佐なまりで、古参塾生にあいさつした。

「おや、塚つか地じ村の中島作太郎ではないか」

　と、溝淵は声をかけた。

「あっ、溝淵さんか。こりゃ、いかん」

　中島作太郎は、狼狽した。

　竜馬の社中で、竜馬から、

「作、作」

　と、小姓のように可愛がられている若者である。土佐脱藩人であるために、本国の藩士である溝淵をみて、あわてたのであろう。

「あわてるな。うらは捕ほ吏りじゃないわい」

　と、溝淵は笑い、帰路、中島をさそって西浜のしっぽく料理屋の二階にあがった。

　ちゃぶ台のような食卓があって、その上に大皿に盛った料理が運ばれる。隣席とのあいだは、ツイタテで仕切られている。

「竜馬は元気か」

　と、溝淵は、のしかかるようにしてきいた。

　溝淵は、藩内にいるときは知らなかったが藩外に一歩出ると、竜馬の名が轟とどろきわたっていることに、じつはおどろいている。




「坂本さんは、元気ですよ」

　と、中島作太郎は用心ぶかくいった。なにしろこちらは脱藩人、溝淵広之丞は藩吏である。どこまで喋しやべっていいか、わからない。

「中島君、お前まん、用心しちょるな」

　と、溝淵広之丞は敏感に察した。

「むりもない、いままでの藩の行きかたからみれば」

「武市半平太を殺した藩ですからな」

　と、作太郎は、目をすえていった。

「そのとおりだ。奥方様の一件もある」

　と、溝淵広之丞は竜馬の旧友でもあり、郷士出身の藩吏だけに、上士の佐幕的傾向に憤ふん懣まんをもっている。

　奥方様の一件というのは、幕府が長州征伐の軍令を発したとき、土佐藩庁はこれに迎合する方針を決定し、たまたま藩主豊とよ範のりの夫人俊子姫が毛利家からきていることを遠慮し、家老たちはこれを高知城外に移し、若い藩主と別居せしめた。

「やることが低すぎる」

　溝淵は、非行動的な人間でどちらかといえば学究肌の男なのだが、土佐藩庁のとったこの処置については「政治以前のすくいがたい劣情から出ているものだ」と悲憤し、中島作太郎をおどろかせた。

（瓢簞さんにも血の気はあるのか）

　作太郎は、魚肉をつつきながらおもった。

　なにしろ、この奥方別居については、家老たちは念入りにも若い藩主豊範の名で幕府に「伺うかがい書しよ」というものを出した。

「私（藩主）の妻は、毛利家を実家としております。なにぶん女の身で罪があるはずはございませんが、このたびのお沙さ汰た（征長令）につき、妻をそのままにしておいては公こう辺へん（幕府）に対して深く恐れ入る次第でありますから、すみやかに城外に退かせ閉居せしめました。さてこれ以上、どのような処置をとってよろしいか、お伺いいたします」

　土佐藩は幕府に対し、自分の可愛らしさをこのように売りこみ、さらに「このあとどういたしましょう」と滴したたるような愛嬌をみせてすり寄っている。むろん、ここまで幕府に媚び態たいを弄した藩は、親藩や譜ふ代だいの藩にもない。

「徳川三百年のあいだ」

　と、溝淵はいった。

「お家お取り潰しをおそれにおそれて幕府の機嫌をとることのみに汲きゆう々きゆうとしてきた外と様ざま藩の茶坊主根性が、露骨に出ている」

「それで」

　と、中島作太郎はいった。

「その後の奥方様はどうなりました」

「いやさ、それが面白い。こんどの第二次幕長戦争で、意外や、長州が陸に海に連戦連勝という勢いで、とうとう幕府は将軍死去ということを口実に和睦し、内外にその実力が張はり子この虎にすぎなかったことをさらけ出した。あわてたのは、土佐藩庁さ」

「あっ、こんどは長州にごまを」

「まさかそう露骨にはできないから、上士どもは奥方様のもとに走ってこっそりお帰りねがい、もとのお城におさまりねがったよ」

　溝淵の言いたいのは、土佐藩の藩情が変わりつつあるということらしい。




「とにかく、竜馬に会いたい」

　と、溝淵広之丞はいった。

「しかし」

　中島作太郎は小首をかしげた。

「溝淵さんは藩吏の立場上、脱藩人の大親玉に会うと、あとで藩庁でうるさいことになりませんか」

「おれは小心な男さ。羞はずかしながら竜馬と志を同じくしながら、藩をとびだすことはできなかった。それほどの小心なおれが、竜馬に会いたい、と言っている。それだけでも、土佐藩庁が変わりつつある、ということがわかるだろう」

　溝淵の言葉の裏に、竜馬になにか重大な提案をしたいという肚はらがあるらしい。

「そういうことですか」

　と、中島はいった。

「言いたいことがある。だから中島君、その橋渡しをして仕つかわされ」

「溝淵さんの立場が気になります。会いたいとおっしゃるのは、藩吏として？　それとも旧友として？」

「どっちもだ」

「申しておきますが、坂本さんは二度も国抜け（脱藩）したひとですぜ。藩庁からみれば殺してもあきたらぬ極ごく重じゆう悪人です。現に藩庁が殺した武市半平太の親友でもある。──こうして私が念を押すのは」

　と中島はいった。

「危険だからです。まさか私は溝淵さんが坂本さんをお売りになるとは思っていない。しかしわれわれとしては用心に用心を重ねねばならない。なんといっても、坂本竜馬といえば、われわれの首領というだけでなく、いまや日本を救う帝たい釈しやく天てんか毘び沙しや門もん天てんのような存在ですからな」

　中島作太郎は、若い。言葉がなまで、溝淵の感情をひどく傷つけた。

「おれが、坂本を売るとでもいうのかね」

「いや、そうは言っておりません。ただ橋渡しをする私としては、溝淵さんがなんの用で坂本さんに会う、ということを伺ってからでなければ取りつげない。私は、子供の使いではありませんよ」

「君は、物の言い方がなまでありすぎる。それだけ若いのだ。そういうあぶなっかしい若さを持った者に、これだけの重大な一件を打ち明けることはできない」

「老いぼれっ」

　と、中島は度をうしなうほど怒ってしまった。

「怒るな」

　と、溝淵はこんどはもてあました。

「では、すこしだけ言う。土佐藩の藩情は先刻のべたとおりだ。いまや二十四万石の土佐藩が、ひそかに頼りにしてすがりたいのは、坂本竜馬だけだ。それだけいえば、鋭敏な中島君なら何事か察してくれるだろう」

「うらは頭が悪い」

　中島は、どすん、と自分の頭をたたいた。

「だからそれだけではわからん」

「竜馬にそれだけいえばあの男なら察する。用件は藩のさる要人にひきあわせたい、ということだ。そのほかは言えぬ」




　中島作太郎は、社中にもどってから竜馬に西浜のしっぽく料理屋での一件をくわしく話した。

「溝淵は、藩の事情をそう言うちょったかネヤ」

　と竜馬は言い、しばらく思案した。下関で会った中岡慎太郎も、

　──長州大勝いらい、藩くにはたいそう動揺している。むろん頑迷な守旧派や佐幕家は以前どおりだが、容堂公側近の優秀な若手藩吏はこのさい、幕府と手を切らぬまでも、薩長と仲良くやってゆくほうがいい、という思案になっている。乾退助、後藤象しよう二じ郎ろうらはそうだ。谷守部も、むろんそういう思案に変わっている。

　と、竜馬にいった。それとこんどの溝淵が伝えた藩情とはぴったり符ふ合ごうしている。

「洞ほらケ峠とうげの筒井順慶、と死んだ武市さんは藩上層部の物の考え方をそう攻撃なされておりましたが、そのとおりでありますな」

　ありますな、というのは長州弁だ。若い中島作太郎はしばらく長州に行っていたため、長州的過激思想の洗礼と同時に、長州弁まで感染している。

「土佐ことばでいえ」

　と、竜馬は、こわい顔でいった。自主性をもて、と言いたかったのだが、適当なことばがみつからない。

「しかし、洞ケ峠の筒井」

「順慶でもかまわん。藩がそこまできた、というのは大変なことだ」

「しかし」

　若い中島作太郎はおさまらない。

「日ひ和より見みなどというものは、男として武士として最も恥ずべきことではないですか。卑ひ怯きよう者ものの上士どもの手に牛ぎゆう耳じられているわが藩が、そこまで堕落していることは許せませんよ」

「それは四書五経の輪りん講こうの座ででも喋れ。世の動きというものはな」

　と、竜馬はいった。

「筒井順慶できまるものだぞ。時勢も歴史もそうだ。新旧はげしく勝負をする。いずれかが勝つ。勝ったほうに、おおぜいの筒井順慶がなだれを打って加盟し、世の勢いというものが滔とう々とうとして出来あがってゆくのだ。筒井順慶は馬鹿にならん」

「坂本さんは武市さんとちがう」

　と、中島は、不服そうにいった。

「武市さんなら、そういう不潔さ、不純さをゆるさない。坂本さんはゆるす。許すどころか、その勢いを使って何かしようとする」

「武市は善人でおれは悪人だ」

　と、竜馬は笑いもせずにいった。

「武市半平太という男は、釈しや迦か、孔子、ソクラテス（竜馬はどこできいたのか、こんな名前も知っていた）の類たぐいだ。おれとは人間の種類がちがう。おれは秦しんの始し皇こう、漢かんの高こう祖そ、織田信長、ワシントンの類いだ。人間の悪や不潔や不純を使って仕事をする」

　竜馬は溝淵の一件を聞いたとき、

（ひょっとすると──）

　と、ある種の希望をもった。亀山社中の窮状を打開する糸口を、「土佐藩の新情勢」という方角からひき出すことが出来るのではないかと思ったのである。

「溝淵とは、会う」




　竜馬が藩吏溝淵に会うということには、中島作太郎をはじめ、社中の論客のほとんどが反対した。

　他藩（紀州藩）出身の陸奥陽之助までが、

「あなたは二度までも脱藩した。かつ、土佐藩に対しては平素、白はく眼がんをもって見ている。だのにここで、その藩の俗吏に会おうとされるのか」

　と、きびしく論難した。

「土佐ッぽの頸くびの骨は硬かたすぎる」

　竜馬はそんなことをいった。

「武市のように節を曲げぬ、という点ではこの頸の骨の硬さは大いに験げんを発揮するが、時勢が複雑をきわめてくると頸が左右にもまわらぬことになる。社中の土佐ッぽにはその傾向があるが、紀州人である君までそんなことをいうのか」

　この朝、竜馬は鞘さやのはげた「陸奥むつの守かみ吉よし行ゆき」の一刀を帯に落し、羽織はつけず、相変らずのよれよれ袴で、本博多町の小曾根邸を出た。

　すでに溝淵に対しては、中島を走らせて、

「西浜の島原屋で落ち合おう」

　と一報している。島原屋は、ごく大衆的な料亭で、ドンブリのような大茶碗を使った茶わん蒸しが看板料理になっていた。

「ご免」

　と竜馬が入ると、階下で下足をとっている、下足番の親おや爺じは竜馬の下駄のきたなさに仰天し、

「下足番をして四十年になるが、こんな汚きたなか下駄ははじめてだ」

　とつぶやいた。竜馬の耳にもそのつぶやきが入ってきて、おもわず階段の途中で噴きだした。

「親爺、つぎは靴をはいてくる」

　と、大威張りでいった。

　竜馬は、どういうわけか編あみ上あげ靴ぐつと香水が大すきで、金ができるとせっせと買う。もっとも靴は一足か二足あれば十分だから、社中のたれかれにやってしまう。香水もときに自分の薄ぎたないエリモトにふりかけてみるが、たいていはおりょう、それとも花月（引田屋）の芸妓や仲居、または国許まで送って春はる猪いなどにくれてしまう。

　竜馬は、二階へあがった。

　二階は二ふた間まぶちぬきで、あわせて二十畳はあるだろう。二畳に一台ずつちゃぶ台がおかれ、ツイタテで仕切られている。

　時分どきでないから、客はいない。ただすみのほうに、溝淵広之丞がさきに来て待っている。

　竜馬は溝淵のほうに行った。

「やあ」

　と溝淵を見ながら大刀をとってそこに転がし、

「何年ぶりだろう」

　と、すわった。たしか文久二年の三月以来の再会である。

　溝淵は、長い顔の小さな目をうるませて竜馬を見あげた。江戸の剣術修業時代、鍛冶橋の藩邸でごろごろしていたころを思えば、まるで夢のような境遇の変転である。




　溝淵広之丞は、声が小さい。

　低い声でぼそぼそと喋るくせがあるが、そのくせ多弁であった。

「国許では、権ごん平ぺい殿どん（竜馬の兄）や乙女殿、春猪殿、みな達者じゃ」

「才さい谷たに屋の娘はみな片付いたか」

　竜馬の本家の商家である。屋敷は坂本家の裏にあり、城下屈指の豪商として知られ、代々美人がうまれることでふしぎがられている。

「あ、片付いた」

　と、一人々々の嫁とつぎさきを溝淵は言い、そのあと容かたちをあらためて、

「藩もかわった」

　と、中島作太郎にもいったことを、溝淵は繰りかえしいった。

　竜馬は、うなずきながらきいている。

「開成館の話はきいたか」

「ふむ」

　聞いているとも聞いていないとも取れる返事である。もっとも溝淵にとってはどちらでもよい。

「大変な施設だぞ。城下鏡かがみ河か畔はんに、まるで城のような建物が建った」

　開成館は、老公の容堂と参政後藤象二郎が藩の新政策の一環として建てたものだ。要は土佐藩の近代産業化と富国強兵をはかる中心的な機関である。

　富国強兵にはまず金、と見て、いっさいの藩営事業をここで統轄指揮させる。土佐藩の重要国産である紙と樟しよう脳のうの製造と販売などはいっさいこの役所で統制されるのだ。

　それだけでなく、いろんな部局がある。たとえば金銀銅などの埋蔵資源を探索開発する鉱山局、鯨くじらをとる捕鯨部門、また外国の書物、機械を買い入れる部門、さらに西洋医学を研究する部門、それについては城外の五台山に付属病院までできた。

　さらに海軍局。

「竜馬、ことごとくお前まんの構想どおりに藩もなりつつある」

「なるほど」

　竜馬はうなずいてから、話をそらせた。

「さぞ、旧派がうるさかろう」

　身分の上下をとわず、どの藩でも頑迷で神がかりじみた保守攘夷思想の手合は掃いて捨てるほどいる。神国たるべき日本が、洋夷のまねをするとは何事だという連中だ。勤王派の武市半平太でさえ、その固こ陋ろうさを脱却することはできなかった。

「ああ、うるさいどころか」

　と、溝淵はいった。

「血の雨が降りそうだ。この開成館政策を押しすすめている参政の後藤象二郎殿が、頑固な佐幕攘夷派の連中から命をねらわれ、それを避けるためいま上海に密航している」

「ほう」

「老公のこ仁慈で、後藤は上海に難を避け、そこで砲ガン艦ボートの買い付けをしている」

「おもしろい男だ」

　と、竜馬は、いま土佐藩を背負っている若い首相に興味をもった。

「後藤殿は、近く上海を発してこの長崎に帰られる。この人、情人を恋うるがごとく、君に会いたがっていること、すでに久しい」

　溝淵のねらいはそこらしい。




　後藤象二郎。

　天保九年のうまれで竜馬より三つ年若だから、満で二十九歳になる。

　この人物、竜馬と縁が深くなるから、このくだりかれのために紙数を割さきたい。

　乱世の雄といっていい。

　頭が粗大で細密な計画性にとぼしいから治世の能吏とはいえないであろう。

　乱世にはいい。物事を大ざっぱにつかみ、果断な行動力があり、度胸がある。人を人臭いとも思わない。後藤家は戦国の豪傑後藤又兵衛の末まつ裔えいといわれているが、象二郎のような男も、戦国時代にうまれれば、もっとおもしろい人物になっていたろう。

　幕末も乱世だ。

　しかし、社会制度は頑固な幕藩体制のなかにあり、戦国時代とは事がちがう。ただしその幕藩体制も、時勢の波とともにどうにもならぬところまできている。

　一例をあげると、土佐藩の老公容堂は藩の軍事を洋式化しようとし、上士たちにも洋式銃を習わせようとした。

　これが、上士の反撥を買った。

「大殿様や殿様は、われらを足軽になさるおつもりか」

　戦国時代以来、鉄砲は足軽がもつもので士格の者は馬上で槍、ときまっている。「槍一ひと筋すじの家」というのはそこからうまれた言葉だ。

　つまり、持つ武器で身分、階級がきまっていた。西洋の軍隊とはその点がちがう。このことは上士の誇りを傷つけ、信じられぬほどの深刻な衝撃をあたえた。ごうごうたる反対論が出た。反対論は、分類すれば保守的攘夷論である。

　一例だけでもこうである。こういう状態のなかで旧態を破って新政策を打出すには、戦車のような実行力と神経の強靭さを必要とするであろう。

　容堂が、年若い首相として後藤象二郎を抜擢したのは、そういう理由による。後藤の役目は、旧秩序をたくみに破壊しつつ藩の新体制をうち出してゆくところにある。後藤の豪放で陽気で果断な性格が、これには適役だった。

「後藤の大おお風ぶ呂ろ敷しき」

　といわれた。非常な雄弁を持ち、しかも細事は語らず、いつも大風呂敷をひろげてみせて、人を煙に巻いてしまう。古代中国の世界に登場する東洋的豪傑が、にわかに日本の幕末にあらわれた、という観がある。

　幕末、英国公使の通訳官として活躍するアーネスト・サトウは、この時期の翌年、土佐沖の英国軍艦の艦上で後藤に会い、その著「幕末維新回想記」でこう述べている。

「公使（英公使パークス）はすっかり後藤に惚れこんでしまった。いままで会った日本人のなかで最も聡明な人物のひとりだというのである。私も、人格的迫力のある西郷をのぞけば、彼以上の人物はあるまいと思った」

　後藤にはそんな聡明さがある。時勢を見ぬき、機敏に把握し、物事の紛争をまとめるについても、相手の心理や欲望をたくみにとらえて思うままにひきずってゆく。




　妙な男が時勢のなかに飛びだしてきたものだ。底に穴のあいた大風呂敷だといっていい。

　もっとも、

「穴のあいた大風呂敷」

　といっても、幕末、後藤が老公容堂の威を背に借りて縦横無尽に活躍した時期には、人はあまり気づかなかった。ところが乱世がおさまり、維新になり、後藤が維新生き残りの功臣として参議、伯爵などになるにおよんで、

　──どうも後藤伯はおかしい。

　と、世間の見る目がかわった。つねに巨大な計画は企てるのだが、何をやっても失敗した。

　金を湯水のようにつかうくせに、理財の観念が皆無といってよく、さらに金に公私の区別がない。

「後藤は大きすぎる。シナの皇帝にでもうまれていればよかった」

　と、勝海舟などがよくいった。

　維新のどさくさのときに、家老である後藤は、独断で、

「藩の大坂屋敷や江戸屋敷、それに汽船などはぜんぶおまえに呉れてやる。商売をしろ」

　と、かれが可愛がっていた一藩吏の岩崎弥太郎に呉れてやった。その岩崎が後藤からやみくもに貰った財物のなかに、竜馬の社中の財産が多分にふくまれている。岩崎はこれをもって、無一文から身をおこし、竜馬の事業を継承し、のちの三菱会社に発展する礎いしずえをきずきあげた。

　もっとも、後藤のやりかたの面白さは、

「呉れてやる代りに、土佐藩の負債もお前が背負いこめ」

　と、一挙に藩の負債問題を解決したことである。岩崎は事業の利潤で旧藩の負債をたちまち返済した。

　後藤は維新後、政界に欲があった。そのための資金源を、岩崎にした。

　それがとめどもなく金を出させるので、岩崎もついに、

「もう面倒は見きれぬ」

　と、悲鳴をあげた。

　こんどは後藤は自分で儲けようとした。やはり竜馬の事業と構想を模範とし、大阪にくだり、「蓬ほう萊らい社」という外国貿易の商社を創立した。創立するについて、岩崎をはじめ富商から莫ばく大だいな金を借りたが、たちまち失敗して記録的な借金王になった。当時の大阪府予算よりも大きい二百万円である。

　債権者が大阪の宿に殺到したが、後藤は平然と昼寝をしていた。それを見舞うべく藩政当時からの盟友板垣退助がやってきて、後藤の昼寝姿をみてあきれた。

　後藤はいった。

「英雄とはこういうものだ。英雄は事をおこすとき、失敗を考えて準備はしない。だからおれもこの窮状に立ち至った」

　明治十三年、パリに遊び、清国の公使曾そう紀き沢たくと会い、曾に大言して、

「貴国とわが国とは互いに相戦いながら国力を発展させ、大いに東洋の気運を伸ばそう」

　といって曾を啞あ然ぜんとさせた。大いに戦争し合おうなどと外交の席上でいう馬鹿もないであろう。

　後藤にはこれに似た話が多い。要するに、気宇が豪ごう邁まいすぎて地上の役には立ちにくい男なのである




　いますこし、

「後藤象二郎ばなし」

　をつづけよう。

　かれがなぜ、土佐藩政界の頂点におどりあがったか、といえば、まずその出身が、上士のなかでも筋のいい家柄であることだ。

　家禄は百五十石、代々馬うま廻まわり役やくをつとめる。

　といえば、いかにも少禄にきこえる。

　事実、家産からいえば、郷士である竜馬の坂本家のほうが、はるかに裕福である。坂本家の領地は百六十一石で、上士の後藤家よりも少し多い。しかし坂本家のばあい、家格はあくまでも郷士で下士階級に属し、藩政にたずさわることはできないが、上士後藤家のばあいは、器量次第では参政（仕置家老）になることもできる家柄である。

　げんに、象二郎の叔父にあたる故吉田東洋は、その程度の家禄から出て参政に抜擢され、藩の独裁政治家になった。

　象二郎は、年少のころからこの吉田東洋に目をかけられた。東洋が一時蟄ちつ居きよの身になり、城外長浜村で学塾をひらいていたころ、後藤は乾退助らとともに入塾し、その薫くん陶とうを受けた。東洋は後藤の豪気と俊敏を愛し、行政家としての自分の後継者にしようとおもっていたらしい。

　あるとき、東洋は塾生たちに宿題を出した。

　貿易論という題で論文をつくれ、というのである。

　後藤は将才はあっても、緻密な論文を書けるような頭はない。一策を思いつき、鴨かも田た村むらで寺子屋をひらいている安芸郡井ノ口村の地じ下げ浪ろう人にんに答案の作成をたのんだ。

　東洋は提出された後藤の答案をみると、自分でさえおよばぬほどよくできている。

（まさかあいつが）

　と思い、呼びつけて詰問したところ、後藤は人に書いてもらったと白状した。

「代作者はたれだ。士分か」

「いえ、地下浪人でございます」

　地下浪人とは郷士の株を売って居付きの浪人になり果てた者をいう。両刀は帯しているが、身分は自作百姓と変わらない。

「地下浪人にこれほどの者がいるのか」

　と貴族意識のつよい東洋もおどろき、その岩崎弥太郎という卑賤の者を連れてこさせた。この話、すでに以前に書いたが、要するに弥太郎は、これが契機で東洋と後藤にむすびついた。といって、役目は藩の下級警吏にすぎなかったが。

　後藤は、東洋の藩政復帰とともに少壮官僚として累進し、東洋が、武市半平太一派に暗殺されてからは、老公の容堂に愛され、

（ゆくゆくは東洋の後継ぎに）

　と、その寵愛をうけた。

　やがて後藤は、藩の警視総監ともいうべき大監察にあげられ、容堂の命によって下士の勤王党に対する大弾圧をつぎつぎと断行した。

　武市半平太らを殺したのも、野の根ね山やま屯集の清岡独どく眼がん竜りゆうら二十三士を殺したのも、直接の検断者は、この後藤象二郎である。

　下士勤王党の連中は、容堂をうらむことはできないため、後藤を憎んだ。

　やがて後藤は参政にぬきんでられた。むろん、容堂が背景である。




　後藤象二郎の唯一無二の保護者である「老公」の容堂は、

「惚れればあばたもえくぼに見えるというが、おれの目からみると象二郎の放漫さもそうだ。あれは大風呂敷ではなく、豪気闊かつ達たつというべきものだ」

　と、この若い藩宰相を、そのようにかばっていた。豪ごう邁まいでみずから英雄をもって任ずる山内容堂は、若い後藤がまるで自分と瓜うり二つのようにみえるのであろう。

　この年のはじめ、後藤は容堂に土佐藩の新方針をのべ、

「いまは天下は混こん沌とんとしております。まず肝要なことは藩の実力を作って他日天下に泰平をひらく礎とすべきだと存じます。それには異国の船舶を買い入れ、南洋諸島を占領し、藩の領土をひろげねばなりませぬ」

「ほう」

　この後藤の気宇壮大な案に容堂はひざをたたいてよろこんだ。

「それには船が要るか」

　軍艦や陸兵輸送船が要る。しかし土佐二十四万石の財政はほとんど破産同然の状態にあり、西洋式船舶を買い入れる金がない。

　が、容堂は無む頓とん着ちやくな男だ。

「それには金が要るだろう。そちは早速老臣に計り、藩の金をありったけさらえて長崎で船を買い入れて来い」

　この「ありったけ」が、三千両あった。後藤は下僚をひきつれて長崎へゆき、日夜豪遊をかさねて土佐藩がいかに富裕であるかを宣伝し、外国商人からつぎつぎに銃砲船舶を買い入れて莫大な負債を作ってしまった。

　このため「後藤は藩費を浪費している」という評判が国許で立ち、監察官が長崎まで急派される騒ぎにまでなったが、後藤はこのほうはたくみにまるめた。が、国許の硬論家はそれだけでは収まらず、

「御家のため後藤を斬る」

　とまで騒ぎだしたため、容堂は後藤の身辺を気づかって、出張を名目に上海へ走らせてしまった。上海でも後藤は性しよう懲こりもなく砲ガン艦ボート三隻を買い入れてしまっている。もっとも手付金だけを払って代金を払わないから、これらはことごとく負債になってゆく。

　この間、珍談がある。

　後藤は、外国商社から代金完済を迫られて閉口し、この急場の金を一時薩摩藩に立てかえてもらおうと思い、長崎で五代才助（友厚）に会談を申し入れた。五代は薩摩藩における洋式機械の購入官である。

　後藤は借金を申し入れる談合の席で、逆に土佐がいかに金持であるかを吹聴しはじめ、

「なにしろ、物産として樟脳、紙、鯨げい油ゆがある。天下一でござるよ」

　と大いに吹いた。後藤にすれば「だから土佐に金を貸すのは安全だ」ということを言いたかったのだろうが、その法螺を五代が逆手にとって、

「それほど金持なら、じつはわが藩がうっかり予算外で買って返済に困っている船が一隻ある。そいつを土佐に買ってもらおうか」

　と押しつけてきて、とうとう後藤は逆に五代に四万両の船を一隻買わされてしまった。




　要するに、土佐藩の長崎出張藩吏溝淵広之丞は、竜馬と後藤象二郎の顔合せをやりたいのである。

「頼む、竜馬、土佐藩のためだ」

「土佐藩のためねえ」

　竜馬はくびをかしげた。たかが土佐藩のためというのが気に入らない。

「広之丞、おらア、土佐藩に見切りをつけて脱藩した男だぜ。土佐藩だっておれのことをよく思っていない証拠に、一時は下した横よこ目め（下級警吏）の岩崎弥太郎が、大坂くんだりまでやってきておれの身辺を嗅かぎまわっていたぜよう」

「あれはむりもない。藩ではおぬしを、吉田東洋殺しの下手人の一人とみていたのだ。なにしろおぬしの脱藩が文久二年三月二十四日、東洋の暗殺が同四月八日、日が接近していたから疑惑をもたれるのはむりもなかったろう」

「それが腹が立つ」

「なぜだ」

「坂本竜馬が人を闇討するような男だと思うか。故郷の者にそう思われただけでも、無念じゃ。広之丞、土佐藩への恨みはこの一事ぞな」

「その一事か」

「男は、わが思うおのれの美しさを守るために死をも厭いとわぬものぞ。坂本竜馬は白昼堂々の男であるとわが身をそう思っている。なんの闇討をする男かい。思うてみれば故郷ほどそういう自分を知って呉れぬものらしい」

「故郷とはそういうものだ」

　溝淵広之丞も、竜馬の感傷ともつかず忿いかりともつかぬ奇妙な感情にさそいこまれて、つい涙ぐむような思いになった。

「竜馬、故郷とはそういうものぞ。裏返していえば故郷への想いもそういうようなものであるだろう。懐しくもあり恨めしくもあり、想いの丈たけがつのって、愛憎こもごもいたる。おぬしの土佐藩への思いは、愛しているがゆえに恨みも深いのだ」

「溝淵、さすがに年とし嵩かさなだけに俺が心を手にとるように言う」

「当然だ。竜馬がごとき闊達無類な男が、こと土佐藩に関することとなると、ジメジメと陰に籠ったようなことをいう。その心情があるが証拠よ」

「さすが瓢簞よ」

「そのあだなはよせ」

　溝淵はいやな顔をした。才能のすぐれた男だが、顔がむやみに長いために故郷の者に無用の嘲罵をうけている。

「いや、ついわれもない繰くり言ごとをいった。仕置家老の後藤象二郎に会おう」

「ほう、会ってくれるか、後藤殿とおぬしが手をにぎれば、天下の慶事じゃ。天下の風雲はこの二人より捲きおこるぞ」

「当方にも魂胆がある。土佐藩のためでなく天てん下か人じんの坂本の利益のために会うきに、そのことは後藤の肚にも入れておいてくれ。わしは土佐藩の家来ではないとな」

「わかっている」

「それに」

　と、竜馬はいった。

「後藤象二郎は武市半平太を殺している。わしの同志が後藤を殺すかもしれぬ。長崎では夜歩きはするなと申しておけ」




　その翌々日のことだ。

　社中の中島作太郎が商務のことで大浦海岸に行くと、上海から汽船が一隻ついていた。

（見たことのある船だな）

　マストに英国旗があがっている。よくみると、長崎在の英国系商館リチャードソンの持ち船で、上海・長崎間の不定期航路につかわれているアーミスティ号だとわかった。

　やがて岸壁の商館から短艇が漕ぎ出され、船客を迎えに行った。

（ひょっとすると？）

　中島は、岸壁の荷物の蔭に身をひそめるようにした。

　汽船の様子を窺うかがううち、短艇に客が乗り移った。客は五人で、英国人が四人、うち一人は、日傘をさした貴婦人風の婦人である。いまひとりは日本の武士であった。

　傲ごう然ぜんと大剣を杖について、短艇の先頭に立っている。そばの英国人がしきりと武士に話しかけている様子だが、武士は横おう柄へいに構え、はかばかしい返事もしてやらない。それがひどく鷹おう揚ようにもみえ、堂々ともしている。

（あれが、後藤象二郎ではないか）

　見きわめてやろうと思った。

　やがて後藤らしき男は上陸してきた。黒くろ羽は二ぶた重えの紋服に仙台平の袴、それに白しろ柄つか、銀の柄つか頭がしら、蠟ろ色いろ鞘ざやの大小に朱の下さげ緒お、白足袋に白緒の草履をはいている。まるで大名の若殿のような豪ごう奢しやないでたちである。

（肥っちょじゃな）

　肥大漢というほどではないが、肩肉が大きく、腰まわりがたくましい。背はまず中ちゆう背ぜい。容貌は眉が太く両眼は巨おおきくいかにも、「面つら魂だましい」といったような剛ごう愎ふくな目鼻立ちだが、どこか、腕白小僧の愛嬌さがある。まだ齢は三十にはなっていない。

（後藤にまぎれもない）

　一面、中島は大した男だ、と思った。土佐二十四万石の仕置家老の身で、かるがると上海くんだりまで密航するような男だ。他の藩なら考えられもせぬ話である。

　後藤は、リチャードソンの商館員に出迎えられ、岸壁の商館に入った。

　そこまで、中島は見た。そのあと見とがめられることを怖れ、足ばやに岸壁を離れつつ社中への道をいそいだ。同志の連中にしらせ、殺さねばならぬものなら殺してしまおうと思ったのである。「武市の仇」という意識が、若い中島の血を沸き立たせている。

　一方、商館に入った後藤。

「土佐の連中を呼んでもらおうか」

　と、応接室にすわるなり、英国人たちに横柄にいった。

「すぐ呼びにやらせましょう」

　英国人は、通訳の清国人を通じていった。

「みなさま、財ざい津つ屋やでございますな」

　後藤の下僚たちは、財津屋に逗留しているはずである。

　後藤は、日本に帰れば大藩の仕置家老である。一人歩きは好ましくない。

「それまで待っている」

　出された珈琲コーヒーを一口飲み、茶碗を置いた。にがい、と思ったのであろう。
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　後藤が待つほどもなく、土佐藩の下僚たちが迎えにきた。

「大たい夫ふ（家老）、つつがなく御帰朝、祝しゆう着ちやくしごくに存じ奉ります」

　と、山崎直之進という藩吏が代表してあいさつをのべた。ほかに、高橋勝右衛門、溝淵広之丞。

「上海はいかがでございました」

「江戸とはちがうな」

　後藤は笑いもせずにいった。

「それは違いましょうとも」

「高知ともちがうさ」

「左様で」

「おそれながら、京ともちがう」

「ははあ」

　みなばかばかしくなった。

「どこがちがうか。二つある。まず第一にあれは侵略者どもが作った港こう市しだ。侵略された清国人どもは犬猫同然の身分に落ちている。あわれなものさ。うかうかするとわれらもああなる。上海は日本にとって眼前の教訓だ」

「まことに」

「この連中が」

　と、後藤はそばにいる英国人をあごでしゃくって、

「おれらの主人になって、上海でいう苦力クーリーとして働かせることになるだろう。もっとも日本武士はそうは行かんが」

「われわれ日本武士には腰よう間かん三尺の秋しゆう水すいがありますからな」

　と、溝淵広之丞がいった。

「左様、三尺の秋水がある。しかし二つ目の感想だが、上海に行ってみると、港内に地球上で威をふるっている七カ国の軍艦、商船がびっしりと舷げんを接して碇てい泊はくしていた。これをみると、三尺の秋水ではどうにもならんと思った」

「なるほど」

「国許の老人や固陋な攘夷家どもは、おれが開成館を建てて藩を洋式化するということだけで洋夷にかぶれたとし、暗殺を試みようとしている。おれの首を刎はねるのはよいが、そのあとどうするか。洋夷の軍艦・大砲に蹂じゆう躙りんされてしまうだけではないか。今後、日本はできるだけ早く西洋の文物を取り入れ、それをもって逆に洋夷の跋ばつ扈こをおさえ、進んで清国に斬りこみ、上海・香港の洋夷を追い出し、清国人をいわれなき桎しつ梏こくから救い出さねばならん」

「ははあ」

「そう感じた」

　後藤は、白扇をひらいてはらはらと襟もとをあおぎはじめた。

「大夫、そろそろ」

「ああそうか」

　後藤は、ゆったりと立ちあがった。藩吏たちは、この若い仕置家老にぴたりと寄り添うようにして歩きはじめた。「暑苦しい、離れろ」といったが、かれらは離れない。

「当地に蟠ばん踞きよする坂本の部下のなかで、武市半平太の仇を討つ、と嘯うそぶいている者がおります」

「高知の仇を長崎で討つか」

　後藤はへたな冗談を言いつつリチャードソン商館の玄関を出た。

　そこへ偶然、石畳に車輪の音をとどろかせて、異人の馬車が通りかかった。

　騒ぎは、そのときおこった。




　珍騒動である。

　馬車の上には、プロシャ人のキネプルという商人が乗っている。

　ちなみにプロシャは独逸ドイツ連邦中最大の領土をもつ国だが、とくに鉄・石炭の天然資源が多いことが幸いし、産業革命以後、ヨーロッパで重要な地位を占めるにいたった。とくに近年、ウィルヘルム一世が皇帝の座につくや、参謀総長モルトケ、陸軍大臣ローンなどの天才的軍人を起用して軍備の拡充につとめ、さらには最近鉄血宰相といわれるビスマルクが軍備拡充のために議会を停会し、独特の構想で軍国主義国家を築きあげつつあり、その国威は、いまや老舗しにせの英仏を凌しのごうとする勢いがある。

　自然、その猛たけ々だけしい国威を笠にきて在外商人の鼻息もあらい。

　はるかに極東の島国の長崎にきている冒険商人のキネプルなどはその典型的なプロシャ的粗暴さをもっている。

「ゴトウ、ゴトウ」

　と、血相を変えて馬車の上からどなった。

（悪いやつに会った）

　後藤はそんな面つきで、聞こえぬふりをして悠然と立ち去ろうとした。

　理由がある。

　後藤は例の放漫政策で、今年のはじめみずから長崎に乗りこみ、キネプルに直じき談だんし、エンピール銃千挺ちようの買いつけを契約した。

　一挺三十両の値段である。余談ながらさきに竜馬が仲介して英人グラバーから長州の伊藤俊輔・井上聞多が買った値は、一挺十八両である。

　倍近い法外な値段である。プロシャ人はこういう火事場泥棒的商いをしたために、東洋における商業活動はついに英国のようには伸びなかった。

　が、後藤はあまい。その値が法外とも知らずに契約を結んだ。しかし金がない。

「樟脳ならある」

　と、後藤は泰たい然ぜん自じ若じやくといった。樟脳で新式銃千挺を買おうという後藤も後藤であろう。

　が、キネプルも商人である。樟脳がヨーロッパではいい値で売れることを知っている。

「樟脳は金きんではない。だから樟脳で銃を売ることはできない。しかし樟脳三万両分をこの長崎に持って来てくれれば、それを抵当として銃三万両分を貸与しよう。あとで黄金をととのえてきてくれればよい」

　ということで商談は成立した。

　ところがその実、土佐藩には三万両に相当するような大量の樟脳はないし、無いうえにキネプルの銃器が法外な値段であることもわかってきて、後藤は契約の履り行こうからのがれようとした。キネプルは激怒した。そのうち後藤は上海に飛んで消息がわからなくなったため、キネプルはいよいよ激怒した。「後藤をつかまえる」と騒いだ。

　その後藤象二郎が、いま、リチャードソン商館から出てきたのである。

「ゴトウ、契約を破るというのは盗賊以上の犯罪であることを知っているか」

　馬車から、飛びおりた。

　大だい兵ひよう肥満の男で、右手に洋杖ステツキをもっている。




　キネプルは洋杖で石畳をはげしくたたき、

「樟脳をどうした」

　とわめいた。たちまち路上のあちこちで人溜りが出来て、この騒ぎを見ている。

　後藤は、立ちどまった。扇子せんすを、ぱちり、ぱちりと開閉しながら、

「値が、泥棒値である。左様なものが買えると、ぬしは思うちょるか」

　といった。キネプルは独逸語、後藤は日本語である。それでも妙なもので、互いに語気で通じあうらしい。

　キネプルはいよいよ怒り、同行していた清国人の通弁に「こう言え」と命じた。

　その言辞がすさまじい。

「契約を履行せぬと、上海にいるプロシャの東洋艦隊をトサの浦戸湾に差しむけるぞ」

　と、三度同様のことを叫ばせ、正真正銘の恫どう喝かつをもってのぞんだのである。

「軍艦？」

　後藤は鼻で笑った。

「盗賊が軍艦を差しむけるか。それは一段とおもしろかろう。来るならば来い」

　と、嘯うそぶいてキネプルの顔も見ようとしない。

「ゴトウ、侮辱するか」

「侮辱はしておらん。汝ぬしこそ侮辱し、かつ恫喝しておる。侮辱と恫喝に対しては日本武士はどういう態度で出るか知っておるか」

　と、白い足た袋びのあしを一歩踏み出した。

　キネプルは狼狽した。

「斬りはせぬ。この長崎は幕府こうぎの土地であるゆえ流血はつつしむ。しかし汝はいま軍艦を土佐へ寄越すといった。土佐へ来るなら来てみよ。汝の国人が堪能するまで日本刀の斬れ味を示してやろう」

「とにかく、本国政府に訴えてやる」

「値段を変更して出直せ。その上で戦争とあれば大きに応じよう」

「ゴトウ」

　キネプルは、急に態度を変えた。後藤の毅然とした態度に、多少閉口したらしい。

「君は、商習慣、商道徳を知らぬ。いったん契約したものは天地が裂けようとも変改はまかりならぬ、というのが商業の基本というべきものだ。君は間違っている」

「ここは路上」

　後藤も体裁がわるい。

「この騒ぎを聞き伝えて市中の攘夷浪士が飛んできて汝ぬしを斬らぬともかぎらぬ。話は場所を変え、ゆるりと、当藩の下僚とやりたまえ」

　御免、と一声言いすて、ゆったりと歩を運びつつ立ち去った。

　旅館の財津屋にもどり、一風呂あびてから衣服を変え、

「旅りよ塵じんをおとすのだ。みなも来い」

　と、藩吏二、三人をひきつれ、思案橋を渡って丸山の遊里に踏みこんだ。殿様遊びがなによりも好き、というのが後藤である。

「キネプルは、あの調子では本気で軍艦を国もとに差しむけるかもしれませんよ」

　と、藩吏たちは絃げん歌かの巷ちまたを歩きながらも気が気ではない。

　後藤は、忘れたような顔をしていた。

　やがて花月にあがり、馴な染じみの芸妓を総上げにして騒ぎはじめた。




　そのおなじ夜。

　まだ初しよ更こうの鐘が鳴ったばかりのころである。

　竜馬が本博多町から亀山の上の社中へゆくと、土間で五、六人の社中の者が、刀の目め釘くぎをしらべたり、わらじのひもを結んだりして妙にものものしい。

「なんじゃ、おンしら」

「あ、竜りようノ字、まずいところに来たな」

　とあわてたのは、年とし頭がしらの菅野覚兵衛だった。

　沢村惣そう之の丞じようもいる。竜馬の甥おいの高松太郎もいる。ほかに安岡金馬、野村辰太郎、石田英吉、さらには社中きっての和漢洋の学者で、思慮ぶかい長岡謙吉さえもまじっている。

　みな、社中での土佐脱藩組である。つまり、二百数十年、上士に痛めつけられ、酷烈な差別を受けつづけてきた土佐郷ごう士しに属する連中である。

　竜馬は、とっさにさとった。

（殺しに行くつもりじゃな）

　──後藤象二郎を。

「竜馬、とめるな」

　と、年がしらの菅野覚兵衛は先手を打っていった。殺さねばならぬ、と言う。

「武市半平太の霊が浮かばれぬ。野根山二十三人の烈士の霊も浮かばれぬ。後藤象二郎を殺さぬかぎり、あの者どもの霊は、むなしく長ちよう天てんを遶めぐりつづけているであろう」

　この最後の言葉は、城下南会かい所しよの白しら洲すで切腹させられた土佐勤王党の俊英間崎哲馬（滄そう浪ろう）の絶命のときの詩句である。




請こふ君よ、狂風陰雨の夜

飄ひよう々ひようとして魂こん魄ぱく長く天を繞めぐらん




　藩庁や上士の仕打ちに恨みを呑んで死んだ志士たちの気持を、この詩は言い尽してあますところがない。

　その哲馬の絶命の詩を、この土間の一群のなかの高松太郎は想いだしたのであろう。声を押し殺して泣きはじめた。

「老公には復讐することはできぬ」

　菅野覚兵衛も、涙声でいった。

「されば後藤を斬るのだ。斬って在天の英魂をなぐさめ、あわせてわれわれ郷士の性根の在ありどころを見せてくれるわ」

　なるほど菅野のいう気持もむりはない。後藤象二郎ほどの切れ者の大監察が勤王党弾圧に乗り出さなければ、武市もなんとか言いのがれして生きることができたであろう。あのときの老公容堂はあくまでも武市を殺そうとした。しかし武市を裁く裁判官がいずれも無能で容堂の期待にこたえ得なかった。後藤が起用されるにおよび、快刀乱麻を断つように事件をさばき切り、土佐藩空前の政治事件を容堂の思うがままに始末してしまった。その後、後藤がいよいよ容堂に可愛がられてついに参政の位置にのぼったのは、この事件の功績におうところが多い。

「後藤はいま、花月で飲んでいる。その帰路を待ち伏せてすっぱりやってしまう。かれの叔父の吉田東洋と同じ運命になるのだ」

　菅野覚兵衛はいった。




「竜馬、料簡してくれ」

　菅野覚兵衛はいった。後藤象二郎を殺すことを、である。

　菅野も石田も沢村も、竜馬がはっとするほどのすさまじい顔つきになっている。土佐郷士の上士への恨みの根のふかさはもはや異常といっていい。

（これほどまでに）

　と、同国人の竜馬でさえ、たじろぐ思いでかれらの目つきを見た。

　みな、化け生しようの目である。人間の目ではない。

（二百数十年、遠州掛かけ川がわからきた上士どもは土着武士の郷士を差別してきた。犬猫同然にあつかってきた。同席するのも穢けがれとしてきた。人間が人間を差別すると、こうも人間の血を異常にするものか）

　武市らの仇を討つ、というのはもはや単に名目にすぎない。根は差別の歴史にある。

「止やめい、とは言えぬな」

　竜馬も、同種族のひとりである。感情としては彼等に共通するものがある。

「それは言えぬ」

　と、菅野もいった。

「なるほど竜馬、おンしは社中の頭かしらじゃ。社中の一員であるわれわれは何事もおンしに相談せねばならぬ。おンしの下げ知ちを受けねばならぬ。しかしこれは社中の仕事ではない」

「これはとは後藤殺しのことか」

「左様。後藤殺しは、われらが盟友である武市をはじめ野根山で死んだ二十三人の仇を討つということじゃ。われらが私事である。おンしに止める資格はないことぞ」

「そうだな」

　竜馬は、きまじめにいった。

「やりたければやったらいいだろう。おれはこの件については理り屈ぐりはせぬ（議論はせぬ）」

「さればそこを退どけ」

　菅野はいった。

（むずかしいところだな）

　と、竜馬は思った。これをむりやりに制止すると、今後感情問題が残り、社中の結束にひびが入るだろう。

　そこへ陸奥陽之助と白峰駿しゆん馬めとがぶらりと入ってきて、この場の光景におどろきの目をみはった。陸奥は紀州人、白峰は越後人で、この暗殺計画とは関係がない。

「どうしたんです、菅野さん」

　と、陸奥はいった。陸奥と仲のいい高松太郎が簡単に事情を説明した。それをきいて陸奥は、「馬鹿な」と、常識論をもって反対した。菅野は怒りだした。

「紀州者はだまっちょれ」

「なんと？」

　そういわれて、陸奥もひっこんでいる男ではない。

「社中に、紀州、土佐、越後などという区別はないというのが、わが亀山社中の光こう彩さい陸りく離りたる旗ジルシではないか。六十余州のなかでわれわれのみが日本人であるというのが、わが社中の社しや是ぜではないか」

　あやうく剣をぬいて争闘に及ぼうとした。

「よせ」と竜馬がいった。

　その竜馬の意見だけが、まだわからない。




　菅野覚兵衛らが、竜馬を押しのけるようにして外へ出ようとしたとき、

「おれは理り屈ぐりはせぬがな、しかし」

　と、竜馬はその背に話しかけた。

「他日、後藤に、会うぜ」

　菅野らは、一いつ驚きようした。

「なんだと？」

「おれが後藤に会うまで、後藤を生かしておいてくれたほうが、おれにとっても社中にとっても日本にとっても好都合だ」

「えっ？」

「後藤が武市の仇あだということはおれにもわかる。それはそれ、天下の大事は大事」

「なんだ、その天下の大事とは」

「おれも切せつ羽ぱつまった」

　と、竜馬は、カマチに腰をおろした。土間の菅野らを、見あげる姿勢になった。

「この亀山社中は破産寸前だ。なるほど亀山社中はちっぽけな存在でとるには足るまい。しかしちっぽけではあるが、麴こうじの一粒だ。麴は一粒でも酒をつくることができる。この亀山社中は眇びようなりといえども、おれの構想のあたらしい日本をつくる麴の一粒だ。この麴を枯れさせてはならぬ。しかしいま枯れようとしている」

「ふむ？」

「いままで、越前藩や薩長両藩からずいぶんと援助を受けてきた。かれらは株かぶ仲間になってくれて、まるで自藩の事業のようにこの社中を守もり育ててくれた。が、船が沈んだりしてどうにも事業はうまくゆかなくなっている。こうなれば、憎さも憎い」

　と、竜馬はわざと言葉を誇張させて、

「土佐藩と手を握りたくなった。へんぺんたるわれら郷士の感情は、あたらしい日本の築きあげのためには捨てねばならぬ。おれはそう思った」

　竜馬は、カマチの上でアグラをかいた。

「おれは後藤と手をにぎるぜ」

「えっ」

「後藤は、土佐二十四万石の参政だ。容堂様のご寵愛もふかく、藩を指一本で動かせる位置にある。おれは後藤を使う。後藤を殺してしまえば使えまい。人間の死体ほど役立たずなものはないからな」

「おいおい、竜馬」

「わかっている。おれは在来、土佐藩を相手にせず、と言いつづけてきた。おれは自分の前言をひるがえしている。食しよく言げん漢かんとでも変節漢とでも、なんとでもいえ」

「だが」

「まあ、言わせろ。土佐は天下の雄藩だ。しかもわれわれにとっては愛憎最も深い。憎をしばらく殺してこの藩をできれば社中の親おや株かぶにしたい」

「竜馬よ」

「待て。わが社中は、薩長によって成立している。逆にいえば薩長はわが社中によって手を握った。これに土佐藩を加える。されば薩長土三藩」

　竜馬は熱してきた。

「薩長土三藩の結束をもってすれば、徳川幕府を倒すことも可能だ。それには後藤が必要である。覚兵衛よ、こう申してもなお後藤を殺すというのか」




　そのころ、後藤は「花月」で飲んでいる。

　こういう場合、酒席に長崎言葉でいう大た夫よ衆し（花魁おいらん）をよぶのが普通である。

　タヨシは、千ち歌かという女で、後藤のそばに寄り添っている。

　歌にある。京・長崎・江戸・大坂の四都の花か街がいの特色をよみこんだ歌だ。

京の女郎に長崎衣裳

江戸の意気地にはればれと

大坂の揚あげ屋やで遊びたい

なんと通つうではないかいな

　京の遊女は美人、という相場がある。貿易の金の落ちる長崎では遊女の衣裳がきわだって豪華だという。江戸はなんといっても気っぷがいい。大坂の花街は、建物が豪勢である。そういう意味だ。

（なるほど歌のとおりだ）

　後藤は、なにごとにつけても豪華な風ふ情ぜいがすきな男だから、横にいる千歌の衣裳のすばらしさに満足していた。

（これだけは高知にも上海にもないわい）

　千歌は、色白細面の長崎顔で、美人といえる。

　髪かみ容かたちは、京や大坂風ではなく、吉原風である。これは長崎が幕府領であるうえ長年幕府の独占貿易の地だったため、江戸の旗本の赴任や往来が多い。自然、西国にありながら上かみ方がたをとびこえて江戸好みになっているのであろう。

　千歌の髪をみると、高価な鼈べつ甲こうの笄こうがいが九本、それに銀の櫛くしをさしている。衣裳は桔き梗きよう文もんの紋もん羅らに、江戸褄づま模様をつけた紅も絹み裏うらの袷あわせかたびら、帯は黒びろうど、それを前結びにしている。

　ところが、酒席のところどころにすわっている芸妓はちがう。彼女らの役目は遊女とはちがい、枕席にはべるのではなく、歌舞音曲を受けもつのだが、それだけにあくまでも脇役である。

　脇役らしく主役のタヨシを食わぬようにあっさりした衣裳を身につけている。

　髪は島田で、江戸の柳橋あたりの芸妓の風俗とあまりかわらず、化粧も薄く掃き、ひかえめな風情である。

　そのなかで、郡ぐん内ない縞じまの大筋に秩ちち父ぶ裏うらの袷を着ているのが、薄化粧ながらひどく可愛い。

（遊女より美人ではないか）

　後藤はそうおもって、

「おンしは、何というぞ」

　と、名をきいてみた。

「お元もと」

　芸妓は、唇をまるめて答えた。

　その横にいた踊りのうまい年とし増ま芸妓が、

「お元さんは土佐のお侍が大すきじゃとつねづね申しております」

　と、後藤への愛想のつもりでいった。

「土佐のたれじゃ」

「坂本竜馬さま」

　と、年増がいった。

　お元は、あわてた。

「姐あねシャマ、いけませぬ」

　が、口に出てしまった以上、どうにもならない。後藤はお元に杯をさし、「よかろう、坂本はうらがまだ見ぬ盟友じゃ」といった。竜馬の耳にきこえるようにいったのであろう。




　亥いノ刻（夜十時）すぎ、後藤は泊まらずに花月をひきあげた。

　これもこの若い家老の性格のどこかにつながりのある挙動であろう。豪奢な遊びがすきなくせに、さばさばしている。遊女をよんでいながら、酒をのんだだけで帰るという遊びかたはめずらしい。

「大夫は、疲れておられる」

　と、下僚どもが花月の女どもに気をつかった。

　思案橋を渡るとき、

「溝淵」

　と、後藤は溝淵広之丞をよんだ。溝淵が、はっ、と小腰をかがめて寄ると、

「不ぶ粋すいなのがあとをつけているようだ」

「えっ」

　溝淵がふりかえろうとした。後藤は、川むこうの銅どう吹ぶき所じよの灯をみながら、

「ふりむくな。刺客というものは、胸中おびえきっている。こちらが気づいた、とみれば闇やみ雲くもに打ちかかってくる」

　ゆったりと歩いた。歩きつつ、

「溝淵、ぬしゃ、郷士のあがりだ。刺客どもと話があうであろう。言いくるめてしまえ」

「あれは坂本の社中の者でござりまするか」

「そうとしか思えぬ」

　橋のたもとに、見返りの柳がある。西風にゆれている。

　溝淵を残して足ばやに歩き、油屋町のすじに出たとき、西浦屋という唐とう物ぶつ商しようの軒下から人影が飛び出した。

　路上を怪け鳥ちようのように横切るすきに、きらっと白刃がきらめいた。抜き打ちである。

　後藤はあやうくとびさがったが、襟を三寸ばかり切られた。

「追うな」

　と、後藤は言い、笑い出した。

「連中、斬る気はない。いまの一太刀、間ま合あいは十分で、本気でやったことなら、おれは真二つに斬られている。あれはおどしさ」

　さっさと歩きだした。

「まだ、出るだろう」

「出ますか」

　下僚はみな刀の鯉こい口ぐちを切っている。気のせいか、辻々や家々の軒下の闇溜りに人の息づかいが聞こえるようだ。

　犬が鳴いている。

「さっきのやつが、犬に追われているのだろう」

　と、後藤はくすくす笑った。

「刺客は、坂本のさしずかね」

「そうとしか思われませぬ」

「とすれば坂本も、世間の評判ほどのやつではない」

　後藤は、そのへんの闇溜りに聞かせるために声を大きくしていった。

「しかし大夫」

　と、山田慎蔵というのが、怒りを籠めていった。山田は上士階級の出である。

「かれら脱藩郷士どもは、あなた様にとっては叔父上（吉田東洋）の仇ではありませぬか。このさい、かれらを追いさがして息の根をとめることは人の道でござる」

「そんな人の道は、おれは知らんよ」

　後藤は宿にもどった。




　後藤の宿は、財津屋である。

「ひょっとすると刺客が襲うかもしれぬ」

　と、高橋や山田らが家の男衆に注意して、戸締りを厳重にさせた。

　後藤は、風呂に入った。

　その入浴中、万一の用心に、高橋と山田とが、板敷の間に刀をひきつけて番をした。

　そこへ、溝淵広之丞が帰ってきた。

「やはり思案橋の袂たもとに出た刺客は、坂本の社中の者でした。会って詰きつ問もんすると、坂本の指図ではなく、武市半平太の仇を報ずる一念、つまり武士の意気地が出たものである、と申しておりました」

「名はなんという男かね」

　と、湯殿の中から後藤がきいた。

「それは申されませぬ」

「なにっ」

　と、怒ったのは後藤ではなく、板敷の間にいる山田慎蔵である。

「いえぬと申すのか。相手は大夫のお命を狙った曲者ではないか。その名を申せぬというのか」

「名は、ここで口外せぬ。いって何になる。無用の摩擦をよぶだけのことだ。わしも忘れようとしている」

「溝淵広之丞」

　山田が目を三角にした。

「ぬしゃ、軽格郷士の出だ。なるほど血筋はあらそえぬ。稀け有うの抜擢をうけて上士の待遇をうけているとはいえ、いざとなれば郷士どもをかばうというわけか。後藤殿の御知遇をわすれたか」

「それは言いがかりというものです。拙者はなるほど軽格郷士の出である。破格のお取立てをうけて藩務にたずさわってもいる。しかし名を申さぬということと、何のかかわりがありますか」

「身びいきではないか」

「これは武士の一いち分ぶんというものだ。後藤様は一藩の大夫であられる。名を申せばそれに告げ口したことになる。男として出来ることではない」

　溝淵広之丞は、他国でいういっこく者、土佐でいういごっそう（異骨相）という人物である。いったん我意を立てれば、雷が落ちようと槍が降ろうとあとへはひかない。

　この人物は、これだけの学才がありながら、この性格のためにのちに役目を辞し、維新後も新政府から何度か召しがあったがついに出ず、高知の城北・北ノ口の屋敷に閑居し、世にかくれたまま明治四十二年七月四日歿している。

「山田、機嫌をなおせ」

　後藤が、湯殿からいった。

「溝淵、相手の名はきかぬ。そのかわり、わしと坂本と会う手はずを進めろ」

「大夫、危険です」

　山田も、高橋もいった。

「それに、坂本は大夫の叔父上吉田東洋先生の仇の片割れではありませんか。もしお会いなされば、国許の上士どもは騒ぎますぞ」

「騒がせておけ」

　後藤は、湯舟からあがったらしい。

　ぱしっ、と手拭をはたいて水気を落し、鼻唄を歌いはじめた。

　外は、雨が降っている様子である。




　竜馬が、同郷の溝淵広之丞のあっせんで土佐藩仕置家老後藤象二郎とあう、ときめたのは、その翌日である。

「安堵した」

　と、使者の溝淵は、深い吐息をついた。

　なにしろ、大仕事であった。

　この場合、竜馬は郷士の代表、後藤は上士の代表とみられるべき存在である。郷士・上士の双方、二百数十年のつもりつもった感情があるうえに、とくに近年は勤王・佐幕にわかれて流血の惨をくりかえし、怨えん恨こんは双方に深い。その首領同士が、一堂に会かいして手をにぎろうというのである。

「これは土佐藩史上の最大の出来ごとになるのう」

　と、溝淵は汗をふきながらいった。

「とにかく竜馬、感謝する」

「感謝することはあるまい。双方、下心があってのことさ。後藤もわしを利用しようとする。わしも後藤を利用しようとする。そういう必要が生じてきたというのは、時運というものだな」

「また竜馬の時運論か」

「時運というほどこわいものはないさ」

「しかし、天下国家の慶事だぞ」

「まあそうだ」

　竜馬は、素直にうなずき、溝淵広之丞のあっせんの労をねぎらった。竜馬の論でいえば時運をいちはやく洞察してそれを動かす者こそ英雄だという。

「その意味からいえば、おンしは英雄の事業をなしたといえる」

「そのかわり」

　溝淵は情けなさそうな顔でいった。

「上士・郷士の双方から裏切り者同然の目で見られるだろう」

「世間は料簡のせまいものだ。これだけはどうにもならぬ。料簡がせまいといえば、あとできいたことだが、おれの社中の連中が、後藤に剣つるぎの舞を見せたそうだな」

「うむ」

　溝淵はにがい顔をした。

「しかし後藤も見どころがある」

　と、竜馬はいった。

「普通の人間ならあの一件だけでおれに会わぬところだ。普通の人間ではないらしい」

「左様、普通の人間ではない」

「度胸もあるな」

　竜馬も、そのことに感じ入っていた。それほどの男ならこのさき、共に火焔のなかでもくぐってゆけると思ったのである。

「ところで、会談はあす、か」

「左様、あす。わしが迎えにくる」

「楽しみにしている、と後藤に伝えてくれ」

「わかった。ただし」

　と、溝淵はいった。

「後藤象二郎殿は二十四万石の仕置家老をつとめておられる。席上、いまのような呼びすてはこまるぞ」

「なんの、かまわん」

　竜馬はひとごとのようにいった。

「おれは土佐藩の禄は食はんでおらぬ。後藤も裸の後藤で来い、といってくれ」




　長崎に、油屋町という町がある。西浜町とならんで大商人の店が多い。大坂でいえば船せん場ば、江戸でいえば日本橋あたりに相当するかもしれない。

　その油屋町に、大浦お慶けいという日本茶の輸出で大身代をきずいた女商人が住んでいる。

「その家を借りて、会談してもらう」

　と、溝淵広之丞が、その翌日の夕刻、竜馬をむかえにきていった。

「大浦のお慶といえば、長崎きっての美人というではないか」

　竜馬もその名をきいている。

「浮気者としてはな」

　溝淵も、そんな噂をきいていた。いわば長崎の名物女なのである。

「商才も、長崎一という評判だ」

　と、溝淵はいった。

「おもしろい女、という点では、ひょっとすると日本一の珍女かもしれん」

「ふむ」

　竜馬は溝淵らとともに西浜町の根ね城じろの土佐屋の軒を出た。雨はすでにあがったが、道がぬれていた。その濡れた石畳に夕陽が映えてひどく美しい。

　露地から、子供の群れが駈けだしてきた。

　先頭の子が、長崎の童わらべ唄うたをうたっている。

赤あッかとバイ

のんのかバイ

阿オ蘭ラン陀ダさんから

貰もろたとバイ

　竜馬は長崎弁にややなじんできたが、意味はこうらしい。

赤いもの

美しいもの

それはオランダさんからの贈りもの

　ということなのであろう。美しくて珍奇なものはすべて南蛮渡来のものである、というあこがれが、この町の童唄にまで織りこまれているのである。

　大浦のお慶という珍女も、女によ性しようとして赤あッかでのんのである、という点で、いかにも長崎ふうであった。

（お慶も、長崎でしかうまれぬ女だ）

　そんなことを考えながら歩いていると、溝淵広之丞もお慶のことを考えていたらしく、ふたたびその話題にもどした。

「お慶がな」

　と、このきまじめな学究肌の男がいう。

「おぬしを知っちょるとよ」

「おれをか」

　竜馬はおどろいた。

「おれは知りゃせんぞな」

「むこうは知っちょる。知っちょるどころかいっぺんお会いしたいと言い、わしに頼んじょった。そういうことがあって今こ宵よいはお慶の屋敷を借りることにした」

　竜馬はだまっている。まじめ一方の溝淵は竜馬の顔を見あげて、

「お慶は、一晩でも男なしでは寝られぬ、という奇女じゃ。おンし、見込まれたな」

「なにを言やがる」

　竜馬は、童唄の夢想から醒めた。




　溝淵広之丞はよほど「大浦のお慶」に関心がふかいらしく、さらに話をつづけた。

「女ながらもあれだけの商略のあるのはめずらしいな」

「ほう」

「しかも貧から身をおこしたわけじゃない。長崎の茶問屋で大浦家といえばたいそうな豪商だ。そのひとり娘にうまれ、乳おん母ば日ひ傘がさでそだった女がだ、豪胆俊敏な大商いをする」

　大浦のお慶は、文政十一年六月十九日に大浦家のある大浦町一番戸（一番地）にうまれている。満で三十八歳だが、溝淵のいうところでは、小作りで色白なせいか、どうみても二十二、三にしかみえないそうだ。

　十代の終りごろ、しかるべき養子をとったが、お慶の気に入らなかった。

　養子はこれも長崎の豪家からきた男だが、無教養で貧相で婚礼のときも貧乏ゆすりをやめず、そのくせ寒気のするほどの粋いきがった若者で、お慶に、

「へいへい、まことに恐きよう惶こう頓とん首しゆなこって」

　と、色町のたいこもちがつかうような言葉をつかい、揉もみ手でをして機嫌をとる。

　これにはお慶も閉口した。

　もともと彼女は、男への好みの手きびしい女で、平素、

「削そぎ竹だけのようにするどい男が好よか」

　といっていた。頭がするどく気骨が稜りよう々りようとした男がいい、という意味だろう。後年そのような男をみれば、前後の見さかいもない強引さで自分のものにした。

　この養子の若旦那が気に入らない。気に入らないとなれば、そこは抜群の行動力のある女だから、婿むこをとってまだ二、三日目というのに、

「若旦那、どぎゃん見てもああたは私の婿むこ殿どんにむかんばい。縁バ切るけん、実さ家とへ帰っていただきます」

　と宣言し、追いかえしてしまった。

　それ以後、独身である。

　嘉永六年というからお慶の二十五、六のときだろう。

　出島のオランダ屋敷のテキストルという人物と懇意になり、貿易がいかに利のあるものかを教えられた。

　ところが、幕府が厳重な鎖国体制を布しいているときだから、現実は不可能である。鎖国下では、幕府がオランダと清国に対してのみ、ほそぼそと官営貿易をしていた。

　が、お慶の行動力の前には、そういう国禁は痛くも痒かゆくもなかった。

　肥前（長崎県・佐賀県）に嬉うれし野のという、茶の産地がある。

（日本茶はどうだろう）

　と思い、テキストルに話すと、

「ヨーロッパ人がそれを好むかどうか、市場調査をしてみなければわからない」

　といった。

　お慶はその市場調査のために上海へ密航することを計画した。むろん見つかればハリツケの極刑に処せられる。

　お慶は長崎の清国人にたのみ、輸出用の椎しい茸たけの荷箱に身をひそめ、ジャンクに乗って上海への密航を敢行し、しかも成功した。




　お慶が上海へ密航した嘉永六年といえば、いまから十四年のむかしだ。

　竜馬にとって、なつかしい年である。かぞえ年十九歳で国もとを発ち、江戸の千葉道場に入門した年だった。ペリーが江戸湾頭にやってきて天下を震しん憾かんさせた年でもある。

　竜馬はわが往時を回想しているのではない。

（えらい女だ）

　とおもったのは、長州勤王党の始祖となった故吉田松陰とおもいあわせたのである。

　松陰は、危機論者であった。天下を遊歴し諸名士に会って日本の今後についての意見を研といでいたが、ついに、

「諸外国を知らなければ、自分の意見は完成しない」

　と気づき、翻然、密航を決意し、この嘉永六年たまたま長崎にきたロシア軍艦に交渉して密航の件を頼み入ったが、ロシア軍艦は鎖国主義一点張りの幕府を刺戟することをおそれ、松陰の申し出を拒否した。

　翌年、松陰は下田港にゆき、和船を漕いでペリー艦隊の一隻に近づき、さきと同じく密航希望をのべたが、米国側もロシア人と同様の理由でこれを拒絶した。

　ところが、おなじ時期に、お慶のほうはみごとに成功しているのである。

　むろん松陰とお慶とでは動機がちがう。一人は行動的思想家であり、一人は投機商人である。しかし命をはった冒険精神という点ではすこしもかわらない。

　松陰は刑死し、お慶は生きるを得た。

（えらい女だ）

　と竜馬が感心したのは松陰と思いくらべてのその点である。

　このお慶は、上海で会えるだけの紅毛商人に会い、日本茶をのませ、その商品見本をばらまいて長崎へ帰ってきた。

　長崎へ帰ってくると日本中はペリーによる衝撃でひっくりかえるような騒ぎになっていた。攘夷論の沸騰である。

（世は、なるようにしかならない）

　と、まだ二十四、五歳のこの女は、時勢の将来を見ぬいていた。

（きっと異人と貿易できるようになる）

　はたして幕府は、欧米列強に対しいくつかの港をひらいた。

　嘉永六年から三年目の安政三年、上海から英国商人でオールトという人物が大浦町のお慶の家にたずねてきて、

「あなたの見本が、まわりまわって私の手に入った。ぜひその肥前嬉野の茶を買いたい」

　と、お慶でさえびっくりするほどに巨額な注文をした。

　お慶はさっそく産地へとんで行ったが、嬉野の茶といってもせいぜい九州一円を相手にしている程度の生産額で注文の一パーセントも供給できない。お慶は大あわてで各地に番頭を走らせ、やっと一万斤をかきあつめて輸出した。

　その後さらに産地を激励し、生産額をあげさせてどんどん輸出し、いまなお輸出をつづけ、巨万の富をきずいた。

（松陰もえらいが、お慶もえらい）

　と、竜馬は感心している。




「とにかく一見に値いする」

　と、溝淵はいった。お慶のことである。

「値いするかね」

　竜馬は油屋町への橋を渡りながら、くすくす笑った。溝淵のような堅いいっぽうの勉強家が、お慶にたいへんな傾倒ぶりであることがおかしかったのである。

「しかし溝淵」

　竜馬はちょっと不審だった。

「お前まん、なぜお慶と深ふか間まに入ったのかね」

「深間？　とんでもない」

　溝淵はよほど狼狽した。

「わしゃお慶を畏敬しちょるだけじゃ。知りあったのは、お慶の屋敷に英国人が来る。その英国人の通事（通訳）を、わしは勉学かたがたつとめただけじゃ」

「むきになるな」

「わしゃ、なっちょらせんがの。しかしお慶は客好きで屋敷はいつも千客万来じゃ。ひろい屋敷うちは、客で客で、人が蔓わごっちょるようじゃ」

「蔓っちょるか」

　溝淵の表現がおもしろかったので、竜馬は声を立てて笑った。

「おもにどんな客だ」

「薩人が多い」

　ホウ、と竜馬は溝淵をみた。薩人はゆらい剽ひよう悍かんで仕事にも抜け目がない、という長所があるが、弱点は女好きなことである。

「薩人がなあ」

　と、竜馬は爆はじけるように笑いだした。

「いやいやお慶は」

　と、溝淵は彼女のために弁護した。

「なるほど男好きで、一夜も男なしでは寝られんという人物ではあるが、しかし男ならたれもかれもというわけではない。お慶の大きらいなのは、腑ふぬけた町家の若旦那と空からいばりの小役人だそうだ」

「婿をたたき帰したほどの女だからな」

「左様。歯ごたえのある男が好きじゃという話じゃ。さればお慶は武士のなかでも天下奔走の士を好む」

　好むだけでなく、小こ遣づかいを呉れてやったり泊めてやったりして、ずいぶん面倒もみているらしい。

「お慶にはいま一つ特技がある。人物眼があることだ。身分の如何にかかわらず、男として一流の人間が好きらしい」

「たれとたれがお慶に可愛がられちょる」

「可愛がられると申しても、わしはどの程度の色恋かは知らんぞ。知らんが、薩の松方と佐賀の大おお隈くまなどは、二階に部屋をそれぞれ貰って、下宿人のようになっちょる」

　松方は、名は助左衛門。のちに正まさ義よしと名のり、維新政府の薩閥の重鎮となり、内閣を組織したこともある。維新後公爵。

　肥前佐賀藩の大隈は、通称八太郎。維新後重しげ信のぶと改称し侯爵、早稲田大学の創立者である。

「なるほど、がらの悪い連中だ」

「その二人などは、お慶が湯殿に入ると三助のまねごとをして背中を流すそうだ」

「なるほど、松方と大隈を三助として従えているとすれば相当な人物だ」

　竜馬にすれば後藤象二郎よりもむしろお慶を見物するほうがおもしろくなってきた。




　橋を渡って油屋町の辻に出た。

　その辻のむこうの左側にながい板塀がつづいているのが、お慶の屋敷である。

「どうだ、大名屋敷のようだろう」

　と、お慶の心酔者である溝淵広之丞はいった。なるほど個人の私宅としては、竜馬が止宿している小曾根家に次ぐものかもしれない。

　門も大きい。

　馬に乗ったまま入れるほどに高々とした門で、門わきに軒燈がある。

　軒燈がかわっている。オランダ風の豪華な青銅製の石油燈で、すでにあかあかと灯がともっていた。

　門を入って玄関までの右側に、大きな木もつ斛こくの木が植わっている。木斛の茂みの下に、長崎風の小こ燈どう籠ろうが、苔を照らし出していた。

「頼もう」

　と、溝淵は玄関で取次ぎをよばわった。

　すぐ御殿女中風にこしらえた上かみ女中が走り出てきて膝をつき、

「すでに」

　と、頭を伏せつついった。

「後藤様がいらっしております。ご案内いたします」

　玄関から出てきて、手燭をかかげた。こちらへ、と茂みのなかの小径を先導し、やがて小こ切きり戸どをくぐった。

　そのむこうは、茶ちや庭ていになっており、ところどころに燈籠が明りを点じていた。

　清風亭というのは、この庭内にある茶室の名だということが竜馬にわかった。

　枝し折おり戸どがある。

　そのそばに、提灯をもって立っている小柄な婦人がいる。女中は、その婦人に竜馬らの案内をひきついだ。

　婦人は、

「亭主でございます」

　とまるい湿しめりを帯びた声でいい、そのままさきに立って歩きだした。

　後ろの竜馬らに、佳か香こうが匂った。

（フランス製の香水じゃな）

　香水好きの竜馬には、それがわかった。この「亭主」と名乗った婦人こそ、高名な大浦のお慶にちがいない。

　溝淵は固くなって歩いている。この生真面目な男は、この男なりにお慶に岡惚れしている様子でもあった。

「お慶殿、こちらが」

　坂本竜馬だ、と溝淵は歩きながら紹介しようとしたが、お慶は、

「溝淵さま、あとで」

　と微笑し、竜馬に無言の会え釈しやくを送っただけで歩きつづけた。暗くて、その表情まではわからない。

　清風亭に入った。

　茶室というより、公卿屋敷などによくある学問所ふうの数す寄き屋や普ぶ請しんで、間数は五いつ間まばかりあるようである。

　竜馬とその秘書格の陸奥陽之助はその一室で待たされた。

　後藤らの一団は、これとは別に、他の一室で休息しているのであろう。

　溝淵が、この双方の連絡のために、しきりと廊下を往来した。




　溝淵はまるで配膳屋のように、ちょこまかと廊下を往き来している。

　この男の頭痛のたねは、席のことだ。後藤を上席にすえるべきか、竜馬を上席にすえるべきかということである。

（これは難問題だ）

　本来なら、後藤は土佐二十四万石の仕置家老で上かみ座ざにきまっている。竜馬など、殿様にお目め見み得えできぬ郷士の家のうまれだから、これが国許なら下しも座ざどころか、後藤と同席さえむずかしいところである。

　ところがいまの竜馬は天下の浪人である。それに海の浪人団をひきいて反幕陣営のなかで隠然たる勢力があり、その名は勤王・佐幕のあいだにかくれもない。見方をかえれば後藤は田舎家老にすぎぬとさえいえるのではないか。

　溝淵は困こうじはてたあげく、陸奥陽之助を廊下によび出し、

「こまった、席次のことで双方の感情がこわれると成る話も成らなくなる。よい思案はなかろうか」

「どちらが招よんでいるのです」

「後藤様じゃ」

「すると坂本さんは客ですな。当然、客が上座にすわるべきでしょう」

「そうは簡単にいかぬ。土佐藩にあっては階級のことでは血の歴史がある。よいお智恵はなかろうか」

「はてね」

　陸奥は、のちに近代日本史上の不ふ世せい出しゆつの外務大臣になる男である。こういう思案にかけてはうまれつきの才があるのであろう。

「坂本さんを上座にすえるべきだ」

　と、断乎といった。竜馬が上座にすわらなければ、今後の土佐藩との関係でつねに社中が下した目め下目にあつかわれることになるだろう。

「何事も最初が大事ですからな。この点は、ちゃんとしてもらわねばならない。それに後藤殿が、当方に物を頼むという立場にある」

「しかし」

　溝淵は、泣きそうな顔になった。

「後藤様には何人かの上士がついている。その連中が許すまい。しかもこの座席問題が国もとに聞こえれば大変なさわぎになる」

「それは一土佐藩のこと」

　紀州人の陸奥は、冷淡にいった。

「亀山社中の知ったことではない。坂本竜馬を堂々と上座にすえるべきだ」

「血の雨がふるかもしれん」

「されば一策がある」

　陸奥は、そういう呼吸がうまい。押しておいて、一転、解決案を出すのである。

「下座にすわる後藤殿一同には、羽織と袴をぬがせて着流しの姿にしなさい。当方は上座にすわるが羽織袴の姿でいる」

「なるほど」

　溝淵は手を打って廊下を駈けて行った。あとで陸奥がこの一件を竜馬に話すと、竜馬は苦笑したきりなんの感想ものべなかったが、胸中、

（溝淵のおんちゃんも苦労する）

　と気の毒になった。溝淵はあれほどの学才がありながら結局は人の走り使いにおわる男ではないか、とふとおもった。




「やあ」

　と、竜馬は座敷に入った。やあ、と声をかけたのは、後藤に対してではない。

　そこに、お元がすわっていたからである。竜馬も意外さにおどろいた。

「なんじゃ、お前まん」

「ええ、後藤の殿様がよんでくださったんです」

　お元は玄人くろうとのくせに、小娘のように顔を赤くした。

（後藤め、やる）

　と、竜馬はおもった。後藤は粗大な破れ風呂敷だとおもっていたが、対人接触の点では細心な気をつかう男だということは、この一事でもわかる。

　事実、後藤は、竜馬と対面することについてじつに気をつかった。竜馬のなじみ芸妓がお元であることを知って、

「席上、元をよべ」

　と、下僚に命じ、事を運ばせた。たまたまお元の予定がわるく、この日、長崎の某家の名指しで婚礼披露の席にゆくはずだったため、

「ウチはそぎゃんわけで土州様の席には行かれまっせん。おかっつぁま（お女将様）、よろしゅうに断わっておせっけませ」

　と、花月の女将にそういった。

　花月の女将がその旨を後藤の下僚に言い、後藤の下僚はそれを後藤に報告した。

「こまったの」

　と、後藤はしんからそんな表情をした。これがこの男のおもしろいところで、

　──お元よ、この席の主客は竜馬じゃが、それでもぬしゃ来んかいの。

　とは言わないのである。それをいえばお元は一も二もなく婚礼のほうをことわってこの席に来るはずだが、後藤はわざとそれを明かさない。

「天下の土佐藩だ。一芸妓をよぶのに、竜馬の名前をつかうことはない」

　というつもりだったのであろう。

　そこで後藤は大浦のお慶に頼み、お慶自身に某家へ行ってもらい、お元の約束を外してもらった。おもえば大苦労なことだ。

　と同時に、後藤は竜馬を招待するのにこれだけの苦労をはらっているのである。

　そのことはあとで竜馬も、溝淵の口からきいて知った。

　竜馬は、この一件については自分でも自分がおかしくなるほど感動した。土佐では武士のはしくれにすぎぬ郷士に、一藩の仕置家老がそこまでの心こころ遣づかいをしてみせた。信じられぬほどのことである。

（後藤は、ただの上士ではない）

　と、竜馬がおもったのもむりはない。この点で、後藤の政治力はみごとに功を奏した。

　とにかく、お元。

　竜馬が入ってきたのをみて、お元自身が内心おどろいた。

　しかも竜馬は上座についた。自然、お元はこの主賓のそばに寄って取持ちをしつづけねばならない。




　竜馬と後藤は、目礼しあった。この点、微妙なところである。

　本来、仇敵同士なのだ。

　この清風亭の会合が国許に知れたとき、上士の側も郷士の側も大いに憤激したが、竜馬の姉の乙女でさえ怒った。

「そなたは私は男だとみていたが、私の誤りであったようである。私は見そこなった。後藤象二郎は、半平太殿をはじめ幾多の勤王志士を殺した人物ではないか。そなたは、その仇敵と手をにぎった。それともあの奸かん物ぶつにだまされているのか」

　という急便を送ってきたほどであった。国許ではよほどの衝撃であったにちがいない。

　竜馬は、この乙女の叱責の手紙に対し、つぎのような手紙を書き送っている。

私一人にて五百人や七百人の人をひきい、それによって天下のお為ためをするより、二十四万石をひきいて天下国家の御為を致すほうがよほどよろしく、おそれながら（と竜馬はおどけ）これらの所には乙おと様さまの御心では、少し心が及ぶまいかと存じ候。

　その対面である。竜馬は、薩長連合を遂げたときよりもこのときのほうが、むしろ思い決するところが深い。

「天下の事、どうすればよいか」

　と、後藤はまず水をむけた。

「まず貴殿のご意見を承うけたまわりたい」

　竜馬は、無愛想にはねかえしている。剣術の他流試合に似ている。相手の剣の質、癖へき、弱点を見きわめた上で仕掛けるのが、他流試合の骨こつ法ぽうであった。

「拝聴したい」

　竜馬はかさねて言い、お元の酌を受けてしきりに杯をかさねた。

　後藤は、開化論を言いだした。

　日本は、開化せねば亡びる、攘夷論者の血気だけではどうにもならぬ、というのが後藤の意見で、この点、竜馬は異論はない。

　それは対外論である。

　対内論になると、後藤の意見は大藩の家老らしく一も二もなく佐幕論であった。

「空論ですな」

　竜馬は、はじめて議論の口火をきった。

「貴殿のいうことは空論にすぎぬ。佐幕論というのはもはや成り立たぬ議論だ」

　竜馬はいう。開化論はいい。欧米は産業革命以来、国力を伸張させた。日本も産業をおこし貿易を盛んにし、国を富ましめ、強兵を養い、欧米の侵略にそなえねばならぬ。この点、異存はない。しかしそのような近代国家に生まれかわるためには統一国家をつくらねばどうにもならぬ。いまのごとく朝廷・幕府の二重構造では国家の体をなさぬ。欧米なみの強力な国家は出来あがらぬ、と後藤の論をいちいち説破すると、後藤もさる者で、それに一言の反はん駁ばくも加えて来ない。竜馬の論にうなずきつづけて、ついに、

「わしも竜馬の党になる」

　といった。竜馬が拍子ぬけするほどのけろりとした転身ぶりである。




（わからぬ男だ）

　と、竜馬は、後藤のあっけなさすぎる屈服と変説にむしろ警戒する気になった。

　いかに論破されたとはいえ、佐幕家が一瞬で勤王家になるものだろうか。

「おい、妙な男だな」

　竜馬は眉を垂れて陸奥にささやいた。

「手品てずま使いのようですな」

「よほど怪奇な人物かもしれん」

　後藤の座が遠いからこの囁ささやき声もきこえまい。その後藤は知らぬがほとけで、一種雄大な風貌をにこにこ崩し、しきりと竜馬へ杯を送ってくる。酒はつよい。豪酒家といっていい。

　そのうち、溝淵が杯をもって竜馬のそばにやってきた。

「溝淵のおんちゃんよ、参政後藤象二郎なる人物は、ありゃなんじゃ」

　と、竜馬は笑いながらきいた。

　溝淵にも竜馬のいう意味がわかる。変り身の早さを指しているのだろう。

「いや、ちがうんじゃ。いきさつがある」

　と、溝淵は小声で弁護した。その弁護によれば、後藤はここ数カ月、人を長州や薩摩に派遣したり、自分自身もその派の人物に会ったりして、下した地じが十分に出来ているのだという。

「しかし、それにしても」

　と、竜馬は笑いだした。

「おれもむかし、千葉重太郎と二人で勝先生を斬るために赤坂氷ひ川かわ下したのお屋敷にゆき、その場で論破されて開国論者になった。後藤の転身を笑えた義理ではないが」

　と、くすくす笑っている。

　このころの竜馬は、革命家である反面、一個の思想家としての風姿を帯びはじめているが、後藤の場合は頭のてっぺんから足のさきまで政治家であった。政治家的性格だけで後藤象二郎という人物はできあがっている。

　幕長戦争における長州の勝利で、後藤はすでに一変しているのである。時勢は従来の佐幕家にとって思いもかけぬ方向にゆくらしい。それを後藤は機敏に察した。

（薩長が天下をとるかもしれぬ）

　と、後藤は見た。

　とすれば、土州としては指をくわえてながめているわけにはいかない。ぜひ割りこんで武市半平太のころの、

「薩長土三藩」

　の時代にもどしたい。しかし、藩内勤王党を弾圧してしまった土佐藩としてはいまさら転換の仕方がむずかしい。

　それには、一介の浪人の身で薩長両藩と対等につきあい、無籍者ながら土州を代表している竜馬にたよる以外にない。竜馬に頼り、竜馬をたててゆくことによって薩長のあいだに割りこんでゆきたい。

　後藤のこんたんはそれである。だから思想もなにもない。政治家である後藤にとっては思想や節義は膏こう薬やくのようなものだ。

　飲んで語るうちに、竜馬にもだんだん後藤のそういう全貌がわかってきた。が、竜馬はそういう後藤を軽蔑も軽視もしない。

（回天の大業にはこういう男も必要なのだ）

　と思いはじめている。




　竜馬と後藤象二郎の最初の会談は、いわば顔つなぎの程度でおわった。それが、当初からの目的でもあった。

　本博多町の小曾根の屋敷に帰ると、土州系の同志の一同が顔をそろえて待っていた。

「どうじゃった」

　と、菅野覚兵衛が、同志を代表して質問した。またたきもせず竜馬をみつめている。場合によっては竜馬をゆるさぬ、という気組さえ感じられた。

「なにか、おれの顔に付いちょるか」

　竜馬は一座の緊張がばかばかしくなって、ごろりところがり、大の字に寝た。

　大小も、投げ出した。

「酔った」

　といった。大小を投げ出したのは、気に入らねばおれを殺せ、という意味にもとれた。

「きょうは武市の仇をとくと見た。士道の手前、斬って捨つべき相手ではあるが、話すうちに相手の人物のおもしろさにつりこまれて斬ることをわすれた」

「うらどもを、おちょくってはこまる。竜馬もっとまじめに話しやれ」

「そういうお前まんらのまじめさが、おれにはやりきれん。まじめでよいときもある。しかしまじめがかえって事をこわすときがある」

「後藤象二郎は武市半平太の仇であるぞ」

「あぎ（あご・武市の異名）にはいずれおれは冥土であやまる。仇のことはいうな」

「しかし武市を後藤が殺した、という冷厳な事実はおおうべくもないわい」

「覚兵衛、それは当方の言いぶんじゃ。後藤は後藤で、われらをおじの吉田東洋の仇と思うちょる。いや、そういう立場にある」

「吉田東洋は佐幕の奸物じゃ」

「先方は先方で、いろいろ言える。双方がたがいに仇かたきと言い蔓わごっては、水戸の党とう禍かの二ノ舞になるばかりじゃ」

　水戸藩は、尊王攘夷の先駆藩でありながら勤王・佐幕がたがいに殺しあい、その両党のなかにも小派が分立して相あい殺さつ戮りくしあってついに人物のたねが切れ、いまでははるかに時勢の後方に霞かすんでしまっている。

「後藤が、くだらぬ男なら武市の仇として斬ってもいい。しかし、あれはいまの天下の混乱をおさめるのに一ひと役やく振らねばならぬ役者だ。芝居がはじまろうとしているのに、役者を殺してはどうにもならぬ」

「どんな男だ」

「土佐にもあんなやつがいるとは思わなんだな」

「つまり？」

「偉いやつさ」

「どうえらいのだ」

「あいつにとってはこの坂本竜馬はおじの仇の片割れといっていい。しかしあの男は、あれだけの長い酒の座で、ひとことも過去を語らなんだ。ただ将来のみを語った。これは人物でなければできない境地だ」

「それだけか」

「いま一つある。おれとの対話のなかで、半分おれに話わ柄へいを与え、半分自分に話柄をひきつけてしかもおれにひきずられない。こういう芸ができる男は、天下の事がなせるとみたが、覚兵衛はそう思わぬか」

　その翌日、意外な人物が訪ねてきた。




　来訪者は、お慶であった。

　お慶は、御殿女中風に着かざらせた美しい娘をふたり連れている。この女傑は外出のときはいつもこの娘ふたりを供に連れてあるき、彼女自身、娘たちを、「お小姓」とよんでいた。

　お慶はそのうつくしい「お小姓」ふたりを表に待たせて、ひとりで小曾根屋敷に入ってきた。

「ちょっと他た行ぎようのついでにね」

　と、お慶はいった。

「寄ったのです。坂本様、陸奥様はおいでですか」

「へい」

　小曾根の番頭はあわてた。

　なにしろお慶は長崎きっての大金持だし、名流婦人でもあり、美人でもある。番頭は大名の姫様が舞いこんだような狼狽ぶりでお慶を座敷に通し、廊下をばたばたと駈けて陸奥陽之助まで通報した。

「いますぐゆく」

　陸奥は平素気むずかしい若者のくせにすぐ座敷にゆき、お慶にあいさつをした。

「昨日はお座敷をお借りし、恐縮でござった」

「なんの、みなさまのお役に立つことなら」

　お慶は、小ぶりな顔で笑った。笑うと目がなくなるのが、この美人の欠点だった。

「西国きっての衣裳道楽」

　といわれるだけに、きょうも豪奢な衣裳を着ていた。ちょっと玄人のような、あだっぽい好みで、とくに黒を好んだ。きょうも黒くろ縮ちり緬めんに花はな菱びしの五ツ紋をつけたものを着ている。

（たいそうな女だ）

　一度人目に触れたものは二度は着ないといううわさがある。だから長崎の市中の女たちも、

「きょうはお慶さんをみた。着物は唐から渡わたりの何々で帯は何」

　というぐあいに噂うわさをしあった。ちなみにお慶は明治十七年五十七歳で亡くなったが、死後遺族が家財を整理したとき、昼ちゆう夜や帯おびだけで長持に二十棹さおもあったという。

「いえね」

　と、お慶はいった。

「きのうは後藤様がこちらをおよびしたわけですけど、一度、お慶もお招きしたくて。ですから、ご都合をうかがいにきたのです」

「私どもを招よんでくださるのですか」

「坂本様とあなたを、ですよ」

「どういうわけでしょう」

「おや、噂をきいていないんですか？」

「どんな？」

「私は、殿御が好きで」

　お慶は、笑いもせずにいった。

「坂本様といちど寝てみたいと思っていたのです。坂本様のほうがおいやなら、あなたでもかまいません」

　白昼、しらふで、お慶はゆっくりと、こんな意味のことを最も上品な長崎ことばでいった。

「では、あすの宵、参ります」

　と、陸奥は狼狽のあまり、竜馬の承諾も得ずに約束してしまった。




お　慶











　あとで、竜馬は閉口した。

「お前まん、諾うんと言ったのかネヤ」

　と、陸奥にいった。大浦お慶は稀代の才女だが、稀代の男食いだという。薩摩の松方や、肥前佐賀の大隈まで、三助になってお慶の背中を流すまでの骨抜きになっているというではないか。

「お慶はおれにまで三助になれというのか」

「まあそうでしょうな」

　陸奥は、泰然自若と笑っている。陸奥は若いだけに好奇心がつよいのだ。竜馬がこの問題をどうあしらうかに興味があった。

「天下の坂本竜馬が、お慶の三助になるとは、これはなかなかの風景でありましょうな。ぜひ国もとの乙おと女め大だい姉しにご報告なさらんといけませぬな」

「おれは乙女姉の背中を流したことがある」

「すると、馴れていらっしゃいますな」

「いや、十一歳のときだ。あの女ひとは大きいから、流せども流せども背中がつづいていて、おれは泣きそうになった」

「お慶は、小そうございますぜ」

「たれがお慶の背中を流すといった」

「いや、わかっています。とにかくお流しになる、お流しにならぬ、はべつとして、お慶の招待は受けていただきたい」

「ふん」

　竜馬は鼻をこすった。決断に迷っているときの癖である。

「でなければ、拙者は、お慶に食しよく言げんしたことになる。武士に二言はないというのに、拙者は二枚舌をつかうことになります」

「軽率に請うけるからだ」

　とは、竜馬はいわなかった。陸奥ほどの若者にその程度のことで自尊心を傷つけてやりたくない。

　それに、竜馬は、長崎きっての貿易商であるお慶に近づきたくもあった。亀山社中が一面では貿易商社である以上、お慶と連絡を緊密にしあうのは悪いことではない。むしろ、積極的にお慶に接近したいと思っている。

（しかし相手が男食いではこまる）

　坂本竜馬ともあろう者が、のこのことお慶に食われにゆき、ついに食われてしまい、食われたことによって亀山社中への援助を受けた、などと評価されるのも困りものである。

「どうされます」

　と、陸奥は問いかさねた。

（ばかにしつこいな）

　竜馬は陸奥をみた。この男、お慶に惚れているのではないか、と思ったのである。

「心得た」

　と、竜馬はからりといった。

「すぐお慶方へ手紙を出し、あすの宵にうかがう、と申し送ってくれ」

「そこです」

　陸奥は手をたたいた。

「坂本竜馬のいいところは。正直なところ、ここで坂本さんがことわれば、たかが女いっぴきの招きに応じられないか、小こ料りよう簡けん者もの、とあざけってさしあげるところでした」

「お前まんも、策士だな」

　竜馬は、あまり愉快でない顔色になって、ひたいのあたりをごしごしとこすった。その部分がみるみる赤くなった。




　竜馬が商務をとっている西浜町の土佐屋は中島川の川端にある。

　あくる日の宵、竜馬が執務していると、窓ぎわの川に潮が、あがってきた。

「刻限ですぜ」

　と、亀山からおりてきた陸奥陽之助が、黒縮緬の羽織をきて入ってきた。竜馬があわてて腰から時計をとりだすとなるほど五字じ（時）を指している。この時計は薩摩の五代才助からもらった英国製のものだ。

「五字だな」

　竜馬は、しかつめらしく言った。

「そんな時計を見なくても潮の匂いでわかりますよ」

「しかし五字だ」

　竜馬は、こんなあたらしい文物が大すきなのである。

「陸奥よ、ピストルをやろう」

　竜馬は、洋式の事務机のひきだしから、新品の回転式弾倉の拳銃をとりだして陸奥にあたえた。べつに弾を二箱あたえた。

「どうしたんです」

「薩の五代才助からもらった」

「しかし私は要りませんよ。まだ小者ですからね。陸奥陽之助の命をねらうという酔狂者もいない」

「まあ持っちょれ」

　竜馬がいったのは、多少理由がある。が、ここでその理由に触れても仕方がない。

　竜馬は、黒いさびの出てきた自分のピストルを懐ろから腹のあたりにねじこみ、陸奥守吉行の一刀を帯びた。

　ふたりは路上に出、やがて大浦町のお慶の屋敷に入った。

　お慶は玄関にかれらを迎え、みずから提灯をとって邸内の清風亭に案内した。

　やがて、宴がはじまった。

「きょうは私うちも飲む」

　と、お慶は、彼女のいう「小姓」たちに酌をさせた。

　竜馬とお慶は、貿易についての意見を交換しあった。

「茶だけではつまらん。輪島の塗ぬり物ものがよかばってん。異人さんに見本を見せると、こりゃよかと言うてくれた。ばってん、輪島は加賀様の御領内で、どげんしても品物を寄せるわけには参りませんたい」

　と、お慶はいった。

「こげんこつになると、三百諸侯が邪魔になります」

　お慶はすごいことをいう。

　なるほど、お慶のような貿易商の側からいうと封建体制というものが事業の邪魔をしているということになるだろう。

「みすみす日本に利がある、というのに、いまの日本の制度ではどうにもなりまっせん」

「国をいっぺん壊こわして建てなおさぬといかんとお慶さんはいうのか」

「私うちらの立場からいえばね」

「しかし、そんなことを言うちょる、と幕府にきこえるとお慶さんは、打うち首くびだぞ」

「貴方おーちならだいじょうぶ。もともと貴方は商会経営は表むき、マコトは天下をねらう大おお伴ともの黒くろ主ぬし」

　お慶は、ころころと笑った。竜馬はなぶられているような感じがする。




　お慶は、酔ってきた。

「もう無ぶ礼れい講こう」

　とつぶやき、客人に了解を得てから金扇をひらき、踊りを踊った。

　なんのおどりか、竜馬らにはわからない。

「小姓」のひとりが三味線を弾き、いまひとりが、端は唄うたのようなものをうたっている。

　踊りおわって、お慶は竜馬の前にくずれるようにすわった。

「一杯、仰おせ付つけまッせ」

　と、杯を無心した。

「お慶さんは飲むなあ」

「長なあ崎さきおなごじゃもん。土佐の田舎侍に負けていられんばい」

　かるがると杯を干し、竜馬に渡した。竜馬はもう酒の味もなくなるほどに酔ってしまったが、お慶はまだしゃんとしている。

「頂きます」

「その小さな体によく入るものだ」

　竜馬は、注いでやった。

「ありがたか」

　お慶は、両手をつかって杯を唇にあげ、すらりと飲んだ。酔ってはいるが、酔態に品がある。

「はい、返へん杯ぱい」

　と杯をさしながら、「今夜はここで泊まりなさい」という旨のことをお慶はいった。

「ふうん」

　竜馬は寝呆けたような声でお慶を見た。

「私うちゃ、貴方おーちを好すいと」

「わしもだ」

「程のよかことを」

　お慶は、おこりだした。

「私うち、真剣え」

「わしもだ。常に」

「常に、とはどのおなごに対してもですか」

「男に対しても真剣につきあっている。もっともひとにはわしはちゃらんぽらんにみえるそうだが」

「私うちのことをいっているのです。ひとのことなどどうでもよか」

「酔うたわい。お慶さん、異人の舞踊をやろう。知っちょるか」

　と、お慶の手をとって立ちあがった。竜馬は長崎にきて、異人のダンスをならった。教えたのは、大浦海岸通に商館をもつオールトという陰気な英国人である。

「あれは音おん曲ぎよくが必要よ」

　お慶も、上海でおぼえたらしく、多少のことは知っている。

「そうじゃ、カンカン踊りの節をゆるりゆるりと弾いてくれ」

　と小姓にたのみ、やがてお慶と踊りはじめたが、どうもうまくゆかない。

「この固いものはなに？」

「ピストルじゃ」

　そんな会話を最後に、大笑いしてやめてしまった。

　お慶は、竜馬がいっこうに気持に乗ってきてくれないのにじれて、すっぱりあきらめてしまった。陸奥に乗りかえた。

　陸奥は多少異人顔だが、色は白く鼻筋はとおり、社中きっての端正な顔立ちである。

　陸奥のそばで飲みはじめた。

　そのうち竜馬は厠かわやに立ち、そのまま座敷には帰らず、大浦家を出た。




　翌朝、陸奥陽之助が、竜馬の執務している土佐屋にもどってきた。

「どうだった」

　ときくと、陸奥は照れくさそうな顔をしたきり、だまっていた。

　竜馬も、それ以上は、大浦のお慶について語らない。

　数日が経った。

　陸奥陽之助は、どうやらその後も、お慶によばれて会っている様子である。

　五日目の寒い夜、小曾根家の竜馬の部屋へやってきて、

「お慶さんは、奇女ですな」

　といった。なんだ、ときくと、お慶は陸奥から社中の窮乏をきき、それならば金を三百両貸してやってもいい、といっているという。

「三百両か」

　息がつける、と竜馬はおもった。抱えの水夫たちに給金をはらえるというものだ。

「それだけあればな。しかしさしあたって返済の見込みはないぜ」

「返済は、力ができたときでいい、というのです。利息もいらぬというのです」

「こわい金だ」

　と、竜馬は苦笑した。そんな金にろくなものがないということは知っている。ひょっとすると、大浦のお慶は、社中を乗っ取ろうという魂胆ではあるまいか。

「そんな金は受けとれんよ」

「いやいや、たちのわるい魂胆をもってのことではないんです。純粋無む垢くに亀山社中のお役に立とうという肚はらです」

「そんな商人は油断ならぬ。武士には武士の節度があるがごとく、商人には商人の節度がある。商人の節度というのは金を貸す場合、利息、返済方法、担保を明確にしてあいまいにせぬことだ。お慶ほどの商人ならそれを心得ているはずだが、にもかかわらず、そんななっとくのゆかぬ条件で金を貸そうとする。信用できぬ」

「いや、できます」

「妙に肩をもつ」

　竜馬は、苦笑した。

「だいたい、担保もとらぬ金をどうして信用ができるのだ」

「それが」

　陸奥は言いづらそうにいった。

「担保は、出すのです」

「ああ、担保は出すのか。それならこっちはさほどの恩を着ずにすむが、ところがかんじんの担保がないぜ」

「あるんです」

「いや、ない。この屋敷も借り屋敷だし、亀山にある社中もそうだし、西浜町の土佐屋もそうだ。なるほど多少の米はあるが、これは食ってゆかねばならぬ」

「担保は、私です」

　えっ、と竜馬はさすがに驚き、顔を真赤にしている陸奥を見ていたが、やがて顔をくしゃくしゃにして笑いだした。

「担保は、お前まんという男か。あっははは、それならいくらでも出す」

「ひどいことをいう。陸奥陽之助にとっては男が立つか立たぬかの瀬戸ぎわです」




　お慶という女によ人にんほど料簡のおもしろい人物は、ちょっと類があるまい。機略縦横といわれる竜馬でさえ、お慶の底意がつかみかねた。

　この一件を陸奥にくわしく話させると、じつはゆうべのことらしい。

「陸奥さま」

　と、お慶は無む尽じん燈とうの灯ほ影かげでいった。

「私うちはいままでたれもせぬことをいろいろとしてきたけど、まだせぬことがある」

　という意味のことを、ちまちまとした可愛い顔でいった。

（そりゃ、いろいろめずらしいことをしてきただろう）

　と陸奥もおもった。たとえば薩摩の松方、肥前佐賀の大隈といえばそれぞれの家中でとどろいた機略の持ちぬしである。その二人を三助にして背中を流させるなどは、両士の殿様でもできないことだ。

「まだせぬこととは？」

　陸奥は、用心ぶかくきいた。

「わかっているくせに」

　と、お慶は陸奥の頬を小指でつついた。

「わからん」

「おや、陸奥さまでも？　お利口なことがなによりご自慢なくせに」

「わからんな」

「考えてごらんなさい。うちには天下第一の三助はいますけど、情人あおもちがいない」

「おれが青あお餅もちになるのか」

　青餅、相想しやんす、などというのは、恋人・情人といった長崎言葉である。

「ソルバッテン、ただの青餅ではおもしろうなか。倦あきるもん」

　と、お慶はいった。

　お慶のいう内容を率直にいうと、「私うちは三助のほかに男おとこ妾めかけもほしい」ということであろう。「が、ただの男妾ではこまる。こっちが倦いたときにこまる」というのである。

　ずいぶん、男をばかにした話だ。もっともここまで馬鹿にされてしまうとむしろ陸奥の方が小気味よくなってきた。

「どうせよ、というのだ」

「侍いっぴきを、担保にとってみたい」

　と、お慶はいって、ころころと転がるように笑った。

「担保になあ」

　男妾よりもひどい待遇である。もはや人間として男をみとめていない発想ではないか。

「それもただの侍では面白うなか。陸奥さまは日頃、日本一の才覚者は坂本竜馬で、日本で二番目は陸奥陽之助宗光とおっしゃっていますばってん、そげん偉か若侍を、担保として受けとりたい」

「なるほど」

　怒れもしない。お慶の無邪気そうな顔をみていると怒る気にもなれないのである。

　そういういきさつに多少の情事や愛情問題などもからんで、三百両の金が、お慶の手もとから竜馬にとどくはめになった。

　竜馬はいさぎよく受けとることにした。




　長崎ではお慶のことを、

「のんのか（可愛い）顔ばしちょるが、大仏のごと太か料簡者」

　と評価していた。なるほど顔はこの齢になっても娘っ気のぬけぬ可か憐れんな顔だちだが、肚のなかはすさまじくふとい。

　屋敷に薩摩者や肥前者を泊めているのも、一面では世話好きで、正真正銘の男好きだからでもあるが、一面では、

（薩摩や肥前など先進藩の志士を利用して商売に役立てたい）

　というこんたんがある。

「私うちゃ、尊王佐幕の議論はわからんばい」

　といっていながら、こういう雄藩の外国への秘かな働きかけについてはじつによく知っていた。

「薩州様も肥前様も、なかなかお利口に立ちまわって密ぬ貿け易にばしてござる。私うちゃみんな知っちょる」

　と、腹心の女番頭である小松あきにだけは洩らしていた。この小松あきというのも実は肥前佐賀藩の鍋島某という家老の落しだねで、本国に連れて帰れぬためお慶があずかり、学問があるところから秘書として使っている。

　要するに、お慶ほど、西国の雄藩の密貿易の秘密をにぎっている者はない。

　そういう秘密や情報は寝物語にきくこともあるし、商務としてきくこともある。

　薩摩や肥前佐賀藩が、幕府の手前、大っぴらに外国商館と取引きできぬ場合、お慶の手を通すのである。

　お慶の店が売買した、という形で、かれらに密貿易をさせる。むろんその間、お慶の店に十分な手間賃が入ってくる。

　密貿易を監視しているのは長崎奉行の与力衆だが、これは地役人だけに、お慶の手でまるめこまれている。かれら役人が抜ぬけ荷に（密貿易）犯人としてつかまえるのは、たいていオランダ屋敷出入りの職人、小商人で、お慶ほどの大商人には手をつけない。

　そういうお慶が、竜馬とその亀山社中の動きに鈍感なはずがない。

「侍が、商売がたきになった」

　と、最初は愉快でなかったが、その動きを内偵させてみると、竜馬らの考えている商法というのはお慶とけたがちがう。その商社経営の理論も堂々たるもので、普請でいえば城普請と町まち屋や普請のちがいである。しかも軍艦さえ一時は持っていたというではないか。

（負けた）

　とおもった。と同時に、竜馬とその一党に興味をもち、持ちはじめるとこれはお慶のくせで経営上の興味だけでなく、その男どもにまで興味をもつようになり、町で竜馬を見たときなど、

「あの男と寝てみたい」

　と、一晩中、小松あきをつかまえてうめいたというのである。

　陸奥陽之助は、いわば竜馬の代用品であった。しかし代用品でも役には立つ。

　寝物語をしながら、おもわぬ情報もきけるし、亀山社中の内情もわかる。




　陸奥は、さとい。

（どうもお慶は油断ならん）

　と、そろそろ気づきはじめた。油断ならぬといっても、別にお慶に悪意をもったわけではない。

　悪意どころか、最初は単に悪戯いたずらっ気けの情事だったものが、しだいにこの若者はお慶に惚れるようになった。そこは齢の稚おさなさというのかもしれない。

　ある日、陸奥は竜馬に、

「どうやら私はお慶に惚れたようです」

　といった。

　そうか、と竜馬は無愛想にうなずいた。ひとの情事にあまり関心をもたぬたちである。

「お慶はお前まんに惚れちょるかね」

「ええ、そのようでもあります」

「結構なことだ」

「しかし、どうも私には大物すぎて」

　と、陸奥はそれを言いたかったらしい。お慶との寝物語の様子を竜馬にきかせた。

　──薩摩、土佐、肥前。

　と、お慶はそういうのである。寝た男の藩籍のことであった。ここに「土佐」というのは陸奥のことだ。陸奥は紀州徳川家の脱藩だが、平素土佐人をもって自認しているから、まず土佐といってもよかろう。

「ただ、長州が無か」

　とお慶はいう。

「いちど長州侍ざむらいと寝てみたい」

「わるい趣向だ」

　と陸奥がいうとお慶は翳かげのない声で笑って、「薩長土肥がそろえば天下がとれるばい」と妙なことをいうのである。

「考えてみますと」

　と、陸奥は竜馬にいった。

「われわれ亀山社中の構想も、勤王諸藩を糾きゆう合ごうして一大商社をおこすにあり、ということでありますが、お慶も、じつはそれをねらっているのかもしれませんな」

「ふむ？」

「お慶のこんたんでは、あの女はこの亀山社中を乗っ取るつもりかもしれませんぜ」

「へへえ」

　竜馬はびっくりしてみせた。

「乗っ取るかね」

「お慶にはそれだけの財力もあります」

「しかも、わしの秘書セクレタリーである陸奥陽之助を抱きこんでいる」

「冗談ではありませんよ。私は坂本さんの身がわりで行ったんですぜ」

「まんざらでもない身がわりだ」

「ところで」

　と、陸奥はいまひとつの寝物語できいたお慶の提案を話した。寝物語にしては大きすぎる話なのである。

　大浦海岸に商館をもつ英国人が、売りものの風ふう帆はん船せんを一隻もっていて、値段がばかに安い。

　一万二千両だという。

「その風帆船をですな、お慶は亀山社中のために買ってやる、というんですぜ」

　これでも驚かぬか、という表情をこの若者はした。竜馬はおどろいた。

（なるほど、お慶は乗っ取るつもりかもしれんな）




　船、ときいて竜馬の胸が波だたぬはずがない。飢えた者が、手て摺すり足摺りして食物をほしがるさまに、それは似ている。

「お慶に乗っとられてもかまわぬ。とにかく船がほしい」

　竜馬は、陸奥に、お慶との交渉を一任する一方、そのあくる日、大浦海岸通へゆき、問題の売り船を見ようとした。

　大浦海岸には、植民地風コロニアル・スタイルの木造洋館が七、八軒ならんでいる。

　その建物と建物のあいだをぬけて岸壁に出ると、なるほど三本マストの白い風帆船が繫けい船せんされていた。

　マストのさきまで白ペンキを塗りかさねてあるが、船橋のあたりの銹さびの色をみると相当な古ぶねらしい。

（それにしても一万二千両は安い）

　竜馬はその場を去り、銅吹所の堀むこうの薩摩屋敷へ行った。

　国もとから、若い仕置家老の小松帯たて刀わきがきていることを竜馬は知っている。

　小松に会った。

「また金のことですが」

　と、竜馬はさすがに言いづらそうだった。なにしろ薩摩藩に七千八百両を出させて買ったプロシャ船のワイル・ウエフ号を、竜馬は一航海で沈めてしまっているのだ。言いづらいのは、当然だった。

「いや、ご遠慮なく。どうぞ」

　と、小松帯刀は、好意にあふれた微笑をうかべた。

「じつは、こうです」

　と、竜馬は、お慶の提案を説明した。

「ほう、なるほど。大浦お慶が、一万二千両を出す、と申しているのですか」

「いかにも。ところが、将来はともかく、いまの薄弱な基礎の社中で、一私人からむやみと金を頂戴したくはない。のちに禍根をのこします」

「もっともです」

「しかし当方は金はほしいわけで」

「なるほど」

「そこで一策を講じました」

　竜馬は説明した。お慶から船の購入金をもらうのではなく借りたい。ゆくゆくは社中の働きで返済してゆきたい。しかし借りるには保証人が要る。

「その保証人に、薩摩藩がなってくださるわけにはゆきますまいか」

「なってもよい」

　小松帯刀は、ごくあっさりといった。

「坂本さん、私はあなたに賭けている。薩摩藩としてゆるせるかぎりの援助はしますからご遠慮なく。しかし金を借りるには保証人だけではなんともなりますまい。担保が要りましょう」

「買った船を担保にします。しかし本来なら船は担保にならない。だんだん古びてゆくものだし、ときには沈みもする。別に担保をつけねばならないが、これはお慶との交渉でなんとかなりましょう」

　なるどころか、その担保が、陸奥陽之助なのである。お慶は当然、諾うんといってくれるであろう。




　話がうまく進んでこの三本マストの白しろ船ぶねが竜馬の手に入ることになった。

　船の名を、大たい極きよく丸まると名づけた。

（お慶大明神だな）

　竜馬ははるかに大浦町の方角を拝みたくなるほどにうれしかった。

　そのお慶は、竜馬がおもった以上に大物で、ときどき西浜町の社中に、

「ちょっとそこまで用がありましたのでね」

　といって寄るが、いつも煙草を二、三服すうだけでさっさと立ってしまう。竜馬が最初、大極丸の一件の礼をいうと、

「そげん小こまかこと、いちいち」

　と、笑って話題をそらせてしまう。小かことといっても、一万二千両というばく大な購入金がお慶の手もとから出ているのではないか。

　──どこに臍へそがついているのか、わからぬ女だ。

　というのが社中の評判だった。

　お慶は竜馬を手玉にとって薩長土合弁会社を夢みているのか、それとも単に陸奥陽之助可愛さのあまり一万二千両の「小遣い銭」を出してくれたのか。

　ただ一度だけ竜馬に、

「坂本さま」

　と、ぞくりとするような色目をつかって低い声でいったことがある。

「そのうち坂本さまを、お慶のトリコにして見せまするばってん、お覚悟のほど、仰おおせつけませ」

　竜馬はげらげら笑って答えなかった。

　とにかく、竜馬はこの船の入手でひさしぶりで活気づいた。

　すぐ人事を発表し、

　船将キヤプテン　白峰駿馬（越後脱藩）

　副将　野村辰太郎（土佐脱藩）

　ということにし、他は社中のあそんでいる連中を随時乗組士官とした。

　水夫は、すでに抱えの者がいる。炊事夫には、お慶が世話してくれたアチャサンを二人採用した。長崎では唐とう人じん（中国人）のことをアチャサンといった。

　ただ、こんどは操船上、大事をとるためにしばらく操船指導員のようなものをやとい入れることにした。

「異人がいい。どこかでさがして来い」

　と、石田英吉に命ずると、石田は町から妙な異人をふたり連れてきた。

　西洋の水夫である。一人は雲をつくような大男で、ナイという名だった。一人は小男でホプキンスという。どちらもアメリカ人で、南北戦争では、敗れた南軍の海軍軍人だということだった。

　軍人といっても水兵程度らしく、ナイは、「上海で入れた」という唐から獅じ子しの刺青いれずみを右腕にしていたし、ホプキンスは、腹に全裸の美人の刺青をほどこしていた。

「ナイとは不景気な名前じゃ。そちはアルという名前にせい」

　と、竜馬は命じた。どちらも東洋三界をまたにかけた流れ者だが、妙に竜馬に従順で、竜馬のことを、

「親ボ分ス」

　と呼んだ。




　竜馬は、このたった一隻の持ち船である大極丸をどうつかうか、に頭を痛めた。

　一案はある。

（綿がいい）

　と、竜馬はみていた。九州の綿を東へ運べばよほどもうかるとみている。綿はアメリカの南北戦争のために世界的に高騰していることも竜馬は知っていた。

　長崎という国際経済都市でするどく触角を働かせている竜馬は、もはや北辰一刀流の達人というだけの男ではない。日本であるいはただ一人かもしれない貿易家として成長しはじめていた。

　綿が国際的に騰あがったため、外国商人は横浜で日本綿の買いつけをはじめ、このため大坂以東の綿は高騰をつづけていた。

　その景況は、大坂の薩摩屋、下関の伊藤といったかれが「支店」にしている回船問屋から報告がきている。

　九州の綿はまだあがっていない。これを西洋風帆船に積めるだけ積んで大坂へもってゆけば倍の利益があがるだろう。

　ついに「綿を」と決心すると、大小を落し差しにして大浦町のお慶のもとにゆき、

「お慶さん、綿ぜよ。綿がもうかるんじゃ。お前まんの金で綿を買いあつめよう」

　と、その理由を説明し、「利益は社中と折せつ半ぱんじゃ」といった。

　お慶も、商人である。すぐ理解し、すぐ承知した。

　やがてお慶の店の者と竜馬の社中の侍どもが駈けまわってあつめられるだけの綿をあつめ、大極丸に積みこんだ。

　よく晴れた寒い朝、大極丸は真白な帆をはらませて長崎港をすべり出して行った。

（うまくゆけよ）

　竜馬は、岸壁に立ってその帆が港外に消え去るまで見送り、そのあと、陸奥陽之助、長岡謙吉、中島作太郎ら、文官的才能のある若者たちをつれて西浜町にむかってあるきだした。

　竜馬以外は、みな亀山社中の制服である白袴である。白袴は、海上勤務に便利なところから制定したものだ。

「亀山の白袴が歩いている」

　と、市民は声をひそめてささやきあったものだ。長崎では佐幕派の他藩士との喧嘩狼ろう籍ぜきなどで、「白袴」といえば乱暴者の代名詞のようになっていた。

　丸山下の本もとシックイ町まできたとき、むこうから土佐藩仕置家老後藤象二郎が、下僚五、六人を連れてやってきた。

　真ン中に橋がある。

　その橋の上で、双方がぶつかった。本来なら上士・郷士の乱らん刃じん騒ぎになるところだ。

「やあ、よいところで会った」

　と、後藤が、まだ若いくせに貫禄のありすぎる小肥りの体を橋の中央に運び、

「使いを出そうと思うちょった。先日の清風亭の会談の結果を国もとに報しらせたり国もとの意向をきいたりして案を練った結果、ひとつの腹案を得た。今夜、会うて賜たもらぬかい」

「会う」

　竜馬は、無愛想にいった。




海　援　隊










　その後三日間、竜馬は宵になると出かけて行って、後藤と会談した。会う場所はいつもお慶の清風亭である。

　三日目に後藤が、

「これはさじを投げた。それほど土佐藩に復帰することがおいやか」

「まあな」

　竜馬はあごをなでながら苦笑した。

「世に浪人ほど自由なものはない。後藤殿は浪人になったことがないから、この境涯のよさがわからぬのだ」

「かといって君は官途（藩の）についたことがないではないか。役人は役人で、いい面もあるものだ」

「あんたはまだわしの性分を知らん。宮仕えのできる男かどうか、よくこの面を見給え」

　要するに、後藤は竜馬とその社中もろとも藩の組織に組み入れ、竜馬にしかるべき禄と身分をあたえ、藩の有力な一翼たらしめようとしているのである。

　竜馬にすれば見そこなうなというところであろう。いまさら、たとえ家老の処遇をもって迎えにきても、天下の坂本竜馬に対する侮辱だと思っている。

「藩吏はごめんだな」

　といいつつも竜馬はあたまのなかで、いそがしく思案を馳はせめぐらせていた。

「官途につけ」という後藤の提案はおもしろくないが、別な点で魅力がある。

　社中の経営という点だ。土佐藩との関係をより濃厚にもてばずいぶんときりまわしが楽になるにちがいない。

「後藤殿」

　と、竜馬は自分の大望をのべた。

　大望とは、私設艦隊をつくって天下の風雲をおさめること。第二に、その私設艦隊はあくまで独立自尊のかたちをとり、経費いっさいは平素の貿易・運輸でまかなうこと。このふたつである。

「坂本君、きみは日本の政権に野望をもっているのか」

「おや」

　竜馬は、後藤をみた。正直なおどろきである。後藤という男は度量広大な人物とみていたが、そんな推量をするあたり、やはり一官僚にすぎないかと多少失望した。

「ないさ」

　竜馬は、火鉢をひきよせた。なるほど日本の危険をすくうために徳川幕府は倒したい。しかしそのあとに樹立される革命政権の親玉になるなどは、竜馬はまっぴらである。

「おれにはもっと大きな志がある」

「どんな？」

「日本の乱が片づけばこの国を去り、太平洋と大西洋に船団をうかべて世界を相手に大仕事がしてみたい」

「えっ」

　後藤は目をまるくした。こんな大法螺を夢みている男が日本にいようとはおもわなかったのである。この壮大な夢の前には、勤王・佐幕のあらそいもみるみるちっぽけな風景に縮んでゆく感じがしたし、まして後藤が提案した土佐藩藩吏の一件など、はずかしいほどに卑小であることに後藤は気づいたのである。




　が、竜馬も、曲者である。後藤が提案した一件につき、自分にもよく、土佐藩にもよい案に変えることに智恵をしぼった。

　やがて、

「後藤殿、これはどうじゃ」

　と、懐紙をとりだし、筆さきをしばらくなめていたが、

「海援隊」

　と、墨くろぐろと書いた。

「意味は、海から土佐藩を援たすける、ということだ。海とは、海軍、貿易。海援隊は土佐藩を援けるが、土佐藩も海援隊を援助する」

「つまり、同格か」

　後藤はさとい男だ。「援」という文字に同格のにおいをかいだ。

「ああ、同格」

「となれば竜馬、おンしとおそれながら藩公と同格ということになるぞ」

「あたりまえだ」

　と、竜馬は、封建武士にしては驚天動地の発言をしてしまった。

「アメリカでは薪まき割わり下男と大統領と同格であるというぞ。わしは日本を、そういう国にしたいのだ」

「竜、竜馬、声が大きい」

　さすが剛ごう愎ふくな後藤も、このあまりな危険思想に青ざめてしまった。勤王倒幕でさえどの藩でも戦慄するほどの危険思想であるのに、この竜馬はそれからさらにつきすすんで人間は平等なりと言い出しているではないか。

「竜馬、ぬしゃ、乱臣賊子じゃな。されば天皇をさえ認めぬのか」

「このさい、そんな議論は無用だ。要するに人たる者は平等だといっている。人はみな平等の権利をもつ世におれはしたい」

「そのための倒幕か」

「あたりまえだ。単に徳川家を倒すというだけなら、何の意味もない」

「大名も倒すのか」

「時期がくれば倒すだろう。土佐藩も倒してしまう。殿様も家老も上士もない世の中にしてしまう」

「お、おのれは。……す、すると、竜馬、おンしの勤王はうそか。いまは勤王を唱えていながら、やがては都に在ます天子をも倒し奉るというのか」

　後藤は、竜馬という男の、他の勤王志士とちがう点をはじめてのぞいたような気がした。竜馬もまた、自分の同志にさえこの意中の秘想はあかしていない。あかせば、かれは同志から斬られるはめになるだろう。ただ、後藤象二郎だけはこのことがわかってくれるように思えたのである。

　このころの竜馬は、もはや、思想家として孤絶の境地に達しはじめていた。

　暮ぼ夜やひそかにその手帳に書きしたためている秘密の語録がある。

「世に活いき物ものたるもの、みな衆しゆ生じようなれば、いずれを上下とも定めがたし。今こん生じようの活いき物ものにてはただ我をもって最上とすべし」

　個人主義の確立といっていい。

「本ほん朝ちようの国風、天子を除くほかみな世の名めい目もくなり。物の数ともなすなかれ」

　一君万民思想といっていい。天子の下もと、みな無階級の平等だというのである。




　要するに、意見が食いちがった。

　後藤は竜馬のいう「海援隊」を土佐藩の支配下におこうとし、竜馬は藩と同格のかたちで提携しようとする。

　が、双方とも、妥協の名人である。

「まんじゅうの形はどうでもいい。双方、舌を出して餡あんがなめられればいいのだ」

　竜馬はいった。餡とは本質のことだ。この場合、「利益」といってもいい。

「左様、餡さえなめられれば」

　後藤象二郎はうなずき、

「しかし、そんなまんじゅうが作れるか」

「作れぬことはあるまい」

　その日は、そこまでで話をうちきり、あとは数杯さかずきをかわし、さっさと別れた。

　竜馬は、西浜町の土佐屋にもどって社中一同を招集し、後藤との会談経過を報告した。

「反対です」

　と、まっさきに言ったのは、土佐郷士出身者でなく、意外にも紀州人の陸奥陽之助であった。反対です、と繰りかえした。

「わが社中は天下に独立すべきものです。土佐藩の所属になるべきではない。われわれがそれだけこびとになることだ」

「そのとおりだ」

　竜馬は言い、しかしその理想がどうしても現実化できぬ、いまの実情をみよ、このように経営難だ、といった。

「陸奥君よ、その理想を将来に置こう。いまは一時の便法が必要だ」

　陸奥は、不服ながら沈黙した。

　この若者だけでなく、全員があまりよろこばしい顔つきをしていなかった。

「西洋には、ロウ（法律）というものがあって、国家の運営をそれでやっている。国家だけでなく、たとえば一商社が他の商社と提携するばあいも、ロウをつくる。このさい、土佐藩とわれわれの社中の間でロウを作り、たがいにそれを守れば、われわれの独立性も確立し、将来、たとえば土佐藩に吸収されてしまうということもあるまい。どうだろう、おれにそのロウをつくることをまかせてくれないか」

　親分の竜馬にそういわれると、乾こ分ぶんどもとしてはそれ以上のことはいえない。

「まかせよう」

　ということになった。

　竜馬はすぐ、起草のための助手として社中きっての学者である長岡謙吉をえらんだ。

　長岡謙吉は、竜馬より一つ年長である。土佐の浦戸の村医の家にうまれ、大坂の緒お方がた洪こう庵あん塾で蘭医学をまなんだ。その後長崎にゆき有名なシーボルトについて蘭学を深め、シーボルトから愛されてその子アレキサンドルに日本語を教えたりした。

　のち、切キリ支シ丹タンの疑いをうけて帰国し、山林にかくれて不遇の生活を送っていたが、竜馬に招よばれてふたたび長崎に出、この社中の文官をつとめている。維新後、工部省に出仕したが、ほどなく病死した。

　竜馬は、この謙吉を相手に、その夜からかれのいう「ロウ」の草案を練った。

　翌日できあがり、それを懐中に入れて後藤と会った。




　後藤には会ったが多くは語らず、起草案を手渡しただけで、竜馬はさっさと辞し去った。

「竜ノ字、なぜ説明せぬ」

　と、帰路、長岡謙吉が不服そうにいった。

「説明かね」

　竜馬はいった。

「説明すれば、わしの言葉や態度がつい懇願になる。それを怖れた」

　だから文案だけをほうり出し、そっちで検討しろという形をとったのである。

　土佐屋に帰って店みせの間まで茶をのんでいると、めずらしい人物が訪ねてきた。

　目がするどく、顔は真黒に道中焼けし、全身に精気がみなぎっているような人物である。

　中岡慎太郎であった。

（いいやつがきた）

　竜馬は、胸によろこびがみなぎった。同時にあたらしい企画が湧いた。

（海援隊だけでは片手落ちじゃ。陸援隊もつくり、海陸両方の浪人結社を出現させ、その金銭上の世話を土佐藩にさせる。その陸援隊の隊長をこの中岡慎太郎にさせればどうであろう）

「竜馬、ひさしぶり」

　中岡はカマチにどかりと尻をすえ、わらじを解きはじめた。土佐屋の小僧が、水を張ったタライをもってきた。

「お洗いいたしましょうか」

　足を洗おうというのである。普通、旅籠はたごの女中でも客の足は洗わないのだが、これは長崎人の気風であろう。

　長崎ほど客の接待に誠実な土地はないといわれている。

「ありがとう。しかし私は自分で洗うほうが好きだ」

　これは中岡の性分であった。なにしろおのれの身のまわりのことは繕つくろいものまで自分でする男だ。

　中岡はたんねんに足をあらい、それをぬぐい、ぶっさき羽織をぬいでばたばたと道中のほこりをおとし、さらにそれを羽は織おった。念は入っているが、しかしその動作がいかにも機敏でそつがない。

「腹がへっている」

　と、中岡はふりむいていった。

「心得た。すぐ奥で支度させよう」

　竜馬はつい弾んだ声を出した。人生、気のあった朋友にひさしぶりに会うほどのよろこびはない、と竜馬は思った。

　奥で夕食を共にした。

　中岡との対話は、竜馬にとってもはや悦楽に近い。何事も前提なしに語りあえるし、双方かんがいいために、語りあう言葉の奥まで感じとることができた。

「土佐藩は、変わりつつある」

　と、中岡はいった。中岡は、京で土佐藩官僚の思想転換の工作に没頭し、そのことにほぼ成功して長崎にやってきた。竜馬は竜馬で、後藤の当方への接近ぶりを語り、話はおもしろいほど一致してゆく。




「陸援隊」

　という言葉を竜馬が発したとき、戦火のなかで自分をたたきあげてきた革命児である中岡慎太郎は、瞬間、内容を直感した。

「よかろう」

　と、中岡はいった。

「ははあ、陸援隊といっただけでわかったのか」

「わかった」

「妙な男だ」

「マッコト」

　中岡は笑いもせず土佐言葉の感嘆詞を低こ声ごえで吐いた。われながらおのれを妙な男だとおもったらしい。

「日夜」

　と、中岡はいった。「天下をいかにせんかと肝胆をくだいてきた。刀とう槍そう剣けん戟げきのなかでおもい、弾丸雨う飛ひのなかで思い、津々浦々をめぐって諸国の慷こう慨がい憂憤の士と会いつつ思い、心はもはやそのことしかない。さればおンしから陸援隊ときいただけで、わが心しん琴きんがおのずから高鳴るところがあった」

「ふむ」

　竜馬は、酒のかわりに、蜂蜜を溶かした水をのんでいる。中岡も酒はのまず、茶ばかりをのんでいた。この二人にとって、血を酔わしめるのはもはや酒よりも革命計画なのであろう。

「天下はいまいかにすべきか、ということがついにつかめた。戦せんの一字だ」

「戦の一字」

　と、中岡は繰りかえした。嘉永・安政いらい、あらゆる救国の思想は出た。尊王論、攘夷論、開国論、そしてその複合思想。が、もはや出つくし、思想では日本は救えぬというところまできた。日本の諸悪の根源である徳川幕府を倒す以外に手はない。

　協調論もある。公武合体論というのがそれだ。が、そういう思想は一見妥当に似てじつは世をまどわし混乱せしめるのみであり、百害のもとである。戦の一字あるのみ。幕府を軍事的に倒す以外にもはや道はない、と中岡はいった。

「これは、おれが剣電弾雨のなかでついに到着しえた結論だ。竜馬、そうではないか」

「そのとおりだ」

　といいながら、竜馬は、中岡慎太郎という錐きりのようにするどい精神と頭脳を畏敬した。畏敬しつつも、

（人の世に、道は一つということはない。道は百も千も万もある。道は一つだと信じて猪ちよ突とつする中岡とは、いずれおれは袂たもとをわかたねばならぬときがくるかもしれない。しかし倒幕まではこの男と同じ道を進めるだろう）

　と思っている。

　が、口には出さず、中岡のするどすぎる一語々々にうなずいている。

「海援隊の本拠は長崎に置くか」

「貿易の中心だからな」

「陸援隊の本拠は京都におく。京都を占拠すれば天下の事は成る」

　中岡は陸援隊を、クーデター部隊という内容に解釈しているようである。むろん竜馬の構想もそのとおりであった。




　このところ、竜馬は社中の商務に忙殺されほとんど長崎の一カ所に居っぱなしの暮らしだが、それにくらべて中岡慎太郎の行動力というのは驚嘆すべきものがあった。

「中岡は、觔きん斗と雲うんを持っている」

　と、志士のあいだでいわれた。觔斗雲とは「西遊記」の孫悟空が乗って駈けまわるあの雲のことだ。

　こんども、京、下関、大宰府、鹿児島、肥前大村などを経て長崎に入っている。この間、汽船があれば汽船をつかまえ、馬があれば馬を駆って勤王派の公く卿げや諸藩の中心人物をたずね、急速に革命の気運を盛りあげつつあった。天下におけるかれの存在は、もはや幕府にとって巨大な一敵国をなしつつあるといっていい。

　駈けまわりつつもその間、何度か論文も書いた。中岡が土佐藩に提出した藩政改革論というのは、西洋の近代史における攘夷と革命を例証にひきつつ藩をして幕府から独立した強力な軍事勢力たらしめようとしたもので、これが土佐藩の新方向にすくなからぬ影響をあたえた。

　要するにかれの説くところは、

「革命戦あるのみ」

　ということであった。一にも戦、二にも戦、そのためにはあらゆる文明の利器を手に入れなければならない、というものであった。

　時代は、大きくかわりつつある。その時代の変転にもっとも大きな影響をもたらしたのは、孝明天皇の死であった。

　この十二月十二日に風邪熱とおもわれる高熱を発せられた。典医が発汗のための投薬をし、大いに汗を発せられたが、十四日もなお熱気がつづき、十五日になって典型的な天てん然ねん痘とうの症状が出はじめた。

　かねて近侍の子供のなかに天然痘にかかった者がおり、帝みかどは平素、

「伝う染つるのではないか」

　と怖れられていたが、そのいわば御予感があたった。十七日、お顔が腫はれはじめ、しばしば嘔はき気けがおそい、のどのかわき甚はなはだしく、そのうえ痰たんが切れず、食欲が皆無になり、ついに二十五日夜十一時、崩ほう御ぎよされた。

　孝明帝は、幕末最大の佐幕家であったといっていい。

　遵じゆん法ぽう主義者であったといってもいいであろう。家康以来、幕府は京都朝廷を活動させぬよう水も漏らさぬ禁制をつくり「天皇は御先祖の祭りと学問歌道にのみ専念していなさればよろしい」とまで規定した。

　日本の政治と軍事は、天皇が任命（形式的にだが）した征夷大将軍がやる。委任した以上、天皇は口を出さない、という建前であったが、孝明帝はこれを遵守された。

　その御先祖の後鳥羽上皇や後醍醐天皇のように武家政権をくつがえそうとは夢にも思われず、むしろ、そういう志を抱いた公卿や志士を憎悪された。

　その天皇が、崩御された。

　当然、宮廷は変わるであろう。「勤王」派の公卿が、ふたたび頭をもたげるにちがいない。

「時勢は一変する」

　中岡はいうのである。




　孝明天皇の崩御は、幕末最大の政治事象のひとつであった。

　竜馬が、この事実を知ったのは、中岡慎太郎の口からである。

「これほどの痛恨事はない」

　と、熱情家の中岡は、その風ふう聞ぶんを伝えながら涙を噴きだすような勢いで流した。中岡は、そういう男である。

　かれは、庄屋の出身である。土佐の庄屋は他国の庄屋とちがい、幕末以前から藩に対して批判的で、早くから勤王思想であり、徳川の泰平のときにすでに「庄屋連盟」という秘密同盟を国内でむすんでいた。

　その秘密同盟は、

「侍はなるほど藩主の家来である。しかし百姓は天皇の家来であって、藩主の私有的存在ではない」

　という思想が根本になっていた。一種の自由民権思想といってよい。その思想から、庄屋たちは、しばしば藩の領民政策に抵抗して来、幕末にいたってこの庄屋階級から何人かの風雲児を出した。天誅組の首謀者のひとりであった吉村寅とら太た郎ろうもそうであり、この中岡慎太郎もそうである。

　だから、中岡の血のなかにある遺伝的思想は、

「自分は、藩から苗みよう字じ帯刀をゆるされた身分であるが、藩主の家来ではない。自分の唯一の主人は天皇である」

　ということであった。土佐の郷士、庄屋の代表的思想といっていい。

　中岡の場合、それが強烈であった。だから孝明帝の死をふかく傷いたんだ。そのくせ、一個の革命児である中岡慎太郎は、頭脳までは激情に侵されていない。

「おそれながら、この崩御によって日本のながいながい夜は、明けるかもしれぬ」

　といった。

「いや、明ける」

　竜馬は、意外なほどの冷静さでいった。竜馬は、なるほど若いころは天皇に対して中岡的情熱をもち、その政治的理想も中岡的で、

「天皇を唯一の上かみと仰ぐ絶対君主国家こそ日本のあすの姿であるべきだ」

　と思いつづけていたが、ここ数年、アメリカ風の共和制に興味をもちはじめ、

「日本はなるほど天皇のもとに統一さるべきである。しかしその統一革命のための流血は、天皇のために流さるべきではなく、日本万民のために流さるべきである」

　という思想にかわりはじめていた。

　明治風の言葉でいえば、中岡は国権主義者であり、竜馬は民権主義者であるといえるだろう。竜馬が維新史の奇蹟といわれるのは、この討幕以前にすでに共和制度を夢み、自由民権思想を抱いていたということであろう（むろん、竜馬の知識には仕し入いれ元もとがある。勝海舟、横井小楠が竜馬にとってそういう知識の雑貨問屋的存在であり、またかれがそれらの知識と思想を実際にたしかめたのは、この長崎で、外国商人とつきあうようになってからであった）。

「竜馬、これからいそがしくなる」

　中岡は冷静にもどっていった。

「お前とおれが手をつないで日本の長い夜を明けさせよう。命がいくつあっても足らぬほどの仕事だ」




　とにかく時勢は動いている。堤防が崩れ、奔流が山野に満ちつつある、といえるだろう。

　この洪水が、どの方角へ、どう動くか、たれにもわからない。

　天皇の死、少年帝（明治帝）の践せん祚そ、さらにその前には将軍家いえ茂もちの死、慶喜の襲職がある。これらがほとんど同時にきた。時代がかわったという気分は、百姓、町人にまでひろがった。

　この、世の気分というのは、竜馬のすきな、

「時運」

　という言葉にあたるであろう。この時運という洪水を巧みに導けば、あるいは回天の奇蹟も成るかもしれない。

　いままで佐幕的態度を頑守してきた土佐藩が、大いに狼狽したのも、この時勢の変化を肌で感じたからに相違ない。

　肌で感ずるのは、若さが必要である。感じえた人物というのは、老公の容堂が可愛がっている若手官僚たちだった。後藤象二郎、乾（板垣）退助、福岡藤とう次じ（のち孝たか弟ちか）、谷守部（のち干たて城き）、佐佐木三四郎（のち高行）ら少数の者だったが、その能力は十分に藩論を動かすことができた。

　むろん、かれらの変化には、中岡の説得が大いに役に立った。

　かれらは新方向に決定したとき、新方向の尖せん兵ぺいに立たせるために竜馬と中岡を利用しようとした。

　海援隊、陸援隊の結成を、藩が大いに受け入れ、むしろ藩が懇請するかたちをとった。

　その前に、ふたりの脱藩の罪をゆるしておかねばならない。

　それを手ばやく行政化し、後藤象二郎をして竜馬に通達させたのは、中岡が長崎を去ってからだった。

　その公文書を翻訳すると、こうである。




覚おぼえ


郷士御用人権平弟　　　　　　　　　

坂本竜馬　　　　　

北川郷大庄屋源平忰せがれ　　　　　　　　

中岡慎太郎　　　　

右の者、先年規律を犯して他国に出奔したが、深き御含みの筋あるがためにとくに右の罪をさしゆるす。




　この両人赦免のことは、国許では藩庁まで両人の父兄をよび出して申し渡し、国外にいる当人たちに対してはそれぞれ赦免文書の写しを渡した。

（なにいってやがる）

　と、竜馬は土佐屋の奥座敷でそれを読み、あとはまるめてポイと捨てた。藩というものがもっている異様なほどの尊大さに腹が立ってきたのである。

　若い高級官吏たちが竜馬を見ている腹の底にも、階級的蔑視があった。たとえば竜馬との連絡のために長崎へむかった福岡藤次が国許の同僚に送った手紙のなかにも、

「竜馬を使う手段も致し候つもりなり」

　というくだりがある。猿まわしが猿を使うような心積りでいるらしい。




　竜馬の身辺はにわかにいそがしくなり、あれやこれやで月日が過ぎ、湿気がすくないといわれている長崎にも霞かすみの立つ季節になった。慶応三年三月のある日のことである。その日、

「高知から福岡藤次がくる」

　という連絡を竜馬がうけたのは、稲佐山が夕霞で煙っている宵である。

　藩の汽船胡蝶丸でくるという。用件は、海援隊約規の締結のためであった。

（福岡とは、いやな奴が来る）

　竜馬は内心おもったが、同志の階級的感情を刺戟することをおそれて顔色には出さなかった。

　福岡藤次は、竜馬の記憶のなかでは細作りの若侍で、年少のころから学問ができた。

　まだ竜馬が国許にいるころ、友人と播はり磨ま屋や橋ばしをわたろうとすると、

「これ」

　と、すれちがった藤次がいった。扇せん子すでいらだたしく橋の欄干をたたき、

「なぜ、会え釈しやくをせぬ」

　上士にすれちがって郷士ふぜいが知らぬ顔で通りすぎるとはなにごとだ、というのである。そのときの薄手な白い顔が、竜馬の目の底にいまだにこびりついている。

　友人はあわてて会釈し、竜馬は知らぬ顔で行きすぎた。

　あとで竜馬が、あれはたれだ、と友人にきくと、

「西広小路にお屋敷のある福岡藤次だ」

　と、くやしそうにいった。竜馬にはそれだけの記憶しかない。

　多少の縁はある。福岡藤次の家は、家老福岡家の分家で、藤次は「福岡のお田た鶴ずさま」の遠縁にあたるのである。竜馬の家の坂本家は、代々家老福岡家の「御お預あずかり郷ごう士し」ということになっているから、まるきり縁がないわけではない。ひょっとすると藤次にすれば、

「竜馬はいわばおれの一族の家来筋だ」

　とでもおもっているかもしれない。

　藤次は、いまでは若い藩主豊とよ範のりの御お側そば役やくである。老公にも寵愛されているし、藩官僚としては、若いながらも非常に羽ぶりがいい。維新後、土佐閥を代表して新政府に出仕し、明治十七年子爵になり、大正八年、八十五歳で死ぬ。

　この福岡が、翌々日に長崎へきた。随行員は十人で、このなかに岩崎弥太郎もいる。

「坂本をよんでこい」

　と、使いを出したが、使いはすぐもどってきて、

「用があるならそちらから出むいてまいれ、と竜馬が申します」

　と復命した。

「なにを」

　福岡藤次はいやな顔をしたが、「竜馬を利用する」というのが自分の任務だから、ここで腹を立てるわけにはいかない。

「あす、朝、伺う」

　と、あらためて使いを出した。

　傍らにいた某なにがしという随員が、

「郷士、郷士といっても、かれらはこれまでにずいぶんと国事に斃たおれ、その業績の上にこんにちの土州の盛名がある。その盛名をいまになって藩が利用しようとするのだ。いわば虫のいい話だが、その点を心得、かれらの感情を刺戟せぬほうがいい」

　と忠告した。




　約規会議は、竜馬が下宿している長崎の豪商小曾根英四郎方の書院座敷でひらかれた。

　席次はむろん、藩公のお側役である福岡藤次が最上席である。

　その横に上士連中がずらりと居ならび、岩崎弥太郎でさえ、上座にいた。弥太郎はこの直前、地下浪人あがりの身ながら、後藤象二郎の引き立てをうけて上士格になり、長崎留守居役に抜擢されている。

　竜馬らは、下座であった。

　ほかに社中二十八人が、下座にびっしりと居ならんでいる。「社中は共同の運命に生きる」というたてまえから、竜馬が都合のつくかぎりの者をこの席によんだのである。下座の席次も雑然としていた。竜馬自身、下座の列の後ろであぐらをかいてあごをなでていた。

「社中に上下はない」

　というのが、結党いらいの原則であった。

　ついでながら竜馬の社中統御の法はつねに平等を原則とし、会計さえ公開法をとり、人件費は平等に分配した。竜馬自身、むろん例外ではない。たとえば薩摩藩から援助されている隊士一人あたり月々三両二分ぶの金も、竜馬はみなと同額であった。

　封建的階級社会に呼吸している武士の集団としては、異例であった。

　おなじ浪人の結社でも、徳川体制下の治安をまもるための保守的な団体である新選組は、同志団体でありながら職階という階級で統制している。隊内を特殊な職階とその強制力で統制している点、あるいはフランス陸軍の中隊組織を参考にしたのかもしれない。

　竜馬の社中は、まるでちがう。

　一見、烏う合ごうの衆のようである。平等すぎるようであった。

　身分上の階級はむろんのこと、職務上の階級（職階）すらなく、船将キヤプテンはそのつどえらぶことになっていた。

　だから一同、順によって居ならぶということはなく、雑然とすわっていた。

　竜馬自身、

「約規案のことは、わしは知らぬ。この連中がよう知っちょるに」

　と、長岡謙吉を中心とする立案委員を矢や表おもてに出し、自分は後ろにひっこんだ。

　福岡藤次らは自然、長岡らと談判することになったが、なにやらこの席全体を後方から竜馬に監視されているようでやりにくい。

（こまる）

　藤次は、何度もおもった。かんじんの竜馬の顔が人垣のむこうにかくれているためひどく話しづらいのである。

「竜馬、聴いちょるか」

　一度どなったことがある。竜馬は人垣の背後で鼻をほじくりながら、

「ん」

　といったきりである。

　長岡は学者であり、陸奥はかみそりのようにするどい論客であり、中島作太郎は相手の気持をつかんで巧妙にひきまわす才能があり、上士側は押されに押された。

　このため、海援隊約規は、修辞を多少あらためたほか、原案どおり福岡藤次は呑まされることになった。




　海援隊約規は、ひどく論理的な文章でかかれている。この種の文章としては、明治初年ごろのこの種の文章より斬ざん新しんといっていい。

　五カ条から成っている。

　第一条ではまず隊士の資格を規定し、「およそかつて本藩（土佐藩）を脱する者、および他藩を脱する者、海外に志ある者、みなこの隊に入る」とある。脱藩浪士をもって資格とするというのは、隊の独立個性を明確にしようとしたものといっていい。

　さらに隊の目的を第一条で明記している。

「運輸、射しや利り、開拓、投機、および本藩の応援を為すをもって主とす」

　射利とはブローカー的な商売のことだ。本藩の応援とは討幕を含みとした海軍活動のこと。

　第二条は、

「およそ隊中の事、いっさい隊長の処分にまかす。あえて或は違い背はいするなかれ。もし暴乱事ことを破り、妄もう謬びゆう害を引くにいたらば、隊長その死活を制するも亦また許す」

　さらに別項をたてて土佐藩と海援隊の関係をたくみに明文化している。

「国（土佐藩）に附ふせず暗あんに出しゆつ崎き官かんに属す」

　出崎官とは、土佐藩の長崎派遣官吏のことである。

　出崎官に属す、といっても、出崎官は、海援隊に対して指揮権はなく世話人というべきもので、たとえば海援隊の経理に赤字が出た場合、それを隊長の要請で埋める（海援隊約規第五条）、という程度の法的位置でしかない。要するに海援隊は「本藩の応援」をその目的にうたいながら、土佐藩には属さないと明記している。しかも「暗に出崎官に属す」という点、土佐藩との微妙なつながりをたくみに言いあらわしている。

　この場合、土佐藩一手に属してしまえば、以前から援助をつづけてくれた越前、薩摩、長州に義理がわるくなるし、今後もそれら雄藩を「大株主」としてゆく点でかわりがないから、こう表現したのであろう。

　約規のうちあわせがおわってから、福岡藤次は、

「船はどうする」

　と、かんじんのことをきいた。

　この件も、五分で片づいた。薩摩藩を保証人として大浦お慶から一万二千両を借りて手に入れた大極丸の借金を、土佐藩が肩がわりするということになった。

　以上で、土佐藩との締約はおわり、亀山社中が「海援隊」と改称された。この日、あとで紀州人陸奥陽之助が、

「妙な気持だ」

　と、竜馬に何度もいった。

　竜馬にはすぐその意味がわかった。が、面倒なのでだまっていたが、あまりしつこいので、なにが妙な気持だ、と問いかえしてやった。

「長年、ひとりで貧乏をしのいできた女に、急に年寄の旦那がついたような心境ですよ」

「そのこころは安心やらばかばかしいやら」

　と竜馬がやりかえすと、陸奥が大笑いした。




弥　太　郎










　当分、岩崎弥太郎が竜馬と再会するにいたることどもに触れたい。

　竜馬と妙な別れをしたのは、もうふるいはなしになる。五年前の文久二年、竜馬が脱藩して大坂へ出たときのことだ。

　──吉田東洋殺しに関係があるのではないか。

　という容疑で、藩の下横目（下級警吏）として岩崎弥太郎があとを追ってきた。

　単独で追ってきたわけでなく、同僚の井上佐一郎と上じよう坂はんし、大坂の二つの藩邸（西長堀と住吉）を嗅かいでまわっているうちに、佐一郎は、勤王派の通称（のちの）人斬り以い蔵ぞうこと岡田以蔵ら四人に、道頓堀河畔の九郎右衛門町で殺された。

　弥太郎は、利口である。

（おれほどの男が、こんなばかばかしいしごとができるか）

　それに危険でもある。井上佐一郎が殺される前、いちはやく仕事に見切りをつけて国もとへ帰ってしまった。

　この弥太郎と井上佐一郎が上坂した早々、竜馬は宇和島橋のたもとで、このふたりに遭遇している。

　井上が剣をぬき、ついで弥太郎も抜いた。そのかっこうをみて竜馬は笑いだした。

「弥太郎、抜いたか、けなげじゃな」

　そのあと竜馬が井上の剣をたたき落したとき、弥太郎は闇にまぎれて逃げた。

　それっきり、竜馬とは当座の縁がきれた。

　弥太郎は個性が強い。

　それなりの人生が、この男にある。藩からも、勤王派からも一歩離れた独特なあるきかたを、この男はしはじめた。

　国もとへ逃げもどってからこの男は、藩吏をやめ、両刀も捨て、算盤そろばんを持って材木商人になった。武士としては思いきった転向といっていい。年、数えて三十である。

（時勢はかわる）

　と、文久二年当時の京・大坂をみてこの怪奇なほどの精力漢はおもった。将軍、大名といった封建的装飾物はほろびる、とみたのである。時勢はかわるとみれば普通なら勤王運動にとびこむところだが、弥太郎はもう一つさきの時代を洞察していた。

　──商人の世がくる。

　ということであった。

　土佐は、大きな商売がしにくい。なぜといえば、この藩では、材木、紙、鰹かつお節ぶし、捕鯨、樟脳といった重要産業はことごとく藩の専売制になっており、巷ちまたの商人にゆるされた活動範囲はほんのわずかであった。

　弥太郎はまず資金をかきあつめ、藩の国産方の役人にわいろを使い、専売法違反をすることによって巨利を博そうとした。ねらいはいい。

　が、うまくゆかなかった。失敗した。結局資金をつかいはたし、ついには大百姓にやとわれる日傭い人夫にまで落ちた。

　しかし時勢はこの男をいつまでも失意のなかに落しこんではおかなかった。

　弥太郎はふたたび両刀を帯し、国産方の小役人として登場するのである。




　高知城下の鏡川の河か畔はんに、開成館という巨大な建物ができたことは、さきにのべた。

　藩の専売局といっていい。

　同時に、西洋医術による学校と病院を経営し、また翻訳局も設けられ、外人教師をまねいて藩の子弟に英語とフランス語をおしえる仕組になっていた。

　岩崎弥太郎が出仕したのは、この開成館という新設の役所である。

　部局は国産方で、かれの職は身分が地下浪人あがりだからとるに足りぬ小役人であった。

　役所は、連日、会議ばかりをやっている。

「開成館をどう運営するか」

　ということが、毎日の議題だった。なにぶんこの役所は、藩が洋式産業国家として新生しようとする中心機関である。重要きわまりない役所だが、馴れぬ仕事だからたれもがどうしていいかわからない。

　結局、会議になる。

（会議などは、無能な者のひまつぶしにすぎない。古来、会議でものになった事柄があるか）

　というのが弥太郎の考えだった。物を創つくりだすのは一人の頭脳さえあればいい。衆愚が百人あつまっても、「時間がつぶれ、湯茶の浪費ついえになり、厠かわやに無む能のう者ものの小便がたまってゆくばかりのことだ」と、弥太郎はおもっている。その「一人の頭脳」とはたれのことか。

　弥太郎にいわせれば、自分のことである。それだけの自負がある。抱負もある。しかし哀れにもこの男は小役人にすぎない。

　会議に出席することはできた。しかし発言は遠慮すべき卑職である。もっぱら、議事内容を筆記する書記にすぎなかった。

（阿呆なことをいっている）

　と、弥太郎は、上席の上士どもの発言をきいていてばかばかしくてならない。

　屈辱をさえ感じた。

（やはり宮仕えすべきでなかった）

　とおもった。最も無能な者が、単に上士の出であるというだけで上役になり、豆腐屋の鳴き声のような発言をして、それでお役目がつとまっているとおもっている。

（こんな世は、いさぎよく亡びよ）

　と思わざるをえない。しかしそれを亡ぼすのは竜馬らの徒輩であろう。弥太郎は、その亡びたあとの世にこそ雄飛するのだ、とおもい、それを思うことによってかろうじて自分の屈辱をいなそうとした。

　ある日の会議で、上座にいた川崎清三郎という肥大漢が、ふと末席の弥太郎のほうに目をやり、

「どうだ、そこもとらにも意見らしいものはあろう。このさい申しのべてみよ」

　と、扇子を使いながらゆったりといった。その無能者の尊大さが、弥太郎の怒りを異常なまでに屈折させた。

　弥太郎はしばらく心しん気きを鎮しずめていたが、やがて拝礼し、

「おそれながら先刻来、お歴々のご意見をうかがいまして、そのご達識におそれ入っている次第でございます。手前など卑賤の者の差し出るところではござりませぬ」

　そのあと「菲ひ才さいにつき御役つとまらず」という辞表を書いて城下の下宿へもどってしまった。




「代々、百石、二百石などという厚禄に飽あいた者とは、共に事を談ずることはできない」

　と、竜馬もいったことがある。

「俸禄は鳥の餌とおなじだ。先祖代々餌で飼われてきた籠の鳥になにができるか」

　といったこともある。

　いずれも上士のことだ。竜馬は、威張りかえっているくせに無能で気概もない上士という藩貴族を、一種の廃人同然にみていたふしがある。「事を成すのは野育ちの鳥でなければならない」といったこともあった。

　国産方小役人に就職した岩崎弥太郎のばあいは、野の鳥が籠に入って籠の鳥とつきあうはめになったようなものだ。

（村へ帰ろう）

　と決意し、下宿で荷物をまとめると、山崎昇六という上役がたずねてきた。

　山崎は、国産方差さ配はい役やくとして、弥太郎の上にいる。上士の出だが、多少の気概もあり、もののわかった男である。なによりも地下浪人あがりの男の能力をみとめていた。

「弥太郎、考えなおしてくれ」

　としきりにとめたが、弥太郎は頑がんとしてきかず、無理でございます、といった。

「藩庁などというところは、わたくしどものような卑賤の者がお役に立つ世界ではございませぬ」

　そのまま井ノ口村に帰ってしまった。

　そのうち藩政改革がおこなわれ、若い気鋭の後藤象二郎が仕置家老になり、藩の人事を門閥主義から徐々に能力主義にきりかえはじめた。

　さらに後藤は藩の産業体制をすすめるうえで、いよいよ人材がほしくなった。

「岩崎弥太郎がほしい」

　と、山崎昇六や、弥太郎を理解している高橋勝右衛門などという連中に相談したが、ふたりとも首をひねった。

「弥太郎は、参りますまい」

　あの自尊心のつよすぎる地下浪人が、もう卑役では腰をあげるまいというのである。

　このため、話はそのままになっていた。

　ところへ。

　竜馬の社中を藩にひき入れるという話がおこり、それと並行してそれとは別に、長崎に藩立の貿易会社をつくろうという案が出てきた。

　土佐商会

　という名称にした。商会の長は、藩派遣の長崎留守居役がなる。「留守居役」といえば藩の大使、公使にあたるもので、江戸、京都、大坂におかれており、上士のなかから選任される重職のひとつである。

　三都の留守居役は、それぞれ機能がちがう。江戸は対幕関係の交渉事をおもにし、京都は対朝廷関係、大坂は商業関係の仕事をする。

　長崎は、当然、貿易に堪能な能吏でなければならない。

「弥太郎をそれにする」

　と、後藤は、三百年の伝統をやぶって上士以外の階級から驚天動地の大抜擢を断行した。弥太郎は、それを承うけた。




　とにかく、岩崎弥太郎の長崎留守居役というのは、土佐藩はじまって以来の破格な人事だろう。

「長生きはしたくない」

　高知城下の上士の隠居たちはいった。あろうことか、郷士や地下浪人が藩の重職につくのだ。

　もっとも、弥太郎自身はこの出世をよろこんでいない。

　この男には、大志がある。その大志はまだ星雲の状態にあり、自分でもどうまとまってゆくかわからないが、いずれにしても封建体制下では登場しかねる志である。

（時勢は動いている。我慢することだ）

　おのれに言いきかせた。岩崎弥太郎の身にとっては、長崎留守居役はどんな意味でも栄達ではなかった。しかし将来の野望への一階段としてあるいは役立つかとも思った。

　不機嫌な顔でいた。

　長崎への船のなかでは、である。この赴任のための航海では、藩公御側役福岡藤次ら一行と一緒だった。福岡は、長崎の竜馬と海援隊約規をむすぶために出かけてゆく。

　弥太郎は、この福岡ともあまり口をきかない。福岡がひどく気にし、

「岩崎、口をきいてもかまわぬぞ」

　と、馬鹿なことをいった。弥太郎が卑賤の身から上士になった。いわば同階級になったから「遠慮なく口をきけ」といわば親切のつもりでいったのである。

　福岡藤次といえば、藩の若い上士きっての秀才である。維新直後、由ゆ利り公きみ正まさ（三岡八郎）とともに「万機公論に決す」という有名な五箇条の御ご誓せい文もんを起草した男だ。つまりのちに竜馬らの公論主義に感化されたほどに柔軟な頭脳をもっているはずなのに、この福岡でさえ土佐流の牢ろう固こたる階級意識は抜けきらないらしい。

　この福岡のことばに、弥太郎は、

「うふっ」

　と笑ったきりでなにも答えなかった。相手の軽薄さへの軽蔑、自分の身についての屈辱感、それにすさまじい自尊心が、岩崎弥太郎の表情をつねに晦かい渋じゆうきわまりないものにしていた。

「岩崎、御留守居役とはうれしいだろう」

　と、何日目かに福岡がいったことがある。

　このときも岩崎は、その獅し子しのように獰どう猛もうな顔を、ほとんど紫色にした。

「岩崎は地球の上におりますのでな」

「なんのことだ」

「へんぺんたる御留守居役についたことは、さほどの快事ではございませぬ」

　地球の上、というのはこの当時の土佐藩の流行語だった。この二月十六日、薩藩の西郷吉之助が藩船に乗って高知へ来、老公の容堂に拝謁してその佐幕的国家観を説破したことがある。容堂は最後にうなずき、「わが土佐藩はそちの薩州にくらべ徳とく川せんの御恩が深い。しかしもはや時勢は一藩一家の情義を越えて考えねばならぬようになっている。わしは近頃地球の上に住んでいることがわかるようになった」といって、西郷の説にほぼ同意した。




　長崎に入った岩崎弥太郎は、土佐藩の定じよう宿やどの財津屋に寄宿した。

　すぐ弥太郎は、長崎駐在の商務官としての活動を開始した。帳簿も見た。出入り商人とも懇談した。取引きの外国商館にも出かけ、異人どもにも会った。

　むろん前任者の後藤象二郎（後藤は参政と長崎留守居役を兼務していた）とも何度もはなし、次第におどろくべきことがわかってきた。

（なんたる濫らん費ぴ）

　後藤の、である。藩財政が窮迫しているというのに、後藤は藩費を長崎で湯水のようにつかっているのだ。

　むろん、酒と女にである。

（とほうもない男だ）

　と、弥太郎は腹が立つより、後藤という男が人間以外のばけものにみえてきた。

　長崎の色いろ街まち丸山では、

「土州のご家老」

　といえばお大だい尽じんというどころではない。打うち出での小こ槌づちをふりまわして際限もなく黄金をつかっている神さまのような存在である。それが二十八、九の若僧ときているから、胆きもっ玉たまがふといというのか、もともと胆っ玉なしでうまれついているのか、見当もつかぬ男だ。

　後藤は、長崎や上海で手あたり次第に軍艦や銃砲を買っているが、せいぜい支払ったのは樟脳と交換した三万両程度のもので、あとは丸山で豪遊するばかりで異人どもにも金を払ってやらない。

「軍艦を買う」

　と藩に金を請求しては丸山へ行って一斗と樽だるから金銀をぶちまけるようなやりかたで遊んでいる。

　弥太郎はさっそく帳簿を整理して、出費の数字を出してみると、気が遠くなった。

購入の項目

三十一万七千九百両余・軍艦汽船七隻

四万三千二百二十三両余・銃器弾薬

五万五千九百九十八両余・絨じゆう製せい品ひん


二千三百十四両余・図書医療器具

計四十一万九千四百三十五両余

年間の経費

四千七十五両余・商館営造費と諸雑費

二千四百五十八両・吏員俸給・手当

三千三百五十三両余・贈与と宴会費

千九百三十両余・結ゆう城きおよび大おお庭ばの洋行費

計一万一千八百十六両余

　このほか、内外商人からの純粋負債が十八万両ばかりあり、さらに使途不明の金も五千両ほどもある。

「いったい、これはどうなさるおつもりなのです」

　と弥太郎が後藤を詰問すると、後藤は「わしゃ、知らん」と言い、やがてニヤリと笑って、

「おンしを抜擢した理由がわかったか」

　といった。要するに抜擢の真相は、後藤の汚職的な浪費を藩に知られぬよう弥太郎に始末させるためであった。




（まったく後藤は無茶だ）

　と弥太郎は思った。

　宴会費が人件費より千両も多いというのは法外だと思い、弥太郎が後藤に帳簿をみせてそのことをいうと、

「なんだ、これだけしか使ってなかったか」

　と、後藤には逆効果だった。

　この男にも理屈はある。

「豪遊豪奢をきわめてさすがは大土佐藩、という評判をとることこそ、いまは肝要じゃ。土佐はしみったれている、という評判がでれば天下で大仕事はできぬ」

「しかし破産しますぞ」

「そこをさせぬようにするのがおンしの仕事ではないか」

　弥太郎は閉口した。

　後藤の豪遊はやむをえぬとして、他の経費については金庫のふたを固くし、一文でも支出を吝おしむようになった。

　これが弥太郎の評判をわるくした。

　一例がある。

　中江兆ちよう民みんという明治の自由思想家がある。ルッソーの民約論を訳したり、板垣退助とともに自由党活動をしたり、晩年「一年有半」「続一年有半」をあらわすなどして明治の思想界につよい影響をあたえた人物である。

　生涯、奇行家としても有名だったが、「篤とく介すけ」とよばれた年少のころからそうだった。高知城下の新町が生家だが、かれの年少のころ、吉田東洋殺しなどがあって尊王攘夷の議論のうるさいころだったが、篤介は、

「浮薄なさわぎじゃ」

　といって友人とつきあわず、門を閉ざして読書に熱中していた。

　十九歳で志を立て、人のあまり関心をもたぬフランス語を学ぼうとして、長崎にきた。

　最初、海援隊宿舎で居い候そうろうしていたが、晩年竜馬のことを思いだしては、

「あのころのあの人はひどく貧乏していたが超然としていた。自分の生涯のうちで会った人間のなかであれほど印象に残る人物はいなかった」

　といった。その兆民が、ふと江戸で学問をしなおす気になり、旅費にこまった。江戸行きは二十五両は要る。たまたま長崎にもどってきた竜馬に相談すると、

「弥太郎が金庫番をしちょる」

　という。その弥太郎へ借りにいった。

　弥太郎は一喝し、「お前まんのような二十はたち足らずの書生に二十五両も出せるか」と取りつく島もない顔でいった。

　兆民もかっとなり、

「この篤介の一身が二十五両のねうちもないとおおせられるか。もはや生涯、二度とお手前の顔は見たくない」

　と捨てぜりふを残して去り、こんどは後藤象二郎のもとに行き、一詩を賦ふして借用の旨を頼むと、後藤はにやりと笑って二十五両を投げだした。

　兆民ほどのうるさい男でも、後藤に対する評価はよかった。逆に弥太郎を憎んだ。

　弥太郎としては浮かばれまい。




　弥太郎の感じているばかばかしさは、後藤象二郎の浪費の尻ぬぐいだけではない。

　下僚が、なかなか動かないのだ。

「地下浪人あがりめが」

　という態度が、下僚にある。下僚といっても身分は上士なのである。

　その点、弥太郎は長崎留守居役といっても、異例の処置による「仮の上士」にすぎなく、上役らしい重味がなかった。

「これで仕事ができるか」

　弥太郎は怒りっぽい男だ。弥太郎とおなじ憤いきどおりを他の土佐郷士ももち、持ったればこそ勤王運動に挺てい身しんした。勤王運動は階級社会をくつがえすという点で、革命運動といっていい。

　が、岩崎弥太郎という男の特異さは、どう腹が立ってもそういう運動には走らない。

　あくまでも実務家なのである。

　後藤に、

「いまのままでは、せっかくのご抜擢はうけましたが、実務ができませぬの。できませぬならば、これはやっても無駄骨でござりまするな。無駄骨ならば、やらぬほうがましでござりまする」

　と宣言し、仮り役所の財津屋にも出なくなり、金庫から金をかっさらっては、かれみずから丸山で豪遊しはじめた。

　後藤のまねをしはじめたのである。

　当然、下僚や、竜馬の海援隊の連中からごうごうと非難がではじめたが、弥太郎は平然としている。

「弥太郎を斬る」

　という者さえ、下僚にいた。

　弥太郎の真意は、「役職にともなうように身分を上げろ」というところにある。がまさか、そこまでは自分の口からはいえない。

　後藤は、苦笑してそんな弥太郎を見ていたが、その放ほう蕩とうと浪費を責める様子もない。

　むしろいい仲間ができた、とよろこぶふぜいで、

「弥太郎、長崎女は情がある。ひとつ女を囲かこえ」

　とさえすすめた。むろん藩費を流用してかこうのである。

　冗談かと思っていたが、後藤は本気だった。言ったあくる日、弥太郎をよび、

「老おい松まつはどうじゃ」

　と、後藤はいった。

　弥太郎もさすがにおどろいた。老松というのはもと丸山の新築楼の抱かかえで、後藤が落ひ籍かして旦那になっている女である。

「あなた様のお古を頂戴いたしますので」

「女に古いも新しいもない。風呂に入れればいつでも真まっ新さらじゃ」

「驚き入りましたな」

「いや驚くことはない。わしはこのごろ町芸者のお浅と馴な染じんじょる。さればおンしが老松をひきうけてくれれば大きに助かる」

　弥太郎は、老松をひきうけた。この老松はのちに青柳とあらため、弥太郎のそばを終生はなれなかった。

　ほどなく弥太郎は後藤の奔走で馬廻格という後藤とおなじ家格に直され、このため下僚の統率がうまくゆくようになった。弥太郎の本格的活躍はこれ以後になる。




　岩崎弥太郎の仕事のしかたというのは、この傲ごう岸がん不ふ遜そんな男に似合わず、意外に機智に富んだものだ。

　かれの仕事の第一は、外人商社からの借金返済の催促をいかにしてふせぐかにある。

　その債権者のうち最大のものは英国商館主オールトである。

　はじめて新任あいさつに行ったとき、オールトはいい顔をせず、

「トサは信用ならぬ。ゴトウもいいかげんなことばかりいう。とにかくトサについてはにがい経験ばかりをしているので、私は足そつ下かをどの程度信用すべきか迷っている」

「まあ、つきあってもらえればわかるだろう」

　といって、オールトを丸山の色里によんではさんざんに接待した。が、オールトは酒席でも借金のさいそくをした。

「拙者を信用されたい」

　と、弥太郎はいった。かならず借金はかえす、おたがい長いつきあいになるべき取引き仲間だ、そうそう短たん兵ぺい急きゆうにせきたてられてはなんともならぬ、と、弥太郎はそんな意味のことを繰りかえし言った。

「支払いがすこし遅れているといっても土佐は日本最大の藩の一つだ。信用してもらいたい」

「ゴトウもよくそんなことをいった。そんなせりふを百万遍きかされても当方はすこしもうれしくない。それに失礼ながら足下は騎士ナイト階級の出ではないという。足下の個人の力についても心もとない」

　ある日、弥太郎はオールトを騎馬での遠出にさそった。長崎港を東から抱いている長崎半島の先端の野の母も崎ざきまで行って風景を探訪しようというのである。

「承知した。しかし大丈夫か」

　とオールトが気づかったのは、そのあたりまで外国人が行くことが禁じられていたからだった。生なま麦むぎ事件の例もあり、攘夷派の浪人から斬られぬともかぎらない。

「いや、私がついている」

　岩崎弥太郎はこのことによって自分の器量をオールトに誇示したいと思った。オールトにこの新任の長崎留守居役がただ者でないことをみせておけば、あとあとの交渉がよほど楽になる。

　二人は馬をならべて遠出した。

　野母崎は、大小の島々が岸辺にうかび、はるか沖合に五島の群島がつらなって、海景のすぐれた土地である。

　そこに幕府の番所がある。

「オールト殿、番所の前を乗り切ってみなさい。むろん幕吏はさわぐ。しかしあとは私が鎮めてみせる」

　オールトは多少茶目なところがあって、馬に一鞭をくれて番所の前を駈けすぎた。当然幕吏は騒いだ。

　弥太郎、おもむろに幕吏の前にすすみ、あれは悪質不良の異人で私もてこずっている。御政道に照らしてお取りおさえになってもよいが、あとで公儀と英国との間がえらく紛ふん糾きゆうするのではあるまいか、とおどすと、幕吏一同青ざめ、「見なんだことにしておく。お手前も他言は無用ぞ」といった。

　オールトはこのことがあってから弥太郎を非常な器量人だと思いこむようになった。




　竜馬はどういうわけか、この岩崎弥太郎を好かない。

（なぜだろう）

　とときどき考えるが、自分でも理由がわからなかった。

　もともと竜馬は諸藩の有志のあいだに「度量、海のごとし」という評判があり、人の好ききらいをいっさい表に出さなかった。そういう点があったればこそ、人もあつまってきたし、竜馬の下にいるとどの男も気楽に呼吸することができ、のびのびとそれぞれの才腕を発揮することができた。一例がある。

　耕蔵という越前脱藩浪士がいる。

　姓は、小谷である。越前松平家といえば徳川家では御三家につぐ家格だ。自然、その藩の出身、というせいもあって、極端な佐幕主義者だった。

　隊員は、全員が討幕論者である。

「耕蔵を斬る」

　と、みな騒いだことがある。竜馬はその連中をおさえ、

「耕蔵の身に一指でもふれるな。四、五十人も人数があつまれば、一人ぐらいは異論家はいる。いるのが当然でもある。その一人ぐらいの異論を同化できぬおのれらを恥じろ」

　と、この男はいった。

　度量海かい闊かつといっていい。

　さらには、この男がつくった隊の要則そのものが、志こころざしの自由をゆるしていた。

　竜馬の書いた原文どおりに紹介すると、

「国を開くの道は、戦ひする者は戦ひ、修行（航海の）する者は修行し、商法は商法で銘めい々めいかへりみずやらねばならず」

　とある。海援隊の性格は多角的で、討幕結社、私設海軍、航海学校、海運業務、内外貿易という五つの顔をもっている。

「おのおの、その志のままに生きよ」

　というのが、竜馬の考えであった。だから商務が好きな者で戦いがきらいなものは強しいて戦わなくてもいい、というのである。

　その五つの顔を、竜馬が一つにまとめて統率している。言いかえると、竜馬にもこの五つの顔があったといっていい。

　だから性格的にも寛ひろやかな男であるうえに社会的存在としても、五面の顔をもっているから、たいていの人間は包容することができた。

　ところが、弥太郎にだけは、妙ににがい顔をしつづけた。

「弥太郎」

　と、とって投げるように、長崎留守居役というこの藩の高官をよびすてた。

　自然、弥太郎も好感をもたない。

　面とむかっては竜馬にひとことも言えない弥太郎だが、かげでは顔をしかめて、

「おれと竜馬とは学問もちがう、やっていることもちがう。おれのやっていることは貿易である。しかし」

　と、弥太郎はいう。

「竜馬のは海賊商法だ」

　しかし顔をあわせると、竜馬は頭から弥太郎を愚弄するし、当の弥太郎は首をちぢめ、妙にいじけてろくな音ねが出ない。

　蛇と蛙の関係に似ている。




い ろ は 丸










　竜馬の商法は、大いに盛さかっている。

　たとえば、丹後（京都府）の田辺藩とも取引きが成立した。

　田辺藩は三万五千石の小さな藩で、藩主は牧野豊ぶ前ぜんの守かみ誠まさ成なりである。こんな小藩でも藩吏を長崎に派遣して、貿易で利を得たいとやっきになりはじめたというのは、やはり時勢だろう。

　田辺藩の長崎出張官は、松本検吾という人物だった。

　長崎にくると、すぐ竜馬のもとへ訪ねてきたのは、竜馬の海援隊が、

「諸藩の武家商法あっせん所」

　といった印象を世間にあたえていたからだろう。これら小藩の出張官が、ぞくぞくと竜馬のもとにやってくるようになりはじめていた。

「心得た、心得た」

　と竜馬は、それらの藩が外国に売ることができる物産の相談に乗ってやり、またそれを買い入れてくれる外国商人をさがしてやった。

（便利な機関ができたものだ）

　と、小藩にとって大いに都合がいい。

　そのうえ都合のいいことに、

「それらの物産は、拙者のほうで運んで進ぜよう」

　と、海上運輸までひきうけてくれることであった。小藩のほうでは大いによろこんだし、竜馬のほうもこのおかげでいよいよ繁昌のきざしがみえてきた。

　丹後田辺藩の松本検吾との契約は、田辺藩がかきあつめる丹後、丹波、若わか狭さ方面の物産を海援隊の大極丸で長崎へはこぶことと、田辺藩がほしがっている西洋器械を長崎で買いつけてやることであった。

　これらの契約によって、隊の唯一の所属船である大極丸が大いに活躍した。

　が、いそがしくなりはじめてくると、船腹が足りない。

「船がほしい」

　と、竜馬は、始終言い暮らしていた。大極丸は風帆船である。せめて一隻でも蒸気船が手に入ればと思い、あれこれと思案をめぐらしていた。

　そこへ、伊予の大おお洲ず藩で顔見知りの国島六左衛門というのが、商務でやってきた。

　伊予の大洲藩は六万石で、加藤遠とおと江うみの守かみ泰やす秋あきというひとが藩主である。

「大洲藩も貿易にめざめたか」

　と、竜馬は大よろこびで相談に乗ってやった。竜馬は、若いころから土佐の隣国である伊予に親しみをもっており、宇和島藩や大洲藩には知ち己きも多い。

　国島六左衛門もそのひとりで、大洲では数すくない勤王家であった。

「どうであろう、大洲藩はいっそ蒸気船を一隻買わんかい」

　と、竜馬はもちかけた。国島はおどろいて、

「無茶を言わしゃるな。大洲は山国ぞなア、それに蒸気船を買うても運転する者がありゃせんがの」

「運転は、わしらでやってやるきに」

　と、竜馬は熱心にすすめた。

　国島はだんだんその気になってきた。




　なにしろ竜馬のばあい、海援隊長になっても隊に予算があるわけではない。

　自然、ひとの褌まわしですもうをとるという智恵ばかりが湧いてくる。要するに、ブローカー稼業であった。

「よかろう」

　と、何日目かに、伊予大洲藩士国島六左衛門は承諾した。

「わが大洲がいかに山国であっても蒸気船のいっぱいや二はい、肱ひじ川かわの河口に繫つないでおいてもわるくはあるまい」

　この協約をした場所は、丸山の花月の広庭の真ン中であった。

　刺客の用心のためである。座敷ではあぶないと竜馬はみていた。座敷というのはふつう、三面が襖ふすまになっている。三面の襖がにわかにひらいて刺客に闖ちん入にゆうされると、宮本武蔵や千葉周作でもお手あげであることを竜馬は知っていた。

　その点、広い庭はいい。四方見とおしだから、人影の発見がやさしい。防戦の場所もひろく、楯たてにとって闘える樹木や石も多い。

　なぜ自衛観念の稀薄なこの男がこんな配慮をしたかというと、相手の国島があぶないからであった。

　国島六左衛門は大洲藩きっての過激勤王家だが、それだけに家中の佐幕派からの風あたりがつよく、国もとの城下でも何度か刺客に襲われている。長崎にも家中の佐幕派の者が出張してきており、それがいつ暗殺者に豹ひよう変へんしないともかぎらぬ政情にある。

「恰好な出で物ものがないかと思って大浦海岸の外国商館を軒並にあたらせたところ、オランダ人ボードウィンというのが、一隻、手頃な値段の船をもっていた」

「どんな船だ」

「むろん、蒸気だ。馬力は四十五馬力で百六十トン、ちょっと小さいが、瀬戸内を航海するのには不足はない」

「諸事、まかせておく」

「念のためにいうと、大洲藩が船主、海援隊の借り切りということになる。借り賃は、一航海で五百両でどうだ」

「結構だ」

　船籍は海援隊、ということになる。これも国際的な慣例だから国島としては異存はなかった。

　翌日、竜馬と国島は港へ行って、繫留中の蒸気船を検分した。船尾に、美女の彫像がついている。航海安全の守り神だという。

「これは何だ」

　と、国島が、売り手のボードウィンにきくと、

「アビソという名の美女です。私は、このアビソに守られて長い航海をした」

　とこの異人は言い、そのアビソに別れの接せつ吻ぷんを投げ、大げさな身ぶりで泣く真似をしてみせた。別れがつらいというのだろう。

　やがて国島は伊予大洲へ帰ったが、かれの身に不幸があった。

　藩外の討幕派と通じあっている、という理由で佐幕派に責められ、切腹して果ててしまった。竜馬が国島の死を知ったのは、ずっとあとのことである。




　蒸気船が手に入ったことで、海援隊は活況を呈した。

「まったく、波のようなものだな」

　と、あまり詠嘆的なことをいわぬ竜馬が、このときばかりはしみじみといった。人の運命には波がある。ついこのあいだまで船もなく金もなく水夫まで解雇しようとしていた竜馬の結社が、いまは風帆船一隻、蒸気船一隻をもつ身になった。幕府や雄藩ならいざ知らず、民間で二隻の西洋船をもっているのは竜馬の海援隊しかないであろう。

「瀬戸内海を圧するに足る」

　と、竜馬はおもった。瀬戸内海の回船問屋はことごとく和船ばかりで、洋式船をもっている業者は一軒もないのだ。

「いろは丸」

　と名づけた。

「どういうわけです」

　陸奥陽之助がきくと、竜馬は、

「もののはじめ、という意味さ」

　といった。いわでものことだが、手習いの初歩のことをいろはという。転じて、いろはからやりなおすというのは、第一歩から出直す、ということにも使った。竜馬は、この船によって海援隊事業の礎石を置こうとしたのだろう。

「海賊船かね」

　船を見にきた藩の岩崎弥太郎は、無感動な声でいった。弥太郎は藩の長崎留守居役として、海援隊の会計官もかねている。

「それはわるくちか」

　竜馬は、岸壁に立ちながらふりむいた。

「ほめている」

「そうならばよい」

　竜馬は満足してうなずいた。かれは自分の手帳に語録として、「海賊は船ふな軍いくさ（海軍）の手て習ならいなり。よく心を用いて仮りそめにすごすなかれ」と書きとめていた。海賊船、といわれてべつだんわるい気はしない。

　さて、この船の積み荷である。

　いくらでもある。

　たとえば、薩摩藩からたのまれている新式銃器と弾薬があり、これを買いつけて大坂へ輸送しなければならなかった。

　他日、この銃器・弾薬は、京都におけるクーデターに大いに役立つであろう。

　竜馬はこの輸送をもって、いろは丸の処女航海にしようときめた。

　さらに、人事である。

　階級制をとっていないため、そのつど船長や高級士官をきめることになっていた。

　船長は、大洲藩士国島六左衛門とした。むろん名誉船長で、かれ自身はすでに帰国していて長崎にはいない。

　事務長、という役名がない。竜馬は秘書官の長岡謙吉に文字をえらばせて、その役職を、

「簿ぼ籌ちゆう官かん」

　というむずかしい名にした。簿籌官は、長崎の豪商小曾根英四郎とした。

　竜馬はこの小曾根の屋敷に下宿しているから交渉は簡単だった。

「よろこんで」

　と、おだやかな英四郎はいった。

　航海長は水戸浪士佐さ柳やなぎ高たか次じ、機関長は越前浪士腰越次郎である。




　竜馬は、いろは丸の乗組士官には洋服を着せた。紺地で袖に金筋がついている。

　長崎市中の古着屋を駈けまわらせてあつめたもので、英国式のものもあり仏国式のものもある。それを仕立てなおさせ、寸法にあうようにした。

「いやだ」

　と、腰越次郎などはいった。

　もともと隊服は、白袴なのである。それでいい、と腰越はいった。

「着たほうが、身動きが便利だ」

　すでにこの種の洋服はめずらしいものではなくなっている。将軍慶喜も、フランスのナポレオン三世から贈られた元帥服を着用して写真にとったことがあるし、幕府歩兵も兵卒にいたるまで筒袖洋服を制服とし、幕府海軍もオランダ帰りの榎えの本もと武たけ揚あきのデザインで士官服を制定した。

　長州の諸隊（奇兵隊など）も簡単な日本式洋服を着ているし、おしゃれな薩摩の洋式歩兵や砲兵はぴったりと体に適あった戎じゆう服ふく（軍服）を着るようになっていた。

　いろは丸は、水か夫こ小こ頭がしら梅吉以下だけが、どうしても洋服はいやだというので、むかしどおりの水夫姿でいる。

　竜馬も、別だった。

「おれはいいだろう」

　と、自分がそう決めたくせに、相変らず黒木綿の紋服によれよれの小倉袴といった素浪人姿に、靴だけははいていた。船内を歩きまわるには靴は便利がいい。しかし洋服を着るとボタンをはめねばならぬというのが竜馬の苦痛だった。どういうわけか、竜馬の指ではボタンがうまく穴に入らなかった。

　船旗は、あらたに制定した。

「紅、白、紅」

　の簡潔な意匠である。これが竜馬が口ぐせにいう「世界の海援隊」の隊旗でもあった。

　船旗は、幕府艦船が日の丸である。

　薩摩藩は定紋どおり丸に十の字、土佐藩も定紋どおり丸に三ツ葉柏がしわである。諸藩ともほぼ定紋を用いていた。

　竜馬らは、このあたらしい蒸気船に習熟するため、長崎港外で何日も練習した。

　竜馬は隊長だから、船長ではない。

　船長は大洲藩の国島六左衛門への義理でかれの名目にしてあるから、竜馬は船長を代行する、というかたちをとった。

　竜馬も、蒸気船には十分に習熟するようになっていた。

　それに、船の運行に必要な万国公法（国際公法）についてはこの男は、日本有数の実務的な知識の持ちぬしになっていた。

　秘訣がある。

　竜馬のもとには、英語達者の長岡謙吉がいる。ここ数カ月、この長岡に万国公法を口頭で訳させ、それを耳の底におさめていた。物事をまず本質から理解するというたちの男だから会え得とくがはやい。

　かれの船長としての能力は、ほぼ玄くろう人とといえるほどになっている。




　いろは丸が長崎港を出航したのは、慶応三年四月十九日であった。

　行くさきは、大坂である。

　竜馬はこの航海の目的を、銃器弾薬の運搬のほかに未熟士官の練習にもおいていたため、出航早々からいそがしかった。

「もっと微速に。こげな速さで港内を走っちゃいかん」

　といったり、風速や湿度をしらべさせたり、多忙をきわめた。

　港外に出ると、中ノ島と伊王島のあいだをすりぬけて針路を北にとらせ、機関を低速にし、かわりに帆をあげさせた。

　空は晴れている。

　船は順調に波を切りはじめた。

（おれたちの船だ）

　と思うと竜馬はうれしくてたまらなくなり上甲板にとびおりると、

「みんな、唄えや」

　と、前夜、出航祝いの席で自分が作詞、作曲した船唄をうたわせた。

　マストの上にいる者もあり、帆綱をたぐっている者もあり、機関室にいる者もあった。それらがみな唄いだした。




今日をはじめと乗り出す船は

稽古はじめのいろは丸




　単純無類の唄だが、潮風のなかで唄っていると、胸が躍るほど楽しくなった。なにやらこのいろは丸が、日本のあけぼのにむかって乗り出してゆくように思われるのである。

「唄えや」

　と、竜馬は別の歌詞をうたった。




医者の頭に雀がとまる

とまる筈じゃえ藪やぶじゃもの




　みな大まじめで唄っている。

　竜馬も、大まじめだ。

　第一日は肥前相あいノ浦を通過しつつ暮れた。翌朝、黎れい明めいとともに船尾のほうで起床太鼓が鳴り、総員が釣床ハンモツクをたたんで起き、船尾の甲板に整列した。

　ほぼ、軍艦の形式である。

　金モールの服をつけた越前脱藩腰越次郎が竜馬の前に進み出、

「総員、宜よう候そろ」

　と、立礼した。

　そのあと、紅白紅の海援隊船旗が船尾に掲揚された。

「ここで本来なら礼式ロツフルという節ふしの西洋太鼓が鳴るはずじゃ」

　と、竜馬はのぼりゆく船旗を仰ぎながらみなに説明した。幕府海軍は蘭式によってこれをやっていると竜馬は勝からきいたことがある。

「なるほど西洋太鼓がのう」

　と、機関長の腰越次郎が首をふって感心した。見様見まねの貧乏な私設海軍では、そういう華やかな小道具がない。

　船は二日目に下関海峡を越え、瀬戸内海に入った。

　天気はまず順当である。




　二十三日の夜、いろは丸は依然、針路を東にとって航行をつづけている。

「まだ月は昇らぬようだな」

　と、船長室で竜馬が長岡謙吉にいったのは午後八時ごろだった。

　長岡はふりかえってまるい船窓から外をのぞいた。天も海も陰々として暗い。

「まだのようですな」

　船は、伊予（愛媛県）沖を走っている。あすの夜明けには大坂湾に入るだろう。

　大坂の海援隊出張所である土佐堀の商家薩摩屋には、隊の石田英吉、菅野覚兵衛、中島作太郎らが、荷の受け渡し事務をとるために先着して待っているはずだった。

「続けましょうか」

　と、長岡謙吉は英書をひろげた。米国の議会制度についての書物である。

　長岡が、訳してゆく。

　竜馬はベッドに寝ころびながら根気よくきいている。長岡の翻訳はたどたどしく時に一行進むのにもずいぶんと時間がかかったが、それでも竜馬は飽かなかった。かれは英米蘭の三国の政体を知ることによって、日本のあたらしい国家の運営形態を模索しようとしていた。

　ふと寝返って、

「長岡君、海援隊で書物を出してみようか」

　といった。いま思いついた案ではなく、かねて竜馬は啓蒙的な出版事業をやりたいと思っていた。

　海援隊はいわば、海上討幕会社である。武力と財力を貯えるだけでなく、思想の研究所でもあるべきだった。そのためには大いに問題を提起するような評論書を出版すべきだろう。

「結構な案ですな」

　と、長岡は意気ごんでいった。

　そのあと、二人はこの出版事業の計画で熱心に語りあった。

　余談だが、この出版事業はその後ほどなく実現している。竜馬は「藩論」という新国家構想についての評論を口述して長岡が文章にし、長岡自身も「閑愁録」という宗教問題をあつかった評論をかき、いずれも著者名を入れず「海援隊蔵板」という名目で出版した。

　夜十時すぎ、竜馬は船内を見まわって操舵室にゆき、当直士官の水戸浪士・佐柳高次に出会った。

「もう讃さぬ岐き沖か」

「ええ、そろそろ観音寺沖でしょう」

「針路は」

「東、一点南みなみです」

「あと半はん刻ときか一刻すると、塩し飽あくの島々を縫うことになるな」

「へい」

　といったのは、塩飽島出身の水夫小頭の梅吉だった。

　塩飽群島から小しよう豆ど島しまにかけてはいわゆる多島海で、きわどい瀬戸も多く、暗あん礁しようも多い。竜馬はそれを案じていたのである。

「梅吉、たのむぜ」

「へい、このあたりの海は生れ故郷ですから夜とはいえめったに目はくるいませぬ」

　霧が出はじめている。

　竜馬はこの霧が気がかりだった。




　竜馬は船長室にもどり、寝台に腰をおろすと、腰の陸奥守吉行を鞘さやから脱して、刀の手入れをはじめた。

　この男にはもともと刀剣への特別な愛着はなかったし、武士たちのその種の玩がん物ぶつ趣味をばかにもしていた。しかし船に乗組んでいると、潮風のせいか二、三日も手入れしないと錆さびがうかんだ。

「ほう、ご殊勝なことで」

　と、陸奥陽之助が入ってきた。竜馬のこういう几き帳ちよう面めんそうな姿をみるのが、陸奥にはめずらしかったのである。

「やがてこんなものを帯びずに歩く世が来るだろう」

「そうでしょうか」

「いまでもそうだ。武器というより、自分の象徴のようなものになっている。この両刀のおかげで無能なやつでもそこそこの仕事ができる。しかしいまにそうは行かぬようになるぜ」

「下駄屋を将軍にしたい、というのが坂本さんの御熱願ですからな」

　陸奥は、竜馬のこの思想が大好きだった。

　下駄屋風ふ情ぜいのものでも能力さえあれば、選いれ挙ふだで日本の最高行政者にする。その前に、権門勢家の世襲制をことごとく打破するのだ。

「そうすれば実力だけの世になる」

「代々禄で食ってきた大名、旗本、諸藩の士が反対するでしょうな」

「彼等はもう三百年その世禄で食ってきた。これ以上なおも食いつづけようとするのはおそるべき欲だ。それにしがみつこうとするやつには歴史の天罰がくだる」

「しかし混乱するでしょうな」

　世禄などというのは、飼い鳥と同じで、自分で餌をさがす苦労は要らず、ちゃんと擂すり餌えで口まで運んでくれる。それに飼いならされてきている以上、にわかに籠から放たれて野山で自然の餌をさがせということになれば、当惑しきってしまうだろう。

「いま海援隊のなかで」

　と、陸奥がきいた。

「両刀を脱しても食えるものはたれとたれでしょう」

「二人しかいないな」

　陸奥は息をのんだ。

「たれとたれです」

「君と僕さ」

　竜馬は刀の手入れをしながらなにげなくいったが、陸奥は、かれの親方でもあり師でもある竜馬のこの言葉を生涯わすれることはできなかった。

「まだ寝ないのかね」

「ええ、士官はみな起きていますよ。このひどい霧ですからね」

「どんなぐあいだ」

「いよいよ深くなってきています」

　海上では、一に暴風、二に霧という。航海にはもっともおそるべき敵である。

「舷燈はついているだろうな」

「大丈夫です」

「いや、念のために見てきてくれ。今夜は当直が一人では無理なようだ」

　竜馬は、胸さわぎがしている。




　操舵室に、竜馬の時計がある。

　その針が、十一時を指した。そのとき海面がにわかに盛りあがって、くろぐろとした巨影が船の正面にあらわれた。

（島か？）

　当直士官の水戸脱藩佐柳高次はとっさにおもった。船の針路は、あいかわらず東・一点南である。右舷には讃岐の箱崎の岬みさきがあるはずであった。このあたりに島があるはずがない。

（船だ）

　と、佐柳は思った。船とすればよほど巨大な船であろう。

　この間かん、佐柳は、汽笛っ、と叫んでいた。水夫小頭の梅吉は横っ飛びにとんで汽笛のひもにぶらさがった。すぐには鳴らなかった。が、やがてほそぼそと鳴りはじめた。

　操舵手は、金兵衛である。年功を積んだ塩飽人で、瀬戸内海についてはわが家ほどに勝手を知った人物である。

　その金兵衛が、まっ蒼な顔で舵を回転しはじめた。

　明瞭に船であった。マストの上に白色の檣しよう燈とうがかがやき、右舷に、緑色の右舷燈をみとめることができた。巨船である。すさまじい勢いで近づいてくる。

　あとでわかったことだが、この汽船は、紀州徳川家がその財力を傾けて購入した船で、明光丸といった。

　英国製の新造船で原名をバハマ号と言い、洋貨十五万五千ドルを投じて文久元年に紀州藩の所有になった。百五十馬力、八百八十七トンで、いろは丸のざっと五倍の大きさである。

　船長は高たか柳やなぎ楠くす之の助すけで、長崎へゆくべくこの朝九時、紀州塩津を出航している。

「無茶じゃ」

　とわめきながら、いろは丸操舵手金兵衛は狂気のように舵を回転した。とにかく金兵衛は右前方に明光丸を見た（つまり明光丸の右舷燈を見た）ため、大いそぎで舵を左へ切ってのがれようとしたが、どう思ったのか明光丸は右に切り、いよいよ右旋してきた。まっしぐらに突っこんできたといっていい。

　いろは丸は、左へ回転中であったため、右舷の腹を相手方に曝さらす位置になった。その右腹へ、明光丸の船首が轟然とあたった。

　すさまじい衝突である。

　明光丸の船首がいろは丸にのしかかり、蒸気機関室を破り、煙突をすっとばし、中央のマストを根もとからたたき折った。

（あっ）

　と、竜馬が刀を腰にぶちこんで船長室からとびだしたとたん、船は大きく傾斜し、海水が滝のように流れこんできた。

（しまった）

　竜馬は、自分の不運をおもった。が、機敏な行動を開始していた。

「みな、相手の船に飛び乗れ」

　と、竜馬は、上甲板で叫んだ。どうしようもない怒りが、竜馬を殺気だてていた。

　機関長腰越次郎は短艇用の小こ錨いかりを明光丸の舷側に投げてするするとのぼりはじめた。

　みな、それにならった。




　竜馬は剣客だけに身ごなしが風を切るように敏びん捷しようで的確だった。傾きつつあるいろは丸からロープのはしをにぎるや、両脚を思いきって空くうに飛ばし、先方の舷側綱を足でとらえ、あっというまに明光丸の甲板にとびおりた。

　甲板上に、人はいない。

（紀州藩の藩船だな）

　甲板上に置かれている天幕の定紋でそれと見た。

　おどろくべきことだが、明光丸は操舵手まかせで船長以下が船室で眠りこけている様子なのである。

（こんなばかなことがあるか）

　竜馬は甲板上を駈けだした。

　ふとふりむいて、

「水夫は甲板にいろ。腰越はこの舷側で見張っていて、起きて出てくるこの船の士官の言動をつぶさに記憶しろ。佐柳高次はおれについて来い」

　と、口くち速ばやに指揮した。

　まるで西洋の海賊船のキャプテンのような姿である。

　事実、竜馬はその意気ごみでいた。どうにもならぬような腹立ちである。せっかくの希望だったいろは丸を一瞬で沈められ（まだ完全には沈んでいない状態だが）、数万両にのぼる銃器その他の積み荷を海底に沈められようとしている。

（なにもかもだめだ）

　とは竜馬は思わなかった。この男のふしぎさは、背骨が弾ば機ねでできているらしい。絶望するよりも次へ跳躍するほうが早かった。

　海賊に化した、というか、とにかくこうなった以上、大紀州藩を相手に大勝負をやるしかない。

　場合によれば武力に訴えるつもりだが、それまでは竜馬の得意の「万国公法」をもって押して押して、押しまくるつもりであった。

　この竜馬の船と紀州藩船明光丸の衝突事件は、日本の近代海運史上、最初の事件であった。これ以前にはない。

　始末を国際法でつけようというのが、竜馬のこの悲境から跳躍したあらたな希望であった。紀州藩はむろんのこと、すべての日本人は万国公法などは知るまい。

　海事裁判という概念も知らないだろう。

　それを教えこみ、説き伏せ、ねじふせ、その上で賠償金をとり、日本の海難事故に、

「法」

　というものを打ち樹たてようとするのが、この瞬間から燃えあがった竜馬のエネルギーであった。むろん紀州藩が、万国公法を無視してくるならば武力戦でもって正義をとおす、という最悪の事態まで竜馬は覚悟している。

　竜馬は甲板上の当直士官室にとびこむなり、航海日誌をおさえた。

「佐柳、ここでこの日誌の番をしておれ。刀にかけても相手に渡すな。そのかわり当方の航海日誌と交換するのだ」

　互いに加筆させぬためである。

　甲板上にもどると、この船の水夫三人が出て腰越次郎と問答していた。

「何藩の船だ」

　と腰越が詰問すると、水夫たちは黙して語らず、この間、士官も出て来ない。




　この騒ぎの最中、さらに不都合なことがおこった。明光丸の操舵室は、さらに操舵を誤った。

　衝突に驚いたのであろう。あわてて後進に切りかえ、どっと後退した。

　このため、両船を繫いでいた綱が切れ、いろは丸に数人のものが残った。

　事故はそれだけではない。いったん後進した明光丸が、なにを思ったのか、もう一度前進してきて再びいろは丸に激突したのである。

「な、なにをしやがる」

　と、明光丸甲板上の腰越次郎は悲痛な声をあげた。操船が下手なのだ。

　操舵手は、かつて幕府軍艦咸かん臨りん丸まるにも乗っていたこともある讃岐塩飽島うまれの漁夫あがりで長尾元右衛門という者である。紀州藩御お雇やといとなり士籍に列せられていた。経歴のふるい者だが、どうしたことであろう。

　明光丸船長は、紀州藩士高柳楠之助という中年男である。

　ついでだが、幕府・諸藩とも、汽船という新しい乗り物が出現したため、それまでの御お船ふな手て方かたの武士や小者が役に立たなくなり、この方面の技術者を、八方手をつくしてさがしては、召しかかえた。

　だから、船長の高柳楠之助も、もともとの紀州藩士ではない。もと、安藤家の医者の子だった。

　若いころ蘭学を志し、有名な伊東玄げん朴ぼくを師として蘭語と医学を学び、その後箱館（函館）へゆき、そこで西洋人からすこし航海術を学んだという。医術はさておき、航海術となると心細い経歴である。

　しかしこの程度の者が、「西洋器械熟練ノ者」ということで十分に通用した時代であった。

　このころようやく、紀州藩士官の連中が、甲板へあがってきた。

「船長は、どなただ」

　と、竜馬はいった。

「私だが」

　高柳は、にぶい声でいった。なにしろ御三家の家士という意識がある。紀州・尾張・水戸のいわゆる御三家の侍は、旗本に準ずる格として三百年重んぜられてきた。その意識がどうしても先立つのであろう。

　竜馬はまずそのことにむっとした。このさい藩の名を出すほうが有利と思い、

「私は土州藩の才谷梅太郎である。いま貴殿の船に沈められつつあるちっぽけな蒸気船の船長だ」

　といった。さらに、

「火急の場合である。さっそく当船の船長としての貴殿の御処置を問いたい」

「すぐ、人命を救助する」

　高柳は、自分の士官に命じて短艇をおろさせ救助方にむかわせた。

「それだけではこまる。積み荷もある。あの船が沈みきらぬようロープで両船を連結してもらいたい」

「こ、こまる」

　共とも沈しずみになることを、高柳は恐れた。竜馬はさらに詰め寄った。高柳ははげしく拒絶した。その憎にく体ていさは、御親藩の威光を笠に着ているとしか思えない。




　二度、衝撃をうけてはたまらない。いろは丸は大きく傾き、甲板上の短艇が大音響をたててすべりはじめ、やがて海へ落ちた。

（沈む）

　竜馬は沈痛な面おも持もちで見つめた。あれほど期待をもったこの蒸気船が、こうもあっけなく沈むとはどうしたことであろう。

（おれの運命は、あくまでも劇的にできている）

　と思わざるをえない。

　劇的といえば、最後に船に残った水夫小頭の梅吉と操舵手の金兵衛が、汽笛のひもをつよくひっぱって縛ばく着ちやくしたことであった。

　汽笛は烈しく咆ほう哮こうし、それはまるで竜馬の愛しきったこの船が、竜馬に最期いまわの別れを告げるがごとくであった。

　梅吉と金兵衛は海にとびこみ、明光丸へ泳いできた。

　竜馬は舷側から身を乗りだしてひもでカンテラを垂らし、縄梯子の位置を照射してやった。

　二人は、のぼってきた。

　梅吉は腹に、紅白紅の海援隊旗をまきつけていた。

　船は、沈んだ。

　讃岐箱崎の岬のうえに、片鎌の月がのぼっている。霧は相変らず深い。

「高柳楠之助殿と申されたな」

　と、竜馬は、この紀州船の船長にいった。

「わが船は沈んだ。事後の始末について話しあいたい」

「この船は長崎にゆく」

　大坂へゆこうとしていた竜馬の船とは逆方向である。高柳は竜馬らに長崎までの船上で協議すればよいではないかというつもりでそういったのである。

「ご料簡がちがう」

　竜馬はいった。海難事故は、事故現場のそばで解決するのが国際的常識である。「国際的常識」というものが好きな竜馬は、そういうことをよく知っていた。

「この近くの港といえば備後の鞆とも（現在、福山市に編入）だ。そこまで舵かじをまげられよ」

「藩命がある」

　高柳はいった。紀州藩は長崎であらたに汽船を購入することにきまっていたが、それについて商業上の紛争がおこっている。その解決のために明光丸は急行しているのだ。解決のための藩重役、御勘定奉行茂田一次郎以下、奥おく御ご祐ゆう筆ひつ山本弘太郎、御お勝かつ手て組くみ頭がしら清水伴右衛門、御仕入頭速水秀十郎らが、搭とう乗じようしている。

　船長高柳の心境としてはここは大いに気負いこまざるをえない。

「鞆になど寄っていられぬ」

　といった。たまたまこの甲板上にのぼってきた御勘定奉行茂田一次郎も、

「高柳、論議は船上でしろ。船を出せ」

　と、背後からいった。

　竜馬は激怒した。いきなり剣のつかに手をかけ、

「手前勝手なことばかり申されるな。万国公法というものがある。それを守らぬとあればこの船上で諸君を撫で斬りにして私も切腹するつもりだ。その覚悟で返答されよ」

　と気け色しきばんだから、明光丸側もやむなく鞆へ船首をまげることになった。




　鞆は、古来瀬戸内海最大の商港のひとつとして栄えている。

　枡ます屋やという回船問屋がある。たまたま海援隊簿ぼ籌ちゆう官かんの長崎人小曾根英四郎がこの亭主清左衛門と懇意だったので、隊員三十四名はここを宿所とした。

「船の仇を討つ」

　と、竜馬は一同に宣言した。

　すぐその日に、鞆の越後町の魚屋由兵衛方を談判所とし、明光丸船長高柳楠之助と再会した。

「事件は、法と公論によって解決したい」

　竜馬は、高柳に原則を提示した。

「その点、貴藩にご異存ありませんな」

「おっしゃる意味がよくわからぬ」

「日本にこれからこの種の衝突事故がふえてくる。そのよき先例とするために、両者だけのいいかげんな妥協は致すまい、ということです。すべて法と公論による。あくまでそれを原則として解決してゆく。ご異存はござるまいな」

　と、竜馬はいった。

「私は紀州徳川家の家臣である。私としてはあくまでも主君と藩に従うのみだ」

「法と公論に従うのはいやかね」

「武士としてはおかしい」

「さればさ、戦争になる」

　と、竜馬は議論を飛躍させた。加害者の高柳が藩命にのみ従い、被害者の竜馬も藩命にのみ従うとすれば、解決の場がなくなり、ついには武力に訴えるほかはない、というのである。

「それに」

　と、竜馬はいった。

「藩、藩、と申されるが、貴殿は船長であることをお忘れあるな。船長がすべての責任を負っているのだ」

「その原則、従う」

　高柳は、投げだすようにいった。

「ただし、私は主命によって急いでいる。この鞆で長談判はできぬ」

「勝手なことを言うものではない。人の船を沈めておいて先をいそぐなどとはどういうことだ。御親藩とあれば海上の斬り捨ては勝手だというのか」

「主命なのだ」

「こっちの身を考えたことがあるか。船を失い、積み荷を失った。それでなお主命だと称して先を急ぐのか」

「急ぐ」

　高柳は、ここは親藩の権威をもって押し切らねばならぬとおもった。その態度が、竜馬をいよいよ激昂させた。

「解決まで鞆に碇泊されよ」

　とせまり、一歩も退かなかった。

　高柳も、折れない。両者いよいよ高声になったが、頃を見はからって竜馬は急に妥協案を出した。

「では、長崎で談判しよう。しかしわれわれは船も積み荷も金庫も無くし、無一文になっている。とりあえず、この急場の難をすくうために一万両をお出しあれ」

　高柳は驚き、即答しかねると答えて、とにかく明光丸に搭乗している藩の勘定奉行茂田一次郎に相談すべく座をはずした。




　紀州藩側は、

（あれは土佐藩そのものではない）

　と見ぬいてしまっていた。竜馬らの海援隊についてである。土佐藩でなく単に浪人結社で、活動の便宜上土佐藩の名目になっているにすぎない。

「やつらはあぶれ者さ」

　搭乗している藩の勘定奉行茂田一次郎はそういった。土佐藩が相手なら藩外交上、面倒なことになるが、浪人の私的結社である以上たいしたことはあるまい。

「見舞金で金一封を呉れてやれば、それでしずまるだろう」

「もっともなことで」

　と、船長の高柳楠之助もそう見当をつけ、夕刻竜馬のもとに行った。

「どうぞ」

　と、その金一封をさし出した。

「当座の見舞です」

　なかに二十五、六両ぐらいは入っているだろう。船一隻を沈め、積み荷をことごとく失った竜馬に対する挨拶がそれである。

　竜馬は「談判が片づくまで船は出さぬこと。当座の救きゆう恤じゆつ金きんとして一万両を出すこと」と要求していたが、紀州藩はまったくそれを無視した。

「なんですかな、それは」

　と、さすがの竜馬も、憤怒で顔色がまっさおになったくらいだった。この男は憤るとすさまじい顔になる。

「高柳君、きみはそれでも武士ですか。左様な使者でここへきたことを恥辱に思わぬのですかね」

　竜馬はその金一封に手も触れず、高柳を追い返してしまった。

　翌日、高柳は来なかった。かわって成瀬国助という士官がやってきて、

「一万両は、お立て替えします。そのかわりいつお返しねがえるか、返済の期日を明示していただきたい」

「紀州藩は盗賊か」

　と、竜馬は、あまりにも尊大で非常識な相手の態度にぼう然とする思いだった。

「盗賊？　聞きずてならぬ」

「喧嘩をするかね」

　竜馬は、ゆっくりいった。

「成瀬君、貴藩の御勘定奉行が盗賊根性の男でもきみはそうではあるまい。だからいう。一万両を立て替えるとは何事だ。船と積み荷を沈めておいて、なお金を立て替えると言い、その返済期日を明示せよという。申しておくが御三家の一つである紀州家には、海上における斬り捨て御免がゆるされているのか」

　竜馬はさらにいった。

「私のいう一万両とは、賠償金の内うち金きんのことだ。返済期日もなにもあるか」

「それではわれわれと考えがちがう」

　と、成瀬国助は席を立って帰ってしまい、談判はことごとく不調におわった。

　その直後、竜馬側の士官である佐柳高次と腰越次郎のふたりが、

「隊長、脱隊させていただきたい」

　と血相をかえていった。これから明光丸へ斬り込むというのである。




「斬り込むかね」

　竜馬は、枡屋清左衛門方の二階で、佐柳、腰越のふたりと対座していた。

　部屋は南に面している。あけはなった障子のむこうに、鞆の港の全景がみえ、そこに紀州藩船明光丸が、ふてぶてしいほどの巨体を横たえている。

「あの船には勘定奉行、船長以下およそ百人の人数が乗っている。負けるぜ」

「もとより」

　水戸人佐柳高次は平素はおだやかな若者だが、別人かと思われるほど血相が変わっていた。

　越前人腰越次郎も同様である。佐柳は沈んだ船の航海長であり、腰越は機関長であった。この事故の責任を感じてもいたし、それだけに紀州藩側の態度に対する怒りがたれよりも烈しい。

「もとより、斬り死の覚悟です」

（この二人、本気でやるな）

　と、竜馬は思った。

「負けるいくさはせぬことだ。やるからには紀州藩を潰してやる覚悟で、しかも打つ手は着実にやらねばならぬ」

「しかし」

「君ら御両所が明光丸甲板上で斬り死したところで船も積み荷ももどらぬ。おれがやる。万が一、負けたときこそその剣を抜け。おれも抜く。しかしいよいよ剣を抜くときには紀州藩そのものをたたきつぶす算段をつけてのことだ」

　ふたりは不服そうにだまった。

（そんなことができるか）

　という顔つきであった。金一封で済まそうとする紀州藩を相手に何万両の賠償金をとることも至難だし、ましてや浪人結社の海援隊の武力で五十五万五千石の紀州徳川家を攻めつぶせるものかどうか。

「勝てる」

　竜馬は断乎といった。

「この件はおれの一存にまかせてもらう。昨夜一晩考えてようやく成算を得た」

　と竜馬がいったとき、腰越が海をみてあっと叫んだ。港内にうかんでいる明光丸の煙突から煙がのぼりはじめた。汽か罐まを焚きだしたのである。

「遁にげ出すつもりか」

　腰越はもう及び腰になっていた。

（まさか）

　と竜馬は近視の目をそばめ、港内の明光丸を見つめると、なるほど煙があがっている。

（やつら、そこまで舐なめたか）

　と思うと、竜馬はさすがに悠然とすわっていられなくなった。

「佐柳君、腰越君、すぐ短艇を出してあの船に乗ってくれ。監視のためだ。紀州側が長崎へ行くというなら、そのまま行かせろ。わしは別便で長崎へゆく。すべては長崎でのことだ」

「心得ました」

　佐柳と腰越はとび出して行った。

　竜馬はこのときすでに死を覚悟し、長州の支藩長ちよう府ふの三み吉よし慎蔵に手紙を書き、

「万一のときはおりょうを頼む」

　と急使を差し立てている。




　竜馬は維新後、その伝記作者によって「汗かん血けつ千せん里りの駒こま」という評語をうけた。汗血というのは「漢かん書じよ」の武帝紀にあることばで、アラビア産の名馬のことである。血のように赤い汗をかく、というところから出た言葉だ。

　が、それはいい。

　とにかく天保六年うまれの、もはやさして若くもなくなっているこの男は、このころからその名のように千里を駈けまわる超人的な活動ぶりを示しはじめていた。

　竜馬は数えて三十三歳である。十代の初期は痴児にちかく、二十代の初期は愚鈍の風ふう丰ぼうがあり、当時のかれを知る者は、三十三のこんにちの竜馬を、別人としか思えなかったであろう。

　もっとも、例外はあった。かれの盟友の武市半平太のみは二十代初期のころの竜馬を見ぬいて、

「土佐の田舎にはあだたぬ者（間尺にあわぬ者）」

　と評し、この思想を異ことにした年下の友人のために美しい詩をつくった。




肝胆元もとより雄大

奇機おのずから湧出す

飛潜す、たれか識しるあらん

偏ひとえに竜の名に恥はじず




　そうは見てくれたが、これは当時、竜馬の仲間でさえ、「竜ノ字にはほめすぎの詩じゃ」といって一場の座興にしてしまったほどだった。郷党の友人の多くは竜馬をさほどには評価しなかったし、それも当然なところもあった。多くの同志が、天誅の血に酔っているときに、この天才的な剣客は、航海術に熱中していた。およそ激動する時勢と歩調があわず、一見、道草を食っている駄馬にみえた。

　竜馬が、武市の予言した、「偏に竜の名に恥じず」といった活動を開始するにいたるのは、三十を越えてからのことである。

　無類の活動家になった。

　日本地図のうえを駈けまわっているような神出鬼没の活躍ぶりを示しはじめた。

　鞆にたまたま入港した大坂行きの薩摩藩船をつかまえるや、二通の長文の手紙を託した。一通は西郷吉之助へのものであり、一通は大坂の同志へのものであった。

　大坂には海援隊の菅野覚兵衛、高松太郎が商務をとっている。竜馬は沈没の事情を報告し、自分の事件処理の決意をのべ、

「くわしくは西郷にも書き送ってあるから薩摩邸に行ってそれも読んでくれ。自分はこれから長崎へゆく。長崎で結着をつける。いずれ血を見ずにはおさまるまいと存じ候。もし紀州藩と海援隊とが戦争になるようなとき、世論の支持が必要である。西郷に手紙を書き送ったのもそのためである。諸君は京・大坂にあって世論をつくれ」

　さらに下関ゆきの長州藩船が入ってきた。それに飛び乗り、下関で下船し、長州藩の連中に同様の趣旨をのべ、

「心得た。いざ戦いの場合は、わが藩もだまっていない」

　と桂小五郎らに確約させ、ついで英国の貨物船にとび乗って明光丸のあとを追い、長崎に入った。




　竜馬が長崎に入港したのは、五月十三日である。

　小曾根の屋敷に入ると、土間に立って奥からおりょうをよび、突っ立ったまま、

「もしわしが死んだら、お前まんさんはだまって長府の三吉慎蔵のもとに頼って行かしゃれよ」

　と、いきなり言い、ありったけの金を置いた。

　おりょうが驚いたときは、竜馬はもう背中をみせていた。その背中が気ぜわしく動いて、あっというまにどこかへ去ってしまった。

（なんだろう、あのひと）

　おりょうは土間に飛びおりてから呆然とした。竜馬のそういう態度が狂気としかみえない。

　が、この場にもし坂本家の乙おと女め姉あねがいたらそういう竜馬を十分に理解しておりょうに教えたであろう。武家の伝統的なやり方としてそういう型がある。たとえばのっぴきならぬ決闘を決意したときなど、家へちょっと帰ってきて女房をよび出し、

「いいか、あとのことはこれこれだ」

　と手みじかに言って出かけてしまう。長居をしてくどくどと話すと、愁しゆう嘆たん場ばを演ずるはめになるからだ。

　余談ながら、維新後、西郷とともに官（陸軍少将）をなげうって鹿児島に去った桐野利秋（竜馬のころは中村半次郎）にもそんな逸話はなしがある。桐野は当時独身で古ぼけた旗本屋敷に書生らとともに住んでいた。ある町に、好きな女を住まわせてある。

　ある日、騎馬でやってきて、

「お某なに、お某」

　と馬上から声をかけた。某女が門前に駈け出てくると、桐野は、懐ろから短刀とありったけの金をとりだし、

「チクと薩摩へ行っちくる。おそらく東京へは帰るまい」

　といったまま、馬腹を蹴って駈け去った。言葉どおり桐野は西南ノ役をおこし、ついに帰らなかった。

　竜馬は一介の素浪人の身で御三家の紀州藩を相手に大喧嘩をする以上、命は亡きものと覚悟していた。敵は当然、刺客を放つであろうとみていた。だから、おりょうのいる小曾根家をば居所としない。

（万一襲われたときはおりょうのやつが巻き添えを食う）

　とおもい、この訴訟さわぎのあいだは、近寄らぬつもりでいた。

　竜馬の居所は、紀州藩でもわからない。

　土佐屋にいたかと思うと、藩の土佐商会で寝るときもあり、丸山の花月に泊まりこんでいるときもある。

　それはいい。

　とにかく紀州藩との第一回の談判がひらかれたのは、十五日である。

　海援隊からは竜馬をふくめて八人、紀州藩からは船長高柳楠之助以下九人である。

　激論のすえ、竜馬はまず、「明光丸は衝突当時甲板士官がいなかった。さらに二度にわたって右舷を衝ついた」という二条項をみとめさせた。




　紀州藩には、長崎に藩邸はない。そのため旅館をその代用にしている。

　中島河畔の長久橋の橋詰めにあり、一丁もゆけばもうそこは海になっている。

　竜馬との談判が不調におわった夜、この潮風のにおう旅館で密議がおこなわれた。

「高柳君、覚悟はあるだろうな」

　と、藩の勘定奉行茂田一次郎はいった。勘定奉行といえば藩の重役である。

「覚悟と申しますると？」

　船長の高柳楠之助はいった。

「すでに紀州家の御家名が出た以上、この一戦は負けられぬ」

「心得ております。しかし覚悟と申されますのは、それがしに切腹せよという御趣意でござりまするか」

「そこもとが腹を切っておさまるものなら問題は簡単だ。それに、うろたえて腹でも切られた日には、こっちの非を天下に喧伝するようなもので恥の上塗りになる」

　茂田一次郎は、一介の書かき役やくから抜擢されて奥御祐筆組頭、御手筒頭格を経て勘定奉行にまでなった男だ。家中きっての才子である。

「竜馬らの社中は、土州藩を呼称しているが単に浮浪だそうだな」

「そのようにきいております」

「正面から喧嘩口論は、おこがましい」

　と、茂田はいった。そのとおりであろう。浪人相手に、三百諸侯のなかでももっとも家格の高い紀州家がまともに談判していることさえ、薄みっともない話だ。

「高柳君、きみは断乎として退くな。私は長崎奉行を動かす」

　と、茂田はいった。紀州家の威権をもってすれば、長崎奉行も動くであろう。

　長崎奉行といえば九州における最高の幕府機関である。いざ内乱外がい寇こうという戦時事態になったときは、九州の諸侯に対する指揮権さえあたえられている。

「さらに」

　と、茂田はいった。

「相手が浮浪である以上、別な覚悟が必要だ」

「と申されますのは？」

「いや、これは大きな声では言えぬ」

　茂田は、他の者に席を遠慮させ、高柳のみを膝近くよび寄せ、

「竜馬を殺すのだ」

　といった。

　これには、高柳もおどろいた。

「それが一番解決が早い。ただ紀州藩の者がやった、と見られてはまずい。なにか工夫はないか。長崎の市中には、金でそういうことを請け負う者はいないか」

「工夫を」

　高柳は、汗をかいている。もともとが学者でこういう話わ柄へいにはむかぬ男なのだ。

「してみます」

「私もする。こういうことにはあらゆる手を用いねばならぬ。それに、長崎に藩邸をもつ諸藩、たとえば肥前佐賀、[image: 筑]前福岡、肥前五ご島とう、肥前平戸といった藩の留守居役をも丸山に呼べ。わが藩への支援を依頼する」




　竜馬のもとに、長崎奉行所から差さし紙がみ（出頭命令書）がきたのは、その翌日である。

　おそらく、右の用件とみた。紀州藩が御親藩の威光をもってこの長崎における最高の幕府機関をうごかしていたのであろう。

「ふらちな」

　と、竜馬はその差紙をいきなり顔にもってゆき、じゅっと洟はなをかんだ。

　隊士一同はさすがに青くなった。海援隊文官の肩書のある長岡謙吉がみかねて、

「竜さん、そりゃ無法ぞえ」

　とたしなめた。

　結局この長岡のほかに土佐藩代表として岩崎弥太郎が出頭することになった。

　岩崎は獅し子し頭がしらのような面つら構がまえの男だから、奉行所役人はもうこの顔だけで参ったらしく、意外に鄭重だったという。

　長岡は、理屈の達者な男だ。ものしずかにしかも一いち分ぶの隙もない答弁を展開し、奉行所役人の付け入るすきをなからしめた。ついには年とし頭がしらの与力が、

「こりゃ、非は紀州にあります」

　とつぶやいたほどだった。

　すかさず岩崎が、

「その言葉」

　と言い、当方に記録してよろしゅうございますか、というと、役人たちは狼狽し、

「いまのはあくびだ」

　といった。こういうユーモラスな韜とう晦かいのしかたが、幕府時代の官僚のくせだった。

「なるほど、長崎ではおもしろいあくびが出るものでござりまするなあ」

　と、岩崎は、さすがはこの男だけに、相手を怒らすような皮肉の口調ではなく、ただやたらと獅子頭をふって感心した。それがあまりしつこすぎたために、長岡が、

「岩崎殿、よいかげんにされい」

　と袖をひいたほどであった。

　しかしなお岩崎は感心している。

「長崎のあくびは、土く佐にとちがって長い」

　とぼやいているのである。岩崎のこんたんは明瞭であった。老与力がいったつぶやきが正式発言でなかったにせよ、この諧かい謔ぎやくで徹底的にこの席の者に印象づけようとしたのだ。印象を濃くしてしまえば、それは記録にひとしくなるであろう。

　最後に長岡が、

「お奉行所の立場は如い何かに」

　と、釘をさした。この海難事件に、幕権を笠にきて介入して来ようというのか、という意味が言外にある。もともと幕府の行政思想では、藩同士のあらそいは天下の治安をみださぬかぎり幕権は介入せぬ、というところにあった。長岡はその点を、このさいはっきりしておきたかった。

「いや、他意はない。ただ、御両藩のあらそいが昂こうじておもわぬ事態にならぬよう、役目がら、御事情をきいたまででござる」

　と、ひどく態度が軟化した。

　長岡と岩崎は、奉行所を辞した。あれで大丈夫とみた。奉行所は今後紀州藩に肩をもって余計な節せつ介かいをするようなことは、おそらくしないだろうとみた。

　この点は、成功した。




　竜馬を狙っている者がある、という風評が市中に立った。

　長崎の市民のあいだで立ったらしい。この町は、この時代の各地の都会のなかでも一種特別な風格があった。

　三百年間外国貿易を独占してきた町だから市民に富ゆたかな者が多い。零細な職人でさえ、小唄、端唄のひとつも習う者が多く、すべて遊びずきで、町の気分が駘たい蕩とうとしていた。

　収入がよく、それに天領（幕府領）の地だから大名領のようにこせこせした領民行政をやらない。諸事、ゆったりしている。

　そういうせいで、日中から街ま衢ちをぶらぶらしている者が多く、そのおかしさをうたった土地の唄で「ぶらぶら節」というものさえできているほどだ。

　そうした暇な市民の話題といえば、いまのところ、紀州藩と海援隊の喧嘩問題だった。

　ひいきが二つに分かれた。

　当然、海援隊びいきが圧倒的に多い。なにしろ海援隊は浪人結社で、階級からいえば町人どもに毛が生えたような連中である。つい身びいきがおこる。

　それに、世帯が小さい。五十五万余石の紀州藩にくらべれば粟あわ粒つぶのようなものだ。その粟粒が、三百諸侯の筆頭である紀州藩に喧嘩を吹っかけているのである。これは判はん官がん贔びい屓きの市民感情としてはこたえられぬ痛快さであろう。

　ひまで、親切者が多い土地だから、西浜町の海援隊本部（土佐屋）にやってきては、

「しっかりお願い申します」

　と声をかけてゆく町人が毎日数えきれない。

　そんななかの一人が、

「坂本様を、どうやら狙っているらしい浪人衆がいます」

　と教えにきてくれた。

　隊士がきくと、長崎に流れこんでいるあぶれ者らしく、顔にはなじみはない。寄合町の妓楼でその相談をしていたという。名はわからないが、一人はたしか笹ささ竜りん胆どうの紋をつけていた、といった。

「笹竜胆の紋所の者など、どこにでもいる」

　竜馬は相手にしなかった。紋のなかでいちばん多い種類の一つではないか。

「もともと命をねらわれるのが、いわばおれの仕事だ」

　と妙なことをいって、竜馬はいつも一人で市中を歩いていた。

　そうしたある日、海援隊本部に、ひとりの立派な装束の武士が訪たずねてきた。

　長州の桂小五郎である。

「ようきた」

　と、竜馬は土間へ降りるなり、桂をひっぱり出して町を歩きだした。丸山の花月へゆこうというのである。

　肩をならべて歩きながら、この男も、文久三年八月の禁門ノ政変以来、幕府が鵜うの目め鷹たかの目めになって捜索している男だ、と思うと、なにやらおかしくてならない。この滑稽感は、竜馬自身にもうまく説明できない。つまり命のあぶないやつが仲よく肩をならべて夕暮の町を歩いて酒を飲みにゆく、というのが、一種の俳画のような味におのずから思えてきたのであろう。




　花月には、中国風の部屋がある。床ゆかに瓦を敷きつめ、天井、窓、飾燈、調度品のすべてが中国風で、テーブルと椅子がおかれている。

　竜馬と桂は、そこにすわった。例によって芸妓はお元がよばれ、酒間を周旋したが、両人のはなしがはじまると、庭に出た。彼女は彼女なりに、不意の闖ちん入にゆう者しやを警戒するつもりであった。

「坂本君、あまり飲むな」

　と、桂はいった。桂は杯を置いたまま、一滴も飲んでいなかった。いざというときの用心のためであった。

「心得ている」

　竜馬はいった。もっとも花月はなじみでない客を入れなかったし、それにこの家は竜馬に好意をもっていて、竜馬がくるとお元だけでなく仲居たちまでいろいろその方面の気を配ってくれるから、安心といえば安心だった。

「いろは丸の一件のその後を話してくれ」

　と、桂はいった。この長州藩の指導者は、竜馬に兵器買い入れの相談にきたのだが、ひとつにはこの船の問題があった。場合によっては海援隊のあとおしをして紀州藩と一戦を試みてもいい、という心境に桂はなりはじめていた。

「言葉だけではない」

　と、桂はいった。

「その覚悟でいる。そのときは薩摩も当然同盟軍として立ちあがってくれるだろうな」

　竜馬は、桂の心底がわかった。第二次幕長戦争は長州の勝利におわり、幕府は将軍家茂の死を理由に講和した。その後長州藩はしきりと兵器を買い入れ、軍制を整え、いまや革命戦への勝利を夢みるまでになっている。

　その革命戦へのきっかけがほしい。

　とすれば、竜馬と紀州藩とのあらそいを支援するというかたちで戦端をきればどうであろう。

　紀州藩は、御三家の一つである。前将軍家茂も紀州家から出て宗家を継いだ。おそらく幕府はだまっていないであろう。かならず幕府が出てくる。そこを叩たたく。

　それが桂の革命戦略らしい。

（長州はあせっているな）

　と、竜馬はおもった。竜馬の観測するところ焦らざるを得ないであろう。まず長州藩の経済力にも限度があるのだ。

　この藩は防長二州でわずか三十六万九千石である。成程徳川三百年のあいだ、懸命に開墾、干拓事業をし、製紙、製塩などの産業を興し、その実力は、百万石並といわれるほどにはなった。しかし四カ国艦隊との戦い、蛤はまぐり御門ノ変、幕長戦争など相次ぐ戦争で国力は疲弊し、そのうえにさらに軍備を拡大しつつある。もはやこうなれば、早く革命戦をやらなければ、藩は、その軍備負担の過重さで自滅を遂げてしまうだろう。

（ばくちは早く打ちたい）

　というのが、桂の本心だった。もしこのままの平和がつづけば長州という船は、積み荷の過大さで自ら沈没せねばならないのである。

（時勢は、いよいよ激動するな）

　と、竜馬は、長州の経済事情とそのあがきを知ることによって、今後の見通しをもった。




　紀州藩側はついに交渉をうやむやにして逃げを打ち、応じなくなった。

　竜馬のほうから使いが行っても、責任者は留守、あす参られよ、というような態度に出た。

「斬り込む」

　と、隊の佐柳や腰越がふたたびさわぎだしたが、竜馬はかたくとめた。

（斬り込まれてたまるか）

　という肚である。竜馬にすればこのわが国最初の汽船衝突事件を法的な先例として残したいというのが情熱のめやすになっていた。

　ある日、竜馬は隊士の連中をつれて丸山の花月にやってくると、お元のほか馴な染じみの芸妓十数人をよび、

「唄をつくった」

　と、三味線をかかえ、自分が作詞作曲した唄をうたいだした。

　芸妓たちはおもしろがってそれに和し、すぐそれが長崎の花街で爆発的に流行した。




船を沈めたその償つぐないは

金を取らずに国を取る




　単純素朴な唄である。要するに船を沈めたその償いに、賠償金をとらずに紀州五十五万五千石をとってやる、という意味だ。

　長崎では町人だけでなく諸藩の士も、竜馬らに同情していた。かれらは灯ともしごろになると、座敷でそれを弾かせ、唱和した。

「国を取る、というのは気宇が大きい」

　というのが、酒客たちの気に入っている文句だった。三百年威張りつづけてきた紀州徳川家を一介の浪人が「取ってやる」というのである。

「たまるか！」

　と、土州者は土州弁で感嘆し、肥後者は、

「むしゃがよか」

　と感動した。男らしい、という意味だ。武者ぶりがいいということであろう。

　この宣伝には紀州藩も閉口した。世論はあきらかにこの藩に非だった。

　そこへ土佐の本国から、参政後藤象二郎が長崎へやってきた。

　後藤は竜馬のもとをたずね、解決策を協議した。

「どうだろう。問題解決の法を藩にあずけてくれては」

　と後藤は言った。竜馬は了承した。土佐藩が矢や面おもてに出てくれば紀州藩の腰もさだまるだろうとおもった。

「後藤君、一策がある」

　と、竜馬は、策をさずけた。

　いま長崎港に、英国の東洋艦隊が入港している。その司令官のキングという男を臨時の裁定者に頼んでみては、といった。

「むろん裁判を請うのではない。参考人として世界共通の公論をきくのだ」

「なるほど」

　後藤はすぐ紀州藩に申し入れた。

　紀州藩は驚き、「検討してみる」といっていったん後藤をひきとらせた。




　この間、紀州藩側は、決して藩の威名によりかかってばかりいたわけではない。

　紀州藩には紀州藩の、正義と感情がある。

「いろは丸側がわるい」

　とかれらは信じようとしていた。衝突当時いろは丸は舷燈をつけていなかった、と主張している。

　さらにいろは丸は操船のかるい小船である。小船のほうが運転を注意して避けるのが当然で、その点にぬかりがあった、という。

　いずれにせよ、紀州藩側も、自分の立場を救うために懸命の努力をした。船長高柳楠之助は、ひそかに両船の航海日誌、衝突直前の状況、衝突後の双方の言いぶんなどを長文の英文にした。

　この当時の日本人の語学能力でこれだけの内容を英文にすることじたいが、すでに大事業であった。むろん、翻訳に必要な日英辞典などはない。

　それを、蘭語はできるが英語はわずかに単語を知っている程度の高柳がやろうとした。

　それを、長崎奉行所の英語通つう辞じ（翻訳官）品川某がたすけたが、とにかく二晩徹夜で翻訳をしあげたのだから、もはや偉業といえるだろう。

　その英文が、昭和六年発行の「南紀徳川史」第四巻に、十六頁ページにわたって掲載されている。たどたどしくはあっても意味不明瞭な文章ではない。

　それを、紀州藩は、長崎入港中の英国軍艦の艦長にみせた。つまり、「万国の慣例に照らしてこの場合、どちらが是か非か」という根拠を得るためであった。

　もっとも、この努力は、空しかった。英国艦長がこれをみて、

「残念ながら、紀州藩は有利ではない」

　と洩らしたからである。

　余談ながら、この紀州藩明光丸の船長高柳楠之助と士官岡本覚十郎は明治後長命し、明治二十五、六年ごろ、和歌山の藩史編へん纂さん者しやに事件を回顧して答えている。

「たぶん二十五年以上前のことだから、記憶を欠いていることもある。しかしかの才谷梅太郎は」

　と、竜馬のことをその名でよんでいる。竜馬はこの事件の応接にはいっさい、この変名を用いていた。

「かの才谷梅太郎は、いまにして思えばあれは坂本竜馬であった。ごぞんじのごとく討幕論の巨きよ魁かいである」

　だから紀州徳川家に対しあれだけしつこくからんだのであろうと両人はいう。両人の竜馬に対する印象は、

「応対の言葉づかいや態度などは存外、正直でおだやかで妥当なことが多かった」

　というが、しかし、

「大胆不敵の人物でほとほと手こずってしまった。それにかれの配下の海援隊士などは浮浪剽ひよう悍かんの暴士どもばかりで、この事件に猛たけって、ややもすれば暴威強迫を加えてくる」

　と、二十数年後も不快の念をおさえきれずに回顧している。紀州家という品格のある大藩からみれば、まるで狂犬のような連中だという印象があったのである。




「万策尽きれば、死しかない。自分も死に、相手をも斃たおす」

　と覚悟した者がある。

　紀州藩明光丸の船長次席岡本覚十郎であった。岡本のこの決意には、この当時の武士だけが納得できる感情と論理がある。

（斬るよりほかはないかもしれぬ）

　まず腹に据えかねたのは、土佐藩参政後藤象二郎の態度だった。後藤と紀州藩勘定奉行茂田一次郎とが最初に聖しよう徳とく寺じという寺で会談したとき、談判終了後、後藤が、

「貴藩のこれまでの仕打ちははなはだ冷酷である。今後、貴藩が誠意をお示しにならぬならばどのような結果になるかもしれぬ。これをよく心得ておいてもらいたい」

　と、凄すご味みのある声でいった。そのとき岡本は末席でおもわず刀に手をかけ、隣りにいた船長高柳楠之助に押しとどめられた。

　つぎに、長崎の色町ではやりだした「国をとる」の唄である。この唄は酒楼だけでなく露地裏で遊ぶ小児までうたいはじめていた。

（なんという土州の暴慢）

　と、岡本覚十郎はおもった。

　つぎに、英国艦長への問い合わせの結果が紀州藩に不利ということになったことについてである。

（もはや負ける）

　とおもった。単に巨額の賠償金をとられるというだけでなく紀州藩は名誉をうばわれ、世の嘲笑をうけるにいたるであろう。

　岡本覚十郎はひそかに決意した。藩の勘定奉行茂田一次郎は市し井せいの浮浪をそそのかせて竜馬を斃さしめようと試みたようだが、

（左様な手段では手ぬるい。卑怯でもある）

　とおもった。

　やるならば明光丸の高級士官である自分が堂々と名乗りをあげて竜馬に挑戦し、一刀をもって瞬時に事を決したいと覚悟した。

　企てを、須山藤左衛門という上司にうちあけた。須山の紀州藩での役職は御お仕し入いれ頭とう取どりというものであった。西洋器械購入についての新職名である。

「武士の意地、制と止どむべきではない」

　と、須山は黙認した。須山にすれば竜馬さえ斃せば事はすむとおもっていた。

　が、たとえ岡本が竜馬を斃し得ても、岡本は切腹せざるをえないであろう。

「いずれにしてもわが一命はありませぬ。心残りは御国許にいる老母のことでござりまする」

「その件、心得た」

　と、須山はうなずき、自分が佩はい用ようしている刀を岡本にあたえ、

「無銘の備前物だが、斬れる」

　といった。

　岡本はその日から竜馬のあとをつけまわしついに二日目の夜、丸山の花月から坂をくだってくる竜馬に斬りかかったが、瞬時に打ち倒された。

「藩も名も訊きかぬ」

　と竜馬は、石畳の上に倒れている岡本にむかって寛かん闊かつに笑い、そのまま去った。その後岡本は二度と竜馬を狙おうとはしていない。




　花月の坂下で竜馬にたたきつけられた紀州藩の岡本覚十郎は、

（あの男、刀を抜いたか）

　という記憶さえさだかでない。とにかく岡本覚十郎の記憶は、坂下の柳の蔭に自分がひそんでいたところまではたしかであった。

　坂をおりてきた人影は、一人であった。足取りは蹣まん跚さんとしているが、さほどに酒が入っている様子でもない。

（あの男だ）

　と岡本がおもったとき、体中の力が上半身にのぼった。重心をうしない、妙に体が落ちつかなかった。同時に、錯乱が訪れた。

　というより、厳密には心神喪失の状態であったろう。このあと、記憶がない。

　岡本は抜刀するや突撃した、のであろう。その瞬間、体が宙に浮き、石畳にたたきつけられていた。

（殺される）

　と、思い、身を跳はねあげようとしたが、血が頭にのぼっているばかりで、体のどこにも芯しんがない。指一本、動かなかった。

　そのくせ、相手が、岡本の体をおさえこんでいた様子もないのである。

　ただ、

「藩も名も訊かぬ」

　といった相手の声が、ひどく物柔らかで、岡本の心に残った。

　相手が去ってから、岡本はようやく立ちあがった。剣がなかった。重役の須山藤左衛門から借りた剣であった。それに気づいたときはじめて岡本は狼狽するだけの正気にもどった。

　そのあたりをさがすと、剣ははるかむこうの山やま桃ももの木の下に落ちていた。

　走って行ってひろいあげ、あわてて路上の前後を見まわすと、花月の門前に人影が凝然と立っていた。女であった。芸妓の様子であったかと思われる。

（見られたか）

　と思うと、恥ずかしさがこの男の行動をやっと敏捷にした。

　もっともその間、先方の人影が小さな行動をとった。まるで知人に会釈するように小首をかしげ、身を沈め、かるくお辞儀をしたのである。

　お元であった。

　が、岡本はお元などを知らない。とにかく坂を駈けおり、夢中で旅宿へ帰った。

「しくじりました」

　と須山藤左衛門にいうと、須山は大藩の重役らしい大たい度どさでうなずき、そのあとなにもいわなかった。

　紀州藩はすでに敗北を覚悟していた。このあとは、賠償金をいかにして少額にするかにかかっていた。

　そこで適当な調停者はないかと物色するうちに、紀州藩の須山と懇意の人物で伊予松山藩の小村大だい介すけという者が、

「薩摩藩の五代才助がいい」

　と智恵を貸してくれた。

　さっそく五代才助に交渉すると、五代が、全権をまかせてくれるなら、という条件でひきうけてくれた。




　薩の五代才助は、この夜から調停活動を開始した。

「竜馬はどこにいる」

　と、薩摩藩の者に、竜馬の居場所をさがさせると、めずらしく小曾根の屋敷にいるという。五代はすぐ駕籠を飛ばした。

「紀きの者が先刻きて」

　と、五代は竜馬に会うなりいった。

「おいに調停してくれと頼んだ。土ども、如何いかん、おいにまかせてくるるか」

（紀州藩は、万策つきたな）

　と竜馬はとっさに思った。英国のキングという艦隊司令官を参考人として問題を公論に訴えようという土州側の提案を、いったんは受け入れたくせに、にわかに転針して他藩人に調停してもらう形式をとったのである。

「紀も、非は認めたらしい」

　と五代はいった。

「おいにまかされた用務は、両藩が妥当とする賠償金の割り出しじゃ。どうであろう、わしにまかせてくれるか」

「それはこまる」

　と、竜馬はいった。五代とは友人の間柄である。この男を相手に金銭の多た寡かを論ずると、あとで感情の問題が残らぬともかぎらない。

「この一件、もはや後藤象二郎にまかせてある。後藤にきいてくれ」

「そうか、後藤か」

　後藤と五代は、丸山の妓楼でさんざん飲んだ仲である。

「心得た」というなり、五代は刀をとって立ちあがり、すぐその足で後藤の宿に飛んで行った。

　後藤は五代の用件をきくなり、はげしくはねつけた。

「英国の水師提督を参考人として問題を公論に付すということは紀州藩も承知している。いまさら貴殿をわずらわすとは、けしからぬことだ」

　翌日も五代がやってきたが、後藤は断乎としてこの調停方式に応じない。

　後藤は天性の駈けひき上手といっていい。この場合、土佐藩の態度がひどく硬いということが、先方にわかればわかるほど、賠償金は高くなることを見越していた。

　はたして、四度目に五代才助がきたとき、もう五代も疲れきっていて、

「土州の御要求はおよばずながらこの五代才助がつらぬいてみせる。それゆえ、腹蔵のないところをきかせてもらえまいか」

　といった、後藤はやっと軟化した、という体ていで、条件を出した。

「なによりもまず、紀州藩側の詫わび証文を一枚ほしい。賠償金の額は、おぬしにまかせたい。おぬしはなんぼじゃと思うぞ」

　五代は、その額を示した。船価と積み荷の金額からみて、八万三千両でどうだ、というのである。

（ほう、意外にとれるな）

　と、後藤はよろこび、五代にまかせた。

　五代とすれば自分が提示した金額である。自然、紀州側に対しては断乎とこの額を固執した。紀州藩も了承せざるをえなくなり、勘定奉行茂田一次郎はみずから後藤をたずねて、この件の約やく定じようをとりかわした。




中 岡 慎 太 郎










　中岡慎太郎は京にある。

　ただし、この時期は、竜馬のいろは丸事件よりすこし前、慶応二年暮のことだ。中岡は薩摩藩邸や公卿屋敷に出入りしているうちに、おどろくべき報を得た。

　孝明帝の崩ほう御ぎよである。

（時勢はかわる）

　と、この刃物のようにするどい感覚をもった男は直感した。帝みかどは攘夷主義の大たい宗そうであるという点で、天下の志士を感奮興起させたが、しかし討幕論者ではなく、この点、反徳川勢力を混乱せしめた。

　討幕論者でないばかりか、この帝はむしろ幕威を回復し、幕府の武威によって国内の秩序を確立し、強硬な対外政策をうち出させようとされていた。自然、反幕行動をとっていた公卿を憎悪し、文久三年八月に三条実さね美とみらを「奸かん賊ぞく」として粛清され、宮廷の人事を佐幕主義にきりかえられた。

　この帝と同色の主義をもっていた集団は、京都守護職である会津藩であった。会津藩御お預あずかりである新選組も、帝と同一系列の思想結社であったといっていい。会津および新選組はこの帝の股こ肱こうとして奔走し、反幕勢力の駆く逐ちくにつとめた。かれらの正義のよりどころは、孝明帝であった。

　その帝が、崩御された。践せん祚そされたのは、かぞえて十六歳の少年の新帝である。

（この機に）

　と、幕府側もおもった。幕府側も、孝明帝の外国嫌けん悪お癖へきが邪魔で、すでにフランス公使と内約している兵庫（神戸）開港の勅許を少年帝にとりつけようとしていた。

　──この機に。

　とおもったのは、すでに討幕派の浪士の一人になっている中岡慎太郎も同様であった。中岡は薩長両藩にとってはもっとも強力な藩外参謀になっている。

　おりよく薩摩の京都外交官西郷吉之助が、年末に国もとから出てきて京都藩邸に帰任していた。

「帝は」

　と、中岡は西郷に説いた。

「兵庫の開港をもっとも厭いとわれていた」

　そのとおりであった。すでに開港している横浜や長崎は京から遠隔にあるが、兵庫となると京ののどくびのようなものである。ここに異人を居留させれば、中国の例から考えてもいつかれらは帝都を襲うかもしれないという恐怖感が、帝にはある。このため従来何度幕府が開港の勅許を得ようとしてもついに許されなかった。

　幕府は、いちずに開港したかった。通商の利益は幕府が大半を独占できる建前だったし、その利益をもって幕府の経済的体質を改変することができるはずだった。

　されてはたまらない、というのが、中岡らの討幕派の立場である。

「このさい、幕府から外交方針の決定権をうばわねばならぬ。そのためにはプロシャの例にもあるごとく、国家の最高問題は、朝廷が招集する列侯の会議によるべきだと思う」

　と中岡は説き、西郷は賛成した。




「列侯会議」

　という構想ほど、幕末のこの時期、志士たちを昂奮せしめた救国案はない。

　むろん、中岡の創案でもなければ、西郷や竜馬の考えついた案でもなかった。かれらはみなこれについて論じあったが、その案のもとだねは、英国の一青年の論文にある。

　青年は、英国公使館の通訳官アーネスト・サトウであった。サトウは日本の文書まですらすらと読めるほどの語学力をもち、それになによりも情勢に対する警抜な分析力をもっていた。

　そのサトウが、横浜で発行されているジャパン・タイムズに、日本の混乱を収拾する一提案を書いた。

　かれは、日本の将軍について「最初、諸外国は将軍を元首であると思っていたし、幕府もそう称していた。しかし実際は諸侯の長にすぎない。であるのに日本の君主と唱えていたのは僭せん偽ぎである」という意味のことをかき、それを歴史、法律、現象面から論証している。

　要するに英国はじめ列強は、日本元首でない将軍と外交関係をもとうとしたところに、こんにちの外交上の混乱がおこっている、と説き、「これがためには日本はその政治形態を改造したほうがいい。もっともいいことは将軍がその本来の姿である大諸侯の地位にさがることだ。しかるのち帝をいただく諸侯の連合体が支配勢力になって政治を担当するのがもっとも妥当である」というのが、サトウの結論であった。

　この論文を書くにあたって、サトウはその監督者である公使に相談せず、一私人の立場で発表した。むろん官吏服務規定違反であるが、「私はそんなことを顧慮しなかった」と明治後、サトウはその回想記でのべている。

　このいわば私的論文が、サトウの日本語の教師であった阿波蜂須賀家の家来沼田寅三郎によって訳され、自然とその写本が流る布ふし、日本人のあいだにひろく読まれた。

　その表題も、いつのまにか、

「英国策論」

　というひどく公的のにおいのするものに変わっていた。竜馬も読んだし、中岡もむろんそれを読んでいる。

　西郷の場合は、読んだだけでなく、兵庫沖の薩摩汽船のなかでサトウとも対面した。サトウは西郷の人柄にかぎりない魅力を感じていた青年だったから、わざわざ会いにきたのである。

　サトウの論文がどれほどの影響をもったかは別として、列侯会議という案が、幕府に好意をもつ者のあいだにもまじめに論ぜられるようになってきた。

　幕府はすでに国政の担当力をうしないつつある。それは佐幕派でも認めている。

　討幕派としてはこの時期に「列侯会議」を設置することは、反対派をも吸収できる絶好の案であった。

「まず国許へ帰っていそぎ藩論をまとめる」

　と西郷は言い、中岡にも鹿児島ゆきをすすめた。西郷と中岡の活躍がはじまった。




　中岡は、機敏な男だ。かれはすぐ大坂へくだり、土佐堀の薩摩藩邸に潜伏している長州藩の井原、清水の両人をともない、兵庫にゆき、たまたま碇泊していた薩摩藩の汽船を借り、大だ宰ざい府ふへむかった。

　大宰府には、孝明帝の勅ちよつ勘かんを蒙って官位を剥はく奪だつされた三条実美ら五人の公卿が閉へい居きよしている。かれらに、孝明帝の崩御という、文久以来最大の政治的ニュースをつたえ、今後の相談をするためであった。

　西郷はそれより数日おくれて、別便で鹿児島へ発った。

　すでにその腹案は、同藩の小松帯たて刀わき、大久保一蔵および中岡慎太郎らと京で練りにねってできあがっている。

「列侯会議」

　といっても、三百諸侯をぜんぶ京に集めるというわけではない。たかが、殿様である。かれらのほとんどは無能無思想で、救国の政治思想ももたず、情勢にもくらい。

　ただ、天下に、

「四賢侯」

　といわれている人物がある。かつて安政年間、世に喧伝された四賢侯とは、薩摩の島津斉なり彬あきらを筆頭に、土佐の山内容堂（豊とよ信しげ）、伊予宇和島の伊達宗むね城なり、越前福井の松平春嶽（慶よし永なが）であったが、いまは斉彬がすでに亡いために、その弟で現薩摩藩主の実父島津久光が入れかわっている。

　その四賢侯の会議をひらく。

　むろん、朝廷が主催であり、その下工作はすでに出発前に西郷は仕遂げた。

　西郷は鹿児島に帰るや、久光、忠ただ義よし父子に拝謁し、「在来の将軍中心の政治から、朝廷ご招集による四賢侯会議の政治にきりかえるのは、いまが好機でございます。いまこの機会を逸しますれば、幕府は幼帝を擁してなにをしはじめるかわかりませぬ」

　その可能性は十分にあった。第一、幼帝の摂せつ政しようは公卿きっての佐幕派である二条斉なり敬ゆきである。幕府としては朝廷を自じ家か薬やく籠ろう中ちゆうのものにしかねない。

「道理だ」

　と、西郷ぎらいで通っている島津久光も、この重大情勢が十分に理解できた。

「会議には武力が要ります」

　と、西郷はいった。単に「四賢侯会議」というだけでは朝幕がなっとくしない。会議を重からしめるだけの大軍の背景が必要なのである。つまり、四賢侯それぞれが兵をひきいていそぎ上洛する必要がある、と西郷は説いた。

「それも道理である」

　久光は、ほとんど叫ぶようにいった。風雲がすでに来ている。薩摩藩としてはこれに乗ずべきであろう。

「すぐ大軍を整え、海路上洛する」

　と、久光はいった。

　さらに他の三賢侯を説かねばならない。越前の松平春嶽はすでに京にいるから、他の土佐と宇和島の腰をあげさせるべきであった。

「すぐ、使いせよ」

　と、久光は西郷に命じた。西郷は汽船に乗り、土佐へむかった。




　西郷が、海路、鹿児島から土佐の浦戸湾に入り、高知城下散さん田でん屋敷で老公の山内容堂に拝謁したのは、二月十六日である。

　このことはさきにわずかに触れたが、強いて重ちよう複ふくさせたい。中岡慎太郎の日記が、この両者の対面の情景をじつにあざやかにつたえているからである。

　上段の容堂にむかって西郷が天下の形勢をのべ、四賢侯会議の必要を説くと、ものわかりのはやい容堂は、

「承知した」

　とさわやかにいった。

　この容堂は、複雑な思想のもちぬしであった。佐幕家で通っているが、それは情緒的佐幕主義とでもいうべきもので、このときも西郷に、

「薩州侯のご努力は尊敬にたえないし、ご意見ももっともにおもう。ただ一つ含んでおいてもらいたいのは、この土佐山内家というのは薩摩島津家とはちがい、創業のときに徳川家の恩をこうむることが多かった。この一事は汲んでもらいたい」

　といった。容堂は、政治家としては京の天皇を頂点とする国内統一のみが救国の道だと信じているはずの人物だった。だからかれが土佐藩主になる運命をもたず、もし卑職の武士の家の次男坊あたりにうまれていれば、もっとも激越な勤王主義者になっていたであろう。そういう体質の人物なのである。

「さて」

　と西郷は念を押した。

　容堂の悪癖についてである。容堂という直感力に富んだ賢明すぎるほどの詩人は、人と会議をしても人が馬鹿にみえて仕方がなく、ついには腹をたて、席を立って国もとへ帰ってしまう例が過去に一、二度あったのである。

「このたびはよほど大事の時期につき、以前のように仕事のしくさしでお帰りあそばすようなことがございませぬように」

　西郷にすれば、大名にむかってずいぶん思いきったことをいったものである。

　が、怒りっぽい容堂は、西郷の巧みな、やや諧謔ユーモアをまぜた言いかたを微笑でうけとめ、

「ふむ」

　と、こころよくうなずき、

「心得ている。こんどは東山の土になるつもりだ。もう土佐に帰って来ぬかもしれぬぞ」

　とさえ言い、さらにこの織田信長を景慕している行動主義者は、西郷が高知滞在中に早くもその言葉を実行した。藩に対し上洛の動員令を発したのである。

　このあと西郷はふたたび船に乗り、土佐湾を西航し、西へ大きくまわっておなじ四国の伊予宇和島十万石の城下に入り、四賢侯のひとり、伊達宗城に拝謁している。

　宗城は、

「長ちよう面めん侯こう」

　といわれたほどに顔が長い。それに齢を喰っているし、気質も容堂のような多血質ではなく胆たん汁じゆう質しつに属している。だから、土佐の場合とちがい、宇和島では西郷はあまり愉快でない応対をうけた。




　右のくだり。

　つまり「中岡慎太郎日記」のこのくだりは、西郷からきいたとおりを、中岡がありのままに書きとめたらしい。

　伊予宇和島の伊達宗城は、薩摩藩提唱の四賢侯会議については、ひどく警戒的な態度をとった。

（薩摩人にはだまされぬぞ）

　という態度がありありとみえる。この殿様も類のない賢明さと行動力をもった人物であったし、それにこの賢侯の洞察眼はすでに幕府の命脈が尽きようとしていることも知りぬいていた。

　その点、薩人とおなじである。

　しかし、かといって、幕府に対してどんな性根でいるかわからぬ薩摩藩の提唱におどる気はしないのである。この伊予宇和島の伊達家は外と様ざま藩で、仙台の伊達家と一門であったが、宗城自身は旗本の山口家から養子にきたひとで、幕臣の出である。この幕府に対する情緒は西郷のようではない。いわば尊王佐幕派といってよく、この点、容堂と同思想であった。

「いったい、土佐の容堂公はなんのために上洛するのであろう」

　と、宗城に侍している家老の松根図ず書しよは西郷に問うた。容堂は薩摩に踊らされることはきらいなはずだが──という意地のわるい不審が、松根の言外にある。

　西郷は、むっとした。

「言わでものことでござりましょう。容堂公はこんにち天朝のご危難をみて臣子としてやむにやまれぬ気持で御上洛に相成ります」

　と公式論で答えた。

　結局、伊達宗城は上洛することになるのだが、西郷とのこの対面では、ゆくともゆかぬともいわず、どちらかといえば姑しゆうとめが嫁をいびるような、そんな態度に出た。容堂のからりとした応接の仕方とはよほどちがっていた。

　議論がおわると、酒宴になった。

　この酒宴はひどくかわったもので、御殿に多数の町芸者をよんで酌しやくをさせたのである。

「これが宇和島の風ふうだ」

　と、宗城は笑った。

　その酒の座で、宗城は西郷に対し、

「吉之助、京都に情婦おんながいるか」

　なぶるようにいった。西郷はこの時期、おんなといえるような存在はいなかったが、ばかばかしくなって、

「おりまする」

　といった。そのあと宗城はさらにからんできて、

「なんという名だ」

　ときいた。こういう愚問には西郷は答えようがない。

「これは申しあげましたところで、何も相成りませぬことゆえ、いますこしなにかお為に相成ることをおたずね下されまするよう」

　というと、宗城は吐き出すように、

「そのほうという人間は、そういうことを言うやつゆえ仕方のない男だ」

　といった。宗城の言葉は西郷が耳にしたとおりを中岡があとで筆写したもので意味はよくわからない。

「すこし馬鹿話をする人間であれ」という意味なら西郷は馬鹿話の名人であった。宗城はなにか、西郷を理解しそこなっていたにちがいない。




　さて、中岡慎太郎である。

　この疲れを知らぬ活動家は単身[image: 筑]つく紫し路じに入り、やがて大宰府の土を踏んだ。

　大宰府には、日本最大の政治犯人が幽囚されている。三条実美以下の五人の過激派公卿たちであった。

　中岡は三条実美の宿館にまかり越し、五卿に拝謁し、帝の崩御のことを伝えた。

「まことか」

　と、実美らは仰天し、上段から身を乗り出した。

「まことでござりまする」

　と中岡が平伏しながらいうと、激情家の実美はまず声をあげて泣きはじめた。

（意外）

　とおもわざるをえない。実美らは、佐幕主義であられた孝明帝のお怒りにふれて朝廷を追われ、西さい国ごくに落ち、いまは幕府の指令によってこの大宰府の片田舎に幽閉されている。帝には恨みこそあるはずなのに、この五人の公卿は顔をおおって泣きはじめたのである。

　中岡の手記では、

「五卿、慟どう哭こく止やむことなし。余もまた為に泣なみだくだり、仰ぎ見ることあたはず。余事を論ずるに及ばずしてしりぞく」

　とある。五卿の意外なほどのはげしい悲嘆に、この崩御にともなうあとの政治的構想について談ずることができなかったのである。

　翌日、中岡があらためて拝謁したところ、さすがに実美はやや冷静をとりもどしていた。

「中岡」

　と、実美はいった。

「新帝はなお幼くまします。幕府がもしこの幼帝を擁して宮廷をにぎってしまった場合、幕権はあと百年安泰だろう。それをおもうとわしは矢もたてもたまらぬ」

　それをきき中岡は、薩摩藩が京にあってこれを機会に五卿の勅勘を解く工作をしているはずだからいずれおゆるしが出るのでありましょう、というと実美はうなずき、

「かといって、いますぐ京にもどれるわけではあるまい。工作には時日がかかる。そのあいだに幕府が幼帝を手に入れてしまえばどうにもならぬ」

「されば左様なことに相成りませぬよう」

　と、中岡は四賢侯会議を一種の臨時政府にする案を実美にいうと、実美はひざをたたいてよろこんだ。

「いずれにせよ、私はこの重大時期に際会してなお幽囚の身である。中岡、そなたをわしは身がわりともおもうぞ」

　つまり、「自分の代理人として代弁し、奔走してくれ」と言い、その証拠として、実美は自分の幼時以来身につけてきた錦の御お守まもり袋ぶくろを中岡にあたえた。

　中岡はその後鹿児島にくだった。鹿児島で薩摩藩庁とうちあわせをし、さらに長崎、大村をまわって大宰府にもどった。

　ふたたび中岡は三条実美に拝謁した。

「じつは重大きわまりなきことがございますが、おききとどけくださりまするや」

　と、思い決したようにいった。




「どんなことだ」

　と、三条実美はいった。

「御所内うちのことでござりまするが」

　中岡はいった。

　三条はもうそれだけで、中岡がなにをいおうとしているかがわかった。

　崩御後の宮廷工作をたれにまかせるか、ということである。その最も重要な一事については三条も途方に暮れきっていた。

　たれもいない。いまの宮廷の要職についている公く卿げはことごとく佐幕派で、むしろ敵であった。過激勤王派はことごとくしりぞけられているが、かれらとても、回天に必要な宮廷工作ができる能力をもった者はひとりもいない。

「公卿は愚なものだ」

　と、三条実美は、長嘆した。しかし公卿がいなければ宮廷工作はできないのだ。

「いかがでございましょう、前さきの右う近こん衞えの中将岩倉具とも視み卿ならば？」

　と、中岡はつとめて表情を平静に保ちつついった。容易ならぬ名であった。

　幕末の初期、宮廷佐幕派の策士として活躍した人物である。

　岩倉は安政のころ、井伊大老の開国強行策に同調し、幕府と朝廷の融和のために奔走したが、ついには皇妹和かずの宮みやを将軍家茂に降こう嫁かせしめる運動の中心人物になった。

　このため、「公卿でありながら皇妹を幕府に売りわたした奸賊」として志士のあいだで憎悪を買い、井伊が桜田門外で斬られたあと、岩倉は過激志士につけねらわれ、あやうく斬られかけたこともある。

　その後勅勘をうけ、洛らく北ほく岩倉村に退隠し、窮迫の生活をおくっているはずだった。

　その岩倉を、中岡はひっぱり出そうというのである。

「かれは大奸ではないか」

　と、三条はさすがに声をあげた。

　中岡はうなずいた。

「左様にきいています。どころか、文久年間には拙者も岩倉を斬りに行こうかと思ったことがございます」

「その岩倉を、なぜ」

　と、三条はほとんど蒼白になっていた。それほどに岩倉の評判はわるかった。

　ところが、中岡が鹿児島に行ったとき、この話が出た。

「有能な公卿がいない」

　ということについてである。有能といえば悪名の高い岩倉村の退隠者だけであったが、

「その岩倉卿が」

　と、大久保一蔵はいった。

「密みつ々みつのうわさであるが、先年のあやまちを悔い、いまは回天の志をもつほとんど唯一にちかい公卿だとうわさがある。岩倉村をひそかに訪ねた水戸脱藩の香川敬三、江戸の儒者大橋順蔵、肥後脱藩の徳田隼はや人とらの説だ」

（毒こそ薬になりうる）

　と、大久保は言い、中岡も賛同した。そこで中岡は、大宰府の三条と洛北岩倉村の具視とを同盟せしめることをいま勧めているのである。




　中岡の三条実美に対する懇願は、

「岩倉卿に、好よし誼みをむすびたい旨のお手紙を書いていただきたい」

　ということであった。

「そのお手紙を懐中にして、拙者は京にのぼり、洛北の岩倉卿のご退隠所へゆき、卿に会います」

「会ってどうする」

「まず人物を見、その識見、熱情、誠意の如何をつぶさにこの耳目でたしかめます」

「で？」

「左様、その上にて、──つまりこれならばと拙者が思えば御ご前ぜんのお手紙を渡し、三条卿・岩倉卿の秘盟を遂げます」

　要するに、人物試験をしようというのである。人物試験をしたうえで、過激派の三条と天才的策士である岩倉の秘密同盟を、中岡が三条の代理として結ぼうというのだ。

　中岡慎太郎は、人物眼がある。この男の人物評は志士のあいだでも高名で、中岡の眼め識がねにかなった者といえば、もうそれだけで一流の士とみていいといわれているほどだった。

「それが回天の為になるというのなら、麿まろには異存がない。そなたにまかせる」

　と三条は感情を押し殺して言い、座を立って、かれのもっとも憎んでいた政敵への手紙を書いた。

「予、西せい竄ざんののち、百ひやく事じ不ふ如によ意い、卿よろしく中興の業を翼賛すべし。予もまたともに協力すべし」

　というものであった。筆をもつ手がかすかに戦慄しつづけたのは、この公卿の性格によるものであろう。もともとしんの強いわりには感情家で、やや女性的なところがあった。

　中岡はその手紙を拝領し、それをこよりにして襦じゆ袢ばんのえりに縫いこみ、愛用の韮にら山やま笠がさをかぶって大宰府を出発した。

　途中、下関で下船し、たまたま同地にきていた竜馬と料亭長ちよう太た楼ろうで痛飲した。このとき中岡は、長年の同志だった高杉晋作が重態におちいっているということをきいた。病気は肺結核であり、もはや死を待つのみだという。高杉の場合、この持病が重くなってからも、藩内のクーデターや幕長戦での作戦指揮のために奔走し、その間、豪酒をやめず、無理に無理をかさねた。

　竜馬と会飲中、中岡は高杉の生命が天によって護まもられることを祈るような面おも持もちで、

「君がもし地上になかったとしたならば、長州は別なものになっていたろう」

　とつぶやき、やがて涙を流し、涕はなをすすった。

　中岡はこのあと、三条と岩倉の提携工作について竜馬に洩らした。

「三条卿は、承知したか」

　と、竜馬は目をみはった。

　竜馬の実感では、薩長秘密同盟の締結で歴史は維新にむかって大きく第一歩をふみ出した。その第二歩が、三条と岩倉の提携ということになるであろう。

　竜馬が思うに、もはや三条実美のような純情激越の宮廷人だけでは宮廷の改新はできない。かれらが必要だったのは革命の初動期であった。いまや岩倉のような卓越した策士こそ要求されている。




　中岡慎太郎が、京に潜入したのは慶応三年四月である。

　市中は、会津藩士や新選組が抜き身の槍をきらめかして巡察している。

　伏見から京に入ると、大だい仏ぶつ前で新選組巡察隊の誰すい何かをうけた。

「御ご藩はんは？」

　新選組の隊士がきいた。

　中岡の沈着はすでに定評がある。相手の面か貌おをじっと見つめてから、

「薩」

　と、ひくく短くいった。ながくしゃべると土佐なまりが出かねないからである。

「お名前をうかがいたい」

　新選組は最初の出発は浪士の結社であったが、幕府機関である京都守護職の所属ということで、法律上の堂々たる警察権をもっている。当然、この訊じん問もんにはこたえねばならない。

「石川清之助」

　中岡のよく使う変名のひとつである。

「いずこから来て、いずれへ参られる」

「大坂。いまより薩邸に」

「薩邸は？」

「二本松」

　ゆっくりと歩き出していた。新選組は多少の疑問をもったが、薩摩藩士を公称する者に対して斬りつけるわけにはいかない。

　祇ぎ園おん石段下でも、中岡は見廻組の訊問をうけている。この組は新選組とはちがい幕臣の子弟から採用する原則になっていたため態度はひどく横おう柄へいで、隊の統制力も新選組のように整然としたものではなかった。

「ぬしぁどこの者もんだえ」

　という調子で、あごをあげてきくのである。

「薩」

　と、ここでも中岡の答えはみじかい。薩摩藩に対しては幕府でさえ遠慮している時期だから、この藩名は護符のようにききめがあった。

「ごめん」

　と、中岡は去る。正直なところ虎のあごを脱するような思いであった。

（まだ、死ねぬわ）

　中岡の胸中に回天の秘謀がある。この秘謀をみのらせて歴史を大転換させぬかぎり、死んでも死にきれぬ思いである。

（高杉はよい）

　いつも、こんなときに思う。高杉晋作は死の床にある。中岡にすれば高杉はすでに歴史的役割りを果たしたとみているから、たとえいま死んでも安んじて天へ駈けのぼってゆくような気がする。

　（おれは、これからだ）

　中岡はおもっている。文久三年土佐藩を脱藩していらい、櫛しつ風ぷう沐もく雨うの生活をつづけてきたが、この男の構想したあたらしい歴史を誕生せしめるのはこれからだった。

　京の町を北へあるき、やがて二本松の薩摩藩邸へ入った。

「私だ」

　といって門番に会釈し、中岡はきびきびと入ってゆく。

　ここで一泊し、藩邸の連中と岩倉村へ潜入する手だてを相談したが、岩倉村も幕吏が警戒し、むしろ市中よりもうるさいときいている。




　この間、どういうぐあいに中岡が岩倉村に潜入したかということを、こまごまと述べるのは多少わずらわしい。

　道はあるものだ。

「前田雅う楽たという御ご仁じんがいる」

　と、薩摩藩士の高崎佐太郎がいった。前田雅楽は御所に仕える士である。

　岩倉具視と志を通じている人物で、岩倉は京に用事があるとき、この前田雅楽の屋敷を連絡所にしていた。むろん岩倉は先帝から勘当になっている身だから自分自身では京に入れない。岩倉の忠僕で岩倉村の百姓のせがれである与よ三ぞうという若者が密使として前田家にしのんでくる。

「与三が来ておれば連絡がつく」

　と高崎は、中岡をつれて前田雅楽のもとにゆきその旨をいうと、運よく勝手口から与三が、手拭を百姓かぶりにして忍んできた。

（運がいい）

　中岡は、胸のおどる思いであった。神の助けだとおもった。この一事で自分の抱いている秘策が、時運転換のかぎになってくれるのではないかとおもった。

「与三、頼む」

　と中岡は潜入の手引きを乞うた。

「やってみますどす」

　与三は、頬をひきしめていった。この若者ももしそれが露顕すれば骸むくろになりはてねばならぬ。

　翌夕、中岡は夕闇にまぎれて二本松の薩摩藩邸を出た。

　京を離れて田中村までくると、残照が消え、星の下をあるいた。

　道は野道である。かろうじて草鞋わらじで道をさぐりつつ歩くが、提灯はつけられない。刺客があるいは後ろをつけているかもしれないことを中岡は用心した。

（土佐の星は、もうすこし大きかったが）

　と中岡はうらめしそうに天を仰いだ。京都の星は小さい。この地が南国の故郷にくらべ、湿度が高いせいであろうか。中岡はふと故郷に残している老父や妻のことをおもった。

　森の多い上かみ賀か茂も村を経へ、松ケ崎村に入り、そこをさらに経ると、坂がある。

　狐坂という。

　古歌にも出てくる坂で、いまでもその名のとおりよく狐が出るという。この坂までくればもうそこが岩倉村である。

　中岡は、坂のなかばで腰をおろし、竹筒をとりだして水を飲んだ。

「旦那さん」

　と這いよってくる影がある。与三であった。

「うまく行ったか」

「へい」

　幕府は、岩倉具視が借りている百姓家の離れの道をへだてたむこうに監視所を置き、会津藩士数人を詰めさせている。与三はその者たちのために岩倉の小こ柄づかを売って酒を買い、いま酒盛りをさせているという。

　中岡は、与三に案内されて岩倉村に入った。丘陵にかこまれた変哲のない村だが、あるいはこの村が今後維新回天の機軸になるかもしれぬであろう。




　岩倉具視の退隠所は、北側が畑になっている。南は村道に面してうらぶれた通用門があり、杉垣のむこうに比叡山が見える。敷地はおもったよりひろく、四百坪もありそうである。

　宅地は赤土の塀でかこまれ、ところどころ崩れおち、一部が杉垣になっている。

　その杉垣から、中岡は犬のようにくぐってなかにはいっていった。

　家は小さい。

　近在の百姓が隠居所として建てたもので、六畳、四畳半、三畳しかなかった。三畳の間には下僕の与三が寝、六畳の間であるじの岩倉が起居しているらしい。

（これが前さきの中将の家か）

　とおもえば、いかに先帝の勘かん当どうをうけた罪人の身とはいえ、中岡はあわれを催した。

　幸い、敷地がひろいため、岩倉はその敷地の一部をみずから耕して野菜をつくっているという。

　収入などはほとんどない。もともとの家禄が百五十石で、実収はその四割である。その程度で京の家族が食い、この退隠所をまかなっていくというのは大変なことだった。

　岩倉は酒が好きであった。日に三度、五勺しやくずつの酒をのんだ。その酒の肴さかなは、与三のいうところでは豆腐であることが多い。

　魚が好きらしい。

　が、毎日鮮魚を買うほどの余裕がないため与三が川で獲とってきたりした。ときどき京からこの配所を訪ねてくる息子の周かね丸まる、八や代ち丸まる兄弟は、ここにくれば終日川に行って魚獲りをし、父の食膳をにぎわすことに努めた。

　中岡は、きのう、前田雅楽の家で与三に会ったとき、岩倉の日常をきいている。

　岩倉は刺客に襲われぬよう、日が暮れると戸締りだけは厳重にしたが、ある夏の夜、与三にあんまをさせているうちにふたりともうとうとし、ついに主従が折りかさなって寝込んでしまった。

　──それで？

　と中岡がきいたが、あとは他愛ない。午前一時すぎにふと目をさまし、ふたり手わけして戸締りをいそいでやったという。

　風の日もあった。文久三年の九月のある午後、にわかに暴風雨がおこった。家は吹き通しにしていたため、岩倉も与三もあわてた。

　建具、戸障子はみな吹きとばされたが、岩倉と与三は室内を狂ったように駈けまわって文書を手でおさえ、足でおさえ、しまいには体ごと文書の上にころがってそれを押えた。秘密書類が紛失することをおそれたのである。

（なるほど、いかにも野の暮らしらしい）

　と中岡はおもった。

　野のくらしといえば、岩倉は病的に雷をこわがった。これほどの胆略のもちぬしが雷をおそれるというのは愛嬌というべきだが、雷鳴のときの与三の介抱というのは大変らしい。大いそぎで蚊か帳やを吊り、そのなかへ岩倉をほうりこみ、ふとんをかぶせて鳴りやむのを待つという。

「こちらへ」

　と、杉垣をくぐりぬけた与三が、暗闇のなかを歩きだした。




　その家屋に近づくと、村道をへだててむこうに詰めている監視の会津藩の目をくらますためか、雨戸がぴったりとしまっている。

　なかは明りさえ点じていないらしく、戸板の隙間がくらい。

「御ご所つさん、御所さん」

　と、与三は隙間に唇をつけていった。ゴッサンというのは、京都人の公卿への敬称である。

「いま、あける」

　という忍び声が、なかからきこえてきた。岩倉の声にちがいなかった。

　やがて戸が細ほそ目めにあき、それが三尺ほどもひらいたとき、内部の黒い影が、

「土州の中岡慎太郎じゃな」

　と、さびた声でいった。中岡は土の上にすわって頭をさげ、

「土州の中岡慎太郎でござりまする」

　と、低い、しかしこの男らしい明瞭な声で自分を紹介した。

「名は早くからきいている。入るがよい」

（怪物だときいていたが）

　と、中岡は内心おもった。

（声が、ひどく人ひと懐なつっこい）

　中岡は、なかに入り、大刀を廊下に置き、四畳半の間に入った。

　そのころには与三は戸を閉めなおし、岩倉は燧い石しを撃って行あん燈どんに火を入れている。

「そこはせまい。ここへ入れ」

　岩倉は、自分の起居の間である六畳の間へ中岡をさしまねいた。

「それは」

　遠慮すべきことであった。貴人に対してはシキイをへだてて次の間にひかえるのが当然の作法である。

「流る人にんだ。それに樵やま夫がつの小屋のような家屋でもある。同座をゆるす」

　岩倉はまるで博ばく徒との親分のような型破りの公卿ではあったが、そのくせ物の折り目のうるさい男であった。その岩倉が、このようにいうのである。上座と下座をつくって会話をかわしていると自然声が高くなり、それがそとに洩れることを岩倉はおそれているのである。

「されば越おつ階かいながら」

　と中岡は六畳の部屋へ入った。書物が床ノ間にまでつみあげられている。

（読書家か）

　と思ったが、そうでない話もきいている。

　岩倉は二十はたち前、御所の講堂で他の公卿の子弟らとともに学業をうけたが、あるとき伏ふせ原はらの宣のぶ明はるの「春しゆん秋じゆう左さ伝でん」の講義があったとき、授業中、同輩の中なか御み門かど経つね之ゆきをつかまえて、

　──将棋をしよう。

　と、懐ろから手製の紙の将棋盤をとりだしてひろげた。まじめな学がく生しようだった中御門は色をなし、「いま先生は講義中である。なぜ学ばぬ」となじると、岩倉はあざわらい、

「おれは春秋の大意はすでに会得した。ああいうものは大意だけでいい。あとのちまちました字句の解釈をおぼえたところでなにになろう。それより将棋をさして智略をあらそうほうがよっぽどましだ」

　といった。そんな男で、要するに学問好きな男ではない。




（いい面魂だ）

　と、中岡はほれぼれと岩倉をみた。

　あたまは丸坊主である。細いひとえ瞼まぶたの両眼がぎょろりとした光を帯び、大きな口がへの字にまがって、どことなく平へい家け蟹がにに似ている。年は四十二、三であろう。

（これが公卿か）

　とおもうほどに、岩倉の出身階級とはほど遠いつらがまえである。

　異相であった。めったにこういう顔があるものではなく、この顔の適役は、公卿や大名ではなく博徒や香具師やしの親分であったほうがいい。

　げんに岩倉はむかし、屋敷の一隅を博徒に貸して賭と場ばをやらせ、そのテラ銭で食っていたという話を中岡はきいている。

「よく来てくれた」

　と、岩倉はその面を崩した。

　岩倉は中岡の名前とその業績についてくわしく知っていた。この岩倉の退隠所を、水戸脱藩の香川敬三や土佐の大橋慎三らがひそかに訪問していて、天下の情勢や有為の士の動静などを語っていたからであろう。

「きょうは、徹てつ宵しよう、語りあいたい」

　と岩倉は立ちあがって台所へゆき、やがて大徳利と茶碗をさげてきた。そのあとから与三がするめを運んできた。

「土佐人はよく飲むというが、そちの酒量はどれほどか」

「なんの」

　中岡は苦笑した。竜馬も中岡も、酒量の点からいえば他の同郷人に劣っている。

「酒間で、癖があるそうだな。薩人は歌妓と楽しくあそび、長人は眼まなこをいからせて詩を吟じ、土人は泡を飛ばして議論をする、と」

「芸がありませぬな」

　中岡はいよいよ苦笑せざるをえない。土佐は王朝のむかしから鬼き国こくといわれていた。人よりも鬼が住むと思われていたほどに京都文化の余よ沢たくをうけていない。

「ひとつには、言葉にもよるのだろう」

　と、岩倉はいった。岩倉は土佐言葉についてよく通じていた。土佐言葉は発音が明瞭なうえに、上かみ方がた語ごのような意味不明瞭な情感だけのことばがすくない。その点、内容を論理的にしゃべりやすい唯一の方言といってよかった。

「土佐に論客が多いのはそのせいかもしれない」

　と岩倉はいった。

　そのあと、時務のはなしになった。岩倉のいうところは、明確な政権奪取論であり徳川氏討滅論であった。

「安政以前は、私も佐幕論であった。幕府が日本の政権武権をもっている以上、外夷からこの国をまもるには幕府をたすけるほかないとおもったからである。が、いまは情勢がかわっている。すでに幕府はその力をうしない、むしろその存在が、日本の存立のために邪魔ものになろうとしている。切って捨てなければこの国土はほろびるしかない」

　という意味のことを、岩倉はくわしく例をひいて語った。




「犬の遠吠えのようなものだが」

　と、岩倉はいった。

「この岩倉村蟄ちつ居きよの数年間、いささかの所懐を文章にし、何度となく京の宮廷の有志に送ってはいた」

　所懐というのは、時局収拾策である。岩倉はその二、三を中岡に披露した。そのいずれもが、きらきらとかがやくような創そう見けんにみちたもので、論旨も明快であった。

（世にこれほどの人物がいたのか）

　と、中岡はあらためて岩倉の入にゆう道どう面づらを見なおさざるをえない。

　その論文の論旨もさることながら、中岡がもっとも感心したのは、岩倉がこの蟄居にもその頭脳と神経の活動をやすめていないということであった。その一事だけで、岩倉の常人でないことを中岡はおもった。

（常人ならば、厭えん世せい韜とう晦かいし、いたずらに詠嘆的になるか、悟りすましたがごとき心境になってなにもしなくなるだろう。要するにじっとしていられない性分らしい）

　その居ても立っても居られぬ行動的性格こそ、いま風雲が要求しているところだった。

「毎日、左様なことばかりお考えあそばされているのでございますか」

「ときには気持が萎なえることがある。陰々として滅め入いってくるときの気持のやるせなさは、こういう蟄居の暮らしをした者でなければわからぬ。十日に一度はそれが襲ってきて、ついには死のうとおもうことさえある」

「そのときはどのようにして御自分をお救いになります」

「工夫はない。しかし」

　と、岩倉は背後に手をまわして、積みあげた書物の上から一冊のとじ本をとりだした。

「都ツ気ゲ能ノ雄ヲ久グ志シ」

　と万葉仮名で表題がかかれている。岩倉自身が自分のために編集した詩歌の抜きがきであった。詩歌はすべて他人の作品である。

　その作者たちは、すべて故人であった。そのことごとくが、国事に斃れた勤王の志士である。

「それをよんでは、わが磊らい塊かいを慰撫している」

　と、岩倉はいった。磊塊というのは石のかたまりのことである。男子の腹中にはみな磊塊がある、と古代中国人はいった。男子が酒をのむのはそれを焼くがためだという。意味は、鬱うつ勃ぼつたる心情といってもよいであろう。

　中岡がおどろいたことに、その物ぶつ故こ志士の名は、岩倉とは反対の立場にあったいわゆる過激志士の名ばかりである。寺田屋騒動で闘死した薩人有馬新七、天誅組で死んだ藤本鉄石、蛤御門ノ変の真ま木き和泉いずみ、久く坂さか玄げん瑞ずいなどざっと目を通しただけで三十余人の名がある。

（この卿の至誠まぎれもなし）

　と中岡は見、談なかばで本題に入り、大宰府に蟄居中の三条実美と提携してくれるよう頼み、三条の手紙をさしだした。

　一読後、岩倉は涙をうかべて、

「すでに薩長連合の密事があり、いま三条卿と予が提携する。もはや天下の事は成ったと同然だ」

　といった。




　席上、議論ばかりではない。

　岩倉は、理屈っぽい話に疲れてくると急に話題を転じて毒にも薬にもならぬ村の世間ばなしをし、平素めったに笑うことのない中岡を爆笑させた。

「村は村で、おもしろいことがあるさ」

　と、岩倉はいった。岩倉のような殿てん上じよう人びとからみると、無む智ち蒙もう昧まいな地じ下げ人にんの暮らしというのが、えもいえぬ味がある。

「ここからちょっと行ったところに花園村という村がある。そこに九兵衛という老百姓がすんでいる。こいつが、ひどく耳が遠い」

　花園村の九兵衛は、岩倉のおさないころに乳をのませてくれた乳母の夫である。岩倉は一時、勤王派の刺客にこの岩倉村の退隠所をねらわれていたころ、その花園村の九兵衛宅に身をかくしていたことがある。

「そのころ、じつに退屈でな」

　と、岩倉はいった。ひまをもてあまして、終日、老九兵衛のそばにくっついていた。

「九兵衛は年をとってもいそがしい。毎日、籾もみ干ほし場ばに出て、縄をなっている。おれはそのそばにしゃがんで、日がな一日、九兵衛と世間ばなしをしている」

「なるほど」

　このような者を相手に世間ばなしをせざるをえないほど岩倉の身辺は孤独だったのだろう。もっとも九兵衛は岩倉のうまれたときから知ってくれている老人だから、岩倉にとってはいちばん気の置けない相手だった。

「九兵衛は無学で頑固な百姓だが、暮らしの風ふう霜そうに堪えているだけにその翁おきなぶりは、公卿や大名などよりもずっしりとした風格がある。貫禄がある、と申してよいか」

「なるほど」

「あるとき、例によって縄をなっている九兵衛のそばで話しこんでいると、庭で遊んでいた鶏が五、六羽、昼の時を告げるために鳴いた」

　そのとき九兵衛はおもむろに鶏のほうに首をまげ、

「星移り物換かわれば、ものごとはみなむかしと異なってくるものだ」

　と、漢語をまじえながらつぶやいた。なにごとかと岩倉が聴き耳をたてると、

「わしらの若いころは、鶏が時を告げるときはかならずコケコッコウと声を発したものだ。しかしいまどきの鶏めらは、みな嘴くちをあけるだけで声を発しない」

　要するに九兵衛は、自分が聞こえないことをわすれているのである。

「なるほど」

　中岡は、声をあげて笑いだした。頑固者の九兵衛の風姿が、そこにありありとみえるようであった。

「庶人のなかにはみごとなやつがいる」

　と、岩倉も声をたてて笑った。

「世の中には、万事そういうぐあいに考える人間がおおぜいいるということも悟った。もしわしがあのまま公卿の暮らしをつづけておればこういうことも知らずに済んだろう。この配所の暮らしは、よほど身のためになっている」




　岩倉も、話しながら中岡の人物を観察しつづけている。

（剛直の士らしい）

　と、最初、中岡の風貌からそのように理解していたが、次第にそれだけでないことがわかってきた。中岡のもっている俊敏な時勢感覚と果断な性格、それに岩倉の話に対する理解の早さ、即応して別な議論を展開するみごとさにすっかり岩倉は惚ほれこんでしまい、

（これは倶ともに事をなすに足る）

　とおもった。

　そう思うと、岩倉はたれにも洩らしたことのない秘中の秘事をあかした。

　岩倉は、ただ者ではない。この蟄居中、縁辺をもとめてはしきりと意見を書き送っていたことはすでにのべた。

　岩倉の縁辺、といえば宮廷人では中御門経之である。経之は岩倉と竹ちく馬ばの友であることはまえに述べた。

　経之は誠実なだけが取り柄の凡庸な公卿だが、なによりもこの公卿はおさな友達の岩倉を畏敬し、岩倉のいうことならなんでもきく。

　この経之が、はるかに洛北岩倉村から通信を受けてはその指示どおりに宮廷でうごいている。

　ここに、孝明帝の崩御という重大事態がおこった。岩倉はその報が入ったとき大いに悲嘆したが、同時に、自分の政治的復活の日がきた、とおもった。

（おれが朝ちように立たねば、ついに天下の混乱は救えぬ）

　という猛然たる思いが岩倉の胸中に湧き、中御門経之に対して何度も密書を書いた。下僕の与三は、何度も京へ潜入した。

　まず岩倉の打ち込んだ最初の杭くいは、幼帝の後見者（大たい傅ふ）を置くことであった。

　朝廷の最高官は、関白である。天皇が成人であられるときは関白だけで十分であるが、幼帝の場合は、身辺で御手をとって帝業をたすける親権者のような役目が要る、というのが岩倉の意見である。

（その親権者役の公卿さえ、わが陣営にひき入れれば朝廷のことは思うがままになる）

　と岩倉は思ったであろう。なぜならば、その親権者役の人物が、幼帝の御手をとって御ぎよ璽じさえおさせれば勅書はたちどころにできあがるからである。たとえば「討幕」の勅書も一瞬にしてできあがるであろう。

　岩倉は、むろんそういう底意はべつとして篤実な中御門経之に対しては、まっ正面の論理立てで、その「大傅」の必要を説き、

「それには、閉門中の前さきの大だい納な言ごん中山忠ただ能やす卿が最適である。このひとをおいてない」

　といった。中山忠能は、幼帝（明治帝）の外祖父にあたる。忠能のむすめ慶よし子こが帝を生み奉り、帝がまだ祐さちの宮みやとよばれていた幼児のころから最近まで中山邸で育たれた。

　適任であろう。岩倉は中山忠能とはつきあいがなかったが、忠能に恩を売っておけば自分の復職も可能であるとみた。

　事は岩倉のおもうとおりにはこび、忠能が幼帝のおそばで仕えることになった。




　革命というのは、ある意味ではもっとも巨大な陰謀といっていい。それをやる側にとっては、神のごとき陰謀の才が必要だった。

（岩倉具視卿こそ）

　と中岡がおもったその見込み以上の謀才をこの入道頭の公卿はもっていた。全身、胆略でできあがっているという感じである。

　日本の場合、遠いむかしの大たい化かの改かい新しん以来政治・社会の大変革はすべて、天皇の勅命を得ることによってその新しい勢力の安定をみた。同時にその敵を「朝敵」として討伐するという例をくりかえしてきた。

　このため、回天を企てる側は、回天に必要な情勢と軍事力をつくりあげてゆく一方、宮廷をおさえねばならない。勅命を得て敵を朝敵として討つためである。

　源頼朝もそれをやった。かれは院いん宣ぜんを得て平家を征討した。

　豊臣秀吉は関白になることによって日本統治者である資格を得たし、徳川家康も征夷大将軍を宣せん下げされることによって日本の統治者になることを得た。江戸中期の政治哲学者新あら井い白はく石せきは将軍こそ皇帝であるという意味のことをいったが、「皇帝」になるためには京の天皇家の承認が必要だったことになる。

　が、この幕末の情勢下では、討幕派が宮廷の承諾を得ることは不可能にちかかった。

　なぜならば、日本史上、朝廷はつねに武力熾さかんなほうに勅命をあたえてきた。源平争乱のころ、頼朝の勢力が京で過小評価されていたころ平家が官軍であったし、平家の軍事力が弱まると源氏が官軍になった。

　いまの場合はちがう。

　倒幕派の藩は、三百諸侯のなかでわずかに薩長二藩だけである。

　徳川幕府は政治能力がおとろえたとはいえ、軍事力はなお日本の国際的な公認政府として堂々たる威容をもっていた。たとえ三百諸侯の応援を借りなくても、幕府の領地は四百万石ともいわれているところからみれば、薩長両藩の実力の比ではない。

　この実力比からみて、朝廷に佐幕派の公卿が圧倒的に多いのは当然であった。かれらはつねに強いほうにつく。

　その点に、困難がある。

　──公卿たちが、微弱な倒幕派の側に加担するかどうか。

　ということであった。もっともどうあっても加担せしめなければ、安政以来、歴史上に屍を横たえてきた志士たちの霊もうかばれず、維新回天の夢も実現しない。

「それには策さ」

　と、岩倉は目をぎょろつかせてうなずき、中岡を安堵させた。

「宮廷のことはわし一人にまかせて貰おう。それにはわし自身が宮廷に戻らねばどうも不自由でかなわない」

　実は、そのほうの策も着々とすすんでいるという。岩倉は友人中御門経之を活躍させて先帝の勅勘をうけて閉門中の多くの公卿を朝ちように復さしめた。彼等は黒幕の岩倉に恩を感じ、近く岩倉自身も宥ゆう免めんになる希望がきざしはじめているという。
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　竜馬は長崎に。

　中岡は激動の時期の京にいる。なおしばらく中岡慎太郎の京の風雲のなかでの動きにふれてゆきたい。

「中岡にはおれのできぬところがある」

　と竜馬はつねづねいっていた。こまごまとした具体的な政治運動である。たとえば竜馬は土佐藩を見限り、土佐藩の上士とは正気でつきあおうともしなかったが、中岡はそうではなかった。むしろかれは積極的に土佐藩に働きかけ、一いつ介かいの庄屋出身の身でありながら老公の容堂にも拝謁していたし、また老公が寵愛している若手の秀才官僚に接近してかれらの思想を転換させ、かれらの情熱にあたらしい方向をあたえた。こういう点、竜馬のできる仕事ではなく、中岡慎太郎こそ、うまれついての実務的な革命家という、稀け有うに属する型であろう。

　容堂側近の若い秀才官僚たちは、ほとんど中岡に感化され、中岡を、事実上の師のごとくあつかいはじめていた。もっとも身分の観念のうるさい土佐藩だけに、かれらの上士はあいかわらず、

「中岡」

　と呼びすてにしていたが、かれらの態度は中岡を畏敬し、兄けい事じしているがごとくであった。この連中の中心的人物は、乾（板垣）退助、小笠原唯八、福岡藤次（孝弟）、谷守部（干城）、寺村左膳の勤王五人衆である。中岡はかれらを通じて土佐藩二十四万石を動かそうとしていた。

　動かす、というのは、中岡の最終目的はただ一つである。あくまでも流血革命方式を堅持してゆずらぬかれは、土佐藩を薩長両藩とともに討幕の戦線に立たしめるためであった。

　岩倉村を辞した中岡のいまの段階での最大の懸念は、

「四賢侯会議」

　であった。この時期、すでに薩摩藩の島津久光が、自慢の洋式歩兵六個大隊、洋式砲兵一隊をひきい、砲車をとどろかせて京都に入っているのである。

　すでに越前侯松平春嶽は在京中であり、態度あいまいだった伊予宇和島侯の伊達宗城でさえ入京していた。

　容堂がまだきていない。

（あいかわらず、手こずらせるお人だ）

　と、中岡はいらいらしていた。

　おそらく幕末きっての詩文の人ともいうべき容堂は、早くから勤王思想にめざめていたが、その思想は、討幕とまでにはいたらない。土佐山内家の成立が、家康の恩恵におうところが多いという理由である。

　このため、容堂は京の志士たちから、

「酔えば勤王、醒さむれば佐幕」

　などと蔭口をたたかれていた。自然、この四賢侯会議でもどういう言動に出るか予測ができない。

（それはそれとして、おれにはやらねばならぬことがある）

　在野革命軍をつくることである。竜馬と約束した陸援隊であった。




　岩倉村から京へもどった中岡は、多忙をきわめた。

　薩摩藩邸へ行って西郷に会い、岩倉の印象のすべてを話し、今後の方策について協議したあと、土佐藩邸へゆき、小笠原唯八らと容堂公のことなどについて議したりした。

　その間、市中で何度か、新選組や会津藩の巡察隊とすれちがっている。かれらはこの色の黒い、眉のするどくあがったみるからに軽捷そうな武士が、ついには歴史のゆくえを変える男になろうとは、むろんつゆばかりもおもわない。

　数日、降ったりやんだりの天候がつづいていたが、中岡が岩倉村から京に入って三日目に晴れた。

　この間、中岡はある重要人物と会うため通信をかわしていたが、

　──その件、心得た。きょうの昼すぎ、東山の翠すい紅こう館かんで会おう。尾行者がないよう、気をつけよ。

　という返事が先方からきた。

　そこで、朝、二本松の薩摩藩邸を出た。ここの場所は現い在までいえば今出川の同志社大学の構内にあたるであろう。

　中岡は御所蛤御門の前を通り、河原町通を南下し、四条に出てそこを東へ折れた。

　東山の翠すい巒らんが目のまえにひろがっている。山麓に祇園社の赤い楼門がいつもよりあざやかであった。

　中岡のこれからゆく用件というのは、その「重要人物」から私設討幕軍である陸援隊設置の資金をかりるためであった。

（はたして回天の業がいつ成るか）

　ということを思うと、これほど緻密な計画能力のもちぬしである中岡でさえ、ぼうぜんたる感慨がおこらざるをえない。

　徳川幕府というのは、その威権が日本列島のすみずみにまでおよんでいる三百年来の政権である。三百年来、日本人にとっては、幕府が天であり地であった。

（それをおれが倒す）

　と思ったところで、天と地を腕力をもってくつがえすようなしごとである。

（できるか）

　という疑念が、いつもこの男の念頭をはなれない。が、やらねばならなかった。

　中岡は二本松を出て小一時間後に、祇園社南門の坂にさしかかった。このとき天候がにわかにくずれ、地に飛し沫ぶくような雨がふりはじめた。

　南門前に、懇意の水茶屋がある。二軒茶屋といわれ、みそ田でん楽がくがうまいので知られている。

「雨宿りをしておいきやす」

　といってくれたが、傘を一本借りただけでそこを出た。そこから清きよ水みずへのほそい道をゆくとき、傘の骨のたわむほどの吹き降りになった。中岡は風雨をおかして進みつつ、

降りしきる雨を冒おかして思うどち

急ぐ旅路の川渡りかな

　という歌を詠よんだ。急がずば濡れざらましものを「思うどち」（同志たち）とともに雨にぬれて川を渡ってゆく、それが男子の本懐だという風ふう懐かいである。




　中岡のめざす翠紅館は、東山の中腹、京の町を見おろす景勝の地に建てられた壮大な数寄屋普請である。ひろびろとした林りん泉せんがとくにうつくしい。

　翠紅館は、西本願寺の門主の別荘である。この幕末においては東本願寺は佐幕派に属し、西本願寺は勤王派に属した。

　このため西本願寺は幕府からにらまれつつも、志士たちに資金を提供したり、こういう密会所を提供したりしていた。

　中岡はこれまでにも何度か翠紅館で薩長土の志士たちと密会したことがある。竜馬も桂小五郎も、この翠紅館に足を踏み入れたことがあった。

　余談だが、中岡らにとって思い出のふかいこの建物は維新後、所有主がかわり、兵庫県の素そ封ほう家か沢野定七氏のもちものになり、さらに第二次大戦後は、大阪の料亭経営者の手にうつって、いまは旅館になっている。

　建物はほとんど旧態をとどめていないが、ただ庭内の小高い巌いわの上にある送陽亭という建物のみは維新史蹟として保存されている。

　中岡は、清水産さん寧ねい坂ざかをとおって、翠紅館の門前に立った。

　門前の坂は、それをのぼれば東山三十六峰の一峰である霊りよう山ざんになる。中岡はその死後、京を見おろすこの霊山に葬られることになるのだが、このときの中岡にはむろん知るよしもない。

「私だ」

　といいながら、門をたたいた。やがて潜くぐり戸どがひらかれ、邸内に入った。すぐ広大な林泉がはじまっている。

　その林泉のなかの坂をのぼり、やがて送陽亭に案内された。

　その人物が、酒を用意して待っていた。

「ひさしぶりだな」

　と、その、諸しよ大だい夫ぶ髷まげをつややかに結ゆった四十年配の立派な武士がいった。服装みなりのよさは、大藩の万まん石ごく家老といった印象である。

　この人物も、志士であった。しかし志士仲間でさえこの人物の名を知っている者はすくない。

「おれは、裏ではたらく」

　つねにそういっていた。名は、板倉[image: 筑]ちく前ぜんの介すけといった。[image: 筑]前介、という官名があらわすように公卿につかえる武士である。主家は醍だい醐ご家けであった。

　もとは叡山の近江側の山麓の坂本の郷士である。早くから勤王運動に活躍し、安政年間の志士だった梁やな川がわ星せい巌がん、梅田雲うん浜びんの仲間だったことをおもうと、中岡などよりはるかに先輩といってよく、板倉自身の同時代の同志はほとんど死んでしまっていた。いわば初期勤王運動時代の生き残りであろう。

　その後、長州人を陰に陽にたすけていたが文久三年幕吏によって投獄され、ちかごろやっと獄を出されてきた。

　実家は、坂本きっての富豪である。その金のほとんどは京での活動で使いはたしてしまったが、なお中岡の企てに金を出してくれる余裕があるらしい。

「千三百両、用意しておいた」

　と、板倉は平然といった。




　中岡慎太郎は、情勢をふかく読み、すばやく手をうっていた。

　江戸藩邸にいる乾退助に急飛脚を出し、情勢をしらせ、いそぎ京にのぼるようにとの飛ひ檄げきをはやくから飛ばせてある。

（容堂公が、いざ京にのぼって四賢侯会議でなにをいいだすかわからない）

　というおそれがある。その容堂に対し、諫かん止ししうる勇気を持った者は、上士勤王派のなかでは乾退助しかいない。

　中岡と退助の仲は、文久三年の秋からはじまっている。

　文久三年八月の長州勢力の陥没後、中岡は一時土佐に帰っていた。この時期、京都から過激勤王派が退潮し、大和では天誅組が幕軍の包囲下で全滅するなど、勤王派にとって最悪のとしであった。

　脱藩者中岡は土佐にひそかに帰って同志とともに再起をはかっていたが、ある日、

「上士の乾退助が、だいぶましな議論になっているらしい」

　といううわさをきいた。乾退助といえば後藤象二郎とともに容堂が目に入れても痛くないほど可愛がっている若手官僚である。

「乾退助が？」

　中岡は、おどろいた。じつは佐幕派の乾退助を斬ってやるといって、京都時代、中岡は退助をつけねらったことさえあるのだ。

「あの男が、わが陣営に加わってくれれば千軍の味方をえたようなものだ」

　と、中岡は同志にもいった。乾は、人間的には俠気に満ちた男で、私欲がなく、みずから正義と信じた以上、火のなかへでもとびこむという性格のもちぬしである。その点、敵ながらも中岡は高く評価していた。

「いちど、胸をたたいてみる」

　と、中岡は、脱藩帰国の身で大胆にも高知城下中島町の退助の屋敷をおとずれた。

　退助の乾家の家禄は三百石だが、家は代々裕福でその屋敷は、小藩の家老屋敷ぐらいの大きさがある。

　中岡が訪ねると、乾は自分の書斎にかれを通し、剣をひきつけて対座した。

「天下の情勢は勤王党に非である。わが土佐藩庁も、われわれに対し、盗賊に対するような態度でいる。それを貴殿はどうおもわれるか」

　といって、中岡は退助の意見をひき出そうとした。退助は黙もく然ねんとしている。小柄だが、筋肉のひきしまった敏捷そうな体をもっていた。

「談ずる前に」

　と、退助はいった。

「解決しておかねばならぬことがある。でなければ胸きよう襟きんをひらくわけにはいかない」

「胸襟を」

「そう。今年のはじめのことだ。わしが京にあったとき、ぬしゃ、わしを斬ろうと企てていたな」

「いや、左様なことは」

　と中岡は顔色を変えずにいうと、退助は大喝一声して、

「中岡慎太郎は男児ではないか」

　といった。中岡は退助の気き魄はくにうたれ、参った、そのとおりである、といった。退助はうなずき、されば天下の事を談じようとはじめて微笑した。




　乾退助は、その後、一介の庄屋郷士の出身である中岡に兄事するようになった。

　退助は、みるみる過激になった。かれの同僚である後藤、小笠原、福岡らの秀才官僚たちも勤王思想にかぶれたが、退助はより飛躍していた。

「幕府を武力をもって討つべし」

　という思想である。これは中岡の思想そのままであった。

　老公の容堂は、自分のまわりにあつめた年少の側近たちの過激化をちょっともてあましはじめている。

　もともとずぬけた情熱家であり学才のもちぬしである容堂は、これら若手の上士を始終手もとにひきつけ、

「そちらを英雄たらしめてやる」

　といってみずからかれらの教師をもって任じ、かれらに容堂流の英雄教育をほどこしてきた。封建時代の殿様としてはめずらしい態度といっていい。

　かれらは、若い。

　自然、英雄的気概をもつようになった。この時勢、英雄的気概をもつというのは回天への情熱とむすびつく。

「みな、過激になりやがった」

　と、容堂は、伝法口調で長嘆したことがあるが、その過激のなかでも退助がもっともすさまじい。

「大殿様、真にわが日本をお憂えになるとあれば、すみやかに兵をあげて幕府をお討ちあそばしませ。百のご議論より、いま必要なのは一発の銃声でございまする」

　とぬけぬけと進言したことがある。

　容堂は激怒した。激怒してもふつうの殿様のようではなく、退助の胸ぐらをつかむようないきおいで議論をする。議論をすれば容堂のほうが論理的でしかもその論理に学識がちりばめられているため、かならず退助が言い負かされた。

「どうじゃ退助、心をあらためるか」

　と容堂がきめつけると、退助は昂然と頭をあげ、

「匹ひつ夫ぷもその志を奪うべからず」

　と、屈しなかった。下賤のくだらぬ男でもいったん胸に蔵した志というものは力ずくでは奪えないものだ、という意味である。

「退助、そちは匹夫か、郷士づれの匹夫のまねをするか。そちは上士であるぞ」

　と容堂はつねに叱った。

　何度も、罰しもした。が、容堂は退助の気骨稜りよう々りようたる性格を愛していたため、過重な罰はあたえず、ついに国許や京に置けばいよいよ思想が激化することをおそれ、藩命によって江戸へやった。

　退助は、江戸で洋式騎兵を中心に洋式戦術をまなんだ。この若者が、のちに戊ぼ辰しん戦争のとき官軍の東山道軍をひきい、もっともすぐれた野戦司令官として活躍するにいたる素地はこのときにできた。

　その退助を、中岡は江戸からよぶ。

（退助はまだ一介の土佐の士にすぎぬ。これを機会にひろく天下の志士に紹介し、諸藩の間の名士たらしめねばならぬ）

　と中岡は考えている。




　乾退助は、夜を日についで東海道を京にむかってのぼりつつある。

　その間、中岡慎太郎は、在京の志士のあいだをまわって、

「土佐に乾退助という者がいる。悍かん馬ば容堂公の手た綱づなをとれる勇気のもちぬしはこの者しかいない。いまいそぎ上洛しつつあるゆえ、かれ着京のうえはよろしくご教導ありたい」

　と、吹ふい聴ちようした。

　乾退助、のちの自由党総理板垣退助が晩年、「自分がこんにち人がましく世に生きていられるのは、坂本、中岡両先生のおかげである」とよく側近の人々に語ったというが、竜馬は退助と直接の縁はうすい。むしろ中岡慎太郎が、退助が風雲の表面にとびだす基礎をつくってやったといっていい。

　薩摩の西郷などは、まだ見ぬ乾退助によほど期待をかけたようだった。なぜならば西郷の懸け念ねんは土佐藩の風むきである。

（薩長土とそろわなければ、天下の事は成らぬ）

　とみていた。土佐二十四万石は兵馬つよくしかもその軍制は急速に洋式化しつつある。この雄藩を革命陣営に加えるかどうかで、歴史の動向はずいぶんとかわるであろう。

　中岡もその点、土佐人だけに切実な思いがある。

（われわれ土佐郷士は、薩長両藩の士よりも多く風雲のなかで斃れた。しかし藩そのものは佐幕で因いん循じゆん姑こ息そくの状態にある。いまや孤剣の浪士ではなんの役にも立たず藩そのものが参加せねばならぬときにきている）

　この藩の動きを変えさせる多少ともの希望は乾退助にあった。

「乾いぬい殿どんはそれほどの人物か」

　と、西郷でさえ、この時期もはやすがる思いで乾退助という青年の登場を待っていた。

「左様、精悍という言葉はかれのためにあるような気さえする。うまれながらの将才、というべき器量の人物だ」

「いや、思えば文久以来、足そつ下かの土州もずいぶんと人物が死んだなあ。いまや残るは坂本竜馬、中岡慎太郎」

　西郷は長嘆し、

「それと、その乾退助か」

　とつぶやいた。

　乾退助は、幸福すぎるほどの登場のしかたをしたというべきであったろう。かれは、その能力からいえばたしかに卓抜した軍才はあった。維新後、陸海軍は薩長がおさえたため維新戦争当時の最大の名将といわれたこの男も、政治家にならざるをえなかった。一個の俠雄ともいうべき退助には政治家の才能はない。結局野やにくだり、竜馬の思想系譜をひいて自由民権運動の総帥になるが、それも例の「板垣死すとも自由は死せず」という名文句を後世に記憶させた程度で、さほどの仕事もせずにおわった。

　中岡は、

（退助には政治の才はない）

　とみぬいている。しかしのちに討幕軍をおこすとき、その軍司令官の器うつわは、薩長の士にはいないとみていた。退助が最適であると見ぬき、かれを革命陣営にひきずり出してきたのである。




　土佐の容堂が藩兵をひきい、馬上、京に乗りこんだのは五月一日のことである。

　このとき、容堂はかぞえて四十一歳であった。大名のくせに駕籠を用いず、行列にあっては、つねに馬を用いていた。

　愛馬「千せん載ざい」に騎のっている。

　馬術の名手だっただけでなく、織田信長を敬慕するこの人物は、みずから戦国風雲のなかの武将になぞらえていたのであろう。

　その騎乗姿も、みごとであった。背は五尺六寸ばかり、色は白く、眼光するどく、瞳ひとみのなかにきらきらと異彩を発する容貌で、かれみずから自負しているように、どこからみても英雄児の風ふう丰ぼうをもっている。

　服装の好みも凝ったものだ。

　大小は白しら柄つかである。白柄とのコントラストを考えて鞘は蠟ろ色いろをかけた黒であった。袴はつねに海え老び茶ちやをこのみ、地はどんすである。その地にはよくみると定じよう紋もんを織り出した地紋がある。着物は黒羽二重。

　羽織は黒くろ魚なな子こで、その羽織のすそをくるりと思いきってまくりあげて馬上にある。

　容堂は海路国を出るとき、家老をよび、かつて薩の西郷にいったとおなじことをいった。

「こんどの上洛では東山の土になる覚悟だ」

　ただし、つぎの言葉が西郷にいったのと多少ちがっている。

「戦争になるかもしれぬ。その戦争が幕府に対してか薩摩に対してか、それはわからぬ。行って情勢をみてからだ」

　容堂は京に入ると、東山の妙法院に宿舎をとり、まず長崎にいる後藤象二郎に急報をつかわした。

「京にのぼれ」

　という命令書である。後藤以外に諸藩との外交をやらせる能力のある者はいない。後藤はこの命令書に接し、京の情勢の混沌ぶりにおどろき、方針も方策も立たず、竜馬に同行を求め、竜馬が京の舞台の主役として登場し、これがために時勢は大いに変転するにいたるのだが、これらはこの長い物語のあとにゆずらなければならない。

　さらに東山妙法院にいる容堂は、その寵愛しているふたりの若い高級官僚を召した。小笠原唯八と福岡藤次であった。

「そのほう二人を京に連れてきたのは、勝手な政治活動をさせるためではない」

　と、まず釘をさした。このふたりがちかごろ郷士中岡慎太郎の薫くん陶とうによってひどく左傾していることを容堂は知っている。

（土佐の頭脳はおれ一人で結構だ。土佐藩の方針はおれが考え、おれが動かす。薩長のように下級武士が藩をうごかすなどはこの土佐藩にあっては絶対に禁制である）

　という態度をとっている容堂である。

「ただ薩藩とのみ応接せよ。その対薩藩応接掛を命ずる。その他はいっさい関係するな」

　といった。容堂はこの四賢侯会議で薩摩がクーデターを策しているらしいということをうすうす気づいている。その動向を知るがためにとくに釘をさしたのである。

　四賢侯会議の下打合せは、越前藩の京都藩邸で五月四日にひらかれた。

　容堂は、出席した。




　乾退助は、まだ着京しない。

（問題の容堂公はすでに入じゆ洛らくなされているというのに）

　中岡慎太郎はやきもきした。やむなく、容堂公側近の小笠原唯八を通じて容堂をうごかしてゆくしか仕方がなかった。

　小笠原唯八。

　なんどかこの名は、この物語のなかに出てきている。退助とおなじくすでに勤王化してしまっている容堂寵愛の若手官僚のひとりである。

　容堂はその側近をえらぶにあたって、第一条件をつねに快男児であることに置いた。その点、小笠原は退助とやや似た性格をもっている。

　のち、明治元年の戊辰戦争のとき、官軍諸道軍監となり、板垣退助の下にあって会津若松城の攻撃に参加した。最後の激戦の日に城門に肉薄し、兵に勇気をつけるために土佐のヨサコイ節を合唱させつつみずから音頭をとって砲車を曳いていたが、城門下で小銃弾を右脇腹にうけ、戦死した。この日、すこし離れた場所で、槍の名人といわれた実弟の謙吉も戦死している。

　その小笠原唯八と中岡はしばしば密会し、対容堂策を練った。

　問題のひとつは、先帝と幕府から敵として処置されてきた長州藩の罪を解くことであった。中岡にすれば、長州藩に自由を得させて京に駐兵せしめないかぎり、京都における革命は樹立しないとみている。この点、薩摩の意向もおなじであった。薩摩一藩だけでは天下の事は成らないのである。

　その長州侯毛利父子の宥ゆう免めんこそ、中岡がこんどの四賢侯会議に期待しているもっとも大きな課題だった。

　容堂が東山妙法院に入り、夜、ややくつろいだとき、小笠原は進み出てそのことを容堂にいった。

「わかっちょる」

　容堂は、土佐言葉でいった。この容堂というひとは、殿様ことばである江戸の屋敷言葉も使えるし、土佐の土語もつかえるし、ときに酔っぱらうと、かれが愛している江戸の俠客相模さがみ屋や政五郎から聞きおぼえたべらんめえ言葉もつかった。

「おわかりなされておりますので？」

「わかっちょる」

　容堂はげらげら笑い、

「そちが、郷士輩の過激分子から入れ智恵されていることはわかっちょる」

　といった。小笠原はそれだけで二の句が継げなくなった。

　容堂は、入京の前後に人をえらんで諜報活動をさせ、とくに薩摩藩の真意をさぐろうとしていた。すでにその材料が手もとにある。

（薩は、異心をいだいている）

　と容堂は見ぬいていた。薩摩藩が、四賢侯会議をうまくあやつって事態を討幕にもってゆこうとしていると見た。その薩摩の重要な手のひとつは長州をゆるして藩兵を上洛せしめるということであろう。討幕急先鋒の長州人が来れば事態がどう急転するか、火をみるよりもあきらかであった。




　容堂は土佐の高知を発たつ前に、坂井三十郎という側近を召し、

「薩に大久保一蔵（利通）というとほうもない策士がいる。彼の身辺をさぐれ」

　と言い、大金をあたえ、京に先発させていた。容堂は薩摩藩をそこまで疑っているのである。

　大久保にはこの当時、巷こう説せつがあった。

　兵庫開港問題についてである。幕府は外国からせまられ、兵庫を開港しようとしていたが、先帝の孝明帝が、

「兵庫は、横浜や長崎とちがい、京とは目と鼻の場所にある港である。こういう港に碧へき眼がん紅髪の醜しゆう夷いが居住するのは皇祖皇宗に対してもおそれがある」

　といって勅許されなかった。孝明帝は非常な神道家でその点、宗教的な攘夷論者であることはすでにのべた。異人を醜夷といい、それらが居住することは国土がけがれる、と腹の底から思っていたひとである。

　このため、幕府は外国とのあいだで板ばさみになり、困惑しきっていた。その孝明帝が亡くなられた。

　そこで幕府は、こんどの四賢侯会議を機会にこの問題を会議にかけて、幼帝の勅許を得るというところへ持ってゆきたかった。それが今度の重要議題のひとつになっている。

　ところが、この兵庫開港に断乎として反対しつづけているのは薩摩藩である。

　越前侯も宇和島侯も、そして容堂もこの問題については、

「先帝の御遺志はさることながら、時勢の推移でやむをえない」

　という態度をとっていた。もともとこの三人は進取的な開国論者でもあって、私見としては兵庫開港はむしろのぞましいと思っている。

　薩摩藩も、薩英戦争以来、単純攘夷主義をすて、むしろ藩方針としては積極的に外国と手をむすぼうという態度をとっていた。とくに英国とひそかに通商し、その仲は濃密なほどになっている。この間、薩摩藩の通商に竜馬が活躍してきたことは、すでに読者は知っている。

　だから、薩摩藩は開国そのものに反対ではなかった。しかし幕府が開国するのは反対だった。

　兵庫開港でもそうで、開港の結果、金が流れこむのは幕府で、諸藩はすこしもうるおわない。幕府が通商によって肥るばかりで、あまり肥らせてはこれを倒すことができなくなるというのが薩摩の懸念であった。

　このため、

「先帝の御遺志にそむく」

　といって絶対反対しつつある。ひとつには反対することによって幕府を窮地に追いこむ効果をもねらっていた。

　巷説というのは、ある日、大久保が英国の高官と密会したとき、「兵庫開港も、わが藩におまかせくださるなら勅許はすぐ取りつけてさしあげる」と揚言したというのである。

　真偽は別として、この巷説は容堂の耳にも入っていた。容堂が、薩摩藩に大きく警戒心をもったのはこの巷説にもよる。




　容堂は、一個の俠骨といっていい。

　この時期になると、容堂はもはや政治家でも思想家でもなく、

（幕府が可哀そうでならぬ）

　という情義的立場だけで生きつつある。このために幕府をいじめその顛覆をたくらんでいるらしい薩摩藩に対し、憎悪、というよりも、

（おれが懲こらしめてやらねば、たれが懲しめる者があるか）

　という気持でいる。いわば幡ばん随ずい院いん長兵衛のような任俠の精神である。

　任俠といえば、これは余談になるが容堂は俠客がすきで、維新後も気に入った俠客を、東京浅草の橋場の屋敷に自由に出入りさせていた。かれが多年の飲酒のため四十六の若さで脳のう溢いつ血けつでたおれ、そのまま死に至ったとき病室に詰めていた相模屋政五郎が別室にしりぞいて殉じゆん死ししようとした。あやうく後藤象二郎がとめたが、政五郎をそこまで思いつめさせた容堂の性格には、うまれつき任俠肌があったのであろう。

　とにかく、

（薩め、どうしてくれるか）

　という凄すご味みを肚はらにおさめつつ、四日、越前藩邸での四賢侯会議の下相談に出席し、その翌々日、四人そろって二条摂政関白の屋敷へゆき、その結果を報告した。

　長州問題については、

「その処分は、なるべく寛大なように」

　ということで、中岡や薩の大久保が希望しているような「長州の罪をゆるし、藩主藩兵を上洛せしめよ」というまでにはいたらず、この点、在京志士を失望させた。失望させたが、容堂にとっては満足である。

　兵庫問題についても、大久保や中岡が工作していたところをしりぞけ、幕府が望んでいたとおり、「勅許」ときめた。

　この間、四人の大名は、毎日のように会合していたが、どうもその四人のなかで、薩摩の島津久光の挙動だけがおかしい。ときどき四人そろって行動しないことがある。

「隅ぐう州しゆう（久光）はおかしいではないか」

　と、容堂は公然といったりした。薩摩だけが夜陰ひそかに特定の公卿に工作したり、会議の席上でも久光だけがしばしば席をはずして別室へゆく。別室には大久保らがひかえていて、糸をひいているのである。

　あるとき、四人そろって二条城に登城したとき、期せずして、

「せっかく二条城へきたのだ。奥に老中がいる。あいさつしてゆこう」

　と三人がいったが、島津久光だけは頑として応ぜず、火鉢をかかえてすわっている。

（こいつ）

　と容堂はおもったのであろう。いきなり久光の襟がみをつかみ、「いざ参られよ」とずるずるとひきずった。「なにをなさる」と必死に抗あらがったが、容堂の力に勝てない。

　そのうち容堂は力まかせに久光を突き放したため、久光ははずみをくらってどうと倒れた。容堂の薩摩への感情はここまでになっている。




　容堂には、持病がある。

　高血圧と歯痛であった。とくに歯痛は数カ月に一度、すさまじい症状をもっておとずれてくる。

　侍医の戸塚文海は、

「齦ぎん癥ちようでござりまする」

　といったが、ある種の歯し槽そうの病気であろう。この在京中この病いが出た。

　顔が割れそうになる痛みである。島津久光を二条城の殿中で突きころばしたのも、ひとつはこの不快があってのせいかもしれない。

　入洛して十日ほどは元気だったが、その後東山妙法院の奥でひきこもることが多くなった。

　高熱を発し、枕から頭をあげることさえ困難になった。侍医戸塚文海は側近に対しいっさいの訪客を謝絶せしめ、容堂に対しても、

「なるべくお言葉をお惜しみくださいますよう、左様願わしく存じまする」

　と、体力の消耗をふせぐため、ものを言わぬことをすすめた。この剛ごう毅きを好む殿様も、さすがに高熱と激痛とにたえかね、ときにうめきを発することさえあった。

　乾退助が京に入ったのは、容堂のそういう状態のときである。

「大殿様は、おいたつきか」

　おどろき、病状をきくと、とうてい拝謁して容堂の考えをねじふせて諫かん言げんできるような状態ではない。

　退助は病状の好転を待つため、襖ふすまひとつへだてた詰め間で、じっと待った。三日、この男はほとんど寝ずに待った。

　三日目の夜、容堂は小声で、

「ふすまむこうにいるのは退助ではあるまいか」

　と、戸塚文海にきいた。文海が左様でござりまする、というと、容堂は、

「退助めは江戸にやってある。それが許しもなく京にのぼってきたというのは、さぞあいつなりの切せつ羽ぱつまった理由があってのことであろう。襖むこうで申せ、といえ」

　文海は、その旨を退助に伝えた。退助はふすまを隔てて平伏し、

「おそれながら、大殿様は薩長を味方とされず薩長を敵となさるのは、おまちがいでございまする」

　と直言し、目下の情勢をるると説いた。

「退助、そのつどお叱りをうけつつも、いまなお過激の士と交遊しております。一言で申しますれば、薩長は大殿様のお疑いのとおり天下を覆くつがえして京都朝廷の世にかえし奉らんといたしておりまする。このことかならず成功するでありましょう」

　容堂は、一言も発しない。退助、さらにふすまのそばににじり寄り、すき間に唇をあてんばかりの姿勢で、

「大殿様にしていま御決断なくば、他日、島津（薩）、毛利（長）の軍門に御馬を繫がせられることになりましょう」

　といった。軍門に馬をつなぐとは降伏して哀れみを乞う、という意味である。思いきったことをいったものだが、容堂は沈黙してなにも答えない。ついに一言の言葉も得られず退助はひきさがらざるをえなかった。




　容堂の病いは、容易に癒えない。ついに、

「国もとへ帰る」

　と言いだした。京へよんである長崎の後藤象二郎がまだ入京もせぬときである。側近の小笠原唯八がおどろき、

「いま会議を捨てて帰国あそばしては、朝廷をはじめ他藩に対してもぐあいが悪く、また世間の思惑もいかがでありましょう」

　と諫いさめた。

　──例によって土佐の容堂のわがままがはじまった。

　と世間はいうであろう。容堂は、事がもつれてくると癇かん癪しやくをたて席を立ってさっさと退場してしまうのが癖で、その悪癖は世間がよく知っている。

　とくにこんどの場合は、高知城下に使いに行った薩の西郷吉之助が、

「いつものような、事の仕クサシにてお退ひき取り、というがごときことはございませぬように」

　と、容堂の悪癖にわざわざ念を押したほどであった。そのとき容堂が、

「だいじょうぶだ。こんどは東山の土になる気で上洛する」

　と明言した。そのやりとりも、諸藩士のあいだにひびきわたっていることである。

　──やはりあのざまか。所詮は容堂とは大言壮語居こ士じにすぎないのではないか。

　と世間はあざけるであろう。小笠原唯八のおそれたのはそこであった。容堂の名誉に関することである。

「帰る」

　容堂は、がんとしてきかなかった。病気のこともある。しかしそれよりも大きな理由は、このまま在京していては討幕派の薩摩藩にしてやられ、利用され、結局はずるずると討幕に参加せざるをえなくなると容堂は見てとったのである。

（薩摩の宮廷を牛耳っている力は、思ったよりもつよい）

　容堂はみた。このころ容堂は、薩摩藩の黒幕になって宮廷に対し縦横の策をほどこしつつある岩倉村の隠いん棲せい者しや岩倉具視の存在を知らなかった。薩摩藩の裏面工作の巧みさというよりも策士岩倉具視の凄腕といったほうがいいであろう。

　いまや、二条摂政関白も、幼帝の大たい傅ふの中山忠能も、岩倉のみえざる糸にあやつられはじめており、いつにわかに、

「討幕の勅命」

　といったような突然な事態が容堂の頭上にふり落ちてこぬともかぎらぬ雲行きなのである。薩摩が、朝廷主催の四賢侯会議を実現した真のねらいはそこにあった。もし幼帝の勅命がくだれば、容堂としては抗しがたい。抗すれば朝敵となり、足利尊氏のような賊名を万世にのこすはめになるであろう。

（帰国するにしかず）

　と、病中の容堂はおもった。二十七日、容堂は藩兵をひきい、風のように京を去った。

　諸藩の志士はそれを「薄志弱行」と嘲笑し京の酒楼でつぎのような唄をはやらせた。




ゆんべ見た見た

五条の橋で

丸に柏かしわ（容堂の紋）の

尾が見えた




　容堂が去り、同時に大事も去った。

　その夜、中岡は今出川から河原町通に出て、土佐藩邸にむかっていた。

（大事去る、か）

　星を仰いで長嘆息せざるをえない。容堂が逃げ去っては、万事休すであった。

　朝廷が招集したこの四賢侯会議こそ、中岡が賭けていた革命の夢であった。

　かれと西郷、大久保、それに蔭の人岩倉具視らの秘策では、この会議の続行中に宮廷工作をして、

「徳川氏を討つべし」

　という勅命降下にまでもってゆきたかったのである。この四藩が勅命をうければ、日本中の藩の大半はこれに味方をするであろう、と中岡らはみていた。

　ところが容堂は身を翻して逃げた。

（さすが、英明の君だ）

　と、中岡も容堂を敵ながらその逃げっぷりはあっぱれと思わざるをえない。四賢侯会議は四藩四人がそろってこそ合法的なのである。容堂が欠けた三賢侯では法的に成立しなくなる。容堂はそれを見ぬいていた。

　それに、天下を覆そうとしている薩長にとっては雄藩土佐の参加こそ必要で、容堂がぬけたあとの越前福井、伊予宇和島の両藩には魅力はないし、この両藩も薩長に協力する気分は皆無だった。

（大魚を逸した）

　という思いは中岡だけではない。すべての討幕派志士にあった。

（さて、容堂公に振りきられた乾退助が、なにを考えているか）

　その退助と相談したいと思い、この夜陰、新選組巡察隊がいつあらわれるか知れぬこの都大路を、中岡は懸命にいそいでいるのである。

　やがて河原町の土佐藩邸に入り、乾退助をさがすと、同志の毛利恭助の部屋にいた。

「あ、中岡」

　と、退助は、中岡の顔をみると両眼が裂けるほどに見ひらき、やがてがっくりと首を垂れた。

「申しわけない。おれは切腹する。遺書をかき、腹を切って大殿様のお目が覚めるようにする。その覚悟をきめた」

　事実、今夜、腹を切るつもりらしく、その切腹の場所として毛利の部屋を借りにきているのである。

（こいつは本当に切る）

　とみて中岡は大喝した。

「退助ごときが死んでなにになる。生きてこそわが土州の希望乾退助ではないか。今夜かぎり死んだつもりでやれ。そのつもりなら、かならず出来ることがある」

「ある？」

　退助は、顔をあげた。退助はちかく藩の洋式部隊の指揮官になる予定であった。いざ討幕のときには藩にそむいてその藩兵を根こそぎに京へもって来、革命軍たらしめることができるのではないか。

　両人討議のあげくそのことに一決し、すぐ薩の西郷と密議することになった。




　革命というのは、人間が思いつくかぎりの最大の陰謀といっていい。

　いまやすでに事態はその陰謀の段階に入っている。陰謀は京で行なわれつつある。

　その中核的なはたらきをしているのは、ほんの数人の人間にすぎない。

公卿　岩倉具視

薩　　西郷吉之助

同　　大久保一蔵

土　　中岡慎太郎

同　　板垣退助

　のみが、参加している。他は同志であっても知らされていないし、もしくは知っていてもかれらに委任しきっている。たとえば防長二州に閉じこもっている長州人や、大宰府に幽居中の三条実美のように。

　彼等は、日本史上最大の史劇を、自分の手で書こうとしはじめていた。

　主題はある。

　勤王倒幕である。

　この強烈な理念のもとに、陰謀のすべてがかれらにとって正義になっていた。

　その謀主のひとり、岩倉具視はなお洛北岩倉村の退隠所にいる。ようやく先帝の勅勘は解かれたものの、

「なおしばらく謹つつしむべし」

　ということで、京都市中に居住することは許されていない。ただ、岩倉村と京都を往復することだけは許されていた。

「市中に一泊のみ」

　ということが、条件である。

　岩倉は、京都市中に出かけるにしても、佐幕派の刺客を警戒して最大の用心をはらっていた。

　このころ、岩倉村の監視には、幕府の別手組若林亀三郎以下八人が任に就き、岩倉村に常駐し、岩倉の日常監視をおこたらない。

（かれらの目をごまかさなければ）

　というのが、岩倉の日常の苦心だった。

　京に出るときも、

「ちょっと隣村まで」

　といって、散歩姿で出る。途中、峠の茂みのなかで下僕与三が潜みかくれている。

　岩倉は茂みのなかに飛びこみ、黒紋服に仙台平の袴、それに大小を差し、武士の風ふう体ていをととのえ、山岡頭ず巾きんをかぶるという変装ぶりである。

　ある日、京に入ると、いつものように薩摩藩の腕達者がどこからともなく立ちあらわれさりげなく護衛してゆく。

　岩倉は、大久保一蔵の私邸に入った。大久保はこのころ市中の石いし薬やく師し通の寺町東に入ったところに大きな町家を一軒借りており、そこを策源地にしている。

　大久保はすぐ岩倉を狭い茶室に招じ入れ、

「四賢侯会議は容堂公の遁走で失敗いたしましたが、あとに残った乾退助という者がわが主人の頑迷を恥じ、いざ京に一大事というときには独断で藩の銃器を持ち出し藩兵、郷士団をひきいてただちに京に入って薩長と合流すると申しております。今夜、その薩土秘密同盟を結ぶべく」

　と、きり出した。そのあとふたりでさまざまの情報を検討した。




　世に薩土秘密会議といわれている会合は、二本松の薩摩藩家老小松帯刀の私邸でおこなわれた。

　場所は、屋敷の離れ座敷である。床ノ間には一いち行ぎようものの軸がかけられている。

　まず、中岡慎太郎が、西郷に乾退助を紹介した。

　退助はいきなり口火をきり、

「わが土州は因循」

　といい、絶句した。因循とはこの当時の流行語のひとつで、思想が保守的でいたずらに旧に泥なずみ、進んで時勢を打開する勇気のない状態をいう。

「……容堂の御評判かんばしからず。もはや藩論の統一を待っていては、日本国はついに滅亡するやも知れず。拙者、帰国し」

　といったが、言葉がつまってうまく口がまわらない。退助は元来、口下手な男だ。

「退助、土佐弁でいえ」

　と、中岡が横から見かねていった。

「心得た」

　退助はうなずき、土州言葉であふれるようにいった。要するに自分は帰国し、義兵をまとめて待機する。その準備にひと月かかると思われよ。

「京から飛報あり次第、ただちに土佐の地を払い、大軍をひきいて京にのぼります。そのとき薩長の先鋒に立って幕府を討滅しましょう」

「もし」

　と、退助は言葉をかさねた。

「この言葉にいつわりあればこの退助、生きて貴殿らを再び見ませぬ。また、万一挙兵の時機にわれら土州兵が来ぬ、という事態になった場合、拙者の生死を確かめられよ。退助なお土佐で生きてありということが相わかれば、たとえ数日の遅延があってもかならず大挙上洛するとおぼしめされよ。されば土州兵来たらずということで挙兵計画を遅れしめられるな」

「………」

　西郷は、感激家である。両眼をいっぱいに見ひらき、涙をあふれさせながらきいていたが、やがてうなずき、

「ひさしぶりで武士らしい響きをもった言葉をきかせて頂きました。武士の一諾金鉄のごとしということがあるが、まことにそれでございましょう。吉之助、不肖、義挙を倶ともにさせていただきます」

　といった。

　あとは、たがいに多くは語らず、退助は中岡とともに二本松邸を辞した。このときの約束のもとに、のち、薩長が鳥羽伏見で幕軍と交戦したとき、乾退助はただちに土佐軍をひきいて高知を出発し、四国の諸藩を降くだしつつ大坂に入り、京にのぼり、そのまま東山道鎮ちん撫ぶ軍ぐんとして三条大橋を出発することになる。

　乾はこのあと、容堂のあとを追うようにして帰国した。

　中岡はただちに大坂にくだり、例の板倉[image: 筑]前介から借りた金でアルミニー型の新式元もと込ごめ銃を三百挺買い、ふたたび京にひきかえして在京土州志士の会合を催した。

「国へ帰って退助の義挙を手伝え」

　という趣旨の会合で、同時にその送別会を兼ねたものである。




　明あけ保ぼ野の亭というのは、清水産寧坂をのぼったところにある。竜馬がお田た鶴ずさまと再会するくだりで、すでに登場した。

　中岡慎太郎が、土佐へ挙兵準備のために帰る同志のために送別の宴を張ったのは、この家の二階である。

　陽が落ちて半はん刻ときばかりしたころ、三々五々同志があつまってきた。

「みな、無事にきたか」

　中岡は、最後の一人が顔を出したとき、ほっとした。夜陰の京の路上には、新選組をはじめ、幕府の見廻組、同別手組、会津藩兵、桑名藩兵が、隊伍をなして俳はい徊かいしている。その目を避けつつここまでやってくるだけでも至難な情勢になっていた。

　参会したなかで主だった者は、上士の谷守部、毛利恭助をはじめ、樋口武（真吉）、島村寿之助、池いけ地ち退蔵、森新太郎らである。

　議すべきことがおわったあと、膳がはこばれ、酒になった。

　酒席をとりもっているのは、土州系の勤王志士のためにさまざまな働きをしてきた祇園の俠妓お蘭であった。

「起たって舞う」

　といって立ちあがったのは、最年配の樋口武であった。土佐幡は多た郡中村の郷士で、剣は[image: 筑]後柳やな川がわの大石進の高弟であり、学問は江戸の安あ積さか艮ごん斎さいに学び、洋式砲術は信州の佐久間象ぞう山ざんにまなんだという多芸な男である。詩が、もっとも得意であった。

　このときも剣をぬいて自作の即興詩を吟じた。低く吟じ、ゆるやかに舞う。




送別す東とう山ざんの下もと


情を含む杯はい酒しゆの中うち


何なんぞ唯ただ期さん晩節を

先ず着ちやくせんとす祖そ鞭べんの功




　この吟詠をきくうちに、多感な中岡はついに首を垂れ、肩をふるわせて泣きはじめた。満座はその中岡をみて声を呑み、粛然となった。

（ついに、ここまで来たか）

　という感動が、中岡の胸を熱くしている。文久以来、多くの同志が屍となり、中岡は剣林弾雨のなかをくぐってようやく生きのび、念願の討幕挙兵の寸前にまでこぎつけた。

「諸君」

　と、中岡はにわかに杯をあげた。

「よくぞここまで生きのびた。しかしこれからは互いの生せいはあるまい。われわれさえ命を捨てれば、かならず日本によい日がくる」

　泣きながらあげた杯を飲みほすと、芸妓のお蘭が、

（座をほぐしたい）

　と思ったのであろう。筆ひつ硯けんと紙をもってきて座敷の中央にすすみ、あざやかに菊一輪を書きあげた。

「菊を栄えしめよ」

　という意を絵にこめたのであろう。みなその絵の余白に、それぞれ即興の詩、歌、句を書きつけた。中岡はどう思ったのか亡友高杉晋作の遺作の五ご言ごん絶ぜつ句くを書き、筆を置いた。

　窓に、皓こう々こうたる月がある。




船 中 八 策










　このころ長崎では、竜馬は、いろは丸事件で紀州藩と大喧嘩をしていた。

（この問題が片づかぬと）

　と目の色を変えて没頭していたが、京の風雲のただならぬ様子については、中岡の手紙や、長崎にやってくる薩長の士から、なんとなく耳にしている。

　そういう矢さき、ある日の夕刻、竜馬の商務関係の事務所である長崎西浜町の土佐屋へ、参政後藤象二郎が雨にぬれてやってきた。

「一大事だ」

　と、後藤は、土間に入るなり、小声でいった。竜馬は、土間のすみで事務机をかまえている。椅子にすわったまま、後藤を見た。

「なんじゃいな」

　相変らずの蓬ほう頭とう垢こう面めんである。両眼がほそく光り、両びんがそそけ立ち、どう見ても剣術道場の荒師範代のようなかっこうである。

　後藤は、椅子にすわった。

「老公（容堂）からお召し状がとどいた」

　と言うと、頭の働きの機敏な竜馬は、すぐ例の四賢侯会議だと察し、

「そうだろう」

　といった。

「よう察した。京へ来いというおおせだ」

「だいぶ、京は荒れるらしい」

「どの程度に荒れる？」

「おそらく、戦争だろう。薩摩はそこまで肚をきめているように思われる。徳川氏を朝敵にし、勅命をもって討伐する、というねらいだ」

「どちらが勝つかね」

「むずかしいところだな」

　竜馬は腕を組んだ。討幕派の巨きよ魁かいのひとりのくせに、土佐藩の高級官僚を前にして他ひ人と事ごとのようにこの男はいうのである。

「いまのところは、まず五分々々だな」

　といった。薩長対徳川氏の勝負の見通しがである。

「そんなところか」

「いや薩長がやや有利かもしれない。文久年間の長州全盛のころとはちがい、こんどは薩人が主導権をにぎっている。もともと薩人というのは長州のように理屈では動かぬ」

　長州の観念主義に対し、薩人はあくまでも現実主義である。現実の条件を現実的な目で判断し、計算をしぬいたあげく、

　──勝つ。

　とみればそれこそ猛獣が立ちあがるような勢いで立ちあがる。その薩人が立ちあがる決意をみせている以上、よほど有利な条件が裏面にあるにちがいない。

　竜馬はそう見ぬいていた。竜馬はこのとき薩長の黒幕の岩倉具視が、覆ふく面めんのまま宮廷工作をつづけ、ついには、

　──幼帝の討幕勅命を得る。

　というところまで漕ぎつけているといったような新材料は知らない。が、そのあたりは十分に想像できるところである。

「しかし薩長といえども徳川氏と戦うことは武力的にむりだろう。どうしてももう一藩要る。それが土佐藩だ。薩長土とそろってはじめて討幕は可能になる。土佐は敵味方どちらからも奪いあいになるだろう」




「なにはともあれ」

　と、後藤象二郎は卓子テーブルの上に扇子を置き、頭をさげた。

「頼む。な、竜馬。おれと一緒に京へのぼってくれ」

　後藤にすれば必死である。京で狂いはじめている風雲をさばく智略は、大策士をもってみずから任じている後藤にさえない。

「解けぬ詰め将棋とおなじだ」

　と、後藤はいった。

「解けぬ詰め将棋」

　と後藤はいったが、言い得て妙であった。

　土佐藩としてはこの風雲の急変にどうすべきか、もはや策はない。

　薩長両藩が徳川幕府の諸侯の列から脱退して天皇直属の藩になる。しかるのち幕府を討って新政府を樹立する。

　土佐藩の立場はどうなるか。

　どうすればよいか。

　元来、土佐藩の大殿様の山内容堂は思想的には幕府否定の勤王論者であった。が、土佐藩主になってからのかれは、

「わが家は徳川家に大恩がある」

　という情義的立場から、むしろ徳川家の親藩や譜代の大名よりも強烈に幕府擁護の立場をとってきた。思想は勤王、行動は佐幕──といった立場である。

　矛盾している。

　相反する二つのものは容堂一個の腹中におさめて容堂は風雲のなかを生きてきた。自然、天下の勤王志士から期待され、逆にまた幕府から無類の用心棒として頼りにされてきた。

「むりだったのよ」

　竜馬は、参政後藤象二郎をまっすぐにみながら、懐ろから手を出し、あごをなでた。

「ふむ？」

　後藤は顔をあげた。

「そうだろう、後藤。風雲の初期ならばそれでよかった。二十四万石のぬし容堂公はどちらからも愛されて、上機嫌でおられた」

「ふむ」

「情夫といちを二人持った女とおなじさ。はじめは二人の情夫に色よいことばかりいっているだけでよかったが、だんだん二人の情夫が熱をあげてくる。ついに、おれの女房になれと迫る。どうする」

「どうにもならん」

「首でも吊って死なずばなるまい」

「これ大殿様に」

　後藤はさすがに仕置家老（参政）の身だから恐縮して顔を真赤にした。

「後藤よ、人生百般、これ以上の難問題はないと心得よ」

　竜馬はだんだんいい気持になってきた。思えば土佐藩のこの不可思議な両もろ刃はの刃やいばによって武市半平太をはじめどれだけの友人知己が死んできたか。

「今にして悟ったか」

　と叫んでやりたくなった。目の前で、後藤ほどの倨きよ傲ごうな男が、奉行所にひきだされた小悪人のようにうなだれているのである。




　そのあと、後藤は、京都藩邸からとどいているさまざまの情報を伝えた。

　竜馬はいちいちうなずき、

「よくわかった。とにかく、一晩考えてみよう。もし行くと決めた場合、おれは明朝四時に夕ゆう顔がお丸まるの船上にいるだろう」

　といった。夕顔丸というのは容堂さしまわしの土佐藩船で、すでに長崎港に投とう錨びようしている。後藤の乗船を待っているのである。

「竜馬、最後にひとこと」

　と、後藤は椅子を立ち、卓子の両はしをつかんで竜馬に顔を寄せてきた。

「おぬしが土佐藩に冷淡なことはわかる。おぬしの脳中、日本があって土佐藩がないということもわかっている。おぬしは郷士だ。郷士には郷士の感情はあろう。しかし、生涯で一度でいいから、藩の危難を救うために働いてくれ」

「救う策があればだが」

　竜馬も立ちあがった。

　後藤は土間を歩き、やがて雨のなかを出て行った。

　竜馬もほどなく土佐屋を出た。

　提灯を袖でかばい、傘もささず、石畳の上を駈けた。

　途中、陸奥陽之助に出あった。

「隊長、どこへ」

「ああよいところで会った。ひょっとすると港の夕顔丸で京へのぼるかもしれんきに、明朝四時、夕顔丸船上におってくれ」

「私だけですか」

「お前まんだけじゃない。長岡謙吉もだ。他は長崎に残って業務をみる。その残務のことも言いたいゆえ、菅野覚兵衛らに明朝三時、土佐屋へあつまってくれと触れてくれ。今夜はあの連中、丸山で遊んでいるらしい」

「京へのぼるのは確定ですか」

「わからん」

「なんの御用です」

「陸奥よ、それがわからんのだ。洪水を一人でせきとめて別の方向に流してしまうことが、人間、できるものかどうか」

　竜馬は、風雨のなかを駈けだした。

　やがて小曾根の屋敷に入ると、奥から月げつ琴きんの音ねがきこえていた。

　おりょうであろう。彼女はこのところ月琴の修業で夢中になっている。

　竜馬が台所からあがると、やがて月琴の音がやみ、おりょうが出てきた。

「まあ、ぬれねずみ」

「乾かわかしてくれ。風呂はあるか」

　竜馬は歩きながらくるくると衣類をぬいでゆき、ぬぎ散らして風呂に入った。

「おりょうも、入れ」

「これ、畳みますから」

　とおりょうがいったが、竜馬はいつになくきかない。やむなくおりょうも湯殿の前で着物をぬぎ、なかへ入った。

　ざぶっと竜馬は湯舟からとびだし、そのままそとへ出てしまった。

（なんだろう、あのひと）

　おりょうはくすくす笑いだした。一緒に入ろうという意味かと思って入ったのだが、そうでもないらしい。

　四し半はん刻ときほど経って、竜馬は干ひ魚ざかなをむしって酒をのみはじめた。寝酒をのむなどということも、いつもの例にない。




「おりょうも、すこし飲め」

　と、竜馬は杯をさしだした。椀わんのふたを杯がわりにしているから、よほど量が入っている。

「こんなに」

　そう言いながら、素直に杯をとった。幼いころ仕し舞まいをならったというおりょうはひどく姿勢がいい。杯を受けとると、背骨をきちんと立て、両ひじを男のように威勢よくあげて、ゆっくりと干しはじめた。白いのどがかすかに動いている。

「ああにがかった」

「めずらしくおとなしい」

　竜馬はふしぎそうにおりょうを見た。いつものおりょうなら、竜馬が飲め、といっても、

　──厭いや。

　とかぶりをふってしまえば、どうすすめても飲まないのである。

「そりゃ、怖こわいもの」

「おれがか。そんな怖い顔をしているのか」

　竜馬は、頬をごしごしこすってみた。

「無愛想は持ちまえだからな」

「でも、いつもより凄い」

　おりょうは正視を怖れるような表情で、竜馬を見ている。

（そうかい）

　後藤と別れてから、どうやら思案の根こんを詰めすぎ、形ぎよう相そうまでかわってしまっているらしい。

「なにか、屈くつ託たくがあるのですか」

「ある」

　だからこそ酒を飲んで思案の凝りをなおそうとしていた。

「今日は何日だ」

「九日」

「十四日は高杉の命日になる。おれは不在だが、寺町の寺へでも行って供養をしてやってくれ」

　高杉晋作は二カ月前の四月十四日、持病の結核が重くなり、満二十七年八カ月の若さで死んだ。その最期の様子や辞世の歌などを、竜馬は長崎に来た長州人たちから聞いて知っている。

「もし天がこの地上に高杉を生まなかったならば、長州はいまごろどうなっていたかわからない。こんにちの天下の情勢の一半は、高杉が作ったものなのだ」

　竜馬はしきりと高杉のことを思いだしているのは、あの変幻出没、韜とう略りやく縦横の高杉晋作なら、いまの事態にどんな手をうつだろうかということを考えていたからである。

「辞世もあの男らしい」

　高杉は病い革あらたまるや、幼な子の東とう一いちのあたまをなで、

「父の顔をよくおぼえておけ」

　と言い、やがて筆をとり、

「面白き、こともなき世を、おもしろく」

　辞世の上かみの句をよんだ。下しもの句に苦吟していると、看病していた野村望も東と尼にが、

「住みなすものは心なりけり」

　と詠んだ。高杉はうなずき、

　……面白いのう。

　と言ってしずかに眠った。それが、高杉の最期であった。

　竜馬は、ぼう然とした顔で杯をかさねている。




　高杉の生前、竜馬が長州の連中と下関の酒亭で酒をのんだとき、たまたま、

「世が平たいらいだあと、どう暮らす」

　という話題になった。席には、桂小五郎、井上聞多らがおり、はるか下座に伊藤俊輔、山県狂介らがいた。みな維新政府の顕官になり華族に列した連中である。

「おれかね」

　竜馬は、即座にいった。

「両刀を脱し、さっさと日本を逃げて、船を乗りまわして暮らすさ」

「おれはなにをしよう」

　高杉はくびをかしげたが、竜馬はすかさず、

「君は俗謡でもつくって暮らせ」

　といった。

　そのあと、竜馬が三味線をひき、高杉が自作の俗謡をうたって騒いだ。

（うまいもんだ）

　と、そのころから竜馬は、高杉の俗謡づくりの才に感嘆していた。酒間でうたう人情唄ながら、どの文句にも高杉の精神の格調が鏘しよう然ぜんとひびいているようで、たまらなくいい。

「思いだしたときが供養だというから、今夜は高杉の唄でもうたってやろう」

　と竜馬はおりょうに命じ、三味線を出させた。

「夜が更ふけているから、そっと鳴らせ」

　竜馬はおりょうの膝をひきよせ、それを枕にごろりと横になった。唄でもうたいながら風雲収拾の思案でもしようと思ったのである。

「三千世界、をやるか」

　と竜馬は言った。




三千世界の烏からすを殺し

主ぬしと朝寝がしてみたい




　おりょうの膝が、温かい。このまま寝たいとおもったが、かといって後藤の乞こいをうけ入れるとすれば朝寝どころか、夜のあけぬうちに夕顔丸に飛び乗って京へむかわねばならないであろう。




人は武士

気概は高山彦九郎

京の三条橋の上

遥かに皇居を伏しおがみ

落つる涙は加茂の水




「高山彦九郎とはどんなお人ですか」

「妙な仁じんさ」

　おれなんぞがうまれる四、五十年前に死んだひとだ、と竜馬はいった。勤王運動の先駆者で、その当時は奇人とされた。諸国を説いてまわり、九州久留米で世をなげき、切腹して果てた。妙な仁さ、と竜馬がいったのは、男の情熱というものの奇妙さを、竜馬は自分をもふくめてそんな表現でいったのであろう。




苦労する身はなに厭いとわねど

苦労し甲斐のあるように




「おりょう、身につまされるだろう」

　竜馬は膝の上でくすくす笑い、頭のむきをごろりと変えた。




ままよ三さん升じよう樽だる　横手にさげて

やぶれかぶれの頬かむり




　竜馬は、「酒」といった。

　おりょうは杯をとりあげ、冷たい酒をみずから含んで、竜馬の唇に移してやった。

「おつに水っぽい酒だ」

　飲みおわって竜馬は顔をしかめた。




　竜馬はうたいおわったあと、息が絶えたほどの静かさで、沈黙をつづけた。

「なにを考えているのですか」

　おりょうは、たまりかねて声をあげた。

「女のことさ」

「えっ、お元さんのこと？」

　おりょうの膝が固くなった。町芸者のお元がちかごろ竜馬に夢中だということを、おりょうも耳にしていた。

「ですか」

「あれじゃない」

「じゃ、またほかにできたんですか。それとも大宰府にいらっしゃるお田た鶴ずさまのことを考えているのですか」

「ちがう」

　竜馬ははね起きて、おりょうをみた。

「おりょう、ここにある女がいる」

「どんな」

「男が、ふたりいるのさ」

「まあ、あなたのほかに誰かも」

「こまったな」

　竜馬は、例の一婦二情夫論をもちだした。土佐藩の山内容堂の場合である。

「なんだ、譬たとえばなしか」

「おりょうがそんな破は目めに追いこまれたらどうする」

「死ぬわ」

　さらりといった。

「やっぱり、死ぬかね」

「それしかないじゃありませんか」

（容堂公はやはり、死ぬしかあるまい）

　竜馬は、くすくす笑いはじめた。大殿様には気の毒だが、時勢を弄いたぶった当然のむくいだと思わざるをえない。

　──死ねば、いいのさ。

　後藤にいったとおりのことを、もう一度おもった。容堂には残酷なようだが、しかし武市半平太も容堂によって死を与えられているのだ。その酬むくいは当然、受けねばなるまい。

（あの大殿様の勤王・佐幕の両刃の刃のために何人、土州の傑士が死んできたか）

（死ね、死ね、か）

　竜馬は、あごをなでて思案している。

（容堂公はわるくいえばこの風雲のなかで首しゆ鼠そ両りよう端たんをじしてきた。その勘定書を、いまこそ支払わねばならぬ）

　京で、薩長の軍師として活躍している中岡慎太郎が、容堂にその勘定をはらわせてしまうだろう。

（中岡ならやる。中岡にはそれだけの凄腕がある）

　中岡は、あくまでも流血革命論者であり、最近もそれについての論文を書き、同志たちに回覧させた。論旨は明めい晰せきで行文きわめて平易な、ちかごろまれな快文字であった。

　革命には根こんのいい政治工作が要る。しかしついにはそれだけでできるものではない。最後には戦争が必要である。砲煙のなかで歴史を回転させるべきだ──というのが、中岡のまえまえからの持説であった。いまや、かれのいう最後のぎりぎりの段階まで、かれは時勢をもってきているのである。中岡慎太郎のみごとな成功といっていい。

　この情勢に追いつめられているのは、当面の幕府よりむしろ容堂のような日和ひより見み主義者といってよかった。




　竜馬はそのまま、おりょうの膝を借りっぱなしでねむった。

（おや、眠った。……）

　おりょうは竜馬の顔をのぞきこんだ。その寝顔は変にあどけなくて、夢も見ていそうにない気配である。

　おりょうはそっと膝をはずし、竜馬の体に掛けぶとんをかけてやった。

（なにを考えているんだか）

　得え体たいの知れぬ相手であった。平素もこの小曾根の屋敷に帰ってくるのは三日に一度もなく、あとは事務所の土佐屋に泊まったり、亀山の海援隊宿舎に居っきりで帰らなかったり、ときにはどうやら丸山のお元のもとに泊まっている様子がある。

（普通の男こそ望ましい）

　女には、である。おりょうはそうおもった。竜馬のような男は面白味があっても、添うてみれば女の想いを満たしてくれる相手ではなさそうであった。

　おりょうはつねづね、そういうことを心の片隅で考えている。かといって、重大な決意をするつもりもない。

　おりょうは自分の寝床を敷き、しばらく行あん燈どんの灯ほ明あかりで洒しや落れ本ぼんをよんでいたが、やがてその洒落本を顔におおって眠った。

　行燈の灯ひは、つけっぱなしである。やがて油がきれて灯は自然と消えるであろう。

　いつも、おりょうはそうである。

　──不経済だ。

　とも竜馬はいわなかったが、そういうおりょうのだらしなさについては、心中、あまり美しい姿だ、とは思っていないらしい。

　土佐藩の監察で、国もとの上士のなかではめずらしく勤王派である佐佐木三四郎（のち高行・侯爵）が長崎にきたとき、

「あれが竜馬の有名なおりょうか」

　と、陸奥陽之助にささやいた。

「美人だが、善悪定かならぬな」

　その評を、まわりまわって竜馬が耳にしたとき、竜馬は笑い、

「おりょうには他の女にないいい所がある。人の諸もろ々もろの愚の第一は、他人に完全を求めるというところだ。おりょうはなるほど奇女だが、おれのみがおりょうの長所を知っている」

「惚れているのさ」

　佐佐木の評を伝えたのは後藤である。後藤がそうからかうと、

「惚れずに物事ができるか」

　と、竜馬はいった。物事に惚れるような体質でなければ世上万般のことは成りがたいと竜馬はいうのである。

　その竜馬が、夜半に目をさました。

　行燈の灯は、なおついている。

（もう二時か）

　竜馬は懐ろから時計を出して文字盤を読み、ふと戸外の物音に耳を澄ました。風雨は、やんだようである。

（このぶんなら船は出るだろう）

　そう思うと、急に京へのぼりたくなった。のぼっても、風雲を収拾できるだけの成算はない。しかしやれるだけやってみようとおもった。

　竜馬はおりょうの枕ちん頭とうにすわり、その洒落本の表紙に置き手紙を書きだした。




　竜馬が、洒落本の表紙にかきつけた置き手紙というのは、ほんの数行である。




京へゆく

かの地にて万が一のことあらば

長府の三吉慎蔵をたよれ




　長州藩の支藩である長府藩に、三吉慎蔵は属している。竜馬が薩長連合で奔走していたとき、ともに寺田屋で泊まり、ともに幕吏の来襲をふせいだあの男だ。竜馬の数多い同志のなかで、おりょうのこともよく知っていてくれているのは、三吉慎蔵だった。

（これでよし）

　と、竜馬は筆を投げ、簡単に身支度してそのまま小曾根の屋敷を出た。

　外はまだ夜がつづいている。

（さて、京か）

　と天を仰いだ。西のほう、東シナ海の方角にあたって、星がむらがりつつ輝いている。

（妙案はないか）

　竜馬は、暗い石畳の道を足あし駄だでたたきつつ、西にむかって歩いた。

　一案はある。

　その案は、後藤が「頼む」といってきたとき、とっさにひらめいた案だが、はたして実現できるかどうか、という点で、竜馬はとつこうつと考えつづけてきている。

「大政奉還」

　という手だった。

　将軍に、政権を放してしまえ、と持ちかける手である。

　驚天動地の奇手というべきであった。

　もし将軍慶喜が、家康いらい十五代三百年の政権をなげだし、

「朝廷へかえし奉る」

　という挙に出れば、薩長の流血革命派はふりあげた刃のやりどころにこまるであろう。

　そのあいだに一挙に京都に天皇中心の新政府を樹立してしまう。その政府は、賢侯と志士と公卿の合議制にする。

（はたして政権を慶喜はなげだすかどうか）

　この一瞬、幕府は消滅し、徳川家は単に一諸侯の列にさがるのである。そういう自己否定の道を、慶喜はとれるかどうか。

（人間、自分で自分の革命をおこすということは不可能にちかいものだ。将軍がみずから将軍でなくなってしまうことを、自分でやるかどうか）

　人情、おそらくそうではあるまい。

　たとえ慶喜が個人としてそういう心境になったとしても、慶喜をとりまく幕府官僚がそれをゆるさないであろう。

（しかし）

　と、竜馬は繰りかえしおもった。

　日本を革命の戦火からすくうのはその一手しかないのである。

　さらには、家康以来の徳川家の家名を日本の後代にのこす手もそれ以外にないし、また土佐の老公山内容堂の板挟みの苦しみを一挙に解決する手も、これしかない。

　奇術的な手ではある。

　技術として困難ではある。しかし右の三つの難問を一挙に解決できる手は、これしかないのではないか。




　竜馬が土佐屋につくと、すでに菅野覚兵衛ら一同が詰めかけていた。

　土間に立ち、

「うらはな、京へのぼる」

　と、竜馬は土佐弁の一人称でいった。

「成功するかどうかはわからぬが、いまのままの情勢を放置しておけば、日本にもフランスの革命戦争か、アメリカの南北戦争のごときものがおこる。惨禍は百姓町人におよび、婦女小児の死体が路に累るい積せきすることになろう」

　竜馬は、自分が打出そうとする策をあっさり打ちあけた。

　最年少の中島作太郎（信行）がおどろき、

「坂本さん、そりゃ、前説とちがう。以前はなにがなんでも徳川を砲煙のなかで倒す、多少の戦禍はやむをえない、とおっしゃっていたではありませんか」

「思えばおれも年少客かつ気きだったなあ」

　竜馬は、あごをなでた。

「ずるい」

「そうそう、ずるい」

「それに、食しよく言げん漢かん、変説漢、うそつきのそしりはまぬがれませんぜ」

「まぬがれまい」

　竜馬は、くるしそうな顔をした。だからこそ昨夜来、心中の苦く渋じゆうをなめつづけてきたのだ。

「坂本さん。海援隊はいざ討幕のときには海軍になって江戸に出航する、とおっしゃっていたのはうそですか」

「慶喜しだいさ。慶喜がおれの意見をきかぬとあれば諸君は砲弾を満載して長崎を出航してもらう」

「………」

　みな、沈黙した。

　が、若い作太郎はなおむしゃくしゃするらしく、

「戦せんの一字に訴えずんば回天の偉業は遂げられませんよ。古来、歴史がそれを証拠だてている。坂本さん、あなたはながい貴方あなたの同志だった薩長を裏切るのですか」

　痛いところだった。薩長の首脳部は徹頭徹尾、主戦論者であった。洋式兵器の砲弾を徳川政権とその与党大名にあびせかけ、かれらを死体にしてからその上に新政権を樹立しようとしている。──ところが。

　竜馬のこの奇策をほどこした場合、薩長は敵をうしない、刃のおろしどころがなく、一個の道化役に化してしまうのである。おそるべき策といえた。

「薩長は気の毒なことになる。しかしおれはかれら薩長の新政権をつくるために働いてきたわけではない」

「えっ」

　作太郎は混乱した。すると徳川幕府を擁護するためかとあやうく叫ぼうとしたとき、

「日本人のためさ」

　と、竜馬はひくい声でいった。そこに革命正義の基点をおくというこの男の独特の思考法は、すでに勝海舟の薫くん化かをうけたころから数年、巨樹のように胸中で育っている。

「坂本さん、あなたは孤児になる」

「覚悟の前さ」




　竜馬は、土佐屋の裏から短艇に乗った。隊士六人が、櫂オールをとった。

　そこへ中島作太郎が駈けてきて、河岸の石段から短艇にとび乗り、

「おれにも漕がせてくれ」

　と、一本の櫂をとった。

　竜馬は艇尾で舵かじをにぎっている。

「出よう」

　というと、六本の櫂が、いっせいに中島川の水をしぶかせた。

　まだ陽は昇らない。

　川口御番所の灯が、わずかに闇のなかにうかんでいるだけである。

「坂本さん、先刻はすまんかったです」

　中島作太郎が、櫂をたわませてのけぞったままの姿勢でいった。

「なにがだ」

「坂本さんが、時勢の孤児になる、と申したこと。孤児は言いすぎだった」

「言いすぎどころか」

　竜馬は、夜風のなかでいった。

「男子の本懐だろう」

　時流の孤児になることは、である。時流はいま、薩長の側に奔はしりはじめている。それに乗って大事をなすのも快かもしれないが、その流れをすて、風雲のなかに孤立して正義を唱えることのほうが、よほどの勇気が要る。

（妙なひとだ）

　若い作太郎はおもった。

　いままでの竜馬は、徹頭徹尾、薩長の味方だった。味方どころか、犬猿の仲の薩長を連合して巨大な討幕勢力をつくりあげたのは、竜馬である。薩長同盟のいわば頭目ではないか。

　それが、いざ討幕という段階になってにわかにその勢力からみずから身をひこうとしている。別の場所に立とうとしている。

「もう一度、おたずねしてよいですか」

　作太郎は、櫂をやすめていった。

「うん」

「それほど流血がおきらいですか。以前から坂本さんは回天は戦いによるしかないといわれていた。そのためにこそ薩長にすすめてどんどん洋式兵器を買わせた。さらには海援隊を充実し、幕府艦隊をやぶって海路江戸に侵入することを説かれていた。ついには、切キリ支シ丹タンをさえ煽せん動どうしようといわれた坂本さんだ。それらの方針を、なぜ変えられたのです」

「変えてはおらん」

　竜馬はいった。

「回天はついには軍事力によらずば成りがたいだろう。その肚はある。しかし万に一つ、それを回避できるとすれば、その策をまず施さねばならぬ」

「慶喜将軍が、素直に大政を奉還するとは思われませんが」

「慶喜が愚なら、固執する。となれば、慶喜を朝敵とし、おれが一番に戦せん鼓こをたたいて慶喜の討伐軍をおこすつもりだ」

「流血ですな」

「そのときこそ、多少の犠牲はやむをえぬ」

「しかし」

　中島作太郎は、最後の疑念を言おうとして櫂をひっこめ、尻のすわりを直した。




「しかし、とは？」

　竜馬は、中島作太郎を見た。

「訊いてもいいですか」

「いいとも」

「では、言います。坂本さんは土佐藩を見かぎられたお人だ。そこにこそ」

　竜馬の魅力がある、と作太郎は言おうとしていた。作太郎ら土佐藩士の母藩に対する恨みはあくまで濃く、だからこそ「土佐藩を相手にせず」という立場を終始とってきた竜馬に魅力を覚え、こうしてかれのもとにあつまり、かれを頭目として働いているのである。

「しかし、いまの戦争回避策は、いつに土佐藩を救済するがために考案されたのではありますまいか」

「結果としては、そうなるだろう。この策が成功すれば土佐藩はたすかり、一躍、薩長をおしのけて風雲の主座を占めることになる」

「な、なんのためそこまでの親切を」

「親切ではないさ」

　竜馬はいった。

「おれは薩長人の番頭ではない。同時に土佐藩の走そう狗くでもない。おれは、この六十余州のなかでただ一人の日本人だと思っている。おれの立場はそれだけだ」

「で？」

「わかりにくい頭をもっている」

　と、竜馬は手をのばして作太郎のびんをこづいた。

「おまえもおれも長崎にいる。毎日のごとく英人の商館員とつきあっている。だから、他の人間よりも、つまり薩の西郷や長の桂などよりもひとつ違った角度をもっている」

　竜馬は、沈黙した。

　薩人は早くから英国人に近づき、長州人は竜馬の仲介で英国人と密着した。このため薩長は、英国を背後勢力とするようになった。

（はじめはおれの持論としてそうするよう奨すすめ励ました。しかしいまはあまりにも密着しすぎている）

　内乱がおこればよろこぶのは英国をはじめとする列強である、と竜馬は見、それをおそれるようになった。

　幕府は、フランスと提携している。軍事的にも経済的にもその援助をうけている。ナポレオン三世はヨーロッパ政界では名だたる業わざ師しで、その幕府援助の本心が日本を植民地化するところにあることは火をみるよりもあきらかだ。

　だからこそ、

（幕府を早々につぶすべし）

　と竜馬は鼓こをたたいて主張してきた。

　が、薩長はどうやら英国と深ふか間まに入りすぎているようである。このさき薩長が幕府をたおしたあかつきは、英国はどう出るであろう。

「とにかく、薩長を戦争で勝たせてしまえば英国にのみ利が行き、まずいことになる。戦争によらずして一挙に回天の業を遂げれば、英仏とも呆然たらざるをえない。日本人の手で日本人による独自の革命がとげられるのだ。その革命には徳川慶喜でさえ参加させてやる。かれを革命の功臣にさせてやる。されば、英仏ともあっけにとられて、手を出すすきがあるまい」




　短艇は海へ出た。

「夕顔丸は、どこにいます？」

　艇首の者がいった。まだ闇がふかくて港内に碇てい泊はくしている船影がみえないのである。

「夷えびす島じまの燈籠はどこじゃ」

　近視の竜馬が闇の港をさぐるように見まわした。

「あれでしょう」

　目のいい作太郎が、指をあげた。

「その夷島燈籠を真北に見つつ漕いでゆけば夕顔丸の舷側にぶちあたるはずだ」

「宜よう候そろ」

　みな漕ぎはじめた。

　やがて土佐藩藩船夕顔丸の右舷燈がかすかにみえてきた。

　この夕顔丸は後藤象二郎が上海にいったとき、かの地のジャーデン・マジソンという英人系の商会で買った汽船で、最初、シュリン号といった。

　やがて、舷側についた。中島作太郎が大きくふりあおぎ、

「坂本竜馬だあ。──」

　と、よばわった。

　響きに応ずるように甲板士官が出てきて、

「やあ、待つに久しかったぞ。いま梯はし子ごとカンテラをおろす」

　といった。やがて甲板上に人が駈けまわりはじめ、からからと音をたてて縄梯子がおりてきた。

　竜馬はそれを掻きよせ、右足をかけた。

「坂本さん」

　中島作太郎が、抱きついた。

「作の字、はなせ」

「詫びているんです。さっきのは暴言でありました」

　若い作太郎は、たった独りで京の風雲のなかへ巨石を投じにゆこうとする自分の首領の姿に、劇的な感動をおぼえたらしく、抱きついて泣いているのである。

「われわれは坂本さんの命ずるままに動き、死ねと言われればいつでも死にます。京けい師しにのぼられましたならば、御自愛ください」

「作、気味がわるい」

　竜馬は講釈のなかの豪傑のようにからからと笑った。

「行くぜ」

　竜馬は頭上に手をのばして梯子を大きくつかみ、するするとのぼりはじめた。

　そのとき、奇き瑞ずいのように陽が昇った。短艇上で見あげている者たちが、

（あっ）

　と声をのんだほどにそれは劇的な効果があった。陽のなかを、竜馬がのぼってゆく。隊士たちは見あげつつ、声をうしなった。

　竜馬は、甲板上に躍りこんだ。

「やあ、坂本」

　と、後藤が駈け寄ってきた。

「ありがたし。きてくれぬかと思うた」

「すこし、時が遅れた」

　竜馬は甲板上をあるき、その途中、土佐藩上士である船長由ゆ比い畦けい三ざぶ郎ろうの会釈を受けた。このころになると、海軍の先せん達だつとしての竜馬の名声は藩内にひびきわたっていた。




「ひと寝入りしたい」

　と、竜馬は後藤にことわり船室に入った。

　その部屋へ、ひと足先に乗船していた海援隊文官の長岡謙吉、陸奥陽之助のふたりが入ってきた。

「いまから話すことを、よう聞いてくれ」

　竜馬は寝台の上にあぐらをかき、例の大政奉還策をくわしく話しはじめた。

　長岡、陸奥の両人には竜馬は日ごろからさまざまなことを語っているから、ふたりの理解の速度は早かった。

「なるほど、いまの京の混こん沌とんをすくうのはこれしかありませんな」

「うまくゆけば一挙に回天の業が成る」

「左様」

　長岡は、要領を鉛筆でメモしながらうなずいた。しかしうまくゆくだろうかという不安はある。

「ものには時機がある。この案を数カ月前に投ずれば世の嘲笑を買うだけだろうし、また数カ月後に提ひつさげて出ればもはやそこは砲煙のなかでなにもかも後あとの祭りになる。いまだけが、この案の光るときだ」

「左様、奇策だけに腐りやすい。ところでこの案は坂本さんの独創ですか」

「ちがうなあ」

　竜馬は笑いだした。

　三年も前に、じつは日本における最大の批評家というべき二人の人物からきいた案である。なにしろ三年も前の前将軍家茂のころだから、当の竜馬でさえ、

（まさか）

　と、実現不可能の感じがした。将軍が自発的に政権を返上するなどは考えられもせぬことではないか。

　批評は頭脳のしごとである。その施すべき時機をみつけるのが、実行者のかんというべきであろう。竜馬は三年後のいまになって、記憶のひきだしからあのとききいた話をとりだしてきたのである。

「どなたの創そう見けんです」

「かの字とおの字さ」

　勝海舟と大久保一いち翁おうであった。どちらも幕臣であるという点がおもしろい。

　勝、大久保という天才的な頭脳は、文久年間から、

（徳川幕府も長くはない）

　と見とおしていた。幕府機構ではもはや天下の運営ができないことを、実地の幕府官僚であるだけに全身で感じていた。

（将来、この矛盾が大きくなり、ついに幕府そのものが瓦解し、徳川家がほろびる。徳川家は朝敵になり、将軍は殺され、子孫は根絶やしにされる。幕府はほろびても、将軍の命をたすけ徳川家の安全をはかる法は、ひとつしかない。徳川家がもっている政権をなげだし、みずからの手で幕府をつぶしてしまうことだ）

　勝と大久保は、かれらが最も愛した危険思想家である竜馬にそういったことがある。竜馬はただ冗談としてそれをきいていた。

　その一場の冗談が、いま時機を得て巨大な生命を帯び、歴史を動かそうとするにいたっている。

「後藤に、君ら二人からこれをよく説明しておいてくれ。おれは夕方まで眠る。眠ったあと、後藤に会おう」

　船は暁光を浴びて出港しつつある。




　竜馬がめざめたとき、船窓には暮色がうつっている。

（安あ満ま岳か）

　船窓にうつる山容の記憶で、船が平戸島の東岸を通過していることを知った。

　風はある。追風のようであった。その風を利用せず、さかんに機関の音をたてさせているところをみると、よほど京への旅をいそいでいるのであろう。

　枕もとに、葡萄酒の罎びんがおかれている。おそらく、

　──さわやかな寝覚めを。

　という後藤象二郎の心づくしであろう。

（気味のわるいほどの厚遇じゃ）

　一介の郷士に、藩全体がこれほどの好意をみせたことはないであろう。好意というより媚び態たいにちかいものであった。

　竜馬はその赤い酒をグラスに汲み、虚こ空くうにあげ、

「乙女大姉よ」

　と、はるかな故郷の姉にささげた。

「坂本の寝小便垂よばあつたれが、ここまで頼られるようになったぞよ。これもおぬしの薫育のおかげかいな」

「ちっ」

　と、乙女なら、竜馬のこのいい気な自た慢ぎりように舌打ちするであろう。しかし竜馬の家庭教師としてはうれしくないことではあるまい。

　数杯かたむけ、やがて寝台から降り、佩はい刀とうの陸奥守吉行をとりあげた。

　そのとき、後藤の使いが入ってきた。おめざめなら御足労ありたい、というのである。

　竜馬は部屋を出た。

「陸奥、長岡、いるか」

　と隣室へ声をかけると、響きに応ずるようないきおいでかれらが出てきた。

「ながい昼寝でしたなあ」

　陸奥が、不機嫌そうにいった。竜馬がめざめるまで、隣室で筆ひつ硯けんを用意しながらずっと待っていたというのである。

　後藤も、船長室であれからずっと待っているらしい。

「そいつは気の毒だったな」

　竜馬は首を振ってぽきぽきいわせながら、

「すこし疲れていた。疲れちょると、思案がどうしても滅入るが、よう寝足ると、猛然と自信がわく。一睡したおかげで、あの案をかならず成功させてみせる自信ができた」

「あれは当然、成功しますよ」

　陸奥陽之助宗光──というのちに不世出の外務大臣といわれるにいたるこの若者が、物憂げにいった。

　竜馬は、後藤の部屋に入った。この部屋だけは青畳が敷かれている。

　後藤は竜馬をみるなり、

「聞いたぞ、天下の事は成った」

　と、膝を打った。

「おかげで土佐藩も救われる。徳川家も救われる。しかも一挙に新政府が樹立する。なんたる妙案じゃ」

「よろこぶのは早い」

「そうじゃ、すべては京でのことじゃ」

　後藤は酒の支度をさせようとしたが、竜馬は制止した。まだ議案がある。




「将軍が大政を奉還する。京の朝廷はお受けとりなさる。それだけではなんともなるまい」

　と、竜馬がいった。

「なるほど」

　京の朝廷は、おおげさにいえば源平時代このかた、政権というものを持ったことがないのである。

　途中、南北朝のころ、後ご醍だい醐ご天皇が一時的に政権を回復したことがあったが、それもいわば泡沫うたかたのように消えた。

　そのあと足あし利かが氏が政権をとり、さらには織田・豊臣時代とつづき、徳川期に入った。

「天子は学問・歌道のみに専一のこと」

　というのが、家康が京都朝廷に課したもっとも手きびしい制約であった。

　それだけでこんにちにいたっている。公卿というものが二百数十人いるが、それも現実に政治をやったことがない。

　機構もなかった。朝廷は儀礼を専一にした機構であり、政治機関ではない。

「あすから朝廷に政権を」

　といったところで、おどろくのは朝廷自身であろう。

「その方法をつくらねばならない」

　竜馬はいった。大政奉還の案だけを天下に投ずるのは不親切というものであろう。

「おぬしゃ、行き届いちょるな」

　後藤が、感心した。竜馬といえばどこか粗放な感じがあるから、後藤は意外におもったらしい。

「あたりまえではないか」

　竜馬は、卓上の懐中時計を指さした。

「人に時計をくれてやっても、その使い方を教えてやらねばなにもならぬ」

「もっともなことだ」

「八策ある」

　と、竜馬はいった。

　海援隊文官の長岡謙吉が、大きな紙をひろげて毛筆筆記の支度をした。

「言うぜ」

　竜馬は長岡に合図し、やがて船窓を見た。

「第一策。天下の政権を朝廷に奉還せしめ、政令よろしく朝廷より出づべき事」

　この一条は、竜馬が歴史にむかって書いた最大の文字というべきであろう。

　…………

「第二策。上下議政局を設け、議員を置きて、万ばん機きを参さん賛さんせしめ、万機よろしく公議に決すべき事」

　この一項は、新日本を民主政体デモクラシーにすることを断乎として規定したものといっていい。余談ながら維新政府はなお革命直後の独裁政体のままつづき、明治二十三年になってようやく貴族院、衆議院より成る帝国議会が開院されている。

「第三策。有う材ざいの公卿・諸侯、および天下の人材を顧問に備へ、官爵を賜ひ、よろしく従来有名無実の官を除くべき事」

「第四策。外国の交際、広く公議を採とり、新たに至当の規約（新条約）を立つべき事」

「第五策。古来の律りつ令りようを折せつ衷ちゆうし、新たに無窮の大典を選定すべき事」

「第六策。海軍よろしく拡張すべき事」

「第七策。御親兵を置き、帝都を守衛せしむべき事」

「第八策。金銀物貨、よろしく外国と平均の法を設くべき事」




　後藤は、驚嘆した。

「竜馬、おぬしはどこでその智恵がついた？」

「智恵か」

　思想の意味である。

　竜馬は、苦笑した。後藤のような田舎家老にいっても、ここ数年来の竜馬の苦心は理解してもらえない。

「いろいろさ」

　後藤がおどろくのはむりもなかった。嘉永以来、天下に志士は雲のごとく出た。

　そのほとんどが神国思想による攘夷家で、西洋といえば夷い狄てきとした。

　そのなかで薩摩が英国と戦い、長州が四カ国艦隊と戦ったあと軍制をいちはやく洋式化し、薩長両藩がさきんじて単純攘夷思想をすて去った。

　かれらは討幕勢力になった。なったとはいえ、幕府を倒したあとの政体をどうするか、ということまであまり考えていない。

「京の朝廷を奉ずる」

　ということはある。

「奉じて毛利将軍をつくる」

　という思想のもちぬしまで、ある時期まではいたようである。毛利とは長州藩のことだ。

　現に薩の西郷吉之助などは、文久三年から翌元治元年までの長州藩の動きをみて、

「かならず、そうだ」

　と断定していた。他人の腹をそうかんぐる以上、薩の西郷の腹にも、

「島津将軍」

　の幻想がなかったとはいわれない。文久・元治のころの長州藩のヒステリックなばかりの昂揚ぶりをみて、

「お国（薩摩藩）がうかうかしていては長州にしてやられる。まず長州を軍事的にたたきつぶさねばならぬ」

　という意味の手紙を、国もとに書きおくっている。毛利将軍か島津将軍か、という幻想が西郷のこの時期にはあったであろう。むしろこれは戦国時代的な野望ではなく、それなりの天下国家的な正義はある。つまり徳川将軍では外国のあなどりを受けるからそれにかわって京の朝廷を擁して立つ「島津将軍」が実現すれば対外的に強力である、という自信にもとづくものだ。

　が、結果的には、

　──薩摩藩が政権をとる。

　ということとかわらない。

　げんに、笑いばなしがある。薩摩の島津久光が明治になってから、

「おれはいつ将軍になるのだ」

　と左右にきいたという。左右の者はすくなくとも久光にはそれに近いようなことをいったのであろう。

　こういうわけだから、討幕運動の最大の大おお立だて者ものである西郷も、

「幕府を倒したあとどんな政体にする」

　などはあまり考えていなかった。革命後の構想が西郷にはなかったため、維新後、かれは政府にあきたらず、ついに帰国し、士族主義をかかげて反乱をおこした。その反乱軍でさえ、明快な政体の主張はなかった。




　西郷でもそうである。

　他の討幕への奔走家たちに、革命後の明確な新日本像があったとはおもえない。

　この点、竜馬だけがとびぬけて異例であったといえるだろう。

　この男だけが、それを考えぬいていた。

「天皇をいただいた民主政体デモクラシーでゆく」

　というのが、船中八策の基調であった。

「おぬしはどこでそんな智恵がついた」

　と後藤がおどろいたのも、むりはなかったであろう。

　その答えは竜馬も、

「いろいろさ」

　とこたえざるをえない。

　竜馬は、最初、単純攘夷論者であったが、勝海舟に論破され、開化論者になった。

　が、勤王運動の同志の多くは神国思想家で、竜馬は、

「わけのわからん奴にはものをいわん」

　と称して他藩の同志にも自分のその点の本心はあまりうちあけたことはない。打ちあければ、

「洋よう臭しゆう者」

　として竜馬は同志から斬られたかもしれない。勤王倒幕運動の同志、といってもその色合はとりどりだったのである。

　とにかく竜馬は勝を知ったあと、外国の憲法というものにひどく興味をもった。むかし江戸での剣術修業をおえて帰国したころ、高知城下の小さな蘭学塾をのぞいた。

　先生が、オランダの政体についてテキストを和訳している。

　竜馬は蘭語も知らぬのにいきなり、

「先生、そこは誤訳なされちょりますきに、もう一度見なおしてくだされ」

　といった。先生は不快におもったが、丹念に構文を見なおすと、なるほど竜馬のいうとおりであった。

　べつに竜馬が語学を知っていたわけではなく、オランダの憲法の本質を直観的に見抜いていたために、

（憲法上、そういうことになるはずがない）

　とおもって指摘したのである。

　それほど、各国の憲法に興味があった。勝の友人である幕臣大久保一翁や肥後人横井小楠などにはしつこいほどきいた。

　とくに長崎に常駐するようになってからは各国の領事や商人に、

「お前まんの国はどうじゃ」

　と会えばたんねんにきいた。

　そのなかで竜馬をとらえつくした魅力は、上院下院の議会制度であった。

「これ以外にはない」

　と、竜馬はかねて思っていた。

　それをこの「船中八策」でうちだしたのである。その一つの理由は、

「この議会制度をうち出せば、薩長政権の危険をさけることができる」

　ということもあった。竜馬のおそれているのは、薩長人が、

（薩長連立幕府をひらくつもりではないか）

　ということであった。

　それをやられては、なんのために多年、諸国諸藩の士が流血してきたかわからない。




　いま筆者の机の上に、一冊の本がある。

「坂本竜馬と明治維新」（訳者・平尾道雄、浜田亀吉の両氏）

　という書名である。著者はプリンストン大学の日本史の教授で、マリアス・Ｂ・ジャンセン氏である。

「坂本の草案には」

　と、ジャンセン氏はこの船中八策についていう。

「以後二十年にわたり日本を風ふう靡びする近代的な諸観念が、すべて盛りこまれていた。老いくちた愚劣な諸制度の一掃、統治形態と商業組織の合理的再編成、国防軍の創設などである。（中略）それは武力を要せずして幕府顚覆を可能ならしめようとする方策であった」

「明治維新の綱領が、ほとんどそっくりこの坂本の綱領中に含まれている。その用語はやがて一八六八年の『御ご誓せい文もん』にそのままこだまするし、その公約は、一八七四年に板垣、後藤が民選議院設立運動を始めるときの請願の論拠となる」

　…………

　さて、話を夕顔丸にもどしたい。

　十日、下関海峡をすぎた。

　あくる十一日の夜明け前、岩見島を通過しているとき、左舷に衝撃があった。

（乗りあげた）

　と、竜馬はとっさにはね起き、闇中を手さぐりで甲板へ出てみた。

　船はそのまま進んでいる。

　船長の由比畦三郎も甲板へとびだしてきて船の点検を命じたが、べつだん浸水している場所もなかった。

「鯨にでもぶつかったのだろう」

　ということになった。

　夜があけてから機関をとめて点検すると、左舷の腹に、大きい傷があった。

「暗あん礁しように触れたんだ」

　竜馬が船長の由比にいった。

「なるほど、鯨ではなかったわけですな」

「島に近づきすぎていたのさ」

　土佐藩の海軍技術はまだ初歩の段階で、陸地をみながら航海する原始的な沿岸航海法をとっている。このため夜になると、陸地がみえなくなり、大いに難なん渋じゆうするわけだ。

「まともにやれば、沈むところでしたな」

「沈むのにはあきあきしている」

　竜馬はいった。もう二隻も沈めてきているし、池いけ内く蔵ら太たのような惜しい同志もそのためにうしなった。

「器械（計器）で、船を動かせばいいではないか」

「それが」

　と、船長は海図をみせた。

　竜馬はその海図の粗末さに笑いだしてしまった。

「こんな海図が頼りでは、いくら器械があってもなにもならんな」

「左様」

　船長も、笑うしかない。

「海援隊の海図をやろう。英国の測量船がつくったやつだから、多少は精密だ」

　夕顔丸はさらに東走し、十二日、ぶじ兵庫の港に入った。

　竜馬は兵庫に上陸し、大坂へは陸路をとった。




　竜馬ら一行は、大坂に入ると西長堀の土佐藩邸に宿をとった。

「めずらしい人物がきた」

　と、藩邸の者は、中ちゆう間げんにいたるまで竜馬の来邸を奇妙とした。

　事実、めずらしいことだった。もともと竜馬は大坂で足をとどめたときは、薩摩藩邸か、薩摩藩御用の薩摩屋に泊まることにしており、土佐の藩邸は避けてきた。

「竜馬よ、なにやら珍獣でもやってきたように、藩邸の者はうわさしちょるがな」

　と、後藤はからかった。

「なぜいままで藩邸にとまらなんだのかな」

「おれにも多少の気き位ぐらいはある」

　土佐藩では竜馬を過去一度も大事にしたことがない。だけでなくこの母藩は竜馬を一時は吉田東洋暗殺の下手人とし、また脱藩の罪を問うて警吏に尾行させたりしている。

　が、いまは事情がかわった。

　土佐藩仕置家老の後藤象二郎が、竜馬をもって賓ひん師しのような待遇をしているのである。自然、藩邸の者も、竜馬に対し、鄭重に接した。

　それはいい。

　後藤・竜馬の一行が、秘策を抱いて京の容堂のもとにのぼろうとしているのに、

「いや、大殿様は」

　と、藩邸の役人が意外なことをいった。

「お国もとへお帰りあそばしましてございまする」

「そうか」

　後藤は拍子ぬけしたような顔をした。

　──いそぎ京へのぼれ。

　という容堂の急命がくだったればこそ、ここまで出てきたわけではないか。

「四侯会議はどうなった。大殿様は、こんどこそは東山の土になる、とおおせられて京へのぼられたというではないか」

「まことに」

　大坂留守居役がうなずいた。

「そのとおりの御決意でござったのでありまするが、京都ご滞在中に例の御持病を発せられ」

「御ご癇かん気きか」

　気まま病いか、とまで後藤は言いたげな口ぶりであった。

「いえ、歯のほうのご持病でござる」

　事情をきくと、どうやら病いも病いだが、ひとつにはあのまま京に滞留していては薩摩藩の倒幕戦術にひきこまれそうになるのを気づいたからだ、ともいえるらしい。

（身を翻ひるがえして、故こ山ざんに逃げたか）

　竜馬は察しのいい男だけに、容堂の逐ちく電てん、といっていい翻身ぶりをそう察した。

　その夜、一室で、

「後藤君、きみはすぐ土佐へ帰れ。帰って容堂公を説け。おれはこのまま京にのぼり、薩摩藩の連中を説いて大政奉還に賛同するよう、下地をつくる」

「手分けだな」

「容堂公を説いて藩論をそれに統一し、火の玉になって風雲のなかに駈け入れば、薩長といえども無視できまい」




　後藤象二郎は、大坂天保山沖に碇いかりをおろしていた藩船空うつ蟬せみ丸まるに搭乗した。ちなみに土佐藩の蒸気船はすべて源氏物語にちなむ和名がついている。

　すぐ碇をあげ、海上二十四時間で高知城下の浦戸に入港した。

　浦戸からは、馬である。

「おのおの、いそぐそ」

　と、随行の士たちに馬をいそがせた。高知城の天守閣がみえるあたりにくると、

「駈けよ」

　と、鞭をあてて馬を飛ばした。一刻も早く竜馬の大政奉還策を容堂に言ごん上じようせねばならない。いまだけが好機なのである。一日おくれれば一日、土佐藩にとって風雲はむこうへ過ぎ去るであろう。

　やがて城下に入った。すでに日は暮れ、家々には灯がともっている。

　この日、容堂は散田屋敷にいた。容堂のいわば隠居屋敷で、潮しお江え川がわの岸にあり、水をへだてて筆ひつ山ざんをのぞみ、城下ではもっとも秀麗な風景の場所である。

　この日、天地が蒸むれている。

　容堂は日暮前から庭にのぞみ、苔の上に毛もう氈せんをしかせ、涼を入れつつ夕ゆう餉げの膳にむかっていた。

　相変らず、大杯に酒をそそがせつつ、日が落ちても杯をおかない。

　腰元がふたり、容堂の背後にいてうちわを動かせつつ蚊を追っている。

（退助め、動いているらしい）

　と、容堂はしきりとそのことを考えていた。乾退助が帰国後かつての武市半平太と同様の思想的立場になり、下級藩士とひそかに連繫しつつあるらしいということは、容堂の耳にも入っていた。

（退助は、薩となにやら気脈を通じたのであろう）

　こまったことだと思うが、かといって容堂は半平太のときのような弾圧を加えようとは思わない。時勢もちがうし、第一、退助はなによりも容堂の寵ちよう臣しんのひとりなのである。

　そのとき、塀のそとで馬ば蹄ていの音がきこえた。やがて近きん習じゆうの者が走ってきて、

「後藤象二郎殿ただいま帰国、すぐさま拝謁し奉りたき旨、申し出ておりまする」

　といった。

　容堂は杯をおいた。

「これへ通せ」

　すぐまわりの石燈籠に灯を入れさせ、自分のもっとも信頼する仕置家老を待った。

　やがて後藤は肩かた衣ぎぬをつけてあらわれ、砂利の上で平伏した。

「その毛氈をあてよ」

　と、容堂はいった。

　後藤は進み出、大政奉還の一件をのべるや、容堂は眉をあげ、ひざをたたき、

「象二郎、よくぞ気づいた。──」

　と、ほとんど叫ぶようにいった。思わぬ策であった。容堂は体をはげしく動かし、

「今日、天下を救う策はそれしかない。それを藩論とするぞ」

　といった。後藤は面目をほどこした。この男はこの巨案が何者によって立案されたかということを、ついに容堂には言上しなかった。容堂は維新後、それを知った。




　容堂はまったく狂喜した。

　この物識りは、西洋の伝説でいう「スフィンクスの謎」という事柄をよく知っていた。

「後藤は、スフィンクスの謎をよく解いた」

　と近習にいった。

　スフィンクスとは、ギリシャ神話のなかにある女性の怪魔のことである。胸から上は女性で、下半身は翼のある獅子の形をしている。

　この怪獣はテーベ市郊外の岩にうずくまり、やってくる旅人に謎をかけ、これを解けない者を容赦なく殺していた。あるとき、英雄エディプスがやってきた。

「旅人よ」

　と、スフィンクスは、謎をかけた。

「朝は四足、昼は二足、夕は三足、この怪物はなにか」

　どの旅人もこのたった一つの謎がわからなくて絶望し、この怪魔に食い殺された。

　エディプスは、言下に解答した。

「それは人間である」

　と。瞬間、スフィンクスは岩からはねあがり、みずから海に身を投じて死んだ。

「そういうことよ」

　容堂は、近習に教えた。

「聞いてみればなんでもないことだ。しかしそれが常人にはなかなかわからない。後藤のごとき男にしてはじめて解き得るのだ。後藤象二郎は希臘ギリシヤの英雄エディプスをしのぐ英雄といえる」

　容堂は、自分が抜擢したこの若い藩宰相の意外意表な才能に満足しきっていた。

「象二郎なればこそだ。おれが象二郎を起用したとき、藩の門閥老人どもは何といった。帯屋町の腕白小僧にすぎぬ、と申しおったではないか」

　事実、容堂が見出して抜擢した後藤象二郎と乾退助は、どちらも少年のころは城下の武家屋敷町きっての腕白小僧で、近所のもてあまし者になっていた。

　その二人に「見どころがある」としてまず登用したのが勤王派郷士に暗殺された参政吉田東洋であり、さらに思いきって重職につけたのが容堂である。

　その点、容堂は、家来の才能を見出す天才といってよかった。それをみずから誇りにもしており、

「織田右府とかわらない」

　とも平素いっていた。右府とは信長のことである。信長は人の器量を見出す点では史上まれな天才で、たとえば卒そつ伍ごの間より秀吉を見出し、つぎつぎに抜擢して行っている。

　この容堂は、

「今信長」

　をもってみずから任じていた。ただ容堂には信長に及ばぬところがあった。信長は出身階級などはおかまいなしにたとえば草履取りあがりの藤吉郎秀吉を抜擢して軍団の司令官にしたが、容堂は竜馬の存在を無視した。

　たとえば後藤が正直に、

「この案は、郷士坂本権平弟竜馬なる者の立案でござりまする」

　と打ちあけたところで、容堂は無視したであろう。容堂の秩序感覚では、郷士が政治を論ずることはいっさい好まない。


    
    
　竜馬がゆく ㈧
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　竜馬は、船で、淀川をのぼった。

　その三十石船のなかで陸む奥つが、

「所詮、後藤に名をなさしめるわけですな」

　といった。

　陸奥陽之助のにらんだところ、後藤象二郎はこの巨案をおのれの方ほう寸すんから出たものとして、口をぬぐって容堂に申しあげるにちがいない。土佐の上士気質からいえば、郷士の竜馬の名はぜったいに出すまいというのである。

「きっとそうですぜ」

　と、陸奥はいった。

　陸奥には、そんなところがある。そういう点に潔癖で小うるさくて、それがために狭量の印象をまぬがれない。

　竜馬は、そんな陸奥の欠点をよく知っている。

「ひえっ」

　と、奇声をあげて陸奥をみた。

「当然ではないか。かれは参政であり、容堂公の信任もあつい。この功名でいよいよ藩内で出世すればよいのだ」

「坂本さんはどうなりますか」

「ばかめ」

　川波が立つほどの大声を出した。

「おれが、あのちっぽけな土佐藩で多少の地位を得たいと思っている、とおぬしゃ思うちょるか」

「いや、それは」

「竜馬は、容堂公でさえ眼下に見くだして相手にしちょらんぞ。まして容堂公の乾こ分ぶんにすぎぬ後藤象二郎をや。かれがこの手柄で藩内の何様になろうと、竜馬の知ったことかい」

「えらい気焰だ」

　と、横で文官の長岡謙吉が苦笑した。

「あたりまえよ」

　竜馬はいった。

「おれのうまれは土佐藩の軽格のしかも冷ひや飯めし育ちだが、考えちょることは、土佐藩ではない。日本のことじゃ。日本のことが片づけば世界のことを考える」

「おそれ入った」

　と、長岡謙吉が、くすくす笑った。

「そのくらいの気焰でいるから日にち々にち太たい平へい楽らくという面相でいられるわけですな」

「うん」

　竜馬は、川岸の葦あしをながめながらうなずき、ふと、

「容堂公が二十四万石の親玉というても、その左右で多少出来るのは後藤象二郎か乾いぬい退たい助すけくらいのものじゃ。おれは天涯の浪人とはいえ、左右に陸奥陽之助、長岡謙吉を従えている。陸奥は一朝事が成れば一国の外交を主宰することができるし、長岡はゆうに一国の文教を主管することができるだろう」

　といった。

　船はやがて伏見寺田屋の浜についた。

　岸へあがり、薄暮の道路を横切って船宿寺田屋に入った。

「竜馬ぞ」

　土間でどなった。

　例の寺田屋での遭難以来のことである。

　奥からお登勢がとび出してきて、竜馬の顔をみつめたままかまちに折り崩れた。




　竜馬を泊める、ということは、お登勢にとって覚悟の要ることだ。竜馬らを二階に案内したあと、階下に降りて店の者をあつめ、

「怪しい聞き込みが嗅かぎに来たら、すぐあたしに報しらせるんだよ」

　と言いふくめた。

　階上では陸奥陽之助が、

「坂本さん、古戦場ですな」

　と、天井、床ノ間、次ノ間を見あげたり見まわしたりしてにやにや笑っている。

「おりょうさんは、どこから飛びこんできたんです」

「裏階段だよ」

「それをのぼって？」

「ふむ。のぼってそこの廊下を伝って部屋へ駈けこんできた。あとはよう覚えちょらん」

「素っ裸だったそうですな」

　と、まじめな長岡謙吉が、すこし声をひそめていった。

　そこへお登勢があがってきた。茜あかね染ぞめの前垂れに、なにやら包んでいる様子だった。

「なんだ」

「手紙」

「ああ。いつも済まん」

　竜馬は国もとに対して、

「自分への手紙は寺田屋気付にしてくれ」

　と申し送ってあった。

　油紙につつんだ封書が、三通ある。どれもこれも乙おと女め姉さんからだった。

「まるで情人のようだな」

　と陸奥がからかいながら、長岡とともに隣室へ遠慮した。

　披ひらいてみると、どの手紙もとりとめがなく依然として愚痴が多い。

　家で毎日ぶらぶらしているのが退屈だとか死にたいとか、いっそ国をとび出して京へのぼりたいとか、長崎でひろびろと暮らしてみたい、とかの類たぐいである。要するに、竜馬のもとで暮らしたいというのだろう。

（こまったものだ）

　竜馬はめずらしく暗い顔をした。乙女のこういう心境は、竜馬の日常のなかでの唯一の気がかりのたねだった。

　竜馬は乙女の気持がわからぬでもない。乙女は夫の岡おかの上うえ新しん輔すけが気に入らなくて勝手にいとまをとって実家の坂本家に帰った。女として不幸かもしれないが、じつは竜馬のみるところそれはさほどでもない。

　乙女の不幸は、彼女が女おんな芸げい以外のあらゆる才芸の能力をもってうまれた、ということだろう。学問もできるし、謡曲、浄じよう瑠る璃りをやらせては素人の域を越えているし、それに剣術や馬術までできる。それだけでなくなにより男っぽい気概があり、できれば天下国家のために奔走したいというたちの女性だ。

（不幸だな）

　と、竜馬はおもった。乙女の鬱屈が、であった。それほどの自分をかかえて、いささかもその自分を行動で表現することなく、実家の奥の一室でむなしく歳月を消費しつづけてゆかねばならないのはよほどつらいことにちがいない。

（うまれぞこないなのだ）

　竜馬はおもった。女が才能豊かに生まれつくということほど、不幸はあるまい。その表現の場が、この世にはないのである。




（いやだな）

　と、竜馬は手紙をなげだして寝ころんだ。

　……どうしてやることもできない。

　少年のころ、すべての教養の基礎を竜馬は乙女からあたえられた。三つ上の乙女姉ほどすばらしい女ひとはいないと竜馬は思いつづけていた。

　長じてからも竜馬は、この姉が自慢だった。竜馬は同志と酒をのむと、よく乙女の話をした。このため竜馬の仲間では彼女は有名になり、

「竜馬より強い」

　という評判が立っている旨むね、竜馬は冗談半分に書き送ってやったことがある。

（まったく、あの頃の乙女姉は英気潑はつ剌らつとしていたなあ）

　と竜馬はおもうのだ。それがここ一、二年、往年の乙女のようではないのである。

（腐ってきた）

　といっていい。自分の情熱を満足させる場がないために情熱が内攻して自家中毒をおこしはじめている、といってもいいだろう。

　以前にも、乙女のそういう自暴自棄に似た心境報告に対し、竜馬はからかい半分の諫いさめの手紙を書いたことがある。

（また書かざるをえないか）

　竜馬は起きあがって女中をよび、筆と紙をそろえさせた。

「あなたにはこまる」

　という趣旨の手紙である。

「御病気がよくなりたれば、おまへさんもたこく（他国）に御出かけの御つもりのよし」

　と竜馬は書く。

「右ハ、私が論があります」

　つまり乙女の故郷をとび出すについては異論がある、という意。

「今出てこられては、実に竜馬の名と言いふものはもはや諸国の人々しらぬものもなし。そのあね（姉）が、ふじゆう（不自由）をして出で々て来きたと言いうては、天下の人にたいしてもはつ（恥）かしく、竜馬も此この三四年前には人も知らぬ奴やつこなればよろしく候得ども、今はどふもそふゆうわけにはまいらず」

　そんなことを書きだした。

「もしおまへさん出かけたれば、どふしても見すててはおかれぬ。又せわ（世話）をせんならん」

　竜馬は書きながら笑いだし、これでは可哀そうだと思いかえし、むしろ思いきって長崎へ連れ出してやろうと思い、──よしよし世話をする。長崎の留守は妻がひとりだからこの点こまっている。それをたすけてやってくれ。「いやでも乙おと様を近日私直じき々じきに蒸気船より御とも致し候」と最初の文章とはちがうことを書いた。

　さらに乙女が、「短銃ピストルがほしい」といってきたのに対し、「長崎の家にあることはある」と竜馬は言い、「長サ六寸計ばかり、五ご発はつ込こみ、懐剣よりはちいさけれども、人をうつに五十間位へだたりて打ち殺すことでき申し候。されど差しあげ申さず候」

　そのわけは天下のことは短銃ピストルの一挺や二挺で定まるものではない。そんな料簡でいるから出てきてもらうのはいやなのだ、とまたまた最初の文意にもどっている。要するにとりとめもない姉弟喧嘩のようなものだ。




　翌日、竜馬は京に入った。

　京での足場は、相変らず藩邸を用いない。

「酢す屋や」

　という屋号の商家である。ここは土佐藩邸出入りの材木屋で、竜馬はここをもって海援隊京都本部とさだめた。場所は河原町三条にちかい車くるま道みちである。

　その翌日、隊の兵庫駐在員である野村辰太郎と白峰駿馬も京に馳はせのぼってきて合流した。

　竜馬の活躍がはじまった。

　土佐藩邸の幹部たちにも会い、薩摩藩へ行って西郷にも会い、承諾をもとめてきた。

　西郷はおどろいた。

「そげんこつが、できもすか」

　将軍に政権を返上させるなどということが武力によらずしてできるはずがない、というのが西郷の観測であった。

（できるはずがない）

　西郷は、確信した。西郷はあくまでも武力討幕主義であった。

　単に主義だけではない。

　すでに薩長両藩による武装蜂起の計画は熟しつつあり、たとえ明日蹶けつ起き、ということになっても立ちあがれるまでになっている。

「それゆえ、例の一件はちょっと待ってもらいたい」

　と、竜馬はいった。例の一件というのは討幕の火ひ蓋ぶたを切るという秘密計画である。

（こまったことを言う）

　西郷は、おもった。

　が、この巨漢はその当惑は顔には出さず、

「よかお人をおひきあわせし申もそ」

　と言い、手をたたいて中村半次郎をよび、

「品川どんをこれへ」

　と命じた。

　やがて一人の若者が入ってきた。竜馬も面識がある。長州藩士品川弥二郎である。

「やあ坂本さん、品川です」

　と、その若者はすわった。品川弥二郎は長州藩における松しよう下か村そん塾じゆく派のひとりで、高杉や桂のような第一級の人物ではないにしても、──いや、それらよりはるかに品しなはさがるが、能弁と如才なさの点では仲間のなかで出色であり、他藩との折衝や社交にこの男がいちばんむいている。

（なぜ品川弥二郎が、この薩摩藩邸に？）

　潜伏しているのだ。

　もともと京には元治元年夏の蛤はまぐり御門ノ変以来、一人の長州人も居ないはずである。たまたま潜入して発見されれば、幕府の軍事警察である新選組、見廻組が容赦なく斬った。

（なぜ、品川が？）

　竜馬は思案した。西郷が品川をこの場によんだのは竜馬にその「なぜ」を自問自答させたかったにちがいない。

「近日、品川どんはお国へ帰り申もす」

　西郷がいったとき、竜馬は氷解した。

　品川は、長州の秘密連絡官なのである。いよいよ蹶起の日がきまれば長州軍を京へよび入れなければならない。

（品川が近く帰国する、ということはすでに戦争準備ができた、ということだ。西郷はおれに暗あんにそれを言い、平和手段による解決などは持ち出すな、と言いたいのにちがいない）




　竜馬が入京した翌日、中岡慎太郎は京にもどってきた。

　中岡はすぐ二本松の薩摩藩邸に入り、そこで西郷吉之助と密議した。

「竜馬がきている」

　と、西郷は、現下の時局のなかでもっとも重大なことからきり出した。

「大政奉還？」

　中岡は、おどろいた。とっさに竜馬がなにを真意としているのかが呑みこめなかった。

　西郷はそれを説明し、中岡は沈思した。やがて中岡なりに理解した。

　そばから薩さつの大久保一蔵が、

「中岡君。そのようなことができるかね。幕ばくが承知するかね。すまい？」

　と、切るような口調でいった。

「できるのだろう」

「なぜだ」

「竜馬のことだ。あの男はいまだかつて空理空論をいったことがない。出来る、とみたからこれを打出したのだろう」

「実現する、となれば、われわれの計画は一いち頓とん挫ざする。こまる」

　と、薩の吉井幸輔はいった。薩長の軍事革命方式が崩れ去ってしまうのである。

　そこで討議した。

　結局、竜馬と同国人の中岡に責任をもたせ、竜馬と十分に話しあってもらう、ということになった。

　中岡は薩摩屋敷を出た。

（竜馬め、なにを考えやがるやら）

　みちみち、腹が立ってきた。せっかく苦心惨さん澹たんしてここまで積みあげた計画が、竜馬の出現で瓦解し去ってしまうではないか。

（あの男、どんな料簡なのか）

　あれほど激越な討幕家だった男が、まさかいまになって幕府を温存しようとする性根にかわったわけではあるまい、などと思いながら中岡は日盛りの道を歩いた。

　河原町通を東に折れて、車くるま道みちに入った。その北側に材木屋がある。

（これが、海援隊の秘密本部か）

　中岡は、店さきに立った。軒下に古い丸太が積みあげられてある。

「私は、土佐の石川だ」

　と、中岡はいった。石川というのは中岡の偽名である。

「才さい谷たにはいるかね」

　竜馬の偽名であった。そう告げると、手代が奥にひっこんだ。

　やがて目をみはるほど美しい娘が、土間に出てきた。

「才谷はんは、ご不在どす」

　と、娘は用心ぶかくいった。

「あんたは？」

「この酢屋の娘千代どす」

「待たせてもらうよ」

「いかんえ」

　気のつよい娘らしい。

「弱ったな。おれは才谷とは兄弟以上の仲なんだぜ。留守中おれを帰らせた、となれば才谷はおこるぜ」

　やっと、土間で待たせてくれることになった。




　夜になった。

　中岡は、土間の材木に腰をおろして待ちつづけている。

（妙な娘だ）

　とおもうのは、当家の娘の千代もその土間の入り口ですわっているのである。ときどき奥へ立つが、用が済むとまたあわただしく戻ってくる。

（おれを監視しているのだろう）

　そうにちがいない、と中岡はおもった。娘としてはもし中岡が幕府の刺せつ客かくであった場合、屋内にかれを入れた責任は大きい。その責任と、それと万一刺客であった場合、刃の下に飛びこむつもりでここにすわっているのにちがいない。

（竜馬はまたまた変な小娘を手なずけやがった）

　中岡のみるところ、この型の娘に竜馬はふしぎと縁があるようだし、この種の娘のほうも奇妙なほど竜馬という男を好むようだった。

　日が暮れてほどなく竜馬がもどってきた。

　クグリ戸をあけて暗い土間に入ると、千代の手燭が動いて竜馬の足もとを照らした。

「怪けつ態たいなお人が」

　と、千代は伸びあがってささやいた。

「お居やすえ。ほら、そこどす」

（いやなことを言やがる）

　中岡はすわっている。

　やがて竜馬が近づいてきて、

「なんだ、慎しんノ字か」

　と、中岡の肩をたたいた。

「なぜこんな所へすわっている」

「いやな家だな。番犬のような妙な娘がいる」

「ああ、あれは千代という娘さ。毎日退屈しているから、お前まんがめずらしかったのだろう」

「退屈？　娘ってものは忙しいもんだぜ。裁は縫りや稽古や煮たきの手伝いなど、どの娘どもも客の見張りをしているようなひまはないはずだ」

「あの娘は、それがきらいなのさ」

「似ているな、お前さんの縁ある娘は。乙女大だい姉しから千葉道場のさな子、寺田屋のおりょう、それに酢屋の千代、みなどこか似ている」

「おいおい、あれは嫁入り前の娘だ」

　竜馬はあわてて中岡を封じた。千代がまた近づいてきたのである。

「千代公。座敷に酒をたのむ」

　竜馬はそういって先に立って土間を通りぬけ、中岡を奥座敷に招しようじ入れた。

「坂本、きいたかね、幕府の刺客どもがお前の上京を嗅ぎつけ、つけねらっているらしい」

「あれらはそれが商売だ。稼業に忠実なのをとめるわけにはいくまい」

「のんきな。幕府の緊張ぶりはもはや気ちがいじみたものがある。幕府は会津藩、桑名藩、新選組、見廻組などを督励し、昼夜の別なくひしめきあって京の町を巡察させている」

「きょうはなんの用かね」

「竜馬の腸はらわたをみにきた」




　中岡は刀をころがして坐るや、

「いかんチャ。竜馬、とほうもないことを仕出かしてくれたな」

　と、いった。

「ああ、大政奉還の一件かいな」

「おおさ。時勢の車輪の前に丸太ン棒をころがすようなことはよせ。もはや挙兵の時期も目もく睫しようにせまっている。お前まんのその案で、せっかくここまで進めてきた車が、ぐ[image: 〓]らりとひっくりかえるか、方む角きがかわってしまう」

「どうしろというのだ」

「その案をひっこめろ」

「中岡よ」

　竜馬はいった。

「落ちつくことだ。挙兵、挙兵、とお前も西郷も言うちょるが、幕軍に勝てるみこみがあるのか」

「無くてか」

「京に薩長の兵は何人いる」

　長州は零ゼロ。

　薩摩は千人足らずである。この兵力では京で天皇を擁するクーデターはできない。

　京には京都守護職の会津兵だけで千人以上はいる。京都所司代の桑名兵が五百、大坂には将軍慶喜が自慢の幕府歩兵が一万はいる。それに新選組、見廻組および他の佐幕派諸藩の兵をあわせると、この京大坂の地で幕府が動かしうる兵力は一万二、三千はある。

　それにひきかえ、クーデター軍となるべき兵力はいまのところ薩摩の京都駐屯兵一千にすぎないのである。

「これでは勝てまい」

「いや、勝てる。いざというときには土佐から乾退助が千人以上の私し徴ちようの義兵をひきいてはせのぼってくる」

「あまいな」

　竜馬はいった。

「土佐から京へは時間がかかる。そのあいだに京都における薩軍は、幕軍のために包囲殲せん滅めつされてしまう」

「竜馬は知らぬのだ。西郷は京都の藩兵を増強すべく国くに許もとから千人以上の兵をよぼうとしているのだ」

「薩の国もとの守旧派が、その出兵に反対しているというではないか」

「西郷も大久保もできる、と言うちょる」

「なるほど彼等ならできるだろう。長州兵をどういう名目で京によぶ？」

　長州藩は法的にはなお朝敵であり幕府の敵でもある。かれらは藩外に藩兵を出すわけにはいかない。

「いや、一思案あるのだ」

　じつは好都合なことに、幕府は長州征伐のあと始末をすべく、長州藩に対し、藩主代理として岩国城主吉きつ川かわ監けん物もつと家老一人に大坂にのぼるよう命じている。これを奇貨とし、その藩使節護衛のためという名目で二千人ほどの武装藩兵をのぼらせる。西郷、大久保、中岡らはそれを企画し、長州藩もそのつもりで用意している。

「これでも、負けるか」

「心もとないなあ」

　と、竜馬はいった。

　竜馬のいうところは兵力の問題ではない。その兵力が同一時期に集まらねば戦力にならない、というのである。




「竜馬、刀にかけて聞きたい」

　中岡慎太郎は、ひらきなおった。

「おおげさな」

　竜馬は急に背をまるめ、くすくす笑った。かねがね中岡慎太郎のこのいちずさが、たのもしくもあり、ついつい滑稽にも感じてしまうのである。

「なにがおかしい」

「お前まんの顔がおかしい。人間、そう面つらをひきつらせてものをいうものではない」

「いやなやつだ。すぐ茶化す」

「冗談ではない。おれはかつて物事を茶化したり人を茶にしたことはなかった。それだけがおれの取り柄えだ」

「竜馬、聞け、おンしゃ、まともに幕府を倒す気があるのか」

「そのために命を曝さらしてきた。返答の必要はあるまい」

「しからばなぜ、大政奉還などというあまい手を打出す。しかもまやかしの、出来もせぬシナ手て妻づまを。──竜馬、言うちょくが幕府は砲煙のなかで倒す以外にないぞ」

「しかない、というものは世にない。人よりも一尺高くから物事をみれば、道はつねに幾通りもある」

「大政奉還は、それか」

「そのひとつだ。しかし中岡、大政奉還こそ武力討幕必勝の道でもあるぞ」

「ほう」

　中岡は、息をとめた。単に議場で通用するのみの、婦女子をだますような平和解決案かとみていたのである。

「どういうわけだ」

「こうだ」

　つまり大政奉還案を、土佐藩公論として薩摩藩にはたらきかける。そこで薩摩藩の賛同を得る。

　──となれば、薩土両藩の動議として京の二条城にある将軍慶喜に上提する。その動議上提という名目によって藩兵をくりだす。

「ほう、藩兵上洛の理由になるわけだな」

「あたりまえだ。将軍慶喜がこれを容いれねばたちどころに討つ、という含みがこの案にある。力がなければ案は通らぬ」

「ふむ」

　中岡は、この動議を名目に両藩の藩兵を大挙上洛せしめることができる、ということに無限の魅力を感じたようである。こうなれば例えば土佐の乾退助も大っぴらにその自慢の洋式陸軍をひきいて上洛することができるし、薩摩藩も、小出しに京にのぼらせるような姑こ息そくなことをしなくても済む。

「ほぼ同時期に、京に大軍があつまる。そこへ長州軍もくる。維新回天の戦争はここで勝利が可能になるわけだ」

「ふむふむ」

　中岡ははげしくうなずいた。

「もっとも徳川氏が、平和裏りにその政権を返上してしまえば戦争はむこうへ遠のく。それはそれで日本国のために慶賀すべきだ。さらには中岡慎太郎」

「ふむ？」

「この動議は土佐藩から出る。それによって従来薩長の後こう塵じんを拝してきた土佐人たちも大いに面目を一新する。一石二鳥ではないか」




　中岡は、納得した。

「なるほど、よくよくきいてみれば」

　と首をふった。稀き世せいの妙案だというのである。

「そう思ってくれるか」

　竜馬はひざを乗りだした。

　もともと竜馬の大政奉還案というのは、一種の魔術性をもっていた。討幕派にも佐幕派にも都合よく理解されることができる。たとえば後藤象二郎が理解したのは「徳川家のためにもなり天朝の御為にもなる」という矛盾統一の案、ということであった。この点、勤王か佐幕かの矛盾になやむ山内容堂にとってはこれほどありがたい案はない。

　一方、中岡のような討幕急進派にとっても、大政奉還の気球をあげることによって、合法的に討幕兵力を京に集中できるのである。

　要するに、政治がもつ魔術性をこれほどみごとに帯びている案はないであろう。

　創案者の竜馬の本心は、むろん中岡と寸分かわらない。が、土佐藩を藩ぐるみ討幕勢力に巻き入れるためには、後藤に理解させたような幕府への情義的な要素も多分にふくめ、それを強調せねばならないのである。

　一服の薬にたとえると、一方の患者には下し薬として与え、一方の患者には逆に下げ痢りどめとしてあたえた。しかもそれを処方した医師竜馬としては、

「双方、快癒する」

　という見込みをもっていた。まったく中岡のいうとおり「稀世」の妙薬にちがいない。

　それに中岡が昂奮したのは、この案の提議によって土佐が一躍時勢の主流におどり出るということであった。

　中岡は、土佐人としての意識が竜馬よりもはるかにつよい。竜馬が藩のことになんの関心も示さなかったころ、中岡は脱藩の身ながらも藩内に同志を求め、接近し、それを教育し、論文を書いて回覧させ、とにもかくにもあの固こ陋ろうな藩を討幕藩に仕立てることに懸命の努力をし続けてきた。

　中岡にすればこの案を時流の中にたたきつけることによって、

（土佐藩の顔がよくなる）

　ということに、昂奮したのである。

　中岡にすればそうであろう。

　かれは脱藩以来、長州をたすけ薩州をたすけ、その両藩の提携を遂げさせ、あたかも両藩の軍師のようなすがたで奔走してきたが、その間かん、ひとにもいえぬ淋しさはあったにちがいない。本来、中岡は土佐人なのである。薩長はかれを厚遇しているものの、ときに中岡は、自分だけに感ずる屈辱や違和感があったにちがいない。

「竜馬、前の薩長連合のときのように、二人手をとってこの案の実現につくそう」

「やあ、慎ノ字、ありがたし」

　竜馬は両手をあげた。中岡が協力してくれれば千万の軍を得たようなものだ。

「おれは西郷と大久保を説く。自信がある。ただ、いまひとり説かねばならぬ人物がいる」

　岩倉具視であった。




　中岡の活躍がはじまった。

「勝利はこのほかない」

　と西郷と大久保に説いた。

　西郷らも、その気になった。討幕といったところで、現実、いまの在京兵力では宮廷を占領し幕府勢力を京から駆逐できるか、といえば多分にあやしい。

　その点に西郷の苦悩があった。ところが、この竜馬の案でゆけば十分に勝ち目がある。

「心得た。竜馬案でゆこう」

　ということに方針が決したが、問題は長州藩である。

「承知すまい」

　と、大久保一蔵はいうのだ。

　長州人は、いまや戦さをはじめたくてじりじりしているのである。薩摩に対し、まだかまだかと督促し、そのために連絡官として品川弥二郎が薩摩藩邸に潜伏しており、さらには近ごろ長州から品川以外に二人の人間がのぼってきている。

　山県狂介（有朋）と伊藤俊輔（博文）のふたりであった。かれら長州人にとって京に入ること自体が決死の行動であった。市中でもし「長ちよう人じん」とわかればたちまち新選組、見廻組、会津藩巡察隊、桑名藩巡察隊などに包囲され、なますのように切りきざまれるであろう。

　そこまでの危険をおかしてかれら密使が潜入してきているのは、薩摩の尻をたたこうがためであった。

「長人には、私からも説く。しかし彼等は在来、薩人を肚はら黒ぐろしとみているから、素直にはききわけてくれまい。中岡君、きみからも説いてくれるか」

　大久保一蔵がいった。

「無論、説く」

　中岡は、このあと薩摩藩家老小松帯たて刀わきの屋敷に潜伏している長州人たちを訪れた。

　みな、旧知である。

　中岡は、事をわけて説いた。

　長州人たちは容易に納得しない。

「頭ではわかる。しかし心ではわからない」

　といったのは、三人の長州人のなかで最弱年の伊藤俊輔である。

「中岡さん、ちょっと御無礼を」

　といって伊藤は自分の下腹に手を突っ込み、帯の縫い目をやぶって赤い薬紙をとりだした。

「長州人は一歩藩外に出るときは、こういうものをもっている」

　長崎で手に入れたモルヒネである。万一幕吏につかまったとき、自刃の余裕がなければこれを服のんで死のうというものだ。

「ところが、薩人は悠然と京で平常活動をすることができる。出てくる思案が悠ゆう長ちようなはずだ。われわれはちがう」

　長州藩は、戦闘こそ休止中とはいえ、法的には幕府と戦争状態にある。朝廷から朝敵とされている。このままゆけばじり貧で壊滅せざるをえない。自然、死中に活路を得べく一か八かの対幕戦争を挑いどみたいのだ。全藩、足あし摺ずりせんばかりにあせっているのである。

　そこを、中岡はなだめた。

　ばくちは勝たねばならぬと説いた。ついにかれらも中岡の説得に服した。




　数日経った。

　この間の奔走は、むしろ中岡慎太郎の功に帰すべきであろう。中岡は薩を説き、長ちようを説き、さらに土佐藩の在京官の思想の統一をはかろうとし、ほぼ納得させるところまで漕ぎつけた。

　竜馬も、京の各所に出没している。このふたりが肩をならべて洛北岩倉村にむかったのは、むしあつい雨の日だった。

「岩倉卿を、説得せねばならない」

　と、中岡はいうのである。いまや討幕の画策は、西郷、大久保、それに岩倉具視の三人の頭脳を中心に進んでいると、中岡はいう。

「稀世の策謀家だ」

（どんな男か）

　竜馬には興味があった。

　竜馬と中岡は、薩摩藩邸で借りた菅すげ笠がさと蓑みので体をつつんで北をめざした。

　雨はさほどではない。

　京の北郊の田中村を離れるころには雨があがったが、霧が立ちこめはじめた。

　道は、あぜ道とあまりかわらない。

「野の草が、京も土く佐にもかわらない。竜馬、なつかしかろう」

　と、中岡はそんならちもないことをいいながら、霧の中を歩いた。久しぶりで竜馬と歩いているこの時間が、中岡はむしょうに楽しいらしかった。

「竜馬、岩倉卿の退隠所では、行儀をよくしろよ」

　と、中岡は注意をした。

「なにしろ竜馬よ、岩倉卿は前さきの中将様だ。官位は土佐の老公よりも上だぞ」

「ああそうか」

　竜馬はあまり位階には関心がない。位階などは泰平の装飾物で、いざ乱世になればむしろ滑稽なしろものだと思っている。

「岩倉卿はな」

　中岡は竜馬の不作法がよほど心配らしい。

「公卿に似あわぬ豪胆な人物で、面魂は一見海賊の親分のようなお人だ。磊らい落らくで、百姓とでも将棋をさそうというところがある。しかし油断はできぬ。根は華か冑ちゆうの御育ちらしく、なかなか容儀にうるさい人だ」

「心配するな」

　竜馬は笠の下でくすくす笑った。

　ところが退隠所にゆき、岩倉と対座してみると、岩倉のほうがまず大あぐらをかき、「坂本か、かねて名をきいている」

　いきなり言った。坊主頭の伸びかけの毛をみられるのをきらってか、大黒天のような頭巾をかぶっている。

「海援隊とやらいう海賊団のようなものをつくって瀬せ戸と内うちを押し渡っているそうな」

　岩倉はよほど竜馬に興味をもったらしく、その経歴、仕事の内容、抱負を、根掘り葉掘りきいた。

　最初は無愛想な面つらですわっていた竜馬も、次第に相手がおもしろくなり、勢いよく談じはじめた。

　その喋しやべり方に独得のユーモアがあり、岩倉は何度も大口をあけて哄こう笑しようした。

　この岩倉も、会談のおわりには竜馬の大政奉還案に積極的に賛成した。




「大政奉還」

　の発ほつ端たん、経路というのは、幕末の危機一髪の情勢下で演ぜられた最大の史劇といっていい。いま幕をあげたばかりだが、ここに一人の重要な脇役を登場せしめねばならない。

　佐佐木三四郎

　という土佐藩大監察である。大監察というのは司法上の最高官で、仕置家老に次ぐ高官といっていい。

　竜馬は、会ったことがない。長崎にいるころ、国許の事情を報しらせる者があり、そのはなしのなかで、

「佐佐木三四郎が、近頃勤王化しちょる」

　という言葉があった。

　竜馬はその報告になにやらおかしみを感じ、

「三四郎とはどこの馬の骨じゃ」

　と、げらげら笑ったことがある。

　笑うことはない。

　まさか竜馬も、この佐佐木三四郎が維新後高たか行ゆきと名をあらため、維新政府の顕職をかさねてついに侯爵にまでなるとは想像もつかなかったであろう。

「情勢がすこし好転してくると、あの固陋な藩の上士のなかにも俄か勤王家が出てくるものか」

　と、竜馬はそれがおかしかった。惨澹たる弾圧時代には上士はみな幕府御大切で、勤王派の郷士や軽格どもを盗賊のようにいったものだ。

「そういう相場買いの客は大切にせい。それが時勢に勝つ道だ」

　とも竜馬はいった。

　佐佐木三四郎高行は、はたして「相場買いの客」かどうかはわからない。

　三四郎の家の先祖ばなしはおもしろい。

　玄げん蕃ばというのが、その祖先である。戦国のころ三河の徳川家につかえ、姉あね川がわノ役えきで戦功があり、家康から総そう青あお貝がい柄えの槍を拝領した。その槍は佐佐木家の家宝としてつたえられている。

　玄蕃が死んで、子の十兵衛という者が流浪した。実母の里が伊賀だったので、そこで忍術を学んだ、ということが、家の伝えにある。

　成人して遠州に流浪し、つてがあって遠州掛川六万石の城主山内一かず豊とよに仕えた。豊臣時代の末期らしい。

「五百石で召しかかえる」

　ということになった。この話は多少あやしく、わずか六万石の大名が、名もなき浪人をわずか忍術が技能というだけで五百石の高禄に召しかかえるはずがない。

　ところが関ケ原ノ役がおこり、一豊は一躍土佐二十四万石に封ほうぜられ、土佐藩の祖になった。そのとき十兵衛は遅れて土佐へ行ったが、なにかの手違いで、五十石になった。

　が、佐佐木家は藩に対し、

「わが家は五百石の待遇であるはず」

　と百年も主張しつづけた。このため玄蕃から八代目になって、当主が勘定奉行になった。

　さらにその勘定奉行から三代目が、この三四郎である。

　とくに剣術と国学を学び、剣のほうは田舎剣術だが、上士仲間では強かった。

　要するにこれという特徴のない人物だが、機転が利きき、多少の骨があり、しかも弁口が達者だから、つぎつぎに抜擢された。




　なお、佐佐木三四郎のこと。

　かれがにわかに勤王派官僚としてあらわれ出たのは、単に時勢の力学に敏感、というだけではなかった。

　年少のころ、高知城の城北福井村に住む国学者鹿か持もち雅まさ澄ずみに師事したことも、多少その思想の源流をなしているであろう。

　鹿持雅澄は薄禄の士で、生涯を貧窮のなかで送ったが、その学問的業績は小さくない。万葉集研究で江戸や京の学界を抽ぬきんで、その大著「万葉集古義」は、現い今まなおこの方面の研究の重要な文献になっている。

　鹿持は、思想人ではない。教育者でもなく、警世家でもなかった。単に地味な、たとえば四十六で妻を亡くして以来娶めとりもせず、自分でめしを焚き、老父と幼児を養い、身にぼろをまとい、それがまた気の毒なほど似合う地味な一学究にすぎない。

　が、その弟子に思想人が多い。

「鹿持先生に師事しなかったならば、自分の思想はなかったであろう」

　と平素いっていたのは、死んだ瑞ずい山ざん武市半平太である。武市は、鹿持の学殖を通して、それを種に、自力で自分の思想の芽を育てたらしい。ちなみに武市の父の姉が鹿持雅澄の妻で、濃い姻戚関係になっていた。

　他に名ある門人といえば、政治家としては吉田東洋があり、革命家としては武市のほかに大石弥太郎、さらに学者としては松本弘蔭、宮地守達、別府安宣、南部厳いつ男お、横山直方などがある。

　佐佐木三四郎は、その鹿持に学んだ。

　が、さほどにこの国学は三四郎の肌にはあわなかったらしい。

「佐佐木老侯昔せき日じつ談だん」

　という三四郎の回顧談に、

「なにぶん自分は不才で、同じく入門した渡辺禎てい吾ごなどが上達してゆくのに、まことに進歩がおそかった。自分が通学しているころは先生はちょうど万葉集古義の修正中であった。自分はそれを見て、（この時勢に万葉集研究などまわりくどいことをなさる）と思ったが、一面、わが国の往古を知るには必要のことと思って出席はしていた。しかしなにぶん先生の家が遠方で、思うようには通えなかった」

　という意味のことを語っている。本来、現実政治に才能のある三四郎には、古い歌のことばの解釈の勉強などは、たしかににが手であったろう。あまり、その学問は身についていない。

　が、「鹿持先生の門を出た」という学歴は、のちに勤王家になったかれに大きな利益をもたらした。

　人は、かれの思想を信用した。単に、時勢を観望して先物を買った、というふうにはとられなかった。

　佐佐木三四郎は次第に藩で重用されるようになった。

　ひとつには、この当時土佐藩上士という階級には、ふしぎなほど人物がいない。

　その人物払底のなかでは、三四郎の存在は実力以上に光った。

　運のいい男といっていい。




　筆者は、佐佐木三四郎の人柄に一種の悪意を感じているらしい。書きながら、そのように気づいてきた。

　実はこの男は、他人に悪意をもたれるような人物ではない。およそそうでないところに佐佐木三四郎という立身出世型の官僚の特質がある。

　ただ、この長い物語は、無数の傾斜した性格をもつ人物群をえがくことによってここまで進んできた。圭か角どのある、傾いた、どこかに致命的な破は綻たんのある人物が、無数に登場してきた。すべての登場人物がそうであったといってもよい。それらの男どもは、圭角と傾斜と破綻があるがゆえにいつも自分の真実をむき出してきたのか、それとも自分の真実を剥むきだしてしまっているがために圭角ができ、傾斜ができ、破綻ができたのか、その相関関係はよくわからない。

　ただ安政以来、日本史上最大の混乱のなかで奔走してきたこれらの型の男どもは、その圭角と傾斜と破綻と、そして露あらわにむき出した真実のために非ひ業ごうのなかで死んだ。

　それらの型からみると、およそ佐佐木三四郎という人物はちがう。

　すべて手頃なものをもっている。

　必要最小限の反骨もある。自分の才智を他人にみせるための香辛料のようなものだ。大きく反骨を露呈すれば志士型の人間になってしまうが、「新進気鋭の官僚である」という才能を化粧する程度の反骨ならば度を越してはならない。

　処世に必要な包容力ももっていた。それも薩の西郷にみられるような哲人性を帯びた包容力ではなく、ごく技術的な、処世上のものであった。頑固な藩内佐幕派とでも仲よく酒を飲めるし、乾退助のような過激な勤王派とも相あい槌づちをうつことができた。

「屁へのような男じゃ」

　という者もあり、

「いや、やりてじゃ」

　と、その政治能力を買う者もある。しかしすくなくとも身を殺して仁じんをなす、といった型ではなく、なんとかわが身を殺さず仁をなす工夫がないかと考える型であり、しかもその仁をなすことによってわが身の立身になりはしまいかと終始考えている型である。

　要するに有能な官僚というのは、こういう型を指すのであろう。

　土佐の王様の容堂は、するどすぎるほどの詩人的直感をもった男だけに、そういう佐佐木をあまり好まない。むしろはねっかえりの乾退助や破れ大風呂敷のような後藤象二郎を好むのだが、しかし現実に役に立つ佐佐木三四郎を重用せぬというのではない。さほどいい家柄でもない佐佐木を大監察に抜擢したのは容堂なのである。

　さて、その佐佐木が。

　容堂が逃げるように退京し国もとに帰ったあと、京の政局に土佐色が脱ぬけ去るのを憂え、みずから買って出て京へ駐在することになったのである。

　容堂は、

「実地のことはすべてそちにまかせる」

　と、大きく権限を委譲した。




　佐佐木三四郎の上京というのは、彼にとって生涯の大仕事であった。

　その主任務は、

「大政奉還案をもって京都藩邸の意見を統一せよ」

　というところにある。

　京都藩邸は、どの雄藩もそうだが、藩外交の主務機関である。いわば現今こんにちの大使館に相当するであろう。現今でいえば佐佐木三四郎の役目は特命全権大使であった。

　京都藩邸の上士はほとんどが佐幕派である。三四郎はそれらを説得せねばならぬ。

　老公の容堂も三四郎の仕事の困難さを知っている。国を出るとき容堂が、

「そのほうが上京すると同時に、福岡藤次に帰国させよ。あれは京に置けぬ」

　といった。

　福岡藤次は容堂が育てた少壮官僚のひとりで、近頃だいぶ勤王論を理解するようになったが、所詮は付け焼刃で、「大政奉還」などというと、目の色を変えて騒ぎだすかもしれない。結局は藩論統一の邪魔になる、と容堂はみている。

　それに容堂はちかごろ、福岡藤次をひどく毛嫌いするようになっていた。

「あれは親友の悪口をいう」

　というのである。福岡藤次は後藤象二郎と親友であり同じ容堂手飼いの官僚でありながら、後藤が内政に失敗して長崎へ逃げ出したとき、あとでさんざん蔭口をたたいた。そのことが容堂の耳に入った。

　容堂は殿様としては変わっている。

「友人の悪口をいうようなやつは男として信用できぬ。福岡藤次は友と死を契ちぎることができぬ男だ」

　この言葉に警抜な人物眼の持主である容堂のするどさが出ており、同時に容堂の青年官僚育成の方針もそういうあたりにあったのであろう。

　容堂は嫌いになればとうてい好きになれないたちらしく、維新後、藤次が福岡孝たか弟ちかという名前で太だ政じよう官かんの高官になってからも、遠ざけてめったに会おうとはしなかった。

　佐佐木は、京都藩邸に入った。

　福岡にも会ったが、

「老公が帰国せよと申しておられる」

　ということは一言もいわなかった。そこは佐佐木のただの官僚でないところで、福岡にきらわれぬように配慮している。

　その上、福岡も奇妙だった。

　いつのまにか勤王色が濃くなっていて、大政奉還案についても、

「それは一、二の郷士どもからきいている。結構な案ではないか」

　といった。一、二の郷士とは坂本竜馬、中岡慎太郎のことであろう。福岡藤次も佐佐木と同様、時勢を見はじめているのである。

　ただ寺村左膳という門閥出身の官僚だけはなんとも頑固で、「大公儀に弓をひく気か」と頑として佐幕論を曲げない。

　この人物はのちに鳥羽伏見の戦いがはじまってからもなおその主義を曲げず、戦場に出ている隊長以下を処罰しようとしたことで当時一種の話題の人物になった。

　とにかく佐佐木の穏かで巧妙な意見統一活動がはじまった。




　佐佐木三四郎の説得は、成功しはじめた。

「うまくゆく。万事うまくゆく。徳川家のお為にもなるし、天朝様のお為にもなる」

　かれはこの調子で説得した。佐幕家に対しては「徳川家のお為」という言葉に力を入れて、勤王に傾きはじめている男には「天朝様」という言葉に力を入れた。

「しかも、列藩にこの案を提議することによって土佐藩は時勢の主役たりうるのだ」

　一石三鳥である、と説いた。

　説くうちに当の佐佐木にも案の細部で疑問が出てきた。かれは立案者ではないのである。

「──恭助よ」

　と、京都藩邸詰めの士で竜馬や中岡らと親しい毛利恭助を部屋によび、立案者の竜馬に会わせよと依頼した。

「たしか坂本竜馬と申したな」

「妙な念を押しなさる」

　毛利恭助は興ざめた。

「坂本竜馬といえば天下の士で、薩長両藩のもっとも重んずるところの男でありまするぞ」

「そうか、それはうかつだった。わしは郷士の名までいちいち覚えちょらんきにの」

（田舎者め）

　毛利恭助はおもった。国詰め一本できた佐佐木三四郎は、あくまでも藩内での階級意識をすてきれない。

「そんな態度でお出なさると、坂本は会わぬかもしれませんぜ」

「いやいやわかっちょる。わしはいままで人に尊大な態度をとったことがあるか」

　佐佐木は毛利の肩をたたき、頼む、ともう一度いった。

　むろん、藩費をもって一流の料亭に招待するのである。

　その場所も決まった。東ひがし山やま山麓にある料亭で、屋号を会かい会かい堂どうという。料理のうまさでは定評がある。

　その旨伝えるために、毛利が、竜馬のもとに使いにきた。

「その佐佐木というのはなんだ」

「藩の大監察だよ」

　毛利は、佐佐木の略歴、現在の職、藩内の人気、思想傾向、こんどの上京の目的などを話した。

「話せる男ではあるが、上士臭しゆうはぬけない。席上気に食わぬこともおこるだろうが、まあ会ってやってくれ」

「会うとも」

　竜馬はこの案のためならどんな男とでも会うつもりだった。

「佐佐木は相当な覚悟で上京している。この大政奉還案に命を賭けているらしい」

「まさか。藩役人が命を賭けることはあるまいぜよ」

「命を賭ける、とは大げさだが、まあ佐佐木にすればこれが成功すれば家か中ちゆうでの出世は思うがままだ。そういう肚らしい」

「それならわかる」

　妙なものだ、と竜馬は思った。革命もぎりぎりの段階になれば、いままでそっぽをむいていた官僚がぞろぞろ出てくるのである。出世の投機としては最良のものだと思うのであろう。




　東山山麓の料亭「会会堂」へは、竜馬は中岡と連れ立って出かけた。

　庭に面した座敷に通された。

　待つほどに、大監察佐佐木三四郎が、毛利恭助をつれてあらわれた。

「これは両先生」

　佐佐木は冗談ともつかぬ笑顔でいった。

「どうぞ上席へ。これは非公式の密会で、家中での序列と関係ない。あなたたちは天下の士だ、どうぞ上席へ」

（妙な男だ）

　竜馬はおもった。竜馬ははじめから上席にすわっているのである。

　実をいうと佐佐木も入ってきてすぐ、それに気づいたらしい。藩重役の佐佐木にすればだまって下しも座ざにすわるのも業ごうっ腹ぱらだから、

「どうぞ上席へ」

　と騒ぐことによって、自分がすすんで下座にすわったということにしたかったのであろう。

（それにしても見えすいた芝居ができる男だな）

　竜馬は、相手を観察している。

　佐佐木三四郎は、顔も手足も大づくりな男で、どことなく人を圧する威もある。笑顔も愛嬌があって、いやみではない。

（相当な人物ではある）

　能弁な男で、二、三さしさわりのない話題を佐佐木は出した。竜馬はむっつりきいていたが、多少失望した。

（頭は、よくない）

　佐佐木の話しぶりはすらすらと言葉は弾むのだが、独創性がない。一つの概念をしゃべるとき、その内容か表現に独創性がなければ男子は沈黙しているべきだと竜馬は思っている。そのつもりでいままで自分を律してきた。

（薩の西郷や大久保はこの佐佐木のようではない）

　多少の失望を感じたが、乾退助、後藤象二郎のほかは人材皆無といっていい土佐藩上士のなかでは、佐佐木などは上等の部類だろうと思ったのだ。

（しかし、大監察以上はむりだな）

　むりどころか、この佐佐木が維新政府の顕職を歴任し、ついには位くらい人じん臣しんをきわめるに至ろうとは、このとき竜馬も想像さえできなかった。

（いったい、この男は単に化粧としての勤王なのか、討幕の気持があるのか）

　竜馬はゆるゆるさぐりを入れている。それがわからねば大政奉還論の説明の仕様がないのである。なにしろ原案は勤王・佐幕両面の説明ができるというふしぎな性質のものだ。

（どうやら、どっちつかずらしい。討幕情勢になれば討幕にゆくという男らしい）

　竜馬はそうみて、説明を開始した。佐佐木は独創力はなかったが理解力は明晰だった。

「わかった。いま藩内は源氏も平家もこの案で盛りあがっている。とにかく芝居はやるところまでやってみるから、まずその辺は安心あれ」

　と佐佐木がいうと、竜馬は佐佐木が偶然いった「芝居」という言葉にひどく感心し、

「そう、芝居だ。土佐藩としてはなんでもよいから一ト芝居興行することだ。それから事がはじまるだろう」

　といった。




　西で遠雷がきこえた。

　とみるまに雷鳴が近づき、会会堂の数寄屋普請がふるうかと思われるほどの雷鳴が、頭上から降りおちた。

「雨か」

　竜馬は庭へ目を移した。

「此夜は恰あたかも大雷雨」

　と、佐佐木三四郎は、後日の速記でその述懐談をのこしている。装置がいかにも劇的であったというのだ。「これは芝居の前兆であると互いに祝杯を交し、胸きよう襟きんをひらいて談じた」とその速記で語っている。

　竜馬も、役人ぎらいにしてはめずらしく佐佐木三四郎には悪意をもたず、よく談じた。

「佐佐木君。君はいい」

　と、さかんにほめた。ほめた理由は、佐佐木の言葉に薩長に対する偏見がまったくみられなかったからでもある。

　この当時、土佐藩上士のきまりきった言い草は、

「郷士や軽格どもが、勤王々々とさわいじょるのは、あれは三百年の鬱うつ憤ぷん晴らしであり、その鬱憤を薩長に利用されちょるのじゃ」

　ということだった。

　こんどの竜馬の大政奉還案についても素直には受けとらず、国許の固陋派などは、

「結局、薩長のわなじゃ」

　と白眼でみている。

　ところが佐佐木三四郎はさすがにそういう手合には数段優っていた。

（こいつはまがいものかも知れぬが、そうとしても本物同然で使えるまがいじゃな）

　と見てとった。

　こうとなれば、本物にしてしまうより手がない。

「佐佐木君、安政以来、多くの草そう[image: 莽]もうの士が活躍し、非業に斃たおれた。彼等は時勢を紛糾させたところもあるが、大きく進めもした。その功と死は日本人が永遠に口こう碑ひとして記憶すべきだろう。しかし今からの芝居の幕は、それら草[image: 莽]の志士よりも役人の出る幕だ。役人は藩をにぎっている。藩そのものが動かねば大芝居は打てぬ」

「菲ひ才さいながらも」

　佐佐木はこの言葉をよろこび、

「死力をつくしてやる」

　といった。

　そのあと、京にあつまっている諸藩の脱藩者つまり草[image: 莽]の志士に談が及び、

「かれらをなんとか救済せねばならぬ」

　と言いだしたのは、中岡慎太郎である。事実、竜馬のいうとおり、かれら草[image: 莽]の志士の出る幕ではなくなりつつある。しかも安政・文久のころからみると、彼等の人物もずいぶんと小型になっている。

「しかも、つねに危険にさらされている」

　と中岡はいうのである。近頃の、新選組、見廻組などの跳ちよう梁りようぶりはすさまじいもので、志士たちは毎日のように都の大路小路で屍をさらしつつある。

「一括して救済したい」

　というのが、中岡の案であった。

　その構想はある。その構想を実現するには佐佐木三四郎の働きが必要なのである。




「実は、陸援隊のことだ」

　と、中岡は佐佐木にいった。

「すでに海援隊は成立し、活動し、げんにここに海援隊長もいる。しかし陸援隊はまだ実現にいたっていない。つまりその一件だ」

　陸援隊は、海援隊の約規をモデルにしている。つまりその性格は土佐藩の藩組織に入ることをきらい、独立性を保ちつつ藩と「契約」をむすび、いざ戦争の場合は土佐藩とともに戦うという半公半民の軍隊である。

　ただの軍隊ではなく、政治軍の性質をもっている。京都に置き、京都で革命戦がおこるばあい、天皇のために働く。露骨にいえばクーデターの予備軍といっていい。

　兵は単なる兵ではない。

　ことごとく諸藩脱藩の志士をもって組織する。むろん中岡が土佐人である以上、土佐脱藩の郷士どもが多数を占めるはずだ。

「陸援隊の案については、貴公もきいておられるだろう」

　と、中岡はわざとさりげなくいった。むろん陸援隊がクーデターの予備軍の性格をもっているとまでは中岡はいわない。

「ただ、京都には適当な屋敷がない。つまり屋敷がないという一事だけで遅れている」

「ないだろうな」

　と、佐佐木もいった。

　京の市中には、空いた土地がないのである。もともと家康以来、徳川幕府は、諸侯が京の天皇・公卿と交渉をもつことを怖れ、参さん覲きん交こう代たいの途次に京に立ち寄ることも禁止している。まして藩邸を設けることは好ましくなかった。しかし商業上是非必要という大名にかぎって小さな屋敷をもつことを許していた。

　たとえば京都商人に材木を売らねばならぬ土佐藩などは、高瀬川に尻をむけた藩邸を古くからもっている。工芸品の加賀藩、砂糖の薩摩藩、紙の長州藩などももっていた。

　他の小藩も、借家程度の屋敷をもって留守居役を置いてきたところもあるが、それらのなかでは江戸の奥方や国許の御女中衆の衣装を京で買うための、そういう目的で置いているという藩も多い。たとえば元禄忠臣蔵に出てくる小野寺十内は赤穂藩の京都留守居役で、小さな借家にすみ、そういう仕事をしていた。

　京都藩邸は、いずれもそんな程度だった。

　ところが幕末になった。

　にわかに京都が外交問題決定の府になるとともに、諸藩主、藩士の往来がはげしくなり、さらには藩兵まで置かねばならなくなり、藩邸が大いに必要になった。みな土地を買いあさったが、適当なものがない。

　薩摩藩のごときは従来錦にしきの小こう路じの小さな藩邸だけであったが、ここでは京都駐在の藩士を収容しきれなくなり、普通の町長屋を買収したり、東郊の岡崎村の畑をつぶして建てたり、御所の北の二本松の近衛家別邸を買い受けたり、さらには西郊の衣きぬ笠がさ山やまの山麓の野で二万坪ほどの土地を買収し、ここに調練場をつくり、火薬庫まで設けた。

　土佐藩も河原町藩邸だけでは手狭で、ちかごろ北郊の白川に第二藩邸を建てた。

　中岡はその白川藩邸を貸せ、と佐佐木に交渉しはじめたのである。




「佐佐木君。白川藩邸を貸して貰えば、ただに陸援隊が実現できるだけではない」

　と、中岡はカチリと杯を置いた。

「とは？」

「京で幕吏に追われつつ影のごとく流転している志士の群れを白川屋敷に収容することによって援助をすることができる」

　そのことが、中岡のねらいの最も重要な一つだった。

「それほど危機にあるか、浮浪は」

　と、佐佐木三四郎は思わず「浮浪」といった。諸藩脱藩の士を、勤王派では「志士」とよぶが、幕府や佐幕派の側では浮浪と言い、公文書にもその言葉をつかう。佐佐木は官僚だけについ不用意にその言葉をつかった。

「浮浪か」

　中岡は苦笑した。

「いや、失言した。志士である」

「まったく、近頃の幕吏の狂奔ぶりは井伊の安政ノ大獄以来の空気だな。一例をあげると、一昨夜のことだ」

　中岡は、いま町家の密集した柳やなぎの馬ばん場ば蛸たこ薬やく師しの借家に、

　──薩摩藩士横山勘蔵

　という変名で住んでいる。中岡が普通つかう変名は石川清せい之の助すけという名だが、それもすでに知れすぎているために、家主への届出は右の名で済ませていた。

　隣家に、対馬つしま藩の脱藩で、立花某といういわゆる「浮浪」が住んでいる。一昨夜、中岡が遅く帰宅すると、立花は所司代役人に踏みこまれ、激闘のすえ負傷し、連れ去られてしまった。

　中岡はそれを救助しようとし、かれの門人のようになっている土佐藩京都詰めの上士毛利恭助に説き、

　──藩として所司代にかけあってもらいたい。立花は土佐藩陸援隊士だといえば済む。

　と言い、その方法で交渉させている真最中なのである。

「それはほんの一例だ。同種の事件はほとんど毎日のように頻ひん発ぱつしている。佐佐木君、白川屋敷さえ貸してもらえば、彼等をすくうことができるのだ」

　中岡の説くところは、もっともなことである。徳川期の幕藩体制の法制からいえば、諸藩の屋敷へ幕吏が踏みこむことはできない。いわば治外法権なのである。

　白川屋敷は土佐藩の藩邸であり、そこに浪士たちを収容すれば、いかに新選組や見廻組が逸はやろうとも手の出しようがない。

「君は役人だ。役人として天下に尽しうる道はそういうことだ」

　中岡はおだてた。

　佐佐木は快諾し、

「参政の由ゆ比い猪い内ない殿がさいわい京にのぼってきている。彼に説く」

　といった。

　翌日、佐佐木は由比に説き、その承認をとりつけたが、由比もさすがに責任がおそろしかったらしく、

「万一、老公がご立腹なされば君が責任をとってくれるだろうな」

　といった。腹を切るのは佐佐木三四郎だぞ、という意味である。佐佐木はうなずいた。彼にはそのくらいの度胸はある。




　土佐藩提議の大政奉還案は、他の雄藩が賛同して足並がそろわなければ、幕府に圧力をかけることができない。このため、中岡は奔走した。ときに竜馬も出かけてゆく。

　薩摩は了解した。

　他に時勢に過敏な雄藩としては、芸州広島浅野家四十二万六千石がある。この藩は、家老の辻将しよう曹そうという者が京に駐在している。

　非常な利きけ者ものであった。

　この辻にも了解をとり、土州、薩州、芸州三藩賛同ということで天下にいわば巨弾をなげこむという段取りにまで漕ぎつけた。

　この間、土佐の参政由比猪内、大監察佐佐木三四郎も、薩の西郷・大久保や、芸の辻将曹たちに藩代表者として会っている。

　佐佐木三四郎は自分の上司の由比猪内に、

「芸の辻は、趣旨には賛成だが枝葉の字句に少々の異論がある、といったが、これはかえって安心だ。しかし薩の西郷や大久保は手ごわいな」

　と、感想をのべた。

　薩の西郷や大久保は、訪問してきた由比と佐佐木に、

「そのことは坂本大う人し、中岡大人からよくよくきいております。まことに結構なご趣旨にて、薩摩藩としてはご同意つかまつる」

　と、いっさい異論や質疑を言いたてず、全面的に賛同した。佐佐木にすればこれがこわい、というのである。全面的に賛成することによって、主唱者の土佐藩に政局に対する重責を負わせようという肚らしい。いままでともすれば時勢に逃げ腰だった土佐藩を、この動議を機会に時勢の渦中に据えさせ、逃げもかくれもできぬようにし、共に倶ともに薩長企画の軍事蜂ほう起きに起ちあがらせようという肚なのであろう。

「芸の辻将曹などより、二枚も三枚も役者が上だ」

　と、佐佐木はいった。

「そのとおりだ」

　多少佐幕色のぬけきらぬ参政由比猪内も、その点で、薩摩を警戒している。

　が、いずれにせよ、薩摩の賛同は土佐にとって大きな力であるため、懇親の宴をむすぼうということになった。

　竜馬・中岡・佐佐木が雷雨の夜に会会堂で話しあってから、三日後である。

「場所は三本木の柏かしわ亭ていだ。来てくれるだろうな」

　と、佐佐木がわざわざ竜馬の下宿にたずねてきたが、竜馬は断わった。

「懇親の宴などに出ても仕様がない」

　中岡も、出なかった。

　佐佐木らは、薩摩藩の京における要人を招待した。西郷は当然招待されたが、風邪のために欠席した。

　薩摩藩は、家老の小松帯刀、側そば役やくつまり家老につぐ重要な官名をもつ大久保一蔵、さらに吉井幸輔、内田仲之助。

　土佐側は、折りから上京してきた後藤象二郎、由比猪内、福岡藤次、寺村左膳、佐佐木三四郎などで、宴会好きの後藤が気をきかして娘義太夫を座敷によんだ。これが類のないほどの下手で、それがかえって愛嬌になり、謹厳な薩の大久保まで顔を伏せて吹き出した。




　これは息ぬきの閑ひまばなしだが、祇園にお加代という芸者がいる。

「山ねこ」

　という芸名で出ていた。自前で気位が多少高いが、姿もよく芸も出来、そのうえ京女の典型のような、目鼻立ちのちまちました美人であった。

　このお加代に土佐藩の福岡藤次が惚れた。

　なにぶん、土佐藩の高級官吏とはいえ、田舎侍である。というより福岡の場合は田舎秀才といっていいだろう。

　目もくらむほどに惚れ、毎夜のように料亭会会堂にお加代をよび、酒も飲まず歌もうたわずに、お加代の掌ばかりを握っていた。

（いやらしい）

　とお加代は思うが、相手が大藩の高官だけに、邪じや慳けんにするわけにもいかない。

　福岡は、高知の上士意識が祇園でも通用すると思っている男で、お加代が他の座敷をつとめているときなど、目を吊りあげて会会堂の女将をどなりつけた。その上吝りん嗇しよくで、仲居や下男に祝儀をやらないため、会会堂でも、

「福岡様がきた」

　といえば、みな顔をしかめるほどだった。

　ところがわるいことに、お加代が惚れている男が、他にいる。薩摩藩の若い家老で島津伊勢であった。

　その島津伊勢にお加代が、福岡藤次がいかにいやな男かということを、こまごまと話すらしい。島津伊勢ははじめは笑って聞き流していたが、しまいには、

「土州者は、そんな調子か」

　と思うようになり、下僚の西郷や大久保に、

「土州と提携するのもよいが、遊びに行って芸者にきらわれるような型の人間は、ついには男としても頼りにならぬぞ」

　というようになった。

　大久保もこれにはこまり、中岡にこのことを話した。

「大事の前だ。くだらぬことで折角の薩土提携が崩壊してもこまる」

　といった。中岡は、赤面した。

（結局、土佐の上士どもは夜や郎ろう自じ大だいで、都にきても赤の恥をかく）

　かといって、むげに福岡藤次を面詰すれば、折角、佐幕色をすてて近頃勤王色に塗りかえている福岡を、もとの佐幕に走らせてしまわぬともかぎらない。

　中岡は一策を講じ、福岡に対し、

「あの女には隠しの旦那がある。島津伊勢がそれだ。君は薩摩藩家老の妾に横よこ恋れん慕ぼをしかけていることになるが、それでもなお行くか」

　と、ものやわらかにいった。それが容堂公にきこえれば出世の道は絶えるぞ、という意味を暗にほのめかしたのである。

　福岡は蒼白になり、

「知らなんだ。もはやあきらめるゆえ、これまでのことは内聞にしてくれ」

　といった。

　中岡は内心失笑したが、薩土提携をととのえてゆくうえで、このようなくだらぬことにまで彼は世話を焼かねばならなかった。




陸　援　隊











　土佐藩の第二藩邸である白川屋敷は、都の東北にある。現今の京都大学本部構内の北のはしあたりにあたるであろう。

　中岡慎太郎のころは、今いま出で川がわ通を東にすすんで鴨川を渡れば、もう吉田山のふもとまで一望の田畑だった。藪やぶも多い。

　その藪と田畑のなかに、通称、

「白川陣営」

　と称する土州屋敷がある。ずいぶん都心から足場の遠いところに建てたものだ。

　去年の冬、竣工した。

　理由は、京都にのぼる藩主が、兵をひきいてくる。その兵を収容する宿舎のつもりで建てたのだが、当時、適当な土地がみつからなかった。ついに探しあぐねて、こんな不便なところに建てた。

「妙な土地へ建てたものだ」

　と、竣工早々から河原町藩邸内で評判がわるかった。足場が遠いうえに、いかにも要害が悪い。まわりが田畑では、いざ京で戦争がおこるという場合、敵から簡単に攻められてしまう。

　その点、浄土宗の一本山である黒くろ谷だにの金こん戒かい光こう明みよう寺じを借用している会津藩などは、場所も高燥で都を眼下に見おろし、寺そのものが一種の城郭造りで巨大な石塁を組みあげたりしているから、容易に攻められない。

「ばかなことをしたものだ」

　と、黒谷の会津本陣などと思いくらべて京都詰めの連中はみな蔭口をいっている。この場所をさがしたのは福岡藤次で、官僚臭のつよい福岡の不評判が、そのままこの第二藩邸の不評判にもなっていた。

　その上、老公の容堂は、薩摩のように京に戦闘武装の兵を置くということにまったく反対で、兵そのものも国もとからのぼって来ない。

　自然、建ったまま放置されている。

「あれを陸援隊に貸せ」

　といった中岡慎太郎の着眼はよかったといえるだろう。京都藩邸の官僚たちも、強いて反対する理由もない。結局、中岡につかわせることになった。

　陸援隊の陣営としては、白川屋敷はうってつけだった。建て方が、いわゆる大名屋敷の形式ではなく、陣営、兵営の形式である。

　御殿などはない。庭園もない。装飾的な書院もない。ぜんぶ、お長屋である。

　門は巨材を組んだだけの簡素なもので、屋敷の四囲は長屋をもって塀としている。

　このため人員の収容能力はある。

「とにかく広い。われわれ陸援隊の者は長屋の一室八畳を一人で占める程にゆったりしたもので、賄まかないは河原町の藩邸で炊たき出だし、それを小者たちが白木の弁当箱に入れてもってくる。弁当は飯に香こうの物をそえただけだから副食物は隊士が自弁しなければならない」

　と、この中岡を慕って陸援隊に投じてきた大江卓は維新後語っている。

　大江卓は土佐の宿すく毛もの軽格侍で、維新後、神奈川権ごん令れいなどになったが、のち官をやめ、自由民権運動に参加し、明治の代表的自由思想家として強烈な足跡をのこした。




　中岡慎太郎が、柳馬場蛸薬師の借家を出て白川陣営に移ったのは、暑い日だった。

　最初、中岡とともにこの隊に投じた京都流りゆう寓ぐう中の浪士は、十一人である。

　以後ぞくぞくとあつまってきて、またたくまに百人を越えた。

　多少の列伝をのべたい。

　大江卓は、すでに触れた。彼の事歴のうちもっとも著名なのは、維新後、神奈川県の権令をしていた時の「マリア・ルーズ号」事件であろう。横浜港に入港した南米ペルー船籍の同船は、シナで買い入れた清国人奴ど隷れい二百三十二人を積んでいた。その奴隷のうち二人が脱走し、援たすけを大江に乞うた。大江は新政府に説き、外務卿副そえ島じま種たね臣おみの了解を得、その全員の解放を断行した。かれはさらに晩年、部落解放に力をつくしたが、この大江卓の場合、薩長系志士とは趣きを異ことにしている。大江は竜馬の自由思想の影響を多分にうけ、さらに維新後フランス革命に興味をもち、自由と平等思想の宣布者になった。土佐系志士の一典型といえるだろう。

　陸援隊に投じた者のなかで大江型の人物のほかに、のちに薩長藩閥政府に参加した人物も多い。

　この点、維新の志士の型の二つの流れが（その一つの型である坂本竜馬・大江卓の型に属する志士は一般にきわめて稀少だったが）、陸援隊に混在していた。

　維新後官途について栄達した者は、伯爵田中光みつ顕あき、同香川敬三（水戸脱藩）、男爵岩村高俊、同片岡利とし和かず、同中島信行などがいる。

　出身藩国別にいうと、土佐がもっとも多く十八人、ついで水戸で十四人、三河が九人、京都が八人、その他、肥後、薩摩、豊ぶん後ご、伊予、武蔵、対馬、甲斐、備中、出羽、近江、伯ほう耆き、尾張、大和、河内などが数人ずつ参加している。

　…………

　陸援隊は実現したが、隊長の中岡慎太郎は隊長として白川陣営の奥でおさまっているわけにはいかない。

（おれと竜馬が奔走せねば天下はどうにもならぬ）

　と思っている。事実、そのとおりで、嘉永六年以来、混乱と激動をつづけてきた時勢はいまや大政奉還案を最後の切り札としてまとまりつつある折りから、その提議者である竜馬と中岡が、単なる壮士団の隊長の座にいるわけにはいかなかった。

　とくに中岡は、

「薩と土はすでにかたまった。あとは芸州藩である」

　として、芸州広島浅野家四十二万六千石を動かすべく、この藩の志士船ふな越こし洋之助と緊密な連絡をとりつつ事を進めている。

　余談ながら、船越はのち衛まもると改名し、維新後、各県の県令、知事などを歴任し、最後は枢密顧問官となり、男爵をさずけられ、大正二年十二月、七十四歳で死んだ。

　とにかく中岡は、陸援隊の隊長代理をさせられるだけの統率力のある男がほしい。




　中岡は白川陣営で陸援隊を創設すると、すぐ竜馬を招待した。

　竜馬はやってきて、陣営のなかを見てまわり、隊士の食事まで見、それを食ってみて、

「貧ひんなるかな」

　と、大笑いした。中岡は苦にがっぽくだまっていた。このさき隊士がふえてゆけば経理はどうなるのだろうという心配が、中岡にある。

　土佐藩は、飯と沢たく庵あんしか出さない。それだけの支出で、あとは隊士の小遣いはおろか、武器の購入費も出ない。

　土佐藩の財政が、それに堪えられないという点もある。たとえその財政能力があっても、藩会計をにぎる国許の佐幕派上士たちが、あきらかに討幕結社とわかる陸援隊に金を出すはずがなかった。

　また、竜馬自身も、

「財政の独立なくては、思想かんがえの独立もなく、行動の自由もない」

　として、海援隊の場合も、土佐藩の会計から鐚びた一いち文もんの金ももらっていないのである。すべて自営自活でやってきている。

　この点は、長崎で藩官僚の福岡藤次と交換した約規に、竜馬はわざわざ、

「藩から銭せん糧りようを仰がず。藩はこれを給せず。すべて隊の自営自取に任ず」

　という細則を書き添えている。そのかわり海援隊が得た利益は藩にまわさない。

「その射しや利り（営利）するところは、復また官に利せず」

　という文句である。

　その利益を得る方法については、

「その所しよ給きゆうは多く海より生ず」

　という詩的な表現で約規に書いた。これによって海援隊は独立自営であった。

「しかし陸援隊はそうは行かぬ」

　と、中岡はいうのである。中岡には竜馬のような経済的構想もなければ、営利事業家としての機敏さも知識もない。

「おぬしのように商売はできぬ」

　といった。なるほど中岡ならずとも陸では商売はできにくいだろう。

「いかに白川村に陣営を置いたからといって白しら川かわ女めのように薪たきぎを頭にのせて都の大おお路じ小こう路じを売りあるくまねもできまい」

　竜馬は上機嫌で笑った。

　中岡はますます顔をにがくして、

「竜馬、陸援隊をたすけろ」

　と、いった。

　一言で、竜馬は快諾し、連れてきた海援隊文官の長岡謙吉に約規を起草させた。

「両隊、海陸用を異にするといえども、たがいに相応援し、相給するを要す」

　と書いた。相互扶助ということであったが、現実には海援隊が営利部門をもっている以上、海援隊の一方的な応援になるだろう。

「これでいい」

　と、竜馬は長岡謙吉に三通書かせ、一通は土佐藩佐佐木三四郎に保管させ、他の二通は海陸両隊がそれぞれ持つことになった。

「いまひとつ相談がある」

　と中岡がいったのは、隊長代理をつとめる人材についてであった。それがなければ中岡は隊に縛しばられて身動きもできない。




「海援隊には人材が多い」

　と、中岡はうらやましそうにいった。これはそのとおりであろう。

　竜馬にはすぐれた女房役が多い。

　まず、隊の文官長岡謙吉がある。土佐の村医者あがりだから出身階級の点でうかばれなかったのが、竜馬に幸いした。長岡の文才、学識、英語や蘭語の読解力からいえば、どの藩に抱えられても新しん知ち五百石のねうちはあったろう。それほどの男が、一竜馬の秘書になっているのである。

　陸奥陽之助もそうだった。性格がやや激しすぎて人との協調を欠くのが難だが、その理解力の早さ、ものをさきざきまで見通してゆく敏さとさは学者の長岡謙吉よりも数段上で、竜馬も、

「わが隊で両刀を脱しても食ってゆけるものはおぬしとわしだけだ」

　といって高く評価していた。

　船の遭難で死んでしまった池いけ内く蔵ら太たなどもおもしろい人材だった。人を調和させる奇妙な能力があり、もっとも年若の隊士の中島作太郎でさえ、かつて、

「もし坂本さんがなくなっても、池さんさえいれば、われわれは奉じてゆける」

　といっていたほどの人物であった。その中島作太郎自身、いまや少年の域を脱して隊の商務部門を担当し、なかなかの能力を発揮している。

「どういうわけで、そのように人が集まるのだ」

　と、中岡はふしぎでならない。

「おれが気楽者だからだろう。たすけてやらねばどうにもならぬと思って奴等はあつまって来るらしい」

「最初、どうやって見つけるのかね」

「おい来ないか、と言うだけさ」

　と、竜馬のいうことはとりとめない。

「とにかくこまっている。たれか、統率の能力のある者はいないか」

「いる」

　竜馬は二人の名をあげた。

　　田中顕助（のち光顕）

　　那須盛もり馬ま（のち片岡利和）

　である。いずれも土佐の軽格あがりで、郷士以下の身分であった。

　ふたりとも土佐藩家老深尾鼎かなえの家来の家にうまれ、高岡郡佐さ川かわで少年期を送り、田中顕助が二十はたちをすぎて程なく、那須ともども脱藩した。一緒に脱藩した者に橋本鉄てつ猪い（大橋慎三）がいる。

　その後彼等は長州に渡り、長州人とともにあらゆる艱かん難なんをなめ、元治元年九月には大坂に潜入し、松まつ屋ちや町まち筋すじでぜんざい屋を営む志士本多大おお内く蔵ら（公卿の武者小路家の雑ざつ掌しよう）の家の二階にひそみ、大坂城を焼きうちし将軍を殺そうとした。

　わずか数人で、である。その首領株は大利鼎てい吉きちであった。慶応元年正月、その潜居を新選組谷万太郎にかぎつけられ、奉行所人数など五十余人の襲撃をうけて大利鼎吉が闘死した、ということは以前この稿でのべた。

　さいわい、田中顕助、那須盛馬、橋本鉄猪の三人は外出中だったために難をまぬがれ、その後奥大和の山中十と津つ川がわ村に身をひそめていたが、田中、橋本はやがて山中を脱し、いま那須盛馬のみが十津川村に残っている。




「なるほど、田中顕助、那須盛馬なら、代将として隊をまかせられそうだな」

　と、中岡はいった。田中顕助は別段特異な能があるわけではないが人をまとめてゆく器量があり、那須盛馬は勇猛で軍才がある。陸援隊のよき両輪になるであろう。

「田中顕助はちかぢか京に入ってくるからそのときにおさえればよい」

　と、中岡はつぶやいた。田中はこのところ長州へ帰化したような形で、長州の藩外交を担当している。先日も、薩摩藩との連絡のために、長州人山県狂介、品川弥二郎、鳥尾小こ弥や太た、興こう膳ぜん五六郎の四人とともに京に潜入してきていた。いま[image: 筑]前の大宰府にいる。大政奉還案を中心とする新情勢を、大宰府流寓中の三条実さね美とみら五卿に報告するためであった。

「問題は那須盛馬だ」

　と、中岡は掌をたたき、山崎喜き都つ真まという若い土佐人をよんだ。

「キツマ」

　と同志からよばれている青年で、なんの能もないがただひとつ諸国の方言がうまくつかえ、酒をのんだときにじつに巧みに真似をして人を笑わせる。

　とくにうまいのは、京都弁であった。方言が使えるというのは、この情勢下にあってはときに命びろいをすることが多い。

　たとえば、つぎの例はその逆の場合だが、かつて長州の高杉晋作がその情人おうのとともに大坂に潜入していたとき、退屈のあまり道頓堀に出て本屋に立ちより、

「徒つれ然づれ草ぐさをくれ」

　とひとこといった。その訛なまりが長州弁だったために本屋の主人に怪しまれ、裏口から家人がぬけて町会所へ訴えた。もっとも幕吏がきたときには高杉は逃げていたが。

　とにかく、キツマにはそういう芸がある。

「大和の十津川村へ分け入って、那須盛馬をさがし出してくれ」

　と、中岡は頼んだ。

　キツマは路銀をうけとると、すぐ材木屋の手代に変装した。十津川は奥吉野だから、京の材木屋の手代が入りこんで行ってもおかしくはない。

「土佐弁は出すな」

　と、中岡は念を押した。土佐弁、長州弁をつかえばもうそれだけで幕吏に捕殺される時勢である。

「だいじょうぶどす」

　と、キツマは軽口をたたき、夜陰にまぎれて陸援隊本部を去った。

　京を離れる前に、海援隊京都本部のある材木商「酢屋」で手形などを貰い、奈良にむかった。

　奥吉野の十津川村といえば近畿の秘境といわれている山岳地帯で、分け入ってゆくだけでも容易ではない。

　キツマは、五條から入った。五條から十津川まで野宿をかさねて、山路三日もかかった。

（十津川村にさえつけば）

　と、キツマはいちずに思いつつ歩いた。十津川村は古来特異な勤王村として知られ、この幕末風雲の時勢にも天誅組とともに、戦ったり、御所の守護兵を京に出したりしている山村の郷士村である。キツマの身は安全であろう。




　那須盛馬について、多少触れたい。

　肩肉の盛りあがった大男で、故郷の佐川の町にいるときから、

「盛馬は戦国の世にうまれておれば、槍一筋で大名になったかもしれない」

　といわれていた男である。豪胆で、度はずれた腕力がある。

　故郷にいたころ、同じ深尾家の家来の堀見家へあそびにゆき、酒を馳走になり、酔ったまぎれに自分の力を試した。碁盤の上に将棋盤を積み、その上にさらに二抱えほどある陶器の大火鉢をつみあげ、しかるのちに碁盤の脚をつかみ、らくらくと差しあげ、それを五十回上下させた。

「一種の馬鹿じゃな」

　と、一座の者からいわれ、酔いが醒めてから恥じ、しばらく家を出なかった。その後高知城下に出、江戸帰りの武市半平太の道場に入り、鏡きよう心しん明みよう智ち流りゆうを学んだ。

　そのころ、三日にあげず武市家にあそびにきていた竜馬にも稽古をつけてもらったことがある。

　武市半平太が土佐勤王党を結成したとき、まっさきに参加し、のち元治元年八月十四日、田中顕助らと黒森峠を越えて脱藩した。その脱藩を藩吏が知り、槍や鉄砲をもった追撃隊があとを追ってきた。途中、同志の井原応輔が腹痛をおこし、歩行できなくなり、ついに草むらに腰をおろして、

　──腹を切る。置きすてて逃げてくれ。

　というのを、那須盛馬は無言で近づき、いきなり応輔を抱きあげ、次いで背に負い、伊予境までの嶮路を駈けに駈けた。ぶじ伊予境を抜けきったとき、盛馬は応輔をおろし、

「どうだ、馬鹿力にも使い道はあろう」

　といった。先年、一種の馬鹿じゃな、といって嗤わらったひとりが、この井原応輔だったのである。この井原応輔はのち美作みまさかを遊ゆう説ぜい中、関所役人の指揮する郷民百人ほどにかこまれ、同志島浪なみ間まと刺しちがえて死ぬ。

　那須盛馬は大坂城を焼打すべく大坂松屋町筋に潜居中、新選組に襲われ、たまたま外出していたために難をまぬかれたことはすでに述べたが、その後、人相書がほうぼうにまわったため、人の住む下界に居られなくなった。

　田中顕助とともに大和十津川の山中へ逃げた。山中を分け入ってついに道に迷い、前途を絶望し、

　　意気地のない話だが、不覚の涙が滲にじみ出てくる。実際、このときは二人して男泣きに泣いた。（田中光顕談）

　というときもあった。ようやく道がわかり十津川村に入り上ノ湯の郷士田中邦男という同志の家にたどりついた。

　十津川潜伏中、盛馬は郷士の子弟に剣術を教えてひまをつぶしていたが、やがて血が鬱うつ勃ぼつとしてきて、

「チクと京の情勢を偵察してくる」

　と、大胆にも山をおりた。同行したのは十津川郷士第一の剣客で居合の天才といわれた中井庄五郎である。まだ二十そこそこの若者であった。中井は維新直前、京の花屋町で新選組と戦って闘死した。

　この二人は、この「京都偵察」中にも新選組と激闘している。




　京の木屋町四条をすこしさがったところに浮うか蓮れ亭ていという飲み屋がある。表が、高瀬川に面している。

　ある日、那須盛馬はこの浮蓮亭二階の小座敷で、十津川郷士中井庄五郎と飲んだ。

　席上、竜馬の話が出た。

「長崎にいるそうだな」

　中井庄五郎がいった。中井は、年とし若わかながら居合の名人といわれた男だから、北辰一刀流の竜馬の剣名をかねて慕っている。しきりと竜馬の話をききたがった。

「のっぽで、無愛想すぼつこいやつさ」

　那須盛馬は、いった。よく考えてみると、那須は武市道場で竜馬に二、三回稽古をつけてもらった記憶があるだけで、面とむかって肝かん胆たんを相照らしたことがない。

「剣のほうは凄かった。武市先生も、竜馬には兜をぬいだらしい」

　那須にはその程度の話題があるだけで、中井庄五郎の関心を満足させてやることはできない。

「こんど京にのぼってきたときに、紹介してやろう。しかし腹の立つ男だぜ」

「なぜだ」

「自分が喋りたくないときには、そっぽをむいてやがる」

　二人は十分に酩酊した。大酒家の那須盛馬のごときは、階段を二段ふみはずして、土間に尻餅をつきかけたほどだった。

「那須さん、大丈夫か」

　中井は、心配したほどだった。──大丈夫さ、と那須は立ちあがり、勘定をすませて表へ出た。軒むこうに柳がある。東山に月がかかっていて、足もとは明るい。

　田中光顕の「維新夜話」の速記によると、

　　四条橋際ぎわまで来ると、向うから大手をふって大道狭しと闊かつ歩ぽしてくるのは、言わずと知れた新選組の猛も者さ、沖田総司、斎藤一はじめ、永倉新八の面々である。

　とある。

　当時、京に潜入中の浪士は、道で新選組の者に出会うとすかさず逃げるのが常識で、正面から太刀打ちする馬鹿はいない。新選組では、たとえ相手を取り逃がすことがあってもあとあとまで執しつ拗ように探索し、ついには所在をつきとめてあらためて襲撃してくる。それを浪士たちは知っていたから、顔を記憶させることすら怖れた。

　が、那須盛馬は野放図な男だし、中井庄五郎にいたっては喧嘩が好きでたまらない。それに二人とも酔っている。

　道はせまく、双方、どちらかがゆずらなければ通れない。新選組は押し出してくる。

「無礼者っ」

　と、那須盛馬が大喝した。

　新選組の三人は、飛びさがって剣をぬいた。

　この三人も木屋町のどこかで飲んでいたらしく、酒気を帯びている。

　那須が抜き、中井は飛びこんだ。中井の豪胆さは話にならない。剣を抜かずに斎藤一の手もとまで飛びこみ、いきなり抜き打ちをかけた。




　──中井の稲いな妻ずま業わざ。

　といわれたほどに、十津川郷士中井庄五郎は神速なわざをもっていた。

　が、剣がなにぶん若い。

　業に危険度が高かった。すでに相手の斎藤一が剣を抜ききってしまっているのに、一か八かの抜き打ちを仕掛けるなどは冒険であろう。

　飛びこんだ中井の眼前で、

　戛かつ、

　と火花が散った。斎藤一が受けとめたのである。が、斎藤一の老熟さはそれだけではない。受けて流しつつ右へ大きく体をひらき中井の腰を斬った。

　が、刃はとどかず、中井は飛びさがった。

　それが中井庄五郎の限度であった。

　したたかに酔っている。息が切れはじめたのである。となれば攻撃はできず、踏みこんでは撃ちこんでくる斎藤の剣を受け凌しのぐのに精いっぱいになった。真剣の場合、よほどの名人でないかぎり、防ぐ一方の術者はやがては斬られ去らざるをえない。

　それよりもすさまじいのは、那須盛馬であった。路上いっぱいに咆ほう哮こうしながら飛び交かっている。

　相手は二人である。

　沖田総司と永倉新八であった。沖田は名人といわれた使い手であり、永倉は隊内きっての手練の者で、斬り込みの達人といわれた。それに、人を斬ることでは数えきれない場数を踏んでいる連中である。

　那須盛馬はかつて人を斬ったことがない。

　ただその固有の気魂と、ずぬけた体力で剣を動かしているだけである。

「体をどう動かしていたのか、よく憶えていない。地獄の火のなかを無我夢中で駈けまわっていた感じがする」

　と、維新後男爵片岡利和になったこの男はこのときを回顧している。

　新選組の側は、剣客の中井庄五郎よりも力士のような体格の那須盛馬のほうを、

（よほどの使い手）

　とみて、沖田、永倉がふたりで立ちむかったのである。那須の不幸というべきだろう。

　彼等は冷静だった。

　那須の剣の動きを見、効果的に踏みこんでゆく。そのつど那須は体のどこかを斬られた。

　が、致命傷にはならない。おそらく沖田、永倉にも酒気があるためだろう。それに、盛馬の剣はいわゆる難剣だった。剣の動きに叩きこんだ律りつがないために、どこをどう来るかわからない。沖田、永倉も、その点もてあまし気味だった。

　それでも那須は一太刀も相手に届かせることができないが、相手の剣は、那須の左肩と右のふとももにかなりな深ふか傷でを与えている。

　しかも酒のために出血がひどく、どうみても立って身動きしているのがふしぎな位だった。

　中井は、那須の状態をみて、

「那須さん、逃げろ」

　と、前面の斎藤をすてて、沖田と永倉のほうに斬りこんできた。斬りこんだままの勢いで中井は那須をかばいつつ北へ逃げた。




　幸い、あたりは闇である。

　二人はどんどん逃げ、錦小路まできてやっと歩度をゆるめた。

「池いけ久きゆうへ寄ろう」

　と、中井はいった。麩ふ屋や町まち姉あねが小こう路じの池村屋久兵衛という書店である。当時、京の市中の人気は過激勤王派に肩入れし、すすんでこれをかばった俠商も多い。池村屋久兵衛もそのひとりであった。

　雨戸をたたくと、久兵衛が起きてきた。すぐなかへ入れ、那須の様子をみて、

「えらいお怪我どすな」

　と驚き、自分で走って医者をよんできた。

　医者がきた。傷をみて、

「これは外科どすな」

　といった。内科の患者だと思ったのであろう。しかし久兵衛にすれば懇意の医者はこの内科医しかいない。いまあらためて外科をよべば、どこへどう密告されるかわからないのである。

「わしも外科の心得は一通りはあるが、さてどんなものか」

　つぶやきながら医者は久兵衛の妻女に湯を沸かさせ、焼酎と木綿針、それに晒布さらしを用意させた。

　が、薬がない。医者は自分で富とみの小こう路じの薬屋まで走って脂あぶら薬ぐすりを買ってきた。

「チト痛うござるぞ。ご辛抱を」

　といって焼酎で傷口を洗いはじめた。その激烈な痛さは、あやうく失神しそうになるほどだったが、那須はうめき声一つたてない。侍のつらさというものであろう。

　維新後、那須は、

「とにかくあの藪やぶ医者に洗われたときの痛さと言ったら、いま考えてもぞっとする」

　と、しばしば語った。

　医者は傷口をことごとく縫い、十分に繃帯して帰って行った。その翌日、早くも京都市中に二人の人相書がばらまかれたが、この医者は藪医ではあっても口だけは固かったのであろう。いっさい洩らしていない。

　ところが探索がいよいよきびしくなったため、二人は池村屋久兵衛に迷惑がかかるのをおそれ、夜陰、同家を出た。

　そのあと、下しも御ご霊りよう社しやの裏の古着屋の二階を借り、しばらく潜伏した。

　──医術の修業生だ。

　と最初、古着屋の家族にはごまかしていたが、古着屋もうすうす感づいてきたらしい。

「お傷の薬は、手前どもで買いに参りましょう」

　と言ってくれ、その使いには妻女が行ったり娘が行ったりした。彼等はいちいち薬屋を変え、遠くは本願寺のそばまで足をのばしたらしい。

　那須は傷につよい体質のもちぬしらしく、一月ほどで、傷口がふさがった。まだ癒なおりきってはいないが、このまま京にいることは危険だった。那須は古着屋に礼を言い、杖をひいて京を発った。

「おれは残る」

　と中井がいったので、那須は自分ひとりで道中をし、大和の吉野に入り、奥へ分け入って十津川へたどりつき、再び潜伏した。

　その那須を、中岡の使者山崎喜都真は風雲のなかへ連れもどしにゆく。




　この広大な山岳地帯に入れば、旅人は大洋のなかをゆく孤舟のようなものだ。岩と樹海のなかを、旅人は天の星をたよりに歩きつづけてゆかねばならない。

　十津川郷

　とひとくちにいうが、その面積は六七〇平方キロあり、奈良盆地の二倍もある。樹海にうずもれて五十余個の字あざが散在し、家屋は山の傾斜に鳥の巣のように架かけられている。

　山崎喜都真は歩きつづけ、ついにめざす小こ井いという字に入った。カモシカが村のなかを走っているようなところで、山崎はまるで雲上の別天地に迷いこんだような思いがした。

「清せい昌しよう寺じを訪ねたいのだが」

　と、杉の木を伐っていたキコリにきくと、キコリが道を教えるかわりにみずから案内してくれた。二里歩いた。

　なにしろ字といっても聚しゆう落らくではなく家が点々と峰々に散在し、隣家へゆくのに二、三里歩かねばならぬという例はざらだった。

「あれが、清昌寺様でごわります」

　と、キコリは室町ころの狂言の言葉でも思わせるような荘重な方言で山門を指さし、そのまま樹木のなかに去って行った。

　山崎は、高い石段をのぼり、やがて狭い境内に入った。右手が庫く裡りである。

「頼もう」

　というと、すでに石段をのぼっている頃から監視をつづけていたらしい寺の小僧が、油断のない目で出てきた。

　山崎喜都真はまず自分が何者であるかを説明し、

「那須盛馬はおりますかの」

　ときくと小僧は目をいよいよ光らせ、だまってひっこんだ。

　やがて、鴨かも居いに頭のつかえるような大男がでてきて、

「やあやあ、キツマ」

　と、両手をあげた。神主のような白木綿の着物によれよれの小倉袴をはき、脇差を帯びている。足をやや引きずっている。

「あがれあがれ。お前まんも京で追いつめられて逃げてきたか」

「冗談ではない。京はもはや回天か敗北かという切せつ所しよだ」

「そうかい。うらが居らんうちに風雲がえらく動いたようじゃのう」

　那須盛馬は山崎を和尚に紹介し、日が沈むとともに二人きりの酒宴をはじめた。

「この寺の小僧はおンしに忠実じゃ。訪ねてきたうらを油断ならぬ目で見くさった」

「あの小僧か」

　那須盛馬は有難がるどころか舌打ちして、

「あいつはうらの喧嘩相手じゃ。先夜も風呂を立てたのはよいが、うらを出しぬいて先に入って居くさった。おのれと思い、奴が入ったまま風呂桶ごと持ちあげて外へほうり出してくれた」

　相変らずの怪力であるが、盛馬は自分の怪力を誇っているわけではなく、

「だからこそあの小僧はこのところ、おれにおとなしくなっているのだ」

　ということを言いたかったらしい。盛馬の山中生活は、そのように童話的だった。




「京へ出てこい」

　というのが、山崎喜都真の役目である。そのことを言い、京の情勢をつぶさに語り、那須盛馬が果たすべき陸援隊隊長代理の役目についても説明した。

「どうだ、山を降りるか」

「降りるとも」

　盛馬はうれしそうだった。

「傷もほぼ癒えた。うらのような人間でもこの風雲の時期に役に立てばうれしい」

「よかった」

「しかし竜馬もやるぞのう。あの男一手で風雲を収拾しつつあるではないか」

　そのあと、竜馬と中岡慎太郎の比較論になった。

「竜馬は、稲妻を古ぼけた一いつ反たん風呂敷に包んで歩いちょるような男じゃ。一見めだちゃせぬが、ひとたび大風呂敷をあけると電光四囲をつらぬき、白光天下に満ち、風雲たちどころにおこって豪雨くだる」

「なるほど」

　山崎喜都真はうなずいた。この竜馬と直接の縁のうすい同郷の友人たちは、竜馬をそのような、いわば神秘的天才としてみているようであった。

「中岡はその点、平凡さ」

　と那須盛馬はいった。

「しかし激烈な性根につつんだ犀さい利りさ、緻密さ、というものは、大風呂敷の竜馬にはない。中岡はつねに時計のごとく精巧で正確な男だ。あの男に土佐藩を率いさせれば天下無比の大仕事ができる」

「竜馬には土佐藩は率いられまい」

「率いもすまい」

　と、那須はくすくす笑った。

　──竜馬は土佐にあだたぬ者。

　といった瑞ずい山ざん武市半平太の名言が、いまさらのように思われるのである。その規模の大きさは土佐の小天地にはむかない。あるいは維新回天の成立後は、日本でさえかれにとって狭すぎることになるであろう。

「とにかく、おもしろいことになった。ところでその大政奉還案はうまくゆくのか」

「薩長芸の三藩は賛成した。土佐をふくめて四大雄藩の提案だ。幕府もこれだけは無視できまい」

「しかし家康以来三百年の天下だぜ。徳川家がそうやすやすとほうり出すかどうか」

「そこを、竜馬と中岡がうまくやるだろう」

「幕府が受けつけねばどうする」

「開戦さ。そのための陸援隊だ」

「わかった」

　陸援隊の目的が、那須の頭のなかで明瞭になった。おそらく京都の市街で革命戦の最初の火蓋を切るのは陸援隊であろう。

　翌朝、未明に起きると、寺の台所で物音がやかましい。山崎喜都真が見にゆくと、村の若い娘たちが七、八人、弁当をつくったり、盛馬に穿はかせるための野袴のシツケ糸を切ったりして賑やかにはたらいている。

（なるほど）

　と山崎喜都真はひそかに感心した。盛馬が山中生活に浸ひたりきって風雲をわすれたがごとくあったのは、ひとつはこういう微妙さによるものであろう。




　竜馬はこの間かん、京の材木商酢屋に潜居しつつ、大政奉還案の実現のために八方奔走していたが、

（問題は当の幕府がどう出るかによってきまる。その肚をたたき、できれば説得したい）

　と思うようになった。ちなみにこの段階ではまだこの案は正式に幕府に発せられていない。正式に出るにはなお多少の時日が必要であろう。

（幕府では、たれか）

　竜馬は考えた。

　有力者なら、いまの老中板倉伊賀守勝かつ静きよこそ最もしかるべきであろう。板倉は幸い、将軍慶喜とともに京坂に常駐している。しかし幕府の老中などに、一介の浪士の竜馬が拝謁できるわけがない。

（永井主もん水どの正しようがいい）

　と、竜馬は意を決した。永井主水正、名は尚なお志むね。幕府の大目付である。以前、この物語のなかにも登場した。

　旗本の名門のうまれであり、幕府の洋学官僚のなかでもずばぬけた秀才である。しかもその職歴は、じつに華麗なほどに新時代的要素に満ちている。幕府がはじめて長崎に設けた海軍伝習所の事務局長であったし、その後、幕府が江戸の築地に軍艦操練所をつくったときも、その初代所長であった。安政四年幕府が長崎に造船製鉄所を建設したときも建設委員長格で腕をふるい、ついで江戸にもどって勘定奉行、外国奉行になった。さらに安政六年軍艦奉行になり、一時、職を免ぜられて江戸で閑居していたこともあった。この点、職歴は永井よりやや後輩の勝海舟とよく似ている。

　ただ勝とちがうのは、永井には知識と行政技術があっても思想性にとぼしいことであった。それと、勝のような度胸もなく、勝のようなしんらつな文明批評家でもない。

　その永井が、いまは大目付になって将軍に従い、京に来ているのである。大目付といっても永井の場合別に法務官の役目をするわけではなく、一種の身分・資格というべきもので、実質的には将軍慶喜の秘書官であった。慶喜は永井の温和な人柄とその豊富な対外知識を愛し、重要なことのほとんどは板倉伊賀守勝静か、永井主水正尚志に下相談している。

　その永井という人物に、竜馬は、勝や大久保一翁を通して面識をもっているのである。永井も、竜馬には悪意をもっていまい。

（会うか）

　竜馬は、永井の京における宿舎がどこであるかを土佐藩の者にしらべてもらった。きくと、東本願寺の別荘枳き殻こく邸ていであるという。

　竜馬は出かけて行った。

　連れているのは、寝待ノ藤兵衛ひとりである。藤兵衛は長崎の海援隊の連中からの手紙をもってちかごろ入京していた。

　やがて枳殻邸の長屋門の前に立ち、番士をよび、名札を出した。

　竜ノ字

　とある。竜ノ字とさえいえば、永井尚志もおそらく気づくであろう。

　枳殻邸は、徳川初期の東本願寺法主が金に糸目をつけずにつくりあげただけに京都市中における貴族の別荘のなかではもっとも規模が大きく、数す寄きの凝らしようも、類がない。

　平安風の林泉のなかに、滴てき翠すい軒けん、傍花閣、縮遠亭、偶仙楼、漱そう枕ちん居きよ、回かい棹とう閣かく、閬ろう風ふう亭ていなどの数寄屋建築が点々と配されている。

　幕府大目付永井主水正尚志は、そのうちの閬風亭を借りて京における宿所としていた。

　閬ろうは、朗らかという字義である。古代中国の道教の思想では崑こん崙ろん山ざんに仙人が住むといわれた。その居処を閬風苑という。その閬風にあやかった建築だが、そこを宿としている永井尚志は仙人どころではなかった。

　多忙をきわめている。将軍慶喜の最も信頼する官吏としては、山積する問題をかかえてほとんど一時間のゆとりもない。

　いま、手紙を書いている。大坂にいる老中板倉伊賀守に対してである。

「土州が、なにか新情勢を作りだそうとしている様子である。それがなんと将軍に大政を奉還せよということらしい。まだ風聞の段階でくわしいことはわからない」

　という意味の文意である。もともと永井尚志は幕臣としては物わかりのいい男だが、かといって、この奇怪な風聞に対しては好意をもっていない。

　筆をおいたとき、取次ぎの家来が、

「かような者が御ご面めん晤ごを得たいと申しておりまする」

　と、竜馬がさしだした名札をさしだした。

　竜ノ字

　とある。

「どんな男だ」

「年のころは三十そこそこで、色黒く、背高く、鬢びん髪ぱつがそそけ立つほどにちぢれた……」

（竜馬か）

　と、とっさに思った。かつて一度しか会ったことがないがその特異な風ふうぼうは鮮かに記憶している。勝海舟や大久保一翁がひどく推奨している人物だが、永井自身、勝や大久保は同僚ではあっても親友ではないから、竜馬のことを、

「私設海軍屋」

　という程度にしか思っていない。長崎で海援隊という幕府にとって危険な団体をつくっていることも知っている。それになによりも竜馬の名が今こん日にち的であることは、かれがたったいま大坂駐在の板倉老中に書いた大政奉還案の立案者であるらしいということだった。

（妙なときに妙な男がきた）

　永井尚志は、会うか会うまいかを考えつづけた。もともと即断家ではない。

（それにしても大胆な）

　と思うのだ。坂本竜馬といえば、薩の西郷吉之助、大久保一蔵、長の桂小五郎とともに幕府のもっとも忌みきらう名ではないか。それが白昼堂々と、幕府の大目付である自分の宿所にやってきたのである。永井は竜馬を捕殺する理由も権能もある。

（まったく、世の中には常識をもっては考えられぬような男もいるものだ）




　永井尚志の思案はまだつづいている。

（いっそ、捕縛してしまおうか）

　ということも考えた。

「その男は、何人できている」

「いえ、一人でござりまする。もっとも下僕らしい者を一人連れておりまするが」

　と、家来が答えた。

（一人か）

　大胆きわまる、と思った。ひょっとすると自分を斬りにきたのかもしれないと思い、

「その男、どんな形ぎよう相そうをしている」

　というと、取次ぎの家来は「形相」というひどく緊張感のある言葉が意外だったらしく、ちょっとあわてた様子だったが、すぐ落ち着き、

「なんと申しまするか、空そらをむいて鼻の穴でもほじくっているような風ふ情ぜいでござりまする」

　と答えた。

（馬鹿にしている）

　永井尚志は自分の緊張を、その男に嘲笑されているような感じもした。

　が、まだ思案がきまらない。

（人数をよぼうか）

　と、卓上の鉛筆をとりあげて考えた。人数とは、見廻組とか新選組とかの連中のことである。しかし思い直した。

（それは早計だな）

　なんといっても、いまから天下を揺さぶろうとする大地震のモトダネのような男だが、その男の背後には雄藩がひかえている。いま捕縛すれば諸雄藩がその一事を追及して政局はいよいよ混乱するだろう。

「会おう」

　と、ついに永井尚志は断をくだした。わが声に彼自身が驚くほどの高声だった。

　やがて家来が、庭をまわって一人の壮漢をつれてきた。

「坂本でござる」

　壮漢は刀を永井の家来にあずけ、庭さきで立礼した。相変らず飄ひよう乎ことした風ふう姿しだが、以前築地の操練所で会ったときよりはよほど重厚な趣きが出ているようだ。

「それへ」

　と、永井は座敷から、縁側を指さした。身分がちがう。同じ水平面上の座敷へあげるわけにはいかないのである。

「ん」

　といったような表情で竜馬はうなずき、縁に腰をおろした。

「よい庭ですなあ」

　林泉をながめている。その顔に、水の翳かげがゆらゆらと映えていた。

（妙な男だ）

　永井はつい警戒心を解いた。一別以来何年というのに、それもほんの一面識というだけの間柄であるのに、この坂本竜馬という男のふんいきはまるで毎日会って碁を打ったり茶を飲んだりしている昵じつ懇こんの間がらのようではないか。

「広い庭だ。野と鳥りもいる。一ちよ寸つと見みにはわからないが、山から野鳥の二、三百羽はあそびに来ていそうな庭ですなあ」




「あっ」

　と、竜馬は池ち畔はんの喬きよう木ぼくを見あげた。永井尚志は、ぎょっとした。

「楊梅やまももの実が成っていますぜ」

　竜馬はふりむいて、目を輝かした。永井はこの男の明るさに当惑する思いがした。

「あれは楊梅という樹かね」

　永井には興味がない。

　が、この奇妙な土佐人には特別な感情を託せる樹であるらしかった。南国に多い樹だが京ではめずらしい。とくに土佐では国こく樹じゆといっていいほどふんだんに山野に自生している。なめし皮のような色合の樹き肌はだをもち、陽春に花が咲き、梅雨どきに実が熟する。

「旨うまいものだ」

　と、竜馬はいった。

「ところで用件をきこう。私はいそがしい」

「そうそう」

　竜馬は膝をたたいた。

「御公儀のことですよ。家康公以来三百年の看板をおろすのは愁しゆう傷しようのきわみでありましょうけれど、あの看板がかかっているかぎり、徳川家はほろびますよ」

「あの看板とはなんです」

「政権ですよ。幕府、といっていい。幕府をやめて素すのままの徳川家におなりにならねば、ここ一、二年を待たずして亡びます」

「君は……」

　永井は絶句した。ぶらっとやってきて鳥や楊梅の話をしていたかと思うと、急に幕府の政権を返上しろ、という。話といえば古今こんな大きな話はあるまい。

「いやさ、お気軽に考えていただきます」

　と、竜馬は永井の昂奮をたしなめた。こういう話は話す者も聞く者もつい昂奮しがちなものだ。しかし昂奮すれば理の筋がわからなくなる、と竜馬はいった。

「たとえばこの庭をながめ、楊梅の話をしながら、それと同じ調子で話しあってみる。すると物事の道理があきらかになってくる。そういうものでありましょう。楊梅も幕府もかわらない」

「ば、ばかな」

　永井は、昂奮してきた。

「大公儀に対してなんたる無礼を」

「こまったな」

　事実、竜馬はシンから当惑した。俗吏ならいざしらず、永井尚志ほどの怜悧な人物なら、そんな常じよう套とう文句を吐くまいと思ったのである。竜馬にすれば、幕府衰亡という問題を冷厳な社会科学的な態度で語りあおうとしているのに、無礼よばわりが出ては話にもなにもなったものではない。

　その旨を言った。

「そうでありましょう？　坂本竜馬は一人の日本の人民である。禄もなければ爵もない。いずれの藩にも属せず、日本にのみ属している。幕府にも薩長土にもつかず、その側の利害でものを考えたことがないし、また考える義理もない。ただ日本のために良かれとのみ考えている。それがわかって貰える相手だと思って参上しています。そのおつもりになって下されよ」




「言い給え」

　と、永井尚志は小さくいった。なお警戒を解かぬ様子だった。

（俗吏め）

　竜馬は思った。このように城壁を構えられては、互いの胸中が交流しあわない。あるいは自分の態度や言い方がわるかったかとも思い、

「こまったな」

　としんから当惑した表情でつぶやいた。永井尚志はしばらくだまっていたが、やがて、

「なにがかね」

　と、問うた。竜馬は自分のもっているかぎりの演技で明るく笑い、

「いかがでありましょう。幸いこの建物の名は閬風亭でござる。そこに池がある。あれは瑤よう池ち（玉を溶かした池）のつもりでありましょう。閬風瑶池とは仙人の住む山里のことだときいています。さればここでむかいあっているのは、大公儀の顕官でもなく、土佐うまれの浪人でもない。下界の人間ではなく、天界の仙人としてこんにちの日本の課題を話しあってみては」

「仙人かね」

「自然、下界に対して責任はない。なにをいおうと勝手です」

「言い給え」

　永井は、竜馬のせっかくの趣向に乗ってやった。

「さて黒仙人としてはですな」

　竜馬はいった。色が黒いから、そんな風に自分を名づけた。とすれば永井は白仙人ということになるだろう。

「徳川幕府は三百年の泰平を仕遂げた。この功は百万年後も日本人のわすれ得ざるところでしょう。しかしもはや、屋台骨は腐り、雨漏りがし、人間の居住に堪えない。補修の仕様もない。もしこのまま放置すれば、柱は折れ梁はりは落下し、住む者はことごとく圧死します。このことはいかがです」

「いや、補強の方法はある」

「幕府を中心とする郡県制度でありますな」

「知っているのかね」

「大名を取りつぶし、抵抗する大名はフランスの軍資金、武器、軍艦をもって攻め潰し、そのあとで郡県制を布しこうというお考えでありますな」

「念を押すな。わしの口から申せぬ」

「白仙人、ここは天界でござるぞ。いやいやその御返答はどうでもよろしい。しかしそれをなされば諸大名は抵抗する。内乱がおこる。途方もない内乱がおこる。しかもフランスが日本を武力平定するかたちになる。英国はだまっていますまい。かならず抵抗する大名側に味方し、同量以上の軍資金、武器、もしくは軍隊まで送りこんでこの六十余州を戦場と化してしまいましょう。されば英仏の戦いでござる。英仏いずれかが勝てば、勝ったほうが日本をとりましょう。この点、いかが思おぼし召めさる」

「仙人の立場で言おう。きっとそうなる。そのような結果は招くべきではない」

「さればいっそ、屋敷を補強なさるよりも、別の場所に新築したほうが日本のためによろしかろう」

　政権を朝廷に返上せよという意味である。




「どう思われる」

　竜馬はわざと軽い調子でせまった。

　が、この設問は幕臣永井尚志にとって重すぎるであろう。理屈としてはなるほど政権を新築したほうがよい。しかし新築ということは古い政権の滅亡を意味する。となれば永井尚志はその古い政権に所属する武士として、武士道にかけて滅亡をふせぎ、戦い、新しい政権の樹立を否定しきってゆかねばならぬであろう。

　永井尚志は、だまりつづけている。沈黙の対座になった。竜馬は笑いだし、

「お忘れなされたか」

　と、永井の気持をほぐしてやった。

「互いに仙人でござるぞ。お前まんさまは幕臣永井主水正殿ではござりませぬ」

「わかっている」

「徳川家への御忠節ということはわかる。武士としてはそうありたいことですな」

　とはいうものの、竜馬は本心から言っていない。武士はその主家に忠義をつくすべきものというが、竜馬の場合はすでに主家の山内家を捨てた。脱藩とはそういうことだ。脱藩人に忠義をうんぬんできる資格もないし、同時にそういう倫理は古いと思っている。

「いま日本の武士に必要なのは」

　と、竜馬はいった。

「主家に対する忠義ではない。愛国ということです。……古来、武士は」

　……主家あるを知って国家あるを知らなかった、と竜馬は説きつづけた。忠義は知っているが、日本を愛することは知らない。日本六十余州のみが唯一の世界であったときはそれでよかったし、それでこそ世界に冠たる日本武士道は出来あがった。しかしいまやそれが邪魔になっている。

「赤穂浪士では日本国は救えませぬぞ」

　外国がいる。

　この島国のまわりをぐるりと取りかこみ、隙あらば侵略し属邦化しようとしている。日本人が有史以来、はじめて国際社会のなかの自分というものを、否いや応おうなく発見させられたのが、こんにちの状態といえる。

「歴史がかわったのだ」

　竜馬はいった。

「この前古未み曾ぞ有うの時代に、鎌倉時代や戦国時代の武士道で物を考えられてはたまらぬ。日本にとっていま最も有害なのは忠義ということであり、もっとも大事なのは愛国ということです」

「たれに遠慮もいらぬ君の立場なら、私もそういうだろう。しかし私は幕臣だ。頭でわかっても、情義としても実際の面でもそうはゆかぬ」

「やはり鎌倉武士で行きますか」

　竜馬は、皮肉でなく言った。竜馬はこの永井尚志という人物の時勢への理解力がどれほどのものであるか、敬意をこめて知っている。

「鎌倉武士か」

　永井は、吐と息いきをついた。

「場合によっては、そのように生きて行かねばならぬだろう」

「となれば、日本に内乱がおこる。日本はつぶれ去るかもしれませんな」




　すでに議論は煮えつまった。あとは結論か、最後の言葉があるのみである。この場合、おなじことを中岡慎太郎がいえば、目を瞋いからせ、

「永井殿、足下は日本をつぶして徳川家だけが生き残ろうというご魂胆か」

　と、舌鋒するどく切りこんだであろう。中岡は当代もっともすぐれた論客の一人だが、その議論はあまりにも堅牢でしかも鋭利すぎ、論敵に致命傷を与えかねない。

　が、竜馬は、議論の勝ち負けということをさほど意に介していないたちであるようだった。むしろ議論に勝つということは相手から名誉を奪い、恨みを残し、実際面で逆効果になることがしばしばあることを、この現実主義者は知っている。

（すでに議論で七分どおり、当方のいうことに相手は服している。あとの三分まで勝とうとすれば、相手はひらきなおるだろう）

　竜馬はそろそろ鉾ほこをおさめようとした。

　が、鉾には収めかたがあろう。竜馬は議論ではなく、商人が値の高い安いを吟味しているといった口こう吻ふんに変えた。

「そりゃ、鎌倉武士の忠義と闘争心で今後の幕府を運営してゆきなさるのもいい。となれば、勝つか負けるか、という値踏みの問題だけが残ります」

「値踏みと申すと？」

「幕府が戦争に勝てるか、ということです。勝てる戦争ならおやりになったほうがよい。負けるとわかった戦争ははじめからおやりにならぬほうがよい。これは古来、名将の道です」

　竜馬は、幕府の弱点を論じはじめた。

「なるほど、軍艦の数は多い」

　これは幕府の利点である。ずいぶんと数もそろい、質も向上した。とくに最近、米国から鋼鉄艦が一隻、輸入されてくるはずになっている。この軍艦は世界的水準をぬいた強力艦で、これが到着すれば幕府の武威は大いにあがるであろう。

「しかし、利はそれだけにすぎませぬ」

　すでに三百諸侯は将軍の指揮から離れ去ろうとしている。第一次、第二次の長州征伐でさえ諸侯はいやがったのに、今度薩長を討つとなれば、諸侯はたれも動かないであろう。

　諸侯は自立の旗色を濃くしつつある。御三家さえ将軍の指揮に従わず、譜代大名でさえもはや忠実ではない。このことは長州征伐のときに明瞭になった。

　残るは徳川家直じき参さんである江戸の旗本御ご家け人にんであるが、この旗本八万騎については将軍慶喜でさえ、

「あの惰弱では、何の期待もできぬ」

　と絶望的になっているほどである。とうてい戦力にはならないであろう。

　竜馬はさらにこれに「時運」という要素を計算し、時運は薩長にあるとし、

「いかがです。これで薩長に勝てますか」

　といった。

　永井尚志はうなだれているのみである。かれの胸中も苦しかったであろう。




「すこし、考えてみる」

　永井尚志は立ちあがって庭へおりた。その背が染まるほどの青葉の映えのなかを、永井はゆらゆらと遠ざかってゆく。

（この時期、幕臣ともなればつらかろうな）

　と、竜馬は心から同情した。

　竜馬は懐ろから塩豆の紙袋をとりだし、三粒ばかり、口に入れた。

　かりっ

　と、奥歯で嚙んだ。

（海舟先生が永井の立場なら、どういう返事をするだろう）

　勝は、竜馬がその生涯で持った師と呼べる唯一の人物である。その勝は幕臣ながら早くから幕府の前途に絶望し、

　──あと十年保もてばいいほうだ。

　と、ふと洩らしたことがあった。

　その勝とも、元治元年の蛤はまぐり御門ノ変のあとずっと会っていない。勝自身が当時、「神戸村で不逞の士を養成している」ということで江戸によび戻され、閉門をおおせつけられた。竜馬はその後長崎に奔はしり、亀山社中を作った。もはや、敵味方に別れたといっていい。

　勝は再び軍艦奉行の現職にもどっていま江戸にいるという。この時期、勝のような人物こそ京・大坂にきて将軍を補佐し難局にあたるべきなのだが、慶喜はなぜか勝をきらい、江戸を離れさせない。風聞によれば江戸にあって勝は、海軍の方式を英国式にあらためる仕事をしているという。慶喜は勝を一個の海軍行政官の立場に縛りつけておきたいのであろう。

（牛を裂く牛ぎゆう刀とうを、幕府は鶏とり料理につかっているようなものだ）

　竜馬は、そうおもっている。しかし考えようによっては、勝といえどもこの難局の幕府の政治を担当することは至難であろう。たとえ出来ても、有能すぎる勝はあまりにも個性的な言動が多すぎ、ついには有能であるがゆえに佐幕派か倒幕派に暗殺されるにちがいない。

　さらに考え方を別にすれば、衰亡してゆく政権の当路者は、むしろ臆病で無能で無策なほうがよいのかもしれない。その無策無能のゆえに歴史に貢献するということもいえそうである。

（永井殿は、そのどちらだろう）

　すぐれた頭脳はもっている。しかし小心で優ゆう柔じゆうで行動力にとぼしい。要するに治世の能吏なのである。乱世の有能者ではないであろう。

　永井尚志は、池畔をめぐっている。

　やがて部屋にもどってきて、

「君の計算が正しいようだ」

　と、力のない声でいった。勝敗論でいえば幕府は負けるという意味である。

「となれば、あざやかにここで大政を奉還して徳川家を無傷で残すということになされては如何いかん。かくてこそ内戦の患も避けられ、日本は新生し、徳川家の功績は万世にかがやきましょう」

「そのこと、私の口からはいえない」

　と永井はいったが、その顔色からみて竜馬は、自分の意見と正反対ではないことを察した。
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　竜馬の毎日は、いそがしい。

　午前中、薩摩の西郷や大久保と会っていたかと思うと、午後は洛北岩倉村に飛び、岩倉具視と会い、夜は花か街がいの三本木の酒楼で、佐佐木三四郎など土佐藩官僚と会っている。そんなぐあいの毎日だった。

　下宿──海援隊京都本部というべきだが──の車くるま道みちの材木屋に帰るのは、ほとんどが夜が更ふけてからであった。

　この家やの娘の千代は、たいてい、竜馬が帰るまで寝ずに起きている。

「やあ、今夜も起きちょるか」

　とクグリ戸をくぐるたびに、竜馬は千代に申しわけなさそうにいった。

　離れに落ちつくと、千代は茶を煎いれてくれる。これが判はんで押したように間違いない。

　この夜も、そうだった。

「やあ、まだ起きちょるか」

　竜馬はいつものように頭をかきながら土間に入り、いきなり千代を抱きあげてやった。

　すこし、酔っている。

「重い重い、娘は重い」

　と上機嫌で抱きながら歩いてゆくと、千代は竜馬の頭上から、

「娘はみな重いのですか」

　と、聞きとがめた。

「重いとも」

「すると、たれにでもこのように抱いておあげになるのですか」

　千代はつねにまじめだ。竜馬は閉口して、

「そうはゆかん。行きあたりばったり、このように娘を抱きあげられる心境になりゃ、坂本竜馬ももうすこし大仕事ができる」

「重うございましょうから、降ります」

「いやいや」

　竜馬は台所の土間を通りぬけながら、

「抱かせてくれ、これほどの法ほう楽らくはない」

　と笑いながらどんどん歩いてゆく。やがて離れへの通路にきて、千代をおろした。

「長岡はまだ起きちょるな」

　と、離れ座敷の灯を見た。竜馬の文官長岡謙吉のことである。

　竜馬は座敷へあがり、長岡がつかっている間まのふすまをあけた。長岡は、暑いころだから素っ裸で仕事をしていた。その頭上には、彼が長崎からもってきた石油ランプが吊るされている。

「根こんを詰めよるのう」

　竜馬は、長岡のそばにすわり、今日一日あった出来事を話した。これも京における日課のようになっている。

　長岡はふむふむとうなずき、要点を鉛筆でメモしてゆく。そこは書記役なのである。

　その長岡の机の上には、文筆の草稿が山とつみあげられ、筆はつねに濡れている。英文の「万国公法」の翻訳を彼は竜馬に命ぜられているのである。これが完成したあかつきは日本文による最初の万国公法の書物になるであろう。

　竜馬はそれを海援隊版で出版すべく、すでに長崎で活字と紙の手配まで済ませていた。あとは長岡の翻訳の完成を待つばかりである。

「頼むぜよ。これが完成すれば日本国にはかり知れぬ利益をもたらすわい」

　竜馬は、手にとった草稿の一枚を、拝むようなしぐさで言った。




「陸奥はどこへ行った」

　竜馬は、いった。陸奥陽之助はこのところ長岡と同居して万国公法翻訳の手伝いをしているはずだった。

「例のところだ」

　長岡は、にがい顔でいった。例のところとは、遊里である。

　竜馬はめずらしくにがい顔をした。

「手伝わぬのか」

「あいつ、何を考えているのか、わからん。ここにすわっていても、ぱらぱらと辞書をめくるばかりで何もせん。気がつくと、そのあたりに居やせぬ」

「変なやつだな」

　陸奥陽之助は、竜馬でさえときどき不快になるほどやりにくい若者だった。

　平素、むっつり押し黙って、他の同志がなにか話しかけてきても小馬鹿にしたように薄ら笑い、それっきりで黙殺してしまうことが多い。ところが気に入らぬことがあると、そのするどすぎる舌ぜつ鋒ぽうと緻密な論理をもって相手を攻撃し、とどめを刺すまでやめない。

　それに礼儀がなく、同志への思いやりが薄く、隊中で勝手気き儘ままに生きているようなふしがある。

　自然、隊中ではみなにきらわれ、ほとんど孤立してしまっている状態だが、ただ竜馬だけは陸奥をかばい、重用し、秘書官としてそとの重要な会合にはかならずつれてゆく。

「なぜ、あんな、馬関のふぐのように毒のある男を坂本さんは可愛がるのか」

　と、隊士たちは不服に思うくらいだった。

　ただ、陸奥は竜馬にだけは心服しきっている様子だった。

　もっとも、心服しているといっても、そういう様子を見せることがひどくきらいらしく、竜馬にも突っかかってくることが多い。

　それに、隊士同士の席では、

「竜馬が、こういった」

　と、竜馬の名を呼びすてにする。

　これが、隊士たちのかんにさわっていた。あるとき、それを陸奥に指摘すると、

「それは、尊敬している証拠だ」

　と、さかねじを食わせた。なぜならば歴史上の人物を、孔子、孟子、諸しよ葛かつ孔こう明めい、楠木正成などと呼びすてにするではないか、竜馬をそのような史上の傑物と同等にみておればこそ、おれは呼びすてにするのだ、といった。

「されば、面めんとむかって呼びすてにすればよいではないか」

「人間には感情がある」

　と、陸奥は動じない。

「竜馬にも感情があり、おれのような若じやく輩はいから呼びすてにされれば愉快でなかろう。竜馬の感情を尊重するがゆえに呼びすてにはせぬ」

　そんな理屈をこねる男である。とにかく小こ面づら憎にくい男なのだ。

　あるとき、

「陸奥を斬ってやる」

　と隊士の何人かが騒いだことがあるが、そのときも、この種の小面憎さが原因になってのことだった。




　翌朝、起きぬけから暑かった。

　竜馬は、風通しのいい縁側に膳部を置き、そこで朝めしを食っていると、庭をまわって陸奥陽之助が入ってきた。

「遅いですな、いま朝めしですか」

　と、膳のものを、のぞきこんだ。京風の白味噌のみそ汁に、えんどうの煮付け、それに焼きあげた厚揚げが一枚ついている。

「その厚揚げを一枚、呉れませんか」

　と、甘ったれるようにいった。

「どうするんだ」

「食うんです」

「朝帰りか」

　竜馬はにがりきって厚揚げをつまみあげたが、ちょっと考えてから呉れてはやらず、自分の口にほうりこんだ。

「これはひどい」

「おまえの気持もわかるがね」

　と、竜馬は別なことをいった。気持、というのは、ばくぜんとした言葉だ。

「私の気持？」

　陸奥は、小首をかしげた。

「そのとげとげしい気持だ」

「驚いたな。私はなにも、坂本さんにとげとげしくはありませんよ」

「仲間に対してだ」

「ああ、あの連中にね」

「もっと仲よくやることだ」

「ぞっとするな。坂本さんの言葉とは思えませんよ」

「なぜだ」

「仲良く、などは、よほどの悪趣味か無智のしるしですよ。村の祭礼で若い者が馬鹿声をあげて仲よくやっている、そんな調子を、坂本さんは望みますか」

「わからん」

「あんたはわかっているはずだ。だからこそ私はあんたに付いている」

　陸奥のいうところは、若者が物事を真剣に考え、徹底的に考えぬくときに、もはやいい加減な調和の中などで仲良く暮らしてゆけないというのである。

「物を考えぬ阿あ呆ほうどもだけが仲良しですよ。ぞっとするようなふんいきだ」

「酒宴で仲間が酔っているときに、お前だけが、醒めているというわけか」

「悪い例だが、まあそうです」

「醒めているだけでなく、まわりの酔っているやつをへらへらと冷笑している」

「悪い例だな」

「しかしそのとおりだろう。その状態はおれにもわかる。かつて武市半平太が土佐勤王党を組織し、土佐七郡の郷士の子弟二、三百をあつめた。おれも欣きん然ぜん参加したが、しかし彼等が酩酊しているごとくにはどうしてもおれは酔えなかった」

「そうでしょう」

「しかしおれは、一緒に酔っているふりをしてきたぜ。いまもかわらない」

「その点はまねが出来ぬ」

「男子はすべからく酒間で独り醒めている必要がある。しかし同時に、おおぜいと一緒に酔態を呈しているべきだ。でなければ、この世で大事業は成せぬ」




　竜馬はやがて箸を置き、

「おンしは、いかんチャ」

　と言い、茶碗をとりあげた。

「長岡謙吉が、毎日毎夜、あぶら汗を流して万国公法を国訳しちょる。おンしはそれをまじめに手伝おうとせぬ」

「──それは」

　陸奥にも、異論がある。が、竜馬はとりあげず、

「文句ば、言うな。圭か角どば立て、そのくせ成すことは成さぬ。おのれが愉たのしみのみを追いよる」

「こりゃ、説教じゃ」

　陸奥は、竜馬を笑わせようとしたが、竜馬はその手に乗らず、

「説教ぞな」

　と、真顔でうなずいた。

　いま大政奉還案をめぐって政情が混迷しつつあるが、竜馬にすれば事はかならず成じよう就じゆするとみていた。佐幕・倒幕の渦うずがどう変転しようと水の流れはそこへ落ちてゆくと確信している。

「すると、新政府ができる。樹立すればその日から幕府にかわって外国と直じかにあたらねばならぬ。その日から必要なのは、万国公法じゃ。これは盲人の杖のようなものぞな」

　新政府に参加するであろう公卿や諸藩先覚の志士たちも、万国公法の存在さえ知る者がすくなく、まして一行でも読んだ者はまず居まい。このためにその国訳は一日をあらそう緊急事だった。

「しかし、私は英語ができませんよ」

　出来ぬ、といっても、海援隊士の基本的な義務のひとつとして英語の習得を竜馬は課しており、そのため長崎では長岡を教官として一同に手習いさせてきた。このため陸奥も、まるっきりわからないというわけでもない。

「手伝えば、おいおいわかってくるだろう」

「そうは行きませんぜ。あれは漢籍よりむずかしい」

「おれは漢籍もわからん。英語もわからん。しかしものの本質はわかる。陸奥陽之助は万国公法の国訳を手伝い、手伝って覚え、あわせて英語を習得しろ」

「どうして私にばかり、そう苛か酷こくなことをおっしゃるのです」

「新政府ができる」

　竜馬は茶碗を置いた。

「外国のことを、わけわからずの公卿や薩長の蛮士どもにまかせられるか。外国のことは海援隊が一手にひき受けねば、とほうもない国辱の沙汰がおこる。おンしは、日本の外務のことを一手にやれ。おれはそう決めている」

「驚いたな」

　陸奥は、目が醒めたような顔をした。自分の価値が、それほどまでに竜馬に評価されていようとは思わなかったのである。

「やるかね」

「やりますよ。そこまでおだてられちゃ、奈良の大仏でも駈け出すでしょう」

「朝めしを、取りよせてやる」

　竜馬は縁側を飛びおり、はだしで台所のほうへ去った。陸奥の腹が、先刻からしきりと鳴っていることに気づいていたのだ。




　竜馬のそういう時期、降って湧いたように意外な事件がもちあがった。

　この年、七月二十八日、幕府の大目付永井尚志が土佐藩に対し、

「御用の筋これあるに付き、至急、出頭するように」

　と命じてきた。

　この当時、京都留守居役は、森多た司じ馬まである。思想は佐幕派だが、かといって志操をつらぬくほど気骨のある人物でもなく、いつも、止り木の小鳥が寒雨に打たれて羽を慄わせているような、そんな表情の男である。

「火急」

　と、差さし紙がみにはある。森多司馬は不吉な予感がした。とにかく二条城に行き、永井尚志に会うと、永井は冴えぬ顔色で、

「海援隊とは、貴藩の傘さん下かであるな」

　といった。むろん永井は竜馬を知っているから、海援隊がどういうものかはわかっていたが、念を押したのである。

「左様でござりまする」

「くわしいことはわからぬが、長崎でその海援隊の隊士が、英国海軍の水兵二人を斬殺したらしい」

「えっ」

　先年、薩摩の行列がひきおこした生なま麦むぎ事件と同種の事件ではないか。

「あくまでも、詳報はわからぬ。しかし英国側は確証をつかんでいるらしい。そのため、英国公使のパークスが軍艦で大坂へ乗りこんできて、老中板倉伊賀守（勝静）殿と厳談中である。時節柄、この事件は容易ならぬことになりそうだ」

「ま、まことに土佐人がやったことでござりまするか」

「わからぬ。しかしパークスはそう信じていることも確かであるし、相当な確証のあることもたしかだ」

「いったい、どうすればよろしゅうござりましょう」

「わからぬ。土佐藩でもってしかるべく周旋してもらいたい」

「承知つかまつりましてござりまする」

「この騒ぎが大きくなれば貴藩御提議の」

　と、永井尚志は、皮肉とも同情ともつかぬ微笑を口辺にうかべて、

「大政奉還案も、水の泡になりそうだな」

「はあっ」

　と、森多司馬は恐縮そうに息を吐き、

「あの案の一件、もはやお耳に入っておりまするか」

「当然のこと。疎うとくては大公儀の大目付はつとまらぬ」

「恐れ入り奉りまする」

　森多司馬は退出し、大いそぎで河原町の藩邸へもどり、同僚の由比猪内、大監察の佐佐木三四郎、小監察毛利恭助などをあつめて善後策を協議した。

「これは容易ならぬ」

　小心な実務家の由比猪内などは、驢ろ馬ばのようにおどろいてしまった。事件とすれば土佐藩は大政奉還のさわぎどころか、国際的紛争のなかに捲きこまれて国内問題の舞台からひきさがらざるをえないのではあるまいか。




　すぐ、竜馬に告げねばならない。なんといっても、竜馬が海援隊長なのである。

　藩邸では、人を四方に走らせて、竜馬のゆくえをさがした。

　下宿にもいない。薩摩藩邸にもおらず、陸援隊本営にもいなかった。

　竜馬はこの日、極秘の行動をした。ひそかに洛北岩倉村の岩倉具視宅をたずね、時勢について懇談した。

　すでにこれより前、岩倉は薩の大久保一蔵と組んで討幕の密勅を薩摩藩と長州藩にくだすよう秘密の宮廷工作をつづけていた。幸い、天子は幼帝である。傅めのと役やくの中山忠ただ能やす卿さえ籠ろう絡らくすれば詔勅の印判がいただけるわけである。

　岩倉には、それをなしとげるだけの天才的な陰謀の才があった。かれは秘密裏に、しかも根気よく中山忠能を籠絡する工作をつづけていたが、土佐藩から大政奉還案が内々で提示されるにおよび、

「この秘密工作を捨てるべきかどうか」

　について多少悩んだ。もし将軍慶喜が政権をほうり出すとすれば（岩倉にとって信じられぬことだが）、討幕はできない。幕府に対して刃をふりあげる理由をうしなうのである。

　しかしその後、薩の大久保とこの件について熟議した。

「竜馬は、ながく長崎にいた。海を渡って大坂に上陸し、にわかに京の情勢のなかに飛びこんだが、いま一つ事情がわからぬところがある。あのようにらくらくと成就できそうにいっているが、眉まゆ唾つばだな」

　と疑問に思われはじめた。十中八九、大政奉還案は不成功におわるであろう。

「討幕密勅の降下の一件は、依然として進めたほうがよい」

　という結論に落着した。

　要するに、幕府に対する挑戦の仕方に、平和方式と武力方式のふたつがあり、このふたつがこの京の別々の場所で、たがいに連繫しあうことなく別個に進められつつある。

　竜馬はそのことを知り、

（まだ密勅降下の秘密工作をやめないのか）

　とおどろき、いそぎ岩倉村に走ってその陰謀の大親玉ともいうべき岩倉具視の真意をききただそうとしたのである。

「それをおやめなさらぬと、どちらもあぶはちとらずになります」

　というのが、竜馬の論旨であった。とにかく「討幕密勅」の降下工作のうわさを幕府がきいただけでその態度が硬化し、大政奉還案を一蹴するにちがいない。

「あくまでも当分御静観を」

　という意味のことを、竜馬はこの稀世の大陰謀家に懇請した。

　竜馬にすれば、密勅降下の工作などは、幕府が大政奉還を蹴ってからはじめてもおそくはない。

「その間かん、なにとぞご辛抱、ご辛抱」

　と竜馬は何度もいった。

　岩倉はそのつど、深くうなずいた。肚の中は別としてすくなくとも表面は竜馬の説得に従い、上機嫌で竜馬を送り出した。

　竜馬が京にもどったのは、夜だった。




　竜馬は車くるま道みちの材木屋へ帰ると、土佐藩邸から小吏岡本健三郎が使いとしてきていた。

　健三郎は、土佐郷士の出身である。

「馬うま健けん」

　といわれるほどに顔の長い若者で、竜馬を崇拝することはなはだしく、竜馬が京都にいるあいだは、腰こし巾ぎん着ちやくのようになってあとをくっついてまわっていた。とくに竜馬の財政眼に敬服し、ひそかに竜馬を師としてそれを摂取しようと努めていた。

　岡本健三郎は維新後、新政府の大おお蔵くら大だい丞じようなどをつとめて財政面を担当したが、ある日、板垣退助につれられて旧藩主の山内容堂に拝謁したことがある。

　維新後、政府の大官になってからはじめて自分の旧藩主に拝謁したということだけでも、維新前の健三郎の身分のひくさがわかるであろう。

　容堂は毒舌をもって天下に鳴った人物である。まして足軽に毛のはえた程度の自分の家来が、新政府の大官になっているのが片腹痛かったのであろう。

　同伴した板垣退助が、

「ここへ控えおりまするのが、大蔵大丞をつとめまする岡本健三郎でござりまする。父は亀七と申し、土佐郡一宮の郷士にして、のち御城外の潮しお江えに移り、その潮江の地でこれなる岡本健三郎はうまれましてござりまする」

「ふむ、ふむ、ふむ」

　と、容堂はうなずくのみである。旧藩時代教養にかけては家中のいかなる俊才でも容堂にはおよばなかったが、この点だけでも容堂は、

（時流に乗った阿呆郷士め）

　という目で、岡本健三郎をみていたであろう。やがて身を乗り出し、皮肉に笑いながら、

「いや、りっぱに立身したものだ。さだめし、わしに長ずるところがあってのことであろう。謹んで教えを乞いたいものだ」

　と、いった。人をからかってころがしてやろうという、こういう瞬間こそ容堂の最もきらびやかな本領といっていい。

「めっそうもござりませぬ」

　と、岡本健三郎はいった。本来、ごくまじめな男で、揶や揄ゆには機智をもってむくいねばならないが、そういう才能はない。

「いたっての鈍物でござりまする。当代の大詩人でおわす御隠居様に物をお教えするなどはとうていできませぬ。ただ財政の運用につきましてはあるいは一日の長ちようがありましょうかと自うぬ惚ぼれ奉りまする」

　といった。容堂はこういう一種痛快な自負心をもつ人物が大好きな男だ。

「その大言や佳よし」

　と大きにうなずき、杯をあたえ、「して、誰に学んだか。師名を申せ」ときくと、

「坂本竜馬でござりまする」

　と、岡本健三郎はいった。容堂はどこに行ってもきくこの名前の人物に、わが家来ながらついに会ったことがない。

「竜馬とは、妙な取り柄をもった男だな」

　と、あとでつぶやいた。

　その岡本健三郎が、土間のかまちに腰をおろして竜馬の帰りを待っていたのである。




「なんだ、岡おか健けん」

　と竜馬は小こ切きり戸どをくぐって土間に入るなりいった。その長い影へ岡本健三郎は仔こ犬いぬのようにとびついてきて、

「一大事だ」

　と叫んだ。

「長崎でおこった。英国公使が騒いじょる」

「落ちつけ。ゆるりと言え」

「言う。お前まんさんの海援隊士が、長崎で英国水兵をばっさり斬ってしもうた」

「ふむ？」

　竜馬は、くびをかしげた。

「そりゃ岡健、おかしいえ」

「たしかな筋の話だ。きょうの昼、森多司馬どのが二条城によばれて善後策を講じよと命ぜられている」

「パークスが、幕府へねじこんできたのか」

「そうだ」

「英人のいうことを、信じるのか」

「なにを言うのだ、竜馬。ここでそんな話をしていてもはじまらぬではないか」

「ふむ」

　竜馬は、そのままそとへ出、岡本健三郎と連れ立って河原町の藩邸へ行った。

　藩邸には、由比猪内、佐佐木三四郎などといった重役がいない。竜馬と連絡がつかぬまま、とるものも取りあえず、事情をさらに知るために大坂へくだったという。

　藩邸では大さわぎだった。

　血気の下級藩士たちは、

「こうなれば土ど英えい戦争だ」

　といってさわいでいる。先年、生麦村で英人を無礼討した薩摩人が、事件後強硬な態度をとったためついに薩英戦争にまで発展した。その二ノ舞になるということを、一同思ったのであろう。

　上級の藩士は、別な反応を示した。

「海援隊などというような無謀の浪士を藩名義で養っておくから、こういうことになったのだ。賠償金のために藩がつぶれるかもしれぬぞ」

　と、にがにがしい思いで居る。

　竜馬は玄関へはあがらず、藩邸内のおもだつ者を式しき台だいにあつめ、

「おれは、これからすぐ、由比、佐佐木らのあとを追って大坂へくだる。申しておくが、英国水兵二人を斬ったのは海援隊士ではない。絶対にない。みな、そう心得ておけ」

「なぜだ」

　と、たれかがいうと、竜馬は「わが隊士はみな万国公法を心得ている。国際協調主義こそ海援隊の方針だ。それでなおかつ人を斬るはずがあるか」といった。

「しかし、英国公使から幕府あて、その旨の通牒があったというぞ」

「英国公使や幕府のいうことだから信ずるというのか。こういう事件は、目で殺害現場をはっきりと見てから論ずべきものだ。見てもおらぬのに、やたらと騒ぐな。藩としては見ざることは知らず、という方針でゆけ」

　竜馬は旅支度をととのえ、寝待ノ藤兵衛ひとりをつれて京を発った。




　竜馬は最終発の夜船に乗るべく伏見へ急行し、夜半、船宿寺田屋に入った。

「やれやれ間に合ったか」

　と、かまちに腰をおろした。その声をききつけて、お登勢が出てきた。

「いまじぶんから、大坂へ？」

　竜馬のうしろにすわり、あたりをはばかるような声でいった。

「ふむ、とりあえず大坂へくだる。しかしそのあと、長崎へゆくか、場合によってはえげれす国にゆかねばならぬか、まったく前途は漠々として濃霧のなかにある」

「いいかげんなことばっかり」

「いや、本当だ」

　竜馬はいつになく元気がない。

「まったくの濃霧だな、おれの前途も。従って日本の前途も。──」

「変ですね」

　お登勢は、竜馬の肩の埃ほこりをはらってやりながら、この快活な男の様子がいつもとちがうことに気づいている。

「一大事が、突発したのさ」

「そんなことにおどろく坂本さんでもないじゃありませんか」

「驚くよ」

　竜馬は、小女が運んできてくれた湯漬けの茶碗をとりあげた。

「たとえば将棋を指している。もう何手で詰むというところまできて、わが家の小児が這い這いして来おった。そいつがぐ[image: 〓]さっと盤の上の将棋を崩したようなものだ」

「どんな将棋？」

「いままでの日本がつぶれ、あたらしい日本がうまれかわるという大将棋だ」

「じゃ、その将棋がつぶれて、旧ふるい日本がもとのまま、ということになったのですか」

「いや、そうはさせぬ。いま日本国がどうころぶか、きわどいところだな。とにかく、法ほ螺らを吹くようだが、この坂本竜馬が生きてこの地上にあるかぎり、日本をこのままにしておかない」

「ほら、ほら」

　お登勢がわざと陽気に笑った。

「やっと調子が出てきたわ。こっちも三味線の音ね締じめをなおして、法螺に合わせたげましょうか」

「法螺じゃないよ、お登勢さん」

「その法螺がいいところよ、坂本さんの」

「こまった婦人だ」

　竜馬は顔を撫でた。考えてみるとこのお登勢を相手に法螺をふいているときが、いちばん楽しいようにおもわれる。

「手紙が溜まっていますよ」

　と、お登勢は居間へひっこみ、錠のおりた銭ぜに簞だん笥すの中から一束の手紙をもってもどってきた。

　乙女姉のものもあり、権平兄のものもあって、四、五通はあるだろう。国許からの手紙はすべてこの寺田屋の気付で送られてくることになっている。

　河は岸まで船頭のわめく声がした。

　船が出るのである。竜馬は手紙をなかば読んだままお登勢にあずけ、宿をとび出した。

　寝待ノ藤兵衛はすでに船の中にいる。




　いつもなら終発の夜船は混んでいるはずが、どうしたわけか、客は十人ほどしかいない。

「すいているな」

　竜馬は寝待ノ藤兵衛に言い、藤兵衛がつくってくれた掛けぶとんの上にごろりと寝ころがった。

　船は、岸をはなれた。

　女旅芸人が三人、行商人風の男が三人、大おお店だなの手代ふうの男が一人、大藩の留守居役ふうの立派な武士がお供とともに三人。

　藤兵衛は竜馬の護衛者をもって任じているからじろりと船内を見渡して、

「どれもこれも素すの奴やつらでございますな。あやしい奴はおりませぬな」

　というと、竜馬はくすっと笑った。

「怪しいのはおれとお前だけだろう」

「なるほど」

　藤兵衛も苦笑し、煙管きせるをとりだした。

　船の艫とものほうでつつましそうにすわっているお店たな者ものふうの男が、行商人を相手に諸式の値段のことについて話している。

　幕末の数年、庶民の関心事は尊王攘夷などというようなものではなかった。

　物価である。

　とくに米価であった。米価を中心に諸式がここ数年騰あがりにあがり、すさまじい勢いのインフレーションがつづいてきた。

　最大の原因は連年つづいた不作、凶作である。この浮世での食いづらさが幕末の政情や人心に影響し、幕末騒乱の熱量カロリーをあげる原因のひとつになってきている。

　物価騰貴の原因は、不作、凶作ばかりではなかった。諸藩が朝命や幕命によって京・大坂に人数を送りこみ、それが物価に影響したこともみのがせない。さらには幕府の第一次、第二次とつづけた長州征伐の影響も大きい。

　またさらには、幕府がやった対外通商である。三百年鎖国経済のなかにあった日本が、世界の経済社会の波にあらわれはじめたため、これによる物価変動も重大なものであった。

「だからこそわれらは攘夷である。開国は民をくるしめ、国をほろぼす」

　という素朴な経済観を、尊王攘夷家や佐幕攘夷家がもちつづけて来、そういうかれらの情熱を、このインフレーションがあおりたててきた。

　ところが、このいつ果てるとも知れずにつづいてきた物価騰貴が、この五月、六月のころからにわかに一頓挫し、米価を先頭にさがりはじめたのである。

「米が、さがったそうでございますな」

　藤兵衛がいうと、竜馬は、

「いままで銀で一貫五匁もんめしていた加賀米が、ただの八百五十匁になっている」

　と、答えてやった。物価の知識の深さでは、西郷や大久保もとうてい竜馬におよばない。

「金相場も、百二十匁五分から百十四、五匁にさがった」

　と、竜馬はいった。これは兵庫開港の勅許が人気を明るくしたことと、幕府が長州人追つい捕ぶの制札を京・大坂からはずしたことで戦争への危き惧ぐが一掃されたことなどによっている。政情・世情はこんとんとしているが、物価の動きはひとあしさきに時代の光明をもとめて動きだしているように、竜馬には思われた。




　やがて船客たちは寝入った。船頭の棹さおの音だけが、ときどき聞こえるだけである。

「藤兵衛、もう寝ろ」

　竜馬は言い、自分も目をつぶった。

「風邪をひきますぜ」

「掛けてくれ」

「旦那」

　小声になった。

「本当に、海援隊の方がえげれす水兵を殺やっちまったんですかね」

「やっていない」

「わかるんですか」

「解ろうがわかるまいが、殺ってはおらん」

「なるほどねえ」

　藤兵衛は、変に感心した。竜馬はこの事件を、場合によっては鷺さぎを烏からすと言いくるめてもそういう方針で解決しようとしているらしい。

「英国には議会というものがある。それがおそらく騒ぐだろう。おれは場合によっては英国の議会にまで出かけてゆくつもりだ」

「議会ねえ」

「日本は、幕法によって徒党を組むことは最大の罪になっている。ところがおどろいたことに英国にしろ米国にしろ公然と徒党を組み、徒党が正論をおこし、他の徒党と大論議をたたかわせて一国の政治を動かしている。それが議会というものだ」

「なるほど、ねえ」

「おれも幕府を倒したあと、その議会というものを作る。議会を作ることが、倒幕の最大の理由だ。藤兵衛、お前だって議員になれるぜ」

「うそだ」

　藤兵衛は、首をすくめた。

「いまの世でうそだと思われていることが、次の世では当然なことになる。そうならねば、回天というものの意味がなくなる」

（そういうことだ）

　竜馬は、心底から思った。いま薩長の指導者は倒幕で夢中になっている。竜馬はかれらとともに奔走しているが、しかし彼等を本心から信用しているわけではない。

　薩長の士には、竜馬の見るところ、維新回天後の構想がないのである。どういう国家と社会をつくるかという構想が、西郷にも桂小五郎にもない。

　ないといっていい。なぜならば竜馬は彼等から新時代の建国構想をきいたことがないのである。その点が漠然としているかぎり、かれらはあるいは、毛利将軍をつくってしまうかもしれず、島津将軍をつくってしまうかもしれない。

（こうとなっては頼むのは土佐の士だな。土佐の連中におれの構想を吹きこんでゆくしかない）

　竜馬は、いつのまにか眠った。

　目が醒めたのは、守もり口ぐちのあたりだった。東岸に宿場の町並がならび、往来にはすでに朝の営みがはじまっている。

　天てん満ま八はつ軒けん家やに着き、そこで市中の川をゆく川船に乗りかえた。

　竜馬は、西長堀の藩邸にゆく。




　竜馬は西長堀の門をくぐるや、門番に、京都の由比猪内や佐佐木三四郎らは来ちょるか──ときいた。

　門番は手を振った。

「小こ半はん刻とき前に出しゆつ立たつなされました」

「どこへ」

「さあ」

　と首をひねるだけで、様子がよくわからない。

　竜馬は門番にきくのもどうかと思い、藩邸の玄関に進み入り、

「頼もう、御お国くにの坂本竜馬じゃ。たれぞ、由比猪内、佐佐木三四郎の消息を知っちょる仁じんはおらんか」

　とどなると、なかからいかにも意地悪役人らしい老人が出てきた。

「わしは」

　と、老人はうさん臭げに竜馬をみた。

「当御屋敷の留る守す居い役やく添そえ役やくの山田喜内である。念を押すが、おンしは、御城下本ほん町ちよう筋すじ一丁目の郷士坂本権平弟竜馬か」

「いかにも権平弟、竜馬じゃが」

「うぬについては脱藩くにぬけの罪で差紙がまわっちょる。大坂に立ちまわれば捕縛せいとある」

「そりゃおおかた、古ぼけた差紙じゃろ」

　竜馬の脱藩の罪は、最初は勝海舟のとりなしで容堂みずからの手でゆるされ、二度目の脱藩については海援隊長になることでゆるされている。

「ぬけぬけと立ちまわりおったな」

「冗談ば、言うちょれん。わしはいそぎよるんじゃ」

「そこ動くな」

「動きゃせん。差紙があるなら、ここへ持ってきて仕つかわされ」

「おおさ、言うにや及ぶ」

　山田喜内は、小役人に命じて持って来させた。なるほど、ちゃんとした書類である。

　竜馬はそれを見ていたがすばやくまるめ、山田喜内があっとおどろくまに洟はなをかんでしまった。

「な、なにをするんじゃ」

「これは反ほ故ごじゃ。御老は海援隊を知っちょるか」

「知らん」

「こんど御家で出来た日本一の海軍じゃ。その隊長が、御城下本町筋一丁目郷士坂本権平弟竜馬じゃぞ。ひとにも聞け」

「権平弟、その申し立ては、まことか」

「うるさいの」

　竜馬は、うんざりしてきた。これだから藩というものがきらいなのである。

「老人、聞いてくれ。先般、長崎で異人斬りがあった。そのことのため、英国がわが土佐二十四万石と戦争をしようかという時機じゃ。わしはそれで由比猪内、佐佐木三四郎らに会わにゃならん」

「異人斬りなど、何も聞いちょらんぞ」

　喜内は、猜さい疑ぎ心しんに満ちた目で、

「うぬは、由比殿や佐佐木殿をつけ狙うちょるな。そうと見た」

　といった。勤王志士といえば強盗同然に思っているのが家か中ちゆうの一般の傾向だが、この山田喜内の目にも竜馬という人物がただの暗殺屋としか映らないのであろう。このため、どう頼んでも由比や佐佐木などの藩重役の行方を教えてくれないのである。




　竜馬は、玄関さきで、とほうに暮れた。

（さあこれはどうにもならぬ）

　竜馬でさえ、役人の杓しやく子し定じよう規ぎと頑固さの前には施すすべもなかった。

「頼む」

　と、片手拝みにたのんでみたが、大坂藩邸留守居役添役である老人は、蒼そう乎ことした痩やせ面づらを横にふるばかりである。土佐藩では藩重役の外出先や宿所は、暗殺を慮おもんぱかって藩外の者や藩内の下級の士には教えないことになっている。

「そういう御お達たつしがあるかぎり、いっさい教えられぬ」

　と、留守居役添役の山田喜内老人は、その言葉をくりかえすのである。いままで竜馬は一介の浪士の身で越前侯松平春しゆん嶽がくに拝謁して大金を借用したり、幕府の軍艦奉行勝海舟や将軍慶喜の高級官僚大久保一翁に愛されたりして階級の壁を自由自在に通過してきたが、土佐藩の官僚機構だけはどうにもならなかった。

　──御城下本町筋一丁目の坂本権平弟か。

　という念押しからはじめられては、あとはどうにもならない。

「だめか」

「ちかごろ、物騒じゃきにのう」

　と、山田喜内は竜馬の佩はい刀とうをじろりとみていうのである。

（仕方がない）

　竜馬は藩邸の門外に出た。目の前に鰹かつお座ざ橋ばしがかかっている。そのむこう岸に、鰹問屋、紙問屋、材木問屋など土佐の物産屋がずらりと川筋に軒をならべ、一種土佐藩の租そ界かいのようになっており、まるで国に帰ったような気がする。

「なあ、藤兵衛サンよ」

　竜馬は鰹座橋のたもとにもたれ、四ツ橋の方角をみながらいった。

「おれは、途方に暮れちょるぜよ」

「へい」

　藤兵衛は、沈黙した。先刻、この男は、竜馬の背後で跼かがんでいたから、やりとりの一切は知っているのである。やがて、

「旦那は、御身分が低いんだねえ」

　と、思い入れて言った。むろんからかっているのではなく両眼に涙がたまっている。藤兵衛は満身の感情をこめて竜馬に同情しているのである。

「低いさ、低いにもなんにも、土佐藩士とはいえ、いまの山田喜内からみればわらじのような身分だ」

「しかし旦那は、仕置家老の後藤象二郎様や大監察の佐佐木三四郎様などには、ずいぶんこう、目下をあしらうようになさるようですが」

「あれらは同志さ。むこうがそのつもりでいるから、そんな調子にもあしらえる。が、あの老人のようなただの藩役人があらわれると、おれもどうにもならん」

「さて、早速のこと、こまったものですね」

「ふむ」

　竜馬は川上の城をながめている。

「彼等はおそらくいま老中板倉伊賀守のもとに行っていると思うのだが」

「まさか、坂本竜馬が、幕府の巣の中に乗りこむわけにはいきませんな」




　そうだろう。

　坂本竜馬というのは何者でなにをしつつあるかという概念は、土佐藩の俗吏よりも幕府の高官のほうがよく知っている。

「当節最大の危険人物の一人である」

　と、情勢通の幕府人なら答えるであろう。

　その幕府の本拠地である大坂城にのこのこ出かけてゆけばどうなるかということは、自明のことであった。

「しかし藤兵衛、行かずばなるまい」

　竜馬は、歩きだした。老中板倉伊賀守勝静は御堀端の大坂城代屋敷にいるはずである。

「そいつはあぶない」

　藤兵衛は躍起になってとめたが、いったん東にむかって歩きだした竜馬の足はとまらない。

　生い駒こま連峰が晴れている。その前景として南北に長い壁、櫓やぐらを浮きあがらせているのが、大坂城であった。

　大坂城は元げん和な元年の豊臣秀頼の没落後、江戸城、二条城とともに徳川将軍の持城になっている。家康・秀忠のころはともかく、その後この城に入った将軍はいなかったが、十四代将軍家いえ茂もちにいたって内外の政情が京大坂で多端になり、家茂などは晩年は上かみ方がたに常駐同然のかたちになり、ついに大坂城で病死した。

　いまの十五代慶喜も、家茂の相談役であった時代から京に常駐し、二条城かこの大坂城を居所としていた。自然、老中の数人もこの城に駐留している。

　こんどの英国水兵斬殺事件で、英国公使パークスがどなりこみにきたのも、大坂の板倉老中のもとであった。

　たしかに竜馬はそうきいている。由比猪内、佐佐木三四郎ら土佐藩重役も、おそらく板倉を訪ねて事情をきいているのであろう。

　竜馬は、大坂城代屋敷についた。

　聳そびえるような門の下に、番士四人が棒をもって警衛している。とうてい、一介の浪士が入れるものではない。

　もっともこの屋敷内に、かつて大久保一翁がいたころは竜馬はぬけぬけと訪問したことがあるが、その手を、まさか老中に用いることはできない。

　門前の路上で竜馬は巻紙をとり出してかがみ、板倉老中の用人まで手紙を書いた。

「自分は土佐の家来で才谷梅太郎という者である。わが藩の由比猪内、佐佐木三四郎がお訪ねしていたら、伝えていただきたい。火急の用があると。──路上で待っている」

　という旨を認したためおわると、門番に渡した。

　門番はそれをもって玄関へ入ってゆき、板倉家の士に渡した。

　用人は、佐藤善蔵という男である。手紙を一読して、

（才谷梅太郎。……）

　とくびをひねった。きいた覚えがある。がそれがすぐには坂本竜馬の変名であることが思いだせず、とりあえず、

「土佐藩の御歴々はすでにひきとられた」

　という事実をもって、路上の竜馬につたえた。竜馬は失望した。




　じつは、由比猪内と佐佐木三四郎が板倉老中の宿館である大坂城代屋敷を辞し去ったのは、竜馬がそこへ来る二時間前であった。

　板倉老中との会談は、上じよう首しゆ尾びだったというわけではない。

「こまったことを仕出かしてくれた」

　と、痩せて灰色の皮膚をもった──そのために実際以上に老ろう獪かいにみえるこの老中は、黒ずんだ唇を、ゆがめた。

「パークスはあのとおり、まるで折おり助すけかなんぞのような品のわるい、怒りっぽい男だ。それが銀色のひげをふるわせ、ほとんど逆上せんばかりの勢いで当方にどなりこんできた。大公儀としてもはなはだ迷惑というほかない」

「おそれ入り奉りまする。しかし下手人は土佐人であるとはまだきまったわけではございますまい」

　佐佐木三四郎が弱腰の板倉老中をなじるようにいうと、この備中松山の城主であり、日本の首相といった地位にある大名はいよいよ苦りきり、

「そのほう、なんという口のきき方をする。左様な口く説ぜつはパークスに申せ。パークスたちは、すでに土佐人が殺やったものと断定しているのだ」

　場所は広間である。

　板倉老中は正面。

　つづいて、各国公使から「狐」とあだなされている外国総奉行平山図ず書しよの頭かみ。

　さらに大目付戸川伊豆守、目付設楽しだら岩次郎、柴田某など幕府の要職者が順次居ならんでいる。

　佐佐木三四郎は、

（ここでひらきなおらねば）

　と思い、度胸をきめ、

「証拠がござりまするか」

　長い顔をふりあげた。ひらきなおると案外凄味のきく男である。

「いや証拠があがっているわけではない」

　板倉老中は、急に気弱になった。

　この板倉老中について、英国公使パークスの若い通訳官であるアーネスト・サトウは、

　　大たい君くん（将軍）の宰相板倉は善良な紳士だったが、決して腰の弱い人物ではなかった。

　　年齢は四十五歳ぐらいだったと思うが、みたところ老人のようだった。

　と、その著「幕末維新回想記」に書いている。

　同時にこのときの板倉の印象について佐佐木三四郎はその「昔せき日じつ談」で、

　　閣老（板倉）はいかにも温順おとなしそうな人でこの事件についていたく苦心されていることがその風ふう丰ぼうに現われている。

　と書いている。両者の観察はほぼ一致しているというべきであろう。

「証拠はないが、英国公使の調べでは長崎の日本人はみな土佐人の仕し業わざだとうわさしているそうだ」

「それは意外なおおせでござりまする。われら土佐人は、たとえ余儀なきことで異人を斬ることがあっても、犯行をくらますような卑怯はいたしませぬ。かならず自じ訴そし、自殺するのがわが国の士風でござりまする。この一件、それをみても土佐人であるとはおもえませぬ」




（幕威も落ちたものだ）

　と、老中の御前で老中を圧倒せんばかりの勢いで弁じている佐佐木三四郎自身がおもった。老中の板倉伊賀守は、佐佐木の雄弁に気け圧おされて、ときどき気弱く目をしばたたいている。世が世なら陪ばい臣しんの佐佐木など、口もきけない相手なのである。

「英国公使の妄もう断だんを大公儀がお信じなさるとあれば、やむをえませぬ。土佐藩と英国とが直じか談判するまででございます」

「そ、それはならぬ」

　この紛争で幕府が外はずされて英国と土佐藩とが直談判をすれば、日本という国家の成りたちを外国から疑われるだろう。たださえちかごろ外国人たちのあいだで、

　──日本は三百諸侯による一種の連邦国家であって、将軍と大名の関係は完全な意味での主従ではない。

　と解釈し、幕府をうとんじようとする動きがあるほどなのである。このさい板倉はあくまでも外交権を幕府がもっていることを固執せねばならなかった。

「直談判はならぬ」

　幕府は仲介する、と板倉はいった。

「そのため、大坂から御軍艦をもって外国総奉行平山図書頭、目付設楽岩次郎を土佐へ派遣する支度ができている」

「それは大公儀の御勝手でございますから、とやかく申しませぬ」

「英国公使も同国の軍艦に搭乗し、今日にも大坂を出航して土佐にむかう筈だ。ところで英国から要請がきている」

「どのような？」

「その土佐へむかう英国軍艦に土佐藩重役も乗りこんでもらいたいということだ」

「拙者が、でござるか」

「そうなる」

「馬鹿な」

　佐佐木は、つい失言した。が幸い小声だったせいか、板倉にまで聞こえなかった。

「お断わり申します。英国公使が土佐まで押しかけてくるのは彼の勝手で、それを私どもが道案内をすべき筋合はない」

「これこれ」

「まずお聞きなされませ。もともとこのたびの一件については、われらは大不平でござりまする。英国公使は長崎の市し井せいにおけるへんぺんたる風説を信じ、下手人は土佐人であると妄断し、大公儀に迫るのみならず、弊へい藩はんに対し軍艦をさしむけるなどという虚きよ喝かつは天の許さざるところ」

「佐佐木は攘夷家か」

「いや左様ではござりませぬ。拙者は攘夷でも開国でもなく物の道理に従う立場でござりまする。されば左様な無礼な英国軍艦の案内をつとめるなどは断乎できませぬ」

「しかし英国は要求している」

　板倉は当惑し、こうなった以上、もう一度英国側と折衝しなおすことにした。

　この間かん、佐佐木は石川石之助という大坂留守居役を代表として残留させ、自分と由比は板倉に無断で退出した。佐佐木にすれば英国公使や幕府高官よりも一足さきに帰国したいが、汽船をもっていない。




「一刻も早く、帰藩せねばならぬ」

　佐佐木三四郎は、坂をくだりながら由比猪内にいった。足もとに大坂の家や並なみがひろがっている。

「たとえ波の上を走ってでも、英国公使や幕府役人より一足さきに帰藩せねば、藩の応接をしくじらせることになるだろう」

　すでに英国公使や幕閣の意中がわかった以上、藩はよほど強硬な態度をとらぬかぎりこの事件に負けるだろう。事件があいまいな以上、声の大きいほうが勝ちである。すでに英国公使の声はとほうもなく大きい。その声を上まわるほどの大声を、佐佐木三四郎は国もとの上役たちに出させるべきであった。

「それには、汽船が要る」

　英国人も幕吏も、それぞれ軍艦の汽か罐まをいっぱいに焚いて土佐へ急ごうとしているのだ。ところが佐佐木三四郎には軍艦がない。

「薩摩藩から借りるか」

　佐佐木は、足をとめていった。薩摩藩は藩に必要な人間の移動にはつねに汽船をつかいその汽船を大坂の天保山沖に泊めている、という話を、佐佐木は竜馬からきいたことがある。しかも薩摩の西郷はいま大坂にきているはずだった。

「西郷に頼むか」

　懇意ではないが、ふたりとも竜馬から紹介されて一面識はある。それにしても佐佐木の焦躁のひとつは坂本竜馬であった。

「あの男はまだ来ぬな。ついに連絡はとれんかったのじゃろうか」

　海援隊士の事件でこれほどの騒ぎになっているのに、当の海援隊長坂本竜馬がいっこうに姿をみせないのである。

「まあいい」

　佐佐木は腕組を解いて歩きだした。こんどの事件は自分たち藩重役が担当せねばならぬ以上、竜馬のような、藩士か脱藩浪士かわけのわからぬ身分の者の力を借りる部分はすくない。しかしここに竜馬がいれば、せめて西郷との橋渡しはしてくれたであろう。

「あたって砕けろだ。西郷というのは、頼まれれば捨てておけぬたちだと聞いている」

　佐佐木らは辻駕籠をひろって薩摩藩大坂屋敷にゆくと、運よく西郷は在邸していた。

　さっそく面接すると、おどろいたことに西郷は事件の概略を知っていた。

「どこで聞かれた」

「いや、風説で知ったまででござるよ」

　と西郷はいったが、実はそうではなく、彼は昨日、英国公使の通訳官で知日家のアーネスト・サトウの訪問をうけて彼等が土佐へゆくということを知ったのである。

「英国人はなにぶんうるさい」

　西郷はいった。薩摩藩は薩英戦争の経験から英国人の気質を知る点で他の日本人よりも数段すぐれていた。うるさいというのは彼等は論理的だ、という意味である。

「言葉尻に気をつけられよ。言葉尻をかれらはつかまえてくる」

　そういうこつを教え、また汽船借用については天保山沖に碇てい泊はく中の薩摩汽船三邦丸を自由につかえ、といってくれた。




　竜馬はこの日の午後、佐佐木らと相会わぬまま、別行動をとっている。

　北へむかった。

　本ほん町まちに出、淀屋橋筋を北上し、淀屋橋を渡って中ノ島に入った。

　この、大川にうかぶ細長い洲すの上に、数十藩の大坂藩邸がなまこ塀をならべてひしめいている景観は、浪華なにわの都市風景のなかでも特異なものであろう。

　淀屋橋を渡りきった北詰めに越前福井三十二万石の大坂藩邸がある。

（妙なお人だ）

　寝待ノ藤兵衛は竜馬のことをおもった。自分の藩の殿様には御お目め見み得えの資格がなく会ってもらったこともないのに、土佐よりも大藩ではるかに家格も高い越前侯松平春嶽にだけは不意にやってきても拝謁できる。

　事実、竜馬は門番に、

「先年はどうも」

　といっただけで、すっと入った。玄関役人にだけはさすがに名を名乗り、この藩の参政中なか根ね雪ゆき江えをよびだしてもらい、雪江を通じて春嶽に拝謁を申し出た。

　中根雪江は、その卓抜した時勢眼をもって天下に知られた老名士で、竜馬とはかねて昵じつ懇こんの間柄であった。

「いつも貴殿の噂をなされておる」

　中根雪江も、竜馬の来意がわかったらしく例の英国水夫の一件か、といった。

「そのことについて」

　竜馬はいった。

「自分は土佐藩では身分卑ひくく、しかも脱藩の罪歴があるがために、わが隊士の嫌疑事件でありながらこの事件について手をつくしようがない」

「さもあろう」

　中根雪江は好意にあふれた笑顔をつくってくれた。

「それで？」

「容堂公に申しあげたいことがある。それを春嶽公が代わって土佐藩へ御教示願いたい」

「ははあ、貴殿の代理として？」

「左様」

「おそれ入りましたな」

　中根は声を立てて笑いだした。一介の浪士の代理として三十二万石の殿様が土佐侯に物をいうのである。

　中根の取次ぎをきいて、春嶽も口をすぼめて笑った。春嶽は竜馬ほど愛すべき人物はいないと思っている。

「相変らずだな」

　と、竜馬がまかり進むと、この四十歳の「老侯」はいった。

「つまり、容堂へ手紙を書けというのか」

「左様にして頂きますれば」

「ああ、してやりますとも。さて、どう書けばよい？」

　竜馬は、その内容を弁じた。万一下手人が土佐人であったときの態度についてである。

　そのときは容堂流の横車を押すとかえって事がこじれ、問題が大きくなる。ぜひ条約に則のつとり、国際信義の上に立って処理していただきたい。それしか道はない、というのであった。




「なるほど、容堂は英雄だからな」

　松平春嶽は品よく笑ったが、口こう吻ふんに多少の皮肉がこもっている。

「そちの心配はわかる」

　真顔になった。容堂は英雄的気概に富む人物だけに、もし異人がかさにかかって恫どう喝かつしたりした場合、全藩に動員令をくだして戦争をはじめぬともかぎらない。

「そういう意味だろう」

「いや」

　竜馬は口ごもり、あとは言わなかった。容堂は英雄気質かたぎの人ではあるが大言壮語がすきなだけで実行力はないと竜馬はみている。

　むしろ竜馬のおそれるのは、容堂のその景気のいい啖たん呵かや、その寸鉄人を刺すような毒舌であった。それを英人に言ってのけた場合、彼等がどんな揚げ足をとって来ぬともかぎらない。

（それではこまる）

　と、竜馬は思うのだ。いまこの時期、英国と紛争をおこせば、目下幕閣や諸藩に対して事前工作中の土佐藩提議の大政奉還案は一挙に崩壊するほかない。竜馬としてはいまのところ、ひたすらに国内の無事を願い、犬の喧嘩をさえ怖れたい心境なのだ。

「それはそうと、そちは海援隊でもって万国公法の翻訳をしているそうだな」

「そのことでござりまする」

　竜馬は得意な万国公法について弁じ立て、日本国および諸雄藩が万国公法を守らないかぎり、欧米の列強はつねに日本を野蛮国視し、野蛮国と見つづけているかぎり対等のつきあいをしないであろうと言い、

「さればこそこのたびのことも、すべて万国公法に則のつとるよう、わが藩の老公におさとし願わしゅうございます」

「ああ、手紙を書こう」

　春嶽は気軽に頷うなずき、小姓に命じて筆紙の支度をさせた。

　　一いつ翰かん、拝啓し奉り候。

　からはじまる文章を、春嶽は素直な達筆で書きすすんでゆく。

　　秋烈堪えがたく御座候ところ、まずもって賢台いよいよ御清祥に御起居なされ候こと寿ことほぎ奉り候。

　　………

　　妄もう殺さつ人じん、土藩に相違これなく候わば、条約面の通り、立派に処置致され候ようこれありたく、さすれば外国への信義も相立ち、土国も平穏に相済むべく……

　書きおわってから春嶽は、

「これでよかろう」

　と、竜馬にみせてくれた。竜馬は読み進んでゆくに従って春嶽の好意に感動し、あわてて顔を振った。その拍子に涙が畳の上にこぼれ落ちた。

「拙者、野人にて」

　──奉謝の言葉を存じませぬ、と言うと、春嶽は竜馬の涙顔がおかしかったらしく、

「この男が、がらにもないことをいう」

　声を立てて笑い、

「わしの坂本竜馬に対する友情だよ」

　といった。御三家に次ぐ家格の大名が、路傍の士にすぎぬ竜馬に、友をもって呼んでくれたのである。




　一方、佐佐木と由比である。

　薩摩藩邸で西郷からさまざまの助言をうけたあと、西長堀の藩邸にもどった。

　ここで食事をしたためたりして休息するうち、先刻会った西郷から使いがきて、

「大坂天保山沖に弊藩の汽船三邦丸が碇泊していると申しあげましたが、思いちがいでございました」

　という文面の手紙を言こと伝づけてきた。

「えっ、それでは土く佐にへ帰れぬ」

　佐佐木は藩では群をぬいた能吏だが、多少あわて者なところがある。

「佐佐木、あわてるな、つぎを読め」

　由比猪内は、手紙をのぞきこんでいった。

「兵庫沖に碇泊しております。すでに使いを出し、汽か罐まを焚たいておけと命じました。幕艦、英艦も同様、兵庫におるそうであります」

　と、西郷は書いている。

「兵庫か」

「十里だな」

　大坂から四十キロある、ということだ。

「すでに汽罐を焚いちょるとなれば、早々にゆかねばわるかろうの」

「さきを読め」

　と、由比猪内はたしなめた。由比は有能な男ではないが、年配だけに落ちついたところが取り柄である。

「わが藩邸に入った確報では」

　と、西郷はいう。

「英国軍艦は二隻でゆく。すでに英国公使らは大坂からバッテーラに乗って兵庫にむかったということであります」

　英国側の要員は、

　　公使　パークス

　　書記官　ミットフォード

　　通訳官　サトウ

　である。かれらの搭乗する軍艦は、東洋艦隊のうちのバジリスク号とサラミス号であった。

「こ、これは早駕籠ででもゆかねばなるまい」

「左様、すぐ手配を」

　由比猪内は大坂留守居役添役山田喜内をよび、兵庫までの早駕籠を二挺支度するよう命じた。

　山田老人はその手配をおわるとひどく真剣な顔つきになって、

「この一件、お耳に入れるべきかどうか、思案しぬいたのでござりまするが、やはり入れておいたほうがよかろうと存じ、申しあげる次第でござりまするが」

　と、くどくどと前置きしつつ、佐佐木三四郎と由比猪内の顔色をうかがった。

「なんのことだ」

「御両所を暗殺しようと付けねらっている者がござりまする」

「暗殺？　一体、何者が」

「御城下本町筋一丁目郷士坂本権平弟竜馬と申すものでござりまする。すでに当屋敷を訪ねて参りましたが、手前、体ていよく追っぱらいました」

「ばかっ」

　佐佐木は飛びあがらんばかりにしてこの小役人を叱りつけた。

「その竜馬は、どこへ行った」




（役人は、役人でしかない）

　佐佐木三四郎は、自分も役人のくせにおもった。大坂留守居役添役の山田喜内は、竜馬を追っぱらったばかりか、竜馬のゆくえをさえ、たしかめていないのである。

「こまるではないか」

「さ、それは」

　山田老人は、思わぬ藩重役の叱しつ責せきに遭あい、すっかり狼狽してしまっている。

「坂本竜馬といえば、藩吏はいつまでも御城下郷士のせがれとしてしか見ておらぬ。彼は天下の名士じゃぞ」

「と、とは申せ、かの者は脱藩の罪人であり当大坂藩邸にもその手配書がまわっております。その罪人を、名士として遇せよとおおせありまするか」

「いや、山田の申すのももっとも」

　といったのは、由比猪内である。役人というのは杓しやく子し定じよう規ぎでゆくべきだ、と由比はいうのだ。

「気のきかぬ役人こそ、本当の役人だ。そうあらねば藩は成り立たぬ。山田が竜馬に対してとった処置、わるくはない。三四郎、ゆるしてやれ」

「ふむ」

　佐佐木も、由比の理に服するしかない。役人が変に気がきくようになれば、藩組織は立ってゆかなくなるだろう。

　もっとも佐佐木も由比も役人だが、この二人は行政官ではなく、政治家をもってみずから任じ、

（おれたちは別だ）

　とおもっている。現に佐佐木は藩での官職は大監察でありその職責からいっても脱藩者の竜馬を見のがしがたいわけだが、いま政治的な仕事をしているために、その点にいわば目をつぶっているのである。

「しかし、あれか」

　と、由比猪内はいった。

「竜馬はまだ脱藩のままか。後藤象二郎や福岡藤次がその点うまくやって士籍に復したはずだと思っていたが」

「いや、そうではない」

　佐佐木三四郎は大監察としていった。

「藩庁での書類は以前のままだ。まだ脱藩のままになっている。なにしろ老公（容堂）の御機嫌がうるさい」

　そうだろう。容堂は統制主義者で、なによりも脱藩者をきらう。とくに竜馬の場合、二度脱藩しているから、もし脱藩差許しの書類を容堂のもとに上提すれば、どれほどかれが激怒するかわからない。佐佐木ら藩重役はそれをおそれて竜馬の脱藩の罪を正式に帳消しする行政手続きをしていないのである。

「それはまあいいとして、このたび、竜馬と会うことは断念せずばなるまいな」

　そういっているうちに、問とい屋や場ばから早駕籠が二挺藩邸へやってきた。

　一挺にかご舁かきが八人ついている。

　佐佐木と由比はうしろ鉢巻を締め、駕籠の中の人になった。やがて天井からぶらさがっているひもをにぎり、中腰になった。




　竜馬はその夜、越前藩邸を辞したあと、道頓堀の旅籠はたごにとまったが、

（この一日、まったく無駄骨だったな）

　と思うと、ばかばかしいやら将さ来きのことが気がかりやらで、さすがに目をつぶってもすぐには眠りに落ちそうにないのである。

（せっかく春嶽公の手紙を手に入れても、佐佐木や由比がつかまらぬかぎり、徒労ではないか）

「旦那はつらいねえ」

　藤兵衛が、同情してくれた。

「そういうことだな」

　同じ志士の立場からいえば、薩摩の西郷や大久保はすでに藩の高級官僚で、一藩をひきずってゆける行政的立場をもっている。長州の桂小五郎などもそうであった。

　そこへゆくと竜馬は一介の脱藩浪士で、藩邸その他の藩施設や藩組織を利用することもかなわぬのである。

　かといって藩にもどったところで、一介の郷士にすぎず、藩を動かす上でなんの権能ももたない。

「なにしろ旦那は、手て前めえの足で立っているだけですからね」

「そうだな」

　竜馬も、ふとんの中で苦笑した。竜馬には自家製の海援隊という組織があるが、こんな藩として動かねばならぬ事件となると、どうにもならないのである。

　翌朝、まだ暗いうちに目がさめた。竜馬はたまらなくなってとび起きた。

「旦那、まだ暗がりでござんすよ」

「いや、もう一度、西長堀の土佐藩邸へゆこう。藩吏がぐずぐずいえば、刀をぬいておどすしか仕方がない」

「そいつはいい」

　藤兵衛も身支度をし、台所へおりて行って冷飯のにぎり飯をつくってもらい、小こ切きり戸どをあけて路上へ出た。

　一面の星空である。

　二人はにぎり飯をほおばりながら歩き、戎えびす橋ばしのたもとで竹の皮を捨て、あとは無言で足をいそがせた。

　四ツ橋を西へ渡ったあたりで、陽がのぼった。長堀川沿いの道をまっすぐに西へ歩き、宇和島橋、富とん田だ屋や橋、問屋橋、白髪橋の橋詰めを経て土佐藩邸の前にきたとき、ちょうど藩邸の前を小者が掃きはじめているところだった。

「おれだ」

　と、例によって竜馬はクグリ戸をあけさせ、邸内に入り、玄関にすすみ出た。

　やがて例の留守居役添役山田喜内老人が出てきた。

「老人、これをみろ」

　と、懐中から油紙に包んだ山内容堂あての松平春嶽の手紙を出した。

　老人は、屈服した。

「話は佐佐木殿からきいた。佐佐木殿は昨夜早駕籠で兵庫にむかわれた」

「ちっ」

　間にあわぬ、と思ったが、まだ馬を飛ばしてあとを追う手はある。

「藩邸の馬を貸せ」

　竜馬は詰め寄り、貸さぬと叩っ斬る、という血相でいうと老人は存外簡単に折れた。




　藩邸の馬を貸せ、と竜馬は山田喜内になかば威い喝かつするようにして要求すると、老人は意外にやすやすと貸してくれた。竜馬が、藩の重役と昵じつ懇こんだということがわかってきたからであろう。

「兵庫には枡ます屋やという藩の御用の旅籠がある。そこに繫いでおけばよい」

　と、老人はその本来の性格らしい親切な口ぶりになった。やがて竜馬は厩うまや中ちゆう間げんがひきだしてきた馬に乗ると、

「おンしゃ、どうするナ？」

　といった。藤兵衛にまで馬はない。

「あっしのことはご心配なさらずに。駈けてでも兵庫に行きますし、万一、旦那とはぐれりゃ、京にもどっています」

「うん」

　竜馬は手綱をひいて馬首をめぐらせると、鰹座橋の橋板をとどろかせて川むこうに去り、北への街路をえらびつつ、市中を駈けた。

　やがて福島村に出た。

　あとは一面の田園で、馬を駈けさせるのに往来のさまたげがない。野道を、西へ駈けた。

　川に出た。

　中津川であった。

　大坂と兵庫間の陸路交通にもっとも不便なのはほとんどの川に橋がないことであった。江戸幕府は橋を架けることをほとんど病癖のようにきらいつづけてきた政権で、その理由は戦略的なものらしい。幕府領である大坂が西から攻められることを仮想した場合、橋があっては敵の進軍が速くなるというのである。

　このためたとえば五里むこうの西にしの宮みやまでのあいだだけでも無架橋の川は、

　　中津川（野里）

　　神かん崎ざき川（佃つくだ）

　　左さ門もん殿どの川（尼崎）

　　武む庫こ川

　　枝川

　などがある。

　武庫川や枝川は平素水がないため陸路同然だが、中津川、神崎川、左門殿川はつねに漫々と水が流れており、すべて渡し舟でわたらねばならなかった。

　竜馬は「野里の渡し」から舟で中津川をわたり、ふたたび間道を馬で駈け、やがて人馬の輻ふく湊そうする本街道に出た。本街道では十分に馬を駈けさせることができず、竜馬は多少いらだった。

　西宮に入ったのは、二時間後である。宿場に入って馬に水を飼かった。

　　お台場の土運び

　　むこうで飯食うて二百と五十

　　おありがた、おありがた

　という俗謡をうたって土工の群れがゆく。竜馬は彼等が西宮海岸の幕府砲台の建設にやとわれていることを知っていた。勝海舟の設計による台場で、文久三年以来かれこれ五年もかかっているから、そろそろ完工も近いはずであった。土台は金のかかる石塁ではなく土塁であることが幕府の財政的窮迫を象徴していた。その土も川底の葦あしの根のからんだ泥をかためあげたもので、土地では、

　泥台場

　といって、ひそかにばかにしているらしい。




　西宮の宿しゆくを通るとき、竜馬はいつもあの元治元年の蛤御門ノ変のころを思いだすのである。

　暗い、陰惨な記憶だった。

　京でやぶれた長州勢や土佐浪士軍が、山崎街道（西国街道）を経てこの西宮まで落ちてきた。西宮から海路長州へのがれるためであった。

　ほとんどが血みどろの姿で、瀕死の重傷のために駕籠に乗っている者、槍を杖に一歩々々、漕ぐように歩いている者など、惨澹たる敗軍の景況だった。

　ところが西宮は大坂・兵庫間における最大の交通の要衝であり、摂海（大坂湾）防衛の要地でもあったので、ここに幕命によって姫路藩、但馬豊岡藩、泉州岸和田藩、紀州藩などが駐屯している。

　姫路藩兵のごときは、当時西宮の六ろく湛たん寺じに宿営していたが、京から長州軍が落ちてくるというので宿場の東端の東ひがし川がわの堤に砲兵陣地を布き、敗走軍の来襲を待った。

　そこへ、吉田松陰の門下として名を知られた時とき山やま直なお八はち（のち越後小お千じ谷やで戦死）が軍使としてやってきて、

「われわれは都を落ちて国許に帰らんとする長州勢である。道をさえぎるならば一戦しよう」

　と申し入れた。一戦すれば敗軍の長州人たちはこの西宮で全滅せざるをえなかったであろう。この申し入れはほとんど捨て鉢な心情から出たものに相違ない。

　が、姫路藩の諸将は分ふん別べつのある人物で、

「わざわざのごあいさつ、痛み入る。わが藩はなるほど公儀命令によって本街道こそ守備しているが、他の道路は知らぬ。もし貴殿らが脇街道をお通りなさるならば、われわれの存ぜざること」

　他の豊岡、岸和田、紀州の諸藩も藩兵を損じたくないために同様の態度をとった。このため長州人たちは虎口をのがれ、脇街道を通った。

　そのあと大坂から幕府役人が出張してきてこれら守備藩の怠業サボタージユを知ったが、それを叱るほどの威権がすでに幕府にはなかった。

　やむなく幕吏たちは土地の目明しを指揮して町人狩りをした。長州人が休息した茶店の亭主はのこらず西宮の番所にしょっぴき、物を売った小商人、海岸へ案内した漁師たちはみな投獄された。

　伊い丹たみの勤王儒者で知られた橋本香こう坡はなども敗兵に食事を出したというので投獄され、きびしい取調べのすえ、獄死した。

　竜馬はそのころ、この西宮から五里さきの神戸村で海軍塾を管理していたが、塾から池田屋ノ変の関係者を出したことと、この変の敗兵を何人か収容したことで勝が幕府から疑われ、その失脚の原因になった。

　あれから三年経つ。すでに百年も経ったかと思われる程にこの三年は竜馬にとっても日本にとっても事が多かった。

　竜馬は宿場の雑踏のなかをゆるゆると打たせ、やがて宿場はずれの夙しゆく川がわの乾いた河床に降り、それを越えおわってから、馬に鞭むちをくれた。




　竜馬は正午すぎ、兵庫についた。

（これが兵庫か）

　と思うほどに、数カ月前のこの宿場の様子とは面おも変がわりがしていた。

　なるほど兵庫といえば近畿における最良の港としてふるくから繁昌してきたが、かといって宿場のくせに本陣もない、ただ人家のみの多い猥わい雑ざつな聚しゆう落らくであった。

　ところがこの冬、この土地の性格を一変させる事態がおこった。列強がこの良港を開くことについて幕府に迫り、幕府はそれを朝廷に迫り、この勅許をめぐって公卿や志士たちが数年猛反対してきたのだが、この冬幕府に押しきられ、ようやく勅許をみた。

　兵庫は、国際的な互ご市し場じようになった。

　各国はここに居留地を置き、領事館をたてた。その建設のはやさはおどろくばかりのもので、山の手のあちこちに、すでに長崎にもある植民地風コロニアル・スタイルの洋館が建ちならんでいる。

　異人の男女が馬や馬車で往来する姿も多くみかけられたし、その堂々たる体たい軀くが日本人の姿をひどく貧相にみせた。

　竜馬は、大坂留守居役添役が指定した旅籠枡屋にゆき、馬をあずけた。

　そのあと、袴を蹴って足をいそがせてゆくうちに港がひろがってきた。

　港内に、さまざまな国の旗をかかげた十数隻の軍艦や汽船が碇泊していた。

　幕府軍艦もいる。

（幕閣の要人たちはあの艦ふねに乗ってゆくのか）

　その艦は竜馬も見覚えのある回天艦であった。

　回天は幕府艦隊の主力艦のひとつで、去年の六月、長崎の米国商会ウォールスの手を経て幕府が買いとった普国（ドイツ）製の軍艦である。木造の外がい輪りん船せんで、排水量は一六七六噸トン、馬力は四〇〇、三本マストである。

　すでに二本の煙突から濛もう々もうと黒煙をあげているところをみると、出航準備をいそぎつつあるのであろう。

　竜馬は港の艀はしけ屋やに駈けつけた。艀屋はこの港には何軒もあり、いわば海の駕籠屋だった。客をのせて港内を漕ぎまわるだけでなく、入港船に食料品、薪しん水すいを運ぶ仕事もしている。

　事務所というのは砂浜の小屋で、葭簀よしずで日ひ覆おおいをしてある。

「一そう、頼む」

　竜馬がいうと、赤あか褌ふんどし一本の老漁師があらわれ、どの船へゆくのかね、といった。

「おれは近ちか眼めでわからんが、港内に薩藩の三邦丸がいるだろう。それへ頼む」

「三邦丸なら、もう出るぜ」

　という意味のことを、摂津弁でいった。

　竜馬が艀にとびのると、船頭は、いそいでくれた。

「英国軍艦もいるはずだが」

「ああ、バジリスクとサラミスかね」

　船頭はよく知っていた。ところがバジリスク号はすでに出航しつつあるという。

「あの煙が、そうだ」

　船頭は沖合の黒煙にむかってあごをしゃくった。




　竜馬は薩摩汽船三邦丸に艀を漕ぎ寄せると高く見あげ、

「坂本竜馬じゃあ」

　と、大きく呼ばわった。

　船長は薩摩藩士井上新左衛門という男で、竜馬とは顔見知りの仲である。

「いま縄なわ梯ばし子ごをおろさせる」

　と答え、やがてそのとおりにした。竜馬はそれを伝って船上にあがり、まっすぐに由比猪内、佐佐木三四郎が借りている船室へ行った。両人は目を瞠みはっておどろいた。

「竜馬ではないか」

「うん」

　と竜馬はうなずき、懐中から越前侯松平春嶽の手紙をとりだし、高知につけばすぐ老公（容堂）へ渡しておくれ──といった。

「拝読してもよいか」

　由比はちょっと見当はずれだが竜馬にことわってから、手紙にも一礼し、音読しはじめた。音読したのは佐佐木にもきかせるつもりだったのだろう。やがて読みおわって、

「よいお手紙である」

　と、鄭重な手つきで巻いた。

（年寄だけに、のんきなことを言ってやがる）

　竜馬は内心おかしがり、

「事件処理の方針についてだが」

　と言い、両人の肚をききただした。

　なるほどいちいち聞いてみると、さすがに容堂が選びに選んだ能吏たちだけに、その方針はすこぶる正せい鵠こくを射ている。

　一、下手人はあくまでも土州人でないことを英国人に主張する。

　二、談判の態度は万国公法に則り、威厳と遵法精神をもって進める。もし下手人が土州人であることが露あらわれた場合も、いさぎよく法と国際慣例によって処理する。

　三、藩内血気の分子が対英戦闘をやりたがることは必至であろうから、老公の断をもってそれを抑える。

　この三つであった。

「これは妙」

　竜馬が掌をたたいたほど、竜馬自身の意見と一致していた。

「なににしてもこの事件が、いま打ちあげようとしている大花火（大政奉還案）の支障になってはならぬ」

「そのとおりだ」

　由比も佐佐木もうなずいた。

「ところで君はどうする」

　といった。まさか脱藩の重罪人を国へ連れてゆくわけにいかないし、それに竜馬が重役とともに国に乗りこんだとなれば、藩内佐幕派の血気の者がどう騒ぐかわからず、そうなれば由比も佐佐木も失脚せざるをえなくなるかもしれぬおそれがある。

「おれか」

　竜馬はくびをひねった。

「京にも火急の仕事が山積しているが、しかしこのさい長崎へ急行して事件の実否を調べてみるつもりだ」




「ところで事件の内容だが」

　竜馬は、そのかんじんの事について一番にきいた。佐佐木らは、板倉老中からくわしくきいている筈なのである。

「板倉閣老は、どういっていた」

「いやさ、板倉閣老も詳しく知っておられるわけでもない。要するに英国公使の申し立てと、長崎奉行所の簡単な報告だけが骨子なのだ」

　事件の発生は、七月六日の夜である。

　場所は長崎丸山の遊里であった。

　その時期、英国東洋艦隊の軍艦イカルス号が長崎港に入港しており、乗組員が多数上陸していた。そのうち帰艦の時限がすぎても帰らない者があった。

　水兵ロバート・フォードと、ジョン・フォチングスの両人である。彼等は丸山であそび、泥酔して拳銃などを擬ぎし、通行人などをからかっていたが、やがて謎の武士があらわれ、彼等をそれぞれ一刀で斬殺し、悠々と立ち去った。

　事件はそれだけである。

　まず英艦がさわぎ、長崎奉行所の下役が付近の聞き込みにまわると、件くだんの武士がもっていた提灯は、「赤白赤」に塗ってある。海援隊の隊章であった。

　──さては亀山の白袴か。

　という観測が、奉行所でできた。もともと幕府の長崎奉行所と市中の浪士結社である海援隊との対立は古く、ちかごろいよいよ険悪なものになっている。竜馬自身も、

　──京で討幕の火の手があがったとき、長崎ではまず奉行所を襲え。貯蔵金をおさえ、軍費にあてよ。十万両はあるはずだ。

　と隊士一同に言いふくめてある。こういう関係だから、奉行所の側が、当然海援隊を疑ってかかるのもむりもない。

　ところで英国軍艦のほうでも日本人をつかって聞き込みを開始すると、下手人は白しろ筒つつ袖そでに白袴という、上下真っ白な海援隊の服装だということがわかった。

　ところがさらに疑わしいことに、この事件の翌朝、ほとんど未明に海援隊の風ふう帆はん船せん横笛丸（旧称大極丸）が帆をあげて長崎港を出航し、それに前後しておなじ土州藩船の胡蝶丸もあわただしく出航している。疑おうと思えば事件と十分に結びつけうる現象である。

　英国側は当然、長崎奉行所に迫り、

「これだけの証拠がそろっているのに、なぜ犯人を逮捕せぬ」

　といった。

　さらにいま一つの証拠（とまではいえないが）は、事件当夜、海援隊幹部の菅野覚兵衛と隊士佐々木栄が、花月楼で飲んでいるのである。

「早く逮捕せよ」

　と奉行所に迫ったが、奉行所のほうでも逮捕とまでなれば事は面倒であった。海援隊を相手に戦争する、というほどの覚悟がなければこれは踏みきれない。

　ついに英国側は業ごうをにやし、

「されば大坂へ行って幕閣と交渉する」

　ということになり、事件処理の責任を幕府の首相である板倉に負わせたのである。

「概略、そういうことだ」

　と佐佐木三四郎はいった。




　そのあとなおも事件の処理方法について打ちあわせていると、船が急にこまかく震動しはじめた。

「なんじゃい」

　佐佐木があわてて船窓をのぞくと、岬みさきが動いている。船はいつのまに錨をあげたのか、すでに機関を微速に運転しつつ航行をはじめているのである。

「おい、竜馬、動いちょる」

　佐佐木はふりかえって、世にも当惑したような顔をした。薩摩藩船長は、竜馬も土佐へゆくとみて船を出してしまったのであろう。

「どうする」

　由比猪内は、すっかり狼狽してしまった。竜馬のような政治犯人を連れて帰藩すれば、藩内の反響がどうなるか、由比はとっさにそれを思ったのだ。

　竜馬は、反射的に決意した。船が動いた以上、土佐へゆくことは天命であろう。そう覚悟した。

　同時に、別の行動に移った。竜馬は椅子を蹴って立ちあがり、船室をとび出した。艀の船頭に金をやっていないのである。この二つの反射を同時にさばくことができる頭脳はおそらく剣術から得たものであろう。

　駈けながら腰の印いん籠ろうをひきちぎり、その中へ天保銭を一枚入れた。

　甲板へとび出し、舷側へ走り寄ると、艀が小さく浪間にうかんでいる。

「おおーいっ」

　と竜馬は叫び、「銭だあ」といった。

　声がむこうにとどいたとみると、竜馬は安堵し、印籠を大きくほうり投げた。弧をえがき、やがて、波のなかに落ちたが、おそらく沈まないであろう。

　すぐに船室にもどり、佐佐木らに、

「やむをえん。土佐へゆくぜよ」

　と、宣言するようにいった。

　ふたりも、覚悟したらしい。しかし竜馬の姿を国許の連中にみせるのはなんとしてもまずい。守旧派の佐幕感情を無用にかきたてることになり、大政奉還案のゆくえにも為ためがよくないであろう。

「おれは船底で寝ころんでいるさ。上陸はせぬよ」

　竜馬はさらりといった。二人の重役はそれをきいてほっとした。

　航海中、薩摩藩船長の好意で、竜馬は船長室に居住することになった。

　その夜、紀淡海峡をすぎてから風浪はげしく、船は大いにゆれた。翌朝室戸岬をまわるころには海がようやく凪なぎ、夕刻、須崎港に入った。

　須崎は高知の西方四十キロにある土佐藩きっての良港で、港のふところは四面、山と島でかこんでいるため、外洋の風浪はまったく遮断されている。

　幸い、まだ英国軍艦も幕府軍艦も入っておらず、彼等よりも一足さきに高知に入って下準備をととのえたいという佐佐木らの希望どおりの状態になった。




　幸い、港内に一汽船が碇泊していた。船尾に丸に三みツ葉ば柏がしわの船旗をかかげているところをみれば、藩の汽船に相違ない。

「夕顔丸ではないか」

　参政由比猪内が、たれよりもよろこんだ。由比にとって都合がいいのは、夕顔丸の船長は猪内の養子由比畦けい三ざぶ郎ろうなのである。竜馬を夕顔丸の船内に潜伏させるには恰好の幸福ではないか。

「竜馬、うちの畦三郎を知っちょるか」

　知らぬ、と答えた。藩の上士など、竜馬の知るところではない。

「わしの養子ぞ」

　それゆえその夕顔丸で潜伏してくれるかと由比がたのむと、竜馬はあっさり了承した。どの船であろうとかまうまい。

　そこで薩摩船三邦丸から短艇をおろしてもらい、由比とともに夕顔丸に漕ぎつけた。

　由比はその養子に事情を話して頼むと、むろん、藩の閣僚であり養父でもある由比猪内の頼みをことわる理由はない。

「部屋を一つあけましょう」

　ということで、竜馬を迎えた。竜馬はこの間、船長由比畦三郎にかるく一礼したのみで口もきかず、無愛想に構えていた。

　そのことを参政由比のほうが気にし、養子の畦三郎を物かげによび、

「あれは無す愛ぼ想つ者こで通った男なのだ。気をわるくするな」

　といった。

　そのあと、由比猪内、佐佐木三四郎は須崎の港町に上陸した。幸い、この町にある郡こおり奉行所奉行職は原伝平といい、佐佐木三四郎の従兄いとこにあたっている。

　両人は藩御用の回船問屋の一室を借りて休息し、原とその助役の前野源之助をよび、

「実は、こういう変事がもちあがっている」

　と、長崎の事件を話し、それについて英国公使が軍艦に乗ってこの須崎に入港する旨を告げた。さらに幕府の高官平山図書頭も幕府軍艦回天でやってくる。

「おそらく土佐一国がひっくりかえるさわぎになるだろう。それではこまる。上士・郷士どもは異人の来襲とみて藩命をもきかず、手に手に武器を持ってこの須崎沿岸に馳はせあつまるにちがいない。それではこまる」

　と佐佐木はおなじ言葉を何度もくりかえし、

「騒がぬほうが談判がうまくゆくのだ。それゆえお前まんサンはみなを鎮めるよう鎮めるように取締りをやってもらいたい」

　といい、夕刻、早はや打うちを二挺用意させ、四十キロ東方の高知城下にむかった。

　夕刻から風があり、日が暮れると雨をともない、やがて先導の松明たいまつが消え、両人も駕籠のなかにいてさえずぶぬれになるほどの暴風雨になった。

（天てん佑ゆうかもしれぬ）

　と佐佐木は駕籠酔いで半死半生になりながらそう思った。この暴風雨では英艦も幕艦も到着がおくれるであろう。その間に十分の準備ができる、と思った。

　夜中、駈けとおしで駈けて高知城下に入ったのは朝の七時であった。両人とも着付けがゆるみ、髷まげがくずれて、すさまじい姿である。




　佐佐木三四郎らは城下に入るとそのまま家老の福岡宮く内ないの屋敷へゆき、一室を借りてそこで衣え紋もんをつくろい、福岡家の小者に髪をすきあげさせた。

「あれは」

　と佐佐木は庭を見た。

「御当家のお田た鶴ず殿ではないか」

　庭を、華やかに着かざった未婚の婦人が通りすぎようとしている。

「いえ、御妹さまのおいいさまでござりまする。お田鶴さまはなお[image: 筑]前大宰府におられまする」

　と、小者が答えた。佐佐木はそれっきりだまった。この男は、城下第一の容色といわれたこの屋敷の娘が、その後山内家から派遣されて京の三条家にあがったことを知っている。その後三条実美が京を落ちて[image: 筑]前大宰府に流りゆう寓ぐうしたが、お田鶴もそれに従い、三条をはじめとする五卿の身辺の世話をしているということもきいていた。

　竜馬とのことは知らない。

　が、庭さきをゆく似た娘をみて、それとは無関係に、須崎港の夕顔丸に潜伏している竜馬のことをふと思った。

（あの男は、姉の手で育てられたときいている。せめてその姉にだけでも耳打ちしてやりたいものだが）

　佐佐木はこのころになると、竜馬という男に私人として激しい友情を感じはじめていた。佐佐木自身の公的な立場は土佐藩の警視総監ともいうべき役目であり、竜馬は藩の政治犯人である。奇妙な関係ではあったが、むしろそういう関係だけに友情の酒精の度合が、かえって強くなっているともいえた。

「そちゃ、何という名か」

　と、小者にきいた。久く万ま吉きち、と答えた。

「久万吉か」

　動物にちなんだ名の多い土佐としては、ありふれた名である。五十年配で、信頼できそうな老人だった。

　髷を結いおわると、佐佐木は坂本家の乙女あてに手紙を書き、久万吉にことづけた。手紙には、佐佐木は役目柄をはばかって差出人である自分の名は伏せた。

「本町筋一丁目にある坂本権平家を存じておるな」

「存じているどころではござりませぬ」

　坂本家は、この福岡家の御お預あずかり郷士なのである。両家の往来は頻繁だったし、げんにこの久万吉は乙女や竜馬のうまれたときから知っている。

「これを、坂本家の出戻り娘に渡してくれ」

「お仁王さまでござりまするな」

「そう、そういう異名だったな。わしは会ったことはない」

　恋文か、と疑われそうだから、佐佐木はことさらにそう言った。

「差出人はたれだときかれたら、御家中のさる人、とのみ申してくれ。わしの名を明かすことはならぬ」

「心得ましてござりまする」

　佐佐木は駄賃のつもりで紙のひねったものを渡そうとしたが、久万吉は顔色をかえて断わり、どうしても受けとらなかった。

　佐佐木らはいそぎ、屋敷を出た。




　容堂は城にはいない。

　城下の南を流れる潮江川（鏡川）ぞいの散さん田でん屋敷に平素居住し、政務を見ている。川むこうの筆ひつ山ざんをながめる城下第一の景勝の地で、山と水の朝夕の変化は容堂の詩想をふくらますのに恰好の地だった。

　佐佐木と由比は、家老の福岡宮内に伴われてこの散田屋敷に拝はい趨すうした。

　容堂は、起床したばかりである。

　いったいに朝が遅い。この詩人の殿様は宵っぱりなのである。普通、世間は九時ごろにもなれば寝しずまるのだが、容堂はそのころが夜の酒の酣たけなわの時間だった。床に入っても寝つけず、寝床のなかで書物をひきよせ、ときには読むことに夢中になって十二時を過ぎてしまう。

　寝床で詩想することもある。そのときは手をのばして硯すずりをひきよせ、想いうかんだ詩を書きつけておく。もともと大名というのは幼少のころからその日常のふるまいに手きびしい躾しつけを受け、行儀のよさという点ではほとんど人工的なばかりの人間が出来あがっているものだが、容堂の日常は市井無頼の文人とあまりかわらない。

　佐佐木らを、広間で引見した。

「なんだ」

　と、着座するなり、佐佐木と由比をぎょろりと見た。眼光のするどさは剣客のそれに似ている。剣客といえば容堂は無む外がい流りゆうの達人で、市井にうまれれば剣だけでもめしが食える男である。それに生来の自負が加わり、天下を睥へい睨げいする気概が眼光にあらわれている。

　容堂は、自分の座からもっとも近くにすわっている門閥家老の福岡宮内に対しては一いち暼べつもくれない。人の才華を愛することはなはだしい容堂は、無能で尊大なだけの家重代の飾り家老というのが、やりきれぬほどきらいなのである。

　佐佐木は平伏し、わずかに上体をおこし、畳の目を見つめつつ、このたびの事件のあらましを的確に言上しはじめた。

　容堂はべつに驚きもせず無言できいている。ときどきあごをひいてうなずく。その一種凜りん然ぜんとした風姿はこの殿様が平素自負しているように戦国風雲のなかの古英雄に似ている。

　佐佐木は事件のあらましをのべおわると、英国の態度、幕閣の態度をのべ、その二つの政府代表がそれぞれ軍艦に搭乗してこの土佐に押し渡ってくることものべ、述べおわって自分の観測を言い、さらに土佐藩がとるべき態度を意見具申し、最後に松平春嶽の私信を呈上した。

「その御書信につきましては」

　と、坂本竜馬の奔走の次第を述べ、その竜馬が船の手違いで脱藩の身ながら御国に帰ってしまったことを正直に話し、かつ──藩士連中にあたえる影響を顧慮して彼を須崎港内の夕顔丸にとどめてあることも言った。容堂はいちいちうなずく。

　最後に破顔し、

「なにぶん、やかましいことだ」

　といった。

　よきに計らえ、ということである。容堂はこの事件についてこの一言をいったにすぎない。佐佐木の腕を信頼しているのであろう。




　事態が城下に知れるや、土佐一国は関ケ原以来の大さわぎになった。

　俗吏は庁務に手がつかず、壮士は剣を撫して市中を駈けまわり、町人はそこここの辻にむらがって、できるだけ多くの噂をききこもうとしている。

「すでに英艦は須崎に入っちょるぞ」

　と、須崎港内の三邦丸を英艦と誤認して十里むこうの高知城下が騒ぐという一幕もあった。藩庁の藩議も右往左往するばかりでまとまるところがない。

　いま京にある中岡慎太郎ははるかに京の地にあってこの事態を洞察し、在京藩吏に手紙を出し、

「おそれながら御国（土佐）の流りゆうは馬鹿正直の弊これあり。なにごとにもただ理屈に流れ、一定の見込みを立ててやりぬく能力がなく、論のみが長くして意つらぬかず」

　と、土佐藩藩吏の弊をみごとに分析しつつ、

「ついに彼（英国）の術中に落ち入るであろう」

　と心痛している。むろん中岡がいうこの弊は土佐藩のみにかぎったことではなく、三百年の幕藩体制が生んだ行動性や機能性のない官僚制度の弊害であろう。だからこそこの体制をくつがえして英気潑剌たる新機構と新社会をつくらねば日本はほろびる、というのが、当時革命家であると同時に、諸藩の志士のなかでもっともすぐれた評論能力をもつ中岡慎太郎の結論であった。

　とにかく藩庁はうろたえつつも、由比と佐佐木が提示した基本方針だけは決定し、七郡の郡奉行にもその旨を急達した。

「あくまでも談判である。当藩としては兵を動かさぬ」

　ということである。

　ところが、この藩庁からの達示を、あたまから冷笑して剣を撫している若い重臣がいる。ことし三十になる乾退助であった。

　退助はすでに軍事総裁なのである。かれはこの役に就任するや、ほとんど蛮勇にちかい勇気をふるって藩の旧軍制を廃止し、かれが江戸で研究した西洋銃陣を採用した。家中の守旧派は大いに反対したが、退助は黙殺した。

　かといって藩体制そのものを崩すわけにはいかないため、その折せつ衷ちゆう策さくとして上じよう士し・徒か士ちの次男三男をもって銃隊を組織し、その諸隊長には家中で最も勇気のある若者をえらんだ。片岡健吉、山田喜久馬、二川元助、山地忠七、祖そ父ぶ江え可成、北村長兵衛らである。

　上士は佐幕、というのが土佐藩の特徴であったが、乾は佐佐木とともにこの例外で、とくにその討幕の熱情は尖鋭化しつつあった。すでにこの諸隊長も乾の影響をうけ、ひそかに討幕の志を抱いている。

　乾は、かれがこの数カ月のあいだで急造したこの西洋式軍隊に非常呼集をかけ、

「敵は英艦、幕艦である。ただし演習だ」

　と称して、浦戸、種崎、須崎の沿岸地方に急派した。その風体はまだ洋服が間にあわぬため、どの兵も鉢巻をまき、撃剣の稽古襦じゆ袢ばんに稽古袴をはいてその袴のモモダチをたかだかと取っている。




　　四日、幕艦回天、須崎に入港。

　　六日、英艦バジリスク号、おなじく入港。

　英国軍艦の遅れた理由は、公使一行が阿あ波わの蜂はち須す賀か侯にまねかれて徳島に立ち寄っていたためで、彼等は僚艦サラミス号を徳島から大坂へ帰し、一隻で来た。

「元来土佐人は気が荒いという評判だった」

　というのは、このとき土佐に乗りこんだ英国公使の通訳官アーネスト・サトウが、その著書で書いている。

　サトウの文章を借りると、




　　早朝、われわれは土佐の小さな港須崎の沖に投錨した。港内には幕艦回天と土佐の軍艦（夕顔丸）とがいた。われわれは敵対行動を十分覚悟していたから、戦闘準備を整えていた。




「英艦はあの暴風雨に遇あって後おくれたのだ」

　と、佐佐木三四郎はその著で述べている。が、英艦の要人らはあの暴風雨の日には、蜂須賀侯の招宴に応ずべく三挺の駕籠に乗って徳島城へいそぎ、そのためにびしょ濡れになりはしたが、艦上でしけにあったわけではない。

　竜馬は英艦が須崎沖にあらわれたとき、たまたま夕顔丸からぬけ出て浜に上陸したばかりだった。むろん違法だが、船長の由比畦三郎も「浜までなら」といって大目にみてくれたのである。

　浜の回船問屋の裏の、古い大きな酒樽のころがっている蔭で、高知城下からこっそり連絡にやってきた同志の岡内俊太郎と密会した。「竜馬が須崎まできている」という秘密がどういう経路でか、高知の同志の耳に入っていたのである。

　竜馬は岡内に京の切迫した情勢をこまかく教え、かつ薩長のいよいよ過熱しはじめている藩情をのべ、激発寸前の長州事情をくわしく書き送ってきている桂小五郎の手紙もみせて、

「討幕の時期は迫っちょる。土佐のみが薩長に遅れてなるか。わしは大政奉還案を進めるが、この案は討幕蹶けつ起きの裏打ちがなければ通らぬものだ。乾退助ら国もとの同志に藩論をまとめるように言うてくれ」

　と言った。喋りながら、天下を動かしているつもりの自分が、国もとの港の酒樽の蔭でこそこそと密語しているのがおかしかったのであろう、「まるで下女と下男の恋じゃ」とくすくす笑った。

「ところで、権平殿、乙女殿は、お前まんが須崎に来ちょるということを、お知りなされちょるかいの」

「知るまい」

「いまから城下に走り帰るが、言おうか」

「いや、たとえ耳に入っても会いに来るなと言うてくれ。恋人なら逢わにゃどうにもならんが、兄姉きようだいなら会わんでも兄姉にはかわりはない」




　竜馬と岡内俊太郎とが酒樽の蔭で密談しているあいだも、表通りには藩兵が足をとどろかせて往ゆき来きしている。乾自慢の西洋銃隊も走ってくれば、近郷の田舎から銹さび槍やり一本をかついで駈けつけてきた郷士らしい連中も、口々に咆ほえながら走っている。

　竜馬は冷笑し、

「これは藩軍というものではないな。こんなときにばらばらで騒いでいるようでは、いざ戦争になったときに支し離り滅めつ裂れつになるだけだ。強い軍隊というのは号令の瞬間まで音もなく静まっている」

　竜馬はそれを乾退助に伝えよ、というのである。さらに沖合の英艦を指さし、

「あの帆柱マストをみろ」

　といった。

「提督旗があがっちょらん。あれは戦闘の意思がない証拠だ。軍事総裁たる乾がそういうことも知らんで、無用に駈けまわらせるとは何事だ。そう言え」

「わかった」

　岡内俊太郎は、馬できている。竜馬にわかれるとそのまま十里の道を駈け、高知城下に入るとすぐさま致ち道どう館かんに行った。この致道館を、乾退助は臨時本営にしている。

「竜馬に会った」

　と、岡内は、竜馬がいった京都情勢や薩長の動きを報告し、かつ、例の提督旗の一件を話すと、乾はにやにや笑っている。

「退助、笑えるのみにて答えず」

　と、岡内は後年、このときの乾の風ふう丰ぼうを簡潔に伝えている。板垣退助はその後の戊ぼ辰しん戦争で、薩長土三藩出身のなかにあってもっとも有能な司令官とされる男だが、こういうあたり、若いながらいかにも全軍の将という風ふう姿しがある。

　退助の横に、香か我が美み（現・香美）郡野市村の郷士、大石弥太郎がいる。大石は土佐勤王党の最古参の人物で、武市半平太の獄のときも幸い生き残り、いま乾退助の秘密勤王活動を、いわば私的参謀としてたすけている。

　その大石が、

「竜馬に心配するなと言え」

　と岡内俊太郎に、この藩兵の沿岸駈けまわりの真意を洩らした。

「実は英艦が相手ではない。いざ討幕挙兵というときの実地演習をしているのだ」

　つまり、藩はん是ぜは佐幕である。そのなかにあっていざ京で討幕戦というとき、退助は軍事総裁としての独断で藩兵に動員令をくだし、さっさとそれをひきいて京へのぼろうという意図である。

「そのための動員訓練で、いわばえげれす人はだしだ」

　と大石はいった。

　岡内はそれをきき、ふたたび馬上の人になって西走し、須崎に着き、竜馬に会った。さっそくその真意を伝えると、

「だしか」

　と、酒樽のかげで竜馬は笑いだした。

　──竜馬、抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうす。

　この乾退助の機智と大胆が、竜馬にはよほどおかしかったらしい。




　いったん沖合に投錨した英艦は、やはり交渉上の不便を感じ、港内に入ろうとした。

　港内に入ることは多少危険であった。土佐藩の沿岸砲の射程に近くなるし、夜陰かれらが小舟に乗じて斬りこんで来ぬともかぎらない。

「あの馬鹿げた青銅ブロンズの大砲に、照準をむけておくがよい。マストの上の見張り役は、ぬかりなく砲台上の人物の動きに気をつけておくことだ」

　と、公使パークスは艦橋まであがって行って、持ち前の大声で艦長に言った。

　艦長はさすがにむっとしたらしい。

「公使、御親切は感謝しますが、照準も見張りも、女王の海軍軍人の責任範囲です」

　と、おだやかに抗議した。

　この当時、極東にきている各国の公使のなかでパークスほど活動的な男はいなかったであろう。しかしパークスの有能さは、土工の親方のような健康さと下品さと怒りっぽさで支えられていた。腹が立つと、誰かれかまわず品のわるい英語でがなり立てた。

「東洋人を相手にするには、論理よりも、がなり声と鞭と大砲のおどしのほうがわかりが早い」

　と信じこんできた男だった。事実かれはシナではこれで成功した。彼が広カン東トン駐在のころ阿片戦争のとき八面六ろつ臂ぴの活躍を演じたことは有名な事実である。その後、上海シヤンハイ駐在領事から日本駐在公使に栄転した。着任早々は、日本人に対して未開人をあつかうように臨んだが、

「この国では、その流儀は通らない」

　ということを、若いながらもほとんど天才的な情勢分析力をもつ通訳官アーネスト・サトウが、適時、この猪武者のような上役に教育してきた。

「日本にあっては、ヨーロッパの先進国とかわらぬほどに教育が普及しており、サムライのほとんどは知識人である。ただ知識や文明の系列がヨーロッパとちがうだけだ」

　ということを、サトウは思っており、公使が外交手段と心得ている虚きよ喝かつ（この幕末の流行語を、サトウは文字として読むこともできたし、的確に使うこともできた）は、単に日本人の反感と軽侮を買うだけだとみていた。

　サトウの日本語の力というのは、候そうろう文ぶんが読めるだけでなく、俗語、方言にいたるまでききとることができた。たとえばかれの日本語をあるとき幕府の役人がほめると、

「おだてと畚もつこにゃ乗りたかねえ」

　と、江戸弁で啖たん呵かを切ったほどである。

　この青年の洞察力は、

「日本の将軍は、法制的にみると諸侯の旗はた頭がしらというべきもので、元首ではない。元首は潜在政権をもちつづけてきた京都の天皇である」

　ということを発見し、英国女王は日本の天皇を相手にすべきであるとした点で、もっとも大きく発揮された。この発見が、英国をして反幕府の薩長に接近せしめたといえる。

　ともあれ、英国軍艦は港内に進入し、幕艦の回天のそばに錨をおろした。




　この一藩あげての騒ぎのなかで、容堂は高知城下の散田屋敷を動かず、挙きよ措そ顔色は日常とおなじで、その日課の豪酒はあいかわらずつづけている。

　ただ藩吏どものあまりのさわぎを見かね、家老数人をよびつけて、

「わずか一隻の英国軍艦がやってきたぐらいで東奔西走し、あるいは剣を撫して彼を撃げき攘じようしようなどとわめき散らしているのは、勇気に似て勇気ではない。単なる狂躁である。土佐人は世界を敵にまわして大喧嘩する度量をもたねばならぬが、それには心身を沈静にし、志は遠大に持ち、目をはるかかなたに付け、かかる小事を処するにあたっては茶飲み話でもするようにして片をつけるべきだ」

　といった。その容堂の態度は、さすがに凡百の藩吏どもとくらべると巍ぎ然ぜんとして高い。

　談判委員が、四人えらばれた。

　後藤象二郎、由比猪内、渡辺弥久馬、佐佐木三四郎

　である。これが高知城下を出発するとき、軍事総裁乾退助の部下の隊長祖父江可成がやってきて、

「お前まんさんらは談判にゆきなさるが、われらは異人の上陸はさせんぞ。異人ばかりではない。幕府の軍艦の乗組員でも何でも洋服を着たやつが一歩でも土佐の浜を踏んだら異人種として銃殺してしまう」

　と咆ほえるようにいったから佐佐木もおどろき、理をもってさとすと、なにやら不ふ承しよう々ぶ々しようでむこうへ行ってしまった。

　四人は、駕籠で須崎へいそいだ。途中、名な古ご山やま越ごえで休息したとき、後藤象二郎が、

「内うち輪わはどうも、おれには手に負いかねる」

　といった。談判の結果がでても、藩内をなだめ鎮める能力が自分にはない、というのである。後藤の大法螺やちゃらんぽらんのやりかた、濫費癖というのは藩内でも評判がわるく、ちかごろはたれも後藤を相手にしようとはしない。

　その点、佐佐木三四郎は、家中の老人にも若者にも一応の信望らしいものがあったから、

「お前まんは内輪を頼む」

　と後藤はいうのである。

「そのかわり、英国の連中との渡り合いはわしがひきうけよう」

　後藤はいった。みな、笑って賛同した。異人相手なら、後藤型の男がうってつけであろう。

　須崎につくと、後藤は藩船の夕顔丸にゆき船室にいる竜馬に会った。

　竜馬から、談判の呼吸をきくためである。

「正直にやることだ、誠実に。あとは当意即妙に漕げばよい。当方に誠意がある、とさえ先方にわかれば話は早い」

「犯人はあくまでも君の隊員ではないな」

「ない。なぜならばおれは現場を見ておらぬからだ。ここで騒いでいる英国のやつらも幕府の連中も、たれも現場を見たことがない。もっとも英国がそれに気付いて、一緒に長崎で調査をしようというなら、誠心誠意共同調査をする、というがいい」

　そのあと後藤は陸にもどった。

　談判の場所は、英国軍艦の艦上、ということにきまった。




　七日午後、後藤象二郎は単身、小舟に乗り移り、英艦へむかった。

　ぶのあつい肩を黒羽二重の紋服でつつみ、仙台平の袴、白しら柄つか・蠟ろ色いろ鞘ざやの大小、黒足袋に白しろ緒おの草履、といったいでたちで、風下の海に視線を遊ばせながら小こ面づら憎いほどに落ちついている。

　他の三人の委員が同行しなかったのは、海岸通りに屯集している乾退助配下の藩兵のうごきが不穏すぎるからであった。佐佐木三四郎が得意の調停能力をもってかれらを慰撫しつつある。

　やがて艦にのぼると、甲板には士官に指揮された水兵の一隊が出むかえ、敬礼をした。

「やあ、ご苦労」

　後藤はひと声言い、通訳官アーネスト・サトウに案内されて士官室に入った。長い卓子テーブルのまわりに十二、三の椅子がおかれている。

　サトウの紹介があり、公使パークスはちょっと立ちあがったが、すぐすわった。ほとんど傲然、といった姿である。

　サトウは後藤のことを、

「土佐藩の閣僚です」

　というふうに紹介した。

　辞儀もそこそこにパークスは口をひらき、すさまじい早口で、土佐藩士はわが国の軍人を殺した、しかも藩は犯人を隠いん匿とくしている、何事か、と、どなり、卓子をたたいた。

　立ちあがっていた。

　後藤はそっぽをむき、ほとんど冷笑しているような面つらつきである。この態度がパークスをいっそうに激昂させた。

　激昂ではなく、パークスの手であった。在来東洋人に対しては一喝をくらわせ、相手を顔色なからしめてから議題に入るのがこの男の手であり、広東でも上海でもこの手で成功してきた。

　怒号しつつ床を踏み鳴らし、ときに器物のとびあがるほどのはげしさで卓子をたたき、通訳官のサトウでさえ手のつけられぬ狂態だった。やがて沈黙した。

　サトウに通訳させるためである。

　この繊細な神経をもった若い通訳官は自分の上役の言葉をできるだけおだやかな日本語にかえて後藤に伝えたが、それでも後藤そのものが下手人でもあるかのようなきめつけ文句がふんだんに入っていた。

　後藤は例の面つきでうなずき、パークスにむかって「まず訊きたい」といった。

「当初われわれは、貴官が交渉の目的でこの土佐にやって来られると伺っていたが、どうやらそうではないらしい。いやしくも拙者は使臣である。それを前にただいまのお手前の無礼兇暴の態度はどうであろう。されば御目的は交渉ではなく挑戦とみた。挑戦ならばこれ以上拙者がここですわっているのは無用である。談判の中止を希望する」

　サトウは、おどろいた。

　もはや型どおりの通訳をするよりもむしろ自分の上役をたしなめるほうが先決と思い、椅子を立ってパークスのそばにゆき、耳もとで囁ささやいた。




　サトウの囁きは、功を奏したらしい。この酔っぱらいのような公使が急に態度を変えたからである。

「彼が、そういうことを言ったか」

　と、まず、公使は後藤のどすのきいたたんかに感心し、後藤をみる目を変えようとした。さらにサトウは、

「彼は公使の以前の相手とは毛色がちがうように思われます」

　といった。パークスは日本着任以来この若い通訳官の人物眼を信頼していたのであっさり態度をあらため、後藤に対し、

「私が悪かった」

　と立ちあがってあやまった。この植民地商人あがりの（という前歴がある）外交官は辣らつ腕わん家かであるわりには単純な男だった。

「じつは私の先入主が私を誤らせたといえる。私はかつてシナの大官を相手に交渉してきた。そのときはいきなり威圧的態度で臨まなければ、議題がいつまでたっても進まなかった。その悪あしき経験が貴官に無礼を働かせた。ふかくおゆるしを乞う」

「わかれば結構なのだ」

　後藤は煙管きせるに莨たばこをつめながらうなずいた。

　いよいよ議事に入ったが、パークスはあくまでも下手人は土佐人であるときめてかかって問題を論じ、後藤はあくまでそうではないと言い張るのみで、話のらちがあかない。

（これは交渉ではない）

　サトウは通訳しつつ、絶望的になった。

　談判の途中、船室から、妙な光景が望見された。山麓の東西にのびる道路上に武装兵の群れがしきりと駈けまわっているのである。

　パークスは再び首筋を赤くした。外交交渉中に陸兵を馳ち駆くさせるとはなにごとかと思ったのだ。怒気をこめ、

「あれは一体なにごとですか」

　ひらきなおると、後藤はちらりと船窓を見て軽く笑い、

「何さ、猪しし狩がりでござるよ」

　と片づけた。

　このぬけぬけした法螺にはパークスも苦笑せざるをえない。あとはそのことに触れなかった。

「とにかくこんな水掛け論をしていてもはじまらない」

　と後藤は通訳官のサトウにむかい、

「互いに自説を捨てよう。私は犯人は土佐人でないという自説を捨てる。貴官の側は土佐人であるという説をお捨てなさい。双方で長崎へ人を出し共同で捜査しようではないか」

　といったが、パークスはなおも頑固に「いや、われわれには確証がある」と言い張ったために後藤も苦笑し、この日は物別れになった。

　後藤が帰ったあと、パークスはすっかり彼に惚れ、

「自分がいままで会った日本人のなかで最も聡明な人物の一人だ」

　といった。

「私も」

　と、サトウはその回顧録で書いている。

　　人格的迫力のある西郷を除けば彼以上の人物はないと思った。……




　パークスという男は後藤のような自尊心に満ちた相手に対しては礼儀ある態度をとり、おなじ日本人でも哀れみを乞うような交渉相手には悪鬼羅ら刹せつのような態度をとるらしい。

　後藤が帰ったあと、幕艦から幕府の外国総奉行の平山図書頭がやってきた。サトウなどの若い館員たちが、

「古狐」

　とよんで軽蔑している幕吏である。教養はあるかもしれないが無能でずるくてつねに哀れっぽい。

　この場合、交渉がおわったあと顔を出しては何もならないであろう。しかし平山としては土州と英国側の摑つかみあいのような談判の席上に顔を出して幕吏としての発言を求められるのは、あとあと双方に言げん質ちをとられることにもなろうし、責任上不利だとみて逃げていたのである。

「それが、日本政府の官吏の常じよう套とう手段だ」

　と、パークスは居い丈たけ高だかになってどなりはじめた。外国総奉行といえば、一国の外務大臣に相当する位置だが、それをパークスは給仕でも叱るように叱った。

　サトウの回顧録では、

　　後藤が帰って行くと、そのあとへ平山が顔を出した。公使は彼にずいぶんひどいことを言い、

　　「きみはまるで子供の使いだ」

　　とまでいって痛罵した。すると平山は、ここまで来る途中や来てからの苦労、それに土佐藩側がこんどの嫌けん疑ぎにふんがいしていることなどを、哀れっぽい調子で訴えた。

　とある。

　その夜、パークスはサトウにむかい、

「幕吏と藩士はちがうな」

　といった。幕吏は腰ぬけで、雄藩の藩士は気骨がある、というのである。もともとこの観察は英国側が早くからもっていたところで、むしろ幕府に見きりをつけ、反幕意識のつよい雄藩の将来に期待するというのが、英国の対日外交の秘めたる基調になりつつあった。

「わたしはこう考えている」

　と、パークスはサトウにいった。この談判を機会に土佐藩と密接な関係になりたいというのであった。薩英戦争の結果、英国は薩摩藩と仲よくなり、いまではたがいに利益を得つつあるが、土佐藩に対しても同様の関係になりたいというのが、この一見粗暴な公使の内々の腹であった。

　翌日も談判がつづき、結局、後藤の提案どおり土英共同捜査ということになった。そのあとパークスと後藤は日本の現状について意見を交換しあい、サトウの表現によれば「たがいに永久の交わりを誓い」あった。もっともこの私的な席上でも後藤は談判中のパークスの態度を批判し、

「私が代表でよかったが、他の土佐人が代表になっておればおとなしくひきさがらなかったろう」

　とおどした。

　パークスはそのおどしにむっとした顔をしたが、懸命にこらえ、別れるときには抱きあうような親しみをみせて後藤を送った。




　結局、幕ばく土ど英えいの三者の代表が長崎へ行くことになった。

　もっとも英国公使パークスはいかに行動的な性格の男でもこれ以上偵吏のような仕事もできないので須崎からバジリスク号で江戸へ帰航する。

　あとはアーネスト・サトウが残って事にあたることになった。古狐、といわれる幕府の平山図書頭はあわれだった。パークスから、

「君自身が長崎へ行くべきだ」

　といわれ、自分には大坂で公務が山積しているとぶつぶつ言ったが、結局押しきられ、いったん大坂に戻ってからあらためて海路長崎へゆくことになった。平山老人はがっくりと弱り込んでいた──というのは、茶目っ気と皮肉の多いサトウの表現であった。この平山のあわれさは須崎から高知への往復の途上にも、若い土佐藩士から石を投げられたりしたことがあり、いかにも凋ちよう落らくする古ぼけた政権の無能外交官の気の毒さを絵にかいたような姿だった。

「容堂公に会わないか」

　と、出発前、後藤がサトウにすすめたのでサトウはよろこんで応じた。この薩長とは別個の立場をとる雄藩の代表者を知っておき、他日の情報分析の材料にするのは、外交官として必要なことだった。

　城下の散田屋敷で会った。

　対面の場所は、二階に準備されていた。容堂は部屋の閾しきいぎわまで出迎え、鄭重な日本式の礼をした。サトウも姿のいい日本式の礼で鄭重に拝礼した。

　部屋は日本座敷に椅子を置いた装置で、容堂は床ノ間のほうにおかれた中国風の紫し檀たんの肘ひじ掛かけ椅子にすわり、サトウは普通の籐とう椅子にすわらされた。後藤ら重臣は隣室とのさかいの閾ぎわに膝を折ってすわった。

「容堂は背が高く、かすかにあばたのある歯の悪い人で、ややせきこんで物を言うくせがあった」とサトウは書いている。

　例の事件のはなしが出た。

「土佐は証拠もなく疑われている」

　と、容堂は苦笑しながらいった。

　しかも容堂の手もとに入っている情報（伊予宇和島侯伊達宗むね城なりからの）では、幕閣は英国公使に対し「犯人は土佐藩士にまちがいない」と明言したという。幕府は、土佐が大政奉還などという反逆的な動きをみせはじめたことに神経質になり、このさい英国を焚きつけて土佐藩を難なん渋じゆうさせてやろうという肚をもっているらしい。この観測は、容堂も後藤も、また他の藩士ももっている。

　幕府に好意的でないサトウも、そのような見方をもっていた。

　そのあと、酒肴が出、御殿女中たちが出てきて給仕をした。おわって食事が出たが、容堂は「健康を害しているので」といって席をはずした。「本当は好きな徳利を相手に独り飲もうというのだろう」とサトウは好意的な皮肉の目でそう見てとった。サトウは容堂が天下にひびいた豪酒家であることを知っている。




　竜馬はこの間かん、夕顔丸に潜伏していながら、ついに兄の権平や乙女姉に会っていない。

　ただ、船の出帆直前に兄の権平へ手紙を書き、それに時計一個を添えて人にことづけている。

　船は十三日午後一時ごろ、須崎港を出帆した。船長は依然として由比畦三郎である。

　乗りこんでいるのは、土佐藩代表として佐佐木三四郎、英国代表としてアーネスト・サトウであった。

　　この土佐藩の汽船はおっそろしくぼろ船で、汽罐が古くて速力はわずか二ノットぐらいである。さいわい海上が静かだったからよかったものの、荒れでもしたら沈没したろうと思う。

　とサトウが書いているが、事実は二ノットよりももうすこし速かった。

　竜馬は、この間かん甲板にも出て来ない。いままで居た士官室からも出てしまって、ずっと船底の火夫の部屋で寝ていた。

　佐佐木も、竜馬の存在をサトウにひたかくしに隠していた。問題の「下手人」の結社の親玉が同乗していることをサトウが知れば、英国側の心証をいよいよ悪くするだろう。

「おれのことは黙っちょれ」

　と竜馬は言い、みずから船底へおりてひそんだのである。

　航海中、サトウは一度だけ汽罐室におりたとき、汽罐のそばでぼんやりすわっている長身の男を発見した。着流しで大小も帯びていないが、紋服を着ているところをみると侍かもしれぬとサトウは思った。しかしそのひどく淋しげに背をまるめている男がまさか坂本竜馬であろうとはサトウは想像だにできなかった。サトウは竜馬に会ったことはないが、その風評はきいている。風評によれば颯さつ爽そうとした印象で、こんな汽罐の前ですわっている流る人にん然ぜんとした男ではない。

　このとき竜馬はちらりとサトウを見た。しかし無表情に視線を移し、あとは蒸気の計器をながめていた。この二人が顔を合わしたのはこれが最初で、ついにその後正式に名乗りあっての対面はなかった。

　船中、佐佐木三四郎に対してもサトウはひどく印象が薄かった。単に土佐藩吏としかサトウらの目には映らなかった。

　佐佐木も、サトウがにが手である。もともと異人ぎらいの攘夷家のあがりで、いまでこそ多少偏見はなくなっているが、紅毛碧へき眼がんの異人の顔が依然として気味がわるい。つい、サトウとはほとんど口をきかなかった。

　ほかに藩命による佐佐木の随員として岡内俊太郎がいる。岡内は早くからの勤王家で竜馬や長崎の同志たちと懇意だったから佐佐木もつれてきたのであろう。

　船は十四日朝下関につき、翌十五日夕五時長崎港に入った。

　サトウはその宿である英国領事館にゆき、佐佐木は市中の池田屋に宿をとり、竜馬はいったん海援隊本部に入った。
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　小曾根屋敷の「本部」に帰ると、おりょうが声をあげた。

「汚ない」

　逃げ出そうとした。なるほど船底ぐらしのおかげで顔も手も煤すすだらけであった。衣服もべっとり水気を吸い、寄ってくるとどういうわけか唐人の食う豚ぶた饅まん頭じゆうのにおいがした。

「そんなにくさいかね」

　竜馬は懐ろから香こう水すい壜びんを出して肩やえりもとにふった。そのまま平然と座敷にすわったがかえって妙なにおいになり、おりょうは胸が悪くなった。

（こんなに男も女も騒ぐけれど、どこがいいのかしら）

　おりょうはこの男を無理やりにでも風呂桶に入れて洗いあげてしまえばいいのだが、そこはふしぎなほど気がまわらないのである。

　ほどなく菅野覚兵衛、石田英吉、渡辺剛八、中島作太郎らが座敷に入ってきて竜馬を中心に輪を作った。

「あす、長崎奉行所に佐佐木がよばれる。このため今晩、佐佐木の宿の池田屋で夜どおし話しあうことになっている」

　この車くるま座ざは、そのための下相談であった。

　まず竜馬は、幕府、本藩、英国の態度を簡潔に話し、

「本当にたれか、斬やったのか」

　と、ずらりと顔を見わたした。しかしみなかぶりを振った。

「斬らない」

　というのである。竜馬は正直なところ吻ほつとし、

「それがききたかった。やった者がいないというなら、幕府であれ英国であれ、どんな喧嘩でも買って出てやる」

　よほどうれしかったのか、肩を五、六回ゆすった。ひとつには痒かゆかったのかも知れない。最年少の中島作太郎がそうと気づき、そっと座を立って風呂の支度をしに行った。

　そのあと、菅野覚兵衛が、

「おれと佐々木栄さかえとが疑われているのさ」

　と苦笑した。事件の当夜、現場の近くの花月で夜ふけまで酒をのんでいた白装の隊士というのは、この菅野と佐々木栄なのである。どうやら奉行所筋ではそれを知り、いま菅野の身辺をしきりと嗅ぎまわっているらしい。しかも菅野より佐々木栄のほうがなおくさいと奉行所はみているらしい。

　事件の夜があけるころ、海援隊使用の横笛丸が、号笛も鳴らさずあわただしく長崎港を出帆している。あやしい、と見られても仕方がないが、ありようは隊で横笛丸を試運転していたにすぎない。この日港外を運転してまわり、正午すぎ長崎に帰港している。菅野らは船をおりた。

　ところが佐々木栄ひとりは隊が借りた他の汽船に乗りうつり、海援隊商務のため薩摩へ出発した。黒砂糖を積みこむためであったが、しかし奉行所からみれば逃亡と見られなくはない。




　やがて中島作太郎が風呂の加減を見にゆくと、あついころだからもう沸わいている。おりょうはありがとうともいわず、

「いつも船の汽か罐まを焚いているだけあって、早いわね」

　といった。作太郎はむっとした。なぜこんな女に自分たちの竜馬が惚れたのだろうと思うと、つくづくなさけない。

「汽罐焚きではありませんよ」

「あら、帆ほ柱ばしら登り？」

　おりょうは笑いもせずに問いかえした。皮肉でも諧謔ユーモアでもなく、平押しにそうきいてくるのだから作太郎もやりきれない。

「これでも士官ですよ」

　すっかりふくれたが、竜馬はその口喧嘩のあいだを割って入り、だまって風呂に入ってしまった。ざぶっと入ると、いいあんばいにぬるい。ぬる湯好きの竜馬を知っている作太郎の心づかいであろう。

「おりょう、三助をせい」

　竜馬はどなった。

　おりょうは身支度をととのえ、石鹸シヤボンをもって入ってきた。おりょうは裁は縫り、割かつ烹ぽうなどの女仕事はなにもできないが、ただ二つの得意は月げつ琴きんを弾きならすことと、男の体をじつに威勢よく洗うことだった。この二つだけは、どんな機嫌のわるいときでも、よろこんでした。

　彼女は、竜馬の背を勢いよく流し、やがてたんねんに石鹸をぬりつけはじめた。

（ふしぎなやつだ）

　と、竜馬はこれだけがおかしい。

「おりょう。おれが死んでも、その三助の腕は食えるな」

　竜馬は大まじめにいったことがある。

　みるみる竜馬の垢が落ち、石鹸のかおりが浴室に満ちはじめた。

　長崎ぐらしのよさは、石鹸が安価でふんだんに使えることである。

　ちなみに石鹸の渡来は存外ふるく、豊臣時代にはすでにしゃぼんの名はあった。博多の茶人神かみ谷や宗そう湛たんが石田三成に石鹸を贈った記録がある。

　しかし江戸、大坂、京でも、しゃぼんといえばしゃぼん玉売りの商売のたねだけのもので、日用品としてはめったに使わない。

　竜馬は長崎にきて石鹸をつかうごとに、盛夏のころ、高知の城下を流していたしゃぼん玉売りをおもいだす。

「しゃぼん玉が空中に舞いあがる。それを蹴やぶったトンボをおれは見たことがある」

　竜馬は、ふといった。竜馬はトンボの勇気に驚嘆し、いまでもときどき思いだす。

　おりょうは相手にならない。

　やがて竜馬は湯から出、一同の真中にすわって、思いついた──といった。

　じつのところ、浴室で高知城下のしゃぼん玉売りを思いだしているうちに、それとはまったく別なことを突如思いついた。懸賞金で下手人をさがすことである。

「あす、隊士一同が手分けして市中の辻々に立ち、貼り紙も貼り、下手人を教えた者には千両つかわすと吹ふい聴ちようしてまわろう」




　日が、暮れた。竜馬はそのあと同勢を連れ、佐佐木三四郎ら藩吏のとまっている旅館池田屋へいそいだ。

　この町は坂が多い。足もとの巷ちまたや港ににぎやかな灯がともっている。この灯の吝おしみない浪費ぶりは長崎の夜の特色であろう。三都にはみられぬ夜景のうつくしさといっていい。

　竜馬らは、その灯を背にして坂をのぼってゆく。坂の石畳が銀色にひかっている。目の前の金こん比ぴ羅ら山やまのうえに満月がのぼろうとしているのである。やがて月が峰を離れた。

「朱欒ざぼんの色をしちょるな」

　竜馬はその月の野放図な大きさとあかあかとした色のおもしろさに声をあげて笑ってしまった。

「あの月が、あと何度満ち欠けすれば幕府が倒れるかのう」

　竜馬は、とにかくそのためにはこんな事件ははやばやと始末し、できるだけ早く京へのぼってかんじんの大政奉還の工作運動をしなければならないのである。

　池田屋につくと、藩吏がぜんぶ顔をそろえて竜馬を待っていた。

　国許からきた藩吏は佐佐木三四郎、岡内俊太郎。この長崎駐在の藩吏は岩崎弥太郎、松井周助らである。

　岩崎弥太郎は後藤象二郎の異常な推すい挽ばんをうけていまでは長崎留守居役になっている。格は馬廻役格で、堂々たる高等官である。一介の「村むら浪ろう人にん」あがりが階級制のうるさい土佐藩のなかにあってここまで昇進したというのは異常なことであった。

　この長崎留守居役というのは、藩立の土佐商会の責任者であった。この藩立土佐商会の外がい郭かく団体が海援隊ということになっているため、岩崎は海援隊の会計掛をも兼ねている。さらにいえば岩崎は海援隊においては藩派遣の会計官という位置であった。

　竜馬は、さっそく懸賞金の話をもちだすと、佐佐木は手をたたき、

「妙案だ。百両も出すか」

　といった。竜馬は度胸のない男だとおもった。千両でなければならぬ、と主張した。

「額が大きければこそ、市中は沸く。沸けば幕も英も、なるほど土州があれほどの大金をかけている以上あるいは下手人は土州ではないかもしれぬな、と思う」

「そんな金はない」

　獅し子し頭がしらのような顔でにべもなくいったのは岩崎弥太郎である。

　竜馬は、むっとした。この男とは妙に食いあわせがわるく、弥太郎の顔をみるとついいじめたくなるのである。

「おンしゃ、銭勘定ばァしとりゃええ。出さねばならんときは、血の出るように痛い金でもすらりと出すのが会計係じゃ。第一、犯人が市中の密告でみつかることは万に一つもない。されば額は大きく出るほどトクじゃ」

「さればさ、おンしの商法は海賊商法じゃというんじゃ」

「おうサ、海賊なら大海賊がやれるというやつでなければ大商法はできぬわい」

　竜馬は頭ごなしにいって岩崎に千両を準備させることにした。




　幕府の代表の平山図書頭一行の長崎入りが遅れたため、談判は十六日になった。

　当日、竜馬は石田、中島、渡辺、菅野の四隊士をひきいて池田屋にゆき、藩吏側と合流した。

　やがて連れ立って立たて山やまの長崎奉行所へ出頭し、その洋風の広間で待つうち、幕府側の顔ぶれがそろった。長崎奉行能の勢せ大おお隅すみの守かみ、徳永石いわ見みの守かみ、外国総奉行平山図書頭、大目付戸川伊豆守、目付設楽しだら岩次郎といういわばお歴々である。

　ついでアーネスト・サトウが、長崎領事フラワーズとともにやってきて着座した。

　談判がはじまった。

　話がだんだんこまかくなってきて、事件の当日の夜とそれ以後の菅野覚兵衛と佐々木栄の行動のことになり、この点について幕・土双方がはげしくやりあった。

（なるほど、よく調べたものだ）

　竜馬は幕府の調査能力に感心した。彼等は、菅野があの夜花月でどれほどの酒をのんだということまであげ、いわば菅野以上に菅野の当夜の行動を知っているのである。しかもまずいことに菅野の陳述する彼と佐々木栄の行動のなかで、時間的につじつまのあわぬことができてきた。

「おかしいではないか」

　と、幕府がそこを突いてきて菅野はついに言葉をうしない、

「その部分は酔っていて記憶がない」

　といってしまった。この返答は相手にいっそう疑惑をあたえた。

　結局、幕府側はいまひとりの被疑者の佐々木栄を鹿児島からよびもどし、その上で黒白を論じよう、と言いはじめた。

（こまった）

　竜馬は、おもった。そんな手間ひまをかけているうちに時日はどんどん経ってしまう。

　京の大政奉還の大芝居は、いま竜馬が長崎にいるために幕をあげたまま舞台が動いていないのである。長崎での審議が一日長びけば一日だけ歴史は足ぶみしてしまう。

　やがて休憩になったとき、竜馬は佐佐木三四郎に、召喚無用を主張してくれといった。

　談判が再開すると、佐佐木は怒号をあげて栄を鹿児島からよぶのは無用の沙汰である、菅野覚兵衛の陳述だけで事実は十分に認定できるではないか、と主張しはじめた。

　竜馬は、この間ひとことも言わない。藩吏でも被疑者でもないため発言する資格をもたないのである。

　席上、することもないため袂たもとくそを出してはまるめている。

（妙な男だ）

　とサトウはおもったらしい。しかもよくよく眺めてみると、夕顔丸の汽罐室でうずくまっていたあの男に似ている。

（何者だろう）

　と思ったが、竜馬が鼻のあなをほじりはじめたときには失望した。とうてい名のある人物ではなかろうと思ったのである。




　が、幕府側はゆずらない。

　あくまでも佐々木栄を鹿児島からつれてこい、という。これには佐佐木三四郎も抗弁しきれなくなり、

「どうだろう」

　と、休憩のわずかな時間に竜馬に相談すると、竜馬は即座に豹ひよう変へんした。

「やむをえぬ。そのかわり時日をできるだけ切りつめるために長崎港内に繫つないである幕府汽船長崎丸を借用したいと言ってほしい。先方が、乗組員が不足だといえば海援隊からそれを出すと言ってくれ」

「わかった」

　佐佐木が席にもどってそれを提議すると、幕府側も承知し、談判は佐々木栄の長崎到着まで休会ということになった。

　長崎丸は空からのまま船だけ借りるのである。竜馬は海援隊本部にかえり、菅野、石田、渡辺などをあつめ、一同の顔をずらりとながめてから、

「船長はお前まんさん頼む」

　と、石田英吉の肩をつかんだ。やむをえぬ人選であろう。操船技能にもっとも熟達しているのは菅野覚兵衛だが、かれは幕府にうたがわれている身だからこの長崎を留守にすることはできない。菅野のほかには白峰駿馬、関雄之助などなかなか練達の者がいるが、かれらは隊の商務のためにいま大坂にいる。

「わしにできますかのう」

　石田はまるい顔を、おだやかにほころばせた。一見、井戸掘り人夫のように威勢のわるい、冴えぬ男だが、蘭語の読解力は隊では長岡謙吉につぐといわれている。それに顔つきに似ず、敢かん為いの性格をもっていた。

　この若者の履歴というのは、そのまま幕末風雲史なのである。

　土佐安芸郡中山村の郷士の家にうまれ、文久三年、蘭医を志して大坂にのぼり、そのほうの名門緒方塾に学んでいる。

　かれが大坂にいるとき、のちに天てん誅ちゆう組ぐみの首領のひとりになる同郷の吉村寅太郎と知りあい、感化され、吉村らが大和で挙兵したとき、塾を脱走して参加した。以後伊吹周吉という変名をつかい、天誅組幹部となって転戦し、戦さに敗れるや、総そう帥すいの前さきの侍じ従じゆう中山忠光をまもって敵の重囲を脱し、長州にのがれ、のち長州軍とともに蛤御門の戦いに参加し、傷を負った。

　敗北後長州にしりぞき、幕長戦争がおこるや、長州奇兵隊に参加して戦い、のち竜馬の海援隊に投じた。陸戦の経験は豊富だが、船をあやつることはさほどでもなく、竜馬からも、

　──お前まんは海援隊の商務のほうをやりなされ。

　といわれていたのである。英吉、維新後貴族院議員、男爵。

「なんの、やれるとも」

　竜馬は無造作に言った。ところが石田英吉は船長服をもっていない。隊には竜馬の着古しが一着あるが、大きくてとうてい合いそうにない。このため竜馬は会計の岩崎弥太郎をおどしつけて、まず二十両をまきあげざるをえなかった。そのあと人を唐とう物ぶつ屋やに走らせて服と靴をととのえ、石田英吉に着用させた。




　石田英吉は古着の船長服で幕府汽船長崎丸に乗り、すぐ錨いかりをあげて出航した。

　かつて長崎丸という同名の幕船があったが、そのほうは元治元年、下関に繫留中、長州人のために焼かれていまはない。石田が乗ったこの長崎丸は第二長崎丸というべきもので、文久三年幕府が英国から購入した。船腹に鉄板を張り、三本マスト、一二〇馬力、三四一噸トンで、小型だが性能はいい。

　石田が出航したあと、竜馬に休憩の時間がうまれた。長崎丸が帰るまで、さしあたっての用はないのである。

（なにか、することはないか）

　退屈のできない男で、この宙ぶらりんの期間を、どう使おうかとおもった。思いついたのは佐佐木三四郎の教育であった。

（こいつはいい）

　この期間しかない。佐佐木というややあいまいな討幕傾向のもちぬしを、槌つちでたたいても槌がはねかえるような討幕家に仕立てあげねばならぬとおもった。

　いま藩政に権能をもつ討幕論者としては藩陸軍の乾退助がいる。それよりもやや権けん変ぺん自在の存在でありすぎるが参政の後藤象二郎がいる。そしてこの佐佐木三四郎であった。佐佐木には乾の激しさはなく、後藤の虚実とりまぜた政治力はないが、一見質朴の魅力があり、度胸もあり、情勢に対する理解力もある。

　土佐藩重役というのはこの三人のほか、あとは無能か、でなければ真っ黒な佐幕家であった。三人に期待する以外に、薩長土三藩連合の討幕軍はできあがらないのである。

　竜馬はこう決心すると、石田を港で見送ったその日から、この仕事に没頭した。

　毎日、佐佐木のとまっている池田屋へゆき、

「また来たぜよう」

　と言いながら下駄をぬぎとばして玄関から二階へかけあがってゆく。

「それが毎日である。日に二、三度ぐらいやってくる」

　と、佐佐木三四郎は維新後、述懐しているが、佐佐木にすれば竜馬が教育のためにやってきているとはおもわず、自分が気に入られたとおもっている。

「始終、泊まってゆく。まあ私の下宿を家にしているようなありさま」

　と佐佐木はよろこんでいるが、竜馬はつねにすわるなり、国事を説いた。日本の殆あやうきを説き、列強の意図を説き、欧米の政体や政情を説き、倦うむことを知らない。

　佐佐木もはじめてきく話ばかりなので、竜馬の一語々々が新鮮であった。

「チクと商売をしてくる」

　とあわただしく帰る。海援隊で商務をとりおわるとまたあわただしく駈けこんできて、

「さっきの続きじゃ」

　といって話しだすから、佐佐木にすれば連続講談でもきくようにおもしろかった。

　が、聴くほうもくたびれる。

　疲れた、とも言えず我慢しているうちに佐佐木はついに病気になってしまった。




　食欲がかいもくない。ときどき変な咳せきが出、夕方になれば手をあげることさえ大儀になる、という。

（これは一大事じゃ）

　竜馬は内心あわてた。いまこの佐佐木に死なれては、土佐藩の勤王は崩れ去ってしまうであろう。

「いや、疲れだろう」

　佐佐木はわざと無む造ぞう作さにいった。疲れも当然なことかもしれない。この男は京都を出発して以来、大坂、高知、長崎の各地で奔走し、その行こう旅りよも無理に無理をかさねてきている。とくに豪雨のなかを須崎港から高知城下にむかって駈けさせた早駕籠が祟たたり、それ以来体の様子がおかしい。

「よし、医者をさがしてやる」

　竜馬は、海援隊の連中に相談し、医者えらびをはじめた。長崎は、医者の町である。諸藩の藩医や医生がこの町にあつまってきて蘭医学を研究しているから、名医をえらぶのに苦労はない。

　幕府医師　武内玄庵

　同　　　　池田謙斎

　大村藩医　長なが与よ専せん斎さい


　の三人に相談すると、三人とも、

「それならば、マンセヘルドー先生がよかろう」

　と言い、その蘭医の家までわざわざついて行ってくれた。蘭医は佐佐木をたんねんに診察してから、

「ここ数年、秋から冬にかけて、こういう咳が出ませんでしたか」

　と言い、その咳のまねをした。佐佐木はおどろいた。

「そのとおりです」

　と思わず叫んだ。佐佐木が、ヨーロッパ文明に衝撃をうけたのは、このときだったといっていい。

「その咳によってあなたの肺部が拡張したと私は想像します。もし将来、咳がいよいよ昂こうじて激発するようなことになれば、呼吸は短くなり、血を吐くこともありえます。つまり気管支が弱くなっている。いま不養生すれば肺病になりましょう」

「どうすればよろしいか」

「精神を労するのはいけない。なにごとも気にかけずぼんやり休養しておれば、三、四年のうちになおると思います」

「せっかくの御注意ですが」

　佐佐木は当惑した。こんにちこの時勢でぼんやり休息しているわけにはいかないではないか。

「時勢が私に休息をゆるさない」

　佐佐木がその旨のことをいうと、蘭医はふかくうなずいた。蘭医はいまの日本の情勢を知っている様子である。

「それならば半日仕事をするとあとの半日は休養するようにしなさい」

　佐佐木は承知し、竜馬とともに蘭医の家を出た。竜馬はみちみち、

「お互い、あと五十年の寿命があっても無意味である。時勢の解決はここ一、二年のうちにつく。だからせめて二、三年生きられるように努めてくれ」

　といってはげました。




　九月二日の朝、たまたま土佐商会の大屋根にのぼって港をながめていた隊士の中島作太郎が、二隻の船が帆をしぼりつつ入港してくるのをみとめた。

「帰ってきた」

　中島は屋根をおりた。隊務で鹿児島へ行っていた容疑中の隊士佐々木栄の横笛丸を、石田英吉らが幕船長崎丸で迎えに行ったのがいま帰航してきたのである。若い中島としては騒がざるをえない。

　階下に駈けおりると、藩の長崎留守居役で隊の会計掛をも兼務している岩崎弥太郎が、豚汁をどんぶり飯にかけて食っている。

「岩崎さん、横笛丸と長崎丸が帰ってまいりましたぜ」

「ふむ？」

　弥太郎はぎょろりと中島の顔をみたが、箸もとめない。それがどうした、という面つら構がまえでせわしげに搔っこんでいる。

「早うお支度をしなされ」

　と、作太郎はいった。この若者にすれば、早々に外出支度をして竜馬をよびにゆき、連れだって港までむかえにゆこうというのである。

「馬鹿ほど騒ぐ」

　弥太郎は突如、吐きすてた。しかし箸はとめない。長崎にきてから岩崎弥太郎はなによりも豚が好物になり、唐人街へ小者を走らせて毎日のように豚肉を買わせる。その肉を、いやがる小者に煮させるのである。なにしろ日本人は獣肉を四ツ足と称して忌いみきらい、三百年それを食膳にのせることはしなかった。ひとつは徳川幕府がそれを食うことを禁止してきたからでもある。

　隊士のなかでも、弥太郎の豚食いを、

　──不浄だ。

　といって非難してきたが、弥太郎は意にも介せず、馬鹿がなにを知るかとうそぶいてきた。弥太郎のいうところでは、獣肉を日本人に食わせなかったのは仏教思想でもなんでもなく、徳川幕府の人民矮わい小しよう化かの政策だそうである。獣肉を食えば気力体力が充じゆう溢いつし、かれらがそのはけ口を政治にむけた場合こそ、幕府にとっておそろしい。

「みろ」

　岩崎弥太郎はつねづねいうのだ。日本の絵は浮世絵にしろなににしろ、人間が家のなかにいる図柄はほとんど寝ころんだ姿ではないか、菜っぱばかりを食っているから立って歩く元気さえないのだ、というのである。だからといって、

　──豚肉を大いに食って幕府を倒す。

　とは、弥太郎はいわない。弥太郎にすれば倒幕など古屋台の打ちこわしは他人にまかせておけばよい。かれの興味のあるのは倒幕後のことであった。その新時代に躍り出て西洋の商人がそうであるように天下国家をも動かす商人になりたい。いまたまたま藩吏として異数の抜擢をうけていることも、かれにとっては何ほどのこともない。

　弥太郎は、食いつづけている。




　結局、中島作太郎は岩崎弥太郎をともなわずにひとりで小曾根屋敷まで駈け、竜馬に船が入った旨を伝えた。

「ああ、行こう」

　竜馬は大刀をとりあげて腰に落し、そばにいた菅野、渡辺らをともなって表へ出た。坂をおりれば、そのまま港に出る。

「坂本さん、岩崎さんにはこまる。馬鹿は騒ぐ、といって、港まで誘っても腰をあげようともしません」

　と、中島は訴えた。

　竜馬は、にがい顔をした。この度量の大きすぎる男は、たいていのことなら冗談に仕立てあげて人との調和をはかろうとするのだが、こと岩崎弥太郎に関してのみつねに笑わない。いまも、熊くまの胆いを嘗なめたような顔をしている。たいした理由があるわけでなく、互いに虫が好かないのであろう。

（あいつは一体なんだろう）

　弥太郎も竜馬が理解できなかったように、竜馬のほうも弥太郎という男がよくわからなかった。

（異常児らしい）

　ということはわかる。藩吏としての事務仕事などは、人が一日かかるところを弥太郎は三十分ほどで片付けてしまう。

　あとは、人と談笑もせず、じっとすわり、鬱うつ勃ぼつとした顔で四方を睥へい睨げいしている。この世で自分がなにをなすべきか、それがまだつかめないらしい。

　一介の村浪人の分際から大監察待遇のいまの身分に抜擢されたところでいっこうにうれしがりもせぬところをみると、よほど自分の能力に自信があると思われるし、藩での立身出世などを頭から問題にしていないようでもある。

　他藩の志士ともつきあわない。弥太郎自身政治にはなんの興味もないのである。

（あいつは、闇の辻に立っている）

　竜馬はそうみていた。異常児のもっている異常な情熱が、どの方角にむかうべきかが弥太郎にはまだわからないらしい。すくなくともその情熱はこの封建の世には適ふさわないようなのである。

　弥太郎は、帳付けに明け暮れしているいまの職にあきあきしたのか、ことしの春、藩の汽船に命じ、狂気のような航海に乗り出したことがある。

「無人島を占領するのだ」

　というのであった。この風ふう聞ぶんを京にいた竜馬がきいて噴ふき出した。

　目標は、日本海にうかぶ孤島竹島である。弥太郎が大まじめであった証拠に、

「大日本土州藩の命を奉じ、岩崎弥太郎この島を発見す」

　という標柱も積みこんで行った。付き従っていたのは下僚の山崎昇六である。

　岩崎は、竹島がどの国にも属せぬ無人島であることを長崎の白楽という朝鮮人からきいた。そのうえ樹木が豊富にあるというので、伐採夫まで乗せて行った。おそるべき行動力といっていい。

　ところが竹島に上陸してみると、どうも様子がちがう。




　弥太郎は、竹島の海浜に立ち、四方をうかがってみると、どうも人が居るらしい。

（無人島ではなかったのか）

　こういう場合、弥太郎の性格として失望よりも腹立ちを覚えるたちで、住んでいる者こそ不ふ埒らちだと思った。

　浜辺に毛もう氈せんを敷き、その上で食事をしはじめると、やがて十数人の半裸の男があらわれ、弥太郎らを取りかこんで物珍しげに見物した。

「この島はなんという名か」

　と弥太郎が紙に書いてかれらに渡すと、かれらのうちの長老らしい白衣の老人が、

「大韓鬱うつ陵りよう島とう也なり」

　と書いて返した。どの男も朝鮮人であるらしい。さらに弥太郎は筆談していよいよ失望した。朝鮮人たちは定住しているのではないが、海獣を獲とりにやってくるのだという。

　弥太郎は腹が立ち、

「わしは大日本土佐国の武士岩崎弥太郎という者だ。きょうからは貴様らも土佐藩の土民になったゆえよろこべ」

　と喋りながらそれを文章にし、老人に渡した。老人は何をいっているという面つきで返事もしなかった。

　弥太郎は、菓子を与えた。するとみなよろこんで食った。老人はもっとよこせというように掌てを出した。

　そのあと山のほうに分け入ってみると、材木になるような樹木もなく、垂たる木きというろくでもない雑木がわずかに生えているだけだったので、弥太郎は忿ふん懣まんのやりばにいよいよこまった。

　たまたま、山間に小屋がある。入ってみると人はおらず、大鍋の下に火が燃えている。鍋のなかに獺かわうその死骸が入っていることをみると、丸煮をして皮をとるつもりらしい。

「火を掛けろ」

　突如、弥太郎はいった。下僚の山崎昇六がおどろき、反対した。それでは朝鮮人たちが可哀そうではないか、というのである。が、弥太郎はかぶりを振った。

「痛快だ」

　というだけが、理由だった。山崎がさらにとめたが、他の者がわら屋根に火をかけてしまった。小屋は白煙をあげて燃えはじめた。

「逃げるんじゃ」

　弥太郎はまっさきに山を駈け降りた。そのあと出帆してしまっている。

　長崎に帰ってから、弥太郎は、朝鮮では牛皮が廉やすいことをきいた。

　──その牛皮で靴を作ろう。

　と弥太郎は思いたち、こんどは英国船をやとい入れて朝鮮へ出発した。が、朝鮮はそのころ大たい院いん君くんの極端な鎖国主義で統制されていたため沿岸に近づくこともできず、砲撃さえ受けたので早々に長崎に帰ってきた。

　弥太郎の場合、そういう冒険的な企業のほか、日常業務は何ごとにも興味がないらしい。まして藩の長崎金庫の金をせびることと、こんどのような紛争をおこすだけの海援隊など、会計をにぎる弥太郎にとっては厄介なだけの存在である。




　竜馬は、鹿児島からもどった佐々木栄を埠ふ頭とうに出むかえた。

　佐々木は、竜馬が越前藩からあずかった隊士である。小こ柄がらで印象の薄い男だが、ただ酒を飲むととほうもなく大声になり、人相まで変わり、それにどういうわけか極端な佐幕論を吐く。そのくせ平素は同志の勤王論におだやかに相槌を打っている。

「乱酔すると佐幕家になるというのはそれが本心なのであろう。佐々木栄を斬る」

　といって隊士が騒いだことがある。竜馬はその騒ぎを一喝し、

「一人の佐幕家を説得できずして世をくつがえす大事が為せるか」

　とおさめたことがある。酔えば佐幕家になるというのは、佐々木が徳川家の家門である越前藩の出身というところから、ついつい衰亡する幕府への感傷をおさえきれなくなるからであろう。醒めているときは勤王というのは、佐々木自身よほどその相そう剋こくに悩んでいるせいにちがいない。

　竜馬はみちみち、

「英国水兵の一件、たしかにお前まんのせいではないな」

　と念を押し、池田屋（佐佐木三四郎宿）の二階に連れて行ってもう一度念を押した。

「まちがいありませぬ」

　といって、佐々木は自分の佩はい刀とうを竜馬のほうへ押し出し、あらためてくれ、といった。竜馬は笑ってそれを手にとらず、

「それならばよい」

　と言い、明日ひらかれるはずの法廷対策をきめるため、他の同志をあつめた。藩からは佐佐木三四郎、岩崎弥太郎、岡内俊太郎、山崎昇六、海援隊からは菅野、渡辺らである。

「断乎、否ノーを通せ。余計な小細工を弄ろうしようと思うな。要は否ノーの気魄である。それ以外にない」

　竜馬は言い、それで一決した。

　実はこの英国水兵殺害事件の下手人は海援隊士でないということが判明したのは、明治元年八月になってからのことである。下手人は当時うわさにのぼらなかった[image: 筑]前福岡藩士であった。

　金子才吉といった。同藩の秀才で、長崎に測量術修業のために派遣されていたが、この事件の夜、星祭見物のために市中に出た。同行したのは村沢右八郎、永谷儀次郎、讃井太兵衛、栗野慎一郎、田原養相、富永賢治らである。途上、外国水兵の泥酔乱行の様子をみて怒りをおぼえ、一刀のもとに斬りすてて立ち去った。が、金子は藩に迷惑のかかることをおそれ、翌々日に下宿で切腹して死んでいる。

　これを[image: 筑]前福岡藩は隠いん蔽ぺいしぬいた。土佐藩と英国の紛争を見てもなお黙りぬいていたが、あることからこれが発覚し、明治元年の秋になってようやく事件が解決した。英国公使パークスも自分の狂躁を恥じ、その旨を認したためた謝罪状を山内容堂に送った。

　が、この時期の竜馬らは、事件の真相については知るよしもない。




　結局、幕府側はサジを投げた。

　この佐々木栄がもどってきた翌日、市中立山の長崎奉行所で、両奉行および大目付戸川伊豆守、目付設楽岩次郎ら顕官が列席の上、吟味がおこなわれた。

　土佐藩から容疑者の菅野、佐々木らが出頭し、藩代表としては佐佐木三四郎病中のため岩崎弥太郎が出て、双方やりとりがあったが、らちがあかなかった。

　その上、陪席のアーネスト・サトウがこの吟味に熱意をうしない、なまあくびを嚙みころしてばかりいるので幕府側が内心よろこび、それとなく意見を徴すると、

「もういいでしょう」

　と言ってくれた。サトウにすれば自分の上官の狂躁がもとで起こった紛糾だとみているからもともと熱意がなかった。

　審議は打切りということになった。

　が、幕府としてはこれだけ騒いでこのまま打切りでは威信にかかわるため、奇妙な結審方法を考えだした。

「恐れ入れ」

　というのである。その言いぶんは、

「容疑こそいったん晴れたが、菅野覚兵衛と佐々木栄、渡辺剛八の申し立てに多少の差違があったこと、土佐藩留守居役岩崎弥太郎が問題の横笛丸出帆のさい奉行所に出航をとどけ出なかったのはけしからぬ。そのぶんについて恐れ入れ」

　というのである。むろん「恐れ入れ」というのも一種の処罰で、被告は奉行にむかって平伏し、「恐れ入り奉りまする」というだけのことであった。

　この日、竜馬は証人の資格で別室にいたが、奉行所のこの判決をきき、

「悪くもないのに恐れ入れるか」

　と鼻で笑い、菅野、佐々木栄、岩崎、渡辺の四人に絶対に恐れ入るな、といった。

　ところが午後になって再開し、奉行が、

「恐れ入れ」

　と命ずると、岩崎弥太郎はいちはやく、

「恐れ入り奉りまする」

　平伏してしまった。弥太郎にすればこんなところで壮士風の意地を張っても仕方がないという肚はらだった。

　その弥太郎が恐れ入ってしまうと、かんじんの佐々木栄までがあわてて平伏し、恐れ入ってしまった。

　ところが、菅野覚兵衛と渡辺剛八だけはがんとして恐れ入らず、頭をあげて昂然と抗弁し一歩もゆずらない。

　これでは奉行のほうが結審できず、あくまで「恐れ入れ」と言い張って深夜までおよんだが、両人は恐れ入らない。ついに奉行のほうが折れ、

「お構いなし」

　と判決を変え、無罪放免になった。

　竜馬は、池田屋で病気療養中の佐佐木三四郎にさっそく奉行所から急便を発した。

　　只今、戦争相すみ候。

　　然るに岩いわ弥や、佐さ栄えいかねて御案内の通りに兵機（軍略）も無之これなく候へば、余儀なく敗走に及び候。独り菅野、渡辺の陣、敵軍敢あえて近寄るあたはず。

　竜馬は、躍るような文字を書いた。




　裁判は、おわった。竜馬は歴史を旋回するその本業にもどらねばならなかった。

　いや、竜馬だけではない。

　裁判に出席した英国公使館の通訳官アーネスト・サトウも、このような事件には何の興味もなく、かれの関心はひたすらに歴史の断末魔の見学と、あたらしい歴史の誕生を取材することにむけられていた。

（たれが、ふるい歴史にとどめを刺し、あたらしい歴史を興おこすか）

　というそれだけの主題でサトウは日本の要人に会い、その意見の裏を窺うかがってきた。この感覚の鋭敏な、ジャーナリストにでもなっていればおそらく歴史に残るほどの記者になったであろう青年は、幕府も知らぬ、それどころか薩長人でさえ数人しか知らぬ「薩長秘密同盟」の事実をひそかに嗅かぎ知っていた。

　が、サトウは幕人と薩人とに知人が多い。取材源も多い。長州人は一、二しか知らず、土州人にいたってはこんどの事件でやっと後藤象二郎を知ったのみである。他はたれも知らず、ことに爆裂弾的な存在である乾退助の存在を知らない。土州人はサトウの盲点であった。

　最大の盲点は、坂本竜馬であった。土佐から長崎までの船中で一緒になり、しかも長崎奉行所でもおなじテーブルをかこんでいながら、ついにその人物が薩長秘密同盟の作者であり、いまから幕をあげようとする大政奉還劇の作者兼演出家であるとは、想像だにできなかった。

　サトウは、裁判のために長崎滞留中、領事フラワーズの官舎にとまっていた。その間かんこの歴史の取材者はおどろくべき人物に遭あった。

　桂小五郎である。

　この長州藩の大立者は、むろん公然と長崎にあらわれたのではない。風雲の動きを長崎で探知するため、薩摩人と称し、伊藤俊輔をつれてあらわれた。その主な目的は竜馬に会い、大政奉還案が武力討幕の思想をふくむのかふくまぬのかを聞きただすためであった。

　ところが着ちやつ崎き早々、伊藤はその旧知である英国領事のもとに連れて行った。領事フラワーズは夕食を用意して歓待した。同家でとまっているサトウも当然、同席したのである。

　領事は、桂の藩と名を紹介した。

　サトウは、その様子を、回想記でこう書いている。

「晩ばん餐さんのとき、私ははじめて有名な木戸準一郎、またの名桂小五郎に会った。伊藤俊輔とともに領事館へ来たのである。桂は武人としても政治家としても、最も剛毅果断の人物だったが、見たところは物柔らかな様子をしていた」

　食後、桂らとサトウは政治談をした。しかし「二人（桂と伊藤）は私を警戒しているらしい」とサトウは書いている。桂はあくまで倒幕の本心をあかさず、

「われわれの殿様は気の毒である。ごく温順な人柄で、倒幕などはお考えになったこともない。そのくせ幕府や世間からいろんなことを言われて、本当に気の毒だ」

　などと白ばくれたことをいった。薩長秘密同盟の「動かすべからざる証拠をにぎっている」サトウとしては、聞きながら内心おかしくて仕方なかった。




　当時桂は、

「木もつ圭けい」

　という符牒を使っていた。「もっけいよりさいさま」という女文字の手紙を竜馬がうけとったのは裁判終了の前であった。さいさまというのは竜馬の変名才谷梅太郎を略したものである。桂は使いの者が万一幕吏にとらえられることを恐れ、こういう形式をつかったのであろう。

「桂が来ちょる」

　竜馬は同志にだけ耳打ちし、中島作太郎をして密会のお膳立てをさせた。

　密会は油屋町の「大浦のお慶さん」の屋敷を使い、その茶室でおこなわれた。真っ昼間である。

　桂は、伊藤俊輔をつれてやってきた。屋敷のあちこちには海援隊の士官らがひそみ、万一の闖ちん入にゆう者しやにそなえている。竜馬が、桂の身を気づかったのである。

「じつは話が二つある」

　桂は、低い声でいった。

「一つは、尊そん兄けいのやっている大政奉還案のことだ。あれはまさか」

　桂のおそれるのは竜馬が無血革命のみを夢みているのではあるまいか、ということであった。幕府から完全に封鎖されてしまっている長州藩としては、自藩を救出する道は幕府を武力でたたきつぶす以外にない。

「あれは、こういうことだ」

　と、竜馬は西郷に本心を打ちあけたように、桂にも、それ以上の言葉かずをつくして真実を語った。要するに幕府と諸藩の佐幕派をなっとくさせるためにはこれこそ無血革命方式であると説いてゆく。もし幕府が拒絶すれば開戦しその非を天下に鳴らし、諸藩を糾きゆう合ごうして討幕戦をおこす。

「それには抜き討ちの用意だけはしておかねばならぬ。京ではわが土く佐にの中岡慎太郎が洛北白川村に陸援隊をつくり、いま薩の洋式調練家の鈴木武五郎を招しよう聘へいして同志の調練をおこなっている」

　さらに竜馬は、国許で乾退助がひそかに藩陸軍の大量脱藩を企てつつある、と言い、また海援隊は、──といった。

「長崎をひきはらって京にのぼる」

　竜馬はすでに石田英吉を船長とする横笛丸に大砲搭とう載さいの作業を命じており、これをあすにも大坂にむけ出航させる予定になっている、といった。

「さらには」

　竜馬は言う。

「オランダ商会に注文し、ライフル銃千挺を上海から舶載して来つつある。もっともその代価をどうするかを苦慮しているところだ」

　桂は、よろこんだ。彼は第二の用件を、ひどく当惑した表情でいった。

「じつは長州からこの長崎まで藩の汽船できたのだが、機関が傷いたんでしまい、その修理をこの長崎でやった。ところが費用がばかに高くつき、千両ほど不足し、それを支払わぬと帰国できぬはめになった。なんとか、なるまいか」ということである。

　竜馬は、無造作にひきうけた。




　千両は、大金である。

　竜馬はすぐ佐佐木三四郎と相談し、会計掛の岩崎弥太郎に出させることになった。

「いやだ」

　弥太郎はそっぽをむいた。弥太郎の心中、こんな強盗のような男の言いなりになっていては会計掛はつとまらない。

「断わる」といった。竜馬は、

「藩としての友情だ。お前まんのような会計掛にはなにもわからぬ。会計掛は金庫のふたをあけるだけでいいのだ」

　とつい暴論を吐き、弥太郎の胸倉をとらんばかりの勢いで迫り、ついに千両の金を吐き出させた。

「海賊め」

　弥太郎は、金を出しながら舌打ちした。どうもこの二人は顔をあわせると互いに感情的になって冷静な会話ができない。よく考えてみると竜馬と弥太郎は、互いに知りあったむかしから穏やかな会話を交したことは一瞬間もない。

　その翌日、竜馬は丸山の玉川亭で長州の桂小五郎、伊藤俊輔と会飲した。土州側は竜馬と佐佐木三四郎である。竜馬が、長州における最大の政治家を佐佐木にひきあわせたのは、その勤王教育の実習のつもりだった。

　それだけでなく、政治的な意味もある。因いん循じゆん姑こ息そくとしてその立ちあがりを薩長両藩から危ぶまれている土佐藩の弊風を、佐佐木の今後の活動によって打開しようというふくみもあった。その点で、玉川亭の会飲は、暗に佐佐木が主賓であった。その点桂も心得ていて、席上つねに佐佐木に微笑をむけた。

「先日、サトウという英国の通訳官にあいましてな」

　桂は、そのときの話をした。サトウが、

「西洋には老婆仕事という言葉があって紳士の恥ずるところである」

　と桂にいったらしい。

　老婆仕事というのは、やるやるというだけでいつまでたってもやらないことをいう。サトウは暗に討幕のことをさしたのだろう。

「英国の一通弁のごとき者に、われわれはからかわれた」

　と、桂はいった。

　桂は話術家でもある。いまからの情勢打開を芝居に見たてて、

「おそらく大政奉還はむずかしいだろう。事の成功を期待せず、七、八分ぶまで芝居がすすんだあたりで舞台の模様を見、十段目は砲撃芝居に持ってゆくしかない」

　というと、佐佐木三四郎は大声をあげてよろこんだ。すでに佐佐木は劇中の人物になったつもりでいる。この男も長崎ですっかり討幕家の色あげをしたというべきであろう。

「ぜひいまのお話を手紙のかたちとして書いて頂きたい。それを国許にもってゆき、国許の因循家の目をさます材料にしたいから」

　と、佐佐木は桂に頼んだりした。桂はあとで手紙をかいた。この手紙のおかげで、桂の「老婆仕事」と「十段目は砲撃芝居」という言葉が、一種の流行語になった。

　竜馬は、この会飲の成果に満足した。したたかに酔い、酔いながら、

「アメリカでは大統領が下女の給料の心配をするという。三百年、徳川将軍はそういうことをしたか。この一事だけでも幕府は倒さねばならない」

　といった。この言葉が土佐につたわって勤王派の人々をふるい立たせた。土佐系の勤王運動が、薩長両藩のそれよりも人民救済のにおいがつよく、やがてその伝統が明治後の自由民権運動になってゆくのだが、その基礎的な思想は竜馬のこの言葉に集約されるであろう。

　桂は、この翌朝、長崎を去った。長州の国許ではすでに挙兵準備がすすんでおり、桂の帰国を待っているのである。




　たれがあげるのか、季節はずれの凧たこが風かざ頭がしら山やまの上にあがっている。

　　長崎名物　ハタ揚げ　盆まつり

　　秋はお諏訪のシャギリで

　　氏うじ子こがぶうらぶら

　　ぶらりぶらりと言うたもんだいちゅう

　と、ぶらぶら節にもあるあのハタ揚げである。ふつうなら春にだけおこなわれる行事だが、秋になって狂い咲いたように流は行やりだした。

　京坂方面でも「お札ふだ騒ぎ」という奇妙な現象があり、世直し神符が降ってきたと騒いでは「ええじゃないか、ええじゃないか」と三味線と音頭で踊りくるっているという。薩人が流行らせているという噂があるが、年々高騰する物価と幕府の政治力の衰退、それに押し込み強盗の流行という三拍子そろった末期現象が、庶人に世直し渇望の狂態を演じせしめているといっていいであろう。

　長崎では、竜馬は挙兵準備にいそがしい。

　すでに隊士石田英吉を船長とする横笛丸を大坂へむけ出航させた。

　竜馬は当初、隊士をことごとく連れてゆくつもりだったが、途中で思案を変え、一部を残すことにした。

「理由はこうだ」

　と、残留隊士にいった。

　さきに佐佐木にも言った長崎奉行所襲撃の件である。

「上じよう国こく（京坂）でひとたび砲火あがるときけばただちに奉行所を襲ってその御用金十万両をおさえよ」

　さらに、竜馬はいった。港内に幕府軍艦回天がつながれている。

「あれを奪い、あれに乗って海路のぼって来るように」

　そのころ、上方から陸奥陽之助が芸州船震天丸に便乗してやってきた。陸奥はかねて竜馬から命じられていた海上為替かわせ業に関する調査書を船中でまとめ、竜馬に手渡した。

　竜馬は一読して「よし」と言い、「ただいまからは荒仕事のほうをやらねばならぬ。風雲が去ってから大いにこの調査書によって商機をつかもう」

　と労を多として、その調査書は長崎留守居役の岩崎弥太郎にあずけた。弥太郎は目をまるくしてそれを読み、やがて金庫に入れた。

　さて、銃器購入の金である。

　竜馬は運がいい。たまたま長崎の薩摩屋敷にゆくと、同藩長崎附つき人びと役やくの汾かわ陽みなみ次郎右衛門が、

「長崎で五千両の金が出来たが、これを大坂の藩邸へ送らねばならぬ」

　といっているのを聞きつけ、頼む、それをしばらく貸してくれぬか、といった。

　薩摩人のあいだでの竜馬の信用は非常なものだったから、

「心得た」

　と即座に貸してくれた。竜馬は手をあげて隊士を大浦海岸に走らせた。そこにかねてライフル銃を買う約束のあったオランダ系のハットマン商会がある。

　商談がまとまった。

　買いつけるライフル銃は、千三百挺であった。その総代価は、一万八千両だが、内金の額を交渉すると四千両ということになった。

　竜馬は土佐商会に帰って、その契約書に署名した。請うけ人にんは、懇意の商人鋏はさみ屋や与一郎と広世屋丈吉になってもらった。

　残金の返済日は、荷渡しの日から九十日後となった。

「九十日といえば三カ月。その間に幕府を倒し新政府をつくる。残金は新政府をもって支払わせる。蘭商には迷惑をかけない」

　と竜馬は心配する弥太郎に豪語した。弥太郎はにがい顔でいたが、ふと、

「そのとおりになるかもしれない」

　とつぶやいた。事実は数カ月のびたが、その間弥太郎は長崎にあって延滞の交渉をし、結果的には竜馬の言葉どおりになった。

　さらに竜馬は佐佐木に対し、

「このうち三百挺は海援隊が持ち千挺は土佐藩に贈る。その旨国許に飛報してくれ」

　といった。佐佐木は狂喜し、

「おぬしア、生れ故郷の土州を忘れちょらなんだのう」

　と叫んだ。




　竜馬はさらに、長府（長州の支藩）藩士三み吉よし慎蔵と桂小五郎へ、

「討幕のさいには薩長両藩と海援隊の軍艦、輸送船を一ツ艦隊とし、兵庫港に集結しておく必要がある」

　と書き送った。この件はかつて桂にも話したことがあり、そのとき桂は、

「君がその総帥になればどうだ」

　といったが、竜馬はかぶりを振った。もし幕府艦隊を恩師勝海舟がひきいてやってくるときのことを顧慮したのである。勝に対して砲門をひらくわけにはいかない。

　そのころ、長崎港に薩摩藩船三邦丸が入港してきてあわただしく石炭を積み込んだ。竜馬がその船を訪ねると、薩摩藩重役島津登のぼる、町田民部が搭乗していて、

「坂本君、いよいよだ」

　と、二人は坂本にささやいた。いまからこの汽船で鹿児島へ帰り、そこで国許の兵を載せて長州領の下関へゆき、かの地で集結している長州兵を乗せ、上かみ方がたへ極秘裏に輸送するのだという。ちなみに鳥羽伏見で奮戦する薩長兵の大半はこの船で輸送されたものである。

「土州はなお因いん循じゆんか」

　町田民部は、心配そうにいった。薩長土がそろわないと、京におけるクーデターが成功しないであろう。

　竜馬は、自分の故郷を恥じた。

「私はほどなく上かみ方がたへのぼるが、途中土佐に立ち寄り、銃器千挺を陸揚げしてゆくつもりだ。いつまでも因循ではあるまい」

　竜馬はそのあと、汽船を物色した。たまたま陸奥陽之助が便乗してきた芸州藩船震天丸がまだ長崎港内にいる。

　竜馬は、芸州藩（安芸広島、浅野家）の長崎留守居役とも懇意だったから、

「震天丸を貸してくれ」

　と頼むと、承知してくれた。芸州藩はちかごろ家老辻将曹を中心に急速に反幕勢力化しつつあったが、しかし気はゆるせない。

「あの船を、どうするのです」

　と同藩士がきいたが、竜馬は笑って例の商用ですよ、とごまかした。

　この船に、土佐藩へ贈る千挺の銃と海援隊用の三百挺の銃を積み終えたあと、竜馬は小曾根の家にもどり、おりょうに、

「支度だ」

　と命じた。竜馬にすればまさかおりょうだけを長崎に残して置くわけにもゆかず、かといって風雲の京に連れてゆくわけにもゆかない。長州の支藩である長府藩にあずかってもらうよう、すでに三吉慎蔵に手紙を書き送ってあった。

　竜馬が、長崎港内の震天丸に搭乗したのは、慶応三年九月十八日の未明であった。

　船内には、おりょうのほかに、岡内俊太郎がいる。隊士としては陸奥陽之助、菅野覚兵衛、中島作太郎、それに、大宰府の三条実美の特使である戸田雅う楽た（のちの男爵、尾崎三さぶ良ろう）も乗っていた。

　船は錨をあげ、微速運転を開始した。

　竜馬は船橋に立ち、稲いな佐さ山やまや風頭山をながめ、やがて陽がのぼって海が朱に染まるや、ほとんど声をあげそうになるほど、この港の水光山色の美しさに感動した。

　長崎港を、古来、

「瓊たまの浦うら」

　という。この浦の美しさは、その名にそむかない。

「永いあいだの、根拠地だったな」

　竜馬は、動いてゆく稲佐山を見ながら、ふとつぶやいた。

　やがて感傷に堪たえきれなくなったのであろう、下の船室に降りた。

「陸奥君、石炭が騰あがるぜ」

　と、あっけらかんとした笑顔でいった。戦争で汽船の往来がはげしくなるため石炭の需要が急増するだろうというのである。




浦　戸










　震天丸は玄海灘をまわり、二日目に長州下関港についた。

　竜馬らはすぐさま上陸し、海援隊支部につかっている下関の回船問屋伊藤助大夫方に入ると、長州の伊藤俊輔、三吉慎蔵が訪ねてきた。

「荷物の一部をおろすからたのむ」

　と、伊藤と三吉にいった。

　荷物とは、まずライフル銃の一部である。海援隊の所有にした三百挺のうち、百挺は長崎の本部の者が持ち、あとの二百挺はこのまま別便で上方へ直行する陸奥陽之助、菅野覚兵衛らが持つ。

「これは当座の軍用金だ。むだに使うな」

　そういって、陸奥と菅野に百余両の金を渡した。かれらは上方の風雲にむかって直行するため、高知行きの竜馬の震天丸とここで別れ、適当な船を見つけて大坂へ向かわねばならぬ。

「まるで、赤穂浪士の討入り前ですな」

　陸奥が、昂奮しきっていった。討入りといっても相手は吉良上野介程度ではなく、徳川幕府そのものなのである。

　ついで竜馬は、三吉慎蔵に、

「この荷物もたのむ」

　と、傍らのおりょうを指さした。

「心得た。殿様（長府侯）にも申しあげてある。長府の城下であずかる」

「気の毒なことにおとなしい荷物ではない」

「あら、こんなにおとなしい荷物はありませんのに」

　おりょうは、ふくれた。三吉慎蔵は寺田屋遭難以来おりょうとは懇意だから、声をあげて笑った。おとなしい女ではない。そのくせ竜馬には何の役にも立たぬ荷物なのである。

「坂本先生」

　若い伊藤俊輔は、声をひそめた。

「土佐藩はだいじょうぶですか」

　つまり薩長両藩とともに立ちあがるだろうかというのである。土佐藩は薩長両藩とちがい、藩の舵かじは容堂自身がとっている。あの小むずかしい容堂の胸中はどうであろうというのが、薩長両藩志士の疑問点であった。

「わからん。しかし後藤がだめなら、乾退助がいる。上方にひとたび砲煙があがれば、乾は独断専行、藩兵をひきいて風雲にむかうだろう。このたびわしが」

　竜馬はいった。

「国許に立ち寄るのは、口舌をもって、藩論を左右しようという魂胆ではない。千挺の新式銃を藩に寄贈して藩の決意をせまるつもりだ」

　弁論よりも事実を作りあげ、事実をして言わしめるというのは、竜馬が脱藩以来、終始とりつづけてきたやり方である。

　伊藤は、くすっと笑った。

「なんだ」

　竜馬は、目をむいた。この長州の伊藤俊輔は、桂や死んだ高杉の腰こし巾ぎん着ちやくのようにして駈けまわってきた若者だが、なにやらちかごろ変に大人び、いっぱしの口をききはじめたようである。

「皮肉をいいたいんだろう」

「そうです。もし土佐藩がその新式銃一千挺を要らぬと言うなら、長州藩が即座にひきうけますぜ」

　竜馬にはこの一言は応こたえた。銃の受領は蹶けつ起きを意味している。土佐藩が相変らずの因循で受けとらぬというなら長州に下さい、というのだ。

（こいつ）

　と思わざるを得ない。

　ところで、と竜馬はきいた。

「先刻、この下関港に入ってきたとき、濛もう々もうたる黒煙を残して去って行った汽船があるが、あれはなんだ」

「薩の大久保一蔵殿ですよ」

　伊藤のいうところでは、薩の大久保は京都挙兵の最後のうちあわせをするためみずから汽船を駆って長州へ来、戦略戦術、兵員の輸送などをこまかく打ち合せして竜馬と入れちがいに京へ去って行ったのだという。

（いよいよ大芝居がはじまる）

　竜馬は、かるい武む者しや慄ぶるいを禁じえない。




　震天丸は、即日下関を出帆。

　好天の下を、高知にむかった。航路は豊ぶん後ご水道をとり、南下して蹉さ跎だの岬みさきにいたれば左折する。

「坂本さん、あなたがいきなり高知へ乗りこむのはどうであろう」

　同志の藩士岡内俊太郎が、船中でいった。

　まず竜馬が脱藩の身だということである。藩庁の俗吏どもに藩法違反うんぬんで騒がれると、かんじんの課題が俗論のためにそらされるおそれがある。

　それに、土佐藩の上士階級の佐幕論はちかごろいよいよ熱気を帯び、若侍のなかには狂躁して、

　──勤王派の亡恩の徒を屠ほふらん。

　とまで揚言し、藩内の事情は極度に険悪化している。その情勢のなかに竜馬が上陸すれば、かれら佐幕派は刺客団を組織して竜馬を殺そうとするかもしれない。

「そんなわけですから」

「君に身柄をまかせるさ。うまくやってくれ」

　竜馬は一切を岡内の才覚にまかせた。

　二十四日朝、震天丸は芸州浅野侯の家紋である「鷹たかノ羽は違ちがえ」の船旗をマストにひるがえし、浦戸湾頭にさしかかった。

　やがて船は機関をとめ、短艇をおろした。竜馬一人が乗っている。

　竜馬は本船と別れ、単身砂浜に上陸した。

　桂浜であった。

　竜馬を浜まで送った短艇は、本船へひきかえしてゆく。彼等は浦戸湾の奥深く入り、岡内が高知城下で下船して参政渡辺弥や久く馬まに、

　──竜馬が桂浜まで来ております。

　という旨を先触れし、重役たちを説得して竜馬の高知入りを効果的なものにしようというわけであった。

　とまれ、竜馬はひとり短艇をおりた。渚なぎさの水で袴を濡らしながら砂浜にあがると風が西南に吹きわたって、遠おち近こちの松が鳴った。

　砂浜が長く、白い。

　長い渚のむこうに竜王岬が海にむかって伸び、岬の脚の岩に波が間断なくくだけているのがみえる。

（桂浜じゃな）

　竜馬は一歩々々、足あとを印するのを楽しむようにして歩いた。歩くにつれ、こみあげてくる感傷に堪えきれなかった。この国にうまれた者にとって、この浜ほど故郷を象徴するものはないであろう。

　　月の名所は桂浜

　と俚り謡ようにもあるように、高知城下の人は中秋の明月の夜にはこの浜に集つどい、月を肴さかなに夜あかしの酒を飲むのが年中行事になっていた。

　のち、この浜に竜馬の像が立つ。「スエズ以東最大の銅像」といわれるこの像の建設は、大正十五年、数人の青年によって運動がおこされた。当時早稲田大学の学生だった入いり交まじり好保氏、京都大学在学中の信清浩男、土居清美、朝田盛の諸氏である。彼等は全国の青年組織からわずかずつの寄附をあつめ、途中、岩崎弥太郎がおこした岩崎男爵家から五千円の寄附申し出があったが、零細な寄附をあつめてつくるという建前から、かれらはこれをことわり、ついに資金をつくり、彫刻家本山白雲氏に制作を依頼した。

　銅像は、昭和三年の春にできた。その台座の背面に建設者の名を刻むのが普通だがかれらはいっさい名を出さず、

「高知県青年建立」

　とのみ刻んだ。五月二十七日の除幕式の日、当時の日本海軍は駆逐艦浜風を桂浜に派遣し、その礼砲とともに幕を切りおとした。

　が、このときの竜馬は、まさか自分がこの浜で銅像になって残るとはゆめにも思わなかったであろう。

　とりあえず松林のなかで粗末な旅館をみつけ、そこで高知からの使いを待った。




　竜馬の使者岡内俊太郎が浦戸湾内で船を降り、高知城下に駈け入ったときは、すでに陽が沈もうとしていた。

　岡内は自宅には帰らず、すぐ参政渡辺弥久馬の屋敷を訪ねた。いちずに渡辺をめざしたのは、後藤や由比が上京中で、国もとに残っている閣僚のなかでは渡辺がまだしもの人物だったからである。

「なんだ、この夜ふけに」

　渡辺は帯の結び目を直しながら客間に出てきた。両眼が極度に小さい。「土佐には奇岩怪石型の顔とへちまに目鼻といったペロリとした顔のふたてしかない」といわれるが、渡辺はこのへちま型であろう。

　岡内は小声でいっさいを打ちあけた。

「ほう、ほう、ほう」

　渡辺は、驚きの声しかない。すでに天下の機軸を動かすという坂本竜馬が、革命参加をすすめるために桂浜にまで来ているというのである。しかも芸州船に新式小銃千挺を積み、それを藩にただで進呈しようというのだ。いずれにしても土佐藩三百年はじまって以来の重大事態といっていい。

「竜馬が申しますのは」

　岡内は一段と声を低めた。

「いまにして土州起たずんばついに薩長の後こう塵じんを拝し、焼けあとの釘ひろいになるであろうということでござりまする」

　岡内はここで渡辺あての竜馬の手紙をさし出した。渡辺はいそいでそれを読んだ。

　手紙には、

「今日は二十四日である。二十六日には薩州の兵二大隊がひそかに上京するであろう。これは極秘であるがそのとき長州の人数も三大隊同行する。事態はすでに一刻の猶予もゆるさない」

　とある。むろん小銃千挺のことも冒頭にかかれている。

「ともあれ、竜馬を桂浜の浜風にさらしておくわけにはいかぬ」

　渡辺は夜中ながら、大監察の本山只一郎をよびにやった。本山の屋敷は目と鼻のさきにある。やがて本山は犬に咆えられながら駈けこんできた。

「それは一大事じゃ」

　渡辺と岡内からこの重大秘事を聞き、本山はしばらく声も発せず、動どう悸きをおさえかねている様子であった。本山の心象を譬たとえていえば、歴史の緊張そのものが脅迫者然と土佐のあがりがまちまで来てすわりこんでいるという印象であったであろう。

「と、とにかく」

　本山はいった。公然とは優遇できぬがとりあえず竜馬をしかるべき場所に移さねばならぬ。それには吸きゆう江こうがいい。吸江は浦戸湾の北岸一帯をさす地名で、湾内の風光を賞めでるのに最適の場所とされている。自然、そこには高級な茶亭が多い。

「松ケ鼻の茶亭にしよう。しかし秘密ぞ」

　本山はいった。

　岡内はそれを竜馬に連絡すべく、あわただしく辞した。一方、渡辺、本山らも夜中、使いを同志の家々に走らせ、渡辺家に参集をもとめた。

　岡内は、桂浜をめざして駈けた。駈けながら、たったいま参政渡辺弥久馬からきいた一事を竜馬にどう伝えようかと思った。

（おそらく失望するだろう）

　後藤象二郎上京のことである。

　竜馬が、西郷や桂と打ちあわせし後藤も了承した一事は、後藤が単に大政奉還案の紙一枚を持って上京するのではなく藩兵二大隊をひきいてゆくという手て筈はずであった。その藩兵を京にとどめ、奉還案不首尾の場合はすかさず薩長とともに挙兵するという段取りになっていた。

　ところが、後藤は一兵も連れず、単身上京したという。むろん後藤は容堂に説き、

「京には新選組が横行し、この提案を妨害するでありましょう。ぜひ護衛を頂戴しとうございます」

　と乞うたが、明敏な容堂はその裏の意味を察し、許さなかった。




　岡内は桂浜に着き、松林のなかで小さな旅館を見つけた。旅館といっても漁師の家で、必要があれば客を泊めるらしい。

　竜馬はその家で魚を焼いてもらいながら晩飯を食っていた。

「やあ、あがれ」

　竜馬は、もうこの家に二十年も住みついているような屈託のなさで箸を振った。

（キサンジなものだ）

　岡内はおかしかった。気き散さんじな、というのは上方から四国一円で使われる言葉で、子供などがむずかりもせずに機嫌よくあそんでいる状態などを言う。

　そういえば漁師の老夫婦や娘たちとすっかり仲がよくなっているらしく、わずか四、五時間休息しただけというのに家族どもがひどく名残り惜しがっている様子が、岡内の目に可お笑かしいほどだった。

（変な男だ）

　その竜馬が茶代を置いて出るとき、十五、六の娘が追ってきて、名前をきいた。名さえ知らなかったらしい。

「お遍へん路ろだよ」

　竜馬がいうと、小娘はからかわれたとおもってぷっとふくれた。その尻っぺたを、小娘が飛びあがるほどにひっぱたいて竜馬は軒さきを離れた。道中、岡内が提灯を持った。

「大体の様子は」

　と、岡内は渡辺参政、本山大監察の意向を伝え、そのあと後藤上京の一件を伝えた。

「長崎の水兵斬りの一件が落着したという報が高知に入ると、後藤はすぐ船で高知を離れ、上京した。しかし藩兵を一人も連れてゆかなかった」

「大政奉還案の建白書一枚を持って行っただけか」

　竜馬の足がゆるやかになった。全身の力が一時にぬけ落ちたような気がした。

（失望しているらしい）

　岡内は、竜馬の失望を怖れた。いまや土佐藩を時流の底から救済するのは竜馬一個にかかっているのに、この男に気落ちされてしまってはどうにもならない。

「落胆してくれるな」

「ああ、せぬ。おれは落胆するよりも次の策を考えるほうの人間だ」

　言いながらも、竜馬の足どりは重たげであった。自然、岡内は多弁になった。

「容堂公は、藩兵をひきいて建白書を出すのは脅迫によって議論を通そうとするようで男子の道ではないとおっしゃる。あくまでも公論によっておこなえ、とおおせある」

「そのとおりだ。公論によって国のことが行なわれる世にしたいというのが、おれの素志でもある」

　そのために竜馬は船中八策を書き、大政奉還案の裏打ちとした。

「しかし」

　竜馬はいった。

「口舌と一片の文章だけでは徳川氏も動くまい。むかし家康は馬上天下をとり、その子孫十五代は武によって六十余州を治めてきた。その政権を、容堂公は紙きれ一枚で投げ出させようとなさるのか」

　殿様だな、と竜馬は思わざるをえない。いかに明めい晰せきな頭脳のもちぬしでも殿様というものはついには世のことがわからぬらしい、と竜馬はおもった。

「乾退助はどうしている」

　と、竜馬は武力革命派の藩陸軍の総裁の動向をきいた。

　岡内の話によると、乾は後藤の丸腰上京について反対し、容堂のお側ちかくに進み、

　──むかし徳川家康馬上をもって天下を取り、三百年の覇は業ぎようをなし候。その覇業を倒すに言論をもってなすなどは児じ戯ぎに候。よろしく兵馬の間にこれを決せざるべからず。

　と言上したが、容堂は苦笑してしりぞけ、この危険な退助を一時洋行させてしまう考えさえ洩らしたという。




　浦戸三里

　と俗称されるこの入江のもっとも奥に吸江がある。昼ならば「吸江十景」といわれる風景が竜馬の目を楽しませてくれるであろう。

　その松ケ鼻の茶亭に入ると、すでに参政渡辺弥久馬は待っていた。

　ほどなく大監察の本山只一郎が同役の森権次を伴って駈けつけた。

　かれらは、

「坂本先生」

　とよんだ。土佐出身の一介の浪人に藩の顕官たちが先生をもって呼ぶのは、竜馬を敬しているというよりも竜馬の背景の新しい時勢にそれほど戦せん々せん兢きよう々きようたる心境になっている証拠であろう。

「酒、とおもったが、かような会合に酔ってはどうかと思い、白しろ酒ざけを用意してきた」

　と、渡辺参政は自家製の白酒を出した。むろん茶亭の男女は遠ざけられている。

　この座の顕官たちは、竜馬の名を音にはきいていたが、その顔を見るのはいまがはじめてであった。

（なるほど、無愛想すぼつこで平素衣え紋もんをつくろわず、髪は縮れっ毛で並はずれた大男、ときいたが、そのとおりじゃな）

　最初は怪獣でもみるような目で怖れとめずらしさ半々の表情で用心ぶかく対座していたが、しかしものの二十分もすると竜馬のふんい気のなかにひきこまれた。竜馬の言説は雄弁とはいえない。ちょっとどもったり、ときどき沈黙したり、かと思うと一同が吹きだすような譬たとえばなしをひきだす。

　驚くべきことに、この勤王家が勤王の一語も発しなかったことである。

「思想は別だ」

　という意味のことを、竜馬は何度も言いかさねた。思想は人それぞれであってよく、そういう議論は閑ひま人じんにまかせておけばよい。歴史はいまや思想や感傷を越えてしまった。もはやこのぎりぎりの段階では歴史とは物理現象のようなものである。と、竜馬が説く。その説き方はいっさい抽象的な表現を用いず、一つ一つ具体的に話した。その論述の主題は、

「利害」

　であった。土佐藩にとっていまどう動くことが得かということである。そういう説き方でなければ上士出身のこれら高級官僚の心をとらえられぬということを竜馬は知っている。土佐藩に対する世間の評判も話した。

「これは悪い。軽侮されている。このままでは歴史あるかぎり軽侮される」

　と言い、長州の伊藤俊輔が下関港で「銃が土佐人に不要なら長州人がひきとる」といった皮肉や桂小五郎がいった「十段目は砲撃芝居」「老婆仕事」などの言葉をひき、

「それでも土佐藩は傍観しつづけるか」

　という結論にもって行った。

「回天は数日後に来る。数日後である。いま地を蹴って起たなければもはや敗北者の位置に落ちる。歴史は懦だ夫ふに対してなんの哀れみもかけてくれない。卿けい等らは土佐藩を背負っている。君公と藩を、懦夫や敗者の位置に堕おとしていいのか」

　かいつまめばこういう論旨だが、そのどのくだりも事実の裏打ちをしつつ語りすすめてゆくために、三人はことごとく竜馬の意見に服し、ほとんど、

（こいつら、狂気したか）

　と竜馬自身が首をひねるほどにかれらは昂奮し、緊張と焦躁と憂憤で座に堪えられぬような身ぶりを示した。

「竜馬」

　いつのまにか、渡辺参政は竜馬を親しげに呼びすてていた。問題はこれじゃ、とコブシをあげ、親指を立てた。

　容堂のことである。

「ぜひ御隠居様のお側衆にも会ってくれまいか。かれらを改造せねばならぬ」

　会う場所が問題であった。




　──竜馬をどこへ潜居させるべきか。

　ということについて、渡辺参政と本山大監察らはひそひそ声で相談した。

「もう、どこにも移らんぜよ」

　と、竜馬は多少不愉快であった。この期ごにいたってもまだ竜馬の区く々くたる脱藩の罪を憚はばかって隠れ家をさがすことに智恵をしぼっている彼等の器局の小ささがうとましい。

「わしの身はどうなってもよろしい。それよりも藩はん是ぜをきめることに心気をふりしぼってもらいたい」

　そんな旨のことをいうと、彼等は大いに恐縮し、「そのとおりだ」と言い、竜馬の機嫌を損じまいとするのか、そろって微笑した。

　結局、かれらは竜馬の名を、

「安芸広島　浅野家家来　小沢庄次」

　という変名にさせ、その名を藩庁にとどけ出ることによって高知城下での竜馬の滞在を合法的なものにしようとした。

「なにぶん、藩法の手前もあり、それに藩内の佐幕派の手前もある。堪忍しておおせ」

　と、本山大監察が弁解した。藩の司法官としてはそうせざるを得ないだろうが、竜馬には多少の淋しさがある。

「結構」

　闊かつ達たつにいったが、自分のこの藩に対する熱情の通りにくさを、しみじみ感じた。

　が、渡辺、本山らは彼等なりに事態の急を感じていたのだろう。その夜竜馬のもとを辞すると、すぐ容堂側近の秘書官ともいうべき西野彦四郎の屋敷を訪れ、竜馬の入国一件を語り、容堂に蹶起を説得してくれるよう依頼した。

　その翌朝、西野彦四郎は他のお側衆数人をつれ、渡辺参政、本山大監察とともにやってきた。

　竜馬は、この日は論説は吐かず、長崎からもってきた例のライフル銃一挺と弾薬箱一つを見せた。これが土佐藩の決意のために無言の論説を吐くであろうことを知っていたのである。

　七連発のライフル銃である。

　ちなみに、竜馬のこの頃までの十数年という歴史的時期は、世界的な規模での小銃の発達期であった。たとえば日本における洋式銃の代表的なものは、ゲベール銃といわれるものである。

　火縄銃とあまりかわらない。発火装置が火縄のかわりに発バ条ネを用いた燧ひうち石いしになっているだけのことで、弾は銃口からころがし入れる点も火縄銃と同然である。このゲベール銃を幕府や先進諸藩が買い、それをもって「洋式兵備だ」とした。長州藩もこの点同様で、ゲベール銃が主力火器であった。

　ほどなく欧米で元もと込ごめ銃じゆうが開発され、それがおそるべき新式兵器として日本にも入ってきた。弾を銃尾で装そう填てんする。このため一発を射つ速度がゲベール銃の十倍の速さになり、この銃を装備すれば兵力は一躍十倍の力になりうる。しかもこの元込銃は、銃腔に施し条じようがきざまれており、椎しいの実み形の弾が旋回しつつ飛ぶため、射程も伸び、命中精度ですぐれ、それやこれやで「元込式施条銃」の出現は過去の銃を廃品にしてしまった。

　しかし、この新式銃も、幕府、薩摩藩、長州藩、佐賀藩、土佐藩ぐらいがごく少数量を手に入れている程度で、東日本の諸藩などはなお火縄銃を主力火器とし、わずかにゲベール銃をもっているにすぎなかった。

　ところが竜馬がもってきたこのライフル銃は、それほど貴重な「元込式施条銃」をさえ廃品にしてしまうほどの新式のものであった。従来の小銃はすべて単発であったのが、これは七連発なのである。

「このライフル銃を千人に装備すれば、三万の敵にあたることができる」

　このライフル銃を持つかぎり土佐藩は日本最強の藩でありうる、と竜馬はいった。




　竜馬は銃をとりあげた。

　銃身に、一八六〇年、ニューヨーク州、と刻まれている。

「弾は、こうしてつめる」

　竜馬は槓こう桿かんを操作してかちりと遊ゆう底ていをひらいた。さらに右手をのばして弾薬箱をひきよせ、ふたをひらいた。なかに百二十発の弾が入っている。

「弾はこれでござる」

　さきの尖とがった椎の実形の弾をつまんだ。みな声をのんだ。弾といえば兎の糞のようなまるいものだが、竜馬の指と指の間にはさまれている物体はひどく先入主とちがっていた。

「まるから尖せん頭とう形けいになった、というだけで世界の歴史というものは変わるものだ」

　竜馬は遊底へ七発押し込み、がちゃがちゃと槓桿を操作して装そう填てんをおわった。そのまま銃を構え、窓のむこうの海に照準し、

「これで七発連続に撃てる」

　といったが、しかしひきがねはひかなかった。みな、言葉をうしなった。

「勇気と国を想う心をもつ者だけがこの銃をもつ資格がある。逆に、日本の腫しゆ物もつになりはてている幕府に加担しようとする者には、持たせてはならない」

　土佐に討幕の志があるなら寄贈するが、なければかえって国を損そこなうもとだから寄贈はしない、というのである。となれば、竜馬の寄贈を承諾するということは、そのまま討幕を決意したことになるであろう。

「いかが」

　とは、竜馬は念を押さず、物もの臭ぐさそうに銃を離し、畳の上に置きすてた。

　そのあと、容堂のお側衆たちは天下の形勢について竜馬に質問した。竜馬はいちいち懇切に答えてやった。

　彼等は、心の底から竜馬の意に服し、時を惜しむようにして辞し去った。一方は容堂に報告し、一方は藩庁で緊急会議をひらくつもりであろう。

　辞するとき、渡辺参政は岡内を玄関わきによび、

「竜馬は、家に帰らないのか」

　と、小声でいった。さきに須崎港にあらわれたときもついに城下に入らず生家には帰らなかったという。脱藩の身であるため、生家に迷惑がかかるのを竜馬はおそれているのであろう。

「藩庁で便宜をはからうゆえ、内密で家へ帰ってくれ、と言ってくれぬか。それが彼の好意にむくいるせめてもの道だ」

「心得ました。その旨伝えます」

　岡内は彼等を玄関さきで送ってから二階へあがり、竜馬にその意を伝えた。

「うん」

　竜馬はうなずき、そっぽをむいた。急に涙がにじんだのである。実のところ、こんども生家に後難がふりかかることを怖れて立ち寄らぬ心づもりでいた。

「立ち寄るかな」

　照れくさそうにいった。文久二年、沢村惣之丞と諜しめしあわせ、花見にゆくと称してそのまま伊予境の山を越えて以来、何年になるであろう。

（遠いむかしのように思える）

　そんなことを思っているときに、長崎から同行した大宰府の三条実美の密使戸田雅う楽たがやってきた。この男は竜馬が京で演ずるであろう大芝居の実況を大宰府に報ずるためのいわば連絡者であった。

「尾崎君（戸田の実名）、おれの家へゆこうか」

　竜馬は、突如いった。実のところ、生家への想いが募るのあまり、一人で帰るのがなにやら照れくさくなってきたのである。

「はあ、お伴します」

　この若い京都人は、なにげなくいった。実名は、尾崎三良である。御お室むろ仁にん和な寺じの宮みや家けの諸しよ大だい夫ぶの子で京の郊外の西さい院いん村にうまれ、のち新政府の諸役につき、男爵を授けられた。




　その日の午後、吸江から小舟を出し、対岸へむかって漕ぎだした。

「このあたりの潮しおがうまい」

　竜馬は手を浸つけてはなめた。ちょうど潮江川（鏡川）の淡水と浦戸湾の海水がいりまじって、恰好なしお味になっている。

「子供のころ、このあたりまで泳いできた」

　竜馬にはこの潮が故旧のように懐しく思われるらしい。見わたすと、あたりの海に無数の帆ほ傘がさ舟が出ている。傘かさ様ようの帆で舟を進ませつつ漁師が一本釣りをしているのである。その帆の群れのむこうに、高知城の天守閣がみえた。

　やがて上陸し、姿を見られぬよう、人通りのすくない川ぞいの道を歩いた。本町筋一丁目の家まで三キロはあろう。同行は戸田雅楽一人である。

　西唐人町まできたとき、対岸の筆ひつ山ざんにむかって大橋がかかっている。その橋のたもとで釣り糸を垂れていた中年の侍が、

「ありゃ」

　と、竿さおをはなし、跳びあがるようにして立ちあがった。竿が、流れた。

「りょ、竜馬じゃないか」

　郷士の島村寿太郎という男である。家は城下のひがし新しん町まち田た淵ぶち町にあり、故武市半平太の妻富子の弟であった。

「まさか、幽霊じゃあるまいな」

「しっ」

　竜馬は唇に指をあて、肩を振り大げさな身ぶりで、内緒ぞ内緒ぞ、と言い、あきれる島村をのこして去った。

　やがて竜馬は南奉公人町の閑静な小路をひろいつつ本町筋へ出、屋敷の門前に立った。いつになく大門が八ノ字にひらいている。

（変わっちょらんのう）

　竜馬は仰いだり俯ふしたりしてながめていたが、やがて門内に足を踏み入れた。

「わっ」

　門の蔭で、まるで子供の隠れんぼうのようにしてかくれていた乙女が、そうおどした。竜馬ははじけるように笑い、なにもかも子供のときとおなじだ、と思った。

　坂本家ではすでに藩庁からの内々の報らせによって竜馬が帰ってくることを、ほんの半はん刻とき前に知っていたのである。竜馬が南奉公人町を北に折れたところを、物見役の源オンチャンが見つけ、宙を飛んで注進したというのだ。

　竜馬が門内を見まわすと、そこここの茂みの蔭に源オンチャンが居たり、姪めいの春はる猪いがいたり、乳母のおやべさんがいたりした。おやべさんにいたっては、もう泣き脹はらしてしまって、顔全体が腫物ねぶとのようになっていた。

「ああ、行儀の悪い家に帰ってきた」

　竜馬は地じ駄だン太だをふむようにしてよろこび、京侍の戸田雅楽を紹介した。戸田雅楽も、武家屋敷に似合わぬこの開放的な家風に、どぎもをぬかれたようであった。

（おもしろい家だ）

　まるで町家のようである。察するところ、この坂本家の本家で屋敷も塀つづきになっている才谷屋が城下の三大富商の一つであるということも、坂本家の性格の根になっているのであろう。さらに竜馬自身が、武士のくせにみずみずしい経済感覚のもちぬしであるというふしぎさも、この家にきて戸田雅楽は解けたような気がした。

　そのあと、戸田雅楽は竜馬にともなわれて奥座敷に入り、この坂本家の当主で竜馬の兄である権平にあいさつした。

　兄とはいえ、竜馬とは親ほどの齢としのひらきがあり、もはや老人といっていい。竜馬と似ているところは体の屋台骨がひどく大きいというだけで、権平は体質も肥満しており、目鼻だちも大まかで、髪は薄くなっていたが竜馬のようにちぢれていなかった。

「ようお越し」

　弓の達人だという話だが、みたところ富豪の隠居のような人物である。それが、象のように小さな目に、涙をうかべている。




　その夕、家じゅうの宴会がひらかれた。

　正面に兄の権平、それに客の戸田雅楽、竜馬。ほか、姉婿たちがならんだ。

　その横に春猪の婿養子の清次郎、さらに乙女と武市半平太の未亡人富子などがならび、春猪が配膳の指揮をしている。

　その次の間には坂本家と才谷屋の家来、番頭筋の者、一段さがったひろい板の間には源オンチャンなど中ちゆう間げん、小者、土間の女どもの指揮はおやべさんといったぐあいで、坐っている者も立っている者もふくめて三十人というにぎやかな酒宴だった。竜馬の帰国は内密だから、これだけで精一杯の内輪の集りなのである。

（にぎやかな家だ）

　戸田雅楽は、おかしかった。

　兄の権平はなかなかの豪酒家で、終始にこにこしながら杯を口もとに運んでいる。

　その点、乙女姉もかわらない。平素は遠慮しているらしいが、こういう座だと二升は飲んでしまうという。この姉の髪のちぢれぐあいが、竜馬とそっくりだった。

「乙女姉上様と坂本さんとは、よく似ておられますな」

「髪が、な」

　竜馬はくすっと笑った。竜馬の幼いころ父八平が江戸へ行ったことがあり、そのときかつらをみやげに買って帰った。八平はそれほど娘のちぢれ毛を気にしていたらしい。

　権平の娘で坂本家の家付き娘である春猪は亡母に似たのか、まったくちがう顔だった。名前に似て子豚のようで、ころころとよく笑う。竜馬はこの春猪が可愛いらしく、

「春猪、酒がない」

　とまねき寄せては逆に飲ませてしまう。春猪の酔いっぷりがにぎやかでじつに面白いのである。

　この春猪には、すでに鶴つる井いと兎と美みという二人の娘がある。むろんまだ幼くてこの座には出ていない。

「みな、動物いきものの名前ですな」

「左様、猪ぶたが、鶴と兎うさぎをうんだことになります。土佐は動物の名前が多い」

　竜馬がいった。

　戸田雅楽がおもしろく思ったのは、この一座のたれもが、

「竜馬はいま何しちょる」

　ということをきかないことだった。やはり藩に対する遠慮があるのだろう。

（土佐っぽは議論を肴さかなに飲むというが、ここの家はちがうらしい）

　議論のかわりに、それぞれ芸を出した。それぞれ芸達者で、権平兄は春猪の三味線で浄じよう瑠る璃りのさわりをうなり、乙女姉は一絃琴をもち出してきて一曲やり、春猪は竜馬の三味線でおどりを踊った。

「戸田様もやンなされ」

　乙女は、客でも容赦しなかった。やむなく下手な謡うたいをうたったが、どうも武骨でこの陽気な座にはふさわしくない。

　宴がおわり、戸田は客間で寝かされた。

　竜馬は二階へあがり、彼が少年のころから自室にしていた部屋へ入った。この部屋は乙女が岡おかの上うえ家けを出て実家に戻って以来、ずっと乙女が使っている。

　乙女が、残り酒をもってあがってきた。今夜は飲みあかそうというのである。

「いかんチャ、うらは姉さんがように飲めんキニ」

「手が、あがらんかネヤ」

　乙女は、どかっとすわった。身長五尺八寸で娘のころから「坂本のお仁王様」で通ってきた雄大さが、ちかごろまたまた肥って一まわりも大きくなっている。

「姉さん、謀む叛ほん気ぎはすてたかや」

　竜馬はからかった。尼になって諸国を行あん脚ぎやするとか、男装をして志士活動をしたいとかいって手紙を寄越してきた例の一件である。

「うん」

　乙女は笑ったきり、なんともいわない。

　このあと姉弟で飲みっこして夜ふけにはどちらも潰れてしまった。




　翌朝、坂本家に藩庁の役人と福岡家の家士がやってきて、兄権平に対面し、

「弟御ご、脱藩の儀、さし許される旨、昨夜内決があった」

　と、報らせてきた。竜馬の場合、藩士としては「郷士坂本権平弟」とか、「同厄介」といった身分だから、こういうときはすべて兄のもとに通達されるのである。

「ただし内決ゆえ公然城下を歩かぬように」

　そんな条件がついている。

　が、竜馬は出かけた。

　高知から海岸線を東へ歩き、六十キロむこうの安あ芸き郡安田という小さな町に行った。

　この町の郷士で医家でもある高松順蔵に長姉の千鶴が嫁いでおり、竜馬は少年のころからわが家のようにして往き来していた。

　竜馬がかつて京都から乳母のおやべさんに出した手紙のなかで、

「伏見の宝来橋というあたりに寺田屋という旅籠はたごがある。この家なら、たとえば私が高松順蔵の家にいるような心持だ」

　と書いたことがあるが、その「例えば」の高松家である。

「チクとまあ、来たぜよう」

　と高松家に入り、二時間ばかりごろごろしてから、いそがしそうに辞し去った。別に用があったわけではなく、顔を見せに行っただけである。

　辞去するときに、

「みやげはこれじゃ」

　と、例のライフル銃を一挺、弾薬とともに置いて行った。

　このライフル銃は、その後順蔵・千鶴の長女茂しげの夫弘松源治が討幕戦に使うべく貰いうけたが、源治は遠征軍に参加することなくおわった。この銃はその後弘松家の土蔵に眠り、昭和になってから発見されている。

　竜馬はいそがしげだった。高松家へ行ったあと、城外種崎村へゆき、親戚小川亀次郎方に立ち寄ったりした。この日、種崎は祭礼の日で、運よくご馳走が山ほど支度されていた。

「わしは食い福がある」

　と竜馬はよろこび、酒と馳走にありついていると、やがて意外な人物がやってきた。

　付近の郷士で、竜馬の日ひ根ね野の道場時代の師範代だった土居揚五郎老人であった。

「なに、竜馬が来ちょる？」

　老剣客がよろこび、どれどれと言いながら座敷にあがると、竜馬はちょうど裏の湯殿で入浴中であった。

「ああ、土居先生」

　竜馬は、湯殿から大声をあげた。

　土居老人はこの日一はじめという幼い孫をつれていたが、それがどこかで転んで膝小僧をすりむいたらしく、大声で泣いている。

　竜馬は湯殿からこの幼童をさしまねき、

「お前まんさんもお入り」

　といって裸にならせようとした。ところが帯をつかまれて幼童はいよいよ泣いた。竜馬は閉口し、自分の左胸のあたりを指さし、

「これは刀傷じゃ、小お父んちゃんは斬られても泣かんぜよ。坊も男なら泣かれんぜよ」

　といった。

　そのあと座敷へ出、老剣客とよもやまの話をしたが、幼童は退屈していよいよ泣いた。

「よし、いま小父ちゃんが太鼓と鶏の絵を描いちゃるキニ、泣くな」

　と言い、矢立をとりだしてくるくるとその絵を描いた。描き手の竜馬がほれぼれするほどうまく仕上がったが、かんじんの幼童はなおも泣きやまない。

　竜馬はさすがにがっかりしたらしい。懐ろからぎやまんの鏡を三つ取り出し、その子に呉れてやった。やがて老剣客は孫にひきずられるようにして帰って行った。

　藩庁では相変らず出兵・非出兵の論議で大さわぎをしていたが、竜馬はこの滞在中はこんな他愛もないことで日をすごし、二度と議論を繰り返さなかった。

　──土佐藩は土佐藩の運命を選べ。

　というのが竜馬の正直な肚で、半ば見切りをつけていた。




　竜馬が家郷に訣けつ別べつし、震天丸に搭乗して浦戸湾を離れたのは、十月一日である。

　この前後、後藤象二郎は容堂の特使としてすでに上方にあり、大政奉還案の説得工作で駈けまわっていた。

　後藤が大坂に上陸したとき、たまたま薩摩の西郷吉之助も大坂にくだっていた。

「まず西郷から説得しよう」

　と、後藤は、いや後藤らは、西郷の旅館をたずねた。らというのは後藤は単独で行動していたのではなく、容堂のお声がかりで藩閣僚の一人寺村左膳と同行していた。寺村は容堂の側近のなかでは非常な佐幕家で、のちに鳥羽伏見の戦いが勃発したとき、

「参戦者を処罰する」

　といっていきまいたほどの人物である。容堂はこの寺村をつけることによって後藤の独走をおさえようとしたのであろう。

　後藤の訪問をきき、西郷は膝をうち、

　──ついに蹶起の時節到来か。

　と、喜色をうかべ、客間に出た。出てからおかしいと思ったのは、後藤が名だたる佐幕家の寺村左膳をつれていることであった。

（これは、様子がちがう）

　西郷は、はなはだ失望した。

「これが、将軍へ奉るわが藩の大政奉還建白書でござる」

　と、後藤はいって一書を西郷にみせた。

　……誠せい惶こう誠せい恐きよう、謹つつしんで建言仕つかまつり候そろ。

　からはじまる堂々たる文章で、時勢の推移を論じ、大政奉還の妥当なることをのべ、天皇政府確立後、上院下院の議会を設け、庶民にも議員選挙・被選挙権をもたしめ、さらに軍事、外交、学校制度にまで言及したもので、論文としてはこれほどみごとな文章はちょっとないであろう。

　が、この原案を竜馬からきかされている西郷にはべつにめずらしい論旨でもなく、一読して、

「結構なものでごあすな」

　と閉じ、あとは後藤の雄弁をうわのそらできいた。西郷のほしいのは土佐藩の雄弁ではなく、その武力であった。

　ついに西郷はたまりかねて、

「後藤殿、兵隊は来ちょりませんな」

　と、話の腰を折った。

　後藤は急所を衝つかれ、ちょっと黙った。が、すぐ舌を回転させ、

「国許に置いちょります」

「あっはは、お国許に置いちょられますか」

　西郷もこれには滑稽ユーモアを感じたらしい。国許に兵隊を置いているのはどの藩もそうではないか。

「されば薩としては賛成しかねる」

　西郷は頑として譲らず、ついにこの日の会談は物別れになった。

　西郷は京の大久保一蔵に速報し、そのあと自分の手紙を追うようにして京にのぼった。その西郷を追うがごとく後藤らも京にのぼっている。

　西郷は、土佐藩に失望した。

「後藤輩はいは、一片の紙きれで世が動くと思っている」

　憤慨して大久保一蔵に語った。西郷がきいた竜馬の大政奉還案には武力革命案が裏打ちされていたが、それが公式に藩にとりあげられたときは単に体ていのいい文章だけになっている。

「あの藩は、だめだ」

　大久保一蔵も、土佐藩を革命の道連れにすることを、このあたりで断念すべきだ、といった。となれば武装蜂起クーデターは薩長のみでやるしかない。

　が、後藤のほうもあきらめず、再三薩摩藩邸に足を運んできては西郷を相手に雄弁をふるい、説きに説いた。ついに後藤は論法を変え、

「武装蜂起の時限まで、土佐藩と道連れになってくれ」

　という点で了解を求めた。この論旨には、薩摩側も承諾せざるをえなかった。




　むろん後藤の交渉相手は、薩摩藩ばかりではない。

　芸州藩もある。

　浅野家のことである。安芸広島四十二万六千石の大藩で、もともと長州藩の隣藩というところから政治思想の影響を受けやすい地理的環境にあった。それに一藩を指導している家老の辻将曹という人物が時勢の見通しにあかるく、投機的な度胸もあって、ちかごろ薩長にずいぶんと接近している。

「次の世は西国雄藩の連邦国家になる」

　と辻は見、西郷と約束して来きたるべきクーデターに参加するため、すでに藩兵千人を京に駐屯せしめる方策を進めている。

　後藤はこの辻将曹にも説き、例の懸けん河がの弁をふるって一夜で土佐藩の平和革命方式に加担させてしまった。

　後藤には、その才がある。余談ながら、後藤はその一生のうちでこの時期だけが光彩陸りく離りとしていた。維新後、世がかたまると後藤の発想はすべて雄大でありすぎ、百策すべてあたらず、失意のうちに死んだが、

「その風ぼうは古代中国の大策士を思わせるものがある。日本人としてはよほどめずらしい男ではないか」

　と板垣退助があきれながら評したこの男は、幕末の乱世がよほど適あっていたのであろう。

　当然、後藤は、政権を投げ出す側の幕府の要人に対しては死力をつくして説きつづけた。

　とくに後藤が相手として選んだのは永井尚なお志むね（玄げん蕃ばの頭かみ）であった。

　永井は幕閣きっての秀才で、理解力に富んでいる。

　それに永井は、ながい官僚生活の経験から幕府の内情、実力を知りぬいており、このさき、財政的にも国内的な人気や対外信用の点からみても、すでに政権担当能力はないことも見通していた。

　竜馬がかつて永井尚志に、

「されば伺いますが、今後薩長が連合して幕府と戦った場合、幕府は勝てますか」

　ときいたとき、永井はうなだれ、

「勝てぬ」

　と答えた。なにぶん秀才で剛骨さがないため、目に映る材料はことごとく悲観的にみえるらしい。

　しかも永井は、将軍慶喜の謀臣であった原市之進が暗殺されて以来、若年寄というよりもほとんど秘書官的な存在になっている。慶喜を動かそうとすれば永井尚志を動かすのが、策というものであろう。

　このため竜馬はこの春、後藤を永井に紹介し、そのあと、

「城の石垣は一見不動のようにみえるが、一カ所の石を抜けば全体が崩れるという場所があるものだ。徳川慶喜のばあいは永井尚志がその石である」

　といった。徳川幕府という壮大な石組の力学的構成の致命点が、永井尚志という繊せん弱じやくな知識人にかかっているというのは、ひとつの宿命であったろう。なぜならば慶喜自身が教養人であるため、自然武骨な信念家よりも慶喜の話し相手にふさわしい知識人を好んだからである。

　後藤は、この永井を懸命に説いた。後藤の策士である点は、尊王論をもって説かず、尊幕論をもって説いたことである。

「幕府を容堂は尊び、自分も尊んでいる。この時勢にわが土佐の主従ほどの尊幕派はないであろう。幕府がたとえ瓦解しても徳川家は残さねばならぬ。徳川家をして次代に生かしめる道は、大政奉還あるのみである」

　論点を、その一点にしぼった。




　永井尚志は、当然、後藤の上程した建白書を将軍慶喜にさし出しているし、後藤の説も十分に取りついではいた。しかし慶喜は回答しない。

　後藤は毎日のように永井の宿舎を訪ね、

「なにも催促するわけではありませぬが、なおなお意見を申しのべたく」

　と言い、例の弁をふるっては帰ってゆく。

　永井は、大坂にいる幕府首相（老中筆頭）の板倉勝かつ静きよにも建白書の写しを送り、後藤の意見なども書き送った。

　とにかく幕府としては、この建白書を無視することはできなかった。却下すればそれを理由に薩長は、

「幕府こそ朝敵である」

　として倒幕軍をおこすであろう。幕府としてはそれを避けねばならない。

　自然、永井尚志は、後藤が日に二度やって来てもいやがりもせずに会い、鄭重に遇した。

　そうせざるをえない。

　そこまで客観情勢を積みあげて幕府を追いつめて行った者は、じつは容堂でも後藤でもなくて後藤の背後にいる者であるということを永井尚志はよく知っている。

（竜馬だ）

　と思うのだが、後藤は功を独占するつもりか、それとも別に理由があってか、その黒幕の竜馬の名をいっさい出さないのである。

（後藤というのはよほど食えぬ男らしい）

　と、永井はそのことでむしろ後藤の肚の面白さを感じとっていた。

　あるとき後藤は例によって永井を訪ね、要談をすませて帰ろうとすると、

「会わせたい人物がいる」

　と、永井がいった。

「は？」

　後藤が思ううちに、左手の襖ふすまがひらき、あごの張った目のするどい人物があらわれ、うやうやしく手をついた。

　齢のころは三十四、五であろう。髪は総髪、大たぶさで、紋は二ふたつ引びき両りよう、黒の贅ぜい沢たくな絹服をまとい、色は浅黒い。

（はて、何者か）

　そう思ううちに、相手は慇いん懃ぎんな態度で、

「拙者は近藤勇と申す者でござる。以後お見知りおき下されますよう」

　と、みずから名乗った。

　後藤は内心ぎくりとした。大げさにいえば白昼怪物に出くわしたほどの衝撃だったといっていい。

　事実、近藤はこの時勢にあっては怪物以上の存在であったろう。かれの一令のもとでいかなる志士でも斃されるし、現にこの男が指揮する官設暗殺団のためにどれだけの有名無名の士が殺されてきたかわからない。

　かれがひきいる新選組は、いわば非常警察軍といっていい。幕法とかかわりなく総帥のかれが殺そうと思えば所司代・奉行所の手続きを通さずに人を殺すことができる。当初は身分も浪士で会津藩主の御お預あずかりという立場であったが、この六月十日付で新選組全員が正式の公儀直参となり、近藤は、「大おお御ご番ばん組ぐみ頭とう取どり」という職名をもらい、正式の将軍親衛隊長になった。

　近藤は去日、ふと永井を訪ね、

「大政奉還を画策している土佐藩の家老後藤象二郎氏に会ってみたい」

　と言ってきたのである。永井はこのごろ近藤が政治に興味を持ちはじめていることを知っていたから、よろしかろうと許した。

　ひとつは、

（近藤の顔をみて、後藤はどうするか）

　ということに好奇心があった。後藤の人物を量はかるという点でも興味があるし、さらに後藤の雄弁が、自分（永井）とはまったく別の型の、いわば頑迷といっていいほどの信念型に属する近藤勇に果して効果があるかどうかを試したかった。




「いや、これは」

　後藤は膝をただして会え釈しやくをし、自分は土佐藩の後藤象二郎でござる、と名乗った。

　名乗ってから開口一番、

「拙者は性来」

　と、近藤勇が腰に帯びている脇差を指さした。永井の前だから近藤は当然、その大刀は別室に置いていたが、脇差だけは腰にある。その脇差も万一の用心のためにこの男は大刀ほどに長いものを用いている。

「貴殿のそのお腰の長いものがきらいでござってな。まずそれをお取り下され。その上で打ちくつろいで語りあおうではござらぬか」

　と、冗談めかしくいった。後藤にすれば談論中、近藤が議論よりも刀で斬って来ぬともかぎらぬと思ったのである。

（みごとな度胸だ）

　と、上座の永井尚志が後藤の態度に舌を巻いた。その鷹おう揚ようさ、余裕のある微笑、それに人をそらさぬ機智という点では、後藤ほどの男は洛中に居ないであろう。それに後藤の資格は土佐藩重役であり、かつ天下の賢侯として知られた容堂の名みよう代だいでもあって、背景のぶあつさがいよいよこの男の重量をおもくしている。

　その後藤の男ぶりをみて、近藤も、

（類がない）

　と見たらしい。

　その証拠に、めったに笑わぬ近藤が声をあげて笑い、腰から脇差をぬきとってはるかなうしろへ押しやった。

（この馬鹿めが）

　と、後藤は肚のなかでこの新選組局長をそうみている。なにしろ後藤は暗殺者というものを頭からそう評価し、のちに英国公使パークスがあやうく刺客に斬られかかったとき、後藤はパークスに陳弁し、

「あれが日本人であると思ってもらってはこまる。いずれの国でも瘋ふう癲てん白はく痴ちというものは居るものだ」

　といった。後藤にすれば暗殺者などは瘋癲白痴としか思えないのである。近藤勇といえども後藤からみれば瘋癲白痴の親玉のようなものであった。

　が、後藤は同時に瘋癲白痴の発ほつ作さをおそれている。むしろ近藤を自じ家か薬やく籠ろう中ちゆうのものにするためその得意の東洋的心術をつかったのだが、近藤はそれにうまうまと乗せられたとみるべきであろう。

（たいした人物）

　と、近藤はほとんど心服してしまった。

　この席に来るまでの近藤は、どちらかといえば、

（大政奉還工作などをするけしからぬ男）

　としか、後藤を見ていなかったのだが、後藤のこの風姿に接して、

（これだけの男の言うことなら、検討するにあたいする）

　と思いはじめた。

　近藤の用件の一つは、後藤がもっている大政奉還に関する建白書の写しを借りることであった。

「お安いこと」

　と、後藤は写しの一部を、近藤にあたえ、その内容の説明をはじめた。

「これは新政府樹立案であるけれども、同時に徳川家救済案でもある」

　と言い、この案が成立すれば徳川家は政権という小うるさい負担を捨て、八百万石の大領地を保持しつつ諸侯の盟主として残りうるというのである。

「貴殿の高名はかねて聞き、国士無双ともいうべき人物であると見ていた。日本国の永世なる繁栄を思うとき、貴殿とともどもにこの案を推進してゆきたい」

　というのが、後藤の説き方であった。近藤を国士として、かつ当代重要の政治家として遇している点が、近藤の誇りを満足させた。




　近藤は、しょせんは一個の武ぶ弁べんであったろう。後藤のこの巧みな人ひと蕩たらしに乗せられ、ついには、

「いや、みごとな御趣旨でござる」

　と、感嘆の音ねをあげた。

　かたわらで近藤のこの様子をみていた永井尚志は、内心吻ほつとした。

　実のところ永井は大政奉還こそ徳川家を政権の桎しつ梏こくから解放する天来の妙案と思いはじめているのだが、ただ幕府内部を説得することに自信がない。ところが幕府内部でももっとも強硬派であろうこの新選組局長がほぼ了承しはじめている様子をみて、

（この案件が、或いは物になるかも知れない）

　という自信と安堵を得たのである。この点永井にとっては近藤は化学試験紙のようなものであったろう。

　この日の初対面では、近藤は長州藩始末の方法にだけ不賛成であった。

　長州藩は「朝敵」でかつ幕府の敵であり、公藩としてのあらゆる資格を剥はく奪だつされている。それを土佐藩はゆるして公藩として復活せしめようというのである。が、近藤は、

「長州はゆるせぬ」

　と、あくまでも言い張った。後藤はそれを一つ一つ反はん駁ばくし、世界情勢を説き、このまま国内戦をつづければ日本は亡びるほかないと言い、いま日本救済の観点に立てば長州は一も二もなく許さねばならぬ、といった。

「勇、ツヒニ一言モ発セズ」

　と、寺村左膳の手記にある。

　ただ一点、長州問題の点で異論があるにしても、近藤がこの案にさほどの反感を抱かぬということが後藤にわかった。

（となれば、おれは新選組から狙われずにすむ）

　と、後藤は安堵した。

　近藤はよほど後藤が好きになったらしく、

「わが屯営へ遊びに来てくだされ」

　といった。

　後藤は多少それをあいさつ程度だと思い、ぜひあすにでも都合がつけば参りたいと適当に返事した。

　ところが近藤はそこは武州の田舎出身の武弁で、後藤のその言葉を真まに受け、その翌日、ずっと待っていたらしい。

　ついに後藤が来ぬとわかると、さいそくの手紙を書いた。

　その手紙を受けとり、後藤は近藤の律りち義ぎさにおどろき、さっそくお詫びの返事を書き、それを同藩の下村銈けい太た郎ろう、望月清平のふたりを使者として持ってやらせた。手紙だけでなく贈り物も届けさせている。

　後藤にすれば、

（あの男の機嫌を損ずれば命がない）

　ということのみが、心配であった。

　近藤は後藤のそういう鄭重さと人物、識見にいよいよ感服し、局の幹部をあつめ、

「土州の後藤には手を出すな」

　と命じた。この近藤の一言こそ、京都で活動する者にとって何物にもかえがたい生命の保障といっていい。

　近藤は、さらに後藤に会いたがり、

「来て貰えぬなら、そちらに伺いたいが、いつが御都合よろしいか」

　という手紙を送りつけてきた。

　後藤は、「昨夜、嵐山を見物して風邪をひき、ずっと臥ふせている」と返事をした。そろそろ近藤がうるさくなったのであろう。

　それでも近藤はさらに手紙を書き、

「昨夜嵐山御遊行より御風邪の趣おもむきにて、御断り、委曲承知、併あわせて遺憾このことに御座候」

　と見舞状を書いている。

　が、単なる見舞状ではなく、さらに「いつごろ会って貰えるか」という意味のことを近藤が質たずねている点、その無邪気さはついには可か憐れんというべきであろう。

　後藤も、根こんくたびれがしたらしい。

　ついに日時を限って、祇園の料亭で落ちあうことになった。




　新選組局長近藤勇という人物は、武蔵南多摩の中農の子で、あのあたりの農村を地盤とする天然理心流を学び、その宗家の養子となり、やがて宗家をついだ。

　江戸にも、小道場がある。文久三年、清河八郎の新徴組に応募し、京にのぼってから彼等と手を切って新選組を興し、その経費は京都守護職松平容かた保もりの手を通して幕府によってまかなわれている。

　その組は勇猛果敢、隊規厳正で、日本史上もっとも強力な警察軍を仕立てあげた。むろん本来彼等は尊王攘夷思想による同志的結合で成立したのだが、いつのまにか思想色がうすれ、こういう方向と形態をとるにいたったのは、主将の近藤、副将の土ひじ方かた歳とし三ぞうの性格によるものであろう。

　副将の土方は、政治思想への興味は皆無であるらしい。むしろ新選組組織の強化のほうに異常な情熱をもち、そのことに専念している。が、近藤は多少ちがう。

　近藤は、新選組が政局のなかで特異な存在を高めはじめるとともに、自分もこの政局のなかで発言を試みたくなった。

　とくに元治元年晩夏の蛤御門ノ変で長州が敗退して以来、近藤はしばしば諸藩の留守居役と祇園や島原で会合を持ち、その論議にまじるようになった。

　本来、近藤は一介の剣客で教養といえば日本外史を読んだ程度の男だったが、根があるいは聡明な男かもしれない。

　京にきて物事に触れるうち、政治の本質が、すこしずつわかるようになってきた。隊務のかたわら、頼山陽の書を書写して習字をしたり、手紙の書き方を学んだりした。近藤の手紙の文章は決して下手なものではない。

　それほどまでに向上心のつよい男だが、ただ致命的に無智な点は、

「お上かみは偉い」

　という百姓の信仰のようなものが、頑として根を張って動かないことであった。近藤の出身地の武蔵南多摩は江戸にも近く、しかも将軍の直轄領で、いわば将軍の直じき百姓の地であった。この土地の百姓の将軍に対する尊崇は、あるいは旗本・御家人といった直参武士以上だったかもしれない。

　近藤にすればそういう土くさい権威信仰が思想の根になっており、彼の目からみれば長州人や勤王浪士などは、

「将軍様に楯たてをつく謀叛人」

　としか見えず、釜かま煎いりにしてもあきたらぬ極悪人であった。新選組も長州人ももともと同どう根こんの尊王攘夷思想から出てきたものなのに、こうもちがってしまったのはそういう理由による。

　それに近藤は向上心が強すぎる。もともと志士として上洛したはずだのに志士らしい無償の道をゆかず、幕府権力に身を寄せ、栄爵にあこがれるところが強く、ついに大御番組頭取という高級旗本になってしまった。ほろびゆく政権がしばしば常套手段とする「位くらい打うち」という手に近藤もかかっている。

　近藤の向上心はさらにとどまらず、単に幕府の警察軍指揮官というだけでなく、一個の政客として雄藩の代表者と交わろうとした。後藤象二郎に対する異常なほどの接近の仕方もそうであろう。

　この後藤との二度目の会合で、後藤の豪酒にひき入れられて近藤も多少酩酊していたらしい。

「貴君がうらやましい」

　と、可愛いことを言いだした。

「もし私も貴藩にうまれていたならば、自分もいまのような姿ではなく、思いのままのことが出来たでありましょうに」

　これでみるとこのころの近藤の内心は、かならずしも単純なものではなかったろう。すでに物事が見えはじめている彼にとっては、時勢の潮流から外れてゆく幕府の側に立っていることに多少の淋しさを感じていたにちがいない。




草　雲　雀











　高知から大坂へ、という竜馬の航路はかならずしも順調でなかった。

　十月一日、浦戸を出帆した震天丸はその日の午後室戸岬で暴風に遭い、あやうく沈没しそうになっている。

「須崎へ帰ったほうがよかろう」

　と竜馬が断をくだしたためすぐ変針し、土佐海岸では最良の暴風避難港とされている須崎港に入った。

　ところがこの日の激浪で震天丸の機関の一部がこわれ、出航できなくなった。

　このため岡内俊太郎はすぐ上陸し、高知の藩庁へ報じ、藩船を出す交渉をした。

　藩では、竜馬のために藩船胡蝶丸を大いそぎで整備して提供することになった。が、急場の間にあわない。竜馬はこの間、京の風雲を思い、多少のあせりを覚えたが、どうなることでもない。

　結局、胡蝶丸が出航したのは、十月五日のことであった。船中、たのしいことが一つあった。胡蝶丸の事務長をつとめているのが、上田楠次という古い同志であった。

　竜馬は上田に石炭のことを注意し、

「京で戦争がおこれば、薩長や幕府の軍艦汽船が一時に動く。そのため石炭が払ふつ底ていするから、兵庫でうんと仕入れておけ」

　といった。この同様の配慮で、竜馬は石田英吉を船長とする海援隊の横笛丸をすでに兵庫港に入港させ、いまの安い石炭を積みこませてあった。

「幕末、勤王の士は雲うん霞かのごとく出たが、石炭のことまで気を配ったやつはあいつだけだった」

　と上田楠次は晩年まで語った。

　この楠次の弟を八はち馬まと言い、早くから京都藩邸にあって勤王運動をつづけていたが、先月のはじめ五条大橋の橋上で佐幕派の会津藩士十人とけんかをし、とっさに剣を抜いて数人を殺傷し、そのままのがれ去ったという。

「八馬は、昔からすばやかった」

　竜馬は大笑いした。京都藩邸ではこの喧嘩のあと会津藩とごたごたがおこるのを怖れ、八馬を国もとに帰したという。

　翌日、竜馬は大坂天保山沖についた。

　川船で淀川をさかのぼり、土佐堀に入って薩摩藩の大坂藩邸のむかいにある同藩御用商「薩さつ万まん」に入った。ここは海援隊の大坂事務所になっており、隊士白峰駿馬、高松太郎、長谷部卓爾などが駐在している。

　みな、薩摩藩の動きにあかるく、きょうにも京で革命戦がはじまるのではないかと見て昂奮しきっていた。

「こんな商務はとっておられん」

　というのである。竜馬はそれらの昂奮をしずめ、いざ開戦のときには兵庫へ走り、横笛丸に乗って、天保山碇泊の幕艦を奇襲せよ、と命じ、茶も飲まずに「薩万」を出た。

　京への同行者は、戸田雅楽、中島作太郎のふたりであった。

　天満八軒家から、淀川のぼりの夜船に乗り、その夜は船のなかで寝た。

　翌朝、伏見着。

　船宿寺田屋に入り、上にはあがらず、かまちに腰をおろして朝食の膳を出してもらった。

「京は、いよいよ物騒だということですよ」

　と女将のお登勢が心配してくれたが、竜馬にはいっこう切実ではないらしい。

「伏見にはまだ蚊が居ちょるか」

　と、肘ひじや胸もとにたかる蚊をうるさそうに追った。お登勢は笑って、伏見は造つくり酒ざか屋やの町だから、炬こ燵たつを入れるころになってもまだ蚊がいることがある、といった。

　通称大だい仏ぶつ街道といわれる本街道をとって京に入り、さらに市街を北上し、白川村の陸援隊本営に入った。

　ここではじめて手てつ甲こう脚きや絆はんをぬぎすて、中岡の部屋でながながと寝そべった。

「やっと京に着いた」

　竜馬は手足をのばしながらいった。まったく、長崎の水兵斬り事件のおかげで二カ月余の道草を食ってしまっている。




　休息したあと、中岡は何を思ったか、

「竜馬、チクと見てくれ」

　と、廊下へひっぱり出した。廊下に馬うま乗のり提ぢよう灯ちんが三百ほども掛けられている。提灯の上辺と下辺を赤く染めた海援隊と同じ意匠のもので、ほかに高たか張はり提灯もあり、指揮旗もあり、銃器、手槍も黒々とならんでいる。

「準備はできた。蹶起がいまの今でも、地を蹴って出動することができる」

　自慢をしたわけではなく、暗に竜馬が後藤象二郎をあやつって、出来もせぬ大政奉還工作を進めている迂う遠えんさをあざけろうとしたのである。

「おれは後藤を斬ろうとした」

　と、中岡はいった。京の薩長の蹶起論者のなかにいる中岡にすれば当然のことで、後藤が一片の建白書を持ちまわって蹶起の日を長びかせていることにたえられない。

「あんな運動をいつまでもやられていては戦機を逸するし、士気を萎なえさせる。その上、幕府に戦備をととのえる余裕をあたえてしまう。幕府が江戸から軍勢を送ってきたあとではどうにもならぬのだ」

「そういえば」

　竜馬はさからわずにいった。

「ちょっと長びいているようだ」

「竜馬、呆とぼけている場合ではない」

「まあ待て」

　竜馬はおさえ、「家康以来三百年、頼朝以来七百年の武家政治を投げだすかどうかという瀬戸際だ。そうはせっかちにはいくまい」といったが、中岡はなっとくできない。

「後藤は、西郷との約束を破って、一兵も連れて来てはおらぬのだぞ」

「わかっている。おれはいまから後藤に会ってその事情をきく。慎ノ字、あと七日か八日の辛抱だから、薩の連中をおさえてくれ。このこと、たのむ」

「みな逸はやっているのだ。おれにはもうおさえる自信がない。それどころか」

　中岡は、目を据えていった。

「おれ自身、自分をおさえきれぬ」

「慎。ここ数日の辛抱は日本百世のためだぜ」

　竜馬は捨てぜりふのように残して起ちあがり、大刀をとって部屋を出た。多少、疲れてはいる。高知出航以来一時間の休息もとったことがないのに、いまから京の市中を走って、かんじんの後藤象二郎に会わねばならなかった。

　竜馬はそとへ出、白川村の村道を、京にむかった。折りから陽が落ち、あたりの松並木を茜あかねに染めるほど空が焼けている。

　竜馬が河原町藩邸についたとき、すでに夜になっていた。後藤は、帰邸していない。

「二本松の薩邸で、西郷に会っている」

　ということであった。

　後藤はそのころ、薩摩藩邸にいる。このところ毎日、後藤は自分の対幕奔走の結果をいちいち薩の小松帯たて刀わき、西郷吉之助に報告し、それによって彼等の武力発動をおさえようとしていた。

　西郷は、つねに意見をいわない。

　小松帯刀は一藩の重役だけに、後藤の説く平和方法論が感覚的に好ましく思われるらしく、その応酬は多少好意的であった。

　西郷は、即時開戦論をまげず、後藤の活動ににがりきっていた。

　後藤が辞去しようとするとき、西郷は提灯を持ってゆけ、としつこくいう。後藤は断わりかねてそれを借り、門外に出ようとした。

　意外にも門脇の暗がりに、人がいた。太刀をふりあげ、いまにも後藤を真まつ向こう微み塵じんに斬りさげようとしていた。西郷の心酔者で通称人斬り半次郎、のちの桐きり野の利とし秋あきである。

　後藤はゆっくり提灯をあげてその中村半次郎の顔を照らし、

「御苦労」

　と言いすて、立ち去った。半次郎は気を呑まれ、斬るはずみを失った。後藤はこの提灯のおかげで命びろいをしたといっていい。




　後藤が藩邸に帰ると、竜馬がむかいの書店菊屋で待っているという。

「あ、そうか」

　と、後藤はふたたび草履をひっかけて藩邸の門を出た。道路は河原町通である。大股で五、六歩もあるけばむかいの町家にぶつかってしまう。

　竜馬は、店さきの帳場にいた。家人はすでに寝しんに就き、この家の長男の峰吉だけが竜馬の世話をやいている。峰吉はすでに中ちゆうおとなになっているが、色白で顔が小さいため十三、四にしか見えない。

　後藤が帳場にあがると、峰吉は大戸の桟さんをおろし、七輪を持ち出してきた。めざしを焼くのである。

「ほう、めざしか」

　後藤は、網の上の干魚をのぞきこんだ。後藤の好物はいわしで、大坂の茶屋であそんでいるときもかならずいわしを所望した。京には新鮮ないわしがないため、竜馬が気をきかせて峰吉にめざしを整えさせたのだろう。

「竜馬も存外、気がつくな」

　後藤はうれしそうに言い、自分の首筋をぴしゃっとたたいた。

「いま、あやうく薩の中村半次郎に斬やられるところだった」

「あとしばらく生きていて貰わぬとこまる」

　竜馬は、徳利をもちあげた。

「西郷はどうだった」

　竜馬がきくと、後藤はひどくあせっている、と答え、対幕・対薩交渉の経過と見通しをこまごまと伝えた。その後藤の話でも、西郷・大久保がよほどじれていることがわかる。

「西郷は、そうだろう」

　竜馬は杯を置いた。竜馬のみるところ西郷ほど魅力に富んだ人格はないと思われるが、ただ癖へきとして戦いを好むきらいがあるようにおもわれる。それに西郷には藩内に心酔者が多く、それがいずれも血気の士で、ときに師の西郷でさえおさえのきかぬことがある。いまの中村半次郎などはその好例であろう。

「なるほど」

　後藤も、そういわれてみればわかるような気がする。

「そのせいか、先刻の会談の座では西郷はほとんど意見らしい意見をのべなかった。察するところ西郷は藩内同志をおさえきれぬところまできているらしい」

「一弾発すればもう事はぶちこわしだ。幕府をして早そう急きゆうに決意させねばならぬ」

「早急というが」

　後藤は、さすがに疲れきっている。

「むずかしい。いますこし時日があれば何とか出来るのだが」

「どうしても幕府が呑まぬのなら」

　と、竜馬はいった。

「すこし服のみやすくすればよい。たとえば幕府は将軍の称号をうしなうことにこだわるだろう。そのときは称号ぐらい残してもかまわない」

「竜馬」

　後藤はおどろいた。

「そいつは暴論だぜ。将軍の称号を捨てさせることが眼目ではないか」

「なあに称号などは名目だ。政権を京都に返させて栄誉だけを残す。もっとも、その称号を残すということで、こっちからも引き替えの条件を出す」

「どういう？」

　後藤は、膝を乗り出した。

「いや、なんでもない。将軍の称号は残すかわり、即刻、江戸の金座、銀座を京都に移転せよということだ」

　金座、銀座は、幕府の貨幣鋳造所である。それが京都に移転すれば幕府直営の金山、銀山も京都に移る。幕府はこのため金銀がなくなり、外国から物が買えなくなる。買えなくなれば一挙に衰亡せざるをえない。

（考えも及ばぬことを言やがる）

　後藤は、首をふった。




　竜馬の動きとは別に。

　京の一角で、武力討幕派の計画がひそかにしかし確実な速度をもって進められている。

　その謀主は、洛北岩倉村にひきこもっている公く卿げの岩倉具視であった。岩倉はすでに先帝の勅勘が解け、直接宮廷工作ができる身になっている。

　が、表むきは依然として隠居入道で行ないすましているかのごとくよそおい、夜陰、武家の服装に変じ、伸びかけの坊主頭に覆面をし、ひそやかに薩の大久保一蔵の下宿を訪ねたり、幼帝の外祖父中山忠ただ能やすの屋敷に入ったりして、その暗躍は端たん倪げいをゆるさない。

　革命が巨大な陰謀であるとすれば、岩倉ほどその才のある者はまれであろう。しかもかれは、洛北岩倉村をはなれず、その一角から京の風雲をあやつっているのである。

　岩倉には、好伴侶がいる。

　薩の大久保一蔵であった。もはや革命も煮えつまって芸のこまかい陰謀の段階になってくると、西郷の持味の分野ではなく、西郷はその方面の活動をいっさい大久保にまかせきっていた。大久保は岩倉と結び、もはや血肉を一つにするほどの関係になっている。

　公卿岩倉が担当するのは、なんとか幼帝の外祖父中山忠能を籠ろう絡らくして討幕の密勅を手に入れることであった。

　大久保の担当は、その密勅をもって薩摩藩主を動かすことであり、西郷の担当は藩兵を革命の火中に投じて京都における武力戦の指揮をすることであった。この三者三様の活躍は名人の三人舞を見るようにすでに呼吸があっており、その舞は次第にテンポをはやめて最絶頂にさしかかりつつある。

　岩倉はその秘書的な同志である玉松操という在野の学者に命じて錦にしきの御旗のデザインをひそかに考案させつつあった。

「討幕」

　となると、薩長の私戦では天下はうごかない。官軍にならねばならなかった。そのため一方では密勅降下の工作をし、一方では錦の御旗をつくろうとしている。

　これが、岩倉の魔法であった。錦の御旗などは現実にはどこにもない。史書には、南北朝時代などで使われたといわれている。

「歴史を調べても、旗の形まではわかりますまい。みなが納得する形を工夫すればよろしいでしょう」

　と、岩倉は、彼自身、

「先生」

　とあがめているその秘書玉松操にそういっていた。のちに薩長をして官軍たらしめた錦の御旗は、このようにして岩倉村の工房で考案されつつある。

　その材料の錦も、入手しがたい。

「婦人の帯地でよかろう」

　と言うことになり、大久保が懇意の女に金を渡して西陣に買いにやらせた。その女も、自分が買う帯地が歴史を旋回させる小道具になろうとは夢にも思わなかったであろう。

　竜馬が高知から海路大坂に上陸した日、長州の連絡官である品川弥二郎がひそかに京に入り、石いし薬やく師し通寺町東入ルの大久保の下宿をたずね、一蔵と会っている。

「いよいよ蹶起ですな」

　と、品川ははずみきっていた。この最後の打合せ事項を携えて品川は京を脱出して長州に帰り、その藩軍を大挙上洛させる、というのが秘密連絡官としての任務であった。

　大久保は、新選組の目をはばかって品川に薩摩藩士らしい服装をさせた。

　薩人は、呉ご絽ろの羽織をこのむ。呉絽はゴロフ・グレンというオランダ語の略で、羊毛に麻や綿などをまぜて織ったぶのあつい生地である。その黒染めの紋抜きの羽織を品川は借り、[image: 〓]の島津家の紋を押した菅すげ笠がさをかぶると、どこからみても薩人になった。

　翌七日の朝八時、大久保は品川とともに馬に乗り、馬首をならべて岩倉村にむかった。この秘密会合で、武力革命の最後的取りきめがおこなわれるはずであった。




「時に午前十時頃なりき」

　と、この長州の秘密連絡官、のちの子爵品川弥二郎はのちに語っている。とにかく岩倉村に入った。

　が、岩倉具視の隠宅には行かない。この隠宅にはすでに所司代の目が光っているため村内にある公卿中なか御み門かど経つね之ゆきの別荘が、密会の場所として用意されている。経之は岩倉の幼な友達で佐幕派公卿ではないため、むろん洩れることはない。

　大久保、品川の両人は、乗馬のまま門内に入った。邸内で馬を降りると、たまたま足もとを小さな亀が歩いてゆく。

「これは瑞ずい兆ちようでありますな。前途に亀を見るのはこの一挙の幸さい先さきよきしるしではありますまいか」

　品川は、貧相な顔で笑った。この男は長州志士の第一級ではないが、小こ気きがきいて、連絡官としては打ってつけの男なのである。

「大久保は大笑して首しゆ肯こうしたり」

　大事の前で緊張しきっているときだけに、冷厳北海ノ氷山ノゴトシといわれた大久保も、小亀いっぴきの瑞兆がそれほどうれしかったのであろう。

　密談は、進行した。

　やがて岩倉具視は、玉松操が考案するところの錦の御旗の図案をとりだした。

「なるほど」

　両人は畳に這うようにしてそれを見、やがて調製の相談がまとまった。

　前記のとおり、生地は大久保が手に入れ、製作は品川弥二郎がひきうける。品川は図面と生地を長州へもち帰って作るというのである。

　のち、そのとおりに事が運んだ。

　旗に、正旗と副旗がある。

　正旗は日じつ月げつを入れたいわゆる錦旗で、これは薩藩用と長藩用のそれぞれ一旒りゆうずつしかつくらない。

　副旗は、のちのち参加してくる諸藩に用いさせるためのもので、菊花紋を入れた紅旗、白旗という意匠になっている。これは紅白それぞれ十旒ずつ製作する。

「これをひるがえせば、幕府はたちどころに賊軍になる」

　品川は顔を皺しわばませてよろこび、「大いそぎで調製し、調製後、薩藩用のものを京都に急送します」といった。

「さて、密勅のことだ」

　岩倉は、両人にいった。錦旗を合法化するためには討幕の密勅が薩長の手に入っていなければならない。岩倉は立ちあがり、違い棚の上の文庫から数葉の紙をとり出してきた。

「これが密勅です」

（えっ）

　品川弥二郎は、正直に驚いた。岩倉は錦旗をつくるだけでなく、密勅まで作っているのである。

「ま、まことでござるか」

「お正直な」

　岩倉は声を立てて笑った。密勅そのものではなく、密勅の草稿であった。これも岩倉の秘書が文案を練り、清書したものである。

「しかしここに」

　と、岩倉は文章の最後の余白を指で押え、

「玉ぎよく璽じを押せば詔勅になる」

　ぎょろりと目をむき、品川を見た。品川はあわててうなずいた。

「その件は、進んでおりますかな」

　と大久保がいうと、岩倉は苦笑した。なかなかの苦心であるらしい。

　幼帝（明治帝）の外祖父中山忠能を籠絡することがである。この前さきの大納言忠能という老公卿は公卿にめずらしく剛骨の人物で、それに大の開国反対論者であった。岩倉は心ならずもこの老人の保守論に説をあわせて密勅の件を説きつつある。忠能さえ諾うんといえば、忠能が介かい添ぞえして幼帝に御ぎよ印いんをもたせ、その手の甲を上からおさえるようにしてこの草稿に朱印を捺おす、という段取りになろう。




　こんどの上洛で、竜馬の宿がかわった。ずっと使っている車くるま道みちの材木屋を幕府の偵吏が嗅ぎまわっているというので、薩摩藩や土佐陸援隊の連中があらたに見つけておいてくれた。

　場所は、やはり河原町通に面し、土佐藩邸にも近い。

　四条上ル西側、といってもよく、河原町通蛸薬師南、といってもよい。稼か業ぎようは、大きな醤しよう油ゆ屋やである。屋号を、近江おうみ屋やといい、主人の名は新助であった。もともと土佐藩邸の御用をつとめている店だが、京の町人は勤王志士に対して俠気をもつ者が多く、

「左様なお人ならば、命にかえてもお宿をさせていただきます」

　と新助も言い、わざわざ裏庭の土蔵に密室をこしらえ、万一のときには梯はし子ご伝いに裏手の誓願寺へ脱のがれられるようにしてくれた。

　西郷などはそれでも心配し、

「土佐藩の勘当が解けた以上、藩邸に泊まっておられるほうがよいのではないか」

　と、使いを出して竜馬に忠告したほどであった。藩邸ならば治外法権をもっているし、防備も厳重で邸内にいるかぎり手も足も出ない。

「窮屈さ」

　竜馬は笑い、一顧もしなかった。大名屋敷にいるよりも町の商家にとまっているほうが、この男の性しようにあうらしい。

　その日、後藤と藩邸で話しあったあと、右の近江屋新助方にひきあげた。

　二階と土蔵が、竜馬に解放されている場所である。下僕が一人いた。

　藤吉という男である。

　例の寝待ノ藤兵衛はことしの春、竜馬と大坂でわかれてから持病の胆石が重くなり、大坂の「薩さつ万まん」に置き手紙をのこして江戸へ帰ってしまっている。

　竜馬はその藤兵衛をなつかしがり、こんどの下僕を藤吉とあらためさせた。

　近江の大津のうまれである。京相撲すもうの幕内で「雲井竜」というシコ名までもっていた男だが、あまり強くもなくちかごろは先ぽん斗と町ちようの料理屋「魚うお卯う」の出前持になり、狭い町筋を大きな体で駈けまわっていた。それを海援隊文官長岡謙吉が見つけて去年から可愛がっていたのだが、こんどの竜馬の入京とともに竜馬の下僕につけたのである。

「雲井竜といえば、おれとおなじ名だ」

　と竜馬はこの男を大きによろこんだ。その藤吉が、竜馬の寝具食膳の世話をうけもっている。

　竜馬が近江屋に帰ると、夜ふけではあったが陸奥陽之助が駈けこんできた。

「中岡さんからききました」

　といって、岩倉村を策源地として進められている密勅降下運動の秘事を竜馬に伝えた。

「そうか、それくらいのことは岩倉卿ならする」

　竜馬は、是ぜとも非ひとも言わなかった。

　ただ問題なのは、その討幕の密勅がいつ薩長にくだるかということである。あすにもくだるかもしれないし、十日後にくだるかもしれない。

　降くだれば、開戦である。もはや竜馬の大政奉還工作など、砲煙のなかでけし飛んでしまうだろう。国内に硝煙が満ち、三百諸侯は京方と江戸方にわかれて各地で戦争をはじめ、日本にふたたび南北朝の乱世が現出するのは自明のことであった。

　岩倉入道は、その導火線にすでに火を点じたといっていい。火は導火線を走り、やがては火薬庫を爆発させることになるだろう。

「その燃えつきぬまに将軍に大政を奉還させねばならぬ。これは時と間きとの駈けっこだな」

　と、竜馬はつぶやいた。




　その後、数日のあいだ竜馬と後藤が手わけして奔走したが、いっこうに効果らしいものがあらわれてこない。

　なにしろ幕府というのは幕府創設以来、合議制を建前としてきているため、いざとなるとたれに責任と決定権があるのかさっぱりつかめない組織だった。

　後藤は何度も大坂にくだり、大坂に駐在している老中筆頭の板倉勝静を説いた。板倉は西洋ふうにいえば首相に相当しているが、しかし首相らしい裁断からつねにのがれようとしている人物で、後藤の説得は徒労にちかかった。

　しかし、

「土佐藩の顔はつぶさぬ」

　というところまで、板倉も前進している様子だった。これは当然なことで、土佐藩の顔をつぶせば、せっかく徳川家救済に奔走しているこの藩を、薩長の側に走らせてしまうかもしれない。板倉は、それをおそれた。後藤も相手のその危惧をたくみにつかまえて説得している。

　とにかく、幕府の官僚組織を動かすことはその行政形態からみて不可能にちかい。

　結局は、将軍慶喜自身に決断をせまるほかなかった。それには慶喜がもっとも信頼する側近の永井玄蕃頭尚志を説きつづけてゆくよりほかはない。

　竜馬と後藤がかわるがわるで永井のもとをたずねた。このころ永井は、二条城の北側の京都所司代十本屋敷と通称されている敷地内の、その敷地の南のはしの祐筆屋敷という家を借りてそこを宿舎としている。

　永井は後藤の熱情に打たれ、

「後藤ハ確実正直」

　と人にも言い、書き残している。おなじく竜馬を評し、

「後藤ヨリモイッソウ高大ニテ、説クトコロモオモシロシ」

　といった。

　十二日夜になって、事態が変化した。この夜、京の町に二条城の使者が八方に飛んだ。

「明十三日、異例のことながら将軍が諸藩の重臣を二条城に招集し、重大なことについて諮し問もんする」

　というのであった。徳川三百年のあいだ、将軍が陪ばい臣しんである諸藩重役をあつめて政治上の問題をじきじき諮問するなどということは、たえてないことであった。しかも諮問の内容は、

「大政奉還の可否について」

　ということが明示されている。この前夜、京は沸くような昂奮につつまれた。

　招集を受けた諸藩は、京に重役を駐在させている四十余藩で、その藩名は、

　加賀、薩摩、仙台、尾張、越前福井、肥後熊本、[image: 筑]前福岡、芸州広島、肥前佐賀、因州鳥取、備前岡山、阿波徳島、土佐、久留米、秋田、南部、彦根、米沢、出雲松江、郡山、姫路、伊予松山、柳川、福山、二本松、中津、宇和島、津軽、大垣、松まつ代しろ、新し発ば田たなどであった。

　土佐藩では当然、藩首相である後藤象二郎がゆく。薩摩藩に対してだけは、幕府は家老小松帯刀をとくに指名した。「側そば役やく」というこの藩の重役である西郷吉之助、大久保一蔵がすでに倒幕方針以外に一顧もしないことを幕府は探知していたのである。

　この夜、後藤はこの二条城からの使者を藩邸で応接した。使者が帰ったあと、ただちに筆をとって竜馬に手紙を書いた。

　竜馬は、近江屋でその手紙を受けとり、歴史の重味が一時に竜馬の全身にかぶさりかかったような思いがし、さすがに身のうちのふるえてくるのを、どうすることもできない。

　おそらく将軍慶喜の意中はすでにきまっているであろう。諮問といってもその決意を、諸藩の世論に訴えようとしているにすぎまい。

（吉か、凶か）

　と、竜馬は思ったが、しかしこれだけはなんとも予断できなかった。




　竜馬は、爪を嚙んだ。

　爪を嚙むなど、竜馬の癖には曾かつてない動作だが、当人は気づいていない。

（いよいよ、明日か）

　とおもえば、外貌、これほど野放図にできている男も、居ても立ってもいられない心境であった。嘉永以来の幕末の混乱を大政奉還の一手で収拾することを思いつき、その工作計画を練り、その案の骨子を作り、さらに新政体の構想をも作って肉をつけ、それをもって時勢に投げ入れた。すべて竜馬の一身から出た。その成否が、あす打出されるのである。

　竜馬は一介の処しよ士しにすぎず、後藤のような藩重役ではなかったから、二条城のその場所に出るわけにはいかない。

　下宿で、結果を待つより仕方がなかった。

　竜馬がもし将軍慶喜に単独で会える身分ならば、この案の理と利を説き、

「家康が乱世をおさめて三百年の泰平の基礎を築いたのも、歴史への功績である。いまその世襲政権をみずからの手で終しゆう熄そくさせ即座にあたらしい歴史を打開するとすれば、家康以上の大功であり、徳川家は二度にわたって歴史に貢献することになる。思うても見られよ、古今東西、兵戦を用いず乱をおこさず、ただ国と民のためのみを思ってその政権を他に譲った例があったか。本朝にもなく、唐土もろこしにもなく、西洋にもない。そのかつて無かった例を日本においてひらく名誉を徳川家は持たれよ」

　と竜馬は、説きたかった。それを説き得れば竜馬はその場で死んでもいい。

　そうおもった。しかしそれらのすべては後藤象二郎に言いつくしてある。聡明で雄弁な後藤はあますところなく将軍に伝えるにちがいない。

（しかし、それを将軍が拒否したら）

　そのおそれがあるどころか、冷静にみれば十中八九は、悲観的観測がつよい。むしろ将軍がすらすらと政権を渡すであろうという期待のほうが、童話的であった。将軍はあくまでもなま身の人間で、古代中国の神話に出てくる尭ぎよう・舜しゆんのような聖人ではないのである。

　ただ一いち縷るの期待をかけうるとすれば、将軍慶喜が教養人であることだった。慶喜の教養の基幹が、その尭・舜をもって理想的君主像とする儒教である以上、西洋や日本の徳川期以前の歴史にないことを慶喜が夢想する可能性はある。その夢想が現実の決断になるかどうかは、これは別の問題だが。

「藤吉、硯すずりと紙をたのむ」

　と、竜馬は隣室の大男にいった。

　やがて藤吉がそれを運んできた。竜馬は後藤に、あすの大事に関する最後の手紙を書こうとするのである。

「建白の儀」

　と、まず書いた。相撲あがりの藤吉が磨すっただけに墨はみごとな発色である。

「万一行なわれざれば、もとより必死の御覚悟ゆえ、御下城なさるまじ」

　後藤は奉還案が受理されなければそのまま二条城の一室で切腹して果てる覚悟だ、と竜馬にもいっていた。御覚悟、とはそれを指す。

「もし御下城これなきときは」

　つまり奉還案が拒否され、同時に後藤が死に、このために後藤は下城してこない。そのときは、……

「海援隊一手をもって大たい樹じゆ（将軍）参さん内だいの道路に待ち受け」

　と、竜馬は書く。海援隊の同勢とともに将軍の行列に斬りこみ、将軍を刺して自分も闘死する。地下で貴君と面会することになるだろう、というのである。竜馬にすれば薩長を待たせに待たせた罪をその死でつぐない、同時に討幕の先陣として死ぬつもりであった。

　この文章、三百八十五字、行間に殺気が満ち、鬼気あふれ、藤吉の使いでこの手紙をうけとった後藤は一読しておもわず慄えた。




　その日がきた。

　慶応三年十月十三日である。

　昼の太鼓がきこえてほどなく、二条城の城門に裃かみしも姿の武士がぞくぞくと入りはじめた。慶喜から招集をうけている四十藩の代表者で、大藩のばあいは同役二人が招待されているため、総数は六、七十人になるであろう。

　会場は、城内大広間の二ノ間まである。二時前、一同着座した。

　二時すぎ、上段の間をすこしさがったあたりに、幕府の首席老中の板倉勝静があらわれ沈痛な表情で着座した。従えている吏僚は、大目付の戸川伊豆守、目付の設楽岩次郎である。

　慶喜は、出ない。

　一同、板倉勝静に拝礼した。

「大儀しごく。──」

　板倉はつぶやき、やがて下僚に命じ、あらかじめ筆写された何枚かの書類を一同に回覧させた。この書類に、将軍のお言葉がかかれている。これが議事の進行法であった。将軍と陪臣とでは身分がかけはなれているため、こういう形式をとらざるをえないのである。

　自然、この招集の重大さにくらべて議事のすがたそのものはいっこうに劇的ではなかった。

「それは御諮問案である」

　板倉勝静はいった。

「めいめいにおいて見込みの儀（意見）があらば、腹蔵なく申しあげよ」

　その言葉がおわると、大目付の戸川伊豆守が筆と紙を持ってきて、

「意見ありて拝謁を願わんと思う者は、さしゆるさる。その者はこれへ姓名を記入せられよ」

　といった。意見があれば別室にて慶喜に拝謁できるというのである。

　将軍の「お言葉」が回覧されている。広間はなんとなくざわめいているが、みな藩の重役で殿中作法が身についているため、みだりに声をあげる者がいない。

　このため後藤象二郎は、

（はたして吉か凶か）

　と身を揉みたくなるようないらだちを覚えているが、書類が回覧されてくるまで、わからない。やがてそれがまわって来た。

　後藤は拝礼し、手にとった。

（あっ）

　と叫びたくなるほどに喜悦した。

　政権を朝廷に帰し奉り、広く天下の公議を尽し……。

　という旨の一行が目に入ったのである。

「帯刀殿」

　と、となりの薩藩小松帯刀にささやいた。小松はうなずいた。

　後藤もうなずいた。ついに成功した。後藤は、ひざをつかんだ。こうとなれば立案者の竜馬に一刻も早くしらせたかったが、中座をするわけにはいかない。

「後藤殿」

　小松は、ささやいた。

「な、拝謁を願い出ましょう。貴殿と芸藩の辻将曹どの、それに拙者、つまり三藩共同という形で拝謁をねがい出ましょう。よろしゅうござるか」

「よろしゅうござるとも」

　後藤は場所柄声を出せず、無言のままはげしくうなずいた。

　小松のいうとおり、拝謁の必要があった。この大政奉還はたとえ将軍がそう決意しても、幕臣や会津、桑名両藩などが故障を申し立てれば大混乱におちいり、結局はうやむやになるおそれがある。

　それをふせぐために、即時将軍に参内してもらい、いそぎ上奏してもらわねばならぬ。朝廷の受諾を得てしまえば政権の奉還は法的に確定する。それをいそいで貰わねばならない。




　二条城大広間には、本ほん間まと二ノ間がある。

「さらば案内いたす」

　と、御坊主が、この薩土芸三藩代表のさきに立ち、そろそろと大廊下を進んだ。

　たまたまこの日、佐幕派の会津藩主、桑名藩主も登城していたが、両藩主はかれら四人（土藩は福岡藤次を加えて二人）をみて、

「乱世だな」

　吐きすてるようにいった。

「外と様ざま大名の陪臣ふぜいが上様の御前にまいるとは前代未み聞もんのことだ」

　かれらは席をあたえられ、待つほどに徳川慶喜があらわれた。

　慶喜着座。

　かれら陪臣ども、平伏。ひたいを掌の上に近づけ、息を殺してその姿勢のままでいる。

「そのほうども、申しあげたき見込み（意見）あるとやらにつき、さっそく御お目め見み得えをおゆるしくだされた」

　首席老中の板倉勝静がいう。

　それに答え、四人のうちで席次が上になる薩摩藩家老小松帯刀が体を板倉にむけ、上体をややあげ、本日の将軍の決意に感謝した旨をのべた。陪臣の小松には将軍へ直じき々じきに申しあげる資格がないのである。

　板倉がうなずき、

「そのほうども見込みがあろう。それを申しあげよ」

「申しあげてよろしきや」

「遠慮におよばず」

　と、型のようなやりとりがあって、やがて小松はあらためて将軍に平伏する。

　後藤、福岡、辻も同様平伏している。仰ぎ見ることはできない。

　小松はいう。いま大政を奉還しても朝廷のほうにまだ政府がない以上、あすから大政をとらせ給うというわけにはいかない。朝廷に政府ができるまで、外国事務と国家の大事件は朝廷の御評議にまかせ、その他の行政は従来のごとく朝廷御委任という形にてお取りおこなわせられるがよろしかろうかと存じまする、といった。

「もっともなことである」

　慶喜は、うなずいた。かれらが慶喜の言葉をきいたのはそれが最初で最後だった。

　やがて退出し、別間で板倉勝静に謁し、ただいまより参内なされて朝廷の御裁可をうけられたし、と懇請した。

「ただいま？」

　板倉は、眉をひそめた。板倉は幕府の首相とはいえ所詮は大名だから、情勢の緊迫が下々ほどにはわからない。しかし四人は不測の事態をおそれていた。たとえば会津藩が将軍の決意に反対して騒ぎ、その騒ぎにつけ入って西郷・大久保のふたりが薩軍をひきい、会津を討つという名目で事実上の討幕革命戦をおこすかもしれなかった。当の薩摩藩家老小松帯刀は、薩人であるだけにそれを真剣におそれているのである。

　が、老中であると同時に備びつ中ちゆう松山五万石の大名でもある板倉勝静にはそういう危機感が、あたまで理解できても皮膚で感じられないらしいのである。

「ただいますぐ、と申してもそうはゆかぬ。朝廷にも御都合があろう」

　と、官僚じみたことをいった。小松らはそこを押し、再三再四頼み、ついに明十四日に朝廷の御都合をうかがい、明後十五日に慶喜が参内する、ところまで漕ぎつけた。

「しかしせっかく奏そう聞もんに及んでも、朝廷において御裁可くださらぬというのではどうにもならぬ。左様の手違いがないよう、そのほうら四人、あらかじめ周旋せよ」

　と板倉はいった。かれらに宮廷の内々の諒解を取りつけておけ、というのである。

　四人は下城し、その「周旋」のため御所にむかった。このときすでに夜九時であった。

　河原町の下宿では、竜馬は何も知らずに待ちつづけている。




　この日、京にいる土佐系の志士はことごとく竜馬の下宿にあつまっていた。

　近江屋の階下も階上も、土佐弁、朱鞘という男どもで満ちている。座敷が混雑しているため、厠かわやへ行く廊下にずっとすわりつづけている男もいた。

　みな、待っている。

　二条城の会議の結果を、である。竜馬のもとに来るのがもっとも情報が早い。

　それに、もし否ひと出れば、かれらはただちに竜馬を擁して討幕戦に立ちあがるつもりであった。

　竜馬はずっと二階にいた。

　菓子を食ったり茶をのんだりしていたが、日が暮れても後藤からなんの報告もない。

（こいつは、いけんかいの？）

　竜馬はくびをひねった。しかし外貌あせりは見せず、中島作太郎をよび、

「チクと頼む。象しようノ字じが帰っちょらんか、藩邸まで走ってくれんかいの」

　と、たのんだ。

「心得た」

　中島は勢いよく駈け出し、やがてもどってきたが、まだ後藤は戻っていない、という。

　後藤が使っている下宿にもいないというのである。

「要するに、まだ下城しちょられません」

（遅い、とはいいしるしではないな）

　竜馬はおもった。おそらく城内でごたついているのであろう。最悪の場合、案を拒否されて後藤はその三寸の舌も効なく、城内で切腹したのかもしれない。

「竜馬、これは絶望かい」

　古い志士が、大声でいった。

「世に絶望ということはない」

　竜馬は、にがい顔でいった。死んだ高杉晋作もそういう意味のことを言い、いっさい絶望せぬ、それが信条であると平素言っていたのを、竜馬はふとおもいだした。

　一方、後藤は夜九時になってやっと小松、福岡、辻らと二条城を出ている。かれらはすぐその足で二条関白を訪ねるわけだが、後藤のみは竜馬に結果を急報するために途中でわかれ、自分の下宿に帰り、手紙をかいて下僕を走らせた。

　後藤の手紙は、報道文の簡潔さをもっている。

「ただいま下城」

　と、冒頭に書き「こんにちの様子おもむき、とりあえず申しあげ奉り候」とつづき、

「大樹公、政権を朝廷に帰するの号令を示せり」

　と、ふとぶとと書いた。

　下僕は走り、町々を駈けぬけてやがて河原町の近江屋の戸を乱打した。中島作太郎が出てそれを受けとり、階段を二つ飛びでかけあがって竜馬に渡した。

　竜馬は、ひらいた。

　黙然と首を垂れて手紙を見入っている。顔が、あがらない。

（なにごとぞ）

　と、一同は竜馬の膝の上の後藤の文章をのぞきこむと、なんと大政奉還の実現がありありと報じられているではないか。

　みな、声をうしなった。首領の竜馬が、依然として言葉を発せず、顔を伏せたままで凝ぎよう然ぜんとすわっているからである。

　やがて、その竜馬が顔を伏せて泣いていることを一同は知った。むりもないであろうとみな思った。この一事の成就のために、竜馬は骨身をけずるような苦心をしてきたことを一同は知っている。

　が、竜馬の感動はべつのことだった。やがて竜馬は体を横倒しにし、畳をたたき、かつ起きあがって、彼等が想像していたこととはまったく別なことを言った。




　竜馬がこのとき吐いた言葉とその光景は、そのまわりにいた中島作太郎、陸奥陽之助らの生涯忘れえぬ記憶になった。かれらはそれをのちに人に語り、やがてこのときの竜馬の口語が、古格な文語になって語り継がれた。このためこの場合、竜馬の呟きを文語として書くほうが、いっそうに自然であろう。




　　大樹公（将軍）、今日の心中さこそと察し奉る。よくも断じ給へるものかな、よくも断じ給へるものかな。予、誓ってこの公のために一命を捨てん。




　と声をふるわせつついった。竜馬は自分の体内に動く感激のために、ついには姿勢をささえていられぬ様子であった。

　この男のこのときの感動ほど複雑で、しかも単純なものはなかったといっていい。

　竜馬は長崎を出発して革命前夜の京におもむくとき、

「アメリカの大統領は下女の給金の心配までするという。日本の将軍は三百年、そういうことをしたことがあるか。この一事をもってしても幕府は倒すべきである」

　と、激越な口調で長州の桂小五郎にいった。京に入ってから後藤象二郎に、

「将軍がもしこれを無視するならば、海援隊一手をもって路上に要ようし、将軍を刺さん」

　といった。そのおなじ男がいま畳にわが身を投げつけてうめき、「この公のためには一命を捨てん」といっている。

　日本は慶喜の自己犠牲によって救われた、と竜馬は思ったのであろう。この自己犠牲をやってのけた慶喜に、竜馬はほとんど奇蹟を感じた。その慶喜の心中の激痛は、この案の企画者である竜馬以外に理解者はいない。

　いまや、慶喜と竜馬は、日本史のこの時点でただ二人の同志であった。慶喜はこのとき坂本竜馬という草そう[image: 莽]もうの士の名も知らなかったであろう。竜馬も慶喜の顔を知らない。しかし、このふたりはただ二人だけの合作で歴史を回転した。竜馬が企画し、慶喜が決断した。竜馬にすれば、慶喜の自己犠牲への感動のほかに、企画者として、ちょうど芸術家がその芸術を完成させたのとおなじよろこびもあったであろう。しかもそのよろこびが慶喜の犠牲の上に立っている、ということで竜馬は慶喜の心中を思い、同情し、ついには「この公のために一命を捨てる」とさえいった。

　竜馬にはこのとき、慶喜の今後について一つのおそれがあった。西郷、大久保、岩倉らが、なおも詭き謀ぼうをつくして慶喜を罪におとしいれ、賊として慶喜討伐軍をおこすであろうということである。

　そのときは、江戸の旗本も慶喜を見すてるにちがいない。もともと慶喜は水戸系であることなどの理由で幕臣に不人気であり、しかも幕臣一般にはかることなく独断で政権をなげうったということで、かれらの反感を買うであろう。慶喜は薩長に攻められ、幕臣に捨てられ、ついには歴史の最大の功績者でありながら、もっとも悲惨な運命におちいるかもしれない。

　竜馬は、それを直感していた。そのときこそ彼自身が一命をなげうって慶喜を救済するというのが、竜馬の慶喜へのひそかな補償であった。

「わっ」

　と竜馬の周囲に歓声があがった。同志たちが手をとり足を舞わせ、嘉永・安政以来幾千の志士を殺してきた革命活動の成就をよろこびはじめたのである。

　しかし夜もふけている。かれらは三人、四人とかたまりながら帰って行った。

　あとに、陸奥陽之助と戸田雅楽、そして竜馬が残った。

「今晩中に、新政府案を作らねばならぬ」

　と竜馬がいったために二人が残ったのである。あす、夜があければ新しい日本がはじまっている。それに必要な政体と政府案を今夜中につくっておかねばならないであろう。




　家人はすでに寝静まっている。

　竜馬は、陸奥陽之助と戸田雅楽を階下の離れ座敷にさそい、そこで筆硯を用意させた。

「新官制を作らねばならぬ」

　竜馬はいった。

　その主眼は、議会制度と富国強兵にあり、思想としては人民平等というところにあるが、かといってそれがただちに新政体として実現できるものではない。その理想的政体へ到達するための暫定的な政体をまずつくる必要があった。

　なぜならば、現段階では三百諸侯はそのままであり、かれらの土地・人民の支配体制をいますぐ廃止するわけにはいかない。

　また人民といっても、百姓や町人は期待できなかった。かれらは知的にも政治的にも未成熟であり、その日常感覚は天下国家などとは無縁の、個人の利益の追求だけにとどまっている。かれらをいまただちに新国家成立の要綱に組み入れるのはむりであろう。

　公卿にも問題があった。公卿たちは源頼朝の鎌倉幕府樹立以来、政治的失業者として七百年の歳月をへてきている。いまの宮廷の制度も国政をとれるような制度ではない。

　となれば、国政担当者としていますぐ期待できるのは、数人の賢明な公卿・大名と、それと諸国における国事奔走の士だけであった。

　竜馬にすれば、まずかれらをもって政府要員を構成することであった。これをもって新国家を誕生させる産婆役とし、しかるのち西洋式の政体へ徐々に移行してゆくのが、もっとも無理がない。

「官職の名称も、とりあえず日本のふるい名称を使おう」

　と、竜馬はいった。西洋式の官職名には適当な翻訳語がまだできていないし、それになじみもない。一般に抵抗を感じさせず、しかも新味をもったものといえば、古いながらも王朝風の名称であろう。これならば頑固な復古的勤王思想家の感覚にも適あう。

　それには、戸田雅楽が相談相手としては最適であった。この若者は公卿侍の出身で、そういう名称や諸制度にあかるい。

「関白というのを置こう」

　と、竜馬はいった。むろんふるい王朝風の概念による関白ではなく、西洋流の首相というべきものであった。

　やがて、草案ができあがった。

　関白　一人

　　公卿のなかで徳望智識もっともすぐれたる者をもってこれに充あつ。上かみ一いち人にんを輔ほ弼ひつし、万機を関白し、大政を総裁す。

　議奏　若干人

　　親王・公卿・諸侯のうちもっとも徳望智識ある者をもってこれに充つ。万機を献替けんたいし、大政を議ぎ定じよう敷ふ奏そうし、兼ねて諸官の長を分掌す。

　参議　若干人

　　公卿・諸侯・大たい夫ふ・庶人をもってこれに充つ。大政に参与し、兼ねて諸官の次官を分掌す。




　この案を草そうしおわったときは、すでに夜が明けようとしていた。

「藤吉、ふとんをたのむ」

　と、竜馬は次室でうたたねをしている角力すもうの藤吉に命じた。

　藤吉は、一つ座敷に三流れのふとんを敷き枕を三つならべた。竜馬らがそれぞれもぐりこんだとき、雨戸のむこうで、虫が鳴きはじめた。

「おや、京でも草くさ雲雀ひばりが鳴くのか」

　竜馬は、枕のうえで耳を澄ました。草雲雀は、鳥ではない。草の虫であった。夜があけ染めるとき、暁闇のなかで、鈴を鳴らすような声で鳴く。竜馬の幼いころ、乳母のおやべさんが、

「草雲雀は小柄ながらも、夜を明けさせるのでございますよ、坊ぼんちゃん」

　と話してくれた。その虫であった。

（おれも、草雲雀だな）

　竜馬は、ねむった。
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　二、三時間はねむった。

　陸奥陽之助がふとんを蹴って起きると、竜馬はすでに縁側にすわっていた。

「もう出かけようぜ」

　竜馬は、ふりむいていった。陸奥と戸田があわてて井戸端にゆき、顔を洗った。

「坂本さんは便利ですねえ」

　と陸奥が顔をふきながらいったのは、竜馬は洗面の習慣がないことである。それに竜馬は袴をはいたまま寝、そのまま雨戸を繰って縁側へ出たらしい。

「早いはずだ」

　ふたりはぼやきながら袴をつけ、大小を帯びた。

　これから薩摩屋敷に西郷と大久保をたずね、さらに洛北岩倉村へゆき、岩倉具視をたずねようとするのである。それが竜馬の作戦であった。

　竜馬にすれば、事がここまでくれば倒幕急先鋒の三人の大謀略家をひきこみ、あとはむしろかれらを新政府樹立の中心的存在にしてゆこうとしていた。でなければ、革命の流れが、坂本・後藤閥と、岩倉・西郷・大久保閥のふたつにわかれてしまうであろう。

「おれは、これでひっこむ」

　と、竜馬はいうのである。昨夜、この竜馬の態度をきいて陸奥はおどろき、

「冗談ではない」

　と大声でいってしまった。

　陸奥のいうのも、当然ではあった。竜馬は薩長連合を遂げ、大政奉還を演じ、いま新官制案をつくった。当然、革命政府の主流の座にすわるべき存在である。

　であるのに竜馬はこれをかぎりに身をひく、という。すべてを岩倉・西郷・大久保の流れに譲りつくしてしまうというのである。

「すべてを」

「ああ、それが物事を成就させる道だ。この新官制案も岩倉卿に渡し、岩倉卿の手もとで検討してもらう。西郷と大久保がよいようにするだろう」

　竜馬のいうところは、でなければ岩倉・西郷・大久保という討幕コース派は新政府のなかで別派の閥をつくり、大政奉還コースの派と対立する勢力をつくりあげてゆくだろう。

（きっとそうなる）

　かれらは、竜馬と後藤に維新政府樹立という最終点で功をうばわれた。西郷の場合は功を奪われても感情の変化をおこすような男ではゆめゆめあるまいが、その周囲やその幕ばつ下かの者がどう動き、どのように西郷をかつぎあげてどのように暴走するかわからない。

「すべて西郷らにゆずってしまう」

　と竜馬がいったのはこの機微を洞察したからであった。いま竜馬が革命政府の主流としてのしあるけば、政権は誕生早々から二派にわかれて相そう剋こくし、ついには瓦解してしまうかもしれない。

　竜馬はこの間かんの自分の心境を、

「おれは日本を生まれかわらせたかっただけで、生まれかわった日本で栄達するつもりはない」

　といった。さらに、

「こういう心境でなければ大事業というものはできない。おれが平素そういう心境でいたからこそ、一介の処士にすぎぬおれの意見を世の人々も傾聴してきてくれた。大事をなしとげえたのも、そのおかげである」

　またさらに、

「仕事というものは、全部をやってはいけない。八分まででいい。八分までが困難の道である。あとの二分はたれでも出来る。その二分は人にやらせて完成の功を譲ってしまう。それでなければ大事業というものはできない」

　ともいった。

　竜馬はいまから、それを譲るために二本松の薩摩藩邸にゆくのである。




　これらの事態のなかで、とほうもない偶然が発生していた。

　討幕の密勅のことである。

　岩倉・西郷・大久保は、竜馬・後藤の大政奉還コースとは別にひそかに密勅降下の工作をつづけていたが、それがなんと、慶喜が大政奉還の決意を表明したその夜に密勅が降下した。

　偶然、同日であった。慶喜の表明の方が数時間早かった。このため討幕密勅は岩倉の手に入ったものの、無効になった。将軍が政権を奉還し幕府が消滅してしまった以上、それを討つ名目がなくなったのである。岩倉らは肩すかしをくらい、密勅は闇から闇に葬り去られた。武力討幕派が、いわば竜馬にしてやられたというべきであろう。

　いきさつは、こうである。

　かねて岩倉はその私設秘書である玉松操に密勅の起草をさせ、それを正式の密勅にして貰えるよう、前大納言中山忠能に秘密工作をしていた。

　中山忠能は、関白でも摂政でもないが、かれの娘が幼帝を生み奉ったということで、宮廷に特殊の地位がある。その幼帝は生後中山邸で成長された。忠能は、外祖父であり、後見者であった。

「忠能卿が、幼帝の御手をとり奉って玉ぎよく璽じをさえ押せば立派に詔勅になる」

　というのが、岩倉の算段であった。そのため忠能を抱きこんだ。

「心得た。機会をみて」

　と忠能は岩倉に返事をし、その機会を待っていたがついに右の十三日の昼すぎ、幼帝の御手をとり、玉松操起草の文章にあかあかと玉璽を押した。

「密勅二通ができた。わが邸に取りに来こよ」

　と、忠能は岩倉に連絡した。

　岩倉はすぐにも人をやって受けとりにゆきたかったが、あいにくここ数日、新選組が中山屋敷に目をつけている。新選組にすればまさかこれほどの重大陰謀がおこなわれていようとは思わず、ただここ数日来、中山邸に人がしきりと出入りしているのをみて何かがあるのではないかと怪しみ、とりあえず一隊の隊士をして昼夜、屋敷のまわりをうろつかせていたのである。

　岩倉には、八や千ち丸まるというこどもがいる。のちの岩倉具とも経つねで、このころまだ髪も総あげ角まきの小童であった。この小童を使いに出せば新選組の士も油断し、見のがすであろう。

　この計画が、成功した。夜陰、中山家に入った八千丸は忠能から密勅を受け、それを下着の背に縫いつけてもらい、その上で裏口から出た。裏口にいた新選組の士は、

「なんだ、子供か」

　と、見のがしてしまった。

　密勅は、薩摩藩と長州藩に降下した。長州藩士は公然とは京にいないが、すでに広沢兵助が藩の密使として薩摩藩邸に潜伏している。この広沢が、受領した。

　竜馬は、この間かんのことは知らない。知らずに下宿の近江屋を出、河原町通を北上して薩摩藩邸にむかっている。

　途中、丸太町の角まできたとき、田中顕助にばったり遭遇した。

「あっ、坂本さん」

　と、顕助は、いった。顕助は中岡慎太郎の使いとして竜馬の下宿へ行こうとしていたところだという。田中顕助は土佐佐さ川かわの人で文久三年に脱藩し、いまは中岡の陸援隊に身を寄せていることはすでに述べた。

「じつは、こうです」

　と、密勅降下の秘事を明かした。それをきいて竜馬は肝きもの冷えるおもいであった。

（危機一髪とはこのことだ）

　しかしこの間の政略では、西郷が竜馬に敗れたことになる。西郷の心境はおそらく複雑であろうと竜馬はおもった。




　西郷吉之助は、二本松の藩邸にいる。この朝、同志をあつめて協議していた。

　今後、どうする。

　ということであった。慶喜が自分の手で幕府を潰してしまった以上、西郷は武力討幕という方針を変えざるを得ない。

　が、妙案がなかった。

（リョウメは、どんな肚はらでいるのか）

　それを知りたかった。西郷は竜馬の名を、リョウメと訓よんでいる。

　そこへ竜馬がきた。西郷はよろこび、一室で対座した。他に人はない。

「とにかく新政府をつくるのが先決だ」

　と、竜馬はいきなりいった。

　竜馬は、西郷の胸中を知っていた。西郷があれほどまで固執し、準備に準備をかさねてきた武力討幕方針を、一転情勢がかわったといってもさらりと捨てる気になれないであろう。

「今後、時勢はどう動く」

　西郷の特技は聞き上手なことであった。対座し、一見無のごとき表情をして相手の説をきく。相手はついひきこまれるように弁じつくしてしまう。

　竜馬は、つい弁じた。この場合、風雲の卸おろし問どん屋やの一つである西郷をひき入れてしまわねば、せっかくの大政奉還も、奉還後こわれてしまうであろう。

「武力の準備は依然ととのえておく必要があろう。地震はこれからであってこの第一震だけではおさまるまい」

　といった。慶喜が大政を奉還したとはいえあくまでかれの個人的決断であり、幕臣一同をなっとくさせたわけではない。会津・桑名という佐幕激派の両藩も、このままではひっこまないであろう。

「当然、挑戦してくる。そのときに武力が必要だ」

「なるほど」

「いまなら、薩摩と会津の私戦になる。新政府をつくってしまえば、新政府対会津の戦いとなり、大義名分は当然こちら側にかがやき、三百諸侯の大半も新政府側につくだろう」

「なるほど」

「となれば、いそいで新政府を作らねばならぬ。たとえば今日この日、会津藩が開戦すればどうにもならぬではないか」

「なるほど、早いほうがよい」

　西郷は、竜馬の説に歩み寄ってきた。となれば、目下の急務は、新政府樹立に没頭すべきであろう。

　竜馬はそこで、懐中から新政府案をとりだし、西郷にみせた。

　一読し、西郷はうなずいた。西郷には明確な革命政府像がなく、ばく然と儒教的な王道政治といったようなものを夢想していた。この点、西郷の脳裏にある新政治の像は、たとえばプラトンの哲人政治のようなものであったろう。

　ところが竜馬は西郷のような儒教主義者ではなく、欧米風の政治と社会をモデルとして革命像を組みたてている。ここでこまかく論じてゆけばおそらく両人は衝突するか、たがいに理解しがたい溝ができてくるかもしれない。しかし、目下の段階では衝突のおそれはなかった。

　なぜならば竜馬の案はなお原則と骨子だけにすぎない。というより、建築そのものではなく、建築物を作るための工事小屋にすぎなかった。この工事小屋の官制が、竜馬のこの案なのである。

「異存はないか」

「わしにはない。さっそく一同にもはかってみよう。ただここに人間の名を入れねばなるまいな」

　構成員のことである。

「腹案が、ないか」

「ある」

　竜馬は薩邸の一室を借り、この原案の諸官制に参加すべき人員の名を書き入れる作業にかかった。竜馬が書き入れるこの構成員こそ、維新政府の元勲になるであろう。




　そのうち、この二本松藩邸に人があつまってきた。それらが、邸内のいくつかの間まで談じている。小松帯刀や西郷、大久保は書院で談じているし、中村半次郎らは虎ノ間という、冷れい泉ぜい派はの虎の襖絵のある部屋で談じていた。

　竜馬は二階の、御所に面した小部屋で机にむかっている。御所の赤松の上の天が、寝不足の目にいたいほどに晴れわたっていた。

　竜馬はやがて名簿を書きあげ、ばたばたと二階からおりた。階下で、陸奥陽之助が突っ立っていた。

「できましたか」

　と陸奥がいうと、竜馬はうれしそうにうなずき、できた、といった。こうやって書きならべつつあらためて思案してみると、古今の英雄豪傑をしのぐような人物が雲うん霞かのようにいる、当代の盛事というべきだ、と言い添えた。

　竜馬は廊下を歩き、やがて書院に入ると、一座が竜馬をみた。

　竜馬はその書類を渡し、かれらが一覧するあいだ庭に面した縁側に出、そこで柱にもたれ、体を長々とのばした。

　この屋敷は、庭がいい。

　薩摩藩二本松藩邸は近衛家の別邸を買いうけたものだけに、木にも石にも、日本の代表的貴族が代々かかってみがきあげたつやが出ているように思われる。

　竜馬の新政府役人表とは、こうである。




　関白

　　　三条実さね美とみ（副関白として徳川慶喜）

　議奏

　　　島津久光（薩）、毛利敬たか親ちか（長）、松平春嶽（越前）、鍋島閑かん叟そう（肥前）、蜂須賀茂もち韶あき（阿波）、伊達宗むね城なり（伊予宇和島）、岩倉具視（公卿）、正親おおぎ町まち三さん条じよう実さね愛なる（公卿）、東ひがし久く世ぜ通みち禧とみ（公卿）

　参議

　　　西郷吉之助（薩）、小松帯刀（薩）、大久保一蔵（薩）、木戸準一郎（桂小五郎・長）、広沢兵助（長）、後藤象二郎（土）、横井平四郎（小楠・肥後）、長岡良之助（越前）、三岡八郎（越前）




　西郷は一覧し、それを小松、大久保にまわし、ぜんぶが一読したあと、ふたたびそれを手にとり、熟視した。

（竜馬の名がない）

　西郷は、不審におもった。薩長連合から大政奉還にいたるまでの大仕事をやりとげた竜馬の名は、当然この「参議」のなかでの筆頭に位置すべきであろう。たとえ筆頭でなくても土佐藩から選出さるべき名であった。

（ない）

　西郷は、さらに各藩のバランスを考えつつ、見入った。参議の項では薩摩藩から三人も出ている。ところが土佐藩からは後藤象二郎一人しか出ていないのである。しかも議奏の項では六人の大名は薩、長、越前、肥前、阿波、伊予宇和島で、土佐の山内容堂の名がない。容堂は天下の賢侯といわれ、みずからそれをもって任じているのに無いとはどういうわけであろう。

　西郷は、考えた。容堂の名が無いというのはわかりそうな気がする。容堂の性格は圭か角どがありすぎて人との調和に欠く。政治家としては正論に固執しすぎ、妥協性にとぼしい。さらに、むら気で、途中で物事を投げ出しやすいという点、物事をつくるという器量ではなく、それを批判する評論人の型であった。容堂がもしこれに加われば、事はかえって容堂によってこわされてしまうかもしれない。

　それにしても、土佐藩がすくなすぎる。これは竜馬がみずからの手で自分の藩を政局からひきさがらせようとしているのかもしれない。大政奉還の大勲功はなるほど土佐藩がたてた。竜馬にすれば土佐藩をその功の段階で満足させておき、つぎの仕事は薩長にゆずろうとしているようにおもわれる。

　西郷はこの名簿をみて、その裏の竜馬の意思をそう察した。しかしそれにしても竜馬自身の名がないとはどういうことであろう。




　この座に、陸奥がいる。

　陸奥陽之助は竜馬の秘書としてしきいのそばにすわっていた。

　単に竜馬の腰こし巾ぎん着ちやくというだけでなく、するどすぎるほどの批判眼をもった男だから、この一座のうごきを油断なく見まもっていた。

（西郷なにするものぞ）

　という肚が、もともと陸奥にはある。

　狭量は陸奥の性格なのである。狭量でひがみっぽいために、心中つねに敵意をもつ相手があった。この場合、陸奥が敵意を感じているのは西郷吉之助に対してであった。敵意という言葉があたらないとすれば競争心であろう。陸奥の親分である竜馬のほうが西郷よりすぐれていると陸奥はおもいたいのである。

（西郷は雄藩の重役であるが、竜馬は天下独行の士にすぎない。それほど立脚点に差があるにもかかわらず、竜馬はついに西郷をしのぎ、時勢を収拾したではないか）

　ということであった。

　そんな目で西郷を見ている男だから、内心の批評がついしんらつであった。

（西郷は、不審がっている）

　それが、陸奥には小気味いい。西郷の不審そうな表情の裏が、陸奥には手にとるようにわかるのである。

「坂本さァ」

　と、西郷は猪い首くびを竜馬にねじまげた。縁側にいた竜馬は、それに応じて西郷のほうへ上体をまげた。

「え？」

　という顔を竜馬はしている。西郷はいった。

「この表を拝見すると、当然土州から出る尊兄の名が見あたらんが、どぎゃンしもしたかの」

「わしの名が？」

　竜馬はいった。陸奥が竜馬の顔を観察すると、近視の目をひどくほそめている。意外なことをきくといった表情である。

「わしァ、出ませんぜ」

　と、いきなりいった。

「あれは、きらいでな」

　なにが、と西郷が問いかけると、竜馬は、

「窮屈な役人がさ」

　といった。

「窮屈な役人にならずに、お前まんさァは何バしなはる」

「左様さ」

　竜馬はやおら身を起こした。このさきが、陸奥が終生わすれえぬせりふになった。

「世界の海援隊でもやりましょうかな」

　陸奥がのちのちまで人に語ったところによると、このときの竜馬こそ、西郷より二枚も三枚も大人物のように思われた、という。

　さすがの西郷も、これには二の句もなかった。横の小松帯刀は、竜馬の顔を食い入るように見つめている。

　古来、革命の功労者で新国家の元勲にならなかった者はいないであろう。それが常例であるのに竜馬はみずから避けた。小松は竜馬を愛慕しつづけてきた男だけに、この一言がよほどうれしかったのであろう。

「竜馬は、もはや世界が相手なんじゃろ」

　と、おだやかに微笑した。

「世界の海援隊」

　という意味は、陸奥にもよくわからない。世界を相手に貿易海運業をはじめる、ということなのか、どういうことなのであろう。

「とにかくきょうから土州は第二線にしりぞく。あとは薩州が主軸になられよ」

　ということを、竜馬はこのときもっとも言いたかったにちがいない。藩論不統一な土州が前面に出れば、革命のエネルギーは分散するばかりだということを、竜馬はたれよりもよく知っている。

　西郷は、暗あん黙もく裡りにそれを察した。

「心得た」

　と小さくいった。




　竜馬はいまひとつ、言うべきことがある。

　財政のことであった。

「新政府は、英雄豪傑には事をかかない。しかし、政府を成功させるかさせぬかは、財務にある。財務がわかる者が、容易にいない」

「なるほど」

　西郷は、この点、志士第一の経済通である竜馬のいうことに耳を傾けざるをえない。

「たれか、居ようか」

「薩は、どうだ」

　と、竜馬は水をむけた。

　五代才助（友厚）がいる。近代的な商務や産業通であることはまちがいない。しかし一国の政府の財政がわかるかという点では多少の疑問があった。

「長は、どうだろう」

　西郷は、ちょうどその場にやってきた長州の連絡官広沢兵助（真臣）にきいた。

「さあ」

　広沢は、肥った顔をかしげた。木戸準一郎（桂小五郎）は純然たる政治家で、その方面はたんのうではない。山県狂介（有朋）は根っからの軍人で金銭がわからない。井上聞もん多た（馨かおる）は周旋の才はあるが、財務は未知数であった。

「一人いる」

　竜馬はいった。

　西郷はうなずき、おはんにまかせる、といった。

「越前福井の藩士で、三岡八郎という男だ」

　一座のたれもが、その名を知らなかった。

「ほほう、三岡八郎」

　西郷も、てのひらに文字をかきながら、その名を記憶しようとしている。じつは、西郷は、竜馬のこの諸官名簿に「越前・三岡八郎」という見なれぬ名があるのに気づき、不審におもっていたところだ。

「いや、わしは聞いたおぼえがある」

　と、小松帯刀はしきりとふるい記憶をさぐろうとしているふぜいであった。

　竜馬は、笑いだした。文久三年秋に、越前福井藩の勤王派で海かい福ふく雪そそぐという奇妙な名の志士が薩摩に入り、小松を訪問したはずだと竜馬はいった。

「ああ、海福雪」

　小松は、おもいだした。

「その海福の同志でござるよ。おそらく入薩したとき海福は同藩の三岡八郎の人物について語ったのではありますまいか。そのときのご記憶でござろう」

「いやさ、おそれ入った。そのときの記憶でござる」

　小松は、きまじめな表情で答えた。

「その後、海福はどうしておりますか」

「幽閉中ですよ」

　竜馬はいった。福井藩では文久三年の秋に勤王派が弾圧され、海福も三岡八郎も、いまなお幽閉されているはずであった。

　竜馬は、三岡の人物を語った。

　もともと橋本左内に兄事し、のち横井小楠の合理主義の洗礼をうけた。平素、藩財政が米穀経済を主にしていることのあやまりを説き、貿易、殖産を財政の中心におく議論をもち、藩命によって長崎貿易の実態を調査したり、物産総会所を設立したり、長崎商務所（蔵屋敷）を設置したりした。竜馬が、越前福井侯松平春嶽に西洋の会社論を説いて五千両を借りだしたとき、三岡がその直接の応接役になったりした。

「いやもう、いっさいおまかせしもす」

　と西郷はいった。

　竜馬は、うなずいた。

　このため竜馬はあすにも越前福井へゆき、藩に交渉して三岡の幽閉を解き、それを京にひっぱり出して来なければならなかった。

　とにかく、大政奉還にともなう新政府樹立の件を、西郷はすべて諒承し、本気で身を入れる気になってくれた。




　竜馬は、多忙だった。薩邸で仕出し飯をとってもらい、それを食った。このあと岩倉村へ走って岩倉具視を訪ねねばならない。

　食いおわって台所へ立ち、水を汲んでのんでいると、折りよく白川村の陸援隊から中岡慎太郎がやってきた。

　竜馬は暗い台所の土間であらましの経過を説明し、岩倉村へ同道してくれることをたのんだ。

「うん」

　中岡はうなずいた。竜馬の平和革命の方法論に在来多少の不満があったが、それが成功してしまったいまとなっては、持説をすてて協力するしかない。

「しかし、そとは雨だぜ」

「雨だろうが風だろうが、今夜中にあの卿きように会わねば事が食いちがってくる」

　この藩邸で、薩摩藩の定じよう紋もんのついた笠、提灯、合羽を借り、藩邸を出た。

　中岡は、新太郎という下僕をつれている。伏見街道筋の鍛冶屋の息子で、中岡を慕ってその身のまわりの世話をしている若者だった。

　相しよう国こく寺じの堀ぞいに歩いて鞍馬口に出、鴨川を東へ渡ったころに日が暮れた。北へゆく。

　そのころになると、平和方式の竜馬と主戦方式の中岡とのあいだで、ようやく意見が一致した。

「早いかおそいか、結局は戦さになる」

　という見方は、双方おなじなのである。

　なぜならば慶喜は将軍を辞したとはいえ、その直轄領は四百万石から八百万石を持ち、江戸、京都、大坂、堺、博多の五大商業都市を直じき領りようとしており、さらに函館、横浜、長崎、兵庫などの直轄開港場を私有し、江戸城、大坂城、二条城という要塞をもっている以上、その軍事・経済上の実力は、事実上の日本の国王なのである。

　──それを手放して朝廷に奉還せよ。

　とは、いまの段階ではいえなかった。慶喜が放す気になっても幕僚たちは反対するであろうし、譜代大名も承知しないであろう。

「それらを徳川家が私有している以上、京に政権が移っても有名無実である」

　と中岡が言い、竜馬もそのとおりだといった。大政奉還後の大仕事は、そのことなのである。

「慶喜を新政府の要職につければ、慶喜自身が土地領民をかえすだろう」

　というのが、竜馬の観測であった。

「むろん、それに反対する幕臣や大名は剣をとって立ちあがるにちがいない。そのときは慶喜が新政府の要職である以上、かれ自身が討伐するはずだ」

「そこまでうまくゆくか」

「ゆかさねばならぬ。それでも承知せぬ者があればはじめて兵を動かす」

　でなければ、新政府は旧政府に負けてしまうであろう。軍事的には新政府はまだ一人の親兵も持っていないのに、旧政府は幕藩体制を基盤とする兵力を私有している。薩長がいかに力りきんでも、この天下の兵には勝てない。

「勝てるぜ」

　中岡は、竜馬の見方に反論した。

　が、竜馬はさらに駁ばく論ろんした。たとえ最後に勝てても、国内がこの内戦でへとへとになり、欧米の列強が構成している文明社会に参加してゆける余力がなくなってしまう。

「いずれにせよ、そのあとのことは藩をにぎっている西郷や大久保、桂にまかせよう。おれとしてできることは大政奉還をきれいに仕上げてしまうことだ。それには岩倉卿の協力が要る。いやむしろ、後は岩倉卿を中心とし、それをたすけてゆく、という建前をとりたい」

　やがて夜ふけに岩倉村に入り、退隠所の門をはげしくたたいて岩倉をおこした。




　竜馬は、座敷に通された。

　夜になると、さすがに肌寒い。高知を発っていらい薄着ですごしている竜馬には、この岩倉村の夜冷えがこたえた。やむなくふところから手を入れ、掌で肩や背の肌をこすっていると、岩倉はみかねたのか、胴着を貸してくれた。

　やがて下僕の与三が入ってきて、あつい徳利を竜馬の前においた。

「それで、すこしは温まるだろう」

　岩倉は、いった。岩倉のそばに、近侍の藤木右京、玉松操がいる。この三間しかない狭い退隠所に、岩倉、藤木、玉松、与三の四人が住んでいるのである。

　竜馬は、西郷に話したかれの説を述べた。

　岩倉はだまってきいている。ときどき点頭したり、顔をくずしたりするが、いっさい話の腰を折らない。

　一時間ばかり竜馬はしゃべり、やがてそれがおわると、岩倉はうなずき、

「よくわかった」

　といった。ただ土佐藩を政局から一歩さがらせるという竜馬の意見にだけは、岩倉は同意しかねるふうであった。

「なるほど山内前さきの少将（容堂）は尊王尊幕の両道をすてず、つねにその理が晦かい渋じゆうで複雑である。今後おそらく時勢進展の障害になるだろう。かといって土佐藩を新政府から後退させれば、容堂は鬱屈し幕府側に走らぬともかぎらぬ」

「そういうお人でもありませんな」

　竜馬はいった。要するに容堂は単に駄々っ子だと竜馬はいうのである。

「いや、容堂をどう評価するかは別として、かれは当然新政府に参加せしめねばならず、土佐藩代表も薩長と同数だけ参加せしめねばならぬ」

　これについて、竜馬はそれ以上抗弁しなかった。すべては岩倉という稀代の策謀家にまかせておけばよい。

　竜馬は、慶喜救済のこともたのんだ。岩倉は煮えきらぬ表情でうなずいた。

　竜馬はさらに慶喜論を説いた。徳川慶喜こそ回天の最大の功労者のひとりであるというのである。

「そうだろうか」

　岩倉は、小さく言った。岩倉は、徳川家を打倒しなければ朝権回復の実はないというのである。竜馬もこの点は同意見だが、徳川家と慶喜個人とを分けて考える必要があるという論をもってついに岩倉を服せしめた。

　そのあと、竜馬は例の新官制案を岩倉に提出し、さらに新政府の基本方針ともいうべきものをその場で書いた。

　八カ条から成っていた。




「第一義」と竜馬は書き、その下に「天下有名の人材を招致し顧問に供そなふ」ともしるした。

　　第二義　　有う材ざいの諸侯を撰用し、朝廷の官爵を賜ひ、現今有名無実の官を除く。

　　第三義　　（攘夷論を捨て）外国との交際を議定す。

　　第四義　　律令を撰せんし、新に無窮の大典（憲法）を定む。

　　第五義　　上下議政所

　　第六義　　海陸軍局

　　第七義　　親兵

　　第八義　　皇国今日の金銀物価を外国と平均す。




「なるほど、これは燦きらめくような文字じゃ」

　岩倉は感に耐えたように言い、この二通の書類を手文庫に入れた。のち、この竜馬の案がほとんどそのままの形で新政府樹立の基礎方針になっている。




　竜馬が岩倉邸を訪ねたのは、慶喜が二条城で奉還を宣言した翌日である。

　その翌十五日、慶喜は参内し、その旨を正式に奏上した。朝廷ではこれを受理した。このため大政奉還の成立は、慶応三年十月十五日ということになる。

　それまでに多少の曲折があった。その前日公卿たちははじめて慶喜の意思をきき、よろこぶよりも、多くは当惑した。

　たれよりも当惑したのは、朝廷における最高職である摂政二条斉なり敬ゆきという老人である。斉敬は公卿の長老というだけの男で、以外のなにものでもなく、諸藩の有志たちから無能をもってひそかに軽蔑されていた。

　二条城宣言のあと、薩の小松帯刀らが老中板倉勝静にたのまれて朝廷の受け入れ態勢をととのえるべく斉敬の屋敷をたずね、この重大事実をつたえた。

「こ、こまるではないか」

　といったのが、この老公卿が発した第一声であった。この斉敬の当惑こそ、数人の公卿をのぞくほかのすべての公卿の実感といっていい。宮廷には、国政を担当する能力など皆無で、いまさらそんなものをもちこまれてもめいわくなだけであった。

「とにかくあすにでも朝廷の諸員をあつめて相談してみる。そのうえで沙汰をする」

　と、悠長なことをいった。

　小松らにすれば、そんなにゆるゆるとやられてはどんな不測の事態がおこるかわからぬとあって即答をもとめた。

「この場で？　そら無茶や」

　斉敬は、のけぞるようにしていった。小松はあきれながら、摂政としてのご即答を、と哀願するようにいったが、斉敬はそういう独断はできぬとかぶりをふるのみである。

「もしあとで」

　小松はいった。

「独断の罪をとわれることがあらば、殿下はお腹を召せばよいではござらぬか」

「武家とちがうわい。わしゃ公卿ぞ。公卿には切腹のならわしはないわい」

「殿下」

　小松は、あらためて膝をただし、視線を斉敬からはずさず、声をあげていった。

「殿下、もし殿下にしてただちにご決断くださらずば、それがしにも非常の決心がござりまする」

「えっ」

　斉敬は、おびえた。決心とは小松が抜刀して斉敬を刺し、自分もこの場を去らずに血のなかで腹を切っ裂いて死ぬ、ということであろう。

「待った。申すとおりにする」

　これで、会談はおわった。二条邸を出てから、小松に同行していた土州の福岡藤次がひどく軽薄な調子で、──おそらく事の成功で気持がはずんでいたのであろう──小松の肩をたたき、先刻の決心とはどういう意味だときくと、

「なんの。深い意味はない。ただおどしただけだ」

　と顔を伏せ、ひそひそと笑った。温厚な小松帯刀でさえこういう手をつかわざるをえないほど、公卿貴族というものはらちもないものだった。

　こんないきさつがあって朝議は受理の方向に決し、十五日午前十一時徳川慶喜の参内をむかえ、正式に受理をした。

　何度もいうようだが、この十五日は、竜馬が岩倉邸をたずねた翌日である。

　このころには京に駐屯する諸藩士の話題はこの一点にしぼられた。とくに会津・桑名という佐幕激派の藩は、慶喜の軽率にふんがいし、薩土を憎み、

「こうとなればただちに開戦して薩邸を焼きはらい、宮廷を占領し、天子を大坂城に移し奉り、徳川家の安泰をはかるほかない」

　という意見が圧倒的につよくなった。




　いやもう洛中騒然、といっていい。

「黒谷の会津様が、薩州様と合戦をはじめなさる」

　といううわさが町人のあいだにまで取り沙汰され、気の早い連中のなかには家財道具を車に積んで在所の親戚へ避難する者さえあった。

　このころ、中立派公卿の正親町三条実愛の屋敷を黒ちりめんの羽織に仙台平の袴をつけた行ぎよう装そう重厚の一漢がたずねた。新選組局長の近藤勇である。近藤はもはや反薩州政界の一方の雄として京洛に重きをなしていた。

　実愛は引見し、双方情報を交換しあった。

「このところ、幕人はみな朝廷をおうらみし奉っております」

　と、近藤はいった。これは事実であった。

「朝廷をうらむことはあるまい。大たい樹じゆ（慶喜）がみずからの意思で政権を奉還したのだ。朝廷は迷惑ながらも受けた、というのが実情である」

「それはわかっております。しかし薩の奸謀によって長州の罪をお許しなされたではござりませぬか」

　それが、近藤ら幕人の問題点のひとつだった。長州はながいあいだの勅勘をゆるされ、朝廷を輔ほ翼よくすべき公藩として復活し、その大軍はちかぢか公然と上洛してくるといううわさもある。

「そうなると天下はどうなります。朝廷はどうなります。従来幕府と脈絡のあった親王や公卿の方かた々がたはすべてその位置から失陥し、従来勅勘の身で大宰府にあった三条実美卿らが朝ちように立って実権をにぎることに相成りまするぞ」

　文字どおり、革命がおこるのである。従来の佐幕派公卿は断頭台に送られぬまでも、それに近い目にあうであろうと近藤はおどした。

「奸かん佞ねいなるは」

　と、近藤は名をあげた。

「薩の小松、西郷、大久保、野やにあっては坂本竜馬。すべてこの四人の画策でござる」

　むろん近藤は、この四人に対し、新選組組織の全力をあげて狙撃すべくその動静をうかがっている。

　竜馬の場合は、竜馬が高知から大坂をへて京に入ったとき、すでに京の佐幕派尖鋭勢力のあいだで電流のごとく風評が流れた。

「土佐の豪俠」

　と、かれらはそんな修辞を竜馬のうえに冠している。

「土佐の豪俠坂本竜馬が、兵五千をひきいて京に入る」というのが、その風評であった。誇大ではあったが、根も葉もないことではないであろう。げんに竜馬は兵庫沖に隊の汽船横笛丸を武装して待機させ、大坂の薩藩御用商「薩万」に海援隊員を集合させつつあるからである。もっとも京に入ったのは竜馬自身と数人にすぎない。

　さて。

　大政奉還成立の翌々日の十七日、薩摩の三人男小松帯刀、西郷吉之助、大久保一蔵はそろって旅装し、京を去った。大坂をへて西へゆく。その予定は、快速汽船をもって長州にゆき京都占領策を打ちあわせ、大宰府にゆき五卿を連れ出し、鹿児島へ帰り天下制圧の秘策を島津久光と打ちあわせる。用はそれであった。

　このことは、京都中のうわさであった。薩摩の「奸謀」はもはや隠れもない。

　京の会津藩は、その邸内に「京都密事御用所」という御用部屋を一つもっている。いわば情報部であった。その情報部が江戸屋敷内の同様部局に急報した手紙では、「十七日、薩人小松帯刀、西郷吉之助、大久保一蔵の三人が京を出た。そのしさいはわからないが、おそらく国許の大隅守（島津久光）をひきだすためと、大宰府の五卿をさそいだすためと、長州軍を京へひき出してくるためであろう」

　京の町家の騒ぎも、この三人が京を去ってから「当分、戦さはあるまい」ということで鎮静した、と会津情報は江戸へ伝えている。

　ちなみに西郷ら三人が京を去った直後、新選組の隊士二十数人があとを追っている。が、かれらは殺害する機会を逸し、むなしくひきあげてきた。




　竜馬は、越前福井へゆかねばならぬとおもいつつも、眼前のことに忙殺されていた。

　小松、西郷、大久保ら薩藩要人が西下するとき、竜馬は自分の手もとから、戸田雅楽、中島作太郎を同行させている。戸田の任務は大宰府へゆくことであり、中島の任務は長崎へゆくことであった。

　さらに竜馬は、公用で高知へ急行する土佐藩吏望月清平に対し、母藩への警告をことづけた。藩軍を上洛せしめよということと、土佐勤王党同志を大挙入京せしめることの二つである。

　重ちよう複ふくするが、西郷らの西下は、十七日である。翌十八日、小さな事件がおこった。

　岩倉具視の京都本邸においてであった。この日、岩倉は京の自邸にいた。

「大垣藩士入いり谷や昌まさ長なが」

　という名刺を出して岩倉邸を突如おとずれた者がある。火急のことだというので岩倉が警戒しつつ引見してみると、

「近日、非常の事がおこるやもしれませぬ」

　というのである。入谷のいうところではかれの藩の藩邸に井田五蔵という男がいる。藩のフランス伝習隊長をつとめ、洋式陸軍の指揮官としては知られた人物であった。ただ佐幕家であった。この井田五蔵が会津・桑名両藩と密謀し、薩藩要人の不在中の薩邸や岩倉邸を襲い、そのさわぎに乗じて御所に乱入し、天子を奪って大坂城に移し奉るという計画をすすめている、というのであった。

　岩倉はおどろき、入谷を帰したあと武家姿に変装して夜の大路を走り、白川村の陸援隊本部に駈けこんだ。岩倉の中岡への信頼というのは、非常なものであった。

「中岡。どうする。もしそんなことになれば、いままで積みあげてきた苦心は水の泡ぞ」

　どうみてもいまの段階では薩摩藩は人数の点で敗北するだろう。薩の増援部隊はまだ長州三田尻港で待機中であり、長州軍はまだ至らず、かつ薩摩の本国軍の大挙上洛も、小松・西郷・大久保が帰藩して藩主を説得したうえでのことになる。いま京都にいる薩兵は千に満たない。それに中岡の陸援隊をふくめたところでわずかでしかない。

　会津・桑名両藩で二千五百人はいるし、大垣藩が四百、新選組が二百、見廻組が百五十、この大部隊がうごけば、薩摩邸はとても勝てない。

「とにかく薩邸へ行って打ちあわせしてみましょう」

　中岡は、岩倉の供をして夜の街がい衢くへ出た。

　薩邸に着いた。

　小松ら三人の留守中は、吉井幸輔、伊地知正治のふたりが藩務をみている。かれらはすぐ岩倉を奥座敷へ通し、密議した。

　結局、薩兵、陸援隊士は、事がおこり次第、自邸をすてて御所へかけつけ、御所の諸門をかため、最後の一人が生きのこっているまで天子を離さぬ、という結論に達した。もはやこの段階では天子の争奪であった。天子を奪ったほうが官軍になるのである。将棋の玉ぎよくとおなじであろう。

「勝算はあります」

　と、薩摩藩きっての軍略家として知られる伊地知正治はいかにもたのもしげな口調で岩倉にいったが、実際のところは勝算などはない。御所を血で染める覚悟のほぞをきめただけのことである。

　もっともこの入谷情報というのは、じつは会津・桑名藩の謀略だということがあとでわかった。

　かれらの討薩計画は事実であったが、こういう情報を流せば、血気の薩人たちは先制攻撃を仕かけるであろうとかれらはみた。仕掛けさせて討つ、という手を、会かい桑そうが考え、入谷某をつかったのである。

　竜馬は翌日この珍事を知り、薩摩本国軍が入京するまでいっさいかれらの挑発に乗るなと中岡に警告した。




　竜馬は、朝早く下宿を出、京のあちこちを飛びまわって夜おそく帰ってくる。

「用心のわるいことだ」

　と、薩摩の吉井幸輔などは眉をひそめ、せめて下宿をひきはらえ、といった。ひきはらって薩摩藩邸へ来い、というのである。

　土佐藩の者も、みな口をそろえて河原町藩邸に居を移したほうがよい、と忠告した。

「藩邸などに居られるか」

　そのつど、竜馬は一笑に付した。それでもなおすすめると、

「諸君はまだおれという人間がわからないらしい。おれは丼を枕にして寝る男だぜ」

　といった。そういわれると、みな苦笑してだまった。竜馬にはそんな伝説がある。あるとき薩摩藩邸にとまり、朝目がさめた。そこで岡持に入った朝食の丼をまくらもとまで持って来させ、寝床に入ったまま食い、そのあとすこし寝足らぬとおもったのか、カラの丼をひっくりかえしそれに頭をのせて寝た。丼の上で頭がごろごろ動くのだが、それでも竜馬はいびきをかいて寝ていた。

　そんなしたい放題な不規律は、風儀のやかましい藩邸ではとおるはずがない。

「一事が万事、おれはそのでんさ。あんな窮屈な塀のなかで住めるか」

「その窮屈な塀が、尊兄を外敵からまもってくれるのだ」

「それなら死んだほうがましだよ」

　竜馬はいった。

　むろんかれは、新選組と見廻組が全力をあげて竜馬を狙っていることは知っている。

「狙わせておけばいいさ」

　と、ひとにも放言していた。竜馬にいわせれば、自分の命にかかずらわっている男にろくな男はないというのである。

「われ死する時は命を天にかえし、高き官にのぼると思いさだめて死をおそるるなかれ」

　と、竜馬はその語録を手帳に書きとめ、自戒の言葉にしている。

「世に生を得るは、事をなすにあり」

　と、竜馬は人生の意義をそのように截せつ断だんしきっていた。どうせは死ぬ。死生のことを考えず事業のみを考え、たまたまその途中で死がやってくれば事業推進の姿勢のままで死ぬというのが、竜馬の持論であった。

　竜馬は、日中、町をいそぎ足であるいてゆく。そのとき瞬間も死を思わない。

「そのように自分を躾しつけている」

　竜馬は、つねづねいった。

　あるとき、下宿を出て土佐藩邸に寄り、そこを出てすぐその足で二本松の薩摩藩邸にいそごうとしたとき、御池の角で十人ばかりの新選組隊士が立っていた。

　道は狭い。

（竜馬ではないか）

　と、みんなとっさに思い、たがいに目くばせして待機していると、竜馬がやってきた。

「土州の坂本殿ではござらぬか」

　一人が話しかけると、竜馬は立ちどまりもせず、ちらりとみて、

「なんだ、おれはいそがしいんだ」

　と言いながら行ってしまった。かれらは毒気をぬかれて刀も抜けず、そのうしろ姿を見送った。竜馬にすれば仕事中だ、とどなりたかったのであろう。あるいは単に相手の気をはずしたのかもしれない。

　その日の夕刻、めずらしく早目に近江屋にもどってきて、江戸の千葉重太郎あての手紙を書いた。

「京がおもしろくなっている。来い」

　というのである。その末尾に、さな子どのによろしく、と書き添え、書きおわると角力の藤吉があがってきて、

「女の方が、お目にかかりたいと」

　そういって訪ねてきている、と取りついだ。年増だがたいそうな美人だという。竜馬は、くびをかしげた。




　来訪者は、意外にもお田た鶴ずさまであることがわかった。

「こりゃ、いかん」

　竜馬はひどく狼狽して縁からとび降り、そこに居合わした近江屋の下女をつかまえて母おも屋やの二階に通させ、自分は井戸端へ走った。

「藤吉、これをなんとかせい」

　ざぶざぶ顔をあらいながら、自分のまげを指さした。藤吉はくしをもってきて元もと結ゆいを解き、水ですきあげた。

　すきながら、藤吉は竜馬の常ならぬ挙動が不審でならない。これは容易ならぬ客じゃとおもいつつ、どういうお方でござりまするかときくと、

「なんの、うるさいお人じゃ」

　と、竜馬は地に片膝をつきながら、梳すかれている。縮れて櫛くし目めも通りにくい毛である。

「すると旦那様のよいひとでございますか」

「いやさ」

　竜馬はがらにもなく赫あかくなり、

「ひとの顔をみればがみがみと叱こ言ごとをいうひとよ」

　といった。

　これが、油断だった。実はお田鶴さまは二階にあがらず、竜馬の背後にきていたのである。藤吉はうしろを見て、あっと口をつぐんだ。

　お田鶴さまは唇に指をあて、含み笑いをしつつ近づき、ぼんやり突っ立っている藤吉から櫛をとりあげた。やがて竜馬の髪をにぎって小気味よく梳きはじめた。

　むろん、竜馬はその気配の変化に気づいている。

（どうも、このひとにはかなわぬ）

　肩をすくめたが、そのまま髪をゆだねた。

　お田鶴さまはこういう再会の仕方がひどく気に入ったらしく、入念に梳き、元結を結ぶべく髪をひっつめた。

「痛っ」

　竜馬は、悲鳴をあげた。お田鶴さまはかまわず元結を巻き、そのあたりに唇を近づけて行って、糸切り歯で端を切った。

　ぷちっと小さな声が鳴った。お田鶴さまの常用している匂い袋のにおいが、過去との時間の空白を、一瞬で消滅させた。

「お田鶴さま、髪がきつうて目が吊りあがりそうじゃ。なんとかしてつかあされ」

「我慢をするのです。もう若くもないのに身だしなみがそうお悪くては、人が軽んじましょう」

　そのあと、竜馬はお田鶴さまを二階の座敷に招じ入れた。

　大宰府の三条実美卿のもとから突如上京してきたわけをきくと、京の情勢を知って大宰府に確報を送ることと、三条家の家族たちに、実美の様子を知らせるためだという。

　それで昨夜京へ着き、三条家で旅装を解いて大政奉還の事実と長州藩の赦免、五卿の勅勘解除を知った。

「胸に手をあてねばならぬほど、おどろいています」

　驚く、というのは時勢の変動に対してであろう。ひとつはその変動をもたらした張本人が竜馬であることを知っておどろいたのかもしれない。

「竜馬どのも、見くびったものではありませんね」

　例によって、竜馬をからかった。

　竜馬はそのからかいに閉口しながらも、この三条卿の密使に正確な情勢と見とおしを伝えねばならなかった。

　同時に、それも不要ではある。大宰府に対してはお田鶴さまと入れちがうようにして京を去った西郷らが伝えるはずだし、竜馬の手もとから出た戸田雅楽がよりくわしく伝えるであろう。

「私は明朝、京を発ちます」

　と、竜馬は越前へゆく件を話した。なにもかもが一段落ついたあと、時勢を離れて海へ出るつもりだ、とも語った。




　翌朝、竜馬は、わらじ、脚絆に足ごしらえして越前福井へ旅立った。

　供は、藤吉である。

　それに、藩の監察で土佐勤王党以来の同志である岡本健三郎が同行している。

　竜馬の資格は、

「土佐藩使者」

　というものであった。福井でのしごとの予定はふたつある。藩の老公の松平春嶽を新政府に参加させること、竜馬が見込んだあたらしい日本の財務担当官として推挙した三岡八郎を、足かけ五年ごしの禁きん錮このなかからひき出して京都にのぼらせることであった。

　このふたつの仕事をやりとげるには、それなりの形式が要る。いかに春嶽が竜馬を愛顧しているといっても、大藩の殿様が、一介の処士の竜馬から声をかけられ、新政府の重職につくべくいそいそと京にのぼってくるというようなことはありえない。そのために竜馬は容堂の手紙を懐中にしていた。

　越前への出発準備に多少の日数がかかったのはこのためであった。竜馬は後藤象二郎に説き、象二郎をして国もとから容堂の手紙をとりよせた。この手紙一通をはこぶために藩船が大坂・高知間を往復している。

　後藤はさらに、竜馬に「土佐藩使者」の名義を仮にあたえた。本来の格式ならこういう藩使は参政か大監察が任ぜられるものなのだが、無官の竜馬にそれをあたえたのは、万事現実主義の後藤の勇断であった。

　藩使には、監察が同行する。岡本健三郎が、その役であった。監察同行は三百年の幕藩体制のしきたりといっていい。たとえば万延元年、日米通商条約の批ひ准じゆん交換のため咸臨かんりん丸で米国へ派遣された日本政府の使節は、正使が新見豊前守正まさ興おき、副使が村垣淡路守範のり正まさ、そして監察（目付）が小お栗ぐり上野こうずけの介すけ忠ただ順まさであった。米国到着後、現地の新聞が、

　──メツケとはスパイのことである。日本政府はスパイを同行している。

　と書いたが、かれらからみれば、これほど理解しにくい慣習はなかったであろう。

　この慣習の歴史はふるく、遠く源平時代にさかのぼることができる。源頼朝が義経を平家討滅の司令官に任命したとき、同時に軍いくさ目め付つけとして梶原景かげ時ときを任命した。このふたりの戦場での対立が、義経の悲劇の劇的要素のひとつになっていることは周知のことである。くだって関ケ原ノ役のとき、家康は先発部隊の目付として本多忠勝、井伊直政をつけた。

　それらが、慣習になっている。有名無実であっても、監察が同行する、となれば使者の法的資格が正式なものになるのである。

「おれに、監察をつけよ」

　と準備中に竜馬が後藤にたのんだのは、使者としての自分に正式の条件をととのえたいからであった。いわば岡本健三郎は裃かみしも同様の儀礼的装飾品としてついてゆく。

　未明に京を発ち、近江草津に入ったときが、昼すぎであった。ここで昼食をとった。

　少憩ののち、ふたたびあるきだした。竜馬の足が速く、小男の岡本も、ふとりすぎの藤吉も追いつきかねた。

「もうチクとゆるゆる歩けや」

　と岡本は追いすがりつつたのんだが、竜馬は足をゆるめず、

「いそがにゃァ、ならんぜよ、いそがにゃ」

　と唄うようにいった。京の情勢が竜馬の足をいそがせていた。大げさにいえば歴史が竜馬を追いたてているといっていいであろう。

「おれには、こんどの仕事が最後になる」

　竜馬は、近江富士の異名のある三み上かみ山を前方に見ながらいった。この仕事を終え、あとは西郷、大久保、桂、三岡らにすべてをまかせて海へもどることだけが、いまの竜馬にとってただひとつの願望になっていた。

　街道は晴れていた。竜馬がゆく。岡本と藤吉が追いすがり追いすがりしながら、湖畔の野を歩いた。




　越前福井は、松平家三十二万石の城下である。足あす羽わ川を北へわたると城が眼前にそびえ、人家が密集し、繁華街は大坂をおもわせる。

　この越前松平家は、春嶽の代になってから藩の財政方針が濃厚に個性づけられた。いままでの米穀収穫を基調とするゆきかたが修正され、たとえばヨーロッパにおけるオランダがそうであるように、貿易と商工業が藩財政の基礎になりつつある。

　春嶽の先覚者的な政治眼によるものであろう。このため春嶽はたとえば肥後熊本の横井小楠をまねいて藩の経済官吏を育成したり、勝海舟から海外事情をきいたり、横井や勝から愛された竜馬を春嶽もともに愛し、竜馬の「会社理論」に賛同して神戸海軍塾に五千両の出資をしてやったり、長崎の亀山社中を応援したりした。

　このため、この城下は大藩の城下特有の閑寂さがないかわり、猥わい雑ざつなほどの活気がある。

　竜馬は、文久三年にやってきたときにとまった山やま町ちようの旅館「煙草屋」に入った。

　すぐに岡本健三郎を藩庁にやり、用件をのべさせた。

　さっそく春嶽が謁見をゆるすという。

「チクと裃、袴を借りてきてくれんかい」

　と、竜馬は女中にたのんだ。土佐藩の使者という役目だから、そういうものをつけて礼装せぬとまずいのである。

　女中が近所の町年寄のもとに走ってそれを借りてきてくれた。

「紋が、ちがいます」

　女中がいったが、竜馬はとんじゃくせずに付け、付けおわってから、溜め息をついた。

（こんなもの、はじめてじゃ）

　扇せん子すは、宿で借りた。やがて藩庁から人が迎えにきて、竜馬は同行した。

　城内で、謁見がおこなわれた。

　春嶽は、進み出た竜馬の裃姿をみるなり、ほっほっほっと鳥の啼なくように笑った。よほど珍妙な姿にうつったらしい。

「竜馬はそのようなものを付けて来ずともよかったのに」

　と、殿様はいってくれた。

　竜馬はべつにおかしくもない。まじめくさって京の新情勢をのべはじめた。右手に家老の中根雪江がおり、左手に祐筆がいて竜馬のはなしを速記している。竜馬の話しぶりは漢語をあまりつかわず、俗語やたとえばなしをふんだんにつかう癖があるため、聴きながらも春嶽は例の鳥のなき声のような笑い声をたてた。

　そのあと、中根雪江から質問が出た。竜馬はそれに答え、できるだけくわしく情勢を語り、それを分析し、かつ越前福井藩の今後のゆくべき道を示し唆さした。

　ついで、三岡八郎を新政府にほしい旨をいうと、春嶽はまゆをしかめた。

「あれは藩の罪人ぞ」

　これほどものわかりのいい春嶽でさえ、三岡の過激勤王主義をよろこんでいないのである。土佐の山内容堂と同様、殿様が革命に参加することのむずかしさであろう。薩摩の島津久光でさえ、西郷や大久保にたくみにあやされながらも根は保守的で佐幕臭からぬけきっていない。

「しかし三岡八郎は新政府の罪人ではございますまい」

　と竜馬はいった。

　春嶽はやむなく三岡を放免することに心をきめたが、しかし手続きがおわるまであと数日かかるであろう。

　ところが旅の竜馬はいそいでいる。あすにでも三岡に会いたいのである。

「やむをえぬ。とりあえず三岡をあす一日外へ出してやれ」

　と春嶽は中根雪江に命じた。

　竜馬は諸事首尾よく退出した。




　三岡八郎の邸は、城下の毛け矢や町にある。

　閉門、という受刑中だから門は釘付けにされ、窓も板をうちつけられている。むろん外部との交通はいっさい法はつ度とである。

　それがこの夜、藩庁から役人がおとずれ、一通の差さし紙がみをさしだした。

　　今般、坂本竜馬出しゆつ福ぷく。国家の儀につき三岡八郎へ面会致いたし度たき趣おもむき、申出候。諾否如何、御答候様よう。

　というみじかい文章である。三岡はこれをみて叫びをあげたくなった。閉門の身ながら京の変をかすかに聴き知っていたが、確実なことがわからずその実否を疑ってさえいた。ところが、竜馬がきた。しかも藩庁が竜馬に便宜をはからおうとしているくらいだから、たしかに京で勤王政府が樹立したに間違いない。

　その翌朝、三岡は未明に起き、湯に入り髪を結ゆった。午前七時ごろ、藩吏ふたりがやってきた。罪人の身だから役人同行のうえで竜馬に会わざるをえない。この役人は藩の高級官吏ともいうべき御用人松平源太郎と目付の出淵伝之丞である。

「役目により同道する」

　かれらは無愛想に言い、やがて三岡をつれ出した。足かけ五年、近所の景色をさえみていない三岡にとって、あやうく駈け出したくなるほどこれは外出そのものが歓喜であった。

　午前八時前、山町に入り、やがて旅籠「煙草屋」の前まできたとき、三岡はたまりかねて、

「竜馬あっ」

　と、二階へ叫びあげた。ひびきに応ずるように竜馬は二階から顔を出し、

「やあ三岡か、話すことが山ほどあるぞ」

　と、どなりおろした。

　三岡は明治後由ゆ利り公きみ正まさと名をあらため、諸官を歴任して子爵になり、明治四十二年、八十一で没したが、生涯このときの感動を繰りかえして語った。

　二階から身を乗り出している竜馬の顔のあかるさ、声のはずみから察して、とっさに天下の事が成就したとおもった。

「おれは罪人だから、立会人同行ぞ」

「おお、立会人もあがってもらえ。みな共に、きょうから日本人じゃ」

　と、竜馬は、はずみすぎ、酔っぱらったようなことを言った。自分でもそれに気づき、げらげら笑った。ながい闇黒の時代を経てようやく太陽をみたよろこびを、竜馬はこの瞬間ほどはげしく感じたことはなかったにちがいない。むろん罪人の身の三岡の胸中の感激は、それどころではない。

　とにかく、あがった。

「こたつに入れ」

　竜馬は、三岡とさしむかいになった。二人の役人と岡本健三郎は、役目がら、部屋の一隅で膝をそろえてすわっている。

　竜馬はしゃべりはじめた。最初の二時間は大政奉還までの情勢、奉還前後の幕府と諸藩のうごき、ついで奉還後こんにちまでのあらましを語ることについやされた。

　竜馬はのどがかわき、水をさかんに飲み、飲んではしゃべった。

　ついで、三岡が質問しはじめた。

「それで今後の計画はどうじゃ」

「そいつがいまだ決せぬ。しかしまず戦いはせぬつもりでいる」

「しかし戦いは相手がある。こっちがせぬつもりでも、彼より求めてきたらどうにもなるまい。そのときは逃げるか」

「それは出来ぬ。しかし」

　と、竜馬は、金も兵もない新政府の現実を言うと、三岡はそれに応じてかれの財政策の一端をしゃべった。

　竜馬はひざを打ち、

「みな言え」

　と、うれしそうに叫んだ。このときの竜馬の言葉は、三岡の記憶によると、「汝われ、そんなことを言うと思うてわざわざ来たわ。みな言え」というものであった。




　三岡八郎というのは、ふしぎな頭脳のもちぬしだった。国家経済をまるで掌たなごころをさすように論ずるかとおもうと、へっついの発明をしたりする。

　閉門中、退屈なあまりにこの新案をおもいつき、作りあげた。従来のへっついよりもはるかに燃料が節約でき、しかも火力が強い。この男の発明したへっついは、昭和十年まで「三岡へっつい」とよばれて福井県下で用いられていた。

　この男が竜馬に、新政府財政の基本的な考え方はこうあるべきだと説き、その財政技術のひとつとして金きん札さつの発行を説いた。

　兌だ換かん紙幣のことである。新政府にはまだ信用がないため京大坂の富豪を説き、かれらに発行の勧かん進じん元もとをさせ、その信用と財力を借りれば一千万両ぐらいの金はたちどころに出来あがるだろうと三岡はいうのである。

「それには天子様に御威光がなければどうにもならぬ。かの御ご一いち人にんこそ日本国の主だということを天下万民に知らせる工夫をする必要がある」

　その後の三岡八郎は、これらの言葉どおりの活躍をした。鳥羽伏見の砲煙がおさまるや、三岡は大坂にのりこみ、鴻こうの池いけ善右衛門以下十五人の富豪をあつめ、かれらを新政府の会計方御用係に任命し、さらには大坂のおもだった町人六百五十人をあつめ、御用金調達を命じた。

　この新政府借入金は、旧幕時代の御用金召しあげとはちがい、あとで返却することになっていたし、利子もつけた。醵きよ出しゆつした金額に応じて太だ政じよう官かん札さつもあたえた。人心はこのために安定し、この太政官札発行のおかげで、無から発足した新政府に基金もでき、その基金が東征の軍資金にもなった。

　それらはすべて、この「煙草屋」の二階でまとまったといっていい。

　竜馬との会談は、朝の八時から夜九時までつづいた。

　途中、三岡が席を立つのは、階下の厠かわやへゆくときだけである。

　三岡を監視している藩の御用人の松平源太郎と目付出淵伝之丞も一緒に厠へゆく。

　藩の検察官である出淵は厠の前で三岡の骨ぶとな肩をたたき、

「不届き者め。藩の目付役を立ちあわせて謀む叛ほんの相談をするとはけしからぬ」

　と声をあげて笑った。実のところ、松平も出淵も、この日までは佐幕派だったのだが、会談の内容のすさまじさに仰天し、さらに時勢の変転に気づき、かつ罪人の三岡がこれ程えらい男なのかとおろおろする思いでいたのである。

　とくに松平源太郎は竜馬に敬服し、

「貴殿に私淑したい」

　と言いだした。竜馬は苦笑し、

「私は一介の船乗りにすぎぬ。天下の指南は貴藩のこの三岡に頼られよ」

　とことわった。しかし謹直なこの男は、竜馬のそういう表現がわからず、さらに押して頼み入った。

　松平はこの一夜の縁で新政府とのつながりが出来、のち維新政府に仕え、宮城・熊本県知事を歴任し、晩年は枢密顧問官になった。維新後は正まさ直なおとあらため、男爵になっている。

　夜ふけていよいよ三岡が帰宅しようとしたとき、竜馬はひどく別れ難がたそうな様子をし、懐中から手紙のようなものをとり出した。

「なんだ」

　三岡が手にとると、竜馬の写真であった。

「おれの写真さ。このさきどうなるかわからん。万一のときの形見だと思ってくれ」

　と、竜馬はいった。

「そうかね」

　三岡はつぶやき、竜馬の顔をみた。竜馬はいつになくふかぶかと沁しみとおるような微笑をその目もとに刻んでいた。三岡はふとめまいを覚え、なにやら別世界の人間と対座しているような、えたいの知れぬ感情に襲われた。




　翌朝、竜馬は京へ発った。

　三岡の手もとに、竜馬の写真一葉とあたらしい運命のたねが残された。

　竜馬は五日京に帰り、六日岩倉具視に謁し、三岡を新政府参与にすべき辞令を越前藩に発するよう依頼した。

　岩倉はすぐ辞令を書き、越前藩京都屋敷を通じて国もとへ急飛脚で送らせた。

　もっとも越前の佐幕派重役は新政府樹立をよろこばず、この辞令をわざと三岡にみせず、ひと月あまり知らぬ顔でいた。そのため新政府は五度にわたってこの藩に催促し、やっと藩は三岡にこの召めし状じようをみせた。そのように多少の手ちがいはあったが、三岡のあたらしい運命はこれで確定した。

　妙な話がある。

　竜馬が福井を発ってから十日あまり経ったころ、三岡は藩の家老岡部豊ぶん後ごにまねかれた。

「閉門中ながら、わが別宅へきて所見をのべよ」

　というのである。藩首脳としてはこの新情勢のゆくえを見さだめるには、藩の政治犯の三岡にものをきくしかしかたがないと思ったのであろう。

　三岡は、この召喚をよろこんだ。この機会に重役を啓蒙したいとおもい、夕刻、屋敷を出た。屋敷を出てから、

　──そうだ、竜馬の写真をわすれた。

　と気づき、屋敷へ駈けもどった。このころ三岡は竜馬の写真を護符のように身につけ、わざわざ古こ金きん襴らんの裂きれで写真入れまでつくっていた。それを懐中に入れ、岡部豊後の別荘まで出かけた。

　岡部は、この政治犯のために酒肴をそろえて待っていた。三岡はそこで竜馬からきいた諸情勢を伝え、竜馬の新国家の理想を説明し、さらに今後越前藩のとるべき道を説いた。

　帰路、夜がふけてしまっている。

　三岡は、若党に足もとを照らさせながら道をいそぎ、やがて足羽川にかかる橋を渡った。

　橋を渡りおわって土手にさしかかったとき、いままで物音もなかった天地にどよめきがきこえた。

「あれはなんだ」

　平素、物におびえることのすくない三岡が、叫ぶようにして若党に言ったほどであった。若党は背をかがめて袖で提灯の灯をかばいながら、

「風でございますよ」

　といった。なるほど天に風が鳴りはじめている。しかしこの晴せい夜やに奇妙というほかない。沖ちゆう天てんに十五夜の月がかかり、雲もないのである。

「風ということはあるまい」

「いいえ、風でございますよ」

　若党はつぶやき、懸命に提灯をかばっている。なるほどその様子をみれば風であろう。その直後、三岡は風のなかにいた。一陣の突風が土手を襲い、三岡の髪、袂、袴をひるがえし、若党のもつ提灯を消した。三岡は突風に堪えようとしてつまさきに力を入れた。草履の緒が切れ、土手ぎわによろめいた。

　風は、去った。

　去ってみると、うそのような静かさで月が天心にある。

　しかし三岡の体にえたいの知れぬ戦慄だけが残った。そのつぎの瞬間、三岡は叫んだ。

「提灯をつけろ」

「どうなされたのでござります」

「懐中の物を落した」

　すべてが、なかった。紙入れも、あれほど大切にしていた竜馬の写真もない。そのあと一時間ばかり、三岡は土手のあちこちをさがしまわったが、ついになかった。

　三岡は、帰宅した。

　それから二日後、竜馬が中岡慎太郎とともに京の宿で死んだ旨の報が、三岡のもとに入った。あの夜、ほぼ同時刻に、竜馬の霊は天に駈け昇ったのである。




　京にもどった竜馬は連日多忙であったが、十三日の昼ごろ、黒縮緬の羽織に仙台平の袴といった身なりの武士が、白扇をたずさえて訪ねてきた。

「伊東甲か子し太た郎ろうと申す者」

　と、取次ぎの藤吉に名乗った。

　藤吉はその名をきいておどろいた。伊東といえば新選組の参謀だった男で、善悪はべつにせよ、高名な人物である。

　もと江戸の深川佐賀町で門人を取り立てていた町道場主で北辰一刀流の達人であり、国学の素養も深い。新選組の近藤勇に乞われ、元治元年の暮、多数の門人や友をひきいて加盟し、参謀になった。

　この人物が満二年半、新選組の副総裁格をつとめたあげく、時勢の変転を機敏に察し、この慶応三年の三月、脱退した。ただの脱退ではなく、多数の隊士をさそい、集団離脱のかたちをとった。ただちに御ご陵りよう衛え士じという職名を朝廷からもらい、山陵奉行の戸田大和守忠ただ至ゆきの手に属し、いまは東山高こう台だい寺じの月真院を借りてそこに駐屯している。その賄まかないは薩摩藩からひそかに出ていたから、名目はともかく実質上の討幕団体であり、新選組の目からみれば裏切り者であった。

「なんの用かしらんが、あがれと言え」

　と、たまたま居合わせていた中岡慎太郎はいった。

　やがて伊東が入ってきた。一人ではなく、かつて新選組で剣名をとどろかせた藤堂平助がいまは伊東の配下になり、この場に同行してきている。伊東も藤堂も北辰一刀流千葉道場の出身で、この点、竜馬と同窓の間柄になる。

「ひとこと、御忠告に参った」

　と、伊東は白い顔をあげた。

「ある筋から確しかときいたところによると、新選組が全力をあげて足下のすきを狙っているという。すぐ土佐藩邸にお移りなされるがよかろう」

　用はそれだけである。伊東はその道の出身だけに、この言葉は信ずるに足る。

　なぜ伊東がわざわざこの秘報をしらせにきたかといえば、単に親切というだけではないであろう。勤王派に寝返ったかれとしては、京における勤王派の巨きよ魁かいである竜馬と中岡の歓心を得ておきたかったにちがいない。

「ご親切、痛み入る」

　と、中岡は鄭重に頭をさげた。

　が、おどろいたことに竜馬は会釈も返事もせず、そっぽをむいたままだまっている。

「竜馬、ああ言ってくださっている」

　中岡は、見かねて袖をひいた。竜馬はにがりきったままうなずいた。

（なにを言ってやがる）

　と、竜馬にすれば、腹のなかで毒づきたかった。ほんの数カ月前までさんざん勤王の士を斬っていたこの連中が、日和ひよりがかわったとみると、薩摩藩の人数不足につけ入ってこちら側に鞍くらがえしている。そんな男を、竜馬は見るのもいやだった。

　伊東は不得要領のままでひきとった。これが竜馬の死の二日前である。

「藩邸に移るか」

　と中岡は伊東が去ったあといったが、竜馬は黙殺した。伊東の忠告をきいてからあわてて藩邸に身を移すなど、竜馬の一いち分ぶんがゆるさない。竜馬は妙に頑固になっていた。

「生死は、天命にある。それだけのことだ」

　げんに天命であった。

　竜馬に忠告し、その忠告が的中して竜馬がこの世を去ったことをあとで伊東がきいたとき、

「だからあれほど言ってやったのだ」

　と人にこぼしたが、その伊東甲子太郎自身も、数日後の十一月十八日、京の油あぶらの小こう路じで新選組の集団に襲われ、乱刃のなかで落命した。忠告者の伊東甲子太郎も数日後にやってくる自分の運命に気づかなかったのであろう。

　佐幕派の狂気は大政奉還後、ほとんど頂点に達したといっていい。




　この長い物語も、おわろうとしている。人は死ぬ。

　竜馬も死ななければならない。その死の原因がなんであったかは、この小説の主題とはなんのかかわりもない。筆者はこの小説を構想するにあたって、事をなす人間の条件というものを考えたかった。それを坂本竜馬という、田舎うまれの、地位も学問もなく、ただ一片の志のみをもっていた若者にもとめた。

　主題は、いま尽きた。

　その死をくわしく語ることは、もはや主題のそとである。

　竜馬は、暗殺された。

　暗殺などは、たとえば交通事故とすこしもかわらない。暗殺者という思慮と情熱の変形した政治的痴呆者のむれをいかにくわしく書いたところで、竜馬とはなんの縁もない。そのためこの小説ではかれらの白刃のひかりに触れるのみにとどめる。しかし筆者には、この小説を書きつづけてきた余熱がのこっている。その余熱を散じたいがために、あとがき（巻末に収録した「あとがき五」）のなかでそれらのことに触れたい。

　竜馬と中岡慎太郎が死ぬ日は、慶応三年十一月十五日の夜である。

　中岡には、この日、不時の用事があった。

　すでに触れたが、去年の九月十二日、新選組三十数人と土州の士八人が三条大橋の制札場付近で乱闘している。

　この乱闘事件に関係した土佐の連中のうち、宮川助五郎という青年のみが捕虜になった。宮川は三条南車くるま道みちで幾太刀かを受けて昏倒し、幕吏に捕えられたのである。

　そのあと、京都西奉行滝川播はり磨まの守かみにひきわたされ、獄舎に投じられた。傷は致命傷ではない。

　宮川は上士の出身で、はやくから下士の勤王派とまじわり、京にのぼってからも粗暴血気のふるまいが多い。

　この乱闘の原因は、三条大橋制札場にかかげられている「長州人をかくまうべからず」という制札をひきぬきにゆこうとしたもので、それを偵知していた新選組に待ちぶせられ、その包囲斬撃をうけた。

　京都守護職会津藩主松平容かた保もりは宮川の身柄を重視し、藩士諏訪常吉を土佐藩にかけあわせた。

　応接した土佐藩側は、藩邸留守居役中村禎助である。禎助は佐幕派で、会津側に対し平身陳謝した。

　そこで会津側も折れ、身柄を土佐藩にひきわたそうとしたが、それに対して幕府の筆頭老中である板倉勝静が反対し、宮川はそのためにずっと獄中にいた。

　獄中で、なんども死を乞うた。このいさぎよさが会津側に好感をあたえ、会津藩の使いの諏訪常吉がわざわざ土佐藩邸をたずね、

「貴藩にておひきとりくださるならば、かの士を引き渡してもよろしゅうござる」

　と申し入れてきたほどであった。

　このとき福岡藤次が応接し、処罪を決しかね、白川村に屯営している中岡に手紙をやり、

「藩にはひきとれない。陸援隊にひきとってもらえればありがたい」

　という旨、相談をもちかけた。

　中岡はそれを読むとすぐ白川村を出て河原町藩邸にきたが、福岡が留守だった。

（竜馬のところへでもゆくか）

　とおもい、足をまげた。これが中岡の死をよぶ結果になった。

　竜馬は、いた。

　たまたま竜馬は数日前から風邪をひき、この日、熱が高く、土蔵で寝ていた。土蔵で中岡と応対すれば事はなかったであろう。

「土蔵は熱くさいきに、母おも屋やで話そう」

　といって中岡を母屋の二階で待たせた。




　この日、寒気がつよい。

　竜馬はまわたの胴着に舶来綿の綿入れを着かさね、さらにそのうえに黒羽二重の羽織をひっかけて二階奥の間に出た。

　二階は四間ある。奥八畳の間で中岡と対座した。

「熱で頭がくらくらする」

　といいながら、中岡のはなしをきいた。宮川処置の相談がおわると、新政府の官制についての用談になった。

　角力の藤吉は二つ部屋をへだてた表の間で楊よう枝じけずりの内職をしている。

　そのうち夜になったので藤吉は竜馬の部屋の行燈に灯を入れた。

　そこへ例の岡本健三郎があそびにきて、両人のはなしをきこうとした。ほとんど同時に菊屋の峰吉少年が入ってきた。峰吉は中岡の使いで錦小路の薩摩藩邸にゆき、その返事をもらって帰ってきたのである。

「峰吉っつぁん、腹がへった」

　と竜馬は峰吉をかえりみ、軍鶏しやもを買ってこい、といった。

　峰吉は威勢よく返事し、立ちあがった。それをしおに岡本健三郎も帰ろうとした。

「どこへゆく。また例の亀田屋か」

　とからかうと、岡本は赤くなった。亀田屋というのは河原町四条下ルの六神丸を売る薬屋で、ここにお高という評判の美人がいる。岡本はこのごろお高と恋仲になっていた。

「ちがいますよ」

　と岡本は言い、峰吉と一緒に出た。峰吉は、四条小橋の「鳥新」へ走って、軍鶏を注文した。ここで三十分待たされた。

　その間、運命が進行している。

　数人の武士が、近江屋の軒下に立った。午後九時すぎであった。刺客である。この刺客たちの名は維新後の取りしらべでほぼ判明するのだが、幕府の見廻組組頭佐々木唯三郎指揮の六人であった。

　佐々木はひとりで土間に入り、二階へ大声で来意をつげた。

　二階表の間まに藤吉がいる。藤吉は削っていた楊枝をおき、階段を踏んで土間におりると暗い土間に武士が一人立っていた。

「拙者は十と津つ川がわ郷ごう士し。坂本先生ご在宅ならばお目にかかりたい」

　と、名刺を藤吉にわたした。十津川郷士の何人かは竜馬と懇意だし、しかも相手はひとりである。藤吉はうたがわずにその名刺をもって階段をのぼろうとした。

（いる）

　と刺客は見たであろう。事実、そう見た。佐々木はそのまま。

　入れかわって今井信郎、渡辺一郎、高橋安次郎が藤吉のあとを追い、のぼりつめたところでいきなりその背を真二つに斬りさげた。

　藤吉は叫び、刺客は叫ばせまいと思い、六太刀斬り、絶命させた。この間、数秒である。

　二階奥では、竜馬と中岡とがむかいあっている。一枚の紙を真中にし、近視の竜馬は這うような姿勢でその紙片に見入っていた。

　一間へだてたむこうで騒ぎがきこえたが、竜馬は峰吉が帰ってきたものとみた。峰吉は平素、藤吉にたわむれて角力の手を教えてもらったりしていたが、いまもそうだと思ったのだろう。

　這うように紙片に見入ったまま、

「ほたえなっ」

　とどなった。土佐言葉で、騒ぐな、という意味である。

　この声で刺客たちは討つべき相手の所在を知った。

　電光のようにかれらは走った。

　奥の間にとびこむなり、一人は竜馬の前額部を、一人は中岡の後頭部を斬撃した。この初太刀が、竜馬の致命傷になった。

　撃たれてから、竜馬は事態を知った。が、平素剣を軽蔑し、不用心でいる。このため、手もとに刀がなかった。

　刀は、床ノ間にある。

　それをとろうとした。脳のう漿しようがながれているが、竜馬の体力はなお残されている。

　竜馬は床ノ間の佩はい刀とう陸奥守吉行をとろうとし、すばやく背後へ身をひねった。

　この一動作を、刺客は見のがさない。竜馬の左手が刀の鞘をつかんだとき、さらに二ノ太刀を加えた。左肩さきから左背骨にかけて、骨を断つ斬撃を竜馬は受けた。

　が、この瞬間、この若者の生命がもっとも高揚した。竜馬は跳はねるように立ちあがった。同時に刀を鞘ぐるみのまま、左手でつかをにぎり、右手で鞘をつかみ、鞘を上へ払いとばそうとしたが、敵の三ノ太刀はさらにそれをゆるさない。

　もっともはげしく斬撃してきた。竜馬は刀を抜くゆとりもなく、鞘ぐるみでその三ノ太刀を受けた。火が散り、鉄が飛んだ。

　おどろくべきことであった。敵の斬撃のすさまじさは、竜馬がもつ陸奥守吉行の太た刀ち打うちの部分から二十センチばかり鞘を割り、なかみの刀身を十センチばかり鐫きってけずったことであった。瞬間、半月形の鉄片が、飛んだ。敵のわざのすさまじさもさることながら、致命傷を受けつつも、なお鉄を鐫るまでの斬撃を受けえた竜馬の気魄は尋常ではない。

　鐫ったいきおいで敵の太刀は流れ、流れて竜馬の前額部をさらに深く薙なぎ斬った。

　竜馬は、ようやく崩れた。くずれつつ、

「清せい君、刀はないか」

　と、叫んだ。清とは、中岡の変名石川清之助のことである。この場にいたってもなお中岡を変名でよぶ配慮をしたのは、竜馬の意識が明確であった証拠であろう。以上も以後も、すべて事件の翌々日に死んだ中岡の記憶による。

　中岡にも刀をとる余裕がない。九寸の短刀しかない。信国在銘、白柄朱鞘で、鍔つばはついているものの、脇差というより匕あい首くちのみじかさである。これをもって敵の大刀と渡りあったが、十一カ所に傷をうけ、ついに倒れ伏した。

　わずか数分、気絶していたらしい。しかしすぐ息を吹きかえした。このとき敵がひきあげるところであった。

　ほどなく竜馬も、よみがえった。この気丈な男は、全身にわが血を浴びながらすわりなおしたのである。

　中岡は、顔をあげ、その竜馬を見た。竜馬は行燈をひきよせ、わが佩刀の鞘をはらって刀身をじっと見入った。

「残念だった」

　思えば、そうであったろう。千葉門下の逸足として剣名を江こう都とに轟かせた青春をもちながら、鼠そ賊ぞく同然の刺客に不意をおそわれ、しかも剣さえ使えなかったことをおもうと、無念やるかたないにちがいない。

「慎ノ字、手がきくか」

　と、竜馬はたずねた。中岡は伏せながらうなずき、「利く」と答えた。

　利くなら這って階下の近江屋の家族をよべとでも竜馬は言いたかったのかもしれないが、中岡のほうが自分より重傷とみたらしい。

　竜馬は自分で這い、隣室を這いすすみ、階段の口まで行った。

「新助、医者をよべ」

　と、階下に声をかけたが、その声はすでに力がうせ、下までとどかない。竜馬は欄干をつかみ、すわりなおした。

　中岡も這って、竜馬のそばにきた。

　竜馬は、外科医のような冷静さで自分の頭をおさえ、そこから流れる体液を掌につけてながめている。白い脳漿がまじっていた。

　竜馬は突如、中岡をみて笑った。澄んだ、太たい虚きよのようにあかるい微笑が、中岡の網膜にひろがった。

「慎ノ字、おれは脳をやられている。もう、いかぬ」

　それが、竜馬の最後のことばになった。言いおわると最後の息をつき、倒れ、なんの未練もなげに、その霊は天にむかって駈けのぼった。

　天に意思がある。

　としか、この若者の場合、おもえない。

　天が、この国の歴史の混乱を収拾するためにこの若者を地上にくだし、その使命がおわったとき惜しげもなく天へ召しかえした。

　この夜、京の天は雨気が満ち、星がない。

　しかし、時代は旋回している。若者はその歴史の扉とびらをその手で押し、そして未来へ押しあけた。

（完）　


    
    
　あとがき集




「竜馬がゆく」はこの文庫版では八冊であるが、単行本としては全五巻──「立志篇」「風雲篇」「狂瀾篇」「怒濤篇」「回天篇」として刊行され、それぞれに「あとがき」が付されている。ここでは仮に「あとがき一～五」として掲載した。

　従って「あとがき一」は立志篇のあとがき（立志篇は文庫版第一冊「門出の花」から第二冊「風雲前夜」まで）

「あとがき二」は風雲篇のあとがき（風雲篇は文庫版第二冊「待宵月」から第三冊「京の春」まで）

「あとがき三」は狂瀾篇のあとがき（狂瀾篇は文庫版第四冊「神戸海軍塾」から第五冊「流燈」まで）

「あとがき四」は怒濤篇のあとがき（怒濤篇は文庫版第五冊「変転」から第六冊「海戦」まで）

「あとがき五」は回天篇のあとがき（回天篇は文庫版第七冊「厳島」から第八冊「近江路」まで）










あとがき一










　坂本竜馬は維新史の奇蹟、といわれる。

　たしかに、そうであったろう。同時代に活躍したいわゆる英雄、豪傑どもは、その時代的制約によって、いくらかの類型にわけることができる。型やぶりといわれた長州の高杉晋作でさえ、それは性格であって、思想までは型破りではなかった。

　竜馬だけが、型破りである。

　この型は、幕末維新に生きた幾千人の志士たちのなかで、一人も類例をみない。日本史が坂本竜馬を持ったことは、それ自体が奇蹟であった。なぜなら、天がこの奇蹟的人物を恵まなかったならば、歴史はあるいは変わっていたのではないか。

　私は、年少のころからそういうことを考えていた。新聞記者のころ、すこしずつ資料をあつめはじめた。

「薩長連合、大政奉還、あれァ、ぜんぶ竜馬一人がやったことさ」

　と、勝海舟がいった。

　むろん、歴史とはそんなものではない。竜馬ひとりでやれるはずがないのだが、竜馬がいなかったら、事態の模様はちがったものになっていたろう。

　その竜馬のもっているどの部分が、それをやったのか。

　また、一人の人間のもっている魅力が、歴史にどのように参加してゆくものか。

　さらに、そういう竜馬の人間像が、どのようにしてできあがってゆき、まわりのひとはそれをどのようにみたか。

　そういうことに興味をもった。

　いつか、それを小説に書こうとおもいつつ歳月をすごした。

　やっと書きはじめたのは、昭和三十七年の初夏からである。私自身、そこで十余年をすごした新聞にかきはじめたことは、偶然なことながら、一種の感慨がある。

　私ごとき者の小説が、これほど読まれたことは、かつてない。いまなお、書いている。この物語が終了するには、あと二年余を要するであろう。

　出不精な私にしては、竜馬像を足で確かめてみたいと思い、できるだけ歩いた。

　多くのひとから、教示も得た。

　この取材旅行中、私は、さまざまの幸運にめぐりあった。

　竜馬が千葉家からもらった北辰一刀流の免許皆伝の伝書一巻を見ることができたのも、そのひとつである。

　この伝書は、明治後、縁族のあいだを転々としていたが、ついに大正の末年、その最後の所有者が渡米したために彼かの地ちに渡っていた。

　この小説がはじまったころ、たまたまその所有者につながりのある婦人が帰日して、高知県庁をたずね、

「私どもには不要のものだから」

　と、永久保管を託した。

　県庁でべつな資料をみるために立ちよった私は、偶然それをみた。

　奇縁におどろいた。

　竜馬という人は、年少のころから太平洋を越えてみたいと念願していた。その魂こん魄ぱくが、一巻の伝書に宿って海を渡ったのかとおもった。

　いや、伝書などはいい。竜馬は、生きている。われわれの歴史のあるかぎり、竜馬は生きつづけるだろう。私はそれを感じている自分の気持を書く。冥利というべきである。




昭和三十八年六月










あとがき二










　ようやく、第二巻目を書き終え、ややぼうぜんとしている。

　筆者はなお、この若者とともに長い坂をのぼらねばならない。この巻をかりに風雲篇と名づけはしたものの、風雲らしい階段にまではいらずに、八百枚の枚数をついやした。

　筆者は、この人物を通して、幕末の青春像をかいている。坂本竜馬をえらんだのは、日本史が所有している「青春」のなかで、世界のどの民族の前に出しても十分に共感をよぶに足る青春は、坂本竜馬のそれしかない、という気持でかいている。

　竜馬は、ふしぎな青年である。これほどあかるく、これほど陽気で、これほどひとに好かれた人物もすくなかったが、暮夜ひそかにその手帳におそるべきことを書いている。

「悪人の霊魂を祈らばわれに智恵よくつくものなり。また釈しや迦か、歴山王アレキサンダー、秀吉、始し皇こう。而しこうして泉の如く策略も亦また生ず」

「薄情の道、不人情の道、わするることなかれ」

「義理などは夢にも思ふことなかれ。身をしばらるるものなり」

「天下のもの、各々其の主ありて一銭を奪はば盗賊と称し、一人を殺せば人またわれを害す。かくて地震の霹へきれきするや数万の家を破壊し、洪水の溢あふるるや幾億の生しようれい（霊）を殺す。是これを天命といふて恐るるは何事ぞや、人倫もとより小量にして大器なきが故なり。されば世界を鳴動せんと思ふ人こそは胸中に此の心なくんばあらず」

　儒教的な、きまりきった道徳律が支配していた当時としては、信じられないほどの独創的な語句である。

「衆人みな善をなさば我れ独ひとり悪を為せ。天下のことみなしかり」

　竜馬は、稀け有うな愛嬌と善骨をおびてこの世にうまれてきた。ところがどうやら、あの大きな体で暮夜ひそかに悪人たろうと念じていたらしく、それを思うと微苦笑を禁じえなくなる。

　とにかく、青春とはかがやかしいものだ。そのかがやかしさが、歴史の緊張期におかれたとき、どういう作用をするものか、筆者は考えつつ、次巻の構成をたててゆきたい。




昭和三十九年一月










あとがき三










　ときどき、竜馬の故郷だった高知へゆく。

　先日も、飛行場まで私を追ってきてくれた町のひとが、

「私は、福岡のお田た鶴ずさまの家の足軽をつとめていた者の子孫です」

　と、名刺をくれた。胸に真っ黒な毛がはえていて、いかにも土佐っぽという感じの年配の人だった。

「私の祖母は」と、そのＳ氏がいった。「昭和二年、九十幾つかでなくなりましたが、維新前、ときどき福岡家にきたリョウマサンを見たもんじゃ、と申しておりました。背が高くて無愛想な大男だったそうです。そのくせ祖母は十三の小娘のころの話だそうですが、長屋のそとでぼんやり立っていると、リョウマサンが通りかかって、ひょいと抱きあげてくれ、お前まん、きれいになった、よい娘になれるぞ、といってくれたりしたそうです。祖母は死ぬまで、たったそれだけの記憶の竜馬をくりかえし語って、そのあとかならず竹刀を持つ手つきをして、リョウマサンは剣術がえらかった、と口ぐせのように申しておりました」

　竜馬が、少年のころ水泳が好きだった、という話も高知に残っている。ある朝、豪雨がふった。他の子供は水練をやすんだが、竜馬だけはミノカサを着けて潮江川（鏡川）にむかって駈けた。たまたま、途中、町角で水練の教師がその姿を見とがめ、これこれどこへゆく、というと、「水練に参ります」と竜馬は駈けてゆく。師匠は大声で、今日は雨じゃきに休みであるわい、とどなると、竜馬はふりむきもせず、「水に濡れるのに、かわりがありますか」といった。

　変哲もない話だが、この奇妙な少年の頭には、雨だから水練をやすまねばならぬという常識がまるで理解できなかったのであろう。




　講談のような話が、残っている。

　竜馬が十八歳のころ、城下のはずれ潮江村に、念力によって神を現出するという修しゆ験げん者じやがあらわれ、それが山内家の世せい子し豊範の気き鬱うつ病びようをなおしてから大いに流行した。

　豊範の小姓に公く文もん左源太という者がある。

「一国の世子たるお人が、左様な淫神を信ずるものではございませぬ」

　と豊範をいさめたが、豊範はきかない。やむなく左源太は、城下の日根野道場での友人である竜馬に相談した。

「その神を退治すればよかろう」

　と竜馬は無造作にいった。左源太はおどろいたが、ついに竜馬の案をうけ入れ、その修験者のもとに竜馬をつれてゆき、「自分はごぞんじのごとく豊範公に仕える小姓でござる。これに控えおりますは拙者の従弟にて坂本竜馬と申し、篤信の者でありまする。ご高名をきき伝え、ぜひぜひ神を拝したいと申しますが、いかがでありましょう」というと、修験者は、「殊勝なことだ、されば当夜丑うし満みつノ刻、天狗台に参るように」といった。

　その刻限、竜馬は台の下でひれ伏していると、なるほど真っ黒な怪物があらわれ、袖をひるがえして台上にのぼり、

「われは石いし土づち蔵ざ王おう権ごん現げんであるぞ」

　というなり、台の下の竜馬はおどりあがってその神の胸ぐらをとって引きたおし、地面にひきすえ、頬づらに五つ六つ拳骨をくれてから、

「神の正体とは大てい、こんなものだ」

　といって立ち去った。この偽神退治のうわさはたちまち城下にひろまり、竜馬は講釈の英雄のようなあつかいを受けた。やらでものことだが、世の不条理なものをゆるしておけぬ性格があったらしい。




　神戸塾のころ、竜馬は仇あだ討うちの応援をしたことがある。ある日、塾にいると、広井磐いわ之助という同郷の若者が、乞食のような風体をしてたずねてきた。

　話をきくと、父は大六といい、磐之助の十六歳のときに、棚橋三郎という者に討たれたという。

　磐之助は復仇を決意し、高知城下に出て、三宮市蔵という剣客について長谷川流の居合術をおさめ、業成って国もとを出奔し、数年諸国を歩いたが、ついに仇かたきにめぐりあわぬまま、路用の金もつかいはたした。

　竜馬はその志をあわれみ、勝海舟にたのんで海軍塾の塾生ということにしてやり、さらに勝にたのんで、勝の名による諸国役人への依頼状というものを書いてもらった。講釈や映画などでいう仇討免許状というものである。




　　一、拙者門人広井磐之助、父仇有之者ふきゆうこれあるものにて右仇見み当あたり次第、為打果候間うちはたさせそうろうあいだ、万事御法之道、御作配さはい可被下くださるべく候

御軍艦奉行　　　　　　

勝麟太郎　　　

各国役人中




　磐之助は大いによろこび、これを懐中にして雲助に身をやつし、当時貧民街だった大坂長なが町まちの木賃宿を本拠に、毎日阿倍野街道などを往来しているうちに、堺の並松にいる松兵衛という人夫がそれらしいときき、堺へ行ってしらべると、松兵衛は、幕府黒くろ鍬くわ組ぐみの仕事を請け負っている「時とき鏡かがみの安」という者の配下で、いま紀州藩領加か太たの浦うらの砲台築造工事で土運びをしていることがわかった。

　それに間違いなしと思い、神戸塾に帰ってその旨を報じ、塾から手配をしてもらった。

　勝がさっそく紀州藩に手をまわすと、幸い松兵衛は工事場で人を刃傷したとかで藩吏にとらえられていた。

　竜馬はその当時、越前福井藩に五千両の寄附をあおぐために出張しており、塾生の新宮馬之助、千屋寅之助（菅野覚兵衛）らがかわりに紀州藩と交渉し、その了解をえた。

　が、紀州藩領では討てない。そのため、紀州と泉州（大阪府）の国境である山中村境さかい橋ばしで待ち伏せ、松兵衛が出てくるところを討ちとることにした。

　文久三年六月二日のことである。

　やがて紀州藩役人に追われた松兵衛が、境橋を渡りおわったとき、広井磐之助が進み出て、

「そちは、土州うまれで慶治と申さぬか」

　と、当時のことばでいう問い落しにかけた。

「いやいや、左様な者ではござりませぬ」

「しからば、本名は」

　とたたみかけると、松兵衛はうっかり「棚橋三郎」と名乗り、問い落しにかかった。

　そこで磐之助も本名を名乗り、松兵衛に太刀、たすき、鉢巻をあたえ、尋常に立ちあうように命じた。

　松兵衛こと棚橋三郎も観念し、太刀をとって二、三合斬りふせいだが、磐之助の働きにはおよばない。必死で踏みこんでくる磐之助のためにまず右の腕を斬りおとされ、二太刀目で、耳から頭を切りこまれ、三太刀目で胴を薙なぎはらわれて倒れた。磐之助、すかさずとびこんでとどめをさす。

　無事首級をあげた磐之助は、とりあえず国にかえり、ふたたび神戸へ出て海軍を学ぼうとしたが、ながい辛酸の生活のためにすっかり健康を害し、ふたたび立つことができず、この仇討の翌々年、二十七で病死した。

　竜馬とは直接関係のない話だが、かれの神戸時代をいろどった一挿話として、書きとめておく。




　右、この小説取材でえた話を、思いつくままに置きならべた。さほど面白くもない話ばかりであるが、この小説は史伝要素がつよいため、補遺という意味で、このあとがきの欄をしかるべく転用した。




昭和三十九年九月










あとがき四










　長崎は三方を山でかこまれた港町だから、平地というのはわずかしかない。平地のほとんどは商業地になっているため、住宅街は山頂にむかってひろがっている。

　県立図書館の永島さんが、

「亀山に案内してさしあげましょう」

　というので、寺町まで小型車で行った。これから上は坂である。石段の坂だが、そのはてしもなくつづく長さは、讃さぬ岐きの金こん比ぴ羅らさんの石段や紀伊三井寺の石段どころの比ではない。その両側に、家や墓地がある。人も死者も傾斜地に住み、それぞれの高さで世界でもっとも美しい港の一つといわれる長崎港を見おろしている。

　竜馬の亀山社中のあった家というのは、亀山でももはや山頂に近い。たどりつくまでに石段の数が二百七段もあり、途中、住宅街があったり、樟くすの樹林があったりする。

「このあたりはどういう地名でよばれているのですか」と永島さんにきくと、亀山の伊い良ら林ばやしといいます。郵便式でいうと伊良林町二丁目六三六番地です、と教えてくれた。

　そこに亀山社中の建物が残っている。想像したより小さな平屋建てで、個人の住宅としても小ぶりなほうに属するであろう。建坪は二、三十坪で、わずかに庭がついている。間数は三間ましかない様子であった。

　様子であったというのは、なお人が住んでいて、入りにくかったからである。それに大工さんが入っていて、建物をこわしつつあった。近所のひとにきくと、「一切合財こわして建てかえるらしい」ということであった。べつに文化財というほどの建物でもないからどうなろうとままなようだが、この書き物をかいている私としてはすこし惜しいような気がした。

「いいときに来ましたね」

　と、隣家の版画家中山文孝画伯はせめてもの慰めをいってくれた。あと三日もすればあとかたもなくなってしまうだろうというのが、この画伯の観測だった。

　この隣家の中山画伯は長崎では大事にされているひとで、お齢は八十ちかい。骨格がたくましく、道具だての堂々とした風貌で、声に魅力があった。わきのひとにきくと、松本清張氏の若いころの図案のお師匠さんだったという。

　見晴らしはいい。

「夜は、百万弗ドルの夜景です」

　と、老画伯はいわれた。なるほど湾のむこうの稲佐山がひとめで見え、眼下には長崎市街の中心部がことごとく見おろせる。

「しかし、市中へ出るには不便でしょう」

「いや、馴れれば」

　と、坂に馴れきった長崎人である老画伯は苦にもしていない様子だった。

「丸山の花か月げつにあそびにゆくにも、ちょっと大変でしょう」

　と、私は竜馬の身になってやってたずねると、画伯は、

「なんの、この石段を二百段ばかりおりて禅林寺と源崇寺の間をとおりぬけ、寺町筋まで出ればあとは花月まで一本道ですたい。十五分ばかりも歩けばもう思案橋の柳の下に出られましょう」

　といった。竜馬が、事務所兼下宿にしていた小曾根家までは五十分、かれの商務用の分室ともいうべき西浜町の土佐屋までは三十分、グラバーやハルトマンの商館のならんでいた大浦海岸までは四十分、という距離だそうである。

「長崎の天気は、ここから稲佐山を見れば予報できます。東シナ海に低気圧が発しますると、稲佐山に霧がかかってきて、ついには雲の冠かんむりがかかります」

　と、画伯は教えてくれた。船ふな稼か業ぎようであった竜馬も、あるいは土地の人からそれをきいてその稲佐山の冠を基準に晴雨を論じていたようにも思われる。

　何度目かの取材中、長崎市街地のやや高台にある[image: 筑]後町の宿にとまったことがある。

　朝、西坂町のあたりを歩き、近所のひとに、

「この町に小こ谷たに野のという家はありませんか」

　と、きいてみた。交番にもきいてみたが、そういう家はなかった。

　小谷野は幕府時代にはこのあたりきっての米穀問屋で、大地主でもあった。この西坂町から浦上までのあいだ、他人の土地を踏まずにゆけたという。

　幕末のころの当主は彦三郎という。この小谷野家が、勝海舟の宿をしたことがある。

　元治元年二月に勝が幕命をうけ、下関砲撃をくわだてている列強艦隊をその根拠地の長崎でなだめるためにこの土地にきた。竜馬も同行している。

　この間かん、勝はほうぼうに泊まったが、長崎奉行のあっせんでこの小谷野家にも泊まり、ここを足場に諸外国の領事や船員たちと折衝した。

　小谷野家に、彦三郎の妹でおくまというのがいる。いったん他家に嫁とついだがそのころは戻っていて、齢は二十三であった。肥ふとり肉じしで背丈は勝と同じほどあったらしい。ただし勝は男としては小柄なほうである。

　このおくまが、勝の身のまわりの世話をすることになった。当時こういう場合の貴人に対する世話というのは、多少の色彩を帯びている。

　勝は当時、数えて四十二歳であった。もともと渾こん身しんに精気を感じさせる男だが、女性については行儀のよいほうであったらしい。しかし、自然ななりゆきになった。

　やがて勝のみじかい滞在期間がおわり、勝は江戸に帰ることになった。勝はおくまのために一書を残し、長崎を去った。

「松竹助清幽しようちくせいゆうをたすく」

　という五文字である。

　勝はこの五文字のほかに意外なものを残したことに気づかなかった。おくまは懐妊した。

　ほどなく男子を生み、梅太郎と名づけ、親戚の梶家に入籍し、おくま自身が育てた。

　おくまは梅太郎を生んだ翌々年の慶応二年正月二十八日に病没している。

　江戸で勝はおくまの分娩のことを知ったが、閉門中でどうすることもできない。結局、明治二年天下が鎮まってから人を長崎にやり、おくまと梅太郎を迎えようとしたが、おくまはすでに亡かった。

　梅太郎のみは十五歳のときに上京し赤坂氷川下の勝邸で実父と対面したが、ほどなく病没し、なんの後日譚もない。

　この一件は、勝というひとの生涯でのたったひとつの色恋沙汰であったように思われるが、竜馬自身とは無縁なためこの物語のなかでは触れなかった。

　おくま享きよう年ねん二十五歳の戒名は、容よう誉よ智ち顔がん麗れい光こう大だい姉しという。誉の字がつくことをみれば宗旨は浄土宗だったのであろう。その戒名をつけた僧はおくまの印象に一つの実感をもっていたにちがいない。美人というよりも知的であり、容姿に一種のふんいきがある。だから「智顔麗光」という言葉をえらんだのではないかとおもわれる。
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　隠居がいる。

　息子のブリキ屋に身を寄せて老いの身を養っていたが、やがて老衰し、いよいよ助からぬと知ったとき、

「懺ざん悔げしたい」

　と、言いだした。隠居の名は、渡辺一郎という。旧幕時代は渡辺篤と名乗り、京の柳馬場綾小路下ルで「柳心館」という町道場をひらいていた一刀流の剣客で、維新後は京都府立一中や警察、在郷軍人会などで撃剣を教授していたが、老後は京都市松原御幸町南角でブリキ屋を営む息子の家で養われていた。

　懺悔したい、と言いだしたのは、大正四年の八月はじめである。家族、知人を枕ちん頭とうによび、先日の京都日出新聞の記事をご存じか、と言った。その記事というのは、坂本竜馬の血縁者が京都大学に入学した、という記事であった。

「その坂本氏を暗殺したのは、自分である。生涯かくしつづけようと思っていたが、あの記事を読み、輪りん廻ねのおそろしさを知った。これを打ちあけて心おきなくこの世を去りたい」と、渡辺老人はいった。

　その談話の内容が、大正四年八月五日木曜日付朝日新聞の十一面に出ている。その見出しは「坂本竜馬を殺害した老剣客・悔恨の情に責められて逝ゆく」というものであった。

　この渡辺一郎、旧名篤。吉太郎ともいう。

　この懺悔譚は、老人の記憶ちがいか、つじつまのあわぬところが多分にあり、良好な資料にはなりにくい。いずれにしても竜馬暗殺事件の余熱は大正四年までつづいている。しかもなお、下手人はたれであったか、的確にはわからない。

　当初、新選組のしわざとされた。

　そう見られても仕方のないふしがある。谷干城などは生涯そう信じていた。

　谷干城は土佐藩の上士谷守もり部べのことで、のち西南戦争のとき熊本鎮台司令官として西郷軍の攻撃をふせぎぬいた人物である。

　谷は、事件発生当時、もっとも早く現場にかけつけた一人であった。おいおい、河原町藩邸、陸援隊からも人が駈けつけ、そのうち元新選組参謀で脱退後高台寺月真院で同志をあつめて屯とん営えいしている例の伊東甲か子し太た郎ろうもやってきた。現場に下手人の遺棄品がある。

　蠟ろ色いろの鞘である。

「この鞘に記憶がある。新選組の原田左之助のものに相違ない」

　と、伊東は証言した。そこで一同おもいあたることがある。重傷の中岡が谷らに語ったところによると、下手人のひとりが「こなくそ」といって斬りかかってきた。こなくそは四国弁であり、とくに伊予（愛媛県）でよくつかう。原田は、伊予人である。

　新選組であるという証拠としては、現場に遺棄されていた下駄である。下駄に瓢ひよう簞たん形がたのなかに亭の字を入れた焼印がおされている。これは先ぽん斗と町ちようの瓢亭のものであった。瓢亭には新選組の隊士がよく出入りする。

　そこで谷干城はこの二品を証拠とし、幕閣の永井尚なお志むねに抗議し、真相を探査するよう要請した。永井はすぐ新選組局長近藤をよんで問いただしたが、

「存ぜぬ」

　というのみである。

　が、土佐藩側はあくまでも疑い、新選組と一戦も辞せずという騒ぎになった。

　菊屋の峰吉も、命がけで探査に立ちはたらいている。この少年はあの夜、鳥肉を買ってもどって異常を知った。そのあと裸馬に乗って白川村の陸援隊まで急報したりしたが、下手人探査のときも餅売りに化けて不動堂村の新選組屯所に接近し、情報を取材した。

　そのうち、紀州藩の用人三浦休太郎があやしいという有力情報があった。三浦はいろは丸沈没事件で竜馬にいためつけられたのを恨みに思い、新選組をそそのかして竜馬を討たせたのだという。

　さらに探査するうち、三浦の護衛を新選組がひきうけている。

「もはや、まぎれもない」

　と、陸奥陽之助が中心となり、襲撃隊を海援隊からつのった。十六人を得た。このなかに明治の自由思想家大江卓などもいる。

　十二月七日夜九時、雪を踏んでかれらは油小路花屋町の天満屋を襲撃した。三浦はおりから、新選組の斎藤一、大石鍬くわ次じ郎ろう、中村小次郎、中条常八郎、梅戸勝之進、蟻道勘吾、船津鎌太郎、前野五郎、市村大三郎、宮川信吉らと酒宴を催していた。陸奥ら十七人はその天満屋の二階へ斬りこみ、激闘のすえ、三浦を仕止めたと誤認し、ひきあげた。襲撃側は十津川郷士中井庄五郎が即死、新選組側は近藤勇の親戚の宮川信吉が即死。負傷なし。しかし三浦ら紀州藩士のグループは三人が死亡、三人が負傷している。が、この三浦も事件とは無関係であることがやがてわかった。

　新選組のばあい、この竜馬の事変で、むしろ被害者の立場に立たされたといっていいであろう。

　事変後ほどなく鳥羽伏見の戦いがおこり、そのあと土佐藩は東山道（中山道）鎮撫軍先鋒となり、板垣退助を総司令官として東征し、関東に入って近藤勇の降伏を受理した。

　このときも、土佐藩は近藤を訊問し、

「下手人は足下に相違ない」

　と、執拗に責めた。近藤はあくまで否定したが、土佐藩側はきかない。ついに板橋の刑場で近藤の首を刎はね、首を京へ送って三条大橋で獄門にかけた。軍陣の慣習でいえば近藤は敵ながらも一軍の大将として遇されるべきであり、その死は切腹でなければならず、打ち首や獄門は行きすぎといっていい。しかし竜馬を殺された土佐藩側の感情としては殺してもあきたりなかったのであろう。

　維新後もなお、新政府の弾正台の手で下手人捜査がつづけられた。明治以前の刃にん傷じよう沙汰を、新政府がその全力をあげて捜査したのは竜馬の場合しかない。




　新選組で人斬りといわれた大石鍬くわ次じ郎ろうは、甲州での幕軍再起の挙がくずれてから板橋で官軍に捕縛された。このとき、

「竜馬暗殺は新選組のしごとではない。見み廻まわり組ぐみである。事件の翌日、近藤勇らが、剛勇の竜馬を仕とめた見廻組の今井信郎、高橋某のはたらきは感賞するに足る、といっていたのをきいたことがある。この記憶にまちがいはない」

　と申し述べた。この大石の口から下手人の隊名と固有名詞がはじめて出た。

　見廻組は、幕府が新選組設置の翌元治元年四月に京都で設けた特殊治安部隊で、その任務は新選組とかわらない。ただ新選組のたてまえが浪士結社であるに対し、見廻組は幕臣の次男、三男をもって組織した。組頭は佐々木唯三郎である。

　佐々木はもと講武所の剣術教授方をしていた幕臣きっての剣客で、文久三年四月十三日、江戸赤羽橋で清河八郎を謀殺したのが、この男である。泥酔していた清河の不意をおそい、背後から一刀をあびせ、そのあと六人がかりで討って取った。

　が、官軍が大石を板橋でとらえたときにはこの佐々木唯三郎はすでにこの世にいない。佐々木は鳥羽伏見の戦いで先鋒をつとめ、銃弾にあたって戦死した。

　残るは、今井信郎、高橋某である。維新政府の兵部省はこの二人のゆくえを探索した。ところが函館の旧幕軍が降伏し、その降将のなかに今井信郎という名があるのを、兵部省は知った。今井はこの当時榎本武揚の五稜郭政府で「海陸裁判官」という重職にある。職階からいえば、海軍奉行、陸軍奉行といった長官職と同格といっていい。

　幕臣の出である。剣は直心影流の榊さかき原ばら鍵けん吉きちに学び、講武所師範代をつとめた。

　この人の孫に、共同通信社の記者今井幸彦氏がいる。今井氏の書かれたところによると、信郎が上洛して見廻組与力頭になったのは数えて二十七、慶応三年の十月初旬だったという。竜馬の暗殺に参加する一月前であったところをみると、功名心にはやっていたのであろう。

　今井信郎の取りしらべは、兵部省の手から刑部省に移された。当時刑部省の長官（大輔）は佐佐木三四郎（高行）で、容赦なく取りしらべた。今井はわるびれるところもなく自白し、

「自分も下手人のひとりでござる」

　と言い、状況をくわしく説明した。その明治三年九月二十日付の供述書が残っている。その供述書では、今井は見張りをしただけで手をくだしていない。が、手をくださず見張りうんぬんとはうそかもしれない。この点、永遠になぞである。手をくださなかったということで今井信郎は「寛典をもって禁錮申しつける」という軽い判決を受け、身柄を、旧徳川将軍家である静岡藩にひきわたされた。

　その後、今井信郎は静岡県に住み、熱心なクリスチャンになり、大正八年六月二十五日、七十九歳で没した。

　竜馬暗殺の計画は、よほど周到にめぐらされたらしい。幕閣のたれが見廻組に下命したかはよくわからないが、当時幕府の目付だった榎本対馬守道章（榎本和泉守武揚ではない）という説がある。勝海舟などもこれを疑っている。その明治二年四月十五日付の日記に、「松平勘太郎からきいた。竜馬の暗殺は佐々木唯三郎をはじめとして今井信郎らの輩が乱入したと。佐々木には上より指図があったのであろう。指図をした者は、あるいは榎本対馬か」とある。勝にこのことを話した松平勘太郎は旧幕時代大隈守といい、竜馬暗殺の当時は榎本対馬守の直接の上役であった。一応、信頼すべき筋というべきであろう。

　今井の供述によれば、刺客団は、佐々木唯三郎、今井信郎、渡辺吉太郎、高橋安次郎、桂隼之助、土肥仲蔵、桜井大三郎である。

　冒頭、ブリキ屋の隠居の渡辺一郎は、今井の供述書にいう渡辺吉太郎のことかとおもわれる。

　組頭佐々木唯三郎は、周到を期した。竜馬を斬れるだけの腕前をもつ隊士は、何人もいない。高橋安次郎などは、このために桑名藩からよばれてきた。渡辺一郎（吉太郎？）も、隊士ではない。佐々木と親交があるというだけで、柳馬場綾小路下ル「柳心館」の道場主である。ただこの年の二月、見廻組から七人扶持の手当はうけていた。佐々木は、人選にこまったあげくこの渡辺に折り入って頼み、とくに部外から参加してもらったのであろう。渡辺は一介の剣客で天下の情勢にうとく、竜馬の名も知らなかった。知っていたところで大公儀に楯をつくむほん人という程度の認識だったにちがいない。維新後、竜馬の事歴を知ってがく然としている。その程度の人物にすぎない。

　佐々木はこの暗殺の日の昼すぎ、刺客団を集結し、桂隼之助を探索者に仕立て、竜馬の下宿の近江屋新助方を訪問させた。

「坂本先生は、御在宅でしょうか」

　と、いんぎんに訪問している。近江屋方はなんの警戒もせず、いま御他行中です、といった。この言葉で、竜馬が京都にいることをかれらは知った。そのあと、佐々木は竜馬の帰宅を待つため、先斗町の某酒楼で会飲し、夜八時先斗町を出ている。途中、ぶらぶらして時をすごし、夜九時すぎ、近江屋を訪れた。佐々木が名刺を出し、「十津川郷士」と名乗ってからのあとは、本文のとおりである。

　踏みこんで直接太刀をふるったのはたれかという点では、証言者によってまちまちである。今井は自分ではなく他の三人だと言い、渡辺は自分がやったという。この点よくわからないが、今井が直接の加害者であるらしいことはほぼ定説になっている。現場に鞘をわすれたのは渡辺の記憶では「世良敏郎」という人物になっているが、この人物の名は他の資料にはまったくない。さらに渡辺の記憶では、ひきあげるとき四条通は人通りが多かったという。当時流行の「ええじゃないか」の行列が通ったのでかれらもわざとその群衆にまぎれこみ、手をふり声を和しながら退散した。渡辺はそう語っている。ただ信ずべきかどうかはわからない。

　いまひとつ、挿話がある。

　この暗殺の直前、二条城にいる徳川慶喜が、たれの口からきいたか、竜馬の名を知った。その竜馬が大政奉還の立案者であり、かつ反幕志士のなかで唯一の非戦論者であることも知った。むしろ慶喜は竜馬において同志を見出した思いがあったのであろう。

「土州の坂本竜馬には手をつけぬよう、見廻組、新選組の管掌者によく注意をしておくように」

　と永井尚志に言いふくめた。

　永井はむろん竜馬を知っている。当然とおもい、翌朝、慶喜の言葉を管掌者に伝えるべく出仕したところ、机の上に紙片がおかれている。紙片には、昨夜、竜馬を暗殺した旨、躍るような書体で大書されていた。

　──遅かった。

　と、永井は思ったであろう。事実、竜馬が生きていれば鳥羽伏見の戦いはおこらなかったかもしれない。暗殺はつねにこのようなものである。




　竜馬の死の当時、おりょうは下関の海援隊支店伊藤助大夫方にいた。事変当夜、全身朱あけに染んで血刀をさげた竜馬の夢を見たという。ほどなく竜馬の死を知った。

　その後、助大夫方をひきあげ、長府の三吉慎蔵にひきとられた。三吉は寺田屋遭難のとき、竜馬と同室にいたあの青年である。

　三吉の藩主である長府侯はおりょうをあわれみ、扶持米を給した。

　その後、海援隊士が協議し、おりょうを高知城下の竜馬の生家に送りとどけた。この間、おりょうを世話した三吉慎蔵に対しては、後藤象二郎が国産の紙を贈り、海援隊士中島作太郎は伝正宗作の短刀を贈っている。

　高知城下本町筋一丁目の坂本家に入ったおりょうは、竜馬の兄権平や姉乙女とはじめて対面した。とくに乙女については竜馬からさんざんきかされていたので、初対面ともおもえなかったであろう。

「私を真実の姉と思いなさい」

　といって「坂本のお仁王様」はおりょうを大事にもてなした。が、次第に仲がわるくなってきた。乙女にすれば竜馬を育てたのは自分だと思っていたし、事実そうであった。かつ竜馬を理解するところが最も深かったから、なんだこの女、という底意地のわるさもつい出てきたであろう。乙女とおりょうは、女仕事ができないという点では共通していたが、相違する点も多い。乙女は武家女としての教養がありすぎ、その節度の美しさももっている。その節度美をもって人を見、他人を律するから、無教養でどこか投げやりなところのあるおりょうが許せなくなったように思われる。

「竜子、家を守らず、非行をあえてす。乙女怒って竜子を離別す」

　土佐の記録にある。たたき出してしまったのである。しかし土佐の土陽新聞明治三十二年十一月八日付のおりょうの回想談のなかに、

「姉さんはお仁王という名があって元気な人でしたが、私には親切にしてくれました。私が土佐を出るときにも、一緒に近所へ暇乞いに行ったり、船まで見送ってくれたのは乙女姉さんでした」

　とあり、いっこうに不仲らしくもない。察するに乙女はこの「善悪さだかならず」（佐佐木三四郎）という女性に対し、腹にすえかねることがあっても、表面ニコニコしていたのであろう。が、親戚などのおりょうへの不評もあってついに、

「あなたは出てゆきなさい」

　と、乙女らしい単刀直入でからりと申しわたしてしまったかと思われる。

「まことにおもしろき女にて」

　とは、竜馬が手紙で乙女に紹介したおりょうの人柄である。が、竜馬の目からみるときらきらと輝いてみえたおりょうの性格は、他の者の冷静な目からみればそのあたらしさは単に無智であり、その大胆さは単に放ほう埒らつなだけのことであったのだろう。おりょうの面白さは竜馬のなかにしか棲んでいない。

　高知を出てから、おりょうはその故郷の京都へ行った。竜馬の墓守りをする、とひとにも言っていたが、墓守りでは食えない。おりょうには養うべき老母や妹があった。その後、東京へ出た。東京にさえ出れば竜馬の友人がいる。最初、西郷隆盛を頼ろうとしたが、西郷は征韓論にやぶれて鹿児島へ帰ってしまっていた。海援隊関係者も、中島作太郎や白峰駿馬は洋行中であった。

　放浪のすえ、横須賀に住み、人の妾になったりした。明治三十九年、六十六歳で死んでいる。大正三年八月、おりょうの実妹中沢光枝が墓碑を建てようとし、もと陸援隊隊士だった田中光顕、水戸脱藩の香川敬三などが多額の寄附をした。彼等、維新当時の三流志士たちはすでに華族になっていた。おりょうの戒名は昭竜院閑月珠光大姉、墓は横須賀市大津町信楽寺門前にある。おりょうは竜馬の生前、自分の亭主をさほどの人物ともおもっていなかったらしい。

　乙女は、竜馬からきた手紙をほとんどうしなわずに所蔵していた。「こんな手紙は焼きすてておくれ。人には見せられんぞよ」と竜馬は手紙の末尾に書いているが、乙女は焼かなかった。焼かずに、晩年それを繰りかえし読んでは竜馬をしのんだ。それらの手紙は、大正時代に入つてから日本史籍協会の手であつめられ、「坂本竜馬関係文書」二巻におさめられた。竜馬の手紙は口語、俗語を駆使し、暢ちよう達たつ自在な表現力をもっている点、書簡文の傑作といえるであろう。

　乙女も筆まめな人で、竜馬といまひとつ共通している点は、絵のうまいことであった。別れた夫の家に残してきた一子菊栄に、よく絵をかいて送ってやっている。とくに世界地図を彩色で描くのがすきであった。

　闊かつ達たつで諸芸いたらざるところのなかった乙女は、どこかで懸命に悲哀を嚙みしめているところがあり、その生涯も幸福とはいえなかった。四十八歳の明治十二年八月三十一日、壊血病で死んだ。墓は、高知市井口町丹中山の中腹に、小さく建っている。

　千葉さな子は、独身で世を終わった。維新後華族女学校の世話などをして生徒や卒業生に人気があった。

　勝気なひとであったが、ときどき急にだまりこんで終日ものをいわぬこともあったらしい。

「自分は、坂本竜馬の許婚者でした」

　と、あるとき卒業生のたれかをつかまえて急にそんな話をし、竜馬が「形見に」といって残して行った黒木綿の紋服の片袖をとりだしたりした。没年を、筆者は知らない。さな子は、佐那子とも書く。乙女と改名したこともある。竜馬がよく語っていた乙女をしのんだのであろう。この小説では彼女一人しか登場させなかったが、さな子には、里幾子、幾久子という妹もあった。さな子同様、北辰一刀流の免許皆伝である。

　さな子の兄の千葉重太郎は、道場を経営するかたわら、鳥取藩にも士籍をもち、しかも竜馬に刺戟されて勤王活動に奔走したりした。幕末にはこの人は人柄に似ずひどくいそがしい生活を送っていたが、維新後は世に出ず、明治十八年五月七日、没した。贈正五位、この贈位は、竜馬との縁によるものらしい。




　中岡は、卓抜した評論家である。かれは難に遭い、死に瀕ひんしつつも、駈けつけた同志の連中にさまざまなことを言った。

「卑怯憎むべし。剛胆愛すべし」

　と、自分たち二人を討った刺客の引きあげの見事さをほめている。刺客が二階座敷からひきあげるとき、「一人の男は、謡曲を謡ってやがった」と中岡は医師に介抱されながらいった。

　白川村から駈けつけてきた陸援隊副隊長の田中顕助（のち光顕）が枕頭で声をはげまし、

「長州の井上聞多はあれだけ斬られていながら、その後生きかえったではありませぬか。お気をたしかになされ」

　といった。井上の遭難というのは元治元年九月二十五日夜、井上が山口の政庁を退庁し、郊外の湯田袖そで解とき橋ばしにさしかかったとき多数の刺客に襲われ、身に三十数傷を負い、昏倒した。その直後、たまたま訪ねてきた美濃浪人所ところ郁いく太た郎ろうが医師の心得があるというので治療し、五十幾針を縫った。田中はそのことをいっている。

　中岡はうなずき、しかしさほどの関心を示さず、さらに語った。かれはこの状態になっても、自分の傷よりも自分以外の現象のほうにより以上の関心があったらしい。

「坂本と自分をやるなどは、よほど剛強の男であろう。幕士は腰抜けである、と平素あなどっていたが、こうも思いきったことのできる男がいる。早くやらねば逆にやられるぞ」

　中岡は最後までその主戦論をすてなかった。さらに、

「今後いよいよ刺客が跳梁するであろう。坂本も自分も平素不用心で、この夜、刀を手もとに置いてなかった。これが悔いである。君らも注意せよ」

　中岡は一昼夜たつとだいぶ元気になり、十六日の夕、「焼き飯を食いたい」といって一同をおどろかせた。主治医の土佐藩医川村栄進も本人が望むならよかろうとゆるし、それをあたえた。中岡は、三杯も食った。

　が、翌日それを吐いた。しきりと吐き気がつづくので、

「後頭部の傷が、脳に触れるらしい」

　と、中岡は自分の死期を自分で予言した。

　十七日は、朝から容態がわるい。中岡は、別室に詰めている水戸脱藩陸援隊隊士香川敬三をよび、

「おれはきょう、死ぬだろう。わがために岩倉具視卿に告げよ。爾じ今こん、維新回天の実行は一に卿けいのお力にたよる、と」

　これが、中岡の岩倉への遺言であった。中岡ほど岩倉の剛愎、胆略、謀才を買っていた男はない。

　この遺言のあと、薩摩の吉井幸輔が駈けつけ、長州軍、薩州軍が汽船をもって摂津西宮港に近づきつつある旨をつげ、

「三藩戮りく力りよくによる京都一挙ちかし」

　と、口を中岡の耳に近づけていった。中岡は満足げにうなずき、やがて逝いった。

　この日、竜馬の遺骸とともにならべ、京にある諸藩の有志があつまって、通夜をした。

　この両人の死は、すぐ諸方面につたわり、衝撃をあたえた。

　福井城下の三岡八郎（のち由ゆ利り公きみ正まさ）らも藩の同志とともに祭壇を設けて霊をまつり、大宰府の三条実美も他の四卿とともに祭典をおこなった。

　実美の悼歌は、

　もののふのその魂やたまちはふ神となりても国守るらん

　十八日、葬儀がおこなわれた。むろん、下僕藤吉をふくめ、三霊の合葬である。夕刻、近江屋から三つの棺が出て、それを海援隊、陸援隊士がかつぎ、土佐、薩摩などの諸藩士が列をなし、葬列は二丁ばかりつづいた。その葬列を幕士が襲うという情報があり、拳銃を懐中にする者、刀の鯉こい口ぐちを切って棺のそばをゆく者など、悲壮の気がみなぎった。

　遺骸を、東山の霊りよう山ぜんに葬った。この日、たまたま出京してきた長州の桂小五郎がこの変をきき、涙を流した。

「せめてわが友のために墓標の文字を書かせてもらいたい」

　と言い、潜伏場所の二本松薩摩藩邸の奥で揮き毫ごうした。

　高知藩坂本竜馬

　高知藩中岡慎太郎

　の十五文字である。

　西下中の薩の大久保一蔵（利通）もたまたまこのころに帰洛し、この変をきき、すぐ岩倉にあてて書簡を送った。

「坂本はじめ暴殺の事、いよいよ新選組に相違なく、ひとえに聞き申し候。近ちか日ごろますます暴を働きおり候よし、第一近勇（近藤勇）が所為と察しられ申し候。実に自滅のあらわれかと存じられ申し候」

　と、当時の通説どおり、近藤勇が、あくまでも疑われている。

　明治四年八月二十日、朝廷は特旨をもって竜馬と慎太郎のあとをそれぞれ立てさせた。竜馬の家名の相続者はその甥小野淳輔である。幕末では高松太郎と名乗り、相続後、坂本直と称した。中岡のあとについては同姓中岡代三郎が相続の沙汰を受け、それぞれ永世十五人扶持を下賜された。明治十四年、両人を靖国神社に合祀し、同二十四年四月、ともに正四位を追贈された。




　竜馬のおもしろさは、そのゆたかな計画性にあるといえるだろう。

　幕末に登場する志士たちのほとんどは討幕後の政体を、鮮明な像としてはもっていない。竜馬のみが鮮明であった。そういう頭脳らしい。

　国家のことだけでなく、自分一代についても鮮明すぎるほどの像をもっている。海運と貿易をおこし、五大州を舞台に仕事をするということである。このふたつの映像を自分において統一していた。討幕回天の運動と海運、海軍の実務の習得というふたつの方向を、まったく矛盾させあうことなく、一つの掌たなごころのなかでナワのようにないあげて行った。竜馬の奇妙さはそういうところにあるであろう。

　海の仕事をしようとする竜馬にとっては、ときに革命は片手間の仕事であった。長崎で海援隊実務を見つつ、京の風雲が混迷するや、にわかに上京し、船中八策をかかげて討幕後の政体を明示しつつ慶喜に大政奉還させて一挙に統一国家を実現してしまったあたりは、どちらが本業なのかわからない。大政奉還実現後、革命政府の大官などにはならぬと明言し、

「役人はいやだ」

　といった。西郷がおどろき、ではなにをするのだと重ねて問うと、

「世界の海援隊でもやる」

　と竜馬は言い、西郷を啞あ然ぜんたらしめた。その親友の西郷でさえ、竜馬の志のありかがわからないように思われる。竜馬はなによりも海が好きであった。海の仕事がやれるためには統一国家をつくらねばならなかった。表現を面白くしていえば、この無位無官の青年は、自分の海好きの志望を遂げるために国家まで改変してしまったといえる。竜馬の一代は、革命と海とのいそがしげな往復であった。その革命が成就しえた以上、維新政府の参議などになるはずがない。解放されたようにして海に飛びたつのが竜馬として当然であった。

「世界の海援隊でもやる」

　というのはそういうところであり、西郷がそれを意外に思ったのは、竜馬をそこまで理解していなかったからに相違ない。

　竜馬は、

「自分は役人になるために幕府を倒したのではない」

　と、このとき言い、陪席していた陸奥宗光が竜馬のあざやかなほどの無私さに内心手をうってよろこび、

「西郷が一枚も二枚も小さくみえた」と、のちにいった。これも、観察者陸奥のその性格からくる勝手な解釈であろう。陸奥は多分に権力仕事の好きな性格であった。さればこそそうでない人間風景に拍手するほどの昂奮をおぼえたのであろう。陸奥は人間の大小を比較するのがすきであった。だから竜馬と西郷の大小を位づけた。しかし西郷は竜馬とは別の場で計量されるべき人物で、陸奥の拍手は多分に長屋の熊さん的な快かい哉さいであるといえる。

　もっともそれらの議論から離れても、竜馬の一言は維新風雲史上の白はく眉びといえるであろう。単にその心境のさわやかさをいうのではない。筆者は、この一言をつねに念頭におきつつこの長い小説を書きすすめた。このあたりの消息が、竜馬が仕事をなしえた秘訣であったようにおもわれる。その点、西郷もかわらない。私心を去って自分をむなしくしておかなければ人は集まらない。人が集まることによって智恵と力が持ち寄られてくる。仕事をする人間というものの条件のひとつなのであろう。

　竜馬が死に、その海運事業が残った。とくにいろは丸遭難事件で紀州藩からとりあげた賠償金七万両という大金が残った。

　いろは丸は、竜馬が伊予大洲藩から借りていたものである。この船主に、相当の金が返還されねばならない。土佐藩は、七万両のうちから四万二千五百両を大洲藩に返した。ちなみに、竜馬は大洲藩の船を沈めたつぐないとして、長崎のオランダ商館からスクーナー一隻船価二千六百両を買って返す約束であったが、これは竜馬の死のためにはたせなかった。竜馬はこの船をもって北海道と北陸の物産を大坂にはこぶ事業を考え、それを大洲藩と約束していたが、それも竜馬の死で立ち消えになった。

　維新政府の樹立から廃藩置県令で藩が廃止されるまでの間、土佐藩の財政はすでに赤字というようなものではなく、破れきっていた。外国商館に対するおもな負債だけでも三十数万両あり、とうてい返済できる見込みはない。

　そこで後藤象二郎は窮したあまり、土佐藩の船、大坂藩邸、長崎土佐商会などを岩崎弥太郎に無償であたえ、そのかわりに藩の負債もぜんぶ岩崎個人にひっかぶせてしまい、それをもって整理した。後藤らしい大ざっぱなやりかたといっていい。

　岩崎がひきついだ土佐藩の船は、汽船が六隻、曳船二隻、庫船、帆船、脚船各一隻で、計十一隻であった。

　岩崎弥太郎はこの船をもって竜馬がやろうとしていた事業を、かれなりに相続しようとした。資金はある。竜馬が紀州藩からぶんどった七万両の金である。その一部を大洲藩に返還したとはいえ、ざっと三万両は残っている。その金を、後藤との黙契のうえで新事業の資金とし、大阪の西長堀旧土佐藩邸に九つ十く九も商会という名の海運・貿易商社を建て、ほどなく借財からのがれるために名称を三ツ川商会、さらに三転して「三菱商会」とあらためた。その後三菱会社に発展した。その種子は竜馬の海援隊から出たものといっていい。

　竜馬は株式会社の最初の発想者といえるであろうし、また近代商社の祖ともいえるが、同時に日本海軍の祖ともされてきた。その妻おりょうが窮乏のうちに横須賀で死んだときも、竜馬との縁を知って海軍士官が多数その葬儀に参列した。また竜馬の銅像が昭和三年その郷里の高知市郊外桂浜に建てられたとき、除幕式は海軍記念日の五月二十七日という日がえらばれ、当日、海軍から駆逐艦浜風が桂浜に派遣された。幕末、長崎で私設海軍をつくって、幕府海軍に対抗しようとしたこの奇妙児の風貌は、いまも桂浜の潮風にさらされている。




　維新後、当然なことではあるが、生者は栄え、死者はわすれられた。竜馬の名も、一部土佐人のほかは知る者もまれになった。

　すでに明治も三年のころにはもう、幕末といえば遠い昔のように思われるようになったらしく、岩倉具視に対し、

「時流、とうとうとして新につく。しかれども卿けいらこんにちあるは、幕末維新の風雲のなかに斃れし士のおかげであることをわすれ給うな」と献言した者があることをおもえば、いささかの消息を察することができる。

　岩倉具視はこれを思い、明治三年正月六日、東京日比谷の邸にかつての同志をまねき、一夕の宴を催した。

　来る者は、すべてが維新政府にめぐまれた者ばかりではない。岩倉はその点にも気をつかい、その招待状にも、

「自分が、たまたま富貴になったからといって諸子を宴に招待するのではない。ただねがわくは、往年の交わりを、諸子と続けたいと念ずるのみである」とわざわざことわっているのは、反撥を顧慮せねばならぬなにかがあったのであろう。この日あつまった者は、十数人である。薩長の士は一人も来ず、すべて草そう[image: 莽]もうの出身の連中ばかりだった。玉松操、香川敬三、大橋慎三、松尾相永、柴田昌長、山中献、北島秀朝、宇田淵、田中光顕、三宮義胤、樹下茂国、原保太郎、海部閑六、藤村紫郎などである。宴の前に岩倉は坂本竜馬、中岡慎太郎の霊をまつり、その祭祀料を京都霊山の墓所あてに贈った。

「自分に坂本、中岡の両士を紹介してくれたのは、たれそれである」

　などという懐旧談を岩倉はしたが、竜馬の名はこういう私的な会合でたまたま出る程度のものであった。

　ただ土佐人や土佐系の浪士出身者たちは、薩長政府に対して憤懣を感ずるごとに、

「竜馬がこんにち生きてあれば」

　と仲間うちで言い、また陸奥宗光なども竜馬が生きておればいまの台閣の諸公は青菜に塩だろう、などと気焰をあげたが、それも死児の齢よわいをかぞえる愚とかわらない。

　竜馬の名は、日々わすれられた。かれの名がにわかに世上で有名になったのは、死後三十余年経った日露開戦のころである。

　明治三十七年二月四日、日露交渉に関する最後の御前会議がひらかれ、同六日、日露国交は断絶し、東郷平八郎は連合艦隊をひきいて佐世保軍港を出航し、外洋に遊ゆう弋よくした。

　どうみてもロシアの陸海軍に勝てるはずがないという観測がたれの胸中にもあり、憂色が一国を覆ったが、宮中の憂色はとくにはなはだしく、皇后（昭憲皇太后）はほとんど神経を病まれるまでになった。陸軍は兵力の差を戦術と士気でおぎない、なんとか互角にもってゆけるとしても、海軍は機械力と数の差が勝敗を決する。自然、海軍への心配が濃く、具体的にはバルチック艦隊の極東来航のときをもって国運がわかれるという見方をたれしもがもった。皇后の深憂もこの点にあったのであろう。その日露断交の二月六日、皇后はたまたま葉山別邸に避寒中であったが、その夜、夢を見た。

　夢に、白装の武士があらわれたのである。かれが名乗るには、

「微臣は、維新前、国事のために身を致したる南海の坂本竜馬と申す者に候」

　という。皇后は、その名を知らなかった。その白装の武士はさらにいう。「海軍のことは当時より熱心に心掛けたるところにござれば、このたび露国とのこと、身は亡き数に入り候えども魂魄は御国の海軍にとどまり、いささかの力を尽すべく候。勝敗のこと御安堵あらまほしく」と言い、搔かき消えた。

「坂本竜馬とは、いかなる人物か」

　と、翌朝、皇后宮大夫の子爵香川敬三に下問された。香川敬三は水戸脱藩とはいえ、その後土佐陸援隊に属したから、土佐系志士のあがりというべき人物で、竜馬とはむろん懇意であったし、その下手人探索にも力をつくした男である。当然知っている。

　およその事歴を説明申しあげた。が、皇后はなぜそれをたずねたかは打ちあけられなかった。ところが翌七日夜の夢にもおなじく白装の武士があらわれたため、ついに香川敬三にその一件を明かされた。香川は奇妙におもい、東京の田中光顕に連絡した。往年の陸援隊副隊長だった田中は、このころには宮中顧問官、宮内次官、宮内大臣を歴任する身になっている。さっそく竜馬の写真一葉を手に入れ、香川に送った。香川は女官を通じてその写真を皇后の部屋の一角に置いておくと、皇后はあわただしく香川をよばれ、

「この人である」

　といわれた。眼鋭く、眉蹙せまり、肉落ち、髪も乱れておどろである。奇相であるためまぎれもない、と皇后は言い、この撫なで肩がたに桔梗ききようの紋までおなじです、と言い添えた。

　この話は、「皇后の奇夢」として都下のすべての新聞に載り、世間はその話題でもちきりになった。この挿話を材料に宮中御歌所参候の某氏は長歌をつくって時事新報に発表し、杉谷代水は琵琶歌をつくって人に演じさせ、柏木城谷は長詩をつくって新聞に発表した。竜馬の名は、にわかに有名になった。

　この奇夢が、はたして事実かどうかわからない。竜馬の性格からみて夢枕に立つような趣味はなさそうだが、田中光顕は晩年にいたるまであれは本当だ、といって当時の情景をこまかく人に語った。

　意地わるくみれば、当時、そのころの流行語である「恐露病」にかかっていた国民の士気をこういうかたちで一変させようとしたのではないかと思われるし、さらに意地わるくみれば、当時、宮中関係の顕職についていた者は土佐系が多かった。前記香川敬三、田中光顕、佐佐木高行（旧名三四郎）、土ひじ方かた久元らである。かれらは薩長閥のそとにあっていわば冷遇されている。さらに維新前後の人物評価にしても、当然、薩長人は、西郷、木戸、大久保の事歴や人物を拡大して語ることが多いであろう。この腹いせといえば子供じみるが、すくなくとも土佐株をあげるために宮中関係者のあいだでこういう話をつくったのではないかと疑えば疑えぬことはない。

　とにかくこの話で、竜馬はあやうく忘れられることからまぬがれた。京都東山霊山のかれの墓のそばに大きな碑ができたのもこの奇夢が喧伝されたあとだし、大正期に入ってその伝記が多く刊行され、映画や芝居のなかに登場しはじめたりしたのも、夢枕の一件で当時のマスコミにとりあげられたおかげだともいえる。世間というものは、まずそうしたものかもしれない。その奇夢の、あるいは演出者だったかもしれぬ伯爵田中光顕は、

「いや、あれは本当だ」

　と言いつづけて、日華事変中の昭和十四年、満九十六歳の長寿で死んでいる。




　越前の由利公正（旧名三岡八郎）は、竜馬の死を福井できくや、竜馬と親交のあった家中の海かい福ふく雪そそぐら三人をまねいてひそかに神式の祭りをし、その霊をとむらった。

　ほどなく竜馬が生前にお膳だてをしておいたとおり、福井の幽居へ朝命が到来した。京へ出て新政府に参与せよ、という。

　藩の罪人は、一夜にして新政府の顕官になった。由利は早々に旅支度をした。支度といっても、ひげや月代さかやきを剃るまもなく、衣服もながい幽居中に売りつくし、垢のついたしま木綿の粗衣しかなかった。それにブッサキ羽織をはおり、福井から早駕籠を仕立てた。ときに慶応三年十二月十五日で、越前の山野は雪でとざされていた。由利は駕籠屋をはげまし、豪雪の愛発あらち峠とうげを越えた。

　　君がため　いそぐ旅路の愛発越え　衣の雪を払ふまもなし

　と詠み、途中、夜を徹して走るうち、京からもどる藩の早飛脚に会った。将軍慶喜は二条城を明けて大坂へ立ちのいたという。いよいよ戦争だということであった。

　由利は、十七日京に入っている。すぐ藩の老公松平春嶽に拝謁すると、

「月代を剃れ」

　と、春嶽がまゆをしかめた。さっそく髪を整え、その翌日に御所へ参内している。

　そのあと、由利は無一文の新政府の財政をととのえるべく奔走した。新政府樹立のどさくさに要った御所弁当代その他台所費用だけで二十六万両が未払いのままだったし、さらに旧幕軍との決戦のために、さしずめ三百万両は要るという。由利公正は、その生涯でもっともいそがしい毎日を送った。

　この由利が、この間、

（新国家の国是を、国内の敵味方や、国外に発表する必要があるのではないか）

　と、ひそかにおもった。そう思い、宿にかえって石筆（鉛筆）で鼻紙に書きつけた。これが維新のあけぼのを告げたといわれる「五箇条の御誓文」であった。

　一、広く会議を興し、万機公論に決すべし

　一、上下心を一にして、盛さかんに経けい綸りんを行ふべし

　一、官武一途、庶民に至る迄、各おのおの其志を遂げ、人心をして倦うまざらしめんことを要す

　一、旧来の陋ろう習しゆうを破り、天地の公道に基くべし

　一、智識を世界に求め、大おおいに皇基を振起すべし

　というものであった。この御誓文は由利が起草してから二カ月後の慶応四年（明治元年）三月十四日、明治帝が御所南殿に出御し、天地神明にちかうという形式のもとに、内外に発布された。

　文章は由利が最初、鼻紙にかきつけたものとは、多少辞句がちがっている。由利はその鼻紙を、土佐藩から出ている新政府参与の福岡孝たか弟ちか（旧名藤次）にみせ、

「足下は、学がある。仮名づかいが違うとりゃせんか、みてくれ」

　といった。福岡がみると、竜馬が長崎から京へのぼる途中、船中で起草し、後藤象二郎に渡した新国家綱領のいわゆる「船中八策」の思想がことごとく盛られていた。

　福岡は辞句を修正し、それを、鳥羽伏見の戦いのあと、長州藩の藩務をかたづけて京へのぼってきた木戸孝允（旧名桂小五郎）に見せた。木戸はひざをたたいてよろこび、みずから筆をとって文章をととのえ、ついに前記の成案を得た。

　竜馬の船中八策については、すでに本編に書いたが、最初の三カ条は、

　一、天下の政権を朝廷に奉還せしめ、政令宜しく朝廷より出づべき事

　一、上下議政局を設け、議員を置きて、万機を参賛せしめ、万機宜しく公議に決すべき事

　一、有材の公卿・諸侯、及び天下の人材を顧問に備へ、官爵を賜ひ、宜しく従来有名無実の官を除くべき事

　となっている。これを照合しても、五箇条の御誓文が竜馬の船中八策から出ていることがわかるであろう。

「その用語はやがて一八六八年の御誓文にそのままこだまするし、その公約は、一八七四年に板垣、後藤が、民選議院設立運動を始めるときの請願の論拠となる」

　と、「坂本竜馬と明治維新」の著者マリアス・Ｂ・ジャンセン氏（米国プリンストン大学教授）も見ている。

　竜馬は船中八策のあとがきで、

「以上八策は、方ほう今こん天下の形勢を察し、之を宇う内だい万国に徴するに、之をすてて他に済さい時じの急務あるなし。苟いやしくも此数策を断行せば、皇運を挽回し、国勢を拡張し、万国と並立するも亦また敢あえて難かたしとせず。伏ふして願くは、公明正大の道理に基づき、一大英断を以て天下を更こう始し一新せん」

　と書いている。竜馬は船中、この八策を起草するときにこの思想こそあたらしい日本の光源になるものだと思ったであろう。それが、慶応四年三月十四日、由利、福岡、木戸の筆を借り、五箇条の御誓文として発布された。竜馬の意思は十分に達せられたというべきであろう。

　明治二十二年、当時元老院議官、子爵になっていた由利公正は人に問われ、竜馬が福井によびだしにきてくれた当時のことを述懐し、さらにそれを文章にし、その末尾に、

「翌三日、君、京に帰る。嗚あ呼あ一いつ訣けつすでに二十三年。往事追感に堪へず」

　と書き、竜馬追憶の歌を書きとめている。




　　硯すずりの海に浮かぶ思ひのかずかずの　書きつくせぬは涙なりけり

　　勲いさおなく我身は今に永らへて　世にも人にも恥ぢざらめやは




　すでに由利公正は、日常の繁栄のなかに住んでいる。この日ふと二十三年前の風雪の頃をおもい、竜馬のことを追憶したとき、思いは慟どう哭こくをともなわずにいられなかったのであろう。この思いは、維新生きのこりの顕官たちが、暮夜ひそかにもったであろう一種のうしろめたさにも通じているかもしれない。


司馬[image: 〓]太郎（しば・りょうたろう）

大正12（１９２３）年、大阪市に生れる。大阪外国語学校蒙古語科卒業。昭和35年、「梟の城」で第42回直木賞受賞。41年、「竜馬がゆく」「国盗り物語」で菊池寛賞受賞。47年、「世に棲む日日」を中心にした作家活動で吉川英治文学賞受賞。51年、日本芸術院恩賜賞受賞。56年、日本芸術院会員。57年、「ひとびとの跫音」で読売文学賞受賞。58年、「歴史小説の革新」についての功績で朝日賞受賞。59年、「街道をゆく〝南蛮のみちⅠ〟」で日本文学大賞受賞。62年、「ロシアについて」で読売文学賞受賞。63年、「韃靼疾風録」で大佛次郎賞受賞。平成３年、文化功労者。平成５年、文化勲章受章。著書に「司馬[image: 〓]太郎全集」「司馬[image: 〓]太郎短篇全集」「坂の上の雲」（文藝春秋）ほか多数がある。平成８（１９９６）年没。
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〈ご注意〉
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〈お断り〉

本作品を電子書籍化するにあたり、一部の漢字が簡略体で表示される場合があります。また、ご覧になる機種により、表示の差が認められる場合があります。
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